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序

　
序

�

神
田
よ
り
子

　
　
「
５
年　
あ
な
た
と
共
に　
東
日
本
大
震
災　
人
の
た
め　
父
の
志
継
ぐ
」

　

�　
「
２
０
１
６
年
３
月
11
日
に
宮
古
市
田
老
の
山
本
永ひ

さ
都と

さ
ん
（
22
）
が
岩
手
県

の
遺
族
代
表
と
し
て
、
東
京
の
国
立
劇
場
で
行
わ
れ
た
追
悼
式
で
、
追
悼
の
言

葉
を
述
べ
た
。
山
本
さ
ん
は｢

な
ぜ
父
は
防
潮
堤
の
水
門
を
閉
め
に
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か｣

と
祭
壇
に
向
か
っ
て
語
り
か
け
た
。
消
防
団
員
の

父
幸さ

ち
雄お

さ
ん
（
当
時
49
）
は
宮
古
市
田
老
の
巨
大
防
潮
堤
へ
向
か
っ
た
ま
ま
行

方
不
明
に
。
山
本
さ
ん
に
は
、
住
民
を
守
ろ
う
と
し
た
の
に
理
不
尽
に
思
え
た
。

｢

何
で
お
っ
と
う
な
の｣

。
悲
し
み
と
怒
り
を
母
ヒ
デ
さ
ん
（
50
）
に
ぶ
つ
け
た
。

母
は
父
を
探
す
間
も
な
く
、
看
護
師
と
し
て
避
難
所
を
駆
け
回
っ
た
。
人
に
尽

く
し
た
父
と
母
。
山
本
さ
ん
は
看
護
師
に
な
ろ
う
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
だ

が
進
学
し
た
大
学
は
３
年
の
途
中
で
休
学
。
郷
里
の
期
待
を
重
圧
に
感
じ
た
。

あ
る
日
、
田
老
の
仮
設
診
療
所
で
、
患
者
を
い
た
わ
る
母
を
見
て
思
い
直
し
た
。

｢

私
も
こ
う
な
り
た
か
っ
た
ん
だ
。｣

昨
年
４
月
に
復
学
。
看
護
実
習
を
乗
り
切
っ

た
。｢

人
の
役
に
立
て
る
こ
と
が
、
亡
き
父
へ
の
親
孝
行
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。｣「
ひ・さ・と
」は
両
親
と
、震
災
で
亡
く
な
っ
た
祖
父
冨と

み
弥や

さ
ん（
同

81
）
の
名
前
の
頭
文
字
。
そ
の
誇
り
を
胸
に
生
き
よ
う
と
思
う
。」（
以
上
『
朝

日
新
聞
』
２
０
１
６
年
３
月
12
日
版
１
面
よ
り
引
用
）

は
じ
め
に

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
が
た
っ
た
２
０
１
６
年
３
月
11
日
、
こ
こ
に
見
る
よ

う
に
、
若
い
人
が
震
災
を
バ
ネ
に
新
た
に
生
き
る
力
を
見
い
だ
し
、
そ
の
先
へ
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
た
。
一
方
で
、
５
年
も
た
っ
た
の
に
未
だ
に
仮
設
住
宅

で
暮
ら
し
、
明
日
の
希
望
を
見
い
だ
せ
な
い
で
い
る
方
々
も
お
ら
れ
る
の
が
現
状

だ
。

　
そ
う
し
た
中
で
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
き
た
の
は
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に

お
け
る
宮
古
市
民
の
方
々
の
記
憶
を
記
録
に
と
ど
め
て
お
こ
う
と
い
う
活
動
だ
。

私
た
ち
は
主
に
民
俗
学
の
方
法
に
よ
り
、
様
々
な
立
場
の
方
々
か
ら
、
そ
の
と
き

ど
う
行
動
し
た
の
か
と
い
っ
た
被
災
の
体
験
、
ど
う
行
動
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
か
、

廻
り
の
方
々
に
ど
う
行
動
し
て
欲
し
か
っ
た
の
か
と
い
う
実
体
験
を
踏
ま
え
た「
思

い
」
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
き
た
。
そ
し
て
現
場
で
の
対
応
の
仕
方
、
後
方
支

援
の
あ
り
方
な
ど
、
お
一
人
お
一
人
か
ら
聞
き
書
き
を
し
、
皆
様
方
の
記
憶
を
記

録
す
る
作
業
を
行
っ
て
き
た
。

　
地
域
の
景
観
が
が
ら
り
と
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
海
が
全
く
見
え
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
、
い
つ
か
ま
た
来
る
大
震
災
に
ど
う
備
え
れ
ば
良
い
の
か
と
い
う
不
安
が

あ
る
。
ま
た
住
宅
地
と
商
店
街
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
買
い
物
弱
者

の
足
の
確
保
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
等
々
、
今
後
の
課
題
は
山
積
み
で
あ
る
。

　
し
か
し
祖
父
と
父
と
の
思
い
出
を
、
そ
し
て
患
者
さ
ん
の
た
め
に
懸
命
に
働
く

母
の
後
ろ
姿
を
見
て
思
い
直
し
た
と
い
う
、
誇
り
を
胸
に
生
き
る
と
誓
っ
た
山
本

永ひ
さ

都と

さ
ん
の
言
葉
を
、
今
後
の
宮
古
の
希
望
と
し
た
い
。
宮
古
市
も
ま
だ
ま
だ
復

興
途
上
で
は
あ
る
が
、
こ
の
記
録
が
災
害
を
乗
り
越
え
、
い
つ
か
ま
た
来
る
災
害

に
備
え
る
た
め
の
、
柔
ら
か
な
思
考
を
育
て
る
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま

な
い
。

本
報
告
の
概
要

　
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
宮
古
市
の
被
害
概
要
（
平
成
24
年
11
月
６
日

現
在
）
は
、
人
的
な
被
害
に
つ
い
て
は
死
亡
者
５
１
７
人
（
認
定
死
亡
者
１
１
０

人
を
含
む
）、
行
方
不
明
者
94
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
住
家
の
家
屋
倒
壊
数
は
全
壊

５
千
９
６
８
、
大
規
模
半
壊
１
千
３
３
５
、
半
壊
１
千
１
７
４
、一
部
損
壊
６
１
１

と
な
り
、
合
計
で
９
千
０
８
８
に
上
る
（
平
成
24
年
６
月
29
日
現
在
）。
被
害
推
計

総
額
は
２
千
４
５
６
億
６
千
０
８
８
万
４
千
円
で
あ
っ
た
（
以
上
は
『
東
日
本
大

震
災
宮
古
市
の
記
録　
第
１
巻
《
津
波
史
編
》』
宮
古
市　
２
０
１
４
年　
１
３
３

～
１
３
７
頁
よ
り
）。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
本
報
告
書
は
、
第
１
部
各
地
域
に
お
け
る
東
日
本
大

震
災
、
第
２
部
各
分
野
で
の
震
災
後
の
取
り
組
み
と
い
う
２
部
構
成
と
し
た
。
そ

の
上
で
第
１
部
で
は
、
大
き
く
Ａ
田
老
地
域
、
Ｂ
宮
古
地
域
、
Ｃ
重
茂
地
域
と
３

地
域
に
分
け
て
調
査
及
び
考
察
を
行
っ
た
。
続
い
て
第
２
部
で
は
⑴
医
療
、
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
の
活
動
、
福
祉
、
保
育
、
⑵
災
害
救
助
と
支
援
体
制
、
災
害
廃
棄
物
の
処
理
、
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今
後
の
復
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
立
ち
上
が
り
、「
津
波
防
災
文
化
の
発
信
」

と
い
う
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
Ｂ　
宮
古
地
域

　
宮
古
地
域
と
し
て
崎
山
、
鍬
ヶ
崎
、
宮
古
市
街
地
、
磯
鶏
、
津
軽
石
、
赤
前
ま

で
を
含
め
た
。

　
そ
の
被
災
概
要
は
、
崎
山
地
区
の
死
者
22
人
、
行
方
不
明
者
は
９
人
、
鍬
ヶ
崎

地
区
の
死
者
57
人
、
行
方
不
明
者
は
８
人
、
市
街
地
の
死
者
68
人
、
行
方
不
明
者

は
５
人
、
磯
鶏
地
区
の
死
者
65
人
、
行
方
不
明
者
は
７
人
、
津
軽
石
地
区
の
死
者

57
人
、
行
方
不
明
者
は
３
人
で
あ
っ
た
。

　
崎
山
、
鍬
ヶ
崎
、
築
地
、
愛
宕
地
区
は
、
鍬
ヶ
崎
を
中
心
と
し
た
漁
港
で
も
あ

り
閉
伊
川
河
口
で
も
あ
る
た
め
、
大
津
波
が
直
接
襲
い
甚
大
な
災
害
を
被
っ
た
。

と
く
に
鍬
ヶ
崎
地
区
は
、
漁
港
の
全
て
を
破
壊
し
た
波
と
、
蛸
の
浜
の
峠
を
越
え

た
波
が
蛸
の
浜
町
下
で
ぶ
つ
か
り
、
平
坦
部
が
ほ
ぼ
全
滅
の
被
害
と
な
っ
た
。

　
宮
古
の
市
街
地
は
近
年
堤
防
が
で
き
、
建
物
が
立
ち
並
び
、
生
活
の
中
で
近
く

に
海
が
あ
る
こ
と
を
意
識
し
な
く
な
っ
て
い
た
。
昭
和
22
年
の
カ
ザ
リ
ン
台
風
、

23
年
の
ア
イ
オ
ン
台
風
で
、
大
き
な
水
害
を
受
け
、
津
波
に
関
し
て
も
「
地
震
が

き
た
ら
津
波
は
来
る
」
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
認
識
し
て
い
る
。
３
月
11
日
は
地

震
の
大
き
さ
に
驚
き
「
き
っ
と
津
波
は
来
る
」
と
す
ぐ
に
避
難
し
た
住
民
が
い
る

一
方
で
、「
こ
こ
に
津
波
は
来
な
い
。
来
て
も
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
、
家
の

中
に
留
ま
っ
た
人
も
多
か
っ
た
。
そ
う
し
た
方
々
の
中
で
難
を
逃
れ
た
人
と
犠
牲

に
な
ら
れ
た
方
の
差
は
ほ
ん
の
一
瞬
、
そ
れ
も
い
く
つ
か
の
偶
然
が
重
な
っ
た
こ

と
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
藤
原
・
磯
鶏
地
区
で
は
、
藤
原
地
区
の
場
合
、
津
波
は
中
屋
造
船
所
前
の
水
門

を
破
り
、
ま
た
藤
原
埠
頭
の
防
潮
堤
を
乗
り
越
え
て
流
れ
込
み
、
国
道
45
号
線
を

越
え
Ｊ
Ｒ
山
田
線
の
線
路
に
ま
で
達
し
た
。
磯
鶏
地
区
で
は
、
埠
頭
に
あ
る
工
場

や
施
設
、
国
道
45
号
線
沿
い
に
大
き
な
被
害
が
出
た
。
津
波
は
Ｊ
Ｒ
磯
鶏
駅
を
越

え
て
磯
鶏
西
や
上
村
ま
で
お
よ
び
、
平
成
23
年
開
催
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
ヨ
ッ
ト

競
技
の
会
場
予
定
だ
っ
た
リ
ア
ス
ハ
ー
バ
ー
も
全
壊
し
、貯
木
場
か
ら
は
木
材
（
丸

太
）
が
流
失
し
た
。

⑶
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
自
治
体
の
交
流
、
観
光
復
興
、
宗
教
団
体
の
取
り
組
み
、

外
国
人
の
被
災
体
験
、
⑷
被
災
し
た
芸
能
と
復
活
、
震
災
と
暮
ら
し
の
移
り
変
わ

り
、
⑸
海
外
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
た
東
日
本
大
震
災
の
報
道
と
い
う
分
類
で
記
述
し

た
。
以
下
で
は
個
々
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
て
ゆ
く
。

第
１
部　
各
地
域
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災

　
Ａ　
田
老
地
域

　
田
老
地
域
は
過
去
に
も
津
波
に
よ
る
大
き
な
被
害
が
出
て
お
り
、
明
治
29
年
の

三
陸
大
津
波
で
は
総
人
口
３
千
７
４
７
人
中
死
亡
は
２
千
６
５
５
人
で
あ
っ
た
。

昭
和
８
年
の
三
陸
地
震
津
波
の
際
の
被
害
は
総
人
口
４
千
９
８
３
人
に
対
し
て
、

死
亡
５
８
４
人
、
行
方
不
明
３
２
７
人
、
負
傷
１
２
２
人
、
総
戸
数
８
３
５
戸
に

対
し
て
流
出
家
屋
５
０
０
戸
と
あ
る
（
以
上
中
央
気
象
台
『
東
日
本
大
震
災
宮
古

市
の
記
録　
第
１
巻　
（
津
波
史
編
）』（
宮
古
市　
２
０
１
５
年
）。
こ
の
う
ち
一

家
全
滅
が
１
３
０
戸
（
明
治
29
年
）、66
戸
（
昭
和
８
年
）
と
い
う
数
に
な
る
（『
田

老
町
誌　
津
波
編
』
田
老
町
教
育
委
員
会　
２
０
０
５
年
）。
明
治
29
年
、
昭
和

８
年
の
大
惨
事
で
は
罹
災
戸
数
や
死
者
・
不
明
者
の
数
も
甚
大
な
こ
と
か
ら
、
家

の
継
承
さ
え
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
だ
っ
た
事
が
窺
え
る
。

　

そ
し
て
平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
の
規
模
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
９・０
、
最
大
波
高
８・５
㍍
、
罹
災
戸
数
は
１
千
６
９
１
戸
、
死
者
・
不
明
者

１
８
１
人
、
漁
船
流
失
は
８
４
０
隻
と
な
る
（
以
上
は
『
田
老　
あ
の
日
、
あ
の

時　
２
０
１
１・３･

11　
東
日
本
大
震
災
』
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
立
ち
上
が
る
ぞ
！
宮
古

市
田
老　
２
０
１
２
年
）。
万
里
の
長
城
と
も
呼
ば
れ
た
ｘ
軸
の
防
潮
堤
を
津
波
が

襲
い
、
田
老
の
街
中
の
平
地
部
分
の
住
宅
や
商
店
街
の
ほ
と
ん
ど
が
破
壊
さ
れ
た
。

こ
の
日
、
田
老
地
区
で
は
１
千
３
０
０
名
以
上
が
避
難
し
た
（『
東
日
本
大
震
災
宮

古
市
の
記
録　
第
１
巻　
（
津
波
史
編
）』）。

　
こ
こ
で
は
津
波
の
被
害
に
立
ち
向
か
っ
て
い
っ
た
方
々
の
日
々
の
行
動
と
記
憶

を
聞
き
取
り
、
記
録
し
た
。
主
に
田
老
地
区
に
お
け
る
支
援
体
制
と
し
て
田
老
総

合
事
務
所
の
動
き
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
で
の
避
難
所
生
活
、
仮
設
で
の

生
活
や
仮
設
商
店
街
の
様
子
な
ど
を
述
べ
た
。

　
一
方
、
田
老
で
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
立
ち
上
が
る
ぞ
！
宮
古
市
田
老
」
が
田
老
の
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３
・
11
以
降
、
医
療
現
場
で
は
寒
さ
と
疲
労
、
衛
生
面
の
問
題
、
感
染
症
、
薬

剤
や
物
資
の
不
足
、
治
療
を
必
要
と
す
る
人
々
、
精
神
面
で
の
不
安
、
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
な
ど
課
題
が
山
積
み
だ
っ
た
。
多
く
の
患
者
や
住
民
を
守
る
た
め
、
医
療

従
事
者
た
ち
は
、
悩
み
、
考
え
、
今
も
活
動
を
続
け
て
い
る
。
当
時
明
確
な
方
法

論
が
無
い
状
況
下
で
の
決
断
、
実
行
す
る
勇
気
、
住
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め

に
最
善
を
つ
く
し
、
力
の
限
り
活
動
し
た
医
療
従
事
者
た
ち
の
姿
を
伝
え
た
。

　
岩
手
医
科
大
学
医
学
部
災
害
医
学
講
座
教
授�

眞
瀬
智
彦
氏
よ
り
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の

活
動
に
つ
い
て
の
ご
寄
稿
が
あ
っ
た
。
県
内
の
活
動
調
整
を
行
う
県
庁
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

調
整
本
部
を
設
置
し
、
沿
岸
の
災
害
拠
点
病
院
と
連
携
・
調
整
し
な
が
ら
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
の
活
動
を
行
っ
た
。
岩
手
県
庁
調
整
本
部
と
宮
古
医
療
圏
で
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動

に
つ
い
て
報
告
を
い
た
だ
い
た
。

　
東
日
本
大
震
災
で
高
齢
者
や
障
が
い
者
と
い
っ
た
要
援
護
者
や
そ
の
家
族
、
そ

し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
職
員
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
の
か
に
つ

い
て
聞
き
取
っ
た
事
柄
を
ま
と
め
た
。「
福
祉
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
田
老
地
区
で

被
害
に
あ
っ
た
住
民
の
方
々
、
田
老
地
区
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
職
員
、
宮

古
市
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
職
員
に
伺
っ
た
話
を
紹
介
し
て
い
く
。

　
保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
た
ち
は
、
園
児
の
命
を
守
る
た
め
に
安
全
な
場
所
へ
導

き
、
最
後
ま
で
残
っ
た
子
ど
も
を
無
事
保
護
者
へ
引
き
渡
す
ま
で
最
大
限
の
ケ
ア

を
し
つ
づ
け
た
。
女
性
の
仕
事
と
さ
れ
て
き
た
保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
と
い
う「
命

を
守
る
仕
事
と
は
何
か
」
を
あ
ら
た
め
て
問
う
事
と
な
っ
た
。

　
⑵　
災
害
救
助
と
支
援
体
制
、
災
害
廃
棄
物
の
処
理

　
災
害
救
助
と
支
援
体
制
に
関
し
て
は
、
消
防
署
、
警
察
署
、
自
衛
隊
の
方
々
か

ら
話
を
伺
っ
た
。
彼
ら
は
地
域
住
民
を
救
う
た
め
に
命
が
け
で
救
助
、
捜
索
、
消

火
、
避
難
誘
導
、
そ
し
て
自
衛
隊
や
広
域
消
防
隊
の
道
案
内
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

そ
の
活
躍
に
は
頭
が
下
が
る
思
い
で
あ
る
が
、
な
ぜ
そ
こ
ま
で
や
る
の
か
、
と
い

う
疑
問
が
頭
か
ら
離
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
も
体
験
を
伺
っ
た
。

　
一
方
、
東
日
本
大
震
災
直
後
か
ら
地
域
の
中
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

住
民
を
動
員
し
て
、
被
災
者
の
方
々
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
き
た
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
、
婦
人
消
防
協
力
隊
、
女
性
消
防
団
員
、
保
健
師
の
方
々
に
も
体
験
を
語
っ

　
高
浜
・
金
浜
地
区
で
は
国
道
45
号
線
が
走
る
堤
防
を
津
波
が
越
え
て
浸
水
し
、

高
浜
地
区
セ
ン
タ
ー
が
全
壊
、
金
浜
地
区
の
平
坦
地
の
住
家
が
ほ
ぼ
全
壊
し
た
。

　
津
軽
石
は
津
軽
石
川
水
門
を
越
え
て
津
波
が
川
を
遡
り
、
根
井
沢
川
に
入
っ
た
。

そ
の
た
め
稲
荷
橋
が
水
没
し
、
津
軽
石
駅
付
近
で
列
車
が
脱
線
し
た
。
法
の
脇
地

区
で
は
ほ
ぼ
全
家
屋
が
流
出
し
、
こ
の
地
区
で
の
家
々
の
再
建
は
不
可
能
と
な
り
、

全
戸
が
地
区
外
に
移
転
と
な
っ
た
。

　
赤
前
地
区
は
、
宮
古
湾
が
も
っ
と
も
奥
に
入
り
込
ん
だ
最
南
端
に
位
置
す
る
地

域
で
、
津
波
は
赤
前
の
４
つ
の
集
落
を
含
む
平
野
の
ほ
ぼ
全
域
と
、
堀
内
の
集
落

の
お
よ
そ
半
分
を
、
一
瞬
の
う
ち
に
飲
み
込
み
、
そ
の
被
害
は
甚
大
な
も
の
と
な
っ

た
。

　
Ｃ　
重
茂
地
域

　
平
成
23
年
６
月
23
日
に
行
わ
れ
た
「
重
茂
漁
協
総
会
資
料
」
に
よ
る
と
、
重
茂

地
区
の
被
害
（
２
０
１
２
年
４
月
１
日
現
在
）
は
死
者
・
行
方
不
明
者
50
人
（
内

組
合
員
17
人
）
を
数
え
、
家
屋
は
全
壊
が
88
、
倉
庫
全
壊
が
３
５
５
に
上
る
。

　

三
陸
沿
岸
随
一
の
品
質
と
水
揚
げ
量
を
誇
る
漁
業
の
地
域
で
あ
り
、
全
て
の

漁
港
に
津
波
が
襲
来
し
、
防
潮
堤
や
護
岸
を
破
壊
し
、
水
産
加
工
施
設
、
種
苗

生
産
施
設
な
ど
が
全
壊
し
た
。
水
産
被
害
状
況
は
、
あ
わ
び
セ
ン
タ
ー
・
加
工

場
・
孵
化
場
他
約
50
施
設
で
42
億
円
の
被
害
、
漁
港
施
設
は
県
管
理
２
港
、
市

管
理
８
港
は
全
壊
、
漁
船
、
所
属
船
８
１
４
隻
の
内
７
９
８
隻
流
出
、
養
殖
施
設　

１
千
３
１
０
台
（
41
万
㍍
）
全
壊
、
水
産
物
等
は
わ
か
め
、
こ
ん
ぶ
、
う
に
、
あ

わ
び
等
で
約
20
億
円
の
被
害
、
漁
業
用
資
材
は
漁
具
、
漁
網
、
漁
撈
設
備
等
で
約

10
億
円
の
被
害
で
あ
っ
た
。

　
震
災
直
後
は
、
橋
の
崩
落
・
道
の
決
壊
に
よ
り
陸
の
孤
島
と
な
っ
た
が
、
漁
業

復
興
に
向
け
て
立
ち
上
が
っ
た
漁
協
と
組
合
員
が
い
た
。そ
の
結
果「
奇
跡
の
復
興
」

と
さ
え
言
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
海
に
出
て
仕
事
が
し
た
い
、
若
い
人
を
地
域
か
ら

失
い
た
く
な
い
、
と
い
う
思
い
の
一
途
さ
だ
っ
た
と
い
う
。

第
２
部　
各
分
野
で
の
震
災
後
の
取
り
組
み

　
⑴　
医
療
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
動
、
福
祉
、
保
育
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２
０
１
０
年
12
月
31
日
の
時
点
で
、
宮
古
に
は
１
６
０
人
の
外
国
人
が
暮
ら
し

て
い
た
。
こ
こ
で
は
外
国
人
の
被
災
体
験
を
振
り
返
り
、
大
災
害
や
日
常
に
お
け

る
外
国
人
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
情
報
を
提
供
す
る
。

　
宮
古
の
観
光
は
最
も
打
撃
の
大
き
か
っ
た
産
業
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
る
。
観
光

地
が
浄
土
ヶ
浜
、
三
王
岩
、
魹
ヶ
崎
等
と
沿
岸
部
に
集
中
し
て
い
る
た
め
、
多
く

の
施
設
が
被
災
し
、
直
接
的
な
被
害
も
大
き
か
っ
た
。
一
方
で
観
光
業
は
復
興
に

向
け
て
取
り
組
む
べ
き
産
業
の
柱
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
も
い
る
。
観
光
の
復
興
は

官
民
あ
げ
て
の
事
業
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
、
多
く
の
関
係
者
が
注
力
し
て
い
る
。

　
宮
古
市
と
品
川
区
は
、
品
川
区
目
黒
駅
前
商
店
振
興
組
合
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン

ト
「
目
黒
の
さ
ん
ま
祭
り
」
が
縁
と
な
り
、
平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
に
災
害
時

相
互
援
助
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
さ
ん
ま
祭
り
や
宮
古
の
海
産
物
を
通
し
て
、
ま

た
小
学
生
の
交
流
を
通
し
て
人
と
人
と
の
繋
が
り
が
よ
り
深
く
な
っ
て
い
る
様
子

を
描
い
た
。

　
⑷　
被
災
し
た
芸
能
と
復
活

　
宮
古
市
津
軽
石
法の

り
の
脇わ

き
地
区
で
は
、
宮
古
湾
に
押
し
寄
せ
た
津
波
が
水
門
を
越

え
て
津
軽
石
川
を
上
流
に
遡
り
、
水
門
の
両
側
は
、
せ
き
止
め
ら
れ
堤
防
を
越
え

て
あ
ふ
れ
出
た
水
が
滞
留
す
る
こ
と
で
甚
大
な
被
害
に
あ
っ
た
。
法
の
脇
地
区
で

は
、
津
波
に
よ
っ
て
４
人
の
死
者
が
出
た
。
そ
し
て
家
屋
は
３
戸
を
残
し
て
す
べ

て
流
失
し
た
。
平
成
25
年
３
月
６
日
付
宮
古
市
告
示
第
31
号
に
よ
り
、
集
落
全
体

が
災
害
危
険
区
域
に
指
定
さ
れ
、
法
の
脇
地
区
は
実
質
的
に
解
散
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
法
の
脇
鹿
子
踊
り
の
復
活
へ
の
経
緯
に
も
大
き
く
影
響
を
与

え
た
。

　
黒
森
神
楽
が
𢌞
っ
て
歩
く
陸
中
沿
岸
地
方
は
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
岩
手

県
内
の
被
災
地
と
重
な
っ
て
お
り
、
神
楽
宿
を
提
供
し
て
き
た
地
域
の
方
々
も
、

獅
子
頭
を
奉
じ
て
廻
っ
て
歩
く
神
楽
衆
も
、
共
に
被
災
者
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
神

楽
衆
の
被
災
状
況
、
黒
森
神
楽
の
宿
の
被
災
と
復
興
、
震
災
後
の
神
楽
の
巡
行
、

被
災
地
代
表
と
し
て
の
黒
森
神
楽
、
神
楽
が
果
た
し
た
地
域
の
再
生
、
そ
し
て
今

後
の
神
楽
の
巡
行
の
行
方
に
つ
い
て
述
べ
た
。
と
く
に
震
災
後
数
年
間
の
活
動
状

況
は
、
日
本
全
国
各
地
だ
け
で
は
な
く
海
外
か
ら
も
、
震
災
に
負
け
な
い
復
興
の

て
も
ら
っ
た
。

　
今
回
の
災
害
の
現
場
で
、
自
衛
隊
の
活
動
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
。
被

災
者
の
皆
様
の
記
憶
の
中
に
、
救
い
主
と
し
て
の
自
衛
隊
の
方
々
の
活
躍
す
る
姿

が
焼
き
付
い
て
い
る
と
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
自
衛
隊
の
初
動
体

制
か
ら
、
被
災
地
で
の
活
躍
の
軌
跡
等
を
時
系
列
に
従
っ
て
記
録
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
災
害
廃
棄
物
の
量
は
、
宮
古
市
だ
け
で
57
万
４
千
９
０
０

㌧
と
さ
れ
る
（『
岩
手
県
災
害
廃
棄
物
処
理
詳
細
計
画
』
岩
手
県　
２
０
１
１
年
：

11
頁
）。
こ
れ
は
家
庭
ご
み
の
30
年
分
に
相
当
す
る
と
い
う
。
こ
れ
だ
け
の
廃
棄
物

処
理
の
た
め
、
震
災
後
の
13
日
か
ら
道
路
復
旧
と
共
に
瓦
礫
撤
去
作
業
が
始
ま
っ

た
。
瓦
礫
の
仮
置
き
場
は
出
崎
埠
頭
、藤
原
埠
頭
、宮
古
運
動
公
園
、田
老
野
球
場
、

長
内
川
運
動
公
園
な
ど
に
設
け
ら
れ
、
災
害
廃
棄
物
と
し
て
処
理
さ
れ
た
。
岩
手

県
内
で
処
理
し
き
れ
な
い
も
の
は
広
域
処
理
が
な
さ
れ
、
１
都
１
府
13
県
の
自
治

体
の
協
力
を
得
た
。
水
産
廃
棄
物
は
海
洋
投
棄
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
一
時
保

管
と
し
て
私
有
地
に
埋
め
た
。

　
⑶　

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
自
治
体
の
交
流
、
観
光
復
興
、
宗
教
団
体
の
取
り

組
み
、
外
国
人
の
被
災
体
験

　
東
日
本
大
震
災
後
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
被
災
地
に
駆
け
付
け
た
こ
と
は

記
憶
に
新
し
い
。
カ
リ
タ
ス
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
で
の
経
験
と
、
国
際
カ
リ
タ

ス
の
理
念
を
受
け
て
、
東
日
本
大
震
災
時
に
も
直
後
か
ら
各
地
で
活
動
を
開
始
し

た
。
震
災
後
４
年
が
経
過
し
た
中
、
カ
リ
タ
ス
は
長
期
の
支
援
を
目
指
し
て
活
動

を
続
け
て
い
る
。
支
援
継
続
の
原
動
力
と
し
て
、
堅
固
な
組
織
を
持
つ
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
が
バ
ッ
ク
に
あ
る
が
、
加
え
て
修
道
女
な
ど
の
女
性
宗
教
者
が
積
極
的
に

か
か
わ
っ
て
い
る
点
も
指
摘
で
き
る
。

　
宗
教
団
体
の
取
り
組
み
と
し
て
、
被
災
直
後
か
ら
支
援
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
国

内
外
か
ら
の
宗
教
団
体
が
陰
に
陽
に
関
わ
っ
て
い
た
。
宗
教
を
基
盤
と
し
た
利
他

心
に
押
し
出
さ
れ
た
行
動
で
あ
る
。
震
災
か
ら
５
年
が
過
ぎ
、
心
の
復
興
に
は
根

気
強
い
長
期
間
の
ケ
ア
が
必
要
と
な
る
。
宗
教
関
係
者
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
小

さ
く
な
い
。
こ
こ
で
は
宗
教
の
被
災
経
験
、
支
援
活
動
、
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
に

復
興
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
を
取
り
上
げ
た
。
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シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
に
招
か
れ
て
活
動
し
て
き
た
の
で
、
そ
の
こ
と
に
も
言
及
し
た
。

　
⑸　
震
災
と
暮
ら
し

　
宮
古
の
漁
業
は
船
大
工
、
櫓
大
工
、
網
大
工
、
鍛
冶
屋
、
イ
カ
角
職
人
、
桶
職
人
、

鋸
刃
職
人
、
染
色
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
職
人
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
が
、

多
く
は
震
災
前
に
姿
を
消
し
、
ま
だ
現
役
で
仕
事
を
し
て
い
る
職
人
も
高
齢
で
後

継
者
が
な
く
、
自
分
の
代
で
最
後
と
い
う
人
が
多
い
。

　
こ
こ
で
は
、
職
人
の
生
活
誌
を
追
い
、
宮
古
の
移
り
変
わ
り
と
、
そ
の
町
で
「
最

後
の
職
人
」
と
し
て
生
き
て
来
た
人
々
が
、
ど
の
よ
う
に
震
災
と
向
き
合
っ
た
か

を
記
述
し
た
。

　
⑹　
海
外
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
た
東
日
本
大
震
災
の
報
道

　
中
国
の
大
学
で
教
鞭
を
と
る
何
為
民
は
、
日
本
で
の
留
学
を
終
え
て
帰
国
間
も

な
い
２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９・０
の
地
震
発
生
を
知
っ
た
。

本
稿
は
、『
人
民
日
報
』
と
『
四
川
日
報
』
が
東
日
本
大
震
災
を
如
何
に
報
道
し
た

の
か
を
調
べ
、
分
析
し
た
。

【
参
考
文
献
】

宮
古
市
『
東
日
本
大
震
災
宮
古
市
の
記
録　
第
１
巻
《
津
波
史
編
》』
２
０
１
４
年

田
老
町
教
育
委
員
会
『
田
老
町
誌　
津
波
編
』
２
０
０
５
年

岩
手
県
『
岩
手
県
災
害
廃
棄
物
処
理
詳
細
計
画
』
２
０
１
１
年



写真　（航空写真）田老地区　2011/03/28　撮影：宮古市

第
１
部　
各
地
域
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災

21

第１部
各地域における東日本大震災



22

第
１
部　
各
地
域
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災

Ａ　
田
老
地
域

第
１
章 　
「
津
波
太
郎
」
―
ま
ち
の
復
興
と
生
活
の
復
興 

 

伊
藤　
純

は
じ
め
に

　
「
津
波
太
郎
」
と
い
う
異
名
で
知
ら
れ
る
田
老
の
歴
史
は
、
し
ば
し
ば
津
波

と
の
戦
い
と
し
て
描
か
れ
る
。
明
治
時
代
以
降
に
限
っ
て
も
、
田
老
は
明
治
29

（
１
８
９
６
）
年
６
月
15
日
と
昭
和
８
（
１
９
３
３
）
年
３
月
３
日
に
大
津
波
に
よ

る
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
惨
憺
た
る
経
験
か
ら
、「
津
波
太
郎
」

か
ら
「
防
災
太
郎
」
を
目
指
し
て
、
様
々
な
市
街
地
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
な
か

で
も
「
万
里
の
長
城
」
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
る
大
防
潮
堤
は
防
災
機
能
を
果

た
す
と
と
も
に
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
田
老
の
風
景
の
一
部
と
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
町
を
あ
げ
た
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
宮
城

県
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９・０
の
大
地
震
が
発
生
し
、大
津
波
は「
万

里
の
長
城
」
を
越
え
て
町
を
飲
み
込
ん
だ
。
そ
し
て
、
田
老
の
人
び
と
は
長
期
に

わ
た
る
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

１　
防
災
の
町
を
め
ざ
し
て

明
治
三
陸
地
震

　
明
治
三
陸
地
震
に
お
け
る
田
老
の
様
子
を
伝
え
る
資
料
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
現

在
の
と
こ
ろ
体
験
記
の
よ
う
な
も
の
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
新
聞
・
雑
誌
の

記
事
や
被
災
に
関
す
る
調
査
記
録
に
よ
っ
て
、
当
時
の
被
害
状
況
を
知
る
こ
と
が

で
き
る 

注（
１
）。
臨
時
増
刊
「
大
海
嘯
被
害
録
」
と
し
て
当
時
の
様
子
を
３
巻
に
わ

た
り
特
集
し
た
『
風
俗
画
報
』
の
下
巻
で
は
田
老
・
乙
部
に
つ
い
て
「
十
五
日
の

海
嘯
は
水
高
平
水
よ
り
高
き
事
七
十
尺
に
及
び
、
五
分
間
を
費
や
さ
ず
し
て
全
戸

数
三
百
三
十
五
戸
は
微
塵
と
な
り
て
海
岸
に
浚
ひ
出
さ
れ
、
男
女
相
合
し
て
老
幼

千
八
百
六
十
七
名
は
海
底
の
鬼
と
化
し
畢
ん
ぬ
」
と
報
じ
て
い
る
。
生
き
残
っ
た

の
は
マ
グ
ロ
漁
で
沖
合
に
出
て
い
た
15
艘
の
乗
組
員
60
人
と
、
出
稼
ぎ
の
漁
夫
若

干
名
。
陸
地
で
難
を
逃
れ
た
の
は
わ
ず
か
36
人
で
あ
っ
た
。
絶
家
は
１
３
０
戸
に

も
及
ん
だ
。
続
く
記
事
に
は
「
下
摂
待
は
田
老
村
に
接
す
る
十
戸
の
小
部
落
な
り
。

其
戸
数
の
少
な
き
に
似
ず
二
十
七
頭
の
牛
を
飼
養
せ
し
が
、
海
嘯
の
為
め
其
全
部

落
と
牛
の
残
ら
ず
と
を
持
去
ら
れ
、
村
民
は
四
十
三
名
の
中
十
七
名
生
存
せ
し
に

過
ぎ
ず
、
惨
又
惨
」
と
あ
る
。
明
治
三
陸
地
震
に
お
け
る
田
老
・
乙
部
・
摂
待
の

津
波
被
害
が
類
を
見
な
い
ほ
ど
に
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
数
字
に
表
れ
て

い
る 

注（
２
）。
ま
た
、
県
の
三
陸
大
海
嘯
被
害
地
授
産
労
法
取
調
方
を
委
嘱
さ
れ
た

山
奈
宗
真
の
報
告
書
『
岩
手
県
沿
岸
大
海
嘯
取
調
書
』
で
は
、
被
災
後
の
対
策
と

し
て
「
田
老
川
ノ
南
山
根
ニ
防
風
林
ノ
松
樹
数
十
本
在
り
（
四
五
尺
廻
リ
）　
海
面

ヨ
リ
二
十
尺
モ
高
キ
砂
利
堤
防
ア
リ　
今
回
ノ
津
波
ニ
立
木
モ
堤
防
モ
破
壊
セ
ラ

レ
海
面
平
均
ノ
地
ト
ナ
リ　
将
来
田
老
海
浜
ニ
六
七
間
ノ
堤
防
（
汐
止
）
ト
防
風

林
植
付　
尤
急
務
ナ
リ　
此
田
老
川
ノ
床
下
ケ
両
側
堤
防
改
築
モ
必
要
」
と
い
う

報
告
が
あ
る
。
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
陸
地
震
以
前
に
も
、
数
十
の
防
風

林
と
海
抜
お
よ
そ
６
㍍
の
砂
利
の
堤
防
が
築
か
れ
て
お
り
、
大
津
波
を
想
定
し
た

町
づ
く
り
が
す
で
に
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

昭
和
８
年
の
三
陸
地
震

　

昭
和
８
年
の
三
陸
地
震
に
お
け
る
田
老
の
状
況
は
新
聞
・
雑
誌
記
事
の
ほ
か

に
、
個
々
の
体
験
記
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
宮
古
測
候
所
所
蔵
資
料
『
験
震
時

報
』
第
７
巻
に
は
、「
明
治
二
十
九
年
の
三
陸
大
津
波
に
際
し
、
釜
石
以
北
の
最

激
被
害
地
た
り
し
田
老
村
は
、
今
回
も
亦
沿
岸
に
於
て
其
惨
状
右
に
出
る
も
の

な
く
、
一
世
の
視
聴
を
集
め
た
り
。
即
ち
戸
数
五
六
〇
戸
中
山
手
に
あ
り
し
小
学

校
役
場
及
び
寺
院
と
少
数
の
民
家
を
残
し
、
流
出
家
屋
実
に
五
〇
〇
余
を
算
し

人
口
二
七
七
三
中
死
者
五
八
四
、
死
亡
と
推
定
さ
れ
る
不
明
者
三
二
七
、
負
傷
者

一
二
二
を
出
す
等
、
其
惨
鼻
の
限
り
を
尽
せ
り
。
小
職
踏
査
中
（
六
日
）
猶
続
々

死
体
の
発
掘
あ
り
、
実
に
鬼
気
迫
る
も
の
あ
り
き
」
と
、
そ
の
惨
状
が
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
記
事
は
震
災
か
ら
３
日
後
の
３
月
６
日
の
様
子
で
あ
る
。
お
よ
そ
９

割
の
家
屋
流
出
と
人
口
の
３
割
の
命
を
奪
う
大
津
波
が
再
び
田
老
を
襲
っ
た
こ
と

に
な
る
。
同
年
５
月
21
日
の
村
役
場
の
発
表
に
よ
る
と
、
死
者
・
行
方
不
明
者
合

わ
せ
て
９
１
１
人
、
66
世
帯
が
家
族
全
滅
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
そ
の
惨

事
が
わ
か
る
。
こ
の
昭
和
三
陸
地
震
の
体
験
記
は
田
老
町
教
育
委
員
会
編
『
田
老
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こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
９
年
か
ら
建
造
を
は
じ
め
、
昭
和
15
年
に
は
９
６
０
㍍
ま

で
完
成
し
て
い
た
が
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
激
化
に
よ
っ
て
工
事
は
中
止
と

な
っ
た
。
昭
和
27
（
１
９
５
２
）
年
の
十
勝
沖
地
震
を
契
機
に
、
関
係
各
庁
に
陳

情
し
て
昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年
に
は
工
事
を
再
開
さ
せ
、
昭
和
33
（
１
９
５
８
）

年
３
月
に
高
さ
10
㍍
、
長
さ
１
千
３
５
０
㍍
の
巨
大
防
潮
堤
が
つ
い
に
完
成
し
た
。

第
２
防
潮
堤
、
第
３
防
潮
堤
建
造
へ

　

防
潮
堤
建
造
は
第
２
防
潮
堤
、
第
３
防
潮
堤
の
増
設
へ
と
続
く
。
第
２
防
潮

堤
は
昭
和
37
～
40
年
度
で
中
町
通
用
門
か
ら
青
砂
里
の
三
王
道
路
方
面
に
向
け
て

５
８
２
㍍
を
築
き
、
さ
ら
に
昭
和
48
～
53
年
度
で
中
町
通
用
門
か
ら
田
代
川
水
門

ま
で
の
び
る
５
０
１
㍍
の
第
３
防
潮
堤
を
建
造
し
た
。
河
川
に
は
水
門
や
ひ
門
を

設
け
、
田
代
川
水
門
に
は
遠
隔
操
作
制
御
装
置
を
装
備
し
、
旧
田
老
町
役
場
（
現・

田
老
総
合
事
務
所
）
で
制
御
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
56
年
に
は
防
災
行
政

無
線
が
完
成
す
る
。
村
役
場
、
消
防
分
署
、
漁
協
に
無
線
の
基
地
局
を
設
け
、
町

内
の
37
か
所
に
受
信
機
付
き
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
全
戸

的
に
危
機
情
報
を
知
ら
せ
る
放
送
網
が
整
っ
た
。
平
成
３
（
１
９
９
１
）
年
に
は

東
京
大
学
地
震
研
究
所
が
潮
位
観
測
シ
ス
テ
ム
を
配
備
し
、
翌
年
に
は
津
波
観
測

シ
ス
テ
ム
が
完
成
す
る
。
こ
う
し
た
津
波
か
ら
町
を
守
る
た
め
に
策
を
尽
く
し
た

旧
田
老
町
は
、平
成
15
年
３
月
３
日
に「
津
波
防
災
の
町
宣
言
」を
宣
言
し
て
い
る
。

次
世
代
に
伝
え
る
活
動

　
都
市
整
備
の
ほ
か
に
、
被
災
体
験
を
次
世
代
に
伝
え
る
活
動
も
あ
る
。
先
に
挙

げ
た
『
田
老
町
史
津
波
編
（
田
老
町
津
波
誌
）』
と
い
っ
た
経
験
談
の
編
纂
の
ほ
か

に
、津
波
体
験
を
も
と
に
紙
芝
居「
つ
な
み
」を
作
成
し
て
防
災
教
育
の
啓
発
を
行
っ

た
田
畑
ヨ
シ
さ
ん
は
、
田
老
を
代
表
す
る
語
り
部
と
し
て
県
内
外
に
知
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
防
災
を
目
的
と
し
た
町
づ
く
り
の
成
果
が
目
に
見
え
る
形
と
し
て
表

れ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
昭
和
35
（
１
９
６
０
）
年
５
月
24
日
の
チ
リ
地
震
で

あ
る
。
23
日
に
チ
リ
沿
岸
で
発
生
し
た
大
地
震
に
よ
る
津
波
は
、
22
～
23
時
間
か

け
て
太
平
洋
沿
岸
に
到
達
し
、
深
夜
に
突
如
襲
っ
た
こ
の
津
波
に
よ
っ
て
全
国
で

１
２
２
人
が
死
亡
し
た
。
田
老
で
は
退
潮
と
最
大
波
高
３・５
㍍
の
津
波
が
観
測
さ

町
史
津
波
編
（
田
老
町
津
波
誌
）』（
２
０
０
５
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

防
潮
堤
建
造
へ
向
け
て

　
昭
和
三
陸
地
震
に
よ
っ
て
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た
旧
田
老
村
は
本
格
的
に
防

潮
堤
建
造
と
市
街
地
整
備
に
乗
り
出
し
て
い
る 

注（
３
）。
こ
の
と
き
に
集
団
高
台
移

転
も
検
討
さ
れ
た
が
、
お
よ
そ
５
０
０
戸
の
家
屋
を
移
転
で
き
る
高
地
が
見
当
た

ら
な
か
っ
た
こ
と
や
、
村
民
の
ほ
と
ん
ど
が
漁
業
従
事
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

防
潮
堤
を
建
造
し
て
そ
の
内
側
に
市
街
地
を
再
建
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
村
有
地

が
な
か
っ
た
た
め
に
耕
地
整
備
法
に
よ
っ
て
、
昭
和
８
年
12
月
に
は
地
権
者
の
賛

同
を
得
て
、
耕
地
整
理
組
合
を
組
織
し
て
地
権
の
整
理
を
行
っ
た
。
所
有
地
か
ら

２
割
ず
つ
の
提
供
を
う
け
て
、
道
路
や
防
潮
堤
の
敷
地
を
確
保
し
、
市
街
地
の
整

備
を
進
め
た
。
津
波
犠
牲
者
が
多
く
出
た
要
因
の
一
つ
に
は
、
未
整
備
道
路
、
つ

ま
り
柵
や
垣
根
が
妨
害
に
な
っ
て
逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。

そ
の
た
め
、
国
道
45
号
線
か
ら
延
び
る
西
向
き
の
道
路
は
す
べ
て
山
に
向
け
、
直

線
的
に
避
難
路
を
整
備
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
十
字
路
の
角
を
取
る
「
隅
切
り
」

を
導
入
し
、
交
差
点
の
見
通
し
が
良
く
な
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。
町
の
山
側

を
走
る
三
陸
鉄
道
に
は
、
登
っ
て
避
難
で
き
る
よ
う
に
架
橋
に
梯
子
が
付
け
ら
れ

た
。
市
街
地
北
部
の
荒
谷
を
流
れ
る
長
内
川
は
、
切
り
替
え
工
事
と
護
岸
整
備
を

進
め
た
。
同
様
に
市
街
地
南
部
を
流
れ
る
田
老
川
は
、
防
潮
堤
の
外
側
に
沿
っ
て

北
流
さ
せ
て
、
長
内
川
と
合
流
さ
せ
て
か
ら
田
老
湾
に
注
が
せ
る
よ
う
に
整
備
し

た
。
ま
た
、
昭
和
９
年
に
は
須
賀
の
砂
地
を
利
用
し
て
、
約
７
㌶
に
赤
松
や
黒
松

の
防
潮
林
を
植
栽
し
た
。
避
難
所
の
整
備
も
進
め
ら
れ
、
第
一
避
難
所
を
各
地
区

に
設
け
、
さ
ら
に
公
共
施
設
を
集
団
的
な
避
難
を
想
定
し
た
第
二
避
難
所
と
し
た
。

　
当
初
の
防
潮
堤
建
造
計
画
で
は
、
下
小
林
よ
り
青
砂
里
の
出
羽
神
社
ま
で
一
直

線
に
約
１
キ　
　
ロ

メ
ー
ト
ル

を
想
定
し
て
い
た
が
、
あ
ま
り
に
も
大
規
模
な
工
事
計
画
で
あ
っ

た
た
め
に
内
務
省
の
不
認
可
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
な
お
、
規
模
を
縮
小
し
て
村

単
独
に
よ
る
建
造
を
目
指
し
た
。
結
局
、
防
潮
堤
を
小
林
か
ら
長
内
川
橋
ま
で
縮

小
し
て
、
宅
地
造
成
資
金
と
し
て
５
万
円
を
預
金
部
か
ら
借
り
入
れ
て
、
工
事
に

踏
み
切
っ
て
い
る
。
昭
和
10
年
に
は
石
黒
英
彦
岩
手
県
知
事
が
復
興
工
事
の
視
察

に
田
老
へ
立
ち
寄
り
、
田
老
の
復
興
に
向
け
る
熱
意
を
受
け
て
工
事
は
県
が
行
う
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注（
３
） 

田
老
尋
常
高
等
小
学
校
編
『
田
老
村
津
浪
誌
』
第
２
編
（
１
９
３
４

年
）、
田
老
町
教
育
委
員
会
編
『
田
老
町
史
津
波
編
（
田
老
町
津
波
誌
）』

（
２
０
０
５
年
）

２　
発
災
直
後
と
避
難

　
い
つ
か
大
津
波
が
町
を
襲
う
こ
と
を
想
定
し
て
、
市
街
地
の
ハ
ー
ド
面
で
の
整

備
を
地
域
全
体
で
取
り
組
ん
だ
田
老
で
あ
っ
た
が
、
東
日
本
大
震
災
で
は
大
津
波

が
他
と
等
し
く
町
を
襲
い
、
多
く
の
人
命
と
財
産
を
奪
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
田
老

で
被
災
し
た
人
々
の
避
難
時
の
様
子
を
聞
き
取
り
調
査
を
も
と
に
み
て
い
き
た
い
。

落
合
ヨ
シ
さ
ん
（
昭
和
６
年
生
、
女
性
、
青
砂
里
）
２
０
１
２
年
10
月
14
日
取
材

　
３
月
11
日
の
午
前
中
は
自
宅
に
い
て
、
午
後
に
な
っ
て
地
震
の
揺
れ
を
感
じ
た
。

戸
が
閉
ま
ら
な
く
な
る
か
ら
急
い
で
戸
を
開
け
て
、
そ
れ
か
ら
火
を
止
め
た
。
い

つ
も
病
院
に
行
く
鞄
を
枕
元
に
置
い
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
だ
け
を
持
っ
て
庭
に
出

た
。
嫁
と
大
学
生
の
孫
が
ち
ょ
う
ど
家
に
い
た
の
で
、
一
緒
に
そ
の
ま
ま
青
砂
里

の
出
羽
神
社
に
あ
が
っ
て
行
っ
た
。
神
社
ま
で
は
地
震
が
あ
っ
て
か
ら
２
～
３
分

で
行
っ
た
と
思
う
。
そ
こ
に
５
、６
人
は
来
て
い
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
人
が

た
く
さ
ん
や
っ
て
来
た
。
波
は
ど
っ
ち
か
ら
来
た
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、

そ
こ
で
波
で
人
が
流
さ
れ
て
い
る
の
を
見
た
。
そ
し
た
ら
、Ｙ
さ
ん
が
、「
こ
の
山
っ

て
ど
こ
さ
い
く
？
」
っ
て
言
う
の
で
、
半
信
半
疑
だ
っ
た
け
ど
「
こ
の
ま
ん
ま
行

け
ば
、越
田
だ
か
ど
こ
か
だ
か
さ
出
っ
か
も
し
れ
ね
ぇ
か
ら
、い
く
べ
ー
」
と
誘
い
、

そ
の
ま
ま
歩
い
て
行
っ
た
。
先
に
誰
か
何
人
か
で
歩
い
て
い
た
気
が
す
る
。
７
人

ぐ
ら
い
の
ま
と
ま
り
で
私
と
Ｙ
さ
ん
が
先
頭
に
な
っ
て
歩
い
て
行
っ
た
。

　
そ
こ
で
和
野
の
人
た
ち
が
み
ん
な
出
て
い
て
、「
待
っ
て
て
ね
ー
。
こ
の
人
た
ち

送
っ
て
い
っ
た
ら
、
ま
た
迎
え
さ
来
る
か
ら
」
と
、
車
で
道
の
駅
ま
で
送
っ
て
く

れ
た
。
だ
け
ど
、
道
の
駅
は
「
避
難
所
で
は
な
い
か
ら
駄
目
だ
」
と
言
わ
れ
て
、

そ
れ
で
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
行
っ
た
。
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
着
い
た
と
き
は
16
時
過
ぎ

ぐ
ら
い
で
ま
だ
明
る
か
っ
た
と
思
う
。
ご
飯
も
炊
く
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
か
ら
、
み

ん
な
よ
り
も
困
ら
な
く
て
済
ん
だ
。
お
寺
や
北
高
に
避
難
し
た
人
は
大
変
だ
っ
た

と
思
う
。
何
日
か
経
っ
た
ら
、
知
り
合
い
が
町
の
様
子
を
見
に
行
っ
て
く
れ
て
、

れ
た
。
第
１
防
潮
堤
が
建
造
さ
れ
た
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
サ
ッ
パ
船
20
隻
を
流
失

し
た
の
み
で
、
人
的
被
害
・
建
物
被
害
は
な
か
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
「
日
本
の
素
顔
」

と
い
う
番
組
で
、
大
船
渡
と
対
比
し
な
が
ら
田
老
の
防
潮
堤
を
紹
介
し
、
そ
の
存

在
が
全
国
に
知
れ
渡
り
、
防
災
行
政
関
係
者
を
中
心
に
防
潮
堤
の
視
察
が
増
加
し

た
。

　
防
潮
堤
に
囲
ま
れ
た
市
街
地
の
地
区
は
、
大
平
・
小
林
・
堺
町
・
田
中
・
田
の
沢
・

上
町
・
中
町
・
下
町
・
川
向
・
上
荒
谷
・
中
荒
谷
・
下
荒
谷
・
乙
部
と
い
っ
た
地

区
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
取
り
囲
む
よ
う
に
樫
内
や
和
野
・
水
沢
地
区
と
い
っ
た
比

較
的
高
地
の
集
落
が
点
在
し
、自
治
会
を
そ
れ
ぞ
れ
組
織
し
て
い
る
。自
治
会
に
は
、

会
長
、副
会
長
、会
計
、行
政
連
絡
員
な
ど
の
役
が
あ
り
、回
覧
板
に
よ
る
行
政
連
絡
、

清
掃
や
共
同
作
業
、
場
合
に
よ
っ
て
は
共
有
財
産
を
持
つ
な
ど
地
域
社
会
を
支
え

る
基
礎
と
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
上
荒
谷
自
治
会
で
は
１
９
９
０
年
代
半
ば
ご

ろ
ま
で
、
８
月
30
日
の
晦
日
盆
に
高
末
民
宿
の
駐
車
場
で
自
治
会
主
催
の
大
規
模

な
盆
踊
り
を
企
画
し
て
、
踊
り
や
く
じ
引
き
・
花
火
・
バ
ザ
ー
・
売
店
を
し
た
り
、

研
修
旅
行
や
小
正
月
の
ミ
ズ
キ
団
子
や
幣
束
を
自
治
会
で
集
ま
っ
て
作
っ
た
り
し

て
い
た
。
こ
う
し
た
社
会
関
係
は
平
時
に
お
い
て
も
、
長
期
的
な
避
難
生
活
の
場

面
に
お
い
て
も
、
共
同
で
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
関
係
作
り
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
地
域
防
災
の
基
本
的
な
単
位
に
な
っ
て
お
り
、
昭
和
三
陸
地
震
が
起
こ
っ

た
３
月
３
日
に
ち
な
ん
だ
避
難
訓
練
で
は
自
治
会
ご
と
に
指
定
避
難
場
所
に
避
難

し
た
り
、
津
波
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ
た
講
習
を
行
っ
て
い
た
。

注（
１
） 『
風
俗
画
報
』（
臨
時
増
刊
「
大
海
嘯
被
害
録
」）
お
よ
び
『
山
奈
宗
真
の

津
波
被
害
踏
査
』
の
詳
細
な
記
事
に
つ
い
て
は
、
宮
古
市
東
日
本
大
震
災

記
録
編
集
委
員
会
編
『
東
日
本
大
震
災
宮
古
市
の
記
録
』
第
１
巻
（
津
波

史
編
）
に
再
録
さ
れ
て
お
り
、
本
報
告
に
お
い
て
も
そ
れ
を
参
照
し
た
。

注（
２
） 

田
老
町
教
育
委
員
会
編『
田
老
町
史
津
浪
編（
田
老
町
津
波
誌
）』（
２
０
０
５

年
）
に
よ
れ
ば
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７・５
、
最
大
波
高
15
㍍
、
罹
災
戸
数

８
３
６
戸
、
死
者
・
行
方
不
明
者
１
千
８
５
９
人
、
一
家
全
滅
１
３
０
戸
、

罹
災
生
存
者
36
人
、
漁
船
流
出
５
４
０
隻
と
し
て
い
る
。
数
字
は
報
告
や

記
事
に
よ
っ
て
若
干
の
ズ
レ
が
あ
る
。
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行
動
だ
っ
た
と
思
う
。

　
隣
の
家
の
ご
夫
婦
が
立
っ
て
い
て
「
す
ご
い
揺
れ
だ
っ
た
ね
え
」
な
ん
て
会
話

を
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
、
面
識
が
な
い
人
だ
っ
た
が
、
越
田
製
作
所
の
人
た
ち

が
何
か
叫
び
な
が
ら
避
難
所
か
ら
降
り
て
き
た
。
そ
の
と
き
田
代
川
か
ら
白
い
し

ぶ
き
が
あ
が
っ
た
。
た
ぶ
ん
第
３
防
潮
堤
に
当
た
っ
た
も
の
だ
と
思
う
。
そ
れ
を

見
て
津
波
が
来
た
の
だ
と
わ
か
っ
た
。
上
の
避
難
所
に
逃
げ
よ
う
と
思
っ
た
が
、

自
宅
ま
で
は
波
は
来
な
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
、
ト
コ
ト
コ
と
歩
い
て
い
た
。
家

か
ら
避
難
所
ま
で
80
㍍
も
な
い
け
ど
、
途
中
振
り
向
い
た
ら
、
真
黒
い
波
が
家
を

の
み
込
ん
で
い
た
。
そ
れ
を
見
た
瞬
間
に
全
速
力
で
走
っ
て
、
高
台
に
あ
が
る
と

同
時
に
波
が
避
難
所
に
ぶ
つ
か
っ
た
。
例
え
る
な
ら
ば
「
田
老
に
ア
フ
リ
カ
の
砂

漠
に
い
る
動
物
を
見
た
感
じ
。
な
ん
で
コ
レ
が
あ
る
の
？
」
っ
て
感
じ
だ
っ
た
。

だ
け
ど
音
は
全
然
聞
こ
え
な
か
っ
た
。
最
初
の
波
が
来
た
と
き
に
屋
根
が
燃
え
た

２
階
建
て
の
家
が
、
避
難
所
の
脇
の
家
に
ぶ
つ
か
っ
た
。
田
老
の
最
初
の
火
事
だ

と
思
う
。
３
時
31
分
に
そ
れ
を
撮
っ
た
写
真
が
あ
る
。

　
そ
の
後
、
流
れ
た
人
を
３
人
見
つ
け
た
。
避
難
で
き
た
人
と
協
力
し
て
引
き
上

げ
て
助
け
た
。
消
防
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
骨
折
し
て
い
る
人
の
応
急
処
置
を
し

た
。
流
れ
て
き
た
丸
木
や
鋸
、
毛
布
で
簡
易
タ
ン
カ
を
作
っ
た
。
救
助
も
来
な
い

し
、火
事
も
あ
っ
て
第
２
波
も
心
配
で
、そ
の
場
に
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

田
老
診
療
所
は
無
事
か
と
思
い
、
国
道
ま
で
出
て
行
っ
た
が
、
診
療
所
は
駄
目
だ
っ

た
の
で
、掘
丁
の
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
２
回
往
復
し
て
運
ん
だ
。
い
ざ
そ
う
な
っ

た
ら
で
き
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
避
難
所
に
も
う
１
波
が
来
た
ら
「
怪

我
人
を
残
し
て
逃
げ
な
い
と
い
け
な
い
の
か
な
あ
」
と
頭
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

乙
部・野
原・青
砂
里
の
行
方
不
明
者
は
１
回
の
波
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
思
う
。

避
難
所
に
い
る
の
が
怖
く
て
、
そ
の
場
に
い
た
20
～
30
人
ぐ
ら
い
で
越
田
に
行
こ

う
と
山
を
越
え
た
。
山
が
枯
れ
葉
の
状
態
だ
っ
た
の
は
歩
く
の
に
都
合
が
よ
か
っ

た
。
午
後
５
時
前
に
道
の
駅
に
着
い
て
、
そ
こ
か
ら
誘
導
さ
れ
て
、
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
に
行
っ
た
。

下
山
英
子
さ
ん
（
昭
和
36
年
生
、
女
性
、
乙
部
）
２
０
１
２
年
10
月
16
日
取
材

　
次
の
日
が
娘
の
卒
業
式
だ
っ
た
の
で
、
髪
を
切
り
に
理
容
室
に
行
っ
て
い
て
、

自
分
の
家
が
流
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
だ
か
ら
、グ
リ
ー
ン
ピ
ア
か
ら
車
で
送
っ

て
も
ら
っ
て
町
の
様
子
を
見
て
き
た
。

　
息
子
は
宮
古
に
仕
事
に
行
っ
て
い
て
、
道
が
通
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
田
代
を

回
っ
て
き
て
北
高
に
避
難
し
て
い
た
。
３
月
30
日
に
ア
リ
ー
ナ
に
集
ま
っ
た
と
き

に
会
え
た
。
そ
れ
ま
で
連
絡
は
つ
か
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
知
り
合
い
が
息
子
の
様

子
を
教
え
て
く
れ
て
い
た
。
樫
内
の
仮
設
住
宅
に
入
居
し
た
の
は
５
月
末
ぐ
ら
い
。

息
子
夫
婦
と
孫
の
４
人
で
住
ん
で
い
る
。
青
砂
里
の
近
所
の
人
た
ち
の
情
報
は
あ

ま
り
わ
か
ら
な
い
。

金
澤
純
二
さ
ん
（
昭
和
22
年
生
、
男
性
、
乙
部
）
２
０
１
２
年
10
月
15
日
取
材

　
東
京
消
防
庁
に
５
年
務
め
て
、
そ
の
後
、
宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部

で
職
員
を
し
て
い
た
。
退
職
し
て
か
ら
は
田
老
診
療
所
の
宿
直
な
ど
の
仕
事
を
し

て
い
た
。
生
ま
れ
は
も
と
も
と
岩
泉
町
で
、
大
平
の
公
営
住
宅
に
住
ん
で
い
た
。

平
成
元
年
に
乙
部
に
家
を
建
て
た
。
津
波
が
来
て
も
た
い
し
た
こ
と
な
い
だ
ろ
う

と
建
て
た
が
、
嫁
の
父
親
が
反
対
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

　
地
震
が
あ
っ
た
日
は
宿
直
だ
っ
た
の
で
、
午
後
５
時
15
分
か
ら
働
く
予
定
だ
っ

た
。
午
前
中
は
家
に
い
て
、
夕
食
の
お
弁
当
を
作
っ
て
休
ん
で
い
た
ら
、
大
き
な

揺
れ
を
感
じ
た
。
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
揺
れ
だ
っ
た
と
思
う
。
本
棚

と
か
食
器
棚
と
か
が
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
っ
て
い
た
。
妻
が
小
学
校
の
用
務
員
を

や
っ
て
い
て
、
妻
が
帰
っ
て
来
る
前
に
片
付
け
よ
う
と
思
っ
た
。
家
は
ち
ょ
っ
と

高
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
津
波
が
来
な
い
地
域
だ
と
思
っ
て
い
た
。
津
波
が
来

た
と
し
て
も
家
は
ち
ょ
っ
と
濡
れ
る
ぐ
ら
い
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
20
分
～
30

分
ぐ
ら
い
は
家
の
中
に
い
た
と
思
う
。
と
り
あ
え
ず
、
情
報
が
ほ
し
か
っ
た
。
テ

レ
ビ
は
当
然
つ
か
な
か
っ
た
の
で
、
ラ
ジ
オ
を
つ
け
た
が
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ

オ
は
夜
し
か
入
ら
な
い
地
域
な
の
で
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。
車
で
逃
げ
る
つ
も
り

は
な
か
っ
た
が
、
車
を
ち
ょ
っ
と
高
台
に
あ
る
友
人
の
家
に
止
め
よ
う
と
思
っ
て

外
に
出
た
。
車
の
鍵
と
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
て
、
ニ
ッ
ト
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
、
そ

れ
と
何
か
に
使
え
る
と
思
っ
て
首
に
タ
オ
ル
を
巻
い
て
お
い
た
。
靴
は
長
靴
を
履

こ
う
か
迷
っ
た
け
れ
ど
も
、普
通
の
靴
を
履
い
て
出
た
。
携
帯
は
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
っ

て
い
た
。
そ
れ
が
午
後
３
時
15
分
か
20
分
ご
ろ
だ
と
思
う
。
今
思
う
と
良
く
な
い
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が
揃
っ
た
が
、
情
報
が
集
ま
ら
な
い
の
で
避
難
所
に
行
っ
た
方
が
よ
い
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
行
っ
た
。

　
旦
那
の
叔
母
が
着
る
も
の
と
か
持
た
せ
て
く
れ
た
。
大
広
間
に
布
団
を
敷
い
て

寝
た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
物
資
が
届
い
て
、
着
る
も
の
を
た
く
さ
ん
い
た
だ

い
た
。
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
つ
い
た
時
に
、
近
所
の
人
た
ち
と
会
っ
て
、
安
否
の
確

認
を
し
合
っ
た
。
田
老
の
町
に
は
見
に
行
く
気
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
見
に
行
っ

た
の
は
４
月
ご
ろ
だ
と
思
う
が
、
町
を
見
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
家
の
基
礎
だ

け
残
っ
て
い
た
の
を
見
て
、
声
が
出
な
か
っ
た
。
旦
那
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
山
の
上

に
あ
っ
た
り
、
津
波
っ
て
す
ご
い
ん
だ
な
っ
て
思
っ
た
。

山
本
実
さ
ん
（
昭
和
23
年
生
、
男
性
、
野
原
）
２
０
１
２
年
10
月
15
日
取
材

　
水
産
加
工
団
地
で
働
い
て
い
た
友
人
に
会
い
に
行
っ
た
と
き
、
地
震
の
揺
れ
を

感
じ
た
。
地
震
が
大
き
い
か
ら
津
波
が
来
る
と
思
っ
た
。
す
ぐ
妻
に
携
帯
で
電
話

し
て
「
待
っ
て
い
ろ
」
と
言
っ
た
。
一
旦
、
車
で
国
道
を
通
っ
て
、
田
老
漁
協
の

と
こ
ろ
で
曲
が
っ
て
、
た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
の
前
の
自
宅
に
戻
っ
た
。
そ
の
と
き

国
道
は
混
ん
で
い
な
か
っ
た
。
加
工
場
か
ら
自
宅
ま
で
10
分
も
か
か
ら
な
か
っ
た

と
思
う
。
妻
を
車
に
乗
せ
て
中
学
校
ま
で
孫
を
迎
え
に
行
っ
た
。
そ
の
と
き
消
防

団
員
が
誘
導
し
て
い
た
。
途
中
ド
カ
ー
ン
と
い
う
大
き
な
音
を
聞
い
た
。
中
学
校

で
は
生
徒
を
帰
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
国
道
を
通
っ
て
掘
丁
に
向
か
っ
て
い
っ

た
。
乙
部
方
面
か
ら
国
道
に
合
流
す
る
車
を
何
台
か
み
た
が
、
５
台
ぐ
ら
い
後
ろ

の
車
は
つ
い
て
こ
な
か
っ
た
。
国
道
が
優
先
だ
っ
た
か
ら
、
合
流
で
き
な
い
車
は

流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
思
う
。
掘
丁
の
と
こ
ろ
で
車
か
ら
降
り
て
、
町
を
見

た
ら
橋
に
瓦
礫
が
上
が
っ
て
い
て
、
堤
防
が
も
う
な
か
っ
た
。
す
ご
い
瓦
礫
だ
っ

た
。
危
機
一
髪
だ
っ
た
。
そ
れ
で
、道
の
駅
の
防
災
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
た
け
れ
ど
も
、

人
が
い
っ
ぱ
い
で
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
誘
導
さ
れ
て
、
16
時
ご
ろ
に
は
着
い
た
。

　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
は
12
日
に
は
人
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
た
。
宴
会
場
や
廊
下

あ
た
り
に
も
人
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。
食
べ
物
は
４
日
ぐ
ら
い
あ
っ
た
け
れ
ど
、
そ

の
う
ち
１
日
３
食
か
ら
２
食
に
な
っ
た
。
お
風
呂
も
１
週
間
は
入
れ
な
か
っ
た
が
、

摂
待
の
親
戚
が
風
呂
に
入
れ
て
く
れ
た
。
水
の
あ
り
が
た
さ
を
初
め
て
知
っ
た
。

４
月
ご
ろ
ア
リ
ー
ナ
に
移
動
し
た
。
腰
が
悪
い
の
で
、
座
っ
て
い
る
の
も
大
変
で
、

ち
ょ
う
ど
髪
を
切
ら
れ
て
い
た
と
き
に
地
震
が
き
た
。
そ
れ
で
車
で
自
宅
ま
で
帰

る
こ
と
に
し
た
。
途
中
、
漁
協
の
あ
た
り
で
消
防
車
と
す
れ
違
っ
た
。
道
は
特
に

混
ん
で
い
な
く
、
す
ぐ
に
家
に
は
帰
れ
た
と
思
う
。
自
宅
は
避
難
所
の
近
く
だ
っ

た
け
れ
ど
も
、
避
難
所
に
は
そ
ん
な
に
人
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
家
の
な
か
で
着

込
め
る
だ
け
着
込
ん
で
、
水
や
書
類
を
リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
て
車
に
積
ん
で
い
た
。

３
㍍
の
津
波
が
来
る
と
い
う
放
送
が
急
に
途
切
れ
た
。
旦
那
が
帰
っ
て
き
て
外
で

何
か
し
ゃ
べ
っ
て
い
た
の
で
、
自
分
も
何
も
持
た
ず
に
外
に
出
て
し
ま
っ
た
。

　
避
難
所
の
ほ
う
か
ら
「
あ
れ
は
な
ん
だ
ー
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
、
フ
ッ
と

海
を
み
た
ら
す
ぐ
そ
こ
に
魔
物
の
よ
う
な
灰
色
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
た
。
既
に

堤
防
は
越
え
て
い
た
の
だ
と
思
う
。
そ
れ
で
、
逃
げ
ろ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
避

難
所
の
方
に
逃
げ
た
。
何
を
思
っ
た
か
、
車
の
中
か
ら
リ
ュ
ッ
ク
だ
け
を
背
負
っ

て
い
た
。
途
中
、
近
所
の
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
の
手
を
と
っ
て
あ
が
ろ
う

と
し
た
け
れ
ど
も
、
波
に
の
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
ス
ー
ッ
と
水
が
引
い
て
、
必
死

に
流
れ
て
き
た
ト
タ
ン
を
つ
か
ん
で
助
か
っ
た
。
避
難
し
て
助
か
っ
た
人
た
ち
に

安
全
な
と
こ
ろ
ま
で
上
げ
て
も
ら
っ
た
。
ヘ
ド
ロ
も
の
み
込
ん
だ
し
、
火
も
近
づ

い
て
い
た
の
で
こ
の
ま
ま
死
ん
で
し
ま
う
と
思
っ
た
。
お
じ
い
さ
ん
の
顔
色
が
変

わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
旦
那
も
１
人
で
子
供
た
ち
を
育
て
な
い
と
い
け
な
い
と

決
意
し
た
み
た
い
だ
っ
た
。

　
私
は
動
揺
し
て
泣
き
じ
ゃ
く
っ
て
い
た
み
た
い
で
、
Ｔ
さ
ん
に
「
何
泣
い
て
ん

の
！
泣
い
た
っ
て
し
ょ
う
が
な
い
で
し
ょ
う
！
」
と
言
わ
れ
て
少
し
冷
静
に
な
っ

た
。
け
れ
ど
も
、
振
り
返
る
と
田
老
の
町
が
見
る
影
も
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
、

何
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
何
が
起
こ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
茫
然
と
し
て
い
た
。
第
２

波
が
怖
か
っ
た
。
ど
こ
か
で
「
助
け
て
け
ろ
ー
」
っ
て
声
が
聞
こ
え
た
け
れ
ど
も
、

力
も
な
い
し
、
怪
我
を
し
て
い
て
助
け
ら
れ
な
い
自
分
が
い
た
。

　
和
野
の
ほ
う
に
抜
け
る
山
を
登
っ
た
。
初
め
て
登
っ
た
道
だ
っ
た
。
和
野
の
人

た
ち
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
水
を
入
れ
て
い
た
。
人
も
た
く
さ
ん
い
た
し
、
山
手
の

人
た
ち
は
避
難
者
を
受
け
入
れ
る
準
備
を
し
て
く
れ
て
い
た
。
旦
那
の
叔
母
の
家

が
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
３
日
間
お
世
話
に
な
っ
た
。
娘
と
息
子
と
は
連
絡
が
と
れ

な
い
状
態
だ
っ
た
の
で
心
配
だ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
小
学
校
と
田
老
総
合
事
務
所

に
避
難
し
て
い
た
の
で
、
翌
日
に
旦
那
が
迎
え
に
い
っ
た
。
そ
れ
で
や
っ
と
家
族
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に
合
流
す
る
の
に
少
し
待
っ
た
が
、す
ぐ
に
合
流
で
き
た
。
津
波
が
来
る
と
は
思
っ

て
い
た
け
ど
、
ど
れ
く
ら
い
か
気
に
な
っ
た
の
で
、
堀
丁
の
歩
道
橋
の
所
に
車
を

止
め
て
町
を
見
て
い
た
。「
忘
れ
物
を
取
り
に
行
こ
う
か
」
と
言
っ
た
旦
那
を
怒
っ

て
引
き
止
め
た
。
だ
か
ら
歩
道
橋
の
と
こ
ろ
か
ら
津
波
を
見
る
ま
で
、
結
構
時
間

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
津
波
を
見
た
。
初
め
に
三
王
閣
の
遊
歩
道
に
津
波
が
ぶ
つ
か
っ

て
、
青
砂
里
の
堤
防
を
越
え
た
の
を
見
た
。
た
だ
た
だ
高
い
水
が
来
た
。
本
当
に

早
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
水
が
町
に
流
れ
て
い
っ
た
。
青
い
色
の
屋
根
か
ら
ち
ょ

ろ
ち
ょ
ろ
っ
と
炎
が
見
え
た
。
乙
部
の
方
は
見
え
な
か
っ
た
け
ど
も
、
町
や
長
内

川
に
瓦
礫
が
流
れ
込
む
様
子
が
見
え
た
。
歩
道
橋
に
は
何
十
人
も
い
た
。
津
波
を

見
て
、
帰
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
わ
か
っ
て
、
道
の
駅
に
行
こ
う
と
し
た
が
、
狭
く

て
夜
は
横
に
は
な
れ
な
い
と
思
っ
た
の
で
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
行
っ
た
。
到
着
し

た
こ
ろ
は
あ
ま
り
人
は
来
て
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
で
ず
っ
と
避

難
し
て
い
た
。

山
本
ヤ
ス
さ
ん
（
昭
和
16
年
生
、
女
性
、
荒
谷
）
２
０
１
２
年
10
月
14
日
取
材

　
午
前
中
は
家
事
を
し
て
、
花
を
買
い
に
町
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、

地
震
が
き
た
。
早
く
、
マ
マ
（
嫁
）
が
帰
っ
て
く
れ
ば
い
い
な
あ
っ
て
思
い
な
が

ら
、
裏
に
出
た
り
入
っ
た
り
、
出
た
り
入
っ
た
り
と
オ
ロ
オ
ロ
し
て
い
た
。
表
の

ほ
う
に
出
た
ら
、
向
か
い
の
家
の
か
あ
さ
ん
が
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
駐
車
場
に

向
か
っ
て
行
く
様
子
だ
っ
た
。
何
か
あ
れ
ば
人
の
声
が
す
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
全

然
人
の
声
が
し
な
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
マ
マ
が
帰
っ
て
き
た
。
マ
マ
も

慌
て
な
が
ら
荷
物
を
ま
と
め
た
。
自
分
も
、避
難
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
車
に
乗
っ

た
け
れ
ど
も
、
車
が
走
ら
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
車
か
ら
降
り
て
、
裏
の
土
間
に

立
っ
た
ま
ま
、
ボ
ー
っ
と
し
て
い
た
。
後
か
ら
考
え
た
ら
パ
ニ
ッ
ク
状
態
だ
っ
た

の
だ
と
思
う
。
堤
防
で
海
が
見
え
な
い
の
で
、
何
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
放
送
も

聞
こ
え
な
か
っ
た
。近
所
の
人
た
ち
の
声
も
な
く
、周
り
が
気
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、

知
人
の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
そ
れ
で
歩
い
て
逃
げ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

靴
に
履
き
替
え
て
、
家
を
出
た
。
玄
関
を
出
て
国
道
を
見
た
ら
、
家
か
ら
１
０
０

㍍
も
し
な
い
と
こ
ろ
に
瓦
礫
の
山
が
見
え
た
。
津
波
の
音
は
全
然
し
な
か
っ
た
。

長
内
川
を
津
波
が
遡
っ
て
で
き
た
瓦
礫
だ
っ
た
。そ
れ
で
、裏
山
に
走
っ
て
逃
げ
た
。

ご
飯
を
も
ら
う
の
も
辛
か
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
方
に
世
話
し
て
も
ら
っ
て
あ
り
が

た
か
っ
た
。

　
息
子
は
貨
物
船
で
働
い
て
い
た
か
ら
、
電
話
は
通
じ
な
か
っ
た
。
北
海
道
の
苫

小
牧
に
行
っ
て
い
た
が
、
息
子
の
友
人
が
自
分
た
ち
の
無
事
を
知
ら
せ
て
く
れ
て

い
た
。
１
週
間
後
ぐ
ら
い
に
親
戚
が
孫
を
連
れ
て
来
て
く
れ
た
。
腰
が
悪
い
か
ら

町
を
見
に
い
け
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
妻
は
見
に
行
っ
て
い
た
。
車
が
通
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
、
自
分
も
車
で
見
に
行
っ
た
。
自
宅
に
行
っ
て
も
何
も
な
か
っ
た
。

　
避
難
場
所
は
出
羽
神
社
で
、
昭
和
８
年
の
津
波
の
こ
と
は
親
か
ら
聞
い
て
い
て
、

地
震
が
き
た
ら
山
へ
逃
げ
ろ
と
口
酸
っ
ぱ
く
言
わ
れ
て
い
た
。
野
原
で
大
き
な
被

害
が
出
て
し
ま
っ
た
の
に
は
、
二
重
の
堤
防
が
あ
る
か
ら
。
た
ぶ
ん
逃
げ
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。
あ
と
、
３
㍍
と
い
う
津
波
情
報
の
放
送
も
信
じ
て
し
ま
っ
た
の
だ

と
思
う
。

　
仮
設
住
宅
に
は
お
盆
す
ぎ
に
入
居
し
た
。
同
じ
部
落
の
人
が
入
っ
て
い
る
か
ら

よ
か
っ
た
。
ア
ワ
ビ
を
採
る
鉤
と
か
い
ろ
い
ろ
作
っ
て
人
に
あ
げ
て
い
る
。
何
か

し
て
い
た
ほ
う
が
い
い
。

　
山
本
れ
ん
子
さ
ん
（
昭
和
27
年
生
、
女
性
、
青
砂
里
）
２
０
１
２
年
10
月
14
日
取
材

　
午
前
中
は
理
容
業
を
や
っ
て
い
る
の
で
、
髪
を
切
っ
た
お
客
さ
ん
と
お
し
ゃ
べ

り
を
し
て
い
た
。
３
月
９
日
の
地
震
の
と
き
に
出
し
て
い
た
避
難
リ
ュ
ッ
ク
を
チ

ラ
っ
と
見
な
が
ら
片
づ
け
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
昼
食
を
と
っ
て
、

休
ん
で
い
た
ら
地
震
が
起
き
た
。
夜
勤
で
家
に
い
た
夫
が
出
て
き
て
、
ガ
ス
の
元

栓
を
締
め
た
。
水
筒
に
水
を
つ
め
て
、避
難
リ
ュ
ッ
ク
を
も
っ
て
、重
ね
着
を
し
て
、

鍵
も
締
め
て
逃
げ
た
。
駄
目
だ
と
は
言
わ
れ
て
は
い
た
け
れ
ど
、
早
い
う
ち
な
ら

良
い
か
と
思
い
、大
き
な
毛
布
や
羽
毛
布
団
、バ
ス
タ
オ
ル
を
積
ん
で
車
で
逃
げ
た
。

そ
の
と
き
は
、
今
晩
は
家
に
帰
れ
な
い
と
思
っ
て
い
た
ぐ
ら
い
だ
っ
た
が
、
ま
さ

か
家
ご
と
無
く
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
大
き
な
津
波
が
来
る
こ
と
は
覚
悟
し

て
い
た
。
出
羽
神
社
が
避
難
所
に
な
っ
て
い
た
け
ど
、
車
に
た
く
さ
ん
の
荷
物
を

積
み
込
ん
だ
か
ら
、
堀
丁
の
ほ
う
に
向
か
っ
た
。
家
か
ら
国
道
ま
で
見
か
け
た
人

は
３
人
だ
け
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
と
き
、
消
防
車
と
す
れ
違
っ
た
と
思
う
。
45

号
線
は
両
車
線
と
も
混
ん
で
い
た
が
、
北
に
行
く
道
が
特
に
混
ん
で
い
た
。
国
道
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の
揺
れ
で
大
津
波
警
報
が
流
れ
た
。
サ
イ
レ
ン
は
１
回
だ
け
鳴
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、

パ
タ
ッ
と
音
沙
汰
な
か
っ
た
。
後
で
聞
い
た
こ
と
だ
が
、
総
合
事
務
所
に
あ
る
自

家
発
電
が
倒
れ
て
、
放
送
が
で
き
な
か
っ
た
ら
し
い
。

　
自
宅
と
裏
山
が
崩
れ
る
の
が
心
配
だ
っ
た
の
で
、
町
に
降
り
て
き
た
。
田
老
駅

の
下
の
道
路
を
走
っ
て
い
た
ら
、
真
黒
い
水
が
前
か
ら
き
た
。
田
老
駅
の
駐
車
場

の
と
こ
ろ
で
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
北
高
の
ほ
う
に
逃
げ
た
。
後
ろ
か
ら
と
、
左
手
の
神

田
川
に
も
サ
ー
っ
と
波
が
登
っ
て
き
て
い
て
、
競
争
す
る
よ
う
に
逃
げ
た
。
町
に

戻
る
の
が
２
秒
３
秒
早
か
っ
た
ら
死
ん
で
い
た
。
危
機
一
髪
で
、
ま
さ
に
夢
の
よ

う
だ
っ
た
。
国
道
の
上
か
ら
は
水
は
来
て
い
な
く
て
、神
田
川
も
あ
ふ
れ
て
な
か
っ

た
。
対
向
車
も
３
台
ぐ
ら
い
あ
っ
て
、
町
の
ほ
う
に
行
く
な
と
手
を
振
っ
た
け
れ

ど
も
、
気
づ
い
て
な
か
っ
た
と
思
う
。

　
そ
れ
か
ら
、
ふ
れ
あ
い
荘
に
避
難
し
た
。
そ
こ
で
20
人
ぐ
ら
い
が
立
っ
て
い
た
。

う
す
暗
く
な
る
ま
で
一
緒
に
立
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
町
の
ほ
う
か
ら
火
が
見
え

た
。
誰
か
が
「
北
高
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
の
で
、
北
高
で
10
日
間
お

世
話
に
な
っ
た
。
娘
は
宮
古
市
に
務
め
て
い
る
の
で
、
翌
日
に
は
家
で
会
え
た
。

衛
星
電
話
が
繋
が
っ
た
こ
ろ
に
、
親
戚
と
か
と
連
絡
を
と
っ
た
。

　
翌
日
か
ら
は
行
け
る
と
こ
ま
で
車
で
行
っ
て
、
線
路
を
伝
っ
て
、
家
の
片
づ
け

を
し
た
。
線
路
に
は
親
戚
の
家
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
線
路
に
は
た
く
さ
ん

の
人
が
い
て
、
泣
き
あ
っ
た
り
し
て
い
た
。
家
の
中
に
は
水
は
な
か
っ
た
が
部
屋

に
よ
っ
て
具
合
が
違
っ
た
。
玄
関
は
無
く
な
っ
て
い
て
、
廊
下
に
は
瓦
礫
が
入
っ

て
い
た
。
２
階
は
無
事
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
水
も
電
気
も
通
ら
な
か
っ
た
の
で
、

４
月
か
ら
５
月
い
っ
ぱ
い
は
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
世
話
に
な
っ
た
。
毎
日
毎
日
、
片

づ
け
を
し
に
通
っ
た
。
沢
で
洗
濯
し
た
り
、
雨
水
を
た
め
た
り
し
た
。

山
崎
弘
さ
ん
（
昭
和
20
年
生
、
男
性
、
大
平
）
２
０
１
２
年
10
月
17
日
取
材

　
３
歳
ご
ろ
に
ア
イ
オ
ン
台
風
を
経
験
し
て
い
て
、
川
の
氾
濫
を
見
た
の
を
覚
え

て
い
た
の
で
、自
宅
付
近
の
田
老
川
の
氾
濫
が
怖
か
っ
た
。津
波
は
堤
防
も
あ
る
し
、

水
門
も
新
し
く
で
き
た
の
で
、
津
波
が
き
て
も
被
害
は
そ
こ
ま
で
は
大
き
く
な
い

と
は
思
っ
て
い
た
。
避
難
訓
練
で
は
、
行
政
的
に
は
日
枝
神
社
の
方
に
避
難
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
自
宅
か
ら
海
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の

そ
こ
に
は
だ
い
た
い
10
人
ぐ
ら
い
逃
げ
て
き
た
。
そ
う
し
た
ら
火
の
つ
い
た
家
が

見
え
た
。
火
事
が
で
れ
ば
裏
山
ま
で
火
が
回
る
と
言
う
の
で
、
さ
ら
に
山
を
登
っ

て
、
中
学
校
を
抜
け
て
、
孫
が
い
る
小
学
校
で
一
晩
泊
っ
た
。
山
を
越
え
る
の
も
、

逃
げ
る
の
も「
て
ん
で
ん
こ
」と
言
う
の
で
、バ
ラ
バ
ラ
に
避
難
す
る
も
の
だ
と
思
っ

た
。

　
小
学
校
で
一
晩
過
ご
し
て
、北
高
に
行
く
途
中
に
あ
る
姪
の
家
に
行
こ
う
と
思
っ

て
、
線
路
を
歩
い
て
い
た
ら
、「
小
学
校
に
み
ん
な
行
く
か
ら
戻
っ
た
ほ
う
が
い
い

よ
」
っ
て
言
わ
れ
て
、
確
か
に
息
子
が
小
学
校
に
来
る
と
思
っ
て
引
き
返
し
た
。

そ
う
し
た
ら
、
息
子
と
娘
が
迎
え
に
来
て
く
れ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
に
４
～
５
日
間
避
難
し
た
。

　
田
老
の
町
を
見
に
行
き
た
く
て
し
か
た
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
息
子
に
止
め
ら

れ
て
い
た
。
５
日
目
に
息
子
の
車
で
町
に
行
っ
た
。
自
衛
隊
が
た
く
さ
ん
い
た
。

国
道
か
ら
た
だ
見
て
い
た
。「
家
の
も
の
は
何
に
も
な
い
よ
」
と
息
子
が
教
え
て
く

れ
た
。
そ
こ
で
小
本
に
い
る
姉
と
会
っ
て
、
そ
の
ま
ま
自
分
だ
け
姉
の
と
こ
ろ
へ

行
っ
た
。水
道
や
お
風
呂
が
あ
っ
て
本
当
に
助
か
っ
た
。小
本
で
50
日
間
過
ご
し
た
。

そ
の
あ
と
、
仙
台
に
い
る
娘
の
と
こ
ろ
で
２
か
月
い
た
。
い
つ
ま
で
も
親
戚
に
頼

れ
な
い
か
ら
仮
設
が
で
き
た
７
月
ご
ろ
に
入
居
し
た
。
２
世
帯
借
り
て
、
孫
３
人

と
息
子
夫
婦
６
人
で
暮
ら
し
て
い
る
。

小
林
ト
キ
さ
ん
（
昭
和
11
年
生
、
女
性
、
小
林
）
２
０
１
２
年
10
月
17
日
取
材

　
３
月
３
日
の
避
難
訓
練
は
と
き
ど
き
行
っ
て
い
て
、
２
０
１
１
年
は
小
林
の
連

絡
員
だ
っ
た
の
で
報
告
の
た
め
に
参
加
し
た
。
参
加
者
は
だ
い
た
い
決
ま
っ
て
い

て
、12
～
13
人
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
３
月
９
日
の
地
震
は
自
宅
で
揺
れ
を
感
じ
て
び
っ

く
り
し
た
。
外
を
見
て
、
放
送
を
聞
い
て
い
た
。
津
波
の
心
配
は
な
い
と
い
う
情

報
も
あ
る
し
、
家
は
高
い
所
な
の
で
逃
げ
は
し
な
か
っ
た
。

　
３
月
11
日
の
午
前
中
は
大
平
の
種
屋
さ
ん
に
行
っ
た
り
、
畑
の
世
話
を
し
た
り

し
て
い
た
。
昼
食
を
食
べ
て
、
旦
那
の
運
転
で
小
田
代
温
泉
に
行
っ
た
。
着
い
て

間
も
な
く
地
震
に
あ
っ
て
、
電
気
が
落
ち
て
し
ま
っ
た
の
で
、
外
で
ブ
ラ
ブ
ラ
し

て
い
た
。
駐
車
場
に
は
10
人
ぐ
ら
い
い
た
。
送
迎
バ
ス
が
町
に
降
り
て
行
っ
た
。

１
回
目
の
揺
れ
の
時
に
、
津
波
の
高
さ
が
３
㍍
と
い
う
放
送
を
聞
い
た
。
２
回
目
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し
た
。
電
気
が
復
旧
す
る
ま
で
に
は
１
週
間
以
上
か
か
っ
た
。
水
は
樫
内
の
人
た

ち
が
使
っ
て
い
る
沢
水
を
使
っ
た
。
動
き
が
取
れ
な
か
っ
た
自
分
の
代
わ
り
に
妻

が
自
宅
の
片
づ
け
を
し
た
。
５
月
ぐ
ら
い
に
は
自
宅
の
修
理
が
終
わ
っ
た
。
地
震

が
あ
れ
ば
逃
げ
る
生
活
だ
が
、
仮
設
住
宅
の
人
た
ち
に
は
申
し
訳
な
い
と
思
っ
た
。

３　
教
訓
と
実
際

　
14
時
46
分
に
地
震
が
発
生
し
て
か
ら
津
波
が
到
着
す
る
ま
で
、
お
よ
そ
40
分
の

時
間
が
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
の
行
動
は
そ
れ
ぞ
れ
が
置
か
れ
た
環
境
に
よ
っ
て
多

岐
に
わ
た
る
。
避
難
手
段
を
み
て
も
、
徒
歩
で
一
次
避
難
所
ま
で
逃
げ
る
人
も
い

れ
ば
、
車
を
使
っ
て
移
動
し
た
人
も
い
る
。
平
坦
部
の
場
合
、
速
や
か
に
一
次
避

難
所
ま
で
逃
げ
ら
れ
る
よ
う
避
難
路
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
徒
歩
で
高
台
に
あ
る

一
次
避
難
所
ま
で
逃
げ
た
人
も
少
な
く
な
い
。
毎
年
行
わ
れ
る
避
難
訓
練
に
お
い

て
も
、
自
宅
と
一
次
避
難
所
を
徒
歩
で
移
動
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
一

方
で
多
く
の
人
は
、
自
宅
・
外
出
先
か
を
問
わ
ず
、
避
難
時
の
い
ず
れ
か
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
車
を
使
用
し
て
い
る
。
渋
滞
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
や
不
慮
の
事
故
の
可
能

性
が
あ
る
車
で
の
移
動
・
避
難
は
、
本
来
適
切
な
避
難
方
法
で
は
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
車
社
会
を
前
提
と
す
れ
ば
車
を
使
っ
た
避
難
は
、
選
択
肢
の
ひ

と
つ
と
し
て
多
く
の
人
び
と
が
と
っ
た
自
然
な
手
段
で
あ
っ
た 

注（
４
）。
発
災
時
避

難
の
視
聴
覚
情
報
も
様
々
で
あ
る
。
特
に
音
に
つ
い
て
は
「
ド
ー
ン
」
と
い
う
波

と
波
が
沖
合
で
ぶ
つ
か
る
音
を
聞
い
た
人
も
い
れ
ば
、津
波
を
見
る
直
前
ま
で
「
音

は
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
人
も
い
る
。
田
老
市
街
地
で
は
津
波
の
高
さ
が
３
㍍
と

い
う
情
報
が
防
災
無
線
に
よ
っ
て
流
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
停
電
に
よ
っ
て
そ
の

情
報
が
更
新
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
正
確
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

３
㍍
は
防
潮
堤
を
超
え
る
高
さ
で
は
な
い
た
め
、
そ
の
情
報
を
信
じ
込
ん
で
、
逃

げ
遅
れ
が
発
生
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。

自
主
防
災
組
織

　
平
坦
部
に
お
け
る
避
難
所
は
田
老
総
合
事
務
所
と
宮
古
市
立
田
老
第
一
小
学
校
、

岩
手
県
立
宮
古
北
高
校
と
い
っ
た
公
共
施
設
や
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
・
田

老
ふ
れ
あ
い
荘
、曹
洞
宗
常
運
寺
が
大
規
模
な
受
け
入
れ
を
行
っ
た
（
表
１
参
照
）。

で
、
国
道
の
高
い
と
こ
ろ
に
逃
げ
る
よ
う
に
し
て
い
た
。
避
難
訓
練
に
参
加
す
る

近
所
の
人
は
日
枝
神
社
に
逃
げ
た
と
思
う
。
３
月
９
日
の
地
震
の
と
き
は
自
宅
に

い
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
で
津
波
は
来
な
い
と
は
思
っ
た
け
れ
ど
も
、
避
難
警
報

が
出
た
の
で
、
樫
内
の
親
戚
の
家
ま
で
避
難
し
た
。

　
３
月
11
日
の
午
前
中
は
孫
を
病
院
に
連
れ
て
行
っ
て
い
た
。
自
宅
に
戻
っ
て
ご

飯
を
食
べ
て
、
ゆ
っ
く
り
し
て
い
た
と
き
に
地
震
が
き
た
。
妻
と
嫁
、
高
校
生
の

孫
２
人
の
家
族
５
人
が
家
に
い
た
。
中
学
校
３
年
の
孫
娘
は
中
学
校
、
長
男
は
役

場
に
い
た
。
家
が
揺
れ
て
す
ぐ
に
電
気
が
消
え
た
。
す
ご
い
揺
れ
だ
っ
た
け
れ
ど

も
、
物
が
落
ち
る
よ
う
な
揺
れ
方
で
は
な
か
っ
た
。
１
回
目
の
揺
れ
で
外
に
出
て
、

避
難
を
始
め
た
。
宮
古
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
嫁
は
病
院
に
行
か
せ
た
。
妻
と
孫

２
人
は
樫
内
の
親
戚
の
家
に
避
難
し
た
。
持
ち
物
は
リ
ュ
ッ
ク
１
つ
ぐ
ら
い
だ
っ

た
と
思
う
。
揺
れ
か
ら
５
～
10
分
ぐ
ら
い
で
避
難
を
始
め
た
。
自
分
は
車
１
台
を

高
台
に
運
ん
で
、
ま
た
戻
っ
て
２
台
目
の
車
で
樫
内
ま
で
行
っ
た
。
田
老
川
の
様

子
は
変
化
も
な
く
、
車
も
普
通
に
走
っ
て
い
て
、
大
き
な
音
も
し
な
か
っ
た
。
津

波
の
無
線
も
な
か
っ
た
と
思
う
し
、
津
波
が
き
て
も
自
宅
ま
で
波
が
来
る
と
は
思

わ
な
か
っ
た
。
孫
た
ち
は
親
戚
の
家
に
い
る
と
思
っ
た
が
、
津
波
が
来
る
と
い
う

こ
と
で
、
樫
内
の
高
台
か
ら
見
て
い
た
ら
し
く
、
探
し
回
っ
た
。

　
結
局
、
田
老
に
戻
ろ
う
と
思
っ
た
が
、
国
道
が
渋
滞
し
て
い
た
の
で
、
歩
い
て

橋
の
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
た
。
人
は
少
し
い
た
け
れ
ど
も
、
シ
ー
ン
と
し
て
い
た
。

田
老
の
町
が
真
黒
な
湖
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
明
る
い
う
ち
に
、
樫
内
に
戻
っ

て
状
況
を
伝
え
た
。
個
人
宅
に
い
て
も
仕
方
が
な
い
の
で
、
樫
内
の
集
会
所
を
開

け
て
も
ら
い
、
逃
げ
て
き
た
60
人
ぐ
ら
い
で
避
難
し
た
。

　
翌
日
に
中
学
生
の
孫
娘
を
迎
え
に
行
っ
た
が
、
中
学
校
の
判
断
で
帰
さ
な
か
っ

た
。
そ
の
後
、
親
元
に
帰
す
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
孫
娘
が
帰
っ
て
き
た
。
３
日

後
か
ら
孫
た
ち
は
嫁
の
実
家
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
私
と
妻
は
３
月
い
っ
ぱ
い
は

樫
内
集
会
所
に
、
４
月
か
ら
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
ア
リ
ー
ナ
に
避
難
し
た
。
窃
盗
団

の
噂
が
立
っ
て
心
配
だ
っ
た
か
ら
、
自
分
は
３
日
後
か
ら
２
階
が
残
っ
た
自
宅
に

寝
泊
ま
り
し
た
。
樫
内
の
集
会
所
に
は
１
週
間
ぐ
ら
い
は
支
援
物
資
も
こ
な
か
っ

た
。
親
戚
を
頼
っ
た
り
し
て
食
糧
や
燃
料
、
毛
布
と
か
を
集
め
た
り
、
役
場
と
連

絡
を
取
ら
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
。
燃
料
は
ポ
リ
タ
ン
ク
を
集
め
て
石
油
を
ろ
過
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こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
生
活
用
水
に
は
沢
水
を
せ
き
止
め
て
洗
濯

し
た
り
、
救
助
活
動
を
行
っ
て
い
た
消
防
団
員
へ
、
薪
を
使
っ
て
沸
か
し
た
風
呂

を
提
供
す
る
な
ど
、
工
夫
し
て
難
を
し
の
い
だ
（
写
真
１
）。

　
イ
ン
フ
ラ
が
復
旧
す
る
ま
で
は
、
流
出
を
免
れ
た
世
帯
も
同
様
に
生
活
に
支
障

が
出
て
い
た
。
田
老
第
一
小
学
校
の
近
隣
に
住
ん
で
い
る
女
性
（
昭
和
20
年
生
、

田
の
沢
２
０
１
３
年
8
月
22
日
取
材
）
は
、当
時
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
っ

て
い
る
。

　
地
震
の
揺
れ
は
感
じ
た
が
、
全
く
物
は
落
ち
な
か
っ
た
。
こ
こ
は
地
盤
が
強
い

の
で
揺
れ
な
い
し
、
コ
ッ
プ
一
つ
壊
れ
な
か
っ
た
。
津
波
が
来
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
。
ず
っ
と
家
に
い
て
、
ち
ょ
う
ど
外
に
出
た
と
き
、
役
場
の
と
こ
ろ
に
す
ご
い

水
し
ぶ
き
が
か
か
る
の
を
み
た
。
地
区
の
人
が
「
毛
布
だ
し
て
け
ろ
ー
」
と
叫
ん

で
走
っ
て
き
た
。
津
波
が
来
て
る
と
は
思
わ
な
く
て
「
何
に
使
う
毛
布
？
」
と
聞

い
て
、「
津
波
で
濡
れ
た
人
が
い
る
か
ら
必
要
な
ん
だ
」
と
言
わ
れ
て
、
と
り
あ
え

ず
３
枚
渡
し
た
。
そ
れ
で
も
、
ま
た
来
た
の
で
、
一
輪
車
を
引
い
て
地
区
の
人
た

ち
か
ら
集
め
て
ま
わ
っ
て
、
避
難
し
て
く
る
人
び
と
に
配
っ
た
。
そ
の
う
ち
「
田

老
が
全
滅
」
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。

　
小
学
校
の
体
育
館
が
避
難
所
に
な
っ
て
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
避
難
し
て
き
た
。

お
年
寄
り
た
ち
が
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
不
安
に
し
て
い
る
様
子
が
よ
く
わ
か
っ

た
。
風
呂
が
薪
風
呂
だ
っ
た
の
で
、
沸
か
し
て
消
防
団
の
人
た
ち
も
入
っ
た
。
水

は
汲
ん
で
き
て
、
薪
に
は
瓦
礫
を
使
っ
た
。
瓦
礫
撤
去
や
遺
体
の
捜
索
を
し
て
い

る
人
た
ち
は
、
風
呂
も
ろ
く
に
入
れ
な
か
っ
た
状
況
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
は
感
謝

さ
れ
た
。
発
電
機
を
も
っ
て
い
た
の
で
、そ
れ
で
時
間
を
決
め
て
、炊
事
洗
濯
し
た
。

食
料
は
少
し
だ
が
、
避
難
者
に
持
っ
て
行
っ
た
。

　

行
政
の
支
援
で
は
３
月
12
日
の
朝
に
は
、
宮
古
市
市
民
生
活
部
に
よ
っ
て

５
０
０
個
の
お
に
ぎ
り
が
届
け
ら
れ
た 

注（
５
）。

19
日
か
ら
は
自
衛
隊
に
よ
る
給
食

支
援
が
行
わ
れ
た
が
、
食
料
供
給
ラ
イ
ン
が
安
定
的
に
確
保
さ
れ
る
ま
で
は
、
避

難
者
へ
の
食
料
は
近
隣
地
区
か
ら
の
炊
き
出
し
が
支
え
て
い
る
。
田
老
地
区
の

場
合
は
、
神
田
・
末
前
・
青
倉
地
区
の
人
び
と
に
よ
る
支
援
が
大
き
い
。
炊
き

日
枝
神
社
・
熊
野
神

社
・
出
羽
神
社
に
一
次

避
難
所
と
し
て
一
晩
過

ご
し
た
人
び
と
が
い
る

が
、
火
事
の
危
険
性
や

情
報
・
救
助
不
足
の
懸

念
か
ら
、
２
日
目
以
降

に
は
大
規
模
な
避
難
所

へ
と
移
動
し
て
い
る
。

実
際
に
、
乙
部
地
区
や

熊
野
神
社
付
近
か
ら
発

生
し
た
山
火
事
は
大
小

の
発
火
を
繰
り
返
し
て
い
る
。完
全
に
鎮
火
さ
れ
た
の
は
16
日
の
７
時
の
こ
と
だ
っ

た
。こ
の
間
、避
難
者
を
支
え
た
の
は
自
主
防
災
組
織
で
あ
る
。和
野
や
樫
内
と
い
っ

た
近
隣
高
台
集
落
の
集
会
所
も
避
難
所
と
な
っ
て
お
り
、
各
避
難
所
で
は
名
簿
が

作
ら
れ
、
多
く
の
人
び
と
は
、
そ
の
名
簿
を
頼
っ
て
家
族
や
知
人
を
探
し
に
避
難

所
を
巡
り
ま
わ
っ
た
。
避
難
所
の
運
営
は
避
難
者
自
ら
行
っ
た
。
電
話
は
不
通
の

と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
が
、
携
帯
電

話
会
社
の
ア
ン
テ
ナ
付
近
ま
で

通
っ
て
連
絡
を
と
る
人
も
多
か
っ

た
。
18
日
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の

衛
星
携
帯
電
話
が
、
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
三
陸
み
や
こ
と
県
立
宮
古
北
高

校
に
そ
れ
ぞ
れ
10
台
、
田
老
ふ
れ

あ
い
荘
・
田
老
総
合
事
務
所
に
１

台
ず
つ
設
置
さ
れ
、
一
般
の
通
信

状
況
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
。
電

気
の
復
旧
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な

る
が
、
田
老
第
一
中
学
校
付
近
で

復
旧
し
た
の
が
20
日
で
あ
っ
た
。

写真１　簡易生活用水（再現）
2015/05/04　撮影：伊藤 純

主な避難所 人　数
田老総合事務所 280
田老第一小学校 208
常運寺 245
県立宮古北高校 100
田老ふれあい荘 170
火葬場付近 13
道の駅たろう 34
グリーンピア三陸みやこ 303

計 1353

＊宮古市『東日本大震災の「記録」
〜岩手県宮古市〜』より作成

表１　避難所一覧
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た
。
夜
通
し
や
る
つ
も
り
だ
っ
た
け
ど
、
消
防
の
指
示
で
夜
の
12
時
で
炊
く
の
を

や
め
た
が
、
足
ら
な
か
っ
た
の
か
、
連
絡
が
徹
底
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
12
時

す
ぎ
て
も
「
次
が
で
き
た
か
？
」
っ
て
取
り
に
来
る
人
が
い
た
。
今
思
え
ば
、
情

報
が
混
乱
し
て
い
た
の
だ
と
思
う
。
誰
の
指
示
が
正
し
い
の
か
が
わ
か
ら
な
か
っ

た
。
朝
４
時
か
ら
炊
き
出
し
を
再
開
し
た
。
汁
物
も
作
っ
た
け
ど
、道
路
が
な
か
っ

た
た
め
に
運
べ
な
か
っ
た
ら
し
く
中
止
に
な
っ
た
。消
防
団
の
た
め
に
お
茶
を
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
た
が
、「
何
も
持
っ
て
な
い
人
を
前
に
し
て
飲
め
な
い
」
と
い
う

よ
う
な
現
場
の
状
況
を
聞
い
た
。
私
た
ち
は
炊
く
だ
け
で
、
お
に
ぎ
り
を
取
り
に

く
る
の
は
役
場
の
人
た
ち
だ
っ
た
。電
気
も
な
い
し
、道
が
悪
く
て
歩
け
な
い
の
で
、

背
負
い
カ
ゴ
や
リ
ュ
ッ
ク
を
集
め
て
運
ん
だ
。
だ
か
ら
、
お
に
ぎ
り
は
一
つ
一
つ

ラ
ッ
プ
で
包
ん
だ
。
11
日
の
夜
に
は
お
寺
に
お
に
ぎ
り
が
届
い
た
ら
し
く
、「
そ
の

こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
後
で
言
わ
れ
た
。

　
大
平
地
区
の
上
の
ほ
う
は
被
害
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
、
何
人
か
泊
め
て
い

る
人
も
い
た
。
電
気
が
通
っ
て
な
く
て
ご
飯
に
困
っ
て
い
た
の
で
、
お
に
ぎ
り
を

譲
っ
た
が
、
個
人
の
と
こ
ろ
に
あ
げ
れ
ば
良
い
の
か
、
大
き
い
避
難
所
に
あ
げ
れ

ば
い
い
の
か
、
指
示
が
無
く
て
ど
う
判
断
す
れ
ば
よ
い
か
躊
躇
は
し
た
。　

　
集
会
施
設
の
ガ
ス
が
な
く
な
っ
た
ら
、
個
人
の
家
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
持
っ
て
き

て
炊
い
た
。
ラ
ッ
プ
と
ホ
イ
ル
、
米
は
途
中
で
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
地
区
の

人
が
自
分
用
に
買
い
置
き
し
て
い
た
分
を
出
し
た
。地
区
の
人
は
み
ん
な
身
を
削
っ

た
と
思
う
。
地
区
の
人
た
ち
が
い
ろ
い
ろ
と
出
し
て
く
れ
た
の
が
本
当
に
よ
か
っ

た
。
自
家
用
に
漬
け
て
い
た
梅
干
し
と
か
昆
布
と
か
を
出
し
て
く
れ
た
。

　
４
日
間
ぐ
ら
い
で
物
資
が
届
く
と
思
っ
て
い
た
が
、
１
週
間
ぐ
ら
い
米
が
来
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。そ
れ
か
ら
新
里
の
給
食
セ
ン
タ
ー
が
賄
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
、
消
防
の
人
た
ち
の
分
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
集
会
所
に
詰
め
て
い

た
の
で
、
街
を
見
に
行
っ
た
り
も
し
な
か
っ
た
。

身
元
の
確
認

　
12
日
の
夕
方
に
は
県
立
宮
古
北
高
校
に
田
老
地
区
の
遺
体
安
置
所
が
設
置
さ
れ

た 

注（
６
）。
運
び
込
ま
れ
た
遺
体
を
医
師
だ
け
で
な
く
、
田
老
の
人
び
と
も
加
わ
り
、

顔
や
持
ち
物
・
着
物
か
ら
身
元
確
認
が
行
わ
れ
た
。
23
日
現
在
で
95
体
の
遺
体
が

出
し
に
参
加
し
た
神
田
地
区
の
堰
代
秀
子
さ
ん
（
昭
和
33
年
生
、
女
性
、
神
田
、

２
０
１
４
年
４
月
21
日
取
材
）
は
、
次
の
よ
う
に
情
報
が
錯
綜
し
て
い
た
様
子
を

振
り
返
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
地
震
の
揺
れ
は
家
で
感
じ
た
。
１
３
０
年
近
い
家
で
、
耐
震
で
は
な
い

の
で
家
が
壊
れ
る
か
と
思
っ
た
。
物
は
落
ち
な
か
っ
た
。
大
き
い
揺
れ
と
い
う
よ

り
長
い
揺
れ
だ
っ
た
と
思
う
。
11
日
は
電
気
が
消
え
た
が
、
神
田
は
ふ
れ
あ
い
荘

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
が
、
次
の
日
に
は
電
気
が
復
旧
し
た
。
一
晩
だ
け
電
気

が
な
い
中
で
過
ご
し
た
。
水
は
普
通
に
出
た
。
水
道
も
あ
る
け
ど
、
沢
か
ら
水
を

引
い
て
い
る
家
も
何
軒
か
あ
る
の
で
、
何
か
あ
っ
て
も
大
丈
夫
な
地
区
で
は
あ
る
。

　
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
揺
れ
だ
っ
た
の
で
、街
の
ほ
う
に
津
波
が
来
る
と
は
思
っ

た
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
大
き
い
津
波
が
来
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
自
分
の
家
が

潰
れ
る
と
思
っ
た
の
で
、
消
防
の
屯
所
の
無
線
で
何
か
し
ら
情
報
が
あ
る
と
思
っ

て
、
大
体
み
ん
な
屯
所
に
集
ま
っ
た
。
神
田
は
17
軒
あ
る
が
、
大
体
50
人
ぐ
ら
い

そ
こ
に
い
た
と
思
う
。
結
局
、
無
線
の
情
報
は
な
か
っ
た
が
、
数
人
が
街
の
ほ
う

か
ら
逃
げ
て
き
て
町
の
情
報
を
得
た
。
そ
れ
が
、
午
後
3
時
ぐ
ら
い
の
こ
と
だ
と

思
う
。
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
や
総
合
事
務
所
・
北
高
に
逃
げ
る
人
が
多
い
か
ら
、
神
田

ま
で
逃
げ
て
き
た
人
は
20
人
い
な
い
ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
思
う
。
津
波
が
川
を
さ
か

の
ぼ
っ
て
ど
の
辺
ま
で
屋
根
が
流
れ
て
き
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
聞
い
た
。

　
午
後
4
時
ぐ
ら
い
に
大
平
に
住
ん
で
い
る
市
議
会
議
員
に
炊
き
出
し
の
準
備
を

す
る
よ
う
に
お
願
い
さ
れ
た
。
男
の
人
は
消
防
の
ほ
う
に
行
っ
た
の
で
、
男
の
人

が
何
を
や
っ
て
い
た
か
は
あ
ま
り
覚
え
て
い
な
い
。
女
の
人
は
炊
き
出
し
を
始
め

た
。
仕
事
と
か
で
地
区
の
外
に
出
か
け
て
い
る
人
は
帰
っ
て
来
ら
れ
な
い
の
で
、

炊
く
の
は
10
人
い
な
い
ぐ
ら
い
で
や
っ
た
。

　
神
田
は
何
軒
も
な
い
が
、
田
ん
ぼ
が
少
し
あ
る
の
で
、
田
ん
ぼ
を
や
っ
て
い
る

人
が
す
ぐ
に
米
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。
そ
の
日
は
お
に
ぎ
り
を
作
っ
た
。
米
は

十
分
に
あ
っ
た
け
ど
、
電
気
が
な
く
て
、
エ
ン
ジ
ン
式
の
精
米
機
で
付
き
っ
き
り

で
ず
っ
と
精
米
し
て
い
た
。
１
回
に
炊
け
る
量
も
限
ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
集
会

施
設
に
あ
る
一
度
に
10
㌔
ぐ
ら
い
炊
け
る
ガ
ス
釜
で
炊
い
た
。
１
日
20
回
ぐ
ら
い

炊
い
た
と
思
う
。
汁
物
用
の
大
き
い
お
鍋
で
も
炊
い
た
。
そ
れ
は
７
㌔
ぐ
ら
い
炊

け
た
と
思
う
。
相
当
な
量
で
、人
数
も
い
な
い
の
で
お
に
ぎ
り
だ
け
で
精
一
杯
だ
っ
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進
め
た
。
小
堀
内
の
ほ
う
を
見
た
け
れ
ど
、
船
は
見
え
な
か
っ
た
。

　
そ
し
た
ら
、
沖
か
ら
音
を
立
て
て
風
と
う
ね
り
が
来
た
。
今
思
う
と
そ
れ
が
津

波
の
前
触
れ
だ
っ
た
と
思
う
。
こ
ん
な
こ
と
は
不
思
議
だ
っ
た
の
で
、
作
業
を
休

ん
で
自
宅
に
向
か
っ
た
。
陸
に
あ
が
っ
た
ら
Ｓ
さ
ん
が
い
た
。「
な
ん
だ
Ｓ
さ
ん
」

と
い
っ
た
ら
、「
沖
が
う
ま
く
ね
え
か
ら
早
く
や
め
て
き
た
」
っ
て
言
っ
た
の
で
、

「
ほ
ん
だ
ら
家
さ
い
く
び
ゃ
ー
」
っ
て
な
っ
た
が
、Ｓ
さ
ん
は
「
も
う
少
し
い
る
」
っ

て
な
っ
て
、
家
に
帰
っ
た
。
途
中
、
消
防
団
が
水
門
を
閉
め
に
行
く
の
と
す
れ
違
っ

て
会
話
し
た
。
自
宅
に
着
い
た
ら
、
嫁
と
息
子
が
薪
割
り
し
て
い
た
。「
み
ご
と
な

地
震
が
き
た
け
ど
、
茶
ダ
ン
ス
と
か
を
押
さ
え
た
の
で
コ
ッ
プ
と
か
瀬
戸
物
は
助

か
っ
た
」
と
、
そ
ん
な
話
を
外
で
し
て
い
た
。

　
「
津
波
だ
ー
逃
げ
ろ
ー
逃
げ
ろ
ー
」
と
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
沖
か
ら
消
防
団
が

や
っ
て
来
た
。「
津
波
だ
ー
」
っ
て
言
わ
れ
て
も
「
何
の
話
だ
」
と
思
っ
た
。
と
も

か
く
、
山
に
自
分
の
畑
が
あ
る
の
で
そ
こ
に
避
難
し
た
。
自
分
の
と
こ
ろ
で
な
く

て
も
、
避
難
の
時
は
ど
こ
で
も
高
い
と
こ
ろ
に
逃
げ
る
の
が
当
然
だ
か
ら
、
す
ぐ

上
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
３
人
で
見
て
い
た
。
そ
し
た
ら
、
建
物
や
サ
ッ
パ
を

押
し
壊
し
な
が
ら
物
凄
い
音
を
立
て
な
が
ら
津
波
が
来
た
。
そ
れ
と
引
き
波
が
み

ご
と
に
強
か
っ
た
。
向
か
い
の
山
か
ら
下
摂
待
ま
で
海
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

歩
け
な
い
母
が
い
た
な
と
思
っ
て
、
母
を
背
負
っ
て
こ
よ
う
か
と
思
っ
た
が
、

息
子
が
「
家
が
流
れ
た
」
と
言
っ
て
い
た
の
を
聞
い
て
、も
う
母
は
駄
目
だ
と
思
っ

た
。
津
波
が
引
け
て
か
ら
背
負
っ
て
帰
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
水
門
を
閉
め
た
か

ら
下
摂
待
は
海
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
３
日
ぐ
ら
い
は
探
せ
る
状
態
で
は

な
か
っ
た
。
３
日
目
の
午
後
に
妹
が
田
ん
ぼ
で
母
を
見
つ
け
た
。
毛
糸
の
ほ
っ
か

む
り
を
し
て
い
て
、
大
き
な
傷
も
な
く
寝
て
い
た
。
既
に
自
衛
隊
や
消
防
が
い
た

の
で
、
消
防
が
連
れ
て
行
っ
て
、
宮
古
の
さ
か
き
仏
具
葬
儀
社
に
頼
ん
で
、
火
葬

の
段
取
り
を
し
て
火
葬
を
し
た
。
小
本
の
寺
で
葬
儀
を
や
っ
て
納
骨
し
た
。

舘
崎
隆
保
さ
ん
（
昭
和
７
年
生
、
男
性
、
摂
待
）
２
０
１
３
年
５
月
４
日
取
材

　
ト
マ
ト
の
支
柱
に
使
う
竹
を
切
り
に
防
波
堤
の
ほ
う
に
行
っ
て
い
た
と
き
に
揺

れ
を
感
じ
た
。
地
震
が
大
き
く
海
抜
も
低
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
場
に
鉈

や
鋸
を
置
い
て
、
急
い
で
バ
イ
ク
で
家
ま
で
戻
っ
た
。
家
に
帰
っ
た
ら
、
電
気
が

安
置
さ
れ
、
そ
の
う
ち
76
体
の
身
元
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
20
日
か
ら
は
田
老
の

火
葬
場
が
稼
働
し
た
が
、
燃
料
の
不
足
か
ら
１
日
に
３
体
の
火
葬
が
限
度
で
あ
っ

た
。
26
日
か
ら
遺
体
安
置
所
は
田
老
公
民
館
へ
と
移
設
さ
れ
た
。
27
日
現
在
で

１
１
７
体
（
そ
の
う
ち
身
元
不
明
者
が
19
体
）、
28
日
現
在
で
１
２
１
体
と
い
う
状

態
で
あ
り
、
生
き
延
び
た
人
び
と
に
と
っ
て
混
乱
し
た
状
況
の
な
か
で
、
家
族
や

友
人
の
死
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

注（
４
） 

岩
手
県
・
宮
城
県
・
福
島
県
を
対
象
に
行
わ
れ
た
平
成
23
年
東
日
本
大
震

災
に
お
け
る
避
難
行
動
等
に
関
す
る
面
接
調
査
（
住
民
）
単
純
集
計
結
果

（
内
閣
府
・
消
防
庁
・
気
象
庁
）
に
よ
れ
ば
、
避
難
手
段
に
つ
い
て
「
徒

歩
で
避
難
し
た
」
が
39
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
「
車
で
避
難
し
た
」
が

55
％
と
最
も
多
か
っ
た
。

注（
５
） 

宮
古
市『
東
日
本
大
震
災
の「
記
録
」−

岩
手
県
宮
古
市

−
』 （
２
０
０
３
年
）

注（
６
）（
５
）
に
同
じ

４　
摂
待
地
区
の
状
況

　
摂
待
地
区
は
摂
待
川
河
口
に
あ
る
水
門
を
破
壊
し
て
、
摂
待
川
を
遡
上
し
た
津

波
が
集
落
と
水
田
を
襲
っ
た
。
特
に
下
摂
待
地
区
は
比
較
的
高
台
に
あ
っ
た
１
軒

を
残
し
て
７
軒
が
流
失
し
た
。
漁
港
と
ア
ワ
ビ
増
殖
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
水
産
施

設
も
全
壊
す
る
大
き
な
被
害
を
出
し
た
。
下
摂
待
の
様
子
を
摂
待
の
花
輪
長
一
さ

ん
と
舘
崎
隆
保
さ
ん
、
中
学
校
の
様
子
を
当
時
田
老
第
三
中
学
校
の
教
員
で
あ
っ

た
金
澤
祥
子
さ
ん
の
言
葉
を
借
り
て
見
て
い
き
た
い
。

花
輪
長
一
さ
ん
（
昭
和
10
年
生
、
男
性
、
摂
待
）
２
０
１
３
年
５
月
２
日
取
材

　
午
後
に
な
っ
て
小
堀
内
の
漁
師
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。
息
子
が
海
に
出
て
い
て
、

潮
で
船
が
転
覆
し
そ
う
で
、
船
で
見
に
行
っ
て
く
れ
な
い
か
と
頼
ま
れ
た
。
午
後

１
時
半
、
風
は
南
か
ら
吹
い
て
い
た
が
、
た
い
し
た
こ
と
な
か
っ
た
の
で
沖
に
行
っ

た
。
摂
待
漁
港
の
裏
か
ら
出
た
ら
北
の
風
に
変
わ
っ
た
。
50
～
60
年
ぐ
ら
い
漁
師

を
や
っ
て
い
た
が
、
船
を
走
ら
せ
て
い
る
う
ち
に
こ
ん
な
に
風
が
変
わ
る
の
は
不

思
議
だ
な
と
思
っ
た
。
だ
け
ど
、
風
は
た
い
し
た
こ
と
な
い
の
で
そ
の
ま
ま
船
を

「津波太郎」−まちの復興と生活の復興 各地域における東日本大震災



33

布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、下
摂
待
に
行
っ
て「
す
ご
い
地
震
だ
っ
た
ね
」

と
話
し
て
い
た
。
職
場
で
の
非
常
時
の
役
が
あ
る
の
を
思
い
出
し
て
、
す
ぐ
に
学

校
に
戻
っ
た
。
子
供
た
ち
は
す
で
に
避
難
し
て
い
た
。
校
舎
の
中
は
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ

だ
っ
た
け
ど
、
と
り
あ
え
ず
ボ
イ
ラ
ー
の
チ
ェ
ッ
ク
と
職
員
室
と
校
長
室
の
鍵
を

閉
め
て
、
校
庭
に
避
難
し
た
。
そ
の
と
き
、
海
の
方
か
ら
ド
ド
ド
ド
っ
て
雷
様
の

よ
う
な
わ
り
と
長
い
音
が
し
た
。「
こ
う
い
う
音
が
し
た
ら
必
ず
地
震
が
く
る
ん
だ
」

と
同
僚
が
言
っ
て
い
た
が
、
や
は
り
大
き
め
の
地
震
が
き
た
。

　
下
摂
待
の
方
か
ら
煙
が
見
え
た
。
摂
待
川
を
見
る
と
水
が
ひ
た
ひ
た
ひ
た
ひ
た

と
来
て
い
た
。
下
摂
待
で
鮭
の
養
殖
場
、
昆
布
・
わ
か
め
漁
を
や
っ
て
い
る
父
兄

が
学
校
に
避
難
し
て
き
て
、
自
然
と
下
摂
待
は
全
滅
だ
と
い
う
状
況
が
わ
か
っ
て
、

み
ん
な
茫
然
と
し
て
い
た
。

　

高
台
か
ら
下
摂
待
が
一
望
で
き
る
の
で
行
っ
て
み
た
ら
、
湖
の
よ
う
だ
っ
た
。

学
校
は
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
避
難
所
の
設
置
を
始
め
た
。
水
道
が
出
る

か
ぎ
り
、
バ
ケ
ツ
に
水
を
貯
め
て
、
地
区
の
人
た
ち
も
蝋
燭
や
毛
布
を
持
っ
て
来

て
く
れ
た
。暖
炉
の
薪
が
あ
っ
た
の
で
準
備
し
て
い
た
ら
、消
防
の
人
た
ち
が
来
て
、

水
門
が
決
壊
し
た
の
で
学
校
は
避
難
所
と
し
て
使
え
な
い
と
言
わ
れ
た
。
子
供
を

親
元
に
帰
し
た
あ
と
、
水
沢
の
避
難
所
に
避
難
す
る
校
長
グ
ル
ー
プ
と
、
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
に
避
難
す
る
副
校
長
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
。
田
老
の
自
宅
が
気
に
な
っ

た
の
で
、
許
可
を
と
っ
て
町
の
方
に
行
っ
た
。
田
老
の
町
は
壊
滅
的
だ
と
い
う
こ

と
は
聞
い
て
い
た
の
で
道
の
駅
に
行
っ
た
。
そ
こ
で
旦
那
が
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
い

る
こ
と
を
知
人
が
教
え
て
く
れ
た
の
で
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
行
っ
た
が
、
人
が
い
っ

ぱ
い
で
そ
の
日
は
会
え
な
か
っ
た
。

５　
避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
へ
の
入
居

　
道
路
や
交
通
・
物
流
・
水
道
・
電
力
・
通
信
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
回
復
す

る
ま
で
は
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
よ
う
な
大
規
模
な
避
難
所
で
は
避
難
者
自
ら
そ
の

運
営
に
あ
た
っ
て
い
た
。
前
出
の
、
金
澤
純
二
さ
ん
は
発
災
直
後
の
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
の
運
営
に
は
地
域
の
人
び
と
の
活
躍
が
大
き
か
っ
た
と
、
次
の
よ
う
に
振
り
返

る
。
混
乱
と
悲
し
み
の
な
か
で
も
、
助
か
っ
た
人
び
と
は
前
へ
と
進
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
切
迫
し
た
状
況
の
な
か
で
、
避
難
者
一
人
ひ
と
り
は
複
雑

消
え
て
い
た
の
で
、
直
ぐ
に
逃
げ
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
、
山
の
避
難
所
に

逃
げ
た
。
避
難
所
は
父
親
が
作
っ
て
く
れ
て
一
晩
は
過
ご
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
津

波
が
来
る
こ
と
は
予
想
で
き
た
が
、
防
波
堤
は
超
え
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
避
難

所
に
逃
げ
て
か
ら
も
大
き
い
揺
れ
が
２
回
ほ
ど
あ
っ
た
。
第
１
波
は
20
分
後
ぐ
ら

い
に
あ
っ
た
。
南
の
沖
で
雷
の
よ
う
に
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
…
と
い
う
よ
う

な
音
が
聞
こ
え
た
。
合
わ
せ
て
３
波
ぐ
ら
い
来
た
と
思
う
。
一
番
大
き
い
の
は
第

２
波
。
宮
古
や
田
老
と
違
っ
て
１
か
所
か
ら
津
波
が
来
る
の
で
は
な
く
て
、
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
か
ら
来
た
。

　
妻
も
一
旦
避
難
し
た
け
れ
ど
も
、
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
に
家
に
戻
っ
て
し
ま
っ

て
津
波
に
と
ら
れ
た
。
大
声
で
叫
ん
だ
が
、
自
分
の
声
よ
り
も
津
波
の
音
の
方
が

大
き
く
て
聞
こ
え
な
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。
妻
と
Ｓ
さ
ん
夫
婦
の
３
人
が
流
さ
れ

た
。
Ｓ
さ
ん
は
ど
う
に
か
屋
根
に
上
っ
て
、
泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
も
助
か
っ

た
。
流
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
た
の
で
、泥
ま
み
れ
の
人
間
が
動
い
て
い
た
か
ら
び
っ

く
り
し
た
。

　
津
波
が
引
き
始
め
て
高
台
か
ら
下
り
て
き
て
、
流
さ
れ
た
妻
た
ち
を
探
し
た
。

他
の
人
た
ち
で
Ｓ
さ
ん
の
泥
を
洗
う
作
業
を
行
っ
た
。
Ｓ
さ
ん
の
奥
さ
ん
は
す
ぐ

に
見
つ
か
っ
た
。

　
ま
た
津
波
が
来
る
心
配
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
日
は
妻
を
捜
索
す
る
に
も
で
き

な
か
っ
た
。
逃
げ
て
き
た
人
で
相
談
し
て
、
避
難
所
で
一
夜
過
ご
す
こ
と
に
し
た
。

消
防
団
員
が
、山
を
越
え
て
き
て
、改
善
セ
ン
タ
ー
に
行
く
よ
う
促
さ
れ
た
。
結
局
、

山
を
越
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
人
も
い
た
の
で
避
難
所
に
残
っ
た
。
８
人
ぐ
ら
い
が

そ
の
日
は
残
っ
た
と
思
う
。
消
防
団
員
が
往
復
し
て
く
れ
て
、
お
に
ぎ
り
と
石
油

ス
ト
ー
ブ
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。

金
澤
洋
子
さ
ん
（
昭
和
27
年
生
、
女
性
、
乙
部
）
２
０
１
２
年
10
月
15
日
取
材

　
結
婚
し
て
か
ら
主
婦
や
介
護
師
を
経
て
、
田
老
第
三
中
学
校
に
用
務
員
と
し
て

務
め
て
い
た
。
小
学
校
、
中
学
校
の
併
設
校
で
合
せ
て
20
人
ぐ
ら
い
の
生
徒
が
い

た
。
田
老
第
一
中
学
校
に
統
合
さ
れ
る
の
で
閉
校
の
準
備
を
し
て
い
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

に
閉
校
式
の
案
内
文
書
を
配
る
た
め
車
の
運
転
を
し
て
い
た
ら
、
車
の
ハ
ン
ド
ル

が
き
か
な
く
な
っ
た
。
車
を
止
め
て
み
た
ら
電
信
柱
が
ゆ
れ
て
い
た
。
文
書
を
配
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言
う
」
っ
て
諭
し
て
い
た
。
言
わ
な
い
だ
け
で
あ
っ
て
、「
津
波
で
流
さ
れ
れ
ば
よ

か
っ
た
」
と
思
っ
た
人
も
い
れ
ば
、「
生
き
な
け
れ
ば
」
と
思
っ
た
人
も
み
ん
な
同

じ
気
持
ち
だ
っ
た
思
う
。
そ
れ
を
聞
い
た
と
き
が
一
番
切
な
か
っ
た
。
み
ん
な
が

ぎ
り
ぎ
り
だ
っ
た
ん
だ
と
思
う
。
だ
け
れ
ど
も
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
援
助
を
い

た
だ
い
て
、
そ
の
気
持
ち
に
支
え
ら
れ
た
。
中
学
校
の
先
生
た
ち
は
食
事
も
最
後

で
も
い
い
と
、
彼
女
ら
が
お
手
洗
い
の
掃
除
を
率
先
し
て
や
り
だ
し
て
、
こ
う
い

う
状
況
時
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
と
い
う
の
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　
宮
古
に
行
っ
た
と
き
に
、
食
堂
に
入
れ
な
か
っ
た
。
誰
か
が
見
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
け
れ
ど
も
、
支
援
し
て
も
ら
っ
て
い
て
、
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
て
い
い

の
か
と
思
っ
た
。
そ
の
後
、
初
め
て
食
べ
た
の
が
合
同
庁
舎
で
食
べ
た
安
い
定
食

だ
け
ど
本
当
に
旨
か
っ
た
。

６　
復
興
へ
向
け
た
道
筋

　

田
老
は
３
月
31
日
か
ら
４
月
１

日
に
か
け
て
、
７
か
所
に
分
散
し
て

い
た
避
難
所
を
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
ア

リ
ー
ナ
に
４
０
０
人
弱
、
ホ
テ
ル
に

３
０
０
人
統
合
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

集
約
的
な
避
難
所
の
運
営
と
支
援
が

で
き
る
体
制
が
よ
う
や
く
整
っ
た
。

５
月
中
・
下
旬
か
ら
応
急
仮
設
住
宅

へ
の
入
居
が
始
ま
り
、
８
月
下
旬
に

は
田
老
地
域
の
仮
設
住
宅
へ
の
入
居

が
一
段
落
と
な
る（
表
２
）。
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
敷
地
内
の
仮
設
団
地
へ
の
入

居
の
場
合
、
可
能
な
限
り
震
災
以
前

の
地
区
を
割
ら
な
い
よ
う
に
田
老
の

南
側
か
ら
入
居
し
て
い
き
、
地
区
ご

と
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
３
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
た
。
ア
リ
ー
ナ
で

な
思
い
を
抱
え
た
ま
ま
避
難
所
で
の
生
活
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

金
澤
純
二
さ
ん
（
前
出
、
２
０
１
２
年
10
月
15
日
取
材　
２
回
目
）

　
ま
ず
は
余
震
に
対
す
る
点
検
、
避
難
路
の
確
保
、
懐
中
電
灯
の
用
意
な
ど
を
最

初
に
確
認
し
た
。
名
簿
を
作
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
に
来
て
か
ら
、
私
や
赤
沼
正
清
さ
ん
な
ど
が
、
自
主
的
な
運
営
組
織
を
立

ち
上
げ
た
。
千
葉
さ
ん
は
名
簿
作
り
、
自
分
の
よ
う
な
救
助
経
験
者
や
看
護
師
経

験
者
は
怪
我
人
や
妊
婦
の
対
応
を
し
て
、
秋
田
の
消
防
隊
と
連
絡
調
整
を
行
っ
た
。

妻
や
中
学
校
の
先
生
な
ど
は
清
掃
を
し
て
も
ら
っ
た
。
名
簿
作
り
は
助
か
っ
た
人

が
多
い
と
思
う
。
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
自
然
と
こ
う
な
っ

た
。
防
災
婦
人
部
や
自
治
会
の
防
災
関
係
の
組
織
が
あ
っ
た
と
思
う
け
れ
ど
も
、

み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
動
き
は
取
れ
な
か
っ
た
。

　
４
月
に
な
っ
て
か
ら
自
主
的
な
運
営
組
織
か
ら
役
場
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
主

導
に
移
っ
た
。
３
月
下
旬
に
田
老
の
人
た
ち
を
ア
リ
ー
ナ
の
１
か
所
に
す
る
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
、
荷
物
は
ま
と
め
て
お
け
ば
自
衛
隊
の
人
が
運
ん
で
く
れ
た
。

こ
れ
は
遠
い
避
難
所
に
い
た
方
に
と
っ
て
は
す
ご
く
よ
か
っ
た
と
思
う
。
ア
リ
ー

ナ
で
の
ス
ペ
ー
ス
は
１
人
あ
た
り
毛
布
１
枚
半
。
こ
れ
だ
と
寝
る
こ
と
し
か
で
き

な
い
の
で
、
知
人
の
世
帯
と
協
力
し
て
広
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
、
使
い
や

す
い
よ
う
に
変
え
た
。
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
が
あ
っ
た
か
ら
、
原
則
通
り
で
は
な
く

て
体
が
不
自
由
な
方
の
話
を
聞
い
て
、
も
う
少
し
融
通
を
利
か
せ
て
く
れ
て
も
よ

か
っ
た
と
思
う
。
だ
が
他
の
避
難
所
を
い
く
つ
か
見
た
け
れ
ど
も
、
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
の
避
難
所
は
本
当
に
恵
ま
れ
て
い
る
方
だ
と
思
っ
た
。

　
そ
れ
で
も
、
７
０
０
人
の
共
同
生
活
だ
か
ら
不
平
不
満
は
ど
う
し
て
も
で
て
し

ま
う
。
そ
の
こ
ろ
は
、
生
き
る
の
に
必
死
で
、
み
ん
な
ひ
も
じ
い
思
い
を
し
た
。

朝
の
炊
き
出
し
の
と
き
に
女
性
の
１
人
が
「
な
ん
で
こ
ん
な
思
い
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
ん
な
思
い
す
る
ぐ
ら
い
だ
っ
た
ら
、
津
波
に
流
さ
れ
て
死
ん
で
た
ほ

う
が
よ
か
っ
た
」っ
て
大
き
な
声
で
言
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
ら
、周
り
の
人
が「
こ

ら
こ
ら
お
め
え
さ
ん
何
し
ゃ
べ
っ
て
ん
だ
。そ
ん
な
こ
と
を
言
う
も
ん
で
ね
ぇ
。（
診

療
所
の
）
黒
田
先
生
も
言
っ
た
よ
う
に
津
波
で
生
き
残
っ
た
人
が
亡
く
な
っ
た
人

た
ち
の
分
ま
で
生
き
て
い
く
こ
と
が
生
き
残
っ
た
人
の
務
め
だ
。
お
め
え
さ
ん
何

戸数
1 グリーンピア仮設住宅1（グラウンド） 248
2 グリーンピア仮設住宅2（グラウンド） 37
3 グリーンピア仮設住宅3（テニスコート） 122
4 樫内地区市有地 35
5 樫内地区民有地 37
6 宮古市立田老第三小学校グラウンド 7

＊ 宮古市『東日本大震災の「記録」〜岩手県宮古市〜』（2013 年）
より作成

表２　田老地区仮設住宅一覧
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「
田
老
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
が
平
成
24
年
５
月
26
日
に
住
民
主
体
の

組
織
と
し
て
発
足
し
、
高
台
移
転
で
の
生
活
や
跡
地
利
用
・
産
業
・
防
災
に
つ
い

て
具
体
的
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
協
議
会
の
下
に
は
防
災
検
討
部
会
・
高
台

ま
ち
づ
く
り
検
討
部
会
・
田
老
市
街
地
検
討
部
会
・
田
老
地
区
産
業･

雇
用
検
討

部
会
・
漁
業
・
水
産
業
等
検
討
部
会
な
ど
が
置
か
れ
、
各
課
題
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
る
（
写
真
２
）。

の
共
同
生
活
に
区
切
り
を
迎
え
た
が
、
な
に
よ
り
仮
設
住
宅
で
の
生
活
が
い
つ
ま

で
続
く
の
か
が
、
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
く
、
依
然
と
し
て
不
安
な
状
況
に
変
わ

り
は
な
か
っ
た
。
壁
越
し
で
隣
人
の
声
や
携
帯
電
話
の
ブ
ザ
ー
音
が
聞
こ
え
る
ほ

ど
の
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
厳
し
い
住
環
境
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
仮
設
住
宅
へ

の
入
居
は
同
時
に
各
世
帯
に
お
け
る
自
活
の
再
開
を
意
味
し
て
い
た
。

　
復
興
に
向
け
て
行
政
と
住
民
と
の
本
格
的
な
調
整
が
始
ま
っ
た
の
は
９
月
22
日

か
ら
３
日
間
開
か
れ
た
「
第
１
回
田
老
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
」
で
あ
る
。

住
民
間
の
意
見
の
集
約
と
情
報
の
共
有
、
最
終
的
に
は
市
長
へ
の
提
言
を
め
ざ
し

て
い
る
。
そ
こ
で
は
市
が
行
っ
た
意
向
調
査
「
復
興
に
向
け
た
計
画
づ
く
り
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」（
実
施
：
７
月
８
日
～
７
月
26
日　
田
老
地
区
の
回
収
率

55・８
％
）の
結
果
が
開
示
さ
れ
た
。そ
れ
に
よ
れ
ば
、今
後
の
住
ま
い
に
つ
い
て「
近

く
の
高
台
」「
同
じ
場
所
」
と
答
え
た
の
が
そ
れ
ぞ
れ
47
・
１
％
、
15
・９
％
と
な
っ

て
お
り
、
あ
わ
せ
て
63
％
の
住
民
が
田
老
へ
の
居
住
を
希
望
し
て
い
た
。
一
方
で
、

「
市
内
」（
26
・
１
％
）「
市
外
」（
４・１
％
）
と
あ
り
、
田
老
か
ら
の
人
口
流
出
が

懸
念
さ
れ
て
も
い
た
。
今
後
の
不
安
に
つ
い
て
は
、「
住
宅
の
確
保
」
が
57
・
３
％
、

宮
古
市
全
体
で
は
37
・
８
％
で
、
他
地
区
に
比
べ
て
住
宅
に
関
す
る
不
安
が
際
立
っ

て
い
る
。
検
討
会
で
は
市
の
４
例
の
復
興
パ
タ
ー
ン
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
居
住

制
限
や
嵩
上
げ
・
跡
地
利
用
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
防
災
意
識
・
防
災
教
育
の
意
見
も
交
わ
さ
れ
、
特
に
防
潮
堤
に
つ
い
て

「
14
・
７
㍍
で
は
低
す
ぎ
る
」「
川
に
津
波
の
パ
ワ
ー
を
分
散
さ
せ
る
よ
う
に
線
形
を

見
直
す
べ
き
」「
水
門
の
あ
り
方
も
見
直
す
べ
き
」「
津
波
を
川
に
流
す
と
い
う
の

は
危
険
。
津
波
は
川
を
あ
が
っ
て
い
く
の
に
被
害
が
拡
大
す
る
だ
け
」「
高
い
防
波

堤
や
嵩
上
げ
、人
工
地
盤
な
ど
、過
剰
な
防
御
は
住
民
の
避
難
意
識
を
低
下
さ
せ
る
」

な
ど
、
防
潮
堤
の
是
非
や
利
用
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
意
見
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　
平
成
24
年
10
月
24
日
に
市
内
の
災
害
危
険
区
域
の
、
区
域
種
別
と
建
築
制
限
を

定
め
る
「
災
害
危
険
区
域
に
関
す
る
条
例
」
が
公
布
さ
れ
た
。
田
老
は
平
成
25
年

２
月
８
日
に
告
示
さ
れ
た
が
、同
年
９
月
、27
年
７
月
と
変
更
を
繰
り
返
し
て
お
り
、

災
害
危
険
区
域
の
区
域
種
別
と
建
築
制
限
の
確
定
が
他
地
区
に
比
較
す
る
と
や
や

遅
れ
て
い
る
。
第
１
防
潮
堤
よ
り
海
側
が
第
１
種
区
域
に
な
っ
て
お
り
、
住
宅
の

建
設
は
不
可
と
な
っ
た
（
図
１
）。

図１　田老災害危険区域
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を
始
め
た
。
慰
安
コ
ン
サ
ー
ト
や
歌
謡
シ
ョ
ー
、
芸
能
人
の
公
演
な
ど
の
復
興
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
は
半
ば
田
老
の
中
心
地
と

な
っ
て
い
た
。

　
一
方
、
他
の
仮
設
団
地
と
の
情
報
・
支
援
格
差
や
、
親
戚
の
家
や
ア
パ
ー
ト
等

を
仮
住
ま
い
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
み
な
し
仮
設
」
の
人
び
と
へ
の
ケ
ア
も
大
き
な

課
題
と
し
て
残
っ
た
。
被
災
後
に
み
な
し
仮
設
に
入
居
し
た
高
屋
敷
吉
蔵
（
昭
和

18
年
生
）・
ト
シ
（
昭
和
23
年
生
）（
２
０
１
５
年
３
月
10
日
取
材
）
夫
妻
は
当
時

の
情
報
・
支
援
格
差
と
住
民
同
士
の
形
容
し
難
い
感
情
の
ズ
レ
を
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

　
（
吉
蔵
さ
ん
）
サ
ン
・
オ
ー
エ
ン
に
ず
っ
と
避
難
し
て
い
た
が
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

の
方
た
ち
に
会
え
る
か
た
ち
が
な
か
っ
た
。
私
は
結
構
顔
を
出
し
に
い
っ
た
け
ど
。

　
（
ト
シ
さ
ん
）
田
老
は
小
さ
い
か
ら
、
顔
は
み
ん
な
知
っ
て
い
る
。
樫
内
仮
設
に

入
っ
て
い
る
人
達
も
知
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
感
情
と
い
う
か
、
最
初
は
パ
ニ
ッ

ク
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
人
の
行
動
が
気
に
な
る
。
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
物
資
や
情

報
が
集
ま
る
け
ど
も
、
サ
ン
・
オ
ー
エ
ン
の
ほ
う
に
は
全
然
そ
う
い
う
情
報
が
入
っ

て
こ
な
か
っ
た
。
で
も
、
借
り
ら
れ
る
だ
け
よ
か
っ
た
か
な
と
思
う
け
れ
ど
も
、

流
れ
の
な
か
で
炊
き
出
し
と
か
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
行
く
と
、
コ
ソ
コ
ソ
言

わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
う
。
な
ん
で
も
な
い
人
も
、
家
を
流
さ
れ
て
な
い
人

も
皆
さ
ん
が
被
災
者
だ
と
思
う
。電
気
が
つ
か
な
か
っ
た
り
、水
が
出
な
か
っ
た
り
、

人
を
泊
め
て
あ
げ
た
り
、
み
ん
な
い
ろ
ん
な
か
た
ち
で
震
災
に
関
わ
っ
て
き
た
か

ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
見
な
く
て
も
い
い
よ
う
な
人
間
模
様
を
見
た
な
と
思
う
。

す
ご
く
小
さ
い
こ
と
で
ど
こ
に
で
も
あ
る
話
の
感
情
だ
け
ど
。
そ
う
い
う
こ
と
が

あ
っ
た
け
ど
、
疎
遠
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
（
吉
蔵
さ
ん
）
津
波
前
ま
で
は
目
を
合
わ
せ
て
も
、
挨
拶
し
な
い
よ
う
な
人
た
ち

で
も
、
み
ん
な
懐
し
そ
う
に
挨
拶
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
い
う
声
が
け
は
増

え
た
と
思
う
。
津
波
の
お
か
げ
と
い
う
の
は
変
だ
け
ど
、
そ
う
い
う
キ
ッ
カ
ケ
に

な
っ
た
と
思
う
。

　
当
時
も
自
治
会
長
を
や
っ
て
い
た
。
80
軒
ぐ
ら
い
あ
っ
た
け
ど
、
上
荒
谷
自
治

会
は
最
終
的
に
解
散
し
た
。
中
学
校
の
先
の
ほ
う
の
荒
谷
の
沢
と
い
う
と
こ
ろ
は

　
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
の
１
人
で
あ

る
田
中
和
七
さ
ん
（
昭
和
29
年
生
、

男
性
、
中
町
）（
２
０
１
４
年
４
月

22
日
）
は
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や

部
会
で
は
30
代
ぐ
ら
い
の
若
い
人
た

ち
が
そ
の
場
に
来
な
い
の
が
心
配
。

こ
れ
か
ら
30
年
後
を
あ
る
程
度
見

据
え
た
人
た
ち
が
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
し
て
く
れ
た
ほ
う
が
い
い
。
街

に
対
す
る
思
い
み
た
い
な
も
の
は
み

ん
な
持
っ
て
い
る
と
思
う
し
、
仕
事

も
あ
る
が
、
そ
う
い
う
場
に
慣
れ
て

い
な
い
と
出
れ
な
い
ん
だ
と
思
う
」

と
述
べ
て
お
り
、
世
代
を
超
え
た
交
際
の
難
し
さ
を
滲
ま
せ
て
い
る
。

　
被
災
前
に
は
各
自
治
会
に
会
長
・
行
政
連
絡
員
が
置
か
れ
て
お
り
、
回
覧
板
や

広
報
を
通
し
て
情
報
の
共
有
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
長
期
化
す
る
仮
設
団
地
生
活

の
場
合
は
、
既
存
の
自
治
会
と
は
ま
た
別
に
自
治
組
織
を
つ
く
る
こ
と
も
検
討
さ

れ
た
。
例
え
ば
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
仮
設
団
地
３
（
通
称
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
仮
設
）
は

主
に
乙
部
・
青
砂
里
の
住
民
ら
１
２
２
世
帯
が
平
成
23
年
６
月
15
日
に
入
居
し
た
。

そ
の
後
３
年
間
で
、
自
立
再
建
可
能
な
30
世
帯
が
仮
設
住
宅
団
地
の
も
と
を
離
れ

て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
生
活
の
期
間
限
定
の
自
治
会
を
発
足
さ
せ
て
い
る
。

　
仮
設
団
地
ご
と
に
集
会
室
や
談
話
室
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
で
は
復
興
や
福
祉
な

ど
に
関
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
説
明
会
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
集
会

室
や
談
話
室
は
住
民
同
士
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
子
供
達
の
遊
び
場
や
裁

縫
や
小
物
づ
く
り
サ
ー
ク
ル
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
厳
し
い
避
難
生
活
を
緩
和

さ
せ
よ
う
と
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
継
続
的
に
訪
れ
て
い
る
。

　
４
０
７
戸
。お
よ
そ
１
千
人
が
生
活
す
る
大
規
模
な
仮
設
団
地
と
な
っ
た
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
で
は
、
市
街
地
で
流
出
し
て
し
ま
っ
た
田
老
診
療
所
が
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
内

に
開
業
し
、
ま
た
仮
設
住
宅
の
住
民
の
要
望
に
応
え
て
、
平
成
23
年
５
月
15
日
に

仮
設
商
店
街
「
た
ろ
ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
」
が
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
駐
車
場
の
一
画
で
営
業

写真２　田老地区復興まちづくり協議会
（漁業・水産業検討部会）

2012/10/16　撮影：伊藤 純
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新
た
な
動
き
が
で
る
の
か
な
と
思
う
。
残
っ
た
家
の
人
た
ち
で
自
治
会
を
つ
く
る

か
も
し
れ
な
い
し
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
今
ま
で
一
緒
だ
っ
た
町
の
人
た
ち
が
宮
古

や
他
の
土
地
に
行
っ
て
し
ま
っ
て
、
声
を
掛
け
合
う
人
た
ち
が
い
な
く
な
っ
て
さ

み
し
い
し
、
不
安
も
あ
る
。
町
づ
く
り
の
情
報
も
あ
ま
り
入
っ
て
こ
な
い
。
役
場

や
保
育
所
な
ど
の
移
転
も
話
に
あ
が
っ
た
り
し
て
い
て
、
残
っ
て
い
る
人
た
ち
に

も
重
要
な
話
だ
と
思
う
。
高
台
移
転
は
残
っ
た
人
も
入
れ
る
の
か
。
そ
う
い
っ
た

話
も
気
に
な
る
。
残
っ
た
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
田
老
総
合
事
務
所
の
そ
ば
に
町

の
中
心
が
あ
る
よ
う
な
以
前
の
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
人
も
い
る
。
13
世

帯
が
残
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。

　
被
災
か
ら
２
年
ほ
ど
経
過
す
る
こ
ろ
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
仮
設
団
地
と
田
老
平
坦

部
を
指
す
「
上
の
町
」「
下
の
町
」
と
い
う
言
葉
が
ど
こ
か
ら
か
生
ま
れ
て
い
る
。

情
報・支
援
格
差
、物
理
的
な
交
流
の
減
少
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
こ
れ
ら
の
言
葉
は
、

被
災
２
年
か
ら
４
年
ほ
ど
の
膠
着
し
た
田
老
の
復
興
状
況
と
震
災
に
よ
っ
て
分
断

さ
れ
て
し
ま
っ
た
人
び
と
の
つ
な
が
り
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
仮
住
ま
い
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
人
び
と
の
生
活
の
拠
点
が
、
災
害
公
営
住
宅
や
高
台
へ
と
移
り
安
定

し
交
流
が
再
び
密
に
と
れ
る
状
況
が
整
う
ま
で
の
道
の
り
は
長
か
っ
た
。

　
一
方
で
、
摂
待
地
区
の
仮
設
住
宅
７
戸
は
地
区
内
の
田
老
第
一
小
学
校
内
に
仮

設
住
宅
が
あ
り
、
下
摂
待
の
人
び
と
が
入
居
し
て
い
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
上
摂

待
地
区
へ
の
自
立
再
建
を
決
め
て
い
る
。
震
災
後
も
被
災
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

延
長
線
上
で
の
避
難
生
活
と
な
り
、
塩
が
入
っ
た
農
地
を
再
び
利
用
で
き
る
よ
う

に
、
地
区
主
導
で
農
地
改
良
を
行
っ
た
。

　
摂
待
で
漁
師
・
釣
船
や
農
業
を
営
む
畠
山
俊
良
さ
ん
（
昭
和
23
年
生
、
男
性
、

摂
待
、
２
０
１
５
年
２
月
13
日
取
材
）
は
摂
待
地
区
の
復
興
の
様
子
を
次
の
よ
う

に
見
て
い
る
。

　
海
水
が
入
り
込
ん
だ
摂
待
の
田
ん
ぼ
は
、
県
の
補
助
事
業
と
し
て
ま
と
め
て
土

地
改
良
を
行
っ
て
い
る
。
補
助
事
業
に
関
し
て
は
瓦
礫
を
撤
去
す
る
ま
で
は
考
え

て
な
か
っ
た
。
撤
去
が
終
わ
っ
て
か
ら
話
が
き
た
。
何
十
年
も
前
か
ら
、
用
水
路

に
関
し
て
も
改
良
さ
れ
て
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
れ
も
合
わ
せ
て
工
事
を
お
願
い
し

残
っ
た
。
会
長
・
副
会
長
・
会
計
・
監
事
・
事
務
局
・
保
険
推
進
員
・
環
境
衛
生

委
員
・
ス
ポ
ー
ツ
・
行
政
連
絡
員
な
ど
の
役
員
が
集
ま
っ
て
ど
う
し
よ
う
か
と
相

談
し
て
い
た
。
自
治
会
全
員
で
は
集
ま
れ
な
い
な
か
、
平
成
24
年
の
秋
ご
ろ
に
役

員
会
を
開
い
た
。
総
会
で
は
な
い
の
で
、
役
員
の
な
か
で
１
人
で
も
反
対
が
あ
れ

ば
解
散
は
し
な
い
と
決
め
て
い
た
が
、
全
員
が
解
散
と
い
う
決
断
を
し
た
の
で
解

散
と
な
っ
た
。
貯
蓄
し
て
い
た
自
治
会
費
は
家
が
残
っ
た
仲
間
た
ち
の
活
動
資
金

と
し
て
渡
し
た
が
、
今
で
も
そ
こ
で
の
自
治
会
結
成
ま
で
は
至
っ
て
な
い
。

　
在
宅
被
災
者
の
女
性
は
「
正
直
つ
ら
か
っ
た
。
震
災
直
後
は
電
気
も
水
道
も
通

ら
な
か
っ
た
し
、
体
育
館
か
ら
丸
見
え
だ
か
ら
気
を
使
っ
た
。
別
に
見
ら
れ
て
な

い
だ
ろ
う
け
れ
ど
気
が
引
け
た
。
そ
の
後
も
家
を
流
さ
れ
た
人
た
ち
と
対
面
す
る

の
も
気
が
引
け
た
。
診
療
所
に
行
く
の
も
、
た
ろ
ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
に
行
く
の
も
。

流
さ
れ
た
人
と
残
っ
た
人
た
ち
の
差
。
町
づ
く
り
の
話
も
か
か
わ
る
事
が
で
き
な

い
し
、
そ
の
案
内
も
来
な
い
。
残
っ
た
人
た
ち
と
流
さ
れ
た
人
た
ち
で
バ
ッ
と
分

か
れ
て
し
ま
っ
た
。
言
葉
ひ
と
つ
で
も
気
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
も
、
震
災

前
か
ら
夕
刊
配
達
を
し
て
い
た
か
ら
顔
が
広
く
て
よ
か
っ
た
。
今
で
は
、
何
に
も

な
く
て
も
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
上
が
っ
て
き
な
よ
と
言
っ
て
も
ら
っ
て
あ
り
が
た
い
。

さ
み
し
い
か
ら
早
く
建
物
が
建
っ
て
ほ
し
い
。
曲
が
り
角
も
わ
か
ら
な
く
な
る
」

と
率
直
に
語
る
。

　
同
様
に
下
町
に
住
む
在
宅
被
災
者
の
１
人
で
あ
る
鳥
居
建
一
さ
ん
（
昭
和
16
年

生
、
男
性
、
下
町
）（
２
０
１
３
年
８
月
22
日
）
は
復
興
後
の
田
老
に
つ
い
て
次
ぎ

の
よ
う
な
不
安
を
抱
い
て
い
る
。

　
食
料
の
配
給
や
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
と
の
放
送
が
あ
り
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
行
っ

た
り
す
る
と
、
被
災
者
と
非
被
災
者
と
の
間
で
気
ま
ず
い
思
い
を
す
る
と
い
う
人

も
い
た
。
そ
う
い
う
面
で
の
ギ
ク
シ
ャ
ク
と
い
う
の
は
、
一
般
論
と
し
て
ど
う
し

て
も
出
て
し
ま
う
の
か
な
と
思
う
。
家
が
残
っ
た
と
し
て
も
、
家
が
あ
る
だ
け
で

生
活
で
き
な
い
し
、
被
災
し
た
人
た
ち
に
対
す
る
遠
慮
が
生
ま
れ
た
。

　

下
町
自
治
会
は
50
世
帯
前
後
あ
っ
た
。
そ
れ
が
津
波
後
13
世
帯
に
な
り
、

２
０
１
１
年
５
月
に
解
散
に
な
っ
た
。
新
し
い
町
や
高
台
移
転
が
落
ち
着
い
た
ら
、
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に
海
が
命
や
財
産
を
奪
う
脅
威
で
あ
る
一
方
で
、
海
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
海
洋
資

源
は
、
漁
業
の
町
と
し
て
の
生
活
と
経
済
を
支
え
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
く
、
復
興
の
支
え
と
も
な
っ
た
。

　
漁
業
を
束
ね
る
現
在
の
田
老
町
漁
業
共
同
組
合
の
歴
史
は
、
明
治
35
年
の
田
老・

乙
部
・
摂
待
の
漁
業
会
の
設
立
に
は
じ
ま
る
。
昭
和
８
年
の
津
波
被
害
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
漁
業
会
が
合
併
し
て
一
村
一
漁
協
と
な
り
、
昭
和
24
年
の
水
産
業
協

同
組
合
法
の
施
行
に
よ
っ
て
新
体
制
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
漁
港
は
比

較
的
小
規
模
な
第
一
種
漁
港
と
し
て
樫
内
・
小
港
・
青
野
滝
・
小
堀
内
・
水
沢
・

摂
待
、
市
場
を
有
す
る
第
二
種
漁
港
と
し
て
田
老
漁
港
が
あ
る
。
平
成
15
年
度
ま

で
は
世
帯
単
位
組
合
員
制
度
で
、
１
世
帯
か
ら
１
人
の
組
合
員
で
あ
っ
た
が
、
後

継
者
育
成
を
見
据
え
た
個
人
組
合
員
制
度
に
切
り
替
え
て
い
る
。

　
昭
和
50
年
代
は
じ
め
ま
で
は
天
然
の
ワ
カ
メ
・
コ
ン
ブ
・
ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ
と
い
っ

た
地
先
資
源
を
利
用
し
た
沿
岸
漁
業
が
中
心
で
、
繁
茂
・
繁
殖
状
況
に
よ
る
が
、

年
間
の
漁
期
は
ワ
カ
メ
（
３
～
５
月
）、ウ
ニ
（
５
～
８
月
）、コ
ン
ブ
（
８
～
10
月
）、

ア
ワ
ビ
（
11
～
12
月
）、
ま
つ
も
・
ふ
の
り
（
12
～
５
月
）
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ

ぞ
れ
漁
協
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
「
口
開
け
日
」
に
、
鎌
・
撚
棒
・
箱
眼
鏡
を
使

用
し
て
採
捕
さ
れ
る
。
資
源
管
理
の
た
め
に
潜
漁
を
禁
止
し
、
採
捕
日
や
採
捕
量

に
も
厳
し
い
規
制
が
か
か
る
。
そ
の
た
め
、
家
計
を
補
完
す
る
た
め
に
、
か
つ
て

は
遠
洋
漁
業
に
繰
り
出
す
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
田
老
町
漁
業
協
同
組
合
編
『
田
老
町
漁
協
50
年
の
あ
ゆ
み
』
に
よ
る
と
、
昭
和

33
年
に
は
漁
協
の
自
営
船
（
協
栄
丸
）
が
マ
グ
ロ
船
団
に
参
加
し
、
組
合
員
が
そ

の
乗
組
員
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
宮
古
の
会
社
に
勤
め
て
遠
洋
漁
業
に
従
事
す

る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
マ
グ
ロ
・
サ
ケ
・
マ
ス
を
狙
う
北
洋
漁
業
や
遠
洋

漁
業
の
場
合
は
季
節
労
働
で
あ
り
、
１
年
の
大
半
を
田
老
か
ら
離
れ
て
生
活
す
る

の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
宮
古
の
マ
グ
ロ
漁
船
の
会
社
に
長
く
勤
め
た
戸
塚
隆
さ
ん

（
昭
和
14
年
生
、
男
性
、
乙
部
、
２
０
１
２
年
１
月
17
日
取
材
）
は
、
遠
洋
漁
業
の

生
活
を
「
宮
古
市
の
マ
グ
ロ
漁
船
の
会
社
に
勤
め
て
、
平
成
19
年
に
68
歳
で
漁
撈

長
を
辞
め
た
。
漁
撈
長
は
漁
場
選
定
を
し
て
、
細
か
な
指
示
を
出
す
仕
事
。
ハ
ワ

イ
沖
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
沖
に
よ
く
行
っ
て
、
一
旦
漁
に
出
る
と
１
年
の
う
ち
半

年
は
戻
ら
な
い
。
戻
っ
て
き
た
ら
１
か
月
は
休
ん
で
、
ま
た
航
海
に
行
っ
て
、
少

た
。
農
業
用
水
は
河
川
か
ら
引
い
て
い
る
。
だ
か
ら
、摂
待
の
場
合
は
干
魃
が
あ
っ

て
も
結
構
大
丈
夫
。
作
業
面
を
考
慮
し
て
２
反
歩
ず
つ
、
堀
返
し
て
地
盤
を
作
っ

て
表
土
を
入
れ
て
、
２
０
１
５
年
の
田
植
え
に
間
に
合
う
よ
う
に
や
っ
て
い
る
。

も
と
も
と
２
０
１
４
年
の
田
植
え
に
間
に
合
う
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
た
が
、
工

事
を
や
っ
て
い
た
会
社
が
倒
産
し
て
し
ま
い
、
工
期
が
延
び
て
し
ま
っ
た
。
田
ん

ぼ
は
な
ぜ
か
１
年
あ
け
た
ら
出
来
が
よ
か
っ
た
。
海
水
は
あ
ん
ま
り
関
係
な
か
っ

た
の
か
な
。
わ
か
め
と
か
昆
布
と
か
取
っ
て
き
て
田
ん
ぼ
に
捨
て
る
と
、
１
年
目

は
ダ
メ
だ
け
ど
、
２
年
目
は
そ
こ
だ
け
す
ご
く
出
来
る
。
栄
養
に
関
し
て
は
悪
く

は
な
い
の
だ
と
思
う
。
個
人
単
位
で
は
田
ん
ぼ
を
持
っ
て
い
る
規
模
は
小
さ
い
し
、

み
ん
な
同
じ
機
械
を
使
っ
て
い
る
か
ら
、
あ
ま
り
経
済
的
で
は
な
い
。
先
祖
の
土

地
を
守
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
だ
。
家
計
で
み
れ
ば
浜
の
ほ
う
が
稼
げ
る
。
田
ん

ぼ
の
赤
字
を
浜
で
う
め
て
い
る
よ
う
な
状
況
だ
。

　
下
摂
待
は
今
は
松
の
防
潮
林
を
造
っ
て
い
る
。
風
除
け
に
も
な
る
。
昔
も
あ
っ

た
が
津
波
で
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
１
つ
40
㌧
の
水
門
が
４
つ
あ
っ
た
が
、
そ
れ

が
一
気
に
津
波
で
鮭
の
孵
化
場
の
と
こ
ろ
ま
で
も
っ
て
い
か
れ
た
。
解
体
す
る
の

に
５
日
ぐ
ら
い
か
か
っ
た
と
思
う
が
、
そ
の
水
門
が
い
つ
直
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。

鮭
の
孵
化
場
は
す
ぐ
に
直
っ
て
、
今
年
で
２
回
目
の
放
流
に
な
る
。
ア
ワ
ビ
の
孵

化
場
も
平
成
25
年
度
予
算
で
作
ら
れ
て
、
10
月
ぐ
ら
い
に
は
で
き
て
、
嫁
さ
ん
が

稼
ぎ
に
い
っ
た
。
港
は
現
在
で
も
使
え
な
い
こ
と
も
な
い
の
で
、
前
と
変
わ
ら
な

い
よ
う
な
感
じ
で
使
っ
て
い
る
。
今
年
、
仮
設
住
宅
も
す
べ
て
な
く
な
っ
た
。
下

摂
待
は
１
軒
だ
け
残
っ
た
。
下
摂
待
は
共
有
財
産
や
共
有
地
も
あ
っ
て
、
そ
れ
を

整
理
し
な
い
と
解
散
に
は
な
ら
な
い
。
摂
待
は
他
の
地
区
に
比
べ
て
元
通
り
に
な

る
の
が
、
早
い
方
だ
と
思
う
。
世
帯
数
も
少
な
い
し
、
変
化
も
な
い
の
で
、
前
に

向
か
っ
て
い
る
。
田
ん
ぼ
が
植
さ
れ
ば
、「
あ
ー
元
に
戻
っ
た
な
あ
」
と
思
え
る
の

だ
と
思
う
。

７　
復
興
を
支
え
る
田
老
の
漁
業

田
老
漁
業
の
変
遷

　
田
老
は
漁
業
の
町
で
あ
る
。
三
陸
海
岸
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
外
洋
に
接
す

る
地
理
的
環
境
は
三
陸
特
有
の
好
漁
場
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
大
震
災
の
よ
う
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昭
和
46
年
か
ら
は
ラ
サ
工
業
株
式
会
社
田
老
鉱
業
所
の
閉
山
を
受
け
て
、
サ
ケ

稚
魚
の
放
流
事
業
が
始
ま
り
、
初
年
度
は
30
万
匹
が
放
流
さ
れ
た
。
昭
和
48
年
に

は
孵
化
場
が
完
成
し
た
。
サ
ケ
漁
へ
の
設
備
投
資
が
実
を
結
び
、
次
第
に
漁
協
が

経
営
す
る
定
置
網
に
サ
ケ
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
51
年
に
は
６・１
万
尾
の

大
漁
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
58
年
に
は
35・
７
万
尾
４
億
４
千
万
円
、
平
成
５

年
に
は
50
・
９
万
尾
７
億
円
と
、
サ
ケ
事
業
は
田
老
の
漁
業
の
主
要
な
項
目
に
成

長
し
て
い
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
を
経
て

　
東
日
本
大
震
災
で
は
多
く
の
組
合
員
・
港
湾
施
設
・
漁
業
施
設
に
甚
大
な
被
害

を
出
し
た
。
組
合
員
の
う
ち
48
人
が
死
亡
し
、
す
べ
て
の
漁
港
の
岸
壁
が
破
壊
さ

れ
、
ク
レ
ー
ン
や
倉
庫
・
冷
凍
・
加
工
施
設
も
流
失
し
た
。
ま
た
地
盤
沈
下
も
起

き
て
お
り
、
港
に
波
が
上
が
る
状
態
が
続
い
た
。
漁
協
が
保
有
す
る
定
置
網
船
も

６
隻
の
う
ち
４
隻
が
被
災
し
た
。
組
合
員
が
保
有
す
る
漁
船
８
８
２
隻
が
流
出
し
、

12
億
の
損
害
が
出
た
。
そ
の
後
の
調
査
で
81
隻
が
残
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。　

　
震
災
後
の
漁
業
の
動
き
を
、
漁
協
が
毎
月
上
旬
に
発
行
す
る
『
Ｊ
Ｆ
た
ろ
う
だ

よ
り
』
で
確
認
し
て
い
き
た
い
（
表
３
）。
平
成
23
年
４
月
に
は
、
共
済
事
業
の
な

か
で
漁
獲
共
済
と
し
て
ワ
カ
メ
・
コ
ン
ブ
を
全
損
で
請
求
し
、
５
月
中
に
限
度
額

の
８
割
が
共
済
金
と
し
て
振
込
ま
れ
た
。
ま
た
同
様
に
養
殖
施
設
に
つ
い
て
も
５

月
中
に
共
済
価
格
相
当
額
分
が
振
込
ま
れ
る
予
定
と
な
り
、
混
乱
の
な
か
で
も
迅

速
に
組
合
員
の
生
活
を
補
っ
て
い
る
。
６
月
に
は
自
家
消
費
に
限
定
し
た
天
然
ワ

カ
メ
の
採
捕
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
船
が
不
足
し
て
い
る
た
め
採
取
方
法
を
磯
刈

り
に
よ
る
も
の
と
制
限
し
た
。
青
年
部
は
樫
内
に
残
っ
た
船
を
用
い
て
共
同
採
取

し
、
漁
協
で
加
工
し
て
い
る
。
天
然
ワ
カ
メ
の
ほ
か
に
天
然
コ
ン
ブ
・
ア
ワ
ビ
・

ウ
ニ
・
磯
・
タ
コ
な
ど
が
随
時
口
開
け
が
さ
れ
る
。
し
か
し
、
全
国
的
な
漁
船
不

足
と
、
国
の
補
助
方
針
が
定
ま
ら
ず
、
事
前
に
着
工
す
る
と
「
事
前
着
工
」
と
み

な
さ
れ
補
助
が
下
り
な
い
な
ど
、
船
を
確
保
す
る
に
も
動
き
に
く
い
状
況
で
あ
り
、

田
老
で
も
深
刻
な
漁
船
不
足
に
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
も
、
ア
ワ
ビ
漁

な
ど
は
船
を
乗
り
合
い
、
採
捕
者
に
は
日
当
を
出
し
て
、
そ
の
売
り
上
げ
を
均
等

に
組
合
員
世
帯
に
配
分
す
る
な
ど
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

し
休
ん
で
、
ま
た
漁
に
出
て
、
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
田
老
に
は
１
年
に
２
か
月

も
い
な
い
ぐ
ら
い
だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

養
殖
漁
業
へ
の
転
換

　
田
老
に
お
け
る
遠
洋
漁
業
の
衰
退
は
、
昭
和
40
年
代
以
降
の
安
定
的
な
収
入
が

見
込
め
る
養
殖
業
の
定
着
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
長
期
的
な
不
在
に
よ
る
生
活

環
境
の
厳
し
さ
に
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
二
百
海
里
規
制
、
減
船
時
代
の
な
か
、

沖
合
・
遠
洋
漁
業
就
業
者
は
昭
和
50
年
代
前
半
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
る
。

　
昭
和
40
年
に
は
小
港
・
樫
内
で
試
験
的
に
養
殖
ワ
カ
メ
が
収
穫
さ
れ
て
い
る
。

外
洋
に
面
す
る
田
老
の
場
合
は
、
筏
を
要
す
る
カ
キ
・
ホ
タ
テ
の
養
殖
は
向
か
な

い
た
め
、
耐
波
性
の
高
い
ワ
カ
メ
・
コ
ン
ブ
の
養
殖
を
主
と
す
る
経
営
体
が
増
加

し
て
い
る
。
ワ
カ
メ
・
コ
ン
ブ
の
養
殖
施
設
は
延
縄
方
式
で
、
１
０
０
～
２
０
０

㍍
ほ
ど
の
幹
縄
に
枝
縄
に
種
付
け
を
行
っ
て
海
中
で
養
育
さ
せ
る
。
海
面
近
く
に

ワ
カ
メ
、約
20
㍍
の
深
さ
に
コ
ン
ブ
を
付
け
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
養
殖
と
い
っ

て
も
実
際
に
は
付
着
先
が
縄
で
あ
る
だ
け
で
、
海
中
の
栄
養
分
で
生
育
す
る
の
で
、

天
然
と
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
ワ
カ
メ
は
原
藻
の
ま
ま
漁
協
に
出
荷
し
、
コ

ン
ブ
は
水
洗
い
・
カ
ッ
ト
・
乾
燥
の
工
程
を
経
て
、
干
コ
ン
ブ
の
状
態
で
漁
協
に

納
入
す
る
。
ワ
カ
メ
に
比
べ
コ
ン
ブ
の
方
が
販
売
額
は
よ
い
が
、
生
産
コ
ス
ト
が

か
か
ら
な
い
た
め
、
高
齢
ま
た
は
単
身
就
業
の
場
合
は
ワ
カ
メ
が
主
に
な
る
。

　
養
殖
業
は
田
老
漁
協
内
に
11
の
養
殖
組
合
が
地
区
ご
と
に
組
織
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
養
殖
施
設
を
所
有
し
、
養
殖
漁
場
の
調
整
と
決
定
、
着
工
か
ら
販
売
ま

で
を
管
理
し
て
い
る
。
漁
業
者
側
は
、
漁
業
組
合
に
所
属
し
、
執
行
権
が
認
め
ら

れ
る
と
養
殖
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
の
ち
に
塩
蔵
ワ
カ
メ
は
「
真
崎
わ
か
め
」

と
し
て
田
老
の
主
力
ブ
ラ
ン
ド
に
成
長
し
て
い
く
。
地
先
資
源
で
も
っ
と
も
収
益

が
高
い
ア
ワ
ビ
は
、
現
在
で
こ
そ
生
鮮
出
荷
が
主
流
だ
が
、
昭
和
30
年
代
ま
で
は

干
鮑
に
加
工
し
て
出
荷
し
て
い
た
。
昭
和
55
年
か
ら
は
ア
ワ
ビ
の
稚
貝
を
放
流
し
、

翌
年
か
ら
は
稚
貝
中
間
育
成
施
設
が
完
成
し
、
ア
ワ
ビ
の
増
殖
事
業
が
始
ま
る
。

ア
ワ
ビ
は
船
上
か
ら
箱
眼
鏡
を
用
い
て
海
中
を
の
ぞ
き
、
鈎
で
採
捕
す
る
。
こ
う

し
た
養
殖
業
の
展
開
や
増
殖
事
業
と
計
画
的
な
資
源
管
理
・
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
事

業
に
よ
っ
て
収
益
を
確
保
し
、
厳
し
い
遠
洋
漁
業
か
ら
の
転
換
を
図
っ
て
い
る
。

「津波太郎」−まちの復興と生活の復興 各地域における東日本大震災



40

表３　「JFたろうだより」掲載復興関連記事

発行年月 震災・復興に関する主な記事

平成23年4月 【漁獲共済】ワカメ・コンブを全損で請求。５月中に限度額の８割が共済金として振込まれる予定。
【養殖施設】全損で請求。５月中に共済価格相当額分が振込まれる予定。

平成23年6月 【天然ワカメ】天然ワカメの採捕が2日～8日。カマによる採取方法は磯刈のみ。
【販売】仮店舗営業再開。給油所の再開。

平成23年7月
【養殖施設】6月23日より樫内養殖組合から漁港内の瓦礫の撤去が始まる。
【寄贈】ヘルメット700個。
【調査】漁船等配備方針と保有漁船等調査

平成23年8月 【養殖施設】7月29日に樫内、31日に栃内・沢尻養殖組合、8月2日に青の滝・小港、3日に摂待・水沢の養殖組合がワ
カメの種付けを実施。

平成23年9月 【集会】平成23年度総会が2ヶ月遅れで終える。損益計画書、復興経営計画について報告および承認。

平成23年10月
【定置網】水揚金額9月末時点で前年同期比49％の実績。
【寄贈】民間基金「希望の烽火」よりフォークリフト2台、冷凍コンテナ5台が寄贈される。学校法人片桐学園より漁船
3隻が寄贈され、共同利用船として使用する予定。

平成23年11月

【集会】第2回地区座談会でアワビ採捕・漁船の配分方法について協議（摂待地区集会所37名、グリーンピア三陸みや
こ97名、青野滝集会所13名、樫内集会所19名、和野集会所19名、漁協３階会議室28名参加）。
【アワビ】11月4日、12月1日に口開けを予定。
【タコ】口開け。
【養殖コンブ】11月2日に養殖コンブ種苗の沖出しが行われる。
【定置網】赤島、佐賀部合わせて水揚昨年比8％増。5千443万円の実績。
【養殖施設】樫内2セット60台、栃内3セット73台、沢尻4セット91台の敷設が終了。真崎以南の養殖施設敷設完了と
なる。小港2セット53台、青野滝4セット87台、水沢1セット20台、摂待3セット55台が投入される予定。
【漁船】漁船（16尺）91隻を抽選により配布。

平成23年12月
【アワビ】1回目の口開けで2.5トンの実績。ただしアワビが極端に痩せている。1号品（活アワビ）15,500円、2号品
（ヤセ・キズ）8,610円で入札される。
【サケ】速報　168,195㎏（前年度比　－54.4％）、86,410千円（前年度比　－46.6％）。

平成24年1月 【磯もの】磯の口開けが1月24日から4月8日の間で18回を予定。

平成24年2月 【アワビ】共同採捕したアワビ水揚代金を組合員世帯を対象に均等配分。
【寄贈】三重水産協議会「中古漁船輸送プロジェクト」よりポリ玉1000個を寄贈される。

平成24年3月 【港湾】摂待・水沢・小堀内・小港のクレーンが完成。

平成24年4月
【養殖ワカメ】2年ぶりに養殖ワカメの収穫が始まる。
【港湾】樫内・田老のクレーンと照明施設が竣工。これにより組合内すべての漁港にクレーンと照明が配備される。
製氷貯氷施設が完成。

平成24年5月 【養殖ワカメ】1,475トン（平成22年度比　－25.4％）、22,800千円（平成22年度比　＋13.7％）の実績。
【サケ】2年ぶりの放流会。

平成24年6月

【天然ワカメ】6月2日に2年ぶりとなる天然ワカメの口開け。177名の出漁による51トンの水揚げとなった。
【漁船】定置網の第21赤島丸（19トン）が完成。
【港湾】共同倉庫（採介藻60区画、漁船漁業用60区画）・共同乾燥場（田老24区画、小港3区画）が完成。
【販売】岩手大学の協力でネット販売を検討。
【田老大漁まつり】2年ぶりとなる田老大漁まつりが漁協の事務所前で開催される。

平成24年7月 【集会】平成24年度通常総会をグリーンピア三陸みやこ体育室で開催。決算・剰余金処分案が承認。
【天然ワカメ】6月5日の口開けで今年度の採捕が終了。

平成24年8月 【ウニ】7月27日に2年ぶりとなる口開け。
【漁船】第21赤島丸、2011年教訓七郎丸（3.7トン）の竣工式が行われる。

平成24年9月 【市場】9月1日に田老魚市場の再開。
【天然コンブ】9月1日に震災後初の口開け。

平成24年10月 【天然コンブ】9月中に14回の口開け。
平成24年11月 【天然コンブ】水揚げ40,960㎏で岩手県一となる。共同乾燥場の完成が漁期に間に合ったため。
平成25年2月 【港湾】定置番屋と倉庫、船舶給油施設が完成。
平成25年3月 【港湾】青野滝漁港の漁船陸揚げ用ウインチが完成し、全ての漁港で荷揚げ施設が復旧したことになる。

平成25年4月 【サケ・ますふ化場】3月15日に「摂待川さけ・ますふ化場」が完成。1,550万匹のサケ稚魚を生産することが可能と
なる。

平成25年11月 【育成】専業漁家以外の子弟でも漁業を学び働ける場として銀河養殖漁業協業体の発足。3名が参加。

平成26年3月
【アワビ種苗生産施設】2月26日に摂待漁港地内に復旧・完成。年間120万個のアワビ稚貝を生産することが可能にな
る。
【ワカメ加工場】2月7日に田老漁港にワカメの一次加工処理施設が完成。

平成26年5月 【育成】休止していた特任制度を再開。
平成26年10月 【港湾】樫内・摂待漁港内の転石発破作業を実施。
平成27年3月 【ワカメ加工場】2月28日に真崎わかめの二次加工施設が完成。
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震
災
後
、「
防
潮
堤
に
よ
る
油
断
だ
」「
防
潮
堤
へ
の
過
信
」
な
ど
と
報
じ
ら
れ
、

防
潮
堤
の
是
非
に
つ
い
て
田
老
内
外
の
人
び
と
が
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
田
中

和
七
さ
ん
（
前
出
、
２
０
１
４
年
４
月
22
日
取
材
）
は
こ
れ
ま
で
の
防
潮
堤
と
土

地
利
用
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
昭
和
８
年
の
津
波
の
と
き
に
、防
潮
堤
を
青
砂
里
ま
で
直
線
で
作
る
計
画
が
あ
っ

た
。
だ
け
ど
水
門
を
作
る
技
術
も
な
か
っ
た
か
ら
、「
ヘ
」
の
字
型
に
な
っ
た
。
だ

か
ら
、
青
砂
里
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
は
「
田
老
の
人
た
ち
は
自
分
た
ち
を
見
捨

て
た
ん
だ
」
っ
て
、
消
防
団
と
か
を
辞
め
る
人
も
い
た
。
そ
ん
な
時
代
が
あ
っ
た

け
ど
、
そ
う
い
う
変
な
壁
は
時
間
や
時
が
解
決
し
て
く
れ
た
。

　
野
原
に
は
も
ろ
こ
し
畑
・
キ
ビ
畑
と
か
が
あ
っ
て
、
水
も
涌
い
て
雨
が
降
る
と

す
ぐ
に
水
溜
り
に
な
っ
て
洪
水
に
な
っ
た
。
そ
こ
は
三
陸
鉄
道
が
通
っ
た
と
き
に

出
た
石
の
捨
場
に
な
っ
て
、
わ
か
め
と
か
昆
布
を
干
す
の
に
ち
ょ
う
ど
よ
い
場
所

に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
浜
小
屋
が
で
き
て
、
漁
を
す
る
人
た
ち
が
そ
こ
に
住
む

よ
う
に
な
っ
て
、
次
第
に
住
宅
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
１
軒
が
２
軒
、
２
軒

が
６
軒
の
よ
う
に
増
え
て
い
た
っ
た
。
坪
単
価
が
３
千
円
だ
っ
た
の
が
、
坪
１
万

円
に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
整
地
し
て
住
宅
用
に
売
り
出
さ
れ
た
。
宅
地
化
が
進

ん
だ
の
は
昭
和
40
年
代
半
ば
ぐ
ら
い
で
、
震
災
前
は
坪
５
万
円
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。

昭
和
８
年
の
津
波
が
来
な
か
っ
た
沢
沿
い
に
あ
っ
た
青
砂
里
と
か
、
乙
部
の
山
際

で
井
戸
水
を
汲
ん
で
生
活
し
て
い
た
よ
う
な
人
た
ち
が
、
水
道
も
通
る
野
原
地
区

に
降
り
て
き
た
。
結
果
的
に
は
３
軒
ぐ
ら
い
を
残
し
て
み
ん
な
下
が
っ
て
き
て
し

ま
っ
た
。
街
の
分
家
の
人
た
ち
も
入
っ
て
き
た
。
浜
を
や
っ
て
い
る
人
た
ち
は
重

い
船
を
上
ま
で
持
っ
て
き
て
と
い
う
よ
り
は
、
近
く
に
住
む
ほ
う
が
楽
だ
っ
た
の

も
あ
る
。
浜
小
屋
と
い
っ
て
も
、
仮
眠
室
も
応
接
室
も
あ
っ
た
り
し
て
、
普
通
の

家
よ
り
も
良
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
振
り
返
る
の
は
田
中
さ
ん
の
み
で
は
な
い
が
、
野
原
地
区
は
そ
の

名
が
示
す
よ
う
に
雑
穀
畑
で
道
路
よ
り
低
地
に
あ
る
畑
地
で
あ
っ
た
（
写
真
４
）。

そ
れ
が
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
土
砂
を
利
用
し
た
埋
め
立
て
と
防
潮
堤
建
設
に
よ
っ

て
宅
地
化
が
進
ん
だ
。
表
５
は
住
民
基
本
台
帳
を
も
と
に
作
成
し
た
昭
和
34
年
か

ら
平
成
25
年
ま
で
の
大
平
・
上
町
・
中
町
・
下
町
・
川
向
・
乙
部
地
区
の
世
帯
数

　

養
殖
ワ
カ
メ
は
平
成
23
年
７
月
下

旬
か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
て
種
付
け

が
行
わ
れ
、
翌
年
４
月
に
は
２
年
ぶ
り

の
収
穫
と
な
っ
た
。
平
成
26
年
３
月
に

第
一
加
工
場
、
翌
年
３
月
に
は
第
二
加

工
場
が
完
成
し
、
主
力
ブ
ラ
ン
ド
「
真

崎
わ
か
め
」
の
販
売
が
本
格
化
し
て
ゆ

く
。
定
置
網
も
10
月
時
点
で
前
年
度
比

49
％
、
翌
年
に
は
定
置
網
船
第
二
十
一

赤
島
丸
が
完
成
し
て
、
徐
々
に
震
災

前
の
水
揚
げ
量
に
回
復
し
て
い
く
。
ク

レ
ー
ン
や
荷
上
場
・
倉
庫
な
ど
の
港
湾

に
付
属
す
る
水
産
加
工
施
設
の
復
旧
と

と
も
に
、
平
成
24
年
９
月
に
は
市
場
も
再
開
す
る
（
写
真
３
）。

　
サ
ケ
・
マ
ス
の
ふ
化
事
業
や
ア
ワ
ビ
種
苗
生
産
施
設
と
い
っ
た
大
型
の
資
源
管

理
施
設
の
再
建
も
平
成
27
年
に
は
一
段
落
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
設
備
の
整
備
は

生
産
量
を
上
げ
る
だ
け
で
な
く
、
特
に
加
工
に
つ
い
て
は
女
性
の
雇
用
の
場
を
創

出
し
て
い
る
。
一
方
で
震
災
以
前
か
ら
続
く
後
継
者
不
足
が
前
景
化
し
た
こ
と
も

否
め
な
い
。
漁
協
参
事
・
総
務
部
長
の
藤
井
充
さ
ん
（
昭
和
27
年
生
、
男
性
）
は

「
被
災
前
の
組
合
員
は
お
よ
そ
６
７
０
人
か
ら
６
４
０
人
。
被
災
前
の
平
均
年
齢
は

65
歳
。
田
老
漁
協
地
区
外
に
家
を
建
て
る
人
が
出
て
き
て
、
組
合
員
の
資
格
が
ど

う
な
る
か
、
現
時
点
で
は
不
明
だ
。
現
在
の
組
合
員
は
６
１
４
名
。
組
織
は
数
が

力
に
な
る
。
真
崎
わ
か
め
は
数
が
減
れ
ば
見
向
き
も
さ
れ
な
く
な
る
」
と
危
機
感

を
抱
い
て
い
る
。
経
営
体
数
も
震
災
前
が
94
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
平
成
26
年
度

に
は
70
と
減
少
傾
向
に
あ
る
。
復
興
過
程
に
お
け
る
田
老
の
漁
業
は
、
新
規
事
業

を
立
ち
上
げ
る
よ
う
な
方
針
転
換
は
せ
ず
に
、
豊
富
な
海
洋
資
源
を
活
か
し
た
震

災
以
前
か
ら
の
生
産
体
制
を
目
指
し
進
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。

８　
田
老
の
復
興
と
そ
の
課
題

新
た
な
防
潮
堤
建
設

写真 3　震災後初の初売り
2013/01/04　撮影：伊藤 純
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東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
を
防
ぎ
切
れ
な
か
っ
た
防
潮
堤
は
、
さ
ら
に
高
く
な

り
14
・
７
㍍
で
施
工
さ
れ
る
。
そ
の
外
側
は
条
例
に
よ
り
第
１
種
区
域
で
の
住
宅

の
建
築
は
不
可
と
な
っ
て
お
り
、
漁
港
や
水
産
加
工
施
設
が
建
設
さ
れ
る
。
こ
れ

ま
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ま
た
こ
れ
か
ら
も
大
津
波
は
再
び
田
老
を
襲
う
で
あ
ろ
う
。

防
潮
堤
に
よ
っ
て
避
難
時
間
が
確
保
で
き
る
一
方
で
、
一
度
そ
れ
を
超
え
る
ほ
ど

の
波
が
来
た
場
合
、
今
回
と
同
じ
よ
う
に
町
が
壊
滅
す
る
可
能
性
を
常
に
含
ん
で

い
る
。
そ
の
中
で
、
人
命
と
財
産
を
守
る
た
め
の
方
策
を
臨
海
の
町
と
し
て
考
え

続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
避
難
経
験
を
み
て
明
ら
か
な
よ

う
に
、
津
波
か
ら
一
刻
も
早
く
高
い
と
こ
ろ
へ
逃
げ
る
と
い
う
、
シ
ン
プ
ル
か
つ

最
も
多
く
の
人
命
を
救
う
こ
と
に
な
っ
た
基
本
原
則
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

震
災
遺
構
と
し
て
の
た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル

　
津
波
防
災
に
関
す
る
意
識
向
上
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
震
災
遺
構
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
震
災
遺
構
と
は
被
災
の
痕
跡
を
残
す
構
造
物
・
建
築
物
で
、
次
世
代
や

経
験
を
共
有
し
て
い
な
い
人
び
と
に
対
し
て
、
震
災
の
大
き
さ
を
知
ら
し
め
る
も

の
で
あ
る
。
田
老
の
場
合
は
、
早
く
か
ら
た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
を
震
災
遺
構
と
し

て
保
存
す
る
動
き
が
あ
っ
た
（
写
真
５
）。
６
階
建
て
で
、
４
階
ま
で
浸
水
し
、
１・

２
階
は
骨
組
み
を
残
し
流
失
し
た
。宮
古
観
光
文
化
交
流
協
会
に
よ
る「
学
ぶ
防
災
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
防
潮
堤
と
合
わ
せ
た
被
災
地

ガ
イ
ド
が
始
ま
っ
た
（
写
真
６
）。
ホ
テ
ル
で
は
６
階
か
ら
撮
影
さ
れ
た
津
波
の
映

像
を
上
映
し
て
い
る
。「
学
ぶ
防
災
」
に
よ
る
観
光
客
は
、
平
成
25
年
度
で
３
万
人

弱
が
来
訪
し
て
お
り
、
岩
手
県
内
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
の
１
人

は
「
田
老
は
他
の
町
と
違
っ
て
、
堤
防
や
ホ
テ
ル
の
よ
う
に
震
災
の
形
が
見
え
る

の
で
、
震
災
の
痕
跡
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
震
災
遺

構
を
活
か
し
た
観
光
と
防
災
教
育
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
は
平
成
25
年
11
月
に
は
、
市
が
申
請
を
繰
り
返
し
て
き
た

国
費
保
存
が
初
め
て
認
め
ら
れ
、
震
災
遺
構
第
１
号
と
し
て
保
存
が
決
定
し
た
。

国
の
交
付
金
に
よ
り
初
期
保
存
工
事
が
行
わ
れ
、
土
地
と
建
物
買
収
費
用
と
維
持

管
理
費
は
市
が
負
担
す
る
。
維
持
費
は
年
間
１
千
万
円
と
試
算
さ
れ
、
入
場
料
で

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
第
１
防
潮
堤
に
囲
ま
れ
た
上
町
・
中
町
・
下
町
・
川

向
は
被
災
前
ま
で
は
横
ば
い
な
い
し
減
少
傾
向
で
あ
っ
た
。
一
方
第
２
・
３
防
潮

堤
と
第
１
防
潮
堤
に
挟
ま
れ
る
よ
う
に
位
置
す
る
乙
部
・
大
平
地
区
は
、
昭
和
40

年
代
半
ば
か
ら
急
激
に
世
帯
数
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
が
埋
め
立
て
と
防
潮
堤

建
設
に
よ
っ
て
増
加
し
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
の
は

数
字
を
見
る
限
り
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
昭
和
40
年
代
に
は
養
殖
ワ
カ
メ
・
コ
ン
ブ

が
始
ま
り
、
漁
業
形
態
も
遠
洋
漁
業
か
ら
ワ
カ
メ
・
コ
ン
ブ
を
中
心
と
し
た
養
殖

業
に
移
行
し
て
い
く
過
渡
期
で
も
あ
り
、
乾
燥
場
と
し
て
利
用
す
る
の
に
適
し
て

い
た
と
い
う
事
情
も
あ
る
。

　
宅
地
化
と
世
帯
数
増
加
に
よ
り
昭
和
63
年
に
は
乙
部
自
治
会
が
乙
部
１
・
乙
部

２
自
治
会
に
分
割
、
平
成
３
年
に
は
大
平
地
区
も
同
様
に
分
割
し
て
お
り
、
社
会

生
活
に
お
い
て
も
大
き
な
変
化
と
な
っ
た
。

　

写真４　昭和８年航空写真
出典：内務大臣官房都市計画課編『三陸津波に因る被害都
町村の復興計画報告書』（1934）より「第三十六圖　岩手
縣　田老村　昭和八年六月十二日撮影　縮尺五千分ノ一
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表
５
　
世
帯
数
の
変
遷
（
大
平
・
上
町
・
中
町
・
下
町
・
川
向
・
乙
部
）
住
民
基
本
台
帳
を
も
と
に
作
成

乙
部

大
平

川
向

中
町

上
町

下
町
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人
が
多
い
。
例
え
ば
、
前
出
の
高
屋
敷
吉
蔵
・
ト
シ
夫
妻
は
病
院
に
通
う
関
係
で

崎
山
の
地
を
選
ん
だ
１
人
で
あ
る
。

（
吉
蔵
さ
ん
）
復
興
住
宅
も
待
っ
て
い
ら
れ
な
い
し
、
病
院
に
通
わ
な
い
と
い
け
な

い
の
で
、
平
成
24
年
の
12
月
30
日
に
崎
山
に
来
た
。

（
ト
シ
さ
ん
）
お
父
さ
ん
は
さ
み
し
い
さ
み
し
い
っ
て
い
う
け
ど
ね
。
根
っ
か
ら
の

田
老
育
ち
だ
か
ら
。

（
吉
蔵
さ
ん
）そ
こ
ら
へ
ん
に
田
老
の
人
た
ち
が
集
ま
る
田
老
団
地
が
あ
る
け
ど
ね
。

（
ト
シ
さ
ん
）
う
ち
は
来
た
ば
っ
か
り
で
、
こ
こ
は
崎
鍬
ヶ
崎
と
い
う
地
名
だ
け
れ

ど
も
、
一
緒
に
活
動
し
て
、
一
緒
に
や
っ
て
い
こ
う
と
集
会
と
か
自
治
会
に
誘
っ

て
く
れ
て
、
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
近
所
の
人
た
ち
が
「
あ
と
で
紹
介
す

る
ね
ー
」
っ
て
声
を
か
け
て
く
れ
て
、
あ
り
が
た
い
。
孫
た
ち
も
い
る
け
ど
、
田

老
を
離
れ
た
く
な
い
っ
て
「
学
校
は
田
老
に
」
と
い
う
こ
と
が
条
件
だ
っ
た
。
学

区
を
越
え
る
こ
と
を
申
請
し
て
現
在
は
送
り
迎
え
を
し
て
い
る
。

　
崎
山
の
よ
う
な
新
興
住
宅
地
は
こ
う
し
た
自
立
再
建
を
選
択
し
た
人
び
と
の
受

け
皿
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
事
情
が
あ
る
な
か
で
田
老
を
離
れ
る

た
め
そ
の
複
雑
な
心
情
を
抱
き
な
が
ら
、
震
災
後
の
人
び
と
の
移
動
が
行
わ
れ
て

い
る
。

新
た
な
住
宅
市
街
地
の
形
成
と
高
台
移
転

　
向
山
・
荒
谷
間
を
通
す
国
道
45
号
線
は
嵩
上
げ
さ
れ
て
、
一
区
画
山
側
の
ル
ー

ト
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。
市
街
地
も
２
㍍
の
嵩
上
げ
工
事
が
行
わ
れ
、
１
８
０
戸

分
の
宅
地
が
整
備
さ
れ
る
。
野
球
場
の
再
建
と
道
の
駅
た
ろ
う
の
移
転
が
決
定
し
、

跡
地
利
用
も
進
ん
で
い
る
。
災
害
公
営
住
宅
へ
の
入
居
は
平
成
27
年
11
月
か
ら
始

ま
り
、同
年
11
月
22
日
に
は
宅
地
造
成
や
災
害
公
営
住
宅
の
完
成
を
記
念
す
る
「
ま

ち
び
ら
き
」
が
あ
っ
た
。
災
害
公
営
住
宅
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
を
市
街
地
に
、

木
造
は
高
台
で
建
築
さ
れ
、
合
わ
せ
て
１
１
１
戸
が
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま

た
乙
部
の
山
林
を
切
り
崩
し
、
海
抜
40
～
60
㍍
の
高
台
に
１
６
１
区
画
の
宅
地
が

整
備
さ
れ
、「
三
王
団
地
」
と
い
う
名
称
に
決
定
し
た
。
宅
地
整
備
面
積
約
25
㌶
と

な
っ
て
い
る
。
区
画
は
希
望
す
る
宅
地
面
積
に
応
じ
た
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
希

補
填
で
き
る
か
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
（『
宮
古
市
議
会
だ
よ
り
』
平
成
25
年
11
月
）。

人
口
の
流
出

　
長
期
化
す
る
仮
設
住
宅
で
の
生
活
は
、
明
ら
か
に
住
民
の
不
安
と
重
圧
を
増
大

さ
せ
て
い
る
。
仮
設
住
宅
の
入
居
者
の
減
少
は
、
一
人
一
人
の
自
立
再
建
を
意
味

す
る
。
震
災
か
ら
４
年
が
経
過
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
敷
地

内
の
仮
設
住
宅
お
よ
そ
１
４
０
戸
に
空
き
家
が
で
き
て
お
り
、
入
居
者
も
お
よ
そ

７
０
０
人
に
減
少
し
て
い
る
。
自
立
再
建
す
る
人
び
と
が
増
え
、
震
災
以
前
の
生

活
が
回
復
し
て
い
く
一
方
で
、
仮
設
住
宅
に
入
居
す
る
人
び
と
に
と
っ
て
は
、
取

り
残
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
孤
独
感
を
感
じ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
個
人
の
生
活

再
建
と
地
域
社
会
の
再
建
の
ス
ピ
ー
ド
の
差
が
露
呈
し
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
仮

設
住
宅
で
の
生
活
の
長
期
化
は
、
集
団
高
台
移
転
よ
り
も
自
立
再
建
を
選
択
す
る

人
び
と
の
増
加
に
直
結
し
、
結
果
的
に
田
老
か
ら
の
人
口
流
出
の
一
因
と
な
っ
て

い
る
。

　
住
民
基
本
台
帳
（
毎
年
10
月
１
日
現
在
）
を
も
と
に
比
較
す
る
と
被
災
前
の
平

成
22
年
で
は
１
千
５
９
３
世
帯
か
ら
、
平
成
25
年
に
は
１
千
３
４
８
世
帯
、
人
口

は
４
千
４
６
２
か
ら
３
千
４
８
７
と
激
減
し
て
い
る
。
田
老
の
場
合
、
宮
古
市
街

地
へ
の
通
勤
や
宮
古
病
院
の
利
便
性
か
ら
、
崎
山
の
新
興
住
宅
地
で
家
を
構
え
る 写真６　学ぶ防災

写真５　たろう観光ホテル
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復
活
し
た
も
の
の
、
震
災
以
前
の
活
気
が
取
り
戻
せ
た
と
は
い
え
な
い
。

　
神
社
の
行
事
に
限
ら
ず
、
個
人
の
家
の
行
事
も
長
期
化
す
る
仮
設
住
宅
で
の
生

活
で
中
断
し
て
い
る
家
が
多
い
。
正
月
行
事
を
み
て
み
る
と
、
震
災
以
前
で
は
門

口
や
玄
関
、釜
戸
に
年
縄
を
結
び
、歳
徳
神
を
迎
え
て
い
た
が
、流
出
を
免
れ
た
家
々

の
ほ
と
ん
ど
で
は
行
わ
れ
て
い
た
も
の
の
、
仮
設
住
宅
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
ま
た
、
神
棚
に
は
七
福
神
や
鯛
や
巾
着
と
い
っ
た
縁
起
物
や
家
業
に
関

わ
る
絵
柄
の
お
飾
り
を
貼
っ
て
１
年
を
祈
願
し
て
い
た
。
狭
い
仮
設
住
宅
で
は
神

棚
を
持
た
な
い
家
も
多
く
、
震
災
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
文
化
伝
統
を
当
然
の

よ
う
に
継
承
で
き
る
環
境
で
は
な
い
。

　
亡
く
な
っ
た
人
々
へ
の
慰
霊
の
か
た
ち
も
多
様
化
し
て
い
る
。
毎
年
３
月
11
日

に
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
立
ち
上
が
る
ぞ
宮
古
市
田
老
」
に
よ
る
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
、
多
く
の
報
道
関
係
者
が
訪
れ
て
い
る
。
震
災
の
記
憶
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で

あ
り
、
震
災
後
、
基
礎
だ
け
に
な
っ
た
住
宅
跡
地
の
多
く
に
行
方
不
明
者
を
偲
ぶ

花
が
供
え
ら
え
て
い
た
。
３
月
11
日
に
は
慰
霊
碑
に
手
を
合
わ
せ
る
人
や
、
流
さ

れ
て
し
ま
っ
た
家
の
跡
を
訪
れ
、
花
を
供
え
る
家
族
の
姿
が
見
か
け
ら
れ
た
。
行

方
不
明
者
の
家
族
に
と
っ
て
、
故
人
を
偲
ぶ
場
は
墓
や
慰
霊
碑
と
は
限
ら
ず
、
た

と
え
家
屋
が
な
く
な
っ
て
も
一
緒
に
過
ご
し
た
か
つ
て
の
家
が
記
憶
の
場
所
な
の

か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
も
、
土
地

を
手
放
し
、
復
興
と
跡
地
利
用
に
よ
っ

て
、
以
前
の
景
観
を
思
い
出
す
こ
と

も
で
き
な
い
ほ
ど
様
変
わ
り
し
て
く
。

住
宅
が
建
設
さ
れ
、
生
活
が
安
定
し

て
い
く
中
で
、
文
化
の
継
承
や
死
者
・

行
方
不
明
者
に
対
す
る
鎮
魂
の
か
た

ち
を
改
め
て
考
え
る
時
期
が
訪
れ
て

い
る
（
写
真
８
）。

望
す
る
宅
地
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
が
、
希
望
が
重
複
し
た
場
合
は
く
じ
引
き
と

な
り
、
必
ず
し
も
希
望
す
る
宅
地
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　
今
後
、
田
老
は
三
王
団
地
と
市
街
地
に
生
活
の
中
心
が
移
行
し
て
い
く
と
予
想

さ
れ
る
。
今
後
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
各
神
社
の
運
営
・
管
理
の
問
題
が
あ
る
。

例
え
ば
、
も
と
も
と
日
枝
神
社
は
大
平
・
小
林
・
堺
町
・
田
中
・
田
の
沢
・
上
町
・

中
町
・
下
町
・
川
向
の
人
び
と
が
氏
子
と
な
っ
て
い
た
。
震
災
以
後
は
氏
子
総
代

が
中
心
と
な
っ
て
辛
う
じ
て
護
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
熊
野
神
社
や
出
羽
神
社

も
同
様
で
あ
る
。
震
災
以
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
解
体
さ
れ
再
編
が
進
む
な
か
で
、

地
理
的
に
も
離
れ
て
し
ま
う
高
台
移
転
後
は
ど
の
よ
う
に
運
営
が
な
さ
れ
る
の
か
。

ま
た
、
高
台
移
転
は
生
活
の
中
心
地
が
新
た
に
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
人
口

流
出
す
る
一
方
で
、
町
の
面
積
は
拡
張
し
、
交
通
弱
者
に
と
っ
て
生
活
不
安
は
解

消
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。
田
老
の
生
活
と
町
づ
く
り
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か

り
と
い
え
る
。

心
の
復
興

　
写
真
７
は
平
成
25
年
１
月
の
熊
野
神
社
の
元
旦
祭
の
様
子
で
あ
る
。

　
熊
野
神
社
の
氏
子
が
集
ま
り
祭
典
が
開
か
れ
、
そ
の
後
直
会
と
な
る
が
、
震
災

以
前
の
賑
わ
い
は
取
り
戻
せ
て
い
な
い
。

先
述
の
と
お
り
、
氏
子
組
織
は
厳
し
い
状

態
に
あ
り
、
今
後
も
不
透
明
な
と
こ
ろ
が

多
い
。
氏
子
総
代
の
１
人
は
「
お
礼
を
用

意
し
て
も
、
氏
子
が
バ
ラ
バ
ラ
の
た
め
配

る
の
も
大
変
。
聞
い
て
歩
く
の
も
売
り
歩

く
の
も
。
住
所
を
確
認
す
る
の
も
大
変
だ

し
、
移
転
先
の
神
さ
ま
と
付
き
合
う
の
か

も
し
れ
な
い
か
ら
今
後
は
厳
し
い
」
と
不

安
を
口
に
す
る
。
初
詣
参
拝
者
の
数
も
減

少
し
て
い
る
。
日
枝
神
社
・
熊
野
神
社
・

出
羽
神
社
の
合
同
祭「
田
老
大
漁
ま
つ
り
」

の
船
引
行
事
は
、
平
成
27
年
５
月
24
日
に

写真 8　人それぞれの鎮魂のかたち
2013/05/04　撮影：伊藤 純

写真７　熊野神社元旦祭
2013/01/03　撮影：伊藤 純
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ま
た
、
田
老
に
は
明
治
や
昭
和
の
際
の
津
波
の
供
養
塔
や
慰
霊
碑
が
残
さ
れ
て

い
る
。
田
老
に
は
昭
和
三
陸
地
震
津
波
の
後
の
昭
和
９
（
１
９
３
４
）
年
に
館
ヶ

森
の
常
運
寺
に
建
て
ら
れ
た
「
三
陸
大
海
嘯
溺
死
者
慰
霊
塔
」
と
田
の
沢
の
田
老

第
一
小
学
校
脇
の
建
て
ら
れ
た
「
大
海
嘯
記
念
碑
」
が
あ
る
。
田
老
第
一
小
学
校

脇
の
碑
の
表
面
に
は
「
一
、
大
地
震
の
後
に
は
津
浪
が
来
る
／
一
、
地
震
か
あ
っ

た
ら
此
処
へ
来
て
一
時
間
我
慢
せ
／
一
、
津
波
に
襲
れ
た
ら
何
処
て
も
此
の
位
の

高
所
へ
逃
け
ろ
／
一
、
遠
く
へ
逃
け
て
は
津
浪
に
追
付
か
る
／
一
、
常
に
近
く
の

高
い
所
を
用
意
し
て
置
け
」
と
い
う
教
訓
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
背
面
に
は
「
昭

和
八
年
三
月
三
日
午
前
二
時
三
十
分
上
下
ニ
動
揺
ス
ル
強
震
ア
リ
続
イ
テ
三
時
十

分
頃
ヨ
リ
大
音
響
ト
共
ニ
大
海
嘯
ノ
襲
来
ア
リ
テ
午
前
三
時
二
十
分
頃
被
害
最
モ

多
シ
／
本
村
ノ
流
失
戸
数
五
百
五
戸　
溺
死
者
九
百
十
一
名　
負
傷
者
百
二
十
二

名
／
損
害
見
積
金
二
百
九
十
二
万
八
千
七
百
五
圓
／
本
碑
は
東
京
朝
日
新
聞
社
読

者
ヨ
リ
寄
託
セ
ラ
レ
タ
ル
義
捐
金
ヲ
同
社
ニ
於
テ
罹
災
各
市
町
村
ニ
分
配
セ
ル
残

金
ヲ
更
ニ
本
碑
建
設
費
ト
シ
テ
寄
贈
セ
ラ
レ
タ
ル
金
員
ヲ
以
テ
建
設
シ
タ
ル
モ
ノ

也
／
昭
和
九
年
三
月　
下
閉
伊
郡
田
老
村
長　
関
口
松
太
郎　
誌
」
と
あ
る
。
昭

和
８
年
の
津
波
に
よ
る
被
害
と
石
碑
建
立
の
経
緯
が
記
さ
れ
、
後
世
に
津
波
の
教

訓
を
伝
え
よ
う
と
い
う
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
田
老
で
は
昭
和
８
年
の
津
波
の
日
で
あ
る
３
月
３
日
午
前
中
に
、
防
災
訓
練
を

毎
年
行
っ
て
い
る
。
地
区
ご
と
に
避
難
場
所
ま
で
避
難
す
る
訓
練
を
行
っ
て
い
る

が
、
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
男
性
の
参
加
率
は
低
い
も
の
の
、
女
性
の
参
加
率
は

高
か
っ
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
平
成
23
年
３
月
11
日
の
２
日
前

の
９
日
午
前
11
時
45
分
に
も
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７・３
の
地
震
が
起
き
て
お
り
、

こ
の
時
も
多
く
の
住
民
が
避
難
場
所
ま
で
自
主
的
に
避
難
を
行
っ
て
い
た
。
こ
う

い
っ
た
点
に
も
日
頃
の
防
災
意
識
の
高
さ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、〝
万
里
の
長
城
〟
と
呼
ば
れ
た
世
界
一
の
規
模
の
防
潮
堤
を
整
備
し
、
昭

和
35
年（
１
９
６
０
）の
チ
リ
地
震
で
は
他
地
域
で
は
津
波
の
被
害
が
発
生
し
て
も
、

田
老
で
は
津
波
の
被
害
は
皆
無
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
平
成
23
年
３
月
11
日
14
時
46
分
に
三
陸
沖
東
南
東
約
１
３
０
㌔
付
近

を
震
源
と
す
る
、
後
に
東
日
本
大
震
災
と
呼
ば
れ
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９・０
の
巨

大
地
震
が
発
生
し
、
約
35
分
後
の
15
時
26
分
頃
に
高
さ
８・５
㍍
以
上
の
津
波
が
田

第
１
部　
各
地
域
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災

Ａ　
田
老
地
域

第
２
章　
避
難
生
活
と
心
の
ケ
ア
―
田
老
で
の
聞
き
取
り
調
査
か
ら
―

神
田
竜
浩

は
じ
め
に

　
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
に
発
生
し
た
巨
大
地
震
は
、

地
震
の
被
害
の
み
な
ら
ず
、
直
後
に
起
き
た
津
波
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
。

こ
の
項
で
は
、
田
老
地
区
の
住
民
の
方
々
の
震
災
直
後
の
避
難
の
様
子
や
、
避
難

所
で
の
生
活
、
仮
設
住
宅
で
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
お
こ
な
っ
た

も
の
を
ま
と
め
た
。
な
お
、
聞
き
取
り
を
し
た
方
の
氏
名
の
後
に
括
弧
書
き
で
生

年
と
震
災
前
の
居
住
地
区
に
つ
い
て
記
載
し
た
。

　

田
老
は
、
津
波
の
常
襲
地
域
で
あ
り
、
明
治
29
（
１
８
９
６
）
年
や
昭
和
８

（
１
９
３
３
）
年
の
三
陸
地
震
で
も
津
波
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
て
お
り
、

過
去
の
津
波
の
伝
承
や
津
波
の
脅
威
を
後
世
に
伝
え
る
石
碑
が
至
る
場
所
に
残
っ

て
い
る
よ
う
に
、
住
民
の
防
災
意
識
は
非
常
に
高
か
っ
た
。

　
現
在
の
住
人
の
父
母
や
祖
父
母
は
、
明
治
や
昭
和
の
津
波
を
実
際
に
体
験
し
て

い
た
り
、
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
親
か
ら
聞
か
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
方
々
も
当
然

な
が
ら
小
さ
い
時
か
ら
津
波
の
話
を
聞
か
さ
れ
て
き
た
。
佐
藤
チ
ヤ
さ
ん
（
昭
和

20
年
生
、
野
原
）
は
、
避
難
道
具
や
服
な
ど
を
枕
元
に
置
い
て
お
き
、
い
つ
で
も

逃
げ
ら
れ
る
よ
う
な
準
備
を
し
て
お
く
よ
う
に
親
に
言
わ
れ
た
と
い
う
。
山
本
松

蔵
さ
ん
（
大
正
15
年
生
、
荒
谷
）
も
「
高
い
と
こ
ろ
に
逃
げ
ろ
」「
火
事
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
焚
き
火
に
は
鍋
を
か
ぶ
せ
ろ
」
と
い
う
よ
う
に
、
津
波
の
時
の
心
構

え
を
小
さ
い
頃
か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
た
。
信
夫
安
美
さ
ん（
昭
和
２
年
生
、下
荒
谷
）

は
、「
地
震
が
あ
っ
た
ら
逃
げ
ろ
」「
地
震
が
あ
っ
た
ら
井
戸
を
見
ろ
。水
が
無
く
な
っ

た
ら
津
波
が
来
る
」「
川
伝
い
に
逃
げ
る
な
、
橋
を
渡
る
な
」
と
い
う
よ
う
に
避
難

の
際
の
教
訓
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。
高
屋
敷
ノ
ブ
子
さ
ん（
昭
和
６
年
生
、館
ヶ
森
）

は
、「
地
震
の
後
は
家
に
絶
対
に
戻
っ
て
は
い
け
な
い
」「
川
の
水
が
引
い
た
ら
危

な
い
」
と
い
う
話
を
母
親
か
ら
聞
か
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
津
波
の
伝
承
や
教
訓
は

そ
の
一
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
多
く
の
方
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

各地域における東日本大震災
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震
災
前
は
荒
谷
で
嘉
兵
衛
屋
商
店
を
営
ん
で
お
り
、
地
震
の
時
は
２
人
と
も
店

に
い
た
。
靖
子
さ
ん
は
地
震
が
来
た
の
で
逃
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
、
ス

ト
ー
ブ
の
火
を
止
め
、
２
階
に
上
が
っ
た
。
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
に
懐
中
電
灯
を
入
れ

て
１
階
に
戻
る
と
、
店
の
品
物
が
床
の
上
に
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
た
。
靖
子
さ
ん

は
嘉
七
さ
ん
に
避
難
を
勧
め
た
が
逃
げ
な
い
の
で
、
１
人
で
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド

ま
で
向
か
っ
た
。
途
中
で
近
所
の
人
た
ち
と
一
緒
に
な
り
、
と
も
に
中
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
避
難
し
た
。
一
方
、
嘉
七
さ
ん
は
店
の
前
に
立
ち
、
店
の
前
を
走
る

国
道
45
号
線
の
様
子
を
眺
め
て
い
た
。
震
災
直
後
は
車
も
ほ
と
ん
ど
通
ら
ず
、
警

報
の
サ
イ
レ
ン
だ
け
が
響
い
て
い
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
漁
協
の
職
員
が
２
人

走
っ
て
き
て
「
津
波
が
来
た
」
と
叫
び
な
が
ら
中
学
校
へ
と
走
っ
て
行
く
の
で
、

嘉
七
さ
ん
も
そ
の
後
を
追
っ
て
中
学
校
ま
で
避
難
し
た
。
中
学
校
の
手
前
で
一
息

つ
い
た
時
、
後
方
で
砂
煙
が
見
え
た
の
で
、
赤
沼
山
へ
と
逃
げ
た
。
階
段
の
途
中

で
中
学
校
の
方
を
見
る
と
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
瓦
礫
が
な
だ
れ
込
む
様
子
が
見
え
た
。

赤
沼
山
で
嘉
七
さ
ん
は
靖
子
さ
ん
と
再
会
す
る
。
靖
子
さ
ん
は
中
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
危
な
い
と
言
わ
れ
、
そ
こ
か
ら
中
学
校
の
裏
山
に
登
り
、
津
波
が
収
ま
っ

た
後
、
尾
根
伝
い
に
赤
沼
山
へ
と
移
動
し
、
そ
こ
で
嘉
七
さ
ん
の
姿
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
２
人
は
日
暮
れ
前
に
は
山
を
下
り
た
い
と
思
い
、
常
運
寺
か
ら

山
を
下
り
、
小
学
校
の
体
育
館
に
避
難
し
た
。

山
本
文
雄
さ
ん
（
昭
和
27
年
生
、
野
原
）

　
山
本
さ
ん
は
市
の
職
員
で
、
道
路
を
維
持
す
る
仕
事
に
つ
い
て
い
た
。
震
災
の

時
は
田
老
北
部
の
工
事
現
場
か
ら
車
で
事
務
所
に
戻
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
山
本
さ

ん
は
地
震
に
は
気
づ
か
な
か
っ
た
が
、
三
王
閣
を
過
ぎ
た
時
、
空
が
黄
色
い
よ
う

な
気
が
し
た
と
い
う
。
三
王
閣
の
坂
道
を
降
り
る
と
水
門
が
閉
ま
っ
て
い
る
の
が

目
に
留
ま
り
、
事
務
所
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
大
き
く
ゆ
が
ん
で
い
る
の
を
見
て
地
震

が
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
防
潮
堤
に
戻
っ
て
水
門
が
閉
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
防
潮
堤
の
上
に
上
が
っ
て
海
を
見
る
と
、
海
は
た
ち
ま
ち
水
位
が
上

が
り
始
め
、
港
の
小
屋
が
波
に
よ
っ
て
バ
キ
バ
キ
と
音
を
立
て
て
壊
さ
れ
る
様
子

を
見
た
。
急
い
で
防
潮
堤
を
降
り
る
と
、
遠
く
に
黒
い
波
が
見
え
た
の
で
、
車
に

戻
り
三
王
閣
へ
向
か
っ
て
坂
道
を
登
り
、
三
王
閣
の
駐
車
場
ま
で
避
難
し
た
。

老
の
街
を
襲
っ
た
。
前
述
の
よ
う
な
高
い
防
災
意
識
や
巨
大
防
潮
堤
な
ど
の
防
災

拠
点
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
想
定
を
越
え
る
巨
大
津
波
は
田
老
地
区
に

死
者
１
８
１
人
、家
屋
倒
壊
数
２
千
９
９
６
棟
（
全
壊
７
２
２
棟
、半
壊
６
４
７
棟
、

一
部
破
損
１
１
８
棟
、
床
上
浸
水
１
千
２
６
２
棟
、
床
下
浸
水
２
４
７
棟
）
と
い

う
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
。

　
次
に
、
田
老
の
住
民
の
避
難
の
様
子
、
避
難
所
の
生
活
、
仮
設
住
宅
の
暮
ら
し

な
ど
聞
い
た
話
を
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
筆
者
は
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や

こ
の
仮
設
住
宅
を
訪
ね
、
平
成
24
年
、
25
年
の
２
年
間
に
田
老
の
住
民
30
名
の
聞

き
取
り
を
お
こ
な
っ
た
。
平
成
24
年
の
調
査
で
は
、
避
難
の
様
子
、
避
難
所
の
暮

ら
し
な
ど
の
話
が
多
く
、
25
年
の
調
査
で
は
仮
設
住
宅
で
の
暮
ら
し
、
そ
こ
で
の

問
題
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
多
か
っ
た
。
あ
く
ま
で
こ
こ
で
聞
い
た
ご
く
僅
か
の
話

の
範
囲
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
震
災
発
生
時
か
ら
時
系
列
ご
と
に
い
く

つ
か
の
項
目
に
分
け
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

１　
地
震
発
生
と
避
難

　
ま
ず
は
３
月
11
日
の
巨
大
地
震
発
生
時
の
様
子
を
数
人
の
話
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

佐
藤
チ
ヤ
さ
ん
（
前
述
）

　
外
出
し
て
家
に
戻
る
直
前
に
地
震
に
遭
っ
た
。
地
震
が
一
旦
収
ま
る
と
近
所
の

住
人
に
声
を
掛
け
な
が
ら
家
に
戻
る
と
、
そ
の
日
は
た
ま
た
ま
仕
事
が
休
み
だ
っ

た
夫
が
家
に
お
り
、
夫
と
共
に
車
で
避
難
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
夫
は
す
で
に
車

に
毛
布
を
積
み
、
避
難
の
準
備
を
し
て
い
た
。
国
道
45
号
線
を
北
上
し
、
乙
部
か

ら
坂
を
登
り
始
め
た
時
に
後
ろ
を
振
り
返
る
と
黒
い
波
が
見
え
た
。
そ
し
て
、
電

線
が
バ
ン
バ
ン
と
音
が
し
て
火
花
が
散
る
の
を
見
た
。

　
佐
藤
夫
婦
は
重
津
部
の
道
の
駅
た
ろ
う
に
避
難
し
、
そ
こ
で
一
夜
を
過
ご
し
た
。

そ
の
夜
は
、
道
の
駅
の
食
堂
の
冷
凍
食
品
を
分
け
て
も
ら
い
、
防
災
セ
ン
タ
ー
の

畳
の
上
に
避
難
し
た
人
た
ち
が
身
を
寄
せ
合
っ
て
寝
た
。
道
の
駅
は
食
べ
物
も
少

な
か
っ
た
た
め
、
夫
婦
は
翌
日
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
へ
と
移
動
し
た
。

山
本
嘉
七
さ
ん
（
昭
和
13
年
生
、
荒
谷
）・
靖
子
さ
ん
（
昭
和
17
年
生
、
荒
谷
）

避難生活と心のケア
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４
月
１
日
に
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
が
避
難
所
と
な
る
ま
で
の
間
、
家
族
・

親
戚
等
の
家
に
身
を
寄
せ
た
人
た
ち
の
ほ
か
、
多
く
の
人
た
ち
は
常
運
寺
、
田
老

第
一
小
学
校
、
宮
古
北
高
等
学
校
で
避
難
生
活
を
送
っ
た
。
こ
の
項
で
は
ま
ず
施

設
ご
と
の
様
子
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

常
運
寺

　
高
橋
ア
イ
子
さ
ん
（
昭
和
５
年
生
、
川
向
）
は
、
寺
に
避
難
し
１
週
間
ほ
ど
庫

裏
で
避
難
生
活
を
送
っ
た
。
地
震
の
晩
は
毛
布
も
少
な
く
座
布
団
を
敷
い
て
寝
た
。

数
日
後
、
荒
谷
で
山
火
事
が
起
こ
り
、
寺
に
避
難
に
し
て
い
た
半
分
く
ら
い
の
人

が
宮
古
北
高
に
避
難
し
て
い
っ
た
。
高
橋
さ
ん
は
震
災
の
１
週
間
後
に
、
青
森
に

い
る
次
男
の
も
と
へ
移
っ
て
い
る
。
聞
き
取
り
を
お
こ
な
っ
た
う
ち
数
人
が
常
運

寺
に
避
難
し
た
が
、
山
火
事
の
際
に
北
高
に
移
っ
て
お
り
、
３
月
下
旬
の
様
子
を

聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

田
老
第
一
小
学
校

　
佐
々
木
ハ
ル
さ
ん
（
昭
和
16
年
生
、
上
荒
谷
）
は
、
小
学
校
の
体
育
館
に
避
難

し
た
。
荒
谷
の
多
く
の
住
人
は
こ
の
小
学
校
に
避
難
し
て
い
た
。
体
育
館
は
寒
か
っ

た
が
、
小
学
校
の
先
生
が
窓
の
カ
ー
テ
ン
を
外
し
て
く
れ
た
の
で
、
そ
れ
に
く
る

ま
っ
て
眠
っ
た
。
そ
の
日
は
神
田
の
農
家
の
方
か
ら
お
に
ぎ
り
の
差
し
入
れ
が
あ

り
、そ
れ
を
み
ん
な
で
分
け
合
っ
て
食
べ
た
。
数
日
後
、体
育
館
か
ら
教
室
に
移
り
、

こ
こ
で
は
毛
布
も
手
に
入
り
、
ス
ト
ー
ブ
も
あ
っ
て
暖
か
っ
た
。
飲
用
水
は
最
初

は
校
庭
の
側
を
流
れ
る
沢
水
を
飲
ん
で
い
た
が
、
そ
の
う
ち
飲
用
禁
止
と
さ
れ
た
。

飲
用
水
は
自
衛
隊
の
支
援
で
水
の
タ
ン
ク
で
賄
っ
た
。
衣
類
の
支
援
も
多
く
あ
っ

た
。
３
月
下
旬
に
は
、
電
話
が
設
置
さ
れ
、
遠
方
に
い
る
子
ど
も
た
ち
と
連
絡
も

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
風
呂
は
小
田
代
山
荘
に
バ
ス
で
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
、

２
回
入
っ
た
。
普
段
は
水
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、
水
は
使
え
ず
消
毒
液
を
使
い
、

歯
を
磨
く
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

　
加
藤
安
夫
さ
ん
（
昭
和
17
年
生
、荒
谷
）
の
話
で
は
、ト
イ
レ
が
大
変
だ
っ
た
が
、

３
月
下
旬
に
は
水
道
が
復
旧
し
、
校
舎
の
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
る
と
消
防
団
が
必
ず
水
門
を
閉
め
て
お
り
、
聞
き
取
り

調
査
で
も
数
人
の
方
が
水
門
を
閉
め
る
消
防
団
の
姿
を
目
撃
し
て
い
る
。

丸
山
幸
子
さ
ん
（
昭
和
17
年
生
、
川
向
）

　
丸
山
さ
ん
の
家
は
防
潮
堤
の
外
側
に
あ
り
、
津
波
の
危
険
地
帯
に
住
ん
で
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
雑
誌
の
取
材
を
受
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
場
所
に
は
丸
山

家
の
他
に
も
５
軒
の
家
が
あ
っ
た
。
丸
山
さ
ん
の
家
の
前
に
は
防
潮
堤
の
水
門
が

あ
り
、
前
述
の
よ
う
に
津
波
警
報
発
令
時
に
は
消
防
団
が
来
て
必
ず
門
を
閉
め
た
。

防
潮
堤
に
は
階
段
も
あ
り
、
登
る
こ
と
も
で
き
た
が
、
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
る

と
昼
夜
を
問
わ
ず
、
水
門
が
閉
ざ
さ
れ
る
前
に
防
潮
堤
の
内
側
に
避
難
す
る
よ
う

に
し
て
い
た
。
地
震
の
時
、
丸
山
さ
ん
は
家
の
２
階
に
お
り
、
今
ま
で
に
な
い
強

い
揺
れ
を
感
じ
て
津
波
が
来
る
と
思
っ
た
。
丸
山
さ
ん
は
即
座
に
何
も
持
た
ず
に

徒
歩
で
避
難
し
た
。
普
段
か
ら
逃
げ
る
時
は
高
い
所
に
登
ろ
う
と
考
え
て
い
た
が
、

人
が
い
な
い
場
所
に
避
難
す
る
と
孤
立
し
て
し
ま
う
た
め
、
総
合
事
務
所
ま
で
歩

き
、
赤
沼
山
に
登
っ
た
。
赤
沼
山
に
登
る
時
に
堤
防
に
波
が
ぶ
つ
か
る
様
子
を
見

た
。
山
上
か
ら
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
家
や
車
が
押
し
流
さ
れ
る
様
子
に
驚
い

た
。
赤
沼
山
に
避
難
し
た
住
民
を
常
運
寺
が
受
け
入
れ
て
く
れ
た
の
で
、
そ
の
晩

は
寺
の
本
堂
に
泊
ま
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
田
老
の
数
人
の
方
の
話
だ
が
、
実
際
の
避
難
の
様

子
を
取
り
上
げ
た
。
聞
き
取
り
の
対
象
は
女
性
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る

が
、
日
頃
の
防
災
意
識
に
つ
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
女
性
の
方
が
地
震
の
際
は

率
先
し
て
避
難
し
た
人
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
ま
た
、
実
際
に
避
難
し
た
方
々
の
話
を
聞
く
と
、「
地
震
が
来
た
の
で
逃
げ
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
は
思
っ
た
が
、
実
際
に
津
波
が
襲
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」「
防

潮
堤
が
あ
る
の
で
大
丈
夫
だ
と
思
っ
た
」
と
い
う
話
が
多
く
聞
か
れ
、
こ
の
日
も

防
潮
堤
の
威
力
を
信
じ
、
本
当
に
津
波
が
来
る
の
か
半
信
半
疑
で
避
難
し
た
と
い

う
人
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

２　
避
難
所
で
の
生
活

各地域における東日本大震災
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よ
う
だ
。
最
初
は
干
す
場
所
に
限
り
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
ス
ケ
ー
ト
場
に
物

干
し
竿
が
置
か
れ
た
と
い
う
。

　
他
の
方
の
話
で
は
、
和
室
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
が
他
の
家
族
と
一
緒
と
い
う

状
況
の
中
で
気
疲
れ
を
感
じ
た
と
言
っ
た
声
も
聞
か
れ
た
。
ま
た
、
喫
煙
者
の
た

め
の
喫
煙
場
所
も
設
け
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
喫
煙
仲
間
が
で
き
、
い
ろ
い
ろ
な

情
報
を
耳
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
話
も
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
避
難
時
に
ペ
ッ
ト
を
伴
っ
て
逃
げ
た
方
の
話
を
聞
く
こ
と
も
で
き
た
。

牧
野
正
博
さ
ん
（
昭
和
10
年
生
、
館
ヶ
森
）
は
猫
と
と
も
に
車
で
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

に
避
難
し
た
。
避
難
所
に
猫
を
伴
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
た
め
、
猫
を
車
の

中
で
飼
っ
た
。
そ
し
て
、
仮
設
住
宅
に
移
る
ま
で
の
間
、
毎
日
ト
イ
レ
や
餌
の
た

め
に
猫
の
も
と
に
通
っ
た
。
猫
は
車
の
中
で
生
活
し
た
た
め
、
運
動
不
足
で
太
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
運
動
を
さ
せ
る
た
め
に
車
の
外
で
遊
ば
せ
た
が
他

の
人
の
目
を
非
常
に
気
を
遣
っ
た
よ
う
だ
。
避
難
所
で
は
犬
と
一
緒
に
避
難
し
た

人
も
あ
り
、
犬
は
ト
イ
レ
の
横
に
繋
が
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
で
は
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
寝
泊
ま
り
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
一
方
、
今
回
の
震
災
で
家
屋
が
無
事
だ
っ
た
方
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

家
の
食
料
が
尽
き
て
も
ガ
ソ
リ
ン
が
手
に
入
ら
な
い
た
め
車
で
買
い
物
に
も
行
け

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
役
場
と
相
談
し
た
上
で
、
避
難
所
に
食
べ
物
を
分
け
て
も
ら

い
に
出
か
け
た
。
し
か
し
、「
被
災
し
て
い
な
い
の
に
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

肩
身
の
狭
い
思
い
を
し
た
と
い
う
。
そ
こ
に
は
被
災
者
と
は
違
う
苦
労
が
あ
っ
た
。

３　
仮
設
住
宅
で
の
生
活
と
心
の
ケ
ア

　
５
月
に
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
内
に
仮
設
住
宅
が
完
成
し
、
避
難
所
で
の
生
活
を
終
え
、

６
月
１
日
か
ら
仮
設
住
宅
に
移
る
こ
と
に
な
る
。
平
成
24
年
の
調
査
の
際
に
は
、

仮
設
住
宅
に
入
居
し
た
方
々
か
ら
は
、「
体
育
館
や
ア
リ
ー
ナ
で
の
生
活
を
考
え
れ

ば
、
こ
こ
は
天
国
だ
」
と
い
っ
た
感
想
が
多
く
聞
か
れ
た
。
女
性
た
ち
の
中
に
は

集
会
所
で
手
芸
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
を
作
っ
て
活
動
し
た
り
、
時
間
が
あ
れ
ば
集
会

所
を
訪
れ
て
話
を
す
る
人
も
多
い
。
一
方
で
、
翌
年
の
調
査
の
際
に
は
、
仮
設
住

宅
で
は
こ
こ
で
の
生
活
に
な
じ
め
な
か
っ
た
り
、
将
来
に
対
す
る
不
安
な
ど
か
ら
、

小
学
校
の
近
く
の
総
合
事
務
所
に
診
療
所
や
支
援
の
医
師
が
お
り
、
薬
も
手
に
入

る
よ
う
に
な
っ
た
。
小
学
校
の
教
員
が
家
に
も
帰
ら
ず
、避
難
所
の
運
営
に
当
た
っ

て
い
た
。

宮
古
北
高
等
学
校

　
前
述
の
山
本
嘉
七
さ
ん
・
靖
子
さ
ん
夫
婦
は
、
小
学
校
に
避
難
し
て
い
た
が
、

３
月
12
日
に
山
火
事
が
発
生
し
た
際
、
小
学
校
が
燃
え
る
危
険
が
あ
る
と
い
う
噂

を
聞
き
、
三
陸
鉄
道
の
線
路
伝
い
に
避
難
し
、
宮
古
北
高
等
学
校
に
移
動
し
た
。

当
時
、
高
校
の
体
育
館
は
遺
体
安
置
所
と
な
っ
て
お
り
、
最
初
は
格
技
場
に
泊
ま

る
こ
と
に
な
る
。
山
本
夫
婦
は
そ
の
後
同
窓
会
館
の
２
階
の
和
室
に
移
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
部
屋
ご
と
に
連
絡
担
当
者
を
決
め
、
班
長
会
議
が

開
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
会
議
で
は
、
避
難
所
で
の
要
望
を
出
し
た
り
、
市

の
職
員
か
ら
現
状
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
高
等
学
校
に
は
看
護
師
も
い

た
た
め
、
薬
の
相
談
も
で
き
た
と
い
う
。
電
話
は
３
月
中
旬
に
緊
急
電
話
が
取
り

付
け
ら
れ
た
。
物
資
の
支
援
で
は
、
ま
ず
は
高
校
の
近
所
の
方
に
よ
る
支
援
が
あ

り
、次
第
に
物
資
が
届
く
よ
う
に
な
る
。
米
軍
の
ヘ
リ
に
よ
る
物
資
の
搬
送
も
あ
っ

た
よ
う
だ
。
さ
ら
に
、
自
衛
隊
に
よ
る
風
呂
の
提
供
も
あ
っ
た
と
い
う
。

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ

　
４
月
１
日
に
な
る
と
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
が
避
難
所
と
な
り
、
そ
の
他
の
場
所
に

避
難
し
て
い
た
人
々
は
す
べ
て
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
。
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
で
は
、
高
齢
者
や
病
気
の
人
は
宿
泊
棟
、
そ
の
他
の
人
た
ち
は
ア
リ
ー
ナ

で
生
活
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
当
初
、
ア
リ
ー
ナ
に
入
り
、
途
中
か
ら
宿
泊
棟
に
移
っ
た
佐
々
木
ハ
ル
さ
ん
（
前

述
）
の
話
で
は
、
ア
リ
ー
ナ
で
は
毛
布
１
枚
だ
け
で
す
き
ま
風
が
あ
っ
て
寒
く
、

ス
ト
ー
ブ
の
火
も
効
か
な
い
状
態
だ
っ
た
と
い
う
。
夜
は
咳
の
音
や
子
ど
も
の
泣

き
声
が
聞
こ
え
、
寝
づ
ら
い
夜
が
続
い
た
。
高
齢
の
た
め
、
数
日
で
佐
々
木
さ
ん

は
宿
泊
棟
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
夫
婦
２
組
で
宿
泊
棟
の
和
室
に
入
る
こ
と

に
な
る
。
風
呂
は
部
屋
ご
と
に
交
替
で
入
り
、
ア
リ
ー
ナ
の
外
に
設
置
さ
れ
た
洗

濯
機
で
洗
濯
を
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
朝
の
出
勤
前
の
時
間
は
混
み
合
っ
て
い
た

避難生活と心のケア
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行
困
難
と
な
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
こ
っ
た
。
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
仮
設

住
宅
で
は
平
成
25
年
ま
で
に
２
人
の
自
殺
者
が
あ
っ
た
と
い
う
。
民
生
委
員
の
活

動
は
、
震
災
直
後
の
避
難
生
活
の
把
握
、
支
援
な
ど
の
活
動
か
ら
、
１
年
経
つ
と

被
災
者
の
心
の
ケ
ア
の
問
題
へ
と
移
っ
て
い
た
。

　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
行
う
三
浦
章
さ
ん
（
昭
和
18
年
生
、宮
古
市
在
住
）

は
、
共
感
と
受
容
、
直
し
て
あ
げ
る
の
で
は
な
く
、
話
を
き
い
て
い
る
う
ち
に
問

題
が
解
決
す
る
と
い
う
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
の
精
神
に
共
感
し
、
宮
古

市
の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
団
体
に
参
加
し
た
。
平
成
23
年
９
月
に
市
内
の
仮
設

住
宅
の
談
話
室
や
集
会
所
な
ど
６
か
所
で
傾
聴
サ
ロ
ン
を
開
い
た
。
当
時
は
、
被

災
者
が
サ
ロ
ン
を
訪
れ
て
も
、
う
つ
む
い
た
ま
ま
だ
っ
た
と
い
う
。
三
浦
さ
ん
ら
傾

聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
そ
れ
に
寄
り
添
い
、
自
分
の
口
か
ら
話
が
出
て

く
る
の
を
待
っ
た
。
そ
の
年
の
冬
に
な
る
と
、
女
性
た
ち
は
冬
の
防
寒
対
策
の
話

題
な
ど
を
話
す
よ
う
に
な
り
、
生
き
て
い
く
た
め
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
。
傾
聴
サ
ロ
ン
の
利
用
者
の
多
く
は
女
性
で
、
男
性
は
女
性
に

圧
倒
さ
れ
て
帰
っ
て
し
ま
う
。
三
浦
さ
ん
は
女
性
は
強
く
、
男
性
は
弱
い
と
い
う
。

被
災
者
と
顔
な
じ
み
に
な
る
と
、
だ
ん
だ
ん
と
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
話
し

声
も
だ
ん
だ
ん
と
大
き
く
な
る
。
そ
れ
か
ら
、
サ
ロ
ン
に
も
大
勢
の
人
が
集
ま
る
よ

う
に
な
り
、
次
第
に
ひ
と
つ
の
フ
ロ
ア
で
聴
く
接
し
方
に
難
し
さ
を
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
頃
に
な
る
と
、
話
題
は
高
台
移
転
や
住
居
の
嵩
上
げ
の
話
題
が
出

る
よ
う
に
な
る
。
経
済
力
が
あ
る
人
は
仮
設
住
宅
か
ら
出
て
い
く
が
、
行
き
た
く

て
も
行
け
な
い
人
は
将
来
が
見
え
ず
、
取
り
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
疎
外
感
を
受

け
、自
分
を
責
め
る
人
が
あ
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
問
題
は
男
性
が
多
く
抱
え
て
お
り
、

三
浦
さ
ん
ら
は
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
相
談
し
、
施
設
内
に
「
男
の
談
話
室
」
を
開
設

し
た
。
そ
こ
に
は
、
囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀
を
用
意
し
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
ゆ
っ
く

り
と
顔
を
合
わ
せ
、
話
を
聴
い
て
い
く
。
活
動
当
初
の
利
用
者
は
１
日
４
、５
人
程

度
で
、
娯
楽
に
も
あ
ま
り
手
を
つ
け
な
か
っ
た
と
い
う
。
三
浦
さ
ん
は
こ
の
活
動
の

中
で
、
利
用
者
は
総
体
的
に
見
て
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
き
た
よ
う
に
感
じ
る
。

し
か
し
心
の
悩
み
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
ま
だ
ま
だ
悩
み
は
多
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
言

葉
に
傷
つ
い
て
し
ま
い
、
欝
病
に
な
っ
て
し
ま
う
人
も
多
い
と
語
る
。
三
浦
さ
ん
は

引
き
こ
も
り
、
鬱
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
問
題
も
起
こ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
立
場
か
ら
被
災
者
の
悩
み
に
寄
り
添
う
活
動
を
お
こ
な
っ
た
方
々
の
話
を

紹
介
す
る
。

　
民
生
委
員
を
務
め
る
小
林
学
さ
ん
（
昭
和
22
年
生
、館
ヶ
森
）
は
、震
災
の
当
時
、

田
老
の
民
生
委
員
の
副
会
長
を
し
て
お
り
、
近
隣
の
高
齢
者
の
家
を
周
り
ワ
ゴ
ン

車
に
乗
せ
て
往
復
し
、
安
全
な
場
所
ま
で
避
難
さ
せ
た
。
小
林
さ
ん
は
津
波
到
達

前
に
６
世
帯
を
回
っ
た
が
、「
声
を
掛
け
た
の
に
逃
げ
ず
に
亡
く
な
っ
た
人
の
事
が

悔
や
ま
れ
て
な
ら
な
い
」
と
そ
の
時
の
無
念
さ
を
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
身
を

捨
て
る
の
で
は
な
く
、
自
分
が
助
か
ら
な
く
て
は
他
の
人
が
助
け
ら
れ
な
い
、
ま

ず
は
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
説
い
て
い
た
の
が
印
象
的

だ
っ
た
。
民
生
委
員
は
震
災
以
降
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
の
管
轄
地
区
の
住
民
の
生

存
状
況
を
避
難
所
を
回
っ
て
聴
取
し
、
確
認
を
行
っ
た
。
そ
の
他
に
も
被
災
証
の

発
行
、
物
資
の
需
給
の
代
行
、
被
害
状
況
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
見
舞
金
の

配
達
な
ど
多
く
の
仕
事
が
あ
っ
た
。
そ
の
間
に
会
議
を
開
き
、
報
告
を
聞
い
た
り
、

各
委
員
と
の
情
報
交
換
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
生
存
確
認
を
行
う
と

い
っ
て
も
、
震
災
直
後
は
道
路
も
復
旧
し
て
お
ら
ず
、
大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
と

い
う
。
ま
た
、
被
災
し
な
か
っ
た
人
た
ち
が
支
援
物
資
を
も
ら
う
と
非
難
を
受
け

て
大
変
だ
っ
た
た
め
、
物
資
の
需
給
を
代
行
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
民
生
委
員
は

被
災
せ
ず
に
残
っ
た
家
と
避
難
所
、
の
ち
に
仮
設
住
宅
と
い
う
よ
う
に
、
受
け
持

ち
の
地
域
に
加
え
て
、
仮
設
住
宅
の
２
か
所
を
回
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
委
員
の
担
当
の
再
分
担
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
小
林
さ
ん
の
担
当

地
域
で
は
被
災
し
な
か
っ
た
家
が
約
20
軒
、
仮
設
住
宅
が
約
30
軒
だ
っ
た
。
そ
の

間
に
民
生
委
員
の
会
長
が
亡
く
な
り
、
小
林
さ
ん
は
会
長
代
行
と
な
り
、
そ
の
年

の
秋
に
は
会
長
に
就
任
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
翌
年
ま
で
続
い
た
。
民
生

委
員
へ
の
相
談
は
、
最
初
の
う
ち
は
物
資
が
届
か
な
い
と
い
っ
た
も
の
が
多
か
っ

た
が
、
時
間
を
経
る
に
つ
れ
て
、
隣
近
所
に
対
す
る
苦
情
へ
と
変
わ
り
、
物
が
揃

う
よ
う
に
な
る
と
家
を
建
て
た
い
と
い
っ
た
要
望
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
高
齢
者
は
団
体
生
活
を
苦
手
と
す
る
人
が
多
く
、
中
に
は
欝
病
を
発
症
し

た
り
引
き
こ
も
り
と
な
る
人
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
あ
ま
り
出
歩
か
な
い
た
め
に
歩

各地域における東日本大震災
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本
さ
ん
ら
黒
森
神
楽
の
神
楽
衆
は
そ
れ
で
も
廻
り
神
楽
を
続
け
て
い
る
。
松
本
さ

ん
に
よ
れ
ば
、
震
災
後
、
被
災
し
た
人
た
ち
は
交
流
も
少
な
い
せ
い
か
、
神
楽
を

存
分
に
楽
し
ん
で
く
れ
、
非
常
に
盛
り
上
が
る
の
だ
と
い
う
。
巡
行
で
訪
れ
て
い
る

場
所
は
、
神
社
の
祭
を
再
開
で
き
て
い
な
い
土
地
も
多
く
、
廻
り
巡
行
が
み
ん
な
で

集
ま
れ
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
松
本
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。

　
こ
こ
で
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
ほ
ん
の
一
握
り
の
事
例
に
過
ぎ
な
い
が
、

被
災
者
に
寄
り
添
う
活
動
と
言
っ
て
も
、
行
政
の
活
動
で
あ
る
民
生
委
員
も
あ
れ

ば
、民
間
活
動
で
あ
る
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、さ
ら
に
は
民
間
信
仰
で
あ
る
イ
タ
コ
、

民
俗
芸
能
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
被
災
者
の
心
の

ケ
ア
に
務
め
た
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

最
後
に

　
筆
者
が
調
査
を
お
こ
な
っ
た
の
は
、
平
成
24
年
、
25
年
の
２
年
間
に
過
ぎ
ず
、

そ
の
後
は
徐
々
に
で
は
あ
る
が
田
老
の
町
の
再
開
発
も
進
み
、
高
台
住
宅
が
完
成

し
て
移
転
が
始
ま
り
、
嵩
上
げ
住
宅
が
で
き
は
じ
め
た
。
一
方
、
依
然
と
し
て
仮

設
住
宅
で
の
生
活
を
続
け
る
人
た
ち
が
お
り
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
問
題
も
ま
だ

続
い
て
い
る
と
思
わ
れ
、ま
た
、新
た
な
問
題
も
生
ま
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
の
こ
と
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
項
は
震
災
直
後
か
ら
平
成
25
年
ま
で
の
３
年
間

に
お
け
る
田
老
の
方
々
の
生
活
の
過
程
の
ほ
ん
の
一
部
分
に
つ
い
て
描
い
た
に
過

ぎ
な
い
。
平
成
24
年
の
聞
き
取
り
で
は
、
震
災
直
後
の
苦
労
話
、
不
自
由
な
避
難

所
で
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
多
く
の
話
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
翌
年
に
な
る
と
、
仮
設

住
宅
の
生
活
の
悩
み
や
そ
れ
に
取
り
組
む
人
々
の
話
な
ど
、
次
第
に
内
容
が
変
化

し
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
人
々
の
問
題
が
生
活
の
不
自
由
さ
な
ど
外
的
問
題
か
ら
、

時
を
経
る
に
連
れ
て
将
来
へ
の
不
安
、疎
外
感
な
ど
内
的
問
題
へ
と
変
化
し
て
い
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
後
半
で
は
そ
の
問
題
に
対
処
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
立
場
の
人
々
の
話
を
取
り
上
げ
た
。
そ
こ
に
は
、
行
政
、
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
地
に
根
付
い
た
民
間
信
仰
、
民
俗
芸
能
の
力
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
今
回
の
震
災
で
は
、
民
間
信
仰
や
民
俗
芸
能
が
共
同
体
再
生
の
力

に
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
事
例
が
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
被

災
者
の
心
の
ケ
ア
と
し
て
、
こ
れ
ら
が
機
能
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

仮
設
住
宅
が
あ
る
限
り
活
動
は
継
続
し
て
い
き
た
い
と
語
っ
て
い
た
。

　
被
災
者
の
中
に
は
民
間
信
仰
で
あ
る
イ
タ
コ
の
口
寄
せ
に
よ
っ
て
悩
み
に
取
り

組
ん
だ
人
も
あ
っ
た
。
高
嶋
キ
ヨ
さ
ん
（
昭
和
21
年
生
、
乙
部
）
は
、
震
災
で
夫

を
失
っ
た
。
高
嶋
さ
ん
は
ど
う
し
て
夫
は
避
難
し
な
か
っ
た
の
か
疑
問
を
持
ち
続

け
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
時
に
イ
タ
コ
に
拝
ん
で
も
ら
っ
た
友
人
の
勧
め
も
あ
り
、

磯
鶏
の
イ
タ
コ
を
訪
ね
た
。
イ
タ
コ
の
口
寄
せ
で
は
、
夫
は
逃
げ
る
の
が
間
に
合

わ
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
た
。
高
嶋
さ
ん
は
夫
の
墓
は
大
好
き
だ
っ
た
海
の
見
え
る

場
所
に
建
て
、夫
に
会
い
た
く
な
っ
た
ら
、お
墓
に
行
く
こ
と
に
し
て
い
る
。
だ
が
、

切
な
い
時
に
は
イ
タ
コ
の
声
が
聞
き
た
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
２
度
拝
ん
で
も
ら
っ

た
。
イ
タ
コ
の
言
葉
を
聴
く
と
気
持
ち
が
楽
に
な
る
の
だ
と
い
う
。
イ
タ
コ
に
は

夫
に
会
い
た
く
な
っ
た
ら
い
つ
で
も
来
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
冬
の
時
期
に
各
地
域
の
神
楽
宿
を
回
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
黒
森
神
楽
も
、
震
災

後
に
活
動
を
再
開
し
た
。
震
災
後
の
黒
森
神
楽
の
活
動
に
つ
い
て
、
保
存
会
長
の

松
本
文
雄
さ
ん
（
昭
和
24
年
生
、
和
野
）
に
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
黒
森
神

楽
は
震
災
後
の
６
月
25
日
に
ま
ず
権
現
舞
を
舞
う
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
の
翌
年
の

冬
の
北
廻
り
巡
行
の
際
に
は
、
海
に
向
か
っ
て
鎮
魂
の
気
持
ち
を
込
め
て
神
楽
念

仏
を
行
い
、
そ
れ
か
ら
神
楽
宿
に
入
る
こ
と
に
し
た
。
か
つ
て
の
津
波
の
際
に
は
ど

う
し
て
い
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
自
分
た
ち
が
お
世
話
に
な
っ
た
宿
の
人
た
ち
は

神
楽
の
音
を
聞
い
て
き
っ
と
喜
ん
で
く
れ
る
は
ず
だ
、
と
信
じ
て
い
る
。
黒
森
神
楽

の
巡
行
の
神
楽
宿
は
年
々
減
少
の
傾
向
に
は
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
時
代
の
流
れ
で
あ

り
、
津
波
の
た
め
で
は
な
い
と
松
本
さ
ん
は
考
え
る
。
黒
森
神
社
の
神
で
あ
る
権
現

様
が
泊
ま
る
神
楽
宿
は
、
か
つ
て
は
民
家
だ
っ
た
が
、
集
会
所
が
当
て
ら
れ
る
こ
と

も
増
え
て
い
る
。
震
災
前
は
神
楽
宿
に
泊
め
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
震
災
後

は
な
る
べ
く
神
楽
宿
に
泊
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
神
様

を
家
に
招
き
た
い
と
い
う
人
も
あ
り
、
山
田
町
山
ノ
内
や
宮
古
市
重
茂
で
は
神
楽

宿
に
泊
ま
っ
た
。
平
成
25
年
の
南
廻
り
の
巡
行
の
時
に
は
、
大
槌
や
浪
板
な
ど
10

か
所
く
ら
い
で
、
家
が
津
波
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
門
打
ち
が
で
き
な
か
っ

た
。
今
ま
で
２
日
か
か
っ
て
回
っ
て
い
た
場
所
も
１
日
で
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
松

避難生活と心のケア
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最
後
に
、
聞
き
取
り
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
、
そ
れ
か
ら
、
田
老
の
町
に

寄
り
添
い
、
被
災
者
の
方
ヘ
の
橋
渡
し
に
な
っ
て
下
さ
っ
た
赤
沼
正
清
氏
に
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

宮
古
市
教
育
委
員
会
編
『
宮
古
市
の
石
碑
』、
宮
古
市
、
２
０
１
０
年

宮 

古
市
東
日
本
大
震
災
記
録
編
集
委
員
会
『
東
日
本
大
震
災
宮
古
市
の
記
録
第
１

巻
《
津
波
史
編
》』
宮
古
市
、
２
０
１
４
年

各地域における東日本大震災
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災　
田
老
地
域
振
興
課
鳥
居
課
長
対
応

綴
」（
以
下
「
鳥
居
綴
」
と
略
し
て
用

い
る
）
と
い
う
詳
細
な
記
録
を
残
し
て

い
る
。
そ
こ
で
本
論
で
は
上
屋
敷
さ
ん

の
許
可
を
得
て
、
必
要
に
応
じ
て
３
月

12
日
か
ら
３
月
31
日
に
至
る「
鳥
居
綴
」

を
引
用
し
て
詳
細
を
補
足
す
る
こ
と
と

す
る
。
た
だ
し
個
人
名
は
省
略
形
を
用

い
る
。　

震
災
当
日
と
そ
れ
以
降
の
取
り
組
み

　
３
月
11
日
は
議
会
が
あ
り
、
私
は
市

役
所
に
い
た
が
、
午
後
２
時
46
分
に
大

き
な
地
震
が
あ
っ
た
。
議
会
で
は
議
長

に
閉
会
せ
ね
ば
と
、
一
度
皆
席
に
つ
い
て
「
閉
会
」
の
宣
言
が
あ
り
、
２
時
50
分

頃
に
す
ぐ
に
車
で
走
っ
た
。
田
老
総
合
事
務
所
に
戻
る
た
め
、
国
道
45
号
線
を
佐

原
ま
で
上
が
っ
て
、
樫
内
ま
で
行
け
ば
歩
い
て
で
も
帰
れ
る
と
思
っ
た
。
加
工
団

地
の
あ
た
り
で
津
波
に
遭
っ
た
ら
ア
ウ
ト
だ
っ
た
が
、車
の
流
れ
は
ス
ム
ー
ズ
だ
っ

た
。
３
時
15
分
頃
に
は
事
務
所
に
着
い
た
。
す
ぐ
に
、
水
門
を
閉
め
た
か
、
避
難

者
が
ど
の
く
ら
い
い
る
か
な
ど
の
状
況
を
聞
い
た
。
道
の
駅
の
国
道
事
務
所
の
防

災
倉
庫
の
鍵
が
あ
っ
た
の
で
職
員
に
確
認
さ
せ
た
。

　
事
務
所
に
戻
っ
て
10
分
く
ら
い
し
て
か
ら
、
ラ
ジ
オ
の
情
報
で
津
波
の
高
さ
を

聞
い
た
ら
、
３
㍍
か
ら
５
㍍
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
漁
港
は
や
ら
れ
る
と
思
っ

た
。

　
総
合
事
務
所
は
小
高
い
場
所
に
あ
る
が
、
玄
関
か
ら
見
る
と
、
津
波
が
防
潮
堤

を
越
え
て
寺
の
方
に
迫
っ
て
き
た
の
で
、
高
い
所
ま
で
逃
げ
た
。
玄
関
前
の
駐
車

場
は
、
下
が
車
庫
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
駐
車
場
の
10
㌢
く
ら
い
ま
で
水
が
上

が
っ
た
。

　
津
波
が
引
い
た
後
、
課
長
た
ち
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
避
難
者
は
ど
こ
に
何
人

避
難
し
た
か
、
地
域
振
興
課
、
農
業
、
林
業
、
商
業
観
光
課
の
職
員
の
確
認
を
指

第
１
部　
各
地
域
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災

Ａ　
田
老
地
域

第
３
章　
田
老
地
域
に
お
け
る
支
援
体
制

神
田
よ
り
子

は
じ
め
に

　
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
田
老
地
区
の
被
害
は
、
平
成
24
年
11
月
６
日
現
在
で

死
亡
届
出
者
１
３
６
人
、
死
亡
認
定
者
45
人
で
、
合
計
死
者
数
は
１
８
１
人
に
の

ぼ
り
、
宮
古
市
全
体
の
死
者
の
合
計
５
１
７
人
の
３
分
の
１
と
い
う
多
数
の
被
害

が
出
た
。
ま
た
家
屋
倒
壊
数
は
全
壊
が
１
千
５
５
０
戸
、
大
規
模
半
壊
が
48
戸
、

半
壊
が
77
戸
、
一
部
破
損
が
16
戸
で
合
計
が
１
千
６
９
１
戸
と
な
る
（『
東
日
本
大

震
災
の
「
記
録
」
～
岩
手
県
宮
古
市
～
２
０
１
１・３
・
11
～
２
０
１
３・３
・
10
』

宮
古
市　
２
０
１
３
年
）。
万
里
の
長
城
と
も
呼
ば
れ
た
ｘ
軸
の
防
潮
堤
を
津
波
が

襲
い
、
田
老
の
街
中
の
平
地
部
分
の
住
宅
や
商
店
街
の
ほ
と
ん
ど
が
破
壊
さ
れ
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
津
波
襲
来
以
降
、
多
く
の
方
々
が
被
災
に
立
ち
向
か
い
、
困
難

を
乗
り
越
え
て
、
今
よ
う
や
く
災
害
公
営
住
宅
に
入
居
し
始
め
た
方
々
も
出
て
き

た
。

　
本
論
は
そ
う
し
た
津
波
の
被
害
に
立
ち
向
か
っ
て
い
っ
た
方
々
の
日
々
の
行
動

と
記
憶
を
聞
き
取
り
、
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
主
に
田
老
地
区
に
お

け
る
支
援
体
制
と
し
て
田
老
総
合
事
務
所
の
動
き
、
震
災
後
に
分
散
し
て
避
難
し

て
い
た
方
々
を
１
か
所
に
集
め
て
、
よ
り
よ
い
支
援
を
す
る
た
め
に
決
ま
っ
た
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
で
の
避
難
所
生
活
と
、
そ
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
述
べ

て
ゆ
く
。

１　
田
老
総
合
事
務
所
の
被
災
時
と
そ
れ
以
降
の
取
り
組
み

　
震
災
当
時
は
田
老
総
合
事
務
所
長
だ
っ
た
上
屋
敷
正
明
さ
ん
（
昭
和
26
年
生
）

か
ら
、
２
０
１
２
年
８
月
20
日
と
２
０
１
５
年
９
月
３
日
に
話
を
伺
っ
た
。
上
屋

敷
さ
ん
は
現
地
対
策
本
部
長
も
さ
れ
て
い
て
、
現
在
は
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や

こ
専
務
取
締
役
の
職
に
あ
る
。

　
当
時
上
屋
敷
さ
ん
の
部
下
だ
っ
た
鳥
居
利
夫
課
長
が
「
平
成
23
年
３
月
11
日
震

写真１　2011 年 3 月 15 日　田老庁舎付近

田老地域における支援体制
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被
災
当
日
の
夜
は
、
被
災
を
受
け
た
地
区
に
何
人
が
住
ん
で
い
た
か
調
べ
さ
せ

た
。
避
難
所
に
避
難
し
た
人
数
は
約
千
人
。
被
災
前
の
人
口
は
約
２
千
人
だ
っ
た

か
ら
、
宮
古
で
働
い
て
い
る
人
を
含
め
て
も
約
千
人
足
り
な
い
。
こ
の
人
数
が
不

明
だ
と
大
変
だ
と
思
っ
た
。
生
存
者
の
人
数
を
数
え
て
、
不
明
者
の
名
簿
を
作
る

必
要
が
あ
っ
た
。
道
路
が
通
れ
な
い
の
で
人
力
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
当
日
の
夜
、
事
務
所
に
消
防
団
が
集
ま
り
、
ど
こ
に
何
が
あ
る
、
水
を
ど
う
す

る
か
等
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
下
水
処
理
場
に
浄
化
装
置
が
あ
る
、
神
田
の
水

を
ポ
リ
タ
ン
ク
に
持
っ
て
来
よ
う
と
話
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
分
団
長
が
数
人
来
て
、

火
事
が
出
て
い
て
大
変
な
こ
と
に
な
る
、
今
は
消
火
で
き
な
い
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。
延
焼
し
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
と
緊
張
し
た
。
山
火
事
は
ず
っ
と
延
焼
し
て

い
た
。
火
事
で
の
死
者
は
出
て
い
な
か
っ
た
が
、
二
十
九
、三
十
分
団
の
分
団
長
が

「
だ
め
だ
」
と
言
っ
て
来
た
。
山
火
事
は
田
老
一
中
の
近
く
ま
で
迫
り
、
煙
が
流
れ

て
来
た
。
消
防
団
は
食
い
止
め
る
自
信
が
な
か
っ
た
。
荒
谷
の
沢
で
食
い
止
め
な

け
れ
ば
こ
ち
ら
に
回
っ
て
来
る
と
い
う
。

　
翌
３
月
12
日
は
、
岩
泉
消
防
団
が
水
50
ケ
ー
ス
と
お
に
ぎ
り
を
た
く
さ
ん
持
っ

て
、
消
火
の
応
援
に
来
て
く
れ
た
。

　
「
鳥
居
綴
」
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

「
３
月
12
日　
田
老
一
小　
ヘ
リ
可
能　
北
高
避
難
者　
１
０
０
人

三
鉄
線
路
付
近
、
神
田
橋
付
近
ま
で
自
動
車
可
能
、
そ
こ
か
ら
線
路
で
総
合
事
務

所
へ

田
老
一
小
、
田
老
一
中
生
徒
は
全
員
無
事

避
難
者　
田
老
総
合
事
務
所　
田
老
一
小　
常
運
寺　
１
５
０
０
人
分
炊
き
出
し　

水
が
必
要

山
林
火
災　
青
砂
里
～
和
野　
乙
部　
荒
谷　
熊
野
神
社

田
老
総
合
事
務
所　
炊
き
出
し
１
５
０
０
人
分
、
飲
料
水　
　
同
、
オ
ム
ツ　
20

人
（
各
サ
イ
ズ
）

三
鉄
は
田
老
駅
ま
で
は
運
行
可
能
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
先
に
は
民
家
の
屋
根
が

乗
っ
て
い
る

総
合
事
務
所
の
上
の
駐
車
場
や
、
田
老
一
中
校
庭
ま
で
か
ん
水

示
し
た
。ま
た
、飲
み
水
の
確
保
を
神
田
地
区
の
涌
田
商
店
や
道
の
駅
で
行
う
こ
と
、

水
道
の
状
況
確
認
な
ど
を
指
示
し
た
。

　
被
災
を
免
れ
た
神
田
地
区
の
堰
代
茂
一
さ
ん
が
、
何
か
手
伝
う
こ
と
が
な
い
か

と
聞
き
に
来
て
く
れ
た
の
で
、
お
に
ぎ
り
と
水
を
依
頼
し
た
。
来
な
け
れ
ば
こ
ち

ら
か
ら
行
こ
う
と
考
え
て
い
た
。
11
日
は
お
に
ぎ
り
１
つ
を
２
人
で
分
け
合
っ
て

食
べ
た
。
水
は
す
ぐ
に
引
け
た
が
、
そ
の
日
に
行
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
神
田

地
区
だ
け
だ
っ
た
。
役
場
か
ら
お
寺
の
山
を
通
り
、
三
鉄
の
線
路
を
伝
っ
て
大
平

地
区
に
出
た
。
公
用
車
が
向
こ
う
で
立
ち
往
生
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
で
連
絡
を

取
ろ
う
と
思
っ
た
が
駄
目
だ
っ
た
。
夜
に
な
っ
て
、
職
員
２
人
を
宮
古
ま
で
派
遣

し
た
が
こ
れ
も
駄
目
だ
っ
た
。
宮
古
の
市
役
所
で
は
情
報
が
届
か
な
い
た
め
、「
田

老
は
全
滅
し
た
」
と
言
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
被
災
当
日
の
避
難
場
所
は
、総
合
事
務
所
、常
運
寺
、田
老
第
一
小
、宮
古
北
高
校
、

熊
野
神
社
だ
っ
た
。
乙
部
地
区
の
青
砂
里
で
山
火
事
が
発
生
し
た
。
そ
の
山
に
逃

げ
て
い
た
人
た
ち
は
、
山
を
越
え
て
和
野
と
真
崎
入
口
を
経
由
し
て
道
の
駅
に
避

難
し
た
。

　
私
の
自
宅
は
常
運
寺
の
す
ぐ
下
で
、道
路
よ
り
１
㍍
、更
に
基
礎
が
50
㌢
高
か
っ

た
が
、
床
上
70
㌢
の
浸
水
だ
っ
た
。
家
の
中
は
泥
だ
ら
け
だ
っ
た
。
下
水
管
か
ら

も
泥
が
上
が
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
床
下
全
面
の
乾
い
た
泥
を
取
っ
て
炭
を
敷

き
詰
め
た
が
、
何
度
掃
除
を
し
て
も
細
か
い
粒
の
泥
が
出
て
き
た
。
基
礎
が
大
丈

夫
か
は
不
明
で
あ
る
。

消
防
団

　
３
月
11
日
、
最
後
に
事
務
所
に
戻
っ
た
の
は
夜
中
の
11
時
こ
ろ
だ
っ
た
。
背
中

に
籠
を
背
負
っ
て
歩
い
て
行
き
来
し
た
。
灯
油
、
軽
油
の
確
保
も
大
変
だ
っ
た
。

重
機
が
現
場
事
務
所
に
あ
っ
た
の
で
、
国
道
を
開
削
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
加

藤
俊
郎
さ
ん
が
来
て
手
回
し
の
給
油
機
を
取
り
に
行
っ
て
く
れ
た
。
遺
体
捜
索
も

あ
り
、
田
老
診
療
所
の
黒
田
先
生
に
検
案
し
て
も
ら
っ
た
。

　
こ
の
日
に
や
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
に
話
し
た
が
、
報
告
の
な
い
も

の
は
話
し
っ
ぱ
な
し
の
ま
ま
で
あ
り
、
次
か
ら
次
と
い
ろ
い
ろ
進
め
た
の
で
、
指

示
の
時
系
列
に
つ
い
て
は
記
憶
が
な
い
。

各地域における東日本大震災
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か
ら
の
救
援
物
資
が
よ
う
や
く
届
い
た
の
で
、
神
田
方
面
に
も
配
る
こ
と
が
で
き

た
。
末
前
か
ら
も
米
が
な
い
と
言
っ
て
来
た
。
県
の
振
興
局
か
ら
も
届
い
た
。
14

日
朝
に
宮
古
市
役
所
に
頼
ん
だ
が
田
老
ば
か
り
で
は
な
い
と
言
わ
れ
た
。
最
初
に

支
援
し
て
く
れ
た
地
区
に
回
す
米
が
重
要
だ
っ
た
。
自
衛
隊
が
来
て
か
ら
１
人
当

た
り
の
米
の
量
が
わ
か
り
計
算
で
き
た
。

　
そ
の
う
ち
道
の
駅
か
ら
も
苦
情
が
来
た
。
総
合
事
務
所
で
は
２
、３
日
の
避
難
所

と
考
え
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
ま
ま
数
十
人
も
残
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

　
３
月
15
、
16
日
に
な
っ
て
自
衛
隊
が
来
て
、
18
日
あ
た
り
か
ら
炊
き
出
し
が
始

ま
っ
た
。

避
難
所
で
の
避
難
者
数
の
把
握

　
被
災
当
日
は
、
避
難
所
の
人
数
を
確
認
し
、
各
課
長
は
職
員
の
確
認
が
終
わ
り
、

診
療
所
長
、
保
育
所
長
、
中
学
校
の
教
職
員
も
み
ん
な
無
事
だ
と
聞
い
て
安
心
し

た
が
、
数
日
後
に
子
供
の
遺
体
が
上
が
っ
た
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。
こ
の
子
供
を

保
護
者
が
迎
え
に
来
て
、
連
れ
て
帰
り
助
か
ら
な
か
っ
た
と
後
か
ら
聞
い
た
。
小

学
校
は
高
台
に
あ
っ
た
し
、
こ
こ
へ
逃
げ
て
い
れ
ば
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
た
。

　
翌
日
朝
８
時
に
は
避
難
者
数
の
だ
い
た
い
の
把
握
は
で
き
た
。
被
災
当
日
に
約

１
千
４
０
０
人
の
把
握
を
し
た
。
下
摂
待
の
人
た
ち
は
、
水
沢
の
集
会
所
に
避
難

し
て
い
た
。
小
田
代
山
荘
に
避
難
し
た
人
た
ち
は
把
握
で
き
な
い
で
い
た
。
樫
内

集
会
所
の
人
た
ち
の
中
に
は
、
宮
古
方
面
か
ら
来
て
田
老
ま
で
た
ど
り
着
け
ず
に

泊
ま
っ
た
人
た
ち
も
い
た
。

　
被
災
者
の
名
簿
は
そ
の
夜
午
前
０
時
に
は
で
き
た
の
で
、
翌
朝
か
ら
台
帳
を
作

れ
た
。
し
か
し
、
被
災
地
域
の
人
口
は
２
千
人
を
超
え
て
い
た
の
に
、
千
人
近
く

を
把
握
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
か
が
問
題
だ
っ

た
。
不
明
者
を
探
す
た
め
に
、
３
、４
日
後
に
各
地
区
の
自
治
会
長
を
集
め
、
自
治

会
ご
と
に
確
認
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
だ
。
田
老
に
い
る
の
か
、
出
稼
ぎ
に

行
っ
て
な
い
か
な
ど
の
情
報
を
３
月
22
日
こ
ろ
ま
で
集
め
た
。

　
時
間
が
か
か
っ
た
り
、
何
十
年
も
行
方
不
明
の
人
が
い
た
り
と
、
正
確
に
は
掴

め
な
か
っ
た
が
、
お
お
よ
そ
の
人
数
を
把
握
で
き
た
。
そ
の
た
め
行
方
不
明
の
遺

体
が
出
て
き
た
と
き
は
、
年
齢
や
性
別
な
ど
か
ら
あ
る
程
度
は
判
断
す
る
こ
と
が

熊
野
神
社
の
山
林
火
災
は
、
田
老
一
中
側
へ
の
延
焼
の
危
険
あ
り
、
田
老
総
合
事

務
所
等
の
避
難
者
を
北
高
に
移
動
さ
せ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
て
い
る

田
老
総
合
事
務
所
、
田
老
一
小
、
常
運
寺
、
北
高
の
避
難
者
用
ス
ト
ー
ブ
の
今
夜

の
石
油
が
な
い

熊
野
神
社
周
辺
山
林
火
災
は
、
田
老
一
中
側
に
拡
大
中

田
老
総
合
事
務
所
か
ら
田
老
地
区
の
平
坦
部
は
一
部
を
除
き
全
壊

総
合
事
務
所
か
ら
人
工
透
析
１
名　
緊
急
搬
送
を
要
す
る
、
田
老
一
小
が
ヘ
リ
着

可
能
」

神
田
地
区
か
ら
の
食
料
の
応
援

　
私
が
最
も
強
く
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
神
田
地
区
に
住
ん
で
い
る
堰
代
茂

一
さ
ん
だ
。
被
災
し
た
当
日
５
時
ご
ろ
、
水
が
な
い
、
食
べ
物
が
な
い
、
被
災
者

の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
考
え
て
い
た
時
、
彼
が
「
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
っ
た

ら
言
っ
て
ほ
し
い
」
と
来
て
く
れ
た
。
そ
れ
で
、
食
べ
物
、
飲
み
物
が
ほ
し
い
、

で
き
る
だ
け
ご
飯
を
炊
い
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
。

　
彼
の
祖
父
は
、昭
和
８
年
の
津
波
の
際
も
神
田
か
ら
来
て
手
伝
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
自
分
も
何
か
や
ら
ね
ば
と
思
っ
て
来
た
と
い
う
。
総
合
事
務
所

へ
は
、
道
路
が
す
べ
て
瓦
礫
で
埋
ま
っ
て
い
た
の
で
、
三
鉄
の
線
路
を
伝
い
、
常

運
寺
の
墓
地
を
抜
け
、
歩
い
て
き
た
ら
し
い
。

　
ど
の
よ
う
に
食
べ
物
を
確
保
す
る
か
、
外
に
は
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
に
切

羽
詰
ま
っ
て
い
た
時
だ
っ
た
の
で
助
か
っ
た
。
神
田
地
区
の
人
達
が
み
ん
な
で
ポ

リ
タ
ン
ク
に
水
を
入
れ
、
お
に
ぎ
り
を
背
負
い
か
ご
に
入
れ
て
持
っ
て
来
て
く
れ

た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
所
に
配
っ
た
。
堰
代
さ
ん
は
末
前
、
青
倉
、
養
呂
地
、

小
田
代
地
区
ま
で
声
を
か
け
て
く
れ
た
。

　
翌
12
日
の
朝
６
時
頃
に
も
お
に
ぎ
り
を
届
け
て
く
れ
た
。
被
災
者
は
１
千
人
を

超
え
て
い
て
、
こ
の
食
料
だ
け
が
頼
り
だ
っ
た
。
神
田
地
区
で
は
集
会
所
や
屯
所

で
も
ご
飯
を
炊
い
て
い
た
ら
し
い
。
い
よ
い
よ
３
日
目
に
は
米
が
底
を
つ
い
た
と

や
っ
て
き
た
が
、
他
か
ら
の
救
援
も
始
ま
っ
た
の
で
大
丈
夫
と
話
し
た
。

　
実
の
と
こ
ろ
、
米
は
宮
古
方
面
か
ら
は
入
っ
て
こ
な
い
。
摂
待
地
区
に
お
願
い

し
た
が
、
田
ん
ぼ
を
所
有
す
る
家
の
多
い
下
摂
待
地
区
も
被
災
し
て
い
た
。
農
協

田老地域における支援体制
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３
月
12
日
の
夜
か
ら
、
警
察
、
自
衛
隊
、
消
防
署
、
総
合
事
務
所
職
員
が
毎
日

夕
方
１
時
間
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
、
作
業
の
状
況
や
緊
急
事
項
な
ど
を
確
認
し

た
。
こ
れ
は
４
月
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

　
田
老
は
、ほ
ぼ
自
衛
隊
が
や
っ
て
く
れ
た
。遺
体
の
捜
索
ま
で
引
き
受
け
て
く
れ
、

側
溝
の
中
ま
で
探
し
て
く
れ
た
。

　
３
月
12
日
に
は
、宮
古
消
防
本
部
で
ガ
ソ
リ
ン
の
配
給
が
あ
る
と
い
う
の
で
、畑
、

有
芸
、
田
代
経
由
で
取
り
に
行
っ
た
。
灯
油
の
配
給
も
道
路
が
通
る
ま
で
、
三
鉄

の
線
路
を
使
っ
て
ポ
リ
タ
ン
ク
を
担
い
で
運
ん
だ
。
三
鉄
が
田
老
ま
で
通
る
の
は

早
か
っ
た
。
町
内
の
道
路
が
開
い
た
の
で
、三
鉄
を
走
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
な
っ

た
。
県
北
バ
ス
は
国
道
や
市
道
が
通
っ
て
も
ま
だ
動
か
な
か
っ
た
の
で
、
食
料
の

買
い
出
し
に
行
く
た
め
に
三
鉄
を
動
か
す
必
要
が
あ
っ
た
。
自
衛
隊
が
、
線
路
上

の
瓦
礫
を
撤
去
し
、
電
気
の
通
電
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
３
月
中
に
は
動
い
た
。

　
消
防
団
、
消
防
署
の
人
た
ち
に
も
食
料
を
届
け
た
。
本
部
か
ら
も
食
料
が
来
た

の
で
、
そ
れ
も
回
せ
た
が
、
自
力
で
調
達
す
る
の
は
無
理
だ
っ
た
。
県
外
か
ら
応

援
に
来
て
く
れ
た
消
防
署
員
に
は
食
料
を
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
自
衛

隊
は
自
分
た
ち
で
完
結
で
き
る
の
で
貰
え
な
い
と
言
っ
た
。

　
厚
木
基
地
か
ら
来
た
米
軍
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
小
学
校
の
校
庭
に
何
度
も
降
り

た
。
２
～
３
日
に
１
回
の
割
で
来
て
食
料
と
衣
類
を
届
け
て
く
れ
た
が
、
衣
類
は

大
き
く
て
使
え
な
か
っ
た
。
英
語
の
で
き
る
職
員
が
話
し
た
が
通
じ
な
い
。
そ
こ

で
自
衛
隊
に
話
し
て
も
ら
っ
た
。
狭
い
校
庭
に
大
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
降
り
る
の

で
困
っ
た
が
、
自
衛
隊
が
直
ぐ
に
対
応
し
て
く
れ
た
。

　
「
鳥
居
綴
」
に
は
関
係
機
関
の
対
応
状
況
の
記
載
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
宮
古
関

連
の
み
引
用
す
る
。

「
３
／
12　
関
係
機
関
の
対
応
状
況　

　
　
【
消
防
】　
◎
緊
急
消
防
援
助
隊

　
　
　
　
　
　
秋
田
県
隊
―
宮
古
・
田
老
・
山
田　
　
６
：
00
宮
古
で
活
動
開
始

　
　
　
　
　
　
指
揮
２
、
消
火
４
、
救
助
６
、
救
急
８
、
後
方
支
援
13
、
33
隊

　
　
　
　
　
　
６
：
41　
増
隊
（
９
）
―
宮
古
に
派
遣
を
決
定

　
　
　
　
　
　
◎
県
内
広
域
応
援　
17
隊

で
き
た
。「
そ
ん
な
気
が
す
る
」
と
い
っ
た
伝
聞
は
不
明
の
者
と
し
、
確
実
な
者
だ

け
を
記
載
し
た
。寺
で
も
情
報
を
得
て
い
て
、そ
れ
を
受
け
て
確
認
作
業
が
で
き
た
。

生
存
者
名
簿
と
行
方
不
明
者
は
誰
々
と
い
う
情
報
は
、
３
月
13
日
こ
ろ
に
は
張
り

出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
鳥
居
綴
」
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

「
３
月
12
日　
宮
古
北
高
校　
15
：
30 

　
体
育
館　
（
約
２
５
０
名
）、
格
技
場　
（
同　
80
名
）
収
容

水
は
神
田
公
民
館
給
水
で
き
る
。
炊
出
し
（
神
田
）
３
５
０
食　
　
分
団
長　
野

崎
茂
さ
ん

米
１
ぴ
ょ
う
、
ガ
ソ
リ
ン　
40
Ｌ
、
発
電
機　
２
台
借
用
、
毛
布
、
燃
料

大
平
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー　
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
炊
き
出
し
用
で
使
用
、
特
に
看

護
を
用
す
る
者
は
い
な
い
。
鉄
砲
の
流
出
届
け　
３
名

11
：
30　
自
衛
隊
ヘ
リ
を
消
火
活
動
に
要
求

11
：
40　
北
校
で
切
腹
（
切
迫
カ
）
流
産
の
妊
婦
が
い
る
の
で
救
急
車
を
要
請

３
月
12
日
の
避
難
者
数

庁
舎　
２
５
０
名
、
寺　
１
５
０
名
、
小
学
校　
１
５
０
名
、
北
校　
３
５
０
名
、

グ
リ
ー
ン
ピ
ア　
４
０
０
名
、
ふ
れ
あ
い
荘　
１
６
０
名
、

　
北
校
を
避
難
所　
炊
き
出
し
の
手
配
、
死
体
処
理
の
問
題

　
車
輌
手
配
、
北
校
、
ス
ト
ー
ブ
、
ガ
ソ
リ
ン　
現
場
事
務
所
か
ら
２
缶
、
フ
ト

　
ン　
末
前
伝
承
館
、

　
灯
油　
一
中
か
ら
抜
く

３
月
13
日　
水
沢
へ
毛
布
20
個
配
布
、
経
由　
役
場
、
ふ
れ
あ
い
荘
（
済
）

　
ガ
ソ
リ
ン　
北
校
、
連
絡
車
、
灯
油　
全
ヶ
所
」

消
防
、
自
衛
隊
、
米
軍
の
応
援

　
２
日
後
く
ら
い
に
盛
岡
か
ら
消
防
の
応
援
が
来
て
く
れ
た
。
自
衛
隊
は
３
月
11

日
に
は
滝
沢
か
ら
宮
古
市
千
徳
ま
で
は
来
て
い
た
と
い
う
。
田
老
に
入
っ
て
き
た

の
は
３
月
12
日
。
13
日
か
ら
国
道
の
開
削
に
入
っ
た
。
そ
の
時
期
に
三
王
閣
の
解

体
工
事
を
し
て
い
た
会
社
も
重
機
を
出
し
て
手
伝
っ
て
く
れ
た
。

各地域における東日本大震災
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道
路
の
開
削

　
急
患
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
小
学
校
に
降
ろ
し
て
運
ん
だ
。
三
鉄
の
線
路
は
命
の

綱
だ
っ
た
。
夜
、
電
気
の
無
い
中
、
唯
一
の
道
と
な
っ
た
。
こ
の
道
と
神
田
地
区

の
人
た
ち
の
助
け
が
無
け
れ
ば
、
裏
山
の
清
水
を
飲
む
以
外
に
何
も
無
か
っ
た
。

三
鉄
の
線
路
に
は
瓦
礫
が
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
だ
け
は
通
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
主
な
道
路
を
通
す
た
め
、
11
日
の
夜
は
、
現
場
事
務
所
の
人
た
ち
と
打
ち
合
わ

せ
を
し
た
。
三
王
閣
の
解
体
を
し
て
い
る
業
者
の
重
機
を
使
い
、
12
日
か
ら
道
路

の
開
削
を
始
め
た
。
小
山
田
電
業
や
田
老
町
漁
協
の
協
力
も
要
請
し
た
。
漁
協
に

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
燃
料
を
補
給
し
な
が
ら
作
業
が
進
め

ら
れ
た
が
、最
初
、タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
鍵
が
見
つ
か
ら
ず
焦
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
有
芸
の
前
川
林
業
の
機
械
で
、
宮
古
北
高
校
か
ら
45
号
線
ま
で
の
道
路
を
開
い

て
も
ら
っ
た
。
国
道
45
号
線
の
長
内
橋
か
ら
川
沿
い
に
少
し
遡
る
と
現
場
事
務
所

が
あ
り
、
倉
庫
に
は
大
型
除
雪
車
が
あ
っ
た
。
近
く
の
出
光
給
油
所
に
行
け
ば
灯

油
も
軽
油
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
燃
料
に
確
保
し
た
。
国
道
を
給
油
所
ま
で
通

れ
る
よ
う
に
作
業
を
始
め
た
が
、
遺
体
が
発
見
さ
れ
る
と
、
警
察
へ
の
通
報
と
遺

体
の
収
容
、そ
の
周
辺
に
ほ
か
の
遺
体
が
な
い
か
確
認
す
る
た
め
に
時
間
が
か
か
っ

た
。

　
給
油
所
で
燃
料
は
確
保
で
き
た
が
、
停
電
し
て
い
た
の
で
給
油
機
は
使
え
ず
、

灯
油
は
手
回
し
で
、
他
は
足
踏
み
式
の
機
械
で
く
み
上
げ
た
。
足
踏
み
式
は
３
人

し
て
交
代
で
や
っ
た
が
疲
れ
て
し
ま
っ
て
続
か
な
い
。
車
１
台
を
満
た
す
の
も
大

変
だ
っ
た
。
し
か
し
、
燃
料
が
あ
れ
ば
何
と
か
な
る
と
思
い
公
用
車
に
は
入
れ
た
。

自
衛
隊
が
到
着
す
る
前
か
ら
民
間
の
人
た
ち
は
先
立
っ
て
協
力
し
て
く
れ
た
。

　
３
月
13
日
は
、自
衛
隊
と
の
打
ち
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
自
衛
隊
が
南
側
か
ら
入
っ

て
来
た
の
で
、
北
側
は
現
場
事
務
所
で
開
削
す
る
と
決
め
た
が
、
小
山
田
電
業
の

協
力
も
あ
っ
た
も
の
の
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
。
北
側
か
ら
総
合
事
務
所
ま
で

は
瓦
礫
が
多
く
、
鳥
居
課
長
か
ら
は
１
週
間
以
上
か
か
る
と
言
わ
れ
た
。　
　
　
　

　
も
う
一
度
、
瓦
礫
の
少
な
い
場
所
を
検
討
し
て
、
小
学
校
側
を
迂
回
し
な
が
ら

も
１
週
間
以
内
に
道
路
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
15
日
頃
に
な
る
と
、
出
光

ス
タ
ン
ド
ま
で
開
削
さ
れ
、
燃
料
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
開
削
は
重
機
で

　
　
　
　
　
　
宮
古
―
盛
岡
（
指
揮
１
、
救
助
１
、
救
急
１
）、

　
　
【
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
】　
消
防
学
校
に
第
二
災
害
医
療
拠
点
を
設
置
（
日
赤
）

 

　
　
参
集
チ
ー
ム　
県
内
20
、
日
赤
９

　
　
　
　
　
　
　
　
＊
久
慈
・
宮
古
・
大
船
渡
・
高
田
病
院
は
受
け
入
れ
不
能

　
　
【
警
察
】　
災
害
派
遣

　
　
　
　
　
　
宮
古
署
―
東
署
18
名
、
紫
波
署
16
名
、
山
梨
22
名

　
　
　

      　
広
域
緊
急
援
助
隊

　
　
　
　
　
　

 

県
警
ヘ
リ　
５
：
30　
花
巻
空
港
発
、
陸
前
高
田
か
ら
宮
古
ま
で

偵
察

　
　
　
　
　
　

 

検
視
官
の
派
遣　
宮
古
20
名
に
よ
り
沿
岸
各
市
町
村
で
６
時
00
分

よ
り
開
始

　
　
　
　
　
　
検
視
予
定
場
所　
宮
古
市
（
宮
町
体
育
館
）

　
　
【
自
衛
隊
】　
宮
古
（
１
０
２
名
）
５
：
30　
救
助
活
動

　
　
　
　
　
　
　
滝
沢
（
駐
屯
地
）（
２
９
９
名
、
２
８
４
名
、
２
６
５
名
）
岩
手 

　
　
　
　
　
　
　

 

駐
屯
地
で
準
備
中　
６
：
00　
陸
自
八
戸　
八
戸
か
ら
宮
古
ま

で
偵
察
（
ハ
ン
デ
ィ
カ
メ
ラ
）

　
　
　
　
　
　
　
海
上
自
衛
隊　
護
衛
艦
15
隻
で
海
上
か
ら
の
救
助
活
動
中

　
　
【
海
上
保
安
庁
】　
海
上
に
お
け
る
救
助
・
救
出
活
動
中

　
　
【
救
助
等
の
要
請
】　 

宮
古
市　
マ
ー
ス
避
難
者
（
15
人
）
の
救
助
―
自
衛
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

宮
古
病
院
に
傷
病
者
を
集
め
、
盛
岡
ま
で
の
ヘ
リ
搬
送

―
調
整
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

宮
古
病
院
へ
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
派
遣
（
１
：
15
）
―
調
整

中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
老
町　
市
街
地
の
火
災
消
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

人
工
透
析
患
者
（
１
）
搬
送
―
宮
古
消
防
の
地
上
隊
が

対
応
（
６
：
49
）

　
　
【
緊
急
物
資
支
援
】　
＊
こ
の
ほ
か
多
数
―
調
整
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

宮
古
病
院　
　
毛
布
（
１
０
０
人
程
患
者
が
濡
れ
て
い

る
）」

田老地域における支援体制
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②
２
戦
車
連
隊
（
２
８
０
人
）
３
／
15
～
早
け
れ
ば
３
／
14
か
ら

　
③
３
８
７
施
設
中
隊　
佐
藤
三
佐

　
④
防
支
援
隊
（
大
曲
）
10
：
20
頃　
基
地
は
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
」

震
災
対
策
本
部
と
の
連
絡

　
宮
古
市
役
所
本
部
か
ら
、
田
老
総
合
事
務
所
長
は
な
ぜ
来
な
い
と
言
わ
れ
た
が
、

そ
ん
な
余
裕
は
な
か
っ
た
。
田
老
の
情
報
が
全
く
な
い
の
で
、
知
ら
せ
る
よ
う
に

言
っ
て
来
た
が
、
時
間
を
か
け
て
そ
こ
ま
で
行
く
よ
り
、
今
や
る
べ
き
こ
と
は
現

場
だ
と
考
え
た
。
本
部
か
ら
出
向
い
て
情
報
を
取
り
に
来
て
ほ
し
か
っ
た
。
１
週

間
く
ら
い
経
っ
て
か
ら
行
っ
て
話
を
し
た
。

　
田
老
総
合
事
務
所
の
職
員
は
60
～
70
人
い
る
の
だ
が
、
被
災
当
日
は
そ
れ
ぞ
れ

の
管
轄
の
場
所
に
い
て
、
事
務
所
内
に
は
30
人
く
ら
い
し
か
い
な
か
っ
た
。
残
っ

て
い
た
の
は
、
農
業
課
と
林
業
課
で
、
彼
ら
も
本
庁
に
戻
り
、
人
数
は
も
っ
と
減
っ

た
。
働
け
る
職
員
が
減
り
、
職
員
が
足
り
な
い
と
本
部
に
話
し
た
。

　
私
と
鳥
居
課
長
は
、
平
成
23
年
度
が
定
年
退
職
の
年
で
、
あ
と
１
年
を
共
に
頑

張
ろ
う
と
言
っ
て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
こ
の
惨
事
が
起
き
た
。
周
囲
か
ら
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
言
わ
れ
、
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

　
「
鳥
居
綴
」
３
月
12
日

 「 

10
：
00　
　
橋
本
商
店
付
近
で
生
存
者
２
名
救
出

　
10
：
15　
　
真
崎
タ
ク
シ
ー　
３
名
救
出　
１
名
救
出

　
10
：
20　
　
Ｋ
さ
ん
母　
救
出

　
行
方
不
明
者　
３
月
13
日　
14
：
00　
受
付　

　
　
向
山　
Ｙ
さ
ん
、
Ｍ
さ
ん
（
宮
古
に
出
か
け
て
い
る
時
間
帯
だ
っ
た
か
も
し

　
　
れ
な
い
）

　
　
（
依
頼
者
）
小
林
Ｙ
さ
ん
（
自
宅
か
北
校
に
い
ま
す
）

　
　
　
　
　
　

 

小
林
Ｓ
さ
ん
、Ｎ
さ
ん
（
逃
げ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
た
人
が
い
る
）

　
　
（
依
頼
者
）　　
Ｋ
さ
ん
、（
自
宅
は
流
れ
た
の
で
別
宅
に
い
ま
す
）

　
　
行
方
不
明
５
人
①
Ｙ
さ
ん
（
川
向
）、
②
Ｈ
さ
ん
（
摂
待
）、
③
Ｔ
さ
ん
（
同
）

　
　
　
　
　
　
　
④
Ｈ
さ
ん
（
小
堀
内
）、
⑤
Ｙ
さ
ん
（
同
）、
⑥
Ｋ
さ
ん
（
？
）

瓦
礫
を
押
し
上
げ
な
が
ら
、
消
防
団
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
作
業
し
た
。
自
衛
隊
は

慣
れ
て
い
る
の
で
は
か
ど
っ
た
。

　
カ
ラ
ス
が
集
ま
っ
て
く
る
と
『
あ
そ
こ
に
は
遺
体
が
あ
る
の
で
は
？
』『
あ
そ
こ

に
は
遺
体
が
７
人
い
た
』
な
ど
の
噂
話
が
出
て
来
た
。

　
震
災
後
の
１
～
２
週
間
の
出
来
事
は
、
頭
か
ら
す
っ
ぽ
り
抜
け
て
い
る
。
忘
れ

て
し
ま
い
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
何
回
も
話
し
て
ほ
し
い
と

言
わ
れ
た
が
話
し
て
い
な
い
。

　
瓦
礫
の
搬
出
場
所
も
問
題
だ
っ
た
。
想
像
以
上
の
瓦
礫
の
量
だ
っ
た
。
防
潮
林

は
県
有
地
だ
っ
た
の
で
、
県
振
興
局
の
許
可
を
得
て
使
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
個

人
の
畑
ま
で
は
み
出
し
て
積
み
上
げ
た
。
長
内
川
の
上
流
の
現
場
事
務
所
と
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
空
き
地
、
河
川
敷
も
使
っ
た
。

　
「
鳥
居
綴
」
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

「
３
月
13
日　

 

自
衛
隊
①　
施
設　
啓
開
作
業　
南
か
ら

 
 

同　
　
②　
消
火　
30
名
、
啓
開
捜
索　
10
名
、
重
機　
１
台

 
 

消
防
団　
　
山
火
事　
捜
索
に
つ
く　
大
下

 
 

イ
タ
イ
（
遺
体
カ
）（
箱
）（
棺
桶
カ
）、
米
の
手
配

 
 

自
衛
隊
施
設
部
隊
が
南
か
ら
は
い
る

　
６
：
00　
　

 

ケ
ガ
人　
①
Ｏ
さ
ん
（
39
才
）（
骨
折
？
）
右
肩
、
右
足
、
左
腰
、

 
 

意
識
Ｏ
Ｋ

 
 

②
Ｏ
さ
ん
（
野
原
２
）　
左
下
あ
ご
出
血
、
右
頭
部
打
撲
、
意
識 

 
 

Ｏ
Ｋ

　
７
：
45　
　

 

宮
古
消
防
署
救
急
隊
が
到
着

 
 

人
工
透
析
患
者　
１
名
（
川
向　
Ｙ
さ
ん
）
を
宮
古
病
院
ま
で

 
 

搬
送

　
22
：
00　
　

 

北
校
よ
り
避
難
者
の
報
告　
北
校
側
の
計
測
と
調
書
の
数
が
合

 
 

わ
な
い
が
「
約
２
６
０
人
」
と
の
こ
と
、
３
０
０
で
カ
ウ
ン
ト

 
 

済
み

３
月
14
日　
自
衛
隊
４
８
０
人
（
北
海
道
）　

　
①
９
特
連
３
大
隊　
大
槻    

３
／
12
～
３
／
14

各地域における東日本大震災
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た
人
た
ち
は
、
こ
ち
ら
の
体
制
が
整
っ
た
後
だ
っ
た
の
で
問
題
は
な
か
っ
た
。

マ
ス
コ
ミ

　
３
月
は
津
波
研
究
者
、
市
の
対
策
本
部
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
大
勢
が
押
し
か
け
て

来
て
、
そ
の
日
誰
が
来
た
か
、
も
ら
っ
た
名
刺
に
日
付
を
入
れ
て
い
た
が
、
間
に

合
わ
な
く
な
っ
た
。
忙
し
い
中
を
マ
ス
コ
ミ
が
来
る
の
で
煩
わ
し
か
っ
た
。
現
場

が
混
乱
し
て
い
る
時
に
来
ら
れ
る
と
仕
事
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
。
こ
う
い
う

の
は
、
代
表
取
材
を
し
て
同
じ
記
事
を
流
す
こ
と
も
必
要
だ
と
思
っ
た
。
こ
ち
ら

も
、
同
じ
話
を
し
て
い
て
も
、
メ
モ
を
見
て
話
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
、
微

妙
に
内
容
が
異
な
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
後
で
言
わ
れ
る
。

記
者
は
、
来
た
か
ら
に
は
何
か
記
事
を
持
っ
て
帰
り
た
い
か
ら
、
こ
ち
ら
の
事
情

を
無
視
し
て
聞
い
て
く
る
。

　
マ
ス
コ
ミ
の
人
か
ら
、
福
島
で
は
原
発
事
故
で
大
変
だ
か
ら
、
こ
ち
ら
は
忘
れ

ら
れ
て
ゆ
く
と
言
わ
れ
た
と
き
は
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
こ
ち
ら
も
大
変
な
の
に
と

思
っ
た
。

遺
体
処
理

　
遺
体
の
こ
と
は
困
っ
た
。
田
老
常
運
寺
の
火
葬
場
は
老
朽
化
し
て
い
て
連
続
し

て
使
え
な
い
し
、
宮
古
に
は
道
が
ふ
さ
が
っ
て
行
か
れ
な
い
。
国
道
が
通
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
岩
泉
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
遺
体
は
、
警

察
の
管
轄
な
の
で
警
察
に
任
せ
た
が
、
場
所
は
市
町
村
で
決
め
ろ
と
言
わ
れ
た
。

　
昭
和
８
年
の
津
波
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
て
、
神
社
の
境
内
に
安
置
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
た
が
、
宮
古
北
高
に
安
置
す
る
こ
と
を
警
察
が
言
っ
た
ら
し
く
、
校
長

は
不
服
を
言
っ
て
来
た
。

　
小
堀
内
の
遺
体
は
北
高
ま
で
運
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
遺
体
の
検
案
を
す
る
医

師
も
足
り
な
い
。
個
人
の
家
に
置
い
て
お
く
わ
け
に
も
い
か
ず
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

の
ホ
テ
ル
も
別
組
織
だ
っ
た
の
で
だ
め
だ
っ
た
が
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
置
か
せ
て

も
ら
っ
た
。
遺
体
は
小
堀
内
漁
港
で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
だ
っ
た
。

　
摂
待
地
区
の
人
た
ち
の
分
は
岩
泉
の
火
葬
場
を
使
っ
た
。
遺
体
は
火
葬
し
な
い

と
安
置
場
所
が
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
＋
８
人

　
３
月
13
日　
14
人　
（
累
計　
19
人
）」

総
合
事
務
所
の
中

　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
を
避
難
所
と
し
て
運
営
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
で
き
て

い
た
。
だ
が
、
具
体
的
な
こ
と
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
に
教
え
て
も
ら
っ
た
。

毎
週
月
曜
日
に
班
長
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
て
、
情
報
提
供
や
要
望
を
聞
き
取
っ
た
。

鳥
居
課
長
は
、
元
々
土
木
技
師
で
、
整
理
す
る
こ
と
は
得
意
だ
っ
た
。
ま
た
、
資

料
は
取
っ
て
お
く
の
だ
と
も
言
っ
て
い
た
。
田
老
に
関
係
し
た
新
聞
の
記
事
は
別

の
臨
時
職
員
に
指
示
し
て
す
べ
て
取
っ
て
お
く
よ
う
に
し
た
。
鳥
居
課
長
に
は
、

総
合
事
務
所
か
ら
出
な
い
で
瓦
礫
除
去
の
こ
と
に
つ
い
て
や
る
よ
う
に
言
っ
た
。

防
災
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　
防
災
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
考
え
る
か
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
っ
た
が
、
農
業
課
は
食

糧
の
供
給
の
み
で
、
本
部
は
全
く
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
。
田
老
総
合
事
務
所
に

は
自
家
発
電
装
置
が
あ
っ
た
の
で
、
毎
日
軽
油
を
補
給
し
て
発
電
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

テ
レ
ビ
か
ら
情
報
を
得
て
い
た
。
市
町
村
合
併
の
時
に
田
老
の
議
員
が
、
宮
古
市

の
対
策
本
部
に
自
家
発
電
が
な
い
の
は
お
か
し
い
と
言
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
本

当
に
な
っ
た
。

　
被
災
当
日
の
夜
、
田
老
診
療
所
の
黒
田
先
生
が
、
透
析
の
必
要
な
患
者
が
い
る

の
で
医
療
機
関
に
運
ば
な
け
れ
ば
と
言
っ
た
。
人
工
透
析
の
患
者
は
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
を
小
学
校
の
校
庭
に
降
ろ
し
て
宮
古
病
院
ま
で
運
ん
だ
。
酸
素
ボ
ン
ベ
は
自

家
発
電
が
あ
っ
た
の
で
大
丈
夫
だ
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
の
一
部
は
、
自
分
た
ち
の
食
料
も
全
部
車
に
積
ん
で

き
て
、
現
地
に
は
迷
惑
を
か
け
な
い
体
制
で
来
て
く
れ
て
有
り
難
か
っ
た
。
だ
が
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
は
、
食
事
か
ら
宿
泊
の
提
供
ま
で
求
め
て
き
た
。

大
勢
で
来
た
人
た
ち
ほ
ど
そ
う
だ
っ
た
。
被
災
直
後
の
混
乱
し
て
い
る
時
に
来
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
世
話
に
は
負
担
を
感
じ
た
。
時
間
が
た
っ
て
社
協
を
通
じ
て
来

田老地域における支援体制
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そ
し
て
、
平
成
23
年
３
月
11
日
、
大
震
災
が
お
き
た
。
大
災
害
を
受
け
て
平
成

23
年
７
月
31
日
で
「
㈱
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
」
と
の
委
託
契
約
は
解
除
に

な
っ
た
。
こ
う
し
て
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
は
運
営
の
す
べ
て
を
㈶
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
田
老

が
行
う
こ
と
と
な
り
、
８
月
１
日
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

７
月
末
ま
で
い
た
ス
タ
ッ
フ
の
多
く
は
「
㈱
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
」
の
契

約
解
除
に
伴
い
、
解
雇
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
新
規
に
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
た
。

希
望
が
あ
れ
ば
再
雇
用
も
し
た
の
だ
が
、「
職
員
を
解
雇
し
た
」
と
新
聞
に
厳
し
く

書
か
れ
た
り
も
し
た
。
希
望
者
以
外
は
仮
設
住
宅
か
ら
募
集
し
た
り
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
を
通
し
て
被
災
者
を
集
め
た
。

避
難
者
へ
の
対
応

　
３
・
11
の
時
は
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
い
た
。
宮
古
市
の
林
業
課
の
人
た
ち
と
、

平
成
23
年
の
植
樹
の
た
め
の
樹
種
を
決
め
る
た
め
、
現
地
調
査
を
し
て
い
た
。
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
に
市
民
の
森
を
造
成
し
て
３
年
目
だ
っ
た
。
現
地
を
見
て
戻
る
と
き

に
地
震
が
き
て
、
道
路
も
揺
れ
て
車
も
揺
れ
た
。
こ
の
地
震
だ
と
津
波
が
大
き
く

な
る
と
言
っ
て
、
そ
の
後
の
会
議
を
中
止
し
て
役
所
の
人
た
ち
は
す
ぐ
帰
っ
た
。

　
私
の
自
宅
は
国
道
45
号
線
沿
い
に
あ
る
ロ
ー
ソ
ン
の
近
く
か
ら
海
岸
部
に
入
っ

た
乙
部
地
区
な
の
だ
が
、
現
地
で
対
応
す
る
た
め
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
残
っ
た
。
当

時
こ
こ
は
指
定
避
難
所
に
な
っ
て
い
た
。
ホ
テ
ル
、
ア
リ
ー
ナ
、
体
育
館
の
ど
こ

と
は
っ
き
り
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
寒
い
の
で
ホ
テ
ル
を
避
難
所
に
し
よ
う

と
思
っ
て
い
た
。
ホ
テ
ル
に
着
い
て
か
ら
津
波
が
３
㍍
と
聞
い
た
が
、
避
難
者
の

受
け
入
れ
準
備
を
始
め
た
。
徐
々
に
人
々
が
集
ま
り
だ
し
た
。
当
時
ホ
テ
ル
は「
㈱

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
」
が
営
業
責
任
者
だ
っ
た
の
で
、
宿
泊
棟
以
外
の
１

階
と
２
階
部
分
を
避
難
者
の
た
め
に
使
い
た
い
と
お
願
い
し
て
、
許
可
を
取
っ
た
。

３
月
９
日
に
も
地
震
が
あ
り
、
危
な
い
と
考
え
た
人
は
早
く
避
難
し
て
い
た
。

　
未
だ
か
つ
て
な
い
揺
れ
な
の
で
、
私
も
す
ぐ
に
判
断
し
た
。
山
田
町
や
横
浜
な

ど
か
ら
の
宿
泊
客
も
い
た
。
大
き
な
地
震
で
電
気
は
切
れ
て
い
た
が
、
ホ
テ
ル
棟

に
は
自
家
発
電
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
重
油
の
暖
房
も
大
丈
夫
だ
っ
た
。
寒
か
っ
た

の
で
暖
房
を
つ
け
た
が
、
揺
れ
が
あ
る
た
び
に
客
を
外
に
出
し
た
。
水
も
た
く
さ

ん
は
無
か
っ
た
の
で
、
ト
イ
レ
は
１
か
所
に
し
て
、
た
ら
い
を
置
い
て
そ
の
水
で

　
常
運
寺
で
の
火
葬
は
、
住
職
が
葬
儀
屋
と
相
談
し
て
進
め
て
い
た
。
３
月
下
旬

に
は
、
北
高
の
安
置
所
の
遺
体
数
も
少
な
く
な
っ
た
の
で
、
安
置
所
を
公
民
館
の

体
育
室
に
変
更
し
、さ
ら
に
数
が
少
な
く
な
っ
て
、宮
古
の
千
徳
体
育
館
に
移
し
た
。

　
拾
得
物
の
中
で
重
要
と
思
わ
れ
た
も
の
は
、
総
合
事
務
所
の
金
庫
に
入
れ
た
。

全
体
が
落
ち
着
く
ま
で
は
、
法
律
論
よ
り
、
今
、
ど
う
す
る
か
で
決
め
て
ゆ
か
な

く
て
は
い
け
な
か
っ
た
。

２　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
で
の
３
月
11
日
以
降

　
一
方
震
災
当
時
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
で
は
ど
の
よ
う
な
動
き
が
あ
っ
た
の
か
。
当

時
㈶
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
田
老
の
専
務
取
締
役
を
し
て
い
た
赤
沼
正
清
さ
ん
（
昭
和
15

年
生
、
乙
部
、
現
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
仮
設
）
に
２
０
１
２
年
８
月
13
日
、
19
日
に
話

を
聞
い
た
。
ま
た
総
合
事
務
所
と
同
じ
よ
う
に
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
で
も
３
月
17
日

か
ら
７
月
24
日
ま
で
の
『
避
難
所
連
絡
帳
』（
以
降
は
『
連
絡
帳
』
と
略
す
）
と
い

う
記
録
が
残
っ
て
い
た
。
以
下
で
は
こ
の
記
録
も
参
照
し
な
が
ら
見
て
ゆ
く
こ
と

に
す
る
。

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
３
月
11
日

　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
は
、
昭
和
60
年
に
「
財
団
法
人
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
田
老
」
と
し
て

開
業
さ
れ
た
。
そ
れ
を
平
成
17
年
３
月
31
日
に
国
の
年
金
福
祉
事
業
団
か
ら
田
老

町
が
取
得
し
、
平
成
17
年
６
月
６
日
に
宮
古
市
と
の
合
併
で
所
有
権
が
宮
古
市
に

移
っ
た
。
平
成
18
年
３
月
31
日
に
は
㈶
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
田
老
の
直
営
管
理
と
な
り
、

宿
泊
部
門（
ホ
テ
ル
）は
観
光
の
プ
ロ
に
任
せ
る
と
い
う
こ
と
で
、東
京
の
西
洋
フ
ー

ズ
コ
ン
パ
ス
グ
ル
ー
プ
㈱
に
移
っ
た
。
こ
の
間
、
宮
城
・
岩
手
の
大
地
震
が
あ
り
、

風
評
被
害
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、西
洋
フ
ー
ズ
㈱
と
の
契
約
は
９
年
だ
っ

た
が
、
２
年
く
ら
い
で
辞
め
た
い
と
申
し
出
が
あ
り
、
結
局
こ
の
会
社
は
３
年
６

か
月
で
引
き
上
げ
て
い
っ
た
。
地
元
の
人
を
経
営
に
入
れ
な
い
と
だ
め
だ
と
い
う

こ
と
で
、
地
元
と
、「
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
瀬
戸
内
」
の
社
長
さ
ん
に
経
営
を
手
伝
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
平
成
21
年
11
月
20
日
に
「
㈱
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
」
を

設
立
、
平
成
22
年
４
月
１
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
て
再
出
発
を
果
た
し

た
。

各地域における東日本大震災



61

　
避
難
し
て
き
た
人
の
中
に
は
、
波
を
か
ぶ
っ
て
ず
ぶ
濡
れ
の
人
が
４
、５
人
い
た

の
で
、
専
務
室
に
入
れ
た
。
妊
婦
さ
ん
、
ケ
ガ
人
も
運
ば
れ
て
来
た
。
13
日
に
こ

ち
ら
に
現
地
入
り
し
て
き
た
秋
田
（
鹿
角
・
大
曲
・
横
手
な
ど
）
の
救
急
隊
と
、

元
宮
古
広
域
消
防
の
金
澤
純
二
さ
ん
と
相
談
し
て
、
岩
泉
の
済
生
会
病
院
に
運
ん

だ
。
岩
泉
の
病
院
の
柴
野
先
生
が
、
治
療
や
そ
の
先
の
手
配
を
し
て
く
れ
て
、
妊

産
婦
２
人
と
岩
泉
で
治
療
し
て
も
ダ
メ
な
骨
折
な
ど
を
し
た
６
人
は
そ
の
後
、
盛

岡
の
医
大
に
入
院
さ
せ
た
よ
う
だ
。
金
澤
さ
ん
が
ギ
プ
ス
を
し
て
送
っ
た
人
も
い

る
。
Ｏ
さ
ん
は
し
ば
ら
く
様
子
を
み
た
が
調
子
が
悪
く
済
生
会
病
院
へ
送
っ
た
。

Ｍ
さ
ん
は
体
調
を
崩
し
て
救
急
車
で
運
ん
だ
。
済
生
会
か
ら
は
、
決
め
ら
れ
た
時

間
に
運
ん
で
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
の
で
、
午
前
１
回
午
後
１
回
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
岩
泉
ま
で
運
ん
だ
。
45
分
で
着
け
る
。
岩
泉
済
生
会
病
院
の
柴

野
先
生
と
は
以
前
か
ら
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
。
柴
野
先
生
が
田
老
病
院
に
勤
務
し

て
い
た
当
時
、
私
も
一
緒
に
働
い
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
医
療
的
な
受
け
入
れ

体
制
は
、
こ
れ
で
整
っ
た
。

　
社
協
田
老
セ
ン
タ
ー
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
ら
も
こ
こ
に
避
難
し
て
き
た
。

カ
ラ
オ
ケ
室
や
畳
の
部
屋
は
重
症
者
や
病
気
の
方
の
部
屋
に
し
た
。
そ
し
て
、
看

護
師
や
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
を
持
っ
た
人
や
経
験
者
に
彼
ら
を
看
て
も
ら
っ
た
。
救

護
の
部
屋
に
は
赤
十
字
の
看
板
を
か
け
た
。
田
老
診
療
所
の
先
生
は
当
初
田
老
総

合
事
務
所
に
い
た
が
、
数
日
後
か
ら
北
高
校
を
拠
点
に
あ
ち
こ
ち
の
避
難
所
を
巡

回
診
療
し
た
。
石
川
県
の
日
赤
も
「
対
策
本
部
は
こ
こ
か
」
と
入
っ
て
き
た
。「
現

地
対
策
本
部
は
田
老
総
合
事
務
所
だ
」
と
言
っ
た
。
す
で
に
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
で
は

医
療
的
な
受
け
入
れ
体
制
が
で
き
始
め
て
い
た
の
で
、「
こ
ち
ら
の
看
護
師
ら
の
指

示
で
動
い
て
く
れ
」
と
言
っ
た
。
彼
ら
は
半
日
く
ら
い
で
帰
っ
た
が
、
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
に
は
無
線
機
も
な
く
て
大
変
だ
と
田
老
総
合
事
務
所
に
話
し
て
く
れ
た
。

　
こ
れ
ら
は
す
べ
て
田
老
総
合
事
務
所
を
通
さ
ず
、
現
場
対
応
だ
っ
た
。
た
だ
、

最
も
心
配
し
た
の
は
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
職
員
の
中
で
は
災
害
対
応
な
ど
の
経
験
者
が

自
分
一
人
き
り
で
、
他
は
火
災
の
避
難
訓
練
く
ら
い
し
か
や
っ
た
こ
と
の
な
い
者

ば
か
り
だ
っ
た
こ
と
だ
。

組
織
体
制

各
自
が
処
理
を
し
て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
し
た
。

　

避
難
者
は
ホ
テ
ル
ロ
ビ
ー
と
廊
下
、
大
広
間
に
案
内
し
た
。
従
業
員
の
宿
舎

に
は
非
常
用
の
寝
具
が
あ
っ
た
。
三
王
閣
に
あ
っ
た
も
の
を
引
き
取
っ
て
災
害
用

に
取
っ
て
お
い
た
の
だ
。
最
初
は
寒
い
の
で
２
枚
敷
い
て
い
た
人
も
い
た
が
、
避

難
者
が
増
え
て
１
枚
ず
つ
に
な
っ
た
。
11
日
は
４
０
０
名
く
ら
い
、
12
日
か
ら
は

１
千
名
位
の
出
入
り
が
あ
っ
た
。

　
食
べ
物
は
団
体
客
の
宴
会
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
材
料
も
す
べ

て
提
供
し
て
も
ら
っ
た
。
食
料
は
11
日
か
ら
13
日
ま
で
は
間
に
合
っ
た
が
、
14
日

の
朝
か
ら
の
分
は
十
分
に
な
か
っ
た
。
外
部
と
の
通
信
が
す
べ
て
途
絶
え
て
い
た

の
で
、
13
日
の
夜
中
に
営
業
本
部
長
と
救
援
物
資
の
要
請
を
し
に
田
老
総
合
事
務

所
へ
向
か
っ
た
の
だ
が
、
国
道
が
遮
断
さ
れ
て
い
て
行
け
な
か
っ
た
。
三
鉄
の
ト

ン
ネ
ル
を
通
っ
て
行
こ
う
と
し
た
が
、
11
日
か
ら
の
火
災
に
よ
り
ト
ン
ネ
ル
内
に

煙
が
発
生
し
て
通
れ
ず
に
戻
っ
て
き
た
。
14
日
早
朝
、
水
沢
地
区
の
一
部
は
ド
コ

モ
が
通
じ
て
い
る
と
聞
い
た
の
で
、
そ
こ
ま
で
行
き
、
最
後
の
望
み
を
か
け
て
知

り
合
い
の
役
所
職
員
10
人
く
ら
い
に
片
っ
端
か
ら
電
話
を
か
け
た
。
そ
の
う
ち
繋

が
っ
た
の
は
２
人
だ
け
だ
っ
た
。
結
局
、
14
日
の
朝
は
食
料
が
足
り
ず
、
子
供
と

身
体
の
弱
い
人
の
み
に
配
り
、
大
人
は
我
慢
し
て
欲
し
い
と
頼
ん
だ
。
そ
ん
な
中

で
近
所
の
人
が
食
べ
物
や
お
に
ぎ
り
を
持
ち
寄
っ
て
く
れ
た
。
ま
た
、
岩
泉
の
消

防
隊
が
お
に
ぎ
り
を
運
ん
で
き
て
く
れ
た
。

　
14
日
の
11
時
頃
、
宮
古
の
新
里
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
山
の
方
を
回
っ
て
お
に
ぎ

り
が
届
い
た
。
よ
そ
へ
回
す
予
定
を
こ
ち
ら
に
回
し
て
く
れ
た
ら
し
い
。
う
れ
し

さ
と
安
堵
で
、
嗚
咽
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　
寺
や
小
学
校
の
避
難
所
で
は
こ
こ
よ
り
も
大
変
で
、
北
高
校
も
大
変
だ
っ
た
ら

し
い
。
樫
内
で
は
ウ
ニ
ま
で
出
し
て
く
れ
た
人
が
い
た
ら
し
い
。
摂
待
地
区
で
は

自
宅
が
壊
れ
な
か
っ
た
人
た
ち
も
、
水
も
電
気
も
な
い
の
で
こ
こ
に
来
た
人
た
ち

も
い
た
。

　
「
紙
コ
ッ
プ
や
割
り
箸
は
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
」、「
皆
で
が
ん
ば
ろ
う
」
と
毎

朝
放
送
し
た
り
し
た
。
こ
の
頃
は
皆
ま
だ
お
び
え
て
い
た
。

病
人
、
け
が
人
へ
の
対
応

田老地域における支援体制
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と
が
決
ま
る
と
、
自
衛
隊
は
体
育
館
に
移
り
、
体
育
館
に
支
援
物
資
が
来
る
よ
う

に
な
る
と
ま
た
移
動
し
て
い
っ
た
。
最
後
は
、
現
在
の
仮
設
保
育
所
の
あ
た
り
に

野
営
本
部
を
置
い
た
。
自
衛
隊
は
邪
魔
に
な
ら
な
い
場
所
に
点
々
と
移
っ
た
。

　
ご
飯
の
炊
き
出
し
と
食
材
の
準
備
は
自
衛
隊
が
行
い
、
副
食
は
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

で
担
当
し
た
。
そ
れ
ら
は
総
合
事
務
所
ま
で
運
ば
れ
、
そ
し
て
各
避
難
所
へ
自
衛

隊
が
運
ん
だ
。
水
も
自
衛
隊
が
運
ん
で
く
れ
た
。
水
は
摂
待
川
か
ら
取
水
し
て
い

る
の
で
、
管
が
破
裂
し
て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
た
。
施
設
が
大
き
い
の
で
、

故
障
の
こ
と
を
考
え
、
あ
ち
こ
ち
点
検
さ
せ
た
。
ガ
ス
だ
け
は
漏
れ
て
い
る
と
大

変
な
の
で
、
専
門
家
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
っ
て
か
ら
使
っ
た
。
私
は
主
に
フ
ロ

ン
ト
に
い
た
。
役
所
か
ら
何
が
足
り
な
い
か
、
避
難
者
は
何
人
い
る
か
、
と
聞
か

れ
る
が
、昼
は
い
な
く
て
夜
だ
け
来
る
人
も
い
た
。
他
の
避
難
所
で
物
が
な
く
な
っ

て
こ
ち
ら
に
来
る
人
も
い
る
。
紙
コ
ッ
プ
や
箸
も
不
足
し
て
き
て
、
捨
て
ず
に
マ

イ
コ
ッ
プ
、
マ
イ
箸
に
し
て
使
っ
て
も
ら
っ
た
。
歯
ブ
ラ
シ
・
歯
磨
き
粉
の
要
請

を
し
た
が
、
役
所
か
ら
は
、
そ
れ
は
二
次
物
資
だ
か
ら
後
に
な
る
と
言
わ
れ
た
。

外
か
ら
は
泥
靴
で
入
っ
て
く
る
の
で
、
感
染
症
予
防
の
た
め
フ
ロ
ン
ト
で
す
べ
て

履
き
替
え
さ
せ
た
。
医
者
と
看
護
師
が
来
て
か
ら
も
こ
の
こ
と
を
心
配
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
現
地
へ
行
っ
た
と
き
の
ヘ
ド
ロ
の
つ
い
た
泥
靴
は
玄
関
で
シ
ャ
ッ
ト
ア

ウ
ト
し
た
。
ト
イ
レ
も
履
き
替
え
さ
せ
、
風
呂
も
検
査
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
心
配
だ
っ
た
の
で
手
洗
い
を
励
行
さ
せ
、
そ
の
結
果
マ
ス
ク
の
人
が
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
た
。
３
月
の
途
中
か
ら
は
、
１
階
と
２
階
が
避
難
所
で
、
３
階
と
４
階
は

仮
診
療
所
に
し
た
。

４
月
以
降
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
と
田
老

　
４
月
か
ら
は
被
災
者
の
内
陸
避
難
が
始
ま
り
、
そ
の
経
費
は
県
が
払
っ
た
。
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
は
県
の
制
度
に
よ
り
利
用
で
き
た
。
４
月
３
日
か
ら
人
が
減
り
始
め

た
の
で
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
は
被
災
者
用
住
宅
と
し
て
使
え
た
。
そ
こ
で
施
設
を
居

住
者
に
貸
し
、
自
炊
に
し
た
。
仮
設
に
は
生
協
か
ら
配
給
が
あ
っ
た
。

　
８
月
１
日
か
ら
営
業
許
可
を
取
り
、
ス
タ
ッ
フ
募
集
を
し
た
。
そ
の
た
め
職
員

を
解
雇
し
た
と
新
聞
に
書
か
れ
た
り
も
し
た
。
こ
ち
ら
で
は
希
望
が
あ
れ
ば
再
雇

用
も
し
た
。
こ
う
し
て
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
は
宮
古
市
の
管
理
と
な
っ
た
。
平
成
24
年

　
組
織
体
制
が
で
き
た
の
は
15
日
頃
だ
っ
た
。
当
時
会
社
の
ト
ッ
プ
で
責
任
者
の

宍
戸
氏
と
、
社
協
の
藤
島
氏
と
私
の
３
人
で
組
織
体
制
を
作
り
上
げ
た
。
そ
の
３

日
後
に
営
業
部
長
も
東
京
出
張
か
ら
帰
り
４
人
体
制
と
な
っ
た
。
㈶
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
田
老
の
牧
野
さ
ん
、
山
田
さ
ん
は
主
に
総
務
班
。
給
食
班
と
輸
送
班
は
佐
藤
健

太
郎
さ
ん
（
元
田
老
町
役
場
職
員
）
が
兼
務
し
た
。
彼
は
田
老
給
食
セ
ン
タ
ー
と

田
老
保
育
所
長
経
験
者
だ
っ
た
。防
災
点
検
と
施
設
班
は
畠
山
さ
ん・山
本
さ
ん（
㈶

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
田
老
）、
そ
し
て
水
道
技
術
者
の
菅
原
究
諾
さ
ん
（
元
田
老
町
役
場

職
員
）。
救
急
班
は
元
宮
古
広
域
消
防
の
金
澤
純
二
さ
ん
、
看
護
師
経
験
者
の
吉
水

さ
ん
、
柾
屋
さ
ん
、
山
本
さ
ん
、
朝
倉
さ
ん
ら
に
お
願
い
し
た
。
物
資
班
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
含
め
て
、社
会
福
祉
協
議
会
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
メ
ン
バ
ー

だ
っ
た
看
護
師
、
介
護
士
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
指
導
員
な
ど
に
お
願
い
し
て
、

こ
こ
で
物
資
の
受
け
入
れ
、
配
分
も
担
当
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
し
て
、「
㈱
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
」の
職
員
の
方
た
ち
は
、フ
ロ
ン
ト
で
の
対
応
や
食
事
の
準
備
、

掃
除
な
ど
を
避
難
者
の
人
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
や
っ
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
メ
ン
バ
ー
で
３
月
31
日
ま
で
現
地
対
応
し
た
。

外
部
と
の
対
応

　
震
災
当
初
は
、
田
老
総
合
事
務
所
に
あ
っ
た
現
地
対
策
本
部
と
の
連
絡
が
全
く

取
れ
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
自
衛
隊
は
、
早
く
来
て
く
れ
た
。
北
海
道
の
自
衛

隊
は
15
日
に
岩
泉
方
面
か
ら
入
っ
て
き
た
。
第
１
か
ら
第
３
隊
で
彼
ら
は
ア
リ
ー

ナ
に
入
っ
て
も
ら
っ
た
。
自
衛
隊
が
来
て
か
ら
は
、
そ
の
通
信
網
を
使
っ
て
連
絡

を
取
っ
た
。
こ
の
間
、
炊
き
出
し
、
支
援
物
資
、
不
足
物
に
関
し
て
は
自
衛
隊
が

動
い
て
く
れ
た
。
自
衛
隊
に
は
ガ
ソ
リ
ン
、
重
油
、
灯
油
を
依
頼
し
た
。
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
も
皆
流
れ
た
の
で
、
緊
急
車
両
の
み
入
れ
た
。
も
っ
と
も
重
宝
し
た

の
が
水
と
自
家
発
電
用
の
重
油
だ
っ
た
。

　
電
気
は
15
日
の
夕
方
に
は
点
い
た
の
で
水
を
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
17
日
か
ら
風
呂
の
準
備
も
で
き
入
浴
さ
せ
た
。
自
衛
隊
に
も
水
を
供
給
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
自
衛
隊
の
タ
ン
ク
車
で
一
般
家
庭
に
も
配
給
で
き
た
。
自
衛
隊

は
食
事
と
水
の
供
給
を
や
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
当
時
は
、
ア
リ
ー
ナ
の
駐
車
場
が

自
衛
隊
の
車
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
被
災
者
が
ア
リ
ー
ナ
に
移
る
こ

各地域における東日本大震災
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い
た
。
避
難
者
名
簿
に
載
せ
て
い
る
人
た
ち
も
あ
ち
こ
ち
に
動
い
て
い
て
、
避
難

者
の
人
数
が
増
え
て
し
ま
っ
た
。　
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
、
避
難
所
を
１
か
所
に

集
め
る
こ
と
に
決
め
た
。

　
３
月
15
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
、
避
難
所
に
職
員
を
配
置
す
る
よ
う
に
災
害
本

部
か
ら
指
示
さ
れ
た
が
、
職
員
が
足
り
な
い
。
本
部
か
ら
も
田
老
に
出
せ
る
人
数

は
な
い
と
い
う
。
そ
れ
で
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
赤
沼
さ
ん
と
相
談
を
し
て
、
避
難

所
を
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
１
か
所
に
集
め
る
こ
と
に
し
た
。
避
難
所
で
は
常
に
人
の
移

動
が
あ
る
の
で
、
毎
日
避
難
所
に
行
っ
て
人
数
を
確
認
し
た
。

　
３
月
20
日
ご
ろ
ま
で
に
、
他
地
区
に
避
難
し
て
い
た
人
た
ち
も
田
老
に
戻
っ
て

来
て
、
各
避
難
所
の
ま
と
ま
り
も
出
て
き
た
。

　
内
陸
へ
の
一
時
避
難
者
も
い
た
。
県
に
よ
る
割
り
当
て
で
、
希
望
者
は
県
内
の

保
養
地
の
安
比
、
八
幡
平
、
花
巻
な
ど
に
一
時
避
難
を
し
た
。
そ
れ
ら
の
費
用
、

１
泊
５
千
円
の
金
額
を
県
が
負
担
し
た
。

　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
ホ
テ
ル
を
使
用
し
た
被
災
者
は
、
４
月
３
日
か
ら
７
月
31
日

ま
で
宿
泊
し
た
。

　
当
時
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
は
、
財
団
経
営
で
専
務
が
赤
沼
正
清
さ
ん
だ
っ
た
。
ホ

テ
ル
は
委
託
し
て
い
て
、
別
会
社
が
運
営
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
被
災
当
初
は

ホ
テ
ル
を
避
難
所
に
す
る
話
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
は
じ
め
は
、
ホ
テ
ル
の

各
部
屋
を
避
難
者
用
に
使
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
赤
沼
さ
ん
は
会
社
と
話
し
合
っ

た
。
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
避
難
し
た
人
た
ち
に
関
し
て
は
、
赤
沼
さ
ん
に
任
せ
る
以

外
に
道
が
な
か
っ
た
。

　
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
３
月
24
日
、
25
日
付
け
の
「
鳥
居
綴
」
で
は
以
下
の

よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　

  「
３
／
24
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
扱
い
に
つ
い
て

　
　
災
害
救
助
法
に
基
づ
き
国
か
ら
１
泊
５
千
円
出
す

　
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
宿
泊
等
も
同
じ
と
す
る
（
各
体
育
館
に
住
ん
で
い
る
た
め
）

　
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
場
合
は
ア
リ
ー
ナ
に
す
る
。
宿
泊
等
は
弱
者
（
乳
幼
児
を

　
　
抱
え
て
い
る
家
族
な
ど
）
優
先
と
す
る
。
２
ヶ
月

　
　
避
難
所
は
期
限
を
切
っ
て
入
居

３
月
31
日
か
ら
は
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
従
業
員
は
希
望
者

以
外
は
仮
設
か
ら
募
集
し
た
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
被
災
者
を
集
め
た
。
パ
ー

ト
で
働
く
時
間
編
成
な
ど
も
や
っ
た
。

　
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
は
10
㍍
だ
っ
た
堤
防
を
14
・
７
㍍
に
す
る
予
定
が
あ

る
が
、
地
盤
沈
下
が
50
㌢
あ
る
。
今
回
の
津
波
で
は
堤
防
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
と

考
え
て
、避
難
行
動
が
ゆ
っ
く
り
だ
っ
た
り
、「
お
ら
は
い
い
、こ
こ
さ
で
死
ぬ
か
ら
」

と
い
う
人
が
い
た
。

　
田
老
の
乙
部
地
区
１
だ
け
で
28
人
亡
く
な
っ
た
。
妻
は
確
定
申
告
に
ゆ
き
、
津

波
が
来
た
と
知
り
、
家
か
ら
車
で
45
号
に
出
た
が
、
波
が
見
え
た
の
で
、
歩
い
て

近
く
の
山
に
登
っ
て
山
を
分
け
入
っ
て
逃
げ
延
び
た
。車
で
逃
げ
た
人
は
亡
く
な
っ

た
。
乙
部
２
（
野
原
）
で
は
20
人
亡
く
な
っ
た
。
役
場
の
近
く
の
人
た
ち
は
す
ぐ

に
山
へ
逃
げ
て
、
亡
く
な
っ
た
人
は
い
な
い
。

　
『
連
絡
帳
』
は
３
月
17
日
か
ら
記
載
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
日
は
３
５
０
名
の

人
数
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
翌
日
に
は
４
０
０
名
と
あ
り
、
余
白
に
は
「
移
動
が

激
し
い
」、「
昼
は
作
業
、夜
泊
ま
り
」
と
あ
る
。
10
人
く
ら
い
病
人
あ
り
と
記
さ
れ
、

こ
の
日
は
医
大
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
診
察
が
あ
っ
た
。
19
日
に
は
供
給
ル
ー

ト
が
で
き
て
重
油
に
よ
る
風
呂
が
開
設
さ
れ
、
自
衛
隊
の
炊
き
出
し
が
始
ま
っ
た
。

赤
沼
さ
ん
の
確
認
に
よ
る
と
、
自
衛
隊
は
田
老
地
区
１
２
０
０
名
分
の
食
料
を
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
と
共
同
で
準
備
し
た
い
意
向
で
、
数
日
中
に
は
宮
古
市
か
ら
食
材
を

調
達
で
き
る
予
定
だ
と
い
う
。
役
場
、
小
学
校
、
常
運
寺
、
北
高
な
ど
の
避
難
所

の
食
事
も
ま
か
な
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
19
日
か
ら
自
衛
隊
に
よ

る
炊
き
出
し
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
21
日
の
記
録
に
は
自
衛
隊
と
赤
沼
さ
ん
と
の

連
絡
が
な
さ
れ
ず
、
今
日
炊
き
出
し
が
で
き
る
か
把
握
で
き
な
い
と
い
う
。
ま
た

30
日
を
め
ど
に
田
老
地
区
の
避
難
者
を
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
統
合
す
る
と
い
う
案
が

出
て
き
た
。
そ
の
た
め
こ
の
日
に
総
務
課
と
田
老
診
療
所
の
ド
ク
タ
ー
が
来
て
、

ど
の
部
屋
に
何
人
置
く
か
の
検
討
が
な
さ
れ
た
。

３　
避
難
所
を
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
集
中

　
上
屋
敷
さ
ん
の
話
の
続
き
を
聞
こ
う
。
行
方
不
明
者
の
数
は
、
ま
だ
何
百
人
と

田老地域における支援体制
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②
設
置
期
間

　
　
　
　
平
成
23
年
４
月
１
日
（
金
）
～
平
成
23
年
５
月
31
日
（
火
）

　
　
　
③
収
容
者
の
範
囲
と
収
容
期
間

　
　
　
　
収
容
者
は
、
原
則
と
し
て
田
老
地
区
の
避
難
民
を
対
象
と
し
、
収
容
期

　
　
　
　
間
は
避
難
民
が
仮
設
住
宅
や
自
ら
の
手
配
に
よ
る
住
宅
等
へ
入
居
す
る

　
　
　
　
ま
で
の
期
間
と
す
る
。

　
　
　
④
収
容
予
定
人
数　
７
０
０
人
程
度

　
　
　
⑤
避
難
生
活
に
必
要
な
物
資
等
の
準
備

　
　
　
　
市
が
設
置
す
る
避
難
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、食
料
、水
、寝
具
、医
薬
品
、

　
　
　
　
テ
レ
ビ
な
ど
の
避
難
生
活
に
必
要
な
物
資
に
つ
い
て
は
、
市
が
準
備
す

　
　
　
　
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
《
宿
泊
施
設
の
活
用
に
よ
る
被
災
者
の
一
時
収
容
に
つ
い
て
》

１　
事
業
の
目
的

　

 

高
齢
者
だ
け
の
世
帯
や
障
が
い
者
の
い
る
世
帯
な
ど
が
、
仮
設
住
宅
や
自
ら
の

手
配
に
よ
る
住
宅
等
へ
入
居
す
る
ま
で
の
間
一
時
収
容
す
る
施
設
を
、
市
内
の

宿
泊
施
設
の
協
力
を
得
て
設
置
す
る
。

２　
設
置
施
設

・
浄
土
ヶ
浜
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

・
休
暇
村
陸
中
宮
古

・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ

３　
設
置
期
間

　
各
宿
泊
施
設
と
も
２
ヶ
月
間

４　
収
容
者
の
範
囲
と
収
容
期
間

　
 

収
容
世
帯
は
、
被
災
者
用
住
宅
（
市
営
・
雇
用
促
進
住
宅
）
の
申
込
基
準
に
準

じ
た
世
帯
と
し
、
収
容
期
間
は
仮
設
住
宅
や
自
ら
の
手
配
に
よ
る
住
宅
等
へ
入

居
す
る
ま
で
の
期
間
と
す
る
。

　
（
被
災
者
用
住
宅
申
込
基
準
）

　
　
区
分   　
　
　
　
世
帯
状
況

　
　
Ａ　
　
　

   
高
齢
者
（
65
才
以
上
で
２
名
以
上
）
だ
け
の
世
帯

　
　
北
高
・
お
寺
・
ふ
れ
あ
い
荘
・
小
学
校
の
順
で
異
動
さ
せ
る
。

　
　
自
炊
し
て
い
る
人
は
食
材
を
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
取
り
に
行
く
、
イ
ヤ
で
あ
れ

　
　
ば
避
難
所
へ
。」

　
　
　
　
《
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
へ
の
避
難
所
設
置
に
つ
い
て
》

　
　
⑴　
設
置
の
目
的　

　
　
　
平
成
23
年
３
月
11
日
の
大
津
波
に
よ
る
被
災
者
を
収
容
し
て
い
る
田
老
地

　
　
　
区
の
避
難
所
等
を
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
に
一
元
化
す
る
こ
と
に

　
　
　
よ
っ
て
、
田
老
地
区
の
避
難
所
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
運
営
を
図
る
。

　
　
＊
宮
古
地
区
で
も
、
同
様
に
各
地
区
で
も
設
置
し
て
い
る
避
難
所
の
集
約
化

　
　
　
を
す
す
め
る
。

　
　
⑵　
田
老
避
難
所
の
状
況
（
３
月
24
日
現
在
）

　
　
　
避
難
所
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
避
難
者
数　
　
　
　
　
　
適
用

　
　
　
田
老
総
合
事
務
所 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
６

　
　
　
田
老
第
一
小
学
校 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
７

　
　
　
宮
古
北
高
校 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
１
８

　
　
　
常
運
寺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
４

　
　
　
Ｇ
Ｐ
三
陸
み
や
こ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
４
８

　
　
　
ふ
れ
あ
い
荘 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
０

　
　
　
小
田
代
山
荘 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９

　
　
　
樫
内
集
会
所 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
５

　
　
　
摂
待
集
会
施
設 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０

　
　
　
　
　
　
　
合
計 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
８
７

　
　
⑶　
避
難
所
の
内
容

　
　
　
①
設
置
場
所　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
「
パ
シ
フ
イ
ッ
ク
ア
リ
ー
ナ
」

　
　
　
＊
宮
古
地
区
に
お
い
て
は
、
避
難
所
の
集
約
化
を
進
め
る
と
し
て
も
、
当

　
　
　
　
面
学
校
の
体
育
館
や
公
共
施
設
等
を
継
続
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
た

　
　
　
　
め
、
そ
れ
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
に
加
え
、
収
容
人
数
も
か
な
り

　
　
　
　
の
数
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
の
パ
シ

　
　
　
　
フ
イ
ッ
ク
ア
リ
ー
ナ
を
使
用
す
る
。

各地域における東日本大震災
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あ
っ
た
が
、
班
を
８
つ
に
し
て
班
長
も
決
め
て
対
応
し
た
。
結
果
と
し
て
１
か
所

に
し
た
こ
と
は
よ
か
っ
た
。

　
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
も
決
め
た
。
今
は
ゆ
い
と
り
工
房
の
代
表
を
し
て
い
る
大

棒
レ
オ
子
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
と
説
明
を
し
た
ら
理
解
し
て
く
れ
、
皆
に
指
示
を
し

て
く
れ
た
。
食
事
の
配
分
も
、
時
間
や
班
の
順
番
を
決
め
て
う
ま
く
い
っ
た
。

　
前
に
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
ホ
テ
ル
で
働
い
て
い
た
船
越
博
之
さ
ん
に
は
、
臨
時
職

員
と
し
て
戻
っ
て
も
ら
い
、
避
難
者
が
配
膳
か
ら
食
後
の
食
器
洗
い
ま
で
で
き
る

よ
う
に
指
示
を
し
て
も
ら
っ
た
。

　
８
０
０
人
も
い
る
と
協
力
的
な
人
も
た
く
さ
ん
い
て
う
ま
く
動
い
て
く
れ
る
。

総
合
事
務
所
の
職
員
だ
け
で
は
う
ま
く
で
き
な
い
。
職
員
は
昼
４
人
、
夜
２
人
常

駐
し
た
。

　
ア
リ
ー
ナ
で
分
け
た
班
は
、
被
災
前
の
自
治
会
ご
と
に
、
さ
ら
に
、
家
族
の
人

数
に
よ
っ
て
居
住
サ
イ
ズ
を
決
め
、
床
に
線
を
引
い
て
割
り
当
て
た
。
一
方
、
ホ

テ
ル
の
方
は
、１
部
屋
４
人
、ベ
ッ
ド
で
し
か
休
め
な
い
人
や
70
歳
以
上
の
高
齢
者
、

障
が
い
者
と
そ
の
家
族
を
宿
泊
さ
せ
よ
う
と
決
め
た
。

　
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
い
た
人
が
、
別
の
場
所
に
移
動
し
て
い
っ
た
後
に
は
、
ア

リ
ー
ナ
か
ら
高
齢
者
や
診
療
所
の
黒
田
先
生
が
薦
め
る
人
を
入
れ
る
よ
う
に
し
た
。

　
ア
リ
ー
ナ
も
余
裕
が
出
て
、
だ
ん
だ
ん
落
ち
着
い
て
く
る
と
、
皆
と
一
緒
の
方

が
よ
い
と
、
ホ
テ
ル
か
ら
ア
リ
ー
ナ
に
戻
っ
て
く
る
人
も
出
て
来
た
。
皆
と
一
緒

の
方
が
よ
り
安
心
感
が
出
る
の
だ
と
思
う
。
気
候
も
だ
ん
だ
ん
暖
か
く
な
っ
て
、

ア
リ
ー
ナ
も
生
活
が
し
や
す
く
な
っ
て
き
た
。

　
人
々
の
出
入
り
を
把
握
す
る
た
め
に
、
ア
リ
ー
ナ
と
ホ
テ
ル
に
外
出
者
名
簿
を

作
っ
た
。
入
口
が
１
か
所
な
の
で
把
握
で
き
た
。
ま
た
、
夜
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
起
き
る
こ
と
を
考
え
、
警
察
の
巡
回
や
９
時
ま
で
は
消
防
団
に
赤
色
灯
を
回
し

て
も
ら
い
、
警
備
員
を
対
角
線
上
に
２
人
配
置
し
た
。

　
９
時
を
消
灯
に
し
て
、
避
難
所
で
は
飲
酒
を
し
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
に
し
た
が
、

明
か
り
が
消
え
る
と
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
プ
シ
ュ
ッ
と
い
う
缶
を
開
け
る
音
が
聞
こ

え
た
。
集
ま
っ
て
酒
盛
り
を
さ
れ
る
と
迷
惑
を
か
け
る
が
、
１
人
で
飲
ん
で
寝
て

し
ま
う
の
な
ら
よ
い
こ
と
に
し
た
。
特
に
大
事
に
至
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
ア
リ
ー
ナ
の
中
に
、
女
性
の
た
め
の
更
衣
室
や
洗
濯
干
場
用
の
テ
ン
ト
も
用
意

　
　
Ｂ
―
１　
　
乳
幼
児
（
３
才
以
下
）
又
は
妊
婦
の
い
る
世
帯

　
　
Ｂ
―
２　
　
中
学
生
以
下
の
子
供
が
３
人
以
上
い
る
世
帯
（
平
成
23
年
４
月

　
　
　
　
　
　
　
時
点
）

　
　
Ｂ
―
３　
　
70
才
以
上
が
い
る
世
帯

５　
収
容
予
定
人
数

　
各
施
設
と
の
協
議
に
よ
り
決
定
す
る
。

６　
そ
の
他　

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
施
設
等
と
の
協
議
に
よ
り
決
定
す
る
。」

避
難
所
の
引
っ
越
し

　
３
月
25
日
頃
に
は
、
避
難
者
の
不
安
が
ピ
ー
ク
に
な
っ
た
。
被
災
後
１
週
間
く

ら
い
は
、
各
々
が
大
変
な
こ
と
だ
ら
け
で
余
裕
が
な
か
っ
た
が
、
２
週
間
く
ら
い

経
つ
と
さ
ら
に
不
安
が
増
し
て
、
ま
た
、
別
の
感
情
が
出
て
来
て
自
殺
者
も
出
た
。

緊
張
が
ポ
ン
と
切
れ
た
頃
が
問
題
だ
っ
た
。
み
ん
な
が
一
緒
に
い
る
と
、
自
分
だ

け
じ
ゃ
な
い
、
誰
も
が
家
族
を
亡
く
し
た
り
家
を
な
く
し
た
り
だ
か
ら
頑
張
れ
る

力
に
な
る
。

　
総
合
事
務
所
に
は
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
入
っ
て
来
た
。
当
初
は
、
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
の
ア
リ
ー
ナ
や
体
育
館
を
避
難
所
に
し
よ
う
と
い
う
話
が
出
た
。
ア
リ
ー
ナ
は

自
衛
隊
の
宿
舎
だ
っ
た
が
、
自
衛
隊
に
話
に
行
っ
た
ら
、
自
衛
隊
は
も
と
も
と
野

営
の
予
定
で
来
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
撤
収
で
き
る
と
言
っ
て
く
れ
た
。

　
３
月
25
日
に
田
老
に
い
る
人
た
ち
す
べ
て
を
ア
リ
ー
ナ
に
集
め
よ
う
と
決
め
た
。

そ
し
て
、佐
藤
農
業
課
長
と
２
人
で
各
避
難
所
に
説
明
に
歩
い
た
。各
避
難
所
で
は
、

自
治
組
織
が
で
き
つ
つ
あ
り
、
ま
た
、
動
く
こ
と
に
反
対
の
声
も
あ
っ
た
。
だ
が
、

み
ん
な
が
同
じ
場
所
に
い
て
共
通
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
得
し
た
。

長
期
に
な
る
と
学
校
も
始
ま
る
の
で
、
皆
さ
ん
い
っ
し
ょ
に
や
り
ま
し
ょ
う
と
承

諾
を
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
が
一
番
い
い
方
法
だ
と
確
信
し
て
い
た
。

　
３
月
28
、
29
日
の
２
日
間
で
、
自
衛
隊
の
車
を
使
っ
て
移
動
を
終
え
た
。

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
で
の
避
難
生
活

　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
ア
リ
ー
ナ
で
の
避
難
は
、
人
が
多
す
ぎ
て
だ
め
だ
と
の
声
が

田老地域における支援体制
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ブ
を
消
し
て
、
ラ
ジ
オ
を
取
り
に
行
っ
た
。
父
は
家
に
い
な
か
っ
た
。
子
供
を
預

け
て
い
た
の
で
児
童
館
に
行
っ
た
。
児
童
館
で
は
先
生
が
パ
ジ
ャ
マ
を
着
せ
て
く

れ
て
い
た
。「
連
れ
て
帰
り
ま
す
か
」
と
聞
か
れ
、「
は
い
」
と
答
え
て
、
そ
の
ま

ま
山
に
登
り
待
機
し
た
。
こ
こ
に
は
10
人
以
上
の
人
が
い
た
。
こ
こ
で
は
川
の
様

子
が
見
え
、
海
の
音
が
聞
こ
え
る
。

　
息
子
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
孫
４
人
を
連
れ
て
盛
岡
に
行
っ
て
い
た
。
小
学
生
の

孫
を
迎
え
に
行
こ
う
か
迷
っ
た
が
、
行
く
気
に
な
れ
な
か
っ
た
。
父
も
行
か
な
く

て
良
い
と
言
っ
て
山
に
い
た
。

　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
２
機
飛
ん
で
い
た
。
聞
い
た
こ
と
も
な
い
ド
ス
ン
と
い
う
音

が
し
た
。
大
平
の
山
の
向
こ
う
か
ら
土
煙
が
上
が
っ
て
、
神
田
川
を
瓦
礫
が
遡
っ

て
き
て
、
津
波
と
わ
か
っ
た
。「
昭
和
８
年
の
と
き
よ
り
大
き
い
ね
、
田
老
が
全
滅

だ
ね
」
と
話
し
て
い
た
ら
、
後
ろ
の
川
か
ら
車
が
流
れ
て
き
て
、
家
の
方
か
ら
も

水
が
上
が
っ
て
き
た
。
し
ば
ら
く
し
て
薄
暗
く
な
り
、「
大
丈
夫
そ
う
だ
ね
」
と
家

に
帰
っ
た
。

　
父
が
小
学
校
に
孫
を
迎
え
に
行
っ
た
。
そ
こ
に
息
子
た
ち
が
帰
っ
て
き
て
、
ふ

れ
あ
い
荘
に
避
難
し
た
。

看
護
師
と
し
て

　
翌
日
着
替
え
を
取
り
に
家
に
帰
ろ
う
と
し
た
ら
、
看
護
師
さ
ん
が
呼
ん
で
い
た
。

「
診
療
所
の
患
者
さ
ん
が
来
る
か
ら
」
と
言
う
の
で
「
で
は
助
け
る
か
」
と
言
っ
て
、

そ
の
と
き
か
ら
２
人
で
看
護
が
始
ま
っ
た
。
ふ
れ
あ
い
荘
は
自
家
発
電
で
電
気
が

点
い
た
が
、
痰
の
吸
引
器
な
ど
が
遠
い
の
で
大
変
だ
っ
た
。
近
く
の
退
職
し
た
看

護
師
の
遠
藤
さ
ん
が
ふ
れ
あ
い
荘
に
避
難
し
て
い
て
、
一
緒
に
看
護
を
し
て
く
れ

た
。
近
く
の
人
が
診
療
所
か
ら
薬
を
拾
っ
て
き
て
く
れ
て
助
か
っ
た
が
、
皆
が
薬

を
ほ
し
が
っ
て
大
変
だ
っ
た
。「
す
ぐ
に
出
せ
な
い
」
と
何
回
言
っ
た
が
わ
か
ら
な

い
。
離
れ
小
島
の
状
況
で
、
街
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
た
ま
に
先
生
や
看

護
師
が
来
て
く
れ
て
、
彼
ら
が
パ
イ
プ
役
の
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
。
カ
ル
テ
も
な

か
っ
た
が
、
先
生
の
頭
の
中
に
は
患
者
さ
ん
の
こ
と
が
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
て
い
た
。

自
分
の
薬
を
も
っ
て
逃
げ
た
人
も
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
先
生
の
記
憶
が
頼

り
だ
っ
た
。
２
日
目
く
ら
い
か
ら
重
傷
の
人
が
亡
く
な
っ
た
。
吸
引
が
必
要
な
人

し
た
。
最
初
は
そ
ん
な
こ
と
は
考
え
つ
か
な
か
っ
た
。

　
落
ち
着
い
て
く
る
と
、
仕
事
に
出
か
け
る
人
も
出
て
き
た
。
早
朝
に
出
か
け
る

人
達
は
、
避
難
者
で
申
し
出
て
く
れ
た
食
事
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が
、
残

り
ご
飯
で
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
く
れ
、
そ
れ
を
持
っ
て
出
か
け
た
。

　
ア
リ
ー
ナ
に
は
、
初
め
は
段
ボ
ー
ル
の
仕
切
り
も
な
か
っ
た
が
、
皆
か
ら
要
望

が
出
さ
れ
て
対
処
し
た
。

　
洗
濯
は
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
洗
濯
機
を
ず
ら
り
と
並
べ
て
使
っ
て
も
ら
っ
た
。

細
か
な
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
が
、
深
刻
な
話
は
な
か
っ
た
。
ト
イ
レ
に
手
ぶ

ら
で
入
っ
て
も
出
る
と
き
は
、
袋
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
い
っ
ぱ
い
詰
め
て

出
て
く
る
人
も
い
た
。
自
分
の
所
有
物
が
ほ
し
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。

　
最
も
よ
か
っ
た
の
は
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
が
あ
っ
た
こ
と
だ
。
千
人
以
上
の
人
が

入
れ
た
こ
と
、
同
じ
田
老
の
人
が
集
ま
っ
た
こ
と
、
そ
こ
で
あ
る
種
の
安
心
感
が

あ
っ
た
。
人
数
が
少
な
い
と
、
自
分
た
ち
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
か
心
細
く
な
っ

て
し
ま
う
。

　
『
連
絡
帳
』
に
は
、
４
月
９
日
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ア
リ
ー
ナ
に
は
３
７
７
名
、
ホ

テ
ル
に
は
２
４
５
名
の
記
載
が
あ
る
。
ア
リ
ー
ナ
に
は
田
老
地
区
の
消
防
団
が
夜

は
５
名
、
朝
か
ら
は
20
名
の
記
載
が
あ
り
、
警
戒
態
勢
に
入
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
６
月
11
日
に
は
５
２
８
人
だ
っ
た
人
数
が
、15
日
に
は
激
減
し
た
。
ア
リ
ー

ナ
に
は
１
５
０
人
、
ホ
テ
ル
に
は
１
３
０
人
と
な
り
、
合
計
２
８
０
人
と
い
う
こ

と
が
自
衛
隊
へ
の
確
認
で
わ
か
っ
た
。
20
日
に
は
37
人
と
な
り
、
７
月
１
日
に
は

23
人
、
記
載
最
終
日
と
な
る
24
日
に
は
10
名
だ
っ
た
。

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ア
リ
ー
ナ
の
避
難
所
生
活

　
吉
川
敦
子
さ
ん
（
看
護
師
、字
小
林
）
か
ら
２
０
１
２
年
８
月
18
日
に
話
を
伺
っ

た
。
今
は
生
活
指
導
員
と
准
看
護
師
を
兼
務
し
て
い
る
。
当
日
は
田
老
診
療
所
勤

務
で
、
夜
勤
明
け
で
休
み
だ
っ
た
。

３
月
11
日

　
宮
古
病
院
か
ら
の
帰
り
に
ガ
ソ
リ
ン
を
満
タ
ン
に
し
て
、
家
に
帰
り
、
着
替
え

を
し
て
い
た
所
に
携
帯
が
鳴
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
グ
ラ
グ
ラ
揺
れ
た
の
で
、ス
ト
ー

各地域における東日本大震災
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に
付
き
添
っ
た
。
家
族
の
人
は
死
体
を
見
て
も
「
絶
対
違
う
」
と
言
い
張
る
人
も

い
た
。
警
察
も
物
の
よ
う
な
扱
い
だ
っ
た
の
で
、
反
感
が
あ
っ
た
。
黒
田
先
生
に

言
わ
れ
て
納
得
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
廊
下
の
狭
い
所
で
処

理
し
て
い
た
。
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
が
な
か
っ
た
ら
寒
い
中
で
ど
う
し
た
か
考
え
る
と

怖
い
。
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
は
合
併
し
て
赤
字
だ
っ
た
の
で
、
解
体
費
用
を
作
る
た
め

に
貯
金
を
し
て
お
け
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
た
。

　
９
月
の
地
震
が
予
兆
だ
っ
た
と
思
う
。
こ
の
と
き
大
平
の
水
門
を
閉
め
た
が
、

閉
ま
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
ま
ま
３
月
11
日
が
来
た
ら
も
っ
と
大
被
害
に

な
っ
た
。
津
波
に
流
さ
れ
て
い
る
人
を
見
た
人
た
ち
は
、
山
か
ら
見
て
い
て
も
何

も
で
き
ず
、「
助
け
て
」
と
い
う
声
が
ず
っ
と
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

　【
引
用
文
献
】

宮 

古
市
『
東
日
本
大
震
災
の
「
記
録
」
～
岩
手
県
宮
古
市
～
２
０
１
１・３
・
11
～

２
０
１
３・３
・
10
』
宮
古
市　
２
０
１
３
年

【
引
用
資
料
】

「
平
成
23
年
３
月
11
日
震
災　
田
老
地
域
振
興
課
鳥
居
課
長
対
応
綴
」

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
版
『
避
難
所
連
絡
帳
』

に
も
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
た
が
だ
め
だ
っ
た
。

　
総
合
事
務
所
に
は
山
本
先
生
が
い
て
看
取
っ
て
も
ら
っ
た
。
家
族
が
迎
え
に
来

た
と
き
は
無
事
だ
っ
た
の
に
、
次
に
来
た
と
き
は
息
を
引
き
取
っ
て
い
た
り
し
た
。

連
絡
が
取
れ
ず
大
騒
ぎ
を
し
て
家
族
が
迎
え
に
来
た
。
看
護
を
し
て
い
て
も
何
も

無
か
っ
た
。
床
ず
れ
な
ど
ど
う
し
よ
う
と
言
っ
て
い
た
ら
、
ガ
ー
ゼ
や
消
毒
薬
を

届
け
て
く
れ
た
。
栄
養
液
が
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
言
っ
て
い
た
。
食
事

は
ふ
れ
あ
い
荘
に
あ
る
食
材
を
使
っ
て
出
し
て
く
れ
た
。
ふ
れ
あ
い
荘
に
物
資
が

届
い
た
の
は
５
日
目
。

診
療
所
が
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
へ
の
移
動

　
３
月
25
日
に
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
へ
移
動
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
川
井
診
療
所
な

ど
に
依
頼
し
た
り
、
ふ
れ
あ
い
荘
に
預
け
た
。
３
月
26
日
か
ら
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
で

診
療
を
始
め
た
。
黒
田
先
生
が
事
前
に
見
に
来
た
。
点
滴
が
必
要
な
入
院
患
者
は

３
階
の
部
屋
で
行
っ
た
。
派
遣
の
医
師
が
交
代
で
来
て
く
れ
た
。
田
老
出
身
の
山

本
栄
一
先
生
は
東
京
に
い
た
が
、
自
分
で
運
転
し
て
最
も
早
く
駆
け
つ
け
て
く
れ

た
。
ロ
ー
ソ
ン
の
す
ぐ
上
の
田
老
診
療
所
の
真
上
が
山
本
先
生
の
実
家
だ
。

　
国
境
な
き
医
師
団
の
先
生
方
は
１
週
間
交
代
で
来
て
く
れ
た
。
こ
の
医
師
団
の

中
に
は
何
か
月
も
い
て
く
れ
た
先
生
も
い
る
。
沖
縄
の
先
生
は
ス
タ
ッ
フ
の
人
た

ち
の
心
理
状
況
を
診
て
く
れ
た
。
私
は
家
族
が
無
事
だ
っ
た
の
で
、
自
分
の
状
況

は
問
題
な
か
っ
た
が
、
あ
の
人
が
死
ん
だ
と
か
聞
く
と
、
皆
自
分
が
関
わ
っ
た
患

者
さ
ん
な
の
で
、
つ
ら
か
っ
た
。
ふ
れ
あ
い
荘
は
避
難
場
所
で
は
な
か
っ
た
が
、

助
か
っ
た
。
風
呂
は
自
衛
隊
が
来
る
ま
で
で
き
な
か
っ
た
が
、
川
に
行
っ
て
足
は

洗
え
た
。

　
自
衛
隊
が
来
て
か
ら
国
道
45
号
線
は
通
れ
た
が
、
個
人
の
車
は
通
れ
な
か
っ
た
。

家
が
あ
っ
て
も
店
に
物
が
な
く
て
食
料
に
困
っ
た
。
ふ
れ
あ
い
荘
で
は
入
所
者
以

外
に
も
避
難
し
た
人
た
ち
の
分
も
食
事
を
作
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
り
が
た
か
っ
た
。

　
一
番
大
変
だ
っ
た
の
は
不
眠
、
便
秘
、
血
圧
。「
看
護
師
さ
ん
薬
は
な
い
か
、
ま

だ
か
」
と
聞
か
れ
、
何
度
説
明
し
た
こ
と
か
。
診
療
所
の
患
者
の
こ
と
は
何
と
か

わ
か
る
が
、他
所
へ
行
っ
て
い
た
患
者
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
間
を
縫
っ
て
、

医
師
は
死
体
検
案
を
し
た
が
、
一
人
一
人
わ
か
ら
な
い
の
で
、
赤
沼
さ
ん
が
一
緒

田老地域における支援体制



68

ト
仮
設
は
１
２
２
世
帯
あ
る
。

　
以
下
は
赤
沼
正
清
さ
ん
か
ら
伺
っ
た
話
で
あ
る
。
駐
車
場
仮
設
に
は
主
に
大
平

地
区
自
治
会
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
こ
こ
は
元
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
12
面
あ
っ
た
）
仮

設
に
は
乙
部
、
青
砂
里
、
下
荒
谷
、
荒あ

り

谷や

な
ど
12
の
自
治
会
の
人
々
が
入
居
し
て

い
た
。グ
ラ
ウ
ン
ド
仮
設
に
は
小
林
か
ら
中
荒
谷
地
区
の
世
帯
に
入
居
し
て
も
ら
っ

た
。

　
仮
設
入
居
に
関
し
て
、
一
人
暮
ら
し
は
１
部
屋
、
４
人
世
帯
ま
で
は
２
Ｄ
Ｋ
、

そ
れ
以
上
や
家
族
の
状
況
に
よ
っ
て
３
Ｄ
Ｋ
と
し
た
。
仮
設
の
場
所
を
選
ぶ
際
に
、

田
老
で
は
抽
選
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
対
象
に
し
た
。
宮
古
勤
務
の
人
は

西
ヶ
丘
や
、
ド
ラ
方
面
に
行
き
た
い
と
希
望
し
た
人
も
い
た
。
乙
部
自
治
会
の
人

も
あ
ち
こ
ち
の
仮
設
に
入
っ
た
。
団
地
が
で
き
て
く
る
と
そ
こ
へ
移
動
す
る
人
も

出
て
く
る
。

　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
仮
設
住
宅
に
は
、
社
協
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
や
各

区
域
に
集
会
所
が
開
設
さ
れ
た
。
男
性
の
居
住
者
の
方
々
の
た
め
に
休
憩
所
（
父

ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
）
も
で
き
て
い
る
。
こ
こ
は
漁
協
組
合
の
人
達
が
集
ま
る
談
笑
の

場
に
な
っ
て
い
る
。
各
仮
設
に
は
仮
設
掲
示
板
が
あ
り
、
そ
の
都
度
次
の
よ
う
な

催
し
物
の
張
り
紙
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
常
運
寺
の
お
知
ら
せ
、
８
月
14
、
15
、
16
日
盂
蘭
盆
会
供
養

　
　
１
座
８
時
30
分
、
２
座
９
時
30
分
、
３
座
10
持
30
分
、
４
座
11
時
30
分
」

　

�

ま
た
各
仮
設
脇
に
は
倉
庫
が
設
置
さ
れ
、
希
望
者
は
こ
れ
を
利
用
し
て
い
る
。�

仮
設
住
宅
で
の
活
動

　
色
々
な
地
域
か
ら
田
老
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
仮
設
に
来
た
人
が
い
る
の
で
、
他
所

か
ら
来
た
人
が
仮
設
内
に
閉
じ
こ
も
ら
な
い
よ
う
に
、
会
を
作
っ
た
り
し
て
い
る
。

例
え
ば
、「
シ
ル
バ
ー
テ
ニ
ス
の
会
」
で
は
、
岩
泉
町
の
方
に
指
導
し
て
も
ら
い
な

が
ら
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
色
々
作
っ
た
り
し
て
交
流
し
て
い
る
。

「
ゆ
い
と
り
の
会
」
は
裁
縫
の
で
き
る
人
が
集
会
所
に
集
ま
っ
て
活
動
を
し
て
い
た

が
、
さ
ら
に
広
く
交
流
が
広
ま
り
、
た
ろ
ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
の
共
同
組
合
に
出
資
金

を
出
し
、
一
組
合
員
と
な
り
出
店
し
て
い
る
。

　

駐
車
場
仮
設
の
集
会
所
の
生
活
支
援
員
を
し
て
い
る
林
元
睦
美
さ
ん
に

第
１
部　
各
地
域
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災

Ａ　
田
老
地
域

第
４
章　
田
老
地
域
の
仮
設
で
の
生
活

神
田
よ
り
子

は
じ
め
に

　
こ
こ
で
は
田
老
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
で
の
避
難
生
活
を
経
て
、グ
リ
ー

ン
ピ
ア
敷
地
内
に
建
設
さ
れ
た
大
規
模
な
仮
設
住
宅
で
の
避
難
生
活
、田
老
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
仮
設
商
店
街
の
成
立
と
そ
の
後
、
田
老
の
子
供
た
ち
の
た
め
の
仮
設
保
育

所
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。

　
２
０
１
１
年
６
～
７
月
頃
に
な
る
と
仮
設
住
宅
の
第
１
期
分
が
で
き
始
め
、
８

月
前
に
は
避
難
所
に
い
た
最
後
の

人
も
入
居
で
き
た
。
そ
の
た
め
７

月
い
っ
ぱ
い
で
避
難
所
は
閉
鎖
さ
れ

た
。

　
田
老
総
合
事
務
所
所
長
だ
っ
た
上

屋
敷
正
明
さ
ん
に
よ
る
と
、
内
陸
に

避
難
し
た
人
な
ど
に
は
情
報
が
届
か

な
か
っ
た
の
で
苦
情
も
あ
っ
た
。
住

居
が
わ
か
っ
て
も
個
々
に
対
応
し
き

れ
な
か
っ
た
。
個
人
情
報
に
つ
い
て

も
話
し
合
っ
た
が
、
今
回
は
そ
う
い

う
話
で
は
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
何

か
言
わ
れ
て
も
私
が
引
き
受
け
る
、

何
が
あ
っ
て
も
情
報
を
挙
げ
て
も
ら

う
方
が
大
切
だ
と
思
っ
た
と
い
う
。

１　
仮
設
住
宅
に
移
っ
て
以
降

　
田
老
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
施
設
内
の
仮
設
住
宅
は
以
下
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て

い
る
。
駐
車
場
仮
設
は
37
世
帯
、
グ
ラ
ン
ド
仮
設
は
２
４
８
世
帯
、
テ
ニ
ス
コ
ー

写真１　グリーンピア　テニスコート仮設
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め
と
い
う
の
が
主
な
目
的
だ
っ
た
。
田
老
で
は
相
談
員
も
被
災
者
だ
。
社
協
で
は

支
援
員
の
人
た
ち
に
介
護
福
祉
士
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
研
修
を
行
い
、
助

成
金
が
な
く
な
っ
て
も
、
働
け
る
場
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
援
助
を
し
て
い
る
。

平
成
26
年
４
月
か
ら
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
を
手
が
け
て
い
る
。

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
仮
設
で
は
こ
の
間
に
死
ん
だ
人
が
２
人
い
る
。
夫
婦
で
見
な
し

仮
設
に
住
ん
で
い
た
人
が
宮
古
に
戻
り
、
別
々
の
仮
設
に
入
っ
た
が
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
に
入
っ
た
人
は
自
殺
し
た
。
震
災
関
連
死
と
さ
れ
た
。
震
災
後
に
亡
く
な
っ
た

人
は
直
接
葬
儀
場
に
行
き
、
一
晩
そ
こ
に
安
置
し
て
、
そ
こ
か
ら
火
葬
場
に
行
き
、

午
後
に
葬
式
を
出
す
。
仮
設
の
人
は
１
日
か
２
日
安
置
し
て
火
葬
を
す
る
が
、
個

別
の
住
宅
で
は
４
、５
日
は
安
置
し
て
お
く
。
香
典
も
被
災
者
か
ら
受
け
取
ら
な
い

と
い
う
人
が
増
え
た
。
自
分
が
亡
く
な
っ
て
香
典
を
受
け
取
る
と
、
子
供
た
ち
が

返
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
受
け
取
ら
な
い
と
い
う
。
亡
く
な
っ
た
後
、
墓
の

面
倒
を
子
供
た
ち
に
見
さ
せ
ら
れ
な
い
と
、
無
縁
仏
と
し
て
寺
に
骨
を
置
い
て
も

ら
う
人
も
い
る
。
先
祖
代
々
の
つ
な
が
り
も
途
切
れ
て
ゆ
く
。

仮
設
の
自
治
会

　
自
治
会
は
震
災
後
、
被
災
を
受
け
た
地
区
は
解
散
し
た
。
残
っ
た
の
は
、
田
中
、

田
の
沢
、
神
田
な
ど
山
手
側
だ
け
だ
。
上
荒
屋
、
中
荒
谷
、
乙
部
１
、
乙
部
２
は

な
く
な
っ
た
。
被
災
者
が
仮
設
に
別
々
に
入
っ
た
の
で
、
会
有
財
産
も
使
え
な
く

な
り
、
整
理
し
て
解
散
し
た
。
震
災
後
、
集
会
施
設
が
で
き
た
５
月
15
日
以
降
に

は
じ
ま
り
、
そ
れ
か
ら
３
か
月
く
ら
い
で
す
べ
て
解
散
し
た
。
活
動
資
料
も
な
く

な
っ
た
所
は
、
復
活
し
て
も
ら
っ
た
。
納
税
貯
蓄
組
合
や
、
漁
協
組
合
金
庫
な
ど

に
あ
っ
た
貯
金
も
引
き
出
し
た
。

　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
仮
設
の
内
、
大
平
地
区
の
人
た
ち
は
ほ
ぼ
駐
車
場
脇
の
大
平
仮

設
に
住
ん
で
い
る
。
37
世
帯
あ
り
、２
０
１
１
年
の
７
月
に
自
治
会
が
立
ち
上
が
っ

た
。
そ
の
頃
は
グ
ラ
ン
ド
仮
設
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
仮
設
な
ど
は
自
治
会
を
結
成
し

て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
当
事
、
宮
古
市
生
活
課
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
説
明
会
に

来
て
、
大
平
地
区
は
い
ち
早
く
立
ち
上
げ
た
。
会
長
は
林
本
卓
男
さ
ん
で
、
か
つ

て
は
宮
古
市
商
工
会
議
所
の
支
店
長
を
や
っ
て
い
た
。
現
在
は
田
老
町
地
域
協
議

会
の
会
長
と
、
任
意
団
体
の
街
作
り
協
議
会
の
事
務
局
長
を
し
て
い
る
。

２
０
１
２
年
８
月
11
日
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
宮
古
市
社
協
の
臨
時
職
員
と
し
て
生
活
支
援
員
を
し
て
お
り
、
こ
こ
の
仮
説
に

住
ん
で
い
て
、
広
さ
は
４
畳
半
が
２
部
屋
で
、
両
親
と
の
３
人
暮
ら
し
を
し
て
い

る
。
震
災
で
家
と
小
売
り
店
で
の
仕
事
を
失
っ
た
た
め
、
緊
急
雇
用
で
こ
の
仕
事

に
応
募
し
た
。昨
年
12
月
か
ら
６
か
月
の
限
定
で
、今
年
４
月
か
ら
ま
た
１
年
や
る
。

履
歴
書
を
出
し
て
新
規
に
雇
わ
れ
る
か
決
ま
る
。
月
給
は
11
万
９
千
円
で
、
社
会

保
険
等
は
引
か
れ
る
。
勤
務
時
間
は
８
時
15
分
か
ら
５
時
15
分
ま
で
と
な
っ
て
い

る
。

　
集
会
所
で
の
仕
事
は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
や
相
談
員
か
ら
の
指
示

で
や
っ
て
い
る
。
絵
画
教
室
、
お
茶
会
な
ど
に
声
か
け
を
し
て
集
ま
っ
て
も
ら
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
や
る
。
企
画
し
た
こ
と
は
全
戸
に
チ
ラ
シ
を
配
る
が
、

そ
の
都
度
声
か
け
を
し
た
方
が
来
て
く
れ
る
。
戸
別
訪
問
は
で
き
な
い
。
相
談
員

は
セ
ン
タ
ー
に
２
人
し
か
い
な
い
が
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
お
茶
の
み
が
で

き
る
し
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
血
圧
を
測
り
な
が
ら
ゆ
く
人
が
多
い
。

仮
設
に
入
っ
た
人
々
の
生
活

　
以
下
は
再
び
赤
沼
正
清
さ
ん
の
話
で
あ
る
。
若
い
人
は
宮
古
に
家
を
建
て
て
出

て
い
っ
た
が
、
年
寄
り
は
皆
と
一
緒
が
良
い
と
、
１
人
で
残
っ
て
い
る
人
も
い
る
。

田
老
の
中
心
地
の
中
町
に
い
た
Ｋ
さ
ん
は
、
盛
岡
の
娘
の
所
に
行
っ
た
が
、
知
り

合
い
が
い
な
い
の
で
戻
っ
て
き
て
、
６
月
中
旬
に
仮
設
に
入
っ
た
。
籠
作
り
の
グ

ル
ー
プ
に
も
入
っ
て
お
り
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
８
地
区
の
人
が
い
る
。

　
災
害
援
助
物
資
は
新
里
に
集
め
ら
れ
、
各
地
域
に
分
配
さ
れ
た
。
仮
設
は
平
成

26
年
６
月
で
３
年
に
な
る
が
、
ギ
シ
ギ
シ
し
て
き
た
。
冬
は
結
露
が
で
き
る
。
ト

イ
レ
も
凍
る
と
全
戸
で
水
が
出
な
く
な
る
の
で
、
風
呂
水
を
溜
め
て
水
を
流
す
な

ど
し
た
。
仮
設
の
保
守
管
理
は
対
応
が
遅
い
の
で
、個
別
に
会
社
と
契
約
し
て
や
っ

て
い
る
。
仮
設
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
グ
ラ
ン
ド
で
は
業
者
が
違
う
の
で
、
建
て
方

も
ト
イ
レ
な
ど
も
違
う
。
田
老
で
は
下
水
処
理
が
終
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

仮
設
で
は
じ
め
て
水
洗
ト
イ
レ
を
使
っ
た
人
も
い
る
。

　
震
災
後
の
緊
急
雇
用
で
、
社
協
が
生
活
支
援
員
を
派
遣
し
た
。
平
成
26
年
４
月

か
ら
は
市
の
単
独
で
配
置
し
た
。
３
年
目
か
ら
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
建
の
た
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域
の
た
め
に
が
ん
ば
る
ぞ
」
と
思
っ
た
の
だ
。

２　
田
老
仮
設
商
店
街
（
通
称
：
田
老
た
ろ
ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
）

　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
専
務
取
締
役
の
上
屋
敷
正
明
さ
ん
は
共
同
店
舗
の
立
ち
上
げ
、

仮
設
住
宅
が
で
き
る
ま
で
の
責
任
者
、
総
合
事
務
の
統
括
者
な
ど
を
つ
と
め
た
。

田
老
の
た
ろ
ち
ゃ
ん
協
同
組
合

　
理
事
長
の
箱
石
英
夫
さ
ん
（
昭
和
28

年
生
）
に
２
０
１
３
年
５
月
２
日
に
話

を
伺
っ
た
。

　
津
波
前
は
任
意
団
体
の
田
老
ス
タ
ン

プ
会
の
代
表
を
し
て
い
た
。
会
員
は
39

名
で
、
こ
の
う
ち
津
波
で
店
舗
を
全
壊

し
た
の
は
37
名
に
の
ぼ
り
、
犠
牲
者
も

出
た
。
津
波
後
に
店
作
り
に
つ
い
て
考

え
て
い
た
と
き
に
、
宮
古
商
工
会
議
所

か
ら
仮
設
住
宅
が
１
か
所
に
ま
と
ま
っ

て
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
被
災
住
民

が
買
い
物
に
も
困
る
か
ら
、
仮
設
店
舗

を
出
し
た
ら
ど
う
か
、
と
い
う
提
案
が

あ
っ
た
。
自
分
た
ち
で
何
か
で
き
な
い

か
話
し
合
っ
て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
会
員
だ
け
で
は
な
く
会
員
外
に
も
声

を
か
け
た
。

　
２
０
１
１
年
４
月
７
日
に
第
１
回
の
話
し
合
い
が
あ
っ
た
。
商
工
会
議
所
か
ら
、

中
小
機
構
か
ら
の
援
助
で
、
仮
設
の
店
舗
建
設
が
可
能
と
言
わ
れ
た
。
建
設
に
半

年
か
か
る
の
で
、
そ
の
間
に
テ
ン
ト
営
業
も
可
能
だ
と
い
う
。
そ
こ
で
10
㍍
×
10

㍍
の
テ
ン
ト
２
張
り
を
県
に
建
て
て
も
ら
い
、
テ
ー
ブ
ル
に
よ
る
営
業
を
考
え
た
。

　
仮
設
住
宅
の
建
設
も
始
ま
り
、
最
初
の
入
居
は
５
月
５
日
と
決
ま
っ
た
の
で
、

そ
の
日
に
合
わ
せ
て
営
業
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
れ
以
前
は
ア
リ
ー
ナ
で

の
避
難
生
活
だ
っ
た
が
、
仮
設
住
宅
は
自
活
が
前
提
な
の
で
、
移
っ
て
す
ぐ
に
買

　
大
平
仮
設
は
37
世
帯
な
の
で
早
く
で
き
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
仮
設
は
２
４
８
世
帯

あ
る
の
で
、
４
つ
の
行
政
区
に
分
け
た
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
仮
設
は
１
２
２
世
帯
で
、

２
行
政
区
に
分
け
た
が
、
自
治
会
は
１
つ
。
グ
リ
ン
ー
ピ
ア
仮
設
全
体
で
は
12
自

治
会
か
ら
人
が
入
っ
て
い
る
。
宮
古
市
か
ら
の
人
も
い
る
。
そ
の
た
め
普
段
見
慣

れ
て
い
な
い
人
も
い
る
か
ら
様
子
を
見
て
い
た
。

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
仮
設
は
平
成
25
年
11
月
４
日
に
残
さ
れ
た
人
の
自
治
会
が
結
成

さ
れ
た
。
25
戸
出
た
の
で
、
１
０
１
世
帯
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
は
世
帯
分
離
し

た
家
が
あ
り
、民
生
委
員
、行
政
連
絡
員
の
推
薦
が
あ
り
、代
表
の
名
前
が
必
要
だ
っ

た
の
で
、
事
務
局
や
副
会
長
を
２
地
区
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
５
人
ず
つ
出
て
も
ら
い
、

準
備
会
を
２
回
開
い
た
。
市
の
助
成
金
は
定
額
が
３
万
円
で
、
１
世
帯
３
０
０
円

の
助
成
を
受
け
て
、
８
万
５
千
円
の
予
算
で
活
動
を
始
め
た
。
年
会
費
は
１
０
０

円
に
し
た
が
、
平
成
25
年
度
は
徴
収
せ
ず
、
助
成
金
だ
け
で
や
っ
て
い
る
。
自
治

会
活
動
に
は
保
険
を
か
け
た
。

仮
設
で
の
活
動

　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
地
区
内
交
流
の
費
用
は
、
共
同
募
金
に
申
請
す
れ

ば
助
成
金
が
出
る
。
平
成
25
年
に
は
こ
の
助
成
金
を
使
っ
て
地
元
の
住
民
と
仮
設

の
人
の
交
流
会
を
開
い
た
。
被
災
し
な
か
っ
た
人
た
ち
と
被
災
者
の
間
で
壁
が
で

き
た
た
め
、
社
協
が
仲
立
ち
を
し
て
、
修
復
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
地
域
か
ら
田
老
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
仮
設
に
来
た
人
が
い
る
の
で
、

他
所
か
ら
来
た
人
が
そ
こ
で
閉
じ
こ
も
ら
な
い
よ
う
に
、
自
発
的
な
会
を
作
っ
た
。

例
え
ば
「
籠
を
作
る
会
」
で
は
田
老
か
ら
嫁
に
行
っ
た
岩
泉
の
人
が
指
導
を
し
て

い
る
。
ま
た
「
結
い
取
り
の
会
」
は
裁
縫
の
で
き
る
人
が
集
会
所
に
集
ま
っ
て
い

た
。
交
流
が
広
ま
り
、
販
売
す
る
に
は
集
会
所
で
は
ま
ず
い
と
い
う
の
で
、
た
ろ

ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
の
協
同
組
合
に
出
資
金
を
出
し
て
、
一
組
合
員
に
な
っ
て
出
店
し

た
。
仮
設
商
店
街
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
基
礎
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
強
度
は

強
い
が
、
そ
れ
以
外
は
杭
の
み
で
弱
い
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
は
乙
部
１
と
２
が
乙
部
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
一
緒
に
活
動
し
て
お

り
、
私
は
こ
こ
の
会
長
も
や
っ
て
い
る
。
昔
は
自
治
会
も
乙
部
青
砂
里
地
区
と
し

て
一
緒
で
、事
務
局
長
と
会
計
も
や
っ
て
い
た
。　
私
は
役
場
に
入
る
と
き
に
「
地

写真２　たろちゃんハウス
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４
千
３
４
２
人
だ
っ
た
。24
年
１
月
１
日
に
は
１
千
４
４
９
世
帯
、３
千
９
０
１
人
。

25
年
１
月
１
日
で
１
千
４
１
８
世
帯
、
３
千
６
６
９
人
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
は
住
民
票
統
計
な
の
で
、
実
感
と
は
違
う
。
店
舗
と
し
て
は
配
達
、
移
動

販
売
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
。
売
り
上
げ
は
震
災
前
の
６
、７
割
で
、
店
舗
ご
と
に

違
う
。
被
災
し
て
い
な
い
人
々
の
た
め
に
、
個
人
で
旧
市
街
地
に
プ
レ
ハ
ブ
の
仮

設
店
舗
を
出
し
た
り
、
配
達
を
し
て
い
る
業
者
も
い
る
。　
　

　
今
後
街
づ
く
り
に
ど
う
か
か
わ
る
の
か
、
商
売
を
根
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
ま
で
は
店
舗
兼
住
宅
で
や
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
高
台
移
転
で
店

舗
兼
住
宅
と
す
る
の
か
、
ま
た
は
嵩
上
げ
し
た
土
地
で
店
舗
兼
住
宅
と
す
る
の
か
、

あ
る
い
は
高
台
に
住
み
、
店
舗
は
嵩
上
げ
地
と
す
る
の
か
な
ど
で
あ
る
。
考
え
は

別
々
で
も
、
一
致
し
て
い
る
の
は
個
々
の
店
舗
で
は
な
く
、
商
店
街
と
し
て
や
り

た
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
廃
業
を
考
え
て
い
る
人
も
い
る
。

　
こ
れ
ら
は
市
の
都
市
計
画
の
問
題
な
の
で
、
今
後
は
要
望
を
ど
う
出
す
か
が
課

題
と
な
る
。
国
道
沿
い
だ
か
ら
、
嵩
上
げ
地
で
の
再
開
の
要
望
が
多
い
。
し
か
し

理
美
容
業
な
ど
業
種
に
よ
っ
て
は
悩
ん
で
い
る
。

　
広
場
が
あ
る
と
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
て
集
客
が
見
込
め
る
の
で
、
相
乗
効
果
が
得

ら
れ
る
。
ポ
イ
ン
ト
を
復
活
し
、
寄
附
な
ど
を
利
用
し
て
、
機
械
を
買
い
、
復
活

し
た
い
。

　
今
の
仮
設
店
舗
で
の
現
実
問
題
と
し
て
は
、
ト
イ
レ
が
Ｂ
棟
の
み
な
の
で
、
２

階
や
他
の
棟
に
も
設
置
し
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
る
。
と
く
に
冬
場
が
問
題
だ
。

テ
ン
ト
営
業
の
頃
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
よ
う
に
入
り
や
す
か
っ
た
。
こ
の
仮
設
建

設
の
際
も
お
願
い
し
た
が
、
Ｂ
棟
だ
け
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め

そ
れ
以
外
は
自
前
で
行
っ
た
。
入
り
口
は
各
棟
に
２
か
所
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

に
付
け
る
こ
と
に
し
た
。

　
組
合
賦
課
金
は
１
階
は
高
く
、
２
階
は
安
く
し
た
。
テ
ン
ト
営
業
は
17
店
舗
で
、

こ
う
し
た
方
々
を
優
先
し
、
そ
の
後
店
舗
に
入
り
た
い
と
い
う
希
望
者
に
は
２
階

に
入
っ
て
も
ら
っ
た
。
看
板
は
途
中
か
ら
計
画
し
、
市
や
県
に
要
望
し
た
。
買
い

物
な
ど
を
し
て
応
援
し
た
い
の
に
場
所
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
声
も
あ
っ
た
が
、

看
板
が
設
置
さ
れ
た
の
は
今
年
の
３
月
だ
っ
た
。

　
昨
年
10
月
か
ら
緊
急
援
助
雇
用
で
職
員
を
置
い
た
。
本
設
は
各
店
舗
で
の
聞
き

い
物
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
建
物
の
申
請
や
ト
イ
レ
の
設
置
、
建
物
の
管
理
、
そ
し
て
制
度
を
利
用
す
る
た

め
に
組
合
に
す
る
こ
と
な
ど
、毎
週
木
曜
日
に
勉
強
会
を
始
め
た
。許
認
可
の
問
題
、

保
健
所
、
税
務
署
の
問
題
な
ど
解
決
す
べ
き
事
が
山
ほ
ど
あ
っ
た
。
宮
古
商
工
会

議
所
か
ら
広
田
司
朗
専
務
が
、
県
の
決
裁
が
で
き
る
振
興
局
長
、
市
や
県
の
関
係

者
を
連
れ
て
来
て
く
れ
た
。
そ
の
顔
ぶ
れ
を
見
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
バ
ッ
ク
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
勇
気
が
わ
い
た
。

　
そ
の
間
に
県
で
テ
ン
ト
も
準
備
し
て
く
れ
た
。
商
工
会
議
所
な
ど
も
後
押
し
し

て
く
れ
た
。
普
通
に
許
認
可
を
取
る
依
頼
を
す
る
と
時
間
が
か
か
る
が
、
当
時
は

非
常
事
態
と
い
う
こ
と
で
特
別
に
対
応
し
て
く
れ
た
の
だ
と
思
う
。

　
心
配
事
は
、
客
が
来
て
く
れ
る
か
、
仕
入
れ
は
可
能
か
な
ど
だ
っ
た
。
私
は
山

崎
パ
ン
の
チ
ェ
ー
ン
店
を
や
っ
て
い
る
が
、
パ
ン
の
ト
ラ
ッ
ク
が
配
送
に
来
て
く

れ
る
か
心
配
だ
っ
た
。
仕
入
れ
も
物
が
な
く
不
安
だ
っ
た
。
ビ
ー
ル
工
場
も
山
崎

パ
ン
の
工
場
も
被
災
し
て
い
た
の
で
、
全
国
の
工
場
か
ら
集
め
て
配
達
し
て
い
た

よ
う
だ
。

　
こ
う
し
て
７
月
30
日
に
設
立
総
会
を
開
き
、
全
員
賛
成
で
決
ま
っ
た
。
９
月
25

日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
、
22
店
舗
が
開
業
し
た
。
そ
の
間
、

１
週
間
ほ
ど
セ
ー
ル
が
続
き
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
っ
た
。
ス
タ
ン
プ
会
員
以
外

で
は
６
店
舗
入
っ
た
。
善
助
屋
も
会
員
に
な
っ
た
。

　
テ
ン
ト
開
店
の
際
は
魚
、
野
菜
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
は
喜
ん
で
買
っ
て
く
れ
た
。

魚
は
宮
古
市
場
が
少
し
動
い
て
い
た
が
、
刺
身
は
遠
く
か
ら
来
た
。

　
中
小
機
構
と
い
う
の
は
国
の
組
織
で
、
仮
設
店
舗
の
建
設
資
金
を
出
し
て
く
れ

た
。
仮
設
店
舗
は
１
年
間
は
無
償
で
貸
し
出
し
、
１
年
後
に
市
に
譲
渡
を
す
る
と

い
う
形
式
で
使
う
シ
ス
テ
ム
だ
。
１
年
過
ぎ
た
の
で
、
今
は
市
か
ら
借
り
て
い
る

形
式
を
と
り
、
４
年
間
は
使
え
る
し
、
賃
料
は
な
い
。
本
建
設
ま
で
の
延
長
は
可

能
と
い
う
。

　
今
は
売
り
上
げ
が
伸
び
る
か
が
心
配
で
、
増
え
な
い
と
維
持
で
き
な
い
。
仮
設

の
人
口
が
減
る
と
困
る
。
街
作
り
の
遅
さ
に
し
び
れ
を
切
ら
し
、
地
区
外
に
引
っ

越
し
、
ま
た
は
中
古
物
件
を
買
っ
て
出
て
ゆ
く
人
も
い
る
。

　

津
波
前
の
田
老
は
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
で
１
千
５
９
３
世
帯
、
人
口
は
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で
い
な
い
の
で
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
い
。
人
口
が
減
っ
て
い
る
の
で
、
こ

れ
か
ら
は
厳
し
い
と
思
う
。
街
の
中
心
が
な
く
な
っ
て
、
分
散
す
る
の
も
商
売
を

難
し
く
す
る
要
因
だ
と
思
う
。
高
台
と
中
学
校
前
と
総
合
事
務
所
前
に
約
30
店
舗

が
分
か
れ
る
。
住
宅
は
高
台
だ
が
、
店
舗
は
国
道
沿
い
の
嵩
上
げ
地
が
多
い
。
や

は
り
人
口
が
少
な
い
と
い
う
の
は
厳
し
い
。

　
店
舗
の
再
建
の
見
通
し
は
ま
だ
立
っ
て
な
い
。
グ
ル
ー
プ
補
助
金
が
使
え
な
い

か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
補
助
金
に
関
し
て
は
た
ろ
ち
ゃ
ん
ハ

ウ
ス
の
店
舗
の
み
で
は
な
く
、
た
ろ
ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
に
入
っ
て
い
な
い
店
舗
も
対

象
に
な
る
の
で
、
商
工
会
議
所
に
指
導
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
組
合
の
仕
事
と
し
て
は
仮
設
店
舗
の
維
持
管
理
や
共
同
販
促
な
ど
だ
。
仮
設
店

舗
か
ら
少
し
づ
つ
出
て
行
く
こ
と
に
な
り
、
維
持
し
て
い
く
の
が
大
変
だ
。
建
物

は
中
小
機
構
か
ら
宮
古
市
に
譲
渡
さ
れ
、
組
合
が
無
償
で
借
り
て
い
る
。
維
持
管

理
経
費
は
変
わ
ら
な
い
の
で
、
人
数
が
少
な
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
残
っ
て
い
る
店

舗
の
負
担
が
大
き
く
な
る
。
個
々
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出
て
行
く
こ
と
に
な
る
が
、

来
年
が
勝
負
だ
と
思
う
。国
道
筋
は
住
む
人
が
少
な
い
の
で
、ど
う
な
る
か
不
安
だ
。

　
扱
っ
て
る
商
品
は
、
地
元
の
人
た
ち
向
け
の
食
料
品
、
日
常
品
雑
貨
、
理
美
容

が
中
心
で
、
観
光
客
向
け
の
も
の
は
少
な
い
。
利
益
を
上
げ
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で

は
商
売
で
き
な
い
の
で
、
苦
し
い
と
こ
ろ
だ
。
後
継
者
が
い
な
い
場
合
は
、
自
分

た
ち
の
代
で
終
わ
り
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
。
震

災
前
に
商
売
し
て
い
た
人
が
、
震
災
を
機
に
や
め
た
人
も
多
い
。
田
老
地
区
の
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
が
あ
っ
て
、
30
店
舗
ぐ
ら
い
参
加
し
て
い
た
が
、
そ
の
な
か
で
被

災
し
な
か
っ
た
の
は
２
店
舗
だ
け
だ
っ
た
。

　
各
店
舗
が
再
建
し
て
、
た
ろ
ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
を
出
て
行
っ
て
も
、
組
合
は
存
続

し
、
組
合
に
参
加
し
て
い
な
い
店
舗
に
も
呼
び
か
け
て
、
一
緒
に
活
動
し
て
い
き

た
い
が
、
ど
う
い
う
形
に
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
今
は
自
分
の
店
を
再
建
す
る

こ
と
で
精
一
杯
な
の
で
、
新
た
な
商
店
街
に
つ
い
て
考
え
る
余
裕
は
な
い
と
思
う
。

商
店
が
分
散
し
、
１
か
所
で
買
い
物
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で

厳
し
い
。
高
台
か
ら
は
車
で
買
い
に
来
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
車
に
乗
っ
た
ら
宮

古
に
そ
の
ま
ま
行
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
も
あ
る
。

　
（
２
０
１
５
年
12
月
25
日
に
再
度
伺
っ
た
。）

取
り
が
必
要
で
、
勉
強
会
は
し
て
い
る
。

　
土
地
区
画
に
つ
い
て
も
聞
き
取
り
が
必
要
だ
。
月
に
１
回
の
割
で
本
設
に
向
け

て
の
意
見
交
換
は
し
て
い
る
。
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
と
、
本
設
ま
で
に
次
の
仮

設
が
必
要
と
い
う
声
も
あ
る
。
私
は
仮
設
に
６
人
家
族
で
住
ん
で
い
た
が
、
３
世

代
同
居
と
い
う
事
も
あ
っ
て
家
を
建
て
た
。
仮
設
は
３
Ｋ
、
２
Ｋ
、
１
Ｋ
の
サ
イ

ズ
で
、
高
齢
者
や
子
供
の
問
題
で
引
っ
越
す
人
が
多
い
。

　
組
合
は
仮
設
店
舗
の
維
持
運
営
の
た
め
の
も
の
だ
っ
た
が
、
街
作
り
に
い
か
に

関
わ
っ
て
ゆ
く
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
う
。
４
つ
の
パ
タ
ー
ン
の

中
で
ど
う
す
る
の
か
を
考
え
る
べ
き
だ
。
街
作
り
が
早
く
進
む
よ
う
に
、
昨
年

冬
に
意
向
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
半
数
以
上
が
地
区
外
移
転
を
希
望
し
て
い
て
、

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
店
舗
を
存
続
で
き
る
か
頭
痛
の
種
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
ゆ
い
と
り
」
の
前
の
寿
屋
は
崎
山
に
出
て
、
こ
こ
で
営
業
を
再
開
し
て
い
る
。

崎
山
地
区
に
は
59
戸
建
設
予
定
だ
と
い
う
。
宮
古
病
院
に
近
い
か
ら
決
め
た
と
い

う
人
も
い
る
。
田
老
地
区
に
は
宅
地
造
成
さ
れ
た
土
地
が
少
な
い
。
海
に
近
い
と

こ
ろ
が
良
い
と
い
う
。
乙
部
高
台
も
良
い
場
所
だ
が
、
造
成
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　
た
ろ
ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
は
テ
レ
ビ
、
新
聞
に
出
る
こ
と
が
何
度
か
あ
り
、
人
が
来

て
く
れ
る
。
11
月
に
１
店
舗
空
き
が
あ
っ
て
、
そ
ん
な
折
に
ゆ
い
と
り
か
ら
話
が

あ
っ
た
。「
ゆ
い
と
り
」
は
仮
設
の
集
会
所
で
や
っ
て
い
た
が
、
物
作
り
に
場
所
を

使
う
の
で
、
こ
こ
な
ら
事
業
主
と
し
て
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
理
事
会
で
も
機

関
決
定
を
し
て
、
入
居
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

た
ろ
ち
ゃ
ん
仮
設
共
同
店
舗
の
今
後

　
た
ろ
ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
の
事
務
職
員
を
し
て
い
る
鳥
居
茂
さ
ん
（
昭
和
29
年
生
）

か
ら
、
２
０
１
５
年
２
月
10
日
、
12
月
25
日
に
た
ろ
ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
の
こ
れ
ま
で

と
今
後
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

　
２
０
１
２
年
10
月
か
ら
た
ろ
ち
ゃ
ん
協
同
組
合
の
事
務
と
し
て
働
い
た
。
た
ろ

ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
で
は
22
店
舗
営
業
し
て
い
る
が
、
震
災
当
時
に
商
売
を
や
れ
る
人

た
ち
が
組
合
を
作
っ
て
始
め
た
の
で
、
入
れ
替
わ
り
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
街
が
復

興
し
て
い
く
の
に
合
わ
せ
て
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
宮
古
敷
地
内
の
こ
の
仮
設
店

舗
か
ら
出
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
街
に
出
て
行
く
に
も
人
が
あ
ま
り
住
ん
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２
０
１
２
年
３
月
12
日
に
再
開
し
た
。
11
日
は
ど
う
し
て
も
無
理
だ
っ
た
。
店

だ
け
は
元
の
場
所
の
近
く
に
建
て
て
、
住
居
は
乙
部
の
高
台
の
ど
こ
か
に
な
る
。

　
中
町
の
自
治
会
は
み
な
さ
ん
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
た
め
に
解
散
に
な
っ
た
。
ヤ

サ
ラ
に
近
い
こ
と
は
や
っ
た
。
預
り
金
と
い
う
か
共
有
財
産
が
あ
っ
た
の
で
、
そ

れ
を
使
っ
て
お
別
れ
会
の
よ
う
な
こ
と
を
２
年
目
の
暮
れ
に
や
っ
た
。
グ
ラ
ウ
ン

ド
仮
設
は
今
ま
で
別
地
区
だ
っ
た
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
大
所
帯
の
と
こ
ろ
な

の
で
、
自
治
会
は
発
足
し
て
い
な
い
。
大
雪
が
降
っ
て
、
や
は
り
み
ん
な
が
あ
っ

た
ほ
う
が
い
い
と
は
思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
け
ど
、
言
い
出
し
っ
ぺ
が
や
ら
な
く
て

は
い
け
な
く
な
る
の
で
、
な
か
な
か
で
き
な
い
。
ど
こ
も
そ
う
だ
と
思
う
け
ど
。

だ
け
ど
、
例
え
ば
バ
ラ
バ
ラ
で
雪
か
き
を
す
る
こ
と
が
如
何
に
効
率
が
悪
い
か
と

い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
、
ど
こ
か
ら
と
な
く
共
同
で
や
る
こ
と
も
あ
る
。

高
齢
者
の
家
の
前
は
近
く
の
若
い
人
が
や
っ
て
い
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
仮
設
を
出
た
時
の
こ
と
や
、
商
店
の
再
建
に
向
け
て

の
話
し
合
い
を
し
て
い
る
。
土
地
の
こ
と
や
、
金
融
関
係
か
ら
の
借
り
入
れ
や
、

グ
ル
ー
プ
補
助
金
、
宮
古
市
の
支
援
制
度
な
ど
を
使
っ
て
の
再
建
の
話
を
し
て
い

る
。
人
口
が
減
少
し
て
い
る
か
ら
、
ど
れ
ぐ
ら
い
持
続
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
。

　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
地
元
の
人
の
意
見
を
ま
と
め
て
行
政
や
Ｕ
Ｒ
に
伝
え

る
役
割
が
あ
る
。
情
報
が
な
い
し
、
ど
う
し
て
も
専
門
的
な
力
を
借
り
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
、
誘
導
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
を
持
っ
て
い
る

人
も
い
る
。
や
は
り
、
引
い
て
見
て
い
る
人
も
い
る
。
Ｕ
Ｒ
も
企
業
だ
し
。
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
や
部
会
で
は
、
30
代
ぐ
ら
い
の
若
い
人
た
ち
が
そ
の
場
に
来
な
い

の
が
心
配
だ
。
こ
れ
か
ら
30
年
後
を
あ
る
程
度
見
据
え
た
人
た
ち
が
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
し
て
く
れ
た
ほ
う
が
い
い
。
俺
ら
は
あ
と
20
年
も
な
い
か
ら
ね
。
消
防
に

も
参
加
し
て
ほ
し
い
し
。
街
に
対
す
る
思
い
み
た
い
な
も
の
は
、
み
ん
な
持
っ
て

い
る
と
思
う
し
、
仕
事
も
あ
る
し
、
そ
う
い
う
場
に
慣
れ
て
い
な
い
と
出
ら
れ
な

い
と
思
う
。
出
る
と
何
か
責
任
を
押
し
付
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

か
。

　
嵩
上
げ
も
０
～
３
㍍
だ
っ
た
の
が
、
０
～
１
㍍
に
な
っ
た
り
、
限
り
な
く
０
に

な
っ
た
。
だ
っ
た
ら
早
く
家
を
立
て
る
よ
う
に
で
き
れ
ば
い
い
の
に
と
、今
は
思
っ

て
い
る
。
時
間
は
み
ん
な
の
や
る
気
を
削
ぎ
落
と
し
て
し
ま
う
。
気
持
ち
が
み
ん

　
組
合
事
務
員
の
仕
事
は
27
年
度
い
っ
ぱ
い
で
終
わ
る
予
定
だ
。
今
の
店
舗
数
は

18
で
、
田
老
か
ら
出
て
営
業
し
て
い
る
人
は
１
人
だ
。
廃
業
し
た
人
は
１
人
で
、

体
調
を
崩
し
た
た
め
に
５
月
末
で
店
を
閉
め
た
。
そ
れ
以
外
は
田
老
で
商
店
を
継

続
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
人
た
ち
だ
。
昨
年
９
月
に
田
老
地
区
の
30
店
舗
で
中
小

企
業
庁
の｢
グ
ル
ー
プ
補
助
金｣

に
申
請
し
た
。
田
老
地
区
の
商
業
者
は
一
緒
に

や
ろ
う
と
話
が
ま
と
ま
り
、
皆
で
申
請
し
た
。
こ
れ
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
事
業
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
だ
。
現
在
設
計
中
の
人
、
建
設
中
の
人
な
ど
準
備

段
階
は
様
々
だ
。
補
助
率
は
認
め
ら
れ
た
事
業
費
の
４
分
の
３
だ
。
残
り
の
４
分

の
１
は
自
己
負
担
と
な
る
。
被
災
前
の
店
舗
を
復
旧
す
る
費
用
が
対
象
で
、
そ
れ

以
上
の
額
は
出
な
い
。
店
舗
兼
住
宅
を
希
望
す
る
者
は
、
店
舗
分
の
み
が
補
助
の

対
象
と
な
り
、
住
宅
分
は
自
前
と
な
る
。
住
宅
の
場
合
は
国
、
県
、
市
か
ら
合
わ

せ
て
５
０
０
万
円
の
補
助
が
あ
る
。

　
嵩
上
げ
整
備
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
土
地
が
割
り
当
て
ら
れ
、

そ
の
土
地
に
店
舗
を
建
て
る
こ
と
に
な
る
。
漁
協
近
く
に
新
し
く
で
き
る
道
の
駅

付
近
に
は
３
、４
店
舗
予
定
さ
れ
、
他
は
高
台
、
嵩
上
げ
地
の
割
り
当
て
ら
れ
た
土

地
に
建
て
る
予
定
だ
。
漁
協
の
前
当
た
り
に
イ
ベ
ン
ト
広
場
と
駐
車
場
が
で
き
る

計
画
と
の
こ
と
だ
。
津
波
が
恐
い
の
で
住
宅
は
高
台
、
店
舗
は
嵩
上
げ
地
に
と
言

う
人
が
多
い
。
高
台
に
は
消
防
署
、
診
療
所
、
保
育
所
が
建
設
さ
れ
る
予
定
だ
。

　
こ
こ
の
仮
設
は
来
年
度
い
っ
ぱ
い
く
ら
い
で
閉
鎖
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ

こ
で
や
め
る
人
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
町
に
移
っ
て
も
客
が
来
て
く
れ
る

か
心
配
だ
。
新
し
く
で
き
る
三
陸
道
は
山
側
を
走
る
計
画
な
の
で
、交
通
量
が
減
っ

て
商
売
が
成
り
立
つ
の
か
、
心
配
の
種
は
つ
き
な
い
。

田
中
和
七
さ
ん
（
昭
和
29
年
生　
中
町
→
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
仮
設
住
宅
）
２
０
１
４

年
４
月
22
日
に
組
合
事
務
所
で
話
を
伺
っ
た
。

　
中
町
に
家
が
あ
っ
た
。
大
正
12
年
に
祖
父
が
菓
子
屋
を
始
め
て
、
私
で
３
代
目
。

昭
和
８
年
に
被
災
し
た
が
、
昭
和
９
年
７
月
に
再
建
し
た
。
昭
和
８
年
の
津
波
で

は
祖
母
と
叔
母
を
亡
く
し
た
。
祖
父
は
再
婚
し
て
父
の
兄
弟
が
４
人
増
え
た
。
家

族
だ
け
で
11
人
い
た
。職
人
も
雇
っ
て
い
た
の
で
、当
時
と
し
て
は
大
所
帯
だ
っ
た
。

店
舗
の
再
開

田老地域の仮設での生活 各地域における東日本大震災



74

ア
だ
か
ら
配
達
と
い
う
の
も
、
お
か
し
く
は
な
い
け
ど
、
そ
う
い
う
時
代
な
の
か

な
と
思
う
。
油
代
に
も
な
ら
な
い
け
ど
、
そ
う
い
う
人
た
ち
に
助
け
ら
れ
て
き
た

か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
な
い
と
い
け
な
い
。
少
な
く
て
も
、
あ
と
２
年
で

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
を
出
る
の
で
、
自
然
発
生
的
に
新
た
な
付
き
合
い
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
安
住
の
地
が
な
い
と
、
寛
容
に
な
れ
な
い
人
が
増
え
て
い
る
。

言
葉
が
気
に
食
わ
な
い
と
か
。
だ
か
ら
、
私
は
上
の
町
と
か
下
の
町
と
か
言
わ
な

い
で
す
よ
。
元
の
町
っ
て
言
わ
な
い
と
。
上
っ
て
い
う
と
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
こ
と

を
言
っ
て
い
る
し
、
自
分
達
自
身
も
下
っ
て
言
っ
て
い
る
の
に
、「
自
分
達
の
こ
と

を
下
っ
て
言
っ
た
」
と
か
い
う
。
些
細
な
こ
と
だ
け
ど
そ
う
い
う
声
が
聞
こ
え
て

く
る
。
些
細
な
こ
と
な
ん
だ
け
ど
。

昭
和
８
年
の
津
波

　
昭
和
８
年
に
、
防
潮
堤
を
青
砂
里
ま
で
直
線
で
作
る
計
画
が
あ
っ
た
。
だ
け
ど

水
門
を
作
る
技
術
が
な
か
っ
た
か
ら
、
ヘ
の
字
型
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
青
砂
里

に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
は「
田
老
の
人
た
ち
は
自
分
た
ち
を
見
捨
て
た
ん
だ
」っ
て
、

消
防
団
と
か
や
め
た
人
も
い
た
。
そ
ん
な
時
代
が
あ
っ
た
け
ど
、
そ
う
い
う
変
な

壁
は
時
間
が
解
決
し
て
く
れ
る
。
野
原
は
も
ろ
こ
し
や
キ
ビ
畑
と
か
が
あ
っ
て
、

湧
き
水
も
あ
っ
て
大
雨
が
降
る
と
す
ぐ
に
水
溜
り
で
洪
水
に
な
っ
た
。三
鉄
が
通
っ

た
と
き
に
、
そ
こ
で
出
た
石
捨
場
に
な
っ
て
、
わ
か
め
と
か
昆
布
を
干
す
の
に
ち
ょ

う
ど
よ
い
場
所
に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
浜
小
屋
が
で
き
て
、
そ
こ
に
住
む
よ
う

に
な
っ
て
、
住
宅
が
で
き
て
、
１
軒
が
２
軒
、
２
軒
が
６
軒
の
よ
う
に
増
え
て
い
っ

た
。
坪
単
価
が
３
千
円
か
ら
、
坪
１
万
円
に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
整
地
し
て
住

宅
用
に
売
っ
た
り
し
て
い
た
。
震
災
前
は
坪
５
万
円
だ
っ
た
。
昭
和
40
年
代
半
ば

ぐ
ら
い
の
話
だ
。
昭
和
８
年
の
と
き
は
津
波
が
来
な
か
っ
た
沢
沿
い
に
あ
っ
た
青

砂
里
と
か
、乙
部
の
山
際
の
人
た
ち
は
、井
戸
水
を
汲
ん
で
生
活
し
て
い
た
よ
う
だ
。

そ
う
し
た
人
た
ち
が
、
水
道
も
通
る
野
原
地
区
に
降
り
て
き
た
。
結
果
的
に
は
３

軒
ぐ
ら
い
を
残
し
て
み
ん
な
下
が
っ
て
き
た
。
下
が
っ
て
き
た
ら
今
度
の
津
波
が

き
た
。
街
の
分
家
の
人
た
ち
も
入
っ
て
き
た
。
浜
を
や
っ
て
い
る
人
た
ち
は
重
い

船
を
上
ま
で
持
っ
て
き
て
と
い
う
よ
り
は
、
浜
の
近
く
に
住
む
ほ
う
が
楽
。
浜
小

屋
と
い
っ
て
も
、
仮
眠
室
も
応
接
室
も
あ
っ
た
り
し
て
、
普
通
の
家
よ
り
も
良
い

な
折
れ
て
い
る
。
３
年
経
つ
と
。
最
初
の
こ
ろ
の
勢
い
は
怒
り
も
あ
っ
た
し
、
そ

れ
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て
い
た
。
怒
り
の
捌
け
口
そ
の
も
の
も
見
失
っ
た
り
、

気
力
そ
の
も
の
が
削
が
れ
て
い
る
と
思
う
。
特
に
今
は
沈
滞
期
だ
と
思
う
。
こ
れ

ま
で
の
情
報
は
全
部
出
し
尽
く
し
て
い
る
。
あ
と
は
自
分
の
面
積
や
場
所
を
知
り

た
い
の
に
、
そ
れ
が
提
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
先
に
進
め
な
い
。
補
助
金

を
申
請
す
る
に
し
て
も
、
面
積
す
ら
決
ま
ら
な
い
と
計
画
す
ら
立
て
ら
れ
な
い
。

自
分
は
お
菓
子
を
作
っ
て
い
て
、
工
場
と
店
舗
と
住
居
で
住
所
を
３
つ
も
持
っ
て

い
る
の
で
、
な
ん
か
地
に
足
が
付
い
て
な
い
。
気
持
ち
も
落
ち
着
か
な
い
。
み
ん

な
も
そ
う
だ
と
思
う
。
商
店
主
の
人
た
ち
を
最
後
ま
で
見
な
く
て
は
い
け
な
い
役

に
も
つ
い
て
い
る
の
で
、
仮
設
に
い
た
ほ
う
が
便
利
。

　
今
後
、
た
ろ
ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
の
よ
う
な
共
同
店
舗
を
考
え
て
い
き
た
い
。
だ
け

ど
共
同
店
舗
の
中
の
店
が
減
る
と
、
そ
の
他
の
店
舗
で
そ
れ
を
補
わ
な
い
と
い
け

な
い
の
で
、
現
在
は
自
立
型
店
舗
で
集
ま
っ
て
建
て
る
、
自
立
再
建
集
客
型
と
い

う
の
を
考
え
て
い
る
。
総
合
事
務
所
と
中
学
校
前
と
高
台
の
３
つ
の
案
が
出
て
い

る
。
も
と
の
田
老
の
街
で
罹
災
証
明
書
を
と
れ
る
人
た
ち
は
、
１
つ
の
組
織
と
し

て
見
よ
う
と
い
う
計
画
を
立
て
て
い
る
。
流
さ
れ
な
か
っ
た
人
た
ち
か
ら
「
早
く

帰
っ
て
き
て
ね
」
と
言
わ
れ
る
と
嬉
し
い
が
、
ど
っ
か
入
れ
る
土
地
を
見
つ
け
て

ほ
し
い
と
も
思
う
。
た
だ
３
年
も
経
つ
と
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
が
中
心
に
な
っ
て
き
て

い
る
か
ら
、自
分
た
ち
は
捨
て
ら
れ
た
よ
う
な
、溝
と
い
う
か
壁
を
感
じ
る
。グ
リ
ー

ン
ピ
ア
に
買
い
に
来
な
い
で
す
も
の
。
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
で
芸
能
人
と
か
が
来

る
と
、
来
る
け
ど
、
そ
れ
も
遠
慮
が
ち
に
な
る
人
も
結
構
い
る
。
だ
か
ら
、
最
初

に
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
、そ
う
い
っ
た
壁
を
取
り
除
く
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
る
。
今
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
で
商
い
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
、
ト
ラ
ッ
ク
で
も

な
ん
で
も
い
い
か
ら
、
下
の
ほ
う
に
来
て
、
元
の
街
の
人
た
ち
に
買
い
物
し
て
も

ら
う
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
中
。
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
い
て
も
や
は
り
壁
を
感
じ
て
い
る

し
、
お
互
い
感
じ
て
い
る
と
思
う
。
個
々
で
見
て
い
く
と
付
き
合
い
は
深
い
け
ど
、

全
体
で
み
る
と
そ
う
い
う
の
が
あ
る
。
歩
み
寄
る
と
い
う
か
、
共
通
の
お
祭
り
と

か
あ
る
と
き
は
、
違
和
感
な
く
話
せ
る
け
ど
、
５
月
の
お
祭
り
も
な
い
か
ら
な
か

な
か
難
し
い
。
お
祭
り
の
と
き
に
お
魚
の
天
ぷ
ら
揚
げ
る
習
慣
が
あ
っ
て
、
今
は

何
個
か
注
文
が
あ
る
。
昔
な
ら
店
に
買
い
に
来
た
ん
だ
け
ど
、
店
は
グ
リ
ー
ン
ピ
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ン
テ
ィ
ア
で
、
権
限
は
な
い
の
で
、
あ
く
ま
で
お
願
い
を
す
る
レ
ベ
ル
だ
。

３　
田
老
仮
設
保
育
所

　
田
老
の
仮
設
保
育
所
で
所
長
を
さ
れ
て
い
る
満
山
明
美
さ
ん
（
昭
和
29
年
生
）

か
ら
、
２
０
１
２
年
８
月
20
日
に
話
を
伺
っ
た
。

　
保
育
所
に
は
45
人
い
る
。
こ
こ
の
仮
設
保
育
所
に
来
て
か
ら
は
40
人
台
が
続
い

て
い
る
。
津
波
前
は
73
人
で
、
い
つ
も
70
人
以
上
い
た
。
職
員
も
津
波
前
は
14
人

い
た
が
、
今
は
保
育
士
は
５
人
で
、
給
食
係
が
２
名
と
私
の
８
人
で
や
っ
て
い
る
。

２
日
前
に
も
地
震
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
と
き
は
迎
え
が
早
か
っ
た
の
で
、
次
の
避

難
場
所
へ
の
移
動
を
し
た
の
は
半
分
く
ら
い
の
子
供
た
ち
だ
っ
た
。

震
災
当
日

　
３
月
11
日
は
年
長
児
を
除
い
て
午
睡
中
だ
っ
た
。
年
長
児
は
卒
園
間
近
な
の
で

午
睡
は
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
手
を
か
け
ず
に
済
ん
だ
。
小
さ
い
子
を
泣
か
せ

な
い
よ
う
に
着
替
え
を
さ
せ
、
３
歳
児
ま
で
は
手
を
か
け
て
、
防
寒
具
を
つ
け
さ

せ
た
。
年
長
児
は
防
寒
着
を
着
せ
て
外
に
出
た
。
着
替
え
に
時
間
を
か
け
す
ぎ
た

と
い
う
思
い
は
あ
る
。

　
い
つ
も
練
習
の
時
は
歩
道
橋
が
生
き
て
い
れ
ば
そ
こ
を
渡
っ
て
ゆ
く
と
決
め
て

い
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
第
３
避
難
場
所
の
公
民
館
へ
行
っ
た
。
中
へ
入
っ
て
も
大

丈
夫
と
言
わ
れ
た
が
、
揺
れ
て
ガ
ラ
ス
が
割
れ
る
と
困
る
の
で
、
外
に
い
た
が
、

津
波
が
来
た
の
で
山
の
方
へ
走
っ
て
逃
げ
て
、
ぎ
り
ぎ
り
だ
っ
た
。
歩
け
な
い
子

は
負
ぶ
い
、
ま
た
は
誘
導
車
に
乗
せ
た
。

　
逃
げ
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
毎
月
１
日
を
安
全
の
日
と
し
て
、
子
供
に
は
「
津

波
の
練
習
の
日
」
と
し
て
、
練
習
を
さ
せ
て
い
た
。
そ
の
際
に
は
少
し
ず
つ
走
ら

せ
て
い
た
。
そ
れ
の
仕
上
げ
が
３
月
だ
っ
た
の
で
、「
津
波
」「
逃
げ
る
」
と
い
う

言
葉
に
子
供
た
ち
は
慣
れ
て
い
た
。
誘
導
車
に
は
３
、４
人
乗
せ
た
。
支
援
児
は
走

れ
な
い
の
で
、
同
乗
さ
せ
た
。
国
道
を
渡
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
消
防
分
団
の
人

が
誘
導
し
て
く
れ
た
の
で
、
一
気
に
渡
れ
た
。
練
習
で
は
急
ぎ
足
で
４
、５
分
だ
っ

た
の
で
、
そ
れ
く
ら
い
で
行
け
た
と
思
う
。
地
震
の
あ
と
、
物
が
落
ち
な
い
か
確

認
し
、
着
替
え
さ
せ
る
ま
で
10
分
く
ら
い
か
か
っ
た
と
思
う
。
逃
げ
口
の
確
保
も

し
た
。

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

津
田
写
真
館　
津
田
重
雄
さ
ん
（
昭
和
15
年
生
）
２
０
１
２
年
８
月
15
日
に
話
を

伺
っ
た
。

　
昭
和
８
年
３
月
３
日
と
、
前
の
年
、
１
年
後
の
津
波
の
ガ
ラ
ス
乾
板
の
写
真
が

13
枚
残
っ
て
い
る
。
元
の
店
は
役
場
の
近
く
で
、
善
助
屋
の
斜
め
向
か
い
だ
っ
た
。

こ
の
写
真
は
先
代
の
津
田
重
一
郎
（
今
年
で
25
回
忌
に
な
る
。
60
歳
く
ら
い
で
亡

く
な
っ
た
）
が
撮
っ
た
。

　
営
業
店
舗
は
田
老
町
内
を
転
々
と
し
た
。
津
波
当
時
の
店
は
館
が
森
に
あ
っ
た
。

津
波
の
時
は
車
に
乗
っ
て
お
り
、
野
球
場
あ
た
り
を
走
っ
て
い
た
ら
、
ド
ン
と
き

た
の
で
、
車
が
壊
れ
た
の
か
と
思
っ
た
。
知
人
が
電
柱
が
倒
れ
る
と
教
え
て
く
れ

た
が
、
家
ま
で
帰
れ
た
。

　
ラ
ジ
オ
で
最
初
は
30
㌢
、
次
に
３
㍍
と
言
っ
た
が
、
電
気
が
パ
チ
ン
と
切
れ
た

の
で
、「
こ
れ
は
だ
め
だ
、
逃
げ
っ
ぺ
し
」
と
言
い
、
車
で
逃
げ
た
。
犬
が
老
衰
で

動
け
な
い
の
で
、
そ
れ
を
抱
え
て
、
家
内
と
逃
げ
た
。
道
の
駅
ま
で
行
っ
た
の
で
、

津
波
は
見
て
い
な
い
。
東
京
の
娘
た
ち
は
テ
レ
ビ
を
見
て
、「
お
父
さ
ん
は
死
ん
だ
。

お
父
さ
ん
は
哀
れ
だ
」
と
泣
い
た
と
い
う
。
道
の
駅
で
見
た
テ
レ
ビ
に
は
地
元
の

こ
と
は
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
。
こ
こ
に
は
情
報
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ

見
ら
れ
た
が
、
電
話
が
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。
水
沢
ま
で
行
け
ば
携
帯
が
つ
な
が

る
の
で
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
来
て
か
ら
２
～
３
日
後
に
娘
た
ち
と
連
絡
が
取
れ
た
。

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
で
は
15
日
の
夕
方
に
電
気
が
つ
な
が
っ
た
。

　
金
庫
は
見
つ
か
ら
な
い
と
思
っ
た
が
、
警
察
に
届
け
、
鍵
の
番
号
な
ど
も
言
っ

て
お
い
た
。
自
衛
隊
が
が
れ
き
を
片
付
け
て
見
つ
け
て
く
れ
た
。
金
庫
は
山
盛
り

に
な
っ
て
、
警
察
の
仮
設
に
お
い
て
あ
っ
た
。
警
察
は
金
庫
を
壊
し
て
、
す
べ
て

の
中
身
を
確
認
す
る
。
少
し
水
が
入
っ
た
よ
う
で
、
湿
っ
て
い
た
。

　
鳥
獣
保
護
員
と
交
通
指
導
員
を
や
っ
て
い
る
。
交
通
指
導
員
は
来
年
で
45
年
に

な
る
。昭
和
43
年
に
施
行
さ
れ
て
か
ら
ず
っ
と
や
っ
て
い
る
。行
政
か
ら
の
依
頼
で
、

千
人
に
１
人
の
割
合
で
選
ば
れ
る
。
田
老
の
人
口
は
当
時
鉱
山
も
含
め
る
と
８
千

人
だ
っ
た
。
今
は
宮
古
市
の
隊
長
で
、
隊
員
は
28
人
い
る
。
年
に
１
２
０
日
朝
街

頭
に
出
る
。
８
月
は
１
日
か
ら
10
日
、
17
日
か
ら
は
金
、
土
と
出
る
。
ほ
ぼ
ボ
ラ

田老地域の仮設での生活 各地域における東日本大震災



76

も
ら
っ
た
足
袋
で
助
か
っ
た
。
翌
日
近
隣
の
山
が
火
事
に
な
り
、
サ
ラ
シ
を
裂
い

て
子
供
た
ち
が
煙
を
吸
わ
な
い
よ
う
に
さ
せ
た
。
11
日
の
夜
は
30
人
い
た
が
、
そ

の
日
は
返
さ
ず
、
保
護
者
３
世
帯
も
一
緒
に
い
た
。

　
翌
日
は
火
事
の
た
め
、
避
難
所
と
な
っ
た
北
高
へ
移
動
す
る
よ
う
指
示
が
あ
り
、

４
、５
人
残
っ
た
子
を
連
れ
て
１
泊
し
た
。
２
泊
後
に
職
員
が
解
散
し
た
。
幸
い
避

難
し
た
児
童
は
す
べ
て
無
事
に
家
族
に
渡
す
こ
と
が
で
き
た
。
被
害
は
７
名
の
家

が
全
壊
、
１
名
が
半
壊
、
１
名
が
父
と
姉
を
亡
く
し
た
。

保
育
所
の
再
開

　
保
育
所
は
３
月
28
日
に
再
開
し
た
。
北
高
へ
行
く
途
中
の
近
隣
児
童
館
で
の
再

開
だ
っ
た
。
卒
園
児
を
送
り
出
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
前
の
１
週
間
は
そ

の
準
備
と
父
兄
へ
の
連
絡
を
し
た
。
卒
園
児
の
１
人
が
亡
く
な
っ
た
が
、
母
が
代

理
で
式
に
出
席
し
た
。
家
が
流
れ
た
子
も
い
た
の
で
、
思
い
出
を
作
る
た
め
、
同

級
の
子
か
ら
写
真
を
か
き
集
め
て
パ
ソ
コ
ン
で
作
っ
て
記
念
に
持
た
せ
た
。
い
つ

も
の
よ
う
に
大
福
餅
を
持
た
せ
た
い
と
思
い
、
日
数
の
な
い
中
手
配
も
で
き
た
。

私
服
で
良
い
か
ら
と
皆
を
集
め
、
お
祝
い
を
し
て
卒
園
さ
せ
た
。

　
正
職
員
４
名
が
避
難
所
の
手
伝
い
を
す
る
。
在
園
児
の
い
る
北
高
で
は
12
時
間

交
替
で
寄
り
添
い
、
引
き
継
ぎ
を
し
な
が
ら
手
伝
い
を
し
た
。

　
再
開
に
あ
た
り
、
公
民
館
の
電
気
釜
を
借
り
、
野
菜
な
ど
を
分
け
て
も
ら
い
、

御
飯
と
味
噌
汁
の
給
食
を
こ
こ
で
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
初
日
は
大
勢
来
た
が
、

次
の
日
は
数
名
だ
け
だ
っ
た
。
瓦
礫
の
中
を
通
ら
な
い
と
児
童
館
ま
で
来
ら
れ
な

い
の
で
、
子
ど
も
が
い
や
だ
と
い
う
。
そ
こ
で
検
討
後
、
ホ
テ
ル
の
２
４
０
畳
あ

る
大
広
間
の
半
分
を
区
切
っ
て
使
わ
せ
て
も
ら
い
、
遊
ぶ
の
も
食
事
も
す
べ
て
こ

こ
で
で
き
た
。
大
広
間
に
来
て
か
ら
は
36
～
７
人
が
戻
っ
た
。

仮
設
保
育
所

　
９
月
15
～
６
日
に
仮
設
保
育
所
が
で
き
て
、
20
日
頃
か
ら
再
開
し
た
。
こ
れ
以

降
は
保
育
の
面
で
は
問
題
は
な
い
。
し
か
し
子
供
た
ち
に
は
夜
泣
き
な
ど
が
見
ら

れ
た
。
避
難
所
で
は
親
と
一
緒
に
い
た
り
、
地
域
の
人
に
遊
ん
で
も
ら
え
て
、
保

育
所
に
来
な
い
子
も
い
た
。家
族
が
亡
く
な
り
、子
ど
も
を
離
せ
な
い
親
も
い
た
が
、

　
こ
の
揺
れ
で
は
逃
げ
な
く
て
は
と
思
っ
た
。
前
々
所
長
か
ら
の
引
き
継
ぎ
で
、

こ
こ
は
津
波
の
地
域
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
毎
月
１
回
練
習
を
し
て
い
た
。
職

員
が
必
死
な
の
を
見
て
、
泣
く
子
も
な
く
皆
つ
い
て
き
た
。
保
護
者
が
来
れ
ば
確

認
を
し
て
返
し
た
が
、
そ
の
た
め
に
被
災
し
た
子
が
２
名
い
た
。
早
く
に
帰
っ
た

子
た
ち
が
い
た
の
で
、全
員
だ
っ
た
ら
山
の
斜
面
を
駈
け
き
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
自
分
で
走
れ
る
子
が
多
か
っ
た
の
は
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
。
練
習
し
て
い
た
第

２
避
難
場
所
の
裏
山
ま
で
の
距
離
は
２
０
０
㍍
だ
が
、
自
分
で
走
ろ
う
と
言
っ
て
、

大
き
い
子
に
は
先
頭
に
立
っ
て
も
ら
い
、
職
員
１
名
が
先
頭
に
つ
い
て
、
１
人
が

着
け
ば
、
次
の
子
に
手
を
か
け
る
と
い
う
や
り
方
を
し
た
。

　
以
前
か
ら
勉
強
会
を
し
て
、
課
題
を
出
し
て
次
々
と
や
っ
て
い
た
。
田
老
に
来

て
５
年
目
、
所
長
に
な
っ
て
１
年
目
だ
っ
た
。
引
き
継
い
で
き
た
こ
と
は
身
に
つ

い
て
い
た
。
そ
の
前
に
い
た
町
中
保
育
所
で
は
、津
波
の
練
習
は
や
っ
て
い
な
か
っ

た
。
市
内
か
ら
来
た
人
は
、「
安
全
の
日
」
を
知
ら
な
い
の
で
、
総
合
事
務
所
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
訓
練
を
し
て
、
自
分
た
ち
で
勉
強
も
し
て
き
た
。

　
第
２
避
難
所
に
行
っ
た
ら
、
孤
立
す
る
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
た
が
、
地
域
の
人

も
い
る
か
ら
大
丈
夫
と
言
わ
れ
た
。
練
習
は
こ
こ
で
や
る
が
、
年
に
１
回
は
公
民

館
ま
で
行
く
練
習
を
し
た
。
国
道
を
渡
る
の
は
大
変
と
い
う
思
い
は
あ
っ
た
が
、

そ
れ
も
考
え
て
練
習
を
し
た
。

　
２
日
前
の
地
震
の
時
に
練
習
だ
か
ら
行
こ
う
と
、
公
民
館
ま
で
行
き
、
休
ま
せ

て
も
ら
え
た
。
ま
た
人
も
い
た
の
が
安
心
材
料
と
な
っ
た
。

　
避
難
用
リ
ュ
ッ
ク
の
中
に
何
を
入
れ
る
か
決
め
、
そ
れ
ら
を
入
れ
て
誰
が
持
っ

て
も
良
い
よ
う
に
し
て
い
た
。
当
日
は
そ
れ
を
外
に
出
し
、
そ
の
後
子
供
た
ち
に

手
を
か
け
た
。
お
む
つ
、
タ
オ
ル
、
毛
布
な
ど
を
持
っ
て
逃
げ
た
の
で
、
こ
れ
は

よ
か
っ
た
。練
習
だ
け
は
継
続
す
る
と
い
う
の
が
、こ
こ
の
保
育
所
の
伝
え
だ
っ
た
。

　
駆
け
上
っ
た
山
の
上
の
墓
地
に
待
機
し
た
。
足
下
に
水
が
渦
を
巻
い
て
い
た
の

は
見
て
い
た
。
子
供
た
ち
を
で
き
る
だ
け
山
の
上
に
上
げ
て
、
斜
面
の
一
番
上
ま

で
上
げ
た
。
人
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、空
い
て
い
る
場
所
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

ト
を
敷
い
た
。
毛
布
１
枚
で
は
足
り
ず
、
常
運
寺
か
ら
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
を
も
ら
い

暖
を
取
っ
た
。
誘
導
車
が
流
れ
て
し
ま
い
、
常
運
寺
か
ら
も
ら
っ
た
サ
ラ
シ
を
負

ぶ
い
紐
に
で
き
た
。
寺
に
迎
え
に
来
た
保
護
者
の
靴
が
濡
れ
て
い
た
の
で
、
寺
で
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て
い
た
。
社
員
は
３
人
い
た
。
建
物
が
老
朽
化
し
て
い
た
の
で
外
に
避
難
し
た
。

揺
れ
が
収
ま
っ
た
の
で
、
中
に
入
っ
て
片
付
け
て
い
る
と
き
に
再
び
揺
れ
た
。
停

電
で
通
信
手
段
が
な
く
、
自
分
の
目
と
耳
で
確
認
し
、
行
動
し
た
。
３
人
一
緒
に

行
動
し
よ
う
と
こ
こ
に
い
た
。
避
難
者
が
徐
々
に
や
っ
て
来
て
、
ゆ
っ
く
り
と
人

が
増
え
て
い
っ
た
。
最
初
の
地
震
の
時
は
郵
便
局
の
後
ろ
側
に
避
難
し
た
が
、
２

回
目
に
は
局
の
正
面
に
出
て
、
逃
げ
て
き
た
人
が
足
早
に
な
っ
て
き
た
の
を
感
じ

た
。
自
動
ド
ア
も
動
か
な
く
な
っ
た
。
お
客
様
が
局
内
で
犠
牲
に
な
っ
て
は
い
け

な
い
と
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
待
っ
た
。
高
台
に
避
難
し
た
人
が
騒
い
で
い
た
の
で
、
外

に
出
た
。
騒
い
で
い
る
声
で
津
波
が
来
る
の
が
わ
か
り
、
寺
へ
走
っ
て
逃
げ
た
。

女
性
の
契
約
社
員
が
保
育
所
に
い
る
子
供
が
心
配
だ
と
い
う
の
で
、
迷
っ
た
が
迎

え
に
行
か
せ
た
。
し
か
し
途
中
で
津
波
が
来
て
保
育
所
ま
で
行
け
な
か
っ
た
。
本

人
は
逃
げ
ら
れ
た
か
心
配
だ
っ
た
が
、９
時
頃
無
事
を
確
認
で
き
た
。
小
学
校
、寺
、

こ
こ
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
た
。

　
津
波
が
来
て
、
街
が
壊
れ
る
の
を
見
て
頭
が
真
っ
白
に
な
っ
た
。
通
信
手
段
も

な
く
、
し
ば
ら
く
呆
然
と
し
て
い
た
。
避
難
し
た
人
の
悲
鳴
を
聞
い
て
、
カ
メ
ラ

も
使
え
な
か
っ
た
。
何
が
で
き
る
か
考
え
て
、
一
夜
を
明
か
す
人
の
手
伝
い
を
し

よ
う
と
し
た
。
保
健
セ
ン
タ
ー
で
入
院
患
者
の
手
伝
い
を
し
た
。
こ
こ
へ
重
症
患

者
を
運
ん
だ
。
高
齢
の
患
者
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
ベ
ッ
ト
の
ま
ま
運
ば
れ
て
き

た
。
次
に
セ
ン
タ
ー
か
ら
使
え
る
も
の
を
運
ん
だ
。
検
尿
コ
ッ
プ
に
は
茶
を
入
れ

た
。ス
ト
ー
ブ
や
灯
油
の
運
び
出
し
を
手
伝
っ
た
。職
員
が
１
人
休
み
だ
っ
た
の
で
、

安
否
確
認
を
し
た
。
真
っ
暗
で
家
に
帰
れ
ず
、
こ
こ
で
一
夜
を
明
か
し
た
。
余
震

が
ひ
ど
く
て
眠
れ
ず
、
服
の
ま
ま
座
布
団
１
枚
で
こ
こ
に
い
た
。
高
齢
の
お
ば
あ

さ
ん
と
娘
さ
ん
が
取
り
残
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り
、
３
人
で
救
出
に
行
っ
た
。

ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
電
線
が
怖
か
っ
た
。
屋
根
ま
で
た
ど
り
着
き
、
声
を
か
け
て

励
ま
し
、
川
に
な
っ
た
道
路
ま
で
腰
ま
で
水
に
つ
か
り
な
が
ら
降
り
、
側
溝
を
手

探
り
で
測
り
な
が
ら
、
お
ば
あ
さ
ん
を
お
ん
ぶ
し
て
、
道
を
渡
っ
て
き
た
。
ガ
ソ

リ
ン
、ガ
ス
、灯
油
が
混
じ
っ
た
臭
い
が
し
た
。
プ
ロ
パ
ン
が
漏
れ
て
シ
ュ
ー
シ
ュ
ー

と
い
う
音
が
し
て
、
引
火
し
な
い
か
怖
か
っ
た
。
娘
さ
ん
は
元
気
だ
っ
た
の
で
１

人
で
歩
か
せ
た
。
お
ば
あ
さ
ん
を
無
理
矢
理
引
っ
張
り
上
げ
て
お
ん
ぶ
し
て
逃
げ

た
。
転
ぶ
と
だ
め
だ
と
思
い
、
ゆ
っ
く
り
と
渡
っ
た
。
恐
か
っ
た
が
、
何
と
か
助

訪
問
し
て
寄
り
添
っ
た
。
親
の
様
子
は
送
り
迎
え
の
際
に
声
か
け
を
し
て
、
表
情

な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
で
把
握
し
た
。

　
今
は
保
育
士
が
減
っ
て
大
変
な
状
態
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
支
援
の
人
た
ち
が

多
く
来
る
の
で
、
そ
れ
へ
の
対
応
に
時
間
が
か
か
る
。
支
援
を
受
け
入
れ
な
け
れ

ば
と
い
う
思
い
と
、
子
供
た
ち
の
元
気
な
姿
も
地
域
の
人
た
ち
に
見
せ
た
い
と
の

思
い
で
、
何
も
無
い
と
い
う
日
は
な
い
。

　
支
援
児
と
ゼ
ロ
歳
児
の
部
分
で
の
職
員
が
足
り
ず
、
今
は
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い

で
、
超
過
勤
務
で
ど
う
に
か
や
っ
て
い
る
。
待
遇
改
善
を
し
な
い
と
保
育
士
が
来

な
い
。
園
児
の
数
が
減
っ
た
の
で
、
職
員
の
数
を
減
ら
さ
れ
る
こ
と
は
、
ケ
ア
が

難
し
い
。
前
は
年
齢
別
の
保
育
を
し
て
い
た
が
、
今
は
そ
れ
が
で
き
な
い
で
い
る
。

で
も
一
緒
の
保
育
で
、
年
長
の
子
が
年
少
の
子
の
面
倒
を
見
て
い
る
の
で
、
そ
れ

も
少
子
化
の
時
代
に
は
良
い
か
な
と
思
う
。
保
育
士
１
人
が
ト
イ
レ
な
ど
に
出
て

も
皆
で
見
ら
れ
る
。
日
に
よ
っ
て
年
齢
別
に
し
た
り
、
一
緒
に
し
た
り
し
て
、
保

育
士
が
そ
れ
ぞ
れ
の
子
の
動
き
を
見
て
い
る
。
支
援
児
は
１
施
設
お
お
む
ね
４
人
。

ゼ
ロ
歳
児
は
希
望
が
あ
る
が
、
地
域
で
は
入
れ
な
い
子
も
い
る
の
で
、
職
員
の
数

が
足
り
な
い
の
で
増
や
せ
な
い
。
今
は
無
理
な
く
や
っ
て
い
る
が
希
望
は
あ
る
。

　
今
は
職
員
不
足
の
た
め
、
掃
除
な
ど
大
変
な
の
で
、
給
食
担
当
者
に
も
手
伝
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
。
３
～
５
年
は
こ
こ
に
い
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
仮
設
の
人

た
ち
の
居
場
所
が
決
ま
っ
て
か
ら
保
育
所
も
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、

見
通
し
は
ま
だ
な
い
。「
保
育
園
の
歌
」
は
楽
譜
が
流
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
キ
チ
ン

と
次
に
伝
え
た
い
。

４　
田
老
郵
便
局

　
山
根
登
さ
ん
（
田
老
郵
便
局
局
長
、
平
成
17
年
か
ら
勤
務
）
に
２
０
１
３
年
３

月
28
日
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
行
動
の
起
点
は
奥
尻
の
経
験
に
あ
り
、
長
い
地
震
は
津
波
が
来
る
こ
と
が
頭
に

あ
る
。
妻
の
実
家
は
田
老
な
の
で
、
逃
げ
る
場
所
は
こ
こ
と
言
う
こ
と
は
思
っ
て

い
た
。

３
月
11
日
と
そ
れ
以
降

　
当
日
大
き
な
地
震
は
３
回
あ
っ
た
。１
回
目
の
長
い
揺
れ
で
津
波
が
来
る
と
思
っ

田老地域の仮設での生活 各地域における東日本大震災



78

間
会
社
に
な
り
、
宮
古
市
の
配
慮
で
市
の
施
設
に
入
れ
て
も
ら
え
た
の
は
あ
り
が

た
か
っ
た
。
仮
設
で
は
用
が
足
り
ず
、
こ
こ
ま
で
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
の
も
あ

り
が
た
い
。
こ
う
い
う
こ
と
を
職
員
に
伝
え
る
こ
と
で
、
彼
ら
も
良
い
仕
事
が
で

き
る
の
だ
と
思
う
。
震
災
後
は
お
客
様
の
数
が
半
分
に
減
っ
た
。
お
客
様
は
こ
ち

ら
が
言
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
気
を
つ
け
る
。

　
郵
便
局
の
仕
事
は
半
年
後
に
再
開
す
る
ま
で
日
の
出
郵
便
局
な
ど
他
の
支
局
で

や
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
。
工
事
な
ど
が
伴
う
の
で
、
１
支
局
の
み
の
問
題
で
は
な

か
っ
た
の
だ
と
思
う
。
本
社
へ
行
く
と
決
裁
の
印
鑑
を
押
す
所
が
１
頁
の
半
分
く

ら
い
あ
る
。
会
社
が
分
か
れ
た
こ
と
で
手
間
取
っ
た
。
５
月
下
旬
に
は
内
諾
を
得

た
が
、
再
開
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
田
老
の
人
た
ち
に
い
つ
再
開
す
る
の
か
、
聞

か
れ
る
た
び
に
肩
身
が
狭
か
っ
た
。
所
長
に
も
「
こ
こ
を
貸
す
と
言
っ
た
の
だ
か

ら
早
く
再
開
し
ろ
」
と
せ
か
さ
れ
た
。

　
震
災
前
は
郵
便
局
、
信
金
、
漁
協
と
金
融
機
関
が
一
緒
だ
っ
た
が
、
黒
字
の
局

で
稼
げ
る
の
で
あ
り
が
た
か
っ
た
。
再
開
で
難
航
し
た
の
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
だ
っ
た
。
外

に
設
置
す
る
に
は
津
波
地
区
と
し
て
の
縛
り
が
多
か
っ
た
。
土
日
に
も
使
え
る
よ

う
に
し
た
か
っ
た
。
10
月
の
再
開
の
際
に
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
設
置
も
間
に
あ
っ
た
。
組

織
が
大
き
い
の
で
小
回
り
は
き
か
な
い
が
、
職
場
が
な
い
間
も
解
雇
さ
れ
ず
に
働

け
た
の
は
あ
り
が
た
か
っ
た
。
再
開
ま
で
毎
日
あ
ち
こ
ち
に
動
い
て
い
た
。
Ａ
Ｔ

Ｍ
の
移
動
郵
便
車
で
山
田
や
大
槌
ま
で
行
っ
て
い
た
。
自
分
の
や
る
べ
き
事
務
処

理
は
他
局
で
や
っ
て
く
れ
る
の
で
、
職
員
が
帰
っ
た
後
、
10
持
頃
か
ら
２
、３
時
頃

ま
で
か
か
っ
て
パ
ソ
コ
ン
で
処
理
を
し
た
。
こ
こ
を
借
り
ら
れ
た
の
も
今
ま
で
の

財
産
だ
と
思
う
。

　
将
来
の
郵
便
局
の
場
所
は
未
定
の
ま
ま
だ
。住
民
は
高
台
に
移
転
の
予
定
に
な
っ

て
い
る
。
道
路
は
40
㍍
内
側
に
入
っ
て
嵩
上
げ
さ
れ
る
と
い
う
。
街
の
中
心
に
い

る
べ
き
か
、
集
合
住
宅
の
一
角
に
す
る
べ
き
か
、
選
択
を
誤
り
た
く
な
い
。
６
割

の
人
が
満
足
で
き
る
場
所
に
決
め
た
い
。
お
金
を
下
ろ
し
て
使
え
る
場
所
が
な
く
、

住
民
の
数
も
減
っ
て
き
て
い
る
。
地
域
や
商
店
街
の
皆
さ
ん
と
一
体
で
い
た
い
と

思
う
。
街
が
変
わ
る
姿
を
見
た
か
っ
た
が
、
来
月
に
転
勤
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で

仕
方
が
な
い
。
そ
の
後
の
姿
を
見
に
来
た
い
。

　
震
災
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
機
能
し
な
か
っ
た
。
こ
こ
は
回
線
が
つ
な
が
ら
ず
、
指

け
ら
れ
た
。
火
事
で
も
あ
っ
た
ら
だ
め
だ
っ
た
。

　
翌
日
帰
っ
た
が
、
妻
の
実
家
が
田
老
な
の
で
探
し
た
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
や
実
家
、
北
高
の
遺
体
安
置
所
ま
で
行
っ
た
。
３
日
過
ぎ
る
と
だ

め
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
生
存
の
気
持
ち
を
あ
き
ら
め
な
が
ら
安
置
所
に
通
っ

た
。
朝
か
ら
夕
方
ま
で
探
し
て
は
帰
る
日
々
だ
っ
た
。
田
老
の
町
に
は
あ
ち
こ
ち

遺
体
が
あ
っ
た
。
道
路
端
に
も
遺
体
が
あ
っ
た
。
防
潮
堤
に
も
遺
体
が
あ
っ
た
が
、

見
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
３
か
月
の
節
目
に
義
理
の
母
と
甥
の
死
亡
確
認
の
は

ん
こ
を
つ
い
た
が
、
自
分
の
意
思
で
届
け
を
出
す
の
は
つ
ら
か
っ
た
。

　
自
衛
隊
、警
察
の
お
世
話
に
な
っ
た
。も
の
す
ご
く
助
か
り
頭
が
下
が
っ
た
。様
々

な
捜
索
を
し
て
も
ら
っ
た
。
寒
い
日
が
続
き
、
粉
塵
が
す
ご
か
っ
た
が
、
黙
々
と

作
業
を
し
て
も
ら
い
、
そ
の
姿
勢
が
す
ご
か
っ
た
。
土
日
は
身
内
捜
し
を
や
っ
て

い
た
。

　
１
か
月
後
く
ら
い
に
実
家
に
行
っ
た
。
田
老
を
優
先
し
て
家
の
こ
と
は
何
も
で

き
な
か
っ
た
。
実
家
の
兄
と
弟
は
無
事
だ
っ
た
。
実
家
で
も
自
分
の
こ
と
を
心
配

し
て
く
れ
て
い
た
。

郵
便
局
の
再
開

　
郵
便
局
の
財
産
を
ど
う
す
る
の
か
動
き
回
っ
た
。
郵
便
局
を
再
開
す
る
た
め
に

ど
う
し
た
ら
良
い
か
ば
か
り
考
え
て
い
た
。
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、
田
老
地
区
の

人
が
い
つ
郵
便
局
が
再
開
す
る
の
か
聞
い
て
く
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
２
０
１
１
年

の
10
月
５
日
に
今
の
場
所
で
再
開
で
き
た
。
半
年
ぶ
り
だ
っ
た
。
行
方
不
明
者
の

情
報
は
３
か
月
と
知
っ
て
い
た
の
で
、
３
か
月
で
再
開
し
た
か
っ
た
が
、
無
理
だ
っ

た
。
局
員
に
は
通
勤
可
能
な
場
所
か
ら
通
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
今
感
じ
る
の
は
、
普
段
の
生
活
が
ど
れ
だ
け
あ
り
が
た
い
か
と
言
う
こ
と
。
水
、

食
べ
物
、
石
油
、
暖
か
い
生
活
を
今
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
父
は
田
老
に
住
ん

で
い
た
が
、
今
は
仮
設
に
い
る
。
避
難
所
で
父
が
ど
う
し
て
い
る
の
か
見
な
が
ら

仕
事
を
し
て
い
た
。
配
給
の
時
、
腰
の
曲
が
っ
た
人
た
ち
が
並
ん
で
食
べ
る
も
の

を
待
つ
姿
を
見
る
の
は
つ
ら
か
っ
た
。

　
今
思
う
の
は
、
こ
の
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
は
、
地
域
の
人
の
お
か

げ
だ
と
言
う
こ
と
。
震
災
で
こ
の
こ
と
に
気
づ
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
郵
便
局
が
民
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の
日
は
小
さ
い
子
と
年
よ
り
に
先
に
分
け
た
。
夫
の
弟
が
迎
え
に
来
て
、
お
父
さ

ん
と
会
え
て
、
ふ
れ
あ
い
荘
に
逃
げ
た
。

　
お
じ
い
さ
ん
は
ど
こ
か
で
誰
か
が
引
っ
張
っ
て
く
れ
て
い
て
助
か
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
た
が
、
消
防
署
近
く
で
見
つ
か
っ
た
。
お
じ
い
さ
ん
は
私
た
ち
が
逃

げ
る
の
を
見
な
が
ら
流
さ
れ
た
と
思
う
と
、
胸
が
痛
い
。
そ
れ
以
降
は
お
じ
い
さ

ん
を
探
し
に
、
ふ
れ
あ
い
荘
か
ら
家
ま
で
毎
日
歩
い
た
。

　
今
は
仕
事
も
見
つ
か
り
、
忙
し
く
し
て
い
て
忘
れ
て
い
る
が
、
お
風
呂
に
入
っ

て
い
る
と
き
な
ど
、
あ
の
時
こ
う
し
た
ら
良
か
っ
た
の
で
は
と
つ
い
つ
い
思
っ
て

し
ま
う
。
姑
と
も
一
緒
に
住
ん
で
い
る
が
、
彼
女
は
自
分
の
夫
と
妹
を
亡
く
し
て

い
る
の
で
、
大
変
だ
と
思
う
。
し
ば
ら
く
は
外
に
出
な
か
っ
た
。
避
難
所
に
い
れ

ば
知
り
合
い
が
い
た
が
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
移
っ
て
か
ら
は
部
屋
を
も
ら
え
た
が
、

部
屋
か
ら
出
な
か
っ
た
の
で
、
心
配
し
た
。
散
歩
と
か
、
何
か
あ
る
と
き
は
出
よ

う
と
誘
っ
た
が
、
出
な
く
な
っ
た
。

　
逃
げ
る
と
き
は
長
靴
だ
な
と
思
っ
た
。
実
家
の
親
を
探
し
に
行
く
に
も
瓦
礫
で

大
変
だ
っ
た
。
実
家
は
田
老
の
大
平
地
区
に
あ
っ
た
。
母
は
仕
事
で
山
田
に
行
っ

て
い
た
。
父
は
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
を
し
て
い
て
、
連
絡
が
付
か
な
か
っ
た
。
父

は
青
砂
里
で
人
を
降
ろ
し
、
本
社
に
戻
ろ
う
と
考
え
た
が
、
三
王
閣
の
方
向
に
ハ

ン
ド
ル
を
切
っ
た
。
津
波
が
岩
に
ぶ
つ
か
り
、
目
の
前
に
波
し
ぶ
き
が
上
が
り
、

前
方
を
ふ
さ
い
だ
。
も
う
だ
め
だ
と
思
っ
た
と
い
う
。
後
ろ
に
消
防
車
を
見
た
が

こ
れ
は
だ
め
だ
っ
た
。
三
王
閣
の
工
事
現
場
で
１
泊
し
て
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
行
っ

た
と
い
う
。
会
え
た
の
は
１
週
間
後
だ
っ
た
。

　
自
分
が
こ
ん
な
津
波
を
体
験
す
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。
今
回
の
地
震

が
来
た
と
き
船
酔
い
の
よ
う
な
感
じ
で
、
津
波
が
来
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ

た
。
あ
ん
な
に
大
き
な
地
震
は
は
じ
め
て
だ
っ
た
。
お
じ
い
さ
ん
た
ち
か
ら
は
家

の
所
ま
で
は
津
波
は
来
な
い
と
聞
い
て
い
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
妹
は
熊
野
神
社

ま
で
逃
げ
た
が
、
ト
イ
レ
に
行
く
と
自
宅
に
戻
り
、
流
さ
れ
た
。
一
度
逃
げ
て
も

忘
れ
物
な
ど
を
取
り
に
行
っ
て
命
を
落
と
し
た
人
が
何
人
も
い
た
。
１
人
に
な
る

と
つ
い
つ
い
思
い
出
し
て
し
ま
う
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
外
に
出
て
い
た
が
、

私
が
も
っ
と
早
く
家
に
帰
っ
て
い
れ
ば
助
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
ど
と
思
っ
て

し
ま
う
。

示
を
仰
げ
な
い
の
で
、
自
分
で
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
チ
リ
津
波
の
際
は

万
一
の
場
合
を
考
え
、
濡
れ
て
困
る
も
の
は
机
の
上
に
、
重
要
な
も
の
は
車
の
中

に
入
れ
た
。
き
り
が
な
い
の
で
ど
こ
か
で
線
引
き
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
そ

の
際
は
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
す
る
。
下
手
に
指
示
を
仰
ぐ
と
後
手
に
な
る
。

財
産
よ
り
も
命
が
大
切
だ
と
つ
く
づ
く
思
っ
た
。
悔
い
を
残
さ
ず
に
生
き
て
ゆ
き

た
い
。

５　
仮
設
で
の
暮
ら
し

山
本
佳
子
さ
ん
（
元
は
荒
谷
、支
援
員
）に
２
０
１
２
年
８
月
18
日
に
話
を
伺
っ
た
。

　
仮
設
暮
ら
し
を
し
て
い
る
。
家
は
診
療
所
の
前
だ
っ
た
。
当
日
は
漁
協
勤
め
だ
っ

た
の
で
、
加
工
場
に
い
た
。
堤
防
の
海
側
で
の
作
業
中
で
、
休
憩
の
す
ぐ
前
だ
っ

た
と
思
う
。
窓
が
ガ
タ
ガ
タ
揺
れ
て
「
あ
、
地
震
だ
」
と
言
っ
て
、
皆
で
外
に
出

た
。
工
場
長
か
ら
「
堤
防
の
外
へ
出
ろ
」
と
い
う
指
示
が
あ
っ
た
。
５
分
く
ら
い

そ
こ
に
い
て
も
ず
っ
と
揺
れ
て
い
た
の
で
、
自
転
車
を
置
い
て
走
っ
て
家
に
戻
っ

た
。
大
事
な
物
を
２
階
に
取
り
に
行
き
、
通
帳
、
印
鑑
、
携
帯
を
持
ち
、
下
に
降

り
た
が
、
ま
だ
揺
れ
て
い
た
の
で
慌
て
た
。
ス
ポ
ー
ツ
バ
ッ
ク
に
子
供
た
ち
の
ウ

イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
な
ど
を
入
れ
、飴
、パ
ン
な
ど
の
食
料
も
入
れ
て
、外
に
出
た
。

　
そ
れ
で
も
す
ぐ
に
逃
げ
ず
、
隣
の
人
と
話
を
し
て
い
た
ら
、
川
戸
屋
さ
ん
の
方

向
か
ら
白
い
煙
が
上
が
り
、「
火
事
じ
ゃ
な
い
の
」
と
言
っ
て
い
た
ら
、
黒
い
煙
が

見
え
、赤
い
ト
タ
ン
屋
根
の
流
れ
る
の
が
見
え
た
。
そ
れ
か
ら
「
津
波
だ
」
と
言
っ

て
熊
野
神
社
に
逃
げ
た
。
隣
の
家
の
じ
い
ち
ゃ
ん
も
そ
こ
で
話
を
し
て
い
た
。
診

療
所
の
方
か
ら
「
津
波
が
来
た
」
と
聞
こ
え
、
ロ
ー
ソ
ン
の
後
ろ
側
の
堤
防
か
ら

津
波
が
来
た
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
熊
野
神
社
の
手
す
り
に
つ
か
ま
り
、
膝
が
濡
れ
た

く
ら
い
で
助
か
っ
た
。
じ
い
ち
ゃ
ん
は
助
か
ら
な
か
っ
た
。

　
神
社
の
階
段
の
途
中
に
車
い
す
の
人
が
い
て
避
難
路
を
ふ
さ
ぎ
、
Ｋ
さ
ん
の
お

じ
い
さ
ん
は
そ
こ
を
通
れ
ず
、
遠
回
り
を
し
て
い
て
逃
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
山
の

方
で
火
事
に
な
り
、
ロ
ー
プ
を
伝
っ
て
下
に
降
り
、
鉄
路
に
出
て
、
寺
と
小
学
校

の
方
向
に
そ
れ
ぞ
れ
逃
げ
た
。
と
て
も
寒
か
っ
た
。
中
学
生
は
途
中
で
助
か
っ
た

の
が
わ
か
っ
た
。
先
生
方
も
寒
さ
除
け
に
と
学
校
の
暗
幕
な
ど
を
外
し
て
く
れ
た
。

山
の
方
の
人
が
お
に
ぎ
り
を
も
っ
て
き
て
く
れ
て
、
１
個
を
３
人
で
分
け
た
。
次
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連
れ
て
帰
る
こ
と
を
先
生
に
伝
え
、
息
子
が
い
る
中
学
校
へ
線
路
を
歩
い
た
。
墓

地
に
登
る
と
息
子
た
ち
が
い
た
が
、
中
学
校
で
は
宮
古
市
の
指
導
で
返
さ
な
い
と

言
わ
れ
た
。
子
供
た
ち
は
総
合
事
務
所
の
１
部
屋
に
集
め
ら
れ
、
１
晩
泊
ま
っ
た
。

小
さ
な
お
に
ぎ
り
を
２
人
で
分
け
る
よ
う
に
言
わ
れ
、娘
は
食
べ
な
か
っ
た
。｢

も
っ

た
い
な
く
て
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た｣

と
話
し
た
。

　
翌
日
「
帰
れ
る
か
自
宅
を
確
認
を
す
る
の
で
、
娘
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
息
子

の
担
任
に
お
願
い
し
、
線
路
沿
い
を
自
宅
の
あ
る
方
に
歩
い
た
。
車
に
エ
ン
ジ
ン

を
か
け
、
自
宅
を
探
し
た
。
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
自
宅
が
な
い
。
戻
ろ
う
と
し
た

と
き
、
近
所
の
人
か
ら
「
俺
の
婆
ち
ゃ
ん
知
ら
な
い
か
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
が

わ
か
ら
な
い
と
答
え
た
。
火
事
の
あ
っ
た
山
に
足
が
不
自
由
な
人
と
２
人
が
い
た

の
で
、
消
防
の
人
に
３
人
が
山
に
い
る
こ
と
を
伝
え
車
に
戻
っ
た
。
そ
こ
に
は
夫

の
姿
が
あ
っ
た
。
夫
は
火
事
の
た
め
田
老
に
降
り
ら
れ
ず
、
職
場
（
水
沢
）
と
田

老
を
往
復
し
て
い
た
。
私
の
上
司
に
女
性
陣
は
無
事
と
聞
き
、
こ
こ
に
来
た
の
だ

と
い
う
。
津
波
の
あ
っ
た
日
の
夜
、夫
の
同
僚
に
聞
い
て
も
夫
の
こ
と
は
不
明
だ
っ

た
。
た
だ
２
時
か
ら
潜
る
と
聞
い
て
い
た
と
言
わ
れ
、
夫
は
だ
め
か
も
し
れ
な
い

と
思
っ
て
い
た
。
息
子
に
は「
２
時
か
ら
潜
っ
て
い
る
か
ら
、だ
め
か
も
し
れ
な
い
。

覚
悟
を
し
て
お
い
て
」
と
話
し
た
。
息
子
は
静
か
に
う
な
ず
い
た
。

　
夫
は
な
ぜ
か
そ
の
日
に
限
り
い
つ
も
よ
り
早
く
現
場
に
行
っ
た
。
作
業
す
る
人

た
ち
も「
な
ー
に
来
た
ら
２
時
っ
て
言
っ
て
ね
ー
で
早
く
や
っ
ぺ
ー
し
」と
言
っ
て
、

１
時
間
早
く
潜
っ
て
い
た
た
め
、
夫
の
他
、
作
業
員
た
ち
も
無
事
だ
っ
た
。

地
震
が
あ
っ
た
の
は
、
職
場
に
戻
っ
て
き
て
少
し
た
っ
た
と
き
だ
っ
た
。
同
僚
の

女
性
に｢

津
波
が
来
る
。
早
く
上
が
れ｣

と
叫
ん
だ
が
、
な
か
な
か
来
な
か
っ
た
。

水
沢
の
知
人
に
私
の「
実
家
に
行
っ
て
み
ろ
」と
言
わ
れ
た
。
実
家
は
無
事
だ
っ
た
。

私
の
母
は
、
下
摂
待
で
畑
作
業
を
し
て
い
た
と
き
に
地
震
が
あ
っ
た
。
近
く
の
山

に
登
ろ
う
と
考
え
た
が
、
ラ
ク
ー
タ
ー
（
電
動
）
に
乗
り
家
に
向
か
っ
た
。
一
瞬

の
判
断
が
遅
け
れ
ば
津
波
に
の
ま
れ
て
い
た
。
孫
た
ち
は｢

ば
ー
ち
ゃ
ん
は
津
波

に
勝
っ
た｣

と
言
っ
て
い
た
。

　
知
り
合
い
か
ら
「
お
前
の
家
は
先
に
つ
ぶ
れ
た
」
と
聞
い
た
。
ど
こ
を
探
し
て

も
う
ち
の
物
と
わ
か
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
折
れ
曲
が
っ
た
娘
の
自
転
車
と
息
子

の
写
真
が
１
枚
だ
け
見
つ
か
っ
た
。
娘
を
証
明
す
る
物
が
何
も
な
か
っ
た
。
夫
の

　
仕
事
場
の
工
場
長
は
皆
に
逃
げ
ろ
と
言
っ
て
く
れ
た
が
、自
分
は
助
か
ら
な
か
っ

た
。
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

　
夫
は
宮
古
で
タ
ク
シ
ー
運
転
手
を
し
て
い
る
。
鍬
ヶ
崎
の
本
社
か
ら
タ
ク
シ
ー

を
移
動
さ
せ
て
い
た
。
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
ま
で
行
っ
た
。
途
中
下
る
と
き
に
津
波
が

目
の
前
ま
で
来
て
、
あ
わ
て
て
バ
ッ
ク
で
戻
っ
て
逃
げ
ら
れ
た
。
そ
の
後
自
家
用

車
で
樫
内
ま
で
来
た
が
走
れ
ず
、
車
中
で
夜
明
け
を
待
ち
、
防
潮
堤
を
歩
き
、
自

宅
を
見
に
行
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
小
学
校
の
体
育
館
で
再
会
し
た
。
お
互
い

心
の
ど
こ
か
で
だ
め
か
も
と
思
い
な
が
ら
涙
の
再
会
だ
っ
た
。

山
本
祐
子
さ
ん
（
昭
和
49
年
生
、
元
は
乙
部
、
支
援
員
）
に
２
０
１
２
年
８
月
18

日
に
話
を
伺
っ
た
。

　
夫（
光
広
、昭
和
34
年
生
）は
漁
協
の
従
業
員（
潜
水
士
）で
、中
間
育
成
セ
ン
タ
ー

で
仕
事
を
し
て
い
た
が
仕
事
が
な
く
、
出
稼
ぎ
に
出
て
い
る
。
子
供
は
２
人
で
息

子
の
拓
実
は
中
３
、
娘
の
怜
奈
は
小
３
に
な
る
。

　
当
日
は
部
品
組
み
立
て
工
場
で
働
い
て
い
た
。
働
き
始
め
て
５
か
月
目
く
ら
い

だ
っ
た
。
昼
食
に
家
に
戻
り
、
息
子
の
様
子
も
気
に
な
っ
た
が
学
校
か
ら
の
連
絡

は
な
く
、仕
事
に
戻
っ
た
。か
ば
ん
に
入
っ
て
い
た
子
供
の
ゲ
ー
ム
を
家
に
お
い
た
。

職
場
に
は
自
転
車
で
も
通
え
る
が
、
車
で
行
っ
た
。

　
工
場
は
プ
レ
ハ
ブ
な
の
で
、
地
震
が
来
た
と
き
は
ガ
タ
ガ
タ
揺
れ
た
。
若
い
人

は
机
の
下
に
隠
れ
た
が
、
先
輩
社
員
か
ら
「
外
に
出
る
よ
う
に
」
言
わ
れ
て
、
開

い
た
非
常
口
か
ら
外
に
出
た
。
も
の
す
ご
い
音
が
し
た
。
家
族
に
高
齢
者
の
い
る

従
業
員
が
津
波
の
音
だ
と
言
っ
た
。
工
場
長
の
指
示
で
車
を
移
動
さ
せ
た
。
子
供

の
い
る
従
業
員
が｢

子
供
を
迎
え
に
行
き
た
い｣

と
言
っ
た
が
、
社
長
が
「
だ
め

だ
行
く
な
」
と
言
っ
た
。

　
家
が
ト
ン
ネ
ル
の
そ
ば
に
あ
る
従
業
員
と
、
子
供
が
小
学
校
、
中
学
校
に
通
っ

て
い
る
従
業
員
と
私
の
３
人
で
、
真
っ
暗
な
三
陸
鉄
道
の
ト
ン
ネ
ル
を
携
帯
を
握

り
し
め
て
歩
い
た
。
ト
ン
ネ
ル
を
出
る
と
田
老
は
瓦
礫
と
化
し
て
い
た
。
小
学
校

ま
で
た
ど
り
着
き
、
子
供
を
探
し
た
。
ち
ょ
う
ど
下
校
時
刻
な
の
で
娘
は
だ
め
か

も
し
れ
な
い
と
不
安
を
抱
え
な
が
ら
、子
供
た
ち
が
避
難
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
行
っ

た
。
娘
を
探
せ
ず
に
い
る
と
、娘
の
方
が
私
を
見
つ
け
て
く
れ
た
。
娘
の
手
を
握
り
、
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加
持
敏
幸
さ
ん
（
昭
和
38
年
生
）、
母
の
操
さ
ん
（
昭
和
17
年
生
）�

に
２
０
１
２
年

８
月
15
日
に
伺
っ
た
。

予
兆

　
流
さ
れ
る
前
は
田
老
駅
前
に
い
て
、
３
年
間
続
け
て
元
朝
詣
り
の
時
「
大
き
な

の
が
来
る
。
津
波
が
来
る
」
と
カ
ミ
サ
マ
が
言
っ
て
い
た
。
南
の
方
で
大
津
波
が

来
た
と
き
「
１
つ
の
街
が
浸
水
す
る
。
田
老
は
10
㌢
」
と
言
っ
た
。
カ
ミ
サ
マ
は

い
つ
も
１
年
の
作
柄
、
海
の
状
況
を
言
う
が
、
昨
年
は
３
月
ま
で
し
か
言
わ
な
か
っ

た
。

　
じ
か
に
神
降
ろ
し
を
し
て
「
お
み
く
じ
」
を
お
伝
え
す
る
。
聞
く
の
は
母
。「
田

老
の
沖
に
白
い
波
が
来
る
。
白
い
波
が
上
に
来
て
、
そ
れ
が
帯
状
に
な
っ
た
ら
逃

げ
ろ
。」
昨
年
は
「
早
め
に
高
台
に
逃
げ
ろ
。
10
㍍
の
波
が
来
る
。」
と
か
、
神
上

げ
の
と
き
最
後
に
「
30
㍍
」
と
言
っ
た
。
そ
れ
で
高
台
に
引
っ
越
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
が
、
客
が
多
く
混
ん
で
い
て
新
し
い
家
を
探
す
余
裕
が
な
か
っ
た
。
新
し

い
客
が
来
た
と
き
、
水
柱
の
上
に
立
っ
て
い
る
姿
を
見
た
の
で
、「
揺
れ
が
来
た
ら

ま
ず
逃
げ
ろ
」
と
話
し
た
。

３
月
11
日
と
そ
の
後
の
避
難
生
活

　
前
日
に
行
っ
た
初
七
日
の
仏
降
ろ
し
を
依
頼
さ
れ
た
客
に
は
「
大
き
な
波
が
来

る
か
ら
逃
げ
ろ
」
と
言
っ
た
の
で
彼
ら
は
無
事
だ
っ
た
。
当
日
は
11
時
と
３
時
の

予
約
が
あ
っ
た
。
11
時
の
客
は
終
わ
っ
て
す
ぐ
職
場
に
戻
っ
た
。
３
時
の
客
が
来

る
前
に
食
事
を
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
第
１
波
が
来
て
、
鳥
を
車
に
積
ん
だ
。
当

日
第
１
の
揺
れ
の
後
、
家
の
２
階
に
上
が
る
と
、
消
防
車
が
行
き
来
し
て
い
た
。

荷
物
を
ま
と
め
て
い
る
う
ち
に
２
度
目
の
地
震
で
外
に
出
る
と
、
大
太
鼓
の
音
の

よ
う
な
も
の
が
聞
こ
え
、
空
が
曇
っ
て
い
た
。
泥
水
が
降
っ
て
き
た
。
奥
尻
の
地

震
を
思
い
出
し
、
２
階
に
上
が
っ
て
物
を
持
ち
出
そ
う
と
し
た
と
き
、
３
度
目
の

地
震
は
縦
揺
れ
だ
っ
た
。
戸
を
押
し
て
外
に
出
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
肝
心
の
資

格
書
な
ど
は
持
ち
出
せ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
す
ぐ
に
樫
内
に
逃
げ
た
。

　
逃
げ
る
途
中
で
霊
視
を
す
る
と
「
家
の
柱
を
15
、
６
人
の
人
が
ど
こ
か
に
移
動

し
て
い
る
姿
が
見
え
た
。
そ
し
て
家
が
飛
ん
で
、
ど
こ
か
に
着
水
し
て
、
泥
水
が

遡
上
し
た
」
様
子
が
見
え
た
。
１
階
は
津
波
で
や
ら
れ
、
２
階
は
衝
撃
波
で
や
ら

母
の
形
見
を
流
し
て
し
ま
っ
た
の
が
心
残
り
だ
。
な
ぜ
そ
の
と
き
だ
け
家
に
置
い

た
の
か
。
家
に
残
っ
た
の
は
車
２
台
だ
け
だ
っ
た
。「
何
も
無
く
て
も
い
い
ん
だ
。

子
供
た
ち
が
無
事
だ
っ
た
だ
け
で
も
良
い
と
思
わ
な
い
と
」
と
思
う
こ
と
に
し
た
。

　
あ
の
日
娘
は
翌
日
日
直
の
た
め
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
帰
る
友
達
に
代
わ
り
、
黒

板
に
名
前
を
書
く
た
め
に
残
っ
て
い
た
。
娘
に
は
「
地
震
が
来
た
ら
、
一
緒
に
い

る
友
達
と
手
を
つ
な
い
で
高
い
と
こ
ろ
に
登
る
ん
だ
よ
」
と
い
つ
も
話
し
て
い
た
。

他
の
子
は
泣
い
た
り
し
て
い
た
が
、
泣
か
ず
に
先
生
の
言
う
と
お
り
に
避
難
し
た

と
い
う
。
ど
こ
に
逃
げ
る
か
教
え
な
い
と
だ
め
だ
と
思
う
。
私
た
ち
は
「
高
い
所

に
逃
げ
ろ
」
と
教
え
ら
れ
て
い
た
。
遠
く
で
は
な
く
、
近
く
の
高
い
と
こ
ろ
。

　
娘
は
高
い
所
へ
と
い
う
事
は
覚
え
て
い
た
が
、「
階
段
が
な
い
と
上
れ
な
い
じ
ゃ

ん
」
と
言
っ
て
い
た
。

　
息
子
は
当
日「
学
校
へ
行
き
た
く
な
い
」と
言
っ
て
い
た
こ
と
は
覚
え
て
い
な
い
。

で
も
い
つ
も
一
緒
の
先
輩
と
「
今
日
は
最
後
な
の
だ
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
学
校
に

行
っ
て
保
健
室
で
休
ん
で
い
れ
ば
い
い
」
と
言
っ
て
あ
げ
た
。

　
夫
は
今
宮
城
県
女
川
に
い
る
。
夫
か
ら
45
号
線
沿
い
に
行
け
ば
着
く
と
聞
い
て
、

子
供
た
ち
に
せ
が
ま
れ
て
、
６
時
間
か
け
て
瓦
礫
が
あ
る
と
こ
ろ
を
走
っ
た
。
こ

の
景
色
を
子
供
た
ち
に
は
見
せ
た
く
な
い
と
夫
は
言
っ
て
い
た
。
息
子
は
震
災
前

は
調
理
師
に
な
り
た
い
と
言
っ
て
い
た
が
、
震
災
で
変
わ
っ
た
。
行
方
不
明
の
近

所
の
お
ば
あ
さ
ん
を
探
し
た
い
と
、
潜
水
士
に
な
る
決
意
を
し
た
。
種
市
高
校
海

洋
開
発
科
に
行
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。
夫
は
「
潜
水
１
本
だ
と
挫
折
す
る
と

何
も
で
き
な
く
な
る
」
と
反
対
し
て
い
る
が
、
息
子
の
気
持
ち
を
知
り
応
援
す
る

こ
と
に
し
た
。

　
実
家
が
農
家
な
の
で
、「
米
が
あ
っ
た
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
米
を

出
し
た
。
物
資
が
ま
だ
届
か
な
い
頃
、
私
た
ち
は
私
の
実
家
に
避
難
し
、
実
家
の

米
で
お
に
ぎ
り
を
作
り
、
食
べ
物
を
避
難
所
に
い
る
知
人
に
届
け
た
。「
ガ
ソ
リ
ン

が
な
く
な
れ
ば
来
ら
れ
な
い
」
と
言
う
と
、
が
っ
か
り
さ
れ
た
。
後
で
「
あ
の
と

き
は
あ
り
が
た
か
っ
た
」
と
お
ば
あ
さ
ん
に
言
わ
れ
た
。

　
他
の
人
に
会
っ
た
と
き
「
大
丈
夫
」
と
聞
け
な
か
っ
た
。
行
方
不
明
の
人
が
い

る
か
も
し
れ
な
い
し
、
家
族
に
何
か
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
た
め
、
相
手
が
話
し

て
か
ら
話
す
よ
う
に
し
て
い
た
。
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頃
か
ら
坊
さ
ん
の
ま
ね
ご
と
を
し
て
い
た
。

　
始
め
は
大
本
教
に
行
き
、
祓
い
を
し
て
、
そ
の
人
の
因
縁
を
取
る
と
い
う
方
法

を
や
っ
て
い
た
。
先
生
が
私
ら
に
質
問
を
し
て
、
私
ら
が
答
え
る
と
、
何
年
も
取

れ
な
か
っ
た
因
縁
が
取
れ
た
り
し
た
。
先
生
の
所
は
オ
シ
ラ
様
を
祭
っ
て
い
た
が
、

持
ち
主
に
は
反
応
し
な
い
。
月
に
１
回
く
ら
い
大
勢
の
人
（
約
１
０
０
人
く
ら
い
）

が
集
ま
っ
て
オ
シ
ラ
遊
ば
せ
を
や
る
。
津
軽
で
は
朱
印
を
押
し
た
衣
を
着
て
死
に

装
束
に
す
る
。
こ
こ
で
は
１
０
０
人
中
５
、６
人
が
オ
シ
ラ
様
を
も
っ
て
く
る
。
私

と
妹
が
オ
シ
ラ
様
を
も
っ
て
手
踊
り
を
し
て
、お
告
げ
を
す
る
。
オ
シ
ラ
様
は「
行
」

を
す
る
と
位
が
高
く
な
り
、
人
を
救
う
力
が
あ
る
。
そ
の
家
に
不
具
合
が
あ
る
と
、

オ
シ
ラ
様
は
そ
の
家
を
飛
び
出
し
て
し
ま
う
と
言
う
。
そ
の
た
め
に
月
に
１
回
お

祭
り
を
す
る
。
先
生
の
仕
事
の
邪
魔
を
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
が
、
八
つ
当
た

り
を
さ
れ
た
り
し
た
の
で
、
こ
こ
を
出
た
。

護
り
神

　
私
に
は
御
不
動
さ
ん
の
護
り
が
か
か
っ
て
い
る
。
火
の
災
い
、
水
の
災
い
、
刀

の
災
い
、
ケ
モ
ノ
の
災
い
、
神
の
災
い
な
ど
、
子
供
の
頃
か
ら
す
べ
て
の
災
い
を

経
験
し
た
。
神
の
災
い
で
は
頭
に
け
が
を
し
た
。
母
の
夫
は
鉄
砲
を
い
く
つ
も
持
っ

て
い
た
の
で
、ケ
モ
ノ
の
災
い
が
出
た
。
と
な
り
の
イ
タ
コ
さ
ん
は
行
を
せ
ず
ポ
ッ

ト
出
た
。「
特
別
な
こ
と
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
人
は
罪
深
い
人
」「
生
活
そ
の

も
の
が
行
。
生
き
て
い
る
間
の
行
こ
そ
が
世
界
」
と
カ
ミ
サ
マ
が
言
う
。
２
歳
の

頃
か
ら
見
せ
ら
れ
た
。
す
ぐ
下
の
妹
を
黒
い
男
の
人
が
抱
え
て
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て

い
た
の
が
見
え
た
。
こ
の
妹
は
１
日
し
か
生
き
ら
れ
ず
亡
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
大

人
並
み
の
葬
式
を
や
っ
た
ら
出
な
く
な
っ
た
。
自
分
の
言
っ
た
こ
と
が
す
ぐ
に
実

現
し
て
し
ま
う
。
15
歳
の
頃
は
ゲ
ー
ム
感
覚
だ
っ
た
。
専
門
学
校
で
運
勢
占
い
を

す
る
と
す
べ
て
当
た
っ
た
。
試
験
後
に
先
生
の
採
点
を
し
て
い
る
姿
が
見
え
た
。

誰
に
言
っ
て
も
信
じ
て
も
ら
え
ず
、
黙
っ
て
い
た
。

　
大
本
教
の
教
会
に
い
る
間
、行
を
し
て
い
た
。そ
こ
で
夕
食
に
シ
ジ
ミ
汁
が
出
て
、

そ
こ
か
ら
石
が
出
て
き
た
の
で
、
先
生
に
聞
く
と
、「
御
不
動
さ
ん
」
と
言
わ
れ
た
。

カ
ミ
サ
マ
の
行
の
最
中
に
魂
が
入
っ
て
い
る
と
独
特
の
香
り
が
す
る
。
降
り
て
く

る
カ
ミ
サ
マ
に
よ
り
香
り
が
違
う
。
天
照
大
神
は
伽
羅
の
香
り
が
部
屋
中
に
漂
い
、

れ
た
が
、荷
物
は
ぬ
れ
て
い
な
か
っ
た
。水
が
引
い
た
後
、テ
レ
ビ
局
が
中
継
を
や
っ

て
い
た
。
霊
視
し
た
15
人
は
飛
ん
で
い
っ
た
家
の
下
に
い
た
。
す
ぐ
に
助
け
て
い

れ
ば
生
き
て
い
た
は
ず
だ
。

　
家
の
２
階
は
無
事
だ
っ
た
の
で
誰
か
が
す
ぐ
に
教
え
て
ほ
し
か
っ
た
。
祭
壇
な

ど
は
５
千
万
円
も
し
た
物
だ
っ
た
が
、
後
の
祭
り
だ
っ
た
。
す
べ
て
の
物
が
散
乱

し
て
い
て
、
外
に
出
さ
れ
て
い
た
。
目
の
前
で
私
の
荷
物
を
運
び
出
し
て
い
る
人

が
い
た
。
１
日
５
往
復
し
て
箪
笥
を
３
棹
ず
つ
運
ぶ
軽
ト
ラ
を
使
う
、
津
波
泥
棒

だ
っ
た
。
現
金
、
宝
石
、
家
財
道
具
、
布
団
と
い
う
順
に
持
ち
出
さ
れ
た
。

　
津
波
の
後
、
水
の
道
が
で
き
る
と
ま
た
必
ず
そ
こ
か
ら
崩
れ
る
。
ど
ん
な
丈
夫

な
物
で
も
破
砕
さ
れ
る
。
我
々
人
間
も
自
然
の
一
部
。
こ
れ
は
先
人
の
知
恵
を
無

視
し
た
人
災
だ
。
自
然
の
力
を
逃
が
す
工
夫
が
必
要
だ
っ
た
。

　
樫
内
に
逃
げ
た
人
は
60
、
70
人
い
た
。
震
災
後
物
が
な
く
て
、
買
い
も
の
に
宮

古
に
通
っ
た
が
、
１
時
間
２
時
間
待
ち
だ
っ
た
。
店
の
中
に
は
入
れ
ず
、
ほ
し
い

物
を
紙
に
書
い
て
、
そ
の
物
を
店
員
が
探
し
出
し
て
き
て
、
そ
れ
を
現
金
で
支
払
っ

た
。
翌
日
は
叔
父
の
た
め
に
薬
王
堂
に
行
っ
た
が
、
３
時
間
待
ち
だ
っ
た
。
西
町

は
停
電
し
て
お
ら
ず
、
貯
金
を
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
た
。
ベ
ル
フ
近
辺
は
水
道
も

出
て
い
た
。
山
口
の
田
ノ
神
湯
も
12
、13
日
に
は
や
っ
て
い
た
。
薪
を
燃
料
に
使
っ

て
い
た
の
で
風
呂
を
沸
か
せ
た
と
い
う
。
そ
の
と
き
ま
た
震
度
５
の
揺
れ
が
あ
り
、

５
㍍
の
津
波
が
来
る
と
い
う
予
報
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
生
き
様

　
私
は
元
は
北
海
道
礼
文
島
の
礼
文
神
社
の
宮
司
だ
っ
た
。
先
に
御
嶽
教
の
資
格

を
取
り
、
次
に
東
京
で
神
職
の
資
格
を
取
っ
た
。
御
嶽
教
は
函
館
で
資
格
を
出
し

て
お
り
、
本
部
は
奈
良
に
あ
る
。
神
道
の
着
る
物
は
白
衣
、
狩
衣
、
烏
帽
子
だ
が
、

御
嶽
教
で
は
白
衣
と
袴
。
旭
川
神
社
の
宮
司
か
ら
も
ら
っ
た
手
紙
を
も
っ
て
い
る
。

旭
川
に
は
離
宮
跡
が
あ
る
。

　
こ
の
世
界
に
入
る
前
の
20
歳
の
頃
、
家
を
新
築
し
た
。
家
の
前
に
イ
タ
コ
さ
ん

の
よ
う
な
人
が
い
て
、
妹
を
貸
し
て
く
れ
と
言
っ
た
。
家
で
は
歴
代
次
女
に
霊
媒

体
質
の
者
が
出
る
。
３
代
は
出
て
い
る
。
男
に
出
る
の
は
５
０
０
年
ぶ
り
だ
。
小

さ
い
頃
か
ら
仏
事
が
あ
り
、
身
内
が
９
、
10
人
く
ら
い
亡
く
な
っ
て
い
て
、
３
歳
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た
。
母
の
姉
の
松
本
タ
ケ
さ
ん
か
ら
母
の
本
が
ど
こ
か
で
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
か

と
言
わ
れ
た
。
父
は
平
成
12
年
４
月
に
、
母
ミ
ヨ
は
平
成
22
年
４
月
９
日
に
亡
く

な
っ
た
。
糖
尿
病
と
腎
不
全
で
透
析
を
や
っ
て
い
た
。
１
月
ま
で
す
ご
く
元
気
だ
っ

た
。
始
め
は
と
ろ
み
の
付
い
た
ご
飯
き
り
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
亡
く
な
る
前

に
は
普
通
の
ご
飯
も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、突
然
に
亡
く
な
っ
た
。千
早
、

袴
、
白
い
着
物
、
オ
ダ
イ
ジ
、
数
珠
、
御
幣
、
笏
な
ど
衣
装
ケ
ー
ス
に
し
ま
っ
て

お
い
た
が
、
す
べ
て
流
さ
れ
た
。

３
月
11
日

　
私
は
ロ
ー
ソ
ン
の
前
で
床
屋
を
や
っ
て
い
た
。
３
月
11
日
は
店
に
客
が
い
て
、

ち
ょ
う
ど
終
え
た
所
だ
っ
た
。
こ
の
客
は
83
歳
に
な
る
元
消
防
士
さ
ん
だ
っ
た
の

で
、
心
強
か
っ
た
。
次
の
予
約
の
人
も
い
た
の
で
、
始
め
は
逃
げ
な
か
っ
た
。
地

震
で
は
上
か
ら
落
ち
る
物
も
な
か
っ
た
。
道
路
に
車
が
渋
滞
し
て
い
て
、
交
通
整

理
を
始
め
た
が
、
そ
の
う
ち
誰
も
い
な
く
な
っ
た
。
ラ
ジ
オ
を
つ
け
る
と
津
波
は

３
㍍
と
言
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
こ
こ
ま
で
は
来
な
い
と
思
っ
た
。
店
に
位
牌
が

置
い
て
あ
っ
た
の
で
、
仏
壇
を
見
る
と
花
瓶
が
倒
れ
て
い
た
。
犬
と
猫
を
飼
っ
て

い
た
の
で
、
猫
を
こ
た
つ
に
入
れ
、
犬
は
サ
ー
ク
ル
の
中
に
入
っ
て
い
た
の
で
、

鍵
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
い
た
。
Ｍ
さ
ん
と
熊
野
神
社
に
上
が
ろ
う
か
と

話
し
て
い
た
。
隣
の
Ｓ
さ
ん
は
家
に
戻
っ
て
い
っ
た
。
階
段
を
上
っ
て
み
る
と
、

海
水
が
堤
防
を
越
え
た
所
だ
っ
た
。
そ
れ
で
熊
野
神
社
ま
で
上
が
り
、
下
を
見
る

と
津
波
は
来
て
い
な
く
て
、
の
ん
び
り
座
っ
て
い
た
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
皆
が
ワ
ー
っ
と
言
う
の
で
家
の
方
向
を
見
る
と
、
霧
し
か
見

え
な
か
っ
た
。
よ
く
見
た
人
は
渦
が
巻
い
て
い
た
と
い
う
。「
自
分
の
家
が
流
れ
る

の
が
見
え
た
」
と
言
っ
て
い
た
。
近
く
に
は
Ｗ
さ
ん
、
Ｏ
さ
ん
、
Ｓ
さ
ん
の
お
母

さ
ん
、
観
光
ホ
テ
ル
の
人
た
ち
が
い
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
い
と
こ
が
上
が
っ
て

き
て
、
叔
父
（
父
の
兄
）
が
流
さ
れ
た
と
言
っ
た
。
そ
の
う
ち
上
を
見
る
と
煙
が

出
て
い
た
。
長
床
に
い
た
人
た
ち
に
「
出
て
き
て
」
と
言
っ
て
、
山
の
反
対
側
に

ロ
ー
プ
を
伝
っ
て
降
り
た
。
身
体
の
不
自
由
な
人
は
消
防
の
人
が
お
ぶ
っ
て
逃
げ

た
。Ｓ
さ
ん
は
戻
ら
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
。息
子
は
堤
防
に
い
て
海
を
見
て
い
た
が
、

全
速
力
で
熊
野
神
社
の
北
側
の
方
向
に
逃
げ
た
。
Ｍ
さ
ん
は
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。

部
屋
中
が
明
る
く
な
る
。
魂
が
本
当
に
入
っ
て
い
な
い
と
何
も
無
い
。

　
函
館
の
東
照
宮
に
勤
め
て
い
た
頃
、
神
社
の
鐘
に
正
月
に
着
る
装
束
の
若
い
人

の
姿
が
出
て
き
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
は
カ
ミ
サ
マ
だ
っ
た
。
お
祭
り
の
直
前
に

３
日
間
参
籠
を
し
て
、
本
祭
り
の
夜
中
の
12
時
頃
、
き
れ
い
に
磨
い
た
床
に
、
奥

の
院
の
扉
が
開
く
ギ
ー
と
い
う
音
が
し
て
、
外
か
ら
拍
手
一
つ
パ
ー
ン
と
音
が
し

た
。
カ
ミ
が
い
る
と
い
う
印
だ
っ
た
。

　
礼
文
で
は
真
冬
で
も
神
社
の
中
は
30
度
の
暑
さ
に
な
る
。
12
月
31
日
の
夜
中
の

12
時
に
風
が
止
ん
で
カ
ミ
サ
マ
が
降
り
て
く
る
。

　
盛
岡
、
青
森
、
秋
田
、
千
葉
、
東
京
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ

ク
か
ら
客
が
来
る
。
行
方
不
明
の
人
を
見
つ
け
る
。
霊
視
を
す
る
と
見
え
る
。
水

死
し
た
人
も
見
つ
け
た
。
な
あ
ど
の
下
に
沈
ん
で
い
る
人
も
見
つ
け
た
。
３
か
月

前
に
霊
視
し
た
が
警
察
は
証
拠
が
な
い
と
取
り
合
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
が
、
外
れ

て
ほ
し
い
こ
と
ば
か
り
が
当
た
る
。

　
不
治
の
病
は
人
の
中
に
あ
る
悪
相
が
原
因
だ
。
邪
気
が
凝
り
固
ま
る
と
大
病
に

な
る
。
見
え
て
、
相
手
が
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
、
ど
う
し
た
い
の
か
、
ど
う
や
っ

て
旅
立
た
せ
て
あ
げ
れ
ば
良
い
か
を
伝
え
て
あ
げ
ら
れ
な
い
の
は
本
物
で
は
な
い
。

事
故
の
現
場
で
は
た
い
て
い
地
面
の
神
か
ら
の
解
放
を
し
な
け
れ
ば
、
事
故
は
多

発
す
る
。

　
國
學
院
で
神
道
の
資
格
を
取
っ
た
の
は
19
歳
。
御
嶽
教
へ
は
21
歳
の
頃
に
入
っ

た
。
本
家
は
平
家
の
時
秀
の
五
番
目
の
子
の
系
統
。
白
川
法
皇
か
ら
大
納
言
の
位

を
も
ら
っ
た
。
能
登
の
時
国
家
が
本
家
の
叔
母
の
家
に
当
た
る
。
加
持
は
大
洲
の

国
司
で
名
代
の
名
主
と
言
わ
れ
た
。
１
５
０
０
年
代
に
加
持
某
が
即
身
仏
に
な
っ

て
い
る
。
石
川
県
能
登
の
福
寿
寺
の
曾
孫
じ
い
さ
ん
は
宮
大
工
で
、
北
海
道
大
野

町
の
甲か

ぶ
と
や谷

と
い
う
人
に
神
社
を
建
て
て
ほ
し
い
と
請
わ
れ
、
娘
の
婿
に
な
る
よ
う

に
言
わ
れ
、
姓
を
変
え
ず
に
結
婚
を
し
た
。
北
海
道
の
道
南
の
神
社
の
７
割
は
親

戚
に
あ
た
る
。
私
の
家
の
祭
壇
は
神
社
系
の
や
り
方
を
と
っ
て
い
る
。

野
場
多
恵
子
さ
ん
（
昭
和
23
年
生
）
２
０
１
２
年
８
月
19
日
に
話
を
伺
っ
た
。

母
の
こ
と

　
母
の
野
場
ミ
ヨ
か
ら
は
神
子
で
、「
千
早
は
と
っ
て
置
い
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
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尚
さ
ん
も
泣
い
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
間
病
気
で
亡
く
な
る
人
も
い
た
。
こ
こ
は
火

葬
場
が
残
っ
た
が
、
こ
こ
に
も
避
難
し
て
い
た
人
た
ち
が
い
た
。

　
４
月
１
日
か
ら
ア
リ
ー
ナ
に
移
っ
た
。
知
り
合
い
が
い
た
の
で
移
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
間
の
こ
と
は
よ
く
覚
え
て
い
な
い
。

　
津
波
が
来
る
夢
を
見
た
。
夢
で
お
ば
あ
さ
ん
が
出
て
き
て
、
ズ
シ
ン
と
地
震
が

来
て
、
そ
れ
で
お
ば
あ
さ
ん
を
背
負
っ
て
三
王
閣
に
登
る
と
津
波
が
来
た
。
ま
た

東
京
か
ら
友
人
が
遊
び
に
来
て
い
て
、
高
台
か
ら
家
の
方
向
を
見
る
と
、
真
っ
暗

だ
っ
た
。
い
と
こ
の
Ｍ
さ
ん
の
家
の
方
に
行
く
と
、
松
ア
カ
シ
に
ズ
ラ
ー
と
火
が

点
い
て
い
た
。
友
達
が
ま
た
訪
ね
て
き
て
、「
お
寺
に
泊
ま
っ
て
い
る
か
ら
訪
ね
て

き
て
ね
」
と
言
わ
れ
、
寺
に
行
く
と
「
誰
も
泊
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
た
。

お
ば
あ
さ
ん
を
背
負
っ
て
３
階
の
高
い
所
に
行
き
、
下
を
見
下
ろ
し
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
夢
は
、
お
ば
あ
さ
ん
が
高
台
に
行
き
な
さ
い
と
言
っ
て
い
る
の
だ
と

思
い
、
新
し
い
家
は
乙
部
の
高
台
に
し
た
い
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
書
い
た
。
こ

の
夢
は
津
波
の
半
年
前
く
ら
い
か
ら
見
て
い
た
が
、
ま
さ
か
本
当
に
津
波
が
来
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

　
仮
設
に
は
６
月
15
日
に
移
り
、
そ
の
ま
ま
荷
物
を
運
ん
で
休
ん
だ
。
寺
で
は
着

の
身
着
の
ま
ま
だ
っ
た
の
で
、
Ｋ
さ
ん
か
ら
セ
ー
タ
ー
を
も
ら
っ
た
。
寺
か
ら
出

る
と
き
、
い
ろ
い
ろ
な
支
援
物
資
を
も
ら
っ
た
。
今
日
は
靴
下
２
枚
、
毛
布
な
ど

と
言
っ
て
も
ら
っ
た
。
ア
リ
ー
ナ
に
来
て
か
ら
は
掛
け
布
団
を
も
ら
っ
た
。
自
衛

隊
か
ら
は
毛
布
が
配
ら
れ
た
。

６　
街
づ
く
り
協
議
会

　
２
０
１
２
年
８
月
17
日
に
田
老
の
集
会
所
で
街
づ
く
り
協
議
会
が
開
か
れ
、
傍

聴
し
た
。
こ
れ
は
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
日
は
協
議
会
か
ら
は
会
長

の
小
向
源
一
郎
さ
ん
、
副
会
長
の
小
林
昭
栄
さ
ん
（
田
老
漁
協
組
合
長
）
と
前
川

邦
夫
さ
ん
（
㈲
田
老
ガ
ス
水
道
設
備
工
業
社
長
）、
高
台
部
会
の
林
本
卓
夫
さ
ん
、

商
業
部
会
の
田
中
和
七
さ
ん
、
ま
た
浜
小
屋
部
会
や
防
災
部
会
か
ら
７
人
が
参
加

し
て
い
た
。
ま
た
学
童
指
導
員
、
前
宮
古
広
域
消
防
次
長
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
で
被

災
当
日
か
ら
救
急
要
請
等
の
責
任
者
だ
っ
た
金
沢
順
二
さ
ん
（
昭
和
22
年
生
）
な

ど
も
列
席
し
て
い
た
。

ト
ン
ネ
ル
を
越
え
て
小
学
校
に
逃
げ
た
。
体
育
館
に
入
る
と
大
勢
が
い
た
。
何
も

無
か
っ
た
の
で
、
親
戚
の
人
が
友
人
の
家
か
ら
布
団
を
持
ち
込
ん
で
来
て
く
れ
て
、

こ
た
つ
の
よ
う
に
入
っ
た
。

避
難
生
活

　
黒
田
先
生
の
指
示
で
、
病
気
や
重
症
の
人
は
腕
に
赤
い
テ
ー
プ
を
巻
い
た
。
軽

症
の
人
は
黄
色
、
健
康
な
人
は
何
も
つ
け
な
い
。
先
生
は
総
合
事
務
所
に
い
た
。

赤
と
黄
色
の
テ
ー
プ
を
つ
け
た
人
は
図
書
館
に
集
め
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
看
護
師

が
常
駐
し
て
い
た
。民
生
委
員
も
い
た
。食
事
は
お
に
ぎ
り
を
半
分
ず
つ
だ
っ
た
り
、

１
個
ず
つ
だ
っ
た
り
し
た
。
小
学
校
に
は
１
週
間
く
ら
い
い
た
。
４
日
目
に
叔
母

の
娘
が
来
た
の
で
、
叔
母
を
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
別
の
母
方
の
い
と
こ
が
寺
に
い
た
の
で
、
そ
ち
ら
に
移
っ
た
。
寺
で
の
食
事
は

最
初
は
半
分
ず
つ
だ
っ
た
り
し
た
が
、
日
が
た
つ
に
つ
れ
て
少
し
ず
つ
種
類
も
増

え
て
い
っ
た
。
家
が
心
配
だ
っ
た
の
で
、
自
分
の
家
を
探
し
に
行
っ
た
。
毎
日
半

日
く
ら
い
は
家
の
近
く
を
歩
い
た
。
店
を
建
て
て
く
れ
た
大
工
さ
ん
が
、「
こ
れ
野

場
さ
ん
の
家
だ
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
熊
野
神
社
の
下
の
消
防
署
の
近
く

だ
っ
た
。
通
っ
て
も
気
が
つ
か
な
か
っ
た
が
、
物
が
転
々
と
流
れ
て
い
た
。
家
の

屋
根
だ
け
残
っ
て
い
た
。
海
か
ら
ま
っ
す
ぐ
流
さ
れ
た
の
な
ら
山
に
当
た
る
は
ず

だ
が
、
直
角
に
曲
が
っ
て
消
防
署
ま
で
来
た
。
長
内
川
を
遡
っ
て
逆
流
し
た
と
い

う
人
も
い
る
。
屋
根
の
下
に
は
箪
笥
、
鍋
、
畳
が
あ
っ
た
。
自
衛
隊
の
人
が
家
の

中
に
入
っ
て
中
の
物
を
出
し
て
く
れ
た
が
、
び
し
ょ
濡
れ
で
、「
も
う
良
い
で
す
、

捨
て
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
。
母
の
一
周
忌
が
近
か
っ
た
の
で
、
準
備
し
て
お

い
た
も
の
が
流
れ
て
し
ま
っ
た
。
屋
根
を
上
げ
て
も
ら
っ
て
い
る
間
に
、
そ
こ
か

ら
遺
体
が
出
て
き
て
、ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
覆
い
「
今
日
は
こ
こ
ま
で
」
と
言
わ
れ
た
。

翌
日
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
上
げ
て
も
ら
っ
た
ら
、
ま
た
奥
の
方
か
ら
男
の
人
の
遺
体

が
出
て
き
た
の
で
、
ま
た
「
今
日
は
こ
こ
ま
で
」
と
な
っ
た
。

　
寺
に
は
４
月
１
日
ま
で
い
た
。寺
で
は
ス
ト
ー
ブ
が
２
個
あ
り
、寒
く
な
か
っ
た
。

皆
で
手
分
け
を
し
て
当
番
を
決
め
て
掃
除
な
ど
を
し
た
。「
誰
か
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。見
つ
か
り
ま
し
た
。火
葬
で
す
」と
聞
く
と
、皆
で
行
っ
て
手
を
合
わ
せ
て
い
た
。

遺
骨
を
入
れ
る
物
が
な
く
、
風
呂
敷
と
か
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
て
い
た
。
和

各地域における東日本大震災
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商
業
部
会

　
田
中
和
七
さ
ん
の
話
で
あ
る
。
新
し
い
街
が
で
き
た
と
き
、
商
店
が
１
か
所
に

集
ま
れ
る
「
街
の
駅
」
構
想
を
作
っ
て
い
る
。
ば
ら
ば
ら
に
な
る
と
力
が
な
い
。

高
台
移
転
に
な
っ
た
場
合
、
商
店
も
移
っ
て
ほ
し
い
と
市
か
ら
言
わ
れ
た
。
し
か

し
希
望
者
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
前
の
商
店
街
を
盛
り
土
し
て
そ
こ
に
住
み
た

い
と
い
う
人
が
多
い
。
高
台
だ
と
商
売
が
成
り
立
た
な
い
。
国
道
沿
い
の
不
特
定

多
数
の
客
を
相
手
に
し
た
い
。
そ
こ
で
店
舗
数
な
ど
の
数
字
を
出
し
て
い
る
。
盛

り
土
に
す
る
と
３
年
く
ら
い
寝
か
せ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
市
で
は
役
場
前
を
防

災
拠
点
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
で
認
可
が
下
り
る
か
心
配
し

て
い
る
。
構
想
の
規
模
や
住
人
が
近
く
に
い
な
い
と
商
売
は
成
り
立
た
な
い
の
で
、

復
興
住
宅
を
近
く
に
作
っ
て
ほ
し
い
と
合
わ
せ
て
要
望
し
て
い
る
。

　
津
波
を
見
た
人
、
と
く
に
女
性
は
元
の
場
所
に
戻
り
た
く
な
い
と
い
う
。
近
く

に
住
み
た
い
人
の
数
は
ま
だ
未
定
だ
。
旧
来
の
場
所
な
の
か
、
盛
り
土
を
し
た
場

所
に
な
る
の
か
、
検
討
中
で
あ
る
。
一
番
の
関
心
事
は
地
価
の
価
格
が
ど
う
な
る

か
だ
。
こ
れ
が
唯
一
残
っ
た
財
産
な
の
で
、
早
く
知
ら
せ
て
も
ら
え
れ
ば
、
計
画

が
立
て
や
す
い
。
新
し
く
家
を
建
て
る
人
は
大
事
業
な
の
で
、
目
安
が
ほ
し
い
。

　
個
別
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
こ
れ
か
ら
。前
の
調
査
と
こ
れ
ま
で
の
情
報
が
入
っ

た
後
で
、
皆
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
が
興
味
が
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
こ
れ
ま
で

に
２
回
や
っ
た
。
防
災
拠
点
は
国
が
作
る
と
思
う
の
で
、
そ
こ
が
地
域
の
中
心
に

な
り
そ
う
だ
。

　
市
が
主
催
し
た
初
期
の
街
作
り
検
討
会
で
は
話
題
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
自
分

た
ち
は
ど
こ
に
住
み
、商
店
街
は
ど
こ
に
な
る
と
言
っ
た
ソ
フ
ト
面
が
知
り
た
か
っ

た
の
で
、
協
議
会
を
立
ち
上
げ
た
。

　
２
０
１
１
年
11
月
21
日
に
自
分
た
ち
の
構
想
図
を
考
え
た
。
２
０
１
２
年
５
月

26
日
に
第
１
回
協
議
会
を
立
ち
上
げ
た
。
そ
の
際
、
私
は
防
災
を
中
心
に
考
え
て

い
た
が
、
街
が
で
き
な
い
と
そ
れ
が
で
き
な
い
。
２
０
１
６
年
に
は
候
補
地
を
選

定
し
、
２
０
１
７
年
設
計
図
作
成
の
予
定
だ
っ
た
。
こ
れ
で
は
遅
す
ぎ
る
の
で
街

づ
く
り
検
討
会
を
開
始
し
た
。

　
東
南
海
地
震
の
安
全
計
画
の
作
業
が
現
在
進
行
中
な
の
で
、
参
考
に
す
る
た
め

に
月
に
１
回
東
京
に
行
っ
て
い
る
。

田老地域の仮設での生活
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第
１
部　
各
地
域
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災

Ａ　
田
老
地
域

第
５
章　
地
域
の
た
め
に
（
赤
沼
正
清
さ
ん
と
東
日
本
大
震
災
）

神
田
よ
り
子

は
じ
め
に

　
２
０
１
２
年
８
月
12
日
以
降
継
続
的
に
話
を
伺
っ
た
。
前
の
章
で
田
老
地
区
で

の
支
援
態
勢
に
つ
い
て
赤
沼
さ
ん
の
語
り
を
述
べ
て
き
た
が
、
震
災
以
前
も
以
降

も
赤
沼
さ
ん
の
田
老
で
の
活
躍
ぶ
り
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
以
下
で
は

赤
沼
さ
ん
に
語
っ
て
い
た
だ
い
た
人
生
史
を
通
し
て
、
田
老
と
い
う
地
域
を
描
き

出
し
て
み
た
い
。

　
赤
沼
正
清
さ
ん
（
昭
和
15
年
生
）
は
田
老
町
役
場
に
勤
務
の
後
、
平
成
18
年
４

月
１
日
に
財
団
法
人
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
田
老
の
専
務
理
事
に
就
任
し
、
３
・
11
当
日

も
そ
の
立
場
か
ら
震
災
に
対
処

し
て
き
た
。
当
時
は
田
老
漁
協

監
事
、
社
会
福
祉
協
議
会
副
会

長
、
道
の
駅
監
査
役
、
乙
部
自

治
会
長
（
こ
れ
は
被
災
後
、
平

成
23
年
６
月
に
解
散
）
な
ど
も

や
っ
て
い
た
。
ま
た
今
は
、
宮

古
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

の
立
場
に
あ
り
、
相
変
わ
ら
ず

忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。

１　
仮
設
の
生
活
と
自
治
会
に
つ
い
て

　
田
老
の
海
岸
近
く
は
乙
部
２
、
観
光
ホ
テ
ル
か
ら
北
側
は
乙
部
１
と
い
う
区
割

り
で
、
私
は
乙
部
１
の
自
治
会
長
だ
っ
た
。
退
職
前
は
副
会
長
だ
っ
た
が
、
平
成

12
年
12
月
31
日
に
役
場
を
退
職
し
て
か
ら
会
長
に
な
っ
た
。
乙
部
１
地
区
は
86
世

帯
中
22
世
帯
の
28
人
が
亡
く
な
っ
た
の
で
、
信
用
金
庫
に
預
け
た
自
治
会
の
金
を
、

弔
慰
金
と
し
て
差
し
上
げ
た
。
乙
部
２
地
区
も
同
数
く
ら
い
の
方
々
が
亡
く
な
っ

て
い
る
。
１
世
帯
で
４
人
亡
く
な
っ
た
家
も
あ
る
。
世
帯
数
は
乙
部
１
も
２
も
86

～
87
戸
あ
り
、
仮
設
に
入
居
し
た
あ
と
、
被
災
自
治
会
は
解
散
し
た
。
震
災
前
に

乙
部
に
住
ん
で
い
た
86
世
帯
の
内
、
半
分
は
田
老
を
離
れ
た
。

　
私
が
住
ん
で
い
る
「
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
仮
設
」
に
は
乙
部
、青
砂
里
、

荒あ

り

や谷
な
ど
12
の
自
治
会
の
人
々
が
入
居
し
て
い
る
。
仮
設
住
宅
の
場
所
を
選
ぶ
際

に
、
田
老
で
は
抽
選
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
対
象
に
し
た
。
宮
古
勤
務
の

人
は
西
ヶ
丘
や
、
ド
ラ
方
面
に
行
き
た
い
と
希
望
し
た
人
も
い
た
。
乙
部
自
治
会

の
人
も
あ
ち
こ
ち
の
仮
設
に
入
っ
た
。

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
仮
設
内
で
の
自
治
会
結
成
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
気
に
な
っ

て
い
た
こ
と
の
一
つ
だ
っ
た
。
自
治
会
を
立
ち
上
げ
て
ほ
し
い
と
の
声
は
、
子
供

を
持
っ
た
父
兄
か
ら
も
出
て
き
た
。
小
学
生
が
バ
ス
で
通
学
す
る
の
に
、
バ
ス
停

ま
で
３
０
０
㍍
の
距
離
の
雪
か
き
が
大
変
で
、
除
雪
機
が
ほ
し
い
と
希
望
が
出
た
。

支
援
団
体
か
ら
除
雪
機
を
寄
附
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
自
治
会
と
い
っ
た
よ
う

な
団
体
を
作
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、
立
ち
上
げ
た
。

　
除
雪
機
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
仮
設
の
人
に
も
貸
し
て
あ
げ
る
た
め
、
話
し
合
い
を
し

た
。
す
る
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
長
と
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
仮
設
の
自
治
会
の

立
ち
上
げ
も
応
援
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
仮
設
は
４
つ
の
行
政

区
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
自
治
会
が
ま
だ
で
き
て
い
な
い
。

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
仮
設
へ
は
当
初
１
２
２
世
帯
が
入
居
し
た
が
、
今
は
92
世
帯
が

残
っ
て
い
る
。
早
い
人
は
震
災
の
年
に
仮
設
を
出
た
が
平
成
24
年
、
25
年
に
多
く

が
去
っ
た
。
平
成
25
年
12
月
で
30
世
帯
減
っ
た
。
仮
設
の
部
屋
が
空
い
た
の
で
、

世
帯
分
離
を
し
て
子
供
部
屋
に
し
た
家
も
あ
る
。

新
し
い
居
住
地
に
つ
い
て
（
震
災
公
営
住
宅
な
ど
）

　
田
老
の
人
は
乙
部
高
台
と
田
老
総
合
事
務
所
の
ど
ち
ら
の
公
営
住
宅
も
選
べ
る
。

崎
山
地
区
で
は
社
協
が
支
援
員
を
派
遣
し
て
、
仲
間
作
り
の
場
所
を
提
供
し
た
り
、

自
治
会
に
入
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　
乙
部
１
か
ら
は
崎
山
に
移
っ
た
人
が
最
も
多
い
。
被
災
者
だ
か
ら
と
、
格
安
で

土
地
が
買
え
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
宮
古
に
住
む
つ
も
り
で
土
地
を
買
っ

た
が
、
乙
部
高
台
に
も
土
地
を
ほ
し
い
と
い
う
人
も
い
る
。

写真１　赤沼正清さん

各地域における東日本大震災
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役
場
在
職
時
に
は
、
第
一
警
戒
は
課
長
以
上
、
第
二
警
戒
は
全
職
員
が
出
所
と

災
害
計
画
で
決
ま
っ
て
い
た
。津
波
の
避
難
訓
練
、誘
導
な
ど
は
常
に
や
っ
て
い
た
。

退
職
後
に
勤
め
た
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
で
は
火
災
な
ど
の
初
期
消
火
訓
練
は
や
っ
て
い

た
が
、
被
災
者
を
受
け
入
れ
る
訓
練
は
や
っ
て
い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
行
政
関
係

者
は
自
分
１
人
だ
っ
た
。

　
田
老
町
で
は
、
毎
年
３
月
３
日
に
津
波
の
避
難
訓
練
を
や
っ
て
い
た
。
大
き
な

地
震
が
あ
っ
た
翌
年
に
は
参
加
者
が
多
く
な
る
。
明
治
29
年
、
昭
和
８
年
の
津
波

の
経
験
か
ら
地
震
を
想
定
し
た
訓
練
を
や
っ
た
。
係
長
、
課
長
に
な
る
と
、
指
揮

を
す
る
立
場
で
班
編
成
の
訓
練
も
す
る
。
今
回
の
震
災
を
受
け
て
、
訓
練
は
大
切

だ
と
再
認
識
し
、
何
か
あ
れ
ば
高
台
に
行
く
こ
と
を
痛
感
し
た
。
田
老
小
学
校
の

頃
は
、
先
生
に
連
れ
ら
れ
て
避
難
訓
練
を
し
た
も
の
だ
。

　
昭
和
35
年
、
役
場
に
入
っ
た
年
に
チ
リ
地
震
津
波
が
あ
り
、
長
時
間
の
待
機
時

間
が
あ
っ
た
。
こ
の
チ
リ
地
震
津
波
を
経
て
、
防
潮
堤
が
二
重
に
な
っ
た
。
職
場

に
入
る
と
明
治
29
年
と
昭
和
８
年
の
津
波
の
話
は
常
に
聞
か
さ
れ
て
い
た
。
昭
和

45
年
の
十
勝
沖
地
震
で
は
、
上
司
の
命
令
で
潮
位
を
測
る
た
め
海
岸
ま
で
行
き
、

海
の
水
が
引
い
て
い
く
の
を
見
た
。
十
勝
沖
地
震
の
場
合
、堤
防
が
あ
っ
て
助
か
っ

た
と
い
う
が
、そ
ん
な
に
大
き
な
波
で
は
な
か
っ
た
。宮
城
県
沖
の
地
震
が
あ
る
と
、

南
東
か
ら
津
波
が
来
る
の
で
危
な
い
と
い
わ
れ
て
い
た
。

　
田
老
町
の
よ
う
な
小
さ
い
町
村
レ
ベ
ル
で
は
、
１
つ
の
分
野
を
深
く
き
わ
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
広
く
色
々
な
仕
事
を
経
験
で
き
る
し
、
１
人
で
何
役
も
や

る
必
要
が
あ
る
。
役
場
に
入
り
た
て
の
頃
は
、
三
陸
フ
ェ
ー
ン
災
害
も
経
験
し
た
。

『
足
跡
』

　
平
成
元
年
頃
か
ら
、
公
民
館
の
事
業
で
『
足
跡
』
と
い
う
思
い
出
文
集
を
作
り

始
め
、
10
数
年
続
い
た
。
こ
の
中
に
は
津
波
の
伝
聞
を
特
集
し
た
も
の
も
あ
る
。

生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
『
津
波
伝
聞
誌
』（
平
成
２
、３
年
頃
）
も
作
ら
れ
た
。

こ
の
当
時
、
教
育
長
な
ど
も
務
め
た
田
澤
直
志
さ
ん
が
中
心
と
な
り
続
い
た
事
業

だ
っ
た
。
田
澤
さ
ん
は
、
昭
和
８
年
の
津
波
経
験
者
で
あ
り
田
老
町
史
編
纂
に
も

携
わ
っ
た
方
だ
。

　
私
は
乙
部
の
高
台
に
家
を
建
て
る
予
定
に
し
て
い
る
。
災
害
危
険
区
域
に
指
定

さ
れ
た
場
所
に
家
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
土
地
は
市
で
買
い
取
っ
て
く
れ
る
。

倉
庫
や
貸
し
た
建
物
は
市
で
は
買
わ
な
い
し
、
農
地
も
買
わ
な
い
。
流
さ
れ
た
私

の
家
の
場
所
は
50
㌢
嵩
上
げ
す
れ
ば
家
を
建
て
て
も
よ
い
こ
と
と
な
っ
た
。
私
の

家
が
あ
っ
た
土
地
は
売
ら
ず
に
残
し
て
お
く
予
定
だ
。
近
所
の
人
た
ち
が
田
老
を

出
て
ゆ
く
と
言
っ
て
い
る
の
で
当
初
我
が
家
も
、出
よ
う
か
、と
い
う
話
が
出
た
が
、

私
は
頑
と
し
て
「
出
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
今
は
そ
う
い
う
話
は
し
て
い

な
い
。

　
仮
設
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
は
、
住
宅
展
示
会
が
あ
る
と
皆
見
に
行
く
。
高
台

の
土
地
の
造
成
は
平
成
27
年
９
月
に
完
成
し
、
災
害
公
営
住
宅
は
平
成
27
年
12
月

か
ら
入
居
で
き
る
予
定
だ
。
役
場
の
前
に
も
公
営
住
宅
が
建
つ
予
定
で
今
建
設
中

だ
。

　
青
砂
里
あ
た
り
は
漁
師
が
多
い
の
で
、
一
度
宮
古
に
出
た
人
も
い
る
が
漁
業
権

を
持
っ
て
い
る
の
で
、
ま
た
戻
っ
て
く
る
人
も
い
る
。

　
高
台
の
土
地
の
価
格
説
明
は
あ
っ
た
。
た
だ
、
誰
が
ど
こ
に
行
く
の
か
は
、
未

定
の
ま
ま
だ
。

２　
経
歴

　
私
は
昭
和
35
年
か
ら
田
老
町
役
場
に
入
り
産
業
土
木
課
を
ス
タ
ー
ト
に
３
年
間

所
属
し
、
そ
の
後
建
設
課
に
７
年
、
産
業
観
光
課
に
７
年
い
た
。
昭
和
54
年
か
ら

平
成
３
年
ま
で
の
13
年
間
は
国
保
田
老
病
院
に
い
た
が
、
当
時
は
経
営
難
に
加
え

薬
剤
師
や
看
護
師
が
足
り
ず
苦
労
を
し
た
。
平
成
４
年
か
ら
６
年
ま
で
社
会
教
育

課
、
平
成
７
年
～
８
年
は
産
業
観
光
課
、
９
年
か
ら
10
年
は
建
設
課
長
、
11
年
か

ら
12
年
は
税
務
財
政
課
長
を
つ
と
め
、
12
月
に
退
職
し
た
。
当
時
の
田
老
町
役
場

で
は
厳
し
い
財
政
事
情
が
あ
っ
た
の
で
、
21
世
紀
は
若
い
人
に
任
せ
る
べ
き
と
の

想
い
で
、
年
度
末
の
３
月
を
待
た
ず
に
退
職
し
た
。
こ
の
年
は
、
私
よ
り
若
い
人

も
含
め
て
５
人
が
退
職
を
し
た
の
で
、
若
い
人
た
ち
に
道
を
譲
り
た
い
と
い
う
想

い
は
果
た
せ
た
か
と
思
う
。

役
場
の
災
害
対
策
と
計
画

地域のために
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馬
橇
に
乗
っ
て
配
達
し
た
り
の
仕
事
を
し
て
、
高
校
卒
業
ま
で
も
含
め
て
４
年
間

そ
こ
に
い
た
。

　
卒
業
し
て
１
年
後
に
、
田
老
で
役
場
の
採
用
試
験
が
あ
る
と
母
が
聞
い
て
き
て
、

そ
れ
で
戻
っ
た
。
十
和
田
で
は
「
信
用
は
無
限
の
資
本
だ
」
と
教
え
ら
れ
た
。
頭

の
下
げ
方
が
悪
い
な
ど
も
教
え
ら
れ
た
。
十
和
田
の
叔
母
に
は
子
が
な
く
、
正
清

さ
ん
を
養
子
に
し
た
い
と
迎
え
に
き
た
が
、
逃
げ
出
し
た
。

　
野
球
は
田
老
第
一
中
学
校
で
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
サ
ー
ド
を
や
っ
て
い
た
。
十
和
田

で
の
高
校
時
代
は
、
昼
休
み
に
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い
た
が
、
学
校
が
終
わ
る
と

配
達
が
あ
る
の
で
ス
ポ
ー
ツ
は
で
き
な
か
っ
た
。
叔
母
の
家
で
は
８
人
く
ら
い
が

住
み
込
み
で
働
き
、６
人
が
同
室
で
、う
ち
１
人
は
叔
母
の
夫
の
親
戚
の
子
だ
っ
た
。

　
こ
の
当
時
の
十
和
田
の
中
学
校
の
同
期
会
が
あ
る
。
私
は
中
学
３
年
の
１
月
に

転
校
し
て
き
た
の
で
１
か
月
き
り
し
か
在
学
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
震
災

の
時
に
彼
ら
は
義
援
金
を
く
れ
た
。
こ
う
し
た
縁
も
あ
っ
て
、
今
で
も
都
合
を
つ

け
て
参
加
し
て
い
る
。

地
域
と
の
か
か
わ
り

　
子
供
た
ち
が
小
学
校
、
中
学
校
の
こ
ろ
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や
小
学
校
サ
ッ
カ
ー

少
年
団
の
指
導
員
を
し
て
い
た
。
小
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
愛
好
会
か
ら
ク
ラ
ブ
に
育

つ
頃
の
こ
と
で
、
今
彼
ら
は
50
代
に
な
り
子
供
た
ち
を
指
導
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

中
学
校
の
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
コ
ー
チ
を
頼
ま
れ
、
指
導
し
た
。
県
大
会
に
も

出
場
し
た
彼
女
た
ち
も
今
で
は
40
代
で
、
町
で
会
っ
て
も
「
正
清
さ
ん
！
」
と
声

を
か
け
ら
れ
る
。
障
が
い
者
の
子
も
公
平
に
扱
っ
て
、
一
緒
に
練
習
さ
せ
た
。
最

初
の
顧
問
は
女
の
先
生
だ
っ
た
が
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
経
験
が
な
か
っ
た
。
２
年

目
か
ら
は
ス
キ
ー
で
国
体
に
出
た
こ
と
の
あ
る
先
生
が
顧
問
に
な
り
、
そ
の
先
生

の
や
り
方
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
形
で
一
緒
に
指
導
し
た
。
依
頼
さ
れ
る
と
、
と

り
あ
え
ず
や
る
。
断
っ
た
こ
と
は
な
い
。

　
地
域
で
集
ま
り
や
お
祭
り
が
あ
る
と
、
踊
っ
た
り
跳
ね
た
り
す
る
。
皆
で
踊
り

を
前
も
っ
て
練
習
し
て
出
る
の
で
、
そ
の
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
だ
。

自
治
会

社
会
福
祉
協
議
会

　
平
成
13
年
５
月
か
ら
17
年
10
月
ま
で
田
老
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
を
つ
と
め

た
。
17
年
６
月
に
宮
古
市
と
合
併
し
、
17
年
11
月
１
日
か
ら
は
、
宮
古
市
社
会
福

祉
協
議
会
副
会
長
を
つ
と
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
傍
ら
、
平
成
18
年
４
月
か

ら
24
年
５
月
23
日
ま
で
㈶
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
田
老
の
専
務
理
事
も
つ
と
め
た
。

消
防
団
員

　
役
場
在
職
中
、
消
防
団
の
皆
さ
ん
に
は
地
域
に
対
し
て
た
く
さ
ん
協
力
し
て
も

ら
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
自
分
が
退
職
し
た
ら
消
防
団
員
と
し
て
地
域
の
手
伝

い
を
し
よ
う
と
思
い
入
団
し
た
。
今
ま
で
と
は
違
う
業
種
の
方
と
の
関
わ
り
に
も

興
味
が
あ
っ
た
。
三
分
団
に
所
属
し
て
、
最
下
級
の
立
場
で
集
会
に
は
お
茶
汲
み

や
小
昼
の
手
伝
い
を
し
た
。
事
務
的
な
こ
と
を
手
伝
う
と
言
っ
て
会
計
な
ど
を
し

た
が
、
分
団
長
の
話
し
相
手
も
や
っ
た
。
星
が
１
つ
の
下
っ
端
の
私
に
分
団
長
が

頭
を
下
げ
る
の
で
、「
あ
の
人
は
だ
れ
だ
べ
ぇ
」
と
言
っ
て
い
る
人
も
あ
っ
た
。

３　
家
の
こ
と
、
兄
弟
の
こ
と

実
家
で
の
こ
と

　
兄
弟
が
６
人
い
る
が
皆
、
被
災
し
た
。
私
は
戸
籍
上
で
は
四
男
だ
が
、
上
の
２

人
が
幼
く
し
て
亡
く
な
っ
て
お
り
、
２
番
目
の
男
に
な
る
。
長
女
は
昭
和
11
年
生

ま
れ
で
、
田
老
の
仮
設
に
住
ん
で
い
る
。
昭
和
10
年
生
ま
れ
と
13
年
生
ま
れ
の
２

人
が
幼
い
時
亡
く
な
っ
た
。
す
ぐ
上
の
兄
は
14
年
生
ま
れ
だ
。
下
に
は
17
年
生
ま

れ
の
妹
と
20
年
生
ま
れ
の
弟
、
22
年
生
ま
れ
の
妹
が
い
る
。

　
実
家
は
、「
ま
つ
ば
や
」
と
い
う
餅
屋
で
、
両
親
は
豚
を
飼
っ
て
粉
ひ
き
を
や
っ

て
い
た
。
父
は
身
体
が
弱
く
、
65
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

十
和
田
で
の
生
活

　
中
学
３
年
の
時
、
十
和
田
市
（
当
時
は
三
本
木
市
）
の
中
学
校
に
転
校
し
た
。

家
庭
が
貧
し
く
、
高
校
に
行
け
な
い
た
め
、
母
の
姉
が
十
和
田
で
食
糧
・
酒
・
味

噌
な
ど
の
卸
問
屋
を
や
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
丁
稚
奉
公
を
し
な
が
ら
高
校
へ
通
っ

た
。
中
３
の
１
月
に
十
和
田
に
移
り
、
三
本
木
農
業
高
校
の
商
学
科
に
入
っ
た
。

各地域における東日本大震災
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平
成
３
、４
年
頃
、
地
域
の
自
治
会
が
組
織
さ
れ
、
乙
部
地
区
の
事
務
局
を
や
っ

て
い
た
。
乙
部
は
世
帯
数
が
増
え
て
、
１
と
２
に
分
離
し
た
。
平
成
２
、３
年
頃
の

こ
と
。
防
潮
堤
が
前
方
に
で
き
た
の
で
、
若
い
世
帯
が
家
を
建
て
始
め
、
80
世
帯

位
に
増
え
た
た
め
だ
。

　
若
い
こ
ろ
か
ら
自
治
会
の
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
、
知
ら
な
い
人
は
い
な
か
っ

た
。
田
老
町
民
運
動
会
、
福
祉
演
芸
大
会
、
祭
り
に
は
必
ず
打
ち
合
わ
せ
な
ど
に

も
出
て
い
て
、
皆
、
顔
を
知
っ
て
い
た
。

家
族
の
こ
と

　
妻
は
、
田
老
町
役
場
で
働
い
て
い
た
の
で
理
解
は
あ
っ
た
。
で
も
、
彼
女
の
意

思
に
反
し
て
私
が
勝
手
に
彼
女
を
55
歳
で
退
職
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
の
時

の
こ
と
は
未
だ
に
怒
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
子
供
た
ち
は
、
保
育
所
に
預
け
た
り
、
今
で
い
う
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
よ
う
な

人
に
お
金
を
払
っ
て
預
け
た
。
妻
の
実
家
も
近
く
に
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
に
も
預

け
た
。
皆
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
成
長
し
た
の
だ
と
よ
く
言
う
。
そ
の
た
め
、
こ
ち

ら
で
で
き
る
こ
と
は
恩
返
し
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
い
る
。
自
分
自
身
、
苦

し
い
時
に
叔
父
や
叔
母
が
い
て
高
校
に
行
か
せ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
事
が
根
底
に

あ
る
。

　
「
お
父
さ
ん
が
家
に
居
た
記
憶
が
な
い
」
と
子
供
に
は
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
通
り

な
の
で
何
も
言
え
な
い
。

地域のために
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第
１
部　
各
地
域
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災

Ａ　
田
老
地
域

第
６
章　
個
人
墓
地
と
海
嘯
碑

神
田
よ
り
子

は
じ
め
に

　
田
老
地
区
は
過
去
に
も
津
波
に
よ
る
大
き
な
被
害
が
出
て
お
り
、『
東
日
本
大
震

災
宮
古
市
の
記
録
（
第
１
巻　
津
波
史
編
）』（
宮
古
市　
２
０
１
５
年
）
に
記
さ

れ
た
明
治
29
年
と
昭
和
８
年
の
記
録
を
記
し
た
『
明
治
29
年
地
震
報
告
』
と
『
昭

和
８
年
３
月
３
日
三
陸
沖
強
震
及
び
津
波
報
告
』と
も
に
中
央
気
象
台
）に
よ
れ
ば
、

田
老
村
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
明
治
29
年
の
「
岩
手
県
管
内
海
嘯
被
害
表
」
に
よ
れ
ば
田
老
村
の
被
害
は
総
人

口
３
千
７
４
７
人
、
死
亡
２
千
６
５
５
人
、
負
傷
２
７
７
人
、
健
在
者
８
１
５
人
、

総
戸
数
６
６
６
戸
、
流
失
家
屋
１
３
０
戸
、
半
潰
家
屋
未
詳
、
存
在
家
屋
５
３
６

戸
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
昭
和
８
年
の｢
岩
手
県
下
被
害
報
告｣

に
あ
る
被
害
は

総
人
口
４
千
９
８
３
人
、死
亡
５
８
４
人
、行
方
不
明
３
２
７
人
、負
傷
１
２
２
人
、

総
戸
数
８
３
５
戸
、
流
失
５
０
０
戸
と
あ
る
。

　
『
田
老
町
誌　
津
波
編
（
田
老
町
津
波
誌
）』（
田
老
町
教
育
委
員
会　
２
０
０
５

年
）
で
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
明
治
29
年
６
月
15
日
の
明
治
三
陸
大
津
波
の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７・５
、

最
大
波
高
15
㍍
、
罹
災
戸
数
は
３
６
５
戸
、
死
者
・
不
明
者
１
千
８
５
９
人
、
一

家
全
滅
は
１
３
０
戸
、
罹
災
生
存
者
は
３
３
６
人
、
漁
船
流
失
は
５
４
０
隻
と
な

る
。
昭
和
８
年
３
月
３
日
の
昭
和
三
陸
大
津
波
の
規
模
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・

５
、
最
大
波
高
10
㍍
、
罹
災
戸
数
は
５
０
５
戸
、
死
者
・
不
明
者
９
１
１
人
、
一

家
全
滅
は
66
戸
、罹
災
生
存
者
は
１
千
８
２
８
人
、漁
船
流
失
は
９
９
０
隻
と
な
る
。

　
そ
し
て
今
回
の
平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
の
規
模
は
、『
田
老　
あ

の
日
、
あ
の
時　
２
０
１
１・３
・
11　
東
日
本
大
震
災
』（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
立
ち
上

が
る
ぞ
！
宮
古
市
田
老　
２
０
１
２
）
に
よ
れ
ば
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９・０
、
最

大
波
高
８・５
㍍
、
罹
災
戸
数
は
１
千
６
９
１
戸
、
死
者
・
不
明
者
１
８
１
人
、
漁

船
流
失
は
８
４
０
隻
と
な
る
。（
以
上
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
は
筆
者
）

　

中
央
気
象
台
と
『
田
老
町
津
波
誌
』（
出
典
の
明
記
は
な
い
）
の
記
録
で
は

被
害
の
数
の
違
い
が
目
に
付
く
が
、
明
治
29
年
の
三
陸
大
津
波
で
は
総
人
口

３
千
７
４
７
人
中
死
亡
は
２
千
６
５
５
人
、
昭
和
８
年
で
は
総
人
口
４
千
９
８
３

人
、
死
亡
５
８
４
人
、
行
方
不
明
３
２
７
人
に
上
り
（
以
上
中
央
気
象
台
）、
ま
た

一
家
全
滅
が
１
３
０
戸
（
明
治
29
年
）、66
戸
（
昭
和
８
年
）
と
い
う
数
に
な
る（『
田

老
町
津
波
誌
』）。
罹
災
戸
数
や
死
者
・
不
明
者
の
数
も
甚
大
な
こ
と
か
ら
、
家
の

継
承
さ
え
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
だ
っ
た
事
が
窺
え
る
。

　
そ
の
た
め
常
運
寺
に
は
個
別
の
墓
地
内
に
墓
石
や
墓
碑
と
は
別
に
家
の｢

海
嘯

碑｣

が
建
立
さ
れ
て
い
る
例
が
多
く
み
ら
れ
、
１
軒
の
家
か
ら
多
数
の
犠
牲
者
が

出
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
章
で
は
常
運
寺
で
の
海
嘯
物
故
者
の
慰
霊

供
養
の
様
子
と
個
人
墓

地
内
で
の｢

海
嘯
供
養

塔｣

を
手
が
か
り
に
、

本
報
告
書
に
掲
載
す

る
こ
と
に
同
意
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
の
話
も

加
え
な
が
ら
、
田
老
に

お
け
る
津
波
へ
の
対
処

の
仕
方
、
生
き
方
を
述

べ
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た

い
。

１　
常
運
寺
と
慰
霊
の
行
事

　
多
く
の
方
々
が
犠
牲
に
な
っ
た
田
老
で
は
、
３
月
11
日
の
震
災
当
日
と
、
８
月

の
盆
の
期
間
に
は
、
供
養
の
た
め
に
親
族
や
知
人
の
皆
様
が
集
ま
り
、
墓
参
を
し

た
り
、
法
要
に
参
列
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
海
嘯
物
故
者
の
慰
霊
供
養
と
、
墓
参

の
様
子
を
述
べ
て
み
た
い
。

　
２
０
１
２
年
８
月
11
日
、
常
運
寺
の
本
堂
前
に
は
「
奉
為
平
成
大
海
嘯
殉
職
者

諸
霊
々
」
と
書
か
れ
た
卒
塔
婆
が
立
つ
。
こ
の
日
の
18
時
に
本
堂
に
て
住
職
に
よ

写�真１「平成二十三年三月十一日海嘯
物故者諸々霊」の碑

各地域における東日本大震災
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４
月
28
日
に
は
四
十
九
日
の
法
要
を
こ
こ
で
や
っ
て
、
一
人
一
人
の
死
者
の
名
前

を
読
み
上
げ
た
が
、
読
ん
で
も
読
ん
で
も
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
せ
っ
か
く

来
た
の
だ
か
ら
、
本
堂
で
焼
香
を
し
て
ほ
し
い
と
言
っ
た
が
、
大
勢
の
参
列
者
で

な
か
な
か
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
百
日
目
に
当
た
る
６
月
18
日
に
は
百
か
日

法
要
を
ア
リ
ー
ナ
で
や
っ
た
。

　
合
同
葬
は
無
理
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
葬
式
を
や
り
た
い
と
い
う
人
が

出
て
き
て
、
１
日
に
２
回
午
前
と
午
後
に
毎
日
葬
儀
を
行
い
、
１
０
０
件
以
上
や
っ

た
。

　
四
十
九
日
の
法
要
で
は
俗
名
を
読
み
あ
げ
た
が
、
行
方
不
明
の
人
の
名
前
を
死

者
と
し
て
呼
ぶ
の
は
お
か
し
い
の
で
、そ
の
家
に
行
き
、遺
族
の
人
に
確
認
を
取
り
、

名
前
を
呼
ん
で
良
い
か
聞
い
た
。
家
族
の
人
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
。
自
分
で
判

断
で
き
な
い
の
だ
。
合
同
葬
儀
の
時
も
背
中
を
押
し
て
、
ど
う
す
る
か
今
結
論
を

出
せ
と
迫
っ
た
。
他
の
寺
で
は
来
る
ま
で
待
つ
と
言
う
が
、
私
は
行
方
不
明
者
の

い
る
全
員
の
家
に
行
っ
て
確
認
を
取
っ
た
。
あ
る
家
で
は
祖
父
は
見
つ
か
っ
た
が
、

夫
が
見
つ
か
ら
な
い
。
高
３
の
女
子
、
高
２
の
男
子
、
中
２
の
男
子
の
３
人
の
子

供
が
い
て
、
中
学
生
の
男
子
が
「
お
父
さ
ん
は
生
き
て
い
る
」
と
言
い
張
っ
た
の

で
、
母
親
と
話
し
合
い
を
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
彼
は
「
お
父
さ
ん
の
葬
式
を
あ

げ
て
く
だ
さ
い
」と
言
い
に
来
た
。こ
の
母
は
診
療
所
の
看
護
師
長
を
や
っ
て
い
る
。

こ
の
人
は
夫
が
い
な
く
な
っ
て
も
一
生
懸
命
や
っ
て
い
た
。
娘
は
看
護
師
に
な
ら

な
い
と
言
っ
て
い
た
が
、
母
の
仕
事
を
見
て
い
て
、
看
護
師
に
な
る
と
言
い
だ
し

て
看
護
大
学
に
入
っ
た
。
彼
女
は
父
の
日
に
私
に
「
お
父
さ
ん
に
」
と
言
っ
て
マ

グ
カ
ッ
プ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
彼
女
が
大
学
に

通
う
前
に
「
飯
で
も
食
う
か
」
と
誘
っ
た
。
そ
の
時
に
汚
い
財
布
を
出
し
た
の
で
、

コ
ー
チ
の
横
長
の
財
布
を
買
っ
て
や
っ
た
。
そ
し
た
ら
彼
女
の
母
が
「
お
ま
え
に

は
似
合
わ
な
い
、
私
が
使
う
」
と
言
っ
た
。
彼
女
の
同
級
生
の
Ｍ
は
柔
道
80
㌔
級

で
岩
手
県
２
位
に
な
っ
た
。
こ
の
子
は
君
津
の
新
日
鉄
に
就
職
が
決
ま
っ
た
の
で
、

彼
女
に
も
財
布
を
買
っ
て
あ
げ
た
が
、先
日
「
伊
勢
海
老
で
も
食
べ
て
元
気
に
な
っ

て
」
と
送
っ
て
く
れ
た
。
今
は
地
元
に
戻
り
、
宮
古
で
仕
事
を
し
て
い
る
。

　
先
ほ
ど
墓
参
り
に
来
た
娘
さ
ん
は
母
と
姉
を
震
災
で
亡
く
し
た
。母
が
見
つ
か
っ

た
と
き
、
足
が
な
か
っ
た
が
、
後
ほ
ど
見
つ
か
り
、
五
体
満
足
で
お
骨
に
な
っ
た
。

る
読
経
が
あ
り
、
そ
の
後
で
副
住
職
は
「
本
日
参
列
の
善
男
善
女
に
向
か
っ
て
、

平
成
23
年
度
の
海
嘯
殉
職
者
に
向
か
っ
て
、
世
間
を
導
い
て
、
同
じ
く
覚
路
に
登

ら
ん
こ
と
を
、
乞
い
願
う
と
こ
ろ
は
家
門
繁
栄
、
子
孫
長
久
、
災
障
消
除
、
諸
縁

吉
祥
な
ら
ん
こ
と
を
」
と
回
向
文
を
読
み
上
げ
、
物
故
者
全
員
の
俗
名
と
戒
名
を

読
み
上
げ
る
。
そ
の
間
に
参
列
者
は
一
人
一
人
立
っ
て
焼
香
を
す
る
。
参
加
者
全

員
に
よ
る
焼
香
の
後
、「
お
の
お
の
海

嘯
物
故
者
の
菩
提
を
弔
い
、
涅
槃
の
地

に
い
て
、
あ
ま
ね
く
世
間
を
導
き
、
浄

土
の
峰
に
登
ら
ん
こ
と
を
…
」
等
を
述

べ
て
終
了
す
る
。

　

夜
に
な
る
と
18
時
45
分
か
ら
夢
明

か
り
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
開
会
式
に
は

３
分
間
の
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。
こ
の

後
、
19
時
に
田
老
か
ら
福
島
ま
で
12

か
所
で
一
斉
に
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ

る
。
こ
れ
が
「
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
日
本
」

の
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
花

火
大
会
は
19
時
30
分
に
フ
ィ
ナ
ー
レ

と
な
る
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

　
常
運
寺
さ
ま
か
ら
２
０
１
２
年
８
月
13
日
に
話
を
伺
っ
た
。

檀
家
に
つ
い
て

　
田
老
地
区
の
ほ
と
ん
ど
の
住
民
と
、
小
堀
内
の
開
拓
地
の
人
々
す
べ
て
が
常
運

寺
の
檀
家
で
、
そ
れ
以
外
で
は
宮
古
の
真
言
宗
長
根
寺
が
50
軒
、
曹
洞
宗
の
善
勝

寺
が
30
軒
、
摂
待
地
区
の
ほ
と
ん
ど
と
小
堀
内
の
元
地
区
の
一
部
が
小
本
の
宗
得

寺
の
檀
家
に
な
る
。
約
８
０
０
戸
が
田
老
地
区
内
の
檀
家
で
、
２
０
０
戸
ほ
ど
が

田
老
地
区
以
外
の
県
内
や
県
外
で
、
先
日
は
取
手
や
川
口
に
葬
式
で
行
っ
て
き
た
。

津
波
と
葬
儀

　
３
月
11
日
の
津
波
が
来
て
か
ら
、
合
同
葬
で
の
葬
式
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。

写真２　「夢灯り」のイベント　常運寺

個人墓地と海嘯碑
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イ
メ
ル
と
申
し
ま
す
。
数
十
年
前
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
ア
メ
リ
カ
で

ツ
ア
ー
会
社
を
立
ち
上
げ
、「
禅
を
聞
く
会
」
を
作
り
、
京
都
に
連
れ
て
行
き
ま
し

た
。
あ
る
寺
に
行
く
と
住
職
が
髪
を
七
三
に
分
け
て
い
て
、
こ
れ
は
禅
で
は
な
い

と
思
い
、
考
え
て
こ
こ
を
思
い
つ
い
き
ま
し
た
」
と
い
う
内
容
で
、
こ
う
し
て
彼

ら
が
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
ツ
ア
ー
客
の
中
に
ソ
ー
ラ
ー
発
電
会
社
の
社
長

が
い
て
、
震
災
後
に
何
か
や
り
た
い
と
言
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、５
基
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
寄
附
し
て
く
れ
て
、寺
に
１
基
、中
学
校
に
２
基
、

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
１
基
設
置
し
た
。
そ
れ
を
見
た
市
長
が
も
っ
と
ほ
し
い
と
い
う

の
で
、
ま
た
お
願
い
し
た
ら
15
基
届
い
た
の
で
、
漁
協
に
差
し
上
げ
て
、
各
浜
に

２
基
づ
つ
取
り
付
け
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
た
。

　
母
校
の
奈
良
康
明
先
生
の
家
に
下
宿
し
て
い
た
舞
鶴
市
桂
林
寺
の
住
職
を
し
て

い
る
能
登
春
夫
と
い
う
同
級
生
が
い
る
。
震
災
後
し
ば
ら
く
し
て
訪
ね
て
来
て
支

援
を
し
て
く
れ
た
。
そ
の
後
あ
ち
こ
ち
の
寺
か
ら
も
支
援
が
届
い
た
。
す
べ
て
彼

が
同
級
生
た
ち
に
連
絡
を
し
て
手
配
し
て
く
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

２
０
１
２
年
８
月
14
日
朝
９
時

　
常
運
寺
の
墓
地
に
は
多
く
の
人
々
が
墓
参
に
訪
れ
て
い
る
。
自
分
の
家
の
墓
地
、

親
戚
の
家
の
墓
地
、
三
陸
大
海
嘯
碑
を
廻
っ
て
い
る
。

　
本
堂
内
で
は
本
尊
を
安
置
し
た
間
の
左
側
に
「
海
嘯
物
故
者
諸
々
霊
」「
三
界
萬

霊
」
な
ど
５
つ
の
霊
墓
碑
が
置
か
れ
た
盆
棚
が
作
ら
れ
、
５
人
の
女
性
が
そ
の
前

で
御
詠
歌
を
唱
え
て
い
る
。

　
本
堂
で
９
時
30
分
か
ら
行
わ
れ
る
施
餓
鬼
に
参
加
し
た
。
施
餓
鬼
会
が
始
ま
り
、

般
若
心
経
、
観
音
経
な
ど
の
経
が
唱
え
ら
れ
、「
各
家
々
の
先
祖
累
代
の
諸
精
霊
」

が
読
み
上
げ
ら
れ
、「
盂
蘭
盆
会
の
追
善
供
養
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
。
９
時
50
分

に
施
餓
鬼
終
了
後
、
再
度
御
詠
歌
の
詠
唱
が
あ
る
。

　
墓
地
で
は
多
く
の
人
々
の
墓
参
が
見
ら
れ
た
。
元
教
育
長
の
土
井
昌
市
氏
の
話

に
よ
る
と
、
昭
和
８
年
の
津
波
の
後
、
元
村
長
の
関
口
松
太
郎
氏
が
県
に
堤
防
を

造
る
よ
う
要
請
し
た
が
、
断
ら
れ
た
。
そ
こ
で
村
民
に
声
を
か
け
て
自
分
た
ち
で

立
ち
上
が
り
、
そ
の
後
や
っ
と
県
も
動
い
て
、
堤
防
が
で
き
た
。

　
小
林
学
さ
ん
（
昭
和
22
年
生
、
仮
設
住
ま
い
）
は
元
社
会
教
育
課
長
で
、
田
老

　
乙
部
の
Ｔ
・
Ｉ
さ
ん
は
ず
っ
と
行
方
不
明
だ
っ
た
が
、
２
週
間
ほ
ど
前
に
葬
式
を

出
し
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
き
た
。
下
着
で
も
買
っ
て
甕
の
中
に
入
れ
な
さ
い
と

言
っ
た
。
奥
さ
ん
は
何
も
入
っ
て
い
な
い
甕
に
手
を
合
わ
せ
て
い
た
。
そ
の
１
週

間
後
に
警
察
か
ら
電
話
が
あ
り
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
で
99
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
で
Ｔ
さ

ん
だ
と
い
う
遺
体
が
見
つ
か
っ
た
。
ま
た
１
月
前
に
行
方
不
明
だ
っ
た
Ｔ
・
Ｋ
さ
ん

が
大
船
渡
で
見
つ
か
り
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
で
本
人
と
確
認
さ
れ
、
納
骨
し
た
。

　
震
災
に
よ
っ
て
棚
経
は
当
分
で
き
な
い
。
石
屋
さ
ん
は
家
が
流
さ
れ
て
、
こ
こ

の
近
く
に
お
り
、
来
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
る
が
、
彼
の
家
だ
け
行
っ
て
私
の
所
に

は
来
な
い
と
言
わ
れ
る
の
で
行
け
な
い
。

　
僧
侶
は
経
を
読
む
だ
け
で
は
な
く
、
人
と
親
し
く
つ
き
あ
う
の
が
仕
事
だ
と
思

う
。
坊
さ
ん
は
近
寄
り
が
た
い
と
言
わ
れ
た
く
な
い
。「
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
来
て
く

だ
さ
い
」、「
オ
イ
、
コ
ラ
」
の
仲
で
い
い
と
思
う
。
僧
衣
を
着
る
と
ち
ゃ
ん
と
接

し
て
く
れ
る
。

　
盆
の
13
日
に
は
栗
の
木
と
朴
の
木
で
施
餓
鬼
棚
を
作
る
。
昔
は
外
に
飾
っ
た
の

で
、
木
陰
を
作
る
が
、
今
は
家
の
中
に
飾
る
の
で
、
本
来
は
い
ら
な
い
。
夕
方
に

な
る
と
「
火
を
も
ら
い
に
来
た
」
と
い
う
人
が
や
っ
て
く
る
。

　
震
災
後
、
15
、
６
日
た
っ
て
か
ら
、
山
の
上
に
住
ん
で
い
た
人
が
灯
油
を
取
り

に
来
て
、自
分
の
家
で
風
呂
を
沸
か
し
た
の
で
ど
う
ぞ
と
い
わ
れ
、入
り
に
行
っ
た
。

あ
ま
り
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
の
で
、こ
れ
か
ら
「
さ
ん
」
付
け
で
と
呼
ぶ
と
い
っ
た
。

本
当
は
寒
か
っ
た
の
で
す
ぐ
に
湯
船
に
入
り
た
か
っ
た
が
、
３
回
体
を
洗
っ
て
か

ら
入
っ
た
。

　
復
興
ガ
ー
ル
ズ
と
い
う
神
奈
川
県
の
高
校
生
が
10
数
人
で
し
ば
ら
く
前
に
来
て

く
れ
た
。
18
日
に
は
20
数
人
で
来
る
と
い
う
。

国
際
的
な
常
運
寺

　
こ
こ
は
国
際
的
で
、
10
年
く
ら
い
前
か
ら
年
に
２
回
30
人
く
ら
い
の
ア
メ
リ
カ

人
が
来
る
。「
禅
を
聞
く
会
」
と
い
う
サ
ー
ク
ル
を
ア
メ
リ
カ
で
や
っ
て
い
る
京
都

在
住
の
Ｓ
・
バ
イ
メ
ル
と
い
う
人
が
連
れ
て
く
る
。
彼
は
20
歳
の
頃
ヒ
ッ
チ
ハ
イ

ク
で
こ
こ
に
来
て
、
泊
ま
る
所
が
な
い
と
い
う
の
で
、
私
の
父
が
泊
め
て
あ
げ
た
。

そ
の
後
20
年
ほ
ど
前
に
田
老
の
総
合
事
務
所
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
届
い
た
。「
私
は
Ｓ
・
バ

各地域における東日本大震災
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常
運
寺
の
墓
地
に
は
個
人
の
墓
地
の
敷
地
内
に
、
明
治
29
年
と
昭
和
８
年
に
津

波
で
被
災
し
た
方
々
の
慰
霊
の
た
め
に
個
人
で
建
立
し
た
海
嘯
碑
が
あ
る
。
こ
の

海
嘯
碑
と
家
に
ま
つ
わ
る
話
を
伺
っ
た
。
一
家
全
滅
あ
る
い
は
幼
子
だ
け
が
残
さ

れ
る
と
い
う
事
態
に
襲
わ
れ
た
後
、
そ
れ
で
も
家
の
継
承
を
願
っ
た
、
田
老
の
人
々

が
取
っ
た
行
動
の
一
端
を
こ
こ
に
記
し
て
み
た
い
。

　
⑴　
小
林
家

　
小
林
義
一
さ
ん
（
昭
和
９
年
生
、
田
老
小
林
沢
）
に
２
０
１
４
年
８
月
８
日
に

話
を
伺
っ
た
。

　
　
小
林
家
に
は
４
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
た
「
海
嘯
碑
」
が
あ
る
。

　
　
　
「
海
嘯
碑�

明
治
29
年
５
月
５
日　

　
　
　

�

籐
右
衛
門　
56
歳
（
夫
）

　
　
　

�

ト
シ　
　
　
12
歳
（
娘
）

　
　
　

�

伊
平　
　
　
20
歳
（
息
子
）

　
　
　

�

フ
ミ　
　
　
86
歳
（
姑
）」

明
治
29
年
の
津
波

　
小
林
家
の
屋
号
は
「
ハ
ナ
ヤ
」
で
私

は
10
代
目
に
な
る
。
９
代
目
が
ハ
ナ
ヤ

籐
右
衛
門
だ
。
８
代
目
小
林
籐
右
衛
門

の
嫁
セ
キ
（
昭
和
８
年
２
月
８
日
に
89

歳
で
没
）
は
、
明
治
29
年
の
津
波
（
当

時
44
歳
）
で
、
唯
一
生
き
残
っ
た
。
そ

れ
以
外
の
家
族
は
す
べ
て
流
さ
れ
た
。

そ
こ
で
唯
一
生
き
残
っ
た
セ
キ
は
、
自

分
の
末
前
の
生
家
か
ら
小
向
シ
マ
を
養

女
に
迎
え
、
シ
マ
は
石
垣
半
兵
衛
を
婿

と
し
て
迎
え
、
そ
の
子
が
籐
右
衛
門
を

襲
名
し
た
。

地
区
民
生
委
員
長
、
民
生
委
員
協
議
会
長
を
し
て
い
る
。
９
月
10
日
に
大
阪
で
大

震
災
の
体
験
発
表
を
行
う
予
定
で
、
ま
た
10
月
24
日
に
は
花
巻
の
保
護
司
の
会
で

も
発
表
の
予
定
が
あ
る
と
い
う
。

　
２
０
１
４
年
３
月
11
日
15
時
か
ら
常
運
寺
に
て
海
嘯
物
故
者
供
養
会
が
行
わ
れ

た
。

　
住
職
に
よ
る
読
経
の
後
、
参
加
者
全
員
が
焼
香
を
し
て
い
る
最
中
、
副
住
職
が

｢

お
の
お
の
の
海
嘯
物
故
者
の
菩
提
を
弔
い
、
頓
に
無
生
を
了
し
て
、
速
や
か
に
仏

果
を
證
せ
ん
こ
と
を
、
…
…｣
と
回
向
文
を
読
み
上
げ
、
物
故
者
全
員
の
俗
名
と

戒
名
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
。

２　
個
人
の
墓
地
に
あ
る
海
嘯
碑

写真４　小林義一さん「自宅前で息子さんと」

写真３　常運寺墓地の個人墓地にある「海嘯碑」

個人墓地と海嘯碑
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⑵　
田
畑
家

田
畑
マ
ン
さ
ん
、
田
畑
ヨ
シ
さ
ん
、
東
キ
ヌ
さ
ん
の
話

　
田
畑
家
の
墓
地
に
は
「
海
嘯
死
者
之
碑　
明
治
29
年
旧
５
月
５
日
」
が
あ
り
、

こ
の
碑
に
は
こ
の
明
治
29
年
の
津
波
で
亡
く
な
っ
た
田
畑
家
の
方
々
の
名
前
が
刻

ま
れ
て
い
る
。

　

｢

田
畑
家　
津
波
墓
碑

　
　
海
嘯
死
者
之
碑　
　
田
畑
末
子
松�

66

　
　
　
　
　
　

�

佐
惣�

42

　
　
　
　
　
　
　

�

留
之
助
妻
エ
ヘ�

33

　
　
　
　
　
　
　

�

長
男
粂
之
助�

12

　
　
　
　
　
　
　

�

次
男
佐
四
郎�

7

��������������

長
女　
タ
カ�

2

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

妹　
　
ハ
ツ�

31

　
　
　
　
　
　
明
治
29
年
５
月
２
日

　
　
　
　
　
　
　
　
徹
芳
普
照
信
女　
サ
ワ�

59
歳　
　
」

　
２
０
１
３
年
８
月
８
日
に
田
畑
マ
ン
さ
ん
（
大
正
９
年
生
）
か
ら
伺
っ
た
話
と
、

２
０
１
５
年
３
月
10
日
に
末
の
妹
の
東
キ
ヌ
さ
ん
（
昭
和
５
年
生
）
か
ら
の
聞
き

書
き
を
補
完
と
し
て
加
え
た
。

明
治
29
年
の
津
波
と
留
之
助
の
こ
と

　
マ
ン
さ
ん
と
キ
ヌ
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
作
が
と
れ
な
い
頃
、
最
後
の
男
と
し

て
生
ま
れ
た
の
が
祖
父
の
留
之
助
だ
っ
た
。
明
治
の
津
波
で
裏
玄
関
か
ら
逃
げ
よ

う
と
し
て
流
さ
れ
た
が
、
木
材
の
下
に
な
っ
た
が
生
き
伸
び
る
こ
と
が
で
き
た
。

青
野
滝
の
本
家
で
は
こ
の
と
き
の
津
波
で
皆
亡
く
な
っ
た
。
カ
カ
も
子
も
亡
く
し

た
。留
之
助
は
バ
ッ
チ（
末
っ
子
）で
分
家
に
出
て
い
た
が
、跡
継
ぎ
が
い
な
く
な
り
、

実
家
に
戻
っ
て
後
を
継
い
だ
。
留
之
助
夫
婦
に
は
子
が
い
な
か
っ
た
。
摂
待
か
ら

嫁
に
も
ら
っ
た
マ
ツ
は
留
之
助
の
２
人
目
の
妻
で
、
子
供
が
で
き
ず
、
イ
セ
を
養

女
に
し
た
。
留
之
助
お
じ
い
さ
ん
は
私
（
マ
ン
さ
ん
）
が
小
さ
い
頃
、
金
貸
し
を

し
て
い
た
。
ま
た
馬
が
好
き
で
飼
っ
て
い
て
、
80
歳
く
ら
い
で
亡
く
な
っ
た
。

昭
和
８
年
の
津
波　

　
昭
和
８
年
３
月
３
日
（
新
暦
、
旧
暦
で
は
２
月
８
日
）
に
再
び
津
波
に
襲
わ
れ

た
。
籐
右
衛
門
は
昭
和
７
年
に
田
代
か
ら
ヨ
シ
を
嫁
と
し
て
迎
え
、
翌
８
年
に
籍

を
入
れ
、
翌
昭
和
９
年
11
月
に
私
義
一
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
は
山
田
線
の
開
通
の

年
に
当
た
る
。
こ
の
津
波
で
は
、
シ
マ
、
ヨ
シ
、
子
供
た
ち
は
山
に
逃
げ
て
助
か

り
、
籐
右
衛
門
と
半
兵
衛
は
大
工
だ
っ
た
の
で
、
末
前
小
学
校
の
建
築
現
場
に
い

て
無
事
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
セ
キ
お
ば
あ
さ
ん
が
「
命
は
テ
ン
デ
ン
コ
だ
か
ら
逃

げ
ろ
、
オ
レ
の
こ
と
は
良
い
か
ら
逃
げ
ろ
」「
地
震
が
あ
っ
た
ら
逃
げ
ろ
、
探
し
に

来
る
な
」
と
皆
を
逃
が
し
て
、
本
人
は
津
波
で
流
さ
れ
た
。
ヨ
シ
さ
ん
た
ち
は
後

ろ
の
山
に
逃
げ
て
、
ガ
ー
ガ
ー
と
音
が
し
た
が
何
も
見
え
ず
、
ヨ
シ
は
大
姑
の
セ

キ
に
言
わ
れ
て
逆
ら
え
ず
、
た
だ
逃
げ
た
。
身
内
の
者
を
置
い
て
も
逃
げ
ろ
と
い

う
の
は
、
血
を
残
す
と
言
う
こ
と
だ
と
わ
か
っ
た
。
明
治
29
年
の
津
波
で
は
お
じ

い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
を
助
け
に
行
っ
て
亡
く
な
っ
た
人
が
多
か
っ
た
の
で
、
そ

の
経
験
か
ら
出
た
言
葉
だ
と
思
う
。

　
三
鉄
の
前
に
あ
っ
た
石
切
場
か
ら
堤
防
の
石
を
切
り
取
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後

地
を
半
兵
衛
が
買
っ
て
宅
地
に
し
た
。

小
林
家
の
場
合

　
自
分
の
命
を
守
る
た
め
に
、
身
内
で
も
助
け
に
行
か
ず
に
自
分
が
生
き
延
び
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
教
え
が
あ
っ
た
。「
命
は
テ
ン
デ
ン
コ
だ
か
ら
逃
げ
ろ
、

オ
レ
の
こ
と
は
良
い
か
ら
逃
げ
ろ
」「
地
震
が
あ
っ
た
ら
逃
げ
ろ
、探
し
に
来
る
な
」

と
皆
を
逃
が
し
て
、
本
人
は
津
波
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
小
林
さ
ん
の
ご

先
祖
の
お
ば
あ
さ
ん
の
話
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
そ
の
前
の
明
治
29
年
の
津
波
で
、

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
を
助
け
に
行
っ
て
亡
く
な
っ
た
人
が
多
か
っ
た
と
い

う
経
験
か
ら
出
た
言
葉
だ
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
言
葉
は
身
内
の
血
を
残
す
こ
と

だ
と
い
う
。
そ
れ
故
、
小
林
家
で
は
明
治
29
年
の
津
波
で
唯
一
生
き
残
っ
た
セ
キ

さ
ん
は
自
分
の
生
家
か
ら
シ
マ
さ
ん
を
養
女
に
迎
え
、
半
兵
衛
さ
ん
を
婿
に
し
て
、

そ
の
子
が
籐
右
衛
門
を
襲
名
し
た
。
し
か
し
昭
和
８
年
の
津
波
で
は
こ
の
セ
キ
さ

ん
も
シ
マ
さ
ん
も
流
さ
れ
た
。

各地域における東日本大震災
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平
成
23
年
の
津
波
の
時
は
役
場
の
近
く
に
家
が
あ
り
、
お
寺
に
逃
げ
た
。
息
子

は
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
勤
め
て
い
た
。
孫
た
ち
３
人
は
公
民
館
に
行
く
と
言
っ

て
い
た
が
、
誰
か
の
車
に
乗
せ
ら
れ
て
逃
げ
た
。
今
回
の
地
震
は
初
め
て
の
大
き

な
も
の
だ
っ
た
。

昭
和
８
年
の
津
波
に
つ
い
て
（
田
畑
ヨ
シ
さ
ん
の
話
）

　
田
畑
マ
ン
さ
ん
の
妹
の
田
畑
ヨ
シ
さ
ん
（
大
正
14
年
生
）
の
話
が
『
田
老
町
誌　

津
波
編
（
田
老
町
津
波
誌
）』（
田
老
町
教
育
委
員
会　
２
０
０
４
）
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

　

｢

昭
和
８
年
の
津
波
の
時
、
家
族
は
８
人
で
あ
っ
た
。
祖
父
留
之
助
（
76
歳
）、

祖
母
マ
ツ
（
63
歳
）、
父
由
松
（
38
歳
）、
母
イ
セ
（
42
歳
）、
兄
佐
惣
（
18
歳
）、

姉
マ
ン
（
13
歳
）、
ヨ
シ
（
８
歳
）、
妹
キ
ヌ
（
３
歳
）。
家
は
大
八
屋
の
裏
の
当
た

り
に
あ
っ
た
。

　
第
１
回
の
地
震
が
落
ち
着
い
た
の
で
家
に
戻
っ
た
ら
、
佐
平
次
屋
の
伊
茂
野
長

蔵
さ
ん
が
来
て
い
て
、
祖
父
と
話
を
し
て
い
た
。
長
蔵
さ
ん
は｢

明
治
29
年
の
津

波
の
時
に
は
川
の
水
も
井
戸
の
水
も
ひ
け
だ
っ
た
ど
も
、
川
の
水
も
ひ
け
な
い
か

ら
津
波
は
こ
ね
え
べ
ー｣

と
い
っ
て
い
た
。
し
か
し
祖
母
マ
ツ
は
短
い
た
ん
靴
を

履
い
て
、
家
の
中
を
土
足
で
歩
き
な
が
ら
大
切
な
も
の
を
探
し
て｢

こ
れ
は
兄
が

持
て
、
こ
れ
は
誰
が
持
て｣

と
指
図
し
て
い
た
。
玄
関
に
は
み
ん
な
の
分
の
草
履

を
揃
え
た
。
父
は
非
常
時
に
備
え
て
、
松
の
根
を
割
っ
て
松
明
り
を
こ
し
ら
え
二

丸
ま
る
っ
て
（
結
わ
え
て
）
用
意
し
て
お
い
た
。
私
は
ブ
ル
ブ
ル
震
え
て
い
る
と
、

祖
母
が｢

寒
が
っ
た
ら
、
こ
れ
を
着
ろ｣

と
大
人
の
袖
な
し
を
着
せ
て
く
れ
た
。

２
度
目
の
地
震
が
揺
っ
た
。
祖
父
は｢

２
度
揺
れ
す
れ
ば
津
波
が
来
る
も
ん
だ
」

と
言
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
ら
間
も
な
く
沖
の
方
か
ら｢

ゴ
ー｣

と
音
が
し
た
。

　

｢
そ
ら
津
波
だ
。
逃
げ
ろ｣

と
い
う
声
と
と
も
に
飛
び
出
し
た
私
た
ち
は
赤
沼
山

へ
逃
げ
た
。
住
宅
の
裏
の
方
か
ら
母
み
た
い
な｢

助
け
て
ー｣

と
い
う
声
が
聞
こ

え
て
き
た
。
父
が
降
り
て
み
る
と
、
母
が
崖
っ
ぷ
ち
に
し
が
み
つ
い
て
い
た
。｢

お

前
、
そ
し
た
ら
津
波
に
さ
ら
わ
れ
っ
ぴ
ゃ
ー
。
早
く
上
が
っ
て
降
り
ろ｣

と
引
っ

張
っ
た
が
歩
け
な
い
。
暗
く
て
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
足
を
挟
ま
れ
大
け
が
を
し

て
歩
け
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
父
は
「
そ
ん
だ
ら
俺
さ
背
負
わ
さ
れ
」
と
言
っ
て
母

　
母
の
イ
セ
は
田
代
の
臼
杵
か
ら
養
女
に
来
て
、
樫
内
か
ら
来
た
与
志
松
と
一
緒

に
な
っ
た
。
イ
セ
の
実
家
と
は
親
戚
で
は
な
い
。
留
之
助
は
馬
が
好
き
で
、
預
け

て
い
た
田
代
の
中
沢
家
に
行
っ
た
ら
汚
い
女
の
子
が
い
た
の
で
、
も
ら
っ
て
き
て

洗
っ
た
ら
き
れ
い
な
子
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
子
が
イ
セ
で
こ
の
家
の
養
女
に
し

て
跡
取
り
と
な
っ
た
。
イ
セ
の
弟
が
利
三
で
、神
子
だ
っ
た
扇
田
シ
ノ
の
夫
に
な
っ

た
。
イ
セ
の
死
後
に
後
妻
に
来
た
の
が
サ
ト
で
、
こ
の
人
は
義
理
の
母
に
な
る
。

　
長
男
が
佐
惣
（
大
正
５
年
生
）
で
留
之
助
の
孫
に
当
た
る
。
イ
セ
と
与
志
松
の

長
男
で
、
何
年
も
た
っ
て
生
ま
れ
た
子
だ
っ
た
の
で
大
切
に
育
て
ら
れ
た
が
、
病

弱
で
若
い
頃
に
肋
膜
に
な
り
、
入
院
の
た
め
仙
台
の
大
学
病
院
に
入
っ
た
が
、
20

歳
で
亡
く
な
っ
た
。
碑
に
あ
る
佐
惣
は
養
子
で
、
樫
内
か
ら
来
た
人
の
息
子
だ
と

い
う
。
お
じ
い
さ
ん
は
津
波
で
流
れ
た
話
を
よ
く
し
て
い
た
。「
津
波
が
来
た
ら
赤

沼
山
に
松
を
持
っ
て
行
き
火
を
灯
せ
」
と
言
っ
て
い
た
。
自
分
の
こ
の
手
を
引
い

て
逃
げ
た
と
い
う
。

　
長
男
だ
っ
た
佐
惣
の
嫁
候
補
と
し
て
伊
茂
野
佐
平
次
の
家
か
ら
ソ
メ
と
い
う
女

の
子
を
連
れ
て
き
て
働
か
せ
て
い
た
。
こ
の
子
が
実
家
に
戻
っ
て
い
た
と
き
に
、

そ
の
家
の
人
た
ち
10
人
く
ら
い
と
一
緒
に
津
波
で
流
さ
れ
て
亡
く
な
っ
た
。
そ
の

た
め
ソ
メ
の
妹
の
ヨ
シ
を
佐
惣
の
嫁
と
し
て
連
れ
て
き
た
が
、
佐
惣
が
早
く
に
亡

く
な
っ
た
た
め
、
嫁
入
り
道
具
を
す
べ
て
調
え
て
嫁
に
出
し
た
。
こ
の
家
で
は
お

じ
い
さ
ん
と
息
子
だ
け
が
残
っ
た
。

昭
和
８
年
の
津
波

　
昭
和
８
年
の
津
波
の
際
に
、
父
が
「
沖
か
ら
音
が
す
る
ぞ
」
と
言
っ
た
の
で
、

津
波
と
わ
か
っ
た
。
佐
平
次
屋
の
お
じ
い
さ
ん
は
井
戸
の
水
を
見
た
所
、
水
が
引

い
て
い
な
い
の
で
大
丈
夫
だ
と
言
っ
た
。
こ
の
時
の
地
震
は
大
き
く
な
か
っ
た
が
、

お
じ
い
さ
ん
が
皆
を
起
こ
し
て
、
赤
沼
山
に
逃
げ
て
た
き
火
を
し
た
。
こ
の
と
き

は
地
震
の
後
ま
た
家
に
帰
っ
て
寝
る
と
い
う
人
が
い
た
た
め
、被
害
が
大
き
く
な
っ

た
。
昭
和
８
年
の
津
波
の
８
年
前
に
は
火
事
に
遭
っ
た
。
家
を
建
て
て
８
年
で
家

も
流
さ
れ
た
。
学
校
も
焼
け
て
、
寺
で
勉
強
し
た
。

　
田
代
か
ら
嫁
に
来
た
母
は
昭
和
８
年
の
津
波
で
足
が
ぶ
ら
ぶ
ら
に
な
り
、
親
戚

が
戸
板
を
持
っ
て
助
け
て
く
れ
た
が
、
３
日
目
に
亡
く
な
っ
た
。

個人墓地と海嘯碑
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助
さ
ん
が
田
畑
家
で
跡
継
ぎ
が
い
な
く
な
っ
た
た
め
、
実
家
に
戻
っ
て
後
を
継
い

だ
。
留
之
助
夫
婦
に
は
子
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
親
戚
で
は
な
い
田
代
の
中
沢
家

か
ら
イ
セ
さ
ん
を
養
女
に
迎
え
、
樫
内
か
ら
来
た
与
志
松
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
た
。

　
そ
の
長
男
の
佐
惣
さ
ん
の
嫁
候
補
だ
っ
た
伊
茂
野
佐
平
次
家
の
ソ
メ
さ
ん
は
実

家
に
戻
っ
て
い
た
と
き
に
、
そ
の
家
族
10
人
と
一
緒
に
津
波
で
亡
く
な
っ
た
。
そ

の
た
め
妹
の
ヨ
シ
さ
ん
を
佐
惣
さ
ん
の
嫁
候
補
と
し
て
連
れ
て
き
た
が
、
佐
惣
さ

ん
が
早
く
に
亡
く
な
っ
た
た
め
、
嫁
入
り
道
具
を
調
え
て
田
畑
家
か
ら
嫁
に
出
し

た
。
伊
茂
野
家
で
は
お
じ
い
さ
ん
と
息
子
だ
け
が
残
っ
た
と
い
う
。
こ
の
津
波
は

昭
和
８
年
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
亡
く
な
っ
た
ソ
メ
さ
ん
の
名
前
は
な
い
が
、

ソ
メ
さ
ん
の
生
家
の
伊
茂
野
佐
平
次
家
の
墓
誌
に
は
昭
和
８
年
の
海
嘯
で
亡
く

な
っ
た
６
名
の
名
前
が
あ
る
。
田
畑
マ
ン
さ
ん
の
語
り
の
中
で
、「
佐
平
次
屋
の
伊

茂
野
長
蔵
さ
ん
が
来
て
い
て
、
祖
父
と
話
を
し
て
い
た
」
と
い
う
長
蔵
さ
ん
の
名

前
が
伊
茂
野
家
の
墓
誌
に
記
さ
れ
た
６
名
の
中
に
あ
り
、
彼
も
助
か
ら
な
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
佐
平
次
屋
で
は
明
治
29
年
の
墓
誌
に
も
海
嘯
で
亡
く
な
っ
た
５

人
の
名
前
が
あ
る
。

　
⑶　
木
村
家

木
村
金
雄
さ
ん
の
話

　
２
０
１
４
年
８
月
10
日
に
木
村
金
雄
さ
ん
（
昭
和
25
年
生
、
田
老
仮
設
）
か
ら

話
を
伺
っ
た
。

　
昭
和
８
年
の
木
村
家
の
海
嘯
碑
が
常
運
寺
の
墓
地
に
あ
る
。
曾
祖
父
寅
次
郎
、

祖
父
金
太
郎
、
祖
母
の
は
な
と
２
人
の
子
が
亡
く
な
り
、
残
っ
た
の
は
私
の
父
東

一
と
妹
で
叔
母
の
チ
ヨ
の
み
だ
っ
た
と
い
う
。

　
「　
　
　
　
　
　
　
　

�

右
側
面　
木
村
寅
次
郎　
70
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

す
ぎ　
65
歳

　
　
　
　
　
　
　
正
面　
海
嘯
死
者
之
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

左
側
面　
　
　
金
太
郎　
38
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

は
な　
36
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

栄
次
郎　
７
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恭
章　
４
歳
」

を
背
負
い
立
と
う
と
し
た
ら
、
腰
を
痛
め
て
自
分
も
歩
け
な
く
な
っ
た
。「
こ
う
し

て
い
る
と
津
波
に
さ
ら
わ
れ
っ
か
ら
、な
ど
か
し
て
（
何
と
か
し
て
）
這
っ
て
歩
け
」

と
言
っ
て
、
２
人
で
必
死
に
な
っ
て
這
っ
て
大
赤
沼
当
た
り
ま
で
た
ど
り
着
い
た
。

見
る
と
母
の
足
が
皮
だ
け
で
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て
い
た
の
で
、
応
急
手
当
を
し
た
。

下
の
方
か
ら
「
ガ
ー
ワ
ラ
ワ
ラ
ワ
ラ｣

と
大
き
な
音
（
津
波
で
家
が
壊
れ
、
ぶ
つ

か
り
合
う
音
か
）
が
聞
こ
え
ん
の
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
あ
そ
こ
ら
（
荒
谷
）

に
火
事
が
起
き
た
。｢

た
す
け
て
ー
た
っ
っ
っ
す
け
て
ー｣

と
い
う
声
が
か
す
か
に

聞
こ
え
た
。
お
ば
あ
さ
ん
が｢

こ
こ
に
も
波
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
逃
げ
っ

ぴ
ゃ｣

と
言
っ
た
の
で
、
ま
た
山
の
上
へ
と
逃
げ
た
。
赤
沼
山
か
ら
お
寺
の
う
し

ろ
山
の
ウ
ス
ギ
山
ま
で
逃
げ
た
。

　
母
は
い
っ
た
ん
避
難
し
た
が
、
津
波
で
避
難
す
る
と
食
べ
る
も
の
が
な
い
と
思

い
、
ま
た
家
に
引
き
返
し
作
っ
て
あ
っ
た
餅
を
籠
に
詰
め
背
負
っ
て
逃
げ
た
。
し

か
し
崖
っ
ぷ
ち
で
上
が
れ
ず
笹
に
し
が
み
つ
い
て
い
た
ら
飛
ん
で
き
た
ト
タ
ン
屋

根
が
足
に
乗
っ
か
り
、
深
く
切
れ
た
ら
し
い
。
そ
の
後
に
波
が
来
て
さ
ら
に
足
に

食
い
込
ん
だ
ら
し
い
。
そ
の
後
宮
古
の
病
院
に
行
っ
た
母
は
、
手
当
の
甲
斐
も
な

く
３
日
後
に
亡
く
な
っ
た
。

　
津
波
の
後
始
末
は
、
兄
佐
惣
１
人
の
肩
に
の
し
か
か
っ
た
。
重
労
働
の
た
め
に

す
っ
か
り
身
体
を
壊
し
、
最
後
は
肺
結
核
で
昭
和
12
年
に
亡
く
な
っ
た
。

　
お
じ
い
さ
ん
の
話
で
は
、
明
治
29
年
の
津
波
の
時
、
家
で
法
事
が
あ
り
親
戚
の

人
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
津
波
が
来
て
皆
流
さ
れ
、
お
じ
い
さ
ん

１
人
が
助
か
っ
た
。
５
月
５
日
の
端
午
の
節
句
に
ご
法
事
は
お
か
し
い
と
調
べ
て

み
た
ら
、
５
月
２
日
に
お
じ
い
さ
ん
の
姉
の
サ
ワ
が
亡
く
な
っ
て
い
た
。

　
昔
は
一
番
先
に
生
ま
れ
た
人
が
家
を
継
い
だ
。
祖
父
留
之
助
の
家
は
、
長
女
に

婿
を
取
り
家
の
跡
を
と
っ
て
い
た
が
、
明
治
29
年
の
津
波
で
皆
流
れ
、
絶
家
に
な
っ

た
。
だ
か
ら
分
家
し
て
い
た
ば
っ
ち
（
末
の
子
）
の
留
之
助
が
実
家
に
戻
っ
て
後

を
継
い
だ
。」

田
畑
家
の
場
合

　
田
畑
家
で
は
「
海
嘯
死
者
之
碑　
明
治
29
年
旧
５
月
５
日
」
の
碑
に
は
津
波
で

亡
く
な
っ
た
７
名
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
後
、
分
家
に
出
て
い
た
留
之

各地域における東日本大震災
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仁
太
郎
の
子
供
は
シ
ュ
ン
イ
チ
（
84
歳
）、晋
（
故
人
）、ヒ
ロ
シ
（
昭
和
16
年
生
）、

イ
サ
オ（
昭
和
20
年
生
）の
男
４
人
と
、娘
の
フ
サ
コ（
昭
和
24
年
生
）の
５
人
だ
っ

た
。

　
父
の
東
一
は
半
農
半
漁
で
、
沖
漁
に
も
行
っ
た
。
兵
隊
に
行
き
、
鉄
砲
に
当
た
っ

て
あ
ご
に
貫
通
し
、
中
国
で
白
い
服
を
着
て
入
院
し
た
写
真
が
あ
っ
た
。
中
国
で

終
戦
を
迎
え
た
の
だ
と
思
う
。戻
っ
て
か
ら
は
沖
漁
を
や
り
、そ
の
後
磯
漁
を
や
り
、

土
地
が
あ
っ
た
の
で
百
姓
も
し
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
父
と
仁
太
郎
の
意
見
が
合
わ
な
く
な
り
、
分
か
れ
た
。
家
は
別
々
に

離
れ
て
い
た
が
、
５
、６
軒
先
で
旅
館
を
や
っ
て
い
た
。
分
か
れ
た
後
も
ご
飯
を
食

べ
に
行
っ
た
り
し
て
い
た
。
裏
の
細
い
道
で
つ
な
が
っ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
に
父

も
仲
直
り
を
し
て
、ま
た
一
緒
に
な
っ
た
。
母
が
嫁
に
来
た
頃
は
ま
だ
旅
館
を
や
っ

て
い
て
、
一
緒
に
や
っ
て
い
た
。
仲
直
り
を
し
て
か
ら
、
母
の
妹
の
キ
ョ
ウ
コ
が

横
坂
の
長
男
に
嫁
い
で
き
た
。
母
の
実
家
は
岩
泉
の
中
村
だ
が
、
昭
和
８
年
の
津

波
で
家
族
は
い
な
く
な
っ
た
。

　
私
は
「
横
坂
さ
ん
」
と
か
「
木
村
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
面
倒
く
さ
い
の
で
い
つ

も
「
は
い
」
と
答
え
て
い
た
。
昭
和
８
年
の
海
嘯
碑
は
自
分
の
親
と
家
族
の
た
め
、

仁
太
郎
が
建
て
た
。
当
時
は
蓮
華
紋
が
珍
し
か
っ
た
。

　
横
坂
家
の
墓
に
は
仁
太
郎
と
ト
ク
と
叔
父
の
亀
吉
が
入
っ
て
い
る
。
横
坂
家
の

墓
は
常
運
寺
に
大
き
い
も
の
が
い
く
つ
も
あ
る
。

　
母
の
サ
ヨ
、
横
坂
の
母
の
コ
ウ
コ
も
震
災
の
数
年
前
に
亡
く
な
り
、
津
波
で
流

さ
れ
ず
に
済
ん
だ
。
コ
ウ
コ
さ
ん
は
５
、６
年
寝
た
き
り
だ
っ
た
。
津
波
で
は
犬
も

助
か
っ
た
。
慰
霊
碑
の
右
側
に
犬
の
位
牌
塔
も
作
っ
た
。
震
災
後
ペ
ッ
ト
の
墓
も

寺
で
作
っ
た
が
、
私
は
自
分
の
墓
地
内
に
作
っ
た
。

　
震
災
の
翌
年
の
平
成
24
年
に
３
か
所
あ
っ
た
墓
を
１
か
所
に
集
め
た
。
こ
の
度

の
津
波
で
は
被
災
者
は
出
な
か
っ
た
が
、
大
変
な
の
で
ま
と
め
た
。
寺
や
役
所
に

書
類
を
出
し
て
、
面
倒
だ
っ
た
。
こ
の
津
波
で
皆
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
。
横
坂

家
の
娘
は
夫
が
亡
く
な
っ
た
の
で
、
行
き
や
す
く
な
っ
た
の
か
水
戸
に
行
き
、
墓

を
守
る
人
が
い
な
く
な
っ
た
。
横
坂
の
兄
弟
は
都
会
に
い
る
。
そ
の
た
め
、
横
坂

家
と
木
村
家
の
墓
は
私
の
家
で
守
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、
掃
除
は
私
が
や
っ

て
い
る
。家
の
墓
地
に
は
墓
が
20
基
く
ら
い
あ
る
。被
災
前
は
中
町
に
住
ん
で
い
て
、

　
当
時
、
長
男
だ
っ
た
金
太
郎
の
弟
の
仁
太
郎
が
鍬
ヶ
崎
で
教
員
を
し
て
お
り
、

そ
こ
で
下
宿
を
し
て
い
た
旅
館
の
娘
の
横
坂
ト
ク
と
結
婚
し
た
。
木
村
家
の
跡
継

ぎ
が
い
な
く
な
っ
た
た
め
、
仁
太
郎
は
鍬
ヶ
崎
の
旅
館
を
や
め
て
、
田
老
に
戻
っ

て
旅
館
を
始
め
た
。横
坂
旅
館
と
言
い
、中
町
の
田
中
カ
リ
ン
ト
店
の
そ
ば
だ
っ
た
。

仁
太
郎
は
田
老
に
戻
っ
て
か
ら
も
教
員
を
し
て
お
り
、
私
の
父
と
そ
の
妹
を
育
て

た
。

　
横
坂
家
は
か
つ
て
廻
船
問
屋
を
や
っ
て
い
て
、
そ
の
先
祖
は
東
京
か
ら
来
た
と

い
う
。
北
前
船
の
運
営
を
や
っ
て
い
た
が
、
時
化
で
船
が
沈
没
し
て
か
ら
経
営
が

傾
い
て
、
鍬
ヶ
崎
に
移
っ
て
き
た
。
横
坂
ト
ク
（
コ
ウ
コ
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
）

の
母
が
ま
だ
生
き
て
い
て
、
こ
の
人
は
ウ
メ
と
い
い
、
田
老
の
ハ
ツ
ネ
さ
ん
と
常

運
寺
の
念
仏
仲
間
だ
っ
た
。
仁
太
郎
は
常
運
寺
の
先
代
の
住
職
と
仲
が
良
か
っ
た
。

コ
ウ
コ
お
ば
あ
さ
ん
は
東
京
で
は
フ
ラ
ン
ス
人
形
の
よ
う
な
服
を
着
て
、
そ
の
兄

の
亀
吉
が
ス
ー
ツ
を
着
て
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
写
真
が
あ
っ
た
。
た
い
そ
う
羽
振
り

が
良
か
っ
た
と
い
う
。
コ
ウ
コ
の
妹
の
チ
ヨ
は
宮
古
に
嫁
に
行
っ
た
。
そ
の
夫
は

銀
行
員
で
、
盛
岡
に
転
勤
に
な
り
、
今
は
盛
岡
に
い
る
。
ウ
メ
さ
ん
は
て
き
ぱ
き

し
て
い
て
、
都
会
人
の
よ
う
な
し
ゃ
べ
り
方
だ
っ
た
。

　
私
は
幼
稚
園
か
小
学
校
１
年
の
頃
、
バ
イ
オ
リ
ン
を
習
っ
て
い
た
。
中
学
校
の

体
育
館
で
姉
と
仁
太
郎
の
娘
が
踊
り
、
私
が
歌
を
歌
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
小
さ
い

頃
は
自
分
が
横
坂
な
の
か
、
木
村
な
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
仁
太
郎
の
妻

だ
っ
た
横
坂
ト
ク
が
自
分
の
母
の
よ
う
で
、
母
が
２
人
い
た
感
じ
で
、
ど
ち
ら
が

母
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
仁
太
郎
は
教
師
を
辞
め
て
か
ら
漁
協
に
勤
め
て
い
た
が
、

私
が
小
学
校
１
年
の
時
に
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
。

　
私
に
は
曾
祖
父
に
当
た
る
寅
治
郎
の
位
牌
は
仁
太
郎
が
作
ら
せ
た
も
の
だ
っ
た
。

彼
の
顔
は
今
も
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
祖
父
の
金
太
郎
と
祖
母
ハ
ナ

の
写
真
は
な
い
し
、
顔
も
思
い
出
せ
な
い
。
38
歳
と
33
歳
の
祖
父
と
祖
母
と
い
う

の
は
想
像
で
き
な
い
。
仁
太
郎
の
写
真
も
位
牌
も
な
か
っ
た
が
、
そ
の
息
子
が
水

戸
に
行
っ
て
お
り
、写
真
が
残
っ
て
い
た
。中
学
校
の
入
学
式
か
卒
業
式
の
も
の
で
、

私
の
父
の
東
一
と
仁
太
郎
が
一
緒
に
写
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
抜
き
出
し
て
位

牌
の
代
わ
り
と
し
た
。
コ
ウ
コ
さ
ん
が
私
の
母
の
サ
ヨ
に
話
し
て
い
た
の
を
ど
こ

か
で
聞
い
て
い
た
。

個人墓地と海嘯碑
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は
勧
め
て
い
る
。

　
漁
協
で
は
横
坂
晋
が
中
間
ク
ラ
ス
で
、
山
本
徳
太
郎
が
組
合
長
だ
っ
た
頃
、
仁

太
郎
は
組
合
長
の
外
部
の
仕
事
を
代
わ
り
に
や
っ
て
い
て
、
い
つ
も
宮
古
に
行
っ

て
い
た
の
で
、
た
ま
に
私
も
付
い
て
い
っ
た
。
蒸
気
機
関
車
に
も
乗
っ
た
。
娘
と

私
が
い
つ
も
一
緒
だ
っ
た
。
書
類
作
り
は
仁
太
郎
が
や
っ
て
い
た
。
私
が
漁
協
に

入
っ
た
頃
は
徳
太
郎
さ
ん
が
ま
だ
健
在
だ
っ
た
。
20
年
後
の
昭
和
40
年
頃
に
鮭
が

豊
漁
で
、
ボ
ー
ナ
ス
が
20
万
円
く
ら
い
に
な
っ
た
。
組
合
員
で
な
く
と
も
各
家
に

鮭
が
10
本
く
ら
い
配
ら
れ
た
。
そ
の
後
は
捕
り
す
ぎ
で
、
鮭
が
鰯
の
よ
う
な
値
段

に
な
っ
た
。
放
流
し
た
魚
が
戻
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
今
は
ま
だ
不
漁
だ
。

水
温
の
関
係
も
あ
る
。
魚
市
場
に
い
た
頃
は
、
20
年
前
か
ら
南
の
方
の
魚
が
た
ま

に
入
っ
て
く
る
の
で
、
入
札
の
た
め
に
図
鑑
で
調
べ
て
黒
板
に
書
い
た
。
ト
ビ
ウ

オ
や
60
㌢
く
ら
い
の
刀
魚
、
色
の
き
れ
い
な
魚
が
あ
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
鮭
が
不

良
に
な
っ
た
。
鰯
は
周
期
が
あ
り
、
５
年
く
ら
い
で
捕
れ
た
り
捕
れ
な
か
っ
た
り

す
る
。
鮭
も
そ
れ
が
あ
る
が
、
昔
に
比
べ
る
と
捕
れ
な
い
。
川
の
近
く
に
入
ら
ず
、

沖
を
廻
遊
し
て
冷
た
い
海
に
戻
る
。
定
置
網
に
入
ら
な
い
。
水
温
が
高
い
と
岡
に

近
づ
か
な
い
。
川
の
そ
ば
に
寄
っ
て
く
る
魚
を
定
置
網
で
捕
る
。
田
野
畑
、
真
崎
、

姉
ヶ
崎
、
大
船
渡
で
は
ど
こ
も
良
い
と
い
う
こ
と
が
な
く
、
ど
こ
か
が
良
い
と
ど

こ
か
が
悪
い
。
水
温
の
関
係
が
あ
る
。

木
村
家
の
場
合

　
た
っ
た
２
人
残
っ
た
幼
子
の
東
一
さ
ん
と
そ
の
妹
の
チ
ヨ
さ
ん
を
育
て
、
実
家

で
あ
る
木
村
家
の
跡
を
護
る
た
め
、
亡
く
な
っ
た
長
男
金
太
郎
さ
ん
の
弟
の
横
坂

仁
太
郎
さ
ん
は
鍬
ヶ
崎
の
旅
館
を
や
め
、
横
坂
家
の
一
族
を
引
き
連
れ
て
、
教
員

を
続
け
な
が
ら
田
老
で
横
坂
旅
館
を
始
め
た
。
こ
こ
で
は
横
坂
の
名
前
を
残
し
な

が
ら
、
実
家
で
あ
る
木
村
家
の
子
供
を
育
て
る
と
い
う
道
を
選
ん
だ
。
だ
か
ら
話

者
で
あ
る
金
雄
さ
ん
は｢

木
村
さ
ん｣

と
か
「
横
坂
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
ど
ち
ら

に
も
「
は
い
」
と
答
え
て
い
た
と
い
う
。
仁
太
郎
さ
ん
は
自
分
の
親
と
家
族
の
た

め
に
昭
和
の
海
嘯
碑
を
木
村
家
の
墓
地
内
に
建
立
し
た
。

　
し
か
し
こ
の
度
の
津
波
で
は
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、
結
局
墓
を
護
る
役
目

は
金
雄
さ
ん
が
引
き
受
け
る
よ
う
だ
。

私
で
７
代
目
に
な
る
。

　
私
は
ず
っ
と
田
老
に
い
る
。
震
災
ま
で
田
老
漁
協
に
勤
め
て
い
て
、
41
、
２
年

間
い
た
。
仁
太
郎
が
教
師
を
辞
め
て
か
ら
漁
協
に
入
り
、
そ
の
次
男
の
晋
も
漁
協

に
い
た
の
で
、
私
も
入
っ
た
。
晋
さ
ん
は
宮
古
の
全
漁
連
に
い
た
が
、
仁
太
郎
さ

ん
に
引
っ
張
ら
れ
て
田
老
漁
協
に
来
た
。
私
も
漁
協
に
入
っ
た
が
、
お
じ
い
さ
ん

を
何
と
呼
ん
で
良
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
晋
さ
ん
を
「
ス
ス
マ
ウ
ン
チ
ャ
ン
コ
」

と
呼
ん
で
い
た
の
で
、黙
っ
て
い
た
方
が
良
い
と
思
っ
た
。
仁
太
郎
さ
ん
を
「
と
ー

さ
ん
」、そ
の
奥
さ
ん
を
「
か
ー
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
た
。
父
と
母
は
「
ト
ー
や
ん
」

「
カ
ー
や
ん
」
と
分
け
て
呼
ん
で
い
た
。
仁
太
郎
は
私
が
小
学
校
１
年
の
頃
に
亡
く

な
っ
た
。

　
漁
協
で
は
「
二
十
日
講
」
を
や
っ
て
い
て
、
畠
山
功
さ
ん
が
大
棒
を
や
っ
て
い

た
頃
、
仁
太
郎
は
あ
ん
こ
餅
が
大
好
き
で
、
引
っ
張
ら
れ
て
よ
く
行
っ
た
。
真
崎

海
岸
の
近
く
の
小
港
に
定
置
網
が
あ
り
、
そ
ば
に
は
番
屋
が
あ
り
、
漁
師
の
節
句

に
は
偉
い
人
が
呼
ば
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
あ
た
り
に
は
私
が
子
供
の
頃
は
番
屋
だ

け
だ
っ
た
が
、そ
の
後
真
崎
ロ
ッ
ジ
、ビ
ー
チ
ハ
ウ
ス
な
ど
の
宿
泊
施
設
が
で
き
た
。

鮭
も
当
時
は
50
～
60
疋
捕
れ
る
と
大
漁
だ
っ
た
。
鮭
は
か
つ
て
神
様
に
供
え
る
よ

う
な
貴
重
な
魚
だ
っ
た
。
節
句
に
は
大
き
く
切
り
、
竹
串
に
刺
し
て
い
ろ
り
で
焼

い
て
、神
様
に
供
え
て
か
ら
自
分
た
ち
で
食
べ
た
。「
二
十
日
講
」
は
年
に
１
回
で
、

今
も
11
月
か
12
月
頃
に
や
っ
て
い
る
。
昔
は
関
係
者
が
番
屋
に
呼
ば
れ
、
酒
を
届

け
て
朝
ま
で
飲
ん
で
い
た
が
、今
は
そ
ん
な
に
な
ら
な
い
。
前
は
当
直
当
番
が
あ
っ

た
の
で
、
ず
っ
と
飲
め
た
。
川
留
め
を
し
て
い
た
の
で
、
鮭
だ
け
で
は
な
く
、
道

具
な
ど
貴
重
な
も
の
も
多
く
保
管
し
て
あ
っ
た
の
で
、
盗
ま
れ
る
と
大
変
だ
っ
た
。

　
震
災
の
時
は
漁
協
の
嘱
託
を
し
て
い
た
。
宮
古
病
院
に
入
院
中
だ
っ
た
の
で
、

７
階
に
い
て
、
３
本
沖
か
ら
太
平
洋
に
白
い
波
が
来
る
の
が
見
え
た
。
宮
古
湾
か

ら
出
て
い
っ
た
宮
古
丸
が
見
え
た
。
こ
の
船
は
無
事
だ
っ
た
が
、
他
の
船
は
だ
め

だ
っ
た
よ
う
だ
。

　
父
は
私
が
小
さ
い
頃
は
地
震
が
あ
る
と
船
で
沖
に
出
た
。
今
は
保
険
が
あ
る
の

で
出
な
い
が
、
沖
に
出
れ
ば
船
は
助
か
る
。
漁
師
の
先
輩
の
佐
々
木
徳
松
さ
ん
が

小
さ
い
船
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
で
も
１
千
８
０
０
～
２
千
万
円
は
す
る
。
今
田

老
に
あ
る
船
は
２
千
万
円
以
上
す
る
。
保
険
は
掛
け
金
が
高
い
が
、
田
老
漁
協
で

各地域における東日本大震災
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ま
と
め
に
か
え
て
―
家
の
継
承
と
津
波
―

　
前
出
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
明
治
29
年
の
三
陸
大
津
波
で
は
総
人
口
３
千
７
４
７

人
中
死
亡
は
２
千
６
５
５
人
、
昭
和
８
年
で
は
総
人
口
４
千
９
８
３
人
、
死
亡

５
８
４
人
、
行
方
不
明
３
２
７
人
に
上
る
（
中
央
気
象
台
）。
ま
た
一
家
全
滅
が

１
３
０
戸
（
明
治
29
年
）、66
戸
（
昭
和
８
年
）
と
い
う
数
で
あ
る
（
田
老
津
波
誌
）。

罹
災
戸
数
や
死
者
・
不
明
者
の
数
の
多
さ
だ
け
で
は
な
く
、
家
の
継
承
さ
え
ま
ま

な
ら
な
い
状
況
だ
っ
た
事
が
窺
え
る
。

　
常
運
寺
に
は
個
人
の
墓
地
内
に
家
の｢

海
嘯
碑｣

が
建
立
さ
れ
、
一
軒
の
家
か

ら
多
数
の
犠
牲
者
が
出
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

田
老
に
お
け
る
津
波
へ
の
対
処
の
仕
方
、
生
き
方
を
見
つ
め
て
み
る
と
、
先
ず
自

分
の
命
は
自
分
で
護
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に
家
が
途
絶
え
た
場
合
に
は
、

そ
の
家
を
つ
な
げ
て
ゆ
く
た
め
に
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
、
家
の
継

承
を
図
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

　
し
か
し
、｢

イ
エ｣

と
か｢

家
族｣

の
形
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
の
時
代
に
、

そ
し
て
今
後
、
東
日
本
大
震
災
が
も
た
ら
し
た
爪
痕
に
対
し
て
、
地
域
の
方
々
は

ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
ゆ
く
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
と
共
に
家
族
の
あ

り
方
、
先
祖
を
祀
る
と
い
う
行
為
も
変
化
し
て
ゆ
く
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
行
方
も

含
め
て
、
し
っ
か
り
と
見
守
っ
て
ゆ
き
た
い
。

【
引
用
文
献
】

宮�

古
市
教
育
委
員
会
編『
東
日
本
大
震
災
宮
古
市
の
記
録（
第
１
巻　
津
波
史
編
）』

宮
古
市　
２
０
１
５
年

田�

老
町
教
育
委
員
会
編
『
田
老
町
誌　
津
波
編
（
田
老
町
津
波
誌
）』
田
老
町
町

役
場　
２
０
０
５
年

Ｎ�

Ｐ
Ｏ
法
人
立
ち
上
が
る
ぞ
！
宮
古
市
田
老
編
『
田
老　

あ
の
日
、
あ
の
時　

２
０
１
１・３
・
11　
東
日
本
大
震
災
』
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
立
ち
上
が
る
ぞ
！
宮
古
市

田
老　
２
０
１
２
年

個人墓地と海嘯碑



100

第
１
部　
各
地
域
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災

Ａ　
田
老
地
域

第
７
章　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
立
ち
上
が
る
ぞ
！
宮
古
市
田
老
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
田
老
）

大
棒
秀
一

１  

序
と
し
て　
―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
立
ち
上
が
る
ぞ
！
宮
古
市
田
老
の
成
り
立
ち
―

　
２
０
１
１
年
3
月
11
日
に
発
災
し
た
東
日
本
大
震
災
の
平
成
大
津
波
に
よ
っ
て

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
瓦
礫
の
山
と
な
っ
た
田
老
市
街
地
を
見
て
愕
然
と
し
た

思
い
と
共
に
、
復
興
の
力
と
な
ろ
う
と
の
思
い
か
ら
、
地
元
の
同
級
生
等
と
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
立
ち
上
が
る
ぞ
！
宮
古
市
田
老
」（
以
下
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
田
老
）
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
会
員
数
は
田
老
住
民
を
中
心
と
し
て

45
名
で
あ
っ
た
。

　
宮
古
市
田
老
地
区
の
ま
ち
の
復
興
と
住
民
の
生
活
再
建
・
自
立
に
関
す
る
支
援

事
業
を
行
い
、
田
老
の
今
後
の
復
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
当
初
は
、
目
的
ど
お
り
、
生
活
再
建
支
援
事
業
及
び
復
興
ま
ち
づ
く
り
を
主
眼

と
し
て
の
活
動
で
あ
っ
た
。
特
に
宮
古
市
が
招
集
し
た
地
区
ま
ち
づ
く
り
検
討
会

の
委
員
と
し
て
参
画
し
て
、
田
老
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
携
わ
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
目
的
に
叶
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
生
活

再
建
支
援
事
業
と
し
て
震
災
状
況
の
視
察
へ
の
対
応
も
行
っ
た
。

　
復
興
の
思
い
で
立
ち
上
が
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
田
老
で
は
あ
っ
た
が
、
活
動
を
重
ね
る

中
で
、
準
備
不
足
と
覚
悟
不
足
が
露
呈
し
、
協
力
活
動
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
千
々

に
乱
れ
、
多
く
の
役
員
が
1
年
を
待
た
ず
に
退
会
し
た
。
ま
さ
に
法
人
存
続
の
危

機
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
宮
古
市
と
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
契
約
を
結
ん
だ
ば
か

り
で
も
あ
り
、
残
っ
た
会
員
で
の
体
制
立
て
直
し
が
急
務
と
な
っ
た
。

　
２
期
目
の
ス
タ
ー
ト
は
、
体
制
の
立
て
直
し
と
目
的
の
見
直
し
か
ら
始
め
た
。

新
し
い
組
織
の
会
員
は
地
元
の
役
員
を
中
心
に
田
老
を
心
か
ら
応
援
す
る
仲
間
39

人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
目
的
も
、
田
老
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
、
文
化
を
踏
ま
え
、

世
界
に
貢
献
で
き
る
復
興
を
目
指
そ
う
と
す
る
思
い
か
ら
、
田
老
が
世
界
に
誇
れ

る
『
津
波
防
災
文
化
の
発
信
』
を
加
え
た
。

　
現
在
、
設
立
当
初
の
目
的
に
津
波
防
災
文
化
の
発
信
を
加
え
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。

２　
震
災
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
立
ち
上
が
る
ぞ
！
宮
古
市
田
老
の
か
か
わ
り

　
津
波
太
郎
（
田
老
）
と
揶
揄
さ
れ
な
が
ら
も
津
波
と
向
き
合
い
、
復
興
を
成
し

遂
げ
て
き
た
田
老
、
自
然
災
害
と
共
存
す
る
よ
う
に
日
本
一
の
防
波
堤
に
護
ら
れ

た
街
、
そ
の
防
波
堤
に
上
が
っ
て
見
る
海
、
山
、
川
、
街
の
様
々
な
景
色
と
恵
み
、

そ
し
て
試
練
が
田
老
人
を
育
ん
で
き
た
。
そ
こ
で
養
わ
れ
た
郷
土
愛
が
繰
り
返
さ

れ
る
大
津
波
か
ら
の
復
興
の
力
の
源
で
あ
る
。
田
老
一
中
の
校
歌
に
「
防
浪
堤
仰

ぎ
見
よ　
試
練
の
津
波　
幾
た
び
ぞ　
乗
り
越
え
た
し　
わ
が
郷
土　
父
祖
の
偉

業
や　
跡
つ
が
ん
」が
あ
り
、ま
さ
に
津
波
太
郎（
田
老
）の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
伝
え
て
い
る
。

こ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
田
老
を
立
ち
上
げ
た
の
で
あ
る
。

震
災
か
ら
５
年
Ｎ
Ｐ
Ｏ
田
老
の
主
な
取
り
組
み

　
２
０
１
１
年
7
月
28
日
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
総
会
、
田
老
の
復
興
の
力
に
な
れ
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
そ
ん
な
郷
土
愛
が
集
ま
っ
た
総
会
で
あ
っ
た
。
10
月
27
日
岩
手
県

Ｎ
Ｐ
Ｏ
認
証
。
1
年
目
は
市
が
招
集
し
た
田
老
地
区
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
に

参
加
の
中
で
、
議
論
の
取
り
ま
と
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
の
意
見
提
出
、
諸
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
報
告
等
の
資
料
提
出
な
ど
を
行
っ
た
。

　
た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
松
本
社
長
よ
り
、
津
波
襲
来
の
ビ
デ
オ
の
提
供
を
受
け
、

視
察
対
応
に
組
み
込
む
も
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足
に
よ
り
実
現
不
可
と
な
る
。

　
高
名
な
先
生
の
震
災
支
援
（
ご
厚
意
）
を
得
て
、
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
を
開
催

し
た
。
参
加
し
て
下
さ
っ
た
の
は
以
下
の
方
々
で
あ
る
。
９
月
19
日
伊
澤　
岬
さ

ん
（
日
本
大
学
理
工
学
部
教
授
）。
９
月
25
日
室
崎�

益
輝
さ
ん
（
関
西
学
院
大
学

災
害
復
興
制
度
研
究
所
長
）。
11
月
12
日
和
田�

良
司
さ
ん「
奥
尻
町
復
興
ま
で
」（
奥

尻
町
前
町
長
）。
演
奏
会
を
11
月
29
日
に
京
都
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
室
内
合
奏
団
の

参
加
を
得
て
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
と
田
老
第
一
中
学
校
で
開
催
し
た
。
東

日
本
大
震
災
１
周
年
追
悼
企
画
（
写
真
・
ビ
デ
オ
展
、
防
浪
堤
で
の
追
悼
・
手
つ

な
ぎ
）
実
施
。

　
２
期
目
、
新
役
員
で
ス
タ
ー
ト
。
平
成
24
年
度
宮
古
市
緊
急
雇
用
創
出
事
業
。

市
民
活
動
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
育
成・強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
磨
く
15
の
力
」

各地域における東日本大震災
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協
力
冊
子　
あ
の
日
を
忘
れ
な
い
：
東
日
本
大
震
災
の
記
録
・
岩
手
編
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
わ
ー
く
す
Ｒｙ
ｏ
ｍ
ａ
21
（
２
０
１
５
年
５
月
）。

　
活
動
掲
載
冊
子　
地
方
行
政
（
２
０
１
３
年
12
月
）。
被
災
地
の
復
興
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
組
織
力
（
２
０
１
４
年
９
月
）

３　

 「
津
波
防
災
都
市
宣
言
」
と
宮
古
市
の
現
状

こ
の
宣
言
と
の
関
わ
り
で
、
な
ぜ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
こ
と
に
至
っ
た
の
か

　
旧
田
老
町
は
平
成
15
年
３
月
「
津
波
防
災
の
町
」
宣
言
を
し
、
世
界
各
地
か
ら

視
察
を
受
け
入
れ
て
き
た
。
そ
れ
故
、
東
日
本
大
震
災
平
成
三
陸
大
津
波
を
検
証

し
て
、
そ
の
結
果
を
発
信
し
て
世
界
の
津
波
防
災
、
減
災
に
つ
な
げ
て
い
く
義
務

が
あ
ろ
う
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
当
法
人
は
「
津
波
防
災
の
町
」
を
宣
言
し
、
現
在

は
「
津
波
防
災
都
市
」
の
宮
古
市
田
老
の
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
が
、
平
成
三

陸
大
津
波
で
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
の
か
を
検
証
し
た
。

　
検
証
の
結
果
、「
津
波
防
災
の
町
」
宣
言
に
至
っ
た
近
代
的
な
設
備
は
ほ
と
ん

ど
機
能
せ
ず
、
津
波
情
報
、
避
難
を
呼
び
か
け
る
防
災
行
政
無
線
は
不
具
合
で
３

㍍
の
津
波
来
襲
を
告
げ
る
１
回
だ
け
の
放
送
だ
っ
た
。（
危
機
管
理
課
の
聞
き
取
り

調
査
で
は
宮
古
市
は
７
回
の
放
送
を
行
っ
た
と
の
こ
と
。）「
津
波
防
災
都
市
宣
言
」

の
看
板
を
堂
々
と
掲
げ
る
田
老
総
合
事
務
所
で
の
惨
憺
た
る
結
果
に
、改
め
て
「
津

波
防
災
都
市
宣
言
」
の
宣
言
趣
旨
を
宮
古
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
調
べ
て
み
た
が
、

宣
言
趣
旨
も
要
旨
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
熊
坂
前
市
長
は
講
演
で
東
日
本
大
震
災

を
振
り
返
り
「
平
成
19
年
３
月
の
「
津
波
防
災
都
市
宣
言
」
以
降
、
宮
古
市
は
特

に
防
災
意
識
を
高
め
て
き
た
が
、
そ
れ
を
徹
底
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ

る
。」
※
１
と
述
べ
て
い
る
。
は
た
し
て
宮
古
市
議
会
議
員
の
方
々
は
「
津
波
防
災
都

市
宣
言
」
を
知
っ
て
活
動
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
と
の
疑
心
暗
鬼
に
か
ら
れ
平

成
26
年
12
月
１
日
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
回
答
者
に
何
を
求
め
た
の
か
、
設
問
に
関
す
る
説
明

　
市
議
会
議
員
の
皆
様
に
「
津
波
防
災
都
市
宣
言
」
認
識
の
有
無
と
宮
古
市
の
今

後
の
津
波
防
災・減
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
伺
い
し
て
、今
後
の
ま
ち
づ
く
り
、

予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震・津
波
、世
界
の
津
波
減
災
に
役
立
て
た
い
と
考
え
、

に
参
加
。
三
陸
復
興
日
独
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
in
宮
古
市
田
老
。「
東

日
本
大
震
災
」
田
老
伝
承
記
録
誌
の
発
行
。「
田
老
」
―
あ
の
日
、
あ
の
時
―
復
興

経
過
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
。
平
成
25
年
３
月
11
日
東
日
本
大
震
災
２
周
年
追
悼

企
画
（
写
真
・
ビ
デ
オ
展
、
防
浪
堤
で
の
追
悼
・
手
つ
な
ぎ
）
実
施
。

　
３
期
目
、
三
王
岩
遊
歩
道
早
期
復
旧
署
名
活
動
（
11
月
19
日
４
３
８
名
の
署
名

を
添
え
て
陳
情
書
提
出　
東
北
地
方
環
境
事
務
所
長
、
宮
古
市
長
、
宮
古
市
議
会

議
長
宛
）。
研
修　
市
民
活
動
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
育
成
・
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
践

応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
参
加
（
山
梨
県
北
杜
市
え

が
お
つ
な
げ
て
）
で
市
の
復
興
事
業
へ
の
参
画
準
備
。
東
日
本
大
震
災
平
成
三
陸

大
津
波
検
証
。
東
日
本
大
震
災
３
周
年
追
悼
・
伝
承
企
画
（
写
真
・
ビ
デ
オ
展
、

防
浪
堤
で
の
追
悼
・
手
つ
な
ぎ
、
田
畑
ヨ
シ
さ
ん
の
紙
芝
居
講
演
）
実
施
。

　
４
期
目
、
東
日
本
大
震
災
平
成
三
陸
大
津
波
検
証
結
果
か
ら
「
提
言
」
作
成
。

検
証
結
果
の
発
信　
国
連
防
災
世
界
会
議
in
仙
台　
ポ
ス
タ
ー
展
示
発
表
。「
提

言
書
」
を
宮
古
市
長
、
宮
古
市
議
会
議
長
、
宮
古
市
危
機
管
理
課
へ
。
要
望
書
を

Ｊ
Ｃ
Ｎ
第
６
回�

関
係
省
庁
定
期
協
議
へ
。
意
見
書
を
独
立
行
政
法
人
防
災
科
学
技

術
研
究
所
地
震
・
火
山
防
災
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
海
底
地
震
津
波
観
測
網
整
備
推
進
室

に
提
出
。
ま
た
、
災
害
か
ら
文
化
遺
産
と
地
域
を
ま
も
る
検
討
委
員
会
委
員
に
意

見
書
を
提
出
。
東
日
本
大
震
災
４
周
年
追
悼
・
伝
承
企
画
（
写
真
・
ビ
デ
オ
展
、

防
浪
堤
で
の
追
悼
・
手
つ
な
ぎ
、「
関
口
松
太
郎
村
長
を
語
る
」
梶
山
亨
治
郎
さ
ん

講
演
）
実
施
。

　
５
期
目
、
日
米
草
の
根
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
。「
田
老
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
震
災

か
ら
５
年
間
の
記
録
作
成
準
備
。
東
日
本
大
震
災
５
周
年
追
悼・伝
承
企
画（
写
真・

ビ
デ
オ
展
、
講
演
、
防
浪
堤
で
の
追
悼
・
手
つ
な
ぎ
、
み
ん
な
で
つ
く
る
平
泉
主

催
の
毛
越
寺
追
悼
夢
明
か
り
参
加
等
。）
準
備
。

発
行
冊
子
等

　
冊
子　
「
東
日
本
大
震
災
」
―
２
０
１
１
年
３
月
11
日
平
成
三
陸
大
津
波
田
老

伝
承
記
録
―
（
２
０
１
４
年
５
月
改
定
）。　

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト　
「
田
老
」
―
あ
の
日
、
あ
の
時
―
（
２
０
１
３
年
３
月
）。「
田

老
」
改
定
（
２
０
１
４
年
５
月
）。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト　
田
老
ジ
オ
パ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
（
２
０
１
３
年
３
月
）。

NPO 法人立ち上がるぞ！宮古市田老



102

が
る
結
果
と
な
っ
た
。「
津
波
防
災
都
市
宣
言
」
は
形
骸
化
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

Ⅲ
．
宮
古
市
の
「
津
波
防
災
都
市
宣
言
」
は
役
割
を
果
た
し
た
と
思
い
ま
す
か
。

１
．
役
割
を
果
た
し
た
：
３
名
。

・
津
波
防
災
意
識
の
向
上
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
（
津
波
て
ん
で
ん
こ

他
）。

・
津
波
防
災
の
ま
ち
と
し
て
毎
年
、
避
難
訓
練
等
を
し
て
き
た
。

・
大
き
な
被
害
が
出
た
が
、
役
割
を
果
た
さ
な
か
っ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
。

２
．
役
割
を
果
た
さ
な
か
っ
た
：
２
名
。

・
海
側
防
潮
堤
（
第
１
線
堤
）
に
依
存
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
猛
省
が
必
要
。

・
２
０
３
３
年
ま
で
99
％
の
確
率
で
宮
城
県
沖
地
震
が
発
生
す
る
と
発
表
さ

れ
た
の
が
平
成
17
年
の
市
町
村
合
併
し
た
年
で
す
。
当
時
の
熊
坂
市
長
は

そ
の
た
め
危
機
管
理
室
を
作
っ
た
が
、
こ
の
危
機
管
理
室
に
危
機
感
が
な

か
っ
た
。

３
．
わ
か
ら
な
い
：
４
名
。

４
．
そ
の
他
：
０
名
。

Ⅳ
．
宮
古
市
の
「
津
波
防
災
都
市
宣
言
」
の
特
徴
は
な
ん
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

　

��（
無
記
入
者
：
２
名
／
回
答
者
：
９
名
中
）

・
津
波
防
災
意
識
を
常
に
抱
き
、
津
波
被
害
の
歴
史
を
忘
れ
ず
、
防
災
力
の

向
上
に
市
民
自
ら
が
取
り
組
み
、
２
度
と
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
さ
な
い
と

誓
う
こ
と
。

・
旧
田
老
町
で
過
去
に
経
験
し
た
津
波
で
も
防
げ
る
と
自
負
し
て
い
た
防
潮

堤
が
宣
言
の
原
点
に
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
る
（
完
全
と
は
い
か
な

く
と
も
、
大
き
な
被
害
を
防
止
で
き
る
と
考
え
て
い
た
と
思
う
）。

・
津
波
か
ら
人
命
や
財
産
を
守
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
作
る
こ
と
。

・
津
波
被
害
の
伝
承
と
災
禍
を
繰
り
返
さ
な
い
住
民
意
識
の
醸
成
。

・
田
老
の
防
潮
堤
で
し
ょ
う
。
し
か
し
宮
城
県
沖
地
震
が
発
生
し
た
ら
最
悪

の
場
合
22
・
３
㍍
の
津
波
が
襲
う
と
発
表
さ
れ
て
い
た
の
に
、
全
員
に
危
機

感
が
な
か
っ
た
、
こ
れ
は
市
民
一
人
一
人
に
も
責
任
が
あ
る
。

・津
波
防
災
に
対
す
る
市
民
意
識
の
啓
蒙
を
図
る
こ
と
（
教
訓
を
忘
れ
ず
に
）。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
無
記
名
と
し
、
当
選
回
数
に
よ
る

理
解
度
、取
り
組
み
を
把
握
す
る
た
め
、当
選
回
数
を
ア
ン
ケ
ー
ト
の
項
目
と
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
主
な
内
容
。

　
１
．「
津
波
防
災
都
市
宣
言
」
の
認
識
と
意
義
・
役
割
。

　
２
．
宮
古
市
が
行
っ
た
「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
災
害
対
応
行
動
の
検
証
」�

　
　
　
報
告
書
の
評
価
。

　
３
．
田
老
地
区
で
の
犠
牲
者
、
防
浪
堤
の
効
果
の
捉
え
方
。

　
４
．
震
災
遺
構
と
し
て
保
存
が
決
定
し
た
、
た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
の
利
活
用
に�

　
　
　
つ
い
て
。

　
５
．
宮
古
市
の
今
後
の
津
波
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
の
意
見
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
か
ら
何
が
見
え
て
き
た
の
か
、
そ
の
結
果
の
分
析
と
そ
の 

説
明

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率
が
32
％
（
議
員
28
名
中
９
名
の
回
答
）
と
低
く
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
３
年
９
か
月
後
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
関
わ
ら
ず
議
員
の
津

波
防
災
に
関
す
る
意
識
の
低
さ
を
痛
感
し
て
、
宮
古
市
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
と
共
に
宮
古
市
の
将
来
に
不
安
を
抱
く
結
果
と
な
っ
た
。

Ⅰ
．
当
選
回
数
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
当
選
回
数
と
回
答
者
数
（
回
答
率
）

１
回
：
７
名
中
１
人
、
１
／
７
（
14
％
）。
２
回
：
８
名
中
１
人
、
１
／
８

（
12
・
５
％
）。
３
回
：
３
名
中
０
人
、
０
／
３
（
０
％
）。
４
回
：
１
名
中

１
人
、１
／
１
（
１
０
０
％
）。
５
回
以
上：９
名
中
６
人
、６
／
９
（
67
％
）。

の
回
答
だ
っ
た
。
回
答
か
ら
当
選
３
回
ま
で
の
議
員
の
回
答
率
が
11
％
と

低
く
、
４
回
以
上
の
議
員
の
回
答
率
は
70
％
と
当
選
回
数
が
多
い
議
員
が

市
民
の
声
に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
議
会
に
疑

心
暗
鬼
と
な
る
結
果
と
な
っ
た
。

Ⅱ
．
宮
古
市
は
「
津
波
防
災
都
市
」
宣
言
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ご
存
知
で
す
か
。

知
っ
て
い
る
：
６
名
、
知
ら
な
い
：
２
名
、
そ
の
他
：
１
名
、
無
回
答
：

19
名
で「
津
波
防
災
都
市
」宣
言
を
知
っ
て
い
る
議
員
は
６
名（
21
％
）で
、

議
員
が
市
の
都
市
宣
言
を
知
ら
ず
に
活
動
し
て
い
る
不
安
と
失
望
へ
つ
な

各地域における東日本大震災
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・
平
成
20
年
に
全
家
庭
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
配
布
さ
れ
て
い
る
。
よ
く
見
れ

ば
被
災
す
る
こ
と
は
わ
か
っ
た
は
ず
だ
、田
老
地
区
の
責
任
あ
る
立
場
の
方
々

の
危
機
感
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

Ⅷ
．
田
老
の
防
潮
堤
は
効
果
（
機
能
）
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
か
。

１
．
①
効
果
が
あ
っ
た
：
７
名　
　
②
効
果
が
無
か
っ
た
：
２
名

　
　
③
そ
の
他
：
０
名

２
．
上
記
１
で
①
効
果
が
あ
っ
た
と
答
え
方
に
お
伺
い
し
ま
す
。

・
防
潮
堤
が
な
く
、
の
っ
ぱ
ら
だ
っ
た
ら
北
高
あ
た
り
ま
で
波
が
と
ど
い
た
か

も
。

・
避
難
時
間
を
い
く
ら
か
で
も
稼
い
だ
の
で
は
。

・
整
備
さ
れ
て
な
け
れ
ば
、
も
っ
と
大
き
な
被
害
が
生
じ
た
と
考
え
る
か
ら
。

・
避
難
者
の
時
間
の
確
保
。

・
防
潮
堤
が
な
け
れ
ば
、
総
合
事
務
所
他
、
残
っ
て
い
る
建
物
す
べ
て
が
な
く

な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

・
未
曾
有
の
大
津
波
で
あ
っ
た
が
。
一
定
の
防
災
機
能
は
果
た
し
た
の
で
は
な

い
か
。

・
被
害
を
１
０
０
％
防
げ
な
か
っ
た
が
、
被
災
を
受
け
な
い
地
区
（
山
側
）
を

残
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
人
的
被
害
を
軽
減
で
き
た
。

Ⅸ 

．
た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
は
震
災
遺
構
と
し
て
残
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、運
用

の
方
法
を
お
伺
い
し
ま
す
。

１
．
ホ
テ
ル
の
中
を
資
料
館
と
し
て
活
用
す
る
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
等
の
整
備�

　
　
を
し
て
）：
０
名

２
．
ホ
テ
ル
の
中
を
資
料
館
と
し
て
整
備
し
て
、
津
波
の
時
は
非
難
ビ
ル
と
し
て�

　
　
活
用
す
る
：
３
名

３
．
ホ
テ
ル
の
中
は
使
用
し
な
い
で
外
側
だ
け
か
ら
の
見
学
だ
け
と
す
る
：
０
名

４
．
ホ
テ
ル
は
外
側
か
ら
の
見
学
と
し
、
資
料
館
は
別
に
作
る
（
広
島
平
和
記
念�

　
　
公
園
参
考
）：
２
名

５
．
そ
の
他
：
４
名

・
反
対
だ
か
ら

・「
学
ぶ
防
災
」
と
し
て
活
用
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

・
広
く
市
民
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
事
。

Ⅴ
．
宮
古
市
の
「
津
波
防
災
都
市
宣
言
」
は
必
要
か
。

１
．
必
要
：
４
名
。
２
．
現
状
で
は
必
要
な
い
：
３
名
。
３
．
そ
の
他
：
２
名

３
．
そ
の
他
の
意
見

・津
波
に
よ
る
直
接
被
害
を
受
け
る
地
区
（
海
側
）
と
受
け
な
い
地
区
（
山
側
）

と
の
意
識
の
差
が
大
き
い
。
今
回
の
災
害
時
に
も
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
感

じ
た
。
限
り
な
く
共
有
で
き
る
か
が
課
題
と
思
う
。

・
立
派
に
防
潮
堤
を
作
っ
て
も
今
後
ど
ん
な
津
波
が
来
る
か
わ
か
ら
な
い
、

避
難
訓
練
が
ち
ゃ
ん
と
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
宣
言
す
べ
き
だ
ろ
う
。

Ⅵ 

．
宮
古
市
が
平
成
24
年
３
月
に
ま
と
め
た
検
証
報
告
書
「
東
日
本
大
震
災
に
お

け
る
災
害
対
応
行
動
の
検
証
」
は
津
波
防
災
都
市
宣
言
の
宮
古
市
の
検
証
報
告

書
と
し
て
十
分
か
。

１
．
十
分
で
あ
る
：
１
名
。

２
．
不
十
分
：
１
名
。

３
．
第
三
者
委
員
会
で
の
検
証
が
必
要
：
３
名
。

４
．
被
災
地
33
地
区
の
検
証
も
必
要
：
１
名
。

５
．�

そ
の
他
。
無
記
入
：
１
名
。

６
．
第
三
者
委
員
会
で
の
検
証
が
必
要
と
の
回
答
が
３
名
（
38
％
）
と
多
か
っ
た
。

Ⅶ 

．宮
古
市
津
波
被
災
地
区
33
箇
所
の
中
で
田
老
地
区
の
犠
牲
者
が
一
番
多
か
っ
た

理
由
。

１
．
防
潮
堤
の
依
存
に
よ
る
安
心
感
か
ら
逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
：
４
名

２
．
最
初
の
防
災
無
線
放
送
で
３
㍍
の
津
波
が
来
る
と
の
情
報
か
ら
避
難
が
遅
れ�

　
　
た
た
め
：�

３
名

３
．
停
電
に
な
っ
て
テ
レ
ビ
か
ら
の
情
報
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
：
０
名

４
．
防
災
無
線
か
ら
の
避
難
情
報
が
１
回
し
か
無
か
っ
た
た
め
：
０
名

５
．
防
潮
堤
で
津
波
が
見
え
な
か
っ
た
：
０
名

６
．
そ
の
他
：
２
名　

・
前
々
日
あ
た
り
の
警
報
で
も
、
大
し
た
津
波
が
来
な
か
っ
た
た
め
、
慣
れ
て

し
ま
っ
た
。

・
地
震
の
規
模
が
大
き
か
っ
た
か
ら
高
台
に
避
難
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

NPO 法人立ち上がるぞ！宮古市田老
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・
防
潮
堤
の
建
築
等
、
ハ
ー
ド
面
に
依
存
し
が
ち
で
あ
る
。
む
し
ろ
海
岸
と
し

て
自
然
景
観
と
し
て
美
し
い
リ
ア
ス
式
海
岸
を
守
り
つ
つ
い
か
に
自
然
と
共

生
す
る
か
で
あ
る
。
常
に
逃
げ
れ
る
体
制
等
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
る
。以

上　

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
え
て
き
た
事

　
回
収
率
の
悪
さ
か
ら
議
員
の
防
災
に
対
す
る
取
り
組
み
に
不
安
が
感
じ
ら
れ
た
。

特
に
当
選
回
数
の
少
な
い
議
員
に
そ
の
傾
向
が
み
ら
れ
、
津
波
災
害
の
リ
ス
ク
の

多
い
宮
古
市
で
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

　
宮
古
市
は「
都
市
宣
言
」を
な
い
が
し
ろ
に
扱
っ
て
い
る
。「
津
波
防
災
都
市
宣
言
」

は
ま
さ
に
そ
の
典
型
で
、
旧
田
老
町
が
誇
っ
た
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
は
形
骸

化
し
て
い
て
、
宮
古
市
の
東
日
本
大
震
災
平
成
三
陸
大
津
波
被
災
33
地
区
で
１
番

多
い
１
８
１
人
の
犠
牲
者
を
出
す
結
果
と
な
っ
た
。
マ
ス
コ
ミ
は
「
釜
石
の
奇
跡
」

「
田
老
の
備
え
」
と
し
て
、
田
老
に
は
大
き
な
堤
防
が
あ
っ
た
の
で
安
心
し
て
避
難

し
な
か
っ
た
と
反
面
教
師
的
扱
い
で
あ
る
。
田
老
総
合
事
務
所
に
掲
げ
て
い
る「
津

波
防
災
都
市
宣
言
」
は
市
役
所
本
庁
に
掲
げ
市
民
に
周
知
し
て
、
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
と
す
る
と
共
に
風
化
を
防
ぐ
取
り
組
み
に
つ
な
げ
て
頂
き
た
い
。

　
た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
の
津
波
震
災
遺
構
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
議

論
の
余
地
が
あ
り
そ
う
だ
が
、
防
災
教
育
施
設
と
し
て
活
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

明
治
、
昭
和
三
陸
大
津
波
を
含
む
田
老
の
津
波
文
化
を
伝
え
る
遺
構
と
し
て
活
用

し
て
頂
き
た
い
。

　
今
後
の
宮
古
市
の
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
提
出
い
た
だ
い
た
意

見
を
尊
重
し
な
が
ら
「
津
波
防
災
都
市
宣
言
」
の
周
知
に
取
り
組
み
、議
員
が
「
津

波
防
災
宣
言
」
を
確
認
・
理
解
し
防
災
意
識
を
徹
底
し
、
市
民
の
安
全
と
安
心
を

優
先
に
推
進
し
て
頂
く
こ
と
を
望
む
。

　
市
議
会
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
は
、
宮
古
市
の
「
都
市
宣
言
」

は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
市
政
の
表
れ
で
、「
津
波
防
災
都
市
宣
言
」
は
形
骸
化
し
て
い

た
。
市
議
は
合
併
４
市
町
村
の
先
進
的
取
り
組
み
を
市
民
と
共
有
す
る
市
政
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
と
共
に
、
市
民
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
先
輩

・
ホ
テ
ル
６
階
か
ら
写
し
た
ビ
デ
オ
を
同
じ
場
所
で
見
る
事
が
一
番
の
津
波
伝

承
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。

・
学
ぶ
防
災
施
設
と
し
て
事
業
化
さ
れ
て
お
り
、
事
業
目
的
は
理
解
し
て
い
る
。

Ⅹ 
．
最
後
に
今
後
、
宮
古
市
は
津
波
防
災・減
災
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。
必
要
と
思
わ
れ
る
事
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

・ハ
ー
ド
面
で
は
防
潮
堤
の
整
備
。ソ
フ
ト
面
で
は
、防
災
、減
災
に
対
す
る
指
導
、

教
育
、
伝
承
。

・
今
後
ど
の
様
な
大
き
さ
の
津
波
が
発
生
す
る
か
予
測
は
で
き
な
い
。
数
年
で

整
備
さ
れ
る
防
潮
堤
で
あ
る
が
、
完
全
に
津
波
を
防
げ
る
訳
で
は
な
い
。
命

を
守
る
に
は
逃
げ
る
し
か
な
い
。
３
・
11
で
の
経
験
が
風
化
す
る
こ
と
が
一

番
怖
い
。
津
波
発
生
時
の
よ
り
正
確
な
波
高
を
よ
り
早
く
住
民
に
伝
達
す
る

シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
（
情
報
へ
の
信
頼
感
が
低
い
）。

・避
難
路
、
避
難
場
所
（
高
台
）、
避
難
行
動
の
徹
底
。
自
主
防
災
組
織
の
充
実
。

各
事
業
所
の
避
難
マ
ッ
プ
の
作
成
。
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
決
意
で
。

・
宮
古
市
は
津
波
だ
け
と
は
限
ら
な
い
、
最
近
の
異
常
気
象
は
大
雨
や
土
砂
災

害
も
考
え
ら
れ
る
。
全
地
区
す
べ
て
に
自
主
防
災
組
織
を
つ
く
り
、
そ
れ
ぞ

れ
訓
練
を
重
ね
る
し
か
方
法
は
な
い
。
す
べ
て
を
行
政
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

自
助
、
共
助
、
の
精
神
で
み
ん
な
で
助
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

・
い
つ
か
ま
た
津
波
が
や
っ
て
き
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
後
世
に
伝

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ハ
ー
ド
面
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
「
津
波
が
来
た

ら
ま
ず
、
避
難
す
る
」
こ
と
の
重
要
性
を
い
か
に
広
め
伝
え
て
い
く
か
が
取

り
組
み
の
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

・
新
堤
に
頼
る
こ
と
な
く
、
住
居
を
浸
水
し
な
い
地
域
に
移
す
べ
き
だ
。
真
に

新
し
い
街
づ
く
り
に
近
づ
く
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
と
思
う
。

・
今
回
津
波
浸
水
地
域
（
危
険
区
域
）
に
住
ん
で
い
て
も
尋
常
で
な
い
揺
れ
に

避
難
の
判
断
を
し
て
、行
動
し
た
住
民
は
助
か
っ
て
い
る
。「
逃
げ
る
が
勝
ち
」

の
意
識
を
徹
底
す
べ
き
。
30
分
ル
ー
ル
に
よ
る
自
力
避
難
の
困
難
な
住
民
へ

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
（
避
難
訓
練
）
が
重
要
。
住
宅
な
ど
被
災
資
産
の

復
旧
を
可
能
に
す
る
財
政
支
援
と
と
も
に
、
高
台
移
転
な
ど
避
難
し
な
く
て

も
良
い
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
に
す
べ
き
で
す
。

各地域における東日本大震災
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写真２　「津波防災の町」宣言石碑

写真１　昭和8（1933）年�三陸大津波前の田老村の街並み（芳賀禧久作）
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三
陸
津
波
１
０
０
周
年
追
悼
式
典
を
へ
て
平
成
15
（
２
０
０
３
）
年
３
月
３
日
「
津

波
防
災
の
町
」
宣
言
に
至
っ
た
。
田
老
は
「
災
禍
を
繰
り
返
さ
な
い
」
と
誓
い
、「
津

波
防
災
の
町
」
を
宣
言
し
記
念
の
石
碑
を
設
置
し
た
（
写
真
２
）。

そ
の
検
証
に
関
す
る
分
析
と
そ
の
説
明
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
提
言

　
東
日
本
大
震
災
平
成
三
陸
大
津
波
後
、
世
の
風
潮
は
「
釜
石
の
奇
跡
」「
田
老

の
備
え
」
に
み
る
よ
う
に
、
２
０
０
４
年
か
ら
釜
石
市
鵜
住
居
地
区
で
始
め
た
防

災
教
育
や
防
災
活
動
が
多
数
の
命
を
救
っ
た
と
し
て
「
釜
石
の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ
、

田
老
は
二
重
の
大
き
な
堤
防
が
あ
っ
た
の
で
安
心
し
て
避
難
し
な
か
っ
た
。
そ
の

結
果
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
と
し
て
「
田
老
の
備
え
」
と
呼
ば
れ
、
ハ
ー
ド

に
頼
る
の
で
は
な
く
逃
げ
る
大
切
さ
を
教
え
る
教
訓
と
し
て
い
る
。
田
老
の
備
え

を
学
者
の
都
合
の
い
い
堤
防
だ
け
を
引
合
い
に
出
し
て
行
わ
れ
て
い
る
津
波
防
災

教
育
は
、
田
老
の
明
治
29
（
１
８
９
６
）
年
、
昭
和
８
（
１
９
３
３
）
年
の
三
陸

大
津
波
か
ら
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
三
陸
大
津
波
ま
で
、
明
治
か
ら
数
え
て

１
１
５
年
間
の
防
災
の
取
組
み
と
住
民
の
防
災
意
識
の
変
化
、
そ
し
て
平
成
三
陸

大
津
波
を
歪
曲
し
て
伝
え
る
教
え
と
な
っ
て
い
て
、
田
老
で
育
っ
た
者
に
は
耐
え

が
た
い
不
信
と
な
っ
て
い
る
。
で
は
多
く
の
犠
牲
者
は
ど
う
し
て
出
た
の
か
、「
津

波
防
災
の
町
」
を
宣
言
し
津
波
防
災
・
減
災
に
取
り
組
ん
で
き
た
田
老
の
東
日
本

大
震
災
平
成
三
陸
大
津
波
を
検
証
し
た
。

議
員
は
後
輩
議
員
を
し
っ
か
り
教
育
し
て
頂
き
た
い
。
そ
し
て
、
ザ
！
風
化
は
宮

古
市
の
議
会
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
、
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
。

４　
 「

津
波
防
災
の
町
」
宣
言
を
し
た
田
老
の
町
に
関
す
る
津
波
対
策
の
検
証

「
津
波
防
災
の
町
」
宣
言
を
し
た
田
老
の
東
日
本
大
震
災
以
前
の
状
況

　
明
治
22
（
１
８
８
９
）
年
に
田
老
、
乙
部
、
摂
待
、
末
前
の
４
村
が
合
併
し
て

新
生
田
老
村
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
、
明
治
29
（
１
８
９
６
）
年
、
昭
和
８

（
１
９
３
３
）
年
と
壊
滅
的
な
津
波
被
害
を
受
け
、そ
の
都
度
復
興
し
て
き
た
田
老
。

明
治
29
年
の
三
陸
大
津
波
で
は
、
り
災
生
存
者
36
人
か
ら
復
興
（
写
真
１
）、
37
年

後
の
昭
和
８
年
の
津
波
前
に
は
人
口
５
千
１
２
０
人
に
。
昭
和
８
年
の
三
陸
大
津

波
の
被
害
後
は
、
岩
手
県
初
と
い
わ
れ
る
市
街
地
計
画
を
は
じ
め
、
防
浪
堤
築
造

計
画
、
長
内
川
護
岸
計
画
、
田
老
川
護
岸
計
画
、
防
潮
林
養
成
計
画
、
生
産
施
設

援
助
等
の
１
０
０
年
の
大
計
を
立
て
て
復
興
し
、
昭
和
８
年
三
陸
大
津
波
か
ら
11

年
後
の
昭
和
19
（
１
９
４
４
）
年
村
か
ら
町
と
町
制
施
行
が
行
わ
れ
た
。
町
制
施

行
に
あ
た
り
議
会
に
出
さ
れ
た
議
案
内
容
は
「
…
郷
土
の
再
建
に
ま
い
進
し
た
結

果
、
災
害
後
わ
ず
か
３
年
を
経
な
い
で
復
興
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
間
に
田
老
鉱

山
の
発
展
に
伴
い
人
口
は
い
ま
や
一
万
人
を
超
え
、
市
街
地
戸
数
は
五
百
数
十
戸

を
有
す
る
に
至
っ
た
。
区
画
整
理
の
施
行
に
よ
り
住
宅
街
路
は
整
然
と
し
、
上
水

道
の
敷
設
、
教
育
、
衛
生
、
警
防
、
文
化
、
そ
の
他
各
種
の
設
備
は
完
成
し
街
と

し
て
の
実
態
を
備
え
、
ま
す
ま
す
発
展
の
す
う
勢
に
あ
る
。
…
」
と
あ
る
※
２
。

　
田
老
は
津
波
太
郎
（
田
老
）
と
揶
揄
さ
れ
な
が
ら
も
津
波
と
共
存
す
る
道
を
歩

む
「
新
し
い
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
安
全
な
ま
ち
を
目
指
し
、
漁
業
を
生
業
と

し
て
町
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
復
興
し
て
き
た
。
安
全
な
ま
ち
「
津
波
防
災
の

町
」
は
市
街
地
計
画
《
避
難
し
や
す
い
道
路
・区
画
整
理
（
碁
盤
の
目
の
街
並
み
）、

交
差
点
の
隅
切
り
等
》、
防
浪
堤
築
造
計
画
が
完
成
し
て
礎
と
な
り
、
昭
和
56

（
１
９
８
１
）
年
情
報
連
絡
施
設
（
防
災
行
政
無
線
）
が
完
成
。
昭
和
61
年
か
ら
平

成
５
年
度
、
津
波
避
難
路
、
誘
導
標
識
の
整
備
。
平
成
３
年
度
か
ら
６
年
度
、
田

老
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
。
平
成
12
年
度
、
情
報
連
絡
施
設
（
防
災
行
政

無
線
）改
修
。ソ
フ
ト
面
で
は
昭
和
９
年
か
ら
平
成
11
年
ま
で
３
月
３
日
避
難
訓
練
。

平
成
２
年
11
月
第
１
回
全
国
沿
岸
市
町
村
津
波
サ
ミ
ッ
ト
。
平
成
８
年
６
月
明
治

各地域における東日本大震災
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近代設備 場所、
システム 発災前 発災

（14：46）
発災
直後

発災
25 分後
( 第１波
到達後 )

発災
40 分後
( 第 2 波
到達 )

発災
42 分後
( 第 3 波
到達 )

備考

① 潮位計 田老漁港 ○ ○ ○ ○ × × 稼働データ
の公開

② 津波監視
カメラ

総合事務所 稼働 稼働 稼働 稼働 稼働 稼働 録画は取れ
ていない

田老漁港 ○ ○ ○ ○ × × 録画は取れ
ていない

③ 河川監視
カメラ 荒谷沢川 ○ ○ ○ ○ ○ × 河川監視シ

ステム

① 計測震度計
東大地震計 方向性

に難× × × × × × 機能してい
なかった

文部科学省 ○ ○ ○ ○ ○ × 稼働してい
たのか

② 屋外受信装置 気象観測
システム OFF OFF OFF OFF OFF OFF 稼働状態ス

イッチが

③ 防災行政無線

固定系 ○ ○ ○ × × × 事務所の防
災行政無線
ダウン２日
後 自 動 復
帰、原因調
査なし

移動系
△ △ △ △ △ △

使用されたかは不明

④
緊急情報衛星
同報受信装置

（J-ALERT）

総合事務所
宮古市役所
宮古消防署

×
？
○

×
？
○

×
×
○

×
×
○

×
×
○

×
×
○

東日本大震
災と地域衛
星通信ネッ
トワーク利
用状況報告
書

⑤ 田代川水門操作
（県の管理） 総合事務所裏

×
　　
遠隔
操作
不能

× 手動
操作 閉 閉 閉

３月９日の
地震で遠隔
操作不良を
確認

全ての機材を無停電装置に接続。
保守管理はされていた。
参照資料：「東日本大震災と地域衛星通信ネットワーク利用状況報告書」　
　　　　　財団法人自治体衛星通信機構

表１　検証１―田老総合事務所（津波防災の町）の津波防災近代設備稼働状況―

NPO 法人立ち上がるぞ！宮古市田老
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時間と（）内
は地震からの
経過時間

警報・状況・気象庁発 防災無線・
NHK放送画面

宮古港に押し寄せ
る津波（漁協ビル�
TBS）

宮古光岸地ビ
デオ

１～ 10
宮古海上保安署を襲
った津波（約 45分）

14時 46分 地震発生
（M9.0 後日）

14時 49分 大津波警報発令－
気象

14時 50分 津波予想岩手３㍍－
気象

15時 11分 宮古 20㌢到達－
NHK　第１波

NHK放送画面

15時 14分
（28分）

津波警６㍍変更－
気象

宮古津波 20㌢観測 防災無線津波情
報

防災無線放送受信 防災無線放送
受信

15時 15分 ３㍍：会話の中

15時 18分
（32分）

堤防津波で水
没

６㍍に変更会話の中

15時 19分
（33分）

２㍍80㌢観測－NHK
第２波到達

NHK�3：26
放送

３㍍から６㍍に変更
既に、出崎地区（なあ
ど）が津波襲来。

防災無線津波情
報
（津波襲来にも
関わらず形式的
な放送）

防災無線放送受信 防災無線放送
受信

防潮堤超える［海保］

15時 21分
（35分）

宮古４㍍以上観測－
NHK　第３波到達

NHK�3：26
放送

津波の大波映像確
認

15時 26分
（40分）

たろう観光ホテル
６階ビデオ撮影開始

松本社長ビデオ撮影開始 , この時すでに田老湾は第２波の津波によって水没し
ていた。
松本社長が聞いた防災無線の津波警報は、「高さ３㍍」を告げる１回だけだっ
たという。

15時 28分
（42分）

田老第３波津波到達 田老診療所の時計は 15時 28分で止まっていた。第３波の波高は最大 16.6㍍

15 時 31 分 津波警 10㍍以上－
気象

15時 35分 35：03�pm　
引き波

15時 59分 59：22�pm　津波

16時 04分 04：42�pm　
引き波

表２　検証２―発災からの情報検証― 
東日本大震災　宮古市沿岸における発災からの経過時間と情報及び参考ビデオ・テレビ

田老港での津波到達時間と参考情報
参考ビデオYouTube�
・宮古海上保安署撮影
・宮古港に押し寄せる津波
・―宮古湾を襲う津波の様子を捉えた映像（宮古漁協から鍬ケ崎地区を撮影）：岩手めんこいテレビ宮古支
局記者―

・東日本大震災動画まとめ wiki　岩手県宮古市
―　光岸地１～ 10　　地震、津波の恐ろしさを忘れないように、そして今後の教訓の為に関連動画をま
とめいく wiki です―

各地域における東日本大震災
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で
点
検
、
修
理
等
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

３
．
宮
古
市
の
危
機
管
理
体
制
の
不
備
。

市
庁
舎
の
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム�

注（
１
））
の
受
信
機

は
停
電
で
使
用
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
宮
古
消
防
本
部
に
設
置
さ
れ
た

受
信
機
で
受
信
し
た
大
津
波
警
報
の
内
容
を
消
防
署
の
防
災
行
政
無
線
の
副

制
御
卓
に
て
手
動
で
操
作
し
て
放
送
し
た
（
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
）。
の
如
く
、

田
老
総
合
事
務
所
の
防
災
機
器
室
の
ず
さ
ん
な
管
理
体
制
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

不
備
。緊
急
時
対
応
訓
練
の
未
実
施
。な
ど
日
頃
の
危
機
管
理
へ
の
認
識
不
足
。

４
．
そ
の
他
、
多
数
。

　
普
段
住
民
が
津
波
情
報
を
得
て
い
る
テ
レ
ビ
は
停
電
で
見
れ
な
か
っ
た
。
３
㍍

の
津
波
情
報
を
信
じ
た
犠
牲
者
の
多
く
は
防
浪
堤
へ
津
波
を
見
に
行
っ
た
り
、
一

旦
避
難
し
た
避
難
場
所
か
ら
家
に
戻
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
せ
め
て
津
波
の

襲
来
高
が
３
㍍
か
ら
６
㍍
に
変
更
に
な
っ
た
情
報
が
伝
わ
っ
て
い
れ
ば
と
、
津
波

予
測
の
不
確
実
性
と
情
報
伝
達
の
不
備
が
悔
や
ま
れ
る
。

　
結
論
、
気
象
庁
の
津
波
予
測
と
「
津
波
防
災
都
市
宣
言
」
宮
古
市
の
危
機
管
理

の
ず
さ
ん
で
、
田
老
住
民
は
誤
報
の
３
㍍
津
波
襲
来
情
報
で
避
難
行
動
し
て
い
た
。

気
象
庁
の
津
波
予
測
と
「
津
波
防
災
都
市
宣
言
」
宮
古
市
の
危
機
管
理
の
ず
さ
ん

で
、
東
日
本
大
震
災
の
地
震
と
津
波
は
天
災
と
認
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
対

応
は
減
災
で
き
る
人
災
で
あ
り
、
今
後
の
津
波
防
災
・
減
災
に
は
東
日
本
大
震
災

の
真
の
検
証
を
基
に
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。
特
に
「
津
波
防
災
都

市
宣
言
」
の
宮
古
市
に
は
、
危
機
管
理
体
制
の
充
実
が
必
要
と
思
わ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
検
証
結
果
か
ら
下
記
の
提
言
を
行
っ
た
。

検
証
の
結
果

　
田
老
総
合
事
務
所
の
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
ほ
と
ん
ど
は
機
能
し
て
な
く

（
表
１
）、
津
波
情
報
、
避
難
を
呼
び
か
け
る
防
災
行
政
無
線
は
、
田
老
で
は
３
㍍

の
津
波
来
襲
を
告
げ
る
１
回
だ
け
の
放
送
で
し
た
（
表
２
）。
危
機
管
理
課
の
聞
き

取
り
調
査
で
は
宮
古
市
は
７
回
の
放
送
を
行
っ
た
と
の
こ
と
。
停
電
で
使
え
な
く

な
っ
た
の
か
と
、
危
機
管
理
課
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
防
災
行
政
無
線
放
送
は
充

電
も
十
分
で
あ
っ
た
が
、
３
㍍
の
津
波
襲
来
放
送
後
、
田
老
の
防
災
行
政
無
線
放

送
は
、
田
老
総
合
事
務
所
内
の
発
信
設
備
の
不
具
合
で
使
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
で
避
難
の
情
報
が
届
か
な
か
っ
た
の
で
は
と
の
あ
い
ま
い
な
答
弁
だ
っ

た
。
防
災
行
政
無
線
放
送
の
不
具
合
は
２
日
後
、
自
動
復
帰
し
た
の
で
点
検
、
修

理
等
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
、同
様
の
状
況
が
起
き
る
可
能
性（
不
具
合
）

の
ま
ま
防
災
行
政
無
線
は
使
わ
れ
て
い
る
現
状
で
あ
っ
た
。

　
唯
一
機
能
し
て
い
た
無
停
電
装
置
で
津
波
監
視
カ
メ
ラ
は
稼
働
し
て
い
た
が
、

得
ら
れ
た
カ
メ
ラ
情
報（
田
老
湾
で
の
津
波
）は
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
不
備
が
あ
り
、

住
民
の
避
難
情
報
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。（
被
害
の
増
大
）
ビ
デ
オ
記
録

も
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
に
時
間
が
か
か
る
と
い
う
理
由
で
記
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
検
証
の
結
果
「
津
波
防
災
の
町
」
宣
言
の
田
老
の
犠
牲
者
が
多
か
っ
た
の
は
、

１
．
気
象
庁
の
第
一
報
、
大
津
波
警
報
の
襲
来
津
波
高
３
㍍
の
誤
報
発
表
。

感
じ
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
地
震
に
大
き
な
津
波
の
襲
来
を
直
感
し
、
避
難

準
備
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
た
大
津
波
警
報
は
津
波

の
高
さ
３
㍍
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
（
オ
オ
カ
ミ
少
年
効
果
）
と
10
㍍

の
防
波
堤
と
の
比
較
で
避
難
の
警
戒
心
は
一
気
に
和
ら
い
だ
事
。

２
．
田
老
総
合
事
務
所
が
管
轄
す
る
防
災
行
政
無
線
の
不
具
合
。

田
老
総
合
事
務
所
が
管
轄
す
る
防
災
行
政
無
線
か
ら
住
民
へ
の
津
波
情
報
、

避
難
を
呼
び
か
け
る
放
送
は
、
襲
来
す
る
津
波
の
高
さ
は
３
㍍
と
の
誤
情
報

を
１
回
伝
達
し
た
後
、
事
務
所
内
発
信
設
備
不
具
合
に
よ
っ
て
途
絶
え
た
。

そ
の
後
、
防
災
行
政
無
線
か
ら
の
津
波
情
報
、
避
難
呼
び
か
け
は
一
切
さ
れ

な
か
っ
た
。
田
老
住
民
は
気
象
庁
の
無
責
任
な
３
㍍
津
波
襲
来
情
報
で
行
動

し
て
い
た
。
防
災
行
政
無
線
放
送
の
不
具
合
は
２
日
後
、
自
動
復
帰
し
た
の

NPO 法人立ち上がるぞ！宮古市田老
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・
な
お
、
検
証
結
果
、
提
言
は
２
０
１
４
年
８
月
宮
古
市
長
、
宮
古
市
議

会
議
長
、
宮
古
市
危
機
管
理
課
。
12
月
宮
古
市
議
会
議
員
全
員
に
提
出
。

そ
の
後
、
問
い
合
わ
せ
、
訂
正
等
の
連
絡
は
一
切
な
い
。

・
検
証
結
果
、
提
言
を
第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議
in
仙
台
（
２
０
１
５

年
３
月
14
日
～
18
日
）
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
ポ
ス
タ
ー
展

示
発
表
を
お
こ
な
い
世
界
に
Ｔ
ｓ
ｕ
ｎ
ａ
ｍ
ｉ
防
災
・
減
災
を
発
信
し

た
。

・
提
言
を
関
係
各
所
に
陳
情
し
た
。（
陳
情
が
功
を
奏
し
た
か
ど
う
か
は
定

か
で
は
な
い
が
）
２
０
１
５
年
10
月
26
日
付
の
新
聞
で
「
津
波
沖
合
で

高
精
度
予
測
」（
見
出
し
）、
国
は
津
波
予
測
シ
ス
テ
ム
を
高
度
化
す
る

研
究
に
28
年
度
か
ら
取
り
組
む
と
報
道
さ
れ
た
。

注（
１
）：
津
波
を
は
じ
め
と
す
る
大
規
模
災
害
や
、
武
力
攻
撃
事
態
が
発
生
し
た

際
に
、
国
民
の
保
護
の
た
め
に
必
要
な
情
報
を
通
信
衛
星
を
利
用
し
て
、

瞬
時
に
地
方
公
共
団
体
に
伝
達
す
る
と
共
に
、
地
域
衛
星
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
接
続
さ
れ
た
同
報
系
市
町
村
防
災
行
政
無
線
や
有
線
放
送
電

話
を
自
動
起
動
さ
せ
、
サ
イ
レ
ン
や
放
送
に
よ
っ
て
住
民
へ
緊
急
情
報

を
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。（
田
老
の
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
、

緊
急
情
報
衛
星
同
報
受
信
装
置
が
元
祖
）

５　
復
興
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
の
立
ち
上
げ

こ
の
会
の
そ
も
そ
も
の
成
り
立
ち
と
成
立
し
た
い
き
さ
つ

�　
宮
古
市
は
、
平
成
24
年
３
月
に
策
定
す
る
「
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に
被
災

地
域
33
地
区
の
住
民
の
意
見
を
反
映
し
て
い
く
た
め
の
検
討
会
を
、
被
災
地
域
33

地
区
の
状
況
に
応
じ
て
「
検
討
会
立
ち
上
げ
型
」
と
「
全
体
協
議
型
」
の
２
つ
を

立
ち
上
げ
た
。
田
老
地
区
は
「
検
討
会
立
ち
上
げ
型
」
で
自
治
連
合
会
、
田
老
地

域
協
議
会
、
田
老
町
漁
業
協
同
組
合
、
宮
古
市
復
興
対
策
特
別
委
員
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
選
出
さ
れ
た
住
民
代
表
27
名
を
構
成
メ
ン
バ
ー
と
し
て
結
成
さ
れ
た
。

摂
待
地
区
、
小
港
地
区
は
「
全
体
協
議
型
」
で
行
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《　
提　
　
言　
》

私
た
ち
田
老
地
区
住
民
は
、
今
回
の
震
災
で
、
10
メ
ー
ト
ル
の
二
重
の

防
潮
堤
が
あ
り
な
が
ら
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
こ
と
を
教
訓
に
、
国

や
地
方
行
政
は
も
と
よ
り
、
国
内
外
の
研
究
者
に
も
、
以
下
の
こ
と
を
迅

速
に
達
成
さ
れ
る
よ
う
に
お
願
い
を
す
る
も
の
で
す
。

１
．
沖
合
水
圧
計
及
び
潮
位
等
に
基
づ
く
津
波
警
報
技
術
を
促
進
し
、
津

波
予
測
技
術
の
精
度
を
、
市
民
の
安
全
確
保
が
で
き
る
ま
で
向
上
さ

せ
、
行
政
に
よ
る
津
波
警
報
の
信
頼
を
高
め
、
発
表
さ
れ
る
情
報
が
、

過
小
、
過
大
と
な
ら
な
い
よ
う
正
確
な
情
報
を
迅
速
に
市
民
に
伝
え

る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

２
．
万
全
と
思
わ
れ
る
設
備
を
持
っ
て
し
て
も
災
害
時
に
は
、
通
信
・
連

絡
方
法
の
手
段
が
途
絶
え
る
こ
と
が
、
今
回
の
震
災
で
顕
著
に
な
り

ま
し
た
。
行
政
は
、
考
え
う
る
全
て
の
事
象
に
お
い
て
リ
ス
ク
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、
投
資
し
た
設
備
・
計
画
に
お
ご
る
こ
と
な
く
、

全
て
は
無
に
帰
す
る
こ
と
を
念
頭
に
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
や
防

災
訓
練
、
そ
れ
を
指
揮
す
る
民
間
人
及
び
行
政
職
員
の
人
材
育
成
に

絶
え
間
な
く
取
り
組
ん
で
下
さ
い
。

各地域における東日本大震災



111

で
、
震
災
前
と
同
じ
く
平
坦
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
田
老
住
民
。
段
々
に
な
る
街

の
コ
ン
セ
プ
ト
の
説
明
、
ま
た
、
擁
壁
工
事
の
経
済
的
負
担
、
防
災
面
の
リ
ス
ク
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
に
つ
い
て
の
説
明
は
省
か
れ
て
い
た
。
心
配
な
の
は
、
海
岸
保

全
施
設
等
整
備
事
業
の
遅
れ
に
よ
る
住
民
の
安
全
で
あ
る
。示
さ
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
は
、
27
年
度
に
事
業
終
了
と
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
県
の
担
当
者
か
ら
一
線
堤

の
完
成
が
１
年
遅
れ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
一
線
堤
が
で
き
上
が
っ
て

い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
市
街
地
（
二
線
堤
内
）
へ
の
住
宅
建
築
許
可
が
出
さ
れ
、

住
み
だ
し
て
い
る
。
こ
れ
で
大
丈
夫
な
の
か
。
住
民
へ
の
説
明
で
は
、津
波
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
市
街
地
の
居
住
地
区
と
し
て
安
全
と
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
線

堤
（
14・７
㍍
）
が
完
備
さ
れ
た
、
二
線
堤
内
の
か
さ
上
げ
地
区
（
国
道
45
号
線
か

ら
山
側
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
計
画
で
今
後
の
課
題
と
さ
れ
て
い
た
二
線
堤
内
の
総

合
運
動
公
園
に
つ
い
て
、
野
球
場
建
設
が
市
か
ら
示
さ
れ
建
設
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
海
岸
か
ら
二
線
堤
内
に
つ
な
が
る
中
央
ひ
門
を
閉
鎖
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

一
線
堤
が
完
成
さ
れ
な
い
中
で
、
中
央
ひ
門
は
閉
じ
ら
れ
、
避
難
で
き
る
ひ
門
は

南
側
二
線
堤
水
門
と
５
０
０
㍍
遠
く
な
っ
て
い
る
（
い
ず
れ
、
こ
の
ひ
門
も
乗
り

越
え
道
路
工
事
で
閉
鎖
さ
れ
る
）。
海
で
作
業
す
る
住
民
の
安
全
が
な
い
が
し
ろ
に

さ
れ
、
住
民
の
安
全
よ
り
野
球
場
建
設
が
優
先
さ
れ
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
と
な
っ

て
い
る
。
漁
業
を
生
業
と
す
る
住
民
に
は
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
一
線
堤
、

堤
防
乗
り
越
え
道
路
の
早
期
完
成
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
一
線
堤
が
整
備
さ
れ
な

い
ま
ま
で
は
、
二
線
堤
外
の
２
部
地
区
の
堀
丁
も
大
平
地
区
の
兄
形
も
安
全
な
集

落
と
は
言
え
な
い
。

�

６　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
田
老
が
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
に
提
出
し
た
資
料

１
．
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
の
提
案
（
第
１
回
検
討
会
２
０
１
１
年
10
月

25
日
）。

２
．
仮
設
住
民
と
在
宅
被
災
者
に
田
老
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
リ
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
の
報
告
（
２
０
１
１
年
12
月
18
日
仮
設
、
２
０
１
２
年
１
月
５
日
在

宅
被
災
者
、）。

３
．「
田
老
復
興
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
」
議
論
状
況
の
ま
と
め
（
２
０
１
２
年

１
月
５
日
）

議
論
の
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
説
明

　
田
老
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
の
経
過
。
宮
古
市
が
地
区
住
民
に
対
し
て

第
１
回
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
会
を
平
成
23
年
９
月
22
日
か
ら
26
日
に
開
催
し

た
。
検
討
会
立
ち
上
げ
等
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
行
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
10
月
25

日
に
第
１
回
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
を
開
催
、平
成
24
年
１
月
30
日
の
「
地

区
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
案
）」
の
決
定
ま
で
、
検
討
会
４
回
、
と
意
見
交
換
会

１
回
、
第
３
回
検
討
会
の
追
加
１
回
の
計
６
回
の
検
討
会
と
地
区
復
興
ま
ち
づ
く

り
計
画
（
素
案
）
内
覧
会
を
へ
て
２
月
18
日
に
第
２
回
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
の

会
を
開
催
し
て
、
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
決
定
に
つ
い
て
住
民
に
報
告
し

た
。
そ
の
上
で
平
成
24
年
２
月
28
日
に
市
長
へ
提
言
書
を
提
出
し
た
。

そ
の
結
果
を
受
け
て

　
提
言
書
を
受
け
宮
古
市
は
平
成
24
年
３
月
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
地
区
復
興
ま

ち
づ
く
り
計
画
を
発
表
、
住
民
に
説
明
を
行
っ
た
。
検
討
委
員
会
で
決
め
き
れ
ず

市
に
ゆ
だ
ね
た
形
に
な
っ
た
高
台
移
転
地
は
乙
部
高
台
に
決
ま
っ
た
。
防
潮
堤
整

備
は
、一
線
堤
は
14・７
㍍
と
な
っ
た
。検
討
会
か
ら
要
望
し
宮
古
市
は
消
極
的
だ
っ

た
二
線
堤
と
一
線
堤
の
切
り
離
し
は
70
㍍
切
り
離
す
こ
と
と
な
っ
た
。
大
平
地
区

（
田
老
駅
前
）
の
か
さ
上
げ
に
つ
い
て
は
、
三
陸
沿
岸
道
路
の
整
備
計
画
を
見
据
え

た
県
道
有
芸
田
老
線
の
整
備
の
状
況
を
踏
ま
え
て
調
整
し
て
い
き
ま
す
と
し
て
い

る
。
津
波
遺
産
等
保
存
事
業
に
つ
い
て
は
、
津
波
遺
産
等
の
保
存
・
整
備
を
図
り

震
災
の
記
憶
と
記
録
を
後
世
に
伝
承
し
ま
す
と
し
た
そ
の
上
で
、「
防
災
の
町
・
田

老
」
と
し
て
の
取
り
組
み
等
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
、
津
波
遺
産
等
の
保
存
・

整
備
を
進
め
ま
す
。《
津
波
遺
産
等
保
存
整
備
事
業
》
と
計
画
で
は
謳
っ
て
い
る
。

震
災
か
ら
４
年
半
た
っ
た
現
在
、
先
人
が
築
き
上
げ
た
田
老
の
津
波
文
化
「
碁
盤

の
目
の
街
」
を
取
り
壊
し
て
い
る
。
検
討
会
で
話
題
と
な
っ
た
商
店
街
、
新
駅
構

想
な
ど
、
市
側
の
方
針
が
は
っ
き
り
示
さ
れ
ず
五
里
霧
中
の
状
態
。
こ
れ
ま
で
説

明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
が
市
街
地
の
段
々
畑
状
整
地
《
都
市
再
生
区
画
整
理
事

業
》、
震
災
前
ま
で
は
平
坦
だ
っ
た
市
街
地
が
新
し
く
な
っ
た
市
街
地
で
は
、
段
々

畑
の
よ
う
に
国
道
か
ら
山
側
に
、
三
王
団
地
接
続
道
路
と
国
道
の
交
わ
る
と
こ
ろ

を
境
に
両
側
に
段
々
と
下
が
っ
て
い
る
。
市
か
ら
示
さ
れ
る
図
面
が
平
面
図
だ
け
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112

生
を
考
慮
し
て
、
１
．
現
在
の
お
住
ま
い　
２
．
今
後
、
田
老
に
住
み
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
か
？　
３
．
住
む
な
ら
ど
こ
に
住
み
た
い
で
す
か
？　
の
３
項
目（
グ

ラ
フ
１
～
３
）
を
抽
出
し
て
比
較
し
た
。
結
果
、
住
む
な
ら
ど
こ
に
住
み
た
い
か

の
設
問
で
、
仮
設
住
民
→
高
台
、
在
宅
被
災
者
→
元
の
場
所
と
正
反
対
の
結
果
と

な
っ
た
。
在
宅
避
難
者
も
高
台
希
望
者
が
い
た
が
、
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
の

対
象
と
な
ら
な
い
の
で
、
現
在
住
ん
で
い
る
場
所
に
い
る
し
か
な
い
と
い
う
意
見

も
多
く
あ
っ
た
。
結
局
は
集
落
が
大
き
く
６
か
所
に
分
散
さ
れ
た
街
と
な
り
、
一

体
感
が
薄
れ
、
地
域
力
の
低
下
が
心
配
さ
れ
る
。
震
災
前
か
ら
過
疎
化
が
心
配
さ

れ
て
い
た
が
、
震
災
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
よ
っ
て
加
速
さ
れ
て
い
る
。
分
散

さ
れ
た
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
ど
う
繋
ぐ
か
が
近
々
の
課
題
と
考
え
ら
れ
る
。

４
．
田
老
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
へ
の
意
見
・
要
望
書
提
出
（
第
４

回
２
０
１
２
年
１
月
30
日
）

ア
ン
ケ
ー
ト
の
設
問
の
意
味
、
回
答
者
に
何
を
求
め
た
の
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集

計
結
果
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
。

　
震
災
後
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
と
し
て
行
う
住
民
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

仮
設
住
民
中
心
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
検
討
会
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
在
宅
被
災

者
の
意
向
も
踏
ま
え
た
検
討
で
な
い
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
等
の
配
慮
に
欠
け
た
、

片
手
落
ち
な
ま
ち
づ
く
り
検
討
に
な
る
と
考
え
、
仮
設
在
住
者
と
在
宅
被
災
者
に

同
じ
設
問
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
。
そ
の
中
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再

図３
１．現在のお住まい
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図５
３．住むなら、どこに住みたいですか？
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図４
２．今後、田老に住み続けたいと思いますか？
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知
っ
て
い
た
祖
父
は
、
家
族
以
外
、
特
に
他
の
土
地
か
ら
の
転
居
者
に
も
津
波
の

こ
と
を
語
り
続
け
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
環
境
で
育
っ
た
ヨ
シ
さ
ん
は
、
昭
和
三

陸
津
波
体
験
を
も
と
に
紙
芝
居
「
つ
な
み
」
を
自
作
し
、
地
区
内
外
の
児
童
に
講

演
で
津
波
の
恐
怖
を
語
り
続
け
、
地
域
の
防
災
教
育
に
貢
献
し
て
き
た
※
５
。
昭
和

９
年
以
降
、
昭
和
三
陸
大
津
波
襲
来
の
３
月
３
日
に
避
難
訓
練
を
実
施
、
避
難
場

所
で
た
き
火
を
囲
み
な
が
ら
長
老
か
ら
伝
え
ら
れ
る
津
波
の
体
験
談
等
、
田
老
尋

常
高
等
小
学
校
生
徒
た
ち
の
作
文
集
、
田
老
小
学
校
が
刊
行
し
た
『
田
老
村
津
浪

誌
』
な
ど
は
住
民
に
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
、
そ
の
地
で
生
き
延
び
る
知
恵
を

教
え
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
教
え
が
平
成
２
年
の
第
１
回
全
国
津
波
防
災
サ

ミ
ッ
ト
を
提
唱
・
開
催
、
平
成
13
年
総
務
省
の
「
防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
」
消
防

長
官
賞
に
つ
な
が
り
、「
災
害
の
町
」
か
ら
「
防
災
の
町
」
と
し
て
全
国
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
成
15
（
２
０
０
３
）
年
の
「
津
波
防
災
の
町
」
宣
言
は
、

田
老
が
唯
一
、
世
界
に
誇
れ
る
先
進
的
な
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
た
。
明
治
三
陸

大
津
波
か
ら
１
０
７
年
、
昭
和
三
陸
大
津
波
か
ら
70
年
。「
津
波
防
災
の
町
」
宣
言

に
至
っ
た
取
り
組
み
は
、
ま
さ
に
田
老
の
津
波
の
歴
史
で
あ
り
津
波
文
化
だ
っ
た
。

　
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
平
成
三
陸
大
津
波
は
、

堅
牢
な
防
浪
堤
を
乗
り
越
え
街
を
飲
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
津
波
で
洗
わ
れ
た
街

の
後
に
、
昭
和
８
年
の
三
陸
大
津
波
後
に
村
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
ろ
う
と
、
先

人
が
取
り
組
ん
だ
防
災
ま
ち
づ
く
り
計
画
で
造
ら
れ
た
「
防
浪
堤
で
護
ら
れ
た
碁

盤
の
目
の
街
並
み
」
が
姿
を
現
し
た
（
写
真
３
）。
物
心
つ
い
た
時
に
は
既
に
家

は
建
ち
並
び
、
街
の
全
容
は
図
面
で
し
か
目
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、

実
際
に
目
の
当
た
り
に
し
た
防
災
市
街
地
、
防
浪
堤
で
護
ら
れ
た
碁
盤
の
目
の
街

並
み
に
、
昭
和
８
年
の
当
時
の
リ
ー
ダ
と
地
域
力
に
繰
り
返
さ
れ
る
津
波
を
乗
り

越
え
て
来
た
郷
土
愛
を
感
じ
と
っ
た
。
ま
さ
し
く
先
人
の
郷
土
愛
で
築
い
た
田
老

が
世
界
に
誇
る
津
波
文
化
「
津
波
防
災
の
町
」
の
姿
で
あ
っ
た
。
防
浪
堤
の
中
に

あ
っ
て
も
碁
盤
の
目
の
横
道
は
ま
っ
す
ぐ
避
難
路
に
つ
な
が
っ
て
い
て（
写
真
５
）、

真
夜
中
に
停
電
し
て
も
避
難
し
や
す
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
田
老
の
防
浪

堤
は
住
民
の
避
難
を
助
け
、
命
を
守
り
、
風
化
を
防
ぐ
建
物
と
し
て
ハ
ー
ド
、
ソ

フ
ト
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
防
浪
堤
で
護
ら
れ
た
碁
盤
の
目
の
街
並
み
は
、

津
波
と
闘
い
続
け
て
き
た
津
波
太
郎
（
田
老
）
の
教
訓
と
し
て
、
受
け
継
い
で
い

７　
失
わ
れ
た
津
波
文
化

復
興
事
業
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
津
波
文
化
が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
そ
の
結
果

と
し
て
津
波
防
災
の
町
文
化
の
消
滅
に
至
っ
た
経
緯
と
そ
の
説
明

　
田
老
は
１
６
１
１
（
慶
長
16
）
年
、
１
８
９
６
（
明
治
29
）
年
、
１
９
３
３
（
昭

和
８
）
年
と
津
波
で
壊
滅
的
な
被
害
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
先
人
は
豊
か
な
海

の
幸
を
生
業
と
し
て
復
興
し
て
き
た
。
古
く
か
ら
津
波
被
害
が
多
く
、
い
つ
の
日

か
津
波
太
郎
（
田
老
）
の
異
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
津
波
を
負
の

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
難
解
文
体
で
記
録
に
留
め
る
だ
け
の
町
村
の
中
に
あ
っ
て
、
田

老
は
繰
り
返
す
津
波
を
見
据
え
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
明
治
29
年
三

陸
大
津
波
後
に
約
２
㍍
の
防
潮
堤
計
画
を
実
行（
挫
折
し
て
45
㌢
に
終
わ
っ
た
が
）。

役
所
、
小
学
校
、
寺
社
の
高
台
建
設
、
津
波
慰
霊
碑
の
建
立
、
一
家
全
滅
１
３
０

戸
の
被
害
か
ら
「
つ
な
み
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓
、「
ば
ら
ば
ら
に
逃
げ
て
も
必
ず

生
き
延
び
て
家
系
を
守
れ
」
と
の
教
え
が
伝
承
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
昭
和
８
年
三
陸
大
津
波
後
に
は
津
波
と
向
き
合
い
共
存
す
る
防
災
ま
ち
づ
く
り

を
関
口
松
太
郎
村
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
取
り
組
ん
で
き
た
。
岩
手
県
初
と

い
わ
れ
る
市
街
地
計
画
で
、
真
夜
中
で
も
避
難
し
や
す
い
避
難
路
に
向
か
っ
て
、

ま
っ
す
ぐ
の
び
た
道
路
と
、
交
差
点
の
四
隅
を
隅
切
り
し
た
碁
盤
の
目
の
街
並
み
、

排
水
を
考
慮
し
た
す
り
鉢
状
の
街
、
火
災
の
延
焼
を
防
ぐ
道
幅
の
広
い
道
路
な
ど
、

防
災
を
考
え
抜
い
た
ま
ち
づ
く
り
と
な
っ
た
。《
こ
の
ま
ち
づ
く
り
は
１
９
２
３（
大

正
12
）
年
９
月
１
日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
後
に
岩
手
県
水
沢
市
（
現
奥
州
市
）

出
身
、
後
藤
新
平
の
構
想
し
た
「
帝
都
復
興
計
画
」
構
想
が
そ
の
ま
ま
田
老
に
移

さ
れ
、
実
現
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
※
４
。》
合
わ
せ
て
津
波
の
威
力
を
受
け
流
す
船

首
状
設
計
の
巨
大
防
浪
堤
建
設
と
河
川
護
岸
整
備
、
防
潮
林
養
成
で
津
波
緩
衝
地

帯
を
設
け
て
街
を
守
り
、
さ
ら
に
生
産
施
設
援
助
を
行
い
生
業
の
支
援
を
し
て
い

る
。
ま
さ
に
「
命
と
暮
ら
し
を
守
る
」
政
策
で
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。

明
治
と
昭
和
の
壊
滅
的
な
津
波
被
害
を
経
験
し
て
、住
民
が
教
訓
と
し
た
の
が
「
防

災
」
だ
っ
た
。

　
田
老
出
身
で
津
波
防
災
教
育
活
動
家
の
田
畑
ヨ
シ
さ
ん
は
、
幼
少
時
か
ら
、
か

つ
て
明
治
三
陸
地
震
の
大
津
波
を
体
験
し
た
祖
父
よ
り
、
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
毎

晩
の
よ
う
に
言
い
聞
か
さ
れ
な
が
ら
育
っ
た
。
身
を
も
っ
て
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
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く
べ
き
で
あ
る
。

　
東
日
本
大
震
災
の
地
震・津
波
で
は
、田
老
の
中
学
生
は
校
庭
に
避
難
し
て
い
た
。

し
か
し
い
つ
も
な
ら
見
え
な
い
海
に
上
が
る
水
柱
を
見
て
、
田
老
出
身
の
用
務
員

さ
ん
の
「
山
に
逃
げ
ろ
ー
」
の
掛
け
声
で
、
中
学
生
は
校
庭
に
避
難
し
て
き
て
い

た
園
児
、
高
齢
者
を
抱
き
か
か
え
て
近
く
の
山
に
避
難
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
学

生
１
３
１
名
と
教
職
員
、
避
難
し
て
来
て
い
た
園
児
、
高
齢
者
は
全
員
無
事
だ
っ

た
。
津
波
は
一
時
避
難
し
て
い
た
校
庭
ま
で
押
し
寄
せ
、
と
ど
ま
っ
て
い
た
ら
大

惨
事
と
な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
田
老
の
防
災
教
育
（
田
老
一
中
の
校
歌
等
）
で
育
っ

た
用
務
員
さ
ん
の
機
敏
な
判
断
で
、
１
人
の
犠
牲
者
も
出
さ
ず
に
避
難
し
た
行
動

は
、
釜
石
の
奇
跡
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
行
動
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
避
難
し
た
中

学
生
は
進
ん
で
物
資
の
運
搬
等
の
役
割
を
担
っ
た
。
こ
れ
も
津
波
太
郎
（
田
老
）

の
共
助
の
教
え
で
あ
る
。
さ
ら
に
津
波
の
翌
朝
に
は
津
波
被
害
の
な
か
っ
た
神
田

地
区
の
住
民
に
よ
る
炊
き
出
し
が
行
わ
れ
、多
く
の
避
難
住
民
に
お
む
す
び
を
配
っ

た
。
炊
き
出
し
に
よ
っ
て
配
ら
れ
た
お
む
す
び
を
避
難
住
民
は
子
供
、
お
年
寄
り

を
優
先
に
配
り
、
行
き
届
か
な
か
っ
た
大
人
に
半
分
分
け
て
く
れ
た
子
供
も
い
た
。

空
腹
と
、
な
に
よ
り
心
の
ケ
ア
ー
支
援
と
な
っ
た
。
こ
れ
も
田
老
の
災
害
文
化
で

大
津
波
・
三
陸
フ
ェ
ー
ン
大
火
を
語
り
継
ぐ
中
で
醸
成
し
て
き
た
共
助
の
行
動
で
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
復
興
し
て
来
た
田
老
の
最
大
の
要
因
で
あ
る
。

　
先
人
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
防
災
市
街
地
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
計
画

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
の
検
討
、
復
興
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
検
討
の
な

い
ま
ま
、
官
民
（
民
間
大
手
企
業
）
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
よ
っ
て
緩
衝
地
と

し
て
取
り
壊
さ
れ
、
津
波
文
化
「
碁
盤
の
目
の
街
並
み
」
は
教
育
委
員
会
の
野
球

場
建
設
計
画
に
よ
っ
て
無
残
に
も
打
ち
砕
か
れ
（
写
真
４
、６
）、
田
老
の
津
波
の

防
災
遺
構
も
、
歴
史
も
葬
り
去
ら
れ
て
い
る
。

写真３　2011年３月津波後の田老市街地「防浪堤で護られた碁盤の目の街並み」
（Google 画像取得2011/03/24）　

各地域における東日本大震災
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写真４　−碁盤の目の消滅−　2015/06撮影

写
真
５　
震
災
直
後
の
直
線
道
路
と
隅
切
り

写
真
６　
復
興
工
事
で
消
滅
し
た
道
路
と
隅
切
り

消滅した中町の避難路につながる直線道路と隅切り　上下比較

NPO 法人立ち上がるぞ！宮古市田老
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に
も
。

　
震
災
後
、
平
成
24
年
３
月
に
宮
古
市
は
「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
災
害
対
応

行
動
の
検
証
」
を
ま
と
め
て
、
報
告
書
を
出
し
て
い
る
。
震
災
が
起
こ
っ
て
か
ら

の
行
動
も
大
切
な
記
録
で
あ
る
が
、
市
民
の
命
を
守
る
検
証
も
行
っ
て
、
教
訓
と

し
て
今
後
の
世
界
の
津
波
防
災
・
減
災
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
検
証
も
行

わ
れ
な
い
ま
ま
、「
防
潮
堤
へ
の
過
信
」「
防
潮
堤
が
あ
る
か
ら
安
心
し
て
逃
げ
遅

れ
た
人
も
多
か
っ
た
」
な
ど
を
容
認
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
田
老
の
先
人
の
取

組
み
を
顧
み
る
こ
と
な
く
、
防
潮
堤
だ
け
が
田
老
の
備
え
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
、

揶
揄
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
は
、
田
老
に
育
っ
た
者
に
は
耐
え
が
た
い
。

　
田
老
は
繰
り
返
さ
れ
る
大
津
波
の
猛
威
に
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備
お
よ
び
ソ
フ
ト

面
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
。昭
和
８
年
の
津
波
か
ら
78
年
間
、避
難
訓
練
を
実
施
し
、

地
震
の
た
び
に
津
波
注
意
報
・
警
報
が
出
さ
れ
、
避
難
が
呼
び
か
ら
れ
た
。
ま
た
、

平
成
の
大
津
波
情
報
と
同
様
３
㍍
の
津
波
襲
来
情
報
も
た
び
た
び
出
さ
れ
た
が
、

ほ
と
ん
ど
被
害
は
な
か
っ
た
。
結
局
、
住
民
の
避
難
訓
練
は
習
慣
と
な
り
、
津
波

注
意
報
・
警
報
は
経
験
値
と
な
り
「
オ
オ
カ
ミ
少
年
効
果
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
田
老
は
東
日
本
大
震
災
平
成
の
大
津
波
の
教
訓
と
し
て
、「
正
確
な
津

波
情
報
で
避
難
行
動
で
き
る
社
会
の
構
築
」
を
提
言
す
る
。
そ
の
た
め
に
も
国
や

地
方
行
政
は
、
津
波
警
報
の
精
度
の
向
上
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

合
わ
せ
て
宮
古
市
に
は
災
害
対
応
力
を
向
上
さ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
サ
バ
イ
バ
ル
な
避
難
行
動
の
勧
め
「
１
０
０
回
逃
げ
て
、
１
０
０
回
津
波
が
来

な
く
て
も
、
１
０
１
回
目
も
逃
げ
る
」
そ
れ
を
良
し
と
す
る
専
門
家
は
い
ら
な
い
。

【
引
用
文
献
】

※
１　
熊
坂
義
裕　
第
４
回
Ｐ
Ｈ
Ｐ
エ
コ
ス
ク
エ
ア
講
演
「
震
災
復
興
と
生
活
再

建
」
２
０
１
１
年　
㈱
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

※
２　
田
老
町　
『
田
老
―
生
誕
１
０
０
周
年
記
念
誌
―
』
１
９
９
０
年　
田
老
町

企
画
調
整
課
、　
54
頁

※
３　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
東
日
本
大
震
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
『
証
言
記
録
東
日
本
大
震
災
Ⅱ
』

巨
大
津
波
が
巨
大
堤
防
を
越
え
る
［
証
言
／
松
本
勇
毅
］
２
０
１
４
年　

８　
終
わ
り
に

課
題
と
し
て
の
観
光
そ
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
の
提
言

　
東
日
本
大
震
災
平
成
三
陸
大
津
波
の
教
訓
と
し
て
、「
釜
石
の
奇
跡
」「
田
老
の

備
え
」
を
報
道
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
拝
見
す
る
。
釜
石
の
防
災
教
育
（
ソ
フ
ト
）

と
田
老
の
防
潮
堤
（
ハ
ー
ド
）
を
、
比
較
と
し
て
防
災
教
育
の
大
切
さ
を
教
え
て

い
る
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
釜
石
の
奇
跡
を
指
導
し
た
本
人
は
「
田

老
の
備
え
」
に
つ
い
て
の
検
証
を
行
わ
な
い
ま
ま
「
防
潮
堤
が
あ
る
か
ら
逃
げ
遅

れ
た
人
も
多
か
っ
た
」
な
ど
と
発
信
し
て
い
る
。
田
老
の
明
治
三
陸
大
津
波
か
ら

１
１
５
年
の
津
波
防
災
の
取
組
み
と
、
東
日
本
大
震
災
平
成
三
陸
大
津
波
を
し
っ

か
り
検
証
し
て
の
発
信
な
ら
ば
受
け
入
れ
ら
れ
る
。
だ
が
都
合
の
い
い
防
潮
堤
だ

け
を
引
合
い
に
出
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
間
違
っ
た
津
波
防
災
教
育
を
受
入
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
が
日
本
の
津
波
防
災
の
現
状
だ
と
思
う
と
残
念
だ
。

　
田
老
は
「
て
ん
で
ん
こ
」、「
津
波
語
り
部
」、「
避
難
準
備・訓
練
」、「
避
難
援
助
」、

「
災
害
共
助
」
の
教
え
の
次
に
、「
防
災
の
備
え
」
を
充
実
さ
せ
、「
災
害
の
町
」
か

ら
「
防
災
の
町
」
に
変
わ
っ
た
と
し
て
、
２
０
０
３
年
「
津
波
防
災
の
町
」
宣
言

を
行
っ
た
。「
津
波
防
災
」
の
先
進
地
区
と
し
て
世
界
各
国
か
ら
の
視
察
も
多
か
っ

た
。「
田
老
を
知
ら
ず
し
て
津
波
防
災
を
語
る
べ
か
ら
ず
」、
こ
ん
な
標
語
が
ぴ
っ

た
り
の
津
波
防
災
の
町
と
し
た
名
高
か
っ
た
田
老
町
は
、
２
０
０
５
年
、
宮
古
市

と
合
併
し
て
消
滅
し
た
。
こ
の
年
、
当
時
の
熊
坂
市
長
は
宮
城
県
沖
地
震
に
備
え

て
危
機
管
理
室
を
作
っ
た
。
２
０
０
７
年
３
月
３
日
宮
古
市
は
「
津
波
防
災
都
市

宣
言
」
を
行
い
、田
老
町
時
代
の
「
津
波
防
災
の
町
」
宣
言
を
継
承
し
た
形
と
な
っ

て
い
た
。
都
市
宣
言
か
ら
わ
ず
か
４
年
後
の
２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大

震
災
平
成
三
陸
大
津
波
で
は
、田
老
町
が
「
津
波
防
災
の
町
」
宣
言
に
至
っ
た
「
総

合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
」
の
ほ
と
ん
ど
の
備
え
が
機
能
し
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、

宮
古
地
域
33
か
所
の
津
波
被
害
地
域
で
一
番
多
く
の
犠
牲
者
を
出
す
こ
と
と
な
っ

た
。
津
波
防
災
で
先
進
的
で
あ
っ
た
田
老
地
区
が
ど
う
し
て
多
く
の
犠
牲
者
を
出

し
た
の
か
、
防
災
都
市
宣
言
を
し
て
い
る
宮
古
市
に
は
検
証
す
る
義
務
が
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
田
老
を
津
波
防
災
の
先
進
地
区
と
し
て
視
察
に
来
た
行
政
、
専
門
家
の

皆
さ
ん
に
、
東
日
本
大
震
災
平
成
三
陸
大
津
波
を
経
験
し
た
結
果
を
伝
え
る
た
め

に
も
。
合
わ
せ
て
、
今
後
の
正
し
い
津
波
防
災
・
減
災
の
取
組
み
、
教
育
の
た
め

各地域における東日本大震災
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、�

１
１
２
～
１
１
５
頁

※
４　
高
田
文
彦　
大
津
波
を
生
き
る
―
巨
大
防
潮
堤
と
田
老
百
年
の
い
と
な
み

―　
２
０
１
２
年　
新
潮
社
、
１
２
４
、１
３
０
、１
７
１
頁

※
５　

田
畑
ヨ
シ　
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
、『
怪
』
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
０
０
３
３
、
郡

司
聡
他
編　
角
川
書
店
〈
カ
ド
カ
ワ
ム
ッ
ク
〉
２
０
１
１
年　
１
８
４
～

１
８
５
頁

【
参
考
資
料
】

太�

田
代
剛　
「
痛
恨
の
津
波
予
測
―
教
訓
を
未
来
に
」
岩
手
日
報
社
編
集
局
『
風

化
と
闘
う
記
者
た
ち
』
―
忘
れ
な
い
平
成
三
陸
大
津
波
―　
２
０
１
２
年　
早

稲
田
大
学
出
版
部

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
立
ち
上
が
る
ぞ
！
宮
古
市
田
老　
『
東
日
本
大
震
災
―
２
０
１
１
年
３

月
11
日
平
成
三
陸
大
津
波
田
老
伝
承
記
録
―
』
２
０
１
４
年
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第
１
部　
各
地
域
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災

Ｂ　
宮
古
地
域

第
１
章　
崎
山
地
区

米
屋
陽
一

は
じ
め
に

　
宮
古
市
崎
山
地
区
は
、
大
字
の
崎
山
、
崎
鍬
ヶ
崎
に
分
か
れ
、
さ
ら
に
小
字
の

松
月
（
11
世
帯
・
27
人
）、
女
遊
戸
（
１
５
６
世
帯
・
２
２
７
人
）、
崎
山
一

（
１
６
３
世
帯
・
４
１
１
人
）、
崎
山
二
（
２
１
９
世
帯
・
５
６
１
人
）、
箱
石
（
45

世
帯
・
１
０
６
人
）、
下
在
家
（
３
７
３
世
帯
・
１
千
０
４
４
人
）、
古
里
（
１
６
０

世
帯
・
４
２
６
人
）、
大
付
（
88
世
帯
・
２
３
６
人
）、
日
出
島
（
５
世
帯
・
22
人
）、

大
沢
（
23
世
帯
・
53
人
）、
早
稲
栃
（
81
世
帯
・
２
０
０
人
）
に
分
か
れ
て
い
る
。

行
政
区
別
の
世
帯
数
・
人
数
は
、
平
成
28
年
３
月
１
日
現
在
の
も
の
を
記
し
た
。

　
崎
山
地
区
は
、「
女
遊
戸
海
岸
の
水
門
が
破
壊
さ
れ
、集
落
の
半
分
以
上
が
浸
水
、

宮
古
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
が
全
壊
し
た
。
中
の
浜
キ
ャ
ン
プ
場
も
流
失
、
宿
漁
港

は
岸
壁
が
破
壊
さ
れ
、
日
出
島
地
区
は
ほ
ぼ
全
域
が
浸
水
し
た
。」（『
東
日
本
大
震

災　
宮
古
市
の
記
録
』「
第
１
巻
（
津
波
史
編
）
概
要
版
」（
宮
古
市
東
日
本
大
震

災
記
録
編
集
委
員
会
・
平
成
26
年
９
月
１
日
発
行
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
沿
岸
部

は
津
波
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
こ
う
む
っ
た
。

　
宿
漁
港
、
宿
集
落
（
全
戸
が
高
台
移
転
）、
中
の
浜
キ
ャ
ン
プ
場
の
跡
地
を
整
備

し
、震
災
の
記
憶
や
自
然
の
脅
威
を
後
世
に
伝
え
る
公
園
「
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー

ク
中
の
浜
」
が
開
設
さ
れ
た
。
平
成
26
年
５
月
24
日
（
土
）、
環
境
省
に
よ
る
開
園

式
が
行
わ
れ
た
。

１　
崎
山
地
区

　
⑴　
松
月

□　
佐
々
木
喜
一
さ
ん
の
話

昭
和
７
（
１
９
３
２
）
年
生
。
大
字
崎
山
・
松
月
。
漁
業
・
農
業
。

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
13
日
、
話
を
う
か
が
っ
た
。

　
あ
の
時
は
も
の
す
ご
い
大
き
な
地
震
だ
っ
た
も
ん
ね
え
。
あ
ん
ま
り
大
き
な
地

震
で
揺
れ
た
た
め
に
ガ
ス
の
元
栓
を
切
っ
て
、
食
器
棚
が
倒
れ
ん
じ
ゃ
あ
ね
え
か

な
っ
て
思
っ
て
、
押
さ
え
て
た
の
す
。
何
だ
か
大
き
な
音
が
す
る
ん
で
、
行
っ
て

み
た
ら
薪
積
ん
で
る
の
が
崩
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
ん
で
す
。

　
も
の
す
ご
い
大
き
な
揺
れ
が
す
れ
ば
、
足
元
か
ら
あ
そ
こ
の
土
が
下
が
っ
て
っ

て
ね
、
割
れ
て
。
何
回
も
地
震
来
た
っ
た
も
ん
ね
え
。
あ
そ
こ
か
ら
こ
ん
だ
、
浜

の
方
に
眺
め
て
見
た
の
す
。
浜
さ
行
く
途
中
の
カ
ー
ブ
か
ら
黒
い
煙け

ぶ
が
上
が
っ
た

の
す
。

　
黒
い
煙
に
火
事
だ
か
と
最
初
は
思
っ
た
の
す
。
黒
い
煙
に
砂
に
ヘ
ド
ロ
を
巻
き

上
げ
て
上
が
っ
た
、
そ
ん
な
ふ
う
だ
っ
け
ね
え
。
そ
し
た
ら
、
大
き
な
音
が
そ
の

う
ち
に
し
て
来
た
ん
だ
も
ん
、
沖
の
方
か
ら
。
沖
見
れ
ば
来
た
も
ん
で
す
ご
い
速

さ
で
、
黒
い
ヘ
ド
ロ
を
巻
き
上
げ
て
、
か
な
り
の
速
さ
で
ね
え
。
勢
い
が
良
か
っ

た
で
す
、
こ
こ
は
。

　
そ
れ
か
ら
隣
の
庭
さ
走
っ
て
行
っ
て
、
あ
り
っ
た
け
の
声
出
し
て
、「
津
波
が
来

た
あ
、逃
げ
ろ
ー
」っ
て
騒
い
だ
の
。
隣
の
家
の
ど
こ
さ
行
っ
て
ね
。
そ
の
う
ち
に
、

１
人
暮
ら
し
の
ヒ
デ
お
婆
さ
ん
（
80
歳
代
）
が
、あ
す
こ
の
坂
（
斜
面
）
黒
い
し
ょ

い
袋
し
ょ
っ
て
藪
の
中
か
け
分
け
て
、
駆
け
上
が
っ
て
来
ん
だ
っ
け
ど
。
獣
で
も

通
れ
な
い
よ
う
な
藪
な
ん
だ
べ
、
こ
こ
さ
四
つ
足
に
な
っ
て
上
が
ん
だ
っ
け
え
ま
、

あ
あ
い
う
時
は
ね
え
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
、
上
が
っ
て
来
た
ん
だ
っ
け
。

　
で
き
る
だ
け
の
声
出
し
て
騒
い
だ
の
、
下
の
方
の
低
い
所
に
家
が
あ
る
人
が
な

ん
ど
も
、
そ
れ
だ
ど
も
誰
も
出
ね
え
ん
だ
も
の
、
騒
い
だ
騒
い
だ
騒
い
だ
、
声
が

枯
れ
る
だ
け
騒
い
だ
の
す
。
下
の
方
の
人
が
わ
ざ
わ
ざ
下
降
り
て
行
く
に
は
危
な

く
て
、
と
て
も
お
っ
か
な
い
ん
だ
も
の
。
真
っ
黒
い
波
が
来
た
ん
だ
も
の
ね
、
長

門
建
設
さ
ん
の
本
宅
が
流
さ
れ
る
。
大
き
な
大
き
な
音
が
す
ん
の
さ
、
バ
リ
バ
リ
、

バ
リ
バ
リ
、
バ
リ
バ
リ
、
バ
リ
バ
リ
っ
て
、
何
な
ん
だ
か
、
あ
れ
木
が
折
れ
る
音

な
ん
だ
か
、
竹
藪
が
あ
れ
す
る
音
な
ん
だ
か
、
も
の
す
ご
い
音
が
す
ん
の
さ
、
波

と
い
っ
し
ょ
に
来
ん
の
ね
え
。

　
津
波
が
引
き
波
に
な
っ
て
、
引
け
て
っ
て
か
ら
降
り
て
行
っ
た
の
す
。
だ
あ
れ

も
い
な
い
。
行
っ
て
み
れ
ば
家
ま
で
上
が
っ
た
津
波
の
跡
が
あ
る
ん
だ
も
の
、
水

も
ま
だ
ご
う
ご
う
っ
て
流
れ
て
あ
っ
た
。
２
軒
さ
…
ま
で
ね
、
だ
ど
も
家
は
何
に

も
壊
れ
ね
え
で
、
な
ん
ぼ
か
１
㍍
ぐ
れ
え
も
水
が
家
さ
か
か
っ
た
ん
だ
か
ね
え
。
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方
が
す
っ
か
り
や
ら
れ
て
っ
か
ら
ね
、
通
行
止
め
で
。
ど
う
し
た
ら
い
い
べ
、
こ

う
し
た
ら
い
い
べ
っ
て
。

　
家
は
ど
っ
こ
も
無
事
だ
っ
た
ど
も
。
畑
は
が
れ
き
で
び
っ
し
り
埋
ま
っ
て
し
ま
っ

て
。
こ
ん
な
大
木
の
ス
ギ
か
ら
マ
ツ
か
ら
来
て
て
横
に
な
っ
て
、
電
柱
も
み
ん
な

転
ん
だ
の
が
。
電
気
の
線
は
あ
る
わ
、
全
然
道
路
は
歩
か
れ
ね
え
の
さ
、
こ
う
回
っ

て
行
っ
た
ど
も
。
行
政
だ
か
防
災
無
線
も
下
に
あ
っ
た
っ
た
の
も
み
ん
な
倒
れ
て

ね
。

　
水
は
来
な
く
な
る
、
電
気
は
来
な
く
な
る
、
電
話
は
通
じ
な
い
、
何
も
か
も
終

わ
り
さ
。
う
ち
で
は
、
水
は
山
か
ら
引
っ
張
っ
て
る
パ
イ
プ
が
あ
っ
て
ね
、
そ
れ

か
ら
汲
ん
で
ご
飯
炊
い
て
食
べ
た
っ
た
ど
も
。
飲
み
水
だ
の
使
い
水
に
、そ
れ
使
っ

て
ら
っ
た
の
。
た
だ
風
呂
さ
入
ら
れ
な
く
て
ね
え
、
水
が
な
い
ん
だ
か
ら
。
米
は

家
で
と
っ
て
ら
っ
た
し
、
野
菜
で
も
何
で
も
あ
っ
た
っ
た
し
ね
。

　
田
老
の
い
と
こ
が
「
米
何
と
か
し
て
け
ろ
」
っ
て
来
た
っ
た
ど
も
、
そ
ん
時
持

た
せ
て
や
っ
た
が
、50
㌔
だ
か
何
ぼ
か
。
米
は
い
っ
ぺ
え
あ
っ
た
っ
た
も
ん
だ
か
ら
。

□　
山
崎
慶
一
さ
ん
の
話

昭
和
９
（
１
９
３
４
）
年
生
。
大
字
崎
山
・
松
月
。
元
漁
業
・
農
業
。

平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
６
月
17
日
、
杉
本
栄
子
が
話
を
う
か
が
っ
た
。

　
私
と
家
内
は
お
昼
休
み
を
し
て
、
午
後
の
仕
事
に
、
こ
こ
（
松
月
集
落
の
自
宅
）

か
ら
１
０
０
㍍
ぐ
ら
い
上
の
方
で
シ
イ
タ
ケ
の
植
菌
作
業
を
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。

作
業
中
に
地
震
が
発
生
し
て
、
電
柱
の
揺
れ
が
す
ご
か
っ
た
ん
で
す
。
多
分
こ
の

分
で
は
津
波
が
来
る
ん
で
は
な
い
か
な
あ
と
思
っ
て
。
ま
あ
、
津
波
が
来
て
も
こ

の
場
所
ま
で
来
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
し
、
先
祖
の
人
た
ち
の
言
い
伝
え
で
も
、

昭
和
８
年
の
津
波
は
、
こ
こ
か
ら
浜
ま
で
の
距
離
が
２
㌔
な
ん
ぼ
で
、
そ
の
半
分

ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
ま
で
来
た
。そ
の
前
の
明
治
29
年
の
時
は
こ
こ
の
下
ま
で
来
た
っ

た
そ
う
な
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
明
治
の
津
波
で
も
家
は
大
丈
夫
だ
っ
た
。
か

な
り
大
き
な
地
震
に
は
変
わ
り
が
な
い
ど
も
、
家
は
心
配
な
い
だ
ろ
う
な
と
思
っ

て
、
そ
の
ま
ま
仕
事
を
続
け
る
つ
も
り
で
い
た
ん
で
す
が
、
家
内
に
、「
い
や
、
最

近
に
な
い
ほ
ど
音
も
高
い
し
、
地
鳴
り
も
す
る
し
、
揺
れ
も
ひ
ど
い
し
、
家
さ
行
っ

て
テ
レ
ビ
で
状
況
を
聞
い
た
方
が
い
い
で
ね
え
か
」
と
言
わ
れ
て
、「
そ
れ
も
そ
う

本
屋
（
母
屋
）
の
方
は
無
傷
だ
っ
た
ど
も
ね
。
こ
こ
は
と
り
あ
え
ず
、
人
に
は
事

故
は
無
か
っ
た
ど
も
ね
。
本
屋
か
ら
下
に
あ
る
倉
庫
だ
の
小
屋
は
、
み
ん
な
流
さ

れ
て
。
と
に
か
く
す
ご
い
音
だ
っ
た
ね
え
。

　
そ
い
か
ら
い
ち
ば
ん
下
の
家
の
隣
に
う
ち
の
畑
が
あ
ん
だ
ど
も
、そ
こ
は
ブ
ロ
ッ

ク
で
こ
う
囲
ま
れ
た
と
こ
で
ね
。
長
門
建
設
の
本
宅
だ
の
倉
庫
、
み
ん
な
そ
こ
さ

来
て
固
ま
っ
た
の
。
だ
か
ら
、見
れ
ば
下
の
佐
々
木
タ
ダ
シ
さ
ん
と
こ
の
小
屋
持
っ

て
行
か
れ
て
ね
、
ト
ラ
ク
タ
ー
だ
の
コ
ン
バ
イ
ン
だ
の
み
ん
な
ひ
っ
く
り
返
っ
て

固
ま
っ
て
盛
り
上
が
っ
て
。雑
品
屋
で
物
を
盛
り
上
げ
た
時
の
よ
う
に
な
っ
て
、５
、

60
㍍
流
さ
れ
て
来
た
ん
だ
か
ね
。

　
引
く
の
は
案
外
早
か
っ
た
ね
。
引
い
た
後
は
来
な
か
っ
た
。
ず
っ
と
下
の
方
ま

で
は
来
た
っ
た
ら
し
い
ん
だ
っ
け
ね
、
何
回
か
は
ね
。
い
ち
ば
ん
大
っ
き
い
の
は
、

こ
っ
ち
ま
で
来
た
ん
だ
か
ら
。

　
そ
ん
時
、
う
ち
の
母
ち
ゃ
ん
は
宮
古
の
病
院
さ
行
っ
て
薬
で
も
貰
い
さ
行
っ
た

だ
か
な
あ
。
気
に
な
っ
た
の
す
、
宮
古
さ
行
け
ば
こ
り
ゃ
危
ね
え
な
と
思
っ
て
。

お
れ
は
こ
こ
さ
来
て
、
１
人
し
て
ぼ
や
っ
と
す
れ
ば
、
息
子
が
来
た
っ
た
れ
ば
、

息
子
は
角
登
商
店
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
い
た
っ
た
か
ら
。「
母
ち
ゃ
ん
が
宮
古

さ
行
っ
た
ん
だ
が
、
行
っ
て
見
て
き
て
け
ろ
」
っ
て
し
ゃ
べ
っ
た
ん
が
、
何
の
音

沙
汰
も
ね
え
ん
だ
も
ん
ね
え
、
電
話
も
何
も
き
か
な
い
し
。
鴨
崎
（
山
口
小
学
校

付
近
）
に
妹
が
い
ん
の
。
母
ち
ゃ
ん
は
鴨
崎
さ
行
っ
て
い
た
ら
し
い
ん
だ
よ
ね
え
。

息
子
が
行
く
時
、
し
ゃ
べ
っ
た
の
、「
鴨
崎
さ
行
っ
て
み
ろ
」
っ
て
。
息
子
は
う
ん

ま
い
具
合
に
鴨
崎
さ
行
っ
て
、
そ
れ
で
助
か
っ
て
、
そ
の
日
の
う
ち
に
、
薄
暗
く

な
る
時
だ
っ
た
ど
も
、
車
で
連
れ
て
来
て
。

　
あ
す
こ
は
少
し
高
け
え
と
こ
だ
か
ら
。
あ
す
こ
の
と
こ
ね
、
川
に
高
け
え
橋
が

架
か
っ
て
ん
だ
が
、そ
れ
を
あ
た
り
で
見
て
た
人
が
た
が
「
渡
る
な
ー
」
っ
て
、「
危

な
い
か
ら
、
渡
る
な
ー
」
っ
て
や
っ
た
ず
も
、
渡
っ
た
ふ
う
だ
も
ん
。
渡
っ
て
橋

を
通
っ
た
ん
だ
ね
え
、
走
っ
て
。「
来
ん
な
」
っ
つ
う
の
を
行
っ
た
ん
だ
と
。

　
車
で
び
っ
ち
り
で
走
ら
れ
な
か
っ
た
ん
だ
と
。
あ
の
道
路
１
本
し
か
な
か
っ
た

ん
だ
も
ん
ね
。
津
波
が
来
た
時
に
、
建
設
業
の
人
が
た
何
だ
か
ね
、「
田
老
か
ら
逃

げ
て
き
た
」
っ
て
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
か
ぶ
っ
た
人
た
ち
が
３
人
だ
か
４
人
こ
こ
さ
来

て
て
、「
こ
こ
ま
で
来
る
は
来
た
が
、
宮
古
さ
行
が
れ
な
く
な
っ
た
」
っ
て
。
下
の
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時
間
く
ら
い
経
っ
て
か
ら
で
す
か
ね
、消
防
の
人
た
ち
に
見
回
っ
て
も
ら
っ
て
、「
準

備
が
で
き
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
、崎
山
小
学
校
に
避
難
し
た
ら
い
い
で
ね
え
か
」
っ

て
言
っ
て
も
ら
っ
て
、一
時
学
校
さ
避
難
し
た
っ
た
わ
け
で
す
。集
落
10
軒
の
う
ち
、

一
番
松
月
浜
に
近
い
家
が
１
軒
根
こ
そ
ぎ
流
さ
れ
て
い
た
。
私
の
家
は
浜
か
ら
２

軒
目
で
、
下
の
家
と
は
見
た
目
に
そ
ん
な
に
高
低
差
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

波
の
力
に
驚
い
た
。

　
孫
た
ち
は
学
校
に
い
て
心
配
な
か
っ
た
。
息
子
た
ち
は
職
場
が
磯
鶏
だ
っ
た
ん

で
す
が
、
一
足
違
い
で
市
内
か
ら
抜
け
た
ん
で
す
よ
ね
。
も
う
少
し
遅
れ
て
い
れ

ば
、車
で
出
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
う
。
私
ら
は
家
が
大
丈
夫
だ
っ
た
の
で
、そ
の
晩
、

家
さ
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
電
気
も
な
い
、
ガ
ス
も
つ
か
な
い
、
ち
ょ
っ
と
不
便
は

し
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
生
活
で
き
そ
う
だ
か
ら
、
ご
み
や
ら
汚
れ
だ
の
を
片
付

け
た
り
、
掃
除
し
た
り
、
そ
う
や
っ
て
い
る
う
ち
に
親
戚
あ
た
り
か
ら
も
、
食
料

か
ら
油
か
ら
応
援
し
て
も
ら
っ
て
。
家
は
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、

下
に
倉
庫
が
あ
っ
て
、
そ
の
倉
庫
さ
農
業
の
機
械
か
ら
、
漁
業
の
機
械
や
素
材
な

ん
か
を
入
れ
て
お
い
た
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
を
農
業
用
、
漁
業
用
の
道
具
も
船
も

み
ん
な
持
っ
て
い
か
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
そ
の
損
害
は
大
き
か
っ
た
ね
。
国
か

ら
の
保
障
は
な
か
っ
た
。
か
な
り
の
犠
牲
者
が
出
た
他
所
さ
ま
か
ら
見
れ
ば
、
わ

れ
わ
れ
は
い
い
方
だ
と
思
う
。
家
族
が
無
事
だ
っ
た
。
そ
れ
が
な
に
よ
り
の
励
み

に
な
っ
た
。

　
戦
中
、
戦
後
と
農
家
で
育
っ
て
き
た
か
ら
、
そ
れ
が
定
め
と
思
っ
て
、
そ
う
い

う
気
持
ち
で
季
節
に
合
わ
せ
て
農
・
漁
・
林
業
を
生
業
と
し
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

農
業
は
米
、
雑
穀
、
野
菜
、
た
ば
こ
、
最
近
は
シ
イ
タ
ケ
栽
培
を
し
て
い
た
。
春

は
海
で
ワ
カ
メ
、
そ
の
後
は
自
分
の
船
で
ウ
ニ
、
天
然
コ
ン
ブ
、
ア
ワ
ビ
な
ど
を

採
り
、
農
閑
期
の
冬
場
は
山
で
炭
焼
き
を
し
た
。
息
子
に
最
初
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を

や
り
な
が
ら
漁
業
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
ど
も
、
息
子
の
仕
事
も
厳
し
く
な
り
、

そ
れ
も
で
き
な
く
な
っ
た
。
お
ら
の
時
代
は
第
一
次
産
業
の
兼
業
で
や
っ
て
き
た

が
、
今
の
時
代
は
兼
業
で
働
い
て
い
る
後
継
者
が
い
ね
え
と
い
う
こ
と
が
大
き
く

変
わ
っ
た
。

　
こ
の
家
は
お
そ
ら
く
明
治
以
前
か
ら
あ
る
が
、
家
ま
で
水
が
き
た
の
は
今
回
が

初
め
て
で
、
そ
れ
か
ら
考
え
て
も
明
治
の
時
以
上
の
津
波
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か

だ
な
」っ
て
、家
さ
来
て
テ
レ
ビ
を
か
け
た
。確
か
な
記
憶
で
な
い
ん
で
す
が
、ま
あ
、

「
３
㍍
く
ら
い
の
津
波
が
来
る
ん
じ
ゃ
あ
な
い
か
」
っ
て
い
う
よ
う
な
情
報
が
テ
レ

ビ
で
流
れ
て
ま
し
て
、
そ
の
ま
ま
停
電
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。「
家
だ
け
か
な
、

ど
う
な
ん
だ
べ
な
」
っ
て
、
近
所
に
聞
い
た
ら
ば
、
ど
こ
の
家
で
も
映
ら
な
く
な
っ

た
っ
て
。
で
も
大
き
な
津
波
が
来
る
と
い
う
情
報
で
ね
え
か
ら
、「
心
配
ね
え
で
ね

え
か
」
っ
て
、
ま
た
上
で
仕
事
を
始
め
た
ん
で
す
よ
。

　
そ
し
た
ら
、
仕
事
最
中
に
今
ま
で
に
な
い
よ
う
な
、
今
度
は
、
ま
あ
、
稲
妻
と

い
う
の
か
、
大
音
響
と
い
う
の
か
、
空
の
天
気
か
ら
、
音
か
ら
、
地
鳴
り
か
ら
、

ま
ず
考
え
ら
れ
ね
え
、
想
像
も
及
ば
な
い
、
ま
あ
、
瞬
間
的
で
し
た
が
、
ド
カ
ン

と
い
う
だ
が
、
ド
ス
ン
と
い
う
だ
か
、
今
ま
で
聞
い
た
こ
と
の
な
い
雷
が
、
近
く

さ
落
ち
た
よ
う
な
も
の
す
ご
い
音
と
地
鳴
り
が
し
た
ん
で
す
よ
。「
な
に
か
異
変
が

起
き
る
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
が
起
き
る
ん
で
ね
え
か
な
」
っ
て
話
し
て
、
眺
め

て
い
た
ら
、
沖
の
方
か
ら
来
る
黒
い
雲
、
潮
風
、
そ
れ
か
ら
空
気
か
ら
、
音
か
ら

普
段
の
も
の
と
全
然
違
う
。
先
祖
の
人
た
ち
か
ら
、「
津
波
が
来
る
と
き
は
川
の
水

が
先
に
引
い
て
い
く
」っ
て
い
う
の
を
聞
い
て
い
た
か
ら
、川
の
水
を
見
る
た
め
に
、

仕
事
場
か
ら
離
れ
て
、
川
（
松
月
の
小
川
）
を
見
た
ら
ば
、
瓦
礫
や
ら
ご
み
や
ら

と
津
波
が
来
た
後
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
潮
風
や
音
が
し
た
と
き
と
前
後
し
て
津

波
が
来
た
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
ち
ょ
っ
と
離
れ
た
蔭
に
い
た
か
ら
津
波
は
見
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
小
川
を
見
た
瞬
間
に
、「
な
ん
だ
こ
れ
、
津
波
が
来
た

ん
だ
、と
ん
で
も
な
い
こ
と
が
起
き
た
」
っ
て
気
が
つ
い
て
、家
内
と
二
人
で
、「
家

さ
帰
る
べ
し
」
っ
て
、車
で
帰
っ
て
き
た
ら
ば
、家
さ
も
う
瓦
礫
で
来
ら
れ
な
く
て
。

そ
れ
か
ら
上
さ
来
て
見
た
ら
、
う
ち
は
大
丈
夫
、
心
配
な
い
よ
う
だ
っ
た
。

　
部
落
の
人
た
ち
は
み
ん
な
避
難
し
た
り
、
安
全
な
と
こ
ろ
で
震
え
な
が
ら
眺
め

て
ま
し
た
。
津
波
が
大
き
く
来
た
の
は
１
回
。
ち
ょ
う
ど
川
に
行
っ
た
時
で
、
上

に
い
た
人
た
ち
は
波
を
見
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
後
は
引
き
波
で
、

そ
の
間
に
は
何
回
か
あ
っ
た
と
思
う
が
ね
。

　
そ
れ
に
し
て
も
波
が
近
く
ま
で
来
た
よ
う
だ
か
ら
、
ど
の
程
度
浸
水
し
た
の
か

「
見
て
来
っ
か
ら
」
と
、
俺
だ
け
が
恐
る
恐
る
家
ま
で
下
が
っ
て
き
て
み
た
ら
ば
、

一
部
床
上
ま
で
波
が
上
が
っ
て
ま
し
た
っ
た
。
家
の
回
り
は
も
う
瓦
礫
と
ご
み
や

ら
な
ん
や
ら
で
、
ま
あ
ず
、
驚
い
て
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
ま
あ
、
３
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当
日
は
お
爺
ち
ゃ
ん
お
婆
ち
ゃ
ん
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
ち
ょ
う
ど
出
か
け
て
た

ん
で
す
よ
。戻
る
途
中
で
地
震
が
あ
っ
て
。一
瞬「
あ
れ
っ
、パ
ン
ク
か
な
」っ
て
思
っ

て
、
周
り
を
見
た
ら
踊
っ
て
る
ん
で
す
よ
、
木
と
か
が
こ
う
い
う
（
左
右
に
激
し

く
揺
れ
る
）
感
じ
で
、
本
当
に
、
そ
い
で
地
震
だ
と
思
っ
て
止
ま
っ
て
。
ち
ょ
っ

と
収
ま
っ
て
か
ら
、
と
に
か
く
家
に
来
て
窓
を
み
ん
な
締
め
て
、
洗
濯
物
入
れ
て
、

戸
締
り
し
て
、
防
寒
着
と
か
帽
子
と
か
持
っ
て
。

　
さ
て
、
車
ど
う
し
よ
う
か
と
、
そ
の
辺
ま
で
の
避
難
な
ん
だ
か
ら
と
、
キ
ー
だ

け
は
つ
け
て
、
徒
歩
で
近
所
の
人
た
ち
と
上
の
方
に
避
難
し
た
ん
で
す
よ
ね
。
２

日
、３
日
ほ
ど
前
に
も
余
震
が
あ
っ
て
、そ
の
時
も
リ
ュ
ッ
ク
背
負
っ
て
避
難
し
て
。

一
番
上
の
「
治
郎
兵
衛
家
」
さ
ん
て
民
宿
の
方
が
避
難
場
所
の
広
場
に
な
っ
て
い

る
の
で
。
そ
の
辺
ま
で
行
っ
た
ら
、
ミ
リ
ミ
リ
ミ
リ
み
た
い
な
音
が
し
て
て
、「
も

う
そ
こ
の
橋
ま
で
波
が
来
て
る
か
ら
」
っ
て
、「
こ
こ
じ
ゃ
ち
ょ
っ
と
無
理
だ
か
ら
、

も
っ
と
上
に
行
こ
う
」
っ
て
、
バ
ス
停
の
近
く
ま
で
行
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

　
で
も
何
だ
か
よ
く
わ
か
ん
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
見
て
な
い
の
で
。
し
ば
ら

く
し
て
雪
も
降
っ
て
来
る
し
、と
り
あ
え
ず
高
台
に
、崎
山
小
学
校
の
す
ぐ
そ
ば
に
、

妹
夫
婦
の
家
が
あ
る
ん
で
す
よ
。「
小
学
校
に
避
難
し
よ
う
か
」
っ
て
、
そ
こ
に
避

難
し
た
ん
で
す
け
ど
も
、
人
が
い
っ
ぱ
い
い
る
の
で
、
前
川
さ
ん
た
ち
と
い
っ
し
ょ

に
、
妹
の
家
に
避
難
し
た
ん
で
す
。

　
そ
こ
で
、
何
人
家
族
、
７
、８
人
避
難
し
て
、
お
爺
ち
ゃ
ん
お
婆
ち
ゃ
ん
は
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
行
っ
て
る
か
ら
、
ま
ず
大
丈
夫
み
た
い
な
気
持
ち
が
あ
っ
て
、
お
父

さ
ん
は
職
場
は
高
校
な
の
で
何
と
か
避
難
は
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
。
そ
う
い
う
の

が
あ
っ
て
、
心
配
は
し
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
。
で
も
妹
が
帰
っ
て
来
な
か
っ
た

ん
で
す
、
そ
の
夜
。
連
絡
は
取
れ
な
い
、「
た
ぶ
ん
ど
っ
か
に
い
る
よ
ね
」
っ
て
。

そ
の
夜
は
一
睡
も
で
き
ず
に
、
コ
タ
ツ
に
電
気
は
来
な
い
け
ど
、
そ
こ
に
布
団
敷

い
て
雑
魚
寝
し
て
。
次
の
日
、
妹
は
無
事
に
帰
っ
て
き
て
。

　
次
の
日
、「
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
」
の
近
く
が
私
の
実
家
で
、
甥
っ
子
が
来
て
、
家
の

兄
と
甥
っ
子
の
兄
が
「
流
さ
れ
た
」
っ
て
い
う
の
。「
何
で
流
さ
れ
る
の
」
っ
て
。

海
か
ら
ず
っ
と
上
の
方
に
あ
る
部
落
な
の
で
。
そ
う
し
た
ら
、
海
で
仕
事
や
っ
て

る
人
た
ち
は
た
い
て
い
地
震
が
来
る
と
浜
に
下
が
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　
30
何
㍍
の
波
が
来
た
の
を
見
て
、
上
が
っ
て
い
る
う
ち
に
後
ろ
か
ら
ガ
ー
ッ
と

る
わ
け
で
す
よ
。
海
岸
に
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
住
ん
で
れ
ば
、「
大
き
な
地
震
が

来
れ
ば
、
大
小
い
ず
れ
津
波
は
来
る
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
は
、
小
さ
い
う
ち
か
ら

教
え
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。
と
っ
さ
の
こ
と
で
判
断
に
迷
う
ん
で
す
が
、
今
度

も
犠
牲
に
な
っ
た
人
の
話
を
聞
く
と
い
う
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
徒
歩
で
も
車
で

も
、
走
り
や
す
い
通
り
や
す
い
平
坦
な
と
こ
ろ
、
距
離
の
あ
る
と
こ
ろ
を
避
難
す

る
わ
け
で
す
よ
ね
。
徒
歩
で
１
０
０
メ
ー
タ
ー
も
１
１
０
メ
ー
タ
ー
避
難
し
た
っ

て
追
い
つ
か
れ
る
。
近
く
の
高
い
と
こ
さ
四
つ
ん
這
い
に
な
っ
て
も
、
５
㍍
で
も

10
㍍
で
も
上
が
れ
ば
、
そ
の
方
が
助
か
る
率
は
高
い
。
そ
う
い
う
こ
と
も
こ
れ
か

ら
残
し
て
お
く
の
が
い
い
と
思
う
ん
だ
よ
ね
。

　
お
ら
が
小
さ
い
時
に
は
長
老
た
ち
か
ら
、「
地
震
が
し
た
り
、
地
震
が
な
く
と
も

川
に
ユ
ダ
が
来
ん
だ
か
ら
、
早
く
避
難
し
な
い
と
危
な
い
」「
大
き
な
地
震
で
な
く

て
も
津
波
が
来
る
と
き
も
あ
っ
か
ら
、
川
を
見
て
い
れ
ば
、
そ
の
ユ
ダ
が
来
る
前

に
水
が
引
け
て
い
く
」
と
言
わ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
多
分
津
波
だ
っ
た
ん
で

は
ね
え
か
と
思
う
ん
だ
け
ど
、
昔
は
小
さ
い
津
波
で
も
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
来
て
、

長
老
た
ち
は
小
さ
な
波
を
ユ
ダ
（
ヨ
ダ
）
と
呼
ん
で
い
た
。

　
昭
和
８
年
の
津
波
の
大
き
な
記
念
碑
が
、
崎
山
・
鍬
ヶ
崎
地
区
内
（
旧
国
道
筋
）

に
あ
る
が
、
今
は
忘
れ
ら
れ
て
い
る
み
た
い
だ
。
先
祖
の
教
え
と
し
て
後
世
に
大

切
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

　
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
えい

、
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
な
に
も
な
えい

、
初
め
て
こ
と

だ
っ
た
か
ら
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
こ
っ
た
け
ど
、
大
き
い
仮
設
に
は
援
助
の
手
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
集
中
的
に
い
く
が
、
小
さ
い
と
こ
ろ
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
物

資
も
な
い
と
い
う
、
な
ん
ぼ
も
そ
う
し
た
声
を
聞
い
て
ま
す
ね
。
だ
か
ら
、
行
政

に
し
ろ
消
防
に
し
ろ
福
祉
関
係
に
し
ろ
、
も
っ
と
細
や
か
に
、
力
の
ね
え
声
の
弱

い
母
子
家
庭
の
よ
う
な
人
た
ち
に
、
不
公
平
の
な
い
よ
う
に
や
っ
て
も
ら
わ
な
い

と
、
と
思
い
ま
す
ね
。

　
⑵　
女
遊
戸

□　
前
川
和
子
さ
ん
の
話

昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年
生
。
大
字
崎
山・女
遊
戸
。
主
婦
（
元
民
宿
「
正
次
郎
」

経
営
）。
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
９
日
、
話
を
う
か
が
っ
た
。
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地
盤
に
よ
っ
て
違
う
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
。
電
化
製
品
は
水
か
ぶ
っ
て
、

全
部
だ
め
で
す
ね
。
家
に
泊
ま
っ
て
働
い
た
大
工
さ
ん
が
い
た
ん
で
す
よ
、
盛
岡

の
方
で
。
そ
の
方
に
電
話
し
た
ら
、「
じ
ゃ
あ
、
す
ぐ
行
く
か
ら
」
っ
て
い
う
。
で

も
、
電
気
が
来
な
い
の
で
。「
４
月
の
初
め
こ
ろ
に
」
っ
て
。
電
気
来
た
ら
す
ぐ
来

て
く
れ
て
。
と
り
あ
え
ず
直
し
て
、
両
親
を
引
き
取
ん
な
き
ゃ
っ
て
の
し
か
頭
に

な
く
て
。
で
も
、材
料
が
な
か
っ
た
り
し
て
、畳
も
敷
け
な
い
と
か
で
。
盆
の
ち
ょ
っ

と
前
で
す
か
、
お
婆
ち
ゃ
ん
引
き
取
っ
た
の
が
。
そ
こ
の
施
設
で
は
大
丈
夫
、「
家

が
で
き
る
ま
で
、
置
い
て
て
い
い
か
ら
」
っ
て
言
っ
て
く
れ
て
。

　
た
だ
、
お
爺
ち
ゃ
ん
が
３
月
の
末
に
精
神
的
に
ち
ょ
っ
と
ま
い
っ
て
し
ま
っ
て
、

錯
乱
状
態
と
い
う
か
。
家
が
焼
け
た
と
思
っ
て
た
ん
で
す
ね
。
山
田
町
と
か
気
仙

沼
で
、
火
の
手
が
あ
が
っ
て
、
あ
あ
い
う
の
を
見
て
て
、
お
ま
え
ん
家
が
焼
け
た

み
た
い
な
こ
と
言
わ
れ
て
、思
い
込
ん
で
で
。寝
て
て
も
お
っ
き
い
声
を
出
し
た
り
、

乱
暴
な
こ
と
し
た
り
。

　
病
院
へ
連
れ
て
っ
た
ら
、「
精
神
的
に
ち
ょ
っ
と
…
」
っ
て
。
も
と
も
と
認
知
症

と
か
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
。
で
も
そ
の
へ
ん
、
車
椅
子
で
散
歩
し
た
ら
落

ち
着
い
た
の
で
。
そ
の
日
は
「
大
丈
夫
と
思
い
ま
す
」
っ
て
、
施
設
に
置
い
て
き

た
ん
で
す
け
ど
。
そ
の
日
の
う
ち
に
「
だ
め
だ
」
っ
て
。
も
う
１
回
ク
リ
ニ
ッ
ク

に
連
れ
て
行
っ
た
ら
、そ
う
い
う
人
が
ど
ん
ど
ん
、あ
っ
ち
こ
っ
ち
の
病
院
と
か
に
。

家
の
２
階
は
大
丈
夫
だ
っ
た
け
ど
、
歩
け
な
い
人
を
預
か
る
こ
と
で
き
な
い
し
。

　
と
に
か
く
、「
県
外
で
も
い
い
で
す
か
ら
ど
っ
か
探
し
て
も
ら
え
ま
す
か
」
っ
て
、

そ
こ
の
病
院
に
頼
ん
だ
ら
、
い
ろ
い
ろ
手
を
尽
く
し
て
も
ら
っ
て
、
遠
野
（
岩
手

県
）
に
、
そ
う
い
う
理
由
で
あ
れ
ば
受
け
入
れ
て
く
れ
る
っ
て
い
う
病
院
が
あ
っ

て
。
兄
が
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
し
て
た
の
で
、兄
に
頼
ん
で
遠
野
に
置
い
て
も
ら
っ

た
ん
で
す
よ
ね
。

　
で
も
、
本
人
は
、「
何
で
お
れ
、
こ
こ
に
い
る
ん
だ
」
み
た
い
な
。
行
く
た
ん
び

に
何
か
言
わ
れ
た
泣
か
れ
て
。
本
人
は
地
震
で
こ
う
な
っ
た
っ
て
い
う
の
は
わ
か

ん
な
い
で
す
よ
ね
。
落
ち
着
か
せ
る
た
め
に
、
１
週
間
に
１
回
ず
つ
通
っ
た
ん
で

す
よ
。
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
、「
何
で
お
れ
こ
こ
に
い
て
、
お
ま
え
た
ち
だ
け
帰
る
」

み
た
い
な
こ
と
言
わ
れ
て
。
で
も
、ど
ん
ど
ん
悪
く
な
っ
て
き
て
、３
か
月
た
つ
と
、

そ
の
次
の
所
を
探
す
の
が
大
変
で
、
い
ろ
い
ろ
県
内
の
資
料
を
い
た
だ
い
て
、
被

流
さ
れ
た
み
た
い
で
、
そ
こ
で
見
て
い
た
方
た
ち
が
９
人
く
ら
い
全
部
亡
く
な
っ

た
ん
で
す
よ
ね
。
た
ま
た
ま
家
の
兄
と
長
男
が
２
人
で
、
次
男
は
先
に
帰
っ
て
何

と
も
な
か
っ
た
で
す
よ
。

　
そ
う
い
う
波
が
あ
っ
た
の
を
知
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
私
た
ち
。「
何
で
そ
ん

な
そ
ば
に
行
っ
た
の
、
本
当
に
ね
」
っ
て
言
い
な
が
ら
も
、
自
分
ち
が
す
ご
い
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
何
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
流
さ
れ
た
イ
コ
ー
ル
死
じ
ゃ

な
い
で
す
か
、
そ
う
い
う
の
も
全
然
わ
か
ら
な
い
。

　
で
も
ガ
ソ
リ
ン
も
な
い
、
車
も
も
う
ダ
メ
、
道
路
も
通
れ
な
い
し
、
も
う
と
に

か
く
し
ょ
う
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
と
り
あ
え
ず
こ
こ
の
中
を
片
付
け
て
、
お

爺
ち
ゃ
ん
お
婆
ち
ゃ
ん
を
引
き
取
ん
な
き
ゃ
な
ら
な
い
っ
て
こ
と
し
か
頭
の
中
に

な
く
て
。何
日
間
か
せ
っ
せ
せ
っ
せ
と
や
っ
た
ん
で
す
ね
。家
こ
こ
１
㍍
50
く
ら
い
、

水
１
階
の
全
部
に
入
っ
て
。

　
水
は
き
れ
い
な
水
だ
っ
た
ら
し
く
て
、
泥
と
か
砂
は
入
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、

片
付
け
や
す
い
っ
ち
ゃ
あ
れ
で
す
け
ど
、
毎
日
、
泣
く
こ
と
も
な
く
、
一
生
懸
命

こ
つ
こ
つ
、
こ
つ
こ
つ
と
。
畳
が
１
２
０
畳
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
出
す
の
が

大
変
で
、何
で
こ
ん
な
に
重
い
っ
て
。
濡
れ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、そ
れ
を
ね
、

出
し
ま
し
た
ね
。
本
当
に
も
う
半
泣
き
で
べ
そ
を
か
き
な
が
ら
、
何
で
こ
ん
な
こ

と
や
ん
な
き
ゃ
な
ら
な
い
の
、
み
た
い
な
。

　
畳
は
全
部
ダ
メ
で
す
ね
。
で
も
家
の
方
は
ト
イ
レ
も
爆
発
し
て
。
こ
の
辺
は
水

が
入
っ
た
ん
で
す
け
ど
。
へ
え
、
何
で
こ
ん
な
で
っ
か
い
冷
凍
庫
が
こ
っ
ち
に
あ

ん
の
か
な
、
み
た
い
な
所
に
あ
っ
た
り
と
か
し
て
。
水
の
流
れ
が
よ
く
わ
か
ん
な

い
よ
う
な
感
じ
で
。

　
お
爺
ち
ゃ
ん
お
婆
ち
ゃ
ん
の
隠
居
部
屋
と
、
20
人
く
ら
い
泊
ま
れ
る
離
れ
の
部

屋
が
。
そ
こ
は
波
で
全
壊
で
、
そ
の
分
、
母
屋
が
残
っ
た
み
た
い
。
形
は
あ
る
ん

で
す
け
ど
も
、
あ
っ
ち
か
ら
も
こ
っ
ち
か
ら
も
、
み
ん
な
び
ち
ゃ
び
ち
ゃ
、
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
、
で
も
そ
の
お
陰
で
こ
こ
が
残
っ
た
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
え
。
後
ろ

の
方
は
石
垣
で
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
波
は
防
げ
た
。
外
観
的
に
は
ど
こ
も
何
と

も
な
い
、前
か
ら
見
た
ら
ガ
ラ
ス
は
割
れ
て
ま
し
た
け
ど
、「
家
、大
丈
夫
だ
よ
ね
」っ

て
、
そ
ん
な
感
じ
で
し
た
ね
。

　
食
器
棚
の
コ
ッ
プ
が
２
個
か
、
そ
こ
ら
へ
ん
も
２
個
ぐ
ら
い
壊
れ
た
だ
け
で
。
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今
ま
で
に
ね
え
地
震
だ
っ
た
か
ら
ね
え
、
こ
れ
は
津
波
が
来
る
と
思
っ
た
か
ら

ね
え
。
明
治
の
津
波
の
時
に
流
さ
れ
て
、
高
台
の
神
社
の
方
に
行
っ
て
、
そ
こ
に

た
ど
り
着
い
た
っ
て
言
う
た
っ
け
か
ら
、
そ
の
ぐ
ら
い
ま
で
来
ち
ゃ
っ
た
っ
て
い

う
話
は
聞
い
て
あ
っ
た
か
ら
ね
。

　
小
っ
ち
ゃ
い
頃
は
家
が
こ
こ
（
現
在
地
に
近
い
所
）
に
あ
っ
て
、
地
震
が
来
れ

ば
親
父
は
す
ぐ
後
ろ
の
山
さ
、
上
げ
さ
せ
た
も
ん
ね
。
そ
し
て
、
ひ
と
晩
布
団
持
っ

て
っ
て
、
山
さ
寝
た
こ
と
あ
る
も
ん
ね
。
や
っ
ぱ
り
親
父
に
と
っ
て
は
、
明
治
の

津
波
を
聞
い
て
ら
っ
た
か
ら
。

　
こ
こ
の
裏
さ
に
あ
る
工
事
や
何
か
で
使
っ
て
い
る
簡
易
便
所
が
ね
え
、
流
れ
て

行
か
な
い
で
残
っ
て
い
た
も
ん
で
、
そ
れ
を
起
こ
し
て
使
っ
て
助
か
っ
た
っ
た
ね

え
。
だ
か
ら
、
水
が
あ
っ
て
火
が
あ
っ
て
便
所
が
あ
る
か
ら
、
ま
ず
、
ど
こ
さ
も

水
を
汲
ま
な
く
て
い
い
か
ら
ね
え
。

　
震
災
の
時
は
家
に
は
２
人
さ
。
か
あ
ち
ゃ
ん
は
税
金
の
申
告
に
出
か
け
て
い
な

く
て
、
娘
婿
は
仕
事
に
行
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、
ま
だ
１
歳
な
ん
な
い
孫
を
連
れ

て
娘
は
逃
げ
た
ん
だ
ね
。
婆
ち
ゃ
ん
は
ち
ょ
う
ど
い
い
塩
梅
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
行
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。正
次
郎
家
さ
ん
の
ご
夫
婦
も
そ
う
だ
っ
た
の
。だ
か
ら
、

２
軒
し
て「
よ
か
っ
た
ね
え
」っ
て
。
お
ふ
く
ろ
は
、「
お
れ
は
ど
こ
さ
も
行
か
ね
え
、

こ
こ
で
死
ん
で
も
い
い
か
ら
よ
、ど
こ
さ
も
行
か
ね
え
」っ
て
言
う
方
だ
っ
た
か
ら
。

そ
れ
で
も
た
く
さ
も
た
く
さ
し
た
ん
じ
ゃ
、
そ
れ
は
大
変
だ
っ
た
べ
な
あ
と
思
っ

て
。
お
れ
た
ち
と
娘
た
ち
と
６
人
だ
ね
え
。

　
弟
が
崎
山
な
も
ん
だ
か
ら
、
高
台
だ
し
安
心
だ
か
ら
ね
、
み
ん
な
そ
っ
ち
に
行
っ

た
。
で
、
か
あ
ち
ゃ
ん
は
海
岸
は
通
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
山
口
団
地
の
方
か
ら
箱

石
を
回
っ
て
帰
っ
て
来
た
ん
だ
ね
、
夕
方
に
は
ね
。
そ
し
て
、
娘
婿
は
仕
事
の
最

中
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
と
り
あ
え
ず
帰
っ
て
き
て
。
た
だ
、
弟
の
か
あ
ち
ゃ
ん
だ

け
が
来
な
く
て
、
ど
こ
に
行
っ
た
か
わ
か
ん
な
く
て
、
次
の
日
に
ぐ
る
っ
と
探
し

て
来
た
っ
て
、小
学
校
の
体
育
館
に
い
た
っ
た
っ
て
ね
。
危
な
い
と
思
っ
て
た
け
ど
、

結
局
助
か
っ
て
い
た
か
ら
ね
。

　
こ
こ
の
部
落
で
死
ん
だ
人
が
無
か
っ
た
の
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
も
良
か
っ
た
け
ど

も
、
前
の
晩
に
市
役
所
の
集
ま
り
が
あ
っ
て
、
漁
村
セ
ン
タ
ー
で
第
２
回
目
の
津

波
対
策
の
話
し
合
い
が
あ
っ
た
訳
で
す
。
と
り
あ
え
ず
逃
げ
ま
し
ょ
う
っ
て
、
崎

災
の
枠
で
入
れ
て
あ
げ
る
と
、宮
守
村
で
入
れ
て
も
ら
っ
た
っ
た
ん
で
す
よ
。で
も
、

そ
こ
で
落
ち
着
い
た
の
で
。

　
翌
年
の
５
月
に
は
亡
く
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
も
、
自
分
が
本
当
に
い
い
気

分
で
最
期
を
迎
え
ら
れ
た
と
思
う
ん
で
す
。
私
た
ち
も
家
に
連
れ
て
来
れ
な
い
分
、

１
週
間
に
１
回
ず
つ
、「
そ
ん
な
に
来
な
く
て
も
い
い
ん
で
す
よ
」
っ
て
言
う
ん
で

す
け
ど
通
っ
て
。
お
爺
ち
ゃ
ん
が
亡
く
な
っ
た
次
の
年
の
７
月
に
お
婆
ち
ゃ
ん
も

亡
く
な
っ
た
ん
で
す
よ
。
去
年
一
周
忌
で
し
た
。
お
爺
ち
ゃ
ん
は
89
歳
、お
婆
ち
ゃ

ん
は
81
歳
。

　
で
き
る
だ
け
家
で
見
よ
う
ね
っ
て
、
が
ん
ば
ら
な
い
介
護
で
、
私
は
。
が
ん
ば

る
と
大
変
な
の
で
。素
直
で
言
う
こ
と
聞
い
た
っ
た
の
で
、楽
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
、

他
の
方
か
ら
見
る
と
。「
こ
う
し
て
て
ね
」
っ
て
言
う
と
、「
あ
ー
あ
ー
、は
い
は
い
」

と
か
、
そ
う
い
う
面
で
は
本
当
に
私
、
楽
で
し
た
ね
。
病
院
で
亡
く
な
っ
た
ん
で

す
け
ど
、
何
か
腎
臓
が
悪
く
な
っ
た
り
と
か
、
ス
ト
レ
ス
と
か
も
あ
っ
た
と
思
う

ん
で
す
よ
ね
。
お
婆
ち
ゃ
ん
は
お
爺
ち
ゃ
ん
よ
り（
症
状
が
）良
か
っ
た
で
す
か
ら
。

□　
前
川
壽
さ
ん
の
話

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
生
。
崎
山
・
女
遊
戸
。
自
営
業
。
女
遊
戸
部
落
長
。

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
９
日
、
話
を
う
か
が
っ
た
。

　
（
地
震
の
と
き
は
）
仕
事
現
場
が
無
く
て
、
こ
こ
に
い
た
ん
で
す
。
弟
が
裏
で
仕

事
し
て
い
て
、
娘
も
家
に
い
た
か
な
。
最
初
は
事
務
所
で
、「
お
お
、
ひ
で
え
の
来

た
な
」
っ
て
。
居
ら
れ
な
く
な
っ
た
か
ら
外
に
出
は
っ
て
。
す
ぐ
娘
に
「
逃
げ
る

準
備
し
と
け
」
っ
て
。
お
れ
は
消
防
の
機
能
別
（
非
常
時
に
手
伝
う
元
分
団
員
）

の
方
を
や
っ
て
る
も
ん
だ
か
ら
、
水
門
を
閉
め
に
行
っ
て
。

　
水
門
閉
め
て
帰
っ
て
き
て
、
娘
と
ず
っ
と
上
の
方
に
避
難
し
て
。
そ
ん
時
か
な
、

「
通
帳
忘
れ
た
」
っ
て
、
い
っ
た
ん
戻
っ
た
ん
で
す
。
娘
と
２
人
戻
っ
て
行
く
途
中

に
、
も
う
ゴ
オ
ー
ッ
と
音
が
。
そ
し
て
る
う
ち
に
、
今
度
は
バ
リ
バ
リ
バ
リ
バ
リ
ッ

て
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
飛
ん
で
い
る
よ
う
な
音
、
物
が
壊
れ
て
い
く
音
が
し
た
っ

た
と
い
う
こ
と
で
。
何
か
大
き
い
ト
ラ
ッ
ク
出
た
か
ら
、
何
か
持
っ
た
ら
え
え
と

思
っ
て
す
ぐ
戻
っ
た
ん
だ
け
ど
も
。
津
波
は
初
め
て
だ
け
ど
も
、
あ
ん
な
に
山
に

な
っ
て
来
る
っ
つ
う
の
は
…
。
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け
ど
。
聞
こ
え
な
く
て
、
駄
目
だ
っ
た
ん
で
す
。

　
避
難
所
（
崎
山
小
学
校
）
へ
は
、
流
さ
れ
た
人
た
ち
だ
け
。
家
に
入
ら
れ
な
い

人
た
ち
だ
け
が
行
っ
た
ね
。
お
れ
は
行
か
ね
え
か
ら
。
逆
に
物
資
が
あ
っ
て
も
貰

え
な
い
訳
さ
、
行
っ
て
な
い
か
ら
ね
。
連
絡
が
来
る
訳
で
も
ね
え
し
、
連
絡
の
手

段
も
ね
え
し
。

　
女
遊
戸
の
部
落
の
人
た
ち
が
手
伝
っ
て
く
れ
た
し
、
後
は
側
溝
の
と
こ
上
げ
て

も
ら
っ
た
か
な
、
ち
ょ
っ
と
片
付
け
た
後
に
ね
。
側
溝
が
詰
ま
っ
て
る
か
ら
、
排

水
を
流
し
て
も
流
れ
て
い
か
な
い
状
態
だ
か
ら
、
住
宅
の
側
溝
を
掃
除
し
た
り
と

か
。
そ
う
い
う
の
は
や
っ
て
も
ら
っ
た
ね
。

　
津
波
の
前
は
、
部
落
で
ナ
モ
ミ
（
小
正
月
の
夜
の
来
訪
者
・
そ
の
日
に
近
い
土

曜
日
に
行
う
）
っ
て
鬼
の
面
か
ぶ
っ
出
て
。
い
つ
か
ら
や
ん
な
か
っ
た
の
か
な
、

や
ん
な
い
時
期
が
あ
っ
た
っ
た
け
れ
ど
も
、
や
っ
た
方
が
い
い
な
っ
て
ま
た
復
活

し
て
、
青
年
会
っ
て
い
う
の
作
っ
て
、
全
部
面
を
揃
え
た
り
衣
装
揃
え
た
り
、
お

祭
り
の
神
輿
ね
。
そ
う
い
う
の
全
部
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
何
も
無
か
っ
た

け
ど
も
ね
。
そ
う
い
う
の
や
っ
た
っ
た
ね
。

　
今
年
、
隣
の
部
落
の
旦
那
が
、「
や
っ
ぱ
り
や
っ
た
方
が
い
い
」
っ
て
。
子
ど
も

に「
ナ
モ
ミ
が
や
っ
て
来
た
ぞ
」っ
て
言
え
ば
充
分
聞
く
か
ら
。
そ
れ
で
家
で
も「
ナ

モ
ミ
や
ん
な
き
ゃ
だ
め
だ
な
あ
」っ
て
言
っ
て
た
と
こ
さ
、隣（
前
川
商
店
）で
や
っ

て
た
か
ら
、「
こ
り
ゃ
あ
、
す
ぐ
来
て
け
ろ
」
っ
て
や
っ
て
も
ら
っ
た
の
さ
。
隣
の

旦
那
も
「
や
あ
、
ち
ょ
っ
と
あ
ん
ま
り
入
り
す
ぎ
て
さ
あ
、
何
だ
か
な
あ
、
わ
か

ら
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
な
あ
」
っ
て
。
息
子
に
ね
、
何
だ
か
パ
パ
み
た
い
な
感

じ
が
す
る
っ
て
。

　
お
れ
た
ち
が
小
っ
ち
ゃ
い
頃
は
、
餅
貰
っ
て
歩
っ
た
ね
。
餅
と
か
ミ
カ
ン
と
か

貰
っ
て
、
そ
れ
を
集
め
て
て
み
ん
な
で
食
っ
た
り
。
当
時
は
米
の
餅
っ
て
の
は
少

な
か
っ
た
か
ら
ね
。
粟
餅
と
か
っ
て
そ
う
い
う
餅
が
多
く
て
ね
、
米
の
餅
貰
っ
て

食
う
の
は
す
ご
く
面
白
い
ん
だ
ね
。
そ
し
て
、
だ
ん
だ
ん
、
こ
ん
だ
金
貰
っ
て
来

る
よ
う
に
な
っ
た
り
と
か
、お
金
を
少
し
出
す
よ
う
に
な
っ
た
り
と
か
。
小
っ
ち
ゃ

い
子
ど
も
が
親
の
言
う
こ
と
を
聞
か
ね
え
で
、「
ナ
モ
ミ
が
く
っ
ぞ
ー
」
っ
て
言
え

ば
ち
ゃ
ん
と
聞
く
よ
う
に
な
る
か
ら
、
そ
う
い
う
の
も
必
要
な
ん
だ
よ
ね
。

　
蓑
と
か
藁
と
か
身
に
着
け
て
笛
も
特
別
な
笛
だ
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
山
か
ら
伐
っ

山
全
体
の
区
長
と
か
人
が
集
ま
っ
て
、
そ
う
い
う
話
に
な
っ
て
た
訳
で
す
。
だ
か

ら
、
全
部
の
区
長
さ
ん
も
「
逃
げ
ろ
、
逃
げ
ろ
」
っ
て
逃
が
し
て
く
れ
て
。
こ
こ

の
市
営
住
宅
の
年
と
っ
た
人
た
ち
な
ど
も
、
一
所
懸
命
…
「
逃
げ
ろ
、
逃
げ
ろ
」
っ

て
軽
ト
ラ
ッ
ク
さ
乗
せ
た
り
し
て
ね
。だ
か
ら
、誰
も
亡
く
な
っ
た
人
が
い
な
く
て
。

　
後
片
付
け
は
部
落
の
人
た
ち
、
仕
事
関
係
の
人
た
ち
、
友
だ
ち
な
ど
が
や
っ
て

く
れ
て
。
今
日
は
誰
そ
れ
と
誰
と
誰
が
来
て
、何
人
来
て
っ
て
。
だ
か
ら
、１
か
月
、

20
日
ぐ
ら
い
で
１
０
０
人
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
、
延
べ
。
午
前
中
来
て
手
伝
っ
て
け

る
人
も
あ
れ
ば
、
次
の
所
さ
行
か
ね
ば
な
ん
ね
え
か
ら
っ
て
帰
っ
て
行
く
人
も
あ

れ
ば
。
建
設
関
係
の
人
が
こ
こ
の
家
と
こ
こ
の
建
物
の
間
、
人
手
が
い
る
か
ら
ね
、

が
れ
き
が
入
っ
た
か
ら
ね
。
そ
れ
の
片
付
け
る
の
が
大
変
だ
っ
た
も
ん
ね
。
家
の

中
も
大
変
だ
け
ど
も
、
外
の
も
の
を
片
付
け
る
の
も
大
変
だ
っ
た
ね
。
ま
る
１
か

月
は
、
４
月
い
っ
ぱ
い
ぐ
ら
い
は
か
か
っ
て
る
ね
。

　
３
月
の
29
だ
か
30
日
に
電
気
が
来
た
か
ら
ね
、
20
日
間
ま
る
っ
き
り
電
気
な
し
。

そ
の
間
は
船
の
12
㌾
の
バ
ッ
テ
リ
ー
で
電
球
つ
る
し
て
こ
こ
で
、
寝
っ
時
は
こ
ん

な
太
い
ロ
ウ
ソ
ク
ね
、
み
な
さ
ん
か
ら
貰
っ
て
、
ま
だ
使
え
ね
え
で
残
っ
て
あ
る

ん
で
す
。
養
殖
ワ
カ
メ
や
っ
て
ら
っ
た
か
ら
、
ワ
カ
メ
採
り
さ
行
く
時
に
は
バ
ッ

テ
リ
ー
で
、
や
っ
て
っ
た
か
ら
、
そ
れ
を
利
用
し
て
。

　
食
糧
は
ね
、
上
の
方
に
親
父
の
生
ま
れ
た
本
家
の
方
で
朝
と
か
晩
に
は
、「
作
っ

た
か
ら
ご
飯
食
べ
に
来
て
よ
」
っ
て
言
わ
れ
て
ね
。
冷
蔵
庫
の
中
に
は
、
ア
ワ
ビ

だ
の
カ
キ
だ
の
サ
ケ
だ
の
っ
て
入
っ
て
る
訳
で
す
。
だ
か
ら
、
避
難
所
で
食
う
よ

う
な
こ
と
で
ね
え
ん
で
す
。
お
か
げ
で
ご
っ
そ
う
に
な
っ
た
ね
。
電
気
が
来
ね
え

か
ら
、
腐
ら
せ
る
と
大
変
だ
か
ら
。
で
、
そ
れ
を
出
し
て
食
う
。
ス
ト
ッ
カ
ー
な

ん
か
は
凍
っ
た
ま
ま
蓋
し
て
お
け
ば
、
１
週
間
以
上
は
持
つ
か
ら
ね
。
水
と
食
い

も
の
に
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
困
ん
な
か
っ
た
ね
。

　
お
風
呂
は
１
週
間
入
ん
な
く
て
。
箱
石
部
落
の
方
に
友
だ
ち
が
い
る
も
ん
だ
か

ら
、「
お
ー
い
電
気
が
来
た
ぞ
、
お
風
呂
さ
入
り
に
来
う
」
っ
て
言
わ
れ
て
、
１
週

間
た
っ
て
か
ら
行
っ
て
、「
や
あ
ー
、風
呂
っ
て
こ
ん
な
に
い
い
も
ん
だ
べ
か
な
」
っ

て
か
あ
ち
ゃ
ん
と
２
人
し
て
…
。
あ
り
が
た
か
っ
た
ね
え
、
あ
ん
時
の
風
呂
は
ね
。

　
電
気
が
来
る
の
が
遅
か
っ
た
か
ら
ね
。
ラ
ジ
オ
は
聞
か
れ
ね
え
し
ね
、
テ
レ
ビ

は
見
て
ね
え
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
携
帯
用
の
ラ
ジ
オ
を
持
っ
て
来
て
置
い
て
っ
た
ん
だ
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波
に
は
す
ご
く
意
識
が
あ
っ
て
、
ぜ
っ
た
い
津
波
は
来
る
っ
て
い
う
思
い
で
。

　
古
い
家
に
弟
が
車
椅
子
の
状
態
で
い
て
、
揺
れ
が
収
ま
る
か
収
ま
ら
な
い
う
ち

に
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
出
か
け
て
下
が
っ
た
ら
、
下
の
人
た
ち
が
庭
に
出
て
、
様
子
を

う
か
が
っ
て
る
、「
ぜ
っ
た
い
津
波
が
来
る
か
ら
」っ
て
。「
山
に
逃
げ
る
よ
う
に
」っ

て
話
し
し
て
。

　
そ
し
て
弟
の
と
こ
寄
っ
て
、
車
椅
子
に
乗
っ
け
て
こ
っ
ち
に
押
し
て
来
て
、
家

内
（
民
子
）
に
預
け
て
。
そ
の
時
う
ち
の
が
、「
市
営
の
ア
パ
ー
ト
に
足
の
悪
い
人

た
ち
が
２
人
も
い
た
っ
た
」
っ
て
言
う
も
ん
だ
か
ら
、「
行
か
ね
ば
」
っ
て
言
わ
れ

て
、
す
ぐ
戻
っ
て
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
と
っ
て
回
っ
て
、
ア
パ
ー
ト
か
ら
２
人
、
１
人

は
杖
を
つ
い
て
歩
き
出
し
た
ん
で
す
よ
、
１
人
は
乗
っ
け
て
上
さ
降
ろ
し
て
、
も

う
１
回
引
き
返
し
て
ま
た
乗
せ
て
、
２
往
復
し
て
、
そ
れ
で
30
分
か
か
っ
た
っ
た

ね
。
津
波
が
35
分
で
来
た
か
ら
、
危
機
一
髪
だ
っ
た
ね
え
。
こ
こ
に
い
な
け
れ
ば

ち
ょ
っ
と
危
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
、
犠
牲
に
な
っ
て
亡
く
な
っ
た
か
も
し
れ

な
い
、
弟
も
。
も
の
凄
か
っ
た
も
ん
で
す
か
ら
、
津
波
で
全
部
流
さ
れ
て
、
柱
も

壊
れ
た
り
し
て
。

　
（
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
前
川
正
幸
宅
に
避
難
し
た
人
た
ち
や
妻
の
民
子
さ
ん
は
）
津
波

が
見
え
た
た
め
に
、
こ
れ
で
は
だ
め
だ
と
思
っ
て
。
外
に
い
た
っ
た
ん
で
す
、（
避

難
し
た
人
た
ち
を
）
置
い
と
い
て
、
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
は
来
な
い
と
思
っ
て
。
そ

れ
で
お
墓
の
方
さ
、
あ
す
こ
は
こ
こ
よ
り
高
い
か
ら
と
思
っ
て
行
こ
う
と
思
っ
た

ら
、
も
う
波
が
こ
ん
ど
引
い
て
ら
っ
た
ん
で
す
。
家
に
入
っ
て
車
椅
子
を
外
に
出

そ
う
と
思
っ
た
ら
、
も
う
波
が
引
い
て
い
ま
し
た
っ
た
。	

（
前
川
民
子
さ
ん
談
）

　
（
避
難
者
の
移
動
を
）
終
わ
っ
て
す
ぐ
道
路
ず
っ
と
行
っ
て
、
中
の
浜
に
行
く

途
中
に
高
台
が
あ
っ
て
、
海
を
見
さ
行
っ
た
の
。
し
っ
か
り
見
た
の
最
初
の
波
が

来
る
と
こ
。
も
の
す
ご
い
高
さ
で
来
た
か
ら
ね
え
、
想
像
を
絶
し
た
ね
え
、
防
潮

堤
が
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
防
潮
堤
に
ぶ
つ
か
っ
た
波
が
盛
り
上
が
っ
て
こ

う
来
る
と
思
っ
た
ら
ね
え
、
さ
ら
に
大
っ
き
か
っ
た
た
め
に
、
防
潮
堤
は
瞬
時
に

壊
れ
た
ん
で
す
か
ね
え
。
波
の
高
さ
は
変
わ
ら
ず
、
ど
ん
と
こ
う
来
た
よ
う
な
感

じ
で
。
11
㍍
の
防
潮
堤
だ
か
ら
、
あ
れ
に
ぶ
つ
か
っ
た
波
が
跳
ね
返
る
と
い
う
か
、

て
き
て
、
笹
を
付
け
て
鳴
ら
す
笛
な
も
ん
だ
か
ら
ね
、
そ
れ
さ
作
っ
た
り
と
か
。

笹
の
葉
っ
ぱ
を
真
ん
中
に
入
れ
て
て
、
ミ
ズ
キ
の
木
を
半
分
に
割
い
て
、
そ
れ
に

挟
ん
で
、
そ
れ
を
口
に
く
わ
え
て
、
ビ
ー
ビ
ー
と
鳴
ら
し
た
訳
で
す
。
ナ
モ
ミ
が

来
た
ぞ
っ
て
入
っ
て
来
る
挨
拶
み
た
い
な
も
ん
で
す
。そ
し
て
か
ら
戸
を
じ
ょ
じ
ょ

じ
ょ
じ
ょ
な
ん
て
は
た
い
て
、
入
っ
て
行
っ
て
。
子
ど
も
ら
は
見
た
瞬
間
逃
げ
る

か
ら
ね
、
ち
ょ
っ
と
大
っ
き
く
な
れ
ば
、
来
る
の
が
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
隠
れ
て
。

お
れ
た
ち
の
年
代
の
人
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
経
験
は
し
て
っ
か
ら
ね
。

　
貴
船
神
社
の
お
祭
り
は
旧
の
４
月
８
日
、
お
釈
迦
様
の
生
ま
れ
た
日
程
が
そ
う

だ
っ
た
け
ど
も
、
今
は
５
月
の
３
日
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ね
。
前
は
神
輿
を
担

い
で
各
家
回
っ
て
。
子
ど
も
た
ち
に
担
が
せ
る
よ
う
に
し
た
ん
だ
け
ど
も
、
大
っ

き
く
作
り
す
ぎ
て
ね
え
、
重
た
く
な
っ
て
、
青
年
会
が
…
。
半
纏
も
１
０
０
ぐ
ら

い
作
っ
て
、
ひ
と
こ
ろ
は
宮
古
の
秋
祭
り
さ
部
落
の
人
た
ち
が
み
ん
な
行
っ
て
、

山
車
引
っ
ぱ
り
方
し
た
ん
だ
よ
ね
。
あ
あ
い
う
の
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、
飲
ま

せ
食
わ
せ
し
ね
ば
な
ん
ね
か
ら
、
金
持
っ
て
ね
え
ば
だ
め
な
ん
だ
ね
。

□　
前
川
正
幸
さ
ん
の
話

昭
和
19
（
１
９
４
４
）
年
生
。
崎
山・女
遊
戸
。
漁
業
。（
当
時
）
部
落
会
会
長
。

民
生
委
員
。
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
９
日
、
話
を
う
か
が
っ
た
。

□　
前
川
民
子
さ
ん
の
話

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
生
。
正
幸
さ
ん
夫
人
。
主
婦
。
途
中
の
談
。

　
（
地
震
の
時
）
私
は
家
に
い
ま
し
た
っ
た
。
下
の
方
（
海
岸
付
近
）
か
ら
こ
こ
に

引
っ
越
し
て
き
て
、１
年
も
し
な
い
で
津
波
が
来
た
ん
で
す
。
元
の
所
に
建
て
る
っ

つ
う
予
定
も
あ
っ
た
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
こ
は
全
壊
で
し
た
。
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く

こ
こ
に
来
て
。
こ
こ
に
い
て
地
震
を
感
じ
て
、
ま
ず
今
ま
で
に
な
か
っ
た
、
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
揺
れ
だ
っ
た
の
で
ね
え
。
確
か
ね
え
、
小
っ
ち
ゃ
い
時
だ
な
あ
、

や
っ
ぱ
り
夜
中
に
け
っ
こ
う
大
き
な
地
震
が
し
た
記
憶
が
あ
っ
て
、
夜
中
に
逃
げ

て
、
確
実
に
津
波
が
来
る
っ
て
思
っ
た
か
ら
ね
。

　
３
月
10
日
の
晩
が
２
回
目
の
崎
山
地
区
全
体
の
津
波
対
策
検
討
会
っ
て
い
う
の

が
宮
古
市
の
危
機
管
理
室
（
課
）
の
主
催
で
あ
っ
て
。
消
防
と
か
海
を
抱
え
て
い

る
地
区
の
代
表
と
か
、
民
生
委
員
と
か
、
下
の
漁
業
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
て
。
津
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逃
げ
ろ
、
逃
げ
ろ
」
っ
て
、
い
ち
ば
ん
先
に
そ
れ
を
持
っ
て
行
っ
て
。

	

（
前
川
民
子
さ
ん
談
）

　
田
老
か
ら
嫁
さ
ん
に
来
た
人
が
下
の
方
に
１
人
お
っ
て
ね
、
そ
の
方
が
誘
導
し

て
、
高
い
方
が
い
い
っ
て
ね
、
逃
が
し
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
。

　
私
の
弟
が
い
る
隣
に
、
90
代
の
お
婆
さ
ん
が
１
人
い
て
、
地
震
で
物
が
落
ち
た

の
を
片
付
け
て
い
る
最
中
だ
っ
た
の
。
弟
の
家
さ
行
く
前
に
そ
こ
さ
寄
っ
て
、「
そ

ん
な
こ
と
し
な
く
て
い
い
か
ら
、
逃
げ
ね
ば
な
ん
ね
え
か
ら
」
っ
て
ね
。
た
ま
た

ま
隣
に
田
老
か
ら
来
た
方
が
お
っ
て
、
ミ
ネ
ち
ゃ
ん
（
前
川
峯
・
68
歳
）
っ
て
言

う
ん
だ
け
ど
、「
お
婆
さ
ん
を
連
れ
て
、と
り
あ
え
ず
逃
が
し
て
け
ろ
」と
頼
ん
で
ね
。

　
そ
の
前
に
、
お
ふ
く
ろ
と
息
子
と
い
て
、
全
然
逃
げ
よ
う
と
し
て
な
か
っ
た
か

ら
、こ
の
人
た
ち
も
。
お
婆
さ
ん
は
庭
に
出
て
た
っ
た
か
ら
、「
ぜ
っ
た
い
津
波
来
っ

か
ら
、
逃
げ
ね
ば
な
ん
ね
え
」
っ
て
。
息
子
も
車
置
い
た
ま
ま
逃
げ
て
。
実
家
は

す
ぐ
そ
っ
か
ら
車
で
、こ
っ
ち
に
上
が
れ
ば
い
が
っ
た
ん
で
す
け
ど
。
車
が
混
む
っ

て
い
う
こ
と
は
な
い
か
ら
ね
。
車
も
流
し
て
し
ま
っ
て
。

　
被
害
に
は
遭
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
え
。
私
の
家
も
明
治
29
年
の
大
津
波
の
時
は
、

全
部
流
さ
れ
て
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
訳
で
す
よ
、
私
の
家
の
先
祖
は
。
た
だ
、
私

の
家
の
「
与
惣
治
屋
（
ヨ
ソ
ジ
ヤ
）」
っ
て
い
う
屋
号
が
あ
っ
て
、
こ
こ
の
地
区
の

大
上
さ
ん
っ
て
と
こ
の
分
家
だ
っ
た
ら
し
い
ん
で
す
。
途
絶
え
た
も
ん
だ
か
ら
、

与
惣
治
屋
の
財
産
を
、本
家
か
ら
お
婆
さ
ん
が
来
て
、お
爺
さ
ん
が
田
代
か
ら
来
て
、

明
治
29
年
の
津
波
の
後
、
与
惣
治
屋
を
継
い
だ
訳
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
私
は
ま
だ

３
代
目
な
ん
で
す
よ
。
３
代
し
か
た
っ
て
な
い
で
す
よ
。
本
来
は
い
ち
ば
ん
古
い

カ
マ
ド
だ
っ
た
ら
し
い
か
ら
、
何
代
か
は
あ
っ
た
は
ず
な
ん
だ
け
ど
、
途
絶
え
た

か
ら
ね
え
。

　
昭
和
の
大
津
波
の
時
は
、被
害
は
こ
こ
の
地
区
に
は
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
ず
っ

と
下
の
川
沿
い
に
上
が
っ
た
だ
け
で
ね
。
チ
リ
津
波
の
時
も
津
波
は
上
が
り
ま
せ

ん
で
し
た
、
こ
こ
の
地
区
は
ね
。
石
碑
を
立
ち
上
げ
る
時
、
明
治
（
大
津
波
）
を

な
ぞ
っ
て
み
た
ら
ば
、
こ
の
地
区
で
23
戸
あ
っ
た
地
区
が
19
戸
流
失
し
て
、
63
名

の
犠
牲
者
が
出
た
っ
つ
う
の
が
刻
ま
れ
て
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
私
た
ち
に
は
全

然
伝
わ
っ
て
な
い
か
ら
。
口
で
は
つ
な
が
っ
た
ん
だ
け
ど
、
ど
っ
か
で
途
切
れ
て

盛
り
上
が
っ
て
こ
う
来
る
の
か
な
と
思
っ
た
ら
、
全
然
そ
ん
な
こ
と
な
い
、
来
た

波
が
ど
ん
と
ね
、も
の
す
ご
か
っ
た
ね
、一
瞬
で
壊
れ
て
ん
の
か
も
し
れ
な
い
な
あ
、

あ
の
防
潮
堤
ね
え
。

　
気
が
動
転
し
て
ん
だ
ろ
う
ね
、
カ
メ
ラ
を
向
け
る
、
ケ
イ
タ
イ
持
っ
て
ら
っ
た

か
ら
、
写
真
全
然
撮
ろ
う
っ
て
気
が
な
か
っ
た
な
あ
。
こ
こ
は
沖
合
だ
か
ら
、
き

れ
い
な
波
が
青
い
海
が
…
。
た
と
え
ば
湾
内
だ
と
黒
い
波
が
押
し
寄
せ
た
と
い
う

け
ど
ね
、
こ
こ
は
重
茂
も
そ
う
で
す
け
ど
も
、
青
い
波
が
来
た
っ
て
い
う
感
じ
で

ね
え
。

　
そ
こ
に
橋
が
あ
り
ま
す
ね
、
橋
い
っ
ぱ
い
に
溢
れ
て
、
川
沿
い
に
も
っ
と
上
に

あ
が
っ
た
し
、
波
そ
の
も
の
は
橋
の
上
10
㍍
ぐ
ら
い
ま
で
し
か
行
か
な
い
か
ら
。

引
き
波
が
こ
こ
を
通
っ
て
、家
に
も
入
っ
た
ん
で
す
よ
。
畳
が
１
枚
こ
こ
さ
上
が
っ

て
。
か
ろ
う
じ
て
こ
こ
は
家
に
は
入
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
え
、
三た

た

き
和
土
の
と
こ

ま
で
か
な
あ
。

　
あ
っ
ち
の
川
沿
い
に
波
が
行
っ
た
か
ら
、
あ
っ
ち
に
行
っ
た
波
と
こ
っ
ち
に
来

た
波
と
分
か
れ
た
か
ら
。
下
の
セ
ン
タ
ー
を
呑
み
込
む
と
こ
も
見
た
の
か
な
。
あ

れ
が
あ
っ
て
波
が
抑
え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
よ
。こ
ん
な
幅
の
鉄
が
ぐ
に
ゃ
ぐ
に
ゃ

曲
が
っ
て
ね
。
ひ
で
え
も
ん
だ
ね
え
。
川
に
相
当
入
り
ま
し
た
が
ね
。

　
女
遊
戸
で
は
お
か
げ
さ
ま
で
ね
え
、
犠
牲
者
が
出
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
え
。

下
の
方
で
流
さ
れ
て
全
壊
で
８
軒
。
14
、
５
人
、
全
部
す
ぐ
後
ろ
の
山
に
上
が
っ

て
ね
。
う
ま
く
そ
こ
に
行
っ
て
、そ
こ
で
待
機
し
て
。
最
初
は
神
社
に
行
っ
た
け
ど
、

神
社
で
も
危
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
、
杉
山
の
上
の
方
の
沢
に
回
っ
た
っ
て
言
っ

て
ま
し
た
っ
け
ね
え
。
津
波
対
策
検
討
会
が
開
か
れ
た
こ
と
が
、
私
の
中
に
は
意

識
と
し
て
す
ご
く
あ
っ
て
。
や
っ
ぱ
り
知
識
よ
り
意
識
だ
か
ら
。
意
識
を
持
っ
た

人
が
い
な
い
と
…
。

　
そ
れ
に
、田
老
で
津
波
に
遭
っ
た
人
が
「
地
震
が
来
た
ら
、逃
げ
ろ
、逃
げ
ろ
」
っ

て
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
親
に
言
わ
れ
て
た
っ
て
言
っ
て
ん
で
す
よ
。
持
ち
物
を
用

意
し
て
い
た
っ
た
っ
て
、
ふ
だ
ん
か
ら
。
物
を
持
つ
の
も
準
備
し
て
、
寒
く
て
は

大
変
だ
と
毛
布
か
ら
持
っ
て
、
上
が
っ
た
ん
だ
そ
う
で
す
よ
。
小
さ
い
時
か
ら
の

親
か
ら
の
イ
ワ
レ
で
、「
あ
っ
、
こ
の
地
震
で
は
だ
め
だ
」
と
思
っ
て
。「
は
あ
、
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し
て
、
そ
っ
ち
の
方
が
心
配
で
来
た
っ
た
の
。

　
海
か
ら
上
が
っ
て
家
さ
来
て
、
５
分
も
た
た
ね
え
か
な
、
妙
な
音
が
し
て
、
津

波
だ
っ
て
。
パ
ト
カ
ー
が
下
り
て
行
っ
た
の
は
見
た
っ
た
の
ね
、
す
ぐ
脇
道
路
が

通
っ
て
っ
か
ら
。
だ
ど
も
降
り
て
っ
て
か
ら
、
ど
こ
の
お
父
っ
ち
ゃ
ん
だ
か
わ
か

ん
ね
え
ど
も
、「
父
ち
ゃ
ん
、
津
波
が
来
た
か
ら
逃
げ
ろ
っ
」
な
ん
て
、
し
ゃ
べ
る

の
を
聞
い
て
ん
の
ね
。そ
れ
か
ら
、津
波
の
音
が
大
き
く
な
っ
た
た
め
に
、お
婆
ち
ゃ

ん
と
か
か
さ
ま
来
て
、
い
っ
し
ょ
に
山
さ
上
が
っ
た
の
、
す
ぐ
。
あ
れ
か
ら
な
ん

ぼ
も
上
が
ら
ね
え
で
、
す
ぐ
引
い
た
っ
け
か
ら
。
引
く
の
も
何
に
も
ね
え
、
お
れ

が
一
番
奥
の
方
だ
っ
た
か
ら
。

　
帰
り
の
道
で
、
上
が
っ
て
く
ん
と
き
は
川
も
曲
が
っ
て
来
ん
だ
っ
け
ど
ね
え
。

帰
り
に
ま
っ
す
ぐ
に
下
が
っ
た
か
ら
、
い
い
あ
ん
ば
い
に
車
置
い
て
あ
っ
た
か
ら
、

車
が
家
と
小
屋
の
間
さ
挟
ま
っ
て
。
み
ん
な
ゴ
ミ
が
そ
こ
さ
引
っ
か
か
っ
て
、
流

さ
れ
は
し
な
か
っ
た
ど
も
斜
め
に
倒
さ
れ
て
。
波
が
引
い
て
っ
て
か
ら
、
下
の
方

の
家
の
人
が
騒
い
で
っ
か
ら
、誰
か
い
た
っ
た
ん
だ
な
っ
て
。
婆
さ
ん
だ
か
、母
（
か

か
）
さ
ん
だ
か
、何
か
忘
れ
物
を
し
て
入
っ
た
ま
ま
が
れ
き
の
下
に
な
っ
て
い
た
っ

た
も
の
ね
。「
ま
た
、津
波
が
来
る
」っ
て
騒
い
で
い
っ
と
も
、「
み
ん
な
番
兵
さ
せ
て
、

来
た
ら
騒
げ
」
っ
て
。

　
が
れ
き
を
片
付
け
る
っ
て
な
か
な
か
…
。
電
線
来
て
い
る
た
め
に
、
あ
と
の
ひ

と
り
は
下
の
橋
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
さ
引
っ
掛
か
っ
て
、
が
れ
き
の
下
に
流
れ
た
っ

て
。
騒
ぐ
ば
ど
っ
か
か
ら
音
が
す
ん
だ
ね
え
。
呼
ば
わ
れ
て
道
で
、「
ど
こ
だ
、
ど

こ
だ
」
っ
て
。
が
れ
き
の
中
に
い
た
っ
た
も
ん
ね
。
そ
の
人
は
死
に
は
し
ね
え
、

生
き
て
る
も
ん
ね
、
み
ん
な
で
。
材
木
と
か
片
付
け
た
り
し
て
、
助
け
て
。

　
も
う
１
人
別
な
若
い
女
の
人
が
い
た
っ
た
の
。
車
が
い
た
の
を
見
た
っ
た
か
ら

ね
、
先
に
下
り
て
行
っ
た
の
は
わ
か
っ
て
い
た
か
ら
、
あ
と
１
人
の
人
が
そ
の
人

を
呼
ぶ
に
、
ど
っ
か
か
ら
声
が
す
る
の
ね
え
。「
ど
こ
だ
、
ど
こ
だ
」
っ
て
、
何
回

も
探
し
て
み
て
も
、
山
登
っ
て
も
一
所
懸
命
返
事
は
し
て
い
る
訳
さ
。「
下
り
て
行

こ
う
」っ
て
言
っ
た
か
ら
ね
、ど
っ
か
か
ら
声
が
す
ん
だ
よ
ね
、見
え
ね
え
の
に
。「
こ

の
辺
で
ね
え
か
」
っ
て
し
ゃ
べ
っ
て
た
ら
、
そ
こ
に
い
た
っ
た
ん
で
。

　
小
っ
ち
ゃ
く
て
も
津
波
で
あ
れ
ば
、
み
ん
な
海
さ
下
り
て
見
さ
行
っ
た
ん
だ
も

ね
。そ
ん
な
経
験
あ
る
た
め
に
、ま
さ
か（
津
波
が
）来
っ
と
は
思
わ
な
い
ん
だ
も
ね
。

る
ん
で
す
よ
ね
え
。
そ
う
と
う
大
っ
き
な
被
害
が
あ
っ
た
よ
う
だ
ね
、
明
治
29
年

の
時
は
。

　
お
そ
ら
く
上
に
い
る
下
中
村
屋
さ
ん
っ
て
い
う
屋
号
が
あ
ん
だ
け
ど
、
そ
の
方

も
中
村
が
あ
っ
て
下
中
村
が
あ
っ
て
だ
か
ら
、
そ
こ
も
途
絶
え
て
る
よ
う
な
ん
だ

ね
。
途
絶
え
た
家
が
何
軒
か
、
波
で
全
部
流
さ
れ
た
か
ら
。
そ
ん
時
は
ね
、
19
分

で
波
が
来
て
い
る
そ
う
だ
か
ら
、
夜
ね
。
地
震
が
来
て
波
が
来
る
時
間
と
ね
、
犠

牲
を
大
き
く
す
る
っ
て
ね
。今
で
こ
そ
ね
え
、何
分
で
津
波
が
到
着
す
る
っ
て
ね
え
、

こ
れ
だ
け
は
最
新
の
技
術
で
そ
う
な
っ
て
ん
だ
ど
も
。
と
り
あ
え
ず
近
場
の
高
台

に
逃
げ
る
っ
て
い
う
こ
と
が
い
ち
ば
ん
だ
い
じ
だ
ね
え
。
な
ん
ぼ
山
く
ぐ
っ
て
も

い
い
か
ら
、
道
路
な
く
て
も
い
い
か
ら
。

　
⑶　
宿

□　
佐
々
木
敏
さ
ん
の
話

昭
和
27（
１
９
５
２
）年
生
。
崎
山・宿
。
漁
業
。
崎
山
仮
設
住
宅・自
治
会
会
長
。

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
９
日
、
崎
山
仮
設
住
宅
で
話
を
う
か
が
っ
た
。

□　
前
川
要
さ
ん
の
話

昭
和
24
（
１
９
４
９
）
年
生
。
日
出
島
。
漁
業
。
途
中
の
談
。

　
地
震
が
来
た
と
き
、
お
れ
海
の
上
だ
っ
た
の
、
宿
浜
っ
て
い
う
所
で
養
殖
や
っ

て
ら
っ
た
か
ら
ね
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
岩
が
落
っ
て
来
ん
の
で
山
が
崩
れ
て
。
お
さ

ま
っ
て
か
ら
走
っ
て
行
く
べ
え
な
あ
と
思
っ
て
い
た
っ
た
ど
も
、
こ
ん
だ
そ
れ
ど

こ
ろ
じ
ゃ
ね
え
、
家
の
方
が
心
配
に
な
っ
た
も
ん
で
、
走
っ
て
来
た
っ
た
ん
で
。

家
か
ら
ち
ょ
こ
っ
と
、
ま
だ
み
な
さ
ん
は
岸
壁
に
い
た
っ
た
か
ら
、
あ
っ
ち
ゃ
船

を
繋
い
で
、
電
気
が
切
れ
た
た
め
に
船
も
上
げ
ら
れ
な
く
な
っ
た
ん
で
、
沖
さ
み

な
さ
ん
で
繋
い
で
あ
っ
た
の
。
そ
い
で
上
が
っ
て
来
て
す
ぐ
だ
っ
た
の
。

　
あ
ん
時
は
コ
ン
ブ
の
間
引
き
っ
て
や
っ
て
ら
っ
た
の
、
ワ
カ
メ
と
コ
ン
ブ
の
養

殖
を
や
っ
て
て
。
あ
ん
な
の
体
験
し
た
の
初
め
て
で
、
あ
ん
な
に
揺
れ
る
と
思
わ

な
か
っ
た
ね
、
海
の
上
で
。
山
が
崩
れ
て
、
あ
ん
時
は
お
れ
だ
け
だ
っ
た
訳
だ
な
、

海
に
い
た
っ
た
の
。家
の
方
が
心
配
で
ね
え
ば
、お
そ
ら
く
い
た
っ
た
こ
と
だ
ね
え
。

昔
っ
か
ら
の
家
が
あ
っ
た
も
ん
で
、
後
ろ
の
石
垣
が
組
ん
で
あ
っ
た
た
め
に
、
昔

の
人
た
ち
は
上
手
に
石
組
む
ん
だ
っ
け
、
そ
れ
が
崩
れ
て
転
ぶ
な
あ
と
思
っ
た
り
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被
害
に
遭
わ
な
く
て
も
だ
ん
だ
ん
に
米
も
無
く
な
っ
て
く
る
し
、店
も
無
く
な
っ

た
か
ら
。
時
間
を
決
め
て
、
食
べ
る
時
間
も
朝
は
６
時
と
か
、
お
昼
は
ラ
ー
メ
ン

み
た
い
な
の
も
食
べ
た
の
か
な
。夜
は
ご
飯
、作
る
人
が
い
て
て
、み
な
さ
ん
手
伝
っ

た
り
何
だ
り
し
て
。
夜
は
「
み
な
さ
ん
早
う
寝
ま
し
ょ
う
」
っ
つ
う
こ
と
で
９
時

ぐ
ら
い
で
、
み
ん
な
布
団
の
中
だ
っ
た
ね
。

　
ト
イ
レ
が
い
ち
ば
ん
困
っ
た
ん
だ
。
水
も
来
ね
え
か
ら
、
学
校
の
ト
イ
レ
は
だ

め
だ
わ
。
水
も
出
ね
え
し
、
た
だ
盛
り
上
が
っ
て
く
る
だ
け
で
。
小
学
校
も
中
学

校
も
使
え
ね
え
。
下
の
プ
ー
ル
か
ら
バ
ケ
ツ
さ
水
汲
ん
で
き
て
置
い
て
ね
え
、
そ

れ
で
流
す
と
か
。
ま
さ
か
山
さ
行
っ
て
た
れ
る
訳
に
は
い
か
ね
え
し
。

　
水
だ
の
電
気
だ
の
来
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
お
ら
み
て
え
な
飲
む
人
た
ち
は
、

貰
っ
た
の
を
隠
れ
て
飲
ん
だ
り
し
た
の
、み
ん
な
に
わ
か
ら
れ
て
。
夕
飯
だ
け
じ
ゃ

あ
…
。
好
き
な
く
ら
い
飲
む
訳
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
ら
ね
え
。
缶
ビ
ー
ル
１
本
ぐ
ら

い
の
は
、
酒
が
あ
れ
ば
ワ
ン
カ
ッ
プ
１
つ
ぐ
ら
い
と
か
、
そ
の
ぐ
ら
い
し
か
飲
ま

な
か
っ
た
か
ら
ね
え
。

　
そ
こ
ら
に
い
た
人
た
ち
は
、
テ
ー
ブ
ル
の
下
さ
置
い
て
あ
っ
た
っ
て
、
あ
っ
ち

の
人
た
ち
か
ら
見
え
ん
だ
も
の
。「
見
ら
れ
た
な
あ
」
っ
て
言
っ
て
、
堂
々
と
や
っ

て
し
ま
っ
て
。
薬
程
度
に
ね
。
睡
眠
薬
飲
む
ぐ
ら
い
な
も
ん
で
、
眠
り
薬
で
す
ね
。

□　
佐
々
木
信
幸
さ
ん
の
話

昭
和
49
（
１
９
７
４
）
年
生
。
崎
山
・
宿
。
漁
業
。

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
４
月
25
日
、
話
を
う
か
が
っ
た
。

　
地
震
が
起
き
た
時
は
、娘
を
迎
え
に
。
宿
の
集
落
か
ら
車
で
学
校
さ
迎
え
に
行
っ

た
訳
だ
。
小
学
校
で
待
っ
て
て
地
震
に
遭
っ
て
。
わ
ら
す
の
こ
と
は
小
学
校
に
い
っ

か
ら
大
丈
夫
だ
な
あ
と
思
っ
て
。
１
回
家
さ
、
１
人
で
行
き
着
い
て
か
ら
、
そ
こ

で
ま
た
地
震
が
あ
っ
た
ん
だ
か
ら
ね
。
そ
し
て
こ
れ
は
う
ま
く
ね
え
べ
え
と
言
う

こ
と
で
、
親
父
は
海
に
行
っ
て
た
ん
だ
ね
、
海
に
行
か
ね
ば
い
い
も
の
を
。
船
を

助
け
よ
う
と
思
っ
て
。

　
そ
し
た
っ
け
や
海
が
す
っ
か
り
引
け
て
て
、
も
う
岸
壁
の
底
が
見
え
て
る
ん
す
。

生
ま
れ
て
初
め
て
見
た
が
ね
、お
ら
は
ね
。こ
ん
な
に
も
引
く
も
ん
だ
べ
な
あ
っ
て
。

そ
し
て
１
回
来
た
ん
だ
が
ね
、こ
う
う
つ
ら
う
つ
ら
ぐ
れ
え
に
、そ
れ
か
ら
引
け
て
、

宿
の
部
落
の
１
人
が
車
で
ま
っ
す
ぐ
上
が
っ
て
く
れ
ば
助
か
っ
た
の
を
、
中
の
浜

の
方
に
下
り
て
い
っ
た
だ
ろ
う
ね
、
車
で
ね
え
。

　
中
の
浜
で
は
息
子
と
船
引
い
て
て
、
引
っ
張
っ
て
て
、
来
た
ん
だ
ら
し
い
だ
っ

け
ね
。
だ
め
だ
と
思
っ
て
そ
の
息
子
は
、
だ
ま
っ
て
宿
さ
上
が
っ
て
き
て
助
か
っ

た
っ
て
。
親
父
が
中
の
浜
の
方
に
立
っ
て
っ
た
ん
だ
も
の
ね
。（
津
波
の
犠
牲
者
は
）

宿
は
１
人
ね
、
古
里
に
１
人
い
ん
の
ね
。
わ
ざ
わ
ざ
上
が
っ
て
来
て
て
、
浜
の
道

具
を
下
ろ
し
て
、
津
波
を
見
に
ま
た
下
り
て
来
た
ん
だ
っ
け
よ
。
中
の
浜
の
方
さ

行
っ
て
亡
く
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
ね
。

　
津
波
は
見
ね
え
の
ね
、
後
ろ
か
ら
来
た
の
は
後
ろ
だ
け
見
て
て
、
ど
の
く
ら
い

の
高
さ
で
来
た
か
は
見
ね
え
の
ね
、
そ
れ
ど
こ
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
ら
。
狭
か
っ
た

か
ら
ね
、
浜
の
方
は
山
と
山
の
間
で
。
警
察
が
「
逃
げ
ろ
」
っ
て
言
っ
た
の
を
聞

い
て
、
波
の
大
き
な
音
が
し
た
た
め
に
、
逃
げ
る
の
が
先
だ
と
思
っ
て
、
後
ろ
通
っ

た
水
は
見
て
な
か
っ
た
、
上
が
っ
て
か
ら
引
い
て
っ
た
の
を
見
た
だ
け
で
ね
え
。

ど
の
程
度
で
上
が
っ
て
来
た
ん
だ
か
は
、
全
然
見
て
ね
え
ん
だ
よ
ね
。

　
婆
さ
ん
な
ど
は
部
落
の
自
治
会
館
で
宿
の
人
た
ち
は
、
３
日
ぐ
ら
い
泊
ま
っ
た

べ
か
。
そ
れ
で
も
容
易
で
は
ね
え
び
し
、「
避
難
所
さ
、
体
育
館(

崎
山
小
学
校)

さ
行
っ
た
ら
ば
」
と
言
う
の
で
、
そ
こ
さ
来
た
っ
た
ん
だ
も
ね
。

　
こ
こ
（
仮
設
住
宅
）
さ
入
っ
た
の
が
ね
え
、
６
月
の
11
日
か
、
10
日
に
入
っ
た
。

（
避
難
所
で
は
）
女
遊
戸
の
人
た
ち
も
中
の
浜
、宿
、日
出
島
の
人
も
最
初
は
い
た
っ

た
ん
だ
よ
ね
、
大
沢
の
人
た
ち
と
か
、
見
た
こ
と
も
ね
え
人
た
ち
が
い
っ
ぺ
え
い

ん
だ
も
の
、
な
ん
ぼ
隣
の
部
落
だ
っ
て
話
も
し
た
こ
と
が
ね
え
だ
ん
だ
が
ね
え
。

避
難
所
さ
行
っ
て
か
ら
仲
良
く
話
し
し
た
り
、
こ
っ
ち
ゃ
来
て
か
ら
も
、
な
ん
ぼ

隣
の
部
落
で
も
話
し
も
し
た
こ
と
も
ね
え
、
１
年
に
１
回
か
２
回
し
か
行
き
会
わ

ね
え
も
の
。

　
最
初
の
３
日
は
地
獄
さ
。
有
り
合
わ
せ
で
流
れ
ね
え
家
か
ら
米
を
貰
っ
て
来
て

て
、
誰
か
が
炊
い
て
来
て
、
そ
ん
時
来
る
訳
だ
。
ま
あ
時
間
関
係
な
く
、
お
昼
で

も
夕
飯
で
も
、
ご
飯
が
炊
け
た
時
に
持
っ
て
来
て
配
給
す
る
と
い
う
よ
う
な
、
最

初
は
ね
。	

（
前
川
要
さ
ん
談
）
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の
下
さ
、
け
っ
こ
う
な
規
模
だ
っ
た
も
ん
ね
。
そ
れ
が
い
つ
の
間
に
か
、
次
々
に

無
く
な
っ
て
い
っ
て
っ
て
。

　
そ
の
後
は
親
父
を
探
す
た
め
、
案
内
し
た
人
た
ち
を
帰
え
し
て
、
消
防
団
員
の

人
た
ち
と
、
そ
こ
ら
の
若
え
人
た
ち
で
５
日
ぐ
れ
え
は
探
し
た
と
思
っ
た
が
ね
。

５
日
ぐ
れ
え
は
こ
こ
ら
、
う
ろ
か
ら
う
ろ
か
ら
っ
て
、
こ
っ
ち
ゃ
抜
け
た
り
し
て
、

そ
こ
ら
も
探
し
た
ど
も
。
遅
く
な
っ
て
き
て
、雪
が
降
っ
て
き
て
、「
や
め
っ
か
」
っ

つ
ん
で
、
こ
の
ま
ん
ま
避
難
所
さ
行
っ
た
っ
た
ど
も
。
ず
ー
っ
と
そ
れ
か
ら
避
難

所
だ
が
ね
、
仮
設
が
出
来
る
ま
で
。

　
お
爺
さ
ん
と
お
ふ
く
ろ
は
病
院
だ
っ
た
が
ね
、
津
波
の
水
飲
ん
だ
ん
で
病
院
さ

行
っ
て
。
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
よ
う
な
格
好
だ
も
の
。
お
爺
さ
ん
は
し
ば
ら
く
か

か
っ
た
が
ね
。
腰
が
痛
て
え
、
腰
が
痛
て
え
と
思
っ
た
っ
た
け
れ
ど
も
、
毒
が
回
っ

て
う
ま
く
ね
え
っ
て
、
そ
ん
な
風
だ
っ
た
ん
で
、
そ
れ
で
盛
岡
さ
い
い
と
こ
が
見

つ
か
っ
て
、
何
と
か
や
っ
た
ど
も
。
お
爺
さ
ん
の
方
は
寝
た
き
り
に
な
っ
た
っ
た

ん
で
。
た
ぶ
ん
そ
の
津
波
の
水
が
悪
か
っ
た
ん
で
ね
え
で
す
か
、
肺
が
す
っ
か
り

ね
え
、片
方
が
す
っ
か
り
膿
に
な
っ
て
、そ
れ
取
っ
た
後
も
、「
も
う
長
く
は
ね
え
」っ

て
し
ゃ
べ
ら
れ
た
も
の
。

　
家
を
建
て
っ
ぺ
え
と
し
た
ど
も
不
幸
続
き
で
。
去
年
は
お
爺
さ
ん
が
亡
く
な
っ

て
、
先
月
は
お
婆
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
ん
で
、
な
か
な
か
…
。
た
ぶ
ん
最
後
ま
で

残
る
予
定
で
ね
え
か
な
っ
て
言
わ
れ
て
た
ん
で
。
あ
ん
ま
り
今
年
は
い
い
年
で
ね

え
っ
て
し
ゃ
べ
ら
れ
て
。
厄
年
も
ぶ
つ
か
っ
て
た
か
ら
、
家
を
建
て
て
何
か
あ
っ

た
時
は
…
。
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
で
も
っ
て
思
っ
ち
ゃ
う
ど
も
。

　
お
ら
の
方
は
、
組
合
は
遅
か
っ
た
ん
だ
よ
な
、
宮
古
漁
協
は
。
他
の
組
合
は
ね
、

早
か
っ
た
ん
だ
ど
も
。
お
ら
の
方
は
５
月
か
６
月
末
だ
っ
た
か
な
、
手
付
け
た

の
。
そ
っ
か
ら
手
を
付
け
た
ん
だ
で
ば
、
何
も
か
に
も
。
船
は
何
と
か
ね
え
、
生

き
て
ん
の
が
鍬
ヶ
崎
さ
２
艘
大
っ
き
い
の
が
い
た
っ
た
ん
だ
。
そ
れ
は
力
が
強
く

て
。
２
艘
古
い
の
が
助
か
っ
て
、
１
艘
は
三
陸
町
の
方
ま
で
流
れ
て
た
ん
だ
っ
け

ど
、そ
れ
を
持
っ
て
来
ち
ゃ
っ
た
け
ど
も
。後
は
エ
ン
ジ
ン
が
つ
か
ね
え
船
ば
２
艘
、

宮
古
か
ら
持
っ
て
来
た
ん
じ
ゃ
ね
え
で
す
か
。
そ
れ
は
扱
う
の
に
良
か
っ
た
ん
で
、

あ
ん
の
だ
け
で
や
っ
た
っ
た
の
ね
。

　
（
犠
牲
者
は
）
宿
で
は
１
人
じ
ゃ
が
ね
、
お
ら
が
家
ぐ
れ
え
じ
ゃ
ね
え
で
す
か
。

２
、３
分
も
し
ね
え
う
ち
に
大
っ
き
い
の
が
来
て
る
か
ら
。
そ
れ
か
ら
逃
げ
た
ん
だ

ど
も
、
か
ろ
う
じ
て
お
ら
と
あ
と
１
人
い
た
人
が
上
ま
で
逃
げ
た
ど
も
。
親
父
は

後
回
し
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
た
ぶ
ん
ト
ン
ネ
ル
か
ら
抜
け
て
っ
た
ん
じ
ゃ
ね
え

か
な
と
思
っ
て
、
中
の
浜
の
方
に
ね
。
ト
ン
ネ
ル
か
ら
抜
け
て
っ
た
ん
じ
ゃ
ね
え

か
な
あ
と
思
っ
て
。
そ
し
た
後
、沖
さ
流
れ
て
っ
た
ん
じ
ゃ
あ
ね
え
か
な
あ
と
思
っ

た
の
す
。

　
そ
し
て
す
ぐ
引
け
た
後
、
４
、５
人
で
見
さ
行
っ
た
ど
も
、
跡
形
も
無
く
て
。
そ

れ
で
も
３
人
か
な
、
家
族
が
家
の
中
に
残
っ
て
て
、
爺
さ
ん
と
お
ふ
く
ろ
と
。
あ

と
は
下
の
家
の
人
が
、
１
人
こ
こ
ら
の
途
中
に
さ
さ
っ
て
て
、
何
と
か
か
ん
と
か

助
か
っ
て
。
３
人
は
助
け
た
の
か
ね
え
。
引
け
て
か
ら
３
分
も
し
ね
え
う
ち
に
、

こ
の
大
っ
き
い
の
が
来
た
か
ら
、
誰
も
あ
ん
な
の
が
来
っ
と
思
わ
ね
え
で
。

　
津
波
が
来
る
っ
て
予
測
し
な
か
っ
た
も
ん
ね
。
た
だ
１
回
目
が
な
っ
て
、
こ
う

揺
ら
す
ぐ
れ
え
か
な
と
思
っ
ち
ゃ
っ
た
も
ん
ね
。
そ
れ
ぐ
ら
え
に
し
か
思
っ
て
な

く
て
、
そ
の
日
の
引
き
方
を
見
て
、
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
な
あ
と
思
っ
た
っ
た
ど
も
。

思
っ
た
時
に
は
も
う
波
が
来
ち
ゃ
っ
た
か
ら
ね
。

　
奥
さ
ん
は
わ
ら
す
の
こ
と
で
小
学
校
の
方
へ
行
っ
ち
ゃ
っ
た
し
、
お
爺
さ
ん
は

足
が
不
自
由
で
、
爺
さ
ん
が
逃
げ
ね
え
か
ら
っ
て
、
お
ふ
く
ろ
は
そ
れ
さ
連
れ
た
っ

た
、
１
人
で
。
お
婆
さ
ん
は
途
中
、
こ
こ
ら
で
歩
っ
て
あ
っ
た
ん
で
、
そ
れ
を
引
っ

張
っ
て
、
高
け
え
と
こ
ま
で
連
れ
て
っ
た
ど
も
。
子
ど
も
た
ち
は
帰
っ
て
来
ね
え

か
ら
良
か
っ
た
の
よ
。

　
集
落
の
上
か
ら
３
軒
目
ぐ
れ
え
ま
で
は
残
っ
た
の
か
な
。
お
ら
が
家
ま
で
ぐ
れ

え
が
残
っ
た
の
か
な
。
あ
と
は
み
ん
な
下
は
無
え
ご
っ
た
ね
。
お
ら
の
１
軒
下
ま

で
残
っ
た
の
か
な
。
そ
の
下
の
家
は
無
え
が
ね
、
何
も
。

　
避
難
先
は
小
学
校
と
部
落
の
セ
ン
タ
ー
と
に
分
か
れ
た
ん
だ
が
ね
。
セ
ン
タ
ー

も
何
人
か
行
っ
た
ん
だ
が
ね
。
残
り
は
小
学
校
さ
に
行
く
か
っ
て
、
２
つ
に
分
か

れ
た
ん
だ
っ
け
。
か
ろ
う
じ
て
道
路
の
カ
ー
ブ
の
こ
こ
ら
ま
で
上
が
れ
ば
助
か
っ

た
よ
う
な
格
好
で
。
船
の
方
は
み
ん
な
持
っ
て
行
か
れ
て
、
湾
内
さ
ぐ
る
ぐ
る
っ

て
回
っ
て
て
、
そ
し
て
粉
々
に
な
っ
て
終
わ
り
で
。
４
、５
艘
ぐ
れ
え
残
っ
た
ぐ
れ

え
で
、
後
は
み
ん
な
粉
々
に
な
っ
た
り
、
こ
こ
ら
の
浜
に
寄
っ
た
り
、
ご
み
と
い
っ

し
ょ
に
、瓦
礫
と
い
っ
し
ょ
に
、何
も
か
に
も
混
ざ
っ
て
、カ
ン
ト
リ
ー
（
ゴ
ル
フ
場
）
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ま
ず
、「
米
は
ね
え
」
と
か
「
食
べ
物
が
ね
え
」
っ
て
こ
と
で
、
と
に
か
く
食
べ

も
の
確
保
し
よ
う
っ
て
。
私
た
ち
が
提
案
し
て
、
被
災
し
な
い
地
区
か
ら
貰
っ
て

歩
っ
て
。
け
っ
こ
う
集
ま
っ
た
ん
で
す
よ
ね
、
今
度
は
、
炊
き
出
し
し
な
き
ゃ
な

ん
な
い
、
何
に
も
道
具
が
な
い
訳
で
す
ね
え
。
早
稲
栃
の
自
治
会
で
、「
じ
ゃ
あ
お

れ
の
方
で
お
に
ぎ
り
作
っ
て
持
っ
て
来
っ
か
ら
」
っ
て
、
徐
々
に
こ
う
輪
が
広
が
っ

て
っ
た
ん
で
す
よ
。

　
１
週
間
ぐ
ら
い
た
っ
て
か
ら
、役
所
が
動
き
出
し
て
。
支
援
物
資
が
あ
っ
ち
こ
っ

ち
か
ら
来
る
よ
う
に
な
っ
て
。
１
か
月
ぐ
ら
い
は
物
を
集
め
た
の
か
な
あ
。
人
が

流
さ
れ
て
亡
く
な
っ
た
り
、
自
分
の
身
内
も
亡
く
な
っ
た
り
で
す
ね
え
。
動
揺
し

て
興
奮
し
て
ん
だ
か
み
ん
な
、
指
図
す
ん
で
す
け
ど
も
、
な
か
な
か
言
う
こ
と
聞

か
な
い
ん
で
す
よ
ね
え
。

　
地
元
の
わ
れ
わ
れ
の
言
う
こ
と
は
聞
く
ん
で
す
け
ど
、
役
所
が
命
令
的
に
こ
う

や
っ
と
反
発
す
ん
で
す
よ
、「
何
だ
お
め
え
ら
」
っ
て
。
け
っ
き
ょ
く
地
元
の
下
請

け
の
わ
れ
わ
れ
が
「
何
と
か
、
じ
ゃ
あ
や
り
ま
し
ょ
う
」
っ
て
い
う
こ
と
で
。「
こ

れ
で
い
い
か
、
こ
れ
で
い
い
か
」
っ
て
確
認
し
な
が
ら
、
こ
う
や
っ
て
っ
た
ん
で

す
よ
。
そ
れ
が
何
と
か
落
ち
着
か
せ
て
、
興
奮
も
覚
め
て
。
体
育
館
に
４
か
月
ぐ

ら
い
は
お
っ
た
ね
え
。
そ
の
間
、
私
も
交
代
で
や
っ
た
ん
で
す
が
ね
え
。

　

誰
か
行
っ
て
な
い
と
、
地
元
の
人
が
行
っ
て
な
い
と
、
安
心
っ
つ
う
か
ね
え
。

お
れ
が
行
か
ね
え
と
、「
何
で
来
な
か
っ
た
」
っ
て
。
頼
る
っ
つ
う
よ
り
も
、
覚
え

た
顔
が
い
れ
ば
安
心
す
る
ん
だ
っ
て
。
仕
方
ね
え
と
い
う
よ
り
も
、
忙
し
く
て
も

顔
は
出
し
て
や
っ
た
ん
で
す
よ
。
自
治
会
の
会
長
さ
ん
な
ど
が
、
２
人
、
３
人
交

代
で
こ
う
顔
出
し
て
。
何
か
あ
れ
ば
相
談
に
来
た
り
し
て
。
そ
れ
で
今
度
は
、
私

た
ち
が
市
役
所
の
担
当
に
行
く
よ
う
に
仕
向
け
た
ん
で
す
よ
。
１
か
月
ぐ
ら
い
で
、

役
所
の
担
当
が
親
身
に
な
っ
て
や
っ
て
ま
し
た
ね
え
。

　
（
地
震
の
時
は
）
家
に
い
た
ん
で
す
よ
。
こ
こ
の
地
区
は
そ
ん
な
に
揺
れ
な
い
ん

で
す
よ
。
何
も
無
か
っ
た
ん
で
す
よ
、
こ
こ
。
地
盤
が
堅
い
と
こ
で
、
地
震
が
あ
っ

て
も
３
度
か
４
度
あ
た
り
で
動
く
っ
つ
う
と
か
。
こ
の
間
の
７
度
か
８
度
か
、
確

か
に
揺
れ
た
ん
で
す
け
ど
、
物
は
落
ち
な
い
し
ね
え
。

　
今
回
の
場
合
は
ド
ン
と
来
て
か
ら
長
く
続
い
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
地
震
か
な

あ
っ
て
感
じ
で
。
外
で
木
を
伐
っ
て
ら
っ
た
ん
で
す
よ
。
チ
ェ
ン
ソ
ー
で
、
音
が

そ
し
て
、
中
の
浜
に
１
人
い
た
が
ね
。
こ
の
宿
の
上
の
古
里
部
落
の
人
も
浜
見
さ

行
っ
て
。
そ
の
途
中
に
津
波
に
遭
っ
た
っ
つ
う
よ
う
な
格
好
だ
も
の
。
こ
こ
ら
辺

は
少
ね
え
方
だ
が
ね
。
こ
う
な
っ
ち
ゃ
、
個
人
個
人
の
よ
う
な
格
好
に
な
っ
た
っ

た
も
の
、最
後
は
。
だ
か
ら
、敏
さ
ん
と
お
ら
が
い
る
だ
け
な
ん
だ
っ
け
ね
、浜
や
っ

て
ん
の
。

　
宿
漁
港
っ
つ
う
の
は
、
女
遊
戸
、
中
の
浜
の
人
も
出
ん
で
、
古
里
の
人
も
出
っ

か
ら
。
上
の
崎
山
の
部
落
の
人
た
ち
も
浜
に
下
り
て
き
て
、
二
手
に
分
か
れ
て
ん

だ
で
ば
、
日
出
島
の
方
と
こ
っ
ち
の
方
で
。
こ
っ
ち
の
部
落
の
人
は
日
出
島
、
こ
っ

ち
の
部
落
の
人
は
宿
っ
つ
う
格
好
に
な
っ
て
。
そ
れ
な
ん
で
、５
、60
ぐ
れ
え
か
ね
。

浜
で
食
っ
て
る
と
な
っ
と
、
ア
ワ
ビ
と
ウ
ニ
だ
け
で
出
て
る
人
も
あ
れ
ば
。
み
ん

な
宮
古
組
合
に
な
っ
て
て
、
部
落
別
に
分
か
れ
て
る
訳
だ
。
崎
山
地
区
で
み
ん
な

１
つ
に
な
っ
て
て
。
た
だ
港
が
２
つ
に
分
か
れ
て
る
だ
け
で
。
港
、
港
で
買
い
人

が
来
て
、
そ
こ
で
買
い
取
っ
て
る
よ
う
な
格
好
だ
も
の
。

　
ウ
ニ
と
ア
ワ
ビ
と
、
今
の
時
期
は
ソ
イ
だ
の
マ
ツ
モ
だ
の
、
フ
ノ
リ
だ
の
ヒ
ジ

キ
だ
の
っ
て
。
そ
し
て
そ
れ
が
終
わ
れ
ば
、
今
度
は
天
然
の
ワ
カ
メ
を
採
っ
て
、

こ
の
ご
ろ
採
ん
ね
え
ど
も
ね
、
ワ
カ
メ
が
安
く
て
。
漁
を
や
め
る
っ
て
こ
と
は
、

組
合
を
や
め
る
っ
て
こ
と
で
。
何
人
か
、
津
波
後
や
め
た
人
た
ち
も
け
っ
こ
う
い

ん
が
ね
。

　
⑷　
崎
山

□　
畠
山
初
男
さ
ん
の
話

昭
和
21
（
１
９
４
６
）
年
生
。
崎
山
。
Ｊ
Ａ
職
員
。
自
治
会
長
。
崎
山
地
区
連

合
会
長
。
民
生
委
員
。
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
４
月
25
日
、話
を
う
か
が
っ
た
。

　
小
中
学
校
に
、
３
時
ご
ろ
か
ら
来
た
ん
だ
な
、
み
ん
な
避
難
し
て
。
当
初
避
難

し
た
こ
の
地
区
で
は
、１
２
０
人
ぐ
ら
い
か
な
、全
員
来
た
っ
け
か
ら
。流
れ
な
か
っ

た
と
こ
も
全
部
来
ま
し
た
か
ら
ね
。
下
の
方
の
浜
の
人
た
ち
も
上
が
っ
て
来
た
ん

で
す
よ
。
初
め
て
の
こ
と
だ
か
ら
ね
、
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
か
、
誰
も
わ
か
ん

な
い
訳
で
す
。
訓
練
も
何
も
な
さ
れ
て
な
か
っ
た
か
ら
。
そ
れ
か
ら
ど
う
し
ょ
う
っ

て
こ
と
で
、私
も
自
治
会
の
あ
れ
や
っ
て
る
た
め
に
、「
じ
ゃ
あ
召
集
か
け
て
」っ
て
。

２
晩
目
ぐ
ら
い
に
召
集
か
け
た
ん
で
す
よ
ね
。
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家
に
お
っ
た
ん
だ
ど
も
、
若
い
か
ら
足
が
早
い
の
で
、
お
婆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
行
っ
た
ん
だ
ど
も
、
お
婆
さ
ん
引
っ
張
ら
れ
て
手
を
ね
え
、
離
し
ち
ま
っ
た
っ

た
っ
け
や
、
嫁
さ
ん
が
。
引
っ
張
っ
て
っ
た
ん
だ
ど
も
波
に
さ
ら
わ
れ
て
、
何
と

も
な
ら
な
く
て
。
波
が
す
ご
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
自
分
ら
も
命
か
ら

が
ら
だ
か
ら
す
。
お
婆
さ
ん
助
け
っ
か
、
自
分
が
い
く
か
っ
つ
う
感
じ
だ
っ
た
ん

で
す
。
お
婆
さ
ん
助
け
て
い
れ
ば
、
お
そ
ら
く
（
嫁
さ
ん
は
）
逝
っ
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
。
そ
の
た
め
に
や
む
な
く
、
お
婆
さ
ん
の
手
を
離
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
べ
か
。

み
ん
な
引
き
ず
ら
れ
て
は
う
ま
く
な
い
も
ん
ね
。
た
だ
途
中
で
手
を
離
し
て
、
そ

れ
が
や
っ
ぱ
り
ね
え
、
言
っ
て
ら
っ
た
ね
、
し
ば
ら
く
ね
え
、「
手
の
ぬ
く
も
り
が

忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
か
っ
て
。
こ
の
タ
ッ
チ
の
差
で
ね
え
、
気
の
毒
だ
っ
た
ね
え
、

話
を
聞
く
と
い
ろ
い
ろ
。

　
今
話
を
し
て
い
る
人
の
船
は
、
沖
に
出
て
っ
ち
ゃ
っ
た
っ
た
ら
し
い
ん
だ
っ
け

や
、
旦
那
は
。
沖
さ
行
っ
ち
ゃ
っ
た
の
が
、
戻
し
た
時
に
や
ら
れ
た
ん
で
、
船
も

旦
那
も
助
か
っ
た
で
す
ね
。
宮
古
湾
の
方
か
ら
出
て
っ
た
っ
け
か
ら
、
避
難
す
べ

え
と
思
っ
て
、
船
を
逃
が
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
大
っ
き
い
船
は
何
が
あ
っ
て

も
助
け
る
、
今
回
は
助
け
な
か
っ
た
の
す
。
急
だ
っ
た
か
ら
間
に
合
わ
な
か
っ
た

で
す
ね
。
何
艘
か
は
助
け
て
く
れ
た
っ
け
ど
も
な
す
。
今
回
は
津
波
が
大
っ
き
か
っ

た
か
ら
、
完
全
に
流
さ
れ
た
も
ん
ね
、
よ
っ
ぽ
ど
沖
さ
行
か
な
い
と
、
み
ん
な
上

さ
上
が
っ
ち
ゃ
う
も
ん
ね
え
。
今
回
は
想
像
以
上
の
津
波
だ
か
ら
ね
す
。
備
え
が

間
に
合
わ
な
か
っ
た
。
避
難
も
間
に
合
わ
な
い
人
が
い
っ
ぱ
い
だ
も
の
す
。

　
避
難
所
に
は
日
出
島
地
区
が
全
部
と
宿
の
６
世
帯
が
、
女
遊
戸
、
大
沢
も
残
っ

て
る
方
も
全
部
来
た
ん
で
す
よ
。
家
が
残
っ
て
て
も
。
避
難
指
示
が
出
た
の
は
、

全
戸
で
す
海
岸
線
は
。家
に
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
５
日
ぐ
ら
い
避
難
所
に
い
て
帰
っ

た
の
か
な
。
合
計
１
２
０
人
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
の
か
ね
、
地
元
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

こ
の
辺
で
稼
い
で
、
働
い
て
る
人
な
ど
も
、
み
ん
な
家
に
帰
れ
ね
え
か
ら
、
道
路

遮
断
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
。
１
５
０
〜
１
６
０
人
越
え
た
の
か
な
、
当
初
は
、
ひ

と
晩
は
。
寒
か
っ
た
ね
え
。

　
ひ
と
晩
は
何
と
も
な
ら
な
く
て
、
そ
の
日
は
避
難
し
た
だ
け
で
。
次
の
日
に
集

ま
っ
て
。食
い
物
ど
う
し
た
か
、そ
の
日
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

備
え
な
ん
か
は
全
然
無
か
っ
た
ん
で
す
も
ん
ね
え
。

し
な
か
っ
た
の
も
あ
る
ん
で
。「
地
震
だ
ぞ
ー
」っ
て
、サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
り
し
て
、

そ
れ
か
ら
騒
い
だ
ん
で
す
。
私
た
ち
が
集
ま
っ
て
来
た
り
、「
こ
れ
は
大
っ
き
い
地

震
だ
こ
っ
た
」
っ
て
。

　
地
震
が
あ
っ
た
時
に
、市
の
放
送
で
流
れ
た
ん
で
す
っ
け
。「
３
㍍
か
ら
５
（
６
）

㍍
ぐ
ら
い
だ
か
ら
、
避
難
し
て
く
だ
さ
い
」
っ
て
、
そ
ん
時
に
避
難
指
示
が
出
た

ん
で
す
よ
。
そ
し
た
ら
徐
々
に
集
ま
っ
て
来
た
ん
で
す
よ
。
こ
こ
小
学
校
の
体
育

館
が
避
難
所
に
な
っ
て
ま
す
ん
で
。
意
外
だ
っ
た
ね
、
み
ん
な
来
た
の
が
。

　
こ
の
地
区
で
流
さ
れ
た
方
は
、
津
波
を
見
て
た
人
が
い
た
っ
た
ん
で
す
よ
。
高

台
か
ら
下
が
っ
て
、
今
ま
で
来
た
こ
と
も
無
い
場
所
さ
上
が
っ
て
、
６
人
だ
か
７

人
で
す
ね
、
地
元
の
人
な
ど
が
船
を
上
げ
て
、
自
分
ら
が
だ
い
じ
だ
っ
て
い
う
こ

と
で
、「
津
波
を
見
に
行
く
か
ら
」
っ
て
、
そ
こ
で
６
、７
人
若
い
衆
が
み
ん
な
行
っ

た
ん
で
す
よ
。

　
今
回
は
、
こ
ん
な
に
津
波
が
来
っ
と
思
わ
な
く
て
、
み
ん
な
そ
こ
で
待
っ
て
た

ん
で
す
ね
え
。
今
ま
で
ず
っ
と
津
波
が
来
れ
ば
、
そ
こ
で
並
ん
で
見
て
っ
た
ら
し

い
ん
で
す
。
１
㍍
か
２
㍍
の
津
波
だ
っ
つ
う
と
、
そ
こ
ま
で
来
ね
え
計
算
だ
す
け
、

な
ん
ぼ
し
て
も
、い
つ
も
の
計
算
だ
っ
た
つ
う
。
そ
こ
で
ね
え
、７
、８
人
亡
く
な
っ

た
ん
で
ね
え
か
な
あ
、
浜
の
人
、
若
い
衆
な
ど
が
。

　
Ｔ
君
は
、
大
沢
を
見
て
、
消
防
だ
っ
た
か
ら
下
が
っ
て
、
自
分
と
こ
の
浜
さ
行
っ

た
訳
だ
。
彼
は
避
難
し
な
か
っ
た
、突
っ
込
ん
で
し
ま
っ
た
、け
っ
き
ょ
く
は
。（
津

波
が
来
た
の
を
）
知
ら
な
い
で
、
２
人
流
さ
れ
て
車
の
中
に
入
っ
た
の
が
３
人
流

さ
れ
て
、Ｔ
君
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
し
、あ
と
の
２
人
は
九
死
に
一
生
な
ん
で
す
ね
。

た
ま
た
ま
軽
ト
ラ
に
乗
っ
て
い
て
、
山
の
西
ま
で
流
さ
れ
て
、
押
し
上
げ
ら
れ
て

行
っ
て
。
引
き
水
が
引
か
な
か
っ
た
か
ら
良
か
っ
た
、
木
さ
引
っ
掛
か
っ
て
、
波

だ
け
下
が
っ
て
行
っ
た
訳
だ
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
助
か
っ
た
人
、
助
か
ん
ね

え
人
と
、
話
聞
く
と
紙
一
重
で
、
命
の
尊
さ
っ
て
言
う
ん
だ
か
何
だ
か
…
。
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
で
助
か
っ
て
る
人
も
、
ま
さ
か
と
い
う
人
も
あ
っ
た
り
。

　
日
出
島
の
Ｓ
君
っ
て
ね
え
、
屋
号
で
「
オ
ス
モ
」
だ
ね
。
そ
こ
の
家
で
お
婆
さ

ん
も
家
に
い
て
、
お
婿
さ
ん
も
や
ら
れ
た
ん
だ
。
お
婿
さ
ん
は
、
み
ん
な
し
て
津

波
を
見
て
た
ん
だ
、
孫
と
嫁
さ
ん
と
。
嫁
さ
ん
っ
て
60
近
い
人
だ
も
の
。
お
孫
さ

ん
は
30
な
ん
ぼ
か
な
。
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父
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
っ
つ
う
人
な
ど
も
、
あ
ち
こ
ち
探
し
て
た
っ
け
っ
ね
え
。

最
初
は
避
難
所
に
探
し
に
来
た
も
ん
だ
っ
け
ね
え
。
宮
古
の
方
か
ら
も
、
こ
っ
ち

か
ら
も
避
難
所
に
行
っ
た
り
し
て
、
流
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
っ
つ
う
。
役

所
か
ら
名
簿
出
し
て
か
ら
止
め
た
っ
け
ど
も
。

　
埋
葬
は
１
年
後
ぐ
ら
い
に
死
亡
と
し
て
認
定
さ
れ
ん
の
が
、
法
的
に
何
か
月
と

決
ま
っ
て
ま
す
け
ど
ね
え
。
そ
れ
越
え
な
い
と
何
に
も
で
き
ね
え
訳
だ
。「
い
ま
せ

ん
で
し
た
よ
」っ
つ
う
証
明
書
み
た
い
な
も
の
貰
っ
た
ん
だ
か
、確
認
し
た
ん
だ
か
。

警
察
で
死
亡
認
定
っ
つ
う
か
、死
亡
が
決
ま
ん
の
が
。そ
れ
が
決
ま
っ
て
か
ら
、徐
々

に
葬
式
が
始
ま
り
ま
し
た
っ
け
ね
え
、
１
年
過
ぎ
た
後
に
。
し
ば
ら
く
。
や
り
た

く
て
も
や
れ
な
い
で
、
保
険
の
関
係
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
ん
で

す
け
ど
ね
え
、
手
続
き
の
関
係
が
。
警
察
で
も
完
全
に
わ
か
ん
ね
え
か
ら
、
金
銭

的
な
も
の
が
絡
ん
で
く
る
部
分
あ
る
と
、
証
明
書
み
た
い
な
も
の
貰
っ
て
、
保
険

請
求
し
た
り
し
て
。
遺
体
安
置
所
は
、
ほ
と
ん
ど
全
部
警
察
が
管
理
し
て
た
の
ね
。

　
ケ
イ
タ
イ
あ
っ
て
も
１
週
間
ぐ
ら
い
情
報
が
全
然
入
っ
て
来
な
か
っ
た
ん
で
す

よ
ね
。
東
京
の
親
戚
だ
の
、
こ
っ
か
ら
出
は
っ
た
人
な
ん
か
は
び
っ
く
り
し
て
。

こ
こ
は
あ
ん
ま
り
影
響
は
無
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
下
の
方
の
親
戚
は
い
っ
ぱ
い
あ

る
か
ら
ね
、
鍬
ヶ
崎
と
か
。

　
救
援
物
資
が
集
ま
っ
て
。
体
育
館
に
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
役
所
か
ら
来
る
よ

う
に
な
っ
た
ら
、
も
う
山
に
な
っ
て
。
最
初
は
何
で
も
持
っ
て
行
く
ん
で
。
在
庫

が
無
く
な
る
ん
で
す
。
だ
ん
だ
ん
、
だ
ん
だ
ん
い
っ
ぺ
え
物
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

不
都
合
な
の
は
全
然
見
向
き
も
し
ね
え
。
喧
嘩
し
て
ん
で
す
っ
け
、
救
援
物
資
を

分
け
て
る
と
、自
分
が
気
に
入
っ
た
物
は
先
に
無
く
な
る
、い
ら
な
い
物
が
残
っ
て
。

「
か
っ
こ
い
い
の
持
っ
て
」「
あ
れ
、
ず
る
い
」
と
か
っ
て
。
服
と
か
は
女
同
士
で

喧
嘩
し
た
り
し
て
ん
だ
っ
け
な
あ
。
最
後
に
は
、
み
ん
な
分
け
た
っ
け
ど
も
ね
。

　
そ
こ
で
は
、食
い
物
の
方
も
全
部
分
け
ま
し
た
っ
け
ね
え
。ラ
ー
メ
ン
な
ん
か
も
、

す
ご
い
量
が
来
て
、韓
国
か
ら
も
来
た
り
し
て
。
食
っ
た
こ
と
の
ね
え
よ
う
な
ラ
ー

メ
ン
が
来
て
。
誰
も
処
分
で
き
ね
え
か
ら
、
最
後
に
は
、
山
に
し
て
分
け
て
。
そ

れ
が
あ
る
た
め
に
、
ず
っ
と
こ
こ
に
い
る
人
が
あ
る
ん
で
す
。
こ
こ
に
い
れ
ば
み

ん
な
物
貰
う
の
に
い
い
か
ら
。
家
に
帰
っ
と
避
難
者
じ
ゃ
な
く
な
る
と
物
が
行
か

な
く
な
る
訳
さ
。
地
域
に
よ
っ
て
は
持
っ
て
っ
て
く
れ
た
人
も
あ
る
ん
で
す
け
ど

　
こ
こ
で
三
陸
フ
ェ
ー
ン
火
災
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
、
50
年
ぐ
ら
い
前
か
な
、

女
遊
戸
と
か
松
月
と
か
に
避
難
指
示
が
出
て
、
備
蓄
は
ほ
と
ん
ど
な
い
し
、「
さ
あ
、

ど
う
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
で
。
そ
れ
で
も
当
日
ど
っ
か
集
落
で
ね
、
山
崎
時
男

さ
ん
が
炊
き
出
し
し
た
よ
う
な
感
じ
だ
っ
け
な
あ
、
当
日
の
晩
に
。

　
２
日
目
ぐ
ら
い
す
れ
ば
米
が
無
く
な
る
訳
で
す
よ
ね
。
安
人
君
が
集
落
で
消
防

の
副
分
団
長
や
っ
て
る
か
ら
、
い
っ
し
ょ
に
集
め
て
。
だ
か
ら
、
あ
そ
こ
で
お
に

ぎ
り
も
し
た
こ
っ
た
、
最
初
。
時
男
さ
ん
ら
が
や
っ
た
ん
で
す
。「
米
が
無
く
な
っ

か
ら
、早
く
何
と
か
せ
い
」
っ
て
。
で
、役
所
か
ら
広
報
車
頼
ん
で
、協
力
し
て
回
っ

た
ら
、
た
い
し
て
集
ま
っ
た
ん
だ
よ
ね
、
米
か
ら
何
か
ら
。

　
そ
こ
で
こ
ん
だ
釜
を
持
っ
て
来
て
炊
き
出
し
。
当
初
は
山
崎
さ
ん
と
こ
に
米
を

届
け
た
り
し
て
、
２
回
ほ
ど
炊
い
て
も
ら
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
か
ま
ど
か
な

ん
だ
か
準
備
し
て
。
小
学
校
の
給
食
の
道
具
を
借
り
た
り
し
て
。
大
変
苦
労
し
ま

し
た
っ
け
ね
え
。
ガ
ス
は
プ
ロ
パ
ン
だ
か
ら
、
助
か
っ
た
ん
で
す
ね
え
。

　
避
難
所
は
隣
近
所
で
喧
嘩
し
て
い
る
人
以
外
は
ね
、
た
い
て
い
親
戚
な
ど
で
集

ま
っ
て
み
た
り
、固
ま
っ
て
い
た
ん
だ
っ
け
ね
え
。「
何
時
に
行
っ
て
も
や
っ
た
」
っ

て
。「
隣
の
人
が
う
る
せ
え
」
と
か
、「
好
き
で
ね
え
」
と
か
っ
て
。
嫌
っ
て
し
ま
っ

て
ね
す
、「
編
成
し
て
け
ろ
」「
変
え
て
け
ろ
」
と
か
っ
て
。
わ
が
ま
ま
が
出
て
来

ん
で
す
ね
え
。
お
れ
も
い
た
時
、「
が
ま
ん
せ
え
」
っ
ち
ゅ
う
て
。
い
ら
い
ら
し
て

る
と
、
喧
嘩
に
な
る
訳
で
す
、
取
っ
組
み
合
っ
た
り
し
て
。
だ
か
ら
、
役
所
の
担

当
は
大
変
だ
っ
た
訳
で
す
、
交
代
で
ず
う
ー
っ
と
泊
ま
っ
た
か
ら
ね
え
。

　
こ
こ
で
は
自
分
の
家
で
行
方
不
明
に
な
っ
た
人
を
、
娘
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
、
遺
体
安
置
所
へ
仕
事
を
休
ん
で
毎
日
通
っ
た
ん
で
す
っ
け
。
電
話

も
な
い
し
ね
、
千
徳
小
学
校
と
か
山
田
さ
行
っ
た
り
、
釜
石
の
方
ま
で
行
っ
た
っ

て
ね
、
み
ん
な
そ
れ
を
や
り
ま
し
た
っ
け
。
自
分
の
身
内
を
早
く
探
し
た
い
っ
て
。

情
報
が
全
然
入
っ
て
来
ね
え
か
ら
、
行
方
不
明
だ
っ
た
人
は
。
そ
の
身
な
り
と
か

は
み
ん
な
警
察
が
、
紙
に
貼
り
出
し
た
り
、
一
覧
表
に
し
て
。
そ
れ
を
見
て
、
今

度
は
遺
体
収
容
所
さ
行
っ
て
、
顔
は
見
な
か
っ
た
ん
で
ね
え
か
な
。
見
れ
な
か
っ

た
ん
で
ね
え
か
な
。
１
週
間
も
２
週
間
も
た
っ
た
か
ら
、
腐
っ
た
り
ね
え
。
で
、

彼
は
そ
れ
で
あ
き
ら
め
た
っ
け
な
あ
。
１
か
月
ぐ
ら
い
通
っ
た
っ
け
な
あ
、
仕
事

を
休
ん
で
。
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だ
の
話
だ
っ
た
っ
け
、
地
元
じ
ゃ
ち
ょ
っ
と
無
理
だ
っ
て
こ
と
で
。

　
女
遊
戸
の
集
落
は
、
流
さ
れ
た
り
流
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
残
っ
た
り
と
、
は
っ

き
り
し
て
っ
け
ど
ね
え
。
い
ろ
ん
な
の
が
川
に
流
れ
た
り
、そ
れ
を
ど
う
す
っ
か
っ

て
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
ろ
う
っ
つ
う
こ
と
に
し
た
っ
け
、
大
沢
も
と
て

も
瓦
礫
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
無
理
だ
。
そ
れ
で
役
所
は
全
部
重
機
を
入
れ
て
、

業
者
を
入
れ
て
や
っ
た
ん
で
す
け
ど
も
。

　
宿
な
ん
か
は
再
建
し
な
い
こ
と
に
し
た
か
ら
、
公
園
に
な
っ
て
終
わ
り
で
ね
え

か
な
。
役
所
が
募
っ
た
ら
ば
、
あ
そ
こ
に
住
む
人
は
い
な
く
な
っ
た
ん
で
す
よ
。

あ
そ
こ
は
逃
げ
っ
と
こ
ね
え
も
ん
ね
え
、ほ
ん
と
に
山
だ
け
だ
も
ん
ね
え
。だ
か
ら
、

集
落
の
人
な
ど
は
、
全
部
高
台
に
上
が
る
っ
て
い
う
こ
と
で
、
残
ら
な
い
こ
と
に

し
た
ん
で
す
け
ど
も
ね
。

　
き
れ
い
に
ま
た
流
さ
れ
て
、
残
っ
て
ね
え
も
ん
ね
え
。
今
度
は
浜
に
住
む
人
が

い
な
く
な
っ
た
か
ら
、
避
難
道
路
必
要
ね
え
訳
だ
。
住
民
用
の
災
害
道
路
と
し
て

青
写
真
貼
っ
て
っ
た
。
と
こ
ろ
が
震
災
後
、
全
然
話
が
無
く
な
っ
た
。

　
⑸　
箱
石

□　
佐
々
木
重
勝
さ
ん
の
話

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
生
。
崎
山
。
箱
石
自
治
会
長
。
宮
古
市
議
会
議
員
。

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
13
日
、
話
を
う
か
が
っ
た
。

　
身
内
の
不
慮
の
交
通
事
故
で
、
本
当
は
最
終
議
会
だ
っ
た
ん
ど
も
、
そ
れ
を
休

ん
で
身
内
の
事
故
の
処
理
か
た
が
た
、
そ
の
合
間
に
Ｊ
Ａ
の
花
輪
に
税
務
申
告
を

届
け
に
行
っ
た
ん
で
す
よ
。置
い
て
す
ぐ
帰
ろ
う
と
思
っ
て
。そ
の
時
で
し
た
。け
っ

こ
う
揺
れ
ま
し
た
ね
、
あ
す
こ
す
ご
い
ん
で
す
っ
て
ね
、
震
度
が
ね
、
横
揺
れ
だ
っ

た
か
ら
、
水
が
水
路
か
ら
あ
ふ
れ
て
。
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
か
ら
そ
の
ま
ま
真
っ

す
ぐ
家
へ
。

　
交
通
事
故
関
係
の
赤
ち
ゃ
ん
が
、
１
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
た
ん
で
す
よ
、
家

に
引
き
取
っ
て
お
い
て
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
家
具
が
倒
れ
て
潰
れ
て
は

い
け
な
い
か
と
思
っ
て
心
配
で
、花
輪
橋
に
戻
っ
て
来
た
ら
あ
す
こ
は
車
が
詰
ま
っ

て
、
そ
れ
か
ら
小
山
田
を
く
ぐ
り
ぬ
け
、
藤
原
を
通
っ
て
、
市
役
所
前
を
通
っ
て
、

と
り
あ
え
ず
乳
飲
み
子
の
赤
ち
ゃ
ん
の
確
認
を
し
て
か
ら
と
思
っ
て
。
そ
し
て
、

も
、
こ
こ
に
い
れ
ば
み
ん
な
と
同
じ
に
貰
え
る
訳
さ
。
そ
う
い
う
計
算
し
て
、
な

か
な
か
行
か
な
い
訳
さ
。「
立
派
な
家
な
の
に
、
何
で
お
め
え
帰
え
ら
ね
え
ん
だ
」

と
か
っ
て
、
や
り
あ
っ
て
る
ん
で
す
け
。「
早
く
帰
れ
」
と
か
っ
て
ね
、
う
ち
わ
喧

嘩
し
て
る
ん
で
す
っ
て
。

　
下（
浜
）の
方
の
人
は
、ほ
と
ん
ど
の
人
が「
海
さ
、行
き
た
く
な
い
」っ
て
、「
見
っ

た
く
な
い
」
っ
て
。「
家
族
を
思
い
出
し
た
り
、
家
を
思
い
出
し
た
り
す
っ
か
ら
、

行
か
な
い
」っ
て
。か
た
く
な
に
行
か
な
い
人
が
あ
っ
け
な
あ
。「
父
さ
ん
亡
く
し
た
」

と
か
、「
婆
さ
ん
亡
く
し
た
」と
か
、「
家
が
無
く
な
っ
た
か
ら
行
き
た
く
な
い
」っ
て
。

１
か
月
ぐ
ら
い
行
か
ね
ん
で
ね
え
か
な
あ
、
行
か
な
い
人
は
。
そ
ん
中
で
も
２
人
、

３
人
は
行
っ
た
け
ど
。ほ
と
ん
ど
の
人
が
ね
え
、「
海
は
見
っ
た
く
ね
え
」と
か
っ
て
、

下
り
て
行
か
ね
え
。
だ
か
ら
、あ
す
こ
に
黙
っ
て
じ
ー
っ
と
し
て
ん
の
さ
あ
。
黙
っ

て
１
日
い
っ
ぱ
い
。

　
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
き
て
、
よ
う
や
く
家
を
片
付
け
に
行
っ
た
り
、
周
辺
見
さ
行
っ

た
り
し
て
る
。
し
ば
ら
く
た
っ
て
か
ら
だ
っ
け
な
あ
、
思
い
出
し
た
の
が
。
私
が

見
て
る
範
囲
で
は
ね
。
し
ば
ら
く
は
シ
ョ
ッ
ク
で
動
か
な
か
っ
た
っ
け
、
見
る
と
。

心
理
的
に
そ
う
な
る
の
か
な
あ
と
思
っ
て
。
逆
に
「
絶
対
に
海
の
近
く
さ
家
建
て

な
い
」
っ
て
言
っ
て
ら
っ
た
人
も
、
１
年
、
２
年
経
っ
て
し
ま
っ
た
時
は
、
最
後

に
自
分
の
と
こ
さ
戻
っ
た
。迷
っ
た
け
れ
ど
い
ち
ば
ん
い
い
ん
で
す
よ
ね
、実
際
は
。

　
そ
の
他
に
、
こ
こ
か
ら
町
さ
下
が
っ
て
行
っ
て
、
亡
く
な
っ
た
人
け
っ
こ
う
あ

ん
で
す
よ
、
こ
の
集
落
に
は
。
買
い
物
に
行
っ
て
車
ご
と
流
さ
れ
て
夫
婦
で
亡
く

な
っ
た
人
が
あ
る
し
、
田
老
の
コ
ン
ビ
ニ
に
勤
め
た
っ
た
Ｓ
さ
ん
夫
婦
が
コ
ン
ビ

ニ
が
流
さ
れ
た
時
、い
っ
し
ょ
に
夫
婦
と
も
流
さ
れ
た
。
今
は
空
き
家
に
な
っ
て
っ

け
。
家
建
て
た
ば
っ
か
り
で
。
仕
事
で
「
津
波
だ
」
っ
て
逃
げ
よ
う
と
し
て
、
宮

古
さ
向
か
っ
て
て
。
山
田
で
車
ご
と
流
さ
れ
て
亡
く
な
っ
た
人
も
い
る
し
ね
、
板

金
屋
さ
ん
だ
っ
け
の
う
、
そ
の
人
も
や
っ
ぱ
り
、
流
さ
れ
た
っ
て
。
45
号
線
そ
の

ま
ま
来
た
ん
じ
ゃ
あ
な
い
で
す
か
ね
。
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
来
た
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
あ
。
奥
さ
ん
と
２
人
、
買
い
物
し
て
か
ら
帰
っ
ぺ
え
っ
て
、
築
地
辺
り
で
津
波

に
や
ら
れ
て
流
さ
れ
た
と
か
っ
て
。け
っ
こ
う
お
り
ま
す
わ
ね
え
、浜
だ
け
で
な
く
。

　
女
遊
戸
地
区
か
ら
流
さ
れ
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
手
伝
っ
て
く
ん
ね
え
か
」
っ

つ
う
、
地
元
に
対
し
て
最
初
要
請
が
あ
っ
た
っ
た
ん
だ
け
ど
も
、
瓦
礫
の
片
付
け
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そ
れ
と
同
時
に
消
防
団
十
六
分
団
、
地
元
の
分
団
が
主
に
な
っ
て
や
り
ま
し
た

ね
え
。
団
長
指
揮
の
も
と
に
、
私
自
身
は
田
老
と
か
ね
、
津
軽
石
と
か
、
い
ろ
い

ろ
捜
索
隊
を
分
け
て
送
り
出
し
て
か
ら
、
団
長
と
全
体
を
回
っ
て
、
各
分
団
の
必

要
な
物
は
何
か
初
期
の
段
階
は
聞
き
な
が
ら
。「
手
袋
が
欲
し
い
の
、
肌
着
が
欲
し

い
の
」
っ
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
初
団
長
は
、
市
の
対
策
本
部
に
、「
消
防
団
に
何
と
か
し
て
く
れ
な
い
か
」
と

掛
け
合
っ
た
よ
う
で
す
け
ど
も
、
消
防
団
だ
け
に
優
先
的
に
っ
て
い
う
訳
に
は
い

か
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
友
好
の
盛
岡
市
消
防
団
に
お
願
い
し
て
。
そ
し
た
ら
次

の
日
は
、
い
ろ
ん
な
物
資
が
来
る
。
そ
れ
を
こ
ん
ど
ま
た
、
さ
ら
に
各
分
団
に
お

届
け
す
る
と
、
そ
ん
な
こ
と
も
や
り
ま
し
た
。

　
田
老
の
方
面
隊
か
ら
は
、
ま
っ
た
く
情
報
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。「
田
老
は
ど
う

な
っ
て
ん
だ
」っ
つ
う
こ
と
で
。
次
の
日
私
が
行
っ
て
、「
ど
う
な
っ
て
る
の
」っ
て
。

Ｍ
さ
ん
が
隊
長
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
も
。「
い
る
ー
」
っ
て
聞
く
と
、「
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
か
」
っ
て
分
団
員
さ
ん
が
…
。
実
は
亡
く
な
っ
て
い
た
っ
て
い
う
こ
と

で
。
通
信
手
段
も
遮
断
さ
れ
て
た
も
ん
で
す
か
ら
、連
絡
も
や
れ
な
か
っ
た
。
唯
一
、

総
合
事
務
所
の
前
に
消
防
車
両
を
置
い
て
、
そ
こ
か
ら
か
す
か
に
連
絡
が
と
れ
て

い
ま
し
た
。
私
が
借
り
て
田
老
の
情
状
を
送
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
避
難
所
は
そ
の
う
ち
に
自
治
会
の
方
々
も
入
っ
て
当
番
制
と
か
、
い
ろ
ん
な
部

分
で
問
題
点
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
調
整
し
な
き
ゃ
な
ん
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
各
自
治
会
が
入
っ
て
く
れ
て
、
学
校
の
校
長
さ
ん
も
入
っ
て
の
避
難
所
運

営
と
な
り
ま
し
た
。

　
被
災
直
後
の
田
老
地
区
は
す
ご
か
っ
た
で
す
。
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
で
す
。
私

は
消
防
団
活
動
の
合
間
に
、
団
長
の
許
可
を
い
た
だ
い
て
、
捜
索
活
動
を
し
て
い

る
仲
間
に
は
悪
い
と
思
っ
た
が
、
田
老
地
区
（
た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
付
近
）
に
身

内
が
住
ん
で
い
た
の
で
気
に
な
り
、
行
き
ま
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
見
え
た

田
老
地
区
の
光
景
は
す
ご
か
っ
た
で
す
。

　
地
区
全
体
が
瓦
礫
の
山
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
唯
一
歩
け
る
防
潮
堤
に
沿
っ
て

歩
い
た
が
、
そ
の
防
潮
堤
も
途
中
で
破
壊
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ど
う
し
て
も
確
認

を
し
た
い
か
ら
、
四
つ
ん
這
い
に
な
り
目
的
地
に
進
ん
だ
が
、
そ
こ
に
は
建
物
の

基
礎
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
ぼ
う
然
と
し
て
立
ち
す
く
ん
で
い
ま
し

帰
っ
て
来
た
ら
津
波
が
来
た
ん
で
す
ね
。
私
は
く
ぐ
り
抜
け
て
来
た
の
か
な
あ
と
。

「
赤
ち
ゃ
ん
、赤
ち
ゃ
ん
」
っ
て
思
っ
て
来
た
た
め
に
、助
か
っ
た
の
か
な
あ
と
思
っ

て
ま
し
た
。
津
波
は
見
て
な
い
ん
で
す
よ
、
私
は
。
あ
そ
こ
く
ぐ
り
抜
け
て
来
て
、

家
に
来
た
ら
ば
、
す
ぐ
ラ
ジ
オ
で
も
来
た
っ
て
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
ひ
と
ま
ず
安
心
し
て
、
悪
い
け
ど
も
、
そ
れ
か
ら
消
防
に
出
か
け
ま
し
た
。
も

う
国
道
45
号
は
通
ら
れ
な
い
か
ら
、
山
道
を
行
っ
た
ん
だ
け
ど
、
動
か
な
い
し
、

消
防
署
に
行
っ
た
ら
ば
、
や
っ
ぱ
り
何
人
も
い
な
か
っ
た
ね
。
団
長
（
本
団
）
も

来
て
な
か
っ
た
し
、
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
な
あ
と
思
っ
て
。
夕
方
で
も

あ
り
長
丁
場
だ
な
あ
と
思
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
腹
ご
し
ら
え
し
な
く
て
は
っ
て
。
近

く
の
方
々
だ
っ
た
か
ら
、
腹
ご
し
ら
え
を
し
て
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
急
い
で
も
始
ま

ん
ね
え
か
ら
っ
つ
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
あ
れ
で
良
か
っ
た
ん
だ
か
悪
か
っ
た
ん
だ

か
、
ち
ょ
っ
と
今
ま
で
も
迷
っ
て
ん
だ
け
ど
も
。
で
も
常
備
の
方
々
も
い
ず
れ
緊

急
の
こ
と
だ
っ
た
か
ら
。す
ぐ
ま
た
集
ま
っ
て
、そ
し
て
無
事
に
団
長
が
見
え
た
り
、

み
な
さ
ん
が
見
え
て
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
各
分
団
の
情
報
収
集
し
て
。
初
期
対
応
は
、
私
も
い
ろ
ん
な
立
場
が
あ
り
ま
し

た
が
、
私
自
身
と
し
て
は
消
防
団
を
優
先
し
て
、
あ
る
程
度
区
切
り
が
つ
い
て
、

後
は
被
災
地
区
を
毎
日
毎
日
、こ
う
巡
回
し
た
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
身
内
も
け
っ

こ
う
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
、
所
在
が
つ
か
め
な
い
状
態
だ
っ
た
け
ど
も
、
消
防
団

を
解
散
し
て
か
ら
、夜
中
に
田
老
に
行
く
と
か
し
た
け
ど
、行
け
な
か
っ
た
で
す
ね
、

や
っ
ぱ
り
ト
ン
ネ
ル
ま
で
で
。

　
た
だ
、
自
治
会
の
対
応
と
し
て
は
、
私
は
消
防
に
行
か
な
き
ゃ
な
ん
な
い
か
ら
、

嫁
さ
ん
に
は
し
ょ
い
籠
し
ょ
っ
て
、
避
難
所
に
対
し
て
ね
、
食
べ
ら
れ
る
も
の
と

か
毛
布
と
か
、
寄
付
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
届
け
た
り
。
そ
の
時
、

副
隊
長
が
ね
、
崎
山
全
体
の
避
難
所
に
張
り
付
い
て
い
た
だ
い
た
格
好
だ
っ
た
ね
。

あ
ち
ら
も
自
治
会
副
会
長
で
あ
っ
て
、
消
防
団
の
本
部
の
分
団
長
。
市
役
所
、
一

分
団
か
ら
東
部
が
一
方
面
隊
っ
て
い
う
こ
と
で
、
こ
っ
ち
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
自
治
会
連
合
会
と
し
て
も
、
数
日
た
っ
て
か
ら
立
ち
上
げ
た
の
は
副
会

長
の
信
雄
さ
ん
と
山
崎
時
男
さ
ん
が
、
避
難
所
を
す
ぐ
に
開
設
し
て
。「
悪
い
け
ど

も
、
私
は
本
部
さ
行
か
な
き
ゃ
な
ん
な
い
か
ら
、
お
願
い
し
ま
す
」
と
い
う
よ
う

な
こ
と
で
し
た
。避
難
所
は
そ
の
時
か
ら
、お
米
の
集
め
方
と
か
始
め
た
よ
う
で
す
。
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と
長
か
っ
た
も
ん
で
す
か
ら
。
15
年
ぐ
ら
い
で
す
か
ね
、
三
崎
に
い
て
。

　
家
の
す
ぐ
そ
ば
の
所
に
作
業
場
が
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
こ
で
仕
事
す
る
と
か
、

お
茶
飲
み
す
る
と
か
、５
、６
人
で
い
た
ん
で
す
。そ
し
た
ら
、ぐ
ら
ぐ
ら
っ
て
き
て
。

「
な
ん
だ
こ
り
ゃ
あ
、大
変
だ
、こ
ん
な
大
っ
き
な
地
震
初
め
て
だ
な
あ
」っ
つ
っ
て
、

そ
こ
飛
び
出
し
て
、
し
ば
ら
く
揺
れ
る
も
ん
だ
か
ら
、
そ
こ
に
い
て
地
震
が
収
ま

る
の
を
待
っ
て
。

　
そ
の
う
ち
に
、「
そ
ら
地
震
だ
」
っ
て
言
う
ん
で
、
こ
こ
の
道
路
を
軽
ト
ラ
ッ
ク

に
乗
っ
た
人
た
ち
が
６
人
ぐ
ら
い
こ
こ
を
通
っ
て
。
船
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
た

も
ん
で
す
か
ら
ね
、
そ
れ
を
引
き
上
げ
よ
う
っ
て
、
浜
に
下
り
た
ん
で
す
よ
ね
え
。

こ
の
辺
で
磯
漁
に
使
う
16
尺
っ
て
言
う
型
の
船
な
ん
で
す
。だ
い
た
い
２
人
で
乗
っ

て
行
っ
て
、
ウ
ニ
採
っ
た
り
ア
ワ
ビ
採
っ
た
り
。
ア
ワ
ビ
が
終
わ
る
と
、
３
月
、

４
月
の
次
の
漁
期
ま
で
、
上
げ
て
来
る
人
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
浜
に
そ
の
ま
ま

置
く
人
も
あ
る
訳
で
す
よ
。
そ
れ
で
、「
船
を
も
っ
と
高
い
所
に
上
げ
よ
う
」
っ
て
、

浜
に
下
が
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

　
養
殖
の
船
は
、
そ
れ
の
３
倍
ぐ
ら
い
あ
る
大
っ
き
な
船
で
。
手
で
引
っ
張
る
の

は
無
理
だ
か
ら
、
軽
ト
ラ
の
後
ろ
で
縛
っ
て
引
き
上
げ
る
ん
で
す
け
ど
も
。
そ
う

い
う
船
も
ま
だ
十
何
隻
ぐ
ら
い
あ
っ
て
。
そ
の
人
た
ち
も
浜
に
下
が
っ
て
行
っ
た

よ
う
な
ん
で
す
。
今
ま
で
も
私
の
知
っ
て
い
る
限
り
で
は
、ち
ょ
っ
と
大
っ
き
な「
地

震
だ
」
っ
て
言
う
と
、「
み
ん
な
で
下
が
っ
て
船
上
げ
ろ
」
っ
て
こ
と
を
繰
り
返
し

て
い
た
ん
で
す
よ
ね
、
こ
の
辺
の
人
た
ち
は
。

　
こ
の
辺
で
９
人
で
す
ね
。
浜
に
下
が
っ
て
行
っ
て
、
船
を
引
き
上
げ
る
途
中
で

流
さ
れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
の
時
だ
っ
た
ら
私
も
「
そ
ら
大
変
だ
」
っ

て
…
。
そ
の
時
に
は
下
り
る
っ
て
気
は
な
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
こ
こ
で
５
人
も
６

人
も
下
が
る
の
を
見
て
た
ん
で
す
。

　
山
か
ら
帰
っ
て
き
て
、木
を
倒
し
に
行
っ
て
た
ら
し
い
ん
で
す
よ
ね
、薪
に
す
る
。

そ
れ
で
浜
ま
で
行
っ
て
、そ
の
ま
ま
波
に
流
さ
れ
た
み
た
い
で
す
。そ
の
家
の
人
と
、

そ
の
後
ろ
の
家
の
人
と
す
ぐ
前
の
家
の
人
と
、
す
ぐ
後
ろ
の
人
と
、
こ
の
辺
だ
け

で
４
人
。
す
ぐ
そ
こ
の
若
い
衆
が
足
元
さ
ら
わ
れ
て
、
か
ろ
う
じ
て
助
か
っ
て
。

　
浜
に
下
が
っ
た
の
は
８
人
で
す
ね
。
５
人
が
波
に
さ
ら
わ
れ
て
、
そ
れ
で
３
人

助
か
り
ま
し
た
。
上
の
方
で
は
遺
体
が
上
が
っ
た
人
は
い
な
い
で
す
ね
。
お
そ
ら

た
。

　
…
そ
の
よ
う
な
と
き
に
、
人
の
話
し
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
近
く
を
見
る
と
、

小
高
い
と
こ
ろ
に
神
社
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
急
い
で
そ
の
神
社
に
駆
け
上
が
り

ま
し
た
。
５
名
ほ
ど
避
難
し
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
怪
我
を
し
、
治
療
を
必
要
と

す
る
人
が
い
ま
し
た
。「
何
と
か
連
絡
を
頼
む
」
と
言
う
こ
と
で
、
ま
た
、
防
潮
堤

沿
い
に
帰
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
途
中
、
怪
我
人
の
連
絡
は
総
合
事
務
所
に
と
思
い
、
防
潮
堤
よ
り
ま
っ
す
ぐ
総

合
事
務
所
に
向
か
っ
て
瓦
礫
の
山
を
歩
い
た
が
歩
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
断
念
し
て
線
路
沿
い
に
歩
き
ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
自
衛
隊
本
部
が
あ
り
、

そ
こ
に
お
願
い
を
し
て
帰
り
ま
し
た
。

　
市
の
対
策
本
部
は
消
防
署
３
階
に
設
置
し
て
お
り
ま
し
た
。市
長
以
下
、市
当
局
、

自
衛
隊
、
援
助
隊
を
含
め
た
消
防
署
員
、
消
防
団
等
の
代
表
に
よ
り
構
成
さ
れ
ま

し
た
。
被
災
状
況
、
救
助
お
よ
び
捜
索
活
動
状
況
が
話
さ
れ
、
翌
日
の
被
災
地
へ

の
捜
索
隊
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
被
災
当
初
は
停
電
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
暗
い
家
に
帰
り
、
翌
日
も
暗
い
中
を

出
発
す
る
と
い
う
状
態
で
し
た
。
捜
索
に
尽
力
さ
れ
た
緊
急
援
助
隊
（
消
防
）・
自

衛
隊
・
警
察
の
み
な
さ
ん
に
は
、
誠
に
あ
り
が
た
く
今
で
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
捜
索
当
初
は
、
生
存
者
確
認
が
優
先
さ
れ
、
そ
の
後
に
行
方
不
明
者
の
捜
索
活

動
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
当
初
、
消
防
団
に
つ
い
て
は
発
見
の
段
階
で
、「
手
を
つ

け
ず
、
警
察
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
捜
索
が
進
む

に
つ
れ
て
搬
送
ま
で
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
消
防
団
員
の
方
々
の
負
担
も
大
き
か
っ

た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２　
崎
鍬
ヶ
崎
地
区

　
⑴　
大
付

□　
山
内
正
光
さ
ん
の
話

昭
和
15
（
１
９
４
０
）
年
生
。
崎
鍬
ヶ
崎
・
大
付
。
漁
業
。

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
12
日
、
話
を
う
か
が
っ
た
。

　
何
年
か
は
冬
の
間
だ
け
、
東
京
の
築
地
に
も
荷
卸
し
の
た
め
に
、
マ
グ
ロ
船
に

乗
っ
て
た
も
ん
で
す
か
ら
。
三
崎
（
神
奈
川
県
三
浦
半
島
三
崎
港
）
の
方
が
ず
っ
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さ
ま
の
南
側
の
、ち
ょ
う
ど
高
い
と
こ
で
、こ
っ
ち
側
行
け
ば
も
っ
と
低
く
な
る
し
、

こ
っ
ち
側
も
そ
の
ま
ま
低
く
な
っ
て
る
、
そ
の
高
い
と
こ
越
え
た
っ
て
。「
こ
こ
越

え
た
ん
だ
ず
」
っ
て
ね
え
。

　
明
治
の
津
波
の
話
を
し
て
く
れ
た
の
は
、
伊
勢
松
（
祖
父
）
っ
つ
う
家
の
祖
父

で
す
。
明
治
24
年
（
28
年
だ
か
）
生
ま
れ
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
聞

い
て
は
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
地
震
ぐ
ら
い
で
は
、
避
難
と
い
う
こ
と
は
考
え
な
い

訳
で
す
よ
ね
。
明
治
の
頃
は
ず
っ
と
下
の
ほ
ん
と
に
海
辺
の
と
こ
で
し
た
。
そ
れ

を
完
全
に
越
え
て
ま
す
か
ら
ね
。
高
さ
に
す
る
と
３
㍍
、
４
㍍
ぐ
ら
い
じ
ゃ
あ
な

い
か
な
、
は
っ
き
り
わ
か
ん
な
い
で
す
け
ど
も
、
私
の
背
の
倍
は
あ
る
ぐ
ら
い
で

す
か
ら
。
２
㍍
50
は
完
全
に
津
波
は
越
え
て
ま
す
ね
え
。

　
津
波
に
流
さ
れ
た
っ
て
い
う
の
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
で
す
ね
え
。
私
も
こ
こ
で

見
て
て
。そ
っ
ち
の
方
に
行
っ
た
時
に
、消
防
の
十
六
分
団
の
見
周
り
に
来
た
人
が
、

流
さ
れ
て
助
か
っ
て
亡
く
な
っ
た
人
を
乗
っ
け
て
来
た
ん
で
す
よ
。
見
周
り
の
消

防
車
で
来
て
ま
し
た
か
ら
。
そ
い
で
、「
流
さ
れ
て
助
か
っ
て
来
た
人
を
、
こ
の
人

を
途
中
で
こ
こ
ま
で
連
れ
て
来
た
け
ど
も
、
家
も
分
か
ら
な
い
し
、
誰
か
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
る
人
が
い
ね
え
か
」
っ
て
言
う
ん
で
、「
い
い
か
ら
、
お
れ
が
ト
ラ
ッ

ク
取
り
に
行
く
か
ら
」
っ
て
言
っ
た
ら
、「
持
っ
て
来
て
た
よ
」
っ
つ
う
の
が
い
て
、

そ
の
人
に
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
頼
む
か
」
っ
て
、そ
の
人
に
家
ま
で
連
れ
て
来
て
も
ら
っ

た
ん
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
す
ぐ
に
病
院
に
行
っ
た
ら
し
い
ん
で
す
よ
。
そ
の
時
に
意
識
は
あ
り

ま
し
た
よ
。
１
人
で
自
分
の
体
を
自
分
で
何
と
か
、
支
え
れ
ば
動
け
る
状
態
で
し

た
か
ら
。

　
Ｔ
も
１
回
ね
、
こ
こ
（
高
台
）
に
上
が
っ
た
の
す
。
そ
い
で
声
掛
け
っ
ぺ
か
な

と
思
っ
た
ど
も
、
ま
さ
か
あ
れ
が
下
が
っ
て
は
行
か
ね
え
べ
な
あ
っ
て
思
っ
て
、

声
も
掛
け
ね
え
で
や
っ
た
の
。
こ
こ
静
か
に
上
が
っ
て
行
っ
た
さ
。「
下
が
ん
な
」っ

て
し
ゃ
べ
っ
て
る
も
ん
だ
っ
け
ば
、
ま
さ
か
下
が
ん
な
い
べ
な
あ
っ
て
思
っ
た
っ

け
、
こ
こ
を
上
が
っ
て
っ
て
か
ら
、
今
度
は
下
が
っ
た
ら
し
い
ん
だ
で
ば
。
Ｔ
は

浄
土
ヶ
浜
さ
行
っ
て
た
ら
し
い
ん
だ
よ
ね
、
ハ
ン
モ
ウ
ド
（
浜
を
守
る
人
）
で
。

ホ
タ
テ
焼
い
て
お
客
さ
ん
に
、
観
光
船
の
乗
り
場
の
切
符
売
り
場
あ
る
ん
で
す
が
、

あ
す
こ
の
下
を
借
り
て
て
ね
え
。

く
自
分
の
船
だ
け
で
は
な
く
て
、
よ
そ
の
船
も
い
る
や
つ
を
上
げ
よ
う
っ
つ
っ
て
、

い
じ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
る
ん
で
す
。

　
津
波
で
助
か
っ
た
人
も
、
こ
こ
で
２
人
も
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
も
ん
ね
。
１
人

は
、
波
に
さ
ら
わ
れ
て
ぶ
ち
上
げ
ら
れ
て
助
か
っ
た
人
な
ん
で
す
よ
ね
。
泥
水
を

吸
っ
て
肺
ま
で
い
っ
て
、
し
ば
ら
く
入
院
し
て
治
っ
て
退
院
し
た
ん
で
す
け
ど
も
。

浜
に
も
ウ
ニ
採
り
に
ア
ワ
ビ
採
り
に
、
出
て
た
ん
で
す
。
２
年
ぐ
ら
い
前
で
す
か
、

亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
で
、
足
元
さ
ら
わ
れ
た
２
人
の
う
ち
の
１
人
が
、
去
年

亡
く
な
り
ま
し
た
。
２
年
ぐ
ら
い
は
普
通
に
稼
い
で
い
た
ん
で
す
。
調
子
が
悪
い
っ

て
入
院
し
て
、
幾
日
も
持
た
な
か
っ
た
で
す
ね
。
１
年
も
持
た
ず
に
亡
く
な
っ
た

で
す
ね
。

　
１
人
泥
水
吸
っ
た
人
が
、１
年
以
上
存
命
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。も
う
１
人
、い
っ

し
ょ
に
流
さ
れ
て
助
か
っ
て
、
今
で
も
元
気
で
稼
い
で
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
流
さ

れ
た
人
が
１
人
だ
け
助
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
危
機
一
髪
で
助
か
っ
た
人
が
２
人
。

そ
の
う
ち
の
１
人
が
去
年
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
の
上
に
上
が
っ
て
、
上
の
家
の
と
こ
に
上
が
る
と
日
出
島
の
島
の
南
側
で

見
て
た
ん
で
す
よ
。「
船
の
作
業
し
て
る
と
こ
が
見
え
な
い
な
あ
」っ
て
言
う
ん
で
、

こ
こ
の
下
降
り
て
、
お
墓
の
カ
ー
ブ
の
と
こ
か
ら
見
て
い
る
う
ち
に
、
い
ち
ば
ん

大
っ
き
な
の
が
来
た
ん
で
す
ね
え
。
下
に
行
っ
て
か
ら
そ
ん
な
大
っ
き
い
の
は
来

な
か
っ
た
で
す
か
ら
。

　
日
出
島
の
南
側
の
ア
オ
マ
ツ
（
通
称
）、
ど
ん
な
し
け
で
も
波
か
ぶ
っ
た
こ
と
も

な
い
よ
う
な
、
い
っ
つ
も
見
え
て
る
と
こ
ま
で
が
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
か
ら
ね
。

ふ
だ
ん
見
え
な
い
岩
で
、
こ
う
少
し
盛
り
上
が
っ
た
と
こ
ま
で
見
え
な
く
な
り
ま

し
た
か
ら
ね
。
だ
か
ら
、
15
㍍
と
か
20
㍍
と
か
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
後
で
日
出

島
の
人
に
聞
い
た
ん
で
す
け
ど
も
、
ひ
と
波
で
行
っ
ち
ゃ
っ
た
て
い
う
、
も
の
凄

え
の
が
１
回
来
て
…
。
１
波
だ
か
２
波
だ
か
わ
か
り
ま
せ
ん
け
ど
も
。

　
こ
こ
降
り
て
行
っ
た
と
こ
に
砂
浜
が
２
つ
に
分
か
れ
て
て
、
そ
こ
が
ち
ょ
う
ど

峠
に
な
っ
て
て
、
明
治
の
津
波
の
時
に
こ
こ
の
と
こ
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
た
っ

て
い
う
こ
と
は
聞
い
て
は
い
た
ん
で
す
。
あ
っ
ち
に
越
え
た
り
、
こ
っ
ち
に
越
え

た
り
っ
て
い
う
。
北
側
の
浜
と
、
南
側
は
昔
は
砂
浜
だ
っ
た
ん
で
す
よ
、
そ
こ
に

コ
ン
ブ
乾
し
た
り
ワ
カ
メ
乾
し
た
り
、
乾
燥
場
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
、
弁
天
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か
ら
な
か
っ
た
で
す
ね
え
。
こ
の
辺
の
人
た
ち
も
流
さ
れ
た
っ
て
い
う
の
も
。
そ

の
辺
の
人
た
ち
が
帰
っ
て
来
な
い
っ
て
い
う
の
は
、
わ
か
っ
て
は
い
ま
し
た
け
ど

も
。
家
の
方
で
そ
の
時
点
で
帰
っ
て
来
な
い
人
が
４
人
で
す
か
、
１
人
は
帰
っ
て

き
ま
し
た
か
ら
ね
。
５
人
ぐ
ら
い
が
ま
だ
帰
っ
て
来
な
い
っ
て
い
う
。
津
波
に
持
っ

て
い
か
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
。
Ｔ
は
ま
だ
わ
か
ん
な
か
っ
た
か
ら
。

　
炊
き
出
し
は
お
に
ぎ
り
貰
っ
て
食
べ
ま
し
た
か
ら
、
炊
き
出
し
の
人
た
ち
が
、

た
ぶ
ん
、
早
稲
栃
の
人
た
ち
が
後
で
聞
い
た
ら
、
一
所
懸
命
に
な
っ
て
握
っ
た
っ

て
い
う
話
は
聞
い
て
ま
し
た
。
避
難
所
は
あ
ん
ま
り
ぎ
ち
ぎ
ち
い
っ
ぱ
い
っ
て
い

う
ほ
ど
で
も
な
か
っ
て
け
ど
も
、
１
０
０
人
ぐ
ら
い
は
い
ま
し
た
で
す
か
ね
え
。

灯
り
は
発
電
機
で
。
雪
の
降
る
中
、
外
で
ド
ラ
ム
缶
で
火
焚
い
て
、
遅
く
ま
で

十
六
分
団
の
人
が
や
っ
て
ま
し
た
か
ら
。
ト
イ
レ
も
た
ま
た
ま
外
だ
っ
た
し
、
外

に
設
置
さ
れ
て
ま
し
た
か
ら
。
十
六
分
団
の
人
た
ち
が
や
っ
て
く
れ
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
思
っ
て
ま
す
け
ど
も
。
寝
具
は
何
枚
か
は
用
意
さ
れ
て
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
け
ど
ね
え
。
最
低
で
も
毛
布
の
１
枚
か
枕
に
な
る
よ
う
な
座
布
団
と
か
、

ぐ
ら
い
は
持
っ
て
行
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
時
、家
の
爺
さ
ま
（
父
親
）、あ
の
頃
は
ま
だ
達
者
だ
っ
た
か
ら
、サ
ン
ホ
ー

ム
（
老
人
介
護
施
設
）
に
行
っ
て
て
、地
震
で
泊
ま
ら
れ
な
い
か
ら
っ
て
言
う
ん
で
、

向
か
い
の
サ
ン
ホ
ー
ム
に
勤
め
て
い
る
姉
ち
ゃ
ん
が
、そ
こ
に
連
れ
て
来
て
も
ら
っ

て
、
そ
こ
で
爺
さ
ま
も
女
房
と
３
人
で
１
晩
泊
ま
っ
て
、
朝
ん
な
っ
て
、
朝
ご
飯

も
お
に
ぎ
り
か
何
か
い
た
だ
い
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
け
ど
も
。
９
時
か
９

時
半
ぐ
ら
い
に
は
こ
っ
ち
に
帰
り
ま
し
た
ね
。

　
Ｔ
が
１
人
だ
け
不
明
だ
っ
た
ん
で
、
誰
も
見
た
人
が
い
な
い
っ
て
い
う
、
消
防

の
ポ
ン
プ
車
で
連
れ
て
こ
ら
れ
た
人
が
、
上
で
見
て
た
ら
Ｔ
は
南
の
方
の
い
つ
も

仕
事
を
し
て
っ
と
こ
の
方
に
行
っ
て
、
で
っ
か
い
の
が
ば
ん
と
来
て
て
、
そ
れ
で

ひ
と
波
で
さ
ら
わ
れ
た
ん
じ
ゃ
ね
え
か
な
っ
て
。
さ
ら
わ
れ
た
の
は
そ
の
ひ
と
波

だ
け
み
た
い
な
ん
で
。

　
お
か
し
な
こ
と
に
、
そ
の
さ
ら
わ
れ
た
人
た
ち
が
上
の
方
に
上
が
っ
て
ん
の
ね
、

流
さ
れ
て
助
か
っ
た
人
が
２
人
と
も
、
ト
ラ
ッ
ク
も
上
の
方
に
。
そ
う
で
波
は
南

の
方
か
ら
越
え
て
き
た
っ
て
い
う
訳
さ
。
南
か
ら
来
た
の
が
さ
ら
っ
て
、
そ
の
ま

ま
み
ん
な
何
も
か
に
も
ひ
と
波
で
持
っ
て
行
っ
た
っ
て
い
う
の
に
、
流
さ
れ
て
助

　
そ
こ
さ
た
ま
た
ま
行
っ
た
ら
っ
た
ら
し
い
だ
っ
け
で
ば
。
お
れ
が
思
う
に
、
あ

れ
を
上
が
っ
て
っ
て
す
、
そ
し
て
今
度
は
亡
く
な
っ
た
、
消
防
だ
っ
た
か
ら
。
た

ま
た
ま
家
の
と
こ
で
行
き
会
っ
た
ん
じ
ゃ
ね
え
か
な
と
思
う
ん
だ
け
ど
も
ね
え
。

そ
の
若
い
も
ん
ど
っ
か
ら
来
た
ん
だ
か
わ
か
ん
な
い
け
ど
も
、
た
ぶ
ん
屯
所
さ
行

く
べ
と
思
っ
て
、
車
で
出
だ
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
う
ん
だ
け
ど
も
ね
、
軽

ト
ラ
乗
っ
た
っ
た
か
ら
ね
。
そ
い
で
、
た
ま
た
ま
Ｔ
ん
ち
で
い
っ
し
ょ
に
な
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
そ
し
て
２
人
連
れ
だ
っ
て
浜
さ
行
っ
た
ん
だ
ね
え
、
そ
れ
か

ら
そ
う
で
な
あ
ば
、
２
人
行
く
訳
が
ね
え
ん
だ
も
ん
ね
。
１
人
は
あ
っ
ち
で
行
き

会
っ
た
ん
だ
か
ら
、
家
か
ら
行
っ
て
あ
っ
ち
ゃ
行
く
ん
だ
か
ら
、
屯
所
さ
行
く
べ

と
思
っ
て
行
っ
た
と
思
う
ん
だ
ね
。

　
家
の
上
の
方
に
行
っ
て
見
た
ど
も
、
こ
こ
か
ら
は
港
の
方
が
見
え
な
い
訳
で
す

よ
。
そ
れ
な
ん
で
「
港
の
方
が
見
え
る
ど
こ
に
行
っ
て
み
よ
う
」
っ
て
言
う
ん
で
。

お
墓
の
と
こ
か
ら
全
部
見
え
ま
す
か
ら
、
そ
こ
に
行
っ
て
眺
め
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
時
に
は
、
堤
防
の
内
側
は
か
な
り
潮
が
引
い
た
り
、
ま
た
上
が
っ
て
来
た
り
す

ん
の
が
見
え
て
ま
し
た
ん
で
。
船
が
流
さ
れ
て
行
く
の
が
見
え
た
り
、養
殖
の
ロ
ー

プ
が
団
子
に
な
る
の
が
見
え
た
り
、
そ
う
い
う
の
を
見
て
い
た
時
に
助
か
っ
た
人

が
、
消
防
に
連
れ
ら
れ
て
そ
こ
を
通
っ
て
行
っ
た
ん
で
す
。

　
津
波
の
色
は
あ
ん
ま
り
変
わ
ら
な
か
っ
た
で
す
ね
、
ち
ょ
っ
と
濁
り
水
、
雨
が

そ
ん
な
に
降
っ
た
時
じ
ゃ
な
く
っ
て
、
そ
ん
な
う
ん
と
ど
ろ
ど
ろ
っ
て
い
う
ん
じ
ゃ

な
か
っ
た
で
す
ね
。
意
外
と
こ
こ
も
ち
ょ
っ
と
行
く
っ
て
い
う
と
水
深
け
っ
こ
う

あ
り
ま
す
ん
で
。
常
に
外
洋
だ
か
ら
き
れ
い
な
水
ば
っ
か
り
で
、
内
湾
と
違
っ
て
。

ち
ょ
っ
と
濁
っ
た
ぐ
ら
い
で
す
か
ね
。
そ
ん
な
程
度
の
水
だ
っ
た
で
す
ね
。

　
助
か
っ
た
人
が
ど
う
し
た
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
で
す
け
ど
も
、
そ
の
後
の
記
憶

が
あ
ん
ま
り
無
い
ん
で
す
よ
ね
。
夕
方
に
な
っ
て
日
も
暮
れ
て
来
る
し
、
雪
も
ポ

ツ
ポ
ツ
来
た
よ
う
な
感
じ
で
、
そ
の
辺
の
人
た
ち
と
話
し
て
、
も
う
こ
れ
で
電
気

も
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
し
、
家
に
い
て
も
お
風
呂
も
な
い
か
ら
、
避
難
所
（
崎
山

小
学
校
）
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
１
晩
泊
ま
っ
て
来
ま
し
た
け
れ
ど
も
。

　
Ｔ
は
妹
の
旦
那
な
ん
で
す
け
ど
も
、
連
絡
が
付
か
な
い
っ
て
い
う
こ
と
で
心
配

し
た
け
ど
も
、「
ど
っ
か
で
何
と
か
し
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
っ
て
、
ま
だ
そ
ん
時

に
は
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
誰
が
ど
う
し
た
っ
て
い
う
情
報
も
全
然
わ
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ま
す
ん
で
、
米
な
ん
か
も
10
㌔
買
っ
て
く
れ
ば
ね
、
10
日
で
も
15
日
で
も
持
ち
ま

す
か
ら
。
食
べ
物
の
こ
と
は
何
も
心
配
な
か
っ
た
で
す
ね
。
た
だ
水
道
が
止
ま
り

ま
し
た
ん
で
、
水
が
大
変
だ
っ
た
で
す
け
れ
ど
も
。

　
こ
こ
の
上
に
、
昔
か
ら
飲
み
水
に
も
何
で
も
全
部
使
っ
て
た
井
戸
が
あ
っ
て
、

蓋
を
し
て
ち
ゃ
ん
と
し
て
き
れ
い
な
ん
で
す
よ
ね
。
水
質
検
査
な
ん
か
や
っ
た
こ

と
な
い
で
す
け
ど
も
、
大
丈
夫
だ
ろ
う
っ
て
言
う
も
ん
で
。
そ
の
水
を
井
戸
か
ら

汲
ん
で
３
日
か
４
日
ぐ
ら
い
使
っ
て
。
水
だ
け
は
絶
対
に
必
要
で
す
か
ら
ね
、
井

戸
の
お
陰
で
、
こ
の
辺
の
人
た
ち
は
全
部
助
か
り
ま
し
た
よ
。
所
有
者
は
こ
の
上

の
家
の
人
の
土
地
だ
か
ら
、
そ
の
人
の
も
ん
だ
ろ
う
と
は
思
う
ん
で
す
け
ど
も
。

昔
か
ら
み
ん
な
で
こ
こ
使
っ
て
た
か
ら
、み
ん
な
の
も
ん
だ
っ
て
い
う
意
識
が
あ
っ

て
。

　
昔
か
ら
お
盆
の
ち
ょ
っ
と
前
だ
っ
た
か
な
、「
ナ
ノ
カ
ビ
」（
７
月
７
日
）
っ
て

い
う
の
が
あ
っ
て
、「
井
戸
替
え
（
け
え
）」
っ
て
。
井
戸
の
掃
除
を
子
ど
も
の
頃

か
ら
大
人
の
人
た
ち
が
昔
は
バ
ケ
ツ
み
ん
な
持
っ
て
、
水
を
汲
ん
で
全
部
捨
て
て
、

中
を
き
れ
い
に
洗
っ
て
、
汲
み
上
げ
た
水
を
何
か
に
入
れ
て
取
っ
て
お
い
て
、
そ

い
で
最
後
に
そ
の
水
で
き
れ
い
に
流
し
て
、
ず
ー
っ
と
毎
年
そ
う
や
っ
て
今
ま
で

…
。
今
で
は
何
も
使
い
ま
せ
ん
け
ど
も
、

　
こ
ん
な
高
台
で
川
が
あ
る
訳
で
は
な
い
の
に
、
水
が
あ
っ
ち
か
ら
も
こ
っ
ち
か

ら
も
湧
き
出
て
ん
で
す
。
こ
こ
の
角
の
横
に
も
水
湧
い
て
サ
ワ
ガ
ニ
が
い
ま
す
。

今
で
も
。
少
し
掘
る
と
下
が
堅
い
赤
土
の
岩
盤
な
ん
で
す
よ
、赤
い
ご
じ
ょ
ご
じ
ょ

出
て
る
っ
と
こ
風
化
し
て
、
ぼ
そ
ぼ
そ
崩
れ
る
や
つ
、
石
な
ん
で
す
け
ど
も
堅
い

石
な
ん
で
す
よ
、
こ
の
辺
も
ほ
と
ん
ど
。
だ
か
ら
、
腐
葉
土
と
そ
の
岩
盤
の
間
を

こ
う
流
れ
て
。
こ
の
辺
、
自
家
用
の
井
戸
を
持
っ
て
る
人
が
け
っ
こ
う
あ
る
ん
で

す
、
上
の
方
か
ら
数
え
て
も
、
５
軒
か
６
軒
ぐ
ら
い
。
こ
の
辺
じ
く
じ
く
し
て
る

か
ら
、
掘
れ
ば
水
が
出
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
、
や
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん

で
す
。
不
思
議
っ
て
言
え
ば
不
思
議
な
と
こ
で
す
よ
ね
。

　
水
道
が
出
来
て
っ
か
ら
も
、
何
か
あ
れ
ば
こ
こ
は
絶
対
に
使
わ
ね
ば
な
ん
ね
え

か
ら
っ
て
。
蓋
も
し
て
な
か
っ
た
ん
で
す
、
汚
れ
た
ま
ん
ま
に
な
っ
て
木
の
葉
が

入
っ
た
り
。
そ
れ
ど
も
１
年
に
１
回
は
汲
み
上
げ
て
、
掃
除
を
し
て
き
ま
し
た
け

ど
も
、
こ
れ
は
だ
め
だ
な
あ
っ
て
蓋
作
っ
て
。「
お
れ
が
造
っ
て
や
っ
か
ら
」
っ
て
、

か
っ
た
人
た
ち
が
浜
さ
下
が
っ
て
行
っ
て
、
ち
っ
ち
ゃ
な
川
が
、
あ
す
こ
の
左
手

の
方
の
杉
の
あ
す
こ
ら
で
２
人
と
も
。越
え
た
と
こ
の
方
の
反
対
に
行
っ
て
助
か
っ

て
。
だ
か
ら
、
ど
う
な
っ
て
ん
だ
か
ち
ょ
っ
と
わ
か
ん
な
い
で
す
ね
。

　
佐
々
木
佐
重
喜
っ
て
い
う
人
が
全
部
見
て
た
っ
た
っ
け
、
自
分
の
家
か
ら
見
れ

ば
見
え
る
訳
だ
。
あ
す
こ
か
ら
越
え
て
き
た
波
が
だ
ー
っ
と
来
て
ひ
と
波
で
持
っ

て
っ
た
っ
て
。
と
っ
て
つ
も
な
い
大
っ
き
な
の
が
１
つ
来
て
る
か
ら
、
み
ん
な
持
っ

て
い
か
れ
て
。
日
出
島
の
場
合
は
そ
ん
な
感
じ
で
す
よ
。

　
昔
の
崎
山
村
の
時
代
の
人
た
ち
は
、
ほ
と
ん
ど
が
同
年
代
で
す
か
ら
、
北
は
松

月
か
ら
、
中
の
浜
、
女
遊
戸
、
宿
、
日
出
島
、
南
の
大
沢
ま
で
、
浜
が
６
つ
あ
る

ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
の
人
た
ち
み
ん
な
顔
見
知
り
で
す
か
ら
、
小
学
校
ひ
と
つ
中

学
校
ひ
と
つ
だ
け
で
す
か
ら
。２
つ
３
つ
上
の
人
た
ち
と
か
、あ
と
地
区
の
中
と
か
、

い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ
り
何
か
し
た
人
た
ち
、
親
戚
の
あ
る
家
に
は
小
さ
い
時
か
ら

お
祭
り
だ
っ
て
言
え
ば
行
っ
た
り
し
て
、
そ
こ
で
遊
ん
だ
り
す
れ
ば
み
ん
な
ほ
と

ん
ど
顔
見
知
り
な
り
ま
す
し
。

　
私
は
18
の
時
か
ら
20
年
間
ぐ
ら
い
、
漁
船
乗
っ
て
家
留
守
に
し
て
ま
し
た
が
、

小
さ
い
時
か
ら
の
知
り
合
い
っ
て
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
で
…
、
名
前
が
知
ら
な
く

て
も
だ
い
た
い
顔
見
れ
ば
、
あ
の
人
は
確
か
箱
石
の
人
だ
っ
た
な
あ
と
か
、
崎
山

の
人
だ
っ
た
な
あ
と
か
っ
て
言
う
こ
と
は
…
。

　
亡
く
な
っ
た
の
は
宿
の
浜
の
人
で
２
人
か
な
、
そ
の
う
ち
１
人
は
知
っ
て
い
る

人
で
す
し
１
人
は
知
ら
な
い
し
、
大
沢
の
方
で
は
こ
こ
の
家
の
親
戚
の
家
の
人
が

亡
く
な
っ
た
っ
て
い
う
、お
婆
ち
ゃ
ん
と
娘
さ
ん
と
そ
の
友
だ
ち
と
３
人
亡
く
な
っ

た
っ
て
い
う
の
が
２
日
後
か
…
。
そ
の
あ
た
り
に
な
れ
ば
、
み
な
さ
ん
そ
の
話
題

ば
っ
か
り
で
す
か
ら
。
こ
う
い
う
と
こ
で
す
か
ら
、
情
報
は
ど
っ
か
ら
も
け
っ
こ

う
入
り
ま
す
よ
ね
。

　
「
あ
す
こ
で
は
こ
う
い
う
人
が
こ
う
で
、
こ
う
ら
し
い
よ
」
っ
て
言
う
と
、「
そ

う
だ
っ
つ
う
よ
」
っ
て
い
う
話
は
、
２
日
か
３
日
ぐ
ら
い
に
は
も
う
全
部
…
、
ど

の
程
度
の
（
津
波
が
）
ど
こ
ま
で
来
た
と
か
っ
て
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
く
て
、
人
の

痛
み
っ
て
い
う
の
は
、
３
日
目
ぐ
ら
い
に
は
全
部
…
、
旧
崎
山
地
区
の
被
害
っ
て

い
う
の
は
わ
か
り
ま
し
た
ね
。

　
私
ん
と
こ
は
、
ふ
だ
ん
は
３
人
な
も
ん
で
す
か
ら
、
冷
凍
庫
や
ら
何
や
ら
あ
り
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よ
う
が
な
い
か
ら
、
ど
の
辺
ま
で
上
が
る
ん
だ
べ
な
あ
っ
て
思
っ
て
、
し
ば
ら
く

気
が
無
く
な
る
ま
で
眺
め
て
た
っ
た
の
ね
。
眺
め
て
た
っ
て
ど
う
も
な
ん
な
い
ん

だ
け
ど
。

　
そ
ん
時
、
家
が
無
く
な
っ
た
。
今
夜
ど
う
す
っ
ぺ
寝
っ
と
こ
が
ね
え
で
っ
て
。

崎
山
小
学
校
の
体
育
館
が
避
難
所
に
な
っ
て
ま
す
か
ら
。
い
ち
お
う
行
っ
て
み
よ

う
っ
つ
う
こ
と
で
、
車
で
逃
げ
た
か
ら
車
は
助
か
っ
た
わ
け
だ
。
行
っ
た
ら
も
う

１
０
０
人
以
上
集
ま
っ
て
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
が
大
変
で
し
た
ね
え
。
電
気
は
な
い
で
し
ょ
。
で
、
食
う
の
が
な
い

で
し
ょ
。
で
、
最
初
ど
っ
か
ら
か
炊
き
出
し
の
お
に
ぎ
り
が
来
た
ん
だ
け
ど
も
、

最
初
の
内
は
海
苔
が
付
い
て
、
ラ
ッ
プ
を
巻
い
た
お
に
ぎ
り
を
渡
し
て
。
次
の
日

は
、た
だ
白
お
に
ぎ
り
に
、そ
の
お
に
ぎ
り
も
小
さ
か
っ
た
り
大
き
か
っ
た
り
、ラ
ッ

プ
も
何
も
な
い
か
ら
、
お
菓
子
の
食
っ
た
袋
だ
の
何
だ
の
持
っ
て
っ
て
、
こ
う
配

給
を
貰
っ
て
食
べ
ま
し
た
。

　
そ
ん
時
は
ね
、
最
初
子
ど
も
が
先
、
お
に
ぎ
り
の
数
が
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
。

歳
を
取
っ
た
人
が
、
20
代
の
若
い
人
が
最
後
で
ね
え
。
20
代
の
人
は
、
当
た
っ
た

り
当
た
ん
な
か
っ
た
り
。
こ
れ
か
ら
も
そ
う
い
う
災
害
と
か
が
あ
る
べ
え
か
ら
。

便
所
は
自
衛
隊
が
持
っ
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。
テ
ン
ト
で
ね
、
鍵
も
か
け
て
な
い

し
、
紐
で
し
ば
っ
た
よ
う
な
。
今
は
水
洗
で
す
か
ら
、
水
が
出
な
い
、
み
ん
な
使
っ

た
ら
流
れ
て
い
か
な
い
と
、
流
れ
な
い
か
ら
も
う
学
校
の
便
所
は
ス
ト
ッ
プ
。

　
物
資
な
ん
か
は
、
水
と
か
衣
類
な
ん
か
は
、
割
と
早
く
入
っ
て
き
ま
し
た
。
何

か
後
世
の
た
め
に
も
、
何
か
災
害
が
あ
っ
た
時
、
ぼ
っ
と
ん
便
所
み
た
い
な
汲
み

取
り
式
で
も
い
い
か
ら
、
そ
う
い
う
時
の
た
め
に
確
保
し
て
お
か
な
く
て
は
１
番

困
っ
た
っ
け
ね
。

　
こ
こ
下
り
て
行
っ
て
（
日
出
島
の
）
上
の
方
は
残
っ
た
か
ら
、
完
全
に
流
れ
た

の
は
３
軒
、
水
を
１
階
ま
で
か
ぶ
っ
た
の
は
１
軒
で
す
ね
。
現
在
、
４
軒
残
っ
て

る
の
か
な
、ち
ょ
っ
と
高
め
の
所
に
あ
る
家
が
ね
。３
軒
は
何
も
な
か
っ
た
で
す
よ
、

う
ち
は
昔
の
古
い
家
だ
か
ら
、
基
礎
が
敷
石
の
上
に
浮
い
た
け
ど
ね
、
そ
の
ま
ま

流
さ
れ
た
。
新
し
く
建
っ
た
１
軒
は
、
押
さ
え
て
あ
っ
た
か
ら
、
基
礎
だ
け
は
い

く
ら
か
残
っ
て
た
っ
た
感
じ
ね
。

　
何
日
か
前
に
地
震
が
あ
っ
た
時
も
お
れ
は
逃
げ
ま
し
た
、
お
墓
の
高
い
所
ま
で

ち
ゃ
ん
と
丸
い
や
つ
を
10
日
ぐ
ら
い
か
か
っ
て
造
っ
て
蓋
し
て
。
子
ど
も
た
ち
が

入
っ
て
も
だ
め
だ
か
ら
重
い
方
が
い
い
と
、
重
石
乗
せ
て
子
ど
も
た
ち
が
開
け
ら

れ
な
い
よ
う
に
し
て
ま
す
け
ど
も
。

　
私
は
震
災
を
機
に
漁
師
を
や
め
ま
し
た
で
す
ね
。

　
⑵　
日
出
島

□　
前
川
要
さ
ん
の
話

昭
和
24
（
１
９
４
９
）
年
生
。
崎
山
・
日
出
島
（
現
在
、
大
付
在
住
）。
船
員
。

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
９
日
、
崎
山
仮
設
住
宅
で
話
を
う
か
が
っ
た
。

　
そ
の
日
は
ね
、ち
ょ
っ
と
寒
か
っ
た
か
ら
ね
、コ
タ
ツ
の
中
に
入
っ
て
い
た
の
よ
。

ケ
ー
タ
イ
が
鳴
っ
た
か
ら
、
こ
れ
が
鳴
る
っ
つ
ぅ
と
地
震
が
く
っ
け
ど
っ
て
、
女

房
に
し
ゃ
べ
っ
て
て
。
そ
し
た
ら
、
下
か
ら
ど
ん
ど
ん
突
き
上
げ
る
よ
う
な
、
今

ま
で
経
験
の
な
い
よ
う
な
、
揺
れ
と
い
う
か
突
き
上
げ
る
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
も

ん
ね
、ど
が
ど
が
、ど
が
ど
が
っ
て
。
あ
い
や
ー
、こ
れ
は
長
い
な
ー
っ
て
思
っ
て
、

一
応
玄
関
の
戸
を
開
け
さ
せ
た
ん
だ
け
ど
も
、
開
け
て
も
ま
だ
揺
れ
て
た
っ
た
か

ら
、家
瓦
だ
っ
た
か
ら
、瓦
落
っ
て
く
ん
で
ね
え
か
と
思
っ
て
、出
な
か
っ
た
の
ね
、

地
震
が
収
ま
る
ま
で
。

　
あ
あ
、
こ
れ
は
必
ず
絶
対
、
家
ま
で
は
届
か
な
い
だ
ろ
う
け
ど
も
、
船
は
い
っ

ぱ
い
引
い
て
あ
ん
の
が
見
え
ま
す
か
ら
。
船
は
完
全
に
無
く
な
る
な
と
思
っ
た
か

ら
、「
女
房
に
、
お
い
車
出
せ
」
っ
て
車
を
出
さ
せ
て
、
す
ぐ
に
上
が
っ
た
ん
で
す

よ
、
お
墓
の
高
い
所
に
。
そ
し
た
ら
ね
、
ち
ょ
う
ど
流
れ
て
行
っ
た
何
名
だ
か
が
、

船
が
こ
う
流
れ
て
来
っ
か
な
と
思
っ
た
ん
だ
か
、
船
を
つ
か
ま
え
る
た
め
に
下
り

た
ん
だ
ね
、
乗
っ
て
い
た
車
３
台
、
４
台
ぐ
ら
い
と
あ
っ
た
ね
。
で
、
ま
あ
、
上

の
方
で
、
最
初
は
家
の
方
を
見
て
た
ん
だ
け
ど
も
、
お
墓
の
所
で
。
ま
だ
余
震
が

あ
り
ま
し
た
か
ら
。あ
っ
こ
れ
は
も
し
か
し
て
倒
れ
て
き
た
ら
危
な
い
な
あ
と
思
っ

て
、
も
う
ち
ょ
っ
と
高
い
所
に
上
が
っ
た
の
ね
。

　
そ
し
て
、
沖
の
方
を
眺
め
て
い
た
ら
、
真
白
く
な
っ
て
き
た
っ
た
か
ら
、
こ
れ

は
お
ら
ほ
の
方
に
も
上
が
っ
た
ん
で
ね
え
か
な
と
見
に
行
っ
た
の
ね
。
そ
し
た
ら

も
う
、
何
も
な
く
て
本
当
に
き
れ
い
、
海
水
流
し
て
水
洗
い
し
た
時
み
た
い
に
、

何
も
無
か
っ
た
も
ん
ね
。
家
も
無
か
っ
た
し
。
あ
の
時
考
え
る
っ
た
っ
て
、
考
え
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防
団
が
、
朝
出
て
来
ん
だ
っ
け
ね
。
そ
の
人
た
ち
が
行
っ
て
見
て
き
た
の
を
聞
く

だ
け
。
ど
う
な
っ
て
た
っ
け
、
あ
そ
こ
は
こ
う
な
っ
て
た
っ
け
っ
て
ね
。

　
２
日
目
、
３
日
目
か
な
、
自
衛
隊
が
よ
う
や
く
道
路
を
造
っ
て
。
妹
が
磯
鶏
に

嫁
に
行
っ
た
っ
た
か
ら
、
そ
こ
は
運
よ
く
流
れ
な
か
っ
た
っ
つ
う
か
ら
、
そ
こ
へ

行
っ
て
、
体
育
館
に
居
る
の
も
大
変
だ
か
ら
、
も
し
部
屋
が
空
い
て
た
ら
借
り
て

住
ま
お
う
と
思
っ
て
、
頼
み
に
行
っ
た
の
。
最
初
行
っ
た
時
は
す
ご
か
っ
た
ね
。

爆
弾
で
も
お
っ
た
み
た
い
ね
、も
う
道
路
の
わ
き
も
が
れ
き
が
、た
だ
が
れ
き
ね
え
、

（
ブ
ル
ド
ー
ザ
で
）
真
ん
中
押
し
て
っ
た
ん
だ
べ
。

　
お
れ
２
晩
し
た
ら
、
金
が
か
ら
ん
で
く
る
訳
だ
。
そ
れ
で
、
こ
ん
だ
ど
っ
か
空

い
て
い
る
家
が
な
い
か
な
と
思
っ
て
、
宮
古
中
回
り
ま
し
た
よ
、
毎
日
。
ア
パ
ー

ト
は
な
い
で
し
ょ
、
と
ん
で
も
な
い
山
田
町
豊
間
根
の
奥
の
方
に
あ
っ
た
り
ね
。

運
よ
く
こ
こ
降
り
て
行
っ
た
と
こ
に
、
使
っ
て
ね
え
空
き
家
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に

仮
設
が
出
来
る
６
月
ま
で
借
り
て
て
、
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

　
⑶　
大
沢

□　
山
下
啓
一
さ
ん
の
話

昭
和
27
（
１
９
５
２
）
年
生
。
崎
鍬
ヶ
崎
・
大
沢
。
建
築
業
。
消
防
団
十
六
分

団
分
団
長
。
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
４
月
25
日
、
消
防
団
十
六
分
団
屯
所
で

２
名
の
方
か
ら
話
を
う
か
が
っ
た
。

□　
山
崎
安
人
さ
ん
の
話
（
途
中
の
談
）

昭
和
37
（
１
９
６
２
）
年
生
。
崎
山
・
早
稲
栃
。
農
業
。
農
業
委
員
。

　
私
は
大
工
な
ん
で
す
よ
。
そ
の
日
は
た
ま
た
ま
休
み
だ
っ
た
か
ら
良
か
っ
た
け

ど
。
大
っ
き
な
地
震
だ
な
あ
と
思
い
な
が
ら
、
水
門
閉
め
に
行
っ
て
。
遠
く
で
働

い
て
れ
ば
、
水
門
閉
め
に
来
る
に
は
15
分
か
ら
20
分
ぐ
ら
い
か
か
ん
で
す
け
ど
も
、

家
が
近
い
も
ん
で
す
か
ら
、
け
っ
こ
う
早
く
水
門
閉
め
た
な
あ
と
思
い
な
が
ら
。

そ
し
て
ま
た
地
震
で
揺
れ
る
ん
で
す
よ
、
ガ
タ
ガ
タ
、
ガ
タ
ガ
タ
っ
て
、
音
が
し

て
ん
だ
よ
。
お
か
し
い
な
あ
。
け
っ
こ
う
大
っ
き
い
や
つ
だ
な
あ
っ
て
。

　
そ
う
し
て
る
う
ち
に
、
沖
の
方
が
雷
み
た
い
な
感
じ
の
音
が
す
ん
で
す
よ
、
ゴ

ロ
ゴ
ロ
っ
て
い
う
よ
う
な
感
じ
が
。「
沖
の
方
で
雷
の
よ
う
な
音
が
す
れ
ば
津
波
が

来
る
」、
そ
ん
な
話
す
る
人
も
お
り
ま
し
た
っ
け
。
確
か
に
雷
み
た
い
な
音
が
し
ま

逃
げ
ま
し
た
、
誰
も
来
な
か
っ
た
。
海
で
作
業
し
て
た
人
も
い
ま
し
た
よ
。「
３
か

４
ぐ
ら
い
の
地
震
が
来
る
と
、
親
戚
が
上
の
方
に
い
る
か
ら
、
そ
こ
さ
行
け
」
っ

て
言
わ
れ
る
の
ね
。
お
れ
は
年
寄
り
だ
か
ら
家
で
番
し
て
た
と
か
っ
て
、
逃
げ
な

い
ん
だ
も
の
。
日
出
島
の
犠
牲
者
は
、
死
ん
だ
人
が
４
名
、
大
付
部
落
っ
て
ね
、

少
し
上
の
あ
す
こ
の
漁
師
が
５
名
か
、
両
方
で
９
名
、
あ
と
車
ご
と
流
さ
れ
て
水

い
っ
ぱ
い
飲
ん
で
入
院
し
た
り
な
ん
だ
り
し
た
け
ど
も
。
お
れ
の
同
級
生
１
人
亡

く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
ね
。

　
船
を
も
う
ち
ょ
っ
と
高
い
所
に
上
げ
よ
う
と
思
っ
て
行
っ
た
と
思
う
ん
だ
よ
ね
。

漁
師
は
船
、
岸
辺
に
置
い
て
ん
か
ら
、
こ
れ
を
ち
ょ
っ
と
引
き
上
げ
れ
ば
、
流
れ

な
い
べ
っ
つ
う
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
引
っ
張
っ
て
来
て
も

間
に
合
わ
な
か
っ
た
べ
ね
。
早
か
っ
た
も
ん
ね
、
割
と
ね
。
高
い
所
上
が
っ
て
何

分
も
し
な
い
よ
、
15
分
か
20
分
ぐ
ら
い
か
な
あ
、
上
に
い
た
っ
た
の
。

　
よ
く
漫
画
で
な
く
、
絵
で
こ
う
す
げ
え
高
く
描
く
が
、
あ
あ
い
う
感
じ
な
ん
だ

よ
ね
。た
だ
盛
り
上
が
っ
て
く
ん
の
ね
、水
が
。こ
ん
な
に
白
く
な
っ
て
上
が
ん
じ
ゃ

な
く
、
ど
ん
ど
ん
、
ど
ん
ど
ん
、
ど
ん
ど
ん
と
ね
え
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
こ
う
押

さ
れ
て
き
た
で
す
ね
え
。
ち
ょ
う
ど
岸
壁
、
防
波
堤
が
見
え
た
っ
た
か
ら
。
最
初

い
く
ら
か
上
が
っ
て
、
防
波
堤
上
が
っ
て
き
た
ぞ
っ
て
。
す
ぐ
下
が
っ
た
も
ん
ね
、

底
の
方
ま
で
こ
う
水
が
。
そ
れ
の
返
り
な
ん
だ
ろ
う
ね
、
こ
っ
ち
来
た
や
つ
。

　
山
の
方
に
逃
げ
て
、
お
婆
さ
ん
連
中
も
逃
げ
た
ん
だ
け
ど
も
、
１
人
１
回
上
が
っ

て
、黙
っ
て
い
れ
ば
い
い
の
に
、「
何
、も
う
大
丈
夫
だ
べ
」
っ
て
降
り
て
き
た
ん
だ
っ

て
、
下
に
。
津
波
の
来
る
方
向
が
、
２
方
向
か
ら
来
た
み
た
い
な
ん
で
。
島
の
鳥

居
の
間
か
ら
も
入
っ
て
来
た
み
た
い
だ
も
の
。
誰
も
あ
っ
ち
か
ら
来
る
と
思
わ
ね

え
か
ら
、
あ
っ
ち
は
見
て
ね
え
訳
だ
。
こ
っ
ち
の
防
波
堤
の
あ
る
方
だ
け
見
て
て
、

「
何
、大
丈
夫
だ
」っ
て
、降
り
た
み
た
い
だ
も
の
。
そ
し
た
ら
、こ
っ
ち
か
ら
上
が
っ

た
や
つ
で
、
返
し
で
足
取
ら
れ
た
か
ら
。

　
Ｔ
さ
ん
は
消
防
の
関
係
で
海
の
方
、
南
側
の
方
に
回
っ
て
っ
た
み
た
い
ね
。
誰

か
い
た
か
、ほ
れ
避
難
さ
せ
よ
う
と
思
っ
て
、確
認
に
回
っ
て
行
っ
た
ん
だ
ね
。
あ
っ

ち
に
行
っ
た
ら
も
う
終
わ
り
で
す
よ
ね
。

　
（
崎
山
小
学
校
に
避
難
し
て
か
ら
）、
電
気
も
来
て
な
い
し
、
全
然
情
報
も
何
も

入
っ
て
こ
な
い
し
、
ど
う
な
っ
て
ん
だ
べ
な
あ
っ
て
、
そ
の
市
役
所
の
人
と
か
消
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防
潮
堤
の
方
に
…
を
見
つ
け
て
歩
こ
う
と
し
た
ら
、
家
の
方
か
ら
た
ぶ
ん
娘
の
声

だ
と
思
う
ん
だ
が
、「
津
波
だ
」
っ
つ
う
声
が
聞
こ
え
た
っ
た
ね
。
お
か
し
い
な
あ

と
思
い
な
が
ら
、
そ
い
で
防
潮
堤
の
方
に
来
て
海
を
眺
め
て
、
そ
し
た
ら
家
の
屋

根
が
こ
の
辺
に
見
え
て
あ
っ
た
の
か
な
。
こ
っ
ち
見
て
な
い
ん
だ
よ
な
あ
。
防
潮

堤
の
中
が
プ
ー
ル
に
な
っ
た
っ
つ
う
頭
も
ね
え
の
す
。

　
そ
し
て
ま
あ
、
波
が
落
ち
着
い
て
、
そ
し
て
ま
た
元
家
が
あ
っ
た
方
に
行
っ
て
。

家
の
上
の
保
養
所
の
管
理
人
の
人
か
ら
、「
津
波
が
来
る
10
分
ぐ
ら
い
前
に
、
娘
さ

ん
み
た
い
な
人
が
来
た
っ
け
よ
う
」
っ
つ
う
か
ら
、
う
ー
ん
と
思
っ
て
…
。
そ
の

時
ね
、海
の
方
に
車
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。う
ち
の
娘
の
車
だ
と
思
わ
な
か
っ
た
の
、

全
然
。
ど
っ
か
ら
来
た
車
だ
べ
な
あ
と
思
っ
て
、
不
思
議
に
思
い
な
が
ら
。
そ
の

話
を
聞
い
た
ら
、
あ
あ
、
あ
れ
が
う
ち
の
娘
の
車
だ
っ
た
の
か
、
家
に
娘
が
い
た
っ

た
の
か
っ
つ
う
こ
と
に
な
っ
て
。

　
そ
ん
時
は
も
う
頭
が
真
白
く
な
っ
た
っ
た
ね
。
悔
し
く
て
、
悔
し
く
て
…
。
だ

ど
も
分
団
長
っ
つ
う
頭
が
あ
っ
た
か
ら
、
心
を
鬼
に
し
て
…
。
心
を
鬼
に
し
て
、

指
示
を
出
さ
ね
え
ば
ね
え
な
す
、
そ
う
い
う
気
持
ち
だ
っ
た
か
ら
ね
え
。
た
だ
指

示
出
し
た
く
て
も
、
ど
こ
に
も
行
け
な
い
訳
で
す
よ
。
こ
っ
ち
は
も
う
歩
け
な
い
、

無
線
は
効
か
な
い
し
ね
え
、
電
波
も
何
も
通
じ
な
い
か
ら
、
お
ろ
お
ろ
し
ち
ゃ
っ

た
ね
。
こ
こ
に
家
の
車
見
え
た
か
ら
、
お
れ
は
こ
っ
ち
に
い
た
っ
た
か
ら
、
家
の

母
さ
ん
元
気
で
助
か
っ
た
ふ
う
だ
と
思
っ
て
。

　
こ
こ
で
亡
く
な
っ
た
お
婆
ち
ゃ
ん
も
、
そ
の
人
の
息
子
さ
ん
が
来
て
て
一
所
懸

命
探
し
て
っ
か
ら
、
お
ふ
く
ろ
が
見
え
な
く
な
っ
た
つ
う
っ
て
、
一
所
懸
命
探
し

た
ん
だ
け
ど
も
見
付
け
ら
れ
な
く
て
。
そ
し
た
ら
夕
方
、「
見
つ
か
っ
た
」
っ
て
。

そ
う
し
た
ら
、
い
っ
つ
も
歩
い
て
る
道
路
だ
よ
、
そ
こ
ら
探
し
て
ん
だ
け
ど
、
ち
ょ

こ
っ
と
し
た
窪
み
だ
っ
た
ん
だ
ね
え
、
全
然
わ
か
ん
ね
ん
だ
っ
け
れ
ば
…
。

　
毎
日
屯
所
に
は
詰
め
て
、
そ
っ
か
ら
指
示
を
出
し
て
、
そ
う
し
て
そ
っ
か
ら
動

い
た
け
ど
ね
え
。

　　
屯
所
が
無
事
だ
っ
た
か
ら
、
ま
ず
屯
所
に
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
、「
ど
う
す
っ

か
」
っ
て
相
談
し
な
が
ら
も
、
そ
こ
で
中
心
に
な
っ
て
指
揮
し
た
っ
て
い
う
こ
と

で
す
。
そ
し
て
十
六
分
団
の
場
合
は
、
宿
、
中
の
浜
、
女
遊
戸
、
大
沢
、
そ
し
て

す
っ
け
。
本
当
に
津
波
は
音
無
し
で
来
る
も
ん
ね
え
。

　
自
宅
は
防
潮
堤
よ
り
何
メ
ー
タ
ー
か
高
い
と
こ
に
あ
る
ん
で
す
よ
。
こ
の
防
潮

堤
を
７
メ
ー
タ
ー
ぐ
ら
い
上
を
波
は
越
え
て
っ
た
か
な
あ
。
ま
ず
私
は
水
門
閉
め

て
防
潮
堤
の
上
に
上
が
っ
て
た
ん
で
す
よ
。
そ
し
た
ら
、
副
分
団
長
（
山
崎
安
人
）

が
ポ
ン
プ
車
で
来
て
、「
高
台
に
上
が
れ
っ
て
、
無
線
で
言
っ
て
た
」、
そ
れ
で
上

の
方
に
上
が
っ
た
ん
で
す
よ
。
こ
っ
ち
に
、
家
に
行
く
道
路
が
あ
ん
で
す
よ
。
こ

の
高
台
に
上
が
っ
た
ら
、
波
は
す
ぐ
に
来
ま
し
た
っ
た
か
ら
ね
え
。
だ
か
ら
、
危

機
一
髪
だ
っ
た
と
こ
あ
る
よ
。
30
秒
も
遅
れ
た
ら
、
流
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
ね
え

か
な
あ
と
思
う
。

　
安
人
君
（
副
分
団
長
）
は
す
ぐ
帰
っ
た
か
ら
良
か
っ
た
け
ど
。
小
林
君
は
わ
か

ん
ね
ん
だ
よ
な
あ
、
お
れ
が
上
が
っ
た
の
を
見
て
こ
う
来
た
ん
で
ね
え
か
な
。
そ

い
で
こ
こ
で
流
さ
れ
て
、
こ
っ
ち
ま
で
流
さ
れ
た
訳
。
車
に
乗
っ
た
ま
ま
水
に
も

ま
れ
て
、
川
伝
い
に
こ
う
上
げ
ら
れ
た
っ
た
の
。
こ
こ
で
た
ま
た
ま
車
が
引
っ
掛

か
っ
た
か
ら
、
助
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
え
。

　
た
だ
大
沢
地
区
で
被
害
に
遭
っ
た
の
は
、
こ
こ
の
低
い
家
が
全
壊
に
な
っ
た
の

か
な
、
下
の
柱
が
半
分
無
い
、
建
物
半
分
無
く
な
っ
て
。
２
階
は
落
ち
な
か
っ
た

け
ど
ね
え
。
よ
く
持
て
た
な
あ
と
思
っ
て
。
そ
い
で
こ
こ
の
お
婆
ち
ゃ
ん
が
い
っ

し
ょ
に
流
さ
れ
て
亡
く
な
っ
て
、
こ
こ
で
１
人
。
と
に
か
く
防
潮
堤
を
波
が
越
え

た
ん
で
、
家
は
ど
う
な
っ
た
か
な
あ
と
思
っ
て
、
こ
っ
ち
に
回
っ
た
ら
家
が
無
か
っ

た
か
ら
…
。

　
こ
こ
に
娘
さ
ん
と
娘
さ
ん
の
友
だ
ち
と
、
そ
し
て
啓
一
さ
ん
の
お
ふ
く
ろ
さ
ん

と
３
人
が
家
ご
と
…
。	

（
山
崎
安
人
さ
ん
談
）

　
防
潮
堤
よ
り
波
は
７
、８
メ
ー
タ
ー
上
を
越
え
て
来
ま
し
た
。
こ
っ
ち
に
当
て
た

波
が
こ
っ
ち
へ
立
っ
て
来
た
っ
け
か
ら
ね
え
、
だ
か
ら
家
の
方
に
上
が
っ
た
。
こ
っ

ち
の
家
は
全
然
何
と
も
な
い
だ
も
ん
ね
。
床
下
に
も
来
ね
ん
だ
も
全
然
ね
え
。
こ

こ
が
１
か
所
全
壊
。
防
潮
堤
は
そ
れ
で
も
壊
れ
な
か
っ
た
か
ら
ね
え
。
た
だ
裏
が

ち
ょ
っ
と
え
ぐ
れ
て
ね
。

　
家
を
見
に
行
っ
て
、
あ
っ
流
さ
れ
た
と
思
っ
て
、
ま
た
こ
っ
ち
の
水
門
の
方
に
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家
族
亡
く
し
て
も
、
部
落
の
こ
と
は
し
ね
え
ば
な
ん
ね
え
っ
て
、
頭
は
第
一
に

あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
息
子
に
は
無
線
連
絡
し
て
、「
悪
か
っ
た
な
」
っ
て
、
言
っ
た

け
ど
も
。
息
子
に
は
「
消
防
、
全
う
し
た
か
ら
い
い
」
っ
て
言
わ
れ
た
っ
た
も
の
。

家
族
に
悪
か
っ
た
な
あ
っ
て
そ
う
思
う
。

　
思
う
よ
う
に
捜
索
で
き
ね
え
ん
だ
も
の
。
だ
か
ら
、
保
安
庁
か
ら
潜
り
が
来
て

探
し
に
来
れ
る
っ
て
時
に
、
あ
と
１
日
探
し
て
く
れ
る
っ
た
時
に
、
う
ち
の
娘
も

流
さ
れ
て
ん
だ
か
ら
、
う
ち
の
方
も
見
て
も
ら
い
た
い
た
か
っ
た
ん
だ
け
ど
も
、

日
出
島
部
落
の
人
が
多
い
か
ら
、
そ
っ
ち
の
部
落
の
人
か
ら
聞
い
て
、
明
日
は
見

て
く
れ
て
や
る
か
ら
、
そ
っ
ち
の
方
見
て
も
ら
え
ま
す
か
っ
て
。
保
安
庁
も
お
れ

の
こ
と
を
気
の
毒
が
っ
て
や
っ
た
ど
も
。
そ
こ
ら
は
我
慢
し
て
、
日
出
島
優
先
に

見
て
も
ら
っ
た
っ
た
け
ど
も
。

　
１
年
過
ぎ
て
あ
き
ら
め
は
つ
い
て
ん
だ
け
ど
、
受
け
入
れ
て
ん
で
す
け
ど
も
、

も
し
か
し
て
外
国
に
流
さ
れ
て
行
っ
て
、
記
憶
喪
失
に
な
っ
て
連
絡
も
取
れ
な
く

て
い
る
の
か
な
あ
っ
つ
う
期
待
も
ね
、
無
き
に
し
も
非
ず
、
ど
っ
か
で
生
き
て
い

て
く
れ
れ
ば
い
い
な
っ
つ
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
。
命
日
は
命
日
で
ち
ゃ
ん
と
供

養
し
て
ま
す
け
ど
も
。
そ
れ
は
ま
あ
、
あ
り
え
な
い
と
思
う
け
ど
も
、
も
し
か
し

て
な
あ
っ
つ
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。

日
出
島
と
松
月
、
６
つ
の
海
岸
が
あ
ん
で
す
。
そ
い
で
何
か
あ
れ
ば
、
今
回
の
地

震
の
よ
う
な
津
波
注
意
報
、ま
た
は
大
津
波
警
報
の
時
は
、ま
ず
は
屯
所
に
集
ま
っ

て
、
個
々
に
分
か
れ
て
行
っ
て
避
難
誘
導
な
ん
で
す
。
分
団
員
は
31
か
２
で
す
ね
。

海
岸
の
中
に
堤
防
が
あ
る
の
は
、
大
沢
と
女
遊
戸
の
２
か
所
な
ん
だ
け
ど
も
。
機

能
別
分
団
員
と
い
う
こ
と
で
、
元
分
団
員
（
退
団
し
た
人
）
の
３
名
が
動
い
て
、

十
六
分
団
の
積
載
車
も
動
か
し
て
も
ら
っ
て
、
避
難
誘
導
も
し
て
も
ら
っ
て
、
女

遊
戸
は
人
の
被
害
は
無
か
っ
た
ん
で
す
。	

（
山
崎
安
人
さ
ん
談
）

　
避
難
所
が
崎
山
小
学
校
で
す
か
ら
、
部
落
全
員
が
避
難
し
た
訳
で
す
よ
。
う
ち

も
被
災
者
だ
か
ら
小
学
校
に
避
難
し
て
、
屯
所
も
あ
り
ま
し
た
け
ど
も
、
毎
日
屯

所
に
は
詰
め
て
、
そ
っ
か
ら
指
示
を
出
し
て
、
そ
し
て
そ
っ
か
ら
動
い
た
け
ど
ね
。

　
お
ら
た
ち
も
、
啓
一
さ
ん
（
分
団
長
）
か
ら
命
令
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
か
っ
た

ん
で
ね
え
。
な
る
た
け
は
啓
一
さ
ん
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
っ
て
こ
と
で
は
、

話
は
し
て
た
ん
だ
ど
も
。
あ
ん
時
は
ね
え
、
５
名
ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
、

そ
の
夜
に
帰
っ
て
来
な
か
っ
た
人
が
。７
人
ぐ
ら
い
が
仕
事
先
か
ら
来
ら
れ
な
か
っ

た
、
夜
、
避
難
所
、
屯
所
の
方
へ
。「
わ
あ
ー
、
７
人
も
か
」
っ
て
、
悪
い
方
に
考

え
て
し
ま
い
ま
し
た
よ
ね
、
そ
ん
時
は
ね
え
。

　
で
も
、
次
の
日
、
ま
た
は
２
、３
日
し
て
、
釜
石
だ
っ
た
り
遠
く
の
方
で
、
な
か

な
か
す
ぐ
に
は
帰
れ
な
か
っ
た
っ
て
い
う
こ
と
。
電
話
で
連
絡
も
つ
か
な
か
っ
た

か
ら
、
ど
う
し
ょ
う
も
な
か
っ
た
っ
て
言
う
こ
と
で
。
最
終
的
に
は
、
３
人
が
日

出
島
で
犠
牲
に
な
っ
た
っ
て
い
う
こ
と
が
、
最
終
的
に
は
「
本
当
か
」
っ
て
い
う

よ
う
な
、
本
当
に
疑
う
よ
う
な
感
じ
で
し
た
も
の
ね
え
。
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
で

す
ね
え
。

　
当
日
は
大
沢
に
最
初
に
行
っ
て
、
こ
の
水
樋
門
を
閉
鎖
、
そ
れ
か
ら
、
各
海
岸

を
回
っ
て
い
く
っ
て
風
な
…
。
こ
こ
は
啓
一
さ
ん
が
い
た
っ
た
の
で
、
そ
れ
じ
ゃ

あ
任
せ
て
。
う
ち
ら
は
も
う
１
人
と
乗
っ
て
、
ま
ず
は
屯
所
に
戻
っ
て
、
そ
れ
か

ら
ま
た
日
出
島
に
向
か
っ
た
時
に
、
も
う
浜
が
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
引
い
て
た
時

だ
っ
た
ん
で
す
。
波
は
全
然
見
て
な
い
ん
で
す
。	

（
山
崎
安
人
さ
ん
談
）

各地域における東日本大震災
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第
１
部　
各
地
域
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災

Ｂ　
宮
古
地
域

第
２
章　
鍬
ヶ
崎
・
築
地
・
愛
宕
地
区

�

山
東
正
昭

は
じ
め
に

　
今
回
の
調
査
対
象
は
、
宮
古
漁
港
を
取
り
巻
く
地
域
で
あ
る
。
特
に
、
鍬
ヶ
崎

地
区
を
中
心
と
し
、
隣
接
す
る
周
辺
地
区
に
も
聴
き
取
り
調
査
に
入
っ
た
。
こ
の

地
域
は
、
漁
港
で
も
あ
り
閉
伊
川
河
口
で
も
あ
る
た
め
、
大
津
波
が
直
接
襲
い
甚

大
な
被
害
を
被
っ
た
。
そ
の
被
災
概
要
は
、
平
成
27
年
宮
古
港
開
港
４
０
０
周
年

記
念
事
業
「
宮
古
港
歴
史
展
・
復
興
展
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

調
査
対
象
地
区
の
み
を
転
載
す
る
。

���「��

第
一
部　
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
宮
古
港
の
被
災
か
ら
復
興
ま
で

　
Ⅰ　
宮
古
港
に
お
け
る
被
災
状
況

　
　
３　
宮
古
港
の
港
湾
施
設
及
び
港
湾
海
岸
保
全
施
設
の
被
害
概
要

　
　
　
　
○
鍬
ヶ
崎
地
区

　
　

�　
平
坦
部
が
ほ
ぼ
全
滅
の
被
害
と
な
っ
た
。
漁
港
の
岸
壁
沿
い
に
あ
る
魚
市

場
や
水
産
加
工
関
連
施
設
を
破
壊
し
た
波
と
蛸
の
浜
の
峠
を
越
え
た
波
が
蛸

の
浜
町
下
で
ぶ
つ
か
り
、
港
町
の
ド
ッ
グ
で
整
備
中
の
浄
土
ヶ
浜
遊
覧
船
が

港
町
奥
ま
で
流
さ
れ
た
。

　
　
　
　
○
愛
宕
・
築
地
・
光
岸
地
地
区

　
　

�　
築
地
地
区
、
出
崎
地
区
で
は
、
住
家
が
流
出
。
岩
手
銀
行
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
東

北
電
力
な
ど
の
ビ
ル
は
残
っ
た
も
の
の
ほ
ぼ
１
階
が
浸
水
し
た
。
国
道
45
号

線
が
ガ
レ
キ
で
不
通
に
な
り
、
愛
宕
地
区
も
国
道
沿
い
の
住
家
が
全
壊
し
、

地
区
の
半
分
が
浸
水
し
た
。」

　
そ
の
他
、
同
冊
子
で
は
、「
Ⅱ
港
湾
の
復
旧
復
興
に
向
け
た
対
応
」
と
し
て
、
１

発
生
直
後
の
初
動
応
急
対
応　
２
港
湾
機
能
の
一
部
再
開
と
港
湾
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
活
用　
３
港
湾
施
設
の
復
旧
状
況　
の
項
目
を
立
て
、
写
真
や
図
で
説
明
報
告

を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
港
湾
関
係
の
記
述
内
容
は
、
鍬
ヶ
崎
地
区
の
報
告
の
中
で

引
用
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
同
冊
子
で
は
、「
Ⅲ
今
後
の
課
題
」
と
し
て
、
⑴
防
災
・
減
災
目
標
の
明

確
化
と
避
難
対
策
の
充
実
の
必
要
性　
⑵
防
波
堤
に
よ
る
津
波
か
ら
の
減
災
効
果

の
発
現　
⑶
地
域
経
済
を
支
え
る
物
流
基
盤
の
耐
震
性
・
耐
津
波
性
確
保
の
必
要

性　
⑷
初
動
か
ら
復
興
に
至
る
時
間
軸
に
沿
っ
た
対
応
の
必
要
性　
⑸
災
害
に
強

い
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
必
要
性　
の
５
項
目
を
立
て
、
同
じ
よ
う
に
写
真

や
図
を
活
用
し
て
説
明
を
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
資
料
を
引
用
す
る
と
共
に
、
鍬
ヶ
崎
地
区
及
び

愛
宕
・
築
地
地
区
に
お
け
る
私
自
身
の
巡
見
を
も
と
に
、
聴
き
取
り
調
査
で
わ
か
っ

た
こ
と
な
ど
を
ま
と
め
た
。

１　
鍬
ヶ
崎
地
区

　
鍬
ヶ
崎
地
区
は
、
港
湾
と
し
て
の
歴
史
が
古
く
、
宮
古
の
玄
関
口
と
し
て
の
役

割
を
担
い
、
行
政
と
の
繋
が
り
も
あ
っ
た
。
そ
の
鍬
ヶ
崎
地
区
の
う
ち
、
鍬
ヶ
崎

上
町
・
仲
町
・
下
町
の
各
高
台
部
分
と
日
影
町
、
熊
野
町
、
蛸
の
浜
町
、
山
根
町
、

日
立
浜
町
を
聴
き
取
り
調
査
の
対
象
と
し
、
そ
れ
以
外
の
地
域
は
津
波
で
全
壊
し

た
た
め
、
仮
設
住
宅
あ
る
い
は
別
の
場
所
で
聴
き
取
り
を
行
っ
た
。

　
鍬
ヶ
崎
地
区
と
は
ど
ん
な
町
だ
っ
た
の
か
、そ
の
概
要
（
位
置・歴
史
）
を
文
献・

資
料
等
で
ま
と
め
た
。

　
⑴　
鍬
ヶ
崎
地
区
の
概
要

　
　
ア　
鍬
ヶ
崎
地
区
の
位
置

　
宮
古
市
史
民
俗
編
《
上
巻
》
に
よ
る
と
、

��　
「�　
鍬
ケ
崎
は
、
旧
宮
古
町
の
東
北
に
位
置
す
る
港
町
で
あ
る
。
東
側
の
大
部

分
は
宮
古
湾
に
面
し
て
お
り
、
南
と
西
の
一
部
は
旧
宮
古
町
と
、
北
と
西
の

一
部
は
崎
山
と
接
し
て
い
る
。
山
が
海
岸
近
く
ま
で
せ
ま
っ
て
い
る
た
め
、

町
並
み
は
南
北
に
長
い
。
大
正
５
～
６
年
、
大
正
14
年
～
昭
和
２
年
、
昭
和

４
～
12
年
、
と
４
度
に
わ
た
る
埋
め
立
て
や
港
湾
修
築
で
港
を
広
げ
て
い
っ

た
が
、
こ
れ
以
上
の
埋
め
立
て
は
難
し
い
た
め
、
沢
に
入
り
山
腹
を
伸
び
る

よ
う
に
し
て
家
が
増
え
、
最
近
で
は
山
を
切
り
開
い
て
大
規
模
な
団
地
も
作

ら
れ
て
い
る
。（
中
略
）
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崎
遊
郭
文
化
」
に
お
い
て
、
交
通
事
情
を
踏
ま
え
た
遊
郭
文
化
が
形
成
さ
れ
る
ま

で
の
記
述
が
あ
る
。

���「　

��

江
戸
か
ら
明
治
初
期
ま
で
盛
岡
＝
宮
古
間
の
閉
伊
街
道
は
城
下
へ
海
産
物

　
　

�

を
運
ん
だ
五
十
集
で
さ
え
２
泊
３
日
を
要
す
る
難
所
続
き
の
陸
路
だ
っ
た
。

明
治
中
期
に
な
り
街
道
は
少
し
ず
つ
整
備
さ
れ
、
乗
合
馬
車
に
よ
る
定
期
交

通
手
段
や
、
大
正
初
期
に
は
、
先
代
・
菊
池
長
右
衛
門
ら
有
志
に
よ
っ
て
設

立
さ
れ
た
盛
宮
自
動
車
が
、
乗
合
自
動
車
（
小
型
の
バ
ス
）
に
よ
る
交
通
機

関
で
盛
岡
―
宮
古
を
１
日
で
結
ん
だ
が
、
北
上
山
地
を
縫
う
よ
う
に
流
れ
る

閉
伊
川
に
沿
っ
た
閉
伊
街
道
は
自
然
災
害
に
弱
く
道
幅
も
狭
い
危
険
な
道
で

あ
っ
た
。
後
、
昭
和
９
年
、
山
田
線
が
開
通
し
閉
伊
街
道
は
陸
路
か
ら
鉄
路

と
な
り
、
陸
路
は
戦
後
国
道
１
０
６
号
線
と
し
て
整
備
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に

な
る
が
、
鉄
路
が
開
通
す
る
昭
和
９
年
ま
で
、
宮
古
に
入
る
交
通
手
段
は
三

陸
定
期
汽
船
、
通
称
三
陸
定
期
船
に
よ
る
海
路
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
た
。

　
　
（
中
略
）

　
　

�　
宮
古
か
ら
は
北
の
田
老
町
、
田
野
畑
村
、
南
の
山
田
町
へ
向
か
う
ロ
ー
カ

ル
航
路
が
あ
っ
た
。
船
は
経
済
物
流
と
人
、
そ
し
て
文
化
を
運
び
、
多
く
の

旅
人
や
商
人
が
鍬
ヶ
崎
に
降
り
立
っ
た
。

　
　

�　
そ
う
し
た
な
か
で
江
戸
末
期
か
ら
発
生
し
た
鍬
ヶ
崎
の
花
街
も
活
気
づ
い

て
く
る
。
古
く
か
ら
上
町
に
軒
を
並
べ
て
い
た
遊
郭
を
中
心
と
し
た
花
街
で

は
、
こ
の
頃
に
目
明
か
し
や
旧
箱
番
が
管
理
運
営
す
る
旧
体
制
か
ら
、
遊
郭
、

料
理
や
、
料
亭
を
一
括
し
て
管
理
す
る
鍬
ヶ
崎
遊
興
組
合
と
い
う
組
織
へ
と

変
わ
る
。
こ
う
し
て
幾
人
も
の
遊
女
を
囲
っ
た
純
粋
な
廊
と
、
芸
者
を
呼
ん

で
宴
会
を
す
る
料
理
屋
、
置
屋
な
ど
を
併
設
す
る
鍬
ヶ
崎
特
有
の
遊
郭
文
化

が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
。（
後
略
）」

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
鍬
ヶ
崎
地
区
は
、
漁
港
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い

花
街
と
し
て
発
達
し
た
重
要
な
地
域
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。そ
し
て
、宮
古
港
は
、

宮
古
の
玄
関
口
と
し
て
の
航
路
や
漁
港
の
拠
点
と
し
て
栄
え
た
の
で
、現
代
に
な
っ

て
も
水
産
関
係
加
工
工
場
や
ホ
テ
ル
、各
種
商
店
、銭
湯
な
ど
が
軒
を
並
べ
て
い
た
。

こ
の
町
並
み
が
一
瞬
に
し
て
大
津
波
で
壊
滅
し
て
し
ま
っ
た
が
、
現
在
、
復
興
工

　
　

�　
鍬
ケ
崎
の
最
大
の
特
徴
は
、
宮
古
湾
口
に
位
置
す
る
港
町
で
あ
る
こ
と
だ
。

宮
古
湾
は
、
海
は
深
く
、
重
茂
半
島
で
東
風
が
遮
ら
れ
る
た
め
波
も
静
か
で
、

三
陸
海
岸
で
も
有
数
の
船
の
避
難
場
所
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
鍬
ケ
崎
は
、

江
戸
と
北
海
道
を
結
ぶ
海
上
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い

た
。
江
戸
時
代
に
は
、
盛
岡
の
外
港
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
、
南
部
藩
が
こ
こ

に
「
十
分
の
一
役
所
」
を
設
け
、
税
の
取
り
立
て
を
行
っ
た
。（
中
略
）

　
　

�　

鍬
ヶ
崎
は
、
津
波
に
よ
る
被
害
も
た
び
た
び
被
っ
て
い
る
。
慶
長
16
年

（
１
６
１
１
）
の
大
津
波
で
は
、
蛸
の
浜
の
丘
を
越
え
て
津
波
が
押
し
寄
せ
、

数
十
戸
の
全
戸
が
流
出
し
た
と
い
う
（
沢
内
勇
三
『
鍬
浦
史
話
』
に
よ
る
）。

明
治
29
年
に
は
２
７
７
戸
を
流
出
し
て
い
る
。
昭
和
８
年
の
津
波
で
は
、
港

湾
整
備
の
影
響
も
あ
り
、
人
家
の
被
害
は
出
な
か
っ
た
。（
後
略
）」

　
こ
の
よ
う
に
港
と
し
て
栄
え
た
町
の
た
め
、
ど
う
し
て
も
津
波
に
よ
る
被
害
は

度
々
被
っ
た
。
今
回
の
津
波
で
、
三
陸
沿
岸
に
は
10
・
４
㍍
の
防
波
堤
を
造
る
計

画
が
あ
り
、
す
で
に
工
事
を
始
め
て
い
る
個
所
も
あ
る
。
宮
古
港
沿
岸
は
、
平
成

27
年
７
月
21
日
、
工
事
着
工
安
全
祈
願
祭
（
主
催
・
岩
手
県
沿
岸
広
域
振
興
局
土

木
部
宮
古
土
木
セ
ン
タ
ー
河
川
港
湾
課
）が
執
り
行
わ
れ
、い
よ
い
よ
着
工
で
あ
る
。

　
　
イ　
鍬
ヶ
崎
地
区
の
歴
史

　
江
戸
時
代
の
享
保
21（
１
７
３
６
）年
、「
鍬
ヶ
崎
浦
は
海
辺
の
要
地
に
つ
き
、少
々

の
埋
め
立
て
も
禁
ず
る
。
又
海
辺
の
山
林
は
漁
業
の
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
そ
の

心
掛
け
肝
要
の
こ
と
仰
せ
ら
れ
る
」（
藩
法
集
）
と
し
て
、鍬
ヶ
崎
浦
の
環
境
を
守
っ

て
い
た
。
そ
の
鍬
ヶ
崎
地
区
は
、
宮
古
港
を
中
心
に
昔
か
ら
漁
業
の
他
、
遊
郭
や

銭
湯
・
商
店
な
ど
で
賑
わ
っ
て
い
た
歴
史
あ
る
町
で
あ
る
。
そ
し
て
、
鍬
ヶ
崎
地

区
に
隣
接
し
た
愛
宕・築
地
地
区
は
、
現
市
役
所
の
他
か
つ
て
は
郵
便
局・警
察
署・

消
防
署
・
裁
判
所
な
ど
が
あ
っ
た
市
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
宮
古
港
は
、

市
の
中
心
地
に
隣
接
し
た
宮
古
に
と
っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
漁
港
で

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

鍬
ヶ
崎
地
区
に
つ
い
て
は
、『
月
刊
み
や
こ
わ
が
町
』（
タ
ウ
ン
情
報
社
）

２
０
０
５
年
３
月
号
「
特
集
鍬
ヶ
崎
大
正
物
語
Ⅴ
Ｏ
Ｌ
３
」
の
「
港
が
生
ん
だ
鍬
ヶ
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り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
在
の
出
崎
埠
頭
に
３
千
㌧
級
の
船
舶
２
隻
が

接
岸
で
き
る
岸
壁
と
竜
神
港
か
ら
２
５
５
㍍
の
防
波
堤
な
ど
が
建
設
さ
れ
、

約
８
万
２
千
平
方
㍍
の
埋
立
地
が
造
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
戦
後
の
宮
古
港
修
築

　
　

�　
昭
和
26
年
（
１
９
５
１
）
の
第
２
期
築
港
計
画
以
来
、
出
入
国
港
・
木
材

輸
出
入
港
・
開
港
場
・
大
豆
輸
出
入
港
・
検
疫
港
に
指
定
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、

宮
古
港
は
国
際
的
に
も
重
要
な
港
に
成
長
し
ま
し
た
。昭
和
39
年（
１
９
６
４
）

に
は
魚
市
場
に
面
し
て
１
万
㌧
級
の
船
舶
が
接
岸
可
能
と
な
り
、
昭
和
44
年

（
１
９
６
９
）
に
は
藤
原
埠
頭
に
は
４
万
㌧
級
岸
壁
が
完
成
し
、
北
東
北
で
も

有
数
の
物
流
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

�　
漁
港
と
し
て
も
宮
古
は
、
サ
ン
マ
棒
受
網
と
北
洋
鮭
・
マ
ス
漁
業
の
根
拠

地
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
30
年
ご
ろ
の
サ

ン
マ
の
出
漁
解
禁
に
は
、
３
０
０
隻
以
上
の
サ
ン
マ
船
が
宮
古
港
に
集
結
す

る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。（
後
略
）」

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
現
在
の
閉
伊
川
河
口
に
あ
る
工
場
群
や
出
崎
埠
頭
（
現
魚

市
場
・
シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ
ど
が
あ
る
埠
頭
）
が
で
き
漁
港
と
し
て
栄
え
て
い
る
が
、

何
度
も
埋
立
て
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
に
も
認
め
ら
れ
る

港
湾
整
備
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、鍬
ヶ
崎
地
区
の
住
民
た
ち
は
、明
治
津
波・

昭
和
津
波
・
チ
リ
地
震
津
波
、
そ
し
て
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
を
体
験
し
て
き

た
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
甚
大
な
被
害
は
初
め
て
で
あ
る
。

　
⑵　
鍬
ヶ
崎
地
区
の
被
災
状
況
と
津
波
浸
水
域

　
宮
古
港
に
面
し
た
鍬
ヶ
崎
地
区
の
う
ち
、
日
影
町
の
他
、
鍬
ヶ
崎
上
町
・
仲
町
・

下
町
の
う
ち
測
候
所
が
あ
る
山
側
の
高
い
所
の
住
居
は
難
を
逃
れ
た
が
、
こ
れ
ら

３
町
の
平
地
部
分
の
他
、
蛸
の
浜
町
や
熊
野
町
の
平
地
部
分
、
臨
港
通
り
、
港
町
、

日
立
浜
町
、
山
根
町
な
ど
は
壊
滅
的
な
被
災
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。（
図
１
津
波
浸

水
域
）

　
で
は
、
ど
の
位
の
被
災
だ
っ
た
の
か
。
宮
古
市
災
害
対
策
本
部
は
、「
避
難
所
へ

の
情
報
提
供
」
と
し
て
３
月
18
日
（
金
）
12
時
00
分
現
在
の
被
災
状
況
を
次
の
よ

事
に
伴
う
道
路
・
区
画
整
備
等
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
宮
古
港
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
鍬
ヶ
崎
浦
か
ら
現
在
の
宮
古
港
に

な
る
ま
で
に
何
度
か
の
港
湾
整
備
の
た
め
の
埋
立
て
が
行
わ
れ
た
。
宮
古
港
開
港

４
０
０
周
年
記
念
事
業
「
宮
古
港
歴
史
展
・
復
興
展
」『
近
現
代
の
港
湾
整
備
』

２
０
１
５
年（
岩
手
県
宮
古
市・宮
古
港
開
港
４
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
）

に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

��「　
明
治
の
宮
古
湾
埋
立
て

　
　

�　
明
治
維
新
後
も
三
陸
沿
岸
随
一
と
言
わ
れ
た
宮
古
港
は
、
船
舶
の
大
型
化

や
物
資
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
閉
伊
川
左
岸
の
埋
立
て
が
計
画
さ
れ
ま

す
。
明
治
13
年
（
１
９
８
０
）
５
月
、
篠
民
三
ほ
か
地
元
有
志
が
宮
古
湾
の

埋
立
て
工
事
に
着
手
し
、
同
15
年
７
月
に
完
成
し
築
地
地
区
が
誕
生
し
ま
し

た
。
工
事
費
５
万
６
千
円
、
１
万
７
千
６
２
０
坪
の
大
工
事
で
し
た
。
宮
古

橋
下
か
ら
現
在
の
漁
港
ビ
ル
（
当
時
は
宮
古
測
候
所
）
ま
で
を
埋
立
て
、
新

川
町
に
運
河
を
通
し
、
築
地
に
船
着
場
を
設
け
る
も
の
で
し
た
。（
後
略
）

　
　
大
正
時
代
の
鍬
ヶ
崎
埋
立
て

　
　

�　
明
治
45
年
（
１
９
１
２
）
に
は
新
川
町
運
河
を
埋
立
て
市
街
地
化
し
、
大

正
２
年
（
１
９
１
３
）
に
は
鍬
ヶ
崎
埋
立
同
盟
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

２
千
７
百
坪
の
鍬
ヶ
崎
前
埋
立
て
工
事
は
、
大
正
６
年
（
１
９
１
７
）
10
月

に
完
成
し
、
現
在
の
鍬
ヶ
崎
市
街
地
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
昭
和
の
宮
古
港
修
築

　
　

�　
大
正
10
年
（
１
９
２
１
）
政
府
か
ら
青
森
―
塩
釜
間
に
第
二
種
重
要
港
湾

を
設
け
る
決
定
が
下
る
と
、
宮
古
港
修
築
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
宮
古・

鍬
ヶ
崎
の
有
志
に
よ
る
宮
古
商
工
会
が
設
立
さ
れ
、
大
正
13
年
（
１
９
２
４
）

に
両
町
の
合
併
が
実
現
し
ま
す
。
昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）、
宮
古
港
は
政
府

か
ら
第
二
種
重
要
港
湾
の
指
定
を
受
け
、
昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）
に
出
崎

埠
頭
の
築
港
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。
昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）
３
月
３
日

昭
和
三
陸
地
震
津
波
に
よ
り
、
宮
古
町
（
鍬
ヶ
崎
・
新
川
町
・
藤
原
）、
磯
鶏

村
な
ど
海
岸
一
帯
が
床
上
浸
水
し
、
重
茂
村
・
田
老
村
も
あ
わ
せ
て
死
者
・

行
方
不
明
者
は
１
千
１
２
０
人
余
り
の
甚
大
な
被
害
で
し
た
。
埋
立
工
事
個

所
も
被
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
12
年
（
１
９
３
７
）
５
月
に
完
成
に
至
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う
に
発
表
し
て
い
る
。

　
「
鍬
ヶ
崎
地
区　

全
壊
６
４
６
戸
、
半
壊
１
３
６
戸
、
床
上
浸
水
33
戸
、
計

８
１
５
戸
」

　
ま
た
、
同
本
部
は
、
避
難
所
数
・
避
難
者
数
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
発
表
し

て
い
る
。

�「
３
月
14
日
（
月
）
８
時
30
分
現
在　
避
難
所
数
６
か
所
、避
難
者
数�

９
７
０
名

　
３
月
15
日
（
火
）
16
時
00
分
現
在　
　
同　

�

６
か
所
、　
同�

５
６
９
名

　
　
　
同
日　
　
　
避
難
所
別
避
難
者
数　
パ
ー
ク
ホ
テ
ル�

１
５
２
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
古
第
二
中
学
校�

２
４
６
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍬
ヶ
崎
小
学
校�

１
２
５
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
里
団
地�

７
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
里
団
地
集
会
所�

８
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
野
神
社　
　
　
　
　
　
　
31
名
」

　
こ
の
時
点
で
の
死
者
、
負
傷
者
、
行
方
不
明
者
等
の
数
値
は
宮
古
市
全
体
と
し

て
い
る
た
め
、
鍬
ヶ
崎
地
区
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
宮
古
市
総
合
窓
口
課
作

成
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
被
災
前
後
の
鍬
ヶ
崎
地
区
に
お
け
る
行
政
区
別
世
帯

数
・
人
口
の
変
化
を
次
に
記
し
て
お
く
。

�「�

震
災
前
（
平
成
23
年
３
月
１
日
現
在
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
帯
数　
　
　
男　
　
　
　
女　
　
　
　
計

　
　
　
鍬
ヶ
崎
上
町�

１
３
１
世
帯�

１
３
５
名�

１
６
４
名�

２
９
９
名

　
　
　
鍬
ヶ
崎
仲
町�

54
世
帯�

55
名�

64
名�

１
１
９
名

　
　
　
鍬
ヶ
崎
下
町�

１
６
０
世
帯�

１
６
８
名�

１
８
７
名�

３
５
５
名

　
　
　
日
影
町�

１
２
４
世
帯�

１
４
９
名�

１
５
７
名�

３
０
６
名

　
　
　
熊
野
町�

１
３
７
世
帯�

１
７
０
名�

１
７
６
名�

３
４
６
名

　
　
　
蛸
の
浜
町�

１
４
２
世
帯�

１
５
７
名�

１
８
４
名�

３
４
１
名

　
　
　
山
根
町�

79
世
帯�

１
０
０
名�

１
０
０
名�

２
０
０
名

　
　
　
港
町�

66
世
帯�

78
名�

88
名�

１
６
６
名

　
　
　
日
立
浜
町�

１
３
４
世
帯�

１
４
２
名�

１
７
８
名�

３
２
０
名

図１　津波浸水域（赤色部分）
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ン
テ
ィ
ア
を
含
む
）
や
管
理
内
容
に
つ
い
て
は
割
愛
す
る
。

　

�

「
６
時
00
分　
必
要
に
応
じ
て
仮
設
風
呂
浴
槽
清
掃

　
　
７
時
00
分　
朝
食
受
け
取
り

　
　
８
時
00
分　
避
難
所
内
清
掃
（
玄
関
、
通
路
、
ト
イ
レ
、
更
衣
室
）、

　
　
　
　
　
　
　
朝
食
、
避
難
所
以
外
の
被
災
者
へ
の
朝
食
対
応

　
　
８
時
30
分　
引
き
継
ぎ
（
夜
勤
者
と
昼
勤
者
）、
仮
設
風
呂
点
火

　
　
９
時
00
分　
仮
設
風
呂
清
掃

　
　
９
時
30
分　

�

仮
設
ト
イ
レ
・
渡
り
廊
下
・
流
し
台
清
掃
、
体
育
館
周
辺
環
境

整
備
、

　
　
11
時
30
分　
昼
食
弁
当
受
け
と
り
、
仮
設
風
呂
清
掃

　
　
12
時
00
分　
昼
食
、
避
難
所
以
外
の
被
災
者
へ
の
昼
食
対
応

　
　
14
時
00
分　
仮
設
ト
イ
レ
清
掃

　
　
14
時
30
分　
仮
設
風
呂
清
掃

　
　
15
時
00
分　
ラ
ジ
オ
体
操

　
　
15
時
30
分　
仮
設
風
呂
清
掃

　
　
16
時
30
分　
夕
食
弁
当
受
け
と
り

　
　
18
時
00
分　
夕
食
、
避
難
所
以
外
の
被
災
者
へ
の
夕
食
対
応

　
　
20
時
45
分　
仮
設
風
呂
終
了
、
ボ
イ
ラ
ー
消
火
、
風
呂
内
電
灯
消
灯

　
　
21
時
00
分　
避
難
所
内
消
灯

　
　
22
時
00
分　
避
難
所
入
口
施
錠
、
夜
勤
者
仮
眠

　
※
留
意
事
項

　
・�

館
内
清
掃
に
つ
い
て
、
職
員
が
対
応
す
る
場
所
は
、
受
付
ス
ペ
ー
ス
、
学
習

ス
ペ
ー
ス
、
職
員
仮
眠
ス
ペ
ー
ス
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
台
拭
き
タ
オ
ル
の
洗
濯
。

　
・
仮
設
風
呂
に
つ
い
て
、
毎
週
水
曜
日
は
タ
イ
ル
を
は
が
し
て
の
一
斉
清
掃
。

　
・
避
難
所
内
ド
ア
ノ
ブ
等
の
消
毒
（
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
等
殺
菌
対
応
）

　
・
横
須
賀
市
保
健
部
が
定
期
的
に
来
所
、
入
所
者
の
健
康
管
理
を
し
て
い
る
。

　
・
済
生
会
熊
本
医
療
チ
ー
ム
が
３
日
に
１
回
来
所
、
５
月
で
終
了
予
定
。」

　
以
上
の
通
り
、
鍬
ヶ
崎
小
学
校
避
難
所
に
お
け
る
、
校
舎
教
室
利
用
に
つ
い
て

の
細
か
な
業
務
を
時
系
列
で
示
し
た
。
市
の
職
員
の
他
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
体
育

　
　
震
災
後
（
平
成
24
年
３
月
１
日
現
在
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
帯
数　
　
　
男　
　
　
　
女　
　
　
　
計

　
　
　
鍬
ヶ
崎
上
町�

95
世
帯�

83
名�

１
１
０
名�

１
９
３
名

　
　
　
鍬
ヶ
崎
仲
町�

42
世
帯�

41
名�

48
名�

89
名

　
　
　
鍬
ヶ
崎
下
町�

83
世
帯�

86
名�

96
名�

１
８
２
名

　
　
　
日
影
町�

１
２
１
世
帯�

１
４
７
名�

１
５
４
名�

３
０
１
名

　
　
　
熊
野
町�
１
３
４
世
帯�

１
６
５
名�

１
７
４
名�

３
３
９
名

　
　
　
蛸
の
浜
町�
90
世
帯�

１
０
４
名�

１
１
５
名�

２
１
９
名

　
　
　
山
根
町�
59
世
帯�

81
名�

76
名�

１
５
７
名

　
　
　
港
町�
35
世
帯�

40
名�

44
名�

84
名

　
　
　
日
立
浜
町�

１
０
８
世
帯�
１
１
７
名�

１
３
３
名�　
２
５
０
名　
」

　
右
の
表
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
の
前
後
を
比
べ
る
と
明
ら
か
に
人
口
減
で
あ
り
、

か
な
り
被
災
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
津
波
浸
水
域
（
図
１
）
の
地

図
と
重
ね
合
わ
せ
れ
ば
明
確
で
あ
る
。
平
成
25
年
以
降
も
微
減
し
て
い
る
。

　
直
近
の
平
成
27
年
３
月
１
日
現
在
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
帯
数　
　
　
男　
　
　
　
女　
　
　
　
計

　
　
　
鍬
ヶ
崎
上
町�

81
世
帯�

69
名�

81
名�
１
５
０
名

　
　
　
鍬
ヶ
崎
仲
町�

34
世
帯�

30
名�

36
名�
66
名

　
　
　
鍬
ヶ
崎
下
町�

66
世
帯�

61
名�

77
名�

１
３
８
名

　
　
　
日
影
町�

１
２
４
世
帯�

１
４
２
名�

１
４
７
名�

２
８
９
名

　
　
　
熊
野
町�

１
２
１
世
帯�

１
３
５
名�

１
５
６
名�

２
９
１
名

　
　
　
蛸
の
浜
町�

62
世
帯�

67
名�

74
名�

１
４
１
名

　
　
　
山
根
町�

51
世
帯�

67
名�

62
名�

１
２
９
名

　
　
　
港
町�

23
世
帯�

22
名�

29
名�

51
名

　
　
　
日
立
浜
町�

１
０
０
世
帯�

１
０
０
名�

１
１
６
名�　
２
１
６
名　
」

　
ま
た
、
鍬
ヶ
崎
小
学
校
避
難
所
で
は
、
避
難
所
に
お
け
る
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

１
１
０
５
２
８
（
日
付
）
と
し
て
「
鍬
ヶ
崎
小
学
校
避
難
所
主
な
業
務
日
程
」
を

作
成
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
時
間
と
業
務
内
容
の
み
と
し
、
勤
務
者
名
（
ボ
ラ
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・
消
毒
作
業　
　
３
月
15
日
（
火
）
実
施
、
今
後
自
衛
隊
と
連
携

　
　
・
病
院
医
療　
　
３
月
15
日
（
火
）
市
内
３
病
院
、
各
科
18
医
院
紹
介�

」

　
⑶　
震
災
後
の
鍬
ヶ
崎
地
区

　
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
２
月
17
日
に
初
め
て
鍬
ヶ
崎
地
区
を
訪
れ
た
。

　
ま
ず
、
光
岸
地
地
区
の
高
台
に
あ
る
宮
古
漁
協
ビ
ル
前
の
駐
車
場
に
行
き
、
漁

港
を
見
渡
し
た
（
写
真
１
）。
ホ
テ
ル
や
工
場
な
ど
の
ビ
ル
は
外
形
を
と
ど
め
て
い

た
が
、
そ
の
他
の
民
家
や
商
店
な
ど
の
家
屋
の
姿
は
な
く
、
建
物
の
基
礎
土
台
だ

け
が
野
草
に
隠
れ
る
よ
う
に
残
っ
て
い
た
。
大
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
目
の
当
た
り

に
し
た
。

　
次
に
、
上
町
・
仲
町
・
下
町
の
順
に
バ
ス
通
り
を
歩
い
た
。
測
候
所
や
中
里
団

地
に
上
が
る
坂
道
に
建
ち
並
ぶ
家
屋
は
津
波
の
難
を
逃
れ
、
人
が
住
ん
で
い
た
。

さ
ら
に
進
む
と
、
菱
屋
酒
造
が
あ
っ
た
。
斉
藤
鉄
郎
専
務
の
話
に
よ
る
と
、

「
酒
造
所
１
階
の
タ
ン
ク
が
流
さ
れ
た
が
、
従
業
員
全
員
で
復
旧
に
取
り
組
み
平
成

23
年
10
月
に
仕
込
み
を
開
始
し
、
翌
年
１
月
に
酒
造
を
再
開
し
た
。
裏
山
の
金
勢

社
の
上
に
あ
る
私
有
の
稲
荷
様
に
湧
水
が
あ
る
の
で
、
震
災
直
後
は
家
屋
が
無
事

館
避
難
者
も
業
務
の
仕
事
を
担
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
震
災
直
後
の
３
～
４
月
の
頃
は
、
学
校
に
設
置
し
た
避
難
所
対
応
が
確

立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
市
教
育
委
員
会
と
学
校
職
員
が
応
急
の
対
応
を
し
て
い
た
の

で
、
前
記
「
時
系
列
の
避
難
所
業
務
日
程
」
は
作
成
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、

当
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
、聴
き
取
り
調
査
に
応
じ
た
学
校
職
員
の
証
言
（
１
６
１

頁
）
を
関
連
内
容
と
し
て
記
載
し
た
の
で
、
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
大
き
な
余
震
に
備
え
、
市
災
害
対
策
本
部
は
、
１
１
０
６
０
４
（
日
付
）、

鍬
ヶ
崎
小
学
校
避
難
所
避
難
経
路
を
策
定
し
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

���「��【
避
難
経
路
】

　
　

�　
正
門
を
抜
け
、
日
影
坂
を
登
り
第
二
中
学
校
ま
で
、
ま
た
は
、
大
沢
商
店

か
ら
測
候
所
方
面
に
上
が
り
第
二
中
学
校
へ
。（
避
難
状
況
に
応
じ
て
ど
ち
ら

の
経
路
に
な
る
か
決
め
ま
す
。）　
」

　
こ
れ
ら
の
業
務
内
容
か
ら
、
如
何
に
避
難
者
の
健
康
や
余
震
に
備
え
た
配
慮
を

し
て
い
る
か
が
よ
く
わ
か
る
。

　
次
に
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
電
力
、
上
下
水
道
、
通
信
の
他
、
道
路
状
況
、

防
災
無
線
、
炊
き
出
し
、
ご
み
、
消
毒
作
業
、
病
院
医
療
等
の
情
報
は
、
被
災
直

後
か
ら
市
災
害
対
策
本
部
が
「
避
難
所
へ
の
情
報
提
供
」
と
し
て
防
災
無
線
等
で

発
し
て
い
る
。
鍬
ヶ
崎
地
区
へ
の
情
報
提
供
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

���「��

・
電
力　
　
　
　
３
月
16
日
（
水
）
の
時
点
で
未
復
旧

　
　
・
上
水
道　
　
　
３
月
15
日
（
火
）
の
時
点
で
未
復
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同　
　
　
　
　
給
水
車
稼
働
（
第
二
中
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
16
日
（
水
）
自
衛
隊
23
㌧
給
水
車
着
予
定

　
　
・
通
信　
　
　
　
３
月
16
日
（
水
）
固
定
電
話
不
通
、
携
帯
ａ
ｕ
可

　
　
・
道
路
状
況　
　
３
月
14
日
（
月
）
国
道
45
号
線
は
通
行
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
15
日
（
火
）
光
岸
地
～
な
あ
ど
間
開
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
16
日
（
水
）
漁
港
岸
壁
～
鍬
ヶ
崎
小
学
校
間
開
通

　
　
・
防
災
無
線　
　
３
月
14
日
（
月
）
運
用
中

　
　
・
炊
き
出
し　
　
３
月
14
日
（
月
）
複
数
の
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
施
中

　
　
・
ご
み　
　
　
　
３
月
16
日
（
水
）
当
分
の
間
、
収
集
な
し

写真２　熊野神社より漁港を望む

写真１　漁協ビルより漁港を望む
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提
言
４
「
万
一
に
備
え
防
災
グ
ッ
ズ
を
準
備
し
て
お
く
べ
し
」

　
　
提
言
５
「
未
来
に
向
け
て
一
歩
一
歩
進
む
べ
し
」」

の
５
つ
に
整
理
し
、
こ
の
「
五
つ
の
提
言
」
を
６
年
生
が
発
表
す
る
と
、
一
つ
ず

つ
全
校
児
童
が
声
を
そ
ろ
え
て
大
き
な
声
で
は
っ
き
り
と
反
復
し
て
い
た
。「
五
つ

の
提
言
」
は
、
平
成
23
年
度
第
５
学
年
の
児
童
が
、『
歩
み
だ
そ
う
未
来
へ
の
一
歩

～
命
を
守
っ
た
知
恵
を
も
と
に
～
』（
平
成
24
年
３
月
発
行
）
の
冊
子
に
ま
と
め
発

表
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、

　
「
第
一
部　
津
波
体
験
者
に
学
ぶ
「
命
を
守
っ
た
知
恵
」、
第
二
部　
子
ど
も
た

ち
の
五
つ
の
提
言
、
第
三
部　
歩
み
だ
そ
う
未
来
へ
の
一
歩
「
夢
・
希
望
」、
第
四

部　
資
料
」

の
四
部
構
成
で
あ
る
。
第
一
部
は
、実
際
に
津
波
被
災
の
体
験
を
し
た
地
域
の
方
々

23
名
に
、「
命
を
守
っ
た
知
恵
」
と
は
何
か
の
聴
き
取
り
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

例
と
し
て
、「
人
よ
り
も
自
分
が
逃
げ
る
」「
す
ぐ
に
高
台
に
逃
げ
る
」「
家
に
戻
ら

な
い
」「
歩
い
て
逃
げ
る
」な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。第
二
部
の
五
つ
の
提
言
で
は
、

そ
の
提
言
に
至
っ
た
聴
き
取
り
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
述
べ
、
第
三
部
で
は
、
児
童

一
人
一
人
が
聴
き
取
り
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
や
考
え
た
こ
と
な
ど
を
綴
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
第
四
部
の
資
料
に
は
、
鍬
ヶ
崎
地
区
内
を
８
地
域
に
分
け
、
各
地

域
の
住
民
に
聴
き
な
が
ら
一
緒
に
歩
い
て

調
べ
た
「
津
波
防
災
避
難
マ
ッ
プ
」（
平

成
22
年
度
卒
業
生
作
成
）や
、震
災
に
よ
っ

て
何
も
な
く
な
っ
た
鍬
ヶ
崎
地
区
で
、
た

く
ま
し
く
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
人
々
か

ら
、
地
域
を
愛
す
る
強
い
思
い
を
感
じ
た

こ
と
を
、
群
読
劇
の
台
本
『
輝
こ
う
鍬
ヶ

崎
』（
平
成
23
年
度
第
６
学
年
）
に
ま
と

め
た
。
台
本
に
込
め
ら
れ
て
い
る
言
葉
や

表
現
は
、
ま
さ
に
生
き
抜
い
て
い
こ
う
と

す
る
人
間
の
強
さ
が
表
れ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
受
賞
校
掲
載
新
聞
記
事

（
平
成
25
年
１
月
29
日
、
毎
日
新
聞
朝
刊
）

だ
っ
た
人
に
も
水
を
分
け
た
」

と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
辺
り
は
、
い
た
る
所
に
湧
水
が
あ
る
。

　
そ
の
後
、
鍬
ヶ
崎
小
学
校
や
熊
野
神
社
を
廻
っ
た
。
熊
野
神
社
の
階
段
上
か
ら

漁
港
を
見
る
と
（
写
真
２
）、
漁
協
ビ
ル
前
か
ら
見
た
光
景
と
は
違
う
廃
墟
が
目
に

飛
び
込
ん
で
き
た
。
復
興
ど
こ
ろ
か
復
旧
に
も
相
当
の
時
間
が
か
か
る
と
実
感
し

た
。
こ
の
熊
野
神
社
に
は
、
周
辺
住
民
や
鍬
ヶ
崎
小
学
校
の
児
童
・
職
員
が
避
難

し
て
き
た
と
い
う
。
ま
た
、
鍬
ヶ
崎
小
学
校
が
地
域
の
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て

い
た
た
め
、
多
く
の
住
民
が
津
波
到
達
前
に
体
育
館
や
校
舎
に
避
難
し
て
き
た
が
、

体
育
館
の
床
ま
で
浸
水
し
た
た
め
、
熊
野
神
社
や
校
舎
に
再
避
難
を
し
た
と
い
う
。

　
最
後
に
訪
れ
た
の
が
蛸
の
浜
で
あ
る
。
地
元
で
峠
と
呼
ん
で
い
る
高
い
所
に
立

つ
と
、
入
江
に
な
っ
た
透
き
通
っ
た
き
れ
い
な
海
と
白
い
砂
浜
が
見
え
て
き
た
。

し
か
し
、
脇
の
方
に
目
を
や
る
と
、
浄
土
ヶ
浜
に
つ
な
が
る
道
が
無
残
な
姿
に
な
っ

て
い
た
。
周
り
の
崖
の
木
々
も
津
波
で
え
ぐ
ら
れ
た
よ
う
な
跡
が
生
々
し
く
残
っ

て
い
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
津
波
が
峠
を
越
え
て
坂
道
を
下
り
蛸
の
浜
町
や
港

町
の
方
へ
流
れ
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
だ
。
こ
の
峠
を
越
え
た
の
は
、
明
治
29
年
の

大
津
波
以
来
で
、
そ
の
時
も
鍬
ヶ
崎
地
区
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
と
い
う
。

平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
３
月
11
日

�　
鍬
ヶ
崎
地
区
唯
一
の
鍬
ヶ
崎
小
学
校
は
、
震
災
２
年
目
の
こ
の
日
を
ど
の
よ
う

に
迎
え
た
か
を
訪
ね
て
み
た
。
古
玉
忠
昭
校
長
か
ら
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
心
の

ケ
ア
を
考
慮
し
、
質
問
や
顔
の
撮
影
等
は
し
な
い
で
ほ
し
い
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
理
解
に
立
っ
て
、
９
時
30
分
、
体
育
館
で
の
全
校
集
会
「
６
年
生
に
よ
る
五

つ
の
提
言
」
の
発
表
（
写
真
３
）
を
見
学
し
た
。
こ
れ
は
、
兵
庫
県
震
災
記
念
21

世
紀
研
究
機
構
主
催
の
１
・
17
防
災
未
来
賞
「
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
」
で
防
災
教
育

に
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち
や
学
校
が
参
加
す
る
も
の
で
あ
り
、
見
事
に
グ
ラ
ン
プ

リ
を
受
賞
し
た
。
こ
の
「
五
つ
の
提
言
」
と
は
、
住
民
へ
の
聴
き
取
り
調
査
の
結

果
を
、

　
「�

提
言
１
「
地
震
が
来
た
ら
迷
わ
ず
高
台
へ
逃
げ
る
べ
し
」

　
　
提
言
２
「
命
を
優
先
し
何
が
あ
っ
て
も
も
ど
ら
ぬ
べ
し
」

　
　
提
言
３
「
助
け
合
い
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
べ
し
」

写真３　全校集会「五つの提言」の発表
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確
認
し
て
い
た
が
、
杭
で
階
段
を
造
っ
た
も
の
で
、
か
な
り
急
勾
配
の
よ
う
に
見

え
た
。
高
齢
者
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
。
実
際
の
避
難
経
路
を
歩
く
実
体
験
は
、
児

童
た
ち
に
実
感
と
し
て
理
解
で
き
た
よ
う
だ
。

平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
３
月
12
日

　
鍬
ヶ
崎
地
区
は
、
前
回
の
巡
見
で
の
菱
屋
酒
造
の
湧
水
で
わ
か
っ
た
よ
う
に
、

高
台
に
あ
る
中
里
団
地
や
測
候
所
の
崖
下
を
囲
む
よ
う
に
湧
水
が
豊
富
に
あ
る
。

そ
こ
で
、蛸
の
浜
町
の
松
田
勝
己
さ
ん
（
町
内
会
長
、自
主
防
災
会
長
）
の
案
内
で
、

こ
の
地
区
の
水
系
を
調
査
し
た
。

　
ま
ず
、
金
勢
社
の
す
ぐ
上
に
あ
る
湧
水
（
写
真
５
）
は
、
重
い
鉄
板
を
開
け
る

と
下
の
方
に
音
を
立
て
て
流
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
こ
の
先
す
ぐ
上
に
菱
屋
酒

造
の
お
稲
荷
様
の
湧
水
が
あ
る
。

　
次
に
、
鍬
ヶ
崎
小
学
校
の
正
門
前
を
流
れ
、
宮
古
港
に
流
れ
込
ん
で
い
る
清
水

川
に
沿
っ
て
、
小
学
校
前
の
緩
や
か
な
坂
を
し
ば
ら
く
上
っ
て
い
く
と
、
左
側
に

震
災
直
前
に
営
業
を
や
め
た
銭
湯
の
不
動
園
が
あ
る
。
こ
こ
は
、
旧
測
候
所
が
あ

る
高
台
の
崖
の
下
に
あ
り
、
湧
水
が
豊
富
で
あ
る
。
震
災
時
に
は
、
自
衛
隊
が
不

動
園
前
に
仮
設
風
呂
を
設
営
し
た
と
い
う
。

　
更
に
、
中
学
校
の
方
へ
上
が
っ
て
い
く
と
、
畑
の
前
に
箱
の
よ
う
な
所
か
ら
湧

水
が
勢
い
よ
く
流
れ
出
し
て
お
り
（
写
真
６
）、
水
は
そ
の
ま
ま
川
へ
流
れ
込
ん
で

い
る
が
、
こ
の
水
は
、
今
で
も
活
用
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ
よ
り
国
道
45
号
線

を
横
断
し
て
、
第
二
中

学
校
方
面
に
行
っ
た
斜

面
の
所
に
清
水
川
の

源
流
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
い
た

る
と
こ
ろ
に
湧
水
が
あ

る
の
で
、
今
回
の
震
災

で
も
水
に
は
困
ら
な

か
っ
た
と
い
う
。

に
も
次
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

��　
「�　
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
岩
手
県
宮
古
市
立
鍬
ヶ
崎
小
は
、
６
年
生
の
岩
田

佳
樹
君
（
12
）
と
吉
田
陽
貴
君
（
11
）
が
「
歩
み
だ
そ
う
未
来
へ
の
一
歩
」

と
題
し
て
発
表
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
は
校
庭
ま
で
津
波
が
押
し
寄
せ
た

が
、
全
児
童
が
高
台
の
神
社
に
避
難
し
て
無
事
だ
っ
た
。
発
表
で
は
、
こ
の

時
の
体
験
を
映
像
を
交
え
て
紹
介
。（
中
略
）
さ
ら
に
、
復
興
に
向
け
て
歩

み
出
し
た
魚
市
場
や
す
し
店
な
ど
地
元
の
人
々
、
震
災
前
の
美
し
さ
を
取
り

戻
し
た
「
浄
土
ヶ
浜
」「
青
の
洞
窟
」
と
い
っ
た
観
光
名
所
も
紹
介
し
た
。

　
　

�　
最
後
に
、
２
人
は
「
復
興
ま
で
何
年
か
か
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
希
望
を

持
つ
こ
と
や
、向
き
合
う
勇
気
は
強
く
な
っ
て
い
る
」
と
話
し
、「
地
域
の
人
々

と
支
え
合
い
、
活
気
の
あ
る
生
活
が
送
れ
る
よ
う
頑
張
る
」
と
結
ん
だ
。」

　
ま
た
、
発
表
者
の
話
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

��　
「�　
地
域
の
人
た
ち
へ
の
取
材
で
知
ら
な
か
っ
た
津
波
の
様
子
が
更
に
わ
か
り
、

地
震
の
時
、
命
を
守
る
た
め
に
何
を
す
る
べ
き
か
心
に
刻
ん
だ
。
将
来
は
、

救
急
救
命
士
に
な
っ
て
、
多
く
の
人
の
命
を
救
い
た
い
。」

　
こ
の
よ
う
に
言
葉
が
児
童
自
身
の
も
の
と
な
り
、
児
童
の
行
動
力
に
結
び
つ
く

も
の
と
私
は
確
信
し
た
。

　
全
校
集
会
終
了
後
は
避
難
訓
練
。
各
教

室
で
待
機
、
校
内
放
送
の
合
図
で
机
の
下

に
も
ぐ
り
、
そ
の
あ
と
校
庭
に
集
合
し
人

数
確
認
後
、
避
難
経
路
を
歩
く
。
震
災
当

時
は
熊
野
神
社
に
避
難
し
た
が
、
震
災
後

は
避
難
先
を
第
二
中
学
校
に
変
更
し
た
。

こ
れ
は
、
海
が
見
え
な
い
学
校
の
裏
道
を

通
り
、
山
道
（
写
真
４
）
を
登
っ
て
高
台

に
出
る
経
路
で
、
第
二
中
学
校
を
第
二
次

避
難
場
所
と
し
て
い
る
。

　
今
回
は
、
第
二
中
学
校
に
行
か
ず
旧
道

を
通
っ
て
学
校
へ
戻
っ
た
。
途
中
、
地
域

の
人
の
た
め
の
避
難
近
道
の
造
成
現
場
を

写真５　稲荷様の湧水

写真４　山道を通る避難路
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平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
７
月
19
日
・
20
日

　
熊
野
神
社
は
、
地
域
住
民
の
心
の
拠
り
所
で
あ
る
。
震
災
前
は
境
内
に
も
露
店

が
立
ち
並
び
、
鍬
ヶ
崎
上
町
・
仲
町
・
下
町
の
商
店
街
は
お
祭
り
に
参
加
し
賑
や

か
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
震
災
後
も
宵
宮
や
例
大
祭
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、

廃
墟
と
な
っ
た
今
は
、
鳥
居
の
階
段
下
一
角
に
所
狭
し
と
10
軒
ほ
ど
の
露
店
が
２

列
に
並
ん
で
お
り
子
ど
も
た
ち
が
多
か
っ
た
。
第
１
日
目
、
夕
刻
５
時
ご
ろ
、
熊

野
神
社
本
殿
で
の
太
鼓
の
合
図
で
宵
宮
祭
が
始
ま
っ
た
。宵
宮
祭
は
、奉
納
、唄
、舞
、

唄
と
続
き
、
御
神
酒
を
供
え
、
本
殿
と
神
殿
の
間
に
祝
い
幕
が
設
置
さ
れ
、
神
殿

が
外
か
ら
見
え
な
く
な
り
、
６
時
に
終
了
し
た
。

　
第
２
日
目
、
例
大
祭
９
時
開
始
前
に
シ
マ
ザ
キ
電
気
に
挨
拶
に
行
っ
た
が
、
神

輿
休
憩
所
の
準
備
で
多
忙
で
あ
っ
た
。
当
日
の
時
程
（
熊
野
神
社
作
成
書
）
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

「��

９
時
00
分　
例
大
祭
式

　
９�

時
30
分　
神
輿
納
庫
よ
り
出
て
本
殿
で
祈
祷

　
10�
時
00
分　
神
社
出
発
（
御
下
が
り
）、
鳥
居
前
石
段
で
宮
司
挨
拶
、
餅
ま
き
、

神
輿
出
発
、
蛸
の
浜
町
～
日
立
浜
町
～
角
力
浜
（
番
屋
）
～
港
町
～
臨
港
通

り
～
市
場　

　
12�
時
20
分　
海
上
渡
御
、
先
船
（
太
鼓

所（
マ
マ
）役

）、神
楽
船
（
写
真
７
）（
神
楽・

総
代
）、
御
召
船
（
神
職
・
杜（

マ
マ
）人

）

　
13�
時
10
分　
帰
船
、
市
場
～
鍬
ヶ
崎
上

町
～
仲
町
～
下
町
～
鍬
ヶ
崎
小
学
校

（
神
楽
は
雨
天
の
た
め
中
止
）
～
熊

野
神
社
着
、
山
根
宮
司
挨
拶
、
餅
ま

き

　
14�
時
10
分　
御
登
り
、
神
輿
は
神
殿
に

戻
り
装
飾
品
を
外
し
納
庫
に
格
納

　
14
時
30
分　
還
幸
祭

　
14
時
50
分　
直
会
、
全
日
程
終
了　
」

平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
６
月
８
日

　
流
失
し
た
鍬
ヶ
崎
地
区
一
帯
の
宅
地
跡

は
、
一
面
草
が
生
え
て
い
た
。
そ
の
中
で
、

鍬
ヶ
崎
下
町
や
蛸
の
浜
町
を
歩
い
て
い
る

と
、
女
子
学
生
た
ち
が
宅
地
の
跡
地
に
花

の
苗
を
植
え
て
い
た
。
男
性
の
指
導
者
の

話
に
よ
る
と
、

　

��「�

活
動
の
主
体
は
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
あ
り
、

岩
手
県
や
東
京
都
の
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
土
曜
日
に
活
動
し
て
い

る
。
植
え
る
場
所
は
地
主
の
了
解
を

取
り
、
ヒ
マ
ワ
リ
を
植
え
て
い
る
」

と
の
こ
と
。
学
生
に
聴
い
て
み
る
と
、

　

��「��

廃
墟
に
な
っ
た
の
で
、
町
を
通
る
人
た
ち
の
心
が
少
し
で
も
和
ら
ぎ
、
癒
し

と
な
り
明
る
く
な
り
ま
す
よ
う
に
、
ヒ
マ
ワ
リ
を
植
え
て
い
ま
す
」

と
い
う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
気
持
ち
は
わ
か
る
が
、
後
の
管
理
は
ど
う
な
る
か
。

ま
た
、
復
興
の
た
め
の
区
画
整
理
や
土
地
造
成
が
行
わ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
活
動

は
一
時
的
な
も
の
と
な
る
が
、
学
生
が
言
う
被
災
者
や
通
行
人
の
癒
し
に
な
れ
ば

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
報
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
７
月
16
日

　
震
災
後
３
年
が
経
つ
が
、
６
月
か
ら
８
月
は
ウ
ニ
の
最
盛
期
と
い
う
の
で
、
朝

５
時
、
鍬
ヶ
崎
下
町
か
ら
蛸
の
浜
町
を
通
り
、
浄
土
ヶ
浜
大
橋
の
下
の
峠
を
越
え

蛸
の
浜
の
浜
辺
に
下
り
て
個
人
漁
師
の
漁
を
見
て
回
っ
た
。
漁
師
３
人
が
籠
い
っ

ぱ
い
に
入
っ
て
い
る
ウ
ニ
を
そ
の
場
で
捌
い
て
い
た
。
話
を
聴
い
て
み
る
と
、

　

��「��

浜
か
ら
40
～
50
㍍
の
辺
り
の
水
深
５
～
６
㍍
で
ウ
ニ
漁
を
し
て
い
る
が
、
震

災
後
、
身
が
小
さ
く
な
っ
た
」

と
言
う
。
帰
り
道
の
蛸
の
浜
町
や
日
影
町
辺
り
を
通
る
と
、
所
々
の
家
の
庭
先
や

小
屋
の
中
で
ウ
ニ
を
捌
い
て
い
る
光
景
を
見
か
け
た
。

写真７　宮古港の渡御船出

写真６　畑の前の湧水
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高
台
で
な
い
指
定
避
難
場
所
に
避
難
し
た
こ
と
が
、
他
地
域
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。

私
が
調
査
に
入
っ
て
か
ら
、
市
の
総
合
防
災
避
難
訓
練
主
会
場
は
、
24
年
度
旧
愛

宕
小
学
校
体
育
館
、
25
年
度
山
口
小
学
校
体
育
館
、
26
年
度
河
南
中
学
校
体
育
館

と
続
い
た
。
今
回
の
大
津
波
は
、
旧
愛
宕
小
学
校
の
場
合
、
校
庭
は
一
段
高
く
な
っ

て
い
る
が
校
庭
の
10
㍍
手
前
ま
で
津
波
襲
来
。
山
口
小
学
校
は
、
山
口
川
が
氾
濫

し
た
す
ぐ
脇
に
あ
る
。鍬
ヶ
崎
小
学
校
で
は
、体
育
館
は
床
上
浸
水
を
し
た
た
め
に
、

避
難
者
は
校
舎
へ
の
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
立
浜
町
、
山
根
町
辺

り
も
避
難
所
は
鍬
ヶ
崎
小
学
校
に
な
っ
て
い
る
が
、
津
波
襲
来
の
た
め
歩
い
て
行

け
ず
、
裏
山
の
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
避
難
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
学
校
の

体
育
館
が
避
難
所
と
し
て
確
実
に
安
全
と
は
言
い
難
い
。
市
の
津
波
避
難
訓
練
の

呼
び
か
け
文
「
地
震
・
津
波
発
生
時
に
は
高
台
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
！
」
を
徹
底

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
⑷　
鍬
ヶ
崎
地
区
の
復
興
工
事
進
捗
状
況

　
　
ア　

�

鍬
ヶ
崎・光
岸
地
地
区「
土
地
区
画
整
理
事
業
等
に
関
す
る
説
明
会
」（
平

成
27
年
５
月
20
日（
水
）午
後
６
時
30
分
～　
宮
古
市
役
所
６
階
大
ホ
ー

ル
、
宮
古
市
都
市
計
画
課
資
料
）
に
お
い
て
、
次
の
通
り
大
き
く
２
つ

の
内
容
が
説
明
提
示
さ
れ
た
。

　
　

���

「
○
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
【
土
地
区
画
整
理
事
業
の
流
れ
】

　
　
　
　
・
第
１
段
階　
　
ま
ち
づ
く
り
案
検
討
（
終
了
）

　
　
　
　
・
第
２
段
階　
　
都
市
計
画
決
定
（
終
了
）

　
　
　
　
・
第
３
段
階　
　
施
工
規
程
・
事
業
計
画
の
認
可
（
終
了
）

　
　
　
　
・
第
４
段
階　
　
区
画
整
理
審
議
会
の
設
置
（
終
了
）

　
　
　
　
・
第
５
段
階　
　
換
地
設
計
案
の
作
成
（
終
了
）

　
　
　
　
・
第
６
段
階　
　
仮
換
地
指
定
（
現
在
進
行
中
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
換
地
さ
れ
る
土
地
の
位
置
、
範
囲
を
指
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
→
換
地
に
つ
い
て
は
、
９
割
を
超
え
る
同
意
を
得
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
→�

仮
換
地
に
つ
い
て
は
、
５
割
を
超
え
る
指
定
を
実

施
し
た
。

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
11
日

　
平
成
26
年
度
の
津
波
避
難
訓
練
に
お
け
る
鍬
ヶ
崎
地
区
第
六
分
団
の
活
動
が
、

午
前
６
時
よ
り
行
わ
れ
た
。
私
は
、
昨
年
も
第
六
分
団
の
消
防
活
動
を
取
材
し
た

の
で
、
合
わ
せ
て
分
団
の
一
連
の
活
動
を
報
告
す
る
。

　
主
だ
っ
た
分
団
員
は
、
５
時
に
は
屯
所
に
来
て
準
備
を
し
、
５
時
50
分
、
団
長

の
訓
示
・
指
示
。
６
時
、
市
の
大
津
波
警
報
の
サ
イ
レ
ン
と
防
災
無
線
の
大
津
波

警
報
と
共
に
、
分
団
員
は
２
班
に
分
か
れ
た
。
一
つ
は
、
消
防
車
が
閉
伊
川
の
水

門
閉
め
と
漁
港
か
ら
国
道
45
号
線
へ
の
光
岸
地
地
区
道
路
の
水
門
を
閉
め
に
出
動
。

訓
練
通
り
水
門
閉
鎖
活
動
は
５
分
と
い
う
素
早
い
行
動
だ
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、

担
当
地
域
に
お
け
る
津
波
避
難
誘
導
の
広
報
活
動
と
し
て
地
区
内
を
巡
回
す
る
。

昨
年
と
今
年
の
鍬
ヶ
崎
地
区
の
自
主
防
災
高
台
避
難
訓
練
は
、
主
に
蛸
の
浜
町
・

日
影
町
・
熊
野
町
の
住
民
が
、
熊
野
神
社
と
鍬
ヶ
崎
小
学
校
体
育
館
に
避
難
し
た
。

前
者
は
32
名
の
参
加
者
が
い
た
が
、
後
者
は
数
人
だ
っ
た
。
初
め
に
町
会
ご
と
に

名
簿
で
点
呼
確
認
し
、
大
津
波
警
報
が
解
除
さ
れ
る
防
災
無
線
の
放
送
が
あ
る
ま

で
高
台
避
難
を
続
け
た
。
蛸
の
浜
町
自
主
防
災
会
長
の
松
田
勝
己
さ
ん
に
よ
る
と
、

「
昨
年
の
反
省
で
、
自
町
会
員
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
赤
色
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
（
背

中
に
町
会
名
表
示
）
を
作
製
し
、
全
世
帯
に
配
布
し
今
回
着
用
し
た
」（
写
真
８
）

と
の
こ
と
。訓
練
に
参
加
し
た
10
名
位
は
、

蛸
の
浜
町
か
ら
の
上
り
坂
（
避
難
路
）
の

手
す
り
か
ら
宮
古
港
の
方
を
じ
っ
と
見
つ

め
て
い
た
。
う
ち
１
名
は
、「
実
際
に
備

え
て
通
帳
等
貴
重
品
を
リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ

て
参
加
し
た
」
と
言
う
。

　

宮
古
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、

３
月
11
日
を
総
合
防
災
訓
練
・
津
波
避
難

訓
練
の
日
と
し
て
い
る
が
、
４
年
前
の
震

災
時
は
、
そ
れ
ま
で
の
昭
和
８
年
に
津
波

が
あ
っ
た
３
月
３
日
を
避
難
訓
練
日
と
し

て
い
た
。
そ
の
た
め
三
陸
沿
岸
地
域
の
多

く
の
犠
牲
者
は
、
そ
れ
ま
で
の
必
ず
し
も

写真８　お揃いの赤ジャケット
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・
第
７
段
階　
　
建
物
移
転
補
償
・
工
事
（
現
在
進
行
中
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

仮
換
地
指
定
を
受
け
建
物
移
転
を
実
施
し
、
道
路
や

宅
地
の
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
・
第
８
段
階　
　
換
地
処
分
（
今
後
の
予
定
）

　
　
　
　
・
第
９
段
階　
　
土
地
・
建
物
の
登
記
（
今
後
の
予
定
）

　
　
　
　
・
第
10
段
階　
　
清
算
金
の
徴
収
・
交
付
（
今
後
の
予
定
）

　
　
　
　
【
宅
地
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
流
れ
】

　
　
　
　
・�

仮
換
地
案
の
了
解
→
・
倉
庫
や
建
物
の
移
転
→
・
上
下
水
道
等
の
切

り
替
え
工
事
→
・
道
路
、
宅
地
の
造
成
工
事
→
・
宅
地
の
使
用
開
始

　
　
　
　
【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
へ
の
対
応
】

　
　
　
　
・
暫
定
誠
意
に
よ
る
早
期
建
築
着
手
の
実
施

　
　
　
　
　
→�

可
能
な
範
囲
で
宅
地
完
成
前
で
あ
っ
て
も
建
築
物
の
工
事
着
手
が

可
能
と
な
る
よ
う
出
来
る
限
り
配
慮
す
る
。

　
　
　
　
・
個
別
説
明
会
の
開
催

　
　
　
　
　
→
宅
地
の
使
用
に
関
す
る
個
別
説
明
会
を
開
催
す
る
。

　
　
　
　
　
　
会
場　
宮
古
市
役
所
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
　
日
時　
平
成
27
年
５
月
21
日
（
木
）
～
５
月
31
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
日　
　
９
時
00
分
～
12
時
00
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
00
分
～
19
時
00
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
日　
　
９
時
00
分
～
12
時
00
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
00
分
～
17
時
00
分

　
　
　
　
　
　
※
待
ち
時
間
を
少
な
く
す
る
た
め
、
事
前
に
日
時
を
登
録
す
る
。」

　
　
　
○
公
共
公
益
施
設
等
の
整
備
状
況

　
　
　
　
『��
鍬
ヶ
崎
・
光
岸
地
地
区
公
共
施
設
周
辺
鳥
瞰
イ
メ
ー
ジ
図
』（
図
２
）

を
参
照
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
こ
れ
ら
公
共
公
益
施
設
等
の
完
成
予
定
・
進
捗
状
況
は
、

　
　
　
　

�

・
港
町
災
害
公
営
住
宅
（
平
成
27
年
12
月
完
成
）」（
写
真
９
）

　
　
　
　

�　
こ
の
港
町
災
害
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
平
成
28
年
３
月
10
日
に
訪
れ

図２　鍬ヶ崎・光岸地地区公共施設周辺鳥瞰イメージ図
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イ�　
鍬
ヶ
崎
・
光
岸
地
地
区
工
事
請
負
業
者
発
行
広
報
紙
『
工
事
か
わ
ら
ば

ん
』（
創
刊
号
～
第
15
号　
三
井
住
友
建
設
・
本
間
組
建
設
工
事
共
同
企

業
体　
宮
古
復
興
工
事
事
務
所
）
よ
り

　
　
　

�　
平
成
25
年
10
月
の
創
刊
号
か
ら
平
成
27
年
５
月
号
の
第
15
号
ま
で
、
ほ

ぼ
毎
月
の
よ
う
に
地
区
住
民
に
向
け
て
発
信
し
て
き
た
。
そ
の
工
事
進
捗

状
況
及
び
今
後
の
工
事
予
定
を
写
真
・
図
・
地
図
を
交
え
て
具
体
的
に
解

り
易
く
報
告
し
て
い
る
。
な
お
、
工
事
事
務
所
は
、
平
成
25
年
10
月
か
ら

12
月
は
鍬
ヶ
崎
仲
町
に
あ
っ
た
が
、
平
成
26
年
１
月
よ
り
現
在
の
日
立
浜

町
に
移
設
し
た
。
以
下
、
記
事
を
引
用
し
て
工
事
請
負
業
者
の
取
り
組
み

を
紹
介
す
る
。

�「　

○
創
刊
号
（
平
成
25
年
10
月
号
）

　
　
　
・
宮
古
復
興
工
事
事
務
所
津
田
賢
二
所
長
の
挨
拶

　
　
　

�　
は
じ
め
ま
し
て
、
宮
古
復
興
工
事
事
務
所
の
所
長
を
務
め
ま
す
津
田
賢

二
で
す
。
宮
古
市
鍬
ヶ
崎
・
光
岸
地
地
区
の
復
興
に
携
わ
る
に
あ
た
り
、

皆
様
が
一
日
で
も
早
く
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
早
期
完
成
と

安
全
第
一
を
も
っ
と
う
に
工
事
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
　
　
・
安
全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

�　
９
月
４
日
に
鍬
ヶ
崎
地
内
に
お
い
て
山
本
正
德
市
長
他
関
係
者
の
参
列

の
も
と
で
、工
事
の
安
全
と
無
事
を
祈
る
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、鍬
ヶ
崎・

光
岸
地
地
区
の
土
地
区
画
整
備
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。（
後
略
）

　
　
　
・
10
月
中
旬
か
ら
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　
　
　

�　

10
月
中
旬
か
ら
工
事
対
象
区
域
内
の
工
事
看
板
の
設
置
や
草
刈
を
行

い
、
引
き
続
き
住
宅
基
礎
の
撤
去
や
宅
地
内
の
古
い
下
水
管
等
を
撤
去
し

ま
す
。

　
　
○
第
５
号
（
平
成
26
年
２
月
号
）

　
　
　
・
現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
予
定

　
　
　

�　
現
在
工
事
の
方
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
現
段
階
で
取
り
掛
か
る

住
宅
基
礎
取
壊
工
は
ほ
ぼ
終
了
し
、
２
月
下
旬
よ
り
清
水
川
・
梅
翁
寺
川

の
河
川
改
修
工
事
を
始
め
ま
す
。（
後
略
）

　
　
○
第
８
号
（
平
成
26
年
６
月
号
）

確
認
し
た
。
平
成
28
年
１
月

以
降
に
入
居
が
始
ま
り
、
全

世
帯
の
入
居
が
確
定
し
て
い

る
。
鍬
ヶ
崎
小
学
校
仮
設
住

宅
や
、
愛
宕
公
園
仮
設
住
宅

な
ど
、
仮
設
住
宅
か
ら
の
入

居
者
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。

　
　
　
　

�　

し
か
し
、
今
回
は
入
居
者

の
都
合
も
あ
り
、
聴
き
取
り

が
で
き
な
か
っ
た
。
住
宅
に
つ

い
て
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

（
宮
古
市
都
市
整
備
部
建
築
住

宅
課
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新

日
２
０
１
６
年
１
月
22
日
）

「　
　

�（
位
置
）
宮
古
市
港
町
３
番
10　
　

　

　
　
（
構
造
）
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
５
階
建
て

　
　

　
（
部
屋
の
タ
イ
プ
及
び
戸
数
・
面
積
・
人
数
）

　
　
　
　
タ
イ
プ　
戸
数　
　
面
積　
　
　
　
　
人
数

　
　
　
　
２
Ｋ　
　
10
戸　
49
・
33
平
方
㍍　
１
～
２
人

　
　
　
　
２
Ｄ
Ｋ　
20
戸　
54
・
53
平
方
㍍　
１
～
３
人

　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ　
10
戸　
64
・
03
平
方
㍍　
２
人
以
上

　

�

　
　

�（
主
な
住
居
設
備
）
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
き
、
３
点
給
湯
（
風
呂
・
洗
面
・

台
所
）、
お
風
呂
追
い
炊
機
能
付
き
、
水
洗
洋
式
ト
イ
レ
（
暖
房
便
座
付

き
）、
室
内
洗
濯
機
置
き
場
、
外
部
専
用
物
置
、
外
部
駐
輪
場

　

�

　
　

�（
入
居
者
が
用
意
す
る
も
の
）
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
、
居
室
の
照
明
器
具
、
冷

暖
房
器
具
、
カ
ー
テ
ン
ほ
か　
」

　
　
　
・
消
防
屯
所
（
平
成
28
年
３
月
完
成
予
定
、
３
月
10
日
現
在
建
物
無
）

　
　
　
・
公
民
館
（
平
成
28
年
３
月
、
建
物
完
成
、
４
月
運
営
開
始
）

　
　
　
※
完
成
時
期
は
現
時
点
で
の
予
定
で
あ
り
、
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

　
　
　
※
場
所
は
、
港
町
と
蛸
の
浜
町
辺
り
に
あ
る
ロ
ー
タ
リ
ー
近
く
で
あ
る
。 写真９　港町災害公営住宅
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月
上
旬
を
予
定
）

　
　
　
・
宅
地
の
完
成
・
引
き
渡
し
に
つ
い
て

　
　
　

�　
３
月
25
日
に
鍬
ヶ
崎
３
丁
目
付
近
（
２
回
目
）、
26
日
に
臨
港
通
り
４
丁

目
付
近
、
４
月
23
日
に
前
須
賀
バ
ス
停
南
側
（
２
回
目
）
の
宅
地
完
成
に

伴
い
、
権
利
者
様
へ
の
宅
地
引
き
渡
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
順
次

宅
地
完
成
～
引
き
渡
し
に
向
け
工
事
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。」

　
　
※�

第
16
号
以
降
は
、
調
査
終
了
の
た
め
掲
載
な
し
。

　
ウ　
宮
古
港
防
潮
堤
建
設
の
進
捗
状
況

　
　
　

�　
平
成
27
年
（
２
０
１
５
）
７
月
か
ら
防
潮
堤
建
設
の
た
め
の
支
柱
と
な

る
鉄
管
の
杭
打
ち
を
始
め
た
。
平

成
28
年
３
月
10
日
に
巡
見
す
る

と
、（
写
真
11
）
の
よ
う
に
部
分

的
に
で
き
た
姿
（
右
側
が
海
）
が

あ
っ
た
。
あ
の
支
柱
と
な
る
鉄
管

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
は

め
込
ん
で
積
み
重
ね
た
構
造
と

な
っ
て
い
た
。
駐
車
し
て
い
る
車

と
比
べ
る
と
高
さ
10
・
14
㍍
の
防

潮
堤
の
高
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
人
が

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

身
の
安
全
や
家
屋
等
資
産
を
防
ぐ

こ
と
も
課
題
と
な
る
。

　
⑸�　
宮
古
市
歴
史
・
文
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
平
成
27
年
３
月
８
日
、
会
場
・
シ
ー

ト
ピ
ア
な
あ
ど
）

　
　
主
催　

�
宮
古
市
・
地
域
の
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
復
興
ま
ち
づ
く
り
検
討
委

員
会　
　
共
催　
宮
古
市

　
　
　

�『
宮
古
の
歴
史
と
文
化
を
活
か
し
た
復
興
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
案
―
鍬
ヶ

崎
・
津
軽
石
・
中
心
市
街
地
を
中
心
に
―
』
よ
り

　
　
　
・�

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
工
事

（
写
真
10
）

　
　
　
　
幅　
　
４
㍍　
　

　
　
　
　
高
さ　
２・１
㍍

　
　

�　

清
水
川
の
改
修
工
事
は
い
よ

い
よ
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
工
に

取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

鋼
矢
板
圧
入
工
と
地
盤
改
良
工

に
よ
っ
て
強
化
し
た
地
盤
に
ボ
ッ

ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
の
箱
状
工
作
物
）
を
設
置

し
て
い
き
ま
す
。
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル

バ
ー
ト
を
埋
め
る
こ
と
で
地
中
部
に
水
路
を
作
り
新
清
水
川
の
水
を
流
し
ま

す
。

　
　
○
第
12
号
（
平
成
26
年
12
月
号
）

　
　
　
・
宅
地
の
整
備
工
事
に
つ
い
て

　
　
　
　

�

現
在
、
宅
地
の
整
備
工
事
を
進
め
て
お
り
、
２
０
１
５
年
は
順
次
そ
の

範
囲
を
広
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　
○
第
15
号
（
平
成
27
年
５
月
号
）

　
　
　
・
道
路
切
替
え
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
　
　

�　
今
後
も
清
水
川
・
梅
翁
寺
川
の
河
川
工
事
、
下
水
道
工
事
、
道
路
工
事
、

宅
盤
整
備
工
事
が
よ
り
本
格
化
す
る
た
め
、
工
事
車
両
の
増
、
道
路
切
替

え
や
片
側
交
互
通
行
に
よ
り
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

何
卒
ご
理
解
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
地
域
の

皆
様
に
は
事
前
に
工
事
看
板
等
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

�

１
．
県
道
で
の
上
下
水
道
お
よ
び
道
路
工
事
の
た
め
、
通
行
止
め
を
行
い

ま
す
。（
６
月
上
旬
を
予
定
）
通
行
止
め
に
伴
い
、
迂
回
路
を
設
け
ま
す
の

で
迂
回
路
の
通
行
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
通
行
止
め
に
併
せ
て
バ
ス
停

の
移
動
も
行
い
ま
す
。

　
　
　

�

２
．臨
港
通
り
の
新
設
道
路
完
成
に
伴
い
、仮
設
道
路
を
廃
止
し
ま
す
。（
６

写真10　ボックスカルバート工事
�（提供：宮古復興工事事務所『工事かわらばん』）

写真11　宮古港防潮堤工事
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る
と
い
う
の
で
参
加
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
委
員
の
報
告
や
講
演
は
テ
ー
マ
の
み
を
紹
介
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
古
館
昌
三
氏
と
袰
岩
政
子
氏
の
発
言
を
取
り
上
げ
た
い
。

　
１
委
員
会
報
告
（
渡
辺
敏
男
氏
・
有
限
会
社
〈
盛
岡
〉
設
計
同
人
所
長
）

　
　

�　
委
員
会
の
経
過
説
明
及
び
『
公
共
施
設
整
備
か
ら
「
民
」
に
よ
る
復
興
ま

ち
づ
く
り
』
と
題
し
て
、
鍬
ヶ
崎
に
つ
い
て
説
明
し
課
題
を
提
示
し
た
。

　
２�

基
調
講
演
（
市
古
太
郎
氏
・
首
都
大
学
東
京
都
市
環
境
科
学
研
究
科
准
教
授
）

　
　

�　
『
歴
史
的
な
防
災
文
化
を
継
承
す
る
復
興
ま
ち
づ
く
り
』
と
題
し
て
、
集
落

の
空
間
や
多
重
防
災
、
集
落
で
共
有
で
き
る
目
に
見
え
る
も
の
に
つ
い
て
他

市
町
村
の
事
例
で
説
明
し
た
。

　
３
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　

�　
『
歴
史・文
化
を
継
承
す
る
復
興
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
』
と
題
し
て
、コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
パ
ネ
リ
ス
ト
で
進
め
た
。
パ
ネ
リ
ス

ト
の
古
館
昌
三
氏
と
袰
岩
政
子
氏
の
発
言
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
○
古
館
昌
三
氏
（
鍬
ヶ
崎
下
町
、
鯛
屋
経
営
、
鍬
ヶ
崎
地
区
復
興
会
議
議
長
）

　
　
　

�　
自
宅
は
津
波
で
流
さ
れ
全
壊
。
３
か
月
間
店
員
の
家
に
世
話
に
な
り
、

そ
の
後
は
仮
設
住
宅
住
ま
い
。
震
災
の
年
６
月
に
鍬
ヶ
崎
地
区
各
町
会
長

に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、「
鍬
ヶ
崎
復
興
会
議
」
を
設
立
し
会
長
に
な
っ
た
。

こ
の
会
議
は
、
新
し
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
区
画
整
理
に
お
け
る
自

分
の
土
地
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
し
た
。
い
ま
大
き
な
工
事
は
、
清
水

川
の
暗
渠
か
ら
オ
ー
プ
ン
化
で
あ
り
、
道
路
整
備
と
区
画
整
備
で
あ
る
。

　
　
　

�　
今
後
の
課
題
と
し
て
、（
ア
）
公
民
館
の
間
取
り
や
外
観
を
ど
う
す
る
か
。

（
イ
）
消
防
第
六
分
団
屯
所
は
公
民
館
の
隣
り
に
す
る
。（
ウ
）
交
番
は
日

出
町
に
移
転
す
る
、
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
○
袰
岩
政
子
氏
（
鍬
ヶ
崎
仲
町
、
震
災
前
七
滝
湯
経
営
）

　
　
　

�　

銭
湯
を
待
っ
て
い
る
地
元
の
人
や
船
員
は
早
く
再
開
し
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
る
。
銭
湯
は
、
地
区
セ
ン
タ
ー
と
は
異
な
る
良
さ
が
あ
り
、
談

笑
が
絶
え
な
い
。
そ
し
て
、
仲
間
が
で
き
る
場
で
あ
る
。

　

�　
古
館
昌
三
氏
は
、
鍬
ヶ
崎
地
区
復
興
会
議
議
長
と
し
て
各
町
会
の
声
を
ま
と

め
て
い
る
。
ま
た
、
袰
岩
政
子
氏
は
、
七
滝
湯
の
銭
湯
再
建
に
向
け
て
関
係
者

　
　
　
「
検
討
委
員
会
メ
ン
バ
ー
リ
ス
ト
（
２
０
１
３
年
）

　
　
　
　
委
員
長　
倉
原
宗
孝
（
岩
手
県
立
大
学
総
合
政
策
部
教
授

　
　
　
　
委
員　
　
三
宅　
諭
（
岩
手
大
学
農
学
部
准
教
授
）

　
　
　
　
委
員　
　
姥
浦
道
生
（
東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授
）

　
　
　
　
委
員　
　
渡
辺
敏
男
（
㈲
〈
盛
岡
〉
設
計
同
人
所
長
）

　
　
　
　
委
員　
　
小
出
和
郎
（
㈱
都
市
環
境
研
究
所
代
表
取
締
役
）」

　

�　
こ
の
委
員
会
は
、
次
の
目
的
で
発
足
し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
い
る
。

��　
「�　
私
た
ち
は
、
２
０
１
１
年
の
震
災
発
生
後
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た
沿
岸

部
の
生
活
再
建
に
あ
た
り
、
歴
史
文
化
資
源
を
生
か
し
た
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
な
い
か
、
と
い
う
文
化
庁
の
提
案
に
賛
同
し
た
東
北
３
県
、
７
団
体
の

取
り
組
み
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
す
。
委
員
会
の
提
案
は
、
宮
古
市

に
も
伝
え
、
す
で
に
復
興
計
画
の
一
部
に
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。

　
　
　
【
宮
古
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　
　

�⃝

宮
古
湾
沿
岸
に
は
地
域
固
有
の
歴
史
・
文
化
遺
産
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
中
に
は
、
津
波
に
よ
り
消
失
し
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
記
録

に
残
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
守
り
、
受
け
継
ぎ
、
活
用

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
を
次
の
時

代
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
　

�⃝

海
の
恵
み
と
と
も
に
栄
え
た
宮
古
湾
沿
岸
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、

地
域
の
歴
史・文
化
を
生
か
し
て
い
く
こ
と
は
、ふ
る
さ
と
の
再
生
で
も
あ
り
、

復
興
の
担
い
手
と
な
る
地
域
の
人
々
の
喪
失
感
を
和
ら
げ
、
活
力
を
生
み
出

す
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　

�⃝

３
地
区
の
事
例
を
参
考
に
沿
岸
全
域
で
歴
史
・
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
復

興
ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
し
ま
す
。」

　
そ
こ
で
、
同
委
員
会
は
、
平
成
27
年
（
２
０
１
５
）
３
月
８
日
（
日
）
13
時
00

分
～
16
時
00
分
、宮
古・シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ
ど
２
階
体
験
学
習
室
で
、シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー

ム
「
歴
史
・
文
化
を
継
承
す
る
復
興
ま
ち
づ
く
り
」
を
開
催
し
た
。
今
回
、
委
員

会
の
発
表
だ
け
で
な
く
、
地
元
被
災
者
で
私
が
聴
き
取
り
を
し
て
い
る
古
館
昌
三

氏
と
袰
岩
政
子
氏
が
地
域
住
民
と
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
発
言
を
す
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た
。
家
に
着
い
た
安
堵
か
ら
し
ば
ら
く
横
に
な
っ
た
。
近
所
の
人
が
心
配

し
て
家
に
来
て
く
れ
た
。
夜
に
な
っ
て
甥
姪
が
車
で
来
て
く
れ
た
の
で
、

病
院
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
病
院
に
着
く
と
被
災
者
が
溢
れ
、
診
察
の
順

番
待
ち
で
一
夜
を
過
ご
し
た
。
診
察
の
時
、
医
者
か
ら
、「
家
が
だ
い
じ
ょ

う
ぶ
な
ら
薬
を
や
る
か
ら
家
で
塗
っ
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
、湿
布
薬
を
貰
っ

て
帰
っ
た
。
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
が
止
ま
っ
て
い
る
。
５
日
目
に
電
気
が

つ
い
た
。

　
　
　

�　
生
活
面
に
お
い
て
は
、自
宅
が
あ
る
人
に
は
支
援
金
は
配
給
さ
れ
な
か
っ

た
。
タ
コ
漁
の
サ
ッ
パ
船
が
流
さ
れ
た
の
で
、
国
だ
と
思
う
が
組
合
員
へ

の
船
の
配
給
が
あ
っ
た
。
そ
の
船
代
全
額
の
配
給
で
は
な
か
っ
た
の
で
、

差
額
を
年
２
万
円
ず
つ
５
年
間
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
。
６
年
後
に
初
め

て
自
分
の
名
義
に
な
る
ら
し
い
。
ま
た
、
自
衛
隊
が
震
災
直
後
か
ら
精
力

的
に
良
く
や
っ
て
く
れ
て
、
仮
設
ト
イ
レ
や
風
呂
を
設
置
し
て
く
れ
た
の

で
感
謝
し
て
い
る
。
地
域
の
商
店
も
殆
ん
ど
流
さ
れ
た
が
、
大
久
保
商
店

が
間
も
な
く
開
店
し
て
く
れ
た
の
で
、
何
と
か
日
常
の
買
い
物
が
で
き
た
。

被
災
直
後
は
近
く
の
リ
ン
ゴ
屋
が
り
ん
ご
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
が
、
後

は
山
の
水
（
湧
水
）
で
し
の
い
だ
。

　
　
　

�　
今
は
、
漁
で
捕
っ
た
タ
コ
（
１
～
３
月
）、
ウ
ニ
（
６
～
８
月
）、
ア
ワ

ビ
（
11
～
12
月
）
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
最
盛
期
に
漁
港
市
場
の
休
み
時

間
（
11
時
30
分
頃
）
に
持
っ
て
行
っ
て
卸
し
て
い
る
。

　
　
　
【
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
２
月
４
日
、
自
宅
に
て
２
回
目
】

　
　
　

�　
現
在
は
、
怪
我
も
治
り
不
自
由
な
く
普
通
の
生
活
を
し
て
い
る
。
今
回

の
津
波
を
目
の
当
た
り
に
し
て
わ
か
っ
た
が
、
台
風
と
は
明
ら
か
に
違
う

波
の
襲
来
で
あ
り
、
６
～
９
㍍
の
高
さ
の
ま
ま
来
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
病
院
は
負
傷
者
で
溢
れ
た
の
で
、
第
二
中
学
校
や
崎
山
小
学
校
の

体
育
館
を
利
用
し
て
分
院
と
し
て
治
療
を
し
た
そ
う
だ
。

　
　
　

�　
今
は
、
タ
コ
漁
の
最
盛
期
で
、
蛸
の
浜
か
ら
30
～
50
㍍
沖
合
の
深
さ
10

㍍
位
の
と
こ
ろ
で
い
さ
り
（
糸
）
で
釣
る
。
タ
コ
の
頭
は
30

セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル

位
だ
。

タ
コ
は
生
で
は
食
べ
ず
炊
い
て
食
べ
る
。

　
　
　
【
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
７
月
16
日
、
自
宅
に
て
３
回
目
】

に
働
き
か
け
て
い
る
。

　
⑹　
鍬
ヶ
崎
地
区
で
の
聞
き
取
り
（
震
災
当
時
と
そ
の
後
）

　
　
〇
金
子
誠
二
さ
ん
、
昭
和
12
年
生
、
日
影
町　
漁
師

　
　
　
　
現
在
、
無
事
だ
っ
た
自
宅
に
在
住
。

　
　
　
【
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
２
月
18
日
、
鍬
ヶ
崎
集
会
所
に
て
１
回
目
】

　
　
　

�　
大
地
震
当
時
は
、
妻
と
自
宅
に
い
た
。
部
屋
の
も
の
は
落
ち
な
か
っ
た

が
、
す
ご
い
揺
れ
だ
っ
た
。
蛸
の
浜
に
置
い
て
あ
っ
た
サ
ッ
パ
船
が
心
配

に
な
り
、
妻
を
家
に
残
し
て
心
公
院
脇
の
峠
を
越
え
て
急
い
で
浜
に
行
っ

た
。
浜
に
下
り
て
仲
間
３
人
と
サ
ッ
パ
船
を
置
き
場
に
引
き
上
げ
よ
う
と

し
た
が
、
家
を
出
て
か
ら
30
分
位
経
っ
た
頃
、
１
０
０
㍍
以
上
先
に
あ
る

島
の
高
さ
ま
で
津
波
が
来
て
い
た
。
急
い
で
仲
間
と
峠
ま
で
戻
ろ
う
と
し

た
が
、
す
ぐ
下
に
あ
る
小
屋
が
バ
リ
バ
リ
と
音
が
し
た
後
、
津
波
が
オ
ー

ト
バ
イ
や
軽
ト
ラ
・
船
な
ど
を
峠
に
あ
る
心
公
院
脇
の
墓
石
ま
で
押
し
上

げ
て
き
た
。
仲
間
の
１
人
は
そ
こ
で
倒
れ
た
。
す
ぐ
に
浄
土
ヶ
浜
大
橋
で

見
て
い
た
人
が
降
り
て
き
て
、そ
の
人
が
助
け
て
車
で
病
院
に
連
れ
て
行
っ

た
。
も
う
１
人
は
行
方
不
明
。

　
　
　

�　
私
は
、
峠
の
所
ま
で
来
た
津
波
に
呑
み
込
ま
れ
、
体
が
上
に
な
り
下
に

な
り
、坂
道
を
下
の
蛸
の
浜
町
の
平
な
所
ま
で
流
さ
れ
て
よ
う
や
く
止
ま
っ

た
。
私
を
流
し
て
き
た
水
は
き
れ
い
だ
っ
た
が
、
漁
港
の
方
か
ら
先
に
来

て
い
た
津
波
が
ご
み
を
押
し
流
し
て
き
て
い
て
汚
れ
た
水
だ
っ
た
。
急
い

で
、足
を
引
き
ず
り
な
が
ら
も
脇
の
道
か
ら
熊
野
神
社
に
上
り
境
内
を
通
っ

た
が
、
そ
こ
に
は
一
般
住
民
や
鍬
ヶ
崎
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
な
ど
避
難

者
が
だ
い
ぶ
い
た
。
そ
し
て
、
津
波
で
冠
水
し
て
い
た
鍬
ヶ
崎
小
学
校
の

校
庭
を
横
切
っ
て
、
日
影
町
の
自
宅
ま
で
戻
っ
た
。
幸
い
に
も
家
ま
で
は

津
波
が
来
な
か
っ
た
が
、
峠
の
坂
を
流
さ
れ
た
た
め
か
、
足
腰
が
立
た
ず

自
宅
裏
口
の
階
段
で
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
妻
が
高
台
避
難
か
ら

帰
っ
て
き
た
の
で
、
部
屋
ま
で
上
げ
て
も
ら
っ
た
。
早
速
着
替
え
よ
う
と

し
た
が
、
び
し
ょ
濡
れ
な
の
で
鋏
で
切
り
裂
い
て
脱
い
で
み
た
ら
胸
や
足

腰
な
ど
が
真
っ
黒
だ
っ
た
。
こ
れ
は
擦
傷
の
出
血
が
凝
血
し
た
も
の
だ
っ
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【
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
２
月
４
日
、
な
あ
ど
に
て
２
回
目
】

　
　
　

�　
七
滝
湯
の
再
建
復
活
を
考
え
て
い
る
が
、
２
月
19
日
に
市
の
説
明
会
が

あ
る
の
で
、
聞
い
て
か
ら
具
体
化
し
て
い
き
た
い
。
た
だ
、
市
の
土
地
利

用
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
し
、
道
路
拡
幅
の
た
め
の
建
物
制
限
が
あ
る

よ
う
だ
。

　
　
　
【
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
７
月
19
日
、
な
あ
ど
に
て
３
回
目
】

　
　
　

�　
先
日
、
市
の
説
明
会
に
行
っ
て
き
た
が
、
銭
湯
が
町
民
の
た
め
の
集
会

所
的
役
割
を
果
た
せ
る
こ
と
の
認
識
は
あ
る
よ
う
だ
。

　
　
　
【
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
９
日
、
な
あ
ど
に
て
４
回
目
】

　
　
　

�　
平
成
に
な
る
前
ま
で
、
宮
古
市
全
体
に
は
銭
湯
が
15
軒
あ
っ
た
。
ま
た
、

市
場
の
脇
に
造
っ
た
シ
ャ
ワ
ー
室
は
、
外
来
船
の
船
員
だ
け
が
使
い
地
元

の
人
や
漁
民
は
使
っ
て
い
な
い
。
銭
湯
の
再
建
は
必
要
だ
と
考
え
て
い
る

が
、
ど
う
な
る
か
心
配
し
て
い
る
。

　
　
　
【
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
９
月
８
日
、
電
話
で
５
回
目
】

　
　
　

�　
元
の
土
地
に
再
建
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
後
は
、
資
金
で
あ
る
。

　
　
　
【
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
11
月
15
日
、
電
話
で
６
回
目
】

　
　
　

�　
市
へ
は
７
名
の
グ
ル
ー
プ
申
請
を
し
、
そ
の
後
受
理
さ
れ
た
。
補
助
金

は
出
る
が
、
資
金
を
何
と
か
し
た
い
。

　
　
　
【
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
３
月
10
日
、
な
あ
ど
に
て
７
回
目
】

　
　
　

�　
七
滝
湯
を
再
建
し
よ
う
と
今
ま
で
仮
設
住
宅
の
住
ま
い
で
頑
張
っ
て
き

た
。
明
日
で
５
年
が
経
つ
が
、
住
宅
地
域
の
道
路
が
一
向
に
決
ま
ら
ず
、

整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
で
は
家
が
建
て
ら
れ
な
い
。
私
も
年
を
取
り

七
滝
湯
を
復
活
す
る
に
は
、
あ
と
１
年
は
長
い
。
そ
こ
で
、
先
日
、
七
滝

湯
再
建
を
断
念
し
市
の
方
に
補
助
金
の
辞
退
を
申
し
出
た
。
震
災
前
の
七

滝
湯
は
、
集
会
所
の
よ
う
な
憩
い
の
場
だ
っ
た
の
で
、
自
宅
家
屋
が
再
建

で
き
た
ら
み
ん
な
の
憩
い
の
場
で
あ
る
お
茶
呑
み
場
に
し
た
い
と
思
う
。

　
　
　

　
　
〇
鈴
木
睦
子
さ
ん
、
昭
和
11
年
生
、
日
立
浜
町

　
　
　

�　
現
在
、
元
自
宅
近
く
に
本
人
が
建
て
た
ア
パ
ー
ト
在
住
。
自
宅
は
被
災
。

　
　
　
【
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
５
月
19
日
、
自
宅
跡
に
て
１
回
目
】

　
　
　

�　
現
在
、
サ
ッ
パ
船
は
補
償
に
よ
り
新
し
い
船
に
な
っ
た
の
で
、
ウ
ニ
漁

を
し
て
い
る
。

　
　
　
【
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
10
月
４
日
、
自
宅
に
て
４
回
目
】

　
　
　

�　
《
奥
様
の
話
》　
私
は
、
当
日
お
父
さ
ん
が
浜
に
行
っ
た
後
、「
日
立
浜
が

津
波
で
全
滅
だ
」
と
い
う
叫
び
声
が
し
た
の
で
、
慌
て
て
家
の
前
の
測
候

所
へ
の
階
段
を
上
り
高
台
へ
避
難
し
た
。
第
２
波
の
後
、
家
に
戻
っ
た
ら

お
父
さ
ん
が
帰
っ
て
き
て
倒
れ
た
の
で
、
す
ぐ
着
替
え
さ
せ
た
。

　
　
〇
袰
岩
政
子
さ
ん
、
昭
和
14
年
生
、
鍬
ヶ
崎
仲
町　
銭
湯
「
七
滝
湯
」
経
営
者

　
　
　

�　
現
在
、
愛
宕
公
園
仮
設
住
宅
在
住
。
自
宅
・
店
舗
は
被
災
。

　
　
　
【
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
５
月
22
日
、愛
宕
公
園
仮
設
住
宅
に
て
１
回
目
】

　
　
　

�　
明
治
27
年
、
先
々
代
の
祖
母
が
下
駄
職
人
だ
っ
た
が
、
桐
の
木
端
で
湯

を
沸
か
し
銭
湯
を
し
て
い
た
。
鍬
ヶ
崎
地
区
唯
一
の
銭
湯
だ
っ
た
。
自
宅

は
七
滝
湯
す
ぐ
裏
の
２
階
建
て
住
宅
だ
が
、
今
回
の
地
震
で
は
、
七
滝
湯

入
口
の
壁
な
ど
は
倒
れ
な
か
っ
た
。

　
　
　

�　
七
滝
湯
の
営
業
は
午
後
３
時
か
ら
だ
が
、
い
つ
も
早
く
開
け
て
い
た
。

大
地
震
発
生
時
に
は
、
男
性
１
人
が
湯
船
で
、
女
性
は
脱
衣
所
に
い
た
が
、

す
ぐ
着
替
え
て
帰
っ
た
。
外
を
見
た
ら
ド
ラ
ム
缶
が
２
列
に
な
っ
て
い
く

つ
も
流
れ
て
き
た
。
私
は
裏
の
自
宅
に
戻
り
、
寒
い
の
で
ジ
ャ
ン
パ
ー
を

持
っ
て
犬
と
一
緒
に
裏
の
高
台
へ
行
っ
た
。
そ
こ
か
ら
海
の
方
を
見
る
と
、

津
波
が
来
て
い
る
の
に
救
急
車
が
通
り
津
波
に
呑
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

津
波
の
水
位
は
静
か
に
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
来
た
が
、
引
潮
は
木
の
葉
の

よ
う
に
家
を
さ
ら
っ
て
行
っ
た
。
次
の
津
波
が
遊
覧
船
２
隻
を
流
し
、
さ

ら
に
タ
ン
カ
ー
が
七
滝
湯
の
方
に
流
れ
て
き
た
が
、
手
前
で
止
ま
っ
た
。

被
災
し
た
日
か
ら
梅
翁
寺
に
避
難
し
た
。

　
　
　

�　
船
人
や
旅
人
が
銭
湯
を
待
っ
て
い
る
の
で
、
七
滝
湯
を
再
建
し
た
い
。

し
か
し
、
数
千
万
円
か
か
る
の
で
、
今
の
ま
ま
で
は
再
建
で
き
な
い
。
今

後
の
こ
と
だ
が
、
市
の
方
か
ら
平
成
28
年
過
ぎ
た
ら
家
を
建
て
て
も
い
い

と
の
こ
と
な
の
で
、
再
建
し
て
み
ん
な
を
ほ
っ
と
さ
せ
た
い
思
い
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
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�　
避
難
後
は
、
自
宅
近
く
に
ア
パ
ー
ト
（
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
壱
番
館
・
弐

番
館
・
参
番
館
）
を
３
棟
建
て
、
２
棟
に
は
復
興
庁
職
員
が
４
世
帯
ず
つ

入
居
し
、
１
棟
は
一
般
人
１
世
帯
と
私
が
入
居
し
て
い
る
。
と
り
あ
え
ず

住
む
家
が
あ
る
の
で
、
今
は
自
分
の
仕
事
を
し
な
が
ら
過
ご
し
て
い
る
。

　
　

�　
以
下
の
方
々
は
自
ら
も
被
災
し
な
が
ら
住
民
の
避
難
誘
導
、
安
否
確
認
、

生
活
物
資
の
補
給
・
配
給
・
販
売
等
の
活
動
を
行
っ
た
人
々
で
あ
る
。

　
　
〇
島
崎
ト
シ
子
さ
ん
、
昭
和
24
年
生
、
鍬
ヶ
崎
下
町　
電
器
店

　
　
　

�　
被
災
し
た
自
宅
１
階
の
部
屋
が
津
波
で
汚
れ
、
電
気
設
備
や
備
品
な
ど

が
壊
れ
た
た
め
、
こ
れ
ら
を
修
繕
後
、
現
在
住
ん
で
い
る
。
家
業
の
店
舗

は
近
く
に
建
て
た
仮
設
で
営
業
し
て
い
る
が
、
平
成
27
年
９
月
以
降
は
、

区
画
整
理
さ
れ
た
商
業
地
域
に
店
舗
を
建
て
移
転
す
る
。

　
　
　
【
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
５
月
23
日
、
仮
設
店
舗
に
て
１
回
目
】

　
　
　

�　
震
災
当
日
は
、
七
滝
湯
の
す
ぐ
近
く
の
店
舗
で
、
夫
婦
と
従
業
員
４
名

で
営
業
し
て
い
た
が
、
従
業
員
１
名
は
配
達
中
の
た
め
不
在
だ
っ
た
。
地

震
直
後
に
、
店
の
大
型
金
庫
に
客
の
物
や
、
台
帳
、
小
銭
な
ど
を
次
々
と

入
れ
た
。
夫
が
車
を
自
宅
脇
の
敷
地
に
置
い
た
。
自
宅
前
の
鍬
ヶ
崎
小
学

校
に
も
津
波
の
水
が
来
て
、
避
難
し
て
き
た
人
た
ち
の
車
が
浮
き
出
し
た
。

自
宅
に
も
３
㍍
く
ら
い
の
津
波
が
押
し
寄
せ
、
１
階
に
水
が
入
り
込
ん
だ
。

そ
の
後
、
ゴ
ー
と
い
う
音
と
と
も
に
水
が
引
き
始
め
た
。
次
の
津
波
第
２

波
が
来
る
前
に
店
舗
跡
に
店
の
携
帯
番
号
を
張
り
出
し
、
町
の
人
か
ら
の

連
絡
が
取
れ
る
よ
う
に
し
た
。
そ
し
て
、
夫
と
私
は
す
ぐ
裏
山
の
測
候
所

に
避
難
し
た
。
息
子
は
配
達
中
で
い
な
か
っ
た
。
津
波
が
治
ま
り
、
夜
８

時
ご
ろ
に
な
っ
て
や
っ
と
息
子
に
会
え
た
。

　
　
　

�　
翌
日
、
裏
山
の
下
に
あ
る
菱
屋
酒
造
の
お
稲
荷
さ
ん
の
湧
水
と
金
勢
社

の
湧
水
を
分
け
て
も
ら
っ
た
。
客
か
ら
コ
ン
セ
ン
ト
や
懐
中
電
灯
が
欲
し

い
と
携
帯
電
話
に
注
文
が
入
っ
た
の
で
、
店
の
大
型
金
庫
か
ら
台
帳
を
取

り
出
し
た
が
、
店
に
あ
っ
た
車
と
バ
イ
ク
を
合
わ
せ
て
６
台
は
、
流
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。

　
　
　

�　
３
日
目
か
ら
は
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
社
長
か
ら
乾
電
池
（
単
３
を
除
く
）

　
　
　

�　
被
災
し
た
自
宅
は
、
息
子
夫
婦
が
現
在
経
営
す
る
日
立
浜
町
の
仮
設
店

舗
「
浜
の
茶
や
」（
平
成
24
年
８
月
開
業
）
の
場
所
に
あ
っ
た
。
日
立
浜
は

大
変
歴
史
の
あ
る
と
こ
ろ
で
、
私
の
曾
爺
は
こ
こ
で
ア
ワ
ビ
の
加
工
や
干

物
な
ど
を
手
が
け
て
い
た
。
私
は
、鈴
木
家
15
代
目
に
当
た
り
、曾
爺
か
ら
、

「
こ
の
日
立
浜
は
、
朝
日
が
昇
る
東
を
向
い
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
か
ら
離
れ

る
な
」
と
言
い
聞
か
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　

�　
昭
和
８
年
の
大
津
波
は
胸
ま
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
チ
リ
地
震

の
津
波
は
、
自
宅
の
所
で
膝
位
だ
っ
た
。
で
も
、
今
回
の
津
波
は
尋
常
で

は
な
く
、
こ
こ
で
２
㍍
は
あ
っ
た
。
宮
古
港
の
サ
ッ
パ
船
が
た
く
さ
ん
陸

に
上
が
っ
た
し
、
脇
に
は
大
型
船
も
あ
っ
た
。
そ
の
船
が
自
宅
の
方
へ
流

れ
て
き
て
ぶ
つ
か
り
、
バ
リ
バ
リ
っ
て
す
ご
い
音
と
と
も
に
１
階
に
水
が

入
り
、
家
を
押
し
流
し
て
い
っ
た
。
波
が
ま
る
で
雲
の
よ
う
に
も
く
も
く

と
飛し

ぶ
き沫

を
上
げ
て
い
た
。
３
人
が
流
さ
れ
て
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
。

鍬
ヶ
崎
の
方
は
も
っ
と
ひ
ど
く
て
、
津
波
の
高
さ
は
６
～
８
㍍
位
あ
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。
震
災
直
前
の
３
月
３
日
（
昭
和
８
年
大
津
波
の
日
）
の

避
難
訓
練
は
、
指
定
避
難
所
が
鍬
ヶ
崎
小
学
校
だ
っ
た
の
で
、
震
災
当
時

も
日
立
浜
町
住
民
の
避
難
場
所
は
鍬
ヶ
崎
小
学
校
に
な
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
今
回
の
津
波
は
小
学
校
へ
の
道
を
襲
っ
た
の
で
、
私
た
ち
は
小
学
校

へ
は
行
け
ず
、
裏
山
を
登
っ
て
浄
土
ヶ
浜
第
三
駐
車
場
へ
行
っ
た
。
日
立

浜
町
の
住
民
１
３
０
名
は
、
避
難
場
所
で
は
な
い
浄
土
ヶ
浜
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
に
１
か
月
近
く
世
話
に
な
り
、
そ
の
後
、
宮
古
体
育
館
に
移
動
し
７
月

ま
で
避
難
生
活
を
し
た
。
こ
の
辺
り
で
は
、
40
棟
余
り
が
流
失
し
た
。

　
　
　

�　
今
後
の
こ
と
だ
が
、
家
の
前
の
バ
ス
道
路
は
60

セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
嵩
上
げ
を
す
る

と
い
う
が
、
自
宅
再
建
の
場
合
の
嵩
上
げ
は
自
己
負
担
と
い
う
。
今
、
日

立
浜
町
と
港
町
合
わ
せ
て
も
、
漁
師
は
50
軒
以
上
、
３
０
０
隻
ほ
ど
の
船

が
あ
る
。
ま
た
、
10
・
４
㍍
の
防
波
堤
を
造
る
こ
と
に
対
し
、
漁
師
の
何

人
か
は
「
海
が
見
え
な
い
」
と
反
対
し
て
い
る
が
、
私
は
防
波
堤
の
反
対

の
意
志
も
薄
れ
た
。
宮
古
港
開
港
４
０
０
周
年
に
向
か
い
宮
古
の
復
興
に

期
待
し
、
皆
様
の
温
か
い
支
援
に
感
謝
し
て
い
る
。

　
　
　
【
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
７
月
９
日
、
自
宅
跡
に
て
２
回
目
】
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来
て
い
て
諸
活
動
を
し
て
い
た
。
妻
た
ち
が
何
人
か
で
炊
き
出
し
を
始
め

る
と
、
住
職
が
太
蝋
燭
を
何
本
も
灯
し
て
く
れ
た
。
避
難
者
は
、
そ
の
日

の
夜
中
に
バ
ス
で
国
民
休
暇
村
に
移
動
と
な
り
、
ま
ず
は
一
安
心
し
た
。

し
か
し
、
私
の
店
は
、
流
れ
て
き
た
車
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
破
り
、
店
の
中

は
全
て
の
物
が
壊
れ
ヘ
ド
ロ
で
書
類
等
も
全
部
だ
め
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、

店
を
閉
め
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
20
日
間
位
電
気
・
水
道
が
止
ま
り
電
話

も
通
じ
な
い
。
そ
の
後
、
４
月
に
な
っ
て
仮
設
住
宅
が
完
成
し
、
避
難
者

は
仮
設
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
・
親
戚
な
ど
へ
移
っ
た
。
仲
町
に
は
54
世
帯
あ
っ

た
が
、
現
在
22
世
帯
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
避
難
者
の
居
場
所
を
調
べ
よ

う
と
し
た
が
、
市
に
対
し
自
治
会
長
と
し
て
避
難
者
を
教
え
て
ほ
し
い
と

頼
ん
だ
が
個
人
情
報
云
々
で
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
。

　
　
　

�　
そ
の
後
、
沢
山
の
方
か
ら
の
情
報
を
得
て
時
間
を
か
け
て
訪
ね
回
り
、

や
っ
と
地
区
の
皆
さ
ん
と
連
絡
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
〇
穴�

澤
良
三
さ
ん
、
昭
和
18
年
生
、
鍬
ヶ
崎
上
町　
前
第
六
分
団
長
・
行
政

連
絡
員　
現
在
、
被
災
を
免
れ
た
自
宅
に
在
住
。

　
　
　
【
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
２
月
５
日
、
仮
設
屯
所
に
て
１
回
目
】

　
　
　

�　
３
月
11
日
14
時
46
分
、
地
震
発
生
時
は
妻
と
客
と
３
人
で
自
宅
に
い
た
。

火
の
元
を
確
認
し
て
鍬
ヶ
崎
上
町
に
あ
る
第
六
分
団
消
防
屯
所
に
行
っ
た
。

５
分
後
に
分
団
員
３
名
が
来
た
。
４
人
で
閉
伊
川
の
水
門
他
３
基
を
閉
め
、

ポ
ン
プ
車
で
水
上
警
察
―
カ
メ
イ
商
店
―
海
岸
通
り
の
広
報
回
り
を
し

た
。

　
　
　

�　

15
時
05
分
、
沖
ア
ミ
船
２
隻
や
底
引
き
船
が
戻
っ
て
き
た
。
巡
回
中
、

防
災
無
線
で
「
大
津
波
警
報
」
の
知
ら
せ
が
あ
っ
た
の
で
、
車
を
通
行
止

め
に
し
て
海
岸
で
「
逃
げ
ろ
」
と
複
数
回
呼
び
か
け
た
。
我
々
も
切
通
し

か
ら
漁
協
ビ
ル
や
常
安
寺
分
院
の
下
の
食
堂
に
行
っ
た
。
第
１
波
は
水
量

が
少
し
だ
っ
た
が
、
そ
の
直
後
大
波
が
来
て
水
門
を
越
え
て
車
を
光
岸
地

方
面
に
流
し
て
い
た
。
家
々
は
熊
野
神
社
の
方
へ
流
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　

�　
15
時
40
分
、
造
船
所
に
あ
っ
た
浄
土
ヶ
浜
の
観
光
船
が
港
町
の
方
に
流

さ
れ
上
町
の
家
々
も
流
さ
れ
た
。
高
台
に
あ
る
漁
協
ビ
ル
前
駐
車
場
に
は

や
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
な
ど
が
届
い
た
。
自
宅
１
階
の
部
屋
の
ヘ
ド
ロ
を
取

り
出
し
清
掃
し
て
仮
店
舗
と
し
、
疲
れ
て
い
る
客
に
は
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ

な
が
ら
、
５
月
の
連
休
に
今
の
仮
設
店
舗
に
移
っ
た
。
12
月
に
は
プ
レ
ハ

ブ
店
舗
２
戸
と
倉
庫
を
作
り
、
店
と
倉
庫
を
分
け
た
。

　
　
　

�　
今
年
４
月
26
日
に
今
の
場
所
に
店
を
移
し
た
。

　
　
　
【
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
10
日
、
仮
設
店
舗
に
て
２
回
目
】

　
　
　

�　
震
災
当
時
、
孫
よ
り
貰
っ
た
ノ
ー
ト
に
着
信
で
電
話
帳
を
作
り
、
連
絡

を
取
り
合
っ
た
。
道
路
の
関
係
で
荷
物
が
店
ま
で
届
か
な
か
っ
た
の
で
、

お
客
さ
ん
が
必
要
と
す
る
電
器
製
品
を
友
だ
ち
の
電
器
店
に
置
い
て
も
ら

い
取
り
に
行
く
よ
う
に
し
た
。

　
　
　

�　
皆
さ
ん
が
店
舗
や
事
務
所
を
開
き
た
く
て
も
建
物
が
皆
流
さ
れ
思
う
よ

う
に
な
ら
な
い
。
２
年
ぐ
ら
い
し
た
ら
復
興
す
る
だ
ろ
う
と
軽
い
気
持
ち

で
倉
庫
の
一
部
を
貸
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
復
興
す
る
様
子
が
な
く
、
工
事

は
ど
ん
ど
ん
遅
れ
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

�　
区
画
整
理
さ
れ
た
商
業
地
に
店
舗
を
建
て
て
、
隣
り
の
一
部
を
店
舗
・

事
務
所
と
し
て
貸
す
こ
と
に
し
た
。

　
　
　

�　
ま
た
、
私
の
実
家
が
あ
る
山
根
町
の
敷
地
は
津
波
で
流
さ
れ
た
。
区
画

整
理
で
道
路
を
建
設
す
る
が
、
そ
の
た
め
の
国
土
調
査
も
入
ら
な
い
の
で
、

昔
か
ら
の
坪
数
が
不
明
確
で
補
償
も
な
い
。

　
　
〇
鈴
木
秀
隆
さ
ん
、
昭
和
20
年
生
、
鍬
ヶ
崎
仲
町　
自
治
会
長

　
　
　
　
現
在
、
被
災
を
免
れ
た
自
宅
に
在
住
。

　
　
　
【
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
２
月
５
日
、
自
宅
に
て
１
回
目
】

　
　
　

�　
震
災
当
時
は
、
宮
古
駅
前
大
通
町
で
経
営
し
て
い
る
電
器
店
に
い
た
。

大
き
な
揺
れ
で
歩
道
に
散
乱
し
た
ガ
ラ
ス
を
軽
ト
ラ
に
積
み
終
え
た
時
、

近
所
の
人
が「
津
波
だ
！
」と
叫
ん
だ
。
振
り
向
く
と
60
～
70
㍍
先
に
真
っ

黒
い
水
が
私
の
方
に
押
し
寄
せ
て
く
る
の
が
見
え
た
。急
い
で
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
閉
め
、
車
で
駅
前
か
ら
横
町
を
通
っ
て
、
山
を
回
っ
て
自
宅
ま
で
約
15

分
位
か
か
っ
た
と
思
う
。
す
ぐ
に
避
難
場
所
の
梅
翁
寺
に
行
き
、
避
難
し

て
き
た
人
た
ち
の
住
所
・
氏
名
を
聞
き
書
き
し
た
が
、
地
域
の
消
防
団
が
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�　
今
後
の
こ
と
だ
が
、
今
年
（
平
成
26
年
）
11
月
後
半
よ
り
各
家
の
基
礎

部
分
の
撤
去
を
始
め
る
よ
う
だ
。
鍬
ヶ
崎
地
区
で
は
１
千
世
帯
が
流
失
し

た
が
、戻
り
た
い
人
も
い
る
。
こ
の
町
に
は
第
六
分
団
と
第
七
分
団
が
あ
っ

た
。
分
団
屯
所
は
区
画
整
理
の
た
め
ロ
ー
タ
リ
ー
近
く
の
公
民
館
や
災
害

公
営
住
宅
と
一
緒
に
平
成
28
年
ま
で
に
建
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
分

団
と
し
て
は
、
地
区
の
訓
練
で
は
必
ず
「
ま
ず
山
に
逃
げ
ろ
」
を
徹
底
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
避
難
所
と
し
て
学
校
に
も
毛
布
を
置
い

て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
　
　
【
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
９
日
、
屯
所
に
て
２
回
目
】

　
　
　

�　
現
在
、
団
員
は
16
名
で
、
会
長
が
中
里
団
地
に
転
居
し
た
の
で
、
私
が

代
行
し
て
い
る
。
今
年
も
３
・
11
の
消
防
訓
練
を
行
う
。
水
門
閉
め
な
ど

の
訓
練
が
終
了
後
は
、
今
ま
で
は
漁
協
ビ
ル
の
高
台
だ
っ
た
が
、
測
候
所

の
方
が
動
け
る
の
で
、
今
回
は
ポ
ン
プ
車
で
測
候
所
に
避
難
す
る
。
鍬
ヶ

崎
地
区
の
避
難
所
の
１
つ
で
あ
る
熊
野
神
社
に
は
、
夜
間
で
も
灯
り
が
必

要
な
の
で
、
ソ
ー
ラ
ー
の
外
灯
を
付
け
た
。

　
　
〇
松�

田
勝
己
さ
ん
、
昭
和
16
年
生
、
蛸
の
浜
町　
町
内
会
長
・
自
主
防
災
会

長　
現
在
、
被
災
を
免
れ
た
自
宅
に
在
住
。

　
　
　

�　
松
田
さ
ん
に
は
、
震
災
当
時
の
聴
き
取
り
で
は
な
く
、
鍬
ヶ
崎
地
区
の

多
く
の
人
が
湧
水
で
助
か
っ
た
こ
と
を
受
け
、
鍬
ヶ
崎
地
区
や
愛
宕
地
区

の
水
系
調
査
の
案
内
を
お
願
い
し
た
。

　
　
　
【
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
５
月
24
日
、
水
系
巡
見
に
て
１
回
目
】

　
　
　

�　
今
回
は
、
鍬
ヶ
崎
小
学
校
の
前
と
裏
を
流
れ
る
清
水
川
と
愛
宕
地
区
の

旧
愛
宕
小
学
校
裏
の
中
里
団
地
へ
の
坂
道
に
あ
る
湧
水
を
見
て
回
っ
た
。

　
　
　

�　
清
水
川
は
、
日
出
町
を
源
流
と
し
、
鍬
ヶ
崎
小
学
校
の
前
を
通
る
川
と
、

命
の
水
で
あ
る
金
勢
社
の
沢
と
、
熊
野
町
を
源
流
と
す
る
涸
沢
か
ら
学
校

の
裏
を
流
れ
て
く
る
川
が
合
流
す
る
川
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
源
流
の
湧
水

が
豊
富
に
あ
る
。
現
在
、
学
校
よ
り
下
流
の
清
水
川
は
区
画
整
理
の
た
め
、

水
路
を
大
き
く
変
え
暗
渠
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

�　
旧
愛
宕
小
学
校
の
裏
か
ら
中
里
団
地
に
登
っ
て
行
く
坂
の
途
中
に
あ
る

避
難
し
て
き
た
人
が
集
ま
っ
て
津
波
の
物
凄
さ
を
見
て
い
た
。

　
　
　

�　
16
時
00
分
、
上
町
の
筆
塚
が
あ
る
山
道
を
通
っ
て
自
宅
に
戻
っ
た
。
津

波
は
自
宅
の
前
ま
で
来
て
い
て
車
３
台
が
流
れ
着
い
て
い
た
。

　
　
　

�　
16
時
30
分
、
測
候
所
隣
り
の
梅
翁
寺
に
70
～
80
人
が
避
難
し
た
。
分
団

員
も
13
～
14
人
集
ま
っ
た
。そ
こ
は
電
気
が
使
え
な
い
が
ス
ト
ー
ブ
が
あ
っ

た
の
で
、
中
里
団
地
の
商
店
な
ど
か
ら
石
油
・
米
・
鍋
な
ど
は
借
り
、
食

べ
物
を
運
ん
だ
。
分
団
に
あ
っ
た
防
災
組
織
の
毛
布
１
０
０
枚
は
梅
翁
寺

と
常
安
寺
分
院
に
運
ん
だ
。

　
　
　

�　
22
時
30
分
、
五
月
町
に
あ
る
消
防
署
に
増
援
車
で
行
き
、
応
援
を
依
頼

し
た
。
避
難
所
の
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
が
満
室
に
な
り
、
休
暇
村
は
70
～
80
人

な
ら
受
け
入
れ
る
と
の
返
事
が
あ
っ
た
の
で
、
希
望
者
に
記
名
を
し
て
も

ら
い
大
型
バ
ス
２
台
で
運
ん
だ
。
ま
た
、
分
団
員
と
町
民
20
人
は
梅
翁
寺

と
常
安
寺
分
院
に
泊
っ
た
が
、
母
親
た
ち
が
炊
き
出
し
を
し
、
港
町
の
丸

幸
魚
屋
が
加
工
品
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。
そ
の
夜
、
宮
古
駅
に
向
か
う

大
通
り
で
火
事
が
あ
っ
た
が
、
ポ
ン
プ
車
は
出
せ
な
か
っ
た
。

　
　
　

�　
３
月
13
日
に
は
、田
老
で
山
火
事
が
あ
っ
た
の
で
、分
団
員
の
半
数
（
７

人
程
）
が
出
動
し
、
残
り
半
数
（
７
人
程
）
は
鍬
ヶ
崎
地
区
の
被
災
者
捜

索
に
当
た
っ
た
。
分
団
員
は
、
中
里
団
地
の
集
会
所
で
１
か
月
間
程
宿
泊

し
た
。

　
　
　

�　
２
週
間
ほ
ど
は
津
波
被
災
で
道
路
寸
断
の
た
め
、
警
察
パ
ト
カ
ー
が
動

け
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
分
団
で
は
空
き
巣
狙
い
防
止
対
策
で
、
分
団

屯
所
隣
り
の
信
金
支
店
は
車
の
ラ
イ
ト
を
つ
け
て
防
犯
の
見
張
り
を
し
た
。

そ
し
て
、
12
日
目
に
、
田
老
に
住
む
私
の
妹
の
生
存
が
わ
か
っ
た
。

　
　
　

�　
４
月
12
日
、
上
町
に
電
気
が
点
い
た
。
被
災
し
た
分
団
員
の
た
め
に
私

が
家
の
近
く
の
空
き
家
の
２
部
屋
を
借
り
た
。
こ
こ
で
７
月
末
ま
で
、
分

団
員
10
人
が
、
行
方
不
明
・
遺
体
捜
し
で
12
～
13
人
を
探
し
た
。
入
浴
は
、

朝
日
湯
に
入
っ
た
。
ま
た
、
新
聞
は
３
月
末
ま
で
配
達
さ
れ
ず
、
４
月
か

ら
時
々
配
布
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　

�　
震
災
の
爪
痕
と
し
て
は
、
１
５
０
年
前
の
大
火
事
の
後
に
蔵
を
建
て
た

家
が
多
く
、
そ
の
石
垣
が
山
側
に
多
く
落
ち
て
い
た
。
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い
う
劇
に
仕
上
げ
、
秋
に
上
演
し
た
。

　
　
　

�　
４
年
生
は
、ホ
タ
テ
の
養
殖
体
験
を
し
て
い
た
。被
災
し
、す
べ
て
を
失
っ

た
漁
業
師
さ
ん
か
ら
「
２
～
３
年
待
っ
て
ろ
、
ま
た
や
ら
せ
っ
か
ら
」
と

い
う
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
地
域
の
み
な
さ
ん
は
生
き
る

た
め
、ど
の
よ
う
に
逃
げ
た
の
か
を
地
区
の
方
々
に
聞
い
た
。そ
の
上
で「
命

を
守
っ
た
知
恵
」
そ
し
て
「
五
つ
の
提
言
」
と
し
て
ま
と
め
た
。

　
　
　

�　
震
災
当
日
、
８
割
の
児
童
は
保
護
者
の
迎
え
が
あ
り
、
熊
野
神
社
か
ら

帰
宅
し
た
が
、
30
人
の
児
童
へ
の
迎
え
は
な
く
、
職
員
と
一
緒
に
学
校
に

戻
っ
た
。
朝
ま
で
に
大
半
の
児
童
は
帰
宅
し
た
が
、
１
人
の
児
童
の
母
親

が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
知
ら
せ
が
入
っ
た
。
そ
の
児
童
は
祖
母
の
家
に
送

り
届
け
た
。
そ
の
後
、
私
は
３
月
末
ま
で
学
校
で
寝
泊
ま
り
し
、
避
難
所

対
応
を
行
っ
た
。

　
　
　

�　
職
員
は
、
当
初
２
交
代
で
避
難
所
対
応
を
し
た
が
、
残
務
整
理
も
体
を

休
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
３
交
代
に
変
え
た
。
１
日
目
は
避

難
所
対
応
、
２
日
目
は
自
宅
待
機
、
３
日
目
は
学
校
の
残
務
整
理
と
す
る

サ
イ
ク
ル
と
し
た
。
職
員
は
工
夫
し
、
避
難
所
運
営
を
支
援
し
た
。

　
　
　

�　
上
下
水
道
、
電
気
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
不
通
で
あ
っ
た
の
で
、
ト
イ

レ
の
使
い
方
を
紙
に
書
き
、
各
ト
イ
レ
に
貼
っ
た
。
大
便
は
、
紙
を
敷
き
、

済
ん
だ
ら
便
は
レ
ジ
袋
に
入
れ
、
そ
れ
か
ら
ゴ
ミ
箱
に
入
れ
る
よ
う
に
し

た
。
図
書
室
等
に
避
難
し
て
い
る
方
々
に
も
、
各
部
屋
の
掃
除
、
食
事
当

番
等
を
お
願
い
し
た
。
校
庭
で
は
早
朝
か
ら
晩
ま
で
ド
ラ
ム
缶
で
焚
き
火

を
し
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
情
報
交
換
を
し
て
い
た
。
そ
ん
な
中
で
も
、

子
ど
も
た
ち
が
全
員
無
事
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
３
月
16
日
に
卒
業
式
を

行
っ
た
。

　
　
　
【
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
10
日
、
勤
務
先
に
て
２
回
目
】

　
　
　

�　
平
成
23
年
度
の
始
業
式
・
入
学
式
は
市
内
一
斉
に
４
月
25
日
に
挙
行
し

た
。
そ
の
準
備
と
し
て
、
４
月
18
日
ま
で
に
体
育
館
の
床
を
修
理
し
、マ
ッ

ト
等
を
敷
い
た
。
校
庭
は
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
土
を
削
り
、
衛
生
面
で
の

環
境
整
備
を
行
っ
た
。
こ
う
し
て
学
校
で
は
授
業
が
始
ま
っ
た
が
、
体
育

の
授
業
は
廊
下
に
マ
ッ
ト
を
敷
い
て
行
う
有
様
だ
っ
た
。

湧
水
は
崖
の
下
の
道
路
端
に
あ
り
、
常
に
豊
富
な
水
量
で
あ
る
。
こ
の
道

路
沿
い
に
住
ん
で
い
る
人
の
話
で
は
、
沢
水
は
ず
っ
と
出
て
い
る
が
自
然

水
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
水
は
飲
ん
で
い
な
い
と
い
う
。

　
　
〇
笹
川
正
さ
ん
、
昭
和
30
年
生
、
熊
野
町　
当
時
鍬
ヶ
崎
小
学
校
校
長

　
　
　
　
現
在
、
被
災
し
た
磯
鶏
の
自
宅
を
修
復
し
在
住
、
宮
古
小
学
校
勤
務
。

　
　
　
【
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
５
月
23
日
、
勤
務
先
に
て
１
回
目
】

　
　
　

�　
宮
古
市
で
は
、昭
和
８
年
３
月
３
日
の
三
陸
大
津
波
の
日
を「
防
災
の
日
」

と
し
て
毎
年
避
難
訓
練
を
し
て
い
る
。
鍬
ヶ
崎
小
学
校
も
同
日
に
は
大
津

波
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
し
て
き
た
。
今
回
の
東
日
本
地
震
直
前
の
３

月
３
日
も
第
一
次
避
難
（
校
庭
）
で
人
数
確
認
を
し
、
従
来
通
り
の
５
年

―
４
年
―
３
年
―
２
年
―
１
年
―
６
年
の
順
の
隊
列
で
第
二
次
避
難
（
熊

野
神
社
）
を
訓
練
し
た
。

　
　
　

�　
宮
古
市
は
、
過
去
に
も
何
度
と
な
く
津
波
被
災
に
あ
っ
て
い
る
の
で
、

平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
に
市
教
委
は
、
各
学
校
に
「
津
波
注
意
報
発
令

時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
、
子
ど
も
１
１
０
番
の
津
波
版
と
し
て

「
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
」
の
設
置
を
指
示
す
る
と
と
も
に
、防
災
教
育
の
た
め
、

岩
手
大
学
工
学
部
の
堺
教
授
の
ご
指
導
の
下
Ｄ
Ｖ
Ｄ
及
び
指
導
書
を
作
成

し
た
。
ま
た
、
昔
、
宮
古
測
候
所
職
員
が
創
っ
た
言
葉
を
も
と
に
「
防
災

の
か
る
た
」
も
作
成
し
た
。

　
　
　

�　
鍬
ヶ
崎
小
学
校
で
は
、
平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
当
時
の
６
年
生
が
８

月
に
海
上
保
安
庁
の
船
に
乗
り
、
鍬
ヶ
崎
に
だ
け
堤
防
が
無
く
、
津
波
が

来
た
時
に
は
逃
げ
る
し
か
な
い
こ
と
を
体
感
し
た
。
そ
れ
を
も
と
に
８
町

会
ご
と
の
避
難
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
。
３
月
11
日
に
は
完
成
し
た

原
版
を
印
刷
所
に
持
っ
て
行
く
日
で
あ
っ
た
が
、
東
日
本
大
震
災
は
そ
の

矢
先
に
起
き
た
。

　
　
　

�　
５
年
生
も
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
鍬
ヶ
崎
で
仕
事
を
し
て
い

る
人
た
ち
を
取
材
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
店
が
す
べ
て
被
災
し
て
し

ま
っ
た
。「
ま
た
店
を
再
開
す
る
ぞ
」
と
い
う
声
を
聞
い
た
の
で
、
６
年
生

に
な
っ
て
か
ら
再
度
、
す
べ
て
の
方
々
に
取
材
し
、「
輝
こ
う
鍬
ヶ
崎
」
と

鍬ヶ崎・築地・愛宕地区 各地域における東日本大震災



163

は
、最
近
は
休
日
返
上
で
行
っ
て
い
る
。鍬
ヶ
崎
地
区
復
興
会
議
と
し
て
は
、

「
景
観
よ
り
命
と
財
産
が
大
事
」
と
の
立
場
で
防
波
堤
工
事
に
は
賛
成
の
立

場
で
あ
る
。

　
　
　
【
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
９
日
、
店
舗
に
て
３
回
目
】

　
　
　

�　
店
舗
は
、
盛
岡
ま
で
仕
入
れ
に
行
っ
て
８
月
11
日
に
再
開
し
た
。
そ
れ

ま
で
は
瓦
礫
の
片
付
け
に
追
わ
れ
た
。
店
の
濡
れ
た
も
の
は
洗
濯
し
て
仮

設
に
持
っ
て
行
き
、
食
品
は
学
校
に
避
難
し
て
い
る
人
に
持
っ
て
行
っ
た
。

　
　
　

�　
復
興
会
議
と
し
て
の
今
ま
で
の
活
動
は
、
一
応
終
え
た
が
、
町
内
会
長
、

宮
司
、消
防
団
、市
議
、有
識
者
な
ど
に
協
力
を
要
請
し
て
い
る
。
し
か
し
、

区
画
整
理
、
公
民
館
、
清
水
川
の
流
れ
な
ど
ま
ち
づ
く
り
が
今
後
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

２　
築
地
地
区

　
⑴　
築
地
地
区
の
概
要

　

�　
築
地
地
区
は
、
宮
古
港
か
ら
宮
古
地
区
に
入
る
光
岸
地
地
区
隣
り
の
閉
伊
川

沿
い
に
あ
る
。「
月
刊
み
や
こ
わ
が
町
」（
タ
ウ
ン
情
報
社
）
２
０
１
２
年
12
月

号
の
『
特
集
街
角
備
忘
録
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
』「
愛
宕
・
光
岸
地
・
鍬
ヶ
崎
編
」
に
は
、

小
見
出
し
「
築
地
は
新
し
く
築
い
た
埋
立
地
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。

��　
「�　
維
新
後
宮
古
代
官
所
が
そ
の
ま
ま
宮
古
町
役
場
と
な
り
、
先
駆
者
に
よ
っ

て
閉
伊
川
河
口
東
左
岸
埋
立
が
始
ま
っ
た
。
大
正
時
代
、
合
併
を
間
近
に
し

た
宮
古
・
鍬
ヶ
崎
両
町
に
と
っ
て
利
便
性
の
よ
い
場
所
と
し
て
、
旧
舘
に
は

明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
に
か
け
て
裁
判
所
、
税
務
署
、
警
察
、
郵
便
局
、

銀
行
、
電
気
会
社
な
ど
の
庁
舎
が
軒
を
並
べ
た
。
当
時
、
旧
舘
は
宮
古
の
中

枢
で
あ
り
活
気
に
満
ち
た
モ
ダ
ン
な
町
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
戦
後
、
住
居
表

示
は
愛
宕
と
変
わ
っ
た
が
旧
舘
の
呼
び
名
は
今
で
も
語
り
継
が
れ
て
い
る
。」

　

�　
こ
の
よ
う
に
、
宮
古
港
と
密
接
に
繋
が
り
の
あ
る
庁
舎
等
が
、
港
と
隣
接
し

た
こ
の
築
地
の
地
域
に
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
同
誌
「
１
万
㌧
岸
壁
と
臨

港
線
」
に
は
、

��　
「�　

昭
和
２
年
、
宮
古
港
は
第
二
種
重
要
港
湾
に
指
定
さ
れ
、
小
山
田
の
大

　
　
　

�　
６
月
12
日
か
ら
校
庭
に
仮
設
住
宅
の
建
設
が
始
ま
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

そ
の
た
め
、
前
日
の
６
月
11
日
、
震
災
か
ら
３
か
月
目
に
、
小
雨
で
は
あ
っ

た
が
、
校
庭
で
運
動
会
を
行
っ
た
。
食
べ
物
も
十
分
に
用
意
で
き
な
い
児

童
も
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
昼
食
は
「
お
に
ぎ
り
」
だ
け
と
し
た
。

ま
た
、
辛
く
て
も
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
を
共
有
し
た
く
て
、
地
域
の

方
々
も
参
加
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
レ
ー
ス
を
た
く
さ
ん
用
意
し
た
。
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
、
閉
会
式
の
時
間
が
、
ち
ょ
う
ど
２
時
46
分
だ
っ
た
。
全

員
で
、
黙
祷
を
捧
げ
た
。

　
　
○
古
館
昌
三
さ
ん
、
昭
和
10
年
生
、
鍬
ヶ
崎
下
町　
鍬
ヶ
崎
地
区
復
興
会
議

　
　
　
　
現
在
、
熊
野
児
童
公
園
仮
設
住
宅
在
住
、
元
自
宅
で
食
料
品
店
営
業
。

　
　
　
【
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
５
月
20
日
、
店
舗
に
て
１
回
目
】

　
　
　

�　
現
在
、
仮
設
住
宅
は
家
族
３
人
で
１
戸
借
り
て
い
る
が
、
狭
く
て
も
住

め
る
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
け
で
も
有
難
い
。
自
宅
は
、
折
角
建
て
替
え
た
ば

か
り
の
家
が
被
災
し
た
。
私
の
自
宅
兼
店
舗
は
１
０
２
坪
あ
っ
た
が
、
そ

の
土
地
の
真
ん
中
を
清
水
川
の
流
れ
を
変
え
る
た
め
に
新
し
い
川
を
堀
っ

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
店
舗
の
前
の
道
は
９
～
13
㍍
、
金
勢
社
に
入
る
道

は
４
㍍
に
拡
幅
し
、
公
共
施
設
を
集
約
す
る
場
所
近
く
に
直
径
18
㍍
の

ロ
ー
タ
リ
ー
を
造
り
、
平
成
28
年
完
成
予
定
の
よ
う
だ
。

　
　
　

�　
こ
の
店
舗
が
あ
る
道
は
沈
下
し
た
分
の
50

セ
ン
チ　

メ
ー
ト
ル
の
嵩
上
げ
（
鍬
ヶ
崎
小

学
校
校
庭
の
高
さ
）
を
す
る
と
い
う
が
、
予
算
化
は
無
理
だ
ろ
う
。
ま
た
、

災
害
公
営
住
宅
の
申
し
込
み
は
５
月
末
だ
が
、
５
階
建
て
40
戸
と
の
こ
と
。

そ
し
て
、
区
画
整
理
の
た
め
の
意
見
集
約
は
５
月
末
と
い
う
。

　
　
　

�　
鍬
ヶ
崎
地
区
復
興
会
議
は
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
と
は
異
な
り
鍬
ヶ
崎
地

区
町
会
長
で
組
織
し
て
い
る
。
立
命
館
大
学
が
七
滝
湯
を
核
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
て
い
る
が
、
ボ
イ
ラ
ー
に
１
千
万
円
か
か
る
と
い
う
。
復

興
会
議
が
こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
の
は
大
変
だ
が
、
市
や
立
命
館
大
学
の
考

え
方
を
参
考
に
し
て
町
民
に
提
案
し
て
い
る
。

　
　
　
【
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
７
月
16
日
、
店
舗
に
て
２
回
目
】

　
　
　

�　
清
水
川
水
路
変
更
や
公
園
設
置
、
ロ
ー
タ
リ
ー
な
ど
の
工
事
に
つ
い
て
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よ
う
に
川
上
の
方
へ
行
く
の
が
見
え
た
。
信
号
が
消
え
た
の
で
、
水
門
を

閉
め
、
防
災
無
線
で
「
津
波
５
㍍
」
の
放
送
が
あ
る
ま
で
国
道
45
号
の
交

通
整
理
を
し
た
。

　
　
　

�　
15
時
00
分
頃
津
波
が
堤
防
を
越
え
た
の
で
、
従
業
員
15
人
の
う
ち
２
～

３
人
残
っ
た
が
、
旧
愛
宕
小
学
校
に
避
難
し
た
。
自
宅
に
は
津
波
が
２
階

ま
で
３
㍍
も
来
た
が
、
階
下
に
は
軽
ト
ラ
が
流
さ
れ
て
突
っ
込
ん
で
き
た
。

３
～
４
日
後
に
は
、
自
衛
隊
か
ら
旧
愛
宕
小
学
校
に
２
人
に
１
個
の
お
に

ぎ
り
の
配
給
が
あ
っ
た
。
お
に
ぎ
り
が
冷
た
か
っ
た
の
で
、
校
庭
で
火
を

熾
し
お
に
ぎ
り
を
焼
い
て
温
め
た
。
そ
し
て
、
私
の
工
場
か
ら
す
る
め
な

ど
を
持
っ
て
き
て
一
緒
に
焼
い
た
。
ま
た
、
自
宅
裏
の
加
工
場
は
、
津
波

被
災
に
よ
り
汚
れ
機
械
な
ど
が
水
に
浸
か
り
壊
れ
た
。
し
か
し
、
従
業
員

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
力
的
な
活
動
で
、
加
工
場
内
を
清
掃
し
、
機
械
な

ど
を
直
し
５
月
末
に
は
再
開
で
き
た
。
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
今
ま
で
の
顧

客
に
商
品
を
作
っ
て
く
れ
と
言
わ
れ
、
そ
の
励
み
で
商
い
を
や
る
気
が
起

き
た
。

　
　
　

�　
築
地
地
区
で
は
、
区
画
整
理
や
嵩
上
げ
な
ど
の
規
制
は
な
い
の
で
、
被

災
し
た
所
で
は
新
築
が
増
え
て
い
る
。

　
　
　
【
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
11
日
、
分
団
屯
所
に
て
２
回
目
】

　
　
　

�　
震
災
の
年
の
連
休
後
、
店
を
再
開
し
、
従
業
員
も
営
業
再
開
後
は
12
人

全
員
が
復
帰
し
た
。
加
工
場
を
先
に
復
帰
さ
せ
た
。
直
後
は
６
割
の
売
り

上
げ
だ
っ
た
が
、
現
在
は
８
割
に
回
復
し
た
。
顧
客
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

来
て
く
れ
た
り
高
知
の
人
が
２
割
増
の
購
入
を
し
て
く
れ
た
。
自
宅
も
９

月
末
に
は
修
復
で
き
た
。

　
　
　

�　
国
・
県
・
市
の
補
助
金
は
４
分
の
１
ほ
ど
あ
っ
た
が
、
他
に
ク
ロ
ネ
コ

寄
付
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
自
衛
隊
の
行
方
不
明
者
の
捜
索
に
誰
だ
か
を
判

断
す
る
た
め
に
同
行
し
た
。

　
　
〇
鶴
田
幸
雄
さ
ん
、
昭
和
13
年
生
、
築
地　
民
生
委
員
・
自
主
防
災
隊
長

　
　
　
【
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
11
日
、
第
五
分
団
屯
所
に
て
】

　
　
　

�　

震
災
当
時
は
宮
古
駅
前
に
い
た
が
、
大
き
な
揺
れ
に
「
こ
れ
は
津
波

河
原
で
ラ
サ
工
業
宮
古
精
錬
所
が
創
業
開
始
し
た
。
大
工
場
と
港
湾
は
宮
古

駅
を
経
由
し
て
臨
港
線
で
結
ば
れ
た
。
田
老
鉱
山
か
ら
は
索
道
で
鉱
石
が
運

ば
れ
、
臨
港
通
り
に
は
多
く
の
企
業
が
張
り
付
い
た
。
そ
ん
な
時
代
も
光
岸

地
は
宮
古
と
鍬
ヶ
崎
を
結
ぶ
町
と
し
て
古
き
良
き
時
代
の
面
影
を
残
し
て
い

た
。」

　

�

と
あ
る
。
貨
物
鉄
道
と
し
て
小
山
田
の
精
錬
所
と
宮
古
港
を
結
ぶ
臨
港
線
を
敷

い
て
い
た
が
、
産
業
の
活
性
化
の
た
め
、
現
在
は
貨
物
ト
ラ
ッ
ク
の
流
通
に
よ
っ

て
廃
線
と
な
っ
て
い
る
。

　
⑵　
築
地
地
区
の
津
波
浸
水
域
（
図
１
参
照
）

　
　

�　
閉
伊
川
の
堤
防
を
乗
り
越
え
た
津
波
は
怒
涛
の
ご
と
く
築
地
地
区
に
流
れ

込
ん
で
き
た
。
国
道
45
号
沿
い
に
あ
る
店
舗
兼
住
宅
で
は
、
２
階
の
部
屋
の

畳
の
上
ま
で
入
っ
て
き
た
と
の
証
言
が
あ
っ
た
。

　
⑶　
築
地
地
区
の
被
災
状
況

　
　

�　
築
地
は
、
国
道
45
号
と
閉
伊
川
沿
い
に
あ
り
、
光
岸
地
地
区
と
愛
宕
地
区

に
隣
接
す
る
商
業
地
区
で
あ
る
。
閉
伊
川
沿
い
に
は
防
波
堤
が
あ
り
、
防
波

堤
と
国
道
45
号
の
間
が
ほ
と
ん
ど
空
地
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
昔
、
貨
物

専
用
の
臨
港
線
の
線
路
が
敷
い
て
あ
っ
た
場
所
で
、
震
災
時
に
は
津
波
が
閉

伊
川
を
遡
り
、
越
水
し
て
国
道
45
号
側
に
流
れ
込
ん
で
き
た
。
そ
の
た
め
国

道
45
号
は
車
両
が
通
行
不
能
と
な
り
交
通
が
遮
断
さ
れ
、
緊
急
車
両
も
通
行

で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
の
辺
り
は
２
階
の
部
屋
ま
で
津
波
が
流
れ
込
ん
で
き

た
と
い
う
。

　
⑷　
築
地
地
区
で
の
聞
き
取
り

　
　
〇
小
笠
原
謙
逸
さ
ん
、
昭
和
24
年
生
、
築
地　
水
産
加
工
業
者
・
第
五
分
団
員

　
　
　
【
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
５
月
20
日
、
自
宅
兼
店
舗
に
て
１
回
目
】

　
　
　

�　
自
宅
は
築
83
年
で
国
道
45
号
沿
い
に
あ
る
。
地
震
発
生
20
～
30
分
後
、

近
所
の
92
歳
の
お
婆
さ
ん
を
旧
愛
宕
小
学
校
（
平
成
22
年
閉
校
）
へ
歩
い

て
避
難
さ
せ
た
。
そ
の
あ
と
閉
伊
川
を
見
た
ら
堤
防
の
高
さ
を
船
が
飛
ぶ
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い
う
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
」
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

�「��　
愛
宕
と
い
う
地
名
は
昭
和
40
年
の
住
居
表
示
改
正
で
付
け
ら
れ
た
愛
宕
の

鎮
守
様
・
愛
宕
神
社
を
由
来
に
し
た
も
の
だ
。
愛
宕
と
呼
ば
れ
る
前
は
旧
舘

で
あ
り
、
メ
イ
ン
通
り
か
ら
鍬
ヶ
崎
側
を
東
旧
舘
、
宮
古
側
を
西
旧
舘
と
呼

ん
で
い
た
。
藩
政
時
代
は
宮
古
村
の
枝
村
で
澤
田
（
現
在
の
沢
田
地
区
）
の

延
長
と
さ
れ
て
い
た
。（
後
略
）」

　
　

�　
こ
の
地
区
は
、か
つ
て
は
行
政
の
中
心
と
言
わ
れ
、市
役
所
の
他
、警
察
署・

消
防
署
・
電
話
電
報
局
・
裁
判
所
な
ど
が
集
ま
っ
て
い
た
と
い
う
。
現
在
は
、

住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
。

　
⑵　
愛
宕
地
区
の
津
波
浸
水
域
（
図
１
参
照
）

　
　

�　
津
波
は
閉
伊
川
の
堤
防
を
越
え
て
国
道
45
号
に
流
れ
込
み
、
築
地
地
区
を

巻
き
込
ん
で
愛
宕
地
区
の
奥
に
あ
る
旧
愛
宕
小
学
校
の
校
庭
の
下
ま
で
押
し

寄
せ
た
。
か
な
り
の
民
家
が
被
災
し
て
い
る
。

　
⑶　
愛
宕
地
区
の
被
災
状
況

　
　
　
【
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
３
月
11
日
】

　
　

�　
平
成
24
年
度
の
宮
古
市
主
催
津
波
避
難
訓
練
が
、
旧
愛
宕
小
学
校
体
育
館

を
総
合
訓
練
会
場
と
し
て
午
前
６
時
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
市
の
総
合
訓
練
と

し
て
は
、
①
災
害
対
策
本
部
設
置
運
営
訓
練
と
し
て
の
市
職
員
・
関
係
機
関

に
よ
る
通
信
情
報
訓
練
・
職
員
参
集
訓
練　
②
避
難
所
開
設
運
営
訓
練
と
し

て
の
自
主
防
災
組
織
・
市
職
員
・
市
民
に
よ
る
避
難
者
受
入
れ
・
運
営
訓
練　

③
津
波
防
御
訓
練
と
し
て
の
消
防
団
・
関
係
機
関
に
よ
る
水
樋
門
閉
鎖
訓
練
・

避
難
誘
導
訓
練
・
通
信
訓
練
等　
④
関
係
機
関
に
よ
る
道
路
通
行
規
制
訓
練　

を
行
っ
た
。

　
　

�　
６
時
前
に
国
道
45
号
の
築
地
の
辺
り
で
、
消
防
団
に
よ
る
閉
伊
川
の
水
門

閉
鎖
訓
練
を
見
た
が
、
声
を
出
し
合
っ
た
手
際
の
よ
い
活
動
だ
っ
た
。
国
道

45
号
か
ら
愛
宕
に
入
る
道
で
は
、
パ
ト
カ
ー
が
道
路
通
行
規
制
訓
練
を
行
っ

た
。

　
　

�　
国
道
か
ら
避
難
所
で
あ
る
旧
愛
宕
小
学
校
の
方
へ
歩
く
と
、
地
域
の
お
年

が
来
る
ぞ
」
と
思
い
、
急
い
で
自
宅
に
戻
っ
た
。
自
宅
は
防
波
堤
（
高
さ

　
　
　

�

５・
26
㍍
）
か
ら
国
道
45
号
を
挟
ん
で
１
０
０
㍍
ほ
ど
離
れ
た
位
置
に
あ

る
。
閉
伊
川
の
方
を
見
た
ら
空
中
を
飛
ぶ
よ
う
に
流
れ
て
い
く
船
が
見
え

た
。
そ
の
う
ち
防
波
堤
の
上
か
ら
海
水
が
滝
の
よ
う
に
落
ち
て
き
た
の
で
、

す
ぐ
に
旧
愛
宕
小
学
校
の
避
難
所
へ
駆
け
つ
け
る
と
、
２
０
０
名
位
い
た
。

そ
こ
で
、
自
主
防
災
組
織
の
隊
長
と
し
て
防
災
用
毛
布
を
出
し
、
他
地
区

か
ら
は
反
射
式
ス
ト
ー
ブ
を
集
め
て
暖
を
と
っ
た
。
私
の
自
宅
は
、
幸
い

床
下
浸
水
で
済
ん
だ
。

　
　
　

�　
翌
日
、
避
難
者
の
う
ち
高
齢
者
や
病
人
を
優
先
に
50
名
を
休
暇
村
に
車

で
移
動
さ
せ
た
。
残
り
１
５
０
名
は
、
小
学
校
の
校
長
に
話
し
４
教
室
に

40
名
ず
つ
位
入
室
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
し
て
、
校
長
と
私
で
避
難
所
の
組

織
づ
く
り
や
物
資
の
供
給
、
心
身
の
ケ
ア
な
ど
を
行
い
、
校
長
も
泊
り
込

み
で
面
倒
を
見
て
く
れ
た
。
ま
た
、始
め
の
１
週
間
は
新
里
給
食
セ
ン
タ
ー

か
ら
お
に
ぎ
り
や
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
、
う
ど
ん
を
配
給
し
て
も
ら
っ
た
。

そ
の
後
自
衛
隊
の
炊
き
出
し
が
始
ま
っ
た
が
、
脂
っ
こ
く
魚
不
足
か
ら
魚

菜
市
場
か
ら
の
差
し
入
れ
や
自
分
た
ち
で
刺
身
な
ど
魚
類
の
献
立
な
ど
和

食
を
加
え
た
と
こ
ろ
、「
宮
古
人
は
魚
が
一
番
だ
」
と
喜
ん
だ
。

　
　
　

�　
４
月
に
な
っ
て
、
市
教
育
委
員
会
か
ら
支
援
職
員
が
避
難
所
に
着
任
し
、

避
難
者
と
共
に
泊
ま
り
込
ん
だ
。
新
学
期
が
始
ま
る
た
め
、
避
難
者
は
体

育
館
に
移
動
し
大
き
く
４
つ
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
仕
切
っ
た
。
ま
た
、
在
宅

高
齢
者
に
対
し
て
も
民
生
委
員
８
名
が
食
料
品
を
運
ん
だ
が
、
食
料
の
他

衣
服
が
欲
し
い
と
の
声
が
出
た
。
こ
の
頃
、
札
幌
医
大
医
療
チ
ー
ム
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
週
２
回
来
て
く
れ
た
の
で
、
医
療
面
は
充
実
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
５
月
20
日
に
仮
設
住
宅
が
で
き
た
の
で
、
６
月
12
日
に
避
難
所
を

閉
鎖
し
た
。

３　
愛
宕
地
区

　
⑴　
愛
宕
地
区
の
概
要

　
　

�　
「
月
刊
み
や
こ
わ
が
町
」（
タ
ウ
ン
情
報
社
）
２
０
１
２
年
12
月
号
の
『
特

集
街
角
備
忘
録
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
』「
愛
宕
・
光
岸
地
・
鍬
ヶ
崎
編
」
の
「
愛
宕
と
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提
供
を
い
た
だ
い
た
。
我
々
の
活
動
範
囲
は
、
光
岸
地
の
漁
協
ビ
ル
か
ら
国

道
45
号
の
岩
手
銀
行
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
あ
る
が
、
町
内
で
21
名
が
亡
く
な
っ
た
。

　
　

�　
今
朝
の
避
難
訓
練
で
の
第
五
分
団
の
活
動
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
午
前

５
時
30
分
集
合　
６
時
02
分
大
津
波
警
報
発
令　
６
時
08
分
閉
伊
川
水
門
閉

鎖
し
消
防
署
へ
報
告
後
、
住
民
の
避
難
誘
導
。
津
波
襲
来
10
分
前
に
宮
古
市

よ
り
「
団
員
避
難
」
の
放
送
あ
り
。
直
ち
に
旧
愛
宕
小
学
校
へ
行
き
、
住
民

の
避
難
人
数
を
本
署
に
報
告
し
た
。
第
五
分
団
の
団
員
は
、
21
名
で
本
日
の

活
動
参
加
団
員
は
10
名
、
20
歳
代
の
団
員
は
２
名
。

　
　
〇
細�

越
雅
佐
浩
さ
ん
、昭
和
17
年
生
、愛
宕
２
丁
目
、愛
宕
２
丁
目
自
治
会
長・

自
主
防
災
副
会
長
・
第
五
分
団
班
長

　
　
　
【
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
12
日
、
第
五
分
団
屯
所
に
て
】

　
　

�　
震
災
当
時
自
治
会
長
だ
っ
た
。
自
宅
に
い
た
が
、
こ
の
大
地
震
に
大
津
波

を
直
感
し
、
次
の
余
震
が
来
る
前
に
半
纏
を
着
て
水
門
を
閉
め
に
行
っ
た
。

途
中
か
ら
合
流
し
た
ポ
ン
プ
車
に
飛
び
乗
り
、
信
号
機
停
電
へ
の
対
応
や
住

民
へ
の
広
報
活
動
を
し
て
回
り
屯
所
に
戻
っ
た
時
、
閉
伊
川
の
堤
防
の
上
を

船
が
下
流
か
ら
上
流
へ
と
流
さ
れ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
避
難
の
途
中
自
宅

に
寄
り
、
妻
に
「
逃
げ
ろ
」
と
伝
え
学
校
に
避
難
し
た
。
避
難
者
は
旧
愛
宕

小
学
校
体
育
館
に
避
難
し
た
が
、
自
主
防
災
会
長
の
鶴
田
氏
に
避
難
者
対
応

を
お
願
い
し
、
私
は
各
戸
に
残
っ
て
い
る
人
を
腰
ま
で
水
に
浸
か
り
な
が
ら

体
育
館
に
避
難
誘
導
し
た
。
そ
の
後
、
団
員
と
し
て
35
日
間
、
行
方
不
明
者

の
捜
索
や
瓦
礫
運
搬
ト
ラ
ッ
ク
の
誘
導
や
道
路
上
に
あ
る
建
物
の
解
体
の
立

会
等
に
従
事
し
た
。
そ
の
後
、
自
治
会
長
と
し
て
町
内
会
の
仕
事
を
し
た
。

　
　

�　
７
月
に
な
っ
て
町
内
会
の
総
会
開
催
は
難
し
い
の
で
、
役
員
会
と
し
て
書

面
で
了
解
を
取
っ
た
。
避
難
所
に
い
た
人
た
ち
の
多
く
は
、
そ
の
後
、
各
自

宅
床
下
の
泥
を
撤
去
し
自
宅
に
戻
っ
た
。
当
地
区
は
85
戸
の
内
23
戸
が
被
災

し
た
が
、
幸
い
死
者
・
行
方
不
明
者
は
い
な
か
っ
た
。

　
　

�　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
の
会
長
に
な
っ
た
が
、
現
在
、
仮
設
住
宅
へ

の
入
居
は
２
～
３
人
が
未
定
。
各
地
に
災
害
公
営
住
宅
が
で
き
る
が
、
所
得

の
関
係
で
入
居
で
き
な
い
人
が
出
る
。

寄
り
が
緩
や
か
な
坂
を
上
っ
て
避
難
会
場
の
旧
愛
宕
小
学
校
体
育
館
に
向

か
っ
て
い
た
。
声
を
か
け
る
と
、「
年
寄
り
に
は
こ
ん
な
坂
で
も
き
つ
い
」
と

ゆ
っ
く
り
歩
い
て
い
た
。

　
　

�　
旧
愛
宕
小
学
校
の
校
庭
は
、
地
域
の
家
並
み
よ
り
１
㍍
ほ
ど
高
く
な
っ
て

い
る
。
震
災
当
時
、
津
波
に
よ
る
浸
水
域
は
校
庭
よ
り
10
㍍
手
前
で
止
ま
っ

た
。
避
難
所
指
定
に
な
っ
て
い
る
体
育
館
は
無
事
だ
っ
た
。
裏
に
山
が
あ
り
、

中
里
団
地
に
登
る
道
路
端
に
は
湧
水
が
あ
る
。
裏
の
住
民
は
、
こ
の
湧
水
で

助
か
っ
た
そ
う
だ
。

　
⑷　
愛
宕
地
区
で
の
聞
き
取
り

　
　
○
３
・
11
旧
愛
宕
小
学
校
体
育
館
防
災
訓
練
参
加
者
（
氏
名
不
詳
）

　
　
　
【
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
３
月
11
日
、
旧
愛
宕
小
学
校
体
育
館
に
て
】

　
　

�　
私
は
年
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
家
か
ら
こ
こ
の
避
難
所
ま
で
歩
い
て
来
る

の
が
大
変
。
で
も
、
こ
う
い
う
訓
練
に
参
加
し
な
い
と
、
ど
う
避
難
し
た
ら

よ
い
か
分
か
ら
な
い
か
ら
。

　
　

�　
震
災
当
日
は
家
に
い
た
け
ど
、
大
津
波
警
報
が
出
た
の
で
、
近
所
の
人
と

こ
こ
へ
避
難
し
た
。
自
宅
は
１
階
が
津
波
に
や
ら
れ
た
の
で
、
し
ば
ら
く
こ

こ
に
い
た
。
と
に
か
く
配
給
の
も
の
だ
け
で
過
ご
し
た
。

　
　
〇
大
越
信
行
さ
ん
、
昭
和
24
年
生
、
愛
宕
２
丁
目　
第
五
分
団
長

　
　
　
【
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
11
日
、
第
五
分
団
屯
所
に
て
】

　
　

�　
午
後
２
時
46
分
の
地
震
発
生
直
後
、
３
㍍
の
津
波
警
報
発
令
と
同
時
に
閉

伊
川
の
水
門
を
閉
鎖
し
、
そ
の
後
、
停
電
で
信
号
機
が
作
動
せ
ず
、
警
察
も

来
ら
れ
な
い
の
で
、
我
々
が
国
道
45
号
の
光
岸
地
交
差
点
で
交
通
整
理
を
し

た
。
そ
し
た
ら
、「
逃
げ
ろ
」
と
い
う
大
声
が
聞
こ
え
た
の
で
、
振
り
向
く

と
閉
伊
川
の
５
㍍
の
堤
防
か
ら
川
の
水
が
溢
れ
て
き
た
。
急
い
で
学
校
の
方

へ
逃
げ
た
。
携
帯
テ
レ
ビ
を
見
た
ら
釜
石
に
す
ご
い
津
波
が
来
た
と
の
こ
と
。

私
の
家
は
旧
愛
宕
小
学
校
の
す
ぐ
前
だ
け
ど
、
津
波
が
家
の
手
前
ま
で
来
た
。

す
ぐ
小
学
校
体
育
館
へ
避
難
し
た
が
、
食
べ
物
が
な
い
。
各
家
か
ら
薪
や
ス

ト
ー
ブ
を
体
育
館
に
運
ん
で
も
ら
っ
た
。
町
内
の
天
理
教
か
ら
米
数
日
分
の
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湯
の
袰
岩
さ
ん
は
、
震
災
前
か
ら
や
っ
て
き
た
「
ゆ
っ
く
り
寛
い
で
い
た
だ

く
団
欒
の
場
」と
の
思
い
か
ら
接
客
の
気
持
ち
を
大
事
に
し
て
き
た
。船
員
は
、

下
船
後
の
行
き
場
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
今
、
銭
湯
の
復
活
を
願
っ
て
い
る

袰
岩
さ
ん
は
、
区
画
整
理
さ
れ
た
住
居
地
区
に
土
地
を
得
た
が
、
今
後
、「
七

滝
湯
」
の
復
活
を
願
う
船
員
や
地
域
住
民
の
期
待
に
応
え
た
い
と
思
う
日
々

だ
と
話
し
て
い
た
。
し
か
し
、
鍬
ヶ
崎
地
区
の
復
興
、
特
に
道
路
や
宅
地
造

成
が
工
業
地
域
・
商
業
地
域
の
順
に
整
備
さ
れ
、
住
宅
地
域
は
５
年
経
っ
て

も
完
成
し
て
い
な
い
。
七
滝
湯
は
住
宅
地
域
の
た
め
、
ま
だ
道
路
や
宅
地
造

成
が
完
成
し
て
い
な
い
た
め
、
銭
湯
の
建
設
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。
平

成
28
年
に
な
っ
て
自
分
自
身
の
年
齢
を
考
え
七
滝
湯
の
再
建
を
断
念
し
た
と

言
う
。
漁
港
で
あ
る
鍬
ヶ
崎
地
区
か
ら
地
域
住
民
や
船
員
が
集
う
場
と
し
て

の
銭
湯
が
姿
を
消
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　

�　
ま
た
、
住
民
対
応
支
援
者
と
し
て
行
動
し
た
方
々
に
は
、
自
分
や
家
族
の

避
難
と
共
に
、
職
種
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
け
る
行
動
を
と
る
こ
と

に
は
並
大
抵
な
こ
と
で
は
な
い
苦
労
が
あ
っ
た
。
町
内
会
長
、
民
生
委
員
、

消
防
団
な
ど
は
、
地
区
内
の
住
民
の
安
否
確
認
や
避
難
所
な
ど
、
日
々
避
難

者
と
の
繋
が
り
を
大
事
に
し
な
が
ら
そ
の
対
応
に
当
た
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
電
力
、
上
下
水
道
、
通
信
な
ど
の
復
旧
に
は
大

分
時
間
が
か
か
る
た
め
、
電
器
店
や
水
産
加
工
場
な
ど
が
、
避
難
者
へ
の
取

り
寄
せ
や
配
給
な
ど
の
処
置
を
い
ち
早
く
と
っ
た
こ
と
は
、
同
じ
地
区
に
住

む
住
民
を
考
え
た
末
の
行
動
だ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

　
　

�　
こ
の
よ
う
に
、
職
種
や
立
場
に
よ
り
大
災
害
の
時
の
行
動
が
違
っ
て
く
る

の
は
必
然
で
あ
り
、
震
災
当
日
、
自
分
が
い
た
場
所
や
状
況
を
認
識
し
、
次

の
行
動
を
起
こ
す
に
は
瞬
時
の
判
断
が
要
求
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
実

行
力
が
被
災
者
を
少
し
で
も
早
く
、
無
事
に
避
難
さ
せ
る
こ
と
に
繋
が
っ
た

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
事
後
の
対
応
も
、
避
難
所
や
仮
設
住
宅
や
自
宅
の

区
別
な
く
声
掛
け
を
し
な
が
ら
避
難
者
と
の
繋
が
り
を
保
ち
続
け
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
つ
く
づ
く
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。

　
　

　
⑵　
民
間
伝
承
に
学
ぶ

　
　

�　
愛
宕
地
区
の
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、　
○
お
店
が
な
く
な
り
高
齢
者
の

買
い
物
に
不
便
（
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
車
の
販
売
は
あ
る
）　
○
人
通
り
の
賑
わ
い
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り　
○
旧
愛
宕
小
学
校
の
校
舎
・
校
庭
の
仮
設
住
宅
の
跡
地
活

用
問
題　
○
町
内
に
お
け
る
働
き
盛
り
40
～
50
歳
代
の
減
少
及
び
高
齢
化
の

深
刻
化　
○
現
在
の
４
町
内
会
間
に
お
け
る
連
携
の
在
り
方　
な
ど
に
対
し

自
主
再
建
の
道
を
探
り
た
い
。

　

�　
以
上
、
鍬
ヶ
崎
地
区
・
築
地
地
区
・
愛
宕
地
区
の
概
要
や
被
災
状
況
な
ど
の

文
献
・
資
料
調
査
の
上
に
立
っ
て
、
巡
見
や
聴
き
取
り
調
査
の
結
果
を
述
べ
た
。

４　
今
後
の
課
題
と
展
望

　
⑴　
巡
見
と
聞
き
取
り
調
査
か
ら

　
　

�　
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
２
月
17
日
か
ら
、
鍬
ヶ
崎
地
区
に
入
っ
た
。
こ

の
頃
は
、
流
失
し
た
家
々
の
基
礎
部
分
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
残
り
草
木
が
生

い
茂
っ
て
い
た
。
こ
の
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
た
時
、
ま
だ
ま
だ
復
興
な

ど
程
遠
い
よ
う
に
思
え
、
工
事
も
一
向
に
進
ん
で
い
な
い
よ
う
に
感
じ
た
。

そ
れ
が
、
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
に
な
っ
て
家
の
基
礎
撤
去
や
区
画
整
理

の
た
め
の
道
路
工
事
が
始
ま
り
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
春
に
は
、
高
さ

10
・
４
㍍
の
防
波
堤
の
基
礎
部
分
の
埋
め
込
み
工
事
が
始
ま
っ
た
。
市
の
都

市
計
画
課
が
住
民
へ
の
説
明
会
で
示
し
た
予
定
で
は
、工
場
地
区・商
業
地
区・

住
宅
地
区
に
分
け
た
区
画
整
理
の
内
、
工
場
地
区
と
商
業
地
区
の
い
く
つ
か

は
す
で
に
引
渡
済
み
で
あ
る
。
残
り
殆
ん
ど
が
平
成
28
年
３
月
ま
で
に
引
渡・

使
用
開
始
予
定
だ
が
、
遅
く
て
も
次
年
度
中
の
引
渡
・
使
用
開
始
予
定
と
し

て
い
る
。
平
成
27
年
夏
現
在
、
鍬
ヶ
崎
地
区
の
中
心
と
な
る
公
民
館
や
消
防

屯
所
な
ど
の
公
共
施
設
が
ロ
ー
タ
リ
ー
交
差
点
の
近
く
に
平
成
28
年
３
月
を

目
指
し
て
建
設
が
始
ま
り
、
そ
の
近
く
に
災
害
公
営
住
宅
が
平
成
27
年
12
月

完
成
を
目
標
に
急
ピ
ッ
チ
で
建
造
さ
れ
て
い
た
。

　
　

�　
鍬
ヶ
崎
地
区
は
、
宮
古
港
と
共
に
発
展
し
て
き
た
町
で
あ
り
、
漁
港
と
し

て
魚
市
場
と
共
に
飲
食
店
や
銭
湯
な
ど
は
船
員
と
の
繋
が
り
が
深
く
、
船
帰

り
の
船
員
は
す
ぐ
さ
ま
銭
湯
に
向
か
い
女
湯
ま
で
使
用
し
た
と
い
う
。
七
滝
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�　
ま
た
、
民
間
伝
承
と
言
え
ば
、
も
う
一
つ
上
げ
て
お
き
た
い
話
が
あ
る
。

「
稲
む
ら
の
火
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
に
起
き
た
安
政
の
南
海
地
震

（
１
８
５
４
年
11
月
５
日
）
の
時
の
紀
州
紀
伊
国
（
現
和
歌
山
県
広
川
町
）
に

伝
わ
る
実
話
に
基
づ
い
て
語
り
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
話
は
、
大
地

震
が
起
き
た
日
の
夕
方
高
台
に
住
ん
で
い
た
村
の
庄
屋
が
地
震
の
揺
れ
の
違

い
に
気
づ
き
、
そ
の
後
、
海
の
引
潮
を
見
て
大
津
波
襲
来
を
予
測
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
海
辺
の
村
人
に
知
ら
せ
よ
う
と
し
た
が
時
間
が
な
い
こ

と
か
ら
、
自
分
の
田
に
置
い
て
あ
っ
た
稲
む
ら
に
次
々
と
火
を
つ
け
、
村
人

が
火
消
し
に
来
る
よ
う
に
仕
向
け
た
知
恵
に
気
づ
か
せ
る
話
で
あ
る
。

　
　

�　
日
本
で
は
、こ
の
「
稲
む
ら
の
火
」
の
話
を
も
と
に
毎
年
11
月
５
日
を
「
津

波
防
災
の
日
」
と
定
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
日
本
は
、
甚
大
な
津
波
被
災
を

経
験
し
て
い
る
チ
リ
や
イ
ン
ド
洋
沿
岸
諸
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
と
共
に
津

波
防
災
を
世
界
の
共
通
課
題
と
し
て
呼
び
掛
け
、
平
成
27
年
国
際
連
合
に
対

し
約
１
４
０
か
国
が
「
世
界
津
波
の
日
」
を
共
同
提
案
し
た
。
そ
し
て
、
平

成
27
年
12
月
22
日
、
国
際
連
合
総
会
本
会
議
（
１
９
３
か
国
）
に
お
い
て
、

平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
よ
り
毎
年
11
月
５
日
を
「
世
界
津
波
の
日
」
と
す

る
こ
と
が
全
会
一
致
で
決
議
さ
れ
た
。
な
お
、
国
際
連
合
は
、
10
月
13
日
を

「
国
際
防
災
の
日
」
に
制
定
し
て
い
る
が
、
津
波
に
特
化
し
た
国
際
デ
ー
と
し

て
の
「
世
界
津
波
の
日
」
制
定
は
初
め
て
で
あ
る
。

　
　

�　
私
が
聴
き
取
り
を
し
た
人
の
中
に
も
、
自
分
の
親
や
祖
父
母
な
ど
先
祖
の

話
を
覚
え
て
い
る
人
が
い
た
。
例
え
ば
、
九
死
に
一
生
を
得
た
漁
師
は
、
祖

父
が
言
っ
た「
津
波
が
こ
の
蛸
の
浜
の
峠
を
越
え
た
時
は
、鍬
ヶ
崎
は
全
滅
だ
」

の
言
葉
を
覚
え
て
い
た
の
で
、
蛸
の
浜
か
ら
こ
の
峠
を
越
え
て
鍬
ヶ
崎
側
に

流
さ
れ
た
時
に
、
す
ぐ
さ
ま
高
い
所
（
熊
野
神
社
）
に
逃
げ
た
。
こ
の
話
は
、

先
祖
か
ら
子
孫
へ
と
伝
承
さ
れ
、
命
が
助
か
っ
た
一
例
で
あ
る
。
私
は
、
こ

の
人
の
話
を
一
人
称
語
り
と
し
て
全
国
で
語
り
始
め
て
い
る
。

　
　

�　
こ
の
よ
う
に
、
昔
の
人
間
の
知
恵
が
詰
ま
っ
て
い
る
民
間
伝
承
か
ら
学
ぶ

点
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
受
け
継
が
れ
て
き
た
地
区

の
歴
史
と
文
化
を
復
興
の
ど
こ
か
に
位
置
づ
け
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
、
そ

こ
に
生
き
る
人
々
に
と
っ
て
心
の
拠
り
所
と
な
る
大
切
な
も
の
に
な
っ
て
い

　
　

�　
聴
き
取
り
調
査
は
、
私
自
身
が
肌
で
感
じ
眼
に
焼
き
付
け
、
被
災
者
に
直

接
聴
き
取
り
が
で
き
た
こ
と
で
大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
た
。
被
災
地
の

復
旧
お
よ
び
被
災
者
の
生
活
の
回
復
、
安
心
・
安
全
な
避
難
所
設
置
な
ど
、

今
後
の
課
題
は
山
積
み
で
あ
る
。

　
　

�　
今
回
の
３
・
11
大
津
波
で
は
過
去
最
大
級
の
甚
大
な
人
命
が
失
わ
れ
た
。

こ
の
被
災
に
つ
い
て
は
、
昔
か
ら
の
民
間
伝
承
に
学
ぶ
こ
と
が
多
々
あ
る
と

考
え
る
。

　
　

�　
三
陸
沿
岸
の
村
々
の
人
々
は
、
今
ま
で
の
大
津
波
で
多
く
の
人
命
が
失
わ

れ
た
こ
と
を
受
け
て
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
と
い
う
言
葉
を
創
り
出
し
た
。

こ
の
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
に
つ
い
て
は
、『
平
成
27
年
宮
古
港
開
港
４
０
０

周
年
記
念
事
業
「
宮
古
港
歴
史
展
・
復
興
展
」』
に
お
け
る
「
津
波
に
関
す
る

民
間
伝
承
」
の
項
で
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

��「�『
て
ん
で
ん
こ
』
は
、「
各
自
」「
め
い
め
い
」
を
意
味
す
る
「
て
ん
で
ん
」　　

に
、
東
北
の
方
言
で
見
ら
れ
る
縮
小
辞
「
こ
」
が
付
い
た
言
葉
だ
。「
津

波
て
ん
で
ん
こ
」「
命
て
ん
で
ん
こ
」
を
防
災
教
訓
と
し
て
解
釈
す
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
「
津
波
が
来
た
ら
、
取
る
も
の
も
取
り
敢
え
ず
、
肉
親
に
も
構

わ
ず
に
、
各
自
て
ん
で
ん
ば
ら
ば
ら
に
一
人
で
高
台
へ
と
逃
げ
ろ
」「
自
分

の
命
は
自
分
で
守
れ
」
と
い
う
教
え
で
あ
る
。

　
　
　

�　
こ
の
よ
う
な
民
間
伝
承
に
よ
り
救
わ
れ
た
命
も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
の
生
活
の
中
で
も
、
こ
の
よ
う
な
知
恵
を
風
化
さ
せ
る

こ
と
な
く
伝
承
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
課
題
だ
。（
後
略
）」

　
　

�　
こ
の
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
で
思
い
出
す
の
が
、
釜
石
市
鵜
住
居
地
区
の

海
辺
に
あ
る
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
が
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
を
実
践
し
、

全
員
無
事
高
台
に
避
難
し
た
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
学
校
の
避
難
訓
練
の

方
法
で
は
な
く
、
児
童
生
徒
自
ら
率
先
し
て
「
て
ん
で
ん
こ
」
を
行
動
に
移

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
小
・
中
学
校
は
、
い
ず
れ
も
大
津
波
に
呑
み
込
ま
れ
、

現
在
は
廃
校
に
な
り
解
体
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�　
そ
し
て
、
こ
の
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
に
つ
い
て
は
、
も
う
一
つ
の
考
え

方
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
村
や
家
系
の
存
続
の
た
め
家
族
の
１
人
で
も
生
き
延

び
ろ
」
と
の
教
え
が
基
に
な
っ
て
い
る
。
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都
市
計
画
課
資
料
）

「�

宮
古
の
歴
史
と
文
化
を
活
か
し
た
復
興
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
案
―
鍬
ヶ
崎
・
津

軽
石
・
中
心
市
街
地
を
中
心
に
―
」（
宮
古
市
・
地
域
の
文
化
遺
産
を
活
用
し
た

復
興
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
）

「�

宮
古
市
災
害
公
営
住
宅
整
備
進
捗
状
況
に
つ
い
て
」（
宮
古
市
都
市
整
備
部
建
築

住
宅
課
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
更
新
日
２
０
１
６
年
１
月
22
日
）

く
と
考
え
る
。

【
参
考
文
献
・
資
料
】

「�

東
日
本
大
震
災
宮
古
市
の
記
録
」
第
１
巻
《
津
波
史
編
》、
２
０
１
４
年
（
宮
古

市
東
日
本
大
震
災
記
録
編
集
委
員
会
）

「�

宮
古
市
史
」
民
俗
編
・
年
表
、
１
９
９
１
年
（
宮
古
市
教
育
委
員
会
）

「��

年
代
別
地
区
別
人
口
推
移
」（
宮
古
市
総
合
窓
口
課
）

�

宮�

古
港
開
港
４
０
０
周
年
記
念
事
業
「
宮
古
港
歴
史
展
・
復
興
展
」『
近
現
代
の
港

湾
整
備
』
２
０
１
５
年
（
岩
手
県
宮
古
市
・
宮
古
港
開
港
４
０
０
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
）

「
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
津
波
浸
水
図
」（
宮
古
市
危
機
管
理
課
）

「�

月
刊
み
や
こ
わ
が
町
」（
タ
ウ
ン
情
報
社
）、
２
０
０
５
年
３
月
号
『
特
集
鍬
ヶ

崎
大
正
物
語
Ⅴ
Ｏ
Ｌ
３
』「
港
が
生
ん
だ
鍬
ヶ
崎
遊
郭
文
化
」

「�

月
刊
み
や
こ
わ
が
町
」（
タ
ウ
ン
情
報
社
）
２
０
１
２
年
12
月
号
『
特
集
街
角
備

忘
録
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
』「
愛
宕
・
光
岸
地
・
鍬
ヶ
崎
編
」「
築
地
は
新
し
く
築
い
た

埋
立
地
」

「�

月
刊
み
や
こ
わ
が
町
」（
タ
ウ
ン
情
報
社
）
２
０
１
２
年
12
月
号
『
特
集
街
角
備

忘
録
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
』「
愛
宕
・
光
岸
地
・
鍬
ヶ
崎
編
」「
愛
宕
と
い
う
地
名
の
由

来
に
つ
い
て
」

鍬�

ヶ
崎
・
光
岸
地
地
区
工
事
請
負
業
者
発
行
広
報
紙
「
工
事
か
わ
ら
ば
ん
」（
創
刊

号
～
第
15
号　
三
井
住
友
建
設
・
本
間
組
建
設
工
事
共
同
企
業
体　
宮
古
復
興

工
事
事
務
所
）

「�

歩
み
だ
そ
う
未
来
へ
の
一
歩
～
命
を
守
っ
た
知
恵
を
も
と
に
～
」（
宮
古
市
立

鍬
ヶ
崎
小
学
校
平
成
23
年
度
第
５
学
年
・
２
０
１
２
年
３
月
）

２�

０
１
２
年
度
兵
庫
県
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構
主
催
１
・
17
防
災
未
来
賞　

「
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
」
受
賞
校
掲
載
新
聞
記
事
（
２
０
１
３
年
１
月
29
日
、
毎
日

新
聞
朝
刊
）

鍬�

ヶ
崎
・
光
岸
地
地
区
「
土
地
区
画
整
理
事
業
等
に
関
す
る
説
明
会
」（
平
成
27
年

５
月
20
日
（
水
）
午
後
６
時
30
分
～　
宮
古
市
役
所
６
階
大
ホ
ー
ル
、
宮
古
市
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第
１
部　
各
地
域
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災

Ｂ　
宮
古
地
域

第
３
章　
被
災
者
の
証
言

米
屋
陽
一

１　
日
立
浜
町

３
月
12
日
、
日
立
浜
仮
設
住
宅
で
６
名
の
方
か
ら
話
を
う
か
が
っ
た
。

□　
芳
賀
房
子
さ
ん
の
話

昭
和
13
（
１
９
３
８
）
年
生
。
日
立
浜
町
。
主
婦
。
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年　

私
は
地
震
の
時
は
実
家
（
港
町
）
に
い
ま
し
た
。
最
初
は
ス
ー
パ
ー
さ
行
っ
た
っ

た
の
。
戻
っ
て
来
て
、
実
家
に
よ
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
を
１
杯
ご
っ
そ
う
に
な
ろ
う

と
思
っ
て
。
そ
し
た
ら
、
飲
ま
な
い
う
ち
に
揺
れ
て
、
立
っ
て
も
い
ら
れ
な
く

て
座
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
弟
の
車
で
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
浄
土
ヶ
浜
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
）
ま
で
上
が
っ

て
き
て
。
車
も
そ
ん
な
に
渋
滞
し
て
い
な
か
っ
た
も
ん
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
上
が
っ

て
来
れ
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
車
の
中
に
お
り
ま
し
た
。
そ
し
て
揺
れ
が
収
ま
っ
て

落
ち
着
い
た
か
ら
、二
中
の
柔
道
場
に
避
難
し
ま
し
た
。そ
こ
に
５
か
月
い
ま
し
た
。

　
避
難
所
で
こ
の
ぐ
ら
い
な
（
小
さ
な
）
お
む
す
び
を
い
た
だ
い
て
。
水
も
無
か
っ

た
ん
で
す
。
そ
し
て
寒
く
て
…
。
柔
道
の
子
ど
も
た
ち
の
柔
道
着
を
借
り
て
…
。

　
８
月
、
日
立
浜
仮
設
住
宅
に
移
動
し
ま
し
た
。
鍬
ヶ
崎
小
学
校
の
仮
設
住
宅
で

な
く
て
、下
に
あ
り
ま
す
が
ね
え
、こ
こ
上
が
っ
て
来
る
時
に
。
十
何
軒
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
私
は
い
ま
す
。

　
□　
山
根
蝶
子
さ
ん
の
話

昭
和
10
（
１
９
３
５
）
年
生
。
日
立
浜
町
。
養
殖
業
。

　
私
た
ち
は
養
殖
漁
業
で
し
た
ん
で
朝
が
早
く
て
。
朝
２
時
半
に
は
も
う
主
人
は

沖
に
出
る
し
、
私
は
作
業
場
の
方
で
準
備
し
て
。
そ
れ
で
２
人
だ
け
で
働
い
て
る

時
だ
っ
た
も
ん
で
。
朝
飯
な
ん
か
も
食
べ
な
い
で
仕
事
を
そ
の
ま
ま
や
る
ん
で
す

よ
ね
。

　
あ
の
日
は
ち
ょ
う
ど
仕
事
が
終
わ
っ
て
家
に
帰
っ
て
、
朝
飯
と
昼
と
い
っ
し
ょ

に
食
べ
て
、
そ
の
直
後
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
ク
ミ
ア
イ
（
漁
業
協
同
組
合
鍬
ヶ
崎

支
所
）
と
い
う
家
が
あ
っ
た
も
ん
で
、「
後
片
付
け
は
後
に
し
て
、
先
に
ク
ミ
ア
イ

に
行
っ
て
来
る
ね
、
３
時
前
に
ね
」
っ
て
、
出
は
ろ
う
と
し
た
時
に
揺
れ
た
っ
た

ん
で
す
け
ど
。

　
「
こ
れ
は
津
波
だ
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
逃
げ
な
き
ゃ
ね
」
っ
て
。
そ
の
２
、３
日

前
に
も
、
そ
う
い
う
大
き
な
地
震
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
そ
の
時
か
ら
、
い
ろ

い
ろ
毛
布
か
ら
食
べ
物
か
ら
車
に
積
ん
だ
っ
た
ん
で
す
。
解
除
が
出
た
時
は
、
長

く
っ
て
家
に
帰
る
時
間
が
ず
ー
っ
と
遅
れ
た
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
気
持
ち
が

あ
っ
た
ん
で
、「
と
り
あ
え
ず
、
逃
げ
ろ
」
っ
て
い
う
の
で
、
お
位
牌
と
私
が
持
病

を
持
っ
て
る
ん
で
薬
だ
け
で
。
毛
布
も
持
た
な
い
で
車
で
そ
の
ま
ま
科
学
館
（
岩

手
県
立
水
産
科
学
館
）
ま
で
行
き
ま
し
た
。

　
父
さ
ん
は
、「
家
を
見
て
来
っ
か
ら
、
お
ま
え
は
こ
こ
を
動
く
な
」
っ
て
。
近
所

の
若
い
お
母
さ
ん
と
娘
さ
ん
が
、
具
合
悪
く
し
な
が
ら
上
が
っ
て
来
た
も
ん
で
、

科
学
館
の
ラ
イ
ト
バ
ン
を
お
借
り
し
て
、そ
こ
で
休
ま
せ
て
。
私
は
ま
ぶ
っ
て
ら
っ

た（
見
守
っ
て
い
た
）ん
で
す
よ
、そ
の
子
ど
も
と
。だ
か
ら
、津
波
は
全
然
見
な
か
っ

た
ん
で
す
。

　
そ
こ
に
夫
が
帰
っ
て
来
て
、「
も
う
だ
め
だ
、家
も
無
く
な
っ
た
」っ
て
言
う
ん
で
。

家
が
こ
う
浮
か
ん
で
流
れ
ん
の
を
見
た
ん
だ
そ
う
で
す
。
そ
し
て
か
ら
、
科
学
館

に
は
電
気
も
水
も
無
く
っ
て
。「
パ
ー
ク
（
ホ
テ
ル
）
さ
ん
に
行
け
ば
、
電
気
も
あ

る
し
水
も
い
く
ら
か
あ
る
か
ら
、
ホ
テ
ル
の
方
へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
っ
て
言
う

も
ん
で
、パ
ー
ク
さ
ん
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。だ
か
ら
私
た
ち
は
、学
校
に
行
っ

た
人
た
ち
よ
り
は
、
寒
い
思
い
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
け
ど
。

　
み
ん
な
同
じ
気
持
ち
だ
か
ら
ね
。
大
っ
き
い
お
に
ぎ
り
は
小
っ
さ
く
な
っ
て
た

り
、
冷
た
く
な
っ
た
り
ね
。
朝
、
男
の
人
た
ち
が
仕
事
に
行
く
前
は
、
水
汲
ん
で

く
れ
る
ん
だ
け
ど
、
日
中
に
な
れ
ば
や
っ
ぱ
し
お
婆
さ
ん
た
ち
も
行
っ
て
、
そ
れ

汲
み
上
げ
て
ね
。
立
派
な
と
こ
で
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
お
年
寄
り
と
子
ど
も
さ
ん
は
、
下
の
広
間
に
お
布
団
敷
き
ま
す
か
ら
」
っ
て
言

う
も
ん
で
布
団
を
借
り
て
…
。
そ
こ
で
１
か
月
、お
世
話
に
な
り
ま
し
て
。
そ
の
後
、

警
察
の
方
た
ち
が
入
る
か
ら
っ
て
、
宮
古
の
体
育
館
に
移
動
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

２
か
月
、
仮
設
が
で
き
て
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
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町
内
の
人
が
来
て
く
れ
て
、「
こ
こ
に
い
っ
つ
う
と
、
津
波
だ
か
ら
」
っ
て
言

わ
れ
て
ね
す
。
び
っ
く
り
し
て
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
浄
土
ヶ
浜
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
）
ま

で
車
椅
子
で
行
っ
て
、
そ
こ
か
ら
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
連
れ
て
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

あ
っ
た
か
い
と
こ
ろ
に
い
て
、
布
団
も
あ
っ
た
か
い
の
に
っ
て
。
部
屋
さ
に
も
お

嫁
さ
ん
も
呼
ん
で
来
さ
せ
て
、
そ
こ
で
１
か
月
い
ま
し
た
。

　
朝
ご
飯
食
べ
て
か
ら
、下
り
て
行
っ
て
ね
、片
付
け
た
り
何
か
し
て
ね
。薪
ス
ト
ー

ブ
が
あ
っ
た
た
め
に
ね
す
、油
も
あ
っ
た
か
ら
ね
、助
け
ら
れ
ま
し
た
。昔
か
ら
や
っ

ぱ
り
薪
ス
ト
ー
ブ
使
っ
て
、今
も
使
っ
て
ま
す
け
ど
も
。今
は
壊
れ
た
と
こ
直
し
て
、

そ
こ
に
住
ん
で
ま
す
。

　
昔
か
ら
山
水
を
使
っ
て
ま
し
た
の
で
ね
、
そ
っ
か
ら
や
っ
ぱ
り
み
ん
な
汲
み
に

来
た
り
ね
、
洗
濯
し
た
り
ね
す
、
あ
の
山
水
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
水
道
は
止
ま
っ

て
し
ま
っ
て
。
昔
は
飲
ん
だ
り
何
だ
り
し
た
ん
で
す
。
ガ
ッ
チ
ャ
ン
ポ
ン
プ
で
汲

ん
で
、
お
茶
っ
こ
沸
か
し
て
飲
め
ば
お
い
し
く
て
ね
す
。

□　
太
古
エ
イ
子
さ
ん
の
話

　
昭
和
16
（
１
９
４
１
）
年
生
。
日
立
浜
町
。
主
婦
。

　
私
も
山
根
さ
ん
、
佐
臼
さ
ん
と
同
じ
で
、
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
避
難
し
た
ん
で
す
。

避
難
の
生
活
は
い
っ
し
ょ
な
ん
で
す
。
あ
っ
た
か
く
て
寒
い
思
い
を
し
な
い
で
。

避
難
し
た
当
時
は
、
24
時
間
テ
レ
ビ
つ
け
て
。
ホ
テ
ル
は
発
電
機
が
あ
っ
て
電
気

が
切
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
。だ
か
ら
、大
変
な
こ
と
が
起
き
た
ん
だ
な
あ
と
思
っ
て
、

テ
レ
ビ
を
見
て
ま
し
た
。

　

私
は
自
宅
に
お
り
ま
し
た
。
夫
が
趣
味
の
会
に
通
っ
て
て
、「
３
時
ち
ょ
っ
と

前
に
帰
っ
て
来
る
か
ら
。
今
日
は
お
そ
ば
が
食
べ
た
い
か
ら
、
お
れ
が
帰
っ
て
来

る
時
間
に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
お
そ
ば
茹
で
て
お
い
て
く
れ
」
っ
て
言
わ
れ
て
、

そ
の
時
間
に
鍋
沸
か
し
て
、
お
そ
ば
が
茹
で
上
が
っ
て
、
水
に
つ
け
て
ザ
ル
に
上

げ
た
途
端
に
グ
ラ
グ
ラ
来
た
ん
で
す
よ
。

　
そ
れ
で
、
と
て
も
じ
ゃ
な
い
が
家
に
い
ら
れ
な
い
で
外
へ
出
て
、
つ
か
ま
っ
て

し
ゃ
が
ん
で
ま
し
た
。家
は
ガ
タ
ガ
タ
、ガ
タ
ガ
タ
も
の
す
ご
い
音
で
揺
れ
る
か
ら
、

と
っ
て
も
怖
く
て
、
私
は
家
で
１
人
だ
っ
た
ん
で
す
。

　
そ
し
た
ら
、
今
度
は
み
ん
な
が
、「
こ
れ
だ
け
の
地
震
が
来
た
か
ら
、
津
波
が
来

　
（
夫
は
）
昭
和
８
年
の
大
津
波
の
時
、
４
歳
で
お
婆
さ
ん
に
お
ぶ
さ
っ
て
、
逃
げ

た
記
憶
が
あ
っ
て
。
だ
か
ら
っ
て
ね
、
み
ん
な
が
逃
げ
な
い
う
ち
で
し
た
も
ん
ね
。

　
み
ん
な
が
道
路
に
立
っ
て
、海
の
方
眺
め
て
て
、「
ど
こ
に
行
く
、ど
こ
に
行
く
」っ

て
。「
逃
げ
る
と
こ
あ
ん
せ
ー
」っ
て
騒
い
で
、そ
し
て
逃
げ
て
来
た
ん
で
す
け
ど
も
。

　
（
夫
は
）
す
ご
く
が
っ
か
り
し
て
。
今
ま
で
毎
日
毎
日
働
い
た
体
だ
か
ら
、
も
う

あ
っ
ち
が
痛
い
こ
っ
ち
が
痛
い
で
、歩
く
の
も
や
っ
と
で
し
た
。
肩
を
ぶ
る
下
げ
て
、

足
を
引
き
ず
っ
て
ね
え
、
哀
れ
な
よ
う
な
格
好
で
…
。

　
そ
れ
で
も
２
階
が
流
さ
れ
て
て
、
よ
そ
の
家
の
方
に
ま
た
戻
っ
て
来
て
、
斜
め

に
な
っ
て
息
子
夫
婦
の
部
屋
が
濡
れ
て
も
ね
、
瀬
戸
物
と
か
鍋
釜
、
そ
う
い
う
の

を
拾
っ
て
、
雪
解
け
水
で
洗
っ
た
り
し
て
ね
え
、
そ
れ
を
爺
さ
ん
と
嫁
さ
ん
と
で
、

そ
う
い
う
の
や
っ
て
ま
し
た
。
私
た
ぶ
ん
腰
抜
か
し
た
ん
で
ね
え
べ
か
、
ホ
テ
ル

か
ら
出
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
。

□　
佐
臼
節
子
さ
ん
の
話

昭
和
17
（
１
９
４
２
）
年
生
。
日
立
浜
町
。
主
婦
。

　
私
は
下
の
方
に
仕
事
に
行
っ
て
ま
し
た
、
ワ
カ
メ
の
芯
抜
き
に
。
地
震
が
来
て

か
ら
、「
こ
ん
な
に
揺
れ
っ
か
ら
、
津
波
が
来
っ
か
ら
、
仕
事
や
め
て
上
が
っ
た
ほ

う
が
い
い
」
っ
て
、
近
所
の
人
た
ち
か
ら
言
わ
れ
て
、
自
転
車
で
帰
っ
た
ん
で
す
。

十
分
も
か
か
ら
な
い
ね
。

　
家
は
お
父
さ
ん
が
ち
ょ
っ
と
体
が
不
自
由
な
の
で
、
仕
事
か
ら
帰
っ
て
来
て
か

ら
。
玄
関
に
車
椅
子
を
置
い
て
い
た
ん
で
す
よ
。
そ
し
て
、
定
置
網
の
す
ぐ
前
な

も
ん
で
、ま
さ
か
津
波
が
つ
く
と
思
わ
な
い
で
、「
逃
げ
べ
」
っ
つ
て
も
、本
人
が
「
い

い
」
っ
て
、
逃
げ
な
い
ん
だ
も
の
。「
い
い
か
ら
」
っ
た
っ
て
、
置
い
て
逃
げ
る
訳

で
も
な
い
し
、
一
応
薬
だ
、
そ
ん
な
の
も
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
入
れ
て
、
逃
げ
る

前
に
作
っ
た
ん
だ
ど
も
。
車
椅
子
に
入
っ
て
ね
。
そ
れ
で
、
着
替
え
さ
せ
た
り
な

ん
か
し
て
、
ご
飯
が
あ
っ
た
の
で
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
。

　
そ
う
し
て
る
間
に
、
津
波
が
来
て
ね
す
、
濡
れ
ま
し
た
よ
。
玄
関
だ
け
開
け
と

い
て
廊
下
は
開
け
な
か
っ
た
か
ら
、
大
丈
夫
で
し
た
。
玄
関
か
ら
入
っ
て
来
た
ん

で
す
よ
。
下
は
全
部
だ
め
で
し
た
よ
。
昔
の
建
物
だ
っ
た
ん
で
ね
す
、
通
り
抜
け

が
良
か
っ
た
た
め
に
、
良
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
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れ
ま
し
た
。
全
壊
っ
て
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
い
で
、
私
も
パ
ー
ク
さ
ん
に
１
か
月
避
難
し
て
、
山
根
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、

宮
古
町
の
体
育
館
に
２
か
月
避
難
し
た
ん
で
す
。
そ
の
間
に
、
お
家
を
直
し
て
い

た
だ
い
て
、
大
工
さ
ん
も
い
な
い
人
も
い
な
く
て
、
す
ぐ
に
は
直
し
て
も
れ
え
な

か
っ
た
。
電
気
は
無
い
、
水
道
は
出
な
い
で
し
ょ
、
だ
か
ら
家
ん
中
で
生
活
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

　
八
戸
（
青
森
県
）
に
兄
弟
が
い
る
ん
で
す
。
朝
５
時
に
出
て
来
て
、（
手
伝
っ
て

く
れ
て
）
泊
ま
る
場
所
が
な
い
か
ら
、
夕
方
帰
っ
て
行
く
ん
で
す
。
そ
の
後
、
何

日
も
八
戸
か
ら
来
て
、
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
人
を
頼
む
っ
て
も
人
も
い
な
い

か
ら
。（
実
家
の
兄
弟
は
）
海
か
ら
遠
い
と
こ
に
住
ん
で
た
か
ら
、
自
分
た
ち
は
被

害
が
無
か
っ
た
ん
で
す
。
実
家
か
ら
兄
弟
が
来
て
、
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
全
部
で
３
か
月
避
難
し
て
、
水
も
出
る
よ
う
に
な
っ
て
、
電
気
も
つ
く
よ
う
に

な
っ
て
、
何
と
か
か
ん
と
か
家
の
中
を
直
し
て
い
た
だ
い
て
、
生
活
で
き
る
よ
う

な
状
態
に
な
っ
て
、
６
月
に
避
難
所
か
ら
出
て
、
今
は
自
分
の
家
に
住
ん
で
ま
す
。

　
私
ら
町
内
で
も
、
１
年
に
１
回
、
避
難
訓
練
し
て
ま
す
。
津
波
の
避
難
道
路
っ

て
の
が
あ
っ
て
、
こ
の
高
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
上
が
っ
て
来
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
す
。

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
は
、町
内
と
し
て
２
年
ぐ
ら
い
前
に
、も
し
災
害
が
起
き
た
ら
ば
、

避
難
所
と
し
て
お
願
い
で
き
ま
せ
ん
か
っ
て
、
前
も
っ
て
お
願
い
に
行
っ
て
お
い

た
ん
で
す
よ
。
そ
し
た
ら
、
そ
の
時
に
快
い
返
事
を
い
た
だ
い
た
ん
で
す
。
観
光

客
も
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

　
私
ら
ロ
ビ
ー
と
か
会
議
室
と
か
大
広
間
と
か
、
そ
ん
な
と
こ
に
避
難
さ
し
て
も

ら
っ
た
ん
で
す
。
食
べ
物
も
冷
た
い
も
の
で
な
く
て
、あ
っ
た
か
い
お
に
ぎ
り
、あ
っ

た
か
い
味
噌
汁
で
し
た
。
こ
っ
ち
の
人
が
ご
飯
炊
い
て
く
れ
て
、
そ
い
で
私
ら
が

お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
っ
て
感
じ
で
。
食
器
洗
う
の
も
自
分
た
ち
で
。
部
屋
の
掃
除

と
か
ね
。
そ
う
い
う
の
は
。「
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
、
自
分
た
ち
で
や
っ
て

く
だ
さ
い
」
っ
て
こ
と
で
。
み
な
さ
ん
か
ら
言
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
お
世

話
に
な
る
か
ら
っ
て
。
だ
か
ら
、「
で
き
る
方
は
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
い
」
っ
て
。

パ
ー
ク
の
時
は
、
ス
ム
ー
ス
に
い
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

　
そ
し
て
今
度
別
な
と
こ
避
難
し
た
時
も
弁
当
の
配
達
に
な
っ
て
、
そ
ん
な
大
変

な
思
い
は
し
な
い
で
、
２
か
月
間
、
体
育
館
の
中
に
畳
を
敷
い
て
い
た
だ
い
て
、

る
ぞ
、
来
る
ぞ
」「
逃
げ
ろ
、
逃
げ
ろ
」
っ
て
、
が
あ
が
あ
騒
ぎ
出
し
た
訳
で
す
。

そ
い
で
、
浜
に
サ
ッ
パ
船
が
出
入
り
し
て
い
る
、
魚
を
採
る
漁
師
の
方
が
そ
の
辺

に
い
た
ん
で
す
。
そ
の
方
た
ち
も
み
ん
な
、「
こ
れ
だ
け
の
津
波
が
来
る
か
ら
、
大

変
だ
か
ら
逃
げ
ろ
、
逃
げ
ろ
」
っ
て
。
そ
し
て
い
っ
そ
く
さ
に
逃
げ
た
ん
で
す
。

　
私
は
夫
が
来
る
の
を
待
っ
て
て
。
バ
イ
ク
で
磯
鶏
に
行
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
っ

か
ら
戻
っ
て
来
て
、
避
難
す
る
た
め
に
、
そ
の
辺
に
あ
る
す
ぐ
食
べ
ら
れ
る
パ
ン

と
か
お
菓
子
と
か
水
と
か
っ
て
、
リ
ュ
ッ
ク
に
詰
め
て
車
に
積
ん
で
、
タ
ー
ミ
ナ

ル
（
浄
土
ヶ
浜
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
）
の
駐
車
場
に
上
が
っ
て
来
た
ん
で
す
。
そ
う

し
た
ら
車
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
し
た
っ
た
。

　
そ
こ
か
ら
み
ん
な
で
津
波
見
て
た
ん
だ
け
ど
も
、
第
１
波
っ
て
い
う
の
が
ゆ
る

く
来
て
、「
あ
あ
、
津
波
っ
て
こ
ん
な
も
ん
か
」
っ
て
言
っ
て
た
ん
で
す
よ
、
私
ら

見
た
の
は
ね
。
そ
れ
ぞ
れ
場
所
が
違
う
と
、
ま
た
津
波
の
来
か
た
も
違
う
と
思
う

ん
で
す
け
ど
。「
こ
ん
な
も
ん
か
」
っ
て
見
て
た
ん
で
す
。
今
度
、
次
の
第
２
波
っ

つ
う
ん
で
す
か
、ど
ん
ど
ん
海
の
水
が
引
い
て
っ
て
、海
の
底
が
見
え
た
ん
で
す
よ
。

　
そ
う
し
て
来
た
津
波
が
白
い
波
で
し
た
。
サ
ッ
パ
は
流
さ
れ
る
。
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
の
中
に
は
水
が
入
っ
て
来
る
。
壊
さ
れ
た
も
ん
が
、
ど
ん
ど
ん
流
れ
て
行

く
の
大
っ
き
い
た
っ
て
。
油
タ
ン
ク
の
こ
ん
な
大
っ
き
い
の
が
、
こ
ん
な
高
い
や

つ
が
、
流
れ
て
き
ま
し
た
。
私
ら
上
か
ら
そ
れ
見
て
た
ん
で
す
。

　
私
は
避
難
し
た
か
ら
自
分
の
家
が
津
波
に
遭
う
と
こ
は
見
て
な
い
ん
で
す
よ
。

津
波
が
引
い
て
か
ら
家
へ
下
り
て
行
っ
て
見
た
ら
ば
、
２
階
ま
で
足
の
踏
み
場
が

な
い
よ
う
に
サ
ッ
パ
は
入
っ
て
る
、
壊
さ
れ
な
い
け
ど
家
の
中
は
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ

で
、
建
物
は
壊
さ
れ
な
い
ん
で
す
。
だ
け
ど
中
の
物
は
ひ
ど
か
っ
た
で
す
。
家
に

入
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
、
あ
そ
こ
ら
辺
の
物
が
入
っ
て
来
て
、
そ
ん
な
状
態
で

し
た
。
後
は
毎
日
パ
ー
ク
さ
ん
に
泊
め
て
も
ら
っ
て
、
後
片
付
け
に
下
り
て
来
た

ん
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
置
く
場
所
が
無
い
ん
で
す
、
み
ん
な
濡
れ
て
る
か
ら
、
取
っ
と
き

た
く
て
も
。
片
付
け
て
お
く
場
所
が
無
か
っ
た
ん
で
す
。
家
は
２
階
ま
で
津
波
が

上
が
っ
た
か
ら
、畳
も
布
団
も
タ
ン
ス
も
冷
蔵
庫
も
洗
濯
機
も
、全
部
捨
て
ま
し
た
。

家
の
骨
組
み
が
残
っ
た
だ
け
で
し
た
。
何
一
つ
そ
の
位
置
に
あ
っ
た
物
は
無
か
っ

た
で
す
、
み
ん
な
ひ
っ
く
り
返
っ
て
。
う
ち
な
ん
か
、
ト
イ
レ
も
流
し
も
全
部
壊
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ま
あ
こ
の
際
、
全
部
壊
し
た
け
ど
。
全
壊
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
け
ど
。
３
階
だ

か
ら
、
上
の
方
は
水
が
あ
ん
ま
り
掛
か
ん
な
か
っ
た
け
ど
。
そ
れ
で
も
家
ん
中
は
、

み
な
さ
ん
が
言
う
通
り
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
で
し
た
し
。
今
ま
で
に
な
い
く
ら
い
で
す

ね
。

　
私
は
日
の
出
の
実
家
の
方
に
い
ま
し
た
。
避
難
所
に
い
る
方
が
幸
せ
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
実
家
に
行
っ
て
食
べ
る
の
は
あ
っ
て
も
、
お
店
に
行
っ
て
も
何
も
な

い
訳
。
そ
し
て
、
お
水
も
１
時
間
く
ら
い
並
ん
で
貰
っ
て
来
て
、
そ
れ
も
バ
ケ
ツ

に
２
杯
。
そ
い
で
ト
イ
レ
は
水
洗
だ
か
ら
、
学
校
（
第
二
中
学
校
）
の
そ
ば
な
ん

で
プ
ー
ル
か
ら
水
を
汲
ん
で
。
近
所
に
リ
ン
ゴ
園
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
っ
か
ら

水
を
貰
い
に
行
っ
て
、
そ
れ
で
３
か
月
く
ら
い
…
。

　
１
日
に
２
回
か
な
、
市
役
所
の
人
が
ポ
ン
プ
持
っ
て
来
て
、
水
を
貰
い
に
行
く

ん
だ
け
ど
、１
時
間
く
ら
い
待
っ
て
バ
ケ
ツ
で
ふ
た
つ
。そ
れ
飲
む
だ
け
。後
は
ち
ょ

う
ど
雪
が
降
っ
て
た
ん
で
、
そ
れ
を
溶
か
し
て
鍋
洗
っ
た
り
と
か
し
た
け
ど
。
だ

か
ら
、
避
難
し
て
る
人
の
方
が
、
同
じ
な
が
ら
良
か
っ
た
と
思
う
。
す
っ
ご
い
食

べ
る
物
が
無
い
の
が
い
ち
ば
ん
…
。

　
美
容
院
が
ち
ょ
う
ど
軌
道
に
乗
り
か
か
っ
た
頃
に
、
津
波
が
来
た
ん
で
も
う
ゼ

ロ
で
す
。
お
客
さ
ん
が
け
っ
こ
う
亡
く
な
っ
て
る
ん
で
、（
再
建
は
）
と
て
も
考
え

に
入
れ
ま
せ
ん
。
い
い
お
客
さ
ん
、
何
回
も
足
運
ん
で
く
れ
た
お
客
さ
ん
が
亡
く

な
っ
て
る
か
ら
。
自
分
の
身
内
は
親
戚
の
人
が
１
人
亡
く
な
っ
て
っ
け
ど
、
そ
れ

で
も
、
そ
れ
以
上
に
お
客
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
方
が
辛
い
で
す
ね
え
。

　
た
ぶ
ん
こ
の
沙
織
が
あ
る
た
め
に
、
同
じ
被
災
者
だ
け
が
集
ま
っ
て
る
か
ら
、

遠
慮
が
無
く
や
っ
て
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
違
う
所
に
行
く
と
、
や
っ
ぱ
り

被
害
に
遭
っ
て
な
い
人
と
は
温
度
差
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
だ
と
被
災
に
遭
っ
た
ね

え
っ
て
言
う
に
い
い
け
ど
、よ
そ
に
行
っ
て
は
言
え
な
い
。何
か
違
い
ま
す
よ
ね
え
。

だ
か
ら
、
被
災
者
同
士
で
な
き
ゃ
わ
か
ん
な
い
と
こ
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と

思
う
。
今
に
な
っ
て
か
ら
苦
し
い
で
す
ね
。

　
津
波
の
時
は
た
だ
笑
っ
て
た
ね
、
み
ん
な
、
た
だ
笑
う
し
か
な
く
っ
て
。
今
は

苦
し
い
で
す
ね
。
３
年
ぐ
ら
い
か
ら
、
み
な
さ
ん
が
い
ろ
い
ろ
仮
設
を
出
て
自
立

す
る
し
、
先
が
見
え
な
い
か
ら
、
自
立
で
き
る
人
は
い
い
か
も
し
ん
ね
え
け
ど
。

そ
い
で
、
津
波
っ
て
い
う
の
は
、
田
老
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
ね
、
宮
古
は
。
鍬
ヶ

毛
布
と
か
寝
具
い
た
だ
い
て
。
私
ら
は
い
い
方
で
し
た
、
よ
そ
の
方
か
ら
話
を
聞

く
と
ね
。

　
う
ち
の
方
の
町
内
は
犠
牲
者
は
１
人
で
し
た
。
サ
ッ
パ
船
見
に
行
っ
た
ん
だ
そ

う
で
す
、
地
震
の
後
に
、
Ｈ
さ
ん
。
自
分
は
船
を
や
っ
て
る
も
ん
だ
か
ら
、
船
が

心
配
だ
か
ら
っ
て
船
見
に
行
っ
た
ん
だ
そ
う
で
す
。
そ
う
し
て
津
波
に
襲
わ
れ
て
、

そ
の
ま
ん
ま
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
ま
す
。
そ
う
い
う
方
も
い
ま
す
。
町
内
が
２
つ

に
分
か
れ
て
る
か
ら
、
こ
ち
ら
の
方
は
話
は
ま
た
別
で
す
。
日
立
浜
全
体
だ
と
３

人
で
す
。

□　
鈴
木
誠
子
さ
ん
の
話

　
昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年
生
。
日
立
浜
町
。
主
婦
。

　
私
は
自
宅
で
美
容
院
や
っ
て
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
お
客
さ
ん
を
町
ま
で
送
っ

て
、
帰
っ
て
家
に
戻
っ
た
ら
地
震
が
あ
っ
て
、
大
っ
き
い
ん
で
。
私
、
津
波
っ
て

い
え
ば
見
に
行
く
タ
イ
プ
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
北
海
道
の
娘
が
、「
大
っ
き

い
津
波
が
来
る
か
ら
逃
げ
ろ
」
っ
て
言
う
の
で
。
う
ち
は
津
波
に
備
え
た
家
だ
っ

た
の
ね
。
下
が
水
が
流
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
て
。
北
海
道
で
大
っ
き
い
津
波
が
あ

り
ま
し
た
よ
ね
。
そ
の
時
に
、
間
を
空
け
れ
ば
水
が
流
れ
る
っ
て
い
う
そ
う
い
う

家
で
、
３
階
建
て
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。

　
絶
対
う
ち
に
は
来
な
い
と
思
っ
て
い
る
訳
。家
の
前
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
庭
だ
っ

た
ん
で
、
波
が
来
て
も
大
丈
夫
っ
つ
う
思
い
が
し
た
ん
で
。
津
波
っ
て
い
う
の
は
、

見
に
行
く
も
ん
だ
と
思
っ
た
け
ど
。
北
海
道
で
逃
げ
ろ
っ
て
言
う
か
ら
、
と
り
あ

え
ず
い
つ
も
だ
と
こ
こ
来
る
ん
だ
け
ど
、
下
を
回
っ
て
車
で
来
た
ん
で
す
。
私
は

実
家
が
日
の
出
な
ん
で
、
日
の
出
に
い
っ
た
ん
車
を
置
い
て
、
来
る
途
中
に
空
き

地
で
津
波
が
来
た
の
を
見
た
ん
で
す
。
来
た
と
思
っ
た
ら
観
光
船
が
入
っ
て
来
て
、

わ
ー
っ
と
言
っ
た
ら
土
埃
、
そ
い
で
わ
ー
っ
と
い
う
間
に
、
さ
ー
っ
と
引
き
ま
し

た
も
ん
ね
。

　
第
三
駐
車
場
ま
で
来
て
、
ま
だ
家
が
あ
る
か
ら
、
下
に
行
っ
て
み
る
気
だ
っ
た

の
ね
。
そ
し
た
ら
隣
の
人
が
、「
行
く
な
」
っ
て
言
わ
れ
て
。
そ
れ
で
行
か
な
か
っ

た
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
で
も
家
は
残
っ
て
ま
し
た
。
た
だ
空
き
地
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ

た
ん
で
、
水
が
こ
う
回
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
家
が
ぶ
つ
か
っ
て
壊
れ
た
け
ど
。
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し
て
た
ん
で
す
。そ
れ
で
逃
げ
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
も
、あ
ま
り
強
か
っ
た
ん
で
、

そ
れ
で
そ
の
漁
師
さ
ん
の
方
と
逃
げ
て
、
ど
う
に
か
命
拾
い
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
引
い
て
行
っ
て
か
ら
も
動
か
れ
な
か
っ
た
ん
で
、
そ
い
か
ら
今
度
階

段
に
登
っ
て
、
海
眺
め
た
ん
で
す
け
ど
も
。
自
宅
は
残
っ
た
ん
で
す
。
自
宅
の
脇

の
２
階
建
て
の
倉
庫
は
流
れ
て
行
っ
て
。
そ
こ
の
隣
に
あ
っ
た
ア
パ
ー
ト
の
２
階

の
部
分
が
、
倉
庫
に
上
が
っ
て
。
そ
こ
に
い
た
ア
パ
ー
ト
の
お
婆
ち
ゃ
ん
は
助
か

り
ま
し
た
。

　
家
の
倉
庫
、
そ
い
か
ら
車
は
流
れ
て
行
っ
て
。
そ
れ
を
上
か
ら
眺
め
て
ま
し
た

も
ん
。あ
の
屋
根
の
色
は
そ
う
だ
か
ら
家
だ
な
、窓
が
そ
う
だ
か
ら
家
だ
な
、と
思
っ

て
眺
め
て
ま
し
た
。で
も
、波
が
来
て
ど
う
の
こ
う
の
っ
て
い
う
の
は
、海
に
向
か
っ

て
背
を
向
け
て
、
こ
う
し
て
立
っ
て
た
ん
で
、
海
の
荒
れ
て
る
の
は
全
然
見
な
い

ん
で
す
よ
。

　
私
ん
と
こ
の
真
向
か
い
の
魚
市
場
の
屋
根
ま
で
水
が
来
て
っ
て
い
う
の
、
そ
う

い
う
の
全
然
見
て
な
い
ん
で
す
よ
、テ
レ
ビ
で
見
た
だ
け
な
ん
で
す
よ
。そ
の
時
は
、

水
は
冷
た
い
と
は
感
じ
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
流
れ
て
き
た
水
は
、
そ
ん
な
に
黒

い
と
か
そ
う
い
う
の
じ
ゃ
な
か
っ
た
で
す
よ
。
油
も
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
臭
い

も
き
つ
く
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
避
難
所
は
こ
の
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
し
た
。

　
移
動
販
売
で
家
の
人
は
車
で
岩
泉
方
面
に
行
っ
て
た
ん
で
。
そ
っ
ち
の
方
が
心

配
に
な
っ
て
、
連
絡
取
り
た
く
て
も
電
話
は
通
じ
な
い
し
、
そ
う
い
う
の
が
２
日

続
き
ま
し
た
ね
。
連
絡
し
よ
う
が
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
も
。
山
道
通
っ
て
戻
っ

て
来
ま
し
た
っ
た
け
ど
も
ね
え
。

　
そ
ん
時
は
寒
か
っ
た
ん
で
、
２
階
ま
で
水
が
入
っ
た
ん
だ
け
ど
も
、
い
っ
く
ら

か
濡
れ
な
い
洋
服
が
あ
っ
た
ん
で
、
み
ん
な
脱
い
で
取
り
替
え
て
、
風
邪
も
ひ
か

な
い
で
。
私
の
場
合
は
、
押
し
入
れ
の
高
い
と
こ
に
置
い
た
の
が
い
く
ら
か
濡
れ

な
い
で
あ
る
ん
で
、
そ
れ
を
着
て
助
か
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
家
は
全
壊
で
壊
し
ま
し
た
。
柱
は
何
と
も
な
く
て
家
も
良
か
っ
た
ん

で
す
が
。
２
階
の
方
は
水
は
上
が
っ
た
け
ど
も
、
障
子
も
そ
の
ま
ん
ま
閉
め
た
ま

ん
ま
の
格
好
で
、
何
と
も
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
も
ね
。
や
っ
ぱ
り
水
が
上
が
っ

た
と
こ
な
ん
で
、
上
ま
で
来
た
し
っ
て
い
う
ん
で
、
全
壊
し
て
…
。
今
、
被
災
し

た
前
の
所
に
準
備
し
て
ま
す
。

崎
も
全
滅
な
ん
で
、そ
れ
を
言
い
た
い
ん
で
す
。ほ
ん
と
そ
れ
を
言
い
た
い
ん
で
す
。

□　
早
野
か
づ
子
さ
ん
の
話

　
昭
和
24
（
１
９
４
９
）
年
生
。
日
立
浜
町
。
主
婦
。

　
そ
の
日
は
家
に
い
ま
し
た
。
う
ち
（
夫
）
は
移
動
販
売
し
て
る
も
ん
で
…
。
カ

レ
イ
の
干
物
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
、
午
前
中
は
仕
事
を
し
た
ん
で
、
遅
く
な
っ
て

お
昼
を
食
べ
て
、
少
し
テ
レ
ビ
を
見
て
ゆ
っ
く
り
し
て
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
ガ
タ

ガ
タ
っ
と
来
て
。
あ
ま
り
に
ひ
ど
か
っ
た
の
で
コ
タ
ツ
に
つ
か
ま
っ
て
い
た
ん
だ

け
ど
、
あ
ま
り
に
も
長
い
ん
で
お
勝
手
か
ら
外
に
出
た
け
ど
も
、
外
は
外
で
家
と

家
と
の
間
な
ん
で
怖
く
な
っ
て
。

　
そ
し
た
ら
漁
師
の
方
が
１
人
み
え
て
、
い
っ
し
ょ
に
海
眺
め
て
た
ん
で
す
け
ど

も
。
そ
の
時
も
早
く
逃
げ
れ
ば
良
か
っ
た
ん
だ
け
ど
も
、「
は
あ
、
来
た
ね
、
こ
う

で
、
あ
あ
で
」
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
高
台
に
な
っ
て
る
も
ん
で
、
漁
師
さ
ん
と
２
人

で
海
を
眺
め
て
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
方
が
最
初
は
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
見
て
た
ん

だ
け
ど
、「
な
ん
か
大
っ
き
い
の
が
来
る
か
ら
、逃
げ
た
方
が
い
い
」っ
て
言
わ
れ
て
、

そ
れ
か
ら
逃
げ
た
ん
で
す
。

　
逃
げ
た
け
ど
も
何
を
考
え
た
ん
だ
か
、
履
物
を
交
換
し
て
長
靴
を
履
い
て
。
家

の
裏
は
す
ぐ
避
難
所
っ
て
い
う
か
、
山
手
に
向
か
っ
て
70
何
段
の
階
段
が
あ
る
ん

で
す
よ
。
そ
こ
に
登
ら
な
い
で
、
す
ぐ
後
ろ
に
あ
っ
た
擁
壁
に
登
っ
て
、
そ
の
フ
ェ

ン
ス
に
つ
か
ま
っ
て
、
そ
れ
で
助
か
り
ま
し
た
。

　
階
段
に
行
け
ば
、
ず
っ
と
上
ま
で
上
が
て
っ
て
、
水
に
浸
か
ん
な
か
っ
た
ん
で

す
け
ど
も
。
逃
げ
た
の
が
１
歩
遅
か
っ
た
ん
で
、
そ
れ
で
フ
ェ
ン
ス
に
つ
か
ま
っ

て
背
伸
び
を
し
て
、
鼻
の
と
こ
ま
で
（
水
が
来
て
）
ぎ
り
ぎ
り
、
助
か
り
ま
し
た
。

そ
の
水
は
そ
ん
な
に
強
い
水
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
で
す
。
ど
ー
っ
と
こ
う
上
が
っ
て

来
る
よ
う
な
感
じ
で
。
そ
れ
で
引
っ
張
っ
て
行
か
れ
る
っ
て
い
う
感
じ
の
水
で
は

な
か
っ
た
ん
で
す
。

　
眺
め
て
た
っ
て
い
う
の
は
、昭
和
８
年
の
時
も
家
の
と
こ
に
は
津
波
が
来
な
か
っ

た
。「
何
か
あ
っ
た
ら
、
そ
ち
ら
に
逃
げ
れ
ば
い
い
ね
」
っ
て
、
隣
の
お
婆
さ
ん
な

ん
か
も
言
っ
て
た
ん
で
、
だ
か
ら
大
丈
夫
っ
て
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
し
、
お
爺

さ
ん
お
婆
さ
ん
に
も
、「
こ
こ
に
は
来
な
か
っ
た
」
っ
て
言
わ
れ
て
た
ん
で
、
安
心
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屋
さ
ん
、
こ
こ
し
み
が
付
い
て
る
よ
」
と
か
っ
て
、
い
わ
れ
る
こ
と
あ
り
ま
す
よ
。

大
き
な
色
絵
は
、
１
時
間
は
か
か
る
ね
。
１
色
塗
っ
て
乾
か
し
て
か
ら
次
の
色
入

れ
な
い
と
、
和
紙
の
た
め
染
み
だ
り
し
て
う
ま
く
い
か
な
い
た
め
に
、
必
ず
赤
さ

塗
っ
た
ら
次
乾
か
し
て
、
こ
の
黄
色
の
色
塗
る
と
か
順
番
に
塗
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
絵
は「
お
飾
り
」っ
て
呼
ん
で
い
ま
す
。
ち
っ
ち
ゃ
な
鯛
と
か
巾
着
と
か
ね
、

そ
ん
な
の
描
い
た
の
貼
っ
て
る
方
も
あ
り
ま
す
。
年
末
、
30
日
か
31
日
あ
た
り
に

大
掃
除
し
て
か
ら
貼
る
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。
日
の
い
い
日
と
か
大
安
と
か
、
そ

ん
な
日
を
み
て
ね
、た
い
て
い
は
、大
晦
日
に
入
る
前
か
な
。
ち
ゃ
ん
と
掃
除
し
て
、

神
さ
ま
の
お
札
貼
っ
た
り
と
か
、
そ
し
て
お
飾
り
を
貼
っ
て
、
年
取
り
を
迎
え
る
っ

て
感
じ
で
す
ね
。

　
お
飾
り
は
１
年
中
貼
っ
て
お
き
ま
す
。
そ
し
て
、
新
し
い
年
を
迎
え
る
と
き
に

取
り
替
え
ま
す
。
古
く
な
っ
た
お
飾
り
は
神
社
さ
持
っ
て
行
っ
て
焼
い
て
も
ら
う

と
か
、
自
分
の
家
で
倉
庫
の
方
で
お
客
さ
ん
が
持
っ
て
来
た
の
を
焼
き
ま
す
。

　
お
客
さ
ん
の
好
み
も
あ
っ
て
…
。
お
飾
り
の
形
も
、
色
も
ほ
と
ん
ど
替
っ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
顔
料
っ
て
い
う
の
は
、粉
に
な
っ
た
の
が
顆
粒
に
な
っ
た
よ
う
な
…
、

絵
具
と
は
ま
た
違
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
１
番
大
き
い
も
の
、
１
㍍
80
、「
い
っ
け
ん
間
」
と
い
う
や
つ
で
、
絵
柄

は
ち
ょ
っ
と
違
う
け
れ
ど
同
じ
お
大
黒
、
恵
比
寿
さ
ん
で
。
そ
の
家
の
好
み
も
そ

う
だ
し
、
そ
の
家
に
か
わ
り
ご
と
が
無
け
れ
ば
、
毎
年
同
じ
の
を
貼
る
つ
う
習
慣

が
あ
る
ん
で
す
よ
。
今
は
ち
ょ
っ
と
若
い
方
の
関
係
で
く
ず
れ
て
る
か
も
し
れ
な

い
け
ど
、
そ
い
で
も
や
っ
ぱ
り
そ
ん
な
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
色
違
い
も
代
々
伝
え

ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
年
に
不
幸
が
あ
っ
た
家
は
、
お
飾
り
を
し
ま
せ
ん
。
１
年
外
し
て
次
の
年

に
や
り
ま
す
。
あ
と
は
ま
ず
、
四
十
九
日
、
百
か
日
が
過
ぎ
て
、
貼
る
方
も
あ
る

け
ど
。「
家
は
ち
ょ
っ
と
不
幸
が
あ
っ
て
だ
め
だ
っ
た
か
ら
、
じ
ゃ
あ
こ
っ
ち
に
す

る
か
な
」
っ
て
い
う
お
客
さ
ん
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
の
ま
ま
「
前
の
と
同
じ
で
も

い
い
で
す
よ
」
っ
て
い
わ
れ
る
お
客
さ
ん
も
あ
る
し
。

　
こ
の
ご
ろ
は
気
分
転
換
で
、「
黒
い
の
貼
っ
た
か
ら
、
こ
ん
ど
は
赤
い
の
に
す

る
か
な
」
っ
て
い
う
ふ
う
な
、
そ
う
い
う
流
れ
に
も
な
っ
て
は
き
て
い
る
け
ど
も
。

２　
熊
野
町

□　
松
下
信
子
さ
ん
の
話

昭
和
11
（
１
９
３
６
）
年
生
。
熊
野
町
。
お
飾
り
屋
。

平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
８
月
11
日
、
話
を
う
か
が
っ
た
。

□　
野
田
和
子
さ
ん
の
話
（
途
中
の
談
）

昭
和
38
（
１
９
６
３
）
年
生
。
八
木
沢
。
主
婦
。
信
子
さ
ん
の
娘
。

　
私
こ
こ
さ
嫁
い
で
か
ら
54
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の
前
か
ら
う
ち
の
人
と
こ
こ
の

お
爺
さ
ん
っ
て
い
う
か
父
親
と
お
飾
り
屋
を
や
っ
て
た
ん
で
。
そ
れ
よ
り
も
も
っ

と
古
く
か
ら
や
っ
て
い
た
の
か
な
あ
。と
に
か
く
私
で
54
年
、子
育
て
し
な
が
ら
ね
。

ま
わ
り
か
ら
は
「
お
飾
り
屋
さ
ん
」
っ
て
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
年
に
１
回
の
市

場
の
出
店
と
い
う
か
市
さ
出
て
。
や
っ
と
お
得
意
さ
ん
の
お
客
さ
ん
に
町
で
会
っ

て
も
「
お
飾
り
屋
さ
ん
だ
ね
え
、
元
気
だ
ね
え
」
な
ん
て
い
わ
れ
た
り
し
ま
す
よ
。

お
客
さ
ん
は
１
年
に
１
回
だ
か
ら
、
な
か
な
か
会
う
こ
と
も
な
い
か
ら
ね
。
魚
菜

市
場
さ
朝
買
い
物
に
行
け
ば
、「
お
飾
り
屋
さ
ん
、
う
ち
の
も
買
っ
て
っ
て
」
と
か
、

い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
、
お
飾
り
屋
の
顔
で
。

　
次
の
代
に
ね
…
、
お
っ
き
い
娘
（
野
田
和
子
さ
ん
）
だ
ど
も
、
一
所
懸
命
手
伝
っ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
私
は
託
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
絵
は
描
い

て
ま
し
た
。
家
で
や
っ
て
っ
か
ら
子
ど
も
見
な
が
ら
で
も
、ま
ず
で
き
る
か
ら
ず
っ

と
や
っ
て
ま
し
た
。
う
ち
の
人
だ
っ
て
、
船
さ
乗
っ
て
た
っ
た
か
ら
、
船
さ
乗
っ

て
て
漁
が
な
い
と
き
と
か
、
切
り
上
げ
し
て
か
ら
仕
事
す
る
よ
う
な
感
じ
、
結
局

内
職
で
す
よ
ね
。
こ
れ
を
夫
婦
で
継
い
で
商
売
に
っ
て
は
、
ち
ょ
っ
と
生
活
が
…
。

　
描
く
の
は
春
先
か
ら
描
い
て
、
今
月
は
も
う
お
盆
だ
り
、
休
む
ど
も
ね
ず
、
や
っ

ぱ
り
手
数
だ
も
の
、
手
仕
事
だ
か
ら
う
ち
の
原
画
で
。
昔
は
全
部
手
で
描
い
た
ん

だ
っ
て
。
今
は
間
に
合
わ
な
い
た
め
、
原
画
も
っ
て
印
刷
屋
さ
ん
に
印
刷
し
て
も

ら
っ
て
、あ
と
は
の
り
付
け
し
て
、色
付
け
し
て
、順
番
に
で
か
し
て
い
く
ん
で
す
。

原
画
は
黒
の
部
分
で
す
。
あ
と
の
色
付
け
は
全
部
や
っ
て
ま
す
。
時
間
は
す
ご
く

か
か
り
ま
す
よ
。

　
一
応
縁
起
物
だ
か
ら
、
汚
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
描
か
な
き
ゃ
な
ん
な
い

た
め
神
経
も
使
い
ま
す
。
吟
味
し
て
描
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
買
う
お
客
さ
ん
だ
っ

て
、
神
棚
に
供
え
る
と
い
う
た
め
だ
か
ら
、
き
れ
い
な
の
が
い
い
も
の
。「
お
飾
り
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ぱ
い
上
が
っ
て
ま
し
た
。

　
私
は
あ
あ
っ
て
見
て
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、
観
光
船
だ
っ
た
の
に
気
が
付
か
な

く
て
、
私
は
県
北
バ
ス
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
、
観
光
船
と
バ
ス
と
見
違
え
て
、

何
で
こ
ん
な
と
こ
に
バ
ス
が
来
て
る
の
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
し
て
、
よ

く
よ
く
見
た
ら
観
光
船
で
、
こ
う
流
れ
て
き
て
、
鍬
ヶ
崎
の
町
さ
上
が
っ
た
ん
だ
、

そ
ん
な
感
じ
で
し
た
。
私
い
つ
も
こ
っ
か
ら
見
て
れ
ば
、
き
れ
い
な
水
色
の
海
見

て
ん
の
に
、
そ
の
日
は
黒
く
て
砂
煙
の
よ
う
な
も
ん
だ
っ
た
の
、
そ
れ
が
津
波
だ
っ

た
ん
だ
。
そ
れ
は
た
ま
げ
ま
し
た
。

　
何
だ
か
揺
れ
て
た
ま
げ
て
、
ど
う
し
た
ら
い
ん
だ
か
、
う
ろ
う
ろ
す
る
の
も
変

だ
け
ど
、
行
っ
た
り
来
た
り
行
っ
た
り
来
た
り
、
１
人
だ
か
ら
ど
う
し
た
っ
て
ね

え
。
逃
げ
よ
う
と
思
っ
て
、１
回
神
社
さ
上
が
っ
て
っ
て
。
そ
れ
か
ら
戻
っ
て
き
て
、

ち
ょ
っ
と
寒
か
っ
た
か
ら
、
上
さ
ジ
ャ
ン
バ
ー
は
お
っ
て
、
ま
た
神
社
に
行
っ
て

み
た
ら
ば
、「
仏
さ
ん
の
位
牌
が
ガ
タ
ガ
タ
っ
て
、
直
し
て
き
た
ど
も
」
っ
て
、
同

級
生
が
ね
え
。「
そ
ん
だ
ど
も
い
つ
ま
で
も
や
っ
て
ら
れ
な
く
て
、
や
っ
と
神
社
の

前
ま
で
来
た
」
っ
て
。「
波
に
追
い
か
け
ら
れ
た
」
っ
て
。

　
津
波
は
仮
設
の
辺
ま
で
、
あ
と
は
神
社
の
鳥
居
が
壊
れ
て
な
く
な
っ
て
。
も
う
、

そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
下
の
娘
か
ら
電
話
が
き
た
と
き
は
、
そ
の
と
き
は
電
話

も
通
じ
な
く
て
、「
ど
う
し
た
」
ぐ
ら
い
だ
け
で
ね
え
、
だ
め
だ
っ
た
。
な
ん
と
か

高
台
さ
あ
が
っ
た
り
、
こ
こ
ま
で
波
が
来
な
か
っ
た
ん
で
、
ま
ず
安
心
し
ま
し
た
。

　
私
の
実
家
が
、
こ
こ
か
ら
歩
い
て
10
分
ぐ
ら
い
ん
ど
こ
に
あ
る
ん
で
す
よ
。
妹

が
比
較
的
海
岸
の
近
く
に
い
る
ん
で
す
、
そ
い
で
車
を
こ
っ
ち
学
校
さ
持
っ
て
き

て
て
、そ
し
て
か
ら
避
難
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
ん
で
、し
た
ら
「
は
あ
、だ
め
だ
、

波
が
来
た
っ
け
に
、
行
が
ね
え
け
に
」
っ
て
、
妹
も
こ
こ
に
い
た
っ
た
ん
で
す
よ
。

引
い
た
後
見
だ
ら
、
も
う
小
学
校
の
校
庭
ま
で
波
が
き
て
、
そ
し
て
車
も
水
浸
し

に
な
っ
て
、「
ま
あ
、
ど
こ
さ
も
行
か
れ
ね
え
か
ら
」
っ
て
、
う
ち
さ
泊
ま
っ
て
次

の
朝
に
な
っ
て
か
ら
、「
う
ち
見
さ
行
こ
う
」
っ
つ
う
こ
と
で
、こ
の
辺
か
ら
上
が
っ

て
国
道
さ
出
て
、
そ
し
て
ま
ず
何
と
か
実
家
た
ど
り
着
い
た
の
。

　
屋
根
が
見
え
た
か
ら
、「
あ
あ
、
大
丈
夫
だ
が
…
」
っ
て
下
が
っ
た
け
ど
、
行
っ

て
み
た
ら
も
う
、
そ
ん
な
に
広
い
道
路
で
も
な
か
っ
た
け
ど
、
波
に
押
さ
れ
て
乗

用
車
が
１
台
上
が
っ
て
た
け
ど
、
う
ち
の
実
家
も
も
う
す
っ
か
り
波
が
入
っ
て
、

前
は「
こ
れ
は
こ
れ
」と
か
決
ま
っ
た
絵
を
買
う
し
、「
こ
こ
の
絵
が
い
い
か
ら
買
う
」

と
か
決
ま
っ
て
ら
っ
た
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

（
野
田
和
子
さ
ん
談
）

　
何
年
か
前
に
花
輪
と
い
う
部
落
さ
行
っ
た
と
き
、
そ
こ
の
家
で
「
10
年
何
に
も

な
か
っ
た
」
っ
て
。「
そ
れ
だ
ど
も
お
飾
り
屋
さ
ん
、
な
ん
か
何
に
も
ね
え
の
も
、

ま
た
同
じ
の
を
貼
り
た
い
け
ど
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
落
ち
そ
う
だ
」
っ
て
い
う

の
ね
。「
だ
か
ら
の
り
の
効
果
が
な
く
な
っ
た
ん
だ
し
、
10
枚
分
、
何
枚
も
貼
っ

て
れ
ば
重
み
で
取
れ
て
く
っ
こ
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
取
っ
て
お
庭
で
焼
い
て
ね
、

ま
た
同
じ
の
を
今
年
か
ら
貼
っ
て
は
ど
う
か
」
っ
て
。
そ
ん
な
こ
と
を
聞
か
れ
る

お
客
さ
ん
も
あ
っ
て
ね
。

　
横
浜
の
笠
原
商
店
と
い
う
問
屋
さ
ん
が
来
た
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
し
て
見
て
て
、

「
あ
あ
、い
い
顔
し
て
る
な
あ
、か
わ
い
い
顔
し
て
る
な
あ
、怒
こ
っ
て
ね
え
な
」
っ

て
は
、
ほ
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、
新
聞
記
者
の
方
が
市

場
を
こ
う
ざ
あ
ー
っ
と
見
て
歩
い
て
、「
こ
こ
の
顔
が
一
番
い
い
な
」
っ
て
い
わ
れ

た
こ
と
も
あ
ん
で
す
よ
。
な
か
な
か
そ
う
い
っ
て
も
ら
え
な
い
か
ら
、
う
れ
し
い

で
す
よ
。
何
十
年
も
前
で
す
け
ど
ね
。

　
「
震
災
に
遭
っ
て
流
れ
た
か
ら
、
神
棚
は
無
く
な
っ
た
か
ら
、
仮
設
（
住
宅
）
に

は
神
棚
は
無
い
か
ら
お
飾
り
は
や
ら
な
い
」と
。そ
い
で
も
や
っ
ぱ
り
落
ち
着
い
て
、

２
年
ぐ
ら
い
な
っ
た
ら
い
ず
れ
の
仮
設
の
住
宅
で
も
、「
い
っ
と
き
は
自
分
の
家
だ

か
ら
、
せ
め
て
ち
っ
ち
ゃ
い
の
で
も
貼
り
た
い
か
ら
」
っ
つ
う
お
客
さ
ん
も
あ
り

ま
し
た
っ
た
。
で
も
や
っ
ぱ
り
、
な
か
な
か
う
ち
ら
も
、
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
響
い

て
ま
す
。

　
あ
の
日
、
私
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
接
骨
院
か
ら
帰
っ
て
来
た
ん
で
す
よ
、
２
時
半

ぐ
ら
い
か
な
。
お
茶
飲
み
し
て
た
ん
だ
っ
た
、
１
人
で
ね
え
。
そ
れ
で
ね
え
地
震

に
な
っ
て
、
た
ま
げ
て
と
り
あ
え
ず
ガ
ス
（
栓
）
ひ
ね
っ
た
り
、
そ
れ
か
ら
２
階

さ
上
が
っ
て
。
こ
こ
か
ら
少
し
海
が
見
え
る
ん
で
す
よ
ね
、
家
で
。
そ
し
た
ら
、

い
や
あ
、
ど
う
し
て
風
も
吹
か
な
い
の
に
な
ん
だ
か
黒
い
砂
煙
が
、
こ
う
押
し
寄

せ
て
来
る
ん
だ
も
ね
。
そ
れ
が
波
だ
っ
た
ふ
う
だ
も
ん
の
う
。
そ
い
で
た
ま
げ
て
、

下
さ
さ
が
っ
て
、熊
野
神
社
さ
上
が
っ
た
ん
で
す
よ
。そ
し
た
ら
、み
な
さ
ん
も
い
っ
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私
た
ち
も
あ
る
っ
て
い
う
も
ん
で
、
行
っ
た
の
、
お
水
貰
え
っ
か
ら
と
思
っ
て
、

そ
し
た
ら
だ
め
っ
て
、
何
と
も
な
ら
な
い
。
う
ち
流
さ
れ
た
人
は
大
変
だ
っ
た
け

ど
…
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
し
ね
え
。

　
で
も
、「
こ
っ
ち
の
家
の
方
さ
、
早
く
水
も
電
気
も
来
た
の
で
、
私
１
人
で
い
る

よ
り
来
た
方
が
い
い
よ
」
っ
て
い
う
か
ら
、
娘
の
家
に
避
難
し
ま
し
た
。

　
私
は
八
木
沢
っ
て
い
っ
て
、
磯
鶏
か
ら
山
手
に
入
っ
た
方
な
の
で
、
津
波
も
見

る
こ
と
も
な
く
、
こ
ん
な
こ
と
が
起
き
て
る
っ
て
こ
と
も
知
ら
な
い
で
。
地
震
は

た
し
か
に
揺
れ
と
か
怖
い
思
い
し
た
け
ど
、
後
で
鍬
ヶ
崎
の
写
真
を
見
せ
ら
れ
て
、

ひ
ど
い
こ
と
に
な
っ
て
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
が
な
ん
な
の
か
が
よ
く
わ
か
ん
な
く
て
、

写
真
見
て
も
こ
れ
何
み
た
い
な
感
じ
で
。「
津
波
で
こ
う
な
っ
た
ん
だ
よ
」
っ
て
い

わ
れ
て
、「
あ
あ
、
あ
あ
」
っ
て
。	

（
野
田
和
子
さ
ん
談
）

　
立
っ
て
あ
っ
た
の
が
、
電
信
柱
が
倒
れ
て
い
く
の
が
見
え
て
…
。
そ
し
た
ら
神

社
さ
上
が
っ
て
っ
た
ら
、
そ
の
家
さ
流
さ
れ
た
旦
那
さ
ん
が
、「
ど
れ
が
う
ち
の
屋

根
な
ん
だ
か
」、「
ど
れ
が
う
ち
の
家
だ
べ
な
あ
」
っ
て
、
屋
根
が
く
っ
つ
い
て
っ

か
ら
、「
う
ち
の
屋
根
は
ど
ん
な
だ
っ
た
か
」、
結
局
記
憶
し
て
ね
え
。「
ず
っ
と
押

さ
っ
て
く
っ
つ
い
て
流
れ
て
い
く
か
ら
、
わ
か
ん
ね
え
」、
そ
ん
な
旦
那
さ
ん
も
お

り
ま
し
た
。

　
震
災
後
は
、
自
分
た
ち
は
家
が
あ
っ
て
こ
ん
な
お
飾
り
も
あ
っ
て
、
正
月
迎
え

ん
だ
も
の
な
あ
と
、
お
飾
り
を
飾
る
こ
と
が
で
き
っ
か
ら
ね
え
、
そ
れ
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
買
う
人
は
黙
っ
て
買
っ
て
。
縁
起
物
で
お
祝
い
ご
と
で
し
ょ
、

だ
か
ら
や
っ
ぱ
り
自
分
た
ち
だ
け
祝
っ
て
ね
、
楽
し
い
気
分
っ
て
こ
と
で
も
な
い

け
ど
、
や
っ
ぱ
り
そ
の
辺
が
、
震
災
に
遭
っ
た
人
、
流
さ
れ
た
人
と
流
さ
れ
な
い

人
と
は
、
ち
ょ
っ
と
気
持
ち
が
違
っ
た
が
ね
。
今
は
落
ち
着
い
て
仮
設
に
い
る
人

で
も
、「
神
棚
造
っ
て
み
っ
ぺ
」
っ
て
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
け
ど
、
初
め
の
あ
た

り
は
そ
の
気
に
は
全
然
な
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

　
知
っ
て
い
る
接
骨
院
の
先
生
の
家
も
流
さ
れ
た
ん
で
、「
な
あ
ー
ん
に
、
盆
も
正

月
も
ね
え
」っ
て
ゆ
っ
た
っ
て
。
だ
か
ら
、お
客
さ
ん
何
に
も
い
わ
な
い
で
買
っ
て
っ

た
も
ん
ね
。
少
し
ま
ず
、
何
と
な
く
そ
ん
な
と
き
で
も
、「
う
ち
で
も
貼
り
た
い
が
、

お
ひ
な
さ
ま
も
片
づ
け
な
い
ま
ん
ま
、「
お
ひ
な
さ
ま
み
ん
な
無
く
な
っ
た
あ
」
っ

て
。
全
部
は
あ
、
お
勝
手
も
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
。
２
階
は
そ
れ
で
も
波
が
上
が
っ
て

な
か
っ
た
ど
も
。
冷
蔵
庫
は
倒
れ
て
い
て
。

　
と
り
あ
え
ず
２
階
さ
上
が
っ
て
、
着
替
え
を
い
く
ら
か
持
っ
て
、
冷
蔵
庫
に
あ

る
の
を
２
人
で
大
丈
夫
な
の
を
分
け
て
し
ょ
っ
て
、
そ
し
て
、
こ
う
山
回
っ
て
ま

た
来
ま
し
た
。
だ
っ
て
、
食
べ
る
の
も
な
い
し
、
水
も
な
い
し
、
電
気
も
な
い
ん

だ
も
の
。

　
そ
れ
で
、
あ
の
地
震
が
来
た
か
ら
、
水
が
必
要
だ
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
使
い
の

水
で
も
い
い
け
に
、
私
は
風
呂
さ
も
水
溜
め
て
、
そ
し
て
今
は
バ
ケ
ツ
た
っ
て
そ

ん
な
に
あ
る
わ
け
で
も
な
い
し
で
、
ボ
ー
ル
に
も
水
汲
ん
で
。
こ
こ
は
プ
ー
ル
が

あ
っ
た
ん
で
、
ト
イ
レ
の
水
は
あ
そ
こ
か
ら
汲
ん
で
来
て
使
い
ま
し
た
。
風
呂
の

水
も
別
に
自
分
た
ち
の
風
呂
だ
か
ら
、
食
べ
物
に
は
使
わ
な
い
け
ど
、
な
に
か
洗
っ

た
り
す
る
の
に
は
、
そ
れ
で
も
使
え
て
よ
か
っ
た
。

　
水
道
も
電
気
も
１
週
間
く
ら
い
か
か
り
ま
し
た
。
車
で
持
っ
て
く
る
け
れ
ど
も
、

な
か
な
か
貰
い
に
行
く
の
も
大
変
だ
か
ら
。
食
糧
は
な
ん
と
か
持
っ
て
た
も
ん
を
、

自
分
で
ま
ず
や
っ
て
食
べ
て
。
そ
の
辺
は
困
ら
な
か
っ
た
ど
も
ね
、
お
米
あ
っ
た

か
ら
ご
飯
た
い
て
、
食
べ
た
け
れ
ど
も
。
そ
れ
だ
か
ら
っ
て
、
小
学
校
の
避
難
所

さ
行
っ
て
、
水
だ
の
お
に
ぎ
り
だ
っ
て
、
そ
れ
は
だ
め
だ
っ
て
、
ね
え
。

　
水
道
が
止
ま
っ
た
の
で
、
避
難
所
の
鍬
ヶ
崎
小
学
校
に
水
を
貰
い
に
行
っ
た
ら

ば
、「
そ
こ
は
避
難
し
て
い
る
人
た
ち
の
水
だ
か
ら
、
汲
ん
で
い
っ
ち
ゃ
だ
め
」
っ

て
い
わ
れ
て
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
持
っ
て
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
後
ろ
か
ら
が
あ
っ
て

い
わ
れ
て
。「
え
っ
ー
だ
め
だ
」
っ
て
、
私
た
ち
だ
っ
て
水
が
出
な
い
。

　
確
か
に
家
流
さ
れ
た
人
は
も
っ
と
ひ
ど
い
け
ど
、
う
ち
が
あ
っ
て
も
水
も
出
な

い
、
そ
れ
は
一
緒
だ
っ
て
思
い
な
が
ら
も
、
何
か
だ
め
な
ん
だ
っ
て
い
わ
れ
て
、

そ
ん
で
１
本
途
中
だ
っ
た
の
を
持
っ
て
き
て
、「
す
い
ま
せ
ん
」
と
か
い
っ
て
。
今

思
え
ば
、
そ
れ
は
み
ん
な
同
じ
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
と
思
っ
た
け
ど
も
何
に
も
言

え
な
い
ま
ま
、
だ
め
だ
っ
て
言
わ
れ
れ
ば
…
。「
だ
め
で
す
よ
、
こ
こ
は
避
難
所
の

水
で
す
か
ら
」
っ
て
。
え
ー
っ
て
思
っ
て
。	

（
野
田
和
子
さ
ん
談
）
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昭
和
41
（
１
９
６
６
）
年
生
。
鍬
ヶ
崎
上
町
。
包
装
資
材
店
経
営
。

平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
８
月
11
日
、
話
を
う
か
が
っ
た
。

　
３
月
11
日
の
津
波
の
被
害
で
、
本
店
の
建
物
は
残
っ
た
ん
で
す
け
ど
も
、
２
階

ま
で
浸
水
し
ま
し
て
、
会
社
の
前
に
漁
協
さ
ん
の
冷
蔵
庫
が
あ
っ
た
ん
で
、
直
撃

と
い
う
よ
り
は
ま
わ
っ
て
き
た
津
波
で
浸
水
し
ま
し
た
が
、
中
は
全
部
ぐ
ち
ゃ
ぐ

ち
ゃ
で
、
置
い
て
い
る
在
庫
も
全
部
だ
め
に
な
り
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
補
助
金
の
グ
ル
ー
プ
の
中
に
入
れ
て
い
た
だ
い
て
、
こ
こ
を
直
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
も
と
も
と
父
が
経
営
し
て
い
る
会
社
で
し
た
。
父
が

２
０
１
１
年
２
月
の
初
め
の
震
災
の
約
１
か
月
前
に
倒
れ
ま
し
て
、
そ
れ
で
関
係

各
位
と
相
談
し
た
上
で
、
急
き
ょ
父
の
会
社
か
ら
、
私
の
会
社
に
直
し
て
、
３
月

か
ら
開
業
す
る
準
備
を
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
ま
し
た
。

　
当
日
も
駅
前
の
岩
手
銀
行
に
手
続
き
等
で
回
っ
て
ま
し
て
。
銀
行
の
中
で
地
震

に
遭
い
ま
し
て
揺
れ
が
な
か
な
か
収
ま
ん
な
い
で
、
急
き
ょ
揺
れ
て
る
最
中
に
車

で
移
動
し
て
、
本
店
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
変
な
話
で
す
が
、
津
波
が
来
な
い
だ
ろ
う
で
は
な
い
ん
で
す
け
ど
、
大
な
り
小

な
り
皆
さ
ん
ど
っ
か
に
そ
う
い
う
気
持
ち
が
少
し
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

私
も
ま
さ
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
た
だ
い
ち
お
う
揺
れ
が
大
き
い
の
で
、
ち
よ
っ

と
ま
ず
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
急
い
で
会
社
に
帰
り
ま
し
た
。

　
２
時
46
分
、
そ
の
時
は
本
店
の
メ
ン
バ
ー
は
、
た
ま
た
ま
全
員
３
時
の
休
憩
に

合
わ
せ
て
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
私
が
来
る
前
に
み
ん
な
戻
っ
て
来
て
て
。
男
性
陣

は
浄
土
ヶ
浜
の
高
台
に
車
の
移
動
を
し
て
く
れ
て
、
女
性
陣
は
中
の
重
要
書
類
を

取
り
ま
と
め
し
て
、
私
の
車
が
来
て
そ
れ
に
全
部
積
み
込
ん
で
、
ち
ょ
っ
と
揺
れ

が
大
き
い
か
ら
、
念
の
た
め
に
避
難
し
よ
う
か
っ
て
話
を
し
て
た
ら
、
車
を
置
い

て
き
た
社
員
か
ら
、
宮
古
湾
の
水
が
引
き
始
め
て
い
る
と
。
や
ば
い
ぞ
と
い
う
こ

と
で
、
急
き
ょ
み
ん
な
で
避
難
し
ま
し
た
。
い
ち
お
う
念
の
た
め
に
戸
締
り
だ
け

は
し
て
行
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
。

　
私
は
街
中
の
ホ
テ
ル
沢
田
屋
さ
ん
の
並
び
の
上
に
、
新
町
店
兼
実
家
に
避
難
し

て
、
あ
と
の
み
ん
な
は
浄
土
ヶ
浜
高
台
に
逃
げ
た
ん
で
す
が
ね
。
１
名
の
社
員
だ

け
こ
ち
ら
の
方
に
避
難
し
て
来
た
の
で
、
山
手
づ
た
い
に
気
を
付
け
て
帰
る
よ
う

に
指
示
し
て
帰
し
ま
し
た
。

ど
ん
な
の
が
い
い
か
」
と
か
、「
じ
ゃ
あ
、こ
れ
買
っ
て
い
く
か
ら
や
っ
て
く
れ
」
っ

て
、
そ
ん
な
お
客
さ
ん
も
い
ま
し
た
。
な
か
な
か
こ
れ
も
、
だ
か
ら
テ
レ
ビ
屋
さ

ん
に
、「
ど
ん
な
気
持
ち
で
描
い
て
っ
か
」
っ
て
い
わ
れ
て
も
、「
喜
ん
で
描
い
て

ま
す
」と
も
い
え
な
い
し
…
。「
な
く
な
っ
て
大
変
で
す
よ
」と
も
い
わ
れ
な
い
し
…
。

喜
ん
で
は
い
ら
れ
な
い
し
、
そ
う
か
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
沈
ん
だ
気
持
ち
で
も
い

ら
れ
な
い
し
、
早
く
い
い
年
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
な
と
か
。

　
馬
も
牛
も
豚
も
あ
る
し
、
稲
荷
さ
ん
も
お
か
め
さ
ん
も
あ
る
し
、
た
だ
お
財
布

と
か
、
お
供
え
、
山
の
神
さ
ま
と
か
、
ス
ル
メ
、
イ
カ
釣
り
の
船
…
。
牛
を
飼
っ

て
る
方
は
牛
舎
に
貼
る
ん
で
す
。
玄
関
に
貼
っ
て
る
家
も
あ
り
ま
す
、
牛
の
絵
は
。

馬
は
今
、
昔
飼
っ
て
ら
っ
た
か
ら
っ
て
買
っ
て
る
方
も
あ
り
ま
す
。
お
稲
荷
さ
ん

は
自
分
ち
で
神
社
祀
っ
て
る
方
。お
か
め
さ
ん
は
お
勝
手
が
賑
や
か
で
い
つ
も
笑
っ

て
る
よ
う
に
っ
て
、
お
勝
手
さ
貼
っ
て
ま
す
っ
て
。
み
ん
な
ひ
っ
く
る
め
て
お
飾

り
っ
て
い
い
ま
す
。

　
「
お
飾
り
市
」っ
て
い
い
ま
す
。「
お
飾
り
買
い
に
魚
菜
市
場
に
行
く
す
か
」っ
て
。

お
父
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
私
が
お
飾
り
屋
さ
ん
の
当
番
に
当
た
っ
た
ん
で

す
よ
。
本
当
に
本
当
に
、
私
も
う
ち
の
人
が
生
き
て
や
っ
て
ら
っ
た
か
ら
、
全
然

こ
う
な
ん
だ
よ
っ
て
い
わ
れ
て
も
、
は
い
は
い
っ
て
だ
け
な
の
に
、
そ
れ
が
こ
ん

だ
自
分
の
番
に
な
っ
て
、
本
当
に
弱
り
ま
し
た
。

　
山
田
の
方
で
は
、「
蓬ほ

う
莱れ

い
屋
さ
ん
」
っ
て
い
わ
れ
ん
で
す
。
私
も
初
め
は
わ
か
ら

な
か
っ
た
け
ど
、こ
れ
は
宝
が
来
る
っ
て
描
い
て
あ
っ
た
な
あ
っ
て
思
っ
て
。
宮
古
、

こ
の
辺
は
お
飾
り
、
お
飾
り
屋
さ
ん
。

　
震
災
を
境
に
し
て
数
は
ち
ょ
っ
と
減
り
ま
し
た
、
私
も
。
田
老
の
方
か
ら
、
山

田
の
方
か
ら
来
る
お
客
さ
ん
も
あ
っ
た
り
、
魚
菜
市
場
で
チ
ラ
シ
出
し
た
り
と
か

口
コ
ミ
で
広
ま
っ
た
り
で
。
山
田
の
人
だ
ね
、
う
ち
ま
で
訪
ね
て
き
て
く
れ
た
お

客
さ
ん
も
い
ま
し
た
。
こ
の
前
、
東
京
の
方
だ
っ
て
、「
山
の
神
さ
ま
欲
し
い
」
っ

て
、
そ
ん
で
２
人
い
る
の
と
１
人
の
と
あ
る
っ
て
私
い
っ
た
の
。
そ
し
た
ら
「
ど
っ

ち
だ
か
な
」
っ
て
。「
そ
ん
じ
ゃ
あ
２
枚
送
り
ま
す
か
」
っ
て
送
っ
て
や
っ
た
ん
だ
。

３　
鍬
ヶ
崎
上
町

□　
阿
部
勝
久
さ
ん
の
話
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と
思
っ
て
。
た
だ
み
な
さ
ん
が
一
所
懸
命
写
真
撮
っ
て
、
大
変
だ
大
変
だ
っ
て
騒

い
で
い
ま
し
た
。

　
私
は
も
う
１
回
病
院
に
戻
っ
て
、
親
父
が
大
丈
夫
だ
と
い
う
の
を
確
認
し
て
、

後
は
お
ふ
く
ろ
に
と
り
あ
え
ず
、「
こ
こ
に
い
な
さ
い
」
っ
て
指
示
を
し
て
。
そ
っ

か
ら
、
次
は
食
べ
物
が
な
い
な
と
向
か
い
の
ロ
ー
ソ
ン
に
行
っ
た
ん
で
す
。

　
そ
し
た
ら
す
ご
い
行
列
に
な
っ
て
い
て
、
地
震
で
停
電
に
な
っ
て
い
て
、
レ
ジ

じ
ゃ
な
く
て
電
卓
で
や
っ
て
て
、
当
面
の
飲
み
物
と
何
か
お
な
か
の
足
し
に
な
る

も
の
と
思
っ
て
。
カ
ゴ
２
つ
も
買
い
ま
し
た
け
ど
。
で
も
、
み
な
さ
ん
も
同
じ
よ

う
な
感
じ
で
、
行
っ
た
ら
ご
は
ん
類
パ
ン
類
は
一
切
な
く
て
、
簡
単
な
洋
菓
子
だ
っ

た
り
と
か
、
お
煎
餅
だ
と
か
、
飲
み
物
が
ま
だ
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
私
が
行
っ
た

と
き
に
は
。
そ
れ
を
買
う
の
に
１
時
間
以
上
か
か
り
ま
し
て
。

　
そ
れ
を
持
ち
な
が
ら
、
今
度
も
う
１
回
浄
土
ヶ
浜
の
第
三
駐
車
場
に
行
っ
た
ら
、

車
に
乗
り
合
わ
せ
て
い
た
従
業
員
に
会
っ
た
ん
で
、
今
後
の
指
示
を
し
て
食
料
と

飲
み
物
を
半
分
分
け
し
て
、
半
分
は
持
っ
て
帰
っ
て
き
て
、
そ
の
日
の
夜
は
私
も

そ
の
ま
ま
病
院
に
…
。

　
私
が
は
っ
き
り
見
た
津
波
は
、
測
候
所
か
ら
鍬
ヶ
崎
に
来
た
津
波
で
、
ど
す
黒

い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
、
き
れ
い
な
グ
リ
ー
ン
じ
ゃ
な
か
っ
た
こ

と
は
覚
え
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
見
た
こ
と
も
な
い
光
景
で
し
た
。

　
た
だ
、
目
の
前
で
建
物
が
見
え
な
く
な
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
ふ
つ
う
見
る
波
じ
ゃ

な
い
ん
で
、
映
画
の
よ
う
な
大
き
な
波
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
ど
、
と
に
か
く
大
量

の
水
が
が
ー
ん
と
押
し
寄
せ
て
来
る
よ
う
な
感
じ
で
、
建
物
が
一
気
に
呑
み
込
ま

れ
た
ん
だ
な
あ
と
思
っ
て
で
す
ね
。

　
最
初
に
経
験
し
た
の
は
川
を
遡
っ
て
い
く
津
波
、
そ
れ
か
ら
す
ぐ
道
路
の
反
対

側
か
ら
測
候
所
の
下
見
た
ら
、
ざ
ば
ー
ん
と
来
て
、
た
ぶ
ん
同
じ
津
波
じ
ゃ
な
い

で
す
か
ね
。
そ
れ
か
ら
移
動
し
て
か
ら
、
蛸
の
浜
の
と
こ
ろ
が
す
っ
か
り
海
の
水

が
引
い
て
い
る
ん
で
、
た
ぶ
ん
そ
れ
で
も
う
１
回
が
が
ー
っ
と
引
い
て
、
ま
た
来

た
ん
で
す
ね
。

　
こ
こ
の
本
店
も
親
父
が
建
て
て
か
ら
19
年
ぐ
ら
い
に
な
る
ん
で
す
け
ど
、
太
い

鉄
骨
で
建
て
ま
し
た
ん
で
。
建
物
は
残
っ
た
ん
で
す
よ
、
壁
は
抜
け
て
中
は
全
部

ぐ
じ
ゃ
ぐ
じ
ゃ
で
し
た
け
れ
ど
も
。
若
い
頃
、
写
真
の
仕
事
を
し
た
こ
と
が
あ
る

　
後
は
だ
れ
も
来
な
い
の
で
み
ん
な
が
ち
ゃ
ん
と
逃
げ
た
か
の
確
認
と
、
県
立
宮

古
病
院
に
、
父
が
入
院
し
て
い
て
母
が
看
護
で
い
た
の
で
、
従
業
員
の
安
否
の
確

認
と
様
子
を
見
に
行
こ
う
と
思
っ
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
前
の
道
路
を
戻
っ
て
来
た
時
に
、

宮
古
漁
協
の
マ
リ
ン
バ
ン
ク
の
あ
た
り
か
、
塩
屋
さ
ん
あ
た
り
の
間
を
、
車
で
走
っ

て
い
た
ら
、
川
沿
い
の
防
潮
堤
の
向
こ
う
に
、
い
つ
も
だ
っ
た
ら
泊
ま
っ
て
い
る

船
の
ア
ン
テ
ナ
し
か
見
え
な
い
ん
で
す
が
、
船
が
だ
ん
だ
ん
と
上
が
っ
て
き
て
で

す
ね
、
ひ
っ
く
り
返
っ
て
赤
い
船
底
を
見
せ
た
ま
ま
、
上
流
に
流
れ
て
ゆ
く
の
が

見
え
た
ん
で
す
よ
ね
。

　
や
ば
い
と
思
っ
て
、
無
我
夢
中
で
ア
ク
セ
ル
踏
ん
で
、
田
老
方
面
に
上
が
っ
て
、

高
台
の
測
候
所
の
少
し
手
前
あ
た
り
で
車
を
止
め
て
、
振
り
返
り
ま
し
た
ら
、
川

沿
い
を
水
し
ぶ
き
を
た
て
て
津
波
が
あ
が
っ
て
い
く
の
が
見
え
た
。
津
波
っ
て
い

う
よ
り
水
が
上
流
に
逆
流
す
る
の
が
見
え
て
。
私
が
車
で
走
っ
て
い
る
時
は
津
波

は
溢
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
後
、
す
ぐ
に
溢
れ
出
し
た
り
で
、
私
も
間
一

髪
で
し
た
。
反
対
側
の
道
路
の
測
候
所
の
方
か
ら
、
鍬
ヶ
崎
方
面
が
見
え
る
ん
で

す
け
ど
。
宮
冷
さ
ん
（
宮
古
製
氷
冷
凍
工
場
㈱
）
は
高
い
建
物
な
の
で
見
え
た
ん

で
す
け
ど
、
私
の
見
間
違
え
で
な
け
れ
ば
、
須
藤
水
産
さ
ん
が
見
え
な
く
な
っ
た

ん
で
す
よ
。

　
せ
っ
か
く
代
替
わ
り
し
た
の
に
…
、
あ
あ
も
う
、
こ
れ
で
も
う
う
ち
も
終
わ
っ

た
な
っ
て
思
い
ま
し
た
ね
。
そ
こ
で
し
ょ
ぼ
く
れ
て
て
も
し
ょ
う
が
な
い
の
で
、

ま
ず
は
安
全
確
認
だ
と
い
う
こ
と
で
、
国
道
45
号
か
ら
浄
土
ヶ
浜
に
入
っ
て
行
く

橋
の
方
ま
で
走
っ
て
、
蛸
の
浜
の
上
に
行
き
ま
し
た
ら
、
避
難
し
た
け
っ
こ
う
な

人
数
の
人
が
橋
の
上
に
立
っ
て
、
海
を
見
て
ん
で
す
よ
ね
。

　
私
は
地
震
が
あ
っ
た
ん
で
、
橋
の
継
ぎ
目
と
か
も
ず
れ
る
可
能
性
ま
で
も
気
を

付
け
て
運
転
し
て
行
っ
た
ん
で
す
よ
。
み
な
さ
ん
が
止
ま
っ
て
る
ん
で
何
だ
べ
と

思
っ
て
降
り
た
ら
、
蛸
の
浜
の
水
が
す
っ
か
り
引
い
て
て
。
た
ぶ
ん
水
深
５
、６
㍍

よ
り
も
っ
と
深
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
が
す
っ
か
り
底
が
見
え
て
、
や
ば

い
な
と
思
っ
て
、
そ
っ
か
ら
ケ
イ
タ
イ
で
パ
シ
ャ
パ
シ
ャ
と
撮
っ
て
、
す
ぐ
に
移

動
し
て
従
業
員
を
探
し
た
ん
で
す
け
ど
、
見
つ
け
ら
れ
な
く
て
、
そ
っ
か
ら
駐
車

場
内
ぐ
る
っ
と
見
た
ん
で
す
が
見
つ
か
ん
な
い
た
め
に
戻
っ
て
き
て
。
蛸
の
浜
の

橋
も
高
い
か
ら
、
大
丈
夫
だ
と
思
っ
た
け
ど
、
も
し
足
元
す
く
わ
れ
た
ら
怖
い
な
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と
。

　

４
年
経
つ
ん
で
す
が
ま
だ
夢
か
な
っ
て
、
ま
だ
消
え
な
い
ん
で
す
ね
。
た
だ
、

そ
う
い
う
惨
状
は
見
て
る
け
ど
、
現
実
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
な
い
と
い
う
か
、

認
め
た
く
な
い
っ
つ
ん
だ
か
。
自
分
に
と
っ
て
は
自
慢
の
家
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど

も
、借
金
し
て
建
て
た
。
今
70
な
ん
で
す
け
ど
。
37
歳
で（
建
て
た
）。
あ
と
ち
ょ
っ

と
リ
フ
ォ
ー
ム
す
れ
ば
い
い
な
、
っ
て
時
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
も
。

　
自
分
自
身
は
津
波
の
体
験
は
し
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
次
の
日
に
自
分
の
町

の
惨
状
を
見
た
時
に
、
こ
れ
本
当
に
夢
か
な
っ
て
思
っ
て
、
そ
ん
な
感
じ
が
し
て
。

そ
れ
で
、
と
り
あ
え
ず
山
に
避
難
し
た
ん
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
３
晩
目
か
ら
物
資
が
来
な
く
て
、
何
も
な
い
で
す
ね
、
支
援
と
い

う
の
が
何
も
な
い
し
、
避
難
し
て
い
る
訳
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ら
。
そ
う
し
た
ら
、

避
難
し
て
い
る
人
は
何
で
も
貰
え
る
ん
だ
っ
て
い
う
話
ね
。
自
分
が
山
の
小
屋
に

住
ん
で
、
下
の
自
宅
が
流
さ
れ
て
山
の
小
屋
に
住
ん
で
い
る
、
そ
う
い
う
人
が
何

も
貰
え
な
い
っ
て
い
う
の
は
、
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
。

　
市
役
所
に
掛
け
合
っ
た
り
、
県
に
掛
け
合
っ
た
り
、
そ
い
で
も
だ
め
だ
っ
て
。

県
で
は
赤
十
字
に
話
し
ま
す
け
ど
っ
て
程
度
で
ね
。「
じ
ゃ
あ
、
仮
設
に
入
っ
ぺ
」

と
。
で
、
電
話
し
た
ら
「
７
月
11
日
で
締
め
切
っ
て
ま
す
」
と
。「
そ
れ
ど
こ
で
分

か
っ
た
ん
だ
」
っ
て
話
。「
広
報
で
報
告
し
て
い
ま
す
」
っ
て
い
う
話
で
ね
。「
広

報
な
ん
て
見
て
ま
せ
ん
よ
」っ
て
い
う
感
じ
で
。
そ
う
し
た
ら「
空
い
て
ま
し
た
」っ

て
あ
り
ま
し
た
ん
で
、「
ど
こ
に
お
住
ま
い
に
な
り
た
い
ん
で
す
か
」
っ
つ
う
か
ら
、

「
崎
山
か
ら
鍬
ヶ
崎
の
あ
い
だ
」と
。「
上
の
方
と
相
談
し
て
み
ま
す
」っ
つ
う
訳
で
。

そ
い
で
「
入
居
が
決
ま
り
ま
し
た
」
っ
て
。「
申
請
書
か
何
か
出
す
の
か
な
」
っ
て

言
っ
た
ら
、「
住
宅
課
に
来
て
く
だ
さ
い
」
っ
て
。

　
お
陰
で
仮
設
に
入
っ
て
、
４
年
に
な
る
ん
で
す
け
ど
ね
。
な
ん
と
は
な
し
に
、

自
治
会
長
な
ん
つ
う
も
の
を
さ
せ
ら
れ
て
で
す
ね
。
こ
こ
は
一
番
新
し
い
最
後
の

仮
設
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
私
が
８
月
の
４
日
か
な
、
こ
こ
に
入
っ
た
の
は
。
こ
う

い
う
仮
設
住
宅
に
入
っ
た
人
た
ち
が
優
遇
さ
れ
て
ね
。
住
宅
の
下
だ
け
流
さ
れ
て
、

電
化
製
品
全
部
流
さ
れ
て
上
に
住
ん
だ
り
ね
、
自
分
で
仮
設
造
っ
た
り
、
そ
う
い

う
人
が
全
然
優
遇
さ
れ
な
い
っ
て
、
す
ご
く
憤
り
を
感
じ
て
ね
。
市
に
行
っ
て
交

渉
す
ん
で
す
け
ど
、
担
当
者
は
下
向
い
て
上
向
か
な
ん
で
す
よ
。
ど
う
し
ょ
う
も

ん
で
ね
え
、
知
っ
て
い
る
方
に
は
「
写
真
を
撮
れ
ば
良
か
っ
た
の
に
」
っ
て
言
わ

れ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
え
、
そ
の
時
は
と
て
も
そ
う
い
う
気
持
ち
に
は
な
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

４　
日
の
出
町
仮
設
団
地

□　
小
林
一
二
三
さ
ん
の
話

昭
和
19（
１
９
４
４
）年
生
。
鍬
ヶ
崎
下
町
。
元
会
社
員
。
仮
設
住
宅
自
治
会
長
。

平
成
27（
２
０
１
５
）年
３
月
８
日
、日
の
出
町
仮
設
住
宅
で
話
を
う
か
が
っ
た
。　

　
３
月
11
日
は
、
私
は
崎
鍬
ヶ
崎
で
盆
栽
と
か
山
野
草
を
や
っ
て
ま
し
て
ね
。
地

震
、あ
ん
ま
り
揺
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。家
内
に
電
話
し
て
も
全
然
通
じ
な
い
し
、

45
号
下
っ
て
き
た
ら
渋
滞
で
行
け
な
く
て
、
旧
道
回
っ
て
鍬
ヶ
崎
小
学
校
ま
で
来

た
ら
、水
が
校
庭
ま
で
上
が
っ
て
て
、そ
こ
の
大
倉
辰
夫
さ
ん
の
ク
ル
マ
が
流
れ
て
、

１
階
ま
で
浸
水
し
て
。

　
「
う
ち
の
家
内
も
終
わ
り
だ
な
」
と
。
愕
然
と
し
て
、
そ
う
し
た
ら
島
崎
電
器
の

奥
さ
ん
が
「
や
あ
大
丈
夫
だ
か
ら
、奥
さ
ん
は
ど
こ
か
避
難
し
て
た
ん
だ
か
ら
」
っ

て
言
わ
れ
て
。
茫
然
自
失
で
帰
っ
た
ん
で
す
。

　
山
（
崎
鍬
ヶ
崎
）
に
行
っ
た
ら
家
内
が
来
て
て
、「
よ
く
来
た
な
」
っ
て
。
そ
し

た
ら
部
落
の
自
治
会
の
奥
さ
ん
が
、チ
ャ
ル
メ
ラ
（
即
席
ラ
ー
メ
ン
）
５
つ
袋
持
っ

て
き
て
、「
あ
あ
、
な
ん
と
か
こ
れ
で
生
き
ら
れ
る
な
」
と
。
そ
れ
か
ら
、
臼
木
山

（
通
称
・
サ
ク
ラ
山
）
に
行
っ
て
高
台
か
ら
鍬
ヶ
崎
見
た
ら
ね
、「
こ
れ
夢
な
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
」
っ
て
。
何
も
な
い
し
、
用
事
も
な
い
し
、
茫
然
自
失
。
涙
も
出
な
い

ん
で
す
ね
。「
本
当
な
ん
だ
ろ
う
か
」
っ
て
ね
。
陸
中
丸
が
ど
ん
と
陸
上
に
上
が
っ

て
ね
。
す
ご
い
惨
状
な
訳
で
す
け
ど
ね
え
。
有
料
道
路
の
橋
か
ら
何
人
か
が
飛
び

降
り
自
殺
し
て
ね
え
、
も
う
前
途
悲
観
し
て
だ
っ
た
ら
し
い
ん
で
す
。
私
は
見
て

な
い
で
す
け
ど
ね
え
。

　
も
し
仮
に
、
私
が
す
ぐ
ね
、
自
宅
に
戻
れ
ば
、
私
欲
た
か
り
だ
か
ら
、
権
利
書

だ
な
ん
だ
っ
て
や
っ
て
て
ね
、
母
ち
ゃ
ん
逃
げ
て
、
私
の
方
が
亡
く
な
っ
た
ん
じ
ゃ

あ
な
い
か
な
あ
。私
が
ゆ
っ
く
り
構
え
て
ね
、30
分
、40
分
で
、も
っ
と
早
く
行
け
ば
、

も
う
ず
っ
と
下
っ
て
ね
。
逆
に
先
輩
か
ら
、「
お
ま
え
が
亡
く
な
っ
た
の
か
な
あ
」っ

て
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
家
内
の
親
戚
が
、「
奥
さ
ん
が
無
事
で
よ
か
っ
た
な
あ
」
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て
、
そ
れ
だ
け
大
き
い
津
波
は
来
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
。
小
さ
い
頃
、
宮
古
港

に
死
体
が
こ
う
重
な
っ
て
、
な
に
津
波
だ
っ
た
か
の
記
憶
に
は
な
い
ん
で
す
け
ど

も
、
そ
う
い
う
記
憶
は
あ
る
ん
で
す
。

　
避
難
訓
練
の
と
き
は
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
て
、
鍬
ヶ
崎
小
学
校
に
行
っ
て
、
ま
ず

町
内
何
人
参
加
し
た
っ
て
、
う
ち
の
方
の
町
内
は
町
内
で
、
そ
れ
を
自
治
体
、
行

政
の
担
当
者
が
来
て
、
そ
れ
で
う
ち
の
方
は
何
名
、
何
名
っ
て
。
そ
の
時
に
、
い

の
一
番
に
避
難
し
て
き
た
人
が
、
犠
牲
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
ね
、
３
・
11
で
ご
夫

婦
が
。

　
鍬
ヶ
崎
小
学
校
の
そ
ば
で
す
か
ら
ね
。
私
の
盆
栽
仲
間
の
先
輩
も
顔
を
出
す
け

ど
ね
え
、「
防
潮
堤
越
え
て
津
波
が
来
な
い
」
っ
て
夫
婦
で
見
て
た
っ
た
ら
し
い
ん

で
す
。「
何
で
み
ん
な
逃
げ
ん
だ
べ
な
あ
」
っ
て
ね
。
清
水
川
を
上
が
っ
て
来
た
と

思
う
ん
で
す
よ
ね
、
鍬
ヶ
崎
小
学
校
ま
で
津
波
が
来
る
っ
て
、
私
も
想
定
し
ま
せ

ん
も
の
ね
。

　
昔
っ
か
ら
と
い
う
か
、
先
人
っ
つ
う
か
ね
、
蛸
の
浜
を
越
え
る
津
波
が
来
れ
ば
、

鍬
ヶ
崎
は
終
わ
り
だ
っ
て
、
言
っ
て
る
も
ん
で
し
た
も
ん
ね
。
あ
れ
は
越
え
な
い

も
ん
だ
っ
て
い
う
認
識
で
す
も
の
ね
。
そ
れ
が
越
え
た
か
ら
、（
宮
古
湾
と
蛸
の
浜

の
）両
方
ね
。
私
の
親
戚
も
安
心
し
て
た
か
ら
。
裸
足
で
逃
げ
た
っ
て
、今
、助
か
っ

て
こ
こ
に
い
っ
け
ど
ね
。
天
災
っ
て
い
う
の
は
想
像
が
つ
か
な
い
、
そ
う
い
う
も

ん
か
ね
え
。

□　
田
中
登
世
子
さ
ん
の
話

昭
和
18
（
１
９
４
３
）
年
生
。
鍬
ヶ
崎
。
主
婦
。
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３

月
13
日
、
鍬
ヶ
崎
小
学
校
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
仮
設
住
宅
で
５
名
の
方
か
ら
話
を

う
か
が
っ
た
。　

　
私
は
そ
の
日
の
午
前
中
は
、
漁
協
の
地
区
別
研
修
が
あ
っ
て
、
藤
原
で
み
な
さ

ん
と
会
っ
て
、
勉
強
会
を
し
て
。
思
う
よ
り
早
く
終
わ
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
ま

ま
車
で
自
宅
ま
で
来
て
。
家
の
近
く
で
、
ま
た
明
日
の
こ
と
を
相
談
し
な
が
ら
、

家
さ
帰
っ
て
行
っ
た
の
が
２
時
な
ん
で
す
よ
。

　
少
し
疲
れ
た
か
ら
寝
て
、
そ
の
時
に
地
震
が
来
た
ん
で
す
よ
。
大
っ
き
な
地
震

が
来
て
、
た
ま
げ
て
１
回
は
出
た
ん
で
す
け
ど
、
昔
の
こ
と
で
あ
っ
て
も
地
震
が

無
い
ん
で
す
よ
ね
、
あ
の
人
た
ち
も
ね
。

　
姉
が
来
て
貰
え
る
っ
て
話
な
ん
で
す
よ
ね
。
で
、市
長
に
も
話
し
た
ん
で
す
。「
不

合
理
じ
ゃ
な
い
か
」っ
て
。
同
じ
災
害
な
の
に
、た
ま
た
ま（
住
宅
の
）下
が
流
れ
て
、

た
ま
た
ま
上
が
空
い
て
た
ん
で
住
ん
で
い
る
人
、
こ
う
い
う
人
は
何
に
も
貰
え
な

い
訳
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
私
は
物
資
と
か
そ
う
い
う
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

鍬
ヶ
崎
小
学
校
と
か
被
災
し
た
人
た
ち
、
そ
う
い
う
人
た
ち
は
正
常
な
神
経
じ
ゃ

な
い
か
ら
、「
お
め
え
た
ち
は
関
係
な
い
」と
か「
お
め
え
ら
来
っ
と
こ
じ
ゃ
な
い
」っ

て
。

　
こ
ん
ど
は
90
人
い
た
の
が
、
弁
当
が
２
０
０
く
ら
い
に
な
っ
た
ん
で
す
。
こ
ん

ど
は
関
係
な
い
人
、
被
災
し
な
い
人
、
そ
う
い
う
人
も
恩
恵
に
被
っ
て
い
た
っ
た

訳
で
す
よ
。
行
政
は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
ん
で
す
。
で
も
周
囲
か
ら
い
ろ
い
ろ
あ
っ

て
か
ら
、
罹
災
証
明
書
を
提
示
し
な
け
れ
ば
…
。
実
際
被
害
に
遭
っ
て
る
人
が
恩

恵
を
被
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
。
仮
設
に
入
っ
た
ら
何
で
も
あ
る
、
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
か
ら
冷
蔵
庫
か
ら
ね
、
目
覚
ま
し
（
時
計
）
か
ら
爪
切
り
か
ら
歯
ブ
ラ
シ
か

ら
屑
物
入
れ
、
全
部
一
式
で
す
も
の
。
米
が
10
㌔
ね
。
今
回
の
災
害
を
通
じ
て
、

行
政
も
大
変
な
ん
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
何
回
も
話
を
し
て
。

　
鍬
ヶ
崎
小
学
校
は
避
難
所
な
ん
で
す
け
ど
、
生
徒
は
み
ん
な
熊
野
神
社
に
避
難

し
た
ん
で
す
、
あ
の
高
台
に
。
校
庭
は
も
う
浸
水
し
て
ま
す
か
ら
。
私
が
行
っ
た

時
に
は
屋
上
に
も
人
が
い
ま
し
た
ね
。
３
・
11
以
前
に
、
３
月
に
避
難
訓
練
を
や

る
ん
で
す
よ
ね
。そ
い
で
私
も
会
長
や
っ
て
た
も
ん
で
す
か
ら
、避
難
訓
練
や
っ
て
。

　
津
波
が
３
㍍
来
る
っ
て
話
で
、
あ
る
方
が
た
い
そ
う
憤
慨
し
た
っ
た
ん
で
す
。

３
㍍
だ
っ
て
、
嘘
つ
い
た
っ
て
、
気
象
庁
は
す
べ
っ
た
の
転
ん
だ
の
っ
て
。
そ
の

人
が
自
転
車
で
海
さ
行
っ
た
ら
し
い
ん
で
す
よ
、
３
・
11
の
時
、
津
波
さ
見
に
。

そ
い
で
、
よ
う
や
く
屋
根
伝
わ
っ
て
助
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
。
も
し
死
ん
で
た
ら

物
笑
い
で
す
も
の
ね
。
す
ご
く
怒
っ
て
や
っ
た
ん
で
す
。
い
わ
ゆ
る
て
ん
で
ん
こ
っ

て
や
つ
で
す
け
ど
、
た
だ
逃
げ
る
と
。
常
に
夫
婦
で
も
子
ど
も
ら
で
も
話
し
て
、

ど
こ
さ
逃
げ
て
ど
こ
さ
連
絡
取
れ
る
と
こ
さ
、
逃
げ
ろ
と
ね
、
こ
れ
が
鉄
則
じ
ゃ

な
い
か
な
あ
と
。

　
む
か
し
、
子
ど
も
の
頃
は
私
、
海
の
そ
ば
だ
っ
た
ん
で
見
さ
行
っ
た
で
す
も
の

ね
え
、
津
波
っ
て
言
え
ば
。
ざ
ー
っ
と
水
が
引
い
て
っ
て
ね
、
ま
た
逃
げ
た
り
し
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た
け
ど
も
、
私
は
怖
く
て
見
ら
れ
な
く
て
、
し
ゃ
が
ん
で
し
ま
っ
た
た
け
ど
。

　
今
思
え
ば
、
70
に
な
ん
だ
け
ど
、
何
年
も
津
波
っ
つ
う
の
は
聞
い
て
ま
す
よ
ね
。

避
難
と
い
う
の
も
い
つ
も
聞
い
て
る
ん
で
す
。で
も
、大
し
た
こ
と
な
い
と
思
っ
て
。

今
ま
で
は
準
備
は
し
て
も
逃
げ
た
こ
と
な
い
。
そ
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
か
ら
。
今

回
も
来
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
つ
う
気
持
ち
だ
っ
た
か
ら
。
あ
れ
が
間
違
い
で

す
。
今
は
地
震
が
来
て
、
津
波
が
来
る
っ
た
ら
、
さ
っ
と
逃
げ
る
…
。

　
私
た
ち
が
熊
野
神
社
に
上
が
っ
た
時
は
、
鍬
ヶ
崎
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
も
上

に
上
が
っ
て
い
て
、
誰
も
泣
か
な
い
で
静
か
に
黙
っ
て
し
ゃ
が
ん
で
ま
し
た
。
う

ち
の
孫
が
ち
ょ
う
ど
そ
ん
時
は
５
年
生
（
女
子
）
だ
っ
た
か
ら
、
孫
が
い
た
か
と

思
っ
て
先
に
見
て
。
大
丈
夫
で
。「
こ
こ
に
婆
ち
ゃ
ん
と
見
た
か
ら
」
と
い
う
こ
と

で
、
最
後
孫
た
ち
も
婆
ち
ゃ
ん
と
爺
ち
ゃ
ん
し
か
い
な
か
っ
た
か
ら
、
連
れ
て
帰
っ

て
来
た
け
ど
。

　
そ
の
後
は
、
家
ご
と
に
な
っ
て
、「
学
校
で
毛
布
と
か
用
意
し
て
る
か
ら
」
っ
て

言
う
か
ら
、
う
ち
の
近
所
の
人
た
ち
が
そ
こ
に
い
た
か
ら
、「
じ
ゃ
、
い
っ
し
ょ
の

行
動
し
よ
う
」
っ
て
、い
っ
し
ょ
に
連
れ
て
来
た
ん
で
す
よ
。
学
校
の
２
階
に
入
っ

て
。
私
は
９
時
頃
か
な
。
息
子
が
消
防
に
行
っ
て
る
た
め
で
。
息
子
は
そ
の
日
は

い
な
か
っ
た
か
ら
、
夜
探
し
に
来
て
く
れ
て
。

　
そ
れ
か
ら
息
子
た
ち
は
、
日
の
出
に
い
る
か
ら
、
車
そ
こ
ま
で
持
っ
て
来
た
か

ら
、「
行
く
べ
し
」
っ
て
い
う
こ
と
で
、
私
ら
３
人
乗
せ
ら
れ
て
、
息
子
た
ち
の
家

さ
行
っ
て
。「
消
防
出
て
行
か
ね
ば
な
ん
ね
え
か
ら
」っ
て
。
私
ら
３
人
で
丸
く
な
っ

て
。
地
震
も
来
る
し
、
孫
は
「
怖
い
、
怖
い
」
っ
て
泣
き
も
し
な
い
け
ど
ね
、
我

慢
し
て
我
慢
し
て
。

　
今
、
４
年
生
の
子
ど
も
は
し
ゃ
べ
っ
て
も
大
し
て
感
じ
な
い
ん
で
す
よ
。
大
っ

き
い
の
は
、
今
、
受
験
だ
何
だ
っ
て
や
る
も
の
い
っ
ぺ
え
だ
か
ら
、
後
で
ゆ
っ
く

り
聞
か
な
き
ゃ
な
ん
な
い
な
あ
っ
て
。

　
「
あ
の
晩
げ
は
な
あ
、
ほ
ん
と
に
星
が
き
れ
い
で
、
す
ご
か
っ
た
よ
な
あ
」
っ
て
、

空
見
た
ら
す
ん
ご
く
星
が
き
れ
い
で
、「
見
て
見
て
」
っ
て
。「
こ
ん
な
震
災
が
来

る
と
い
う
時
は
、
こ
う
い
う
き
れ
い
な
星
が
出
る
ん
だ
っ
て
よ
う
」
っ
て
教
え
て
。

孫
は
怖
い
か
ら
寝
な
い
け
ど
ね
。

　
朝
に
な
っ
た
時
に
、「
家
を
見
に
行
こ
う
」
っ
て
、
測
候
所
の
方
ま
で
連
れ
て
来

き
た
ら
ば
、
戸
を
開
け
て
ガ
ス
を
止
め
る
っ
て
い
う
の
も
頭
に
あ
っ
た
か
ら
、
そ

れ
を
し
て
、
い
っ
た
ん
家
さ
入
っ
て
。
お
父
さ
ん
が
台
所
見
た
っ
け
、
も
う
台
所

も
は
っ
ち
ゃ
か
め
っ
ち
ゃ
か
な
っ
て
た
か
ら
っ
て
。

　
そ
れ
よ
り
ま
た
大
っ
き
な
の
が
揺
れ
た
ん
で
す
よ
ね
。
お
父
さ
ん
が
「
こ
れ
は

と
ん
で
も
な
い
か
ら
、大
っ
き
い
の
が
来
る
と
思
う
、だ
か
ら
逃
げ
ろ
、逃
げ
ろ
」
っ

て
。
お
父
さ
ん
が
小
屋
に
行
っ
て
準
備
し
て
き
て
、
私
も
寒
い
か
ら
っ
て
、
２
階

さ
上
が
っ
て
っ
て
着
替
え
を
し
て
。
３
日
ぐ
ら
い
前
に
避
難
訓
練
が
あ
り
ま
し
た

よ
ね
、
持
っ
て
く
物
は
準
備
し
て
あ
っ
た
か
ら
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
。

み
ん
な
出
は
っ
て
来
て
。
近
所
の
人
た
ち
を「
津
波
が
来
っ
か
ら
、早
く
出
は
っ
て
、

出
は
っ
て
」
っ
て
呼
び
な
が
ら
。
み
ん
な
出
は
っ
て
来
た
ん
で
す
よ
。

　
隣
近
所
は
い
な
か
っ
た
け
ど
、
向
か
い
に
い
た
っ
た
の
で
「
出
は
れ
」
っ
て
ゆ
っ

た
が
そ
の
人
は
、
出
た
り
入
っ
た
り
ば
っ
か
り
し
て
。「
何
し
て
ん
の
」
っ
つ
っ
た

の
。「
ホ
ト
ケ
さ
ま
持
っ
て
か
ね
ば
な
ん
な
い
」、昔
の
人
た
ち
は
ホ
ト
ケ
さ
ま
持
っ

て
出
は
る
だ
っ
て
ね
。
私
は
さ
っ
と
入
れ
た
か
ら
。
初
め
て
入
れ
た
の
、
そ
の
ホ

ト
ケ
さ
ま
を
。

大
っ
き
な
地
震
で
怖
か
っ
た
け
ど
、
広
い
と
こ
さ
み
ん
な
を
呼
ん
で
、
年
寄
り
と

か
い
っ
た
ん
こ
こ
で
落
ち
着
い
て
、「
地
震
さ
収
ま
っ
た
ら
、ま
た
行
く
べ
し
」
っ
て
、

学
校
の
プ
ー
ル
の
前
ま
で
来
た
ん
で
す
よ
。

　
今
考
え
れ
ば
、
津
波
と
い
う
の
を
あ
ん
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
だ
か
ら
、

こ
こ
に
い
て
は
海
が
見
え
な
い
、
津
波
っ
て
ど
う
い
う
風
に
来
ん
だ
か
、
そ
う
い

う
気
持
ち
で
上
さ
上
が
っ
た
ん
で
す
よ
ね
、
オ
ク
マ
ン
サ
マ
（
熊
野
神
社
）
に
ね
。

上
が
っ
て
５
分
も
し
な
い
う
ち
に
、向
こ
う
見
た
ら
、向
こ
う
か
ら
も
う
波
が
。波
っ

て
い
う
よ
り
、
冷
凍
庫
の
氷
作
る
所
、
あ
そ
こ
の
所
が
だ
ん
だ
ん
水
が
増
し
て
く

る
ん
で
す
よ
。
そ
し
て
、
こ
っ
ち
か
ら
、
船
が
４
艘
か
５
艘
、
そ
れ
も
い
っ
し
ょ

に
流
れ
て
来
た
の
。

　
そ
う
し
て
る
う
ち
に
、
竜
神
さ
ま
の
出
崎
の
所
か
ら
波
が
越
え
て
来
て
、
大
っ

き
い
波
だ
っ
た
け
ど
、
き
れ
ー
な
波
で
し
た
。
き
れ
い
な
水
色
、
そ
れ
が
越
え
て

来
て
、
そ
し
て
ど
ん
ど
ん
来
て
、
そ
し
て
る
う
ち
に
、「
家
が
流
さ
れ
る
ー
」
っ
て

見
て
。
見
て
る
う
ち
に
、
今
度
は
こ
っ
ち
で
ゴ
ー
ゴ
ー
、
ゴ
ー
ゴ
ー
す
ご
い
音
が

す
る
ん
で
す
よ
、こ
っ
ち
側
で
ね
。黒
い
煙
が
上
が
っ
た
り
し
て
。そ
し
て
見
て
た
っ

被災者の証言 各地域における東日本大震災



183

所
懸
命
や
っ
て
ん
だ
ど
も
、
は
か
ど
ん
な
く
て
ね
。
父
さ
ん
は
外
か
ら
騒
ぐ
、「
早

く
、
来
い
」
っ
て
。
よ
う
や
く
そ
れ
出
し
た
ん
で
す
。
お
勝
手
と
か
そ
っ
ち
の
ね
、

茶
の
間
の
方
は
全
然
ど
う
な
っ
て
っ
か
、
音
は
す
ご
か
っ
た
か
ら
。
見
る
暇
な
く

外
に
出
た
ん
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、「
早
く
、
車
に
乗
れ
」
っ
て
言
わ
れ
て
、
車
で
小
学
校
ま
で
来
た
訳

だ
。
そ
の
時
は
、
あ
ん
ま
り
人
も
出
て
な
か
っ
た
し
ね
。
こ
こ
に
来
れ
ば
も
う
安

心
だ
な
あ
っ
て
い
う
気
持
ち
で
ね
、
小
学
校
の
体
育
館
の
入
り
口
ん
と
こ
に
い
た

ら
ば
、い
い
な
と
思
っ
た
ら
、「
だ
め
だ
」
っ
て
。「
こ
ん
な
と
こ
に
い
た
ら
だ
め
だ
、

早
く
高
い
と
こ
へ
」
っ
て
、
消
防
の
人
た
ち
に
騒
が
れ
て
ね
。

　
高
台
に
行
っ
た
け
ど
、
普
段
あ
ん
ま
り
運
動
し
ね
え
か
ら
ね
、
ど
っ
か
ら
呼
吸

し
て
っ
か
わ
か
ん
ね
え
訳
、
こ
っ
ち
の
胸
が
。
後
は
足
と
腿
も
ね
、
動
か
な
く
て
。

そ
れ
で
も
、
が
ん
ば
っ
て
が
ん
ば
っ
て
。
と
に
か
く
自
分
の
だ
け
で
な
く
ね
、
近

所
の
人
が
お
婆
さ
ん
連
れ
て
荷
物
持
っ
て
た
っ
た
か
ら
ね
、
そ
の
人
の
も
ね
、
持
っ

て
上
が
っ
た
は
い
い
が
、
自
分
が
動
け
な
く
て
、
そ
れ
で
も
が
ん
ば
っ
て
が
ん
ば
っ

て
、
よ
う
よ
う
上
が
っ
た
ん
で
す
。

　
そ
し
た
ら
、
そ
の
お
婆
さ
ん
連
れ
て
た
人
が
来
ね
え
訳
。
下
の
方
に
い
た
っ
て

言
う
ん
だ
け
ど
も
、
水
か
ぶ
っ
た
ん
だ
っ
け
ど
も
ね
。
あ
の
時
は
生
き
た
心
地
が

し
な
か
っ
た
ね
え
。
こ
れ
か
ら
先
ど
う
な
ん
だ
か
っ
て
、
全
然
頭
に
ね
え
訳
だ
、

ぼ
ー
っ
と
し
て
ね
。
何
日
か
そ
う
や
っ
て
ね
、ど
っ
か
が
抜
け
た
よ
う
な
感
じ
だ
っ

た
か
ら
ね
。

　
下
を
見
れ
ば
、
す
ぐ
そ
こ
ま
で
水
が
来
て
っ
ぺ
し
ね
。
そ
う
し
て
る
う
ち
に
今

度
は
、
す
ぐ
そ
こ
の
父
さ
ん
だ
ど
も
ね
、
す
っ
か
り
濡
れ
て
上
が
っ
て
来
た
人
が

い
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
流
さ
れ
て
来
た
ん
だ
っ
て
。
蛸
の
浜
か
ら
流
さ
れ

て
、
よ
う
や
く
上
が
っ
て
来
た
っ
て
。
熊
野
神
社
さ
上
が
っ
て
来
た
っ
た
も
ん
ね
。

そ
の
人
（
カ
ネ
コ
さ
ん
）
は
今
、
元
気
で
い
ま
す
け
ど
も
。

　
団
地
さ
上
が
っ
て
た
ら
、
ど
っ
こ
の
家
も
暗
い
か
ら
、
と
に
か
く
行
っ
て
ト
ン

ト
ン
っ
た
ら
ば
、玄
関
に
物
が
あ
る
訳
。「
何
だ
、ど
こ
さ
行
く
ど
こ
か
」っ
た
ら
、「
逃

げ
っ
と
こ
だ
」
っ
つ
う
訳
だ
、
中
里
団
地
で
ね
。「
何
、
こ
こ
ま
で
は
津
波
来
ね
え

ん
だ
か
ら
」
っ
て
。
そ
の
晩
は
そ
こ
の
家
で
泊
め
て
も
ら
っ
て
。
電
気
も
無
え
ば
、

ス
ト
ー
ブ
も
無
え
ば
。
だ
か
ら
、
食
べ
ん
の
も
ね
え
。
ガ
ス
は
あ
っ
た
か
ら
、
ガ

て
、「
怖
く
て
、
行
か
な
い
、
行
か
な
い
」
っ
て
言
っ
た
け
ど
。「
こ
れ
は
ね
、
２

度
と
来
る
も
ん
で
も
な
い
し
、
２
度
と
見
る
も
ん
で
も
な
い
か
ら
、
目
に
焼
き
付

け
な
き
ゃ
だ
め
な
ん
だ
か
ら
」
っ
て
、無
理
や
り
連
れ
て
来
て
、「
あ
そ
こ
が
婆
ち
ゃ

ん
の
家
だ
よ
」
っ
て
、
み
ん
な
見
せ
て
教
え
て
、
そ
し
て
帰
っ
て
来
た
ん
で
す
よ
。

　
お
母
さ
ん
（
お
嫁
さ
ん
）
だ
の
小
ち
ゃ
い
子
ど
も
た
ち
は
、
実
家
は
茂
市
だ
か

ら
、仕
事
場
が
向
う
だ
か
ら
、向
こ
う
さ
行
っ
て
。
次
の
日
は
、や
っ
と
来
た
っ
て
。

日
の
出
に
来
た
ん
で
す
よ
ね
、
子
ど
も
が
い
る
か
ら
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
の
孫
が

今
ま
で
泣
か
な
か
っ
た
の
が
お
母
さ
ん
見
た
ら
、
と
っ
さ
に
わ
っ
ー
と
泣
き
出
し

た
ん
で
す
。
そ
れ
ま
で
全
然
泣
か
な
か
っ
た
の
ね
。
初
め
て
泣
い
て
。

　
だ
か
ら
、
忘
れ
ら
れ
な
い
ん
で
す
け
ど
も
。
そ
れ
で
も
、
命
を
落
と
さ
な
か
っ

た
け
ど
、
津
波
に
対
し
て
考
え
が
ち
ょ
っ
と
甘
か
っ
た
な
あ
と
、
今
思
え
ば
。
息

子
家
族
と
４
か
月
ぐ
ら
い
仮
設
が
で
き
る
ま
で
、
い
っ
し
ょ
に
い
ま
し
た
。

□　
大
澤
ヨ
シ
さ
ん
の
話

　
…
年
生
（
公
表
せ
ず
）。
蛸
の
浜
町
。
主
婦
。

　
あ
の
日
は
、
私
は
ね
、
パ
ー
マ
屋
さ
ん
に
行
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
し
て
、
11
時

半
ぐ
ら
い
か
な
、
帰
っ
て
来
た
の
が
。
そ
の
時
に
パ
ー
マ
屋
さ
ん
で
ね
、
津
波
の

話
し
て
た
っ
た
の
。「
津
波
が
来
る
、
来
る
っ
て
言
っ
て
っ
け
ど
、
い
つ
来
る
の
か

ね
え
」
っ
て
ね
え
。「
と
に
か
く
、
来
る
ん
だ
っ
た
ら
、
逃
げ
れ
る
ん
だ
っ
た
ら
い

い
け
ど
ね
え
、ど
う
な
ん
の
か
ね
え
」っ
て
ね
、そ
ん
な
話
し
て
。「
や
あ
、こ
れ
ば
っ

か
り
は
、
分
か
ら
な
い
か
ら
ね
え
」「
今
日
来
ん
だ
か
、
明
日
来
ん
だ
か
、
や
っ
た

が
ね
え
」
っ
つ
う
話
し
ち
ゃ
っ
た
の
。

　
帰
っ
て
来
て
、
３
時
間
ぐ
ら
い
し
た
ら
ね
、
今
ま
で
に
ね
え
揺
れ
方
だ
っ
た
か

ら
、
父
さ
ん
が
ち
ょ
う
ど
い
た
っ
た
か
ら
、「
こ
り
ゃ
あ
、
早
く
逃
げ
ね
ば
だ
め
だ

ぞ
ー
」
っ
て
。
と
に
か
く
、
父
さ
ん
が
い
な
か
っ
た
ら
ば
、
ど
う
な
っ
た
か
ち
ょ
っ

と
わ
か
ん
な
い
け
ど
ね
。「
早
く
、出
ろ
、出
ろ
」っ
て
言
わ
れ
た
っ
て
、何
か
を
持
っ

て
か
ね
ば
っ
て
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
っ
か
ら
。

　
９
日
の
日
も
大
っ
き
い
地
震
が
あ
っ
た
っ
た
か
ら
ね
。
そ
の
前
か
ら
だ
け
ど
、

準
備
は
し
て
た
っ
た
か
ら
。
も
し
万
が
一
の
場
合
は
、
こ
れ
を
持
っ
て
逃
げ
る
っ

て
い
う
の
を
ね
。
そ
れ
を
出
す
に
ね
え
、
も
ど
か
し
い
っ
て
言
う
ん
だ
か
ね
、
一
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□　
佐
々
木
光
子
さ
ん
の
話

　
昭
和
24
（
１
９
４
９
）
年
生
。
鍬
ヶ
崎
・
港
町
。
主
婦
。

　
私
は
港
町
の
自
宅
で
、
お
茶
っ
こ
飲
み
し
て
ま
し
た
。
大
っ
き
な
揺
れ
で
た
ま

げ
て
、
い
ち
お
う
外
に
出
て
。
ま
た
地
震
が
来
た
か
ら
、
た
ぶ
ん
今
度
は
津
波
が

来
ん
で
ね
え
か
な
あ
っ
て
思
っ
て
、
い
ち
お
う
着
替
え
し
て
、
そ
し
て
荷
物
を
持
っ

て
、
車
で
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
浄
土
ヶ
浜
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
）
に
行
き
ま
し
た
。
ち
ょ

う
ど
い
か
っ
た
の
、
そ
ん
時
は
お
父
さ
ん
い
た
か
ら
。
津
波
を
見
ん
の
が
お
っ
か

な
く
て
車
の
中
に
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
私
は
津
波
は
全
然
見
ま
せ
ん
。
私
は
お

父
さ
ん
と
そ
の
弟
と
、
姉
、
姉
の
子
ど
も
、
き
ょ
う
だ
い
、
甥
っ
子
の
５
人
で
、

二
中
に
避
難
し
て
、
２
週
間
い
ま
し
た
。
そ
し
て
娘
は
、
北
海
道
の
札
幌
に
い
た

も
ん
で
、
連
絡
が
あ
っ
て
、
そ
し
て
「
こ
っ
ち
さ
来
て
」
っ
て
言
う
か
ら
行
っ
て
、

３
か
月
お
世
話
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
夫
と
２
人
で
、
向
こ
う
で
３
食
食

べ
て
、
…
生
活
や
っ
て
来
ま
し
た
。
私
は
妹
の
所
（
藤
原
）
に
、
今
度
は
１
か
月

ぐ
ら
い
お
世
話
に
な
っ
て
。
そ
し
て
、こ
こ
（
仮
設
）
が
決
ま
っ
て
、そ
れ
か
ら
ず
っ

と
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
と
同
じ
時
期
が
過
ぎ
ま
し
た
。

□　
加
倉
し
づ
子
さ
ん

　
昭
和
24
（
１
９
５
２
）
年
生
。
鍬
ヶ
崎
（
現
在
、
佐
原
在
住
）。
主
婦
。

　
あ
ん
時
は
、
私
は
ち
ょ
う
ど
お
勝
手
に
い
た
っ
た
ん
で
す
よ
。
地
震
が
起
き
る

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
前
に
、
お
客
さ
ん
が
来
た
ん
で
す
よ
。「
今
こ
の
辺
や
っ
て
て
、

終
わ
っ
た
か
ら
、ほ
ん
じ
ゃ
あ
、先
に
入
っ
て
休
ん
で
て
」
っ
て
言
っ
て
、座
ろ
う
か
、

座
ら
な
い
か
っ
つ
う
あ
た
り
に
揺
れ
た
ん
で
す
よ
。「
お
う
っ
地
震
だ
」
っ
て
。
普

通
の
揺
れ
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
ら
、
お
ば
ち
ゃ
ん
が
ち
ゃ
っ
と
立
っ
て
、
外
に
出
よ

う
と
し
た
ん
で
す
よ
。

　
家
は
オ
ク
マ
ン
サ
マ
（
熊
野
神
社
）
の
鳥
居
の
と
こ
な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、「
こ

こ
は
昔
、海
で
岩
盤
が
が
っ
ち
り
し
て
る
か
ら
、こ
こ
ま
で
来
る
っ
た
ら
大
変
だ
し
、

ど
ん
な
揺
れ
が
来
て
も
こ
こ
は
物
が
落
っ
た
り
何
だ
り
す
っ
こ
と
な
い
か
ら
、
大

丈
夫
だ
あ
」
っ
て
、
の
ん
き
に
構
え
て
「
座
っ
て
ろ
、
座
っ
て
ろ
」
っ
て
言
っ
た

ん
で
す
よ
。「
う
ん
、そ
う
か
」っ
て
、お
ば
ち
ゃ
ん
も
座
り
か
け
た
ん
で
す
け
ど
も
。

も
う
尋
常
な
揺
れ
じ
ゃ
な
く
て
、
揺
れ
て
揺
れ
て
、
こ
れ
で
も
か
あ
、
こ
れ
で
も

ス
で
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
ご
っ
そ
う
に
な
っ
て
。

　
そ
れ
か
ら
、
４
日
か
５
日
ぐ
ら
い
い
た
ん
だ
ね
。
そ
う
し
て
小
学
校
に
来
て
、

３
階
だ
っ
た
か
ね
、
あ
す
こ
に
１
か
月
ぐ
ら
い
い
て
。
そ
し
て
、
体
育
館
の
床
を

取
り
替
え
て
、
市
役
所
の
人
た
ち
が
い
い
塩
梅
に
や
っ
て
く
れ
て
。
そ
こ
さ
今
度

引
っ
越
し
だ
っ
て
。
そ
れ
か
ら
３
か
月
ぐ
ら
い
い
た
の
か
な
。
こ
こ
（
仮
設
）
が

で
き
る
ま
で
ね
。

　
こ
こ
に
来
た
ら
ば
、
こ
う
し
て
み
ん
な
と
話
し
し
て
っ
時
は
、
忘
れ
る
っ
て
言

う
か
。
家
に
い
る
と
、
何
と
な
く
思
い
出
す
こ
と
も
あ
っ
か
ら
ね
。

同
じ
境
遇
に
あ
っ
た
人
た
ち
と
話
し
し
て
っ
時
は
い
い
け
ど
。家
が
流
さ
れ
な
か
っ

た
っ
て
い
う
人
た
ち
は
、
ち
ょ
っ
と
や
っ
ぱ
り
違
う
も
ん
ね
。
な
ん
ぼ
「
あ
あ
、

そ
う
だ
よ
ね
え
」「
ほ
ん
と
に
、
か
わ
い
そ
う
だ
っ
た
が
ね
え
」「
大
変
ん
だ
っ
た

が
ね
え
」
っ
て
も
、
や
っ
ぱ
り
違
う
。
長
い
間
に
ね
え
。
そ
う
い
う
の
は
ほ
ん
と

に
感
じ
ま
す
よ
。

　
家
は
押
さ
れ
て
っ
て
、
熊
野
神
社
の
ち
ょ
っ
と
下
ま
で
行
っ
て
ら
っ
た
ね
。
傾

い
て
、
家
建
て
て
18
年
目
だ
っ
た
か
ら
。
下
は
全
然
抜
け
て
っ
て
、
他
の
車
と
か

何
か
が
何
台
も
入
っ
て
、
バ
イ
ク
と
か
入
っ
て
。
２
階
は
斜
め
に
な
っ
て
る
し
ね
、　

自
衛
隊
が
来
て
、
何
か
や
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
出
て
来
た
の
が
、
留
袖
、
喪
服

と
か
、
み
ん
な
泥
ん
こ
に
な
っ
て
ね
。
全
然
持
っ
て
来
る
よ
う
な
状
態
で
な
か
っ

た
し
ね
。
自
分
が
欲
し
か
っ
た
な
あ
と
思
う
の
も
無
か
っ
た
訳
。
あ
あ
い
う
の
は

誰
も
持
っ
て
か
ね
え
こ
と
だ
ど
も
。
そ
の
後
に
ね
、
洗
濯
屋
さ
ん
が
来
た
時
に
、

私
の
気
に
入
っ
て
た
っ
た
ブ
ラ
ウ
ス
が
あ
っ
た
の
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
の
ブ
ラ
ウ

ス
が
洗
濯
屋
さ
ん
に
掛
か
っ
て
ん
の
。
孫
が
来
た
時
ね
、「
あ
ら
っ
、
こ
れ
っ
、
お

れ
の
ブ
ラ
ウ
ス
だ
」
っ
て
言
っ
た
の
。
そ
し
た
ら
、
洗
濯
屋
さ
ん
も
誰
が
頼
ん
だ

ん
だ
っ
て
言
わ
な
か
っ
た
も
ん
ね
。

　
拾
っ
て
歩
っ
た
人
た
ち
な
ん
だ
よ
ね
。
け
っ
こ
う
そ
う
い
う
の
が
あ
っ
た
か
ら

ね
。
行
く
っ
て
い
う
と
、
こ
れ
は
持
っ
て
来
て
え
な
あ
と
思
っ
て
も
、
置
く
と
こ

が
無
か
っ
た
か
ら
。
で
も
、
次
の
日
行
け
ば
無
く
な
っ
て
ん
の
、
み
ん
な
。
漬
物

の
重
石
、こ
ん
な
石
、あ
ん
な
の
も
無
く
な
ん
だ
も
の
。
泥
棒
が
流
行
っ
た
ん
だ
ね
。

こ
っ
ち
の
不
幸
に
付
け
込
ん
だ
泥
棒
、
許
せ
ね
え
な
あ
と
思
っ
て
ね
。
あ
あ
い
う

の
は
、
も
う
た
く
さ
ん
で
す
ね
。
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の
門
の
辺
り
ま
で
道
路
沿
い
に
上
が
っ
て
来
た
ん
で
す
っ
て
、
上
か
ら
見
て
る
人

た
ち
の
話
を
聞
く
と
。
そ
う
い
う
の
見
て
な
い
か
ら
、
引
き
波
で
そ
こ
さ
ど
ん
と

落
ち
着
い
た
の
し
か
見
て
な
い
か
ら
、何
で
観
光
船
が
あ
ん
な
と
こ
に
あ
ん
の
う
っ

つ
う
…
。
そ
れ
で
も
他
人
事
。
わ
あ
っ
、
テ
レ
ビ
で
見
る
よ
う
な
感
じ
だ
が
ね
っ

つ
う
、
高
み
の
見
物
、
ま
さ
か
こ
う
い
う
こ
と
に
な
る
と
は
思
わ
な
い
か
ら
。

　
そ
う
し
て
る
う
ち
に
、「
あ
や
っ
、
何
か
お
か
し
い
ね
え
」、
こ
ち
ら
の
家
と
も

う
１
軒
の
間
に
、
ち
ょ
っ
と
隙
間
が
見
え
る
ん
で
す
よ
、
そ
し
た
ら
そ
こ
の
間
を

マ
ー
ク
ツ
ー
み
た
い
な
乗
用
車
が
、
バ
ッ
ク
で
吸
い
込
ま
れ
て
行
く
ん
で
す
よ
。

子
ど
も
た
ち
が
タ
ラ
イ
に
船
を
浮
か
べ
て
ぷ
か
ぷ
か
っ
て
感
じ
で
。「
あ
れ
っ
、
あ

そ
こ
水
温
上
が
っ
て
ん
の
か
な
あ
、
何
か
車
ば
っ
か
が
吸
い
込
ま
れ
て
行
く
よ
う
」

「
あ
や
っ
、
ほ
ん
じ
ゃ
あ
、
乗
っ
て
る
あ
れ
な
ん
だ
べ
か
ね
え
」
っ
て
。
そ
れ
で
も

ま
だ
、
思
わ
な
い
ん
で
す
よ
、
そ
う
い
う
頭
が
な
い
か
ら
。

　
「
お
か
し
い
な
あ
」
っ
て
言
っ
て
る
う
ち
に
、
今
度
は
そ
こ
に
お
酒
造
る
菱
屋
っ

て
あ
り
ま
す
よ
ね
。
あ
そ
こ
の
煙
突
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
も
、
あ
れ
が
こ
け
た

ん
で
す
よ
。「
あ
れ
っ
、
煙
突
が
こ
け
た
」、
そ
し
た
ら
あ
の
辺
ま
で
来
た
の
。
そ

し
た
ら
、
家
の
車
だ
め
か
な
あ
っ
つ
う
感
じ
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
も
頭
は
狂
っ

て
る
感
じ
な
ん
で
す
よ
。

　
間
も
な
く
ド
ミ
ノ
倒
し
、
ベ
キ
ベ
キ
、
バ
リ
バ
リ
、
バ
リ
バ
リ
っ
つ
う
感
じ
で
、

も
の
す
ご
い
真
っ
黒
な
砂
煙
。
オ
ク
マ
ン
サ
マ
を
上
が
っ
た
と
こ
か
ら
は
、
波
っ

つ
う
の
は
い
っ
さ
い
見
え
な
い
訳
、
家
の
目
線
で
。
遠
く
の
波
の
陰
で
光
っ
て
。

そ
ん
だ
か
ら
、「
え
っ
、
そ
し
た
ら
そ
こ
ま
で
来
て
ん
の
う
、
え
っ
そ
ん
じ
ゃ
、
家

ま
で
来
ん
じ
ゃ
な
い
の
、
そ
こ
で
止
ま
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
」
っ
て
る
に
、
さ
あ
ー
っ

と
流
れ
て
、
そ
し
て
私
の
目
の
前
に
、
１
軒
す
ご
く
立
派
な
家
が
あ
っ
た
ん
で
す

よ
、そ
こ
の
２
階
が
き
れ
い
に
、学
校
の
あ
っ
ち
の
降
り
口
に
、す
と
ー
ん
と
は
ま
っ

た
ん
で
す
よ
。

　
波
が
さ
あ
ー
と
行
っ
て
、
家
は
無
く
な
っ
て
、
あ
あ
終
わ
っ
た
っ
つ
う
感
じ
だ
っ

た
ん
で
す
よ
。
そ
し
て
、
お
父
さ
ん
と
２
人
で
上
が
っ
て
ら
っ
た
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
は
仕
事
だ
か
ら
、
そ
し
て
大
っ
き
い
息
子
か
ら
電
話
が
お
父
さ
ん
に
入
っ
て
、

そ
れ
っ
き
り
通
じ
な
く
な
っ
て
ん
で
す
よ
。
２
番
目
は
、
盛
岡
に
仕
事
場
を
持
っ

て
ら
っ
た
ん
で
す
よ
。
私
は
盛
岡
だ
か
ら
小
ち
ゃ
い
息
子
は
大
丈
夫
だ
な
っ
て
、

か
あ
っ
つ
う
ぐ
ら
い
、
す
ご
い
揺
れ
な
ん
で
す
よ
。

　
け
っ
こ
う
学
校
が
す
ぐ
近
く
だ
か
ら
、
人
の
声
が
す
る
か
ら
、「
お
ば
ち
ゃ
ん
、

津
波
は
こ
こ
ま
で
来
な
い
か
ら
、１
回
出
て
み
る
か
」っ
て
言
っ
た
け
ど
、お
ば
ち
ゃ

ん
は「
１
回
、家
に
帰
る
」っ
て
言
っ
た
ん
で
す
よ
。「
ほ
ん
じ
ゃ
、お
ば
ち
ゃ
ん
、（
路

地
、路
地
と
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
）帰
る
っ
て
も
か
え
っ
て
危
な
い
か
ら
、

表
の
方
へ
行
っ
て
ね
」
っ
て
、
お
ば
ち
ゃ
ん
帰
し
て
、
私
は
そ
の
ま
ま
、
着
の
身

着
の
ま
ま
で
上
に
も
羽
織
ん
な
い
で
、
ち
ょ
こ
っ
て
そ
の
辺
さ
出
は
っ
て
み
っ
か
、

ほ
ん
じ
ゃ
っ
て
気
持
ち
で
出
た
ん
で
す
よ
。

　
プ
ー
ル
の
横
に
い
て
、
花
壇
み
た
い
に
な
っ
て
る
と
こ
、
寄
り
掛
か
る
よ
う
に

し
た
ん
だ
け
ど
。「
ま
だ
余
震
が
続
い
て
い
る
よ
」「
土
が
こ
こ
揺
れ
て
る
よ
」
っ

て
る
う
ち
に
、
大
津
波
警
報
が
出
は
っ
た
ん
で
す
よ
。「
３
㍍
ぐ
ら
い
」
っ
て
言
っ

た
ん
で
。「
な
ー
に
、
３
㍍
な
ら
、
こ
こ
ま
で
来
ね
え
べ
し
か
な
」
っ
て
の
ん
き
に

構
え
て
て
。
そ
れ
で
も
、
次
か
ら
次
へ
と
避
難
用
の
リ
ュ
ッ
ク
背
負
っ
た
り
と
か
、

だ
い
じ
な
物
を
持
っ
た
り
し
た
人
が
来
て
。

　
近
所
の
人
も
「
な
ー
に
、
こ
こ
ま
で
来
る
っ
た
ら
容
易
な
も
ん
で
な
い
よ
」
っ

て
る
う
ち
に
、「
第
１
波
が
来
た
」っ
て
言
っ
て
、そ
ん
時
は
少
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

「
ほ
ら
な
、こ
こ
ま
で
来
る
っ
た
ら
、大
変
な
こ
と
だ
か
ら
」
っ
て
言
っ
て
る
う
ち
に
、

学
校
の
生
徒
を
引
率
し
た
先
生
な
ど
が
来
て
、「
そ
ち
ら
さ
ん
た
ち
は
、
ほ
ん
と
に

こ
こ
で
い
い
ん
で
す
か
、
大
津
波
警
報
出
ま
し
た
よ
、
私
た
ち
は
生
徒
全
員
引
率

し
て
、高
台
に
上
が
り
ま
す
よ
、ほ
ん
と
に
い
い
ん
で
す
か
」
っ
て
、念
を
押
し
て
っ

た
ん
で
す
よ
。

　
だ
ど
も
、「
な
ー
に
、
あ
れ
だ
な
」
っ
て
る
う
ち
に
、
寒
く
も
な
っ
て
き
た
か
ら
、

そ
ん
じ
ゃ
あ
、
い
っ
た
ん
家
に
帰
っ
て
、
ト
イ
レ
さ
寄
っ
て
、
そ
し
て
か
ら
羽
織
っ

て
。
何
か
を
持
ち
出
す
っ
つ
う
の
は
、
頭
に
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

　
高
台
に
上
が
っ
て
、
あ
ら
っ
何
か
あ
の
辺
の
台
船
だ
か
何
だ
か
が
、
揺
れ
て
る

よ
う
な
気
が
す
ん
だ
ね
え
。
白
い
泡
み
た
い
な
の
が
こ
う
帯
状
に
な
っ
た
ん
で
す

よ
。
あ
れ
っ
あ
ん
な
の
は
何
な
ん
だ
べ
ね
え
っ
て
感
じ
。
そ
れ
で
も
ま
だ
津
波
が

来
る
っ
つ
う
頭
は
無
い
ん
で
す
よ
。
そ
し
て
る
う
ち
に
、
そ
の
台
船
が
ど
っ
か
に

行
っ
た
り
何
だ
り
し
て
る
う
ち
に
、そ
し
て
、辺
り
を
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
し
て
た
ら
ば
、

観
光
船
が
目
の
前
に
ど
ん
と
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
観
光
船
が
流
れ
て
来
て
、
学
校
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は
全
面
的
に
瓦
礫
と
か
で
、
道
路
っ
つ
う
道
路
が
無
い
か
ら
。
こ
れ
は
大
変
だ
、

ど
こ
を
ど
う
行
け
ば
い
ん
だ
べ
え
と
思
っ
て
。
で
も
、
こ
こ
ま
で
来
た
ん
だ
も
の
、

諦
め
た
ら
だ
め
だ
っ
て
。

　
上
っ
た
り
、
下
が
っ
た
り
、
滑
っ
た
り
、
転
ん
だ
り
し
な
が
ら
、「
な
あ
ど
」
を

目
掛
け
て
来
た
ん
で
す
っ
て
。
そ
っ
か
ら
今
度
は
と
っ
て
も
じ
ゃ
な
い
、
何
と
か

か
ん
と
か
、
そ
う
し
て
る
う
ち
に
、
オ
ク
マ
ン
サ
マ
に
着
い
た
ん
で
す
よ
。
私
た

ち
の
い
る
所
に
。
歩
い
て
け
っ
こ
う
か
か
っ
た
っ
て
。
そ
う
い
う
状
態
だ
っ
た
ん

で
す
。

　
そ
し
て
、
22
日
間
、
弟
の
と
こ
に
お
世
話
に
な
っ
て
。
息
子
が
会
社
の
関
連
の

ア
パ
ー
ト
が
、
１
部
屋
空
い
た
っ
つ
う
こ
と
で
、
お
っ
か
ね
え
か
ら
生
ま
れ
た
里

に
帰
る
人
が
あ
っ
て
。
寒
か
っ
た
け
ど
、
１
部
屋
だ
け
ど
も
借
り
ら
れ
て
。
こ
こ

に
来
る
ま
で
そ
こ
に
い
た
ん
で
す
よ
。

　
べ
ニ
ヤ
工
場
も
す
ぐ
稼
ぐ
に
良
か
っ
た
ん
で
す
よ
、
そ
う
い
う
状
態
だ
っ
た
か

ら
、直
し
て
。
大
っ
き
い
の
は
１
か
月
ち
ょ
と
ぐ
ら
い
で
、仕
事
に
復
帰
で
き
た
し
、

今
こ
こ
に
小
ち
ゃ
い
の
は
い
っ
し
ょ
に
い
る
ん
で
す
け
ど
も
、
そ
れ
は
鉄
筋
屋
だ

か
ら
、
忙
し
く
な
る
時
期
だ
か
ら
。
仕
事
が
入
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
し
て
、
お
父

さ
ん
と
２
人
、
そ
の
小
ち
ゃ
い
子
と
こ
こ
に
い
た
ん
で
す
け
ど
も
、
お
父
さ
ん
も

息
苦
し
い
か
ら
、
自
転
車
が
あ
っ
た
か
ら
、
自
転
車
を
こ
い
で
自
分
は
毎
日
、
鍬
ヶ

崎
に
来
る
ん
で
す
よ
。

　
そ
し
た
ら
、
そ
こ
の
部
屋
に
１
人
だ
け
残
さ
れ
て
、
周
り
を
見
た
ら
瓦
礫
だ
ら

け
で
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し
く
な
っ
た
ん
で
す
よ
、
私
の
方
が
。
ご
は
ん
は
食
べ
さ

せ
な
き
ゃ
な
ん
な
い
し
。
一
時
期
お
金
が
あ
っ
て
も
物
を
買
え
な
い
時
だ
っ
た
か

ら
。
そ
れ
で
も
、
子
ど
も
た
ち
の
友
だ
ち
ら
が
野
菜
で
も
果
物
で
も
み
ん
な
持
っ

て
来
て
く
れ
た
っ
た
か
ら
、
実
際
何
に
も
困
ん
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
炬
燵
か
ら

何
か
ら
全
部
、
子
ど
も
た
ち
の
友
だ
ち
が
持
っ
て
来
て
く
れ
て
、
何
一
つ
買
わ
な

い
で
普
通
の
生
活
が
で
き
る
状
態
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
も
、
そ
う
い
う
風
に
物
が

無
い
、
そ
し
て
出
は
っ
た
人
た
ち
は
み
ん
な
帰
っ
て
く
れ
ば
、
ご
飯
が
で
き
て
る

も
ん
だ
と
思
っ
て
。
米
な
ん
か
は
い
っ
ぱ
い
貰
っ
て
、溢
れ
る
ぐ
ら
い
だ
っ
た
か
ら
。

そ
い
で
も
お
か
ず
に
な
る
物
が
無
い
。

　
ぱ
く
っ
と
ガ
ス
コ
ン
ロ
が
一
つ
、
短
大
生
向
き
だ
か
ら
。
そ
ん
な
の
考
え
た
ら

息
子
か
ら
電
話
が
入
る
っ
て
こ
と
は
、
電
話
が
通
じ
た
か
ら
大
丈
夫
だ
な
っ
つ
う

こ
と
で
。

　
お
父
さ
ん
と
私
は
、「
寒
っ
ぶ
い
な
あ
」
っ
て
、
雪
が
ち
ら
つ
い
て
き
ち
ゃ
っ
た

か
ら
。
オ
ク
マ
ン
サ
マ
の
境
内
で
ド
ラ
ム
缶
に
火
焚
い
て
ら
っ
た
か
ら
、「
ほ
ん

じ
ゃ
、
こ
こ
で
夜
を
過
ご
す
し
か
な
い
ね
え
」、
そ
れ
で
も
「
小
学
校
さ
行
っ
て
見

る
す
か
」っ
て
。
毛
布
も
、何
に
も
な
く
っ
て
。「
し
ょ
う
が
ね
え
、ど
う
せ
行
っ
た
っ

て
、
横
に
な
れ
ね
え
し
、
こ
こ
に
い
っ
ぺ
し
」
っ
て
。
そ
し
た
ら
、
佐
原
に
い
る

弟
が
こ
の
橋
を
通
っ
て
来
て
、
お
墓
の
方
通
っ
て
来
て
、
迎
え
に
来
て
く
れ
た
っ

た
ん
で
す
よ
。

　
そ
れ
で
、
お
蔭
さ
ん
で
私
た
ち
は
弟
の
と
こ
へ
、
そ
の
夜
か
ら
、
電
気
も
消
え

て
ら
っ
た
け
ど
、嫁
さ
ん
は
テ
ー
ブ
ル
の
ガ
ス
コ
ン
ロ
で
、「
う
ま
く
炊
け
な
い
こ
っ

た
け
ど
、
お
か
ゆ
で
も
い
ん
だ
っ
け
、
ま
あ
食
べ
て
べ
し
」
っ
て
、
あ
っ
た
か
い

ご
飯
を
用
意
し
て
く
れ
て
。
そ
し
て
、
弟
は
イ
カ
釣
り
の
時
期
だ
っ
た
か
ら
、
バ
ッ

テ
リ
ー
を
充
電
し
て
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
お
陰
で
、
電
気
も
つ
け
て
、
暗
い

思
い
も
し
な
い
で
、
ス
ト
ー
ブ
は
反
射
板
も
あ
る
か
ら
、
あ
っ
た
か
い
と
こ
で
あ
っ

た
か
い
ご
飯
を
食
べ
て
。
そ
の
日
か
ら
22
日
間
、
弟
ん
と
こ
に
世
話
に
な
っ
て
。

　
そ
し
て
る
う
ち
ね
、
小
っ
ち
ゃ
い
息
子
が
帰
っ
て
来
た
ん
で
す
よ
。
ま
さ
か
そ

ん
な
に
な
っ
て
る
と
思
わ
な
い
か
ら
、
事
故
か
何
か
で
渋
滞
し
て
ん
の
か
な
あ
と

思
っ
て
。
何
と
か
か
ん
と
か
来
て
、
そ
し
て
裁
判
所
辺
り
ま
で
来
ま
し
た
っ
て
。

そ
し
た
ら
ば
、「
ど
こ
さ
行
く
」
っ
た
っ
け
ば
、「
鍬
ヶ
崎
さ
行
く
」
っ
た
っ
け
。「
全

面
的
に
交
通
ス
ト
ッ
プ
で
、
行
く
手
段
も
無
い
か
ら
だ
め
だ
」
っ
て
言
わ
れ
た
と
。

ん
だ
ど
も
、「
お
れ
に
は
親
が
い
っ
か
ら
、何
ど
し
て
も
行
か
ね
ば
な
ん
ね
え
」っ
て
、

警
察
と
や
り
合
っ
て
無
理
く
り
、
自
分
は
山
口
川
の
方
に
行
っ
て
。
常
安
寺
に
水

が
あ
っ
た
け
ど
、無
理
く
り
上
が
っ
て
来
ち
ゃ
っ
て
。
そ
し
て
、常
安
寺
を
越
え
て
、

こ
っ
ち
ゃ
あ
と
思
っ
て
１
回
見
た
け
ど
だ
め
だ
な
あ
と
思
っ
て
、
弟
の
と
こ
に
来

ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
よ
。「
あ
あ
、い
か
っ
た
、い
か
っ
た
、父
や
ん
も
母
や
ん
も
い
た
、

お
れ
も
こ
う
し
て
来
た
」
っ
て
、
帰
っ
て
来
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
よ
。

　
そ
し
て
次
の
日
、大
っ
き
い
の
（
息
子
）
藤
原
方
面
か
ら
歩
い
て
来
た
ん
で
す
っ

て
。
歩
い
て
行
け
ば
何
と
か
な
っ
か
ら
と
思
っ
て
。
そ
し
て
、
市
役
所
の
前
ま
で

来
て
び
っ
く
り
し
た
ん
で
す
っ
て
。
わ
あ
ー
っ
と
思
っ
て
。
市
役
所
か
ら
こ
っ
ち
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だ
か
ら
、
オ
ク
マ
ン
サ
マ
さ
逃
げ
ろ
」
っ
て
言
っ
て
ね
。
オ
ク
マ
ン
サ
マ
へ
、
そ

い
か
ら
こ
ん
だ
、
来
る
途
中
、
お
れ
の
息
子
は
隣
近
所
に
、「
津
波
来
っ
か
ら
、
逃

げ
ろ
ー
」
っ
て
声
掛
け
て
。
そ
い
だ
か
ら
遅
く
な
っ
た
訳
だ
ね
え
。

　
鍵
を
開
け
て
ス
ト
ー
ブ
さ
火
を
入
れ
て
、
そ
う
し
て
避
難
す
る
人
た
ち
の
座
布

団
入
れ
て
、
オ
ク
マ
ン
サ
マ
の
窓
開
け
て
見
た
の
ね
。
そ
う
し
た
ら
、
市
場
の
方

が
み
ご
と
に
引
け
て
行
く
の
が
見
え
た
訳
だ
。
引
い
て
っ
た
が
な
と
思
っ
た
ら
、

今
度
は
大
っ
き
い
な
の
が
来
る
訳
。
そ
う
し
た
ら
、
市
場
の
ヨ
コ
ダ
（
魚
を
入
れ

る
カ
ゴ
）
だ
と
か
、
そ
う
い
う
の
が
流
れ
て
行
く
の
ね
す
。

　
そ
う
し
て
る
う
ち
に
、こ
ん
だ
家
の
屋
根
が
流
れ
て
来
る
の
、こ
っ
ち
の
方
向
へ
。

「
お
ら
が
家
の
屋
根
で
な
い
べ
え
か
」
っ
て
し
ゃ
べ
っ
こ
と
し
て
。
そ
れ
を
見
て
た

の
。
そ
う
し
た
ら
今
度
は
、
蛸
の
浜
の
日
和
山
の
方
か
ら
、
こ
う
波
が
来
る
訳
だ

べ
し
。
あ
す
こ
で
こ
ん
だ
、
渦
巻
き
に
な
っ
て
ね
。
波
が
こ
っ
ち
か
ら
来
ん
の
と
、

蛸
の
浜
か
ら
来
ん
の
と
、
渦
巻
き
に
な
っ
て
。

　
そ
う
し
て
、
そ
こ
さ
避
難
し
た
人
た
ち
も
来
て
。
そ
し
た
ら
、
こ
こ
で
は
お
っ

か
な
い
状
態
で
も
う
少
し
上
が
っ
て
っ
て
。
今
度
は
神
さ
ま
の
と
こ
さ
上
が
っ
て
。

そ
の
う
ち
に
、
小
学
校
の
生
徒
が
上
が
っ
て
来
た
訳
だ
ね
。
そ
し
て
少
し
落
ち
着

い
て
き
た
の
で
、
こ
ん
だ
蛸
の
浜
の
親
戚
が
い
た
の
、
津
波
に
遭
わ
な
い
人
た
ち

が
ね
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
の
人
が
ね
す
、
灯
油
を
持
っ
て
来
た
っ
た
の
、
神
さ
ま

の
と
こ
さ
。
そ
う
し
て
２
回
も
３
回
も
来
て
た
っ
た
の
。
蛸
の
浜
の
親
戚
の
家
行
っ

た
ら
、
別
な
人
と
孫
２
人
と
お
婆
さ
ん
と
、
私
の
５
人
、
お
世
話
に
な
っ
た
の
、

そ
の
家
で
。
電
気
も
来
な
い
時
期
で
し
た
べ
。
湯
た
ん
ぽ
さ
、
お
湯
沸
か
し
て
２

つ
３
つ
炬
燵
さ
入
れ
て
、そ
こ
に
足
を
入
れ
て
あ
っ
た
め
て
、ロ
ウ
ソ
ク
を
立
て
て
。

　
そ
し
た
ら
、
心
公
院
（
寺
院
）
か
ら
も
ロ
ウ
ソ
ク
が
ま
わ
っ
て
ね
す
、
貰
っ
た

ん
だ
ね
す
。
こ
ん
だ
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
さ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
入
れ
て
、
心
公
院

の
裏
山
を
２
つ
３
つ
越
え
て
、山
の
ヒ
ラ
マ
ツ
っ
つ
う
沢
か
ら
、水
を
汲
ん
で
き
た
。

水
が
全
然
無
か
っ
た
か
ら
ね
す
。
そ
し
て
雪
が
降
っ
た
時
に
は
、
ト
ヨ
さ
バ
ケ
ツ

を
置
い
て
、
そ
れ
に
水
が
だ
ら
だ
ら
な
っ
た
ら
、
こ
ん
だ
風
呂
場
さ
入
れ
て
。
ト

イ
レ
さ
も
入
れ
て
。
そ
こ
の
家
に
５
か
月
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
か
ら
。

　
そ
い
で
、
お
ら
の
息
子
は
オ
ク
マ
ン
サ
マ
さ
泊
ま
っ
て
ら
っ
た
も
ん
ね
。「
母
さ

ん
、
ま
だ
忙
し
い
な
あ
、
ま
だ
見
ら
れ
ね
え
な
あ
」
っ
て
言
っ
た
っ
た
ど
も
。
自

ね
、お
か
し
く
な
っ
て
。
こ
れ
じ
ゃ
あ
だ
め
だ
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、愚
痴
を
言
っ

て
し
ま
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
し
た
ら
、
息
子
に
「
ほ
ん
だ
ら
、
お
母
さ
ん
も
車
出

し
て
、好
き
な
と
こ
行
け
ば
い
い
」っ
て
言
わ
れ
た
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
ん
時
、は
っ

と
思
っ
て
。
あ
っ
こ
れ
は
、
私
ま
ず
い
こ
と
言
っ
た
ん
だ
な
あ
と
思
っ
て
。
み
ん

な
が
一
所
懸
命
稼
い
で
る
中
と
か
で
。

　
そ
れ
か
ら
、
そ
の
辺
を
歩
く
こ
と
に
し
た
ん
で
す
よ
。
ホ
ー
マ
ッ
ク
と
か
、
河

南
中
学
校
の
方
に
行
っ
た
り
と
か
。
そ
う
す
る
し
か
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
う

す
っ
と
、
年
寄
り
見
つ
け
て
「
私
、
津
波
難
民
で
こ
う
し
て
、
あ
れ
し
て
る
ん
だ

け
ど
も
」
と
か
っ
て
自
分
か
ら
話
し
掛
け
て
、「
い
や
い
や
、
そ
れ
は
難
儀
だ
っ
た

ね
え
、そ
ん
じ
ゃ
あ
、お
ら
は
何
に
も
で
き
ね
え
け
ど
も
、お
ら
あ
こ
こ
下
り
て
行
っ

た
と
こ
ろ
の
す
ぐ
そ
ば
だ
か
ら
、
お
茶
っ
こ
ぐ
ら
い
入
れ
っ
こ
と
が
で
き
っ
か
ら
、

休
ん
で
が
ん
せ
」
っ
て
、
そ
う
し
ゃ
べ
ら
れ
る
だ
け
で
、
心
が
和
ん
で
、
ね
え
。

そ
う
し
て
、
わ
あ
ー
と
思
っ
て
。

　
そ
し
た
っ
け
、
息
子
が
今
度
は
「
ほ
ん
じ
ゃ
、
お
母
さ
ん
、
こ
れ
で
も
や
っ
て
っ

て
」
っ
て
ね
。
自
分
も
な
か
な
か
仕
事
だ
何
だ
り
で
買
い
に
さ
行
け
な
く
っ
て
。

た
ま
た
ま
事
務
の
人
が
宮
古
に
行
く
っ
た
ら
ば
、
頼
ん
で
買
っ
て
来
て
も
ら
っ
て

く
れ
た
り
と
か
っ
て
。
そ
し
て
か
ら
も
、
今
も
ず
ー
っ
と
ね
、
パ
ズ
ル
は
買
っ
て

来
て
く
れ
て
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
状
態
で
落
ち
着
い
て
、
こ
こ
に
来
ま
し
た
。

□　
田
中
ユ
リ
さ
ん
の
話

　
…
年
生
（
公
表
せ
ず
）。
鍬
ヶ
崎
・
港
町
。
主
婦
。

　
田
老
生
ま
れ
で
す
。
昭
和
の
大
津
波
は
、
４
歳
の
時
に
体
験
し
ま
し
た
。
こ
ん

だ
の
地
震
の
時
に
は
、家
に
い
た
っ
た
ん
で
す
。息
子
と
２
人
で
住
ん
で
ん
だ
か
ら
。

息
子
は
ち
ょ
っ
と
浜
の
方
さ
行
っ
ち
ゃ
っ
て
。
そ
れ
で
地
震
が
来
た
た
め
に
、
戸

を
開
け
て
、
ガ
ス
の
元
栓
止
め
て
、
裸
足
で
外
に
出
は
っ
た
の
、
地
震
が
来
た
か

ら
っ
て
い
う
こ
と
で
。
そ
し
て
震
え
っ
て
た
の
、外
で
。
そ
う
し
た
ら
息
子
が
来
て
、

「
母
ち
ゃ
ん
、
寒
い
け
ど
津
波
が
来
る
け
ど
、
い
い
と
こ
あ
る
」
っ
て
言
っ
て
。
普

段
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
さ
だ
い
じ
な
物
入
れ
て
枕
元
さ
置
い
て
ん
の
。
仏
さ
ま
を
風

呂
敷
に
包
ん
で
、
手
提
げ
さ
入
れ
て
、
学
校
さ
来
る
つ
も
り
で
来
た
の
。

　
そ
う
し
た
ら
学
校
の
入
り
口
ん
と
こ
で
、
年
寄
り
の
男
の
人
が
、「
学
校
は
だ
め

被災者の証言 各地域における東日本大震災
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分
で
屋
敷
の
と
こ
、
ち
ょ
っ
と
わ
か
ん
な
か
っ
た
っ
つ
っ
た
も
ん
。
ど
こ
が
ど
う

だ
か
わ
か
ん
な
か
っ
た
み
た
い
で
。
そ
し
た
ら
、
屋
敷
の
角
ん
と
こ
さ
ね
す
、
ハ

マ
ユ
リ
っ
つ
う
、
花
咲
い
た
っ
た
の
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ど
っ
か
か
ら
飛
ん
で
き
た

ん
だ
か
、
そ
の
根
が
あ
っ
た
た
の
。
そ
れ
を
目
当
て
に
、
自
分
の
家
だ
っ
つ
う
の

わ
か
っ
た
っ
た
訳
だ
の
す
。

　
そ
こ
さ
行
っ
た
ら
、
そ
の
時
に
涙
が
出
た
っ
だ
あ
ね
す
。
そ
の
前
は
全
然
涙
は

出
な
か
っ
た
っ
た
ど
も
。
そ
の
時
に
そ
こ
さ
行
っ
た
時
に
、
涙
が
出
て
何
と
も
や

れ
な
い
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
ね
。
そ
し
て
、
行
く
に
も
来
る
に
も
、
自
分
の
屋
敷

さ
行
く
に
は
、
道
路
も
わ
か
ん
な
か
っ
た
も
の
。

　
そ
の
時
に
私
を
退
屈
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
ほ
ど
き
も
の
を
さ
せ
た
り
、
畑
の
草

取
り
を
さ
せ
ら
れ
た
り
。
お
蔭
さ
ん
で
ね
、
長
居
し
ち
ゃ
っ
た
の
。
今
で
も
そ
こ

で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
鍬
ヶ
崎
で
は
菱
屋
さ
ん
の
水
を
汲
ん
だ
み
た
い
で
す
ね
。後
は
そ
こ
の
日
影（
町
）

の
ね
、
坂
上
っ
て
左
の
と
こ
ね
。
カ
ズ
ヤ
の
屋
敷
の
下
の
と
こ
ん
に
ね
、
後
は
そ

こ
の
日
影
（
町
）
の
ね
、
坂
上
っ
て
左
の
と
こ
ね
。
カ
ズ
ヤ
の
屋
敷
の
下
の
と
こ

ん
に
ね
。
あ
そ
こ
に
あ
っ
た
み
た
い
だ
っ
け
。
け
っ
こ
う
み
ん
な
は
沢
水
で
ね
、

助
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
え
。

　
鍬
ヶ
崎
界
隈
で
は
、「
菱
屋
の
水
」
は
「
命
の
水
」
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。	

（
田
中
登
世
子
さ
ん
談
）

各地域における東日本大震災
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第
１
部　
各
地
域
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災

Ｂ　
宮
古
地
域

第
４
章　
宮
古
市
街
地

	

杉
本
栄
子

は
じ
め
に

　

平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
３
月
11
日
、
宮
古
市
街
地
は
津
波
の
浸
水
面
積
が

48・４
㌶
に
わ
た
り
、
浸
水
高
は
Ｔ
．Ｐ
．３・
３
～
５・
２
㍍
、
最
大
浸
水
深
は

３・９
㍍
、
浸
水
区
域
内
の
建
物
１
千
２
７
０
棟
の
14
％
が
流
失
す
る
と
い
う
被
害

に
見
舞
わ
れ
た
。
宮
古
市
役
所
か
ら
Ｊ
Ｒ
山
田
線
、
三
陸
鉄
道
の
宮
古
駅
に
か
け

て
新
川
町
、
向
町
大
通
１
～
４
丁
目
、
中
央
通
商
店
街
（
本
町
、
新
町
、
大
通
１

丁
目
）
大
通
１
丁
目
商
店
会
、
末
広
町
商
店
街
、
新
町　
黒
田
町
の
浸
水
深
は
２

㍍
か
ら
30
㌢
で
あ
っ
た
。
中
で
も
閉
伊
川
に
接
す
る
新
川
町
、
向
町
の
被
害
は
人

的
、
物
的
と
も
に
大
き
か
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
は
宮
古
市
の
生
業
を
支
え
る
港
に
近
く
、
市
役
所
が
位
置
す
る

中
心
地
で
あ
る
。
近
年
堤
防
が
で
き
、
建
物
が
立
ち
並
び
、
人
々
は
生
活
の
中
で

近
く
に
海
が
あ
る
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
。

　
こ
の
地
域
は
昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
の
カ
ザ
リ
ン
台
風
、
23
（
１
９
４
８
）

年
の
ア
イ
オ
ン
台
風
で
、
大
き
な
浸
水
被
害
を
受
け
、
親
世
代
か
ら
水
害
伝
承
が

浸
透
し
て
い
る
。
津
波
に
関
し
て
も
「
地
震
が
き
た
ら
津
波
は
来
る
」
と
ほ
と
ん

ど
の
人
は
認
識
し
て
い
る
。
３
月
11
日
は
地
震
の
大
き
さ
に
驚
き
、
誰
も
が
「
こ

ん
な
大
き
な
地
震
だ
か
ら
き
っ
と
津
波
は
来
る
」
と
思
っ
た
と
い
う
。
す
ぐ
に
車

や
徒
歩
で
避
難
し
た
住
民
が
い
る
一
方
、「
津
波
は
来
る
が
、
こ
こ
に
は
来
な
い
。

来
て
も
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
、
家
の
中
に
留
ま
っ
て
い
た
人
も
多
か
っ
た
。

防
災
無
線
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
耳
に
し
て
も
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
た
言
葉
に
い
つ
も

の
こ
と
と
聞
き
流
し
て
い
た
。

　
道
路
に
黒
い
水
を
見
た
人
た
ち
も
、
そ
れ
が
津
波
に
よ
る
も
の
だ
と
気
づ
い
た

の
は
後
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
、
瓦
礫
や
車
が
流
さ
れ
て
き
た
の
を
見
て
、
あ
る

い
は
、「
津
波
だ
！　
逃
げ
ろ
！
」
と
い
う
声
を
聞
い
て
、
初
め
て
危
険
が
迫
っ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
は
無
我
夢
中
、
全
速
力
で
駅
方
面
に
駆

け
抜
け
た
人
、あ
わ
て
て
近
く
の
外
階
段
の
あ
る
ア
パ
ー
ト
や
高
い
建
物
に
上
が
っ

た
人
な
ど
、
ま
さ
に
水
と
の
競
争
だ
っ
た
。

　
家
の
中
に
い
た
人
は
、
外
の
物
音
で
水
に
気
が
付
き
、
慌
て
て
自
宅
の
２
階
に

駆
け
上
が
っ
て
危
機
一
髪
。
し
か
し
、
ほ
っ
と
す
る
間
も
な
く
、
水
の
勢
い
の
凄

ま
じ
さ
に
、
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
屋
根
へ
、
さ
ら
に
２
階
の
屋
根
へ
、
ま
た
よ
り
安
全

な
隣
の
家
の
屋
根
へ
と
移
っ
た
人
も
い
る
。
幸
い
２
階
に
避
難
し
て
一
命
は
取
り

留
め
た
も
の
の
、
迫
り
く
る
水
、
押
し
寄
せ
て
く
る
瓦
礫
の
山
を
目
の
当
た
り
に

し
て
、
そ
の
恐
怖
は
い
か
ば
か
り
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。「
も
う
こ
れ
ま
で
」
と
覚

悟
を
決
め
た
人
も
少
な
く
な
い
。

　
不
幸
に
し
て
、
自
宅
の
１
階
で
逃
げ
遅
れ
て
、
水
門
を
見
に
行
っ
て
流
さ
れ
て
、

あ
る
い
は
避
難
途
中
で
寒
い
か
ら
と
上
着
を
取
り
に
帰
っ
た
た
め
に
、
命
を
落
と

さ
れ
た
と
い
っ
た
方
も
多
い
。

　
宮
古
市
街
地
で
働
く
人
の
中
に
は
、
田
老
、
鍬
ヶ
崎
、
高
浜
な
ど
に
住
む
人
も

多
く
、
職
場
と
自
宅
の
両
方
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
ま
た
、
他
所
か
ら
仕
事

や
買
い
物
に
来
て
い
て
、
被
害
に
遭
っ
た
人
も
い
る
。

　
山
田
線
を
境
に
南
側
は
津
波
の
被
害
を
受
け
て
い
な
い
。
同
じ
生
活
圏
内
に
あ

り
な
が
ら
、
そ
の
差
は
大
き
く
、
天
国
と
地
獄
ほ
ど
の
違
い
が
あ
っ
た
と
い
う
。

南
町
に
住
む
60
代
女
性
は
地
震
の
後
、
宮
古
小
学
校
に
孫
を
迎
え
に
行
っ
た
。
そ

こ
に
津
波
が
来
た
た
め
に
、
家
に
帰
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
翌
日
の
昼
ご

ろ
に
船
や
車
で
ふ
さ
が
れ
た
道
路
を
遠
回
り
し
て
、
線
路
を
乗
り
越
え
て
よ
う
や

く
の
思
い
で
家
に
帰
っ
た
が
、
そ
こ
は
津
波
の
被
害
を
全
く
受
け
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
。

　
難
を
逃
れ
た
人
と
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
の
差
は
ほ
ん
の
一
瞬
、
そ
れ
も
い
く
つ

か
の
偶
然
が
重
な
っ
た
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
。
ま
た
津
波
の
被
害
を
乗
り
越
え
た

後
に
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
も
少
な
く
な
い
と
聞
く
。
災
害
で
受
け
た
心
労
が
計
り

知
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
と
推
察
す
る
。
ま
た
、
自
宅
の
浸
水
は
免
れ
た
が
、

停
電
、
断
水
で
避
難
所
に
一
時
避
難
さ
れ
た
方
も
多
く
、
日
常
の
生
活
を
脅
か
さ

れ
て
、
不
安
な
日
々
を
送
っ
た
人
々
は
数
知
れ
な
い
。
そ
ん
な
混
乱
の
中
で
消
防

団
の
活
躍
は
ど
れ
だ
け
人
々
を
励
ま
し
、
助
け
た
こ
と
だ
ろ
う
。

宮古市街地 各地域における東日本大震災



190

名
（
男
31
、
女
20
）
に
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
１
日
現
在
は
19
世
帯
、

人
口
39
名
（
男
21
、
女
18
）
に
減
少
し
た
。
他
所
に
避
難
、
ま
た
は
仮
設
住
宅
に

住
ん
で
い
る
た
め
、
実
際
に
生
活
し
て
い
る
人
は
さ
ら
に
少
な
い
。
町
内
会
の
活

動
も
一
時
休
止
状
態
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
動
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

⑴　
花
坂 

康
太
郎
さ
ん
の
話　
昭
和
27
（
１
９
５
２
）
年
生

　
新
川
町
１　
花
坂
印
刷
工
業
㈱
代
表
取
締
役
、
宮
古
商
工
会
議
所
会
頭

　
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
11
月
21
日
、
社
内
で
伺
う
。

印
刷
会
社
の
２
階
だ
け
が
残
っ
て

ち
ょ
う
ど
こ
の
新
川
町
の
会
社
に
い
た
ん
で
す
よ
。
す
ご
い
揺
れ
で
、
長
く
続

い
た
た
め
に
、
過
去
の
経
験
か
ら
津
波
は
必
ず
来
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
積
ん
で

あ
っ
た
紙
類
が
全
部
倒
れ
て
ね
。
ど
う
し
よ
う
も
な
い
か
ら
、「
と
り
あ
え
ず
逃
げ

ろ
」と
従
業
員
は
み
な
帰
し
て
、私
は
３
時
に
お
客
さ
ん
が
来
る
の
で
、そ
れ
を
待
っ

て
い
た
ん
で
す
よ
。
津
波
が
来
る
10
分
く
ら
い
前
か
な
、
自
分
が
最
後
に
逃
げ
た

ん
で
す
け
ど
。
車
で
、
山
に
向
か
っ
て
行
く
と
混
む
か
ら
、
駅
の
方
に
真
っ
直
ぐ

進
め
ば
な
に
も
な
か
っ
た
か
ら
。
田
の
神
（
旧
山
口
地
区
）
に
工
場
が
あ
る
の
で
、

そ
こ
に
取
り
あ
え
ず
行
っ
た
。
多
分
ひ
ど
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
い

な
が
ら
行
っ
た
ら
、
案
の
定
印
刷
物
が
全
部
だ
め
だ
っ
た
。
そ
れ
を
少
し
整
理
し

て
様
子
を
見
て
い
た
。

夕
方
山
口
川
上
流
に
も
ど
ん
ど
ん
瓦
礫
が
く
る
わ
け
だ
よ
ね
。
あ
、
こ
れ
は
す

ご
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
な
と
思
っ
て
。
魚
菜
市
場
の
あ
た
り
ま
で
行
く
と
水
が

き
て
い
て
、
全
部
通
行
止
め
に
な
っ
て
ね
、
そ
の
時
点
で
、
ハ
ー
、
お
ら
ほ
の
と

こ
ろ
は
も
う
だ
め
だ
べ
な
と
思
っ
た
。
自
宅
は
山
の
上
の
方
、
西
ヶ
丘
な
の
で
無

事
だ
っ
た
。

12
日
に
細
い
山
道
を
車
で
来
ら
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
、
山
の
上
か
ら
見
た
ら

な
に
も
な
い
。
ま
た
少
し
下
り
て
、
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
ま
で
来
た
ら
、
会
社
の

１
階
部
分
が
全
部
流
さ
れ
て
、
２
階
だ
け
が
ポ
ン
と
あ
っ
た
。
会
社
は
も
う
だ
め

だ
と
思
っ
た
ら
、
シ
ョ
ッ
ク
を
通
り
過
ぎ
て
、
笑
う
し
か
な
か
っ
た
。
２
階
に
金

庫
が
あ
っ
た
か
ら
、
金
庫
は
大
丈
夫
な
の
か
な
あ
っ
て
…
。

次
の
日
は
ど
う
に
か
会
社
の
と
こ
ろ
ま
で
下
り
て
き
て
、
下
は
な
に
も
な
い
か

　
５
年
が
過
ぎ
、
主
要
道
路
は
着
々
と
整
備
さ
れ
、
新
し
い
道
路
が
作
ら
れ
、
災

害
公
営
住
宅
も
建
ち
、
個
人
の
家
の
再
建
も
進
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に

仮
設
で
不
自
由
な
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
が
い
る
。
復
興
へ
の
道

は
ま
だ
ま
だ
遠
い
。
し
か
し
、ま
ち
の
人
た
ち
は
お
互
い
を
思
い
や
り
、助
け
合
い
、

復
興
に
向
か
っ
て
着
実
に
歩
ん
で
き
た
。
10
～
12
商
店
街
、
女
性
の
グ
ル
ー
プ
な

ど
が
街
の
活
性
化
に
、
町
内
会
・
自
治
会
は
防
災
の
強
化
な
ど
、
日
常
の
生
活
の

中
で
復
興
に
力
を
尽
く
し
て
い
る
。

＊
各
町
内
の
世
帯
数
、
人
口
は
行
政
別
人
口
資
料
を
基
に
、
死
者
数
は
『
東
日
本

大
震
災
宮
古
市
の
記
録
』
第
１
巻
に
従
っ
た
。
証
言
の
中
で
数
字
と
一
致
し
て
い

な
い
場
合
も
あ
る
。

１　
新
川
町

　
新
川
町
は
明
治
12
（
１
８
７
２
）
年
か
ら
15
（
１
８
８
２
）
年
に
か
け
て
閉
伊

川
の
河
川
を
埋
め
立
て
た
地
で
、
ゼ
ロ
㍍
地
帯
と
い
わ
れ
て
い
る
。
南
は
閉
伊
川

と
接
し
、
南
端
に
は
古
く
か
ら
藤
原
と
結
ぶ
宮
古
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
主
要
幹
線
道
路
で
あ
る
国
道
１
０
６
号
の
基
点
や
、
45
号
の
一
部
で
あ

る
「
宮
古
大
橋
」
を
有
し
て
い
る
。

　
昭
和
47
（
１
９
７
２
）
年
に
今
の
市
庁
舎
が
落
成
し
、行
政
の
中
心
地
と
な
っ
た
。

中
央
公
民
館
、
郵
便
局
、
宮
古
地
区
労
働
福
祉
会
館
、
第
一
分
団
屯
所
（
管
轄
区

域
＝
本
町
、
新
川
町
、
築
地
１
丁
目
）
な
ど
が
あ
り
、
漁
業
家
が
多
く
、
水
産
加

工
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
現
在
で
も
水
産
加
工
を
営
む
人
が
在
住
し
て
い
る
。

　
震
災
前
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
３
月
１
日
現
在
の
世
帯
数
は
42
、
人
口
は

81
名
（
男
44
、
女
37
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
の
特
徴
と
し
て
、
仕
事
は
新
川
町

に
あ
る
が
、
住
ま
い
を
他
所
に
移
し
て
い
る
世
帯
も
あ
る
。

　
「
３・11
」
の
津
波
は
新
川
町
の
堤
防
を
越
え
、
市
役
所
の
２
階
ま
で
浸
水
（
３・

５
㍍
）
し
た
。
第
一
分
団
屯
所
の
浸
水
高
は
１・８
㍍
、
町
内
の
家
屋
は
１
階
が
壊

滅
状
態
と
な
っ
た
。
市
役
所
前
の
歩
道
橋
を
襲
う
津
波
の
映
像
は
、
繰
り
返
し
全

国
に
流
さ
れ
た
。
死
亡
届
者
は
７
名
で
あ
る
。

　

震
災
後
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
８
月
の
世
帯
数
は
一
気
に
28
、
人
口
51
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て
い
な
い
。
津
波
に
は
い
い
ん
だ
け
ど
、
台
風
や
低
気
圧
で
川
の
水
が
氾
濫
し
た

と
き
に
ど
う
な
る
の
か
ね
。

時
代
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
、
印
刷
機
も
新
し
く
な
る
。
モ
ノ
づ
く
り
補

助
金
で
北
日
本
第
一
号
と
な
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
印
刷
機
を
導
入
し
た
が
、
世
代
交

代
と
震
災
が
全
部
絡
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。
仕
事
は
１
年
く
ら
い

前
か
ら
、
ど
う
に
か
震
災
前
の
状
況
に
戻
っ
た
。

宮
古
の
事
業

商
工
会
議
所
は
被
災
事
業
所
を
再
開
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
す
ぐ

次
の
日
か
ら
始
め
た
。
宮
古
の
再
開
率
は
今
の
段
階
で
86
％
く
ら
い
。
た
だ
し
、

10
％
ぐ
ら
い
は
廃
業
し
て
い
る
か
ら
ね
、
現
実
的
に
は
90
％
以
上
で
、
残
っ
て
い

る
田
老
と
鍬
ヶ
崎
の
事
業
者
が
再
開
す
れ
ば
ほ
ぼ
１
０
０
％
に
な
る
。
廃
業
は
も

と
も
と
後
継
者
が
い
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
機
会
に
や
め
る
時
期
が
早
ま
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

宮
古
を
全
体
的
に
見
る
と
、
再
開
し
て
も
な
か
な
か
震
災
前
の
状
況
に
戻
っ
て

い
な
い
。
震
災
前
以
上
に
い
い
物
を
出
さ
な
い
と
復
興
に
繫
が
ら
な
い
。
雇
用
の

面
で
も
製
造
の
面
で
も
水
産
加
工
業
は
大
き
い
か
ら
、
そ
こ
の
再
開
を
や
っ
て
い

る
が
、
震
災
前
の
状
況
に
ま
だ
６
割
く
ら
い
し
か
戻
っ
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
う
。
水
産
加
工
業
は
一
所
懸
命
販
路
の
開
拓
を
し
て
い
る
。
一
度
供
給
で
き

な
く
な
る
と
販
路
が
途
絶
え
る
の
で
、
な
か
な
か
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
状
況
が

い
い
の
は
建
設
関
係
、
サ
ー
ビ
ス
業
も
若
干
い
い
の
か
な
。
し
か
し
、
全
体
的
に

は
あ
ま
り
よ
く
は
な
っ
て
い
な
い
、
そ
こ
が
一
番
の
悩
み
で
す
ね
。

震
災
前
、
水
産
物
は
宮
古
の
名
前
が
付
い
て
い
れ
ば
、
物
が
い
い
か
ら
な
ん
で

も
売
れ
る
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
た
の
ね
。
商
品
に
対
す
る
見
方
が
震
災
後
に
は
全

部
変
わ
っ
た
。
安
全
安
心
、
顔
が
見
え
る
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
品
質
基
準
、

消
費
者
、
衛
生
、
安
全
な
ど
す
べ
て
の
条
件
が
ガ
ン
ガ
ン
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
っ
て
い
う
の
が
、
今
一
番
の
課
題
で
ね
。
復

興
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
東
都
生
協
の
品
質
基
準
が
一
番
厳
し
い
か
ら
、
そ
こ

を
ク
リ
ア
す
れ
ば
全
国
ど
こ
の
生
協
に
も
対
応
で
き
る
と
思
う
。
そ
こ
に
ど
う
参

画
し
て
い
く
か
っ
て
こ
と
で
す
ね
。

ら
２
階
の
金
庫
だ
け
を
見
て
ね
。
濡
れ
て
い
た
ん
だ
け
ど
ね
、
そ
の
中
に
印
鑑
と

か
貴
重
な
物
が
入
っ
て
い
た
か
ら
、
こ
れ
だ
け
あ
れ
ば
取
り
あ
え
ず
は
い
い
か
っ

て
こ
と
で
。
あ
と
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

結
局
、津
波
で
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
、１
階
は
印
刷
工
場
で
重
い
機
械
が
あ
る
か
ら
、

ガ
リ
ガ
リ
と
ミ
キ
サ
ー
み
た
く
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
だ
か
ら

下
は
工
場
も
事
務
所
も
全
然
何
も
な
い
。
機
械
か
ら
何
か
ら
な
に
ま
で
全
部
だ
め
。

２
階
の
金
庫
だ
け
、
そ
れ
だ
け
が
残
っ
た
。

年
度
替
わ
り
で
印
刷
用
紙
も
大
量
に
仕
入
れ
て
あ
っ
た
時
期
で
、
そ
れ
が
す
べ

て
駄
目
に
な
っ
た
の
は
痛
か
っ
た
。

２
週
間
後
に
田
の
神
工
場
、
１
年
後
に
仮
設
工
場
で
再
開

た
だ
よ
か
っ
た
の
は
、
仕
事
の
デ
ー
タ
と
か
、
最
新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
か
ら

な
に
か
ら
全
部
、
田
の
神
工
場
に
あ
っ
た
か
ら
、
仕
事
を
す
る
に
は
全
然
支
障
が

な
か
っ
た
。
そ
れ
で
震
災
か
ら
２
週
間
目
ぐ
ら
い
に
、
取
り
あ
え
ず
田
の
神
工
場

で
作
業
を
始
め
た
。
３
月
い
っ
ぱ
い
は
仕
事
に
な
ん
な
か
っ
た
。
３
月
中
に
納
め

ね
ば
な
ら
な
い
物
も
ず
い
ぶ
ん
納
期
が
伸
び
て
し
ま
っ
た
。

パ
ソ
コ
ン
と
小
さ
な
機
械
は
あ
っ
た
け
ど
、
６
月
に
オ
ン
デ
マ
ン
ド
を
設
備
し

て
、
そ
れ
１
台
で
あ
る
程
度
ま
で
は
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
１
年
く
ら
い
し
て

か
ら
、
市
が
旧
千
徳
中
学
校
に
仮
設
工
場
を
造
っ
た
の
で
、
印
刷
機
と
か
あ
る
程

度
の
機
械
設
備
を
し
た
。
そ
こ
で
、
震
災
後
に
一
度
解
雇
し
た
社
員
を
再
雇
用
し

た
が
、
世
代
交
代
で
ほ
と
ん
ど
を
新
規
採
用
に
切
り
替
え
た
。
仮
設
工
場
は
大
き

い
だ
け
で
、天
井
が
高
い
鉄
工
場
の
よ
う
な
感
じ
で
、夏
は
暑
い
し
冬
は
寒
い
し
ね
、

印
刷
屋
向
き
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
１
年
半
ぐ
ら
い
い
た
。

２
年
半
後
に
社
屋
を
再
建

昨
年
（
２
０
１
３
年
）
の
10
月
に
よ
う
や
く
こ
こ
（
新
川
町
）
が
で
き
た
。
商

工
会
議
所
会
頭
の
立
場
上
、
一
番
最
後
に
と
い
う
こ
と
で
、
事
業
所
の
ほ
と
ん
ど

が
復
旧
し
た
後
と
な
っ
た
。
被
災
事
業
所
８
０
０
の
う
ち
７
０
０
ぐ
ら
い
が
再
開

し
て
、多
分
６
８
０
番
目
ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
思
う
。こ
こ
は
１
㍍
嵩
上
げ
し
た
け
ど
、

地
盤
が
下
が
っ
て
い
る
の
で
、
実
質
的
に
は
前
よ
り
50
㌢
く
ら
い
し
か
高
く
な
っ
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大
橋
か
ら
滝
の
よ
う
に
乗
り
越
え
迫
っ
て
く
る
水
で
し
た
。
私
は
急
い
で
、
１
階

の
厨
房
で
仕
込
み
を
し
て
い
た
家
内
に
知
ら
せ
、
手
を
引
き
、
階
段
を
駆
け
上
が

り
ま
し
た
。
か
か
と
が
濡
れ
る
寸
前
の
と
こ
ろ
ま
で
、
水
が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

危
機
一
髪
の
と
こ
ろ
で
し
た
ね
。当
店
の
立
地
上
、市
庁
舎
と
国
道
の
大
橋
が
第
２
、

第
３
の
防
潮
堤
と
な
っ
て
く
れ
た
た
め
、
こ
の
程
度
で
済
ん
だ
の
だ
と
思
い
ま
す
。

屋
上
に
上
が
っ
て
辺
り
を
見
回
す
と
、
も
う
別
世
界
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
花
巻
に
出
張
し
て
い
た
息
子
や
、
揺
れ
の
直
後
に
帰
し
た
従
業
員
た
ち

は
、
幸
い
皆
無
事
で
し
た
。

　
地
震
発
生
か
ら
40
分
程
経
っ
て
の
津
波
で
し
た
が
、「
津
波
は
来
な
い
だ
ろ
う
」

と
い
う
油
断
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
私
た
ち
が
駆
け
上
が
っ
た
４
階
か
ら
は
、

大
橋
で
ま
だ
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
人
々
も
見
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
歩
道
橋
の
上
に
い
て
、
ぎ
り
ぎ
り
の
高
さ
の
と
こ
ろ
で
助
か
っ
た
方
や
、

電
柱
に
登
っ
て
助
か
っ
た
方
、
宮
古
大
橋
の
上
に
い
て
車
ご
と
助
か
っ
た
方
も
い

ま
し
た
。
さ
か
も
と
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
向
町
４
）
の
駐
車
場
の
車
が
宮
古
信
用

金
庫
（
向
町
２
）
の
方
向
へ
と
、固
ま
り
に
な
っ
て
流
れ
て
行
く
の
も
見
え
ま
し
た
。

突
破
で
き
る
と
思
っ
た
の
か
、
宮
古
大
橋
か
ら
水
の
中
へ
突
入
し
て
行
き
、
そ
の

ま
ま
流
さ
れ
て
ゆ
く
車
や
、「
ビ
ー
ー
ー
」
と
い
う
断
末
魔
の
よ
う
な
ク
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
鳴
ら
し
な
が
ら
、
水
没
し
て
ゆ
く
車
を
何
台
も
見
ま
し
た
。

事
務
所
で
２
晩
過
ご
し
て

　
浸
水
は
２
階
ま
で
あ
と
20
㌢
と
い
う
と
こ
ろ
で
止
ま
り
ま
し
た
。
不
幸
中
の
幸

い
で
し
た
。
そ
の
日
よ
り
２
晩
は
、
３
階
の
部
屋
で
寝
泊
ま
り
し
、
そ
こ
に
あ
っ

た
石
油
ス
ト
ー
ブ
で
暖
を
取
り
ま
し
た
。
13
日
の
午
後
に
は
、
崎
山
に
あ
る
家
内

の
実
家
を
頼
っ
て
、歩
い
て
い
き
ま
し
た
。２
時
間
以
上
は
か
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

他
に
も
多
く
の
人
た
ち
が
、
難
民
の
様
に
列
を
な
し
て
い
ま
し
た
。
14
日
に
バ
イ

ク
を
借
り
て
店
の
様
子
を
見
に
行
き
ま
し
て
、
愛
宕
小
学
校
に
避
難
所
が
開
設
さ

れ
た
の
を
確
認
し
ま
し
た
。
数
日
後
、
合
流
し
た
息
子
共
々
、
愛
宕
小
学
校
の
避

難
所
へ
移
り
ま
し
た
。
で
す
が
、い
ざ
行
っ
て
み
る
と
、家
を
失
く
さ
れ
た
方
な
ど
、

大
勢
の
方
が
い
ら
し
て
い
た
の
で
、
２
、３
日
お
世
話
に
な
っ
た
後
、
防
犯
の
意
味

も
兼
ね
て
、
寝
泊
ま
り
は
店
の
２
階
と
し
、
食
料
や
支
援
物
資
な
ど
を
頂
き
に
避

水
産
、
工
業
、
観
光
の
３
つ
を
と
り
あ
え
ず
太
く
し
て
再
開
さ
せ
れ
ば
、
あ
と

は
自
然
に
つ
い
て
く
る
と
い
う
考
え
で
や
ら
な
い
と
ね
。
全
部
い
っ
ぺ
ん
に
や
ろ

う
と
し
て
も
無
理
だ
。
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
４
月
に
３
年
計
画
を
立
て
て
水

産
物
の
販
路
拡
大
、
商
品
開
発
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
来
年
は
３
年
目
に
な

る
が
、
ま
だ
ま
だ
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
工
業
は
合
板
メ
ー
カ
ー
と

金
型
・
コ
ネ
ク
タ
ー
の
２
大
工
業
が
順
調
だ
し
、
観
光
は
大
事
で
す
か
ら
、
厳
し

い
け
ど
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
を
ど
ん
ど
ん
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

震
災
で
変
わ
っ
た
の
は
、
若
い
人
た
ち
が
や
る
気
を
出
し
て
や
っ
て
い
る
と
こ

ろ
、
後
継
者
が
き
ち
ん
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
て
い
る
。
震
災
前

に
い
く
ら
よ
く
て
も
後
継
者
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
い
と
伸
び
て
い
か
な
い
が
、

Ｕ
タ
ー
ン
で
実
家
の
家
業
を
継
ぐ
若
者
が
結
構
い
る
の
で
安
心
し
て
い
る
。
水
産

加
工
も
、
後
継
者
が
し
っ
か
り
成
長
し
て
い
る
か
ら
安
心
、
将
来
は
明
る
い
。
業

界
の
リ
ー
ダ
ー
を
地
域
全
体
の
リ
ー
ダ
ー
に
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

⑵　
堀
田 

尚
志
さ
ん
の
話　
昭
和
18
（
１
９
４
３
）
年
生

　
新
川
町
４　
㈲
レ
ス
ト
ラ
ン
ほ
り
た
、
新
川
町
自
治
会
会
長　

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
４
月
23
日
、
店
内
で
伺
う
。

階
段
を
駆
け
上
が
る

　
２
階
建
と
４
階
建
の
棟
続
き
の
店
舗
を
所
有
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
主
に
、
宴

会
や
会
合
、
会
場
貸
し
な
ど
を
営
み
、
ま
た
、
高
齢
者
向
け
に
お
弁
当
を
お
届
け

し
て
い
ま
す
。

　
震
災
当
日
は
、夕
方
お
届
け
分
の
お
弁
当
の
準
備
を
始
め
て
い
ま
し
た
。そ
こ
に
、

大
地
震
が
来
ま
し
た
。
結
構
長
く
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
事
の
な
い
大
き
な
揺
れ

で
し
た
。
こ
う
い
う
時
は
、
お
弁
当
を
お
届
け
し
て
い
る
お
年
寄
り
の
方
は
不
安

に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
、
一
刻
も
早
く
お
弁
当
を
届
け
よ
う
と
そ
の
ま
ま
準
備
を

進
め
て
い
ま
し
た
。

　
た
だ
、
何
か
い
つ
も
と
違
う
…
、
そ
う
感
じ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
の
貴

重
品
を
念
の
た
め
上
の
階
へ
避
難
さ
せ
ま
し
た
。
２
、３
回
往
復
し
た
と
き
で
し
ょ

う
か
、
ふ
と
外
を
見
る
と
、
私
の
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
、
目
の
前
の
宮
古
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方
な
ど
も
い
る
た
め
、
９
世
帯
（
19
人
）
に
減
少
し
ま
し
た
。
人
は
減
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
そ
の
分
見
ず
知
ら
ず
の
方
と
も
お
互
い
に
挨
拶
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

	

自
治
会
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
私
は
会
長
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
運
営
費
の
徴

収
を
昨
年
の
10
月
以
降
下
半
期
分
か
ら
再
開
し
て
い
ま
す
。

震
災
と
祭
礼

　
私
が
総
代
を
務
め
て
い
る
横
山
八
幡
宮
で
は
、
震
災
の
年
の
９
月
の
例
大
祭
を

ど
う
す
る
か
？　
と
い
う
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。「
亡
く
な
っ
た
方
が
こ
ん
な
に
出

て
い
る
の
に
失
礼
だ
」
と
い
う
方
、「
こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ
そ
や
ろ
う
」
と
い
う

方
、
様
々
い
ま
し
た
が
、
結
局
実
施
し
て
良
か
っ
た
で
す
。
行
程
20
㌔
以
上
に
亘

り
行
列
も
練
り
歩
き
ま
し
た
が
、
被
災
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
や
、
被
災
し

た
か
ら
こ
そ
の
奉
賛
も
こ
れ
ま
で
に
な
く
多
く
、
関
係
者
一
同
喜
ん
で
い
ま
す
。

２　
向
町

　
向
町
は
東
に
新
川
町
、
南
は
土
手
を
挟
ん
で
閉
伊
川
に
接
し
て
い
る
。
慶
長
16

（
１
６
１
１
）
年
の
津
波
後
に
区
画
さ
れ
た
本
町
に
続
く
古
い
町
で
あ
る
。
町
内
は

１
番
か
ら
３
番
を
下
向
町
、４
番
か
ら
９
番
を
上
向
町
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
町
内
会
、

ま
た
は
自
治
会
が
あ
る
。
９
番
地
と
宮
町
と
の
間
に
藤
原
に
繋
が
る
Ｊ
Ｒ
山
田
線

が
通
っ
て
い
る
。
宮
古
橋
と
並
行
し
て
鉄
橋（
第
43
閉
伊
川
橋
）が
架
か
っ
て
い
る
。

第
二
分
団
の
屯
所
（
管
轄
区
域
＝
向
町
、
大
通
１
丁
目
、
２
丁
目
）
が
あ
り
、
震

災
ま
で
は
市
保
健
セ
ン
タ
ー
休
日
急
患
診
療
所
が
あ
っ
た
。

　
震
災
前
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
３
月
１
日
現
在
の
世
帯
数
は
１
４
３
、
人

口
は
３
１
５
名
（
男
１
３
７
、
女
１
７
８
）
で
あ
っ
た
。

　
「
３
・
11
」
の
津
波
に
よ
る
浸
水
は
第
二
分
団
屯
所
が
３・２
㍍
、
町
内
の
ほ
と

ん
ど
の
家
屋
は
１
階
が
壊
滅
状
態
と
な
り
、
人
的
・
物
的
両
面
に
市
街
地
で
も
っ

と
も
大
き
な
被
害
が
出
た
。
Ｊ
Ｒ
山
田
線
の
鉄
橋
の
橋
げ
た
が
流
失
し
、
橋
が
崩

壊
し
た
。

家
の
中
で
の
被
害
者
が
多
い
。
自
宅
に
留
ま
っ
て
仕
事
を
し
て
い
た
人
、
家
族

を
２
階
に
上
げ
た
が
自
分
自
身
は
上
が
り
き
れ
な
か
っ
た
人
、
１
階
の
部
屋
に
寝

難
所
へ
通
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
店
舗
の
裏
手
に
あ
る
土
蔵
と
昭
和
11
（
１
９
３
６
）
年
頃
に
建
て
た
木
造
の
自

宅
へ
の
被
害
は
、
水
と
い
う
よ
り
瓦
礫
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
魚
市
場
の
機
械
や
、

周
辺
で
壊
れ
た
建
物
の
一
部
が
一
緒
に
流
れ
て
き
た
の
で
、
壁
も
天
井
も
壊
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
門
の
周
辺
は
、
ど
こ
の
家
の
物
か
判
ら
な
い
タ
ン
ス
や
机
な
ど

が
山
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
泥
出
し
だ
け
で
も
半
月
以
上
か
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

全
国
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

時
代
に
合
わ
せ
た
事
業
を

　
１
階
に
あ
る
厨
房
、
機
械
類
は
、
全
部
だ
め
に
な
っ
た
の
で
処
分
し
ま
し
た
。

店
舗
部
分
は
全
面
的
に
天
井
が
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
補
助
金
を
頂
い
て
修

理
を
す
る
た
め
、
工
事
の
段
取
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
震
災
後
、
１
か
月
過
ぎ
た
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
世
界
中
か
ら
く
る
支
援
物

資
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
、
宮
古
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
さ
ん
が
例
会
を
開
く
こ
と

に
な
り
、
そ
の
際
の
お
弁
当
を
頼
ま
れ
ま
し
た
。
２
階
に
あ
っ
た
小
さ
な
厨
房
に

は
被
害
が
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
機
に
、
営
業
を
一
部
再
開
し
ま
し
た
。

　
高
齢
者
向
け
の
お
弁
当
は
、
震
災
の
年
の
５
月
末
に
は
再
開
し
、
現
在
も
お
昼

と
夕
方
に
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
。
個
人
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
介
護
施
設
な
ど

か
ら
も
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。
主
に
地
元
で
と
れ
た
食
材
を
使
っ
て
、
昔
か

ら
の
宮
古
の
味
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
に
は
仮
設
に
も
お
届
け

し
て
い
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
は
夏
前
に
は
工
事
に
入
れ
る
よ
う
、
打
ち
合
わ
せ
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
世
の
中
の
動
き
や
高
齢
化
に
合
わ
せ
て
、
高
齢

者
が
集
う
事
の
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
や
、
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的
な
営

業
に
シ
フ
ト
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
内
の
様
子

　
こ
の
町
内
で
も
、
避
難
し
な
か
っ
た
方
、
津
波
の
様
子
を
見
に
行
っ
た
方
な
ど
、

５
名
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
川
町
は
水
産
加
工
や
漁
業
が
多
か
っ
た
地
域
で
、
も
と
も
と
50
世
帯
位
と
少

な
い
世
帯
数
で
し
た
が
、
震
災
後
は
他
所
に
避
難
さ
れ
た
方
や
、
仮
設
に
入
っ
た
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精
一
さ
ん　
と
こ
ろ
が
ね
え
、
町
内
の
方
々
で
わ
か
っ
て
い
る
人
は
何
人
も
い
な

い
ん
で
す
よ
。
井
戸
も
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
。
そ
れ
で
ね
、
私
は
一
番
先
に
避
難

し
た
よ
う
な
形
だ
け
ど
、
残
っ
た
方
々
は
、「
た
い
し
た
こ
と
な
い
」
っ
て
逃
げ
な

か
っ
た
。
昭
和
36
（
１
９
６
１
）
年
の
チ
リ
地
震
っ
て
い
う
の
は
ね
、
閉
伊
川
の

底
が
見
え
て
津
波
も
来
た
け
ど
も
ね
、
波
は
岸
壁
を
越
え
な
か
っ
た
わ
け
だ
。「
だ

い
じ
ょ
う
ぶ
だ
」
っ
て
逃
げ
な
か
っ
た
人
も
、「
な
あ
に
、チ
リ
の
と
き
も
こ
な
か
っ

た
べ
」
っ
て
、
そ
う
い
う
安
心
感
も
あ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
ね
。

　
私
が
騒
い
で
回
っ
て
、
手
ぶ
ら
で
東
屋
（
本
町
２
）
さ
行
っ
た
と
き
に
は
、
後

ろ
に
波
が
見
え
た
。
第
１
波
は
強
く
な
い
ん
で
す
よ
。
第
２
波
、３
波
と
強
く
な
っ

て
く
る
。
東
屋
の
駐
車
場
で
第
１
波
が
足
元
ま
で
き
た
ん
で
す
よ
。

　
昔
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
は
、
大
切
な
こ
と
な
ん
で
す
よ
。
こ
こ
が
宮
古
市
で
一

番
低
い
土
地
な
ん
で
す
。
昔
の
町
名
は
中な

か
せ洲

と
言
っ
て
、
閉
伊
川
の
河
川
敷
で
埋

め
立
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
。
こ
の
地
域
で
、
新
川
町
も
含
め
て
37
名
亡
く
な
っ
た
よ
。

３
日
目
に
帰
っ
て
き
て
井
戸
を
見
た
ら
湧
い
て
い
た
。
ど
ん
ど
ん
、
ど
ん
ど
ん
湧

い
て
い
た
。
近
所
の
井
戸
も
ポ
ン
プ
を
付
け
て
い
る
け
ど
、
震
災
後
自
然
に
１
㍍

は
湧
い
て
い
た
。
大
切
な
井
戸
な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
息
子
に
「
絶
対
、
こ
の

屋
敷
を
放
し
て
は
な
ん
ね
ぇ
」
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
井
戸
は
使
え
ば
自
然

に
ど
ん
ど
ん
湧
く
ん
で
す
よ
。

避
難
生
活

栄
子
さ
ん　
こ
こ
は
水
が
２
階
ま
で
上
が
っ
た
。２
階
の
床
上
10
㌢
く
ら
い
上
が
っ

た
ん
じ
ゃ
あ
な
い
。

精
一
さ
ん　
津
波
は
だ
い
た
い
２
㍍
50
㌢
く
ら
い
上
が
っ
た
。

栄
子
さ
ん　
こ
の
テ
ー
ブ
ル
は
津
波
に
耐
え
て
助
か
っ
た
の
。
足
が
１
本
取
れ
ま

し
た
っ
け
。
重
い
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
の
座
椅
子
は
流
れ
て
い
っ
て
、
こ
の
一
枚
板
の

テ
ー
ブ
ル
は
居
間
の
中
を
少
し
動
い
た
だ
け
で
残
っ
た
。

　
常
安
寺
さ
ん
に
は
１
か
月
と
10
日
ぐ
ら
い
、
い
た
な
ぁ
。
な
ん
で
そ
こ
ま
で
い

た
か
と
言
う
と
、
お
父
さ
ん
に
お
薬
が
出
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
盛
岡
に
行
け
ば
病

院
を
変
え
な
き
ゃ
あ
な
ん
な
い
の
。
当
時
は
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
て
い
て
主
治
医
の

先
生
に
な
か
な
か
お
会
い
で
き
な
く
て
、
長
引
い
た
ん
で
す
。
１
か
月
後
に
よ
う

て
い
た
老
夫
婦
、
地
震
後
老
夫
婦
を
心
配
し
て
様
子
を
見
に
来
た
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
、

自
宅
の
３
階
に
上
が
っ
た
が
下
に
物
を
取
り
に
戻
っ
た
人
な
ど
で
あ
る
。

家
の
外
で
は
水
門
に
様
子
を
見
に
行
っ
た
人
、
一
度
は
避
難
し
た
が
上
着
を
取

り
に
家
に
戻
っ
た
人
、
家
か
ら
逃
げ
る
途
中
の
人
、
電
柱
に
つ
か
ま
っ
て
い
た
が

力
尽
き
た
人
、
シ
ー
ツ
を
投
げ
て
も
ら
っ
た
が
つ
か
ま
り
き
れ
な
か
っ
た
人
な
ど
、

死
亡
届
者
は
合
わ
せ
て
24
名
（
認
定
者
１
名
）
に
も
及
ん
で
い
る
。

　

震
災
後
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
８
月
の
世
帯
数
は
１
０
４
、
人
口
は

２
２
１
名
（
男
99
、
女
１
２
２
）
に
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
１
日
現
在

は
85
世
帯
、
人
口
１
９
９
名
（
男
90
、
女
１
０
９
）
に
減
少
し
た
。

　
町
内
会
・
自
治
会
の
活
動
は
徐
々
に
動
き
出
し
て
い
る
。

⑴　
吉
田 

精
一
さ
ん　
昭
和
10
（
１
９
３
５
）
年
生　
と

　
　
吉
田 

栄
子
さ
ん　
昭
和
17
（
１
９
４
２
）
年
生　
の
話

　
向
町
１　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
４
月
26
日
、
ご
自
宅
で
伺
う
。

井
戸
の
水
が
引
い
た

精
一
さ
ん　
三
陸
の
津
波
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
。
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
か
ら
ね
。
そ
れ
で
も
ね
、亡
く
な
っ
た
お
じ
い
さ
ん
、お
ば
あ
さ
ん
か
ら「
大

き
な
地
震
が
あ
っ
た
ら
、
必
ず
井
戸
の
水
を
見
ろ
、
引
け
て
い
れ
ば
津
波
が
来
る
」

と
、
そ
う
い
う
こ
と
を
教
え
ら
れ
て
お
る
ん
で
す
よ
。
水
っ
て
い
う
の
は
、
人
間

の
生
活
に
大
切
な
も
ん
な
ん
で
す
。
扱
い
だ
と
か
い
ろ
ん
な
こ
と
が
わ
か
ら
な
け

れ
ば
、
結
局
人
間
が
災
害
に
襲
わ
れ
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
今
回
の
地
震

の
と
き
も
井
戸
に
行
っ
て
見
た
わ
け
。
水
は
ス
ー
ッ
と
引
け
て
、湧
い
て
こ
な
か
っ

た
わ
け
だ
。

栄
子
さ
ん　
今
は
ポ
ン
プ
で
汲
み
上
げ
て
い
る
の
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
蓋
を
か

ぶ
せ
て
、
余
分
な
水
を
下
水
に
排
水
し
て
い
る
。
そ
れ
が
流
れ
て
い
な
か
っ
た
の
。

精
一
さ
ん　
私
は
ね
、以
前
、町
内
会
長
も
や
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。
町
内
に
、「
津

波
が
来
る
か
ら
、
逃
げ
ろ
！
」
っ
て
騒
い
で
ね
。
ま
ず
20
分
ぐ
ら
い
ね
。「
命
が
大

切
だ
、
逃
げ
ね
ば
な
ん
ね
え
。
津
波
て
ん
で
ん
こ
で
だ
」
っ
て
ね
。
私
た
ち
は
す

ぐ
に
常
安
寺
に
避
難
し
た
。

栄
子
さ
ん　
一
番
ト
ッ
プ
に
常
安
寺
さ
ん
に
着
き
ま
し
た
。
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地
震
で
す
ご
く
揺
れ
た
も
ん
で
ま
ず
表
に
出
た
。
ぐ
ら
ぐ
ら
と
き
て
、
１
回
揺

れ
が
治
ま
っ
て
津
波
警
報
が
出
た
け
ど
、
ま
さ
か
こ
こ
に
来
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
の
で
、
も
う
１
回
仕
事
に
戻
っ
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
も
う
１
回
大
き
く
揺
れ

た
の
で
外
に
出
て
、「
こ
れ
は
ま
ず
い
ん
じ
ゃ
あ
な
い
か
」
っ
て
話
に
な
っ
た
。
こ

の
辺
り
の
み
な
さ
ん
は
歩
い
て
避
難
を
始
め
て
い
た
。
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
た

人
が
ワ
ン
セ
グ
を
見
て
い
て
、「
津
波
が
来
て
い
る
よ
う
だ
」
っ
て
見
せ
ら
れ
た
け

ど
、
画
面
が
光
っ
て
よ
く
見
え
な
か
っ
た
の
で
、
そ
ん
な
も
ん
か
な
あ
と
眺
め
て

い
た
。
そ
こ
の
家
の
人
も
車
で
避
難
し
て
行
っ
た
の
で
、
私
も
自
分
の
家
に
、
津

波
に
向
か
う
よ
う
な
形
に
な
る
け
ど
、
な
に
を
持
っ
て
逃
げ
よ
う
か
、
バ
イ
ク
に

し
よ
う
か
、
車
に
し
よ
う
か
、
な
ん
て
考
え
な
が
ら
歩
い
て
い
っ
た
。

　
家
の
前
に
近
所
の
人
が
２
、３
人
い
て
、
話
し
か
け
ら
れ
た
。
そ
こ
で
「
避
難
所

は
宮
古
小
学
校
じ
ゃ
あ
な
い
の
」
な
ん
て
立
ち
話
を
し
て
い
る
と
、
後
ろ
に
な
ん

か
気
配
を
感
じ
た
。
振
り
向
い
た
瞬
間
、
さ
か
も
と
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
前
を
駅

方
向
に
黒
い
波
が
バ
ワ
ァ
ー
と
、
後
か
ら
映
像
で
見
る
市
役
所
の
と
こ
ろ
に
来
た

の
と
同
じ
波
だ
と
思
う
け
ど
、
そ
れ
が
走
っ
て
い
く
の
が
見
え
た
。「
ワ
ア
ー
、
や

ば
い
！
」
っ
て
、
家
の
方
を
振
り
向
く
と
も
う
水
が
来
て
い
て
、
私
の
車
が
プ
カ

プ
カ
と
浮
い
て
い
た
。
こ
れ
は
も
う
あ
お
空
さ
ん
（
介
護
施
設
、
向
町
２
）
の
方

に
行
く
し
か
な
い
と
思
っ
て
、
す
ぐ
に
走
っ
た
。
２
階
か
３
階
に
い
た
施
設
の
人

た
ち
が
、「
こ
っ
ち
来
い
！
こ
っ
ち
来
い
！
」
と
呼
ん
で
く
れ
た
。
階
段
を
一
気
に

駆
け
上
が
っ
て
逃
げ
た
ん
で
す
。
こ
こ
で
立
ち
話
を
し
て
い
た
人
た
ち
は
み
ん
な

ち
り
ぢ
り
で
す
よ
。

　
正
面
玄
関
か
ら
入
る
と
、
１
階
に
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。
２
階
、
３
階
に
利
用

者
さ
ん
た
ち
が
い
た
よ
う
だ
っ
た
け
ど
一
気
に
、
上
へ
上
へ
と
一
番
上
の
７
階
ま

で
行
き
ま
し
た
。
お
住
ま
い
を
ノ
ッ
ク
し
て
開
け
て
も
ら
っ
て
、
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら

屋
上
に
出
た
。下
を
見
る
と
、大
き
い
水
が
サ
ァ
ー
と
浸
透
し
て
い
く
よ
う
に
来
て
、

水
嵩
も
か
な
り
増
え
て
す
ご
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　
家
の
前
で
立
ち
話
を
し
て
い
た
５
人
は
全
員
、
あ
お
空
さ
ん
で
落
ち
合
っ
た
。

そ
の
人
た
ち
は
多
分
外
階
段
か
ら
上
っ
て
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
向
い
の
楽
菜

さ
ん
夫
婦
（
向
町
３
）
は
玄
関
か
ら
上
が
っ
て
き
て
、
中
で
会
い
ま
し
た
。

や
く
紹
介
状
が
出
た
ん
で
す
。
で
、
常
安
寺
に
は
一
番
先
に
行
っ
て
、
ほ
と
ん
ど

最
後
ま
で
い
て
、
そ
の
間
常
安
寺
さ
ん
は
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
は
出
さ
な
か
っ
た
の
。

和
尚
さ
ん
も
お
に
ぎ
り
を
握
っ
た
り
し
て
、
す
ご
か
っ
た
で
す
よ
。
最
後
は
５
人

位
し
か
い
な
か
っ
た
。

　
そ
の
後
は
盛
岡
（
滝
沢
市
）
の
娘
の
と
こ
ろ
に
４
か
月
ぐ
ら
い
、
娘
に
飽
き
ら

れ
て
し
ま
う
ほ
ど
い
た
ん
で
す
よ
。
こ
こ
は
土
台
と
柱
が
残
っ
た
。
２
世
帯
で
上

に
住
ん
で
い
る
息
子
夫
婦
が
一
生
懸
命
片
付
け
く
れ
て
、
大
工
さ
ん
も
入
れ
て
く

れ
た
。
私
た
ち
は
盛
岡
か
ら
１
か
月
に
２
回
く
ら
い
通
っ
て
い
た
ん
で
す
。

伝
承
が
大
切

精
一
さ
ん　
水
の
大
切
さ
、
有
難
味
が
伝
承
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
火
だ
っ

て
同
じ
で
自
分
の
命
に
か
か
わ
る
こ
と
だ
。
震
災
の
年
の
９
月
の
選
挙
が
終
わ
っ

た
後
、
市
が
市
民
を
集
め
て
津
波
の
体
験
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。
大
勢
の
人
が

参
加
し
て
み
ん
な
言
い
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
、
次
々
と
意
見
が
出
た
。
私
は
じ
っ

と
我
慢
し
て
い
た
ん
だ
。
９
時
を
過
ぎ
て
半
に
な
っ
た
。
私
だ
け
盛
岡
に
帰
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、「
金
を
か
け
な
い
い
い
方
法
が
あ
る
ん
だ
。

小
学
校
の
黒
板
の
脇
に
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
と
い
う
標
語
を
掛
け
軸
に
書
い
て

て
貼
っ
て
お
き
な
さ
い
。
学
校
に
入
れ
ば
子
ど
も
た
ち
は
必
ず
見
る
し
、
金
も
か

か
ら
な
い
一
番
い
い
方
法
だ
」
っ
て
言
っ
た
ん
で
す
よ
。

　
そ
れ
か
ら
、
町
名
は
自
然
の
条
件
を
考
え
て
付
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
変
え
て
は

い
け
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
ま
ち
づ
く
り
、
家
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
ん
で
す
よ
。

⑵　
釜
場 

清
人
さ
ん
の
話　
昭
和
44
（
１
９
６
９
）
年
生

　
向
町
１　
釜
場
電
気
商
会
代
表

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
９
日
、
事
務
所
で
伺
う
。

７
階
ま
で
一
気
に
駆
け
上
が
る　

　
近
所
の
家
で
ち
ょ
う
ど
朝
か
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
は
路
駐
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
荷
物
を
全
部
下
し
て
、
車
は
自
分
の
家
に
置
き
に
来
て
、
歩
い
て

仕
事
に
行
き
ま
し
た
。
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礫
の
中
の
人
に
声
を
か
け
た
り
し
ま
し
た
け
ど
、
そ
の
人
は
助
か
ら
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
探
し
て
い
た
方
の
奥
さ
ん
と
小
さ
い
お
子
さ
ん
は
近
く
の
ア
パ
ー
ト
に

逃
げ
て
い
て
、
無
事
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
内
陸
で
働
い
て
い
る
近
所
の
男

性
２
人
が
、
心
配
し
て
戻
っ
て
き
た
と
こ
ろ
に
出
会
っ
て
、
一
緒
に
あ
お
空
さ
ん

に
行
っ
た
。
そ
の
晩
、
あ
お
空
さ
ん
に
避
難
し
た
近
所
の
方
は
９
人
く
ら
い
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

翌
日
は
盛
岡
へ

　
次
の
朝
、
陽
が
上
る
と
す
ぐ
流
さ
れ
た
我
が
家
に
荷
物
を
拾
い
に
行
っ
た
。
２

階
は
プ
カ
プ
カ
浮
い
て
い
る
状
態
だ
っ
た
の
で
、
中
の
物
は
大
丈
夫
だ
っ
た
。
私

が
家
に
い
た
ら
、
２
階
に
上
が
っ
て
多
分
助
か
っ
た
と
思
う
け
ど
、
き
っ
と
心
が

折
れ
て
し
ま
っ
た
と
思
う
。
あ
お
空
さ
ん
に
挨
拶
を
し
て
宮
古
小
学
校
に
行
っ
た
。

場
所
を
取
っ
た
ん
で
す
が
、
携
帯
が
繋
が
っ
た
友
人
か
ら
盛
岡
の
家
族
に
連
絡
が

つ
い
て
、
義
父
に
千
徳
ま
で
迎
え
に
来
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
日
の
う
ち
に
盛
岡
に

行
っ
た
。
津
波
の
翌
日
だ
っ
た
の
で
み
ん
な
に
、「
テ
レ
ビ
に
出
て
話
せ
」
と
言
わ

れ
た
が
、２
、３
日
経
て
ば
ど
ん
ど
ん
情
報
が
入
っ
て
き
た
。
そ
の
次
の
日
（
13
日
）

テ
レ
ビ
に
「
あ
お
空
さ
ん
に
外
か
ら
７
、８
人
が
避
難
し
て
、
施
設
の
人
が
20
～
30

人
く
ら
い
い
る
」
と
い
う
テ
ロ
ッ
プ
が
出
た
ん
で
す
よ
。
姉
と
消
防
署
に
話
し
た

情
報
が
少
し
上
が
っ
た
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
が
１
週
間
く
ら
い
流
れ

て
い
た
の
で
、
宮
古
で
は
ま
だ
そ
ん
な
状
況
が
続
い
て
い
る
の
か
と
心
配
に
な
っ

た
。

　
盛
岡
に
１
週
間
く
ら
い
い
て
、
そ
の
間
に
宮
古
に
借
家
を
手
配
し
て
、
被
災
し

た
同
業
者
と
一
緒
に
仕
事
を
再
開
し
た
。
店
舗
の
こ
と
が
あ
る
の
で
早
い
段
階
で

準
備
を
始
め
て
、
平
成
26
（
２
０
１
３
）
年
３
月
ご
ろ
に
店
舗
と
住
ま
い
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

⑶　
大
久
保 

博
さ
ん
の
話　
昭
和
27
（
１
９
５
２
）
年
生

　
向
町
２　
㈲
介
護
施
設
「
あ
お
空
」
代
表
取
締
役　

　
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
８
月
８
日
、
施
設
内
で
伺
う
。

町
内
の
一
時
避
難
所
に　
　

 

写真２　店舗と住まい

自
宅
の
２
階
が
プ
カ
プ
カ
流
れ
る

　
屋
上
に
出
た
瞬
間
、
携
帯
電
話
が
鳴
っ
た
。
大
阪
の
人
か
ら
で
「
ど
う
？
」
と

言
わ
れ
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、
私
の
家
の
河
口
側
に
あ
る
家
が
流
さ
れ
て
き
て
、

家
も
押
さ
れ
る
よ
う
に
流
れ
て
い
く
の
が
見
え
た
。
２
階
部
分
が
プ
カ
プ
カ
浮
い

て
１
０
０
㍍
く
ら
い
先
に
止
ま
っ
た
。「
あ
あ
、
あ
あ
、
家
が
、
家
が
流
さ
れ
て
い

る
！
」
と
言
っ
て
携
帯
を
切
っ
た
の
で
、
私
が
家
の
屋
根
の
上
に
い
て
流
さ
れ
て

い
る
と
い
う
情
報
に
な
っ
た（
写
真
１
）。家
族
は
み
な
盛
岡
に
い
て
私
ひ
と
り
だ
っ

た
の
で
人
的
被
害
は
な
に
も
な
か
っ
た
。も
し
、す
ぐ
自
分
の
家
に
入
っ
て
い
た
ら
、

私
も
巻
き
込
ま
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か
ら
、家
の
前
で
立
ち
話
し
て
い
た
の
が
よ
か
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

私
の
携
帯
が
ａ
ｕ
だ
っ
た
せ
い
か
、
高
い
と
こ
ろ
に
い
た
せ
い
か
わ
か
ら
な
い

け
ど
、
し
ば
ら
く
何
本
か
繋
が
っ
た
ん
で
す
。
内
陸
（
盛
岡
）
に
姉
が
い
る
の
で

電
話
し
て
、「
す
ご
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
誰
か
早
く
助
け
に
来
て
く
れ
る

よ
う
に
連
絡
し
て
く
れ
」
と
言
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
盛
岡
の
消
防
署
に
駆
け
込
ん
で

く
れ
た
み
た
い
で
、
消
防
署
か
ら
私
の
携
帯
に
、「
沿
岸
が
す
ご
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
み
た
い
で
、
私
た
ち
も
急

い
で
そ
っ
ち
に
向
か
っ
て
い
る

か
ら
頑
張
っ
て
く
れ
」
と
い
う

電
話
が
き
た
。
私
は
宮
古
だ
け

の
出
来
事
か
と
思
っ
て
い
た
が
、

あ
あ
、
こ
こ
だ
け
じ
ゃ
あ
な
い

ん
だ
。
全
国
的
に
す
ご
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
っ
た
。

　
夜
中
に
１
回
、
津
波
が
引
け

た
後
に
、
あ
お
空
さ
ん
に
避
難

し
て
い
た
近
所
の
男
性
に
頼
ま

れ
て
、
一
緒
に
そ
の
方
の
家
族

を
探
し
に
、
外
に
出
た
ん
で
す

よ
。
そ
こ
で
、分
団
の
人
に
「
手

伝
っ
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
て
、
瓦
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は
休
み
に
し
て
家
で
待
機
し
て
も
ら
っ
た
。

　
停
電
、
断
水
が
１
か
月
か
２
か
月
く
ら
い
続
い
た
け
ど
、
私
た
ち
家
族
は
な
ん

と
で
も
我
慢
で
き
ま
す
。
暗
く
て
も
食
事
は
あ
る
し
、
元
気
だ
っ
た
の
で
、
こ
こ

に
住
ん
で
、
ト
イ
レ
は
遠
い
と
こ
ろ
に
行
き
ま
し
た
。

再
開
と
復
興

　
再
開
し
て
か
ら
入
居
者
は
戻
っ
た
方
も
戻
ら
な
か
っ
た
方
も
い
ま
す
。
窓
か
ら

津
波
が
く
る
の
を
見
て
い
た
の
で
す
か
ら
、
一
度
そ
う
い
う
目
に
あ
え
ば
怖
い
ん

じ
ゃ
あ
な
い
ん
で
す
か
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
２
、３
か
月
の
間
は
閉
め
て
ま
し
た
か

ら
、
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
で
す
ね
。
そ
の
間
に
他
の
施
設
に
行
っ
た
方
は
、
そ
ち
ら

に
慣
れ
た
で
し
ょ
う
し
ね
。
職
員
は
戻
っ
て
き
た
人
も
い
る
し
、
ト
ラ
ウ
マ
で
戻

れ
な
か
っ
た
人
も
い
る
。
そ
ち
ら
も
新
た
な
出
発
で
、
そ
れ
か
ら
の
方
が
痛
か
っ

た
で
す
ね
。
私
の
友
人
に
も
頭
の
中
に
何
回
も
津
波
が
き
て
、
ス
ト
レ
ス
が
消
え

な
い
と
い
う
。
そ
う
い
う
方
は
い
っ
ぱ
い
い
る
ん
で
は
な
い
か
な
。
い
い
こ
と
は

な
に
も
な
い
。
も
う
た
く
さ
ん
で
す
よ
ね
。

　
部
屋
は
27
室
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
入
居
者
は
14
～
15
名
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は

震
災
前
の
８
～
９
割
に
戻
っ
て
い
ま
す
。

　
今
考
え
れ
ば
、津
波
の
と
き
は
こ
う
い
う
高
い
建
物
を
利
用
す
る
と
い
う
ア
ピ
ー

ル
を
、
も
っ
と
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
非
常
階
段
を
上
が
っ

た
人
た
ち
は
、
自
分
の
判
断
で
こ
の
建
物
の
上
に
あ
が
っ
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
。

逃
げ
る
途
中
で
亡
く
な
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ら
、
こ
こ
を
使
っ
て
も
ら
っ

た
こ
と
で
、少
し
で
も
お
役
に
立
て
て
よ
か
っ
た
で
す
。あ
の
ま
ま
逃
げ
て
い
れ
ば
、

距
離
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
何
人
か
は
巻
き
込
ま
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
悔
い

が
あ
る
と
し
た
ら
、
普
段
か
ら
も
っ
と
町
内
会
に
「
な
に
か
あ
っ
た
ら
使
っ
て
く

だ
さ
い
」
っ
て
知
ら
せ
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
震
災
後
に
町
内

会
に
こ
の
建
物
を
使
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
申
し
入
れ
を
し
て
、
市
役
所
か
ら
も
避

難
所
指
定
を
受
け
ま
し
た
（
写
真
２
）。

　
こ
こ
は
開
設
し
て
９
年
経
ち
ま
し
た
が
、
最
初
は
費
用
の
安
い
木
造
建
築
で
や

ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
津
波
の
こ
と
も
頭
の
中
に
あ
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と

し
た
も
の
に
し
よ
う
と
、
鉄
筋
の
建
物
に
し
た
ん
で
す
。

　
地
震
が
あ
っ
た
と
き
、
私
は
７
階
に
い
た
ん
で
す
け
ど
、
長
い
地
震
だ
っ
た
の

で
下
に
降
り
て
、
ま
ず
１
階
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
20
名
を
２
階
に
上
げ
ま

し
た
。
帰
し
た
方
は
い
な
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
し
て
津
波
が
来
て
、
そ
こ
で
も
危

な
い
と
い
う
の
で
、
ま
た
上
の
階
に
上
げ
て
と
い
う
作
業
を
し
て
い
た
ん
で
す
。

そ
こ
に
近
所
の
方
10
人
か
11
人
ぐ
ら
い
が
、
７
階
の
私
の
住
ま
い
に
、
ご
自
分
の

判
断
で
非
常
階
段
を
上
っ
て
来
ま
し
た
。
私
は
施
設
の
利
用
者
の
方
、
高
齢
者
の

方
の
お
世
話
で
手
一
杯
だ
っ
た
の
で
、
直
接
誘
導
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
男
性
が
流
さ
れ
て
き
て
、
と
よ
（
と
い
）
に
つ

か
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
シ
ー
ツ
で
ロ
ー
プ
を
作
っ
て
、
み
ん
な
で
２
階
の

窓
か
ら
引
き
上
げ
て
助
け
た
。
そ
れ
が
こ
こ
の
建
物
の
一
番
の
救
助
で
し
た
ね
。

男
性
は
低
体
温
症
で
大
変
な
状
態
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
こ
こ
に
は
看
護
師
さ
ん
も

い
ま
し
た
か
ら
、６
階
で
布
団
を
敷
い
て
介
抱
し
て
、次
の
日
に
は
回
復
し
ま
し
た
。

私
か
ら
見
て
50
歳
く
ら
い
の
方
だ
っ
た
か
な
。

　
上
に
避
難
し
た
ご
近
所
の
方
に
は
７
階
を
開
放
し
て
１
晩
泊
ま
っ
て
い
た
だ
い

た
。
水
は
１
晩
で
か
な
り
引
い
た
の
で
、
次
の
日
に
こ
こ
か
ら
避
難
所
の
宮
古
小

学
校
に
行
か
れ
た
方
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

介
護
施
設
は
一
時
閉
鎖

　
当
日
は
入
居
者
が
20
名
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
方
が
20
名
く
ら
い
で
、
職
員
は
24

～
25
名
い
ま
し
た
が
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
方
を
上
の
階
に
避
難
さ
せ
て
、
そ
の
方
々

の
入
る
部
屋
の
調
整
や
入
居
者
の
ケ
ア
も
あ
り
大
変
で
し
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
を
帰
す
こ
と
は
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
送
っ
て
い
く
職
員
が
こ
こ
に
戻
る

と
い
う
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
津
波
が
来
る
前
に
み
ん
な
上
に
あ

が
っ
た
の
で
、
結
果
的
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
方
は
、

翌
日
こ
こ
を
出
て
避
難
所
な
ど
に
行
か
れ
た
。

　
次
の
日
は
み
ん
な
で
食
糧
探
し
で
す
ね
。
停
電
、
断
水
で
ト
イ
レ
が
使
え
な
い
、

そ
れ
が
大
変
で
し
た
。
入
居
者
の
方
々
の
ご
家
族
の
状
況
な
ど
は
お
聞
き
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
13
日
頃
か
ら
自
宅
に
お
帰
し
す
る
か
、
ま
た
は
分
散
し
て
近
所
の
施

設
に
移
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
入
居
者
は
こ
こ
で
は
怪
我
を
し
な
か
っ
た
、
と

り
あ
え
ず
命
が
助
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
施
設
は
一
旦
閉
鎖
し
て
、
職
員

礫
の
中
の
人
に
声
を
か
け
た
り
し
ま
し
た
け
ど
、
そ
の
人
は
助
か
ら
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
探
し
て
い
た
方
の
奥
さ
ん
と
小
さ
い
お
子
さ
ん
は
近
く
の
ア
パ
ー
ト
に

逃
げ
て
い
て
、
無
事
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
内
陸
で
働
い
て
い
る
近
所
の
男

性
２
人
が
、
心
配
し
て
戻
っ
て
き
た
と
こ
ろ
に
出
会
っ
て
、
一
緒
に
あ
お
空
さ
ん

に
行
っ
た
。
そ
の
晩
、
あ
お
空
さ
ん
に
避
難
し
た
近
所
の
方
は
９
人
く
ら
い
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

翌
日
は
盛
岡
へ

　
次
の
朝
、
陽
が
上
る
と
す
ぐ
流
さ
れ
た
我
が
家
に
荷
物
を
拾
い
に
行
っ
た
。
２

階
は
プ
カ
プ
カ
浮
い
て
い
る
状
態
だ
っ
た
の
で
、
中
の
物
は
大
丈
夫
だ
っ
た
。
私

が
家
に
い
た
ら
、
２
階
に
上
が
っ
て
多
分
助
か
っ
た
と
思
う
け
ど
、
き
っ
と
心
が

折
れ
て
し
ま
っ
た
と
思
う
。
あ
お
空
さ
ん
に
挨
拶
を
し
て
宮
古
小
学
校
に
行
っ
た
。

場
所
を
取
っ
た
ん
で
す
が
、
携
帯
が
繋
が
っ
た
友
人
か
ら
盛
岡
の
家
族
に
連
絡
が

つ
い
て
、
義
父
に
千
徳
ま
で
迎
え
に
来
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
日
の
う
ち
に
盛
岡
に

行
っ
た
。
津
波
の
翌
日
だ
っ
た
の
で
み
ん
な
に
、「
テ
レ
ビ
に
出
て
話
せ
」
と
言
わ

れ
た
が
、２
、３
日
経
て
ば
ど
ん
ど
ん
情
報
が
入
っ
て
き
た
。
そ
の
次
の
日
（
13
日
）

テ
レ
ビ
に
「
あ
お
空
さ
ん
に
外
か
ら
７
、８
人
が
避
難
し
て
、
施
設
の
人
が
20
～
30

人
く
ら
い
い
る
」
と
い
う
テ
ロ
ッ
プ
が
出
た
ん
で
す
よ
。
姉
と
消
防
署
に
話
し
た

情
報
が
少
し
上
が
っ
た
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
が
１
週
間
く
ら
い
流
れ

て
い
た
の
で
、
宮
古
で
は
ま
だ
そ
ん
な
状
況
が
続
い
て
い
る
の
か
と
心
配
に
な
っ

た
。

　
盛
岡
に
１
週
間
く
ら
い
い
て
、
そ
の
間
に
宮
古
に
借
家
を
手
配
し
て
、
被
災
し

た
同
業
者
と
一
緒
に
仕
事
を
再
開
し
た
。
店
舗
の
こ
と
が
あ
る
の
で
早
い
段
階
で

準
備
を
始
め
て
、
平
成
26
（
２
０
１
３
）
年
３
月
ご
ろ
に
店
舗
と
住
ま
い
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

⑶　
大
久
保 

博
さ
ん
の
話　
昭
和
27
（
１
９
５
２
）
年
生

　
向
町
２　
㈲
介
護
施
設
「
あ
お
空
」
代
表
取
締
役　

　
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
８
月
８
日
、
施
設
内
で
伺
う
。

町
内
の
一
時
避
難
所
に　
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る
ね
。
お
袋
か
ら
見
よ
う
見
ま
ね
で
や
っ
て
き
た
。

　
地
震
の
と
き
は
近
所
の
お
客
さ
ん
が
１
人
い
た
ん
で
す
よ
。
お
ば
あ
さ
ん
を
避

難
さ
せ
る
と
言
っ
て
す
ぐ
に
帰
っ
て
行
っ
た
。
こ
の
辺
は
た
い
が
い
地
震
の
と
き

は
津
波
が
あ
る
か
ら
、
お
手
伝
い
の
Ａ
子
さ
ん
に
、「
津
波
が
来
っ
か
も
し
れ
な
い

か
ら
逃
げ
ろ
。
今
日
は
も
う
店
を
終
わ
り
に
す
る
」
っ
て
言
っ
た
の
。
Ａ
子
さ
ん

は
逃
げ
な
い
で
後
片
付
け
を
し
て
い
た
。

　
俺
は
外
に
出
て
様
子
を
見
て
い
た
ら
、
ま
だ
逃
げ
な
い
人
も
い
る
か
ら
、
大
丈

夫
っ
て
思
っ
て
い
た
ら
、
向
こ
う
か
ら
走
っ
て
く
る
人
が
い
る
ん
で
す
よ
。
え
っ
！

と
思
っ
て
、
三
浦
米
屋
さ
ん
（
向
町
４
）
の
交
差
点
の
方
を
見
た
ら
、
水
が
ワ
ー

と
来
た
。
も
う
間
に
合
わ
な
い
か
ら
、
家
の
中
に
走
っ
て
き
て
、
Ａ
子
さ
ん
と
２

階
に
上
が
っ
た
。
ど
ん
ど
ん
水
が
上
が
っ
て
来
て
、
こ
こ
は
建
物
が
低
い
の
で
水

は
２
階
ま
で
上
が
っ
て
来
た
。
こ
れ
は
う
ま
く
な
い
。「
屋
根
に
あ
が
れ
」
っ
て
、

窓
を
開
け
て
、
ち
ょ
う
ど
屋
根
の
ひ
さ
し
が
隣
り
の
家
に
続
い
て
い
る
ん
で
、
屋

根
を
伝
っ
て
隣
の
家
の
屋
根
に
上
が
っ
た
。
ね
ず
み
も
１
匹
一
緒
に
上
が
っ
て
き

た
。
可
笑
し
か
っ
た
。
雪
が
ち
ら
ち
ら
と
降
っ
て
寒
か
っ
た
。

　
辺
り
に
変
な
匂
い
が
す
る
な
と
思
っ
た
ら
、
プ
ロ
パ
ン
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が
噴
き

出
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
水
は
道
路
か
ら
家
と
家
と
の
間
に
入
っ
て
き
て
、
ど
ん

ど
ん
上
が
っ
て
来
る
ん
で
す
よ
ね
。
裏
か
ら
も
ウ
ワ
ー
と
来
て
す
ご
か
っ
た
か
ら

ね
。
古
い
家
の
梁
が
ぶ
つ
か
っ
て
ド
ア
が
壊
さ
れ
て
、
こ
の
辺
は
す
ご
か
っ
た
で

す
よ
。
家
が
流
さ
れ
て
き
て
、こ
の
辺
に
溜
ま
っ
て
、車
も
そ
こ
こ
こ
に
引
っ
か
か
っ

て
、
ど
う
に
も
な
ん
な
い
ね
、
あ
り
ゃ
。

　
水
は
こ
の
家
の
ひ
さ
し
ま
で
来
た
。
隣
の
家
は
新
し
い
か
ら
基
礎
が
高
く
て
、

水
は
１
階
の
屋
根
の
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
し
か
来
な
か
っ
た
。

　
隣
の
家
は
避
難
し
て
誰
も
い
な
か
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
大
き
な
地
震
が
来
る
と
い

う
と
、
い
つ
も
息
子
さ
ん
が
迎
え
に
来
る
ん
で
す
よ
。
寒
か
っ
た
の
で
２
階
の
部

屋
に
入
っ
て
、
押
し
入
れ
に
布
団
が
あ
っ
た
か
ら
、
使
わ
せ
て
も
ら
っ
た
。
夜
の

間
も
水
は
な
か
な
か
引
け
な
か
っ
た
。
だ
い
ぶ
時
間
が
か
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
。
俺
は
耳
が
遠
い
の
で
聞
こ
え
な
か
っ
た
け
ど
、
Ａ
子
さ
ん
は
女
の
人
の
声
が

聞
こ
え
た
と
言
っ
て
い
た
。

　
朝
に
な
っ
て
下
に
降
り
て
き
た
ら
、
家
の
中
は
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
で
、
歩
く
場
所

第
六
感
が
働
い
た

　
自
分
自
身
の
中
で
ほ
っ
と
し
て

い
る
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。

　
津
波
の
半
年
く
ら
い
前
、
釜
石

市
に
申
請
し
て
事
業
者
指
定
を

受
け
て
介
護
施
設
を
造
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
事
業
所
の

予
定
地
は
、
大
勢
の
住
民
が
避
難

し
て
犠
牲
に
な
っ
た
鵜
住
居
地
区

防
災
セ
ン
タ
ー
の
す
ぐ
近
く
だ
っ

た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
あ
る
と

き
こ
こ
は
津
波
が
あ
っ
た
ら
危
な

い
と
私
の
第
六
感
が
働
い
た
。
そ

こ
で
市
役
所
に
「
こ
こ
は
津
波
で

危
な
い
か
ら
場
所
を
変
え
て
く
れ
」
と
言
っ
て
、
強
引
に
山
の
方
に
建
て
る
こ
と

に
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
手
前
ど
も
だ
け
助
か
っ
た
ん
で
す
。
役
所
と
い
う
の

は
こ
の
場
所
に
介
護
施
設
を
建
て
る
と
決
め
た
ら
、
あ
ん
ま
り
変
更
は
し
な
い
も

の
で
、
あ
れ
は
私
の
人
生
の
中
で
た
だ
た
だ
運
が
い
い
。
後
で
考
え
た
ら
そ
こ
は

誰
が
考
え
た
っ
て
、
悪
く
な
い
場
所
で
し
た
よ
。
周
り
に
病
院
が
あ
る
し
、
堤
防

も
あ
る
。
で
も
本
当
に
こ
こ
は
危
な
い
と
感
じ
た
。
あ
の
と
き
だ
け
は
虫
の
知
ら

せ
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

　

今
は
日
常
に
戻
る
の
に
精
い
っ
ぱ
い
で
、
正
直
忘
れ
た
い
、
前
に
進
み
た
い
。

い
い
こ
と
は
そ
の
と
き
の
行
動
で
命
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
た
、
そ
の
体
験
を
し

た
こ
と
で
す
。

⑷　
伊
藤 

囜し
ん
い
ち一さ
ん
の
話　
昭
和
21
（
１
９
４
６
）
年
生

　
向
町
２　
蕎
麦
屋
「
藤
七
屋
」

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
10
日
、
店
内
で
伺
う
。

ひ
さ
し
か
ら
隣
の
屋
根
に
上
る

　
こ
の
蕎
麦
屋
は
お
祖
母
さ
ん
の
代
の
明
治
か
ら
だ
か
ら
、
も
う
百
年
以
上
に
な

写�真 2　津波から逃げて、駆け上がった介護施設の非常
階段
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に
な
っ
た
。

　
近
所
の
人
た
ち
が
戻
っ
て
き
た
の
は
１
か
月
か
、
も
っ
と
あ
と
だ
っ
た
。
住
め

る
よ
う
な
状
態
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
ら
ね
。
隣
の
家
の
人
と
会
っ
た
の
は
、
だ
い
ぶ

後
に
な
っ
て
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
な
。「
よ
く
生
き
て
い
た
な
あ
」
と
言
わ
れ
た
。
今

も
な
ん
と
い
う
の
か
、
こ
れ
が
現
実
か
と
い
う
感
じ
が
し
て
、
ち
ょ
っ
と
ピ
ン
と

こ
な
い
ね
。

店
の
再
開

　
商
売
を
始
め
た
の
は
１
年
後
の
３
月
頃
。
通
り
か
か
っ
た
お
客
さ
ん
が
「
い
つ

か
ら
店
を
始
め
る
の
か
」
っ
て
聞
く
ん
で
す
よ
。「
さ
あ
、
い
つ
に
な
る
の
か
分
か

ら
な
い
」
と
答
え
て
い
た
。
人
が
い
な
く
な
っ
た
け
ど
、
昔
か
ら
の
お
客
さ
ん
が

結
構
い
る
か
ら
ね
。
そ
う
い
う
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
ん
じ
ゃ
あ
な
い
か
な
っ

て
。
商
売
初
め
て
も
そ
こ
そ
こ
は
や
っ
て
い
け
る
ん
じ
ゃ
あ
な
い
か
と
い
う
計
算

を
し
て
、で
き
る
だ
け
早
く
商
売
し
よ
う
と
思
っ
た
。
こ
の
商
売
は
道
具
と
ち
ょ
っ

と
し
た
店
さ
え
あ
れ
ば
、
俺
が
器
械
だ
か
ら
っ
て
。
だ
か
ら
な
ん
と
か
で
き
る
ん

じ
ゃ
あ
な
い
か
な
と
思
っ
た
。

　
道
路
に
面
し
た
店
は
取
り
壊
し
て
、
後
ろ
の
自
宅
の
１
階
を
修
理
改
装
し
て
店

に
し
た
。
工
務
店
に
頼
ん
で
も
順
番
が
あ
る
か
ら
ね
。
で
も
早
く
や
っ
て
よ
か
っ

た
で
す
。
今
は
大
工
さ
ん
が
い
な
い
し
、
材
料
が
高
く
な
っ
て
い
る
し
。
俺
の
と

き
に
は
「
予
算
が
こ
れ
し
か
な
い
」
っ
て
、
信
用
金
庫
の
人
に
頼
ん
で
、
補
助
金

の
こ
と
な
ど
教
え
て
も
ら
っ
た
。
金
庫
の
人
も
被
災
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
申
請

し
て
も
ら
え
る
や
つ
は
全
部
も
ら
っ
て
、
支
援
金
で
は
足
り
な
く
て
信
用
金
庫
に

借
り
に
行
っ
た
。
年
齢
を
見
た
ら
、
普
通
は
貸
し
て
く
れ
な
い
で
す
よ
ね
。
だ
け

ど
津
波
の
被
災
者
な
の
で
特
別
貸
し
て
も
ら
え
た
。そ
の
代
り
75
く
ら
い
ま
で
払
っ

て
い
か
な
き
ゃ
あ
な
ら
な
い
。
そ
れ
ま
で
も
て
る
か
ど
う
か
ね
。
仮
設
で
ボ
ケ
っ

と
し
て
い
る
よ
り
仕
事
し
て
い
る
方
が
い
い
。

防
災
無
線

　
今
、
避
難
の
と
き
は
防
災
無
線
で
知
ら
せ
る
け
ど
、
あ
れ
は
よ
く
な
い
ね
。
子

ど
も
の
時
か
ら
地
震
が
あ
る
と
、
間
も
な
く
船
が
沖
に
出
て
行
く
エ
ン
ジ
ン
の
音

も
な
い
、
外
に
出
る
の
も
容
易
じ
ゃ
あ
な
い
。
こ
こ
の
２
階
は
畳
の
上
ま
で
水
が

き
て
い
た
。
で
も
、
家
が
壊
れ
な
く
て
よ
か
っ
た
。
船
も
そ
の
辺
に
引
っ
か
か
っ

て
い
た
か
ら
ね
。
俺
は
い
い
ほ
う
か
な
。

　
道
路
に
は
ま
だ
水
が
あ
っ
た
。
Ａ
子
さ
ん
が
家
に
帰
る
の
で
、
長
靴
を
探
し
た

ら
穴
が
空
い
た
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
長
靴
を
履
い
て
水
の
な
い
と
こ
ろ
ま
で
送
っ

て
行
っ
た
。
Ａ
子
さ
ん
が
家
に
帰
る
と
、
近
所
（
西
町
）
の
人
が
ワ
ッ
ー
と
抱
き

つ
い
て
き
た
っ
て
。
お
そ
ら
く
Ａ
子
さ
ん
は
流
さ
れ
た
し
ま
っ
た
と
、
思
っ
て
い

た
ら
し
い
。

真
っ
暗
な
２
階
で
避
難
生
活

　
道
路
は
瓦
礫
で
す
ご
か
っ
た
。
み
ん
な
家
に
あ
っ
た
物
を
道
路
に
出
し
た
か
ら
、

瓦
礫
で
埋
ま
っ
て
、
人
が
通
れ
る
く
ら
い
し
か
空
い
て
な
か
っ
た
。
２
階
に
も
水

が
入
っ
た
け
ど
、マ
ッ
ト
レ
ス
と
布
団
を
２
枚
敷
い
て
、そ
の
上
で
暮
ら
し
て
い
た
。

電
気
な
し
、
水
道
も
な
し
。
食
べ
物
は
向
い
に
住
ん
で
い
た
人
が
い
ろ
い
ろ
な
物

を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。
み
ん
な
避
難
所
に
行
っ
て
、
い
ろ
ん
な
物
を
も
ら
っ
た

り
し
て
い
た
ら
し
い
け
ど
、
俺
は
ず
っ
と
こ
こ
に
い
た
。

　
津
波
の
後
な
ん
か
真
っ
暗
で
し
ょ
。雲
が
す
ご
い
ん
で
す
よ
。低
く
流
れ
て
い
く
。

そ
ん
な
雲
見
た
こ
と
が
な
い
。
こ
こ
ら
辺
は
人
が
い
る
よ
う
な
場
所
じ
ゃ
あ
な
い

か
ら
ね
、
俺
だ
け
だ
か
ら
、
ひ
と
り
で
気
楽
だ
っ
た
な
。

　
Ａ
子
さ
ん
が
毎
日
来
て
、
泥
運
び
か
ら
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
に
な
っ
て
い
る
家
の
中

の
片
付
け
な
ど
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
電
気
が
戻
っ
て
く
る
ま
で
だ
い
ぶ
か
か
っ

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
こ
の
辺
は
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
だ
っ
た
か
ら
。
向
こ
う
の
ち
ょ
っ

と
高
い
方
は
、
電
気
が
早
く
に
き
た
よ
う
だ
け
ど
ね
、
こ
っ
ち
の
方
は
真
っ
暗
で

す
よ
。

　
車
は
東
屋
の
駐
車
場
に
お
い
て
い
た
の
で
助
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
あ
そ
こ
の
手

前
ま
で
水
が
来
た
。
ジ
ャ
ン
パ
ー
に
免
許
証
と
か
鍵
と
か
入
れ
て
る
ん
で
す
よ
。

部
屋
に
か
け
て
お
い
た
ジ
ャ
ン
パ
ー
が
見
え
ね
え
ん
で
す
よ
、
ど
こ
探
し
て
も
。

畳
も
、
も
う
、
全
部
引
っ
ぺ
が
し
て
探
し
た
。
水
圧
で
天
井
が
開
い
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
。
一
番
最
後
に
そ
こ
を
見
た
ら
ジ
ャ
ン
パ
ー
が
あ
っ
た
。
よ
か
っ
た

で
す
よ
。
免
許
証
も
鍵
も
入
っ
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
で
す
ぐ
に
車
が
使
え
る
よ
う
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見
た
ら
、
堤
防
を
真
っ
黒
な
水
が
ゴ
ン
ゴ
ン
、
ゴ
ン
ゴ
ン
と
越
え
て
い
ま
し
た
も

の
ね
。
そ
れ
か
ら
分
団
員
と
２
人
で
、「
津
波
だ
！
」
っ
て
、
大
き
な
声
を
出
し
て

八
幡
通
り
を
駅
に
向
か
っ
て
走
っ
た
ん
で
す
よ
。

　
私
ら
２
人
と
も
前
だ
け
を
見
て
真
っ
直
ぐ
駅
の
方
に
向
か
っ
て
走
っ
た
ん
で
、

後
ろ
か
ら
水
が
ど
の
く
ら
い
来
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
途
中
で
太
田
肉

屋
（
太
田
屋
肉
店
・
大
通
２
丁
目
）
さ
ん
の
３
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
、「
上
が
れ
！　

上
が
れ
！
」
っ
て
声
が
か
か
っ
た
の
で
、
２
人
で
横
の
階
段
か
ら
３
階
に
上
が
っ

た
ら
、
通
り
に
は
も
う
水
が
来
て
、
車
が
流
さ
れ
て
い
た
。
車
に
乗
っ
て
い
る
人

の
手
が
見
え
た
り
し
て
…
。

　
私
ら
の
声
を
聞
い
て
家
か
ら
出
て
き
た
人
や
自
宅
の
２
階
に
上
が
っ
た
人
も
い

た
。楽
菜
さ
ん（
向
町
３
）も
私
ら
の
声
を
聞
い
て「
あ
お
空
さ
ん
に
逃
げ
た
」と
言
っ

て
い
た
。

　
家
は
道
路
に
押
し
出
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
崩
壊
し
た
の
で
、
現
在
は
ア
パ
ー
ト

暮
ら
し
を
し
て
、
も
と
の
土
地
に
新
し
い
家
を
建
て
て
い
る
。

＊	

藤
田
さ
ん
は
２
０
１
５
年
11
月
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
合
掌
。
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
。

⑹　
中
居 

達
郎
さ
ん
の
話　
昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
生

　
向
町
３　
中
源
米
穀
店　

　
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
11
月
23
日
、
店
舗
前
の
道
路
で
伺
う
。

黒
い
泥
水
が
き
た　

　
地
震
が
あ
っ
て
両
親
は
す
ぐ
に
親
戚
（
の
家
）
に
避
難
し
た
。
私
は
大
津
波
警

報
が
出
た
時
、
店
の
前
の
道
路
に
出
て
い
た
。
い
つ
も
津
波
注
意
報
だ
、
な
ん
だ
っ

て
言
っ
て
も
、
来
な
い
で
す
も
ん
ね
。
だ
か
ら
３
㍍
と
い
う
の
を
聞
い
て
、
防
波

堤
を
越
え
る
の
か
な
っ
て
思
っ
て
い
た
ら
、
今
度
は
６
㍍
っ
て
言
っ
た
。
あ
れ
ぇ
、

６
㍍
だ
っ
た
ら
、
も
し
か
し
て
来
る
か
な
っ
て
思
っ
た
。
保
険
セ
ン
タ
ー
（
新
川

町
６
・
震
災
後
は
閉
鎖
）
で
働
い
て
い
た
人
た
ち
が
、
み
ん
な
ズ
ラ
ッ
ー
と
歩
っ

て
避
難
し
て
行
っ
た
。
家
の
前
に
家
具
の
荒
川
（
向
町
２
・
旧
う
ち
む
ら
家
具
・

震
災
後
に
解
体
）
が
あ
っ
て
、
５
階
建
で
非
常
階
段
が
あ
っ
た
か
ら
、
も
し
津
波

が
し
た
も
ん
だ
。
こ
の
辺
は
漁
師
や
船
関
係
の
人
が
多
か
っ
た
ん
で
、
地
震
、
津

波
と
い
う
と
、
す
ぐ
に
海
と
か
川
を
見
に
行
く
。
水
が
引
け
て
い
て
、
様
子
が
お

か
し
い
と
い
う
と
、
避
難
す
る
習
慣
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
堤
防
が
で
き
た
ら
水
門

を
閉
め
ら
れ
て
、
見
え
な
い
で
し
ょ
う
、
見
え
な
い
か
ら
全
然
わ
か
ん
な
い
。
津

波
の
あ
と
ビ
デ
オ
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
け
ど
、
市
役
所
の
通
り
は
堤
防
の
と
こ
ろ

ま
で
水
が
来
て
い
る
の
に
、
車
が
走
っ
て
い
た
。
堤
防
も
善
し
悪
し
だ
ね
。

　
堤
防
が
で
き
て
か
ら
頼
り
に
な
る
の
は
防
災
無
線
。
だ
け
ど
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
通

り
に
言
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
、全
然
緊
迫
感
が
な
い
。見
え
て
な
い
ん
で
す
よ
。

本
当
は
ね
、
海
の
見
え
る
と
こ
ろ
で
実
況
中
継
し
て
も
ら
わ
な
い
と
ね
。
機
械
ば

か
り
に
頼
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
駄
目
だ
よ
。
あ
れ
で
遅
れ
た
人
も
あ
る
と
思
う
。

し
っ
か
り
し
て
も
ら
わ
な
い
と
ね
。
防
災
無
線
が
頼
り
だ
か
ら
ね
。

　
そ
れ
か
ら
、
大
事
な
の
は
警
察
。
信
号
機
も
防
災
無
線
で
、「
赤
で
も
無
視
し
て

走
っ
て
も
い
い
」
と
言
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
で
す
よ
。
ず
っ
と
先
の
安
全
な
と

こ
ろ
で
赤
信
号
で
車
が
止
ま
っ
て
、
こ
ち
ら
か
ら
避
難
す
る
車
が
詰
ま
っ
て
進
ま

な
い
。
車
に
乗
っ
た
ま
ま
流
さ
れ
た
人
も
い
る
っ
て
聞
い
て
い
る
。

⑸　
藤
田 

正
憲
さ
ん
の
話　
昭
和
21
（
１
９
４
６
）
年
生

　
向
町
２　
元
第
二
分
団
員　

　
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
10
月
22
日
、
東
屋
事
務
所
で
伺
う
。

大
声
で
叫
び
な
が
ら
走
る

　
地
震
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
治
ま
っ
て
、
う
ち
の
や
つ
は
す
ぐ
に
近
所
の
奥
さ
ん

た
ち
と
３
人
で
、
お
寺
だ
か
宮
古
小
学
校
だ
か
に
避
難
し
た
。
私
は
第
二
分
団
の

屯
所
（
向
町
２
）
に
行
っ
た
。

　
信
号
が
止
ま
っ
て
、
交
差
点
に
あ
っ
ち
か
ら
も
こ
っ
ち
か
ら
も
車
が
来
て
、
動

か
な
い
ん
だ
。
屯
所
に
あ
る
半
纏
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
て
き
た
。
す
る
と
車
が
動
き

出
し
た
ん
で
す
よ
。
や
っ
ぱ
り
半
纏
と
い
う
の
は
違
う
ん
だ
な
あ
と
思
っ
た
。
あ
、

12
月
に
分
団
は
や
め
て
い
た
ん
だ
っ
て
思
い
、
屯
所
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
半
纏
を
戻

し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
家
の
裏
の
戸
を
閉
め
に
行
き
、
道
路
に
出
よ
う
と
し
た
ら
、
屯
所

の
と
こ
ろ
に
い
た
分
団
員
が
、「
来
た
！
」
っ
て
大
き
な
声
で
叫
ん
だ
。
ひ
ょ
っ
と
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道
路
に
い
た
人
が
僕
の
方
を
見
て
、
街
路
樹
の
上
に
い
る
女
の
子
を
助
け
る
よ

う
に
言
っ
た
ん
で
す
。「
助
け
て
、
助
け
て
」
と
言
う
声
が
聞
こ
え
て
、
家
具
屋

さ
ん
の
人
が
屋
根
を
伝
っ
て
助
け
に
行
っ
た
ん
で
す
が
、
ボ
ー
ト
も
な
く
て
ど
う

す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
波
が
引
い
て
か
ら
「
消
防
隊
員
に
助
け
た
ら
れ
た
」

と
聞
き
ま
し
た
。

　
店
は
水
に
つ
か
っ
て
、
２
階
に
も
水
が
入
っ
た
の
で
、
私
も
両
親
が
避
難
し
て

い
た
親
戚
の
家
に
世
話
に
な
っ
た
。
３
週
間
後
に
両
親
は
ア
パ
ー
ト
に
、
私
は
電

気
も
な
か
っ
た
け
ど
、
犬
が
い
る
の
で
自
宅
の
２
階
で
暮
ら
し
た
。
食
事
は
イ
ン

ス
タ
ン
ト
や
レ
ト
ル
ト
食
品
で
し
の
い
で
い
ま
し
た
。

　
精
米
機
も
だ
め
に
な
り
車
も
流
さ
れ
た
。
片
付
け
に
時
間
が
か
か
り
、
米
穀
店

は
震
災
３
か
月
後
の
７
月
に
再
開
し
ま
し
た
。

⑺　
笹
原 

美
津
秀
さ
ん
の
話　
昭
和
31
（
１
９
５
６
）
年
生

　
向
町
３　
楽
菜
（
無
国
籍
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
洋
菓
子
）
代
表

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
12
日
、
店
内
で
伺
う
。

７
階
建
て
に
駆
け
込
む

　
お
客
さ
ま
を
み
ん
な
送
り
出
し
て
片
付
け
を
し
て
、
買
い
出
し
に
行
こ
う
か
と

い
う
時
間
帯
の
と
き
に
、地
震
が
ガ
ッ
ー
と
来
た
。あ
ま
り
に
も
大
き
か
っ
た
ん
で
、

子
ど
も
が
小
さ
か
っ
た
か
ら
、
―
小
学
校
４
年
生
、
保
育
園
児
2
人
―　
「
う
ち
は

逃
げ
る
ぞ
」
っ
て
、
店
の
前
に
車
を
持
っ
て
き
て
、
荷
物
を
ま
と
め
て
必
要
な
物

を
積
み
込
ん
で
い
た
。
下
の
子
が
風
邪
を
引
い
て
い
て
、
妻
は
そ
の
薬
を
取
り
に

行
っ
た
。

　
そ
の
時
、
多
分
藤
田
さ
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、「
津
波
が
き
た
！
」
と
叫
び

な
が
ら
、
縦
の
通
り
（
八
幡
通
り
）
を
駅
に
向
か
っ
て
駆
け
抜
け
て
行
っ
た
、
そ

の
後
か
ら
波
が
ス
ー
ッ
と
追
い
か
け
て
行
っ
た
。
そ
れ
を
見
て
び
っ
く
り
し
て
、

「
下
り
て
来
い
！
」
と
２
階
に
い
た
妻
に
叫
ん
で
、
向
い
の
あ
お
空
さ
ん
の
玄
関
か

ら
入
っ
て
、
階
段
を
４
階
ま
で
駆
け
上
っ
た
。
本
当
は
、
店
の
前
に
い
た
と
き
に

も
う
津
波
は
来
て
い
た
ん
で
す
ね
。
防
波
堤
が
あ
っ
て
、
僕
ら
に
は
見
え
な
い
し
、

防
災
無
線
で
言
っ
て
い
る
人
も
海
を
見
て
い
な
い
か
ら
、
情
報
が
ち
ゃ
ん
と
伝
わ

ら
な
い
ん
で
す
よ
。
こ
れ
は
す
ご
く
よ
く
な
い
こ
と
で
す
よ
。

が
来
て
も
、
す
ぐ
に
そ
こ
に
上
れ
ば
い
い
や
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　
そ
こ
に
、「
ウ
ヮ
ー
」
と
い
う
よ
う
な
声
が
聞
こ
え
て
、
真
っ
黒
い
、
泥
の
よ
う

な
水
が
ジ
ャ
ワ
ー
と
す
ご
い
勢
い
で
流
れ
て
き
て
、
男
の
人
が
道
路
に
倒
れ
て
い

た
。
多
分
水
が
堤
防
を
越
え
た
の
を
見
て
、
逃
げ
て
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

転
ん
で
そ
こ
に
水
が
来
た
。
あ
ま
り
若
い
人
じ
ゃ
な
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。
最
初

そ
の
黒
い
も
の
が
津
波
な
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
な
に
か
黒
い
の
が
き

て
い
る
な
あ
っ
て
思
っ
た
。
家
具
屋
さ
ん
の
人
た
ち
も
、
軽
ト
ラ
止
め
て
、
ま
だ

働
い
て
い
ま
し
た
も
の
。
そ
の
人
た
ち
に
「
津
波
が
来
た
み
た
い
」
と
言
っ
て
、

非
常
階
段
を
上
っ
た
ん
で
す
ね
。

　
非
常
階
段
を
上
が
っ
て
河
口
の
方
を
見
た
ら
、
家
が
バ
キ
バ
キ
、
バ
キ
バ
キ
っ

て
音
を
立
て
な
が
ら
、
こ
っ
ち
に
流
れ
て
き
た
。
道
路
に
立
っ
て
い
た
時
は
、
そ

う
い
う
展
開
に
な
っ
て
い
る
と
は
、
全
く
思
わ
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
津
波
が
来

た
ん
だ
っ
て
こ
と
が
わ
か
っ
た
ん
で
す
。

消
防
隊
員
が
車
の
中
の
人
を
救
助

　
屋
上
に
上
っ
て
す
ぐ
に
上
を
見
た
ら
、自
衛
隊
の
飛
行
機
が
飛
ん
で
い
て
、あ
あ
、

自
衛
隊
の
人
た
ち
は
こ
の
状
況
が
わ
か
っ
て
い
る
ん
だ
な
と
一
応
安
心
し
ま
し
た
。

自
衛
隊
も
政
府
も
気
が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
ら
怖
い
な
と
思
っ
た
。
屋
上
に
は
家

具
屋
さ
ん
の
人
た
ち
が
４
、５
人
い
ま
し
た
。

　
河
口
か
ら
来
る
水
は
確
か
に
津
波
と
い
う
感
じ
が
し
た
け
ど
、
こ
こ
ら
辺
は
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
洪
水
み
た
い
で
、
ジ
ワ
リ
ジ
ワ
リ
と
上
が
っ
て
く
る
ん
で
す
ね
。

そ
の
と
き
は
ま
だ
畳
を
代
え
る
の
は
面
倒
だ
な
、
こ
こ
ら
で
収
ま
っ
て
く
れ
れ
ば

い
い
な
と
い
う
程
度
に
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
う
ち
に
水

は
ジ
ワ
リ
ジ
ワ
リ
と
１
階
と
２
階
の
境
目
く
ら
い
ま
で
上
が
っ
て
き
た
ん
で
す
。

　
閉
伊
街
道
（
宮
古
街
道
）
を
見
て
い
る
と
、
流
さ
れ
て
き
た
車
が
交
差
点
の
信

号
に
ぶ
つ
か
っ
て
止
っ
た
。
そ
の
中
に
人
が
２
人
い
て
、
年
配
の
夫
婦
で
し
た
ね
。

消
防
隊
員
が
シ
ュ
ル
シ
ュ
ル
と
電
線
を
伝
っ
て
行
き
、
車
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を

何
か
で
ガ
ン
ガ
ン
と
割
っ
て
、「
必
ず
助
け
る
か
ら
落
ち
着
け
」
っ
て
、
２
人
を
引

き
ず
り
上
げ
た
ん
で
す
ね
。
も
う
１
人
歩
行
者
用
の
信
号
に
引
っ
か
か
っ
て
い
る

人
が
い
た
ん
で
す
が
、
そ
の
人
は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
た
み
た
い
で
し
た
。
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写真3　子どもの作成したアルバム

　
家
族
５
人
で
４・５
畳
が
２
間
と
６
畳
の
部
屋
に
入
る
こ
と
が
で
き
て
、
そ
の
時

は
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
結
露
が
ひ
ど
く
て
、
毎
晩
段
ボ
ー
ル
を
敷

い
て
そ
の
上
に
布
団
を
敷
い
て
、
朝
起
き
る
と
段
ボ
ー
ル
と
布
団
を
陽
に
干
し
て
、

ま
た
夕
方
に
な
る
と
段
ボ
ー
ル
を
敷
い
て
…
、
毎
日
そ
の
繰
り
返
し
。
押
し
入
れ

に
は
湿
気
が
強
く
て
な
に
も
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
２
階
で
助
か
っ
て
持
っ

て
行
っ
た
道
具
も
私
の
実
家
に
預
か
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

家
の
再
建

　
家
は
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
に
申
請
手
続
き
を
し
て
、
２
年
７
か
月
で
完
成

し
ま
し
た
。
そ
の
間
に
建
築
資
材
の
価
格
が
上
が
り
、
防
犯
の
た
め
す
べ
て
の
窓

に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
ど
建
築
基
準
も
変
っ
た
。
そ
の
た

め
に
、
資
材
の
調
達
に
手
間
取
り
、
完
成
ま
で
時
間
が
か
か
っ
た
ん
で
す
。
平
成

25
（
２
０
１
３
）
年
11
月
17
日
に
こ
こ
に
戻
っ
て
き
て
、
12
月
１
日
に
レ
ス
ト
ラ

ン
を
再
開
し
ま
し
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
再
開
ま
で
の
間
に
、
私
は
障
が
い
者
施
設
に

就
職
し
た
の
で
、
以
前
は
家
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
パ
テ
ィ
シ
エ
と
し
て
一
緒
に
や
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
今
デ
ザ
ー
ト
は
施
設
か
ら
仕
入
れ
て
い
ま
す
。

子
供
と
ア
ル
バ
ム
作
り

　
街
中
に
遺
体
が
あ
っ
た
の
で
子
ど

も
を
連
れ
て
歩
け
な
か
っ
た
。
１
週

間
経
っ
た
３
月
18
日
に
初
め
て
一
緒

に
街
に
出
て
、
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

街
の
風
景
を
見
せ
て
、
携
帯
で
写
真

を
撮
っ
た
ん
で
す
。
遺
体
の
あ
る
と

こ
ろ
は
自
衛
隊
が
旗
を
立
て
て
歩
い

て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
こ
は
写
真
を

と
れ
ま
せ
ん
で
し
た
け
ど
。
子
ど
も

た
ち
は
な
に
が
な
ん
だ
か
わ
か
ら
な

い
状
況
で
、
笑
い
も
し
な
か
っ
た
ん

で
す
よ
。
で
、
逆
に
写
真
を
撮
っ
て

　
あ
お
空
さ
ん
の
７
階
か
ら
、
家
の
正
面
に
瓦
礫
が
突
っ
込
ん
で
き
て
、
自
宅
が

流
さ
れ
て
い
く
の
が
見
え
ま
し
た
。
前
に
建
物
が
な
い
の
で
、
水
が
ワ
ッ
ー
と
来

た
ん
で
す
。
水
が
引
け
て
も
瓦
礫
が
ひ
ど
く
て
中
に
入
れ
な
か
っ
た
の
で
、
物
も

取
れ
な
か
っ
た
。
１
階
は
全
滅
、２
階
の
一
部
だ
け
が
残
っ
た
。
家
の
外
側
は
残
っ

た
け
ど
、
建
て
直
す
し
か
な
か
っ
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン
の
再
開

　
復
興
は
き
つ
か
っ
た
。
山
田
や
田
老
は
仮
設
で
営
業
で
き
る
が
、
こ
こ
は
仮
設

で
営
業
し
て
も
、
お
客
さ
ん
は
誰
も
来
な
い
か
ら
、
立
ち
上
が
り
よ
う
が
な
い
ん

で
す
。
こ
の
辺
り
は
流
さ
れ
て
い
な
い
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
ビ
ル
の
中
に
冷
暖
房
完

備
の
立
派
な
お
店
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。「
お
店
再
開
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ

れ
て
も
、
ま
ず
建
物
を
建
て
直
さ
な
け
れ
ば
営
業
で
き
な
い
し
、
お
客
さ
ん
も
来

ま
せ
ん
。
街
中
で
被
災
し
た
人
た
ち
の
復
興
が
す
ぐ
で
き
な
い
の
は
そ
こ
で
す
よ
。

す
ぐ
に
営
業
で
き
て
お
客
さ
ん
が
い
る
仮
設
が
羨
ま
し
か
っ
た
。

　
家
を
建
て
て
店
を
再
開
す
る
の
に
２
年
７
か
月
か
か
り
ま
し
た
。

⑻　
笹
原 

め
ぐ
み
さ
ん
の
話　
昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
生

　
向
町
３　
楽
菜

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
12
日
、
店
内
で
伺
う
。

避
難
生
活

　
翌
朝
８
時
に
水
が
引
け
て
か
ら
、
ヘ
ド
ロ
の
中
を
瓦
礫
を
か
き
わ
け
て
、
は
じ

め
に
宮
古
小
学
校
に
行
っ
て
、
小
学
生
の
長
男
と
会
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
小

山
田
保
育
園
に
い
る
２
人
の
子
ど
も
を
迎
え
に
行
っ
た
ん
で
す
。
震
災
前
か
ら
知

ら
さ
れ
て
い
た
保
育
園
の
避
難
計
画
ど
お
り
に
、
子
ど
も
た
ち
は
先
生
と
小
山
田

神
社
か
ら
公
民
館
に
避
難
し
て
い
た
。
保
育
園
か
ら
昼
寝
の
布
団
や
紙
お
む
つ
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
宮
古
小
学
校
で
の
避
難
生
活
は
家
族
５
人
で
３
か
月
半
。
そ
の
間
に
図
書
館
、

集
会
室
、
体
育
館
と
場
所
を
移
動
し
て
、
７
月
19
日
に
西
公
園
の
仮
設
に
入
り
ま

し
た
。
そ
の
頃
避
難
者
は
宮
古
小
学
校
に
も
う
10
人
も
い
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
。
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で
す
。で
も
、目
の
前
な
の
に
全
然
行
か
れ
な
く
て
…
。そ
れ
ぐ
ら
い
恐
ろ
し
い
真
っ

黒
い
水
が
目
の
前
に
迫
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
。

　
家
の
中
に
も
水
が
た
ち
ま
ち
上
が
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
。
警
報
の
サ
イ
レ
ン
は

鳴
る
し
、
余
震
は
く
る
し
、
生
き
た
心
地
が
し
な
か
っ
た
で
す
よ
。
ど
う
し
よ
う

も
な
い
、
妻
と
２
人
で
流
さ
れ
れ
ば
終
り
だ
と
、
覚
悟
し
ま
し
た
よ
。

　
そ
れ
か
ら
、
屋
根
に
上
が
ろ
う
と
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
た
の
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
自

分
の
家
の
２
階
の
屋
根
に
は
簡
単
に
上
が
れ
な
い
。
隣
の
蔵
の
屋
根
に
移
っ
て
か

ら
、
自
分
の
家
の
２
階
の
屋
根
に
上
が
る
ん
だ
け
ど
、
私
は
簡
単
に
渡
っ
て
い
け

て
も
、
家
内
は
簡
単
に
は
い
か
な
か
っ
た
ん
で
す
。
足
が
上
が
ん
な
い
ん
で
す
よ
。

そ
れ
に
ト
タ
ン
屋
根
で
す
か
ら
滑
る
ん
で
す
よ
。
ベ
ラ
ン
ダ
に
置
い
て
あ
っ
た
台

に
乗
っ
て
、
隣
の
屋
根
に
渡
し
た
物
干
し
竿
に
つ
か
ま
っ
て
、
な
ん
と
か
隣
の
屋

根
に
移
っ
て
、
そ
こ
か
ら
家
の
屋
根
さ
上
が
っ
た
ん
で
す
。
下
は
ね
、
は
あ
、
も

う
ね
、
水
が
来
て
い
る
の
で
落
ち
れ
ば
終
り
で
す
か
ら
ね
、
家
内
は
相
当
の
覚
悟

が
あ
っ
た
ん
で
は
な
い
で
す
か
。

屋
根
の
上
か
ら
の
救
助

　
い
つ
の
時
点
だ
っ
た
か
よ
く
覚
え
て
い
な
い
ん
で
す
が
、裏（
大
通
１
丁
目
方
向
）

の
角
に
水
に
浸
か
っ
て
い
る
男
性
が
い
た
ん
で
す
。
見
て
い
る
だ
け
で
助
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
、ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
で
も
、な
ん
と
か
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
、

１
㍍
く
ら
い
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
あ
る
の
で
、「
そ
こ
に
上
が
っ
て
塀
を
横
伝
い
に
来

な
さ
い
。
私
の
家
の
と
こ
ろ
に
も
う
一
段
高
く
な
っ
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
あ
っ

か
ら
そ
こ
に
上
が
り
な
さ
い
」
と
し
ゃ
べ
る
と
、
男
性
は
な
ん
と
か
そ
こ
ま
で
来

た
。「
そ
こ
か
ら
斜
め
裏
の
家
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
上
が
れ
ば
誰
か
い
る
は
ず
だ
か
ら
」

と
言
っ
た
。
な
ん
で
そ
う
言
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
の
男
性
は
２
㍍
ぐ
ら
い
の
太

い
ロ
ー
プ
を
持
っ
て
た
ん
で
す
よ
。「
そ
れ
を
丸
め
て
投
げ
て
上
が
り
な
さ
い
」
と

言
う
と
、男
性
は
そ
れ
を
投
げ
て
、う
ま
く
ベ
ラ
ン
ダ
に
上
が
っ
た
ん
で
す
。
で
も
、

そ
の
家
は
留
守
だ
っ
た
。
さ
あ
て
困
っ
た
。
い
や
い
や
、
こ
れ
は
ど
う
し
よ
う
も

な
い
な
と
思
っ
て
。
そ
こ
で
私
が
屋
根
伝
い
に
隣
の
屋
根
に
移
っ
て
、男
性
に
ロ
ー

プ
を
投
げ
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
で
男
性
を
引
き
上
げ
よ
う
と
し
た
。
家
内
は
、「
落

ち
て
し
ま
う
。
止
め
て
！
」
と
言
っ
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ら
れ
な
い

歩
い
て
、
そ
れ
を
ま
と
め
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
気
持
ち
の
整
理
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
後
３
人
が
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
写
真
に
コ
メ

ン
ト
を
付
け
て
自
分
の
ア
ル
バ
ム
を
作
り
ま
し
た
（
写
真
３
）。

⑼　
天
杉 
国
夫
さ
ん
の
話　
昭
和
18
（
１
９
４
３
）
年
生

　
向
町
３　
下
向
町
町
内
会
会
長　

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
12
日
、
ご
自
宅
で
伺
う
。

２
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
２
階
の
屋
根
へ

　
当
日
ね
、税
金
の
集
団
申
告
の
集
会
を
や
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。
陸
中
ビ
ル
（
宮

町
１
）
の
３
階
で
、
１
５
０
人
ぐ
ら
い
だ
っ
た
か
な
、
そ
の
集
会
の
途
中
だ
っ
た

ん
で
す
。
地
震
が
あ
り
ま
し
て
ね
、
３
階
だ
か
ら
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
く
ら
い
も

の
す
ご
い
揺
れ
で
し
た
か
ら
ね
、
も
う
、
壁
さ
、
つ
か
ま
ろ
う
に
も
つ
か
ま
れ
な

い
し
ね
、
１
５
０
名
い
た
人
が
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
で
す
よ
。
ほ
ん
と
に
と
ん
で

も
な
い
。
こ
ん
な
の
あ
る
だ
べ
や
と
思
っ
て
ね
。
そ
れ
か
ら
集
会
は
中
止
。
集
団

で
申
告
す
る
の
は
止
め
と
な
り
ま
し
て
、
申
告
書
は
み
な
事
務
所
に
預
け
ま
し
て
、

自
宅
ま
で
自
転
車
で
一
番
近
い
道
を
帰
っ
て
き
た
。
駅
前
か
ら
こ
こ
ま
で
来
る
の

は
一
方
通
行
だ
か
ら
す
ご
い
渋
滞
で
す
よ
。
車
が
い
っ
ぱ
い
で
全
然
動
か
な
か
っ

た
ん
で
す
よ
。
渋
滞
は
３
時
頃
か
ら
始
ま
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。

　
家
に
帰
る
と
、
家
内
が
倒
れ
た
お
雛
さ
ま
を
片
付
け
て
い
た
ん
で
す
よ
。「
あ

の
揺
れ
見
れ
ば
そ
ん
な
余
裕
は
な
い
で
し
ょ
。」
っ
て
話
し
て
ね
。
そ
の
後
、
欲
た

か
り
な
も
ん
だ
か
ら
、
通
帳
だ
の
財
布
だ
の
大
切
な
物
を
、
互
い
に
リ
ュ
ッ
ク
に

詰
め
込
ん
で
、
い
ざ
逃
げ
よ
う
と
表
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開
け
た
と
た
ん
に
、
も
う

通
り
の
両
方
、
三
浦
米
穀
店
さ
ん
（
向
町
４
）
と
ア
ニ
ュ
ー
宮
古
さ
ん
（
向
町
３
）

の
両
側
に
、真
っ
黒
い
水
が
ワ
ァ
ー
と
盛
り
上
が
る
よ
う
に
来
て
る
ん
で
す
よ
。「
あ

あ
、
こ
り
ゃ
あ
駄
目
だ
」
っ
て
、
す
ぐ
に
バ
ッ
ク
し
て
家
に
戻
っ
て
、
靴
を
脱
い

で
２
階
へ
上
が
っ
た
ん
で
す
。
家
の
高
さ
ぐ
ら
い
の
水
が
目
の
前
に
来
て
ま
し
た

も
の
。
本
当
の
と
こ
ろ
、
私
も
家
内
も
津
波
は
来
な
い
だ
ろ
う
っ
て
思
っ
て
い
ま

し
た
。
来
る
の
が
早
か
っ
た
。
時
計
が
３
時
20
分
で
止
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
町
内
会
長
を
し
て
い
た
も
ん
で
す
か
ら
、
目
の
前
の
７
階
建
の
あ
お
空
さ
ん
に
、

「
も
し
津
波
が
き
た
ら
、
上
が
ら
せ
て
下
さ
い
」
と
お
話
し
て
、
Ｏ
Ｋ
取
っ
て
た
ん
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⑽　
天
杉 

美
智
子
さ
ん
の
話　
昭
和
18
（
１
９
４
３
）
年
生

　
向
町
３　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
10
月
12
日
、
ご
自
宅
で
伺
う
。

覚
悟
し
て
隣
の
屋
根
に

　
こ
こ
に
は
津
波
は
来
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
揺
れ
が
治
ま
っ
て
か
ら
、
お

雛
さ
ま
を
片
付
け
て
い
た
。

　
表
の
片
っ
方
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
だ
け
は
空
け
て
あ
っ
た
か
ら
、
そ
こ
か
ら
外
に
出

よ
う
と
し
た
ら
、
水
が
丸
く
な
っ
て
入
っ
て
き
た
。
あ
あ
、
も
う
だ
め
だ
っ
て
思
っ

て
、靴
の
ま
ま
２
階
に
上
が
っ
た
。
び
っ
く
り
し
ち
ゃ
っ
て
、パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
、

寝
袋
も
一
応
持
っ
た
の
ね
。
ぼ
ー
っ
と
し
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
ね
。
あ
と
か
ら
考
え
た

ら
何
を
や
っ
て
い
た
ん
だ
ろ
う
っ
て
ね
。
２
階
に
行
っ
て
か
ら
靴
を
は
い
た
ま
ま

だ
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
い
て
、
び
っ
く
り
し
て
靴
を
脱
い
だ
。

　
2
階
で
大
丈
夫
じ
ゃ
あ
な
い
か
な
、
水
は
こ
れ
以
上
あ
が
っ
て
来
な
い
と
思
っ

て
も
、
や
っ
ぱ
り
怖
い
も
の
ね
。
主
人
が
、「
こ
こ
も
危
な
い
」
と
言
っ
て
、
隣
の

蔵
の
屋
根
か
ら
家
の
２
階
の
屋
根
に
上
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。ど
こ
か
ら
ど
う
や
っ

て
行
け
ば
い
い
の
か
、
ど
う
し
よ
う
か
と
…
。
ベ
ラ
ン
ダ
に
昔
の
ス
テ
レ
オ
の
ス

ピ
ー
カ
ー
の
箱
が
置
い
て
あ
っ
た
の
で
、
ト
タ
ン
屋
根
で
滑
る
の
で
靴
下
を
脱
い

で
、
ま
ず
そ
の
箱
の
上
に
乗
っ
て
、
物
干
し
竿
を
２
本
隣
の
蔵
の
屋
根
に
渡
し
て
、

主
人
に
端
を
押
さ
え
て
も
ら
っ
て
、
竿
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
隣
の
屋
根
に
足
を
渡

し
た
。
主
人
に
、「
飛
べ
、
飛
べ
」
っ
て
言
わ
れ
た
。
そ
の
言
葉
は
覚
え
て
い
る
の
。

下
は
水
が
流
れ
て
い
た
し
、
泳
げ
な
い
し
、
覚
悟
が
い
り
ま
し
た
よ
。
そ
れ
か
ら
、

隣
の
蔵
の
屋
根
か
ら
家
の
２
階
の
屋
根
に
行
く
の
は
簡
単
な
の
。

　
屋
根
に
上
が
っ
て
み
る
と
閉
伊
川
が
見
え
る
わ
け
よ
。
ダ
ッ
ー
、
ダ
ッ
ー
と
流

れ
て
る
。
水
に
浸
か
っ
て
い
る
男
の
人
に
気
が
つ
い
た
の
は
、
５
時
の
チ
ャ
イ
ム

が
鳴
っ
て
い
た
と
き
だ
っ
た
と
思
う
。
雪
が
降
っ
て
き
て
寒
か
っ
た
。
主
人
が
男

性
を
引
き
上
げ
て
、
２
階
に
戻
り
着
替
え
さ
せ
て
、
布
団
に
寝
か
せ
て
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
し
た
。
と
に
か
く
ヘ
ド
ロ
の
臭
い
が
も
う
大
変
だ
っ
た
。
水
が
引
い
て
行
っ

た
の
は
５
時
過
ぎ
頃
か
な
。

お
雛
さ
ま
に
助
け
ら
れ
た

　
こ
こ
ま
で
水
は
来
な
い
と
思
っ
て
、
１
階
の
押
し
入
れ
の
中
段
に
入
れ
た
お
雛

と
思
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、「
や
ら
な
き
ゃ
あ
だ
め
だ
」
と
言
っ
て
、
屋
根
の
雪
止

め
に
足
を
か
け
ま
し
て
、
な
ん
と
か
引
っ
張
り
上
げ
よ
う
と
し
た
。
結
構
古
く
て

錆
び
て
い
る
よ
う
な
雪
止
め
な
ん
で
す
よ
。
こ
れ
、
壊
れ
れ
ば
終
わ
り
か
な
と
思

い
な
が
ら
、
踏
ん
張
っ
て
ね
、
な
ん
と
か
、
な
ん
と
か
引
き
上
げ
ま
し
た
よ
。
重

か
っ
た
。
屋
根
の
雪
止
め
が
な
ん
と
か
も
っ
た
か
ら
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
け
ど
、

よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
必
死
だ
っ
た
。

　
３
人
で
家
の
中
に
戻
っ
た
が
、家
内
は
ま
た
ベ
ラ
ン
ダ
に
戻
る
ま
で
が
大
変
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
水
は
階
段
を
上
か
ら
３
段
残
し
た
だ
け
の
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い

ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
３
時
半
頃
か
ら
２
階
に
行
き
、
屋
根
に
上
が
っ
た
の
で
、
男
性
は
１

時
間
以
上
水
に
つ
か
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
私
と
背
丈
が
同
じ
な
も
ん
で
す
か

ら
、
着
る
物
を
上
か
ら
下
ま
で
全
部
貸
し
て
布
団
に
寝
か
せ
ま
し
た
。
65
歳
で
向

町
に
は
仕
事
で
来
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
夜
の
11
時
半
頃
水
が
引
い
た
も
ん
で
す
か
ら
、
３
人
で
避
難
所
で
は
な
い
け
ど
、

避
難
場
所
の
常
安
寺
に
行
き
ま
し
た
。
最
初
近
所
に
住
む
孫
が
宮
古
小
学
校
に
い

る
か
と
思
っ
て
行
っ
た
ん
で
す
が
、
い
な
か
っ
た
の
で
常
安
寺
を
見
に
行
き
、
孫

は
そ
こ
に
も
い
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
家
内
と
２
人
で
４
月
１
日
ま
で

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
昼
間
は
お
寺
さ
ん
か
ら
お
に
ぎ
り
を
い
た
だ
い
て
、
こ

こ
に
来
て
片
付
け
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
キ
ャ
ン
プ
用
の
ラ
ン
プ
で
暮
ら
し
て
、
そ
の
う
ち
に
２
階
の
増
築
し

た
部
分
の
電
気
が
つ
い
た
ん
で
す
よ
。
こ
れ
は
い
い
な
っ
て
思
っ
て
、
そ
れ
で
２

階
で
過
ご
す
こ
と
に
し
た
ん
で
す
。
炊
事
場
も
あ
る
も
の
で
す
か
ら
、
不
自
由
な

が
ら
も
そ
こ
で
暮
ら
し
た
。
電
気
は
た
く
さ
ん
使
う
と
落
ち
る
の
で
、
加
減
し
な

が
ら
使
っ
た
。
食
糧
は
お
寺
さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
り
、
退
職
後
自
分
で
畑
を
作
っ

て
い
た
の
で
、
な
ん
と
か
や
っ
て
き
た
。
１
年
後
に
支
援
金
が
出
る
こ
と
に
な
っ

た
し
、全
労
連
の
火
災
共
済
に
入
っ
て
い
て
、本
当
は
火
災
の
た
め
の
も
の
だ
か
ら
、

津
波
で
壊
れ
た
と
こ
ろ
に
は
出
さ
な
い
ん
で
す
が
、
例
外
中
の
例
外
の
例
外
で
お

見
舞
金
が
出
た
の
で
家
を
改
装
し
た
。
国
は
な
か
な
か
個
人
に
は
出
さ
な
い
か
ら
、

再
建
で
き
ま
せ
ん
よ
。
復
興
道
路
は
バ
ン
バ
ン
や
っ
て
い
る
け
ど
ね
、
個
人
の
家

の
再
建
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
よ
。
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の
辺
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。

　
そ
の
う
ち
に
、
婿
さ
ん
が
ワ
ン
セ
グ
で
出
崎
埠
頭
の
船
や
車
が
流
さ
れ
て
い
る

様
子
を
見
て
、「
ち
ょ
っ
と
義
母
さ
ん
、
逃
げ
た
方
が
い
い
よ
」
と
言
っ
た
け
ど
、

犬
も
い
る
し
「
大
丈
夫
よ
。
英
世
さ
ん
も
そ
う
言
っ
て
た
か
ら
」
っ
て
、
そ
れ
で

も
外
に
い
た
ん
で
す
よ
。
周
り
の
人
た
ち
が「
す
ご
い
み
た
い
だ
か
ら
、正
ち
ゃ
ん
、

逃
げ
た
ら
」
と
言
う
ん
で
、「
う
ー
ん
」
っ
て
言
い
な
が
ら
、ず
っ
と
外
に
い
ま
し
た
。

仕
事
に
来
て
い
た
電
気
屋
さ
ん
が
近
く
の
人
な
の
で
、「
取
り
あ
え
ず
あ
な
た
は
お

家
に
帰
っ
て
、戸
締
り
と
か
い
ろ
い
ろ
し
て
、戻
っ
て
き
た
ら
」
と
言
っ
て
、ち
ょ
っ

と
し
て
か
ら
婿
さ
ん
が
、「
義
母
さ
ん
、
お
願
い
だ
か
ら
車
に
乗
っ
て
」
と
言
う
の

で
、
仕
方
が
な
く
車
に
乗
り
ま
し
た
。

　
少
し
走
っ
て
い
く
と
、「
津
波
が
来
た
」
み
た
い
な
声
が
聞
こ
え
た
ん
で
す
よ
。

で
、
宮
古
小
学
校
ま
で
行
っ
た
ら
、
寒
く
て
雪
降
っ
て
き
ま
し
た
よ
ね
。
婿
さ
ん

が
「
山
の
上
を
通
っ
て
板
屋
の
家
に
行
っ
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」
っ
て
言
う

し
、
宮
古
小
学
校
も
、「
こ
こ
に
も
水
が
来
ま
す
の
で
、
も
う
ち
ょ
っ
と
高
台
に
避

難
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
う
の
で
、
山
の
上
の
方
に
行
っ
て
様
子
を
見
た
ん
で
す
。

消
防
署
の
上
の
方
は
結
構
人
が
い
っ
ぱ
い
い
た
。
４
時
半
か
５
時
頃
だ
っ
た
か
な
、

雪
も
す
ご
く
な
り
、
頭
痛
も
し
て
き
た
の
で
、
近
道
を
し
て
板
屋
の
娘
の
家
に
行

き
ま
し
た
。

　
そ
の
日
、
宮
古
で
仕
事
を
し
て
い
た
息
子
と
連
絡
が
取
れ
な
く
て
、
逃
げ
て
い

る
と
は
思
う
け
ど
、
夜
に
な
っ
て
落
ち
着
い
て
か
ら
、
市
内
の
避
難
所
を
あ
ち
こ

ち
見
て
回
っ
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
息
子
か
ら
携
帯
が
つ
な
が
っ
て
、

宮
古
小
学
校
に
避
難
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

英
世
さ
ん　
息
子
に
「
じ
ゃ
あ
、
家
、
見
に
行
く
か
」
っ
て
。
夜
の
10
時
ご
ろ
か

な
、
一
緒
に
途
中
ま
で
来
た
け
ど
、
ま
だ
完
全
に
水
が
引
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

家
ま
で
は
行
け
な
か
っ
た
。
長
靴
を
履
い
て
い
て
も
、
あ
お
空
さ
ん
の
と
こ
ろ
ま

で
だ
っ
た
。

正
子
さ
ん　
真
っ
暗
だ
し
ね
。
靴
が
ビ
チ
ョ
ビ
チ
ョ
に
な
っ
て
た
ね
。
あ
お
空
さ

ん
の
前
に
何
人
か
の
人
が
い
て
、
ち
っ
ち
ゃ
い
懐
中
電
灯
で
「
こ
こ
に
人
が
い
る

か
ら
、
人
が
い
る
か
ら
」
っ
て
合
図
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。
た
ま
た
ま
歩
い
て
き

た
消
防
の
人
に
会
っ
て
、「
あ
そ
こ
に
何
人
か
人
が
い
る
み
た
い
だ
か
ら
。
連
絡

さ
ま
を
見
た
ら
、そ
の
ま
ま
濡
れ
て
い
な
か
っ
た
。
段
ボ
ー
ル
の
中
に
入
れ
て
あ
っ

た
け
ど
、
水
を
か
ぶ
っ
た
よ
う
で
も
、
か
ぶ
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
も
…
。
不
思
議

で
す
ね
。
お
雛
さ
ま
に
助
け
ら
れ
た
よ
う
な
も
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
私
は
思
っ
て

い
る
。
震
災
後
も
毎
年
飾
っ
て
い
ま
す
。

　
避
難
訓
練
の
日
は
宮
古
小
学
校
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
私
は
亡
く

な
っ
た
方
の
供
養
も
か
ね
て
常
安
寺
に
行
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
震
災
の
と
き

常
安
寺
は
避
難
所
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
途
中
で
お
巡
り
さ
ん
に
、「
こ
こ
は
避
難

所
で
は
な
い
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
た
。
今
は
高
台
避
難
地
と
い
う
こ
と
で
行
っ
て

い
ま
す
。
お
彼
岸
や
お
盆
に
拝
み
に
行
き
ま
す
が
、
避
難
訓
練
の
日
も
お
寺
さ
ん

に
行
く
こ
と
に
決
め
て
い
ま
す
。

⑾　
藤
島 

英
世
さ
ん　
昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
生　
と

　
　
藤
島 

正
子
さ
ん　
昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年
生　
の
話

　
向
町
３　
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
８
月
８
日
、
ご
自
宅
で
伺
う
。

こ
こ
に
津
波
は
来
な
い

英
世
さ
ん　
地
震
の
あ
っ
た
と
き
は
、
市
内
か
ら
ち
ょ
っ
と
離
れ
た
宮
古
短
大
の

近
く
の
建
物
の
中
に
い
た
。防
災
無
線
で
津
波
警
報
が
出
て
、停
電
に
な
っ
た
の
で
、

は
あ
ー
、
こ
り
ゃ
あ
だ
め
だ
っ
て
思
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
車
出
し
て
小
山
田
ト
ン

ネ
ル
か
ら
家
に
来
よ
う
と
思
っ
た
が
、
渋
滞
で
小
山
田
の
橋
は
通
行
止
め
に
な
っ

て
い
た
。津
波
が
来
た
と
聞
い
て
、小
山
田
の
ラ
サ
工
場
の
煙
突
の
と
こ
ろ
に
行
き
、

車
の
中
で
テ
レ
ビ
を
見
て
た
ら
、
津
波
が
堤
防
を
越
え
て
い
た
。
６
時
ご
ろ
妻
と

携
帯
が
つ
な
が
っ
て
、「
板
屋
の
娘
の
と
こ
ろ
に
避
難
し
た
」
っ
て
言
う
の
で
、
娘

の
家
に
行
っ
た
。

正
子
さ
ん　
私
は
最
初
逃
げ
な
か
っ
た
ん
で
す
。
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
を
し
て
い

た
と
き
に
地
震
が
あ
っ
た
。
末
広
町
を
歩
い
て
く
る
と
、
酒
屋
さ
ん
の
瓶
が
壊
れ

て
お
酒
臭
く
な
っ
て
、
停
電
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。
家
に
帰
っ
て
き
た
ら
、
た
ま

た
ま
Ｉ
Ｈ
の
工
事
に
来
て
い
た
娘
の
旦
那
さ
ん
が
、「
す
ご
い
地
震
だ
か
ら
、
津

波
が
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
」
と
言
っ
て
。
で
も
う
ち
の
人
が
、「
津
波
が
来
て
も
う

ち
は
大
丈
夫
、
こ
こ
ま
で
は
来
な
い
か
ら
逃
げ
な
く
て
い
い
」
っ
て
、
ず
う
っ
と
、

結
婚
し
て
か
ら
言
い
続
け
て
い
ま
し
た
。
私
も
逃
げ
る
気
も
な
い
し
、
来
て
も
そ
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ご
か
っ
た
」
っ
て
言
う
ん
で
す
が
、
こ
ん
な
ひ
ど
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
は
思
っ

て
も
い
な
く
て
、
あ
と
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
ね
。

英
世
さ
ん　
食
べ
る
物
や
寒
さ
は
、
自
宅
に
い
た
の
で
他
の
と
こ
よ
り
よ
か
っ
た

で
す
ね
。

　
プ
ロ
パ
ン
も
お
風
呂
も
だ
め
だ
っ
た
。
水
は
１
週
間
後
く
ら
い
か
ら
タ
ラ
タ
ラ

と
出
た
の
で
、
バ
ケ
ツ
に
貯
め
て
２
階
の
ト
イ
レ
を
流
す
の
に
使
っ
た
。
新
川
町

に
井
戸
の
水
が
湧
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
に
バ
ケ
ツ
を
持
っ
て

汲
み
に
行
っ
た
。

正
子
さ
ん　
角
の
三
浦
米
屋
さ
ん
の
交
差
点
に
大
き
な
漁
船
が
止
ま
っ
て
い
て
、

１
か
月
以
上
そ
の
ま
ま
で
車
が
入
れ
な
か
っ
た
。
息
子
の
車
も
借
り
て
い
た
駐
車

場
か
ら
流
れ
て
他
の
車
と
重
な
っ
て
い
た
。

英
世
さ
ん　
家
の
前
の
道
路
は
船
に
ふ
さ
が
れ
た
う
え
に
、家
の
中
で
水
に
浸
か
っ

た
物
も
み
な
さ
ん
外
に
出
し
た
の
で
、
車
が
通
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
向
い

の
あ
お
空
さ
ん
の
側
は
、
早
く
に
片
付
い
て
車
が
通
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
家
の
１
階
を
片
付
け
る
の
に
は
１
か
月
く
ら
い
か
か
っ
た
か
な
。
修
理
に
ど
の

く
ら
い
か
か
る
か
わ
か
ん
な
い
か
ら
、
自
分
で
壁
を
洗
っ
て
、
も
う
い
い
な
と
思
っ

て
も
、
水
を
含
ん
で
い
る
の
で
乾
く
と
ま
た
膨
ら
ん
で
く
る
。
３
、４
回
は
繰
り
返

し
洗
い
ま
し
た
。

正
子
さ
ん　
２
日
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
。

英
世
さ
ん　
大
通
り
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
大
通
１
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が
来
て
、「
な

に
か
手
伝
い
ま
す
よ
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、床
下
の
掃
除
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
っ

け
。
助
か
り
ま
し
た
。
こ
の
町
内
の
側
溝
の
泥
さ
ら
い
は
、
自
分
一
人
の
と
こ
ろ

だ
け
や
っ
て
も
効
果
が
な
い
か
ら
。
町
内
会
長
か
ら
申
し
込
ん
で
、や
っ
て
も
ら
っ

た
。３
日
間
く
ら
い
14
～
15
人
が
交
代
で
来
て
く
れ
た
。岩
大
の
学
生
も
来
ま
し
た
。

正
子
さ
ん　
１
０
０
㍑
満
タ
ン
の
灯
油
タ
ン
ク
の
配
管
が
壊
れ
て
灯
油
が
流
れ
出

し
て
い
た
。
津
波
の
泥
水
や
魚
、
灯
油
の
臭
い
が
ひ
ど
く
て
、
１
階
の
物
は
す
べ

て
捨
て
た
。１
年
後
に
部
屋
が
暖
ま
る
と
、窓
枠
に
な
に
か
白
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、

そ
れ
は
塩
だ
っ
た
。
銭
湯
は
ち
ょ
っ
と
離
れ
た
と
こ
ろ
に
車
で
行
っ
た
り
、
毎
日

洗
濯
物
は
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
に
通
っ
た
り
し
て
、
そ
う

い
う
の
が
大
変
だ
っ
た
。

と
っ
て
欲
し
い
み
た
い
で
す
よ
」と
言
い
な
が
ら
、私
た
ち
は
板
屋
に
も
ど
っ
た
の
。

道
路
も
車
や
船
が
い
っ
ぱ
い
ね
、
お
店
や
商
店
街
に
刺
さ
っ
た
り
し
て
た
ね
。

２
日
目
か
ら
自
宅
で
避
難
生
活

英
世
さ
ん　
板
屋
に
１
泊
し
て
、
次
の
日
は
車
を
駅
の
駐
車
場
に
止
め
て
向
町
に

歩
い
て
き
た
け
ど
、
も
う
す
ご
か
っ
た
。
家
に
津
波
が
来
て
も
せ
い
ぜ
い
床
上
50

㌢
く
ら
い
の
浸
水
か
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
１
階
の
天
井
ま
で
水
が
き
て
、

ガ
ラ
ス
も
破
ら
れ
て
、
押
し
入
れ
も
抜
け
て
、
玄
関
の
サ
ッ
シ
も
破
け
て
、
壁
も

破
け
て
、
下
駄
箱
が
天
井
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
た
。
う
ち
は
２
階
が
大
丈
夫
だ
っ

た
の
で
、
窃
盗
団
だ
の
あ
る
か
ら
、
２
日
目
か
ら
２
階
に
い
ま
し
た
。
電
気
も
水

道
も
こ
な
か
っ
た
し
、
プ
ロ
パ
ン
も
駄
目
だ
っ
た
。
で
も
、
反
射
型
の
ス
ト
ー
ブ

を
買
っ
て
お
い
た
の
で
、
そ
れ
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
灯
油
も
値
上
が

り
す
る
の
で
、
タ
ン
ク
以
外
に
ポ
リ
タ
ン
ク
に
４
つ
か
５
つ
入
れ
て
お
い
た
。
外

に
家
の
灯
油
ポ
リ
タ
ン
ク
が
流
れ
て
あ
っ
た
の
で
…
、

正
子
さ
ん　
こ
れ
は
家
の
だ
っ
て
、
持
っ
て
き
て
使
っ
た
。

英
世
さ
ん　
寒
い
時
期
だ
っ
た
の
で
冷
蔵
庫
の
中
の
物
を
出
し
て
は
、
ス
ト
ー
ブ

の
上
で
雑
炊
作
っ
た
り
し
て
食
べ
て
い
た
。
家
に
あ
る
も
の
を
少
し
ず
つ
食
べ
て
、

避
難
所
に
は
行
か
な
か
っ
た
。

正
子
さ
ん　
津
波
の
被
害
に
あ
っ
て
い
な
い
友
人
か
ら
ボ
ン
ベ
の
ガ
ス
コ
ン
ロ
と

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
も
ら
っ
た
り
、
兄
夫
婦
が
お
に
ぎ
り
や
水
を
運
ん
で
き
て
く
れ

た
り
、
盛
岡
か
ら
も
お
兄
さ
ん
が
真
空
パ
ッ
ク
の
ご
飯
を
段
ボ
ー
ル
で
買
っ
て
き

て
く
れ
ま
し
た
か
ら
。
大
人
だ
け
だ
か
ら
ね
、
１
食
抜
い
て
も
小
さ
い
子
が
い
る

わ
け
で
は
な
い
し
、
ど
う
に
か
暮
ら
し
ま
し
た
。

英
世
さ
ん　
大
通
の
家
で
電
気
を
通
し
た
ら
す
ぐ
に
シ
ョ
ー
ト
し
て
火
事
に
な
っ

た
の
で
、「
ち
ゃ
ん
と
調
べ
ね
ば
な
ん
ね
ぇ
」
と
言
う
こ
と
で
電
気
の
回
復
が
遅
れ

た
。

正
子
さ
ん　
ど
ん
ど
ん
遅
れ
て
、
電
気
が
き
た
の
は
40
～
50
日
あ
と
く
ら
い
。
向

町
は
最
後
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
近
所
の
仏
具
屋
さ
ん
（
本
町
１
）
が
「
お
使
い
く

だ
さ
い
」
っ
て
、
ろ
う
そ
く
を
出
し
て
く
れ
た
の
で
も
ら
い
に
行
き
ま
し
た
。
テ

レ
ビ
も
見
れ
な
か
っ
た
ん
で
、
電
話
が
通
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
み
ん
な
が
、「
す
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内
の
様
子
を
見
て
い
た
が
、
通
り
に
誰
も
い
な
い
の
を
確
認
し
て
、
家
の
中
に
入
っ

た
ん
で
す
。

　
最
初
は
「
20
㌢
の
津
波
を
観
測
」
と
い
う
放
送
で
、
そ
ん
な
も
の
な
の
か
な
あ

と
思
っ
て
い
た
ら
、そ
の
後
に
「
６
㍍
」
と
か
「
９
㍍
」
と
か
い
う
放
送
が
１
回
あ
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。そ
れ
で
、こ
れ
か
ら
逃
げ
て
も
間
に
合
い
そ
う
も
な
い
し
、

自
分
の
設
計
し
た
家
を
放
り
出
す
気
に
も
な
れ
な
い
し
、
ま
た
設
計
者
と
し
て
の

興
味
も
あ
っ
た
の
で
、
逃
げ
る
気
に
な
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。
番
頭
さ
ん
が
帰
っ

て
き
て
、
昔
は
米
を
担
い
で
上
に
あ
が
っ
た
ん
で
す
が
、
も
う
そ
ん
な
こ
と
も
で

き
な
い
の
で
、
レ
ジ
ス
タ
ー
を
上
に
あ
げ
た
。
そ
の
と
き
、
誰
か
の
「
来
た
ぞ
ー
」

と
い
う
声
を
聞
い
て
、
番
頭
さ
ん
と
２
人
で
上
に
あ
が
っ
た
。
２
、３
万
し
か
入
っ

て
い
な
い
レ
ジ
ス
タ
ー
を
上
に
あ
げ
た
ん
で
す
が
、
あ
と
か
ら
考
え
る
と
、
十
数

万
す
る
米
券
や
印
紙
は
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
ま
し
た
。

　
3
階
の
窓
か
ら
外
を
見
て
い
る
と
、
ご
老
人
が
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
き
て
、
そ

こ
に
第
１
波
と
い
う
か
、
20
～
30
㌢
の
黒
い
水
が
来
た
。
お
じ
い
さ
ん
は
後
ろ
を

振
り
向
い
て
、
び
っ
く
り
し
て
前
に
進
も
う
と
し
た
ら
、
信
号
の
柱
に
頭
を
ぶ
つ

け
て
倒
れ
た
よ
う
に
見
え
た
。

で
も
、
後
か
ら
考
え
る
と
、
水

嵩
が
増
し
て
き
て
水
没
し
た
ん

で
す
ね
、
あ
っ
と
い
う
間
の
出

来
事
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
呆
然
と
し
て
い
た

ら
、
突
然
大
き
な
音
が
し
て
、

車
が
ガ
ラ
ガ
ラ
と
ま
る
で
巨
大

な
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
押
さ
て
い

る
か
の
よ
う
に
し
て
来
た
。
そ

れ
は
黒
い
波
の
よ
う
で
、
上
か

ら
見
て
い
る
と
、
下
か
ら
盛

り
上
が
っ
て
く
る
よ
う
に
感
じ

た
。
車
の
警
笛
が
鳴
り
響
き
、

そ
れ
と
同
時
に
鳴
り
響
い
た
異

英
世
さ
ん　
ガ
ソ
リ
ン
が
な
い
か
ら
、
な
る
べ
く
歩
い
て
行
く
よ
う
に
し
た
。

正
子
さ
ん　
電
気
が
も
ど
り
、
お
風
呂
が
直
る
ま
で
、
し
ば
ら
く
の
間
通
い
ま
し

た
ね
。

英
世
さ
ん　
た
ま
た
ま
灯
油
も
買
い
置
き
の
ポ
リ
タ
ン
ク
が
あ
っ
た
か
ら
よ
か
っ

た
。
２
階
に
台
所
が
あ
っ
た
か
ら
、
冷
蔵
庫
も
残
っ
た
し
、
寝
具
も
２
階
で
使
え

た
し
…
。

　
逃
げ
遅
れ
た
り
、
１
回
は
逃
げ
た
け
ど
も
、
寒
か
っ
た
の
で
服
を
取
り
に
戻
っ

て
き
た
り
し
て
、
向
町
上
下
合
わ
せ
て
30
人
く
ら
い
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

正
子
さ
ん　
ト
イ
レ
も
２
階
だ
っ
た
し
ね
。
次
の
日
か
ら
自
宅
に
住
む
こ
と
が
で

き
た
。
私
た
ち
は
い
い
方
で
す
よ
。

⑿　
三
浦 

利
勝
さ
ん
の
話　
昭
和
20
（
１
９
４
５
）
年
生

　
向
町
４　
三
浦
設
計
事
務
所
所
長
、
三
浦
米
穀
店
、
上
向
町
自
治
会
会
長

　
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
８
月
11
日
、
事
務
所
で
伺
う
。

３
階
か
ら
覚
悟
の
写
真
撮
影

　
３
階
の
事
務
所
に
い
て
、
強
い
揺
れ
を
感
じ
ま
し
た
。
当
時
83
歳
の
母
親
が
心

配
に
な
っ
て
下
に
降
り
て
行
っ
た
ら
、
柱
に
つ
か
ま
っ
て
い
た
。
２
回
目
の
揺
れ

が
来
て
、「
こ
れ
は
た
だ
事
で
は
な
い
、
今
ま
で
と
は
違
う
、
津
波
が
来
る
か
ら
逃

げ
な
き
ゃ
だ
め
だ
」
と
家
内
と
話
し
て
、
地
震
が
治
ま
る
の
を
待
ち
ま
し
て
、
２

人
を
逃
が
し
た
ん
で
す
。
母
親
は
い
ろ
い
ろ
薬
を
飲
ん
だ
り
し
て
い
る
の
で
、「
あ

れ
が
な
い
、
こ
れ
が
な
い
」
と
２
度
も
３
度
も
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
、「
あ
と
で

持
っ
て
い
く
か
ら
逃
げ
ろ
！
」
っ
て
急
が
せ
た
。
皆
さ
ん
よ
り
若
干
遅
れ
ぎ
み
で

こ
こ
を
出
て
い
き
ま
し
た
。
家
内
は
市
の
避
難
訓
練
に
毎
年
参
加
し
て
い
た
ん
で

す
が
、
顔
色
を
変
え
て
、「
津
波
が
来
る
！　
津
波
が
来
る
！
」
っ
て
、
私
よ
り
危

機
感
を
持
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

　
私
は
外
に
出
で
い
た
番
頭
さ
ん
を
待
つ
こ
と
に
し
て
、さ
か
も
と
眼
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
看
護
士
さ
ん
た
ち
が
逃
げ
る
の
を
見
な
が
ら
、
一
度
３
階
の
事
務
所
に
行
き
、

ま
た
下
に
降
り
た
。
歩
い
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
宮
古
橋
か
ら
駅

の
方
に
向
か
っ
て
車
が
渋
滞
し
て
い
て
、
黒
っ
ぽ
い
服
を
着
た
人
が
２
人
で
交
通

整
理
を
し
て
い
ま
し
た
。
町
内
会
長
も
し
て
い
る
の
で
、
し
ば
ら
く
家
の
前
で
町

写真4　突っ込んだ船（みやこわが町掲載）
� 撮影：三浦利勝

宮古市街地 各地域における東日本大震災



208

　
10
時
頃
に
は
だ
い
ぶ
水
が
引
け
て
い
た
。
見
回
り
に
き
た
第
二
分
団
の
人
が
声

を
か
け
て
く
れ
て
、「
避
難
所
に
逃
げ
た
方
が
い
い
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、

こ
こ
を
出
る
こ
と
に
し
た
。
駅
寄
り
の
も
う
１
つ
先
の
信
号
の
と
こ
ろ
は
ほ
ぼ
乾

い
て
い
て
、
そ
こ
に
は
す
で
に
何
人
か
集
ま
っ
て
い
た
。
分
団
員
が
自
宅
に
い
た

方
々
に
声
を
か
け
て
、
ホ
ロ
を
か
ぶ
せ
た
軽
ト
ラ
に
一
緒
に
乗
っ
て
、
宮
古
小
学

校
に
行
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
母
親
と
家
内
を
探
し
た
。
放
送
を
し
て
も
ら
っ
た
が
返
事
が
な
か
っ
た
。

常
安
寺
か
な
と
思
っ
て
、
次
に
常
安
寺
に
行
っ
て
、
女
性
の
部
屋
に
声
を
か
け
た

け
ど
、
そ
こ
に
も
い
な
か
っ
た
。
駄
目
だ
っ
た
の
か
な
と
思
い
な
が
ら
、
ま
た
宮

古
小
学
校
戻
っ
て
く
る
と
、
近
所
の
人
が
２
人
を
小
学
校
で
見
た
こ
と
を
教
え
て

く
れ
た
。
そ
こ
で
い
く
つ
か
の
教
室
を
捜
し
て
回
り
、
見
つ
け
た
と
き
に
は
ほ
っ

と
し
ま
し
た
。
覚
悟
を
決
め
て
３
階
で
写
真
を
撮
る
ま
で
と
、
離
れ
た
母
親
や
家

内
と
再
会
し
た
と
き
の
気
持
ち
は
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
初
め
て
の
も

の
で
し
た
。
そ
れ
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

宮
古
小
学
校
で
避
難
生
活

　
次
の
日
（
12
日
）
か
ら
、
家
内
は
自
分
の
母
親
の
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
、
宮

町
の
実
家
で
生
活
を
し
た
。
母
親
は
私
と
一
緒
に
１
週
間
ぐ
ら
い
宮
古
小
学
校
に

い
て
、
そ
の
後
は
近
く
の
親
戚
の
家
に
預
か
っ
て
も
ら
っ
た
。
私
は
ち
ょ
う
ど
１

か
月
避
難
所
を
拠
点
に
し
て
、
そ
こ
か
ら
自
宅
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。

最
初
の
２
、３
日
は
電
気
、
水
道
が
止
ま
っ
た
の
で
、
被
災
さ
れ
て
い
な
い
方
々
も
、

た
く
さ
ん
避
難
所
に
来
ら
れ
て
い
た
。
３
月
下
旬
ま
で
は
学
校
の
先
生
方
が
い
ろ

い
ろ
と
お
世
話
を
し
て
く
れ
た
の
で
、
避
難
し
て
い
る
人
が
や
る
こ
と
は
そ
ん
な

に
な
か
っ
た
ん
で
す
。
副
校
長
先
生
が
具
体
的
に
て
き
ぱ
き
と
指
示
し
て
く
れ
て

感
謝
し
て
い
ま
す
。
新
学
期
が
始
ま
る
頃
に
は
避
難
所
の
人
々
で
自
主
運
営
を
す

る
よ
う
に
と
い
う
方
向
性
も
あ
っ
て
、
掃
除
や
食
事
の
準
備
を
自
分
た
ち
で
や
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
自
衛
隊
員
が
校
庭
で
炊
き
出
し
を
し
て
、
校
舎
の

入
口
ま
で
持
っ
て
き
て
く
れ
る
。
そ
れ
を
運
ん
で
配
る
な
ど
、
当
番
を
決
め
て
や

り
ま
し
た
ね
。

　
水
が
な
か
っ
た
の
で
、ト
イ
レ
に
使
う
水
は
若
い
方
々
が
プ
ー
ル
に
汲
み
に
行
っ

様
な
音
は
車
が
流
さ
れ
る
音
な
の
か
、
人
の
声
な
の
か
…
。
ま
た
、
重
油
の
匂
い

が
し
て
、
そ
れ
は
鼻
を
つ
く
よ
う
な
濃
い
匂
い
で
し
た
。

　
波
は
荒
く
な
っ
た
り
静
か
に
な
っ
た
り
を
何
度
か
繰
り
返
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

物
が
流
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
う
ち
に
船
が
流
さ
れ
て
来
て
、
舳へ

さ
きは

前
の
屯
所
（
向

町
２
）
に
、
後
ろ
は
我
が
家
に
ぶ
つ
か
っ
て
止
ま
っ
た
。
波
の
流
れ
が
変
わ
っ
た

の
か
、船
は
再
び
動
き
出
し
て
、今
度
は
斜
め
角
の
美
容
院
の
前
の
電
柱
（
向
町
３
）

に
舳
が
挟
ま
っ
た
形
で
止
ま
っ
た
（
写
真
4
）。

水
が
引
け
る
頃

　
私
が
２
、３
歳
の
頃
、
こ
の
辺
り
は
昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
の
ア
イ
オ
ン
台
風

で
３
～
４
㍍
浸
水
し
て
い
る
ん
で
す
。
親
父
か
ら
水
が
引
い
て
い
く
と
き
に
屋
根

に
上
っ
て
、
竿
で
流
れ
て
く
る
物
が
家
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
避
け
た
と
い
う
話

を
聞
い
て
い
た
の
で
、
こ
の
津
波
も
波
が
引
く
と
き
に
船
や
ら
何
や
ら
が
戻
っ
て

き
て
、完
全
に
家
も
駄
目
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、覚
悟
を
決
め
た
ん
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
や
る
こ
と
も
な
い
の
で
、
カ
メ
ラ
を
持
ち
だ
し
て
写
真
を
撮
り
だ
し

た
ん
で
す
。

　
波
が
静
か
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
騒
音
が
嘘
み
た
い
に
な
に
も
聞

こ
え
な
く
な
り
、
匂
い
だ
け
が
し
て
、
時
折
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が
ね
ず
み
花
火
み
た
い

に
シ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
と
音
を
立
て
て
グ
ル
グ
ル
回
っ
て
い
た
。
雪
が
降
っ
て
だ
ん
だ

ん
暗
く
な
っ
て
、
時
々
船
が
ギ
ィ
ギ
ィ
と
音
を
立
て
、
遠
く
か
ら
救
急
車
の
サ
イ

レ
ン
が
聞
こ
え
て
き
た
。
さ
ら
に
不
安
に
な
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
後
は
堤
防
が
あ

る
せ
い
か
急
激
な
引
き
波
も
な
く
、
命
拾
い
を
し
た
な
と
思
っ
た
。

　
母
は
歩
く
の
が
得
手
で
は
な
い
の
で
、
あ
の
足
で
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
も
し
か
し
た
ら
途
中
で
あ
お
空
さ
ん
の
建
物
に
逃
げ
た
か
も
し
れ
な

い
と
思
っ
て
、
こ
こ
か
ら
オ
ー
ナ
ー
の
姿
が
屋
上
に
見
え
た
の
で
、
何
度
か
携
帯

を
か
け
た
が
通
じ
な
か
っ
た
。
心
配
で
し
た
。

　
電
気
が
消
え
た
の
で
、
昔
の
ス
ト
ー
ブ
を
出
し
き
て
、
余
震
の
度
に
つ
け
た
り

消
し
た
り
を
繰
り
返
し
な
が
ら
使
っ
た
。
ト
イ
レ
の
水
は
し
ば
ら
く
使
え
た
ん
で

す
が
、
節
水
の
放
送
が
あ
っ
た
と
き
か
ら
使
わ
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
後
は

出
な
く
な
っ
た
。

宮古市街地 各地域における東日本大震災



209

　
仮
設
で
お
暮
し
の
方
は
お
気
の
毒
で
す
が
、
自
宅
で
避
難
生
活
を
し
て
い
る
人

た
ち
の
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
が
ち
で
し
た
。
自
分
で
も
気
が
付
く
の
が
遅
か
っ
た
ん

で
す
が
、
支
援
物
資
も
来
な
か
っ
た
し
、
町
内
に
残
っ
て
い
る
人
た
ち
の
支
援
に

対
し
て
は
申
請
す
る
仕
組
み
も
な
い
。
市
に
お
願
い
し
て
物
資
を
回
し
て
も
ら
う

よ
う
に
は
し
ま
し
た
け
ど
、
今
後
の
こ
と
と
し
て
、
行
政
に
そ
の
あ
た
り
を
も
っ

と
き
め
細
や
か
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

⒀　
石
井 

繁
さ
ん
の
話　
昭
和
７
（
１
９
３
２
）
年
生

　
向
町
５　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
10
日
、
ご
自
宅
で
伺
う
。

船
が
目
の
前
に
！

　
我
が
家
は
家
内
と
２
人
暮
ら
し
で
す
が
、
当
日
家
内
は
病
院
通
い
の
た
め
不
在

で
、
家
に
は
私
だ
け
で
し
た
。
過
去
の
経
験
か
ら
津
波
は
来
な
い
と
思
っ
て
、
避

難
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
考
え
る
と
油
断
が
あ
っ
た
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

３
時
過
ぎ
に
２
階
か
ら
見
て
い
た
ら
、
真
っ
黒
い
海
水
が
宮
古
大
橋
に
吹
き
上

が
っ
て
、
ま
る
で
橋
を
呑
み
込
む
よ
う
で
し
た
。
津
波
だ
と
思
っ
た
瞬
間
、
今
ま

で
見
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
勢
い
で
高
波
が
ど
ん
ど
ん
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
こ
っ
ち
に
来
る
ん
で
す
ね
、
我
が
家
も
あ
っ
と
い
う
間
に
海
水

を
か
ぶ
り
危
険
な
状
況
で
し
た
。
30
㌧
く
ら
い
の
漁
船
が
我
が
家
に
向
っ
て
流
れ

て
き
た
ん
で
す
。
ど
ん
ど
ん
、
ど
ん
ど
ん
と
こ
っ
ち
に
向
か
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
。

私
は
、「
も
う
だ
め
だ
」
っ
て
あ
き
ら
め
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
漁
船
は
庭
先
数

㍍
の
と
こ
ろ
で
潮
の
流
れ
が
変
わ
り
、
隣
の
空
地
に
流
れ
て
い
き
ま
し
た
。
万
に

一
つ
の
命
が
助
か
り
ま
し
た
。

家
の
中
に
も
真
っ
黒
い
水
が
入
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
。
ど
ん
ど
ん
、
ど
ん
ど
ん

と
盛
り
上
が
る
よ
う
に
ね
。
ど
こ
ま
で
来
る
の
か
な
と
思
い
、
こ
れ
も
あ
き
ら
め

ま
し
た
。
そ
れ
が
階
段
の
上
か
ら
３
段
残
し
て
止
ま
り
ま
し
た
。
運
が
よ
か
っ
た
、

命
が
助
か
り
ま
し
た
。

我
が
家
の
浸
水
は
４
㍍
に
も
達
し
、
１
階
の
天
井
裏
ま
で
来
ま
し
た
。
水
は
玄

関
を
突
き
破
っ
て
家
の
中
を
通
り
抜
け
て
い
っ
た
ん
で
す
。
午
後
10
時
頃
ま
で
に

徐
々
に
引
い
て
い
き
ま
し
た
。
12
時
に
危
険
が
な
い
か
確
認
し
て
、
押
し
入
れ
か

ら
布
団
を
出
し
て
休
み
ま
し
た
。

て
く
れ
た
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
生
活
用
品
は
、
避
難
者
た
ち
が
自
宅
か

ら
持
っ
て
き
た
り
し
た
の
で
不
足
は
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
水
道
は
復
旧
し
た
が
、

時
々
排
水
に
不
都
合
が
あ
り
、
使
っ
た
ペ
ー
パ
ー
は
流
さ
な
い
で
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
て
お
く
こ
と
に
し
た
。
ま
た
電
気
が
回
復
す
る
ま
で
、
夜
使
う
ロ
ウ
ソ
ク
も

長
持
ち
さ
せ
る
た
め
に
、
時
間
を
決
め
て
つ
け
た
り
消
し
た
り
、
灯
油
の
使
用
時

間
の
制
限
も
あ
り
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
お
風

呂
に
も
困
ま
っ
た
。私
は
親
戚
で
お
世
話
に
な
っ
た
が
、週
に
２
回
湯
っ
た
り
館（
茂

市
、
リ
バ
ー
パ
ー
ク
に
い
さ
と
に
あ
る
入
浴
施
設
）
が
避
難
所
に
迎
え
に
来
て
い

ま
し
た
。私
が
出
る
こ
ろ
に
は
畳
が
配
ら
れ
て
、毛
布
も
１
人
２
枚
く
ら
い
あ
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
１
か
月
後
の
４
月
11
日
ま
で
避
難
所
で
お
世
話
に
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら

は
家
内
の
実
家
に
寝
泊
ま
り
し
て
毎
日
仕
事
場
に
通
い
ま
し
た
。

復
旧

　
自
宅
は
水
が
２
階
の
床
下
ま
で
来
た
の
で
、
畳
も
替
え
ま
し
た
。
米
屋
は
仕
事

仲
間
や
親
戚
の
若
い
人
が
手
伝
い
に
き
て
く
れ
て
、そ
の
後
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
３
、

４
人
お
願
い
し
て
、
１
か
月
く
ら
い
か
け
て
片
付
け
た
。

　

店
の
米
が
あ
ち
こ
ち
に
流
れ
て
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
米
は
パ
ン
パ
ン
に
な
っ
て
、

使
い
物
に
な
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
精
米
所
に
玄
米
は
１
袋
も
な
く
な
っ
て

い
た
が
、
精
米
し
た
後
の
米
ぬ
か
だ
け
が
残
っ
て
い
た
。

　
消
防
車
が
２
台
待
機
し
て
、
し
ば
ら
く
そ
の
ま
ま
置
か
れ
て
い
た
船
の
解
体
が

始
ま
っ
た
。
重
油
を
抜
く
の
に
、
１
日
で
は
終
わ
ら
な
く
て
２
日
間
か
か
っ
た
。

流
れ
て
く
る
重
油
の
た
め
に
砂
を
用
意
し
た
が
、
そ
れ
が
足
り
な
く
な
っ
て
、
た

ま
た
ま
家
に
あ
っ
た
使
い
物
に
な
ら
な
く
な
っ
た
お
米
を
利
用
し
て
い
た
だ
い
た
。

重
油
が
流
れ
る
の
を
せ
き
止
め
る
の
に
役
立
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　
３
階
の
事
務
所
は
水
の
被
害
が
な
く
て
す
ぐ
に
使
え
る
状
態
だ
っ
た
が
、
通
信

が
で
き
な
け
れ
ば
仕
事
に
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
な
か
な
か
開
通
し
な
く
て
困
っ
た
。

直
ぐ
近
く
の
同
業
者
の
事
務
所
は
通
信
が
で
き
た
の
で
、
そ
こ
に
机
を
借
り
て
仕

事
を
再
開
し
た
。

　
８
月
の
お
盆
の
こ
ろ
に
自
宅
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
り
、
東
京
の
妹
の
と
こ
ろ

に
い
た
母
親
と
、
義
母
を
兄
の
と
こ
ろ
に
預
け
た
家
内
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
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て
い
ま
す
。

今
後
は
こ
の
経
験
を
教
訓
と
し
て
災
害
防
止
に
取
り
組
み
た
い
で
す
。

３　
大
通
１
～
４
丁
目

　
向
町
か
ら
宮
古
駅
に
向
か
う
大
通
の
両
側
の
町
並
み
で
１
丁
目
か
ら
４
丁
目
ま

で
あ
る
。
町
内
会
・
自
治
会
は
、
１
丁
目
に
２
つ
、
２
～
４
丁
目
ま
で
の
各
１
を

合
わ
せ
て
５
つ
の
組
織
に
な
っ
て
い
る
。
商
店
、
旅
館
や
医
院
が
多
く
、
中
心
の

通
り
は
か
つ
て
八
幡
通
り
と
呼
ば
れ
、
県
北
バ
ス
の
バ
ス
通
り
に
な
っ
て
い
る
。

３
丁
目
に
は
第
八
分
団
（
管
轄
区
＝
末
広
町
、
大
通
３
丁
目
、
４
丁
目
、
南
町
）

の
屯
所
が
置
か
れ
て
い
る
。

　
震
災
前
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
３
月
１
日
現
在
の
世
帯
数
は
３
３
０
、
人

口
は
６
７
１
名
（
男
３
０
０
、
女
３
７
１
）
で
あ
っ
た
。
４
つ
の
町
内
の
世
帯
数

は
そ
れ
ぞ
れ
80
前
後
で
あ
る
。

　
「
３
・
11
」
の
津
波
に
よ
る
浸
水
は
１
丁
目
、
２
丁
目
の
被
害
が
大
き
く
、
多
く

の
家
屋
、
店
舗
は
１
階
が
壊
滅
状
態
と
な
っ
た
が
、
３
丁
目
の
駅
付
近
一
部
は
床

下
浸
水
ま
で
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
死
亡
届
者
は
２
名
で
あ
る
。

　
向
町
附
近
か
ら
駅
方
向
に
こ
の
通
り
を
車
や
走
っ
て
避
難
し
た
人
が
た
く
さ
ん

い
た
。
大
通
１
丁
目
の
通
り
に
面
し
た
ア
パ
ー
ト
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
赤
ち
ゃ
ん

を
連
れ
た
若
い
お
母
さ
ん
と
女
性
の
４
名
が
外
階
段
を
上
が
り
、
ア
パ
ー
ト
の
部

屋
に
入
り
助
か
っ
た
と
い
う
。

　
12
日
夜
中
に
は
漏
電
に
よ
る
火
災
も
発
生
し
て
い
る
。

　

震
災
後
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
８
月
の
世
帯
数
は
３
０
６
、
人
口
は

６
２
９
名
（
男
２
８
９
、
女
３
４
０
）
に
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
１
日

現
在
は
３
１
３
世
帯
、
人
口
６
１
７
名
（
男
３
０
２
、
女
３
１
５
）
で
あ
る
。
人

口
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、
１
丁
目
で
は
ア
パ
ー
ト
の
建
設
に
よ
り
世
帯
数
が
増

え
て
い
る
。

⑴　
斎
藤 
志し

ち

こ
知
子
さ
ん
の
話　
昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年
生　

　
大
通
１
丁
目　
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
８
月
12
日
、
ご
自
宅
で
伺
う
。

す
ぐ
に
宮
古
小
学
校
に
避
難

山
口
小
学
校
で
避
難
生
活

地
震
の
時
、
病
院
に
い
た
家
内
は
津
波
警
報
で
合
同
庁
舎
に
避
難
し
て
無
事
で

し
た
。
12
日
の
朝
歩
い
て
家
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

消
防
の
方
や
お
巡
り
さ
ん
が
地
区
を
回
っ
て
、
避
難
す
る
よ
う
に
と
指
示
が
あ

り
ま
し
た
。
お
昼
頃
、
泥
ん
こ
の
下
駄
箱
か
ら
靴
を
引
っ
張
り
出
し
て
一
番
近
い

宮
古
高
校
に
歩
い
て
い
き
ま
し
た
が
、
避
難
所
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
そ
こ
か
ら

避
難
所
の
山
口
小
学
校
に
行
き
ま
し
た
。
体
育
館
に
は
１
０
０
名
を
超
え
る
避
難

者
が
い
て
混
乱
し
て
い
ま
し
た
。
１
週
間
を
過
ぎ
る
と
自
宅
に
住
め
る
方
は
帰
っ

て
い
き
、
２
か
月
後
に
は
50
～
60
名
く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
。

消
防
署
が
１
週
間
後
に
災
害
用
の
衛
星
電
話
を
設
置
し
た
の
で
、
仙
台
や
東
京

に
い
る
子
ど
も
た
ち
と
よ
う
や
く
連
絡
が
取
れ
ま
し
た
。
食
事
は
自
衛
隊
の
方
た

ち
が
三
度
三
度
運
ん
で
き
て
く
れ
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
ね
。
避
難
所
の
生
活
は

厳
し
く
、
寒
さ
対
策
、
騒
音
、
寝
不
足
な
ど
で
大
変
で
し
た
が
、
み
ん
な
で
協
調

し
て
解
決
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
宅
の
復
旧

自
宅
の
被
害
は
想
像
を
絶
す
る
有
様
で
１
階
は
全
滅
状
態
で
し
た
。
山
口
小
学

校
か
ら
自
転
車
か
歩
き
で
通
っ
て
片
付
け
を
し
ま
し
た
。
５
月
３
日
に
避
難
所
を

出
て
、
自
宅
の
２
階
で
生
活
を
始
め
ま
し
た
。
５
月
４
日
に
電
気
、
水
道
が
通
じ

て
よ
う
や
く
安
堵
し
ま
し
た
。
電
話
が
ま
だ
通
じ
な
か
っ
た
の
で
、
携
帯
電
話
を

初
め
て
買
っ
て
使
い
ま
し
た
。
５
月
か
ら
１
階
の
工
事
に
か
か
り
、
７
月
に
１
階

の
部
屋
の
畳
が
入
り
、
自
宅
が
復
旧
し
ま
し
た
。

自
衛
隊
の
救
援
や
炊
き
出
し
、
警
察
署
派
遣
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
交
通
整
理
、
避

難
所
の
山
口
小
学
校
の
先
生
方
、健
康
管
理
し
て
く
だ
さ
っ
た
看
護
士
さ
ん
、消
防
、

市
役
所
、
福
祉
協
議
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
自
宅
の
工
事
関
係
者
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
方
々
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
方
の
崇
高
な
意
志
に
心
を
打
た
れ

ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

災
害
に
対
し
て
常
に
心
構
え
を
し
て
お
く
こ
と
、
食
料
品
の
備
蓄
や
携
帯
ラ
ジ

オ
な
ど
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
警
報
が
あ

れ
ば
逃
げ
る
と
い
う
こ
と
、
日
常
的
な
交
流
、
横
の
連
絡
が
一
番
大
切
だ
と
感
じ
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大
人
だ
け
だ
っ
た
。
中
に
は
ペ
ッ
ト
を
連
れ
た
人
も
い
て
、
廊
下
を
散
歩
さ
せ
て

い
た
。
学
校
は
小
学
生
た
ち
を
家
に
帰
さ
な
い
で
、
各
教
室
に
避
難
さ
せ
て
い
ま

し
た
ね
。

　
こ
こ
の
家
の
通
り
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
毎
日
の
よ
う
に
宮
古
小
学

校
か
ら
通
っ
て
片
付
け
方
を
し
て
、
ま
た
宮
古
小
学
校
に
戻
っ
て
ご
飯
を
い
た
だ

い
て
寝
て
、
ま
た
次
の
朝
ご
飯
を
食
べ
て
、
ラ
ジ
オ
体
操
や
ら
お
掃
除
や
ら
い
ろ

い
ろ
や
っ
て
、
ま
た
こ
こ
に
き
て
片
付
け
方
を
し
て
、
ま
た
夕
方
に
は
宮
小
に
…

と
い
う
生
活
を
し
て
い
た
。水
道
が
復
旧
し
て
、電
気
が
つ
い
た
の
で
帰
っ
て
き
た
。

４
月
12
日
、
ち
ょ
う
ど
１
か
月
で
す
ね
。

　
家
の
１
階
は
全
滅
で
す
ね
。神
棚
は
大
丈
夫
で
し
た
。寝
室
は
２
階
で
し
た
の
で
、

布
団
や
衣
類
は
大
丈
夫
で
し
た
け
ど
、
１
階
の
電
化
製
品
は
全
部
駄
目
で
す
も
の

ね
。
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
か
ら
、
車
も
だ
め
で
し
た
ね
。

　
こ
の
辺
り
は
１・９
㍍
浸
水
し
て
、
通
り
の
電
柱
に
し
ば
ら
く
水
の
跡
が
あ
り
ま

し
た
。

⑵　
斎
藤 

仁
司
さ
ん
の
話　
昭
和
27
（
１
９
５
２
）
年
生　

　
大
通
１　
第
二
分
団
長
、
大
通
１
丁
目
第
一
町
内
会
会
長
（
２
０
１
５
～
）

　
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
８
月
12
日
、
ご
自
宅
で
伺
う
。

管
内
の
第
二
分
団
屯
所
は
被
災
・
第
三
分
団
で
活
動

地
震
が
あ
っ
て
す
ぐ
に
向
町
に
あ
る
第
二
分
団
の
屯
所
に
行
き
、
分
団
員
５
人

と
ポ
ン
プ
車
で
鉄
橋
の
横
の
水
門
（
閉
伊
川
の
下
流
部
左
岸
）
に
行
っ
て
、
水
門

を
閉
め
た
ん
で
す
。
２
人
は
家
が
心
配
で
帰
っ
た
の
で
、
最
終
的
に
は
３
人
で
警

戒
し
て
い
た
。そ
こ
で
事
件
が
起
こ
る
ん
で
す
ね
。副
分
団
長
が
流
さ
れ
た
ん
で
す
。

彼
は
ビ
デ
オ
で
撮
影
し
て
い
た
の
で
鉄
橋
方
面
だ
け
を
見
て
い
た
ん
で
す
よ
。
と

こ
ろ
が
、
だ
ん
だ
ん
水
嵩
が
増
し
て
き
て
、
津
波
が
押
し
寄
せ
て
き
た
の
で
、
ポ

ン
プ
車
を
移
動
さ
せ
な
き
ゃ
あ
だ
め
だ
と
思
っ
て
、
私
の
弟
、
斎
藤
部
長
に
ポ
ン

プ
車
の
移
動
を
命
令
し
た
。
ま
ず
弟
が
、
そ
し
て
私
が
水
門
の
上
か
ら
降
り
た
ん

で
す
。
そ
の
と
き
に
、
副
分
団
長
（
安
倍
主
税
さ
ん
）
が
「
ア
ッ
！
」
と
い
う
声

を
出
し
た
。「
な
ん
だ
！
」
っ
て
見
た
ら
、も
う
す
ぐ
そ
こ
に
黒
い
波
が
来
て
い
て
、

ザ
ッ
ー
と
水
を
か
ぶ
っ
た
。
慌
て
て
水
を
ザ
ブ
ザ
ブ
と
か
き
わ
け
て
、
ぐ
る
り
と

　
当
日
は
自
宅
に
い
ま
し
た
。
主
人
の
母
と
３
人
暮
ら
し
で
す
け
ど
、お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
病
院
に
行
っ
て
て
、
家
に
主
人
と
２
人
だ
け
だ
っ
た
。

　
揺
れ
ま
し
た
。
放
送
が
あ
り
ま
し
た
。
主
人
は
、「
俺
は
分
団
長
だ
か
ら
船
場（
閉

伊
川
の
下
流
部
左
岸
に
あ
る
管
内
の
水
門
）
に
行
か
ね
ば
な
ん
ね
」
っ
て
、
私
１

人
残
さ
れ
た
。
近
所
の
人
た
ち
が
、「
宮
古
小
学
校
に
逃
げ
ま
し
ょ
う
、逃
げ
ま
し
ょ

う
」
っ
て
言
っ
た
ん
だ
け
ど
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
心
配
で
行
か
れ
な
い
。
近
所
の

人
が
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
と
こ
ろ
、
車
で
送
っ
て
行
く
か
ら
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。

車
で
佐
藤
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
保
久
田
４
）
ま
で
送
っ
て
く
れ
る
途
中
で
運
よ
く
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
会
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
車
を
降
り
て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
２
人
宮
古

小
学
校
に
避
難
し
た
ん
で
す
。
だ
い
ぶ
早
い
時
間
帯
で
避
難
し
ま
し
た
の
で
、
波

も
見
て
い
ま
せ
ん
し
、な
ん
に
も
怖
い
思
い
を
し
て
い
ま
せ
ん
ね
。お
か
げ
さ
ま
で
。

　
近
所
の
人
の
話
だ
と
、
す
ぐ
こ
こ
の
路
地
に
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
止
ま
っ
て
い
て
、

ラ
ジ
オ
が
津
波
警
報
で
は
な
く
て
、「
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
」
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
を
流
し
て
い
た
と
い
う
ん
で
す
。
津
波
警
報
な
ら
ば
こ
の
辺
ま
で
く
る

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
け
ど
、「
大
津
波
警
報
っ
て
言
う
か
ら
宮
古
小
学
校
に
避
難
し

ま
し
ょ
う
」
っ
て
、
逃
げ
た
ん
で
す
ね
。
も
し
家
に
帰
っ
て
き
て
大
事
な
も
の
を

見
つ
け
た
り
し
て
い
た
ら
、
危
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
ほ
ん
と
に
バ
ッ

ク
ひ
と
つ
。
自
分
の
財
布
と
か
通
帳
と
か
ハ
ン
コ
ぐ
ら
い
を
入
れ
ま
し
た
け
ど
、

自
分
の
分
は
ね
。

　
で
も
、
大
津
波
警
報
と
聞
き
な
が
ら
も
、
こ
の
辺
ま
で
は
来
な
い
だ
ろ
う
、
い
っ

た
ん
逃
げ
る
け
れ
ど
も
、
警
報
が
解
除
に
な
っ
て
、
ま
た
戻
っ
て
き
て
普
通
の
生

活
が
で
き
る
と
い
う
つ
も
り
で
い
ま
す
ん
で
、
な
ん
に
も
持
っ
て
逃
げ
な
い
ん
で

す
よ
ね
。
戸
締
り
は
し
た
ん
で
す
け
ど
、
ブ
レ
ー
カ
ー
を
下
げ
る
と
い
う
意
識

が
な
く
て
、
何
日
か
し
て
こ
こ
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
下
し
ま
し
た
ね
。

ち
ょ
っ
と
そ
こ
が
甘
か
っ
た
で
す
ね
。

　
宮
古
小
学
校
に
は
避
難
者
が
千
人
位
い
て
、
と
り
あ
え
ず
体
育
館
に
入
っ
た
。

く
っ
つ
く
ほ
ど
と
い
う
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
毛
布
は
２
人
で
１
枚

だ
っ
た
。
そ
の
夜
は
子
ど
も
と
お
年
寄
り
優
先
に
、
レ
タ
ス
の
入
っ
た
ス
ー
プ
が

出
ま
し
た
。
中
村
屋
さ
ん
の
せ
ん
べ
い
を
い
た
だ
い
て
、
嬉
し
か
っ
た
。

　
次
の
日
か
ら
30
人
ぐ
ら
い
ず
つ
教
室
に
入
っ
て
、
私
た
ち
の
教
室
は
た
ま
た
ま
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子
が
変
わ
り
、
震
災
前
よ
り
も
世
帯
数
が
増
え
た
。
不
満
が
あ
っ
て
も
、
お
互
い

の
助
け
合
い
で
、
絆
が
深
ま
り
い
ろ
ん
な
意
味
で
親
し
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
。

⑶　
太
田 

昭
彦
さ
ん
の
話　
昭
和
42
（
１
９
６
７
）
年
生

　
大
通
２
丁
目　
㈲
太
田
屋
肉
店
代
表
取
締
役

　
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
11
月
12
日
、
本
店
事
務
所
で
伺
う
。

３
つ
の
店
舗
を
見
回
っ
て
、
本
店
３
階
に
避
難

太
田
屋
肉
店
は
、
大
通
２
丁
目
の
本
店
と
魚
菜
市
場
店
で
肉
店
を
、
そ
し
て
焼

肉
レ
ス
ト
ラ
ン
「
焼
肉
モ
リ
モ
リ
」（
大
通
３
）
の
３
か
所
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

３
月
11
日
は
千
徳
の
自
宅
か
ら
魚
菜
市
場
店
に
向
う
途
中
で
地
震
に
あ
い
ま
し

た
。
す
ご
い
揺
れ
だ
っ
た
。
魚
菜
市
場
店
は
揚
げ
物
を
や
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ

れ
は
や
ば
い
な
と
思
っ
て
、
急
い
で
魚
菜
市
場
店
に
行
き
ま
し
た
。
案
の
定
、
店

で
は
油
が
す
ご
く
こ
ぼ
れ
て
い
た
。
ま
ず
従
業
員
に
怪
我
が
な
か
っ
た
か
ど
う
か

確
認
し
ま
し
た
。
電
気
が
消
え
て
、
水
道
も
止
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、「
で
き
る

範
囲
で
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
み
ん
な
に
言
っ
て
、
車
で
本
店
に
行
き
ま
し
た
。

本
店
も
電
気
が
消
え
て
、
従
業
員
た
ち
は
外
に
出
て
い
ま
し
た
。
次
に
近
く
に

あ
る
焼
肉
モ
リ
モ
リ
に
行
く
と
、
皿
な
ど
が
落
ち
て
壊
れ
て
い
た
。
店
長
に
、「
電

気
が
復
旧
し
た
ら
、
予
約
の
お
客
さ
ん
が
く
る
だ
ろ
う
か
ら
、
片
付
け
て
準
備
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
、
本
店
に
戻
り
店
を
閉
め
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ま

た
魚
菜
市
場
店
に
行
っ
た
の
で
す
が
。
そ
の
時
は
も
う
渋
滞
し
て
い
た
の
で
、
車

で
は
時
間
が
か
か
る
と
思
い
、
自
転
車
で
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
市
場
店
を
閉

め
て
、
本
店
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
時
、
大
通
１
丁
目
の
丸
福
さ
ん
（
魚
店
）
辺
り
に
波
と
い
う
か
瓦
礫
を
運

ん
で
き
た
水
が
ガ
ァ
ー
と
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。
本
店
の
前
に
車
を
置
い
て
あ

り
ま
し
た
か
ら
、
車
で
逃
げ
よ
う
と
し
た
ら
、
３
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
、「
早
く
上

に
逃
げ
て
来
い
！
」
と
い
う
声
が
か
か
り
、
本
店
の
３
階
に
逃
げ
た
ん
で
す
。
３

階
に
は
従
業
員
や
近
所
の
人
た
ち
が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。
下
の
道
路
に
人
は
い

な
か
っ
た
け
ど
、
車
に
乗
っ
て
い
る
人
が
流
さ
れ
て
ゆ
く
の
が
見
え
ま
し
た
。
み

ん
な
で
、「
が
ん
ば
れ
、
が
ん
ば
れ
」
と
大
声
で
叫
ん
で
声
を
か
け
ま
し
た
。

回
っ
て
、
線
路
の
上
に
あ
が
っ
て
私
と
弟
２
人
は
助
か
っ
た
。

副
分
団
長
は
ビ
デ
オ
を
撮
っ
て
い
て
、
遅
く
な
っ
た
た
め
に
流
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
姿
が
見
え
な
く
な
り
、
附
近
を
捜
索
し
た
と
こ
ろ
、
瓦
礫
の
下
に
埋
ま
っ
て

い
る
の
が
見
え
た
。
助
け
に
行
こ
う
に
も
、
瓦
礫
に
阻
ま
れ
て
そ
ば
に
行
く
こ
と

も
で
き
な
い
。「
待
っ
て
ろ
！
」と
声
を
か
け
る
だ
け
で
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。

そ
の
時
、
近
く
の
家
の
２
階
か
ら
、「
助
け
て
！
」
と
叫
ぶ
女
性
の
声
が
し
て
、

警
察
官
が
我
々
２
人
の
近
く
に
来
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
警
察
官
に
無
線
で
消
防
署

に
連
絡
し
て
も
ら
っ
た
。
消
防
署
が
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
持
っ
て
き
て
、
副
分
団
長
は

瓦
礫
の
中
か
ら
助
け
ら
れ
た
。も
し
、警
察
官
が
来
な
か
っ
た
ら
時
間
が
か
か
っ
て
、

低
体
温
に
な
っ
て
い
た
。
水
が
引
け
て
あ
と
か
ら
見
た
ら
、
そ
こ
は
そ
ん
な
に
深

く
な
い
、
低
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

私
は
線
路
を
歩
い
て
市
街
地
に
戻
り
、
宮
古
小
学
校
に
行
っ
た
。
家
族
の
無
事

を
確
認
し
て
、そ
の
ま
ま
宮
古
小
学
校
の
隣
に
あ
る
第
三
分
団
（
横
町
３
）
に
行
っ

た
。第

二
分
団
の
屯
所
は
、
船
が
建
物
を
破
壊
し
な
が
ら
ぶ
つ
か
っ
て
来
て
、
壊
滅

状
態
だ
っ
た
の
で
、
私
は
そ
の
後
、
第
三
分
団
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
赤
沼
分
団

長
に
「
い
ら
せ
て
く
れ
。
第
三
分
団
屯
所
に
い
れ
ば
情
報
が
早
い
か
ら
、
俺
た
ち

の
第
二
分
団
員
も
な
に
か
あ
っ
た
ら
来
て
く
れ
る
と
思
う
」
と
し
ゃ
べ
っ
て
、
１

か
月
く
ら
い
第
三
分
団
に
詰
め
て
い
ま
し
た
。
２
階
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
避
難

の
お
年
寄
り
が
泊
ま
っ
て
い
た
の
で
、
分
団
員
は
座
布
団
を
集
め
て
１
階
の
屯
所

で
寝
ま
し
た
。

第
三
分
団
長
さ
ん
が
「
斎
藤
君
、
遺
体
捜
索
に
行
く
べ
」
っ
て
、
次
の
日
か
ら

何
回
か
、
向
町
の
家
の
中
の
遺
体
捜
索
を
や
っ
た
ん
で
す
よ
。
や
っ
ぱ
り
入
っ
て

行
け
ば
あ
る
ん
で
す
よ
、
ご
遺
体
が
。
見
つ
か
る
と
、
泥
を
と
っ
て
顔
を
洗
っ
て

確
認
し
て
、
管
内
で
わ
か
る
人
は
名
前
と
状
況
や
損
傷
な
ど
を
書
類
に
書
い
た
。

流
さ
れ
て
き
た
人
も
い
た
。
電
話
を
す
る
と
市
役
所
の
リ
サ
イ
ク
ル
車
が
引
き
取

り
に
来
て
く
れ
る
の
で
、
ご
遺
体
を
毛
布
に
く
る
ん
で
両
端
を
縛
っ
て
車
に
乗
せ

た
。
昔
、
火
事
現
場
で
怪
我
人
や
ご
遺
体
を
運
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
普
段
は

怖
が
り
な
の
に
、
分
団
の
半
纏
を
着
て
い
る
と
な
ぜ
か
冷
静
に
な
れ
た
。

震
災
後
は
こ
の
町
内
で
も
家
を
解
体
し
て
ア
パ
ー
ト
に
す
る
な
ど
、
だ
い
ぶ
様

宮古市街地 各地域における東日本大震災



213

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
を
建
て
る

震
災
後
、
札
幌
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
の
社
長
や
東
京
か
ら
の
支
援
者
が
支
援
物
資

を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
バ
ン
ド
の
人
た
ち
か
ら
、「
他
所
で
被
災
地
の
話
を

し
て
も
温
度
差
が
あ
っ
て
、
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
」「
ラ
イ
ブ
を
す
る
場
所
が
あ

れ
ば
、
ラ
イ
ブ
に
来
た
人
た
ち
が
被
災
地
を
見
に
来
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
」
と

言
わ
れ
て
、
と
り
あ
え
ず
私
の
家
の
土
地
（
大
通
２
丁
目
）
に
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
を

建
て
た
。
震
災
前
、
そ
の
場
所
に
は
テ
ナ
ン
ト
が
入
っ
て
い
た
建
物
が
あ
っ
た
ん

で
す
が
、
津
波
で
全
壊
し
た
の
で
解
体
し
て
、
そ
の
跡
地
に
、
私
が
借
金
し
て
建

て
た
ん
で
す
。
器
材
な
ど
は
全
部
支
援
で
も
ら
っ
た
物
で
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
友
達
、
先
輩
、
後
輩
な
ど
の
関
係
者
が
集
ま
っ
て
き
て
、
月
に
７
本

ぐ
ら
い
公
演
し
て
い
ま
す
。
最
初
の
１
、２
年
目
は
取
材
も
た
く
さ
ん
来
ま
し
た
。

「
東
北
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
大
作
戦
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
宮
古
の
代
表
を
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
東
北
三
陸
沖
海
岸
に
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
を
建
設
し
て
、
バ
ン
ド
や

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
被
災
地
を
訪
れ
る
こ
と
で
復
興
へ
の
気
持
ち
を
広
げ
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

⑷　
宮
ヶ
崎
英
治
さ
ん　
昭
和
34
（
１
９
５
９
）
年
生　
と　

　
　
松
崎
和
夫
さ
ん　
昭
和
26
（
１
９
５
１
）
年
生　
の
話　

　
大
通
２
丁
目　
太
田
屋
肉
店
従
業
員

　
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
11
月
19
日
、
本
店
内
で
伺
う
。

田
老
で
津
波
を
見
て
市
街
地
へ

宮
ヶ
崎
さ
ん　
久
慈
に
仕
入
れ
に
行
っ
て
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
帰
り
道
の
田
老
で

地
震
に
あ
っ
て
、
２
㌧
車
に
荷
物
を
積
ん
で
い
た
か
ら
そ
ん
な
に
揺
れ
た
感
じ
は

な
か
っ
た
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
尋
常
じ
ゃ
あ
な
い
と
思
っ
た
。
第
１
波
が
築
地
の
下

り
坂
で
白
い
波
を
立
て
て
上
が
っ
た
と
こ
ろ
が
見
え
た
。
対
向
車
を
避
け
な
が
ら

急
い
で
本
店
ま
で
来
た
。

松
崎
さ
ん　
地
震
の
と
き
、
本
店
に
お
客
さ
ん
は
い
な
か
っ
た
。
か
な
り
揺
れ
た

の
で
す
ぐ
外
に
出
た
。

宮
ヶ
崎
さ
ん　
５
分
か
10
分
く
ら
い
経
っ
て
い
た
か
な
、
店
の
前
で
荷
物
を
降
ろ

そ
う
と
し
た
ら
、
最
初
水
が
下
の
方
に
流
れ
て
き
て
、
そ
れ
か
ら
津
波
と
い
う
か

水
が
引
け
た
の
は
９
時
く
ら
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。千
徳
の
家
族
も
心
配
だ
っ

た
の
で
、
家
ま
で
歩
い
て
帰
り
ま
し
た
。
家
族
は
全
員
無
事
で
し
た
。
停
電
は
し

て
い
ま
し
た
け
ど
、
水
は
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
で
す
が
、
出
て
い
た
の
で
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
い
ろ
ん
な
物
に
い
っ
ぱ
い
入
れ
て
、
本
店
に
持
っ
て
き
ま
し
た
。

後
日
、
焼
肉
モ
リ
モ
リ
の
店
長
も
逃
げ
て
無
事
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
従
業

員
は
本
店
も
魚
菜
市
場
店
も
全
員
無
事
で
し
た
。
浸
水
は
本
店
が
１
㍍
80
㌢
、
モ

リ
モ
リ
は
１
㍍
60
㌢
、
冷
蔵
庫
の
あ
る
倉
庫
は
２
㍍
で
し
た
。

店
の
復
興

次
の
日
は
魚
菜
市
場
に
行
っ
て
、
魚
菜
市
場
の
メ
ン
バ
ー
と
炊
き
出
し
を
し
ま

し
た
。
魚
菜
市
場
店
は
す
ぐ
に
電
気
が
通
っ
た
の
で
、
１
週
間
く
ら
い
で
営
業
を

再
開
で
き
た
と
思
う
。
本
店
の
中
は
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
て
、
従
業
員
た
ち
で

２
日
目
、
３
日
目
あ
た
り
か
ら
、
店
の
泥
出
し
を
し
ま
し
た
。
冷
蔵
庫
な
ど
全
部

壊
れ
ま
し
た
の
で
、
会
社
の
縮
小
を
考
え
る
し
か
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
ね
。

水
が
出
な
い
こ
と
に
は
掃
除
も
で
き
な
い
ん
で
す
が
、
と
り
あ
え
ず
泥
や
物
を

全
部
出
し
て
片
付
け
て
か
ら
、
各
メ
ー
カ
ー
さ
ん
に
連
絡
し
ま
し
た
。
う
ち
の
場

合
は
車
も
流
さ
れ
た
の
で
、
仕
入
れ
業
者
さ
ん
に
商
品
を
運
ん
で
き
て
も
ら
い
ま

し
た
。い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
、１
か
月
後
か
ら
動
き
始
め
て
、

３
か
月
以
内
で
本
格
的
に
再
開
で
き
た
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。
モ
リ
モ
リ
は
10
月

１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

本
店
は
会
社
の
資
金
で
直
す
し
か
な
か
っ
た
。
で
き
る
範
囲
で
や
り
ま
し
た
の

で
、
店
舗
ま
で
は
修
復
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
補
助
金
は
遅
か
っ
た
。
グ
ル
ー
プ

補
助
金
は
１
年
後
、
第
３
次
か
第
４
次
の
時
に
、
か
か
っ
た
金
額
の
大
き
な
も
の

だ
け
申
請
で
き
ま
し
た
。
食
肉
の
組
合
が
協
力
的
で
、
震
災
直
後
１
年
ぐ
ら
い
の

間
、
２
㌧
冷
凍
車
を
無
料
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
、
と
て
も
有
難
か
っ
た
。

支
援
は
今
だ
に
継
続
し
て
い
ま
す
。
沿
岸
被
災
地
域
の
牛
肉
販
売
促
進
の
た
め
に

年
２
回
合
計
１
０
０
万
円
の
補
助
金
が
出
る
の
で
、
そ
れ
で
牛
肉
の
売
り
出
し
を

か
け
た
り
し
て
い
ま
す
。
不
足
器
材
に
対
し
て
の
寄
付
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

１
、２
年
は
復
興
で
逆
に
震
災
前
以
上
の
売
り
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
落

ち
着
い
て
通
常
に
戻
っ
た
感
じ
で
す
。
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か
ら
、
歩
い
て
帰
ろ
う
と
思
っ
た
。

宮
ヶ
崎
さ
ん　
家
も
心
配
だ
し
、
腹
も
減
っ
た
し
な
、
水
も
飲
み
た
か
っ
た
。

松
崎
さ
ん　
ジ
ャ
ン
パ
ー
も
長
靴
も
み
ん
な
車
の
中
で
し
っ
ち
ゃ
か
め
っ
ち
ゃ
か

に
な
っ
て
、
ヘ
ド
ロ
の
中
だ
っ
た
。
ま
だ
津
波
の
予
兆
が
あ
っ
て
、
見
て
い
る
と

津
波
が
来
て
い
る
の
が
わ
か
っ
た
。

宮
ヶ
崎
さ
ん　
い
つ
も
車
で
行
く
浜
通
り
で
は
な
く
、
歩
い
て
小
山
田
ト
ン
ネ
ル

に
行
っ
た
。
そ
こ
で
、
高
浜
小
学
校
に
も
水
が
来
て
、
被
害
が
ひ
ど
い
と
聞
い
て
、

あ
あ
、
う
ち
も
だ
め
か
な
と
思
っ
た
。
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
て
山
道
を
金
浜
地
区
に

向
か
っ
た
。

松
崎
さ
ん　
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
磯
鶏
の
河
南
中
学
校
に
行
っ
た
。
学
校
の
前
の

コ
ン
ビ
ニ
は
開
い
て
い
て
、
客
が
並
ん
で
ら
っ
た
。
品
物
も
な
ん
ぼ
か
あ
っ
た
。

宮
ヶ
崎
さ
ん　
途
中
河
南
中
学
校
に
寄
る
と
息
子
が
い
た
。
先
生
か
ら
、
娘
は
お

母
さ
ん
と
一
緒
に
帰
っ
た
と
言
う
の
を
聞
い
て
、
２
人
は
終
り
だ
な
、
で
も
息
子

だ
け
で
も
助
か
っ
た
か
ら
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
。

松
崎
さ
ん　
分
団
の
軽
ト
ラ
が
止
ま
っ
て
い
た
の
で
、そ
の
荷
台
に
乗
せ
て
も
ら
っ

た
。救
急
の
た
め
あ
ち
こ
ち
回
り
な
が
ら
６
、７
人
が
乗
っ
た
。雪
が
降
っ
て
寒
か
っ

た
の
で
、
歩
き
で
は
相
当
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
た
と
思
う
。
す
げ
え
助
か
っ
た
。

宮
ヶ
崎
さ
ん　
途
中
で
松
崎
さ
ん
と
別
れ
て
高
浜
に
帰
る
と
、
周
り
は
流
さ
れ
て

い
た
。
家
は
チ
リ
地
震
の
と
き
に
高
台
に
移
転
し
て
い
た
の
で
、
水
は
玄
関
前
ぎ

り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
止
ま
っ
て
い
た
。
家
の
中
か
ら
娘
が
ち
ょ
こ
っ
と
顔
を
出
し

た
の
を
見
て
、「
あ
、
い
た
」
っ
て
、
ほ
っ
と
し
た
。
中
学
３
年
生
の
娘
は
卒
業
式

の
練
習
で
河
南
中
学
校
に
い
た
と
こ
ろ
に
、
妻
が
迎
え
さ
行
っ
て
、
家
に
着
い
た

時
に
津
波
が
来
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
息
子
は
在
校
生
だ
っ
た
ん
で
、
中
学
校

に
１
晩
泊
ま
っ
た
。母
屋
は
助
か
っ
た
が
、車
や
乾
燥
小
屋
が
流
さ
れ
た
の
で
、や
っ

ぱ
り
大
変
な
被
害
だ
っ
た
。
そ
の
後
は
電
気
も
水
道
も
な
く
て
大
変
だ
っ
た
。
高

浜
小
学
校
の
側
の
社
会
福
祉
協
会
（
金
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
ま
で
30
分
く
ら

い
か
け
て
歩
い
て
、
自
衛
隊
の
炊
き
出
し
を
取
り
に
行
っ
た
。
親
戚
や
近
所
の
家

に
も
手
伝
い
に
行
っ
た
。

　
会
社
に
来
る
に
も
足
が
な
い
。
普
段
は
店
の
ト
ラ
ッ
ク
で
通
勤
し
て
い
た
け
ど
、

店
の
車
は
全
滅
だ
っ
た
し
、
こ
こ
で
稼
い
で
い
る
従
業
員
の
車
も
流
さ
れ
た
。
と

渦
を
巻
い
て
き
た
ん
で
す
。
こ
れ
は
「
ヤ
バ
イ
ぞ
」
と
言
っ
て
、そ
こ
ら
中
に
、「
水

が
来
た
、来
た
！
逃
げ
ろ
！
」っ
て
騒
い
で
、み
ん
な
に
声
を
か
け
て
３
階
に
上
が
っ

て
様
子
を
見
た
。

松
崎
さ
ん　
２
㌧
車
か
ら
荷
物
を
降
ろ
し
て
い
た
ら
絶
対
危
な
か
っ
た
。
紙
一
重

だ
っ
た
。

宮
ヶ
崎
さ
ん　
仕
入
れ
た
物
を
冷
蔵
庫
の
中
に
入
れ
て
い
た
ら
、
津
波
に
あ
っ
て

い
た
と
思
う
。
俺
が
外
に
い
て
、「
上
さ
、あ
が
れ
」っ
て
言
わ
な
か
っ
た
ら
み
ん
な
、

ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ
て
い
た
。
ま
さ
か
ね
、
こ
こ
に
水
が
来
て
も
足
が
隠
れ
る
く
ら

い
か
な
と
思
っ
て
い
た
。
水
は
す
ご
い
勢
い
だ
っ
た
。
渦
を
巻
い
て
い
て
、
ご
み

が
回
る
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
。

松
崎
さ
ん　
通
り
の
向
こ
う
か
ら
、
分
団
の
人
が
「
堤
防
越
え
た
！
」
っ
て
声
を

出
し
て
逃
げ
て
き
た
。

宮
ヶ
崎
さ
ん　
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
下
を
歩
い
て
い
た
何
人
か
に「
上
さ
、あ
が
れ
！
」っ

て
声
を
か
け
た
。
車
に
乗
っ
て
流
さ
れ
て
行
く
人
も
見
え
た
。
３
階
に
上
が
っ
た

の
は
会
社
の
会
長
、
社
長
、
同
僚
の
他
に
藤
田
さ
ん
と
分
団
員
が
も
う
１
人
、
あ

と
夫
婦
が
２
組
だ
っ
た
な
。
全
部
で
10
人
か
12
人
く
ら
い
い
た
か
な
。

松
崎
さ
ん　
会
社
の
３
階
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
な
。
店
の
ト
ラ
ッ
ク
が
流
さ
れ
て
、

こ
こ
の
浸
水
は
１・５
㍍
。
津
波
が
引
け
た
の
は
８
時
か
９
時
だ
っ
た
。

宮
ヶ
崎
さ
ん　
水
が
引
け
て
、
近
所
の
人
は
み
な
帰
っ
た
。
社
長
が
千
徳
の
自
宅

か
ら
車
を
持
っ
て
き
て
、
従
業
員
た
ち
を
送
っ
て
行
っ
た
。
俺
の
家
は
高
浜
、
松

崎
さ
ん
は
赤
前
で
ち
ょ
っ
と
遠
い
し
、
夜
瓦
礫
の
中
を
歩
く
の
は
危
な
い
か
ら
３

階
の
休
憩
室
に
泊
ま
る
こ
と
に
し
た
。

松
崎
さ
ん　
そ
の
夜
は
反
射
式
の
ス
ト
ー
ブ
が
１
台
あ
る
だ
け
で
、
そ
れ
も
半
分

し
か
使
え
な
か
っ
た
、
つ
け
た
り
消
し
た
り
し
て
ね
。
炬
燵
も
あ
っ
た
け
ど
停
電

で
使
え
な
か
っ
た
。毛
布
を
か
ぶ
っ
て
寝
た
。食
べ
る
物
が
な
く
て
お
腹
が
空
い
た
。

店
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
半
分
し
か
開
け
て
い
な
か
っ
た
の
に
、
あ
と
で
見
た
ら
津
波

で
壊
さ
れ
て
全
部
開
い
て
い
た
。

朝
早
く
に
自
宅
に
帰
る

松
崎
さ
ん　
次
の
日
、
夜
が
明
け
っ
か
明
け
な
い
う
ち
に
、
赤
前
の
家
が
心
配
だ
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ば
あ
ち
ゃ
ん
と
行
き
ま
し
た
よ
」
っ
て
言
わ
れ
て
、水
の
中
を
濡
れ
て
こ
こ
に
帰
っ

て
き
た
。
息
子
も
勿
論
仕
事
で
来
れ
な
い
わ
け
よ
。
住
ま
い
は
西
町
で
す
が
、
そ

の
夜
は
孫
と
マ
マ
と
３
人
で
こ
の
店
の
２
階
の
休
憩
室
で
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
焚
い

て
１
晩
明
か
し
た
ん
で
す
よ
。
な
ん
の
情
報
も
な
い
、
ラ
ジ
オ
も
入
ら
な
い
し
ね
。

た
だ
夜
が
明
け
る
の
を
待
っ
て
い
る
だ
け
で
し
た
。

　
夜
が
明
け
て
、
水
は
引
け
た
ん
だ
け
ど
、
家
の
前
は
黒
い
ヘ
ド
ロ
で
大
変
で
し

た
よ
。
事
務
所
に
水
は
チ
ョ
ロ
と
し
か
入
ら
な
か
っ
た
け
ど
、機
械
類
は
下
に
あ
っ

た
の
で
水
を
か
ぶ
っ
て
駄
目
に
な
っ
た
。
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
、
板
長
が
地
震
の
と

き
す
ぐ
に
十
何
本
あ
る
ボ
ン
ベ
の
栓
を
止
め
た
の
で
、
問
題
な
く
使
え
た
。
火
を

大
切
に
す
る
板
長
に
感
心
し
ま
し
た
。

炊
き
出
し

　
停
電
に
な
っ
て
、冷
凍
庫
の
中
の
物
は
全
部
駄
目
に
な
る
と
思
っ
た
。
中
に
あ
っ

た
ご
飯
を
蒸
し
て
、
イ
ク
ラ
と
か
ウ
ニ
な
ど
を
乗
せ
て
、
い
つ
も
来
て
く
れ
る
お

客
さ
ん
や
近
く
の
人
に
持
っ
て
い
こ
う
と
、
弁
当
を
つ
く
っ
た
の
。
と
こ
ろ
が
ね
、

道
路
に
は
瓦
礫
が
あ
っ
て
行
け
な
い
。
板
長
と
従
業
員
が
歩
い
て
届
け
て
く
れ
て
、

み
な
さ
ん
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
宮
古
駅
の
三
鉄
さ
ん
に
30
何
人
分
を
持
っ
て
行
っ
た
。
そ
し
た
ら
今

度
は
、
三
鉄
さ
ん
か
ら
炊
き
出
し
を
頼
ま
れ
て
ね
。
お
米
30
㌔
を
持
っ
て
き
て
、

炊
く
場
所
が
な
い
か
ら
や
っ
て
く
れ
と
い
う
こ
と
で
、
12
日
か
ら
す
ぐ
に
仕
出
し

を
や
り
ま
し
た
。
板
長
が
昼
の
時
間
に
合
わ
せ
て
朝
か
ら
支
度
を
し
て
、
毎
日
何

十
人
分
っ
て
数
を
作
っ
て
、
三
鉄
さ
ん
に
取
り
に
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。
最
初
の

２
、３
日
は
食
材
が
あ
っ
た
け
ど
、あ
と
は
何
も
入
っ
て
こ
な
い
。お
に
ぎ
り
を
作
っ

た
り
し
て
、
目
に
見
え
な
い
大
変
さ
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
板
長
が
１
人
で
１
か

月
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
お
店
は
６
月
ご
ろ
ま
で
再
開
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た
ら
、
３
月
の
末
か
ら
４

月
に
業
者
さ
ん
か
ら
「
集
ま
る
場
所
が
な
い
か
ら
開
け
て
く
れ
」
っ
て
電
話
が
あ
っ

た
。
電
気
が
戻
っ
て
、
畳
も
汚
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
材
料
が
な
い
し
、
ま

だ
商
売
す
る
状
態
じ
ゃ
あ
な
い
」
と
言
う
と
、「
食
べ
物
は
い
ら
な
い
、
話
を
す
る

場
所
が
あ
れ
ば
い
い
」
と
言
わ
れ
て
、
４
月
７
日
に
開
け
ま
し
た
よ
。
店
と
し
て

り
あ
え
ず
車
を
ど
っ
か
で
手
に
入
れ
る
ま
で
の
１
か
月
半
く
ら
い
は
、
息
子
の
自

転
車
を
借
り
た
り
、
歩
い
た
り
し
て
通
勤
し
た
。

松
崎
さ
ん　
赤
前
に
帰
る
と
、家
は
２
㍍
近
く
水
が
入
り
、１
階
が
浸
水
し
て
い
た
。

家
の
前
に
は
ど
こ
か
ら
か
他
所
の
家
が
流
さ
れ
て
来
て
い
た
。
次
の
日
に
自
衛
隊

が
捜
索
す
る
と
、
そ
の
中
か
ら
３
人
の
ご
遺
体
が
見
つ
か
っ
た
。

　
妻
は
崎
山
保
育
所
の
保
育
士
な
の
で
家
に
帰
れ
な
か
っ
た
。
保
育
所
が
避
難
所

に
な
っ
て
、
ず
っ
と
泊
ま
り
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
。
俺
は
３
か
所
く
ら
い
、
友
人
の

家
を
回
っ
て
寝
泊
ま
り
し
て
い
た
。
自
分
で
瓦
礫
の
片
付
け
を
し
て
い
た
が
、
あ

と
で
自
衛
隊
が
手
伝
っ
て
く
れ
た
の
で
助
か
っ
た
。
会
社
で
も
毎
日
瓦
礫
の
片
付

け
を
し
た
。

⑸　
張
間 

重
子
さ
ん
の
話　
昭
和
10
（
１
９
３
５
）
年
生

　
大
通
３
丁
目　
魚
元
代
表
、
昭
和
通
り
の
お
か
み
さ
ん
も
て
な
し
た
い
会
員

　
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
11
月
21
日
、
事
務
所
で
伺
う
。

店
の
２
階
で
夜
を
明
か
す

　
地
震
が
起
き
た
と
き
は
店
の
休
憩
時
間
に
入
っ
て
い
て
ね
、
び
っ
く
り
し
て
外

に
出
た
ん
で
す
よ
。
す
ぐ
に
孫
の
こ
と
を
思
っ
て
、
宮
古
保
育
園
（
保
久
田
１
）

に
迎
え
に
走
っ
た
の
。
帰
っ
て
来
る
途
中
、近
所
の
人
が「
ち
ょ
っ
と
、お
か
み
さ
ん
、

津
波
が
来
る
」
っ
て
言
う
か
ら
、「
こ
こ
ま
で
来
る
わ
け
な
い
で
し
ょ
」
な
ん
て
悠

長
に
歩
い
て
き
た
ん
で
す
。

　
孫
と
２
階
で
駅
の
電
車
を
見
て
い
た
ら
、
な
ん
か
水
が
来
た
の
が
見
え
た
ん
で

す
。
津
波
と
は
全
然
思
わ
な
か
っ
た
。
な
ん
だ
ろ
う
、
お
か
し
い
な
と
思
っ
て
い

る
う
ち
に
、
う
ち
の
板
長
が
騒
い
で
、「
お
か
み
さ
ん
津
波
が
来
た
よ
」
っ
て
言
う

の
。大
通
に
面
し
た
個
室
に
行
っ
て
み
た
ら
ね
、船
や
車
が
流
さ
れ
て
来
て
る
わ
け
。

津
波
っ
て
遭
っ
た
こ
と
な
い
し
、こ
の
年
に
な
っ
て
も
ね
。
ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
の
。

そ
し
た
ら
ね
、
こ
の
前
の
通
り
も
水
が
溢
れ
て
車
も
流
れ
て
き
て
外
に
も
出
れ
な

い
。川
の
方
か
ら
も
溢
れ
て
き
た
ん
で
す
よ
ね
。こ
こ
の
店
に
も
水
が
入
っ
た
け
ど
、

家
は
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
、床
下
浸
水
で
済
ん
だ
。
店
の
従
業
員
は
お
昼
が
終
っ

て
帰
っ
て
、
夜
の
人
は
ま
だ
出
て
き
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
よ
か
っ
た
の
。

　
マ
マ
（
孫
の
母
親
）
が
職
場
か
ら
保
育
園
に
子
ど
も
を
迎
え
に
行
っ
た
ら
、「
お
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の
、早
く
し
な
い
と
は
し
ば
（
Ｏ
Ａ
機
器
販
売・鍬
ヶ
崎
仲
町
）
の
と
こ
ろ
に
波
打
っ

て
い
る
」
っ
て
呼
ば
れ
て
、
び
っ
く
り
し
て
出
て
行
っ
た
ら
、
水
道
が
破
裂
し
て

噴
水
み
た
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
同
じ
こ
ろ
、
近
所
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
娘
さ
ん
が
、
真
っ
直
ぐ
に
鍬
ヶ
崎
小
学

校
（
熊
野
町
）
の
避
難
道
路
の
方
に
向
か
っ
て
行
っ
た
。
私
は
そ
の
時
点
で
、
波

は
清
水
橋
川
を
上
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
た
か
ら
、そ
っ
ち
は
無
理
だ
な
と
思
っ

た
。
近
所
の
床
屋
さ
ん
の
と
こ
ろ
か
ら
、
左
側
に
曲
が
る
と
、
鍬
ヶ
崎
小
学
校
に

近
い
道
路
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
っ
ち
に
行
こ
う
と
、
床
屋
さ
ん
の
と
こ
ろ
を
曲

が
っ
た
途
端
に
、
菱
屋
さ
ん
の
方
か
ら
川
を
上
っ
た
波
が
ド
ッ
ー
と
来
た
。
母
が
、

「
波
が
足
ま
で
来
た
！
」
っ
て
。
び
っ
く
り
し
て
、
母
を
引
っ
張
っ
て
逃
げ
て
、
金

勢
さ
ま
に
上
が
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
私
た
ち
は
助
か
っ
た
ん
で
す
。

測
候
所
か
ら
休
暇
村
へ
移
動

　
45
号
線
の
宮
古
測
候
所
（
鍬
ヶ
崎
下
町
２
）
の
と
こ
ろ
か
ら
鍬
ヶ
崎
を
見
た
ら
、

す
ご
か
っ
た
。
ど
ん
ど
ん
、
ど
ん
ど
ん
波
が
入
っ
て
き
て
、
家
同
士
が
ギ
コ
ギ
コ
っ

て
音
が
す
る
の
。
雪
は
降
る
、
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
地
震
は
来
る
は
で
、
寒
く
な
っ
て

き
た
か
ら
、
梅
翁
寺
さ
ん
（
中
里
団
地
）
に
避
難
し
た
ん
で
す
。

　
中
で
お
に
ぎ
り
を
食
べ
て
い
る
と
、
８
時
頃
だ
っ
た
か
な
、
国
民
休
暇
村
（
休

暇
村
陸
中
宮
古
・
崎
山
姉
ヶ
崎
）
の
バ
ス
が
迎
え
に
来
て
、
休
暇
村
に
移
動
し
た

ん
で
す
よ
。

　
私
た
ち
親
子
が
避
難
所
に
い
な
か
っ
た
の
で
、
み
ん
な
は
私
た
ち
が
津
波
に
や

ら
れ
た
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
鍬
ヶ
崎
小
学
校
の
避
難
所
に
お
昼
の
お
弁
当

を
も
ら
い
に
行
っ
た
ら
、
生
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
、「
お
め
え
た
ち
、
だ
め

だ
が
よ
う
、
自
衛
隊
の
人
た
ち
に
、
こ
こ
は
同
級
生
の
家
だ
か
ら
、
２
人
を
探
し

て
く
れ
っ
て
言
っ
た
ん
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
友
だ
ち
と
一
緒
に
家
を
見
に
行
っ
た
ん
で
す
が
、
45
号
線
の
山
の
手
か
ら
家
は

見
え
た
け
ど
、
し
ぶ
き
が
あ
が
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
、
す
ぐ
に
津
波
警
報
が

出
る
し
、
と
て
も
家
の
方
に
下
り
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
休
暇
村
は
部
屋
と
布
団
に
余
裕
が
あ
っ
た
け
ど
、
避
難
所
で
は
な
い
か
ら
、
だ

ん
だ
ん
食
べ
物
が
な
く
な
っ
て
き
て
、
売
店
の
物
も
す
ぐ
に
売
り
切
れ
て
し
ま
っ

再
開
し
た
の
は
５
月
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。
無
我
夢
中
で
し
た
よ
。

お
祓
い
の
お
か
げ

　
地
震
、
津
波
が
き
て
も
、
家
の
中
の
物
が
何
一
つ
動
い
て
い
な
い
の
。
あ
の
揺

れ
で
も
何
一
つ
落
ち
な
か
っ
た
。
不
思
議
で
し
た
。
以
前
か
ら
九
州
に
い
ち
ご
弁

当
の
フ
ァ
ン
の
お
客
さ
ま
で
、祈
祷
を
し
て
く
だ
さ
る
方
が
い
て
、「
宮
古
ま
で
行
っ

て
あ
げ
ま
す
よ
」
と
言
わ
れ
て
、
３
月
11
日
に
来
る
予
定
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
あ

ち
ら
の
都
合
で
３
月
４
日
に
な
っ
た
。
４
日
に
隅
か
ら
隅
ま
で
、
な
に
か
ら
な
に

ま
で
、
全
部
お
祓
い
し
て
い
っ
た
の
。
そ
の
お
祓
い
の
仕
方
が
違
う
、
迫
力
が
あ

る
の
ね
。
そ
の
お
蔭
か
地
震
で
な
に
も
壊
れ
な
い
、
津
波
で
床
下
浸
水
で
す
ん
だ

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
震
災
後
は
い
ざ
と
な
っ
た
と
き
の
人
間
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
ね
。
１
年
経
っ

て
み
て
か
ら
思
い
ま
し
た
ね
。
や
っ
ぱ
り
人
間
っ
て
素
晴
ら
し
い
、
強
い
わ
。
み

な
さ
ん
の
強
さ
が
見
え
た
も
の
、負
け
て
い
ら
れ
な
い
、や
ら
な
き
ゃ
あ
な
ら
な
い
、

や
る
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
感
じ
ま
し
た
ね
。

⑹　
本
田 

英
子
さ
ん
の
話　
昭
和
33
（
１
９
５
８
）
年
生

　
鍬
ヶ
崎
下
町　
ビ
ュ
ー
テ
ィ
サ
ロ
ン
ヒ
デ
（
震
災
後
、
大
通
４
丁
目
で
営
業
）

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
４
月
26
日
、
大
通
店
内
で
伺
う
。

鍬
ヶ
崎
で
被
災

　
3
月
11
日
震
災
の
日
ま
で
鍬
ヶ
崎
の
下し

も
ま
ち町

で
母
親
と
祖
母
の
代
か
ら
の
美
容
院

を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
被
災
し
て
店
舗
も
家
も
な
く
な
り
、
大
通
４
丁
目
に
店

舗
を
見
つ
け
て
２
０
１
１
年
５
月
に
再
開
し
た
ん
で
す
。

　
そ
の
日
は
３
時
に
近
所
の
お
母
さ
ん
の
予
約
が
入
っ
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
母
と

２
人
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
い
る
時
に
、
も
う
す
ご
く
揺
れ
て
、「
こ
れ
は
何
の
こ

と
だ
ろ
う
」
っ
て
外
に
出
た
ら
、
外
も
異
常
な
雰
囲
気
だ
っ
た
わ
け
。
ど
こ
か
の

土
蔵
が
崩
れ
た
み
た
い
で
土
煙
が
上
が
っ
て
い
る
し
、
こ
れ
は
大
事
だ
と
思
っ
て

い
た
ら
、大
津
波
警
報
の
放
送
が
流
れ
た
。
じ
ゃ
あ
、「
逃
げ
る
準
備
を
し
よ
う
」
っ

て
、
店
を
閉
め
た
り
、
ガ
ス
を
止
め
た
り
、
私
は
ト
イ
レ
に
行
っ
た
り
な
ん
か
し

た
の
で
、
出
る
の
が
遅
く
な
っ
た
。
外
に
出
た
母
が
、「
英
子
、
な
に
や
っ
て
い
る
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ら
鍬
ヶ
崎
の
元
の
場
所
で
美
容
院
を
再
開
す
る
つ
も
り
で
、
グ
ル
ー
プ
補
助
金
に

取
り
組
ん
で
い
る
け
ど
、
ど
う
な
る
ん
で
し
ょ
う
。

　
毎
日
こ
こ
の
店
に
も
出
勤
し
て
い
た
母
が
。
昨
年
（
２
０
１
４
年
）
３
月
６
日

に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
骨
粗
鬆
症
で
点
滴
を
し
に
、そ
し
て
胸
椎
圧
迫
骨
折
に
な
っ

て
ギ
プ
ス
を
し
て
病
院
通
い
を
し
て
い
ま
し
た
が
、だ
ん
だ
ん
だ
ん
だ
ん
弱
く
な
っ

て
、宮
古
病
院
に
入
院
し
て
１
週
間
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

原
発
不
明
の
癌
と
い
う
診
断
で
し
た
が
、
き
っ
と
ス
ト
レ
ス
が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ

う
ね
。鍬
ヶ
崎
に
帰
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
た
ん
で
す
が
ね
、残
念
で
し
か
た
な
い
。

仮
設
暮
ら
し
も
ま
た
延
び
て
５
年
に
な
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
よ
り
復
興
を
優
先
し

て
欲
し
い
で
す
ね
。

４　
中
央
通
商
店
街

　
中
央
通
商
店
街
は
末
広
通
り
に
続
き
、
黒
田
町
の
通
り
に
折
れ
る
角
か
ら
市
役

所
前
ま
で
の
間
に
あ
る
。
そ
の
通
り
の
下
に
は
山
口
川
が
流
れ
て
い
る
。
昭
和
29

年
９
月
に
蓋
か
け
工
事
が
始
ま
り
、
昭
和
34
（
１
９
５
９
）
年
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
が
な
さ
れ
、
歩
道
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
通
り
が
造
ら
れ
た
。
商
店
街
は
振
興

組
合
を
組
織
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
「
お
で
ん
せ
プ
ラ
ザ
」
を
設
置
し
て
い
る
。

住
所
は
新
川
町
（
本
章
1
）
本
町
、
新
町
（
本
章
７
）、
向
町
（
本
章
２
）、
大
通

１
丁
目
（
本
章
３
）
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
町
内
会
・
自
治
会
が
あ
る
。
住
ま
い

を
他
所
に
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

　
本
町
の
交
差
点
に
あ
る
市
役
所
前
歩
道
橋
は
、
テ
レ
ビ
で
何
回
も
映
像
が
写
し

だ
さ
れ
た
が
、
２・３
㍍
の
浸
水
被
害
を
受
け
た
。

　
中
央
通
り
は
堤
防
を
越
え
市
役
所
方
面
か
ら
来
る
波
、
そ
の
波
が
本
町
の
山
に

ぶ
つ
か
っ
て
戻
る
波
、
閉
伊
川
・
向
町
か
ら
来
る
波
、
さ
ら
に
下
に
流
れ
る
山
口

川
か
ら
溢
れ
る
水
で
複
数
の
方
向
か
ら
の
水
が
押
し
寄
せ
た
。
多
く
の
家
屋
、
店

舗
の
１
階
が
壊
滅
状
態
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
震
災
後
に
閉
店
し
た
店
、
移
転
し

た
店
も
あ
る
。

　
本
町
は
慶
長
16
（
１
６
１
１
）
年
の
津
波
後
の
南
部
藩
主
・
南
部
利
直
の
町
割

で
最
初
に
で
き
た
町
で
新
町
と
と
も
に
最
も
早
く
栄
え
た
。
宮
古
の
商
業
の
中
心
、

交
通
の
拠
点
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
９
（
１
９
３
４
）
年
に
山
田
線
開
通
を
き
っ
か

た
。
休
暇
村
に
は
４
日
く
ら
い
い
て
、
そ
れ
か
ら
田
の
神
の
従
業
員
さ
ん
、
親
戚

や
友
人
の
家
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
そ
の
後
は
宮
町
に
ア
パ
ー
ト
を
借
り
て
、
８

月
の
お
盆
の
こ
ろ
に
は
鍬
ヶ
崎
小
学
校
の
仮
設
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
毎

日
鍬
ヶ
崎
の
仮
設
か
ら
こ
こ
に
バ
ス
で
通
っ
て
い
ま
す
。

無
事
だ
っ
た
近
所
の
人
た
ち

　
３
時
に
予
約
し
て
い
た
近
所
の
お
母
さ
ん
は
、
出
か
け
る
準
備
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
に
地
震
。
お
嫁
さ
ん
が
、
あ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
思
っ
て
、
迎
え
に
行
っ
た

ら
、お
母
さ
ん
は
、「
ヒ
デ
さ
ん
に
予
約
が
あ
る
か
ら
、一
緒
に
行
か
れ
な
い
」
っ
て
。

お
嫁
さ
ん
が
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、な
に
言
っ
て
い
る
の
」
っ
て
、無
理
く
り
車
に
乗
っ

け
て
、
避
難
し
た
そ
う
で
す
。

　
私
た
ち
と
同
じ
こ
ろ
に
鍬
ヶ
崎
小
学
校
に
向
か
っ
た
親
子
は
、
波
が
来
た
と
こ

ろ
を
、
た
ま
た
ま
車
で
来
た
若
い
男
性
に
助
け
ら
れ
た
。
男
性
は
自
分
の
車
を
捨

て
て
、
２
人
を
高
い
と
こ
ろ
に
連
れ
て
行
っ
て
、
引
き
波
の
時
に
学
校
の
避
難
所

に
助
け
を
求
め
に
行
っ
た
、
そ
れ
で
２
人
は
救
助
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

大
通
で
店
舗
を
見
つ
け
て
再
開

　
こ
こ
大
通
で
、
震
災
後
に
廃
業
し
た
美
容
室
が
見
つ
か
り
、
５
月
31
日
に
仕
事

を
再
開
し
ま
し
た
。
こ
こ
も
水
が
入
っ
た
の
で
、
中
の
壁
紙
を
張
り
替
え
た
ん
で

す
が
、
私
が
被
災
し
た
場
所
じ
ゃ
な
い
の
で
、
工
事
費
な
ど
の
援
助
は
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
ん
で
す
。
場
所
を
移
動
し
て
の
再
開
に
補
助
金
は
出
な
い
。
一
般
の
義

援
金
だ
け
で
し
た
。
壁
を
張
り
替
え
た
り
店
の
中
の
修
理
は
す
べ
て
美
容
師
仲
間

が
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
美
容
の
道
具
も
仲
間
の
支
援
で
揃
え
た
。
岩
手
県
の
美
容

師
組
合
か
ら
沿
岸
地
域
に
物
資
の
支
援
が
き
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
が
、
こ
ま
ご

ま
し
た
物
を
そ
ろ
え
る
の
は
大
変
で
し
た
。

　
鍬
ヶ
崎
の
元
の
家
で
の
復
興
は
ま
だ
先
で
す
し
、
そ
の
間
の
働
く
場
所
は
ど
う

し
た
ら
い
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。
仕
事
を
し
て
こ
そ
復
興
に
繫
が
る
の
に
、
店
舗
が

な
け
れ
ば
仕
事
に
な
ら
な
い
。
補
助
金
の
制
度
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
ね
。

　
お
馴
染
み
さ
ん
が
鍬
ヶ
崎
か
ら
来
て
く
れ
る
し
、
こ
の
町
内
の
方
も
来
て
く
だ

さ
る
の
で
、
早
く
に
店
を
再
開
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
落
ち
着
い
た
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な
さ
ん
、
中
央
公
民
館
か
ど
こ
か
に
避
難
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
、

歩
い
て
い
く
方
も
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
従
業
員
の
車
も
あ
っ
た
ん
で
す
が
、

渋
滞
で
時
間
が
か
か
る
と
思
っ
た
の
で
歩
い
て
逃
げ
る
こ
と
に
し
た
。
商
店
街
の

方
た
ち
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
め
よ
う
か
ど
う
し
よ
う
か
、
立
ち
話
を
し
て
い
る
状

態
で
し
た
。
百
年
堂
（
本
町
１
、
古
本
屋
、
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
）
に
見
慣
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
い
た
ん
で
、「
津
波
が
来
ち
ゃ
う
よ
、
早

く
逃
げ
な
」
と
言
い
な
が
ら
、
最
初
は
常
安
寺
の
方
に
行
っ
た
ん
で
す
。
ま
だ
余

震
が
が
す
ご
か
っ
た
の
で
、「
墓
石
が
倒
れ
る
ん
じ
ゃ
あ
な
い
の
」
と
言
っ
て
、
宮

古
小
学
校
へ
行
き
ま
し
た
。
そ
の
間
に
う
ち
の
担
当
の
ス
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
車
に

偶
然
出
会
っ
て
、「
逃
げ
る
ん
だ
よ
」
と
言
わ
れ
て
、「
逃
げ
る
、
逃
げ
る
」
と
言
っ

て
、
逃
げ
た
ん
で
す
ね
。

　
宮
古
小
学
校
に
着
い
た
辺
り
で
、「
水
が
来
た
、
水
が
来
た
」
と
言
う
の
が
聞
こ

え
て
き
た
ん
で
、
そ
れ
で
も
っ
と
高
い
と
こ
ろ
に
逃
げ
た
ん
で
す
よ
。
小
沢
の
上

の
方
に
集
会
場
み
た
い
な
所
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
み
な
さ
ん
結
構
い
た
ん
で
す
よ
。

そ
の
日
は
小
沢
の
山
の
上
の
普
通
の
家
庭
の
お
家
に
泊
め
て
い
た
だ
い
た
。
従
業

員
２
人
と
常
安
寺
の
保
育
園
か
ら
連
れ
て
き
た
お
子
さ
ん
と
４
人
で
し
た
。
次
の

日
は
山
を
下
り
ま
し
て
、
一
緒
に
い
た
従
業
員
が
、
旦
那
さ
ん
の
実
家
が
す
ぐ
近

く
だ
か
ら
行
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、そ
こ
（
西
町
）
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
、

そ
こ
か
ら
車
で
津
軽
石
の
実
家
ま
で
送
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

店
を
再
開

　
藤
原
の
ア
パ
ー
ト
に
も
ど
り
、
17
日
か
、
18
日
あ
た
り
に
こ
こ
の
片
付
け
に
来

る
と
、
水
は
１
階
の
天
井
ま
で
来
て
い
て
、
中
は
洗
濯
機
で
回
し
た
よ
う
に
ぐ
し
ゃ

ぐ
し
ゃ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
思
っ
た
よ
り
早
く
工
事
が
進
ん
で
、
販
売
す
る
物

も
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
け
ど
、
４
月
24
日
に
24
時
間
体
制
で
再
開
し
ま
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
結
構
来
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
が
、
大
学
生
に
、「
な
に
も

な
い
じ
ゃ
ん
」
っ
て
言
わ
れ
て
、
悲
し
い
思
い
も
し
ま
し
た
。
お
盆
に
は
お
花
を

売
る
こ
と
も
で
き
て
、
気
が
つ
い
た
ら
「
あ
れ
よ
あ
れ
よ
」
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

４
年
経
っ
て
だ
い
ぶ
復
興
工
事
の
方
た
ち
が
減
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
で
も
売

り
上
げ
と
客
数
は
震
災
前
と
そ
れ
程
変
わ
ら
ず
、
一
安
心
し
て
い
ま
す
。

け
に
街
の
中
心
地
が
末
広
町
に
移
っ
た
。
一
部
に
蔵
造
り
の
古
い
商
店
や
銀
行
な

ど
が
残
さ
れ
て
い
る
。
町
内
会
は
本
町
１
、２
番
の
一
部
と
新
町
１
、３
番
の
一
部

か
ら
成
っ
て
い
る
。

　
本
町
の
震
災
前
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
３
月
１
日
現
在
の
世
帯
数
は
58
、

人
口
は
１
３
２
名
（
男
63
、
女
69
）
で
あ
っ
た
。

　
震
災
後
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
８
月
は
55
世
帯
、
人
口
は
１
２
７
名
（
男

61
、
女
66
）、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
１
日
現
在
の
世
帯
数
は
52
、
人
口

は
１
１
０
名
（
男
51
、
女
59
）
で
あ
る
。
商
店
は
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
が
、

数
字
か
ら
見
る
限
り
世
帯
数
・
人
口
の
増
減
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
＊
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
に
災
害
公
営
住
宅
の
入
居
に
よ
り
世
帯
数
、
人
口

と
も
に
増
加
し
て
い
る
。

本
町

⑴　
小
山 

由
美
子
さ
ん
の
話　
昭
和
47
（
１
９
７
２
）
年
生　

　
本
町
１　
ロ
ー
ソ
ン
宮
古
本
町
店
店
長　

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
７
月
26
日
、
本
町
店
事
務
所
で
伺
う
。

地
震
か
ら
30
分
以
内
に
避
難

　
こ
こ
は
も
と
も
と
地
盤
が
強
い
せ
い
か
、
揺
れ
が
弱
い
と
こ
ろ
な
ん
で
す
ね
。

大
き
い
地
震
だ
っ
た
の
で
す
が
、
店
内
の
物
が
落
ち
た
り
す
る
こ
と
は
一
切
な
く

て
。
た
だ
停
電
し
て
し
ま
っ
た
し
、
尋
常
の
揺
れ
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
店
を
閉

め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
オ
ー
ナ
ー
と
も
ロ
ー
ソ
ン
の
本
部
と
も
連
絡
が

取
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
独
自
の
判
断
で
動
い
た
ん
で
す
。

　
５
分
間
く
ら
い
は
、
戻
っ
て
き
た
ら
す
ぐ
に
開
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
商
品
の

片
付
け
を
や
っ
て
い
た
ん
で
す
。
最
初
、
防
災
無
線
で
津
波
は
３
㍍
と
言
っ
て
い

た
の
が
、
６
㍍
に
な
り
、
10
㍍
と
な
っ
た
の
で
、
津
波
は
絶
対
に
来
る
と
思
い
ま

し
た
ね
。
小
さ
い
頃
か
ら
聞
い
て
い
た
話
で
、「
地
震
か
ら
30
分
後
に
津
波
が
く
る

よ
」
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
た
の
で
、
す
ご
く
時
計
は
見
て
た
ん
で
す
よ
。
店
を
出

た
の
が
３
時
ち
ょ
っ
と
過
ぎ
だ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
鍵
を
か
け
て
張
り
紙

し
て
、
戻
っ
て
く
る
気
だ
っ
た
ん
で
す
。

　
ち
ょ
う
ど
私
た
ち
が
出
た
と
き
に
、
店
の
前
は
渋
滞
し
て
ま
し
た
し
、
多
分
み
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お
客
さ
ん
も
帰
し
た
の
で
、
安
心
し
て
調
理
場
に
い
た
ん
で
す
け
ど
、
表
の
方

が
騒
が
し
く
な
っ
て
ね
、
ガ
タ
ー
ン
と
音
が
し
た
。
店
の
前
の
ド
ア
だ
け
開
け
て

あ
っ
て
、
ち
ら
っ
と
見
た
ら
ね
、
車
が
横
向
き
に
な
っ
た
り
後
ろ
向
き
に
な
っ
た

り
し
て
流
さ
れ
て
い
た
。
す
ぐ
店
に
も
水
が
バ
ッ
ー
と
入
っ
て
き
て
、「
こ
り
ゃ
あ
、

大
変
だ
ー
」
っ
て
２
階
に
上
が
っ
た
。
２
階
の
床
ま
で
水
が
バ
ァ
ー
と
来
て
、
窓

か
ら
物
干
し
に
出
た
。
そ
れ
ま
で
は
全
然
、
ま
さ
か
こ
う
な
る
と
は
思
っ
て
も
い

な
か
っ
た
。　

　
家
は
90
年
以
上
経
っ
て
い
る
か
ら
、
崩
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
に
な
り
、

物
干
し
か
ら
隣
の
ぶ
ん
ぐ
の
小
成
さ
ん
（
本
町
１
）
の
屋
根
に
上
っ
て
、
ま
た
そ

の
隣
の
リ
ビ
ン
グ
ア
ッ
プ
高
岩
さ
ん
の
屋
根
に
上
っ
た
ん
で
す
。
家
と
家
の
間
は

あ
ま
り
幅
が
な
く
、
高
さ
も
同
じ
く
ら
い
な
の
で
、
移
れ
る
距
離
だ
っ
た
。
寒
さ

な
ん
て
感
じ
な
か
っ
た
。
び
っ
く
り
し
て
、
よ
く
わ
か
ん
な
か
っ
た
ん
で
す
。
水

は
３
㍍
く
ら
い
来
て
い
た
と
思
う
。
屋
根
の
上
に
は
高
岩
さ
ん
の
店
長
さ
ん
、
奥

さ
ん
、
店
員
さ
ん
な
ん
か
も
上
っ
て
き
て
、
６
名
位
い
た
か
な
。

　
古
い
家
が
波
で
崩
れ
て
流
さ
れ
る
の
が
見
え
た
。
高
岩
さ
ん
の
店
長
さ
ん
が
、

流
さ
れ
て
き
た
若
い
人
を
引
き
上
げ
て
助
け
た
。
30
歳
位
の
男
性
で
、
も
う
す
っ

か
り
び
し
ょ
濡
れ
で
「
寒
い
、
寒
い
」
っ
て
言
っ
て
ね
、
私
の
ウ
ェ
ア
を
貸
し
て

あ
げ
た
。
街
路
樹
に
つ
か
ま
っ
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。

　
水
が
引
け
た
夕
方
５
時
こ
ろ
か
な
、
水
に
つ
か
っ
て
歩
い
て
い
る
人
が
い
た
。

ち
ょ
う
ど
引
き
波
が
あ
る
こ
ろ
で
、「
危
な
い
か
ら
行
か
な
い
ほ
う
が
い
い
」と
言
っ

た
ん
だ
け
ど
、「
お
母
が
待
っ
て
い
る
か
ら
、
行
か
ね
ば
…
」
と
、
衣
類
だ
か
な
ん

か
を
頭
に
乗
せ
て
歩
い
て
行
っ
た
。
車
が
流
さ
れ
て
、
駐
車
場
な
ど
に
押
し
寄
せ

て
ぐ
し
ゃ
ぐ
し
ゃ
に
な
っ
て
い
た
。

　
２
時
間
く
ら
い
屋
根
の
上
に
い
て
、
水
が
引
い
て
か
ら
自
宅
の
２
階
に
戻
っ
た
。

電
気
が
つ
か
な
い
か
ら
、
下
に
行
こ
う
に
も
行
か
れ
な
い
。
押
し
入
れ
は
水
が
上

が
っ
て
な
か
っ
た
か
ら
、布
団
を
出
し
て
、暗
い
２
階
で
１
晩
過
ご
し
た
。
次
の
朝
、

後
ろ
の
明
治
生
命
の
駐
車
場
を
伝
っ
て
家
の
前
に
出
て
、
周
り
が
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
見
る
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
。

新
た
な
出
発

　
夜
勤
だ
っ
た
た
め
自
宅
に
い
た
従
業
員
が
１
人
、
赤
前
で
被
害
に
あ
っ
て
い
ま

す
。

災
害
に
備
え
る

　
震
災
後
、
ロ
ー
ソ
ン
本
部
の
政
策
な
ん
で
す
け
ど
、
津
波
が
浸
水
し
た
店
舗
に

は
緊
急
地
震
速
報
を
知
ら
せ
る
ラ
ジ
オ
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
緊
急
地
震
速
報
が

発
令
さ
れ
る
と
、
す
ぐ
に
鳴
る
の
で
、
そ
れ
で
「
逃
げ
ろ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

防
災
の
日
や
節
目
、
節
目
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
電
話
１
７
１
）
の

訓
練
を
や
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ス
ト
ア
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
、「
訓
練
で
す
。

今
大
き
い
地
震
発
生
し
ま
し
た
。
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
緊

急
情
報
が
流
れ
て
く
る
の
で
、
店
で
は
、「
全
員
無
事
で
す
。
今
避
難
し
ま
す
」
と

い
う
よ
う
な
こ
と
を
答
え
る
ん
で
す
。
誰
で
も
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
会

社
が
懐
中
電
灯
な
ど
が
入
っ
て
い
る
避
難
グ
ッ
ズ
の
リ
ュ
ッ
ク
を
用
意
し
て
く
れ

ま
し
た
。

⑵　
高
岩 

千ち

幹か
ら
さ
ん
の
話　
昭
和
15
（
１
９
４
０
）
年
生　

　
本
町
１　
コ
ー
ヒ
ー
と
お
食
事
の
店
た
か
し
ち（
震
災
後
向
町
2
に
移
転・営
業
）　　

　
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
11
月
19
日
、
店
内
で
伺
う
。

２
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
隣
、
そ
し
て
ま
た
隣
の
屋
根
に

　
震
災
ま
で
は
本
町
１
丁
目
の
明
治
安
田
生
命
宮
古
の
隣
に
店
が
あ
っ
た
。
宮
古

初
（
１
９
６
７
年
開
業
）
の
喫
茶
店
と
し
て
『
純
喫
茶
保
存
協
会
１
１
０
軒
』
に

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
後
藤
医
院
（
大
通
１
丁
目
）
の
帰
り
道
、
多
分
あ
お
空
さ
ん
の
辺
り
で
、
あ
あ
、

地
震
か
な
と
思
っ
た
。歩
い
て
い
る
と
き
に
は
、そ
ん
な
に
揺
れ
は
感
じ
な
か
っ
た
。

店
に
帰
っ
て
来
て
ち
ょ
っ
と
し
た
ら
、
２
回
目
の
大
き
な
地
震
が
あ
っ
て
、
店
に

い
た
お
客
さ
ん
を
帰
し
た
。
女
房
の
姉
さ
ん
の
娘
が
「
大
き
な
地
震
だ
っ
た
か
ら
、

み
ん
な
が
津
波
が
来
る
っ
て
騒
い
で
る
。
避
難
し
よ
う
」
と
、
女
房
と
お
義
姉
さ

ん
を
車
で
長
沢
の
義
姉
の
家
に
連
れ
て
行
っ
た
。
私
は
ま
さ
か
波
が
堤
防
を
越
え

て
来
る
と
思
わ
な
か
っ
た
し
、
息
子
の
嫁
さ
ん
も
残
る
と
言
っ
て
、「
治
ま
る
ま
で

待
っ
て
っ
か
」
っ
て
、
２
人
で
店
に
い
た
ん
で
す
。
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も
う
怖
く
て
腰
が
ぬ
け
た
よ
う
に
な
っ
た
。
お
義
父
さ
ん
が
後
ろ
か
ら
私
の
服

を
つ
か
ん
で
支
え
て
く
れ
て
、
屋
根
か
ら
屋
根
に
移
る
時
に
は
、
私
の
ペ
ー
ス
に

合
わ
せ
て
く
れ
た
。
２
つ
目
の
高
岩
さ
ん
の
屋
根
に
移
る
時
に
は
、
高
岩
さ
ん
が

手
を
差
し
出
し
て
く
れ
た
。
気
持
ち
は
行
こ
う
と
思
っ
て
い
て
も
、
体
が
つ
い
て

い
か
な
く
て
怖
か
っ
た
で
す
。

　
信
用
金
庫
の
人
た
ち
が
屋
上
に
い
る
の
が
見
え
た
。
木
に
し
が
み
つ
い
て
い
る

人
が
、男
性
の
よ
う
だ
っ
た
け
ど
、「
助
け
て
、助
け
て
」
と
叫
ぶ
声
が
聞
こ
え
た
り
、

前
の
金
魚
屋
さ
ん
（
向
町
２
・
現
在
の
店
）
が
、
ガ
タ
ガ
タ
ガ
タ
っ
て
崩
れ
た
り

し
た
け
ど
、
屋
根
の
上
の
こ
と
は
あ
ま
り
記
憶
に
残
っ
て
い
な
い
ん
で
す
。
家
の

２
階
に
戻
っ
て
も
、
す
ご
く
寒
く
て
怖
く
て
、
ほ
ん
の
２
、３
歩
の
と
こ
ろ
に
あ
る

ト
イ
レ
に
も
行
け
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
覚
え
て
い
ま
す
。

⑷　
高
橋 

文
中
さ
ん
の
話　
昭
和
31
（
１
９
５
６
）
年
生

　
本
町
１　
㈱
高
京
代
表
取
締
役
社
長
（
震
災
後
栄
町
１
に
移
転
・
営
業
）

　
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
11
月
19
日
、
駅
前
店
内
で
伺
う
。

流
さ
れ
て
来
た
女
性
を
救
助

震
災
ま
で
本
店
は
本
町
１
丁
目
に
あ
り
ま
し
て
、
家
内
は
そ
の
２
階
事
務
所
で
、

前
日
の
売
り
上
げ
計
算
を
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
（
当
時
取
締
役
専
務
）
別
棟
の

蔵
を
利
用
し
た
倉
庫
で
仕
入
れ
た
商
品
の
値
札
付
け
作
業
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

正
に
そ
の
時
グ
ラ
グ
ラ
と
き
た
ん
で
す
。
あ
ま
り
も
揺
れ
が
大
き
か
っ
た
の
で
、

一
緒
に
い
た
従
業
員
２
人
と
裏
庭
に
出
た
。
地
震
が
お
さ
ま
っ
て
か
ら
店
内
を
見

回
っ
て
、
店
の
前
の
道
路
に
出
た
ら
、
店
頭
の
壁
が
崩
れ
て
い
ま
し
た
。
お
客
様

の
安
全
を
確
認
し
た
後
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
め
て
す
ぐ
に
従
業
員
を
帰
し
ま
し
た
。

津
波
警
報
が
鳴
っ
て
、予
想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
は
３
㍍
か
ら
す
ぐ
６
㍍
と
な
っ

た
が
、「
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
来
な
い
よ
な
」と
兄（
当
時
の
社
長
）と
話
し
て
い
た
ら
、

中
央
通
の
商
店
街
の
皆
さ
ん
が
、
店
の
前
を
避
難
し
て
行
く
わ
け
で
す
よ
。
間
も

な
く
大
津
波
警
報
が
出
て
、河
口
そ
ば
の
愛
宕
地
区
の
知
り
合
い
の
奥
さ
ん
が
、「
津

波
が
来
て
る
よ
！
」
っ
て
叫
び
な
が
ら
車
で
逃
げ
て
来
た
ん
で
す
。
こ
こ
ま
で
は

来
な
い
と
思
っ
て
い
た
ら
、
中
央
通
の
下
を
流
れ
て
い
る
川
か
ら
黒
い
水
が
ブ
ク

ブ
ク
と
湧
い
て
溢
れ
出
し
て
き
た
ん
で
す
。
こ
れ
は
ま
ず
い
と
思
っ
て
、
私
は
85

　
次
の
日
か
ら
、長
沢
の
お
義
姉
さ
ん
の
家
で
１
か
月
く
ら
い
過
ご
し
た
。そ
の
後
、

私
の
実
家
の
あ
る
崎
山
に
倉
庫
を
借
り
て
１
か
月
く
ら
い
、
そ
れ
か
ら
、
貸
し
て

あ
っ
た
崎
山
の
家
の
人
に
出
て
も
ら
っ
て
、
そ
こ
で
暮
ら
し
た
。
車
は
東
屋
駐
車

場
に
あ
っ
て
無
事
だ
っ
た
。
車
で
片
付
け
に
通
っ
て
い
た
け
ど
、
そ
の
う
ち
に
ガ

ソ
リ
ン
が
な
く
な
っ
て
ね
、
自
転
車
を
買
っ
て
、
こ
こ
の
店
を
再
開
す
る
た
め
に

一
生
懸
命
通
い
ま
し
た
。

　
６
月
こ
ろ
、
地
主
さ
ん
と
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
、「
向
い
が
流
さ
れ
て
空
地
に

な
っ
て
い
る
か
ら
こ
こ
で
や
っ
た
ら
」
と
言
わ
れ
て
、
今
営
業
し
て
い
る
向
町
に

新
し
く
建
て
て
再
開
す
る
こ
と
に
し
た
。
本
当
は
ね
、
お
店
を
や
め
よ
う
と
思
っ

て
い
た
ん
だ
け
ど
、「
街
に
出
て
き
て
も
休
む
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
早
く
店
を
再
開

し
て
く
れ
」
っ
て
い
う
お
馴
染
み
さ
ん
が
結
構
い
た
の
で
、
や
ら
な
き
ゃ
あ
い
け

な
い
の
か
な
あ
と
思
っ
た
。そ
れ
か
ら
は
無
我
夢
中
、借
金
し
て
頑
張
り
ま
し
た
よ
。

震
災
後
す
ぐ
だ
っ
た
か
ら
、
ま
だ
そ
ん
な
に
建
築
材
料
が
不
足
と
い
う
こ
と
も
な

か
っ
た
。
新
し
く
建
て
る
た
め
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
入
れ
て
地
盤
を
改
良
し
た

の
で
余
分
な
金
も
使
っ
た
。
そ
の
年
の
12
月
初
め
に
再
開
す
る
予
定
だ
っ
た
の
が
、

延
び
て
翌
年
１
月
に
な
っ
て
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
前
の
店
は
古
風
な
造
り
だ
っ
た
。
壁
に
旅
の
絵
描
き
さ
ん
が
描
い
て
く
れ
た
絵

が
掛
っ
て
い
る
。
店
は
何
回
か
改
装
し
た
け
ど
、
絵
に
あ
る
建
物
は
30
年
位
前
の

も
の
と
思
う
。
同
じ
よ
う
な
感
じ
の
店
に
し
た
か
っ
た
け
ど
、
時
間
が
な
く
て
設

計
屋
さ
ん
に
任
せ
き
り
で
、
ス
ペ
ー
ス
も
以
前
の
店
の
半
分
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
支
援
、
ご
声
援
の
お
蔭
で
店
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
お
馴
染
み
さ
ん
も
喜
ん
で
く
れ
て
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

息
子
も
一
緒
に
や
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
、息
子
夫
婦
と
私
た
ち
夫
婦
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
か
ら
市
役
所
の
移
転
も
あ
る
し
、
こ
の
街
並
み
が
ど
う

い
う
風
に
変
わ
る
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
そ
れ
が
心
配
で
す
。

⑶　
高
岩 

久
美
子
さ
ん
の
話　
昭
和
51
（
１
９
７
６
）
年
生

　
コ
ー
ヒ
ー
と
お
食
事
の
店
た
か
し
ち　

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
７
月
25
日
、
店
内
で
伺
う
。

震
え
な
が
ら
屋
根
に
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り
被
害
の
な
か
っ
た
品
物
を
２
階
に
上
げ
ま
し
た
が
、
商
品
の
８
～
９
割
は
駄
目

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
入
学
の
時
期
で
中
学
、
高
校
の
制
服
、
小
学
校
の
ウ
ェ
ア

な
ど
一
番
在
庫
が
入
っ
て
い
た
時
で
し
た
。
４
、５
日
し
た
ら
従
業
員
も
集
ま
っ
て

来
て
く
れ
て
、
ま
ず
は
掃
除
を
し
て
な
ん
と
か
場
所
を
作
り
ま
し
た
。

先
代
や
先
々
代
か
ら
ア
イ
オ
ン
台
風
の
浸
水
は
聞
い
て
い
た
の
で
、そ
の
イ
メ
ー

ジ
が
あ
っ
て
、各
売
り
場
の
従
業
員
に
、「
商
品
は
台
の
上
に
上
げ
な
さ
い
」
と
言
っ

た
の
で
す
が
、
台
ご
と
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
番
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
の
は
売
掛
の
台
帳
が
無
事
だ
っ
た
ん
で
す
。
店
舗
の
一

番
奥
に
あ
っ
た
帳
場
の
テ
ー
ブ
ル
が
津
波
で
バ
ー
ン
と
壁
に
く
っ
つ
け
ら
れ
て
、

そ
の
中
に
汚
れ
て
は
い
た
ん
で
す
が
、
全
部
あ
り
ま
し
た
。
津
波
に
あ
っ
た
お
客

さ
ま
が
入
金
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
ご
家
族
が
被
災
さ
れ
た
方
も
、
お
支
払
い
に

来
て
く
だ
さ
っ
た
り
で
、
そ
れ
は
本
当
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
ね
。

予
約
で
仕
入
れ
た
制
服
も
流
さ
れ
た
の
で
、
同
業
者
と
中
学
、
高
校
に
行
き
ま

し
て
納
品
を
５
月
ス
タ
ー
ト
に
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
ま
で
に
な
ん
と
か
新
し
い
商

品
を
取
り
寄
せ
ま
し
た
。
失
っ
た
商
品
に
は
な
ん
の
保
障
も
な
い
の
で
、
す
べ
て

自
費
で
再
仕
入
れ
を
し
ま
し
た
。
借
金
し
て
仕
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
き

つ
か
っ
た
で
す
。
補
助
金
は
店
舗
の
再
建
に
か
か
る
費
用
の
４
分
の
３
は
出
ま
す

が
、
商
品
や
店
内
の
什
器
に
は
出
な
い
ん
で
す
。
10
分
の
９
の
補
助
金
が
出
る
第

一
次
産
業
の
漁
業
、
農
業
の
方
々
は
恵
ま
れ
て
い
ま
す
ね
。

う
ち
は
た
ま
た
ま
支
店
が
２
か
所
残
り
ま
し
て
、
縮
小
も
し
ま
し
た
の
で
、
な

ん
と
か
な
り
ま
し
た
。
3
月
31
日
に
本
店
、
支
店
の
全
従
業
員
を
集
め
て
、
了
解

し
て
も
ら
っ
て
、
半
数
以
上
を
解
雇
し
ま
し
た
。
店
は
５
月
初
旬
に
制
服
が
届
い

て
か
ら
本
格
的
に
再
開
し
ま
し
た
。
新
た
に
栄
町
に
店
を
借
り
て
、
６
月
14
日
の

父
の
命
日
に
本
店
と
し
て
開
店
し
、
再
雇
用
の
従
業
員
と
共
に
新
た
な
出
発
で
し

た
。

明
治
19
年
建
造
の
蔵
を
解
体

大
震
災
か
ら
１
か
月
位
し
て
、
本
町
の
本
店
を
見
て
も
ら
っ
た
ら
、
津
波
で
柱

が
折
れ
て
壊
す
し
か
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
取
り
あ
え
ず
３
、４
、５
月
は
後
始

末
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
後
日
解
体
の
決
断
を
し
ま
し
た
。
店
内
の

歳
（
当
時
）
の
母
と
家
内
が
い
る
２
階
に
上
が
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
水
が
グ

グ
ッ
ー
と
上
が
っ
て
き
て
、
店
の
表
の
道
路
側
と
裏
側
の
両
方
か
ら
入
っ
て
き
た
。

敷
地
の
裏
が
山
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
水
が
そ
こ
に
あ
た
っ
て
家
に
入
っ
て
き
た

ん
だ
と
思
い
ま
す
。
２
階
に
い
た
の
は
私
、
母
親
、
妻
、
従
業
員
の
女
性
、
お
手

伝
い
さ
ん
の
５
名
で
し
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
従
業
員
が
泥
水
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
店
か
ら
、「
助
け
て
」

と
い
う
か
す
か
な
声
を
聞
き
つ
け
て
、「
下
に
誰
か
い
る
み
た
い
で
す
」
っ
て
言
う

の
で
、
階
段
中
ほ
ど
か
ら
下
を
見
た
ら
、
確
か
に
プ
ー
ル
の
よ
う
に
な
っ
た
真
っ

暗
な
店
の
中
に
誰
か
が
い
る
ん
で
す
よ
。
店
舗
の
造
り
は
３
段
階
に
な
っ
て
い
て
、

30
㌢
ず
つ
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
浸
水
は
90
㌢
、
１
㍍
20
㌢
、
１
㍍
50
セ
ン
チ

と
い
う
感
じ
で
、
ち
ょ
う
ど
90
㌢
く
ら
い
の
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
私
は
ジ
ャ
ン
パ
ー

に
靴
の
ま
ま
ド
ボ
ン
と
水
の
中
に
入
り
、
瓦
礫
を
か
き
分
け
な
が
ら
中
央
の
と
こ

ろ
ま
で
行
き
、
水
の
中
か
ら
40
代
の
女
性
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
女
性
は
田
老
に
帰
る
途
中
、
市
役
所
の
辺
り
で
津
波
が
来
て
、
こ
こ
ま
で

流
さ
れ
て
来
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
店
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
津
波
で
壊
れ
た
の
で
、

そ
の
間
か
ら
う
ま
く
入
っ
た
み
た
い
で
す
。
１
時
間
以
上
水
に
つ
か
っ
て
い
た
の

で
、
か
な
り
憔
悴
し
て
い
ま
し
た
が
、
お
元
気
に
な
ら
れ
て
１
か
月
後
に
お
礼
に

来
て
く
れ
ま
し
た
。

津
波
が
引
い
た
後
は
プ
ロ
パ
ン
が
心
配
だ
っ
た
の
で
、
店
内
を
見
て
回
っ
た
。

店
の
前
に
は
車
が
２
台
も
重
な
っ
て
い
て
あ
り
え
な
い
光
景
で
し
た
。

夜
に
な
っ
て
落
ち
着
い
て
か
ら
、
こ
の
ま
ま
で
は
寒
い
し
、
母
や
兄
た
ち
に
も

着
替
え
が
な
い
と
困
る
と
思
っ
て
、
家
内
と
交
通
規
制
の
中
な
ん
と
か
板
屋
の
自

宅
に
行
き
ま
し
た
。
私
の
車
は
た
ま
た
ま
上
の
方
の
駐
車
場
に
あ
り
無
事
だ
っ
た

ん
で
す
。
歩
い
て
避
難
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
て
、
ま
る
で
映
像
で
み
る
戦
時
中

の
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
着
替
え
や
食
べ
物
、
ろ
う
そ
く
な
ど
を
持
っ
て
再
び
店

に
戻
っ
て
き
て
、
ま
た
夜
の
９
時
過
ぎ
に
家
に
帰
り
ま
し
た
。

店
の
復
興

翌
朝
５
時
に
出
て
く
る
と
、
店
内
は
ぐ
し
ゃ
ぐ
し
ゃ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
と

り
あ
え
ず
で
き
る
こ
と
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
、
２
階
が
無
事
だ
っ
た
の
で
、
あ
ま
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け
ど
、
津
波
に
呑
ま
れ
て
行
方
不
明
の
ま
ま
、
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
ん
で
す
。

５
月
、
６
月
ま
で
は
仕
事
が
い
っ
ぱ
い
、
い
っ
ぱ
い
で
、
気
持
ち
に
余
裕
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

震
災
後
、
ス
ク
ー
ル
が
立
ち
消
え
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
暖
か
く
な
っ

て
き
て
、
子
供
た
ち
が
待
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
あ
な
い
か
な
と
思
っ
た
。
７
月
に
指

導
員
た
ち
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
て
、「
私
が
代
表
を
引
き
受
け
る
か
ら
、
み
な
さ
ん

協
力
し
て
く
だ
さ
い
」と
言
っ
て
、８
月
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。平
成
24（
２
０
１
２
）

年
２
月
に
は
静
岡
か
ら
、
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
に
は
埼
玉
か
ら
招
待
試
合
や

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
ボ
ー
ル
の
支
援
な
ど
、
有
難
い
お
話
が
次
か
ら
次
に
き

ま
し
た
。

私
も
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
を
や
っ
て
き
た
の
で
、
な
ん

と
か
苦
し
み
や
悲
し
み
を
乗
り
越
え
ら
れ
ま
し
た
。
母
親
が
津
波
で
行
方
不
明
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
兄
弟
の
部
員
も
元
気
に
ラ
ク
ビ
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。
弟
は
お

母
さ
ん
を
亡
く
し
た
年
か
ら
ラ
ク
ビ
ー
を
始
め
て
、
今
年
は
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
っ

て
、
本
当
に
立
派
で
す
。
仕
事
だ
け
だ
っ
た
ら
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
参
っ
て
い

た
だ
ろ
う
。
今
あ
る
の
も
前
監
督
の
お
蔭
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
町

⑸　
熊
谷 

毅
さ
ん
の
話　
昭
和
44
（
１
９
６
９
）
年
生　

　
新
町
２　
宮
古
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
熊
安　
㈲
熊
安
旅
館
専
務
取
締
役　

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
７
月
25
日
、
ホ
テ
ル
内
で
伺
う
。

ホ
テ
ル
の
５
階
か
ら
通
り
を
見
て

　
こ
の
近
く
に
あ
る
事
務
所
（
倉
庫
）
に
い
ま
し
て
、
揺
れ
が
大
き
か
っ
た
の
で
、

す
ぐ
に
ホ
テ
ル
に
戻
り
ま
し
た
。
す
で
に
停
電
に
な
っ
て
、
す
べ
て
が
止
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
う
ち
の
従
業
員
と
出
入
り
業
者
さ
ん
だ
け
で
、幸
い
お
客
様
は
い
ら
っ

し
ゃ
ら
な
か
っ
た
。

　
大
津
波
警
報
が
出
て
避
難
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
全
員
フ
ロ
ン
ト
の
後
ろ
の
事

務
所
に
集
ま
っ
て
か
ら
上
に
あ
が
っ
た
。
う
ち
の
建
物
は
９
階
ま
で
あ
り
ま
す
の

で
、
私
は
５
階
の
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
外
を
見
て
い
た
ん
で
す
。
上
の
階
に
い
た
従

業
員
が
、
津
波
の
来
る
と
こ
ろ
を
見
た
よ
う
で
、「
大
変
だ
、
本
当
に
く
る
ぞ
」
と

一
番
古
い
蔵
は
、
明
治
19
（
１
８
８
６
）
年
に
建
て
ら
れ
た
物
だ
か
ら
、
１
２
０

年
ぐ
ら
い
経
っ
て
い
ま
す
。

７
月
か
８
月
に
更
地
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
県
か
ら
「
売
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と

い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
本
当
は
売
ら
ず
に
貸
し
た
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

災
害
公
営
住
宅
を
建
て
る
と
い
う
こ
と
で
、
仮
設
に
暮
ら
す
方
た
ち
の
お
役
に
立

て
れ
ば
と
思
い
、
兄
と
相
談
し
て
手
ば
な
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
何
度
も
県
と
の

交
渉
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
県
も
な
か
な
か
の
強
気
で
…
。
も
う
創
業
地
に
戻
る

こ
と
は
な
い
と
思
う
。
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
住
ま
い
が
別
に
あ
っ
た

か
ら
気
持
ち
に
余
裕
が
あ
っ
て
、
決
心
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
再
来
年
の
春

ぐ
ら
い
に
40
所
帯
く
ら
い
の
災
害
公
営
住
宅
に
な
り
ま
す
（
２
０
１
５
年
11
月
）。

難
し
い
判
断

川
と
海
岸
が
こ
ん
な
に
近
い
と
い
う
こ
と
は
、
震
災
後
に
実
感
し
ま
し
た
。
ま

し
て
や
道
路
の
下
に
川
が
流
れ
て
い
る
こ
と
は
忘
れ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。

私
は
母
も
家
内
も
い
る
２
階
に
上
が
っ
て
助
か
っ
た
ん
で
す
が
、
兄
は
坂
の
上

に
あ
る
東
屋
さ
ん
に
逃
げ
た
ん
で
す
。
店
の
前
の
通
り
は
結
構
な
坂
に
な
っ
て
い

て
、
車
で
逃
げ
な
い
で
歩
い
て
東
屋
さ
ん
ま
で
く
れ
ば
セ
ー
フ
で
し
た
。
今
考
え

る
と
２
階
で
助
か
っ
た
の
は
結
果
論
で
、
陸
前
高
田
の
よ
う
に
３
階
ま
で
な
ぎ
倒

さ
れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
る
か
ら
、
逃
げ
た
兄
の
方
が
正
し
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
そ
の
判
断
は
瞬
時
に
は
無
理
で
し
た
。

従
業
員
も
早
く
に
帰
し
た
の
で
全
員
無
事
で
し
た
が
、
愛
宕
地
区
、
南
町
地
区
、

向
町
地
区
に
帰
る
人
は
途
中
で
津
波
に
呑
ま
れ
る
危
険
も
あ
り
、
微
妙
な
と
こ
ろ

で
し
た
。
時
間
的
に
津
波
の
来
る
前
だ
っ
た
の
で
助
か
っ
た
が
、
こ
れ
も
結
果
論

で
、返
さ
な
い
で
店
か
ら
高
台
に
逃
げ
る
の
が
正
解
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。た
だ
、

商
品
を
２
階
に
上
げ
る
作
業
を
さ
せ
て
い
た
ら
ア
ウ
ト
だ
っ
た
か
ら
、
物
を
優
先

さ
せ
な
く
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ラ
ク
ビ
ー
で
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

宮
古
ラ
ク
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
で
小
学
生
の
指
導
員
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の

監
督
さ
ん
は
分
団
の
半
纏
を
着
て
、
愛
宕
か
ら
鍬
ヶ
崎
に
警
備
に
行
っ
た
ん
で
す
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願
い
し
ま
し
た
。

　
中
央
通
の
歩
道
に
船
が
流
れ
て
き
て
い
ま
し
た
ね
。
ホ
テ
ル
の
隣
に
あ
っ
た
古

い
建
物
は
50
年
く
ら
い
経
た
っ
て
い
ま
し
て
、
柱
な
ど
が
壊
れ
た
の
で
全
部
解
体

し
ま
し
た
。
当
日
そ
こ
の
お
店
の
方
々
は
避
難
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
女
性
従
業

員
さ
ん
が
１
人
水
に
浸
か
っ
て
亡
く
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
１
週
間
後
に
保
久
田
の
ア
パ
ー
ト
に
帰
っ
て
み
た
ら
、
足
元
か
ら
30
㌢
く
ら
い

の
と
こ
ろ
に
水
の
跡
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　
２
か
月
後
の
５
月
下
旬
に
、
電
気
、
ガ
ス
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
水
道
関
係
が
復

旧
し
て
や
っ
と
仮
営
業
と
い
う
形
で
、
取
り
あ
え
ず
朝
食
な
し
の
素
泊
ま
り
で
再

開
し
ま
し
た
。
９
月
あ
た
り
か
ら
通
常
に
戻
り
、
朝
食
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

震
災
後
は
復
旧
工
事
や
港
湾
関
係
の
お
客
様
が
逆
に
増
え
て
、
震
災
前
よ
り

ち
ょ
っ
と
混
ん
で
き
て
い
る
ん
で
す
よ
。
今
困
っ
て
い
る
の
は
人
手
不
足
で
す
ね
。

震
災
後
は
社
員
が
少
な
く
な
っ
て
、
求
人
を
出
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
な
か
な
か

決
ま
ら
な
い
。
人
口
は
減
少
傾
向
で
あ
る
よ
う
で
す
け
ど
、働
く
人
が
大
幅
に
減
っ

て
い
る
と
も
思
え
な
い
。
お
そ
ら
く
求
人
件
数
が
復
興
関
係
で
増
え
て
い
る
の
で
、

そ
の
関
係
で
人
が
不
足
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
建
設
関
係
が
一
番
足
り

な
い
ら
し
い
で
す
け
れ
ど
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ま
た
不
足
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
人
手
が
確
保
で
き
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
中
央
通
は
移
転
さ
れ
た
方
も
い
て
更
地
に
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
近
く

の
小
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
が
、
地
震
や
津
波
が
来
た
と
き
に
一
時
的
に
避
難
で
き

る
と
い
う
避
難
ビ
ル
の
指
定
を
い
た
だ
い
き
ま
し
て
、
玄
関
の
前
に
〈
津
波
シ
ェ

ル
タ
ー
〉
の
プ
レ
ー
ト
を
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。

大
通
１
丁
目

⑹　
坂
本 
智
子
さ
ん
の
話　
昭
和
33
（
１
９
５
８
）
年
生

　
大
通
１
丁
目　
シ
ュ
ー
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
さ
と
う

　
（
震
災
後
向
町
３　
宮
古
市
中
央
通
商
店
街
振
興
組
合
事
務
局
に
勤
務
）

　
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
11
月
20
日
、
組
合
事
務
所
内
で
伺
う
。

中
央
通
商
店
街
を
往
復
し
て
高
台
に
避
難

言
い
ま
し
て
、ま
も
な
く
本
当
に
津
波
が
き
ま
し
た
。津
波
が
ダ
ッ
ー
と
来
ま
し
て
、

ホ
テ
ル
の
前
が
２
㍍
ぐ
ら
い
浸
水
し
て
、
こ
の
辺
り
一
帯
が
プ
ー
ル
状
態
に
な
り

ま
し
た
。
し
ば
ら
く
は
上
に
い
ま
し
た
が
、
だ
い
た
い
２
時
間
ぐ
ら
い
は
浸
水
状

態
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
の
浸
水
は
１・５
㍍
ぐ
ら
い
で
、
ロ
ビ
ー
に
シ
ー
ル

が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。

　
ホ
テ
ル
の
西
側
に
40
～
50
代
の
女
性
が
流
さ
れ
て
き
ま
し
て
、「
助
け
て
」
と
言

う
声
を
聞
き
つ
け
た
従
業
員
が
、
３
人
く
ら
い
か
け
つ
け
て
、
ひ
さ
し
の
低
く
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
引
き
上
げ
て
助
け
ま
し
た
。
元
気
に
な
る
ま
で
ホ
テ
ル
の
部

屋
で
１
週
間
く
ら
い
休
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　
水
が
引
き
始
め
た
の
は
、
だ
い
た
い
日
没
で
暗
く
な
っ
た
あ
た
り
、
６
時
ぐ
ら

い
で
し
た
。
だ
ん
だ
ん
、
だ
ん
だ
ん
、
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
く
り
と
引
い
て
行
っ
て
、

引
い
た
時
は
、
も
う
真
っ
暗
で
し
た
。
下
に
様
子
を
見
に
行
っ
て
、
だ
め
だ
と
思

い
ま
し
た
。
停
電
し
て
い
て
真
っ
暗
な
状
態
で
な
に
も
で
き
な
い
の
で
、
取
り
あ

え
ず
今
晩
は
空
い
て
い
る
客
室
に
泊
ま
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
従
業
員
の
ほ

と
ん
ど
が
泊
ま
り
ま
し
た
。

被
害
と
復
興

　
ホ
テ
ル
は
２
か
月
間
休
業
し
ま
し
た
。
客
室
の
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な

の
で
修
理
も
そ
れ
ほ
ど
か
か
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
食
堂
の
あ
る
建
物
は
鉄
骨

造
り
で
、
壁
の
中
の
空
洞
に
水
が
入
っ
た
の
で
、
全
部
開
け
て
掃
除
、
修
理
し
、

壁
と
天
井
な
ど
の
内
装
工
事
を
し
ま
し
た
。
一
部
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
の
で
、
そ

こ
か
ら
書
類
な
ど
が
流
さ
れ
ま
し
た
が
、
中
の
物
は
だ
い
た
い
残
っ
て
い
ま
し
た
。

食
堂
の
椅
子
な
ど
は
修
理
し
ま
し
た
。
た
だ
、
１
階
に
あ
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

や
電
話
交
換
機
な
ど
の
機
械
関
係
は
ほ
と
ん
ど
駄
目
に
な
り
ま
し
て
、
全
部
処
分

し
ま
し
た
。
厨
房
の
冷
蔵
庫
は
修
理
で
き
る
も
の
は
修
理
し
て
、
新
品
も
入
れ
て

補
い
ま
し
た
。
エ
ア
コ
ン
と
給
湯
器
は
屋
上
に
あ
っ
た
の
で
無
事
で
し
た
。
市
役

所
で
一
部
補
助
が
認
め
ら
れ
て
建
物
な
ど
の
修
復
修
繕
に
補
助
金
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
事
務
所
（
倉
庫
）
は
２
㍍
20
㌢
ぐ
ら
い
浸
水
し
て
、
１
階
に
あ
っ
た
物
は
全
部

駄
目
に
な
り
ま
し
た
。
泥
出
し
が
大
変
だ
っ
た
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
お
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て
、
両
親
は
車
の
中
で
暖
を
と
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
ア
イ
パ
ッ
ト
で

市
役
所
の
映
像
を
見
て
、
初
め
て
自
分
た
ち
が
ど
う
い
う
状
況
に
い
る
か
と
い
う

こ
と
が
わ
か
っ
た
ん
で
す
。

　
そ
の
夜
は
弟
の
家
で
、
下
は
怖
い
か
ら
２
階
の
ひ
と
つ
の
所
に
布
団
を
敷
い
て
、

反
射
式
の
ス
ト
ー
ブ
と
ロ
ー
ソ
ク
を
つ
け
て
、
皆
寄
り
添
う
よ
う
な
形
で
過
ご
し

ま
し
た
。
余
震
が
来
る
た
び
に
ロ
ー
ソ
ク
と
ス
ト
ー
ブ
を
押
さ
え
て
い
ま
し
た
。

　
ご
近
所
や
外
に
い
る
方
々
、
特
に
女
性
は
お
ト
イ
レ
が
大
変
だ
っ
た
の
で
、
た

ま
た
ま
風
呂
の
浴
槽
に
水
が
あ
っ
た
の
で
、
下
の
入
口
は
開
け
て
お
い
て
、
ト
イ

レ
を
使
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

離
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は

　
長
男
と
長
女
は
東
京
で
暮
ら
し
、
次
男
は
大
学
受
験
の
た
め
に
10
日
に
東
京
に

行
き
、
11
日
は
受
験
地
へ
移
動
し
て
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
避
難
所
で
は
な
く
自
宅
待
機
で
い
る
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
ん
で
す
。

そ
れ
で
、
避
難
者
名
簿
に
記
帳
し
よ
う
と
思
い
、
宮
古
小
学
校
に
行
っ
た
ん
で
す

が
、避
難
所
は
パ
ニ
ッ
ク
状
態
で「
自
宅
で
待
機
で
き
る
方
は
戻
ら
れ
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
こ
と
で
、
記
帳
も
し
な
い
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
都
会
で
テ
レ
ビ
を
見
て

い
る
人
は
避
難
所
の
名
簿
で
無
事
を
確
認
す
る
ら
し
い
ん
で
す
よ
。い
つ
ま
で
た
っ

て
も
私
た
ち
の
名
前
が
な
い
の
で
、「
も
う
、だ
め
だ
」と
思
っ
た
ら
し
い
ん
で
す
ね
。

電
話
も
携
帯
も
駄
目
だ
っ
た
の
で
、
し
ば
ら
く
は
連
絡
が
と
れ
な
い
状
態
で
し
た
。

　
最
初
は
電
話
を
借
り
よ
う
と
宮
古
病
院
に
行
き
ま
し
た
が
、
と
て
も
電
話
を
借

り
る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
佐
原
団
地
の
知
り
合
い
の
と

こ
ろ
に
行
き
、
そ
の
方
の
ａ
ｕ
が
娘
の
携
帯
に
繋
が
っ
た
の
で
、「
父
さ
ん
も
母
さ

ん
も
生
き
て
い
る
か
ら
ね
。
そ
っ
ち
は
３
人
で
い
て
ち
ょ
う
だ
い
」
と
一
言
だ
け

言
い
ま
し
た
。
16
日
に
消
防
署
に
衛
星
電
話
が
つ
い
て
、
ひ
と
り
５
分
間
だ
け
話

す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
同
級
生
の
１
人
に
連
絡
を
取
っ
て
、
そ
こ
か
ら
み
ん
な

に
無
事
を
伝
え
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
。

　
次
男
坊
は
そ
の
ま
ま
東
京
に
留
ま
り
、
そ
の
後
東
京
の
大
学
に
行
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
銀
行
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
、
入
学
金
を
送
金
で
き
な
く
て
困
ま
り
ま

し
た
。
大
学
に
連
絡
し
て
も
思
う
よ
う
に
繋
が
ら
な
い
し
、
状
況
も
理
解
し
て
も

　
中
央
通
商
店
街
に
あ
る
実
家
の
シ
ュ
ー
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
さ
と
う
（
大
通
1
丁

目
）
で
、
店
番
を
し
て
い
ま
し
た
。
母
は
キ
ャ
ト
ル
の
臨
時
店
舗
の
店
番
に
、
父

と
弟
は
店
の
２
階
に
い
ま
し
た
。
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
ひ
ど
い

揺
れ
で
、
電
源
が
落
ち
ま
し
た
の
で
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

津
波
が
来
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
け
ど
、
正
直
言
っ
て
、
こ
こ
に
来
る
と
思
っ
て
い

な
い
ん
で
す
。「
ち
ょ
っ
と
大
き
い
よ
ね
」
と
言
う
こ
と
で
、
駅
の
西
の
方
に
住
ん

で
い
る
店
員
さ
ん
を
帰
し
て
、
身
内
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。
取
り
あ
え
ず
横
町
の

弟
の
家
に
行
く
こ
と
に
し
て
、
父
、
弟
、
弟
の
嫁
さ
ん
が
車
に
乗
っ
た
と
こ
ろ
に
、

母
が
キ
ャ
ト
ル
か
ら
走
っ
て
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
母
も
す
ぐ
に
車
に
乗
っ
て
、
４

人
で
横
町
の
家
に
行
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
余
震
も
あ
り
心
配
な
の
で
、
父
と
母
は

さ
ら
に
山
の
上
の
方
に
上
げ
ま
し
た
。

　
私
は
戸
締
り
を
し
て
お
こ
う
と
思
っ
て
、
取
り
あ
え
ず
市
役
所
の
す
ぐ
そ
ば
の

新
川
町
の
自
宅
に
戻
っ
た
ん
で
す
。
途
中
で
今
ま
で
一
度
も
聞
い
た
こ
と
が
な
い

「
大
津
波
警
報
」
と
い
う
の
が
聞
こ
え
て
き
た
の
で
、
自
分
と
旦
那
の
下
着
な
ど
２

日
分
を
ち
っ
ち
ゃ
い
バ
ッ
ク
に
入
れ
て
、
戸
締
り
を
し
て
20
分
く
ら
い
で
家
を
出

た
ん
で
す
。
主
人
は
市
役
所
の
職
員
だ
か
ら
、
こ
う
い
う
と
き
は
帰
っ
て
こ
な
い

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
家
族
の
と
こ
ろ
へ
戻
り
ま
し
た
。

　
ロ
ー
ソ
ン
さ
ん
（
本
町
１
）
が
一
番
先
に
お
店
を
閉
め
た
ん
で
す
。
ロ
ー
ソ
ン

さ
ん
が
閉
め
る
と
い
う
こ
と
は
よ
ほ
ど
の
こ
と
だ
な
と
感
じ
て
、
逃
げ
な
く
て
は

い
け
な
い
と
い
う
意
識
に
な
り
ま
し
た
。
津
波
が
来
る
ち
ょ
っ
と
前
だ
と
思
う
ん

で
す
け
ど
、
道
路
が
黒
く
な
っ
て
き
て
、
そ
れ
が
水
と
い
う
感
覚
も
な
か
っ
た
ん

で
す
が
、「
水
が
来
ま
し
た
、
水
が
来
ま
し
た
！
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
た
ん
で
す
。

ま
だ
み
な
さ
ん
街
の
様
子
を
見
て
い
ま
し
た
が
、「
み
ん
な
、
こ
こ
に
上
が
れ
、
上

が
れ
！
」
と
言
っ
て
、
こ
の
辺
に
い
た
人
た
ち
は
、
ち
ょ
っ
と
高
く
な
っ
て
い
る

東
屋
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
上
が
っ
た
ん
で
す
。
私
は
弟
の
家
に
行
き
、
そ
こ
か
ら
さ

ら
に
両
親
と
共
に
高
台
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　
４
時
半
頃
高
台
か
ら
少
し
下
り
て
、
中
央
通
の
様
子
を
見
に
行
く
と
、
シ
ュ
ー

ズ
シ
ョ
ッ
プ
の
正
面
に
取
り
付
け
た
赤
い
店
舗
テ
ン
ト
の
所
ま
で
水
が
来
て
い
ま

し
た
。
た
ま
た
ま
宮
古
に
来
て
い
た
盛
岡
の
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
の
車
が
高
台
に

避
難
し
て
い
て
、「
年
配
の
方
々
は
車
の
中
で
暖
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
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こ
ち
ら
（
海
）
側
の
人
た
ち
は
毎
日
カ
ッ
パ
を
着
て
、
長
靴
を
履
い
て
、
軍
手
に

マ
ス
ク
、
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
下
げ
て
、
５
時
、
６
時
に

な
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
所
に
戻
る
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

　
実
家
の
店
は
中
央
通
を
閉
め
て
キ
ャ
ト
ル
の
店
舗
だ
け
で
再
開
す
る
こ
と
に
な

り
、
私
は
振
興
組
合
の
事
務
局
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
当
時
は
生
き

て
い
る
人
も
必
死
で
、
悲
し
ん
で
い
る
間
も
余
裕
も
な
く
て
、
自
分
た
ち
が
こ
れ

か
ら
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
先
で
し
た
。
今
は
き
れ
い
に
な
っ
た
空
地
を

見
る
と
む
な
し
く
感
じ
ま
す
。

５　
大
通
１
丁
目
商
店
会

　
中
央
通
商
店
街
に
続
き
、
末
広
町
商
店
街
と
の
間
に
位
置
し
て
い
る
。
商
店
は

震
災
後
増
減
１
で
震
災
前
と
同
数
の
９
店
舗
で
あ
る
。
住
所
は
大
通
１
丁
目
（
本

章
３
）、
町
内
会
は
大
通
１
丁
目
２
組
に
属
し
て
い
る
。

　
「
３
・
11
」
の
津
波
の
浸
水
は
ほ
ぼ
2
㍍
。
中
央
通
商
店
街
と
同
様
に
家
屋
、
店

舗
の
１
階
が
壊
滅
状
態
と
な
り
、
大
き
な
被
害
が
出
て
い
る
。

　
震
災
後
に
商
店
会
を
再
結
成
し
、
両
隣
の
商
店
街
と
の
連
携
事
業
「
宮
古
あ
き

ん
ど
復
興
市
」
に
参
加
し
て
い
る
。

⑴　
中
村 

進
さ
ん
の
話　
昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年
生　

　
大
通
１
丁
目　
中
村
生
花
店
大
通
店
、
大
通
１
丁
目
商
店
会
会
長　

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
４
月
27
日
、
大
通
店
内
で
伺
う
。

家
族
と
合
同
庁
舎
に
避
難

　
こ
こ
大
通
と
末
広
町
に
店
舗
が
あ
り
ま
す
。
当
日
は
大
通
店
の
２
階
で
お
花
の

教
室
を
や
っ
て
い
て
、
ほ
と
ん
ど
終
わ
り
か
け
た
時
に
ぐ
ら
っ
と
き
た
。
取
り
あ

え
ず
下
に
降
り
て
、
駐
車
場
に
行
っ
た
。
生
徒
さ
ん
の
１
人
は
、「
出
て
行
こ
う
、

出
て
行
こ
う
」
と
言
っ
て
も
、
怖
が
っ
て
、「
こ
こ
に
い
る
」
と
テ
ー
ブ
ル
の
下
に

隠
れ
て
い
た
ん
で
す
。

　
最
初
の
津
波
情
報
は
１
㍍
と
か
２
㍍
、
あ
ま
り
規
模
は
大
き
く
な
い
感
じ
だ
っ

た
。地
震
は
大
き
か
っ
た
け
れ
ど
も
、過
去
に
こ
こ
に
津
波
が
来
た
こ
と
な
い
か
ら
、

の
ん
び
り
し
て
い
た
ん
で
す
。
だ
ん
だ
ん
に
騒
が
し
く
な
っ
て
き
て
、
３
㍍
か
ら

ら
え
な
い
。
親
戚
に
頼
ん
で
な
ん
と
か
無
事
に
手
続
き
が
で
き
ま
し
た
が
、
送
金

が
で
き
な
い
た
め
に
１
年
を
棒
に
振
る
の
か
と
思
っ
た
ら
、
可
哀
そ
う
で
不
安
で

し
た
。

軍
手
に
マ
ス
ク
の
生
活

　
水
と
電
気
が
復
旧
し
た
の
は
４
日
後
で
、
そ
の
間
は
常
安
寺
の
沢
水
を
汲
み
に

行
き
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
に
給
水
車
が
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
父
親
の
薬

の
水
を
駅
の
向
こ
う
ま
で
買
い
に
行
っ
て
も
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
１
階
の
商
品
は
全
滅
で
し
た
。
し
か
も
１
年
の
中
で
一
番
仕
入
れ
量
も
多
く
て
、

新
入
学
に
向
け
て
、
倉
庫
に
あ
っ
た
物
を
全
部
店
に
下
し
た
ば
っ
か
り
の
と
こ
ろ

で
、
大
変
だ
っ
た
ん
で
す
。
長
靴
は
か
さ
ば
る
の
で
倉
庫
に
上
げ
て
あ
り
ま
し
た
。

取
り
あ
え
ず
作
業
す
る
に
も
長
靴
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、
横
町
の
ガ
レ
ー
ジ
ま

で
運
ん
で
、
必
要
な
人
に
安
く
分
け
ま
し
た
。

　
私
は
自
宅
に
戻
る
と
い
う
感
覚
は
な
く
て
、
店
の
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た
同
級
生
が
、「
お
め
ん
ち
、
ひ
で
ぇ
ぞ
」
と
言
わ
れ
て
も
、

見
な
い
う
ち
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

　
２
日
目
あ
た
り
に
旦
那
が
横
町
に
来
て
、
お
互
い
の
無
事
を
確
認
し
て
、
旦
那

に
「
家
に
行
っ
て
見
た
か
。
実
印
な
ん
か
ど
う
し
た
ん
だ
」
と
言
わ
れ
て
、
そ
れ

か
ら
３
日
目
に
行
っ
て
見
た
ん
で
す
。
１
階
は
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、ス
チ
ー
ル
の
塀
と
大
き
な
木
が
植
え
て
あ
っ
た
の
で
、大
き
な
物
は
入
ら
ず
、

家
が
壊
れ
る
ま
で
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
土
台
を
80
㌢
ほ
ど
高
く
し
て

あ
っ
た
の
で
、
水
は
２
階
ま
で
上
が
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
後
で
天
井
裏
を
は

が
し
て
み
た
ら
、
葉
っ
ぱ
が
刺
さ
っ
て
い
た
の
で
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
だ
っ
た
ん

で
す
ね
。

　
40
日
く
ら
い
弟
の
家
で
世
話
に
な
り
、
そ
の
後
両
親
と
店
の
２
階
に
移
り
ま
し

た
。
私
は
毎
日
店
か
ら
自
宅
の
片
付
け
に
通
い
ま
し
た
。
ご
み
を
出
し
て
、
泥
か

き
を
し
て
、
水
を
か
け
て
洗
っ
て
、
２
か
月
く
ら
い
は
か
か
り
ま
し
た
ね
。
そ
の

後
修
繕
し
て
、
自
宅
に
戻
っ
た
の
は
９
月
で
し
た
。

　
駅
を
境
目
に
し
て
、
海
側
と
山
側
で
は
生
活
が
全
く
違
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
ん

ど
ん
春
に
向
っ
て
い
く
の
で
、
被
害
の
な
い
方
は
春
の
装
い
に
な
る
ん
で
す
よ
。
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リ
ン
が
不
足
で
、
毎
朝
２
時
３
時
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
並
ん
で
、
配
給
だ
っ

た
か
ら
、
１
回
に
確
か
10
リ
ッ
タ
ー
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
満
タ
ン
に
は
し
て
く
れ

な
い
。
全
部
の
ス
タ
ン
ド
が
開
い
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
あ
な
か
っ
た
か
ら
、
ズ
ラ
ッ
ー

と
並
ん
で
す
ご
い
人
だ
っ
た
。
前
の
日
の
夜
か
ら
車
を
止
め
て
、
場
所
取
り
す
る

人
も
い
た
。
順
番
待
ち
の
札
が
出
て
、「
こ
こ
ま
で
、
あ
と
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん
」

と
い
う
日
も
あ
っ
た
。
あ
あ
い
う
苦
労
も
忘
れ
て
し
ま
っ
た
な
。

復
興

　
店
の
お
客
さ
ん
が
前
の
と
お
り
に
戻
っ
た
の
は
１
年
ぐ
ら
い
、
ち
ゃ
ん
と
仕
事

を
戻
す
の
に
は
１
年
以
上
か
か
っ
た
。

　
店
を
建
て
直
す
に
は
時
間
が
か
か
る
ん
で
す
。
末
広
町
の
店
舗
で
す
が
、
被
災

し
た
土
地
の
空
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
建
て
て
、
そ
れ
か
ら
建
物
を
壊
す
と
い
う
時

間
を
与
え
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。「
壊
し
た
い
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
う

だ
け
で
、
補
助
金
の
話
も
ま
だ
な
か
っ
た
。「
い
つ
壊
し
に
く
る
の
か
わ
か
り
ま
せ

ん
」「
壊
し
た
い
方
は
申
請
し
て
、
壊
す
体
制
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ

れ
た
た
め
に
、
結
局
動
け
な
か
っ
た
ん
で
す
。
建
物
を
撤
去
す
る
ま
で
に
時
間
が

あ
っ
て
、
も
っ
と
早
く
に
補
助
金
の
話
が
あ
れ
ば
、
店
の
再
建
も
変
わ
っ
て
い
た

と
思
う
。
行
政
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
も
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
何
も
言
っ
て

き
ま
せ
ん
ね
。

　
４
年
経
っ
て
今
は
落
ち
着
い
て
い
る
け
ど
、
こ
の
先
は
不
安
。
仕
事
が
回
る
と

い
う
計
画
の
も
と
で
借
金
も
し
て
い
る
。
た
だ
、
復
興
の
た
め
に
土
を
盛
り
上

げ
て
い
る
か
ら
、
流
れ
が
変
わ
る
で
し
ょ
。
例
え
ば
、
建
物
が
変
わ
っ
て
ど
っ
か

の
商
店
街
が
ガ
ラ
ッ
ー
と
な
く
な
れ
ば
、
そ
こ
の
お
得
意
さ
ん
が
い
な
く
な
る
で

し
ょ
。
だ
か
ら
、
全
部
成
っ
て
み
な
い
と
、
わ
か
ん
な
い
で
す
よ
ね
。
あ
る
程
度

横
ば
い
か
、
下
る
か
っ
て
感
じ
だ
け
ど
、
流
れ
が
は
っ
き
り
決
ま
ら
な
い
と
わ
か

ら
な
い
で
す
ね
。

⑵　
川
崎 
礼
子
さ
ん
の
話　
昭
和
41
（
１
９
６
５
）
年
生

　
大
通
1
丁
目　
中
村
生
花
店	

大
通
店
従
業
員　

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
４
月
27
日
、
大
通
店
内
で
伺
う
。

６
㍍
と
か
聞
こ
え
て
き
て
、
周
り
の
人
が
逃
げ
始
め
た
。
そ
こ
で
、「
俺
た
ち
も
逃

げ
よ
う
」
っ
て
言
っ
て
、
店
先
の
花
を
７
割
か
８
割
く
ら
い
店
の
中
に
入
れ
た
と

き
に
、「
大
き
い
津
波
が
来
る
ぞ
！　
逃
げ
ろ
！　
逃
げ
ろ
！
」
と
い
う
声
が
聞
こ

え
て
き
た
。
え
ー
、
本
当
か
な
と
思
っ
て
、
残
り
の
花
を
パ
ッ
パ
ッ
パ
と
中
に
入

れ
て
、
末
広
町
の
本
店
に
行
っ
た
。
妻
と
息
子
と
合
流
し
て
宮
古
小
学
校
へ
行
き
、

そ
こ
か
ら
山
の
方
に
逃
げ
た
。

　
そ
の
晩
は
家
族
で
合
同
庁
舎
に
泊
ま
っ
た
。
発
電
機
が
あ
っ
た
の
で
、
テ
レ
ビ

を
見
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
そ
の
日
は
お
花
の
教
室
で
昼
を
食
べ
て
い
な

い
ま
ま
だ
っ
た
が
、
夜
11
頃
に
な
っ
て
か
ら
食
料
の
配
給
が
あ
っ
た
。
結
構
な
人

数
の
人
が
避
難
し
て
い
て
、
最
初
の
晩
は
仕
事
場
で
職
員
の
人
た
ち
の
椅
子
で
仮

眠
を
取
っ
た
。
次
の
日
に
は
ち
ゃ
ん
と
し
た
大
き
な
ホ
ー
ル
に
移
っ
た
。

　
次
の
日
、
よ
う
や
く
歩
い
て
状
況
を
見
に
来
た
ら
街
は
す
ご
か
っ
た
。
び
っ
く

り
し
た
。大
通
の
店
も
末
広
町
の
店
も
水
が
入
り
、１
階
は
も
う
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
で
、

商
品
は
全
滅
だ
っ
た
。
１
、２
日
は
水
が
出
な
か
っ
た
の
で
、
仕
事
も
な
に
も
で
き

な
い
。
水
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
３
日
か
４
日
後
で
、
そ
れ
ま
で
は
動
け
な

い
ん
だ
か
ら
困
っ
た
。
電
気
は
も
っ
と
遅
か
っ
た
。

　
合
同
庁
舎
に
３
日
、
４
日
泊
ま
っ
て
、
そ
の
後
は
末
広
町
の
本
店
２
階
や
娘
の

ア
パ
ー
ト
で
生
活
し
、
店
の
片
付
け
を
し
た
。

仕
事
の
再
開

　
魚
菜
市
場
は
被
災
し
て
な
か
っ
た
の
で
、
在
庫
の
あ
る
１
週
間
く
ら
い
は
営
業

し
て
、
そ
の
後
１
か
月
間
ぐ
ら
い
で
閉
め
た
。
大
通
と
末
広
町
の
店
は
片
付
け
を

し
な
が
ら
、
取
り
あ
え
ず
切
り
花
だ
け
置
い
た
け
ど
、
み
ん
な
花
ど
こ
ろ
で
は
な

か
っ
た
。
２
週
間
後
、
卸
し
の
関
係
や
お
得
意
さ
ん
を
回
っ
て
み
た
が
、
ほ
と
ん

ど
が
浜
ど
こ
だ
か
ら
、
被
災
し
て
い
た
。
う
ち
の
店
も
、
も
う
だ
め
か
な
っ
て
思
っ

た
。
葬
儀
屋
さ
ん
も
被
災
し
て
い
て
、
花
ど
こ
ろ
か
葬
儀
そ
の
も
の
が
で
き
る
状

況
で
は
な
か
っ
た
。
５
月
の
連
休
あ
た
り
か
ら
な
ん
ぼ
か
動
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
車
は
全
部
や
ら
れ
た
。
最
初
は
軽
自
動
車
が
見
つ
か
っ
て
、
次
に
見
つ
か
っ
た

の
も
小
さ
い
車
で
、
大
き
い
車
が
見
つ
か
る
ま
で
は
時
間
が
か
か
っ
た
。
車
が
な

い
と
仕
事
に
な
ん
な
い
か
ら
ね
。
ま
ず
軽
自
動
車
が
見
つ
か
っ
て
、
今
度
は
ガ
ソ
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す
る
と
、
消
防
車
が
「
津
波
が
来
る
、
逃
げ
ろ
！
」
と
言
う
の
が
聞
こ
え
た
。
女

房
は
ち
ょ
う
ど
帰
省
し
て
家
に
い
た
三
男
坊
に
、
中
学
生
の
末
娘
を
迎
え
に
行
か

せ
た
。
私
は
親
父
の
車
椅
子
を
押
し
て
、
そ
の
途
中
で
次
男
坊
と
一
緒
に
な
っ
て
、

宮
古
小
学
校
に
逃
げ
た
ん
で
す
。
女
房
は
ち
ょ
っ
と
遅
れ
て
き
た
の
で
ぎ
り
ぎ
り

だ
っ
た
。

　
「
６
㍍
の
津
波
が
来
る
」と
い
う
の
を
、な
ん
か
で
聞
い
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
じ
ゃ

あ
18
㍍
は
来
る
。
じ
ゃ
あ
、
こ
こ
も
危
な
い
と
、
な
ぜ
か
そ
う
思
っ
て
避
難
し
た

ん
で
す
。
避
難
は
ち
ょ
っ
と
遅
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
陸
中
ビ
ル
で
バ
イ
ク
を
止
め

い
て
い
た
場
所
が
離
れ
て
た
ん
で
、
そ
こ
ま
で
歩
っ
て
行
っ
た
か
ら
。
あ
と
５
分

遅
か
っ
た
ら
、
宮
古
小
学
校
に
行
け
な
く
て
、
私
た
ち
も
２
階
に
避
難
し
た
と
思

い
ま
す
。

　
避
難
し
て
、
大
し
た
時
間
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
浸
水
が
始
ま
っ
て
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
半
分
く
ら
い
ま
で
水
が
来
て
、
先
生
方
の
車
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
一

斉
に
鳴
り
出
し
た
と
き
に
は
、
も
う
パ
ニ
ッ
ク
で
す
ね
。
学
校
長
か
誰
か
が
、「
津

波
が
来
る
か
ら
小
学
生
は
３
階
に
上
が
れ
！　

お
年
寄
り
の
方
も
高
い
所
に
上

が
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
、
若
い
人
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
、
う
ち
の
親

父
や
車
椅
子
の
方
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
を
体
育
館
の
２
階
に
上
げ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
分
団
か
ら
布
団
や
マ
ッ
ト
レ
ス
が
き
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
と
き
に
わ
っ

と
一
斉
に
人
が
集
ま
っ
て
、
軽
い
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
ま
し
た
。

「
水
も
ね
え
し
、
ど
う
し
よ
う
も
ね
え
な
」
と
、
近
く
の
宮
古
商
工
会
に
水
を
も

ら
い
に
行
き
ま
し
た
。
親
父
を
避
難
さ
せ
る
と
き
、
寒
い
か
ら
普
段
着
に
丹
前
毛

布
１
枚
だ
け
を
着
せ
て
き
た
け
ど
、
人
も
だ
ん
だ
ん
増
え
て
き
て
、
こ
の
ま
ま
だ

と
親
父
が
病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
っ
た
。
そ
れ
で
、
宮
町
の
建
物
（
メ
ガ
ネ

の
弐
萬
圓
堂
）
が
無
事
か
ど
う
か
確
認
し
よ
う
と
、
魚
菜
市
場
の
近
く
を
遠
回
り

し
て
、
山
口
小
学
校
の
近
く
か
ら
川
沿
い
に
下
っ
て
宮
町
ま
で
行
っ
た
。

宮
町
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
と
こ
ろ
に
は
心
配
し
て
い
た
三
男
坊
と
娘
、
そ
し
て
長

男
が
い
た
。
三
男
坊
と
娘
は
大
通
の
家
に
帰
ろ
う
と
八
幡
踏
切
の
と
こ
ろ
ま
で
来

た
ら
、「
津
波
だ
！
」
と
騒
ぐ
声
が
聞
こ
え
た
の
で
、
す
ぐ
に
宮
町
の
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
家
に
避
難
し
た
。
そ
こ
に
宮
町
で
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
長
男
も
来
た
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
宮
町
の
家
と
子
ど
も
た
ち
の
無
事
が
確
認
で
き
た
の
で
、
ま
た
小
学

13
日
か
ら
真
っ
暗
な
自
宅
で

　
私
は
店
を
出
た
あ
と
自
分
の
車
が
置
い
て
あ
る
駐
車
場
を
確
認
し
て
か
ら
、
末

広
町
の
店
で
社
長
た
ち
と
合
流
し
て
、
宮
古
小
学
校
に
行
っ
た
ん
で
す
。
校
庭
に

も
水
が
来
た
の
で
、「
上
へ
あ
が
れ
」
と
言
わ
れ
て
、
山
の
方
に
行
っ
た
。
結
構
な

人
が
い
た
け
ど
、
な
に
も
状
況
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
合
同
庁
舎
に

避
難
し
て
11
時
頃
に
食
料
の
配
給
が
あ
っ
た
。

　
次
の
夜
は
す
ご
い
爆
発
音
が
聞
こ
え
た
。
す
ご
か
っ
た
。
農
林
課
の
３
階
の
窓

か
ら
「
ど
こ
？
」
っ
て
見
て
い
た
ん
で
す
よ
。
そ
し
て
ら
、「
大
通
だ
っ
て
よ
。
火

事
で
な
に
か
が
爆
発
し
た
ん
だ
」
っ
て
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
後
藤
医
院
の
か
な
り

の
数
の
患
者
さ
ん
た
ち
が
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
宮
古
小
学
校
に
避
難
し
て
行
っ
た
と
聞

き
ま
し
た
。

　

２
晩
し
て
、
避
難
所
に
い
て
も
疲
れ
る
か
ら
、
電
気
が
つ
い
て
い
な
い
け
ど
、

自
宅
に
帰
っ
た
。
真
っ
暗
で
暖
房
も
な
い
。
私
の
と
こ
ろ
は
水
と
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

が
出
た
の
で
、
や
か
ん
で
お
湯
を
沸
か
し
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
て
、
足
を
温

め
た
り
、
洗
面
所
に
頭
を
突
っ
込
ん
で
髪
を
洗
っ
た
。
電
気
が
き
て
い
な
か
っ
た

の
で
真
っ
暗
で
、
ま
る
で
幽
霊
屋
敷
で
す
よ
。
周
り
も
全
然
わ
か
ら
な
い
。
何
軒

か
は
い
た
よ
う
な
気
も
し
た
け
ど
、
暗
く
て
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

　
次
の
日
か
ら
お
店
の
片
付
け
に
通
い
ま
し
た
が
、
社
長
が
食
べ
物
を
た
く
さ
ん

用
意
し
て
く
れ
て
い
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
私
の
車
は
、
下
ば
か
り
見
て
探
し
て
い
た
ら
、
家
と
家
の
間
に
４
台
く
ら
い
重

な
っ
て
い
て
、
そ
の
て
っ
ぺ
ん
に
乗
っ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
生
活
の
一
部
で
す
か

ら
と
て
も
悲
し
く
思
い
ま
し
た
。

⑶　
大
森 

進
さ
ん
の
話　
昭
和
33
（
１
９
５
８
）
年
生　

　
大
通
１
丁
目　
三
陸
さ
を
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
４
月
23
日
、
店
内
で
伺
う
。

宮
古
小
学
校
か
ら
宮
町
に
避
難

　
当
日
は
、
陸
中
ビ
ル
で
集
団
申
告
の
集
会
に
出
て
い
た
ん
で
す
よ
。
と
て
つ
も

な
い
揺
れ
と
サ
イ
レ
ン
で
、
そ
の
ま
ん
ま
バ
イ
ク
で
家
に
飛
ん
で
帰
っ
て
き
た
。

親
父
が
足
首
を
骨
折
し
て
車
椅
子
だ
っ
た
も
ん
で
、
そ
れ
で
飛
ん
で
き
た
ん
で
す
。
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本
来
私
の
仕
事
は
機
械
関
係
の
営
業
職
で
す
が
、今
は
こ
ち
ら
の
方
が
主
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
震
災
の
時
点
で
自
分
の
心
も
半
分
お
か
し
く
な
っ
た
よ
う
な

気
が
し
て
、
そ
れ
を
切
り
替
え
た
い
、
何
と
か
し
た
い
と
い
う
思
い
で
始
め
た
ん

で
す
。「
さ
を
り
織
」
は
何
を
や
っ
て
も
い
い
。
失
敗
し
て
も
「
そ
れ
は
デ
ザ
イ
ン

で
す
よ
」
と
い
う
言
葉
に
励
ま
さ
れ
て
、
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
田
老
、
田
老
駅
近
く
の
個
人
宅
、
山
田
、
大
槌
、
釜
石
な
ど
で
、

主
に
技
術
指
導
を
や
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宮
古
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
若
者
自
立
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
若
者
た
ち
に
指
導
を
し
て
、今
度
は
そ
の
若
者
た
ち
が
先
生
に
な
っ

て
、
10
か
所
以
上
の
仮
設
集
会
所
や
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
復
興
商
店
街
な
ど
を
一
緒

に
回
っ
て
い
ま
す
。

　
仮
設
で
「
さ
を
り
織
」
始
め
た
の
は
、話
の
タ
ネ
で
集
ま
っ
て
も
ら
っ
て
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
を
作
る
の
が
目
的
だ
っ
た
。
そ
の
副
産
物
と
し
て
、
織
っ
た
も
の
で
マ

フ
ラ
ー
な
ど
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
大
き
な
仮
設
だ
と
最
初
30
人
位
参
加
す
る
ん
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
に
少
な
く
な

り
、
最
終
的
に
多
く
て
４
人
、
少
な
く
て
２
人
、
ゼ
ロ
に
な
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。

震
災
後
初
め
て
の
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
基
本
的
に
は
「
さ
き
織
」
と
同
じ
な

の
で
な
じ
み
や
す
い
。
交
代
で
少
し
ず
つ
、
何
㌢
か
織
っ
て
も
ら
っ
て
、
で
き
上

が
っ
た
布
は
そ
の
場
で
切
っ
て
渡
し
て
い
ま
す
。
自
宅
が
流
さ
れ
て
落
ち
込
ん
で

い
た
方
が
夢
中
に
な
っ
て
い
る
し
、
ラ
イ
ト
バ
ン
に
乗
っ
て
い
て
流
さ
れ
た
方
は

だ
ん
だ
ん
色
使
い
が
明
る
く
な
っ
て
き
た
。
心
の
ケ
ア
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思

う
。
少
し
で
も
仮
設
の
ご
高
齢
の
方
た
ち
の
励
み
に
な
り
、
そ
し
て
収
入
の
道
も

開
け
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
※
震
災
か
ら
千
日
目
の
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
12
月
４
日
に
宮
古
市
で
、
全

国
を
回
っ
て
「
さ
を
り
織
」
を
完
成
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
企
画
さ
れ
た
。
阪

神
大
震
災
か
ら
20
年
目
の
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
１
月
17
日
が
ゴ
ー
ル
で
、

３
１
１
㍍
も
の
長
さ
に
な
り
、
２
０
１
５
年
12
月
３
～
5
日
に
宮
古
市
で
展
示
さ

れ
た
。
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
６
月
の
復
興
市
で
開
催
さ
れ
た
「
さ
を
り
織
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
に
は
全
国
各
地
か
ら
参
加
が
あ
っ
た
。

校
に
戻
っ
て
、親
父
の
車
椅
子
を
押
し
て
、女
房
と
次
男
坊
と
一
緒
に
雪
が
降
る
中
、

暗
い
道
を
宮
町
に
行
っ
た
。
大
通
の
家
を
直
す
ま
で
宮
町
で
暮
ら
し
た
。

土
蔵
で
糸
車
を
発
見

　
大
通
の
店
と
住
居
は
、
水
が
１
㍍
80
㌢
入
っ
て
、
１
階
は
全
滅
。
電
気
、
ガ
ス
、

水
道
が
駄
目
だ
か
ら
住
め
な
い
。
猫
が
２
匹
い
て
、
弐
萬
圓
堂
で
暴
れ
ま
わ
っ
て

大
変
だ
っ
た
の
で
、
長
男
坊
が
自
宅
の
２
階
で
猫
と
一
緒
に
守
備
隊
要
員
と
し
て

生
活
し
て
い
ま
し
た
。

　
大
工
さ
ん
を
す
ぐ
頼
ん
だ
ん
で
す
け
ど
、
大
工
さ
ん
も
て
ん
て
こ
舞
で
、
そ
れ

に
「
ち
ゃ
ん
と
消
毒
し
て
、風
通
を
や
ん
な
い
と
カ
ビ
が
ひ
ど
く
て
大
変
だ
よ
」
っ

て
言
わ
れ
た
の
で
、
そ
の
分
も
ち
ょ
っ
と
遅
く
な
っ
た
ん
で
す
。
市
役
所
で
Ｅ
Ｍ

菌
（
有
効
微
生
物
菌
）
の
原
液
を
も
ら
っ
て
き
て
、
薄
め
て
散
布
し
て
、
あ
と
は

高
圧
洗
浄
機
で
泥
を
流
し
て
風
を
通
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
に
頼
ん
で
、

床
下
の
泥
を
か
き
出
し
、
床
板
を
は
い
で
風
通
し
を
よ
く
し
た
ん
で
す
。
子
ど
も

た
ち
が
剣
道
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
宮
古
高
校
剣
道
部
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
さ
ん
や
い
ろ

ん
な
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
や
り
ま
し
た
。　

　
こ
の
土
蔵
は
70
年
以
上
経
っ
て
い
る
。
２
㍍
く
ら
い
海
水
が
入
っ
た
の
で
解
体

す
る
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
と
き
に
初
め
て
見
る
糸
車
と
糸
巻
き
が
出
て
き
ま
し

た
。
下
手
す
る
と
壊
れ
そ
う
で
す
。

　
宮
町
か
ら
片
付
け
に
通
っ
て
こ
こ
が
完
全
に
戻
る
ま
で
１
年
か
か
り
ま
し
た
。

私
は
３
月
末
か
ら
午
前
中
だ
け
家
の
片
付
け
を
し
て
、
自
分
も
被
災
者
で
す
が
、

午
後
は
支
援
物
資
の
配
達
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
飛
び
回
っ
て
い
ま
し
た
。

「
さ
を
り
織
」
と
の
出
会
い

　
つ
な
み
ク
ラ
フ
ト
の
方
か
ら
、「
織
で
の
支
援
に
協
力
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」

と
言
わ
れ
て
、
面
白
そ
う
だ
し
、
土
蔵
に
糸
車
が
あ
っ
た
こ
と
も
な
に
か
の
縁
だ

ろ
う
と
思
っ
て
、「
さ
を
り
織
」
を
始
め
た
ん
で
す
。
も
と
も
と
日
本
の
僧
侶
が
イ

ン
ド
沖
地
震
の
と
き
に
、
心
の
ケ
ア
に
と
タ
イ
の
被
災
地
に
持
っ
て
行
っ
た
織
物

で
、日
本
に
逆
輸
入
の
逆
支
援
で
す
ね
。
そ
の
お
坊
さ
ん
が
岩
手
の
雫
石
出
身
だ
っ

た
の
で
、
め
ぐ
り
巡
っ
て
宮
古
に
流
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。
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急
に
携
帯
電
話
が
ブ
、
ブ
、
ブ
と
鳴
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
地
震
や
津
波
警
報
が
頻
繁

に
出
て
い
た
の
で
慣
れ
て
い
て
、
作
業
員
に
「
大
き
な
地
震
が
来
る
か
も
よ
」
と

言
っ
て
い
た
ら
、
張
っ
て
い
た
フ
ェ
ン
ス
が
ビ
ン
ビ
ン
ビ
ン
ビ
ン
と
鳴
り
出
し
て
、

バ
ア
ッ
ー
と
揺
れ
出
し
た
と
思
っ
た
ら
、山
が
ゴ
、ゴ
、ゴ
、ゴ
ッ
と
鳴
っ
て
、立
っ

て
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
っ
て
大
き
い
な
あ
、
ま
た
津
波
警
報
が
出
る
な
あ
と

思
っ
た
ん
で
、宮
古
に
戻
ろ
う
と
思
っ
た
。
職
人
た
ち
に
、「
気
を
つ
け
て
、頑
張
っ

て
ね
」
と
軽
い
感
じ
で
言
っ
て
、
宮
古
方
面
に
走
り
出
し
た
ん
で
す
け
ど
。
海
沿

い
の
国
道
45
号
線
は
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
た
。
ま
だ
津
波
が
来
て
な
か
っ
た
ん

で
、
普
通
に
警
察
が
来
て
道
路
を
止
め
て
い
た
ん
で
す
。

　
岩
泉
町
の
小
本
に
出
て
、
山
の
中
に
１
回
入
っ
て
、
内
陸
を
ま
わ
っ
て
１
０
６

号
で
茂
市
を
通
り
抜
け
て
き
た
。
途
中
大
き
な
落
石
が
あ
っ
た
。
結
構
大
き
か
っ

た
ん
だ
な
と
思
っ
て
、
ラ
ジ
オ
を
聞
き
な
が
ら
来
た
ん
で
す
が
、「
釜
石
で
は
住
宅

街
で
車
が
流
さ
れ
て
い
る
」
っ
て
。
そ
の
と
き
は
、釜
石
は
す
げ
え
ぇ
こ
と
に
な
っ

て
い
る
な
あ
く
ら
い
に
し
か
思
わ
な
か
っ
た
で
す
ね
。
山
の
中
で
２
、３
台
の
車
と

す
れ
違
っ
た
。
海
に
向
か
っ
て
走
っ
て
市
内
が
見
え
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
、
ど
う

も
様
子
が
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
建
物
の
１
階
部
分
が
水
没
し
て
い
る
の
が

見
え
た
。
車
に
乗
っ
て
い
る
の
に
腰
が
抜
け
た
よ
う
に
カ
ク
ン
と
な
っ
た
。
勿
論
、

末
広
町
に
入
れ
な
い
の
で
、
消
防
署
ま
で
行
っ
た
。
そ
こ
に
車
を
お
い
て
、
膝
ま

で
水
に
入
ら
な
い
よ
う
に
、
ぐ
る
っ
と
回
っ
て
駅
前
の
交
差
点
の
と
こ
ろ
に
来
た

ら
、
第
八
分
団
の
ポ
ン
プ
車
が
止
ま
っ
て
い
た
。
分
団
員
に
、「
大
丈
夫
か
」
っ
て

聞
か
れ
た
け
ど
、
大
丈
夫
も
な
に
も
そ
の
日
は
市
内
に
い
な
か
っ
た
の
で
、
事
情

が
よ
く
飲
み
込
め
て
い
な
か
っ
た
。

　
末
広
町
の
家
族
が
心
配
だ
っ
た
。
嫁
さ
ん
も
妊
娠
し
て
い
て
、
老
人
ば
か
り
な

の
で
「
家
を
見
に
行
く
」
と
言
っ
た
ら
、
み
ん
な
に
「
津
波
が
い
つ
来
る
か
わ
か

ら
な
い
か
ら
、
絶
対
に
行
く
な
」
と
止
め
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
消
火
活
動
の
ジ
ェ

ラ
ル
ミ
ン
の
長
靴
を
は
い
て
、
胸
元
１
５
０
㌢
く
ら
い
ま
で
水
に
浸
か
り
な
が
ら
、

ザ
ク
ザ
ク
と
歩
い
て
家
に
向
っ
た
。
完
全
に
平
静
を
失
っ
て
い
た
よ
う
で
、
途
中

で
す
ご
く
寒
く
な
っ
て
き
て
、
体
が
動
か
な
く
な
っ
て
、
や
ば
い
と
思
っ
た
。
そ

れ
で
も
な
ん
と
か
家
ま
で
来
た
ら
、
２
階
か
ら
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
家
族
は
２

階
に
避
難
し
て
い
た
。

６　
末
広
町
商
店
街

　
駅
前
か
ら
東
に
の
び
る
約
３
７
０
㍍
の
両
側
に
末
広
町
商
店
街
が
あ
る
。
昭
和

９
（
１
９
３
４
）
年
に
山
田
線
が
開
通
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
発
展
し
た
新
興
商

店
街
で
あ
る
。
本
町・新
町
か
ら
移
っ
て
く
る
商
店
も
あ
り
、現
在
一
番
の
繁
華
街
、

町
の
中
心
と
な
っ
た
。
振
興
組
合
を
組
織
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
「
り
あ
す
亭
」

を
設
置
し
て
い
る
。
町
内
に
は
自
治
会
が
あ
る
。
震
災
前
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）

年
３
月
１
日
現
在
の
世
帯
数
は
85
、人
口
は
２
０
９
名
（
男
95
、女
１
１
４
）
で
あ
っ

た
。

　
「
３
・
11
」
の
津
波
に
よ
る
浸
水
は
、
2
㍍
～
30
㌢
。
１
階
が
壊
滅
状
態
に
な
っ

た
店
舗
、
家
屋
も
多
く
、
大
き
な
被
害
が
出
て
い
る
。

　
商
店
街
と
い
う
特
徴
か
ら
他
所
か
ら
買
い
物
に
来
た
人
が
、
末
広
町
あ
る
い
は

帰
り
道
に
被
害
に
遭
っ
た
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
末
広
町
の
女
性
店
員
は
、
送

り
出
し
た
お
客
さ
ん
が
、
家
族
の
迎
え
を
待
っ
て
田
老
へ
帰
る
途
中
で
津
波
に
呑

ま
れ
た
と
聞
い
た
。
被
害
に
あ
っ
た
お
得
意
さ
ん
の
数
が
多
く
、
顧
客
名
簿
を
見

る
度
に
心
が
痛
み
、
し
ば
ら
く
は
入
眠
剤
な
し
に
は
眠
れ
な
い
日
が
続
い
た
と
い

う
。

　
震
災
後
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
８
月
は
84
世
帯
、
人
口
は
１
９
６
名
（
男

91
、
女
１
０
５
）。
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
１
日
現
在
の
世
帯
数
は
83
、
人

口
は
１
６
９
名
（
男
83
、
女
86
）
で
あ
る
。
町
内
会
の
調
べ
に
よ
る
と
平
成
27

（
２
０
１
５
）
年
11
月
現
在
の
世
帯
数
が
１
１
７
と
な
っ
て
い
る
。
震
災
後
は
町
内

会
と
商
店
街
振
興
組
合
が
協
力
し
て
住
人
の
交
流
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
商
店
街

の
特
徴
と
し
て
住
ま
い
が
他
所
に
あ
る
た
め
、
行
政
の
発
表
と
ズ
レ
が
生
じ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

⑴　
志
賀 

政
信
さ
ん
の
話　
昭
和
54
（
１
９
７
９
）
年
生　

　
末
広
町
１　
福
島
湯　
㈲
福
島
屋	

専
務
取
締
役
、
第
八
分
団
員　

　
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
８
月
11
日
、
事
務
所
で
伺
う
。

田
野
畑
村
か
ら
山
越
え
で
末
広
町
に

　
田
野
畑
野
球
場
で
フ
ェ
ン
ス
の
工
事
中
だ
っ
た
。
も
う
ち
ょ
っ
と
で
３
時
の
休

憩
で
、
職
人
た
ち
に
ジ
ュ
ー
ス
で
も
用
意
し
よ
う
か
な
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
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の
人
た
ち
が
「
お
風
呂
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
」
と
来
ま
し
た
が
、
多
分
管
の
中
に

も
泥
が
入
っ
て
い
る
か
ら
、「
無
理
で
す
」
と
言
っ
て
も
、「
復
旧
作
業
で
汗
だ
く

に
な
る
し
、塩
水
、汚
泥
に
ま
み
れ
て
い
る
。
水
も
出
な
い
。
何
と
か
し
て
欲
し
い
」

と
言
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
地
震
か
ら
１
週
間
す
る
か
し
な
い
う
ち
に
、
浴
槽
は
と

り
あ
え
ず
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
き
れ
い
に
し
て
、
屋
上
の
タ
ン
ク

の
水
を
全
部
入
れ
て
、
上
の
方
に
積
ん
で
あ
っ
た
海
水
に
つ
か
っ
て
い
な
い
薪
で

釜
を
暖
め
た
。
脱
衣
所
も
ド
ロ
ド
ロ
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を

敷
い
て
、
何
か
あ
る
と
怖
い
の
で
「
お
金
は
い
ら
な
い
、
自
己
責
任
で
入
っ
て
く

だ
さ
い
」
っ
て
し
ば
ら
く
の
間
開
放
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
喜
ん
で
く
れ
て
、
営

業
し
て
い
る
と
き
よ
り
混
ん
で
い
ま
し
た
。

自
宅
２
階
で
避
難
生
活

　
震
災
後
、
す
ぐ
に
東
北
電
力
が
電
気
を
通
し
て
く
れ
た
ん
で
す
が
、
漏
電
で
火

事
に
な
っ
た
た
め
に
、
１
軒
、
１
軒
チ
ェ
ッ
ク
し
た
の
で
、
復
旧
に
２
週
間
位
か

か
り
ま
し
た
。
水
は
多
分
そ
の
間
に
戻
っ
た
の
か
な
。

　
今
は
使
っ
て
い
な
い
古
い
井
戸
の
水
が
湧
い
た
ん
で
す
。
コ
ボ
コ
ボ
、
コ
ボ
コ

ボ
っ
て
。
昔
の
人
の
迷
信
で
井
戸
を
ふ
さ
ぐ
と
よ
く
な
い
と
言
れ
て
い
る
の
で
、

小
さ
い
穴
を
残
し
て
上
に
洗
濯
機
を
置
い
て
あ
っ
た
ん
で
す
。
飲
む
の
は
危
な
い

か
ら
、
ト
イ
レ
を
流
し
た
り
、
食
器
を
洗
っ
た
り
、
海
水
に
ま
み
れ
た
風
呂
釜
を

洗
う
の
に
使
っ
た
。水
道
が
回
復
し
て
か
ら
、井
戸
の
と
こ
ろ
で
家
族
み
ん
な
し
て
、

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お
礼
を
言
っ
て
、
洗
濯
機
を
戻
し
ま
し
た
。
今

で
も
た
ま
に
チ
ョ
ロ
と
出
て
い
る
み
た
い
で
す
。

　
食
事
は
２
階
で
卓
上
コ
ン
ロ
を
使
っ
て
調
理
し
て
い
ま
し
た
。
駅
の
向
こ
う
側

は
天
国
で
す
よ
。
そ
の
被
災
し
な
か
っ
た
友
人
、
親
戚
た
ち
が
、「
ま
ず
は
食
べ
物

だ
ろ
う
」と
持
っ
て
き
て
く
れ
た
の
で
、食
べ
る
物
に
不
自
由
は
し
な
か
っ
た
け
ど
、

精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
か
っ
た
で
す
。
嫁
さ
ん
は
し
ば
ら
く
崎
山
の
実
家
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。
職
人
も
無
事
で
、
車
両
の
被
害
も
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
家

の
近
く
に
あ
る
倉
庫
の
中
に
は
何
も
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
損
害
は
大
き
い

で
す
ね
。

　
震
災
後
、
工
事
会
社
は
も
の
す
ご
い
忙
し
さ
で
す
。
資
材
は
高
く
な
る
し
、
人

　
家
族
の
無
事
が
確
認
で
き
た
の
で
再
び
水
の
中
に
入
り
、
ジ
ャ
ブ
、
ジ
ャ
ブ
と

第
八
分
団
の
ポ
ン
プ
車
の
と
こ
ろ
へ
戻
っ
た
。
途
中
で
、「
お
ー
い
、
だ
れ
か
」
と

い
う
声
が
聞
こ
え
た
け
ど
、
ど
こ
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
の
か
わ
か
ら
な
い
、
ど
う

し
よ
う
も
な
か
っ
た
。

　
家
に
は
１
６
０
㌢
く
ら
い
ま
で
水
が
入
っ
た
。
海
の
方
か
ら
流
さ
れ
て
き
た
車

が
事
務
所
を
突
き
破
っ
て
、
そ
こ
に
ザ
ー
ッ
と
入
っ
て
き
た
水
が
す
べ
て
の
物
を

押
し
流
し
な
が
ら
、家
の
中
を
突
き
抜
け
て
、反
対
側
の
勝
手
口
か
ら
出
て
い
っ
た
。

家
の
周
り
に
は
、
見
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
な
物
、
銭
湯
の
洗
面
器
だ
と
か
い
ろ
い

ろ
な
物
が
い
っ
ぱ
い
プ
カ
プ
カ
浮
い
て
い
た
。
父
親
は
ア
イ
オ
ン
台
風
の
経
験
で

２
階
に
上
が
れ
ば
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、す
ご
い
勢
い
で
水
が
上
が
っ

て
き
た
の
で
、
死
ぬ
思
い
を
し
た
と
言
っ
て
い
る
。

水
に
苦
労
し
た
消
火
活
動

　
次
の
日
の
夜
中
に
火
事
が
あ
っ
た
。
す
ぐ
そ
こ
の
角
の
と
こ
ろ
（
大
通
４
）
の

建
物
が
漏
電
で
全
焼
し
た
ん
で
す
。
夜
、
寝
て
た
ら
木
が
割
れ
る
よ
う
な
音
が
聞

こ
え
て
、
ボ
キ
ボ
キ
ボ
キ
、
ボ
キ
ッ
と
。
う
る
せ
ぇ
な
と
思
っ
て
２
階
の
カ
ー
テ

ン
を
開
け
た
ら
、
火
柱
が
立
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
木
が
燃
え
て
割
れ
る
音
だ
っ

た
ん
で
す
ね
。
電
話
が
通
じ
な
い
か
ら
消
防
署
に
通
報
で
き
な
い
。
普
通
「
何
分

団
出
動
し
て
く
だ
さ
い
」
っ
て
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
も
な
く
て
、

い
き
な
り
火
柱
だ
っ
た
ん
で
す
。
す
ぐ
に
第
八
分
団（
大
通
３
）ま
で
行
っ
て
、ホ
ー

ス
を
持
っ
て
火
の
前
に
行
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
水
が
出
な
い
。
水
道
が
止
ま
っ
て

い
る
か
ら
、
当
た
り
前
な
ん
で
す
よ
。
み
ん
な
テ
ン
パ
っ
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

消
火
栓
の
と
こ
ろ
に
行
っ
た
は
い
い
ん
で
す
け
ど
、
水
が
出
な
い
。
そ
こ
で
防
火

水
槽
に
回
っ
て
消
火
し
た
ん
で
す
。
水
が
足
ら
な
い
く
ら
い
燃
え
ち
ゃ
っ
て
、
最

後
は
宮
古
小
学
校
の
プ
ー
ル
か
ら
、
何
台
も
、
何
台
も
、
ポ
ン
プ
車
を
中
継
し
て

消
火
し
た
。
遠
く
の
分
団
か
ら
も
応
援
に
来
て
く
れ
ま
し
た
が
、
消
火
に
朝
ま
で

か
か
り
ま
し
た
。

町
内
に
銭
湯
を
開
放

　
銭
湯
は
と
り
あ
え
ず
泥
出
し
し
て
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
ん
で
す
。
町
内
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業
の
子
会
社
）
の
ト
ラ
ッ
ク
２
台
に
乗
っ
て
、
今
で
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
ね
、

金
浜
に
手
伝
い
に
行
っ
て
、
瓦
礫
な
ん
か
を
片
付
け
た
記
憶
が
あ
る
ん
で
す
。

　
初
め
、
水
位
が
上
が
っ
て
６
㍍
と
聞
こ
え
た
よ
う
な
記
憶
が
あ
る
。
幸
い
テ
レ

ビ
な
ど
は
落
ち
て
い
な
か
っ
た
。
電
気
が
消
え
た
の
で
、
ラ
ジ
オ
を
つ
け
た
り
し

て
い
る
う
ち
に
、
消
防
団
員
の
「
な
に
や
っ
て
る
ん
だ
、
早
く
逃
げ
ろ
！
」
と
い

う
声
の
す
ご
さ
に
、な
に
か
と
ん
で
も
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
た
ん
だ
と
感
じ
た
。「
津

波
が
も
う
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
！
」
っ
て
言
う
の
で
、
私
た
ち
は
初
め
て
津
波
が

市
役
所
を
越
え
て
こ
っ
ち
ま
で
来
た
こ
と
を
知
っ
て
、
そ
れ
は
大
変
だ
っ
て
こ
と

に
な
っ
た
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下
し
て
鍵
を
か
け
て
、
社
員
は
み
ん
な
配
達
な
ど
に

出
て
い
た
の
で
、「
宮
古
小
学
校
に
行
っ
て
い
ま
す
」
と
張
り
紙
を
し
て
、
女
性
４

人
で
宮
古
小
学
校
に
行
き
ま
し
た
。

　
そ
の
と
き
、
後
ろ
の
山
口
川
が
ガ
ッ
ー
と
上
が
っ
て
き
た
わ
け
。
そ
れ
か
ら
、

道
路
に
出
て
海
の
方
か
ら
ザ
ァ
ー
と
水
が
来
た
の
が
わ
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
は

水
と
い
う
か
泥
の
よ
う
な
も
の
が
浮
い
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。

　
宮
古
小
学
校
も
校
庭
ま
で
水
が
来
る
と
い
う
の
で
、
知
人
宅
が
小
沢
の
ち
ょ
っ

と
高
台
に
あ
る
の
で
、
そ
こ
ま
で
は
ど
う
考
え
て
も
来
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の

で
、
避
難
さ
せ
て
も
ら
っ
て
１
晩
過
ご
し
ま
し
た
。
電
気
は
な
か
っ
た
け
ど
、
薄

明
る
い
時
に
避
難
し
た
の
で
ま
あ
な
ん
と
か
な
っ
た
。
水
が
出
な
く
て
ト
イ
レ
が

使
え
な
い
し
、携
帯
も
通
じ
な
か
っ
た
。ａ
ｕ
が
８
時
く
ら
い
に
な
っ
た
ら
通
じ
て
、

社
員
も
み
な
無
事
で
し
た
。

店
の
復
興

　
次
の
朝
６
時
頃
に
千
徳
の
自
宅
に
帰
っ
た
ん
で
す
が
、
主
人
の
母
が
ひ
と
り
で

い
て
、
テ
レ
ビ
が
つ
い
て
な
い
の
で
津
波
の
こ
と
は
知
ら
な
い
ん
で
す
。
東
京
に

い
る
娘
た
ち
の
方
が
ニ
ュ
ー
ス
で
津
波
の
映
像
な
ど
を
見
て
、
こ
ち
ら
よ
り
よ
ほ

ど
状
況
が
わ
か
っ
て
い
た
。

　
店
に
行
こ
う
と
思
っ
た
ら
、
た
ま
た
ま
社
員
が
ト
ラ
ッ
ク
で
来
て
、「
末
広
町
は

す
ご
い
泥
で
入
れ
な
い
」
と
言
う
の
で
、
そ
の
日
は
店
に
行
く
の
を
あ
き
ら
め
ま

し
た
。
次
の
日
の
夕
方
に
千
徳
に
は
電
気
が
つ
い
て
、
３
日
目
か
４
日
目
に
ス
ー

パ
ー
も
開
い
た
。

出
不
足
で
す
。
特
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
決
ま
っ
て
か
ら
は
さ
ら
に
人
手
不
足
に
な

り
ま
し
た
。

今
思
う
こ
と

　
消
防
団
員
の
立
場
で
言
う
と
、
と
に
か
く
身
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
切
。

避
難
訓
練
を
や
っ
て
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
参
加
し
な
い
。
宮
古
小
学
校
に

行
く
途
中
に
あ
る
山
口
川
も
津
波
が
く
れ
ば
あ
ふ
れ
る
。
海
か
ら
波
が
来
る
よ
り

も
先
に
ド
ブ
川
が
あ
ふ
れ
る
。
避
難
所
に
行
く
前
に
被
害
に
遭
う
こ
と
も
あ
る
。

水
を
よ
け
て
安
全
に
避
難
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
道
を
知
っ
て
い
る
人
は
少
な

い
と
思
う
。
今
回
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
津
波
が
こ
こ
ま
で
く
る
と
は
思
っ
て
い

な
か
っ
た
。
水
を
見
て
か
ら
自
宅
の
２
階
に
避
難
し
て
、
水
が
引
い
て
か
ら
避
難

所
に
行
っ
た
人
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
３
年
が
過
ぎ
て
、
す
ご
く
昔
の
こ
と
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
数
字
と
し
て
３

年
は
千
日
ち
ょ
っ
と
で
す
が
、
10
年
分
生
き
た
よ
う
な
感
じ
で
は
な
い
か
と
思
う
。

千
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
災
害
の
と
き
に
、
太
平
洋
沿
岸
に
住
ん
で
津
波
を
経
験

し
て
、
生
き
残
っ
て
そ
れ
を
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
。
す
ご
い
体
験
を
し
た
と
思
っ
て

い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
警
察
、
自
衛
隊
の
人
た
ち
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

⑵　
佐
々
木 

慶
子
さ
ん
の
話　
昭
和
20
（
１
９
４
５
）
年
生

　
末
広
町
６　
㈱
大
越
電
気
代
表
取
締
役

　
昭
和
通
り
の
お
か
み
さ
ん
も
て
な
し
た
い
代
表　

　
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
10
月
23
日
、
店
内
で
伺
う
。

「
早
く
逃
げ
ろ
！
」
の
絶
叫
で
避
難

　
店
に
い
ま
し
て
、
初
め
て
の
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
ま
し
た
。
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

を
消
し
て
戸
を
開
け
て
外
に
出
た
ら
、
止
ま
っ
て
い
る
車
が
動
い
て
い
る
ん
で
す

よ
。
電
柱
を
見
た
ら
電
線
が
た
る
ん
で
、
あ
あ
、
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
高
校
生
の
と
き
、
チ
リ
地
震
を
体
験
し
て
い
る
も
ん
で
す
か
ら
、
こ
こ
ま
で
は
、

津
波
は
来
な
い
と
い
う
安
易
な
考
え
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
今
回
被
害
を
大
き
く
し

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
チ
リ
地
震
は
金
浜
が
ひ
ど
か
っ
た
。
当
時
の
高
校
生
た
ち

が
、
日
作
開
発
興
業
（
１
９
７
３
―
２
０
０
４
年
ま
で
小
山
田
に
あ
っ
た
ラ
サ
工
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き
た
。
そ
の
う
ち
に
グ
ル
ー
プ
補
助
金
が
国
か
ら
出
ま
し
た
ね
。
床
を
張
り
替
え

た
り
、
レ
ジ
を
買
っ
た
り
と
い
う
も
の
が
認
め
ら
れ
て
、
末
広
町
の
振
興
組
合
が

ま
と
め
て
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
売
る
物
が
な
い
。
商
品
を
仕
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
商
品
は
補
助
金
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
。
運
転
資
金
は

借
り
な
い
と
ね
。
メ
ー
カ
ー
も
支
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
は
み
ん
な
現
金
払
い

な
の
で
、
震
災
後
は
ど
こ
の
メ
ー
カ
ー
も
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
電
気
店
も
だ
ん

だ
ん
減
り
ま
し
た
が
、
震
災
を
機
に
辞
め
た
人
も
い
ま
す
ね
。

　
復
興
支
援
で
家
を
新
築
す
る
人
に
環
境
省
か
ら
エ
コ
商
品
に
30
万
く
ら
い
の
補

助
金
（
商
品
券
）
が
出
た
ん
で
す
け
ど
、
店
が
指
定
さ
れ
て
い
て
、
し
か
も
そ
れ

が
大
型
店
。
こ
れ
で
は
地
方
店
が
衰
退
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
一
方
で
は
産
業
省

が
地
域
の
商
店
街
に
と
お
金
を
出
す
の
も
あ
り
ま
す
が
、
政
策
が
一
本
化
し
て
な

い
で
す
よ
ね
。

　
震
災
後
一
番
感
じ
る
の
は
命
の
重
さ
で
す
。
突
然
死
ぬ
こ
と
ほ
ど
悲
し
い
こ
と

は
な
い
、
胸
が
詰
ま
り
ま
す
。
ご
年
配
の
方
が
気
丈
な
の
に
は
感
心
し
て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
て
き
た
人
生
は
違
う
ん
だ
な
と
思
い
ま
す
。「
昭
和
通

り
お
か
み
さ
ん
も
て
な
し
た
い
」
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
フ
ラ

ワ
ー
を
し
た
と
き
に
は
、
本
当
に
「
も
て
な
し
た
い
」
を
実
感
し
て
、「
お
か
み
さ

ん
の
強
さ
を
出
し
て
行
こ
う
ね
」
っ
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
今
は
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

⑶　
末
広
町
商
店
街
の
み
な
さ
ん
の
話　

臼
木 

禮
子
さ
ん　
昭
和
10
（
１
９
３
５
）
年
生

　
末
広
町
７　
ふ
と
ん
の
さ
さ
き
、
末
広
町
自
治
会
副
会
長
、

　
昭
和
通
り
の
お
か
み
さ
ん
も
て
な
し
た
い
会
員

太
田 

憲
一
郎
さ
ん　
昭
和
21
（
１
９
４
６
）
年
生　

　
末
広
町
２　
募
集
代
理
店
、
㈱
太
田
代
表
取
締
役
、
第
八
分
団
長

小
成 
勝
郎
さ
ん　
昭
和
24
（
１
９
４
９
）
年
生　

　
末
広
町
６　
㈲
菊
丹
小
成
商
店
、
末
広
町
自
治
会
会
長

　
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
10
月
23
日
、
リ
ア
ス
亭
で
伺
う
。

「
水
が
来
た
、
逃
げ
ろ
！
」

　
３
日
ぐ
ら
い
経
っ
て
末
広
町
に
来
ま
し
た
が
、
と
て
も
店
に
入
れ
る
状
態
で
な

く
て
、し
ば
ら
く
行
っ
た
り
来
た
り
し
な
が
ら
様
子
を
見
て
い
た
。泥
が
す
ご
く
て
、

な
ん
て
い
う
か
、
プ
ー
ル
の
中
を
歩
い
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
１
週
間
く

ら
い
し
た
ら
、
な
ん
と
な
く
様
子
が
見
え
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
片
付
け
る
も
な

に
も
な
い
。
こ
こ
の
入
口
に
も
他
所
か
ら
箪
笥
が
流
れ
て
き
た
り
、
畳
み
た
い
な

も
の
が
あ
っ
た
り
、
車
も
３
段
に
重
な
っ
て
い
て
、
初
め
て
見
る
凄
ま
じ
い
光
景

だ
っ
た
ん
で
す
。店
の
浸
水
は
床
上
１
㍍
く
ら
い
。レ
ジ
や
商
品
が
駄
目
に
な
っ
て
、

２
台
の
車
が
流
さ
れ
た
。
沿
岸
の
方
は
見
て
な
い
け
ど
、
こ
こ
で
こ
の
く
ら
い
だ

か
ら
、
も
っ
と
す
ご
い
と
い
う
こ
と
は
憶
測
で
き
ま
し
た
。

　
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
み
な
さ
ん
が
、「
乾
電
池
は
な
い
か
」、「
ラ
ジ

オ
は
な
い
か
」、「
懐
中
電
灯
は
な
い
か
」、「
た
ば
こ
は
な
い
か
」
っ
て
来
ら
れ
た
。

そ
こ
で
、
陽
が
あ
る
う
ち
に
泥
の
中
で
乾
電
池
を
探
し
た
り
、
上
段
の
泥
を
か
ぶ
っ

て
い
な
い
物
や
下
段
に
あ
っ
た
物
は
ふ
い
た
り
し
て
、
店
先
に
出
し
た
。
隣
の
店

も
洗
濯
機
を
持
っ
て
き
て
、
衣
類
を
洗
っ
て
い
た
し
、
衣
類
関
係
の
お
店
は
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
開
け
て
、
店
を
片
付
け
る
よ
り
も
、
ま
ず
大
丈
夫
な
物
、
衣
類
や
布
団
な

ど
あ
る
も
の
を
店
先
に
出
し
て
い
た
。
３
、４
日
は
み
ん
な
呆
然
と
し
て
な
に
も
で

き
な
か
っ
た
け
ど
、
１
週
間
く
ら
い
経
つ
と
「
あ
れ
が
な
い
」「
こ
れ
が
な
い
」
と

言
わ
れ
る
と
、「
は
い
！
」
っ
て
な
っ
て
、
お
客
さ
ん
が
な
い
物
を
こ
っ
ち
が
探
し

て
提
供
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
メ
ー
カ
ー
の
人
が

ホ
ッ
カ
イ
ロ
と
か
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
か
支
援
物
資
を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

　
一
番
困
っ
た
の
が
ガ
ソ
リ
ン
で
す
ね
。
２
時
間
並
ん
で
千
円
し
か
買
え
な
か
っ

た
。
車
が
な
い
と
身
動
き
が
取
れ
な
い
で
す
か
ら
ね
。
25
日
の
給
料
日
に
は
、
な

ん
と
か
給
料
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
４
月
に
な
っ
て
、
店
の
方
も
泥
を
出
さ
な

い
と
匂
い
が
残
る
か
ら
片
付
け
を
始
め
ま
し
た
。
水
道
が
き
て
、
電
気
が
き
て
、

電
話
が
最
後
に
回
復
し
た
。
幸
い
そ
の
間
に
携
帯
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

お
客
さ
ん
も
歩
い
て
買
い
に
き
て
く
れ
て
、
仮
設
も
ま
だ
で
き
て
い
な
い
頃
か
ら
、

冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
炊
飯
器
が
よ
く
売
れ
ま
し
た
。

　
１
か
月
過
ぎ
て
ガ
ソ
リ
ン
も
大
丈
夫
に
な
っ
た
し
、
盛
岡
―
宮
古
間
の
支
援
物

資
の
車
以
外
の
規
制
も
取
れ
て
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
動
き
出
し
た
。
リ
サ

イ
ク
ル
法
の
電
気
製
品
も
市
役
所
が
持
っ
て
行
っ
て
く
れ
て
、
町
の
形
が
戻
っ
て
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小
成
さ
ん　
絶
叫
型
だ
っ
た
も
ん
ね
。
宮
古
駅
の
向
こ
う
か
ら
「
来
た
！　
逃
げ

ろ
！
」
っ
て
、２
人
ぐ
ら
い
し
か
乗
っ
て
い
な
い
消
防
自
動
車
が
グ
ワ
ッ
ー
と
通
っ

て
。「
お
ー
い
、逃
げ
ろ
！　
今
見
て
き
た
ぞ
！
」
っ
て
。「
今
見
て
き
た
ぞ
！
」
っ

て
言
っ
た
も
ん
ね
。
そ
れ
か
ら
す
ぐ
に
ま
た
そ
の
車
が
戻
っ
て
き
て
、
み
ん
な
オ
、

オ
、
オ
ッ
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
、
な
ん
だ
、
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
初

め
て
本
気
に
な
っ
た
。

太
田
さ
ん　
そ
の
ポ
ン
プ
車
は
、
我
々
が
土
手
の
上
で
波
を
か
ぶ
っ
て
、
下
に
降

り
た
と
き
に
、
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
っ
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
バ
シ
ャ
バ
シ
ャ
と
波

を
か
ぶ
り
な
が
ら
、駅
の
方
に
行
っ
た
ん
で
す
よ
。そ
れ
で
、そ
の
ポ
ン
プ
車
に
乗
っ

て
い
た
分
団
員
に
聞
い
た
ら
、
通
り
の
ど
こ
ま
で
行
っ
た
か
覚
え
て
い
な
い
。
興

奮
し
て
い
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
ね
、
前
か
ら
白
い
車
だ
か
漁
船
が
見
え
て
、

ほ
ら
、中
央
通
に
乗
り
上
げ
た
船
、あ
れ
が
向
か
っ
て
く
る
の
が
見
え
た
っ
て
。
で
、

「
ワ
ッ
ー
、
や
ば
い
！
」
っ
て
な
っ
て
。
で
も
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
い
る
暇
が
な
い
か
ら
、

そ
の
ま
ま
車
を
バ
ッ
ク
し
て
き
て
、
多
分
花
の
木
通
り
で
向
き
を
変
え
て
駅
の
方

へ
行
っ
た
ん
で
す
。

小
成
さ
ん　
「
逃
げ
ろ
！
来
た
！
」
っ
て
声
が
聞
こ
え
て
、
そ
れ
で
見
た
ら
、
ベ
ニ

ヤ
さ
ん
（
末
広
町
３
）
の
あ
た
り
が
濡
れ
て
い
た
。
最
初
道
路
に
水
を
撒
い
た
の

か
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
。

太
田
さ
ん　
後
で
誰
か
が
映
し
た
ビ
デ
オ
を
見
た
ら
、
水
は
家
の
駐
車
場
（
末
広

町
２
）
に
も
ジ
ワ
ッ
ー
と
来
て
い
る
。

小
成
さ
ん　

そ
れ
で
初
め
て
逃
げ
た
。
そ
れ
で
も
店
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
だ
け
は
下

げ
て
逃
げ
た
。
避
難
所
が
宮
古
小
学
校
と
い
う
の
は
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、

夫
婦
別
々
に
逃
げ
た
。
俺
は
子
ど
も
の
と
き
か
ら
通
っ
て
い
た
大
越
電
気
の
脇

の
路
地
を
真
っ
直
ぐ
行
き
、
か
あ
ち
ゃ
ん
は
ま
る
し
ん
ス
ー
パ
ー
（
黒
田
町
７
、

２
０
０
７
年
に
解
体
）
の
あ
っ
た
正
規
の
道
を
行
っ
た
。

太
田
さ
ん　
う
ち
の
女
房
と
従
業
員
も
や
っ
ぱ
り
絶
叫
型
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
聞
い

て
、
山
口
川
が
ゴ
ボ
ゴ
ボ
し
て
い
る
の
を
見
な
が
ら
宮
古
小
学
校
に
逃
げ
た
。

臼
木
さ
ん　
そ
う
、
そ
れ
で
宮
古
小
学
校
の
方
に
向
か
っ
て
行
っ
た
わ
け
。
地
震

が
き
て
も
、
津
波
は
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
は
来
な
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
、
水
が
来

る
っ
て
な
ん
の
水
だ
べ
と
思
っ
た
。
後
で
津
波
だ
と
わ
か
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た

太
田
さ
ん　
新
里
か
ら
の
帰
り
道
車
を
止
め
て
、
か
ん
の
書
店
（
宮
町
1
、
陸
中

ビ
ル
）
で
本
を
買
っ
て
、
外
に
出
た
ら
、
携
帯
が
ヒ
ュ
ー
、
ヒ
ュ
ー
、
ヒ
ュ
ー
と

鳴
り
だ
し
て
、
前
を
歩
い
て
い
た
お
じ
さ
ん
の
携
帯
も
ヒ
ュ
ー
、
ヒ
ュ
ー
、
ヒ
ュ
ー

と
鳴
っ
た
。
す
ぐ
に
車
を
出
し
て
末
広
町
の
保
険
代
理
店
に
戻
っ
た
。
あ
と
で
考

え
た
ら
車
を
置
い
て
く
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
…
。
社
員
に「
事
務
所
を
閉
め
て
帰
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
、
半
纏
に
着
換
え
て
、
す
ぐ
に
チ
ャ
リ
ン
コ
で
管
内
の

水
門
（
南
町
１
）
ま
で
行
っ
た
ん
で
す
。
地
震
と
と
も
に
踏
切
の
遮
断
機
が
下
り

る
ん
で
す
ね
、
そ
れ
で
、
も
う
ず
う
っ
と
渋
滞
し
て
い
た
。

臼
木
さ
ん　
家（
店
）に
い
た
の
。「
津
波
が
来
ま
す
。
逃
げ
て
く
だ
さ
い
」と
、ど
っ

か
ら
か
放
送
が
聞
こ
え
て
き
た
け
ど
、
ま
さ
か
、
津
波
が
こ
こ
ま
で
来
る
わ
け
が

な
い
！　
そ
う
思
っ
て
逃
げ
な
か
っ
た
の
。

小
成
さ
ん　
私
は
末
広
町
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
、
趣
味
で
車
を
い
じ
っ
て
い
た

ん
で
す
。
ジ
ャ
ッ
キ
ス
タ
ン
ド
を
４
つ
か
け
て
、
ジ
ャ
ッ
キ
を
あ
げ
た
ま
ま
で
下

に
も
ぐ
っ
て
い
た
。
そ
の
と
き
に
ガ
ガ
ガ
ッ
と
揺
れ
が
来
て
、
ジ
ャ
ッ
キ
ス
タ
ン

ド
が
外
れ
た
。
あ
、
危
な
い
と
思
っ
た
。
幸
い
１
か
所
だ
け
ジ
ャ
ッ
キ
が
残
っ
て
、

そ
れ
で
車
の
下
か
ら
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
ご
い
経
験
を
し
ま
し
た
。
で
、

松
山
地
区
か
ら
オ
ー
ト
バ
イ
で
、
か
あ
ち
ゃ
ん
に
携
帯
し
て
、「
切
る
な
よ
、
切

る
と
繋
が
ら
な
く
な
る
か
ら
」
っ
て
話
し
な
が
ら
走
っ
た
。
途
中
小
山
田
橋
の
と

こ
ろ
で
、
指
を
指
し
な
が
ら
話
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
て
、
川
の
底
が
見
え
る

か
な
と
い
う
感
じ
で
水
が
引
い
て
い
た
。
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ
通
り
過
ぎ
て
、

よ
う
や
く
末
広
町
に
た
ど
り
着
い
た
ら
、
商
店
街
の
人
た
ち
が
通
り
に
出
て
い
た
。

「
宮
古
と
い
う
と
こ
ろ
は
、こ
こ
ま
で
津
波
が
く
る
も
の
じ
ゃ
あ
な
い
、大
丈
夫
」
っ

て
親
父
に
教
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
か
あ
ち
ゃ
ん
に
、「
店
の
崩
れ
た
陳
列
物

を
直
し
て
も
う
１
回
並
び
変
え
ろ
」
と
言
っ
て
い
た
ら
、「
た
だ
今
、
大
津
波
警
報

が
…
」
な
ん
て
防
災
無
線
が
言
っ
て
い
る
。
多
分
消
防
車
も
１
回
通
っ
た
と
思
う

ん
で
す
、何
時
だ
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
。き
れ
い
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
言
葉
で「
た

だ
今
、
大
津
波
警
報
が
発
令
に
な
り
ま
し
た
」
な
ん
て
ね
。

臼
木
さ
ん　

多
分
そ
の
車
だ
と
思
う
け
ど
、
そ
の
後
、「
水
が
来
た
！　

逃
げ

ろ
！
」
っ
て
叫
び
な
が
ら
通
り
に
入
っ
て
き
た
。
も
の
す
ご
い
声
だ
っ
た
。
み
ん

な
で
外
に
い
た
か
ら
そ
の
言
葉
で
、「
す
ぐ
逃
げ
ろ
！
」
っ
て
な
っ
て
、
逃
げ
た
の
。
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こ
っ
ち
側
に
働
き
に
来
て
い
る
人
た
ち
が
、
南
町
も
や
ら
れ
た
と
思
っ
て
帰
ら

な
か
っ
た
と
い
う
話
も
聞
い
た
。
で
も
、
山
田
線
の
こ
っ
ち
（
大
通
）
は
地
獄
、

む
こ
う
（
南
町
）
は
天
国
く
ら
い
の
違
い
が
あ
っ
た
。

臼
木
さ
ん　
い
ろ
い
ろ
な
物
が
な
く
な
っ
て
か
ら
、
あ
ら
、
こ
こ
は
こ
ん
な
海
に

近
か
か
っ
た
ん
だ
っ
て
思
っ
た
。
そ
れ
ま
で
海
は
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
し
た
か
ら
。
水
害
は
あ
っ
て
も
津
波
は
来
る
わ
け
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
に
。

あ
ふ
れ
て
く
る
水
の
勢
い
、
あ
れ
が
津
波
だ
っ
た
の
か
な
と
、
今
で
も
思
う
の
。

太
田
さ
ん　
閉
伊
川
が
引
い
て
、
逆
流
し
て
来
る
。
そ
の
波
頭
が
川
面
に
白
く
線

を
引
い
た
よ
う
に
来
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
こ
の
ド
ブ
川
で
も
あ
っ
た
ん
で
し
よ

う
。
た
だ
瓦
礫
と
か
い
ろ
ん
な
物
が
一
緒
に
来
た
の
で
見
え
な
か
っ
た
。
２
日
前

の
と
き
も
同
じ
よ
う
な
状
況
で
し
た
が
、
そ
の
時
は
「
３
・
11
」
が
来
る
な
ん
て

全
然
、
全
然
、
思
わ
な
か
っ
た
で
す
ね
。

臼
木
さ
ん　
そ
の
晩
は
宮
古
小
学
校
に
泊
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
涙
が
出
る
思

い
を
し
た
の
。お
菓
子
を
分
け
合
っ
て
食
べ
ま
し
た
。夜
中
に
炊
き
出
し
が
あ
っ
て
、

「
子
ど
も
と
お
年
寄
り
に
先
に
や
っ
て
欲
し
い
」
と
放
送
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
本
当

に
み
な
さ
ん
お
利
口
さ
ん
、み
ん
な
が
そ
う
し
た
ん
で
す
。
分
け
合
っ
て
食
べ
る
っ

て
う
ま
い
ね
、
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
ね
。
星
が
き
れ
い
で
ね
、
な
ん
で
こ
ん

な
に
き
れ
い
な
ん
だ
ろ
う
と
思
う
ぐ
ら
い
。
た
だ
朝
方
は
雪
が
降
っ
て
、
寒
く
て

寒
く
て
ね
。

　
知
人
の
ま
る
こ
う
さ
ん
（
横
町
３
、
呉
服
店
）
が
流
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
毛

布
を
借
り
に
行
こ
う
と
し
た
ら
、「
解
除
に
な
っ
て
い
な
い
か
ら
、
外
に
出
て
は
駄

目
だ
よ
」
と
言
わ
れ
た
。
で
も
、「
毛
布
を
借
り
に
行
き
ま
す
」
と
言
っ
た
ら
、
通

し
て
く
れ
た
。
小
学
校
で
幕
や
暗
幕
な
ど
あ
り
っ
た
け
の
物
を
出
し
て
く
れ
て
、

み
ん
な
で
か
ぶ
っ
た
。
ス
ト
ー
ブ
は
２
つ
く
ら
い
し
か
な
か
っ
た
。

　
次
の
朝
は
体
育
館
も
危
な
い
か
ら
校
舎
の
３
階
に
移
る
よ
う
に
言
わ
れ
け
ど
、

う
ち
の
家
族
は
黒
森
の
姉
の
と
こ
ろ
に
行
く
こ
と
に
し
た
。「
末
広
町
に
行
っ
て
は

駄
目
」
と
言
わ
れ
た
け
ど
、黒
森
に
行
く
前
に
見
に
行
っ
た
の
。
も
う
歩
け
な
か
っ

た
で
す
ね
。

太
田
さ
ん　
第
八
分
団
の
屯
所
（
大
通
３
）
は
下
に
水
が
入
っ
た
が
、
２
階
は
大

丈
夫
だ
っ
た
。
電
気
も
暖
房
も
な
か
っ
た
け
ど
、
夜
に
な
る
と
必
ず
２
、３
人
知
ら

川
が
あ
っ
て
、
排
水
溝
か
ら
も
水
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

小
成
さ
ん　
そ
う
、
ボ
コ
ボ
コ
し
て
い
た
。
み
ん
な
同
じ
く
ら
い
の
時
に
、
そ
の

「
逃
げ
ろ
！
」
っ
て
い
う
声
で
逃
げ
た
ん
じ
ゃ
あ
な
い
か
な
。
だ
か
ら
、
あ
あ
い
う

警
報
は
ロ
ー
カ
ル
弁
じ
ゃ
あ
な
き
ゃ
あ
ね
、
宮
古
は
宮
古
弁
。
誰
も
が
い
つ
も
聞

い
て
い
る
言
葉
が
い
い
。
テ
レ
ビ
が
流
し
て
い
る
言
葉
は
、「
ま
た
か
ぁ
」
っ
て
い

う
感
じ
で
聞
き
流
し
て
し
ま
う
。
ち
ょ
っ
と
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
あ
な

い
で
す
か
。

臼
木
さ
ん　
「
逃
げ
て
く
だ
さ
い
」で
は
だ
め
だ
ね
。
頼
ま
れ
て
は
逃
げ
な
い
。「
逃

げ
ろ
！
」と
言
わ
れ
な
い
と
ね
。す
ぐ
に
帰
っ
て
く
る
と
思
っ
て
、何
も
持
た
な
か
っ

た
。
コ
ー
ト
も
そ
れ
ほ
ど
厚
い
物
を
着
て
い
か
な
か
っ
た
。
私
た
ち
は
宮
古
小
学

校
の
体
育
館
の
２
階
に
避
難
し
た
の
で
、
津
波
が
来
る
の
が
見
え
た
。
い
ろ
ん
な

も
の
が
一
緒
に
流
れ
て
き
て
、
校
庭
前
の
鍵
商
さ
ん
の
と
こ
な
ん
か
は
、
た
ち
ま

ち
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
け
ね
。

小
成
さ
ん　
宮
古
小
学
校
に
着
い
た
と
き
、
臼
木
さ
ん
の
言
っ
た
よ
う
に
、
鍵
商

さ
ん
の
あ
た
り
は
水
嵩
が
増
し
て
、
そ
ば
に
あ
る
堰
（
ど
ぶ
川
）
か
ら
水
が
あ
ふ

れ
て
い
た
。
車
で
逃
げ
る
人
た
ち
が
こ
こ
を
通
っ
て
行
っ
た
け
ど
、
渋
滞
し
て
い

て
車
が
動
か
な
い
。
動
か
な
い
わ
け
よ
、
渋
滞
イ
コ
ー
ル
前
の
車
の
運
転
手
が
車

か
ら
を
降
り
て
逃
げ
て
い
た
か
ら
、
走
る
わ
け
が
な
い
。「
だ
め
だ
、
下
り
ろ
、
下

り
ろ
、
前
の
車
に
運
転
手
が
い
な
い
！
」
っ
て
言
っ
た
。
そ
れ
で
み
ん
な
車
か
ら

出
て
き
た
。
中
に
ド
イ
ツ
の
Ｂ
Ｍ
Ｗ
山
形
の
ナ
ン
バ
ー
が
い
て
ね
、
水
嵩
が
増
し

て
き
て
、
国
産
車
は
ス
ー
と
沈
ん
で
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
鳴
り
響
く
ん
で
す
が
、
Ｂ

Ｍ
Ｗ
は
動
か
な
く
な
っ
て
も
浮
い
て
い
た
。
そ
の
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
斜
め
に
な
っ

て
か
ら
沈
ん
だ
。
校
庭
に
止
め
て
あ
っ
た
先
生
の
車
も
水
に
つ
か
り
ま
し
た
ね
。

太
田
さ
ん　
末
広
町
は
水
が
１
㍍
以
上
来
て
い
ま
す
。

　
津
波
が
来
た
後
は
線
路
を
伝
っ
て
帰
っ
て
き
た
け
ど
、
南
町
は
ほ
と
ん
ど
被
害

が
な
く
て
、
こ
っ
ち
側
は
瓦
礫
が
水
に
埋
ま
っ
て
い
て
、「
助
け
て
く
れ
！
」
っ
て

声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
悲
惨
だ
っ
た
。
渋
滞
し
て
い
た
車

が
ピ
ー
ー
と
鳴
り
っ
ぱ
な
し
で
、
プ
カ
プ
カ
プ
カ
プ
カ
浮
い
て
い
た
。
踏
切
ま
で

来
た
人
た
ち
が
車
を
捨
て
て
逃
げ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
そ
の
人
た
ち
は
う
ま
く
線

路
を
逃
げ
き
っ
た
と
思
い
ま
す
が
…
。
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そ
れ
か
ら
２
日
後
の
黒
田
町
の
火
事
も
朝
方
ま
で
か
か
り
ま
し
た
か
ら
、
寒
く

て
、
寒
く
て
ね
。
お
年
寄
り
が
１
人
亡
く
な
り
ま
し
た
。
第
八
分
団
は
志
む
ら
寿

司
（
大
通
１
）
の
横
の
山
口
川
か
ら
、
第
三
分
団
は
宮
古
小
学
校
の
プ
ー
ル
か
ら

水
を
引
っ
張
り
ま
し
た
ね
。
鉄
筋
の
ア
パ
ー
ト
で
な
か
な
か
消
え
な
か
っ
た
。
消

防
士
た
ち
は
マ
ス
ク
を
し
て
ボ
ン
ベ
を
背
負
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
人
た
ち
が

早
く
突
入
す
れ
ば
終
わ
る
の
に
…
。
も
う
水
が
な
い
で
す
か
ら
手
ぶ
ら
の
分
団
は

「
待
機
せ
よ
」
と
い
う
こ
と
に
。
待
機
中
は
黙
っ
て
立
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、

こ
れ
は
つ
ら
い
で
す
よ
。

　
第
八
分
団
は
な
ぜ
か
田
老
の
山
火
事
に
も
「
出
動
せ
よ
」
と
き
て
、
山
火
事
だ

か
ら
下
か
ら
の
放
水
は
で
き
な
い
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
消
す
ん
で
す
よ
。
午
後
か

ら
行
っ
て
夕
方
ま
で
か
か
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
初
め
て
田
老
の
惨
状
を
見
ま

し
た
。
田
老
の
入
り
口
ま
で
ポ
ン
プ
で
入
る
こ
と
が
で
き
た
。
警
察
官
に
頼
ま
れ

て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
孫
さ
ん
の
ご
遺
体
を
瓦
礫
の
中
か
ら
出
す
の
を
手
伝
っ
て
、

戸
板
に
乗
せ
て
通
り
ま
で
運
ん
だ
。
そ
の
時
に
ご
遺
体
を
初
め
て
見
ま
し
た
。
道

路
は
す
で
に
自
衛
隊
が
入
っ
て
整
備
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
地
震
で
交
通
を
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
た
が
、
末
広
町
は
一
方
通
行
で

す
か
ら
、
な
に
か
の
と
き
に
は
こ
れ
を
考
え
な
い
と
危
な
い
で
す
よ
。

１
か
月
前
後
で
店
の
再
開

太
田
さ
ん　
女
房
は
従
業
員
の
実
家
の
あ
る
山
口
に
１
晩
、
そ
れ
か
ら
長
根
の
姉

さ
ん
の
家
に
行
き
ま
し
た
。
私
の
仕
事
は
保
険
事
業
な
の
で
早
く
オ
ー
プ
ン
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
電
話
と
机
だ
け
で
、
１
か
月
か
か
ら
な
い

う
ち
に
再
開
し
た
。
書
類
が
ヘ
ド
ロ
で
ド
ロ
ド
ロ
に
な
っ
た
け
ど
捨
て
ら
れ
な
い

し
、個
人
情
報
だ
か
ら
他
の
人
に
触
ら
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
デ
ー
タ
が
あ
っ

た
の
で
、
と
り
あ
え
ず
お
客
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
対
応
し
た
。
聞
き
役
で
す
ね
。

聞
い
て
も
ら
い
た
い
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　
末
広
町
は
い
い
方
で
す
。
田
老
、
鍬
ヶ
崎
、
重
茂
半
島
は
も
っ
と
悲
惨
な
ん
で

す
か
ら
。
そ
の
人
た
ち
が
末
広
町
に
買
い
物
に
来
て
、
わ
か
っ
て
い
る
人
に
話
を

聞
い
て
も
ら
い
た
い
。
身
内
を
亡
く
し
た
方
は
い
っ
ぱ
い
い
る
。

　
家
の
前
の
駐
車
場
に
、
自
転
車
、
蛍
光
管
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
の
ご
み
を
車
で

な
い
人
が
泊
ま
っ
て
、
朝
に
な
る
と
い
な
く
な
っ
て
い
た
。
全
部
で
６
～
７
人
く

ら
い
い
ま
し
た
ね
。
当
時
自
主
防
災
の
資
機
材
を
八
分
団
で
預
か
っ
て
い
て
、
そ

の
中
に
毛
布
が
１
０
０
枚
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
引
っ
張
り
出
し
て
使
っ
た
。
震

災
後
、
資
機
材
は
町
内
会
と
分
け
て
保
管
し
て
い
る
。
大
通
２
丁
目
、
３
丁
目
、

南
町
ま
で
が
八
分
団
の
管
内
で
す
が
、
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
が
１
人
ご
自
宅
の

１
階
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
が
２
件

太
田
さ
ん　
次
の
日
の
夜
中
に
火
災
が
あ
っ
た
。
夕
方
、
と
て
も
体
が
だ
る
く
て
、

こ
れ
で
は
も
た
な
い
と
思
い
、
自
宅
の
２
階
で
６
時
く
ら
い
か
ら
寝
て
い
た
ん
で

す
。
起
き
た
と
き
は
真
っ
暗
で
、
ウ
ー
ウ
ー
と
ポ
ン
プ
車
が
通
っ
た
。
窓
を
開
け

て
見
た
ら
、ガ
ン
ガ
ン
燃
え
て
い
た
。
こ
り
ゃ
あ
大
変
だ
と
現
場（
大
通
４
）に
行
っ

た
ら
、
も
う
す
で
に
う
ち
の
ポ
ン
プ
車
も
放
水
し
て
い
た
。
角
の
ガ
ラ
ス
屋
さ
ん

は
古
い
家
だ
っ
た
の
で
、
津
波
で
簡
単
に
ビ
シ
ャ
ッ
と
な
っ
た
。
そ
こ
に
通
電
し

て
出
火
し
た
ら
し
い
。
屯
所
に
残
っ
て
い
た
若
い
連
中
が
、
夜
警
で
こ
こ
を
回
っ

た
11
時
半
ご
ろ
に
は
、
ま
だ
火
が
出
て
い
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
と
き
防
災

無
線
は
津
波
警
報
だ
け
で
、
火
災
に
つ
い
て
は
放
送
し
て
い
な
い
ん
で
す
。

　
普
通
の
火
事
は
出
動
し
て
放
水
し
て
30
分
も
あ
れ
ば
消
え
る
。
と
こ
ろ
が
夜
の

12
時
か
ら
朝
の
７
時
ま
で
放
水
し
た
。
こ
の
辺
り
は
も
ろ
に
風
を
受
け
た
た
め
に

火
が
広
が
っ
た
ん
で
す
ね
。
７
時
間
の
放
水
は
第
八
分
団
だ
け
じ
ゃ
あ
な
い
、
第

三
分
団
、
第
九
分
団
も
来
て
く
れ
た
。

　
最
初
に
近
く
の
貯
水
槽
か
ら
ガ
ッ
ー
と
放
水
し
た
ら
、
貯
水
槽
の
水
は
10
分
く

ら
い
で
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
山
口
川
か
ら
水
を
引
っ
張
っ
た
け
ど
、

川
も
瓦
礫
で
埋
ま
っ
て
い
て
、
水
が
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
し
か
流
れ
て
こ
な
い
。
な
ん

と
か
堰
を
作
っ
て
や
っ
た
。
消
防
署
が
大
型
水
槽
車
を
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
普

通
は
４
、５
本
の
ホ
ー
ス
で
放
水
し
て
、
最
後
の
ブ
ス
ブ
ス
と
な
っ
て
い
る
の
を
そ

ば
に
行
っ
て
ガ
ッ
ー
と
止
め
の
水
を
か
け
る
。
と
こ
ろ
が
、
あ
の
日
は
余
震
が
来

る
と
、
隊
長
が
「
地
震
、
待
機
」、
地
震
が
お
さ
ま
る
と
「
か
か
れ
」
の
繰
り
返
し
、

そ
ん
な
感
じ
で
し
た
ね
。
普
段
は
野
次
馬
が
い
る
け
ど
、
真
っ
暗
闇
で
誰
も
い
な

い
の
が
不
気
味
で
し
た
。
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て
い
る
。
震
災
ま
で
住
ま
い
も
日
立
浜
だ
っ
た
。

　
当
日
は
、
車
で
日
立
浜
の
家
を
出
る
と
同
時
に
地
震
が
き
た
。
家
に
戻
っ
て
中

を
確
認
し
て
浜
に
行
っ
た
。
２
日
前
に
結
構
大
き
い
地
震
が
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。

あ
の
と
き
ね
え
、津
波
が
20
㌢
来
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、大
き
い
地
震
だ
っ
た
か
ら
、

来
て
も
１
～
２
㍍
か
な
っ
て
感
じ
だ
っ
た
。
そ
れ
で
、船
を
海
の
方
に
繋
い
で
あ
っ

て
、
道
具
も
み
ん
な
積
ん
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
応
上
げ
て
お
く
か
な
っ
て
、
そ
の

作
業
を
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。
な
ん
で
か
ね
、
引
き
上
げ
る
ロ
ー
プ
が
何
回
も
切

れ
て
、す
っ
た
も
ん
だ
し
て
い
る
う
ち
に
、だ
ん
だ
ん
海
が
引
い
て
行
っ
た
。
オ
ー
、

何
だ
、
来
っ
と
こ
ろ
だ
な
っ
て
思
っ
て
ね
、
そ
い
で
、
間
に
合
わ
な
い
か
ら
途
中

で
あ
き
ら
め
て
、
ま
た
船
を
繋
ぎ
直
し
た
。
道
具
だ
け
は
持
っ
て
、
す
ぐ
そ
ば
の

倉
庫
に
入
れ
て
る
最
中
に
水
が
足
元
に
来
た
っ
た
か
ら
、
こ
り
ゃ
あ
本
気
だ
な
っ

て
思
っ
た
。

　
家
の
と
こ
ろ
は
す
ぐ
ね
、
浄
土
ヶ
浜
第
３
駐
車
場
に
上
が
っ
て
く
道
路
が
あ
る

ん
で
、
そ
こ
を
上
が
れ
ば
い
い
や
と
思
っ
た
。
道
路
わ
き
に
ち
ょ
っ
と
し
た
川
が

通
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
水
が
足
元
ま
で
来
て
、
う
わ
あ
、
車
も
簡
単
に
浮
く
っ

け
な
あ
と
思
っ
て
、
一
端
車
を
出
し
て
、
そ
こ
の
沢
す
ぐ
だ
か
ら
、
上
が
ろ
う
と

し
た
ら
、
目
の
前
に
こ
う
見
上
げ
る
よ
う
な
の
が
来
て
、
道
路
じ
ゃ
あ
な
い
、
川

の
と
こ
に
す
げ
え
水
が
盛
り
上
が
っ
て
て
、
び
っ
く
り
し
た
。
後
ろ
側
は
浄
土
ヶ

浜
に
行
く
と
こ
ろ
で
い
く
ら
か
高
く
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
っ
ち
に
Ｕ
タ
ー
ン
し

た
。
車
は
途
中
で
も
浮
き
か
け
た
け
ど
、
か
ろ
う
じ
て
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
方

を
回
っ
て
、
第
３
駐
車
場
に
た
ど
り
着
い
た
。
そ
れ
で
着
い
た
と
た
ん
、
車
の
エ

ン
ジ
ン
が
ガ
ア
ッ
ー
と
な
っ
て
、
参
っ
た
な
。
ぐ
る
っ
と
回
っ
て
来
た
か
ら
冷
蔵

庫
や
ら
大
き
い
建
物
が
あ
っ
た
ん
で
、
そ
れ
で
押
さ
え
ら
れ
た
ん
で
は
ね
ぇ
か
な
、

途
中
な
に
も
な
い
と
こ
ろ
で
止
ま
れ
ば
終
り
だ
っ
て
感
じ
だ
っ
た
か
ら
ね
。
タ
イ

ヤ
が
埋
ま
れ
ば
浮
き
上
が
る
か
ら
も
う
だ
め
だ
っ
て
い
う
か
ら
ね
。

　
上
に
あ
が
っ
て
き
て
、
大
き
な
木
や
葉
っ
ぱ
の
間
か
ら
海
の
方
を
見
た
ら
、
最

初
に
見
え
た
の
は
カ
メ
イ
（
石
油
・
ガ
ソ
リ
ン
販
売
業
）
の
油
を
備
蓄
し
て
お
く

大
き
な
タ
ン
ク
、
あ
れ
が
、
は
ー
、
す
ご
い
勢
い
で
流
れ
て
行
っ
た
。

流
さ
れ
た
自
宅
付
近
で
女
性
を
救
助

捨
て
に
く
る
。
そ
れ
が
毎
日
増
え
て
山
積
み
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
見
る
と
情
け
な

か
っ
た
で
す
ね
。

臼
木
さ
ん　
毎
日
黒
森
か
ら
家
族
で
片
付
け
に
来
た
。
４
月
３
日
の
誕
生
日
ま
で

に
帰
り
た
か
っ
た
ん
で
す
が
、
１
か
月
か
か
り
ま
し
た
ね
。
手
伝
い
に
来
る
人
も

み
な
被
災
し
て
い
る
か
ら
、
大
工
さ
ん
を
頼
ん
で
泥
出
し
も
し
て
も
ら
っ
て
、
１

か
月
し
て
よ
う
や
く
畳
が
入
っ
て
電
気
が
戻
っ
た
。
そ
こ
で
末
広
町
に
帰
っ
て
き

て
、商
売
も
再
開
し
た
。
店
は
な
に
も
残
ら
な
か
っ
た
の
で
「
も
う
や
め
た
！
」
っ

て
大
き
な
声
で
宣
言
し
た
ら
、
お
客
さ
ん
が
布
団
を
買
い
に
来
た
。
も
し
か
し
た

ら
布
団
が
売
れ
る
時
代
が
く
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
ね
、
悪
い
け
ど
。
宮
町

の
倉
庫
に
あ
る
在
庫
を
出
し
て
き
た
ら
ど
ん
ど
ん
売
れ
た
。
乾
い
て
い
た
も
の
は

な
ん
で
も
売
れ
ま
し
た
。

太
田
さ
ん　
分
団
長
で
一
生
に
一
度
の
こ
と
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
こ

と
を
経
験
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
１
週
間
く
ら
い
経
っ
て
ち
ょ
っ
と
余
裕
が
で
き
た

の
で
、慰
問
が
て
ら
鍬
ヶ
崎
の
被
災
し
た
第
六
分
団
、第
七
分
団
を
訪
ね
た
ん
で
す
。

変
わ
り
果
て
た
鍬
ヶ
崎
の
街
を
見
渡
す
と
、
警
察
官
と
赤
半
纏
が
４
、５
人
で
瓦
礫

の
中
の
遺
体
探
し
を
し
て
い
た
。
そ
の
人
た
ち
は
自
分
の
家
が
流
さ
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
分
団
の
活
動
を
し
て
い
る
。
赤
半
纏
は
す
ご
い
な
、
辛
か
っ
た
け

ど
分
団
員
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
震
災
後
、
長
靴
と
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
水
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

臼
木
さ
ん　
２
㍑
の
大
き
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
５
個
用
意
し
て
い
る
。
１
か
月
は

大
丈
夫
だ
か
ら
毎
月
11
日
に
新
し
い
水
に
入
れ
替
え
る
の
。
水
が
な
い
の
が
一
番

大
変
で
し
た
か
ら
。

小
成
さ
ん　
防
災
会
と
し
て
段
ボ
ー
ル
入
り
の
５
年
保
存
の
水
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
電
気

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

⑷　
元
田 

利
克
さ
ん
の
話　
昭
和
32
（
１
９
５
７
）
年
生

　
鍬
ヶ
崎
日
立
浜　
漁
師
、
居
酒
屋
ぶ
～
や
（
末
広
町
３
）　　
　

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
７
月
24
日
、
ぶ
～
や
店
内
で
伺
う
。

日
立
浜
か
ら
脱
出

　
鍬
ヶ
崎
日
立
浜
で
、
昼
間
は
夫
婦
で
磯
漁
を
、
夜
は
末
広
町
で
居
酒
屋
を
や
っ
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今
度
は
う
ち
の
爺
さ
ん
、
父
親
が
ね
、
自
転
車
で
後
藤
医
院
に
行
っ
た
時
間
だ

か
ら
、お
そ
ら
く
帰
る
途
中
じ
ゃ
な
い
か
な
と
見
に
行
っ
た
け
ど
、わ
か
ん
な
く
て
、

３
日
く
ら
い
探
し
歩
い
て
、
後
藤
医
院
に
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
日

立
浜
の
避
難
所
に
な
っ
て
い
た
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
連
れ
て
行
っ
た
。「
う
ち
ら
も
入

れ
て
け
ろ
」
っ
て
言
っ
た
ら
、「
い
っ
ぱ
い
で
す
」
っ
て
断
ら
れ
て
、し
ょ
う
が
な
い
、

実
家
に
戻
っ
た
。

　
た
ま
た
ま
携
帯
が
繋
が
っ
て
、
妻
の
妹
の
旦
那
が
テ
レ
ビ
を
見
て
、「
大
変
な
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
大
丈
夫
か
」
っ
て
言
わ
れ
て
、「
大
丈
夫
も
な
に
も
な
い
。
家

も
な
ん
に
も
な
い
。流
さ
れ
た
っ
た
。ア
ハ
ハ
っ
」。「
え
、な
ん
で
笑
っ
て
い
る
」だ
っ

て
、
笑
う
ほ
か
ね
え
べ
。
仮
設
に
入
る
ま
で
桜
町
に
い
て
、
湧
き
水
を
汲
み
に
行

く
の
が
日
課
だ
っ
た
。
急
な
坂
を
重
い
タ
ン
ク
を
持
っ
て
歩
く
の
に
苦
労
し
た
。

船
が
盗
ま
れ
て

　
船
の
一
隻
が
見
つ
か
っ
た
。
日
立
浜
の
家
の
向
か
い
側
の
瓦
礫
に
埋
も
れ
て
い

た
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
自
衛
隊
に
み
な
ほ
か
さ
れ
っ
か
ら
、
縄
で
吊
っ
て

出
し
て
も
ら
っ
た
。
修
理
す
る
と
こ
が
あ
っ
た
け
ど
、
ち
ょ
こ
っ
と
修
理
す
れ
ば

大
丈
夫
だ
っ
た
。
も
う
一
隻
は
あ
と
か
ら
聞
い
た
ん
だ
け
ど
、白
浜
に
壊
れ
て
あ
っ

た
。
船
も
い
つ
来
っ
か
見
通
し
が
立
た
な
い
つ
う
ん
で
、
修
理
し
た
方
が
早
い
か

な
っ
て
思
っ
て
、次
に
浜
行
っ
た
ら
も
う
な
か
っ
た
。船
外
機
か
ら
船
か
ら
み
ん
な
、

勝
手
に
持
っ
て
行
っ
て
修
理
し
て
売
っ
た
人
が
あ
ん
の
、捕
ま
っ
た
け
ど
ね
。
ち
ゃ

ん
と
ナ
ン
バ
ー
は
付
い
て
い
る
し
、
あ
あ
い
う
の
は
駄
目
な
ん
で
す
。

　
他
に
も
、
新
し
く
船
外
機
っ
て
、
ほ
れ
エ
ン
ジ
ン
、
買
っ
て
付
け
た
人
は
、
何

日
も
し
ね
え
で
、
盗
ま
れ
た
。
地
元
の
人
ら
で
な
く
ね
、
そ
う
い
う
の
が
入
っ
た

み
た
い
。
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
来
て
バ
ア
ッ
ー
と
や
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
。
う
ち

ら
の
仮
設
も
入
居
す
る
前
に
冷
蔵
庫
や
ら
を
設
置
し
て
あ
ん
の
、
そ
れ
持
っ
て
行

か
れ
ち
ゃ
っ
た
。

　
家
も
流
さ
れ
、船
も
流
さ
れ
、こ
こ
さ（
ぶ
ー
や
）来
て
い
る
場
合
じ
ゃ
あ
、な
か
っ

た
も
ん
ね
。
浜
の
方
が
早
く
口
開
け
に
す
る
と
い
う
話
だ
っ
た
の
で
、
急
い
で
漁

に
出
る
準
備
を
し
た
っ
た
が
、
結
局
の
び
の
び
に
な
っ
て
。
こ
っ
ち
は
、
は
ー
、

や
め
よ
う
か
と
思
っ
た
っ
た
の
。
だ
ど
も
、
浜
も
い
つ
再
開
に
な
ん
か
、
そ
れ
よ

　
妻
は
税
務
署
の
申
告
で
、
陸
中
ビ
ル
に
い
た
。
携
帯
が
通
じ
な
か
っ
た
か
ら
、

誰
に
も
連
絡
が
取
れ
な
い
し
、
暗
く
な
っ
て
く
る
わ
、
雪
は
降
っ
て
く
る
わ
で
、

い
の
一
番
に
、
音
は
う
る
さ
く
な
っ
た
け
ど
も
走
る
だ
け
な
ら
と
、
車
で
探
し
に

行
っ
た
。
中
里
の
集
会
所
み
た
い
な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
も
い
な
い
。
一
緒
に
行
っ

た
人
が
中
里
の
人
だ
か
ら
、
そ
こ
に
も
行
っ
た
け
ど
い
な
か
っ
た
。
妻
の
実
家
が

熊
野
神
社
の
上
の
方
（
桜
町
）
で
、そ
っ
ち
の
家
も
心
配
だ
っ
た
か
ら
、山
か
ら
下
っ

て
行
っ
た
。
そ
こ
さ
、
息
子
が
帰
っ
て
き
た
。

　
「
お
い
、家
、見
に
行
く
か
」っ
て
言
っ
て
。
山
側
に
細
い
道
路
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

そ
こ
も
歩
く
状
態
で
は
ね
え
の
、物
だ
ら
け
で
ね
。あ
る
程
度
行
っ
た
ら
ば
、「
お
い
、

家
が
ね
え
」
っ
て
。
そ
し
て
浜
ど
こ
の
家
ま
で
下
が
っ
て
行
っ
た
。
う
ち
の
作
業

す
る
倉
庫
が
な
く
な
っ
て
い
て
、
そ
の
基
礎
の
部
分
に
下
か
ら
流
さ
れ
て
き
た
ア

パ
ー
ト
の
２
階
部
分
が
引
っ
か
か
っ
て
乗
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
足
の
不
自
由
な
70

代
の
女
性
が
ひ
と
り
い
た
。
向
う
の
方
か
ら
「
お
ー
い
、
そ
こ
に
人
が
い
る
ぞ
！
」

と
言
う
声
が
し
て
、
向
い
側
に
い
た
人
た
ち
も
来
て
、
そ
っ
か
ら
、
救
助
が
始
ま
っ

た
。
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
暗
く
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
「
ド
ア
を
担
架
代
わ
り
に
す
る
か
ら
ぶ
ち
破
れ
」
っ
て
、
取
り
あ
え
ず
ド
ア
を

外
し
て
、
ド
ア
に
乗
せ
て
も
つ
る
つ
る
す
っ
か
ら
、
足
場
も
な
い
よ
う
な
感
じ
だ

か
ら
ね
。
そ
こ
ら
こ
こ
ら
の
下
に
は
、
う
ち
の
船
の
道
具
や
ロ
ー
プ
類
が
あ
っ
た
。

そ
れ
を
拾
い
集
め
て
、「
我
慢
し
て
よ
」
っ
て
、
そ
の
女
性
を
ド
ア
に
結
わ
え
た
。

４
人
で
担
架
を
持
っ
て
、
１
人
は
先
に
行
っ
て
、
道
路
の
ご
み
を
、
通
れ
る
よ
う

に
避
け
て
上
ま
で
行
っ
た
。
余
震
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
来
る
し
、
寒
い
し
、
大
変
だ
っ

た
。
昔
か
ら
の
知
り
合
い
の
家
に
連
れ
て
行
き
、「
濡
れ
て
い
る
か
ら
入
れ
て
け

ろ
」
っ
て
、
有
無
を
言
わ
せ
ず
置
い
て
き
た
。

妻
の
実
家
に
避
難

　
そ
れ
か
ら
、ま
た
妻
を
探
し
に
行
っ
た
。暗
く
な
っ
て
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
が
、

偶
然
携
帯
が
繋
が
っ
て
第
３
駐
車
場
で
合
流
で
き
た
。
息
子
は
職
場
に
行
き
、
妻

と
桜
町
に
戻
っ
た
。
義
父
が
、
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
い
た
家
族
を
見
か
ね
て
、
家

に
入
れ
て
い
た
の
で
、
家
の
中
は
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
晩
、
俺
は

車
の
中
に
泊
ま
っ
た
。
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７　
新
町

　
新
町
は
本
町
に
隣
接
し
、
と
も
に
早
く
か
ら
栄
え
た
商
業
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。

山
田
線
の
開
通
を
き
っ
か
け
に
商
業
の
中
心
が
末
広
町
に
移
っ
た
が
、
本
町
同
様

に
古
い
蔵
造
り
の
商
店
が
一
部
残
っ
て
い
る
。
西
側
に
は
黒
田
町
が
あ
る
。

　
震
災
前
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
３
月
１
日
現
在
の
世
帯
数
は
85
、
人
口
は

１
９
７
名
（
男
88
、
女
１
０
９
）
で
あ
っ
た
。

　
「
３
・
11
」
の
津
波
の
浸
水
は
1
、
2
丁
目
は
最
大
2
㍍
。
１
階
が
壊
滅
状
態
と

な
っ
た
家
屋
、
店
舗
も
多
く
、
大
き
な
被
害
が
出
て
い
る
。
3
、
4
丁
目
は
山
側

か
ら
の
傾
斜
が
あ
る
た
め
0
～
１・６
㍍
。

　
震
災
後
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
８
月
現
在
は
85
世
帯
、
人
口
は
１
９
８
名

（
男
87
、
女
１
１
１
）、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
１
日
現
在
の
世
帯
数
は
88
、

人
口
は
１
９
6
名
（
男
86
、
女
１
１
０
）
で
あ
る
。

　
人
口
の
増
減
の
変
化
は
少
な
く
、
世
帯
数
は
増
え
て
い
る
。
こ
の
数
字
か
ら
見

る
と
震
災
の
影
響
に
よ
る
世
帯
数
・
人
口
の
増
減
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。

⑴　
澤
田 

三
夫
さ
ん
の
話　
昭
和
16
（
１
９
４
１
）
年
生

　
新
町
４　
宮
古
ホ
テ
ル
沢
田
屋
会
長
、
新
町
通
り
町
内
会
自
治
会
長

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
４
月
25
日
、
ホ
テ
ル
ロ
ビ
ー
で
伺
う
。

１
０
０
名
の
宴
会
が
キ
ャ
ン
セ
ル

　
地
震
の
と
き
は
、
硬
式
テ
ニ
ス
を
や
る
も
ん
で
す
か
ら
、
藤
原
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
に
行
く
途
中
だ
っ
た
ん
で
す
。
港
近
く
の
海
岸
に
あ
る
コ
ー
ト
は
、
街
の
方
か

ら
見
て
防
波
堤
の
外
側
な
ん
で
す
よ
。
停
電
で
信
号
機
が
切
れ
た
の
で
、
大
き
い

地
震
だ
と
思
っ
て
、
車
を
止
め
て
脇
に
寄
っ
た
ら
、
ぐ
ら
ぐ
ら
っ
と
き
た
途
端
に

岩
（
石い

っ
さ
き
ぱ
な

崎
鼻
）
が
突
然
崩
れ
た
ん
で
す
。
揺
れ
が
治
ま
っ
て
か
ら
、
こ
れ
は
よ
っ

ぽ
ど
大
き
い
な
と
引
き
返
し
て
、
宮
古
大
橋
を
渡
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
と
き
は
車

が
１
台
も
通
っ
て
な
く
て
、
へ
た
す
る
と
こ
の
大
橋
も
途
中
で
壊
れ
る
じ
ゃ
あ
な

い
か
な
と
思
い
な
が
ら
帰
っ
て
き
た
ん
で
す
よ
。「
津
波
が
く
る
ん
じ
ゃ
あ
な
い
か

な
」
と
家
の
者
と
話
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
、
街
に
は
ま
だ
人
も
結
構

歩
い
て
い
て
、
普
通
の
状
態
で
し
た
。
今
ま
で
津
波
情
報
が
出
て
も
、
30
㌢
と
か

40
㌢
、
最
高
で
も
50
㌢
く
ら
い
だ
っ
た
。
今
回
は
地
震
が
大
き
か
っ
た
の
で
、
50

り
こ
っ
ち
の
方
か
早
い
か
な
と
思
っ
て
、
み
な
さ
ま
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
、
こ
っ

ち
を
先
に
、
５
月
ご
ろ
に
再
開
し
た
。

⑸　
元
田
千
花
子
さ
ん
の
話　
昭
和
32
（
１
９
５
７
）
年
生　

　
居
酒
屋
ぶ
～
や　

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
10
月
11
日
、
店
内
で
伺
う
。

市
街
地
か
ら
鍬
ヶ
崎
に

　
地
震
の
あ
と
陸
中
ビ
ル
か
ら
歩
い
て
宮
古
測
候
所
（
鍬
ヶ
崎
下
町
）
ま
で
来
て
、

「
日
立
浜
に
帰
る
」
っ
て
言
っ
た
ら
、「
え
、
日
立
浜
、
な
い
、
な
い
！
」
っ
て
言

わ
れ
た
。
そ
の
と
き
は
津
波
の
こ
と
も
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
な
に

を
言
わ
れ
て
い
る
の
か
不
思
議
な
感
じ
だ
っ
た
。

　
日
影
の
沢
か
ら
鍬
ヶ
崎
小
学
校
に
下
り
て
く
る
と
、
電
線
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
と

か
、
布
団
み
た
い
な
物
が
引
っ
か
か
っ
て
い
た
。
な
ん
な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

る
と
、知
り
合
い
の
息
子
さ
ん
に
、「
す
ご
か
っ
た
で
す
よ
、今
水
引
き
ま
し
た
け
ど
、

校
庭
ま
で
津
波
が
来
た
ん
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
て
見
た
ら
、
箪
笥
な
ん
か
が
散
乱

し
て
い
た
。「
実
家
に
行
こ
う
と
思
う
ん
だ
け
ど
」
と
言
っ
た
ら
、「
い
や
、
無
理

だ
と
思
い
ま
す
よ
。
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
方
へ
行
っ
て
み
た
ら
ど
う
か
な
」
っ
て
言

わ
れ
た
。
校
庭
に
入
っ
て
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
行
こ
う
と
し
た
ら
、
近
所
の
家
が
団

子
状
態
に
な
っ
て
熊
野
神
社
の
階
段
ま
で
来
て
い
た
。
測
候
所
で
、「
日
立
浜
な
ん

て
、
な
い
な
い
」
と
言
わ
れ
た
の
は
、
こ
れ
な
ん
だ
っ
て
、
は
じ
め
て
わ
か
っ
た
。

　
足
を
ガ
ク
ガ
ク
さ
せ
な
が
ら
体
育
館
の
横
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
あ
る
細
い
道
を

桜
町
に
上
が
っ
て
行
っ
た
ん
で
す
。
あ
と
か
ら
見
た
ら
鳥
居
が
な
く
な
っ
て
い
た

け
ど
、
そ
の
時
は
重
な
り
あ
っ
た
家
に
び
っ
く
り
し
て
気
が
つ
か
な
か
っ
た
。
実

家
に
帰
っ
た
ら
、「
今
、
利
克
さ
ん
と
俊
吉
が
来
て
、
探
し
に
行
っ
た
よ
」
と
言
わ

れ
た
。
そ
こ
で
私
も
実
家
の
裏
山
か
ら
蛸
の
浜
の
大
橋
に
上
っ
て
、
第
３
駐
車
場

か
ら
日
立
浜
に
下
り
た
ら
、
近
所
の
人
た
ち
が
い
た
。
ち
ょ
う
ど
見
に
行
こ
う
と

し
て
い
た
近
所
の
男
の
子
の
力
を
借
り
て
見
に
行
き
ま
し
よ
。
す
ご
か
っ
た
で
す

ね
。
６
時
前
か
な
、雪
が
チ
ラ
チ
ラ
降
っ
て
い
て
、ど
う
す
っ
か
な
と
思
っ
て
た
ら
、

旦
那
か
ら
携
帯
が
き
た
ん
で
す
。
第
３
駐
車
場
で
会
っ
て
、
息
子
を
職
場
に
送
っ

て
か
ら
桜
町
に
戻
っ
た
ん
で
す
。
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そ
の
夜
は
東
北
銀
行
の
セ
コ
ム
か
な
ん
か
、
危
機
を
知
ら
せ
る
ブ
サ
ー
が
う
る
さ

か
っ
た
。
銀
行
員
が
鍵
を
閉
め
て
帰
っ
た
後
に
、
津
波
が
来
て
作
動
し
た
せ
い
で

し
ょ
う
。
夜
遅
く
ま
で
電
池
が
切
れ
る
ま
で
ず
っ
と
鳴
っ
て
い
ま
し
た
。

　
避
難
場
所
が
宮
古
小
学
校
な
の
で
、
宴
会
に
用
意
し
た
料
理
は
避
難
所
に
提
供

し
ま
し
た
。
停
電
し
て
い
ま
し
た
が
、
料
理
用
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
コ
ン
ロ
が
あ
り

ま
し
た
か
ら
、
暖
か
い
料
理
を
持
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

工
事
関
係
者
の
宿
泊
所
に

　
３
月
12
日
、
13
日
の
火
事
が
あ
っ
た
た
め
、
東
北
電
力
の
作
業
員
た
ち
が
配
線

工
事
に
来
た
ん
で
す
が
、「
作
業
員
た
ち
が
車
の
中
で
は
眠
れ
な
い
。
夜
遅
く
来

て
も
、
ひ
と
り
ず
つ
ラ
イ
ト
を
つ
け
て
い
る
か
ら
暗
い
中
で
も
出
入
り
が
で
き
る
。

泊
ま
る
だ
け
で
い
い
か
ら
」と
頼
ま
れ
た
。
こ
こ
も
お
風
呂
が
な
い
、電
気
も
な
い
、

水
も
な
い
。
１
階
は
ま
だ
泥
を
か
ぶ
っ
た
状
態
で
し
た
が
、
屋
上
に
は
８
㌧
の
タ

ン
ク
が
あ
っ
て
、
商
売
は
し
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
れ
が
な
く
な
る
ま
で
水
洗
ト

イ
レ
が
使
え
た
ん
で
す
よ
。
寝
る
だ
け
と
い
う
了
解
を
取
っ
て
、14
日
か
ら
泊
ま
っ

て
い
た
だ
い
た
。

　

３
月
20
日
に
電
気
、
25
日
に
水

道
、
29
日
に
は
電
気
が
復
旧
し
た
。

ホ
テ
ル
は
４
月
９
日
か
ら
食
事
が

提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

日
か
ら
全
国
各
地
の
日
本
自
治
団

体
労
働
組
合
の
方
々
が
宿
泊
さ
れ
、

こ
こ
が
本
部
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
方
々
は
各
地
区
の
避
難
所
の
受

付
や
夜
警
の
仕
事
を
し
て
い
る
様

子
で
し
た
。

　

そ
の
間
、
地
下
に
あ
っ
た
暖
房

や
お
風
呂
の
重
油
を
、
地
上
に
上

げ
な
い
と
消
防
署
の
許
可
が
下
り

な
い
の
で
、
全
部
地
上
に
出
し
た
。

㌢
程
度
で
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
け
ど
、
こ
ん
な
に
大
き
く
な
る
と
は
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
た
だ
、
す
ぐ
そ
こ
の
東
北
銀
行
（
新
町
２
）
の
重
油
タ
ン
ク
の
蓋
が

飛
ん
で
、
灯
油
が
散
ら
ば
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
や
は
り
大
き
な
地
震
だ
っ
た
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
当
日
、
泊
ま
り
の
お
客
様
は
ほ
と
ん
ど
な
く
て
、
３
月
11
日
が
市
議
会
の
最
後

の
日
で
、市
会
議
員
さ
ん
た
ち
が
う
ち
で
ご
苦
労
会
を
す
る
ん
で
す
ね
。
約
10
テ
ー

ブ
ル
、
１
０
０
名
ぐ
ら
い
の
予
約
が
入
っ
て
い
た
。
宮
古
市
の
職
員
さ
ん
が
「
す

み
ま
せ
ん
、
緊
急
事
態
な
の
で
キ
ャ
ン
セ
ル
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
い
に
来
た
。

そ
れ
が
３
時
頃
、
津
波
の
来
る
前
だ
っ
た
か
ら
、
う
ち
は
料
理
を
作
っ
て
、
テ
ー

ブ
ル
も
準
備
し
て
あ
っ
た
ん
で
す
。
職
員
さ
ん
が
お
帰
り
に
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら

で
す
ね
、
津
波
が
来
た
の
は
。

　
ホ
テ
ル
は
新
町
通
り
か
ら
50
㌢
く
ら
い
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
水
は
新
町
通
り

か
ら
上
が
っ
て
き
て
、
一
番
高
い
と
き
は
う
ち
の
ロ
ビ
ー
に
５
㌢
く
ら
い
ま
で
来

て
、
そ
れ
か
ら
ス
ー
ッ
と
引
く
よ
う
に
な
く
な
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
。
こ
の
辺
り

は
防
波
堤
を
少
し
ず
つ
あ
ふ
れ
て
き
た
よ
う
な
状
態
で
す
ね
。
水
の
引
け
る
の
も

早
い
方
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

低
体
温
の
女
性
が
担
ぎ
込
ま
れ
た

　
「
沢
田
屋
さ
ん
、
ロ
ビ
ー
を
貸
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」
っ
て
混
沌
と
し
て
い
る
女

性
が
担
ぎ
込
ま
れ
た
。
服
は
波
で
み
ん
な
取
ら
れ
て
い
た
。
松
井
内
科
（
新
町
４
）

の
先
生
が
診
て
、
少
し
で
も
早
く
大
き
な
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
、
聴
診
器
を
持
っ
て
、「
緊
急
だ
！　
緊
急
だ
！
」
と
言
っ
て
ね
、
町
内
の
小

成
商
店
の
車
を
借
り
て
県
立
宮
古
病
院
に
連
れ
て
行
っ
た
ら
し
い
ん
で
す
け
ど
、

翌
日
聞
い
た
ら
駄
目
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
大
通
の
店
（
新
町
２
）
に
勤
め
て
い
る
方
で
、
た
ま
た
ま

テ
ニ
ス
仲
間
で
お
顔
は
存
じ
上
げ
て
い
る
方
だ
っ
た
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
水
が
来
て
被
害
に
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
津
波
の
水
は
見
て
い

る
と
ゆ
っ
く
り
だ
け
ど
、
腰
の
あ
た
り
ま
で
く
る
と
動
け
な
く
な
る
ら
し
い
ん
で

す
ね
。

　
交
差
点
の
電
柱
の
と
こ
ろ
に
車
が
８
台
く
ら
い
積
み
重
な
っ
て
い
ま
し
た
し
、

写�真 5　震災後ホテルなど高い建物に設置された津波シェ
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う
状
態
だ
っ
た
。
私
が
持
っ
て
い
る
の
は
聴
診
器
し
か
な
い
も
ん
で
す
か
ら
、「
ラ

イ
ト
な
い
で
す
か
」
と
言
っ
て
、
沢
田
屋
さ
ん
が
貸
し
て
く
れ
た
の
か
、
私
自
身

が
ペ
ン
ラ
イ
ト
を
持
っ
て
い
た
の
か
覚
え
て
い
な
い
が
、
ラ
イ
ト
で
診
た
ら
散
瞳

し
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
も
う
そ
の
時
点
で
意
識
が
な
か
っ
た
。
そ
の
場
合
は
救

急
医
療
機
器
が
あ
れ
ば
、
気
管
切
開
を
や
る
ん
で
し
ょ
う
が
、
な
に
も
な
い
し
、

な
に
か
が
で
き
る
段
階
で
も
な
か
っ
た
。
あ
と
は
宮
古
病
院
に
連
れ
て
行
く
し
か

な
か
っ
た
が
、
電
話
も
携
帯
も
な
に
も
通
じ
な
い
状
態
だ
っ
た
。
そ
の
場
に
い
た

イ
ン
テ
リ
ア
コ
ナ
リ
の
従
業
員
さ
ん
が
、
四
角
い
大
き
い
ラ
イ
ト
バ
ン
を
用
意
し

て
く
れ
て
、
県
立
宮
古
病
院
に
運
ん
だ
。

ミ
ニ
パ
ト
カ
ー
に
先
導
さ
れ
て
宮
古
病
院
へ

　
コ
ナ
リ
の
従
業
員
さ
ん
が
運
転
し
て
、
私
は
聴
診
器
を
ぶ
ら
下
げ
て
助
手
席
に

乗
っ
た
。
常
安
寺
の
裏
道
を
行
く
と
、
前
に
車
が
い
た
の
で
、
運
転
者
に
プ
ッ
プ
ッ

と
鳴
ら
し
て
も
ら
い
、
私
は
窓
を
開
け
て
、「
お
ー
い
」
っ
て
、
聴
診
器
を
振
っ
て

追
い
抜
こ
う
と
す
る
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
が
な
か
な
か
通
じ
な
い
。
ち
ょ
う
ど
２
台

先
に
ミ
ニ
パ
ト
カ
ー
が
見
え
た
の
で
、「
鳴
ら
せ
」
と
言
っ
て
、
ビ
ー
、
ビ
ー
ビ
ー
、

ビ
ー
ビ
ー
と
警
笛
を
し
つ
こ
く
鳴
ら
し
て
も
ら
っ
た
。
す
る
と
そ
れ
が
騒
音
に
な

る
の
で
、ミ
ニ
パ
ト
カ
ー
が
ピ
タ
ッ
と
止
ま
っ
た
。女
性
警
官
に
聴
診
器
を
見
せ
て
、

「
新
町
で
開
業
し
て
い
る
内
科
医
だ
が
、
溺
死
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
人
が
い
る
か

ら
先
導
し
て
く
れ
」っ
て
し
ゃ
べ
っ
た
。そ
し
た
ら
女
性
警
官
が
、「
先
導
し
ま
す
」っ

て
、
ウ
ー
ウ
ー
ウ
ー
っ
て
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
く
れ
た
の
で
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
病
院
に
行
っ
た
。

　
病
院
の
門
前
の
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
た
ら
、
す
で
に
ね
、
バ
ン
だ
の
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
が
止
っ
て
い
て
、
後
ろ
に
乗
せ
て
き
た
水
を
含
ん
だ
状
態
の
人
た
ち
を
下
し
て

い
る
ん
で
す
。
私
は
３
番
目
だ
っ
た
。「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
順
番
に
診

ま
す
」
と
病
院
の
先
生
に
言
わ
れ
た
。
順
番
が
き
て
、「
心
肺
停
止
で
、
散
瞳
を
確

認
し
た
」
と
状
態
を
説
明
す
る
と
、「
ど
こ
の
誰
で
す
か
」
と
聞
か
れ
た
。「
消
防

隊
員
か
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
の
で
、
女
性
の
名
前
も
な
に
も
知
ら
な
い
」
と

事
情
を
話
す
と
、
そ
の
状
況
や
私
の
氏
名
住
所
、
そ
し
て
病
院
に
到
着
し
た
時
刻

な
ど
を
全
部
黒
板
に
書
か
れ
ま
し
た
。
私
は
そ
こ
ま
で
で
、
あ
と
は
病
院
に
預
け

床
下
に
入
れ
て
あ
っ
た
厨
房
の
電
源
が
浸
水
し
て
駄
目
に
な
っ
た
の
で
、
ガ
ス
や

電
気
機
器
を
入
れ
替
え
て
、
フ
ロ
ン
ト
の
絨
毯
の
張
り
替
え
を
し
て
、
５
月
の
連

休
前
に
営
業
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
の
前
に
あ
る
自
宅
は
床
上
50
㌢
浸
水
し
た
の
で
、
私
と
妻
も
ホ
テ
ル
で

寝
泊
ま
り
し
た
。
町
内
の
自
治
会
長
を
務
め
て
い
る
の
で
、
自
治
会
を
通
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
片
付
け
に
き
て
い
た
だ
い
た
。
全
国
か
ら
こ
ん
な
に
応
援

隊
が
来
て
く
れ
た
こ
と
に
は
、
涙
が
で
る
ほ
ど
有
難
か
っ
た
。

　
震
災
後
小
学
校
か
ら
の
依
頼
で
、
津
波
の
一
時
的
な
避
難
場
所
と
し
て
「
津
波

シ
ェ
ル
タ
ー
」
の
プ
レ
ー
ト
が
置
い
て
あ
り
ま
す
（
写
真
５
）。

　
昔
は
こ
の
辺
り
が
中
心
地
で
蔵
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
震
災
後
に
ほ
と

ん
ど
解
体
し
て
し
ま
っ
た
。
道
路
上
に
津
波
の
置
き
土
産
、
ヘ
ド
ロ
の
跡
が
へ
ば

り
つ
い
て
残
っ
て
い
ま
す
。

⑵　
松
井 

忠
宣
さ
ん
の
話　
昭
和
24
（
１
９
４
９
）
年
生

　
新
町
４　
松
井
内
科
医
院
医
師　

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
11
月
12
日
、
医
院
内
で
伺
う
。

水
に
呑
ま
れ
た
女
性

　
向
町
は
閉
伊
川
に
近
く
浸
水
が
ひ
ど
か
っ
た
。
夕
方
４
時
頃
、
向
町
で
水
の
中

に
浮
い
て
い
た
人
を
、
消
防
隊
員
が
腰
の
あ
た
り
ま
で
水
に
浸
か
り
な
が
ら
引
き

上
げ
て
、
中
央
通
り
の
十
字
路
の
と
こ
ろ
ま
で
10
㍍
く
ら
い
の
距
離
を
運
ん
で
き

た
。
さ
ら
に
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ナ
リ
（
本
町
１
）
の
と
こ
ろ
か
ら
坂
を
上
っ
て
き
て
、

「
手
伝
っ
て
く
だ
さ
い
」、「
こ
の
人
を
救
急
隊
か
医
者
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
」
と
、

周
り
に
い
た
人
た
ち
に
女
性
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
と
、
急
い
で
次
の
救
助
に
向

か
っ
た
。

　
男
性
が
４
、５
人
で
女
性
を
担
い
で
ホ
テ
ル
沢
田
屋
ま
で
運
ん
だ
。
私
も
ち
ょ
う

ど
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
の
で
、「
先
生
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
言
わ
れ
て
、

沢
田
屋
さ
ん
に
入
っ
た
。
ず
い
ぶ
ん
水
を
含
ん
で
い
た
と
い
う
印
象
を
受
け
て
い

た
。

　
毛
布
を
も
っ
て
き
て
も
ら
い
、
ロ
ビ
ー
の
ソ
フ
ァ
ー
の
上
に
毛
布
ご
と
置
い
て
、

聴
診
器
で
診
る
と
も
う
す
っ
か
り
低
体
温
で
呼
吸
音
も
な
し
、
肺
音
も
な
い
と
い
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す
ぐ
に
救
助
活
動

　
地
震
の
発
生
時
は
、
向
町
の
鉄
筋
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
の
中
に
い
た
ん
で

す
け
ど
、
す
ご
い
揺
れ
で
し
た
。
１
週
間
く
ら
い
前
の
地
震
と
は
揺
れ
も
長
さ
も

違
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
津
波
が
く
る
な
と
思
い
ま
し
た
ね
。
通
常
第
三
分
団
屯
所

ま
で
は
信
号
が
あ
る
の
で
、
４
、５
分
か
か
る
ん
で
す
け
ど
、
信
号
が
止
ま
っ
た
の

で
、１
分
ち
ょ
っ
と
で
来
た
。
大
津
波
警
報
が
出
た
の
で
、「
逃
げ
て
く
だ
さ
い
」
っ

て
放
送
か
け
て
、
ポ
ン
プ
車
で
赤
沼
分
団
長
と
管
内
を
回
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
か
ら
津
波
が
来
る
ま
で
30
分
も
な
か
っ
た
ん
で
す
。
こ
の
前
の
地
震
の
と

き
は
、
注
意
報
が
出
た
け
ど
津
波
が
来
な
か
っ
た
の
で
、
ご
年
配
の
方
た
ち
は
逃

げ
な
い
で
い
た
。
で
も
、
あ
ま
り
に
も
大
き
な
地
震
だ
か
ら
、「
取
り
あ
え
ず
宮
古

小
学
校
ま
で
行
こ
う
」
っ
て
、
こ
の
通
り
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を

全
部
連
れ
て
行
っ
た
ん
で
す
。

　
津
波
は
３
時
20
何
分
か
に
入
っ
て
き
た
ん
で
す
。
ひ
ま
わ
り
荘
（
黒
田
町
4
）

の
裏
の
駐
車
場
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
手
を
引
っ
張
っ
て
歩
い
て
い
る
と
き
、
分

団
長
の
「
津
波
だ
！
」
っ
て
声
で
、
水
に
気
が
つ
い
た
ん
で
す
。
魚
を
入
れ
る

ヨ
コ
ダ
（
ケ
ー
ス
）
が
サ
ッ
ー
と
走
っ
て
、
黒
い
水
が
グ
ッ
ー
と
流
れ
て
き
た
。

１
６
０
㌢
く
ら
い
の
塀
が
あ
っ
た
の
で
、逃
げ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
ら
、分
団
長
に
、

「
塀
乗
り
越
え
て
行
く
べ
し
」
っ
て
言
わ
れ
て
、
塀
を
乗
り
越
え
た
瞬
間
、
水
は
も

う
膝
の
上
ま
で
来
て
い
た
。
急
い
で
屯
所
ま
で
逃
げ
て
き
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は

息
子
さ
ん
と
一
緒
に
ア
パ
ー
ト
の
２
階
に
上
が
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
無
事
だ
っ
た
。

　
逃
げ
た
時
に
は
、
宮
古
の
町
は
道
路
の
下
に
川
が
流
れ
て
い
て
、
側
溝
と
も
つ

な
が
っ
て
い
る
の
で
川
が
逆
流
し
て
、
町
の
方
か
ら
も
水
が
回
っ
て
き
た
。
水
は

第
三
分
団
の
屯
所
の
前
に
あ
る
信
号
の
と
こ
ろ
に
は
10
㌢
く
ら
い
、
一
番
遠
く
は

魚
菜
市
場
の
前
ま
で
来
た
。

三
日
三
晩
屯
所
に
詰
め
る

　
逃
げ
遅
れ
た
人
の
確
認
を
し
て
、
夜
に
な
っ
て
水
が
引
き
始
め
て
か
ら
救
助
に

行
っ
た
ん
で
す
。
う
ち
の
分
団
は
水
門
が
な
い
の
で
、
ボ
ー
ト
を
持
っ
て
い
な
い
。

そ
れ
で
、
お
年
寄
り
を
お
ん
ぶ
し
た
り
、
水
の
中
を
一
緒
に
手
を
引
い
て
歩
っ
て

き
た
り
し
て
助
け
た
。そ
れ
か
ら
夜
は
危
な
い
か
ら
一
時
待
機
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
帰
宅
し
た
ん
で
す
。　

　
後
日
そ
の
女
性
の
写
真
を
見
せ
ら
れ
た
が
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
引
き
上
げ
ら

れ
た
時
に
は
、
水
を
飲
ん
で
い
た
た
め
写
真
と
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
い
た
。
津

波
は
海
水
と
閉
伊
川
の
淡
水
80
％
が
一
緒
に
な
っ
た
水
な
の
で
、
水
膨
れ
が
ひ
ど

か
っ
た
。
海
水
だ
け
だ
っ
た
ら
、
浸
透
圧
の
関
係
で
１
、２
日
は
変
わ
ら
な
い
そ
う

で
す
。

⑶　
田
中 

竜
さ
ん
の
話　
昭
和
31
（
１
９
５
６
）
年
生

　
新
町
１　
㈲
小
成
周
蔵
商
店
（
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ナ
リ
）
従
業
員

　
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
３
月
14
日
、
事
務
所
で
伺
う
。

ラ
イ
ト
バ
ン
を
運
転
し
て
県
立
宮
古
病
院
に

　
地
震
の
あ
と
仕
事
を
再
開
し
て
い
た
が
、
外
で
な
に
か
声
が
す
る
の
で
表
に
出

た
ら
、地
面
が
キ
ラ
キ
ラ
キ
ラ
キ
ラ
光
っ
て
い
た
。
水
だ
っ
た
。
津
波
だ
！
と
思
っ

た
。
そ
れ
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
店
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
め
た
と
き
に
、
市
役
所
の
方

か
ら
車
が
流
れ
て
き
た
。
同
時
に
向
町
の
方
か
ら
も
波
が
来
た
。
目
の
前
の
通
り

は
両
方
か
ら
水
が
来
る
の
で
、
上
に
行
く
し
か
な
い
。
瞬
時
の
判
断
で
坂
道
を
上

が
っ
て
逃
げ
た
。
店
に
は
２
㍍
10
㌢
水
が
入
っ
た
。

　
水
が
引
い
て
か
ら
上
に
逃
げ
て
い
た
人
た
ち
が
、
だ
ん
だ
ん
集
ま
っ
て
き
た
。

東
北
銀
行
の
あ
た
り
で
足
が
濡
れ
る
状
態
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
ホ
テ
ル
沢
田
屋
さ

ん
の
辺
り
か
ら
コ
ナ
リ
の
店
の
方
を
見
て
い
る
と
、
水
に
つ
か
っ
た
女
性
が
運
ば

れ
て
き
て
、
そ
の
辺
り
に
い
た
人
た
ち
も
手
伝
っ
て
、
ホ
テ
ル
沢
田
屋
さ
ん
に
運

び
込
ん
だ
。

　
「
病
院
に
連
れ
て
行
っ
た
方
が
い
い
」
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
我
々
も
い
て
、

コ
ナ
リ
の
ラ
イ
ト
バ
ン
を
用
意
し
て
、
同
僚
の
佐
藤
元
が
運
転
し
て
、
松
井
先
生
、

私
と
金
沢
仁
と
も
う
１
人
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
男
性
と
５
人
で
宮
古
病
院
に
行
っ

た
ん
で
す
。

⑷　
中
村 

克
美
さ
ん
の
話　
昭
和
44
（
１
９
６
９
）
年
生

　
新
町
４　
中
村
屋
せ
ん
べ
い
店
、
第
三
分
団
員　

　
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
６
月
19
日
、
第
三
分
団
屯
所
で
伺
う
。

宮古市街地 各地域における東日本大震災



242

間
も
余
震
で
揺
れ
て
い
た
。
次
の
日
に
蒸
気
が
上
が
っ
て
い
る
か
ら
、「
も
う
１
回

消
し
に
行
け
」
っ
て
ホ
ー
ス
伸
ば
し
て
行
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
大
き
な
余
震
が
来

た
の
で
ホ
ー
ス
を
そ
の
ま
ま
置
い
て
、
み
ん
な
で
逃
げ
て
き
た
。「
お
っ
か
な
か
っ

た
あ
」。

　
今
で
も
で
す
が
、
訓
練
の
サ
イ
レ
ン
で
、「
テ
ェ
テ
ェ
テ
ェ
テ
、
テ
レ
レ
ン
、
地

震
き
ま
す
」
と
か
、
津
波
の
「
ア
ー
ア
ー
」
と
か
長
い
サ
イ
レ
ン
が
流
れ
る
と
、

消
防
団
員
は
み
ん
な
ぐ
っ
と
な
る
。
一
生
に
１
回
で
済
め
ば
い
い
で
す
け
ど
。
今

は
も
う
喉
元
過
ぎ
て
い
る
の
で
、
み
ん
な
忘
れ
た
い
の
が
半
分
、
忘
れ
ち
ゃ
い
け

な
い
の
が
半
分
。
み
ん
な
で
飲
む
と
「
お
っ
か
ね
え
な
」
っ
て
言
っ
て
い
ま
す
。

店
の
被
害
と
復
興

　
住
ま
い
は
南
町
な
ん
で
す
が
、
新
町
の
実
家
で
家
業
の
せ
ん
べ
い
屋
を
や
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
は
お
じ
い
さ
ん
が
昭
和
８
（
１
９
３
３
）
年
10
月
に
建
て
た
家
で
、

３
月
に
基
礎
を
造
っ
て
い
た
と
き
に
津
波
が
き
て
２
階
に
逃
げ
た
。
そ
こ
で
「
土

間
を
上
げ
ろ
」と
い
う
こ
と
に
な
り
、普
通
の
家
よ
り
一
尺（
33
㌢
）高
く
し
て
あ
る
。

そ
の
た
め
に
上
が
り
も
高
く
な
っ
て
い
て
、
そ
の
高
さ
で
工
場
も
作
っ
て
あ
る
ん

で
、
入
口
に
は
水
が
１
６
０
㌢
来
た
け
ど
、
家
の
中
の
浸
水
は
１
２
０
㌢
で
済
み

ま
し
た
ね
。
器
械
は
１
台
駄
目
に
な
っ
た
け
ど
、ほ
と
ん
ど
は
残
っ
た
。
じ
い
ち
ゃ

ん
の
機
転
の
お
か
げ
で
す
ね
。

　
２
、３
年
前
、
宮
古
市
で
、「
20
㍍
ク
ラ
ス
の
津
波
は
こ
こ
ま
で
来
る
」
っ
て
い

う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
今
回
は
そ
れ
以
上
で
、
水
の
高
さ

は
想
定
よ
り
１
・
20
～
１
・
40
㍍
く
ら
い
高
か
っ
た
。
う
ち
も
20
㌢
～
30
㌢
く
ら

い
と
言
わ
れ
て
た
ん
で
す
が
、
こ
こ
も
１
６
０
㌢
ま
で
入
っ
た
。
や
っ
ぱ
り
想
定

以
上
、
想
定
外
の
津
波
だ
っ
た
。

　
家
の
玄
関
は
西
向
き
だ
か
ら
、
水
が
渦
を
巻
い
て
入
っ
て
き
た
の
で
、
泥
が
ひ

ど
か
っ
た
。
11
日
の
夜
に
避
難
所
で
せ
ん
べ
い
を
配
っ
て
、
工
場
の
中
は
す
か
す

か
だ
っ
た
の
で
片
付
け
は
早
か
っ
た
。
た
だ
、
や
っ
と
10
日
目
か
ら
片
付
け
始
め

た
の
で
、
泥
が
固
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
ス
コ
ッ
プ
で
す
く
っ
て
、
瓦
礫
や
資

材
も
入
っ
て
い
た
が
、
一
斗
缶
に
何
十
個
も
出
し
た
。
水
に
つ
か
っ
た
資
材
は
細

か
い
泥
に
ま
み
れ
て
全
部
ア
ウ
ト
、
全
部
廃
棄
し
た
。

た
。

　
次
の
日
の
朝
か
ら
、
逃
げ
遅
れ
た
方
と
か
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
を
し
て
く
れ

と
言
わ
れ
て
、
３
、４
日
は
そ
の
作
業
が
続
き
ま
し
た
。
第
二
分
団
が
被
災
し
て
い

る
の
で
、
消
防
署
か
ら
「
向
町
の
行
方
不
明
者
の
捜
索
に
行
っ
て
く
れ
」
と
い
う

指
示
が
あ
っ
て
、
何
個
か
の
分
団
で
探
し
に
行
き
ま
し
た
。　

　
屯
所
の
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
も
避
難
所
だ
っ
た
の
で
、
具
合
の
悪
い
人
が
出

る
と
、
救
急
車
が
足
り
な
か
っ
た
の
で
、
ポ
ン
プ
車
の
後
ろ
を
空
け
て
何
回
も
病

院
と
の
間
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
た
。
そ
れ
は
結
構
き
つ
か
っ
た
。
火
事
も
２
回

あ
り
、
三
日
三
晩
寝
ら
れ
な
い
状
況
だ
っ
た
。
分
団
員
は
み
ん
な
食
え
な
い
、
飲

め
な
い
。
水
を
飲
む
こ
と
も
ト
イ
レ
に
行
く
こ
と
も
忘
れ
て
い
た
く
ら
い
だ
っ
た
。

汚
い
話
で
す
が
、久
し
ぶ
り
に
、「
ト
イ
レ
に
行
く
べ
ぇ
」
っ
て
、す
る
と
コ
ー
ヒ
ー

み
た
い
な
お
し
っ
こ
が
出
た
。
今
は
笑
話
と
い
う
か
思
い
出
話
に
な
っ
て
い
ま
す

け
ど
。
そ
れ
も
み
ん
な
先
輩
か
ら
、「
こ
う
い
う
と
き
は
こ
う
な
る
よ
」
と
飲
み
会

で
教
わ
っ
て
い
た
。

　
地
震
の
と
き
分
団
員
は
ほ
ぼ
み
ん
な
来
て
い
ま
し
た
が
、
土
木
関
係
の
仕
事
が

多
い
の
で
、
だ
ん
だ
ん
瓦
礫
撤
去
に
駆
り
出
さ
れ
て
い
き
、
10
日
過
ぎ
た
頃
に
は
、

ほ
ぼ
こ
の
近
辺
の
や
つ
ら
だ
け
で
活
動
し
て
ま
し
た
ね
。

２
か
所
で
火
事

　
大
通
４
丁
目
で
１
か
所
と
黒
田
町
で
１
か
所
火
事
が
あ
っ
た
。
水
が
足
り
な
く

て
消
火
に
６
、７
時
間
も
か
か
っ
た
。
多
分
漏
電
と
い
う
か
、
建
物
が
水
を
含
ん
で

い
た
の
で
通
電
し
て
出
火
し
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
電
気
屋
さ
ん
も
、「
電
気
通
し
ま

す
」
っ
て
言
わ
な
い
で
通
す
ん
で
す
よ
。
無
線
と
か
放
送
が
な
い
状
況
の
中
で
工

事
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
も
不
可
抗
力
で
仕
方
が
な
か
っ
た
と
思
う
。
黒
田

町
の
現
場
に
は
早
く
に
着
い
た
ん
で
す
が
、
た
だ
、
当
時
冬
だ
っ
た
の
で
灯
油
が

い
っ
ぱ
い
流
れ
て
き
て
、
建
物
自
体
が
微
妙
に
水
を
吸
っ
て
い
る
の
で
揮
発
し
始

め
て
、
行
っ
た
と
き
に
は
も
う
ひ
で
ぇ
火
だ
っ
た
。
道
路
挟
ん
で
、
４
、５
㍍
の
反

対
側
の
建
物
が
焦
げ
た
く
ら
い
ひ
ど
く
て
、
道
路
標
識
も
焦
げ
て
溶
け
て
い
る
。

　

大
通
の
火
事
は
４
０
０
～
５
０
０
㍍
近
く
あ
る
宮
古
小
学
校
の
プ
ー
ル
か
ら

ホ
ー
ス
を
引
っ
張
っ
て
も
ら
っ
て
消
し
た
。
７
棟
か
８
棟
燃
え
ま
し
た
。
消
火
の
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回
っ
て
く
る
の
で
、
と
り
あ
え
ず
命
だ
け
持
っ
て
い
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
。

　
喉
元
過
ぎ
た
頃
が
お
っ
か
な
い
。
１
年
目
、
２
年
目
く
ら
い
は
意
識
し
て
い
る

け
ど
、
５
年
も
経
つ
と
忘
れ
て
い
く
。「
備
蓄
だ
け
は
し
て
お
き
な
さ
い
」
と
言
っ

て
も
、
地
区
に
よ
っ
て
は
備
蓄
し
た
物
さ
え
も
流
さ
れ
て
し
ま
う
。
宮
古
小
学
校

も
水
が
入
っ
た
し
、確
実
に
安
全
な
と
こ
ろ
は
な
い
。
道
路
を
整
備
し
て
、１
段
階
、

２
段
階
、
３
段
階
と
い
う
よ
う
に
避
難
す
る
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
う
。
で
も
こ
れ
は
経
験
し
た
か
ら
言
え
る
こ
と
で
、
私
も
今
ま
で
は
津
波
は
こ

こ
ま
で
は
来
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

８　
黒
田
町

　
新
町
や
本
町
と
と
も
に
古
く
か
ら
栄
え
て
い
た
。
町
内
は
町
内
会
・
自
治
会
の

２
つ
の
組
織
が
あ
る
。
隣
接
す
る
北
側
の
横
町
に
は
避
難
所
と
な
っ
た
宮
古
小
学

校
や
第
三
分
団
の
屯
所
（
管
轄
区
域
＝
新
町
、
黒
田
町
、
沢
田
、
横
町
、
保
久
田
、

小
沢
１
、２
丁
目
、
緑
ヶ
丘
、
五
月
町
）
が
あ
る
。

　
震
災
前
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
３
月
１
日
現
在
の
世
帯
数
は
１
３
６
、
人

口
は
２
７
６
名
（
男
１
２
０
、
女
１
５
６
）
で
あ
っ
た
。

　
「
３
・
11
」
の
津
波
の
浸
水
は
1
㍍
以
上
。
１
階
が
壊
滅
状
態
と
な
っ
た
家
屋
、

店
舗
も
多
く
、
大
き
な
被
害
が
出
て
い
る
。
13
日
に
は
火
災
も
発
生
し
た
。

　
震
災
時
の
死
亡
者
は
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
関
連
死
は
数
人
あ
る
。

　
震
災
後
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
８
月
は
１
３
３
世
帯
、
人
口
は
２
６
９
名

（
男
１
２
０
、
女
１
４
９
）、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
１
日
現
在
の
世
帯
数

は
１
２
３
、
人
口
は
２
３
８
名
（
男
１
０
４
、
女
１
３
４
）
で
あ
る
。

⑴　
赤
沼 

利
彦
さ
ん
の
話　
昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
生

　

	
黒
田
町
７　
つ
ち
や
本
舗
代
表

　
宮
古
市
町
内
自
治
会
連
合
会
副
会
長
、
前
第
三
分
団
分
団
長　

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
９
日
、
店
内
で
伺
う
。

管
内
の
屯
所
に
33
日
間
詰
め
る

　
父
親
が
22
か
23
歳
の
時
に
田
老
村
で
昭
和
８（
１
９
３
３
）年
の
津
波
に
あ
っ
て
、

家
族
５
人
を
亡
く
し
て
い
る
の
で
、
津
波
の
こ
と
は
両
親
か
ら
よ
く
聞
い
て
い
ま

　
３
日
３
晩
は
ま
る
ま
る
屯
所
に
い
て
、
そ
れ
以
降
は
１
か
月
く
ら
い
毎
日
、
店

と
屯
所
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
た
。
仕
事
は
全
然
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ち
ょ
う
ど
分
団
長
も
お
菓
子
屋
さ
ん
だ
っ
た
の
で
、「
時
間
見
て
動
け
」
っ
て
言
っ

て
く
れ
た
。

　
せ
ん
べ
い
の
型
を
洗
浄
し
て
焼
い
て
、
ま
た
洗
浄
し
て
焼
い
て
と
い
う
作
業
を

１
か
月
く
ら
い
繰
り
返
し
た
。
海
水
を
被
っ
た
型
は
塩
水
で
錆
び
が
出
て
し
ま
う

の
で
、
何
回
も
繰
り
返
し
て
よ
う
や
く
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
や

親
戚
も
手
伝
っ
て
く
れ
た
の
で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
に
な
ん
と
か
あ
る
程

度
焼
け
て
販
売
も
で
き
た
。
完
璧
に
な
っ
た
の
は
夏
以
降
だ
っ
た
。
お
菓
子
屋
さ

ん
は
釜
や
設
備
の
回
復
に
時
間
が
か
か
っ
て
、
補
助
金
も
ず
い
ぶ
ん
遅
か
っ
た
の

で
大
変
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
う
ち
は
手
焼
き
な
の
で
、
他
の
お
菓
子
屋
さ
ん
よ
り

早
く
再
開
で
き
た
と
思
う
。
町
の
人
た
ち
も
卸
し
先
も
待
っ
て
い
て
く
れ
た
。
せ

ん
べ
い
の
材
料
だ
け
で
な
く
、
箱
や
シ
ー
ル
の
材
料
屋
さ
ん
も
あ
ち
こ
ち
か
ら
都

合
つ
け
て
運
ん
で
く
れ
て
、
み
ん
な
が
助
け
て
く
れ
た
。

　
仕
事
が
で
き
る
っ
て
こ
と
は
い
い
こ
と
で
す
。つ
ら
か
っ
た
こ
と
も
忘
れ
る
。「
補

助
金
が
出
る
の
で
こ
れ
を
機
に
包
装
す
る
器
械
を
買
う
か
」
な
ん
て
言
っ
て
、
気

を
紛
ら
わ
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
倉
庫
の
中
か
ら
お
じ
い
さ
ん
の
時
代
の
型
が
見
つ
か
っ
た
。
昔
の
鋳
物

で
雑
な
ん
で
す
け
ど
、
花
札
の
藤
や
あ
や
め
、
小
さ
い
桜
、
亀
甲
、
船
漕
い
で
い

る
型
な
ど
が
あ
っ
た
。
い
つ
か
そ
の
型
を
起
こ
し
て
焼
い
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

今
思
う
こ
と

　
救
助
に
行
っ
て
も
逃
げ
な
い
方
も
い
た
。
ア
パ
ー
ト
住
ま
い
の
方
は
外
か
ら
来

る
方
も
い
る
の
で
、
仲
よ
く
な
る
の
も
難
し
い
。
と
に
か
く
生
き
て
い
て
逃
げ
る

し
か
な
い
。
警
報
が
出
た
ら
す
ぐ
に
避
難
を
し
て
く
れ
れ
ば
、
あ
る
程
度
の
距
離

が
あ
っ
て
も
、
い
ま
以
上
に
助
か
っ
た
と
思
う
。「
ま
あ
大
丈
夫
か
な
、
そ
ろ
そ
ろ

行
く
か
」っ
て
い
う
人
た
ち
は
、み
ん
な
流
さ
れ
て
い
る
。逃
げ
る
途
中
で
亡
く
な
っ

た
方
も
い
る
。
そ
れ
と
２
階
に
上
が
っ
て
い
て
く
れ
れ
ば
、
声
か
け
に
行
っ
て
助

け
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
ご
時
世
な
の
で
２
、３
日
待
っ
て
い
れ
ば
、
食
べ
物
は
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町
の
見
回
り

　
次
の
日
の
朝
、
避
難
し
て
い
る
人
た
ち
の
朝
食
に
１
世
帯
に
お
に
ぎ
り
１
個
、

コ
ッ
プ
に
温
か
い
ソ
ー
メ
ン
を
出
し
た
。
そ
れ
か
ら
川
井
と
、
新
里
地
区
の
人
た

ち
が
米
を
出
し
合
っ
て
、
お
に
ぎ
り
を
差
し
入
れ
て
く
れ
た
。

　
分
団
は
春
と
秋
の
全
国
火
災
予
防
週
間
に
管
内
の
火
ま
わ
り
の
点
検
で
独
居
老

人
、
老
人
2
人
世
帯
の
確
認
を
し
て
い
る
の
で
、
各
家
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
管
内
の
独
り
暮
ら
し
の
方
１
０
３
人
く
ら
い
の
無
事
を
確
認
し
て
回
っ

た
。
異
常
が
な
か
っ
た
の
で
、
向
町
、
新
川
町
の
見
回
り
に
行
っ
た
。

　
大
通
か
ら
向
町
に
行
く
途
中
は
車
が
何
台
も
重
な
っ
て
い
て
、
そ
の
車
の
中
に

は
誰
か
い
る
だ
ろ
う
と
感
じ
た
ん
で
す
が
、
と
て
も
入
れ
な
か
っ
た
。
町
の
角
に

は
ご
遺
体
が
何
体
も
あ
っ
た
。
瓦
礫
が
３
㍍
以
上
も
積
み
重
な
っ
て
い
て
、
入
っ

て
い
け
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
一
番
被
害
の
大
き
い
向
町
に
行
く
と
、

家
が
流
さ
れ
て
土
台
ご
と
動
い
て
い
る
の
で
、
ど
こ
の
町
を
歩
い
て
い
る
の
か
、

わ
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
。

　
家
の
中
に
入
る
と
ま
ず
仏
壇
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
位
牌
が
あ
る
か
ど
う
か
を

見
る
。
も
し
位
牌
が
な
け
れ
ば
そ
れ
を
持
っ
て
逃
げ
て
い
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を

仮
定
し
な
が
ら
探
し
た
ん
で
す
。
だ
い
た
い
は
う
つ
伏
せ
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

つ
ら
か
っ
た
。
遺
体
を
見
つ
け
て
消
防
署
に
無
線
で
連
絡
す
る
と
、
リ
サ
イ
ク
ル

の
ご
み
収
集
車
が
来
る
の
で
、
最
初
は
そ
れ
に
乗
せ
た
。
そ
れ
か
ら
２
日
く
ら
い

後
に
警
察
が
動
き
出
し
た
の
で
、
警
察
の
遺
体
収
集
車
が
来
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
後
に
自
衛
隊
も
来
ま
し
た
。

　
地
震
当
日
は
道
路
が
交
通
止
め
に
な
り
、
次
の
日
か
ら
も
津
波
警
報
が
出
る
度

に
封
鎖
に
な
り
、
常
安
寺
に
行
く
道
し
か
通
れ
な
か
っ
た
の
で
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ

て
い
た
。
そ
こ
で
、
分
団
が
自
分
の
地
域
を
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
と
思
い
、
消

防
署
や
警
察
を
応
援
し
た
。
交
通
整
理
で
声
が
す
っ
か
り
枯
れ
て
し
ま
っ
た
。
分

団
員
の
心
意
気
で
す
ね
。

　
大
き
な
火
事
が
２
回
、
大
通
４
丁
目
と
黒
田
町
で
あ
っ
た
。
地
震
で
停
電
し
て
、

そ
れ
に
伴
っ
て
断
水
も
し
て
い
た
た
め
、
消
火
栓
か
ら
の
放
水
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
宮
古
小
学
校
の
プ
ー
ル
か
ら
引
っ
張
っ
て
消
火
し
た
が
、半
分
ぐ
ら
い
使
っ

た
と
こ
ろ
で
、「
ト
イ
レ
を
流
す
水
な
の
で
、
被
災
者
の
た
め
に
そ
れ
以
上
使
わ
な

す
。
３
月
11
日
は
人
生
の
中
で
初
め
て
の
大
き
な
地
震
で
、家
が
つ
ぶ
れ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
う
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
間
違
い
な
く
津
波
が
く
る
な
と
思
っ
た
。
地
震

が
治
ま
っ
て
す
ぐ
に
自
宅
の
前
か
ら
奥
を
見
渡
し
て
、「
異
常
な
し
」
と
確
認
し
た
。

向
町
に
女
房
の
お
母
さ
ん
と
兄
さ
ん
が
い
る
も
ん
で
す
か
ら
、「
す
ぐ
に
連
れ
て
こ

い
」
と
女
房
を
迎
え
に
行
か
せ
、
私
は
店
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下
ろ
し
て
、
す
ぐ
屯

所
（
横
町
４
）
に
飛
ん
で
い
っ
た
。
分
団
員
の
中
村
君
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開
け
て

い
た
。
津
波
が
来
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、
２
人
で
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
管

内
を
回
っ
た
。
そ
の
と
き
は
防
災
無
線
が
聞
こ
え
て
い
ま
せ
ん
の
で
、「
す
ぐ
宮
古

小
学
校
に
逃
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
マ
イ
ク
で
言
い
な
が
ら
管
内
を
２
回
ほ
ど
回
っ

た
。

　
み
な
さ
ん
が
宮
古
小
学
校
に
避
難
を
し
て
来
る
の
で
、
屯
所
の
３
階
に
お
い
て

あ
る
宮
古
市
の
自
主
防
災
の
毛
布
を
全
部
出
さ
せ
た
が
、
こ
れ
で
は
足
り
な
い
。

ま
だ
水
が
来
て
い
な
い
ぎ
り
ぎ
り
の
と
き
だ
っ
た
の
で
、
３
人
の
分
団
員
に
、「
防

災
会
館
ま
で
ポ
ン
プ
車
で
行
っ
て
、
毛
布
を
み
ん
な
持
っ
て
こ
い
」
と
取
り
に
行

か
せ
た
。
私
は
そ
の
間
に
職
員
の
人
た
ち
の
所
に
行
っ
て
、
気
合
を
入
れ
て
、「
お

湯
を
沸
か
し
て
、
水
を
出
し
て
、
み
な
さ
ん
協
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
ん

で
す
。
宮
古
小
学
校
の
先
生
た
ち
が
一
番
よ
く
仕
事
を
し
て
く
れ
た
と
思
う
ん
で

す
。

　
分
団
員
３
人
で
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を
助
け
に
行
っ
た
と
き
、
た
ま
た
ま

義
理
の
息
子
さ
ん
が
お
出
で
に
な
っ
て
い
た
。
助
け
よ
う
と
思
っ
て
側
ま
で
行
っ

た
ん
で
す
が
、
そ
の
と
き
黒
い
水
が
ブ
ァ
ー
と
入
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
は

ま
ず
い
と
思
っ
て
、１・70
㍍
く
ら
い
あ
る
駐
車
場
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
乗
り
越
え
て
、

屯
所
ま
で
戻
っ
て
き
た
。
そ
の
時
に
は
も
う
屯
所
の
と
こ
ま
で
水
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
２
人
に
「
あ
と
で
迎
え
に
来
る
か
ら
」
と
言
っ
て
、
２
階
に
避
難
し
て

も
ら
っ
た
が
、
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
た
。
さ
ぞ
寒
い
思
い
を
さ
れ
た
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
る
。

　
宮
古
小
学
校
で
避
難
し
て
く
る
人
た
ち
を
体
育
館
に
入
れ
た
り
、
毛
布
を
配
っ

た
り
し
て
い
る
う
ち
に
暗
く
な
っ
た
の
で
、
逃
げ
て
く
る
人
の
た
め
に
、
分
団
の

発
電
機
で
校
門
を
照
ら
し
た
。
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３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
よ
り
、
自
衛
隊
・
警
察
・
消
防
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
々
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
日
本
国
中
の
方
々
よ
り
御
厚
情
を
賜
り
な
が
ら
一
歩

一
歩
前
進
し
て
復
興
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　
　
　
　
　

つ
ち
や
本
舗
」

９　
消
防
団
の
活
躍
︱
第
八
分
団
を
一
例
と
し
て
︱

　
震
災
時
各
分
団
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
い
。
多
く
の
住
民
を
救
出
し
支
え
た
。
分

団
員
の
献
身
的
な
活
躍
は
常
日
頃
の
活
動
に
裏
付
け
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
住
民

と
の
信
頼
関
係
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。（
分
団
員
の
活
動
…
本
章
、
３
‐
⑵
、

６-

⑴
、
⑶
、
７-

⑷
、
８-

⑴
）

　
第
八
分
団
の
管
轄
区
域
は
末
広
町
、
大
通
３
丁
目
、
大
通
４
丁
目
、
南
町
で
あ

る
。
日
常
的
な
主
な
活
動
は
他
の
分
団
同
様
に
管
内
を
見
回
る
、
管
内
及
び
火
災

の
要
請
に
出
動
し
消
火
に
当
た
る
。
12
月
か
ら
３
月
は
毎
晩
交
代
で
屯
所
に
詰
め
、

夜
警
を
す
る
な
ど
で
あ
る
。

　
３
月
11
日
地
震
発
生
時
か
ら
翌
日
明
け
方
ま
で
、
い
つ
も
の
消
火
活
動
に
は
な

い
長
い
１
日
だ
っ
た
。
当
時
の
分
団
員
は
14
名
、
年
齢
は
28
～
67
歳
で
あ
っ
た
。

□　
第
八
分
団
の
み
な
さ
ん
の
話

太
田 

憲
一
郎 

さ
ん　
分
団
長

和
山 

悟
さ
ん　
昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
生　
分
団
班
長

　
大
通
３
丁
目　
東
海
自
動
車
工
業
㈱
代
表
取
締
役

黒
渕 

祐
司
さ
ん　
昭
和
55
（
１
９
８
０
）
年
生　
分
団
員

　
大
通
３
丁
目　
ホ
テ
ル
ビ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
ブ　
東
海
電
業
㈱　

　
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
11
月
20
日
、
第
八
分
団
屯
所
で
伺
う
。

長
い
１
日

太
田
さ
ん　
地
震
の
後
、
第
八
分
団
は
８
人
で
水
門
を
監
視
し
て
い
た
。

　
水
が
最
初
は
シ
ャ
シ
ャ
シ
ャ
と
き
て
、
次
が
ウ
ワ
ッ
ー
と
、
３
番
目
に
真
っ
黒

い
の
が
バ
ッ
ー
と
来
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
、
私
の
号
令
で
土
手
の
上
に
い
た
分
団

員
た
ち
が
下
に
避
難
し
た
。
２
、３
人
が
土
手
下
の
道
路
に
止
め
た
ポ
ン
プ
車
に
乗

り
、
私
は
他
の
分
団
員
と
線
路
の
方
に
逃
げ
た
。
数
分
後
、
線
路
に
上
が
っ
て
み

い
で
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
旧
山
口
川
（
庵
屋
川
）
か
ら
の
放
水

に
切
り
替
え
た
。
水
が
不
足
し
て
消
火
に
時
間
が
か
か
っ
た
。

　
消
防
署
か
ら
全
分
団
に
向
け
て
出
動
を
か
け
て
も
ら
っ
た
。
無
線
を
聞
い
て
い

た
津
軽
石
、
鍬
ヶ
崎
、
高
浜
地
区
な
ど
被
災
し
た
分
団
も
来
て
く
れ
た
。
大
通
の

火
事
は
漏
電
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
後
電
気
の
復
旧
に
時
間
が
か
か
り
、
そ

の
た
め
に
全
体
的
な
復
旧
も
大
き
く
遅
れ
た
。

　
震
災
後
す
ぐ
に
、
災
害
Ｆ
Ｍ
（
現
宮
古
エ
フ
エ
ム
放
送
）
が
繋
が
っ
て
、
局
か

ら
要
望
を
聞
か
れ
た
の
で
、「
津
波
で
濡
れ
て
電
気
の
差
込
口
が
錆
び
て
い
る
の
で
、

電
気
が
直
接
来
る
と
火
災
が
起
き
る
。
一
旦
家
に
帰
っ
て
ブ
レ
ー
カ
ー
だ
け
は
下

し
て
く
だ
さ
い
」
と
Ｆ
Ｍ
放
送
で
伝
え
て
も
ら
う
よ
う
に
頼
ん
だ
。

家
族
と
仕
事

　
次
の
日
の
朝
早
く
に
家
を
見
に
来
た
ら
、
店
の
浸
水
は
１
・
20
㍍
く
ら
い
、
ち
ょ

う
ど
菓
子
ケ
ー
ス
の
と
こ
ろ
ま
で
水
が
来
て
、
中
の
物
は
す
べ
て
動
い
て
い
た
。

灯
油
臭
い
匂
い
が
し
て
い
た
。
土
台
を
高
く
建
て
た
家
だ
け
ど
、
畳
に
も
台
所
に

も
倉
庫
に
も
工
場
に
も
水
が
入
っ
て
い
た
。
８
日
か
９
日
に
届
い
て
倉
庫
に
置
い

た
商
品
用
の
箱
５
千
箱
以
上
が
す
べ
て
ド
ー
ッ
と
倒
れ
て
い
て
、あ
あ
、こ
り
ゃ
あ
、

駄
目
だ
と
思
っ
た
。
そ
の
時
ブ
レ
ー
カ
ー
を
下
し
た
。

　
家
族
は
宮
古
小
学
校
に
避
難
し
た
。
女
房
は
４
日
後
に
自
宅
の
２
階
に
帰
っ
て

き
て
、
息
子
夫
婦
は
子
ど
も
が
学
校
に
上
が
る
と
き
だ
っ
た
の
で
、
電
気
が
回
復

す
る
ま
で
宮
古
小
学
校
に
い
た
が
、
そ
の
後
は
倉
庫
の
２
階
で
暮
ら
し
た
。
私
は

33
日
間
分
団
で
寝
泊
ま
り
し
た
。最
終
的
に
屯
所
に
残
っ
た
の
は
３
人
く
ら
い
だ
っ

た
。
２
日
目
か
ら
魚
菜
市
場
で
炊
き
出
し
を
し
て
く
れ
た
の
で
、
食
べ
る
物
は
そ

こ
か
ら
も
ら
っ
た
。

　
電
話
も
不
通
、
菓
子
製
造
の
機
械
も
駄
目
に
な
っ
た
。
仕
事
は
６
月
下
旬
ご
ろ

に
再
開
し
た
。
私
は
分
団
の
活
動
を
し
て
い
た
の
で
、
家
族
に
は
苦
労
か
け
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
に
は
町
内
の
下
水
を
掃
除
し
て
い
た
だ
い
て
感
謝
し
て

い
ま
す
。
震
災
後
、
菓
子
の
栞
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
次
の
よ
う
な
お
礼
の

言
葉
を
入
れ
て
い
る
。

　
「
お
買
い
上
げ
い
た
だ
き
ま
し
て
「
あ
り
が
と
う
」
ご
ざ
い
ま
す
。
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黒
渕
さ
ん　
橋
も
渋
滞
で
通
れ
な
か
っ
た
で
す
も
ん
ね
。
ル
ー
ト
的
に
も
こ
こ
し

か
な
か
っ
た
か
ら
、
避
け
て
、
避
け
て
、
警
察
管
が
い
た
の
で
「
南
町
の
堤
防
も

水
が
上
が
っ
て
い
る
か
ら
避
難
さ
せ
て
く
れ
」
っ
て
マ
イ
ク
で
し
ゃ
べ
っ
て
、
末

広
町
に
下
っ
た
の
は
覚
え
て
い
る
。
末
広
町
に
は
確
実
に
入
っ
た
ん
で
す
よ
。

和
山
さ
ん　
そ
の
と
き
末
広
町
に
は
ま
だ
水
が
来
て
い
な
か
っ
た
。

黒
渕
さ
ん　
ま
だ
人
が
い
ま
し
た
ね
。店
の
人
た
ち
、多
分
店
の
心
配
も
あ
る
か
ら
、

何
人
か
外
に
い
ま
し
た
よ
ね
。

和
山
さ
ん　
波
を
被
っ
て
い
た
か
ら
必
死
で
、「
堤
防
を
越
え
た
、
逃
げ
ろ
！
」
っ

て
マ
イ
ク
で
言
っ
た
。

黒
渕
さ
ん　
な
ん
て
言
っ
た
か
覚
え
て
い
な
い
で
す
ね
。

和
山
さ
ん　
は
っ
き
り
覚
え
て
い
る
の
は
ね
、「
堤
防
越
え
た
、
逃
げ
ろ
！
」
っ
て

し
ゃ
べ
っ
た
ん
だ
よ
。

太
田
さ
ん　

絶
叫
型
で
ね
。
俺
っ
ち
の
カ
カ
ア
も
聞
い
て
い
る
ぞ
。「
逃
げ
ろ
！　

逃
げ
ろ
！
」
と
い
う
の
を
。
臼
木
さ
ん
も
聞
い
て
い
る
。

黒
渕
さ
ん　
警
察
に
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
て
い
た
の
で
、
通
り
に
車
は
１
台
も
走
っ
て

い
な
か
っ
た
。

太
田
さ
ん　
車
が
１
台
も
な
く
て
、
ス
ピ
ー
カ
ー
で
騒
げ
ば
、
俺
っ
ち
ま
で
聞
こ

え
る
こ
と
は
聞
こ
え
る
け
ど
。

和
山
さ
ん　
み
ん
な
「
え
っ
！
」
っ
て
い
う
顔
し
て
こ
っ
ち
を
見
て
「
な
に
を
い
っ

て
い
る
ん
だ
、
お
前
た
ち
は
」
み
た
い
な
。
こ
っ
ち
も
必
死
だ
っ
た
。
そ
の
人
た

ち
が
避
難
し
た
か
ど
う
か
は
覚
え
て
い
な
い
で
す
ね
。

　
す
ご
い
勢
い
で
避
難
し
て
行
っ
た
の
を
は
っ
き
り
覚
え
て
い
る
の
は
、
む
し
ろ

南
町
を
走
っ
て
い
た
間
で
す
。
オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
に
突
き
当
た
る
辺
り
で
、
そ
こ

の
整
備
士
さ
ん
た
ち
が
全
速
力
で
ダ
ッ
シ
ュ
し
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
ら
辺
に
い
た

人
た
ち
が
み
ん
な
つ
ら
れ
て
八
幡
さ
ま
（
横
山
八
幡
宮
）
に
向
か
っ
て
走
っ
て
い
っ

た
。
後
日
宮
司
さ
ん
に
聞
い
た
ら
結
構
な
人
数
が
八
幡
さ
ま
に
避
難
し
て
来
た
そ

う
で
す
。

　
津
波
が
到
達
す
る
前
に
管
内
の
南
町
か
ら
末
広
町
を
通
っ
て
い
る
間
は
、
あ
く

ま
で
通
り
一
遍
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
な
わ
け
で
す
よ
。
ま
さ
に
文
章
を
読
む
だ
け
。
正

直
言
っ
て
、誰
一
人
動
か
な
か
っ
た
ね
。
と
こ
ろ
が
、「
堤
防
越
え
た
、逃
げ
ろ
！
」
っ

た
ら
、
鉄
橋
が
な
く
な
っ
て
い
た
。

黒
渕
さ
ん　
水
門
に
行
く
前
に
、
悟
さ
ん
が
運
転
し
て
２
人
で
１
回
管
内
を
回
っ

て
い
る
ん
で
す
よ
。「
津
波
警
報
が
出
て
い
る
の
で
避
難
し
て
く
だ
さ
い
」
っ
て
。

マ
イ
ク
で
し
ゃ
べ
り
な
が
ら
回
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
水
門
の
と
こ
ろ
に
着
い
て
、
俺

だ
け
降
り
た
よ
ね
、
悟
さ
ん
は
乗
っ
て
い
た
よ
ね
。

和
山
さ
ん　
な
ぜ
か
、
乗
り
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
よ
ね
。

黒
渕
さ
ん　
津
波
が
来
た
の
は
見
て
い
な
い
ん
で
す
よ
。
ポ
ン
プ
車
か
ら
降
り
た

瞬
間
、
分
団
長
の
「
逃
げ
ろ
！
」
っ
て
声
で
ポ
ン
プ
車
に
乗
っ
て
、
悟
さ
ん
に
「
行

く
べ
え
」
っ
て
言
っ
た
ら
、
も
う
１
人
走
っ
て
き
て
、
後
に
乗
っ
た
の
が
見
え
た

ん
で
す
よ
。

太
田
さ
ん　
吉
濱
部
長
だ
。
光
雄
さ
ん
は
上
に
い
た
ん
だ
よ
、
確
か
に
。

黒
渕
さ
ん　
１
人
後
ろ
に
乗
る
の
を
待
っ
て
、
普
段
で
あ
れ
ば
乗
っ
た
か
ど
う
か

確
か
め
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
と
き
は
確
か
め
て
な
い
。
で
、
多
分
乗
っ
た
と
い

う
こ
と
で
、
土
手
沿
い
を
走
っ
て
い
る
間
に
、
サ
ッ
パ
船
が
土
手
に
上
が
っ
た
。

そ
の
頭
が
ピ
ロ
っ
と
見
え
た
の
を
横
に
見
な
が
ら
、
バ
シ
ャ
バ
シ
ャ
と
波
を
か
ぶ

り
な
が
ら
走
っ
た
ん
で
す
。

和
山
さ
ん　
土
手
沿
い
に
行
っ
て
最
初
の
角
を
曲
が
っ
た
。
そ
こ
ま
で
の
間
が
本

当
に
生
き
る
か
死
ぬ
か
と
い
う
異
常
な
緊
張
で
、
す
ご
く
長
く
感
じ
だ
け
ど
、
角

を
抜
け
て
か
ら
へ
ん
に
冷
静
に
な
っ
た
。
南
町
ま
で
波
が
来
た
と
い
う
こ
と
は
大

通
全
部
に
波
が
来
て
い
る
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
祐
司
君
が
「
右
行
き
ま
す
か
？
左

行
き
ま
す
か
？
」
と
聞
い
た
ん
だ
べ
。
俺
は
そ
の
時
「
右
は
駄
目
！
」
っ
て
言
っ

た
ん
だ
。
大
通
は
も
う
水
没
し
て
い
る
っ
て
判
断
し
た
ん
で
す
。
そ
こ
か
ら
は
冷

静
に
な
っ
た
。
そ
の
ま
ま
ず
っ
と
行
っ
て
、
オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
の
前
か
ら
表
通
り

に
出
て
、
出
逢
い
橋
を
越
え
て
駅
前
に
戻
っ
て
き
た
。
末
広
町
に
確
実
に
戻
る
た

め
の
迂
回
路
だ
っ
た
ん
で
す
。
運
転
し
て
い
て
、
一
番
長
く
感
じ
た
の
は
、
土
手

沿
い
に
津
波
を
被
り
な
が
ら
走
っ
て
い
た
数
10
㍍
で
す
。

　
今
だ
か
ら
言
う
け
ど
ね
、
あ
き
ら
め
て
ア
ク
セ
ル
抜
き
か
け
た
ん
だ
よ
。
ア
ク

セ
ル
抜
き
か
け
た
と
き
、
で
も
な
、
祐
司
君
と
後
ろ
に
光
男
さ
ん
も
乗
っ
て
い
る

し
な
っ
て
。
こ
こ
で
３
人
と
も
死
ん
だ
ら
、
俺
は
２
人
の
家
族
に
何
と
言
わ
れ
る

か
わ
か
ら
な
い
。
そ
う
思
っ
た
ら
、
ア
ク
セ
ル
踏
み
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
た
。
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て
い
た
。

和
山
さ
ん　
校
庭
ま
で
水
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
の
に
、「
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
安
心

だ
、
よ
か
っ
た
ね
」
と
、
の
ろ
の
ろ
歩
い
て
い
る
人
が
い
っ
ぱ
い
い
て
さ
、
祐
司

君
が
「
だ
め
だ
、
走
れ
！
」
っ
て
、
マ
イ
ク
で
し
ゃ
べ
っ
た
ん
だ
。

太
田
さ
ん　
家
内
が
社
員
と
２
人
で
宮
古
小
学
校
に
逃
げ
る
途
中
、
山
口
川
が
も

う
ゴ
ボ
ゴ
ボ
、
ゴ
ボ
ゴ
ボ
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
や
っ
ぱ
り
来
て
い
る
ん
だ
と
い

う
感
覚
で
小
学
校
に
入
っ
た
ら
、
水
が
来
た
と
言
っ
て
い
た
。

和
山
さ
ん　
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
わ
れ
わ
れ
が
宮
古
小
学
校
に
行
っ
た
。
そ
こ
に

末
広
町
の
人
た
ち
が
い
た
ん
だ
。

太
田
さ
ん　
末
広
町
の
人
た
ち
は
、
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
水
は
来
な
い
と
、
み
ん
な

思
っ
て
い
た
ん
で
す
。

和
山
さ
ん　
宮
古
小
学
校
で
ポ
ン
プ
車
か
ら
、
何
人
か
は
降
り
た
ん
で
す
が
、
ま

だ
中
で
動
け
な
い
人
が
い
て
、
結
局
も
う
一
度
消
防
署
前
に
戻
っ
た
ん
で
す
。
こ

こ
な
ら
水
は
絶
対
に
来
な
い
か
ら
っ
て
。
そ
れ
か
ら
向
か
い
側
の
合
同
庁
舎
に
行

き
、「
申
し
訳
な
い
け
ど
、
腰
の
抜
け
て
立
て
な
い
お
年
寄
り
が
い
る
か
ら
中
に
収

容
し
て
く
れ
な
い
か
、
宮
古
小
学
校
に
も
津
波
が
来
て
い
る
か
ら
」
っ
て
言
っ
て
、

合
庁
さ
ん
に
会
議
室
を
開
放
し
て
も
ら
っ
た
。そ
こ
で
岩
手
県
に
も
状
況
が
伝
わ
っ

て
、
空
会
議
室
を
全
部
開
放
し
て
く
れ
た
ん
で
す
。
我
々
は
人
を
降
ろ
し
て
か
ら

宮
古
第
一
病
院
（
旧
加
藤
病
院
・
保
久
田
）
の
角
に
行
っ
た
。

黒
渕
さ
ん　
そ
れ
か
ら
波
が
来
た
か
ら
っ
て
、
魚
菜
市
場
（
五
月
町
）
の
方
に
逃

げ
た
ん
だ
よ
ね
。

和
山
さ
ん　
第
一
病
院
前
、
こ
こ
が
お
そ
ら
く
波
の
来
た
最
終
到
達
地
点
だ
ね
。

黒
渕
さ
ん　
魚
菜
市
場
も
側
溝
ま
で
来
た
け
ど
、
道
路
に
き
た
の
は
第
一
病
院
前

で
し
ょ
う
ね
。

和
山
さ
ん　
魚
菜
市
場
駐
車
場
の
角
で
完
全
に
道
を
ふ
さ
ぐ
よ
う
に
ポ
ン
プ
を
止

め
て
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
続
け
た
。

黒
渕
さ
ん　
そ
こ
は
宮
古
病
院
の
方
に
抜
け
る
道
路
な
の
で
、
多
分
み
ん
な
そ
こ

を
行
き
た
く
て
来
た
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
水
が
来
て
い
て
こ
の
先
は
行
け
な

い
か
ら
と
、
車
を
止
め
て
い
た
ん
で
す
。

和
山
さ
ん　
「
こ
こ
か
ら
先
は
波
が
来
て
い
る
か
ら
」
と
返
す
よ
う
に
し
た
。
た
だ

て
言
っ
た
ら
、
み
ん
な
本
気
で
逃
げ
だ
し
た
。

太
田
さ
ん　
我
々
が
土
手
で
見
た
波
と
、
末
広
町
に
入
っ
て
き
た
波
は
タ
イ
ム
ラ

グ
が
あ
る
。
一
気
に
来
た
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
よ
。

黒
渕
さ
ん　
た
だ
末
広
町
で
ど
こ
ま
で
入
っ
て
い
っ
た
か
を
覚
え
て
い
な
い
ん
で

す
。
船
が
見
え
て
、
波
が
見
え
て
、
…
。

和
山
さ
ん　
な
ん
だ
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
前
か
ら
あ
り
え
な
い
モ
ノ
が
あ
り
え

な
い
勢
い
で
迫
っ
て
く
る
っ
て
い
う
の
だ
け
は
わ
か
っ
た
。「
だ
め
だ
、
下
が
ろ
う
」

と
言
っ
て
バ
ッ
ク
し
た
。
や
ば
い
の
が
来
た
、
こ
れ
は
駄
目
だ
っ
て
い
う
の
だ
け

は
覚
え
て
い
ま
す
。

黒
渕
さ
ん　
俺
が
バ
ッ
ク
の
誘
導
を
し
て
、
方
向
を
変
え
た
の
は
覚
え
て
い
る
。

多
分
花
の
木
通
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
。
そ
れ
で
駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
戻
っ
た

ん
で
す
よ
。

和
山
さ
ん　
駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
の
カ
リ
ヤ
ビ
ル
と
み
か
み
酒
屋
（
栄
町
２
）
の

前
に
、
腰
を
抜
か
し
て
立
て
な
く
な
っ
て
い
る
お
年
寄
り
が
何
人
か
い
た
ん
で
す
。

そ
の
人
た
ち
を
ポ
ン
プ
車
に
乗
せ
た
ん
で
す
が
、
み
ん
な
び
っ
く
り
し
て
、
ほ
ん

と
に
腰
が
抜
け
て
一
歩
も
動
け
な
い
状
態
だ
っ
た
。
俺
も
興
奮
し
て
い
て
、
何
人

乗
せ
た
か
は
、
全
く
覚
え
て
い
な
い
、
記
憶
に
な
い
ん
で
す
。

黒
渕
さ
ん　
そ
の
辺
が
俺
も
あ
や
ふ
や
で
す
。

和
山
さ
ん　
と
に
か
く
夢
中
で
、
そ
の
場
に
い
た
人
を
乗
せ
ら
れ
る
だ
け
ポ
ン
プ

車
に
乗
せ
て
か
ら
消
防
署
ま
で
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
消
防
署
が
状
況
を
ま
っ
た

く
把
握
し
て
い
な
く
て
…
。

黒
渕
さ
ん　
多
分
津
波
が
来
た
と
き
に
、
も
う
無
線
が
切
れ
た
と
思
う
ん
で
す
よ
。

和
山
さ
ん　
我
々
の
ポ
ン
プ
車
を
見
た
瞬
間
、消
防
署
員
が
ふ
っ
飛
ん
で
き
て
、「
状

況
が
わ
か
ら
な
い
の
で
申
し
訳
な
い
け
ど
、
２
階
に
来
て
教
え
て
く
れ
」
と
言
わ

れ
た
。
第
八
分
団
が
来
た
と
い
う
こ
と
は
、
な
に
か
が
起
こ
っ
て
、
見
て
き
た
っ

て
い
う
の
が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
ポ
ン
プ
に
乗
せ
た
人
た
ち
を
避
難
所
に
連
れ
て
行
か
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
、
宮
古
小
学
校
に
行
っ
た
ん
で
す
。「
こ
こ
ま
で
く
れ
ば
大
丈
夫
、
避
難
所
で
す

か
ら
」
っ
て
降
ろ
そ
う
と
し
た
ん
で
す
が
、
そ
こ
に
津
波
が
来
た
。

黒
渕
さ
ん　
俺
ら
が
宮
古
小
学
校
に
行
っ
た
と
き
は
、
も
う
校
庭
ま
で
水
が
入
っ
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結
構
な
数
の
人
が
血
相
変
え
て
、「
田
老
ま
で
行
け
ま
す
か
」、「
藤
原
ま
で
行
き
た

い
ん
で
す
」、「
金
浜
が
全
滅
っ
て
聞
い
た
ん
で
す
け
ど
」っ
て
聞
い
て
く
る
ん
で
す
。

市
内
で
な
く
て
遠
く
に
自
宅
の
あ
る
人
が
、
こ
こ
か
ら
帰
ろ
う
と
し
て
い
た
ん
で

す
。

太
田
さ
ん　
１
０
６
号
線
で
帰
っ
て
き
た
人
た
ち
が
、
こ
の
辺
で
足
止
め
に
な
っ

た
ん
で
す
ね
。

和
山
さ
ん　
そ
の
時
点
で
は
ど
こ
が
詰
ま
っ
て
ど
こ
が
空
い
て
い
る
の
か
、
当
然

わ
か
ら
な
い
し
、
す
で
に
夜
で
す
か
ら
、「
頼
む
か
ら
避
難
所
で
１
晩
耐
え
て
く
れ
」

と
し
か
言
い
よ
う
が
な
か
っ
た
で
す
ね
。

黒
渕
さ
ん　
水
が
引
く
の
に
合
わ
せ
て
だ
い
ぶ
遅
く
な
っ
て
か
ら
、
動
け
る
や
つ

が
歩
い
て
見
て
回
っ
た
ん
で
す
。

和
山
さ
ん　
水
が
引
い
て
か
ら
ポ
ン
プ
車
も
出
し
た
け
ど
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル

熊
安
の
前
に
、
白
い
大
き
な
漁
船
が
止
ま
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
先
は
車
が
入
れ

な
い
、
そ
こ
ま
で
が
限
界
だ
っ
た
。
そ
の
漁
船
が
ポ
ン
プ
車
で
末
広
町
に
入
っ
た

時
に
見
た
船
だ
っ
た
ん
で
す
。
あ
と
は
徒
歩
で
行
き
ま
し
た
。

太
田
さ
ん　
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
る
お
年
寄
が
、
ベ
ッ
ド
に
寝
て
い
て
ワ
ッ
ー

と
水
を
か
ぶ
っ
て
、
水
が
引
く
の
を
待
っ
て
い
た
。
若
い
人
に
助
け
ら
れ
て
、
衣

類
が
濡
れ
た
の
で
裸
で
お
ぶ
さ
っ
て
出
て
き
た
。
も
う
１
人
階
段
か
ら
下
し
た
人

と
２
人
を
ポ
ン
プ
車
で
宮
古
病
院
ま
で
運
ん
だ
。

黒
渕
さ
ん　
無
線
機
で
消
防
署
に
連
絡
し
た
け
ど
、
救
急
車
が
手
配
で
き
な
く
て
、

ポ
ン
プ
車
で
運
べ
る
な
ら
運
ん
で
く
れ
と
言
わ
れ
て
、
そ
の
２
人
を
常
安
寺
経
由

で
宮
古
病
院
ま
で
運
び
ま
し
た
。

　

多
分
１
時
か
２
時
で
、
だ
い
ぶ
遅
か
っ
た
。
そ
の
前
に
お
か
め
（
末
広
町
１
）

の
と
こ
ろ
を
通
っ
た
時
は
11
時
で
、
ま
だ
そ
こ
に
水
が
あ
っ
た
。
２
階
に
い
た
人

に
「
水
が
引
け
て
か
ら
、
宮
古
小
学
校
に
逃
げ
て
く
だ
さ
い
」
っ
て
言
っ
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
か
ら
。

和
山
さ
ん　
ポ
ン
プ
車
を
送
り
出
し
た
後
、
行
け
る
と
こ
ろ
ま
で
行
こ
う
と
、
最

終
的
に
介
護
施
設
あ
お
空
の
前
ま
で
行
っ
た
。

太
田
さ
ん　
そ
う
そ
う
、
そ
の
あ
た
り
で
後
藤
医
院
だ
け
が
、
不
夜
城
の
ご
と
く

電
気
が
つ
い
て
い
た
。
も
の
す
ご
く
印
象
的
で
し
た
ね
。

そ
れ
だ
と
、
迷
い
に
迷
っ
て
何
回
も
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
る
車
が
い
た
の
で
、

30
分
く
ら
い
経
っ
た
と
こ
ろ
で
、
バ
イ
パ
ス
に
直
結
し
て
い
る
道
路
に
ポ
ン
プ
車

を
移
動
し
た
。

　
駅
前
通
り
に
戻
っ
て
き
た
の
は
ち
ゃ
ん
と
理
由
が
あ
っ
た
。
以
前
市
役
所
の
防

災
計
画
を
聞
い
た
時
に
、
市
内
で
駅
前
通
り
が
一
番
高
い
土
地
だ
と
記
憶
し
て
い

た
。
こ
こ
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
、
も
し
こ
こ
が
水
に
か
ぶ
っ
た
ら
市
内
は
全
滅
だ

ろ
う
と
い
う
判
断
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
駅
前
通
り
か
ら
声
が
聞
こ
え
て
く
れ
ば
、

こ
こ
に
寄
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
い
う
頭
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、「
こ
の
通
り
を

通
っ
て
避
難
し
ろ
」
と
い
う
案
内
を
続
け
た
。

水
が
引
き
始
め
て
か
ら

黒
渕
さ
ん　
車
の
流
れ
が
と
り
あ
え
ず
安
定
し
た
の
と
、
水
が
引
き
始
め
る
の
を

見
て
、
再
び
駅
前
に
戻
っ
た
。

和
山
さ
ん　
ポ
ン
プ
車
は
駅
に
止
め
て
、そ
の
あ
と
は
第
八
分
団
の
屯
所（
大
通
３
）

ま
で
歩
い
て
い
っ
た
。　

太
田
さ
ん　
真
っ
暗
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
の
辺
り
で
我
々
と
合
流
し
た
ん
で
す
ね
。

私
は
水
門
か
ら
逃
げ
て
線
路
を
伝
っ
て
、
ビ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
ブ
の
と
こ
ろ
の
柵
を
越

え
て
来
た
。
分
団
員
４
人
で
、「
す
げ
え
な
あ
、
ひ
で
ぇ
こ
と
に
な
っ
た
な
あ
」
と

言
い
な
が
ら
、
腰
ま
で
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
と
水
に
入
り
、
末
広
町
ま
で
来
た
。
末
広

館
（
末
広
町
7
）
の
前
ま
で
水
が
来
て
い
ま
し
た
ね
。
家
に
は
誰
も
い
な
か
っ
た

の
で
、
あ
あ
、
逃
げ
た
な
と
思
っ
た
。
屯
所
に
戻
ろ
う
と
し
た
ら
、
ベ
ニ
ヤ
（
末

広
町
３
）
の
３
階
か
ら
「
あ
そ
こ
さ
、
人
が
い
る
！
」
っ
て
い
う
声
が
聞
こ
え
た
。

軽
ボ
ッ
ク
ス
の
上
で
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
っ
て
い
る
男
性
が
い
た
。
一
緒
に
い
た
分
団

員
が
助
け
に
行
っ
て
、
そ
の
晩
は
屯
所
の
２
階
に
泊
め
ま
し
た
。

和
山
さ
ん　
夜
、
水
が
引
く
ま
で
の
間
で
す
け
ど
、
結
構
な
人
数
が
自
宅
に
帰
ろ

う
と
し
て
い
た
ん
で
す
。
田
老
、
向
町
、
藤
原
の
人
た
ち
が
。
み
ん
な
い
つ
も
の

習
慣
で
市
役
所
の
前
を
行
こ
う
と
し
て
い
た
。
あ
ま
り
に
も
人
数
が
多
い
の
で
、

花
の
木
通
り
、
末
広
館
の
あ
た
り
に
分
団
員
が
交
代
で
１
人
立
っ
て
、「
こ
こ
か
ら

先
は
瓦
礫
で
詰
ま
っ
て
い
て
行
か
れ
な
い
。
絶
対
遭
難
す
る
か
ら
１
晩
避
難
所
で

過
ご
し
て
、明
日
の
朝
に
な
っ
て
か
ら
行
っ
て
く
れ
」と
い
う
説
得
を
繰
り
返
し
た
。
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で
避
難
所
に
は
行
か
な
か
っ
た
。
当
日
は
甥
っ
子
、
姪
っ
子
が
学
校
に
行
っ
て
い

る
時
間
帯
で
す
か
ら
、
家
族
は
宮
古
小
学
校
に
い
た
こ
と
が
わ
か
る
ま
で
、
子
ど

も
た
ち
の
無
事
を
確
か
め
る
の
に
相
当
苦
労
し
た
よ
う
で
す
。

黒
渕
さ
ん　
後
藤
医
院
で
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
、
第
八
分
団
の
前
に
会
社
の
車

を
止
め
て
、
そ
の
ま
ま
ポ
ン
プ
車
に
乗
っ
た
。
そ
の
車
は
完
全
に
駄
目
に
な
り
ま

し
た
ね
。
家
（
大
通
3
丁
目
）
は
基
礎
を
高
く
し
て
あ
る
の
で
、
ぎ
り
ぎ
り
床
下

浸
水
で
済
み
ま
し
た
。
家
族
は
家
に
い
な
か
っ
た
の
で
宮
古
小
学
校
に
避
難
し
た

と
思
っ
た
。
そ
の
夜
は
見
つ
け
ら
れ
な
く
て
、
２
日
後
に
会
え
ま
し
た
。
宮
古
小

学
校
は
保
護
者
が
迎
え
に
き
た
子
ど
も
は
返
し
て
も
、
そ
の
他
の
生
徒
は
先
生
と

一
緒
に
そ
の
ま
ま
学
校
に
避
難
し
て
い
た
。
ホ
テ
ル
は
３
時
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
前

だ
っ
た
の
で
お
客
さ
ん
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
支
配
人
と
従
業
員
は
一
応
鍵
を
か

け
て
宮
古
小
学
校
に
避
難
し
た
そ
う
で
す
。

　
電
気
も
な
か
っ
た
の
で
、
家
族
は
２
週
間
ぐ
ら
い
親
戚
（
の
家
）
に
行
き
、
ホ

テ
ル
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
類
が
だ
め
に
な
っ
た
の
で
、
１
か
月
以
上
閉
め
て
い
ま

し
た
。

10　
街
の
復
興

　
宮
古
一
番
の
商
業
地
は
駅
か
ら
末
広
町
、
大
通
、
中
央
通
、
そ
し
て
市
役
所
へ

と
続
く
約
８
０
０
㍍
と
そ
の
周
辺
の
事
業
所
・
商
店
か
ら
な
っ
て
い
る
。
昭
和
９

（
１
９
３
４
）
年
に
山
田
線
が
開
通
し
、
末
広
町
の
西
側
に
鉄
道
の
駅
が
で
き
、
宮

古
の
玄
関
口
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
機
に
本
町
、
新
町
か
ら
末
広
町
に
移
る
店
も
増

え
て
、
現
在
末
広
町
が
も
っ
と
も
繁
華
な
街
と
な
っ
て
い
る
。

　

商
店
街
の
津
波
に
よ
る
浸
水
は
２
㍍
か
ら
30
㌢
で
あ
っ
た
。
宮
古
商
工
会
議

所
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
９
月
５
日
作
成
・
回
答
率

１
０
０
％
）
に
よ
る
と
、
会
員
１
千
２
９
９
件
の
う
ち
自
宅
を
含
め
て
61
％
が
被

災
を
受
け
て
い
る
。
７
月
に
は
65
％
が
、
１
年
後
の
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
７

月
に
は
85・１
％
の
事
業
者
が
営
業
再
開
を
果
た
し
て
い
る
。
卸
売
業
・
小
売
業
・

飲
食
店
に
携
わ
る
も
の
は
５
６
４
件
と
あ
り
、
ま
ち
の
事
業
所
・
商
店
街
の
多
く

は
こ
の
部
分
に
該
当
す
る
。

　
震
災
３
か
月
後
の
６
月
と
10
月
に
中
央
通
商
店
街
と
末
広
町
商
店
街
の
合
同
で

和
山
さ
ん　
あ
お
空
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
流
さ
れ
て
き
た
人
が
腰
を
骨
折
し
て
い
た
。

「
重
症
で
ど
う
に
も
な
ら
な
い
か
ら
病
院
に
運
ん
で
く
れ
」と
頼
ま
れ
た
ん
で
す
が
、

「
ポ
ン
プ
車
は
宮
古
病
院
に
行
っ
た
し
、
救
急
車
も
な
い
っ
て
い
う
し
、
も
う
足
が

な
い
よ
な
あ
」
と
言
っ
て
い
た
ら
、
そ
こ
に
、
ど
こ
を
ど
う
し
て
来
た
の
か
、
軽

の
ワ
ゴ
ン
車
が
１
台
入
っ
て
き
た
。そ
の
車
の
人
に「
常
安
寺
の
道
が
通
れ
る
か
ら
、

病
人
を
宮
古
病
院
ま
で
乗
せ
て
行
っ
て
く
れ
」
っ
て
お
願
い
し
た
ら
、
快
く
引
き

受
け
て
く
れ
ま
し
た
。
名
前
も
聞
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
我
々
の
「
３
・
11
」
当

日
最
後
の
救
援
で
し
た
。

　
助
か
っ
た
か
ら
言
え
る
け
ど
、
津
波
に
南
町
、
末
広
町
、
宮
古
小
学
校
、
宮
古

第
一
病
院
と
４
か
所
で
追
い
つ
か
れ
て
い
る
。

黒
渕
さ
ん　
ポ
ン
プ
車
が
生
き
て
い
た
お
蔭
で
、
そ
の
後
の
火
事
に
も
役
に
立
て

て
よ
か
っ
た
。

太
田
さ
ん　
第
８
管
内
で
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
お
１
人
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、

管
内
を
守
る
こ
と
が
で
き
て
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

自
宅
の
被
害

太
田
さ
ん　
事
務
所
（
末
広
町
2
）
は
１
㍍
50
の
浸
水
で
全
滅
。
２
日
後
私
た
ち

が
田
老
の
山
火
事
に
出
動
し
て
い
た
と
き
に
、
家
の
前
の
瓦
礫
の
中
に
町
外
の
方

の
ご
遺
体
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
軽
ト
ラ
の
上
で
助
か
っ
た
男
性
の
両
親
が
流
さ

れ
た
と
聞
い
て
い
た
か
ら
、
も
し
か
し
た
ら
一
緒
に
買
い
物
に
来
て
い
た
親
御
さ

ん
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

和
山
さ
ん　
会
社
（
大
通
3
丁
目
）
は
１
㍍
20
位
の
浸
水
で
、
据
え
付
け
の
工
具

が
全
滅
、
事
務
所
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
も
や
ら
れ
ま
し
た
。
工
具
類
も
津
波
の
水

は
塩
分
が
濃
い
か
ら
、
多
少
洗
っ
て
油
を
さ
し
て
も
駄
目
で
す
。
時
間
を
置
い
た

ら
錆
で
や
ら
れ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
預
か
り
車
は
、そ
の
場
に
残
っ
て
駄
目
に
な
っ

た
も
の
も
あ
れ
ば
、
流
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
一
番
遠
く
は
大
通
駐
車
場
の
手
前

の
角
ま
で
流
さ
れ
て
い
た
。
向
町
の
日
専
連
の
従
業
員
さ
ん
の
車
が
、
大
通
３
丁

目
の
東
海
自
動
車
ま
で
流
れ
て
き
て
い
ま
し
た
か
ら
。

　
自
宅
の
２
階
が
無
事
だ
っ
た
の
で
従
業
員
も
誘
っ
て
、
片
付
け
を
し
な
が
ら
暮

ら
し
た
。
電
気
は
な
か
っ
た
け
ど
、
生
活
用
品
、
あ
る
程
度
の
食
料
が
あ
っ
た
の
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⑴　
事
業
所
の
復
興

佐
々
木 

秀
史
さ
ん
の
話　
昭
和
37
（
１
９
６
２
）
年
生

　
宮
古
商
工
会
議
所
事
業
推
進
課
課
長

　

	

平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
10
月
21
日
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
11
月
21
日
、

商
工
会
議
所
で
伺
う
。

事
業
所
の
復
旧

　
地
震
の
あ
と
商
工
会
議
所
の
職
員
は
、
地
震
が
あ
ま
り
に
も
大
き
か
っ
た
の
で

す
ぐ
に
車
で
合
同
庁
舎
へ
避
難
し
ま
し
た
。
そ
の
後
津
波
が
来
て
、
商
工
会
議
所

の
建
物
は
70
～
80

セ
ン
チ　

メ
ー
ト
ル
の
浸
水
を
受
け
、
電
気
、
通
信
関
係
が
一
切
使
え
な
く
な

り
ま
し
た
。

　
被
災
し
た
経
営
者
が
真
っ
先
に
考
え
る
の
は
、
人
命
は
勿
論
で
す
が
、
雇
用
や

資
金
繰
り
な
ん
で
す
ね
。
そ
の
相
談
の
指
導
や
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
が
商
工
会

議
所
の
業
務
で
す
。
翌
日
か
ら
浸
水
を
免
れ
た
２
階
、
３
階
で
会
員
か
ら
の
相
談

に
応
じ
ま
し
た
。
相
談
件
数
は
強
烈
に
多
か
っ
た
で
す
。
震
災
前
の
相
談
は
月
に

数
え
る
程
度
で
し
た
が
、
震
災
後
は
毎
日
の
よ
う
に
相
談
が
あ
り
、
平
成
23
年
度

の
相
談
件
数
は
５
０
１
件
に
も
上
っ
て
い
ま
す
。

　
盛
岡
の
政
府
系
金
融
機
関
が
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
で
、
宿
も
な
い
と
い
う
状
況
の

中
、
毎
日
来
て
く
れ
ま
し
た
し
、
ま
た
、
全
国
の
商
工
会
議
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
応
援
、
指
導
を
組
織
し
て
も
ら
っ
て
、
我
々
の
手
が
足
り
な
い
所
を
埋
め
て
も

ら
い
ま
し
た
。
郵
便
局
や
浸
水
区
域
外
の
金
融
機
関
の
支
店
は
営
業
し
て
い
ま
し

た
が
、
駅
前
の
岩
手
銀
行
や
市
役
所
寄
り
の
信
用
金
庫
は
、
一
時
ス
ト
ッ
プ
し
て

い
ま
し
た
か
ら
、
事
業
者
の
方
は
従
業
員
に
支
払
う
給
与
や
相
手
先
に
支
払
う
手

形
の
資
金
調
達
に
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
、
政
府
系
の
金
融
機
関
は
手
続
き
か
ら
着
金
ま
で
通
常
よ
り
早
い
処
理
で
、

非
常
に
ス
ム
ー
ス
に
融
資
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
震
災
直
後
は
町
の
経
済
自

体
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
わ
か
ら
な
い
状
態
で
、
事
業
者
の
年
齢
的
な
問
題
な

ど
大
変
な
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
我
々
と
し
て
は
事
業
者
が
少
し
で
も
早
く
仕

事
を
再
開
で
き
る
よ
う
に
全
力
を
挙
げ
て
勤
め
ま
し
た
。

　
飲
食
店
、
中
で
も
飲
み
屋
さ
ん
の
再
開
は
早
か
っ
た
。
集
ま
っ
て
話
を
す
る
場

所
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
半
年
く
ら
い
は
大
盛
況
で
し
た
ね
。

「
宮
古
あ
き
ん
ど
復
興
市
」
が
開
催
さ
れ
た
。
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
秋
に
は
10

回
目
を
迎
え
る
。
末
広
町
商
店
街
振
興
組
合
理
事
長
の
佐
香
英
一
さ
ん
は
、
３
月

末
に
「
震
災
後
第
１
段
階
は
自
助
努
力
で
各
店
の
再
開
、
次
に
商
店
街
と
し
て
復

興
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
設
定
し
て
、
３
か
月
後
に
は
み
ん
な
で
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
再
ス
タ
ー
ト
の
目
標
を
立
て
た
と
い
う
。

　
中
央
通
商
店
街
振
興
組
合
事
務
局
の
坂
本
智
子
さ
ん
は
「
ま
だ
泥
か
き
を
し
て

い
る
状
態
で
と
ん
で
も
な
い
と
い
う
声
も
あ
っ
た
が
、
前
を
向
く
こ
と
、
人
が
集

う
こ
と
が
大
切
。ち
り
ぢ
り
に
な
っ
て
い
た
人
た
ち
の
安
否
確
認
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」
と
、
忙
し
か
っ
た
当
時
を
振
り
返
る
。

　
そ
の
後
２
つ
の
商
店
街
の
中
間
に
あ
る
大
通
１
丁
目
商
店
会
も
復
興
市
に
加
わ

り
、
３
商
店
街
の
合
同
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
通
１
丁
目
商
店
会
会

長
の
中
村
進
さ
ん
は
「
震
災
前
か
ら
歳
末
大
売
り
出
し
な
ど
は
共
同
で
や
っ
て
い

た
が
、
震
災
後
は
グ
ル
ー
プ
補
助
金
の
関
係
も
あ
り
、
連
携
し
て
や
る
こ
と
が
増

え
ま
し
た
。
時
代
の
流
れ
で
ど
こ
も
単
独
で
や
る
の
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
意

見
を
出
し
合
い
な
が
ら
協
力
関
係
を
築
い
て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
」
と
連
携
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
商
店
街
の
調
査
に
よ
る
と
末
広
町
商
店
及
び
事
業
所
は
、
震
災
以
前
の
78
店
か

ら
平
成
26
年
８
月
に
は
77
店
、
大
通
商
店
会
は
増
減
１
で
９
店
、
中
央
通
商
店
街

振
興
組
合
は
53
店
か
ら
37
店
で
、
現
在
８
０
０
㍍
の
通
り
に
は
１
２
０
余
店
舗
が

開
業
し
て
い
る
。

　
３
月
は
ど
こ
の
事
業
所
、
店
舗
も
、
新
学
期
、
新
入
生
、
新
入
社
員
に
供
え
て

一
番
仕
入
れ
の
多
い
時
期
で
あ
っ
た
。
商
品
を
店
頭
に
並
べ
、
さ
あ
こ
れ
か
ら
と

い
う
か
き
入
れ
時
に
浸
水
で
商
品
の
ほ
と
ん
ど
が
水
に
つ
か
っ
た
。
仕
入
れ
た
商

品
が
ほ
ぼ
全
滅
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
痛
手
の
大
き
さ
は
計
り
知
れ
な
い
。
瓦
礫

を
片
付
け
て
店
の
中
を
整
備
し
て
、
さ
ら
に
商
品
を
新
た
に
仕
入
れ
る
の
は
並
大

抵
の
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
佐
香
英
一
さ
ん
は
「
お
客
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
よ
う
と
立
ち
上
が
り
は
早
か
っ
た
」
と
言
う
。
商
店
が
開
け
ば
人
が
集
う
、
商

店
街
は
買
い
物
だ
け
で
は
な
い
、
町
の
人
た
ち
の
情
報
交
換
に
も
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
。
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３
月
11
日
、
私
は
商
店
街
の
仕
事
で
仙
台
に
行
っ
て
ま
し
て
、
12
日
に
１
０
６

号
線
を
通
り
２
時
頃
に
宮
古
に
戻
っ
た
の
で
す
。
す
で
に
水
は
引
い
て
い
て
、
末

広
町
の
商
店
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開
け
て
、
店
の
中
を
片
付
け
始
め
て
い
ま
し
た
。

ま
ず
最
初
に
、
お
互
い
の
安
否
と
商
店
街
全
体
の
被
災
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
海
岸
か
ら
約
２
キ

ロ　
　

メ
ー
ト
ル
に
あ
る
末
広
町
は
、
２
㍍
か
ら
30
㌢
の
浸
水
を
受
け
、
設

備
や
商
品
が
泥
ま
み
れ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
商
店
街
が
他
と
違
う
特
徴
は
、

店
舗
兼
住
宅
が
多
い
の
で
、
翌
日
か
ら
片
付
け
な
ど
の
活
動
が
始
ま
っ
た
こ
と
で

す
。
早
い
店
で
は
２
日
目
か
ら
、
被
災
を
免
れ
た
商
品
を
販
売
し
始
め
て
、
１
週

間
後
に
８
店
、
１
月
後
に
は
約
半
数
の
36
店
が
自
助
努
力
で
営
業
再
開
を
果
た
し

ま
し
た
。
最
初
の
１
週
間
く
ら
い
は
、
私
の
と
こ
ろ
に
半
数
近
く
の
お
店
が
、「
も

う
無
理
で
す
。
営
業
を
や
め
ま
す
」
と
言
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
１
店
、
２
店
が

再
開
す
る
と
隣
の
店
に
も
被
災
さ
れ
た
人
た
ち
が
商
品
を
求
め
て
く
る
の
で
、「
私

共
も
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
な
り
、多
く
の
店
が
早
い
再
開
を
果
た
し
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
郊
外
の
大
型
店
や
コ
ン
ビ
ニ
は
、
津
波
の
被
害
を
受
け
て
い
な
く
て
も
、
電
気

が
通
じ
な
い
の
で
営
業
で
き
な
い
。
こ
ち
ら
は
被
災
を
受
け
て
い
る
け
ど
、
お
客

さ
ん
が
頼
っ
て
く
れ
ば
無
料
で
配
る
、
多
少
泥
を
か
ぶ
っ
た
物
も
洗
っ
て
干
し
て

分
け
る
な
ど
、
お
客
さ
ん
の
希
望
に
応
え
た
。「
こ
の
商
店
街
に
来
れ
ば
、
必
要
な

物
を
分
け
て
く
れ
る
」
と
口
コ
ミ
で
広
ま
っ
て
、
か
な
り
の
お
客
さ
ん
が
街
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
店
も
外
に
ワ
ゴ
ン
を
出
し
て
、
片
付
け
を
し
な
が
ら
販
売
し

て
い
ま
し
た
。
お
店
の
判
断
で
値
上
げ
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点

　
震
災
後
、
お
客
さ
ん
が
心
配
し
て
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方

や
地
元
の
高
校
生
た
ち
も
店
の
片
付
け
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
震
災
前
か
ら
商
店

街
が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
と
し
て
、
交
流
連
携
を
大
き
な
柱
と
し
て

活
動
し
て
き
た
こ
と
が
、
活
か
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
商
店

街
に
地
域
の
交
流
拠
点
と
し
て
の
「
リ
ア
ス
亭
」
を
設
置
し
て
、今
年
（
２
０
１
４

年
）
で
６
年
目
に
な
る
。
休
憩
所
、
介
護
所
、
会
合
、
展
示
会
、
イ
ベ
ン
ト
会
場

な
ど
誰
で
も
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。
震
災
後
も
素
早
く
リ
ア
ス
亭
の
環
境
を
整

今
は
落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
、
伸
び
悩
む
と
こ
ろ
が
出
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
次

に
動
き
出
し
た
の
は
、
水
産
関
係
で
４
月
11
日
に
市
場
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
商

店
街
は
、
全
国
的
な
流
れ
と
同
様
に
震
災
前
に
廃
業
し
た
店
舗
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
が
、
震
災
で
空
き
店
舗
が
壊
れ
た
の
を
機
会
に
解
体
し
た
た
め
空
地
＝
駐

車
場
が
増
え
て
い
ま
す
。

元
気
に
な
る
政
策
を

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
に
市
か
ら
委
託
を
受
け
て
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発

行
事
業
を
や
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
宮
古
市
で
も
何
回
か
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

全
国
の
多
く
の
自
治
体
が
参
加
す
る
中
で
は
今
年
が
初
め
の
取
り
組
み
で
す
。
販

売
期
間
は
６
、７
、８
、９
月
の
４
期
に
分
け
て
、
使
用
期
間
は
６
か
月
以
内
。
最
終

的
に
３
月
末
ま
で
に
使
い
切
る
よ
う
に
し
て
、
お
金
の
流
動
期
間
が
長
期
に
渡
る

作
戦
を
取
っ
て
い
る
ん
で
す
。
６
月
、
７
月
の
２
期
は
好
評
で
売
り
切
り
、
加
盟

店
は
３
０
０
を
超
え
て
い
ま
す
。
発
売
後
に
取
扱
い
を
申
し
出
る
商
店
も
あ
り
、

ど
ん
ど
ん
追
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
夏
祭
り
な
ど
の
行
事
は
商
店
街
、
企
業
、
市
役
所
な
ど
で
協
賛
組
織
を
作
り
、

会
議
所
が
そ
の
事
務
局
を
担
う
た
め
、
全
体
の
会
長
に
は
当
所
の
会
頭
、
実
行
委

員
長
に
は
青
年
部
の
会
長
が
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
12
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
い
く
つ
か
の
組
織
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
宮
古
市
の
政
策

の
１
つ
と
し
て
、
毎
年
申
請
、
審
査
、
効
果
の
確
認
を
し
な
が
ら
地
域
を
活
性
化

す
る
た
め
の
事
業
費
を
利
用
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
若
い
世
代
が
元
気
に
な
っ
て
い
く
た
め
に
は
政
策
が
重
要
で
、
私
の

個
人
的
な
見
解
で
す
が
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
外
か

ら
の
移
住
な
ど
の
受
け
入
れ
も
合
わ
せ
て
考
え
る
必
要
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

⑵　
末
広
町
商
店
街
の
取
り
組
み

佐
香 

英
一
さ
ん
の
話　
昭
和
27
（
１
９
５
２
）
年
生

　
末
広
町
商
店
街
振
興
組
合
理
事
長
、
㈱
カ
メ
ラ
シ
ョ
ッ
プ
Ｇ
＆
Ｂ　

　
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
10
月
24
日
、
リ
ア
ス
亭
で
伺
う
。　

お
客
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
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立
ち
上
げ
て
、
地
域
通
貨
「
リ
ア
ス
」
を
発
行
し
ま
し
た
。
支
援
物
資
は
有
難
い

ん
で
す
が
、
被
災
さ
れ
て
い
な
い
方
に
も
回
っ
て
し
ま
い
、
商
店
街
が
売
れ
な
く

な
っ
た
。
そ
れ
で
は
地
域
の
経
済
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
被
災
者

自
身
の
選
択
に
よ
り
、
必
要
な
時
に
必
要
な
物
を
被
災
地
の
店
か
ら
購
入
す
る
と

い
う
仕
組
み
を
作
っ
た
。
10
％
が
復
興
支
援
に
な
っ
て
い
る
循
環
型
の
支
援
で
す
。

被
害
を
受
け
た
約
３
０
０
商
店
が
参
加
し
、
観
光
協
会
や
Ｊ
Ｒ
の
ツ
ア
ー
、
商
店

街
と
し
て
歳
末
売
り
出
し
の
景
品
、
市
の
生
活
支
援
金
給
付
金
な
ど
に
活
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
街
が
元
気
に
な
る
イ
ベ
ン
ト
を
、
折
に
触
れ
て
い
ろ
い
ろ
発
信
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
福
祉
の
関
係
で
は
作
業
所
の
製
品
の
販
売
を
任
せ
た
り
、
音
楽

イ
ベ
ン
ト
、
郷
土
芸
能
、
小
中
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
合
唱
団
な
ど
に
リ
ア
ス
亭
を

提
供
し
て
、
商
店
街
は
交
通
規
制
な
ど

で
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
振
興
組
合
と
し
て
の
取
り
組
み
は
震

災
前
と
基
本
的
に
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
リ
ア
ス
亭
が
あ
り
、
振
興
組
合

の
地
域
の
活
動
が
あ
っ
た
か
ら
、
震
災

の
半
年
、
１
年
で
街
に
活
気
が
出
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

商
業
だ
け
で
は
な
い
地
域
内
の
交

流
、
連
携
促
進
、
自
前
の
計
画
、
自
腹

を
切
る
事
業
、
身
の
丈
に
合
っ
た
事
業

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
商
店
街
は
大

き
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
、
お
客
さ
ん

参
加
型
の
商
店
街
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
（
写
真
6
）。

11　
ま
ち
を
明
る
く
す
る
女
性
た
ち

　
宮
古
の
市
街
地
に
は
、
ふ
た
つ
の
女
性
グ
ル
ー
プ
、
中
央
通
商
店
街
振
興
組
合

並
び
に
「
み
ず
き
会
」
と
、
末
広
町
を
中
心
と
し
た
「
昭
和
通
り
の
お
か
み
さ
ん

写
真
７
　
復
興
市
（
佐
香
さ
ん
よ
り
提
供
予
定
）

写真6　復興市

え
て
役
員
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
こ
こ
か
ら
い
ろ
い
ろ
の
情
報
を
発
信
し
た
。
商

店
街
だ
け
で
は
な
く
、
市
や
商
工
会
議
所
の
会
合
に
も
解
放
し
、
公
的
支
援
の
説

明
会
な
ど
に
も
利
用
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

商
店
街
と
街
の
復
興

　
３
月
末
に
「
３
か
月
後
に
は
み
ん
な
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
商
店
街
と
し

て
再
ス
タ
ー
ト
の
目
標
を
立
て
ま
し
た
。
そ
し
て
、
６
月
11
、
12
日
に
連
携
事
業

の
「
宮
古
あ
き
ん
ど
復
興
市
」
を
開
催
し
た
。
商
店
の
再
開
だ
け
で
は
な
く
、「
街

全
体
に
元
気
を
与
え
ま
し
ょ
う
」
と
地
域
の
団
体
さ
ん
な
ど
に
お
声
を
か
け
ま
し

た
。
１
回
目
だ
け
で
も
１
万
３
、４
千
人
の
人
出
が
あ
り
ま
し
た
。
街
は
買
い
物
す

る
だ
け
で
は
な
い
、「
お
客
さ
ん
同
士
が
再
会
し
無
事
を
確
認
し
合
う
、
連
絡
を
取

り
合
う
場
所
」
に
な
り
、
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
ま
で
の
地
域

の
繋
が
り
が
活
か
さ
れ
、
ま
た
、
商
店
街
の
機
能
を
改
め
て
認
識
し
て
い
た
だ
い

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
震
災
前
か
ら
毎
年
春
、
秋
に
は
売
り
出
し
や
地
域
の
芸
能
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
を

や
っ
て
い
た
。
連
携
事
業
の
商
店
街
と
、
歳
末
大
売
り
出
し
な
ど
合
同
で
や
っ
て

い
た
信
頼
関
係
も
あ
り
ま
す
が
、
復
興
市
の
共
催
で
よ
り
協
力
体
制
が
強
化
さ
れ

た
と
思
い
ま
す
。
復
興
市
は
県
、市
、商
工
会
議
所
が
参
加
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、

だ
ん
だ
ん
に
規
模
が
大
き
く
な
っ
た
。
震
災
か
ら
５
年
に
な
る
の
に
復
興
市
と
い

う
名
前
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
一
応
区
切
り
を
つ
け
て
、
名
前
や
実
施
時

期
な
ど
も
考
え
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
連
携
事
業
２
つ
目
は
新
成
人
を
応
援
す
る
「
商
店
街
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
」
で

す
。
商
店
街
路
上
に
敷
か
れ
た
１
５
０
㍍
の
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
上
を
、
新
成

人
、
前
年
に
結
婚
、
誕
生
、
還
暦
を
迎
え
た
人
、
活
躍
し
た
人
、
地
域
に
貢
献
し

た
人
が
歩
い
て
、
沿
道
の
人
々
か
ら
祝
福
ま
た
は
感
謝
を
受
け
る
、
地
域
を
元
気

に
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
毎
年
１
月
の
成
人
式
に
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
。
平
成

24
（
２
０
１
２
）
年
１
月
に
開
始
し
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
ま
で
の
参
加
者

は
２
０
０
名
を
数
え
て
い
ま
す
。	

　
連
携
事
業
３
つ
目
と
し
て
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
10
月
に
商
店
街
振
興
組
合

を
中
心
と
す
る
宮
古
市
の
事
業
所
が
、「
い
わ
て
宮
古
街
な
か
商あ

き
ん
ど人

グ
ル
ー
プ
」
を
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だ
い
た
。
そ
こ
で
「
も
と
の
よ
う
に
花
壇
を
整
理
し
て
い
こ
う
」「
じ
ゃ
あ
、
誰
が

や
り
ま
す
か
」
っ
て
い
う
こ
と
に
な
る
と
…
。
商
店
街
に
は
余
力
が
な
い
。
男
性

は
疲
れ
て
ヘ
タ
ッ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で「
元
気
な
女
性
パ
ワ
ー
に
お
願
い
ね
」っ

て
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。

　
新
た
に
近
隣
の
女
性
た
ち
に
声
を
か
け
て
、
休
会
状
態
だ
っ
た
「
み
ず
き
会
」

を
町
内
会
と
も
、
商
店
街
振
興
組
合
と
も
別
組
織
と
し
て
再
構
築
し
、
植
栽
の
管

理
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
お
花
が
届
く
と
み
な
さ
ん
に
声
を
か
け

て
花
壇
に
植
え
て
も
ら
い
、
月
に
何
回
か
草
取
り
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
使
っ
て
香
り
の
ろ
う
そ
く
を
作
り
、
11
日
に
灯
し
て
も
ら

う
活
動
を
や
っ
て
い
ま
す
。
震
災
後
毎
月
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
３
月
11
日

と
８
月
11
日
の
年
に
２
回
で
す
。

　
本
来
「
み
ず
き
会
」
は
隣
近
所
の
女
性
た
ち
が
知
り
合
い
、
仲
間
意
識
を
持
つ

こ
と
に
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
災
害
公
営
住
宅
が
も
う
す
ぐ
出
来
上
が
る
の
で
、

み
ず
き
会
と
中
央
通
の
共
同
課
題
と
し
て
「
入
居
者
に
も
花
壇
に
参
加
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
話
を
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

　
７
月
の
七
夕
は
振
興
組
合
で
笹
飾
り
を
す
る
の
で
す
が
、
近
隣
の
保
育
園
児
に

呼
び
か
け
を
し
て
書
い
て
も
ら
っ
た
短
冊
を
飾
っ
て
い
ま
す
。
６
月
の
復
興
市
の

お
客
さ
ん
に
も
書
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
振
興
組
合
で
も
商
店
街
に
来
る
お
客

さ
ん
や
住
民
と
の
交
流
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

佐
藤 

せ
つ
子
さ
ん
の
話　
昭
和
12
（
１
９
３
７
）
年
生

　
み
ず
き
会
会
長

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
10
月
５
日
電
話
で
伺
う
。

み
ず
き
会

　
み
ず
き
会
の
設
立
は
昭
和
54
（
１
９
７
９
）
年
と
古
い
ん
で
す
。
以
前
は
お
母

さ
ん
た
ち
の
持
ち
寄
り
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
い
て
、
ユ
ニ
セ
フ
や
神
戸
の

震
災
の
と
き
に
も
寄
付
活
動
を
し
た
ん
で
す
よ
。
お
母
さ
ん
た
ち
も
知
識
を
得
る

た
め
に
、
防
災
訓
練
も
し
ま
し
た
ね
。

　
今
は
折
り
紙
な
ど
趣
味
の
会
も
や
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
会
員
は
20
名
、
60
代

が
多
い
で
す
ね
。
み
な
さ
ん
お
店
で
忙
し
い
か
ら
「
無
理
を
し
な
い
で
出
ら
れ
る

も
て
な
し
た
い
」
が
、
ま
ち
に
花
を
飾
る
な
ど
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
と
行
動
力

で
ま
ち
の
活
性
化
に
尽
く
し
て
い
る
。

　
中
央
通
商
店
街
振
興
組
合
で
は
、
昭
和
56
（
１
９
８
１
）
年
よ
り
商
店
街
の
生

き
残
り
を
か
け
て
、
商
店
街
近
代
化
事
業
計
画
を
実
施
し
て
き
た
。
カ
ラ
ー
舗
道
、

街
灯
、
花
み
ず
き
の
街
路
樹
、
花
壇
を
整
備
し
、
平
成
６
（
１
９
９
４
）
年
に
は

各
店
舗
前
に
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
を
設
置
す
る
な
ど
、「
買
い
物
客
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
た
。
し
か
し
、
３
・
11
の
津
波
で
街
路
樹
も
花
壇
も
す
べ
て

流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
震
災
後
、休
会
状
態
だ
っ
た
「
み
ず
き
会
」
を
再
構
築
し
て
、

女
性
パ
ワ
ー
で
「
花
か
お
る
散
策
路
」
の
復
活
や
近
隣
の
交
流
を
目
的
と
し
た
活

動
を
再
開
し
て
い
る
。

　
「
昭
和
通
り
の
お
か
み
さ
ん
も
て
な
し
た
い
」は
、駅
前
通
商
店
、末
広
町
商
店
街
、

大
通
商
店
会
の
お
か
み
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
お
も
て
な
し
の
心
で
、
宮
古
に
来

た
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
15
（
２
０
０
３
）
年
に
結

成
さ
れ
た
。
設
立
当
初
よ
り
県
や
市
の
助
成
枠
に
応
募
し
て
支
援
を
受
け
、
Ｊ
Ｒ

宮
古
駅
、
三
陸
鉄
道
、
岩
手
県
北
バ
ス
と
も
共
同
で
４
月
と
６
月
の
フ
ラ
ワ
ー
バ

ス
ケ
ッ
ト
や
年
３
回
の「
昭
和
思
い
出
探
し
」な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
現
在
51
名
の
会
員
（
会
長
佐
々
木
慶
子
さ
ん
）
が
活
動

し
て
い
る
。

⑴　
中
央
通
で
活
動
す
る
「
振
興
組
合
」
と
「
み
ず
き
会
」

坂
本 

智
子
さ
ん
の
話　

　
中
央
通
商
店
街
振
興
組
合
事
務
局

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
７
月
26
日
、
組
合
事
務
局
で
伺
う
。

花
壇
の
あ
る
商
店
街

　
歩
道
が
広
く
て
花
壇
が
整
備
で
き
る
商
店
街
は
こ
こ
だ
け
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ

が
み
ん
な
津
波
で
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
瓦
礫
は
取
り
除
か
れ
た
け
ど
、
生

活
、
商
売
、
住
宅
問
題
で
手
い
っ
ぱ
い
で
、
花
を
植
え
る
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。

よ
う
や
く
震
災
１
年
後
に
全
国
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
、
ツ
ツ
ジ
が
植
え
ら
れ
て
、

３
年
経
っ
て
な
ん
と
か
昔
の
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
ち
の
人
々
か
ら
も
「
ま
た
花
壇
が
で
き
て
元
気
に
な
る
わ
」
と
言
っ
て
い
た

宮古市街地 各地域における東日本大震災
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少
な
く
、
10
年
か
け
て
古
い
お
雛
さ
ま
を
集
め
た
」
と
い
う
。（
末
広
町
６
・
浸
水

約
１
㍍
の
被
害
、
市
内
に
住
む
メ
ン
バ
ー
８
名
の
内
約
半
数
が
被
災
す
る
）
―

　
７
月
の
七
夕
は
店
先
に
短
冊
を
つ
け
た
笹
竹
や
吹
き
流
し
を
飾
っ
て
い
ま
す
。

11
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
駅
か
ら
市
役
所
ま
で
商
店
街
な

ど
い
く
つ
も
の
組
織
が
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
お
も
て
な

し
の
心
で
参
加
者
に
お
汁
粉
や
コ
コ
ア
を
振
る
舞
っ
て
い
ま
す
。

震
災
後
の
活
動

　
毎
年
４
月
と
６
月
に
フ
ラ
ワ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
ま
ち
に
飾
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

震
災
後
も
花
は
癒
し
に
繋
が
る
と
思
い
、
す
で
に
決
ま
っ
て
い
た
助
成
金
で
、
予

定
通
り
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
長
嶋
茂
雄
さ
ん
が
名
誉
理
事
を
務

め
る
「
花
と
緑
の
農
芸
財
団
」
か
ら
１
万
鉢
と
、
釧
路
市
の
「
造
園
会
社
」
か
ら

千
鉢
の
花
が
届
き
、
市
の
援
助
３
千
鉢
を
合
わ
せ
て
１
万
４
千
鉢
に
も
な
り
ま
し

た
。
４
月
16
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
５
０
人
の
手
で
宮
古
駅
と
商
店
街
な
ど
に
飾

ら
れ
、
さ
ら
に
何
台
も
ト
ラ
ッ
ク
を
出
し
て
重
茂
半
島
や
田
老
地
区
に
配
り
ま
し

た
。
長
嶋
茂
雄
さ
ん
の
色
紙
「
が
ん
ば
れ
宮
古
」
の
コ
ピ
ー
は
あ
ち
こ
ち
に
配
り
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
は
宮
古
市
市
長
室
に
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。

　
自
衛
隊
、
警
察
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
町
を
き
れ
い
に
し
て
く
れ
ま
し
た

し
、
花
を
飾
っ
て
か
ら
雑
然
と
し
て
い
た
駅
の
周
り
に
も
自
然
に
人
が
集
ま
る
よ

う
に
な
り
、「
お
花
の
威
力
は
す
ご
い
」
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
で
も
、
ま
だ

列
車
も
走
っ
て
い
な
い
、
バ
ス
も
た
ま
に
来
る
く
ら
い
で
町
に
は
音
が
な
い
。
平

成
23
（
２
０
１
１
）
年
５
月
に
三
社
タ
ク
シ
ー
で
視
察
さ
れ
た
早
稲
田
大
学
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
か
ら
「
な
に
か
必
要
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
っ

て
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
。
そ
こ
で
、「
音
の
な
い
世
界
で
生
き
て
い
る
の
で
音

楽
が
欲
し
い
」
と
お
願
い
し
た
ら
、
ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学

生
さ
ん
を
募
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
真
っ
先
に
手
を
挙
げ
た
の
が
（
早
稲
田
大
学
）

ニ
ュ
ー
オ
ル
リ
ン
ズ
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
で
、
７
月
の
七
夕
と
11
月
の
ク
リ

ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
合
わ
せ
て
ま
ち
や
三
陸
鉄
道
や
浄
土
ヶ
浜
の
遊
覧

船
の
中
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
も
交
通
機
関
三
社
の
共
催
で

可
能
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
震
災
前
に
や
っ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
に
新
た
に
音
が
加

と
き
に
や
り
ま
し
ょ
う
」
っ
て
い
う
会
で
す
。
草
取
り
や
お
花
を
植
え
る
時
に
は

１
軒
ず
つ
廻
っ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

⑵　
観
光
客
を
も
て
な
す
「
昭
和
通
り
の
お
か
み
さ
ん
も
て
な
し
た
い
」

松
原 
安
子
さ
ん
の
話　
昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
生

　

	

昭
和
通
り
の
お
か
み
さ
ん
も
て
な
し
た
い
事
務
局
、
三
社
タ
ク
シ
ー
㈱
代
表
取

締
役
、
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
８
月
８
日
、
事
務
所
で
伺
う
。

女
性
が
楽
し
め
る
ま
ち
に

　
平
成
９
（
１
９
９
７
）
年
に
訪
れ
た
バ
ン
グ
ー
バ
ー
の
ま
ち
は
花
で
飾
ら
れ
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
暖
か
い
光
を
放
っ
て
い
た
。「
こ
れ
こ
そ
宮
古
の
ま
ち
で
も

や
り
た
い
」
と
思
い
、
平
成
10
（
１
９
９
８
）
年
に
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
花
を
飾

り
始
め
ま
し
た
。
平
成
15（
２
０
０
３
）年
に
岩
手
県
振
興
局
の「
花
と
水
の
回
廊
」

事
業
を
知
り
即
行
動
を
開
始
。
花
の
た
め
の
助
成
金
を
い
た
だ
き
、
友
人
と
ふ
た

り
で
見
様
見
真
似
で
フ
ラ
ワ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
作
っ
て
駅
前
や
末
広
町
通
り
に
飾

り
ま
し
た
。
花
を
美
し
く
保
つ
に
は
水
や
り
の
協
力
が
必
要
で
す
が
、
組
織
も
な

に
も
な
い
。
そ
れ
に
は
苦
労
し
ま
し
た
ね
。

　
よ
く
主
人
に
「
女
性
が
楽
し
め
な
い
町
は
魅
力
が
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
の
で
、
商
店
街
を
歩
い
て
、
お
か
み
さ
ん
１
人
ず
つ
に
声
を
か
け
ま
し
た
。
な

ん
と
か
20
人
位
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
て
、
平
成
15
（
２
０
０
３
）
年
に
「
昭
和

通
り
の
お
か
み
さ
ん
も
て
な
し
た
い
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ほ

と
ん
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
昭
和
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
町
は
ハ
イ
カ
ラ
で
は
な

い
こ
と
か
ら
「
昭
和
」
と
名
付
け
た
の
で
す
が
、
た
ま
た
ま
盛
岡
の
啄
木
・
賢
治

青
春
記
念
館
で
開
催
し
て
い
た
「
ぼ
く
ら
の
時
代
展
」
な
ど
昭
和
ブ
ー
ム
と
も
重

な
り
ま
し
た
。

　
「
昭
和
思
い
出
探
し
」
と
し
て
年
３
回
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
３
月
の
ひ

な
ま
つ
り
は
末
広
町
の
リ
ア
ス
亭
に
市
民
有
志
か
ら
提
供
さ
れ
た
お
雛
さ
ま
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
お
店
や
自
宅
に
は
手
作
り
雛
を
飾
り
ま
す
。

　
―
毎
年
古
布
の
手
作
り
雛
の
講
習
会
を
開
い
て
い
る
会
員
の
赤
坂
真
喜
子
さ
ん

（
昭
和
42
（
１
９
６
７
）
年
生
・「
糸
ぐ
る
ま
」
主
宰
）
に
よ
る
と
「
昔
海
側
の
町

で
は
子
ど
も
に
お
雛
さ
ま
を
買
う
習
慣
が
な
か
っ
た
た
め
伝
統
的
な
お
雛
さ
ま
が
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中
で
ほ
と
ん
ど
の
町
内
で
災
害
時
に
町
内
の
住
民
が
協
力
し
合
っ
た
こ
と
、
震
災

後
は
近
所
の
人
同
士
が
以
前
よ
り
挨
拶
を
交
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
今
後
も

連
絡
を
密
に
取
り
合
う
必
要
性
な
ど
を
強
く
感
じ
て
い
る
。
少
子
化
と
高
齢
化
で
、

子
ど
も
会
や
老
人
会
が
組
織
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
悩
み
も
抱
え
て
い
る
が
、

町
内
で
の
活
動
も
徐
々
に
動
き
出
し
て
い
る
。

　
震
災
後
は
自
主
防
災
組
織
の
整
備
や
防
災
士
養
成
の
働
き
か
け
も
行
わ
れ
、
町

内
会
の
役
割
は
さ
ら
に
増
え
て
い
る
。

　
宮
古
市
役
所
危
機
管
理
課
に
よ
る
と
、「
自
主
防
災
は
日
本
の
政
策
の
中
に
古
く

か
ら
あ
っ
た
が
、
平
成
７
（
１
９
９
５
）
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
後
に
町
内
会
を

単
位
と
し
た
自
主
防
災
の
組
織
化
と
３
年
間
の
補
助
金
制
度
が
作
ら
れ
た
。
そ
こ

で
旧
宮
古
市
で
は
屯
所
、
分
団
単
位
に
防
災
資
機
材
を
揃
え
、
屯
所
の
附
近
に
あ

る
町
内
会
を
自
主
防
災
組
織
に
し
た
。
自
主
防
災
組
織
は
消
防
署
に
属
し
て
い
た

が
、
平
成
７
年
に
市
役
所
内
に
危
機
管
理
室
を
設
置
し
て
、
そ
の
２
年
後
に
防
災

業
務
が
危
機
管
理
課
に
移
っ
た
。

　
３
・
11
震
災
後
、
改
め
て
自
主
防
災
を
強
化
す
る
た
め
に
、
自
治
体
が
次
の
２

点
に
４
年
間
（
２
０
１
５
年
ま
で
）
補
助
す
る
制
度
を
作
っ
た
。

①
必
要
な
資
機
材
を
そ
ろ
え
る
補
助
金
を
支
給
す
る
。

②
人
材
育
成
＝
防
災
士
の
養
成

　
防
災
士
養
成
は
町
内
会
、
分
団
、
今
あ
る
防
火
組
織
に
呼
び
か
け
て
、
２
日
間

の
講
習
会
を
行
い
、
そ
の
後
の
試
験
に
合
格
し
た
応
募
者
に
防
災
士
認
定
証
を
発

行
し
て
い
る
。
費
用
は
復
興
資
金
を
活
用
し
、
全
額
宮
古
市
が
負
担
し
て
い
る
。

３
年
間
で
２
３
７
名
が
取
得
し
た
。」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
当
初
の
組
織
化
に
つ
い
て
は
、
連
合
会
会
長
の
赤
沼
利
彦
さ
ん
に
よ
る
と
、

「
平
成
７
（
１
９
９
５
）
年
阪
神
淡
路
大
震
災
後
、当
時
の
消
防
所
長
に
「
自
治
会・

町
内
会
で
防
災
に
つ
い
て
の
組
織
が
で
き
な
い
か
」
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
第
三

分
団
管
内
で
説
明
会
の
開
催
を
要
望
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
11
町
内
の
会
長
、
副
会

長
な
ど
役
員
約
40
名
が
参
加
し
て
、
宮
古
市
初
の
自
主
防
災
作
り
の
説
明
会
が
行

わ
れ
た
。「
自
主
防
災
組
織
」
と
い
う
名
称
は
そ
の
説
明
会
の
２
日
前
に
消
防
署
長

よ
り
知
ら
さ
れ
た
。
平
成
９
（
１
９
９
７
）
年
に
黒
田
町
の
第
２
自
治
会
で
自
主

防
災
組
織
を
作
っ
た
。
当
時
見
本
に
な
る
書
類
が
な
か
っ
た
の
で
、
チ
リ
地
震
で

わ
り
、
ま
ち
が
華
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
宮
古
で
は
平
成
元
年
か
ら
５
年
ほ
ど
「
ジ
ャ
ズ
in
浄
土
ヶ
浜
」
と
い
う
ジ
ャ
ズ

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
「
ジ
ャ
ズ
イ
ン
宮
古
」
と

名
前
が
付
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
３
月
に
は
早
稲
田
大
学
の
混
声
合
唱
団
に
よ
る

「
ひ
な
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
よ
う
に
な
り
、
こ
ち
ら
も
「
早
稲
田
大
学

混
声
合
唱
団
み
や
こ
」と
グ
ル
ー
プ
名
が
付
き
ま
し
た
。
早
稲
田
大
学
応
援
歌「
都

の
西
北
」
と
私
た
ち
の
町
「
宮
古
」
と
ふ
た
つ
の
「
み
や
こ
」
の
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
震
災
後
の
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
の
７
月
か
ら
毎
年
七
夕
と
ク

リ
ス
マ
ス
、
そ
の
他
秋
祭
り
な
ど
で
も
コ
ン
サ
ー
ト
で
支
援
を
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。

　
お
か
み
さ
ん
た
ち
は
み
な
さ
ん
忙
し
い
の
で
、
全
員
参
加
の
活
動
は
難
し
い
の

で
す
が
、
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
店
に
花
、
お
雛
さ
ま
、
七
夕
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
飾
る
こ
と
で
一
体
感
が
生
ま
れ
て
く
る
。
誰
で
も
気
軽
に
集
う
こ
と
が
で
き

る
明
る
い
ま
ち
に
な
る
よ
う
、
お
か
み
さ
ん
た
ち
が
少
し
で
も
そ
の
支
え
に
な
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。	

12　
町
内
会
と
自
主
防
災
の
取
り
組
み

　
宮
古
市
は
各
町
・
地
域
ご
と
に
町
内
会
ま
た
は
自
治
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。

　
各
地
域
で
共
通
し
た
町
内
会
の
活
動
と
し
て
は
会
費
を
集
め
、
主
に
消
防
分
団

協
力
費
、
連
合
会
会
費
、
防
犯
協
会
会
費
、
衛
生
組
合
会
費
、
八
幡
さ
ま
の
寄
付
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
子
供
会
な
ど
へ
の
援
助
に
充
て
て
い
る
。
そ
の
他
赤
い
羽
根
、
歳

末
助
け
合
い
な
ど
町
内
会
を
通
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。

　
行
政
連
絡
員
、
保
険
推
進
連
絡
員
、
民
生
委
員
な
ど
も
町
内
会
か
ら
の
推
薦
申

請
で
人
選
が
行
わ
れ
、
地
域
住
民
が
市
行
政
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
。

　
町
の
清
掃
、
ご
み
の
処
理
、
カ
ラ
ス
避
け
の
ネ
ッ
ト
な
ど
の
要
望
に
も
応
え
て

い
る
。
そ
の
他
様
々
な
案
内
チ
ラ
シ
を
掲
示
版
に
貼
る
、
子
ど
も
の
登
校
時
の
交

通
整
理
な
ど
な
ど
、
町
内
会
の
仕
事
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。
今
回
の
震
災
時
に

も
瓦
礫
の
処
理
や
側
溝
の
泥
さ
ら
い
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
要
請
は
、
町
内
会
を

通
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　
震
災
後
、
活
動
が
停
止
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。
そ
ん
な
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た
。
震
災
後
は
商
店
と
商
店
以
外
の
住
宅
が
一
緒
に
な
っ
て
助
け
合
お
う
と
、徐
々

に
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
ア
パ
ー
ト

や
一
人
住
ま
い
の
方
も
把
握
し
つ
つ
、
自
治
会
と
振
興
組
合
と
一
体
と
な
り
、
町

の
活
性
化
と
安
全
性
の
強
化
に
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み

　
行
政
か
ら
の
防
災
資
機
材
は
第
八
分
団
屯
所
（
大
通
３
）
の
２
階
に
あ
り
ま
し

た
が
、
震
災
後
は
振
興
組
合
の
協
力
を
得
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
リ
ア
ス
亭
２

階
に
も
置
き
場
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
１
０
０
人
分
の
毛
布
は
分
団
と
リ
ア
ス
亭

で
50
枚
ず
つ
に
分
け
て
管
理
し
、
保
存
食
、
水
、
発
電
機
、
担
架
、
移
動
ト
イ
レ
、

照
明
資
機
材
、
ス
コ
ッ
プ
、
ロ
ー
プ
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
消
火
器
な
ど
を
準
備
し
て

い
ま
す
。
町
内
に
は「
リ
ア
ス
亭
に
あ
り
ま
す
」と
い
う
お
触
れ
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
自
主
防
災
講
座
で
、「
火
事
だ
！
」
と
言
わ
れ
た
ら
、「
消
火
器
を
持
っ
て
現
場

に
駆
け
つ
け
ろ
」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
リ
ア
ス
亭
に
消
火
器
を
取
り
に
行
っ
て

い
た
の
で
は
間
に
合
わ
な
い
。
何
本
か
は
リ
ア
ス
亭
に
置
い
て
あ
る
が
、
さ
ら
に

す
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
各
役
員
に
も
配
り
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
も
調
査
し
た
ら
、
２
か
所
の
銀
行
に
設
置
し
て
あ
っ
た
。
営
業
時
間
内

の
事
故
な
ら
ば
問
題
な
い
ん
で
す
が
、
夜
は
使
え
な
い
。
保
育
園
に
も
あ
る
が
夜

は
閉
ま
っ
て
い
る
。
常
に
使
え
る
よ
う
な
場
所
、
例
え
ば
リ
ア
ス
亭
な
ら
ば
、
末

広
町
に
住
ん
で
い
る
自
治
会
長
と
振
興
組
合
の
理
事
長
が
緊
急
用
の
鍵
を
持
っ
て

い
る
の
で
、
夜
中
で
も
対
応
で
き
る
。
新
た
な
設
置
を
検
討
す
る
こ
と
が
現
在
の

課
題
で
す
。

　
活
動
の
一
環
と
し
て
予
算
で
グ
リ
ー
ン
の
ベ
ス
ト
を
作
り
ま
し
た
。
あ
る
と
こ

ろ
で
、
火
災
の
と
き
に
消
防
士
や
警
察
官
が
電
源
な
ど
を
見
つ
け
る
の
に
苦
労
し

て
い
る
の
を
見
て
、
地
域
の
人
が
手
伝
お
う
と
し
た
ら
、「
邪
魔
だ
か
ら
、
ど
け
」

と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
話
を
聞
い
て
、「
他
の
人
に
も
わ
か
る
よ
う
に
し
な

き
ゃ
あ
」
と
い
う
話
合
い
を
し
て
、
こ
の
ベ
ス
ト
を
作
り
ま
し
た
。
幸
か
不
幸
か
、

ま
だ
使
っ
て
い
ま
せ
ん
け
ど
、
関
係
者
だ
と
わ
か
る
し
、
他
の
人
も
声
を
か
け
や

す
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
被
害
を
被
っ
た
釜
石
市
松
原
地
区
の
書
類
を
取
り
寄
せ
て
、
参
考
に
し
た
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
末
広
町
町
内
会
の
取
り
組
み
を
一
例
と
し
て
紹
介
す
る
。

末
広
町
の
取
り
組
み

⑴　
小
成 
勝
郎
さ
ん
の
話

　
末
広
町
自
治
会
会
長

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
４
月
23
日
、
店
内
で
伺
う
。

町
内
会
の
活
性
化

　
末
広
町
の
通
り
は
４
０
０
㍍
弱
で
、
店
舗
数
は
約
70
、
町
内
会
に
登
録
し
て
い

る
世
帯
数
は
平
成
27
（
２
０
１
６
）
年
11
月
現
在
１
１
７
あ
る
（
居
住
し
て
い
な

い
場
合
も
含
む
の
で
行
政
の
資
料
と
は
一
致
し
て
い
な
い
）。
町
内
の
形
態
は
店
舗

と
住
居
、
店
舗
だ
け
、
住
居
だ
け
と
い
う
３
通
り
の
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
地
域
の
活

動
拠
点
と
し
て
商
店
街
振
興
組
合
と
自
治
会
が
あ
る
。
道
路
を
挟
ん
で
北
側
に
10

班
、
南
側
に
５
班
あ
り
、
１
班
に
は
５
～
13
世
帯
が
所
属
し
、
各
班
に
班
長
を
置

い
て
い
る
。

　

震
災
前
よ
り
も
震
災
後
の
方
が
活
発
で
す
ね
。
町
内
会
費
は
一
律
で
１
世
帯

５
０
０
円
、
年
間
６
千
円
で
す
。
主
に
総
会
費
、
分
団
の
夜
警
費
、
八
幡
さ
ま
の

奉
納
金
な
ど
に
使
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
赤
い
羽
根
（
共
同
）
募
金
、
社
会
福
祉

協
議
会
費
、歳
末
助
け
合
い
募
金
な
ど
協
力
費
が
あ
り
、民
生
委
員
が
窓
口
と
な
っ

て
い
ま
す
。
民
生
委
員
と
保
険
推
進
委
員
は
自
治
会
の
推
薦
で
選
出
さ
れ
、
任
期

は
２
年
。
班
長
は
、
地
域
を
よ
く
知
る
た
め
に
１
年
で
交
代
し
ま
す
。
役
員
は
約

10
名
、
任
期
は
２
年
で
す
。
長
年
こ
ん
な
感
じ
で
や
っ
て
き
た
の
で
、
私
も
２
年

代
理
を
や
り
、
会
長
に
な
っ
て
４
年
が
経
ち
ま
す
。

　
震
災
の
時
、
連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
り
、
停
電
し
た
り
と
不
安
材
料
が
あ
り
ま

し
た
ん
で
、
自
主
防
災
の
気
運
が
高
ま
り
、
組
織
を
強
化
し
ま
し
た
。
町
内
に
住

む
消
防
署
や
分
団
の
Ｏ
Ｂ
の
方
、
経
験
を
踏
ん
で
い
る
方
々
に
相
談
し
た
ら
、
気

持
ち
よ
く
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
い
た
だ
け
て
、
あ
と
は
役
員
の
中
か
ら
選
ん
で
組

織
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
宮
古
で
２
番
目
か
３
番
目
で
、
早
か
っ
た
み
た
い
で
す
。

　
商
店
以
外
の
住
民
の
方
々
か
ら
「
末
広
町
は
商
店
街
の
も
の
」
と
い
う
声
も
あ
っ

宮古市街地 各地域における東日本大震災
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ま
し
た
。
以
前
か
ら
付
き
合
い
は
あ
っ
た
け
ど
、震
災
後
は「
助
け
合
わ
な
き
ゃ
あ
」

と
、
ご
近
所
が
一
層
団
結
し
ま
し
た
。

ま
と
め
に
か
え
て

　
平
成
23
（
２
０
１
３
）
年
３
月
か
ら
平
成
26
（
２
０
１
６
）
年
３
月
に
か
け
て
、

50
余
名
の
方
々
か
ら
貴
重
な
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
話
者
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
す
る
。

　
忘
れ
た
い
こ
と
、
思
い
出
し
た
く
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
こ
と
と
思
う
。

仕
事
の
手
を
止
め
、
忙
し
い
中
時
間
を
割
い
て
丁
寧
に
お
話
し
く
だ
さ
っ
た
。
大

変
な
思
い
を
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
な
た
も
明
る
く
前
向
き
に
進
ん
で
お

ら
れ
る
。
震
災
を
機
に
新
た
な
希
望
を
見
出
さ
れ
た
方
も
い
る
。
震
災
の
経
験
か

ら
ほ
と
ん
ど
の
方
が
災
害
へ
の
備
え
と
周
り
の
人
々
と
の
交
流
の
重
要
性
を
口
に

さ
れ
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
体
験
談
の
中
に
は
今
後
の
復
興
や
防
災
に
対
す

る
貴
重
な
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
身
の
回
り
の
出
来
事
や

復
旧
の
経
過
な
ど
を
記
録
す
る
、
写
真
を
保
管
す
る
な
ど
、
ご
自
分
の
中
で
整
理

さ
れ
て
い
る
方
が
複
数
お
ら
れ
た
。
命
を
守
る
大
切
さ
を
初
め
と
し
て
多
く
の
こ

と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
記
録
が
今
後
の
防
災
の
一
助
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

防
災
士
養
成
講
座
を
受
け
て

　
市
か
ら
の
防
災
士
養
成
講
座
受
講
の
要
請
が
あ
り
、
若
い
人
に
講
習
に
出
て
く

れ
る
よ
う
に
勧
め
て
も
、忙
し
く
て
時
間
が
取
れ
な
い
。そ
こ
で
私
が
代
表
と
し
て
、

平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
に
講
習
を
受
け
て
資
格
を
取
り
ま
し
た
。
宮
古
市
の
各

地
か
ら
50
～
60
名
の
受
講
者
が
あ
り
、
朝
の
８
時
か
ら
５
時
ま
で
２
日
間
び
っ
し

り
講
習
を
受
け
て
、
最
後
に
試
験
が
あ
り
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
平
時
の
自
主
防
災
の
取
り
組
み
、
地
域
と
の
連
帯
な
ど
、
災
害

発
生
時
に
は
公
的
支
援
が
来
る
ま
で
の
初
期
消
火
、
救
出
救
護
、
避
難
誘
導
な
ど

で
す
。
救
急
救
命
実
技
講
習
も
あ
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
怪
我
人
の
手
当
、
止

血
の
方
法
、
人
工
呼
吸
な
ど
一
通
り
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
資
格
を
取
っ
た
後
、
地
域
外
で
事
故
に
遭
遇
し
た
ん
で
す
。
息
絶
え
絶
え
の
人

に
人
工
呼
吸
を
や
っ
て
い
た
女
性
看
護
士
さ
ん
は
、
見
る
か
ら
に
限
界
に
き
て
い

る
よ
う
だ
っ
た
の
で
、「
資
格
持
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
代
わ
り
ま
す
か
」
っ
て
声
を

か
け
て
協
力
し
ま
し
た
。
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
、
講
習
会
の
経
験
を
役
立
て
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
自
治
会
で
は
自
主
防
災
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
班
を
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割

分
担
を
し
て
い
る
。
幸
い
な
こ
と
に
ま
だ
災
害
が
な
く
目
立
っ
た
活
動
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
心
の
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
と
組
織
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

⑵　
臼
木 

禮
子
さ
ん
の
話　

　
末
広
町
自
治
会
副
会
長

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
４
月
22
日
、
店
内
で
話
を
聞
か
せ
て
頂
い
た
。

炊
き
出
し

　
炊
き
出
し
の
訓
練
が
あ
っ
て
ね
、
わ
た
し
は
炊
き
出
し
の
班
長
さ
ん
な
の
。

　
防
災
用
の
炊
き
出
し
ご
飯
を
も
ら
っ
て
も
、
普
段
に
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
い
ざ

と
い
う
と
き
に
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
み
ん
な
で
熱
湯
を
入
れ
て
食
べ
て
み
ま
し
た
。

五
目
ご
は
ん
だ
か
ら
、
少
し
ぐ
ら
い
ボ
ソ
ボ
ソ
し
て
い
て
も
、
ま
あ
食
べ
ら
れ
ま

し
た
ね
。
ガ
ス
も
電
気
も
な
く
て
お
湯
が
沸
か
せ
な
い
と
き
も
あ
る
か
ら
、
水
を

入
れ
て
１
時
間
く
ら
い
で
ご
は
ん
に
な
る
も
の
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

　
水
害
に
備
え
る
た
め
に
近
所
の
川
が
ど
の
よ
う
に
流
れ
て
い
る
の
か
見
学
も
し

宮古市街地 各地域における東日本大震災
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第
１
部　
各
地
域
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災

Ｂ　
宮
古
地
域

第
５
章　
藤
原
・
磯
鶏
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
部
真
吾

は
じ
め
に　
―
―
藤
原
・
磯
鶏
地
区
の
被
災
概
要
―
―

　
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
３
月
11
日
14
時
46
分
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
と
、

そ
の
後
の
津
波
に
よ
っ
て
藤
原
・
磯
鶏
地
区
が
こ
う
む
っ
た
被
害
に
つ
い
て
、『
東

日
本
大
震
災　
宮
古
市
の
記
録
』
第
１
巻
（
津
波
史
編
）
に
よ
る
と
、
津
波
は
中

屋
造
船
所
前
の
水
門
を
破
り
、
ま
た
藤
原
埠
頭
の
防
潮
堤
を
乗
り
越
え
て
藤
原
地

区
に
流
れ
込
み
、
国
道
45
号
線
を
越
え
Ｊ
Ｒ
山
田
線
の
線
路
に
ま
で
達
し
た
と
い

う
（
２
０
１
４
年
：
67
頁)

。
被
害
は
45
号
線
周
辺
か
ら
海
側
の
地
域
で
大
き
か
っ

た
が
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
藤
原
小
学
校
の
校
庭
も
浸
水
し
た
。
一
方
、

磯
鶏
地
区
で
は
、
埠
頭
に
あ
る
工
場
や
施
設
は
も
ち
ろ
ん
、
国
道
45
号
線
沿
い
に

大
き
な
被
害
が
出
た
。
津
波
は
、
Ｊ
Ｒ
磯
鶏
駅
を
越
え
て
磯
鶏
西
や
上
村
ま
で
お

よ
び
、八
木
沢
川
沿
い
の
工
場
、岩
手
県
立
宮
古
水
産
高
校
も
浸
水
し
た
。
さ
ら
に
、

当
年
（
平
成
23
年
）
開
催
予
定
で
あ
っ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
、
ヨ
ッ
ト
競
技
の
会

場
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
リ
ア
ス
ハ
ー
バ
ー
も
全
壊
し
、
加
え
て
近
く
の
貯
木
場

か
ら
木
材
（
丸
太
）
が
流
失
し
た
。
こ
の
よ
う
な
地
震
・
津
波
に
よ
っ
て
、
藤
原

地
区
で
６
名
、磯
鶏
地
区（
神
林
地
区
を
含
む
）で
12
名
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た（
同：

１
３
３
頁
）。

１　
被
災
の
記
憶

　
⑴　
避
難
の
様
子

　
海
に
面
し
た
藤
原・磯
鶏
地
区
で
は
、上
述
の
よ
う
な
被
害
を
こ
う
む
っ
た
た
め
、

多
く
の
人
が
避
難
を
経
験
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
話
を
聞
く
こ
と
の
で
き
た

23
人
の
避
難
行
動
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
大
き
く
２
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
一
つ
は
、
地
震
直
後
に
津
波
を
連
想
し
、
す
ぐ
に
避
難
し
た
ケ
ー
ス
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
、
地
震
発
生
後
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
避
難
を
開
始
し
た
ケ
ー
ス
で

あ
る
。
後
者
の
中
に
は
、
海
の
状
況
を
確
認
し
て
か
ら
、
も
し
く
は
津
波
を
目
撃

し
て
か
ら
避
難
し
た
と
い
う
人
も
含
ま
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
す
ぐ
に
避
難
を
開
始

し
た
人
は
全
体
の
26
％
で
あ
り
、
半
数
以
上
の
人
々
が
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
の
避

難
（
52
％
）、
と
り
わ
け
海
の
状
態
を
確
認
し
て
か
ら
避
難
し
た
人
も
全
体
の
30
％

い
た
（
残
り
22
％
は
不
明
も
し
く
は
避
難
せ
ず
）。
こ
こ
で
は
、
藤
原
・
磯
鶏
地
区

の
人
々
が
避
難
す
る
ま
で
の
様
子
を
、
彼
ら
の
語
り
を
通
し
て
見
て
み
た
い
。

古
舘
善
一
さ
ん
（
昭
和
６
年
生
）・
篤
子
さ
ん
（
昭
和
11
年
生
）
夫
婦
の
場
合

　
藤
原
で
海
産
物
加
工
業
、
古
須
賀
商
店
を
経
営
す
る
古
舘
さ
ん
夫
婦
は
、
３
月

11
日
の
午
後
、
自
宅
兼
加
工
場
に
て
従
業
員
と
と
も
に
明
日
出
荷
す
る
商
品
の
準

備
に
追
わ
れ
て
い
た
。
地
震
が
襲
っ
た
の
は
、
そ
の
と
き
で
あ
る
。
電
柱
が
倒
れ

る
か
と
思
う
く
ら
い
の
揺
れ
だ
っ
た
。
そ
の
場
に
い
た
全
員
が
立
っ
て
い
ら
れ
ず
、

地
べ
た
に
座
り
こ
ん
だ
。
古
舘
善
一
さ
ん
は
、
す
ぐ
に
津
波
が
く
る
と
思
い
、
従

業
員
に
避
難
を
命
じ
、
自
分
た
ち
も
身
支
度
を
整
え
避
難
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ

の
と
き
、
古
舘
さ
ん
の
脳
裏
に
、
奥
尻
島
で
の
津
波
（
平
成
５
年
に
発
生
し
た
北

海
道
南
西
沖
地
震
に
と
も
な
う
津
波
）
の
際
に
車
が
波
に
の
ま
れ
た
シ
ー
ン
が
思

い
浮
か
ん
だ
た
め
、
従
業
員
に
車
を
お
い
て
逃
げ
る
よ
う
指
示
を
し
た
。
古
舘
さ

ん
た
ち
が
目
指
し
た
避
難
所
は
宮
古
市
立
藤
原
小
学
校
で
あ
っ
た
。
加
工
場
か
ら

学
校
ま
で
は
、
そ
う
遠
く
な
い
た
め
、
地
震
発
生
か
ら
10
分
程
度
で
避
難
所
附
近

に
到
着
し
た
の
で
は
な
い
か
と
語
る
。
だ
が
、
す
ぐ
に
は
小
学
校
に
入
ら
ず
、
し

ば
ら
く
は
Ｊ
Ｒ
山
田
線
と
藤
原
小
学
校
の
間
に
あ
る
ラ
サ
工
業
所
有
の
広
場
に
い

た
。
一
緒
に
逃
げ
て
き
た
従
業
員
の
こ
と
が
気
に
な
り
、
彼
ら
全
員
の
帰
宅
を
見

届
け
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
夫
婦
が
小
学
校
の
体
育
館
に
入
っ
た
の
は
17

時
前
で
あ
っ
た
（
平
成
27
年
４
月
25
日
聞
き
取
り
）。

中
居
信
夫
さ
ん
（
昭
和
12
年
生
）
の
場
合

　
藤
原
で
漁
師
を
し
て
い
る
中
居
さ
ん
は
、
３
月
11
日
の
昼
過
ぎ
、
自
宅
に
い
て

地
震
に
見
舞
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
防
災
無
線
か
ら
「
３
㍍
の
津
波
が
く
る
」
と
い

う
放
送
を
聞
い
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
今
度
は
「
６
㍍
の
津
波
が
く
る
」
と
い
い

始
め
た
。
こ
の
放
送
と
同
時
に
家
の
中
の
電
気
が
消
え
た
。
今
回
の
地
震
で
家
は

大
き
く
揺
れ
た
が
、つ
ぶ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、そ
の
後
も
余
震
が
続
き
、
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方
面
を
襲
っ
た
津
波
が
、
ト
ン
ネ
ル
伝
い
に
藤
原
に
流
れ
込
ん
で
き
た
の
で
あ
っ

た
（
写
真
１
）。
中
居
さ
ん
に
限
ら
ず
、
磯
鶏
方
面
を
襲
っ
た
津
波
が
、
そ
の
後
、

藤
原
に
も
流
れ
込
ん
で
き
た
と
い
う
話
は
他
の
複
数
の
話
者
か
ら
も
聞
い
た
。
津

波
は
山
田
線
の
ト
ン
ネ
ル
の
み
な
ら
ず
、
国
道
45
号
線
を
流
れ
て
き
た
と
も
い
う
。

藤
原
は
、
確
か
に
磯
鶏
よ
り
低
い
と
こ
ろ
に
集
落
が
広
が
っ
て
い
る
た
め
、
水
が

流
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
避
難
場
所
で
水
が
引
く
の
を
待
っ
て
い
た
と
き
、
中
居
さ
ん
は
あ
る
人
に
「
比

古
神
社
に
行
っ
た
方
が
い
い
」
と
い
わ
れ
た
。
し
か
し
、
比
古
神
社
の
建
つ
場
所

は
か
つ
て
の
石
切
り
場
で
あ
り
、
神
社
自
体
は
岩
盤
の
上
に
立
っ
て
い
る
が
社
務

所
は
盛
り
土
さ
れ
た
土
地
の
上
に
建
て
ら
れ
て
い
る
た
め
、
大
勢
で
行
く
と
崩
れ

る
危
険
性
が
あ
る
と
思
い
、
比
古
神
社
に
行
か
な
か
っ
た
。
や
が
て
、
水
が
引
い

て
か
ら
自
宅
を
見
に
行
く
と
、
家
は
流
さ
れ
て
し
ま
っ
て
何
も
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
、
河
南
に
住
む
兄
の
下
で
避
難
生
活
を
送
る
こ
と
に
し
た
（
平
成
27
年
９
月

12
日
聞
き
取
り
）。

近
江
勇
さ
ん
（
昭
和
33
年
生
）
の
場
合

　
近
江
さ
ん
は
、「
ホ
テ
ル
近
江
屋
」
の
代
表
取
締
役
社
長
で
あ
る
。
３
月
11
日
の

午
後
、ホ
テ
ル
で
国
会
中
継
を
見
な
が
ら
、客
と
宴
会
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
。

そ
の
と
き
テ
レ
ビ
で
地
震
警
報
が
流
れ
た
。「
地
震
で
す
ね
」
と
客
と
話
し
た
直
後

に
、
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
。
た
だ
ご
と
で
は
な
か
っ
た
た
め
客
と
逃
げ
よ
う
と

し
た
が
、
ホ
テ
ル
の
出
入
り
口
も
大
き
く
揺
れ
、
歩
く
の
も
大
変
だ
っ
た
。
こ
の

地
震
に
よ
り
、ほ
と
ん
ど
の
客
が
帰
っ
た
。唯
一
の
滞
在
予
定
客
に
も
避
難
を
勧
め
、

一
緒
に
外
に
出
た
。
従
業
員
は
、
こ
の
と
き
当
日
の
宴
会
の
準
備
を
し
て
い
た
が
、

外
に
避
難
さ
せ
た
。
従
業
員
の
避
難
に
は
予
想
以
上
に
時
間
が
か
か
り
、
全
員
が

避
難
す
る
ま
で
に
20
～
30
分
近
く
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
の
間
、
防
災
無
線
で
は
津
波
警
報
を
報
じ
て
い
た
。
津
波
の
高
さ
は
最
初
３

㍍
と
い
っ
て
い
た
が
、
徐
々
に
高
く
な
り
、
６
㍍
、
10
㍍
と
な
っ
た
。
津
波
の
高

さ
が
10
㍍
と
聞
い
た
と
き
、
に
わ
か
に
は
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ホ
テ

ル
の
外
階
段
を
上
っ
て
海
を
見
て
み
る
と
、
沖
防
波
堤
の
あ
た
り
の
水
の
量
が
明

ら
か
に
増
え
て
い
た
の
が
確
認
で
き
た
。「
こ
れ
は
ま
ず
い
」
と
思
い
、
避
難
す
る

茶
わ
ん
な
ど
が
落
ち
て
く
る
た
め
、「
こ
れ
で
は
ダ
メ
だ
」
と
思
い
避
難
す
る
こ
と

に
し
た
。
ガ
ス
栓
を
閉
め
、
電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
、
準
備
し
て
い
た
ナ
ッ

プ
サ
ッ
ク
を
背
負
っ
た
。
こ
れ
は
、
３
月
11
日
以
前
に
小
さ
な
地
震
が
い
く
つ
か

起
き
て
い
た
た
め
、
い
つ
か
大
き
な
地
震
が
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
す
ぐ

に
逃
げ
ら
れ
る
よ
う
用
意
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
中
に
は
印
鑑
な
ど
を
入
れ
て

お
い
た
。
中
居
さ
ん
は
一
旦
家
の
外
に
出
る
も
、
妻
の
位
牌
を
取
り
に
戻
り
、
再

度
家
を
出
た
。
そ
の
と
き
、
家
の
そ
ば
の
防
潮
堤
の
上
に
５
～
６
人
の
人
影
が
見

え
た
。
彼
ら
が
突
然
あ
わ
て
は
じ
め
た
の
で
、「
何
が
あ
っ
た
の
？
」
と
声
を
か
け

た
と
こ
ろ
、「
大
き
な
の
が
き
た
か
ら
逃
げ
な
さ
い
！
」と
い
わ
れ
た
。中
居
さ
ん
は
、

避
難
す
る
際
、
隣
の
老
夫
婦
に
も
「
逃
げ
な
さ
い
」
と
声
を
か
け
た
。
ま
た
、
避

難
の
最
中
、
近
所
の
人
か
ら
「
大
き
な
地
震
だ
っ
た
ね
」
と
話
し
か
け
ら
れ
た
の

で
、「
そ
の
格
好
で
は
逃
げ
ら
れ
な
い
よ
」
と
返
し
た
と
こ
ろ
、「
津
波
が
く
る
の
か
」

と
質
問
さ
れ
た
と
い
う
。
今
回
の
地
震
の
後
に
、
津
波
が
く
る
こ
と
を
想
定
し
た

人
ば
か
り
で
な
か
っ
た
こ
と
を
、
こ
う
し
た
話
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

   

中
居
さ
ん
が
目
指
し
た
避
難
先
は
、
現
在
、
藤
原
の
仮
設
住
宅
が
建
っ
て
い
る

高
台
で
あ
っ
た
。
途
中
、
山
田
線
の
線
路
の
あ
た
り
で
後
ろ
を
振
り
返
る
と
、
森

林
管
理
署
の
宿
舎
の
そ
ば
に
あ
る
大

き
な
水
門
の
上
を
、
波
が
越
え
て
い
く

の
が
見
え
た
。
さ
ら
に
山
田
線
の
線
路

を
越
え
、
か
つ
て
ラ
サ
工
業
へ
の
引
き

込
み
線
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
（
現
在
の
藤

原
仮
設
住
宅
が
建
つ
あ
た
り
）
ま
で
上

り
、
再
度
海
の
方
を
見
る
と
、
津
波
が

観
音
堂
の
墓
を
次
々
と
な
ぎ
倒
し
て
い

た
。
し
ば
ら
く
そ
こ
で
津
波
の
様
子
を

眺
め
て
い
る
と
、
足
元
に
あ
る
山
田
線

の
ト
ン
ネ
ル
か
ら
妙
な
音
が
聞
こ
え
て

き
た
。
音
は
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
り
、

や
が
て
黒
い
水
が
流
れ
て
き
た
。
磯
鶏

写真１　山田線トンネル
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を
開
け
た
。
す
る
と
冷
蔵
庫
の
電
気
が
つ
か
な
か
っ
た
。
こ
の
時
点
で
、
す
で
に

停
電
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
佐
々
木
さ
ん
は
、
冷
蔵
庫
の
中
に
あ
っ
た
も
の
を

リ
ュ
ッ
ク
に
詰
め
て
、
そ
の
ま
ま
避
難
し
た
。
途
中
、
あ
る
家
の
奥
さ
ん
が
「
ど

う
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
ね
？
」
と
い
い
な
が
ら
家
か
ら
出
て
き
た
の
で
、
佐
々
木

さ
ん
は
「
逃
げ
れ
ん
す
べ
す
！
」
と
走
り
な
が
ら
答
え
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る

う
ち
に
、
す
ぐ
そ
こ
ま
で
波
が
迫
っ
て
き
た
。
波
に
追
い
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
逃

げ
た
と
い
う
。

　
Ｊ
Ｒ
山
田
線
に
か
か
る
陸
橋
の
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
ま
で
く
れ
ば
大
丈
夫
だ
ろ
う

と
思
い
、
一
休
み
し
た
。
そ
の
場
所
で
、
津
波
が
多
く
の
車
や
材
木
を
飲
み
込
み

な
が
ら
線
路
を
越
え
て
い
く
の
を
見
て
い
た
。
30
分
く
ら
い
休
ん
で
い
た
だ
ろ
う

か
。
そ
の
と
き
、
先
程
声
を
か
け
て
き
た
奥
さ
ん
が
波
に
の
ま
れ
て
し
ま
い
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
と
海
か
ら
流
れ
て
き
た
タ
イ
ヤ
と
の
間
に
は
さ
ま
れ
て
止
ま
っ
た
。
近

く
で
、
そ
の
光
景
を
見
て
い
た
数
人
の
男
性
が
駆
け
寄
っ
て
、
奥
さ
ん
を
助
け
出

し
た
。
男
性
た
ち
は
、
ど
こ
か
ら
も
っ
て
き
た
の
か
、
板
状
の
も
の
の
上
に
奥
さ

ん
を
寝
か
せ
、
ト
ン
ネ
ル
そ
ば
の
家
に
運
び
込
ん
だ
。
幸
い
な
こ
と
に
、
た
ま
た

ま
運
び
込
ん
だ
そ
の
家
に
看
護
師
が
３
～
４
人
い
た
た
め
、
手
当
て
し
て
も
ら
え

た
。

　
そ
の
後
、
佐
々
木
さ
ん
は
磯
鶏
小
学
校
を
目
指
し
て
、
避
難
を
再
開
し
た
。
し

か
し
、
山
本
商
店
の
あ
た
り
は
、
水
が
た
ま
っ
て
い
て
通
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、山
す
そ
を
歩
い
て
磯
鶏
小
学
校
ま
で
向
か
っ
た
。
当
然
、そ
こ
に
道
な
ど
な
く
、

民
家
と
山
と
の
間
を
歩
い
て
行
っ
た
。
こ
こ
を
歩
い
た
人
は
佐
々
木
さ
ん
の
他
に

も
数
人
い
た
。
小
学
校
に
た
ど
り
着
い
た
の
は
、
日
も
暮
れ
た
17
時
ご
ろ
だ
っ
た
。

　
今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
被
害
状
況
を
知
る
に
お
よ
ん
で
、
災
害
発
生
時
に
ど

こ
に
避
難
す
べ
き
か
、
改
め
て
考
え
た
人
も
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
避

難
経
路
と
し
て
、
避
難
所
ま
で
の
最
短
ル
ー
ト
を
想
定
し
て
い
る
場
合
が
多
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
こ
が
通
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

こ
と
を
、
佐
々
木
さ
ん
の
語
り
は
示
し
て
い
る
。
自
ら
の
体
力
・
状
況
な
ど
も
勘

案
し
て
、
避
難
経
路
は
何
本
か
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
（
平
成
27
年

９
月
11
日
聞
き
取
り
）。

こ
と
に
し
た
。
従
業
員
は
自
分
の
車
も
し
く
は
ホ
テ
ル
の
ワ
ゴ
ン
車
に
乗
っ
て
避

難
し
、
近
江
さ
ん
も
自
分
の
車
に
乗
り
、
宮
古
市
立
磯
鶏
小
学
校
に
避
難
し
た
。

小
学
校
手
前
の
陸
橋
に
車
を
止
め
て
、
海
を
見
よ
う
と
振
り
返
る
と
、
波
が
足
元

近
く
ま
で
き
て
い
た
。
避
難
し
て
い
る
最
中
、
波
に
追
わ
れ
た
覚
え
は
な
い
が
、

間
一
髪
で
あ
っ
た
。
ホ
テ
ル
近
江
屋
の
、今
回
の
地
震・津
波
に
よ
る
人
的
被
害
は
、

従
業
員
・
客
と
も
に
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
（
平
成
27
年
３
月
13
日
聞
き
取
り
）。

　
以
上
、
３
人
の
避
難
の
様
子
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
津
波
が
く
る
こ
と
を
想
定

し
、
す
ぐ
に
避
難
を
開
始
し
た
古
舘
さ
ん
夫
妻
と
、
津
波
を
想
定
し
た
か
ど
う
か

は
定
か
で
な
い
が
、
比
較
的
早
く
に
避
難
し
た
中
居
さ
ん
は
、
余
裕
を
も
っ
て
逃

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
近
江
さ
ん
は
海
の
状
態
を
確
認
し
て
か

ら
の
避
難
で
あ
っ
た
た
め
に
、
危
な
か
っ
た
と
い
え
る
。『
東
日
本
大
震
災　
宮
古

市
の
記
録
』
第
１
巻
（
津
波
史
編
）
に
よ
る
と
、
宮
古
市
を
襲
っ
た
津
波
の
第
１

波
は
15
時
１
分
に
到
達
し
、
15
時
26
分
に
は
８・５
㍍
以
上
の
波
の
高
さ
を
記
録

し
て
い
る
（
但
し
、
検
潮
所
が
流
失
し
た
た
め
不
正
確
な
記
録
の
可
能
性
が
あ
る
）

（
２
０
１
４
年：59
頁
）。
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
か
ら
し
て
も
、近
江
さ
ん
の
避
難
は
、

ま
さ
し
く
「
間
一
髪
」
で
あ
っ
た
。

　
⑵　
特
筆
す
べ
き
避
難
の
語
り

　
そ
う
し
た
点
を
敷
衍
す
れ
ば
、
避
難
と
は
生
死
を
分
け
る
行
動
で
あ
る
と
い
え

る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
種
の
話
を
記
録
に
と
ど
め
る
こ
と
は
、
後
日
の
た
め
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
さ
ら
に
５
人
の
避
難
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記

し
て
お
く
。

佐
々
木
ト
シ
さ
ん
（
昭
和
12
年
生
）
の
場
合

　

地
震
発
生
時
、
佐
々
木
さ
ん
は
、
石
崎
の
自
宅
に
て
ミ
シ
ン
を
使
っ
た
仕
事

を
し
て
い
た
。
大
き
な
揺
れ
で
あ
っ
た
た
め
「
こ
れ
は
ダ
メ
だ
」
と
思
い
、
仕
事

の
関
係
で
広
げ
て
い
た
布
な
ど
を
押
し
入
れ
に
し
ま
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
２
回
目

の
地
震
（
余
震
）
が
き
た
。
佐
々
木
さ
ん
は
、
ま
す
ま
す
「
こ
れ
は
ダ
メ
だ
」
と

い
う
思
い
を
強
く
し
、
避
難
に
向
け
て
食
糧
を
リ
ュ
ッ
ク
に
詰
め
よ
う
と
冷
蔵
庫
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も
あ
る
。
地
震
が
あ
っ
た
と
き
、
小
野
寺
さ
ん
は
自
宅
兼
店
舗
に
い
た
。
こ
の
地

震
は
異
常
で
あ
り
、
特
別
に
大
き
い
と
思
っ
た
。
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
地
震
と
は

ま
っ
た
く
違
っ
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
さ
ま
文
献
で
読
ん
で
知
っ
て
い
た
貞
観
地
震

（
８
６
９
年
）
の
こ
と
が
頭
に
浮
か
ん
だ
。
こ
の
た
め
、
従
業
員
に
店
を
閉
め
て
家

に
帰
る
よ
う
指
示
し
、
ま
た
家
族
に
も
避
難
す
る
よ
う
に
い
っ
た
。
そ
の
後
、
小

野
寺
さ
ん
は
、
断
水
を
警
戒
し
て
や
か
ん
２
つ
に
水
を
入
れ
、
消
防
団
の
屯
所
の

２
階
に
あ
げ
て
か
ら
、
水
門
を
閉
め
に
い
っ
た
。
地
震
が
発
生
し
て
か
ら
、
す
べ

て
の
水
門
を
閉
め
終
わ
る
ま
で
に
要
し
た
時
間
は
、
12
～
13
分
く
ら
い
だ
っ
た
。

　
水
門
を
閉
め
終
え
て
屯
所
近
く
に
戻
っ
て
く
る
も
、
津
波
の
く
る
気
配
は
ま
っ

た
く
な
か
っ
た
。
ラ
ジ
オ
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ポ
ン
プ
車
の
そ

ば
に
い
れ
ば
カ
ー
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
現
在
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ

こ
を
離
れ
て
し
ま
う
と
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
く
な
る
。
防
災
無
線
は
、
津
波
が
く

る
こ
と
を
繰
り
返
し
伝
え
て
い
た
が
、
い
つ
く
る
の
か
、
現
状
が
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
携
帯
ラ
ジ
オ
を
取
り
に
一
旦
自

宅
に
戻
っ
た
。
新
し
い
電
池
に
入
れ
替
え
て
、
再
び
屯
所
に
向
か
っ
て
歩
き
出
し

た
と
こ
ろ
で
津
波
に
襲
わ
れ
た
。
あ
わ
て
て
屯
所
の
２
階
に
駆
け
上
が
り
、
そ
こ

か
ら
消
防
ホ
ー
ス
を
乾
か
す
た
め
の
乾
燥
塔
の
上
ま
で
登
っ
た（
写
真
２
）。
ふ
と
、

目
の
前
の
歩
道
橋
に
目
を
や
る
と
、
３
人
く
ら
い
の
高
校
生
が
い
た
。
彼
ら
も
、

国
道
を
歩
い
て
い
る
と
き
に
津
波
に
襲
わ
れ
、
あ
わ
て
て
歩
道
橋
に
上
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
水
が
引
く
ま
で
、
彼
ら
も
そ
こ
で
耐
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
小
野
寺
さ
ん
も
、
水
が
引
く
ま
で
乾
燥
塔
の
上
に
い
た
。
津
波
で
流
さ
れ
て
き

た
車
が
当
た
る
と
大
き
く
揺
れ
た
が
、
不
思
議
と
怖
さ
は
感
じ
な
か
っ
た
。

　
小
野
寺
さ
ん
は
、
尋

常
で
は
な
い
揺
れ
で

あ
っ
た
た
め
に
貞
観
地

震
を
想
起
し
、
従
業
員

と
家
族
を
避
難
さ
せ
た

も
の
の
、
自
身
は
あ
や

う
く
津
波
に
襲
わ
れ
か

け
た
。
そ
の
と
き
、
小

澤
口
功
さ
ん
（
昭
和
25
年
生
）
の
場
合

　
ビ
デ
オ
シ
ョ
ッ
プ
澤
口
を
経
営
し
、
Ｉ
Ａ
Ｔ
（
岩
手
朝
日
テ
レ
ビ
）
の
宮
古
支

局
員
で
も
あ
る
澤
口
さ
ん
は
、
地
震
の
際
、
末
広
町
に
あ
っ
た
店
舗
に
い
た
。
地

震
直
後
、Ｉ
Ａ
Ｔ
か
ら
電
話
が
あ
り
、報
道
用
の
映
像
を
撮
影
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

澤
口
さ
ん
は
急
い
で
市
役
所
に
向
か
っ
た
。
15
時
ご
ろ
、
市
役
所
の
階
段
か
ら
宮

古
大
橋
方
面
を
見
る
と
、
海
に
変
化
は
な
く
国
道
も
渋
滞
し
て
い
な
か
っ
た
。
但

し
、
信
号
機
は
つ
い
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
澤
口
さ
ん
は
車
で
自
宅
に
向
か
っ

た
。
自
宅
近
く
ま
で
く
る
と
、
水
門
か
ら
波
が
入
っ
て
き
て
い
る
の
が
見
え
た
の

で
、
そ
の
様
子
を
撮
影
し
た
。
自
宅
に
は
寝
た
き
り
の
母
親
と
看
病
の
姉
が
い
た

た
め
、
避
難
を
促
そ
う
と
家
の
方
に
体
を
向
け
た
と
こ
ろ
、
自
宅
の
後
ろ
に
30
㍍

ほ
ど
の
高
さ
の
真
っ
黒
な
波
が
上
が
っ
た
。
波
は
、
次
の
瞬
間
、
澤
口
さ
ん
の
自

宅
の
屋
根
の
上
に
落
ち
た
。
そ
の
直
後
、
自
身
も
波
に
の
ま
れ
た
。
強
い
衝
撃
を

受
け
、
体
が
反
り
返
っ
た
。
津
波
は
、
そ
の
ま
ま
澤
口
さ
ん
の
体
を
押
し
流
し
た

が
、
国
道
45
号
線
の
手
前
に
あ
る
電
柱
に
ぶ
つ
か
り
、
波
か
ら
は
じ
き
出
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、一
命
を
取
り
留
め
た
の
で
は
な
い
か
と
澤
口
さ
ん
は
い
う
。
但
し
、

こ
の
と
き
腰
に
強
烈
な
痛
み
を
感
じ
た
。
後
日
わ
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
脊
髄

の
神
経
が
切
れ
か
か
っ
て
い
た
。
腰
の
痛
み
に
耐
え
な
が
ら
、
澤
口
さ
ん
は
上
村

に
あ
る
妻
の
実
家
に
向
か
い
、
妻
と
再
開
し
た
。
妻
の
実
家
は
、
幸
い
に
も
津
波

の
被
害
を
免
れ
た
た
め
、
し
ば
ら
く
そ
こ
で
暮
ら
す
こ
と
に
し
た
。
一
方
、
自
宅

で
津
波
の
直
撃
を
受
け
た
母
親
と
姉
は
、
後
日
、
遺
体
で
発
見
さ
れ
た
。

　
上
述
し
た
よ
う
に
、
公
式
記
録
に
よ
る
と
、
宮
古
市
を
襲
っ
た
津
波
は
15
時
26

分
に
８・５
㍍
以
上
の
波
の
高
さ
を
記
録
し
て
い
た
（
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
記

録
編
集
委
員
会
（
編
）
２
０
１
４
年
：
59
頁
）。
但
し
、
局
所
的
に
は
、
こ
れ
以
上

の
高
さ
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
澤
口
さ
ん
の
語
り
か
ら
わ
か
る
。
ま
た
、

自
然
災
害
は
、
個
々
の
家
庭
の
事
情
を
考
慮
す
る
こ
と
は
な
い
。
当
た
り
前
の
こ

と
で
あ
る
が
、
こ
の
厳
し
い
現
実
を
十
分
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
（
平
成
27
年
４
月
27
日
聞
き
取
り
）。

小
野
寺
俊
雄
さ
ん
（
昭
和
20
年
生
）
の
場
合

　
藤
原
で
化
粧
品
店
を
経
営
す
る
小
野
寺
さ
ん
は
、
消
防
団
第
四
分
団
の
団
員
で
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原
埠
頭
の
あ
た
り
で
、
２
つ
目
の
津
波
に
遭
遇
し
た
。
宮
古
湾
の
水
深
は
、
重
茂

半
島
側
が
深
く
、
宮
古
側
で
浅
く
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
津
波

の
速
度
も
重
茂
半
島
側
で
速
く
、
宮
古
側
で
遅
か
っ
た
。
３
つ
目
の
津
波
を
乗
り

越
え
た
と
き
、
津
軽
石
方
面
を
振
り
返
る
と
、
い
つ
も
と
違
う
眺
め
で
あ
っ
た
。

や
は
り
、
波
の
高
さ
は
か
な
り
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
く
つ
か
の
津

波
を
乗
り
越
え
な
が
ら
宮
古
湾
を
航
行
し
て
い
る
際
に
、
津
波
が
重
茂
半
島
の
海

岸
沿
い
に
建
て
ら
れ
た
家
を
押
し
つ
ぶ
す
の
を
見
た
。
ま
た
、
蛸
の
浜
を
津
波
が

乗
り
越
え
て
い
く
の
も
目
の
当
た
り
に
し
た
。
宮
古
湾
を
出
る
と
、
あ
る
程
度
、

沖
へ
向
か
っ
た
。
海
上
は
暗
く
、
雪
が
降
っ
て
い
た
。
雪
が
止
ん
で
か
ら
田
老
方

面
を
見
る
と
、妙
に
明
る
か
っ
た
。山
火
事
で
あ
る
。夜
に
な
る
と（
20
時
ご
ろ
か
？
）

が
れ
き
が
流
れ
て
き
た
の
で
、
さ
ら
に
沖
へ
向
か
っ
た
。
海
は
重
油
の
に
お
い
が

ひ
ど
く
、
ま
た
丸
々
一
軒
の
家
が
流
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
夜
、
家
族
と
は
メ
ー
ル

で
連
絡
が
と
れ
た
。

　
12
日
の
朝
、
宮
古
湾
に
入
れ
る
か
見
に
行
っ
て
み
た
が
、
が
れ
き
で
入
れ
な
か
っ

た
。
大
量
の
が
れ
き
が
広
が
る
光
景
を
見
て
、
復
興
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
た
と
い
う
。
こ
の
日
も
海
が
動
い
て
い
て
、
津
波
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。

正
午
ご
ろ
、
自
衛
隊
の
護
衛
艦
が
宮
古
沖
に
や
っ
て
き
た
。
漁
業
無
線
で
食
事
が

も
ら
え
る
と
聞
い
た
の
で
護
衛
艦
に
向

か
い
、
お
に
ぎ
り
２
個
と
缶
詰
を
も
ら
っ

た
。
13
日
の
朝
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く

藤
原
埠
頭
に
船
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き

た
。
船
を
下
り
て
、
磯
鶏
の
自
宅
ま
で

歩
い
た
。
家
の
近
く
ま
で
く
る
と
、
屋

根
が
見
え
た
の
で
家
は
無
事
だ
と
思
っ

た
が
、
１
階
部
分
に
大
き
な
穴
が
開
い

て
い
た
。
丸
太
が
30
本
く
ら
い
刺
さ
っ

て
い
た
。

　

澤
口
さ
ん
に
よ
る
と
、
漁
師
は
津
波

が
き
た
ら
船
に
乗
っ
て
沖
に
避
難
す
る

の
が
当
た
り
前
で
あ
る
と
い
う
。
し
か

野
寺
さ
ん
が
急
い
で
向
か
っ
た
先
も
、
乾
燥
塔
と
い
う
少
々
心
許
な
い
避
難
先
で

あ
っ
た
。
い
つ
か
く
る
、
そ
の
と
き
の
た
め
に
備
え
を
し
て
お
き
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
は
す
ぐ
に
避
難
す
る
。
こ
の
原
則
に
忠
実
な
行
動
こ
そ
、
も
っ
と
も
重
要

な
こ
と
で
あ
り
、
ま
だ
大
丈
夫
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
思
い
は
避
難
す
べ
き
タ
イ

ミ
ン
グ
を
逃
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
を
、
小
野
寺
さ
ん
の
話
は
示
唆
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
平
成
27
年
３
月
14
日
聞
き
取
り
）。

澤
口
則
夫
さ
ん
（
昭
和
46
年
生
）
の
場
合

　
消
防
団
第
十
分
団
員
で
も
あ
る
澤
口
さ
ん
は
、
磯
鶏
で
遊
漁
船
業
を
営
ん
で
い

る
。
平
成
23
年
３
月
11
日
は
、め
ず
ら
し
く
客
の
い
な
い
日
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

所
有
し
て
い
た
４
艘
の
船
の
う
ち
２
艘
を
陸
に
あ
げ
て
か
ら
、
遅
い
昼
食
を
と
り

に
近
所
の
ラ
ー
メ
ン
屋
に
入
っ
た
。
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
の
は
そ
の
と
き
だ
っ

た
。澤
口
さ
ん
は
す
ぐ
さ
ま
水
門
を
閉
め
に
向
か
っ
た
。２
つ
の
水
門
を
閉
め
た
が
、

ま
だ
分
団
員
が
そ
ろ
わ
な
か
っ
た
た
め
、
も
う
１
つ
閉
め
に
向
か
っ
た
。
そ
う
し

て
い
る
う
ち
に
、４
人
の
分
団
員
が
集
ま
っ
て
き
た
。
そ
の
う
ち
の
１
人
か
ら
、「
ラ

ジ
オ
で
釜
石
に
９
㍍
の
津
波
が
到
達
し
た
と
い
っ
て
い
た
」
と
聞
い
た
。
９
㍍
の

津
波
だ
と
防
潮
堤
を
越
え
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
う
判
断
し
た
澤
口
さ
ん
は
、「
逃
げ

ろ
！
」と
叫
び
な
が
ら
防
潮
堤
の
そ
ば
を
走
り
回
っ
た
。
地
震
後
に
海
を
見
に
や
っ

て
く
る
人
が
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
澤
口
さ
ん
は
、
自
身
の
所
有
す
る
「
第
一
ゆ
た
か
丸
」
に
乗
っ
て
海

上
に
避
難
し
た
（
写
真
３
）。
こ
の
船
は
、
エ
ン
ジ
ン
を
船
外
に
取
り
付
け
る
タ
イ

プ
で
あ
っ
た
た
め
、
水
深
50

セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
で
も
ス
ク
リ
ュ
ー
を
回
す
こ
と
が
で
き
た
。
澤

口
さ
ん
が
船
に
乗
り
込
ん
だ
と
き
の
水
深
は
60
～
70

セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
っ
た
と
い
う
。

ち
な
み
に
、
筆
者
が
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
４
月
28
日
の
午
後
に
、
澤
口
さ
ん

が
避
難
の
た
め
に
船
に
乗
っ
た
港
の
水
深
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
目
算
で
２
㍍
く

ら
い
で
あ
っ
た
。
当
時
、
い
か
に
潮
が
引
い
て
い
た
の
か
、
理
解
で
き
よ
う
。
港

か
ら
船
を
出
し
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
で
、
１
つ
目
の
津
波
に
遭
遇
し
た
。
波
が
高
く

盛
り
上
が
っ
て
お
り
、そ
の
波
に
全
速
力
で
上
っ
て
行
っ
た
。船
の
出
力
が
な
い
と
、

津
波
を
乗
り
越
え
る
の
も
容
易
で
は
な
い
と
い
う
。
実
際
、
津
波
を
乗
り
越
え
る

こ
と
が
で
き
ず
、
前
に
進
む
の
に
苦
労
し
て
い
た
船
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
藤
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２　
被
災
後
の
暮
ら
し

　
以
上
、地
震
発
生
か
ら
避
難
ま
で
の
様
子
を
、人
々
の
語
り
を
中
心
に
見
て
き
た
。

藤
原
・
磯
鶏
地
区
は
海
に
面
し
た
集
落
な
の
で
、
津
波
か
ら
逃
れ
る
た
め
自
宅
を

離
れ
て
避
難
す
る
人
も
多
か
っ
た
。
彼
ら
の
中
に
は
、
水
が
引
い
た
後
、
自
宅
に

戻
っ
た
り
親
類
や
知
人
の
家
に
向
か
っ
た
り
す
る
人
も
い
た
。
他
方
、
避
難
所
で

そ
の
夜
を
明
か
す
人
も
多
く
い
た
。
そ
こ
で
次
に
、
避
難
し
て
か
ら
の
人
々
の
生

活
、と
り
わ
け
比
古
神
社
、藤
原
小
学
校
、磯
鶏
小
学
校
で
の
避
難
生
活
に
つ
い
て
、

同
じ
く
住
民
の
語
り
を
通
し
て
見
て
み
た
い
。

　
⑴　
藤
原
比
古
神
社
に
て

　
飛
澤
寿
男
さ
ん
（
昭
和
22
年
生
）
は
、
地
震
発
生
時
、
母
親
と
娘
、
娘
の
２
人

の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
自
宅
に
い
た
。
大
き
な
地
震
で
あ
っ
た
た
め
津
波
が
く

る
だ
ろ
う
と
思
い
、
す
ぐ
に
避
難
す
る
こ
と
に
し
た
。
10
分
く
ら
い
で
身
支
度
を

整
え
、
家
の
外
に
出
た
と
こ
ろ
で
、
妻
が
仕
事
か
ら
帰
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
妻

も
含
め
て
比
古
神
社
に
避
難
し
た
。
比
古
神
社
で
は
社
務
所
が
開
け
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
避
難
者
全
員
を
収
容
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
社
務
所
に
入
れ
な
か
っ
た

人
た
ち
は
境
内
で
た
き
火
を
し
て
暖
を
と
っ
た
（
写
真
４
）。
こ
の
日
は
雪
が
降
っ

て
い
た
た
め
、と
て
も
寒
か
っ
た
。社
務
所
の
中
も
隙
間
風
が
入
り
込
み
寒
か
っ
た
。

し
か
も
余
震
が
続
い
て
お
り
、眠
れ
る
よ
う
な
状
態
で
は
な
か
っ
た
。社
務
所
で
は
、

多
く
の
人
が
座
っ
た
ま
ま
夜
を
明
か
し
た
。
こ
の
日
、
比
古
神
社
で
夜
を
明
か
し

た
人
は
、
境
内
を
含
め
る
と
２
０
０
人
く
ら
い
い
た
の
で
は
な
い
か
と
飛
澤
さ
ん

は
い
う
。
と
に
か
く
人
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。
比
古
神
社
で
過
ご
し
た
３
月
11

日
の
夜
、食
べ
物
を
分
け
あ
っ
て
食
べ
た
記
憶
が
あ
る
。誰
か
が
も
っ
て
き
た
の
か
、

差
し
入
れ
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
比
古
神
社
の
こ
と
は
消
防

団
の
人
が
い
ろ
い
ろ
と
や
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
人
が
手
配
し
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
水
は
、
比
古
神
社
の
境
内
に
沢
水
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
使
っ
た
。
こ
う
し

て
比
古
神
社
で
１
晩
過
ご
し
、
翌
日
か
ら
藤
原
小
学
校
へ
移
っ
て
い
っ
た
。
飛
澤

さ
ん
は
藤
原
２
丁
目
の
自
治
会
長
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
避
難
所
の
世
話
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。
上
述
の
通
り
、
比
古
神
社
に
関
し
て
は

消
防
団
の
人
が
世
話
を
し
て
い
た
の
で
、
こ
こ
は
彼
に
任
せ
、
自
身
は
藤
原
小
学

し
、
そ
う
し
た
行
動
は
、
一
般
の
人
々
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
、
澤
口
さ
ん
の
語
り
は
、
き
わ
め
て
貴
重
で
あ
る

と
い
え
る
（
平
成
27
年
４
月
28
日
聞
き
取
り
）。

長
崎
か
ら
や
っ
て
き
た
高
校
生
の
場
合

　
先
に
、
自
然
災
害
は
個
々
の
家
庭
の
事
情
を
考
慮
す
る
こ
と
は
な
い
と
指
摘
し

た
が
、
そ
れ
は
個
人
に
関
し
て
も
同
じ
で
あ
る
。
ホ
テ
ル
近
江
屋
社
長
の
近
江
勇

さ
ん
か
ら
、
次
の
よ
う
な
話
を
聞
い
た
。

　
平
成
23
年
３
月
11
日
14
時
30
分
過
ぎ
、
ホ
テ
ル
近
江
屋
前
の
バ
ス
停
で
、
１
人

の
男
子
高
校
生
が
バ
ス
か
ら
降
り
た
。
彼
は
、
翌
日
に
迫
っ
た
国
立
宮
古
海
上
技

術
短
期
大
学
校
の
受
験
に
備
え
て
、
長
崎
か
ら
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
日

の
夜
は
、
ホ
テ
ル
近
江
屋
に
宿
泊
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
彼
が
バ
ス
を
降
り

て
ホ
テ
ル
に
入
ろ
う
と
し
た
と
き
、
地
震
が
発
生
し
た
。
ホ
テ
ル
近
江
屋
の
避
難

状
況
に
つ
い
て
は
す
で
に
記
し
た
が
、
彼
も
ホ
テ
ル
の
ワ
ゴ
ン
車
に
乗
せ
ら
れ
て
、

磯
鶏
小
学
校
に
避
難
し
た
。
今
回
の
津
波
に
よ
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
山
田
線
を
は
じ
め
と

す
る
公
共
交
通
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
た
め
、
長
崎
の
実
家
に
帰
る
手
段
を
失
っ
た
男

子
高
校
生
は
、
そ
の
ま
ま
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
１
週
間
ほ
ど
近
江
さ
ん

と
と
も
に
車
の
中
で
寝
起
き
し
た
。
や
が
て
、
近
江
さ
ん
は
、
磯
鶏
小
学
校
に
取

材
に
き
て
い
た
新
聞
記
者
の
中
に
本
来
は
佐
賀
支
局
の
人
が
お
り
、
そ
の
人
が
明

日
佐
賀
に
帰
る
と
い
う
情
報
を
聞
き
つ
け
た
。そ
こ
で
、そ
の
記
者
に
事
情
を
話
し
、

高
校
生
を
一
緒
に
九
州
ま
で
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
な
い
か
と
頼
ん
で
み
た
と
こ
ろ
、

了
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
彼
は
よ
う
や
く
帰
宅
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
彼
か
ら
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
が
２
箱
ほ
ど
送
ら
れ
て

き
た
。

　
こ
の
話
は
２
つ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
１
つ
は
、
私
た
ち
も
旅
行
先
で
被

災
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
も
う
１
つ
は
、
観
光
地
の
諸
機
関
に
お
い
て
は
、

旅
行
者
の
避
難
を
ど
う
す
る
の
か
、
十
分
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

特
に
、
後
者
に
関
し
て
、
例
え
ば
万
一
に
備
え
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
避
難
先
や
避

難
経
路
を
掲
載
し
て
お
く
と
い
う
の
は
、
や
り
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
（
平
成
27
年
３

月
13
日
聞
き
取
り
）。
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ろ
に
な
る
と
、
避
難
者
の
安
否
確
認
や
医
療
チ
ー
ム
か
ら
の
支
援
の
申
し
入
れ
な

ど
も
あ
り
、
そ
う
し
た
こ
と
も
松
崎
さ
ん
が
窓
口
と
な
っ
て
対
応
し
た
。
松
崎
さ

ん
は
３
日
目
以
降
、
自
宅
で
寝
泊
ま
り
す
る
よ
う
に
な
り
、
朝
に
な
る
と
神
社
に

向
か
っ
た
。
神
社
に
着
く
と
コ
ー
ヒ
ー
を
沸
か
し
た
。
こ
の
コ
ー
ヒ
ー
を
避
難
し

て
い
る
人
や
神
社
に
や
っ
て
き
た
人
と
一
緒
に
飲
み
な
が
ら
、
情
報
交
換
を
し
た

（
平
成
27
年
３
月
14
日
聞
き
取
り
）。

　
そ
の
後
、
比
古
神
社
の
避
難
所
は
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
３
月
い
っ
ぱ
い

で
閉
め
ら
れ
、
４
月
１
日
か
ら
は
藤
原
小
学
校
に
統
合
さ
れ
た
。

　
⑵　
藤
原
小
学
校
に
て

　
古
舘
善
一
さ
ん
・
篤
子
さ
ん
夫
婦
（
前
出
）
は
、
地
震
発
生
直
後
に
藤
原
小
学

校
に
避
難
し
、
17
時
前
ご
ろ
体
育
館
の
中
に
入
っ
た
。
床
に
は
何
も
敷
か
れ
て
お

ら
ず
、
直
に
座
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
日
は
食
べ
物
も
水
も
な
か
っ
た
。

夜
遅
く
に
な
っ
て
、
第
四
分
団
が
毛
布
を
も
っ
て
き
て
く
れ
た
。
毛
布
は
２
人
で

１
枚
の
割
合
で
配
ら
れ
た
。
ス
ト
ー
ブ
は
１
台
し
か
な
か
っ
た
よ
う
で
、
と
に
か

く
寒
か
っ
た
。
電
気
は
つ
か
な
か
っ
た
が
、藤
原
上
町
の
人
々
が
ロ
ー
ソ
ク
を
も
っ

て
き
て
く
れ
た
。
こ
の
夜
は
、余
震
の
た
び
に
体
育
館
が
大
き
く
揺
れ
、怖
か
っ
た
。

「
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
ゴ
ー
ル
が
落
ち
な
け
れ
ば
い
い
が
」
と
い
う
思
い
で
見
つ
め
て
い

た
。
古
舘
さ
ん
夫
婦
は
藤
原
小
学
校
に
１
晩
泊
ま
っ
た
だ
け
で
、
翌
日
か
ら
は
和

見
に
あ
る
息
子
夫
婦
の
家
で
避
難
生
活
を
送
る
よ
う
に
な
っ
た
（
平
成
27
年
４
月

25
日
聞
き
取
り
）。

　
古
舘
さ
ん
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
し
て
藤
原
小
学
校
に
や
っ
て
き
た
の
が
、
飛

澤
寿
男
さ
ん
（
前
出
）
で
あ
る
。
飛
澤
さ
ん
が
３
月
12
日
に
藤
原
小
学
校
に
入
っ

た
と
き
に
は
、
床
に
体
育
で
使
う
マ
ッ
ト
が
敷
い
て
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
寒
か
っ

た
。
ま
た
、
藤
原
上
町
の
自
治
会
長
が
炊
き
出
し
を
し
て
く
れ
た
り
し
て
い
た
。

体
育
館
で
２
～
３
日
過
ご
し
た
が
、
あ
ま
り
に
も
寒
い
の
で
、
誰
か
が
い
い
出
し

て
視
聴
覚
室
に
移
ら
せ
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
部
屋
は
絨
毯
が
敷
い
て
あ
っ
た
だ
け

で
な
く
、
適
度
な
広
さ
で
あ
っ
た
た
め
、
ス
ト
ー
ブ
を
た
く
と
す
ぐ
に
暖
ま
っ
た
。

校
へ
と
向
か
っ
た
（
平
成
27
年
４
月
29
日
聞
き
取
り
）。

　
比
古
神
社
の
世
話
を
し
て
い
た
の
は
、
第
四
分
団
の
副
団
長
で
、
藤
原
２
丁
目

で
精
肉
店
を
営
ん
で
い
た
松
崎
義
男
さ
ん
（
昭
和
20
年
生
）
で
あ
る
。
松
崎
さ
ん

の
自
宅
は
、国
道
45
号
線
に
面
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、水
に
浸
か
っ
た
。
し
か
し
、

２
階
は
無
事
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
こ
で
寝
起
き
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
そ
れ
で
も

松
崎
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
消
防
団
員
と
し
て
活
動
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
地
域
の

惨
状
を
放
っ
て
お
け
ず
、
２
～
３
日
は
比
古
神
社
に
泊
ま
り
、
そ
の
後
は
自
宅
か

ら
通
い
な
が
ら
避
難
者
の
世
話
を
し
た
。

　
松
崎
さ
ん
も
、
津
波
発
生
時
、
比
古
神
社
に
避
難
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
こ
の

日
の
夜
の
食
事
を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
思
い
、
自
宅
に
あ
っ
た
商
品
︱
肉
類
だ

け
で
な
く
、
ラ
ー
メ
ン
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
も
あ
っ
た
︱
を
提
供
し
た
。
こ
の

他
、足
り
な
い
も
の
は
家
か
ら
も
っ
て
い
き
、ロ
ー
ソ
ク
や
灯
油
な
ど
も
手
配
し
た
。

ま
た
、
夜
に
な
る
と
冷
え
込
ん
で
き
た
た
め
、
若
い
人
た
ち
に
神
社
の
裏
山
か
ら

木
を
拾
っ
て
き
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
燃
や
し
て
暖
を
と
っ
た
。
こ
う
し
て
、
何
と

か
２
～
３
日
し
の
い
だ
。
３
日
目
ご
ろ
か
ら
、
支
援
物
資
が
届
き
始
め
た
。
最
初

に
き
た
の
は
赤
十
字
か
ら
の
毛
布
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
支
援
物
資
の
管
理
も

松
崎
さ
ん
が
行
っ
た
。
そ
の
際
、
松
崎

さ
ん
が
心
掛
け
た
こ
と
は
、
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
人
に
で
き
る
限
り
平
等

に
物
資
を
配
分
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
物
資
を
、
比
古
神
社
に
避
難
し

て
い
る
人
だ
け
で
な
く
、
自
宅
で
暮
ら

し
て
い
る
人
に
も
必
要
で
あ
れ
ば
分
配

す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。「
自
宅
で

暮
ら
す
人
も
、
被
災
者
で
あ
る
」
と
い

う
の
が
、
松
崎
さ
ん
の
基
本
的
な
考
え

で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
支
援
物
資
が

届
く
と
、
町
内
の
人
た
ち
に
も
ア
ナ
ウ

ン
ス
を
し
て
回
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
こ

写真４　比古神社社務所
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佐
々
木
さ
ん
よ
り
も
遅
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
館
内
は
す
で
に
人
で
い
っ
ぱ
い
で

あ
っ
た
。
何
と
か
空
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け
、
夫
と
２
人
で
座
っ
た
。
こ
の

と
き
配
ら
れ
た
毛
布
は
、
２
人
で
１
枚
で
あ
っ
た
。
翌
朝
、
避
難
所
を
出
て
い
く

人
か
ら
１
枚
も
ら
い
、
１
人
１
枚
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
佐
々
木
さ
ん
と
藤
澤

さ
ん
に
よ
る
と
、
３
月
11
日
の
夜
は
人
で
あ
ふ
れ
て
お
り
、
横
に
な
れ
ず
座
っ
た

ま
ま
過
ご
し
た
。
こ
の
日
、
磯
鶏
小
学
校
に
避
難
し
た
人
の
中
に
は
、
校
庭
に
止

め
た
車
の
中
で
過
ご
し
た
人
も
い
た
。
そ
う
し
た
人
た
ち
の
た
め
に
、
磯
鶏
小
学

校
の
先
生
が
教
室
を
解
放
し
た
。
こ
の
人
た
ち
を
含
め
る
と
、
初
日
の
避
難
者
は

５
０
０
名
く
ら
い
で
は
な
い
か
と
、
佐
々
木
さ
ん
と
藤
澤
さ
ん
は
い
う
。
２
人
は

避
難
所
で
最
初
に
座
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
動
く
こ
と
は
な
く
、
退
所
す
る
ま
で
そ
こ

で
過
ご
し
た
。

　
地
震
の
あ
っ
た
日
の
晩
は
、
食
パ
ン
が
１
枚
出
さ
れ
た
。
翌
日
の
朝
は
パ
ン
の

耳
で
あ
っ
た
。
次
の
日
は
、八
木
沢
の
婦
人
会
か
ら
お
に
ぎ
り
の
差
し
入
れ
が
あ
っ

た
。
そ
の
う
ち
、
新
里
か
ら
も
差
し
入
れ
が
届
い
た
り
し
た
が
、
何
も
な
い
こ
と

も
あ
り
、
そ
の
と
き
は
残
っ
た
ご
飯
を
集
め
て
お
粥
に
し
て
一
口
ず
つ
も
ら
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
農
家
の
人
が
も
ち
寄
っ
た
食
材
を
給
食
室
で
調
理
し
、
そ
れ
を

も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
支
援
物
資
が
届
き
始
め
た
の
は
、
い
つ
の
こ
と
か
わ

か
ら
な
い
が
、
前
川
秀
子
さ
ん
（
昭
和
25
年
生
）
が
磯
鶏
小
学
校
に
避
難
し
て
き

た
３
日
目
に
は
、
食
べ
る
も
の
に
は
困
ら
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
飲
み
水
は
学
校

の
給
水
タ
ン
ク
に
た
ま
っ
て
い
た
も
の
を
使
用
し
た
。
ト
イ
レ
の
水
は
、
学
校
の

裏
に
沢
水
を
た
め
る
池
が
あ
り
、そ
の
池
か
ら
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
く
み
出
し
て
使
っ

た
。
こ
の
た
め
、
磯
鶏
小
学
校
で
は
水
に
も
困
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
他
の
避

難
所
で
は
、
ト
イ
レ
が
詰
ま
っ
て
大
変
だ
っ
た
と
い
う
話
を
し
ば
し
ば
耳
に
し
た

が
、
こ
こ
で
も
確
か
に
何
度
か
詰
ま
っ
た
も
の
の
す
ぐ
に
解
消
さ
れ
、
た
い
し
て

問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
。
風
呂
に
は
、
何
日
目
か
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
。

「
湯
っ
た
り
館
」
や
箱
石
の
方
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
磯
鶏
小
学
校
で
は

古
い
風
呂
を
プ
ー
ル
の
そ
ば
に
設
置
し
て
、
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の

風
呂
は
、磯
鶏
小
学
校
の
校
長
先
生
が
、八
木
沢
の
建
設
業
者
に
声
を
か
け
て
作
っ

て
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
磯
鶏
の
湯
」
と
呼
ば
れ
、
毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日
は

男
性
の
入
浴
日
、
火
曜
日
と
金
曜
日
は
女
性
の
入
浴
日
と
さ
れ
た
。
入
浴
時
間
は

３
月
の
段
階
で
は
、
藤
原
小
学
校
の
避
難
所
の
世
話
を
す
る
人
が
い
な
か
っ
た
た

め
、
当
時
、
自
治
会
長
を
務
め
て
い
た
飛
澤
さ
ん
が
そ
の
役
を
買
っ
て
出
た
。
飛

澤
さ
ん
に
よ
る
と
、
避
難
所
生
活
で
と
に
か
く
困
っ
た
の
は
風
呂
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
、「
湯
っ
た
り
館
」
に
交
渉
し
て
入
浴
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
飛
澤
さ
ん
が
、
藤

原
小
学
校
の
避
難
所
で
世
話
役
を
担
っ
て
い
た
の
は
、４
月
上
旬
ご
ろ
ま
で
で
あ
っ

た
。
４
月
１
日
以
降
は
、
市
役
所
か
ら
職
員
が
き
て
、
各
避
難
所
の
管
理
を
担
当

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
４
月
以
降
、
飛
澤
さ
ん
も
避
難
所
の
世
話
係
を
市
の
職
員

に
任
せ
、
自
身
は
こ
れ
ま
で
手
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
自
宅
の
片
付
け

に
専
念
す
る
こ
と
に
し
た
（
平
成
27
年
４
月
29
日
聞
き
取
り
）。

　
な
お
、
参
考
ま
で
に
、
こ
う
し
た
藤
原
小
学
校
で
の
１
日
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
書
き
と
ど
め
て
お
く
。

６
時
00
分　
起
床

６
時
30
分　
朝
食

12
時
00
分　
昼
食

18
時
00
分　
夕
食

21
時
00
分　
消
灯
・
就
寝

　
以
上
の
よ
う
に
し
て
運
営
さ
れ
て
い
た
藤
原
小
学
校
の
避
難
所
も
、
平
成
23
年

７
月
31
日
の
17
時
を
も
っ
て
閉
鎖
さ
れ
た
。

　
⑶　
磯
鶏
小
学
校
に
て

　
地
震
発
生
直
後
、
石
崎
か
ら
避
難
し
て
き
た
佐
々
木
ト
シ
さ
ん
（
前
出
）
は
、

17
時
ご
ろ
に
磯
鶏
小
学
校
に
着
き
、
す
ぐ
に
体
育
館
に
入
っ
た
。
床
に
は
茣
蓙

が
敷
か
れ
て
お
り
、
ス
ト
ー
ブ
が
３
台
く
ら
い
置
か
れ
て
い
た
。
体
育
館
に
入
る

と
、
毛
布
が
１
人
１
枚
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
毛
布
の
枚
数
は
、
時
間
帯
に
よ
っ
て

異
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
石
崎
に
住
む
藤
澤
キ
ヨ
さ
ん
（
昭
和
23
年
生
）
は
、

磯
鶏
を
散
歩
中
に
地
震
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
一
旦
自
宅
に
戻
り
、
薬
だ
け
も
っ
て

磯
鶏
小
学
校
に
避
難
し
た
。
す
ぐ
に
帰
れ
る
も
の
と
思
い
体
育
館
に
入
ら
ず
に
い

た
が
、
や
が
て
日
も
暮
れ
て
き
た
の
で
中
に
入
っ
た
。
体
育
館
に
入
っ
た
時
間
は
、
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た
。
翌
日
は
家
の
前
の
が
れ
き
の
片
付
け
を
し
、
翌
々
日
は
妻
の
実
家
が
鍬
ヶ
崎

で
あ
っ
た
た
め
、
避
難
所
を
回
っ
て
義
理
の
母
を
探
し
た
。

　
北
村
さ
ん
が
磯
鶏
小
学
校
で
被
災
者
の
支
援
を
開
始
す
る
の
は
、
３
月
14
日
か

ら
で
あ
っ
た
。
磯
鶏
小
学
校
に
行
く
と
、
避
難
所
の
切
り
盛
り
は
校
長
先
生
が
し

て
い
た
。
ま
た
、
市
役
所
勤
務
の
男
性
も
お
り
、
こ
の
人
が
学
校
側
と
被
災
者
と

の
パ
イ
プ
役
と
な
っ
て
い
た
。
北
村
さ
ん
は
、
こ
れ
以
降
、
こ
の
男
性
と
と
も
に

活
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
磯
鶏
小
学
校
に
避
難
し
た
人
々
は
、
８
つ
く
ら
い
の
班

に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
班
ご
と
に
長
が
決
め
ら
れ
、
校
長
先
生
が
班
長
会
議
を
招

集
し
た
。
そ
こ
で
は
学
校
側
の
要
望
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
。
当
時
、
磯
鶏
小
学

校
は
避
難
し
て
き
た
人
々
の
生
活
の
場
と
な
っ
て
い
た
が
、
学
校
と
し
て
の
役
割

を
や
め
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ど
こ
ま
で
を
避
難
所
と
し
て
使
い
、

ど
こ
か
ら
は
通
常
の
学
校
と
し
て
児
童
・
職
員
が
使
う
の
か
と
い
っ
た
こ
と
が
話

し
合
わ
れ
た
。
ま
た
、
班
長
会
議
で
は
、
調
理
や
掃
除
を
当
番
制
に
す
る
こ
と
も

決
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
制
度
や
、
上
述
し
た
１
日
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

ト
イ
レ
用
の
水
の
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
な
ど
も
、
震
災
か
ら
１
週
間
も
た
た
な
い
う
ち

に
決
ま
っ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
磯
鶏
小
学
校
で
は
、
病
院
・
金
融
機
関
な
ど
に

関
す
る
情
報
や
、
各
種
申
請
手
続
き
の
仕
方
な
ど
が
書
か
れ
た
紙
が
張
り
出
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
市
職
員
の
男
性
が
作
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
磯
鶏
小
学
校
に
避
難
し
て
き
た
人
は
、
最
初
に
名
前
と
居
住
地
を
書
い
て
も
ら

う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
情
報
は
、
体
育
館
の
舞
台
の
上
に
張
り
出
さ
れ
た
。

こ
の
名
簿
を
、
後
に
北
村
さ
ん
が
表
計
算
ソ
フ
ト
に
打
ち
込
ん
だ
。
そ
の
際
、
転

出
す
る
人
の
情
報
を
備
考
欄
に
打
ち
込
む
よ
う
に
し
た
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
外

部
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
際
に
、
す
ぐ
わ
か
る
よ
う
に
し
て
お
い
た
。
打
ち

込
ん
だ
人
の
数
は
５
８
１
名
に
お
よ
ん
だ
。
北
村
さ
ん
は
ま
た
、
届
い
た
支
援
物

資
の
整
理
・
管
理
も
担
当
し
た
。
よ
く
使
う
も
の
は
前
に
置
き
、
す
ぐ
に
必
要
で

な
い
も
の
は
保
管
庫
に
入
れ
、
要
望
が
あ
れ
ば
出
し
た
。
支
援
物
資
の
分
け
方
に

つ
い
て
は
、前
の
晩
か
ら
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
て
お
き
、一
斉
に
広
げ
る
よ
う
に
し
た
。

こ
の
と
き
、「
我
先
に
」
と
取
り
合
い
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
た
。
な
お
、
支

援
物
資
を
分
け
る
際
に
は
、
避
難
所
で
暮
ら
す
人
だ
け
で
な
く
自
宅
で
暮
ら
す
人

に
も
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
、避
難
所
に
取
り
に
き
た
人
に
は
渡
す
よ
う
に
し
た
。ま
た
、

17
時
か
ら
21
時
で
、
原
則
２
人
で
入
浴
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
入
浴
の
際
に

は
予
約
が
必
要
で
あ
っ
た
。
風
呂
掃
除
は
、
体
育
館
の
掃
除
当
番
が
担
当
し
た
。

磯
鶏
の
湯
は
、
避
難
所
生
活
を
送
る
人
々
に
好
評
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
磯
鶏
小
学
校
の
避
難
所
に
お
け
る
１
日
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
以
下
の

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

６
時
00
分
前　
　
朝
の
掃
除
、
ス
ト
ー
ブ
給
油

７
時
30
分　
　
　
朝
食

12
時
00
分　
　
　
昼
食

17
時
30
分
ご
ろ　
夕
食

21
時
00
分　
　
　
就
寝

　
こ
の
う
ち
、
毎
朝
行
わ
れ
て
い
た
掃
除
は
近
く
に
座
っ
た
人
た
ち
で
班
を
作
り
、

順
番
で
行
っ
た
。
ま
た
、
ス
ト
ー
ブ
へ
の
給
油
は
男
性
の
仕
事
で
あ
っ
た
（
平
成

27
年
９
月
11
日
聞
き
取
り
）。

　
磯
鶏
小
学
校
の
避
難
所
は
、
当
初
か
ら
し
っ
か
り
と
運
営
さ
れ
て
い
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。そ
の
運
営
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
は
３
人
い
た
。そ
れ
は
、

当
時
の
磯
鶏
小
学
校
の
校
長
先
生
と
市
役
所
に
勤
務
し
て
い
た
男
性
、
そ
し
て
磯

鶏
小
学
校
で
避
難
生
活
を
送
る
人
た
ち
の
手
伝
い
を
し
よ
う
と
駆
け
つ
け
た
北
村

嘉
勝
さ
ん
（
昭
和
22
年
生
）
で
あ
っ
た
。
北
村
さ
ん
は
、
宮
古
市
教
育
委
員
会
で

相
談
支
援
員
を
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
彼
の
語
り
を
通
し
て
、
磯
鶏
小
学
校
避

難
所
の
様
子
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
北
村
さ
ん
の
自
宅
は
上
村
に
あ
る
。
地
震
の
被
害
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た

が
、津
波
は
玄
関
先
ま
で
き
て
い
た
。
こ
の
た
め
、家
に
い
た
父
親
の
手
を
ひ
い
て
、

家
よ
り
も
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
上
村
公
園
に
避
難
し
た
。
こ
の
と
き
長
靴
を
履
い

て
水
の
中
を
歩
い
て
行
っ
た
。
上
村
公
園
に
着
く
と
、
町
内
会
長
が
テ
ン
ト
を
張

り
薪
を
燃
や
し
て
暖
を
と
る
と
い
う
の
で
手
伝
っ
た
。
50
人
、
あ
る
い
は
も
う
少

し
多
く
の
人
が
避
難
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
日
は
薪
で
ご
飯
を
炊
い
た
。

夜
に
な
る
と
、
父
親
が
寒
が
る
の
で
自
宅
へ
帰
る
こ
と
に
し
た
。
余
震
も
続
い
て

い
た
が
、あ
れ
ほ
ど
大
き
な
揺
れ
は
も
う
な
い
だ
ろ
う
と
判
断
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
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そ
の
た
め
、
震
災
５
日
目
に
、
避
難
先
で
あ
っ
た
岩
手
県
立
宮
古
商
業
高
校
か
ら

自
宅
に
戻
っ
た
。
こ
の
と
き
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
は
す
べ
て
止
ま
っ
て
い
た
。
そ

れ
で
も
自
宅
に
戻
っ
た
の
は
、
避
難
所
生
活
の
気
疲
れ
と
、
商
業
高
校
の
ト
イ
レ

が
使
え
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
伊
藤
さ
ん
の
自
宅
は
が
れ
き
と
泥
で
汚
れ
て

い
た
が
、
ト
イ
レ
と
風
呂
は
あ
ま
り
汚
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
風
呂
に
は

水
が
張
っ
て
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
水
を
使
っ
て
ト
イ
レ
を
流
せ
ば
問
題
な
く
使
用

で
き
る
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
自
宅
で
生
活
す
る
と
な
る
と
、
水
と
食
料
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
水
は
、
現
在
、
宮
古
市
立
高
浜
小
学
校
の
近
く
の
高
台

移
転
用
地
と
な
っ
て
い
る
あ
た
り
で
沢
水
を
く
ん
だ
。
食
料
は
親
戚
が
も
っ
て
き

て
く
れ
た
。
伊
藤
さ
ん
は
、
親
戚
が
多
い
こ
と
は
あ
り
が
た
い
と
強
調
し
て
い
た
。

調
理
に
は
、
知
人
か
ら
も
ら
っ
た
薪
ス
ト
ー
ブ
を
利
用
し
た
。
薪
に
は
が
れ
き
を

使
っ
た
。
伊
藤
さ
ん
は
、
こ
の
よ
う
な
生
活
を
続
け
な
が
ら
、
家
の
片
付
け
を
始

め
た
。
が
れ
き
や
泥
を
取
り
除
き
、
必
要
な
と
こ
ろ
は
自
分
で
修
理
を
し
た
。
自

分
の
住
ま
い
な
の
で
、
自
分
た
ち
さ
え
我
慢
で
き
れ
ば
そ
れ
で
い
い
と
思
い
、
掃

除
か
ら
修
繕
ま
で
す
べ
て
自
分
で
や
っ
た
。そ
う
し
た
技
術
な
ら
び
に
覚
悟
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
早
期
帰
宅
が
実
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
平
成
27
年
３
月
12
日
聞
き

取
り
）。

３　 「
日
常
」
へ
向
け
て

　
藤
原
・
磯
鶏
地
区
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
今
回
の
東
日
本
大
震
災
。
こ

こ
で
紹
介
し
た
人
々
も
、
そ
れ
ぞ
れ
大
変
な
思
い
を
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ

よ
う
。
し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
被
災
者
の
ま
ま
で
い
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
し

ば
ら
く
す
る
と
、
住
民
た
ち
は
「
以
前
の
暮
ら
し
」
を
少
し
で
も
取
り
戻
そ
う
と

立
ち
上
が
り
始
め
た
。
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
７
名
の
話
を
書
き
と
め
て
お
く
。

石
川
浩
さ
ん
（
昭
和
20
年
生
）
の
場
合

　
石
崎
で
飲
食
店
を
営
む
石
川
さ
ん
は
、
店
舗
が
防
潮
堤
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
、

店
の
１
階
部
分
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
そ
の
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

一
時
、
商
売
を
や
め
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
石
川
さ

ん
は
、
震
災
か
ら
１
か
月
半
ほ
ど
た
っ
た
４
月
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
弁
当
作
り
を

支
援
に
や
っ
て
く
る
医
療
チ
ー
ム
に
関
し
て
、
と
き
に
は
注
文
を
つ
け
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
彼
ら
の
来
所
は
波
状
的
で
あ
り
、
中
に
は
20
時
ご
ろ
に
避
難
所
を
訪
れ

る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
チ
ー
ム
に
は
、
避
難
し
て
い
る
人
を
中
心
に
考

え
て
ほ
し
い
と
申
し
入
れ
た
。
な
お
、
各
医
療
チ
ー
ム
は
、
相
互
に
情
報
の
連
携

を
は
か
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
避
難
者
１
人
１
人
の
カ
ル

テ
を
作
り
、
診
察
後
に
記
入
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
以
上
の
よ
う
な
手
伝
い

を
す
る
中
で
、
北
村
さ
ん
は
、
避
難
し
て
い
る
人
と
の
間
で
苦
労
し
た
こ
と
は
あ

ま
り
な
か
っ
た
と
話
す
。
暮
ら
し
て
い
る
人
々
の
相
性
は
見
て
い
れ
ば
わ
か
る
の

で
、
配
慮
し
た
と
い
う
。

　
北
村
さ
ん
は
こ
う
し
た
活
動
を
、
磯
鶏
小
学
校
に
市
の
職
員
が
配
置
さ
れ
、
複

数
い
る
担
当
職
員
が
同
校
で
の
業
務
を
１
回
は
経
験
す
る
ま
で
の
間
（
具
体
的
に

は
４
月
11
日
ま
で
）、
ほ
ぼ
毎
日
続
け
た
と
い
う
。
そ
の
間
、
自
宅
か
ら
通
い
続
け
、

朝
７
時
30
分
ご
ろ
に
体
育
館
に
や
っ
て
き
て
、
消
灯
時
間
と
な
る
21
時
ご
ろ
帰
宅

し
た
。北
村
さ
ん
に
よ
る
と
、避
難
所
生
活
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
、

「
そ
こ
に
い
る
人
た
ち
を
中
心
に
考
え
る
こ
と
」
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
人
々
の

善
意
の
申
し
出
を
拒
否
せ
ず
、
サ
ー
ビ
ス
と
ニ
ー
ズ
を
結
び
つ
け
る
よ
う
に
す
る

こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
人
々
の
自
発
的
な
活
動
を
引
き

出
す
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
は
、
地

域
の
人
が
や
っ
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
と
も
話
し
て
い
た
。
き
わ
め
て
示
唆

に
富
む
指
摘
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
地
域
の
実
情
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
で
き
る
支
援
な
の
か
も
し
れ
な
い
（
平
成
27
年
９
月
13
日
聞
き
取
り
）。

　
⑷　
自
宅
に
戻
っ
た
人
々

　
３
月
11
日
の
震
災
後
、
水
が
引
い
て
か
ら
比
較
的
早
い
時
期
に
、
ほ
と
ん
ど
の

人
が
一
度
自
宅
の
状
況
を
確
認
し
に
行
っ
て
い
る
。
藤
原
・
磯
鶏
地
区
の
場
合
、

１
階
は
水
に
浸
か
っ
た
も
の
の
、２
階
以
上
は
無
事
で
あ
っ
た
家
屋
が
多
く
あ
る
。　

そ
の
場
合
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
復
活
し
て
い
な
い
不
便
な
状
態
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
避
難
所
で
の
生
活
を
早
々
に
切
り
上
げ
、
自
宅
で
暮
ら
す
こ
と
を
選
択

し
た
人
々
も
い
た
。

　
伊
藤
鐵
男
さ
ん
（
昭
和
18
年
生
）
の
家
も
、
２
階
は
辛
く
も
被
害
を
免
れ
た
。
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る
。
申
請
は
第
３
次
の
募
集
で
通
り
、
補
助
金
を
得
て
店
を
再
開
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
制
度
で
は
、
中
小
企
業
の
場
合
、
国
か
ら
の
補
助
が
２
分
の
１
、
県

か
ら
４
分
の
１
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
自
己
負
担
は
４
分
の

１
で
す
む
た
め
、
申
請
者
か
ら
す
る
と
メ
リ
ッ
ト
の
大
き
な
事
業
で
あ
っ
た
。
だ

か
ら
こ
そ
近
江
さ
ん
や
石
川
さ
ん
も
応
募
し
た
の
だ
が
、こ
こ
に
落
と
し
穴
が
あ
っ

た
。先
に
述
べ
た
よ
う
に
、彼
ら
の
申
請
が
通
っ
た
の
は
第
３
次
の
募
集
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
彼
ら
は
第
１
次
の
募
集
か
ら
応
募
を
続
け
て
い
た
。
そ
う
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
第
３
次
募
集
の
際
の
申
請
書
類
は
、
工
事
の
見
積
書
を
含
め
、
第
１
次

の
と
き
に
作
成
し
た
も
の
を
援
用
し
て
い
た
。
だ
が
、
第
１
次
か
ら
第
３
次
ま
で

の
わ
ず
か
な
期
間
で
も
、
建
築
資
材
の
値
段
は
上
が
っ
て
い
た
。
ま
た
、
補
助
金

を
得
て
か
ら
実
際
の
工
事
が
す
べ
て
終
了
す
る
ま
で
の
間
に
も
、
資
材
の
値
段
は

上
が
り
続
け
た
。
こ
の
た
め
、
実
際
の
工
事
費
用
は
見
積
額
を
大
き
く
上
回
っ
て

し
ま
い
、
か
な
り
の
額
を
も
ち
出
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
話
を
、

石
川
さ
ん
は
笑
い
な
が
ら
し
て
く
れ
た
。
現
在
、
石
崎
に
あ
る
石
川
さ
ん
の
店
は
、

「
お
食
事
処　
五
右
衛
門
」
と
し
て
営
業
を
続
け
て
い
る
。
震
災
後
、
こ
の
店
は
以

上
の
よ
う
な
経
緯
で
開
店
し
、
私
た
ち
に
食
事
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
（
平
成

27
年
４
月
26
日
聞
き
取
り
）。

近
江
勇
さ
ん
（
前
出
）
の
場
合

　
次
に
、
石
川
さ
ん
ら
を
誘
い
、
グ
ル
ー
プ
補
助
金
の
申
請
・
獲
得
に
尽
力
し
た

近
江
勇
さ
ん
が
代
表
取
締
役
社
長
を
務
め
る
、
ホ
テ
ル
近
江
屋
の
再
オ
ー
プ
ン
ま

で
の
軌
跡
を
紹
介
し
た
い
。
３
月
11
日
の
津
波
に
よ
っ
て
、
ホ
テ
ル
近
江
屋
は
一

部
分
２
階
ま
で
水
に
浸
か
っ
た
。
し
か
も
、
１
階
に
は
貯
木
場
に
あ
っ
た
材
木
が

流
れ
込
み
、
壁
さ
え
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
ま
ず
は
２
階
か
ら
手
を

つ
け
、浸
水
し
た
部
屋
を
直
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、平
成
23
年
６
月
１
日
よ
り「
仮

営
業
」
と
い
う
か
た
ち
で
、
２
階
以
上
で
の
営
業
を
再
開
し
た
。
こ
の
こ
ろ
に
な

る
と
食
材
も
手
に
入
っ
た
の
で
、２
階
に
あ
っ
た
和
風
レ
ス
ト
ラ
ン
の
厨
房
を
使
っ

て
宿
泊
客
に
食
事
を
提
供
し
た
。
し
か
し
、
厨
房
に
あ
っ
た
機
械
類
は
す
べ
て
流

さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
手
の
込
ん
だ
も
の
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
食
器
類

も
残
っ
た
も
の
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

始
め
た
。
店
の
外
階
段
の
下
に
あ
る
水
道
だ
け
、
奇
跡
的
に
水
が
出
た
。
こ
の
水

道
に
ホ
ー
ス
を
つ
な
い
で
厨
房
に
引
き
込
み
、
調
理
を
し
た
。
こ
の
と
き
は
ま
だ

電
気
が
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
冷
蔵
庫
が
使
え
な
か
っ
た
。
食
材
の
保
存
が
で

き
ず
、
仕
入
れ
は
そ
の
日
の
う
ち
に
使
い
き
れ
る
分
だ
け
で
あ
っ
た
。
作
っ
た
弁

当
は
、
最
初
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
田
老
の
仮
設
住
宅
の
建
設
現
場
に
10
個
ほ
ど
も
っ

て
い
っ
た
。
こ
こ
に
は
も
と
も
と
別
の
業
者
が
弁
当
を
納
め
て
い
た
が
、
そ
の
弁

当
は
お
そ
ら
く
前
日
に
作
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
石
川
さ
ん
の
弁
当
は
、

冷
蔵
庫
が
使
え
な
か
っ
た
関
係
で
、
そ
の
日
に
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
よ

か
っ
た
の
か
、
そ
の
う
ち
い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
声
が
か
か
り
、
４
０
０
～
５
０
０

個
の
注
文
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。
や
が
て
、
ど
こ
か
ら
聞
き
つ
け
た
の
か
、
お

そ
ら
く
郡
山
の
会
社
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
仮
設
住
宅
を
建
て
る
企
業
の
関
係
者
か

ら
電
話
が
あ
り
、
弁
当
を
納
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
あ

た
り
の
ほ
と
ん
ど
の
仮
設
住
宅
の
建
設
現
場
に
弁
当
を
運
ぶ
こ
と
と
な
り
、
さ
ら

に
は
釜
石
に
ま
で
運
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
避
難
し
て
い

た
人
た
ち
が
仮
設
住
宅
に
移
っ
た
後
、
そ
こ
に
全
国
か
ら
応
援
に
駆
け
つ
け
た
警

察
官
が
入
っ
た
。
こ
の
人
た
ち
に
も
弁
当
を
配
っ
て
く
れ
と
い
わ
れ
、
朝
・
昼
・

晩
と
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
、
さ
ら
に
は
彼
ら
の
勤
務
先
と
な
っ
た
宮
古
警
察
署
、
釜

石
警
察
署
に
も
配
達
に
行
っ
た
。
こ
う
し
て
頻
繁
に
釜
石
ま
で
行
く
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
、
同
地
で
仮
設
住
宅
を
建
設
し
て
い
た
大
手
の
建
設
会
社
か
ら
も
注
文

が
入
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
会
社
か
ら
は
、
弁
当
に
飲
み
物
を
つ
け
て
ほ
し
い
と

い
わ
れ
た
。
そ
う
な
る
と
店
の
車
に
詰
め
切
れ
な
い
の
で
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り

て
納
入
し
た
。
結
局
、
弁
当
の
配
達
先
は
、
釜
石
を
は
じ
め
大
槌
、
山
田
、
鵜
住

居
な
ど
に
も
お
よ
ん
だ
。

　
こ
う
し
た
弁
当
作
り
を
本
格
的
に
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
６
月
の
初
め
ご

ろ
だ
っ
た
。電
気
が
き
て
、冷
蔵
庫
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
仮
設
住
宅
の
建
設
が
終
了
す
る
ま
で
の
約
１
年
間
は
、
弁
当
作
り
を
し

て
い
た
。
ま
た
、
平
成
23
年
５
月
の
初
め
ご
ろ
に
ホ
テ
ル
近
江
屋
社
長
の
近
江
勇

さ
ん
が
き
て
、
補
助
金
が
出
る
の
で
一
緒
に
申
請
し
な
い
か
と
誘
わ
れ
、
申
請
す

る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
補
助
金
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
グ
ル
ー
プ
補
助
金
」、
正
式

名
称
「
中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
施
設
・
設
備
復
旧
整
備
補
助
事
業
」
で
あ
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い
と
思
い
、
山
口
３
丁
目
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
避
難
し
た
。
黒
田
町
の
店
舗
も
津

波
の
被
害
を
受
け
た
た
め
、
菅
田
さ
ん
一
家
は
、
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
避
難
所
で

生
活
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
震
災
後
は
何
も
す
る
気
が
起
き
な
っ
た
た
め
、
黒
田
町
の
店
舗
の
片
付
け
も
藤

原
の
工
場
の
片
付
け
も
手
を
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
藤
原
の
工
場
を
見
に
行
っ
た

の
は
、
地
震
か
ら
２
～
３
週
間
ほ
ど
た
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
工
場
の

様
子
は
す
さ
ま
じ
か
っ
た
。
一
面
泥
だ
ら
け
で
あ
り
、
ま
た
貯
木
場
か
ら
流
れ
出

し
た
材
木
が
刺
さ
っ
て
い
た
。
片
付
け
は
、
あ
ま
り
の
ひ
ど
さ
に
ど
こ
か
ら
手
を

つ
け
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
ず
、
ま
っ
た
く
は
か
ど
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、

た
ま
た
ま
盛
岡
の
知
人
が
見
舞
い
に
き
て
く
れ
た
。
彼
は
、「
こ
う
い
う
と
き
は
難

し
く
考
え
ず
、
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
れ
ば
い
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
く
れ
、
一
緒
に
片
付
け
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
ま
た
、
高
圧
洗
浄
機
や
発
電
機
、

食
料
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
と
い
っ
た
必
要
な
も
の
も
送
っ
て
く
れ
た
。
こ
う
し
て
よ

う
や
く
片
付
け
に
も
身
が
入
り
、
事
業
再
開
へ
の
糸
口
と
な
っ
た
。
工
場
に
あ
っ

た
機
械
も
自
分
た
ち
で
分
解
し
、
磨
き
直
し
、
整
備
し
た
。

　
事
業
再
開
の
き
っ
か
け
は
、
他
に
も
い
く
つ
か
あ
る
。
例
え
ば
、
避
難
生
活
を

送
る
中
で
、
娘
が
い
つ
も
も
ち
歩
い
て
い
た
重
そ
う
な
リ
ュ
ッ
ク
の
中
身
を
見
た

の
も
、
そ
の
１
つ
で
あ
る
。
大
学
受
験
を
迎
え
る
娘
の
リ
ュ
ッ
ク
の
中
に
は
、
参

考
書
類
が
詰
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
見
た
と
き
、「
娘
は
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
、

何
と
か
し
な
け
れ
ば
」
と
思
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
が
れ
き
の
片
付
け
を
し
て
い

た
最
中
に
、先
祖
が
使
っ
て
い
た
い
か
せ
ん
べ
い
の
型
が
出
て
き
た
の
も
大
き
か
っ

た
。
創
業
者
が
使
っ
て
い
た
大
正
時
代
の
型
や
（
写
真
５
）、
戦
時
中
に
使
っ
て
い

た
型
で
あ
る
。
こ
れ
を
発
見
し
た
と
き
、
先
祖
か
ら
「
事
業
を
続
け
ろ
」
と
い
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
、「
そ
れ
な
ら
ば
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
気
に
な
っ
た
。

い
か
せ
ん
べ
い
は
、
こ
の
型
と
材
料
さ
え
あ
れ
ば
、
あ
と
は
家
庭
に
あ
る
も
の
で

作
る
こ
と
が
で
き
る
。
材
料
は
、
仕
入
れ
先
が
津
波
の
被
害
を
受
け
て
い
な
い
と

こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
、
問
題
な
く
手
に
入
っ
た
。
こ
れ
を
家
庭
用
の
鍋
で
煮
て
型

に
流
し
込
む
と
、
い
か
せ
ん
べ
い
と
な
る
。
調
理
用
の
火
は
、
小
さ
め
の
ガ
ス
バ
ー

ナ
ー
を
磨
き
直
し
て
、プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
と
つ
な
ぐ
こ
と
で
確
保
し
た
。
厄
介
で
あ
っ

た
の
は
、
材
料
の
配
合
表
が
津
波
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の

　
仮
営
業
開
始
当
初
は
、
仮
設
住
宅
の
建
設
を
担
っ
た
人
々
が
泊
ま
っ
た
。
か
な

り
の
人
数
で
あ
っ
た
た
め
部
屋
数
が
足
り
ず
、
宴
会
場
で
寝
泊
ま
り
し
た
人
も
い

た
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
近
江
屋
の
大
浴
場
は
１
階
に
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
こ
ろ
は
ま

だ
１
階
が
使
用
で
き
ず
、
客
室
の
バ
ス
を
使
っ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
際
、
水
の
心

配
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
シ
ャ
ワ
ー
の
み
に
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
た
。
こ
う

し
て
事
業
を
再
開
し
た
ホ
テ
ル
近
江
屋
で
あ
っ
た
が
、
当
時
は
資
金
が
な
く
、
被

害
の
大
き
か
っ
た
１
階
の
修
繕
は
難
し
か
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
を
好
転
さ
せ
て

く
れ
た
の
が
、
グ
ル
ー
プ
補
助
金
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
１
階
部

分
に
手
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
４
月
に
本
格
的
に
営

業
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
グ
ル
ー
プ
補
助
金
の
意
義
は
、
き
わ
め
て
大
き
い

と
い
え
る
。
し
か
し
、
ホ
テ
ル
近
江
屋
の
場
合
も
石
川
さ
ん
同
様
、
建
築
資
材
の

高
騰
か
ら
見
積
額
と
実
際
の
工
事
費
用
と
の
差
額
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
、
本

来
で
あ
れ
ば
自
己
負
担
は
４
分
の
１
で
す
む
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
ふ
た
を
開
け
て

み
る
と
、半
分
く
ら
い
は
自
分
た
ち
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
（
平
成
27
年
３
月
13
日
聞
き
取
り
）。

菅
田
正
義
さ
ん
（
昭
和
33
年
生
）
の
場
合

　
そ
う
し
た
問
題
点
を
内
包
す
る
グ
ル
ー
プ
補
助
金
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
や
は

り
事
業
主
か
ら
す
れ
ば
魅
力
的
な
の
で
あ
ろ
う
。
石
川
さ
ん
や
近
江
さ
ん
の
他
に

も
、
こ
の
補
助
金
を
用
い
て
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
よ
う
と
努
力
を
続
け
る
人
が
い

る
。「
元
祖
す
が
た
の
い
か
せ
ん
べ
い
」
で
有
名
な
有
限
会
社
す
が
た
の
代
表
取
締

役
、
菅
田
正
義
さ
ん
も
そ
の
１
人
で
あ
る
。
菅
田
さ
ん
は
、
地
震
発
生
当
時
、
藤

原
に
あ
っ
た
自
宅
兼
工
場
に
い
た
。
地
震
直
後
、
２
階
に
い
た
娘
が
あ
ま
り
に
も

怖
が
る
の
で
、
そ
の
と
き
自
宅
に
い
た
妻
と
三
男
も
つ
れ
て
、
全
員
で
黒
田
町
に

あ
る
住
宅
兼
店
舗
に
車
で
向
か
っ
た
。
黒
田
町
の
店
舗
に
は
も
と
も
と
菅
田
さ
ん

の
両
親
が
住
ん
で
い
た
が
、
地
震
直
後
に
避
難
し
て
い
た
。
家
族
を
黒
田
町
で
降

ろ
し
、
菅
田
さ
ん
は
再
度
藤
原
に
戻
ろ
う
と
車
を
走
ら
せ
た
。
市
役
所
の
あ
た
り

ま
で
き
た
と
き
、
真
っ
黒
な
津
波
が
押
し
寄
せ
て
き
た
。
あ
わ
て
て
黒
田
町
の
店

舗
に
引
き
返
し
、
家
族
を
車
に
乗
せ
、
少
し
で
も
高
い
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
方
が
よ
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人
の
話
を
紹
介
し
た
い
。

小
野
寺
俊
雄
さ
ん
（
前
出
）
の
場
合

　
藤
原
に
あ
る
小
野
寺
さ
ん
の
自
宅
兼
店
舗
は
、
１・５
㍍
ほ
ど
水
に
浸
か
っ
た
。

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
も
す
べ
て
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
、
泥
も
ひ
ど
か
っ
た
。
家
族
は
、
地

震
発
生
直
後
に
崎
山
の
親
戚
の
と
こ
ろ
に
避
難
さ
せ
た
た
め
、
家
に
は
消
防
団
員

と
し
て
残
っ
た
小
野
寺
さ
ん
し
か
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
自
宅
と
店
舗
の
片

付
け
は
、
基
本
的
に
小
野
寺
さ
ん
１
人
で
行
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
片
付
け
は

ま
る
で
は
か
ど
ら
ず
、む
な
し
く
な
っ
た
。
立
ち
直
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

た
と
い
う
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
、
東
京
か
ら
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
の
人
が
き
て
く

れ
て
、
一
緒
に
泥
を
か
き
だ
し
て
く
れ
た
。
ま
た
、
崎
山
に
い
た
弟
や
大
阪
の
弟

も
や
っ
て
き
て
、
朝
か
ら
晩
ま
で
片
付
け
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
特
に
、
大
阪
の

弟
は
「
腰
を
痛
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
気
遣
い
か
ら
、
コ
ル
セ
ッ
ト

を
持
参
し
て
く
れ
た
。こ
う
し
た
思
い
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。こ
の
よ
う
に
、様
々

な
人
た
ち
が
手
を
貸
し
て
く
れ
た
の
で
、
こ
こ
で
や
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と

思
い
直
し
た
。
そ
こ
で
、
と
に
か
く
店
を
開
け
て
し
ま
え
ば
「
頑
張
る
し
か
な
い
」

と
思
う
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
、
平
成
23
年
６
月
か
ら
商
売
を
再
開
し
た
の

で
あ
っ
た
（
平
成
27
年
３
月
14
日
聞
き
取
り
）。

澤
口
則
夫
さ
ん
（
前
出
）
の
場
合

　
澤
口
さ
ん
の
自
宅
は
磯
鶏
に
あ
る
。
上
述
の
通
り
、
自
宅
の
１
階
部
分
に
は
貯

木
場
の
丸
太
が
30
本
く
ら
い
流
れ
込
み
、家
に
穴
が
開
い
た
状
態
で
あ
っ
た
。ま
た
、

自
宅
の
そ
ば
に
貸
家
を
も
っ
て
い
た
が
、
そ
こ
に
も
津
波
に
よ
っ
て
流
さ
れ
て
き

た
バ
ス
が
ぶ
つ
か
り
、
建
物
ご
と
押
し
流
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
澤
口
さ
ん
は

震
災
前
、
４
艘
の
船
を
所
有
し
て
い
た
。
こ
の
う
ち
の
１
艘
は
、
沖
に
逃
げ
る
際

に
乗
っ
て
い
っ
た
た
め
無
事
で
あ
っ
た
。
も
う
１
艘
は
、
浜
に
打
ち
上
げ
ら
れ
て

ひ
っ
く
り
返
っ
て
い
た
が
、
エ
ン
ジ
ン
を
取
り
換
え
れ
ば
使
え
る
状
態
で
あ
っ
た
。

残
り
２
艘
の
う
ち
の
１
艘
は
完
全
に
沈
没
し
て
し
ま
い
、
最
後
の
１
艘
は
赤
前
方

面
に
流
さ
れ
、
陸
に
乗
り
上
げ
て
し
ま
い
使
用
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ

う
に
、
今
回
の
津
波
に
よ
っ
て
澤
口
さ
ん
が
こ
う
む
っ
た
被
害
は
、
か
な
り
大
き

た
め
、
記
憶
に
あ
っ
た
配
合
率
を
も
と
に
せ
ん
べ
い
を
試
作
し
、
そ
れ
を
食
べ
て

微
調
整
を
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
繰
り
返
し
て
、
店
の
味
に
近
づ
け
て
い
っ
た
。

こ
う
し
て
せ
ん
べ
い
を
焼
い
て
い
る
う
ち
に
、
工
場
の
機
械
の
整
備
も
終
わ
り
、

平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
５
月
13
日
に
、
本
格
的
に
事
業
を
再
開
す
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
菅
田
さ
ん
は
グ
ル
ー
プ
補
助
金
を
得
て
、
工
場
を
花
輪
に
移
す
。
花

輪
の
工
場
は
平
成
25
年
２
月
に
完
成
し
、
３
月
か
ら
稼
働
し
た
。
震
災
か
ら
４
年

が
過
ぎ
た
平
成
27
年
４
月
の
時
点
で
、
事
業
は
よ
う
や
く
震
災
前
の
９
割
ほ
ど
ま

で
回
復
し
て
き
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
落
ち
着
き
が
戻
っ
て
い
な
い
。
特
に
最

近
で
は
人
手
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
震
災
後
、
２
年
目
く
ら
い
ま
で
は
、
従

業
員
を
募
集
す
る
と
多
数
の
応
募
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
ろ
は
設
備
が
整
っ
て
お

ら
ず
雇
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
近
年
、
よ
う
や
く
設
備
が
整
い
始
め
た
が
、

今
度
は
逆
に
人
が
集
ま
ら
な
い
。
思
い
通
り
に
い
か
な
い
も
の
だ
と
、
笑
っ
て
い

た
（
平
成
27
年
４
月
30
日
聞
き
取
り
）。

　
以
上
、
有
限
会
社
す
が
た
が
、
事
業
を
再
開
す
る
ま
で
の
様
子
を
見
て
き
た
。

菅
田
さ
ん
の
話
か
ら
す
る
と
、
事
業
再
開
の
契
機
と
な
っ
た
も
の
は
２
つ
あ
る
。

一
つ
は
、
盛
岡
の
知
人
の
援
助
や
娘
の
未
来
を
生
き
よ
う
と
す
る
姿
で
あ
り
、
も

う
一
つ
は
会
社
の
原
点
と
も
い
う
べ
き
モ
ノ
、
す
な
わ
ち
い
か
せ
ん
べ
い
の
型
が

出
て
き
た
こ
と
で
あ
っ

た
。
菅
田
さ
ん
同
様
、
人

も
し
く
は
モ
ノ
が
事
業
再

開
の
契
機
と
な
っ
た
と
語

る
人
は
他
に
も
い
る
。
化

粧
品
店
を
経
営
す
る
小

野
寺
俊
雄
さ
ん
や
、
遊
漁

船
業
を
営
む
澤
口
則
夫
さ

ん
も
、
人
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
事
業
を
再
開
し
て

い
る
。
そ
こ
で
、
次
に
２

写真５　大正時代のいかせんべいの型
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（
２
０
１
２
）
年
１
月
ご
ろ
か
ら
漁
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
で
は
ア
ワ
ビ
漁
も

す
る
し
、
イ
カ
釣
り
も
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
復
興
船
も
入
手
し
た
。
平
成
24
年
の
８
～
９
月
く
ら
い
に
、
18
尺
の
船

（
中
古
船
）
が
き
た
。
復
興
船
と
し
て
国
が
支
援
し
て
く
れ
る
の
は
船
体
と
エ
ン
ジ

ン
だ
け
で
、
そ
の
他
の
機
材
・
漁
具
は
自
分
で
買
い
そ
ろ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　

ア
ワ
ビ
漁
用
の
漁
具
を
そ
ろ
え
る
と
15
～
20
万
円
ほ
ど
か
か
る
。
平
成
24
年
11
月

に
、
震
災
後
初
め
て
ア
ワ
ビ
漁
を
し
た
。
竿
は
購
入
し
た
が
、
水
メ
ガ
ネ
は
自
分

で
作
っ
た
。
こ
の
と
き
の
ア
ワ
ビ
の
量
は
少
な
め
だ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
中
居
さ
ん
は
、
自
分
の
手
で
船
の
修
理
を
進
め
て
い
く
中
で

気
持
ち
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
モ
ノ
と
の
か
か
わ
り
が
再
起
を
促

し
た
と
い
え
よ
う
（
平
成
27
年
９
月
12
日
聞
き
取
り
）。

伊
藤
鐵
男
さ
ん
（
前
出
）
の
場
合

　
事
業
再
開
に
関
す
る
話
の
最
後
に
、
中
居
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
漁
師
を
し
て
い

る
伊
藤
鐵
男
さ
ん
の
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。
伊
藤
さ
ん
は
、
カ
キ
、
昆
布
、

わ
か
め
な
ど
を
獲
っ
て
い
た
が
、
震
災
で
す
べ
て
を
失
っ
た
。
当
然
、
カ
キ
も
全

滅
し
た
。
伊
藤
さ
ん
は
、
カ
キ
の
養
殖
に
並
々
な
ら
ぬ
思
い
を
も
っ
て
い
る
。
宮

古
の
カ
キ
の
養
殖
は
伊
藤
さ
ん
の
父
親
が
昭
和
６
（
１
９
３
１
）
年
に
初
め
て
行
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
震
災
後
し
ば
ら
く
し
て
、
カ
キ
の
養
殖
を
再
開
し

た
。
カ
キ
は
育
つ
の
に
約
２
年
か
か
る
。
震
災
後
に
つ
け
た
カ
キ
は
、
収
穫
可
能

と
な
っ
た
時
期
に
台
風
が
き
て
し
ま
い
、そ
の
影
響
で
８
～
９
割
が
落
ち
て
し
ま
っ

た
。
こ
の
た
め
残
念
な
が
ら
、
そ
の
年
は
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ

の
後
、
再
度
カ
キ
を
植
え
つ
け
、
よ
う
や
く
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
12
月
に
震

災
後
初
め
て
収
穫
で
き
た
。

　
カ
キ
の
養
殖
に
関
連
し
て
、
伊
藤
さ
ん
は
興
味
深
い
こ
と
を
語
っ
て
く
れ
た
。

震
災
後
、
カ
キ
の
貝
の
成
長
が
早
く
な
っ
た
と
い
う
。
地
震
や
津
波
の
影
響
で
漁

師
を
や
め
た
人
も
い
た
た
め
、
同
業
者
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
と
首
を
か
し
げ
た
。
た
だ
、
貝
の
成
長
は
早
く
な
っ
た
も
の
の
、
カ

キ
の
身
の
入
り
が
遅
く
な
っ
た
と
も
指
摘
し
て
い
た
。
山
か
ら
の
水
が
少
な
い
た

め
に
、
海
の
栄
養
が
足
り
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
。
近
頃
は
、
海
の
水
が

か
っ
た
。

　
澤
口
さ
ん
が
、
震
災
後
、
初
め
て
釣
り
船
を
出
し
た
の
は
平
成
23
年
４
月
16
日

で
あ
っ
た
。
知
り
合
い
の
客
が
、
顔
を
見
が
て
ら
釣
り
に
出
よ
う
と
い
っ
て
く
れ

た
の
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
澤
口
さ
ん
は
、
港
も
整
備
さ
れ
て
い

な
い
の
で
行
き
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
客
が
行
こ
う
と
い
う
の
で

船
を
出
し
た
。
す
る
と
見
事
に
魚
が
釣
れ
た
。
そ
の
と
き
の
様
子
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
し
た
と
こ
ろ
、徐
々
に
客
が
戻
っ
て
き
た
。ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
、

例
年
の
よ
う
に
釣
り
船
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
澤
口
さ
ん
は
、
補
助

金
を
受
け
ず
に
自
己
資
金
だ
け
で
中
古
の
船
を
購
入
し
た
。
ま
た
、
自
宅
と
貸
家

の
建
て
直
し
も
行
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
震
災
に
よ
る
大
き
な
損
害
を
嘆
く
の
で

は
な
く
、
未
来
を
切
り
開
こ
う
と
す
る
澤
口
さ
ん
の
強
い
意
志
を
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
平
成
27
年
４
月
28
日
聞
き
取
り
）。

中
居
信
夫
さ
ん
（
前
出
）
の
場
合

　
こ
の
よ
う
に
、
小
野
寺
さ
ん
と
澤
口
則
夫
さ
ん
の
場
合
、
人
と
の
交
流
が
事
業

再
開
を
後
押
し
し
た
。
他
方
、
モ
ノ
が
事
業
再
開
の
契
機
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
と
し

て
、
中
居
信
夫
さ
ん
の
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
漁
師
の
中
居
さ
ん
は
、
震

災
に
よ
っ
て
家
を
流
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
所
有
し
て
い
た
２
艘
の
漁
船
も
、
ま

た
魚
探
な
ど
の
機
材
も
失
っ
た
。
そ
の
た
め
、
震
災
直
後
は
再
起
で
き
な
い
だ
ろ

う
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
知
り
合
い
の
建
設
業
者
が
水
門

の
そ
ば
の
が
れ
き
の
中
か
ら
小
さ
い
方
の
船（
16
尺
の
船
）を
引
き
出
し
て
く
れ
た
。

一
見
、
問
題
な
さ
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
よ
く
見
る
と
船
体
に
ひ
び
が
入
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
「
ホ
ー
マ
ッ
ク
（
磯
鶏
に
あ
る
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
）」
で
発
電
機
を
買
い
、

自
分
で
修
理
し
た
。
修
理
代
は
、
発
電
機
代
を
別
に
し
た
材
料
費
だ
け
で
、
５
万

円
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
エ
ン
ジ
ン
も
買
っ
た
。
船
を
修
理
し
て
い
る
う

ち
に
、
だ
ん
だ
ん
気
持
ち
も
前
向
き
に
な
っ
て
き
て
、「
も
う
一
度
や
っ
て
み
る
か
」

と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
中
居
さ
ん
は
、
津
波
に
よ
っ
て
家
を
失
っ
た
た

め
、
震
災
後
は
兄
の
下
で
暮
ら
し
て
い
た
。
船
の
修
理
は
、
兄
の
家
か
ら
通
い
な

が
ら
進
め
、
す
べ
て
の
修
理
が
終
わ
っ
た
の
は
藤
原
の
仮
設
住
宅
に
入
っ
た
７
月

末
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
に
少
し
ず
つ
漁
具
な
ど
も
そ
ろ
え
、
平
成
24
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し
ょ
っ
ぱ
い
ど
こ
ろ
か
、
に
が
く
感
じ
る
と
も
い
っ
て
い
た
。
長
ら
く
海
と
と
も

に
生
き
て
き
た
伊
藤
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
の
言
葉
で
あ
る
（
平
成
27
年
３
月
12
日
聞

き
取
り
）。

ま
と
め
に
か
え
て

　
以
上
、
藤
原
・
磯
鶏
地
区
の
人
々
の
被
災
体
験
に
つ
い
て
報
告
し
て
き
た
。
見

て
き
た
よ
う
に
、
住
民
た
ち
の
経
験
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
経

験
は
、
教
訓
と
し
て
今
後
に
生
か
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
似
た
よ
う
な

規
模
の
、
も
し
か
し
た
ら
そ
れ
以
上
の
災
害
が
、
近
い
将
来
、
別
の
地
域
で
起
き

る
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
藤
原
・
磯
鶏
地
区
の
人
々
の
語

り
は
、
永
遠
に
記
録
と
記
憶
に
と
ど
め
る
必
要
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

付　
記

　
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
澤
口
功
さ
ん
は
平
成
28
年
２
月
に
お
亡
く
な

り
に
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。　

【
参
考
文
献
】

宮 

古
市
東
日
本
大
震
災
記
録
編
集
委
員
会
（
編
）
２
０
１
４
『
東
日
本
大
震
災　

宮
古
市
の
記
録
』
第
１
巻
（
津
波
史
編
）
宮
古
市
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第
１
部　
各
地
域
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災

Ｂ　
宮
古
地
域

第
６
章　
高
浜
・
金
浜
地
区
に
お
け
る
震
災
の
経
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
住
民
の
語
り
を
中
心
に
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
坂　
清

は
じ
め
に

　
東
日
本
大
震
災
は
宮
古
市
高
浜
・
金
浜
の
住
民
に
と
っ
て
い
か
に
経
験
さ
れ
た

の
か
。
本
稿
で
は
主
に
住
民
の
語
り
を
紹
介
し
な
が
ら
こ
の
問
い
に
つ
い
て
考
え

て
い
く
。
未
曾
有
の
規
模
で
押
し
寄
せ
、
甚
大
な
被
害
を
出
し
た
地
震
津
波
か
ら

５
年
が
経
過
し
、
人
々
の
生
活
は
少
な
く
と
も
表
面
的
に
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
あ
の
日
か
ら
始
ま
っ
た
辛
い
日
々
の
記
憶

は
、
い
ま
も
人
々
の
心
に
深
い
影
を
落
と
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
の
記
憶
を
記

録
に
留
め
、
将
来
世
代
に
引
き
継
い
で
も
ら
う
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、ま
ず
背
景
と
な
る
情
報
を
確
認
し
、次
い
で
両
地
域
に
暮
ら
す
人
々

に
よ
る
震
災
に
つ
い
て
の
語
り
や
、
す
で
に
活
字
に
さ
れ
て
い
る
体
験
談
の
紹
介

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
若
干
の
考
察
を
加
え
る
と
い
う
形
で
稿
を
進
め
る
。
ま

た
人
び
と
の
語
り
や
体
験
談
の
紹
介
を
行
う
際
、
読
者
が
参
照
し
や
す
く
な
る
よ

う
内
容
に
沿
っ
て
整
理
を
行
い
、
ま
た
考
察
を
加
え
る
が
、
多
く
の
語
り
や
体
験

談
が
も
つ
リ
ア
リ
テ
ィ
を
で
き
る
だ
け
そ
の
ま
ま
に
留
め
る
よ
う
心
が
け
る
。

　
こ
こ
で
は
高
浜
と
金
浜
を
比
較
し
つ
つ
ま
と
め
て
取
り
上
げ
る
。
両
地
区
が
隣

接
し
て
い
る
こ
と
、
組
織
や
地
域
住
民
の
関
係
が
密
接
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
震

災
に
関
す
る
記
録
や
人
々
の
語
り
に
互
い
を
関
連
づ
け
た
も
の
が
多
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
そ
の
よ
う
に
ま
と
め
て
扱
う
こ
と
が
妥
当
と
判
断
し
た
。
た
だ
し
、
各
々

の
異
な
る
点
が
重
要
で
あ
る
場
合
に
は
個
別
に
扱
う
。

　
筆
者
が
震
災
後
初
め
て
宮
古
市
を
訪
れ
た
の
は
平
成
25
年
３
月
、
震
災
の
２
年

後
で
あ
る
。
車
で
見
て
回
っ
た
高
浜
・
金
浜
は
、
す
で
に
が
れ
き
が
お
お
む
ね
撤

去
さ
れ
て
更
地
に
な
っ
た
状
態
に
あ
り
、
防
潮
堤
の
決
壊
箇
所
も
補
修
さ
れ
て
い

た
。
当
初
ど
の
よ
う
な
惨
状
だ
っ
た
か
を
知
ら
な
い
私
の
目
に
は
、
震
災
の
痕
跡

が
減
り
、
平
穏
な
日
常
が
戻
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
し
か
し
そ
の
後
、

平
成
26
年
８
月
に
機
会
を
得
て
両
地
区
の
方
々
に
お
話
を
う
か
が
っ
て
い
く
う
ち

に
、
ま
だ
震
災
は
終
わ
っ
て
い
な
い
、
む
し
ろ
震
災
は
人
々
の
心
の
あ
る
部
分
を

占
め
続
け
て
お
り
、
心
を
構
成
し
続
け
る
重
要
な
リ
ア
リ
テ
ィ
と
し
て
生
き
続
け

て
い
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
本
稿
が
、
経
験
し
た
人
と
経
験
し
て
い
な
い

人
の
間
に
、
そ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
伝
え
る
媒
体
と
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

１　
地
区
、
お
よ
び
過
去
の
地
震
津
波
の
概
要

　
⑴　
地
区
の
概
要

　
高
浜
・
金
浜
は
か
つ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
村
で
あ
っ
た
が
、
と
も
に
ま
ず

磯
鶏
村
に
、
次
い
で
宮
古
市
に
統
合
合
併
さ
れ
た
歴
史
を
も
つ
。
す
な
わ
ち
、
明

治
22
（
１
８
８
９
）
年
に
東
閉
伊
郡
で
町
村
制
が
施
行
さ
れ
た
際
、
旧
制
度
の
磯

鶏
村
・
高
浜
村
・
金
浜
村
・
小
山
田
村
・
八
木
沢
村
が
合
併
し
、
新
制
の
磯
鶏
村

が
成
立
し
た
。
次
い
で
昭
和
16
（
１
９
４
１
）
年
に
、
磯
鶏
村
は
、
宮
古
町
・
山

口
村
・
千
徳
村
と
合
併
し
た
上
で
市
制
を
施
行
し
、
宮
古
市
が
誕
生
し
て
い
る
。

　
高
浜
は
外
洋
か
ら
南
西
に
向
け
て
細
長
く
切
り
込
ん
で
い
る
宮
古
湾
の
最
奥
部

近
く
の
北
岸
に
位
置
す
る
。
磯
鶏
か
ら
南
西
へ
ほ
ぼ
直
線
に
海
岸
線
が
続
き
、
そ

の
海
岸
沿
い
に
国
道
45
号
線
が
通
り
、
集
落
は
海
岸
沿
い
の
平
坦
地
を
中
心
に
広

が
る
。
戸
数
は
明
治
期
に
60
〜
70
軒
ほ
ど
、
昭
和
20
年
前
後
に
は
１
０
０
軒
ほ
ど

で
あ
っ
た
と
い
い
、
昭
和
35
（
１
９
５
５
）
年
の
チ
リ
地
震
津
波
を
契
機
と
し
て

ア
パ
ー
ト
な
ど
が
増
え
た
と
い
う
。
高
浜
の
岩
間
一
族
は
江
戸
時
代
以
前
に
近
江

か
ら
落
ち
の
び
て
き
た
と
い
わ
れ
、
同
じ
く
佐
々
木
一
族
も
初
代
は
落
人
で
あ
っ

た
と
い
わ
れ
る
。
生
業
は
も
と
も
と
漁
業
に
関
係
す
る
家
が
多
か
っ
た
が
、
数
度

の
津
波
を
契
機
に
減
っ
て
い
っ
た
。
集
落
の
内
部
は
大
き
く
３
つ
に
分
か
れ
、
自

治
会
の
組
織
も
３
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
氏
神
は
高
浜
稲
荷
神
社
で
、
檀
那
寺
は

金
浜
の
江
山
寺
で
あ
る
【
宮
古
市
史 

民
俗
編 

上
巻
】。
東
日
本
大
震
災
前
の
平
成

22
（
２
０
１
０
）
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
人
口
８
４
１
人
（
男
３
９
７
人
、

女
４
４
４
人
）、
世
帯
数
３
１
１
で
あ
っ
た
。

　
金
浜
は
高
浜
の
南
西
に
位
置
し
、
南
は
津
軽
石
と
隣
接
し
て
い
る
。
高
浜
か
ら

南
西
に
向
か
う
海
岸
線
は
金
浜
の
前
で
湾
曲
し
、
津
軽
石
川
河
口
へ
と
続
い
て
い
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は
あ
ま
り
気
に
と
め
な
か
っ
た
が
、
約
30
分
後
に
大
音
響
と
と
も
に
大
津
波
が
来

襲
し
、
最
大
と
な
っ
た
第
２
波
が
満
潮
時
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
き
な
被

害
を
だ
し
た
。

　
「
東
海
岸
ヲ
騒
ガ
シ
タ
不
吉
ナ
数
々
ノ
前
兆
」（
宮
古
測
候
所
所
蔵
資
料
）
に
よ

れ
ば
、
来
襲
し
た
津
波
は
、
金
浜
13
呎
、
高
浜
10
呎
で
あ
っ
た
。
宮
古
湾
の
入
口

に
近
い
宮
古
15
呎
、
鍬
ケ
崎
30
呎
、
磯
鶏
20
呎
と
比
べ
る
と
や
や
低
い
。
高
浜
で

そ
の
年
の
春
か
ら
帆
立
貝
や
烏
貝
な
ど
が
繁
殖
し
、
ま
た
地
震
の
20
日
ほ
ど
前
に

は
鰻
が
海
岸
に
群
集
す
る
と
い
う
前
兆
が
あ
り
、
こ
れ
は
安
政
３
年
の
津
波
の
前

兆
に
酷
似
し
て
い
た
と
い
う
。

　
「
明
治
二
十
九
年
地
震
報
告
」（
中
央
気
象
台
）
に
よ
れ
ば
、
磯
鶏
村
全
体
の
被

害
は
、
総
人
口
１
千
９
９
６
人
の
う
ち
死
者
90
人
、
負
傷
者
54
人
で
あ
り
、
総
戸

数
３
６
５
の
う
ち
流
失
し
た
り
半
潰
し
た
家
屋
が
１
０
９
あ
る
な
ど
甚
大
な
被
害

を
だ
し
た
。

　

よ
り
詳
細
な
調
査
に
基
づ
く
「
岩
手
県
沿
岸
大
海
嘯
取
調
書
」（
山
奈
宗
真
）

に
よ
れ
ば
、
磯
鶏
村
で
は
金
浜
・
高
浜
を
含
む
７
か
所
で
被
害
が
あ
り
、
死
者

１
０
０
人
、
負
傷
者
55
人
、
流
亡
戸
数
74
戸
、
潰
戸
数
68
戸
、
流
亡
納
屋
52
棟
、

潰
納
屋
32
棟
で
あ
っ
た
。
北
方
の
宮
古
湾
口
か
ら
激
浪
が
走
り
こ
み
海
浜
を
破
壊

し
た
と
い
う
。「
岩
手
県
沿
岸
大
海
嘯
部
落
見
取
絵
図
」（
山
奈
宗
真
）
に
は
よ

り
詳
細
な
被
害
が
記
さ
れ
て
い
る
。
高
浜
で
は
打
上
浪
11
尺
、
浪
走
り
１
０
０
〜

１
２
０
間
で
、
死
者
負
傷
者
は
い
な
か
っ
た
が
、
全
戸
数
83
戸
の
う
ち
流
亡
戸
数

42
戸
、
潰
戸
数
16
戸
で
あ
っ
た
。
な
お
、
安
政
３
年
の
地
震
の
際
は
打
上
浪
が
15

尺
あ
り
、
今
回
よ
り
４
尺
高
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
金
浜
で
は
打
上
浪
15
尺
、
浪

走
り
70
〜
１
５
０
間
で
、死
者
16
人
、全
戸
48
戸
の
う
ち
流
亡
戸
数
22
戸
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
地
震
津
波
の
後
で
金
浜
の
江
山
寺
境
内
に
津
波
碑
が
建
て
ら
れ
た
。「
明
治

二
十
九
年
六
月
十
五
日
／
三
陸
海
嘯
横
死
者
精
霊
／
旧
五
月
五
日
夕
／
施
主 

金
浜

若
者
中
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
津
波
碑
は
東
日
本
大
震
災
で
浸
水
し

て
い
る
。

ウ　
昭
和
三
陸
地
震
津
波

　
昭
和
８
（
１
９
３
３
）
年
３
月
３
日
午
前
２
時
31
分
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る

る
。
江
戸
時
代
以
前
、
金
浜
は
船
越
村
（
現
山
田
町
）
の
知
行
地
で
、
江
戸
時
代

も
船
越
氏
の
給
地
だ
っ
た
が
、
寛
政
期
に
百
姓
一
揆
が
あ
っ
て
全
村
が
蔵
入
地
と

な
り
、
明
治
22
年
に
合
併
し
て
磯
鶏
村
の
一
部
と
な
っ
た
。
も
と
も
と
半
農
半
漁

で
あ
り
、鮭
漁
を
行
っ
て
い
た
が
、元
禄
年
間
に
津
軽
石
村
と
の
間
に
紛
争
が
あ
り
、

そ
の
後
、
鮭
漁
を
や
め
て
い
る
。
最
近
は
会
社
勤
め
の
人
も
多
い
。
戸
数
は
も
と

も
と
40
〜
50
軒
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
50
年
代
か
ら
新
し
い
住
民
が
増
え
、
平

成
３
年
に
１
９
３
軒
に
な
っ
た
が
、
半
分
以
上
は
新
住
民
で
あ
る
。
氏
神
は
金
浜

稲
荷
神
社
で
、
檀
那
寺
は
江
山
寺
で
あ
る
【
宮
古
市
史 

民
俗
編 

上
巻
】。
東
日
本

大
震
災
前
の
平
成
22（
２
０
１
０
）年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、人
口
６
６
６
人（
男

３
１
６
人
、
女
３
５
０
人
）、
世
帯
数
２
２
１
で
あ
っ
た
。

　
⑵　
地
震
津
波
の
歴
史

　
高
浜
・
金
浜
は
宮
古
湾
に
面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
震
津
波
の
被
害
を
頻
繁

に
受
け
て
き
た
歴
史
を
も
つ
。
以
下
で
は
、
東
日
本
大
震
災
と
そ
の
被
害
を
よ
り

立
体
的
に
把
握
す
る
た
め
の
背
景
知
識
と
し
て
、『
東
日
本
大
震
災 

宮
古
市
の
記

録 

第
１
巻
《
津
波
史
編
》』
に
掲
載
さ
れ
た
資
料
を
参
照
し
、
関
連
す
る
部
分
の

概
要
を
示
す
。

ア　
近
世
ま
で
の
地
震
津
波

　
高
浜
・
金
浜
に
お
け
る
地
震
津
波
の
最
も
古
い
記
録
は
、
延
宝
５
年
３
月
12
日

（
１
６
７
７
年
４
月
13
日
）
の
地
震
津
波
の
も
の
で
、
東
北
地
方
で
20
時
頃
か
ら
明

け
方
ま
で
20
回
余
り
の
地
震
が
あ
り
、
波
に
と
ら
れ
た
家
の
数
は
金
浜
12
〜
13
軒
、

高
浜
１
〜
２
軒
だ
っ
た
【
雑
書
】。
ま
た
、
安
政
３
年
７
月
23
日
（
１
８
５
６
年
８

月
23
日
）
13
時
頃
に
地
震
が
あ
り
、
赤
前
・
金
浜
で
人
家
が
大
き
な
損
害
を
受
け

【
浮
世
考
が
い
記
】、金
浜
村
11
軒
、高
浜
村
20
軒
余
が
流
失
ま
た
は
損
壊
し
た
【
金

沢
家
文
書
】。

イ　
明
治
三
陸
地
震
津
波

　
明
治
29
（
１
８
９
６
）
年
６
月
15
日
午
後
７
時
32
分
頃
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す

る
明
治
三
陸
地
震
が
発
生
し
た
。震
度
２
程
度
と
緩
や
か
な
揺
れ
だ
っ
た
た
め
人
々
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た
津
波
は
、
ま
ず
津
軽
石
村
の
赤
前
に
押
し
寄
せ
、
そ
れ
が
引
い
て
き
て
高
浜
の

側
面
に
襲
来
し
、
そ
の
後
は
東
北
東
に
向
か
っ
て
進
ん
だ
。
津
波
の
高
さ
は
５
㍍

で
あ
っ
た
。
高
浜
で
は
海
浜
よ
り
半
島
状
に
突
出
す
る
砂
州
が
防
波
堤
の
役
割
を

果
た
し
て
お
り
、
水
深
は
浅
い
も
の
の
船
溜
と
し
て
使
用
し
て
い
た
。
こ
の
砂
州

は
湾
内
の
潮
流
な
ど
に
よ
り
自
然
に
堆
積
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
津
波
に

よ
り
そ
の
中
間
部
分
が
衝
き
破
ら
れ
、
潮
流
が
急
に
な
っ
た
結
果
、
船
溜
に
使
用

で
き
な
く
な
っ
た
。
引
き
波
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
県
の
農
業
土
木
工
事
事

業
に
よ
り
、
新
た
に
高
さ
４・２
㍍
、
上
部
の
幅
０・６
㍍
、
長
さ
２
５
０
㍍
の
護

岸
（
栗
石
入
混
凝
土
造
）
を
建
設
し
、
そ
の
前
面
を
浚
渫
し
漁
船
の
接
岸
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
い
う
計
画
が
出
さ
れ
た
。
金
浜
に
つ
い
て
は
、
赤
前
に
突
き
当

た
っ
た
余
波
が
押
し
寄
せ
た
の
み
で
被
害
は
少
な
か
っ
た
。
津
波
の
高
さ
は
５
㍍

で
あ
っ
た
。
沿
岸
に
は
工
場
や
倉
庫
な
ど
が
７
棟
あ
っ
た
が
全
て
流
さ
れ
、
漁
船

も
全
て
流
さ
れ
た
。
地
震
の
後
、
沿
岸
部
に
津
軽
石
川
木
材
荷
揚
設
備
と
し
て
も

用
い
ら
れ
る
混
凝
土
造
の
護
岸
と
埋
め
立
て
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
竣
工
す
れ
ば

津
波
予
防
に
有
効
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。

　
エ　
チ
リ
地
震
津
波

　
昭
和
35
（
１
９
６
０
）
年
５
月
24
日
早
朝
、
地
震
も
な
い
の
に
大
津
波
が
日
本

の
太
平
洋
沿
岸
を
襲
っ
た
。
こ
の
津
波
の
原
因
と
な
っ
た
の
は
、
日
本
時
間
５
月

23
日
４
時
11
分
に
南
米
チ
リ
沖
で
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９・５
の
巨
大
地
震

で
あ
り
、
発
生
か
ら
ほ
ぼ
１
日
後
に
津
波
が
日
本
の
沿
岸
部
に
到
達
し
た
。

　
「
岩
手
県
災
害
関
係
行
政
資
料
Ⅰ
」（
災
害
関
係
行
政
資
料
等
整
備
調
査
委
員
会
）

に
よ
れ
ば
、
津
波
の
被
害
は
日
本
の
太
平
洋
沿
岸
全
域
に
及
ん
だ
が
、
波
高
が
高

く
大
き
な
被
害
が
で
た
の
は
比
較
的
大
き
な
湾
で
あ
り
、
波
高
が
湾
口
で
は
低
く

て
も
奥
に
い
く
に
し
た
が
っ
て
高
く
な
る
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
。
宮
古
湾
で
も

湾
口
２・０
㍍
、
中
央
部
３・０
〜
５・０
㍍
、
湾
奥
部
で
６
㍍
と
次
第
に
高
く
な
っ

て
い
る
。
津
波
の
波
高
は
全
体
に
明
治
三
陸
地
震
、
昭
和
三
陸
地
震
の
ほ
う
が
高

い
が
、
こ
れ
ら
の
地
震
で
は
湾
の
入
口
で
高
く
、
奥
に
行
く
に
し
た
が
っ
て
低
く

な
っ
て
い
た
点
が
大
き
く
異
な
る
。
波
が
じ
わ
じ
わ
と
水
位
が
上
が
る
か
た
ち
で

や
っ
て
き
た
た
め
、
高
浜
・
金
浜
で
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
防
護
処
置
の
脆

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８・１
の
昭
和
三
陸
地
震
が
お
き
た
。
揺
れ
は
明
治
三
陸
地
震
の

と
き
よ
り
強
く
感
じ
ら
れ
、
家
屋
の
一
部
に
壁
の
亀
裂
や
石
垣
の
破
損
な
ど
軽
い

被
害
が
で
た
。地
震
の
約
30
〜
40
分
後
に
津
波
に
襲
わ
れ
、大
き
な
被
害
を
だ
し
た
。

　
「
岩
手
県
下
踏
査
報
告
」（
気
象
台
技
師
、
験
震
時
報 

第
七
巻
）
に
よ
れ
ば
、
高

浜
で
低
地
の
民
家
が
流
失
・
損
壊
し
死
者
４
名
が
で
た
。
海
岸
の
山
腹
に
２・４
〜

２・９
㍍
の
辺
ま
で
浸
水
し
、
草
が
変
色
し
て
い
る
所
が
あ
っ
た
。
こ
の
辺
り
で
は

津
波
は
４
回
ほ
ど
来
襲
し
、
湾
の
最
奥
部
の
津
軽
石
方
面
か
ら
反
射
し
て
き
た
も

の
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
三
陸
沖
強
震
に
伴
ふ
津
浪
調
査
報
告
」（
盛
岡
測
候
所
、
験
震
時
報 

第
七
巻
）

に
よ
れ
ば
、
高
浜
で
は
津
波
の
高
さ
９
㍍
、
金
浜
で
は
４
㍍
で
あ
っ
た
。「
宮
古

湾
に
於
け
る
襲
来
の
観
測
並
び
に
被
害
地
踏
査
報
告
・
重
茂
村
災
害
地
踏
査
復
命

書
」
に
よ
れ
ば
、
高
浜
に
は
磯
鶏
須
賀
の
突
端
よ
り
分
岐
し
た
津
波
が
漸
次
突
入

し
、
部
落
の
前
方
に
当
た
り
、
広
大
な
砂
丘
（
突
出
し
た
半
島
に
造
船
場
、
鰯
粕

製
造
納
屋
な
ど
の
建
物
が
あ
っ
た
）
に
い
た
男
女
４
人
が
部
落
に
避
難
す
る
際
に
、

津
波
に
浚
わ
れ
３
人
が
溺
死
し
た
。
こ
の
砂
丘
の
陸
地
に
接
し
て
い
る
部
分
が
約

50
間
に
わ
た
り
津
波
に
よ
り
切
り
抜
か
れ
た
。
高
浜
部
落
に
侵
入
し
た
波
は
７
尺

ほ
ど
の
高
さ
で
、
家
屋
２
戸
が
流
失
し
、
半
壊
24
戸
、
浸
水
24
戸
、
負
傷
者
３
人
、

伝
馬
船
20
隻
が
流
失
し
発
動
機
船
５
隻
が
破
損
し
た
。
金
浜
で
は
５
〜
６
尺
の
津

波
が
来
襲
し
、
非
住
家
１
棟
が
流
失
、
半
潰
家
屋
４
戸
、
浸
水
４
戸
、
伝
馬
船
10

隻
が
流
失
し
た
が
、
人
畜
に
は
被
害
が
な
か
っ
た
。

　
ま
た
「
昭
和
八
年
三
月
三
日 

三
陸
沖
強
震
及
津
浪
報
告
」（
中
央
気
象
台
、
験

震
時
報 

第
七
巻
）
に
よ
れ
ば
、
高
浜
は
人
口
６
９
８
人
の
う
ち
死
者
４
人
、
負
傷

者
３
人
で
あ
り
、
戸
数
97
戸
の
う
ち
、
流
失
２
戸
、
全
壊
４
戸
、
半
壊
20
戸
、
床

上
浸
水
12
戸
、
床
下
浸
水
12
戸
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
金
浜
は
、
人
口
３
６
７
人
で

人
的
被
害
は
な
く
、戸
数
51
戸
の
う
ち
、流
失
１
戸
、半
壊
４
戸
、床
上
浸
水
１
戸
、

床
下
浸
水
３
戸
で
あ
っ
た
。
な
お
、『
田
老
村
津
浪
誌
』（
田
老
尋
常
高
等
小
学
校
編
、

１
９
３
４
年
）
に
よ
れ
ば
、
よ
り
被
害
の
大
き
か
っ
た
田
老
村
で
、
磯
鶏
村
金
浜

自
警
団
28
名
が
１
日
間
、
救
護
の
応
援
活
動
を
行
っ
た
。

　
よ
り
詳
細
な
調
査
に
基
づ
く
「
三
陸
地
方
津
浪
災
害
予
防
調
査
報
告
書
」（
農

林
水
産
局
）は
以
下
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。
宮
古
湾
口
か
ら
南
南
東
に
向
か
っ
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れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
い
る
。
流
失
・
三
六・二
〇
一
、
全
壊
・
七
六・四
〇
七
、
半
壊
・

七
〇・四
〇
七
、
床
上
・
二
一
三・一
〇
八
三
、
床
下
・
四
五
八・二
三
〇
四
、
計
・

八
五
三・四
四
〇
一
。
最
後
に
「
宮
古
市
建
之　
石
工
鈴
木
祐
一
」
と
あ
る
。
な
お
、

こ
の
津
波
碑
は
東
日
本
大
震
災
で
流
失
し
た
が
、
復
旧
し
て
い
る
。

　
チ
リ
地
震
津
波
を
機
に
、高
浜
で
延
長
１
千
０
２
５
㍍
、金
浜
で
１
千
２
３
０
㍍
、

そ
れ
ぞ
れ
高
さ
８・５
㍍
の
防
潮
堤
が
建
設
さ
れ
、
ま
た
津
軽
石
川
の
河
口
に
水
門

が
設
け
ら
れ
た
。
東
日
本
大
震
災
の
後
、
同
10・４
㍍
ま
で
嵩
上
げ
さ
れ
た
。

　
チ
リ
地
震
津
波
か
ら
約
30
年
後
の
平
成
３
（
１
９
９
１
）
年
、
高
浜
自
治
会
が

中
心
と
な
っ
て
回
想
文
集
『
チ
リ
地
震
津
波
よ
り
三
十
年 

あ
の
惨
状
を
振
り
返
っ

て
』
が
制
作
さ
れ
た
。
高
浜
に
お
け
る
チ
リ
地
震
津
波
の
経
験
を
知
る
の
に
有
用

な
資
料
で
あ
る
。
発
行
当
時
の
宮
古
消
防
署
長
、
宮
古
消
防
団
第
十
一
分
団
長
、

元
高
浜
小
学
校
校
長
、
元
高
浜
青
年
会
会
長
が
回
想
文
を
寄
せ
て
い
る
ほ
か
、
高

浜
住
民
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
２
本
、
回
想
文
９
本
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
地
震
が
な
い
の
に
津
波
が
来
た
こ
と
、
宮
古
湾
の
奥
部
浅
瀬
に
到
達
し
て
か
ら

波
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
、
集
落
の
大
半
の
家
屋
が
流
さ
れ
た
り
浸
水
し
た
り
し

た
こ
と
、
高
浜
部
落
の
前
に
突
き
出
て
い
た
「
出
崎
浜
」
と
呼
ば
れ
る
砂
浜
が
破

ら
れ
た
こ
と
、
そ
の
浜
か
ら
流
さ
れ
た
男
女
３
人
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
チ

リ
地
震
津
波
の
際
立
っ
た
特
徴
や
出
来
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
高
浜
の
人
び
と
に

と
り
チ
リ
地
震
の
経
験
が
そ
れ
以
前
の
地
震
津
波
、
特
に
昭
和
三
陸
地
震
津
波
の

経
験
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
経
験
が
30
年
を
経
て

も
大
き
な
も
の
と
し
て
記
憶
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

オ　
十
勝
沖
地
震
津
波

　

昭
和
43
（
１
９
６
８
）
年
５
月
16
日
午
前
９
時
49
分
に
襟
裳
岬
沖
で
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７・８
の
地
震
が
起
き
、
宮
古
市
で
は
震
度
４
が
観
測
さ
れ
た
。
地
震
発

生
か
ら
31
分
後
の
10
時
20
分
、
宮
古
市
で
津
波
第
１
波
が
観
測
さ
れ
た
。

　
「
広
報
み
や
こ
Ｎ
Ｏ
．
１
４
７
」（
昭
和
43
年
６
月
１
日
号
）
に
よ
れ
ば
、
宮
古

湾
で
は
最
大
２・16
㍍
を
観
測
し
、
海
苔
・
カ
キ
・
ワ
カ
メ
の
養
殖
施
設
な
ど
が
被

害
を
受
け
、
被
害
額
は
３
億
６
千
万
円
に
達
し
た
。
赤
前
の
津
波
堤
防
は
４・98
㍍

の
最
大
波
高
を
記
録
し
た
。
た
だ
し
、
干
潮
時
と
重
な
っ
た
た
め
内
陸
の
被
害
は

弱
な
湾
の
奥
部
に
大
き
な
津
波
が
押
し
寄
せ
た
た
め
、
養
殖
施
設
な
ど
の
経
済
的

な
損
失
が
大
き
く
な
っ
た
。
な
お
、
宮
古
市
で
は
当
日
に
望
楼
勤
務
し
て
い
た
消

防
士
が
閉
伊
川
の
異
変
に
い
ち
早
く
気
づ
い
て
報
告
し
、
３
時
45
分
と
い
う
早
い

段
階
で
緊
急
避
難
信
号
（
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
）
を
発
し
た
。
ま
た
磯
漁
作
業
の
た
め

４
時
前
後
に
海
岸
に
い
た
沿
岸
漁
民
（
消
防
団
に
在
籍
し
て
い
る
者
が
多
い
）
が

異
常
な
引
潮
を
発
見
し
、
通
報
し
て
サ
イ
レ
ン
警
鐘
を
行
っ
た
こ
と
も
早
い
対
応

に
つ
な
が
っ
た
。
津
波
警
報
の
発
令
が
遅
れ
た
大
船
渡
市
は
多
く
の
死
者
を
だ
し

た
。

　
「
チ
リ
地
震
津
波
調
査
報
告
書
」（
仙
台
管
区
気
象
台
）
に
よ
れ
ば
、
高
浜
で
は
、

県
道
東
側
の
民
家
そ
の
他
の
建
物
が
全
て
流
失
、
西
側
の
建
物
も
ほ
と
ん
ど
山
際

に
押
し
つ
け
ら
れ
て
潰
さ
れ
た
。
民
家
が
道
路
を
さ
え
ぎ
り
、
ま
た
船
が
道
に
あ

が
り
通
行
が
困
難
と
な
っ
た
。
波
は
道
路
の
上
１
６
０
セ
ン
チ　

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
、
海
面
よ
り
５
・

３
㍍
の
高
さ
で
あ
っ
た
。
旧
高
浜
小
学
校
の
校
庭
は
水
に
浸
か
り
、
門
柱
の
御
影

石
の
片
方
は
横
倒
し
に
な
り
、
も
う
片
方
は
見
当
た
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。
近
く

の
川
に
か
か
っ
た
県
道
の
橋
は
流
失
し
た
。
金
浜
で
は
、
国
鉄
山
田
線
線
路
の
東

側
は
建
物
が
全
て
流
失
ま
た
は
全
壊
し
た
。
山
田
線
の
線
路
は
高
さ
７
㍍
ぐ
ら
い

の
土
堤
の
上
を
通
っ
て
い
る
が
、
そ
の
土
堤
の
さ
ら
に
２
㍍
ぐ
ら
い
上
に
津
波
の

跡
が
あ
っ
た
。
線
路
の
西
側
に
も
土
堤
の
切
れ
目
か
ら
波
が
流
れ
込
ん
だ
た
め
、

建
物
の
軒
下
ま
で
達
し
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
金
浜
か
ら
法
の
脇
に
至
る
線
路

は
激
し
く
破
壊
さ
れ
、
あ
め
の
よ
う
に
曲
が
っ
て
山
際
に
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　
地
震
の
後
、
金
浜
・
古
館
に
建
て
ら
れ
た
津
波
碑
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。「（
正
面
）
昭
和
三
十
五
年
五
月
二
十
四
日
／
チ
リ
地
震
津
波
／
午
前

二
時
五
十
分
大
津
波
襲
来
／
（
正
面
下
）
大
地
震
の
後
に
は
津
波
が
来
る
／
外

国
地
震
で
も
津
波
は
来
る
／
潮
が
め
だ
っ
て
ひ
い
た
ら
高
い
所
へ
／
（
背
面
）
昭

和
三
十
五
年
五
月
二
十
四
日
未
明
突
如
チ
リ
地
震
襲
来
す
な
ん
の
前
ぶ
れ
な
く

正
に
『
寝
耳
に
水
』
で
あ
る
過
去
の
経
験
に
『
地
震
は
津
波
を
伴
う
も
の
』
こ
れ

ま
で
の
常
識
は
一
瞬
に
し
て
覆
る
そ
れ
だ
け
に
瞬
時
の
う
ち
に
住
宅
財
貨
を
失
い

生
産
手
段
を
も
ぎ
と
ら
れ
被
災
地
特
に
高
浜
金
浜
津
軽
石
の
一
部
及
び
赤
前
各
地

域
の
惨
状
言
語
に
絶
す
る
／
被
害
総
額
九
億
五
千
万
円
／
昭
和
三
十
六
年
五
月

二
十
四
日
／
宮
古
市
」　
そ
の
他
背
面
に
、「
被
害
区
分
・
世
帯
数
・
人
員
」
が
そ
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後
世
に
伝
え
よ
う
と
し
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

２　
東
日
本
大
震
災
の
概
要

　
⑴　
地
震
津
波
と
被
害
の
概
要

　
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
３
月
11
日
14
時
46
分
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
９・０
の
地
震
が
起
き
、
東
北
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
を
中
心
に
強
い
揺

れ
が
観
測
さ
れ
、
宮
古
市
で
も
震
度
５
強
か
ら
５
弱
の
揺
れ
が
記
録
さ
れ
た
。
主

な
破
壊
時
間
は
約
１
６
０
秒
に
及
び
、
余
震
も
頻
発
し
た
。
気
象
庁
は
地
震
発
生

か
ら
３
分
後
の
14
時
49
分
、
岩
手
県
・
宮
城
県
・
福
島
県
に
津
波
警
報
（
大
津
波
）

を
発
令
し
、
予
想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
を
３
㍍
と
し
た
が
、
15
時
14
分
に
は
６
㍍
、

15
時
30
分
に
は
10
㍍
以
上
と
、
高
さ
の
予
想
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
や
が
て
津
波

が
到
来
し
、
宮
古
市
で
は
日
立
浜
の
気
象
庁
検
潮
所
が
15
時
26
分
に
８・５
㍍
以
上

の
津
波
浸
水
高
を
観
測
し
た
ほ
か
、
宮
古
市
重
茂
で
観
測
さ
れ
た
津
波
遡
上
高
40・

５
㍍
は
国
内
最
高
記
録
を
更
新
し
た
。

　
「
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
浸
水
図
」
を
参
照
し
つ
つ
、
浸
水
範
囲
を
以
下
に
記
述

す
る
。
宮
古
方
面
か
ら
津
軽
石
に
至
る
ま
で
宮
古
湾
沿
岸
を
国
道
45
号
線
が
通
っ

て
い
る
が
、
そ
の
国
道
は
、
磯
鶏
を
通
過
し
て
宮
古
商
業
高
校
を
超
え
る
と
、
そ

こ
か
ら
先
は
津
軽
石
に
至
る
ま
で
、
高
浜
小
学
校
近
く
の
一
部
分
を
除
き
、
す
べ

て
浸
水
し
て
い
る
。
や
や
海
に
突
き
出
た
箇
所
に
あ
た
る
ホ
テ
ル
ル
ー
ト
イ
ン
宮

古
の
近
く
で
津
波
遡
上
高
18・60
㍍
、そ
の
先
の
左
手
に
み
え
る
喫
茶
店
「
異
人
館
」

付
近
で
同
10・60
㍍
、
そ
の
先
の
高
浜
集
落
に
至
る
ま
で
同
10
㍍
以
上
あ
る
。
高
浜

集
落
に
至
る
と
、
集
落
の
東
北
端
付
近
か
ら
内
陸
に
入
り
簡
易
郵
便
局
を
過
ぎ
て

国
道
に
戻
る
道
路
が
あ
る
が
、
そ
の
道
路
よ
り
海
側
地
域
は
全
て
浸
水
し
、
同
道

路
の
山
側
地
域
も
平
坦
地
は
広
範
に
水
に
浸
か
っ
て
い
る
。
集
落
入
口
付
近
で
津

波
浸
水
高
５・
09
㍍
、
高
浜
簡
易
郵
便
局
付
近
同
４・
62
㍍
、
避
難
場
所
と
な
っ
て

い
る
コ
ー
プ
ケ
ミ
カ
ル
高
浜
住
宅
高
台
の
下
で
同
４・52
㍍
、
集
落
の
南
西
端
付
近

で
同
５・43
㍍
を
観
測
し
て
い
る
。
津
波
は
高
浜
小
学
校
へ
向
か
う
坂
道
を
も
遡
上

し
、
小
学
校
前
で
17・85
㍍
の
遡
上
高
を
記
録
し
て
い
る
。
さ
ら
に
進
ん
で
金
浜
の

集
落
に
入
る
と
、
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
る
金
浜
稲
荷
神
社
の
下
付
近
で
津
波
遡

上
高
13・
47
㍍
、
江
山
寺
付
近
で
同
13・
09
㍍
、
宮
古
湾
温
泉
マ
ー
ス
付
近
で
津
波

そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
ら
な
か
っ
た
。

カ　
ま
と
め

　
高
浜
と
金
浜
は
、
宮
古
市
の
他
の
沿
岸
地
域
と
同
様
に
、
古
く
か
ら
地
震
津
波

の
被
害
を
繰
り
返
し
受
け
て
き
た
。
詳
細
な
記
録
が
残
っ
て
い
る
明
治
期
以
降
だ

け
で
も
、
明
治
三
陸
地
震
津
波
・
昭
和
三
陸
地
震
津
波
・
チ
リ
地
震
津
波
と
、
大

き
く
３
回
、
大
き
な
被
害
を
出
す
津
波
に
襲
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
３
回
の
地
震
津

波
は
む
ろ
ん
同
じ
で
は
な
く
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
る
。

　
明
治
三
陸
地
震
は
、
揺
れ
が
小
さ
く
人
々
が
油
断
し
て
い
た
と
こ
ろ
へ
大
津
波

が
来
襲
し
た
こ
と
、
満
潮
時
と
重
な
り
よ
り
津
波
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
が
特
徴

と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
波
の
高
さ
は
11
〜
15
尺
（
３・３
〜
４・５
㍍
）
で
、
死
者

は
高
浜
に
は
で
な
か
っ
た
が
、
金
浜
で
は
16
人
お
り
、
流
出
な
い
し
損
壊
し
た
家

屋
は
、
高
浜
で
全
戸
数
の
半
数
強
、
金
浜
で
半
数
弱
に
の
ぼ
っ
た
。

　
昭
和
三
陸
地
震
は
、
真
夜
中
に
発
生
し
た
こ
と
、
揺
れ
が
明
治
三
陸
地
震
の
と

き
よ
り
強
く
感
じ
ら
れ
た
こ
と
、
高
浜
で
被
害
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
特
徴
で
あ

る
。
津
波
の
高
さ
の
記
録
は
約
１・５
㍍
（
５
尺
、
津
波
浸
水
高
か
）
〜
９
㍍
（
津

波
遡
上
高
か
）
と
幅
が
あ
り
、
高
浜
で
死
者
４
人
・
負
傷
者
３
人
、
金
浜
で
は
人

的
被
害
が
な
く
、
建
物
の
被
害
は
高
浜
で
流
失
・
損
壊
26
戸
、
金
浜
５
戸
で
あ
り
、

高
浜
の
被
害
が
よ
り
大
き
い
の
が
わ
か
る
。
赤
前
に
寄
せ
た
押
し
波
が
引
き
波
と

な
っ
て
高
浜
に
押
し
寄
せ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
チ
リ
地
震
津
波
は
、
地
震
が
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
ま
ま
津
波
が
や
っ
て
き
た
こ

と
、
宮
古
湾
の
奥
部
に
行
く
に
し
た
が
っ
て
波
が
高
く
な
っ
た
こ
と
、
人
的
被
害

は
な
か
っ
た
が
建
物
や
養
殖
施
設
な
ど
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
特
徴
で
あ

る
。
浸
水
高
は
高
浜
で
５・３
㍍
で
あ
っ
た
。
早
朝
に
来
襲
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
人

的
被
害
が
な
か
っ
た
の
は
、
サ
イ
レ
ン
警
報
が
迅
速
に
出
さ
れ
た
こ
と
、
押
し
寄

せ
る
と
い
う
よ
り
じ
わ
じ
わ
と
水
位
が
上
が
る
か
た
ち
の
津
波
で
あ
っ
た
こ
と
に

よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
地
震
津
波
の
被
害
や
教
訓
を
記
し
た
記
録
に
つ
い
て
、金
浜
に
石
碑
が
２
基
（
昭

和
三
陸
津
波
、
チ
リ
地
震
津
波
）
あ
り
、
ま
た
高
浜
で
は
チ
リ
地
震
津
波
の
30
年

後
に
回
想
文
集
を
発
行
す
る
な
ど
、
高
浜
・
金
浜
の
人
々
が
地
震
津
波
の
教
訓
を
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１
を
み
る
と
、
金
浜
で
は
倒
壊
数
の
う
ち
全
壊
が
２
８
８
棟
と
９
割
以
上
を
占
め

て
い
る
が
、
こ
れ
は
平
坦
地
の
津
波
浸
水
高
が
高
か
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
地
震
津
波
と
そ
の
被
害
の
概
況
を
み
る
と
、
記
録
に
残
る
地
震
津
波
と

比
較
し
て
、
津
波
・
被
害
と
も
に
際
立
っ
て
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ま
で

も
繰
り
返
し
津
波
に
洗
わ
れ
て
き
た
地
域
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
巨
大

な
津
波
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
記
録
は
存
在
せ
ず
、
人
々
に
と
っ

て
ま
さ
に
想
像
を
絶
す
る
津
波
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
れ
で
も
高
浜
で
は
８・５
㍍
の

防
潮
堤
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
津
波
浸
水
高
が
低
く
な
り
、
ま
た
防
潮
堤
が
決
壊

し
た
金
浜
で
も
、
決
壊
に
至
る
ま
で
の
あ
い
だ
、
人
々
に
避
難
す
る
猶
予
を
与
え
、

そ
れ
ら
に
よ
り
被
害
は
少
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
⑵　
公
的
な
調
査
・
対
応
の
記
録

ア　
公
的
な
調
査
や
対
応
の
記
録

　
地
震
津
波
の
発
生
に
際
し
、
宮
古
市
を
は
じ
め
と
し
て
公
的
な
機
関
は
諸
々
の

対
応
を
と
っ
た
。
以
下
で
は
、『
東
日
本
大
震
災 

宮
古
市
の
記
録 

第
１
巻
《
津
波

史
編
》』
に
収
め
ら
れ
た
資
料
「
東
日
本
大
震
災
の
記
録
〜
岩
手
県
宮
古
市
」
に
含

ま
れ
る
、
公
的
な
調
査
や
対
応
の
記
録
の
う
ち
、
関
連
部
分
の
概
要
を
示
す
。
地

震
発
生
か
ら
市
内
の
避
難
所
の
閉
鎖
が
決
ま
っ
た
８
月
８
日
ま
で
、
高
浜
・
金
浜

で
ど
の
よ
う
な
動
き
が
あ
っ
た
か
、
そ
の
概
略
を
ま
と
め
て
お
く
。

■ 

３
月
12
日
（
土
）
９
時
30
分：□
金
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
１
７
０
人
が
避
難
、 

水
は
あ
る
が
長
く
は
も
た
な
い
。

■ 

３
月
12
日
（
土
）
12
時
20
分 

調
査
報
告
：
□
金
浜
地
区
、
高
浜
地
区
の
国
道
45

号
は
瓦
礫
の
た
め
通
行
不
可
能
、
水
没
、
倒
壊
家
屋
多
数
、
車
両
が
進
入
不
可　

能
で
孤
立
状
態
。
□
高
浜
小
学
校
の
校
庭
ま
で
津
波
浸
水
。
□
高
浜
地
区
で
２

人
流
さ
れ
た
と
の
目
撃
情
報
、
行
方
不
明
者
２
人
と
の
情
報
あ
り
。
□
金
浜
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
70
人
（
夜
は
１
０
０
人
ぐ
ら
い
）
が
避
難
、
毛
布
、
食
料
、

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
ろ
う
そ
く
、
仮
設
ト
イ
レ
の
要
請
あ
り
。
□
稲
荷
神
社
高

台
へ
50
人
が
避
難
、
毛
布
、
食
料
が
不
足
。
□
コ
ー
プ
ケ
ミ
カ
ル
高
台
へ
50
人

が
避
難
、
地
域
で
炊
き
出
し
を
し
な
が
ら
高
台
に
あ
る
物
置
や
社
宅
の
空
き
部

浸
水
高
11・04
㍍
を
記
録
し
て
い
る
。

　
高
浜
集
落
に
お
け
る
津
波
浸
水
高
が
４・
52
〜
５・
43
㍍
で
あ
る
こ
と
と
高
浜
海

岸
に
当
時
８・５
㍍
の
防
潮
堤
が
あ
っ
た
こ
と
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
高
浜
集
落

に
は
一
時
防
潮
堤
を
越
え
て
水
が
入
っ
た
も
の
の
、
湾
内
の
水
位
と
同
じ
に
な
る

ほ
ど
に
は
入
ら
な
い
う
ち
に
、
湾
内
の
水
位
が
下
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

集
落
の
南
西
端
で
津
波
浸
水
高
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
５・43
㍍
）、

南
西
方
面
か
ら
の
引
き
波
が
侵
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
金
浜

は
津
波
浸
水
高
で
み
る
と
高
浜
の
倍
以
上
あ
っ
て
11
㍍
を

超
え
て
お
り
、
よ
り
多
く
の
水
が
流
れ
込
ん
だ
こ
と
が
わ

か
る
。
津
軽
石
を
含
む
宮
古
湾
奥
部
全
体
を
み
て
も
金
浜

の
津
波
浸
水
高
が
最
も
高
い
が
、
こ
れ
は
「
宮
古
湾
温
泉

マ
ー
ス
」
前
の
防
潮
堤
が
約
30
㍍
に
わ
た
り
決
壊
し
、
多

量
の
水
が
流
れ
こ
ん
だ
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
津
波
浸
水
高
11・
38
㍍
、
津
波
遡
上
高
17・８
㍍
と

い
う
数
字
は
、
明
治
以
降
に
こ
の
地
域
に
来
襲
し
た
他
の

津
波
と
比
較
し
て
も
際
立
っ
て
高
い
。

　

次
に
、
宮
古
市
お
よ
び
高
浜
・
金
浜
の
被
害
の
概
況

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
宮
古
市
全
体
の
死
者
数
は

５
１
７
人
、
行
方
不
明
者
（
死
亡
認
定
者
）
は
94
人
で
あ

る
。
高
浜
は
死
者
５
人
（
死
亡
届
出
者
４
人
、
死
亡
認
定

者
１
人
）、同
じ
く
金
浜
は
死
者
28
人
（
死
亡
届
出
者
27
人
、

死
亡
認
定
者
１
人
）
で
あ
る
。
人
口
比
で
み
る
と
、
高
浜

の
死
者
行
方
不
明
者
は
人
口
の
約
０・
６
％
、
同
じ
く
金

浜
は
約
４・
１
％
で
あ
り
、
金
浜
の
人
的
被
害
の
大
き
さ

が
わ
か
る
。

　
家
屋
の
被
害
は
、
市
全
体
で
住
家
４
千
４
４
９
棟
、
非

住
家
が
４
千
６
３
９
棟
で
、
合
計
９
千
０
８
８
棟
が
被

災
し
て
い
る
。
被
災
し
た
住
家
の
う
ち
全
壊
し
た
の
が

２
千
６
７
７
棟
で
60・
２
％
を
占
め
る
。
高
浜
で
は
家
屋

倒
壊
が
計
３
１
８
棟
、
金
浜
で
は
３
０
７
棟
で
あ
る
。
表

地区 全壊 大規模半壊 半壊 一部損壊 合計

高浜 165 75 58 20 318
金浜 288 10 3 6 307

表1　家屋倒壊数（平成24年 6月29日現在、住家・非住家合計）
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タ
ー
ま
で
の
復
旧
作
業
を
行
う
（
上
下
水
道
部
）。

■ 

３
月
27
日
（
日
）
□
水
道
復
旧
状
況
は
、金
浜
地
区
の
復
旧
作
業
を
進
め
る
（
上

下
水
道
部
）。

■ 

３
月
28
日
（
月
）
□
水
道
復
旧
状
況
は
、
金
浜
地
区
…
の
通
水
試
験
、
遺
体
捜

索
作
業
に
よ
り
中
断
（
上
下
水
道
部
）。

■ 

３
月
29
日
（
火
）
□
金
浜
地
区
の
瓦
礫
の
撤
去
作
業
は
明
日
30
日
の
午
前
中
で

終
了（
三
陸
国
道
事
務
所
）。
□
金
浜
地
区
の
防
潮
堤
の
盛
土
作
業
は
１
週
間（
宮

古
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
）。
□
金
浜
地
区
の
高
台
は
給
水
車
で
の
対
応
（
上
下
水

道
部
）。

■ 

３
月
30
日（
水
）□
水
道
復
旧
状
況
は
、金
浜
―
八
木
沢
方
面
の
高
台
に
通
水（
上

下
水
道
部
）。

■ 

３
月
31
日
（
木
）
□
金
浜
地
区
の
防
潮
堤
、
大
型
水
門
を
調
整
（
宮
古
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー
）。

■ 

４
月
２
日
（
土
）
□
津
軽
石
地
区
、
金
浜
地
区
、
鍬
ヶ
崎
地
区
で
自
衛
隊
と
と

も
に
遺
体
捜
索
（
宮
古
市
消
防
団
）。
□
金
浜
地
区
は
明
日
３
日
ま
で
自
衛
隊
の

給
水
車
で
対
応
、
月
曜
日
か
ら
通
水
が
可
能
（
上
下
水
道
部
）。

■ 

４
月
３
日
（
日
）
□
金
浜
地
区
の
防
波
堤
の
応
急
復
旧
は
今
週
に
完
了
予
定
（
宮

古
土
木
セ
ン
タ
ー
）。

■ 

４
月
７
日
（
木
）
□
磯
鶏
地
区
、
高
浜
地
区
、
津
軽
石
地
区
の
国
道
45
号
の
歩

道
の
瓦
礫
、
土
砂
の
撤
去
（
三
陸
国
道
事
務
所
）。
□
高
浜
地
区
は
２
〜
３
日
で

終
了
の
見
込
み
（
三
陸
国
道
事
務
所
）。
□
戸
別
送
電
は
、
藤
原
地
区
、
高
浜
地

区
、
津
軽
石
地
区
で
50
件
（
東
北
電
力
）。

■ 

４
月
12
日
（
火
）
□
国
道
45
号
の
藤
の
川
地
区
、
高
浜
地
区
、
金
浜
地
区
の
歩

道
部
分
の
瓦
礫
撤
去
、
土
砂
の
撤
去
（
三
陸
国
道
事
務
所
）。
□
高
浜
地
区
の
側

溝
蓋
、
転
落
防
止
柵
の
補
修
（
三
陸
国
道
事
務
所
）。

■ 

４
月
13
日
（
水
）
□
国
道
45
号
の
藤
の
川
地
区
、
高
浜
地
区
、
金
浜
地
区
の
歩

道
部
分
の
瓦
礫
撤
去
、
土
砂
の
撤
去
（
三
陸
国
道
事
務
所
）。
□
三
陸
縦
貫
自

動
車
道
宮
古
道
路
宮
古
南
Ｉ
Ｃ
付
近
の
道
路
復
旧
は
本
日
終
了
（
三
陸
国
道
事

務
所
）。
□
高
浜
地
区
の
側
溝
蓋
、
転
落
防
止
柵
の
補
修
（
三
陸
国
道
事
務
所
）。

□
明
日
14
日
か
明
後
日
、
高
浜
地
区
、
神
林
地
区
で
測
量
船
に
よ
る
測
量
を
実

屋
、
倉
庫
で
寝
泊
ま
り
し
て
い
る
。

■ 
３
月
12
日
（
土
）
12
時
30
分
：
花
輪
伝
承
館
へ
70
人
が
避
難
（
う
ち
40
人
は
高

浜
地
区
の
住
民
）、
負
傷
者
２
人
。

■ 

３
月
13
日
（
日
）
７
時
00
分
：
□
花
輪
伝
承
館
へ
80
人
が
避
難
、
第
十
七
分
団

倉
庫
及
び
日
本
赤
十
字
社
の
物
資
を
配
布
済
み
。

■ 

３
月
13
日
（
日
）
□
国
道
45
号
は
、
金
浜
地
区
ま
で
１
車
線
を
確
保
（
都
市
整

備
部
）。

■ 

３
月
13
日（
日
）□
国
道
45
号
南
ル
ー
ト
は
津
軽
石
地
区
の
駒
形
橋
ま
で
開
通（
都

市
整
備
部
）。

■ 

３
月
14
日
（
月
）
□
磯
鶏
―
津
軽
石
間
、
重
茂
地
区
の
捜
索
活
動
、
北
海
道
か

ら
４
７
０
人
増
員
、
広
域
で
２
千
人
体
制
（
自
衛
隊
）。

■
３
月
14
日
（
月
）
□
高
浜
地
区
通
電
。

■ 

３
月
15
日
（
火
）
□
藤
の
川
―
金
浜
間
は
片
側
１
車
線
通
行
が
可
能
、
高
浜
小

学
校
―
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
宮
古
道
路
宮
古
南
Ｉ
Ｃ
間
は
通
行
止
め
し
、
撤
去

作
業
中
（
都
市
整
備
部
）。

■ 

３
月
15
日
（
火
）
□
三
陸
国
道
事
務
所
に
よ
る
道
路
状
況
は
、
国
道
45
号
高
浜

小
学
校
―
金
浜
間
は
作
業
終
了
、
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
宮
古
道
路
宮
古
南
Ｉ
Ｃ

内
に
空
洞
箇
所
あ
り
、
片
側
通
行
で
工
事
中
（
都
市
整
備
部
）。

■ 

３
月
19
日
（
土
）
□
自
動
車
の
撤
去
台
数
は
、１
千
台
を
超
え
た
。（
松
山
地
区
、

藤
原
埠
頭
、
宮
古
温
泉
マ
ー
ス
北
側
）（
都
市
整
備
部
）。

■ 

３
月
21
日
（
月
）
□
築
地
地
区
、
高
浜
地
区
の
歩
道
の
瓦
礫
撤
去
を
行
う
。（
三

陸
国
道
事
務
所
）。

■ 

３
月
22
日
（
火
）
□
高
浜
地
区
、金
浜
地
区
は
電
源
車
で
の
対
応
（
東
北
電
力
）。

■ 

３
月
22
日
（
火
）
□
金
浜
地
区
、高
浜
地
区
で
一
部
通
電
の
予
定
（
東
北
電
力
）。

□
水
道
復
旧
状
況
は
、
金
浜
地
区
、
高
浜
地
区
で
送
水
試
験
（
上
下
水
道
部
）。

■ 

３
月
24
日
（
木
）
□
藤
の
川
地
区
か
ら
高
浜
地
区
に
か
け
て
の
調
査
は
、
国
道

の
瓦
礫
撤
去
が
必
要
（
上
下
水
道
部
）。

■ 

３
月
25
日（
金
）□
水
道
復
旧
状
況
は
、高
浜
地
区
で
一
部
通
水（
上
下
水
道
部
）。

■ 

３
月
27
日
（
日
）
□
国
道
45
号
築
地
地
区
、高
浜
―
金
浜
間
の
瓦
礫
を
撤
去
（
三

陸
国
道
事
務
所
）。
□
水
道
復
旧
状
況
は
、
高
浜
地
区
か
ら
金
浜
老
人
福
祉
セ
ン
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で
き
て
お
り
、
水
は
給
水
車
で
対
応
し
、
飲
食
物
の
配
給
状
況
は
適
度
で
、
炊
き

出
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。
必
要
品
（
依
頼
品
）
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、

ガ
ム
テ
ー
プ
、
味
噌
、
紙
コ
ッ
プ
、
手
指
消
毒
薬
で
あ
る
。
高
浜
村
上
商
店
で
は
、

ガ
ス
は
あ
る
も
の
の
電
気
と
水
道
は
通
じ
て
い
な
い
が
、
飲
食
物
は
適
度
に
あ
り
、

必
要
品
（
依
頼
品
）
と
し
て
、
ミ
ル
ク
、
オ
ム
ツ
（
子
供
・
大
人
）、
ロ
ウ
ソ
ク
、

小
分
け
用
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
電
池
（
単
２・
４
）
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
備
考
欄
に

「
道
路
の
片
付
け
を
早
急
に
願
う
」
と
あ
る
。
ま
た
、
資
料
「
避
難
所
調
査
書　
Ｈ

23
・
３
・
23
」
を
み
る
と
、
花
輪
農
村
文
化
伝
承
館
に
は
60
人
が
避
難
し
て
い
た
。

炊
き
出
し
は
当
番
制
で
台
所
を
使
用
し
て
や
っ
て
お
り
、
炊
き
出
し
の
た
め
の
用

具
は
「
一
応
足
り
て
い
る
」
と
い
う
。
ス
タ
ッ
フ
や
住
民
ら
が
置
か
れ
て
い
た
状

況
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
３　
地
震
津
波
の
語
り

　
⑴　
概
要

　
以
下
で
は
、
高
浜
・
金
浜
の
人
々
が
東
日
本
大
震
災
を
い
か
に
経
験
し
た
か
に

つ
い
て
考
え
る
。
震
災
の
局
面
を
お
よ
そ
３
つ
（
地
震
津
波
の
当
日
、
翌
日
以
降
、

将
来
）
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
局
面
に
お
い
て
個
別
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
人
々

の
具
体
的
な
語
り
を
紹
介
し
な
が
ら
検
討
を
加
え
て
い
く
。

　
管
見
で
は
高
浜
・
金
浜
の
住
民
に
よ
る
震
災
に
関
す
る
回
想
が
掲
載
さ
れ
た
文

書
と
し
て
、
体
験
談
集
『
平
成
24
年
度
宮
古
市
中
央
公
民
館
事
業 

３
・
11
大
津
波

体
験
語
り
継
ぎ
エ
ピ
ソ
ー
ド
集
【
第
２
期
】』（
宮
古
市
公
民
館
、
平
成
25
年
３
月
）

と
、船
越
恭
治
氏
に
よ
る『
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
の
20
日
間（
生
命
を
求
め
て
）』

（
平
成
27
年
10
月
１
日
）、
そ
し
て
住
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
掲
載
さ
れ
た
『
広
報
み

や
こ
』Ｎ
Ｏ
．
１
５
１
が
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、筆
者
は
、

２
０
１
４
年
８
月
に
高
浜
・
金
浜
の
住
民
か
ら
５
回
に
わ
た
り
話
を
聞
き
、
そ
れ

を
記
録
し
た
（
注 

体
験
談
の
詳
細
は
第
６
章
の
最
後
に
番
号
と
頁
数
で
示
し
た
）。

　
以
下
で
は
、
住
民
に
よ
る
震
災
に
つ
い
て
の
語
り
を
取
り
上
げ
る
が
、
そ
れ
ら

を
高
浜
・
金
浜
に
お
け
る
震
災
の
経
験
と
い
う
視
点
で
整
理
し
、
震
災
の
局
面
を

お
よ
そ
３
つ
に
わ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
局
面
で
個
別
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
具
体
的

な
語
り
を
紹
介
し
な
が
ら
検
討
を
加
え
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
１
つ
め
は

施
（
海
上
保
安
庁
）。

■ 

４
月
14
日
（
木
）
□
国
道
45
号
の
藤
の
川
地
区
、
高
浜
地
区
の
歩
道
部
分
の
瓦

礫
撤
去
、
土
砂
の
撤
去
、
金
浜
地
区
は
本
日
終
了
（
三
陸
国
道
事
務
所
）。
□
高

浜
地
区
の
側
溝
蓋
、
転
落
防
止
柵
の
補
修
（
三
陸
国
道
事
務
所
）。
□
金
浜
地
区

の
企
業
か
ら
苦
情
あ
り
。
三
陸
国
道
に
瓦
礫
撤
去
を
依
頼
、
瓦
礫
撤
去
が
完
了

次
第
着
手
（
東
北
電
力
）。
□
金
浜
地
区
の
江
山
寺
付
近
を
残
す
の
み
、
復
旧
率

は
99
％
（
上
下
水
道
部
）。

■ 

４
月
15
日
（
金
）
□
国
道
45
号
の
藤
の
川
地
区
、
高
浜
地
区
の
歩
道
部
分
の
瓦

礫
撤
去
、
土
砂
の
撤
去
、
本
日
を
も
っ
て
ほ
ぼ
完
了
、
来
週
か
ら
道
路
の
本
復

旧
に
着
手
（
三
陸
国
道
事
務
所
）。

■ 

４
月
18
日（
金
）□
住
民
要
望
が
あ
っ
た
箇
所
の
金
浜
地
区
で
通
電（
東
北
電
力
）。

■ 

８
月
８
日
（
月
）
□
決
定
事
項
・
避
難
所
は
、
８
月
10
日
を
も
っ
て
全
て
閉
鎖

す
る
こ
と
と
す
る
。

イ　
避
難
所
な
ど
に
関
す
る
記
録

　
地
震
津
波
の
後
、
自
宅
に
住
め
な
く
な
っ
た
高
浜
・
金
浜
の
人
々
が
避
難
生
活

を
送
り
、
ま
た
地
域
へ
の
救
援
物
資
の
補
給
や
情
報
の
拠
点
と
な
っ
た
の
は
、
主

に
金
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
花
輪
農
村
文
化
伝
承
館
、
高
浜
村
上
商
店
で
あ
る
。

震
災
前
に
「
避
難
所
」
に
指
定
さ
れ
て
い
た
の
は
高
浜
小
学
校
で
あ
っ
た
が
、
津

波
が
同
校
の
校
庭
ま
で
押
し
寄
せ
た
た
め
、
急
遽
、
近
く
の
金
浜
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
避
難
所
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
津
波
の
直
後
、
金
浜
の
三
陸
縦
貫
自
動
車
道

に
い
た
人
々
は
偶
々
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
配
送
車
に
よ
り
花
輪
へ
移
送
さ
れ
、
花

輪
農
村
文
化
伝
承
館
で
避
難
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。
金
浜
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
手
狭
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
半
壊
家
屋
が
多
か
っ
た
高
浜
で
は
避
難
せ
ず

自
宅
に
留
ま
る
住
民
が
一
部
お
り
、
集
落
の
中
心
に
あ
る
村
上
商
店
が
救
援
物
資

や
情
報
の
拠
点
と
な
っ
た
。

　
「
東
日
本
大
震
災
避
難
所
等
提
供
資
料
」
に
含
ま
れ
る
、
避
難
所
の
状
況
を
う

か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
を
一
部
紹
介
す
る
。「
大
震
災 

宮
古
市
避
難
所

状
況
一
覧 

平
成
23
年
３
月
20
日
」
を
み
る
と
、
金
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
避

難
者
が
１
８
５
人
お
り
、
乳
幼
児
が
１
人
含
ま
れ
て
い
る
。
電
気
・
ガ
ス
は
確
保
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私
の
ほ
か
に
２
人
若
い
人
が
い
る
が
、
長
く
て
ふ
つ
う
の
地
震
で
は
な
か
っ
た
た

め
、
も
う
や
め
ろ
と
、
も
う
仕
事
は
や
め
ろ
と
言
い
、
私
の
車
で
い
ま
高
浜
仮
設

住
宅
が
建
っ
て
い
る
近
く
の
高
台
に
逃
げ
た
。
そ
の
う
ち
に
潮
が
引
い
て
い
き
、

お
そ
ら
く
地
震
の
40
分
後
位
に
喫
茶
店「
異
人
館
」近
く
ま
で
潮
が
引
い
て
い
っ
た
。

80
歳
過
ぎ
の
男
性
が
、
自
分
は
チ
リ
地
震
の
津
波
も
見
て
い
る
が
こ
こ
ま
で
ひ
ど

く
は
な
か
っ
た
、
こ
ん
な
の
は
初
め
て
だ
、
だ
か
ら
す
げ
え
の
が
来
る
っ
て
言
っ

て
い
た
。
そ
れ
で
案
の
定
、
す
げ
え
の
が
来
て
、
そ
の
高
台
か
ら
自
宅
の
あ
る
金

浜
が
見
え
る
が
、
堤
防
か
ら
水
が
越
え
る
の
が
わ
か
っ
た
。
金
浜
の
自
宅
に
父
親

が
い
る
の
で
、
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
と
思
っ
た
。
…
高
浜
の
他
の
住

民
た
ち
も
み
ん
な
高
台
に
行
っ
て
い
た
。
避
難
場
所
で
は
な
か
っ
た
が
、
す
ぐ
に

車
で
上
が
れ
る
た
め
、
高
浜
小
学
校
で
は
な
く
て
高
台
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

高
台
に
は
20
〜
30
人
く
ら
い
お
り
、
お
年
寄
り
が
多
か
っ
た
。
漁
協
の
み
ん
な
も

逃
げ
遅
れ
た
人
は
い
な
か
っ
た
。
そ
の
晩
、
漁
協
の
誰
か
の
知
り
合
い
の
家
に
５

人
ぐ
ら
い
で
泊
め
て
も
ら
っ
た
。
石
油
ス
ト
ー
ブ
で
暖
を
と
り
、
ロ
ウ
ソ
ク
で
灯

り
を
と
っ
た
。
余
震
が
激
し
く
て
あ
ま
り
眠
れ
な
か
っ
た
。
真
っ
暗
で
波
の
音
だ

け
が
聞
こ
え
た
。（
聞
き
取
り
３
、
金
浜
在
住
高
浜
勤
務
）

■
す
ぐ
に
自
宅
か
ら
近
く
の
空
き
地
ま
で
避
難
し
た

　
姪
と
自
宅
で
話
し
て
い
る
と
地
震
。
私
は
足
が
不
自
由
な
の
で
、
姪
に
戸
を
開

け
て
も
ら
い
一
緒
に
庭
に
出
た
。
そ
こ
は
車
庫
の
上
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
の
で
割

れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、
近
く
の
空
き
地
ま
で
這
っ
て
行
っ
た
。
家
が
崩
れ

た
ら
こ
こ
に
居
て
も
下
敷
き
に
な
る
と
思
い
、と
て
も
不
安
だ
っ
た
。
…
／
寒
か
っ

た
の
で
、
揺
れ
が
収
ま
っ
て
か
ら
姪
に
シ
ー
ト
や
ダ
ウ
ン
を
持
っ
て
来
て
も
ら
っ

た
。
ス
ト
ー
ブ
も
消
す
よ
う
に
頼
ん
だ
が
、
既
に
停
電
で
消
え
て
い
た
よ
う
だ
。

今
回
皆
が
え
ら
い
と
思
っ
た
の
は
、「
こ
の
地
震
で
は
津
波
が
来
る
」
と
判
断
し
た

方
が
多
い
と
聞
い
た
こ
と
。
／
地
区
の
指
定
避
難
場
所
は
自
宅
よ
り
下
の
公
園
な

の
で
、
私
は
訓
練
に
１
回
も
出
た
こ
と
は
な
い
。
あ
の
日
は
下
か
ら
来
た
20
人
位

が
避
難
し
て
お
り
、
車
も
30
台
程
並
ん
で
通
れ
な
い
く
ら
い
だ
っ
た
。
／
海
を
見

る
と
工
事
用
の
台
船
が
引
き
波
で
サ
ー
ッ
と
流
れ
て
い
く
の
を
見
た
。
あ
ん
な
重

い
も
の
が
笹
舟
の
よ
う
だ
っ
た
。「
来
た
来
た
！
越
え
た
、
堤
防
越
え
た
！
」
と
い

時
系
列
に
よ
り
３
局
面
（
①
地
震
津
波
の
当
日
、
②
翌
日
以
降
、
③
将
来
）
に
分

け
、
２
つ
め
で
個
別
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
く
。
①
地
震
津
波
の
発
生

当
日
に
お
け
る
経
験
は
特
異
で
あ
り
、
ま
ず
は
そ
の
衝
撃
や
混
乱
の
様
子
を
当
事

者
の
語
り
か
ら
記
述
す
る
。
語
り
や
回
想
文
を
原
型
に
近
い
か
た
ち
で
記
述
し
、

そ
れ
ら
に
考
察
を
加
え
、
さ
ら
に
個
別
に
扱
う
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
テ
ー
マ
を
述

べ
て
ゆ
く
。
②
地
震
津
波
の
翌
日
か
ら
語
り
や
回
想
文
が
記
録
さ
れ
た
時
点
ま
で

は
、
地
震
津
波
の
直
接
的
な
衝
撃
や
苦
痛
が
ま
だ
大
き
い
段
階
か
ら
、
次
第
に
落

ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
い
く
比
較
的
長
い
期
間
で
あ
り
、
語
り
の
全
体
的
な
傾
向

と
し
て
、当
初
は
時
系
列
に
沿
っ
て
語
ら
れ
る
が
、次
第
に
捜
索
、避
難
所
の
生
活
、

家
族
、
仕
事
な
ど
多
様
な
個
別
テ
ー
マ
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

そ
の
た
め
、
ま
ず
時
系
列
に
沿
い
、
続
い
て
各
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
記
述
を
行
い
、

最
後
に
考
察
を
加
え
る
。
③
将
来
に
つ
い
て
は
、
地
域
社
会
、
人
間
関
係
、
地
震

津
波
へ
の
備
え
な
ど
と
い
っ
た
個
別
テ
ー
マ
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
う

し
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
記
述
し
、
考
察
を
加
え
る
。

　
⑵　
地
震
津
波
の
当
日

　
震
災
当
日
に
つ
い
て
の
人
々
の
語
り
の
ほ
と
ん
ど
が
、
地
震
が
発
生
し
た
当
時

に
い
た
場
所
か
ら
避
難
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、（
ア
）
自
宅
や
そ
の
周
辺
か
ら
、

す
ぐ
に
避
難
し
た
例
、（
イ
）
自
宅
や
そ
の
周
辺
か
ら
、
混
乱
し
な
が
ら
も
避
難
し

た
例
、（
ウ
）
自
宅
や
そ
の
周
辺
で
、
逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
例
、（
エ
）
金
浜
で

働
い
て
い
た
り
、
た
ま
た
ま
い
た
人
の
例
、（
オ
）
地
震
発
生
時
に
他
所
に
い
て
、

避
難
・
帰
宅
し
た
例
の
順
で
語
り
や
回
想
文
を
引
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
検
討
を
加
え

る
。

ア　
自
宅
や
そ
の
周
辺
か
ら
、
す
ぐ
に
避
難
し
た
例

　
地
震
が
発
生
し
た
の
は
平
日
の
午
後
、
仕
事
を
し
て
い
る
人
も
い
れ
ば
お
年
寄

り
は
自
宅
に
い
る
こ
と
も
多
い
と
思
わ
れ
る
時
間
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
地
震
後
す

ぐ
に
避
難
を
開
始
し
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
避
難
を
終
え
た
ケ
ー
ス
を
み
て
い
く
。

■
仕
事
を
や
め
、
す
ぐ
に
高
台
に
避
難
し
た

　
宮
古
漁
協
高
浜
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
き
に
地
震
が
き
た
。
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け
ら
れ
た
な
」
と
話
し
て
い
る
。（
体
験
談
８
、
金
浜
）

　
高
浜
に
は
漁
協
の
施
設
が
あ
り
、「
聞
き
取
り
３
」
は
金
浜
在
住
だ
が
地
震
発

生
当
時
は
高
浜
の
漁
協
施
設
で
勤
務
し
て
い
た
事
例
で
あ
る
。
地
震
が
起
き
て
す

ぐ
、
作
業
を
や
め
る
よ
う
指
示
し
、
車
で
最
寄
り
の
高
台
に
避
難
し
て
い
る
。
全

員
無
事
に
避
難
し
て
お
り
、
そ
の
過
程
に
迷
い
や
混
乱
は
み
ら
れ
な
い
。
足
が
不

自
由
で
あ
る
と
い
う
「
体
験
談
１
」
も
、
地
震
の
後
、
迷
う
こ
と
な
く
屋
外
に
出

て
、
安
全
な
場
所
に
避
難
し
て
い
る
。「
今
回
皆
が
え
ら
い
と
思
っ
た
の
は
、『
こ

の
地
震
で
は
津
波
が
来
る
』
と
判
断
し
た
方
が
多
い
」
と
い
う
表
現
も
決
し
て
誇

張
で
は
な
い
。
後
に
み
る
よ
う
に
、
高
浜
の
住
民
は
震
災
以
前
か
ら
熱
心
に
避
難

訓
練
を
行
う
な
ど
、
全
体
に
防
災
意
識
が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
迅
速
に
避
難
で

き
た
人
が
目
立
つ
。
ま
た
、
こ
れ
も
後
に
み
る
が
、
津
波
の
前
に
消
防
団
が
ポ
ン

プ
車
で
高
浜
を
巡
回
し
避
難
を
呼
び
か
け
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
は
、
津
波
そ
の
も
の
も
金
浜
と
比
較
し
て
小
さ
く
、
こ
れ
ら
諸
々
の

要
因
が
重
な
り
被
害
が
小
さ
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
他
方
で
金
浜
の
「
体
験
談
３
」
を
み
る
と
、
結
果
と
し
て
避
難
し
て
い
る
も
の

の
、
地
震
直
後
は
避
難
す
る
か
ど
う
か
逡
巡
し
て
い
る
。「
い
つ
も
避
難
す
る
高
浜

小
学
校
に
歩
い
て
向
か
っ
た
」
と
あ
り
、
避
難
訓
練
に
参
加
し
て
い
た
が
、
い
ざ

地
震
が
起
き
て
み
る
と
な
か
な
か
決
断
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
体
験

談
８
」
も
同
様
に
、
す
ぐ
避
難
に
踏
み
出
せ
ず
、
家
か
ら
出
た
り
入
っ
た
り
し
て

い
る
。「
孫
を
迎
え
に
い
く
」
と
い
う
名
分
が
な
け
れ
ば
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
避
難

し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
他
に
も
、金
浜
で
は
当
初
避
難
を
た
め
ら
っ
た
ケ
ー

ス
が
多
く
み
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
被
害
が
拡
大
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

イ　
自
宅
や
そ
の
周
辺
か
ら
、
混
乱
し
な
が
ら
も
避
難
し
た
例

　
地
震
の
発
生
時
に
自
宅
や
そ
の
周
辺
に
い
た
人
の
な
か
に
は
、
避
難
し
た
に
も

関
わ
ら
ず
そ
こ
に
津
波
が
到
達
し
、
あ
る
い
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
避
難
に

時
間
が
か
か
り
、
混
乱
の
末
に
間
一
髪
で
難
を
逃
れ
た
と
語
る
人
も
多
い
。
と
り

わ
け
金
浜
に
お
い
て
、
避
難
で
き
る
か
で
き
な
い
か
紙
一
重
で
あ
っ
た
ケ
ー
ス
が

数
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
、
な
ん
と
か
助
か
っ
た
ケ
ー
ス
を
と

う
声
や
避
難
し
て
い
る
人
達
の
悲
鳴
の
よ
う
な
何
と
も
言
え
な
い
声
が
し
た
。
忘

れ
ら
れ
な
い
声
だ
っ
た
。（
体
験
談
１
、
高
浜
）

■
避
難
場
所
へ
息
子
に
車
で
運
ば
れ
た

　
息
子
が
消
防
団
で
、
車
で
乗
せ
ら
れ
て
、
あ
れ
持
っ
て
い
か
ね
ば
こ
れ
持
っ
て

い
か
ね
ば
と
思
っ
て
い
た
が
、
高
台
に
上
っ
て
か
ら
家
に
も
の
を
と
り
に
い
っ
た

人
は
見
な
か
っ
た
。
よ
か
っ
た
の
は
明
る
い
時
だ
っ
た
っ
て
こ
と
。
海
の
状
況
も

そ
こ
か
ら
見
え
た
か
ら
、あ
れ
を
見
て
い
た
ら
戻
ら
な
い
ね
。（
聞
き
取
り
５
、高
浜
）

■
す
ぐ
に
高
浜
小
学
校
に
避
難
し
た

　
自
宅
で
昼
食
後
、
一
休
み
し
て
い
た
ら
地
震
。
心
配
で
家
か
ら
出
た
り
入
っ
た

り
し
て
い
た
が
、
揺
れ
が
と
て
も
長
か
っ
た
の
で
津
波
が
来
る
よ
う
な
予
感
が
し

た
。
／
一
緒
に
居
た
孫
か
ら
「
逃
げ
よ
う
！
」
と
言
わ
れ
た
の
で
２
人
で
逃
げ
た
。

／
…
バ
ッ
グ
１
つ
と
ラ
ジ
オ
、
コ
ー
ト
を
持
ち
、
い
つ
も
避
難
す
る
高
浜
小
学
校

に
歩
い
て
向
か
っ
た
。
小
学
校
に
は
歩
い
て
５
分
も
あ
れ
ば
着
く
。
／
校
庭
に
も

沢
山
人
が
居
た
。
児
童
は
、
裏
山
に
登
っ
た
と
い
う
。
津
波
は
国
道
45
号
線
ま
で

上
が
り
、
消
防
団
か
ら
「
も
う
少
し
上
が
れ
ー
！
」
と
言
わ
れ
た
の
で
更
に
上
ま

で
上
が
っ
た
。
分
団
の
方
か
ら
「
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
入
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

指
示
が
あ
り
、
行
っ
て
み
る
と
人
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。（
体
験
談
３
、
金
浜
）

■
何
も
持
た
ず
に
高
浜
小
学
校
に
孫
を
迎
え
に
行
き
助
か
っ
た

　
自
宅
で
地
震
。
外
に
出
た
り
し
て
い
た
が
、
２
人
の
孫
を
迎
え
に
夫
と
高
浜
小

学
校
に
向
か
っ
た
。
地
震
直
後
、
何
か
物
を
取
り
に
家
に
入
ろ
う
と
し
た
ら
夫
に

「
命
と
孫
が
大
事
だ
！
」
と
言
わ
れ
た
の
で
何
も
持
た
ず
に
車
に
乗
る
と
、
夫
は
い

つ
の
間
に
か
家
に
入
っ
て
た
ば
こ
を
持
っ
て
来
て
い
た
。
や
は
り
地
震
が
大
き
い

の
で
大
き
な
津
波
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
は
思
っ
て
い
た
。
／
小
学
校
に
着
く

と
学
校
か
ら「
今
日
は
児
童
を
帰
し
ま
せ
ん
」と
言
わ
れ
た
。ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ

た
が
、「
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
上
が
り
な
さ
い
」
と
聞
い
た
の
で
上
に
避
難
し
た
。

／
孫
を
迎
え
に
行
っ
た
の
が
良
か
っ
た
と
思
う
。
家
を
出
る
時
は
、
孫
を
自
宅
に

連
れ
帰
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
だ
け
で
行
っ
た
。
今
で
も
夫
と
、「
孫
ら
に
助
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み
だ
っ
た
娘
に
「
大
き
な
津
波
が
来
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
ど
う
な
る
か
わ
か
ら

な
い
か
ら
着
替
え
し
て
」
と
言
い
、
逃
げ
る
前
に
台
所
の
ド
ア
を
開
け
た
。
夫
も

ガ
ス
を
止
め
て
一
緒
に
近
く
の
江
山
寺
に
上
が
っ
た
。
貴
重
品
は
全
部
持
っ
て
逃

げ
た
が
、
こ
ん
な
に
大
き
な
津
波
が
来
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
／
お
寺
の

人
が
「
水
が
引
い
た
！
引
い
た
！
」
と
言
う
の
で
、見
に
行
こ
う
と
お
墓
に
上
が
っ

た
。
間
も
な
く
、「
あ
ー
堤
防
を
波
が
越
え
た
！
」
と
い
う
声
が
し
て
、
ゴ
ー
ゴ
ー
、

バ
リ
バ
リ
と
い
う
音
と
と
も
に
一
瞬
の
う
ち
に
何
も
無
く
な
っ
た
。
泣
き
な
が
ら

「
家
が
！
家
が
！
」
と
騒
い
で
半
狂
乱
に
な
っ
た
私
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
困
っ
た

と
後
で
娘
に
言
わ
れ
た
。
…
自
宅
が
流
さ
れ
る
前
、
長
女
が
市
内
の
会
社
か
ら
車

で
自
宅
に
駆
け
付
け
た
。
…
次
女
が
「
大
丈
夫
、
来
な
い
よ
」
と
の
ん
び
り
歩
い

て
い
た
の
で
、「
何
や
っ
て
る
！
早
く
歩
け
！
」
と
怒
っ
た
よ
う
だ
。（
体
験
談
９
、

金
浜
）

■
も
の
を
取
り
に
高
台
か
ら
下
り
、
逃
げ
遅
れ
か
け
た

　
山
と
麓
に
２
軒
自
宅
が
あ
り
、
山
に
あ
る
明
治
に
建
て
た
古
い
家
に
居
る
時
に

地
震
。
電
信
柱
が
動
き
、
周
り
の
木
も
倒
れ
そ
う
な
す
ご
い
揺
れ
だ
っ
た
。
ガ
ラ

ス
の
木
戸
は
な
か
な
か
開
か
ず
、
よ
う
や
く
外
に
出
た
。
揺
れ
が
落
ち
着
い
た
頃
、

食
料
や
水
な
ど
を
持
ち
先
祖
代
々
の
物
を
取
り
に
麓
の
家
に
下
っ
た
。
そ
の
時

は
、
倒
れ
た
物
で
道
路
が
塞
が
っ
て
は
大
変
だ
と
ば
か
り
考
え
て
、
津
波
の
こ
と

は
全
く
頭
に
な
か
っ
た
。
／
途
中
で
高
台
に
避
難
す
る
知
人
に
会
い
、
少
し
話
を

し
て
そ
の
ま
ま
下
っ
た
の
で
、
す
れ
ち
が
っ
た
方
は
、
後
で
私
を
心
配
し
た
ら
し

い
。
江
山
寺
の
入
口
で
「
は
て
ど
っ
ち
を
廻
ろ
う
か
、
国
道
に
出
よ
う
か
？
」
と

迷
っ
て
い
る
う
ち
に
波
が
堤
防
を
越
え
る
の
を
見
た
。船
が
乗
っ
た
黒
い
波
が
ガ
ッ

パ
リ
口
を
開
け
て
、
知
り
合
い
の
家
々
を
飲
み
込
ん
だ
。
見
て
い
る
と
お
寺
の
鐘

つ
き
堂
が
倒
れ
て
、
こ
れ
は
だ
め
だ
と
思
い
、
歩
い
た
の
か
這
っ
た
の
か
、
お
寺

の
観
音
様
の
後
に
上
が
っ
て
見
た
ら
下
が
海
に
な
っ
て
い
た
。
す
ご
か
っ
た
。
／

本
堂
に
は
車
が
突
っ
込
み
、
驚
い
て
腰
が
抜
け
て
骨
堂
に
座
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

お
寺
の
位
牌
堂
の
２
段
目
ぐ
ら
い
ま
で
波
が
来
た
よ
う
だ
。
近
く
に
い
た
男
性
は

「
何
が
起
き
た
か
」
と
男
泣
き
に
泣
い
て
い
た
。
骨
堂
裏
か
ら
道
路
に
上
が
り
、
麓

の
家
に
居
る
は
ず
の
夫
を
待
っ
て
い
た
が
と
う
と
う
登
っ
て
こ
な
か
っ
た
。（
体
験

り
あ
げ
る
。

■
江
山
寺
の
裏
手
に
避
難
し
た
も
の
の
流
さ
れ
か
け
た

　
金
浜
の
自
宅
に
１
人
で
居
て
地
震
。
表
に
出
る
と
、
２
回
目
の
揺
れ
で
戸
が
勝

手
に
開
き
だ
し
た
の
で
、
こ
ん
な
に
力
が
あ
る
の
だ
な
と
驚
い
た
。
余
震
が
続
い

て
い
た
が
、家
の
中
に
入
り
戸
の
カ
ギ
を
掛
け
、腕
輪
、時
計
な
ど
を
取
り
出
し
た
。

高
い
所
に
置
い
て
い
た
鉢
植
え
が
落
ち
、
絨
毯
が
土
だ
ら
け
に
な
っ
た
の
を
見
て
、

帰
っ
て
き
て
掃
除
す
る
の
が
嫌
だ
な
と
思
い
、
隣
の
部
屋
の
鏡
台
を
割
れ
な
い
よ

う
に
下
に
伏
せ
た
。
／
３
月
３
日
の
避
難
訓
練
に
は
毎
年
参
加
し
て
い
た
。
大
き

な
避
難
リ
ュ
ッ
ク
に
は
、
袋
を
３
つ
、
は
お
れ
る
も
の
、
懐
中
電
灯
、
サ
ン
ダ
ル

を
入
れ
て
い
た
。
そ
の
他
、
野
宿
な
ら
寒
さ
が
大
変
だ
と
思
い
、
綿
入
れ
と
コ
ー

ト
を
持
っ
て
外
に
出
た
。
家
を
出
た
時
、
放
送
で
「
３
㍍
の
津
波
が
来
る
」
と
聞

い
た
の
で
、「
金
浜
の
堤
防
は
５
、６
㍍
だ
か
ら
戻
れ
る
」
と
思
っ
た
。
一
緒
に
避

難
し
に
来
た
知
り
合
い
は
薄
着
だ
っ
た
の
で
、「
も
っ
と
厚
い
服
を
持
っ
て
来
て
」

と
一
旦
帰
し
た
後
、
一
緒
に
い
つ
も
の
避
難
所
で
あ
る
金
浜
の
江
山
寺
の
後
ろ
に

行
っ
た
。
そ
こ
に
は
５
、６
人
ぐ
ら
い
は
来
て
い
た
。
／
疲
れ
た
の
で
そ
の
場
に
腰

を
下
ろ
し
て
い
る
と
、
真
っ
黒
い
津
波
が
見
え
た
。
津
軽
石
と
赤
前
の
堤
防
を
何

倍
も
の
高
さ
で
越
え
て
、
テ
レ
ビ
や
記
録
映
画
で
も
見
て
い
る
よ
う
な
感
じ
だ
っ

た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
バ
リ
バ
リ
と
板
が
倒
れ
る
時
の
よ
う
な
音
が
し
て
、

見
下
ろ
す
と
自
宅
に
２
、
30
㌢
水
が
入
っ
た
な
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
倒
れ
た
。
津

波
は
勢
い
が
あ
る
。「
こ
こ
に
居
て
も
危
な
い
か
ら
も
っ
と
上
に
逃
げ
よ
う
！
」
と

い
う
声
が
し
た
の
で
一
緒
に
逃
げ
た
。
上
の
線
路
や
道
路
に
行
く
に
は
、
お
寺
を

降
り
て
少
し
下
に
下
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
私
達
が
宮
古
道
路
に
移
動
し
た
後
、

通
っ
た
道
に
屋
根
が
流
れ
て
来
て
い
た
の
で
危
機
一
髪
だ
っ
た
。（
体
験
談
12
、
金

浜
）

■
津
波
な
ど
来
な
い
と
高
を
く
く
り
、
夫
に
怒
鳴
ら
れ
て
避
難
し
た

　
夫
、
次
女
と
３
人
で
自
宅
に
い
る
と
地
震
。
夫
に
「
地
震
だ
、
逃
げ
ろ
！
」
と

言
わ
れ
た
が
「
大
丈
夫
、
津
波
は
来
な
い
か
ら
行
か
な
く
て
も
い
い
よ
」
と
家
の

中
に
居
た
。
す
る
と
夫
に
「
小
馬
鹿
も
の
、
何
し
て
ん
だ
！
逃
げ
ろ
！
」
と
怒
ら

れ
た
の
で
、
準
備
を
し
に
２
階
に
上
が
る
と
テ
レ
ビ
が
落
ち
て
い
た
。
仕
事
が
休
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■
逃
げ
る
か
迷
い
、
話
し
て
い
る
う
ち
に
逃
げ
遅
れ
か
け
た

　
大
き
な
地
震
が
来
て
、「
こ
れ
は
大
変
だ
な
ぁ
、
で
も
な
ぁ
」
と
思
っ
て
い
る
う

ち
に
揺
れ
が
収
ま
っ
た
。
近
所
の
方
３
人
で
「
地
震
が
大
き
い
か
ら
、
ガ
ス
の
元

栓
だ
け
は
閉
め
よ
う
」
と
閉
め
た
。
／
し
ば
ら
く
し
て
ま
た
余
震
が
来
た
。
２
回

目
の
揺
れ
で
電
気
が
消
え
た
と
思
う
。
…
あ
れ
電
話
か
な
あ
と
受
話
器
を
取
る
と
、

中
国
に
い
た
次
男
か
ら
「
お
母
さ
ん
！
中
国
で
日
本
の
東
北
に
３
㍍
の
大
き
な
津

波
が
来
る
と
言
っ
て
い
る
か
ら
早
く
逃
げ
ろ
！
」
と
言
わ
れ
た
。
…
「
中
国
で
は

大
き
な
津
波
だ
と
騒
い
で
い
る
よ
！
」
と
言
わ
れ
た
が
、「
３
㍍
と
い
っ
て
も
堤
防

も
あ
る
し
」
と
思
っ
て
い
た
。
／
息
子
に
逃
げ
ろ
と
言
わ
れ
た
の
で
、救
急
リ
ュ
ッ

ク
を
取
り
に
２
階
に
上
が
ろ
う
と
し
た
が
、
揺
れ
で
な
か
な
か
上
が
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
揺
れ
で
は
、
本
当
に
津
波
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、
通
帳
や
印
鑑
な

ど
を
入
れ
た
バ
ッ
グ
を
持
ち
、孫
に
会
っ
た
時
の
た
め
に
と
仏
壇
の
前
で
先
祖
代
々

の
物
は
持
た
ず
に
お
や
つ
だ
け
リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
た
。
な
る
べ
く
厚
着
を
し
て
、

そ
ば
に
あ
っ
た
綿
入
れ
を
持
っ
て
近
所
に
声
を
掛
け
た
ら
も
う
誰
も
居
な
か
っ
た
。

こ
れ
で
は
大
変
と
慌
て
て
い
た
ら
、
外
で
は
長
男
が
会
社
か
ら
戻
っ
て
の
ん
き
に

車
を
洗
っ
て
い
た
。
私
が
逃
げ
る
時
に
洗
い
上
げ
て
い
た
の
で
「
津
波
が
来
る
と

い
う
か
ら
逃
げ
よ
う
」
と
言
う
と
、「
寒
い
か
ら
着
替
え
を
す
る
の
で
、
待
っ
て
」

と
家
の
中
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
、
待
っ
て
も
居
ら
れ
な
い
と
思
い
、
逃
げ

た
の
が
良
か
っ
た
。
息
子
は
、
体
力
が
あ
る
の
で
、
波
が
来
る
と
柵
を
越
え
て
真
っ

直
ぐ
三
陸
縦
貫
道
に
上
が
っ
て
い
た
。
危
な
く
波
に
追
い
つ
か
れ
る
所
だ
っ
た
そ

う
だ
。
／
私
が
逃
げ
る
途
中
で
、
上
に
避
難
し
て
い
る
人
達
が
騒
い
で
い
た
。
何

を
騒
い
で
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
、ゆ
っ
く
り
歩
い
て
い
る
と
「
来
た
よ
！

来
た
よ
！
早
く
逃
げ
な
さ
い
！
」
と
言
う
の
で
後
も
見
な
い
で
そ
の
ま
ま
上
が
っ

た
。
後
を
見
た
ら
家
が
無
か
っ
た
。
息
子
も
津
波
に
流
さ
れ
た
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

／
柵
を
越
え
た
息
子
は
、
材
木
と
一
緒
に
手
を
上
げ
て
流
れ
て
来
た
男
性
の
腕
を

つ
か
ま
え
て
助
け
た
そ
う
だ
。
と
て
も
大
変
で
、
離
そ
う
か
と
も
思
っ
た
ら
し
い

が
、
助
け
て
や
れ
ば
良
か
っ
た
と
後
で
後
悔
す
る
と
思
い
、
何
と
か
引
き
上
げ
た

そ
う
だ
。
…
内
蔵
破
裂
だ
っ
た
が
、
盛
岡
の
病
院
で
助
か
っ
た
そ
う
だ
。
／
長
男

は
、
私
に
「
待
っ
て
」
と
言
っ
た
事
が
と
て
も
心
配
に
な
っ
た
ら
し
い
。
流
さ
れ

た
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
道
路
の
上
で
再
会
し
て
お
互
い
を
喜
ん
だ
。
／

談
５
、
金
浜
）

■
避
難
す
る
か
迷
っ
て
い
る
う
ち
に
逃
げ
遅
れ
か
け
た

　
昼
寝
を
し
て
い
た
。
下
か
ら
の
揺
れ
を
感
じ
て
地
震
だ
な
と
思
っ
た
。
私
の
家

は
あ
ま
り
揺
れ
な
く
て
冷
蔵
庫
の
上
の
紙
袋
が
１
枚
落
ち
た
だ
け
だ
っ
た
。
／
余

震
が
あ
る
の
で
テ
レ
ビ
を
押
さ
え
な
が
ら
、
妹
と
娘
と
３
人
で
炬
燵
に
入
っ
て
い

た
。
そ
の
時
、
誰
か
に
声
を
掛
け
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
の
で
外
に
出
た
が
誰

も
い
な
か
っ
た
。
す
る
と
前
の
家
の
奥
さ
ん
だ
っ
た
よ
う
で
、「
こ
れ
、
逃
げ
ね
え

す
か
」
と
声
掛
け
に
来
た
。
そ
れ
で
こ
れ
は
津
波
が
来
る
か
ら
逃
げ
よ
う
と
思
っ

た
が
、
妹
は
「
こ
こ
ま
で
来
な
い
よ
」
と
言
っ
て
逃
げ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
／

呼
び
に
来
た
奥
さ
ん
が
「
津
波
を
見
た
事
が
無
い
か
ら
そ
こ
に
上
が
っ
て
見
よ
う
」

と
言
う
の
で
、
一
緒
に
線
路
に
上
が
り
海
を
見
て
い
る
と
藤
の
川
の
方
に
黒
い
波

が
見
え
た
。
誰
か
に
「
津
波
が
来
た
！
降
り
ろ
！
」
と
言
わ
れ
、
妹
を
１
人
残
し

て
い
た
の
が
気
に
か
か
り
家
に
向
か
っ
た
。
／
途
中
で
転
ん
だ
り
し
た
が
何
と
か

家
に
着
き
、「
津
波
が
来
た
か
ら
逃
げ
よ
う
！
」
と
言
う
と
妹
は
「
そ
れ
な
ら
逃
げ

よ
う
か
ぁ
」と
い
う
調
子
だ
っ
た
。
バ
タ
め
か
ず
、腰
が
抜
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
し
て
２
人
で
走
っ
た
が
、
途
中
で
ま
た
転
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
う
こ
う
し
て

い
る
う
ち
に
後
を
見
た
ら
、
波
が
線
路
を
越
え
て
い
た
。
私
は
急
い
で
走
っ
た
が
、

首
ま
で
水
に
浸
か
り
よ
う
や
く
何
か
に
掴
ま
っ
た
。
で
も
、妹
は
帰
ら
ぬ
人
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
体
格
も
よ
か
っ
た
の
で
逃
げ
遅
れ
た
の
だ
ろ
う
。
／
や
が
て
波
が

引
い
た
の
で
、「
あ
ー
自
分
は
助
か
る
な
ー
」
と
思
っ
た
。
お
そ
ら
く
足
が
土
に
つ

い
て
い
た
の
だ
と
思
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
ひ
き
波
で
流
さ
れ
た
だ
ろ
う
。
／
上

で
見
て
い
た
人
達
は
、
２
人
と
も
流
さ
れ
た
と
思
っ
た
そ
う
だ
。
水
に
浸
か
り
な

が
ら
後
を
見
る
と
自
宅
が
動
き
出
し
て
い
た
の
で
、「
妹
は
流
さ
れ
た
し
、
家
も
終

わ
り
だ
な
」
と
落
ち
込
ん
だ
。
／
…
今
回
私
は
、
あ
ま
り
揺
れ
を
感
じ
な
か
っ
た

の
で
、
近
所
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
な
け
れ
ば
家
に
居
た
と
思
う
。
津
波
が
線
路
を

越
え
る
と
は
思
わ
ず
、
波
を
見
よ
う
と
井
戸
端
会
議
を
し
た
事
も
時
間
ロ
ス
だ
っ

た
。
そ
の
ま
ま
上
に
逃
げ
れ
ば
良
か
っ
た
が
、
妹
を
１
人
残
す
わ
け
に
も
い
か
な

い
と
思
い
自
宅
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。（
体
験
談
７
、
金
浜
）
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■
夫
と
と
も
に
死
の
う
と
決
意
し
、
す
ん
で
の
と
こ
ろ
で
助
け
ら
れ
た

　
自
宅
で
地
震
。
一
緒
に
い
た
夫
は
２
度
脳
血
栓
を
患
っ
た
た
め
、
右
半
身
に
後

遺
症
が
残
り
不
自
由
で
あ
っ
た
。
／
私
は
先
ず
戸
を
開
け
、…
家
か
ら
出
た
り
入
っ

た
り
し
て
い
た
。
横
に
な
っ
て
い
た
夫
は
起
き
上
が
ろ
う
と
せ
ず
、「
お
父
さ
ん
、

皆
が
逃
げ
た
よ
う
だ
か
ら
逃
げ
よ
う
!!
」
と
言
っ
て
も
返
事
を
し
な
い
。
３
、４
回

言
っ
て
も
何
も
言
わ
な
い
。
／
夫
は
普
段
か
ら
「
俺
は
こ
ん
な
病
気
に
な
っ
て
生

き
て
い
て
も
何
も
良
い
こ
と
が
無
い
」
と
言
い
、
私
は
そ
の
度
に
「
そ
ん
な
こ
と

は
な
い
、
今
は
こ
ん
な
病
気
が
多
い
の
だ
か
ら
自
分
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
。」
と

励
ま
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
夫
は
多
分
家
と
一
緒
に
逝
く
気
だ
な

と
感
じ
た
。
／
何
も
言
わ
ず
横
に
な
っ
て
い
る
の
で
私
は
考
え
た
。
そ
の
時
、
70

ま
で
も
生
き
た
し
、
１
人
寝
て
い
る
夫
を
こ
こ
に
置
い
て
自
分
だ
け
命
が
あ
っ
て

も
生
き
地
獄
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
目
に
焼
き
付
い
て
き
っ
と
命
が
あ
る
よ
り
も
辛

い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
短
い
時
間
に
決
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。「
よ
し
、

夫
と
一
緒
に
逝
こ
う
」
と
決
め
た
。
死
の
う
と
思
っ
た
か
ら
、
荷
物
を
持
つ
必
要

も
な
く
、
何
に
も
手
を
か
け
ず
に
炬
燵
に
入
っ
て
い
た
。
／
周
り
は
ど
ん
ど
ん
車

で
逃
げ
る
様
子
で
、
私
達
夫
婦
だ
け
が
ポ
ツ
ン
と
残
っ
た
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
。

「
ど
ん
な
形
で
波
が
来
る
の
か
な
、
波
に
家
が
浮
か
ん
で
段
々
水
が
入
っ
て
来
て
沈

ん
で
い
く
の
か
、
そ
れ
も
い
い
か
」
と
思
っ
て
い
た
。
／
…
す
る
と
、
宮
古
橋
付

近
で
仕
事
を
し
て
い
た
孫
が
吹
っ
飛
ん
で
き
た
。「
何
や
っ
て
る
ん
だ
！
多
分
こ
う

だ
と
思
っ
た
。
逃
げ
て
い
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
ら
本
当
に
居
た
！
」。
／
私
が
気

づ
い
た
ら
、
夫
は
既
に
助
手
席
に
乗
せ
ら
れ
て
い
た
。
急
な
展
開
で
私
の
気
持
ち

は
元
に
戻
れ
ず
真
っ
白
で
、
何
だ
ろ
う
何
で
あ
そ
こ
に
座
っ
て
い
る
の
か
と
い
う

気
持
ち
だ
っ
た
。「
何
や
っ
て
る
、
も
う
津
波
が
そ
こ
ま
で
来
て
る
ん
だ
か
ら
早
く

乗
れ
！
」
と
言
わ
れ
た
が
そ
れ
で
も
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
切
り
替
え
が
き
か
な

い
も
の
だ
。
そ
れ
か
ら
あ
あ
逃
げ
る
の
か
と
思
っ
た
が
、
孫
が
あ
れ
こ
れ
持
っ
て

来
い
と
言
っ
て
も
手
に
着
か
な
か
っ
た
。
た
だ
、
…
毛
布
を
２
つ
車
に
投
げ
込
ん

だ
。
／
孫
に
乗
せ
ら
れ
て
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
行
く
途
中
で
何
故
か
降
ろ
さ
れ

た
。
高
浜
小
学
校
と
セ
ン
タ
ー
の
ど
ち
ら
に
行
く
か
迷
っ
て
い
る
車
や
人
で
道
路

が
ご
っ
た
返
し
だ
っ
た
た
め
、孫
は「
交
通
整
理
を
し
て
く
る
！
」と
行
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
れ
で
夫
と
セ
ン
タ
ー
に
歩
い
て
向
か
う
と
「
更
に
上
の
山
に
上
が
っ
て
下

近
所
の
夫
婦
も
２
階
に
上
が
っ
た
ま
ま
家
と
一
緒
に
流
れ
て
き
た
。
そ
し
て
１
回

目
の
波
が
引
け
た
後
、
窓
か
ら
顔
が
出
た
の
で
、「
だ
め
、
だ
め
、
後
１
回
大
き
な

波
が
来
る
か
ら
早
く
上
が
れ
！
」
と
息
子
が
声
を
掛
け
た
。
ず
ぶ
濡
れ
だ
っ
た
が
、

２
人
と
も
引
き
上
げ
て
助
か
っ
た
。（
体
験
談
11
、
金
浜
）

■
高
台
の
畑
に
避
難
し
た
も
の
の
流
さ
れ
か
け
た

　
自
宅
に
１
人
で
居
て
地
震
。
階
段
の
辺
り
に
い
て
、
余
震
の
度
に
外
に
出
た
り

中
に
入
っ
た
り
し
て
い
た
。
そ
の
間
に
時
計
や
ラ
ジ
オ
、
薬
な
ど
を
持
ち
出
し
、

ご
先
祖
様
も
背
負
っ
て
外
に
出
た
。
そ
れ
か
ら
自
宅
近
く
の
昔
避
難
所
と
し
て
い

た
高
台
の
畑
に
向
か
い
、親
戚
ら
と
５
人
で
い
た
。／
上
か
ら
見
る
波
は
黒
か
っ
た
。

２
回
目
の
波
が
堤
防
を
越
え
た
の
で
こ
の
畑
ま
で
来
る
と
思
い
、皆
で
走
り
上
が
っ

た
が
３
人
遅
れ
て
亡
く
な
っ
た
。（
体
験
談
４
、
金
浜
）

■
近
所
に
声
掛
け
し
て
い
る
う
ち
に
、
逃
げ
遅
れ
か
け
た

　
帰
宅
後
に
地
震
。
家
の
中
の
物
を
押
さ
え
な
が
ら
揺
れ
が
落
ち
着
い
た
時
に
外

に
出
て
道
を
下
っ
た
。
近
所
の
奥
さ
ん
に
は
「
何
、
こ
の
間
も
波
が
来
な
い
か
ら

逃
げ
な
く
て
も
良
い
が
」
と
言
わ
れ
た
。
／
私
の
周
り
の
家
は
、
日
中
１
人
で
過

ご
す
人
が
４
、５
人
居
る
。
普
段
か
ら
交
流
が
あ
っ
た
の
で
、
さ
っ
き
の
地
震
で
皆

が
腰
を
抜
か
し
て
い
る
だ
ろ
う
な
と
思
い
全
員
に
声
を
掛
け
た
。
自
宅
に
戻
る
途

中
で
知
り
合
い
の
お
ば
あ
さ
ん
に
声
を
掛
け
る
と
「
お
め
さ
ん
に
声
掛
け
ら
れ
て

良
か
っ
た
が
」と
出
て
来
て
、別
の
お
ば
あ
さ
ん
と
世
間
話
が
始
ま
っ
た
。
私
は「
寒

い
か
ら
家
に
戻
る
ね
」
と
言
い
、
上
着
を
取
っ
て
家
の
前
の
道
路
に
上
が
っ
た
ら
、

津
波
が
ダ
ダ
ダ
ー
ッ
！
と
来
て
「
あ
れ
、
何
？
」
と
言
う
感
じ
だ
っ
た
。
だ
か
ら

堤
防
を
越
え
て
く
る
津
波
を
見
て
い
な
い
。
そ
の
前
に
近
所
の
方
が
家
の
前
を
車

で
逃
げ
て
来
た
の
で
「
何
で
逃
げ
て
来
た
の
か
な
？
」
と
思
っ
て
い
た
ら
、
そ
の

後
波
が
ワ
ー
ッ
と
来
た
。
／
い
つ
も
「
自
宅
に
津
波
が
来
た
ら
全
滅
だ
」
と
言
わ

れ
て
い
た
し
、
自
宅
は
わ
り
と
高
台
に
あ
っ
た
の
で
逃
げ
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。

下
に
留
ま
っ
て
い
れ
ば
私
も
流
さ
れ
た
と
思
う
。
お
ば
あ
さ
ん
２
人
は
亡
く
な
っ

た
。
５
人
ぐ
ら
い
に
声
を
掛
け
た
が
１
人
だ
け
助
か
り
、後
は
皆
だ
め
だ
っ
た
。（
体

験
談
13
、
金
浜
）
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の
波
が
来
た
。
あ
ら
、
き
れ
い
な
水
だ
と
思
っ
て
い
る
と
、
次
に
来
た
の
が
真
っ

黒
い
泥
水
と
何
処
を
通
っ
て
き
た
水
な
の
か
、
が
れ
き
が
混
ざ
っ
て
い
る
波
が
来

た
。
家
が
流
れ
て
皆
パ
ラ
パ
ラ
に
壊
れ
て
い
た
。「
あ
ー
流
れ
た
、流
れ
た
」と
言
っ

て
い
る
う
ち
に
や
は
り
校
庭
に
ま
で
波
が
来
た
。
／
娘
は
先
に
山
に
上
が
っ
て
い

て
、
私
は
直
ぐ
に
逃
げ
る
事
が
で
き
ず
、
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。
波
が
ひ
ざ

ま
で
来
る
中
、91
歳
に
な
る
義
姉
を
連
れ
て
逃
げ
た
。
辺
り
の
人
か
ら
「
走
れ
ー
！

走
れ
ー
！
と
言
わ
れ
た
が
、
高
齢
の
姉
を
連
れ
て
逃
げ
る
の
は
大
変
だ
っ
た
。
本

当
に
心
細
か
っ
た
。よ
う
や
く
引
っ
張
っ
て
歩
い
て
い
た
ら
途
中
で
転
ん
で
し
ま
っ

た
。
起
こ
そ
う
と
し
た
ら
波
が
来
て
倒
さ
れ
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
山
に
ぶ
つ

か
っ
た
波
の
勢
い
で
ま
た
反
対
側
に
倒
れ
て
、
す
っ
か
り
頭
か
ら
び
し
ょ
濡
れ
に

な
っ
た
。
姉
と
は
ず
っ
と
手
を
繋
い
で
、
波
で
転
ん
だ
時
も
水
を
飲
ま
な
い
よ
う

に
口
や
鼻
を
押
さ
え
て
い
た
。
／
学
校
の
校
庭
に
は
、
沢
山
の
車
が
来
て
い
た
の

に
辺
り
を
見
た
ら
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
車
や
人
が
誰
も
い
な
く
な
っ
て
い
た
。
騒
い

で
も
何
も
聞
こ
え
な
か
っ
た
。
児
童
も
校
庭
の
端
に
丸
く
な
っ
て
い
た
が
、
先
生

の
一
声
で
山
に
上
が
っ
た
よ
う
だ
。
２
人
だ
け
残
っ
て「
あ
ー
終
わ
り
だ
な
」と
思
っ

た
ら
力
が
抜
け
て
全
然
動
け
な
か
っ
た
。
…
／
し
ば
ら
く
し
て
、
上
の
方
か
ら
若

い
人
達
が
２
人
水
を
漕
い
で
走
っ
て
き
た
。姉
を
引
き
ず
っ
て
山
に
逃
げ
て
も
ら
っ

た
。
自
分
も
そ
の
ま
ま
山
に
上
が
り
、
ま
た
波
が
来
る
か
と
思
い
、
暗
く
な
る
ま

で
山
に
い
た
。
下
着
や
布
団
を
借
り
て
姉
を
寝
か
せ
た
が
、
私
も
体
中
濡
れ
て
寒

か
っ
た
の
で
、
一
晩
寝
な
い
で
過
ご
し
た
。（
体
験
談
10
、
金
浜
）

■
防
潮
堤
下
の
作
業
小
屋
に
下
り
、
逃
げ
遅
れ
か
け
た

　
地
元
の
床
屋
で
散
髪
を
済
ま
せ
家
に
向
か
お
う
と
し
た
と
き
電
柱
が
大
き
く
揺

れ
た
。「
い
つ
も
と
は
違
う
」。
津
波
を
覚
悟
し
、
急
い
で
防
潮
堤
の
す
ぐ
下
に
あ

る
作
業
小
屋
に
向
か
い
、
網
な
ど
の
漁
の
道
具
が
入
っ
た
か
ご
を
持
ち
出
す
準
備

を
し
て
い
た
。
湾
内
の
海
水
は
底
が
見
え
る
ほ
ど
引
い
て
い
っ
た
。
間
も
な
く
対

岸
の
白
浜
地
区
で
白
い
波
し
ぶ
き
が
空
高
く
上
が
り
、
次
に
高
浜
を
襲
う
の
を
目

に
し
た
。金
浜
は
白
浜
か
ら
の
跳
ね
返
り
の
波
と
沖
か
ら
直
進
す
る
波
が
合
わ
さ
っ

て
盛
り
上
が
る
場
所
。
高
台
へ
急
ぎ
、
間
一
髪
助
か
っ
た
。（
体
験
談
16
、
金
浜
）

さ
い
」
と
言
わ
れ
た
。
急
階
段
で
大
変
だ
っ
た
が
若
い
人
の
助
け
も
あ
っ
て
何
と

か
上
が
っ
た
。（
体
験
談
６
、
金
浜
）

■
岬
で
津
波
を
見
て
い
て
逃
げ
遅
れ
か
け
た

　
津
波
当
日
は
埠
頭
の
と
こ
ろ
で
仕
事
を
し
て
い
て
、
地
震
が
来
て
い
ち
ど
家
ま

で
行
き
、
湾
に
突
き
出
た
岬
で
波
が
引
く
の
を
見
て
い
た
。
津
波
が
来
る
前
に
は

高
浜
の
ほ
う
ま
で
海
底
が
見
え
た
。
来
た
の
は
黒
い
波
だ
っ
た
。
湾
の
入
口
の
方

向
に
見
え
る
近
く
の
堤
防
の
と
こ
ろ
で
大
き
な
船
が
ひ
っ
く
り
返
っ
た
の
を
見
て
、

近
く
の
高
浜
小
学
校
へ
車
で
上
が
っ
た
。
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
手
前
に
車
が
２

台
逃
げ
て
い
た
が
、
前
の
方
の
車
に
乗
っ
て
い
た
女
の
人
が
波
を
見
て
車
を
置
い

て
逃
げ
て
し
ま
っ
た
。
ぶ
つ
け
る
わ
け
に
も
い
か
ず
ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い

た
ら
水
が
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
き
た
。
降
り
る
こ
と
が
で
き
ず
車
の
中
に
い
て
、
そ

の
ま
ま
少
し
流
さ
れ
て
、
浮
い
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
な
ん
か
と
ド
ー
ン
っ
て
ぶ
つ
か
っ

て
き
た
。
車
で
高
浜
小
学
校
に
避
難
し
た
人
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
入
っ
て
停
め
て
、

小
学
校
の
校
舎
の
裏
の
山
に
登
っ
た
。（
聞
き
取
り
４
、
金
浜
）

■
高
齢
の
義
姉
と
高
浜
小
学
校
の
校
庭
で
流
さ
れ
か
け
た

　
地
震
の
時
は
自
宅
に
居
た
。
か
な
り
の
揺
れ
で
テ
ー
ブ
ル
に
掴
ま
っ
た
ま
ま
動

け
な
か
っ
た
。
天
気
が
良
く
て
昼
寝
の
後
に
干
し
て
い
た
洗
濯
も
の
を
た
た
も
う

と
し
て
い
た
ら
地
震
だ
っ
た
。
落
ち
着
い
て
か
ら
、
ま
た
洗
濯
も
の
を
た
た
み
直

し
た
。
…
／
「
大
き
い
津
波
が
来
る
か
ら
高
い
所
に
早
く
逃
げ
な
さ
い
」
と
放
送

が
あ
っ
た
の
で
娘
と
義
姉
と
３
人
で
車
に
乗
っ
た
。
そ
の
後
の
放
送
は
ぷ
っ
つ
り

消
え
た
。
／
夫
は
、
家
の
前
で
作
業
を
し
て
い
た
の
で
放
送
を
聞
く
と
す
ぐ
に
自

宅
後
ろ
の
高
台
の
畑
に
上
が
っ
て
い
た
。
私
が
外
に
出
て
避
難
す
る
時
に
上
に
居

る
夫
に
「
高
浜
小
学
校
行
く
べ
す
！
」
と
騒
い
だ
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

高
台
に
い
る
の
で
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
置
い
て
逃
げ
た
が
そ
の
ま
ま
亡
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
ま
さ
か
あ
の
高
さ
ま
で
波
が
来
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
／
車
で
高

浜
小
学
校
の
校
庭
に
上
が
り
、
沖
を
見
て
い
る
と
あ
さ
り
掘
り
を
す
る
時
の
よ
う

に
海
に
水
が
無
く
な
っ
て
い
た
。
私
は
、
ま
さ
か
こ
ん
な
津
波
が
来
る
と
も
思
わ

ず
、「
あ
さ
り
掘
り
が
出
来
る
な
あ
」
と
言
っ
た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
い
つ
も
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次
の
４
つ
は
線
路
・
三
陸
道
や
そ
の
付
近
の
畑
な
ど
に
避
難
し
た
ケ
ー
ス
で
あ

る
。「
体
験
談
７
」
は
、
混
乱
の
末
な
ん
と
か
助
か
っ
た
も
の
の
、
妹
が
逃
げ
遅
れ

て
し
ま
っ
た
。
当
初
は
さ
ほ
ど
切
迫
し
て
お
ら
ず
、
近
所
の
人
の
声
か
け
に
よ
り

腰
を
上
げ
た
も
の
の
、
避
難
と
い
う
よ
り
津
波
の
様
子
を
線
路
の
上
に
見
に
行
っ

た
の
で
あ
り
、
津
波
が
見
え
て
か
ら
、
逃
げ
よ
う
と
し
な
い
妹
を
迎
え
に
再
び
自

宅
に
戻
り
、
結
果
と
し
て
２
人
と
も
津
波
に
浸
か
り
、
妹
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。「
体
験
談
11
」
も
、
当
初
は
避
難
す
る
か
逡
巡
し
て
お
り
、
近
所
の
人
と
の
話

し
合
い
と
次
男
か
ら
の
電
話
で
よ
う
や
く
避
難
を
始
め
、
引
き
止
め
る
長
男
を
お

い
て
三
陸
道
へ
上
が
り
、
す
ん
で
の
と
こ
ろ
で
助
か
っ
て
い
る
。
本
人
も
呑
気
だ

が
、
長
男
は
地
震
の
後
も
洗
車
し
て
い
る
な
ど
さ
ら
に
切
迫
感
が
欠
如
し
て
お
り
、

結
果
と
し
て
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
助
か
っ
て
い
る
。「
体
験
談
４
」
は
「
体
験
談

12
」
と
同
様
、
津
波
が
来
る
前
に
避
難
を
終
え
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
こ
ま

で
も
津
波
が
押
し
寄
せ
、
逃
げ
遅
れ
か
け
た
例
で
あ
る
。
実
際
、
そ
こ
に
い
た
５

人
の
う
ち
３
人
が
逃
げ
遅
れ
て
亡
く
な
っ
て
い
る
。「
体
験
談
13
」
は
、
近
所
の
お

年
寄
り
に
避
難
を
呼
び
か
け
て
い
る
う
ち
に
逃
げ
遅
れ
か
け
た
例
で
あ
る
。
声
か

け
を
し
た
も
の
の
、
そ
の
相
手
は
逃
げ
な
く
て
よ
い
な
ど
と
言
っ
て
、
他
の
人
と

世
間
話
を
始
め
る
な
ど
切
迫
感
が
な
く
、
結
果
と
し
て
声
か
け
し
た
５
人
の
う
ち

４
人
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
本
人
は
た
ま
た
ま
家
の
上
の
道
路
に
上
が
っ
て

難
を
逃
れ
た
が
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ず
れ
て
い
た
ら
、
同
じ
よ
う
に
津
波
に
巻
き
込

ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
次
の
３
つ
は
、
高
浜
小
学
校
付
近
に
避
難
し
た
人
た
ち
で
あ
る
。「
体
験

談
６
」
で
は
、
身
体
の
不
自
由
な
連
れ
合
い
が
避
難
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
た
め
、

自
分
も
一
緒
に
死
の
う
と
決
意
し
た
も
の
の
、
孫
が
駆
け
つ
け
高
浜
小
学
校
へ
連

れ
て
い
か
れ
た
。
こ
の
場
合
、
津
波
が
来
る
と
い
う
危
険
を
理
解
し
な
が
ら
も
、

短
時
間
の
う
ち
に
「
避
難
し
な
い
で
夫
と
死
ぬ
」
と
い
う
決
断
を
し
た
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。
身
に
危
険
が
迫
っ
た
と
き
、
そ
れ
を
避
け
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、

あ
え
て
死
を
決
断
す
る
可
能
性
も
あ
り
う
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。「
聞
き

取
り
４
」
は
、
岬
で
湾
口
か
ら
津
波
が
押
し
寄
せ
る
の
を
見
て
か
ら
避
難
を
始
め

て
い
る
。
車
で
高
浜
小
学
校
へ
避
難
し
た
が
、
渋
滞
し
て
お
り
、
押
し
寄
せ
た
津

波
に
車
ご
と
流
さ
れ
か
け
た
。
高
浜
小
学
校
は
高
さ
が
10
㍍
ほ
ど
あ
り
、
避
難
場

　
以
上
、
11
の
語
り
を
引
用
し
た
が
、
ど
れ
も
緊
迫
し
た
内
容
で
あ
り
、
一
部
に

は
逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
人
の
話
も
含
ま
れ
て
い
る
。
最
初
の
３
つ
が
江
山
寺
付

近
に
避
難
し
た
例
、
次
の
４
つ
が
線
路
・
三
陸
道
や
そ
の
付
近
の
畑
な
ど
に
避
難

し
た
例
、
さ
ら
に
次
の
３
つ
が
高
浜
小
学
校
付
近
に
避
難
し
た
例
、
最
後
の
１
つ

が
不
明
の
例
、
と
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
ず
、
江
山
寺
付
近
に
避
難
し
た
人
た
ち
の
例
を
検
討
す
る
。
南
北
に
細
長
い

金
浜
の
ち
ょ
う
ど
中
心
に
位
置
す
る
の
が
、
小
高
い
丘
の
中
腹
に
あ
る
江
山
寺
で

あ
る
。「
体
験
談
12
」
は
、
毎
年
避
難
訓
練
に
参
加
し
「
避
難
リ
ュ
ッ
ク
」
を
用

意
し
て
お
り
、
落
ち
着
い
て
避
難
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
江
山
寺
の

後
ろ
に
上
が
り
、
す
で
に
い
た
５
、６
人
と
と
も
に
腰
を
お
ろ
し
た
こ
と
で
安
全
は

確
保
で
き
た
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
そ
こ
ま
で
も
津
波
が
到
達
し
そ

う
に
な
り
、
三
陸
道
に
移
動
す
る
こ
と
に
決
め
た
が
、
そ
れ
に
は
一
旦
少
し
下
に

降
り
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
危
機
一
髪
で
間
に
合
っ
た
。
避
難
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

予
想
を
超
え
る
津
波
が
来
襲
し
、
危
う
く
飲
み
こ
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

金
浜
は
津
波
の
浸
水
高
が
高
く
、
こ
の
よ
う
に
、
避
難
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
津
波

に
巻
き
込
ま
れ
か
け
る
と
い
う
状
況
が
生
じ
た
。
次
に
「
体
験
談
９
」
は
、
当
初

津
波
な
ど
来
な
い
と
高
を
く
く
り
、
夫
に
怒
鳴
ら
れ
て
よ
う
や
く
避
難
を
始
め
て

い
る
。
や
は
り
江
山
寺
に
避
難
し
、
お
墓
か
ら
津
波
を
見
て
い
た
。
呑
気
に
構
え

て
い
た
次
女
も
長
女
に
叱
ら
れ
て
避
難
し
て
お
り
、
家
族
同
士
で
声
を
か
け
あ
う

こ
と
が
、安
全
に
避
難
す
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
体
験
談
５
」は
、

高
台
に
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
も
の
を
取
り
に
い
く
た
め
に
下
り
、
江
山
寺
の
入

口
で
津
波
が
堤
防
を
越
え
る
の
を
見
て
、
慌
て
て
観
音
堂
の
上
に
上
が
り
、
難
を

逃
れ
た
。
そ
の
近
く
に
は
別
の
男
性
も
い
た
と
あ
り
、
江
山
寺
付
近
に
は
相
当
数

の
人
が
避
難
し
て
い
た
。江
山
寺
付
近
は
周
辺
に
住
む
人
た
ち
の
避
難
場
所
と
な
っ

て
お
り
、実
際
そ
こ
に
避
難
し
た
人
は
相
当
数
い
た
。
し
か
し
、本
堂
、鐘
つ
き
堂
、

位
牌
堂
な
ど
江
山
寺
の
施
設
の
一
部
が
津
波
に
襲
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
場
所
は
安

全
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
ま
ま
江
山
寺
付
近
に
留
ま
っ
た
人
も
い
れ
ば
、
危
険
を

察
知
し
て
そ
こ
か
ら
少
し
下
り
三
陸
道
に
上
が
っ
た
人
も
い
た
が
、
い
ず
れ
に
せ

よ
、
間
一
髪
で
助
か
っ
て
い
る
。
想
定
を
越
え
る
津
波
が
押
し
寄
せ
、
訓
練
通
り

に
避
難
し
た
人
で
さ
え
、
危
険
に
あ
う
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
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の
場
合
で
あ
る
。

■
江
山
寺
の
本
堂
に
避
難
し
た
が
、
水
が
入
っ
た

　
今
回
の
地
震
で
私
の
お
ば
が
（
江
山
寺
の
）
本
堂
の
中
で
亡
く
な
っ
て
い
た
。

膝
が
悪
い
か
ら
神
社
ま
で
歩
け
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
見
た
と
い
う

人
は
、
だ
め
だ
そ
こ
は
津
波
が
越
え
る
と
言
っ
て
か
ら
、
そ
の
裏
の
ほ
う
へ
上
が
っ

て
い
っ
た
と
い
う
。
１
週
間
位
捜
し
た
が
見
つ
か
ら
ず
、
息
子
が
千
葉
か
ら
来
て

一
緒
に
探
し
て
、
結
局
自
衛
隊
の
人
が
見
つ
け
て
く
れ
た
。
本
堂
の
中
の
後
ろ
の

柱
の
と
こ
ろ
で
寄
り
か
か
る
よ
う
に
し
て
亡
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く

逃
げ
る
こ
と
は
で
き
た
も
の
の
、
寒
さ
で
亡
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。（
聞
き
取

り
３
、
高
浜
勤
務
金
浜
在
住
）

■
宮
古
道
路
に
上
が
る
の
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た

　
２
回
目
の
波
が
堤
防
を
越
え
た
の
で
こ
の
畑
（
注
：
避
難
し
て
い
た
高
台
の
畑
）

ま
で
来
る
と
思
い
、
皆
で
走
り
上
が
っ
た
が
３
人
遅
れ
て
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
う

ち
の
１
人
だ
と
思
う
が
、「
お
ー
い
、
お
ー
い
、
お
ー
い
」
と
３
回
呼
ぶ
声
が
聞
こ

え
た
。
波
が
線
路
ま
で
来
る
と
思
い
、
逃
げ
る
の
に
手
い
っ
ぱ
い
で
、
後
を
見
る

こ
と
が
で
き
ず
上
の
山
に
走
り
登
っ
た
。
そ
し
て
宮
古
道
路
に
出
て
、
階
段
を
登

り
線
路
に
上
が
っ
た
。
私
は
道
路
に
あ
る
階
段
の
場
所
を
知
っ
て
い
た
が
、
親
戚

は
知
ら
な
か
っ
た
と
思
う
。
道
路
の
階
段
が
も
う
少
し
下
に
あ
れ
ば
皆
が
助
か
っ

た
か
も
知
れ
な
い
。（
体
験
談
４
、
金
浜
）

■
近
所
に
声
か
け
し
た
が
、
世
間
話
が
始
ま
り
逃
げ
遅
れ
た

　
近
所
の
奥
さ
ん
に
は「
何
、こ
の
間
も
波
が
来
な
い
か
ら
逃
げ
な
く
て
も
良
い
が
」

と
言
わ
れ
た
。
私
の
周
り
の
家
は
、
日
中
１
人
で
過
ご
す
人
が
４
、５
人
居
る
。
普

段
か
ら
交
流
が
あ
っ
た
の
で
、
さ
っ
き
の
地
震
で
皆
が
腰
を
抜
か
し
て
い
る
だ
ろ

う
な
と
思
い
全
員
に
声
を
掛
け
た
。
自
宅
に
戻
る
途
中
で
知
り
合
い
の
お
ば
あ
さ

ん
に
声
を
掛
け
る
と
「
お
め
さ
ん
に
声
掛
け
ら
れ
て
良
か
っ
た
が
」
と
出
て
来
て
、

別
の
お
ば
あ
さ
ん
と
世
間
話
が
始
ま
っ
た
。
…
下
に
留
ま
っ
て
い
れ
ば
私
も
流
さ

れ
た
と
思
う
。
お
ば
あ
さ
ん
２
人
は
亡
く
な
っ
た
。
５
人
ぐ
ら
い
に
声
を
掛
け
た

が
１
人
だ
け
助
か
り
、
後
は
皆
だ
め
だ
っ
た
。（
体
験
談
13
、
金
浜
）

所
に
指
定
さ
れ
て
い
た
が
、
校
庭
に
１・５
㍍
ほ
ど
津
波
が
入
っ
て
い
る
。「
体
験

談
10
」
も
、
高
浜
小
学
校
に
車
で
避
難
し
た
例
で
あ
る
。
校
庭
か
ら
見
て
い
た
津

波
が
や
が
て
押
し
寄
せ
た
が
、
高
齢
の
義
姉
と
一
緒
だ
っ
た
た
め
思
う
よ
う
に
動

け
ず
、
水
に
浸
か
り
、
よ
う
や
く
助
け
ら
れ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
高
浜
小
学
校

付
近
で
は
避
難
誘
導
が
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
運
ん
だ
が
、
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
を
み

る
と
、
多
く
の
人
と
車
で
ご
っ
た
が
え
し
、
さ
ら
に
予
想
を
超
え
て
校
庭
に
ま
で

水
が
押
し
寄
せ
た
こ
と
で
、
車
の
ま
ま
流
さ
れ
か
け
た
人
も
い
る
な
ど
、
混
乱
が

大
き
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
金
浜
で
は
、
避
難
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
津
波
に
襲
わ
れ
た
り
、

避
難
に
手
間
取
り
逃
げ
遅
れ
か
け
た
例
が
数
多
く
み
ら
れ
、
混
乱
が
大
き
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
高
浜
と
比
較
し
て
、
押
し
寄
せ
た
津
波
が
大
き
か
っ
た
こ
と
、

避
難
訓
練
や
防
災
意
識
な
ど
日
頃
の
備
え
が
必
ず
し
も
行
き
届
い
て
い
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
被
害
が
拡
大
し
た
と
い
え
る
。

ウ　
自
宅
や
そ
の
周
辺
で
、
逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
例

　
す
で
に
あ
げ
た
語
り
の
中
に
も
、
逃
げ
遅
れ
た
人
た
ち
に
つ
い
て
の
例
が
い
く

つ
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
金
浜
で
逃
げ
遅
れ
亡
く
な
っ
た
28
人
の
う
ち
一

部
に
つ
い
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
、
網
羅
的
な
語
り
を
見
て
み
る
。

■
逃
げ
遅
れ
た
人
た
ち

　
若
い
人
の
な
か
に
は
避
難
し
て
戻
っ
て
亡
く
な
っ
た
人
も
い
る
。
財
布
を
忘
れ

て
戻
っ
て
亡
く
な
っ
た
人
が
い
た
。
あ
る
女
性
は
車
を
親
戚
の
家
に
避
難
さ
せ
て
、

も
の
を
取
り
に
歩
い
て
戻
っ
て
、
２
階
に
い
た
と
こ
ろ
流
さ
れ
、
山
側
に
流
さ
れ

て
見
つ
か
り
助
け
た
が
寒
さ
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
。
寝
た
き
り
の
高
齢
者
で
亡
く

な
っ
た
方
も
い
る
。
奥
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
、
旦
那
さ
ん
が
２
階
か
ら
屋
根
に
上

が
っ
て
助
か
っ
た
と
い
う
方
も
い
た
。
平
屋
の
な
か
で
首
ま
で
浸
か
っ
て
助
か
っ

て
宮
古
道
路
に
上
が
っ
て
き
た
人
も
い
る
。
２
階
に
い
て
避
難
せ
ず
に
流
さ
れ
て

亡
く
な
っ
た
人
も
い
る
。
立
ち
話
し
て
い
て
流
さ
れ
て
亡
く
な
っ
た
男
性
も
い
る
。

（
聞
き
取
り
４
、
金
浜
）

　
以
下
、
一
部
す
で
に
触
れ
た
例
と
重
複
す
る
が
、
逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
個
別
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■
看
板
に
ま
で
上
が
り
助
か
っ
た
マ
ー
ス
の
従
業
員

　
マ
ー
ス
に
逃
げ
た
人
は
お
ら
ず
、
地
震
当
時
に
い
た
客
は
み
な
帰
し
て
、
残
っ

て
い
た
従
業
員
十
何
人
か
は
、
４
階
ま
で
上
が
っ
て
最
後
は
看
板
ま
で
上
が
っ
た
。

流
さ
れ
て
き
た
女
子
高
生
も
一
緒
だ
っ
た
。
翌
日
、
自
分
た
ち
で
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
ま
で
来
た
。（
聞
き
取
り
４
、
金
浜
）

■
三
陸
道
に
車
が
停
ま
っ
て
い
て
避
難
し
て
き
た
車
が
上
が
れ
な
か
っ
た

　
宮
古
の
ほ
う
か
ら
三
陸
道
を
来
る
と
、
金
浜
の
カ
ー
ブ
の
と
こ
ろ
で
海
が
見
え

る
た
め
、
車
を
停
め
て
そ
こ
で
見
て
い
た
人
が
い
た
。
そ
れ
で
下
か
ら
来
た
車
が
、

先
が
詰
ま
っ
て
い
て
上
が
れ
ず
、
そ
れ
で
や
ら
れ
た
人
も
け
っ
こ
う
い
た
。
マ
ー

ス
で
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
が
ボ
イ
ラ
ー
用
の
灯
油
を
お
ろ
し
て
そ
の
帰
り
に
ロ
ー
ソ

ン
で
休
憩
し
て
い
て
流
さ
れ
た
。（
聞
き
取
り
４
、
金
浜
）

■
三
陸
道
を
ず
ぶ
濡
れ
の
人
が
歩
い
て
き
た

　
道
路
（
注
：
三
陸
道
）
に
立
っ
て
い
る
と
、
ず
ぶ
濡
れ
の
ス
ー
ツ
を
来
た
男
の

人
が
半
泣
き
で
線
路
を
歩
い
て
来
た
。
そ
の
方
は
、
自
動
車
で
津
波
に
遭
い
、
車

ご
と
線
路
の
法
面
に
上
が
っ
た
の
で
、「
今
だ
！
」
と
車
か
ら
降
り
た
そ
う
だ
。
言

葉
の
感
じ
か
ら
、こ
の
辺
の
方
で
は
な
い
よ
う
で
、次
の
駅
ま
で
歩
く
途
中
だ
っ
た
。

私
達
は
、
宮
古
の
鉄
橋
が
壊
れ
て
い
る
こ
と
も
知
ら
ず
、
線
路
沿
い
に
行
け
ば
大

丈
夫
だ
ろ
う
と
そ
の
ま
ま
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
今
も
気
が
か
り
だ
。（
体
験
談

12
、
金
浜
）

　
大
地
震
が
起
き
防
災
無
線
で
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
店
員
は
営
業
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
状
況
が

あ
っ
た
。
推
測
す
る
ほ
か
な
い
が
、
本
当
に
津
波
が
来
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
、

あ
る
い
は
客
が
い
る
か
ら
、
と
い
う
理
由
で
そ
の
ま
ま
店
を
開
け
続
け
、
結
果
と

し
て
店
員
も
客
も
津
波
に
の
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
他
方
、温
泉
施
設
マ
ー

ス
の
場
合
は
、
非
常
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
機
能
し
て
い
る
。
素
早
く
客
を
帰
し
、

従
業
員
は
４
階
に
避
難
し
て
難
を
逃
れ
た
。
た
だ
し
、
帰
さ
れ
た
客
は
果
た
し
て

み
な
助
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
は
残
る
。

　
と
り
わ
け
金
浜
で
は
、
助
か
る
か
逃
げ
遅
れ
る
か
が
紙
一
重
で
あ
っ
た
よ
う
な

例
が
数
多
く
み
ら
れ
る
。「
聞
き
取
り
３
」
の
よ
う
に
、避
難
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

足
が
悪
か
っ
た
た
め
、
予
想
を
越
え
て
大
き
か
っ
た
津
波
に
対
応
で
き
ず
に
逃
げ

遅
れ
て
し
ま
っ
た
り
、「
体
験
談
４
」
の
よ
う
に
、
や
は
り
避
難
し
て
い
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
階
段
の
場
所
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
に
押
し
寄
せ
る
津
波
か
ら
逃
げ
き

れ
な
か
っ
た
例
も
あ
る
。
ま
た
、「
体
験
談
13
」
の
よ
う
に
、
津
波
が
来
る
と
い
う

切
迫
感
が
な
か
っ
た
た
め
に
逃
げ
遅
れ
た
例
も
あ
る
。

　
な
お
、
２
０
１
１
年
５
月
22
日
、
金
浜
の
死
者
の
う
ち
19
名
の
合
同
葬
儀
が
磯

鶏
修
道
場
で
と
り
行
わ
れ
て
い
る
（
船
越
恭
治
「
一
、私
の
二
十
日　
船
越
恭
治
」）。

エ　
金
浜
で
働
い
て
い
た
り
、
た
ま
た
ま
い
た
人
の
例

　
金
浜
に
は
三
陸
自
動
車
道
と
国
道
45
号
線
を
結
ぶ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
あ
り
、

そ
の
周
辺
を
中
心
に
、
４
階
建
て
の
「
宮
古
温
泉
マ
ー
ス
」
の
ほ
か
、
自
動
車
販

売
店
３
軒
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
、
商
業
施
設
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
。

地
震
・
津
波
が
起
こ
っ
た
と
き
、
そ
れ
ら
の
施
設
や
そ
の
周
辺
、
そ
し
て
道
路
を

走
る
車
両
に
は
相
当
の
人
が
い
た
。

■
逃
げ
ら
れ
ず
亡
く
な
っ
た
コ
ン
ビ
ニ
の
従
業
員

　
金
浜
の
コ
ン
ビ
ニ
従
業
員
だ
っ
た
30
代
の
お
母
さ
ん
２
人
は
、
客
が
い
て
逃
げ

ら
れ
ず
ど
ち
ら
も
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
１
人
は
地
元
の
人
で
、
ど
こ
で
も
あ

る
話
だ
が
気
の
毒
だ
っ
た
。
消
防
団
員
が
筏
を
つ
く
っ
て
綱
を
つ
け
て
助
け
た
と

い
う
話
も
あ
る
。
金
浜
は
車
屋
が
３
軒
あ
っ
た
か
ら
、
津
波
の
後
、
何
百
台
も
の

車
が
流
さ
れ
て
あ
ふ
れ
て
い
た
。（
聞
き
取
り
１
、
金
浜
）

■
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
マ
ー
ス
に
流
れ
つ
い
た
女
子
高
生

　
ロ
ー
ソ
ン
に
買
物
に
来
て
い
た
親
子
が
流
さ
れ
て
、
お
母
さ
ん
は
亡
く
な
っ
た

が
、
高
校
生
の
子
ど
も
は
助
か
っ
た
。
屋
根
に
し
が
み
つ
い
た
ま
ま
、
１
回
目
の

波
で
流
さ
れ
て
、
引
き
波
で
１
回
海
ま
で
行
っ
た
。
そ
れ
で
次
の
波
で
ま
た
押
さ

れ
て
戻
り
、
た
ま
た
ま
マ
ー
ス
に
ぶ
つ
か
っ
て
、
そ
の
拍
子
で
転
が
っ
て
３
階
の

床
に
着
い
て
、非
常
灯
め
が
け
て
進
ん
で
４
階
に
行
っ
て
、自
力
で
助
か
っ
た
。（
聞

き
取
り
４
、
金
浜
）
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か
な
く
な
っ
た
の
で
脇
に
寄
せ
て
皆
で
歩
き
始
め
た
。
常
安
寺
の
方
に
降
り
て
横

町
の
道
路
を
歩
く
と
高
京
前
ま
で
車
が
全
部
流
れ
て
来
て
い
て
通
ら
れ
な
い
状
態

だ
っ
た
。
間
の
道
路
も
全
部
車
で
塞
が
っ
て
い
た
。
サ
ン
ダ
ル
履
き
な
の
で
歩
く

の
も
大
変
だ
っ
た
。
宮
古
小
学
校
が
避
難
所
に
な
っ
て
い
た
が
入
る
こ
と
は
頭
に

な
く
、
知
人
の
所
で
連
絡
が
取
れ
る
か
、
自
転
車
で
も
借
り
ら
れ
る
か
な
ど
と
考

え
て
い
た
。

　
宮
古
小
学
校
の
角
で
他
の
人
と
別
れ
、
知
人
の
所
に
行
く
と
停
電
の
た
め
真
っ

暗
で
誰
も
居
な
か
っ
た
の
で
そ
の
ま
ま
山
口
川
沿
い
を
歩
き
始
め
た
。
小
山
田
橋

を
渡
り
、交
通
整
理
を
し
て
い
た
婦
警
さ
ん
に「
金
浜
に
行
き
た
い
が
行
け
る
か
？
」

と
聞
く
と
「
行
け
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
行
か
な
い
ほ
う
が
良
い
で
す
」
と
言
わ

れ
た
。
…
と
に
か
く
家
に
帰
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
の
が
頭
に
あ
っ
た
の
で
進
ん
だ
。

途
中
で
会
っ
た
知
人
か
ら
「
金
浜
の
下
の
方
は
全
滅
だ
ぞ
」
と
聞
き
、
ま
さ
か
自

分
の
家
も
？
と
思
っ
た
。
私
は
普
段
か
ら
「
自
宅
ま
で
津
波
が
来
る
ぐ
ら
い
な
ら

宮
古
自
体
が
全
滅
だ
ろ
う
し
、
あ
り
え
な
い
」
と
話
し
て
い
た
。
と
に
か
く
帰
ろ

う
と
八
木
沢
街
道
を
歩
い
て
い
た
ら
、
自
宅
に
辿
り
つ
け
ず
に
職
場
に
戻
ろ
う
と

し
て
い
た
近
所
の
息
子
さ
ん
に
出
会
っ
た
。
私
は
裏
道
を
知
っ
て
い
た
の
で
一
緒

に
連
れ
て
歩
い
た
。
／
宮
古
道
路
の
下
の
細
い
道
路
を
歩
い
て
家
に
着
く
と
、真
っ

暗
だ
が
家
の
格
好
は
残
っ
て
い
た
。
着
い
た
の
は
20
時
30
分
頃
。
３
時
間
は
か
け

て
歩
い
た
と
思
う
。（
体
験
談
14
、
金
浜
）

■
宮
古
の
中
心
街
か
ら
金
浜
に
向
か
っ
た

　
地
震
が
発
生
し
た
時
は
商
工
会
議
所
で
仕
事
を
し
て
い
た
。
そ
の
瞬
間
、
津
波

が
来
る
と
判
断
し
、
家
族
、
中
で
も
家
に
い
る
母
親
が
心
配
に
な
っ
た
。
す
ぐ
に

家
に
向
か
い
、
出
会
い
橋
、
八
木
沢
周
り
で
金
浜
に
近
づ
く
が
、
海
水
と
が
れ
き

で
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
何
と
か
し
て
家
を
見
た
い
、
母
親
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
と
い
う
思
い
で
、線
路
に
近
い
山
際
を
通
り
家
に
近
づ
く
と
、家
は
崩
れ
、

海
水
の
中
で
屋
根
だ
け
が
み
え
て
い
た
。
真
っ
黒
な
渦
の
中
に
人
や
崩
壊
し
た
家
、

泥
ま
み
れ
の
家
財
道
具
、海
か
ら
流
さ
れ
て
き
た
漁
船
、カ
キ
、ワ
カ
メ
の
養
殖
棚
、

自
動
車
な
ど
が
浮
き
、
ま
っ
た
く
地
獄
絵
図
そ
の
も
の
に
見
え
た
。
屋
根
の
上
で

右
往
左
往
し
て
い
る
近
所
の
人
を
見
つ
け
、
周
囲
の
人
た
ち
と
協
力
し
て
運
よ
く

　
ま
た
、
金
浜
で
亡
く
な
っ
た
方
々
の
う
ち
、
金
浜
の
住
民
以
外
の
ほ
う
が
、
金

浜
の
住
民
よ
り
も
多
い
と
い
う
点
は
強
調
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
金
浜

の
住
民
で
亡
く
な
っ
た
人
は
28
人
だ
が
、
金
浜
で
亡
く
な
っ
た
人
は
70
人
ほ
ど
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
買
物
し
て
い
た
り
車
で
走
っ
て
い
た
り
し
た
人
が
亡
く
な
っ

た
の
だ
ろ
う
。」（
聞
き
取
り
４
）。
つ
ま
り
金
浜
で
は
、
住
民
28
人
が
亡
く
な
っ
た

他
に
、
実
は
42
人
も
の
、
住
民
以
外
の
方
々
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
方
々
に

つ
い
て
は
、
わ
ず
か
な
情
報
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。「
聞

き
取
り
４
」「
体
験
談
12
」
に
あ
る
よ
う
な
、
た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
て
三
陸
道
へ

車
で
避
難
を
試
み
て
叶
わ
な
か
っ
た
人
が
ど
れ
ほ
ど
い
た
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
は

ど
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の
か
、
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
本
調
査
の
よ

う
に
、
特
定
の
地
域
を
対
象
と
し
そ
の
（
元
）
住
民
に
話
を
聞
く
と
い
う
や
り
方

を
と
る
と
、
た
ま
た
ま
そ
の
と
き
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
人
々
に
つ
い
て
は
、
断
片

的
に
し
か
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
点
は
、
こ
の
調
査
方
法
の
限
界
を
示
し

て
い
る
。

オ　
地
震
発
生
時
に
他
所
に
い
て
、
避
難
・
帰
宅
し
た
例

　
地
震
が
発
生
し
た
の
は
平
日
の
午
後
、
多
く
の
人
が
仕
事
に
出
て
い
る
時
間
帯

で
あ
る
。
実
際
、
高
浜
や
金
浜
で
得
ら
れ
る
地
震
津
波
の
経
験
に
つ
い
て
の
語
り

の
多
く
が
お
年
寄
り
で
あ
り
、
高
浜
や
金
浜
の
住
民
の
う
ち
、
働
き
盛
り
の
年
齢

の
人
の
多
く
が
、
勤
務
先
で
地
震
・
津
波
に
遭
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

■
地
震
直
後
、
藤
原
か
ら
高
浜
へ
車
で
戻
っ
た

　
藤
原
に
あ
る
勤
務
先
の
水
産
加
工
会
社
事
務
所
で
仕
事
を
し
て
い
た
時
に
地
震

が
あ
り
、
と
て
も
揺
れ
た
た
め
す
ぐ
に
車
で
帰
途
に
つ
い
た
。
地
震
後
す
ぐ
に
停

電
し
た
た
め
信
号
も
つ
い
て
な
か
っ
た
が
、国
道
45
号
線
は
ま
だ
通
行
で
き
た
。（
聞

き
取
り
１
、
高
浜
）

■
田
老
の
職
場
か
ら
金
浜
に
歩
い
て
戻
っ
た

　
田
老
の
水
産
加
工
関
連
施
設
の
事
務
所
で
地
震
。
…
／
車
を
流
さ
れ
た
の
で
し

ば
ら
く
待
っ
て
い
る
と
宮
古
に
向
か
う
と
い
う
町
内
の
方
の
車
に
４
人
乗
せ
ら
れ

た
。
16
時
30
分
近
く
だ
っ
た
と
思
う
。
途
中
、
早
稲
栃
の
辺
り
で
車
が
並
ん
で
動
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そ
し
て
家
族
や
親
し
い
人
の
安
全
を
確
保
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
大
き
な

違
い
が
生
じ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
⑶　
避
難
に
関
す
る
考
察

ア　
初
動
の
あ
り
方

■
避
難
場
所
と
避
難
所
の
概
要

　
体
験
談
や
聞
き
取
り
を
ま
と
め
る
と
、
高
浜
お
よ
び
金
浜
に
お
け
る
、
地
震
後

の
避
難
先
を
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。高
浜
の
住
民
は
、地
震
後
、

主
と
し
て
３
か
所
に
避
難
し
た
。ま
ず
高
浜
地
区
の
中
心
の
山
側
に
位
置
す
る
コ
ー

プ
ケ
ミ
カ
ル
住
宅
裏
の
高
台
空
き
地
、
次
に
地
区
の
北
東
端
に
位
置
し
後
に
仮
設

住
宅
が
建
設
さ
れ
る
高
台
の
空
き
地
で
あ
る
。
地
区
の
南
西
端
、
金
浜
と
の
境
界

に
位
置
す
る
高
浜
小
学
校
に
避
難
し
た
人
も
い
た
が
、
宅
地
か
ら
や
や
離
れ
て
い

る
た
め
、
少
な
か
っ
た
。

　
金
浜
で
は
、
人
々
は
大
き
く
４
か
所
に
避
難
し
た
。「
金
浜
は
南
北
に
分
か
れ
て

い
て
、
行
き
来
す
る
に
は
（
間
に
あ
る
）
山
を
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
そ

ら
く
南
側
の
人
た
ち
は
三
陸
国
道
の
あ
る
山
の
ほ
う
に
、
北
側
の
人
た
ち
は
神
社

か
、
八
木
沢
の
ほ
う
へ
上
が
っ
て
い
く
し
か
な
い
た
め
、
そ
ち
ら
へ
逃
げ
た
の
で

は
な
い
か
」（
聞
き
取
り
３
、
高
浜
勤
務
金
浜
在
住
）。
こ
れ
を
含
む
複
数
の
語
り

を
総
合
す
る
と
、
避
難
先
は
、
ま
ず
地
区
の
中
心
に
近
い
江
山
寺
付
近
、
次
に
三

陸
縦
貫
自
動
車
道
や
Ｊ
Ｒ
山
田
線
の
線
路
、
金
浜
地
区
の
北
端
に
位
置
す
る
金
浜

稲
荷
神
社
・
高
浜
小
学
校
・
金
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
付
近
の
高
台
、
そ
し
て
地

区
の
西
方
面
、
八
木
沢
方
面
へ
抜
け
る
道
の
先
に
あ
る
高
台
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
な
か
で
も
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
付
近
と
高
浜
小
学
校
付
近
の
高
台
に
、
多

く
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
た
。

■
津
波
の
来
襲　

　
高
浜
と
金
浜
に
押
し
寄
せ
た
津
波
と
そ
れ
に
よ
る
被
害
を
、
避
難
し
た
人
々
は

ど
の
よ
う
な
も
の
と
見
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
高
浜
で
は
、
津
波
は
湾
口
方
面
か
ら
入
り
、
次
い
で
引
き
波
が
高
浜
小
学

校
方
面
か
ら
押
し
寄
せ
た
。「
高
浜
で
は
、
津
波
は
堤
防
の
切
れ
間
、
信
号
が
あ
る

救
助
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
着
替
え
を
さ
せ
、
焚
き
火
を
し
て
体
を
暖
め
た
。
母

親
は
、地
震
後
に
友
だ
ち
と
外
に
出
て
立
ち
話
を
し
、近
所
の
人
に
「
早
く
逃
げ
て
」

と
声
掛
け
し
た
ら
し
い
。
そ
れ
以
降
の
母
の
情
報
は
途
絶
え
た
。
山
田
町
で
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仕
事
を
し
て
い
た
妻
が
心
配
に
な
り
、
夕
方
に
山
田
町
に
行
っ

た
が
、
が
れ
き
で
通
れ
ず
あ
き
ら
め
、
金
浜
に
戻
り
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
中
で
一
夜

を
過
ご
し
た
。（
船
越
恭
治
「
一
、
私
の
二
十
日　
船
越
恭
治
」）

■
山
田
町
に
い
て
、
町
内
の
避
難
所
に
避
難
し
た

　
地
震
が
発
生
し
た
時
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
担
当
し
て
い
た
山
田
町

の
方
の
家
で
会
議
を
終
え
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
そ
の
家
の
家
族
に
避
難
を
促
し
、

そ
の
他
に
２
件
安
否
確
認
を
し
た
後
、
自
分
も
車
で
避
難
し
た
。
途
中
で
津
波
に

遭
遇
し
、
車
を
降
り
て
慌
て
て
小
高
い
所
ま
で
走
り
後
ろ
を
振
り
向
く
と
、
大
き

な
波
が
今
ま
で
乗
っ
て
い
た
自
分
の
車
や
他
の
車
や
木
々
や
家
ま
で
全
て
を
呑
み

込
ん
で
い
た
。
何
事
が
起
き
た
の
か
理
解
で
き
ず
、
数
分
そ
の
場
に
立
ち
尽
く
し

て
い
た
。
山
田
北
小
学
校
へ
誘
導
さ
れ
、
そ
の
晩
は
体
育
館
で
過
ご
し
た
。
と
に

か
く
寒
く
心
が
折
れ
そ
う
に
な
る
。
金
浜
の
家
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
、
不
安
が
頭

を
よ
ぎ
る
が
考
え
な
い
よ
う
に
し
た
。（
船
越
典
子
「
二
、
家
族
の
証
言　
（
一
）

船
越
典
子
」）

　
他
所
で
地
震
に
遭
っ
た
人
々
は
、
自
身
の
身
の
安
全
の
た
め
に
と
り
あ
え
ず
避

難
す
る
も
の
の
、
そ
の
後
は
一
様
に
家
族
を
心
配
し
、
自
宅
に
戻
ろ
う
と
試
み
て

い
る
。「
聞
き
取
り
１
」
の
例
で
は
、
藤
原
の
職
場
か
ら
自
宅
の
あ
る
高
浜
ま
で

比
較
的
近
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
津
波
が
来
る
前
に
車
で
戻
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
「
体
験
談
14
」
の
例
で
は
、
職
場
の
あ
っ
た
田
老
と
自
宅
の
あ
っ
た
金

浜
が
か
な
り
離
れ
て
お
り
、
ま
た
宮
古
市
街
の
手
前
で
浸
水
の
た
め
車
か
ら
降
り

て
歩
か
ね
ば
な
ら
ず
、
結
果
と
し
て
３
時
間
も
の
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
。
宮
古

市
街
に
い
た
船
越
恭
治
氏
の
例
で
も
、
す
ぐ
に
金
浜
に
戻
ろ
う
と
し
た
が
、
着
い

た
こ
ろ
に
は
す
で
に
津
波
が
押
し
寄
せ
た
後
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
山
田
町
で
勤

務
し
て
い
た
船
越
典
子
氏
は
、
車
を
流
さ
れ
、
山
田
町
の
小
学
校
体
育
館
で
不
安

な
夜
を
過
ご
し
て
い
る
。地
震
津
波
の
発
生
時
に
ど
こ
に
い
た
の
か
に
よ
り
、自
分
、
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の
方
向
か
ら
流
れ
て
き
た
引
き
波
で
、
そ
の
波
は
国
道
沿
い
に
高
浜
の
方
ま
で
流

れ
て
い
っ
て
、
高
浜
の
屯
所
の
あ
た
り
も
そ
れ
で
や
ら
れ
た
」（
聞
き
取
り
４
、
高

浜
）。

　
地
形
、
津
軽
石
川
の
河
口
に
設
置
さ
れ
た
水
門
、
そ
し
て
マ
ー
ス
付
近
で
の
防

潮
堤
の
決
壊
、
そ
れ
ら
が
複
合
的
に
作
用
し
て
逆
流
し
て
き
た
引
き
波
は
、
ち
ょ

う
ど
金
浜
で
ぶ
つ
か
り
あ
い
、
津
波
浸
水
高
が
高
浜
の
倍
以
上
に
あ
た
る
、
11
・

38
㍍
に
も
達
し
た
の
で
あ
る
。

■
生
死
を
分
け
た
境
界

　
避
難
が
終
わ
る
前
に
押
し
寄
せ
た
津
波
は
、一
瞬
に
し
て
多
く
の
人
の
命
を
奪
っ

た
。人
々
の
語
り
の
中
で
と
り
わ
け
目
を
引
く
の
は
、自
分
は
避
難
で
き
た
も
の
の
、

す
ぐ
そ
ば
、
あ
る
い
は
ご
く
身
近
に
逃
げ
遅
れ
た
人
が
い
る
と
い
う
記
述
が
い
く

つ
も
あ
り
、
と
り
わ
け
金
浜
に
多
い
こ
と
だ
。
逃
げ
た
人
と
逃
げ
遅
れ
た
人
が
ほ

ん
の
紙
一
重
の
違
い
の
よ
う
な
状
況
が
、
そ
こ
か
し
こ
に
、
数
多
く
存
在
し
た
と

い
う
事
実
に
驚
か
さ
れ
る
。
そ
の
、生
死
を
分
け
た
境
界
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
地
域
に
共
通
し
た
条
件
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
地
震
の
発
生
か
ら

津
波
の
来
襲
ま
で
は
約
30
〜
40
分
の
時
間
が
あ
っ
た
。
高
浜
や
金
浜
は
沿
岸
に
集

落
が
あ
る
が
、
最
寄
り
の
高
台
ま
で
の
距
離
は
、
遠
い
と
こ
ろ
で
も
直
線
距
離
で

２
０
０
㍍
程
度
で
あ
る
。
30
分
で
２
０
０
㍍
で
あ
れ
ば
、
身
体
が
不
自
由
と
い
っ

た
場
合
を
除
け
ば
、
十
分
に
避
難
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
防
災
無
線
は
、

途
中
で
途
絶
え
た
が
、
少
な
く
と
も
当
初
は
全
域
に
避
難
を
呼
び
か
け
た
は
ず
で

あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
多
く
の
人
が
逃
げ
遅
れ
た
り
、
逃
げ
遅
れ
か
け
た
り

し
て
い
る
。　

　
逃
げ
遅
れ
ず
に
済
む
か
否
か
は
、
各
々
が
地
震
発
生
時
に
置
か
れ
て
い
た
外
面

的
な
条
件
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
地
震
津
波
が
起
き
た

の
は
平
日
の
午
後
で
あ
り
、
子
ど
も
は
学
校
に
、
有
職
者
は
地
域
内
外
の
勤
務
先

に
、
高
齢
者
は
自
宅
に
い
る
こ
と
が
多
い
時
間
帯
で
あ
る
。
当
時
高
浜
と
金
浜
に

い
た
の
は
、
自
宅
や
そ
の
周
辺
に
い
た
人
（
多
く
は
高
齢
者
）、
高
浜
小
学
校
に
い

た
小
学
生
や
教
職
員
、
ま
た
商
業
施
設
や
作
業
場
な
ど
で
働
い
て
い
た
人
、
用
事

と
こ
ろ
（
注
：
国
道
45
号
と
旧
道
の
交
差
点
、
高
浜
集
落
の
北
端
）
か
ら
ガ
ー
っ

と
入
っ
て
き
た
。
た
だ
し
確
か
に
堤
防
を
超
え
た
が
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
高
浜
小
学
校
の
前
あ
た
り
に
ぶ
つ
か
っ
た
後
の
引
き
波
が
高
浜
に
入
っ
て

き
た
。
水
門
が
壊
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
水
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
き
た
ら
し
く
、
消
防

団
の
屯
所
が
あ
る
あ
た
り
が
一
番
ひ
ど
か
っ
た
」（
聞
き
取
り
３
、
高
浜
勤
務
金
浜

在
住
）。「
高
浜
の
北
側
は
防
潮
堤
が
な
い
も
の
の
倒
れ
た
建
物
は
な
か
っ
た
が
、

南
側
は
建
物
が
け
っ
こ
う
倒
れ
て
何
も
残
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
近
く
の

水
門
も
ひ
し
ゃ
げ
て
い
た
。
消
防
団
の
屯
所
も
そ
う
だ
が
多
く
は
返
し
波
で
や
ら

れ
て
い
た
。水
の
逃
げ
道
を
つ
く
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
聞
き
取
り
１
）。

「（
高
浜
の
）
い
ま
仮
設
住
宅
が
あ
る
場
所
に
避
難
し
、
そ
こ
か
ら
金
浜
の
堤
防
が

破
け
た
の
を
見
た
し
、
我
が
家
の
前
に
水
門
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
壊
れ
た
の
も
見

え
た
。
宮
古
の
方
か
ら
と
い
う
よ
り
、
引
き
波
が
運
動
公
園
の
ほ
う
か
ら
わ
あ
っ

と
来
た
感
じ
が
す
る
」（
聞
き
取
り
５
、高
浜
）。最
初
に
湾
口
方
面
か
ら
集
落
に
入
っ

た
津
波
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
が
、
高
浜
小
学
校
方
向
か
ら
の
引
き
波
は
か

な
り
大
き
く
、
被
害
も
集
落
の
南
東
部
が
よ
り
大
き
い
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　
他
方
、
金
浜
に
押
し
寄
せ
た
津
波
は
さ
ら
に
激
烈
な
も
の
で
あ
っ
た
。「
金
浜
で

は
高
浜
小
学
校
の
近
く
で
す
ご
い
水
柱
が
立
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
津
波
と
返
す

波
が
ぶ
つ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」（
聞
き
取
り
１
）。
金
浜
の
津
波
が
と
り
わ
け

激
烈
な
も
の
に
な
っ
た
の
は
、
２
つ
の
方
向
か
ら
波
が
ぶ
つ
か
っ
た
た
め
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。「
早
め
に
避
難
し
て
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
見
て
い
た
人
が
い

う
に
は
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
見
え
る
金
浜
の
北
側
の
集
落
の
中
で
津
波
が
渦
巻
い
て

い
た
。
宮
古
湾
の
入
口
の
方
か
ら
流
れ
込
ん
で
き
た
津
波
と
、
津
軽
石
の
ほ
う
か

ら
戻
っ
て
き
た
引
波
が
金
浜
で
ぶ
つ
か
っ
て
と
ぐ
ろ
を
巻
い
た
よ
う
だ
。
山
側
に

あ
っ
た
家
が
海
の
ほ
う
に
流
さ
れ
た
り
、
海
側
に
あ
っ
た
家
が
山
側
に
流
さ
れ
て

い
た
り
。
水
に
浸
か
っ
た
家
の
ほ
と
ん
ど
が
流
さ
れ
て
動
い
て
い
て
、
直
し
て
今

も
住
ん
で
い
る
家
は
わ
ず
か
し
か
な
い
。
津
軽
石
の
水
門
を
閉
め
た
た
め
に
、
は

ね
返
っ
て
こ
の
辺
で
波
が
と
て
も
高
く
な
っ
た
。
法
の
脇
や
金
浜
は
そ
の
水
門
の

お
か
げ
で
被
害
が
大
き
く
な
っ
た
」（
聞
き
取
り
４
、
金
浜
）。

　
ま
た
、
２
方
向
か
ら
ぶ
つ
か
っ
た
津
波
の
う
ち
、
と
り
わ
け
強
か
っ
た
の
は
引

き
波
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
高
浜
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
入
っ
た
波
は
津
軽
石
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は
そ
の
後
、自
分
た
ち
に
向
か
っ
て
く
る
黒
い
波
を
目
の
当
た
り
に
し
、誰
か
に「
津

波
が
来
た
！
降
り
ろ
！
」
と
言
わ
れ
た
と
き
で
あ
る
。
急
激
に
気
持
ち
が
切
迫
し
、

途
中
で
転
び
な
が
ら
も
家
に
戻
り
妹
を
急
き
立
て
る
が
、
妹
は
ま
だ
さ
ほ
ど
焦
っ

て
い
る
様
子
で
は
な
い
。
な
ん
と
か
妹
を
連
れ
て
走
る
が
、
津
波
に
追
い
つ
か
れ

て
し
ま
う
。

　
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
地
震
発
生
時
に
お
か
れ
て
い
た
外
面
的
な
状
況
に
加
え
、

地
震
津
波
に
つ
い
て
の
当
人
の
判
断
お
よ
び
対
応
や
、
同
じ
く
周
囲
に
い
た
人
の

判
断
と
対
応
が
、
避
難
の
あ
り
方
に
影
響
し
た
と
い
え
る
。
地
震
の
後
、
す
ぐ
に

避
難
に
移
っ
た
人
も
い
れ
ば
、
大
丈
夫
だ
と
高
を
く
く
っ
た
人
も
い
た
。
同
じ
家

族
の
な
か
で
も
考
え
が
一
致
し
な
い
場
合
も
あ
っ
た
。
揺
れ
の
大
き
さ
と
継
続
時

間
、
自
宅
な
ど
自
分
が
い
る
場
所
の
海
岸
か
ら
の
距
離
、
海
面
か
ら
の
高
さ
な
ど
、

地
震
津
波
の
大
き
さ
を
ど
の
よ
う
に
見
極
め
る
か
と
い
う
問
題
に
加
え
、
過
去
に

経
験
し
た
地
震
津
波
の
記
憶
、
避
難
訓
練
に
参
加
し
て
い
る
か
否
か
、
年
齢
や
病

気
な
ど
か
ら
く
る
身
体
の
（
不
）
自
由
さ
、
寒
さ
な
ど
か
ら
く
る
動
き
た
く
な
い

と
い
う
気
持
ち
、
近
所
か
ら
の
声
か
け
、
一
緒
に
い
る
家
族
に
対
す
る
思
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
複
合
的
な
要
因
を
、
当
人
が
ど
の
よ
う
に
判
断
し
、
周
囲
の
人
と
協

調
し
て
避
難
で
き
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
が
う
ま
く
い
け
ば
、
避
難
で
き
る

可
能
性
は
高
ま
る
だ
ろ
う
。

■
防
災
無
線
が
途
絶
え
た

　
地
震
発
生
時
、
宮
古
市
の
観
測
所
は
、
約
１
６
０
秒
間
、
震
度
５
強
〜
５
弱
の

揺
れ
を
観
測
し
た
。
気
象
庁
は
地
震
発
生
か
ら
３
分
後
の
14
時
49
分
、
岩
手
県
・

宮
城
県
・
福
島
県
に
津
波
警
報
（
大
津
波
）
を
発
令
し
、
予
想
さ
れ
る
津
波
の
高

さ
を
３
㍍
と
し
た
が
、
15
時
14
分
に
は
６
㍍
、
15
時
30
分
に
は
10
㍍
以
上
と
、
高

さ
の
予
想
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
当
初
、
こ
の
津
波
警
報
は
宮
古
市
で
も
防
災
無

線
を
通
じ
て
人
々
に
伝
え
ら
れ
た
が
、
停
電
に
よ
り
途
絶
え
て
し
ま
い
、
人
々
は

津
波
の
高
さ
が
当
初
の
３
㍍
か
ら
大
き
く
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
知
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
以
下
の
証
言
を
み
る
と
、
こ
の
こ
と
が
人
々
の
避
難
を
遅
ら
せ
た
り
、
人
々
に

安
心
を
与
え
て
津
波
を
見
物
に
行
か
せ
た
り
し
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と

で
た
ま
た
ま
訪
れ
た
り
通
り
か
か
っ
た
り
し
た
人
な
ど
で
あ
る
。
地
震
の
発
生
時

に
、
ど
こ
で
誰
と
何
を
し
て
い
た
の
か
は
、
当
然
な
が
ら
避
難
の
あ
り
方
に
影
響

す
る
。

　
こ
れ
ま
で
み
た
ケ
ー
ス
に
描
か
れ
た
生
死
の
境
界
に
は
、
こ
れ
ら
外
面
的
な
条

件
だ
け
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
も
の
も
多
い
。
ど
こ
で
誰
と
何
を
し
て
い
よ
う
と
、

こ
の
地
域
で
大
地
震
が
起
こ
れ
ば
、
人
々
は
当
然
津
波
が
来
る
も
の
と
考
え
、
い

か
な
る
ル
ー
ト
を
と
る
に
せ
よ
、
避
難
へ
と
意
識
が
集
中
す
る
は
ず
で
は
な
い
か
。

し
か
し
実
際
の
と
こ
ろ
、
以
下
の
語
り
を
み
る
と
、
大
地
震
が
起
き
て
も
、
人
々

の
意
識
は
津
波
、
そ
し
て
避
難
へ
と
直
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

「（
注
：
地
震
の
後
、
山
に
あ
る
家
か
ら
麓
に
あ
る
別
宅
へ
下
り
て
い
く
時
）
倒
れ

た
物
で
道
路
が
塞
が
っ
て
は
大
変
だ
と
ば
か
り
考
え
て
、
津
波
の
こ
と
は
全
く
頭

に
無
か
っ
た
」（
体
験
談
５
、
金
浜
）。「
こ
れ
で
は
大
変
と
慌
て
て
い
た
ら
、
外
で

は
長
男
が
会
社
か
ら
戻
っ
て
の
ん
き
に
車
を
洗
っ
て
い
た
」（
体
験
談
11
、
金
浜
）。

「
高
い
所
に
置
い
て
い
た
鉢
植
え
が
落
ち
、絨
毯
が
土
だ
ら
け
に
な
っ
た
の
を
見
て
、

帰
っ
て
き
て
掃
除
す
る
の
が
嫌
だ
な
と
思
い
、
隣
の
部
屋
の
鏡
台
を
割
れ
な
い
よ

う
に
下
に
伏
せ
た
。」（
体
験
談
12
、
金
浜
）。

　
こ
れ
ら
の
例
を
み
る
と
、
大
き
な
地
震
が
あ
れ
ば
津
波
が
来
て
危
な
い
と
い
う

こ
と
を
頭
で
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
ま
だ
津
波
が
来
て
い
な
い
と
き
に
そ
れ
を
想

像
し
、
か
つ
避
難
行
動
に
移
す
こ
と
は
、
現
実
に
は
難
し
い
場
合
が
あ
り
う
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　
さ
ら
に
、
周
囲
の
人
と
の
や
り
と
り
も
、
避
難
の
あ
り
方
を
大
き
く
左
右
す
る
。

「
体
験
談
７
」
の
女
性
は
、「
あ
ま
り
揺
れ
を
感
じ
な
か
っ
た
の
で
、
近
所
か
ら
声

を
掛
け
ら
れ
な
け
れ
ば
家
に
居
た
と
思
う
」
と
回
想
し
て
い
る
よ
う
に
、
地
震
の

後
し
ば
ら
く
は
、
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
れ
が
、
隣
人
に
声

を
か
け
ら
れ
「
こ
れ
は
津
波
が
来
る
か
ら
逃
げ
よ
う
と
思
っ
た
」
と
思
い
直
し
て

お
り
、
第
三
者
が
後
押
し
す
る
こ
と
で
、
よ
う
や
く
避
難
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち

に
な
っ
た
。
し
か
し
彼
女
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
妹
が
避
難
に
同
意
し
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
引
き
戻
さ
れ
て
し
ま
う
。
後
押
し
を
し
た
隣
人
と
と
も
に
一
旦
高

台
に
上
る
も
の
の
、
そ
の
隣
人
も
ま
た
さ
ほ
ど
切
迫
し
た
様
子
で
は
な
く
、
む
し

ろ
津
波
を
見
た
い
と
い
う
興
味
の
ほ
う
が
勝
っ
て
い
る
。
真
に
危
険
を
感
じ
た
の
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来
ま
す
！
』
と
聞
こ
え
、こ
れ
は
座
っ
て
い
ら
れ
な
い
、逃
げ
な
く
て
は
と
感
じ
た
」

（
体
験
談
１
、
高
浜
）。
実
際
に
サ
イ
レ
ン
や
放
送
の
声
が
変
更
さ
れ
て
い
た
か
は

不
明
だ
が
、
と
も
か
く
緊
張
感
の
あ
る
放
送
で
あ
る
か
否
か
が
、
避
難
に
影
響
を

与
え
る
と
い
う
こ
と
は
い
え
る
だ
ろ
う
。

イ　
避
難
場
所
・
避
難
所
に
関
わ
る
問
題

■
高
浜
の
避
難
場
所

　
高
浜
に
い
た
人
々
は
、
地
震
の
後
、
３
か
所
に
避
難
し
た
。
後
に
高
浜
仮
設
住

宅
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
高
台
の
空
地
、避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
た
コ
ー

プ
ケ
ミ
カ
ル
社
宅
の
裏
に
あ
る
高
台
の
空
地
、
そ
し
て
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い

た
高
浜
小
学
校
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
コ
ー
プ
ケ
ミ
カ
ル
社
宅
裏
の
空
地
に
お
け

る
状
況
に
つ
い
て
は
、
消
防
団
第
十
一
分
団
の
分
団
長
で
あ
っ
た
佐
々
木
好
栄
氏

に
よ
る
証
言
が
あ
る
。

　
私
は
高
浜
の
コ
ー
プ
ケ
ミ
カ
ル
社
宅
の
上
に
あ
る
高
台
の
避
難
場
所
に
避
難
し

た
。
避
難
所
の
高
浜
小
学
校
へ
行
く
道
が
通
行
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
結
局
そ
こ

に
11
〜
13
日
ま
で
３
日
間
い
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
初
、
67
〜
68
人
が
そ
こ
に
避

難
し
て
お
り
、
自
主
防
災
の
倉
庫
や
集
会
所
も
あ
っ
た
が
、
鍵
を
持
っ
て
い
る
人

が
そ
こ
に
来
て
い
な
か
っ
た
。
仕
方
な
い
の
で
社
宅
の
集
会
所
の
１
部
屋
を
借
り

る
了
解
を
得
て
、
窓
ガ
ラ
ス
を
割
り
鍵
を
壊
し
て
、
お
年
寄
り
19
人
に
入
っ
て
も

ら
っ
た
。
最
初
の
晩
は
そ
の
ほ
か
倉
庫
に
６
人
、資
材
置
場
に
17
人
入
っ
て
も
ら
っ

た
が
足
り
ず
、
屋
外
に
26
人
が
あ
ふ
れ
た
。
寒
か
っ
た
の
で
、
木
材
を
集
め
て
２
、

３
か
所
で
焚
き
火
を
し
た
。
社
宅
に
住
ん
で
い
る
人
の
部
屋
か
ら
飲
食
物
を
持
っ

て
き
て
も
ら
い
、
ま
た
私
の
家
に
も
水
が
入
っ
た
が
避
難
場
所
か
ら
近
か
っ
た
の

で
、
米
30
㌔
や
調
理
器
具
を
持
っ
て
き
て
、
焚
き
火
で
ご
は
ん
を
炊
い
て
み
ん
な

で
食
べ
た
。
お
母
さ
ん
方
な
ど
女
性
が
多
く
、
知
り
合
い
同
士
も
多
か
っ
た
が
、

た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
て
避
難
し
て
き
た
人
も
い
た
。
津
波
の
水
を
被
っ
て
低
体

温
症
に
な
っ
た
子
ど
も
が
い
た
が
、
そ
の
場
に
看
護
婦
さ
ん
が
い
て
こ
の
ま
ま
で

は
危
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
母
親
と
団
員
が
３
人
で
河
南
中
学
校
ま
で
山
を

越
え
て
運
び
、
救
急
車
を
呼
ん
で
助
か
っ
た
。
中
学
校
ま
で
行
っ
て
帰
っ
て
く
る

の
に
５
時
間
か
か
っ
た
。
他
に
は
避
難
所
の
高
台
に
水
を
か
ぶ
っ
た
人
は
お
ら
ず
、

が
わ
か
る
。「
防
災
無
線
で
３
㍍
と
言
っ
て
い
た
の
を
聞
い
た
後
、
停
電
で
防
災
無

線
が
切
れ
て
情
報
が
な
く
な
っ
た
。
10
㍍
の
堤
防
が
あ
れ
ば
大
丈
夫
だ
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
堤
防
に
津
波
を
見
に
行
っ
た
。
そ
こ
か
ら
津
波
が
来
て
小
学
校
に
駆

け
上
が
っ
た
人
も
い
る
」（
聞
き
取
り
４
、
金
浜
）。「
防
災
無
線
か
ら
『
宮
古
地
方

に
20

セ
ン
チ 
・

メ
ー
ト
ル

の
津
波
が
来
ま
し
た
』
と
聞
こ
え
た
が
、
そ
れ
以
上
の
波
が
来
る
だ
ろ

う
と
思
っ
た
。…
逃
げ
て
い
る
最
中
は
そ
の
後
の
無
線
放
送
を
聞
い
て
い
な
い
」（
体

験
談
３
、
金
浜
）。「『
大
き
い
津
波
が
来
る
か
ら
高
い
所
に
早
く
逃
げ
な
さ
い
』
と

放
送
が
あ
っ
た
の
で
娘
と
義
姉
と
３
人
で
車
に
乗
っ
た
。
そ
の
後
の
放
送
は
ぷ
っ

つ
り
消
え
た
」（
体
験
談
10
、
金
浜
）。「
近
所
の
奥
さ
ん
に
は
『
何
、
こ
の
間
も
波

が
来
な
い
か
ら
逃
げ
な
く
て
も
良
い
が
』
と
言
わ
れ
た
。
…
『
３
㍍
の
津
波
』
と

い
う
放
送
は
聞
こ
え
た
が
、３
㍍
は
絶
対
越
え
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
『
何

こ
れ
？
』
と
言
う
感
じ
で
状
況
が
飲
み
込
め
な
か
っ
た
。
堤
防
が
４
㍍
な
の
で
絶

対
堤
防
を
越
え
な
い
と
思
っ
た
。
私
は
田
老
出
身
な
の
で
本
当
は
逃
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
知
っ
て
い
た
が
、
そ
の
放
送
を
聞
い
て
し
ま
っ
た
が
ゆ
え
に
絶
対
越

え
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
」（
体
験
談
13
、
金
浜
）。

　
ま
た
、
防
災
無
線
に
対
す
る
慣
れ
、
防
潮
堤
が
あ
る
こ
と
か
ら
く
る
油
断
が
、

初
動
を
遅
ら
せ
た
可
能
性
も
あ
る
。「
そ
れ
に
何
日
か
前
の
地
震
で
10

セ
ン
チ 

・

メ
ー
ト
ル
の
津
波

が
あ
っ
た
の
で
お
ば
あ
さ
ん
達
も
油
断
し
て
逃
げ
な
か
っ
た
と
思
う
」（
体
験
談

13
、
金
浜
）。
東
日
本
大
震
災
の
２
日
前
、
３
月
９
日
11
時
34
分
に
起
き
た
三
陸
沖

地
震
・
津
波
や
（
宮
古
市
で
震
度
４
、
岩
手
県
で
津
波
注
意
報
が
発
令
さ
れ
、
宮

古
市
で
津
波
の
高
さ
10

セ
ン
チ 

・

メ
ー
ト
ル

を
観
測
）、
前
年
２
月
27
日
の
チ
リ
地
震
津
波
な
ど
、

宮
古
市
で
地
震
や
津
波
は
さ
ほ
ど
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
た
び
に

聞
く
サ
イ
レ
ン
や
放
送
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
ど
う
せ
今
回
も
大
丈
夫

だ
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
を
起
こ
さ
せ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
サ
イ
レ
ン
や
放
送
に
緊
張
感
が
な
か
っ
た
と
い
う
証
言
も
あ
る
。「
聞

い
た
放
送
は
『
大
津
波
が
来
ま
す
、
大
津
波
が
来
ま
す
』
と
ゆ
っ
く
り
し
た
放
送

で
緊
迫
感
が
な
く
、
は
っ
き
り
は
聞
こ
え
た
が
１
、２
回
し
か
サ
イ
レ
ン
が
鳴
ら
な

か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
放
送
の
印
象
と
し
て
は
、
波
が
ピ
チ
ャ
ッ
と
来
る
ぐ

ら
い
に
し
か
感
じ
な
か
っ
た
。
／
昨
年
の
チ
リ
津
波
の
時
の
放
送
は
、
今
回
と
は

違
っ
て
怖
か
っ
た
。
サ
イ
レ
ン
が
ガ
ン
ガ
ン
鳴
っ
て
『
津
波
が
来
ま
す
！
津
波
が
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北
部
に
あ
る
高
台
に
避
難
し
た
人
た
ち
が
難
を
逃
れ
た
の
に
対
し
、
金
浜
を
南
北

に
隔
て
て
い
る
江
山
寺
や
そ
の
背
後
に
あ
る
高
台
、
さ
ら
に
そ
の
背
後
に
あ
る
三

陸
自
動
車
道（
三
陸
縦
貫
道
）に
避
難
し
た
人
た
ち
の
間
で
は
混
乱
が
よ
り
大
き
く
、

こ
の
周
辺
で
犠
牲
に
な
っ
た
人
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
人
び
と
の
語
り
を
み
る
と
、
金
浜
に
お
け
る
混
乱
の
一
因
と
な
っ
た
の
が
、
避

難
場
所
の
位
置
で
あ
る
。
避
難
場
所
が
高
浜
小
学
校
と
さ
れ
て
い
た
が
、
金
浜
南

部
の
住
民
は
必
ず
し
も
十
分
に
理
解
・
納
得
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。「
以

前
、
自
治
会
か
ら
避
難
場
所
は
高
浜
小
学
校
だ
と
言
わ
れ
て
、
高
齢
者
は
間
に
合

わ
な
い
か
ら
お
寺
じ
ゃ
な
い
か
と
意
見
し
た
こ
と
が
あ
る
。
今
思
う
と
浜
ど
こ
ろ

に
い
る
の
で
、
も
う
少
し
避
難
場
所
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
と
思

う
」（
体
験
談
９
、
金
浜
）。
南
北
に
長
い
金
浜
の
沿
岸
地
域
の
う
ち
南
部
に
住
ん

で
い
る
人
た
ち
か
ら
み
る
と
高
浜
小
学
校
は
や
や
離
れ
て
い
る
。
実
際
に
、
江
山

寺
裏
手
の
高
台
の
ほ
う
が
近
か
っ
た
た
め
、
あ
る
い
は
そ
こ
が
避
難
場
所
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
た
た
め
、
そ
こ
に
避
難
し
た
人
も
い
る
（
体
験
談
９
、
体
験
談
12
）。

金
浜
の
南
部
に
居
住
し
て
い
た
人
々
は
、
近
距
離
で
安
全
な
避
難
場
所
が
確
保
し

に
く
い
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
避
難
先
と
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
三
陸
自
動
車
道
に
、
多
く
の
人
が

避
難
し
た
こ
と
も
混
乱
の
一
因
と
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、
三
陸
自
動
車
道
沿
い
に

設
置
さ
れ
て
い
た
フ
ェ
ン
ス
・
金
網
が
、
法
面
か
ら
自
動
車
道
へ
上
ろ
う
と
し
た

人
び
と
の
行
く
手
を
妨
げ
、
そ
こ
で
亡
く
な
っ
た
人
が
い
た
こ
と
は
強
調
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。「
高
速
道
路
だ
か
ら
最
初
の
入
口
の
と
こ
ろ
か
ら
し
か
入
れ
な
い
。

フ
ェ
ン
ス
を
よ
じ
の
ぼ
っ
て
助
か
っ
た
人
も
い
る
し
、
上
れ
な
く
て
亡
く
な
っ
た

人
も
い
る
」（
聞
き
取
り
４
、
金
浜
）。「
三
陸
国
道
は
フ
ェ
ン
ス
が
あ
っ
て
お
年
寄

り
は
な
か
な
か
道
路
に
で
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
」（
聞
き
取
り
３
、
高
浜
勤
務
金
浜

在
住
）。「
当
時
、宮
古
道
路
に
は
金
網
が
貼
ら
れ
、入
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
で
皆
上
が
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
避
難
道
路
と
し
て
の
機
能
は
不
足
し
て
い

た
よ
う
に
思
う
。
後
か
ら
お
寺
の
近
く
の
金
網
を
誰
か
が
切
っ
て
入
れ
る
よ
う
に

し
た
よ
う
だ
。
そ
こ
か
ら
道
路
に
避
難
し
た
方
も
あ
る
」（
体
験
談
４
、金
浜
）。「
い

つ
も
津
波
警
報
で
は
、
夫
が
逃
げ
た
自
宅
裏
の
高
台
に
上
が
っ
て
い
た
が
、
そ
こ

で
夫
と
近
所
の
お
ば
あ
さ
ん
ら
３
人
が
亡
く
な
っ
た
。
普
段
か
ら
お
ば
あ
さ
ん
も

車
で
流
さ
れ
た
人
も
な
か
っ
た
。
地
元
の
人
た
ち
の
避
難
誘
導
は
比
較
的
う
ま
く

い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
日
が
経
つ
ご
と
に
人
は
減
り
、
道
路
が
通
行
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
残
っ
た
人
も
14
日
に
金
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
移

動
し
た
。（
聞
き
取
り
１
、
高
浜
）

　
こ
の
避
難
場
所
に
は
自
主
防
災
の
倉
庫
や
集
会
所
が
あ
り
、
地
域
の
避
難
訓
練

で
も
避
難
先
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
、
避
難
所
の
高
浜
小
学
校
へ
移
動
で
き

な
い
、
鍵
を
も
っ
た
人
が
来
な
い
、
人
が
多
く
収
容
し
き
れ
な
い
、
子
ど
も
が
低

体
温
症
に
な
っ
た
な
ど
の
問
題
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
大
き
な
混
乱
は
感
じ
ら

れ
な
い
。
以
下
の
よ
う
な
語
り
も
あ
る
。「
高
浜
の
高
台
で
も
炊
き
出
し
を
し
て
、

大
き
い
鍋
と
、
米
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
野
菜
も
あ
る
人
た
ち
が
も
っ
て
き
て
、

す
ご
い
ご
ち
そ
う
だ
っ
た
。
団
長
さ
ん
の
家
で
も
米
が
あ
る
か
ら
っ
て
持
っ
て
き

て
く
れ
て
。
他
の
消
防
団
の
方
も
も
っ
て
き
て
く
れ
た
。
薪
は
そ
の
へ
ん
か
ら
持
っ

て
き
た
」（
聞
き
取
り
５
、
高
浜
）。
死
者
４
人
、
全
壊
家
屋
１
６
５
棟
な
ど
、
大

き
な
被
害
が
出
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
避
難
場
所
の
統
率
が
と
れ
、
か
な
り
適

切
に
状
況
に
対
処
で
き
て
い
た
。

　
後
に
高
浜
仮
設
住
宅
が
建
て
ら
れ
る
空
地
に
も
、大
き
な
混
乱
は
な
か
っ
た
。「
高

浜
の
他
の
住
民
た
ち
も
み
ん
な
高
台
に
行
っ
て
い
た
。
避
難
場
所
で
は
な
か
っ
た

が
、
す
ぐ
に
車
で
上
が
れ
る
た
め
、
高
浜
小
学
校
で
は
な
く
て
高
台
に
行
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
高
台
に
は
20
〜
30
人
く
ら
い
い
た
。
お
年
寄
り
が
多
か
っ
た
。
漁

協
の
み
ん
な
も
逃
げ
遅
れ
た
人
は
い
な
か
っ
た
」（
聞
き
取
り
３
、
高
浜
勤
務
金
浜

在
住
）。
次
の
語
り
に
は「
公
園
」と
あ
る
が
、こ
れ
が
ど
こ
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

「
地
区
の
指
定
避
難
場
所
は
自
宅
よ
り
下
の
公
園
な
の
で
、
私
は
訓
練
に
１
回
も
出

た
こ
と
は
な
い
。
あ
の
日
は
下
か
ら
来
た
20
人
位
が
避
難
し
て
お
り
、
車
も
30
台

程
並
ん
で
通
れ
な
い
く
ら
い
だ
っ
た
」（
体
験
談
１
、高
浜
）。
総
じ
て
、高
浜
の
人
々

が
避
難
し
た
先
は
、
金
浜
と
比
較
す
れ
ば
、
混
乱
が
少
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

■
金
浜
に
お
け
る
避
難
場
所
の
所
在
地
に
関
わ
る
問
題

　
高
浜
と
比
較
す
る
と
、
金
浜
の
避
難
場
所
や
避
難
所
は
混
乱
が
大
き
か
っ
た
。

金
浜
の
中
で
も
、高
浜
小
学
校
、金
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、金
浜
稲
荷
神
社
な
ど
、
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の
駐
車
場
に
は
十
数
台
の
乗
用
車
が
入
っ
て
い
た
。
そ
の
多
く
は
保
護
者
の
車
で

あ
り
、
数
名
の
保
護
者
か
ら
「
連
れ
て
帰
っ
て
も
い
い
で
す
か
」
と
き
か
れ
た
が
、

メ
ガ
ホ
ン
を
持
っ
て
、「
警
報
が
出
て
い
る
の
で
、
も
う
少
し
様
子
を
み
ま
し
ょ
う
」

と
伝
え
た
。
こ
れ
が
そ
の
後
の
状
況
か
ら
と
て
も
大
き
な
判
断
に
な
っ
た
。
そ
の

う
ち
に
津
波
が
や
っ
て
き
て
、
校
庭
周
囲
の
フ
ェ
ン
ス
か
ら
湾
内
を
見
て
い
た
消

防
団
員
が
「
だ
め
だ
あ
。
み
ん
な
、逃
げ
ろ
！
こ
っ
ち
だ
。
早
く
、早
く
」
と
叫
び
、

児
童
を
含
む
全
員
が
校
舎
裏
の
高
台
を
目
指
し
て
走
り
だ
し
た
。
高
台
か
ら
見
下

ろ
す
と
、
校
庭
に
は
約
１
㍍
半
ほ
ど
津
波
が
入
っ
て
お
り
、
車
が
十
数
台
浮
か
ん

で
い
た
。そ
の
後
も
裏
山
の
さ
ら
に
高
い
所
ま
で
避
難
し
、17
時
頃
に
山
を
降
り
て
、

金
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
避
難
し
た
。
校
舎
は
浸
水
し
な
か
っ
た
が
、
ぎ
り
ぎ

り
の
高
さ
ま
で
津
波
が
上
が
っ
た
の
で
、
体
育
館
は
避
難
所
と
し
て
は
使
用
さ
れ

ず
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
避
難
所
に
な
っ
た
（
大
洞
晴
洋
、
平
成
24
年
：
１
７
５
頁
）。

　
校
庭
に
津
波
が
押
し
寄
せ
た
に
も
関
わ
ら
ず
こ
こ
で
は
犠
牲
者
が
出
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
保
護
者
に
児
童
を
連
れ
帰
ら
せ
ず
そ
の
場
に
留
め
る
と
い
う
大
洞
氏

の
初
期
判
断
は
大
き
く
貢
献
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
裏
山
へ
の
避
難
は
消
防
団
員
の
一
声
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
消
防
団
第
十
一
分

団
の
分
団
長
で
あ
っ
た
佐
々
木
好
栄
氏
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
な
経
緯
で
あ
っ

た
。「
当
該
分
団
の
副
分
団
長
ら
は
、
高
浜
に
あ
る
屯
所
か
ら
、
ポ
ン
プ
車
で
一

旦
、
高
浜
の
高
台
に
避
難
し
た
も
の
の
、
海
岸
の
近
く
に
障
害
が
あ
る
か
な
に
か

で
動
け
な
い
人
が
１
人
い
る
と
い
う
情
報
が
あ
っ
て
救
助
に
向
か
い
、
副
分
団
長

の
判
断
で
そ
の
人
を
乗
せ
て
高
浜
小
学
校
へ
避
難
し
た
。
高
浜
小
学
校
の
校
庭
に

着
く
と
、
避
難
し
て
い
る
人
が
50
〜
60
人
位
お
り
、
や
が
て
校
庭
ま
で
水
が
あ
が
っ

た
。
子
ど
も
や
父
兄
は
す
ぐ
高
台
に
避
難
し
て
無
事
だ
っ
た
。
校
庭
に
は
子
ど
も

を
迎
え
に
来
た
車
な
ど
が
置
い
て
あ
っ
た
が
、
流
さ
れ
て
１
か
所
に
集
ま
っ
て
い

た
。
サ
ッ
カ
ー
の
ゴ
ー
ル
か
何
か
に
掴
ま
っ
て
助
か
っ
た
人
が
１
人
い
た
と
い
う
。

小
学
校
を
避
難
所
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
金
浜
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
が
急
遽
避
難
所
に
な
り
、
そ
ち
ら
に
ポ
ン
プ
車
も
消
防
団
員
も
向
か
っ
た
。

消
防
団
員
が
動
け
な
か
っ
た
人
を
助
け
た
と
こ
ろ
、
助
け
て
も
ら
っ
た
と
感
謝
し
、

後
に
そ
の
息
子
が
消
防
団
に
入
っ
た
」（
聞
き
取
り
１
、
高
浜
）。

　
こ
の
判
断
や
そ
の
後
の
避
難
の
過
程
に
は
、
他
の
地
域
住
民
も
貢
献
し
て
い
る
。

杖
を
つ
い
て
そ
こ
に
避
難
し
て
い
た
。
線
路
に
上
が
れ
ば
助
か
る
が
、
宮
古
道
路

に
柵
が
出
来
た
の
で
、行
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
１
か
所
し
か
入
口
が
無
か
っ

た
。
夫
は
そ
こ
の
入
口
で
亡
く
な
っ
て
い
た
」（
体
験
談
10
、
金
浜
）。「
宮
古
道
路

に
出
て
、階
段
を
登
り
線
路
に
上
が
っ
た
。
私
は
道
路
に
あ
る
階
段
の
場
所
を
知
っ

て
い
た
が
、
親
戚
は
知
ら
な
か
っ
た
と
思
う
。
道
路
の
階
段
が
も
う
少
し
下
に
あ

れ
ば
皆
が
助
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
」（
体
験
談
４
、
金
浜
）。
他
方
で
、
若
者
の

中
に
は
自
力
で
金
網
を
越
え
た
者
も
い
た
。「
息
子
は
、
体
力
が
あ
る
の
で
、
波
が

来
る
と
柵
を
越
え
て
真
っ
直
ぐ
三
陸
縦
貫
道
に
上
が
っ
て
い
た
」（
体
験
談
11
、
金

浜
）。
建
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
三
陸
自
動
車
道
は
避
難
先
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
現
実
に
は
、
あ
の
状
況
下
で
、
金
浜
南
部
の
人
々
が
避
難
す
る
の
に

最
も
適
し
て
い
た
場
所
だ
っ
た
。
事
前
に
そ
の
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
法
面
か
ら
路

面
に
出
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
て
い
れ
ば
、
こ
の
場
所
で
の
犠

牲
者
は
少
な
く
て
済
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

■
避
難
所
・
高
浜
小
学
校
の
浸
水
と
裏
山
へ
の
避
難

　
江
山
寺
・
三
陸
道
の
周
辺
に
比
べ
る
と
、
高
浜
小
学
校
の
周
辺
は
、
混
乱
は
し

た
も
の
の
、
そ
の
程
度
は
軽
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
震
災
時
に
高
浜
小
学
校
の
校

長
で
あ
っ
た
大
洞
晴
洋
氏
に

よ
れ
ば
、
小
学
校
の
様
子
は

以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
地

震
が
発
生
し
た
時
、
高
浜
小

学
校
は
ま
だ
下
校
前
で
全
学

年
児
童
が
在
校
し
て
お
り
、

地
震
の
合
間
を
縫
っ
て
全
員

が
校
庭
に
避
難
し
た
。
小
学

校
の
校
庭
は
宮
古
湾
に
面

し
、
国
道
45
号
を
は
さ
ん
で

10
㍍
以
上
の
高
台
に
あ
り
、

地
域
の
避
難
所
に
指
定
さ
れ

て
い
た
。
い
つ
し
か
校
庭
脇

写�真 1　避難所は震災後に金浜老人福祉センターな
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綜
し
、
人
々
は
疲
労
と
悲
嘆
の
極
み
に
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
高
浜
と
金
浜

を
管
轄
す
る
宮
古
市
消
防
団
第
十
一
分
団
を
中
心
に
、
本
格
的
な
捜
索
活
動
・
支

援
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。
以
下
は
第
十
一
分
団
分
団
長
で
あ
る
佐
々
木
好
栄
氏
の

証
言
で
あ
る
。

　
３
月
12
日
朝
、
高
浜
の
街
は
ま
だ
水
浸
し
だ
っ
た
た
め
、
朝
５
時
半
こ
ろ
、
コ
ー

プ
ケ
ミ
カ
ル
社
宅
の
上
の
避
難
場
所
に
い
た
消
防
団
員
４
、５
人
で
、
水
門
を
少
し

ず
つ
、
30
〜
40
㌢
ず
つ
開
け
た
。
道
路
が
通
れ
る
よ
う
に
な
る
前
も
防
潮
堤
の
上

な
ら
ば
歩
く
こ
と
は
で
き
た
。
高
速
道
路
が
通
っ
て
い
た
か
ら
金
浜
へ
は
物
資
は

比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
運
ば
れ
た
が
、
当
初
の
高
浜
は
完
全
に
孤
立
し
て
い
た
。
堤

防
の
上
も
ガ
レ
キ
で
一
杯
だ
っ
た
。
高
浜
で
は
震
災
前
に
下
水
道
の
工
事
を
し
て

い
た
の
で
、
ち
ょ
う
ど
重
機
が
置
か
れ
て
い
た
。
団
員
の
な
か
に
運
転
で
き
る
者

が
お
り
、
道
路
を
広
げ
て
い
い
か
と
訊
か
れ
た
。
た
く
さ
ん
行
方
不
明
者
が
い
れ

ば
傷
つ
け
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
き
な
い
が
、高
浜
は
行
方
不
明
者
が
少
な
か
っ

た
の
で
、
や
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
当
初
は
国
道
に
は
出
ず
、
国
道
よ
り

内
側
だ
け
を
、
見
張
り
を
含
め
て
３
人
で
や
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
国
道
へ
出
て
藤

の
川
方
面
に
異
人
館
の
あ
た
り
ま
で
や
っ
た
ら
、
向
こ
う
か
ら
も
や
っ
て
き
た
。

案
外
開
通
す
る
の
は
早
か
っ
た
。
あ
の

と
き
使
っ
た
重
機
は
鍵
が
挿
し
っ
ぱ
な

し
だ
っ
た
。
後
で
本
を
読
ん
で
知
っ
た

が
、
何
か
あ
っ
た
と
き
の
た
め
に
鍵
は

つ
け
て
お
く
の
だ
そ
う
だ
。
13
日
９
時

に
国
道
45
号
線
が
開
通
し
た
。
14
日

か
ら
は
自
衛
隊
、
北
海
道
の
旭
川
第

２
師
団
が
来
て
く
れ
て
、
朝
、
高
浜
小

学
校
の
校
庭
で
対
面
式
を
行
っ
た
。
寒

い
中
、
よ
く
や
っ
て
く
れ
た
。
最
初
は

高
浜
と
金
浜
ど
ち
ら
も
入
っ
て
捜
索
し

た
が
、
高
浜
は
３
日
ほ
ど
で
捜
索
を
終

了
し
、
金
浜
の
捜
索
を
そ
の
後
も
継
続

し
た
。
地
元
の
町
内
会
長
、
自
治
会
長

学
校
支
援
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
た
高
浜
の
あ
る
男
性
は
、
児
童
の
下
校
つ
き
そ

い
の
た
め
高
浜
小
学
校
に
行
き
、
校
長
と
話
を
し
て
い
た
と
き
に
地
震
に
あ
っ
た
。

「
普
段
、妻
か
ら
津
波
の
こ
と
を
聞
い
て
い
た
の
で
、地
震
直
後
に『
津
波
が
来
る
！
』

と
ひ
ら
め
い
た
。
そ
れ
で
『
児
童
を
外
に
出
せ
！
校
庭
の
真
ん
中
に
出
せ
！
』
と

叫
ん
だ
。
校
庭
ま
で
波
は
来
な
い
と
思
っ
た
が
、
更
に
上
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
避
難
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
た
だ
、
２
通
り
道
が
あ
る
の
で
『
絶
対
下
に
降

り
る
な
、一
番
無
難
な
の
は
、学
校
の
裏
山
に
逃
げ
る
の
が
い
い
と
思
う
』
と
伝
え
、

急
い
で
帰
宅
し
た
。
あ
の
時
、
自
分
が
児
童
を
引
き
連
れ
て
歩
い
て
い
た
ら
津
波

で
全
滅
だ
っ
た
と
思
う
。
あ
と
５
分
も
違
え
ば
危
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
児

童
は
裏
山
で
助
か
っ
た
そ
う
だ
。
校
庭
で
津
波
に
あ
っ
た
高
齢
者
も
あ
っ
た
と
い

う
」（
体
験
談
２
、
高
浜
）。

　
こ
の
と
き
に
校
長
ら
に
導
か
れ
高
浜
小
学
校
や
そ
の
周
辺
に
避
難
し
た
（
体
験

談
３
、６
、
10
）、
あ
る
い
は
子
ど
も
を
迎
え
に
行
っ
て
そ
の
ま
ま
避
難
し
て
助
か
っ

た
（
体
験
談
８
）
と
い
う
証
言
も
多
い
。
そ
の
際
に
「
高
浜
小
学
校
と
セ
ン
タ
ー

の
ど
ち
ら
に
行
く
か
迷
っ
て
い
る
車
や
人
で
道
路
が
ご
っ
た
返
し
だ
っ
た
」（
体
験

談
６
）
と
も
あ
り
、
当
時
多
く
の
人
や
車
が
避
難
の
た
め
に
集
ま
り
混
乱
し
て
い

た
状
況
が
う
か
が
え
る
。
人
々
は
「
セ
ン
タ
ー
に
歩
い
て
向
か
う
と
『
更
に
上
の

山
に
上
が
っ
て
下
さ
い
』
と
言
わ
れ
」（
体
験
談
６
）、
消
防
団
員
や
校
長
ら
に
導

か
れ
て
避
難
し
た
。
た
だ
し
、「
校
庭
で
津
波
に
あ
っ
た
高
齢
者
も
あ
っ
た
と
い
う
」

（
体
験
談
３
）
と
い
う
証
言
も
あ
る
よ
う
に
、危
う
く
逃
げ
遅
れ
か
け
た
人
も
い
た
。

あ
る
80
代
の
女
性
は
91
歳
に
な
る
義
姉
と
校
庭
に
い
た
が
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
、
波
に
の
ま
れ
て
転
倒
し
頭
か
ら
び
し
ょ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
な
ん
と
か
難
を

逃
れ
て
い
る
（
体
験
談
10
）。
た
だ
し
、
混
乱
は
大
き
か
っ
た
も
の
の
、
多
く
の
人

や
車
が
集
ま
る
な
か
、
１・５
㍍
も
の
津
波
が
校
庭
に
押
し
寄
せ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
逃
げ
遅
れ
た
人
が
出
な
か
っ
た
。
校
長
や
消
防
団
員
、
学
校
支
援
隊
ほ
か
、

そ
の
場
に
い
た
人
た
ち
の
臨
機
応
変
な
対
応
が
、
多
く
の
命
を
救
っ
た
と
い
え
る
。

　
⑷　
被
災
後
の
日
々

ア　
消
防
や
自
衛
隊
に
よ
る
捜
索
活
動
・
支
援
活
動

　
地
震
津
波
の
翌
日
、
街
は
ま
だ
水
に
沈
み
、
イ
ン
フ
ラ
は
断
絶
し
、
情
報
は
錯
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さ
ん
に
、
お
れ
は
金
浜
は
わ
か
ら
な
い
か
ら
頼
む
と
い
わ
れ
、
私
も
若
い
こ
ろ
に

分
団
に
入
れ
と
言
わ
れ
断
っ
た
経
緯
も
あ
り
、
役
に
立
て
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、

分
団
員
と
一
緒
に
、
ほ
と
ん
ど
留
守
番
だ
っ
た
が
、
活
動
に
加
わ
っ
た
。
２
週
間

か
ら
３
週
間
く
ら
い
、
毎
日
、
自
衛
隊
や
金
浜
の
分
団
員
と
い
っ
し
ょ
に
活
動
し

た
。
自
衛
隊
は
あ
り
が
た
く
、
み
ん
な
感
謝
し
て
い
た
。
捜
索
し
て
遺
体
が
見
つ

か
っ
て
も
自
衛
隊
員
は
誰
だ
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
分
団
員
が
呼
ば
れ
る
。
そ
の
と

き
の
こ
と
を
思
い
出
す
と
い
ま
も
辛
い
。
自
衛
隊
が
撤
退
す
る
と
き
に
分
団
の
捜

索
隊
も
解
散
し
た
。
金
庫
を
見
つ
け
て
連
絡
す
る
と
、
警
察
が
取
り
に
き
て
回
収

し
、
管
理
し
て
い
た
。
水
道
は
止
ま
っ
て
い
た
が
、
井
戸
の
あ
る
家
が
あ
り
、
当

初
は
そ
こ
か
ら
水
を
も
ら
っ
て
運
ん
だ
。
１
㌧
タ
ン
ク
が
あ
り
、分
団
員
が
ト
ラ
ッ

ク
を
借
り
て
、
水
を
入
れ
て
運
ん
だ
。
２
日
後
位
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
給
水
車
が

来
た
の
は
も
っ
と
後
だ
っ
た
。
油
も
最
初
の
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。
２
日
後
に
国
道

45
号
が
通
っ
た
た
め
物
は
入
っ
て
き
た
が
、
ガ
ソ
リ
ン
が
足
り
な
か
っ
た
。
２
週

間
後
位
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
宮
古
の
労
働
組
合
、
連
合
の
人
た
ち
が
来
て
瓦

礫
の
撤
去
を
し
て
く
れ
た
。
当
初
は
他
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
見
な
か
っ
た
が
、
し

ば
ら
く
経
っ
て
か
ら
は
見
た
。（
聞
き
取
り
３
、
高
浜
）

　
こ
の
語
り
を
み
る
と
、
警
察
が
金
庫
を
回
収
し
に
来
た
こ
と
、
分
団
員
が
井
戸

の
水
を
タ
ン
ク
に
入
れ
て
運
ん
だ
こ
と
、
２
日
後
に
は
物
が
入
っ
て
く
る
よ
う
に

な
っ
た
が
ガ
ソ
リ
ン
は
足
り
な
か
っ
た
こ
と
、
次
第
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
手
伝
う

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。
麻
痺
し
た
地
域
の
秩
序
や
イ
ン
フ
ラ
を
回

復
す
る
た
め
、力
や
知
恵
を
絞
り
、必
死
に
活
動
し
て
い
た
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

イ　
避
難
生
活

　
地
震
津
波
の
当
日
、
高
浜
集
落
の
東
北
端
に
あ
る
高
台
、
そ
し
て
コ
ー
プ
ケ
ミ

カ
ル
社
宅
裏
の
高
台
に
避
難
し
た
人
た
ち
は
、
13
日
ま
で
約
２
日
間
そ
こ
に
い
た

後
、
主
に
金
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
避
難
所
に
移
動
し
、
そ
こ
で
避
難
生
活
を

送
る
こ
と
に
な
っ
た
。
他
方
、金
浜
の
人
た
ち
の
多
く
も
、避
難
場
所・避
難
所
だ
っ

た
高
浜
小
学
校
の
校
庭
が
冠
水
し
た
こ
と
か
ら
、
急
遽
、
避
難
所
に
指
定
さ
れ
た

金
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
移
動
し
、
そ
の
ま
ま
そ
こ
で
避
難
生
活
を
送
る
こ
と

が
来
な
か
っ
た
の
で
、
分
団
長
の
私
の
と
こ
ろ
に
、
あ
れ
を
や
っ
て
く
れ
こ
れ
を

や
っ
て
く
れ
、
家
主
を
探
し
て
許
可
を
も
ら
っ
て
く
れ
と
い
う
よ
う
な
依
頼
が
き

た
。
捜
索
が
長
引
く
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
団
員
は
４
班
に
わ
け
て
順
番
に
出
る

こ
と
に
し
た
が
、
分
団
長
の
私
は
毎
日
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
消
防
団
の

袢
天
を
み
る
と
安
心
す
る
と
い
う
人
も
お
り
、
が
ん
ば
っ
た
。
捜
索
の
と
き
に
は

屋
根
の
上
を
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
雪
が
あ
る
な
ど
し
て
と
て
も
滑
っ
た
。

家
を
動
か
し
て
い
る
う
ち
に
見
つ
か
っ
た
遺
体
も
か
な
り
あ
っ
た
。
遺
体
を
見
つ

け
る
と
自
分
た
ち
で
運
ん
だ
が
、
い
っ
た
い
ど
う
や
っ
て
運
ん
だ
の
か
よ
く
覚
え

て
い
な
い
。
江
山
寺
も
入
口
ま
で
車
が
入
り
こ
ん
で
い
て
、女
性
が
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
背
負
っ
て
本
堂
の
中
の
柱
に
寄
り
か
か
っ
た
姿
で
見
つ
か
っ
た
。
歴
史
の
中
で

お
寺
の
あ
そ
こ
ま
で
津
波
が
入
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。お
寺
に
い
る
と
陰
に
な
っ

て
、
水
が
来
た
か
ど
う
か
見
え
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
金
浜
の
建
物
は
激

し
く
壊
れ
て
お
り
、
押
し
波
と
引
き
波
が
ぶ
つ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

捜
索
な
ど
の
た
め
に
家
屋
を
壊
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
、
避
難
所
に

行
っ
て
家
の
持
ち
主
に
了
解
を
も
ら
っ
た
が
、
家
を
壊
す
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
人

も
お
り
辛
か
っ
た
。
遺
体
が
見
つ
か
る
と
連
絡
や
確
認
を
し
た
り
車
に
載
せ
ら
れ

る
と
こ
ろ
ま
で
運
ん
だ
り
し
た
が
、
そ
の
う
ち
に
自
衛
隊
が
や
っ
て
く
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
４
月
４
日
を
も
っ
て
金
浜
の
捜
索
は
打
ち
切
っ
た
が
、
自
衛
隊
は
そ

の
後
も
要
請
に
応
じ
て
来
て
く
れ
た
。（
聞
き
取
り
１
、
高
浜
）

　
地
震
津
波
の
翌
日
12
日
か
ら
自
衛
隊
が
や
っ
て
く
る
14
日
ま
で
、
高
浜
と
金
浜

に
お
い
て
、
避
難
場
所
の
人
々
の
ケ
ア
を
統
括
し
、
溜
ま
っ
た
水
を
抜
き
、
道
路

を
通
れ
る
よ
う
に
ガ
レ
キ
を
取
り
除
き
、
遺
体
を
捜
索
し
た
の
は
、
主
に
佐
々
木

氏
を
中
心
と
し
た
消
防
団
員
だ
っ
た
。
と
り
わ
け
高
浜
の
人
々
が
避
難
し
た
場
所

は
当
初
、
周
辺
か
ら
完
全
に
孤
立
し
て
お
り
、
消
防
団
の
活
動
が
な
か
っ
た
と
し

た
ら
、
そ
の
状
態
は
か
な
り
長
引
い
た
は
ず
で
あ
る
。
自
衛
隊
が
到
着
し
た
後
も
、

自
衛
隊
と
地
域
を
結
ぶ
橋
渡
し
役
と
し
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
佐
々
木
氏
に
請
わ
れ
て
消
防
団
の
活
動
を
手
伝
っ
た
松
原
氏
は
次
の
よ
う

に
語
っ
て
い
る
。

　
私
は
分
団
に
入
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
第
十
一
分
団
長
の
佐
々
木
好
栄

高浜・金浜地区 各地域における東日本大震災



299

て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
避
難
し
た
の
は
住
民
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。「
地
震
の
翌

日
、
宮
古
温
泉
マ
ー
ス
の
従
業
員
と
マ
ー
ス
に
流
れ
着
い
た
女
子
高
生
が
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
来
た
。
マ
ー
ス
の
４
階
に
仮
眠
用
の
毛
布
や
シ
ー
ツ
が
置
い

て
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
へ
運
ん
で
使
っ
た
。
寒
い
と
言
っ
た
ら
、
マ
ー
ス
の
支
配
人

が
、
マ
ー
ス
の
４
階
に
毛
布
が
あ
る
か
ら
持
っ
て
き
て
使
え
と
、
食
べ
物
も
あ
る

か
ら
と
言
っ
て
く
れ
て
、
消
防
団
な
ん
か
が
持
っ
て
き
て
使
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
に

は
１
５
０
人
位
い
た
が
、
１
人
１
枚
位
ず
つ
あ
っ
て
助
か
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
の
研

修
室
に
あ
る
舞
台
に
は
誰
も
泊
め
て
な
か
っ
た
か
ら
、
マ
ー
ス
の
従
業
員
は
そ
こ

に
２
晩
ほ
ど
泊
ま
っ
た
。
後
日
、
花
輪
の
マ
ー
ス
関
係
の
人
が
大
き
い
車
で
迎
え

に
来
て
従
業
員
を
乗
せ
て
い
っ
た
。
毛
布
を
全
部
も
ら
っ
た
か
ら
と
て
も
助
か
っ

た
。
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
ふ
だ
ん
宿
泊
す
る
人
は
い
な
い
か
ら
、
毛
布
な
ど
は

置
い
て
い
な
か
っ
た
」（
聞
き
取
り
４
、
金
浜
）。
マ
ー
ス
は
津
波
に
よ
り
３
階
ま

で
冠
水
し
た
が
、
従
業
員
や
そ
こ
に
流
れ
着
い
た
女
子
高
生
は
４
階
で
一
夜
を
過

ご
し
た
後
、
自
力
で
セ
ン
タ
ー
ま
で
や
っ
て
き
た
。
そ
し
て
マ
ー
ス
か
ら
運
ば
れ

た
毛
布
や
食
料
が
、
セ
ン
タ
ー
の
人
々
に
と
っ
て
被
災
当
初
の
命
綱
に
な
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　
そ
の
後
、
次
第
に
状
況
は
落
ち
着
い
て
い
き
、
自
衛
隊
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
や
っ

て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
大
人
と
子
ど
も
の
居
場
所
を

分
け
て
い
た
。
別
の
部
屋
は
年
寄
り
が
集
ま
っ
て
い
た
。
最
初
の
こ
ろ
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
人
が
隔
離
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
鳥
取
か
ら
バ
ス
で
22

時
間
か
け
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
医
者
さ
ん
が
来
た
り
、
青
森
か
ら
来
た
人

も
い
た
。
自
衛
隊
に
も
感
謝
し
て
い
る
。
食
事
は
毎
日
、
ご
は
ん
と
味
噌
汁
と
、

肉
が
で
た
。
最
初
は
高
浜
小
学
校
の
給
食
室
で
つ
く
っ
て
運
ん
で
い
た
が
、
自
衛

隊
が
運
ん
で
き
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」（
聞
き
取
り
５
、
高
浜
）。
こ
こ
に
も

あ
る
よ
う
に
、
避
難
所
で
な
く
な
っ
た
高
浜
小
学
校
は
そ
の
後
使
わ
れ
な
か
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、
食
事
を
つ
く
る
の
に
給
食
室
が
使
わ
れ
る
な
ど
、
む
し
ろ
積
極

的
に
活
用
さ
れ
、
ま
た
次
の
語
り
に
あ
る
よ
う
に
、
教
員
ら
も
支
援
に
あ
た
っ
た
。

「
学
校
は
避
難
所
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
自
衛
隊
の
中
継
所
・
駐
車
場
と
な
っ

て
い
た
。
そ
の
方
々
や
地
域
住
民
へ
の
ト
イ
レ
掃
除
等
に
忙
し
い
毎
日
だ
っ
た
し
、

に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
三
陸
自
動
車
道
に
避
難
し
た
人
た
ち
の
一
部
は
、
た
ま
た

ま
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
宅
配
便
業
者
の
車
両
で
花
輪
へ
と
移
送
さ
れ
、
花
輪
農
村

文
化
伝
承
館
で
避
難
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
下
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
避

難
所
に
お
け
る
生
活
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

■
金
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
高
浜
と
金
浜
の
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
た
の
は
、
高
浜
小
学
校
で
あ
っ
た
が
、

先
述
の
よ
う
に
、
校
庭
に
津
波
が
流
れ
こ
ん
だ
た
め
、
金
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
変
更
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
が
避
難
所
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
人

で
ご
っ
た
が
え
し
て
い
た
。「
３
か
月
セ
ン
タ
ー
に
い
た
が
、最
初
の
夜
は
大
変
だ
っ

た
。
小
学
生
も
先
生
が
責
任
を
持
っ
て
一
晩
預
か
り
ま
す
と
い
う
こ
と
で
全
員
避

難
し
て
い
た
。
満
員
で
ト
イ
レ
に
行
く
に
も
人
の
頭
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
、
明
か

り
が
ま
ぶ
し
く
な
い
よ
う
に
と
気
を
使
っ
た
。
沢
山
ス
ト
ー
ブ
を
焚
い
て
い
た
だ

い
た
の
で
寒
く
は
な
か
っ
た
」（
体
験
談
６
、
金
浜
）。

　
ま
た
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
入
り
き
れ
な
か
っ
た
人
た
ち
は
、
周
辺
の
施
設

で
過
ご
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。「
私
は
金
浜
に
戻
っ
た
当
初
、
金
浜
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
が
一
杯
で
入
れ
ず
、
隣
に
あ
る
宮
古
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
廊

下
で
寝
泊
ま
り
し
て
い
た
。
神
社
で
寝
泊
ま
り
し
て
い
た
人
た
ち
は
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
食
事
し
に
き
て
い
た
。
避
難
所
に
な
っ
た
金
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

は
１
０
０
人
く
ら
い
お
り
、
柳
澤
さ
ん
と
い
う
方
が
中
心
と
な
っ
て
切
り
盛
り
し

て
い
た
。
人
が
多
く
て
狭
く
、
み
ん
な
ご
っ
ち
ゃ
だ
し
、
辛
か
っ
た
。
私
は
他
の

分
団
員
と
一
緒
に
舞
台
の
上
で
寝
泊
ま
り
し
た
。
食
料
は
、
最
初
は
近
隣
に
も
ら

い
に
歩
い
て
い
た
が
、
高
浜
小
学
校
の
給
食
室
を
２
回
く
ら
い
借
り
て
若
い
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
炊
き
出
し
を
し
て
、避
難
所
に
持
っ
て
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
３
つ
位
あ
っ
た
が
油
が
な
く
寒
か
っ
た
。
私
た
ち
は
屋
外

で
分
団
員
と
ド
ラ
ム
缶
で
火
を
焚
い
た
」（
聞
き
取
り
３
、
高
浜
勤
務
金
浜
在
住
）。

柳
澤
氏
は
、
当
時
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
り
、
急
遽
、
現
場
の
切
り
盛
り

を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
避
難
所
で
は
、
12
日
の
お
昼
頃
に
ご
飯
が
出
た
。
水
は

近
所
に
き
れ
い
な
沢
水
が
出
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
順
番
に
汲
ん
だ
。
古
い
家

の
水
も
あ
り
、
お
陰
で
助
か
っ
た
」（
体
験
談
３
、
金
浜
）。
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、

次
第
に
避
難
者
が
主
体
と
な
っ
て
身
の
回
り
の
世
話
や
食
事
の
支
度
な
ど
を
行
っ
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ご
飯
も
出
し
て
く
れ
、
野
菜
や
米
、
手
作
り
の
み
そ
、
梅
干
し
な
ど
、
た
く
さ
ん

持
ち
寄
っ
て
３
日
間
炊
き
出
し
し
て
く
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
当
番
を
決
め
て
自
分

達
で
自
炊
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
伝
承
館
の
管
理
人
さ
ん
は
、
様
子
を
見
に
毎

日
来
て
く
れ
た
。
炊
飯
器
も
洗
濯
機
も
提
供
し
て
く
れ
た
。
水
も
地
下
水
を
運
び
、

ト
イ
レ
に
も
使
う
こ
と
が
で
き
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
。
花
輪
の
方
々
に

本
当
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
今
年
（
注
：
平
成
24
年
か
）
の
５
月
に
は
伝
承
館
で

交
流
会
を
し
て
お
礼
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
」（
体
験
談

11
、
金
浜
）。

　
や
が
て
状
況
が
落
ち
着
い
て
く
る
と
、
伝
承
館
に
避
難
し
て
い
た
人
た
ち
は
仮

設
住
宅
や
金
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
徐
々
に
移
っ
て
い
っ
た
。「
そ
の
後
、
徐
々

に
仮
設
住
宅
へ
の
移
動
が
始
ま
り
、
最
後
ま
で
残
っ
た
７
、８
人
の
グ
ル
ー
プ
は
、

金
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
。
花
輪
に
は
80
日
間
、
金
浜
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
20
日
間
ぐ
ら
い
お
世
話
に
な
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
に
移
る
と

当
番
で
川
井
か
ら
来
て
い
た
ら
し
い
職
員
の
方
は
、
精
神
的
に
も
辛
か
っ
た
私
達

を
気
遣
い
、
色
々
と
話
を
聞
い
て
く
れ
て
、
本
当
に
助
け
て
い
た
だ
い
た
」（
体
験

談
12
、
金
浜
）。
以
上
の
よ
う
に
、
伝
承
館
に
避
難
し
た
人
た
ち
の
語
り
に
は
感
謝

の
言
葉
が
と
て
も
多
い
。
避
難
し
て
い
る
身
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
温
か
い
も
て

な
し
に
よ
り
、
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
先
述
の
よ
う
に
、
他
方
の
金
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
大

変
な
状
況
が
続
い
て
い
た
。
同
じ
金
浜
の
避
難
者
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
後
の
生

活
の
質
に
か
な
り
の
落
差
が
生
じ
、
結
果
と
し
て
人
々
の
あ
い
だ
に
亀
裂
が
生
じ

る
こ
と
と
な
っ
た
。「
金
浜
の
人
は
金
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
花
輪
農
村
文
化
伝

承
館
と
２
か
所
に
分
か
れ
て
避
難
し
た
。
そ
こ
で
同
じ
避
難
を
し
た
人
で
も
違
い

が
出
て
き
て
し
ま
っ
た
。
金
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
支
援
が
届
く
ま
で
、
お

に
ぎ
り
１
個
と
か
パ
ン
１
個
と
か
、
そ
ん
な
生
活
を
し
て
い
た
。
伝
承
館
に
行
っ

た
人
た
ち
は
、
農
村
地
帯
だ
か
ら
津
波
も
地
震
も
関
係
な
く
、
地
元
の
人
た
ち
が

炊
き
出
し
を
し
て
く
れ
た
。
花
輪
地
区
は
婦
人
会
が
や
っ
て
く
れ
た
が
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
は
自
分
た
ち
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」（
聞
き
取
り
４
、
金

浜
）。
ど
こ
で
避
難
生
活
を
送
っ
た
か
に
よ
っ
て
生
活
の
質
が
大
き
く
異
な
り
、
同

じ
地
域
の
人
々
の
あ
い
だ
に
溝
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

自
分
自
身
も
被
災
し
、
帰
る
場
所
も
無
く
な
り
家
族
も
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
大
変

だ
っ
た
。
子
供
達
に
も
地
域
に
対
し
て
も
、
も
っ
と
何
か
行
動
を
お
こ
す
こ
と
が

で
き
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
何
も
で
き
な
か
っ
た
。
電
気
・
水
道
と
も
復
旧
ま

で
１
〜
２
週
間
位
か
か
り
、
学
校
の
仕
事
は
マ
ヒ
状
態
で
あ
っ
た
が
、
子
供
へ
の

お
た
よ
り
を
作
る
と
か
何
か
は
で
き
た
と
思
う
。
内
陸
へ
帰
っ
た
人
達
が
１
週
間

戻
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
痛
手
で
あ
っ
た
」（
高
浜
小
学
校
、『
東
日
本
大
震
災
の
記

録 

調
査
報
告
書
』）。

■
花
輪
農
村
文
化
伝
承
館

　
地
震
後
に
三
陸
自
動
車
道
に
避
難
し
た
人
た
ち
の
一
部
は
、
た
ま
た
ま
居
合
わ

せ
た
宅
配
便
車
両
の
運
転
手
に
よ
り
、
花
輪
に
運
ば
れ
た
。「
お
墓
を
通
っ
て
三

陸
縦
貫
道
に
向
か
う
と
、
そ
こ
に
運
良
く
宅
急
便
の
車
が
い
て
、
松
山
の
中
三
機

械
ま
で
乗
せ
ら
れ
た
後
、
分
団
の
車
で
花
輪
の
伝
承
館
に
案
内
さ
れ
た
。
三
陸
縦

貫
道
が
あ
っ
た
お
陰
で
す
ぐ
に
花
輪
方
面
に
逃
げ
る
事
が
で
き
た
の
は
良
か
っ
た
」

（
体
験
談
９
、金
浜
）。自
宅
を
流
さ
れ
る
な
ど
し
て
途
方
に
暮
れ
て
い
た
人
た
ち
は
、

津
波
の
心
配
の
な
い
内
陸
方
面
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
て
、
気
持
ち
が
い
く
ら
か

で
も
楽
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。「
道
路
に
運
良
く
い
た
宅
急
便
の
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら

れ
、
本
当
に
あ
の
時
は
涙
が
出
る
く
ら
い
う
れ
し
か
っ
た
。
15
、
６
人
を
乗
せ
た

ト
ラ
ッ
ク
は
、
花
輪
の
中
三
機
械
で
降
ろ
し
て
く
れ
た
。
皆
さ
ん
と
て
も
震
え
て

い
た
の
で
、
停
電
で
も
発
電
機
で
ヒ
ー
タ
ー
を
点
け
て
く
れ
た
。
ト
イ
レ
も
水
が

出
る
よ
う
に
し
て
く
れ
、本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
。２
時
間
ぐ
ら
い
世
話
に
な
り
、

消
防
の
自
動
車
で
伝
承
館
に
移
動
し
た
。
畳
の
部
屋
で
ス
ト
ー
ブ
も
あ
り
、
自
治

会
や
婦
人
会
の
方
々
が
、
暖
か
い
う
ど
ん
と
お
む
す
び
を
出
し
て
く
れ
た
。
今
ま

で
で
一
番
の
ご
ち
そ
う
だ
と
思
っ
た
。
野
菜
、
お
米
、
梅
干
し
な
ど
の
差
し
入
れ

や
見
ず
知
ら
ず
の
私
達
に
お
風
呂
を
貸
し
て
く
れ
る
方
も
あ
っ
て
、
本
当
に
感
謝

し
て
い
る
」（
体
験
談
12
、
金
浜
）。
こ
れ
ら
の
語
り
に
は
、
悲
嘆
に
暮
れ
、
寒
さ

に
凍
え
て
い
た
人
た
ち
が
、
暖
か
い
施
設
の
な
か
で
温
か
い
食
事
を
口
に
で
き
た
、

そ
の
う
れ
し
さ
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
も
、花
輪
の
人
た
ち
に
よ
り
心
の
こ
も
っ
た
対
応
が
な
さ
れ
続
け
た
。「
地

域
の
方
が
、
発
電
機
で
灯
り
を
点
け
、
ス
ト
ー
ブ
も
３
か
所
焚
い
て
く
れ
た
。
夜

高浜・金浜地区 各地域における東日本大震災



301

や
食
料
を
出
し
て
飲
ん
だ
り
し
た
。
…
焚
き
火
で
暖
を
取
り
、
冷
凍
し
て
あ
っ
た

食
料
を
出
し
て
何
日
間
か
過
ご
し
た
。
水
は
金
ヶ
沢
か
ら
汲
ん
で
沸
か
し
て
使
っ

た
。
自
宅
は
住
め
る
状
態
で
は
な
い
の
で
、
た
ま
た
ま
カ
ギ
を
預
か
っ
て
い
た
留

守
中
の
親
戚
宅
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
こ
の
家
は
流
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

庭
に
あ
る
が
れ
き
を
乗
り
越
え
な
い
と
ト
イ
レ
に
行
け
な
い
状
態
だ
っ
た
。
ト
イ

レ
に
も
海
水
は
入
っ
て
い
た
。
運
良
く
反
射
式
ス
ト
ー
ブ
が
あ
り
、
被
害
の
少
な

い
部
屋
も
使
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
助
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
４
月
末
ぐ
ら
い
ま
で

居
た
が
、
電
気
水
道
が
３
月
末
に
復
旧
す
る
ま
で
、
ろ
う
そ
く
を
使
い
水
汲
み
に

通
っ
た
。
／
避
難
所
に
居
な
か
っ
た
の
で
、
物
資
は
し
ば
ら
く
頂
け
な
か
っ
た
。

ラ
ジ
オ
も
無
く
、
情
報
が
無
い
の
も
大
変
だ
っ
た
。
最
後
の
方
に
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
食
料
を
頂
い
た
が
、
冷
凍
庫
の
物
は
溶
け
る
前
に
皆
さ
ん
に
分
け
、
隣
近

所
の
方
や
友
人
も
色
々
と
持
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
り
助
け
て
く
れ
た
。
片
付
け
が
落

ち
着
い
た
頃
、
久
慈
の
息
子
の
所
に
世
話
に
な
り
６
月
か
ら
仮
設
住
宅
に
入
居
し

て
い
る
」（
体
験
談
14
、
金
浜
）。

　
イ
ン
フ
ラ
の
不
備
や
飲
食
物
の
欠
如
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
る
か
、
知
恵
を

絞
っ
て
対
処
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

■
部
屋
を
借
り
て
家
族
を
探
す

　
次
は
、
留
守
に
し
て
い
る
時
に
自
宅
が
ほ
ぼ
全
壊
し
た
が
、
翌
日
す
ぐ
に
、
宮

古
市
の
市
街
に
部
屋
を
借
り
て
住
み
始
め
た
例
で
あ
る
。
金
浜
に
居
住
し
て
い
た

船
越
恭
治
・
船
越
典
子
夫
妻
は
、
地
震
津
波
が
発
生
し
た
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ
宮
古

市
と
山
田
町
で
勤
務
中
で
あ
り
、
自
宅
に
残
し
て
い
た
母
親
ほ
か
、
家
族
と
離
れ

離
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
「
３
月
12
日
、
朝
起
き
て
勤
務
先
に
行
き
、
貸
家
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。
金
浜

に
戻
り
、
自
宅
２
階
か
ら
炬
燵
な
ど
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
荷
物
を
借
家

に
置
い
て
、
山
田
町
に
行
き
妻
を
探
す
が
見
つ
か
ら
ず
、
山
田
町
に
在
住
し
て
い

る
次
男
家
族
の
住
居
に
行
く
と
、
次
男
の
嫁
や
孫
た
ち
が
い
た
。
３
月
13
日
、
妻

を
捜
す
か
た
わ
ら
、長
男
、三
男
、四
男
と
連
絡
を
と
ろ
う
と
電
話
す
る
が
通
じ
ず
、

岩
泉
の
三
男
夫
婦
の
家
に
行
く
も
、
不
在
の
た
め
メ
モ
を
残
す
。
ガ
ソ
リ
ン
が
な

く
な
り
、
３
時
間
な
ら
ん
で
ガ
ソ
リ
ン
20
㍑
を
購
入
し
た
。

ウ　
自
宅
、
そ
の
他
の
居
所
の
生
活

　
地
震
津
波
の
後
、
幸
い
自
宅
に
留
ま
る
こ
と
が
で
き
た
人
た
ち
も
、
そ
の
後
の

生
活
は
、
や
は
り
困
難
な
も
の
に
な
っ
た
。
建
物
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
電
気
・

水
道
は
な
く
、
道
路
が
通
れ
ず
食
料
や
物
資
の
入
手
も
難
し
い
。
さ
ら
に
、
避
難

所
に
い
れ
ば
情
報
は
比
較
的
入
り
や
す
い
が
、
自
宅
に
い
る
と
入
手
し
づ
ら
い
。

■
自
宅
に
留
ま
る

　
自
宅
に
留
ま
る
場
合
、
当
然
だ
が
、
身
の
回
り
の
こ
と
は
基
本
的
に
自
分
た
ち

で
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
イ
ン
フ
ラ
や
情
報
が
断
た
れ
た
状
態

に
お
い
て
、
そ
れ
は
か
な
り
困
難
で
あ
る
。「（
注
：
震
災
当
日
）
し
ば
ら
く
し
て
、

夫
が
近
所
の
方
を
避
難
さ
せ
て
来
た
。
停
電
な
の
で
反
射
式
ス
ト
ー
ブ
を
使
い
、

食
料
は
買
物
に
行
く
前
で
ほ
と
ん
ど
何
も
な
い
の
で
、
近
所
の
方
が
持
っ
て
き
た

カ
ン
パ
ン
と
小
さ
い
お
に
ぎ
り
２
個
、
自
宅
に
あ
っ
た
２
㍑
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲

料
１
本
を
４
人
で
分
け
合
っ
た
。
水
に
は
限
り
が
あ
る
の
で
、
薬
を
飲
む
に
も
苦

労
し
た
。
ろ
う
そ
く
を
灯
し
、
こ
れ
ま
で
一
面
識
も
な
い
方
達
と
一
晩
過
ご
し
た
。

何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
寝
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
な
と
思
い
、
カ
ギ
も

か
け
な
か
っ
た
。
怖
い
し
、
寒
い
し
と
て
も
寝
ら
れ
な
か
っ
た
。
翌
朝
は
、
家
中

か
ら
か
き
集
め
た
バ
ナ
ナ
と
り
ん
ご
を
分
け
あ
い
食
べ
た
。
／
…
（
注
：
翌
日
）

親
戚
も
避
難
し
て
き
た
の
で
お
互
い
に
服
や
下
着
を
分
け
あ
い
、
米
は
あ
っ
て
も

水
が
出
な
い
の
で
困
っ
た
が
、
こ
の
辺
り
に
は
使
え
る
沢
水
や
井
戸
が
あ
っ
た
の

で
十
分
確
保
で
き
た
」（
体
験
談
１
、
高
浜
）。

　
次
に
み
る
の
は
、
自
宅
は
か
ろ
う
じ
て
残
っ
た
も
の
の
、
津
波
で
柱
が
失
わ
れ
、

余
震
が
続
く
な
か
で
屋
内
に
い
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。「（
注
：

震
災
当
日
）
そ
の
後
は
田
老
に
行
っ
て
い
た
夫
が
戻
っ
て
来
る
と
思
い
、
自
宅
近

く
で
火
を
燃
や
し
て
暖
を
取
り
待
っ
て
い
た
。
自
宅
は
階
段
を
支
え
る
柱
が
な
い

状
態
で
、
今
思
え
ば
危
険
だ
が
暗
く
て
わ
か
ら
な
い
の
で
２
階
か
ら
布
団
を
持
ち

出
し
て
車
の
中
で
待
っ
て
い
た
。
や
が
て
20
時
30
分
頃
に
夫
が
歩
い
て
戻
り
安
堵

し
た
。
寒
か
っ
た
の
で
火
が
一
番
あ
り
が
た
か
っ
た
」（
体
験
談
13
、
金
浜
）。

　
次
も
同
一
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
結
局
、
自
宅
に
居
住
で
き
な
い
た
め
親
戚
の
家

に
移
動
し
て
生
活
を
送
る
こ
と
に
し
て
い
る
。「
運
が
良
か
っ
た
の
は
車
が
残
っ
た

事
と
冷
蔵
庫
と
冷
凍
庫
が
浮
か
ん
で
、
中
に
水
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。
水
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オ　
辛
い
思
い
と
、
さ
さ
や
か
な
よ
ろ
こ
び
と

■
辛
い
思
い

　
震
災
に
つ
い
て
の
人
々
の
語
り
に
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
言
い
表
し
よ
う
の
な

い
辛
い
思
い
が
溢
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
他
者
の
死
に
直
面
し
た
経
験
は
、
後
々

ま
で
大
き
な
傷
と
し
て
残
る
。「
２
回
目
の
波
が
堤
防
を
越
え
た
の
で
こ
の
畑（
注：

避
難
し
て
い
た
高
台
の
畑
）
ま
で
来
る
と
思
い
、
皆
で
走
り
上
が
っ
た
が
３
人
遅

れ
て
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
１
人
だ
と
思
う
が
、『
お
ー
い
、お
ー
い
、お
ー
い
』

と
３
回
呼
ぶ
声
が
聞
こ
え
た
。
波
が
線
路
ま
で
来
る
と
思
い
、逃
げ
る
の
に
手
い
っ

ぱ
い
で
、
後
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
上
の
山
に
走
り
登
っ
た
。
そ
し
て
宮
古
道
路

に
出
て
、階
段
を
登
り
線
路
に
上
が
っ
た
。
私
は
道
路
に
あ
る
階
段
の
場
所
を
知
っ

て
い
た
が
、
親
戚
は
知
ら
な
か
っ
た
と
思
う
。
道
路
の
階
段
が
も
う
少
し
下
に
あ

れ
ば
皆
が
助
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
…
逃
げ
る
時
に
聞
こ
え
た
親
戚
の
声
が
何

か
月
も
耳
を
離
れ
な
か
っ
た
。
食
欲
も
無
く
、
す
っ
か
り
痩
せ
て
し
ま
い
、
２
か

月
経
っ
た
頃
に
お
茶
な
ど
を
持
ち
拝
ん
で
き
た
」（
体
験
談
４
、
金
浜
）。

　
金
浜
の
、
江
山
寺
や
三
陸
道
の
周
辺
で
は
、
多
く
の
人
が
わ
ず
か
な
差
で
助
か
っ

た
り
、
逃
げ
遅
れ
た
り
し
て
い
る
。
助
か
っ
た
人
の
背
後
に
い
た
人
が
助
か
ら
な

か
っ
た
、
振
り
向
い
た
ら
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
、
あ
ち
こ
ち
で
起
き
て

い
た
。
そ
の
よ
う
な
経
験
を
忘
れ
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
で
き
ず
、
ず
っ
と
抱
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
２
か
月
後
に
、
拝
み
に
行
く
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
ひ
と
つ
の
区
切
り
に
な
る
。
少
し
ず
つ
、
そ
の
よ

う
に
し
て
、
歩
い
て
い
く
ほ
か
な
い
。

　
自
宅
を
失
く
す
と
い
う
経
験
が
や
は
り
深
い
傷
を
残
す
だ
ろ
う
こ
と
も
、
想
像

に
難
く
な
い
。「
い
ま
振
り
返
る
と
、
ふ
つ
う
の
生
活
に
戻
っ
た
が
、
も
う
い
い
、

も
う
た
く
さ
ん
だ
と
い
う
思
い
が
強
い
。
家
が
流
さ
れ
た
の
が
大
き
く
、
当
初
は

明
日
か
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
。
分
団
長
に
ち
ょ
っ
と
つ
き

あ
え
と
言
わ
れ
花
輪
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
ポ
ン
プ
車
で
三
陸
国
道
を
越

え
て
い
っ
た
ら
ふ
つ
う
の
生
活
を
し
て
い
て
、
そ
の
違
い
に
驚
い
た
」（
聞
き
取
り

３
、
高
浜
勤
務
金
浜
在
住
）。
自
宅
が
跡
形
も
な
く
流
さ
れ
た
と
い
う
現
実
を
受
け

入
れ
よ
う
と
も
が
い
て
い
る
と
き
に
、
そ
の
近
く
で
、
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ

う
に
ふ
つ
う
の
生
活
が
営
ま
れ
て
い
る
の
を
目
に
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
ど
う
し

　
３
月
14
日
、
近
所
の
知
り
合
い
か
ら
、
妻
が
帰
っ
て
き
て
金
浜
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
い
る
と
聞
き
、
が
れ
き
の
あ
る
場
所
を
避
け
て
八
木
沢
、
磯
鶏
、
高
浜
を

経
由
し
て
向
か
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
で
妻
と
再
会
し
た
時
は
、
感
動
し
て
言
葉
も
出

な
か
っ
た
。
湯
っ
た
り
館
で
風
呂
に
入
っ
て
借
家
に
戻
っ
た
。

　
…
３
月
26
日
、息
子
た
ち
か
ら
「
家
に
来
て
住
ま
な
い
か
」
と
い
う
提
案
が
あ
っ

た
が
、
有
難
い
が
厄
介
に
な
る
だ
け
だ
か
ら
、
で
き
た
ら
自
分
た
ち
の
足
で
今
ま

で
の
生
活
を
し
な
が
ら
一
生
を
生
き
た
い
と
思
っ
た
」（
船
越
恭
治
「
一
、
私
の

二
十
日　
船
越
恭
治
」）。
母
親
と
自
宅
を
失
い
、家
族
と
も
連
絡
が
と
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
地
震
津
波
の
翌
日
す
ぐ
に
部
屋
を
借
り
、
無
事
だ
っ
た
車
で
駆

け
ま
わ
っ
て
家
族
を
探
す
な
ど
、
精
力
的
に
動
い
て
い
る
。

エ　
高
浜
小
学
校
の
再
開

　
高
浜
小
学
校
は
校
舎
や
体
育
館
が
避
難
所
に
な
ら
ず
、
ト
イ
レ
や
炊
き
出
し
の

た
め
に
家
庭
科
教
室
が
使
わ
れ
た
だ
け
だ
っ
た
た
め
、
新
学
期
の
準
備
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
。
当
時
校
長
だ
っ
た
大
洞
晴
洋
氏
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
な
経
緯

で
あ
っ
た
。

　
３
月
25
日
に
修
了
式
と
卒
業
式
を
実
施
し
、
新
学
期
開
始
ま
で
の
約
４
週
間
、

学
級
担
任
に
よ
る
家
庭
訪
問
と
地
域
や
家
庭
状
況
の
把
握
と
い
っ
た
作
業
が
行
わ

れ
た
。
そ
の
際
、
通
学
路
の
安
全
を
い
か
に
確
保
す
る
か
、
心
の
ケ
ア
、
給
食
を

ど
う
す
る
か
、
と
い
っ
た
懸
念
事
項
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
通
学
路
は
が
れ
き
な
ど

津
波
被
害
に
よ
る
危
険
が
あ
る
た
め
、
１
学
期
終
了
ま
で
の
間
、
登
下
校
を
集
団

に
し
、
毎
日
職
員
が
交
代
で
一
緒
に
つ
い
て
歩
い
た
。
避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
に

移
っ
て
か
ら
は
遠
距
離
通
学
も
問
題
と
な
っ
た
が
、
２
学
期
か
ら
教
育
委
員
会
の

配
慮
に
よ
り
タ
ク
シ
ー
で
登
下
校
し
た
。

　
次
に
、
児
童
に
対
す
る
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
は
震
災
直
後
の
家
庭
訪
問
か
ら
始

め
て
個
別
対
応
を
続
け
た
。
避
難
所
や
仮
設
住
宅
に
入
っ
た
児
童
は
、
よ
り
強
い

ス
ト
レ
ス
症
状
を
示
す
こ
と
も
あ
り
、
長
期
に
わ
た
る
支
援
が
必
要
と
い
う
。
最

後
に
給
食
に
つ
い
て
は
、
新
学
期
開
始
に
あ
わ
せ
て
の
実
施
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、

な
ん
と
か
実
施
で
き
た
。（
大
洞
晴
洋
、
平
成
24
年
）
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人
は
捕
ま
っ
た
」（
聞
き
取
り
５
、
金
浜
）。

　
混
乱
に
乗
じ
て
お
そ
ら
く
相
当
数
の
泥
棒
が
出
没
し
た
が
、
被
災
者
た
ち
に
は

そ
れ
に
対
応
す
る
だ
け
の
余
力
が
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
自
然
の

力
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
生
活
が
、
人
の
悪
意
に
よ
っ
て
さ
ら
に
破
壊
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
地
震
津
波
は
人
の
命
や
自
宅
な
ど
の
物
の
み
を
奪
う
わ
け
で
は
な
く
、
人
々
は

喪
失
に
よ
っ
て
の
み
苦
し
む
わ
け
で
は
な
い
。
避
難
生
活
は
人
々
を
消
耗
さ
せ
、

親
し
い
人
た
ち
と
の
関
係
を
も
蝕
ん
で
い
く
。「
避
難
所
な
ど
か
ら
食
料
を
調
達
し

た
が
、
あ
ん
な
時
は
人
を
変
え
る
。
皆
、
人
を
疑
う
。
近
所
の
盲
目
の
方
や
体
の

不
自
由
な
方
に
配
る
た
め
に
食
事
を
運
ん
で
い
た
が
、
そ
れ
を
見
た
人
に
多
く
食

料
を
持
っ
て
い
く
と
言
わ
れ
た
り
も
し
た
。
親
戚
に
物
を
運
ぶ
た
め
に
何
度
も
山

道
を
歩
い
て
通
っ
て
い
た
が
、
心
な
い
噂
に
一
時
は
怖
い
思
い
を
し
た
」（
体
験
談

２
、
高
浜
）。

　
地
域
の
人
た
ち
の
た
め
に
必
死
に
働
い
て
い
た
消
防
団
員
で
さ
え
、
そ
の
必
死

さ
ゆ
え
の
、
対
人
的
な
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
る
。「
津
波
の
後
、
郵
便
局
の
バ
イ

ク
が
２
台
、
金
浜
に
置
い
て
あ
っ
た
が
、
そ
の
バ
イ
ク
を
団
員
が
勝
手
に
使
っ
た

と
い
う
こ
と
で
、
宮
古
の
消
防
署
長
、
消
防
団
長
の
２
人
が
犯
人
探
し
に
や
っ
て

き
た
。
道
路
が
寸
断
さ
れ
て
い
る
が
バ
イ
ク
で
あ
れ
ば
通
る
こ
と
が
で
き
、
団
員

の
な
か
に
車
屋
が
い
た
の
で
直
結
し
て
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
て
乗
っ
た
。
避
難
所
に

２
０
０
人
以
上
お
り
、
足
り
な
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
、
バ
イ
ク
で
買

い
に
行
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
バ
イ
ク
を
盗
ん
で
遊
ん
で
い
る
奴
が
い
る
と
郵
便
局

か
ら
消
防
署
長
へ
電
話
が
あ
り
、
訴
え
る
と
言
わ
れ
、
そ
れ
で
署
長
ら
が
探
し
に

来
た
の
だ
っ
た
。
バ
イ
ク
を
使
っ
た
団
員
が
来
て
、
午
後
に
分
団
長
と
い
っ
し
ょ

に
消
防
署
に
来
い
と
言
わ
れ
た
、
と
言
う
の
で
一
緒
に
行
っ
た
。
そ
こ
に
い
た
人

か
ら
、
人
の
も
の
を
勝
手
に
使
っ
た
ら
泥
棒
だ
ろ
、
と
言
わ
れ
た
。
頭
に
来
て
、

な
ん
だ
そ
の
言
い
方
は
と
、
喧
嘩
に
な
っ
た
。
い
ま
だ
に
忘
れ
な
い
。
郵
便
局
に

謝
り
に
い
く
が
喧
嘩
に
な
る
か
ら
来
な
く
て
い
い
と
言
わ
れ
た
。
郵
便
物
を
入
れ

る
籠
が
な
く
な
っ
て
い
た
か
ら
そ
れ
も
合
わ
せ
て
弁
償
し
た
ん
だ
、
あ
れ
が
け
っ

こ
う
高
か
っ
た
ん
だ
と
後
で
消
防
団
長
か
ら
聞
い
た
。
訴
え
て
欲
し
か
っ
た
、や
っ

て
み
ろ
と
。
あ
の
非
常
事
態
に
。
バ
イ
ク
を
使
っ
た
の
は
高
浜
小
学
校
で
何
十
人

よ
う
も
な
く
存
在
し
て
し
ま
っ
て
い
る
落
差
を
受
け
入
れ
る
に
は
、
さ
ら
に
ど
れ

く
ら
い
も
が
け
ば
い
い
の
か
。

　
避
難
の
際
に
何
を
持
ち
出
す
か
に
つ
い
て
の
と
っ
さ
の
判
断
も
、
後
悔
の
種
と

な
り
う
る
。「
印
鑑
も
持
ち
出
し
た
が
、
後
で
再
会
し
た
娘
に
『
お
父
さ
ん
の
位
牌

よ
り
も
お
母
さ
ん
に
は
印
鑑
が
大
事
な
の
』
と
言
わ
れ
て
今
で
も
そ
れ
が
せ
つ
な

い
。
月
日
が
経
つ
と
冗
談
に
変
わ
っ
た
が
そ
の
時
は
と
て
も
胸
が
痛
か
っ
た
。
戻

れ
る
と
思
っ
て
の
行
動
だ
っ
た
の
で
、
い
く
ら
親
子
で
も
ド
キ
ッ
と
し
た
」（
体
験

談
12
、
金
浜
）。

　
あ
る
い
は
、
避
難
の
途
中
で
出
会
っ
た
人
の
こ
と
を
、
後
々
ま
で
心
配
す
る
と

い
う
こ
と
も
あ
る
。「
道
路
に
立
っ
て
い
る
と
、
ず
ぶ
濡
れ
の
ス
ー
ツ
を
来
た
男
の

人
が
半
泣
き
で
線
路
を
歩
い
て
来
た
。
そ
の
方
は
、
自
動
車
で
津
波
に
遭
い
、
車

ご
と
線
路
の
法
面
に
上
が
っ
た
の
で
、『
今
だ
！
』
と
車
か
ら
降
り
た
そ
う
だ
。
言

葉
の
感
じ
か
ら
、こ
の
辺
の
方
で
は
な
い
よ
う
で
、次
の
駅
ま
で
歩
く
途
中
だ
っ
た
。

私
達
は
、
宮
古
の
鉄
橋
が
壊
れ
て
い
る
こ
と
も
知
ら
ず
、
線
路
沿
い
に
行
け
ば
大

丈
夫
だ
ろ
う
と
そ
の
ま
ま
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
今
も
気
が
か
り
だ
」（
体
験
談

12
、
金
浜
）。

　
地
震
津
波
の
被
害
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
、
火
事
場
泥
棒
の
行
為
が
横
行
し
た

こ
と
も
人
々
に
辛
い
思
い
を
さ
せ
た
。「
泥
棒
も
ひ
ど
か
っ
た
。
地
震
の
次
の
日
か

ら
、
道
路
の
上
に
物
が
散
ら
ば
っ
て
い
て
み
ん
な
持
っ
て
い
か
れ
た
。
現
金
は
も

ち
ろ
ん
な
い
。
冷
蔵
庫
も
扉
が
閉
ま
っ
て
い
た
の
に
中
身
が
な
い
。
朝
早
く
き
て

持
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
バ
タ
ン
バ
タ
ン
と
音
が
し
て
、
箪
笥
の
引
き
出

し
が
出
さ
れ
た
り
し
た
。
金
浜
の
人
な
ら
顔
が
わ
か
る
が
、
知
ら
な
い
人
が
い
る

の
で
、ど
こ
を
お
探
し
で
す
か
っ
て
聞
く
と
、ん
ー
っ
て
行
っ
て
し
ま
う
。
あ
る
時
、

わ
ー
す
ご
い
こ
の
ゴ
ミ
の
山
、
と
言
わ
れ
て
、
プ
ッ
ツ
ン
っ
て
切
れ
て
、
失
礼
な

こ
と
言
わ
な
い
で
、
何
言
っ
て
る
の
、
み
ん
な
財
産
な
の
よ
、
ど
う
い
う
気
持
ち

で
言
っ
て
い
る
の
、
っ
て
言
っ
て
や
っ
た
。
私
た
ち
に
し
て
み
れ
ば
財
産
で
す
よ
。

そ
れ
を
ゴ
ミ
の
山
っ
て
言
わ
れ
て
、
ふ
ざ
け
る
な
と
。
今
で
も
顔
を
覚
え
て
い
る
。

　
ま
ず
昼
間
に
き
て
目
星
を
つ
け
て
、
朝
方
ま
た
き
て
持
っ
て
い
く
。
金
浜
の
住

民
で
な
い
人
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
き
た
。
八
木
沢
の
ほ
う
か
ら
車
で
来
て
車
を
駐

め
て
あ
る
の
を
見
つ
け
て
、
警
察
を
呼
ん
だ
ら
そ
の
車
自
体
が
盗
難
車
で
、
そ
の
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望
を
受
け
取
っ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
同
様
に
謝
意
が
表
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
の
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。
先
述

し
た
、
花
輪
の
農
村
文
化
伝
承
館
に
お
け
る
、
花
輪
の
人
々
に
よ
る
献
身
的
な
支

援
に
対
し
て
は
、
多
く
の
被
災
者
が
繰
り
返
し
そ
の
あ
り
が
た
み
に
つ
い
て
述
べ

て
い
る
。
そ
の
他
、
被
害
を
聞
き
つ
け
て
支
援
の
た
め
の
物
資
を
送
っ
た
人
た
ち

と
の
交
流
や
、
他
所
か
ら
駆
け
つ
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
あ
い
だ
に
結
ば
れ
た

心
の
き
ず
な
も
、
被
災
者
た
ち
に
希
望
を
与
え
た
。「
青
森
か
ら
ジ
ュ
ー
ス
が
届

き
、『
１
人
じ
ゃ
な
い
、
私
た
ち
も
い
ま
す
』
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
入
っ
て
い
て

う
れ
し
か
っ
た
。嬉
野
市
か
ら
お
茶
を
も
ら
っ
た
の
で
、お
礼
の
は
が
き
を
出
し
た
。

初
め
て
急
須
で
お
茶
飲
ん
で
う
れ
し
か
っ
た
と
書
い
た
ら
、
市
長
か
ら
ま
た
お
茶

が
届
い
た
。
被
災
し
た
年
に
バ
ス
か
ら
見
た
ひ
ま
わ
り
畑
が
み
え
て
い
い
な
あ
と

言
っ
た
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
次
の
年
に
奈
良
か
ら
種
を
取
り
寄
せ
て
ひ
ま

わ
り
を
植
え
て
く
れ
た
。
そ
の
種
は
名
古
屋
の
緑
化
組
合
を
と
お
し
て
、
全
国
に

い
っ
て
咲
い
て
い
る
。
あ
れ
は
う
れ
し
か
っ
た
。
や
っ
て
く
れ
た
の
は
沖
縄
か
ら

来
た
子
だ
っ
た
。
ひ
ま
わ
り
の
種
を
植
え
て
、
草
取
り
か
ら
土
を
な
ら
す
の
か
ら

ゴ
ミ
を
と
る
の
か
ら
ぜ
ん
ぶ
や
っ
て
く
れ
た
。
意
気
投
合
し
て
、
私
の
と
こ
ろ
に

ご
飯
を
食
べ
に
来
た
り
、
今
で
も
お
電
話
も
ら
っ
た
り
し
て
い
る
。
そ
の
子
が
い

ろ
ん
な
人
を
引
き
つ
け
て
、
他
に
も
い
ろ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
来
て
く
れ

た
」（
聞
き
取
り
５
、
高
浜
）。

　
避
難
所
や
仮
設
住
宅
で
ス
ト
レ
ス
の
多
い
不
安
な
日
々
を
過
ご
す
人
々
に
と
り
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
」
と
は
、
単
な
る
物
理
的
な
労
力
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
あ

た
た
か
み
と
希
望
を
も
た
ら
す
存
在
で
あ
っ
た
。
震
災
か
ら
数
年
経
っ
た
後
も
交

流
が
続
い
て
い
る
と
い
う
の
は
、
被
災
者
た
ち
が
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
」
に
、

文
字
通
り
未
来
へ
の
希
望
を
託
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
⑸　
未
来
に
向
け
て

ア　
地
震
津
波
へ
の
備
え

■
避
難
訓
練

　

東
日
本
大
震
災
は
高
浜
・
金
浜
、
そ
し
て
他
の
た
く
さ
ん
の
地
域
で
多
く
の

人
々
の
命
を
奪
い
、歴
史
や
人
々
の
記
憶
の
詰
ま
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
物
を
流
し
去
っ

も
の
命
を
助
け
た
団
員
な
の
に
、
そ
の
こ
と
に
は
一
言
も
触
れ
ず
、
バ
イ
ク
の
こ

と
だ
け
問
い
詰
め
ら
れ
た
。
い
ま
だ
に
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
謝
っ
て
き
て
い
な
い
。

自
分
た
ち
の
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
」（
聞
き
取
り
１
、
高
浜
）。

非
常
事
態
を
打
開
す
べ
く
必
死
に
活
動
す
る
な
か
で
誤
解
が
生
じ
、
そ
れ
が
大
き

な
諍い

さ
かい

に
ま
で
発
展
し
、
時
間
が
経
過
し
て
も
そ
の
し
こ
り
が
残
り
続
け
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
震
災
は
目
に
見
え
る
被
害
だ
け
で
な
く
、
目
に
見
え
な
い
、

そ
れ
ゆ
え
に
他
者
に
認
知
さ
れ
づ
ら
い
被
害
を
も
も
た
ら
す
。
そ
う
し
た
被
害
は

人
の
心
に
わ
だ
か
ま
り
続
け
、
少
し
ず
つ
少
し
ず
つ
薄
ま
っ
て
い
く
の
を
待
つ
ほ

か
な
い
。

■
さ
さ
や
か
な
よ
ろ
こ
び

　
震
災
に
つ
い
て
の
辛
い
語
り
の
合
間
に
、
ホ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
、
さ
さ
や
か
な

よ
ろ
こ
び
が
漏
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
辛
い
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
と
り
わ
け
人
の
心

の
温
か
み
は
格
別
な
も
の
と
し
て
経
験
さ
れ
る
。「
家
は
８
か
所
ぐ
ら
い
に
分
散
し

て
い
た
。
屋
根
の
上
を
歩
く
と
足
が
滑
り
、
自
衛
隊
の
方
が
パ
ッ
と
来
て
後
と
前

に
つ
い
て
く
れ
た
。
素
手
で
雪
に
手
を
着
い
た
ら
手
袋
ま
で
く
れ
て
、
あ
り
が
た

か
っ
た
。
縦
に
な
っ
て
い
た
自
動
車
の
上
に
見
覚
え
の
あ
る
宝
石
箱
が
載
っ
て
い

た
。
何
と
か
よ
じ
登
り
、
下
に
落
と
す
と
水
で
木
が
膨
張
し
て
開
か
な
か
っ
た
が
、

こ
じ
開
け
る
と
中
か
ら
自
分
の
物
が
出
て
来
た
。
も
う
、
う
れ
し
く
て
。
高
価
な

物
で
は
な
い
が
、
今
見
て
も
自
分
の
物
が
あ
っ
た
だ
け
で
可
愛
い
。
…
自
衛
隊
か

ら
頂
い
た
手
袋
も
今
で
も
大
事
に
持
っ
て
い
る
。
家
族
は
、皆
元
気
な
の
で
良
か
っ

た
と
思
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
…
今
回
の
こ
と
で
、
人
の
好
意
の
あ
り
が
た
さ
を

感
じ
た
」（
体
験
談
12
、
金
浜
）。

　
途
方
に
暮
れ
て
歩
い
て
い
る
と
き
に
、
自
分
を
気
遣
い
、
手
を
差
し
伸
べ
て
く

れ
る
人
が
い
る
の
だ
と
気
づ
く
こ
と
は
、
そ
の
人
に
大
き
な
勇
気
を
与
え
る
。
被

災
後
の
自
衛
隊
の
活
動
に
対
し
て
多
く
の
人
が
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
る
が
、
そ
れ

は
自
衛
隊
の
隊
員
が
、
救
援
や
捜
索
の
作
業
を
、
心
を
こ
め
て
行
っ
て
い
た
証
で

あ
る
。
そ
れ
を
プ
ロ
意
識
の
強
さ
ゆ
え
で
あ
る
と
み
な
す
か
、
単
な
る
仕
事
の
域

を
越
え
た
人
間
の
ま
ご
こ
ろ
の
発
露
で
あ
る
と
み
な
す
か
は
、
あ
ま
り
重
要
で
は

な
い
。
多
く
の
被
災
者
が
彼
ら
か
ら
、
実
際
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
生
き
て
い
く
希
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え
が
あ
っ
た
こ
と
も
一
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
全
く
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。「
高
浜
自
治
会
は
平
成
９
年
、
市

内
で
も
早
い
段
階
で
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
た
。
し
か
し
高
齢
化
が
進
む
な

ど
実
質
的
に
は
活
動
に
参
加
す
る
人
は
少
な
く
、
十
分
に
機
能
で
き
る
体
制
で
は

な
か
っ
た
。
高
浜
地
区
の
住
宅
地
に
は
高
台
に
避
難
場
所
は
あ
る
が
、
避
難
所
が

な
い
。
さ
ら
に
、
が
れ
き
や
浸
水
に
よ
り
避
難
場
所
に
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い

状
況
だ
っ
た
。
救
援
物
資
が
届
く
ま
で
の
間
、
数
日
は
自
分
た
ち
の
地
区
は
自
分

た
ち
で
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
も

避
難
訓
練
、
そ
し
て
何
よ
り
地
域
の
結
び
つ
き
を
大
切
に
し
た
い
」（
体
験
談
15
、

高
浜
）。

　
高
齢
化
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
避
難
訓
練
な
ど
に
参
加
す
る
人
は
減
っ
て
き

て
お
り
、
必
ず
し
も
十
分
に
機
能
で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、

避
難
場
所
に
た
ど
り
着
け
な
い
、
避
難
所
が
遠
い
、
な
ど
の
問
題
も
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
金
浜
で
も
震
災
前
、
避
難
訓
練
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
高
浜
に
比
べ
る
と
参
加

率
は
低
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
避
難
訓
練
は
、
年
に
１
回
く
ら
い
し
て
い
た
が
、

参
加
者
は
１
人
と
か
２
人
と
か
、
少
な
か
っ
た
。
お
寺
で
亡
く
な
っ
た
お
ば
さ
ん

は
毎
回
参
加
し
て
い
た
の
だ
が
。
震
災
前
に
防
災
意
識
が
薄
か
っ
た
の
は
確
か
だ
。

（
金
浜
の
人
は
）
堤
防
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
だ
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
。
チ
リ
地
震
の
後
、防
潮
堤
が
で
き
て
か
ら
、国
道
沿
い
に
家
を
建
て
た
り
、

高
台
か
ら
下
り
て
き
た
人
が
た
く
さ
ん
い
た
。
そ
の
ま
ま
元
の
場
所
に
い
れ
ば
い

い
の
に
と
言
う
が
、
山
の
上
は
や
は
り
不
便
だ
。
そ
れ
で
下
の
方
に
下
り
て
き
た

の
で
は
な
い
か
。
多
く
が
チ
リ
地
震
の
後
で
一
旦
上
へ
上
が
っ
た
が
、
徐
々
に
下

に
戻
っ
て
き
た
。
金
浜
で
震
災
後
も
残
っ
て
い
る
の
は
、
よ
そ
か
ら
来
た
人
の
家

が
多
い
。
昔
か
ら
あ
る
１
０
０
軒
位
の
う
ち
８
割
〜
９
割
は
津
波
に
や
ら
れ
た
の

で
は
な
い
か
。」（
聞
き
取
り
３
、
高
浜
勤
務
金
浜
在
住
）。

　
チ
リ
地
震
津
波
の
際
、
金
浜
は
高
浜
よ
り
も
被
害
が
少
な
く
て
済
ん
で
お
り
、

そ
れ
ゆ
え
か
、
住
民
の
防
災
意
識
は
相
対
的
に
低
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
む
ろ
ん

そ
れ
で
も
、
な
か
に
は
意
識
の
高
い
人
も
い
た
。「
３
月
３
日
の
避
難
訓
練
に
は
毎

年
参
加
し
て
い
た
。
大
き
な
避
難
リ
ュ
ッ
ク
に
は
、
袋
を
３
つ
、
は
お
れ
る
も
の
、

た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
に
暮
ら
す
人
々
は
こ
れ
ま
で
に
も
繰
り
返
し
津
波
の
被
害

に
遭
っ
て
き
て
い
る
。
津
波
へ
の
備
え
は
さ
れ
て
き
た
は
ず
だ
が
、
今
回
の
津
波

は
、
記
録
に
残
る
ど
の
津
波
よ
り
も
際
立
っ
て
大
き
く
、
そ
れ
ゆ
え
被
害
が
大
き

く
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
被
害
の
す
べ
て
が
、
自
然
の

猛
威
に
よ
る
や
む
を
え
な
い
結
果
だ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
様
々
な
事
例
を
み
れ
ば
、
も
う
少
し
早
く
行
動
を
起
こ
し
て

い
れ
ば
、
あ
る
い
は
も
う
少
し
心
構
え
を
し
て
お
け
ば
、
と
思
わ
れ
る
も
の
が
い

く
つ
も
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
以
下
で
は
、震
災
前
の
、ふ
だ
ん
か
ら
の
心
構
え
や
、

地
域
で
行
っ
て
い
た
避
難
訓
練
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
た
い
。

　
高
浜・金
浜
で
は
毎
年
３
月
３
日
（
昭
和
三
陸
津
波
の
日
）
に
避
難
訓
練
を
行
っ

て
お
り
、
震
災
直
前
の
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
３
月
３
日
に
も
行
っ
て
い
た
。

と
り
わ
け
高
浜
で
は
、
地
域
住
民
の
防
災
意
識
が
高
く
、
避
難
訓
練
へ
の
参
加
率

も
高
か
っ
た
と
い
う
。「
高
浜
で
は
、
３
月
初
め
に
避
難
訓
練
を
や
っ
て
い
る
。
震

災
前
に
も
３
日
か
４
日
に
ち
ょ
う
ど
や
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
自
治
会
で
、
会
長

が
変
わ
っ
て
も
ず
っ
と
や
っ
て
き
た
避
難
訓
練
は
、
や
は
り
と
て
も
大
事
だ
っ
た
。

震
災
の
と
き
、
内
陸
に
い
る
息
子
も
娘
も
、
お
母
さ
ん
は
大
丈
夫
だ
と
思
っ
た
ら

し
い
。
そ
し
て
実
際
に
大
丈
夫
だ
っ
た
。
こ
こ
の
自
治
会
は
と
て
も
い
い
こ
と
を

や
っ
て
い
る
と
思
っ
た
。
と
り
あ
え
ず
近
く
の
高
台
に
集
ま
る
の
で
、
１
か
所
あ

た
り
５
、６
人
が
集
ま
る
。
そ
れ
が
活
き
た
と
思
う
。
迷
わ
ず
に
、
み
ん
な
参
加
し

て
い
た
。
高
浜
の
被
害
が
少
な
か
っ
た
の
は
訓
練
の
お
か
げ
で
は
な
い
か
。
寝
た

き
り
の
人
で
さ
え
運
ん
で
も
ら
っ
て
高
台
に
避
難
で
き
た
」（
聞
き
取
り
５
、高
浜
）。

　
こ
の
よ
う
に
、
高
浜
で
は
防
災
意
識
が
高
く
、
避
難
訓
練
の
参
加
率
も
高
か
っ

た
の
は
、
昭
和
35
（
１
９
６
０
）
年
の
チ
リ
地
震
津
波
の
際
に
大
き
な
被
害
を
受

け
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。「
普
段
か
ら
家
族
で
、
時
々
津
波
の
話
を
し
て
い
る

方
が
い
い
と
思
う
。
妻
は
チ
リ
地
震
で
津
波
に
遭
い
、
寝
巻
だ
け
で
山
に
上
が
っ

た
ら
家
が
波
に
飲
ま
れ
た
」（
体
験
談
２
、
高
浜
）。
高
浜
で
防
災
意
識
が
高
い
こ

と
は
、
チ
リ
地
震
津
波
か
ら
約
30
年
後
の
平
成
３
（
１
９
９
１
）
年
、
高
浜
自
治

会
が
中
心
と
な
っ
て
回
想
文
集
『
チ
リ
地
震
津
波
よ
り
三
十
年 

あ
の
惨
状
を
振
り

返
っ
て
』
が
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
今
回
の
震
災
で
比
較
的
死

傷
者
が
少
な
く
、
避
難
場
所
の
混
乱
も
少
な
く
て
済
ん
だ
の
は
、
普
段
か
ら
の
備
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寺
付
近
や
三
陸
道
で
あ
っ
た
。
現
実
的
な
避
難
先
を
想
定
し
、
日
頃
か
ら
そ
こ
へ

避
難
す
る
の
だ
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
必
要

で
あ
ろ
う
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
日
頃
か
ら
避
難
用
の
リ
ュ
ッ
ク
を
用
意
し
て
お
い

た
り
、所
持
品
に
名
前
を
書
い
て
お
く
と
い
っ
た
こ
と
を
し
て
い
た
人
も
い
た
。「
救

急
リ
ュ
ッ
ク
を
取
り
に
２
階
に
上
が
ろ
う
と
し
た
が
、
揺
れ
で
な
か
な
か
上
が
れ

な
か
っ
た
」（
体
験
談
11
、
金
浜
）。
す
ぐ
に
取
り
出
し
て
避
難
で
き
る
よ
う
、
救

急
リ
ュ
ッ
ク
は
す
ぐ
手
の
届
く
、家
の
出
口
に
近
い
場
所
に
置
く
べ
き
だ
ろ
う
。「
私

は
、
昔
津
波
に
あ
っ
た
方
か
ら
物
に
名
前
を
書
い
て
お
け
ば
良
い
と
聞
い
て
い
た

の
で
、
鍋
釜
や
指
輪
な
ど
家
の
物
ほ
と
ん
ど
に
名
前
を
書
い
て
い
た
。
そ
れ
で
見

つ
け
た
方
が
持
っ
て
来
て
く
れ
た
」（
体
験
談
４
、
金
浜
）。
流
さ
れ
て
も
名
前
が

書
い
て
あ
れ
ば
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
、
津
波
に
洗
わ
れ
続
け
た
地
域

な
ら
で
は
の
知
恵
で
あ
る
。

■
裏
道
や
水
場
を
知
っ
て
お
く

　
避
難
場
所
や
避
難
所
が
ど
こ
で
あ
る
か
知
っ
て
い
た
が
、
地
震
津
波
の
後
に
た

ど
り
着
け
な
か
っ
た
と
い
う
例
が
い
く
つ
も
あ
る
。
高
浜
や
金
浜
の
集
落
の
背
後

は
山
で
あ
り
、
山
道
を
通
っ
て
い
け
ば
た
い
て
い
の
場
所
に
は
た
ど
り
着
け
る
は

ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
人
は
わ
ず
か
で
あ
る
。「
私
は
定
年
後
に
退
屈

な
の
で
、
裏
山
を
歩
い
て
道
を
覚
え
て
い
た
。
避
難
所
を
決
め
て
も
、
そ
こ
に
行

く
道
を
教
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高
浜
か
ら
山
を
越
え
て
八
木
沢
の
短

期
大
学
に
抜
け
る
道
が
あ
る
」（
体
験
談
２
、
高
浜
）。

　
こ
の
よ
う
に
、
街
が
浸
水
し
た
場
合
を
想
定
し
、
山
を
通
っ
て
避
難
場
所
へ
行

く
道
を
覚
え
、
実
際
に
歩
い
て
お
く
と
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
大
い
に
役
立
つ
。

山
道
の
知
識
が
役
立
つ
例
は
他
に
も
あ
る
。「
と
に
か
く
帰
ろ
う
と
八
木
沢
街
道
を

歩
い
て
い
た
ら
、
自
宅
に
辿
り
つ
け
ず
に
職
場
に
戻
ろ
う
と
し
て
い
た
近
所
の
息

子
さ
ん
に
出
会
っ
た
。
私
は
裏
道
を
知
っ
て
い
た
の
で
一
緒
に
連
れ
て
歩
い
た
」（
体

験
談
14
、
金
浜
）。

　
ま
た
、「
裏
道
や
水
場
の
存
在
を
知
っ
て
い
る
の
も
大
事
だ
と
思
う
」（
体
験
談

13
、
金
浜
）、
と
あ
る
よ
う
に
、
水
場
を
知
っ
て
お
く
こ
と
も
大
い
に
役
立
つ
。「
米

懐
中
電
灯
、
サ
ン
ダ
ル
を
入
れ
て
い
た
」（
体
験
談
12
、
金
浜
）。
こ
の
よ
う
に
万

全
の
準
備
を
し
て
い
た
人
で
あ
っ
て
も
、
金
浜
の
場
合
は
押
し
寄
せ
た
津
波
の
規

模
が
大
き
く
、
危
う
く
逃
げ
遅
れ
か
け
て
い
る
。
先
の
「
聞
き
取
り
３
」
で
も
、

毎
回
避
難
訓
練
に
参
加
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
例
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
全
体
に
防
災
意
識
が
低
め
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
津
波
の

規
模
が
と
り
わ
け
大
き
か
っ
た
た
め
に
、
被
害
が
拡
大
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

■
人
々
の
防
災
意
識
と
備
え

　
住
民
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
防
災
意
識
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う

か
。「
私
は
漁
協
で
18
歳
の
と
き
か
ら
働
い
て
い
て
、
異
動
に
な
っ
て
ま
た
戻
っ
て

き
た
が
、
当
時
の
上
司
が
、
お
い
津
波
の
と
き
は
逃
げ
ろ
よ
と
、
命
あ
っ
て
の
こ

と
だ
か
ら
な
と
言
っ
て
い
て
、
ず
っ
と
そ
れ
が
頭
に
あ
っ
た
か
ら
、
今
回
地
震
が

あ
っ
た
と
き
に
仕
事
や
め
て
逃
げ
ろ
っ
て
み
ん
な
に
言
っ
た
」（
聞
き
取
り
３
、
高

浜
勤
務
金
浜
在
住
）。
こ
の
よ
う
な
意
識
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
、
こ
の
方
は
地
震

の
直
後
、
迷
わ
ず
部
下
を
連
れ
て
避
難
し
て
い
る
。
日
頃
か
ら
の
こ
の
よ
う
な
意

識
が
、
と
っ
さ
の
と
き
の
素
早
い
行
動
に
つ
な
が
る
と
す
れ
ば
、
意
識
を
喚
起
す

る
た
め
に
、
繰
り
返
し
周
囲
の
人
た
ち
と
確
か
め
あ
う
こ
と
が
何
よ
り
有
効
で
あ

ろ
う
。

　
ど
こ
へ
避
難
す
る
か
も
、
日
頃
か
ら
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
高
浜
で
は
、

住
民
は
と
り
あ
え
ず
近
く
の
高
台
に
避
難
し
、
そ
の
後
い
く
つ
か
の
避
難
場
所
に

移
動
す
る
と
い
う
手
順
が
示
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
金
浜
で
は
避
難
の
手
順
が
必

ず
し
も
周
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、
混
乱
が
大
き
く
な
っ
た
。「
ど
こ
へ
避
難
す
る
か
と

い
う
の
は
自
分
で
決
め
て
お
く
し
か
な
い
。
備
蓄
す
る
も
の
な
ど
が
あ
る
か
ら
避

難
場
所
は
必
要
だ
が
、
遠
い
避
難
場
所
に
避
難
し
て
も
、
途
中
で
流
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。
チ
リ
地
震
の
と
き
小
学
生
だ
っ
た
が
、
近
く
の
高
い
と
こ
ろ
に
避
難

し
て
他
の
人
も
避
難
し
て
い
た
。
最
初
か
ら
避
難
所
に
避
難
す
る
と
い
う
の
は
こ

の
よ
う
な
地
形
で
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。
裏
は
山
だ
か
ら
と
り
あ
え
ず
高
い

と
こ
ろ
へ
」（
聞
き
取
り
４
、
金
浜
）。

　
金
浜
で
は
、
特
に
南
部
に
居
住
す
る
人
た
ち
に
と
り
、
避
難
場
所
が
遠
い
と
い

う
問
題
が
あ
り
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
南
部
の
人
の
多
く
が
避
難
し
た
の
は
、
江
山
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り
た
い
と
言
う
。
だ
が
来
年
ま
で
は
長
い
。

　
震
災
後
は
仮
設
住
宅
に
入
っ
た
り
市
内
に
散
ら
ば
っ
た
り
し
て
い
る
か
ら
、
集

ま
る
機
会
が
な
い
。
私
が
い
る
仮
設
住
宅
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
た

め
に
、
焼
肉
や
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
を
や
る
が
、
参
加
す
る
の
は
ほ
と
ん
ど
が
金
浜
の

人
で
、（
同
じ
仮
設
住
宅
に
い
る
）
磯
鶏
や
藤
原
の
人
は
来
な
い
。
津
波
の
後
は
神

社
の
祭
り
も
や
っ
て
い
な
い
。
み
ん
な
戻
っ
た
ら
再
開
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
。

金
浜
で
は
10
月
10
日
あ
た
り
に
神
社
の
祭
り
を
や
っ
て
い
た
。
し
か
し
い
ま
何
月

何
日
に
お
祭
り
だ
と
言
っ
て
も
誰
も
行
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。（
聞
き
取
り
３
、

高
浜
勤
務
金
浜
在
住
）

　
住
み
慣
れ
た
自
宅
も
、
近
隣
の
家
々
も
す
べ
て
流
さ
れ
て
し
ま
い
、
後
に
は
更

地
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、
金
浜
の
住
民
は
同
じ
仮
設
住
宅
に
集
ま
っ

て
暮
ら
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
く
な
ど
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
い
ず

れ
は
金
浜
に
戻
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
大
筋
で
は
、
元
に
近
い
場
所
で
元
に
近

い
生
活
を
送
る
方
向
で
未
来
を
描
い
て
い
る
が
、
そ
こ
か
し
こ
に
、
疲
労
、
迷
い
、

不
安
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。「
小
学
校
の
裏
の
高
台
は
高
浜
地
区
だ
が
、
金
浜

の
住
民
で
そ
ち
ら
に
入
る
人
も
お
り
、
金
浜
地
区
と
し
て
の
一
体
性
が
失
わ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
」（
聞
き
取
り
４
、
金

浜
）、
と
い
う
声
も
あ
る
。
元
の
生
活

に
戻
る
こ
と
が
、
物
理
的
に
も
、
精
神

的
に
も
不
可
能
で
あ
る
な
か
で
、
そ
れ

で
も
で
き
る
だ
け
そ
こ
に
近
づ
き
た
い

と
い
う
思
い
が
、
辛
う
じ
て
未
来
を
開

い
て
い
く
。

　
高
浜
に
あ
っ
て
全
壊
し
て
し
ま
っ
た

勤
務
先
の
漁
協
施
設
は
、
新
し
く
建

て
な
お
さ
れ
、
仕
事
を
再
開
し
た
も
の

の
、
心
機
一
転
や
り
直
す
と
い
う
意
気

込
み
よ
り
は
、
こ
ち
ら
も
や
は
り
将
来

へ
の
不
安
が
際
立
つ
。

は
あ
っ
て
も
水
が
出
な
い
の
で
困
っ
た
が
、
こ
の
辺
り
に
は
使
え
る
沢
水
や
井
戸

が
あ
っ
た
の
で
十
分
確
保
で
き
た
」（
体
験
談
１
、
高
浜
）。「
水
は
近
所
に
き
れ

い
な
沢
水
が
出
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
順
番
に
汲
ん
だ
。
古
い
家
の
水
も
あ
り
、

お
陰
で
助
か
っ
た
」（
体
験
談
３
、
金
浜
）。「
水
は
金
ヶ
沢
か
ら
汲
ん
で
沸
か
し
て

使
っ
た
」（
体
験
談
14
、
金
浜
）。
こ
の
よ
う
に
、
高
浜
や
金
浜
に
は
い
く
つ
も
の

水
場
が
あ
り
、
そ
れ
が
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
命
綱
と
な
り
う
る
。

　
「
水
道
は
止
ま
っ
て
い
た
が
、
井
戸
の
あ
る
家
が
あ
り
、
当
初
は
そ
こ
か
ら
水
を

も
ら
っ
て
運
ん
だ
。
１
㌧
タ
ン
ク
が
あ
り
、
分
団
員
が
ト
ラ
ッ
ク
を
借
り
て
、
水

を
入
れ
て
運
ん
だ
。
２
日
後
位
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
、
給
水
車
が
来
た
の
は
も
っ
と

後
だ
っ
た
」（
聞
き
取
り
３
、
高
浜
勤
務
金
浜
在
住
）。
避
難
所
で
も
、
給
水
車
が

来
る
ま
で
の
２
日
間
、
地
元
の
水
を
使
え
た
こ
と
は
大
き
か
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、ふ
だ
ん
か
ら
備
え
て
い
た
こ
と
が
震
災
の
際
に
大
い
に
役
立
っ

た
と
い
う
例
は
多
い
が
、
し
か
し
起
こ
っ
て
い
な
い
地
震
津
波
に
備
え
る
こ
と
は

一
般
に
難
し
い
だ
ろ
う
。
い
か
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
っ
て
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備

え
ら
れ
る
か
が
鍵
で
あ
る
と
い
え
る
。

イ　
こ
れ
か
ら
の
高
浜
・
金
浜

■
描
き
づ
ら
い
未
来
像

　
２
０
１
４
年
８
月
の
時
点
で
、
高
浜
・
金
浜
の
住
民
の
う
ち
自
宅
を
失
っ
た
人

の
多
く
は
、
高
浜
東
北
端
の
高
台
に
つ
く
ら
れ
た
高
浜
仮
設
住
宅
か
、
磯
鶏
地
区

に
あ
る
河
南
仮
設
住
宅
に
入
居
し
て
い
た
。集
落
は
高
台
へ
の
集
団
移
転
が
決
ま
っ

て
お
り
、
高
浜
小
学
校
の
裏
の
高
台
、
金
浜
か
ら
八
木
沢
に
抜
け
る
高
台
に
、
そ

れ
ぞ
れ
宅
地
が
造
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
金
浜
で
自
宅
を
流
さ
れ
た
松
原
薫
氏
は
、

自
分
の
家
族
、
そ
し
て
金
浜
の
現
状
と
将
来
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
造
成
が
終
わ
る
の
は
来
年
の
秋
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
家
を
建
て
る
の
は
ま
だ

ま
だ
先
に
な
る
。
松
原
家
も
い
ま
は
父
と
妻
と
３
人
で
磯
鶏
の
河
南
仮
設
住
宅
に

い
る
が
、
高
台
に
家
を
建
て
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。
金
浜
の
人
は
50
世
帯
く

ら
い
河
南
の
仮
設
住
宅
に
い
る
が
、
そ
こ
に
は
磯
鶏
と
藤
原
の
住
民
も
お
り
、
ぜ

ん
ぶ
で
16
棟
、
お
よ
そ
１
０
０
世
帯
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
元
の
地
区
に
戻
る

つ
も
り
で
い
る
。
私
と
妻
だ
け
な
ら
ど
こ
で
も
い
い
の
だ
が
、
親
父
が
金
浜
に
戻

写真3　金浜の高台に造成中の宅地
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高浜・金浜地区 各地域における東日本大震災



308

　
積
極
的
に
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
し
で
も
被
害
を
減
ら
す
た
め
、
こ
の

よ
う
に
嵩
上
げ
が
必
要
と
考
え
る
か
、
次
の
２
人
の
よ
う
に
、
嵩
上
げ
す
る
こ
と

の
弊
害
を
強
調
し
、
必
要
な
い
と
考
え
る
か
、
判
断
は
分
か
れ
て
い
る
。

　
防
潮
堤
を
高
く
す
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
海
が
見
え
な
く
な
っ
た
ら
ま
す
ま
す

逃
げ
る
人
が
減
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
よ
り
避
難
道
を
整
備
し
た
ほ
う
が
い
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、そ
う
い
う
方
向
に
は
動
い
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
（
湾

の
）
奥
の
ほ
う
で
津
波
が
高
く
な
る
わ
け
だ
か
ら
、
堤
防
を
高
く
し
て
水
門
で
止

め
る
よ
り
、
津
軽
石
川
沿
い
に
上
流
に
向
か
っ
て
堤
防
を
つ
く
り
、
津
波
を
逃
が

す
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。
津
軽
石
川
の
水
門
を
造
る
と
決
ま
っ
た
の
は
私

が
小
学
校
か
中
学
校
の
と
き
だ
っ
た
が
、
あ
そ
こ
で
止
め
る
と
は
ね
返
っ
て
波
が

み
ん
な
金
浜
に
く
る
か
ら
と
、
金
浜
の
人
た
ち
は
み
ん
な
反
対
し
た
。
ま
す
ま
す

ひ
ど
く
な
っ
た
と
み
ん
な
言
っ
て
い
た
。（
聞
き
取
り
３
、
高
浜
勤
務
金
浜
在
住
）

　
津
波
の
と
き
に
は
防
潮
堤
が
あ
っ
て
波
が
み
え
な
か
っ
た
。
震
災
後
、
防
潮
堤

を
２
㍍
嵩
上
げ
し
て
10
・
４
㍍
に
す
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
海
と
陸
を
バ

ラ
バ
ラ
に
し
て
し
ま
う
。
あ
れ
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
、
他
に
や
る
こ
と
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
防
潮
堤
を
高
く
す
れ
ば
水
の
行
き
場
が
狭
く
な
る

だ
け
で
、
結
局
ど
こ
か
弱
い
所
へ
集
中
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
人
工

的
な
も
の
で
守
ろ
う
と
す
る
の
は
無
理
で
は
な
い
か
。
津
波
の
教
訓
と
し
て
は
、

逃
げ
る
の
が
第
一
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
防
潮
堤
を
２
㍍
も
高
く
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
。
普
段
の
生
活
も
大
変
に
な
る
し
、
景
観
も
悪
く
な
る
し
、
作
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
逃
げ
な
く
て
い
い
わ
け
で
は
な
い
。
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
逃
げ
な
く

な
る
の
な
ら
、
む
し
ろ
作
ら
な
い
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。
生
活
し
て
い
る

人
間
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
。
な
ぜ
普
段
の
生
活
を
犠
牲
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
寿
命
は
50
年
、
長
く
見
積
も
っ
て
も
１
０
０
年

で
あ
り
、
１
０
０
０
年
に
一
度
の
津
波
だ
っ
た
ら
10
回
作
り
な
お
さ
な
い
と
い
け

な
い
。
自
然
を
壊
す
こ
と
に
も
な
る
。
水
産
と
観
光
の
街
だ
と
言
い
な
が
ら
、
来

て
み
た
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塊
し
か
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ

の
地
域
で
も
賛
成
の
人
も
お
り
、
安
全
の
た
め
だ
と
言
わ
れ
る
と
次
の
言
葉
が
出

　
こ
こ
（
宮
古
漁
協
高
浜
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
）
は
鉄
骨
だ
っ
た
か
ら
津
波
で
ぜ

ん
ぶ
中
が
抜
け
て
し
ま
い
全
壊
し
た
が
、
昨
年
９
月
に
新
し
い
建
物
が
完
成
し
、

今
年
か
ら
本
格
的
に
仕
事
を
再
開
し
た
。
こ
の
施
設
は
ワ
カ
メ
、
コ
ン
ブ
、
ホ
ヤ

を
採
魚
し
て
そ
れ
を
組
合
に
提
供
す
る
。
ワ
カ
メ
が
い
ま
入
っ
て
２
週
間
。
ワ
カ

メ
が
終
わ
れ
ば
コ
ン
ブ
、
12
月
。
そ
の
後
は
ホ
ヤ
の
採
魚
。
こ
こ
が
再
開
で
き
る

ま
で
は
漁
協
の
ビ
ル
で
、
補
助
事
業
の
共
同
事
業
を
や
っ
て
お
り
、
２
７
０
槽
く

ら
い
。
ワ
カ
メ
の
養
殖
施
設
は
復
帰
し
た
が
、
今
度
は
年
を
と
り
金
も
か
か
る
か

ら
や
め
る
と
い
う
人
が
で
て
き
た
。
震
災
の
前
と
後
で
は
活
気
が
ぜ
ん
ぜ
ん
違
い
、

養
殖
し
て
い
る
組
合
も
減
っ
た
。
後
継
者
が
お
ら
ず
、
い
ま
60
代
で
頑
張
っ
て
い

る
人
が
や
め
れ
ば
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。
若
い
人
は
津
波
の
被
害
は
な
く
て

も
外
へ
出
て
し
ま
う
人
が
多
く
、
東
京
な
ど
県
外
に
出
て
い
る
人
が
多
い
の
で
は

な
い
か
。（
聞
き
取
り
３
、
高
浜
勤
務
金
浜
在
住
）

　
施
設
が
復
旧
し
て
も
、
そ
こ
で
働
く
人
の
活
気
は
戻
っ
て
い
な
い
。
た
だ
で
さ

え
進
行
し
て
い
た
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
が
、
数
年
の
断
絶
を
経
て
、
一
層
深
刻

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
生
活
の
場
に
お
い
て
も
、
職
場
に
お

い
て
も
、
地
域
の
未
来
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
明
確
に
描
く
こ
と
が
難
し

い
状
況
に
あ
る
。

■
防
潮
堤
の
嵩
上
げ
は
必
要
な
の
か

　
２
０
１
４
年
８
月
現
在
、
高
浜
や
金
浜
で
は
既
設
の
防
潮
堤
に
嵩
上
げ
す
る
工

事
が
始
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
地
域
の
人
々
の
な
か
に
は
、
津
波
の
被
害
を
食
い
止

め
る
た
め
に
防
潮
堤
の
嵩
上
げ
は
必
要
と
考
え
る
立
場
と
、
必
要
な
い
と
考
え
る

立
場
が
あ
る
。
ま
ず
、
必
要
と
す
る
立
場
で
あ
る
。

　
堤
防
の
嵩
上
げ
に
つ
い
て
の
市
役
所
の
説
明
は
、
津
波
が
来
な
い
よ
う
に
す
る

の
で
は
な
く
て
、
被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

20
㍍
の
防
潮
堤
を
つ
く
る
わ
け
に
い
か
な
い
し
、
越
え
る
と
い
う
前
提
だ
と
い
う
。

同
じ
規
模
で
ま
た
津
波
が
く
れ
ば
、
う
ち
は
ま
た
浸
水
す
る
。
浸
水
し
て
も
被
害

を
少
な
く
す
る
た
め
に
は
嵩
上
げ
す
る
し
か
な
い
。（
聞
き
取
り
４
、
金
浜
）
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【
注
】

　
『
平
成
24
年
度
宮
古
市
中
央
公
民
館
事
業 

３
・
11
大
津
波
体
験
語
り
継
ぎ
エ
ピ

ソ
ー
ド
集
【
第
２
期
】』
に
含
ま
れ
る
語
り
。
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
、「
体
験
談
１
」

〜「
体
験
談
14
」ま
で
番
号
を
振
り
、続
く
本
文
中
に
は
そ
の
番
号
で
示
す
。
な
お
、

年
齢
は
、
平
成
24
年
当
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

体
験
談
１
： 「
印
象
は
波
が
ぴ
ち
ゃ
っ
と
来
る
ぐ
ら
い
」（
高
浜 

70
代 

女
性
）、

　
　
　
　
　
34
〜
35
頁
。

体
験
談
２
：「
裏
山
を
歩
い
て
道
を
覚
え
て
い
た
」（
高
浜 

80
代 

男
性
）、
36
頁
。

体
験
談
３
：「
長
い
揺
れ
で
津
波
が
来
る
予
感
」（
金
浜 

70
代 

女
性
）、
37
頁
。

体
験
談
４
：「
物
に
名
前
を
書
い
て
い
た
」（
金
浜 

70
代 

女
性
）、
38
頁
。

体
験
談
５
：「
津
波
の
こ
と
は
全
く
頭
に
無
い
」（
金
浜 

70
代 

女
性
）、
39
頁
。

体
験
談
６
：「
避
難
し
な
い
と
決
め
た
」（
金
浜 

70
代 

女
性
）、
40
〜
41
頁
。

体
験
談
７
： 「
津
波
を
見
た
事
が
な
い
か
ら
見
よ
う
」（
金
浜 

60
代 

女
性
）、
42
〜

43
頁
。

体
験
談
８
：「
孫
ら
に
助
け
ら
れ
た
」（
金
浜 

70
代 

女
性
）
43
頁
。

体
験
談
９
： 「
津
波
が
引
い
た
後
に
黄
土
色
の
も
や
」（
金
浜 

60
代 

女
性
）、

　
　
　
　
　
44
〜
45
頁
。

体
験
談
10
：「
入
り
口
が
１
ヶ
所
だ
っ
た
」（
金
浜 

80
代 

女
性
）、
46
〜
47
頁
。

体
験
談
11
： 「
中
国
で
日
本
の
東
北
に
３
ｍ
の
大
津
波
」（
金
浜 

70
代 

女
性
）、

　
　
　
　
　
48
〜
49
頁
。

体
験
談
12
： 「
泥
の
中
か
ら
見
つ
け
た
自
分
の
物
」（
金
浜 

70
代 

女
性
）、
50
〜

52
頁
。

体
験
談
13
： 「
絶
対
堤
防
を
越
え
な
い
と
思
っ
た
」（
金
浜 

50
代 

女
性
）、
53
〜

54
頁
。

体
験
談
14
： 「
冷
蔵
庫
は
浮
か
ん
で
水
が
入
ら
な
か
っ
た
」（
金
浜 

60
代 

男
性
）、

54
〜
56
頁
。

　
『
広
報
み
や
こ
』
Ｎ
Ｏ
．
１
５
１
に
掲
載
さ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

体
験
談
15
：
城
内
義
男
さ
ん
（
高
浜 

男
性
）

体
験
談
16
：
山
本
正
輝
さ
ん
（
金
浜 

男
性
）

せ
な
い
。
そ
れ
で
す
べ
て
が
許
さ
れ
る
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
っ
て
言
い
づ
ら
い
。

だ
が
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
考
え
る
と
、
自
然
を
減
ら
し
て
し
ま
え
ば
海
の
浄
化

作
用
も
な
く
な
り
、
生
態
系
に
大
き
な
影
響
が
で
る
。
防
潮
堤
に
つ
い
て
は
、
今

あ
る
も
の
は
残
し
て
い
い
が
、嵩
上
げ
は
し
な
く
て
い
い
と
思
う
。（
聞
き
取
り
１
、

高
浜
）

ウ　
果
た
し
て
、
防
災
と
は
な
に
か

　
今
回
の
地
震
で
押
し
寄
せ
た
よ
う
な
巨
大
な
津
波
を
完
全
に
防
ぎ
き
る
た
め
の

手
立
て
を
、
お
そ
ら
く
私
た
ち
は
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
少
し
で

も
被
害
を
少
な
く
す
る
方
法
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
堤
防
の
嵩
上
げ
を

す
べ
き
な
の
か
、
そ
れ
と
も
避
難
道
を
整
備
し
、
人
々
を
啓
発
す
る
こ
と
で
対
応

す
べ
き
な
の
か
、
結
論
が
出
な
い
ま
ま
嵩
上
げ
の
工
事
は
始
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
人
々
の
あ
い
だ
で
は
、
目
の
前
の
生
活
や
将
来
に
対
す
る
不
安
が
先
立
っ
て
お

り
、
防
災
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
津
波

が
流
れ
こ
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
所
に
、
住
む
の
を
や
め
て
高
台
に
移
転
し
、

防
潮
堤
の
嵩
上
げ
を
す
れ
ば
、
も
し
か
し
た
ら
人
々
は
避
難
訓
練
す
ら
必
要
と
感

じ
な
く
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
そ
う
な
っ
た
と
し
た
ら
、
本
稿
に
そ
の
一

端
を
収
録
し
た
よ
う
な
、
膨
大
な
量
の
、

辛
く
苦
し
い
経
験
の
記
憶
は
、
行
き
場

を
失
っ
て
し
ま
う
。

　
し
か
し
実
際
は
そ
う
で
な
く
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
津
波
対
策
が
と
ら
れ

る
に
せ
よ
、
将
来
い
ず
れ
必
ず
津
波
は

や
っ
て
く
る
。
震
災
経
験
の
記
憶
を
こ

の
よ
う
に
残
し
て
い
く
こ
と
は
、
将
来

の
津
波
に
対
す
る
、
本
源
的
な
対
策
と

し
て
機
能
す
る
は
ず
で
あ
る
。

写真4　金浜で開かれた「夢灯かり」
� 2014/08/16　撮影：宮坂�清
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聞
き
取
り
５
： 

平
成
26
年
８
月
17
日
、
岩
間
弘
子
さ
ん
（
１
９
５
７
年
生
）・
岩

間
リ
サ
子
さ
ん（
１
９
３
６
年
生
）・工
藤
ヒ
デ
子
さ
ん（
１
９
３
８

年
生
）・
関
川
の
り
子
さ
ん
（
１
９
４
０
年
生
）・
細
越
章
子
さ
ん

（
１
９
５
７
年
生
）、
高
浜
仮
設
住
宅
集
会
所
に
て

■
資
料
・
記
事

「
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
津
波
浸
水
図
」
２
０
１
２
年
９
月
、
宮
古
市
。

「
避
難
所
調
査
書　
Ｈ
23
・
３
・
23
」（「
東
日
本
大
震
災
避
難
所
等
提
供
資
料
」）

「
金
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

避
難
所
利
用
実
績
（
平
成
23
年
３
月
）」

「
金
浜
地
区
の
復
興
は
こ
れ
か
ら
」『Better C

ore 

２
０
１
３ 

秋
』
２
０
１
３

　
年
10
月
、
芳
林
社
。

「
３
・
11
教
訓
１ 

二
つ
の
機
転
が
命
救
う 

高
浜
小
［
宮
古
市
］」
岩
手
日
報
、

　
２
０
１
２
年
１
月
９
日
。

「
広
報
み
や
こ
」
Ｎ
Ｏ
．
１
５
１
、２
０
１
１
年
12
月
１
日
。

「
避
難
所
へ
の
情
報
提
供 

１
〜
28
」
宮
古
市
（http://w

w
w

.city.m
iyako.

　

iw
ate.jp/kikaku/hinanjo_joho.htm

l

）

　
船
越
恭
治
『
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
の
20
日
間
（
生
命
を
求
め
て
）』
に
含
ま

れ
る
、
船
越
恭
治
氏
と
船
越
典
子
氏
の
回
想
文
。

船
越
恭
治
「
一
、
私
の
二
十
日　
船
越
恭
治
」、
１
〜
13
頁
。

船
越
典
子
「
二
、
家
族
の
証
言　
（
一
）
船
越
典
子
」、
14
〜
17
頁
。

【
参
考
（
引
用
）
文
献
】

大 

洞
晴
洋「
あ
の
日
か
ら
の
揺
る
ぎ
な
い
前
進
」、国
立
教
育
政
策
研
究
所
監
修『
震

災
か
ら
の
教
育
復
興
―
岩
手
県
宮
古
市
の
記
録
』
２
０
１
２
年
10
月
、
悠
光
堂
。

宮 

古
市
教
育
委
員
会
『
宮
古
市
史 

民
俗
編 

上
巻
』
１
９
９
４
年
、
宮
古
市
。

宮 

古
市
教
育
委
員
会
・
宮
古
市
教
育
研
究
所
『
東
日
本
大
震
災
の
記
録
―
調
査
報

告
書
』（
平
成
23
年
度
研
究
紀
要
第
79
号
別
冊
）
２
０
１
２
年
３
月
。

宮 

古
市
東
日
本
大
震
災
記
録
編
集
委
員
会
『
東
日
本
大
震
災 

宮
古
市
の
記
録 

第

１
巻
（
津
波
史
編
）』
２
０
１
４
年
３
月
20
日
、
宮
古
市
。

宮 

古
中
央
公
民
館
『
２
０
１
２
年
度
宮
古
市
中
央
公
民
館
事
業 

３
・
11
大
津
波
体

験
語
り
継
ぎ
エ
ピ
ソ
ー
ド
集
【
第
２
期
】』
２
０
１
３
年
３
月
。

船 

越
恭
治
『
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
の
20
日
間
（
生
命
を
求
め
て
）』
２
０
１
５

年
10
月
１
日
。

【
資
料
】

■
聞
き
取
り

　
下
記
の
５
回
、
地
域
の
方
々
か
ら
お
話
を
う
か
が
っ
た
。「
聞
き
取
り
１
」
か
ら

「
聞
き
取
り
５
」
ま
で
番
号
を
振
り
、
本
文
中
に
は
そ
の
番
号
で
示
し
た
。

聞
き
取
り
１
： 

平
成
26
年
８
月
12
日
、
佐
々
木
好
栄
さ
ん
（
１
９
５
４
年
生
）、

宮
古
市
消
防
団
第
十
一
分
団
屯
所
に
て

聞
き
取
り
２
： 

平
成
26
年
８
月
12
日
、
安
倍
主
税
さ
ん
（
１
９
５
５
年
生
）、「
異

人
館
」
に
て

聞
き
取
り
３
： 

平
成
26
年
８
月
13
日
、
松
原
薫
さ
ん
（
１
９
６
３
年
生
）、
宮
古

漁
協
高
浜
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
に
て

聞
き
取
り
４
： 

平
成
26
年
８
月
13
日
、
荒
川
清
孝
さ
ん
（
１
９
５
１
年
生
）・
佐
々

木
春
雄
さ
ん
（
１
９
４
４
年
生
）、
河
南
仮
設
住
宅
集
会
所
に
て
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　
安
倍
主
税
さ
ん
（
全
文
、
た
だ
し
一
部
改
変
）

実
施
日
：
２
０
１
４
年
８
月
12
日　
場
所
：
高
浜
「
異
人
館
」（
喫
茶
店
）

■
閉
伊
川
の
防
潮
堤
の
上
か
ら
津
波
を
み
る

　
地
震
が
あ
っ
た
と
き
は
宮
古
の
街
に
い
て
、
す
ぐ
に
閉
伊
川
の
水
門
に
行
っ
た

ん
で
す
。
行
っ
た
時
は
水
門
は
す
で
に
他
の
団
員
が
閉
め
て
い
た
ん
で
す
が
ね
。

ま
だ
そ
の
時
は
大
き
な
津
波
が
来
る
っ
て
い
う
感
じ
じ
ゃ
な
か
っ
た
で
す
よ
。
最

初
は
３
㍍
っ
て
い
う
話
で
し
た
も
ん
。
２
日
前
も
地
震
が
あ
っ
て
そ
の
時
は
50
㌢

で
、
結
局
そ
れ
が
前
震
だ
っ
た
ん
で
す
、
い
ま
思
え
ば
。
そ
れ
で
ち
ょ
う
ど
15
時

に
第
１
波
が
到
来
し
た
ん
で
す
。
川
は
普
段
と
変
わ
ら
な
い
ん
で
す
が
、
白
い
波

が
閉
伊
川
の
上
流
の
方
へ
サ
ー
ッ
と
流
れ
て
い
っ
た
ん
で
す
。
ま
だ
あ
ま
り
津
波

だ
っ
て
意
識
は
な
い
ん
で
す
よ
。
あ
ま
り
見
た
人
は
い
な
い
ん
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
20
㌢
く
ら
い
で
し
た
が
ね
。
私
（
副
分
団
長
）
と
分
団
長
が
防
潮
堤
か
ら

み
て
い
て
無
線
で
報
告
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
閉
伊
川
の
水
が
引
い
て
い
っ
て
、

川
底
が
み
え
ま
し
た
。
で
も
川
だ
か
ら
そ
れ
ほ
ど
深
く
は
な
く
て
す
ぐ
底
が
見
え

る
ん
で
す
。中
学
校
の
と
き
に
経
験
し
た
十
勝
沖
地
震
く
ら
い
の
感
じ
で
、来
る
な
、

と
い
う
感
じ
が
し
ま
し
た
。

■
こ
こ
ま
で
来
る
と
思
わ
な
か
っ
た
津
波
に
、
突
然
襲
わ
れ
る

　
そ
れ
か
ら
黒
い
波
が
来
た
ん
で
す
。
閉
伊
川
に
つ
な
い
で
あ
っ
た
船
や
、
埠
頭

に
駐
め
て
あ
っ
た
車
が
流
れ
て
き
て
鉄
橋
の
橋
桁
に
ぶ
つ
か
っ
て
、
木
造
の
船
は

砕
け
、
鉄
の
船
は
ド
ー
ン
と
い
う
感
じ
で
上
流
へ
流
れ
て
い
く
わ
け
で
す
よ
。
そ

れ
を
ず
っ
と
見
て
い
た
ん
で
す
が
ね
。
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
波
が
く
る
ん
で
す
が

ね
、
だ
ん
だ
ん
私
た
ち
も
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
違
う
な
と
思
い
始
め
た
ん
で
す
。
な

ん
と
な
く
こ
う
川
下
の
方
、
市
役
所
や
宮
古
大
橋
が
あ
る
ほ
う
を
見
た
ん
で
す
よ
、

カ
メ
ラ
を
回
し
な
が
ら
、
そ
の
時
に
あ
の
よ
く
知
ら
れ
た
宮
古
市
役
所
の
前
の
防

潮
堤
か
ら
ザ
ー
っ
と
流
れ
込
む
写
真
の
、
あ
の
波
が
来
た
ん
で
す
が
ね
。
市
役
所

の
辺
り
は
防
潮
堤
が
ま
っ
す
ぐ
な
ん
で
す
が
、
私
た
ち
が
い
た
山
田
線
の
鉄
橋
の

あ
た
り
は
カ
ー
ブ
し
て
い
て
、
波
が
グ
ワ
ー
ン
と
盛
り
上
が
っ
た
ん
で
す
。
港
の

と
こ
ろ
に
つ
な
い
で
あ
っ
た
白
い
観
光
船
が
、
防
潮
堤
の
と
こ
ろ
で
空
に
ブ
ワ
ー

ん
と
飛
び
上
が
る
よ
う
な
感
じ
で
見
え
た
ん
で
す
よ
。
そ
こ
ま
で
は
見
た
ん
で
す
。

あ
ー
来
た
、
危
ね
え
、
逃
げ
ろ
、
と
い
う
感
じ
で
。
そ
ん
な
も
ん
で
す
よ
。
分
団

長
を
先
に
防
潮
堤
か
ら
下
ろ
し
、
私
も
カ
メ
ラ
を
バ
ッ
グ
に
し
ま
っ
て
、
フ
ァ
ス

ナ
ー
閉
め
て
降
り
て
、
途
中
で
飛
び
降
り
た
ん
で
す
。

■
水
を
か
ぶ
り
、
流
さ
れ
る

　
そ
し
た
ら
水
が
頭
か
ら
ザ
ー
っ
と
降
っ
て
き
て
、
か
ぶ
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

そ
れ
で
近
く
の
民
家
の
玄
関
の
高
い
と
こ
ろ
に
い
た
ん
で
す
が
、
水
が
ど
ん
ど
ん

来
る
。
ど
ん
ど
ん
水
量
が
上
が
っ
て
き
て
、
民
家
の
窓
が
割
れ
て
水
が
ザ
ー
ッ
と

い
く
。
そ
こ
は
地
下
室
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
家
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
な
の
で

そ
こ
へ
入
っ
て
行
っ
て
は
危
な
い
な
あ
と
思
っ
て
、
こ
っ
ち
の
方
へ
い
く
し
か
な

い
な
あ
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
が
流
れ
て
き
た
の
で
、

そ
れ
に
つ
か
ま
っ
て
流
れ
て
い
っ
た
ん
で
す
よ
。
泳
げ
る
よ
う
な
状
態
で
は
な
い

ん
で
す
よ
。
た
だ
た
だ
流
れ
て
い
く
ん
で
す
。
そ
れ
で
そ
の
箱
が
壊
れ
て
き
た
ん

で
す
が
、
運
良
く
漁
師
さ
ん
が
漁
船
に
載
せ
て
い
る
浮
き
輪
が
、
こ
う
た
ま
た
ま

流
れ
て
き
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
あ
ー
っ
と
思
っ
て
腕

を
通
し
て
、
つ
か
ま
っ
て
安
心
し
た
ん
で
す
よ
。
分
団
長
を
は
じ
め
私
た
ち
の
仲

間
が
線
路
の
と
こ
ろ
に
い
た
ん
で
す
が
ね
。
あ
あ
大
丈
夫
だ
あ
っ
て
い
う
感
じ
で
、

あ
と
は
流
さ
れ
て
い
っ
た
ん
で
す
よ
、３
０
０
㍍
く
ら
い
。沈
む
こ
と
は
な
い
か
ら
、

そ
の
う
ち
ど
こ
か
へ
た
ど
り
着
い
て
助
か
る
な
あ
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
、
そ
の
時

は
。
だ
け
ど
次
は
、
そ
の
辺
り
は
駐
車
場
が
多
い
た
め
に
水
が
ド
ー
ッ
と
流
れ
て

い
っ
て
、
家
が
あ
る
と
こ
ろ
に
来
た
わ
け
で
す
よ
、
そ
う
す
る
と
流
れ
て
き
た
が

れ
き
が
家
に
押
し
つ
け
ら
れ
て
み
ん
な
溜
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
、
家
が
動
く

ま
で
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
ら
。

■
死
ぬ
の
か
な
あ
と
思
う

　
そ
う
す
る
と
、
ビ
ー
バ
ー
の
巣
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
る
と
こ
ろ
に
私
が
流

れ
て
い
く
ん
で
す
。
水
は
下
を
流
れ
て
い
く
し
、
上
は
が
れ
き
が
浮
か
ん
で
る
し
、

体
は
下
へ
サ
ー
ッ
と
入
っ
て
い
く
ん
で
す
。
そ
れ
で
上
が
塞
が
っ
て
息
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
手
で
開
け
よ
う
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
な
か
な
か
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る
状
態
で
は
な
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
の
人
が
い
な
か
っ
た
ら
私
は
助
か

ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
が
ん
ば
れ
ー
っ
て
言
っ
て
る
私
の
仲
間

も
、
今
度
は
鉄
橋
が
流
さ
れ
て
い
っ
た
ん
で
す
よ
、
そ
の
時
に
は
ド
ー
ン
と
か
バ

リ
バ
リ
と
か
い
う
音
が
す
る
わ
け
で
す
。
下
手
を
し
て
こ
ち
ら
へ
来
た
ら
逃
げ
ね

ば
な
ら
ね
え
と
い
う
感
じ
で
す
よ
。
私
に
は
悪
い
け
ど
置
い
て
逃
げ
る
し
か
ね
え

と
い
う
感
じ
で
す
よ
。
そ
ん
な
状
態
で
し
た
が
ね
。
そ
れ
で
５
時
半
頃
に
消
防
署

の
ボ
ー
ト
が
来
て
助
け
ら
れ
た
ん
で
す
。
助
け
ら
れ
た
の
は
い
い
ん
だ
け
ど
、
そ

れ
で
病
院
に
行
っ
た
の
っ
て
後
で
み
ん
な
に
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ
、
で
も
毛
布
も

な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
同
僚
が
持
っ
て
き
た
毛
布
を
か
ぶ
っ
て
、軽
ト
ラ
に
乗
っ
て
、

山
口
小
学
校
が
避
難
所
だ
っ
て
い
う
ん
で
そ
ち
ら
に
行
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
時

は
も
う
暗
く
な
っ
て
い
て
、
み
ん
な
懐
中
電
灯
と
か
を
持
っ
て
歩
い
て
小
学
校
の

体
育
館
に
行
っ
て
る
姿
は
見
る
ん
で
す
っ
け
。
で
、
体
育
館
も
暗
い
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
そ
れ
で
、
濡
れ
た
状
態
で
こ
こ
に
行
っ
て
も
だ
め
だ
な
あ
と
思
っ
た
ん
で

す
。
そ
れ
で
、近
く
に
姉
夫
婦
の
家
が
あ
っ
た
ん
で
そ
こ
に
行
っ
た
ん
で
す
よ
。
で
、

お
風
呂
っ
て
わ
け
に
も
い
か
な
い
か
ら
、
水
を
か
ぶ
っ
て
ヘ
ド
ロ
を
落
と
し
て
体

を
洗
っ
て
、
後
は
そ
の
晩
は
そ
の
家
で
ウ
イ
ス
キ
ー
を
飲
ん
だ
で
す
よ
。
そ
れ
で

落
ち
着
い
た
ん
で
す
。

■
「
異
人
館
」
へ
寄
り
、
捜
索
活
動
に
加
わ
る

　
次
の
日
は
こ
こ
（
注
：
異
人
館
）
を
見
に
来
ま
し
た
が
ね
。
そ
の
時
は
宮
古
の

街
を
歩
い
て
き
て
、大
船
渡
の
ほ
う
で
５
㍍
の
津
波
が
来
た
っ
て
い
う
放
送
が
あ
っ

た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
自
衛
隊
の
人
か
ら
、
こ
う
逃
げ
ろ
お
っ
て
言
わ
れ
て
、
私

た
ち
も
分
庁
舎
の
上
の
ほ
う
に
上
が
っ
て
様
子
み
た
ん
だ
け
ど
、
結
局
デ
マ
だ
っ

た
ん
で
す
。そ
う
い
う
の
は
け
っ
こ
う
あ
っ
た
ん
で
す
、ま
た
来
た
っ
て
話
が
。困
っ

た
な
あ
、
こ
こ
へ
来
る
に
は
ど
こ
を
通
っ
て
来
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
か
、
磯
鶏
を

通
っ
た
ほ
う
が
い
い
の
か
小
山
田
を
通
っ
た
ほ
う
が
い
い
の
か
な
と
か
っ
て
考
え

て
、
人
に
聞
い
て
、
あ
っ
ち
は
歩
け
ま
す
っ
け
っ
て
聞
い
た
ら
歩
け
る
っ
て
い
う

か
ら
、
こ
う
こ
う
歩
い
て
こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
。
こ
こ
に
来
た
ら
ば
、
建
物
は
残
っ

て
い
る
が
、下
が
も
う
何
も
な
い
状
態
で
、う
ん
、そ
れ
で
１
回
帰
り
ま
し
た
が
ね
。

　
次
に
そ
の
後
、
金
浜
高
浜
の
十
一
分
団
の
と
こ
ろ
で
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動

開
か
な
い
、
や
っ
ぱ
り
い
ろ
ん
な
も
の
が
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
に
な
っ
て
い
る
か
ら
。

そ
こ
で
も
が
い
て
、
３
回
か
４
回
く
ら
い
は
水
を
飲
み
ま
し
た
よ
。
そ
れ
で
も
苦

し
く
は
な
か
っ
た
で
す
よ
、
不
思
議
と
。
プ
ー
ル
と
か
海
で
溺
れ
て
よ
う
な
感
じ

で
は
な
か
っ
た
で
す
。
困
っ
た
こ
と
に
な
っ
た
な
あ
、
う
ー
ん
そ
ん
な
感
じ
。
で

も
も
し
か
し
て
こ
こ
で
死
ぬ
こ
と
に
な
る
な
あ
と
思
っ
た
で
す
よ
。
で
、
最
後
に

顔
が
出
た
。
そ
の
時
に
見
て
い
た
消
防
団
員
の
仲
間
は
、
後
か
ら
聞
い
た
話
な
ん

で
す
が
、
が
れ
き
の
中
に
入
っ
て
い
く
私
を
み
て
、
あ
あ
入
っ
て
い
っ
た
と
、
そ

の
ま
ま
出
て
こ
な
か
っ
た
わ
け
で
す
よ
手
も
顔
も
。
も
が
い
て
い
る
し
、
け
っ
こ

う
時
間
も
経
っ
た
と
思
い
ま
す
、
あ
あ
も
う
だ
め
だ
っ
て
あ
き
ら
め
た
ら
し
い
で

す
よ
。
後
か
ら
聞
い
た
話
で
す
よ
。
そ
れ
で
、
顔
が
出
て
手
が
出
た
で
し
ょ
。
あ

あ
生
き
て
た
ー
っ
て
い
う
わ
け
で
す
。

■
な
ん
と
か
這
い
上
が
る
も
、
今
度
は
凍
死
し
そ
う
に
な
る

　
そ
れ
か
ら
が
れ
き
の
上
に
這
い
上
が
っ
て
、小
屋
の
屋
根
の
と
こ
ろ
に
横
に
な
っ

た
ん
で
す
、
安
全
な
と
こ
ろ
で
。
後
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
な
に
か
来
る
ん
で
す
け

ど
も
、
で
も
様
子
を
見
に
き
た
だ
け
だ
か
ら
、
た
だ
パ
ラ
パ
ラ
っ
て
山
田
の
方
へ

こ
う
行
く
わ
け
で
す
。
で
、
寒
い
わ
け
で
す
。
雪
も
降
っ
て
く
る
し
、
暗
く
な
っ

て
く
る
し
。
ガ
タ
ガ
タ
っ
て
震
え
て
、で
も
立
っ
て
る
体
力
は
な
い
ん
で
す
。「
立
っ

て
み
ろ
」
と
言
わ
れ
る
ん
で
す
が
、
立
っ
て
は
み
る
ん
だ
け
ど
ヘ
ナ
ヘ
ナ
っ
と
な
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
状
態
。
こ
の
ま
ま
凍
死
み
た
い
な
こ
と
に
な
る
の
か
な
っ
て
い

う
感
じ
で
す
が
ね
。助
け
て
く
れ
っ
て
言
っ
て
も
、助
け
に
来
れ
な
い
ん
で
す
も
ん
。

ず
っ
と
そ
の
黒
い
水
が
溜
ま
っ
て
い
て
、
線
路
の
方
は
ず
っ
と
１
０
０
㍍
位
は
あ

り
ま
す
か
ね
。
水
に
入
っ
て
い
た
の
は
20
〜
30
分
位
で
し
ょ
う
か
ね
。
水
に
浸
か
っ

て
い
る
時
は
寒
く
な
い
ん
で
す
よ
、
命
が
か
か
っ
て
る
か
ら
、
冷
た
い
も
何
も
関

係
な
い
ん
で
す
。上
が
っ
て
か
ら
、濡
れ
て
い
る
た
め
に
冷
え
て
く
る
ん
で
す
も
ん
。

水
の
な
か
は
お
そ
ら
く
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
ん
で
す
。

■
運
良
く
救
助
さ
れ
、
姉
夫
婦
の
家
で
一
晩
過
ご
す

　
で
、
た
ま
た
ま
な
ん
で
す
よ
ね
、
お
巡
り
さ
ん
が
い
て
、
そ
の
人
が
無
線
で
連

絡
し
て
く
れ
て
、
そ
れ
で
ア
ル
ミ
の
ボ
ー
ト
が
来
た
ん
で
す
。
携
帯
電
話
も
通
じ
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ど
こ
そ
の
人
は
ま
だ
見
つ
か
ら
な
い
っ
て
い
え
ば
、
手
だ
け
が
パ
ッ
と
こ
う
い
う

と
こ
か
ら
出
て
れ
ば
、
あ
あ
い
た
ー
っ
て
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
よ
。
で
、
近
所

の
人
も
駆
け
つ
け
て
、
誰
だ
べ
っ
て
こ
と
に
な
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
ま
と
も
な
顔

の
人
だ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
も
ん
ね
。
や
っ
ぱ
り
が
れ
き
に
揉
ま
れ
て
る
で
し
ょ
。

そ
う
す
れ
ば
顔
も
こ
う
骨
折
す
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
鼻
も
曲
が
れ
ば
何
も
。
顎

と
か
ひ
し
ゃ
げ
て
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
あ
、
誰
そ
れ
さ
ん
に
似
と
る
け
ど
な

あ
っ
つ
う
感
じ
。
そ
う
で
す
っ
け
。
ほ
ん
で
、
あ
の
最
初
の
こ
ろ
は
警
察
に
連
絡

し
て
、
警
察
が
来
て
、
結
局
、
そ
こ
の
現
場
を
見
て
っ
つ
う
よ
う
な
こ
と
、
い
つ

も
の
通
り
の
こ
と
を
や
る
つ
も
り
だ
っ
た
わ
け
で
し
ょ
。
ど
っ
ち
に
顔
を
向
け
て

た
と
か
。
私
た
ち
に
は
訳
が
わ
か
ん
な
い
で
す
よ
。
早
く
運
ん
で
あ
げ
て
ね
、
そ

ん
な
ど
っ
ち
顔
向
け
て
た
っ
て
何
か
っ
て
こ
と
ま
で
（
訊
か
な
く
て
も
い
い
ん
で

は
な
い
か
）。
事
件
か
何
か
で
、
普
通
の
日
常
で
死
ん
で
る
人
が
い
る
っ
て
い
う
ん

だ
っ
た
ら
わ
か
る
。
そ
ん
な
波
で
揉
ま
れ
て
き
た
人
が
、
ど
っ
ち
に
向
い
て
た
と

か
、足
が
上
だ
っ
た
と
か
下
だ
っ
た
と
か
、関
係
な
い
ん
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
よ
。

お
か
し
い
ん
で
ね
え
か
そ
ん
な
こ
と
っ
て
い
う
こ
と
に
な
っ
て
ね
、
そ
れ
が
だ
ん

だ
ん
な
く
な
っ
て
き
て
、
す
ぐ
あ
の
自
衛
隊
の
人
が
収
容
袋
か
何
か
に
入
れ
て
運

ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
ね
。
規
約
ど
お
り
に
す
る
ん
だ
っ
け
ね
。

■
想
定
し
て
い
る
よ
う
で
し
て
い
な
い

　
だ
か
ら
や
っ
ぱ
り
そ
う
非
常
時
の
態
勢
が
で
き
て
な
い
と
い
う
か
、
わ
か
ら
な

い
で
し
ょ
、
想
定
し
て
な
い
ん
で
し
ょ
。
想
定
し
て
な
い
と
は
言
っ
て
も
想
定
は

し
て
る
ん
で
す
よ
、
み
ん
な
来
る
来
る
っ
て
言
わ
れ
て
た
ん
だ
か
ら
。
20
㍍
以
上

の
津
波
が
来
ま
す
よ
っ
て
。
そ
し
た
ら
ど
こ
さ
逃
げ
た
ら
い
い
ん
だ
ん
べ
っ
て
田

老
の
人
な
ん
か
は
言
っ
て
る
わ
け
で
す
。
そ
り
ゃ
あ
言
っ
た
ん
で
す
も
ん
、
宮
城

県
沖
地
震
で
必
ず
津
波
来
ま
す
か
ら
っ
て
。
い
つ
来
て
も
お
か
し
く
な
い
っ
て
。

だ
か
ら
誰
も
想
定
し
て
な
か
っ
た
っ
て
こ
と
は
な
い
わ
け
で
し
ょ
。
み
ん
な
わ
か
っ

て
る
ん
で
す
も
ん
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
浸
水
域
も
何
も
ぜ
ん
ぶ
作
っ
て
あ
る
ん

で
す
も
ん
宮
古
市
は
。
そ
れ
で
も
こ
れ
な
ん
で
す
も
ん
、
そ
う
で
す
も
ん
。
だ
っ

て
津
波
来
る
な
ん
て
言
っ
て
も
、
は
っ
き
り
い
え
ば
誰
も
参
加
し
な
い
ん
で
す
が
。

あ
の
、
そ
う
い
う
小
学
生
か
何
か
の
一
生
懸
命
や
っ
て
る
と
こ
ろ
は
や
る
ん
で
す

を
し
ま
し
た
。
話
は
み
ん
な
聞
こ
え
て
い
た
ん
で
す
っ
け
。
二
分
団
の
副
分
団
長

が
流
さ
れ
た
っ
て
い
う
話
を
ね
。無
線
と
か
な
に
か
で
話
は
流
れ
て
い
た
ん
で
す
っ

け
ね
。
そ
れ
で
も
う
次
の
日
に
は
袢
天
着
て
歩
い
て
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
だ
か

ら
み
ん
な
か
ら
、
あ
れ
っ
て
い
う
感
じ
で
。
い
や
、
結
局
、
夢
中
だ
っ
た
ん
で
し
ょ

う
ね
、
と
思
い
ま
す
よ
。
だ
っ
て
み
な
さ
ん
ヘ
ド
ロ
の
水
と
か
飲
め
ば
み
ん
な
肺

炎
に
な
っ
た
り
し
た
ん
で
す
も
ん
ね
。
水
出
し
て
病
院
行
っ
て
っ
て
い
う
感
じ
で
、

盛
岡
の
病
院
な
ん
か
に
行
っ
た
ん
で
す
も
ん
。
で
、
何
も
な
か
っ
た
の
っ
て
言
わ

れ
て
、
い
や
別
に
大
丈
夫
だ
っ
た
っ
て
、
水
も
出
な
い
し
な
に
も
っ
て
。
ど
っ
か

怪
我
は
っ
て
、
す
り
傷
く
ら
い
で
す
も
ん
。
だ
か
ら
後
は
ず
っ
と
金
浜
の
ほ
う
で

お
手
伝
い
し
ま
し
た
。

■
頭
が
混
乱
し
て
く
る

　
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、
２
日
前
に
父
親
が
宮
古
市
内
の
病
院
に
入
院
し
て
い
た

ん
で
す
。
母
親
も
そ
れ
に
付
き
添
い
し
て
い
た
ん
で
す
。
そ
の
病
院
は
非
常
発
電

の
電
気
も
あ
っ
た
ん
で
す
よ
、
だ
か
ら
あ
そ
こ
は
大
丈
夫
だ
っ
て
、
私
も
安
心
し

た
ん
で
す
が
ね
。
で
、
私
が
流
さ
れ
た
と
か
っ
て
の
は
言
わ
な
か
っ
た
で
す
よ
、

親
に
は
ね
。
で
も
や
っ
ぱ
り
わ
か
る
ん
で
す
よ
、
看
護
婦
さ
ん
た
ち
も
い
つ
も
の

私
の
顔
と
ち
ょ
っ
と
違
う
な
っ
て
の
が
。
や
っ
ぱ
り
少
し
魂
が
抜
け
た
よ
う
な
感

じ
だ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
。
捜
索
活
動
を
し
て
、
今
度
戻
っ
て
ま
た
知
人
の
と
こ

ろ
へ
泊
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
繰
り
返
し
で
し
ょ
、
や
っ
ぱ
り
こ
う
精

神
的
に
変
に
な
る
っ
つ
う
か
ね
。
あ
の
が
れ
き
だ
ら
け
の
と
こ
ろ
で
遺
体
を
収
容

し
た
り
何
だ
り
し
て
、
今
度
は
何
も
変
わ
り
の
な
い
当
た
り
前
の
と
こ
ろ
を
通
っ

て
い
く
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
そ
の
繰
り
返
し
に
、
何
だ
か
頭
が
こ
う
混
乱
し
て
く

る
よ
う
な
感
じ
の
。
う
ん
、
そ
う
で
す
っ
け
よ
。

■
辛
い
遺
体
収
容

　
だ
っ
て
遺
体
収
容
っ
て
い
う
か
、
ま
あ
最
初
は
余
計
に
滅
茶
な
捜
索
だ
っ
た
ん

だ
け
れ
ど
、
結
局
、
生
き
て
見
つ
か
っ
た
人
は
い
な
か
っ
た
で
す
け
ど
ね
。
で
も

こ
う
、
こ
の
地
区
で
何
人
何
人
っ
て
、
あ
と
は
結
局
、
車
で
通
り
か
か
っ
た
人
な

ん
か
も
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。だ
か
ら
そ
れ
以
上
っ
つ
う
こ
と
で
す
も
ん
ね
。で
、
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■
お
客
さ
ん
に
話
す
と
シ
ー
ン
と
聞
く

　
お
客
さ
ん
、
来
る
で
し
ょ
。
結
局
、
お
盆
で
、
あ
の
早
め
に
お
墓
参
り
に
来
る

人
と
か
い
る
わ
け
で
す
東
京
の
方
か
ら
と
か
。
そ
う
い
う
人
た
ち
に
話
す
る
と
、

あ
あ
や
っ
ぱ
り
テ
レ
ビ
の
中
で
見
た
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
ん
で
す

ね
っ
て
言
い
ま
す
も
ん
。
シ
ー
ン
っ
て
聞
き
ま
す
も
ん
。
い
ま
ま
で
あ
あ
で
も
ね

え
こ
う
で
も
ね
え
っ
て
言
っ
て
た
10
人
位
の
人
た
ち
が
ね
。
待
っ
て
え
そ
れ
か
ら

ど
う
し
た
ん
で
す
か
っ
て
言
う
か
ら
、
順
番
に
し
ゃ
べ
る
か
ら
待
っ
と
が
ん
せ
っ

て
言
っ
て
、そ
し
た
ら
み
ん
な
、は
あ
っ
て
、こ
う
な
っ
て
く
る
ん
で
す
っ
け
。
う
ー

ん
、
そ
う
や
っ
て
ね
え
、
遺
体
と
か
捜
索
し
て
、
あ
あ
生
き
て
見
つ
か
っ
た
。
こ

の
位
の
小
さ
い
ワ
ン
コ
が
生
き
て
見
つ
か
っ
た
で
す
よ
、
そ
れ
だ
け
で
し
た
。
舌

を
ベ
ロ
ベ
ロ
ん
っ
て
出
し
て
衰
弱
し
た
よ
う
な
感
じ
で
、
だ
け
ど
飼
い
主
が
見
つ

け
て
い
き
ま
し
た
。
あ
あ
よ
か
っ
た
な
あ
っ
て
の
は
そ
れ
く
ら
い
で
な
か
っ
た
か
。

■
３
食
た
べ
な
く
て
も
大
丈
夫
な
の
に
、
食
べ
な
い
と
だ
め
だ
と
思
う

　
そ
れ
で
後
は
結
局
、
自
衛
隊
の
人
た
ち
が
一
生
懸
命
、
炊
き
出
し
で
運
ん
で
く

れ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
ご
飯
と
か
お
汁
と
か
お
か
ず
で
す
が
ね
。
で
も
ね
、
み

ん
な
３
食
た
べ
る
の
に
慣
れ
き
っ
て
る
か
ら
、
３
食
く
わ
ね
ば
だ
め
だ
と
思
う
わ

け
で
す
よ
。
食
べ
な
い
人
も
い
る
の
に
ね
、
と
思
う
ん
で
す
よ
。
１
週
間
、
水
だ

け
あ
れ
ば
大
丈
夫
な
ん
で
す
。
み
ん
な
焦
っ
て
、
食
べ
ね
ば
な
ら
な
い
け
ど
も
ど

う
す
っ
ぺ
が
。
食
べ
な
く
て
も
い
い
の
に
ね
、
水
だ
け
飲
ん
で
れ
ば
大
丈
夫
だ
っ

て
。
山
で
遭
難
し
た
と
か
海
で
遭
難
し
た
と
か
と
思
え
ば
い
い
ん
で
す
よ
ね
、は
っ

き
り
言
え
ば
。
あ
の
、海
だ
と
ラ
イ
フ
ボ
ー
ト
の
中
に
は
ち
ゃ
ん
と
非
常
食
が
入
っ

て
る
け
ど
、
が
ん
ば
れ
、
間
違
い
な
く
助
け
が
来
る
っ
て
紙
に
書
い
て
あ
っ
て
、

１
週
間
食
べ
な
く
て
も
大
丈
夫
だ
っ
て
紙
が
入
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
で
、
飴
と
か

な
ん
と
か
入
っ
て
る
ん
で
す
よ
。そ
う
な
ん
だ
け
ど
、な
ん
て
言
う
の
か
な
、人
間
っ

て
こ
う
、
そ
う
い
う
よ
う
な
気
持
に
な
っ
て
く
る
ん
で
す
ね
。

■
情
報
が
な
い
と
噂
を
簡
単
に
信
じ
て
し
ま
う

　
そ
し
て
、
デ
マ
で
し
ょ
。
噂
が
流
れ
て
く
る
と
す
ぐ
信
じ
る
ん
で
す
が
ね
、
情

報
が
な
い
か
ら
。
テ
レ
ビ
も
な
に
も
な
か
っ
た
で
し
ょ
、
だ
か
ら
ね
え
、
あ
の
山

よ
。

■
独
居
老
人
や
身
体
の
悪
い
人
が
逃
げ
遅
れ
る

　
だ
け
ど
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
は
、
私
の
管
轄
で
も
独
居
老
人
な
ん
か
が
多
い
ん

で
す
よ
。
古
い
あ
の
ア
パ
ー
ト
じ
ゃ
な
く
て
、
古
い
ほ
ん
と
に
風
呂
な
ん
か
な
い

よ
う
な
と
こ
ろ
に
、
独
居
老
人
が
点
々
点
々
と
い
る
わ
け
で
す
よ
。
そ
う
い
う
と

こ
の
人
た
ち
は
、
な
あ
に
津
波
な
ん
か
来
る
わ
け
ね
え
べ
が
す
か
っ
て
い
う
こ
と

に
な
っ
て
る
ん
で
す
よ
結
局
。
あ
の
防
潮
堤
が
あ
る
か
ら
、
越
え
て
く
る
わ
け
が

ね
え
べ
や
っ
て
。
で
も
来
た
で
し
ょ
。
来
て
、
ほ
ら
み
ん
な
道
路
に
こ
れ
く
ら
い

の
黒
い
水
が
ザ
ー
ッ
と
来
た
か
ら
、
ほ
れ
き
た
ほ
れ
き
た
ー
っ
て
言
っ
て
、
は
じ

め
て
、
道
路
出
て
き
て
足
取
ら
れ
て
流
さ
れ
た
ん
で
す
も
ん
、
み
ん
な
。
そ
し
て

川
べ
り
の
と
こ
ろ
、
膝
ま
で
あ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
足
取
ら
れ
て
、
で
み
ん
な
見

て
る
前
で
、
若
い
人
で
も
電
柱
つ
か
ま
っ
て
た
の
を
手
を
離
し
て
流
さ
れ
て
い
っ

た
と
か
、
２
階
か
ら
そ
れ
見
た
っ
て
人
、
な
ん
ぼ
で
も
あ
っ
た
ん
で
す
も
ん
。
中

に
は
や
っ
ぱ
り
そ
の
、
身
体
が
悪
く
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
っ
て
る
ご
夫
婦
が
い

て
、
地
震
の
後
、
そ
こ
に
や
っ
ぱ
り
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
の
人
が
行
っ
た
ら

し
い
ん
で
す
け
ど
ね
、
大
丈
夫
か
な
っ
て
感
じ
で
。
次
の
日
、
津
波
の
後
に
捜
し

に
行
っ
た
ら
、
そ
の
人
も
や
っ
ぱ
り
ご
夫
婦
と
一
緒
に
３
人
そ
こ
で
死
ん
で
ま
し

た
。
そ
う
で
す
も
ん
。
あ
そ
こ
で
二
十
何
人
っ
て
亡
く
な
っ
て
ま
す
も
ん
、
老
人

と
か
な
に
か
ね
。

■
元
に
戻
っ
て
忘
れ
て
し
ま
う

　
う
う
ん
、
誰
も
参
加
し
な
い
ん
で
す
よ
。
そ
し
て
次
の
年
に
は
さ
す
が
に
み
ん

な
参
加
し
ま
し
た
よ
、
津
波
の
避
難
訓
練
に
は
。
あ
の
、
働
き
に
来
て
る
人
た
ち

も
、
建
設
屋
さ
ん
で
中
に
い
る
人
た
ち
も
、
10
人
く
ら
い
ぞ
ろ
ぞ
ろ
っ
て
、
あ
な

た
た
ち
は
参
加
者
で
す
か
っ
て
聞
い
た
ら
、
そ
う
で
す
っ
て
言
っ
た
か
ら
。
そ
れ

ま
で
は
そ
ん
な
に
参
加
す
る
人
は
い
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
も
ま
あ
次
の
年

で
３
年
目
で
す
か
、
こ
な
い
だ
は
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
よ
、
う
ん
。

だ
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
元
に
戻
る
ん
で
す
が
ね
。
忘
れ
る
ん
で
す
よ
。
忘
れ
て
る
か

ら
こ
う
や
っ
て
流
さ
れ
た
経
験
を
一
生
懸
命
し
ゃ
べ
れ
る
ん
で
す
よ
。
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子
か
ら
何
か
ら
、避
難
所
に
ね
。高
浜
地
区
避
難
所
に
配
っ
て
、ハ
ン
コ
も
ら
っ
て
っ

て
感
じ
。
よ
く
来
た
で
す
が
ね
、
ガ
ソ
リ
ン
が
な
い
の
に
。
や
あ
あ
の
中
越
地
震

の
と
き
は
私
た
ち
が
世
話
に
な
っ
た
か
ら
っ
て
、
直
に
持
っ
て
き
た
い
と
思
っ
て

持
っ
て
き
ま
し
た
っ
て
。
い
ろ
ん
な
の
が
そ
う
や
っ
て
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

か
ら
ね
。
ま
あ
私
は
車
も
流
さ
れ
た
か
ら
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
並
ぶ
っ
て
こ

と
も
な
か
っ
た
で
す
け
ど
。
自
転
車
で
あ
る
く
し
か
な
か
っ
た
で
す
け
ど
、
ま
あ

ガ
ソ
リ
ン
が
な
く
て
ね
。
あ
の
頃
10
リ
ッ
タ
ー
い
く
ら
だ
と
か
、
後
は
あ
の
、
放

置
し
て
あ
る
車
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
抜
こ
う
と
し
た
り
し
た
人
も
い
た
ん
で
す
よ
。
そ

ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
で
す
が
ね
。

■
異
人
館
、
津
波
に
流
さ
れ
か
け
る

　
そ
し
て
そ
れ
か
ら
、
私
は
結
局
ね
、
こ
こ
水
も
電
気
も
何
も
通
っ
て
な
い
状
態

だ
っ
た
し
、
こ
こ
店
も
ち
ょ
っ
と
ダ
メ
な
感
じ
だ
っ
た
で
し
ょ
、
で
、
お
ふ
く
ろ

た
ち
は
病
院
に
入
院
し
て
た
か
ら
。
私
の
自
宅
は
こ
の
２
階
な
ん
で
す
よ
。
そ
の

時
は
私
の
女
房
は
、
津
波
の
後
に
ね
、
結
局
、
内
陸
の
実
家
の
ほ
う
に
帰
っ
た
ん

で
す
よ
。
怖
か
っ
た
ん
で
し
ょ
、
波
が
う
わ
ー
ん
と
来
る
の
が
。
あ
っ
ち
の
ほ
う

の
高
台
か
ら
見
て
た
ん
で
す
っ
け
か
ら
。
こ
の
建
物
よ
り
も
ず
っ
と
高
い
と
こ
ろ

ま
で
飛し

ぶ
き沫

が
上
が
っ
た
ん
で
す
っ
け
。
で
、
こ
こ
ま
で
水
没
す
る
で
し
ょ
、
天
井

ま
で
壊
れ
た
ん
で
す
も
ん
こ
こ
。
だ
か
ら
流
さ
れ
な
い
で
あ
っ
た
の
が
不
思
議
な

く
ら
い
で
。
隣
近
所
も
み
ん
な
あ
っ
た
ん
で
す
も
ん
。

■
生
と
死
の
わ
ず
か
な
分
か
れ
目

　
あ
の
お
年
寄
り
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
１
人
き
り
の
弟
さ
ん
が
い
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
足
が
悪
く
て
、
そ
れ
助
け
よ
う
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、
家
ご
と
流
さ
れ
て
い
っ

た
ん
で
す
。
で
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
遺
体
で
見
つ
か
っ
た
し
、弟
さ
ん
は
行
方
不
明
。

う
ん
。
そ
う
い
う
人
た
ち
も
い
る
し
、
た
ま
た
ま
そ
こ
の
家
に
車
で
お
母
さ
ん
と

小
さ
い
子
供
が
走
っ
て
き
た
ら
津
波
が
来
て
、
ざ
ー
ん
と
玄
関
の
と
こ
ろ
に
突
っ

込
ん
だ
ん
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
で
、
こ
の
家
に
入
っ
て
、
お
母
さ
ん
と
子
供
が
家

の
中
に
入
っ
た
ん
で
す
。
で
、
流
さ
れ
る
前
に
窓
か
ら
山
さ
逃
げ
ろ
っ
て
言
っ
て
、

そ
の
親
子
は
助
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
わ
、
い
ろ
い
ろ
。

田
町
っ
て
い
う
か
ね
、
町
の
名
前
出
し
て
悪
い
け
ど
、
あ
ち
ら
で
は
自
動
販
売
機

は
も
う
み
ん
な
壊
し
て
み
ん
な
と
っ
た
と
か
、
そ
り
ゃ
あ
あ
ち
ら
は
火
事
で
も
焼

け
て
何
人
も
亡
く
な
っ
た
ん
だ
か
ら
。
宮
古
市
は
ま
だ
奥
の
ほ
う
の
ス
ー
パ
ー
も

何
も
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
だ
か
ら
ま
だ
、
被
災
し
て
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
け

ど
、
あ
っ
ち
は
ぜ
ん
ぶ
焼
け
野
原
で
、
全
滅
だ
、
壊
滅
状
態
。
壊
滅
状
態
っ
て
ど

ん
な
こ
と
な
ん
だ
べ
っ
と
思
う
わ
け
で
す
よ
、私
た
ち
は
。
未
曾
有
の
大
災
害
だ
っ

て
、
う
う
ー
ん
。
で
も
物
を
持
っ
て
る
人
と
か
車
で
食
物
を
持
っ
て
る
人
が
い
れ

ば
、車
か
ら
引
き
ず
り
下
ろ
さ
れ
た
ん
だ
っ
て
っ
て
言
え
ば
、信
用
す
る
し
。
い
や
、

女
の
人
が
強
姦
さ
れ
た
っ
て
言
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
も
信
用
し
ま
す
、
う
ん
。
そ
う

い
う
デ
マ
を
す
ぐ
信
じ
る
ん
で
す
っ
て
。
何
に
も
情
報
が
な
く
っ
て
、
だ
ん
だ
ん

に
ラ
ジ
オ
だ
テ
レ
ビ
だ
っ
て
言
っ
て
る
け
ど
、
テ
レ
ビ
は
政
府
広
告
機
構
だ
か
の

や
つ
ば
っ
か
り
で
、
た
ま
に
ニ
ュ
ー
ス
が
出
る
く
ら
い
だ
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
な
あ
っ
て
思
っ
た
で
す
よ
。
で
も
宮
城
県
沖
地
震
と
は
違

う
ん
だ
っ
て
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
ほ
う
、
そ
し
た
ら
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
ん

だ
っ
ぺ
っ
て
。
宮
城
県
沖
地
震
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
、私
た
ち
は
。
で
も
違
う
っ

て
い
う
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
、
震
源
地
が
ね
、
宮
城
県
沖
地
震
は
ね
、
ま
だ
そ

の
ま
ま
だ
っ
て
い
う
か
ら
、
ほ
お
、
じ
ゃ
あ
今
回
の
津
波
の
震
源
は
あ
る
程
度
予

測
さ
れ
た
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
だ
あ
っ
と
思
っ
た
で
す
よ
。
そ
れ
で
ま
あ
福

島
の
原
発
ま
で
は
頭
が
回
ら
な
か
っ
た
で
す
け
ど
、大
間（
青
森
県
）の
原
発
は
知
っ

て
た
か
ら
、
大
間
は
ど
う
な
っ
た
の
か
な
あ
っ
て
思
っ
た
ら
、
大
丈
夫
だ
っ
て
い

う
話
だ
か
ら
、
う
ん
じ
ゃ
あ
ま
だ
い
い
ん
だ
な
あ
っ
て
思
っ
た
で
す
よ
。

■
新
潟
の
ブ
ル
ボ
ン
が
直
に
お
菓
子
を
届
け
て
く
れ
る

　
そ
れ
で
も
、
し
ば
ら
く
結
局
、
ス
ー
パ
ー
に
も
パ
ン
と
か
納
豆
と
か
豆
腐
と
か
、

毎
日
来
る
よ
う
な
も
の
は
流
通
が
ダ
メ
に
な
っ
た
ん
で
途
絶
え
た
じ
ゃ
な
い
で
す

か
、
そ
し
て
物
が
入
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
結
局
、
１
人
１
個
ず
つ
で
す
も
ん
ね
。

パ
ン
を
普
通
に
食
べ
て
る
の
に
、
あ
あ
パ
ン
は
久
し
ぶ
り
に
食
べ
る
な
あ
っ
て
感

じ
。
そ
う
で
す
も
ん
ね
。
新
潟
に
あ
る
ブ
ル
ボ
ン
っ
て
お
菓
子
屋
さ
ん
が
や
っ
ぱ

り
中
越
地
震
の
と
き
に
み
な
さ
ん
に
お
世
話
に
な
っ
た
か
ら
っ
て
、
ガ
ソ
リ
ン
が

な
い
の
に
、
自
分
た
ち
の
会
社
の
ワ
ゴ
ン
で
直
に
持
っ
て
き
ま
し
た
っ
て
、
お
菓
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そ
こ
み
ん
な
歩
い
た
り
自
転
車
で
行
っ
た
り
、
み
ん
な
そ
う
や
っ
て
行
き
ま
し
た

が
ね
。

■
も
う
い
い
よ
み
ん
な
投
げ
ろ
、
と
い
う
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
う

　
ま
あ
と
に
か
く
、
テ
レ
ビ
で
は
わ
か
ら
な
い
の
は
、
黒
い
泥
っ
て
も
ん
じ
ゃ
な

く
て
、ヘ
ド
ロ
と
、灯
油
の
タ
ン
ク
が
あ
る
わ
け
で
す
よ
こ
っ
ち
に
は
。
１
０
０
リ
ッ

タ
ー
と
か
、
２
０
０
リ
ッ
タ
ー
の
灯
油
の
タ
ン
ク
が
各
家
庭
に
あ
る
わ
け
で
す
よ
。

そ
れ
が
ぜ
ん
ぶ
流
れ
る
わ
け
で
す
よ
。あ
れ
流
れ
れ
ば
、ス
ポ
ン
と
抜
け
れ
ば
、ホ
ー

ス
か
ら
灯
油
が
ダ
ー
ッ
て
出
る
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
街
の
な
か
は
ぜ
ん
ぶ
そ
の
灯

油
の
臭
い
と
ヘ
ド
ロ
の
臭
い
が
混
じ
っ
た
の
で
、
泥
が
ま
す
ま
す
油
が
入
っ
て
っ

か
ら
ネ
チ
ャ
ネ
チ
ャ
に
な
る
ん
で
す
わ
。
で
、
洗
っ
て
も
、
油
が
入
っ
て
る
か
ら
、

洗
っ
て
も
ダ
メ
な
わ
け
で
す
よ
。
水
道
も
ろ
く
に
出
な
い
し
、
当
然
洗
剤
も
な
い

じ
ゃ
な
い
で
す
か
、で
、ま
あ
長
靴
じ
ゃ
な
い
と
歩
け
な
い
で
し
ょ
周
り
も
な
に
も
。

で
、
何
や
っ
た
ら
い
い
べ
え
っ
て
何
か
ら
や
っ
た
ら
い
い
べ
な
あ
っ
て
い
う
感
じ
、

み
な
さ
ん
が
ね
。
そ
し
て
や
っ
ぱ
り
近
所
の
人
が
、
汚
れ
た
の
道
に
出
せ
ば
、
市

役
所
で
み
ん
な
ゴ
ミ
で
持
っ
て
く
よ
っ
て
い
っ
て
た
よ
っ
て
言
う
か
ら
、
み
ん
な

出
し
た
わ
け
で
す
よ
、
家
の
中
か
ら
も
の
を
。
で
、
濡
れ
た
畳
も
表
に
出
し
て
ど

う
に
か
す
る
べ
え
っ
て
や
っ
た
わ
け
で
し
ょ
、
で
も
投
げ
（
捨
て
）
な
く
て
も
い

い
も
の
も
出
し
た
わ
け
で
す
よ
。
洗
っ
て
と
っ
て
お
く
っ
て
気
に
は
な
ら
ね
え
ん

で
す
よ
。
も
う
い
い
よ
も
う
み
ん
な
投
げ
ろ
っ
て
い
う
感
じ
。
お
皿
で
も
な
ん
で

も
後
で
洗
え
ば
大
丈
夫
な
ん
だ
け
ど
、
そ
の
時
は
も
う
い
い
か
ら
出
せ
っ
て
感
じ
。

後
に
な
っ
て
か
ら
、
あ
あ
投
げ
ね
ば
よ
か
っ
た
っ
て
い
う
。
何
も
ね
、
臭
い
も
ん

で
も
な
く
シ
ミ
に
な
る
も
ん
で
も
な
か
っ
た
ら
ば
、
別
に
い
い
わ
け
で
す
か
ら
。

み
ん
な
の
集
団
心
理
で
す
も
ん
ね
、
道
路
に
は
み
ん
な
そ
う
い
う
が
れ
き
っ
つ
う

か
ゴ
ミ
で
も
ね
え
が
れ
き
が
ぜ
ん
ぶ
こ
う
、
人
は
そ
の
間
を
縫
う
よ
う
に
し
て
歩

い
て
行
っ
た
ん
で
す
い
つ
も
。
そ
れ
で
、
後
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が
来
た
ん
だ

け
れ
ど
も
、
初
め
か
ら
来
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
れ
ば
そ
ん
な
こ
と
し
な
く
て
も
よ

か
っ
た
ん
で
す
。
い
ろ
ん
な
人
が
来
た
ん
で
す
よ
ね
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
。
だ
か

ら
私
た
ち
が
、
年
取
っ
た
人
が
そ
ん
な
こ
と
や
ん
な
く
て
も
い
い
ん
だ
け
ど
、
だ

ま
っ
て
ら
れ
な
い
ん
で
し
ょ
、
ボ
ー
っ
と
し
て
る
と
不
安
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で

ほ
ん
と
に
、危
機
一
髪
っ
て
い
う
か
、わ
ず
か
な
と
こ
ろ
で
流
さ
れ
る
ん
で
す
が
ね
。

助
か
る
人
は
助
か
る
し
。
あ
の
金
浜
の
捜
索
し
て
る
と
き
も
ね
。
な
あ
に
、
こ
う

杖
つ
い
て
お
じ
い
さ
ん
が
歩
い
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。あ
あ
お
じ
い
ち
ゃ
ん
助
か
っ

た
ん
だ
あ
大
丈
夫
だ
っ
た
ん
だ
あ
っ
て
言
っ
た
ら
、
う
ん
に
ゃ
あ
前
の
戦
争
で
も

助
か
っ
て
、
そ
の
前
の
津
波
で
も
、
昭
和
８
年
で
す
か
、
そ
れ
も
助
か
っ
て
、
今

回
も
助
か
っ
て
っ
て
、大
し
た
も
ん
で
す
。
杖
つ
い
て
も
20
分
か
25
分
あ
っ
た
じ
ゃ

な
い
で
す
か
、
地
震
が
あ
っ
て
か
ら
津
波
が
来
る
ま
で
が
。
だ
か
ら
そ
れ
で
も
、

そ
う
い
う
足
の
人
で
も
、
高
い
と
こ
ろ
に
上
が
れ
ば
助
か
る
ん
で
す
が
ね
。
で
も
、

上
が
ん
な
い
人
が
ダ
メ
な
ん
で
す
ね
。
で
、
時
間
が
変
に
20
分
30
分
あ
る
か
ら
、

戻
る
人
が
出
て
く
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
１
回
高
い
と
こ
ろ
に
上
が
っ
て
も
。
様

子
見
て
て
、
あ
あ
水
が
引
い
て
っ
た
、
ま
だ
来
ね
え
っ
て
誰
か
言
え
ば
、
お
れ
も

じ
ゃ
あ
金
庫
か
ら
あ
れ
持
っ
て
く
る
と
か
、
玄
関
に
鍵
か
け
る
の
忘
れ
た
と
か
で

す
、
そ
ん
な
こ
と
で
行
く
ん
で
す
も
ん
ね
。
で
、
ダ
メ
に
な
っ
た
人
も
い
ま
す
が

ね
。だ
か
ら
何
も
持
た
な
く
て
も
い
い
の
に
、ハ
ン
コ
も
通
帳
も
何
も
い
ら
な
く
て
、

郵
便
局
に
行
け
ば
10
万
だ
か
は
下
ろ
せ
た
ん
だ
け
ど
ね
、
通
帳
も
何
も
な
く
て
も
。

当
時
、当
座
の
金
は
。ま
あ
結
局
、機
能
し
て
い
る
ス
ー
パ
ー
に
行
っ
て
こ
れ
買
う
っ

て
こ
と
で
し
ょ
う
け
ど
。
だ
か
ら
通
帳
も
何
も
い
ら
な
い
わ
け
で
す
よ
、
実
印
も

何
も
。
で
も
、
結
局
ね
、
戻
る
人
が
い
る
ん
で
す
よ
。
戻
れ
ば
、
や
っ
ぱ
り
10
分

行
っ
て
、
中
で
10
分
や
っ
て
、
帰
っ
て
く
れ
ば
30
分
で
す
も
ん
ね
、
間
違
い
な
く

や
ら
れ
ま
す
も
ん
。
そ
れ
で
も
当
日
は
電
気
が
止
ま
っ
た
ん
で
、
や
っ
ぱ
り
そ
の

辺
の
パ
ン
屋
さ
ん
で
働
い
て
る
女
の
人
は
、
赤
前
の
ほ
う
に
お
母
さ
ん
が
い
る
っ

て
い
う
の
で
、
車
で
ば
あ
っ
と
行
っ
た
ん
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
お
母
さ
ー
ん
っ

て
車
乗
せ
て
、
そ
し
て
ず
っ
と
向
こ
う
の
藤
畑
っ
て
津
波
来
な
か
っ
た
ほ
う
ま
で

行
っ
て
、
助
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
も
信
号
が
止
ま
っ
て
る
か
ら
ね
。
都
会
だ
と

ほ
ら
渋
滞
す
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、信
号
が
点
か
な
い
と
。こ
の
辺
は
割
り
と
そ
の
、

渋
滞
っ
て
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
ま
あ
そ
も
そ
も
交
通
量
は
そ
ん

な
に
多
く
な
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
。
だ
か
ら
そ
う
や
っ
て
助
か
っ
た
人
も
あ
れ
ば
、

逆
に
、
海
の
ほ
う
を
通
っ
て
ダ
メ
に
な
っ
た
人
も
い
る
し
、
い
ろ
い
ろ
で
す
が
ね
。

な
ん
で
あ
っ
ち
行
っ
た
ん
だ
か
ね
あ
の
人
は
、
あ
っ
ち
行
け
ば
よ
か
っ
た
の
に
っ

て
。
あ
と
は
、み
ん
な
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
、金
浜
ま
で
は
通
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
、
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■
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
仮
設
ア
ン
テ
ナ
を
ａ
ｕ
の
作
業
員
が
建
て
る

　
い
ろ
ん
な
人
が
お
っ
た
し
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
た
人
た
ち
が
、

一
生
懸
命
仮
設
の
ア
ン
テ
ナ
を
建
て
て
る
ん
で
す
っ
け
、
金
浜
の
避
難
所
の
と
こ

ろ
に
。
私
、声
か
け
た
ん
で
す
よ
。「
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
さ
ん
、一
番
つ
な
が
ん
な
か
っ

た
っ
す
っ
け
ね
、
ａ
ｕ
が
一
番
で
次
が
ド
コ
モ
で
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
さ
ん
は
そ
の
次

で
す
ね
」
っ
て
。

　
「
あ
の
で
す
ね
、
実
は
私
た
ち
は
ａ
ｕ
な
ん
で
す
け
ど
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
さ
ん
に

頼
ま
れ
て
仕
事
し
て
る
ん
で
す
よ
」
っ
て
。
そ
う
い
う
事
情
も
あ
る
ん
だ
っ
て
初

め
て
わ
か
る
で
し
ょ
。
声
か
け
な
い
と
わ
か
ら
な
い
で
し
ょ
。
電
柱
た
て
る
の
早

か
っ
た
で
す
よ
。
や
っ
て
る
人
た
ち
も
み
ん
な
他
か
ら
で
す
も
ん
ね
。
み
ん
な
秋

田
の
ほ
う
か
ら
来
て
る
と
か
で
す
。
ど
こ
に
泊
ま
っ
て
た
ん
だ
か
ね
、
あ
の
こ
ろ

あ
の
作
業
員
さ
ん
な
ん
か
は
ね
。
他
の
と
こ
ろ
か
ら
応
援
部
隊
で
来
て
る
か
ら
、

み
ん
な
場
所
の
名
前
な
ん
か
言
っ
て
も
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
っ
け
。
だ
か
ら
そ
う

い
う
よ
う
な
人
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
し
た
っ
け
。

■
写
真
も
額
も
み
ん
な
投
げ
て
く
れ

　
そ
れ
か
ら
次
は
、
私
は
土
木
作
業
員
も
や
り
ま
し
た
。
結
局
そ
の
、
人
手
が
足

り
な
い
わ
け
で
す
よ
。
だ
か
ら
が
れ
き
に
な
っ
た
家
の
解
体
だ
と
か
、
あ
と
い
ろ

ん
な
土
木
作
業
で
す
が
ね
、
じ
ゃ
あ
今
週
は
あ
っ
ち
行
け
と
か
い
わ
れ
て
、
い
ろ

ん
な
こ
と
を
や
り
ま
し
た
が
ね
。
そ
し
て
か
ら
次
に
は
、
が
れ
き
の
分
別
作
業
を

や
っ
た
ん
で
す
よ
。
あ
の
、
東
京
都
が
宮
古
市
の
が
れ
き
を
受
け
入
れ
る
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
、
そ
の
最
初
の
時
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
ね
。
そ
の
年
の
11
月
こ
ろ
、

私
は
そ
の
会
社
に
行
っ
て
、
が
れ
き
の
分
別
を
や
っ
た
ん
で
す
よ
。
で
そ
の
と
き

の
民
主
党
の
環
境
大
臣
で
す
か
、
あ
の
男
ぶ
り
の
い
い
人
、
な
ん
だ
っ
け
か
な
あ

の
人
、
報
道
陣
も
東
京
の
ほ
う
か
ら
や
っ
ぱ
り
や
っ
て
き
て
、
１
０
０
人
く
ら
い

だ
っ
た
で
す
か
、
宮
古
市
か
ら
東
京
都
へ
第
１
号
の
が
れ
き
が
行
き
ま
す
っ
て
そ

う
い
う
の
を
撮
る
の
に
ね
。
そ
う
す
る
と
、
が
れ
き
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
で
す

よ
。
思
い
出
が
あ
る
よ
う
な
品
も
あ
る
ん
だ
け
ど
、
な
か
な
か
ね
、
み
な
さ
ん
そ

う
や
っ
て
投
げ
た
ん
で
す
よ
、
そ
う
や
っ
て
泥
が
つ
い
た
状
態
だ
か
ら
。
だ
か
ら

写
真
な
ん
か
も
あ
る
ん
だ
け
ど
、
写
真
も
な
あ
、
欲
し
が
る
人
も
い
る
し
、
あ
と

す
か
、心
理
的
に
。そ
う
い
う
こ
と
で
す
っ
け
ね
。私
も
ま
あ
だ
か
ら
捜
索
し
て
た
っ

て
の
は
同
じ
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
、
何
か
か
に
か
や
っ
て
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
と
い

う
感
じ
で
。

■
あ
り
が
た
か
っ
た
自
衛
隊

　
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、
自
衛
隊
の
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
が
来
る
わ
け
で
す
よ
、
若

い
人
た
ち
な
ん
で
す
け
ど
、
来
て
ま
ず
は
現
場
を
み
て
、
初
め
て
見
る
で
し
ょ
、

そ
う
い
う
こ
う
、
が
れ
き
の
状
態
の
街
を
ね
。
そ
う
す
る
と
、
ど
っ
か
ら
ど
う
や
っ

て
い
い
ん
だ
か
わ
か
ら
な
い
、
だ
か
ら
消
防
団
の
人
や
地
元
の
人
な
ん
か
に
ど
っ

か
ら
ど
う
い
う
こ
と
が
必
要
で
す
か
っ
て
聞
い
て
ね
。
そ
れ
か
ら
、
あ
の
家
の
屋

根
の
下
に
は
き
っ
と
ま
だ
人
が
い
る
、
だ
か
ら
そ
の
人
を
探
し
て
く
だ
さ
い
っ
て

言
え
ば
、
道
具
も
な
い
か
ら
屋
根
は
が
し
て
板
も
剥
が
し
て
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で

切
っ
て
、
人
が
い
ね
え
か
探
す
。
確
認
し
た
の
は
印
し
を
つ
け
て
、
車
の
中
も
見

て
印
し
を
つ
け
て
、全
部
や
り
ま
し
た
で
す
も
ん
ね
。
だ
か
ら
も
う
頼
も
し
く
思
っ

た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
子
供
さ
ん
が
大
人
に
な
っ
た
ら
自
衛
隊
に
な
る
っ
て

言
っ
た
っ
て
言
い
ま
し
た
も
ん
、
や
っ
ぱ
り
子
供
は
正
直
だ
と
思
い
ま
す
。
い
や

ほ
ん
と
に
自
衛
隊
が
い
な
け
れ
ば
と
て
も
無
理
だ
っ
た
っ
て
言
い
ま
す
も
ん
。
す

ぐ
来
て
く
れ
ま
し
た
か
ら
ね
。
ま
あ
屈
強
な
、
訓
練
し
て
る
ん
で
す
も
ん
そ
の
た

め
に
、
あ
の
人
た
ち
は
ね
。
だ
か
ら
ね
、
ま
た
痩
せ
て
れ
ば
あ
れ
だ
け
ど
太
っ
た

お
ば
あ
さ
ん
を
背
負
っ
て
ね
、
こ
う
坂
を
高
い
と
こ
さ
避
難
さ
せ
て
い
く
、
一
生

懸
命
や
る
ん
で
す
っ
て
よ
。
あ
あ
ほ
ん
と
に
偉
い
も
ん
だ
な
あ
っ
て
、
自
衛
隊
っ

て
の
は
い
ね
ば
と
て
も
ダ
メ
な
ん
だ
と
。

　
自
分
た
ち
は
こ
ん
な
缶
詰
の
や
つ
食
べ
て
る
ん
で
す
よ
、
４
種
類
か
５
種
類
ぐ

ら
い
の
や
つ
。
そ
れ
で
も
、
温
か
い
の
を
食
べ
れ
る
か
ら
ま
だ
い
い
で
す
よ
っ
て

言
い
ま
し
た
っ
け
。
結
局
、
冷
た
い
も
ん
で
も
な
ん
で
も
食
べ
て
い
か
ね
ば
な
ら

ん
で
し
ょ
、
火
が
使
え
な
い
と
か
ね
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
自
衛
隊
の
人
た
ち
と
も

話
す
わ
け
で
す
よ
、
大
変
だ
ね
っ
て
。
ご
飯
だ
、
肉
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
た
肉
ジ
ャ

ガ
だ
と
か
持
っ
て
く
る
け
ど
、
何
を
食
べ
て
る
の
っ
て
聞
く
と
、
野
菜
が
ち
ょ
っ

と
食
べ
た
い
で
す
ね
っ
て
言
い
ま
し
た
も
ん
。
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れ
ね
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
で
買
い
時
だ
っ
た
ん
で
す
ち
ょ
う
ど
、
大
き
な
テ
レ
ビ
に

し
た
ん
で
す
よ
。
で
も
そ
れ
も
み
ん
な
流
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
で
し
ょ
。
が
れ
き
の
分

別
に
行
く
と
テ
レ
ビ
の
液
晶
な
ん
て
ペ
ラ
ペ
ラ
っ
て
な
っ
て
る
っ
て
、
こ
れ
が
そ

う
な
の
か
っ
て
も
の
で
す
も
ん
ね
。
み
ん
な
だ
か
ら
ロ
ー
ン
組
ん
だ
り
し
て
、
も

う
な
い
テ
レ
ビ
に
お
金
払
っ
て
ん
だ
っ
て
人
も
、
な
ん
ぼ
で
も
あ
り
ま
す
も
ん
。

だ
か
ら
運
が
悪
い
っ
て
そ
う
い
う
人
も
お
る
し
、
運
が
い
い
っ
て
い
う
か
、
よ
か
っ

た
な
あ
う
ま
く
い
っ
た
な
あ
っ
て
人
も
あ
る
ん
で
す
よ
。
だ
っ
て
あ
そ
こ
の
ホ
テ

ル
が
、
景
気
悪
か
っ
た
か
ら
解
体
し
た
も
の
も
あ
っ
た
け
ど
、
あ
れ
、
津
波
が
来

て
か
ら
だ
っ
た
ら
タ
ダ
で
解
体
し
て
も
ら
え
た
の
に
な
あ
っ
て
こ
と
も
あ
る
わ
け

で
す
よ
結
局
。
魚
市
場
の
ほ
う
だ
っ
て
、
そ
り
ゃ
よ
く
な
っ
た
っ
て
、
み
ん
な
タ

ダ
で
壊
し
て
も
ら
っ
て
ま
す
も
ん
。
こ
な
い
だ
火
事
に
な
っ
た
け
ど
ね
、
そ
う
い

う
こ
と
も
あ
る
し
。
わ
か
ん
ね
え
で
す
よ
世
の
中
は
。

■
人
の
目
を
気
に
せ
ず
も
の
を
食
べ
ら
れ
る
う
れ
し
さ

　
仮
設
が
で
き
た
時
は
み
な
さ
ん
喜
ん
だ
ん
で
す
よ
、
６
月
に
仮
設
が
で
き
て
入

れ
る
っ
て
。
私
た
ち
が
白
浜
っ
て
地
区
で
土
木
作
業
し
て
た
と
き
に
、
や
っ
ぱ
り

働
い
て
る
人
た
ち
も
避
難
所
に
い
る
わ
け
で
す
よ
。
で
、
避
難
所
に
い
る
人
た
ち

を
非
常
時
と
い
う
こ
と
で
使
っ
て
い
る
わ
け
で
し
ょ
。
で
、
漁
師
さ
ん
だ
け
ど
、

も
う
舟
も
な
い
か
ら
ど
う
な
る
ん
だ
か
な
あ
っ
て
言
っ
て
た
ん
で
す
よ
。
で
、
仮

設
が
で
き
て
中
に
入
っ
て
み
る
と
、
ま
あ
立
派
に
な
る
わ
け
で
す
よ
、
流
し
も
何

も
、
や
あ
こ
ん
な
に
な
っ
て
ん
だ
あ
、
風
呂
が
あ
っ
て
い
い
な
あ
っ
て
、
じ
ゃ
あ

今
日
か
ら
布
団
で
眠
れ
ま
す
っ
て
。
そ
れ
ま
で
布
団
じ
ゃ
な
い
で
す
も
ん
ね
、マ
ッ

ト
レ
ス
だ
と
か
敷
い
て
。何
が
一
番
か
っ
て
言
え
ば
や
っ
ぱ
り
、家
族
水
入
ら
ず
で
、

人
の
目
を
気
に
し
な
い
で
、
も
の
を
食
え
る
っ
て
の
が
一
番
で
し
ょ
。
な
ん
で
も

い
い
っ
け
刺
し
身
で
も
買
っ
て
食
べ
っ
ぺ
し
っ
て
感
じ
で
、
ゆ
っ
く
り
奥
さ
ん
と

旦
那
と
こ
う
酒
呑
ん
で
ス
ル
メ
の
刺
し
身
か
な
ん
か
食
べ
る
っ
つ
う
の
が
ね
、
人

の
目
気
に
し
な
い
で
ね
、
一
番
よ
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

■
避
難
所
暮
ら
し
で
人
の
気
持
ち
が
荒
ん
で
い
く

　
だ
っ
て
避
難
所
で
は
な
ん
ぼ
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
目
隠
し
し
た
っ
て
、
み
ん
な
見
て

は
い
ら
な
い
っ
て
人
も
い
る
し
ね
。
解
体
す
る
家
で
も
、
子
供
さ
ん
の
賞
状
と
か

貼
っ
て
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
額
と
か
ね
。
そ
れ
も
、
こ
れ
は
ど
う
す
る
ん
で

す
か
、
こ
れ
は
持
っ
て
っ
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
ね
え
の
っ
て
言
っ
て
も
、
い
や

あ
い
い
か
ら
い
い
か
ら
っ
て
、
全
部
ぶ
っ
壊
し
て
く
れ
っ
て
。
な
ん
か
ひ
と
つ
く

ら
い
こ
う
思
い
出
に
す
る
も
の
が
あ
っ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
ね
え
の
っ
て
言
っ
て
も

ね
。
あ
あ
い
い
っ
て
、
解
体
し
て
く
だ
さ
い
っ
て
、
解
体
し
た
ん
で
す
が
ね
、
み

な
さ
ん
が
ね
。

■
建
物
の
解
体
、
運
が
よ
か
っ
た
人
と
悪
か
っ
た
人

　

も
う
、
タ
ダ
だ
っ
て
い
う
か
ら
、
解
体
す
る
の
が
ね
。
そ
れ
で
助
か
っ
た
人

も
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
年
寄
り
１
人
だ
け
で
住
ん
で
れ
ば
、
解
体
す
る
っ
た
っ
て

け
っ
こ
う
費
用
も
か
か
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
解
体
し
た
く
っ
て
い
て
、
津
波
が

き
て
タ
ダ
で
解
体
し
て
も
ら
っ
た
っ
て
と
こ
も
あ
る
ん
で
す
も
ん
や
っ
ぱ
り
。
こ

う
い
う
話
し
て
も
い
い
ん
で
す
か
ね
、
い
や
あ
る
ん
で
す
っ
け
。
う
ま
く
や
っ
た

人
も
い
る
ん
で
す
よ
、そ
う
い
う
ふ
う
に
。
だ
っ
て
通
り
の
と
こ
ろ
で
店
子
が
あ
っ

て
み
ん
な
貸
し
て
や
っ
て
る
と
す
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
し
て
そ
の
土
地
は
み

ん
な
私
の
も
の
だ
と
す
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
こ
の
店
を
津
波
で
み
ん
な
や
ら

れ
た
わ
け
で
す
よ
。
立
退
き
や
っ
て
解
体
す
る
と
す
れ
ば
お
金
い
る
じ
ゃ
な
い
で

す
か
、
そ
れ
が
な
し
で
い
い
ん
で
す
も
ん
ね
。
こ
の
壊
れ
た
店
は
み
ん
な
タ
ダ
で

壊
し
て
く
れ
る
ん
で
す
が
、
タ
ダ
で
。
そ
う
す
れ
ば
こ
の
人
は
一
番
い
い
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
で
も
、
も
う
商
売
や
め
て
っ
て
思
っ
て
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建

物
が
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
っ
て
の
も
、
み
ん
な
タ
ダ
で
壊
し
た
ん
で
す
も
ん
。
何

千
万
だ
べ
ね
、
や
れ
ば
っ
て
い
う
の
を
、
タ
ダ
だ
っ
た
で
す
も
ん
。
だ
か
ら
得
し

た
人
は
得
し
ま
し
た
も
ん
。
持
っ
て
る
人
は
タ
ダ
で
壊
し
て
も
ら
っ
て
、
ア
パ
ー

ト
建
て
て
い
ま
貸
し
て
る
人
、
ど
こ
で
も
あ
る
ん
で
す
も
ん
。
だ
か
ら
ね
、
う
ま

く
い
っ
た
ひ
と
は
う
ま
く
い
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
一
番
悪
い
の
は
、
店
舗
の
借
り

手
や
っ
て
た
人
は
何
に
も
お
金
降
り
な
か
っ
た
で
す
も
ん
。
借
り
て
る
人
は
ダ
メ

な
ん
で
す
よ
、
補
助
金
も
何
も
下
り
な
い
ん
で
す
も
ん
。
自
分
の
建
物
が
壊
れ
た

の
で
あ
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど
、
電
気
屋
さ
ん
で
電
器
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
っ
て
言
っ

て
も
、
こ
れ
借
り
て
る
建
物
で
は
ダ
メ
で
す
。
中
の
も
の
も
ダ
メ
。
み
な
さ
ん
こ
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私
も
後
か
ら
聞
い
た
ん
だ
け
ど
、
そ
の
子
も
あ
ま
り
話
し
た
く
な
か
っ
た
ん
だ
け

ど
、
私
も
ほ
ら
そ
う
い
う
目
に
あ
っ
て
る
で
し
ょ
。
話
が
フ
ッ
と
出
た
ん
で
す
ね
。

だ
っ
け
ば
、
お
家
は
市
役
所
の
近
く
の
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
当
然
家
も
ダ
メ
だ
べ
な

あ
と
思
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
で
も
自
分
は
ち
ょ
う
ど
お
昼
寝
が
終
わ
っ
た
こ
ろ

で
、
小
さ
い
保
育
所
だ
か
ら
、
１
歳
か
ら
何
か
月
か
ら
何
か
ら
み
ん
な
預
っ
て
る

わ
け
で
し
ょ
。
そ
の
子
た
ち
み
ん
な
避
難
さ
せ
て
山
の
方
に
避
難
す
る
の
に
、
バ

ア
っ
と
後
ろ
み
た
っ
け
が
、
津
波
が
、
空
か
ら
来
る
感
じ
。
結
局
、
防
潮
堤
を
越

え
て
来
る
で
し
ょ
。
こ
う
見
れ
ば
、
上
か
ら
来
る
感
じ
が
す
る
ん
で
し
ょ
。
そ
し

て
や
っ
と
神
社
の
ほ
う
に
逃
げ
た
ん
だ
け
ど
、
飲
む
水
も
な
い
か
ら
、
た
ま
た
ま

持
っ
て
た
人
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を
子
供
た
ち
に
キ
ャ
ッ
プ
１
杯
ず
つ
飲
ま
せ

た
っ
て
ば
。
そ
う
い
う
話
聞
く
と
ね
、
自
分
の
親
も
心
配
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
も
、

そ
う
い
う
子
供
た
ち
い
っ
ぱ
い
い
る
し
、
そ
う
い
う
話
聞
く
と
ね
え
、
グ
ッ
と
き

ま
す
け
ど
ね
。
い
ま
ま
で
話
し
て
な
く
て
も
、
や
っ
ぱ
り
何
か
ね
、
こ
う
話
し
た

く
な
る
と
き
が
あ
り
ま
す
よ
。
そ
う
し
な
い
と
、
心
に
溜
ま
っ
て
い
く
、
ど
ん
ど

ん
ど
ん
ど
ん
グ
ウ
っ
と
な
っ
て
、
ダ
メ
で
す
も
ん
。

■
２
年
３
年
た
つ
と
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
だ
し
て
し
ま
う

　
親
戚
が
、
奥
さ
ん
何
だ
か
具
合
が
悪
そ
う
だ
っ
て
、
何
か
し
た
ん
で
す
か
っ
て

聞
い
た
ら
ば
、
そ
の
人
の
親
戚
や
親
が
９
人
亡
く
な
っ
た
。
一
気
に
９
人
も
ね
、

山
田
町
で
ね
。
や
っ
ぱ
り
も
う
布
団
か
ぶ
っ
て
ね
、
も
う
何
も
考
え
ら
れ
な
い
く

ら
い
に
な
っ
て
、
は
あ
あ
あ
っ
て
、
そ
う
だ
っ
た
っ
て
。
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
っ
て

精
神
安
定
剤
か
な
ん
か
飲
ん
で
。
そ
う
で
す
っ
け
も
ん
。
で
、３
年
経
っ
て
、い
ま
、

１
年
目
は
な
ん
て
の
か
な
あ
、
何
か
し
て
ね
ば
な
あ
っ
て
感
じ
で
動
い
て
る
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
先
の
こ
と
も
考
え
た
っ
て
仕
方
が
な
い
ん
だ
し
、で
も
２
年
３
年
っ

て
な
っ
て
く
っ
て
い
う
と
、
今
度
は
や
っ
ぱ
り
い
ろ
ん
な
こ
と
が
、
思
い
出
し
て

き
た
り
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
ん
で
す
が
ね
。
い
つ
ま
で
も
片
づ
け
て
ば
か
り
も
い

ら
れ
ね
ん
だ
っ
け
し
。
今
度
は
仮
設
出
て
家
建
て
ろ
っ
た
っ
て
そ
ん
な
に
簡
単
に

建
て
ら
れ
る
わ
け
ね
え
べ
し
な
あ
っ
て
。
年
も
ど
ん
ど
ん
経
っ
て
く
れ
ば
、
年
金

暮
ら
し
の
歳
い
っ
た
人
た
ち
は
こ
の
先
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
べ
っ
て
な
る
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。

る
ん
で
す
も
ん
。
子
ど
も
な
ん
か
が
、
あ
ー
ス
ル
メ
の
刺
し
身
食
べ
た
っ
け
え
っ

て
言
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
し
た
ら
、
あ
ー
食
べ
ろ
っ
て
。
食
べ
た
気
が
し
な

い
ん
で
す
よ
、
ほ
ん
と
に
。
そ
の
ス
ト
レ
ス
な
ん
で
す
よ
一
番
が
ね
。
だ
か
ら
目

隠
し
で
囲
っ
て
る
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
で
も
見
え
て
る
わ
け
で
す
よ
、
う
ー
ん
。
24

時
間
、
一
緒
な
ん
で
す
も
ん
ね
、
暮
ら
し
て
る
の
が
。
あ
そ
こ
の
奥
さ
ん
は
な
に
、

い
つ
も
い
い
話
ば
っ
か
り
し
て
る
け
ど
、
実
際
は
ト
イ
レ
の
掃
除
だ
と
か
な
げ
て

も
さ
っ
ぱ
り
や
ん
ね
え
っ
け
と
か
で
す
。
ぜ
ん
ぶ
見
ら
れ
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
今

回
の
避
難
生
活
で
は
ね
、
も
う
わ
か
ら
れ
て
し
ま
う
ん
で
す
み
ん
な
。
そ
れ
で
、

人
の
気
持
ち
は
ね
、
だ
ん
だ
ん
荒
ん
で
く
る
ん
で
す
が
ね
。
も
う
支
援
物
資
だ
っ

て
く
れ
ば
何
で
も
も
ら
う
ん
で
す
。支
援
物
資
が
来
る
で
し
ょ
、避
難
所
の
中
に
ね
。

は
い
は
い
１
人
１
つ
っ
て
、
も
う
１
回
来
て
も
ら
っ
て
く
人
も
あ
れ
ば
。
同
じ
地

区
で
も
、
あ
ん
た
の
家
は
２
階
が
大
丈
夫
で
あ
そ
こ
に
泊
ま
っ
て
る
ん
で
し
ょ
、

こ
れ
は
私
た
ち
に
来
た
支
援
物
資
だ
か
ら
あ
な
た
に
あ
げ
る
支
援
物
資
は
な
い
で

す
っ
て
言
わ
れ
た
人
も
い
る
ん
で
す
も
ん
、
同
じ
町
内
で
も
ね
。
そ
れ
に
対
し
て
、

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
と
は
言
え
な
い
で
す
よ
、
そ
う
い
う
人
が
少
な
く
て
、
こ
っ

ち
が
多
い
ん
だ
も
の
。
揉
め
た
く
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

■
避
難
所
の
情
報
交
換

　
避
難
所
に
い
る
と
夕
飯
で
人
が
集
ま
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
そ
う
す
る
と

日
中
い
ろ
ん
な
人
と
話
し
て
い
ろ
ん
な
話
を
仕
入
れ
て
く
る
わ
け
で
す
よ
。
山
田

か
ら
帰
っ
て
き
た
人
の
話
だ
っ
て
よ
っ
て
の
が
、
み
ん
な
集
ま
っ
た
と
き
に
出
る

わ
け
で
す
よ
、
自
分
の
行
動
範
囲
は
狭
い
で
す
か
ら
。
５
人
く
ら
い
で
、
あ
っ
ち

か
ら
来
た
人
の
話
だ
と
こ
う
だ
っ
た
と
か
、こ
っ
ち
か
ら
来
た
人
の
話
は
こ
う
だ
っ

た
と
か
、
来
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
で
、
そ
の
人
た
ち
は
ま
た
他
に
行
っ
て
し
ゃ

べ
る
ん
で
す
よ
。
田
老
は
壊
滅
状
態
で
、
役
場
と
何
軒
か
し
か
残
っ
て
な
い
っ
て

の
は
、
想
像
は
つ
か
な
い
ん
だ
け
ど
、
み
ん
な
こ
う
山
越
え
て
な
ん
な
り
し
て
歩

い
て
来
た
ん
で
す
も
ん
ね
。

■
保
育
所
の
子
ど
も
を
避
難
さ
せ
る

　
宮
古
の
保
母
さ
ん
で
田
老
の
保
育
所
に
行
っ
て
た
女
の
人
も
い
る
ん
で
す
よ
。
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ブ
ル
の
中
か
ら
、
日
用
品
が
こ
の
中
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
な
か
か
ら
１
点
選
ん
で

く
だ
さ
い
。
こ
っ
ち
の
テ
ー
ブ
ル
の
中
か
ら
は
ま
た
そ
れ
も
１
点
っ
て
、
こ
う
い

う
ふ
う
に
決
ま
っ
て
る
ん
で
す
っ
け
ね
。
そ
う
す
る
と
ね
、
１
点
っ
て
言
っ
て
も
、

こ
れ
も
１
点
で
す
、
例
え
ば
洗
剤
の
セ
ッ
ト
な
ん
か
の
ち
ょ
っ
と
大
き
い
も
の
も

１
点
な
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
ど
っ
ち
が
得
な
の
か
っ
て
思
う
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
そ
う
す
る
と
ね
、
お
れ
こ
っ
ち
だ
な
あ
と
か
、
歯
ブ
ラ
シ
１
本
で
も
１
点
で

す
よ
、
歯
み
が
き
粉
が
つ
い
て
て
も
１
点
な
ん
だ
も
ん
。
そ
う
す
れ
ば
、
そ
う
い

う
心
理
に
な
っ
て
く
る
ん
で
す
っ
け
人
は
、
荒
ん
で
く
る
ん
で
す
が
ね
。
だ
か
ら

あ
の
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
っ
て
い
う
か
ら
ね
、
ど
う
も
っ
て
持
っ
て
く
と
ね
、
あ
そ

れ
は
１
０
０
円
で
す
っ
て
言
え
ば
、
お
金
と
る
の
っ
て
言
っ
て
戻
す
、
そ
う
い
う

気
持
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
、
な
り
た
く
な
く
て
も
。
や
っ
ぱ
り
も
ら
い
続
け

て
は
だ
め
だ
、
も
ら
っ
て
助
け
ら
れ
て
ば
っ
か
り
で
は
だ
め
で
す
も
ん
。
他
の
人

た
ち
も
、
誰
か
の
役
に
立
つ
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
こ
と
で
何
か
一
生
懸
命
つ
く
っ

て
、そ
れ
を
売
っ
て
、ア
フ
リ
カ
の
子
供
と
か
に
あ
げ
て
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
け
、

や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
気
持
が
、
ほ
ん
と
は
必
要
な
ん
だ
け
ど
も
ね
。
た
だ
た
だ
も

ら
っ
て
る
だ
け
っ
て
の
は
、気
持
が
荒
ん
で
ダ
メ
で
す
よ
ね
。言
わ
れ
る
ん
で
す
よ
、

あ
の
あ
そ
こ
の
な
ん
と
か
さ
ん
と
こ
は
、み
ん
な
避
難
所
に
行
っ
て
物
資
を
も
ら
っ

て
、
朝
昼
晩
と
ご
飯
の
で
る
時
に
夫
婦
で
行
っ
て
、
あ
あ
今
日
は
こ
れ
を
も
ら
っ

て
帰
る
、
夫
婦
で
行
っ
た
ら
２
つ
で
し
ょ
、
小
屋
が
で
き
た
ん
で
ね
え
か
っ
て
い

う
噂
さ
れ
る
ん
で
す
も
ん
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
が
。
だ
か
ら
ね
、
そ

れ
も
み
ん
な
、
気
持
が
み
ん
な
な
り
た
く
な
く
て
も
荒
ん
で
く
る
ん
で
す
も
ん
ね
。

前
は
そ
ん
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
ね
。

■
仮
設
住
宅
も
ピ
ン
か
ら
キ
リ
ま
で
あ
る

　
い
ま
ま
だ
仮
設
で
し
ょ
。
い
や
仮
設
は
ひ
ど
い
と
こ
ろ
で
っ
て
話
ば
っ
か
り
出

る
け
ど
、
前
の
家
よ
り
ず
っ
と
暖
か
い
で
す
っ
て
人
も
い
る
ん
で
す
や
っ
ぱ
り
。

だ
っ
て
も
と
も
と
木
造
の
こ
う
、
な
ん
ぼ
ス
ト
ー
ブ
焚
い
て
も
暖
か
く
な
ら
な
い

部
屋
に
い
た
ん
で
す
も
ん
、
例
え
ば
漁
師
さ
ん
と
か
な
ん
か
は
ね
。
私
の
街
の
ほ

う
に
あ
っ
た
家
も
そ
う
だ
っ
た
け
ど
、
断
熱
材
も
入
っ
て
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た

ん
で
す
よ
、
み
ん
な
。
そ
れ
か
ら
比
べ
れ
ば
い
い
や
、
大
し
た
も
ん
だ
、
暑
く
な

■
お
金
は
も
っ
て
い
る
が
不
安
で
使
え
な
い

　
で
も
持
っ
て
る
も
の
は
持
っ
て
る
ん
で
す
よ
、
お
金
は
。
田
老
町
も
そ
う
で
す

け
ど
、
無
く
な
れ
ば
、
見
舞
金
も
そ
う
で
す
け
ど
、
保
険
金
も
あ
る
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
大
な
り
小
な
り
か
け
て
る
で
し
ょ
う
か
ら
。
だ
か
ら
、も
ら
う
の
は
も
ら
っ

た
ん
で
す
よ
、
み
な
さ
ん
。
そ
れ
で
、
通
帳
に
預
け
る
人
は
あ
っ
て
も
、
借
り
る

人
は
な
か
っ
た
ん
で
す
も
ん
。
い
ま
家
を
建
て
た
り
な
ん
だ
り
す
る
の
で
借
り
る

人
も
出
て
き
て
い
る
で
し
ょ
う
け
ど
。
そ
れ
ま
で
は
お
金
は
あ
る
ん
だ
け
ど
、
ほ

ら
で
も
先
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
不
安
な
ん
で
し
ょ
。
災
害
公
営
住
宅
も
で
き
て

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
何
箇
所
か
。
で
も
、
私
も
で
き
た
ら
入
り
ま
す
っ
て
言
っ

て
も
、
手
あ
げ
て
て
も
、
入
っ
た
の
は
半
分
に
も
満
た
な
い
わ
け
で
す
よ
。
そ
れ

は
や
っ
ぱ
り
、
入
れ
ば
家
賃
が
か
か
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
仮
設
に
い
る
分
に
は

タ
ダ
で
す
よ
。
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
だ
っ
て
入
れ
ば
お
金
か
か
る
ん
だ
も
の
。

た
い
て
い
２
万
円
か
ら
上
は
６
万
円
く
ら
い
で
す
か
。
大
き
さ
と
所
得
に
応
じ
て
。

そ
れ
で
も
、
一
生
懸
命
相
談
す
れ
ば
、
２
万
円
よ
り
少
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
と

は
思
う
ん
で
す
、
年
金
暮
ら
し
だ
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
。
そ
れ
で
も
ほ
れ
、
お

金
が
か
か
る
ん
だ
か
ら
、
タ
ダ
で
い
れ
る
う
ち
は
タ
ダ
の
と
こ
さ
い
る
べ
っ
て
な

る
わ
け
で
す
よ
。
で
も
今
週
で
終
わ
り
で
す
か
ら
次
は
引
っ
越
し
て
く
だ
さ
い
っ

て
言
わ
れ
た
と
き
に
、
み
ん
な
そ
こ
に
殺
到
し
た
ら
ば
入
れ
な
い
で
し
ょ
う
ね
、

た
ぶ
ん
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
が
ね
。

■
も
ら
っ
て
助
け
ら
れ
て
ば
か
り
で
は
だ
め

　
私
も
支
援
物
資
が
体
育
館
に
こ
う
あ
る
ん
で
、
も
ら
い
に
来
て
く
だ
さ
い
っ
て

の
が
あ
っ
た
ん
で
、
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
で
す
よ
。
避
難
所
っ
て
と
こ
は
い
い

ん
で
す
よ
、
そ
う
い
う
情
報
が
密
に
来
る
か
ら
。
必
ず
支
援
物
資
が
ド
ー
ン
と
来

た
り
す
る
の
が
あ
る
け
ど
、
建
物
が
壊
れ
て
る
け
ど
２
階
の
ほ
う
に
住
ん
で
る
と

か
、
ア
パ
ー
ト
借
り
て
そ
っ
ち
に
い
る
っ
て
人
た
ち
に
は
、
そ
の
情
報
は
来
な
い

ん
で
す
よ
。
例
え
ば
内
陸
の
盛
岡
か
何
か
だ
っ
て
行
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
じ
ゃ
な

い
で
す
か
、
情
報
が
。
盛
岡
の
ほ
う
に
も
あ
っ
た
ん
で
す
よ
、
そ
う
い
う
こ
う
、

支
援
物
資
が
あ
る
と
こ
ろ
が
ね
。
で
も
盛
岡
は
大
き
い
け
ど
ち
ょ
っ
と
離
れ
て
る

か
ら
、
そ
こ
ま
で
は
な
か
な
か
行
か
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
だ
か
ら
こ
の
テ
ー
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す
も
ん
。
人
口
流
出
は
し
て
る
し
、
そ
う
す
れ
ば
、
み
ん
な
復
興
の
事
業
が
終
わ

れ
ば
、
人
は
少
な
く
な
っ
て
、
車
だ
っ
て
走
ら
な
く
な
る
ん
だ
か
ら
。
だ
か
ら
い

ま
の
復
興
需
要
で
一
生
懸
命
稼
い
で
る
人
は
稼
い
で
ま
す
よ
ね
、
で
も
変
わ
り
な

い
人
は
変
わ
り
な
い
し
。

■
お
客
さ
ん
に
ゆ
っ
く
り
し
て
も
ら
え
る
店
に
し
た
い

　
私
は
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
あ
の
と
き
、
い
の
ち
落

と
し
た
か
も
し
れ
ね
え
な
あ
っ
て
気
持
も
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
で
も
ま
あ
店

が
残
っ
て
て
再
開
で
き
た
で
し
ょ
。
生
き
返
っ
た
よ
う
な
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、

店
も
ね
。
私
も
生
き
返
っ
た
し
、
ま
た
第
２
の
人
生
だ
な
っ
て
感
じ
も
す
る
ん
で

す
が
。
や
っ
ぱ
り
今
ま
で
と
違
っ
て
、
お
客
さ
ん
な
ん
か
と
も
し
ゃ
べ
っ
て
い
け

る
よ
う
な
、
ゆ
っ
く
り
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
店
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
る

ん
で
す
。
１
回
死
ぬ
思
い
し
た
ん
だ
か
ら
、
自
分
に
は
怖
い
も
の
は
な
い
ん
だ
か

ら
、
と
自
分
に
思
い
聞
か
せ
て
。
あ
と
は
お
客
さ
ん
、
の
ん
び
り
、
だ
っ
て
食
堂

が
で
き
た
ん
で
す
け
ど
、
結
局
ゆ
っ
く
り
す
る
場
所
が
な
い
。
あ
の
、
話
す
る
と

こ
が
。
ま
さ
か
仮
設
で
た
と
こ
で
、
そ
こ
で
お
茶
っ
て
い
う
こ
と
も
な
い
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
ほ
う
す
れ
ば
、
あ
そ
こ
の
店
始
ま
っ
た
っ
て
い
え
ば
、
行
っ
て
み
し
っ

て
来
る
わ
け
で
す
よ
、
と
か
ね
。
い
つ
も
２
人
で
来
て
た
っ
す
が
、
も
う
１
人
の

人
は
ど
う
し
た
の
っ
て
言
え
ば
、
あ
の
人
は
ね
え
、
ま
だ
見
つ
か
ん
ね
え
ん
だ
っ

て
言
う
人
も
あ
る
ん
で
す
。
あ
る
親
子
で
、
あ
の
娘
さ
ん
と
来
て
た
っ
け
ね
え
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ね
、
っ
て
言
え
ば
ね
、
あ
の
娘
は
ね
、
震
災
で
は
大
丈
夫
だ
っ
た

ん
だ
け
ど
１
年
く
ら
い
で
ね
え
、
癌
だ
っ
た
の
か
な
あ
、
バ
タ
バ
タ
っ
と
亡
く
な
っ

て
ね
え
っ
て
。
い
つ
も
娘
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
来
て
、
お
昼
食
べ
て
っ
た
じ
ゃ
な

い
で
す
か
っ
て
。
で
も
や
っ
ぱ
り
う
う
ん
あ
の
席
で
い
つ
も
私
た
ち
は
食
べ
て
た
っ

て
言
う
ん
で
す
。
や
っ
ぱ
り
そ
の
人
た
ち
の
想
い
が
あ
る
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
、

あ
そ
こ
の
店
に
行
っ
て
、
あ
そ
こ
の
席
だ
っ
た
っ
て
。
行
け
ば
、
そ
の
人
の
供
養

に
も
な
る
の
か
な
っ
て
思
う
ら
し
い
ん
だ
っ
け
、
そ
の
人
た
ち
は
。
け
っ
こ
う
い

ま
す
も
ん
震
災
後
に
１
年
か
な
ん
ぼ
で
亡
く
な
っ
た
っ
て
人
が
。
い
ろ
ん
な
心
労

が
重
な
っ
た
り
と
か
、病
気
と
か
な
ん
と
か
、そ
う
い
う
人
が
あ
る
ん
で
す
よ
。や
っ

ぱ
り
そ
う
す
る
と
ね
、
こ
う
こ
う
こ
う
で
そ
う
か
そ
う
だ
っ
て
気
持
に
な
る
ん
で

れ
ば
エ
ア
コ
ン
っ
て
や
つ
を
入
れ
れ
ば
っ
て
、
い
い
っ
て
人
も
あ
れ
ば
、
そ
れ
に

仮
設
っ
て
言
っ
て
も
ほ
ん
と
薄
仕
上
げ
だ
っ
た
よ
う
な
や
つ
は
一
番
最
低
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
で
も
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
な
ん
か
が
建
て
た
仮
設
は
い
い
ん
で
す
っ
け
、

公
園
か
な
に
か
に
建
て
た
小
じ
ん
ま
り
し
た
よ
う
な
と
こ
は
。
だ
か
ら
仮
設
は
ピ

ン
か
ら
キ
リ
ま
で
あ
る
ん
で
す
も
ん
。
一
番
ひ
ど
い
の
は
田
老
の
４
０
０
所
帯
が

入
っ
て
る
と
こ
ろ
な
ん
か
は
、ひ
ど
か
っ
た
で
し
ょ
、グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
と
こ
ろ
の
。

建
て
て
る
の
を
見
た
け
れ
ど
も
、
た
だ
杭
打
っ
て
、
バ
タ
バ
タ
っ
て
組
み
立
て
て
。

で
、
も
と
も
と
あ
そ
こ
寒
い
と
こ
ろ
だ
か
ら
。
だ
か
ら
ね
、
わ
か
ら
ね
え
人
も
い

る
ん
で
す
、
エ
ア
コ
ン
使
っ
た
こ
と
ね
え
か
ら
ね
。
あ
あ
お
ば
あ
さ
ん
、
エ
ア
コ

ン
が
暖
房
に
な
っ
て
ま
す
と
か
ね
、
そ
う
い
う
問
題
も
あ
っ
た
で
す
よ
。

■
道
路
を
一
生
懸
命
つ
く
っ
て
い
る
が
、
人
も
車
も
減
っ
て
い
く

　
い
ま
３
年
経
っ
て
ど
う
な
ん
で
す
か
ね
。
ま
だ
、
何
や
っ
て
い
い
ん
だ
か
っ
て
、

役
所
で
も
な
ん
だ
か
よ
く
わ
か
ら
ね
え
け
ど
、
計
画
は
な
ん
か
や
っ
て
っ
け
ど
、

道
路
だ
け
は
や
っ
て
ま
す
よ
ね
一
生
懸
命
、
ト
ラ
ッ
ク
が
ね
。
あ
そ
こ
は
何
が
で

き
る
ん
で
す
か
っ
て
、
あ
そ
こ
た
だ
道
路
か
ら
出
た
土
お
い
て
っ
て
、
ま
た
持
っ

て
い
っ
て
る
よ
う
だ
っ
て
い
う
ん
だ
け
れ
ど
み
ん
な
。
計
画
だ
け
ず
っ
と
あ
る
ん

だ
っ
け
。
予
算
も
つ
か
な
い
か
ら
で
き
る
は
ず
な
い
っ
て
い
う
よ
う
な
道
路
が
、

い
ま
で
き
ま
す
も
ん
ね
。
こ
こ
５
、６
年
で
ぜ
ん
ぶ
で
き
る
で
し
ょ
。
ず
っ
と
重
茂

の
方
へ
も
ぜ
ん
ぶ
ト
ン
ネ
ル
で
行
く
ん
で
す
も
ん
こ
ん
ど
。
そ
ん
な
夢
み
た
い
な

話
は
み
ん
な
こ
れ
津
波
の
お
か
げ
、
で
す
も
ん
ね
。
津
波
で
亡
く
な
っ
た
人
の
お

か
げ
で
す
が
。
そ
の
、
い
の
ち
を
助
け
る
っ
て
い
う
名
目
の
道
路
で
す
も
ん
三
陸

縦
貫
道
も
。前
で
あ
れ
ば
こ
ん
な
交
通
量
の
な
い
と
こ
ろ
に
つ
く
る
必
要
は
な
い
っ

て
い
う
こ
と
だ
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
だ
っ
て
税
金
の
無
駄
遣
い
だ
っ
て
。
だ

か
ら
そ
れ
も
、
復
興
の
い
の
ち
の
道
路
っ
て
こ
と
で
お
金
も
と
れ
る
っ
て
い
う
し
、

ま
あ
で
も
で
き
て
し
ま
え
ば
今
度
は
車
が
少
な
い
で
し
ょ
。
少
な
く
な
る
ん
で
す
。

人
口
も
減
っ
て
く
れ
ば
、
お
お
久
し
ぶ
り
に
車
走
っ
て
っ
た
っ
け
っ
て
い
う
よ
う

な
こ
と
に
な
ん
で
ね
え
か
っ
て
み
ん
な
言
い
ま
す
よ
。
今
で
こ
そ
建
設
の
ト
ラ
ッ

ク
が
み
ん
な
バ
ン
バ
ン
来
て
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
他
か
ら
も
レ
ン
タ
カ
ー
の
よ

う
な
の
が
他
県
か
ら
も
来
て
る
け
ど
、
そ
ん
な
走
っ
て
る
町
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
で

高浜・金浜地区 各地域における東日本大震災



322

■
う
れ
し
い
お
客
さ
ん

　
（
注
：
２
０
１
４
年
）
４
月
の
20
日
に
再
開
し
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
３
日
間
は

無
料
に
し
た
ん
で
す
よ
。
３
日
間
は
な
に
食
べ
て
も
無
料
だ
っ
て
、た
だ
だ
か
ら
っ

て
。
小
学
生
に
み
え
た
ん
だ
け
れ
ど
、
男
の
子
が
ふ
た
り
入
っ
て
き
て
す
、
あ
っ

ち
の
席
に
座
っ
て
、
チ
ョ
コ
パ
フ
ェ
く
だ
さ
い
っ
て
言
う
ん
で
す
っ
け
。
手
に
は

１
０
０
円
を
６
枚
握
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
お
兄
ち
ゃ
ん
今
日
は
い
い
か
ら
、
た

だ
で
い
い
か
ら
っ
て
言
う
と
、
い
や
そ
ん
な
こ
と
は
せ
っ
か
く
持
っ
て
き
た
ん
だ
っ

け
か
ら
、
子
ど
も
が
１
０
０
円
玉
を
手
に
痕
が
つ
く
く
ら
い
握
り
し
め
て
。
あ
の

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
ど
う
し
た
の
っ
て
、
い
や
ぼ
く
た
ち
ふ
た
り
だ
け
で
来
ま
し

た
っ
て
、や
っ
ぱ
り
行
っ
て
食
べ
て
み
た
い
っ
て
。
食
べ
て
、ど
う
だ
っ
て
言
う
と
、

や
っ
ぱ
り
違
う
な
あ
っ
て
話
を
し
て
ま
し
た
、
大
人
ぶ
っ
て
。
親
に
前
に
連
れ
て

こ
ら
れ
た
ん
で
し
ょ
う
、
で
親
に
始
ま
っ
た
か
ら
行
っ
て
み
ろ
っ
て
言
わ
れ
て
来

た
ん
で
し
ょ
。
そ
う
い
う
人
が
来
ま
し
た
ね
。
ほ
ん
と
に
ね
え
、
涙
が
出
る
よ
う

な
感
じ
で
。
お
盆
に
遠
く
か
ら
ご
先
祖
を
拝
み
に
来
る
で
し
ょ
、
あ
あ
今
年
も
ま

だ
閉
ま
っ
て
た
っ
て
。
次
の
年
も
閉
ま
っ
て
た
っ
て
な
る
で
し
ょ
。
で
、
今
年
は

や
っ
て
る
っ
て
喜
ん
で
来
た
人
も
い
ま
す
も
ん
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
ん
で
す

よ
。
そ
れ
で
け
っ
こ
う
新
聞
だ
と
か
テ
レ
ビ
だ
と
か
に
も
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た

ん
で
、
Ｂ
Ｓ
朝
日
さ
ん
に
映
る
と
、
全
国
放
送
だ
か
ら
東
京
の
ほ
う
か
ら
も
テ
レ

ビ
で
見
ま
し
た
よ
っ
て
来
る
ん
で
す
っ
け
。
私
も
や
っ
ぱ
り
、
こ
こ
が
始
ま
っ
た
っ

て
い
う
の
は
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
な
の
か
な
っ
て
思
い
ま
し
た
よ
、
他
の
人
た
ち
に

と
っ
て
も
ね
。

■
子
ど
も
た
ち
が
津
波
の
話
を
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
が
復
興
し
た
と
き

　
そ
う
で
し
ょ
う
ね
、
心
の
復
興
だ
と
思
う
ん
で
す
。
仮
設
な
り
復
興
住
宅
な
り

が
で
き
て
く
る
。
ま
あ
そ
う
い
う
の
は
時
間
が
た
て
ば
出
て
く
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、

心
の
復
興
っ
て
い
う
の
は
な
か
な
か
ね
、
す
ん
な
り
と
よ
く
は
な
ら
な
い
っ
て
い

う
か
、
途
中
ま
た
下
が
っ
て
み
た
り
上
が
っ
て
み
た
り
っ
て
い
う
感
じ
で
、
人
そ

れ
ぞ
れ
違
う
し
ね
。
外
側
か
ら
は
見
え
な
い
で
す
し
ね
。
宮
古
市
だ
け
だ
っ
て
被

害
受
け
た
人
は
そ
ん
な
に
は
多
く
な
い
わ
け
で
す
よ
。
だ
っ
て
津
波
に
関
係
な
い

人
は
、ぜ
ん
ぜ
ん
関
係
な
い
で
す
か
ら
ね
。津
波
の
次
の
日
か
ら
犬
の
散
歩
で
す
よ
、

す
。

■
み
ん
な
の
気
持
ち
が
う
れ
し
い

　
そ
う
な
ん
で
す
、
思
い
出
の
場
所
な
ん
で
す
っ
け
。
二
十
数
年
前
に
来
た
と
か

言
う
ん
で
す
。
こ
こ
26
年
位
に
な
る
ん
で
す
、
最
初
に
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
。
だ

か
ら
、
３
年
は
休
ん
だ
わ
け
で
し
ょ
、
店
が
ね
。
ず
ー
っ
と
続
い
て
れ
ば
な
に
も

こ
う
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
う
ん
だ
け
れ
ど
も
。
そ
こ
で
１
回
、
３
年
休
ん

で
、
壊
れ
て
、
再
開
し
た
。
み
ん
な
が
待
っ
て
た
、
そ
れ
で
来
た
で
し
ょ
。
み
ん

な
思
い
出
の
場
所
だ
っ
て
こ
と
に
な
る
ん
だ
っ
け
。
こ
の
味
は
私
の
青
春
の
味
で

す
っ
て
。
そ
う
か
こ
の
お
ば
さ
ん
二
十
数
年
経
っ
て
る
か
ら
、
そ
う
か
当
時
は
20

代
だ
っ
た
べ
ね
っ
て
思
う
わ
け
で
す
。
私
は
じ
め
て
こ
こ
に
来
た
と
き
彼
と
初
め

て
デ
ー
ト
し
て
、
い
ま
は
結
婚
し
て
内
陸
に
い
る
ん
で
す
け
ど
、
子
ど
も
は
こ
ん

な
に
大
き
く
な
っ
て
、そ
れ
で
来
ま
し
た
っ
て
い
う
人
も
い
る
ん
で
す
。
じ
ー
ん
っ

て
く
る
ん
で
す
、
は
あ
そ
う
だ
っ
た
の
か
あ
っ
て
。
い
つ
も
通
る
た
び
に
気
に
な
っ

て
た
け
れ
ど
、
も
う
再
開
し
な
い
の
か
な
あ
っ
て
思
っ
て
た
ら
ば
、
再
開
し
た
っ

て
い
う
ん
で
入
っ
て
き
ま
し
た
、
よ
か
っ
た
で
す
っ
て
書
く
人
い
る
ん
で
す
、
み

ん
な
気
に
し
て
る
ん
で
す
。
津
波
で
や
ら
れ
る
で
し
ょ
、
は
い
、
気
に
し
て
い
る

だ
け
じ
ゃ
だ
め
な
ん
だ
か
ら
、
勇
気
を
も
っ
て
入
ら
な
き
ゃ
だ
め
な
ん
だ
か
ら
店

に
は
っ
て
言
っ
た
ん
だ
け
ど
。
そ
ん
な
気
持
ち
が
、
み
ん
な
自
分
の
こ
と
の
よ
う

に
う
れ
し
い
ん
で
す
っ
け
。
店
が
再
開
さ
れ
た
の
が
。
思
い
出
の
場
所
な
ん
で
す

よ
結
局
。
や
っ
ぱ
り
思
い
出
を
失
く
し
た
く
な
い
ん
で
し
ょ
、
そ
の
本
人
の
お
客

さ
ん
が
。（
注
：
床
を
指
差
し
な
が
ら
）
だ
か
ら
こ
れ
前
の
床
と
同
じ
な
ん
で
す
。

津
波
の
前
か
ら
の
床
で
、
傷
が
つ
い
て
る
の
は
津
波
の
傷
な
ん
で
す
が
ね
。
あ
の

奥
の
ほ
う
の
部
屋
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
も
、
あ
れ
は
前
の
部
屋
に
あ
っ
た
シ
ャ
ン
デ

リ
ア
で
、
津
波
の
後
ち
ゃ
ん
と
あ
そ
こ
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
た
ん
で
す
よ
、
わ
り
と

壊
れ
な
い
で
。
そ
れ
を
磨
い
て
同
じ
も
の
を
結
局
つ
け
る
こ
と
に
し
た
ん
で
す
。

そ
れ
で
来
た
お
客
さ
ん
、
あ
あ
こ
り
ゃ
前
と
同
じ
だ
ね
え
っ
て
言
う
ん
で
す
。
こ

こ
は
全
部
変
え
た
わ
け
で
な
く
て
、
こ
れ
は
前
と
お
ん
な
じ
だ
が
ね
っ
て
言
え
ば
、

や
っ
ぱ
り
う
れ
し
い
で
ね
え
で
す
か
、
と
思
う
ん
で
す
。
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■
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

　
だ
か
ら
高
台
に
移
転
し
て
も
ま
た
少
し
す
る
と
下
に
降
り
る
の
は
、
仕
事
す
る

の
に
不
便
だ
と
か
、
で
も
先
祖
代
々
こ
こ
か
ら
下
は
危
な
い
か
ら
上
の
方
だ
っ
て

い
っ
て
、
助
か
っ
て
る
集
落
っ
て
い
う
の
は
あ
り
ま
す
よ
。
姉
吉
も
そ
う
だ
し
、

松
月
っ
て
あ
た
り
も
そ
う
で
す
も
ん
。
下
の
方
は
ぜ
ん
ぶ
、
田
ん
ぼ
や
な
ん
か
は

や
ら
れ
て
る
け
れ
ど
、
集
落
は
10
戸
く
ら
い
あ
る
け
ど
そ
こ
は
大
丈
夫
と
か
ね
。

や
っ
ぱ
り
守
っ
て
る
と
こ
は
守
っ
て
て
、
大
丈
夫
な
ん
で
す
が
ね
。
そ
れ
が
や
っ

ぱ
り
、
下
の
方
へ
だ
ん
だ
ん
行
く
と
、
や
ら
れ
る
ん
で
す
が
。
だ
か
ら
や
っ
ぱ
り

こ
れ
は
代
々
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
だ
め
な
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
じ
ゃ
な

い
と
、ま
た
海
岸
の
と
こ
ろ
へ
行
く
ん
だ
か
ら
。ま
あ
37
〜
８
㍍
で
す
け
れ
ど
も
ね
、

遡
上
高
が
ね
。
ビ
ル
の
10
階
な
ん
で
す
よ
っ
て
。
ビ
ル
の
10
階
で
こ
こ
ま
で
は
来

な
い
っ
て
と
こ
ろ
で
消
防
団
員
が
７
人
亡
く
な
っ
て
る
ん
で
す
。
あ
あ
い
う
と
こ

ろ
こ
そ
、
慰
霊
碑
か
な
に
か
建
て
て
や
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
が
ね
。
そ

う
い
う
と
こ
ろ
は
、海
は
は
る
か
下
で
す
も
ん
、こ
こ
ま
で
波
が
来
た
の
か
、へ
え
っ

て
、
は
る
か
か
な
た
下
で
す
も
ん
、
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
で
す
も
ん
ね
。
山
か

ら
下
り
て
き
て
初
め
て
港
が
見
え
る
最
初
の
と
こ
ろ
だ
っ
た
か
ら
そ
こ
に
い
た
ん

で
し
ょ
。
消
防
自
動
車
も
何
も
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
っ
て
ク
シ
ャ
っ
て
な
っ
て
、
７
人

は
そ
こ
で
亡
く
な
っ
た
ん
で
す
、
す
ご
い
ん
で
す
が
ね
。
た
だ
た
だ
水
が
来
た
っ

て
い
う
津
波
の
と
こ
も
あ
れ
ば
、
そ
う
い
う
ガ
ー
っ
て
き
た
と
こ
も
あ
る
ん
で
す

が
。

■
慰
霊
碑
を
建
て
、
そ
れ
を
忘
れ
た
こ
ろ
に
ま
た
津
波
が
来
る

　
私
も
写
真
は
趣
味
で
け
っ
こ
う
撮
る
ん
で
す
け
ど
。
持
っ
て
た
カ
メ
ラ
は
水
か

ぶ
っ
た
か
ら
駄
目
だ
っ
た
け
ど
、
別
の
カ
メ
ラ
持
っ
て
た
け
ど
。
あ
ん
ま
り
撮
る

心
境
に
な
ら
な
か
っ
た
で
す
も
ん
。
た
と
え
ば
そ
の
捜
索
現
場
な
ん
か
も
写
し
た

と
こ
も
あ
る
ん
で
す
が
ね
、時
計
か
な
ん
か
針
が
止
ま
っ
て
い
る
と
こ
な
ん
か
撮
っ

た
り
は
す
る
け
ど
。
や
っ
ぱ
り
そ
の
拝
ん
で
る
と
こ
と
か
ね
、
そ
う
い
う
と
こ
っ

て
い
う
の
は
撮
れ
な
か
っ
た
で
す
。
気
持
ち
的
に
、
駄
目
で
し
た
が
ね
。
津
波
の

慰
霊
碑
っ
て
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
昭
和
８
年
と
か
ね
、
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
ん

で
す
よ
、
誰
も
見
向
き
も
し
な
か
っ
た
で
す
も
ん
ね
。
結
局
ね
、
そ
れ
く
ら
い
経

ふ
つ
う
と
変
わ
り
が
な
い
ん
で
す
も
ん
、
日
常
が
。
そ
れ
だ
け
違
う
ん
で
す
も
ん
。

片
方
は
家
も
何
も
流
さ
れ
た
人
た
ち
で
す
。
片
方
は
ふ
つ
う
に
犬
の
散
歩
な
ん
で

す
よ
、
そ
れ
だ
け
気
持
ち
が
違
う
ん
で
す
も
ん
。
水
道
が
出
る
と
こ
ろ
は
、
泥
の

道
走
っ
て
き
た
か
ら
っ
て
水
道
で
じ
ゃ
あ
じ
ゃ
あ
っ
て
車
を
洗
い
ま
す
よ
。
こ
っ

ち
は
、
給
水
車
だ
と
か
、
ど
こ
か
に
水
を
も
ら
い
に
行
く
ん
で
す
よ
、
同
じ
宮
古

市
民
で
も
ね
。
ど
っ
ち
も
悪
気
も
何
も
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
、
そ
れ
だ
け
違
い
ま

す
も
ん
、
気
持
ち
も
ね
。
何
に
も
な
か
っ
た
人
は
何
も
な
か
っ
た
ん
で
す
。
被
害

に
あ
っ
た
人
は
、
思
い
出
の
品
も
何
も
捨
て
る
し
か
な
か
っ
た
ん
で
す
。
避
難
所

に
持
っ
て
っ
た
っ
て
置
く
と
こ
も
な
い
ん
だ
か
ら
捨
て
な
さ
い
っ
て
い
う
か
っ
こ

う
。
そ
れ
だ
け
子
ど
も
の
気
持
ち
は
大
人
よ
り
可
哀
想
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
そ
の

子
ど
も
た
ち
が
、
お
れ
た
ち
が
小
学
校
の
と
き
こ
ん
な
津
波
が
来
た
っ
て
話
が
で

き
る
と
き
が
、
復
興
し
た
と
き
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
そ
う
思
い
ま
す
よ
。

■
昔
の
人
の
ほ
う
が
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
が
あ
っ
た

　

小
本
っ
て
と
こ
が
こ
の
北
の
ほ
う
に
あ
る
ん
で
す
。
明
治
29
年
の
津
波
は
砂

浜
の
方
に
い
っ
た
け
ど
、
そ
こ
に
あ
っ
た
集
落
は
ぜ
ん
ぶ
流
さ
れ
た
か
ら
い
ま
の

場
所
に
つ
く
っ
て
、
そ
れ
が
ま
た
今
度
の
津
波
で
流
さ
れ
て
、
次
ま
た
他
の
場
所

に
行
く
っ
て
い
う
パ
タ
ー
ン
で
す
が
ね
、
三
陸
海
岸
っ
て
と
こ
は
。
だ
っ
て
こ
こ

ぜ
ん
ぶ
防
潮
堤
も
な
に
も
な
か
っ
た
ん
で
す
、
砂
浜
だ
っ
た
ん
で
す
昔
は
。
田
老

に
し
て
も
防
潮
堤
っ
て
の
は
な
か
っ
た
ん
で
す
か
ら
。
ぜ
ん
ぶ
ざ
ー
っ
と
く
れ
ば

ざ
ー
っ
と
流
さ
れ
て
行
っ
た
だ
け
。
家
財
道
具
は
当
時
は
布
団
だ
け
で
し
ょ
、
畳

か
布
団
だ
け
で
す
も
ん
、
電
化
製
品
も
何
も
な
い
ん
で
す
も
ん
。
い
ま
の
現
代
は

大
し
た
家
財
道
具
な
ん
で
す
も
ん
ね
。
電
化
製
品
か
ら
何
か
ら
、
車
も
あ
る
し
。

だ
か
ら
昔
の
人
は
掘
っ
立
て
小
屋
建
て
た
っ
て
、
別
に
変
わ
り
な
く
、
ま
た
そ
こ

で
住
ん
だ
と
思
い
ま
す
よ
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
。
い
ま
の
人

た
ち
は
ね
え
、
建
て
る
の
に
な
ん
ぼ
か
か
る
か
っ
て
考
え
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
無
理

な
感
じ
し
ま
す
も
ん
。
昔
か
ら
津
波
で
や
ら
れ
て
る
と
こ
で
し
ょ
こ
こ
は
、
そ
れ

で
も
そ
こ
に
住
ん
で
る
ん
で
す
も
ん
。
や
っ
ぱ
り
そ
こ
は
ち
ょ
っ
と
違
う
ん
で
す

よ
ね
、昔
の
人
の
考
え
と
い
ま
の
人
は
。
現
代
の
、モ
ノ
を
持
っ
て
る
時
代
の
人
は
。
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一
生
残
っ
て
る
と
思
う
私
は
。
同
じ
場
所
に
い
て
助
か
っ
た
人
も
い
る
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
流
さ
れ
た
り
し
た
人
も
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
れ
、
わ
ず
か
の
と

こ
で
す
も
ん
ね
。
何
か
を
つ
か
ま
っ
て
る
か
何
か
で
助
か
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
お

そ
ら
く
声
だ
し
て
ね
、
あ
ー
っ
と
か
な
ん
と
か
言
い
な
が
ら
い
く
ん
で
す
よ
。
み

ん
な
高
台
と
か
避
難
所
と
か
上
が
っ
て
み
て
る
と
き
は
、
ふ
つ
う
に
さ
っ
き
の
地

震
す
ご
か
っ
た
が
ね
え
と
か
、
あ
ん
な
の
は
初
め
て
だ
あ
と
か
っ
て
い
う
話
し
て

る
ん
で
す
よ
、
み
ん
な
。
そ
れ
か
ら
津
波
が
来
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
す
れ

ば
防
潮
堤
が
あ
る
か
ら
、
ま
あ
自
分
た
ち
の
と
こ
ろ
に
は
来
な
い
と
思
う
ん
だ
け

ど
、
防
潮
堤
を
越
え
て
来
る
で
し
ょ
。
そ
れ
で
も
ま
だ
、
越
え
た
が
ね
え
っ
つ
う

話
は
し
て
る
ん
で
す
よ
。
ま
だ
冷
静
で
す
っ
け
、
そ
の
と
き
は
。
そ
れ
が
ど
ん
ど

ん
ど
ん
ど
ん
防
潮
堤
を
越
え
て
、
ザ
ー
ッ
と
滝
に
な
っ
て
流
れ
て
き
て
そ
れ
が
家

に
い
っ
て
、
家
が
動
き
始
め
た
っ
て
い
う
と
、
あ
あ
あ
ー
っ
と
な
っ
て
悲
鳴
に
変

わ
り
ま
す
も
ん
。
そ
れ
か
ら
で
す
っ
け
。
水
は
そ
こ
か
ら
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
増

え
て
い
っ
て
１
階
が
ぜ
ん
ぶ
か
ぶ
る
わ
け
で
す
よ
、
そ
う
す
る
と
動
き
始
め
る
わ

け
で
す
よ
。
あ
ー
何
々
さ
ん
の
家
が
ー
っ
て
。
み
ん
な
、
あ
あ
あ
ー
あ
あ
あ
あ
っ

て
、
あ
と
は
そ
れ
し
か
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
。
そ
れ
ま
で
は
気
持
ち
的
に
は
大
丈
夫

だ
と
思
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
い
や
あ
津
波
が
来
る
ん
だ
っ
て
ね
え
っ
て
い
う
気
持

ち
で
す
っ
け
。
そ
れ
が
、
実
際
に
目
の
当
た
り
に
し
て
、
自
分
の
家
が
流
さ
れ
て

い
く
の
見
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
テ
レ
ビ
と
違
う
、
そ
り
ゃ
や
っ
ぱ
り
シ
ョ
ッ

ク
だ
っ
た
わ
け
で
す
よ
。

安
倍 

主
税
（
あ
べ 

ち
か
ら
）：
高
浜
「
異
人
館
」
マ
ス
タ
ー
、
当
時
宮
古
市
消
防

団
第
二
分
団
副
分
団
長
、
昭
和
30
年
６
月
10
日
生
ま
れ
。

た
な
い
と
、
津
波
の
こ
と
は
忘
れ
な
い
ん
で
す
よ
。
経
て
ば
忘
れ
る
け
ど
、
忘
れ

た
こ
ろ
に
ま
た
や
っ
て
く
る
っ
て
い
う
パ
タ
ー
ン
。
い
ま
も
ま
だ
建
っ
て
る
じ
ゃ

な
い
で
す
か
、
お
寺
と
か
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
、
今
回
の
慰
霊
碑
が
。
あ
れ
に
き
っ

と
手
を
合
わ
せ
る
人
が
い
な
く
な
っ
た
こ
ろ
に
、
忘
れ
た
こ
ろ
に
、
ま
た
次
が
来

る
の
か
な
っ
て
気
が
し
ま
す
け
ど
ね
。
そ
の
繰
り
返
し
し
て
る
ん
で
し
ょ
、
き
っ

と
。
だ
か
ら
お
参
り
す
る
気
持
ち
が
ま
だ
残
っ
て
る
ん
で
し
ょ
う
ね
、
残
さ
れ
た

人
た
ち
が
ね
。
だ
か
ら
昔
の
慰
霊
碑
も
供
え
物
も
何
も
す
る
人
も
い
な
い
で
す
も

ん
。
い
な
か
っ
た
ん
で
す
も
ん
、
た
だ
あ
る
だ
け
で
す
。
当
時
の
人
た
ち
は
、
こ

れ
は
記
録
と
し
て
こ
こ
に
建
て
る
べ
し
っ
て
建
て
た
わ
け
で
す
よ
、
そ
の
と
き
は
。

け
っ
こ
う
各
地
に
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
南
の
ほ
う
で
も
大
き
な
岩
の
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
が
、
峠
か
な
に
か
の
と
こ
ろ
に
も
あ
り
ま
す
っ
け
ね
。
昔
と
す
れ
ば

け
っ
こ
う
な
金
額
だ
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
、
慰
霊
碑
建
て
る
の
は
ね
。
で

も
建
て
ね
ば
だ
め
な
ん
だ
な
と
思
っ
て
、
建
て
た
ん
で
し
ょ
。
で
も
そ
れ
が
古
く

な
っ
て
終
わ
り
、
変
な
も
の
で
す
よ
ね
。
慰
霊
碑
が
あ
っ
て
、
ま
た
別
の
と
こ
ろ

に
慰
霊
碑
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
繰
り
返
し
て
い
く
の
か
な
っ
て
思
い
ま
す
け
ど
。

■
話
を
し
て
、
伝
え
て
い
く

　
お
話
を
先
生
方
に
し
て
お
か
な
い
と
、
そ
れ
が
残
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

そ
う
じ
ゃ
な
い
と
私
だ
け
で
終
わ
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
も
ん
。
私
が
何
か
っ

て
言
わ
な
く
な
っ
た
ら
そ
れ
で
終
わ
り
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
だ
か
ら
テ
レ
ビ
の
人

だ
と
か
他
の
お
客
さ
ん
に
も
ね
、
話
す
る
ん
で
す
よ
。
や
っ
ぱ
り
避
難
所
っ
て
の

は
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
ん
だ
よ
っ
て
話
も
す
る
し
。
わ
か
ん
な
い
ん
で
す
も
ん
。

い
つ
自
分
が
避
難
所
に
行
く
立
場
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
よ
、
南
海
ト
ラ

フ
だ
と
か
言
っ
て
る
ん
で
す
も
ん
。
こ
っ
ち
は
20
分
あ
っ
た
け
ど
あ
っ
ち
は
10
分

な
い
ん
だ
っ
て
よ
っ
て
い
え
ば
、
と
に
か
く
高
い
と
こ
さ
、
３
階
だ
っ
て
危
な
い

か
ら
ね
っ
て
言
う
ん
だ
け
ど
。
ふ
つ
う
３
階
ま
で
上
が
れ
ば
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま

す
よ
ね
。
そ
れ
で
も
水
が
来
て
、
水
が
引
い
た
と
き
に
サ
ー
ッ
と
流
さ
れ
て
い
く

ん
で
す
も
ん
。
そ
の
と
き
は
ほ
ん
と
自
分
が
カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル
掴
ま
っ
て
助
か
っ

た
け
ど
、
お
そ
ら
く
キ
ャ
ー
と
か
っ
て
声
を
出
し
な
が
ら
流
さ
れ
て
い
っ
た
と
思

う
ん
で
す
よ
。
そ
れ
見
た
り
、
あ
ー
っ
て
思
っ
て
目
を
逸
ら
し
た
り
す
る
の
は
、
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第
１
部　
各
地
域
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災

Ｂ　
宮
古
地
域

第
７
章　
津
軽
石
地
区
に
お
け
る
震
災
の
経
験

�

―
消
防
団
・
自
主
防
災
会
・
民
生
委
員
・
避
難
所
の
活
動
と
課
題
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
坂　
清

は
じ
め
に

　
東
日
本
大
震
災
は
宮
古
市
津
軽
石
の
住
民
に
と
っ
て
い
か
に
経
験
さ
れ
た
の
か
。

こ
こ
で
は
、
地
域
社
会
に
お
い
て
専
門
的
な
役
職
に
就
き
、
震
災
を
受
け
て
、
救

援
や
取
り
ま
と
め
な
ど
特
定
の
役
割
を
果
た
し
た
方
々
の
語
り
を
取
り
あ
げ
な
が

ら
、
こ
の
問
い
を
考
え
て
い
く
。
地
震
後
に
巨
大
な
津
波
が
押
し
寄
せ
た
津
軽
石

に
お
い
て
、
自
ら
被
災
し
な
が
ら
も
、
自
分
の
こ
と
は
後
回
し
に
し
て
、
他
の
人
々

の
た
め
に
身
を
粉
に
し
て
働
い
た
方
々
が
い
た
。
そ
こ
で
、
主
に
彼
ら
の
活
動
を

記
録
に
留
め
、
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
を
示
し
て
み
た
い
。

　
ま
ず
そ
の
背
景
と
な
る
、
津
軽
石
地
区
の
概
要
、
過
去
の
主
な
地
震
津
波
に
つ

い
て
の
記
録
、
東
日
本
大
震
災
の
被
害
状
況
や
行
政
の
対
応
な
ど
を
確
認
し
、
次

い
で
津
軽
石
の
人
々
へ
の
聞
き
取
り
や
す
で
に
活
字
に
さ
れ
て
い
る
体
験
談
を
参

照
し
つ
つ
、
主
と
し
て
消
防
団
・
自
主
防
災
会
・
民
生
委
員
・
避
難
所
の
活
動
と

そ
の
課
題
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

　
筆
者
が
震
災
後
初
め
て
宮
古
市
を
訪
れ
た
の
は
平
成
25
年
３
月
、
震
災
の
２
年

後
で
あ
る
。
宮
古
湾
沿
い
に
国
道
45
号
線
を
南
下
し
、
津
軽
石
川
水
門
を
左
手
に

見
な
が
ら
津
軽
石
の
中
心
部
に
入
る
と
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
久
し
い
と
思
わ
れ

る
踏
切
や
津
軽
石
駅
の
駅
舎
が
も
の
寂
し
げ
に
た
た
ず
み
、
そ
の
周
囲
の
お
そ
ら

く
か
つ
て
住
宅
が
立
ち
並
ん
で
い
た
場
所
に
は
空
き
地
が
目
立
っ
た
も
の
の
、
北

に
隣
接
す
る
金
浜
に
比
べ
れ
ば
街
は
残
っ
て
い
る
印
象
を
受
け
た
。
し
か
し
、
最

初
に
通
っ
た
と
き
に
気
づ
か
な
か
っ
た
国
道
沿
い
の
草
地
が
実
は
法
の
脇
と
い
う

地
区
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
津
軽
石
川
を
右
岸
に
渡
っ
た
先
に
広
が
る
広
大
な
平

坦
地
に
も
か
つ
て
は
多
く
の
住
宅
が
立
ち
並
ん
で
い
た
こ
と
を
聞
き
、
被
害
の
甚

大
さ
を
思
い
知
っ
た
。
そ
し
て
、
紹
介
さ
れ
る
が
ま
ま
、
津
軽
石
の
消
防
団
、
自

主
防
災
会
、
民
生
委
員
、
避
難
所
の
運
営
に
携
わ
っ
た
方
な
ど
か
ら
お
話
を
う
か

が
い
、
被
災
後
の
極
限
的
な
状
況
と
、
そ
れ
を
な
ん
と
か
し
よ
う
と
す
る
人
々
の

た
く
さ
ん
の
奮
闘
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。

　
津
軽
石
に
生
き
て
き
た
人
々
は
、
今
も
街
を
歩
け
ば
か
つ
て
そ
こ
に
い
た
人
、

あ
っ
た
も
の
を
想
起
し
、
ま
た
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
失
わ
れ
た
か
、
そ
し
て
そ

こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
再
び
立
ち
上
が
っ
た
か
を
思
い
出
す
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
私

に
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
な
指
導
的
な
立
場
に
あ
る
方
々
で
す
ら
、
心
の
底

に
抱
え
続
け
る
そ
の
記
憶
を
言
葉
に
す
る
機
会
は
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
ほ
と
ん

ど
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
。
本
稿
が
、
そ
う
し
た
記
憶
を
、
世
代
を
超
え

て
伝
え
て
い
く
媒
体
に
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

１　
地
区
、
お
よ
び
過
去
の
地
震
津
波
の
概
要

　
⑴　
地
区
の
概
要

　
津
軽
石
は
、
外
洋
か
ら
南
西
に
向
け
て
細
長
く
切
り
込
ん
で
い
る
宮
古
湾
の
最

奥
部
、
湾
に
注
ぐ
津
軽
石
川
河
口
近
く
の
左
岸
を
中
心
と
す
る
地
域
で
あ
る
。
津

軽
石
川
に
沿
っ
て
集
落
や
商
業
施
設
が
あ
り
、
南
に
位
置
す
る
山
田
町
ま
で
続
い

て
い
る
。
道
路
で
い
え
ば
、
国
道
45
号
線
を
宮
古
市
街
か
ら
宮
古
湾
の
北
西
岸
沿

い
に
進
む
と
、
宮
古
湾
の
最
奥
部
に
あ
る
津
軽
石
川
河
口
に
あ
た
り
、
そ
の
ま
ま

津
軽
石
川
の
左
岸
に
ほ
ぼ
沿
っ
て
南
下
し
、
山
田
町
に
至
る
。
２
０
１
１
年
３
月

11
日
の
東
日
本
大
震
災
ま
で
は
、
宮
古
方
面
か
ら
来
る
Ｊ
Ｒ
山
田
線
が
津
軽
石
駅

を
経
由
し
て
や
は
り
山
田
町
へ
と
通
じ
て
い
た
。

　

津
軽
石
川
の
下
流
域
は
中
世
に
は
渋
留
村
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
文
明
年
間

（
１
４
６
９
―
８
７
）
年
に
一
戸
系
千
徳
氏
に
攻
め
ら
れ
た
。
や
が
て
一
戸
氏
は
大

永
２
（
１
５
２
２
）
年
に
払
川
に
新
城
・
払
川
館
（
津
軽
石
館
）
を
築
く
が
、
天

正
11
（
１
５
８
３
）
年
、
千
徳
氏
と
の
間
に
争
い
が
起
こ
り
、
落
城
す
る
。
津
軽

石
に
は
、
江
戸
初
期
に
す
で
に
市
が
開
か
れ
て
お
り
、
特
に
大
判
川
と
呼
ば
れ
る

辺
り
に
立
っ
た
五
日
市
は
、
近
隣
の
農
山
村
か
ら
も
多
く
の
人
が
集
ま
り
賑
わ
っ

て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
大
判
川
も
元
和
３
（
１
６
１
７
）
年
か
ら
寛
永

２
（
１
６
２
５
）
年
に
か
け
て
の
暴
風
雨
で
流
さ
れ
、集
落
は
新
町
に
移
っ
て
い
っ

た
。
渋
留
村
と
呼
ば
れ
て
い
た
地
域
は
、
総
福
沢
、
さ
ら
に
津
軽
石
と
名
を
変
え

て
い
っ
た
。
明
治
22
（
１
８
８
９
）
年
に
東
閉
伊
郡
で
町
村
制
が
敷
か
れ
た
際
、
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る
。
ま
た
、
津
軽
石
の
ほ
ぼ
全
戸
が
払
川
の
龍
谷
山
瑞
雲
寺
の
檀
家
で
あ
る
（『
宮

古
市
史 

民
俗
編 

上
巻
』）。
東
日
本
大
震
災
前
の
平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
の
国

勢
調
査
に
よ
れ
ば
、人
口
３
千
４
９
２
人（
男
１
千
６
３
１
人
、女
１
千
８
６
１
人
）、

世
帯
数
１
千
１
８
３
戸
で
あ
っ
た
。

　
⑵　
地
震
津
波
の
歴
史

　
津
軽
石
は
宮
古
湾
の
最
奥
部
に
位
置
し
て
お
り
、
地
震
津
波
の
被
害
を
頻
繁
に

受
け
て
き
た
歴
史
を
も
つ
。
以
下
で
は
、
東
日
本
大
震
災
と
そ
の
被
害
を
よ
り
立

体
的
に
把
握
す
る
た
め
の
背
景
知
識
と
し
て
、『
東
日
本
大
震
災 

宮
古
市
の
記
録 

第
１
巻
《
津
波
史
編
》』
に
掲
載
さ
れ
た
資
料
を
参
照
し
、
関
連
す
る
部
分
の
概
要

を
示
す
。

ア　
近
世
ま
で
の
地
震
津
波

　
津
軽
石
に
お
け
る
地
震
の
最
も
古
い
記
録
は
、慶
長
16
年
10
月
28
日
（
１
６
１
１

年
12
月
２
日
）
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
日
、
三
陸
地
方
で
大
地
震
が
あ
り
、
昼
八

ツ
時
（
14
時
頃
）
に
大
津
波
が
押
し
寄
せ
、
17
時
頃
大
方
水
が
引
い
た
「
宮
古
由

来
記
」。
地
震
が
３
度
あ
り
、
津
軽
石
は
市
日
だ
っ
た
た
め
１
５
０
人
が
死
亡
し
た

と
い
う
「
盛
合
家
文
書
」。

　
元
禄
12
年
11
月
８
日
（
１
７
０
０
年
１
月
27
日
）
に
は
、
地
震
が
な
い
の
に
津

波
で
海
辺
の
家
な
ど
が
と
ら
れ
、
津
軽
石
へ
は
久
保
田
渡
り
ま
で
、
法
の
脇
は
稲

荷
（
神
社
）
の
下
ま
で
津
波
が
到
達
し
た
「
盛
合
家
文
書
」。
な
お
、
こ
の
津
波
は

米
国
北
西
海
岸
シ
ア
ト
ル
近
海
で
発
生
し
た
地
震
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
「
第
１
巻
１
５
９
頁
」。

イ　
明
治
三
陸
地
震
津
波

　
明
治
29
（
１
８
９
６
）
年
６
月
15
日
午
後
７
時
32
分
頃
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す

る
明
治
三
陸
地
震
が
お
き
た
。
震
度
２
程
度
と
緩
や
か
な
揺
れ
だ
っ
た
た
め
人
び

と
は
あ
ま
り
気
に
と
め
な
か
っ
た
。
約
30
分
後
に
大
音
響
と
と
も
に
大
津
波
が
来

襲
し
、
最
大
と
な
っ
た
第
２
波
が
満
潮
時
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
き
な
被

害
を
だ
し
た
。

津
軽
石
村
と
、
そ
の
北
に
隣
接
す
る
赤
前
村
は
合
併
し
て
津
軽
石
村
と
な
り
、
そ

の
後
、
昭
和
30
（
１
９
５
５
）
年
に
宮
古
市
へ
合
併
し
て
今
日
に
至
る
。
現
在
は

大
字
津
軽
石
と
大
字
赤
前
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
り
、
ま

た
同
じ
津
軽
石
川
河
口
に
隣
接
す
る
地
域
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
例
え
ば
消
防
団

が
相
互
に
協
力
し
あ
う
な
ど
、
津
軽
石
と
赤
前
は
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
で
関
係
が
深

い
。

　
近
年
の
津
軽
石
は
宅
地
化
が
進
み
宮
古
市
や
山
田
町
に
勤
め
に
出
て
い
る
人
が

多
く
な
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
の
生
業
は
お
お
む
ね
半
農
半
漁
で
あ
っ
た
。
津
軽

石
は
古
く
か
ら
津
軽
石
川
の
鮭
漁
が
盛
ん
で
あ
り
、地
域
の
人
々
は
し
ば
し
ば
「
鮭

川
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
川
に
遡
上
し
て
く
る
鮭
は
「
南
部
の
鼻
曲
が
り
鮭
」
と
し
て

知
ら
れ
、
岩
手
県
の
な
か
で
も
漁
獲
量
が
多
い
。
鮭
を
め
ぐ
る
祭
り
と
し
て
冬
期

の「
宮
古
鮭
ま
つ
り
」、11
月
の「
又
兵
衛
祭
」な
ど
が
あ
る
。
明
治
35（
１
９
０
２
）

年
に
津
軽
石
村
漁
業
組
合
が
設
立
さ
れ
、
同
41
（
１
９
０
８
）
年
に
鮭
の
人
工
孵

化
が
始
ま
っ
た
。
以
降
、
改
組
や
改
称
を
経
て
昭
和
43
（
１
９
６
８
）
年
に
宮
古

漁
業
組
合
と
合
併
し
て
宮
古
漁
業
組
合
津
軽
石
支
所
が
発
足
す
る
一
方
、
旧
津
軽

石
漁
協
組
合
員
に
よ
り
鮭
の
採
捕
に
特
化
し
た
津
軽
石
鮭
繁
殖
保
護
組
合
が
発
足

し
、
現
在
に
至
る
。

　
津
軽
石
の
行
政
区
に
は
、
法
の
脇
・
烏
沢
（
第
１
地
割
）、
中
島
（
第
２
地
割
）、

馬
越
（
第
３
地
割
）、
大
森
（
第
４
地
割
）、
裏
角
地
（
第
５
地
割
）、
沼
里
（
第

６
地
割
）、
平
川
原
（
第
７
地
割
）、
久
保
田
（
第
８
地
割
）、
吉
原
（
第
９
地
割
）、

塚
場
（
第
10
地
割
）、
千
ノ
沢
（
第
11
地
割
）、
藤
畑
（
第
12
地
割
）、
大
判
川
（
第

13
地
割
）、
払
川
（
第
14
地
割
）、
荷
竹
日
影
（
第
15
地
割
）、
荷
竹
日
向・米
山
（
第

16
地
割
）、
根
井
沢
日
影
（
第
17
地
割
）、
根
井
沢
日
向
（
第
18
地
割
）、
穴
田
（
第

19
地
割
）
の
計
19
地
割
が
あ
る
。

　
行
政
区
は
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
組
や
班
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
班
長
、

組
長
、
当
番
、
月
当
番
な
ど
と
呼
ば
れ
る
役
職
が
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
地
域
の

組
織
と
し
て
、
部
落
会
、
自
治
会
、
町
内
会
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
組
織
の
範
囲
は

行
政
区
と
大
体
重
な
っ
て
い
る
。
津
軽
石
の
代
表
的
な
神
社
に
は
下
町
の
稲
荷
神

社
、
荷
竹
の
米
山
神
社
、
藤
畑
の
駒
形
神
社
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
下
町
の
稲
荷
神

社
は
、
法
の
脇
、
下
町
、
本
町
、
新
町
、
根
井
沢
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
に
総
代
が
い

津軽石地区 各地域における東日本大震災
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戸
数
１
５
９
戸
の
う
ち
半
壊
３
戸
、
床
上
浸
水
２
戸
で
あ
っ
た
。
な
お
、「
田
老
村

津
浪
誌
」（
田
老
尋
常
高
等
小
学
校
編
）
に
よ
れ
ば
、
よ
り
被
害
の
大
き
か
っ
た
田

老
村
で
、
津
軽
石
村
青
年
団
15
名
、
津
軽
石
村
軍
人
分
会
20
名
が
そ
れ
ぞ
れ
１
日

間
、
救
護
の
応
援
活
動
を
行
っ
た
。

　
よ
り
詳
細
な
調
査
に
基
づ
く
「
三
陸
地
方
津
浪
災
害
予
防
調
査
報
告
書
」（
農

林
水
産
局
）
は
以
下
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。
津
波
は
津
軽
石
の
北
方
よ
り
来

襲
し
、
赤
前
部
落
の
前
を
真
っ
直
ぐ
に
砂
浜
や
松
原
を
越
え
、
そ
の
返
し
波
は
む

し
ろ
金
浜
や
高
浜
の
部
落
を
襲
っ
た
。
津
波
の
高
さ
は
５・６
㍍
で
あ
っ
た
。
津
軽

石
（
法
の
脇
）
は
宮
古
湾
の
最
奥
部
に
位
置
す
る
た
め
津
波
の
余
波
を
蒙
る
程
度

で
あ
っ
た
。
宮
古
湾
最
奥
部
の
沿
岸
に
は
防
潮
林
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
波
の
侵

入
の
勢
い
は
比
較
的
弱
く
な
っ
た
が
、
防
潮
林
前
の
砂
浜
に
あ
っ
た
製
造
場
や
倉

庫
な
ど
は
破
壊
さ
れ
、
そ
の
残
骸
は
漁
船
と
と
も
に
防
潮
林
に
よ
り
喰
い
止
め
ら

れ
た
。
法
の
脇
部
落
に
は
防
潮
林
は
な
い
が
、
浸
水
し
た
程
度
で
あ
っ
た
。
赤
前

部
落
の
宅
地
は
海
面
よ
り
さ
ほ
ど
高
く
な
い
た
め
、
そ
の
前
面
に
新
た
に
栗
石
入

混
凝
土
造
り
の
防
波
堤
２
７
０
㍍
を
建
設
し
、
緩
衝
地
帯
で
あ
る
津
軽
石
平
野
に

津
波
を
誘
導
す
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。

　
エ　
チ
リ
地
震
津
波

　
昭
和
35
（
１
９
６
０
）
年
５
月
24
日
早
朝
、
地
震
も
な
い
の
に
大
津
波
が
日
本

の
太
平
洋
沿
岸
を
襲
っ
た
。
こ
の
津
波
の
原
因
と
な
っ
た
の
は
、
日
本
時
間
５
月

23
日
４
時
11
分
に
南
米
チ
リ
沖
で
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９・５
の
巨
大
地
震

で
あ
り
、
発
生
の
ほ
ぼ
１
日
後
に
津
波
が
日
本
の
沿
岸
部
に
到
達
し
た
。

　
「
岩
手
県
災
害
関
係
行
政
資
料
Ⅰ
」（
災
害
関
係
行
政
資
料
等
整
備
調
査
委
員
会
）

に
よ
れ
ば
、
津
波
の
被
害
は
日
本
の
太
平
洋
沿
岸
全
域
に
及
ん
だ
が
、
波
高
が
高

く
大
き
な
被
害
が
出
た
の
が
比
較
的
大
き
な
湾
で
あ
り
、
波
高
が
湾
口
で
は
低
く

て
も
奥
に
い
く
に
し
た
が
っ
て
高
く
な
る
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
。
宮
古
湾
で
も

湾
口
２・０
㍍
、
中
央
部
３・０
〜
５・０
㍍
、
湾
奥
部
で
６
㍍
と
次
第
に
高
く
な
っ

て
い
る
。
津
波
の
波
高
は
全
体
に
明
治
三
陸
地
震
、
昭
和
三
陸
地
震
の
方
が
高
い

が
、
こ
れ
ら
の
地
震
で
は
湾
の
入
口
で
高
く
、
奥
に
行
く
に
し
た
が
っ
て
低
く
な
っ

て
い
た
点
が
大
き
く
異
な
る
。
波
は
じ
わ
じ
わ
と
水
位
が
上
が
る
形
で
や
っ
て
き

　
「
明
治
二
十
九
年
地
震
報
告
」（
中
央
気
象
台
）に
よ
れ
ば
、津
軽
石
村
の
被
害
は
、

総
人
口
２
千
６
１
８
人
の
う
ち
死
者
３
人
、
負
傷
１
人
で
あ
り
、
総
戸
数
４
３
４

戸
の
う
ち
流
失
家
屋
８
戸
と
な
っ
て
い
る
。
総
人
口
３
千
４
５
９
人
の
う
ち
死
者

１
０
０
人
を
だ
し
た
鍬
ヶ
崎
町
、
１
千
９
９
６
人
の
う
ち
死
者
90
人
を
だ
し
た
磯

鶏
村
な
ど
宮
古
湾
の
入
口
地
域
と
比
べ
る
と
、
被
害
は
や
や
少
な
め
で
あ
る
。

　
よ
り
詳
細
な
調
査
に
基
づ
く
「
岩
手
県
沿
岸
大
海
嘯
取
調
書
」（
山
奈
宗
真
）
に

よ
れ
ば
、
津
軽
石
村
で
は
、
法
の
脇
を
含
む
７
か
所
で
被
害
が
あ
り
、
死
者
16
人
、

負
傷
者
１
人
、
流
亡
戸
数
９
戸
、
潰
戸
数
４
戸
、
流
亡
納
屋
６
棟
、
潰
納
屋
２
棟

で
あ
っ
た
。
津
波
は
北
方
の
宮
古
湾
口
よ
り
直
線
に
来
て
三
方
の
海
浜
を
破
壊
し

た
と
い
う
。
な
お
、
山
奈
に
よ
れ
ば
、
赤
前
須
賀
に
あ
っ
た
松
原
は
安
政
３
年
の

津
波
で
流
さ
れ
て
１
本
を
残
し
て
枯
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
後
村
民
が
手
入
れ

を
し
て
再
び
松
樹
林
と
な
り
、
そ
れ
が
あ
っ
た
た
め
に
赤
前
の
損
害
が
減
じ
た
。

こ
の
津
波
で
ま
た
枯
損
が
た
く
さ
ん
で
た
が
、「
将
来
必
要
の
防
風
林
」
で
あ
る
と

い
う
。
同
じ
く
山
奈
宗
真
の
「
岩
手
県
沿
岸
大
海
嘯
部
落
見
取
絵
図
」
に
は
各
字

ご
と
の
よ
り
詳
細
な
被
害
が
記
さ
れ
て
い
る
。
法
の
脇
は
打
上
浪
12
尺
、
浪
走
り

40
間
で
あ
っ
た
が
、
死
者
や
負
傷
者
、
流
亡
家
屋
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、

津
軽
石
村
の
被
害
は
、
人
的
被
害
、
物
的
被
害
と
も
に
赤
前
に
集
中
し
て
い
る
。

ウ　
昭
和
三
陸
地
震
津
波

　
昭
和
８
（
１
９
３
３
）
年
３
月
３
日
午
前
２
時
31
分
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８・１
の
昭
和
三
陸
地
震
が
お
き
た
。
揺
れ
は
明
治
三
陸
地
震
の

と
き
よ
り
強
く
感
じ
ら
れ
、
家
屋
の
一
部
に
壁
の
亀
裂
や
石
垣
の
破
損
な
ど
軽
い

被
害
が
で
た
。

　
「
三
陸
沖
強
震
に
伴
ふ
津
浪
調
査
報
告
」（
盛
岡
測
候
所
、
験
震
時
報 

第
七
巻
）

に
よ
れ
ば
、
隣
接
す
る
赤
前
で
津
波
の
高
さ
７
㍍
、
同
じ
く
金
浜
で
は
４
㍍
で
あ
っ

た
。「
宮
古
湾
に
於
け
る
襲
来
の
観
測
並
び
に
被
害
地
踏
査
報
告
・
重
茂
村
災
害
地

踏
査
復
命
書
」
に
よ
れ
ば
、
法
の
脇
に
は
５
尺
ほ
ど
の
津
波
が
来
襲
し
、
床
上
に

浸
水
し
た
家
屋
４
戸
、
床
下
浸
水
が
５
戸
あ
っ
た
。

　
「
昭
和
八
年
三
月
三
日 

三
陸
沖
強
震
及
津
浪
報
告
」（
中
央
気
象
台
、
験
震
時
報 

第
七
巻
）に
よ
れ
ば
、津
軽
石
村
津
軽
石
は
人
口
２
千
２
１
９
人
の
う
ち
死
者
２
人
、
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い
た
と
こ
ろ
へ
大
津
波
が
来
襲
し
、
満
潮
時
と
重
な
り
よ
り
被
害
が
大
き
く
な
っ

た
が
、
宮
古
湾
奥
部
は
比
較
的
、
被
害
が
少
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
湾
口
か
ら
距
離

が
あ
り
波
高
が
低
く
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
防
潮
林
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
昭
和

三
陸
地
震
は
真
夜
中
に
発
生
し
、
揺
れ
は
明
治
三
陸
地
震
の
と
き
よ
り
強
く
感
じ

ら
れ
た
。
湾
口
地
域
で
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
に
対
し
、
津
軽
石
は
法
の
脇
が
波

を
被
っ
た
程
度
で
、
や
は
り
相
対
的
に
は
被
害
は
大
き
く
な
い
。

　
他
方
、チ
リ
地
震
で
は
、明
治
・
昭
和
の
三
陸
地
震
津
波
と
は
異
な
り
、津
軽
石
の

被
害
は
湾
口
地
域
よ
り
も
む
し
ろ
大
き
く
な
っ
た
。
そ
れ
は
主
に
、湾
口
で
低
か
っ

た
波
高
が
湾
奥
に
向
か
う
に
し
た
が
っ
て
高
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

　
宮
古
湾
は
内
陸
に
約
10

キ

ロ　
　

メ
ー
ト
ル
も
入
り
込
ん
で
お
り
、
そ
の
最
奥
部
に
位
置
す
る

津
軽
石
に
津
波
が
押
し
寄
せ
る
際
、
そ
の
津
波
の
も
つ
特
性
に
よ
り
、
他
地
域
よ

り
被
害
が
小
さ
く
な
っ
た
り
逆
に
大
き
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
な
お
、
津
軽
石
に
は
、
宮
古
市
の
他
地
域
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
な

津
波
記
念
碑
は
な
い
。

２　
東
日
本
大
震
災

　
⑴　
地
震
津
波
と
被
害
の
概
要

　
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
３
月
11
日

14
時
46
分
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９・０
の
地
震
が
起
き
、

東
北
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
を
中
心
に

強
い
揺
れ
が
観
測
さ
れ
、
宮
古
市
で
も

震
度
５
強
〜
５
弱
の
揺
れ
が
記
録
さ
れ

た
。
主
な
破
壊
時
間
は
約
１
６
０
秒
に

及
び
、
余
震
も
頻
発
し
た
。
気
象
庁
は

地
震
発
生
か
ら
３
分
後
の
14
時
49
分
、

岩
手
県
・
宮
城
県
・
福
島
県
に
津
波
警

報
（
大
津
波
）
を
発
令
し
、
予
想
さ
れ

る
津
波
の
高
さ
を
３
㍍
と
し
た
が
、
15

時
14
分
に
は
６
㍍
、
15
時
30
分
に
は
10

た
た
め
、
津
軽
石
で
人
的
被
害
は
出
な
か
っ
た
が
、
防
護
処
置
の
脆
弱
な
湾
奥
部

に
大
き
な
津
波
が
押
し
寄
せ
た
た
め
、
養
殖
施
設
な
ど
の
経
済
的
な
損
失
が
大
き

く
な
っ
た
。ま
た
、津
軽
石
の
津
軽
石
川
側
で
は
林
が
厚
く
二
重
に
な
っ
て
い
る
が
、

山
側
に
行
く
に
し
た
が
っ
て
薄
く
な
り
一
重
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
は
背
後
に
沼

が
あ
り
弱
い
部
分
で
あ
り
、
か
つ
波
が
正
面
か
ら
押
し
寄
せ
た
た
め
に
、
切
れ
て

し
ま
っ
た
。
防
潮
林
は
弱
点
を
も
た
ぬ
よ
う
一
様
に
生
長
さ
せ
幅
を
も
た
せ
る
必

要
が
あ
る
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
「
チ
リ
地
震
津
波
調
査
報
告
書
」（
仙
台
管
区
気
象
台
）
に
よ
れ
ば
、
宮
古
湾
最

奥
部
に
位
置
す
る
法
の
脇
は
波
が
奥
ま
で
到
達
し
、
被
害
が
大
き
く
な
っ
た
。
津

軽
石
川
の
河
口
に
位
置
し
低
地
で
あ
り
、
ま
た
湾
奥
で
海
が
浅
い
た
め
、
波
が
奥

地
ま
で
到
達
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

オ　
十
勝
沖
地
震
津
波

　

昭
和
43
（
１
９
６
８
）
年
５
月
16
日
午
前
９
時
49
分
に
襟
裳
岬
沖
で
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７・８
の
地
震
が
起
き
、
宮
古
市
で
は
震
度
４
が
観
測
さ
れ
た
。
地
震
発

生
か
ら
31
分
後
の
10
時
20
分
、
宮
古
市
で
津
波
第
１
波
が
観
測
さ
れ
た
。

　
「
広
報
み
や
こ 

Ｎ
Ｏ
．
１
４
７
」（
昭
和
43
年
６
月
１
日
号
）
に
よ
れ
ば
、
宮
古

湾
で
は
最
大
２・16
㍍
を
観
測
し
、
海
苔
・
カ
キ
・
ワ
カ
メ
の
養
殖
施
設
な
ど
が
被

害
を
受
け
、
被
害
額
は
３
億
６
千
万
円
に
達
し
た
。
赤
前
の
津
波
堤
防
は
４・98
㍍

の
最
大
波
高
を
記
録
し
た
。
た
だ
し
、
干
潮
時
だ
っ
た
た
め
内
陸
の
被
害
は
そ
れ

ほ
ど
大
き
く
な
ら
な
か
っ
た
。

カ　
ま
と
め

　
宮
古
湾
最
奥
部
に
位
置
す
る
津
軽
石
は
、
宮
古
市
の
他
の
沿
岸
地
域
と
同
様
に
、

古
く
か
ら
地
震
津
波
の
被
害
を
受
け
て
き
た
。
詳
細
な
記
録
が
残
っ
て
い
る
明
治

期
以
降
だ
け
で
も
、
明
治
三
陸
地
震
津
波
・
昭
和
三
陸
地
震
津
波
・
チ
リ
地
震
津

波
の
３
回
、
大
き
な
被
害
を
出
す
津
波
に
襲
わ
れ
て
い
る
。
外
洋
か
ら
深
く
内
陸

に
切
り
込
ん
で
い
る
宮
古
湾
の
最
奥
部
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
津
軽
石
の
津
波
被
害

に
は
、
他
地
域
と
は
や
や
異
な
る
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

　
明
治
三
陸
地
震
の
際
、
宮
古
の
他
地
域
で
は
揺
れ
が
小
さ
く
人
々
が
油
断
し
て

写真１　閉鎖されたままの津軽石駅
� 2013/03/17　撮影：宮坂�清
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８・
34
㍍
、
駒
形
通
の
河
川
敷
そ
ば
で
６・
83
㍍
を
記
録
し
て
い
る
。
津
軽
石
の
北

に
位
置
す
る
金
浜
で
は
津
波
浸
水
高
が
11
㍍
を
越
え
て
お
り
、
そ
れ
よ
り
は
若
干

低
い
。
水
没
し
た
面
積
を
比
較
し
て
み
る
と
、
宮
古
市
内
で
他
に
広
大
な
面
積
が

水
没
し
た
田
老
や
閉
伊
川
河
口
周
辺
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
市
内
で
も
有
数
の
面

積
が
水
没
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
宮
古
湾
に
押
し
寄
せ
た
津
波
は
そ
の
多
く
が
最

終
的
に
、
最
奥
部
に
位
置
す
る
津
軽
石
の
多
く
を
水
没
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
地
盤
沈
下
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
津
軽
石
第
11
地
割
（
駒
形
通
）
マ
イ
ナ
ス
42

㌢
、津
軽
石
第
９
地
割
（
新
町
）
マ
イ
ナ
ス
33
㌢
で
あ
っ
た
。
地
盤
沈
下
の
影
響
で
、

干
満
の
潮
位
差
が
大
き
く
な
る
大
潮
の
際
に
沿
岸
部
で
浸
水
や
冠
水
が
発
生
し
た

た
め
、
震
災
後
、
港
湾
の
嵩
上
げ
工
事
が
行
わ
れ
た
。

　
次
に
、
宮
古
市
お
よ
び
津
軽
石
の
被
害
の
概
況
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
宮

古
市
全
体
の
死
者
数
は
５
１
７
人
、行
方
不
明
者（
死
亡
認
定
者
）は
94
人
で
あ
る
。

津
軽
石
は
死
者
57
人
（
死
亡
届
出
者
53
人
、死
亡
認
定
者
４
人
）、行
方
不
明
者
（
死

亡
認
定
者
）
３
人
で
あ
る
。

　
家
屋
の
被
害
は
、
市
全
体
で
住
家
４
千
４
４
９
棟
、
非
住
家
が
４
千
６
３
９
棟

で
、
合
計
９
千
０
８
８
棟
が
被
災
し
て
い
る
。
被
災
し
た
住
家
の
う
ち
全
壊
し
た

の
が
２
千
６
７
７
棟
で
60・
２
％
を
占
め
る
。
こ
の
う
ち
津
軽
石
（
赤
前
を
含
む
）

は
住
家
６
８
３
棟
、非
住
家
７
７
０
棟
で
、合
計
１
千
４
５
３
棟
が
被
災
し
て
い
る
。

被
災
し
た
住
家
の
う
ち
全
壊
し
た
の
が
４
１
４
棟
で
60・６
％
を
占
め
る
。

　
以
上
、
地
震
津
波
と
そ
の
被
害
の
概
況
を
み
る
と
、
記
録
に
残
る
地
震
津
波
と

比
較
し
て
被
害
が
際
立
っ
て
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
大
局
的
に
み
て
、
そ
の
よ

う
に
な
っ
た
原
因
は
大
き
く
２
つ
あ
る
と
い
え
る
。
ま
ず
何
よ
り
も
津
波
の
規
模

が
際
立
っ
て
大
き
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
、
次
に
津
波
が
押
し
寄
せ
た
地
域
に

宅
地
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。チ
リ
地
震
津
波
の
後
、津
軽
石
に
は
高
さ
８・

５
㍍
に
及
ぶ
防
潮
堤
が
築
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
の
防
潮
林
よ
り
も
遥
か
に
防

潮
機
能
が
高
ま
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
今
回
そ
の
防
潮
堤
を
も
遥
か
に
越

え
る
津
波
が
押
し
寄
せ
た
。
さ
ら
に
、
か
つ
て
左
岸
に
ま
と
ま
っ
て
い
た
市
街
地
・

宅
地
が
、
近
年
次
第
に
右
岸
へ
と
広
が
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
右
岸
が
今
回
の
津

波
で
大
規
模
に
水
没
し
た
た
め
、
人
的
・
物
的
な
被
害
が
大
き
く
な
っ
た
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
。

㍍
以
上
と
、
高
さ
の
予
想
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
や
が
て
津
波
が
到
来
し
、
宮
古

市
で
は
日
立
浜
の
気
象
庁
検
潮
所
が
15
時
26
分
に
８・５
㍍
以
上
の
津
波
浸
水
高

を
観
測
し
た
ほ
か
、
宮
古
市
重
茂
で
観
測
さ
れ
た
津
波
遡
上
高
40・５
㍍
は
国
内
最

高
記
録
を
更
新
し
た
。

　
「
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
浸
水
図
」
を
参
照
し
つ
つ
、
浸
水
範
囲
を
以
下
に
記
述

す
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
宮
古
湾
は
太
平
洋
か
ら
南
西
方
面
に
向
け
て
、
湾
口
か

ら
奥
部
に
向
け
て
次
第
に
狭
ま
り
な
が
ら
、
深
く
切
り
込
む
よ
う
な
形
状
を
し
て

い
る
。
押
し
寄
せ
た
津
波
は
、
海
岸
線
の
北
西
面
に
沿
っ
て
み
る
と
、
ま
ず
湾
口

付
近
で
浄
土
ヶ
浜
や
、
閉
伊
川
の
河
口
に
あ
た
る
宮
古
市
の
市
街
地
や
磯
鶏
の
沿

岸
を
洗
い
な
が
ら
、
さ
ら
に
湾
の
よ
り
内
部
に
あ
た
る
高
浜
や
金
浜
の
沿
岸
に
流

れ
込
み
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
湾
内
海
岸
線

の
南
東
面
は
直
線
状
か
つ
沿
岸
部
が
切
り
立
っ
た
地
形
を
し
て
お
り
、
白
浜
、
太

田
浜
、
堀
内
な
ど
、
北
西
面
に
比
べ
る
と
規
模
の
小
さ
い
集
落
が
点
在
す
る
が
、

そ
れ
ら
に
被
害
を
も
た
ら
し
な
が
ら
湾
の
奥
部
へ
進
ん
だ
。

　
宮
古
湾
の
最
奥
部
に
到
達
し
た
津
波
は
、
ま
ず
赤
前
の
宮
古
運
動
公
園
前
の
防

潮
堤
に
ぶ
つ
か
り
、
さ
ら
に
津
軽
石
川
河
口
を
遡
上
し
て
上
流
２
０
０
㍍
の
位
置

に
設
け
ら
れ
た
水
門
に
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
り
、
そ
れ
ら
を
遥
か
に
越
え
て
赤
前
そ

し
て
津
軽
石
へ
と
な
だ
れ
込
ん
だ
。
津
軽
石
川
水
門
付
近
の
左
岸
に
は
法
の
脇
地

区
が
、
さ
ら
に
そ
の
上
流
に
続
く
平
坦
地
に
は
津
軽
石
の
街
が
広
が
り
、
他
方
右

岸
の
広
い
平
坦
地
に
は
田
畑
の
な
か
に
住
宅
や
工
場
・
施
設
な
ど
が
点
在
し
て
い

た
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
ほ
と
ん
ど
が
津
波
に
の
み
込
ま
れ
た
。
津
軽
石
川
の
左

岸
に
沿
っ
て
み
る
と
、
海
に
最
も
近
い
法
の
脇
か
ら
そ
の
先
の
稲
荷
橋
を
本
町
や

舘
ヶ
下
へ
流
れ
込
み
、
Ｊ
Ｒ
山
田
線
の
津
軽
石
駅
を
洗
い
、
避
難
所
に
指
定
さ
れ

て
い
た
津
軽
石
小
学
校
の
校
庭
に
ま
で
到
達
し
た
。
他
方
、
よ
り
広
い
平
坦
地
が

広
が
る
右
岸
を
み
る
と
、
宮
古
運
動
公
園
、
そ
の
南
東
に
あ
る
赤
前
の
集
落
の
麓

か
ら
宮
古
工
業
高
校
ま
で
到
達
し
、
津
軽
石
川
沿
い
に
栄
通
り
、
宮
古
漁
業
協
同

組
合
津
軽
石
孵
化
場
、
さ
ら
に
そ
の
奥
、
駒
形
通
の
津
軽
石
中
学
校
の
手
前
ま
で

到
達
す
る
な
ど
、
広
大
な
面
積
を
水
没
さ
せ
、
津
軽
石
川
の
河
川
敷
を
さ
ら
に
上

流
へ
遡
上
し
た
。

　
津
波
浸
水
高
は
、
宮
古
運
動
公
園
付
近
で
６・76
㍍
、
宮
古
工
業
高
校
の
背
後
で
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■ 

３
月
14
日
（
月
）
□
津
軽
石
地
区
通
電
（
東
北
電
力
）。
□
津
軽
石
地
区
の
藤
畑

―
十
二
神
山
間
が
圧
雪
状
況
（
都
市
整
備
部
）。
□
本
日
の
給
水
予
定
は
、
津
軽

石
小
学
校
を
自
衛
隊
の
給
水
車
で
（
上
下
水
道
部
）。

■ 

３
月
16
日
（
水
）
12
時
00
分
：
□
津
軽
石
小
学
校
へ
高
圧
電
力
供
給
、
上
水
道

は
津
軽
石
の
払
川
周
辺
が
復
旧
。

■ 

３
月
16
日
（
水
）
□
津
軽
石
地
区
、
赤
前
地
区
の
電
力
復
旧
の
作
業
中
（
東
北

電
力
）。

■ 

３
月
17
日
（
木
）
12
時
00
分
：
□
上
水
道
は
津
軽
石
の
払
川
・
荷
竹
周
辺
が

復
旧
。

■ 

３
月
18
日
（
金
）
10
時
30
分
：
□
岩
手
県
災
害
対
策
本
部
が
宮
古
市
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
衛
星
携
帯
電
話
を
設
置
。
配
置
先
は
津
軽
石
小
学
校
10
台
。

■ 

３
月
19
日
（
土
）
□
津
軽
石
地
区
の
避
難
所
で
陸
上
自
衛
隊
が
給
食
支
援
（
市

民
生
活
部
）。
□
津
軽
石
小
学
校
で
入
浴
支
援
（
市
民
生
活
部
）。
□
ミ
ヤ
コ
石

油
（
津
軽
石
地
区
）
で
２
千
円
を
上
限
に
給
油
可
能
（
産
業
振
興
部
）。

■ 

３
月
20
日
（
土
）
□
津
軽
石
小
学
校
で
給
食
支
援
（
陸
上
自
衛
隊
）。
□
津
軽
石

小
学
校
で
男
女
各
１
セ
ッ
ト
の
入
浴
支
援
（
陸
上
自
衛
隊
）。

■
３
月
22
日
（
火
）
□
津
軽
石
地
区
の
復
旧
の
目
途
立
た
ず
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）。

■
３
月
31
日
（
木
）
□
津
軽
石
地
区
で
１
体
の
遺
体
を
発
見
（
陸
上
自
衛
隊
）。

■ 

４
月
２
日
（
土
）
□
津
軽
石
地
区
で
自
衛
隊
と
と
も
に
遺
体
捜
索
（
宮
古
市
消

防
団
）。

■ 

４
月
３
日
（
日
）
□
金
浜
地
区
の
防
波
堤
の
応
急
復
旧
は
今
週
に
完
了
予
定
（
宮

古
土
木
セ
ン
タ
ー
）。

■
４
月
５
日
（
火
）
□
戸
別
送
電
は
津
軽
石
地
区
で
50
件
（
東
北
電
力
）。

■ 

４
月
７
日
（
木
）
□
津
軽
石
地
区
の
国
道
45
号
の
歩
道
の
瓦
礫
、
土
砂
の
撤
去  

（
三
陸
国
道
事
務
所
）。
□
今
後
は
津
軽
石
川
な
ど
の
河
川
の
瓦
礫
な
ど
の
撤
去

を
進
め
る
（
宮
古
土
木
セ
ン
タ
ー
）。
□
津
軽
石
地
区
な
ど
の
事
業
所
、
一
般
住

宅
の
通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
復
旧
作
業
を
５
０
０
人
体
制
で
実
施
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）。

■
４
月
８
日
（
金
）
□
津
軽
石
地
区
は
復
電
後
に
給
水
開
始
（
上
下
水
道
部
）。

■
４
月
12
日
（
火
）
□
津
軽
石
地
区
で
通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
復
旧
作
業
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ)

。

■ 

４
月
14
日
（
木
）
□
津
軽
石
小
学
校
の
救
護
所
（
静
岡
県
の
医
療
支
援
チ
ー
ム
）

　
⑵　
公
的
な
調
査
・
対
応
の
記
録

ア　
公
的
な
調
査
や
対
応
の
記
録

　
地
震
津
波
の
発
生
に
際
し
、
宮
古
市
を
始
め
と
し
て
公
的
な
機
関
は
慌
た
だ
し

く
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
を
と
っ
た
。
以
下
で
は
、『
東
日
本
大
震
災 

宮
古
市
の
記
録 

第
１
巻
《
津
波
史
編
》』
に
記
さ
れ
た
公
的
な
調
査
や
対
応
の
う
ち
、
関
連
部
分
の

概
要
を
示
す
。
地
震
発
生
か
ら
市
内
の
避
難
所
の
閉
鎖
が
決
ま
っ
た
８
月
８
日
ま

で
、
津
軽
石
で
ど
の
よ
う
な
動
き
が
あ
っ
た
か
、
そ
の
概
略
を
ま
と
め
て
お
く
。

■ 

３
月
11
日
（
金
）
□
津
軽
石
小
学
校
へ
２
０
０
〜
３
０
０
人
が
避
難
し
て
い
る
。

（
市
民
生
活
部
）
□
津
軽
石
小
学
校
は
、
床
上
浸
水
と
の
情
報
あ
り
（
教
育
部
）。

■ 

３
月
12
日
（
土
）
□
津
軽
石
地
区
は
、
駒
形
橋
ま
で
津
波
が
来
た
よ
う
だ
が
、

現
時
点
で
は
通
行
が
可
能
。

■ 

３
月
12
日
（
土
）
□
津
軽
石
地
区
の
法
の
脇
付
近
で
線
路
が
国
道
に
乗
っ
て
い

る
模
様
。

■ 

３
月
12
日
（
土
）
11
時
30
分 

調
査
班
報
告
：
□
津
軽
石
地
区
の
法
の
脇
は
全　

壊
、
国
道
45
号
に
男
性
の
遺
体
１
体
あ
り
。
□
津
軽
石
出
張
所
は
全
壊
。
□
津

軽
石
小
学
校
、
津
軽
石
中
学
校
の
校
庭
ま
で
津
波
が
浸
水
。
□
津
軽
石
小
学
校

へ
２
０
０
人
（
児
童
７
人
、
教
職
員
17
人
含
む
）
が
避
難
。

■ 

３
月
12
日
（
土
）
12
時
30
分
：
□
津
軽
石
地
区
の
稲
荷
橋
踏
切
付
近
は
通
行
不

可
能
、
ヒ
ロ
セ
電
機
付
近
に
流
出
家
屋
が
押
し
寄
せ
て
い
る
。

■ 

３
月
12
日
（
土
）
13
時
30
分
：
□
津
軽
石
地
区
の
稲
荷
橋
、
駒
形
橋
の
一
帯
は

家
屋
が
流
出
、
付
近
に
３
遺
体
〜
４
遺
体
あ
り
。

■ 

３
月
12
日
（
土
）
14
時
30
分
：
□
津
軽
石
保
育
所
は
園
児
３
人
が
津
軽
石
小
学

校
へ
避
難
、
同
保
育
所
は
軒
下
ま
で
津
波
浸
水
。

■ 

３
月
13
日
（
日
）
□
津
軽
石
地
区
の
送
水
管
破
損
の
可
能
性
あ
り
。
清
寿
荘
ま

で
は
通
水
し
て
お
り
、
現
在
も
復
旧
作
業
中
（
上
下
水
道
部
）。

■ 

３
月
13
日
（
日
）
□
国
道
45
号
南
ル
ー
ト
は
津
軽
石
地
区
の
駒
形
橋
ま
で
開
通 

（
都
市
整
備
部
）。

■ 

３
月
14
日
（
月
） 

□
築
地
―
津
軽
石
間
、
２
車
線
確
保
の
作
業
（
信
号
、
電
柱

撤
去
）。
□
磯
鶏
―
津
軽
石
間
、
重
茂
地
区
の
捜
索
活
動
、
北
海
道
か
ら
４
７
０

人
増
員
、
広
域
で
２
千
人
体
制
（
自
衛
隊
）。

津軽石地区 各地域における東日本大震災
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（
陸
上
自
衛
隊
）。

■ 

８
月
８
日
（
月
）
□
決
定
事
項
・
避
難
所
は
、
８
月
10
日
を
も
っ
て
全
て
閉
鎖

す
る
こ
と
と
す
る
。

イ　
避
難
所
な
ど
に
関
す
る
記
録

　
地
震
津
波
の
後
、
自
宅
に
住
め
な
く
な
っ
た
津
軽
石
の
人
々
が
避
難
生
活
を
送

り
、
ま
た
地
域
へ
の
救
援
物
資
や
情
報
の
拠
点
と
な
っ
た
の
は
、
津
軽
石
小
学
校
、

津
軽
石
中
学
校
の
２
つ
の
「
避
難
所
」
の

他
、
瑞
雲
寺
、
駒
形
公
民
館
、
藤
畑
公
民

館
、
新
町
公
民
館
、
荷
竹
自
治
会
館
、
清

寿
荘
で
あ
る
（
表
１
）。
と
り
わ
け
津
軽
石

小
学
校
で
多
く
の
人
々
が
避
難
生
活
を
送
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
大
ま
か
に
津
軽
石
川
左

岸
の
人
々
は
津
軽
石
小
学
校
を
中
心
に
新
町

公
民
館
や
瑞
雲
寺
、
荷
竹
自
治
会
館
へ
避
難

し
、
右
岸
の
人
々
は
津
軽
石
中
学
校
や
駒
形

公
民
館
、
藤
畑
公
民
館
に
避
難
し
た
。
避
難

所
以
外
の
施
設
に
避
難
者
が
収
容
さ
れ
た
の

は
、
左
岸
の
場
合
、
主
に
、
避
難
所
の
津
軽

石
小
学
校
の
校
庭
に
ま
で
津
波
が
入
っ
た
た

め
に
辿
り
着
け
な
か
っ
た
人
が
い
た
こ
と
、

そ
し
て
津
軽
石
小
学
校
に
避
難
者
が
多
数
集

ま
り
手
狭
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
右
岸
の
場
合
は
、後
述
す
る
よ
う
に
、

主
に
震
災
当
日
、
藤
沼
久
人
氏
が
判
断
し
た

こ
と
に
よ
る
。
津
軽
石
中
学
校
の
体
育
館
は

暖
房
な
ど
滞
在
環
境
が
必
ず
し
も
十
分
で
は

な
く
、
と
っ
さ
の
判
断
で
よ
り
過
ご
し
や
す

い
公
民
館
な
ど
に
避
難
さ
せ
、
宮
古
市
の
担

当
者
に
事
後
的
に
避
難
所
と
し
て
認
め
て
も

ス
ペ
ー
ス
に
保
育
所
が
入
所
予
定
（
宮
古
保
健
所
）。
□
津
軽
石
川
水
門
ま
で
建

柱
15
本
（
東
北
電
力
）。

■ 
４
月
15
日
（
金
）
□
津
軽
石
川
の
瓦
礫
撤
去
は
１
か
月
の
時
間
を
要
す
る
。
大

型
水
門
の
機
能
回
復
作
業
（
宮
古
土
木
セ
ン
タ
ー
）。

■ 

４
月
18
日
（
月
）
□
住
民
要
望
が
あ
っ
た
津
軽
石
地
区
の
法
の
脇
で
通
電
（
東

北
電
力
）。
□
残
っ
て
い
る
の
は
津
軽
石
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）。

■ 

４
月
19
日
（
火
）
□
津
軽
石
地
区
で
建
柱
、 

メ
タ
ル
ケ
ー
ブ
ル
の
架
設 

（
Ｎ
Ｔ

Ｔ
）。

■ 

４
月
20
日
（
水
）
□
河
川

の
瓦
礫
撤
去
、
津
軽
石
川

水
門
の
ゲ
ー
ト
復
旧
（
宮

古
土
木
セ
ン
タ
ー
）。
津

軽
石
小
学
校
に
設
置
の
救

護
所
は
、
25
日
に
赤
前
小

学
校
の
救
護
所
と
統
合
す

る
（
宮
古
保
健
所
）。
□

津
軽
石
地
区
は
、
４
月
中

旬
の
復
旧
予
定
が
４
月
下

旬
に
復
旧
の
見
込
み
（
Ｎ

Ｔ
Ｔ
）。

■ 

４
月
22
日
（
金
）
□
津
軽

石
地
区
で
の
建
柱
、
メ
タ

ル
ケ
ー
ブ
ル
の
架
設
（
Ｎ

Ｔ
Ｔ
）。

■ 

５
月
６
日
（
金
）
□
津
軽

石
地
区
の
河
川
付
近
の
側

溝
整
備
（
陸
上
自
衛
隊
）。

□
津
軽
石
小
学
校
、
津
軽

石
保
育
所
付
近
で
使
用
ス

ペ
ー
ス
の
ク
レ
ー
ム
あ
り

12日
17：00

14日
8：30

14日
17：00

14日
夕方

15日
16：00

15日
最終

16日
最終

17日
最終

津軽石小学校 425 425 425 425 209 425 420 425
津軽石中学校 60 116 116 90 88 70 70 53
瑞雲寺 50 85 85 85 59 21 4 2
駒形公民館 45 60 60 60 48 52 51 30
藤畑公民館 60 60 60 60 11 9 10 廃止
新町公民館 　 　 　 30 　 30 21 35
荷竹自治会館 　 　 　 なし 　 なし 5 0
清寿荘 　 　 　 不明 　 63 58 45

表1　各避難所への避難者数（３月12〜 17日）

＊「避難所への情報提供 １〜 28」より作成。

　 避難者数 運営主体 閉鎖日
津軽石中学校体育館 約120名 宮古市建設課 7月10日閉鎖
駒形通公民館 約70名 21防災会・駒形町内会 3月31日閉鎖
藤畑公民館 約60名 21防災会・藤畑町内会 3月17日閉鎖
津軽石小学校体育館 約425名 本町協力会 　
新町公民館 約30名 21防災会・新町町内会 3月31日閉鎖

表2　各避難所の避難者数・運営主体・閉鎖日

＊藤沼久人氏の提供資料より作成
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ら
っ
た
の
だ
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
「
避
難
所
」
の
う
ち
、
瑞
雲
寺
や
藤
畑
公
民
館

な
ど
は
数
日
の
う
ち
に
避
難
者
が
い
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
大
半
の
避
難
者
は
そ

の
後
も
長
期
間
に
わ
た
り
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
表
２
、
表

３
）。

３　
地
震
津
波
の
語
り

　
⑴　
概
要

　
こ
こ
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
の
津
軽
石
の
住
民
の
語
り
を
と
り
あ
げ
、

震
災
が
い
か
に
人
々
に
よ
り
経
験
さ
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
専
門
的

な
活
動
を
行
っ
た
人
々
に
注
目
し
な
が
ら
考
え
て
い
く
。
管
見
で
は
津
軽
石
の
住

民
に
よ
る
震
災
に
関
す
る
回
想
が
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
体
験
談
集
『
平
成

23
年
度
宮
古
市
中
央
公
民
館
事
業 

３
・
11
大
津
波
体
験
語
り
継
ぎ
エ
ピ
ソ
ー
ド
集
』

（
宮
古
市
公
民
館
、
平
成
24
年
５
月
、
以
下
『
エ
ピ
ソ
ー
ド
集
１
』
と
表
記
）、
そ

し
て
『
平
成
24
年
度
宮
古
市
中
央
公
民
館
事
業 

３
・
11
大
津
波
体
験
語
り
継
ぎ
エ

ピ
ソ
ー
ド
集
【
第
２
期
】』（
宮
古
市
公
民
館
、
平
成
25
年
３
月
、
以
下
『
エ
ピ
ソ
ー

ド
集
２
』
と
表
記
）
が
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
筆
者
は
、
２
０
１
３

年
４
月
〜
２
０
１
４
年
８
月
ま
で
、
津
軽
石
の
方
々
か
ら
お
話
を
う
か
が
い
、
そ

れ
を
記
録
し
た
。
こ
れ
ら
の
語
り
や
回
想
文
の
詳
細
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
そ
の
他
、
宮
古
市
が
保
管
し
て
い
る
各
種
の
資
料
、
藤
沼
久
人
氏
か
ら
提
供
を

受
け
た
資
料
を
参
照
す
る
場
合
は
、
個
別
に
記
す
こ
と
と
す
る
。

　
以
下
で
は
、こ
れ
ら
震
災
に
つ
い
て
の
語
り
を
順
次
、テ
ー
マ
に
分
け
て
整
理
し
、

個
別
に
記
述
す
る
。

　
⑵　
地
震
津
波
の
発
生
か
ら
避
難
ま
で

　
３
月
11
日
に
起
き
た
地
震
で
は
大
き
な
揺
れ
が
長
時
間
感
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

多
く
の
人
が
津
波
の
襲
来
を
予
想
し
、
ま
た
防
災
放
送
も
津
波
警
報
を
伝
え
た
。

そ
の
時
点
で
多
く
の
人
々
が
避
難
を
開
始
し
た
。
こ
こ
で
は
、（
ア
）
自
宅
な
ど
か

ら
避
難
し
た
例
、（
イ
）
地
震
発
生
時
に
他
所
に
い
て
避
難
・
帰
宅
し
た
例
、（
ウ
）

避
難
に
関
す
る
教
訓
、
の
順
で
記
述
す
る
。

14
日

15
日

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

津軽石小学校 425 425 420 425 440 260 352 450 250 365 365 365 365 366 366 366

津軽石中学校 90 70 70 53 50 52 57 58 58 54 54 54 59 59 59 59

駒形公民館 60 52 51 30 30 30 30 30 25 21 21 21 20 20 16 　

新町公民館 30 30 21 35 22 21 30 30 30 30 30 30 25 25 23 　

瑞雲寺 85 21 4 2 1 解散 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

荷竹自治会館 なし なし 5 0 0 0 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

藤畑公民館 60 9 10 廃止 0 閉鎖 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

清寿荘 なし 63 58 45 51 51 51 60 50 50 50 50 56 56 55 56

表３　各避難所への緊急物資配送数（3月14〜 29日）

＊「避難所への情報提供 １〜 28」より作成。
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行
っ
て
食
事
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
。

　
小
学
校
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
妹
が
所
有
し
て
い
る
空
き
家
が
あ
り
、
布
団
な

ど
も
置
い
て
あ
っ
た
の
で
、次
の
日
は
そ
こ
に
泊
ま
っ
た
。食
事
は
民
生
委
員
の
方
、

自
衛
隊
の
方
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
被
災
し
な
か
っ
た
方
や
消
防
団
の
方
が
お
に

ぎ
り
を
つ
く
り
、
み
な
に
配
っ
て
く
れ
た
。
２
日
目
に
は
水
が
引
き
は
じ
め
た
が
、

見
に
行
く
と
余
震
が
あ
り
、消
防
団
員
に
戻
れ
と
い
わ
れ
て
戻
っ
た
。
自
宅
に
行
っ

た
の
は
３
日
後
だ
っ
た
。
自
宅
の
１
階
は
柱
を
残
し
て
全
壊
だ
っ
た
が
、
２
階
は

残
っ
て
い
た
。

　
法
の
脇
の
家
屋
は
ほ
と
ん
ど
下
町
の
あ
た
り
に
流
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

す
ご
い
状
態
だ
っ
た
。
水
門
を
越
え
た
水
と
河
口
の
堤
防
が
決
壊
し
た
水
が
、
勢

い
よ
く
国
道
と
山
田
線
の
間
の
低
い
と
こ
ろ
に
押
し
寄
せ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
水

位
は
３
㍍
ほ
ど
あ
っ
た
が
、
自
宅
の
前
に
大
き
な
建
物
が
あ
っ
て
、
水
や
流
さ
れ

て
き
た
も
の
が
そ
れ
で
遮
ら
れ
た
た
め
に
、
自
宅
は
残
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

　
法
の
脇
は
部
落
が
ふ
た
つ
に
分
か
れ
て
い
て
、
６
軒
か
７
軒
あ
っ
た
。
母
親
の

実
家
が
あ
り
、
寝
た
き
り
の
祖
母
が
い
た
が
、
家
ご
と
流
さ
れ
て
破
片
す
ら
な
か
っ

た
。
位
牌
が
だ
い
ぶ
離
れ
た
と
こ
ろ
で
み
つ
か
り
、
祖
母
は
２
週
間
後
く
ら
い
に

運
動
公
園
の
ほ
う
で
見
つ
か
っ
た
。（
佐
々
木
優
氏
、
聞
き
取
り
６
）

■
馬
越
の
高
台
で
１
晩
車
中
泊
、
そ
の
後
友
人
宅
に
泊
め
て
も
ら
う

　
３
月
11
日
は
午
後
に
事
務
所
へ
来
て
、
打
合
せ
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
大
地
震
が

来
た
。
す
ご
い
揺
れ
で
、
緊
急
地
震
速
報
を
聞
い
て
外
に
出
た
。
私
は
、
チ
リ
地

震
津
波
の
時
に
も
自
宅
が
流
さ
れ
て
い
る
。
子
供
の
頃
か
ら
避
難
指
導
を
う
け
て

き
た
の
で
、
直
感
的
に
逃
げ
よ
う
と
思
っ
た
。
車
で
国
道
45
号
線
に
出
た
ら
信
号

が
止
ま
っ
て
渋
滞
し
て
い
た
が
、
対
向
車
が
な
い
の
で
反
対
車
線
を
走
り
、
法
の

脇
の
自
宅
に
い
る
98
歳
の
母
を
迎
え
に
行
っ
た
。

　
自
宅
に
着
く
と
母
が
玄
関
先
に
出
て
い
た
の
で
す
ぐ
車
に
乗
せ
、
薬
、
通
帳
、

印
鑑
、
手
袋
を
車
に
積
ん
だ
。
母
に
は
常
日
頃
か
ら
地
震
が
来
た
ら
外
に
出
ろ
と

言
っ
て
い
た
。
近
所
か
ら
戻
っ
た
妻
も
一
緒
に
、
３
人
で
自
宅
を
出
て
、
国
道
で

は
な
く
裏
の
避
難
道
を
通
り
馬
越
の
高
台
の
避
難
場
所
で
待
機
し
た
。
大
き
な
声

で
叫
ぶ
人
が
い
た
の
で
見
る
と
、
津
波
が
水
門
を
越
え
、
道
路
を
越
え
た
の
が
見

ア　
自
宅
な
ど
か
ら
避
難
し
た
例

　
最
初
の
３
つ
は
、
津
軽
石
川
の
左
岸
か
ら
車
で
高
台
に
避
難
し
、
そ
の
晩
、
車

中
泊
を
し
た
事
例
で
あ
る
。

■
自
宅
か
ら
車
で
高
台
に
避
難
し
、
車
中
泊
し
た

　
お
昼
休
み
で
家
族
４
人
津
軽
石
駅
前
の
自
宅
に
い
た
。
１
回
目
の
地
震
で
こ
れ

は
大
変
だ
と
す
ぐ
カ
ギ
を
か
け
、
貴
重
品
を
持
ち
車
に
２
人
ず
つ
乗
っ
て
近
く
の

高
い
山
に
逃
げ
た
。
そ
こ
は
指
定
避
難
所
で
は
な
く
、
山
に
は
道
が
無
い
た
め
、

物
資
を
運
ぶ
消
防
団
に
も
難
儀
を
か
け
後
悔
し
た
。
そ
れ
に
い
く
ら
近
く
の
山
と

言
っ
て
も
、海
に
向
か
う
道
を
通
っ
た
の
で
危
険
だ
っ
た
。そ
の
晩
は
車
に
い
た
が
、

長
靴
に
厚
手
の
靴
下
で
良
か
っ
た
。
沢
水
も
あ
っ
た
し
、
次
の
日
に
部
落
の
人
が

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
炊
い
て
く
れ
た
。（
体
験
談
１
）

■
馬
越
で
２
晩
車
中
泊
し
、
２
階
だ
け
が
残
る
自
宅
へ
戻
っ
た

　
３
月
11
日
、
地
震
が
起
き
た
と
き
は
、
妻
、
母
、
三
男
と
自
宅
に
い
た
。
母
に

地
震
だ
逃
げ
ろ
と
言
わ
れ
た
が
、
片
付
け
た
り
な
ん
な
り
で
出
る
ま
で
に
10
分
く

ら
い
か
か
る
。
車
が
た
ま
た
ま
車
庫
か
ら
出
し
て
あ
っ
た
か
ら
そ
の
ま
ま
乗
っ
て

逃
げ
た
が
、
あ
と
10
分
遅
れ
て
い
た
ら
私
も
流
さ
れ
て
い
た
。
車
２
台
で
逃
げ
て
、

避
難
場
所
に
な
っ
て
い
た
馬
越
の
高
台
に
行
っ
て
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
み
る
と
、
檜
の

柱
の
あ
る
よ
う
な
立
派
な
家
が
ま
る
ご
と
そ
の
ま
ま
流
れ
て
き
た
。
自
宅
の
ほ
う

は
よ
く
見
え
な
か
っ
た
。

　
そ
の
と
き
馬
越
の
高
台
へ
は
車
が
20
台
く
ら
い
上
が
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
か
な

り
の
人
が
助
か
っ
た
が
、
下
を
み
た
ら
津
波
に
乗
っ
て
家
が
流
れ
て
き
て
道
路
を

塞
い
で
し
ま
い
、
ど
こ
へ
も
行
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
家
族
４
人
で
１
晩
、

車
の
な
か
で
過
ご
し
た
が
、
前
日
盛
岡
ま
で
行
っ
て
き
た
ば
か
り
で
ガ
ソ
リ
ン
が

わ
ず
か
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
夜
と
て
も
寒
か
っ
た
。
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
て
暖
房

を
つ
け
た
り
、
ま
た
消
し
た
り
を
繰
り
返
し
た
。
食
料
は
何
も
持
っ
て
い
な
か
っ

た
。
結
局
、
車
で
２
晩
過
ご
し
た
が
、
周
り
に
も
20
台
く
ら
い
車
が
あ
っ
た
。
２

晩
目
は
消
防
団
の
方
が
お
に
ぎ
り
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。
妻
が
母
を
、
山
田
町

の
豊
間
根
に
住
む
母
の
妹
の
家
の
近
く
ま
で
送
っ
て
い
き
、
少
し
の
あ
い
だ
頼
ん

だ
。
避
難
所
で
い
ろ
い
ろ
面
倒
を
み
て
く
れ
て
い
た
の
で
、
私
た
ち
も
避
難
所
へ
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避
難
は
徒
歩
で
す
る
の
が
原
則
と
さ
れ
て
い
た
が
、
身
体
が
不
自
由
な
年
配
者
の

場
合
は
、
実
質
的
に
は
車
で
避
難
す
る
ほ
か
な
い
。
車
が
な
け
れ
ば
避
難
で
き
ず
、

ま
た
気
温
の
低
い
屋
外
で
１
晩
過
ご
す
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　
次
は
、
近
所
か
ら
自
宅
に
戻
り
、
津
波
を
み
て
舘
山
へ
避
難
し
、
そ
の
後
津
軽

石
小
学
校
に
避
難
し
た
例
で
あ
る
。

■
近
所
か
ら
自
宅
に
戻
り
、
舘
山
に
避
難
し
た
後
、
小
学
校
に
行
く

　
震
災
の
日
、
た
ま
た
ま
下
の
娘
が
家
に
い
た
の
で
、
上
の
娘
と
待
ち
合
わ
せ
て

３
人
で
宮
古
で
昼
食
を
食
べ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
食
事
と
買
い
物
を
し
て

戻
っ
て
き
て
、
下
の
娘
は
友
だ
ち
と
盛
岡
へ
行
く
約
束
だ
と
言
っ
て
14
時
こ
ろ
に

家
を
出
て
、
駅
の
裏
の
方
の
八
幡
様
の
近
く
で
待
合
わ
せ
し
て
い
た
。
私
は
風
邪

気
味
だ
っ
た
た
め
、
帰
宅
す
る
と
買
い
物
し
て
き
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
テ
ー
ブ
ル

に
置
い
て
、
木
沢
医
院
に
診
て
も
ら
い
に
行
き
、
薬
を
も
ら
う
の
を
待
っ
て
い
る

間
に
地
震
が
き
た
。
と
て
も
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
く
ら
い
の
地
震
だ
っ
た
た
め
自

宅
が
心
配
に
な
り
、
会
計
は
後
で
す
る
か
ら
と
断
っ
て
帰
宅
し
た
。
自
宅
で
は
物

は
そ
れ
ほ
ど
落
ち
て
い
な
か
っ
た
が
、
立
て
続
け
に
揺
れ
る
た
め
家
が
崩
れ
な
い

か
心
配
だ
っ
た
。
津
波
は
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
へ
近
く
で
仕
事
し
て
い

た
夫
が
帰
っ
て
き
た
。

　
家
が
ぺ
し
ゃ
ん
こ
に
な
っ
た
ら
困
る
な
ど
と
話
し
な
が
ら
家
の
前
に
出
て
い
た

ら
、
近
所
の
男
性
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
、
こ
ん
な
こ
と
し
て
い
る
場
合
で

は
な
い
、
津
波
が
近
所
の
木
沢
医
院
の
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
と
言
う
の
で
、
慌

て
て
長
靴
に
履
き
替
え
て
避
難
し
た
。
財
布
の
入
っ
た
カ
バ
ン
は
肩
が
け
に
し
て

い
た
。
ベ
ン
チ
コ
ー
ト
と
、
娘
が
帰
宅
し
た
と
き
の
た
め
に
ジ
ャ
ン
バ
ー
を
も
ち
、

田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
を
通
っ
て
裏
側
に
回
り
舘
ヶ
下
の
ほ
う
へ
移
動
し
た
。
田
ん
ぼ

を
渡
り
終
え
て
反
対
側
の
道
路
に
出
た
と
き
に
は
、
津
波
が
も
う
来
て
い
た
。
津

軽
石
小
学
校
へ
行
こ
う
か
、
そ
れ
と
も
舘
山
に
行
こ
う
か
と
話
し
て
い
る
と
、
女

性
が
６
、７
人
、
津
軽
石
小
学
校
の
方
か
ら
来
て
、
小
学
校
の
校
庭
は
も
う
水
が
来

て
い
る
と
言
わ
れ
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
舘
山
に
上
が
っ
た
。

　
舘
山
へ
上
る
階
段
は
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
木
の
根
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い

て
崩
れ
そ
う
だ
っ
た
。
上
か
ら
見
る
と
海
が
み
え
る
の
で
、
津
波
が
来
る
た
び
に
、

え
た
の
で
、
車
を
さ
ら
に
高
台
へ
移
動
さ
せ
た
。
裏
山
に
上
っ
た
人
が
、
何
も
な

く
な
っ
た
と
言
い
な
が
ら
戻
っ
て
き
た
の
で
驚
い
た
。
家
の
屋
根
が
孵
化
場
の
方

へ
整
列
し
た
ま
ま
流
れ
て
い
っ
た
と
い
う
。
金
浜
に
あ
っ
た
温
泉
施
設
マ
ー
ス
近

く
の
防
波
堤
が
決
壊
し
て
、
そ
こ
か
ら
入
っ
て
き
た
波
が
ロ
ー
ラ
ー
式
に
法
の
脇

の
家
々
を
さ
ら
っ
て
い
っ
た
よ
う
だ
。
Ｊ
Ｒ
線
も
川
の
よ
う
に
な
っ
た
。

　
高
台
に
い
た
人
た
ち
は
明
る
い
う
ち
に
避
難
所
へ
移
動
し
よ
う
と
言
い
、
津
軽

石
小
学
校
が
避
難
所
な
の
で
山
道
を
通
っ
て
移
動
し
て
い
っ
た
。
避
難
所
へ
の
道

路
は
が
れ
き
で
通
れ
な
か
っ
た
。
母
は
山
道
を
歩
け
な
い
の
で
１
晩
車
に
い
よ
う

と
決
め
た
。
赤
前
か
ら
流
れ
て
い
く
屋
根
を
見
て
は
、
何
と
も
言
え
な
い
よ
う
な

気
持
ち
に
な
っ
た
。

　
妻
が
避
難
し
た
際
に
持
っ
て
き
た
仏
様
の
お
供
え
が
そ
の
夜
１
晩
の
救
急
食
に

な
っ
た
。
近
所
の
人
に
も
分
け
た
。
夜
遅
く
消
防
の
人
が
お
に
ぎ
り
を
持
っ
て
き

て
く
れ
た
。
私
は
、
た
ま
た
ま
午
前
中
に
ガ
ソ
リ
ン
を
満
タ
ン
に
し
て
い
た
の
で

助
か
っ
た
が
、
１
晩
で
半
分
ぐ
ら
い
減
っ
て
い
た
。
山
に
避
難
し
た
人
た
ち
も
い

た
が
暗
く
て
消
防
も
行
け
ず
、
彼
ら
は
近
く
の
ゴ
ミ
に
火
を
つ
け
て
暖
を
と
っ
た

と
い
う
。

　
母
が
歩
け
な
い
の
で
、
避
難
所
へ
行
く
の
は
無
理
だ
と
思
っ
た
。
12
日
の
朝
、

薬
を
飲
む
水
を
も
ら
い
に
馬
越
の
友
人
宅
に
行
き
、そ
こ
に
１
晩
泊
ま
っ
た
。翌
日
、

別
の
友
人
宅
に
お
願
い
し
て
２
晩
く
ら
い
世
話
に
な
っ
た
。
副
組
合
長
が
、
自
分

の
家
を
空
け
る
か
ら
し
ば
ら
く
い
て
い
い
と
も
言
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
後
、
北
上

の
娘
が
迎
え
に
来
て
、
娘
の
家
に
半
月
い
た
。

　
私
の
職
場
も
だ
め
だ
っ
た
。
事
務
所
の
柱
は
残
っ
て
い
た
が
、
サ
ッ
シ
や
壁
が

皆
壊
れ
て
い
た
。
金
庫
も
流
さ
れ
、
何
百
㍍
も
先
で
見
つ
か
っ
た
。
組
合
の
重
要

書
類
が
入
っ
て
い
た
の
で
、
見
つ
け
た
と
き
は
一
安
心
し
た
。（
山
野
目
輝
雄
氏
、

体
験
談
２
・
聞
き
取
り
１
）

　
津
軽
石
駅
な
ど
が
あ
る
津
軽
石
の
中
心
部
か
ら
北
西
へ
向
か
う
と
馬
越
と
呼
ば

れ
る
高
台
が
あ
り
、
そ
れ
を
越
え
て
下
る
と
法
の
脇
や
金
浜
の
方
面
に
出
る
。
地

震
の
後
、
20
台
も
の
車
が
そ
こ
に
避
難
し
、
ど
ち
ら
側
に
も
下
り
ら
れ
な
く
な
っ

て
閉
じ
込
め
ら
れ
、
徒
歩
で
移
動
で
き
な
い
年
配
者
な
ど
が
そ
こ
で
車
中
泊
し
た
。

津軽石地区 各地域における東日本大震災



335

て
き
た
の
が
見
え
た
が
、
そ
れ
で
も
入
っ
て
い
っ
た
。
本
町
に
あ
る
二
十
分
団
の

屯
所
の
前
に
着
く
と
、
水
が
逆
流
し
て
き
た
の
で
、
迂
回
し
て
舘
ヶ
下
を
回
っ
た
。

山
に
農
機
具
を
置
く
小
屋
を
い
く
つ
か
持
っ
て
い
た
た
め
、
そ
こ
に
行
き
、
中
に

入
れ
て
あ
っ
た
も
の
を
出
し
て
、
近
所
の
人
た
ち
と
入
っ
た
。

　
そ
の
晩
は
、
避
難
所
で
も
ら
っ
た
お
に
ぎ
り
を
半
分
に
し
て
食
べ
た
り
、
ビ
ス

ケ
ッ
ト
を
分
け
て
食
べ
た
り
し
た
。
小
屋
に
は
近
所
の
人
が
９
人
泊
ま
っ
た
が
、

寒
い
こ
と
も
あ
り
み
な
眠
れ
ず
、
火
を
焚
い
て
あ
た
っ
て
い
た
。
や
っ
た
こ
と
が

な
い
こ
と
を
頭
を
使
っ
て
や
り
、
明
日
は
明
日
の
風
が
吹
く
と
い
う
つ
も
り
で
い

た
。
助
け
助
け
ら
れ
た
。

　
自
宅
に
は
水
が
２
㍍
30
㌢
入
っ
た
も
の
の
、
建
物
は
残
っ
た
。
当
日
の
夜
９
時

位
ま
で
は
水
が
引
か
な
か
っ
た
。
水
位
が
ゆ
っ
く
り
上
が
っ
た
た
め
、
浮
か
び
上

が
っ
た
畳
の
上
に
置
い
て
あ
っ
た
コ
タ
ツ
は
濡
れ
な
か
っ
た
。
庭
に
あ
っ
た
杉
と

竹
は
塩
水
に
弱
く
、
す
ぐ
に
枯
れ
て
し
ま
っ
た
。
家
に
あ
っ
た
油
と
毛
布
が
盗
ま

れ
て
し
ま
っ
た
。（
猪
又
忠
氏
、
聞
き
取
り
５
）

■
磯
鶏
の
勤
務
先
か
ら
避
難
し
、
そ
の
後
自
宅
に
戻
る

　
地
震
が
起
き
た
と
き
は
磯
鶏
の
勤
務
先
ホ
ク
ヨ
ー
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
で
作
業
を
し

て
い
た
。
地
面
が
前
後
左
右
に
裂
け
る
よ
う
な
揺
れ
で
、こ
れ
は
や
ば
い
な
と
思
っ

た
。
３
人
で
合
板
を
ド
ラ
イ
ヤ
ー
で
乾
か
し
て
い
た
が
、
生
蒸
気
を
出
し
て
か
ら

電
源
を
切
っ
て
、ま
ず
食
堂
へ
避
難
し
た
。集
ま
っ
た
の
は
10
人
ほ
ど
だ
っ
た
が
、

管
理
職
の
方
た
ち
も
右
往
左
往
し
て
お
り
、
人
数
確
認
に
も
た
つ
い
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
、地
震
の
際
に
避
難
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
ホ
ー
マ
ッ
ク
へ
向
か
っ
た
。

到
着
す
る
と
店
員
た
ち
が
避
難
し
て
き
た
人
た
ち
に
カ
イ
ロ
や
毛
布
を
配
っ
て
い
た
。

　
到
着
し
て
か
ら
20
〜
30
分
で
津
波
が
き
た
。
第
１
波
は
防
波
堤
を
越
え
て
な
だ

れ
込
み
、
２
、３
軒
の
家
が
流
さ
れ
て
い
っ
た
の
を
見
た
。
波
は
立
っ
て
く
る
と
い

う
よ
り
、押
し
寄
せ
て
く
る
よ
う
に
見
え
た
。
第
２
波
は
ど
さ
ん
娘（
ラ
ー
メ
ン
店
）

の
あ
た
り
に
見
え
た
。
ふ
つ
う
の
波
と
は
全
く
違
い
、
高
く
盛
り
上
が
っ
て
雪
崩

み
た
い
に
崩
れ
、渦
を
巻
い
て
暴
れ
て
い
た
。
見
る
だ
け
で
ゾ
ッ
と
し
た
。
そ
の
後
、

17
時
か
18
時
に
解
散
に
な
っ
た
。
車
で
会
社
の
人
た
ち
を
家
ま
で
送
り
届
け
な
が

ら
、
八
木
沢
を
経
由
し
て
津
軽
石
に
行
く
と
、
ま
る
で
湖
の
よ
う
だ
っ
た
。
そ
れ

み
な
で
ま
た
来
た
ま
た
来
た
と
言
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
い
る
間
も
頻
繁
に
揺
れ
た

が
、
お
堂
の
脇
に
あ
る
石
灯
籠
が
固
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
地
震
が
あ
る
た
び
に
カ

タ
カ
タ
揺
れ
て
危
な
い
の
で
、そ
こ
を
離
れ
た
。
そ
の
う
ち
に
雪
も
チ
ラ
チ
ラ
降
っ

て
き
て
、
大
変
だ
ど
う
し
よ
う
か
な
ど
と
言
っ
て
い
る
う
ち
に
水
か
さ
が
増
え
て

き
た
。
舘
山
か
ら
水
に
浸
か
っ
て
し
ま
っ
た
自
宅
が
見
え
、
電
化
製
品
は
全
て
だ

め
だ
ね
と
話
し
た
。
隣
家
の
横
の
広
場
に
停
ま
っ
て
い
た
車
が
流
さ
れ
、
線
路
を

挟
ん
だ
向
か
い
側
の
田
の
方
に
移
動
し
て
い
た
。
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
と
思
っ

た
。
舘
山
に
は
近
所
の
人
た
ち
が
15
人
位
い
た
が
、
舘
ヶ
下
の
方
に
も
沼
里
の
方

に
も
下
り
ら
れ
る
の
で
、
浸
水
し
て
い
な
い
沼
里
の
方
の
人
た
ち
は
上
っ
た
り
下

り
た
り
し
て
い
た
。

　
次
第
に
暗
く
な
り
始
め
、
こ
の
ま
ま
こ
こ
に
い
る
と
暗
く
な
っ
て
山
を
下
り
る

と
き
に
足
元
が
危
な
い
か
ら
、
明
る
い
う
ち
に
下
り
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

沼
里
の
方
面
に
下
り
る
と
小
学
校
に
通
じ
る
道
が
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
に
下
り
た
。

最
初
は
女
性
だ
け
で
下
り
て
き
た
が
、
10
分
か
15
分
後
に
結
局
男
性
た
ち
も
下
り

て
き
た
。
小
学
校
に
着
く
と
校
庭
に
津
波
が
入
っ
て
お
り
、
裏
山
の
方
へ
避
難
し

て
い
た
人
た
ち
が
ち
ょ
う
ど
下
り
て
き
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。（
盛
合
純
子
氏
、
聞
き

取
り
10
）

　
津
軽
石
小
学
校
の
南
西
に
位
置
す
る
小
高
い
舘
山
は
、
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
15
人
ほ
ど
が
避
難
し
て
い
た
。
車
道
は
通
じ
て
お
ら
ず
、
人
々
は
階
段

を
登
っ
て
避
難
し
て
い
る
。

イ　
地
震
発
生
時
に
他
所
に
い
て
避
難
・
帰
宅
し
た
例

　
次
の
３
つ
は
、
地
震
の
際
に
勤
務
先
な
ど
自
宅
外
に
お
り
、
そ
こ
か
ら
戻
っ
た

例
で
あ
る
。

■
勤
務
先
か
ら
バ
イ
ク
で
避
難
し
、
山
に
あ
る
小
屋
に
泊
ま
る

　
震
災
当
日
は
、
勤
務
先
の
ジ
ュ
ピ
タ
ー
で
働
い
て
い
た
。
地
震
が
起
こ
る
と
、

部
長
が
、
車
に
油
が
あ
る
人
は
避
難
す
る
よ
う
に
、
な
い
人
は
そ
の
ま
ま
会
社
に

と
ど
ま
る
よ
う
に
と
指
示
を
出
し
た
。
会
社
に
は
水
は
入
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の

後
10
日
ほ
ど
休
み
に
な
っ
た
。
バ
イ
ク
で
新
町
へ
向
か
っ
た
と
こ
ろ
、
車
が
流
れ
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が
ら
、
高
浜
ま
で
歩
い
て
い
た
。
高
浜
は
そ
の
と
き
下
水
道
工
事
の
た
め
バ
ス
停

が
防
波
堤
の
国
道
沿
い
に
移
動
し
て
い
て
、
３
つ
あ
る
う
ち
の
真
ん
中
の
バ
ス
停

で
待
っ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
津
波
が
来
た
。
４
人
の
う
ち
の
１
人
は
バ
ス
停
の
前
に

あ
っ
た
家
の
バ
ル
コ
ニ
ー
に
掴
ま
っ
て
こ
ら
え
た
が
、
周
り
を
み
た
ら
も
う
誰
も

い
な
か
っ
た
ら
し
い
。

　
お
じ
の
遺
体
は
高
浜
の
金
浜
寄
り
の
が
れ
き
の
下
で
見
つ
か
っ
た
。
保
険
証
な

ど
が
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
っ
て
い
て
わ
か
っ
た
。
お
じ
た
ち
に
は
子
ど
も
が
な
か
っ
た

が
、
何
親
等
以
内
で
な
い
と
引
き
取
れ
な
い
と
決
ま
っ
て
い
て
、
私
に
は
引
き
取

り
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
東
京
に
い
た
お
ば
に
連
絡
を
と
り
飛
行
機
で
来

て
も
ら
っ
て
、
軽
米
町
に
い
る
私
の
妹
に
三
沢
空
港
ま
で
迎
え
に
行
っ
て
も
ら
い
、

こ
こ
ま
で
連
れ
て
き
て
も
ら
っ
た
。
勤
労
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
遺
体
安
置
所
で
遺

体
を
確
認
し
、常
安
寺
で
火
葬
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
と
き
申
し
訳
な
い
な
と
思
っ

た
の
は
、
遺
体
が
ほ
ん
と
に
き
れ
い
に
な
っ
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。
私
た
ち
が
捜

索
し
て
発
見
し
た
遺
体
は
そ
ん
な
も
の
で
は
な
く
、
泥
は
か
ぶ
っ
て
る
し
あ
ち
こ

ち
切
れ
て
い
た
り
す
る
の
に
、
お
じ
の
遺
体
は
い
く
ら
か
赤
く
な
っ
て
い
た
り
し

た
だ
け
で
、
と
て
も
き
れ
い
だ
っ
た
。（
舘
下
光
利
氏
、
聞
き
取
り
９
）

ウ　
避
難
に
関
す
る
教
訓

　
津
軽
石
の
人
々
は
、震
災
を
経
て
、津
波
か
ら
の
避
難
の
仕
方
や
手
段
に
つ
い
て
、

あ
る
い
は
避
難
す
る
場
所
、
防
潮
水
門
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
訓

を
得
て
い
る
。

■
大
き
な
地
震
が
き
た
ら
と
に
か
く
逃
げ
る

　
あ
の
揺
れ
で
経
験
上
、
津
波
が
来
る
な
と
感
じ
た
。
逃
げ
る
が
勝
ち
と
考
え
た
。

も
っ
と
大
切
な
物
が
家
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
戻
っ
て
取
り
に
行
く
こ
と
は
考
え

な
か
っ
た
。
今
回
は
チ
リ
地
震
津
波
よ
り
大
き
い
。
Ｊ
Ｒ
線
が
グ
ニ
ャ
グ
ニ
ャ
に

な
っ
た
が
、
波
そ
の
も
の
が
今
度
の
方
が
大
き
い
。
大
き
な
地
震
が
来
た
ら
何
も

持
た
な
く
て
も
逃
げ
る
。
欲
張
っ
て
は
だ
め
。
私
の
避
難
は
早
い
方
だ
っ
た
。
良

い
経
験
で
は
な
い
が
、「
地
震
が
来
た
ら
津
波
だ
と
思
え
」
だ
。
見
物
す
る
よ
う
な

事
は
し
な
い
。（
山
野
目
輝
雄
氏
、
体
験
談
２
）

が
海
水
だ
と
は
思
い
も
せ
ず
に
走
っ
た
た
め
、
車
が
錆
び
て
し
ま
っ
た
。（
長
澤
光

彦
氏
、
聞
き
取
り
２
）

■
盛
岡
か
ら
車
で
戻
り
、
津
軽
石
小
学
校
の
避
難
所
に
泊
ま
る

　
３
月
11
日
は
会
議
で
盛
岡
に
行
っ
て
い
た
。
地
震
が
あ
っ
て
、
会
議
を
中
止
し

て
国
道
１
０
６
号
線
を
戻
っ
て
き
た
が
、
道
路
に
石
が
い
く
つ
も
落
ち
て
き
た
。

花
輪
の
あ
た
り
か
ら
先
は
車
が
通
れ
な
か
っ
た
た
め
、
車
を
置
い
て
根
井
沢
か
ら

舘
山
の
城
跡
を
越
え
、
40
分
ほ
ど
歩
い
て
18
時
こ
ろ
津
軽
石
小
学
校
の
避
難
所
に

つ
い
た
。
民
生
委
員
を
や
っ
て
い
た
の
で
避
難
所
に
泊
ま
り
、
そ
の
晩
は
一
睡
も

し
な
か
っ
た
。（
野
崎
昭
敏
氏
、
聞
き
取
り
６
）

　
こ
れ
ら
を
読
む
と
、
同
じ
津
軽
石
で
も
、
場
所
に
よ
り
津
波
の
流
れ
込
み
方
や

被
害
が
だ
い
ぶ
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
り
わ
け
、津
軽
石
川
水
門
の
脇
に
あ
っ

た
法
の
脇
の
集
落
は
、
集
落
ご
と
ほ
ぼ
流
失
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
。
他
方
で
、
津
軽
石
の
集
落
の
中
心
は
津
軽
石
川
の
河
口
か
ら
１
キ　
　
ロ

メ
ー
ト
ル

近

く
上
流
に
位
置
し
、
し
か
も
集
落
の
入
口
手
前
に
は
小
高
い
丘
が
あ
り
、
津
波
は

津
軽
石
川
の
堤
防
を
越
え
て
流
れ
込
ん
だ
も
の
の
、
勢
い
は
だ
い
ぶ
弱
ま
っ
て
い

た
。
そ
の
た
め
そ
の
付
近
で
は
、
家
屋
が
水
に
浸
か
っ
て
も
流
さ
れ
ず
に
済
ん
だ

例
が
多
い
。

　
人
々
は
馬
越
の
高
台
な
い
し
舘
山
の
高
台
の
ほ
か
、
集
落
の
周
囲
の
山
に
避
難

し
た
。
馬
越
の
高
台
へ
避
難
し
た
車
は
閉
じ
込
め
ら
れ
、
そ
こ
で
の
車
中
泊
は
過

酷
な
も
の
に
な
っ
た
が
、
舘
山
へ
徒
歩
で
上
が
っ
た
人
た
ち
は
反
対
側
へ
下
り
て

津
軽
石
小
学
校
の
避
難
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
最
後
に
、
他
所
で
逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
、
津
軽
石
の
住
民
の
例
で
あ
る
。

■
お
じ
が
２
人
、
津
波
に
流
さ
れ
た

　
赤
前
の
球
場
の
管
理
人
を
し
て
い
た
お
じ
は
、
私
を
先
に
帰
し
て
、
そ
の
後
、

鍵
を
か
け
て
出
た
ん
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
球
場
の
そ
ば
で
遺
体
で
見
つ
か
っ
た
。

　
も
う
１
人
の
お
じ
は
宮
古
商
業
高
校
の
坂
で
バ
ス
に
乗
ろ
う
と
し
て
乗
り
遅
れ
、

他
の
津
軽
石
の
人
４
人
と
一
緒
に
、
次
の
バ
ス
ま
で
あ
と
何
分
だ
な
ど
と
話
し
な
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ち
は
中
学
校
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

（
盛
合
純
子
氏
、
聞
き
取
り
10
）

■
避
難
場
所
は
き
ち
ん
と
整
備
し
て
お
く

　
舘
山
の
避
難
場
所
は
整
備
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
山
に
上
が
れ
ば
す
ぐ
な
の

だ
が
、
山
へ
上
が
る
と
こ
ろ
が
崩
れ
て
い
て
な
か
な
か
上
が
れ
な
い
。
舘
山
へ
裏

か
ら
上
る
道
路
も
あ
り
、
途
中
ま
で
で
も
行
け
ば
高
く
な
っ
て
い
る
。
舘
山
公
園

と
い
っ
て
市
の
管
轄
に
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
何
も
整
備
し
て
い
な
い
。

市
の
職
員
に
、
何
が
公
園
だ
、
何
が
避
難
場
所
だ
、
あ
れ
で
は
上
が
れ
な
い
で
は

な
い
か
と
何
回
も
言
っ
た
が
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
。
今
回
の
震
災
の
後
、
よ
う
や
く

整
備
さ
れ
た
。

　
恵
比
寿
様
の
高
台
（
根
井
沢
川
と
山
田
線
の
間
）
に
つ
い
て
は
、
自
分
た
ち
も

い
つ
か
上
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、
現
場
で
側
溝
の
蓋
が
余
れ
ば
持
っ
て
い
っ

て
階
段
に
し
た
り
、
誰
か
が
鉄
筋
を
挿
し
て
ト
ラ
ロ
ー
プ
を
張
っ
た
り
す
る
な
ど
、

地
元
の
人
た
ち
で
少
し
ず
つ
整
備
し
て
き
た
。
部
落
の
人
が
話
し
あ
え
ば
手
摺
り

く
ら
い
は
で
き
る
。（
舘
下
光
利
氏
、
聞
き
取
り
10
）

■
車
で
な
け
れ
ば
避
難
で
き
な
い
人
の
こ
と
も
考
え
る

　
津
波
の
時
は
歩
い
て
避
難
し
ろ
と
言
う
が
、
今
の
高
齢
社
会
で
は
ナ
ン
セ
ン
ス

だ
と
思
う
。
ど
う
し
て
も
、
年
寄
り
を
車
に
乗
せ
て
避
難
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

そ
う
な
る
と
お
の
ず
と
道
路
の
整
備
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
津
軽
石
の
橋
も
狭

く
て
、
自
衛
隊
も
苦
労
し
た
よ
う
だ
。
今
は
車
社
会
な
の
で
最
低
で
も
２
車
線
あ

る
よ
う
に
整
備
し
な
け
れ
ば
だ
め
だ
。
ま
し
て
、
夜
だ
っ
た
ら
も
っ
と
動
き
が
悪

く
て
犠
牲
者
が
よ
り
多
く
出
た
と
思
う
。
お
そ
ら
く
逃
げ
よ
う
と
考
え
な
い
の
で

は
な
い
か
。
家
の
中
で
様
子
を
見
る
く
ら
い
だ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
か
な
り
犠

牲
者
が
出
る
と
思
う
。（
山
野
目
輝
雄
氏
、
体
験
談
２
）

■
水
門
が
周
辺
地
域
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
え
る
べ
き

　
法
の
脇
の
自
宅
は
、
全
く
何
も
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
金
浜
か
ら
来
た
波
の
威

力
が
凄
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
水
門
を
作
る
時
に
説
明
が
あ
っ
て
、
地
元
で
は
津
波

■
防
潮
堤
や
水
門
が
あ
っ
て
も
避
難
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
私
は
チ
リ
地
震
の
津
波
を
経
験
し
て
い
る
が
、
母
は
昭
和
８
年
と
チ
リ
と
今
回
、

津
波
を
３
回
経
験
し
て
い
る
。
チ
リ
地
震
の
と
き
は
堤
防
が
な
く
、
ゼ
ロ
メ
ー
ト

ル
地
帯
だ
っ
た
か
ら
津
軽
石
の
踏
切
の
向
こ
う
に
は
海
が
み
え
て
、
家
へ
も
津
波

が
き
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
堤
防
と
水
門
が
で
き
た
か
ら
大
丈
夫
、
今
回
は
大
丈

夫
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
そ
れ
で
何
も
持
た
ず
に
鍵
だ
け
か
け
て
出
て
き
た
。
だ
か

ら
今
思
え
ば
母
の
言
葉
は
あ
り
が
た
か
っ
た
。
母
が
逃
げ
ろ
と
言
わ
な
け
れ
ば
私

は
逃
げ
な
か
っ
た
。
堤
防
が
あ
る
か
ら
、
７
㍍
８
㍍
の
堤
防
が
あ
る
か
ら
越
え
な

い
だ
ろ
う
と
、
越
え
て
も
大
し
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
で
も
逃
げ
ね

ば
だ
め
だ
と
い
わ
れ
て
逃
げ
て
助
か
っ
た
。（
佐
々
木
優
氏
、
聞
き
取
り
６
）

■
津
波
を
見
物
に
行
っ
て
は
い
け
な
い

　
放
送
は
、「
３
㍍
の
津
波
」か
ら
始
ま
っ
た
。次
は「
６
㍍
」で「
大
津
波
」に
な
っ
た
。

最
初
３
㍍
と
言
っ
た
時
に
は
、水
門
付
近
に
見
物
客
が
い
た
。
大
津
波
警
報
に
な
っ

た
の
で
危
機
一
髪
で
助
か
っ
た
人
達
が
い
る
。
以
前
か
ら
、
消
防
も
警
察
も
川
を

見
に
行
っ
て
避
難
し
ろ
と
言
っ
て
い
た
が
、
当
人
た
ち
は
大
丈
夫
な
の
か
と
思
っ

て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
災
害
が
あ
っ
て
活
動
に
制
限
を
つ
け
た
よ
う
だ
が
、

油
断
が
あ
っ
た
と
思
う
。（
山
野
目
輝
雄
氏
、
体
験
談
２
）

■
避
難
の
仕
方
を
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
く

　
母
親
は
88
歳
で
、
１
人
で
避
難
す
る
と
流
さ
れ
る
。
自
分
ひ
と
り
だ
っ
た
ら
近

所
の
家
に
行
け
と
言
っ
て
あ
る
。
近
所
の
人
に
お
願
い
し
て
あ
る
。
誰
か
に
車
に

乗
せ
て
も
ら
え
と
。
で
な
い
と
津
波
に
追
い
つ
か
れ
る
。
家
族
で
逃
げ
方
を
決
め

て
あ
る
。
こ
の
辺
の
人
で
も
津
波
に
追
い
つ
か
れ
た
人
も
い
る
。（
佐
々
木
優
氏
、

聞
き
取
り
６
）

■
避
難
す
る
場
所
が
ど
こ
な
の
か
確
認
し
て
お
く

　
自
分
の
地
区
の
避
難
場
所
や
避
難
所
が
ど
こ
で
あ
る
か
を
は
っ
き
り
知
っ
て
い

た
わ
け
で
は
な
く
、何
か
あ
っ
た
ら
舘
山
か
津
軽
石
小
学
校
と
い
う
頭
し
か
な
か
っ

た
。
地
区
ご
と
に
避
難
所
が
決
ま
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
も
し
か
し
た
ら
自
分
た
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む
の
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
地
震
が
起
き
た
後
、
津
波
が
押
し
寄
せ
る
前
に
、
ふ
だ

ん
開
い
て
い
る
水
門
を
閉
鎖
す
る
必
要
が
あ
る
。
地
震
の
後
、
こ
の
作
業
を
行
っ

た
の
は
団
長
の
中
野
規
男
氏
と
長
洞
正
人
氏
で
あ
っ
た
。
そ
の
作
業
は
最
新
鋭
の

遠
隔
操
作
装
置
に
よ
り
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
実
際
の

と
こ
ろ
困
難
を
極
め
、
間
一
髪
の
と
こ
ろ
で
成
功
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が

終
わ
っ
た
後
も
、
今
度
は
溜
ま
っ
た
水
を
排
水
す
る
た
め
の
開
門
作
業
、
そ
し
て

取
り
残
さ
れ
た
人
々
の
救
助
、
そ
し
て
捜
索
と
い
う
よ
う
に
、
困
難
な
作
業
が
延
々

と
続
い
た
。

　
以
下
、
筆
者
が
行
っ
た
中
野
規
男
氏
へ
の
聞
き
取
り
（
聞
き
取
り
８
）
に
、「
広

報
み
や
こ
」
Ｎ
Ｏ
．
１
５
１
、
長
洞
利
弘
（「
月
刊
み
や
こ
わ
が
町
」
通
巻
３
９
２

号
）、
中
野
規
男
「
活
動
報
告
⑤ 

宮
古
市
消
防
団
第
20
分
団
出
動
記
録
」、
の
内
容

を
加
え
て
当
時
の
状
況
を
考
察
す
る
。

■
津
軽
石
川
水
門
の
概
要

　
津
軽
石
川
河
口
の
津
波
対
策
水
門
（
防
潮
水
門
）
は
、
岩
手
県
が
18
年
の
歳
月

と
約
１
２
５
億
円
を
か
け
て
建
設
し
、平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
３
月
に
完
成
し
た
、

県
で
２
番
目
に
大
き
い
水
門
で
あ
る
。

全
長
１
８
９
㍍
、
外
壁
の
頂
部
は
海
抜

８
・
５
㍍
あ
り
、
電
動
で
上
下
す
る
高

さ
４
〜
６
㍍
の
ゲ
ー
ト
が
７
基
あ
る
。

水
門
は
最
新
鋭
の
遠
隔
装
置
を
備
え
、

遠
隔
制
御
で
降
下
で
き
る
。
水
門
は
津

軽
石
川
の
河
口
よ
り
約
２
０
０
㍍
上
流

に
位
置
す
る
が
、
遠
隔
装
置
を
備
え
た

制
御
室
は
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
１
キ

ロ　
　

メ
ー
ト
ル
上

流
に
あ
る
。
ま
た
、
明
治
三
陸
大
津
波

級
の
津
波
を
食
い
止
め
る
た
め
、
水
門

の
建
設
に
あ
わ
せ
て
、
河
口
部
の
左
右

両
岸
計
１
千
０
６
０
㍍
に
及
ぶ
防
潮
堤

を
、
海
抜
６
㍍
か
ら
８
・
５
㍍
に
２
・

を
遮
断
す
る
と
盛
り
上
が
っ
て
あ
ふ
れ
る
の
で
、
国
道
沿
い
の
望
楼
堤
を
高
く
し

て
く
れ
と
言
っ
て
い
た
。
水
門
か
ら
水
を
少
し
は
逃
が
す
と
い
う
話
も
あ
っ
た
が
、

ど
う
だ
っ
た
の
か
。（
山
野
目
輝
雄
氏
、
体
験
談
２
）

■
タ
オ
ル
や
新
聞
紙
が
あ
り
が
た
い

　
タ
オ
ル
・
新
聞
が
あ
り
が
た
か
っ
た
。
タ
オ
ル
を
１
本
み
つ
け
、
ふ
た
つ
折
に

し
て
、
わ
ず
か
な
お
湯
で
顔
を
洗
っ
た
。
裏
で
お
父
さ
ん
、
ひ
っ
く
り
返
し
て
お

母
さ
ん
、
ま
た
裏
返
し
て
孫
な
ど
繰
り
返
し
使
っ
た
。
そ
れ
が
４
、５
日
続
い
た
。

新
聞
紙
は
座
布
団
に
も
な
る
。
寒
い
と
前
に
も
か
け
る
。
何
か
を
包
み
、
風
呂
敷

に
も
な
る
。
新
聞
と
タ
オ
ル
の
あ
り
が
た
さ
。
ろ
う
そ
く
も
常
に
し
ま
っ
て
お
く

と
良
い
。
電
池
も
詰
め
替
え
る
事
が
大
事
。
ガ
ソ
リ
ン
も
以
前
は
無
く
な
っ
て
か

ら
入
れ
て
い
た
が
、日
に
ち
を
決
め
、あ
る
う
ち
に
入
れ
れ
ば
こ
う
い
う
時
に
良
い
。

お
に
ぎ
り
１
個
の
あ
り
が
た
さ
も
わ
か
っ
た
。
物
は
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
準
備
を
し
て
お
く
べ
き
。（
体
験
談
１
）

　
⑶　
消
防
団
の
活
動

　
地
震
な
ど
の
災
害
の
際
、
被
災
現
場
で
と
り
わ
け
際
立
っ
た
役
割
を
担
う
集
団

の
ひ
と
つ
が
消
防
団
で
あ
る
。
３
月
11
日
に
地
震
が
起
き
た
後
、
津
軽
石
の
消
防

団
員
た
ち
は
、
自
分
の
身
の
安
全
は
さ
て
お
き
、
地
域
の
人
々
へ
の
避
難
の
呼
び

か
け
や
誘
導
、
救
援
、
水
門
の
閉
鎖
な
ど
、
必
死
の
活
動
を
行
っ
た
。
以
下
で
は
、

津
軽
石
を
管
轄
す
る
３
つ
の
分
団
ご
と
に
、
そ
の
活
動
を
み
て
い
く
。

ア　
消
防
団
第
二
十
分
団

■
活
動
の
概
要

　
津
軽
石
に
は
、津
軽
石
川
の
河
口
か
ら
上
流
に
向
か
い
消
防
団
第
二
十
分
団
（
本

町
）、
二
十
一
分
団
（
新
町
）、
二
十
三
分
団
（
払
川
）
の
管
轄
地
域
が
並
ん
で
い

る
。
津
波
の
被
害
は
宮
古
湾
に
面
し
た
二
十
分
団
の
管
轄
地
域
が
最
も
大
き
く
、

二
十
三
分
団
の
地
域
は
最
も
小
さ
か
っ
た
。
二
十
分
団
は
大
き
な
被
害
に
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
津
軽
石
川
に
設
置
さ
れ
た
防
潮
水
門
の

閉
鎖
作
業
と
い
う
重
要
な
務
め
を
任
さ
れ
て
い
た
。
津
波
が
上
流
地
域
へ
流
れ
込

写真２　金浜の防潮堤からみた津軽石川河口
� 2013/03/17　撮影：宮坂�清
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閉
め
終
え
て
か
ら
建
屋
の
外
に
出
て
、
キ
ャ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
ク
（
点
検
用
の
細
い

通
路
）
か
ら
宮
古
湾
口
の
方
向
を
見
る
と
、
閉
伊
崎
付
近
の
様
子
が
何
か
お
か
し

い
と
感
じ
、
そ
の
う
ち
に
高
浜
の
付
近
で
水
飛し

ぶ
き沫

が
上
が
る
の
を
見
た
。
津
波
の

速
度
を
考
え
る
と
高
台
へ
の
避
難
は
間
に
合
わ
な
い
と
判
断
し
、
も
う
１
人
の
分

団
員
と
と
も
に
建
屋
に
避
難
し
た
。
あ
そ
こ
で
津
波
が
迫
っ
て
来
る
の
を
見
て
い

な
か
っ
た
ら
、
水
門
か
ら
避
難
し
て
津
波
に
や
ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
津
軽
石
川
の
河
口
へ
流
れ
込
ん
だ
津
波
は
水
門
を
越
え
て
上
流
へ
向
か
い
、
ま

た
防
潮
堤
を
越
え
た
波
は
赤
前
や
津
軽
石
へ
流
れ
込
ん
だ
。
水
門
の
高
さ
は
８・５

㍍
だ
が
、
さ
ら
に
そ
の
上
２・５
㍍
位
ま
で
水
が
入
っ
た
。
水
門
を
越
え
て
流
れ
こ

む
津
波
を
見
て
危
険
を
感
じ
、
建
屋
の
屋
上
に
上
が
っ
た
が
、
膝
が
震
え
て
立
っ

て
い
ら
れ
な
か
っ
た
。（
中
野
規
男
氏
、
聞
き
取
り
８
）

■
溜
ま
っ
た
水
を
排
出
さ
せ
る
た
め
、
開
門
す
る

　
津
波
が
防
潮
堤
や
水
門
を
越
え
て
流
れ
こ
ん
だ
時
間
は
お
よ
そ
10
〜
15
分
く
ら

い
で
、
15
時
50
分
こ
ろ
に
収
ま
っ
た
た
め
、
水
門
を
開
放
し
て
溜
ま
っ
て
し
ま
っ

た
水
を
排
出
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
。
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
に
よ
る
巻
き
上
げ
機
が

７
門
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
使
っ
て
上
げ
よ
う
と
試
み
た
が
、
３
門

を
や
っ
て
も
ひ
と
つ
も
作
動
し
な
か
っ
た
。
１
号
建
屋
に
戻
り
動
力
用
の
発
電
機

が
あ
る
の
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
始
動
さ
せ
た
と
こ
ろ
各
水
門
に
電
気
が
通
り
、
巻

上
機
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
た
。
１
門
か
ら
３
門
ま
で
は
30
㌢
ず
つ
、
川
の
中
央

部
分
で
底
が
深
く
な
っ
て
い
る
あ
た
り
の
４
門
と
５
門
は
50
㌢
、
６
門
と
７
門
は

30
㌢
開
放
し
、
排
水
し
た
。
我
々
消
防
団
に
は
こ
の
発
電
機
が
動
力
用
で
あ
る
と

い
う
こ
と
も
、
巻
上
機
が
あ
る
こ
と
も
聞
か
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
然
だ
が
始
動
さ

せ
た
こ
と
は
そ
れ
ま
で
１
回
も
な
か
っ
た
。
そ
の
ま
ま
16
時
半
こ
ろ
ま
で
河
川
監

視
を
し
て
い
た
。

　
も
う
１
人
い
た
分
団
員
に
対
し
、
津
軽
石
地
区
や
学
校
避
難
所
に
行
き
、
状
況

確
認
や
安
全
確
認
を
し
て
か
ら
、
分
団
員
２
、３
人
と
迎
え
に
来
る
よ
う
に
指
示

を
出
し
た
。
そ
の
間
に
も
う
一
度
津
波
が
来
た
ら
、
自
分
だ
け
で
閉
鎖
作
業
を
す

る
つ
も
り
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
な
か
な
か
戻
っ
て
こ
ず
、
暗
く
な
り
寒
く
て
仕
方

な
く
な
っ
た
。
懐
中
電
灯
を
持
っ
て
金
浜
方
面
か
ら
歩
い
て
き
た
人
が
い
た
の
で
、

５
㍍
嵩
上
げ
し
た
。
水
門
完
成
後
の
維
持
管
理
は
宮
古
市
が
受
託
し
、
市
は
宮
古

市
消
防
署
に
依
頼
し
、
宮
古
市
消
防
団
第
二
十
分
団
が
実
際
の
管
理
作
業
を
引
き

受
け
て
い
た
。

■
水
門
を
な
ん
と
か
閉
鎖
す
る

　
地
震
発
生
時
、
家
に
い
た
私
は
、
す
ぐ
に
車
で
分
団
の
屯
所
へ
向
か
っ
た
。
ポ

ン
プ
車
に
乗
り
、
す
で
に
待
機
し
て
い
た
分
団
員
２
人
と
、
津
軽
石
川
水
門
を
閉

鎖
す
る
た
め
遠
隔
制
御
所
へ
向
か
っ
た
。
14
時
55
分
こ
ろ
、
遠
隔
制
御
所
に
入
り
、

他
の
団
員
を
３
か
所
あ
る
他
の
水
門
の
閉
鎖
に
向
か
わ
せ
た
。

　
と
こ
ろ
が
水
門
の
遠
隔
装
置
が
動
か
な
か
っ
た
。
そ
の
装
置
は
、
水
門
閉
鎖
放

送
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
遠
隔
操
作
室
の
屋
上
と
水
門
の
建
屋
屋
上
に
あ
る
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
放
送
が
始
ま
り
、
放
送
が
終
わ
る
と
一
斉
降
下
操
作
ス
イ
ッ
チ
が
押
せ

る
よ
う
に
な
る
も
の
だ
っ
た
。
水
門
閉
鎖
放
送
ボ
タ
ン
を
押
し
て
か
ら
水
門
が
す

べ
て
閉
ま
る
ま
で
に
７
分
か
か
る
た
め
、
何
か
あ
っ
た
と
き
は
ま
ず
こ
の
ボ
タ
ン

を
押
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
が
作
動
せ
ず
、
赤
い
警
報
ラ
ン
プ

が
点
灯
し
た
。
や
む
を
え
ず
一
斉
降
下
を
断
念
し
、
７
機
あ
る
水
門
を
個
別
に
降

ろ
す
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
て
み
た
も
の
の
、
そ
れ
も
動
か
な
い
。
普
段
の
訓
練
の
時

は
確
か
に
動
い
て
い
た
遠
隔
装
置
が
、
こ
の
と
き
は
全
く
機
能
し
な
か
っ
た
。
原

因
は
停
電
で
あ
る
（
岩
手
日
報 

２
０
１
３
年
７
月
18
日
）。

　
15
時
15
分
頃
、
水
門
の
建
屋
へ
行
っ
て
操
作
す
る
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
他
の
分
団
員
が
「
ど
う
な
っ
た
？
」
と
制
御
所
に
入
っ
て
き
た
た
め
、
状

況
を
説
明
し
て
そ
の
分
団
員
に
再
度
や
っ
て
み
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
ポ
ン
プ
車

が
他
の
水
門
閉
鎖
を
終
え
て
戻
っ
て
き
た
た
め
、
そ
れ
に
乗
っ
て
水
門
へ
向
か
っ

た
。
私
は
分
団
員
も
う
１
人
と
水
門
で
降
り
、
ポ
ン
プ
車
は
避
難
を
呼
び
か
け
る

た
め
そ
の
ま
ま
津
軽
石
の
集
落
へ
向
か
っ
た
。
水
門
の
建
屋
機
械
室
で
操
作
盤
を

手
間
取
り
な
が
ら
も
見
つ
け
た
。
操
作
の
方
法
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
、
水
門
の

降
下
が
途
中
で
止
ま
っ
た
り
し
た
が
、
15
時
25
分
頃
よ
う
や
く
１
〜
７
号
ま
で
す

べ
て
閉
め
る
こ
と
が
で
き
た
。（
中
野
規
男
氏
、
聞
き
取
り
８
）

■
水
門
を
越
え
て
津
波
が
押
し
寄
せ
る
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水
門
を
開
放
す
る
な
ど
し
て
排
水
し
た
。

　
津
軽
石
川
右
岸
の
土
谷
川
の
水
門
は
、
赤
前
の
二
十
二
分
団
が
津
波
の
前
に
閉

め
た
が
、
津
波
の
後
は
分
団
が
機
能
せ
ず
、
翌
日
に
な
っ
て
か
ら
我
々
二
十
分
団

が
開
け
た
。
昼
過
ぎ
に
は
か
な
り
水
が
引
い
て
、家
屋
や
そ
の
周
辺
の
捜
索
を
行
っ

た
。
遺
体
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
捜
索
は
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
る

た
び
に
中
断
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
翌
13
日
に
は
陸
上
自
衛
隊
が
到
着
し
、
一
緒
に
捜
索
を
行
っ
た
。
地
震
当
日
の

晩
に
小
樽
港
を
出
港
し
、
秋
田
港
か
ら
上
陸
し
盛
岡
経
由
で
来
た
と
い
う
。

　
水
門
が
あ
っ
た
た
め
に
、
８・５
㍍
の
高
さ
ま
で
の
津
波
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
に
よ
り
津
軽
石
川
の
左
岸
は
被
害
が
軽
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
防
潮
堤

を
越
え
て
水
が
入
っ
た
赤
前
や
栄
通
り
の
ほ
う
が
、
被
害
が
大
き
か
っ
た
。
栄
通

り
で
18
人
く
ら
い
亡
く
な
っ
て
い
る
が
、
外
部
か
ら
来
た
、
津
波
を
知
ら
な
い
人

が
多
か
っ
た
こ
と
も
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。

　
津
軽
石
は
線
路
の
東
側
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
。
道
路
の
上
に
家
屋
が
あ
っ
た

が
、
じ
ゃ
ま
だ
か
ら
と
い
っ
て
簡
単
に
ど
か
し
た
り
、
壊
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

全
壊
な
ら
ば
諦
め
が
つ
く
が
、
２
階
だ
け
残
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
が
困
る
。
２

階
か
ら
荷
物
を
出
し
て
も
、
倉
庫
な
ど
を
先
に
手
配
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
置
く

場
所
が
な
い
。
し
か
し
勝
手
に
壊
し
た
り
す
れ
ば
、
後
で
補
償
問
題
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
。

　
第
二
十
分
団
の
屯
所
も
１
階
は
半
分
ま
で
水
が
入
っ
た
が
、
屯
所
の
周
辺
で
は

水
の
勢
い
は
な
く
な
っ
て
い
て
、
が
れ
き
も
流
れ
て
来
な
か
っ
た
た
め
、
建
物
は

壊
れ
な
か
っ
た
。
当
時
の
団
員
23
名
の
う
ち
、
死
者
・
負
傷
者
・
行
方
不
明
者
は

な
く
、
家
屋
に
つ
い
て
自
宅
流
出
が
５
軒
、
全
壊
９
軒
、
半
壊
７
軒
、
被
害
な
し

２
軒
だ
っ
た
。（
中
野
規
男
氏
、
聞
き
取
り
８
）　

■
避
難
所
か
ら
捜
索
に
向
か
い
、
避
難
所
に
帰
る

　
避
難
所
は
寒
く
、
そ
の
た
め
に
換
気
が
な
か
な
か
で
き
ず
空
気
が
悪
か
っ
た
。

ス
ト
ー
ブ
は
ず
っ
と
点
け
て
お
く
た
め
、
夜
中
も
見
回
り
し
て
ス
ト
ー
ブ
に
給
油

し
て
い
た
。
学
校
に
大
き
な
ス
ト
ー
ブ
が
２
つ
あ
り
、
後
か
ら
支
援
物
資
で
大
き

な
ス
ト
ー
ブ
が
届
い
た
。当
初
は
電
気
が
な
か
っ
た
か
ら
反
射
式
の
小
さ
な
ス
ト
ー

や
む
を
え
ず
一
緒
に
45
号
線
を
遠
隔
操
作
室
ま
で
い
く
と
、
中
に
分
団
員
が
い
た
。

　
津
軽
石
川
の
堤
防
の
高
さ
は
海
面
か
ら
約
６
㍍
あ
り
、
水
門
を
開
け
て
河
川
敷

に
溜
ま
っ
た
水
は
排
水
さ
れ
て
も
、集
落
な
ど
に
溜
ま
っ
た
水
は
排
水
さ
れ
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
夜
９
時
過
ぎ
に
、
稲
荷
橋
の
近
く
に
あ
る
、
津
軽
石
川
へ
左
岸
か
ら

注
ぐ
川
の
水
門
を
開
け
て
排
水
し
た
。
何
か
が
引
っ
か
か
っ
て
お
り
手
動
で
20
㌢

ほ
ど
し
か
開
か
な
か
っ
た
が
、
一
晩
あ
れ
ば
水
が
抜
け
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
。
そ

の
後
、
避
難
所
に
行
っ
た
。（
中
野
規
男
氏
、
聞
き
取
り
８
）

　
中
野
氏
へ
の
聞
き
取
り
か
ら
、
地
震
後
の
津
軽
石
川
水
門
の
閉
鎖
作
業
に
は
、

大
き
な
困
難
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
り
わ
け
、
最
新
鋭
の
制
御
装
置
が
機

能
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
大
き
な
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
立

派
な
水
門
を
つ
く
っ
て
も
、
そ
れ
が
閉
門
で
き
な
い
の
で
は
意
味
が
な
い
。
そ
も

そ
も
地
震
は
大
き
く
揺
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
に
停
電
が
起
こ
る
可
能
性
が

高
い
の
も
当
然
で
あ
り
、
揺
れ
て
も
、
停
電
が
起
き
て
も
、
機
能
す
る
装
置
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
現
場
で
実
際
に
操
作
を
す
る
消
防
団
員
が
、
装
置
や

そ
の
操
作
方
法
に
つ
い
て
十
分
に
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
、
問
題
で
あ

ろ
う
。
最
新
鋭
の
制
御
装
置
も
、
人
間
が
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
な
け
れ
ば
動
か
な
い
。

こ
う
し
た
装
置
を
設
置
す
る
際
に
は
、
設
置
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
実
際
に

操
作
す
る
役
割
を
担
う
人
的
資
源
に
対
し
、
継
続
的
に
十
分
な
情
報
を
周
知
し
、

訓
練
の
機
会
を
提
供
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
続
い
て
、
翌
日
以
降
の
消
防
団
第
二
十
分
団
の
活
動
に
つ
い
て
、
や
は
り
中
野

氏
の
聞
き
書
き
な
ど
か
ら
み
て
い
く
。

■
翌
日
以
降
の
活
動

　
翌
12
日
の
早
朝
か
ら
、
生
存
者
救
助
の
た
め
の
活
動
を
し
た
。
国
道
45
号
線
に
、

あ
る
住
宅
の
２
階
部
分
だ
け
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
津
軽
石
駅
前
に
す

れ
違
い
の
た
め
停
車
し
て
い
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
は
押
し
流
さ
れ
て
、
く
の
字
に

な
っ
て
い
た
。
津
軽
石
に
は
、
盛
岡
西
消
防
署
レ
ス
キ
ュ
ー
が
ボ
ー
ト
を
持
っ
て

来
て
く
れ
て
、
宮
古
市
消
防
団
第
二
十
、二
十
一
、二
十
三
分
団
が
合
同
で
救
助
活

動
を
行
っ
た
。
ま
だ
水
位
が
下
が
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
ボ
ー
ト
で
移
動
し
て
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岸
地
域
を
担
当
し
て
い
る
。
震
災
後
の
救
助
や
捜
索
は
右
岸
地
域
を
担
当
し
た
。

分
団
長
の
佐
々
木
睦
雄
氏
を
は
じ
め
、
分
団
員
の
多
く
が
救
助
や
捜
索
に
携
わ
っ

た
。
佐
々
木
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
消
防
団
第
二
十
一
分
団
は
、
震
度
３
以
上
の
地
震
が
起
き
た
場
合
、
２
か
所
の

水
門
を
閉
鎖
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
ブ
レ
ー
キ
を
解
除
す
れ
ば
落

ち
て
い
く
落
差
式
で
、
閉
め
る
の
は
５
分
以
内
で
終
わ
る
が
、
上
げ
る
と
き
は
エ

ン
ジ
ン
を
か
け
て
上
げ
る
た
め
15
分
位
か
か
る
。
根
井
沢
川
が
津
軽
石
川
に
注
ぐ

地
点
に
あ
る
水
門
は
、
津
軽
石
川
の
河
口
か
ら
１
キ

ロ　
　

メ
ー
ト
ル

く
ら
い
上
流
に
あ
る
の
で

閉
め
て
も
あ
ま
り
意
味
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
今
回
の
震
災

で
は
閉
じ
た
水
門
の
高
さ
１
㍍
く
ら
い
の
と
こ
ろ
ま
で
水
が
上
が
り
、
根
井
沢
川

へ
の
津
波
の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
私
の
い
る
新
町
の
上
は
20
㌢
く
ら
い

水
が
き
た
が
、
そ
れ
は
旧
市
道
を
通
っ
て
き
た
水
で
、
も
し
水
門
が
な
か
っ
た
ら

50
㌢
位
に
は
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
水
門
を
閉
め
た
ら
、
次
は
「
避
難
し
て
下
さ
い
」
と
広
報
活
動
を
し
て
ま
わ
る
。

今
回
の
地
震
津
波
で
は
上
流
ま
で
水
が
来
な
か
っ
た
の
で
、
避
難
の
誘
導
が
主
に

な
っ
た
が
、
救
助
を
し
た
団
員
も
い
る
。
け
が
人
を
花
輪
を
経
由
し
て
宮
古
病
院

に
連
れ
て
行
っ
た
り
、
私
の
自
家
用
車
で
花
輪
に
１
人
連
れ
て
行
っ
た
り
も
し
た
。

栄
通
り
で
は
、
地
震
津
波
の
当
日
か
ら
翌
日
ま
で
自
宅
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た

人
が
多
数
お
り
、
た
ま
た
ま
あ
っ
た
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
13
人
を
救
助
し
た
。

　
翌
日
は
、
ま
だ
２
㍍
く
ら
い
水
が
あ
っ
た
た
め
、
建
物
の
２
階
か
ら
救
助
し
た
。

た
だ
、
ボ
ー
ト
が
２
人
乗
り
だ
っ
た
の
で
、
分
団
員
１
人
が
乗
っ
て
向
か
い
１
人

ず
つ
救
助
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
最
近
に
な
っ
て
市
の
危
機
管
理
課
か

ら
、第
２
方
面
隊
（
津
軽
石・赤
前・高
浜
に
あ
る
５
個
分
団
）
に
６
人
乗
り
の
ボ
ー

ト
や
照
明
器
具
な
ど
が
支
給
さ
れ
た
。（
佐
々
木
睦
雄
氏
、
聞
き
取
り
３
）

■
自
宅
で
地
震
に
あ
い
、
舘
山
公
園
へ
避
難
誘
導
す
る

　
同
じ
く
消
防
団
第
二
十
一
分
団
の
団
員
で
あ
る
館
下
光
利
氏
は
、
地
震
発
生
の

直
後
か
ら
避
難
誘
導
、
救
助
、
捜
索
な
ど
一
連
の
活
動
に
携
わ
っ
た
。

　
地
震
が
起
き
た
と
き
は
自
宅
に
い
た
。
赤
前
で
14
時
に
集
金
を
し
た
後
、
食
べ

そ
こ
ね
て
い
た
昼
食
を
津
軽
石
の
自
宅
で
食
べ
て
い
た
と
こ
ろ
、
携
帯
電
話
か
ら

ブ
し
か
使
え
ず
、
寒
い
た
め
に
み
な
ス
ト
ー
ブ
の
前
か
ら
動
か
な
か
っ
た
。
消
防

団
員
が
捜
索
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
び
し
ょ
び
し
ょ
に
濡
れ
て
い
て
、
服
を
脱
い

で
も
干
す
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
、ど
い
て
も
ら
っ
て
靴
下
な
ん
か
を
干
し
た
。当
初
、

小
学
校
に
あ
っ
た
の
は
ゴ
ザ
と
毛
布
だ
け
で
、
布
団
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
う
ち

に
フ
ワ
フ
ワ
の
毛
布
が
き
た
。
寒
か
っ
た
が
、
あ
あ
い
う
と
き
は
気
が
張
っ
て
る

か
ら
病
気
に
な
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
消
防
団
員
は
避
難
所
と
自
衛
隊
を
つ

な
ぐ
連
絡
係
の
役
割
も
果
た
し
た
。（
中
野
規
男
氏
、
聞
き
取
り
８
）

■
切
り
傷
を
放
っ
て
お
い
た
ら
、
足
が
腫
れ
上
が
る

　
３
月
末
位
に
静
岡
か
ら
医
師
団
が
来
て
、
学
校
の
医
務
室
と
教
室
を
ひ
と
つ
開

け
て
入
っ
て
も
ら
っ
た
。
泥
で
傷
が
つ
い
た
ら
、
破
傷
風
に
な
る
か
ら
す
ぐ
来
な

さ
い
と
言
わ
れ
た
。
足
に
切
り
傷
が
で
き
た
が
、
薬
が
な
い
た
め
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
い
た
ら
、
だ
ん
だ
ん
腫
れ
て
き
て
、
医
者
に
み
せ
た
と
こ
ろ
、
危
な
く
指
を

落
と
す
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
言
わ
れ
た
。
医
者
は
救
急
用
の
薬
を
も
っ
て
お
り
、
肺

炎
を
治
し
て
く
れ
た
り
、
風
邪
で
も
我
慢
せ
ず
に
す
ぐ
み
せ
に
く
る
よ
う
に
言
わ

れ
た
。
そ
ば
に
い
て
く
れ
て
安
心
で
き
た
。（
中
野
規
男
氏
、
聞
き
取
り
８
）

　
翌
日
以
降
の
作
業
に
関
す
る
記
述
か
ら
、
以
下
の
課
題
が
指
摘
で
き
る
。
地
震

津
波
の
翌
日
に
な
っ
て
も
、
流
れ
込
ん
だ
水
が
引
い
て
い
な
か
っ
た
の
は
津
軽
石

川
に
流
れ
込
む
小
河
川
の
水
門
の
多
く
が
閉
鎖
さ
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

消
防
団
員
が
ボ
ー
ト
で
移
動
し
て
水
門
を
開
放
し
、
ま
た
管
轄
外
だ
っ
た
津
軽
石

川
右
岸
河
口
近
く
に
注
ぐ
土
谷
川
の
水
門
も
開
放
し
、
よ
う
や
く
排
水
さ
れ
た
。

水
の
侵
入
を
防
ぐ
水
門
は
、
一
旦
越
え
て
し
ま
え
ば
、
今
度
は
溜
ま
っ
た
水
の
排

出
を
妨
げ
て
し
ま
う
。津
軽
石
川
に
注
ぐ
小
河
川
の
水
門
は
ど
れ
も
水
門
ま
で
行
っ

て
開
閉
す
る
仕
様
で
あ
り
、
そ
こ
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
お
い
て
、
ど
の

よ
う
に
開
閉
作
業
を
行
う
か
に
つ
い
て
、
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

イ　
消
防
団
第
二
十
一
分
団

■
活
動
の
概
要

　
消
防
団
第
二
十
一
分
団
は
、
津
軽
石
川
の
河
口
よ
り
や
や
上
流
に
位
置
す
る
両
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仕
方
が
な
い
の
で
、
分
団
員
が
身
体
を
ロ
ー
プ
で
結
え
て
ボ
ー
ト
に
乗
り
、
そ
の

辺
に
流
れ
て
き
た
木
材
を
艪
の
代
わ
り
に
し
て
漕
い
で
行
っ
て
救
出
し
、
ボ
ー
ト

に
乗
せ
、
分
団
員
の
身
体
に
結
え
て
あ
る
ロ
ー
プ
を
他
の
分
団
員
が
引
っ
張
っ
て

引
き
寄
せ
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
上
に
立
っ
て
い
る
人
、
ト
ラ
ッ
ク
の
上
に
い
る
人
、

保
冷
車
の
上
に
い
る
人
な
ど
、
暗
く
な
る
ま
で
の
あ
い
だ
、
声
が
聞
こ
え
る
人
は

助
け
た
。
２
人
く
ら
い
ず
つ
軽
ト
ラ
に
乗
せ
て
、
ガ
タ
ガ
タ
震
え
て
い
た
か
ら
分

団
の
屯
所
や
新
町
公
民
館
に
連
れ
て
来
て
、
分
団
に
あ
っ
た
発
電
機
や
ポ
ッ
ト
式

ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
た
。
新
町
公
民
館
は
避
難
所
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、
そ

こ
に
連
れ
て
行
っ
た
り
、
中
学
校
へ
連
れ
て
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
う
ち
の
１
人
は
北
上
市
か
ら
遊
び
に
来
て
い
た
女
性
で
、
津
波
で
車
ご
と

流
さ
れ
て
、
助
け
た
時
に
は
ガ
タ
ガ
タ
震
え
て
い
た
。
や
む
を
え
ず
バ
ス
タ
オ
ル

と
私
の
ジ
ャ
ー
ジ
を
渡
し
て
着
替
え
さ
せ
た
。
他
に
も
濡
れ
て
震
え
て
い
る
女
の

人
が
い
て
、
そ
こ
に
ち
ょ
う
ど
帰
っ
て
き
た
姉
に
言
っ
て
服
を
貸
し
て
着
替
え
さ

せ
た
が
、
そ
の
人
は
公
民
館
に
来
た
が
ら
な
か
っ
た
の
で
、
仕
方
な
く
姉
が
山
田

町
の
豊
間
根
に
あ
る
母
の
実
家
に
連
れ
て
行
っ
た
。そ
こ
は
水
も
山
の
沢
水
を
使
っ

て
い
る
し
、
薪
ス
ト
ー
ブ
を
使
っ
て
い
て
、
米
も
野
菜
も
あ
る
し
、
こ
こ
よ
り
は

食
べ
物
に
苦
労
し
な
い
か
ら
、
す
で
に
息
子
た
ち
に
も
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
ち
行
け
と

い
っ
て
行
か
せ
て
あ
っ
た
。
北
上
か
ら
誰
か
探
し
に
来
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
と

い
う
こ
と
で
、
そ
の
人
に
名
前
を
書
い
て
も
ら
っ
て
掲
示
し
て
お
い
た
ら
、
２
、３

日
経
っ
て
か
ら
や
は
り
探
し
に
き
て
、
連
絡
を
と
り
あ
っ
て
来
て
も
ら
っ
て
帰
し

た
。（
館
下
光
利
氏
、
聞
き
取
り
９
）

■
当
日
の
夜
中
、
車
両
火
災
の
た
め
出
動
す
る

　
当
日
の
晩
み
ん
な
で
屯
所
に
雑
魚
寝
し
て
い
る
と
き
、
宮
古
の
本
部
か
ら
出
動

要
請
が
来
た
。「
出
動
で
き
る
分
団
あ
り
ま
せ
ん
か
、
出
動
で
き
る
分
団
あ
り
ま

せ
ん
か
」
と
一
生
懸
命
言
っ
て
い
た
が
、
当
初
み
ん
な
怖
く
て
返
答
し
な
か
っ
た
。

大
通
り
で
車
が
燃
え
る
火
事
が
発
生
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。水
道
が
止
ま
っ

て
い
た
か
ら
防
火
水
槽
を
使
う
し
か
な
い
が
、
近
く
に
い
く
つ
も
あ
る
わ
け
で
は

な
い
か
ら
遠
く
の
防
火
水
槽
か
ら
も
引
っ
張
っ
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た

め
に
ポ
ン
プ
車
を
何
台
も
繋
ぐ
必
要
が
あ
っ
た
。
ど
こ
か
か
ら
か
引
っ
張
っ
て
こ

緊
急
地
震
速
報
が
聞
こ
え
た
。
ひ
ど
い
揺
れ
だ
っ
た
の
で
、
ガ
ス
を
止
め
て
戸
締

ま
り
を
し
て
外
へ
出
た
。
袢
天
を
着
て
分
団
屯
所
へ
行
き
、
踏
切
か
ら
舘
山
公
園

高
台
の
避
難
場
所
へ
避
難
誘
導
を
し
た
。
地
域
の
人
た
ち
が
避
難
し
て
き
て
、
一

輪
車
に
乗
っ
て
き
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
降
ろ
し
た
り
し
た
。
こ
こ
ま
で
は
来
ね
え

べ
や
な
ど
と
世
間
話
を
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
に
舘
山
に
上
が
っ
て
い
た
人
た
ち

が
、
水
門
を
越
え
た
と
言
い
な
が
ら
降
り
て
き
た
。
こ
こ
ま
で
来
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、
津
波
で
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
が
流
さ
れ
た
た
め
に
感
知
し

た
の
か
、
遮
断
機
が
降
り
て
し
ま
い
、
避
難
し
て
く
る
車
が
通
れ
な
く
な
っ
た
。

車
に
乗
っ
て
い
る
人
に
遮
断
機
を
壊
せ
壊
せ
と
叫
ん
だ
が
壊
さ
な
い
た
め
、
走
っ

て
行
っ
て
２
本
あ
る
遮
断
機
を
１
つ
ず
つ
開
け
た
り
閉
め
た
り
し
て
車
を
通
し
た

が
、
１
人
で
や
っ
て
い
た
の
で
は
埒
が
あ
か
な
い
。
遮
断
機
を
折
ろ
う
と
し
た
が

う
ま
く
折
れ
ず
、
後
ろ
に
ト
ラ
ッ
ク
が
い
た
か
ら
遮
断
機
を
壊
し
て
く
れ
と
言
っ

た
が
壊
し
て
く
れ
ず
、
石
を
は
さ
ん
で
み
た
り
も
し
た
が
、
そ
う
い
う
と
き
に
限
っ

て
近
く
に
あ
る
石
が
小
さ
く
て
う
ま
く
い
か
な
い
。
そ
う
や
っ
て
い
る
う
ち
に
黒

い
波
が
来
る
の
が
見
え
た
た
め
、
車
は
国
道
の
ほ
う
へ
誘
導
し
て
、
自
分
は
線
路

を
走
っ
て
逃
げ
た
。
波
と
平
行
に
走
っ
て
い
る
う
ち
に
後
ろ
で
津
波
が
根
井
沢
川

に
落
ち
る
ザ
バ
ー
ン
と
い
う
音
が
聞
こ
え
た
。
自
宅
そ
ば
の
高
台
に
な
っ
て
い
る

恵
比
寿
様
の
と
こ
ろ
に
近
所
の
人
た
ち
が
避
難
し
て
お
り
、
こ
の
へ
ん
の
家
に
日

中
に
誰
が
い
る
か
わ
か
っ
て
い
た
か
ら
、
声
を
か
け
て
安
否
を
確
認
し
た
。
国
道

へ
出
て
ど
ち
ら
へ
走
っ
て
逃
げ
れ
ば
い
い
か
迷
っ
て
い
る
う
ち
に
津
波
が
止
ま
っ

た
た
め
屯
所
に
行
く
と
、今
度
は
救
助
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。（
館
下
光
利
氏
、

聞
き
取
り
９
）

■
ボ
ー
ト
を
借
り
て
右
岸
で
救
助
活
動
を
行
う

　
二
十
分
団
が
津
軽
石
川
の
左
岸
、
二
十
一
分
団
が
右
岸
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
、
駒
形
橋
を
渡
っ
て
行
っ
て
み
る
と
、
車
で
流
さ
れ
て
き
て
窓
か
ら
出
た
く
て

も
出
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る
人
が
た
く
さ
ん
お
り
、
助
け
ろ
助
け
ろ
と
叫
ん
で

い
た
。
新
町
公
民
館
の
隣
に
あ
る
舘
京
自
動
車
に
あ
っ
た
２
㍍
弱
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
ボ
ー
ト
を
分
団
員
が
借
り
て
持
っ
て
い
っ
た
。
だ
が
ボ
ー
ト
の
周
囲
に
ロ
ー

プ
を
結
ぶ
穴
が
な
か
っ
た
。
使
っ
て
い
な
い
ボ
ー
ト
だ
っ
た
た
め
艪
も
な
か
っ
た
。
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い
こ
う
か
と
も
思
っ
た
が
、
歩
い
て
帰
る
と
言
っ
て
自
転
車
を
置
い
て
行
っ
て
し

ま
っ
た
。

　
交
通
整
理
を
し
て
い
た
と
き
大
変
だ
っ
た
の
は
、
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
て
通
行
止

め
に
す
る
と
、
喧
嘩
に
な
る
こ
と
だ
っ
た
。
危
な
い
と
こ
ち
ら
が
言
っ
て
も
、
相

手
は
行
き
た
い
通
り
た
い
と
言
い
張
る
。
権
限
が
な
い
か
ら
、
ど
う
し
て
も
行
き

た
い
と
い
う
場
合
は
行
か
せ
る
し
か
な
か
っ
た
。
う
る
さ
い
行
か
せ
ろ
と
言
わ
れ

た
ら
仕
方
が
な
い
。
国
道
は
地
元
の
建
設
会
社
が
作
業
し
て
地
震
の
翌
日
に
は
開

通
し
た
。

■
取
り
残
さ
れ
た
人
た
ち
を
救
助
す
る

　
翌
朝
に
は
だ
い
ぶ
水
は
引
い
て
い
た
が
、
家
屋
の
２
階
に
取
り
残
さ
れ
た
人
が

け
っ
こ
う
い
た
。
声
か
け
し
な
が
ら
確
認
し
て
、
中
学
校
の
方
に
向
か
っ
て
が
れ

き
の
間
を
い
く
と
、
お
じ
い
さ
ん
の
声
が
し
た
。
階
段
ま
で
泥
が
来
て
い
た
が
家

は
そ
の
ま
ま
あ
り
、
中
学
校
の
避
難
所
に
行
く
か
と
聞
く
と
、
お
ば
あ
さ
ん
も
い

る
か
ら
置
い
て
い
く
わ
け
に
い
か
な
い
と
言
う
。
そ
こ
で
一
緒
に
連
れ
て
行
こ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
泥
だ
ら
け
だ
が
上
が
っ
て
い
い
か
と
聞
い
て
、
上
が
っ
て

い
く
と
お
ば
あ
さ
ん
が
震
え
て
い
た
。
が
れ
き
が
あ
っ
て
お
ば
あ
さ
ん
を
背
負
っ

て
出
て
行
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
無
線
で
連
絡
し
て
他
の
団
員
を
呼
ん

だ
。
お
ば
あ
さ
ん
を
私
が
お
ぶ
り
、
見
た
く
な
い
だ
ろ
う
か
ら
目
を
つ
ぶ
っ
て
な

さ
い
と
言
っ
て
、
お
じ
い
さ
ん
は
他
の
団
員
２
人
が
支
え
な
が
ら
歩
き
、
堤
防
へ

上
げ
て
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
て
中
学
校
に
い
っ
た
。

　
長
靴
を
履
い
て
ヘ
ド
ロ
と
が
れ
き
の
上
を
歩
き
、
一
軒
一
軒
ま
ず
は
生
き
て
い

る
人
が
い
る
か
ど
う
か
鳶
口
を
使
っ
て
見
て
回
り
、
そ
の
後
も
何
回
も
改
め
て
見

て
歩
い
た
。
一
度
見
た
だ
け
で
は
ど
う
し
て
も
見
落
と
し
が
あ
る
。
中
学
校
の
裏

か
孵
化
場
の
近
く
に
大
き
な
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
タ
ン
ク
が
流
さ
れ
て
き
て
、
ガ
ス

が
シ
ュ
ー
シ
ュ
ー
と
漏
れ
て
気
持
ち
悪
い
臭
い
が
し
た
が
、
行
く
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

　
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
て
ま
た
津
波
が
来
る
と
い
わ
れ
て
、
慌
て
て
近
く
に
あ
っ
た

栗
の
木
に
登
り
、
そ
こ
か
ら
川
に
波
が
ザ
ザ
ザ
ザ
ー
っ
と
来
る
の
を
見
た
り
も
し

た
。
大
き
い
の
は
も
う
来
な
か
っ
た
が
、
小
さ
い
の
は
何
回
か
来
た
。
津
波
の
様

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
る
と
二
十
分
団
が
「
ど
こ
に
行
け
ば
い
い
で
す
か
」
と

返
答
し
、「
こ
れ
こ
れ
こ
う
い
う
訳
で
と
り
あ
え
ず
大
通
り
に
行
っ
て
本
部
の
指

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
い
る
の
が
聞
こ
え
た
。
そ
れ
で
、
二
十
分
団

が
行
く
の
な
ら
自
分
た
ち
も
行
か
な
い
わ
け
に
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

「
二
十
一
分
団
も
出
動
し
ま
す
」
と
返
事
し
た
。
消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
て

二
十
分
団
や
赤
前
の
分
団
が
出
動
し
た
の
が
わ
か
っ
た
。
家
に
戻
っ
て
い
た
分
団

長
も
屯
所
に
戻
っ
て
き
て
、
10
人
く
ら
い
で
根
井
沢
か
ら
花
輪
を
回
っ
て
行
っ
た
。

そ
の
日
は
何
も
食
べ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
辛
か
っ
た
。
防
火
水
槽
が
あ
る
と
こ
ろ

に
行
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
も
う
別
の
分
団
が
い
た
。
そ
こ
へ
本
部
の
車
が
来
て
、

閉
伊
川
か
ら
水
を
汲
む
か
ら
と
言
う
の
で
宮
古
橋
の
近
く
に
行
っ
た
が
、
や
は
り

無
理
だ
と
い
う
こ
と
で
待
機
に
な
っ
た
。
何
も
で
き
ず
に
ポ
ン
プ
車
で
待
機
し
て

い
た
。（
館
下
光
利
氏
、
聞
き
取
り
９
）

■
翌
朝
か
ら
出
動
、
交
通
整
理
を
す
る

　
鎮
火
し
た
後
、
夜
中
の
３
時
か
４
時
に
帰
っ
て
き
た
ら
、
本
部
よ
り
５
時
か
ら

捜
索
を
始
め
る
と
無
線
が
入
っ
た
。
出
動
前
の
点
検
を
し
て
い
た
ら
、
二
十
分
団

の
分
団
長
の
声
で
本
部
へ
無
線
が
入
る
の
が
聞
こ
え
た
。
前
日
に
床
上
浸
水
し
た

が
、
残
っ
て
い
た
家
か
ら
テ
レ
ビ
が
盗
ま
れ
、
分
団
が
盗
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
た
と
。
日
本
人
は
規
律
正
し
い
と
言
わ
れ
る
が
、
現
実
に
は
か
な
り
盗
難

が
発
生
し
た
。
ち
ょ
う
ど
大
き
く
て
高
額
な
テ
レ
ビ
を
新
し
く
買
っ
た
家
が
多
く
、

そ
れ
が
か
な
り
盗
ま
れ
た
。
や
は
り
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
る
。
自
分
の
分
団
の
管

轄
地
区
で
あ
れ
ば
誰
の
家
か
と
い
う
こ
と
は
大
体
わ
か
る
が
、
少
し
離
れ
る
と
わ

か
ら
な
い
。
見
回
っ
て
い
る
と
き
に
誰
か
に
声
を
か
け
て
あ
れ
は
自
分
の
家
だ
と

言
わ
れ
て
も
、
本
当
に
そ
う
な
の
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
う
や
っ
て
昼
間
の
う
ち
に

目
ぼ
し
い
も
の
を
見
つ
け
て
夜
中
に
持
っ
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
朝
早
く
交
通
整
理
を
し
て
い
た
と
き
、
歩
い
て
く
る
男
性
を
見
つ
け
、
聞
け
ば

大
沢
か
ら
歩
い
て
き
た
と
い
う
。
息
子
が
宮
古
工
業
高
校
に
通
っ
て
い
て
、
地
震

の
と
き
は
友
だ
ち
の
と
こ
ろ
に
遊
び
に
来
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
安
否
が
わ
か
ら

な
い
と
い
う
。
駒
形
橋
を
渡
っ
て
遠
回
り
だ
が
藤
畑
を
ま
わ
っ
て
誰
か
に
聞
い
て

み
ろ
と
言
っ
て
、
自
転
車
を
貸
し
た
。
そ
の
後
、
息
子
と
戻
っ
て
き
て
、
送
っ
て
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う
わ
あ
っ
と
い
う
感
じ
で
、辛
い
。
今
で
も
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
し
て
、眠
れ
な
か
っ

た
り
、
涙
が
流
れ
て
き
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
や
っ
て
話
し
て
い
る
と
き

は
い
い
の
だ
が
、
何
か
の
拍
子
に
思
い
出
し
て
、
走
馬
灯
の
よ
う
に
そ
の
光
景
が

頭
に
浮
か
び
、
眠
れ
な
く
な
る
。
忘
れ
よ
う
と
す
る
と
忘
れ
ら
れ
な
い
か
ら
、
そ

う
い
う
時
は
深
夜
番
組
を
見
て
、
見
て
い
る
う
ち
に
ウ
ト
ウ
ト
し
て
眠
れ
る
と
き

も
あ
る
。
本
を
読
ん
で
気
を
紛
ら
わ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
逆
に
眠
ろ
う
眠
ろ
う
と

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
次
か
ら
次
へ
と
思
い
出
し
て
眠
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
宮
古
小

学
校
の
避
難
所
に
精
神
科
の
先
生
が
来
て
い
て
、精
神
安
定
剤
を
く
れ
る
か
ら
行
っ

て
み
れ
ば
と
勧
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
ん
な
暇
は
な
い
と
断
っ
た
が
、
あ
の

時
も
ら
っ
て
お
け
ば
眠
れ
た
の
に
な
と
思
う
こ
と
も
あ
る
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

や
り
と
り
を
し
て
い
て
、
同
じ
経
験
を
し
た
人
が
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
自
分

よ
り
も
っ
と
ひ
ど
い
人
も
た
く
さ
ん
い
る
だ
ろ
う
と
思
う
。（
館
下
光
利
氏
、
聞
き

取
り
９
）

■
屯
所
で
寝
泊
ま
り
す
る
も
、
う
ま
く
眠
れ
な
い

　
私
の
自
宅
は
被
災
し
な
か
っ
た
が
、
他
の
団
員
が
着
の
身
着
の
ま
ま
な
の
に
自

分
だ
け
家
に
帰
っ
て
水
風
呂
を
浴
び
る
と
い
う
わ
け
に
も
い
か
な
か
っ
た
。
座
布

団
も
２
つ
く
ら
い
し
か
な
か
っ
た
の
で
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
枕
に
し
て
眠
っ
た
が
、
痛

か
っ
た
。
休
む
の
も
大
変
で
、
足
を
伸
ば
し
て
休
み
た
い
が
伸
ば
せ
ず
、
眠
る
の

も
早
い
も
の
勝
ち
で
、
い
び
き
が
す
ご
く
て
眠
れ
ず
、
ス
ト
ー
ブ
に
あ
た
っ
て
夜

を
明
か
し
た
り
し
た
。
靴
下
が
臭
い
な
あ
と
思
っ
て
も
、
自
分
の
も
臭
い
か
ら
言

え
な
い
。

　
地
震
か
ら
４
、５
日
後
、
電
気
か
水
道
が
通
じ
た
と
き
、
１
度
家
に
帰
っ
て
い
い

ぞ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
と
き
初
め
て
帰
宅
し
て
水
風
呂
に
入
り
着
替
え
た
。

そ
の
後
、
鉄
板
入
り
の
長
靴
や
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
が
全
員
分
、
支
給
さ
れ
た
。

発
電
機
用
の
ガ
ソ
リ
ン
が
少
な
く
な
っ
た
が
緊
急
車
両
だ
と
い
う
こ
と
で
売
っ
て

も
ら
え
た
。
灯
油
は
も
ら
え
な
か
っ
た
か
ら
、
昼
間
は
な
る
べ
く
使
わ
な
い
な
ど

節
約
し
た
。ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
そ
の
辺
り
に
あ
る
の
を
見
つ
け
て
き
て
使
っ

た
。（
館
下
光
利
氏
、
聞
き
取
り
９
）

子
を
見
な
が
ら
、
と
り
あ
え
ず
Ｏ
Ｋ
だ
な
、
な
ど
と
無
線
で
連
絡
を
取
り
合
い
な

が
ら
歩
い
た
。
水
た
ま
り
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
っ
た
。
中
学
校
の
裏
の
水
た
ま
り
に

小
魚
が
た
く
さ
ん
い
て
キ
ラ
キ
ラ
光
っ
て
お
り
、
よ
く
見
た
ら
孵
化
し
た
ば
か
り

の
鮭
の
稚
魚
だ
っ
た
。
カ
ラ
ス
や
カ
モ
メ
、
ト
ン
ビ
が
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
い
た
。

　
捜
索
の
際
に
と
て
も
困
っ
た
の
が
、
漁
網
や
浮
き
輪
や
浮
玉
が
か
ら
ん
で
引
っ

か
か
っ
て
い
た
こ
と
で
、
水
門
に
も
絡
ん
で
い
た
。
ロ
ー
プ
が
硬
く
て
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
で
切
る
し
か
な
い
。
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
か
ら
流
れ
て
き
た
ラ
ワ
ン
材
も
少

し
あ
っ
た
。（
館
下
光
利
氏
、
聞
き
取
り
９
）

　
■
辛
い
遺
体
捜
索
、
今
も
思
い
出
す

　
捜
索
は
２
週
間
く
ら
い
続
け
た
。
や
は
り
見
落
と
し
が
あ
る
た
め
、時
間
が
経
っ

て
か
ら
き
ち
ん
と
探
し
た
。
二
十
分
団
は
こ
こ
、
二
十
一
分
団
は
こ
こ
と
い
う
よ

う
に
手
分
け
し
て
探
し
た
。

　
遺
体
捜
索
に
つ
い
て
は
、
怖
く
な
る
の
で
思
い
出
し
た
く
な
い
。
何
日
か
経
っ

て
泥
が
乾
燥
し
て
く
る
と
、埋
ま
っ
て
い
た
足
や
手
が
見
え
て
く
る
。見
つ
け
る
と
、

あ
っ
た
、
と
。
無
線
を
入
れ
て
、
ど
ち
ら
を
向
い
て
る
か
、
北
か
南
か
、
仰
向
け

か
う
つ
伏
せ
か
を
報
告
し
、
泥
を
払
い
毛
布
で
包
ん
で
車
が
通
れ
る
と
こ
ろ
ま
で

運
ん
で
お
き
、
市
の
職
員
や
自
衛
隊
員
が
来
た
ら
、
詳
し
い
状
況
を
伝
え
て
引
き

渡
す
。

　
今
で
も
よ
く
思
い
出
す
光
景
が
あ
る
。ま
ず
手
が
見
え
た
、右
手
が
。あ
あ
、い
た
、

と
。
背
中
が
膨
ら
ん
で
い
た
の
で
リ
ュ
ッ
ク
だ
と
思
っ
た
が
、よ
く
み
る
と
赤
ち
ゃ

ん
だ
っ
た
。
近
く
に
も
う
１
人
子
ど
も
が
い
る
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、

そ
の
近
く
を
一
生
懸
命
探
し
た
が
見
つ
け
ら
れ
ず
、
結
局
二
十
分
団
が
見
つ
け
た
。

後
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、そ
の
人
は
家
に
戻
ら
な
け
れ
ば
助
か
っ
た
は
ず
だ
っ

た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
、
赤
ち
ゃ
ん
を
背
負
い
２
、３
歳
の
子
を
連
れ
た
お
嫁
さ
ん

の
４
人
で
栄
通
り
を
歩
い
て
避
難
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
後
ろ
か
ら
き
た
車
が
乗
り

な
さ
い
と
言
っ
て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
乗
せ
、
お
嫁
さ
ん
に
お
前
さ
ん
も
乗
っ
て
行

き
な
さ
い
と
言
っ
た
が
、
嫁
さ
ん
は
何
か
忘
れ
た
と
言
っ
て
子
ど
も
た
ち
と
戻
っ

て
し
ま
っ
た
の
だ
と
い
う
。
そ
れ
が
一
番
頭
に
残
っ
て
い
る
。

　
遺
体
は
傷
だ
ら
け
だ
っ
た
り
泥
だ
ら
け
だ
っ
た
り
す
る
。
見
つ
け
て
し
ま
う
と
、
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津
軽
石
に
は
４
分
団
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
二
十
二
分
団
（
赤
前
）
と
二
十
分

団
（
本
町
）
は
被
害
が
大
き
く
あ
ま
り
機
能
で
き
ず
、
炊
き
出
し
が
で
き
た
の
は

被
害
が
な
か
っ
た
二
十
三
分
団
だ
け
だ
っ
た
。
米
を
も
ら
い
に
近
所
を
回
る
と
、

農
家
が
多
い
か
ら
、次
か
ら
は
「
も
っ
て
け
ー
」
と
言
わ
れ
て
雪
崩
の
よ
う
に
持
っ

て
き
て
く
れ
て
助
か
っ
た
。
津
波
の
後
す
ぐ
に
発
電
機
を
入
手
し
て
お
い
た
た
め
、

も
ら
っ
た
籾
付
き
米
を
精
米
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
小
学
校
、
中
学
校
、
瑞
雲
寺
、

後
は
ス
タ
ン
ド
に
取
り
残
さ
れ
た
人
た
ち
に
、
朝
昼
晩
と
届
け
た
。

　
屯
所
は
分
団
長
が
指
揮
を
し
て
い
た
。
分
団
長
が
頼
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
が
、

段
々
に
地
域
の
女
性
が
集
ま
り
お
に
ぎ
り
な
ど
を
一
緒
に
つ
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

初
日
は
２
人
だ
っ
た
の
が
、
払
川
公
民
館
の
人
た
ち
が
何
人
か
来
て
や
っ
て
く
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。瑞
雲
寺
の
ほ
う
に
湧
き
水
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
汲
み
に
行
っ

て
も
ら
っ
た
。
払
川
の
人
た
ち
の
車
で
お
に
ぎ
り
を
配
り
に
行
っ
た
。（
長
澤
光
彦

氏
、
聞
き
取
り
２
・
聞
き
取
り
７
）

■
赤
前
で
捜
索
や
道
路
確
保
の
作
業
を
す
る

　
翌
日
以
降
、
分
団
長
は
屯
所
に
い
て
指
示
を
出
し
、
副
分
団
長
の
私
は
外
回
り

と
い
う
役
割
分
担
だ
っ
た
。
拠
点
は
分
団
屯
所
で
、
区
長
も
来
て
分
団
長
と
相
談

し
た
。
あ
ら
か
じ
め
そ
う
い
う
相
談
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
様
子
を

見
な
が
ら
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
や
る
し
か
な
か
っ
た
。
私
は
５
〜
６
人
の
分
団

員
と
捜
索
に
行
っ
た
。自
分
た
ち
は
赤
前
地
区
に
捜
索
や
道
路
確
保
の
作
業
に
い
っ

た
。
が
れ
き
の
山
で
ふ
さ
が
っ
て
い
て
、
通
れ
る
道
路
は
１
本
だ
け
だ
っ
た
。
最

初
は
爆
撃
で
も
受
け
た
よ
う
に
見
え
た
。
ゾ
ッ
と
し
て
、
そ
れ
か
ら
１
年
く
ら
い

後
ま
で
夢
に
み
た
。
他
の
人
も
や
は
り
そ
う
だ
っ
た
よ
う
だ
。
駒
形
橋
を
渡
り
、

駒
形
か
ら
山
を
回
り
、
宮
古
工
業
高
校
付
近
か
ら
捜
索
を
開
始
し
、
道
路
の
上
に

残
っ
て
い
る
も
の
を
ど
か
し
な
が
ら
、
赤
前
の
方
向
に
北
上
し
て
い
っ
た
。
赤
前

の
分
団
は
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
か
、
別
行
動
だ
っ
た
。

　
一
軒
の
家
を
バ
ラ
し
な
が
ら
捜
索
す
る
の
に
１
日
か
か
る
が
、
そ
れ
を
と
り
あ

え
ず
半
日
く
ら
い
で
や
っ
た
。
ま
ず
は
人
を
探
し
、
一
段
落
し
て
か
ら
家
屋
を
バ

ラ
し
て
い
っ
た
。
何
度
も
何
度
も
捜
索
し
た
。
ざ
っ
と
見
て
、い
な
い
な
あ
と
言
っ

て
移
動
し
て
、結
局
そ
こ
か
ら
見
つ
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
車
が
何
台
も
重
な
っ

　
第
二
十
一
分
団
が
救
助
捜
索
を
担
当
し
た
の
は
、主
に
津
軽
石
川
の
右
岸
で
あ
っ

た
。左
岸
に
比
べ
右
岸
に
は
津
波
が
勢
い
よ
く
流
れ
込
み
、多
く
の
人
が
亡
く
な
り
、

ま
た
建
物
の
被
害
も
大
き
か
っ
た
。
そ
こ
で
の
捜
索
活
動
は
、
肉
体
的
に
も
そ
う

だ
が
、と
り
わ
け
精
神
的
に
過
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
。館
下
氏
の
聞
き
取
り
か
ら
は
、

そ
の
記
憶
は
時
間
が
経
っ
て
も
容
易
に
薄
ま
ら
ず
、
苦
し
み
を
も
た
ら
し
続
け
て

い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

ウ　
消
防
団
第
二
十
三
分
団

■
地
震
発
生
と
避
難
、

　
消
防
団
第
二
十
三
分
団
は
、
二
十
、二
十
一
分
団
よ
り
も
津
軽
石
川
の
上
流
に
あ

た
る
払
川
地
域
を
担
当
し
て
い
る
。
直
接
の
被
害
は
少
な
か
っ
た
地
域
で
あ
り
、

地
震
津
波
の
後
は
、
捜
索
活
動
と
後
方
支
援
活
動
を
行
っ
た
。
副
分
団
長
の
長
澤

光
彦
氏
に
よ
れ
ば
以
下
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
。

　
第
二
十
三
分
団
の
分
団
員
た
ち
は
、
地
震
の
後
、
担
当
し
て
い
る
河
川
の
水
門

を
閉
め
て
か
ら
避
難
し
た
よ
う
だ
。
私
は
19
時
こ
ろ
に
屯
所
に
到
着
し
た
が
、
ど

こ
も
真
っ
暗
だ
っ
た
た
め
翌
朝
６
時
か
ら
活
動
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
。
備
蓄
し

て
あ
っ
た
毛
布
を
届
け
に
津
軽
石
小
学
校
へ
向
か
っ
た
が
、
泥
と
が
れ
き
に
阻
ま

れ
て
辿
り
つ
け
ず
、
途
中
で
引
き
渡
し
た
。
近
く
に
電
気
屋
が
い
た
の
で
発
電
機

を
借
り
て
き
て
電
気
を
点
け
て
も
ら
い
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
と
お
に
ぎ
り
を
食
べ

て
12
時
過
ぎ
に
仮
眠
し
た
。
着
物
が
少
な
く
て
寒
か
っ
た
。（
長
澤
光
彦
氏
、
聞
き

取
り
２
）

■
翌
朝
か
ら
屯
所
で
お
に
ぎ
り
を
つ
く
り
避
難
所
に
届
け
る

　
翌
朝
６
時
に
起
床
し
、
自
分
の
妻
や
分
団
長
の
奥
さ
ん
を
屯
所
に
連
れ
て
来
て

お
に
ぎ
り
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
、
分
団
員
に
食
べ
さ
せ
て
か
ら
、
中
学
校
と
小
学

校
に
避
難
し
て
い
る
人
た
ち
に
届
け
た
。
当
初
は
瑞
雲
寺
に
も
避
難
者
が
い
た
の

で
、
や
は
り
お
に
ぎ
り
を
持
っ
て
行
っ
た
。
宮
古
工
業
高
校
は
周
り
に
水
が
あ
っ

て
届
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
払
川
地
区
の
人
た
ち
が
手
伝
い

に
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
４
月
末
ま
で
毎
日
お
に
ぎ
り
を
１
０
０
個
以
上

つ
く
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
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話
も
聞
い
た
。
箪
笥
を
見
る
と
引
き
出
し
が
空
っ
ぽ
だ
っ
た
り
し
た
。
捜
索
の
際
、

お
金
や
バ
ッ
グ
な
ど
を
見
つ
け
た
と
き
、
後
で
回
収
す
れ
ば
い
い
と
考
え
そ
の
ま

ま
に
し
た
が
、
夜
中
に
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
明
か
り
が
つ
い
て
い
た
ら
し
く
、
次

の
日
に
行
っ
た
ら
金
庫
が
こ
じ
開
け
ら
れ
た
り
し
て
い
た
。
後
か
ら
あ
の
時
回
収

し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
。
捜
索
だ
と
か
い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
い
ろ
ん
な

人
が
来
て
い
た
が
、
そ
こ
に
泥
棒
も
か
な
り
混
じ
っ
て
い
た
。（
長
澤
光
彦
氏
、
聞

き
取
り
２
）

　
以
上
、
消
防
団
の
諸
活
動
に
つ
い
て
３
つ
の
分
団
ご
と
に
記
述
し
た
。
地
震
津

波
の
後
、
被
災
し
た
壮
絶
な
現
場
に
入
っ
て
い
き
、
救
助
や
捜
索
の
活
動
を
行
っ

た
の
は
消
防
団
員
た
ち
で
あ
っ
た
。
交
通
や
情
報
が
寸
断
さ
れ
た
状
況
下
で
、
自

分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
す
る
他
な
い
。
東
日
本
大
震
災
の
際
、
地
域
社
会

の
先
頭
に
た
ち
重
要
な
活
動
を
行
っ
た
の
が
、
消
防
団
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
活
動
に
よ
り
、
津
波
が
侵
入
し
な
い
よ
う
に
水
門
が
閉
じ
ら
れ
、
ま
た
溜
ま
っ

て
し
ま
っ
た
水
を
排
出
す
る
た
め
に
開
か
れ
、
車
や
家
屋
な
ど
に
取
り
残
さ
れ
た

人
た
ち
が
救
助
さ
れ
、
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
が
見
つ
か
り
、
道
路
な
ど
の
安
全
が

確
保
さ
れ
、
ま
た
避
難
所
へ
の
食
料
支
援
が
な
さ
れ
た
。
泥
棒
に
対
応
で
き
な
い

な
ど
、
む
ろ
ん
完
全
で
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
そ
の
貢
献
は
最
大
限
、
強
調
さ
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
他
方
、
そ
の
貢
献
を
成
し
遂
げ
た
人
々
の
語
り
か
ら
は
、
大
き
な
課
題
が
浮
か

び
上
が
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
過
酷
な
活
動
内
容
に
よ
る
負
担
の
大
き
さ
で
あ
る
。

食
事
も
休
養
も
十
分
に
と
ら
な
い
状
態
で
、
長
期
間
に
わ
た
り
危
険
を
伴
う
活
動

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
だ
っ
た
。
そ
れ
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
非
常
事
態

下
に
お
け
る
責
務
で
あ
る
に
せ
よ
、
極
限
的
で
あ
り
、
一
歩
間
違
え
ば
団
員
自
身

の
命
に
か
か
わ
る
。
ま
た
、
捜
索
活
動
に
伴
う
精
神
的
な
苦
痛
も
大
き
い
。
長
期

間
に
わ
た
り
、
そ
の
時
の
光
景
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
し
続
け
る
こ
と
の
苦
痛
は

他
者
に
は
わ
か
り
づ
ら
い
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
継
続
的
な
ケ
ア
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
消
防
団
の
活
動
は
、
震
災
の
よ
う
な
非
常
事
態
に
お
い
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
基
本
的
に
団
員
ら
の
奉
仕
精
神
に
よ
り
支
え

ら
れ
て
い
る
。
地
域
社
会
が
消
防
団
の
活
動
の
あ
り
方
や
団
員
の
待
遇
に
つ
い
て

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
地
震
の
翌
日
に
、
鮭
の
孵
化
場
の
近
く
、
津
軽
石
中

学
校
の
そ
ば
、
宮
古
工
業
高
校
の
近
く
な
ど
で
遺
体
を
見
つ
け
た
。
見
つ
け
る
と
、

無
線
で
連
絡
し
て
か
ら
ポ
ン
プ
車
に
乗
せ
て
運
ん
だ
。

　
分
団
員
は
23
人
だ
が
、動
け
た
の
は
15
人
で
、遺
体
捜
索
は
10
人
く
ら
い
で
行
っ

た
。
お
昼
に
な
る
と
屯
所
に
戻
っ
て
昼
食
を
食
べ
、
ま
た
で
か
け
た
。
長
靴
は
釘

や
ト
タ
ン
で
切
れ
て
し
ま
う
の
で
、
自
分
は
３
、４
足
く
ら
い
履
き
つ
ぶ
し
た
し
、

他
の
団
員
も
２
、３
足
は
つ
ぶ
し
た
の
で
は
な
い
か
。
２
、３
日
目
、
捜
索
中
に
大

津
波
警
報
が
出
た
と
き
は
、
払
川
ま
で
一
気
に
戻
っ
た
。
近
く
の
人
に
逃
げ
ろ
と

言
っ
た
が
、
年
寄
り
は
そ
れ
で
も
逃
げ
よ
う
と
し
な
い
。

　
自
衛
隊
の
旭
川
第
２
師
団
が
地
震
の
２
日
後
か
３
日
後
に
到
着
し
、
４
月
26
日

ま
で
い
た
。
消
防
団
と
自
衛
隊
は
一
緒
に
行
動
し
た
が
、
警
察
は
別
行
動
だ
っ
た
。

同
じ
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
だ
が
、別
行
動
だ
っ
た
か
ら
二
度
手
間
に
な
っ

た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
警
察
は
重
機
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
自
衛
隊
は
重
機

が
あ
っ
た
か
ら
効
率
が
よ
か
っ
た
。
重
機
は
林
業
業
者
の
も
の
も
借
り
た
。

　
電
話
が
通
じ
た
の
は
１
か
月
後
く
ら
い
で
、
捜
索
し
て
い
る
あ
い
だ
は
携
帯
電

話
が
使
え
な
か
っ
た
。
た
だ
し
根
井
沢
か
ら
花
輪
へ
抜
け
て
行
く
こ
と
が
で
き
、

花
輪
へ
行
け
ば
携
帯
電
話
が
通
じ
た
。
消
防
の
ア
ナ
ロ
グ
無
線
は
使
え
た
が
、
デ

ジ
タ
ル
は
使
え
な
か
っ
た
の
で
、
ポ
ン
プ
車
や
県
北
バ
ス
の
無
線
を
使
っ
た
。
簡

単
な
も
の
は
丈
夫
だ
が
、
複
雑
な
も
の
は
砂
埃
や
雨
が
入
る
と
す
ぐ
に
壊
れ
て
し

ま
う
。

　
生
活
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
は
、
約
１
週
間
後
に
電
気
が
き
て
、
そ
れ
で
水
道
も

復
旧
し
た
。
ガ
ス
は
こ
の
へ
ん
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
だ
か
ら
大
丈
夫
だ
っ
た
。
私
は

最
初
の
２
、３
日
は
屯
所
に
泊
ま
り
、
そ
の
次
の
日
く
ら
い
か
ら
屯
所
は
空
に
し
て

帰
宅
し
て
寝
て
、
朝
起
き
て
す
ぐ
で
か
け
た
。
１
週
間
後
く
ら
い
に
水
道
が
来
た

の
で
水
風
呂
を
浴
び
た
。（
長
澤
光
彦
氏
、
聞
き
取
り
２
・
聞
き
取
り
７
）

■
泥
棒
が
出
没
し
て
い
た
が
、
夜
警
が
で
き
な
か
っ
た

　
残
念
だ
っ
た
の
は
夜
の
警
戒
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。夜
中
に
懐
中
電
灯
を
持
っ

て
歩
い
て
い
る
人
た
ち
が
い
た
。
金
庫
を
開
け
た
り
、
川
で
金
を
洗
っ
た
り
し
て

い
る
人
た
ち
が
い
た
と
い
う
。
電
線
を
切
っ
て
持
っ
て
い
っ
た
人
が
い
た
と
い
う
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避
難
場
所
で
あ
る
高
台
の
駒
形
神
社
に
行
き
避
難
者
を
確
認
し
た
。
中
学
生
、
地

区
民
の
一
部
が
避
難
し
て
い
た
。
15
時
10
分
頃
に
校
長
と
打
合
せ
を
し
た
後
、
ま

だ
避
難
し
て
い
な
い
地
区
の
方
々
に
高
台
に
避
難
す
る
よ
う
声
を
か
け
誘
導
し
な

が
ら
、
藤
畑
か
ら
赤
前
経
由
で
稲
荷
橋
へ
行
っ
た
。
15
時
20
分
、
津
波
が
津
軽
石

川
水
門
を
越
え
て
津
軽
石
川
を
の
ぼ
っ
て
く
る
の
を
見
た
た
め
、
駒
形
へ
戻
っ
た
。

町
内
を
誘
導
し
て
い
た
時
、
中
学
校
裏
の
高
齢
者
（
92
歳
）
が
家
か
ら
道
路
に
出

よ
う
と
し
て
い
た
た
め
、
私
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
て
危
機
一
髪
で
公
民
館
へ
収

容
し
た
。
歩
い
て
い
れ
ば
津
波
に
の
ま
れ
て
い
た
と
思
う
。

　
15
時
40
分
頃
、
中
嶋
製
材
所
前
の
道
路
が
通
行
不
能
と
な
り
、
中
嶋
商
店
前
、

そ
し
て
津
軽
石
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
津
波
が
来
た
。
15
時
45
分
か
ら
16
時
30
分

ま
で
駒
形
橋
東
側
の
堤
防
と
道
路
の
交
差
点
で
交
通
整
理
を
行
っ
た
（
駒
形
橋
よ

り
南
側
堤
防
を
通
り
藤
畑
へ
通
行
で
き
た
）。
16
時
20
分
頃
、
駒
形
橋
の
近
く
で
、

高
齢
者
と
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
家
か
ら
出
ら
れ
ず
助
け
を
求
め
て
い
た
た
め
、
製

材
所
か
ら
丸
太
を
借
り
、
分
団
員
と
２
人
で
堤
防
か
ら
家
の
窓
に
橋
を
渡
し
、
救

出
し
た
。
ヘ
ル
パ
ー
は
逃
げ
よ
う
逃
げ
よ
う
と
言
っ
て
い
た
が
、
本
人
が
ま
だ
だ
、

ま
だ
だ
と
言
っ
て
い
る
う
ち
に
水
が
床
下
か
ら
上
が
っ
て
畳
を
持
ち
上
げ
て
き
た
。

戸
が
動
か
な
く
な
っ
て
出
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
ヘ
ル
パ
ー
の
車
は
流
さ
れ
た
。
他

に
も
雪
が
降
り
寒
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
高
台
に
避
難
し
て
い
る
方
々
に
防
災
会

の
毛
布
を
届
け
使
用
さ
せ
た
。
17
時
頃
、
津
波
が
落
ち
着
き
、
海
水
が
引
け
た
の

で
駒
形
神
社
の
高
台
に
い
た
中
学
生
は
津
軽
石
中
学
校
体
育
館
へ（
15
分
く
ら
い
）、

一
般
の
人
は
駒
形
公
民
館
と
藤
畑
公
民
館
へ
振
り
分
け
て
避
難
さ
せ
た
（
津
軽
石

中
学
校
１
２
０
人
、
駒
形
公
民
館
70
人
、
藤
畑
公
民
館
60
人
、
計
２
５
０
人
）。
ま

た
避
難
所
が
寒
か
っ
た
た
め
、
各
避
難
所
に
毛
布
を
配
布
し
た
（
津
軽
石
中
学
校

30
枚
、
駒
形
公
民
館
40
枚
、
藤
畑
公
民
館
30
枚
）。
電
気
も
消
え
た
の
で
発
電
機

配
置
の
手
配
を
し
て
各
避
難
所
に
備
え
つ
け
た
。
中
学
校
、
藤
畑
公
民
館
に
は
町

内
工
務
店
よ
り
借
用
し
、
駒
形
公
民
館
に
は
防
災
会
の
発
電
機
を
手
配
し
、
暖
房

と
明
か
り
を
つ
け
た
。（
藤
沼
久
人
氏
、
藤
沼
氏
提
供
資
料
）

■
寒
か
っ
た
た
め
公
民
館
に
住
民
を
入
れ
る
も
、
市
の
職
員
に
怒
ら
れ
る

　
津
軽
石
中
学
校
と
津
軽
石
小
学
校
が
避
難
所
だ
っ
た
が
、
私
が
地
域
の
人
た
ち

十
分
な
理
解
と
配
慮
を
し
て
い
く
こ
と
が
、
再
び
こ
の
よ
う
な
非
常
事
態
が
起
き

た
と
き
に
、
消
防
団
が
十
分
に
機
能
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
⑷　
自
主
防
災
会
・
民
生
委
員
の
活
動

　
津
軽
石
に
は
、
災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
組
織
と
し
て
、
自
主
防
災
会
が
あ
り
、

ま
た
住
民
の
援
助
や
ケ
ア
を
担
う
民
生
委
員
が
い
る
。
地
域
に
よ
り
活
動
の
濃
淡

は
あ
る
が
、
一
般
に
災
害
時
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。

ア　
自
主
防
災
会
の
活
動

■
21
自
主
防
災
会
の
概
要

　
津
軽
石
の
自
主
防
災
会
は
、
１
９
９
５
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
を
機
に
、
消
防

団
の
管
轄
地
域
に
あ
わ
せ
て
設
立
さ
れ
た
（
後
述
）。
そ
の
多
く
は
形
骸
化
し
、
東

日
本
大
震
災
の
際
に
は
あ
ま
り
機
能
し
な
か
っ
た
が
、
21
自
主
防
災
会
は
会
長
の

藤
沼
久
人
氏
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　
藤
沼
氏
は
、（
旧
）
国
鉄
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
の
職
員
と
し
て
津
軽
石
駅
や
宮
古
駅

に
勤
務
す
る
中
で
、
地
域
社
会
と
の
関
係
を
深
め
、
町
内
会
長
、
納
税
組
合
長
を

歴
任
し
、
平
成
10
年
３
月
の
創
設
時
か
ら
21
防
災
会
会
長
を
務
め
て
い
る
。

　
以
下
で
は
、
藤
沼
氏
へ
の
聞
き
取
り
の
ほ
か
、
藤
沼
氏
が
保
存
し
て
い
る
各
種

の
資
料
に
基
づ
き
、
そ
の
活
動
を
み
て
い
く
。

■
地
震
発
生
、
避
難
誘
導

　
14
時
45
分
頃
、
携
帯
電
話
、
テ
レ
ビ
に
緊
急
地
震
速
報
が
鳴
動
し
間
も
な
く
大

き
な
地
震
が
発
生
し
た
。
地
震
発
生
時
は
自
宅
に
お
り
、
地
震
が
落
ち
着
い
て
か

ら
家
の
中
を
ま
わ
り
外
に
出
た
。
外
で
し
ば
ら
く
様
子
を
見
て
い
る
と
市
の
放
送

で
津
波
が
発
生
す
る
の
で
高
台
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
と
放
送
が
あ
り
、
第
１
波

20
㌢
の
津
波
が
来
た
。
ま
も
な
く
３
㍍
、
６
㍍
の
津
波
が
来
ま
す
の
で
避
難
し
て

く
だ
さ
い
と
の
放
送
を
聞
い
た
た
め
、各
地
区
の
役
員
に
連
絡
を
と
り
地
域
の
方
々

や
中
学
生
を
高
台
に
避
難
さ
せ
る
よ
う
に
指
示
し
、
14
時
55
分
に
駒
形
通
公
民
館
、

21
防
災
会
の
資
材
倉
庫
の
鍵
を
あ
け
、
14
時
58
分
に
津
軽
石
中
学
校
で
生
徒
の
避

難
を
確
認
し
、
町
内
に
住
ん
で
い
る
方
々
に
避
難
す
る
よ
う
声
を
か
け
な
が
ら
、
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■
公
民
館
を
避
難
所
と
し
て
認
め
て
も
ら
う

　
公
民
館
を
避
難
所
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
自
主
防
災
会
会
長
と
町

内
会
長
が
決
断
し
た
の
だ
か
ら
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
最
終
的
に
許
可
を

も
ら
っ
た
。
許
可
が
お
り
な
い
と
物
資
を
も
ら
え
な
か
っ
た
。
市
の
職
員
は
避
難

所
が
３
か
所
も
あ
る
と
管
理
す
る
の
が
大
変
だ
か
ら
、
１
か
所
に
集
め
た
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

　
藤
畑
は
ほ
と
ん
ど
被
害
が
な
く
、
電
気
や
水
道
が
止
ま
っ
た
た
め
に
公
民
館
に

一
時
的
に
避
難
し
た
も
の
の
、
17
日
に
は
み
な
帰
宅
し
た
。
駒
形
公
民
館
の
避
難

所
は
31
日
に
閉
鎖
し
、
そ
の
後
は
津
軽
石
中
学
校
に
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

移
動
し
た
の
は
１
人
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
後
は
我
々
も
中
学
校
に
行
き
、
食
事
の

世
話
な
ど
を
７
月
10
日
に
閉
鎖
さ
れ
る
ま
で
続
け
た
。（
藤
沼
久
人
氏
、
聞
き
取
り

３
）

■
自
主
防
災
会
の
役
員
ら
が
交
代
で
避
難
所
の
運
営
を
行
う

　
自
主
防
災
会
の
役
員
に
は
各
避
難
所
に
張
り
付
き
を
お
願
い
し
、
避
難
所
を
閉

鎖
す
る
ま
で
避
難
者
の
面
倒
を
み
て
も
ら
い
、
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

私
の
自
宅
も
床
上
浸
水
30
㌢
だ
っ
た
の
で
、
３
月
31
日
ま
で
避
難
し
て
地
域
の
人

た
ち
の
世
話
し
て
い
た
。
津
軽
石
中
学
校
は
、
中
学
校
の
先
生
と
市
役
所
職
員
が

交
代
で
対
応
し
、
４
月
１
日
よ
り
防
災
会
の
役
員
が
交
代
で
手
伝
っ
た
。
救
援
物

資
の
配
布
等
も
避
難
者
と
被
災
者
に
分
け
て
配
布
を
行
っ
た
（
被
災
者
は
１
０
０

〜
１
２
０
名
）。
被
災
し
て
避
難
所
に
避
難
し
て
い
る
家
庭
を
見
ま
わ
り
、
防
犯
に

も
努
め
た
。

　
藤
畑
公
民
館
は
３
月
25
日
、
駒
形
公
民
館
は
３
月
31
日
に
閉
鎖
し
、
４
月
１
日

よ
り
津
軽
石
中
学
校
に
統
合
し
た
。
７
月
10
日
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
給

食
や
、
支
援
物
資
配
布
等
の
手
伝
い
を
行
っ
た
り
、
地
元
の
ノ
ン
プ
ロ
歌
手
の
歌

謡
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
た
り
し
て
、
避
難
者
を
励
ま
し
元
気
づ
け
た
。（
藤
沼
久

人
氏
、
藤
沼
氏
提
供
資
料
・
聞
き
取
り
３
）

■
「
津
軽
石
中
学
校
に
お
け
る
支
援
物
資
の
配
布
１
」

期
日
：
４
月
10
日
（
日
）、
午
前
は
津
軽
石
中
学
校
避
難
者
に
配
布
（
体
育
館
）、

を
公
民
館
に
入
れ
た
と
い
う
こ
と
で
市
の
職
員
に
怒
ら
れ
た
。
公
民
館
に
入
れ
る

と
余
計
に
経
費
が
か
か
る
の
は
わ
か
る
が
、
寒
い
と
き
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

と
っ
さ
に
公
民
館
に
入
れ
る
と
い
う
判
断
を
し
た
。
大
ま
か
に
、
駒
形
の
人
は
駒

形
公
民
館
、
藤
畑
の
住
民
は
藤
畑
公
民
館
、
中
学
校
の
生
徒
と
中
学
校
の
近
隣
の

人
は
中
学
校
体
育
館
に
避
難
さ
せ
た
。

　
公
民
館
は
居
心
地
が
よ
か
っ
た
が
、
中
学
校
体
育
館
は
広
い
う
え
に
発
電
機
も

暖
房
器
具
も
な
く
、
や
む
を
え
ず
近
く
の
工
務
店
か
ら
借
り
て
き
て
使
っ
た
。
生

徒
が
机
に
ロ
ウ
ソ
ク
を
た
て
て
灯
り
を
と
っ
た
。
そ
の
後
発
電
機
の
ガ
ソ
リ
ン
や

ス
ト
ー
ブ
の
灯
油
が
な
い
と
騒
ぎ
に
な
り
、
夜
中
１
時
か
２
時
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
の
店
長
に
お
願
い
し
て
３
か
所
の
避
難
所
に
給
油
し
て
も
ら
い
、
翌
日
よ
り

各
ス
タ
ン
ド
を
回
っ
て
油
の
確
保
に
努
め
、
な
ん
と
か
油
を
切
ら
さ
ず
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
た
。（
藤
沼
久
人
氏
、
聞
き
取
り
３
）

■
炊
き
出
し
、
市
か
ら
お
に
ぎ
り
配
布
、
自
衛
隊
の
食
事
配
布

　
当
日
の
晩
、
被
災
し
な
か
っ
た
藤
畑
地
区
の
住
民
に
炊
き
出
し
を
お
願
い
し
、

11
日
夜
か
ら
12
日
夜
ま
で
４
食
分
つ
く
っ
て
も
ら
い
、
各
避
難
所
に
配
布
し
た
。

た
ま
た
ま
藤
畑
に
ガ
ス
釜
を
使
っ
て
い
る
家
庭
が
あ
っ
た
の
で
そ
れ
を
借
り
た
。

14
日
よ
り
市
の
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
に
ぎ
り
が
支
給
さ
れ
た
。
22
日
に
中
学
校

の
校
庭
に
自
衛
隊
が
来
て
か
ら
は
、
ご
は
ん
と
み
そ
汁
、
お
か
ず
１
品
が
配
布
さ

れ
た
。

　
公
民
館
の
ほ
う
が
暖
か
く
、
地
域
の
方
が
冷
蔵
庫
の
中
身
を
持
っ
て
き
て
く
れ

た
た
め
食
事
も
よ
か
っ
た
。
中
学
校
の
中
で
は
小
さ
い
ガ
ス
コ
ン
ロ
し
か
使
え
ず

不
便
だ
っ
た
。
津
軽
石
小
学
校
な
ど
他
の
学
校
は
給
食
室
を
貸
し
て
く
れ
た
が
、

津
軽
石
中
学
校
か
ら
は
給
食
室
を
使
わ
せ
て
も
ら
え
ず
、
校
舎
へ
も
入
れ
て
も
ら

え
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
市
の
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
く
る
お
に
ぎ
り
や
、
自
衛
隊

が
く
れ
る
食
事
を
食
べ
る
し
か
な
か
っ
た
。
お
湯
は
小
さ
い
コ
ン
ロ
で
沸
か
す
し

か
な
か
っ
た
が
、
自
衛
隊
が
来
た
あ
と
は
み
そ
汁
が
飲
め
た
。
公
民
館
は
ガ
ス
で

お
湯
を
沸
か
す
こ
と
が
で
き
て
、
み
そ
汁
な
ど
も
飲
め
た
。（
藤
沼
久
人
氏
、
藤
沼

氏
提
供
資
料
・
聞
き
取
り
３
）
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■
「
津
軽
石
中
学
校
に
お
け
る
支
援
物
資
の
配
布
２
」

５
月
８
日
（
日
）

整
理
券
配
布
９
時
〜
９
時
40
分
、
物
資
配
布
９
時
30
分
〜

配
布
場
所
：
津
軽
石
中
学
校
体
育
館
前

物
資
の
内
容
：
衣
類
（
大
人
、
子
ど
も
）、
日
用
品
、
食
料
品
等

震
災
の
被
害
に
あ
っ
た
人
を
優
先
す
る
（
藤
沼
久
人
氏
、
藤
沼
氏
提
供
資
料
）

■
「
避
難
者
を
励
ま
す
舘
下
良
一
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
避
難
者
を
励
ま
す
た
め
に
、地
元
出
身
の
歌
手
を
呼
び
、コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た
。

期
日
：
５
月
15
日
18
時
45
分
か
ら
、
場
所
：
津
軽
石
中
学
校
体
育
館
、
司
会
：
佐
々

木
弘
治
、
挨
拶：藤
沼
久
人
、
全
８
曲
、
避
難
者
か
ら
の
飛
び
入
り
あ
り
、
参
加
者：

避
難
者
36
名
・
一
般
30
名
。（
藤
沼
久
人
氏
、
藤
沼
氏
提
供
資
料
）

■
津
軽
石
の
他
の
自
主
防
災
会
は
機
能
し
な
か
っ
た

　
本
町
に
も
宮
古
20
自
主
防
災
会
が
あ
っ
て
私
が
会
長
を
や
っ
て
い
た
が
、
民
生

委
員
の
役
員
の
家
が
ほ
と
ん
ど
流
出
や
全
壊
だ
っ
た
の
で
、
頼
め
な
か
っ
た
。
日

中
は
自
分
の
家
に
行
っ
て
ヘ
ド
ロ
を
片
付
た
り
、
家
が
流
れ
た
人
は
位
牌
や
金
庫

を
探
し
に
い
っ
て
い
た
。
別
の
地
区
の
防
災
会
か
ら
来
て
く
れ
た
方
は
い
た
が
、

本
町
の
20
自
主
防
災
会
は
司
令
塔
の
命
令
が
な
く
、
機
能
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
自
分
た
ち
は
そ
の
後
、
下
町
自
主
防
災
会
を
つ
く
っ
た
。（
野
崎
昭
敏
氏
、
聞
き

取
り
６
）

　
今
回
、
消
防
団
も
そ
う
だ
が
、
人
手
が
足
り
ず
、
人
の
つ
な
が
り
が
必
要
だ
と

つ
く
づ
く
感
じ
た
。
訓
練
を
受
け
た
分
団
が
あ
る
と
よ
い
の
だ
が
、
今
は
み
な
会

社
員
だ
か
ら
、
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
自
主
防
災
の
組
織
は
あ

る
が
、
名
前
だ
け
で
、
機
能
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。
防
潮
堤
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
よ
り
も
、
と
に
か
く
逃
げ
る
こ
と
、
人
々
を
率
い
る
訓
練
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ

が
必
要
だ
と
思
う
。（
長
澤
光
彦
氏
、
聞
き
取
り
２
）

　
21
防
災
会
は
、
人
々
の
避
難
、
避
難
所
の
運
営
な
ど
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
。
お
そ
ら
く
そ
の
多
く
の
部
分
を
藤
沼
氏
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
負
っ
て
お
り
、

午
後
は
駒
形
地
区
、
栄
通
り
地
区
、
藤
畑
地
区
の
住
民
に
配
布
（
体
育
館
外
の
屋

根
の
あ
る
所
）

⑴
整
理
券
の
配
布
案
内
及
び
配
布
（
２
名
：
地
域
の
方
が
良
い
）、
⑵
物
資
を
受
け

取
り
に
来
た
人
の
誘
導
、
案
内
（
４
名
）、
⑶
物
資
の
配
布
方
法
の
説
明
、
⑷
整
理

券
の
確
認
と
受
け
取
り
、
⑸
物
資
の
管
理
、
⑹
受
け
取
っ
た
物
資
の
点
数
確
認
。

・
１
人
５
点
ま
で
（
物
資
に
よ
っ
て
は
１
世
帯
１
点
）。

・ 

地
域
住
民
・
防
災
会
が
主
と
な
っ
て
行
う
。
地
域
住
民
３
〜
５
名
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
４
名
（
先
生
２
名
、
そ
の
他
２
名
）。

・ 

事
情
に
よ
り
当
日
来
ら
れ
な
い
人
に
は
後
で
配
布
す
る
。
他
の
避
難
所
で
物
資

を
受
け
取
っ
た
人
は
遠
慮
し
て
も
ら
う
。

・ 

整
理
券
を
配
布
し
、
番
号
順
に
並
ん
で
も
ら
う
。
５
人
位
ず
つ
欲
し
い
物
資
を

選
ん
で
も
ら
う
。
選
ぶ
時
間
は
15
分
。

　
物
資
配
布
の
考
え
方
：

　
食
品 

：
日
持
ち
が
い
い
も
の
は
避
難
所
本
部
に
置
く
（
水
、 

缶
詰
類
、 

カ
ッ
プ

ラ
ー
メ
ン
、
お
か
し
、
米
袋
の
一
部
）

　
衣
料 

品
：
津
軽
石
中
学
校
避
難
者
を
優
先
し
て
配
布

　
日
用 

品
：
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
本
部
分
を
確
保
し
て
か
ら
配
布
、
軍
手
は
避
難
者
へ

２
組
ず
つ
配
布

　
物
に
よ
っ
て
は
数
量
を
鑑
み
点
数
を
制
限
す
る
。（
藤
沼
久
人
氏
、
藤
沼
氏
提
供

資
料
）

■
「
避
難
者
へ
の
支
援
物
資
の
配
布
」

４
月
30
日
に
食
料
品
を
袋
詰
（
50
袋
）
で
配
布
す
る
。

①
飲
料
５
点
（
水
２
点
、お
茶
１
点
、り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
１
点
、フ
ル
ー
チ
ェ
１
点
）

②
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
４
点
（
ハ
ン
フ
ァ
、
ど
ん
兵
衛
、
太
麺
堂
々
、
ラ
ー
の
道
）

③ 

お
か
し
13
点
（
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
、ゼ
リ
ー
、ア
ル
フ
ォ
ー
ト
、せ
ん
べ
い
等
お
か
し
、

じ
ゃ
が
り
こ
、
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
、
ブ
ラ
ッ
ク
サ
ン
ダ
ー
、
レ
ー
ズ
ン
、
ミ
ニ
お

す
が
た
焼
き
）

④
そ
の
他
８
点
（
カ
イ
ロ
、耳
栓
、タ
オ
ル
、ブ
ザ
ー
、ア
イ
マ
ス
ク
、バ
ス
タ
オ
ル
）

（
藤
沼
久
人
氏
、
藤
沼
氏
提
供
資
料
）
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し
、運
営
費
に
充
て
て
い
る
。会
員
数
は
４
２
０
名
で
あ
る
。今
回
の
震
災
で
か
か
っ

た
費
用
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に
危
機
管
理
課
に
請
求
し
て
お
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
た
。
震
災
ま
で
、
自
主
防
災
会
は
、
資
機
材
は
支
給
さ
れ
る
が
、
そ
れ

を
維
持
し
稼
働
さ
せ
る
費
用
は
自
分
た
ち
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

平
成
24
年
度
か
ら
助
成
金
が
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
資
機
材
を
も
ら
っ
た
が
、
そ
の
量
が
多
い
た
め
、
当
初
は
各
公
民
館
に
分
散
し

保
管
し
て
い
た
。
多
く
の
地
域
で
は
分
団
の
屯
所
に
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、

二
十
一
分
団
の
よ
う
な
小
さ
い
分
団
に
は
置
く
ス
ペ
ー
ス
が
な
か
っ
た
。
災
害
発

生
時
や
市
の
機
材
点
検
等
の
時
、
１
か
所
に
集
め
て
点
検
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
不
便
を
感
じ
、
会
員
の
協
力
を
得
て
プ
レ
ハ
ブ
を
購
入
し
（
１
会
員

５
０
０
円
）、
駒
形
公
民
館
脇
に
設
置
し
、
発
電
機
、
毛
布
、
簡
易
ト
イ
レ
、
ベ
ッ

ド
、
小
型
ポ
ン
プ
、
消
火
器
、
投
光
機
な
ど
、
15
種
類
の
資
機
材
を
入
れ
て
い
る
。

何
か
あ
る
と
倉
庫
の
鍵
を
も
っ
て
い
る
会
長
か
会
計
が
倉
庫
を
開
け
、
役
員
が
指

示
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
９
月
頃
、
宮
古
市
の
危
機
管
理
課
が
資
機
材
や
食
料

の
入
っ
た
防
災
倉
庫
を
、
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
津
軽
石
小
学
校
や
津
軽
石
中
学

校
の
校
庭
な
ど
に
設
置
し
た
。
管
理

す
る
の
は
危
機
管
理
課
だ
が
、
学
校

長
、
自
主
防
災
会
長
、
分
団
長
は

鍵
の
開
け
方
を
教
え
て
も
ら
っ
て
あ

る
。
ま
た
、
平
成
25
（
２
０
１
３
）

年
４
月
以
降
に
日
本
赤
十
字
社
か
ら

自
主
防
災
に
資
機
材
が
届
く
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
自
主
防
災
の
組
織
の

大
き
さ
に
よ
り
、
資
機
材
の
量
が
お

よ
そ
決
ま
っ
て
い
る
。
21
防
災
会
に

は
プ
レ
ハ
ブ
の
倉
庫
が
あ
る
が
、
な

い
と
こ
ろ
は
助
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
た
だ
し
倉
庫
を
置
く
場
所
が
必

要
で
、
個
人
の
土
地
で
は
な
く
公
共

藤
沼
氏
の
聞
き
取
り
や
記
録
か
ら
判
断
す
る
と
、
む
ろ
ん
問
題
が
な
か
っ
た
わ
け

で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
比
較
的
統
率
が
と
れ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
後

半
に
記
し
た
20
防
災
会
が
ほ
と
ん
ど
機
能
せ
ず
、
避
難
所
の
運
営
に
大
き
な
混
乱

が
あ
っ
た
の
と
対
照
的
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
自
主
防
災
会
は
、
今
回
の
よ
う
な
震
災
の
際
に
真
価
を
発
揮
す
べ
き

地
域
組
織
で
あ
り
、
21
防
災
会
の
積
極
的
な
活
動
は
大
い
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
い
か
に
し
て
そ
の
活
動
は
可
能
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
背

景
を
み
て
い
く
。

イ　
宮
古
21
防
災
会
の
活
動
と
展
望

■
概
要

　

宮
古
21
防
災
会
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を
機
に
宮
古
市
消
防
団
第
二
十
一
分

団
の
管
轄
区
域
内
の
７
町
内
会
の
役
員
及
び
元
消
防
団
合
わ
せ
て
10
名
で
、
平

成
10
年
３
月
に
設
立
し
、
県
と
市
か
ら
15
種
類
の
防
災
資
機
材
を
受
け
た
（
約

３
０
０
万
円
相
当
）。
内
訳
は
、
毛
布
１
０
０
枚
、
発
電
機
１
台
、
投
光
機
１
台
、

小
型
動
力
ポ
ン
プ
１
台
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
１
本
な
ど
で
あ
る
。

　
津
軽
石
地
区
に
全
４
自
治
防
災
会
が
設
立
さ
れ
た
が
、
活
動
し
て
い
る
の
は
21

防
災
会
の
み
で
あ
る
。
会
長
１
名
、
副
会
長
２
名
、
会
計
１
名
、
班
長
７
名
（
主

に
町
内
会
長
）。
役
割
分
担
は
、
情
報
連
絡
班
、
生
活
班
、
避
難
誘
導
班
、
消
火
班
、

救
出
救
護
班
、
安
全
点
検
班
に
各
班
の
人
員
を
割
当
て
、
互
い
に
協
力
し
合
い
活

動
し
て
い
る
。

　
平
成
25
年
現
在
、
会
長
は
藤
沼
氏
で
、
副
会
長
２
名
は
消
防
団
の
出
身
で
あ
る
。

会
長
は
１
年
任
期
で
、
総
会
で
選
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
役
員
会

で
決
め
て
い
る
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
後
、
消
防
団
単
位
で
組
織
を
作
る
よ
う
に

通
達
が
あ
り
、
最
初
は
名
前
を
貸
し
て
く
れ
と
言
わ
れ
貸
し
た
だ
け
だ
っ
た
が
、

後
か
ら
組
織
を
つ
く
れ
と
言
わ
れ
て
、
つ
く
っ
て
以
来
、
結
局
ず
っ
と
会
長
を
や
っ

て
い
る
。（
藤
沼
久
人
氏
、
宮
古
Ｆ
Ｍ
収
録
原
稿
・
聞
き
取
り
４
）

■
運
営
費
用
と
資
機
材

　
平
成
11
年
４
月
よ
り
会
員
を
募
集
し
、
申
込
し
た
人
か
ら
年
１
０
０
円
を
徴
収

写真３　津軽石中学校校庭に設置された防災倉庫
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■
防
災
の
た
め
に

　
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
が
モ
ッ
ト
ー
だ
が
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
安
全

で
住
み
よ
い
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
活
動
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

被
害
を
最
小
限
に
留
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
域
内
や
家
庭
内
の
安
全
点
検
の
ほ

か
、
防
災
訓
練
を
通
し
て
災
害
に
備
え
る
活
動
を
行
っ
て
ほ
し
い
。
津
波
の
情
報

が
あ
っ
た
時
は
、
す
ば
や
く
高
台
へ
避
難
す
る
。
避
難
場
所
を
決
め
て
道
順
を
確

認
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
。
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
強
い

連
帯
意
識
を
持
っ
て
行
動
し
て
ほ
し
い
。（
藤
沼
久
人
氏
、
宮
古
Ｆ
Ｍ
収
録
原
稿
）

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
震
災
時
に
お
け
る
21
防
災
会
の
活
躍
が
、
そ
れ
以

前
か
ら
の
、
日
常
的
な
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

例
え
ば
、
４
２
０
人
の
会
員
か
ら
毎
年
１
０
０
円
の
会
費
を
徴
収
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
集
ま
る
金
額
以
上
に
、
そ
こ
で
生
じ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
防

災
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
が
重
要
か
も
し
れ
な
い
。
そ

の
活
動
は
、
他
の
モ
デ
ル
に
な
り
う
る
だ
ろ
う
。

ウ　
民
生
委
員
の
活
動

　
震
災
当
時
、
津
軽
石
の
民
生
委
員
の
取
り
ま
と
め
役
を
し
て
い
た
の
は
、
下
町

の
野
崎
昭
敏
氏
で
あ
っ
た
。
盛
岡
に
出
か
け
て
い
た
野
崎
氏
は
、
い
ち
早
く
津
軽

石
に
戻
り
、
民
生
委
員
と
し
て
も
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

■
盛
岡
か
ら
車
で
戻
り
、
津
軽
石
小
学
校
の
避
難
所
へ
行
く

　
民
生
委
員
を
や
っ
て
い
た
の
で
避
難
所
に
泊
ま
り
、そ
の
晩
は
一
睡
も
し
な
か
っ

た
。
多
く
の
人
が
び
し
ょ
濡
れ
だ
っ
た
。
停
電
し
て
い
た
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
と

き
砂
防
ダ
ム
を
建
設
し
て
お
り
、
そ
の
業
者
が
発
電
機
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
一

昼
夜
は
暖
房
を
１
基
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
み
ん
な
着
の
身
着
の
ま
ま
で
き
て

い
る
か
ら
、
誰
が
ど
こ
に
い
る
か
わ
か
ら
な
い
。
し
ー
ん
と
し
て
い
て
、
聞
こ
え

る
の
は
ペ
ッ
ト
の
鳴
き
声
だ
け
。お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
目
を
つ
ぶ
っ

て
い
る
だ
け
。
お
に
ぎ
り
な
ど
の
食
料
も
な
か
っ
た
。
地
震
津
波
の
と
き
に
津
軽

石
に
い
な
か
っ
た
人
た
ち
は
無
事
な
の
だ
ろ
か
と
聞
か
れ
た
が
、
何
も
わ
か
ら
な

い
。（
野
崎
昭
敏
氏
、
聞
き
取
り
６
）

の
土
地
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
震
災
後
、
宮
古
市
の
な
か
で
最
も
活
動
が
よ
か
っ
た
と
推
薦
さ
れ
て
、
全
労
済

か
ら
助
成
金
を
50
万
円
も
ら
っ
た
。
岩
手
県
で
４
件
が
推
薦
さ
れ
た
と
い
う
。
そ

の
お
金
で
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
の
暮
れ
に
発
電
機
を
買
っ
て
各
公
民
館
に
置

い
た
。
震
災
後
に
い
ろ
い
ろ
と
補
助
が
も
ら
え
て
装
備
が
整
い
つ
つ
あ
る
。（
藤
沼

久
人
氏
、
藤
沼
氏
提
供
資
料
・
宮
古
Ｆ
Ｍ
収
録
原
稿
・
聞
き
取
り
４
）

■
避
難
訓
練

　
各
地
区
の
役
員
や
消
防
団
二
十
一
分
団
の
協
力
を
得
て
津
波
避
難
訓
練
の
実
施
、

防
災
資
機
材
の
点
検
、
取
扱
い
訓
練
を
年
２
回
か
ら
３
回
実
施
し
て
、
い
つ
で
も

機
材
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
訓
練
時
期
は
春
・
秋
の
火
災
予
防
運
動

週
間
、
宮
古
市
主
催
の
津
波
訓
練
、
消
防
団
の
消
防
演
習
等
の
時
に
行
っ
て
い
る
。

　
町
内
会
、
防
災
会
の
役
員
は
常
に
参
加
す
る
が
一
般
の
方
や
生
徒
た
ち
は
、
土

日
以
外
は
参
加
者
が
少
な
い
。１
訓
練
会
の
参
加
者
は
40
〜
50
名
位
で
あ
る
。藤
畑
、

根
井
沢
な
ど
、
地
域
に
よ
っ
て
は
防
災
に
関
心
が
な
い
所
も
あ
っ
た
。

　
２
０
１
２
年
３
月
11
日
に
避
難
訓
練
を
や
っ
た
。
中
学
校
に
30
人
、
駒
形
神
社

に
40
人
集
ま
っ
た
。
中
学
校
に
来
た
人
は
駒
形
神
社
ま
で
15
分
ほ
ど
歩
か
せ
た
。

避
難
場
所
は
駒
形
神
社
で
あ
る
の
に
、
市
の
担
当
者
３
人
が
中
学
校
に
い
た
の
で

地
域
住
民
も
中
学
校
に
来
て
し
ま
っ
た
。
避
難
場
所
に
避
難
す
る
よ
う
に
放
送
し

て
い
る
の
だ
か
ら
そ
ち
ら
に
少
な
く
と
も
１
人
は
行
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
言
っ

た
。（
藤
沼
久
人
氏
、
藤
沼
氏
提
供
資
料
・
宮
古
Ｆ
Ｍ
収
録
原
稿
・
聞
き
取
り
４
）

■
震
災
後
の
取
り
組
み

　
震
災
を
機
に
21
防
災
会
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
80
着
つ
く
り
各
役
員
に
配
布
し
、
今

後
、
災
害
時
は
こ
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
つ
け
て
活
動
す
る
こ
と
と
し

た
。
ま
た
５
〜
６
万
円
か
け
て
21
防
災
会
の
夏
用
ベ
ス
ト
も
つ
く
っ
た
。
今
後
、

津
波
の
避
難
場
所
、避
難
所
を
見
直
し
て
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、各
家
庭
に
配
布
す
る
。

避
難
場
所
の
整
備
、
避
難
所
（
津
軽
石
中
学
校
、
津
軽
石
小
学
校
）
へ
の
機
材
の

配
布
申
請
な
ど
を
行
う
。（
藤
沼
久
人
氏
、
宮
古
Ｆ
Ｍ
収
録
原
稿
・
聞
き
取
り
４
）
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臨
時
の
も
の
も
含
め
、
津
軽
石
だ
け
で
７
か
所
か
８
か
所
、
避
難
所
が
あ
っ
た
。

要
支
援
者
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人
な
ど
は
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
避
難
所
ま

で
行
く
こ
と
が
で
き
ず
、
近
く
へ
行
く
こ
と
に
な
る
。
指
定
さ
れ
た
避
難
所
以
外

に
避
難
し
た
人
が
、
飲
食
が
来
な
い
な
ど
と
言
っ
て
、
小
学
校
に
や
っ
て
き
た
こ

と
も
あ
っ
た
。瑞
雲
寺
は
被
害
を
受
け
て
お
ら
ず
、高
齢
者
な
ど
が
避
難
し
て
い
た
。

施
設
が
寝
た
き
り
の
人
な
ど
を
受
け
入
れ
て
く
れ
な
い
の
が
困
っ
た
。
避
難
所
は

暖
房
施
設
が
な
く
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
や
寝
た
き
り
の
人
が
た

く
さ
ん
い
た
が
、
市
の
職
員
に
お
願
い
し
て
も
、
ど
こ
も
空
い
て
い
な
い
と
言
わ

れ
た
。
開
い
て
い
る
地
区
の
公
民
館
を
借
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、

そ
こ
に
も
暖
房
が
な
く
、
ま
た
ト
イ
レ
が
使
え
ず
困
っ
た
。（
野
崎
昭
敏
氏
、
聞
き

取
り
６
）

■
遠
く
ま
で
見
回
り
に
い
き
、
互
い
に
情
報
交
換
す
る

　
民
生
委
員
は
赤
前
の
白
浜
地
区
ま
で
担
当
し
て
い
る
。
白
浜
は
湾
の
向
こ
う
の

北
側
で
こ
こ
か
ら
５
㌔
く
ら
い
あ
る
。
３
日
毎
に
塩
分
の
あ
る
土
の
な
か
を
車
で

見
て
回
っ
た
が
、
ガ
ソ
リ
ン
が
不
足
し
て
い
て
困
っ
た
。
助
け
た
人
を
誰
か
に
繋

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
た
。

　
他
に
も
担
当
の
民
生
委
員
が
い
て
、
お
互
い
に
情
報
交
換
す
る
。
８
名
の
民
生

委
員
が
１
か
月
間
、
毎
日
16
時
半
か
ら
、
津
軽
石
小
学
校
の
一
角
を
借
り
て
打
合

せ
し
た
。
日
中
は
安
否
確
認
に
歩
い
た
り
、
避
難
所
の
手
伝
い
を
し
た
り
し
た
。

私
は
、
高
齢
者
で
炊
事
が
で
き
な
い
８
軒
の
家
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
私
の
家
の

井
戸
の
水
で
粥
を
炊
い
て
配
達
し
た
。
こ
の
近
所
の
人
た
ち
も
そ
の
井
戸
を
け
っ

こ
う
使
っ
た
。
水
道
が
通
る
前
は
近
所
の
人
た
ち
が
使
っ
て
い
た
。（
野
崎
昭
敏
氏
、

聞
き
取
り
６
）

■
小
学
校
の
先
生
た
ち
が
子
ど
も
を
守
っ
た

　
学
校
に
子
ど
も
の
状
況
を
把
握
し
に
行
っ
た
。
先
生
の
迅
速
な
行
動
の
お
か
げ

で
事
故
な
ど
は
な
か
っ
た
。
当
時
の
校
長
先
生
は
、挨
拶
の
中
で
我
慢
せ
い
と
言
っ

た
そ
う
だ
。
異
国
の
軍
歌
か
な
に
か
だ
と
思
う
が
、
い
い
メ
ロ
デ
ィ
で
、
が
ま
ん

し
ろ
、
い
つ
か
朝
が
く
る
、
と
い
う
よ
う
な
歌
詞
だ
っ
た
。
校
長
先
生
は
祖
父
か

■
徒
歩
で
高
齢
者
の
安
否
確
認
を
し
、
薬
を
も
ら
い
に
磯
鶏
ま
で
歩
く

　
翌
朝
、
民
生
委
員
と
し
て
活
動
し
よ
う
と
思
っ
た
が
、
車
が
通
れ
な
い
の
で
歩

く
ほ
か
な
く
、
高
齢
者
の
安
否
確
認
を
す
る
の
が
精
一
杯
だ
っ
た
。
被
災
し
て
い

な
く
て
も
高
齢
者
、
特
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
は
、
水
道
も
食
料
も
電
気
も
な

い
状
態
で
は
生
き
て
い
け
な
い
。
食
料
品
を
買
う
こ
と
が
で
き
る
津
軽
石
唯
一
の

店
が
被
災
し
て
い
た
か
ら
買
い
物
も
で
き
な
い
。

　
避
難
所
に
い
れ
ば
な
ん
と
か
食
べ
る
こ
と
は
で
き
た
。
被
害
を
受
け
て
い
な
い

瑞
雲
寺
や
山
手
の
ほ
う
の
地
区
の
人
た
ち
が
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
く
れ
た
り
し
た

が
、
３
５
０
人
く
ら
い
避
難
し
て
い
た
た
め
、
当
初
は
２
人
で
１
つ
ほ
ど
し
か
渡

せ
な
か
っ
た
。
川
井
か
ら
来
た
消
防
団
も
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
毛
布
は
自
主
防
災

会
に
60
〜
70
枚
ほ
ど
あ
っ
た
が
、
体
育
館
だ
か
ら
寒
か
っ
た
。
や
む
を
え
ず
、
た

ま
た
ま
卒
業
式
の
た
め
に
準
備
し
て
あ
っ
た
紅
白
の
幕
で
身
体
を
包
ん
だ
り
し
た
。

　
困
っ
た
の
は
、
避
難
し
て
き
た
人
が
い
つ
も
飲
ん
で
い
る
薬
が
な
か
っ
た
こ
と
。

あ
る
人
に
こ
こ
で
死
ぬ
の
は
嫌
だ
と
言
わ
れ
、
国
道
が
通
れ
な
い
た
め
徒
歩
で
線

路
伝
い
に
磯
鶏
の
金
沢
医
院
ま
で
行
っ
た
。
そ
こ
の
医
院
も
被
害
を
受
け
て
い
た

が
、な
ん
と
か
１
週
間
分
の
薬
を
も
ら
っ
て
き
た
。先
生
も
被
害
を
受
け
て
い
た
が
、

調
剤
薬
局
が
患
者
の
カ
ル
テ
を
み
て
薬
を
く
れ
て
、
そ
こ
か
ら
ま
た
線
路
伝
い
に

津
軽
石
ま
で
帰
っ
た
。
１
日
が
か
り
だ
っ
た
。
今
も
元
気
で
い
て
、
そ
の
姿
を
み

る
と
、
大
変
だ
っ
た
が
行
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。
私
も
疲
れ
て
い
た
が
、
助
か
っ

た
命
を
な
ん
と
か
つ
な
い
で
い
か
な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
だ
っ
た
か
ら
で
き
た

の
だ
と
思
う
。
そ
れ
に
そ
う
す
る
の
が
民
生
委
員
の
役
割
だ
っ
た
。
私
は
法
の
脇

の
担
当
を
し
て
お
り
日
頃
か
ら
安
否
確
認
を
し
て
い
た
た
め
、み
ん
な
顔
が
わ
か
っ

て
い
る
。

　
私
の
自
宅
は
、
目
の
前
ま
で
水
が
き
て
土
蔵
が
全
壊
し
た
が
、
自
宅
の
建
物
は

大
丈
夫
で
、
高
齢
者
が
６
人
、
自
宅
に
避
難
し
て
い
た
。
私
は
１
週
間
、
避
難
所

を
離
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
盛
岡
に
背
広
で
行
っ
て
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
か
ら
寒
か
っ

た
。
自
宅
周
辺
の
道
路
は
通
行
不
能
だ
っ
た
た
め
、
地
震
の
翌
日
、
山
を
越
え
て

妻
が
着
替
え
を
持
っ
て
き
た
。（
野
崎
昭
敏
氏
、
聞
き
取
り
６
）

■
要
介
護
者
が
避
難
所
で
生
活
す
る
の
は
難
し
い
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越
の
避
難
場
所
の
防
災
倉
庫
に
置
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
訓
練
が
大
事
だ
。
防

災
組
織
に
は
、
女
性
も
入
れ
た
ほ
う
が
い
い
。
ト
イ
レ
や
着
替
え
の
場
所
の
こ
と

な
ど
、
女
性
で
な
い
と
で
き
な
い
仕
事
も
あ
る
。
薪
ス
ト
ー
ブ
の
あ
る
家
も
あ
り
、

い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ
。
電
波
が
悪
く
て
ラ
ジ
オ
が
入
ら
ず
困
っ
た
。
何
か
あ
っ

た
と
き
の
た
め
に
ラ
ジ
オ
の
ア
ン
テ
ナ
を
用
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。（
野
崎
昭

敏
氏
、
聞
き
取
り
６
）

　
⑸　
避
難
所
の
運
営
と
避
難
生
活

　
津
軽
石
で
地
震
津
波
か
ら
避
難
し
た
人
た
ち
が
、
そ
の
後
の
避
難
生
活
を
送
っ

た
避
難
所
の
う
ち
、
最
も
人
数
が
多
か
っ
た
の
が
、
津
軽
石
小
学
校
の
体
育
館
で

あ
っ
た
。
先
述
し
た
津
軽
石
中
学
校
の
避
難
所
の
場
合
、
周
辺
の
公
民
館
へ
避
難

し
た
人
も
多
く
、
中
学
校
で
避
難
生
活
を
送
っ
た
の
は
１
０
０
人
以
下
で
あ
っ
た

が
、
津
軽
石
小
学
校
へ
は
４
０
０
人
以
上
が
避
難
し
、
体
育
館
に
は
当
初
か
ら
人

が
溢
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
津
軽
石
小
学
校
の
避
難
所
を
運
営
す
る

に
あ
た
っ
て
は
多
く
の
困
難
が
生
じ
た
。

　
以
下
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
様
子
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

ア　
津
軽
石
小
学
校
の
避
難
所

■
避
難
所
の
概
要

　
津
軽
石
の
集
落
西
の
山
際
に
あ
る
津
軽
石
小
学
校
は
、
地
域
の
避
難
所
に
指
定

さ
れ
て
い
た
。
地
震
の
発
生
後
、
車
や
徒
歩
で
す
ぐ
に
小
学
校
の
体
育
館
に
避
難

し
た
人
た
ち
が
お
り
、
ま
た
当
初
馬
越
や
舘
山
な
ど
い
く
つ
か
の
避
難
場
所
に
避

難
し
た
人
々
も
、
津
波
の
危
険
が
少
な
く
な
り
、
周
囲
が
暗
く
な
り
始
め
る
と
、

津
軽
石
小
学
校
へ
移
動
し
た
。

　
し
か
し
、
校
舎
や
体
育
館
に
は
及
ん
で
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
小
学
校
の
校
庭

に
は
水
や
が
れ
き
が
流
れ
込
ん
で
お
り
、
ま
た
避
難
所
に
避
難
し
て
き
た
人
は

４
２
５
人
に
及
び
、
体
育
館
は
人
で
溢
れ
か
え
っ
た
。
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
、

指
揮
系
統
に
混
乱
が
あ
り
、
市
の
職
員
な
し
で
運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、

困
難
な
状
況
に
お
か
れ
た
。
指
揮
を
と
っ
た
「
本
町
協
力
会
」
は
懸
命
に
運
営
に

あ
た
っ
た
が
、
そ
の
運
営
は
困
難
な
も
の
と
な
っ
た
。

ら
聞
い
た
と
言
っ
て
い
た
。（
野
崎
昭
敏
氏
、
聞
き
取
り
６
）

■
遺
体
が
あ
が
る
と
、
火
葬
に
顔
を
だ
す

　
民
生
委
員
の
人
に
は
、
遺
体
が
あ
が
る
と
、
自
分
の
地
区
の
人
の
火
葬
の
と
き

は
行
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
言
っ
た
。
私
も
法
の
脇
で
亡
く
な
っ
た
６
名
く
ら
い
の
方

の
火
葬
に
顔
を
出
し
た
。バ
ッ
グ
な
ん
か
に
免
許
証
が
入
っ
て
る
。子
ど
も
も
２
人
、

学
校
へ
入
る
と
こ
だ
っ
た
。
１
回
避
難
し
た
が
戻
っ
て
、そ
の
ま
ま
流
さ
れ
た
人
が
、

栄
通
り
に
多
か
っ
た
。
民
生
委
員
を
や
っ
て
い
た
人
の
中
に
も
、
お
年
寄
り
を
見
に

戻
っ
て
流
さ
れ
た
方
が
い
た
。
法
の
脇
は
寝
た
き
り
の
人
が
多
く
、
線
路
が
あ
る

た
め
に
車
が
入
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。（
野
崎
昭
敏
氏
、
聞
き
取
り
６
）

■
で
き
る
限
り
状
況
を
把
握
す
る

　
私
は
避
難
所
に
い
る
人
に
つ
い
て
、
高
齢
者
は
誰
な
の
か
わ
か
る
が
、
い
つ
来

た
の
か
誰
な
の
か
、
わ
か
ら
な
い
人
も
い
る
。
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
か
ら
。
後
か
ら
こ

う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
あ
あ
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
う
が
、
当
時
は
頭
が
真
っ
白
で
、

あ
そ
こ
に
は
高
齢
者
が
い
る
と
か
、
そ
れ
く
ら
い
し
か
わ
か
ら
な
い
。
避
難
所
に

い
な
け
れ
ば
、ど
う
だ
っ
た
の
か
な
と
思
う
し
か
な
い
。１
か
月
く
ら
い
の
あ
い
だ
、

津
軽
石
地
区
の
民
生
委
員
を
や
っ
て
る
人
に
、
あ
ち
こ
ち
の
家
に
泊
ま
っ
て
る
人

も
把
握
し
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
た
。
何
が
足
り
な
い
と
か
、
ど
こ
そ
こ
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
調
子
が
悪
い
と
か
。
簡
単
な
よ
う
で
難
し
い
。
家
を
無
く
し
た
方
は
３

か
月
ぐ
ら
い
、
仮
設
住
宅
が
で
き
る
ま
で
避
難
所
に
い
た
人
も
多
か
っ
た
。
家
を

流
さ
れ
た
人
は
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
。（
野
崎
昭
敏
氏
、
聞
き
取
り
６
）

■
あ
ら
か
じ
め
組
織
を
つ
く
り
、
準
備
し
て
お
く

　
機
能
す
る
し
な
い
は
と
も
か
く
組
織
を
つ
く
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
。
津
波

ば
か
り
で
な
く
ゲ
リ
ラ
豪
雨
で
川
が
決
壊
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
。
駒
形

の
藤
沼
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
被
害
が
少
な
か
っ
た
。
私
も
小
学
校
の
避
難
所
に
行
っ

て
物
資
を
配
布
し
た
。

　
今
回
の
地
震
は
誰
も
予
想
し
な
い
く
ら
い
大
き
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り

ふ
だ
ん
の
準
備
が
大
切
だ
。
防
災
組
織
の
物
品
が
５
月
に
来
る
か
ら
、
そ
れ
を
馬
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地
震
津
波
の
当
日
は
小
雪
が
降
っ
て
い
て
と
て
も
寒
か
っ
た
。
体
育
館
は
避
難

者
で
あ
ふ
れ
て
い
た
た
め
消
防
隊
員
は
屋
外
に
い
る
ほ
か
な
く
、
ド
ラ
ム
缶
を
半

分
に
し
て
薪
を
燃
や
し
、
暖
を
と
っ
て
い
た
。
地
震
の
翌
日
、
遺
体
捜
索
を
終
え

て
避
難
所
に
戻
っ
た
と
こ
ろ
、
教
員
が
ツ
カ
ツ
カ
と
や
っ
て
来
て
、
学
校
に
近
く

て
危
な
い
か
ら
燃
や
さ
な
い
で
く
れ
と
い
う
。
だ
が
校
庭
に
は
車
が
た
く
さ
ん
あ

り
他
に
適
当
な
場
所
が
な
く
、
ま
た
鉄
筋
製
の
校
舎
は
火
事
に
な
る
よ
う
な
建
物

で
は
な
い
。
も
う
少
し
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
そ
う
だ
っ
た
が
、
私
が
間
に
入
っ
て

止
め
、
火
を
焚
く
の
を
諦
め
た
。
別
の
日
に
も
、
捜
索
か
ら
戻
っ
て
く
る
と
、
こ

こ
に
は
車
を
停
め
る
な
、な
ど
と
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
た
。
日
中
も
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ

た
。（
中
野
規
男
氏
、
聞
き
取
り
８
）

■
津
軽
石
を
通
過
す
る
電
車
に
乗
っ
て
い
た
人
た
ち
も
避
難
し
て
き
た

　
地
震
の
と
き
に
津
軽
石
駅
に
停
車
し
て
い
た
電
車
に
乗
っ
て
い
た
人
た
ち
が
20

人
、
避
難
所
に
避
難
し
て
き
た
。
東
京
や
盛
岡
か
ら
旅
行
で
来
て
い
た
人
、
山
田

か
ら
乗
っ
て
き
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
い
た
。
津
軽
石
ま
で
乗
せ
て
き
た
Ｊ
Ｒ
に

対
応
し
て
ほ
し
か
っ
た
が
、
車
掌
ら
が
当
初
は
避
難
所
に
お
ら
ず
、
よ
う
や
く
来

た
の
で
、
責
任
感
が
な
い
の
か
と
怒
鳴
っ
た
。
バ
ス
が
通
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら

な
ん
と
か
宮
古
へ
送
れ
と
言
っ
た
。

　
車
で
流
さ
れ
て
び
し
ょ
濡
れ
に
な
っ
た
人
が
い
て
、
近
所
の
人
た
ち
が
衣
類
を
貸

し
た
。
そ
の
人
は
盛
岡
か
ら
２
人
で
来
て
い
た
が
、
も
う
１
人
は
行
方
不
明
に
な
っ

て
い
た
。
盛
岡
か
ら
安
否
確
認
に
来
た
人
が
い
た
の
で
、
そ
の
人
に
車
で
送
っ
て
も

ら
う
こ
と
に
し
た
。
分
団
長
に
住
所
と
も
う
１
人
の
行
方
不
明
の
人
の
こ
と
を
知

ら
せ
て
か
ら
行
く
よ
う
に
言
っ
た
の
に
、
そ
の
ま
ま
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

う
か
と
思
え
ば
東
京
か
ら
手
紙
を
く
れ
た
人
も
い
た
。（
若
狭
斌
氏
、
聞
き
取
り
８
）

■
避
難
所
の
運
営
は
、
私
が
や
ら
な
け
れ
ば
誰
も
や
ら
な
い

　
津
軽
石
小
学
校
へ
の
避
難
者
の
中
に
他
の
地
区
の
町
内
会
長
は
お
ら
ず
、
本
町

町
内
会
長
の
私
が
動
か
な
け
れ
ば
何
も
進
ま
な
い
と
わ
か
っ
た
の
で
取
り
ま
と
め

役
を
や
っ
た
。
い
い
勉
強
に
な
っ
た
。
戸
惑
い
が
大
き
く
、
気
が
回
ら
な
い
部
分

も
あ
っ
た
が
、
し
ば
ら
く
や
っ
て
だ
ん
だ
ん
様
子
が
わ
か
っ
て
き
た
。

■
津
軽
石
小
学
校
体
育
館
の
避
難
所
へ
入
る

　
体
育
館
に
入
り
、
地
区
ご
と
に
座
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
た
め
、
新
町
の
下
の
人

た
ち
と
合
流
し
て
一
緒
に
座
っ
て
い
た
。
発
電
機
や
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
出
し
て
き

て
つ
け
て
い
た
が
、
ス
ト
ー
ブ
を
同
時
に
何
台
も
点
け
る
と
発
電
量
が
足
り
な
い

の
か
、
す
ぐ
消
え
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
地
震
が
あ
る
た
び
に
ス
ト
ー
ブ
を
消

し
て
入
口
ド
ア
を
全
開
に
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
と
に
か
く
寒
か
っ
た
。
体
育
館

か
ら
溢
れ
出
て
し
ま
う
く
ら
い
多
く
の
人
が
い
た
。

　
津
軽
石
小
学
校
の
避
難
所
は
、そ
の
周
り
の
本
町
や
下
町
の
人
た
ち
が
主
に
な
っ

て
運
営
し
て
い
た
。
給
食
室
は
無
事
だ
っ
た
た
め
、
被
害
の
な
か
っ
た
家
か
ら
米

を
分
け
て
も
ら
い
、
若
い
男
性
が
山
の
奥
に
あ
る
沢
水
を
汲
み
に
行
き
、
ガ
ス
釜

で
ご
飯
を
炊
い
て
お
に
ぎ
り
を
つ
く
っ
た
。
１
回
で
全
員
に
行
き
渡
る
数
は
作
れ

な
か
っ
た
た
め
、
子
ど
も
と
お
年
寄
り
に
先
に
渡
し
た
。
私
も
、
何
回
目
か
に
で

き
た
塩
お
に
ぎ
り
を
、
そ
の
日
の
夜
の
う
ち
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
余
震
が
頻
繁
に
起
こ
り
サ
イ
レ
ン
も
鳴
る
の
で
、
い
つ
で
も
逃
げ
ら
れ
る
よ
う

に
、最
初
の
晩
は
横
に
も
な
れ
な
か
っ
た
。避
難
す
る
の
は
小
学
校
の
裏
山
だ
っ
た
。

最
初
の
こ
ろ
は
み
ん
な
避
難
し
て
い
た
が
、
何
回
目
か
か
ら
は
途
中
で
腰
を
下
ろ

し
て
い
る
人
も
け
っ
こ
う
い
た
。
親
が
迎
え
に
来
な
い
子
ど
も
は
校
舎
の
中
で
先

生
が
面
倒
を
み
て
い
た
。
た
だ
、
避
難
し
た
一
般
の
人
は
教
室
に
は
入
ら
な
い
よ

う
に
言
わ
れ
た
た
め
、
体
育
館
に
い
る
ほ
か
な
く
、
ト
イ
レ
も
体
育
館
の
中
に
あ

る
ト
イ
レ
を
使
う
し
か
な
か
っ
た
。（
盛
合
純
子
氏
、
聞
き
取
り
10
）

■
当
日
の
夜
、
発
電
機
を
借
り
ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た

　
停
電
に
な
っ
た
が
、
そ
の
日
に
小
学
校
の
裏
山
で
ダ
ム
工
事
を
や
っ
て
い
た
人

が
避
難
し
て
き
て
い
て
、
現
場
か
ら
発
電
機
を
２
機
も
っ
て
き
て
く
れ
た
。
分
団

員
に
電
気
屋
が
い
た
の
で
、
発
電
機
を
配
電
盤
に
つ
な
ぎ
、
あ
る
程
度
、
当
日
の

晩
か
ら
電
気
を
使
う
こ
と
が
で
き
た
。
ス
ト
ー
ブ
も
電
気
な
し
に
は
点
か
な
い
か

ら
助
か
っ
た
。
た
だ
し
、電
圧
が
低
い
た
め
機
器
が
壊
れ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
っ

た
。（
若
狭
斌
氏
、
聞
き
取
り
８
）

■
体
育
館
に
入
れ
ず
寒
か
っ
た
が
、
火
を
焚
く
な
と
い
わ
れ
る
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任
を
も
つ
こ
と
の
で
き
な
い
人
た
ち
ば
か
り
で
、
指
示
を
仰
ご
う
に
も
、
携
帯
電

話
が
通
じ
な
い
か
ら
連
絡
も
で
き
な
い
。
市
に
は
職
員
を
常
駐
さ
せ
て
ほ
し
い
と

ず
っ
と
要
望
し
て
い
た
が
、
叶
わ
な
か
っ
た
。
１
日
交
代
な
ら
い
ら
な
い
と
言
っ

て
帰
し
た
と
こ
ろ
課
長
た
ち
が
来
た
た
め
、
１
日
交
代
で
は
何
も
で
き
な
い
、
私

の
家
も
被
害
に
あ
っ
て
る
ん
だ
か
ら
帰
り
た
い
と
訴
え
た
。
し
か
し
、
そ
れ
な
ら

２
日
交
代
な
ら
ば
ど
う
だ
と
言
い
、
常
駐
と
い
う
言
葉
は
つ
い
に
出
て
こ
な
か
っ

た
た
め
、
結
局
い
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。（
若
狭
斌
氏
、
聞
き
取
り
８
）

■
仕
事
を
分
担
す
る
体
制
を
つ
く
り
、
協
力
を
仰
ぐ

　
そ
こ
か
ら
私
の
戦
い
が
始
ま
っ
た
。
私
は
本
町
の
町
内
会
長
で
、
避
難
所
の
運

営
に
携
わ
っ
て
い
た
が
、
職
員
は
い
ら
な
い
と
言
っ
た
手
前
、
問
題
が
起
き
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
が
指
示
を
出
し
て
、
必
要
な
係
を
つ
く
っ
て

仕
事
を
分
担
す
る
体
制
を
つ
く
り
、
避
難
し
て
い
る
人
た
ち
に
も
そ
れ
を
説
明
し
、

指
示
に
し
た
が
っ
て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
し
た
。
避
難
者
は
当
初
４
２
０
人
ほ
ど

い
て
、
足
の
踏
み
場
も
な
か
っ
た
。
地
区
別
に
名
簿
づ
く
り
を
し
た
。
自
宅
で
眠

る
こ
と
は
で
き
る
が
食
事
が
作
れ
な
い
人
の
名
簿
も
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
通
い
の
避
難
者
が
50
世
帯
く
ら
い
い
た
。
朝
は
起
き
る
と
、

今
日
は
掃
除
す
る
と
か
、
こ
れ
こ
れ
を
守
っ
て
く
れ
と
か
、
ま
ず
指
示
を
出
し
た
。

一
番
心
配
し
た
の
は
病
気
、
特
に
感
染
症
だ
っ
た
が
、
結
局
で
な
く
て
よ
か
っ
た
。

手
の
消
毒
な
ど
、
衛
生
面
に
は
気
を
使
っ
た
。
毎
日
夜
７
時
か
ら
、
避
難
所
の
代

表
と
消
防
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の
日
の
報
告
と
翌
日
の
予
定
を
話
し
合

い
、
市
か
ら
届
い
た
情
報
を
報
告
し
た
。（
若
狭
斌
氏
、
聞
き
取
り
８
）

■
お
に
ぎ
り
配
布
、
炊
き
出
し
、
自
衛
隊
に
よ
る
食
事
の
配
布

　
当
初
、
食
事
は
根
井
沢
や
払
川
の
人
た
ち
が
つ
く
っ
て
く
れ
た
お
に
ぎ
り
だ
っ

た
。
と
て
も
助
か
っ
た
。
避
難
所
で
も
や
ろ
う
と
思
っ
た
が
、
小
さ
い
鍋
が
い
く

つ
か
あ
っ
た
だ
け
で
全
く
足
り
な
か
っ
た
。
小
学
校
に
使
っ
て
い
な
か
っ
た
二
重

釜
が
あ
っ
た
の
で
使
わ
せ
て
く
れ
と
お
願
い
し
、
な
か
な
か
使
わ
せ
て
も
ら
え
な

か
っ
た
が
、
な
ん
と
か
使
わ
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
赤
前
小
学
校
で
は

給
食
室
を
開
放
し
て
炊
い
た
ら
し
い
。
二
重
釜
で
つ
く
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
食

　
ス
ト
ー
ブ
に
使
う
灯
油
に
つ
い
て
は
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
避
難
所
を
優
先

し
て
く
れ
と
お
願
い
し
て
、
毎
朝
ト
ラ
ッ
ク
で
配
達
し
て
も
ら
っ
た
。
他
の
避
難

所
で
は
灯
油
が
足
り
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
ら
し
い
。ガ
ス
屋
さ
ん
も
あ
っ

た
た
め
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
供
給
し
て
も
ら
い
、
機
器
を
直
し
て
も
ら
っ
た
。
そ

う
い
う
面
で
は
恵
ま
れ
て
い
た
。

　
病
気
を
出
し
て
し
ま
う
こ
と
が
と
て
も
心
配
だ
っ
た
が
、
医
療
関
係
者
が
い
て

く
れ
た
の
で
心
強
か
っ
た
。
交
通
手
段
が
な
い
か
ら
病
院
に
行
け
な
い
。
民
生
委

員
は
避
難
所
の
運
営
組
織
に
入
れ
ず
、
外
を
回
っ
て
も
ら
っ
た
。（
若
狭
斌
氏
、
聞

き
取
り
８
）

■
体
育
館
は
と
に
か
く
寒
か
っ
た

　
体
育
館
は
完
全
に
密
閉
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ガ
ラ
ス
窓
が
多
い
た
め
熱
が
逃
げ
て

し
ま
い
、
寒
か
っ
た
。
２
、３
日
経
つ
と
、
毛
布
が
入
っ
て
い
た
ア
ル
ミ
の
袋
で
窓

を
覆
っ
た
り
、
入
口
近
く
に
衝
立
を
置
い
て
風
が
直
接
入
ら
な
い
よ
う
に
し
た
。

毛
布
が
十
分
に
な
か
っ
た
た
め
、
子
ど
も
と
高
齢
者
に
優
先
的
に
配
布
し
、
２
人

で
１
枚
を
一
緒
に
使
っ
た
り
、
そ
れ
も
な
い
人
は
毛
布
の
入
っ
て
い
た
ア
ル
ミ
の

袋
を
履
い
た
り
し
た
。
毛
布
は
備
蓄
用
に
体
育
館
か
校
舎
に
少
し
置
い
て
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
私
は
ジ
ャ
ン
バ
ー
を
着
て
そ
の
上
に
ベ
ン
チ
コ
ー
ト
を
着
て
い

た
た
め
、
床
の
冷
た
さ
が
い
く
ら
か
和
ら
い
だ
。

　
避
難
所
で
は
、
朝
５
時
起
床
で
６
時
に
は
朝
食
だ
っ
た
。
も
う
少
し
朝
ゆ
っ
く

り
眠
っ
て
い
た
か
っ
た
人
も
い
た
の
で
は
な
い
か
。
一
部
の
照
明
が
一
晩
中
つ
い

て
い
る
た
め
に
よ
く
眠
れ
ず
、
や
っ
と
寝
つ
い
た
こ
ろ
に
起
こ
さ
れ
る
と
い
う
人

も
い
た
。
最
初
に
中
学
校
に
い
て
、
小
学
校
に
移
っ
て
き
た
が
、
寒
い
か
ら
と
ま

た
戻
っ
て
行
っ
た
人
が
い
た
。小
学
校
の
ほ
う
が
寒
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。（
盛

合
純
子
氏
、
聞
き
取
り
10
）

■
市
の
対
応
も
良
心
的
で
は
な
か
っ
た

　
宮
古
市
の
職
員
は
津
軽
石
小
学
校
の
避
難
所
へ
な
か
な
か
来
て
く
れ
ず
、
来
た

と
思
っ
た
ら
、
今
日
は
あ
る
課
か
ら
何
人
、
明
日
は
別
の
課
の
人
と
い
う
よ
う
に
、

毎
日
違
っ
て
い
た
。
同
じ
こ
と
を
何
度
も
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
責
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■
新
潟
、
次
い
で
静
岡
か
ら
医
師
が
来
て
く
れ
る

　
私
は
も
う
少
し
で
破
傷
風
に
な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
長
靴
に
塩
水
が
入
っ
て
い

て
、
靴
擦
れ
し
た
と
こ
ろ
か
ら
ば
い
菌
が
入
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
医
者
が
新
潟

か
ら
ま
ず
来
て
、
後
で
静
岡
の
医
者
が
来
た
。
見
せ
た
ら
、
毎
日
消
毒
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
治
ら
な
け
れ
ば
足
を
切
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
た
。

そ
の
医
者
が
も
ぞ
も
ぞ
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
探
し
て
、
靴
下
を
出
し
て
こ
れ
を
履

き
な
さ
い
と
言
っ
て
く
れ
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
と
い
っ
て
あ
り
が
た
く

も
ら
っ
た
。
風
呂
に
入
っ
て
か
ら
見
せ
た
ら
、
治
っ
て
き
ま
し
た
ね
と
言
わ
れ
た
。

　
津
軽
石
に
も
医
院
が
あ
っ
た
が
被
災
し
て
し
ま
っ
た
。先
生
薬
く
だ
さ
い
と
言
っ

た
が
、
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
、
片
付
け
な
い
と
と
て
も
診
療
で
き
な
い
と
言
わ

れ
た
。
そ
の
た
め
自
衛
隊
に
泥
を
出
し
て
も
ら
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
入
れ
て
片

付
け
た
。
中
で
も
人
工
透
析
が
大
変
だ
っ
た
。
数
日
ご
と
に
車
で
病
院
を
な
ん
と

か
ま
わ
っ
た
。（
中
野
規
男
氏
、
聞
き
取
り
８
）

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
助
け
ら
れ
た

　
保
健
婦
の
人
た
ち
が
来
て
、
体
操
を
教
え
た
り
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
ま
だ

来
て
い
な
か
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
社
会
福
祉
協
議
会
を
経
由
し
て
少
し
ず
つ

来
た
。
町
内
会
と
し
て
、
２
次
災
害
が
起
き
な
い
よ
う
に
ま
ず
側
溝
を
き
れ
い
に

し
て
も
ら
っ
た
。
下
町
公
民
館
も
や
っ
て
も
ら
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
は

助
け
ら
れ
た
。「
阪
神
淡
路
大
震
災
の
と
き
私
も
助
け
ら
れ
た
の
で
今
回
来
た
」
と

言
っ
て
い
る
方
も
い
た
。
下
町
公
民
館
も
１
か
月
く
ら
い
置
き
っ
ぱ
な
し
に
し
て

い
た
畳
を
片
付
け
て
も
ら
っ
た
。
冷
蔵
庫
な
ど
は
道
路
に
出
し
て
お
け
ば
も
っ
て

い
っ
て
く
れ
た
。
あ
り
が
た
か
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が
ト
イ
レ
に
困
っ
て

い
た
の
で
、
公
民
館
の
ト
イ
レ
や
漁
協
の
ト
イ
レ
を
使
っ
て
も
ら
っ
た
。（
野
崎
昭

敏
氏
、
聞
き
取
り
６
）

■
自
宅
と
飼
い
犬
の
こ
と

　
私
の
自
宅
は
小
学
校
の
目
の
前
だ
が
、
避
難
所
に
６
か
月
お
り
、
手
が
つ
か
な

か
っ
た
。
朝
起
き
て
自
宅
に
行
き
少
し
片
付
け
て
避
難
所
に
戻
り
、
朝
食
を
み
ん

な
に
あ
げ
て
か
ら
ま
た
自
宅
に
行
き
、
10
時
に
な
る
と
い
ろ
ん
な
物
資
が
く
る
か

事
が
全
員
に
行
き
渡
る
よ
う
に
な
っ
た
。
や
が
て
中
学
校
の
校
庭
で
自
衛
隊
が
食

事
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
お
に
ぎ
り
で
な
く
て
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と

が
で
き
た
。
り
ん
ご
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
く
れ
、
み
そ
汁
の
具
も
い
ろ
い
ろ

変
わ
っ
た
。

■
避
難
所
の
炊
き
出
し
は
自
衛
隊
の
元
調
理
班
長
が
指
導
し
た

　
航
空
自
衛
隊
を
退
職
し
た
ば
か
り
、
元
調
理
班
長
だ
っ
た
盛
合
さ
ん
と
い
う
人

が
来
て
、
ず
っ
と
一
緒
に
泊
ま
っ
て
く
れ
た
。
津
波
の
際
に
た
ま
た
ま
こ
ち
ら
に

来
て
い
て
、
お
前
や
れ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
あ
の
よ
う
な
と
き
に
何
を
す
れ

ば
い
い
か
、
例
え
ば
こ
の
品
物
が
来
た
ら
こ
う
調
理
す
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
が

よ
く
わ
か
っ
て
い
た
。

　
自
衛
隊
で
は
ご
飯
は
１
人
何
㌘
と
決
ま
っ
て
い
る
ら
し
い
。
人
数
を
伝
え
て
注

文
す
る
と
実
際
に
は
足
り
な
く
な
る
か
ら
、
多
め
に
注
文
す
る
の
だ
そ
う
だ
。
そ

ん
な
こ
と
は
初
め
て
聞
い
た
。
な
ぜ
避
難
所
に
い
る
人
数
と
ご
飯
の
人
数
が
違
う

か
と
、
後
に
な
っ
て
聞
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
ソ
ウ
メ
ン
が
来
た
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
茹
で
て
時
間
が
経
っ
て
い
て
も
う
固
ま
っ
て
い
た
。
彼
が
固
ま
ら
な
い
ソ

ウ
メ
ン
の
茹
で
方
を
自
衛
隊
や
我
々
に
教
え
て
く
れ
た
。
彼
の
お
か
げ
で
食
事
に

つ
い
て
は
恵
ま
れ
て
い
た
。
自
衛
隊
の
メ
ニ
ュ
ー
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
つ
く
っ
て

食
べ
さ
せ
て
く
れ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
。（
若
狭
斌
氏
、
聞
き
取
り
８
）

■
１
週
間
後
に
水
道
が
通
り
、
自
衛
隊
が
校
庭
に
風
呂
を
設
置
し
た

　
避
難
所
に
い
た
と
き
は
水
を
汲
む
の
が
大
変
だ
っ
た
。
小
学
校
の
裏
に
あ
る
お

墓
の
脇
に
水
が
湧
い
て
お
り
、
み
ん
な
バ
ケ
ツ
を
も
っ
て
汲
み
に
行
っ
た
。
１
週

間
後
に
電
気
が
く
る
ま
で
、
ず
っ
と
水
を
汲
み
に
行
っ
た
。
自
衛
隊
が
風
呂
を
設

置
し
た
と
き
は
、す
で
に
電
気
が
き
て
水
道
が
通
っ
て
い
た
か
ら
、水
道
を
使
っ
た
。

（
若
狭
斌
氏
、
聞
き
取
り
８
）

　
風
呂
は
津
軽
石
小
学
校
の
校
庭
に
設
置
す
る
の
が
い
い
だ
ろ
う
と
自
衛
隊
と
話

し
て
決
め
た
。
曜
日
ご
と
に
入
る
地
区
を
決
め
た
。
高
浜
や
金
浜
、
白
浜
か
ら
も

来
た
。（
野
崎
昭
敏
氏
、
聞
き
取
り
６
）
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以
下
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
配
慮
が
必
ず
し
も
行
き
届
か
な
か
っ
た
人
た

ち
の
声
で
あ
る
。

■
家
を
失
っ
た
人
が
避
難
所
の
手
伝
い
を
し
、
不
公
平
感
が
募
る

　
ト
ラ
ブ
ル
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
。
避
難
所
に
は
家
が
残
っ
て
い
る
人
と
残
っ
て

い
な
い
人
が
混
在
し
て
い
た
。
家
が
残
っ
て
い
る
人
は
朝
に
な
れ
ば
片
付
け
を
す

る
た
め
に
出
て
行
く
が
、
家
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
は
避
難
所
に
い
る
ほ
か

な
く
、そ
う
す
る
と
炊
事
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
手
伝
い
を
さ
せ
ら
れ
る
。そ
れ
が
積
も

り
積
も
っ
て
、
私
た
ち
は
家
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る

の
に
あ
な
た
方
は
家
が
あ
る
だ
け
ま
だ
ま
し
で
し
ょ
う
、
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
私
た

ち
が
こ
ん
な
思
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
、
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
く
る
。

　
そ
の
た
め
、
私
の
夫
は
夜
が
明
け
れ
ば
す
ぐ
片
付
け
に
出
て
行
く
が
、
私
は
炊

事
の
手
伝
い
を
し
て
洗
い
物
が
終
わ
っ
た
後
に
出
か
け
る
よ
う
に
し
た
。
夫
の
分

の
ご
飯
は
申
し
訳
な
い
け
れ
ど
も
ら
っ
て
い
き
ま
す
、
と
言
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
。

家
が
な
く
な
っ
て
気
持
ち
が
落
ち
込
ん
で
い
る
と
、
誰
か
の
言
葉
を
、
そ
の
意
図

と
は
違
っ
た
か
た
ち
で
解
釈
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
が
も
と
で
取
っ
組

み
合
い
の
喧
嘩
に
な
り
か
け
た
こ
と
も
あ
る
。（
盛
合
純
子
氏
、
聞
き
取
り
10
）

■
避
難
所
か
ら
出
て
行
く
よ
う
促
さ
れ
る
が
出
て
行
け
ず
、
辛
か
っ
た

　
地
震
津
波
か
ら
１
週
間
後
く
ら
い
に
、
避
難
所
が
狭
い
た
め
自
宅
が
残
っ
て
い

る
人
は
出
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
。
し
か
し
、
自
宅
は
２
階
ま
で
は
水
が
き
て
い

な
か
っ
た
も
の
の
、
電
気
が
な
い
こ
と
に
は
照
明
も
ラ
ジ
オ
も
テ
レ
ビ
も
な
く
、

暗
く
な
っ
た
ら
足
元
も
見
え
な
い
。
古
い
家
だ
か
ら
畳
を
外
す
と
床
が
抜
け
そ
う

に
な
り
、
懐
中
電
灯
で
は
心
も
と
な
い
。
１
階
に
反
射
式
ス
ト
ー
ブ
が
あ
っ
た
が

水
に
浸
か
っ
た
た
め
に
使
う
こ
と
が
で
き
ず
、
電
気
が
な
い
た
め
に
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
は
使
え
ず
、
２
階
に
暖
を
と
る
も
の
が
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
出
て
行
っ
て
く

だ
さ
い
と
言
わ
れ
て
も
出
て
い
け
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
２
週
間
目
く
ら
い
に
は
、

津
軽
石
中
学
校
の
避
難
所
が
津
軽
石
小
学
校
の
避
難
所
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
中
学
校
の
人
た
ち
が
来
て
狭
く
な
る
か
ら
、
や
は
り
出
て
行
っ
て
く
れ
と
言

わ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
新
町
の
人
は
小
学
校
で
は
な
く
て
中
学
校
に
避
難
す
る
の
で
は
な
い

ら
ま
た
避
難
所
に
戻
り
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
昼
食
、
と
い
う
具
合
で
は
ほ
と
ん
ど

作
業
に
な
ら
な
い
。
自
分
で
は
何
も
で
き
な
か
っ
た
が
、
知
人
が
手
伝
っ
て
く
れ

て
助
か
っ
た
。

　
シ
ェ
パ
ー
ド
を
飼
っ
て
い
た
が
、
ち
ょ
う
ど
散
歩
に
行
こ
う
と
し
て
い
た
と
き

に
地
震
が
き
て
、
こ
れ
は
ま
ず
い
と
思
い
、
犬
小
屋
へ
お
い
て
か
ら
、
学
校
へ
行
っ

た
。
当
日
の
夜
中
、泥
で
う
ま
く
歩
け
な
か
っ
た
が
、な
ん
と
か
自
宅
ま
で
行
っ
た
。

途
中
ま
で
行
っ
た
ら
犬
が
鳴
い
て
、生
き
て
た
と
思
っ
た
。
連
れ
て
い
こ
う
と
思
っ

て
も
歩
け
な
い
か
ら
仕
方
な
い
。
自
宅
に
着
い
て
玄
関
を
開
け
た
ら
、
う
わ
っ
と

い
う
感
じ
だ
っ
た
。
居
間
に
入
っ
た
ら
ソ
フ
ァ
が
濡
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ

こ
に
新
聞
紙
を
置
い
て
犬
に
こ
こ
に
い
ろ
と
言
っ
て
お
い
た
。（
若
狭
斌
氏
、
聞
き

取
り
８
）

イ　
津
軽
石
小
学
校
避
難
所
の
困
難
な
運
営

■
避
難
し
て
い
る
人
以
外
に
つ
い
て
も
っ
と
考
え
る
べ
き
だ
っ
た

　
津
軽
石
小
学
校
の
避
難
所
は
、
多
く
の
人
が
狭
い
場
所
で
長
期
間
、
避
難
生
活

を
送
っ
た
こ
と
、避
難
し
て
い
た
人
た
ち
を
統
括
す
る
よ
う
な
役
職
者
が
い
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、そ
の
運
営
は
相
当
に
困
難
な
も
の
に
な
っ
た
。先
述
の
よ
う
に
、

他
に
誰
も
や
る
人
が
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
本
町
町
内
会
長
の
若
狭
氏
が
取
り
ま

と
め
役
を
担
っ
た
が
、
大
き
な
苦
労
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
部
の
人
た
ち
に
配

慮
が
必
ず
し
も
行
き
届
か
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
不
満
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

若
狭
氏
自
身
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

　
後
で
気
が
つ
い
た
が
、避
難
し
て
い
る
人
以
外
の
人
の
こ
と
も
考
え
る
べ
き
だ
っ

た
。
ど
こ
の
店
に
行
っ
て
も
棚
が
空
っ
ぽ
だ
っ
た
と
後
で
聞
い
た
が
、
当
時
は
気

が
回
ら
な
か
っ
た
。
避
難
し
て
い
な
い
が
食
べ
物
を
入
手
で
き
な
い
人
た
ち
が
、

遠
慮
し
て
避
難
所
に
来
れ
な
か
っ
た
。
今
後
は
、
そ
う
い
う
人
の
こ
と
を
考
え
る

よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。
支
援
物
資
に
つ
い
て
は
、持
っ

て
き
た
の
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
、
最
初
は
受
け
取
っ
て
い
た
が
、

中
越
地
震
の
と
き
最
後
に
物
資
が
余
っ
て
困
っ
た
こ
と
を
聞
い
て
い
た
た
め
、
だ

ん
だ
ん
断
る
よ
う
に
な
っ
た
。（
若
狭
斌
氏
、
聞
き
取
り
８
）
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届
か
な
い
。
夕
方
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
、
自
衛
隊
が
持
っ
て
き
て
く
れ
た
支
援
物

資
が
校
庭
に
あ
る
と
聞
い
て
、
行
っ
て
み
る
と
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
が
あ
っ
た
。
避
難
所
に
い
る
人
と
い
な
い
人
の
情
報
の
量
が
違
っ
た
。
夕
方
、

避
難
所
に
戻
る
と
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
い
く
つ
も
持
っ
て
い
る
人
た
ち
が
お
り
、
避
難

所
に
昼
間
い
た
人
た
ち
で
支
援
物
資
を
分
け
た
と
聞
か
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

（
盛
合
純
子
氏
、
聞
き
取
り
10
）

■
本
町
以
外
の
人
は
情
報
が
入
り
づ
ら
い

　
自
分
た
ち
の
地
区
か
ら
も
運
営
に
参
加
し
て
い
る
人
が
い
れ
ば
情
報
が
も
っ
と

入
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
町
の
人
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
運
営
し
て
い
た

た
め
に
、
自
分
た
ち
に
は
情
報
が
入
り
づ
ら
か
っ
た
。
本
町
だ
け
で
仮
設
住
宅
へ

の
入
居
希
望
を
と
っ
た
と
い
う
話
も
聞
い
た
の
で
、
ど
う
し
た
ら
そ
う
い
う
情
報

を
も
ら
え
る
の
か
と
問
い
合
わ
せ
し
た
が
、
新
町
の
人
は
関
係
な
い
と
言
わ
れ
た
。

で
は
行
政
連
絡
員
に
聞
け
ば
い
い
の
か
と
思
っ
て
聞
い
て
み
る
と
、
そ
ん
な
話
は

知
り
ま
せ
ん
と
言
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
情
報
を
聞
い
て
も
、
そ
れ
が
本
当
か
ど
う

か
も
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。（
盛
合
純
子
氏
、
聞
き
取
り
10
）

　
当
初
は
助
け
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
人
が
ど
こ
の
人
か
と
い
う
こ
と

は
関
係
な
い
が
、
時
間
が
経
ち
情
報
や
噂
が
交
錯
す
る
と
、
だ
ん
だ
ん
そ
う
な
っ

て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。
全
部
の
人
に
平
等
に
情
報
を
流
す
べ
き
だ
っ
た
が
そ
う
は

な
ら
な
か
っ
た
。
放
送
で
流
す
と
い
う
こ
と
も
な
か
っ
た
。
緊
急
用
の
放
送
だ
か

ら
そ
う
い
う
こ
と
に
は
使
え
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
。（
舘
下
光
利
氏
、
聞

き
取
り
10
）

■
好
き
な
だ
け
支
援
物
資
を
持
っ
て
い
く
人
が
い
る

　
小
学
校
よ
り
高
い
と
こ
ろ
に
あ
り
水
が
入
っ
て
い
な
い
家
の
人
が
、
３
人
４
人

で
来
て
、
袋
い
っ
ぱ
い
に
支
援
物
資
を
詰
め
て
帰
っ
た
。
避
難
所
に
電
気
が
来
る

よ
う
に
な
る
と
携
帯
電
話
の
充
電
を
し
に
き
た
り
、
お
風
呂
に
入
っ
て
行
っ
た
り

し
た
。
運
営
し
て
い
た
人
た
ち
は
、
そ
の
人
た
ち
が
被
災
し
て
い
な
い
こ
と
を
わ

か
っ
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
何
も
言
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
家
に
水
が
入
っ

て
片
付
け
し
て
い
る
私
た
ち
に
、
地
震
の
１
週
間
後
く
ら
い
に
出
て
行
っ
て
く
れ

か
と
言
わ
れ
て
驚
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
最
初
に
舘
山
に
避
難
す
れ
ば
そ
こ
か
ら

行
け
る
避
難
所
は
津
軽
石
小
学
校
し
か
な
い
。
自
分
た
ち
は
こ
こ
に
い
て
は
い
け

な
い
の
か
と
思
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
な
が
ら
も
、
仕
方
な
く
３
週
間
、
避
難

所
に
い
た
。（
盛
合
純
子
氏
、
聞
き
取
り
10
）

■
食
事
を
代
わ
り
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い

　
か
つ
て
自
衛
隊
で
衛
生
部
隊
に
い
た
と
い
う
人
と
本
町
の
人
た
ち
が
、
主
に
現

場
で
指
示
を
出
し
て
い
た
。
最
初
の
う
ち
朝
食
を
も
ら
っ
て
夫
に
届
け
て
い
た
が
、

い
な
い
人
に
は
あ
げ
ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
た
。
夫
は
日
が
暮
れ
る
ま
で
片
付
け
を

し
て
い
て
６
時
の
夕
食
の
時
間
に
い
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
や
は
り
い
な
い
人

に
は
あ
げ
ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
た
。
代
わ
り
に
あ
げ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
夕

食
の
６
時
ま
で
に
戻
っ
て
来
な
い
と
だ
め
だ
と
言
わ
れ
た
。

　
し
か
し
食
事
は
む
し
ろ
余
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
た
。
食
事
を
も
ら
い
に
行
く

と
、
子
ど
も
の
ご
は
ん
茶
碗
に
一
杯
く
ら
い
し
か
も
ら
え
ず
、
片
付
け
に
出
る
若

い
男
性
な
ど
は
と
て
も
そ
れ
で
は
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
く
ら
い
だ
っ

た
が
、
次
の
日
に
給
食
室
に
行
く
と
、
前
日
に
余
っ
て
処
分
さ
れ
る
ご
飯
が
山
盛

り
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
自
衛
隊
が
来
て
く
れ
て
か
ら
も
同
じ
で
、
毎

食
十
分
な
量
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
の
に
、
あ
げ
ら
れ
る
の
は
こ
れ
だ
け
と
制
限

さ
れ
た
。
仕
方
な
く
自
宅
か
ら
火
を
通
さ
な
く
て
も
食
べ
ら
れ
る
食
材
や
菓
子
を

持
っ
て
き
た
り
し
て
い
た
。
救
援
物
資
の
中
に
お
菓
子
が
あ
っ
た
が
そ
れ
も
あ
ま

り
も
ら
え
な
か
っ
た
。
ス
テ
ー
ジ
上
の
幕
が
引
か
れ
て
い
て
、
そ
の
後
ろ
に
は
支

援
物
資
が
山
の
よ
う
に
あ
っ
た
が
、
ジ
ュ
ー
ス
は
食
事
の
と
き
に
１
本
の
み
だ
と

か
制
限
さ
れ
た
。
仕
方
な
く
安
否
確
認
に
来
た
親
戚
な
ど
が
持
っ
て
来
て
く
れ
た

も
の
を
食
べ
た
。（
盛
合
純
子
氏
、
聞
き
取
り
10
）

■
日
中
、
片
付
け
に
出
て
い
る
と
支
援
物
資
が
も
ら
え
な
い

　

私
た
ち
は
朝
に
出
て
行
け
ば
夕
方
ま
で
戻
ら
な
か
っ
た
か
ら
情
報
が
入
ら
な

か
っ
た
。
新
町
上
の
人
た
ち
が
昼
食
に
持
っ
て
来
て
く
れ
た
お
に
ぎ
り
や
、
自
分

た
ち
で
用
意
し
た
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
た
。
避
難
所
に
い
る
人
た
ち
に
は
、

何
時
か
ら
支
援
物
資
が
配
ら
れ
る
と
い
う
連
絡
が
く
る
が
、
い
な
い
人
に
は
全
く
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た
ち
は
も
ら
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
言
う
と
、
い
や
い
や
被
災
し
て
い
な
い
人
ま

で
も
ら
っ
て
い
る
か
ら
い
い
ん
だ
と
言
わ
れ
た
。
そ
れ
で
初
め
て
行
っ
て
み
た
。
行

く
人
は
毎
日
の
よ
う
に
行
っ
て
い
た
。
途
中
か
ら
は
野
菜
も
支
援
物
資
と
し
て
配
っ

て
い
た
。私
は
自
分
た
ち
の
分
だ
け
と
思
う
か
ら
き
ゅ
う
り
で
あ
れ
ば
２
、３
本
持
っ

て
い
く
が
、
な
か
に
は
１
箱
持
っ
て
い
く
人
が
い
た
。
な
ぜ
こ
れ
だ
け
感
覚
が
違

う
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
な
ま
物
だ
し
、
早
く
支
援
物
資
が
な
く
な
れ
ば
自
衛
隊

は
早
く
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
、
だ
か
ら
た
く
さ
ん
と
る
ん
だ
と
言
わ
れ
た
。

山
の
よ
う
に
抱
え
て
い
く
人
た
ち
も
い
た
。（
盛
合
純
子
氏
、
聞
き
取
り
10
）

　
避
難
所
に
入
っ
て
い
な
い
人
は
避
難
所
の
人
よ
り
も
ら
え
る
食
料
が
少
な
く
、

差
別
が
は
な
は
だ
し
か
っ
た
。
避
難
所
に
行
く
と
そ
こ
の
リ
ー
ダ
ー
か
ら
変
な
目

で
見
ら
れ
る
。
排
除
す
る
よ
う
な
目
で
見
ら
れ
る
。
朝
夕
の
食
事
を
貰
い
に
行
く

と
、
い
つ
自
炊
す
る
の
だ
と
言
わ
れ
る
。
家
内
も
あ
そ
こ
へ
行
く
の
は
嫌
だ
と
言

う
。避
難
所
外
の
人
は
食
料
を
と
り
に
行
く
の
も
恐
る
恐
る
で
、こ
れ
は
よ
く
な
い
。

多
く
の
人
が
嫌
な
経
験
を
し
て
い
る
。
今
後
は
行
政
が
き
ち
ん
と
し
な
い
と
い
け

な
い
。（
山
野
目
輝
雄
氏
、
聞
き
取
り
１
）

　
こ
の
よ
う
に
、
津
軽
石
小
学
校
避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て
、
一
部
の
人
た
ち
は

不
満
を
抱
い
て
い
た
。
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
若
狭
氏
自
身
も
、
必
ず
し
も
配
慮

が
行
き
届
か
な
か
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
原
因

は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。先
に
み
た
津
軽
石
中
学
校
や
そ
の
周
辺
の「
避
難
所
」

と
比
較
し
て
み
る
と
、
大
き
く
２
つ
の
原
因
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
多
く
の
避

難
者
が
狭
い
避
難
所
に
集
中
し
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
地
域
に
お
け
る
災
害
へ
の

備
え
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
津
軽
石
小
学
校
の
体
育
館
へ
は
当
初
か
ら
４
０
０
人
以
上
が
避
難
し
、
極
め
て

手
狭
で
あ
り
、
ま
た
隙
間
風
が
入
っ
て
寒
い
な
ど
、
環
境
が
劣
悪
で
あ
っ
た
。
避

難
し
た
人
た
ち
は
辛
い
思
い
を
し
な
が
ら
も
、
そ
こ
に
い
る
こ
と
し
か
で
き
ず
、

身
体
的
・
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
の
大
き
な
状
態
が
長
期
間
続
い
た
。
ふ
だ
ん
で
あ

れ
ば
や
り
過
ご
せ
る
程
度
の
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て

は
、
敏
感
に
反
応
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。

　
次
に
、こ
の
地
域
の
20
自
主
防
災
会
は
日
頃
の
活
動
を
ほ
と
ん
ど
し
て
こ
な
か
っ

と
言
っ
た
。

　
自
分
た
ち
の
家
に
は
赤
ち
ゃ
ん
は
い
な
い
が
、
遠
く
に
孫
が
い
る
か
ら
と
粉
ミ

ル
ク
や
オ
ム
ツ
を
も
ら
っ
て
い
く
人
が
い
た
。
地
元
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
人
の

と
こ
ろ
へ
流
れ
た
支
援
物
資
が
相
当
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
家
族
み
ん
な
で
来

て
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
を
１
人
１
箱
ず
つ
持
っ
て
い
く
人
も
い
た
。
支
援
物
資
の
意

味
を
間
違
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
最
後
の
方
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、

支
援
物
資
を
受
け
取
る
と
き
に
名
前
を
書
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
お
風
呂
の
と
き
も
、
何
時
か
ら
何
時
ま
で
は
こ
の
地
区
だ
と
言
わ
れ
て
そ
の
時

間
を
待
っ
て
い
る
と
、
誰
で
も
入
っ
て
い
い
み
た
い
だ
よ
、
私
入
っ
て
き
た
よ
と

言
っ
て
い
る
人
が
い
た
。
入
れ
る
だ
け
あ
り
が
た
い
が
、時
間
が
守
ら
れ
な
い
。（
盛

合
純
子
氏
、
聞
き
取
り
10
）

　
私
は
、
自
分
は
な
ん
と
か
な
る
か
ら
本
当
に
ど
う
に
も
な
ら
な
い
人
が
も
ら
う

も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
逆
に
そ
う
い
う
と
き
だ
か
ら
も
ら
わ
ね
ば
損
だ
と
考

え
る
人
も
い
る
。
被
害
の
大
小
は
あ
っ
て
も
同
じ
被
災
者
だ
か
ら
も
ら
う
と
い
う

ふ
う
に
言
う
人
も
い
る
。（
舘
下
光
利
氏
、
聞
き
取
り
10
）

■
避
難
所
か
ら
自
宅
に
戻
る
と
食
事
が
も
ら
え
な
い

　
３
週
間
目
に
出
て
行
く
と
き
に
、
食
事
は
ど
う
し
ま
す
か
と
聞
か
れ
て
、
ま
だ

ガ
ス
コ
ン
ロ
が
使
え
な
い
の
で
自
分
た
ち
で
作
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
も
ら
い
に

来
て
も
い
い
で
す
か
と
聞
い
た
ら
、
も
う
店
も
開
い
て
ま
す
か
ら
自
分
た
ち
の
食

事
は
自
分
た
ち
で
工
面
し
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
た
。
私
も
意
地
っ
張
り
な
の
で
、

あ
あ
そ
う
で
す
か
わ
か
り
ま
し
た
、
そ
れ
な
ら
い
い
で
す
と
言
っ
た
。
仕
方
な
く

隣
の
家
か
ら
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
譲
っ
て
も
ら
い
し
ば
ら
く
そ
れ
で
煮
炊
き
し
た
。

家
に
戻
っ
て
２
、３
週
間
し
た
頃
、
盛
岡
に
い
る
姉
が
ガ
ス
台
を
持
っ
て
来
て
く
れ

て
、
そ
れ
で
ガ
ス
を
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
避
難
所
に
は
そ
れ
以
降
、
行
こ
う

と
思
わ
な
か
っ
た
。
行
く
と
嫌
な
顔
を
さ
れ
る
か
ら
行
く
気
に
な
ら
な
か
っ
た
。

　
避
難
所
に
行
く
こ
と
は
も
う
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
自
衛
隊
が
支
援
物

資
を
も
っ
て
き
て
く
れ
て
も
、
自
分
た
ち
は
そ
こ
へ
は
行
け
な
い
と
思
っ
て
い
た
。

と
に
か
く
自
分
た
ち
で
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
が
、
近
所
の
人
が
、

今
度
の
何
曜
日
に
は
お
米
を
配
給
し
て
く
れ
る
か
ら
行
こ
う
と
い
う
の
で
、
い
や
私
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以
上
か
ら
、
避
難
所
の
運
営
に
関
し
て
指
摘
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
は
、
運

営
者
個
人
の
資
質
に
還
元
し
て
理
解
す
る
よ
り
は
、
避
難
者
ひ
と
り
ひ
と
り
か
ら

構
成
さ
れ
る
避
難
者
共
同
体
の
、
構
造
の
問
題
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
津
軽
石
中
学
校
な
ど
の
避
難
所
の
取
り
ま
と
め
役
を
担
っ
た
21
自
主

防
災
会
は
、
震
災
以
前
か
ら
毎
年
、
会
員
ひ
と
り
ひ
と
り
か
ら
会
費
を
集
め
つ
つ
、

自
主
防
災
会
の
活
動
を
周
知
し
防
災
の
意
識
を
喚
起
す
る
こ
と
を
、
地
道
に
続
け

て
い
た
。
そ
の
小
さ
な
努
力
の
積
み
重
ね
が
、
震
災
の
際
の
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
な

人
的
資
源
の
活
用
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
20
自
主
防
災
会
が
機
能
し

な
か
っ
た
反
省
か
ら
、
震
災
後
、
下
町
で
は
独
自
に
自
主
防
災
会
を
立
ち
上
げ
て

防
災
倉
庫
を
設
置
す
る
な
ど
の
活
動
を
始
め
て
い
る
。
震
災
を
機
に
始
ま
っ
た
そ

う
し
た
活
動
を
継
続
し
、
地
域
の
人
々
の
防
災
意
識
を
維
持
し
、
人
的
な
つ
な
が

り
を
保
持
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。

　
⑹　
生
活
の
立
て
直
し
、
復
興
へ
の
道

　
震
災
か
ら
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
日
常
の
生
活
を
い
か
に
立
て
直
す
か
と
い
う

点
が
大
き
な
関
心
事
に
な
っ
て
く
る
。
し
か
し
家
屋
が
失
わ
れ
た
り
、
大
き
な
被

害
を
受
け
た
り
し
て
い
る
場
合
、
生
活
を
立
て
直
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
被

害
を
受
け
た
農
地
や
漁
業
施
設
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
を
元
通
り
に
復
旧
さ
せ
る
の

か
、
断
念
す
る
の
か
と
い
う
選
択
を
迫
ら
れ
る
。
未
来
を
描
く
こ
と
は
し
ば
し
ば

困
難
で
あ
り
、
描
い
た
と
し
て
も
そ
の
道
の
り
は
往
々
に
し
て
険
し
い
も
の
に
な

る
。
以
下
で
は
、（
ア
）
水
に
浸
か
っ
た
家
屋
の
修
繕
、（
イ
）
農
業・漁
業
の
復
興
、

に
つ
い
て
み
て
い
く
。

ア　
水
に
浸
か
っ
た
家
屋
の
修
繕

　
一
旦
津
波
に
浸
か
っ
た
家
屋
は
、
外
観
上
は
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
見
え

て
も
、
そ
の
ま
ま
そ
こ
に
住
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
津
軽
石
小
学
校
の
避
難
所
に

身
を
寄
せ
て
い
た
人
々
の
家
屋
に
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
も
の
が
少
な
く

な
か
っ
た
。
津
軽
石
川
左
岸
で
は
津
波
の
勢
い
は
さ
ほ
ど
強
く
な
く
、
水
位
が
じ

わ
じ
わ
と
上
が
っ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
多
く
の
家
屋
は
流

さ
れ
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
多
量
の
海
水
や
泥
が
入
り
、
そ
の
修
繕
に
苦
労
し

た
た
め
に
機
能
で
き
な
い
な
ど
、
災
害
へ
の
備
え
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
津
軽
石
小
学
校
体
育
館
に
集
ま
っ
た
避
難
者
を
統
括
で
き
る
人
は
当
初
だ
れ

も
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
見
か
ね
た
本
町
町
内
会
長
の
若
狭
氏
が
や
む
を
え
ず
そ

の
役
割
を
買
っ
て
出
た
。
20
自
主
防
災
会
が
管
轄
す
る
エ
リ
ア
の
町
内
会
長
は
、

若
狭
氏
以
外
、
だ
れ
も
避
難
し
て
い
な
い
な
ど
、
他
に
そ
れ
を
で
き
る
人
が
い
な

か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
若
狭
氏
は
本
町
の
町
内
会
長
で
あ
り
、
本
町
以

外
の
町
内
会
、
と
り
わ
け
新
町
の
事
情
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
災
害
時
に

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
や
、
具
体
的
な
備
え
は
事
前
に

誰
と
も
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、混
乱
の
中
、や
む
を
得
ず
引
き
受
け
た
の
で
あ
り
、

そ
の
役
割
を
遂
行
す
る
の
に
必
要
な
知
識
、
経
験
、
人
脈
を
十
分
に
も
っ
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
、
小
学
校
の
教
員
や
市
の
職

員
の
協
力
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
避
難
所
運
営
の
方
法
に
関
す
る
幅
広

い
知
見
を
利
用
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
若
狭
氏
ら
少
数
の
運
営
者
が
そ
の

場
そ
の
場
の
判
断
に
基
づ
い
て
対
応
す
る
他
な
く
、
結
果
と
し
て
配
慮
が
行
き
届

か
な
い
範
囲
が
で
き
て
し
ま
っ
た
。

　
以
上
の
２
点
が
重
な
り
、
避
難
所
の
運
営
は
必
然
的
に
困
難
な
も
の
に
な
っ
た
。

多
く
の
人
が
身
体
的
・
精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
る
中
で
、
一
部
の
人
た
ち
に
配

慮
が
行
き
届
か
な
く
な
り
、
そ
れ
が
積
み
重
な
り
不
満
に
つ
な
が
っ
た
。
多
く
の

人
が
や
む
を
え
な
い
状
況
下
に
お
い
て
共
同
生
活
す
る
。
そ
の
中
で
円
滑
に
物
事

を
進
め
る
た
め
に
は
、
で
き
る
限
り
配
慮
の
行
き
届
か
な
い
範
囲
を
減
ら
し
、
対

応
に
差
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
し
か
し
そ
れ
は
、
言
う
は
易
く
行
う
は
難
し
で
あ
ろ
う
。
同
じ
避
難
所
に
い
る

人
で
あ
っ
て
も
、
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
住
ん
で
い
た
地
区

が
ど
こ
か
、
自
宅
が
残
っ
て
い
る
か
い
な
い
か
、
家
族
の
う
ち
誰
と
誰
が
一
緒
に

い
る
か
、
心
身
の
調
子
が
い
い
か
悪
い
か
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
に
よ
り
、
そ

の
人
が
そ
こ
で
で
き
る
こ
と
、
あ
る
い
は
必
要
と
す
る
も
の
や
サ
ー
ビ
ス
は
異
な

る
。だ
と
す
れ
ば
、少
数
の
人
が
一
手
に
責
任
を
引
き
受
け
る
よ
う
な
形
で
は
な
く
、

そ
こ
に
い
る
人
が
み
な
、
で
き
る
限
り
互
い
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
理
解
し
あ

い
、
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
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電
気
屋
さ
ん
に
漏
電
し
て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
を
電
気
屋

に
頼
ん
だ
ら
３
か
月
か
か
る
と
い
わ
れ
た
。

　
私
た
ち
と
似
た
状
況
に
は
な
か
っ
た
人
た
ち
は
そ
う
い
う
大
変
な
事
情
を
知
ら

な
い
。
家
が
あ
る
と
い
っ
て
も
囲
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
電
気
を
通
す
だ
け
で
も

大
変
だ
っ
た
。（
盛
合
純
子
氏
、
聞
き
取
り
10
）

■
自
ら
自
宅
を
修
繕
す
る
と
補
助
金
が
出
ず
、
頼
む
と
３
か
月
か
か
る

　
夫
は
も
と
も
と
大
工
だ
っ
た
た
め
自
分
で
家
を
直
す
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
自
分

で
直
す
と
補
助
金
が
下
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
他
の
人
に
お
願
い
す
る
こ
と
に

し
た
が
、
待
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
て
順
番
待
ち
に
な
っ
た
。
畳
が
よ
う
や

く
入
っ
た
の
は
、
お
盆
の
前
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
１
階
は
ス
リ
ッ
パ
で
歩
き
、
台

所
に
入
る
時
に
脱
い
で
い
た
。
畳
が
入
っ
た
と
き
は
あ
り
が
た
く
て
み
な
喜
ん
だ
。

　
娘
は
で
か
け
て
い
た
の
で
娘
の
車
は
大
丈
夫
だ
っ
た
が
、
夫
の
車
は
車
庫
に
入

れ
た
ま
ま
だ
っ
た
た
め
ダ
メ
だ
っ
た
。
買
い
物
に
行
く
こ
と
が
で
き
ず
、
娘
が
手

伝
い
に
来
た
時
に
あ
ち
こ
ち
買
い
物
に
行
っ
た
。
私
は
し
ば
ら
く
自
宅
の
周
辺
に

し
か
行
か
な
か
っ
た
が
、
新
町
公
民
館
に
支
援
物
資
を
も
ら
い
に
来
た
つ
い
で
に

娘
に
連
れ
ら
れ
て
国
道
の
ほ
う
へ
行
き
、
初
め
て
自
宅
周
辺
以
外
の
被
災
の
状
況

を
み
て
、
涙
が
出
た
。（
盛
合
純
子
氏
、
聞
き
取
り
10
）

■
他
所
に
避
難
し
て
い
た
が
、
戻
っ
て
自
宅
を
新
築
し
た

　
鮭
川
（
津
軽
石
川
）
の
事
も
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
半
月
後
に
帰
っ
た
。
電
話

が
通
じ
ず
困
っ
た
。
家
を
貸
し
て
も
ら
っ
て
２
か
月
く
ら
い
い
た
。
近
所
に
空
い

て
い
る
家
を
探
し
た
。
被
災
後
に
改
造
し
た
家
が
あ
り
、
１
年
半
そ
こ
に
住
ん
だ
。

98
の
母
を
こ
の
ま
ま
送
り
出
せ
な
い
と
決
断
し
て
、
昨
夏
、
津
軽
石
小
学
校
の
近

く
に
土
地
を
取
得
し
家
を
新
築
し
て
、今
は
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
。
母
は
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
て
い
る
。

　
母
は
昭
和
８
年
の
三
陸
地
震
津
波
、
チ
リ
、
そ
し
て
今
回
で
３
回
経
験
し
て
い

る
。
私
は
チ
リ
地
震
の
時
は
盛
岡
に
い
て
、
家
は
チ
リ
の
際
も
流
さ
れ
た
の
で
、

高
台
に
移
転
し
て
家
を
建
て
た
。
５
〜
６
年
後
、
津
波
は
来
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、

敷
地
も
狭
い
し
場
所
も
よ
く
な
い
と
い
う
の
で
元
の
法
の
脇
に
戻
っ
て
新
築
し
て
、

て
い
る
。

■
自
宅
の
風
呂
を
修
理
し
て
入
る
も
、
傷
か
ら
菌
が
入
り
腫
れ
上
が
る

　
私
が
最
初
に
風
呂
に
入
っ
た
の
は
震
災
の
２
週
間
後
だ
っ
た
。
小
学
校
の
校
庭

に
自
衛
隊
が
風
呂
を
設
置
し
て
く
れ
た
。
だ
が
夫
は
大
勢
が
入
る
風
呂
に
入
り
た

く
な
い
と
言
っ
て
、自
宅
の
風
呂
を
な
ん
と
か
直
し
、３
週
間
目
に
初
め
て
入
っ
た
。

　
夫
は
糖
尿
病
が
あ
る
た
め
、
気
を
つ
け
て
手
足
を
洗
っ
て
い
た
が
、
足
か
ら
菌

が
入
っ
た
の
か
、足
が
パ
ン
パ
ン
に
腫
れ
て
し
ま
っ
た
。
本
人
は
大
丈
夫
だ
と
言
っ

て
い
た
が
、
私
や
他
の
人
が
、
足
が
腐
る
か
も
よ
と
説
得
し
、
津
軽
石
小
学
校
に

来
て
い
た
医
師
団
に
み
せ
た
ら
、
こ
れ
は
大
変
で
す
と
言
わ
れ
、
切
開
し
て
患
部

を
切
除
し
、
そ
の
後
も
１
週
間
、
毎
日
通
っ
た
。

　
水
は
近
所
の
井
戸
を
使
わ
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
い
ろ
ん
な
も
の
が
混
ざ
っ
て
い

た
と
思
う
が
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
が
も
っ
た
い
な
い
か
ら
完
全
に
煮
沸
し
な
い
で

洗
う
の
に
使
っ
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
も
よ
く
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。（
盛
合
純

子
氏
、
聞
き
取
り
10
）

■
泥
だ
ら
け
の
自
宅
を
苦
労
し
て
片
付
け
る

　
自
宅
は
背
丈
ほ
ど
の
水
が
入
っ
た
た
め
何
も
か
も
泥
だ
ら
け
で
、
１
回
洗
っ
て

も
乾
く
と
ま
だ
泥
が
つ
い
て
い
て
、
何
回
も
洗
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
食

器
棚
も
水
洗
い
し
た
。
冷
蔵
庫
は
大
丈
夫
か
も
し
れ
な
い
と
話
し
て
い
た
が
、行
っ

て
み
る
と
横
倒
し
に
な
っ
て
い
て
、
使
っ
て
万
が
一
そ
こ
か
ら
火
が
出
る
の
は
嫌

だ
っ
た
か
ら
処
分
し
た
。
水
を
含
ん
だ
畳
は
大
人
の
男
が
２
人
で
も
持
ち
あ
げ
ら

れ
な
い
。
自
宅
は
、
台
所
以
外
は
み
な
畳
が
敷
い
て
あ
っ
た
の
で
、
運
び
出
す
の

が
大
変
だ
っ
た
。
家
の
裏
に
倉
庫
代
わ
り
に
し
て
い
る
建
物
が
あ
る
が
、
そ
こ
に

も
畳
が
あ
っ
た
た
め
に
運
び
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。（
盛
合
純
子
氏
、
聞

き
取
り
10
）

■
電
気
を
使
え
る
よ
う
に
す
る
の
に
一
苦
労
す
る

　
地
域
に
電
気
が
通
っ
た
の
は
３
週
間
後
だ
っ
た
が
、
電
気
屋
に
頼
ん
で
い
た
ら

と
て
も
時
間
が
か
か
る
の
で
、
夫
が
ホ
ー
マ
ッ
ク
や
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
に
行
っ
て
、

数
量
限
定
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
少
し
ず
つ
買
っ
て
き
て
、
自
分
で
直
し
て
、
最
後
に
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に
国
の
補
助
が
出
な
か
っ
た
。
震
災
後
の
４
月
に
自
前
で
復
旧
し
よ
う
と
、
自
分

た
ち
で
事
務
所
を
建
て
て
倉
庫
を
作
り
、
採
卵
場
も
す
べ
て
作
っ
た
。
９
月
ま
で

に
体
制
が
整
っ
た
。
組
合
員
も
被
害
を
受
け
て
い
た
の
で
、
７
０
０
人
の
会
員
に
、

１
組
合
員
当
た
り
20
万
円
の
援
助
を
し
た
。
昭
和
44
〜
45
年
に
、
宮
古
漁
協
と
合

併
し
た
と
き
、
川
と
孵
化
場
は
津
軽
石
に
残
し
て
ほ
し
い
と
い
う
条
件
を
出
し
た
。

採
卵
後
の
魚
は
自
由
に
売
り
、
地
元
の
た
め
に
し
て
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

そ
の
利
益
を
こ
れ
ま
で
貯
蓄
し
て
き
た
。
こ
の
金
は
こ
う
い
う
時
に
支
援
す
べ
き

だ
と
決
め
た
。

　
私
は
漁
協
を
退
職
し
た
後
、
震
災
の
前
年
に
こ
の
組
合
の
組
合
長
に
な
っ
た
。

運
営
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
頼
ま
れ
て
引
き
受
け
た
。（
山
野
目
輝

雄
氏
、
聞
き
取
り
１
）

■
震
災
後
、
鮭
の
遡
上
が
少
な
く
な
っ
た

　
震
災
後
の
平
成
24
年
は
鮭
が
獲
れ
な
か
っ
た
。
平
成
23
年
も
悪
か
っ
た
が
、
そ

れ
よ
り
さ
ら
に
８
千
匹
ほ
ど
少
な
く
、
卵
の
販
売
が
で
き
な
か
っ
た
。
90
％
以
上

が
孵
化
場
へ
い
っ
て
し
ま
い
、
身
入
り
が
少
な
い
。
原
因
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

太
平
洋
岸
は
北
海
道
も
少
な
か
っ
た
が
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
方
が
量
は
あ
っ
た
と

い
う
。
放
流
数
は
同
じ
だ
が
、
回
帰
数
が
少
な
い
。
津
波
の
影
響
は
わ
か
ら
な
い
。

津
波
の
と
き
は
ま
だ
放
流
を
終
え
て
い
な
か
っ
た
。
５
割
ほ
ど
放
流
し
た
段
階
で
、

放
流
し
た
稚
魚
も
ま
だ
湾
内
に
い
た
。
津
波
の
後
、
上
流
で
稚
魚
が
バ
タ
バ
タ
し

て
い
た
。
鮭
の
回
遊
が
少
な
い
と
県
の
漁
業
は
大
き
な
痛
手
に
な
る
。（
山
野
目
輝

雄
氏
、
聞
き
取
り
１
）

　
組
合
で
上
が
っ
て
く
る
鮭
を
捕
え
て
、
イ
ク
ラ
ハ
ラ
コ
を
取
り
出
し
て
販
売
し
、

漁
協
が
孵
化
場
で
孵
化
さ
せ
て
、
３
〜
４
月
に
か
け
て
放
流
す
る
。
各
小
中
学
校

に
教
育
用
に
あ
げ
て
、
川
に
放
流
し
た
り
す
る
。
10
月
に
閉
伊
川
、
11
月
か
ら
１

月
に
津
軽
石
川
で
捕
る
が
、
震
災
後
、
鮭
が
ほ
と
ん
ど
来
な
く
な
っ
た
。
震
災
の

と
き
も
放
流
す
る
時
期
だ
っ
た
が
、
稚
魚
が
み
ん
な
流
さ
れ
て
放
流
で
き
な
か
っ

た
。
去
年
も
少
し
し
か
放
流
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
４
、５
年
は
上
が
り
が
悪
い
の

で
は
な
い
か
。

　
販
売
す
る
と
き
も
、
経
費
節
減
の
た
め
、
理
事
、
幹
事
が
ぜ
ん
ぶ
出
て
、
自
分

今
回
被
災
し
た
。（
山
野
目
輝
雄
氏
、
聞
き
取
り
１
）

イ　
農
業
・
漁
業
の
復
興

　
津
軽
石
の
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て
き
た
、
農
業
や
漁
業
関
連
の
施
設
も
震
災

に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
周
辺
の
農
家
が
集
ま
り
復
興
の
た
め
に
つ
く
っ

た
「
津
軽
石
・
赤
前
・
白
浜
復
興
組
合
」
と
「
津
軽
石
鮭
繁
殖
保
護
組
合
」
の
事

例
を
見
て
い
く
。

■
津
軽
石
・
赤
前
・
白
浜
復
興
組
合

　
「
津
軽
石
・
赤
前
・
白
浜
復
興
組
合
」
は
、
震
災
後
に
農
家
の
組
合
を
改
変
し
て

作
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
組
織
を
作
ら
な
い
と
、
資
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
震
災
で
み
な
耕
作
を
や
め
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、道
路
を
ど
う
す
る
か
決
ま
っ

て
い
な
い
た
め
に
前
に
進
ま
な
い
。
住
民
が
結
束
し
て
、
計
画
を
立
て
て
、
よ
う

や
く
交
渉
が
で
き
る
。
今
の
と
こ
ろ
３
年
間
だ
け
面
倒
を
み
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
田
ん
ぼ
も
水
路
も
井
戸
も
ポ
ン
プ
も
み
な
な
く
な
っ
た
。
機
械
は
も
ら
っ
て
あ

る
が
、
耕
作
を
や
り
た
く
て
も
で
き
な
い
。
地
権
者
に
対
し
て
の
説
明
が
未
だ
に

な
く
、
向
こ
う
の
出
方
を
待
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
し
か
し
、
農
家
は
み
な
年

を
と
っ
て
お
り
、
後
継
者
も
い
な
い
か
ら
、
田
ん
ぼ
が
元
に
戻
っ
て
も
以
前
の
よ

う
に
耕
作
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
話
が
進
ま
な
い
代
わ
り
、
20
人
ほ
ど
の
雇
用
が
あ
り
、
７
月
と
11
月
に
１
週
間
、

時
給
１
４
０
０
円
で
草
刈
り
を
し
た
。
１
日
５
枚
、
写
真
を
撮
っ
て
報
告
す
る
よ

う
に
言
わ
れ
た
。そ
の
他
、田
ん
ぼ
１
枚
に
３
万
５
千
円
出
る
。い
く
ら
か
で
も
現
金

を
得
る
た
め
に
や
っ
て
い
る
が
、草
刈
り
以
外
は
何
も
で
き
な
い
。浜
の
人
た
ち
は

時
給
１
５
０
０
円
で
が
れ
き
の
処
理
を
し
て
い
る
。（
猪
又
忠
氏
、
聞
き
取
り
５
）

■
津
軽
石
鮭
繁
殖
保
護
組
合

　
津
軽
石
鮭
繁
殖
保
護
組
合
は
特
殊
で
あ
る
。
漁
業
権
は
宮
古
組
合
が
も
っ
て
い

る
が
、
運
営
は
地
域
の
組
合
員
が
宮
古
漁
協
か
ら
委
託
さ
れ
て
や
っ
て
お
り
、
利

益
は
１
０
０
％
も
ら
え
る
。
孵
化
場
の
卵
は
漁
協
の
も
の
だ
が
、
残
っ
た
卵
や
採

卵
後
の
魚
は
組
合
が
販
売
す
る
。

　
津
軽
石
鮭
繁
殖
保
護
組
合
は
任
意
団
体
で
あ
る
た
め
、
震
災
か
ら
復
旧
す
る
の
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巨
大
な
自
然
の
力
に
圧
倒
さ
れ
翻
弄
さ
れ
て
い
る
さ
な
か
に
も
、
少
し
で
も
被

害
を
軽
く
し
た
り
、
人
々
を
ケ
ア
し
よ
う
と
す
る
彼
ら
の
努
力
は
続
い
て
い
る
。

そ
の
努
力
が
よ
り
多
く
の
結
果
を
生
み
出
す
た
め
に
、
必
要
な
条
件
と
は
な
ん
だ

ろ
う
か
。
ま
ず
、
避
難
訓
練
に
参
加
す
る
こ
と
や
持
ち
出
し
袋
を
用
意
す
る
こ
と

な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
災
害
へ
の
備
え
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
行
政
や
関
連
団

体
な
ど
が
防
災
・
減
災
の
た
め
の
計
画
を
よ
り
洗
練
さ
せ
、
施
設
や
装
備
を
充
実

さ
せ
き
ち
ん
と
稼
働
す
る
よ
う
に
管
理
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
何

よ
り
重
要
な
の
は
、
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
周
囲
の
人
た
ち
と
互
い
に
気
や
心
を
配

り
あ
う
よ
う
な
人
間
関
係
を
日
頃
か
ら
培
っ
て
お
く
こ
と
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る

仕
組
み
を
地
域
社
会
が
つ
く
り
だ
す
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
参
考
文
献
】

宮
古
市
教
育
委
員
会
『
宮
古
市
史 

民
俗
編 

上
巻
』
１
９
９
４
年
。
宮
古
市

「
月
刊
み
や
こ
わ
が
町
」
通
巻
３
９
２
号
「
２
０
１
１・３
・
11
東
日
本
大
震
災 

読

　
者
投
稿
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

津
軽
石 

長
洞
利
弘
」
２
０
１
１
年
８
月
。

宮
古
市
「
広
報
み
や
こ
」
Ｎ
Ｏ
．
１
５
１
、２
０
１
１
年
12
月
１
日
。

宮
古
市
『
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
津
波
浸
水
図
』
２
０
１
２
年
９
月
。

宮
古
市
『
東
日
本
大
震
災
の
「
記
録
」
〜
岩
手
県
宮
古
市
〜
』
２
０
１
３
年
３
月
。

宮 

古
市
教
育
委
員
会
・
宮
古
市
教
育
研
究
所
『
東
日
本
大
震
災
の
記
録
―
調
査
報

告
書
』（
平
成
23
年
度
研
究
紀
要
第
79
号
別
冊
）
２
０
１
２
年
３
月
。

宮 

古
中
央
公
民
館
『
平
成
23
年
度
宮
古
市
中
央
公
民
館
事
業 

３
・
11
大
津
波
体
験

語
り
継
ぎ
エ
ピ
ソ
ー
ド
集
』
２
０
１
２
年
５
月
。

宮 
古
中
央
公
民
館
『
平
成
24
年
度
宮
古
市
中
央
公
民
館
事
業 

３
・
11
大
津
波
体
験

語
り
継
ぎ
エ
ピ
ソ
ー
ド
集
【
第
２
期
】』
２
０
１
３
年
３
月
。

宮 

古
市
東
日
本
大
震
災
記
録
編
集
委
員
会
『
東
日
本
大
震
災 

宮
古
市
の
記
録 

第

１
巻
（
津
波
史
編
）』
２
０
１
４
年
３
月
20
日
。

中 

野
規
男 

「
活
動
報
告
⑤ 

宮
古
市
消
防
団
第
20
分
団
出
動
記
録
」（
日
本
消
防

協
会
『
東
日
本
大
震
災
全
国
消
防
団
報
告
研
修
会
報
告
書
』
財
団
法
人
日

本
消
防
協
会
、http://w

w
w

.nissho-jyouhou.jp/nisshohp_im
g/

た
ち
で
販
売
し
た
。
整
理
券
を
だ
し
て
、
１
、３
、５
本
な
ど
と
制
限
し
た
。
こ
こ

し
ば
ら
く
は
そ
う
い
う
状
況
が
続
く
と
考
え
ら
れ
る
。
水
産
庁
に
よ
れ
ば
、
津
波

の
た
め
に
海
に
餌
が
な
く
て
、
鮭
が
と
て
も
小
さ
く
、
数
も
少
な
い
。
障
害
物
も

あ
る
。
網
を
掛
け
て
る
漁
協
の
船
も
、
や
は
り
捕
れ
な
い
と
い
う
。
各
漁
協
が
網

を
か
け
て
い
て
、
そ
こ
を
す
り
抜
け
た
の
だ
け
が
川
に
来
る
。（
藤
沼
久
人
氏
、
聞

き
取
り
４
）

　
津
軽
石
川
の
右
岸
を
中
心
に
、
津
軽
石
に
は
震
災
前
、
広
大
な
田
畑
が
広
が
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
大
半
が
海
水
や
泥
に
つ
か
り
、
ま
た
水
路
な
ど
の
施
設

も
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
地
域
の
復
興
計
画
で
区
画
を
一
新
し
て
道
路
を
通
す

案
が
示
さ
れ
る
な
ど
、
元
の
場
所
で
以
前
の
よ
う
に
農
業
を
行
う
こ
と
は
難
し
く

な
り
、
か
つ
計
画
が
進
ま
な
い
ま
ま
時
間
が
過
ぎ
、
農
家
は
将
来
を
見
通
せ
な
い

状
況
が
続
い
て
い
た
。

　
漁
業
に
つ
い
て
も
、
漁
場
や
施
設
が
破
壊
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
津
波
が
ち
ょ

う
ど
稚
魚
の
放
流
の
時
期
と
重
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
将
来
に
渡
っ
て
鮭
の
遡
上
の

減
少
が
見
込
ま
れ
、
実
際
に
ほ
と
ん
ど
遡
上
が
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
と
い
う
。

最
後
に

　
津
軽
石
で
筆
者
が
話
を
聞
い
た
方
々
の
多
く
は
、
震
災
当
時
、
人
々
の
救
助
や

生
活
の
支
援
な
ど
、
地
域
で
な
ん
ら
か
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
自
ら
も
地
震

津
波
に
よ
り
大
き
な
衝
撃
を
受
け
、
ま
た
物
理
的
な
被
害
を
受
け
て
い
る
中
で
、

む
し
ろ
他
人
の
た
め
に
働
き
続
け
る
。
そ
の
姿
を
直
接
目
に
し
た
わ
け
で
は
な
い

が
、
そ
の
切
迫
し
た
お
話
を
聞
い
て
い
る
だ
け
で
頭
が
下
が
る
思
い
が
し
た
。

　
他
方
で
、
彼
ら
は
そ
の
よ
う
に
人
々
に
尽
く
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
あ
る
い
は

そ
れ
ゆ
え
に
か
、苦
悩
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
が
あ
る
の
が
気
が
か
り
だ
っ

た
。
辛
い
作
業
を
し
た
記
憶
が
消
え
ず
に
残
り
続
け
る
。
あ
る
い
は
自
分
が
下
し

た
判
断
が
必
ず
し
も
正
し
く
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
後
悔
の
念
に
苛
ま

れ
る
な
ど
、
具
体
的
な
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
震
災
の
傷
痕
が
い
ま
も
見
え
な

い
形
で
残
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
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光
利
さ
ん
、
津
軽
石
新
町
公
民
館
に
て

■
藤
沼
久
人
氏
提
供
資
料

藤 

沼
久
人
「
今
回
の
震
災
の
防
災
会
の
活
動
に
つ
い
て
」（
宮
古
Ｆ
Ｍ
収
録
用
原
稿
、

平
成
23
年
８
月
22
日
放
送
）

藤 

沼
久
人
「
宮
古
21
防
災
会
」（
宮
古
Ｆ
Ｍ
収
録
用
原
稿
、
平
成
23
年
８
月
22
日

放
送
）

「
避 

難
者
を
励
ま
す
舘
下
良
一
コ
ン
サ
ー
ト
」（
平
成
23
年
５
月
15
日
、
津
軽
石
中

学
校
）

「
津 

軽
石
中
学
校
に
お
け
る
支
援
物
資
の
配
布
１
」（
平
成
23
年
４
月
10
日
、
津
軽

石
中
学
校
）

「
避 

難
者
へ
の
支
援
物
資
の
配
布
」（
平
成
23
年
４
月
30
日
、
津
軽
石
中
学
校
）

「
津 

軽
石
中
学
校
に
お
け
る
支
援
物
資
の
配
布
２
」（
平
成
23
年
５
月
８
日
、
津
軽

石
中
学
校
）

■
そ
の
他

「
大
震
災 

宮
古
市
避
難
所
状
況
一
覧
」（「
東
日
本
大
震
災
避
難
所
等
提
供
資
料
」）

「
緊 

急
物
資
配
送
状
況　
３
／
18
」「
緊
急
物
資
配
送
状
況　
３
／
19
」「
緊
急
物

資
配
送
状
況　
３
／
30
」（「
東
日
本
大
震
災
避
難
所
等
提
供
資
料
」）

「
避
難
所
調
査
書　
Ｈ
23
・
３
・
23
」（「
東
日
本
大
震
災
避
難
所
等
提
供
資
料
」）

「
東 

日
本
大
震
災
に
よ
る
流
失
し
た
施
設
復
旧
ま
で
の
経
過
」（
津
軽
石
鮭
養
殖
組

合
）

「
避 

難
所
へ
の
情
報
提
供 

１
〜
28
」
宮
古
市
（http://w

w
w

.city.m
iyako.

iw
ate.jp/kikaku/hinanjo_joho.htm

l

）

higashinihon-daishinsai/pdf/houkokusho05_m
iyakoshi.pdf

）

体 
験
談
１：「
タ
オ
ル
１
本
、
新
聞
紙
の
あ
り
が
た
さ
」（
80
代 

女
性
）、『
エ
ピ
ソ
ー

ド
集
１
』
１
頁
。

体 
験
談
２
：「
地
震
が
来
た
ら
津
波
と
思
え
」（
70
代 

男
性
）、『
エ
ピ
ソ
ー
ド
集
２
』

59
〜
60
頁
。

【
参
考
資
料
】

■
聞
き
取
り

筆
者
は
下
記
の
10
回
、
地
域
の
方
々
か
ら
お
話
を
う
か
が
っ
た
。「
聞
き
取
り
１
」

か
ら
「
聞
き
取
り
10
」
ま
で
番
号
を
振
り
、
本
文
中
に
は
そ
の
番
号
で
示
し
た
。

こ
の
う
ち
「
聞
き
取
り
１
」
は
神
田
よ
り
子
に
よ
る
。

聞
き
取
り
１
： 

平
成
25
年
３
月
18
日
、
山
野
目
輝
雄
さ
ん
（
１
９
３
６
年
生
）、
津

軽
石
鮭
養
殖
組
合
事
務
所
に
て

聞
き
取
り
２
： 

平
成
25
年
３
月
25
日
、
長
澤
光
彦
さ
ん
、
宮
古
市
消
防
団
第

二
十
三
分
団
屯
所
に
て

聞
き
取
り
３
： 

平
成
25
年
３
月
26
日
、
藤
沼
久
人
さ
ん
（
１
９
４
１
年
生
）、
佐
々

木
睦
雄
さ
ん
、
藤
沼
さ
ん
宅
に
て

聞
き
取
り
４
： 

平
成
25
年
３
月
27
日
、
藤
沼
久
人
さ
ん
、
藤
沼
さ
ん
宅
に
て

聞
き
取
り
５
： 

平
成
25
年
３
月
28
日
、
猪
又
忠
さ
ん
、大
手
一
男
さ
ん
、大
手
さ
ん

宅
に
て

聞
き
取
り
６
： 

平
成
25
年
３
月
28
日
、
野
崎
昭
敏
さ
ん
（
１
９
４
０
年
生
）、
佐
々

木
優
さ
ん
（
１
９
４
８
年
生
）、
津
軽
石
下
町
公
民
館
に
て

聞
き
取
り
７
： 

平
成
25
年
９
月
13
日
、
長
澤
光
彦
さ
ん
、
宮
古
市
市
史
編
さ
ん
室

に
て

聞
き
取
り
８
： 

平
成
25
年
９
月
14
日
、
中
野
規
男
さ
ん
、
若
狭
斌
さ
ん
、
宮
古
市

消
防
団
第
二
十
分
団
屯
所
に
て

聞
き
取
り
９
： 

平
成
26
年
８
月
16
日
、
舘
下
光
利
さ
ん
、
津
軽
石
新
町
公
民
館
に

て

聞
き
取
り
10
： 

平
成
26
年
８
月
17
日
、
盛
合
純
子
さ
ん
（
１
９
６
５
年
生
）、
舘
下
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第
１
部　
各
地
域
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災

Ｂ　
宮
古
地
域

第
８
章　
赤
前
地
区
（
津
軽
石
地
区
赤
前
）

�

伊
藤
好
英
・
金　
鉉
哲

１　
概
要

　
津
軽
石
地
区
の
赤
前
は
、
赤
前
上
・
赤
前
中
甲
・
赤
前
中
乙
・
赤
前
下
・
堀
内

の
５
つ
の
行
政
区
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
５
つ
の
地
域
の
す
べ
て
が
、
今
回
津

波
の
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

　
こ
の
地
域
は
、
宮
古
湾
が
も
っ
と
も
奥
に
入
り
込
ん
だ
最
南
端
の
、
南
側
と
一

部
東
側
に
位
置
す
る
地
域
で
あ
る
。
湾
の
南
側
に
広
が
る
平
坦
部
は
、
北
は
宮
古

湾
に
接
し
、
西
に
は
津
軽
石
川
が
南
北
に
流
れ
、
南
側
と
東
側
に
は
山
が
迫
っ
て

い
る
と
い
う
地
形
で
、
か
つ
て
の
津
波
で
も
、
波
は
こ
の
平
野
を
飲
み
込
ん
で
山

の
麓
ま
で
達
し
て
い
る
。

　
今
回
の
大
震
災
前
の
集
落
の
状
況
を
述
べ
る
と
、
ま
ず
、
こ
の
平
野
の
北
側
を

東
西
に
走
る
防
潮
堤
が
、
平
野
の
東
端
か
ら
鍵
状
に
曲
が
り
、
湾
に
沿
っ
て
北
に

走
っ
て
堀
内
の
集
落
前
に
到
っ
て
お
り
、
堀
内
の
集
落
は
、
そ
の
防
潮
堤
の
東
側

に
位
置
す
る
。
そ
し
て
、
平
野
の
北
側
の
防
潮
堤
寄
り
に
は
宮
古
運
動
公
園
が
作

ら
れ
、
そ
の
南
の
平
野
部
の
道
路
と
、
山
沿
い
を
走
る
主
要
道
路
に
沿
う
形
で
、

赤
前
上
・
中
（
甲
乙
）・
下
の
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

　
今
回
の
津
波
は
、
４
つ
の
集
落
を
含
む
こ
の
平
野
の
ほ
ぼ
全
域
と
、
堀
内
の
集

落
の
お
よ
そ
半
分
と
を
、
一
瞬
の
う
ち
に
飲
み
込
む
も
の
と
な
っ
た
。

　
宮
古
湾
を
南
進
し
て
き
た
津
波
は
、
平
野
の
北
側
の
防
潮
堤
に
ぶ
つ
か
っ
て
、

10
㍍
を
越
え
る
高
さ
と
な
り
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
運
動
公
園
を
破
壊
し
、
勢
い

を
落
と
す
こ
と
な
く
真
っ
直
ぐ
に
南
に
進
ん
で
平
坦
部
の
家
屋
を
押
し
流
し
て
山

の
際
ま
で
到
達
し
た
。
一
方
、
湾
の
西
南
の
水
門
と
防
潮
堤
に
ぶ
つ
か
っ
て
進
路

を
塞
が
れ
た
波
は
、
そ
の
ま
ま
湾
内
を
東
北
に
走
っ
て
、
北
か
ら
来
た
波
と
ぶ
つ

か
る
形
で
堀
内
の
集
落
の
前
の
防
潮
堤
を
破
壊
し
て
集
落
内
に
流
れ
込
ん
だ
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
今
回
の
津
波
に
よ
る
赤
前
・
堀
内
の
地
域
の
被
害
は
甚

大
な
も
の
と
な
っ
た
。

　
今
回
の
大
震
災
に
よ
る
死
者
の
人
数
は
、
津
軽
石
地
区
全
体
で
57
人
で
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
字
赤
前
の
死
者
は
、
１
人
の
死
亡
認
定
者
を
含
め
て
26
人
で
あ
っ
た
。

２　
地
震
直
後
の
避
難
状
況
、
避
難
直
後
の
避
難
所
で
の
生
活

　
大
震
災
か
ら
２
年
近
く
が
経
過
し
た
平
成
25
年
２
月
に
、
地
震
直
後
の
避
難
状

況
、
避
難
直
後
の
避
難
所
で
の
生
活
等
に
つ
い
て
、
赤
前
に
住
む
方
々
か
ら
お
話

を
伺
っ
た
。
地
域
の
防
災
会
の
会
長
の
村
松
岩
蔵
さ
ん
と
村
松
さ
ん
の
奥
様
、
赤

前
の
町
づ
く
り
検
討
会
の
会
長
で
、
仮
設
住
宅
に
お
住
ま
い
の
宇
都
宮
拓
治
さ
ん

と
、
佐
々
木
平
一
郎
さ
ん
の
４
人
で
あ
る
。
伺
っ
た
お
話
を
以
下
に
記
す
。

【
村
松
岩
蔵
さ
ん
（
昭
和
10
年
生
）
と
奥
様
の
話

　
　
　
〈
平
成
25
年
２
月
18
日
午
後
、
村
松
岩
蔵
さ
ん
宅
に
て
〉】

〔
村
松
さ
ん
〕

　
私
は
、
赤
前
で
保
育
園
の
理
事
を
何
年
も
任
さ
れ
て
い
た
。

　
赤
前
で
は
、
保
育
園
改
築
の
た
め
に
、
漁
村
地
域
セ
ン
タ
ー
を
臨
時
に
借
り
て

い
た
。
保
育
園
を
新
し
く
改
築
し
て
、
そ
こ
で
保
育
園
の
卒
園
式
を
す
る
こ
と
に

な
り
、
卒
業
す
る
15
人
が
新
保
育
園
で
卒
園
式
の
練
習
を
し
て
い
た
。

　
残
り
の
園
児
は
漁
村
地
域
セ
ン
タ
ー
に
い
て
、
私
も
そ
こ
に
い
た
。
そ
の
時
地

震
が
来
た
。
子
供
達
を
建
物
の
外
に
出
し
て
い
る
時
、
地
震
が
や
ん
だ
。
こ
れ
ほ

ど
の
地
震
だ
と
津
波
が
来
る
と
考
え
、園
児
達
を
、赤
前
小
学
校
に
避
難
さ
せ
た
。�

電
話
も
全
く
繋
が
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
連
絡
が
取
れ
な
い
状
況
だ
っ
た
。
60
人
余
り

の
園
児
を
、
漁
村
バ
ス
セ
ン
タ
ー
の
バ
ス
１
台
と
職
員
達
の
自
動
車
２
、３
台
で
避

難
さ
せ
た
。

　
卒
園
園
児
の
15
人
は
新
築
の
保
育
園
に
い
て
、
職
員
達
の
多
く
も
そ
ち
ら
に
い

た
。
こ
ち
ら
は
、
職
員
２
人
ぐ
ら
い
し
か
お
ら
ず
、
大
勢
の
子
供
達
を
ど
の
様
に

避
難
さ
せ
る
か
わ
か
ら
な
く
て
、
混
乱
状
態
だ
っ
た
。
一
時
的
に
裏
山
に
子
供
達

を
避
難
さ
せ
た
り
も
し
た
。
と
り
あ
え
ず
小
学
校
の
体
育
館
に
避
難
し
た
。

　
体
育
館
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
来
た
人
達
で
一
杯
だ
っ
た
。
そ
の
時
、「
津

波
だ
」
と
い
う
大
声
が
聞
こ
え
た
。
津
波
が
防
波
堤
を
越
え
た
と
い
う
大
声
。
津

波
が
防
波
堤
に
ぶ
つ
か
っ
て
物
凄
い
水
柱
が
立
っ
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
湾
の
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何
十
㌢
程
度
と
い
う
感
覚
で
捉
え
て
い
た
こ
と
も
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
程
度
な

ら
問
題
な
い
と
安
易
に
考
え
て
い
た
。

　
最
初
の
放
送
で
３
㍍
と
い
う
速
報
を
聞
い
た
が
、
後
で
６
㍍
に
修
正
さ
れ
た
。

し
か
し
こ
の
２
回
目
の
速
報
は
全
く
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
通
信
手
段
が

ほ
と
ん
ど
麻
痺
し
て
い
た
の
で
、
修
正
さ
れ
た
２
回
目
の
放
送
を
聞
く
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
こ
れ
も
大
き
な
問
題
点
だ
。�

　
津
波
に
対
す
る
警
報
も
、
あ
ま
り
落
ち
着
い
た
放
送
で
は
問
題
だ
。
も
っ
と
差

し
迫
っ
た
声
で
警
報
を
知
ら
せ
る
の
も
重
要
だ
。

　
海
岸
の
村
は
ほ
と
ん
ど
全
部
孤
立
し
た
。�

特
に
道
路
が
流
失
し
て
多
く
の
問
題

が
生
じ
た
。
電
信
柱
が
道
路
に
倒
れ
、
津
波
で
流
れ
て
き
た
物
が
あ
ち
こ
ち
に
た

ま
っ
て
い
た
。
緊
急
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
消
防
車
が
全
く
被
害
地
域
ま
で
来

る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
だ
っ
た
。

　
避
難
道
の
確
保
も
重
要
だ
。
自
衛
隊
の
ト
ラ
ッ
ク
が
、
海
岸
道
路
か
ら
は
村
ま

で
入
っ
て
来
ら
れ
な
い
と
い
う
問
題
が
生
じ
た
。�

食
べ
物
の
供
給
が
３
日
間
ほ
と

ん
ど
無
か
っ
た
。

　
小
学
校
の
給
食
セ
ン
タ
ー
に
大
き
な
釜
が
残
っ
て
い
て
、
避
難
所
で
は
そ
れ
を

使
っ
て
食
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
白
米
は
小
学
校
に
給
食
用
の
セ
ッ
ト
が
１

式
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
、
学
校
に
は
ほ
と
ん
ど
米
が
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
主
な
農
家
は
み
な
流
さ
れ
た
。
倉
庫
も
全
部
津
波
に
流
さ
れ
た
状
況
だ
っ
た
。

海
水
に
つ
か
っ
た
米
は
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。
実
際
、
津
波
に
汚
染
さ
れ
た
水
を

飲
ん
で
、
下
痢
を
し
て
苦
労
し
た
人
々
も
い
た
。
津
波
の
水
と
い
う
も
の
は
全
て

の
ゴ
ミ
が
入
り
混
じ
っ
た
汚
染
さ
れ
た
水
な
の
だ
。

　
幸
い
こ
の
地
区
に
、
津
波
に
流
さ
れ
な
か
っ
た
発
電
機
が
１
台
あ
っ
た
。
こ
れ

か
ら
は
非
常
用
発
電
機
を
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
何
よ
り
重
要
だ
と
考
え
る
。
特

に
避
難
所
に
は
必
ず
必
要
で
あ
る
。

　
津
波
に
流
さ
れ
て
死
ん
だ
人
達
は
、
あ
ま
り
に
も
酷
く
傷
ん
で
泥
ま
み
れ
な
の

で
見
わ
け
が
つ
か
な
い
状
況
だ
っ
た
。
水
で
き
れ
い
に
洗
っ
て
、
は
じ
め
て
人
と

認
識
で
き
た
。�

　

17
日
目
に
や
っ
と
家
の
周
囲
の
ゴ
ミ
を
片
づ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
時
、

何
か
重
た
い
も
の
に
触
っ
た
。
よ
く
見
る
と
人
の
指
が
見
え
、
そ
の
指
に
は
指
輪

近
く
に
新
し
い
野
球
場
が
作
ら
れ
て
間
も
な
い
時
期
だ
っ
た
。
建
築
か
ら
わ
ず
か

１
年
目
だ
っ
た
。
２
０
１
１
年
春
か
ら
本
格
的
に
使
用
す
る
事
が
決
ま
っ
て
い
た

が
、
ま
と
も
に
使
わ
な
い
う
ち
に
津
波
が
全
部
持
っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
避
難
所
の
体
育
館
に
は
、
津
波
で
流
さ
れ
た
が
助
か
っ
た
人
々
も
来
て
い
た
。

と
り
あ
え
ず
そ
の
人
た
ち
に
、
プ
ー
ル
に
あ
っ
た
水
を
湯
に
沸
か
し
て
配
っ
た
。

寒
い
日
に
海
水
に
浸
か
り
寒
さ
に
震
え
る
人
々
を
皆
で
助
け
た
。�

　
漁
村
地
域
セ
ン
タ
ー
は
、
も
と
小
学
校
が
あ
っ
た
場
所
だ
っ
た
。
こ
こ
も
か
な

り
の
被
害
を
受
け
た
。
と
う
て
い
再
使
用
で
き
な
い
ほ
ど
の
被
害
だ
っ
た
。
何
年

か
前
の
地
震
の
時
に
梁
が
落
ち
て
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。
津
波
の
あ
と
す

ぐ
に
建
物
を
取
り
壊
し
て
、
今
は
さ
ら
地
に
な
っ
て
い
る
。

　
卒
園
式
の
練
習
を
や
っ
て
い
た
新
築
の
保
育
園
は
、
地
震
に
対
し
て
全
く
問
題

が
な
か
っ
た
。
近
く
に
あ
る
工
業
高
校
よ
り
も
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
工
業
高
校

は
海
抜
ゼ
ロ
㍍
だ
。
津
波
の
と
き
は
授
業
中
だ
っ
た
。
最
初
、
２
階
に
逃
げ
た
が
、

そ
こ
も
あ
ぶ
な
く
て
３
階
に
避
難
し
た
。
先
生
も
生
徒
た
ち
も
全
員
が
無
事
だ
っ

た
。

　
赤
前
は
、
工
業
高
校
も
小
中
学
校
も
保
育
園
も
、
生
徒
・
児
童
・
園
児
た
ち
は
、

全
員
無
事
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
非
常
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
津
波
と
い
う
大
き
な
出
来
事
が
あ
る
時
は
、い
ち
い
ち
対
応
す
る
こ
と
が
か
え
っ

て
問
題
を
複
雑
に
さ
せ
る
傾
向
が
あ
る
。漁
村
地
域
セ
ン
タ
ー
に
は
、地
震
の
直
後
、

園
児
を
迎
え
に
来
た
保
護
者
も
い
た
が
、
万
一
途
中
で
津
波
が
く
る
と
危
な
い
と

思
い
、
園
児
は
帰
さ
な
か
っ
た
。
小
学
校
に
避
難
し
て
か
ら
も
迎
え
に
来
ら
れ
る

人
が
い
た
が
や
は
り
帰
さ
な
か
っ
た
。
一
方
、生
徒
や
子
供
た
ち
が
学
校
か
ら
帰
っ

て
く
る
の
を
待
っ
て
い
た
た
め
に
避
難
が
で
き
ず
、
津
波
に
さ
ら
わ
れ
た
両
親
も

い
た
。
ま
た
家
で
孫
達
を
待
っ
て
い
て
被
害
を
こ
う
む
っ
た
祖
父
母
た
ち
も
い
た
。

　
放
送
の
最
初
の
津
波
予
報
の
問
題
点
。
最
初
は
３
㍍
の
津
波
だ
と
放
送
が
あ
っ

た
。
堤
防
が
８
㍍
な
の
で
全
く
安
全
だ
と
考
え
た
。
し
か
し
実
際
は
30
㍍
の
津
波

が
来
た
。
堤
防
が
か
え
っ
て
津
波
を
高
め
る
役
割
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

疑
問
が
あ
る
。

　
予
想
以
上
に
津
波
が
高
く
上
が
っ
て
、
津
波
を
見
て
い
て
流
さ
れ
た
人
達
が
い

た
。
た
だ
逃
げ
る
だ
け
の
避
難
訓
練
は
限
界
が
あ
る
。
ま
た
、
今
ま
で
津
波
を
、
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道
は
完
全
に
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
て
電
柱
が
倒
れ
て
い
る
様
な
状
況
。
自
衛

隊
が
き
て
基
本
的
な
処
理
が
開
始
さ
れ
た
。

　
食
用
の
水
は
山
の
上
か
ら
汲
ん
で
来
た
。
水
道
が
入
る
前
に
、
山
の
上
の
湧
水

で
生
活
し
て
い
た
記
憶
が
あ
っ
た
。
そ
の
記
憶
を
生
き
返
ら
せ
て
、
食
用
の
水
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。
山
の
上
の
水
が
あ
っ
た
た
め
に
皆
が
助
か
っ
た
。
水
道
が

で
き
て
か
ら
も
、
村
の
人
達
は
共
同
で
こ
れ
を
管
理
し
て
使
っ
て
い
た
。
組
合
員

が
年
会
費
３
０
０
円
を
出
し
て
維
持
し
て
い
た
。
組
合
か
ら
脱
退
す
る
人
も
い
た

が
、
村
の
人
の
約
半
分
が
残
っ
て
い
た
。�

　
避
難
所
の
ト
イ
レ
は
、学
校
の
プ
ー
ル
の
水
を
使
っ
た
。
高
校
生
が
朝
か
ら
プ
ー

ル
の
水
を
汲
み
、
ト
イ
レ
の
掃
除
も
し
、
食
事
の
仕
度
も
助
け
た
。
か
ら
だ
の
具

合
の
良
く
な
い
老
人
た
ち
も
お
互
い
に
助
け
あ
っ
た
。
学
校
が
中
心
と
な
っ
て
地

域
民
が
一
致
団
結
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
先
生
も
１
週
間
は
家
に
帰
ら
な
い
で
学

校
で
生
活
し
た
。道
が
ほ
と
ん
ど
切
れ
て
い
た
の
で
家
へ
帰
れ
な
い
状
況
で
も
あ
っ

た
。
皆
が
協
力
し
た
と
い
う
こ
と
が
、
今
と
な
っ
て
は
美
し
い
記
憶
で
あ
る
。
亡

く
な
っ
た
人
た
ち
も
い
た
が
、
仮
設
住
宅
も
学
校
の
運
動
場
に
作
っ
て
、
や
っ
と

再
出
発
の
体
制
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
１
週
間
の
後
に
発
電
機
を
手
に
入
れ
て
、

学
校
で
電
気
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ガ
ソ
リ
ン
も
１
人
当
り
一
度
に
５
㍑
し
か
買
え
な
か
っ
た
。
い
つ
も
長
い
列
が

で
き
て
い
た
。
薬
が
必
要
な
人
達
も
多
か
っ
た
が
、
薬
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
人
は
僅
か
だ
っ
た
。
１
週
間
ほ
ど
後
に
、
ど
の
病
院
で
も
薬
を
処
方
す
る
シ

ス
テ
ム
が
で
き
た
。

　
赤
前
は
鮭
の
孵
化
場
の
始
ま
り
の
場
所
で
あ
る
。
孵
化
場
の
元
の
場
所
が
ま
だ

残
っ
て
い
る
。

　
津
波
が
く
る
前
の
３
月
３
日
、
た
ま
た
ま
避
難
時
の
役
割
分
担
を
行
な
っ
た
が
、

こ
れ
が
、
実
際
に
津
波
が
来
た
時
い
ろ
い
ろ
役
に
立
っ
た
。

　
被
害
地
域
の
家
具
や
カ
バ
ン
が
全
部
空
っ
ぽ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

子
供
を
連
れ
て
き
て
、
物
を
盗
ん
で
ゆ
く
若
い
女
性
達
も
い
た
。
ズ
ボ
ン
の
後
ろ

ポ
ケ
ッ
ト
に
ド
ラ
イ
バ
ー
を
入
れ
て
歩
き
ま
わ
っ
て
い
る
若
い
カ
ッ
プ
ル
も
あ
っ

た
。
防
災
会
の
会
長
の
自
分
は
、
監
視
役
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
常
習

犯
と
見
え
る
人
が
い
て
、
注
意
を
与
え
た
り
も
し
た
。
周
囲
の
人
々
も
皆
そ
の
人

が
見
え
た
。
若
い
女
性
と
思
わ
れ
る
死
体
を
発
見
し
た
。
そ
の
場
所
に
は
自
動
車

２
台
が
津
波
で
流
れ
て
き
て
い
た
が
、自
動
車
の
中
に
は
人
が
い
な
い
の
で
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
自
動
車
の
下
で
死
体
を
発
見
し
た
の
だ
っ
た
。

〔
奥
様
〕

　
私
は
、
津
波
が
う
ず
を
巻
い
て
押
し
寄
せ
て
自
動
車
を
飲
み
込
ん
だ
の
を
見
た
。

津
波
が
押
し
寄
せ
る
音
は
全
く
聞
こ
え
な
か
っ
た
。
突
然
門
の
前
ま
で
水
が
入
っ

て
き
た
。
玄
関
を
出
る
と
も
う
胸
ま
で
水
が
来
て
い
た
。
子
供
た
ち
の
遊
具
が
あ
っ

た
の
で
、そ
れ
に
つ
か
ま
っ
た
。す
る
と
横
を
自
動
車
が
流
れ
過
ぎ
る
の
が
見
え
た
。�

〔
村
松
さ
ん
〕

　
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
家
ま
で
は
津
波
が
来
な
い
と
思
っ
た
。
そ
れ
で
こ
こ

に
家
を
建
て
た
。
園
児
た
ち
を
避
難
さ
せ
た
後
、
見
る
と
、
家
に
は
も
う
水
が
一

杯
入
っ
て
い
て
、
戻
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
だ
っ
た
。

　
地
域
住
民
達
は
津
波
に
対
す
る
不
安
と
恐
怖
を
持
っ
て
い
た
が
、
盛
岡
か
ら
来

た
先
生
た
ち
は
、
殆
ど
こ
の
地
域
の
津
波
の
危
険
性
を
知
ら
な
か
っ
た
。
村
の
後

の
山
に
、
津
波
の
時
の
避
難
道
が
あ
る
と
い
う
こ
と
さ
え
知
ら
ず
に
い
た
。
子
供

た
ち
も
、
津
波
の
避
難
道
の
事
は
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
。
普
段
か
ら
避
難
訓
練
を

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。�

　
工
業
高
等
学
校
に
あ
る
津
波
模
型
に
つ
い
て
。
水
を
注
げ
ば
津
波
が
ど
こ
ま
で

到
達
す
る
の
か
知
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
作
っ
た
模
型
。
津
波
が
来
る
前
に
す

で
に
作
ら
れ
て
い
て
色
々
な
被
害
状
況
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
災
害
の
後

に
も
模
型
を
作
っ
て
状
況
を
予
測
し
た
り
も
し
た
。

　
津
波
以
後
、
電
気
製
品
は
ほ
と
ん
ど
使
用
で
き
な
か
っ
た
し
、
コ
ン
セ
ン
ト
も

全
部
使
用
不
能
。
ボ
イ
ラ
ー
ま
で
使
え
な
い
状
況
。
誤
っ
て
電
気
を
つ
け
る
と
、

ス
パ
ー
ク
し
て
火
災
が
起
き
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
。
１
か
月
の
間
は
全
く
電
気

を
使
え
な
い
状
況
だ
っ
た
。

　
孫
は
水
産
高
等
学
校
に
通
っ
て
い
た
。
寒
さ
が
我
慢
で
き
ず
、
カ
ー
テ
ン
を
は

ず
し
て
体
に
巻
い
て
寒
さ
を
凌
い
だ
と
い
う
。

　
１
日
経
っ
て
子
供
た
ち
は
家
に
帰
っ
て
き
た
が
、
水
産
高
等
学
校
に
通
っ
て
い

る
孫
が
帰
っ
て
来
な
い
の
で
非
常
に
心
配
し
た
。
途
中
の
家
が
無
く
な
っ
て
子
供

た
ち
は
自
分
の
家
を
探
せ
な
い
状
況
だ
っ
た
。�
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思
っ
た
。

　
家
に
着
い
て
位
牌
を
持
っ
て
外
に
出
た
。
家
か
ら
は
海
が
見
え
な
い
。
ト
ラ
ッ

ク
に
物
を
積
ん
で
浜
を
見
た
ら
、
20
㍍
以
上
の
津
波
が
白
く
見
え
始
め
た
。「
津
波

だ
」「
逃
げ
ろ
」
と
い
う
大
き
な
声
を
聞
い
て
、
人
々
も
避
難
を
始
め
た
。
妻
と
２

人
で
歩
い
て
赤
前
小
学
校
に
避
難
し
た
。
子
供
た
ち
は
市
内
に
住
ん
で
い
た
。�

津

軽
石
小
学
校
に
通
っ
て
い
た
孫
も
無
事
だ
と
、
後
で
聞
い
て
安
心
し
た
。

　
避
難
所
（
小
学
校
）
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
達
で
ご
っ
た
返
し
て
い
た
。
消
防
団

員
た
ち
が
水
門
を
閉
じ
に
行
っ
て
、
水
に
濡
れ
て
戻
っ
て
来
て
い
た
。

　
そ
の
日
の
夜
、
４
０
０
個
程
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
配
っ
た
。
し
か
し
、
人
々
が

増
え
始
め
て
、
お
に
ぎ
り
が
段
々
小
さ
く
な
っ
た
。�

以
前
私
は
、
消
防
団
の
分
団

長
だ
っ
た
。
次
の
日
、
家
に
帰
っ
た
が
、
家
は
ほ
と
ん
ど
形
が
無
い
状
態
だ
っ
た
。

家
の
近
く
で
行
方
不
明
者
３
人
が
発
見
さ
れ
た
。
家
が
流
さ
れ
て
無
く
な
っ
て
い

た
の
で
、
自
分
の
家
の
た
め
に
す
る
仕
事
は
無
か
っ
た
。
死
ん
だ
人
も
多
か
っ
た

の
で
消
防
団
員
達
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
葬
式
を
し
て
あ
げ
る
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
た
。

　
死
亡
者
は
警
察
の
管
轄
だ
っ
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
自
衛
隊
と
消
防
団
で

一
緒
に
行
な
っ
た
。
一
番
大
変
な
事
を
し
た
の
は
自
衛
隊
だ
っ
た
。
１
週
間
後
に

自
衛
隊
が
来
て
、
い
ろ
い
ろ
助
け
て
く
れ
た
。
ゴ
ミ
を
片
づ
け
た
り
、
途
切
れ
た

道
を
繋
げ
た
り
と
い
う
仕
事
。
自
衛
隊
は
災
害
に
関
す
る
様
々
な
設
備
を
持
っ
て

い
た
の
で
最
も
大
き
な
助
け
と
な
っ
た
。�

　
学
校
に
は
防
災
に
関
連
し
た
物
が
準
備
さ
れ
て
い
た
。学
校
の
中
に
水
、食
べ
物
、

毛
布
な
ど
が
準
備
さ
れ
て
い
た
。
１
週
間
ほ
ど
後
に
東
北
電
力
で
も
車
両
を
出
し

て
電
気
を
供
給
し
た
。
や
っ
と
テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
る
状
況
に
な
っ
た
。�

　
避
難
時
に
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
の
は
学
校
の
関
係
者
で
あ
っ
た
。
校
長
と

先
生
達
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
先
生
の
中
に
は
自
分
の
家
が
流
さ
れ
た
人

も
い
た
が
、
本
当
に
熱
心
に
被
災
者
達
を
助
け
て
く
れ
た
。
皆
が
大
変
感
謝
し
て

い
る
。�

　
今
ま
で
何
回
も
津
波
が
来
た
が
、今
度
の
も
の
は
、本
当
に
大
き
い
津
波
だ
っ
た
。

最
初
３
㍍
の
津
波
警
報
が
出
た
後
は
、
無
線
の
問
題
な
の
か
わ
か
ら
な
い
が
全
く

情
報
が
な
か
っ
た
。
市
役
所
の
サ
イ
レ
ン
も
鳴
ら
な
か
っ
た
。
無
線
で
あ
っ
て
も
、

を
警
戒
し
て
い
た
。

【
宇
都
宮
拓
治
さ
ん
（
昭
和
５
年
生
）
の
話

〈
平
成
25
年
２
月
18
日
午
後
、
赤
前
小
学
校
仮
設
住
宅
の
宇
都
宮
さ
ん
の
お
部
屋

に
て
〉】

　
「
町
づ
く
り
委
員
会
」
を
平
成
23
年
の
９
月
中
に
設
立
し
た
。
役
場
が
、
地
域
ご

と
の
委
員
会
の
結
成
を
誘
導
し
た
。
３
２
０
世
帯
の
う
ち
、
１
５
０
世
帯
が
被
害

を
受
け
て
い
た
。
会
議
が
行
わ
れ
、
20
人
程
の
メ
ン
バ
ー
で
、
意
見
を
取
り
纏
め

る
委
員
会
を
設
置
し
た
。
私
は
会
長
を
頼
ま
れ
た
。

　
９
月
中
に
委
員
会
が
設
立
さ
れ
て
、
月
１
回
集
ま
っ
て
、
４
回
程
、
町
作
り
に

つ
い
て
会
議
し
た
。
委
員
た
ち
も
被
害
を
受
け
て
い
た
の
で
、
安
全
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
だ
と
い
う
意
見
に
一
致
し
た
。

子
供
た
ち
の
た
め
に
も
そ
れ
が
一
番
重
要
だ
と
考
え
た
。

　
12
月
に
は
全
地
域
の
総
会
が
開
か
れ
、
専
門
の
コ
ル
サ
ル
タ
ン
ト
の
意
見
を
聞

い
て
、
住
民
た
ち
が
願
う
高
台
そ
の
他
の
候
補
地
域
を
決
め
て
、
意
見
を
市
長
に

提
出
し
た
。
町
作
り
が
現
在
進
行
中
で
あ
る
。

　
早
く
仮
設
住
宅
か
ら
出
て
次
の
段
階
に
進
み
た
い
と
か
、
自
分
た
ち
は
戻
る
こ

と
が
で
き
な
く
て
も
子
供
た
ち
に
は
安
全
な
場
所
を
確
保
し
た
い
と
か
い
う
意
見

が
あ
っ
た
。�

　
山
の
上
の
高
台
の
設
計
図
を
作
っ
て
、
再
び
交
渉
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
人

に
よ
っ
て
資
金
面
で
色
々
状
況
が
違
う
の
で
条
件
が
複
雑
で
あ
る
。
80
才
以
上
の

人
々
は
、
賃
貸
住
宅
は
難
し
い
と
言
う
。
た
と
え
ば
市
営
ア
パ
ー
ト
の
よ
う
な
方

式
を
希
望
し
て
い
る
。
宮
古
市
と
地
域
の
方
針
が
一
致
し
な
け
れ
ば
、
先
に
進
ま

な
い
。
も
と
の
場
所
に
戻
り
た
い
気
持
ち
は
あ
る
が
、
実
際
に
は
危
険
な
場
所
に
、

安
心
し
て
住
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
戻
る
事
を
主
張
す
る
人
は
い
な
い
。
地

域
住
民
の
中
に
は
浸
水
被
害
が
な
か
っ
た
人
達
も
い
る
が
、
そ
の
人
達
も
、
一
緒

に
移
転
で
き
る
方
法
が
あ
れ
ば
移
転
し
た
い
と
言
っ
て
い
る
。

　
地
震
が
あ
っ
た
日
、
私
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
千
徳
に
買
物
に
行
っ
た
。
駐

車
場
で
地
震
が
来
て
、
大
き
な
津
波
が
来
る
と
直
感
的
に
認
識
し
た
。
急
い
で
後

の
山
道
を
通
っ
て
妻
を
連
れ
に
戻
っ
た
。�

津
波
訓
練
の
と
お
り
に
行
動
し
よ
う
と
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地
震
が
発
生
し
て
10
分
後
、
避
難
し
よ
う
と
し
た
時
、
車
椅
子
に
乗
っ
た
人
を

見
付
け
た
。
そ
の
人
を
車
に
乗
せ
て
赤
前
小
学
校
ま
で
運
ん
だ
。�

　
有
線
放
送
で
津
波
３
㍍
と
い
う
情
報
が
あ
っ
た
。
直
感
的
に
湾
に
は
多
分
６
㍍

以
上
の
津
波
が
来
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

　
小
学
校
の
避
難
所
か
ら
、
津
波
が
押
し
寄
せ
て
来
る
の
が
見
え
た
。
津
波
の
後
、

避
難
所
に
い
た
人
々
は
４
５
０
人
く
ら
い
に
な
っ
た
。
一
段
落
し
た
後
、
今
日
食

べ
る
ご
飯
が
な
い
と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
。
米
を
少
し
ず
つ
集
め
始
め
た
。�

　
私
は
消
防
団
の
人
と
一
緒
に
、
津
波
に
流
さ
れ
た
人
々
を
救
う
た
め
に
海
岸
に

降
り
て
行
っ
た
。
船
が
全
く
な
か
っ
た
の
で
浮
き
も
の
を
臨
時
に
作
っ
て
海
岸
に

救
助
に
向
か
っ
た
。
溺
れ
て
い
た
２
人
の
人
を
助
け
て
、浮
き
も
の
に
乗
せ
て
引
っ

張
っ
て
来
て
車
に
乗
せ
て
小
学
校
に
運
ん
だ
。�

　
村
人
の
中
に
死
亡
者
も
出
た
の
で
、
そ
の
人
達
を
確
認
す
る
作
業
が
同
時
に
進

め
ら
れ
た
。�

　
避
難
所
に
は
小
さ
な
発
電
機
が
あ
り
、
そ
れ
に
も
う
１
台
発
電
機
を
借
り
て
き

て
、や
っ
と
電
灯
が
と
も
っ
た
。小
学
校
に
は
昔
の
給
食
設
備
が
残
っ
て
い
た
の
で
、

そ
の
釜
で
お
に
ぎ
り
を
作
っ
た
。
４
５
０
人
分
作
っ
た
。
工
業
高
校
に
い
る
避
難

民
１
５
０
人
分
く
ら
い
の
お
に
ぎ
り
も
準
備
し
た
。
米
は
被
害
が
無
か
っ
た
家
か

ら
も
ら
っ
て
来
る
こ
と
が
で
き
た
。
沢
の
水
も
あ
っ
た
の
で
、
あ
る
程
度
食
べ
物

を
準
備
す
る
こ
と
が
で
き
た
。�

　
小
学
校
の
運
動
場
で
津
波
が
来
る
と
こ
ろ
を
見
た
。
２
回
程
津
波
が
来
る
の
を

見
た
。
そ
の
う
ち
の
１
つ
は
巨
大
な
水
柱
を
作
っ
た
が
、
こ
れ
は
２
つ
の
潮
流
が

ぶ
つ
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
１
つ
は
津
軽
石
の
水
門
に
ぶ
つ
か
っ
て
戻
っ
て

き
た
も
の
。
も
う
１
つ
の
潮
流
は
海
か
ら
直
接
来
た
も
の
で
は
な
い
か
。
高
い
所

の
家
が
か
え
っ
て
沢
山
流
さ
れ
、
低
い
所
の
家
が
助
か
っ
て
い
る
例
も
あ
る
。
こ

れ
も
潮
流
の
問
題
で
、
な
か
な
か
複
雑
で
あ
る
。�

　
地
震
直
後
の
話
に
も
ど
る
が
、
家
に
行
っ
て
み
る
と
、
家
の
中
は
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ

だ
っ
た
。
運
転
免
許
証
の
入
っ
た
小
さ
な
カ
バ
ン
だ
け
を
持
っ
て
出
て
、
車
椅
子

の
人
を
車
に
乗
せ
た
。
妻
は
仕
事
で
外
に
出
て
お
り
、
子
供
た
ち
は
職
場
の
関
係

で
宮
古
を
離
れ
て
い
た
。
津
波
の
後
、
家
は
ど
う
な
っ
た
か
と
聞
か
れ
て
も
、
全

部
流
さ
れ
て
何
も
無
か
っ
た
。
唯
、
ゴ
ミ
の
山
だ
け
。
臭
い
は
と
聞
か
れ
て
も
、

電
源
が
全
部
切
れ
た
ら
完
全
に
不
通
に
な
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、
こ
の
様
な
問
題

は
早
く
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。�

　
チ
リ
津
波
の
時
、
人
々
は
半
鐘
の
音
を
聞
い
て
避
難
し
た
。
今
で
も
昔
の
よ
う

に
避
難
の
た
め
の
半
鐘
が
あ
れ
ば
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
今
は
む
し

ろ
防
波
堤
が
高
い
の
で
、
人
々
は
津
波
の
状
況
が
わ
か
ら
な
い
。

　
高
台
移
転
に
つ
い
て
、
今
年
３
月
頃
測
量
が
開
始
さ
れ
、
宅
地
が
で
き
る
の
は

平
成
28
年
頃
で
は
な
い
か
と
思
う
。�

　
高
齢
に
な
る
と
銀
行
で
も
融
資
を
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に

解
決
す
る
の
か
が
問
題
だ
。�

　
津
波
に
よ
っ
て
工
場
や
会
社
が
無
く
な
っ
た
。
職
場
が
無
く
な
っ
た
た
め
に
東

京
や
埼
玉
に
出
て
行
っ
た
人
が
多
い
。
若
い
人
達
は
家
族
を
連
れ
て
宮
古
を
離
れ
、

他
の
地
域
に
住
む
こ
と
も
多
い
。�

こ
こ
が
故
郷
で
な
い
人
達
は
、
ま
た
帰
っ
て
来

よ
う
と
い
う
考
え
は
な
い
が
、
こ
こ
が
故
郷
の
人
達
は
ま
た
も
う
一
度
帰
っ
て
来

よ
う
と
い
う
意
識
が
強
い
。
し
か
し
結
局
は
、
津
波
以
前
の
人
口
よ
り
は
か
な
り

減
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
だ
。

　
地
震
が
来
た
ら
、
先
ず
ド
ア
を
開
け
る
よ
う
に
幼
い
時
か
ら
教
わ
っ
て
い
た
。

家
に
帰
り
中
に
入
っ
た
あ
と
、
私
は
一
旦
外
に
出
た
が
、
余
震
が
続
い
て
家
の
中

に
入
る
こ
と
が
で
き
ず
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
時
津
波
が
押

し
寄
せ
て
来
る
の
が
見
え
た
。
津
波
が
非
常
に
高
か
っ
た
の
で
家
か
ら
で
も
十
分

に
見
え
た
。
驚
い
て
我
を
忘
れ
て
逃
げ
る
状
況
だ
っ
た
。
後
か
ら
津
波
が
追
い
か

け
て
来
た
。
逃
げ
る
途
中
に
見
る
と
、
自
動
車
に
乗
っ
た
人
達
が
、
道
が
混
ん
で

動
け
ず
に
そ
の
ま
ま
流
さ
れ
て
い
っ
た
。
地
震
が
来
て
か
ら
津
波
が
来
る
ま
で
25

分
く
ら
い
か
か
っ
た
よ
う
だ
。
12
年
前
に
避
難
道
路
を
作
っ
た
。
そ
の
道
路
の
重

要
性
が
改
め
て
わ
か
っ
た
。

　
仮
設
住
宅
の
人
達
は
全
て
を
失
っ
て
い
る
の
で
、
誰
が
良
く
誰
が
悪
い
状
況
だ

と
い
う
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
で
内
部
で
は
特
別
問
題
が
起
こ
ら
な
い
。
し
か
し
、

余
り
に
狭
い
仮
設
住
宅
で
受
け
る
ス
ト
レ
ス
は
確
か
に
あ
る
。��

【
佐
々
木
平
一
郎
さ
ん
（
昭
和
20
年
生
）
の
話

　
　
　
〈
平
成
25
年
２
月
19
日
午
後
、
赤
前
小
学
校
仮
設
住
宅
の
集
会
所
に
て
〉】
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用
す
る
事
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
今
の
山
道
を
再
整
備
す
る
事
も
必
要
だ
。

　
赤
前
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
。
高
台
に
移
転
す
る
人
た
ち
と
公
営
災
害
住
宅
に

住
む
人
た
ち
と
、
ま
た
い
く
ら
か
は
他
に
行
く
と
思
う
。
現
に
今
よ
そ
に
家
を
建

て
て
い
る
人
た
ち
も
い
る
。
赤
前
地
区
に
は
新
し
く
引
っ
越
し
て
き
た
人
た
ち
も

多
い
。
そ
の
増
え
た
部
分
は
全
部
津
波
に
持
っ
て
行
か
れ
た
。

　
計
画
で
は
、
宅
地
造
成
は
、
平
成
26
年
の
秋
頃
に
な
る
と
聞
い
て
い
る
。
災
害

公
営
住
宅
は
、
土
地
の
買
収
が
終
わ
り
、
３
月
中
に
は
遺
跡
調
査
を
始
め
、
調
査

が
終
わ
れ
ば
工
事
が
始
ま
る
も
の
と
見
て
い
る
。

　
実
際
、
復
興
計
画
は
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
集
ま
っ
て
話
を
し
た
が
、
そ
れ
は
本

当
に
形
だ
け
だ
。
全
部
県
の
指
示
で
、
市
長
も
頭
を
ぐ
っ
と
抑
え
ら
れ
て
、
な
ん

と
も
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
閉
伊
川
河
口
の
水
門
に
つ
い
て
も
、

初
め
は
住
民
た
ち
の
意
見
を
聞
い
て
、
水
門
を
作
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
が
、
突

然
ま
た
作
る
事
に
決
定
さ
れ
て
、
説
明
会
を
開
く
事
に
な
っ
た
。

　
水
門
に
つ
い
て
は
昔
か
ら
い
わ
く
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
水
門
が
で
き
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
閉
伊
川
を
よ
じ
登
っ
て
行
っ
た
水
が
今
度
は
、
こ
ち
ら
の
奥
の
方
に
押

し
寄
せ
て
来
る
わ
け
だ
。
そ
れ
を
心
配
し
て
反
対
し
た
の
だ
が
。
水
門
が
で
き
れ

ば
そ
れ
か
ら
上
は
大
丈
夫
だ
と
い
う
こ
と
だ
が
、
市
役
所
が
移
転
す
る
と
い
う
話

が
出
て
い
る
。
こ
れ
は
矛
盾
だ
と
思
う
。

　
今
後
、
家
を
ど
う
建
て
る
か
の
問
題
だ
が
、
60
才
以
上
の
人
は
、
ロ
ー
ン
を
組

む
の
が
難
し
い
。
家
を
流
さ
れ
た
人
達
の
宅
地
部
分
は
市
で
買
い
上
げ
る
と
い
う

話
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
お
金
を
少
し
で
も
足
し
に
す
る
と
か
し
て
、
皆
さ
ん
家

を
建
て
る
と
思
う
が
、
こ
れ
に
も
金
銭
上
、
い
ろ
い
ろ
難
し
い
問
題
が
あ
る
。
若

い
人
た
ち
が
す
る
仕
事
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
く
ら
い
し
か
無
い
。

外
に
出
て
い
る
子
供
た
ち
は
ロ
ー
ン
を
組
む
の
が
難
し
い
。�

　
郵
便
物
は
昔
の
住
所
に
送
れ
ば
、
郵
便
局
か
ら
仮
設
住
宅
に
届
け
て
く
れ
る
。�

今
、
住
所
を
変
更
す
る
と
、
す
べ
て
の
書
類
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
不

便
だ
。�

　
仮
設
住
宅
に
は
高
齢
者
が
多
い
。
１
日
中
何
も
す
る
こ
と
が
な
い
と
気
が
滅
入

る
。そ
こ
で
学
校
の
中
に
花
壇
や
農
地
な
ど
が
あ
り
、野
菜
畑
を
作
っ
て
栽
培
し
た
。

ま
た
学
校
の
下
に
使
っ
て
い
な
い
畑
が
あ
っ
た
。農
機
具
は
流
さ
れ
て
何
も
無
か
っ

ど
ん
な
臭
い
が
し
て
い
た
か
全
く
記
憶
が
無
い
。
家
族
と
の
連
絡
は
全
く
取
れ
な

か
っ
た
。
携
帯
電
話
が
繋
が
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
。
妻
と
の
連
絡
が
取
れ
ず
大
変

心
配
し
た
。
午
後
に
な
っ
て
や
っ
と
、
妻
は
山
の
上
の
実
家
の
父
が
心
配
で
、
そ

の
家
に
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
子
供
が
妻
の
安
否
を
知
ら
せ
る

た
め
に
避
難
所
に
来
た
の
で
そ
の
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ガ
ソ
リ
ン
が
無
か
っ
た
の

で
時
間
が
か
か
っ
た
よ
う
だ
。
ガ
ソ
リ
ン
は
１
回
に
20
㍑
、
あ
る
い
は
２
千
円
程

度
し
か
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
津
波
の
次
の
日
の
夕
方
に
は
、
地
元
の
人
達
の
安
否
を
確
認
す
る
作
業
を
し
た
。

父
母
、
兄
弟
、
子
供
た
ち
の
安
否
を
お
互
い
に
確
認
し
た
。
市
役
所
の
人
達
も
そ

の
次
の
日
に
来
て
状
況
の
把
握
を
始
め
た
。
し
か
し
３
分
の
１
程
度
は
安
否
が
確

認
で
き
な
い
状
況
だ
っ
た
。

　
担
当
地
域
は
72
世
帯
、
お
よ
そ
２
１
０
名
程
で
あ
っ
た
。
被
害
が
全
く
な
い
家

は
３
世
帯
ほ
ど
で
、
そ
の
ほ
か
は
被
害
が
深
刻
だ
っ
た
。

　
そ
の
次
の
日
か
ら
消
防
団
と
自
衛
隊
、
警
察
が
入
っ
て
き
て
、
死
体
の
確
認
も

行
な
っ
た
。
自
分
達
で
顔
を
見
て
確
認
し
た
の
は
当
日
だ
け
だ
っ
た
。
避
難
所
に

は
近
所
の
工
場
で
働
い
て
い
た
人
達
も
来
て
い
た
。そ
の
人
達
も
家
へ
帰
り
た
か
っ

た
が
、
帰
る
手
段
が
な
か
っ
た
。

　
３
日
間
、
お
に
ぎ
り
と
み
そ
汁
を
作
っ
て
食
べ
た
。
３
日
程
経
つ
と
米
が
無
く

な
っ
た
と
い
う
話
が
出
た
。
も
ち
ろ
ん
米
は
残
っ
て
い
た
が
、精
米
を
し
て
な
か
っ

た
の
で
、
焚
い
て
食
べ
る
事
が
で
き
な
い
状
況
だ
っ
た
。
自
衛
隊
が
食
べ
物
を
分

け
て
く
れ
た
。
し
か
し
自
衛
隊
の
食
糧
は
余
り
に
も
脂
が
多
く
カ
ロ
リ
ー
が
高
い

の
で
、
材
料
だ
け
受
け
取
っ
て
そ
れ
を
作
り
直
し
て
食
べ
た
記
憶
が
あ
る
。

　
小
学
校
の
校
長
先
生
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。
津
波
の
直
後
か
ら
、
学
校
に

あ
る
物
は
何
で
も
使
っ
て
い
い
と
言
っ
て
く
れ
た
。�

校
長
の
家
も
被
害
を
受
け
た
。

地
震
の
時
、
小
学
校
は
授
業
中
だ
っ
た
。
も
し
か
し
て
危
険
な
の
か
も
知
れ
な
い

と
考
え
、
女
の
先
生
は
子
供
た
ち
を
連
れ
て
更
に
高
い
所
に
移
動
し
た
。
先
生
た

ち
は
12
名
程
い
ら
し
た
よ
う
に
思
う
。
先
生
た
ち
は
全
員
で
食
べ
物
を
作
る
手
伝

い
を
し
て
く
れ
た
。

　
赤
前
の
下
組
は
72
世
帯
だ
。
下
の
道
は
殆
ど
使
用
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
山
道

を
主
に
使
用
し
た
。
復
旧
計
画
と
し
て
は
、
県
道
41
号
線
を
高
い
所
を
通
し
て
活
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人
達
が
多
い
仮
設
で
は
、
な
か
な
か
意
見
が
纏
ま
ら
な
い
よ
う
だ
。
こ
こ
は
、
学

校
長
が
自
治
会
を
作
ら
な
け
れ
ば
だ
め
だ
と
言
っ
て
、
早
く
作
っ
た
。
校
長
は
去

年
の
４
月
か
ら
水
沢
に
転
勤
に
な
っ
た
。
あ
と
３
年
く
ら
い
で
定
年
だ
と
い
う
か

ら
、
56
、
７
歳
だ
ろ
う
。
今
で
も
時
々
お
出
で
に
な
る
。
お
名
前
は
及
川
総
逸
郎

先
生
と
い
う
。

　
仮
設
か
ら
早
く
出
た
い
と
い
う
の
が
皆
の
本
音
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
早
く
復

興
を
進
め
て
ほ
し
い
。
特
に
年
を
と
っ
て
い
る
人
は
、
自
分
の
家
で
死
に
た
い
と

言
っ
て
い
る
。

　
津
軽
石
中
学
校
で
子
供
た
ち
が
自
分
達
で「
鹿
子
頭
」を
作
っ
て
、文
化
祭
で「
鹿

子
踊
り
」を
し
た
。
津
軽
石
の
元
町
で
は
、「
津
軽
石
さ
ん
さ
踊
り
」を
や
っ
た
。「
さ

ん
さ
」
は
津
軽
石
小
学
校
で
は
、
低
学
年
か
ら
や
っ
て
い
た
。

３　
復
興
状
況
と
３
年
前
の
体
験
（
大
震
災
か
ら
３
年
）

　
大
震
災
か
ら
３
年
が
経
過
し
た
平
成
26
年
３
月
10
日
と
11
日
に
、
復
興
状
況
や

３
年
前
の
体
験
等
を
中
心
に
赤
前
の
方
々
か
ら
お
話
を
伺
っ
た
。

　
11
日
は
、
震
災
の
日
に
合
わ
せ
た
宮
古
市
全
域
の
防
災
訓
練
の
日
で
あ
っ
た
。

赤
前
上
（
か
み
）
組
で
も
11
日
に
、
赤
前
上
組
会
館
と
そ
の
前
の
道
を
少
し
登
っ

た
脇
に
設
置
さ
れ
た
防
災
備
蓄
倉
庫
の
前
で
防
災
訓
練
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
10

日
は
そ
の
準
備
の
日
で
あ
っ
た
。

　
３
月
10
日
は
、
赤
前
上
組
会
館
で
、
上
組
の
防
災
会
会
長
の
村
松
岩
蔵
さ
ん
に
、

復
興
の
状
況
や
震
災
の
前
と
後
の
集
落
の
変
化
、
津
波
直
後
の
集
落
の
様
子
な
ど

の
お
話
を
伺
っ
た
。

　
３
月
11
日
は
、
防
災
訓
練
が
終
わ
っ
た
後
、
防
災
備
蓄
倉
庫
付
近
の
路
上
と
、

津
波
が
到
達
し
た
境
界
地
点
で
、
赤
前
上
在
住
の
堀
内
光
得
さ
ん
と
山
根
ひ
で
ゆ

き
さ
ん
に
、
津
波
当
日
の
人
命
救
助
の
お
話
を
伺
っ
た
。

【
村
松
岩
蔵
さ
ん
の
話

　
　
　
〈
平
成
26
年
３
月
10
日
午
後
、
赤
前
上
組
会
館
に
て
〉】

　
明
日
の
避
難
訓
練
は
地
区
ご
と
に
行
わ
れ
る
。
市
の
管
理
課
（
危
機
管
理
課
）

か
ら
即
席
五
目
飯
を
戴
い
た
の
で
、
明
日
炊
き
出
し
の
訓
練
と
し
て
使
う
こ
と
に

た
が
、
無
料
で
提
供
し
て
く
れ
る
人
た
ち
が
い
た
。
色
々
な
機
具
を
10
個
く
ら
い

も
ら
っ
た
。
そ
の
畑
は
80
坪
く
ら
い
だ
っ
た
。
そ
れ
を
８
等
分
し
て
、
10
人
ず
つ

で
何
か
を
植
え
て
い
く
計
画
だ
。
お
茶
会
な
ど
も
３
、４
日
に
１
度
く
ら
い
や
っ
て

い
る
。

　
仮
設
住
宅
は
、
平
成
23
年
５
月
に
入
居
し
た
。
５
月
に
す
ぐ
自
治
会
を
立
ち
上

げ
た
。
支
援
物
資
は
自
治
会
を
通
し
て
分
配
し
た
。
す
べ
て
の
物
資
が
人
員
を
計

算
し
て
来
る
の
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
を
配
分
す
る
作
業
も
大
変
だ
っ
た
。
配
分

法
を
自
治
会
で
決
め
て
配
っ
た
。
い
ま
だ
か
つ
て
分
配
に
関
す
る
不
平
を
言
わ
れ

た
こ
と
は
な
い
。
仮
設
住
宅
に
入
っ
て
い
な
い
人
た
ち
に
は
、
最
初
は
全
く
支
援

物
資
が
届
か
な
か
っ
た
。
家
を
流
さ
れ
て
、
親
戚
の
家
に
い
た
り
、
ア
パ
ー
ト
を

借
り
て
住
ん
で
い
た
り
し
て
い
た
人
た
ち
の
こ
と
で
あ
る
。
誰
が
ど
こ
に
住
ん
で

い
る
の
か
把
握
で
き
な
い
状
況
だ
っ
た
か
ら
だ
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
が
あ
る

の
で
、
市
役
所
で
は
知
っ
て
い
て
も
、
支
援
団
体
に
そ
れ
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
難

し
か
っ
た
。
最
近
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
方
で
も
名
簿
を
も
ら
っ
て
、
み
な

し
仮
設
の
人
た
ち
の
所
を
歩
い
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
。
避
難
所
に
い

た
時
、
被
害
に
あ
っ
て
い
な
い
人
た
ち
が
助
け
て
く
れ
た
が
、
そ
れ
は
一
時
的
な

こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
関
係
が
ず
っ
と
続
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
仮
設
住
宅
に
は
、
電
化
製
品
や
、
必
要
な
家
庭
用
品
が
揃
っ
て
い
た
が
、
み
な

し
仮
設
の
人
た
ち
は
、
そ
れ
ら
を
み
ん
な
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、

大
変
だ
っ
た
と
思
う
。

　
平
成
23
年
５
月
17
日
に
仮
設
住
宅
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。
学
校
で
仮
設
住
宅

用
の
土
地
を
提
供
し
て
く
れ
た
の
で
早
く
入
る
こ
と
が
で
き
た
。
最
初
は
50
世
帯

ほ
ど
。
駐
車
場
の
問
題
が
あ
る
の
で
そ
の
数
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
駐
車
場
を
作
っ

て
78
世
帯
に
な
っ
た
。

　
自
治
会
を
あ
ら
か
じ
め
作
っ
て
お
い
た
の
で
住
民
自
身
で
住
宅
を
管
理
で
き
た
。

よ
そ
で
は
市
役
所
で
集
会
所
の
鍵
を
管
理
し
て
い
る
の
で
、
毎
回
使
用
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
も
あ
る
。
集
会
所
が
作
ら
れ
た
が
、
小
規
模
仮
設
住
宅

で
は
談
話
室
と
な
る
。
談
話
室
は
、
部
屋
を
２
つ
繋
い
だ
程
度
の
小
さ
な
空
間
だ
。

　
意
見
を
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
治
会
を
作
る
の
が
遅
れ
る
地
域
も
多
い
。

こ
こ
の
仮
設
住
宅
は
85
％
が
地
元
の
人
た
ち
が
入
っ
て
い
る
。
外
か
ら
来
て
い
る
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わ
れ
た
。
２
回
目
の
大
波
だ
っ
た
。
波
は
そ
の
あ
と
３
、４
回
来
た
。

　
震
源
が
宮
城
沖
だ
っ
た
か
ら
、
波
は
南
の
方
か
ら
宮
古
の
町
に
ぶ
つ
か
っ
て
湾

に
入
っ
て
、
か
な
り
時
間
が
経
っ
て
か
ら
こ
ち
ら
に
来
た
。
堤
防
を
挟
ん
で
、
10

～
15
㍍
の
波
が
、
倍
に
な
っ
た
姿
で
流
れ
込
ん
だ
。
湾
の
一
番
奥
だ
か
ら
余
計
大

変
だ
。
十
勝
沖
地
震
（
昭
和
27
年
）
の
時
は
防
波
堤
が
無
か
っ
た
。
今
回
は
、
堤

防
は
あ
っ
た
が
、
今
ま
で
流
さ
れ
な
か
っ
た
所
ま
で
す
べ
て
流
さ
れ
た
。

　
前
の
時
は
、
震
災
後
し
ば
ら
く
し
て
米
を
作
る
事
が
で
き
た
が
、
今
回
は
瓦
礫

が
土
の
中
に
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
て
田
ん
ぼ
に
戻
す
の
は
な
か
な
か
大
変
だ
。

　
復
興
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
、
集
ま
っ
て
話
し
合
い
を
し
て
い
る
。
大
手
企
業

に
来
て
も
ら
っ
て
、
赤
前
の
田
ん
ぼ
を
借
り
て
ソ
ー
ラ
ー
を
や
ろ
う
か
と
い
う
案

が
あ
る
。
宮
古
市
に
も
、
事
業
者
に
頼
ん
で
野
球
場
の
近
く
の
土
地
で
、
実
験
的

に
ソ
ー
ラ
ー
を
や
っ
て
も
ら
う
と
い
う
計
画
が
あ
る
。
そ
れ
ら
が
う
ま
く
軌
道
に

乗
っ
て
く
れ
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

　
田
ん
ぼ
は
、
耕
す
の
が
大
変
だ
。
家
の
あ
っ
た
地
盤
は
固
い
か
ら
大
丈
夫
だ
が
、

田
ん
ぼ
は
、
土
の
中
ま
で
深
く
鉄
く
ず
が
入
っ
て
い
て
使
い
も
の
に
な
ら
な
い
。

ト
ラ
ク
タ
ー
も
入
る
の
が
嫌
だ
と
言
う
。
ま
た
、
昔
の
山
か
ら
の
排
水
路
も
壊
れ

て
い
て
、
用
水
も
排
水
も
一
緒
に
な
っ
て
田
ん
ぼ
の
中
に
す
べ
て
入
り
込
ん
で
い

る
。
衛
生
上
良
く
な
い
か
ら
何
と
か
水
路
を
分
離
し
て
く
れ
な
い
か
と
市
に
も
頼

ん
で
い
る
が
、な
か
な
か
埒
が
あ
か
な
い
。排
水
路
の
話
を
第
一
に
進
め
て
ほ
し
い
。

【
堀
内
光
得
さ
ん
（
昭
和
12
年
生
）
と
山
根
ひ
で
ゆ
き
さ
ん
（
昭
和
25
年
生
）
の
話

〈
平
成
26
年
３
月
11
日
午
後
、
防
災
備
蓄
倉
庫
付
近
の
路
上
（
Ａ
地
点
）
と
、
津
波

が
到
達
し
た
境
界
地
点
（
Ｂ
地
点
）
に
て
〉】　　
　

〈
Ａ
地
点
に
て
〉

〔
山
根
さ
ん
〕

　
津
波
が
来
て
直
ぐ
の
こ
と
だ
。
水
に
浸
か
っ
た
場
所
の
屋
根
の
上
に
、
助
け
て

く
れ
と
言
っ
た
人
が
い
た
。
そ
の
人
を
堀
内
さ
ん
と
助
け
た
。
助
か
っ
た
人
は
赤

前
下
組
の
人
だ
。
コ
ン
ク
リ
の
ア
パ
ー
ト
が
津
波
で
ひ
っ
く
り
返
っ
て
、
そ
こ
で

助
け
を
求
め
て
い
た
。
20
㍍
く
ら
い
離
れ
て
い
た
。

　
牡
蠣
の
養
殖
に
使
う
丸
い
浮
き
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
板
は
流
れ
て
来
た
も
の
を

し
た
。
赤
前
上
自
主
防
災
会
は
、
結
成
し
て
か
ら
10
年
経
つ
。
大
き
な
火
事
や
津

波
に
備
え
て
、
こ
れ
ま
で
も
避
難
訓
練
を
や
っ
て
き
た
。
避
難
訓
練
は
、
地
区
ご

と
に
、
自
主
的
に
や
る
の
が
本
当
だ
。
地
区
ご
と
に
避
難
の
や
り
方
が
違
う
か
ら

で
あ
る
。

　
津
波
の
時
は
、
赤
前
は
小
学
校
に
避
難
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
３
・
11
の

と
き
、
私
ど
も
赤
前
上
の
町
内
は
１
２
０
棟
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
半
分
の
家
屋

が
流
さ
れ
た
。
そ
の
方
々
は
今
仮
設
に
入
っ
て
お
ら
れ
る
。

　
赤
前
地
区
の
会
館
の
う
ち
、
残
っ
た
の
は
こ
こ
だ
け
だ
。
他
の
会
館
は
す
べ
て

流
さ
れ
た
。
明
日
は
、発
電
機
等
、設
備
を
披
露
す
る
。
昨
年
の
12
月
に
準
備
し
た
。

資
材
倉
庫
は
会
館
前
の
道
を
少
し
上
に
行
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
津
波
の
前
、赤
前
に
は
10
社
ほ
ど
の
会
社
が
あ
っ
た
。
運
動
公
園
の
方
に
も
あ
っ

た
。
３
・
11
の
時
は
会
社
の
人
た
ち
も
小
学
校
に
避
難
し
て
き
た
。
会
社
は
ほ
と

ん
ど
流
さ
れ
て
、
今
は
町
の
方
に
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
な
か
な
か
戻
っ
て
来

な
い
と
思
う
。
本
当
は
戻
っ
て
来
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
若
い
人
た
ち

も
戻
っ
て
来
や
す
い
。
若
者
の
何
人
か
は
、
盛
岡
の
方
へ
行
っ
て
同
じ
電
機
の
関

係
の
仕
事
を
し
て
い
る
。

　
津
波
の
と
き
、
こ
の
町
内
の
人
で
、
筏
を
組
ん
で
水
が
浸
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ

に
い
る
人
を
助
け
に
行
っ
た
。
筏
は
２
人
で
作
っ
た
と
い
う
。
１
人
は
、
漁
協
に

勤
め
て
退
職
し
た
人
だ
。
工
業
高
校
の
方
に
も
、
人
が
波
に
流
さ
れ
て
行
っ
て
、

た
ど
り
着
い
た
の
を
見
て
、
先
生
方
が
３
人
く
ら
い
助
け
た
。
小
学
校
に
運
ん
で

来
た
の
で
、
体
を
暖
め
た
り
し
て
看
護
を
し
た
。

　
ま
た
、
流
さ
れ
た
お
母
さ
ん
を
消
防
団
が
助
け
た
。
そ
の
際
ロ
ー
プ
を
持
っ
て

行
っ
て
引
っ
張
っ
て
き
た
。
こ
の
間
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
で
そ
の
助
け
ら
れ
た
話
が

取
り
上
げ
ら
れ
た
。
水
の
中
で
は
、
冷
た
い
だ
け
で
な
く
、
色
々
な
物
が
絡
ま
っ

て
大
変
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
水
を
１
回
飲
む
と
、
泥
の
た
め
に
凄
く
具
合
が
悪
く

な
る
。
水
が
下
か
ら
湧
き
上
が
っ
て
来
る
の
で
ど
う
し
て
も
飲
ん
で
し
ま
う
と
い

う
。

　
赤
前
は
堤
防
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
大
波
が
堤
防
を
越
え

て
野
球
場
に
入
っ
た
。
野
球
場
の
管
理
人
が
１
人
、
地
震
の
後
、
津
波
だ
か
ら
逃

げ
ろ
と
皆
を
誘
導
し
て
避
難
さ
せ
た
あ
と
、
１
人
だ
け
残
っ
て
そ
の
ま
ま
波
に
浚さ

ら
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自
分
は
、
津
波
を
宮
古
の
町
で
見
て
、
こ
こ
に
来
る
コ
ー
ス
を
決
め
た
。
他
の

コ
ー
ス
で
は
２
回
目
の
波
に
ぶ
つ
か
る
か
ら
、
山
を
廻
っ
て
豊
間
根
ま
で
行
っ
て
、

そ
れ
か
ら
こ
ち
ら
に
来
た
。
来
た
ら
人
が
い
っ
ぱ
い
集
ま
っ
て
騒
い
で
い
た
。

〔
山
根
さ
ん
〕

　
ま
た
、
部
落
の
入
り
口
の
旭
日
屋
旅
館
さ
ん
の
前
の
電
柱
が
倒
れ
て
道
路
が
塞

が
れ
、
完
全
に
消
防
車
も
救
急
車
も
通
れ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
道
路
を
村

の
人
が
バ
ッ
ク
ホ
ー
（
掘
削
機
）
で
叩
い
て
通
れ
る
よ
う
に
し
て
く
れ
た
。
そ
れ

で
救
急
車
も
入
る
こ
と
が
で
き
て
、
筏
で
助
け
た
人
も
病
院
ま
で
行
く
こ
と
が
出

来
た
。
災
害
の
時
は
、
今
何
を
す
れ
ば
い
い
か
を
冷
静
沈
着
に
判
断
す
る
人
と
、

そ
れ
に
協
力
す
る
人
が
必
要
だ
と
思
っ
た
。

〈
筏
を
作
っ
た
場
所
（
Ｂ
地
点
）
で
、
救
助
し
た
現
場
を
見
な
が
ら
再
度
お
話
を
伺

う
。
直
径
40
㌢
く
ら
い
の
丸
い
浮
き
が
、
30
個
く
ら
い
ま
と
め
て
置
い
て
あ
る
。〉

〔
山
根
さ
ん
〕

　
こ
の
浮
き
を
使
っ
た
。
流
れ
て
来
た
木
を
４
本
使
っ
て
ベ
ニ
ヤ
板
を
釘
で
打
ち

つ
け
て
、
四
隅
に
浮
き
を
付
け
た
。

〔
堀
内
さ
ん
〕

　
そ
の
上
に
乗
っ
て
、
洗
濯
竿
が
流
れ
て
来
た
の
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
で
漕
い

で
行
っ
た
。

〔
山
根
さ
ん
〕

　
こ
の
一
帯
は
全
部
湖
だ
っ
た
。

〔
堀
内
さ
ん
〕

　
チ
リ
津
波
の
時
は
、
工
業
高
校
は
ま
だ
建
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
あ
の
地
面
の

高
さ
ま
で
水
が
行
っ
て
い
る
。
あ
そ
こ
に
う
ち
の
田
ん
ぼ
が
あ
っ
た
か
ら
わ
か
っ

て
い
る
。
こ
こ
ま
で
来
て
い
る
の
だ
と
前
か
ら
人
に
教
え
て
い
た
。

〔
山
根
さ
ん
〕

　
今
度
の
津
波
は
、
最
初
３
㍍
と
言
っ
た
か
ら
、
今
の
堤
防
か
ら
す
れ
ば
た
い
し

た
こ
と
は
な
い
と
私
も
安
易
な
判
断
を
し
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
３
倍
も

来
た
。

〔
堀
内
さ
ん
〕

使
っ
た
が
、
浮
き
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
。
板
に
釘
を
打
っ
て
筏
を
作
っ
て
、
浮
き

を
四
隅
に
ロ
ー
プ
で
結
ん
で
、
乗
っ
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
ロ
ー

プ
が
無
か
っ
た
ら
助
け
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
。
堀
内
さ
ん
が
漕
い
で
行
っ
て
助

け
た
。

　
そ
の
人
が
助
け
を
求
め
て
い
た
の
は
津
波
が
来
て
直
ぐ
だ
っ
た
。

〔
堀
内
さ
ん
〕

　
漕
い
で
行
っ
た
が
、
途
中
、
大
き
な
瓦
礫
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
釘
も
出
て
い
て

大
変
だ
っ
た
。
し
か
し
、行
く
前
に
判
断
を
し
て
、き
ち
ん
と
ゴ
ム
手
袋
を
は
め
て
、

服
も
た
く
さ
ん
着
込
ん
で
行
っ
た
の
で
対
応
で
き
た
。

　
津
波
は
、
私
は
チ
リ
地
震
（
昭
和
35
年
）
も
十
勝
沖
地
震
も
体
験
し
て
い
る
。

十
勝
の
時
は
あ
あ
大
丈
夫
だ
と
思
っ
た
後
に
、
大
き
な
の
が
来
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
後
は
来
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
１
回
大
き
な
の
が
来
れ
ば
、
後
は
来
な
い
、
来

て
も
堤
防
を
超
え
る
よ
う
な
の
は
来
な
い
と
判
断
し
た
。
そ
の
時
の
状
況
を
知
っ

て
い
る
の
で
、
経
験
上
、
後
は
来
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
残
っ
て

い
た
山
根
さ
ん
と
筏
を
作
っ
て
、
山
根
さ
ん
が
筏
の
端
に
縛
り
付
け
た
ロ
ー
プ
を

持
っ
て
、私
が
物
干
し
竿
で
漕
い
で
助
け
に
行
っ
た
。既
に
暗
く
な
っ
て
い
た
。行
っ

て
、そ
の
人
に
し
っ
か
り
す
る
よ
う
に
バ
ン
バ
ン
気
合
を
か
け
た
。
前
に
船
に
乗
っ

て
い
た
と
き
の
経
験
か
ら
、
救
助
を
求
め
て
い
る
人
は
、
人
が
近
づ
く
と
安
心
し

て
カ
ク
ッ
と
し
て
力
が
抜
け
て
し
ま
う
の
で
、
大
声
で
気
合
を
掛
け
な
が
ら
近
付

い
た
。
そ
の
人
は
パ
ン
ツ
だ
け
し
か
は
い
て
お
ら
ず
、
屋
根
の
上
で
力
が
抜
け
て

全
然
動
け
な
か
っ
た
。
私
は
屋
根
が
動
く
と
判
断
し
て
、屋
根
ご
と
ロ
ー
プ
で
引
っ

張
っ
た
。

〔
山
根
さ
ん
〕

　
最
初
そ
の
人
を
見
つ
け
た
時
、
岸
辺
に
20
人
程
い
た
が
、
誰
も
ど
う
し
よ
う
も

な
か
っ
た
。
光
得
さ
ん
が
来
て
く
れ
て
、
こ
う
し
ろ
と
言
わ
れ
て
は
じ
め
て
冷
静

な
判
断
が
で
き
た
。
あ
ん
な
時
は
普
通
、
冷
静
な
判
断
は
無
理
だ
。
警
察
だ
っ
て

消
防
だ
っ
て
人
間
だ
か
ら
、
飛
び
込
め
と
い
っ
て
も
飛
び
込
め
る
も
の
で
は
な
い
。

私
も
救
命
胴
衣
を
２
つ
持
っ
て
、
そ
れ
で
引
っ
張
っ
て
こ
よ
う
と
思
っ
た
が
、
水

が
胸
の
と
こ
ろ
ま
で
来
て
引
き
返
し
た
。

〔
堀
内
さ
ん
〕
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流
さ
れ
た
。
い
く
ら
大
き
な
家
で
も
波
に
は
勝
て
ず
、
い
っ
き
に
流
さ
れ
た
。
中

組
の
ア
パ
ー
ト
は
、
山
寄
り
の
道
沿
い
に
あ
っ
た
か
ら
流
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
下
組
の
管
轄
の
運
動
公
園
の
近
く
の
市
営
ア
パ
ー
ト
は
、
市
役
所
で
も
、
な
ん

で
あ
ん
な
に
ひ
っ
く
り
返
っ
た
の
か
と
言
っ
て
い
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
鉄
骨
が

入
っ
て
い
る
も
の
が
、
波
の
力
で
も
ろ
に
ひ
っ
く
り
返
っ
た
の
だ
か
ら
凄
い
も
の

だ
。
も
ち
ろ
ん
あ
そ
こ
は
、
地
盤
が
弱
か
っ
た
の
だ
。
地
盤
が
弱
く
て
、
波
に
押

さ
れ
て
ひ
っ
く
り
返
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
赤
前
は
、
古
い
家
と
い
う
の
は
い
く
ら
も
な
か
っ
た
。
こ
の
道
路
か
ら
上
の
方

は
古
く
て
、
下
の
方
は
ほ
と
ん
ど
新
し
い
家
ば
か
り
だ
っ
た
。
古
く
て
も
10
、
20

年
た
ら
ず
の
家
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

　
昔
の
人
に
聞
く
と
、
明
治
29
年
、
昭
和
８
年
の
津
波
で
は
、
家
は
流
さ
れ
な
か
っ

た
と
言
う
。
新
開
地
の
と
こ
ろ
に
は
家
が
建
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

〔
奥
様
〕

　
で
も
、
波
も
こ
ん
な
に
は
来
な
か
っ
た
と
い
う
話
だ
。

〔
村
松
さ
ん
〕

　
来
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
建
て
た
。
過
去
の
経
験
が
あ
る
か
ら
。

〔
奥
様
〕

　
私
達
の
町
内
も
、
下
の
方
ま
で
家
が
建
っ
た
。

〔
村
松
さ
ん
〕

　
明
治
29
年
と
昭
和
８
年
の
津
波
の
と
き
は
、
今
あ
る
堤
防
も
な
か
っ
た
。
そ
し

て
松
林
が
津
波
よ
け
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
松
林
が
二
重
に
な
っ
て
い
た
。
下
の

道
路
よ
り
海
に
近
い
、
今
の
運
動
公
園
が
松
林
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
南
側
に
は

田
ん
ぼ
が
あ
っ
た
。
ず
っ
と
田
ん
ぼ
だ
っ
た
。
松
林
が
、
堤
防
の
代
り
と
い
う
か

代
行
役
で
守
っ
て
く
れ
た
。

　
昭
和
８
年
の
津
波
の
時
、
ち
ょ
う
ど
浜
の
方
に
行
っ
て
い
た
人
が
、
地
震
で
津

波
が
来
る
と
い
う
の
で
そ
こ
の
松
の
木
に
上
っ
て
津
波
を
逃
れ
た
。
そ
う
い
う
英

雄
み
た
い
な
人
が
い
た
。
松
の
木
に
し
が
み
つ
い
て
尻
を
波
で
洗
わ
れ
た
と
い
う
。

松
の
木
が
転
べ
ば
そ
の
ま
ま
流
さ
れ
た
の
だ
が
、
松
の
木
は
そ
の
ま
ま
流
さ
れ
ず

に
残
っ
た
。
そ
の
場
所
で
私
達
も
そ
の
人
か
ら
話
を
聞
い
た
。「
ほ
ら
、村
松
く
ん
、

こ
の
松
さ
登
っ
て
な
。
昭
和
津
波
の
時
に
は
、
け
つ
さ
ら
わ
れ
た
ん
だ
ぞ
、
洗
っ

　
こ
こ
は
全
部
田
ん
ぼ
だ
っ
た
。
チ
リ
の
時
も
す
ご
か
っ
た
。

４　
大
震
災
か
ら
４
年
半
の
時
間
を
振
り
返
っ
て

　
大
震
災
か
ら
４
年
半
近
く
が
経
過
し
た
平
成
27
年
８
月
に
、
以
前
に
も
お
話
を

聞
い
た
赤
前
在
住
の
村
松
岩
蔵
さ
ん
と
村
松
さ
ん
の
奥
様
、
な
ら
び
に
宇
都
宮
拓

治
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。
震
災
後
、
宮
古
市
で
は
、
復
興
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
ゆ
く
か
に
つ
い
て
各
地
域
で
話
し
合
い
、
要
望
を
纏
め
る
た
め
の
「
町
づ
く
り

検
討
会
」
が
作
ら
れ
た
。
宇
都
宮
拓
治
さ
ん
は
そ
の
委
員
会
の
会
長
を
、
村
松
さ

ん
は
副
会
長
を
務
め
て
お
ら
れ
る
。

【
村
松
岩
蔵
さ
ん
と
奥
様
の
話

　
　
　
〈
平
成
27
年
８
月
28
日
午
後
、
村
松
さ
ん
宅
に
て
〉】

〔
岩
松
さ
ん
〕

　
今
年
の
４
月
１
日
か
ら
、
新
し
い
公
民
館
の
中
に
津
軽
石
支
所
が
入
っ
た
。
津

軽
石
支
所
の
管
轄
は
津
軽
石
と
赤
前
で
あ
る
。
赤
前
は
上
・
中
（
甲
・
乙
）・
下
・

堀
内
に
分
か
れ
て
い
る
。
小
堀
内
と
堀
内
が
一
緒
に
な
っ
て
堀
内
地
区
と
な
っ
て

い
る
。

　
そ
の
う
ち
で
、
家
が
多
く
流
さ
れ
た
の
は
上
・
中
・
下
だ
。
堀
内
の
ほ
う
は
４

軒
、５
軒
ぐ
ら
い
か
。
中
で
も
赤
前
下
が
、一
番
被
害
が
大
き
か
っ
た
。
浜
の
方
の
、

中
学
校
の
下
に
市
営
ア
パ
ー
ト
が
あ
っ
た
が
流
さ
れ
た
。た
く
さ
ん
の
世
帯
が
入
っ

て
い
た
。

　
赤
前
上
（
か
み
）
の
戸
数
は
、
当
時
は
１
２
０
戸
く
ら
い
だ
っ
た
が
、
半
分
以

上
は
津
波
で
流
さ
れ
た
。

　
赤
前
中
（
な
か
）
は
、
山
沿
い
の
道
路
か
ら
上
が
10
何
軒
か
流
さ
れ
た
。
そ
し

て
道
路
か
ら
下
の
、
公
園
の
方
、
野
球
場
の
前
ま
で
す
べ
て
流
さ
れ
た
。
そ
こ
は

新
開
地
だ
っ
た
。
新
開
地
に
作
っ
た
宅
地
に
新
し
く
家
を
建
て
た
人
た
ち
が
大
勢

い
た
。
千
５
、６
百
万
か
け
て
入
っ
て
、
１
週
間
も
経
た
な
い
う
ち
に
流
さ
れ
た
人

も
い
る
。
立
派
な
家
が
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
中
組
の
場
合
は
、
建
て
て
か
ら
10
年
以
内
の
家
が
10
軒
ほ
ど
あ
っ
た
。
私
の
知

り
合
い
の
家
は
、
２
階
建
て
の
大
き
い
家
だ
っ
た
が
、
建
て
て
６
か
月
く
ら
い
で
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り
考
え
て
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
実
際
、
今
度
は
そ
う
感
じ
た
。

〔
奥
様
〕

　
私
が
感
じ
た
の
は
、
家
の
中
の
水
の
勢
い
だ
。
地
震
の
時
ち
ょ
う
ど
家
に
い
た
。

玄
関
か
ら
入
っ
て
来
た
水
が
、
他
の
戸
を
閉
め
て
あ
る
か
ら
行
き
場
を
失
い
、
階

段
を
駆
け
上
が
っ
て
、
上
か
ら
２
段
目
の
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
た
。
す
ご
い
力
だ
と

思
っ
た
。
引
き
波
の
時
は
戸
を
外
し
て
み
ん
な
持
っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

引
き
波
も
一
瞬
の
こ
と
だ
。
一
つ
の
水
た
ま
り
も
な
く
、
き
れ
い
に
水
が
な
く
な
っ

て
、
そ
の
か
わ
り
に
泥
や
ヘ
ド
ロ
や
浜
の
茅
の
よ
う
な
も
の
が
沢
山
残
っ
て
い
た
。

洗
面
所
に
は
野
球
場
に
あ
っ
た
ポ
リ
バ
ケ
ツ
が
残
さ
れ
て
い
た
。

〔
村
松
さ
ん
〕

　
野
球
場
で
山
火
事
用
と
し
て
液
体
を
入
れ
た
ポ
リ
バ
ケ
ツ
が
千
個
以
上
あ
っ
た

の
だ
。
そ
れ
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
用
の
燃
料
が
８
本
ぐ
ら
い
あ
っ
た
。

　
恐
い
の
は
ガ
ス
ボ
ン
ベ
だ
っ
た
。
宮
古
市
全
体
の
ガ
ス
を
供
給
す
る
大
き
い
ガ

ス
会
社
が
、
赤
前
に
２
軒
あ
っ
た
か
ら
。

〔
奥
様
〕

　
火
事
に
な
ら
な
く
て
よ
か
っ
た
。
山
田
町
は
そ
の
ボ
ン
ベ
で
火
事
に
な
っ
た
。

赤
前
は
そ
れ
が
本
当
に
恵
ま
れ
て
い
た
。

〔
村
松
さ
ん
〕

　
本
当
に
恵
ま
れ
た
と
思
っ
た
。
大
き
な
ボ
ン
ベ
が
バ
ー
ン
と
ぶ
つ
か
っ
て
、
よ

く
火
が
点
か
な
か
っ
た
と
思
う
。
１
本
火
が
点
い
た
ら
終
り
だ
。
そ
れ
で
山
田
の

方
は
大
火
に
な
っ
た
の
だ
。

　
ほ
か
で
は
、
海
が
一
面
燃
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
。
こ
こ
が
火

の
海
に
な
っ
て
い
た
ら
大
変
だ
っ
た
が
、
ガ
ス
屋
の
対
応
が
よ
か
っ
た
の
だ
と
思

う
。
ま
た
、
シ
ュ
ー
シ
ュ
ー
音
が
し
て
い
る
ボ
ン
ベ
を
、
消
防
の
人
が
元
栓
を
閉

め
て
回
っ
た
。
低
地
は
す
べ
て
湖
状
態
だ
か
ら
な
か
な
か
行
け
な
い
が
、
消
防
の

人
た
ち
が
な
ん
と
か
行
っ
て
止
め
て
く
だ
さ
っ
た
。
家
か
ら
流
れ
た
ボ
ン
ベ
は
栓

が
開
い
て
い
る
か
ら
そ
の
ま
ま
ガ
ス
を
噴
い
て
い
る
。
各
家
庭
に
最
低
で
も
１
本

あ
る
か
ら
大
変
な
数
に
の
ぼ
る
。あ
れ
は
本
当
に
不
幸
中
の
幸
い
だ
っ
た
な
と
思
っ

て
い
る
。
ま
あ
、
何
か
に
恵
ま
れ
た
の
だ
。

　
赤
前
で
は
、26
人
が
亡
く
な
っ
た
。
す
べ
て
身
元
は
確
認
で
き
た
。
堤
防
が
あ
っ

て
も
ら
っ
た
ん
だ
ぞ
」
と
。
大
久
保
さ
ん
と
い
う
方
だ
。

　
昔
は
ず
っ
と
松
林
が
あ
っ
た
。
野
球
場
を
作
る
た
め
に
、
あ
の
辺
の
松
は
な
く

な
っ
た
。

〔
奥
様
〕

　
こ
こ
の
松
林
の
方
が
、陸
前
高
田
の
よ
り
綺
麗
だ
っ
た
。
そ
の
向
こ
う
は
ず
う
っ

と
砂
浜
だ
っ
た
。
和
歌
山
の
白
浜
の
よ
う
に
き
れ
い
な
砂
で
、
私
達
も
幼
い
頃
は
、

そ
こ
で
寒
い
時
に
体
を
暖
め
る
の
に
砂
を
か
け
た
り
し
て
遊
ん
だ
。

〔
村
松
さ
ん
〕

　
昭
和
45
年
に
岩
手
国
体
が
あ
り
、
競
技
場
を
作
る
こ
と
に
な
っ
て
松
を
伐
採
し

た
。
運
動
公
園
と
陸
上
競
技
場
、
野
球
場
を
作
っ
て
、
そ
こ
で
国
体
を
や
っ
た
。

　
二
重
に
松
林
が
あ
っ
た
か
ら
、
水
を
通
し
て
も
波
の
力
を
ず
っ
と
弱
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
や
っ
ぱ
り
昔
の
人
は
、
考
え
て
い
た
わ
け
だ
。
津
波
の
一
番
強
い
と

こ
ろ
と
い
う
か
、
波
が
高
い
と
こ
ろ
が
松
林
だ
っ
た
。
松
林
を
植
え
た
の
は
、
明

治
よ
り
も
っ
と
昔
か
も
知
れ
な
い
。
明
治
の
人
た
ち
が
そ
れ
を
引
き
継
い
で
守
っ

て
き
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
今
回
の
津
波
で
１
本
も
松
は
残
っ
て
い
な
い
。
津
波
前
は
、
松
が
一
部
残
っ
て

い
た
。
私
も
、
会
社
を
定
年
退
職
し
て
か
ら
７
年
間
野
球
場
の
管
理
を
や
っ
た
が
、

そ
の
時
も
、防
潮
堤
の
裏
に
松
の
木
が
ず
っ
と
あ
っ
た
。野
球
場
か
ら
池
の
所
ま
で
、

松
が
ず
っ
と
続
い
て
い
た
。
そ
れ
が
今
回
流
さ
れ
た
。
野
球
場
を
作
る
た
め
に
松

林
は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
た
が
、
一
部
残
っ
て
い
た
。
防
風
林
と
し
て
残
し
た
も

の
だ
。
陸
上
競
技
場
の
向
こ
う
の
方
に
ず
っ
と
あ
っ
た
。
そ
れ
が
津
波
で
残
ら
ず

流
さ
れ
た
。

　
松
林
は
水
を
通
す
か
ら
、波
が
弱
ま
っ
て
来
る
。
だ
か
ら
、10
㍍
で
来
た
も
の
が
、

二
重
の
松
林
を
通
っ
て
10
㍍
の
高
さ
の
ま
ま
工
業
高
校
の
方
ま
で
行
く
と
い
う
の

は
考
え
ら
れ
な
い
。
今
度
の
津
波
で
も
、
水
は
通
し
て
も
波
の
力
を
弱
め
る
か
ら
、

か
え
っ
て
松
林
の
ほ
う
が
よ
か
っ
た
と
も
言
え
る
。
今
回
は
堤
防
が
高
く
て
も
、

波
が
堤
防
の
裏
を
堀
内
の
方
に
走
っ
て
行
っ
た
。
堀
内
の
堤
防
の
裏
側
の
２
階
建

て
の
家
が
全
部
、
跡
形
も
無
く
流
さ
れ
た
。
普
通
に
考
え
れ
ば
、
堤
防
が
あ
る
か

ら
な
に
か
残
る
は
ず
だ
が
、
全
く
跡
形
も
な
い
。
基
礎
ま
で
流
さ
れ
た
。
す
ご
い

勢
い
が
つ
い
て
い
た
わ
け
だ
。
波
の
力
と
い
う
の
は
恐
ろ
し
い
。
堤
防
も
や
っ
ぱ
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か
前
の
状
況
は
、
運
動
公
園
の
ほ
う
に
少
し
家
が
あ
り
、
そ
の
上
の
方
は
山
際
の

道
路
の
近
く
ま
で
ず
っ
と
田
ん
ぼ
だ
っ
た
。

　
最
近
に
な
っ
て
、
定
年
退
職
を
し
た
人
た
ち
が
、
野
球
場
の
近
く
が
い
い
と
引
っ

越
し
て
来
た
。
環
境
も
い
い
し
夏
場
も
涼
し
く
て
寝
や
す
く
、
気
候
も
穏
や
か
で

広
々
と
し
た
と
こ
ろ
だ
と
評
判
が
よ
か
っ
た
。
朝
晩
は
、
歩
け
歩
け
の
人
た
ち
が
、

大
勢
宮
古
の
方
か
ら
も
来
て
い
た
。

〔
奥
様
〕

　
立
派
な
豪
華
な
家
を
建
て
て
、
10
年
足
ら
ず
で
津
波
が
来
た
。
津
波
が
来
た
と

し
て
も
、
も
っ
と
若
い
時
に
来
て
い
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
が
、
高
齢
に
な
っ
て
い

る
と
た
い
へ
ん
だ
。
子
や
孫
が
い
っ
し
ょ
に
い
る
人
は
ま
だ
い
い
が
、
子
供
達
が

就
職
し
て
遠
く
に
行
っ
て
い
る
と
、
跡
取
り
で
も
帰
っ
て
来
る
か
ど
う
か
わ
か
ら

な
い
か
ら
。

〔
村
松
さ
ん
〕

　
仮
設
に
い
る
人
達
が
高
台
に
家
を
建
て
て
い
る
が
、
い
ま
家
内
が
言
っ
た
と
お

り
、
子
ど
も
た
ち
が
帰
っ
て
来
る
か
来
な
い
か
わ
か
ら
な
い
。
退
職
金
で
家
を
建

て
て
、
将
来
は
子
ど
も
た
ち
が
帰
っ
て
来
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
人
も
い
る
。

　
赤
前
の
高
台
に
は
20
軒
く
ら
い
家
が
建
つ
。
本
当
は
も
っ
と
建
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
は
ず
だ
。あ
と
は
、津
軽
石
の
方
の
集
合
住
宅
は
、50
軒
入
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
赤
前
か
ら
そ
こ
に
入
る
予
定
の
人
も
多
い
。

　
20
軒
の
高
台
の
一
戸
建
て
は
、
ほ
と
ん
ど
赤
前
の
人
だ
。
将
来
を
考
え
た
と
き
、　　

借
金
し
て
ま
で
建
て
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
人
は
、
仮
設
を
出
て
、
宮
古
の
市
営

ア
パ
ー
ト
、
県
営
ア
パ
ー
ト
に
入
っ
て
い
る
。

　
昨
日
、
仮
設
住
宅
の
会
長
と
い
ろ
い
ろ
話
を
し
た
。
78
世
帯
分
建
て
た
が
、
仮

設
は
も
う
半
分
以
上
出
て
行
っ
た
。
住
宅
の
規
模
を
縮
小
し
て
、
校
庭
を
生
徒
に

使
わ
せ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
こ
と
も
話
し
た
。
そ
れ
は
校
長
先
生
の
希
望
で
も

あ
る
。
平
成
28
年
度
か
ら
、
住
宅
を
縮
小
し
て
子
ど
も
た
ち
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
提

供
し
た
ら
ど
う
か
。
そ
う
で
な
い
と
、
６
年
間
、
校
庭
を
使
わ
な
い
で
卒
業
す
る

児
童
が
出
る
。
今
の
４
年
生
５
年
生
は
そ
う
だ
。
６
年
生
は
１
年
使
っ
た
。
校
長

先
生
が
言
う
に
は
、「
校
庭
を
使
わ
せ
な
い
で
、
田
ん
ぼ
を
埋
め
た
所
で
運
動
会
を

や
っ
て
、
そ
れ
で
卒
業
さ
せ
て
い
る
」
と
。

た
か
ら
、
外
海
に
は
行
か
な
い
で
多
く
は
工
業
高
校
の
方
に
流
れ
て
い
た
。

　
私
の
家
の
庭
先
に
も
１
人
が
流
さ
れ
て
い
た
が
、
し
ば
ら
く
気
が
付
か
な
い
で

い
た
。
こ
の
人
は
赤
前
の
人
だ
が
、
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
身
内
の
人

た
ち
は
、
夕
方
に
な
る
と
遺
体
置
場
を
転
々
と
見
て
歩
い
た
が
見
付
か
ら
な
か
っ

た
。
そ
の
人
が
こ
こ
で
見
つ
か
っ
た
。

〔
奥
様
〕

　
娘
の
旦
那
さ
ん
と
家
の
庭
の
片
付
け
を
し
て
い
た
ら
、
何
か
赤
い
も
の
が
見
え

て
、
ち
ょ
っ
と
引
っ
張
っ
た
ら
ひ
ょ
っ
と
手
が
出
て
き
た
。
す
ぐ
に
人
を
呼
ん
だ
。

見
つ
け
て
か
ら
２
分
も
経
た
な
い
う
ち
に
お
巡
り
さ
ん
が
来
た
。
こ
こ
に
死
体
が

あ
り
ま
す
と
言
っ
て
い
る
う
ち
に
、
今
度
は
消
防
の
人
が
す
ぐ
に
来
て
く
れ
た
。

そ
れ
が
３
月
27
日
か
28
日
だ
っ
た
と
思
う
。

〔
村
松
さ
ん
〕

　
家
の
庭
で
見
つ
か
っ
た
の
が
、
赤
前
の
行
方
不
明
者
の
最
後
だ
っ
た
。
そ
の
前

に
１
歳
４
か
月
に
な
る
子
供
が
見
つ
か
っ
た
。「
大
変
な
こ
と
だ
、
お
母
さ
ん
は

見
つ
か
っ
た
が
、
そ
の
子
は
ど
こ
に
行
っ
た
か
」
と
話
し
て
い
た
が
、
よ
う
や
く

見
つ
か
っ
た
。
お
母
さ
ん
は
工
業
高
校
の
ほ
う
で
、
そ
の
赤
ち
ゃ
ん
は
一
番
端
の

中
学
校
の
ほ
う
で
見
つ
か
っ
た
。
一
番
大
き
い
波
で
そ
こ
ま
で
持
っ
て
行
か
れ
た

よ
う
だ
。
瓦
礫
を
片
付
け
よ
う
と
思
っ
て
ブ
ル
で
畑
の
方
へ
入
っ
て
行
っ
た
人
が
、

土
が
乾
い
た
と
こ
ろ
で
赤
ち
ゃ
ん
を
見
つ
け
た
と
い
う
。

　
最
後
の
発
見
は
、
さ
っ
き
妻
が
言
っ
た
そ
の
人
。
そ
の
人
の
上
に
、
向
こ
う
の

電
柱
が
倒
れ
て
き
て
い
た
。
瓦
礫
が
積
み
重
な
っ
た
下
に
い
た
と
い
う
。
す
ぐ
に

身
元
が
判
明
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
家
の
近
く
の
川
に
、
乗
用
車
が
２
台
は
ま
り
込
ん
で
い
た
。
車
の
中

に
人
が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
消
防
署
の
人
達
を
呼
ん
で
見
て
も
ら
っ
た
。

人
は
い
な
か
っ
た
が
、
消
防
の
人
が
車
を
引
っ
張
り
出
そ
う
と
し
て
も
な
か
な
か

出
な
か
っ
た
。
屋
根
が
潰
れ
る
く
ら
い
に
押
さ
れ
て
、
２
台
が
ぴ
た
っ
と
揃
っ
て

川
に
入
っ
て
い
た
。
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
壊
し
て
、
な
ん
と
か
ワ
イ
ヤ
ー
を
か
け
て
よ

う
や
く
出
し
た
。
津
波
の
力
は
恐
ろ
し
い
も
の
だ
と
思
っ
た
。

　
昔
は
、
赤
前
下
（
し
も
）
か
ら
上
（
か
み
）
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
全
部
田
ん
ぼ
だ
っ

た
。
工
業
高
校
の
方
ま
で
。
そ
の
昔
は
海
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
何
年
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替
え
た
新
し
い
保
育
園
に
い
た
の
は
、
卒
業
を
間
近
に
控
え
て
い
る
園
児
だ
っ
た
。

そ
ち
ら
は
安
泰
だ
か
ら
、
こ
ち
ら
の
漁
村
地
域
セ
ン
タ
ー
に
い
た
園
児
の
避
難
を

ま
ず
考
え
た
。

　
新
築
の
保
育
園
は
、
耐
震
式
で
建
て
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
れ
を
建
て
る
た
め

に
漁
村
地
域
セ
ン
タ
ー
を
間
借
り
し
て
い
た
。
ま
だ
完
成
後
の
受
け
渡
し
は
終
っ

て
い
な
い
時
だ
っ
た
。
新
築
の
ほ
う
で
年
長
組
が
卒
園
式
の
練
習
を
や
っ
て
い
る

と
こ
ろ
に
地
震
が
来
た
。
だ
か
ら
、
保
育
園
の
主
な
先
生
方
は
そ
ち
ら
に
い
た
。

年
下
の
保
育
園
児
は
、
漁
村
地
域
セ
ン
タ
ー
の
バ
ス
と
職
員
た
ち
の
自
動
車
で
小

学
校
に
避
難
さ
せ
た
。
年
長
組
は
そ
の
ま
ま
保
育
園
に
残
っ
た
。
学
校
に
避
難
し

た
子
ど
も
た
ち
も
最
終
的
に
は
保
育
園
へ
行
っ
た
。

　
新
築
の
保
育
園
に
も
水
は
行
っ
た
が
、中
ま
で
入
ら
な
か
っ
た
か
ら
大
丈
夫
だ
っ

た
。
道
路
に
上
が
っ
て
来
た
だ
け
だ
。
道
路
は
水
が
上
が
っ
て
く
る
も
の
だ
。
道

路
は
水
の
道
路
な
の
だ
。
山
に
ぶ
つ
か
っ
た
水
は
遅
い
が
、
道
路
は
舗
装
し
て
あ

る
か
ら
水
が
勢
い
よ
く
走
る
。

　
赤
前
の
災
害
公
営
住
宅
は
、
14
世
帯
は
入
れ
る
。
ほ
と
ん
ど
赤
前
の
人
が
入
っ

て
い
る
。
最
初
、満
員
に
な
っ
た
が
、他
所
か
ら
来
て
入
っ
て
い
た
若
い
女
の
人
が
、

通
勤
の
便
が
悪
い
か
ら
と
途
中
で
出
て
行
っ
た
の
で
、
そ
こ
が
１
軒
空
い
て
い
る
。

　
野
球
場
の
近
く
に
太
陽
光
の
ソ
ー
ラ
ー
の
施
設
が
で
き
た
。
ま
ず
、
一
旦
あ
そ

こ
を
作
っ
て
、
次
に
赤
前
の
宅
地
が
あ
っ
た
場
所
に
も
作
る
予
定
だ
っ
た
。
こ
こ

の
田
ん
ぼ
の
方
に
も
ど
う
だ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
た
。
ま
た
津
軽
石
の
、
栄
通
り

の
辺
り
に
も
い
ま
作
っ
て
い
る
。
宮
古
市
は
、
６
万
都
市
の
電
力
は
こ
れ
で
ま
か

な
っ
て
、
余
っ
た
も
の
は
東
北
電
力
に
売
る
の
だ
と
い
う
。

　
設
置
は
だ
い
た
い
終
っ
た
と
思
う
。
７
月
い
っ
ぱ
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、

受
け
渡
し
が
さ
れ
た
か
ど
う
か
、
そ
こ
は
私
も
わ
か
ら
な
い
。
完
成
は
し
た
。
先

日
人
が
来
て
、
配
電
盤
も
み
ん
な
繋
い
で
い
っ
た
か
ら
。
そ
の
施
設
は
、
行
っ
て

み
る
と
結
構
広
い
。
あ
の
重
茂
線
か
ら
向
こ
う
が
、
堤
防
ま
で
ソ
ー
ラ
ー
だ
か
ら
。

　
重
茂
線
の
こ
っ
ち
に
も
作
る
予
定
だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
折
衝
す
る
会
社
が
決
っ

て
い
な
い
。
１
社
だ
け
で
な
く
と
い
う
考
え
が
宮
古
市
に
あ
る
よ
う
だ
。
田
老
の

ほ
う
に
も
ソ
ー
ラ
ー
を
設
置
す
る
予
定
と
聞
く
。

　
田
ん
ぼ
で
米
を
作
っ
て
い
た
農
家
は
、
赤
前
の
上
と
中
で
何
軒
も
な
い
。
ト
ラ

　
体
育
の
授
業
も
学
校
の
下
の
田
ん
ぼ
を
埋
め
た
所
で
や
る
。
や
っ
ぱ
り
行
き
来

の
時
間
が
あ
る
か
ら
大
変
だ
。
６
年
間
校
庭
で
な
く
田
ん
ぼ
を
埋
め
た
所
で
運
動

会
を
や
り
、
体
育
も
ち
ゃ
ん
と
で
き
な
い
で
卒
業
し
て
行
く
の
は
か
わ
い
そ
う
だ
。

前
の
校
長
の
及
川
総
一
朗
先
生
は
、
３
年
間
貸
し
て
く
れ
と
言
わ
れ
て
、
そ
う
約

束
し
て
こ
こ
に
仮
設
を
建
て
た
経
過
が
あ
る
と
言
っ
て
い
た
。
私
は
そ
れ
を
聞
い

て
い
る
と
昨
日
も
話
し
た
。
そ
の
校
長
先
生
は
も
う
退
職
し
て
い
る
。
今
の
校
長

先
生
は
、
来
春
は
自
分
も
退
職
だ
と
い
う
。
３
年
間
だ
っ
た
ら
な
ん
と
か
な
る
だ

ろ
う
と
い
う
よ
う
な
見
込
み
で
、
学
校
側
に
は
一
生
懸
命
や
っ
て
い
た
だ
い
た
わ

け
だ
。

〔
奥
様
〕

　
ほ
ん
と
に
い
い
先
生
方
ば
か
り
だ
っ
た
。

〔
村
松
さ
ん
〕

　
避
難
所
で
ず
っ
と
、
校
長
先
生
も
寝
起
き
を
一
緒
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
先
生

方
も
み
ん
な
食
事
を
作
る
の
を
手
伝
っ
て
下
さ
っ
た
り
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
家
に
、

１
週
間
く
ら
い
は
帰
ら
な
か
っ
た
と
思
う
。
先
生
だ
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
を
上
手

に
使
え
る
の
だ
。
ト
イ
レ
が
使
え
な
か
っ
た
が
、
た
ま
た
ま
プ
ー
ル
の
水
が
あ
り
、

そ
れ
を
ト
イ
レ
に
使
え
ば
と
、
バ
ケ
ツ
を
全
部
出
し
て
、
そ
の
水
を
運
ぶ
の
が
子

ど
も
の
仕
事
で
。小
学
校
か
ら
中
学
校
の
生
徒
が
、ト
イ
レ
の
水
は
全
部
準
備
し
た
。

そ
の
後
、
校
長
の
及
川
先
生
は
水
沢
だ
っ
た
が
、
家
か
ら
米
を
持
っ
て
来
て
く
だ

さ
っ
た
。

〔
奥
様
〕

　
ご
両
親
が
作
ら
れ
た
米
を
２
㌔
入
り
の
袋
に
詰
め
て
持
っ
て
来
て
、
70
何
世
帯

だ
か
の
仮
設
に
入
っ
て
い
る
人
た
ち
、
次
に
主
に
活
躍
し
て
い
る
町
内
の
人
た
ち

の
所
に
配
っ
て
く
れ
た
。
私
の
所
に
も
奥
様
と
２
人
で
ず
っ
と
来
て
く
だ
さ
っ
て
、

何
か
変
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
く
れ
た
り
し
た
。
本
当
に

い
い
環
境
だ
っ
た
。

〔
村
松
さ
ん
〕

　
本
当
に
。
先
生
方
も
み
ん
な
そ
う
し
て
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
津
波
の
と
き

も
生
徒
に
事
故
が
な
か
っ
た
。

　
地
震
の
と
き
、
保
育
園
の
園
児
は
２
か
所
に
分
れ
て
い
た
。
津
波
の
と
き
建
て
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を
結
ん
だ
。
次
に
私
達
が
希
望
す
る
の
は
、
野
球
場
と
陸
上
競
技
場
の
復
興
だ
。

宮
古
市
全
体
で
見
て
も
、
競
技
場
の
場
所
は
赤
前
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ

こ
を
復
活
さ
せ
る
と
審
議
会
で
決
定
し
た
よ
う
だ
。
平
成
30
年
度
を
目
処
に
、
野

球
場
と
陸
上
競
技
場
を
も
う
１
回
作
り
な
お
す
こ
と
に
決
ま
っ
た
の
で
私
達
は
喜

ん
だ
。

　
８
月
30
日
は
、
野
球
場
の
中
で
、
宮
古
市
全
体
の
防
災
訓
練
を
や
る
。
こ
れ
は

大
掛
か
り
な
も
の
だ
。
県
か
ら
も
応
援
に
来
て
頂
い
て
、
大
掛
か
り
に
訓
練
を
や

る
と
い
う
こ
と
だ
。
だ
か
ら
、
私
達
も
赤
前
上
防
災
会
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

赤
前
の
各
防
災
会
が
町
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
の
会
長
さ
ん
が
軸
に

な
っ
て
、
今
、
訓
練
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
ほ
と
ん
ど
整
備
が
で
き
て
い
る
。
観
覧
席
の
椅
子
は
直
し
て

使
う
こ
と
が
で
き
る
。
田
老
の
球
場
は
全
部
解
体
し
た
。
別
の
所
に
作
る
よ
う
だ
。

施
設
を
作
る
な
ら
、
こ
こ
は
気
象
条
件
も
よ
い
。
だ
か
ら
ナ
イ
タ
ー
を
や
っ
て
も

い
い
。
ナ
イ
タ
ー
の
設
備
は
、
津
波
で
も
倒
れ
な
か
っ
た
。
正
面
だ
か
ら
津
波
の

圧
力
を
受
け
や
す
い
と
思
っ
た
が
、
根
が
よ
ほ
ど
深
く
入
っ
て
い
た
の
だ
。
ス
タ

ン
ド
な
ど
は
波
が
入
っ
て
簡
単
に
破
壊
さ
れ
た
。

【
宇
都
宮
拓
治
さ
ん
の
話

　
　
　
〈
平
成
27
年
８
月
28
日
午
後
、
赤
前
小
学
校
仮
設
住
宅
集
会
所
に
て
〉】

　
「
町
づ
く
り
検
討
会
」
で
地
区
毎
の
復
興
と
、
そ
の
後
の
基
本
計
画
を
纏
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。
私
が
会
長
を
頼
ま
れ
て
、
み
ん
な
で
検
討
し
た
結
果
を
と
り
ま
と

め
て
こ
の
７
月
に
市
長
に
答
申
し
た
。そ
れ
が
議
会
で
も
受
理
さ
れ
た
。そ
の
結
果
、

赤
前
の
地
域
は
重
茂
線
の
県
道
を
、
今
あ
る
浜
寄
り
で
な
く
、
も
っ
と
山
寄
り
に

作
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
は
測
量
も
さ
れ
て
、
土
地
の
買
収
も
相
当
進
ん
で
い

る
。
平
成
30
年
度
ま
で
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、い
ま
ま
で
あ
っ

た
防
潮
堤
の
嵩
上
げ
を
す
る
と
い
う
こ
と
。
今
半
分
ぐ
ら
い
で
き
て
い
る
よ
う
だ
。

今
度
で
き
る
防
潮
堤
と
県
道
の
間
は
、
か
つ
て
田
ん
ぼ
だ
っ
た
か
ら
低
い
と
こ
ろ

だ
。
こ
こ
に
は
住
宅
は
建
て
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
、
高
台
に
集
団
移
転
の
宅
地
を

造
成
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
高
台
は
、
平
成
27
年
の
３
月
に
土
地
が
完
成
し
て
、
申
し
込
ん
だ
人
た
ち
に
売

ク
タ
ー
も
流
さ
れ
た
か
ら
、
震
災
後
は
誰
も
作
っ
て
い
な
い
。
田
ん
ぼ
を
回
復
す

る
の
は
無
理
で
は
な
い
か
。
田
ん
ぼ
の
持
ち
主
が
草
刈
り
を
や
る
の
だ
が
、
鉄
く

ず
や
ら
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
土
の
中
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
。
土
の
入
れ
替
え
を

し
な
く
て
は
田
ん
ぼ
に
な
ら
な
い
。

　
津
波
で
流
さ
れ
て
、
そ
の
ま
ま
広
大
な
場
所
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
田
老
と
赤

前
だ
。
だ
か
ら
そ
の
跡
地
を
ど
の
よ
う
に
復
興
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
田
老
の

問
題
で
も
あ
る
し
、
赤
前
の
問
題
で
も
あ
る
。
市
と
し
て
も
な
か
な
か
方
針
は
出

せ
な
い
の
だ
ろ
う
。

　
個
人
の
田
ん
ぼ
だ
し
、
個
人
の
権
限
が
あ
る
か
ら
難
し
い
。
田
を
耕
し
て
い
る

人
た
ち
の
こ
と
は
、農
協
が
主
体
に
な
っ
て
い
る
。
農
協
と
農
業
共
済
組
合
が
あ
っ

て
、
市
で
は
な
ん
と
も
言
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
市
の
方
に
土
地
を
提
供
す
る

か
ら
、
な
ん
と
か
赤
前
を
発
展
さ
せ
て
く
れ
と
、
土
地
の
所
有
者
が
そ
う
言
っ
て

く
れ
ば
宮
古
市
は
受
け
ま
す
よ
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
う
で
な
い
と
、
例
え
ば
田
ん

ぼ
の
権
利
を
持
っ
た
人
た
ち
が
10
世
帯
い
る
と
し
て
、
９
世
帯
は
よ
く
て
も
、
あ

と
の
１
世
帯
が
反
対
す
る
と
大
変
だ
。
必
ず
そ
う
い
う
人
が
出
る
。
赤
前
の
人
た

ち
は
、何
代
も
続
い
て
き
た
自
分
の
土
地
を
手
離
す
こ
と
だ
か
ら
、そ
こ
は
難
し
い
。

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
市
で
も
道
路
の
分
だ
け
し
か
買
い
上
げ
な
い
。

　
流
さ
れ
た
家
は
、
そ
れ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
す
る
か
が
悩
み
の
種
だ
。
流
さ
れ

た
土
地
に
は
、
建
て
ら
れ
な
い
。
流
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
、
自
分
の
土
地
で
あ
っ
て

自
分
の
土
地
で
な
い
よ
う
な
も
の
だ
。
何
の
た
め
に
買
っ
た
の
か
、
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
本
当
に
大
変
だ
。

　
高
台
の
方
は
、
土
を
盛
っ
て
家
を
建
て
る
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
長
い
仮
設

生
活
を
強
い
ら
れ
、
こ
れ
も
大
変
だ
っ
た
。

　
家
を
建
て
る
の
も
問
題
だ
が
、
そ
の
外
に
も
問
題
が
多
く
あ
る
。
私
は
建
設
委

員
に
「
町
づ
く
り
検
討
会
」
の
副
会
長
を
頼
ま
れ
た
が
、
本
当
に
大
変
だ
っ
た
。

赤
前
全
体
の
こ
と
を
知
っ
て
い
な
く
て
は
大
変
だ
。
宇
都
宮
拓
治
さ
ん
が
会
長
で

や
っ
て
い
る
。
元
赤
前
の
分
団
長
を
何
十
年
と
や
っ
た
人
だ
か
ら
、
赤
前
の
事
情

を
ご
存
知
な
方
だ
。
と
に
か
く
、
家
が
建
っ
て
も
そ
の
後
の
方
向
性
を
つ
け
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ソ
ー
ラ
ー
を
作
る
た
め
の
土
地
は
市
が
買
い
上
げ
た
。
そ
し
て
会
社
と
の
提
携

赤前地区 各地域における東日本大震災



379

土
地
が
安
い
と
か
、
眺
め
が
良
い
と
か
、
空
気
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
、
移
り
住

ん
だ
人
た
ち
だ
が
、
そ
の
方
々
は
赤
前
に
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
半
分

以
上
は
出
て
行
く
の
で
は
な
い
か
。

　
高
台
に
移
る
と
い
っ
て
も
資
金
で
苦
労
す
る
人
も
い
る
。
家
族
に
現
役
の
若
い

人
が
い
れ
ば
ロ
ー
ン
を
組
め
る
が
、
高
齢
だ
と
そ
れ
も
難
し
い
。
公
営
住
宅
も
保

証
人
が
な
け
れ
ば
入
れ
な
い
し
、
５
年
間
だ
け
は
減
免
に
な
る
が
、
そ
れ
が
過
ぎ

れ
ば
一
般
の
県
営
ア
パ
ー
ト
、
市
営
ア
パ
ー
ト
に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
経
済

的
に
大
変
だ
。

　
震
災
後
は
、
建
築
費
も
跳
ね
上
が
っ
た
か
ら
大
変
だ
。
例
え
ば
震
災
前
に
坪
単

価
35
万
く
ら
い
で
建
っ
て
い
た
も
の
が
、
い
ま
は
60
万
以
上
だ
ろ
う
。
工
務
店
や

建
築
会
社
に
も
っ
と
安
く
や
っ
て
く
れ
と
言
っ
て
も
、
資
材
が
高
騰
し
て
だ
め
だ

と
言
わ
れ
る
。
建
材
も
、
今
度
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
始
ま
っ
た
か
ら
そ
っ
ち
ば
か

り
に
使
っ
て
こ
っ
ち
に
こ
な
い
と
い
う
よ
う
な
風
評
も
あ
る
。
工
事
の
人
た
ち
も
、

こ
っ
ち
は
賃
金
が
安
い
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ほ
う
に
行
け
ば
高
い
と
い
う
こ
と

で
、
出
稼
ぎ
に
行
く
人
も
あ
る
と
い
う
状
況
だ
。

　
タ
イ
ミ
ン
グ
が
よ
く
な
い
。
震
災
よ
り
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は
。
被
災
し
た
人

た
ち
は
、
み
ん
な
言
っ
て
い
る
。
あ
ん
な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
何
の
た
め
に
今
持
っ
て

き
た
の
か
。
復
興
が
終
わ
っ
て
か
ら
や
れ
ば
い
い
で
は
な
い
か
と
。
し
か
し
ど
う

に
も
な
ら
な
い
。
東
京
の
人
た
ち
は
い
い
の
だ
ろ
う
。
で
も
東
京
も
反
対
は
あ
る

だ
ろ
う
。
税
金
で
や
る
の
だ
か
ら
。

　
「
町
づ
く
り
検
討
会
」
は
、
震
災
後
に
各
地
区
か
ら
人
選
し
て
作
っ
た
。
会
員
が

こ
こ
で
は
20
名
く
ら
い
。
そ
の
方
々
が
一
切
や
っ
た
。
行
政
だ
の
、
そ
れ
か
ら
東

京
の
方
か
ら
専
門
の
人
た
ち
が
来
た
。
そ
の
人
達
が
助
言
し
て
検
討
し
た
。
宮
古

市
の
要
請
で
、
各
地
域
で
作
っ
た
。
赤
前
、
津
軽
石
と
か
。
津
波
の
後
に
今
後
こ

う
い
う
町
を
作
り
た
い
と
い
う
、
そ
の
地
元
の
人
達
の
要
望
を
拵
え
る
会
で
、
そ

れ
を
や
っ
た
。
役
所
の
ほ
う
で
は
、
そ
れ
は
補
助
の
対
象
に
な
る
と
か
な
ら
な
い

と
か
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
、
検
討
会
で
は
、
多
少
の
変
更
は
あ
っ
て
も
そ
れ
は
任

せ
る
と
、
大
筋
で
や
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
い
る
。
役
所
で
も
そ
の
都

度
農
地
な
ら
農
地
と
い
う
ふ
う
に
、
関
係
者
を
集
め
て
説
明
し
て
い
る
わ
け
だ
。

そ
し
て
了
解
を
得
て
や
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
一
応
あ
る
程
度
の
要
望
は
叶
っ
て
い

ら
れ
た
。
市
が
土
地
を
買
い
上
げ
て
作
っ
た
分
譲
地
で
、
２
か
所
合
わ
せ
て
26
戸
、

こ
れ
ら
は
高
台
移
転
だ
。

　
そ
れ
に
公
営
住
宅
も
建
っ
た
。
赤
前
の
上
地
区
の
、浜
か
ら
遠
い
所
に
14
戸
建
っ

て
、平
成
26
年
の
10
月
に
入
居
が
始
ま
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
赤
前
に
住
ん
で
い
た
方
々

だ
。

　
野
球
場
の
前
の
旧
県
道
も
、
そ
の
ま
ま
残
し
て
も
ら
い
た
い
と
要
望
し
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
平
野
の
奥
の
工
業
高
校
が
あ
る
方
は
、
今
度
の
区
画
整
理
事
業
で
は
農

地
と
し
て
ゆ
く
計
画
が
あ
る
。
地
権
者
の
了
解
な
ど
難
し
い
問
題
も
あ
る
が
、
宮

古
市
の
農
林
課
が
主
体
と
な
っ
て
何
回
も
総
会
を
開
い
て
い
る
。

　
野
球
場
と
陸
上
競
技
場
は
、
最
初
は
海
が
近
く
て
危
険
だ
か
ら
も
っ
と
高
い
所

に
作
ろ
う
と
い
う
話
も
持
ち
上
が
っ
た
が
、
現
在
あ
る
も
の
を
復
旧
す
れ
ば
復
興

予
算
で
で
き
る
と
い
う
こ
と
の
よ
う
だ
。
野
球
場
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
野
球
場

と
競
技
場
を
守
る
た
め
に
防
波
堤
だ
け
設
計
変
更
す
る
と
い
う
。

　
元
々
は
野
球
場
が
あ
っ
て
、
そ
の
西
側
の
ほ
う
に
陸
上
競
技
場
も
あ
っ
た
。
そ

れ
も
ま
だ
整
備
が
済
ん
で
い
な
い
。
そ
の
反
対
の
東
側
は
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
だ
っ
た

が
み
な
流
さ
れ
た
。
そ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
た
め
に
、
以
前
は
津
波
が
来
な

い
う
ち
は
、
こ
の
辺
に
山
林
火
災
が
あ
っ
て
も
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
４
機

も
５
機
も
来
て
、
貯
水
池
か
ら
水
を
汲
ん
で
消
化
し
た
実
績
も
あ
る
。
ヘ
リ
ポ
ー

ト
は
、
こ
れ
ま
で
の
場
所
は
危
険
な
の
で
、
行
政
の
ほ
う
で
適
当
な
候
補
地
を
選

ん
で
作
る
。

　
新
し
い
県
道
は
、
今
の
山
沿
い
の
道
よ
り
も
っ
と
下
を
通
る
。
山
の
中
の
避
難

道
路
は
新
規
に
で
き
る
。
片
側
一
車
線
の
広
い
道
路
だ
。
万
が
一
津
波
が
来
て
も

避
難
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
だ
。
今
度
の
震
災
で
は
、
重
茂
に
通
じ
る
道
が
な

く
な
り
本
当
に
困
っ
た
。
来
年
の
３
月
ま
で
に
は
完
成
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　
仮
設
住
宅
に
は
、
最
初
は
78
戸
い
た
。
現
在
は
38
戸
ぐ
ら
い
か
。
今
年
の
９
月

に
な
れ
ば
、
津
軽
石
の
公
営
住
宅
や
宮
古
市
内
の
公
営
住
宅
も
入
居
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
そ
れ
を
申
し
込
ん
で
い
る
方
も
あ
る
よ
う
だ
。

　
大
枠
で
み
る
と
、
昔
、
赤
前
地
区
に
生
ま
れ
育
っ
て
、
嫁
さ
ん
を
も
ら
っ
て
い

た
人
た
ち
は
大
半
、
赤
前
に
残
る
よ
う
だ
。
ま
た
他
の
地
域
に
住
ん
で
い
た
人
た

ち
で
、
赤
前
で
今
回
流
れ
た
所
に
来
て
家
を
建
て
た
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
。

赤前地区 各地域における東日本大震災



380

が
何
か
所
か
集
約
場
所
と
し
て
残
る
よ
う
だ
。
こ
こ
は
小
学
校
の
校
庭
だ
か
ら
、

早
く
壊
す
こ
と
は
覚
悟
し
て
い
た
。

　
仮
設
に
は
、
生
れ
て
す
ぐ
に
津
波
に
遭
っ
た
子
や
、
当
時
中
学
生
と
か
高
校
生

だ
っ
た
人
も
い
る
。
堀
内
の
人
も
２
、３
人
い
る
。

　
被
災
者
は
、
堤
防
は
何
も
急
い
で
や
る
こ
と
は
な
い
、
ゆ
っ
く
り
や
れ
、
人
が

住
む
場
所
を
先
に
し
て
く
れ
と
言
う
。
今
か
ら
津
波
は
５
０
０
年
や
１
０
０
０
年

は
来
な
い
か
ら
と
。
屋
敷
を
持
っ
て
い
れ
ば
ま
ず
堤
防
と
言
え
る
が
。

　
同
じ
仮
設
に
い
て
、大
変
な
目
に
遭
っ
て
助
け
合
っ
た
か
ら
、仲
間
意
識
が
あ
る
。

私
の
知
り
合
い
に
も
公
営
住
宅
に
行
っ
て
い
る
人
が
、
仮
設
の
方
が
よ
か
っ
た
な

ん
て
言
っ
て
い
る
。
今
度
は
違
う
人
達
と
一
緒
だ
か
ら
と
、
そ
う
言
っ
て
い
る
。

　
避
難
所
の
生
活
は
、
仮
設
が
で
き
る
ま
で
の
ほ
ぼ
２
か
月
だ
っ
た
。
校
長
た
ち

の
働
き
か
け
が
良
く
て
仮
設
住
宅
が
早
く
で
き
た
。
県
の
計
画
で
は
、
敷
地
の
半

分
は
駐
車
場
に
す
る
か
ら
と
、
住
宅
の
面
積
は
今
の
半
分
だ
っ
た
。
そ
れ
で
校
長

が
話
し
て
、
駐
車
場
を
今
あ
る
と
こ
ろ
に
借
り
て
、
住
宅
の
面
積
を
倍
に
し
た
。

「
町
づ
く
り
検
討
会
」
は
、
仮
設
に
入
っ
て
ま
も
な
く
作
ら
れ
た
か
ら
、
５
月
中
に

は
で
き
た
。
４
年
半
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
特
別
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
ま
あ
ま

あ
う
ま
く
や
っ
て
き
た
と
思
う
。

　
壁
の
写
真
に
あ
る
よ
う
に
、
青
山
学
院
女
子
短
期
大
学
の
学
生
さ
ん
た
ち
が
来

た
り
し
た
。
震
災
の
翌
年
辺
り
か
ら
３
回
か
４
回
か
来
て
い
る
。
ハ
ン
ド
ベ
ル
な

ど
を
演
じ
る
人
も
い
っ
し
ょ
に
来
て
、
こ
の
集
会
所
で
公
演
も
し
て
く
れ
た
。
学

生
達
は
海
が
見
え
て
い
い
と
こ
ろ
だ
と
喜
ん
で
い
た
。

ま
と
め

　
赤
前・堀
内
の
集
落
は
、宮
古
湾
の
南
の
突
き
当
り
と
い
う
地
形
上
の
関
係
か
ら
、

大
き
な
津
波
が
来
た
時
に
は
必
ず
被
害
を
被
っ
て
き
た
。

　
明
治
29
年
の
三
陸
沖
地
震
の
時
に
は
、
死
者
20
人
、
流
失
家
屋
23
戸
と
い
う
大

き
な
被
害
が
出
た
。
当
時
は
陸
地
と
海
と
の
境
は
砂
地
で
あ
っ
た
。
陸
地
に
打
ち

上
げ
た
波
の
高
さ
は
５
㍍
ほ
ど
で
、
そ
の
波
は
平
地
を
４
８
０
間
（
８
７
０
㍍
ほ

ど
）
走
っ
て
、平
地
東
南
の
山
際
の
集
落
に
ま
で
到
り
、人
と
家
屋
を
飲
み
込
ん
だ
。

当
時
は
砂
地
の
南
の
平
地
の
ほ
と
ん
ど
は
田
ん
ぼ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
砂
地
と
田

る
わ
け
だ
。
そ
れ
で
も
将
来
的
に
は
、
話
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
も
っ
と

細
か
い
事
柄
も
あ
る
わ
け
だ
。

　
高
台
は
、
最
初
か
ら
希
望
を
と
っ
た
。
１
０
０
坪
の
宅
地
を
ほ
し
い
か
、
80
坪

か
と
い
う
希
望
を
と
っ
た
。
そ
れ
で
申
し
込
ん
だ
。
そ
の
時
は
も
う
す
で
に
役
所

で
は
だ
い
た
い
設
計
が
で
き
て
い
て
、
何
坪
・
何
坪
と
決
ま
っ
て
い
た
が
、
我
々

は
わ
か
ら
な
い
か
ら
希
望
を
と
っ
た
。
希
望
の
変
更
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
。

　
私
は
４
年
半
仮
設
に
住
ん
で
い
る
が
、
高
台
を
申
し
込
ん
で
土
地
が
決
っ
て
、

今
工
務
店
さ
ん
に
お
願
い
し
て
工
事
が
始
ま
る
と
こ
ろ
だ
。
早
く
や
っ
て
く
れ
と

い
っ
て
も
、
順
序
が
あ
っ
て
な
か
な
か
そ
う
は
ゆ
か
な
い
。

　
最
初
希
望
を
と
っ
て
、む
こ
う
の
高
台
の
場
合
な
ど
、最
初
30
何
名
と
か
あ
っ
て
、

役
所
が
区
画
を
個
人
か
ら
買
収
し
た
。
そ
し
て
１
年
か
２
年
経
っ
た
ら
、
い
や
俺

は
い
ら
な
い
、
公
営
住
宅
に
入
り
た
い
と
か
、
息
子
が
仙
台
の
方
に
い
る
か
ら
そ

ち
ら
へ
行
く
と
か
、
そ
う
い
う
方
が
出
て
き
て
空
き
地
が
で
き
た
。
そ
れ
で
役
所

で
は
そ
こ
は
造
成
し
な
い
わ
け
だ
。

　
仮
設
住
宅
の
生
活
は
、
す
べ
て
が
大
変
だ
っ
た
。
高
台
移
転
に
し
ろ
、
公
営
住

宅
に
し
ろ
、
そ
こ
に
移
る
ま
で
に
年
月
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
が
大
変
だ
。
待
つ

の
が
。
も
う
４
年
何
か
月
こ
こ
に
い
る
。
早
く
何
と
か
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
意
見
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
銀
行
か
ら
融
資
を
受
け
ら
れ
な
い
年
齢
が
迫
っ

て
い
る
か
ら
早
く
し
て
ほ
し
い
と
か
。
最
初
の
予
想
よ
り
遅
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

最
初
は
２
年
ぐ
ら
い
で
移
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
仮
設
に
い
る
人
が
、
自
分

は
あ
そ
こ
の
高
台
に
行
く
の
だ
な
と
思
っ
て
見
に
行
く
と
、
工
事
は
や
ら
な
い
で
、

毎
日
毎
日
遺
跡
ば
か
り
堀
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
こ
と
だ
か
ら
い
ら
い
ら
が
出
る
。

高
台
や
公
営
住
宅
に
行
く
時
期
が
決
る
と
、
気
持
ち
が
落
ち
着
い
て
、
今
は
だ
い

ぶ
和
や
か
に
な
っ
た
。

　
で
も
や
は
り
津
波
さ
え
な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
。
５
、６
人
集
る
と
そ

の
話
が
出
る
。
津
波
の
前
の
こ
と
を
話
す
。
あ
れ
も
あ
っ
た
の
が
流
さ
れ
た
と
か
、

茶
碗
も
座
布
団
も
あ
っ
た
の
に
と
か
、
何
も
か
も
な
く
な
っ
た
と
い
う
話
ば
か
り

し
て
い
る
。高
台
に
行
け
ば
そ
れ
も
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、銭
は
な
い
し
と
。

そ
れ
で
も
こ
こ
の
仮
設
も
来
年
の
８
月
あ
た
り
で
終
り
に
な
る
。
平
成
28
年
か
ら

30
年
に
撤
去
と
い
う
こ
と
で
、
人
数
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
集
約
さ
れ
て
、
市
内

赤前地区 各地域における東日本大震災
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こ
の
報
告
書
が
述
べ
て
い
る
「
津
浪
ヲ
誘
導
セ
ン
ト
」
す
る
「
緩
衝
地
区
タ
ル

津
軽
石
平
野
」
と
は
、
今
回
の
津
波
で
大
き
な
被
害
を
被
っ
た
赤
前
の
平
坦
部
を

含
む
地
域
で
あ
ろ
う
。
こ
の
平
坦
部
は
、
昭
和
８
年
の
時
点
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
耕
地
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
よ
り
強
固
な
防
波
堤
の
建
設
と
、
産
業
構

造
の
変
化
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
域
に
も
工
場
が
作
ら
れ
、
ま
た
、
近
年
で
は
宅

地
化
が
急
速
に
進
み
つ
つ
あ
る
地
域
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
同
報
告
書
が
高
く

評
価
し
た
平
坦
部
の
松
原
は
、
昭
和
45
年
に
岩
手
県
で
開
催
さ
れ
た
国
民
体
育
大

会
に
向
け
て
の
競
技
場
の
建
設
を
契
機
と
し
て
、
そ
の
面
積
が
縮
小
・
消
滅
し
て

い
っ
た
。
松
原
の
縮
小
と
平
坦
部
の
宅
地
化
と
が
、
今
回
の
津
波
の
赤
前
に
お
け

る
被
害
を
増
大
さ
せ
る
ひ
と
つ
の
原
因
と
な
っ
た
こ
と
は
、
あ
る
程
度
推
測
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
地
震
直
後
、
高
台
に
あ
る
赤
前
小
学
校
の
体
育
館
が
緊
急
避
難
所
と
な
っ
た
。

毛
布
な
ど
は
、
事
前
の
備
え
と
し
て
準
備
さ
れ
て
い
た
。
暖
房
は
最
初
、
反
射
ス

ト
ー
ブ
が
２
個
ぐ
ら
い
し
か
無
か
っ
た
が
、
近
所
に
協
力
し
て
く
れ
る
家
が
あ
り
、

暖
房
や
そ
の
他
の
器
具
な
ど
が
持
ち
込
ま
れ
た
。
１
か
月
ほ
ど
は
全
く
電
気
が
使

え
な
い
状
況
だ
っ
た
。
ト
イ
レ
は
プ
ー
ル
の
水
を
使
っ
た
。
飲
み
水
は
山
の
上
の

湧
き
水
を
使
っ
た
。
皆
で
助
け
合
っ
て
避
難
生
活
を
送
っ
た
。
学
校
関
係
者
と
近

隣
の
協
力
が
大
き
か
っ
た
。

　
そ
の
後
、
小
学
校
の
校
庭
に
仮
設
住
宅
が
造
ら
れ
78
世
帯
が
入
居
し
た
。
入
居

者
は
高
齢
者
が
多
か
っ
た
が
、
仮
設
住
宅
で
は
、
学
校
の
農
地
を
借
り
て
野
菜
を

作
っ
た
り
、
お
茶
会
を
催
し
た
り
し
て
、
皆
の
気
が
滅
入
ら
な
い
た
め
の
工
夫
が

な
さ
れ
た
。
震
災
か
ら
満
５
年
の
日
が
近
づ
い
て
い
る
現
在
、
仮
設
住
宅
の
入
居

世
帯
は
半
分
以
下
に
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、
５
年
の
歳
月
を
考
え
る
と
、
こ

の
比
率
は
、
赤
前
の
仮
設
で
も
移
住
先
に
関
す
る
問
題
が
、
あ
る
程
度
ま
で
し
か

解
決
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
を
反
映
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
地
域
の
今
後
の
復
興
を
大
局
的
に
考
え
た
場
合
、
津
波
に
侵
さ
れ
た
赤
前

の
広
大
な
平
野
の
部
分
を
、
ど
う
有
効
活
用
し
て
ゆ
く
か
が
大
き
な
課
題
と
な
る
。

昭
和
８
年
の
三
陸
沖
地
震
の
時
も
、
昭
和
35
年
の
チ
リ
地
震
の
時
も
、
津
波
が
こ

の
平
地
を
襲
っ
て
耕
地
が
駄
目
に
な
っ
た
が
、
そ
の
都
度
住
民
の
自
主
的
な
努
力

で
土
地
改
良
を
行
な
っ
て
耕
地
を
復
活
し
た
。
今
回
は
、
津
波
の
規
模
も
大
き
く
、

ん
ぼ
と
の
間
の
、
そ
れ
以
前
の
経
験
か
ら
波
が
来
や
す
い
と
考
え
ら
れ
た
部
分
に

は
松
が
植
え
ら
れ
、
松
原
と
な
っ
て
い
た
。
宮
古
測
候
所
所
蔵
の
当
時
の
資
料
に

は
、「
松
原�

今
回
津
浪
ニ
ハ
大
ニ
効
奏
せ
り�

樹
木
無
キ
所�

植
付
ハ
方
今
ノ
急
務
ナ

リ
」
と
あ
り
、
こ
の
松
原
が
津
波
の
勢
力
を
弱
め
る
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
、

そ
れ
故
に
樹
木
が
な
い
と
こ
ろ
に
は
緊
急
に
松
を
植
え
る
べ
き
こ
と
を
提
案
し
て

い
る
。

　
昭
和
８
年
の
三
陸
沖
地
震
の
時
に
は
、
行
方
不
明
者
１
人
、
流
失
家
屋
３
戸
と

い
う
被
害
で
あ
っ
た
。
津
波
の
高
さ
は
５・６
㍍
、
浸
水
は
平
地
の
ほ
ぼ
全
域
に
及

ん
だ
が
、
集
落
が
平
地
の
東
南
に
位
置
し
て
い
た
た
め
に
、
被
害
は
比
較
的
少
な

く
て
す
ん
だ
。

　
当
時
の
農
林
水
産
局
の
「
三
陸
地
方
津
浪
災
害
予
防
調
査
報
告
書
」
は
、
津
浪

襲
来
の
方
向
と
そ
の
経
路
に
つ
い
て
、

　
　
「
北
方
ヨ
リ
襲
来
セ
ル
浪
ハ
赤
前
部
落
ノ
前
面
ヲ
真
直
ニ
砂
浜
及
松
原
ヲ
超
ヘ　
　

�

襲
来
シ
夫
等
ノ
余
波
（
返
シ
浪
）
ハ
逆
ニ
磯
鶏
村
金
浜
及
高
浜
部
落
を
襲
ヒ

�

タ
リ
」

と
記
し
、
津
波
前
の
沿
岸
の
設
備
が
津
浪
災
害
を
防
い
だ
状
況
に
つ
い
て
は
、

　
　
「
宮
古
湾
奥
ノ
沿
岸
ニ
ハ
防
潮
林
が
植
付
ケ
ラ
レ
テ
ア
リ
シ
為
メ
浪
ノ
侵
入
勢

　
　

�

力
ハ
比
較
的
少
ナ
カ
リ
シ
ガ
防
潮
林
ノ
前
方
砂
浜
ニ
ア
リ
シ
個
人
製
造
場
及

　
　
共
同
製
造
場
及
倉
庫
等
ハ
破
壊
セ
ラ
レ
其
残
骸
ハ
防
潮
林
ニ
ヨ
リ
喰
止
メ
ラ　
　

　
　
レ
タ
リ
従
ッ
テ
漁
船
モ
同
様
ノ
運
命
ニ
遭
遇
セ
リ
」

と
記
し
て
い
る
。

　
明
治
29
年
の
報
告
と
同
様
、
昭
和
８
年
の
こ
の
記
録
も
、
松
原
の
防
潮
林
と
し

て
の
機
能
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
明
治
29
年
の
津
浪
の
後
に
行
な
っ
た
松
の
植

林
が
、思
わ
く
ど
お
り
、昭
和
８
年
の
津
浪
の
被
害
を
小
さ
く
し
た
と
い
う
事
実
を
、

こ
の
記
録
に
よ
っ
て
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た�

、
同
報
告
書
は
今
後
の
災
害
予
防
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
提
案
を
し
て
い
る
。

「
本
部
落
ハ
宮
古
湾
奥
部
南
側
ニ
位
ス
ル
ヲ
以
テ
津
浪
ノ
主
動
向
ニ
ハ
直
面
セ　
　

ズ
余
波
ヲ
蒙
る
位
置
ナ
レ
共
宅
地
高
位
ハ
海
面
ヨ
リ
余
リ
高
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
以

テ
本
調
査
ニ
テ
ハ
栗
石
入
混
凝
土
造
リ
ノ
防
浪
堤
長
二
七
〇
米
ヲ
築
設
シ
緩

衝
地
区
タ
ル
津
軽
石
平
野
ニ
津
浪
ヲ
誘
導
セ
ン
ト
ス
」
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ま
た
土
の
中
に
流
入
し
て
い
る
物
質
も
前
と
違
っ
て
取
り
出
し
が
困
難
な
も
の
が

多
く
、
容
易
に
は
耕
地
に
戻
せ
な
い
。
そ
も
そ
も
か
つ
て
の
耕
地
が
工
場
や
宅
地

と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
も
多
い
。
そ
の
原
状
復
帰
が
ど
の
く
ら
い
可
能
な
も
の
か

も
含
め
て
、
未
だ
に
、
先
が
見
え
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
と
言
え
る
。

　
し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
先
の
問
題
を
多
く
抱
え
つ
つ
も
、
赤
前
・
堀
内
の
人
々

は
、
協
力
し
あ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の
基
盤
を
、
自
ら
少
し
ず
つ
取
り
戻
し
て

き
て
い
る
。
そ
れ
は
、
往
年
の
地
震
と
津
波
の
際
に
見
せ
た
先
輩
た
ち
の
自
主
回

復
の
精
神
を
、
現
在
の
こ
の
地
域
に
住
む
人
た
ち
が
確
実
に
受
け
継
い
で
い
る
か

ら
で
あ
ろ
う
。
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第
１
部　
各
地
域
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災

Ｂ　
宮
古
地
域

第
９
章　
宮
古
地
域
の
水
産
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
村　
修

は
じ
め
に

　
岩
手
県
に
は
１
８
４
の
漁
村
集
落
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
１
１
１
の
漁
港
が
あ
り
、

う
ち
１
０
８
か
所
が
倒
壊
な
ど
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
岩
手
県

内
で
は
、
24
漁
協
の
う
ち
14
漁
協
が
流
失
、
浸
水
、
３
つ
の
地
区
漁
連
、
県
漁
連

の
支
所
も
損
壊
、浸
水
す
る
な
ど
、事
務
所
、関
連
施
設
が
機
能
し
な
い
状
態
に
な
っ

た
。
漁
船
で
は
、
約
１
万
４
千
隻
の
う
ち
残
っ
た
の
は
１
割
に
と
ど
ま
り
、
漁
具

で
は
定
置
網
、
刺
し
網
、
か
ご
等
が
ほ
ぼ
流
失
し
て
、
ワ
カ
メ
、
ホ
タ
テ
、
カ
キ

等
の
養
殖
施
設
は
す
べ
て
流
失
し
た
。
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
、
県
栽
培
漁
業
協

会
、
漁
協
の
ア
ワ
ビ
増
殖
施
設
等
も
全
壊
し
、
水
産
加
工
・
冷
蔵
冷
凍
・
流
通
関

連
、
給
油
、
運
輸
等
多
く
の
関
連
施
設
も
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。
岩
手
県
の

農
林
水
産
業
関
係
の
総
被
害
額
は
６
千
６
３
３
億
円
、
う
ち
水
産
業
関
係
は
総
被

害
の
85
％
を
占
め
る
５
千
６
４
９
億
円
と
な
っ
た
。
震
災
前
、
岩
手
県
の
組
合
員

数
は
正
准
あ
わ
せ
て
１
万
４
千
２
４
８
人
だ
っ
た
が
、
３
７
６
人
の
組
合
員
が
死

亡
、
行
方
不
明
と
な
り
、
家
屋
の
全
半
壊
が
４
千
２
９
４
戸
に
及
ん
だ
。（
大
井
誠

治
さ
ん
談
）

１　
宮
古
市
に
お
け
る
水
産
関
係
の
被
害

　
宮
古
は
、
海
産
物
の
宝
庫
で
あ
る
三
陸
漁
場
を
ひ
か
え
港
町
と
し
て
発
展
を
遂

げ
て
き
た
町
で
あ
り
、
現
在
も
水
産
業
は
重
要
な
基
幹
産
業
で
あ
る
。
宮
古
市
に

は
18
の
漁
港
が
あ
り
、
分
港
も
含
め
る
と
23
港
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
音
部・重
茂・

田
老
の
３
漁
港
が
岩
手
県
管
理
（
第
２
種
：
漁
港
の
利
用
範
囲
が
広
い
も
の
）
で

あ
り
、宮
古
市
管
理
（
第
１
種：漁
港
の
利
用
範
囲
が
地
元
漁
業
を
主
と
す
る
も
の
）

の
漁
港
は
15
で
あ
る
。

　
漁
港
は
漁
船
の
碇
泊
や
水
産

物
の
水
揚
げ
を
行
う
場
だ
け
で

な
く
、
養
殖
ワ
カ
メ
な
ど
の
加

工
施
設
な
ど
を
備
え
た
重
要
な

生
産
基
盤
で
あ
る
。
す
べ
て
の

漁
港
を
短
期
間
に
復
旧
さ
せ
る

こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
漁
船
や

漁
場
の
復
旧
と
バ
ラ
ン
ス
を
と

り
な
が
ら
復
興
を
進
め
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
魚
市

場
や
水
産
加
工
業
者
、
流
通
業

者
、
飲
食
店
な
ど
水
産
業
に
多

く
の
事
業
者
が
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
生
産
か
ら
流
通
加

工
ま
で
一
体
的
な
復
興
、
再
生

が
重
要
と
な
っ
た
。

図１　宮古港・漁港位置
� 出典：宮古市の統計�平成27年版
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区分
共同施設 非共同施設 地方公共団体施設 小計

被害数
（箇所）

被害額
（千円）

被害数
（箇所）

被害額
（千円）

被害数
（箇所）

被害額
（千円）

被害数
（箇所）

被害額
（千円）

宮古市 0 0 0 0 5 436,546 5 436,546
田老町漁協 37 1,774,396 4 222,667 0 0 41 1,997,063
宮古漁協 425 3,482,069 83 367,822 0 0 508 3,849,891
重茂漁協 62 3,084,614 17 1,118,841 0 0 79 4,203,455
宮古水産加工協 7 558,964 3 10,308 0 0 10 569,272
閉伊川漁協 0 0 0 0 0 0 0 0

計 531 8,900,043 107 1,719,638 5 436,546 643 11,056,227

表１　水産関係の被害　①水産施設

（宮古市調査：平成23年９月９日現在）

区分
わかめ こんぶ かき ほたてがい ほや その他 小計

被害数
（台）

被害額
（千円）

被害数
（台）

被害額
（千円）

被害数
（台）

被害額
（千円）

被害数
（台）

被害額
（千円）

被害数
（台）

被害額
（千円）

被害数
（台）

被害額
（千円）

被害数
（台）

被害額
（千円）

宮古市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
田老町漁協 618 359600 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 618 359600
宮古漁協 242 29332 215 29807 309 86419 254 114839 19 1900 6 600 1045 262897
重茂漁協 1310 1079497 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1310 1079497
宮古水産加工協 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
閉伊川漁協 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 2,170� 1,468,429� 215� 29,807� 309� 86,419� 254� 114,839� 19� 1,900� 6� 600� 2,973� 1,701,994�

表３　水産関係の被害　③養殖施設

（宮古市調査：平成23年９月９日現在）

区分
わかめ こんぶ かき ほたてがい ほや その他 小計

被害数
（㎏）

被害額
（千円）

被害数
（㎏）

被害額
（千円）

被害数
（㎏）

被害額
（千円）

被害数
（㎏）

被害額
（千円）

被害数
（㎏）

被害額
（千円）

被害額
（千円）

被害額
（千円）

宮古市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
田老町漁協 2,400,000 300,000 3,000,000 390,000 0 0 0 0 0 0 299,263 989,263
宮古漁協 185,771 24,823 293,225 67,071 115,091 112,595 242,949 76,847 14,407 4,376 790 286,502
重茂漁協 2,000,000 350,000 6,000,000 550,000 0 0 0 0 0 0 161,343 1,061,343
宮古水産加工協 0 0 0 0 0 0 0 0 0 85,000 85,000
閉伊川漁協 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 4,585,771 674,823 9,293,225 1,007,071 115,091 112,595 242,949 76,847 14,407 4,376 546,396 2,422,108

表４　水産関係の被害　④水産物

（宮古市調査：平成23年９月９日現在）

区分
動力船 無動力船 小計

被害数
（隻）

被害額
（千円）

被害数
（隻）

被害額
（千円）

被害数
（隻）

被害額
（千円）

宮古市 0 0 0 0 0 0
田老町漁協 855 868,931 0 0 855 868,931
宮古漁協 1,001 2,110,515 2 31,620 1,003 2,142,135
重茂漁協 756 1,438,970 0 0 756 1,438,970
宮古水産加工協 0 0 0 0 0 0
閉伊川漁協 15 4,500 0 0 15 4,500

計 2,627 4,422,916 2 31,620 2,629 4,454,536

表２　水産関係の被害　②漁船

（宮古市調査：平成23年９月９日現在）

区分 総事業費 備考

H23共同利用漁船等復旧支援対策事業
（完成） ・宮古　　新造船 253隻、中古船 43隻、定置12ヶ統

5,595,428 ・重茂　　新造船 439隻、中古船109隻、定置 5ヶ統
・田老町　新造船 584隻、定置 8ヶ統

H24共同利用漁船等復旧支援対策事業 （完成） ・宮古　　新造船 43隻
80,334

H25共同利用漁船等復旧支援対策事業
（完成） ・宮古　　新造船1隻

62,014 ・重茂　　新造船 6隻、中古船1隻
・田老町　新造船 5隻、中古船 2隻

H26共同利用漁船等復旧支援対策事業

（完成） ・重茂　　新造船 8隻20,161
（完成） ・宮古　　新造船1隻142,500

計 5,900,437

（宮古市水産課提供資料：平成27年９月１日現在）

単位：千円表５　共同利用漁船等復旧
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開
通
の
目
途
が
立
た
な
い
た
め
に
、
全
漁
連
の
公
用
車
を
用
意
し
て
い
た
だ
き
、

緊
急
対
策
車
の
許
可
を
国
土
交
通
省
か
ら
と
り
、
３
日
目
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

私
は
地
域
の
水
産
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
沿
岸
地
区
は
電
気
、
水
道
、
電
話
が

ス
ト
ッ
プ
、
ガ
ソ
リ
ン
不
足
、
道
路
も
瓦
礫
で
車
が
や
っ
と
通
行
で
き
る
状
況
で

し
た
が
、
何
と
し
て
も
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
と
の
強
い
決
意
を
胸

に
行
動
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
３
月
末
に
は
岩
手
県
下
の
漁
協
組
合
長
を
集
合
さ
せ
、
復
旧
・
復
興
の
方
向
に

つ
い
て
協
議
し
、
そ
の
後
岩
手
県
知
事
、
国
会
議
員
、
関
係
省
庁
に
東
日
本
大
震

災
に
関
す
る
要
望
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
国
や
県
の
復
興
委
員
会
に
委
員
と
し

て
出
席
し
、
漁
業
者
の
代
表
と
し
て
現
場
の
実
情
を
訴
え
ま
し
た
。
私
が
常
に
申

し
上
げ
て
き
た
ポ
イ
ン
ト
が
２
つ
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
２
点
は
衆
議
院
の
委
員
会

で
も
被
災
地
の
参
考
人
と
し
て
、
岩
手
県
の
代
表
と
し
て
発
言
し
ま
し
た
。

①　
ひ
と
つ
目
は
、
漁
業
、
流
通
、
加
工
業
を
一
体
的
に
復
旧
す
る
こ
と
で
す
。

生
産
と
加
工
は
車
の
両
輪
で
あ
り
、
双
方
が
一
体
と
し
て
復
旧
・
復
興
し
な
け
れ

ば
水
産
業
は
動
き
ま
せ
ん
。早
期
の
漁
港
の
復
旧
や
漁
船
の
手
配
と
同
時
に
、加
工・

流
通
業
者
も
同
時
に
支
援
す
る
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
て
き
ま
し
た
。

②　
次
に
、
漁
業
、
養
殖
業
に
は
適
期
が
ご
ざ
い
ま
す
。
養
殖
関
係
で
早
期
着
手

を
実
現
で
き
る
遡そ

及き
ゅ
うを

実
現
す
る
こ
と
。
今
ま
で
は
補
助
事
業
が
は
じ
ま
ら
な
け

れ
ば
、
補
助
対
象
に
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
あ
っ
た
が
、
遡そ

及き
ゅ
うを

認
め
る
よ
う
訴

え
て
き
ま
し
た
。
復
旧
・
復
興
が
遅
れ
る
と
漁
業
者
も
再
建
意
欲
を
失
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
多
く
の
要
望
を
訴
え
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
た
め
に
も
、
こ
の
２
点
は

速
や
か
な
復
旧
・
復
興
の
た
め
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宮
古
漁
協
の
復
興
へ
の
取
り
組
み

　
こ
こ
で
私
の
地
元
の
宮
古
漁
協
に
お
け
る
具
体
的
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。
私
は
現
状
を
把
握
し
て
、
即
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
し
た
。

東
京
か
ら
帰
っ
て
き
て
す
ぐ
に
、
助
か
っ
た
漁
船
の
確
認
を
し
ま
し
た
。
次
に
氷

の
在
庫
を
確
認
し
ま
し
た
。
魚
市
場
を
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
氷
で
す
。
高
台

に
あ
る
田
老
の
製
氷
工
場
に
（
田
老
字
古
田
、
宮
古
水
産
加
工
団
地
内
の
宮
古
漁

協
冷
凍
冷
蔵
庫
田
老
工
場
が
浸
水
せ
ず
、
翌
年
の
サ
ン
マ
用
の
氷
を
）
８
０
０
㌧

　
岩
手
県
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
水
産
業
の
再
生
に
向
け
、
両
輪
で
あ
る
漁
業
と

流
通
・
加
工
業
に
つ
い
て
、
漁
協
と
産
地
魚
市
場
を
核
と
し
て
一
体
的
に
推
進
す

る
と
し
た
。
宮
古
漁
業
協
同
組
合
は
、
運
営
す
る
宮
古
市
魚
市
場
再
開
の
目
標
を

１
か
月
後
の
４
月
11
日
と
し
、
こ
れ
を
実
現
し
た
。
魚
市
場
に
伴
う
製
氷
・
貯
氷

施
設
も
平
成
23
年
度
に
復
旧
し
て
い
る
。

　

漁
船
の
取
得
（
新
造
・
中
古
購
入
）
は
平
成
25
年
度
ま
で
に
、
宮
古
漁
協
が

３
４
０
隻
、
重
茂
漁
協
５
５
５
隻
、
田
老
町
漁
協
５
９
１
隻
と
な
っ
て
い
る
。
養

殖
施
設
の
復
旧
は
平
成
25
年
度
ま
で
に
、
宮
古
漁
協
７
６
３
台
・
重
茂
漁
協

８
５
７
台
・
田
老
町
漁
協
４
５
９
台
が
復
旧
整
備
さ
れ
た
。
本
市
水
産
業
に
と
っ

て
重
要
な
秋
鮭
漁
に
欠
か
せ
な
い
稚
魚
の
ふ
化
場
も
各
地
で
被
災
し
稼
働
で
き
な

い
状
況
と
な
っ
た
。
津
軽
石
ふ
化
場
（
宮
古
漁
協
）、さ
け・ま
す
人
工
ふ
化
場
（
重

茂
漁
協
）、
摂
待
さ
け
・
ま
す
ふ
化
場
（
田
老
町
漁
協
）
と
も
、
平
成
24
年
３
月
中

に
施
設
が
復
旧
し
、
そ
の
後
も
飼
育
池
の
改
修
な
ど
復
興
支
援
事
業
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

２　
水
産
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

　

宮
古
漁
協
（
宮
古
漁
業
協
同
組
合
）
代
表
理
事
組
合
長
の
大
井
誠
治
さ
ん

（
１
９
３
５
年
生
）
は
、
昭
和
59
（
１
９
８
４
）
年
９
月
に
宮
古
漁
協
の
理
事
、
平

成
14
（
２
０
０
２
）
年
６
月
に
組
合
長
に
就
任
し
た
。
県
漁
連
（
岩
手
県
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
）
の
代
表
理
事
会
長
に
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
に
就
任
し
、
以

来
10
年
宮
古
と
岩
手
県
の
水
産
業
界
を
切
り
盛
り
し
て
い
る
。平
成
27（
２
０
１
５
）

年
５
月
１
日
に
宮
古
漁
業
協
同
組
合
の
復
興
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
う
か
が
っ

た
。

震
災
に
よ
る
被
害
状
況
と
震
災
後
の
取
り
組
み

　
平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
津
波
に
よ
り
多
く
の
尊
い
命
と
漁
船
を

は
じ
め
水
産
関
連
施
設
が
一
瞬
の
う
ち
に
奪
わ
れ
ま
し
た
。
気
象
庁
の
津
波
観
測

点
で
記
録
さ
れ
た
宮
古
市
の
津
波
の
高
さ
は
９・３
㍍
で
し
た
が
、
別
の
調
査
に
よ

る
と
宮
古
市
重
茂
の
姉
吉
地
区
で
は
津
波
の
遡
上
し
た
高
さ
が
40
・
５
㍍
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
日
、
私
は
東
京
に
出
張
中
で
し
た
。
新
幹
線
が
全
線
運
転
中
止
と
な
っ
て
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感
じ
ま
し
た
。
復
旧
の
金
が
な
い
か
ら
や
め
る
と
い
う
会
社
が
４
、５
社
あ
り
ま
し

て
、「
や
め
る
と
い
う
言
葉
は
撤
回
し
て
下
さ
い
。
金
は
私
が
何
と
か
す
る
か
ら
、

早
く
工
事
屋
に
頼
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
言
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
何
と
か
い
い

状
況
に
な
り
、
そ
う
い
っ
た
緊
急
の
場
で
の
力
づ
け
が
一
番
効
果
が
あ
る
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
以
上
、
３
月
11
日
の
発
生
か
ら
現
在
ま
で
の
取
り
組
み
を
例
に
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
災
害
の
復
旧
・
復
興
に
は
早
急
に
方
向

づ
け
を
行
い
、
即
行
動
す
る
こ
と
が
良
い
結
果
に
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
ふ
ま
え
て
、
私
が
復
旧
・
復
興
の
対
応
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
た
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
第
１
点
は
、
復
旧
・
復
興
は
漁
協
を
核
と
し
て
行
う
、
と
主
張
し
て
実
行

し
た
こ
と
。
漁
業
協
同
組
合
は
厳
し
い
状
況
の
中
で
も
力
を
発
揮
で
き
る
組
織
で

す
。
岩
手
県
に
お
い
て
は
「
漁
協
を
核
と
し
て
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
全
面
的
に
支

援
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
震
災
か
ら
１
年
目
の
平
成
24
年
に
は
ワ
カ
メ
の
約
７

割
の
生
産
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
他
の
漁
業
種
目
に
お
い
て
も
甚
大
な
被
害
に
比

べ
て
比
較
的
早
く
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
２
点
目
で
す
が
、
必
ず
再
開
す
る
と
い
う
強
い
意
志
を
持
ち
、
で
き
る
こ
と
は

す
ぐ
に
行
動
す
る
こ
と
で
す
。
今
日
で
き
る
こ
と
は
、
今
日
実
行
す
る
こ
と
に
し

て
お
り
ま
す
。

　
３
点
目
で
す
が
、
リ
ー
ダ
ー
は
速
や
か
に
適
確
な
指
示
を
出
す
こ
と
が
大
事
で

す
。
予
算
は
私
が
何
と
か
す
る
か
ら
す
ぐ
に
復
旧
に
と
り
か
か
る
よ
う
に
と
、
で

き
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
姿
勢
を
示
す
こ
と
は
リ
ー

ダ
ー
に
は
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
が
言
っ
た
と
お
り
に
お
金
も
出
ま
し
た

（
予
算
化
さ
れ
た
）
の
で
安
堵
し
て
お
り
ま
す
。

　

４
点
目
で
す
が
、
漁
業
と
流
通
・
加
工
業
を
一
体
的
に
復
旧
す
る
こ
と
で
す
。

生
産
か
ら
流
通
ま
で
の
一
連
が
水
産
業
で
あ
り
、片
方
だ
け
の
部
門
が
立
ち
上
が
っ

て
も
水
産
業
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　
５
点
目
で
す
が
、
漁
港
や
漁
船
・
漁
具
の
早
期
復
旧
で
す
。
生
産
の
た
め
に
必

要
な
漁
船
・
漁
具
と
併
せ
て
、
安
全
に
係
留
で
き
る
全
て
の
漁
港
の
早
期
復
旧
が

必
要
で
す
。

　
最
後
と
な
り
ま
す
が
、
東
日
本
大
震
災
津
波
を
ふ
ま
え
た
防
災
・
減
災
に
必
要

貯
氷
し
て
あ
っ
た
の
で
、
現
状
の
利
用
で
３
か
月
間
の
供
給
が
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
宮
古
漁
協
の
全
職
員
に
４
階
の
大
会
議
室
に
集
合
し
て
も
ら
い
、
宮
古
魚
市
場

を
震
災
の
１
か
月
後
で
あ
る
４
月
11
日
に
開
設
す
る
、
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
最
善

の
努
力
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
、
職
員
に
宣
言
を
し
た
。
職
員
か
ら
「
電
気
も
な

い
の
に
で
き
る
わ
け
が
な
い
」
と
質
問
が
出
ま
し
た
。「
電
気
が
な
く
て
も
今
は
エ

ン
ジ
ン
付
き
の
発
電
機
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
っ
て
す
ぐ
手
配
さ
せ
た
と
こ

ろ
、
早
い
手
配
だ
っ
た
た
め
に
灯
り
や
ポ
ン
プ
の
手
配
も
全
部
で
き
ま
し
た
。
予

定
ど
お
り
魚
市
場
を
４
月
11
日
に
開
設
し
、
以
来
水
揚
げ
は
順
調
に
進
ん
で
お
り

ま
す
。
魚
市
場
の
１
か
月
後
の
再
開
に
よ
り
、
地
域
の
産
業
の
回
転
に
大
き
な
効

果
が
表
れ
ま
し
た
。
市
場
が
機
能
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
漁
業
者
も
水
揚
げ
を
す

る
こ
と
が
で
き
、
冷
凍
・
加
工
屋
さ
ん
、
流
通
関
係
が
み
な
動
く
状
況
に
な
り
ま

し
た
。
市
場
の
開
設
が
復
旧
の
も
の
す
ご
い
原
動
力
に
な
っ
た
の
は
確
か
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
大
事
な
製
氷
工
場
で
す
が
、
氷
が
な
け
れ
ば
市
場
は
機
能
し
ま
せ
ん

の
で
、
早
速
８
０
０
㌧
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
と
思
い
、
出
崎
埠
頭
の
製
氷
工
場
の

復
旧
に
つ
い
て
建
設
業
者
と
復
旧
工
事
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。
震
災
５

か
月
後
の
８
月
中
旬
に
何
と
か
完
成
で
き
る
と
の
確
約
を
と
り
、
早
速
工
事
に
掛

か
り
、
着
手
が
早
か
っ
た
の
で
資
材
に
も
苦
労
し
な
い
で
で
き
ま
し
た
。
８
月
15

日
に
は
稼
働
に
入
り
、
現
在
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
生
産
と
流
通
、
加
工
の
一
体
的
な
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
話
し
た
と
お
り
、
魚
市
場
と
製
氷
施
設
は
復
旧
へ
の
道
筋
は
つ
き
ま
し

た
が
、
魚
を
獲
る
方
だ
け
で
な
く
買
う
方
も
一
緒
に
復
旧
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

私
は
、
魚
市
場
よ
り
買
い
付
け
し
た
魚
を
扱
う
水
産
加
工
業
者
の
責
任
者
お
よ
び

社
長
さ
ん
方
、
約
60
名
に
宮
古
漁
協
の
大
会
議
室
に
集
合
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

明
日
か
ら
で
き
る
限
り
の
自
助
努
力
で
復
旧
に
と
り
か
か
る
よ
う
強
い
声
が
け
を

し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
私
は
大
き
な
こ
と
を
言
っ
た
の
で
す
が
、
復
旧
に
係
る
費

用
の
財
源
は
、
水
産
業
界
の
代
表
者
で
あ
る
私
が
国
政
お
よ
び
農
林
水
産
省
財
務

省
等
へ
陳
情
・
要
望
し
て
信
を
願
う
の
で
、
心
配
し
な
い
で
作
業
を
始
め
て
下
さ

い
、と
言
い
ま
し
た
。実
の
と
こ
ろ
、こ
れ
は
金
が
出
な
い
と
大
変
だ
ぞ
と
後
で
思
っ

た
の
で
す
が
、
し
か
し
や
は
り
こ
う
い
う
力
づ
く
が
再
建
に
は
一
番
必
要
だ
な
と
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水
産
業
の
振
興

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
コ
メ
ン
ト
、
質
問
を
受
け
た
。
漁
業
者
か
ら
見

て
１
日
も
早
い
水
産
業
の
復
興
と
い
う
観
点
か
ら
行
政
側
に
考
え
て
ほ
し
い
重
要

な
観
点
に
つ
い
て
、
大
井
さ
ん
か
ら
発
言
を
お
願
い
し
ま
す
と
言
わ
れ
た
。

　
漁
船
、
養
殖
施
設
や
漁
港
な
ど
の
生
産
基
盤
は
、
着
実
に
復
興
し
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
が
遅
れ
て
い
る
の
で
、
防
潮
堤
の
整
備
と
あ
わ
せ

て
住
む
所
を
整
備
し
て
や
っ
て
ほ
し
い
。

　
そ
れ
か
ら
今
回
の
津
波
で
感
じ
た
こ
と
は
、
漁
業
を
再
開
さ
せ
る
た
め
に
は
、

ま
ず
ガ
レ
キ
を
撤
去
し
て
、
す
ぐ
に
部
分
的
に
で
も
漁
港
を
使
え
る
よ
う
に
し
て

や
る
こ
と
。

　
市
場
を
再
開
す
る
た
め
に
は
、
市
場
前
の
岸
壁
が
壊
れ
な
い
こ
と
も
大
切
で
す

が
、
市
場
前
の
防
潮
堤
も
倒
れ
な
い
よ
う
し
て
ほ
し
い
。
こ
こ
（
鍬
ヶ
崎
）
の
場

合
は
、
龍
神
崎
の
く
の
字
の
防
潮
堤
が
倒
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
低
気
圧
・

台
風
が
来
れ
ば
岸
壁
に
水
が
上
が
り
ま
す
か
ら
、
市
場
の
開
設
に
は
こ
れ
が
先
だ

な
と
思
っ
た
。
第
二
港
湾
の
所
長
さ
ん
に
直
々
に
こ
こ
（
龍
神
崎
防
潮
堤
）
を
早

く
や
っ
て
く
れ
と
言
っ
た
。
普
段
、
港
湾
の
整
備
は
ケ
ー
ソ
ン
を
１
年
に
３
貫
か

４
貫
造
る
よ
う
な
予
算
だ
け
ど
、
藤
原
埠
頭
で
ケ
ー
ソ
ン
を
造
り
は
じ
め
た
。
18

貫
を
一い

っ
と
き
ま

時
間
に
そ
な
え
つ
け
た
た
め
に
、
１
か
月
で
魚
市
場
を
開
設
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
は
い
い
漁
港
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
場
・
漁
港
で
働
い
て
い
る
人
を
い
か
に
避
難
さ
せ
る
か
が
大
事
で
す
。
市
場

に
は
地
元
で
な
い
人
も
集
ま
り
ま
す
の
で
、
高
台
へ
向
か
う
避
難
施
設
を
整
備
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
岩
手
県
は
ア
ワ
ビ
の
生
産
量
日
本
一
を
誇

る
地
区
で
す
。
水
産
資
源
の
回
復
に
向
け
、
ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ
の
被
災
し
た
増
殖
場

の
機
能
回
復
や
新
た
な
施
設
の
整
備
を
進
め
て
ほ
し
い
と
唱
え
て
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
我
々
水
産
業
界
の
意
向
を
汲
み
取
っ
て
い
た
だ
き
、「
漁
協
を
核
に
」
と

い
う
方
針
の
も
と
に
共
同
利
用
船
や
漁
港
整
備
な
ど
の
各
事
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
実

施
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
国
を
は
じ
め
県
、
市
町
村
と
の
連
携
が
う
ま
く
機
能
し

て
一
体
と
な
っ
た
こ
と
が
早
期
の
実
現
に
つ
な
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

な
視
点
に
つ
い
て
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
１
つ
目
は
、
防
潮
堤
の
整

備
や
水
門
の
遠
隔
化
、
自
動
化
に
つ
い
て
で
す
。
漁
業
者
や
漁
協
職
員
の
多
く
は

地
域
の
消
防
団
員
で
も
あ
り
、
今
回
の
震
災
に
お
い
て
は
、
水
門
の
閉
鎖
、
避
難

誘
導
に
あ
た
り
犠
牲
と
な
っ
た
人
た
ち
が
お
り
ま
す
。
漁
村
で
生
活
す
る
住
民
の

安
全
を
守
る
防
潮
堤
の
整
備
は
も
と
よ
り
、
水
門
等
の
遠
隔
化
・
自
動
化
に
つ
い

て
も
早
期
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
２
つ
目
で
す
が
、
漁
港
施
設
に
お
け
る
地
震
津
波
対
策
で
す
。
防
潮
堤
や
岸
壁

が
倒
壊
し
、
漁
業
再
開
の
支
障
と
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
波
浪

に
対
応
し
た
施
設
整
備
だ
け
で
な
く
、
地
震
津
波
に
対
し
て
も
割
れ
に
く
い
な
ど

の
強
化
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
３
つ
目
で
す
が
、
漁
港
か
ら
の
避
難
も
含
め
た
避
難
計
画
の
策
定
で
す
。
防
潮

堤
の
復
旧
、
整
備
や
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
よ
り
安
全
の
確
保
が
図
ら
れ
ま
す
が
、

海
を
生
業
の
場
と
す
る
水
産
業
従
事
者
は
常
に
津
波
の
脅
威
と
隣
り
合
わ
せ
の
状

況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
漁
港
か
ら
の
避
難
と
い
う
視
点
で
の
ソ
フ
ト
や
ハ
ー

ド
の
取
り
組
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
最
後
に
４
つ
目
で
す
。
地
域
に
根
ざ
し
た
津
波
防
災
教
育
等
に
よ
る
防
災
文
化

の
醸
成
と
継
承
に
つ
い
て
で
す
。
今
回
の
大
震
災
津
波
の
経
験
や
教
訓
を
後
世
に

語
り
継
ぐ
た
め
に
は
、
再
び
津
波
に
よ
り
人
が
亡
く
な
る
こ
と
の
な
い
、
よ
り
安

全
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
作
り
上
げ
て
い
く
た
め
の
防
災
意
識
の
向
上
や
避
難

行
動
を
促
す
取
り
組
み
を
防
災
文
化
と
し
て
醸
成
し
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
岩
手
県
で
は
過
去
に
津
波
が
幾
度
と
な
く
来
襲
し
て
い
る

津
波
常
襲
地
帯
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
回
の
津
波
で
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し

ま
し
た
。
同
じ
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、
改
め
て
防
災
文
化
の
重
要
性

を
思
い
か
え
し
た
い
。
今
後
の
防
災
・
減
災
に
対
す
る
視
点
と
し
て
最
も
重
要
視

す
べ
き
点
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
の
数
多
く
の
励
ま
し
や
ご
支
援
に

よ
り
本
県
水
産
業
は
着
実
に
復
興
へ
の
歩
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
同
時
に
、
必
ず
や
復
興
す
る
こ
と
を
お
約
束
い

た
し
ま
し
て
、
私
の
話
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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第
１
部　
各
地
域
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災

Ｃ　
重
茂
地
域

�

岸　
昌
一

は
じ
め
に

��

平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」
の
発
生
は
、

多
く
の
人
命
と
資
産
を
失
っ
た
。
そ
の
受
け
止
め
方
と
被
災
の
状
態
は
地
域
全
体

と
し
て
も
、
同
じ
地
域
で
あ
っ
て
も
一
人
ひ
と
り
大
き
く
異
っ
て
い
る
。

　
重
茂
地
区
は
震
災
直
後
、
橋
の
崩
落
・
道
の
決
壊
に
よ
っ
て
陸
の
孤
島
と
な
っ

た
集
落
の
救
済
と
被
災
集
落
と
の
連
絡
、
瓦
礫
と
な
っ
た
港
と
漁
業
施
設
の
調
査

等
が
緊
急
の
課
題
と
し
て
目
の
前
に
せ
ま
っ
て
い
た
。
更
に
漁
業
復
興
に
向
け
て

立
ち
上
が
る
漁
協
と
組
合
員
の
焦
り
と
苦
悩
、
そ
の
果
て
に
「
奇
跡
の
復
興
」
と

し
て
多
く
の
地
域
や
人
々
の
話
の
端
に
の
ぼ
る
漁
協
と
重
茂
地
域
の
人
々
に
関
心

が
集
ま
っ
た
。
し
か
し
重
茂
地
区
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
奇
跡
と
呼
ば
れ

よ
う
と
、
何
と
呼
ば
れ
よ
う
と
、
彼
等
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
勲
章
で
も
何
で
も

な
い
。
た
だ
ど
う
し
て
も
海
に
出
て
仕
事
が
し
た
い
、
若
い
人
を
地
域
か
ら
失
い

た
く
な
い
、
と
い
う
思
い
の
一
途
さ
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
重
茂
の
地
域
を
守
る

た
め
に
必
死
だ
っ
た
の
だ
。
そ
の
必
死
さ
を
漁
協
・
組
合
員
は
ど
う
共
有
し
て
い
っ

た
の
か
。
そ
の
上
に
復
旧
な
り
復
興
な
り
の
成
果
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

本
調
査
は
、
そ
の
経
過
を
辿
っ
て
み
た
。

重
茂
地
区
の
概
況

　
「
重
茂
半
島
」
の
呼
称
は
近
代
に
な
っ
て
か
ら
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の

で
、通
常
は
湾
口
の
岬
を「
閉
伊
崎
」と
呼
ば
れ
る
こ
と
か
ら
、現
在
で
も「
閉
伊
崎
」

は
半
島
全
体
を
表
わ
し
て
い
る
。「
閉
伊
」
の
呼
称
は
中
世
期
に
、
当
地
方
を
領
地

し
た
「
閉
伊
氏
」
に
由
来
す
る
も
の
と
言
わ
れ
、
ま
た
古
名
称
「
閇へ

崎
」（「
続
日

本
書
紀
」
霊
亀
元
（
７
１
５
）
年
「
須
賀
の
君
古
麻
比
留
等
、
郡
家
（
収
税
倉
庫
）

の
建
設
を
願
う
」
に
は
じ
ま
る
「
閇
村
」）
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
呼
称

は
近
世
期
ま
で
使
用
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
岬
の
形
が
神
棚
や
神
社
に
奉
納
す
る
御

幣
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
「
幣へ

い
」
崎
と
も
呼
ば
れ
た
。

　
こ
こ
で
は
宮
古
湾
内
に
面
し
た
月
山
（
４
７
９
㍍
）
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
周

辺
地
域
全
体
を
表
す
場
合
「
半
島
」
の
名
称
を
使
用
し
、
月
山
山
頂
か
ら
十
二
神

山
を
繋
ぐ
稜
線
の
東
側
を
「
重
茂
地
域
」、
西
側
を
「
宮
古
地
域
」
と
す
る
。
月

山
の
東
側
は
殆
ど
重
茂
村
で
あ
る
が
、
西
側
、
つ
ま
り
宮
古
湾
側
に
は
、
閉
伊
崎

の
近
く
の
「
浦
の
沢
」
は
重
茂
村
に
属
し
、
月
山
の
登
り
口
に
位
置
す
る
「
白
浜
」

は
湾
の
対
岸
「
磯
鶏
村
」
に
属
し
、「
堀
内
集
落
」
は
湾
奥
に
位
置
す
る
「
赤
前
地

区
」
に
属
し
て
い
た
。
昭
和
30
年
市
町
村
合
併
に
よ
り
漁
協
の
名
称
も
宮
古
漁
業

協
同
組
合
・
重
茂
漁
業
協
同
組
合
に
名
称
変
更
し
、
白
浜
集
落
・
堀
内
集
落
は
宮

古
漁
業
協
同
組
合
に
編
入
さ
れ
た
。

　
本
稿
で
は
重
茂
半
島
の
東
側
、
旧
重
茂
村
を
対
象
と
し
た
。

重
茂
地
区
の
地
勢

　
重
茂
半
島
の
総
面
積
は
７
０
０
平
方
キ　
　
ロ

メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
大
部
分
は
山
林
に
覆
わ
れ
、

50
キ　
　
ロ

メ
ー
ト
ル
近
い
海
岸
線
は
リ
ア
ス
式
海
岸
で
、
宮
古
を
中
心
に
北
は
隆
起
海
岸
段
丘
、

南
は
沈
降
海
岸
で
あ
る
。
重
茂
半
島
は
そ
の
隆
起
海
岸
段
丘
の
南
限
に
位
置
し
、

岩
場
の
連
続
の
中
に
ヒ
ダ
の
よ
う
に
入
江
が
入
り
込
み
、
天
然
の
良
港
に
は
恵
ま

れ
な
い
が
、
各
入
江
に
は
14
の
港
が
開
か
れ
て
い
る
。
地
先
は
海
藻
類
な
ど
磯
漁

業
の
宝
庫
で
、
現
在
で
も
大
部
分
の
住
民
は
こ
の
海
か
ら
の
収
穫
を
元
に
生
計
を

立
て
て
い
る
。

　
か
つ
て
は
「
現
代
以
前
の
重
茂
は
、
産
物
の
販
路
開
拓
も
難
し
く
、
収
穫
し
た

海
産
物
と
狭
い
農
地
か
ら
の
収
穫
物
で
自
給
自
足
生
活
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
い

わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
の
水
産
加
工
技
術
の
進
歩
に
よ
り
販
路
が
拡
大
し
、
地
域

経
済
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し
た
。

　
半
島
内
に
は
平
地
が
少
な
く
、
か
つ
植
物
の
生
育
時
期
に
「
ヤ
マ
セ
」
と
い
わ

れ
る
冷
た
い
東
風
が
直
接
入
り
、
農
業
で
の
生
活
は
困
難
な
地
域
で
あ
る
。
わ
ず

か
な
土
地
で
陸
稲
・
粟
・
稗
を
栽
培
し
、
地
域
面
積
の
大
部
分
を
占
め
る
山
林
を

利
用
し
た
薪
炭
生
産
と
、
沿
岸
漁
業
で
食
糧
を
確
保
す
る
「
自
給
自
足
的
生
活
が

養
殖
栽
培
を
行
う
ま
で
の
姿
で
あ
っ
た
」
と
地
元
住
民
は
い
う
。

　
半
島
に
続
く
海
岸
線
の
ほ
ぼ
中
心
に
あ
る
舘
地
区
に
重
茂
漁
業
協
同
組
合
・
市

役
所
の
重
茂
出
張
所
・
半
島
唯
一
の
交
通
機
関
で
あ
る
バ
ス
会
社
の
営
業
所
が
あ

重茂地域 各地域における東日本大震災
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第
１
章　
重
茂
地
区
の
概
要

村
勢
と
地
域
の
構
成

　
明
治
期
の
重
茂
村
の
村
勢
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

�������������

岩
手
県
管
轄
地
誌　
明
治
一
三
年
調
査��（
盛
岡
市
蔵
）

　
陸
中
国
閉
伊
郡
重
茂
村�����

　
本
村
は
古
よ
り
本
郡
に
属
し
、
元
禄
二
年
津
軽
石
村
の
飛
地
乙︵

音
部
村
︶

部
村
を
合
し
て

一
村
と
な
り
、
文
政
年
中
分
っ
て
両
村
（
重
茂
村
・
音
部
村
）
と
な
る

　
　
　
　
（
中
略
）

字
地
■�
西
大
舘　

舘　

大
浜　

上
ノ
沢　

長
洞　

里　

袰
鞍
口　

大
平　

姉
石

（
姉
吉
）　
千
鶏
上
野　
上
野　
殿
畑　
千
鶏
川
向　
神
祠　
石
浜　
天
狗

鼻　

石
鼻
川
向　

南
大
野　

石
浜
日
影　

川
代　

川
代
赤
坂　

向
ケ
沢　

荒
巻　
小
平　
鵜
磯　
堺
神　
千︵

千
束
︶速　

戸
野
崎　
追
切　

　
　
　
　
（
中
略
）　

戸
数　
本
籍
一
七
一
戸　
社
三
戸　
総
計
一
七
四
戸

り
、
舘
と
隣
の
里
、
音
部
地
域
を
併
せ
て
重
茂
の
中
心
地
を
形
成
し
て
い
る
。
村

落
は
、
半
島
の
最
北
端
閉
伊
崎
か
ら
南
は
隣
の
山
田
町
と
境
を
接
す
る
川
代
地
区

ま
で
、
広
い
範
囲
の
海
岸
線
に
点
在
し
て
い
る
。

　
重
茂
地
区
に
は
宮
古
市
役
所
の
出
張
所
が
あ
り
、こ
こ
は「
死
亡
届
」と「
出
生
届
」

を
出
す
所
で
、
他
は
漁
協
で
用
が
足
り
る
と
言
う
程
、
漁
協
は
地
元
に
密
着
し
た

諸
相
談
の
窓
口
で
あ
り
、
金
融
機
関
で
も
あ
る
。
漁
協
の
機
能
な
く
し
て
重
茂
の

生
活
は
成
り
立
た
な
い
。

　
明
治
38
年
２
月
に
姉
吉
集
落
の
東
端
、
魹
ヶ
崎
に
灯
台
が
建
設
さ
れ
た
。
海
洋

を
広
く
見
渡
せ
る
場
所
故
に
、
海
洋
交
通
を
守
護
す
る
場
所
と
な
っ
た
。

交
通
状
況

　
昭
和
29
年
11
月
、
バ
ス
便
が
開
通
す
る
ま
で
は
、
通
常
の
交
通
手
段
と
し
て
は
、

閉
伊
川
河
口
愛
宕
地
区
か
ら
「
白
浜
丸
」
と
い
う
便
船
が
あ
り
、
愛
宕
を
出
た
船

は
閉
伊
川
河
口
を
横
断
し
、
重
茂
半
島
の
宮
古
湾
側
の
閉
伊
崎
に
近
い
「
浦
の
沢

集
落
」
を
経
由
し
て
「
白
浜
集
落
」
に
着
い
た
。
こ
の
「
白
浜
丸
」
も
バ
ス
輸
送

が
で
き
て
か
ら
乗
客
が
少
な
く
な
り
廃
止
と
な
っ
た
。

　
陸
路
は
、
陸
中
沿
岸
を
走
る
国
道
45
号
線
を
宮
古
か
ら
南
下
し
、
津
軽
石
川
に

架
か
る
稲
荷
橋
を
東
に
折
れ
る
と
「
県
道
41
号
線
」
の
バ
ス
路
線
に
入
る
。
宮
古

駅
か
ら
の
所
要
時
間
は
、

　
　
　
宮
古
駅
か
ら
重
茂
里
ま
で
１
時
間
強

　
　
　
同　
　
　
　
姉
吉
迄　
１
時
間
15
分
弱

　
　
　
同　
　
　
　
千
鶏
迄　
１
時
間
20
分
弱

　
　
　
同　
　
　
　
石
浜
迄　
１
時
間
25
分　
の
山
道
道
路
と
な
る
。

　
今
回
の
「
３・11
東
日
本
大
震
災
」
で
、重
茂
里
の
重
茂
川
に
架
か
る
橋
が
落
ち
、

川
代
か
ら
山
田
町
大
沢
に
至
る
山
道
が
決
壊
し
た
こ
と
に
よ
り
、
バ
ス
運
行
も
不

能
と
な
り
、
重
茂
里
か
ら
南
の
地
域
が
完
全
に
孤
立
化
し
た
。
そ
の
こ
と
が
情
報

伝
達
や
作
業
上
ま
た
人
命
救
助
に
関
わ
る
障
害
と
な
っ
た
。
そ
れ
故
、重
茂
の
人
々

の
願
い
は
、
安
全
に
交
通
出
来
る
道
路
建
設
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
現
在
交
通
の
安

全
と
交
通
時
間
短
縮
の
た
め
ト
ン
ネ
ル
で
連
絡
で
き
る
道
路
建
設
が
進
ん
で
い
る
。

閉伊崎

宮
古
湾

閉伊川
追切

浦の沢
立
浜

月山
白
浜

鵜
磯

荒巻

小角柄
音部
里

笹見内

津軽石

赤前

津
軽
石
川

堀内

山田町

十二神山

川代

大沢 館ヶ崎

姉吉

魹ヶ崎

根滝山

麦生野

成仏ヶ森

重茂舘
重茂里

与奈

魹山

千鶏

石浜

愛宕

図1　重茂半島
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明
治
一
七
年
漁
船
数
調　
（
岩
手
県
資
料
）

　
重
茂　
　
　
　
　
　
　
　
小
漁
船　
六
四
艘　
　

　
音
部　
網
船　
二
艘������

小
漁
船　
二
三
艘

　
　
　
　
明
治
一
七
年
沿
岸
漁
民
戸
口
数　
（
岩
手
県
資
料
）

　
重
茂
村　
一
五
二
戸　
人
数　
一
五
五
人　
男　
一
四
二
人　
女　
一
三
人

　
乙︵

音
部
︶部

村　
　
四
〇
戸　
　
　
　
　
四
九
人　
　
　
　
四
二
人　
　
　
　
七
人

　
重
茂
は
行
政
上
で
は
、
重
茂
と
音
部
の
２
つ
で
「
重
茂
」
に
属
し
て
い
る
字
は
、

北
か
ら
追
切
、
仲
組
、
鵜
磯
、
荒
巻
、
小
角
柄
、
音
部
里
、
笹
見
内
、
麦
生
野
、
舘
、

里
、
姉
吉
、
千
鶏
、
石
浜
、
川
代
の
14
の
集
落
で
あ
る
。
大
字
音
部
は
、
音
部
里
、

笹
見
内
、
小
角
柄
の
３
つ
の
集
落
で
、
そ
れ
以
外
は
大
字
重
茂
に
属
す
る
。

　
『
角
川　
日
本
地
名
大
辞
典

−

岩
手
県

−

』
に
よ
れ
ば
、
音
部
村
は
元
々
重
茂

の
枝
村
で
あ
っ
た
が
、
文
政
10
（
１
８
２
７
）
年
重
茂
村
か
ら
分
村
し
て
成
立
し

た
。
明
治
22
年
に
一
旦
は
重
茂
村
と
音
部
村
は
合
併
し
重
茂
村
（
戸
数
２
２
３
戸
、

１
千
３
４
４
人
の
人
口
）
と
な
る
。
昭
和
30
年
４
月
に
重
茂
村
は
崎
山
・
津
軽
石
・

花
輪
と
共
に
宮
古
市
に
合
併
し
、
平
成
の
合
併
に
よ
っ
て
田
老
町
・
新
里
村
・
川

井
村
を
合
併
し
現
在
の
宮
古
市
を
形
作
っ
て
い
る
。

　
重
茂
の
各
集
落
は
、大
字
重
茂
、音
部
の
２
つ
だ
が
、重
茂
漁
業
協
同
組
合
で
は
、

４
地
区
に
区
分
し
て
い
る
。

　
荒
巻
地
区
か
ら
北
の「
北
地
区
」。
大
字
音
部
の「
音
部
地
区
」。「
重
茂
地
区
」舘・

里
、中
心
地
は
元
村
で
あ
る
。
姉
吉
か
ら
南
の
山
田
町
界
ま
で
「
南
地
区
」
で
あ
る
。

こ
の
区
分
は
慣
習
的
な
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
重
茂
漁
業
協
同
組
合
（
以
下
漁

協
と
い
う
）
の
理
事
や
役
員
の
選
出
及
び
組
織
運
営
の
基
礎
と
な
る
外
、
小
学
校

の
学
区
編
成
や
、
地
区
単
位
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
そ
の
他
行
事
の
単
位
と
し
て
機

能
し
て
い
る
。
今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
復
興
に
当
た
っ
て
は
こ
の
４
集
落
の「
漁

協
総
代
会
」
と
「
総
代
議
長
」
の
活
躍
が
あ
り
、「
事
件
は
現
場
で
起
き
て
い
る
」

と
い
わ
れ
る
程
素
早
い
現
場
対
応
で
復
興
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。　

人
数　
男　
四
四
九
人　
　
女　
四
九
九
人　
総
計　
九
四
八
人

牛
馬　
牛
二
九
三
頭　
　
馬
一
九
頭

舟　
　
漁
船
五
八
艘

　
　
　
　
（
中
略
）

物
産　
馬　
牛　
鮑　
赤
魚　
鯣　
米　
大
豆　
大
麦　
小
麦　
粟　
稗　
蕎
麦

　
　
　
麻
糸　
藍

　
陸
中
国
閉
伊
郡
音
部
村

　
本
村
は
古
よ
り
本
郡
に
属
し
津
軽
石
村
の
飛
地
に
し
て
、
小
浜
口
と
称
し
、
又

乙
部
と
改
む
、
元
禄
二
年
重
茂
村
に
属
し
、
文
政
年
中
分
っ
て
両
村
と
な
り
本
称

の
字
を
用
う

　
　
　
（
中
略
）

�

字
地　

�

谷
地
頭　

赤
根
浜　

追
磯　

シ
カ
長
根　

砂
森　

上
田　

坂
ノ
上　

坂　

後
釜　
沢
ノ
上　
横
道

　
　
　
（
中
略
）　

戸
数　
本
籍　
四
九
戸　
社
一
戸　
総
計
五
〇
戸

人
数　
男　
一
四
七
人　
　
女　
一
四
二
人　
総
計　
二
八
九
人

牛
馬　
牛
三
二
頭　
馬
一
五
頭

舟　
　
漁
船
九
艘

　
　
　
　
（
中
略
）

物
産
■�

馬　

牛　

赤
魚　

乾
鮑　

乾
鯣　

大
麦　

小
麦　

大
豆　

粟　

稗　
　
　
　
　
　

蕎
麦　
布
海
苔　
塩　
麻
糸

　
　
　
　
岩
手
県
漁
民
戸
口
取
調
表　
明
治
一
三
年
一
〇
月
調
（
岩
手
県
資
料
）

　
東
閉
伊
郡
重
茂
村

　
　
専
業
戸
数　
二
五
戸　
人
員　
一
六
一
人　
男　
七
八
人　
女
八
三
人

　
　
兼
業
戸
数
一
五
〇
戸　
人
員　
八
四
七
人　
男
四
〇
四
人　
女
四
四
三
人

　
東
閉
伊
郡
音
部
村

　
　
専
業
戸
数　
一
六
戸　
人
員　
一
二
〇
人　
男　
五
七
人　
　
女
六
三
人

　
　
兼
業
戸
数　
三
三
戸　
人
員　
一
八
七
人　
男　
一
〇
一
人　
女
八
六
人

重茂地域 各地域における東日本大震災
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た
。

　
明
治
29
年
の
大
津
波
と
昭
和
８
年
の
津
波
の
様
子
を
資
料
か
ら
見
て
ゆ
こ
う
。

１　
明
治
29
年
６
月
15
日　
午
後
８
時　
三
陸
地
震
津
波　

　
岩
手
県
管
内
海
嘯
被
害
表

岩
手
県
内

　
死
者
１
万
８
千
１
５
８　
傷
者
２
千
９
４
３　
行
方
不
明
不
詳　

　
流
失
家
屋
４
千
８
０
１　
倒
壊　
　
７
２
６　
浸
水
１
千
１
７
５　

　
船
舶
流
失
４
千
４
５
３

重
茂
村

　
総
人
口
１
千
４
９
３　
死
亡
７
０
０　
負
傷
33　
総
戸
数
２
３
６　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
流
失
家
屋
１
５
９　
半
壊
家
屋
未
詳

　
重
茂
村
の
総
人
口
の
約
50
％
に
及
ぶ
人
々
が
亡
く
な
っ
た
。

　
「
風
俗
画
報
」
に
よ
る
と

　
「
字
重
茂
は
六
〇
余
の
民
家
を
全
滅
し
、
二
百
余
名
の
村
民
の
命
を
奪
い
、
僅

か
二
〇
名
の
生
存
に
す
ぎ
な
い
。
又
音
部
は
四
十
二
戸
の
内
高
台
に
あ
っ
た
一

戸
を
残
す
の
み
。
流
亡
者
二
百
三
人
、
他
村
よ
り
の
来
客
四
人
、
生
存
者
僅

か
に
二
十
三
名
。
そ
の
他
各
部
落
も
又
災
害
を
受
け
な
い
所
は
な
く
、
一
村

二
百
三
十
二
戸
の
内
百
六
十
戸
を
流
失
破
壊
、
千
五
百
六
人
の
村
民
哀
れ
な
り
。

そ
の
七
百
三
十
三
人
は
津
波
の
犠
牲
と
な
り
、
五
十
一
人
は
重
傷
を
負
う
。」

で
あ
っ
た
。

　
県
の
被
害
報
告
と
の
齟
齬
は
あ
る
が
、
壊
滅
的
被
害
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
の

な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

２　
昭
和
８
年
３
月
３
日　
三
陸
津
浪
被
害　
（
岩
手
県
）

　
人
口
統
計
書
に
よ
る
重
茂
村
世
帯
数
と
人
口
は

　
　
　
　
　
　
世
帯
数　
　
　
男　
　
　
　
　
女　
　
　
　
　
　
計

昭
和
五
年　
　
三
三
九　
　
一
、二
五
九　
　
一
、〇
五
二　
　
一
、三
一
一
名

昭
和
一
〇
年　
三
三
四　
　
一
、二
三
一　
　
一
、〇
七
三　
　
二
、三
〇
四
名

第
２
章　
重
茂
地
区
の
災
害

　
三
陸
沿
岸
地
方
は
津
波
の
常
襲
地
域
で
あ
り
。
本
州
最
東
端
と
し
て
太
平
洋
に

面
す
る
重
茂
半
島
は
直
接
被
害
を
被
る
地
域
で
あ
る
。

　
記
録
に
残
る
貞
観
11
（
８
６
９
）
年
の
大
津
波
以
来
、
数
々
の
津
波
被
害
が
こ

の
地
を
襲
っ
た
。
記
憶
に
新
し
い
も
の
に
「
明
治
29
年
三
陸
大
津
波
」
と
「
昭
和

８
年
大
津
波
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。「
明
治
29
年
三
陸
大
津
波
」
は
わ
が
国
歴
史
上
最

大
の
津
波
の
惨
事
と
言
わ
れ
、
気
仙
郡
か
ら
青
森
県
の
九
戸
郡
に
至
る
沿
岸
一
帯

は
死
者
２
万
２
千
５
６
５
人
、
負
傷
者
６
千
７
７
９
人
、
流
出
家
屋
６
千
１
５
６

戸
と
い
う
記
録
的
な
大
惨
事
と
な
っ
た
。
重
茂
村
は
、
村
の
人
口
の
約
半
数
に
当

た
る
７
５
０
人
が
死
亡
、
負
傷
者
33
人
、
戸
数
の
約
４
割
が
流
出
し
た
。「
昭
和
８

年
三
陸
大
津
波
」
の
津
波
で
は
、
流
失
家
屋
56
戸
、
死
者
・
行
方
不
明
者
１
７
５

人
で
あ
っ
た
（
重
茂
・
千
鶏
区
観
音
像
建
立
実
行
委
員
会
編
集
部
会
編
『
大
海
嘯

史
』
よ
り
）。　
　

　
こ
の
２
回
の
大
津
波
の
た
め
重
茂
半
島
の
各
地
区
は
大
き
な
人
的
、
経
済
的
被

害
を
受
け
た
。
姉
吉
地
区
は
、
２
回
と
も
集
落
の
全
戸
流
失
、
生
存
者
は
集
落
以

外
に
い
た
２
、３
名
だ
け
で
、
集
落
全
体
が
壊
滅
状
態
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
災
害
は
村
落
の
構
成
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
海
か
ら
離
れ
た
場
所
や

高
台
に
家
屋
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
音
部
の
笹
見
内
地
区
は
海
岸
か
ら
離

れ
た
高
台
に
あ
る
が
、
こ
こ
は
津
波
以
降
の
音
部
の
人
々
が
移
住
し
て
で
き
た
集

落
で
あ
り
、
ま
た
重
茂
の
舘
も
、
以
前
は
旧
家
の
数
戸
の
戸
数
が
あ
る
だ
け
の
地

区
だ
っ
た
が
、
津
波
以
降
高
台
に
家
を
移
転
す
る
人
々
が
多
く
出
て
、
現
在
の
姿

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
津
波
以
外
に
地
震
を
原
因
と
し
な
い
海
洋
災
害
も
あ
る
。

例
年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
襲
来
す
る
通
称
「
台
湾
坊
主
」
と
言
わ
れ
る
太
平

洋
低
気
圧
に
よ
る
高
浪
で
あ
る
。
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
、
養
殖
昆
布
・
ワ

カ
メ
の
処
理
施
設
が
で
き
た
昭
和
44
年
、
46
年
、
54
年
、
特
に
55
年
に
は
そ
の
年

３
月
に
完
成
し
た
音
部
漁
港
は
壊
滅
的
被
害
を
受
け
、
漁
業
施
設
に
も
大
き
な
損

害
を
受
け
た
。
さ
ら
に
58
年
８
月
に
は
台
風
15
号
に
よ
り
漁
港
や
養
殖
施
設
に
多

大
な
被
害
を
受
け
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
震
・
津
波
ば
か
り
で
は
な
く
、
気
象
天
候
と
大
き
く
係
わ
る

海
の
異
変
は
、漁
民
に
と
っ
て
は
生
命
の
危
機
と
経
済
的
被
害
を
伴
う
災
害
で
あ
っ

重茂地域 各地域における東日本大震災
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重
茂
漁
業
協
同
組
合
と
「
東
日
本
大
震
災
」

　
「
東
日
本
大
震
災
」
後
、
復
興
に
向
け
て
立
ち
上
が
っ
た
重
茂
漁
協
の
活
動
は

他
の
漁
業
関
係
者
か
ら
「
奇
跡
の
復
興
」
と
言
わ
れ
る
程
の
早
い
復
興
と
漁
業
再

開
で
あ
っ
た
。
ど
の
よ
う
に
し
て
逸
早
い
復
興
の
緒
に
着
く
こ
と
が
で
き
た
の
か
、

組
合
・
組
合
員
の
意
識
と
動
き
に
何
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
経
過
を
辿
る
と
、
一

つ
の
決
め
ら
れ
た
流
れ
に
沿
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
漁
協
と
組
合
員
の
血
の
に
じ

む
よ
う
な
努
力
と
苦
労
の
な
せ
る
ワ
ザ
が
あ
っ
た
。

��

災
害
の
発
生
時
、
平
成
23
年
３
月
11
日
は
、
平
成
22
年
度
末
、
当
該
年
度
の
収

束
を
見
込
ん
で
の
事
業
の
取
り
ま
と
め
等
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
で

あ
っ
た
。
震
災
発
生
に
よ
る
被
害
の
取
り
ま
と
め
と
、
災
害
か
ら
の
復
旧
復
興
の

計
画
案
を
策
定
し
、
全
組
合
員
に
復
興
の
指
針
を
示
さ
な
け
れ
ば
、
若
い
人
達
は

不
安
を
募
ら
せ
る
。
ま
た
震
災
に
よ
る
生
活
不
安
を
解
消
す
る
方
法
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
、
震
災
復
興
の
指
針
と
重
茂
地
区
の
未
来
を
見

す
え
平
成
23
年
４
月
９
日　
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
て
「
組
合
員
全
員
協
議
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。

１　
組
合
員
全
員
協
議
会

　
⑴　
重
茂
漁
業
協
同
組
合
組
合
員
全
員
協
議
会
会
議
録

１　
会
議
の
種
類　
　
　
組
合
員
全
員
協
議
会

２　
招
集
年
月
日　
　
　
平
成
23
年
４
月
６
日

３　
開
催
場
所　
　
　
　
重
茂
漁
業
協
同
組
合
三
階
大
会
議
室

４　
開
催
日
時　
　
　
　
平
成
23
年
４
月
９
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
５
０
０
人
位
集
ま
っ
た　
組
合
員
以
外
も
集
ま
っ
た
〉

５　
招
集
者
氏
名　
　
　
代
表
理
事
組
合
長　
伊
藤
隆
一

６　
通
知
し
た
議
事
及
び
可
決
・
否
決
の
別

　
　
　
東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
方
針
（
可
決
）

７　
全
員
協
議
会
を
組
織
す
る
員
数
及
び
出
席
者
の
員
数

　
　
①
組
合
員
数　
　
　
　
５
８
０
名

　
　
②
出
席
組
合
員
数　
　
３
８
６
名
（
出
席
率
66・５
％
）

８　
出
席
し
た
役
員

　
そ
し
て
、
地
震
津
波
に
よ
る
被
害
は

下
閉
伊
郡
重
茂
村
被
災
状
況　

　
　
計　
死
者
37　
　

�

行
方
不
明
者
１
３
７　
負
傷
者
10�

計
１
８
４
名

　
　
　
　
流
失
家
屋
50�

全
壊
６�

床
上
浸
水
７�

計
63
戸

　
里　
　
死
者
16�

行
方
不
明
31�

負
傷
者
８�

計
55
名

　
　
　
　
流
失
家
屋
27�

全
壊
１�

床
上
浸
水
４�

計
32
戸

　
音
部　
死
者
６�

行
方
不
明
７�

�

計
13
名

　
　
　
　
流
失
家
屋
２�

全
壊
４�

床
上
浸
水
１�

計
７
戸

　
姉
吉　
死
者
13�
行
方
不
明
76�

負
傷
者
１�

計
90
名

　
　
　
　
流
失
家
屋
15　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

��

計
15
戸

　
千
鶏　
行
方
不
明
者
10��

�

計
10
名

　
　
　
　
流
失
家
屋
２�

�
�

計
２
戸

　
石
浜　
行
方
不
明
７�

負
傷
者
１�

�

計
８
名

　
　
　
　
流
失
家
屋
１�

全
壊
１�

床
上
浸
水
１　
計
３
戸

　
川
代　
死
者
２�

行
方
不
明
者
２�

�

計
４
名

　
　
　
　
流
失
家
屋
１　

��
�

計
１
戸

　
荒
巻　
被
災
な
し

　
鵜
磯　
流
失
家
屋
２�

�
�

計
２
戸

　
仲
組　
行
方
不
明
者
２��

�
計
２
名

　
追
切　
行
方
不
明
者
２��

�
計
２
名

　
　
　
　
床
上
浸
水
１　

��
�

計
１
戸

������

と
な
り
、
こ
の
年
も
壊
滅
的
な
被
害
で
あ
っ
た
。

第
３
章　
「
東
日
本
大
震
災
」
平
成
23
年
３
月
11
日　
午
後
２
時
46
分　

��

突
然
襲
っ
た
地
震
、
そ
し
て
津
波
の
来
襲
に
よ
り
、
沿
岸
地
方
は
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
遮
断
さ
れ
、
情
報
が
一
時
一
切
途
絶
え
た
。

　
以
下
で
は
重
茂
漁
業
協
同
組
合
が
た
ど
っ
た
東
日
本
大
震
災
と
そ
こ
か
ら
の
復

旧
、
復
興
へ
の
道
の
り
を
、
主
に
組
合
の
資
料
を
元
に
た
ど
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
し

た
い
。　

重茂地域 各地域における東日本大震災
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震
災
被
害

　
浜
に
あ
っ
た
倉
庫
は
上
屋
か
ら
ア
ワ
ビ
の
採
苗
場
・
ワ
カ
メ
の
苗
場
等
々
全
滅
、

残
っ
た
の
は
冷
蔵
庫
だ
け
だ
っ
た
。
組
合
所
有
の
資
産
財
産
は
大
体
１
５
０
億
の

被
害
と
な
っ
た
。

　

民
家
百
戸
の
消
失
。
船
は
全
滅
、
養
殖
施
設
は
全
滅
、
少
な
く
見
積
も
っ
て

も
約
１
５
０
億
、２
０
０
億
円
に
達
す
る
。
重
茂
地
区
で
合
計
約
３
０
０
億
か
ら

３
５
０
億
円
の
被
害
金
額
に
な
る
。

　
⑵　
組
合
員
全
員
協
議
会

　
組
合
長
の
説
明
で
会
議
は
進
行
し
た
。　

　
平
成
23
年
３
月
11
日
発
生
・
東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
方
針

　
重
茂
漁
協
存
亡
の
今
、
こ
の
時
、
組
合
員
一
人
一
人
の
生
活
の
維
持
と
福
祉
、　

更
に
組
織
防
衛
の
た
め
、
次
の
こ
と
を
合
い
言
葉
に
一
致
団
結
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
記

１　
仲
間
意
識

１　
相
互
扶
助　
　
　
　
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
岩
手
県
漁
業
組
合
連
合
会
提
唱
の

　
　
　
組
合
長
以
下　
理
事
監
事
12
名

９　
欠
席
役
員

　
　
　
理
事
２
名
（
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
行
方
不
明
）

10　
出
席
職
員

　
　
　
　
　
７
名

11　
協
議
会
の
経
過

　
　
⑴　
開
会

■
■
■��　
定
刻
の
午
後
１
時
30
分
、
参
事
の
開
会
宣
言
後
、
東
日
本
大
震
災
の
津

波
犠
牲
者
に
対
し
哀
悼
の
意
を
表
し
、
出
席
者
全
員
で
黙
祷
し
た
。

　
　
⑵　
宮
古
市
長
挨
拶

■
■
■��　
「
こ
こ
で
頑
張
ら
な
け
れ
ば
宮
古
の
水
産
業
は
ダ
メ
に
な
る
。
先
人
が

培
っ
た
も
の
を
未
来
の
子
供
達
に
繋
い
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
ゆ
き
た
い
。」

　
　
⑶　
組
合
長
挨
拶　

■
■
■��　
「
誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
津
波
に
よ
る
こ
の
被
害
を
み
ん
な
で
ど

う
す
る
の
か
、
こ
こ
で
漁
業
を
あ
き
ら
め
る
の
か
、
重
茂
の
地
を
あ
き
ら

め
て
去
る
の
か
。
そ
う
で
な
く
、
も
う
一
度
み
ん
な
で
協
力
し
て
重
茂
の

地
を
取
り
戻
し
漁
業
を
再
開
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
の
か
。」

■
■
■��　
組
合
長
の
話
は
参
加
し
た
組
合
員
に
対
す
る
問
い
か
け
か
ら
始
ま
り
、

参
加
者
の
確
認
を
得
た
上
で
震
災
の
報
告
、
そ
し
て
復
興
へ
の
具
体
的
提

案
へ
と
進
む
。

■
■
■��　
こ
の
中
で
、
漁
協
職
員
の
減
員
に
触
れ
、
今
後
諸
書
類
の
作
成
や
関
係

機
関
と
の
折
衝
等
、
専
門
的
知
識
と
事
務
処
理
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
か
ら

現
員
維
持
、
給
料
半
減
と
し
た
。
ま
た
、
加
工
部
門
の
作
業
員
さ
ん
に
つ

い
て
は
、
原
料
が
な
く
仕
事
が
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
休
業
と
す
る
。

ま
た
建
網
漁
業
の
漁
師
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
契
約
の
変
更
を
す
る
旨
の
報

告
が
な
さ
れ
た
。

　
　
　

図２　全員協議会会議録

重茂地域 各地域における東日本大震災
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う
。

■
■�　
以
上
、
当
面
は
、
１
０
０
万
円
の
船
が
10
万
円
で
手
に
入
り
、
漁
船
保
険

金
40
万
円
の
内
、
手
元
に
30
万
円
残
る
こ
と
に
な
る
。

　
②
水
揚
げ
代
金
か
ら
天
引
き
開
始
を
平
成
25
年
度
か
ら
予
定
と
す
る
。

　
③
サ
ッ
パ
船
取
得
の
為
、
借
金
す
る
必
要
が
な
い
。

　
　
　

　
「
概
略
、
以
上
の
様
な
計
画
で
ど
う
か
、
御
審
議
願
い
た
い
。」
と
い
う
。
こ
う

い
う
説
明
に
「
概
略
と
い
う
言
葉
」
が
不
似
合
い
な
程
具
体
的
に
し
て
細
密
な
説

明
で
あ
っ
た
。

　
２　
養
殖
施
設
の
共
同
利
用
施
設

　
⑴　
２
千
㍍
を
基
準
と
し
て

　
　
①
受
取
共
済
金

　
　
　
15
億
円
÷わ

る
42
万
㍍
×か

け
る

2
千
㍍
＝
約
７
０
０
万
円

　
　
②
新
規
施
設
費
（
桁
ロ
ー
プ
ま
で
）

　
　
　
12
億
円
÷わ

る
42
万
㍍
×か

け
る

2
千
㍍
＝
約
５
７
０
万
円

　
　
③�

利
用
料
と
し
て
共
済
金
７
０
０
万
円
−ひ

く
１
４
０
万
円
＝
５
６
０
万
円
を
手

元
へ
現
金

　
　
④�

利
用
料
は
、
５
７
０
万
円
−ひ

く
１
４
０
万
円
＝
４
３
０
万
円
を
支
払
い
す
る

こ
と
に
な
る
。

　
　
　

�

年
間
の
わ
か
め
、
こ
ん
ぶ
の
水
揚
げ
が
６
０
０
万
円
と
す
る
と
、
こ
れ
の

10
％
の
60
万
円
を
利
用
料
と
し
て
７
年
間
の
払
い
見
込
み
と
な
る
。

　
　
⑤
自
分
で
買
う
の
は
、
浮
子
や
こ
ん
ぶ
用
の
ロ
ー
プ
等
少
額
で
済
む
。

　
　
⑥�

水
揚
代
金
か
ら
の
天
引
き
開
始
を
平
成
25
年
度
産
わ
か
め
か
ら
予
定
す
る
。

　
　
　
※
上
記
の
受
取
共
済
金
や
新
規
施
設
費
は
、
試
算
で
あ
る
。　
　

３　
共
同
漁
業
権
行
使

　
⑴　
共
同
漁
業
権
行
使
は
、
関
係
組
合
と
の
協
議
を
要
す
る
が
、

■
■�

①�

わ
か
め
、
こ
ん
ぶ
に
つ
い
て
は
、
当
組
合
の
判
断
で
口
開
け
す
る
こ
と　
　
　
　

に
努
め
る
。

１　
互
譲
の
精
神　
　
　
組
合
の
理
念
で
あ
る
。
こ
れ
は
組
合
の
印
刷
物
に
は
必

１　
互
恵
の
精
神　
　
　
ず
表
紙
に
掲
載
さ
れ
る
。

１　
自
ら
の
努
力

・
組
合
員
の
漁
業
経
営
の
た
め
の
施
策
に
つ
い
て

　
①
漁
船
（
船
外
機
）
の
共
同
利
用
施
設

　
②
養
殖
施
設
（
桁
ロ
ー
プ
を
含
む
）
の
共
同
利
用
施
設

　
③
漁
業
権
漁
業
の
共
同
経
営

　
こ
の
３
項
目
に
つ
い
て
重
点
的
に
説
明
・
解
説
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
計
画
策
定

の
基
本
は
、
被
災
し
た
組
合
員
の
生
活
費
を
ど
う
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に

あ
っ
た
。
重
要
な
こ
と
は
漁
船
や
養
殖
施
設
の
保
険
金
か
ら
組
合
員
の
手
元
に
ど

れ
だ
け
生
活
費
と
し
て
残
し
て
や
れ
る
か
、
そ
の
算
段
だ
っ
た
。

・
漁
協
事
業
に
つ
い
て

　
①
自
営
定
置
４
ヶ
統
の
建
込
み

　
②
昆
布
採
苗
場
の
取
得

　
③
ボ
イ
ル
施
設
の
取
得
（
仮
設
）

１　
サ
ッ
パ
船
の
共
同
利
用
施
設
（
船
外
機
船
）　　
　
　
　
　
　
　
　

�����（
船
の
大
き
さ
、
金
額
は
違
っ
て
も
考
え
方
は
同
じ
）

　
①
希
望
者
全
員
に
１
隻
行
き
わ
た
る
ま
で

　
・
新
規
取
得　
　
　
　
１
０
０
万
円
（
18
尺
、
30
馬
力
）

　
・
請
取
漁
船
保
険　
　
　
　
40
万
円
（
18
尺
、
30
馬
力
）

　
・
差
引
手
出
金　
　
　
　
　
60
万
円

　
・
共
同
施
設
利
用
料
の
計
算

■
■�　
受
取
漁
船
保
険
金
40
万
円
の
25
％
（
10
万
円
）
を
漁
協
へ
入
金
す
る
。
手

に
残
る
現
金
は
30
万
円
と
な
る
。
新
規
取
得
費
１
０
０
万
円
か
ら
、
受
取
漁

船
保
険
金
の
25
％
相
当
の
10
万
円
を
差
引
く
と
残
金
90
万
円
と
な
る
。

■
■�　
今
後
、
水
揚
代
金
の
10
％
相
当
額
ず
つ
90
万
円
に
な
る
ま
で
漁
協
へ
支
払

重茂地域 各地域における東日本大震災
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そ
し
て
、
平
成
23
年
６
月
29
日
「
平
成
23
年
度
通
常
総
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

2　
平
成
23
年
度
重
茂
漁
業
協
同
組
合
通
常
総
会

積
小
為
大
（
標
語
） 

　
こ
の
標
語
は
、
初
代
重
茂
漁
業
協
同
組
合
長　
西
舘
善
平
氏
の
提
唱
し
た
も
の

で
、重
茂
漁
協
の
出
版
物
に
は
必
ず
掲
載
さ
れ
、漁
協
の
基
本
理
念
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
説
明
に
「
大
事
を
な
そ
う
と
す
れ
ば　
小
さ
な
こ
と
を
怠
ら
ず
勤
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い　
小
積
も
り
て
大
と
な
る
か
ら
で
あ
る　
例
え
百
万
石
の
米
と
い
え

ど
も
米
粒
が
大
き
い
訳
で
は
な
い　
万
町
の
田
も
一
鍬
が
元
で
あ
る
」。
と
解
説
が

付
い
て
い
る
。
こ
れ
は
二
宮
尊
徳
の
人
生
訓
で
あ
る
。

　
⑴　
平
成
22
年
度
事
業
報
告

　
以
下
は
総
会
に
お
け
る
事
業
概
況
の
説
明
で
あ
る
。

第
１　
事
業
概
況
書

Ⅰ　
組
合
事
業
活
動
の
概
況
に
関
す
る
事
項

　
１　
一
般
的
概
況

■
■�

②�

う
に
に
つ
い
て
は
、油
の
匂
い
等
を
確
認
し
乍
ら
関
係
組
合
と
協
議
す
る
。

■
■�
③�

１
０
９
号
（
専
属
）
漁
業
は
、
全
種
目
単
独
口
開
け
の
方
針
で
、
宮
古
漁

協
と
調
整
を
図
る
。

■
■�
④�
出
漁
（
操
業
）
は
1
世
帯
1
名
（
正
、
准
共
）
と
し
、
１
隻
に
数
世
帯
の

乗
組
み
と
す
る
。（
共
同
操
業
）

■
■�

⑦�

売
上
の
配
分
は
、
陸
廻
り
従
事
者
や
諸
経
費
等
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
区

毎
に
協
議
決
定
す
る
こ
と
と
す
る
。

■
■�

⑥
共
販
以
外
に
版
売
し
た
場
合
、
全
て
の
漁
業
に
出
漁
（
操
業
）
禁
止
す
る
。

■
■ 

⑧
自
家
用
と
す
る
場
合
は
、
そ
の
地
区
の
総
意
に
よ
る
こ
と
。

　
　
　
（
こ
の
番
号
と
順
序
は
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
）

■
■�　
こ
の
２
項
は
「
共
同
漁
業
で
あ
る
」
を
原
則
と
し
た
以
上
、
そ
の
出
荷
を

一
つ
に
し
な
い
と
全
体
の
規
制
が
崩
れ
て
し
ま
い
、
共
同
漁
業
そ
れ
自
体
が

崩
れ
て
し
ま
う
。
い
つ
ま
で
続
く
か
判
ら
な
い
共
同
漁
業
の
危
う
さ
を
露
呈

し
て
し
ま
い
、
制
度
そ
の
も
の
が
破
綻
す
る
。
そ
れ
を
危
惧
し
た
も
の
だ
ろ

う
し
、
規
制
は
「
組
合
員
の
誓
い
」
５
箇
条
の
原
則
に
マ
ッ
チ
す
る
。

　
⑵　
そ
の
他

■
■�

①�

タ
コ
カ
ゴ
、磯
刺
網
、磯
建
網
に
つ
い
て
は
、そ
の
地
区
毎
の
希
望
者
の
複
数

組
合
世
帯
の
共
同
経
営
と
す
る
。（
既
に
徴
収
の
行
使
料
は
、返
戻
す
る
。）

■
■�

②
あ
わ
び
漁
業
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
定
め
る
。

　
全
員
協
議
会
で
了
解
を
得
て
、
組
合
執
行
部
は
、
震
災
後
対
策
本
部
や
地
区
総��

代
会
で
話
し
合
っ
た
流
失
漁
船
の
捜
索
と
中
古
船
の
購
入
に
専
念
し
た
。「
海
が

あ
っ
て
も
漁
船
が
な
か
っ
た
ら
ど
う
に
も
な
ら
ん
、
漁
師
は
船
に
乗
ら
ね
ば
元
気

が
出
ネ
ー
」
と
い
う
如
く
、
日
本
海
か
ら
北
海
道
ま
で
元
気
の
素
で
あ
る
漁
船
を

求
め
て
飛
び
回
っ
た
。
中
古
船
買
い
取
り
に
当
た
っ
て
は
、
漁
協
青
年
部
と
老
練

な
組
合
幹
部
の
協
力
関
係
が
成
功
の
源
と
な
っ
た
。

　
こ
の
立
ち
上
が
り
の
早
さ
と
、
老
若
組
合
員
の
協
力
関
係
が
、
重
茂
漁
協
復
活

の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
。

写真１　平成23年６月29日（震災後３か月後）
　　　　平成23年度通常総会資料
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円
の
実
績
と
な
っ
た
。

　
定
置
加
工
販
売
事
業
（
海
藻
）　
養
殖
わ
か
め
、
養
殖
こ
ん
ぶ
、
天
然
わ
か
め
を

買
い
取
り
計
画
を
上
回
る
実
績
で
推
移
し
た
が
、「
東
日
本
大
震
災
」
に
よ
る
被
害

で
大
幅
な
資
産
の
損
失
を
生
じ
た
。

　
定
置
加
工
販
売
事
業
（
魚
類
）
県
下
全
域
で
秋
鮭
の
水
揚
げ
が
少
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、大
幅
な
取
扱
が
少
な
く
な
り
下
方
修
正
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。し
か
し
、

冷
食
工
場
自
体
が
被
害
を
免
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の
損
失
は
加
工
等
の
包
装
資

材
の
み
と
な
っ
た
。

　
　
利
用
事
業

　
昆
布
・
若
布
種
苗
生
産
を
行
い
、
組
合
員
へ
供
給
し
た
。

　
定
置
加
工
販
売
事
業
（
定
置
）
主
要
魚
種
で
あ
る
秋
鮭
の
来
遊
が
極
端
に
少
な

か
っ
た
が
、
価
格
が
高
騰
し
計
画
を
上
回
っ
た
。
当
該
事
業
の
津
波
被
害
に
つ
い

て
は
、
定
置
船
（
20
隻
）
の
内
11
隻
が
修
理
す
れ
ば
使
用
可
能
で
、
残
る
９
隻
に

つ
い
て
は
、
４
隻
が
使
用
で
き
ず
廃
船
と
な
り
、
５
隻
は
今
だ
発
見
で
き
ず
捜
索

中
で
、
漁
網
関
係
に
つ
い
て
は
、
各
漁
場
と
も
１
替
り
分
が
流
失
被
害
と
な
っ
た
。

　
さ
け
の
特
別
採
捕
事
業　
本
年
度
の
親
さ
け
捕
獲
尾
数
は
１
万
４
千
０
５
６
尾

で
あ
り
、
２
千
０
２
９
万
粒
の
採
卵
を
行
っ
た
。
稚
魚
は
１
千
７
６
０
万
尾
を
飼

育
し
、
海
中
飼
育
５
０
０
万
尾
を
含
め
放
流
し
た
。

　
未
利
用
資
源
海
域
よ
り
、
あ
わ
び
、
う
に
、
ホ
ヤ
を
潜
水
採
捕
し
、
販
売
し
た
。

　
鮑
種
苗
生
産
事
業
本
年
度
の
鮑
稚
貝
１
０
０
万
個
（
30

ミ　
　
リ

メ
ー
ト
ル

）
は
計
画
通
り
放

流
し
た
。

事
業
経
過
報
告

　
平
成
22
年
度
、「
東
日
本
大
震
災
」
発
生
の
前
年
を
中
心
に
し
た
事
業
の
報
告
で

あ
る
。
例
年
通
り
の
漁
業
暦
に
従
っ
て
運
営
さ
れ
て
来
て
い
た
、
年
度
全
体
の
流

れ
が
、
年
度
の
最
終
に
懸
か
る
23
年
３
月
11
日
震
災
に
よ
り
一
転
し
て
時
間
の
流

れ
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
。

　
６
月
11
日
の
姉
吉
平
和
観
音
の
例
祭
は
明
治
29
年
・
昭
和
８
年
両
度
に
亘
る
壊

滅
的
被
害
を
受
け
た
姉
吉
地
区
に
建
立
さ
れ
た
観
音
様
の
祭
礼
で
、
こ
の
観
音
様

は
「
東
日
本
大
震
災
」
に
よ
り
流
失
破
壊
さ
れ
た
が
、
姉
吉
地
区
の
人
家
に
は
被

　
平
成
22
年
度
に
お
け
る
事
業
概
況
は
、
各
事
業
と
も
順
調
に
推
移
し
、
好
成
績

で
年
度
末
を
迎
え
よ
う
と
し
た
矢
先
の
３
月
11
日
、
午
後
２
時
46
分
に
歴
史
に
残

る
大
地
震
が
起
こ
り
、
お
よ
そ
30
分
後
に
想
像
を
絶
す
る
津
波
が
三
陸
沿
岸
を
襲

い
ま
し
た
。
そ
の
被
害
は
死
者
、
行
方
不
明
２
万
３
千
を
越
え
て
お
り
ま
す
。
当

重
茂
地
区
に
お
い
て
も
、
死
者
、
行
方
不
明
者
が
50
人
に
も
達
す
る
他
、
生
活
基

盤
で
あ
る
家
屋
や
職
場
を
失
い
、
ま
た
、
漁
業
関
係
に
お
い
て
は
、
収
穫
の
始
ま
っ

た
ば
か
り
の
養
殖
わ
か
め
や
養
殖
こ
ん
ぶ
の
流
失
と
天
然
資
源
に
甚
大
な
被
害
を

被
っ
た
他
、
漁
港
や
漁
船
、
漁
具
、
養
殖
施
設
、
種
苗
生
産
施
設
、
加
工
工
場
な

ど
あ
ら
ゆ
る
全
て
の
財
産
が
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
る
大
惨
事
と
な
り
、
明
日

へ
の
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
１
回
の
全
体
協
議
会
を
開
催
し
、
当
面
の
対
応
策
に
つ
い
て
、
組
合
員
に
示

し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
国
の
具
体
的
な
支
援
策
が
示
さ
れ
な
い
中
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
水
産
物
の
安
定
供
給
と
い
う
面
で
、
重
茂
の
は
た
す
べ
き
役

割
は
大
き
い
と
の
認
識
に
立
ち
、
今
後
、
自
助
努
力
で
出
来
る
こ
と
は
、
し
っ
か

り
と
や
り
な
が
ら
、
国
に
対
し
全
面
支
援
を
求
め
る
他
、
再
生
の
道
筋
を
見
出
す

た
め
、
組
合
員
は
勿
論
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
復
興
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
参

り
ま
し
た
。

主
な
事
業
活
動
の
成
果

　
販
売
事
業　
養
殖
わ
か
め
は
、
大
津
波
で
施
設
が
全
壊
し
た
こ
と
で
水
揚
げ
が

な
く
、
数
量
が
計
画
比
49・３
％
、
金
額
比
で
48・５
％
の
実
績
、
養
殖
こ
ん
ぶ
は

期
間
中
海
水
温
が
低
く
推
移
し
生
産
量
は
増
産
と
な
り
、
８
千
９
４
７
㌧
で
過
去

最
高
と
な
り
、
金
額
も
計
画
比
１
１
４・２
％
と
な
っ
た
。
採
貝
藻
漁
業
の
あ
わ
び

は
、
数
量
が
計
画
比
71・
１
％
と
な
っ
た
が
、
価
格
が
高
騰
し
金
額
で
は
計
画
比

１
０
６
・９
％
の
実
績
と
な
り
、
焼
き
う
に
は
、
数
量
が
計
画
比
94・５
％
、
金
額

で
計
画
比
98・３
％
の
実
績
と
な
っ
た
。

　
天
然
わ
か
め
は
、
病
気
が
発
生
し
収
穫
が
短
期
間
で
終
了
し
、
数
量
、
金
額
と

も
計
画
を
大
き
く
下
回
っ
た
。天
然
こ
ん
ぶ
は
、繁
茂
状
況
が
良
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

数
量
、
金
額
共
に
大
き
く
上
回
っ
た
。

　
事
業
全
体
で
は
、
総
取
扱
高
が
計
画
比
88・
５
％
と
な
り
19
億
4
千
6
８
3
万

重茂地域 各地域における東日本大震災
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■
■�

⑤
流
失
し
た
船
舶
、
漁
具
、
ゴ
ミ
等
（
陸
・
海
・
増
殖
河
川
）
の
処
理
、
海

■
底
調
査・清
掃
等
公
的
費
用
負
担
に
よ
る
処
理
（
漁
港
区
域
内
外
対
象
に
）。

　
　
⑥
金
融
、
保
証
制
度
へ
の
緊
急
支
援
。

■
■�

⑦
漁
協
事
務
所
（
電
算
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
サ
ー
バ
ー
の
復
旧
費
等
を
含
む
）

■
及
び
給
油
等
関
連
施
設
復
旧
へ
の
全
面
支
援
。

■
■
⑧�

漁
業
者
の
住
宅
・
倉
庫
等
建
設
費
用
の
全
面
支
援
及
び
生
活
、
雇
用
対
策

等
８
項
目
に
つ
い
て
求
め
て
お
り
ま
す
。

　
震
災
直
後
の
年
度
、
大
災
害
を
受
け
て
漁
協
の
資
産
の
公
表
は
、
全
体
と
し
て

マ
イ
ナ
ス
で
は
な
く
、
や
や
回
復
の
基
調
に
あ
り
、
黒
字
決
算
で
終
了
で
き
た
こ

と
は
、
手
応
え
も
感
じ
た
で
あ
ろ
う
し
、
予
期
し
た
不
安
の
解
消
に
な
っ
た
こ
と

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
支
え
た
の
は
、
水
上
げ
量
の
回
復
が
や
や
見
ら

れ
な
が
ら
、
品
薄
を
見
越
し
た
売
上
金
の
高
騰
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
震
災
被
害
状
況

①
震
災
被
害
状
況
（
２
０
１
２
年
４
月
１
日
現
在　
重
茂
の
人
口
１
千
６
０
３
人
）

害
が
な
か
っ
た
。
22
年
６
月
13
日
の
重
茂
地
区
の
守
り
神
で
あ
り
、
地
域
の
漁
業

神
で
あ
る
黒
崎
神
社
の
祭
礼
も
例
年
通
り
執
行
さ
れ
た
。

　
８
月
１
日
第
５
回　
漁
協
製
造
の
物
産
を
提
供
す
る
物
産
展
が
開
催
さ
れ
て
か

ら
５
回
目
と
な
る
「
重
茂
味
ま
つ
り
」
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
加
え
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。
年
が
替
わ
り
、
平
成
23
年
３
月
３
日
姉
吉
地
区
の
平
和
観
音
の
台
座
を
修

理
し
、
全
て
が
万
事
喜
び
に
溢
れ
る
年
度
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
矢
先
の
３
月

11
日
、「
東
日
本
大
震
災
」
の
発
生
に
よ
る
津
波
被
害
甚
大
、
死
者
・
行
方
不
明

者
50
名
、
全
壊
家
屋
88
棟
、
流
失
漁
船
７
６
０
隻

　
今
迄
の
世
界
観
が
ひ
っ
く
り
返
る
様
な
事
態
と
な
る
。

　
　
３
月
14
日　
　
災
害
対
策
本
部
を
設
置
、
支
部
を
４
地
区
に
設
置　
　
　

��

災
害
復
旧
の
事
業
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
⑵　
平
成
23
年
度
事
業
計
画

天
恵
戒
驕 �　

　
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
先
の
「
積
小
為
大
」
と
共
に
漁
協
刊
行
物
に
標
記
さ
れ

る
標
語
で
、
前
出
と
同
じ
初
代
組
合
長　
西
館
善
平
氏
の
提
唱
し
た
も
の
で
、
当

時
漁
協
の
悲
願
だ
っ
た
根
滝
建
網
漁
場
の
直
営
の
た
め
根
滝
漁
舎
新
築
記
念
品
に

記
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
よ
う
に
解
説
が
付
い
て
い
る
。　

「
天
の
恵
み
に
感
謝
し
、
驕
る
こ
と
を
戒
め
不
慮
に
備
え
よ
」

　　
岩
手
県
漁
連
を
中
心
と
し
た
漁
業
団
体
は
、
今
般
の
大
災
害
か
ら
の
再
生
は
ゼ

ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
は
な
く
、
マ
イ
ナ
ス
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
位
置
づ
け
、
自

助
努
力
で
は
到
底
復
興
で
き
な
い
状
況
か
ら
、
１
日
も
早
く
本
県
水
産
業
の
円
滑

な
復
興
が
図
ら
れ
る
よ
う
国
に
対
し
強
く
要
望
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
要
望
の
内
容
は
、
以
下
の
通
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
■
①
復
興
院
（
省
）
の
設
置
等
我
が
国
の
総
力
を
挙
げ
た
復
興
へ
の
取
組
み
。

■
■
②
漁
船
・
漁
具
（
定
置
網
含
む
）
取
得
、
造
船
所
の
復
旧
へ
の
全
面
支
援
。

■
■
③�

生
産
（
養
殖
施
設
、
サ
ケ
増
殖
施
設
、
種
苗
生
産
施
設
等
）、
魚
市
場
・
流

通
加
工
・
冷
蔵
施
設
等
の
復
興
に
向
け
た
全
面
支
援
。

　
　
④
漁
港
施
設
の
復
興
。

写真２　表紙は2011年５月21日、漁船共同利用による
　震災後初の天然わかめ漁68隻の共同作業
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面
で
、
重
茂
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
非
常
に
大
き
い
と
の
認
識
に
立
ち
、
今

後
自
助
努
力
で
出
来
る
こ
と
は
、
し
っ
か
り
と
や
り
な
が
ら
、
国
に
対
し
て

全
面
支
援
を
求
め
る
他
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
再
生
の
道
筋
を
見
出
す
た

め
、こ
の
間
、組
合
員
は
勿
論
の
こ
と
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
復
興
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　
　

�　
そ
し
て
22
年
度
決
算
に
お
い
て
は
、
５
億
８
千
万
円
の
当
期
損
失
金
の
計

上
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。　

　
組
合
員
と
職
員
の
復
活
に
向
け
た
熱
意
と
、
そ
の
情
報
と
司
令
を
総
括
で
き
る

高
台
に
無
傷
で
残
っ
た
組
合
事
務
所
。
そ
の
い
ず
れ
が
欠
け
て
も
重
茂
漁
協
の
奇

跡
の
復
興
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

３　
平
成
24
年
度
重
茂
漁
業
協
同
組
合
通
常
総
会

　
⑴　
平
成
23
年
度
事
業
報
告

第
１　
事
業
報
告

Ⅰ　
組
合
の
事
業
活
動
の
概
況

　
１　
一
般
的
概
況

　
３
月
11
日
の
「
東
日
本
大
震
災
・
福
島
第
一
原
発
」
に
よ
っ
て
、
東
北
太
平
洋

沿
岸
の
漁
業
は
、
未
曽
有
の
被
害
を
被
り
ま
し
た
。

　
当
漁
協
管
内
に
に
お
き
ま
し
て
も
、
50
名
も
の
尊
い
人
命
を
失
う
他
、
被
災
家

屋
90
世
帯
、
漁
船
は
総
数
８
１
４
隻
の
内
16
隻
を
残
し
て
７
９
８
隻
が
被
災
、
貯

蔵
施
設
、
作
業
施
設
、
定
置
網
施
設
も
ほ
ぼ
全
壊
、
わ
か
め
・
こ
ん
ぶ
等
の
養
殖

施
設
は
全
て
流
失
し
、
残
さ
れ
た
も
の
は
、
た
だ
破
壊
さ
れ
た
港
と
瓦
礫
だ
け
で

あ
り
、
ゼ
ロ
ど
こ
ろ
か
マ
イ
ナ
ス
か
ら
の
出
発
で
あ
り
ま
し
た
。

　
当
漁
協
で
は
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
逸
早
く
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、
当

面
の
復
興
計
画
を
示
し
５
月
に
は
、
天
然
わ
か
め
漁
を
皮
切
り
に
漁
業
再
開
に
漕

ぎ
着
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
国
や
自
治
体
の
支
援
政
策
が
決
ま
ら
な
い
中
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
が
、
各
方
面

か
ら
集
め
た
漁
船
50
隻
の
共
同
利
用
方
式
は
、
多
く
の
組
合
員
が
無
収
入
に
な
る

危
機
的
状
況
を
乗
り
切
る
為
の
施
策
で
あ
り
ま
し
た
が
、
相
互
扶
助
の
基
に
、
協

　
　
人
的
被
害　
死
者
・
行
方
不
明
者
50
人
（
内
組
合
員
17
人
）

�

負
傷
者�

15
人

��

合
計�

65
人

　
　
住
家
被
害　
全
壊�

88
棟

�

半
壊�

１
棟

　
　
　

�

床
上
浸
水�

２
棟

　
　
倉
庫　
　
　
全
壊　
　
　
　
３
５
５
棟

�
半
壊�

６
棟

�
床
上
浸
水�

10
棟

②
水
産
被
害
状
況

水
産
施
設　

　
あ
わ
び
セ
ン
タ
ー
・
加
工
場
・
孵
化
場
他
約
50
施
設　

�

42
億
円

　
漁
港
施
設�

県
管
理
２
港　
市
管
理
８
港�

全
壊

　
漁
船�

署
属
船　
８
１
４
隻�

７
９
８
隻

　
養
殖
施
設�

１
千
３
１
０
台
（
41
万
㍍
）�

全
壊

　
水
産
物
等�

わ
か
め
・
こ
ん
ぶ
・
う
に
・
あ
わ
び
等�

約
20
億
円

　
漁
業
用
資
材�

漁
具
・
漁
網
・
漁
撈
設
備
等　

�

約
10
億
円

��（
以
上
は
重
茂
漁
協
総
会
資
料
か
ら
）

　
　
こ
の
よ
う
に
壊
滅
状
態
に
あ
っ
た
の
だ
。

　
「
東
日
本
大
震
災
」
は
組
合
決
算
で
は
22
年
度
末
の
決
算
を
し
て
６
月
の
組
合
総

会
で
報
告
す
べ
き
決
算
の
ま
と
め
に
入
る
時
期
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
わ
ず
か
20
日
足
ら
ず
の
間
に
、
総
体
の
決
算
や
事
業
計
画
の
再
検
討・

事
業
計
画
の
見
直
し
な
ど
、
23
年
度
の
総
会
資
料
を
作
成
し
、
23
年
６
月
29
日

「
23
年
度
通
常
総
会
」
を
開
催
し
て
い
る
。

そ
の
総
会
資
料　
「
業
務
報
告
書
」
事
業
概
況　

　
　
　
（
表
紙
は
音
部
漁
港
に
寄
せ
る
津
波
の
様
子
）

１　
組
合
の
事
業
活
動
の
概
況
に
関
す
る
事
項

　
１　
一
般
的
概
況
の
中　
冒
頭
で

■
■�　
我
々
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
国
民
に
対
す
る
水
産
物
の
安
定
供
給
と
い
う

重茂地域 各地域における東日本大震災
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し
た
が
、
事
業
利
益
を
計
上
し
た
他
、
懸
案
で
あ
っ
た
繰
延
税
金
資
産
を
処
理
す

る
と
共
に
繰
越
損
失
金
に
つ
い
て
も
一
部
解
消
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を

報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
主
な
事
業
活
動
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。

①
共
済
事
業　

�

■�　
「
一
時
養
老
共
済
」
等
に
つ
い
て
は
計
画
比
で
１
１
４・３
％
、
外
共
済
制
度

に
つ
い
て
も
計
画
比
を
越
え
る
％
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

②
購
買
事
業

■�　
一
般
資
材
、
生
活
資
材
類
の
取
扱
高
は
計
画
を
大
き
く
上
回
り
、
総
体
で
計

画
高
に
対
し
１
２
８・６
％
と
な
り
ま
し
た
。

③
販
売
事
業

■�　
養
殖
漁
業
は
、
東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
で
養
殖
施
設
が
全
壊
流
失
し
た
こ

と
で
、
養
殖
わ
か
め
は
数
量
で
計
画
比
57・５
％
、
金
額
比
で
は
84・
３
％
の
実

績
と
な
り
ま
し
た
。

■�　
採
介
藻
漁
業
で
は
、
あ
わ
び
に
つ
い
て
は
個
数
制
限
を
掛
け
て
５
回
の
口
開

け
を
行
い
ま
し
た
が
、
数
量
で
計
画
比
１
０
４・９
％
、
金
額
で
は
、
計
画
比

１
６
９・２
％
の
実
績
、
う
に
漁
に
つ
い
て
は
、
１
回
の
開
口
で
終
了
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
天
然
わ
か
め
は
、
数
量
で
82・
８
％
、
金
額
で
は
計
画
比
80・
３
％

の
実
績
、
天
然
こ
ん
ぶ
は
、
凪
日
和
に
恵
ま
れ
ず
繁
茂
状
況
も
悪
か
っ
た
こ
と

で
数
量
で
計
画
比
36・２
％
、
金
額
で
45・７
％
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

■�　
事
業
全
体
で
は
総
取
扱
高
計
画
比
１
１
４・３
％
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

④
定
置
加
工
販
売
事
業
（
海
藻
）

　
　
　
計
画
比
86・１
％

⑤
定
置
加
工
販
売
事
業
（
魚
類
）

■�　
魚
類
加
工
施
設
自
体
は
大
震
災
に
よ
る
加
工
原
料
被
害
は
無
か
っ
た
も
の
の
、

養
殖
施
設
が
全
壊
流
失
し
た
こ
と
で
、
生
め
か
ぶ
と
塩
蔵
こ
ん
ぶ
が
仕
入
れ
出

来
な
く
な
っ
た
事
か
ら
、
計
画
比
で
52・７
％
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

⑦
定
置
加
工
販
売
事
業
（
定
置
）

■�　
夏
網
の
操
業
に
つ
い
て
は
、
２
か
月
遅
れ
た
も
の
の
、
思
い
掛
け
な
い
銀
鮭

や
サ
バ
の
大
漁
で
、
夏
漁
と
し
て
は
近
年
に
無
い
好
成
績
と
な
り
ま
し
た
が
、

同
の
力
を
結
集
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、
今
後
の
漁
協
運
営
に
と
っ
て
大
き
な
成
果

を
残
し
た
も
の
と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

又
、
漁
協
の
財
政
基
盤
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
参
り
ま
し
た
定
置
漁

業
の
再
開
は
、
黒
字
決
算
に
大
き
く
貢
献
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
当
漁

協
の
基
幹
産
業
で
あ
る
、
わ
か
め
、
こ
ん
ぶ
の
養
殖
も
23
年
度
に
計
画
さ
れ
た

20
万
３
千
８
０
０
㍍
の
施
設
整
備
が
完
了
し
、
春
い
ち
ば
ん
わ
か
め
、
そ
し
て
、

３
月
か
ら
は
本
格
的
な
加
工
体
制
も
整
っ
た
他
、
販
売
面
に
お
い
て
も
、
品
薄
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
価
格
が
高
騰
し
て
お
り
、
収
入
面
で
は
、
大
き
な
成
果
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
大
震
災
で
は
、
県
下
24
漁
協
の
う
ち
多
く
が
債
務
超
過
に
陥
る
中
、
当

漁
協
は
県
下
で
も
最
も
多
い
特
別
損
失
７
億
９
千
万
円
を
計
上
い
た
し
て
お
り
ま

す
が
、
そ
の
全
額
を
処
分
し
た
と
し
て
も
10
億
円
を
上
回
る
純
資
産
額
が
残
り
ま

す
。
未
曾
有
の
大
震
災
を
被
っ
て
も
、
揺
る
ぎ
な
い
財
政
基
盤
を
築
き
上
げ
て
き

た
先
人
、
そ
し
て
皆
さ
ん
の
努
力
が
実
っ
た
成
果
で
あ
り
、
改
め
て
敬
意
を
表
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
又
、
23
年
度
の
決
算
に
つ
き
ま
し
て
も
、
厳
し
い
漁
業
情
勢
の
中
で
は
あ
り
ま

写真３　表紙は新造なった第二与奈丸の回航式
　　　　平成24年度の総会資料
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１　
総
会
及
び
総
代
会

　
⑴　
総
会

　
協
議
会　
平
成
23
年
４
月
９
日　

　
　
　
　
開
催
日
現
在
の
出
席
正
組
合
員
数�

５
２
４
名

　
　
　
　
出
席
正
組
合
員　
　
　
　
　
　
　

�

３
８
６
名

　
　
　
　
重
要
な
議
事
及
び
議
決
事
項　
　
　
東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
方
針

　
通
常
総
会　
平
成
23
年
６
月
29
日

　
　
　
　
開
催
日
現
在
の
正
組
合
員
数�

５
２
２
名

　
　
　
　
出
席
正
組
合
員
数�

２
４
０
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
面　

�

２
０
２
名

�

合
計�

４
４
２
名

　
　
　
　
出
席
准
組
合
員
数�

５
名

　
と
、
被
災
現
場
か
ら
の
復
興
の
狼の

ろ
し煙

の
よ
う
に
、
周
辺
の
人
々
に
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
結
果
は
組
合
員
・
組
合
職
員
の
苦
労
の
上
に
あ
っ

た
の
だ
。

　
⑵　
震
災
後
の
１
年

　
「
東
日
本
大
震
災
」
直
後
の
組
合
の
業
務
日
誌
と
い
う
べ
き
22
年
度
業
務
報
告

（
総
会
資
料
）
の
「
事
業
経
過
報
告
」
か
ら
震
災
直
後
の
状
況
か
ら
、
翌
23
年
度
業

務
報
告
「
事
業
経
過
報
告
」
と
連
続
し
て
概
略
的
に
見
て
み
た
い
。

　
　
平
成
22
年
度

平
成
23
年�

３
月
３
日
■�

姉
吉
浜　
平
和
観
音
追
悼
慰
霊
祭
実
行
委
員
会
観
音
像
台

座
修
理
（
津
波
に
よ
り
全
て
流
失
）

　
　
　
　
３
月
11
日
■ 

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
被
害
甚
大　
死
者
・
行
方
不

明
者
50
名
、
全
壊
家
屋
88
棟
、
流
失
漁
船
７
６
０
隻

　
　
　
　
３
月
14
日　
災
害
対
策
本
部
を
設
置
、
地
区
内
４
地
区
に
支
部
を
設
置

　
　
　
　
３
月
21
日
■�

田
老
総
合
事
務
所
へ
重
茂
漁
協
か
ら
米
20
㌔
１
０
０
袋
の

提
供
あ
り
（
田
老
総
合
事
務
所
鳥
居
課
長
の
記
録
よ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
配
布
先
は　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア　
40
袋　

主
要
魚
種
で
あ
る
秋
鮭
の
水
揚
げ
に
つ
い
て
は
、
昨
年
に
引
続
き
大
不
漁
と
な

り
ま
し
た
。
た
だ
辛
う
じ
て
浜
値
が
高
値
で
推
移
し
た
こ
と
か
ら
、
総
水
揚
計

画
比
で
１
０
６・８
％
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

⑧
さ
け
の
特
別
採
捕
事
業

■�　
親
サ
ケ
捕
獲
尾
数
は
５
千
４
４
１
尾
で
あ
り
、
98
万
６
千
粒
の
採
卵
を
行
い

ま
し
た
。

■�　
又
、
稚
魚
75
万
尾
を
飼
育
中
の
他
、
海
中
飼
育
２
０
０
万
尾
（
津
軽
石
ふ
化

場
よ
り
、
稚
魚
移
入
）
は
、
４
月
中
の
放
流
予
定
で
す
。

⑨
鮑
、
う
に
畜
養
事
業

■�　
宮
古
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
専
属
漁
場
内
あ
わ
び
・
う
に
等
生
息　

状
況
調
査
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　
⑴　
あ
わ
び

■�　
９
月
調
査
時
よ
り
１
月
漁
期
後
の
調
査
時
採
集
個
体
数
が
多
く
み
ら
れ
、
漁

獲
対
象
貝
の
生
息
漁
も
増
加
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
１
～
２
齢
貝
の
出
現
数
が

少
な
い
事
か
ら
、
２
、３
年
後
の
漁
獲
量
の
減
少
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。　

　
⑵　
う
に

■�　
９
月
調
査
時
よ
り
１
月
調
査
時
が
漁
獲
対
象
個
数
の
減
少
が
見
ら
れ
、
１
月

調
査
時
の
漁
獲
対
象
個
数
は
増
加
し
て
い
る
事
か
ら
、
次
年
度
、
う
に
漁
獲
量

に
つ
い
て
は
、
各
漁
場
に
よ
っ
て
バ
ラ
ツ
キ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑩
鮑
種
苗
生
産
事
業

■�　
あ
わ
び
種
苗
生
産
施
設
は
、
補
助
事
業
を
導
入
し
て
平
成
24
年
度
、
25
年
度

の
２
か
年
で
整
備
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
４　
そ
の
他
組
合
の
事
業
活
動
の
概
況
に
関
す
る
重
要
な
事
項

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
組
合
員
３
３
９
名
を
対
象
に
宮
古
市
共
同
漁
業
再

生
強
化
委
託
業
務
と
し
て
５
月
25
日
か
ら
９
月
24
日
ま
で
４
か
月
間
事
業
活
動
し

ま
し
た
。

　
（
被
災
漁
民
の
雇
用
対
策
と
し
て
、
国
・
県
・
宮
古
市
の
助
成
に
よ
り
、
約
１
年

間
程
瓦
礫
撤
去
・
施
設
整
備
と
し
て
業
務
に
従
事
し
た
。）

Ⅱ　
組
合
の
運
営
組
織
の
状
況
に
関
す
る
事
項

重茂地域 各地域における東日本大震災
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３
月
11
日　
宮
古
市
「
東
日
本
大
震
災
」
１
周
年
追
悼
式

　
と
し
、
仕
事
の
内
容
と
復
旧
事
業
の
順
調
な
推
進
が
見
ら
れ
る
。
災
害
復
旧
の

事
業
と
平
行
し
な
が
ら
、
漁
協
の
通
常
業
務
の
進
捗
と
、
祭
り
等
を
通
し
、
日
常

へ
の
転
換
を
図
る
目
配
り
も
感
じ
ら
れ
る
。　

　
⑶　
漁
業
協
同
組
合
の
災
害
に
対
し
て
の
初
動
体
制
（
伊
藤
組
合
長
）

　
地
震
の
時
は
組
合
事
務
所
で
仕
事
を
し
て
い
た
。
家
の
こ
と
も
心
配
に
な
り
、

車
で
海
の
様
子
を
見
る
途
中
家
に
よ
っ
て
家
族
の
安
否
を
確
認
し
、
海
の
見
え
る

所
に
行
っ
て
み
た
。
そ
の
時
津
波
が
見
え
て
い
た
。
直
ぐ
組
合
事
務
所
に
帰
り
各

施
設
の
情
報
を
収
集
し
た
。
幸
い
高
台
に
あ
る
漁
協
事
務
所
は
無
傷
だ
っ
た
し
、

職
員
全
員
の
無
事
を
確
認
し
た
。
職
員
は
各
集
落
か
ら
来
て
い
る
の
で
、
電
話
が

通
じ
な
く
て
も
職
員
の
情
報
で
大
変
な
事
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
た
。

そ
の
時
、
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
漁
業
再
開
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
何
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
直
ぐ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
人
命
救
助
と
被
災
者

の
救
済
だ
っ
た
。

　
３
月
14
日
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
重
茂
地
区
を
４
つ
に
分
割
し
総
代
会

を
組
織
し
て
お
り
、
総
代
議
長
を
中
心
に
地
域
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
る
よ
う
に

し
て
い
る
が
、
そ
の
４
集
落
に
災
害
対
策
本
部
の
支
部
を
置
い
て
、
現
場
の
意
見

と
対
処
の
方
法
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。
意
見
を
聞
く
こ
と
も
大
事
な
の
で
、

そ
れ
に
従
っ
て
４
集
落
で
具
体
的
対
応
を
地
域
の
中
で
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま

ず
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
漁
業
を
す
る
こ
と
で
、
そ
の
た
め
に
緊
急
の
課

題
は
、
漁
船
の
取
り
ま
と
め
だ
っ
た
。
瓦
礫
の
処
理
や
行
方
不
明
者
の
捜
索
作
業

を
し
な
が
ら
、
使
え
そ
う
な
漁
船
や
漁
具
を
捜
し
修
理
で
き
る
物
を
確
保
し
た
。

修
理
は
自
分
た
ち
で
で
き
る
し
、
材
料
は
市
内
の
資
材
屋
で
売
っ
て
い
る
、
そ
の

費
用
は
組
合
か
ら
支
出
す
る
こ
と
に
し
、
取
り
敢
え
ず
漁
船
は
い
く
ら
で
も
必
要

な
も
の
だ
か
ら
、
真
剣
だ
っ
た
。

　
今
後
ど
う
す
る
か
、
ど
う
す
れ
ば
海
に
出
る
こ
と
が
で
き
、
漁
海
藻
を
収
穫
で

き
る
か
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
若
い
人
達
が
ド
ン
ド
ン
漁
業
か
ら
離
れ
、
重
茂
か
ら

出
て
行
っ
て
し
ま
い
、
重
茂
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
対
応
が
問
題
だ
っ
た
。

取
り
敢
え
ず
手
を
付
け
進
め
な
け
れ
ば
何
も
始
ま
ら
な
い
。
私
も
漁
師
だ
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
荘　
　
30
袋　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樫
内　
　
　
　
　
10
袋　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
摂
待　
　
　
　
　
10
袋　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
野　
　
　
　
　
10
袋

　
　
　
　
　
　
　
　
■�　
田
老
地
区
は
瓦
礫
の
処
理
や
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
な

ど
、
自
衛
隊
・
警
察
・
消
防
団
員
等
の
活
動
が
続
き
、
避

難
者
に
供
す
る
米
の
不
足
が
あ
っ
た
。
重
茂
地
区
は
各
戸

で
米
の
備
蓄
や
救
援
物
資
が
あ
り
、
食
料
に
は
困
ら
な

か
っ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
３
月
22
日
■�

震
災
と
同
寺
に
設
置
さ
れ
た
災
害
対
策
本
部
と
４
地
区
支

部
の
解
散

　
　
平
成
23
年
度

平
成
23
年
４
月
９
日
■ 

組
合
員
全
員
協
議
会

　
　
　
　
５
月
16
日　
根
滝
漁
場
取
付

　
　
　
　
６
月
12
日
■�

黒
崎
神
社
参
拝（
例
年
こ
の
日
は「
黒
崎
神
社
」祭
典
日
で
、

漁
協
主
催
と
な
る
が
、
参
拝
で
終
わ
っ
た
）　　

　
　
　
　
６
月
23
日　
根
滝
漁
場
初
起
し

　
　
　
　
６
月
29
日　
平
成
23
年
度
通
常
総
会

　
　
　
　
７
月
18
日　
重
茂
「
東
日
本
大
震
災
」
合
同
葬
儀
・
慰
霊
祭

　
　
　
　
８
月
22
日　
重
茂
地
域
の
高
台
移
転
に
関
す
る
事
前
説
明
会

　
　
　
　
８
月
23
日　
与
奈
漁
場
初
起
し

　
　
　
　
９
月
９
日　
平
磯
漁
場
初
起
し

　
　
　
　
９
月
19
日　
舘
ヶ
崎
漁
場
初
起
し

平
成
24
年
１
月
５
日　
重
茂
漁
協
新
年
交
賀
会

　
　
　
　
２
月
１
日　
漁
協
青
年
部
通
常
総
会

　
　
　
　
２
月
５
日　
漁
協
女
性
部
通
常
総
会

　
　
　
　
２
月
８
日
■�

魚
霊
祭
（
元
は
川
代
に
根
滝
漁
場
の
番
屋
が
あ
り
、
そ
こ

に
鮭
慰
霊
碑
が
あ
っ
た
も
の
で
、
定
置
網
役
員
で
行
っ
て

い
る
）、
切
場
勘
定

　
　
　
　
２
月
14
日　
志
和
古
稲
荷
神
社
定
置
漁
業
大
漁
祈
願
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で
も
、
漁
協
職
員
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
組
合
員
で
あ
る
漁

民
と
同
じ
目
線
で
仕
事
を
す
る
た
め
に
、
組
合
員
よ
り
早
く
出
勤
し
、
組
合
員
よ

り
遅
く
帰
れ
、
と
言
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
組
合
員
で
あ
る
漁
民
を
理
解
す
る
こ
と

だ
し
、
何
を
考
え
、
何
が
必
要
か
を
知
る
最
短
の
情
報
源
だ
。
あ
る
意
味
で
は
厳

し
い
事
な
の
だ
が
、
何
の
た
め
、
誰
の
た
め
に
あ
る
機
関
な
の
か
を
考
え
れ
ば
職

業
人
と
し
て
の
最
低
限
の
哲
学
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
こ
う
し
た
、
漁
民
・
組
合
員
と
の
交
流
の
中
か
ら
、
震
災
後
の
人
口
流
失
を
防

ぐ
に
は
、
震
災
後
の
漁
民
・
組
合
員
に
は
何
が
必
要
な
の
か
、
彼
の
結
論
か
ら
生

活
費
の
確
保
、
漁
船
の
購
入
、
漁
船
の
共
同
使
用
の
発
想
が
生
ま
れ
た
。

　
こ
の
発
想
は
３
月
19
日
か
ら
20
日
頃
に
か
け
て
、
浜
で
瓦
礫
撤
去
や
清
掃
に
励

ん
で
い
る
組
合
員
の
方
々
と
話
し
、
そ
の
反
応
を
聞
き
な
が
ら
、
復
興
の
案
が
作

ら
れ
て
い
っ
た
の
だ
。
こ
の
提
案
は
全
員
協
議
会
の
前
の
理
事
会
で
も
賛
意
を
得
、

４
月
９
日
の
全
員
協
議
会
で
全
員
の
賛
意
を
得
決
定
さ
れ
た
。

　
本
当
は
、
ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ
に
し
て
も
、
技
術
の
優
れ
た
人
と
、
そ
う
で
な
い
人

の
差
が
常
に
出
る
。
そ
の
差
は
直
接
収
入
に
係
わ
る
こ
と
だ
か
ら
、
優
れ
た
人
に

と
っ
て
は
割
に
合
わ
な
い
こ
と
な
の
だ
ろ
う
が
、
全
員
了
解
し
て
く
れ
た
。
組
合

長
は
「
こ
れ
こ
そ
が
、
重
茂
の
人
の
結
束
だ
し
、
幾
多
の
災
害
を
乗
り
切
っ
た
漁

師
の
力
だ
。
先
祖
も
こ
れ
以
上
の
難
題
を
乗
り
越
え
て
き
た
の
だ
か
ら
、
お
れ
た

ち
に
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
。
こ
の
言
葉
が
現
実
味
を
帯
び
て
聞
こ
え

る
程
、
14
か
所
あ
る
重
茂
地
区
内
の
漁
港
、
養
殖
施
設
は
見
る
も
無
残
な
海
岸
の

瓦
礫
と
し
て
積
み
上
が
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
難
問
山
積
の
「
船
出
」
だ
っ
た
。

　
５
月
の
天
然
若
布
の
収
穫
時
ま
で
に
、
60
隻
の
漁
船
が
手
に
入
っ
た
。
希
望
者

を
募
り
そ
の
人
数
で
案
分
し
各
港
に
配
分
し
た
。１
隻
当
た
り
３
～
４
世
帯
に
な
っ

た
。
幸
い
好
漁
で
、
入
札
値
段
も
よ
く
、
そ
の
売
上
げ
は
全
員
公
平
に
配
分
し
た
。

不
満
は
出
な
か
っ
た
。船
が
な
い
こ
と
、こ
れ
か
ら
海
で
仕
事
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
、

と
い
う
不
安
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
こ
れ
で
漁
業
の
先
行
き
に
光
が
見
え
た
の
は

事
実
だ
っ
た
。

　
震
災
後
の
情
報
が
集
ま
る
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
被
害
が
予
想
以
上
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
災
害
の
発
生
が
年
度
末
で
あ
っ
た
た
め
か
、
国
の
復
旧
計
画
が

出
て
来
な
い
。
復
旧
対
策
の
予
算
は
新
年
度
か
ら
だ
と
い
う
話
も
あ
り
、
当
時
の

浜
の
現
場
で
皆
に
会
う
こ
と
が
多
く
、
そ
の
た
び
に
色
々
と
話
し
た
。
話
し
な
が

ら
出
漁
す
る
こ
と
が
漁
師
に
と
っ
て
最
高
の
薬
だ
と
感
じ
た
。

　
津
波
に
よ
っ
て
漁
船
が
殆
ど
失
わ
れ
た
と
い
う
情
報
を
聞
い
た
時
か
ら
の
考
え

で
、漁
船
が
欲
し
い
。
そ
の
こ
と
が
頭
に
あ
り
、４
地
区
の
総
代
会
に
漁
船
を
捜
せ
、

中
古
で
も
い
い
、
修
理
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
も
い
い
、
至
急
捜
せ
と
尻
を
叩
い

て
日
本
海
方
面
を
捜
さ
せ
た
。
修
理
で
き
る
物
は
自
分
た
ち
で
修
理
し
た
。
こ
の

こ
と
が
復
興
の
大
き
な
力
に
な
っ
た
。
組
合
で
は
造
船
所
に
新
造
船
を
発
注
し
、

必
要
な
資
材
も
発
注
し
た
。（
組
合
長
は
自
分
た
ち
で
新
造
船
を
作
ろ
う
と
し
た
の

か
、
造
船
の
材
料
と
な
る
樹
脂
の
大
量
発
注
も
し
た
。
果
た
し
て
自
力
で
新
造
船

製
作
が
で
き
る
か
ど
う
か
判
ら
な
い
が
、
熱
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
判
っ
た
（
組

合
参
事
談
））。

　
造
船
所
で
は
各
被
災
地
か
ら
の
注
文
に
応
じ
き
れ
ず
、
窓
口
を
一
つ
に
し
て
欲

し
い
と
い
う
要
望
で
、
岩
手
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
が
ま
と
め
の
窓
口
に
な
っ

た
。
漁
業
資
材
も
同
じ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
漁
船
が
集
ま
り
だ
し
、
５
月

の
天
然
若
布
の
収
穫
に
間
に
合
っ
た
。

　
被
災
者
は
集
会
所
や
親
戚
の
家
に
収
容
さ
れ
て
い
た
が
、
集
会
所
の
避
難
者
は

地
域
の
人
が
お
世
話
し
た
。
被
災
者
と
い
え
ば
、
重
茂
地
区
の
全
員
が
被
災
者
み

た
い
な
も
の
で
、
全
員
で
こ
の
大
変
な
時
を
乗
り
切
ら
な
け
れ
ば
、
組
合
の
本
来

の
姿
に
戻
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
組
合
員
全
員
の
力
が
な
け
れ
ば
こ
の
難
局
を
乗

り
切
れ
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
全
組
合
員
の
力
が
必
要
だ
。
だ
か
ら
、
被
災
者
・

支
援
者
と
い
う
枠
を
は
ず
そ
う
、
と
い
う
こ
と
で
、
４
月
９
日
の
全
員
協
議
会
の

前
の
３
月
22
日
に
「
災
害
対
策
本
部
」
を
解
散
し
た
。
解
散
後
は
組
合
で
対
応
で

き
る
し
、
被
災
し
た
人
達
が
自
分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
立
ち
上
が
る
方
法

を
と
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
の
支
援
は
組
合
で
全
面
的
に
援
助
す
る
と
い
う
こ

と
に
し
た
。
と
に
か
く
皆
で
一
緒
に
な
っ
て
や
ろ
う
、
と
い
う
事
で
あ
っ
て
、
切

り
捨
て
る
こ
と
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
こ
の
発
想
は
組
合
の
基
本
理
念
で
あ
る
、

自
助
（
自
分
で
ま
ず
頑
張
る
）、
共
助
（
困
っ
た
人
が
居
た
ら
皆
で
支
援
す
る
）、

公
助
（
自
分
で
も
出
来
な
い
、
皆
の
力
で
も
足
り
な
い
、
そ
の
時
は
組
合
・
市
・

県
・
国
の
援
助
を
要
望
す
る
）
と
い
う
理
念
に
則

の
っ
と

っ
て
い
る
。

　
重
茂
漁
協
の
職
員
は
、
皆
が
漁
業
権
を
持
つ
組
合
員
で
あ
る
。
組
合
長
は
い
つ
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し
い
も
の
で
、
こ
れ
も
全
員
協
議
会
で
決
定
さ
れ
た
事
項
だ
っ
た
。
共
同
で
生
産

に
携
わ
る
以
上
、
そ
れ
に
伴
う
リ
ス
ク
が
な
か
っ
た
ら
、
共
同
の
意
味
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
だ
。

　
瓦
礫
の
撤
去
分
別
・
浜
の
清
掃
と
働
き
な
が
ら
、
浜
近
く
に
あ
り
被
災
し
た
旧

墓
所
の
墓
石
の
整
理
、
被
災
し
て
影
も
形
も
見
え
な
く
な
っ
た
漁
業
神
の
祠
の
建

て
替
え
な
ど
、
復
興
・
復
旧
と
は
ほ
ど
遠
い
よ
う
な
作
業
も
行
わ
れ
た
。
漁
業
者

に
と
っ
て
浜
に
安
置
さ
れ
て
い
る
神
々
の
祠
は
、
神
様
が
居
る
、
お
祀
り
す
る
祠

が
あ
る
。
そ
れ
は
漁
業
と
深
く
関
わ
る
地
域
共
同
体
と
し
て
の
意
識
の
集
中
す
る

場
所
で
あ
り
、
復
興
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
墓
の
整
理
や

建
て
直
し
は
、
お
盆
に
御
詣
り
す
る
場
所
で
し
か
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
家
の

継
続
の
象
徴
で
も
あ
る
。
震
災
後
、
瓦
礫
に
埋
ま
っ
た
浜
周
辺
で
、
い
ち
早
く
再

建
さ
れ
た
の
は
漁
業
神
の
祠
と
古
い
墓
地
だ
っ
た
。

　
漁
協
で
は
各
集
落
へ
年
間
の
事
業
補
助
金
が
漁
協
か
ら
援
助
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
を
積
み
立
て
て
い
た
中
か
ら
、
今
回
の
「
東
日
本
大
震
災
」
の
津
波
記
念
碑
を

建
立
し
た
。「
地
震
が
あ
っ
た
ら
津
波
が
来
る
高
台
に
避
難
し
て
海
に
近
づ
く
な
」

の
標
語
が
中
心
だ
。

　
彼
等
に
と
っ
て
は
、
津
波
は
海
の
荒
れ
の
一
つ
で
、
海
の
災
害
の
全
て
で
は
な

い
。
台
風・高
波
、
そ
し
て
遭
難
な
ど
、
海
と
係
わ
る
災
害
は
何
で
も
あ
り
な
の
だ
。

単
に
地
域
に
限
定
さ
れ
た
災
害
だ
け
で
は
な
く
、「
東
日
本
大
震
災
」
で
被
災
し
た

福
島
県
の
原
子
力
発
電
所
で
は
、
放
射
能
の
漏
洩
が
あ
り
、
そ
の
風
評
被
害
は
海・

山
全
て
に
及
ん
だ
。
ま
た
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
昭
和
30
年
代
に
重
茂
沖
を
航
行

す
る
タ
ン
カ
ー
が
座
礁
し
オ
イ
ル
漏
れ
で
苦
労
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
海
と
は
水

産
資
源
に
よ
っ
て
地
域
を
潤
す
場
所
で
あ
る
と
同
時
に
、
仕
切
り
の
な
い
連
続
す

る
空
間
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
れ
を
汚
染
す
る
被
害
は
全
地
球
規
模
に
お
よ
ぶ
。

　
災
害
は
海
か
ら
来
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
山
火
事
の
災
害
も
あ
る
。

　
今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
時
、
奥
さ
ん
方
は
電
気
釜
に
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
と

い
う
。
ど
ん
な
災
害
で
あ
っ
て
も
、
飯
を
炊
く
こ
と
が
反
射
的
に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ

れ
て
い
る
の
だ
。

　
災
害
に
対
処
す
る
地
域
消
防
団
の
活
動
も
活
発
で
、
高
校
卒
業
す
る
と
、
消
防

団
に
入
る
。
あ
る
人
は
、
消
防
団
員
と
し
て
活
動
し
て
き
た
が
、
高
齢
の
た
め
引

与
党
幹
事
長
の
説
明
も
具
体
的
政
策
が
出
て
来
な
か
っ
た
。
そ
の
説
明
会
に
参
加

し
た
組
合
長
は
、
そ
の
会
場
か
ら
出
て
来
て
、
メ
デ
イ
ア
に
説
明
会
の
様
子
を
問

わ
れ「
だ
ん
く
ず
れ
に
く
ず
れ
た
。漁
師
を
や
め
ろ
と
い
う
ん
な
ら
そ
れ
で
も
い
い
。

そ
こ
が
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
」
と
い
っ
た
。
重
茂
地
域
で
よ
く
使
う
「
だ
ん
く
ず
れ

に
く
ず
れ
た
」
と
は
、「
話
に
も
な
に
も
な
ん
ね
え
こ
と
さ
」
と
言
っ
た
。
現
場
が

困
っ
て
い
て
、
今
す
ぐ
に
も
現
場
に
対
応
し
た
答
え
を
求
め
て
い
る
の
に
、
現
場

の
人
間
に
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
言
わ
せ
る
。
怒
り
に
ま
か
せ
た
言
葉
だ
っ
た
。
こ

れ
を
テ
レ
ビ
で
見
た
重
茂
の
組
合
員
は
、
普
段
穏
健
な
組
合
長
に
あ
そ
こ
ま
で
言

わ
せ
る
。
も
う
自
分
た
ち
で
し
な
け
れ
ば
、
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
、
と
い
う
。

そ
の
後
の
決
断
が
中
古
船
で
も
い
い
、
取
り
敢
え
ず
船
を
集
め
る
。
で
な
け
れ
ば

自
分
た
ち
で
造
る
、
と
い
う
切
実
な
気
持
ち
と
反
発
が
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
漁
船
の
原
材

料
と
な
る
樹
脂
の
発
注
に
ま
で
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
自
由
に
な
る
資
金
は
組

合
員
の
出
資
金
を
含
め
20
億
円
位
あ
る
、「
も
し
資
金
が
切
れ
た
ら
」
と
い
う
記
者

連
中
の
質
問
に
「
無
く
な
っ
た
ら
銀
行
か
ら
借
り
れ
ば
い
い
」
と
言
っ
た
。
政
府

の
対
応
に
対
す
る
怒
り
は
逆
に
組
合
員
を
結
束
さ
せ
、
お
と
な
し
い
組
合
長
を
あ

そ
こ
ま
で
怒
ら
せ
た
。
組
合
長
に
「
男
気
」
を
感
じ
た
と
、
漁
民
・
組
合
員
の
復

旧
に
対
す
る
気
持
ち
の
大
き
な
起
爆
剤
に
な
っ
た
。海
の
暦
で
は
、今
し
な
け
れ
ば
、

来
年
収
穫
の
目
途
が
立
た
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
養
殖
わ
か
め
・
こ
ん
ぶ
は
、

特
定
の
時
期
に
種
付
け
し
な
い
と
、
翌
年
の
収
穫
が
得
ら
れ
な
い
。
鮭
の
稚
魚
・

あ
わ
び
の
稚
貝
も
、
放
流
の
時
期
が
あ
り
、
数
年
後
の
収
穫
に
大
き
な
漁
・
不
漁

と
な
っ
て
か
え
っ
て
く
る
。
漁
業
は
働
く
人
た
ち
の
都
合
を
待
っ
て
は
く
れ
な
い
。

そ
う
し
た
、
漁
民
の
さ
し
せ
ま
っ
た
時
間
の
焦
り
が
あ
っ
た
の
だ
。

　
今
に
し
て
思
え
ば
、
重
茂
の
「
奇
跡
の
復
興
」
は
、
政
府
の
現
場
に
対
応
の
で

き
な
い
説
明
が
、
か
え
っ
て
そ
の
後
の
組
合
の
反
発
と
発
奮
に
な
っ
た
こ
と
は
疑

い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
震
災
か
ら
１
か
月
足
ら
ず
で
漁
船
60
隻
を
集
め
、
震
災
年
５
月
の
天
然
わ
か
め

の
収
穫
に
こ
ぎ
つ
け
、収
穫
し
た
わ
か
め
は
、品
薄
も
影
響
し
高
値
で
取
引
さ
れ
た
。

こ
の
収
穫
物
は
全
て
組
合
が
買
い
取
り
、
乗
船
を
希
望
し
た
人
達
に
均
等
に
配
分

さ
れ
た
。
収
穫
物
の
脇
売
り
（
組
合
を
通
さ
な
い
販
売
）
は
厳
に
禁
止
さ
れ
、破
っ

た
者
は
以
後
の
漁
業
権
を
取
り
上
げ
、
船
に
乗
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
厳
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退
し
た
。
し
か
し
港
の
防
波
堤
の
側
に
家
が
あ
っ
た
の
で
、
水
門
を
閉
め
る
係
と

し
て
再
度
団
員
に
な
っ
て
、
津
波
の
時
に
は
水
門
は
閉
め
た
が
、
自
分
の
家
は
流

さ
れ
た
と
い
う
。

　
支
援
物
資
は
早
い
時
期
に
各
所
か
ら
届
け
ら
れ
た
が
、
取
引
の
あ
っ
た
企
業
・

団
体
か
ら
の
も
の
が
多
く
、
重
茂
だ
け
で
は
消
化
し
き
れ
ず
、
周
辺
の
漁
協
に
支

援
と
し
て
贈
っ
た
。
ガ
ソ
リ
ン
類
も
普
段
取
引
の
あ
っ
た
会
社
が
い
ち
早
く
タ
ン

ク
ロ
ー
リ
ー
を
廻
し
て
く
れ
た
。
お
か
げ
で
地
域
内
は
不
自
由
す
る
こ
と
な
く
、

重
機
や
自
動
車
を
利
用
で
き
、
普
段
の
取
引
の
大
事
さ
を
痛
感
し
た
と
い
う
。

　
組
合
長
は
、
音
部
漁
港
の
背
後
地
は
住
宅
建
設
禁
止
区
域
に
設
定
し
た
。
津
波

に
よ
っ
て
全
戸
流
失
と
い
う
被
害
が
あ
っ
た
地
域
で
あ
る
。
非
住
家
地
域
と
し
て

今
後
ど
の
よ
う
な
利
用
が
考
え
ら
れ
る
か
、
と
い
う
問
に
対
し
、
漁
港
の
中
に
漁

船
が
多
く
な
り
、
防
波
堤
の
裏
側
に
な
る
こ
と
か
ら
、
船
泊
に
し
た
ら
い
い
ん
で

は
な
い
か
、
と
提
案
し
た
。
こ
れ
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
県
主
導
で
計
画
決
定
し
、

計
画
看
板
が
防
波
堤
に
掲
げ
ら
れ
た
。

図３　音部漁港の船泊まり計画図

写真４　第七与奈丸キリバス共和国へ漂着
　　　　平成25年度総会資料
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⑷　
主
な
漁
協
主
催
行
事

　
24
年
６
月　
＊
黒
崎
神
社
祭
典
（
第
２
日
曜
日
）

　
　
　
８
月　
＊
重
茂
味
ま
つ
り
（
第
１
日
曜
日
）

　
　
　
９
月　
平
和
観
音
追
悼
慰
霊
祭

　
　
　
　
　
　
津
波
犠
牲
者
追
悼
慰
霊
祭

　
　
　
12
月　

�
ふ
れ
あ
い
加
工
物
産
フ
ェ
ア
（
正
月
を
控
え
重
茂
地
区
内
の
人
々

相
手
に
正
月
用
食
品
と
し
て
組
合
冷
蔵
庫
等
に
保
管
し
て
い
る
海

産
物
を
安
価
に
提
供
す
る
も
の
で
、
外
に
開
か
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で

は
な
い
）

　
　
　
　
　
　
＊
い
わ
て
鮭
ま
つ
り

　
25
年
１
月　
魚
霊
祭
、
定
置
切
揚
勘
定

＊　
６
月　
黒
崎
神
社
祭
典
（
第
２
日
曜
日
）

　
震
災
の
年
、
黒
崎
神
社
の
祭
典
日
は
、
瓦
礫
の
整
理
や
ら
中
古
船
等
の
修
理
等

で
大
変
な
時
期
で
あ
っ
た
が
、
組
合
員
等
が
集
ま
り
参
詣
だ
け
で
終
わ
っ
た
。
例

年
の
祭
典
は
大
程
京
一
別
当
立
ち
会
い
の
も
と
、
漁
協
主
催
で
宵
宮
神
事
、
御
神

楽
奉
納
・
直
会
と
賑
や
か
に
執
行
さ
れ
る
。
翌
日
の
祭
典
執
行
は
、
神
社
で
の
神

事
の
後
、
御
神
輿
は
黒
崎
神
社
の
氏
子
地
域
で
あ
る
宿
漁
港
か
ら
大
型
漁
船
に
移

さ
れ
、
満
艦
飾
の
漁
船
多
数
に
守
ら
れ
、
音
部
漁
港
・
重
茂
漁
港
へ
と
廻
り
、
地

域
の
人
々
の
参
拝
を
受
け
、
漁
港
の
上
屋
に
幕
を
張
り
、
神
楽
の
「
恵
比
寿
舞
」

が
舞
わ
れ
、
そ
の
後
地
域
の
人
々
と
交
流
の
宴
が
張
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
地
域
の

こ
と
等
が
語
ら
れ
、
老
若
男
女
語
ら
い
の
場
と
な
る
。

＊　
８
月　
重
茂
味
ま
つ
り
（
第
１
日
曜
日
）

　
復
興
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
謝
恩
祭
「
重
茂
味
ま
つ
り
」

��

「
重
茂
味
ま
つ
り
」
は
、
重
茂
漁
業
組
合
が
外
に
向
か
っ
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
数
少

な
い
機
会
で
あ
る
。
震
災
年
に
は
６
回
目
を
数
え
る
ま
で
に
な
り
、
重
茂
漁
港
で

開
催
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
震
災
年
に
は
重
茂
漁
港
が
破
壊
さ
れ
、
行
事
ど
こ
ろ

で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
６
回
目
を
開
催
し
よ
う
と
計
画
さ
れ
、
組
合
員
全
員
が
準

備
に
参
加
し
、
例
年
駐
車
場
に
苦
労
す
る
ま
で
に
な
り
、
行
事
と
し
て
定
着
し
た
。

　
「
味
ま
つ
り
」
の
開
催
は
、地
域
以
外
の
人
達
と
ふ
れ
あ
う
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、

震
災
時
の
非
日
常
か
ら
、
日
常
へ
と
転
化
す
る
節
目
の
行
事
で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
回
は
漁
協
と
し
て
は
震
災
か
ら
の
復
興
を
公
開
披
露
す
る
場
と
な
っ

た
。
翌
年
は
７
回
目
を
開
催
し
、
４
年
目
の
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
に
は
９
回

目
を
盛
会
裏
に
終
わ
っ
て
い
る
。

＊　
９
月　
平
和
観
音
追
悼
慰
霊
祭　

　
重
茂
舘
地
区
の
高
台
に
平
和
公
園
が
あ
り
、
戦
没
者
供
養
碑
と
津
波
記
念
碑
が

あ
る
。
重
茂
地
区
の
国
家
的
あ
る
い
は
自
然
災
害
に
よ
る
異
常
な
死
に
方
を
さ
れ

た
方
々
の
慰
霊
の
た
め
の
公
園
で
あ
る
。
慰
霊
碑
の
中
央
に
は
重
茂
地
区
出
身
者

で
あ
る
吉
川
保
正
氏
作
の
観
音
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

＊　

 

12
月  

い
わ
て
鮭
ま
つ
り

　
12
月
第
２
土
日
、
盛
岡
市
の
「
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
」
広
場
で
行
わ
れ
る
岩

手
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
主
催
の
海
産
物
産
展
で
、
重
茂
漁
協
も
参
加
す
る
。

表
に
向
か
っ
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
機
会
と
な
る
が
、販
売
す
る
製
品
の
余
裕
が
あ
っ

て
は
じ
め
て
参
加
可
能
と
な
る
。

　
⑸　
平
成
24
年
度
事
業
計
画

第
１　
基
本
方
針

　
国
際
・
国
内
経
済
と
東
日
本
大
震
災
や
欧
州
財
政
危
機
の
影
響
、
円
高
の
進
行

に
よ
る
輸
出
の
伸
び
悩
み
、
等
々
、
災
害
復
旧
思
考
か
ら
脱
却
し
た
よ
う
な
展
望

の
も
と
、
目
を
遠
く
に
見
据
え
た
国
際
経
済
推
移
の
分
析
が
見
ら
れ
る
。

　
一
方
漁
業
に
お
い
て
は
、被
災
し
た
水
産
関
連
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
急
務
と
な
っ

て
お
り
、
と
り
わ
け
生
産
拠
点
で
あ
る
漁
港
・
漁
場
施
設
や
漁
船
の
確
保
が
当
面

の
復
興
の
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
を
は
じ
め
原
油
価
格
の
上
昇
、
原
発

事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
と
生
活
不
安
や
国
産
の
農
林
水
産
物
に
対
す
る
風
評
被

害
に
よ
る
、
消
費
の
落
込
み
と
輸
出
水
産
物
の
低
迷
が
復
興
の
足
枷
と
な
る
お
そ

れ
も
あ
り
ま
す
。
漁
業
に
お
い
て
も
、
主
力
の
秋
鮭
の
回
帰
率
が
年
々
低
迷
を
続

け
て
お
り
、
平
成
23
年
度
は
過
去
30
年
で
最
も
低
調
と
な
り
今
後
の
漁
協
運
営
に
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③
あ
わ
び
、
う
に
未
利
用
資
源
の
特
別
採
捕
を
行
い
ま
す
。�

④�

う
に
の
移
植
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
餌
の
確
保
と
供
給
を
充
分
に

行
い
ま
す
。

⑤�

組
織
的
な
密
漁
取
締
り
に
は
、
広
域
監
視
と
取
締
機
関
と
の
協
調
が
不
可

欠
な
こ
と
か
ら
、
関
係
者
と
の
協
力
関
係
を
密
に
す
る
他
、
組
合
員
全
員

が
共
同
で
密
漁
撲
滅
に
努
め
ま
す
。

　
　
イ　
ナ
マ
コ
資
源
増
繁
殖
対
策

　
　

�　
ナ
マ
コ
の
増
繁
殖
に
積
極
的
に
取
組
む
為
、
以
下
の
こ
と
を
実
施
、
検
討

し
ま
す
。

　
　
①
産
卵
期
で
あ
る
夏
場
を
禁
漁
と
し
ま
す
。

■
■
②�

採
捕
サ
イ
ズ
を
60
㌘
以
上
に
規
制
す
る
と
と
も
に
、
検
査
体
制
を
整
備
し

ま
す
。

■
■
③�

県
水
産
振
興
課
及
び
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
が
行
う
、
増
殖
技
術
開
発
試
験

に
協
力
し
ま
す
。

　
　
・
試
験
の
為
の
禁
漁
区
の
設
定

　
　
・
生
息
調
査
等
の
協
力

　
　
ウ　
養
殖
漁
業
の
復
旧
対
策

■
■�

①�

施
設
復
旧
に
つ
い
て
は
、
23
年
度
に
補
助
事
業
を
導
入
し
て
20
万
３
千��

８
０
０
㍍
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
本
年
度
に
お
い
て
は
、
約
９
万
㍍
を

整
備
し
て
参
り
ま
す
。

■
■
②�

こ
ん
ぶ
の
種
苗
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
８
月
完
成
を
目
指
し
て
、
本
年

度
よ
り
、
種
苗
生
産
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
エ　
さ
け
資
源
増
殖
事
業

　
　
　

�　
被
災
し
た
施
設
復
旧
に
努
め
23
年
度
事
業
で
は
管
理
棟
、
採
卵
室
、
ふ

化
室
、
飼
育
池
52
面
（
１
千
３
０
０
万
尾
）
海
中
飼
育
施
設
４
基
を
完
成

さ
せ
る
と
と
も
に
、24
年
度
に
は
、飼
育
池
10
面（
２
５
０
万
尾
）を
完
成
し
、

２
回
転
す
る
池
を
含
め
１
千
７
０
０
万
尾
体
制
の
施
設
を
整
備
し
て
参
り

ま
す
。

　
　
オ　
小
型
漁
船
漁
業
の
振
興

■
■�

①
被
災
漁
船
の
建
造
に
当
た
っ
て
は
、
補
助
事
業
を
導
入
し
て
、
漁
業
者
負

与
え
る
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
る
処
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
て
、
未
曽
有
の
災
害
に
た
い
し
組
合
員
は
、
懸
命
に

再
起
へ
歩
み
を
進
め
て
お
り
、
漁
協
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
漁
業
生
産
活
動
に
必

要
な
施
設
の
復
旧
や
漁
船
、
漁
具
、
資
材
等
の
調
達
に
つ
い
て
も
全
力
で
取
り
組

み
、
次
代
に
つ
な
ぐ
道
筋
を
切
り
拓
い
て
い
く
重
要
な
年
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

震
災
後
の
「
新
た
な
潮
流
」
の
中
で
重
茂
の
持
つ
優
位
性
や
潜
在
力
と
底
力
を
発

揮
し
て
参
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
経
営
上
の
不
安
材
料
を
提
示
し
つ
つ
も
、
復
興
へ
の
継
続
的
な
歩
み

を
宣
言
し
、
水
産
物
の
安
全
な
製
品
の
供
給
を
目
指
す
こ
と
が
基
本
方
針
と
し
て

示
さ
れ
た
。

第
２　
事
業
推
進
へ
の
取
組
み

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
、
多
く
の
水
産
資
源
が
壊
滅
的
被
害
を
被
っ
て
お
り
、

こ
の
難
局
を
打
開
す
る
こ
と
を
真
剣
に
考
え
、
復
興
の
一
翼
を
担
っ
て
行
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
重
茂
漁
協
の
礎
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
１　
漁
業
生
産
復
興
策

　
　
ア　
採
介
藻
漁
業

　
　
①�

あ
わ
び
、
う
に
、
ナ
マ
コ
漁
に
つ
い
て
は
、
岩
手
県
や
関
係
機
関
の
協
力

を
得
て
漁
場
調
査
を
実
施
、
被
害
状
況
と
資
源
量
把
握
し
、
漁
獲
調
整
を

図
り
な
が
ら
開
口
し
ま
す
。

　
　
■��　
特
に
、あ
わ
び
漁
に
つ
い
て
は
、被
災
に
よ
り
資
源
量
が
減
少
し
た
こ
と
、

当
面
稚
貝
の
放
流
も
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
漁
獲
制
限
と
行
使
の
方
法
を

今
漁
期
ま
で
に
方
針
を
定
め
て
参
り
ま
す
。

　
　
■��　
又
、
う
に
漁
に
つ
い
て
も
、
資
源
量
に
見
合
う
開
口
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
、
船
も
１
組
合
員
世
帯
１
隻
ま
で
揃
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
共
同

で
乗
り
組
ん
で
の
漁
と
し
、
１
組
合
員
世
帯
１
カ
ゴ
に
制
限
す
る
。

②
あ
わ
び
種
苗
生
産
施
設
に
つ
い
て
は
、
早
期
再
建
と
施
設
規
模
の
拡
大
を

図
り
、
１
５
０
万
個
生
産
体
制
と
し
て
平
成
25
年
度
完
成
を
目
指
し
て
参

り
ま
す
。
又
、
当
面
、
他
県
か
ら
の
稚
貝
購
入
も
検
討
し
ま
す
。

重茂地域 各地域における東日本大震災



407

　
８　
海
難
及
び
労
働
災
害
の
防
止

■ 

＊ 

①
宮
古
市
の
防
災
無
線
と
連
動
し
た
津
波
防
災
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
（
②
～
④
省
略
）

　
９　
漁
港
及
び
道
路
の
整
備
等

　
　
①
漁
港
整
備
計
画
に
つ
い
て

　
　
イ　
重
茂
漁
港　

　

�������

・
護
岸
工
事
（
物
揚
場
）
７
月
完
了
予
定

　
　
　
・�

船
揚
場
及
び
周
辺
の
護
岸
、
臨
港
道
路
等
の
工
事
に
つ
い
て
は
年
度
内

完
了
予
定
。

　
　
　
・
沖
側
防
波
堤
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
ロ　
音
部
漁
港

　
　
　
・�

護
岸
工
事
（
海
側
部
分
の
物
揚
場
）
６
月
完
了
予
定
。
沖
側
防
波
堤
工

事
年
度
内
完
了
予
定
。

　
　
　
・�

長
期
計
画
で
は
、
陸
側
に
掘
込
み
に
よ
り
新
港
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
ハ　
浦
の
沢
漁
港

　
　
　
・
平
成
25
年
度　
防
波
堤
、
船
揚
場

　
　
　
・
平
成
26
年
度　
防
波
堤
、
臨
港
道
路

　
　
　
・
平
成
27
年
度　
物
揚
場
、
用
地

　
　
ニ　
仲
組
漁
港
（
宿
浜
）

　
　
　
・�

23
年
度　
船
揚
場　
平
成
24
年
１
月
12
日
着
工
、
７
月
９
日
完
了
予
定

　
　
　
・�

24
年
度　
防
波
堤
、船
揚
場
、導
流
堤　
平
成
24
年
４
月
上
旬
契
約
予
定
。

　
　
　
　
臨
港
道
路
に
つ
い
て
は
、
県
と
協
議
中
（
沈
下
が
進
行
し
た
た
め
）　

　
　
ホ　
仲
組
漁
港
（
立
浜
）

　
　
　
・�

平
成
23
年
度　
船
揚
場　
平
成
23
年
７
月
２
日
着
工
、
10
月
23
日
完
了
。

　
　
　
・�
平
成
24
年
度　
防
波
堤
、
物
揚
場
、
沖
防
波
堤　
平
成
24
年
６
月
契
約

予
定
。

　
　
ヘ　
姉
吉
漁
港　

　
　
　
・�

平
成
24
年
度　
防
波
堤
、
物
揚
場
、
臨
港
道
路　
平
成
24
年
９
月
契
約

予
定
。

■
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

■
■�
カ　
漁
船
の
確
保

■
■�　
漁
業
の
復
興
に
は
、
漁
船
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
な
り
ま
す
。
現
在
、

県
漁
連
を
窓
口
に
、
メ
ー
カ
ー
や
各
造
船
場
に
新
造
船
を
発
注
し
て
お
り
、

早
期
に
整
え
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
２　
販
売
・
流
通
加
工
対
策

■
■
ア　
販
売
事
業

■　
■�　
共
同
販
売
体
制
の
堅
持
と
品
質
の
均
一
化
を
図
り
「
安
全
・
安
心
で
良

品
質
」
の
製
品
作
り
に
努
め
産
地
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
ま
す
。

■
■�

①�

養
殖
わ
か
め
に
つ
い
て
は
、
自
家
加
工
を
奨
励
し
て
、
所
得
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

■
■�

②�

消
費
者
か
ら
の
信
頼
確
保
の
為
、
全
て
の
取
扱
製
品
の
放
射
能
検
査
を
奨

励
し
て
参
り
ま
す
。

　
＊
③ 

当
面
、
受
入
手
数
料
の
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
安
定
し
た
収

入
源
の
確
保
が
復
興
に
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
重
要
な
課
題
と
な
る

こ
と
か
ら
、
共
販
手
数
料
１
％
ア
ッ
プ
の
協
力
を
願
い
、
被
災
漁
場
の
復

旧
と
財
政
安
定
を
図
り
ま
す
。

■
■
④�

当
面
生
産
量
の
減
産
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
付
加
価
値
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
　
⑤
湯
通
し
わ
か
め
・
こ
ん
ぶ
の
扱
い
を
推
進
し
、
所
得
の
安
定
を
図
り
ま
す
。

　
＊
⑥ 

漁
協
の
共
販
以
外
に
販
売
し
た
場
合
、
養
殖
漁
業
を
含
む
全
て
の
漁
業
に

出
漁
禁
止
と
し
ま
す
。

■
■ 　
　
又
、
違
反
し
た
場
合
の
制
裁
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
で
決
す
る
も
の
と

■
し
ま
す
。

　
（
3
～
6
省
略
）

　
７　
経
営
基
盤
の
強
化

　
　
①
生
産
者
（
共
同
販
売
）
全
量
集
荷
体
制
の
堅
持
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
（
②
～
⑥
省
略
）

　
　
⑦
復
興
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
謝
恩
祭
「
重
茂
味
ま
つ
り
」
を
企
画
し
ま
す
。

　
＊
⑧
漁
業
担
い
手
支
援
事
業
を
活
用
し
、
漁
業
の
担
い
手
を
育
成
し
ま
す
。
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＊
当
面
、
受
入
手
数
料
の
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
安
定
し
た
収
入

源
の
確
保
が
復
興
に
は
欠
か
す
こ
と
が
出
来
な
い
重
要
な
課
題
と
な
る
こ
と
か　
　

ら
、
共
販
手
数
料
１
％
ア
ッ
プ
の
協
力
を
願
い
、
被
災
漁
場
の
復
旧
と
財
政
安　

定
を
図
り
ま
す
。

■
■
■�　
こ
れ
は
全
員
協
議
会
で
も
、
提
示
さ
れ
な
か
っ
た
内
容
な
の
だ
が
、
震

災
直
後
の
天
然
ワ
カ
メ
の
収
穫
を
始
め
、
建
網
の
建
て
込
み
等
、
諸
々
が

順
調
に
推
移
す
る
中
で
、
製
品
の
製
造
に
あ
る
程
度
見
込
み
が
で
き
た
事

に
よ
り
組
合
保
留
金
の
欠
損
を
補
う
余
裕
あ
り
と
認
め
た
こ
と
に
よ
る
も

の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
漁
船
共
同
使
用
の
解
除
が
あ
っ
た
た
め
だ
ろ
う
か
。

■
■
■�

復
旧
後
の
健
全
財
政
へ
の
布
石
と
も
と
れ
る
内
容
で
あ
る
。

＊
違
反
し
た
場
合
の
制
裁
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
で
決
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

■
■
■�　
こ
の
件
は
、
漁
船
の
共
同
使
用
に
よ
る
収
穫
金
の
平
等
分
配
と
平
行
し

決
定
し
た
、
脇
売
り
・
闇
売
り
の
罰
則
規
定
で
あ
る
が
、
当
初
は
組
合
で

行
う
べ
き
当
然
の
制
裁
規
程
を
理
事
会
に
委
譲
し
た
形
に
な
る
。
必
ず
し

も
緩
和
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
が
、
個
人
の
事
情
等
を
勘
案
し
て
と
い

う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
漁
船
共
同
使
用
解
除
に
よ
る
販
売
体
制
の
弛
み

を
是
正
す
る
た
め
の
も
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
収
穫
物
の
総
量
確
保
の
目

途
が
付
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
か
。

＊
漁
業
担
い
手
支
援
事
業
を
活
用
し
、
漁
業
の
担
い
手
を
育
成
し
ま
す
。

■
■
■�　
今
回
の
震
災
に
よ
っ
て
、
組
合
長
が
一
番
心
配
し
た
の
が
後
継
者
離
れ

だ
っ
た
。
若
い
人
が
い
な
く
な
れ
ば
重
茂
の
漁
業
は
成
り
立
た
な
く
な
る
。

こ
の
思
い
は
復
興
の
早
期
解
決
の
眼
目
だ
っ
た
。
後
継
者
離
れ
を
防
ぐ
た

め
に
、
重
茂
漁
協
の
「
奇
跡
の
復
興
」
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
し
、
多
く
の
漁
協
も
同
じ
決
意
で
あ
っ
た
は
ず
な
の
だ
。
し
か
し
、

重
茂
は
特
殊
事
情
を
抱
え
て
い
た
。
他
の
漁
協
は
、
交
通
的
に
も
有
利
な

条
件
が
あ
る
。
し
か
し
、
重
茂
は
兼
業
の
業
種
が
少
な
く
、
交
通
も
不
便

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
専
業
漁
家
が
多
い
。
一
度
重
茂
を
離
れ
る
と
「
若
い

者
は
帰
っ
て
こ
な
い
」
と
い
う
焦
り
が
組
合
長
に
は
あ
っ
た
。
そ
の
た
め

　
　
ト　
千
鶏
漁
港

　
　
　
・�

平
成
23
年
度　
物
揚
場　
平
成
23
年
12
月
29
日
着
工
、
平
成
24
年
６
月

22
日
完
了
予
定
。

　
　
　
・�

平
成
24
年
度　
一
括
発
注
し
、
平
成
24
年
６
月
で
複
数
年
契
約
の
予
定
。

　
　
　
　
　
（
防
波
堤
、
物
揚
場
、
岸
壁
、
道
路
）

　
　
チ　
石
浜
漁
港

　
　
　
・�
平
成
23
年
度　
物
揚
場　
平
成
23
年
12
月
17
日
着
工
、
平
成
24
年
５
月

27
日
完
了
予
定
。

　
　
　
・�

平
成
24
年
度　
防
波
堤　
４
月
上
旬
契
約
予
定
。

　
　
リ　
川
代
漁
港

　
　
　
・�

平
成
24
年
度　
防
波
堤
、
物
揚
場　
平
成
24
年
６
月
契
約
予
定
。

　
　
②
道
路
整
備
計
画

　
　
イ�　
主
要
地
方
道
路
重
茂
半
島
線
の
堀
内
か
ら
白
浜
間
２・４
キ　
　
ロ

メ
ー
ト
ル
の
内
、
堀

内
か
ら
９
０
０
㍍
は
災
害
復
旧
事
業
で
本
年
度
工
事
予
定
、
残
る
１・５

キ　
　
ロ

メ
ー
ト
ル

に
つ
い
て
も
内
８
０
０
㍍
に
つ
い
て
は
、
用
地
買
収
が
終
わ
っ
て
お

り
、
本
年
度
中
に
工
事
発
注
予
定
で
あ
る
が
、
白
浜
寄
り
の
７
０
０
㍍
が

魚
付
保
安
林
の
為
、
現
時
点
で
は
未
解
決
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
被

災
箇
所
に
つ
い
て
は
、年
度
内
を
目
途
に
復
旧
工
事
を
進
め
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　
ロ�　
市
道
に
つ
い
て
は
、災
害
復
旧
工
事（
道
路
16
か
所
、河
川
６
か
所
）の
他
、

上
ノ
沢
線
道
路
改
良
工
事
が
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
施
設
の
復
旧
・
復
興
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

共
同
利
用
小
型
漁
船　
動
力
船
４
２
６
隻　
　
24
年
度
内
完
了
予
定

共
同
利
用
漁
船
（
新
造
漁
船
・
中
古
船
修
繕
分
）

　
動
力
漁
船　
５
隻
（
総
ト
ン
数
87・１
㌧
）

　
中
古
修
繕　
１
０
９
隻
（
総
ト
ン
数
67・４
㌧
）
24
年
度
中
完
了
予
定　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

��������

　
こ
の
平
成
24
年
度
事
業
計
画
を
見
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
例
年
の
内
容
と
若
干

異
な
る
内
容
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
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第
七
与
奈
丸
、
２
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
無
傷
で
南
半
球
、
キ
リ
バ
ス
共
和
国

に
漂
着

　
表
紙
に
ハ
ワ
イ
諸
島
南
キ
リ
バ
ス
共
和
国
に
漂
流
し
た
、
重
茂
漁
業
組
合
所
有

建
網
船
「
第
七　

与
奈
丸
」（
重
茂
漁
業
組
合
所
有
与
奈
漁
業
配
属
の
建
網
船
）

の
漂
着
の
写
真
と
、
キ
リ
バ
ス
諸
島
の
地
図
が
掲
載
さ
れ
た
。
因
に
、
こ
の
「
第

七　
与
奈
丸
」
の
始
末
は
、
外
務
省
か
ら
連
絡
が
入
り
、
漁
船
の
所
有
権
を
放
棄

し
た
と
い
う
。
組
合
長
曰
く
「
ど
の
程
度
破
損
し
て
い
る
か
、
廻
向
に
い
く
ら
費

用
が
懸
か
る
か
考
え
る
と
、
放
棄
し
た
方
が
安
い
と
判
断
し
た
。
手
続
き
は
外
務

省
で
や
っ
た
ん
で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

⑴　
重
茂
地
区
及
び
漁
協
の
概
況

重
茂
地
区
の
概
況

　
重
茂
は
東
経
１
４
２
度
04
分
本
州
最
東
端
で
あ
る
。

　
重
茂
地
区
の
総
面
積
約
７
千
㌶
の
内
、
田
畑
を
含
む
平
坦
地
は
10
分
の
１
程
度

で
あ
る
。
こ
こ
に
14
の
集
落
と
４
５
１
戸
の
世
帯
（
内
漁
家
３
９
７
戸
）
が
点
在

し
て
い
る
。
地
区
内
の
人
口
は
１
千
６
０
３
人
で
（
内
訳
は
下
表
の
と
お
り
）
人

口
が
一
番
多
か
っ
た
時
代
は
１
９
６
０
年
代
で
約
３
千
人
で
あ
っ
た
。

　
主
な
漁
業
は
ワ
カ
メ
、コ
ン
ブ
の
養
殖
業
、
天
然
の
ワ
カ
メ
、コ
ン
ブ
、
ア
ワ
ビ
、

ウ
ニ
そ
れ
に
秋
サ
ケ
を
中
心
と
し
た
定
置
網
漁
及
び
漁
船
漁
業
等
で
あ
る
。
過
去

の
機
械
化
に
よ
る
省
力
化
で
も
あ
っ
た
し
、
個
々
組
合
員
の
年
収
の
増
加

を
計
る
組
合
の
目
標
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
の
支
援
事
業
を
行
う
と
い

う
も
の
で
、
組
合
の
下
部
組
織
で
あ
る
青
年
部
・
女
性
部
と
の
共
同
参
画

事
業
の
展
開
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
実
を
結
ん
で
ほ
し
い
事
業

で
あ
る
し
、
高
齢
者
を
巻
き
込
ん
だ
事
業
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

＊
宮
古
市
の
防
災
無
線
と
連
動
し
た
津
波
防
災
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
■
■�　
震
災
と
同
時
に
電
源
が
切
れ
、
防
災
広
報
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
な
か
っ

た
、
と
い
う
話
を
市
内
の
随
所
で
聞
か
さ
れ
た
。
市
街
地
か
ら
数
少
な
い

ア
ク
セ
ス
道
路
し
か
も
た
な
い
重
茂
地
区
は
、
更
に
悲
惨
だ
っ
た
。
赤
前

か
ら
の
宮
古
湾
を
迂
回
す
る
道
は
遮
断
さ
れ
、
重
茂
里
の
重
茂
川
に
架
か

る
橋
が
落
ち
、
山
田
側
か
ら
迂
回
す
る
道
路
も
決
壊
し
、
重
茂
の
南
側
の
、

川
代
・
石
浜
・
千
鶏
・
姉
吉
の
集
落
が
孤
立
し
た
。
震
災
時
集
落
の
消
防

団
員
は
、「
連
絡
が
全
く
取
れ
ず
、死
な
せ
な
く
て
よ
い
人
を
殺
し
て
し
ま
っ

た
」
と
歎
き
、悲
痛
な
面
持
ち
で
語
っ
て
く
れ
た
人
も
い
た
。
そ
し
て
「
こ

う
な
る
こ
と
は
地
元
民
は
わ
か
っ
て
お
り
、
何
度
も
そ
の
対
応
を
お
願
い

し
て
き
た
が
、
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
言
葉
を
繋
ぐ
。
い
つ
来
る
か

わ
か
ら
な
い
災
害
だ
か
ら
こ
そ
、
普
段
の
検
証
が
必
要
な
の
だ
。
そ
う
し

た
意
見
に
対
し
て
、
組
合
独
自
の
運
動
と
し
て
進
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
緊
急
を
要
す
る
課
題
な
の
だ
。

４　
復
興
へ
の
み
ち
の
り 

　
震
災
か
ら
２
年
後
の
平
成
25
年
度
、
復
興
へ
の
道
筋
が
見
え
た
こ
と
な
の
か
、

漁
業
再
開
へ
の
目
処
が
立
っ
た
故
か
、
組
合
員
全
員
に
『
復
興
へ
の
み
ち
の
り
』と

題
す
る
冊
子
が
配
ら
れ
た
。「
東
日
本
大
震
災
」
以
前
の
重
茂
地
域
の
概
況
と
、
震

災
被
害
状
況
、
そ
し
て
細
部
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
淡
々
と
客
観
的
な

デ
ー
タ
と
し
て
、
写
真
と
共
に
37
頁
を
埋
め
て
い
る
。

　
組
合
員
の
苦
労
、
組
合
職
員
の
苦
労
を
現
場
で
見
て
き
た
者
に
と
っ
て
、
そ
の

報
告
書
は
輝
い
て
見
え
た
。

写真５　冊子「復興へのみちのり」
　　　　重茂漁業協同組合発行
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（�

重
茂
漁
協
で
も
組
合
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
し
か
し
こ
の
平
均
年
令
は��

県
内
24
漁
協
の
中
で
は
10
歳
位
若
い
方
だ
と
い
う
）

漁
協
の
概
況

　
重
茂
漁
協
は
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
７
月
24
日
設
立
さ
れ
た
。

　
設
立
当
初
か
ら
20
年
間
位
の
間
は
１
世
帯
１
組
合
員
を
原
則
と
し
て
き
た
が
、

第
一
種
共
同
漁
業
権
漁
場
へ
の
出
漁
問
題
や
担
い
手
育
成
等
も
あ
り
、
現
在
で
は

定
款
で
定
め
る
資
格
を
有
す
る
漁
民
は
１
世
帯
２
名
を
限
度
に
正
組
合
員
と
し
て

認
め
て
い
る
。

　
２
０
１
２
年
３
月
末
現
在
の
組
合
員
世
帯
数
は
３
９
７
戸
、
正
組
合
員
５
１
４

名
、
准
組
合
員
数
45
名
、
合
計
５
５
９
名
と
な
っ
て
い
る
。

　
役
員
は
理
事
12
名（
内
常
勤
組
合
長
１
名
）監
事
４
名
、そ
れ
に
総
代
会
制
を
と
っ

て
お
り
、
全
地
区
か
ら
１
０
０
名
の
総
代
が
選
ば
れ
て
い
る
。

　
下
部
組
織
と
し
て
は
、
婦
人
部
（
２
８
９
名
）
と
青
年
部
（
87
名
）
が
あ
る
。

　
又
、
漁
協
事
業
全
般
に
つ
い
て
職
員
の
他
に
現
場
で
の
業
務
を
補
佐
し
、
組
合

員
と
の
パ
イ
プ
役
も
務
め
る
業
務
補
助
員
が
各
地
に
18
名
い
る
。
こ
の
設
置
は
昭

和
29
年
よ
り
始
ま
り
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　
職
員
は
、参
事
１
名
、部
課
長
、事
務
、技
術
職
合
わ
せ
て
30
名
の
陣
容
で
あ
る
。

年
度

男

女

合
計

推
移
率

１
９
６
５（
昭
和
40
）

１
，５
１
１

１
，４
５
６

２
，９
６
７

１
０
０・０
％

１
９
７
０（
昭
和
45
）

１
，３
０
０

１
，２
５
８

２
，５
５
８

86・２
％

１
９
７
５（
昭
和
50
）

１
，１
８
５

１
，１
５
８

２
，３
４
３�

79・０
％

１
９
８
０（
昭
和
55
）

１
，０
９
５

１
，０
６
４

２
，１
４
５

72・６
％

１
９
８
５（
昭
和
60
）

１
，０
３
１�
１
，０
６
２�

２
，０
９
５�

70・６
％

１
９
９
０（
平
成
２
）

９
９
２

１
，０
３
０

２
，０
２
２�

68・１
％

１
９
９
８（
平
成
10
）

９
０
９

９
８
３

１
，８
９
２�

63・８
％

２
０
０
３（
平
成
15
）

９
０
１�

９
７
２

１
，８
７
３

63・１
％

２
０
０
８（
平
成
20
）

８
３
８�

９
２
８

１
，７
６
６

59・５
％

２
０
１
２（
平
成
24
）

７
６
８ 

８
３
５

１
，６
０
３

54・０
％

２
０
１
３（
平
成
25
）

７
５
０

８
０
８

１
，５
５
８

52・５
％

震
災
前
平
成
22
年
３
月
31
日
現
在

震
災
後
平
成
25
年
３
月
31
日
現
在

19
才
以
下

３
人
（
０
・５
％
）

０
人

20
～
29
才

44
人
（
７
・
６
％
）

39
人
（
７
・
１
％
）

30
～
39
才

61
人
（
10
・５
％
）

59
人
（
10
・７
％
）

40
～
49
才

１
１
１
人
（
19
・
１
％
）

86
人
（
15
・
６
％
）

50
～
59
才

１
２
０
人
（
20
・７
％
）

１
２
２
人
（
22
・
３
％
）

60
～
69
才

１
２
０
人
（
20
・７
％
）

１
１
０
人
（
20
・
０
％
）

70
～
79
才

95
人
（
16
・
３
％
）

91
人
（
16
・５
％
）

80
才
以
上

27
人
（
４・
６
％
）

43
人
（
７
・
８
％
）

　
平
均
年
齢　
55
・
１
才

　
平
均
年
齢　
56
・
３
才

に
お
い
て
は
全
国
一
を
誇
っ
た
天
然
の
ワ
カ
メ
、
ア
ワ
ビ
漁
業
は
資
源
の
減
少
が

著
し
く
、
又
、
一
時
隆
盛
を
極
め
た
イ
カ
釣
り
漁
業
も
衰
退
し
、
経
営
上
不
安
定

な
漁
業
と
な
っ
た
が
、
後
に
ワ
カ
メ
、
コ
ン
ブ
の
養
殖
漁
業
を
手
掛
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
現
在
は
安
定
し
た
生
産
が
行
わ
れ
て
お
り
、
天
然
ア
ワ
ビ
と
共
に
養
殖

ワ
カ
メ
の
生
産
量
は
、
日
本
一
と
な
っ
て
い
る
。

　
重
茂
地
区
の
人
口
動
態

�　
震
災
前
後
の
組
合
員
の
年
齢
構
成

写�真６　震災前と震災直後、震災復興状況
　「復興のみちのり」写真４頁から24頁
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⑵　
震
災
被
害
状
況

　
　
①
震
災
被
害
状
況（
２
０
１
２
年
４
月
１
日
現
在　
重
茂
の
人
口
１
千
６
０
３
人
）

組
合
員
数
の
推
移

　
　
②
水
産
被
害
状
況

⑶　
震
災
直
後
重
茂
漁
協
の
取
組
み

　
平
成
23
年
３
月
11
日
発
生
・
東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
方
針

　
４
月
６
日
開
催
の
全
員
復
興
協
議
会
の
議
案
と
同
じ

　
資
産
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る

震
災
前
（
平
成
21
年
）

震
災
後
（
平
成
24
年
）

資
本
金

16
億
３
６
６
万
３
千
円

12
億
２
３
２
万
円

（
内
訳
）

　
出
資
金

�

６
億
９
千
３
６
２
万
７
千
円

６
億
７
千
１
３
３
万
１
千
円

　
資
本
準
備
金�

55
万
２
千
円

55
万
２
千
円

　
再
評
価
積
立
金

47
万
９
千
円

47
万
９
千
円

　
そ
の
他

９
億
３
千
６
０
０
万
４
千
円

５
億
２
千
９
９
５
万
８
千
円

定
置
水
揚
高

６
億
４
千
１
４
９
万
８
千
円

４
億
６
千
３
４
２
万
１
千
円

販
売
取
扱
高

21
億
４
千
95
万
４
千
円

13
億
３
千
５
９
４
万
１
千
円

海
藻
加
工
販
売
高

８
億
１
千
８
６
７
万
９
千
円

４
億
９
４
５
万
９
千
円

魚
類
加
工
販
売
高

３
億
１
千
４
２
２
万
８
千
円

８
千
７
８
８
万
５
千
円

さ
け
稚
魚
放
流
数

１
千
８
１
０
万
尾

６
５
０
万
尾

あ
わ
び
稚
貝
放
流
数

１
０
０
万
個

０

こ
ん
ぶ
種
苗

11
万
㍍

６
万
４
千
９
９
０
㍍

漁
船
数

８
１
４
隻

６
３
０
隻

（
内
訳
）１

㌧
未
満

５
２
４
〃

４
６
８
〃

１
～
５
㌧

２
７
０
〃

１
４
７
〃

５
～
10
㌧

10
〃

７
〃

10
～
19
㌧

10
〃

８
〃

人
的
被
害

死
者
・
行
方
不
明
者　
50
人
（
内
組
合
員
17
人
）

負
傷
者　
　
　
　
　
　
15
人

　
　
　
合
計　
　
　
　
65
人

住
家
被
害

全
壊　
　
　
　
　
　
　
88
棟

半
壊　
　
　
　
　
　
　
１
棟

床
上
浸
水　
　
　
　
　
２
棟

倉
庫

全
壊　
　
　
　
　
３
５
５
棟

半
壊　
　
　
　
　
　
　
６
棟

床
上
浸
水　
　
　
　
　
10
棟

水
産
施
設

あ
わ
び
セ
ン
タ
ー
・
加
工
場
・
ふ
化
場
他
約
50
施
設　
42
億
円

漁
港
施
設

県
管
理
２
港　
市
管
理
８
港　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
壊

漁
船

所
属
船　
８
１
４
隻　
　
　
　
　
　
　
　
７
９
８
隻（
残
16
隻
）

養
殖
施
設

１
千
３
１
０
台
（
41
万
㍍
）　　
　
　

��　
　
　
　
　
　
　
全
壊

水
産
物
等

わ
か
め
・
こ
ん
ぶ
・
う
に
・
あ
わ
び
等　
　
　
　
　
約
20
億
円

漁
業
用
資
材

漁
具
・
漁
網
・
漁
撈
設
備
等　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
10
億
円

平
成
23
年
３
月
11
日

　
正
５
２
４　
准
50　
計
５
７
４　
世
帯
４
０
３

平
成
25
年
３
月
31
日

　
正
５
０
１　
准
49　
計
５
５
０　
世
帯
３
９
１

増
減　
正
減
23　
准
減
１　
計
減
24　

�

世
帯
減
12
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５　
復
興
事
業
に
つ
い
て
の
語
り

　
重
茂
漁
協　
伊
藤
隆
一
組
合
長
は
じ
め
、
漁
協
職
員
の
方
々
に
漁
業
復
興
に
つ

い
て
伺
っ
た
。

　
重
茂
漁
協
組
合
長　
伊
藤
隆
一
さ
ん
（
昭
和
12
年
生
）　

　
取
材
日
：
平
成
26
年
６
月
14
日

○　
災
害
対
策
本
部
が
開
設
後
２
週
間
ぐ
ら
い
で
解
散
し
た
こ
と
に
つ
い
て

　
「
災
害
と
言
え
ば
助
け
て
も
ら
え
る
と
い
う
甘
え
や
油
断
が
あ
り
、
そ
う
し
た
心

の
弛
み
と
地
域
内
の
被
災
者
・
救
援
者
の
意
識
の
確
執
が
怖
か
っ
た
。
被
災
者
も

皆
と
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
か
っ
た
。
災
害
対
策
の
道
筋
も
一
応
見
え
て
き
た

し
、
あ
と
は
組
合
事
務
所
の
中
の
一
般
事
務
処
理
と
し
て
運
用
す
る
方
向
も
見
え

て
き
た
、
そ
れ
で
解
散
と
い
う
決
断
を
し
た
。
被
災
者
の
支
援
は
組
合
が
先
頭
に

立
っ
て
お
こ
な
う
こ
と
に
し
、
被
災
者
救
援
と
し
て
で
は
な
く
普
通
の
生
活
に
戻

る
と
い
う
方
法
で
考
え
た
も
の
だ
。」　

○　
ハ
ワ
イ　
キ
リ
バ
ス
沖
の
重
茂
漁
協
所
有
漁
船
の
始
末
に
つ
い
て

　
「
所
有
権
を
放
棄
し
、
修
理
し
て
使
用
出
来
る
な
ら
使
っ
て
貰
う
よ
う
に
外
務
省

に
任
せ
た
。」　

　
震
災
後
、
組
合
長
の
も
と
に
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
が
殺
到
し
た
。
本
人
曰

く
「
テ
ー
プ
に
と
っ
て
聞
か
せ
て
や
り
た
か
っ
た
が
、
そ
う
も
い
か
な
く
て
、
同

じ
事
ば
っ
か
り
言
っ
て
る
よ
う
な
気
が
し
た
」
と
い
う
。
そ
の
中
か
ら
次
の
取
材

記
事
を
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

震
災
後
の
２
０
１
１
年
７
月
24
日　
「
岩
手
日
報
」
政
治
に
言
い
た
い
②

　
「
被
災
地
か
ら
の
訴
え
」
と
し
て
重
茂
漁
協
組
合
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
掲
載

さ
れ
た
。

■�　
「
７
８
０
隻
あ
っ
た
漁
船
の
ほ
と
ん
ど
が
被
害
を
受
け
た
ほ
か
、
養
殖
施
設
や

種
苗
生
産
施
設
、
ワ
カ
メ
・
コ
ン
ブ
の
加
工
施
設
な
ど
も
流
失
し
た
。
漁
船
は

６
０
０
隻
は
必
要
だ
が
、
確
保
出
来
た
の
は
１
５
０
隻
。
全
て
が
そ
ろ
う
の
は

来
年
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
だ
」
と
現
状
の
認
識
を
示
し
、
漁
港
の
復
旧
に
対

し
て
「
瓦
礫
撤
去
の
段
階
で
、
修
復
が
い
つ
に
な
る
の
か
見
通
し
が
立
た
な
い
。

　
　
（
漁
船
の
共
同
利
用
・
養
殖
施
設
の
共
同
利
用
・
共
同
漁
業
権
行
使
）

⑷　
高
台
移
転

　
住
宅
用
地
の
予
定
戸
数
な
ど
（
宮
古
市
）

　
　
追
切
・
浦
の
沢　
　
２
戸�

平
成
25
年
度

　
　
音
部　
　
　
　
　
　
３
戸�

平
成
25
年
度

　
　
里　
　
　
　
　
　
　
16
戸�

平
成
25
年
度

　
　
千
鶏　
　
　
　
　
　
３
戸�

平
成
25
年
度

　
　
石
浜　
　
　
　
　
　
２
戸�

平
成
25
年
度

　
　
　

��（
施
設
の
復
旧
・
復
興
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
工
程
表
で
表
示
。）

　
「
復
興
へ
の
道
の
り
」
で
重
茂
地
区
お
よ
び
重
茂
漁
協
の
現
状
を
開
示
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
復
興
の
道
筋
、
は
て
は
今
後
漁
協
の
方
向
性
と
課

題
を
考
え
る
デ
ー
タ
ー
を
提
供
し
た
と
い
え
る
。

宮
古
市
水
産
課
資
料
に
よ
る
と

　
平
成
23
年
度
共
同
利
用
漁
船
等
復
旧
支
援
対
策
事
業
と
し
て
、

　
　
重
茂　
新
造
船
４
３
９
隻　
中
古
船
１
０
９
隻　
定
置
５
ヶ
統

　
平
成
25
年
度
共
同
利
用
漁
船
等
復
旧
支
援
対
策
事
業

　
　
重
茂　
新
造
船
６
隻　
中
古
船
１
隻

　
平
成
26
年
度
共
同
利
用
漁
船
等
復
旧
支
援
対
策
事
業

　
　
重
茂　
新
造
船
８
隻
の
完
成
を
見
て
い
る
。

　
　
　
そ
の
結
果

■��　
漁
船
の
共
同
使
用
に
よ
る
漁
業
は
、
震
災
の
翌
年
平
成
24
年
11
月
の
ア
ワ

　
ビ
漁
を
契
機
に
終
了
し
、
個
別
の
漁
業
体
制
と
な
っ
た
。
養
殖
漁
業
の
漁
船

　
共
同
利
用
は
、
翌
年
の
25
年
春
か
ら
解
除
と
な
り
、
通
常
の
漁
業
体
制
に
戻
っ
た
。

　
　
メ
デ
タ
シ　
メ
デ
タ
シ
。
そ
し
て
「
ゴ
ク
ロ
ウ
サ
マ
」
で
し
た
。
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そ
し
て
重
茂
漁
協
内
の
震
災
後
の
漁
業
経
営
の
状
況
を
語
る
。

「
重
茂
漁
協
で
は
４
０
０
の
養
殖
漁
家
が
３
５
０
ま
で
減
り
、
生
産
は
25
％
減
と
な

る
見
通
し
だ
。
取
り
あ
え
ず
施
設
な
ど
を
復
旧
さ
せ
津
波
前
の
生
産
力
に
戻
す
の

が
目
標
。
そ
れ
に
は
３
～
５
年
は
か
か
り
、
そ
こ
か
ら
復
興
が
始
ま
る
。
生
産
者

は
意
欲
を
失
っ
て
お
ら
ず
、
何
で
も
い
い
か
ら
早
く
物
事
を
決
め
て
前
に
進
め
て

ほ
し
い
。」
と
。

　
組
合
長
自
身
漁
家
で
あ
り
、組
合
の
職
員
と
し
て
活
動
し
た
時
代
、養
殖
ワ
カ
メ・

コ
ン
ブ
の
事
業
に
参
画
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
知
り
尽
く
し
た
者
の
切
実
な
要
望

で
あ
る
。

重
茂
漁
協
組
合
長　
伊
藤
隆
一
さ
ん

　
取
材
日
：
平
成
27
年
10
月
27
日

　
明
治
29
年
の
津
波
後
に
音
部
浜
の
人
々
は
高
台
の
笹
見
内
に
移
動
し
た
。
以
前

の
笹
見
内
地
区
は
民
家
が
１
、２
軒
あ
る
程
度
だ
っ
た
。
そ
こ
に
音
部
里
の
被
害
者

が
移
り
住
ん
だ
。
そ
の
後
昭
和
８
年
に
な
っ
て
又
被
災
し
、
小
角
柄
や
笹
見
内
へ

移
動
し
た
。今
回
の
津
波
で
音
部
里
に
は
も
う
住
宅
が
建
て
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ

た
。
昭
和
12
年
生
ま
れ
の
自
分
が
３
、４
年
生
の
頃
ま
で
里
の
浜
近
く
に
作
業
小
屋

が
あ
っ
て
、
３
食
そ
こ
で
食
べ
な
が
ら
作
業
し
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。
寝
る
の
は

笹
見
内
だ
っ
た
。
里
の
浜
に
は
わ
か
め
・
こ
ん
ぶ
の
干
し
場
が
あ
っ
て
、
海
藻
の

作
業
は
そ
こ
で
進
め
た
が
、
当
時
ス
ル
メ
が
大
漁
で
、
そ
れ
は
自
宅
に
持
っ
て
行
っ

て
捌
い
て
干
し
ス
ル
メ
に
す
る
の
で
、自
宅
に
持
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
、
当
時
笹
見
内
に
上
が
る
道
路
は
、
今
も
キ
ツ
イ
が
舗
装
し
て
あ
る
か
ら
歩
い

て
も
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
そ
の
前
は
、
現
在
の
道
を
上
が
っ
て
す
ぐ
の
と
こ

ろ
に
大
き
な
木
が
あ
る
。
そ
の
傍
ら
に
山
の
神
だ
っ
た
か
、地
蔵
様
だ
っ
た
か
あ
っ

て
、
そ
こ
か
ら
左
手
の
山
に
入
る
。
今
は
ケ
モ
ノ
ミ
チ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、

草
や
木
に
ふ
さ
が
れ
な
が
ら
も
細
い
道
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
坂
道
を
カ
ゴ
に
イ

カ
を
入
れ
て
家
ま
で
持
っ
て
行
く
。辛
い
仕
事
だ
っ
た
。坂
道
ば
か
り
の
道
だ
っ
た
。

今
は
車
で
一
気
に
上
っ
て
し
ま
う
。
浜
に
い
て
そ
こ
で
生
活
す
る
こ
と
は
楽
で
あ

る
こ
と
は
判
っ
て
い
る
が
、
津
波
の
恐
怖
は
そ
ん
な
も
の
で
は
な
い
と
感
じ
た
の

だ
ろ
う
。

船
が
あ
っ
て
も
置
く
と
こ
ろ
も
な
い
し
、
ワ
カ
メ
の
水
揚
げ
を
す
る
岸
壁
も
な

い
。
ち
ょ
っ
と
し
た
波
で
も
危
険
で
作
業
が
出
来
な
い
状
況
で
早
期
の
復
旧
を

お
願
い
し
た
い
」
と
現
状
を
訴
え
た
。
そ
し
て
被
災
現
場
と
行
政
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
、
早
期
復
興
の
要
望
を
し
た
。「
予
算
措
置
さ
れ
て
は
い

る
が
具
体
的
な
内
容
は
出
て
い
な
い
。
や
む
を
得
ず
自
己
資
金
で
整
備
し
、
種

付
け
（
ワ
カ
メ
・
コ
ン
ブ
養
殖
の
た
め
ロ
ー
プ
に
種
を
付
け
る
）
を
終
え
て
仮

置
き
し
て
い
る
。
方
針
が
決
ま
ら
な
い
か
ら
開
始
の
号
令
が
出
せ
な
い
。
予
算

が
足
り
な
け
れ
ば
削
る
部
分
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
も
分
ら
な
い
」

漁
業
生
産
の
現
場
と
行
政
の
ス
ピ
ー
ド
の
違
い
に
イ
ラ
イ
ラ
し
な
が
ら
行
政
の

対
応
を
待
つ
漁
民
の
焦
り
を
に
じ
ま
せ
る
。
生
産
と
加
工
は
一
連
の
作
業
工
程

の
中
に
あ
り
一
連
の
事
業
の
流
れ
を
焦
燥
感
を
持
っ
て
待
つ
漁
民
の
姿
が
あ
っ

た
。加
工
施
設
に
つ
い
て「
要
望
し
て
い
る
が
国
の
補
助
を
待
っ
て
は
い
ら
れ
ず
、

漁
協
独
自
で
準
備
に
入
っ
て
い
る
。
来
年
２
月
迄
に
完
成
さ
せ
な
い
と
ワ
カ
メ

の
収
穫
時
期
に
間
に
合
わ
な
い
。
本
当
は
ア
ワ
ビ
の
種
苗
生
産
施
設
を
真
っ
先

に
建
て
た
い
の
だ
が
10
億
は
か
か
る
。
国
の
３
次
補
正
を
当
て
に
し
て
い
る
が
、

こ
れ
も
ど
う
な
る
か
の
か
分
か
ら
な
い
。」
国
の
補
助
を
当
て
に
し
て
い
る
が
、

生
産
時
期
は
予
算
を
待
っ
て
は
い
な
い
。
組
合
長
と
し
て
の
焦
り
が
あ
っ
た
。」

　
　
　
そ
し
て
国
の
震
災
対
応
に
苦
言
を
呈
し
て
い
る
。

　
「
ス
ピ
ー
ド
が
あ
ま
り
に
も
遅
す
ぎ
る
。
１
次
補
正
に
盛
り
込
ま
れ
た
漁
船
の
補

助
も
５
月
２
日
に
成
立
し
た
の
に
、
県
か
ら
具
体
的
な
内
容
が
示
さ
れ
た
の
は
７

月
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。
そ
の
間
に
マ
ス
漁
は
終
わ
っ
た
。
漁
期
が
終
わ
っ
て

か
ら
説
明
さ
れ
て
も
遅
い
ど
こ
ろ
の
話
じ
ゃ
な
い
。
１
年
遅
れ
に
な
る
。
２
次
補

正
だ
っ
て
９
月
に
入
ら
な
い
と
内
容
が
わ
か
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
県
は
要
望

を
受
け
て
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
が
、
国
の
方
針
が
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
り
対
応
し
き

れ
な
い
よ
う
に
映
る
。」

　
こ
の
よ
う
に
、
現
場
の
漁
業
暦
に
対
す
る
行
政
の
頓
着
し
な
い
対
応
に
歎
き
し

か
出
な
い
心
の
焦
り
を
見
る
事
が
で
き
る
。
復
興
予
算
を
お
願
い
す
る
側
と
す
れ

ば
、
非
難
が
ま
し
い
こ
と
は
要
望
側
と
し
て
は
言
い
に
く
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
が
、

そ
れ
で
も
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
組
合
長
の
苦
渋
を
感
ず
る
。
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他
設
備
を
考
え
る
と
、
港
は
県
な
り
市
な
り
が
管
理
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
４
地

区
の
拠
点
漁
港
を
要
望
し
た
。
４
港
の
内
２
港
が
県
、
２
港
が
宮
古
市
の
管
理
に

係
る
も
の
だ
。
そ
こ
を
集
中
的
に
復
旧
し
て
も
ら
っ
た
。
船
は
瓦
礫
撤
去
し
な
が

ら
使
え
る
も
の
、
修
理
可
能
な
も
の
は
集
め
て
、
自
分
た
ち
で
修
理
す
る
。
材
料

は
資
材
屋
で
売
っ
て
い
る
し
、
費
用
は
組
合
で
対
応
す
る
。
そ
の
他
に
日
本
海
側

か
ら
買
っ
て
く
る
。
そ
う
し
て
取
り
敢
え
ず
操
業
に
向
け
て
の
準
備
は
で
き
た
。

こ
れ
を
も
っ
て
復
興
と
い
う
な
ら
ば
、
復
興
は
で
き
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か

し
、復
興
し
た
か
っ
て
言
わ
れ
る
と
、素
直
に
「
そ
う
で
す
ね
」
と
い
え
な
い
の
だ
。

道
路
も
確
か
に
便
利
に
作
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
、
で
も
、
今
ま
で
失
っ
た
も
の
を

考
え
る
と
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
を
考
え
る
と
、
素
直
に
そ
う
だ
と
言

え
な
い
。
人
そ
れ
ぞ
れ
に
災
害
に
対
し
て
の
思
い
と
、
深
さ
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

押
し
並
べ
て
感
想
を
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
今
回
の
被
災
に
対
し
て
復
旧
は
あ
る
程
度
施
設
面
で
は
一
応
の
成
果
は
見
て
い

る
が
、
今
回
の
復
旧
で
良
か
っ
た
こ
と
は
、
道
路
が
で
き
た
こ
と
だ
。
今
迄
要
望

し
て
も
計
画
に
乗
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
が
、
津
軽
石
の
赤
前
か
ら
ト
ン
ネ
ル
で

重
茂
に
繋
が
る
こ
と
に
な
り
、
来
年
（
平
成
28
年
）
１
月
に
起
工
式
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

重
茂
漁
協　
参
事　
高
坂
菊
太
郎
さ
ん

　
取
材
日
：
平
成
27
年
10
月
27
日

○
重
茂
漁
協
復
興
の
早
さ
に
つ
い
て

　
中
古
漁
船
の
取
得
の
た
め
日
本
海
を
巡
っ
た
。
ク
レ
ー
ン
の
着
い
た
ト
ラ
ッ
ク

を
持
っ
て
い
る
組
合
員
が
い
た
の
で
早
か
っ
た
と
思
う
。

　
そ
う
し
た
動
き
の
速
さ
は
、
震
災
か
ら
２
か
月
後
の
５
月
、
天
然
わ
か
め
漁
に

出
漁
で
き
る
体
制
を
作
っ
た
こ
と
、
施
設
整
備
に
対
し
て
は
組
合
主
導
の
決
断
の

早
さ
だ
。
組
合
経
営
に
つ
い
て
は
、
定
置
漁
業
の
再
開
が
早
か
っ
た
事
が
大
き
い
。

漁
協
の
経
済
的
基
盤
を
な
す
建
網
の
再
開
は
、
そ
の
こ
と
自
体
、
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
っ
た
し
、
ま
し
て
漁
期
に
豊
漁
で
あ
っ
た
こ
と
は
重
茂
地
区
の
明
る
い
話

題
と
な
っ
た
。

　
養
殖
資
材
の
不
足
を
補
う
た
め
、
資
材
の
予
約
注
文
を
し
た
。
か
な
り
早
か
っ

　
昭
和
40
年
頃
に
は
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
は
あ
っ
た
が
、
重
茂
の
浜
に
合
っ
た
船
形
で
は
な

く
、
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
価
格
は
現
在
で
も
サ
ッ
パ
で
１
５
０
万
円
に
付
属
品

を
加
え
る
と
３
０
０
万
円
位
に
な
る
。
震
災
後
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
作
は
大
手
の
製
造
会
社

に
集
約
さ
れ
て
き
た
。
昨
年
５
月
現
在
で
要
求
に
全
て
対
応
し
６
７
６
隻
、
現
在

は
７
０
０
隻
を
一
寸
欠
け
る
程
度
に
な
っ
た
。

　
准
組
合
員
は
議
決
権
ナ
シ
。
あ
わ
び
・
う
に
の
山
田
入
合
は
参
加
で
き
な
い
。

宮
古
と
の
入
会
は
出
漁
可
だ
。

　
組
合
員
の
高
齢
化
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
二
三
男
対
策
が
で
き
て
い
な
い

の
で
は
な
く
、
少
子
高
齢
化
と
い
う
時
代
の
趨
勢
に
よ
る
も
の
だ
。

　
「
重
茂
味
ま
つ
り
」
は
震
災
の
年
に
は
休
ん
だ
が
、
今
年
で
９
回
目
と
な
る
。
震

災
の
時
、
取
引
の
あ
る
ク
ラ
ブ
生
協
や
そ
の
他
か
ら
の
支
援
物
資
が
大
量
に
入
っ

て
来
た
。被
災
し
た
の
は
重
茂
ば
か
り
で
は
な
い
の
で
、周
辺
の
漁
協
に
も
配
っ
た
。

そ
の
中
に
米
も
入
っ
て
い
て
、
そ
の
一
部
を
近
隣
の
漁
協
（
田
老
・
山
田
・
大
槌
）

に
配
分
し
た
。

　
震
災
の
年
の
５
月
、
天
然
わ
か
め
の
時
期
に
漁
船
60
隻
を
集
め
る
こ
と
が
で
き

て
、
実
施
希
望
者
を
募
り
、
人
数
案
分
で
各
港
に
配
分
し
た
。

　
震
災
後
の
復
興
試
案
の
「
漁
船
共
同
使
用
」
は
３
月
19
日
か
ら
20
日
頃
、
瓦
礫

撤
去
作
業
な
ど
を
し
て
い
る
人
に
色
々
話
を
し
て
、
ま
た
聞
い
て
歩
い
た
、
そ
う

し
た
中
で
の
具
体
案
だ
っ
た
。

　
震
災
後
、
漁
船
・
養
殖
用
の
ロ
ー
プ
を
業
者
に
注
文
し
た
が
、
あ
ま
り
に
注
文

が
込
み
入
り
、
業
者
か
ら
の
提
案
で
県
漁
連
を
窓
口
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
地
盤
沈
下
が
ひ
ど
く
、
海
岸
道
路
の
工
事
が
で
き
な
い
所
が
あ
っ
た
、
50
か
ら

60
㌢
と
い
う
が
、
場
所
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
。

　
今
一
番
の
関
心
事
は
あ
わ
び
の
増
殖
だ
、
重
茂
は
あ
わ
び
で
有
名
だ
っ
た
か
ら
、

殖
え
て
欲
し
い
。

震
災
復
興
に
対
し
て
現
在
の
感
慨

　
震
災
か
ら
４
年
を
過
ぎ
、
あ
と
数
か
月
で
５
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
現
在
、

重
茂
漁
業
協
同
組
合
の
復
興
の
早
さ
は
、
周
辺
の
漁
協
か
ら
驚
異
の
目
で
見
ら
れ

て
い
る
。
な
に
を
も
っ
て
復
興
と
い
う
の
か
、
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
港
や
そ
の
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調
査
等
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
自
宅
は
２
０
０
～
３
０
０
㍍
流
さ
れ
、
屋
根
だ
け
残
っ
て
い
た
。
２
階
の
品
物

は
残
っ
て
い
て
、
箪
笥
に
入
っ
て
い
た
洋
服
等
は
濡
れ
ず
に
残
っ
て
い
た
。

　
特
に
す
る
べ
き
仕
事
は
な
か
っ
た
。
た
だ
残
っ
た
も
の
で
少
し
で
も
使
え
る
も

の
を
探
し
て
歩
い
た
。
南
側
の
山
の
方
ま
で
捜
し
て
歩
い
た
、
そ
の
中
に
木
の
枝

や
木
の
葉
に
貼
り
付
い
た
ア
ワ
ビ
の
稚
貝
が
い
た
。
あ
と
２
、３
か
月
で
放
流
で
き

た
は
ず
な
の
に
、
大
変
残
念
だ
っ
た
。

　
15
㍍
の
高
さ
の
ポ
ン
プ
塔
の
上
を
船
が
飛
ん
で
い
っ
た
と
い
う
。
ま
た
ポ
ン
プ

塔
の
中
に
ウ
ニ
・
ナ
マ
コ
が
数
個
見
つ
か
っ
た
。

　
施
設
の
復
旧
は
、
１
サ
ケ
養
殖
施
設
、
２
昆
布
採
苗
施
設
、
３
ア
ワ
ビ
畜
養
施

設
の
順
で
復
旧
し
た
。

　
　
被
災
前
の
ア
ワ
ビ
畜
養
施
設

　
平
成
15
年
１
月
完
成　
　
３
㌢　
１
０
０
万
個
畜
養

　
　
復
興
施
設

　
平
成
26
年
12
月
完
成　
　
３
㌢　
１
５
０
万
個
畜
養

　
　
１
年
畜
養
し　
５
月
～
６
月
に
放
流

　
今
年
度
２
０
１
５
年
は
５
月
中
に
専
属
漁
業
区
域
内
に
１
０
０
万
個
、
共
同
漁

業
区
域
内
（
宮
古
・
山
田
）
に
25
万
個
ず
つ
放
流
の
予
定
だ
。

サ
ケ
孵
化
場　
主
任
技
師　
梅
沢
健
治
さ
ん
（
昭
和
41
年
生
）

　
取
材
日
：
平
成
26
年
11
月
11
日　

　
震
災
前
の
３
月
初
旬
に
１
０
０
万
尾
の
放
流
は
終
わ
っ
て
い
た
が
、
１
千
７
０
０
万

尾
は
残
っ
て
い
た
。
そ
の
１
千
７
０
０
万
尾
が
津
波
の
被
害
を
受
け
た
。
う
ま
く

波
に
の
っ
て
く
れ
れ
ば
よ
い
が
と
思
っ
て
い
た
が
、
津
波
の
溜
ま
り
水
や
下
水
に

泳
い
で
い
る
も
の
も
い
た
。

　
津
波
の
翌
年
か
ら
採
卵
を
は
じ
め
、
不
足
分
は
北
海
道
か
ら
も
譲
っ
て
貰
い
、

４
月
に
１
千
７
０
０
万
尾
を
放
流
し
た
。
津
軽
石
川
か
ら
も
２
０
０
万
尾
譲
っ
て

貰
い
、
海
中
飼
育
し
て
放
流
し
た
。

　
孵
化
場
施
設
は
平
成
25
年
に
完
成
し
た
。

た
と
思
う
の
だ
が
、注
文
が
集
中
し
た
こ
と
で
県
内
一
括
集
約
と
言
う
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
組
合
長
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
用
の
樹
脂
を
先
駆
け
て
注
文
し
た
が
、
県

漁
連
が
漁
船
等
の
集
約
窓
口
に
な
っ
た
と
言
う
の
で
取
り
止
め
た
。
組
合
長
の
指

示
で
注
文
し
た
の
だ
が
、
修
理
の
た
め
だ
っ
た
の
か
、
自
前
で
漁
船
を
作
ろ
う
と

し
た
の
か
定
か
で
な
い
が
、
そ
う
思
っ
て
も
い
い
程
船
が
欲
し
か
っ
た
。

　
漁
船
の
共
同
使
用
は
、
漁
業
者
が
組
合
の
提
案
を
認
め
て
く
れ
た
、
だ
か
ら
共

同
漁
業
な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
た
。
共
同
使
用
は
組
合
長
の
提
案
だ
っ
た
（
組

合
長
は
誰
だ
っ
た
か
忘
れ
た
、「
参
事
で
は
な
か
っ
た
か
な
」
と
も
言
っ
て
い
た
。

そ
れ
に
対
し
て
参
事
は
「
お
れ
で
は
な
い
」
と
話
し
た
）。

　
復
興
し
た
と
い
う
意
識
は
、
船
が
揃
っ
て
、
養
殖
施
設
が
整
っ
た
時
、
組
合
と

し
て
は
欠
損
金
の
解
消
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
が
、
そ
の
時
に
震
災
後
の
復
旧

は
で
き
た
、
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
（
さ
す
が
、
女
房
役
）。

重
茂
漁
協　
業
務
部
長　
種
苗
生
産
課
統
括　
高
坂
勇
一
さ
ん
（
昭
和
32
年
生
）

　
取
材
日
：
平
成
26
年
11
月
11
日　

　
地
震
時
、
宮
古
市
役
所
で
川
鵜
対
策
会
議
（
鮭
の
稚
魚
の
天
敵
で
あ
る
海
鵜
除

け
対
策
会
議
）
の
た
め
駐
車
場
に
着
い
た
時
に
地
震
に
遭
遇
し
た
。
激
し
い
地
震

の
た
め
会
議
の
会
場
で
あ
る
４
階
に
急
い
で
あ
が
り
、
会
議
の
中
止
を
宣
告
し
た
。

電
話
し
よ
う
に
も
一
切
通
じ
ず
、
重
茂
に
戻
っ
た
。
赤
前
運
動
公
園
で
消
防
団
員

に
止
め
ら
れ
、
山
手
を
回
っ
て
重
茂
に
帰
っ
た
。
組
合
に
立
ち
寄
り
、
家
に
帰
ろ

う
と
し
た
ら
里
地
区
の
家
は
な
く
な
っ
た
、
と
消
防
団
員
に
い
わ
れ
た
。
港
の
入

口
の
墓
地
ま
で
帰
っ
た
が
目
茶
々
々
の
状
態
だ
っ
た
。
当
然
自
宅
は
浸
水
し
て
い

た
。
ア
ワ
ビ
の
畜
養
施
設
は
全
部
ガ
ラ
ス
張
り
な
の
で
、
地
震
が
来
た
ら
全
職
員

屋
外
に
出
て
家
に
帰
る
よ
う
毎
日
話
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
職
員
に
は
怪
我
人

等
は
い
な
い
だ
ろ
う
と
確
信
し
て
い
た
。

　
被
災
の
状
況
を
確
認
し
た
。
自
分
自
身
消
防
団
員
で
も
あ
る
の
で
、
里
に
下
り

被
災
者
を
避
難
所
に
誘
導
し
た
。

　
ア
ワ
ビ
畜
養
施
設
は
鉄
骨
が
６
本
だ
け
残
り
、
15
㍍
の
高
さ
の
ポ
ン
プ
塔
の
屋

根
も
破
壊
さ
れ
て
い
た
が
、
辛
う
じ
て
本
体
は
残
っ
て
い
た
。

　
鮭
孵
化
場
は
瓦
礫
で
埋
ま
っ
て
い
た
の
で
撤
去
し
た
。
配
管
は
破
壊
、
水
質
の
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地
区
支
部
」（
仮
称
）
を
作
り
、
地
区
ご
と
に
動
き
始
め
た
。
経
費
は
組
合
負
担
と

し
た
。

　
数
日
後
理
事
が
集
め
ら
れ
「
船
が
な
け
れ
ば
ど
う
に
も
な
ら
ん
、
自
分
た
ち
で

動
い
て
船
を
捜
せ
」
と
指
令
が
出
た
。
若
い
連
中
を
中
心
に
中
古
・
多
少
の
破
損

の
あ
る
船
を
捜
し
て
秋
田
・
青
森
ま
で
廻
っ
た
。
こ
う
し
て
船
外
機
や
資
材
を
調

達
し
て
廻
っ
た
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
政
府
の
説
明
で
、「
４
月
以
前
に
支
払
っ
た

経
費
は
補
助
対
象
に
な
ら
な
い
」
と
い
う
話
し
が
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
「
漁

師
に
船
が
な
け
れ
ば
生
活
で
き
な
い
」
と
い
う
、
組
合
長
が
組
合
経
費
で
購
入
す

る
と
い
う
判
断
を
し
た
か
ら
だ
。

　
漁
船
は
共
同
使
用
、
収
量
均
等
割
と
し
、
５
月
の
天
然
若
布
の
収
穫
は
相
応
に

あ
り
、
値
段
も
よ
く
、
皆
一
安
心
し
た
。
ウ
ニ
・
ワ
カ
メ
の
収
穫
は
１
回
目
は
組

合
買
い
取
り
と
し
、
災
害
で
世
話
に
な
っ
た
人
達
へ
の
御
礼
と
な
っ
た
。
採
取
量

が
以
前
に
戻
っ
た
の
は
１
年
目
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
津
波
が
去
っ
て
海
は
残
っ
た
が
、
海
で
生
き
る
漁
師
達
に
と
っ
て
、
海
と
漁
船

は
同
じ
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
ど
ん
な
に
立
派
な
船
が
あ
っ
て
も
海
の
存
在
な
く

し
て
は
海
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
ま
た
ど
ん
な
豊
か
な
海
が
あ
っ
て
も
、
船
が
な

け
れ
ば
宝
の
持
ち
く
さ
れ
だ
。
ま
し
て
天
然
・
養
殖
の
昆
布
・
ワ
カ
メ
の
収
穫
期

が
迫
っ
て
い
れ
ば
、
は
や
る
心
は
抑
え
き
れ
な
い
。
な
ん
と
か
海
に
出
る
た
め
の

船
が
ほ
し
い
。
そ
こ
で
漁
師
達
は
漁
船
獲
得
の
た
め
に
動
き
出
し
た
の
だ
。

　
そ
の
動
き
の
一
端
を
次
の
記
事
に
見
る
事
が
出
来
る
。

　
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
10
月
９
日　
岩
手
日
報
に
『
舫
い　
浜
に
生
き
る
』

75　
と
題
し
て
、「
小
成
文
男
氏
と
重
茂
北
区
仲
組
の
漁
師
の
方
々
が
漁
船
の
獲

得
と
修
理
に
奔
走
し
た
。」
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

■�
「
巨
大
な
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
が
転
が
る
小
さ
な
港
に
、小
型
漁
船
が
所
狭
し
と
並
ぶ
。

ど
の
船
も
至
る
所
に
修
覆
し
た
痕
が
あ
る
中
古
船
だ
。

■�　
宮
古
市
・
重
茂
半
島
の
仲
組
漁
港
。
普
段
は
15
世
帯
ほ
ど
し
か
使
わ
な
い
が
、

地
元
で
は
「
宿
浜
」
と
呼
ば
れ
る
半
島
北
部
地
区
の
中
心
的
な
港
だ
。
３
月
11

日
の
津
波
後
、
同
地
区
の
漁
業
者
は
一
丸
と
な
り
船
を
集
め
修
理
し
て
き
た
。

■�　
同
月
下
旬
、
漁
業
者
の
集
ま
り
で
、
重
茂
漁
協
理
事
で
同
地
区
在
住
の
小
成

第
4
章  

重
茂
各
地
域
の
方
々
の
聞
き
取
り �������������

１　
北
地
区

　
重
茂
地
区
の
北
端
に
位
置
し
、
宮
古
湾
口
の
重
茂
半
島
突
端
に
黒
崎
神
社
が
あ

り
重
茂
地
区
の
人
々
に
限
ら
ず
、
宮
古
湾
内
建
網
漁
業
経
営
者
の
信
仰
を
集
め
る
。

震
災
当
時
、
春
の
ワ
カ
メ
採
捕
の
時
期
で
、
そ
れ
ぞ
れ
明
日
か
ら
の
作
業
の
準
備

に
忙
し
く
、
作
業
に
先
立
っ
て
飲
食
物
・
燃
料
類
、
そ
の
他
準
備
の
品
物
が
揃
っ

て
お
り
、
そ
の
点
で
被
災
時
は
困
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
当
時
、
漁
協
青
年
部
の

部
長
は
小
成
文
博
で
、
彼
は
自
宅
に
ク
レ
ー
ン
の
付
い
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク
を
所
持

し
て
お
り
、
漁
船
の
調
達
に
大
活
躍
し
た
。　

追
切　
小
成
文
男
さ
ん
（
正
組
合
員　
理
事
）（
昭
和
29
年
生
）　

　

�

長
男　
文
博　
談　
　
震
災
当
時
漁
協
青
年
部
長
、

　
取
材
日
：
平
成
26
年
10
月
14
日　
　

■
■�

「
地
震
の
時
海
上
に
い
て
作
業
し
て
い
た
。船
上
で
船
縁
が
ピ
タ
ピ
タ
と
音
が

し
て
、
地
震
を
感
じ
た
。
す
ぐ
港
に
戻
り
避
難
し
た
。」

　
地
震
を
感
じ
浜
に
行
っ
て
船
を
上
げ
よ
う
と
し
た
。
波
は
静
か
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
浜
の
前
に
い
つ
も
見
え
て
い
る
島
が
波
で
見
え
な
く
な
っ
た
の
で
、
急
い

で
自
動
車
で
逃
げ
た
。

　
浦
の
沢
の
老
夫
婦
を
探
し
に
行
っ
た
が
流
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
騒
い
で
も

声
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
し
た
中
「
助
け
て
く
れ
」
と
い

う
声
が
し
て
、
捜
し
て
助
か
っ
た
人
も
い
る
。

　
公
民
館
を
避
難
所
と
し
、
被
災
者
は
生
徒
を
含
め
20
人
く
ら
い
に
な
っ
た
。
こ

こ
に
は　
炊
き
出
し
の
施
設
や
風
呂
も
あ
り
、
家
の
風
呂
も
自
家
発
電
で
沸
か
し

入
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
漁
協
の
参
事
が
米
を
捜
し
て
き
た
が
、
当
方
も
あ
ま
り
な
か
っ
た
た
め
、
参
事

は
盛
岡
ま
で
米
を
買
い
に
行
っ
た
。
ガ
ソ
リ
ン
は
当
初
１
軒
当
た
り
10
㍑
に
制
限

さ
れ
た
が
、
直
ぐ
解
除
に
な
っ
た
。

　
組
合
の
冷
蔵
庫
か
ら
魚
介
類
が
救
援
物
資
と
し
て
供
出
さ
れ
、
う
ま
か
っ
た
。

　
１
週
間
後
に
東
北
電
力
が
発
電
機
（
６
千
㌾
）
を
始
動
し
供
給
し
た
。

　
１
週
間
以
内
に
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、
地
区
単
位
で
「
災
害
対
策
本
部

重茂地域 各地域における東日本大震災
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が
ら
避
難
し
て
い
た
の
で
、
車
を
置
い
て
歩
い
て
帰
宅
し
た
。
祖
母
は
元
気
で
庭

に
出
て
い
た
。

　
当
時
組
合
の
北
区
総
代
議
長
を
勤
め
て
い
た
の
で
、
消
防
団
員
と
組
合
員
と
一

緒
に
な
っ
て
行
方
不
明
者
の
捜
索
に
当
た
っ
た
。
行
方
不
明
者
を
含
む
死
亡
者
６

人
、
そ
し
て
公
民
館
に
避
難
所
の
設
置
な
ど
を
行
っ
た
。
被
災
状
況
の
調
査
を
し

よ
う
に
も
な
か
な
か
進
ま
ず
忙
し
か
っ
た
。
避
難
所
に
来
た
人
は
20
人
位
だ
っ
た
。

そ
の
外
被
災
し
た
人
は
親
戚
な
ど
に
避
難
し
て
い
た
。

　
対
策
本
部
設
置
後
、
被
災
し
た
人
、
捜
索
に
参
加
し
た
人
や
消
防
団
へ
の
給
食

の
準
備
を
し
た
が
、
予
想
し
な
か
っ
た
こ
と
が
多
く
、「
ガ
ン
バ
レ
」
と
の
か
け
声

だ
け
で
な
ん
と
も
や
り
き
れ
な
い
思
い
だ
っ
た
。
そ
う
思
い
な
が
ら
で
も
「
ガ
ン

バ
レ
」
と
言
っ
て
し
ま
い
悲
し
か
っ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
千
鶏
の
中
村
卓
郎
氏
と
の
連
絡
が
取
れ
た
。
中
村
氏
は
地
域
全

体
が
孤
立
し
て
い
た
た
め
、
外
部
と
の
連
絡
が
取
れ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
ど

う
し
た
わ
け
か
自
分
の
携
帯
と
は
つ
な
が
っ
た
。
そ
の
た
め
役
所
へ
の
要
望
や
、

簡
易
ト
イ
レ
の
要
望
等
を
代
わ
っ
て
連
絡
し
て
あ
げ
た
。

　
重
茂
は
捜
索
す
る
場
合
も
浜
が
離
れ
て
お
り
、
車
で
移
動
す
る
に
し
て
も
距
離

が
長
く
、
当
初
自
前
で
運
転
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
ガ
ソ
リ
ン
代
が
か
さ
ん
で
し

ま
う
。
そ
の
点
を
組
合
に
要
望
な
ど
し
た
。

　
対
策
本
部
解
散
後
、
漁
船
の
捜
索
と
中
古
船
の
買
い
付
け
に
走
り
廻
っ
た
。
ま

ず
若
い
人
に
先
遣
し
て
も
ら
い
、
目
処
が
付
い
て
か
ら
組
合
役
員
と
総
代
議
長
が

中
心
と
な
り
売
買
交
渉
に
入
り
、
現
金
で
買
い
付
け
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
中
古

船
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
暗
躍
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
で
ま
と
め
買
い
を
し
、

代
金
支
払
い
、
領
収
書
を
貰
お
う
と
し
た
ら
、
な
か
な
か
出
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
頑
張
っ
て
貰
っ
た
ら
、
案
の
定
、
後
日
警
察
の
取
調
に
掛
か
り
、
領
収
書

を
見
せ
た
ら
何
も
云
わ
ず
帰
っ
て
行
っ
た
。
中
古
船
は
20
隻
位
買
っ
た
が
、
直
ぐ

使
え
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
中
に
は
ひ
ど
い
も
の
も
あ
っ
た
。
修
理
で
き
る

も
の
も
最
大
限
確
保
し
、
修
理
に
１
か
月
位
掛
か
っ
た
。
宮
古
湾
内
か
ら
引
き
取

り
手
が
な
い
も
の
も
引
取
り
、
修
理
し
た
。

　
地
区
内
に
建
設
屋
さ
ん
の
残
し
た
重
機
類
が
あ
り
、
業
者
に
連
絡
し
て
使
わ
せ

て
貰
っ
た
。
大
変
助
か
っ
た
。

文
男
さ
ん
（
66
）
が
声
を
上
げ
た
。「
漁
師
は
船
ね
ば
駄
目
だ
。
集
め
っ
ぺ
し
」

■�
沖
に
浮
か
ぶ
壊
れ
た
養
殖
施
設
も
見
に
行
け
ず
、
天
然
ワ
カ
メ
漁
の
口
開
け
も

迫
っ
て
い
た
。「
新
造
船
を
待
っ
て
ば
か
り
い
ら
れ
な
い
。」
漁
協
が
早
急
な
中

古
船
確
保
の
方
針
を
出
し
た
こ
と
も
あ
り
、浜
の
男
た
ち
は
「
そ
う
だ
、そ
う
だ
」

「
よ
し
、
や
っ
ぺ
し
」
と
応
え
た
。

■�　
秋
田
、
青
森
両
県
の
港
町
を
回
り
中
古
船
を
探
し
、
宮
古
地
方
で
破
損
し
た

中
古
船
を
譲
り
受
け
た
。
加
村
信
一
さ
ん
（
60
）
は
「
船
底
に
た
く
さ
ん
穴
が

開
い
た
り
、
サ
イ
ド
が
何
か
所
も
壊
れ
て
い
た
り
、
通
常
な
ら
修
理
不
可
能
な

使
用
放
棄
状
態
の
船
を
譲
っ
て
も
ら
っ
た
。
ま
ず
は
船
だ
」
と
船
集
め
奔
走
に

か
け
た
思
い
を
語
る
。

■�　
船
を
探
す
人
、
直
す
人
と
役
割
を
決
め
、
仲
間
か
ら
「
大
工
」
と
呼
ば
れ
る

修
理
担
当
の
漁
師
、
木
村
正
さ
ん
（
65
）
と
大
程
哲
男
さ
ん
（
54
）
は
、「
廃
船

に
す
る
よ
う
な
も
の
ば
か
り
。
み
ん
な
必
死
だ
っ
た
」
と
思
い
起
こ
す
。
漁
船

約
50
世
帯
の
同
地
区
で
被
害
を
免
れ
た
船
は
１
隻
だ
け
と
い
う
が
、
５
月
の
天

然
ワ
カ
メ
漁
に
は
３
人
１
隻
の
割
合
で
、
14
、
15
隻
を
共
同
利
用
で
き
た
。
11

月
の
ア
ワ
ビ
漁
は
２
人
１
隻
で
操
業
で
き
る
見
通
し
だ
。

■�　
小
成
さ
ん
は
「
若
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
み
ん
な
の
協
力
で
、
こ
こ
ま
で
で

き
た
。�

早
く
元
通
り
の
状
況
に
し
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
る
。

重
茂
立
浜　
泉
沢
敏
郎
さ
ん
（
昭
和
27
年
生
）

　
漁
協
理
事　
夫
婦
と
子
息　
３
人
、

　
取
材
日
：
平
成
27
年
７
月
２
日

　
地
震
時
は
病
院
に
行
く
途
中
だ
っ
た
。
家
に
は
祖
母
（
そ
の
後
病
死
）
だ
け
遺

し
て
い
た
の
で
、
病
院
に
入
る
前
に
地
震
津
波
が
来
る
と
思
っ
て
、
そ
の
ま
ま
車

で
帰
宅
し
た
。
海
岸
は
危
な
い
こ
と
と
、
時
間
的
に
早
い
ル
ー
ト
と
し
て
花
輪
か

ら
金
浜
に
向
か
う
高
規
格
道
路
を
走
り
金
浜
に
着
き
、
金
浜
か
ら
稲
荷
橋
を
渡
り

赤
前
を
通
り
堀
内
に
入
っ
た
。
息
子
は
宮
古
魚
市
場
に
魚
を
卸
し
、
伝
票
を
貰
っ

た
所
で
地
震
に
遭
い
、
直
ぐ
車
で
小
山
田
橋
を
通
り
父
と
前
後
し
て
帰
っ
た
。
途

中
津
波
警
報
の
広
報
は
小
山
田
橋
附
近
で
聞
い
た
。
旧
街
道
を
通
り
北
区
に
入
っ

た
。
津
波
の
確
認
は
、
荒
巻
の
人
が
青
い
顔
を
し
て
「
津
波
が
来
た
」
と
言
い
な
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信
で
き
な
か
っ
た
。
夕
方
屯
所
に
団
員
・
自
主
防
災
の
人
々
が
集
ま
り
、
被
害
の

状
態
を
把
握
し
た
。

　
荒
巻
２
人
行
方
不
明
、
音
部
地
区
と
連
絡
す
る
浜
通
の
道
が
崩
落
し
寸
断
、
山

廻
り
の
道
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
宮
古
道
は
小
角
柄
～
熊
の
平
～
堀
内
～
山

際
の
避
難
道
路
～
赤
前
と
道
路
は
確
保
で
き
て
い
た
。

　
避
難
所
は
各
親
戚
の
家
（
３
軒
）
へ
お
願
い
し
た
。
公
民
館
は
遠
い
こ
と
も
あ

り
行
か
な
か
っ
た
。
食
事
は
各
家
の
持
合
い
で
食
べ
た
。
発
電
機
は
各
家
で
持
っ

て
い
た
の
で
そ
れ
を
利
用
し
助
か
っ
た
。
水
道
は
簡
易
水
道
だ
が
、
荒
巻
の
入
口

で
水
道
管
が
破
裂
し
、
北
側
に
は
通
じ
な
か
っ
た
。

　
家
族
は
皆
無
事
で
、
小
学
校
は
地
震
後
す
ぐ
生
徒
を
迎
え
家
に
帰
っ
て
き
た
。

電
話
は
不
通
と
な
り
、
開
通
ま
で
１
週
間
ぐ
ら
い
か
か
っ
た
と
思
う
。

　
現
在
、
消
防
団
員
も
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
る
。
昨
年

（
２
０
１
４
年
）
７
月
に
消
防
団
を
退
団
し
た
。

　
チ
リ
地
震
・
十
勝
沖
地
震
の
と
き
は
津
波
は
来
て
い
な
い
。
今
回
の
津
波
は
明

治
29
年
、
昭
和
８
年
よ
り
は
か
な
り
高
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
１
週
間
程
し
て
自
衛
隊
の
救
助
が
入
っ
て
き
た
。救
援
物
資
と
し
て
野
菜
も
入
っ

て
来
た
。
燃
料
は
そ
れ
ぞ
れ
作
業
用
に
普
段
か
ら
確
保
し
て
い
た
の
で
足
り
て
い

た
。
重
茂
漁
協
に
も
米
が
な
く
な
り
、
職
員
が
盛
岡
ま
で
買
い
出
し
に
行
っ
た
。

　
漁
船
の
被
害�　
　
　
　
漁
船
４
隻　
　
　
　
９・１
㌧�

漁
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ッ
パ�

２
隻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１・５
㌧�

養
殖
用　
　
全
滅

　
　
　
　
現
在
（
２
０
１
４
）
全
部
充
足
し
て
い
る
。

２　
音
部
地
区

　
音
部
地
区
の
漁
港
は
重
茂
里
と
同
じ
規
模
の
港
で
あ
る
。
津
波
は
防
波
堤
を
越

え
、
港
の
施
設
を
破
壊
し
、
港
に
注
ぐ
沢
川
を
遡
り
、
里
地
域
の
民
家
・
倉
庫
等

を
な
ぎ
倒
し
た
。
津
波
の
様
子
を
見
て
い
た
人
は
、
津
波
の
波
が
来
る
前
に
暴
風

で
家
が
倒
壊
し
、
波
が
き
て
瓦
礫
に
な
っ
た
。
ま
た
漁
船
が
飛
ん
だ
と
い
う
。
波

の
破
壊
力
も
そ
う
な
の
だ
が
、
津
波
の
怖
さ
は
波
の
来
る
前
の
暴
風
に
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
他
の
地
区
で
も
聞
い
た
。　

　
新
旧
の
漁
船
10
艘
ほ
ど
集
め
て
置
い
て
い
た
ら
、
国
の
補
助
が
決
ま
ら
な
い
う

ち
に
と
、
批
判
も
あ
っ
た
。
し
か
し
震
災
後
直
ぐ
、
国
か
ら
災
害
対
策
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
時
、
組
合
長
が
説
明
会
場
か
ら
出
て
来
て
、
報
道
関
係
者
の
前
で

「
相
談
が
崩
れ
た
」
と
い
っ
た
。
そ
の
上
で
自
力
で
で
き
る
事
は
早
く
す
る
、
で
な

い
と
若
い
人
が
離
れ
て
し
ま
う
、
と
言
う
発
言
が
あ
っ
た
。
そ
の
発
言
に
賛
同
し

て
自
力
で
動
き
廻
っ
た
結
果
で
あ
り
、
最
後
は
自
分
で
背
負
っ
て
も
良
い
と
言
う

覚
悟
と
、
組
合
長
の
話
に
賛
同
し
た
心
意
気
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
漁
船
の
準
備

が
で
き
た
所
か
ら
市
の
管
理
港
と
し
て
復
旧
が
一
番
早
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
夏
に
新
造
船
の
お
披
露
目
が
音
部
港
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
前
の
４
月
23
日
に
新

造
船
を
取
り
に
行
っ
た
折
り
、
新
旧
船
の
代
金
を
組
合
に
精
算
し
て
貰
っ
た
。

　
仕
事
を
し
て
い
る
時
は
国
・
県
・
組
合
に
相
談
し
な
い
で
自
力
で
や
る
と
云
う

事
で
仕
事
を
進
め
た
。
補
助
金
あ
る
な
し
に
関
係
な
く
、
自
分
た
ち
の
事
は
自
分

た
ち
で
や
る
と
い
う
考
え
で
、
地
域
と
し
て
ま
と
め
た
。

　
今
考
え
る
と
、あ
れ
も
こ
れ
も
反
省
や
後
悔
も
あ
る
。当
時
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

眠
ら
れ
な
い
時
も
あ
る
し
、
涙
も
流
れ
る
。
し
か
し
重
茂
の
復
興
に
か
け
る
組
合

長
の
前
向
き
な
発
言
に
感
動
し
、
当
地
域
の
復
興
に
動
い
た
結
果
で
あ
り
、
心
残

り
は
な
い
。

荒
巻　
山
本
正
法
さ
ん
（
昭
和
25
年
生
）

　
漁
協
組
合
員　
二
十
七
消
防
分
団
員
（
当
時
）（
仲
組
）、

　
取
材
日
：
平
成
26
年
10
月
27
日

　
地
震
の
時
は
養
殖
施
設
で
作
業
中
だ
っ
た
、
船
が
ゆ
れ
、
海
岸
の
岩
の
崩
落
が

ひ
ど
か
っ
た
。
急
い
で
音
部
漁
港
に
入
港
し
、
音
部
の
消
防
分
団
員
に
手
伝
っ
て

も
ら
い
船
を
上
げ
、
ト
ラ
ッ
ク
で
家
へ
帰
っ
た
。

　
重
茂
に
は
二
十
六
分
団
の
音
部
港
の
水
門
と
元
村
の
２
か
所
の
み
水
門
が
あ
り
、

音
部
港
の
水
門
は
既
に
閉
じ
て
い
た
。

　
津
波
が
来
た
の
で
、山
手
の
小
角
柄
を
通
っ
て
家
へ
帰
り
、消
防
団
に
出
動
し
た
。

　
最
初
は
５
㍍
の
津
波
襲
来
ま
で
は
公
報
で
聞
い
た
が
、
そ
の
後
は
山
の
中
に
い

た
の
で
公
報
は
聞
こ
え
な
か
っ
た
。
自
宅
は
庭
ま
で
津
波
が
来
た
が
、
下
の
家
は

床
上
浸
水
し
た
。
防
災
無
線
と
同
時
に
団
員
は
働
い
て
い
た
。
屯
所
の
無
線
は
交

重茂地域 各地域における東日本大震災



419

た
が
、
そ
れ
が
流
れ
て
し
ま
っ
た
。
分
団
員
は
全
員
無
事
だ
っ
た
。

　
音
部
漁
港
の
後
ろ
の
漁
村
セ
ン
タ
ー
は
流
失
し
た
。
音
部
里
地
区
（
笹
見
内
・

小
角
柄・里
）19
軒
の
民
家
が
流
失
し
た
。
波
の
か
か
ら
な
い
立
木
も
倒
れ
て
い
た
。

津
波
の
警
報
は
３
㍍
、
６
㍍
、
10
㍍
と
3
回
あ
っ
た
（
テ
レ
ビ
）。
無
線
は
ポ
ン
プ

車
に
付
い
て
い
た
が
、
聞
こ
え
に
く
か
っ
た
。

　
全
国
規
模
で
消
防
団
員
は
20
分
間
警
戒
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
大
津
波
警

報
が
あ
っ
た
ら
、
直
ぐ
に
逃
げ
ろ
と
い
う
よ
う
に
改
正
に
な
っ
た
、
水
門
を
閉
め

た
ら
直
ぐ
に
逃
げ
ろ
と
い
う
こ
と
だ
。
波
が
渦
を
巻
き
、
車
や
船
が
廻
り
な
が
ら

流
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
漁
港
の
防
波
堤
は
、
最
新
式
と
い
わ
れ
、
工
事
屋
の
話
で
は
こ
れ
な
ら
よ
い
と

い
っ
て
い
た
が
、
波
が
簡
単
に
越
え
て
し
ま
っ
た
。
船
が
飛
ぶ
。
そ
れ
も
１
㌧
ク

ラ
ス
の
船
が
、
そ
ん
な
話
が
あ
っ
た
。
爆
風
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

　
所
有
漁
船
３
隻
、
す
べ
て
破
損
し
た
が
、
現
在
は
全
て
充
足
し
て
い
る
。

　
団
員
10
人
の
住
宅
が
流
さ
れ
、そ
の
人
達
に
は
気
の
毒
で
声
も
か
け
ら
れ
な
か
っ

た
し
、
声
も
出
な
か
っ
た
。
流
失
し
た
人
々
の
悲
鳴
、
木
の
倒
れ
る
音
、
電
柱
の

倒
れ
る
音
が
、
す
ご
か
っ
た
。
消
防
団
本
部
へ
の
報
告
が
忙
し
か
っ
た
。

　
安
否
の
確
認
を
し
た
が
、
１
０
０
名
く
ら
い
の
人
と
連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
。

村
の
見
廻
り
は
車
だ
と
瓦
礫
に
よ
る
パ
ン
ク
の
危
険
性
も
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
徒
歩

で
行
っ
た
。
遺
体
の
安
置
所
が
決
ま
ら
ず
、
宮
古
の
千
徳
体
育
館
・
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
ま
で
遺
体
を
搬
送
し
た
。
棺
桶
の
不
足
、
サ
イ
ズ
の
違
い
等
、
混
乱
し
た
。

警
察
が
遺
体
の
洗
浄
を
行
っ
て
い
た
。
警
察
・
自
衛
隊
・
役
所
の
役
割
が
判
然
と

せ
ず
混
乱
し
た
。

　
音
部
地
区
は
４
人
死
亡
、
１
人
行
方
不
明
だ
っ
た
。
音
部
で
は
船
で
沖
に
避
難

す
る
人
は
い
な
か
っ
た
。
災
害
時
の
命
令
系
統
が
混
雑
し
不
安
が
あ
り
大
変
だ
っ

た
。

　
引
き
汐
の
時
漁
港
の
底
が
現
れ
、
周
囲
の
島
が
見
え
た
り
隠
れ
た
り
し
て
、
珍

し
い
光
景
だ
っ
た
。

音
部
里　
山
崎
義
広
さ
ん
（
昭
和
22
年
生
）

　
漁
協
副
組
合
長　
消
防
団
を
辞
め
て
い
た
が
、
浜
の
堤
防
に
水
門
が
で
き
て
、

重
茂
小
角
柄　
伊
藤
良
治
さ
ん
（
昭
和
５
年
生
）

　
60
代
か
ら
組
合
役
員
（
現
在
は
引
退
）　
地
区
総
代
21
年　
理
事
５
年
、

　
取
材
日
：
平
成
27
年
７
月
２
日

　
地
震
の
時
は
宮
古
に
い
て
、
す
ぐ
車
で
堀
内
を
廻
り
帰
っ
た
が
、
堀
内
地
区
も

渋
滞
し
て
い
た
。

　
明
治
29
年
の
津
波
の
時
は
音
部
里
に
い
た
と
聞
い
て
い
た
が
、
祖
母
１
人
が
生

き
残
り
、
明
治
36
年
に
こ
の
地
区
に
家
を
建
て
た
。

　
昔
は
音
部
浜
か
ら
小
角
柄
へ
の
交
通
は
現
在
の
道
路
は
な
く
、
荒
巻
の
手
前
か

ら
山
道
を
通
る
以
外
な
く
、
浜
へ
の
行
き
来
は
大
変
だ
っ
た
。
浜
で
仕
事
を
す
る

よ
り
小
角
柄
に
通
う
に
は
何
十
倍
も
体
力
が
必
要
で
、
昭
和
８
年
頃
は
３
軒
し
か

家
が
な
か
っ
た
。
当
時
笹
見
内
は
畑
だ
け
だ
っ
た
。

　
昭
和
40
年
か
ら
41
年
頃
、
漁
船
は
木
造
船
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
へ
と
代
わ
り
、

養
殖
ワ
カ
メ
・
昆
布
は
木
造
船
で
始
ま
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
代
わ
っ
て
い
っ
た
。

　
重
茂
地
域
の
特
徴
は
、
共
同
・
協
力
心
が
大
き
い
こ
と
と
思
う
。
今
で
こ
そ
奇

跡
の
復
興
だ
と
か
、
す
ご
い
組
合
だ
と
か
言
わ
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
明
る
い

部
分
だ
け
で
は
な
く
、
語
る
事
の
で
き
な
い
暗
い
部
分
も
あ
っ
た
、
そ
の
こ
と
を

穿
鑿
す
る
事
で
は
な
く
、
組
合
の
本
質
で
あ
る
「
自
助・共
助・公
助
」
を
堅
持
し
、

組
合
員
の
た
め
に
運
営
す
る
の
が
組
合
の
本
質
で
あ
る
事
を
明
示
し
、
今
後
の
運

営
に
勤
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

笹
見
内　
伊
藤
政
光
さ
ん
（
昭
和
30
年
生
）

　
漁
協
組
合
員��

二
十
六
分
団
分
団
長　
２
０
１
１
年
２
月
に
分
団
長
に
な
っ
た

ば
か
り
だ
っ
た
。
取
材
日
：
平
成
26
年
10
月
27
日

　
地
震
の
時
は
船
に
乗
っ
て
ワ
カ
メ
取
り
の
準
備
を
し
て
い
た
。
地
震
の
た
め
船

が
ゆ
れ
て
、降
り
ら
れ
な
か
っ
た
。津
波
の
第
１
波
は
、水
位
が
上
が
っ
た
だ
け
だ
っ

た
。
そ
の
後
汐
が
引
き
は
じ
め
、
第
２
波
の
津
波
が
来
た
。
こ
の
２
波
の
風
で
港

の
屋
根
が
飛
ば
さ
れ
、
船
が
飛
ん
だ
と
い
う
。
船
は
傷
も
少
な
く
山
へ
飛
ば
さ
れ

て
い
た
。

　
音
部
漁
港
に
は
水
門
が
４
か
所
あ
る
。
北
１
、
第
４
水
門
は
残
っ
た
が
、
他
の

２
か
所
の
う
ち
第
１
門
扉
は
飛
ば
さ
れ
た
。
北
側
の
水
門
は
電
動
に
し
て
も
ら
っ
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く
ら
い
伊
藤
家
で
も
炊
き
出
し
を
行
っ
た
。
米
は
自
家
の
物
を
出
し
た
。
３
日
後

消
防
団
で
各
家
か
ら
米
の
寄
付
を
募
っ
た
。

　
電
気
は
発
電
機
が
あ
っ
た
し
、
水
は
海
藻
水
洗
い
用
の
大
き
な
タ
ン
ク
に
確
保

し
て
い
た
の
で
困
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
４
日
後
く
ら
い
に
父
が
薪
ス
ト
ー
ブ
を

買
っ
て
き
て
く
れ
た
。

　
自
宅
に
避
難
者
家
族
を
中
心
に
９
人
引
き
受
け
た
。
３
日
後
か
ら
女
性
部
の
支

援
が
動
き
出
し
た
。
音
部
地
区
は
食
に
困
る
事
は
な
か
っ
た
。
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫

は
発
電
機
で
動
か
し
た
。
無
理
し
て
発
電
機
で
冷
凍
冷
蔵
庫
を
動
か
し
た
の
は
、

い
つ
ま
で
こ
う
し
た
不
便
な
生
活
が
続
く
の
か
判
ら
な
い
と
い
う
父
（
85
歳
）
の

判
断
だ
っ
た
。
年
寄
り
の
話
は
貴
重
だ
と
思
っ
た
。

　
死
者　
笹
見
内　
１
人　
船
を
見
に
行
っ
て
流
さ
れ
た

　
　
　
　
里　
　
　
３
人

　
被
災
し
た
養
殖
施
設
の
回
収
を
行
っ
た
。
ワ
カ
メ
（
天
然
）
は
５
月
に
共
同
収

穫
し
、
値
段
も
よ
か
っ
た
の
で
皆
安
心
し
た
よ
う
だ
っ
た
。

　
流
失
し
た
船
の
捜
索
と
中
古
船
の
購
入
等
は
、
重
茂
が
一
番
早
か
っ
た
と
思
う
。

笹
見
内 　
伊
藤
寛
治
さ
ん
（
昭
和
６
年
生
）

　
伊
藤
智
恵
子
の
父
、
取
材
日
：
平
成
26
年
８
月
15
日

　
地
震
の
時
、
漁
協
前
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
給
油
を
し
て
い
た
。
す
ぐ
家
に

帰
り
家
か
ら
海
を
見
た
。
津
波
が
来
る
前
に
津
波
の
爆
風
な
の
だ
ろ
う
か
、
家
が

倒
壊
す
る
の
が
見
え
た
。
津
波
が
来
た
と
き
に
は
家
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
引
き

波
で
倒
壊
し
た
家
の
部
材
が
流
れ
て
し
ま
っ
た
。
普
通
の
海
波
は
膝
ま
で
で
あ
れ

ば
何
と
も
な
い
が
、
津
波
の
波
は
膝
位
で
も
う
動
き
が
と
れ
な
い
。
地
震
か
ら
津

波
ま
で
20
分
～
30
分
位
あ
っ
た
と
思
う
。
漁
船
６
艘
全
て
流
失
。
現
在
５
艘
確
保
。

諸
経
費
は
保
険
で
賄
っ
た
。

笹
見
内　
坂
本
惠
子
さ
ん
（
昭
和
22
年
生
）

　
宮
古
市
保
健
福
祉
部
地
域
医
療
保
健
推
進
監
、
取
材
日
：
平
成
26
年
11
月
12
日

　
地
震
の
時
、市
役
所
の
そ
ば
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で
１
歳
６
か
月
児
の
検
診
を
行
っ

て
い
た
。
保
健
セ
ン
タ
ー
を
出
て
、
市
役
所
の
北
側
の
山
手
に
あ
る
中
央
公
民
館

勤
務
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、
再
び
水
門
閉
鎖
要
員
と
し
て

消
防
団
員
に
な
っ
た
。
取
材
日
：
平
成
26
年
10
月
27
日　

　
地
震
の
時
は
音
部
漁
港
の
西
１
０
０
㍍
位
後
方
の
、
漁
協
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
に
い
た
。
消
防
団
員
と
し
て
水
門
閉
鎖
の
担
当
と
な
っ
て
い
た
。
水
門
を
閉
め
、

漁
港
脇
の
漁
村
セ
ン
タ
ー
の
脇
で
海
を
見
て
い
た
。
波
が
ひ
ど
く
な
り
、
漁
村
セ

ン
タ
ー
か
ら
坂
道
を
上
が
り
、
坂
の
途
中
に
あ
る
大
木
の
脇
の
山
の
神
ま
で
逃
げ

た
。
１
波
の
後
引
き
汐
が
あ
り
、
荒
巻
の
港
の
底
が
見
え
た
。

　
妻
は
自
宅
前
か
ら
山
道
を
登
り
、
自
宅
の
流
れ
る
の
を
見
て
い
た
。
子
供
達
は

職
場
に
い
た
。
孫
は
学
校
に
い
た
。

　
災
害
公
報
は
津
波
来
襲
３
㍍
と
い
う
情
報
ま
で
聞
い
た
。
下
隣
の
じ
い
さ
ん
は

胸
ま
で
波
に
つ
か
り
杉
の
木
に
掴
ま
っ
て
助
か
っ
た
。
水
を
飲
ん
だ
そ
う
だ
が
、

水
は
キ
レ
イ
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
た
。
お
ば
あ
さ
ん
と
娘
さ
ん
は
流
さ
れ
た
。
氏

神
様
（
大
神
宮
様
）
は
避
難
所
に
な
っ
て
い
た
が
、避
難
し
て
く
る
人
は
い
な
か
っ

た
。

　
船
は
飛
ば
さ
れ
た
が
、
別
の
家
の
下
に
な
っ
て
助
か
っ
た
。
主
の
い
な
い
船
が

養
殖
の
桁
に
ひ
っ
か
か
り
助
け
ら
れ
、
無
傷
だ
っ
た
。

　
笹
見
内
会
館
に
は
避
難
者
80
人
が
い
て
、
満
員
だ
っ
た
。
３
か
月
し
て
仮
設
住

宅
に
入
っ
た
。
仮
設
住
宅
は
部
落
単
位
に
ま
と
ま
っ
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る

が
、
当
初
は
１
か
所
に
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
い
不
便

に
な
っ
た
。

　
前
の
家
は
戻
り
波
で
流
さ
れ
た
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
も
被
災
し
廃
棄
に
し
た
。

　
住
宅
の
新
築
は
12
月
に
前
あ
っ
た
家
の
裏
山
に
宅
地
造
成
し
完
成
し
た
。　

音
部　
伊
藤
智
恵
子
さ
ん
（
昭
和
33
年
生
）

　
漁
協
婦
人
部
員
（
漁
協
組
合
員
の
家
族
の
女
性
は
全
員
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い　
　

る
）
建
網
漁
場
の
炊
事
員
、
取
材
日
：
平
成
26
年
６
月
19
日

　
地
震
の
時
、
当
日
海
に
出
る
予
定
だ
っ
た
が
海
が
荒
れ
て
い
た
の
で
家
に
い
た
。

津
波
が
来
る
と
い
う
の
で
、
直
ぐ
に
つ
ば
釜
（
竈
に
か
け
る
釜
）
５
升
焚
き
で
御

飯
を
炊
い
た
。
笹
見
内
会
館
に
里
の
人
が
避
難
し
て
き
た
。
会
館
に
は
寄
附
に
よ

る
毛
布
が
備
蓄
し
て
あ
っ
た
。
そ
の
外
、
毛
布
や
衣
類
は
皆
が
寄
附
し
た
。
３
日
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で
見
て
い
た
ら
、
予
報
通
り
30
分
後
に
津
波
が
来
た
。
自
宅
は
重
茂
漁
協
の
北

側
県
道
の
山
手
に
あ
り
、
地
盤
も
よ
く
、
海
か
ら
か
な
り
離
れ
て
お
り
、
高
台
で

あ
る
の
で
津
波
の
心
配
は
な
か
っ
た
。
娘
２
人
が
宮
古
に
お
り
心
配
し
て
い
た
。　

上
の
娘
は
市
役
所
に
勤
務
し
て
い
て
６
階
に
避
難
し
、
更
に
向
か
い
側
の
山
手
の

愛
宕
小
学
校
に
避
難
し
た
と
い
う
。
下
の
娘
は
築
地
の
銀
行
に
勤
務
し
て
お
り
、

や
は
り
山
手
を
通
っ
て
愛
宕
小
学
校
に
避
難
し
た
と
い
う
。

　
海
辺
の
避
難
者
は
市
役
所
重
茂
支
所
の
隣
の
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
避
難
し
て

き
た
。
炊
き
出
し
な
ど
手
伝
お
う
と
し
た
ら
、
高
齢
者
だ
か
ら
だ
ろ
う
か
、
周
辺

を
見
て
い
て
く
れ
と
言
わ
れ
た
。
海
に
行
っ
て
み
よ
う
と
し
た
ら
、
途
中
で
避
難

し
て
来
る
人
に
出
会
い
、
海
の
方
に
は
行
か
な
い
よ
う
に
注
意
さ
れ
た
。
妻
は
避

難
所
で
炊
き
出
し
を
手
伝
っ
て
い
た
。
避
難
所
に
は
布
団
や
毛
布
・
米
な
ど
を
提

供
し
た
。

　
重
茂
里
地
区
で
は
24
戸
世
帯
が
流
失
し
た
。
漁
船
は
１
艘
保
有
し
て
い
た
が
流

さ
れ
た
。
主
に
ウ
ニ
・
鮑
漁
に
使
用
す
る
船
だ
。

　
明
治
29
年
、
昭
和
８
年
に
は
里
の
高
台
で
あ
る
笹
見
内
に
は
家
は
な
か
っ
た
。

小
角
柄
に
も
家
が
１
軒
だ
け
だ
っ
た
。
２
度
の
津
波
後
、
里
か
ら
両
地
区
に
移
転

し
て
来
た
。
し
か
し
そ
の
後
ま
た
海
岸
に
家
が
建
ち
、
今
回
は
里
地
区
だ
け
で
24

戸
流
失
と
い
う
被
害
に
な
っ
た
。

重
茂
舘　
盛
合
敏
子
さ
ん
（
昭
和
28
年
生
）

　
重
茂
漁
協
女
性
部
長

　
夫　
敏サ

ト
シ　

　
組
合
員　
　
長
男　
善
行　
准
組
合
員
、

　
取
材
日
：
平
成
26
年
６
月
19
日

　
地
震
の
時
、
検
診
の
た
め
に
宮
古
病
院
に
行
っ
て
、
職
場
の
県
合
同
庁
舎
（
保

健　
福
祉
相
談
室
）
の
事
務
所
に
い
た
時
地
震
に
遭
っ
た
。
職
場
の
人
が
騒
ぐ
の

で
机
の
下
に
隠
れ
る
よ
う
指
導
し
た
。
地
震
が
大
き
く
津
波
警
報
が
出
た
の
で
、

合
同
庁
舎
の
北
側
の
山
に
避
難
し
た
。「
沿
岸
広
域
振
興
局
宮
古
支
庁
」の
局
長
が
、

合
同
庁
舎
を
避
難
場
所
に
す
る
と
決
め
た
の
で
、
地
下
の
食
堂
に
行
っ
て
炊
き
出

し
の
お
に
ぎ
り
作
り
を
手
伝
っ
た
。
４
０
０
人
の
避
難
者
を
引
き
受
け
た
、
中
に

は
具
合
の
悪
い
人
も
お
り
、
保
健
所
の
人
が
見
て
く
れ
た
。
そ
う
し
な
が
ら
も
家

に
避
難
し
た
。
途
中
町
の
人
に
会
っ
た
が
、
逃
げ
よ
う
と
言
う
声
が
出
な
か
っ
た
。

逃
げ
る
時
は
声
が
出
な
か
っ
た
と
、昭
和
８
年
の
津
波
経
験
者
に
聞
い
た
事
が
あ
っ

た
。
中
央
公
民
館
の
振
動
が
大
き
く
中
に
入
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
市
役
所
の

後
ろ
を
大
型
船
や
ト
ラ
ッ
ク
が
流
れ
て
ゆ
く
の
が
見
え
た
。公
民
館
の
後
山
に
登
っ

た
時
に
津
波
が
見
え
た
。「
逃
げ
ろ
」
と
い
う
声
が
響
い
て
い
た
。
宮
古
第
二
中
学

校（
日
ノ
出
町
）ま
で
逃
げ
た
。
生
徒
が
70
人
く
ら
い
い
て
整
頓
を
助
け
て
く
れ
た
。

　
佐
原
の
保
育
園
で
炊
き
出
し
を
行
い
、
夕
方
オ
ニ
ギ
リ
を
配
っ
た
。
２
時
間
毎

に
避
難
者
の
確
認
を
し
て
教
室
に
分
宿
さ
せ
た
。
常
備
薬
を
忘
れ
た
人
も
い
て
脈

を
見
て
い
る
と
安
心
す
る
よ
う
だ
っ
た
。

　
翌
日
職
員
を
市
役
所
に
集
め
る
よ
う
市
長
か
ら
の
命
令
が
あ
っ
た
が
、
友
達
１

人
に
翌
日
重
茂
に
行
く
事
を
許
可
さ
れ
、
山
道
を
回
り
堀
内
に
着
い
た
。
音
部
里

の
自
宅
は
流
失
し
て
い
た
の
で
、
小
角
柄
の
親
戚
の
家
に
避
難
し
た
。

　
14
日
に
静
岡
災
害
医
療
チ
ー
ム
が
入
っ
て
き
て
く
れ
た
。
田
老
に
は
「
国
境
な

き
医
師
団
」
が
入
っ
て
き
た
。
薬
は
医
師
団
が
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。
14
日
午
後

に
は
山
田
か
ら
川
代
・
千
鶏
に
入
っ
た
。
既
に
自
衛
隊
が
入
っ
て
い
た
。
薬
の
メ

ニ
ュ
ー
を
作
成
す
る
た
め
、
自
衛
隊
の
情
報
を
コ
ピ
ー
さ
せ
て
貰
っ
た
。
こ
れ
を

み
て
重
茂
地
区
の
安
全
宣
言
を
し
た
。

　
赤
前
地
区
に
診
療
所
を
開
設
す
る
事
を
要
求
し
、
了
承
し
て
貰
っ
た
。
こ
こ
で

赤
前
・
津
軽
石
の
医
療
を
一
括
し
て
行
う
よ
う
に
し
、
静
岡
医
療
班
が
担
当
し
て

く
れ
た
。
精
神
医
療
チ
ー
ム
も
入
っ
て
き
て
く
れ
た
。

３　
重
茂
地
区

　
港
に
注
ぐ
重
茂
川
は
鮭
の
遡
上
す
る
場
所
だ
。
港
の
脇
に
鮭
の
孵
化
場
と
ア
ワ

ビ
の
畜
養
施
設
が
あ
り
、
重
茂
養
殖
事
業
の
拠
点
だ
。
津
波
に
よ
っ
て
川
に
架
か

る
橋
が
落
ち
、
南
地
区
へ
の
通
路
が
途
絶
し
、
山
田
町
に
行
く
道
も
破
壊
さ
れ
、

南
地
区
は
完
全
に
孤
立
し
た
。
養
殖
施
設
か
ら
倉
庫
な
ど
全
て
瓦
礫
と
化
し
た
。

重
茂
舘　
木
村
善
一
さ
ん
（
昭
和
５
年
生
）

　
取
材
日
：
平
成
27
年
４
月
28
日

　
地
震
の
時
、
山
の
手
入
れ
に
行
っ
て
い
た
。
津
波
が
30
分
後
に
来
る
と
い
う
の

重茂地域 各地域における東日本大震災



422

購
入
に
走
り
廻
っ
た
の
は
30
～
40
代
の
人
達
だ
っ
た
。

重
茂
舘　
横
田
有
平
さ
ん
（
昭
和
15
年
生
）

　
重
茂
元
村
（
舘
・
里
）
自
治
会
長
（
自
主
防
災
会
会
長　
防
犯
協
会　
漁
協
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
受
給
者
会
会
長
）　
市
議
会
議
員
、
取
材
日
：
平
成
27
年
５
月
４
日

　
震
災
当
時
は
市
会
議
員
で
３
月
本
会
議
で
議
会
中
だ
っ
た
。
議
案
は
総
て
終
わ

り
解
散
前
に
議
員
発
議
が
あ
り
、
審
議
終
了
時
、
地
震
が
来
た
。
も
し
そ
の
発
議

が
な
か
っ
た
ら
、
全
員
議
場
を
出
て
帰
宅
す
る
べ
く
駐
車
場
に
向
か
い
、
乗
車
し
、

或
い
は
発
車
し
た
者
も
い
た
か
も
知
れ
な
い
、
そ
う
す
る
と
駐
車
場
を
襲
っ
た
津

波
に
襲
わ
れ
大
変
な
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
う
。
発
議
し
た
議
員
に
は
感
謝

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
皆
市
役
所
６
階
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
状
態
に
な
っ
た
。

職
員
の
避
難
、
町
内
か
ら
の
避
難
、
役
所
に
用
事
が
あ
っ
て
来
て
い
た
人
達
も
一

緒
に
６
階
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
わ
け
だ
。
人
数
は
２
０
０
～
３
０
０
人
位
い
た
だ

ろ
う
か
。
ス
ト
ー
ブ
が
設
置
さ
れ
た
が
石
油
が
少
な
く
、
最
小
限
で
使
用
す
る
よ

う
に
と
い
わ
れ
、
と
も
し
び
程
度
で
使
用
し
た
。
翌
朝
ま
で
ヤ
ク
ル
ト
１
本
の
提

供
を
受
け
た
。
翌
日
は
駐
車
場
の
水
も
引
い
て
い
た
の
で
、
自
由
行
動
と
な
り
、

歩
い
て
西
町
ま
で
行
き
、
い
と
こ
の
車
を
借
用
し
、
花
輪
橋
を
渡
り
津
軽
石
の
稲

荷
橋
を
越
え
、
赤
前
を
通
り
堀
内
ま
で
山
道
を
通
り
帰
宅
し
た
。

　
自
宅
は
高
台
に
あ
り
地
盤
も
良
い
こ
と
か
ら
心
配
は
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
地

域
の
事
が
心
配
だ
っ
た
。

　
漁
協
の
災
害
対
策
本
部
の
立
ち
上
げ
に
参
加
し
た
。
そ
の
中
で
は
対
策
の
計
画

が
役
所
・
自
治
会
・
消
防
・
漁
協
等
に
分
担
が
決
め
ら
れ
ず
困
っ
た
。

　
２
、３
日
後
に
最
初
は
岩
手
県
か
ら
、
後
に
宮
古
市
か
ら
、
瓦
礫
の
集
積
場
所
の

選
定
の
依
頼
が
あ
り
、５
か
所
の
選
定
を
行
い
、山
林
伐
採
な
ど
行
っ
た
（
重
茂
里・

袰
ク
ラ
・
熊
の
平
）。
我
々
は
そ
の
場
所
に
瓦
礫
を
集
積
し
た
が
、
市
で
は
瓦
礫
集

積
を
赤
前
運
動
公
園
に
指
定
し
た
か
ら
、
集
積
作
業
が
二
重
手
間
に
な
る
か
ら
と
、

赤
前
運
動
公
園
に
持
っ
て
く
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
。

　
支
援
物
資
は
被
災
者
対
象
で
あ
っ
た
が
、
テ
レ
ビ
で
の
放
送
で
一
気
に
品
物
の

数
量
・
品
物
の
種
類
も
増
え
た
。
そ
の
配
分
に
つ
い
て
は
自
治
会
に
任
さ
れ
た
（
舘

１
６
０
世
帯
）、
そ
の
中
に
肉
の
大
き
な
塊
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
分
配
に
は
肉
を
切

族
の
こ
と
が
心
配
だ
っ
た
。
親
戚
に
は
死
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
た
。
息

子
（
浄
土
ヶ
浜
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
勤
務
）
に
は
２
日
目
に
会
っ
た
。
心
配
し
て
探
し

た
そ
う
で
、
夫
が
２
日
目
に
合
同
庁
舎
に
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
迎
え
に
来
て
く
れ
た
。

２
日
目
の
夕
方
息
子
と
合
流
し
、
津
軽
石
の
駒
形
橋
を
通
り
一
緒
に
帰
っ
て
き
た
。

重
茂
交
流
セ
ン
タ
ー
で
降
り
、
避
難
所
に
寄
り
炊
き
出
し
を
手
伝
っ
た
。

　
実
際
に
動
い
た
の
は
３
日
目
か
ら
だ
っ
た
。
被
害
写
真
を
撮
ろ
う
と
海
に
行
っ

た
ら
大
島
紬
が
流
れ
て
き
た
。
そ
れ
を
見
て
涙
が
流
れ
た
。
ま
た
海
に
行
っ
た
時

「
何
を
面
白
が
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
言
わ
れ
た
。
皆
絶
望
と
悲
し
み
の
中
に
あ
り
気

が
立
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。舘
の
人
に
重
茂
地
区
の
避
難
所
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ

た
。

　
４
日
か
ら
１
週
間
後
に
、
自
衛
隊
の
人
が
入
っ
て
き
て
く
れ
、
架
設
橋
が
流
失

し
た
の
で
再
度
作
っ
て
く
れ
た
。
４
日
目
に
ヘ
リ
が
来
て
、
救
援
と
災
害
状
況
の

取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
た
。

　
１
週
間
程
し
て
静
岡
県
か
ら
医
療
チ
ー
ム
が
入
っ
て
き
て
、
漁
協
の
３
階
に
寝

泊
ま
り
し
て
、
１
週
間
か
ら
10
日
位
医
療
活
動
を
し
て
い
た
。

　
被
災
地
の
女
性
部
長
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
ん
な
場
所
で
講
演
さ
せ
ら
れ
た
が
、

い
ろ
ん
な
人
の
心
を
見
せ
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
苦
し
い
時
も
あ
っ
た
し
楽

し
い
時
も
あ
っ
た
。
救
援
物
資
を
配
る
時
も
皆
が
楽
し
め
る
よ
う
に
ゲ
ー
ム
な
ど

し
て
心
を
配
っ
た
が
、
つ
ら
い
時
も
あ
っ
た
。

　
１
週
間
ぐ
ら
い
す
る
と
避
難
し
た
人
々
も
心
や
す
く
な
っ
て
き
た
が
、
手
伝
っ

た
人
達
の
間
で
不
満
も
あ
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

　
自
家
発
電
で
テ
レ
ビ
を
見
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
２
週
間
ぐ
ら
い
し
て
か
ら

避
難
者
の
心
の
弛
み
か
ら
か
相
互
に
我
が
侭
が
出
て
き
た
。「
自
分
で
で
き
る
こ
と

は
自
分
で
や
っ
て
下
さ
い
」
と
お
願
い
し
た
。
被
災
者
の
方
々
も
気
が
つ
い
た
よ

う
だ
っ
た
。
３
週
間
ぐ
ら
い
し
て
か
ら
「
自
分
た
ち
で
や
っ
て
み
て
」
と
話
し
た
。

３
月
末
ま
で
調
理
支
援
を
中
止
し
、
被
災
者
が
自
分
た
ち
で
す
る
よ
う
に
し
た
。

漁
協
の
災
害
対
策
本
部
は
そ
の
後
解
散
し
た
。

　
４
月
９
日
に
漁
協
組
合
員
の
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。
漁
船
確
保
の
た
め

若
い
人
達
を
各
地
に
派
遣
し
、
全
員
に
漁
船
が
渡
る
ま
で
漁
船
の
共
同
利
用
の
話

や
、
漁
船
購
入
の
方
法
な
ど
の
話
が
あ
り
、
皆
安
心
し
た
よ
う
だ
っ
た
。
中
古
船

重茂地域 各地域における東日本大震災
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た
。
中
村
氏
は
「
失
わ
な
く
て
よ
い
命
を
失
っ
た
」
と
悔
や
む
。
津
波
来
襲
に
際

し
海
に
避
難
し
た
漁
船
11
隻
が
あ
っ
た
。
彼
等
11
人
が
さ
び
し
か
ろ
う
と
、
陸
か

ら
火
を
焚
き
慰
め
た
地
域
の
人
た
ち
の
一
生
懸
命
な
や
さ
し
さ
が
あ
っ
た
。

姉
吉　
木
村
民
茂
さ
ん
（
昭
和
21
年
生
）　

　
千
鶏
の
中
村
卓
郎
本
部
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
人
、

　
取
材
日
：
平
成
26
年
８
月
20
日

　
千
鶏
地
区
は
避
難
所
を
２
か
所
設
け
、
仲
間
同
士
で
う
ま
く
い
っ
た
と
思
う
し
、

救
援
物
資
の
配
分
も
楽
に
で
き
た
。
姉
吉
は
人
家
に
被
害
は
な
く
、
避
難
所
は
設

け
な
か
っ
た
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
壊
滅
状
態
だ
っ
た
の
で
、
５
日
く
ら
い
は
乾
燥

場
を
使
っ
て
食
事
は
提
供
し
た
。
漁
協
組
合
役
員
の
指
導
で
「
南
地
区
対
策
本
部
」

の
看
板
も
作
っ
た
。
怪
我
人
の
搬
送
、
流
亡
者
の
捜
索
は
分
団
長
の
指
揮
の
下
で
、

自
衛
隊
と
一
緒
に
行
っ
た
。

　
被
害
状
況　
　
漁
船
30
艘　
　
倉
庫
13
棟

　
妻
が
宮
古
に
行
こ
う
と
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
留
め
よ
う
と
家
に
戻
っ
た
の

で
助
か
っ
た
と
思
う
。
津
波
は
画
一
的
な
物
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
態
様
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

　
震
災
の
翌
日
、
海
上
自
衛
隊
の
艦
船
「
し
ら
ね
」
が
舞
鶴
か
ら
川
代
に
入
っ
て

き
た
。
自
衛
艦
艦
載
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
救
援
に
は
大
き
な
力
と
な
っ
た
。
津
波

避
難
は
多
く
の
機
関
と
連
動
性
を
持
っ
て
行
う
よ
う
認
識
し
て
ほ
し
い
。
地
震
と

津
波
の
関
係
を
も
っ
と
理
解
す
る
よ
う
指
導
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。
避
難
が
必
要
な

い
地
域
に
生
活
の
基
盤
を
設
け
る
よ
う
指
導
す
べ
き
だ
。
漁
港
整
備
は
ま
だ
で
き

て
い
な
い
。

　
津
波
の
話
と
し
て
「
津
波
碑
」
が
話
題
に
な
り
見
学
者
が
多
か
っ
た
、
そ
の
結

果
「
こ
れ
よ
り
下
に
家
を
建
て
る
な
」
の
碑
の
作
者
が
色
々
推
論
さ
れ
た
。

　
津
波
時
の
ワ
カ
メ
の
収
穫
準
備
は
順
調
だ
っ
た
。

　
姉
吉
浜
に
あ
る
「
観
音
様
慰
霊
祭
」
の
時
、
誰
だ
っ
た
か
忘
れ
た
が
30
～
40
年

後
に
は
津
波
が
来
る
と
挨
拶
さ
れ
た
人
が
い
た
の
で
、
津
波
は
来
る
も
の
だ
と
思

わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
今
ま
で
津
波
は
夜
だ
っ
た
の
で
、
昼
に
来
る
津
波
は
現
実

的
に
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

ら
ね
ば
な
ら
ず
、
苦
労
し
た
。
米
は
自
分
た
ち
で
供
出
し
た
。
被
災
者
数
は
20
世

帯
程
だ
っ
た
が
、
外
に
瓦
礫
撤
去
や
災
害
の
後
始
末
に
働
い
て
い
る
消
防
団
の
人

達
に
対
し
、
合
わ
せ
て
１
日
１
０
０
人
分
く
ら
い
の
給
食
を
仕
度
し
た
。
消
防
団

と
の
賄
い
の
共
有
は
無
理
だ
と
判
断
し
、
分
離
し
た
。

　
宮
城
県
沖
地
震
発
生
の
時
は
、
い
ず
れ
東
北
規
模
の
地
震
津
波
の
警
告
が
あ
り
、

自
治
会
で
毎
年
そ
の
た
め
の
積
立
を
し
て
い
て
３
０
０
万
円
く
ら
い
に
な
っ
て
い

た
。
そ
れ
を
提
供
し
て
、
皆
に
必
要
な
長
靴
・
カ
ッ
パ
等
を
組
合
か
ら
購
入
し
て

配
分
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
自
治
会
会
員
１
６
０
世
帯
に
米
を
配
分
し
た
。

　
被
災
後
、
毎
朝
６
時
頃
か
ら
集
会
所
で
役
員
の
集
会
を
行
い
、
そ
の
日
の
予
定

や
連
絡
事
項
を
確
認
し
て
、
そ
の
日
の
作
業
に
当
た
っ
た
。
こ
の
連
絡
会
は
２
か

月
程
続
い
た
。

　
仮
設
住
宅
建
設
用
地
の
確
保
を
市
か
ら
依
頼
さ
れ
て
な
ん
と
か
確
保
し
た
。
そ

の
中
で
小
学
校
用
地
の
交
渉
も
依
頼
さ
れ
、
教
育
委
員
会
と
も
交
渉
し
た
。
水
道・

電
気
の
工
事
も
工
事
屋
さ
ん
を
手
配
す
る
所
か
ら
始
ま
っ
た
。発
電
機
が
必
要
だ
っ

た
。

　
今
回
の
被
災
に
対
し
て
、
多
大
の
協
力
を
戴
い
た
ク
ラ
ブ
生
協
と
は
、
昭
和
50

年
代
か
ら
の
付
き
合
い
で
、
私
が
漁
協
の
職
員
時
代
に
始
ま
っ
た
取
引
相
手
だ
っ

た
。
価
格
は
生
産
者
原
価
に
あ
る
割
合
を
加
算
し
て
購
入
す
る
と
い
う
事
だ
っ
た
。

そ
れ
以
来
の
付
き
合
い
で
。
六
ヶ
所
村
の
原
子
力
廃
棄
物
反
対
運
動
に
重
茂
漁
協

が
立
ち
上
が
っ
た
と
き
、
ク
ラ
ブ
生
協
も
一
緒
に
や
っ
た
。

　
私
も
磯
漁
を
す
る
漁
業
組
合
員
で
、
船
を
１
艘
保
有
し
て
い
た
が
流
失
し
、
現

在
１
艘
確
保
し
て
い
る
。

　
４　
南
地
区

��

重
茂
里
の
重
茂
川
の
橋
が
落
ち
、
重
茂
地
区
へ
の
道
が
閉
鎖
さ
れ
、
南
は
山
田

道
が
崩
落
し
、重
茂
半
島
か
ら
孤
立
し
た
。そ
の
中
で
津
波
に
よ
る
怪
我
人
が
出
る
。

電
話
も
消
防
無
線
も
携
帯
電
話
も
通
じ
ず
、
孤
立
無
援
の
状
態
と
な
っ
た
。
翌
日

に
は
海
上
自
衛
隊
の
艦
船
が
川
代
に
入
っ
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
の
救
援
物
資
や
医

療
支
援
な
ど
が
あ
っ
た
。
孤
立
化
し
た
地
域
内
で
、
消
防
団
長
で
あ
る
中
村
卓
郎

氏
等
の
活
躍
と
、そ
れ
を
支
え
た
地
域
の
人
々
の
努
力
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
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に
移
動
す
る
た
め
、15
分
ぐ
ら
い
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
た
。
揺
れ
が
収
ま
っ

て
か
ら
５
分
も
し
な
い
う
ち
に
海
が
動
い
て
い
た
。
水
が
沢
山
引
く
わ
け
で
は

な
い
が
、
ザ
ワ
ザ
ワ
と
し
て
い
て
潮
が
速
い
な
と
感
じ
て
、
津
波
を
見
る
か
と

近
く
の
山
に
あ
る
観
音
様
に
登
っ
た
。
こ
の
高
さ
で
大
丈
夫
か
な
と
不
安
だ
っ

た
が
「
こ
れ
で
津
波
は
終
わ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
下
を
歩
い
て
い
る

人
も
い
て
数
人
が
片
付
け
る
作
業
を
し
て
い
た
。

■�　
私
が
家
を
出
る
時
、
妻
は
宮
古
に
行
く
と
言
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
「
大

変
だ
、
呼
び
戻
さ
な
け
れ
ば
」
と
電
話
し
た
が
通
じ
な
い
。
そ
れ
で
自
宅
の
電

話
か
ら
掛
け
て
み
よ
う
と
戻
っ
た
所
で
、
間
も
な
く
何
か
音
が
し
て
び
っ
く
り

し
た
。
津
波
が
来
た
ん
だ
な
と
思
い
、
少
し
下
に
下
が
っ
た
所
に
津
波
の
痕
跡

が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、
こ
れ
は
す
ご
い
津
波
だ
と
思
い
、
怖
く
て
そ
れ
以
上
降

り
ら
れ
な
い
の
で
、
千
鶏
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
向
か
っ
た
。
行
っ
て
見
る

と
大
き
な
被
害
で
、
怪
我
人
な
ど
を
運
ん
で
い
た
。
捜
索
も
し
た
が
、
暗
く
な
っ

て
き
た
の
で
一
旦
自
宅
に
戻
っ
た
。

■�　
弟
は
、
高
台
に
居
た
の
で
無
事
で
、
妻
は
重
茂
で
給
油
し
て
何
も
考
え
ず
に

里
を
通
り
戻
っ
て
来
た
。
途
中
で
妻
の
車
を
追
い
越
し
た
千
鶏
の
人
は
津
波
に

遭
っ
て
流
さ
れ
た
と
い
う
。
運
な
の
か
、
紙
一
重
で
助
か
っ
た
り
、
亡
く
な
っ

た
り
色
々
あ
る
。

■���

沖
か
ら
姉
吉
に
戻
っ
た
人
は
、
他
の
漁
師
と
車
で
千
鶏
に
向
か
い
、
海
岸
に

行
こ
う
と
し
た
ら
津
波
が
来
て
戻
っ
た
の
で
助
か
っ
た
。
そ
の
時
の
映
像
を
見

る
と
下
の
方
に
沢
山
人
が
い
た
。
今
回
亡
く
な
っ
た
姉
吉
の
母
子
４
人
が
、
小

学
校
か
ら
歩
い
て
車
ま
で
戻
る
様
子
も
映
っ
て
い
た
。
多
分
、
海
岸
に
人
が
い

る
の
で
、
自
分
達
は
そ
こ
よ
り
高
い
し
、
関
係
な
い
所
に
い
る
と
い
う
気
持
ち

で
歩
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
学
校
に
バ
イ
バ
イ
と
手
を
振
り
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

と
歩
い
て
い
た
。

■�　
私
は
千
鶏
に
行
か
な
く
て
良
か
っ
た
。私
自
身
、津
波
を
見
た
事
が
な
い
の
で
、

見
た
い
と
思
っ
て
山
に
登
っ
て
い
る
。も
し
、妻
を
呼
び
戻
そ
う
と
し
な
け
れ
ば
、

真
っ
先
に
千
鶏
に
向
か
っ
た
と
思
う
。
弟
は
県
道
か
ら
見
て
い
た
が
、
私
だ
っ

た
ら
そ
こ
で
は
な
く
、
や
は
り
間
近
で
見
た
い
と
思
っ
て
小
学
校
の
校
庭
に
行

く
。
だ
か
ら
恐
ろ
し
い
。
も
し
、
校
長
先
生
方
か
ら
、「
大
丈
夫
で
す
か
ね
、
校

　
姉
吉
地
区
に
は
重
茂
半
島
の
東
端
に
位
置
す
る
魹
ヶ
崎
に
灯
台
が
あ
り
、
こ
の

灯
台
の
入
口
が
姉
吉
浜
で
あ
る
。
明
治
39
年
・
昭
和
８
年
の
大
震
災
に
よ
っ
て
壊

滅
的
被
害
を
受
け
、「
津
波
の
到
達
点
よ
り
下
に
家
を
建
て
る
な
」
と
い
う
教
訓
が

子
々
孫
々
伝
え
ら
れ
、
姉
吉
浜
に
下
り
る
道
の
途
中
に
「
こ
れ
よ
り
下
に
家
を
建

て
る
な
」
と
刻
ん
だ
石
碑
が
あ
る
。
今
回
の
震
災
に
は
人
家
・
人
命
と
も
被
害
は

な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
同
氏
は
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
９
月
18
日
付
け
「
岩

手
日
報
」
の
「
舫
い　
浜
に
生
き
る
」
の
中
で
、次
の
よ
う
な
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

■�

（
前
略
）

■�　
「
津
波
を
免
れ
、
変
わ
ら
ず
航
路
を
照
ら
し
続
け
る
灯
台
だ
が
、
港
の
姿
は
一

変
し
た
。
波
が
斜
面
を
駆
け
上
が
る
遡
上
高
は
県
内
最
高
レ
ベ
ル
で
、
漁
船
約

35
隻
は
木
っ
端
み
じ
ん
に
な
っ
た
。
倉
庫
や
漁
具
も
流
失
し
、
キ
ャ
ン
プ
場
も

土
砂
に
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

■�　
石
碑
に
刻
ま
れ
た
「
此
処
よ
り
下
に
家
を
建
て
る
な
」
と
の
教
訓
を
守
る
同

集
落
だ
が
、
当
時
地
区
を
離
れ
て
い
た
４
人
が
行
方
不
明
に
な
り
、
住
民
の
悲

し
み
は
深
い
。「
家
が
残
っ
て
も　
人
が
い
な
く
な
っ
て
は
」
と
無
念
が
に
じ
む

木
村
さ
ん
。」（
以
下
省
略
）

　

��

ま
た
、
タ
ウ
ン
誌
『
月
刊　
み
や
こ
わ
が
町
』
２
０
１
５
年
４
月
号　

　
　
　
　
　
Ｎ
Ｏ
―
４
３
６　
に
寄
稿
し
た
記
事
が
あ
り
掲
載
す
る
。

■�　
70
年
間
騙
さ
れ
た
と
い
う
感
じ　
　
木
村
民
茂
さ
ん　
重
茂
姉
吉

■�　
11
日
は
、
大
安
日
で
養
殖
ワ
カ
メ
が
ち
ょ
う
ど
始
ま
っ
た
日
だ
っ
た
。
午
前

10
時
頃
で
終
わ
り
、
昼
食
後
に
姉
吉
海
岸
で
明
日
の
準
備
を
し
て
い
た
。
岸
壁

で
船
に
乗
ろ
う
と
し
た
時
に
揺
れ
を
感
じ
た
。
そ
こ
に
は
同
じ
よ
う
に
地
区
の

数
人
が
い
た
。
漁
場
は
隣
の
千
鶏
に
あ
る
の
で
、
船
で
千
鶏
漁
港
へ
向
か
っ
て

い
た
人
は
、
途
中
の
崖
か
ら
岩
が
崩
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
動
く
に
も

動
け
ず
立
っ
て
い
た
。

■�　
警
報
は
「
３
㍍
の
津
波
」
と
聞
こ
え
た
。
弟
は
、
揺
れ
が
収
ま
る
と
す
ぐ
に

津
波
を
見
る
た
め
に
千
鶏
に
車
で
向
か
っ
た
。
姉
吉
で
は
、
地
形
的
に
上
か
ら

津
波
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

■�　
私
は
、
ト
ラ
ッ
ク
で
荷
物
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
大
事
な
物
を
少
し
高
い
所
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せ
ら
れ
る
。
海
岸
に
何
十
人
も
い
て
、
船
を
引
っ
張
っ
た
り
し
て
い
る
異
様
な

光
景
だ
。
避
難
意
識
が
全
く
な
い
よ
う
で
、
も
う
津
波
は
第
１
波
で
終
わ
り
だ

ろ
う
と
い
う
感
じ
。

　

�　
言
葉
は
悪
い
が
、
こ
れ
ま
で
70
数
年
騙
さ
れ
て
き
た
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

チ
リ
津
波
で
も
、
十
勝
沖
地
震
で
も
こ
の
辺
は
殆
ど
波
の
動
き
が
な
か
っ
た
。

３
月
９
日
の
地
震
で
今
度
こ
そ
津
波
だ
と
思
っ
て
も
来
な
い
。
70
年
間
、
騙
さ

れ
て
い
る
か
ら
、
あ
れ
で
心
は
変
わ
っ
て
い
く
の
だ
な
と
思
う
。

　

�　
津
波
が
来
る
と
思
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
浜
辺
に
片
付
け
に
行
っ
て

い
た
。
自
分
達
の
判
断
で
此
処
ま
で
は
来
な
い
と
思
っ
た
所
に
い
た
の
だ
ろ
う
。

私
も
そ
う
だ
が
津
波
を
見
た
事
が
な
い
の
で
、
山
に
近
い
し
海
か
ら
こ
の
距
離

な
ら
津
波
を
見
て
か
ら
で
も
逃
げ
ら
れ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
。
と
こ
ろ
が
、
映
像
を
見
る
と
一
瞬
で
プ
ー
ル
の
よ
う
に
な
る
。
宮
古
市
街

と
も
違
い
、
逃
げ
る
事
は
で
き
な
い
も
の
だ
と
感
じ
た
。
今
回
初
め
て
昼
間
の

津
波
の
映
像
が
残
っ
て
い
る
の
で
貴
重
だ
と
思
う
。

　

�　
地
震
が
大
き
い
か
ら
津
波
だ
と
思
う
方
は
多
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
ま
た
か
と

思
う
人
も
い
た
だ
ろ
う
。
明
治
の
地
震
は
、
揺
れ
が
長
く
て
も
小
さ
か
っ
た
と

い
う
か
ら
、
地
震
の
大
き
さ
だ
け
で
判
断
し
て
も
駄
目
だ
。
ど
ん
な
時
で
も
逃

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
が
、
長
年
の
繰
り
返
し
だ
と
心
が
変
わ
っ
て

く
る
。
だ
か
ら
、
せ
め
て
住
宅
は
過
去
に
津
波
が
届
か
な
か
っ
た
所
に
建
て
て

置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
な
と
思
う
。
堤
防
で
は
防
ぎ
き
れ
な
い
も
の
が

あ
る
。

　
�　

姉
吉
で
は
明
治
と
昭
和
の
津
波
で
11
軒
流
さ
れ
て
、
す
ぐ
11
軒
が
再
建
さ
れ

た
。
昔
は
、
１
軒
の
家
に
子
ど
も
が
多
く
て
も
仕
事
が
な
か
っ
た
。
木
は
高
く

売
れ
、
山
は
値
打
ち
が
あ
っ
た
し
、
少
し
畑
が
あ
れ
ば
自
給
自
足
で
き
る
。
先

祖
の
墓
を
守
る
と
い
う
こ
と
も
大
事
だ
っ
た
の
で
、
す
ぐ
千
鶏
と
石
浜
か
ら
、

親
戚
が
お
前
と
お
前
が
一
緒
に
な
っ
て
、
こ
の
家
を
起
ち
あ
げ
な
さ
い
と
11
軒

が
再
建
さ
れ
た
。
こ
こ
に
来
れ
ば
、
す
ぐ
家
長
に
な
れ
る
か
ら
案
外
簡
単
に
復

興
で
き
た
。
ほ
と
ん
ど
千
鶏
、石
浜
の
親
戚
が
来
て
い
る
。
山
に
値
打
ち
が
あ
っ

た
事
、
ご
先
祖
様
を
守
る
と
い
う
事
が
大
切
に
さ
れ
て
き
た
の
で
、
簡
単
に

再
建
で
き
た
が
、
今
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
も
し
流
さ
れ
た
ら
誰
も
い
な
く
な
る

庭
に
い
れ
ば
」
と
聞
か
れ
る
。
そ
う
聞
か
れ
れ
ば
「
此
処
に
来
る
津
波
は
ね
え
」

と
私
は
絶
対
言
う
だ
ろ
う
。
も
し
そ
う
し
て
い
た
ら
、
ど
う
な
っ
て
い
た
か
と

思
う
と
、
本
当
に
本
当
に
行
か
な
く
て
良
か
っ
た
と
思
う
。

　

�　
姉
吉
地
区
は
、
明
治
29
年
の
津
波
で
71
名
、
昭
和
８
年
で
は
１
１
１
名
が
亡

く
な
っ
て
い
る
。
家
は
11
軒
だ
が
、
昔
は
こ
の
辺
が
イ
カ
の
漁
場
に
一
番
近
い

の
で
、
千
葉
、
富
山
、
房
州
、
越
中
さ
ん
な
ど
が
、
季
節
に
な
れ
ば
小
屋
を
建

て
て
イ
カ
を
乾
か
し
て
送
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
亡
く
な
っ
た
60
名
を
含
め
て
、

１
１
１
名
も
亡
く
な
っ
て
い
る
。
で
も
、
千
鶏
で
は
、
昭
和
８
年
の
死
者
が
０

名
だ
っ
た
の
で
、
私
た
ち
が
知
る
限
り
、
津
波
と
言
え
ば
姉
吉
が
怖
い
所
だ
と

な
っ
た
。
お
そ
ら
く
千
鶏
の
人
達
も
そ
う
思
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
だ
が
、
資
料

を
見
る
と
千
鶏
で
も
明
治
の
津
波
で
家
が
17
軒
流
出
し
、
70
名
も
亡
く
な
っ
て

い
る
。
昭
和
８
年
が
０
名
だ
っ
た
の
で
、
明
治
の
被
害
を
考
え
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

　

�　
だ
か
ら
今
回
、石
浜
、千
鶏
に
も
こ
こ
ま
で
津
波
が
来
た
と
い
う
碑
を
建
て
た
。

今
で
は
明
治
の
津
波
が
こ
の
辺
ま
で
来
た
と
言
う
話
を
聞
い
て
も
、
は
っ
き
り

何
処
な
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
石
碑
が
あ
れ
ば
皆
が
そ
の
上
に
逃
げ
る
と
思

う
。

　

�　
重
茂
の
南
地
区
自
治
会
で
は
、
昭
和
８
年
か
ら
50
年
後
の
供
養
で
漁
港
近
く

の
山
に
観
音
様
を
建
て
た
。
毎
年
６
月
11
日
の
供
養
法
会
に
は
、
遠
方
か
ら
も

遺
族
が
来
て
70
名
ぐ
ら
い
集
ま
っ
て
い
た
。
毎
年
各
地
区
の
会
長
か
ら
挨
拶
が

あ
り
、
30
年
以
内
に
90
数
％
の
確
率
で
津
波
が
来
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、

３
度
あ
ん
な
悲
惨
な
目
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
言
っ
て
い
た
。
そ
れ
を

話
し
た
人
達
も
今
回
皆
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。　

　

�　
今
回
の
津
波
で
観
音
様
も
な
く
な
っ
た
の
で
、
少
し
残
っ
て
い
た
維
持
費
と

各
地
区
か
ら
出
し
合
っ
た
お
金
で
、
４
か
所
に
到
達
地
点
の
石
碑
を
建
て
た
。

津
波
と
い
え
ば
姉
吉
で
、
他
は
あ
ま
り
関
係
な
い
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
津
波
が
住
宅
地
域
ま
で
上
が
る
の
が
わ
か
り
、
明
治
の
津
波
で
70

名
も
亡
く
な
っ
て
い
る
か
ら
、そ
れ
ま
で
の
住
宅
地
域
よ
り
高
い
所
ま
で
上
が
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る

　

�　
千
鶏
の
映
像
を
見
る
と
、
あ
の
行
為
は
な
ん
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
か
と
考
え
さ
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明
と
な
っ
た
。
４
地
区
の
団
員
は
現
地
に
留
ま
り
人
々
を
誘
導
し
ろ
と
言
う
こ
と

に
し
た
。
本
来
は
分
団
に
全
員
集
合
の
指
示
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
が
、
地
区

中
心
に
考
え
た
。

　
千
鶏
の
人
々
は
海
岸
（
学
校
の
下
）
で
津
波
を
見
学
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
避

難
と
誘
導
を
し
た
が
、
人
が
増
え
る
だ
け
で
避
難
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。
県
道
は

津
波
を
見
に
行
く
人
で
渋
滞
し
て
い
た
。
昭
和
８
年
以
後
の
津
波
が
小
さ
か
っ
た

事
も
あ
っ
た
の
か
、
危
険
と
い
う
認
識
が
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
千
鶏
地
区
で
死
亡
者
（
千
鶏
地
区
死
亡
者
22
人
か
ら
23
人
）
が
多
い
の
は
、
岸

壁
に
津
波
見
学
者
が
多
い
の
が
原
因
だ
っ
た
。
岸
壁
に
津
波
が
来
て
も
誰
も
動
か

な
か
っ
た
。
今
ま
で
は
引
き
汐
が
あ
っ
て
も
津
波
は
少
な
か
っ
た
。
今
ま
で
の
津

波
来
襲
と
は
変
わ
っ
て
い
た
。
今
回
の
引
き
汐
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
が
、

い
き
な
り
津
波
が
来
て
湾
内
は
渦
を
巻
い
て
い
る
状
況
だ
っ
た
。

　
川
代
発
の
バ
ス
は
番
屋
の
前
に
止
ま
っ
て
い
て
、
バ
ス
に
は
避
難
し
た
人
々
が

多
く
い
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
人
も
乗
っ
て
い
た
の
で
助
か
っ
た
。

　
消
防
無
線
・
電
話
も
通
じ
な
か
っ
た
。
怪
我
人
が
７
～
９
人
お
り
、
民
家
や
養

殖
の
作
業
場
で
暖
を
取
れ
る
場
所
に
収
容
し
た
。

　
県
北
バ
ス
会
社
の
業
務
無
線
で
、
市
役
所
や
消
防
署
に
連
絡
し
て
防
災
ヘ
リ
を

要
求
し
た
が
、
現
場
で
対
応
し
て
く
れ
と
言
わ
れ
た
。
宮
古
も
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
が
、
現
場
で
対
応
と
い
っ
て
も
、
南
北
の
道
路
が
不
通
と

な
り
対
応
の
方
法
も
な
か
っ
た
。

　
３
月
11
日
の
夜
、
怪
我
人
が
苦
し
が
っ
て
大
変
だ
っ
た
。
月
山
に
無
線
中
継
基

地
が
あ
る
が
、
月
山
が
見
え
る
所
ま
で
行
か
な
い
と
通
じ
な
か
っ
た
の
で
、
通
信

手
段
は
県
北
バ
ス
会
社
の
業
務
無
線
が
何
と
か
通
じ
る
だ
け
だ
っ
た
。
宮
古
に
は

通
じ
て
も
パ
ニ
ッ
ク
で
対
応
で
き
な
か
っ
た
。

　
12
日
に
自
衛
隊
艦
船
「
し
ら
ね
」
５
千
㌧
が
舞
鶴
か
ら
ヘ
リ
２
機
を
積
ん
で
川

代
に
入
っ
て
来
た
。
医
療
担
当
官
が
入
り
、
地
区
民
の
健
康
状
態
や
常
備
薬
等
の

情
報
を
収
集
し
対
処
し
て
く
れ
た
。

　
里
の
橋
が
落
ち
て
い
た
の
で
、
怪
我
人
を
８
人
で
支
え
て
川
越
え
し
、
送
り
送

り
で
、
対
岸
に
待
機
し
て
い
た
救
急
車
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
中
学
校
の
校
庭
に
ヘ
リ
が
入
り
透
析
患
者
と
怪
我
人
を
宮
古
へ
空
輸
し
た
。

か
も
し
れ
な
い
。
今
回
津
波
に
会
わ
な
く
て
も
２
軒
も
減
っ
て
い
る
。
津
波
の

シ
ョ
ッ
ク
も
あ
る
だ
ろ
う
。
年
寄
り
が
娘
の
所
に
移
る
な
ど
、
津
波
が
来
な
く

て
も
や
は
り
影
響
が
あ
る
。

　

�　
今
は
ク
レ
ー
ン
で
船
を
出
す
が
、
こ
の
地
区
で
は
ま
だ
使
え
な
い
。
港
が
復

旧
し
な
い
と
漁
業
を
や
る
人
が
い
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
だ
。
マ
ツ

モ
や
フ
ノ
リ
を
取
る
時
期
で
も
、
指
を
く
わ
え
て
見
て
い
る
よ
う
な
状
態
だ
。

港
が
復
旧
す
る
ま
で
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
し
、
そ
の
間
に
ま
た
家
が
な
く
な

ら
な
い
よ
う
に
と
心
配
し
て
い
る
。
漁
業
で
生
活
し
て
い
る
の
で
、
海
に
出
な

い
事
に
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

　

�　
姉
吉
に
あ
る
石
碑
は
、
昭
和
８
年
の
津
波
後
に
建
っ
た
。
朝
日
新
聞
社
に
集

ま
っ
た
義
援
金
を
、
各
地
区
に
分
け
て
、
残
っ
た
金
で
建
て
た
と
書
い
て
あ
る
。

重
茂
地
区
に
全
部
残
っ
て
い
る
が
、「
こ
こ
よ
り
下
に
建
て
る
な
」
と
い
う
文
が

あ
る
の
は
姉
吉
だ
け
で
、
他
は
チ
リ
津
波
記
念
碑
と
な
っ
て
い
る
。
２
度
も
全

滅
し
た
か
ら
、
昭
和
８
年
で
波
が
上
が
っ
た
所
に
観
音
様
を
建
て
た
。
そ
の
時

助
か
っ
た
お
ば
さ
ん
は
、
東
京
の
孤
児
院
に
行
き
、
後
に
戻
っ
て
重
茂
で
嫁
に

な
っ
た
。
現
在
90
歳
を
過
ぎ
た
お
ば
さ
ん
は
、当
時
お
産
で
実
家
に
戻
り
助
か
っ

た
が
、夫
や
子
ど
も
と
両
親
が
亡
く
な
っ
た
。そ
の
時
は
、以
前
キ
ャ
ン
プ
場
だ
っ

た
所
に
家
が
あ
っ
た
。
明
治
に
は
、更
に
海
に
近
い
灯
台
の
登
り
口
に
家
が
あ
っ

た
そ
う
だ
。

　

�　
現
在
、石
碑
の
下
に
建
つ
家
は
無
い
が
、姉
吉
の
石
の
浜
も
沈
下
で
な
く
な
り
、

ワ
カ
メ
や
昆
布
を
乾
か
す
事
も
な
く
な
っ
た
。　

千
鶏　
中
村
卓
郎
さ
ん
（
昭
和
30
年
生
）

　
二
十
五
分
団
分
団
長　
姉
吉
・
川
代
・
千
鶏
・
石
浜
を
所
管　
災
害
前
団
員
29

名　
災
害
後
26
名

　
自
衛
隊
出
動
時
の
重
茂
北
部
対
策
本
部
長
と
な
る
。
自
衛
隊
本
部
は
老
木
を
宿　

所
と
し
た
。
取
材
日
：
平
成
26
年
１
月
19
日

　
自
宅
で
地
震
に
遭
う
。
す
ぐ
車
で
分
団
に
行
っ
て
分
団
屯
所
に
車
を
預
け
た
。

団
員
２
人
は
消
防
車
に
乗
っ
て
避
難
の
広
報
活
動
中
被
災
し
て
死
亡
し
た
。
１
人

は
宮
古
に
行
く
途
中
地
震
に
遭
い
、
自
宅
に
戻
り
半
纏
を
着
て
そ
の
ま
ま
行
方
不

重茂地域 各地域における東日本大震災
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震
災
直
後
の
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
３
月
23
日
の
「
岩
手
日
報
」
に
千
鶏
地

区
の
様
子
を
伝
え
る
記
事
が
あ
り
、
掲
載
す
る
。

　
５
日
間
の
孤
立　
互
助
で
耐
え
る　
燃
料
や
食
材
分
け
合
い　
（
千
鶏
地
区
の　

瓦
礫
か
ら
行
方
不
明
者
を
捜
索
す
る
消
防
団
員　
写
真
）

■�　
「
自
分
た
ち
で
や
る
し
か
な
い
―
。
本
州
最
東
端
に
位
置
す
る
宮
古
市
の
重
茂

半
島
。
５
日
間
孤
立
状
態
が
続
い
た
千
鶏
地
区
で
は
、
限
ら
れ
た
燃
料
を
住
民

で
分
け
合
い
、
食
事
も
各
家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ
た
材
料
で
作
る
。
地
域
が
築
い

て
き
た
互
助
の
輪
は
、
大
津
波
で
も
引
き
裂
か
れ
て
い
な
い
。

■�　
11
日
大
津
波
で
、
同
市
中
心
部
と
山
田
町
と
を
結
ぶ
県
道
重
茂
半
島
線
が
寸

断
。
重
茂
半
島
南
東
部
は
孤
立
し
た
。
市
消
防
団
第
二
十
五
分
団
長
の
中
村
卓

郎
さ
ん
（
55
）
を
本
部
長
に
「
災
害
対
策
本
部
」
を
つ
く
っ
た
。「
前
線
基
地
」

で
も
あ
る
本
部
は
、
取
り
残
さ
れ
た
路
線
バ
ス
。
被
災
直
後
は
消
防
無
線
が
機

能
せ
ず
、
唯
一
残
さ
れ
た
通
信
手
段
は
バ
ス
の
無
線
だ
っ
た
。
け
が
人
が
い
た
。

救
急
車
を
要
請
し
た
。
し
か
し
、
頼
み
の
市
役
所
も
大
打
撃
を
受
け
て
い
る
。

断
た
れ
た
陸
路
。
負
傷
者
を
救
急
搬
送
で
き
ず
、
数
人
が
命
を
落
と
し
た
。「
死

な
せ
な
く
て
も
い
い
人
を
死
な
せ
て
し
ま
っ
た
」。
中
村
さ
ん
は
悔
や
む
。「
命

を
つ
な
ぐ
道
」
が
断
た
れ
た
代
償
は
、
あ
ま
り
に
も
大
き
か
っ
た
。
15
日
夕
方

に
は
山
田
町
方
面
の
県
道
が
復
旧
。
孤
立
状
態
は
、
や
っ
と
解
消
さ
れ
た
。
限

ら
れ
た
ガ
ソ
リ
ン
は
災
害
救
助
用
の
車
へ
優
先
的
に
供
給
す
る
。「
住
民
同
士
の

協
力
で
成
り
立
っ
て
い
る
」
と
中
村
さ
ん
は
語
っ
た
。
避
難
所
で
は
、
女
性
や

子
ど
も
た
ち
が
持
ち
寄
っ
た
食
材
で
温
か
い
ご
飯
や
み
そ
汁
を
提
供
。
仲
野
弘

子
さ
ん
（
65
）
は
「
団
体
生
活
で
協
力
し
合
っ
て
や
っ
て
い
る
」
と
、
地
域
の

絆
で
危
機
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
。」

　
同
年
５
月
４
日
の
同
「
岩
手
日
報
」　
第
一
部
防
災
対
策
④　
「
再
興
へ
の
道
い

わ
て
東
日
本
大
震
災
検
証
と
提
言
」
の
記
事
に
千
鶏
地
区
の
被
災
の
様
子
と
、
中

村
分
団
長
の
記
事
が
あ
る
の
で
、
全
文
掲
載
す
る
。「
写
真　
母
子
４
人
が
流
さ
れ

た
現
場
近
く
か
ら
瓦
礫
の
散
乱
す
る
集
落
に
た
つ
中
村
分
団
長
」

■�　
一
晩
中
叫
び
続
け
た
Ｓ
Ｏ
Ｓ
は
、
最
後
ま
で
届
か
な
か
っ
た
。
宮
古
市
重
茂

の
千
鶏
地
区
は
津
波
が
30
㍍
を
超
え
る
高
さ
に
駆
け
上
が
り
、
海
沿
を
走
る
県

　
自
衛
隊
幹
部
が
ヘ
リ
で
重
茂
地
区
を
視
察
し
た
と
き
、
高
校
生
が
手
を
振
っ
た

ら
、
救
援
要
求
か
と
思
っ
た
の
か
、
近
く
の
田
に
着
陸
し
た
。
そ
こ
で
病
人
等
の

輸
送
を
お
願
い
し
た
。
自
衛
隊
ヘ
リ
で
輸
送
さ
れ
た
物
資
は
各
地
区
の
代
表
者
に

お
願
い
し
て
、
集
約
し
て
も
ら
い
各
戸
に
配
分
し
た
。

　
地
区
内
の
指
揮
は
分
団
長
が
指
揮
す
べ
き
と
自
衛
隊
に
言
わ
れ
、
捜
索
の
指
揮

を
と
っ
た
。
警
察
も
保
安
庁
も
同
じ
事
を
言
っ
て
い
た
。
要
望
と
指
揮
系
統
を
明

確
に
し
た
い
と
言
う
配
慮
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　
通
院
し
て
い
る
人
が
多
く
、
自
衛
隊
に
お
願
い
し
た
ら
ド
ク
タ
ー
が
入
っ
て
き

て
、
病
院
の
デ
ー
タ
を
調
べ
て
調
剤
し
て
く
れ
た
。
被
災
地
は
怪
我
人
が
多
い
の

だ
が
、
重
茂
地
区
は
通
院
者
が
多
く
良
か
っ
た
と
思
っ
た
。
怪
我
人
は
既
に
病
院

に
そ
れ
ぞ
れ
搬
送
し
て
い
た
。
千
鶏
地
区
の
炊
き
出
し
は
２
か
所
で
行
っ
た
。

　
災
害
に
よ
る
復
興
の
中
味
を
考
え
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
る
が
、
復
興
が
復
旧

に
変
化
し
て
し
ま
い
、
改
善
を
要
求
し
て
い
る
が
わ
か
っ
て
く
れ
な
い
。
行
政
は

自
衛
隊
が
来
る
ま
で
機
能
し
な
か
っ
た
。

　
３
日
後
に
北
海
道
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ア
が
入
っ
て
き
た
。
そ
の
後
１
週
間
程
し
て

行
政
が
入
っ
て
き
た
。
山
田
町
に
繋
が
る
大
沢
の
道
路
は
開
通
し
て
い
た
。

　
物
資
の
配
分
や
炊
き
出
し
は
地
区
代
表
の
方
々
に
お
願
い
し
た
。

　
自
宅
は
全
壊
し
た
、
約
１
㍍
50
㌢
以
上
浸
水
だ
っ
た
。
家
屋
は
津
波
前
の
風
で

倒
壊
し
た
。
車
が
風
で
飛
ば
さ
れ
る
の
を
見
た
。
そ
の
後
津
波
が
来
た
。
爆
風
の

よ
う
だ
っ
た
。
津
波
３
波
前
に
湾
内
の
底
が
全
部
見
え
た
。
船
が
庭
の
前
に
流
れ

て
き
て
い
た
が
、
引
き
波
に
流
さ
れ
柵
に
引
っ
か
か
り
助
か
っ
た
。

　
平
場
を
走
っ
た
人
は
被
災
し
た
。
谷
側
や
川
沿
い
を
逃
げ
る
の
は
危
険
だ
。
少

し
高
台
に
登
っ
て
助
か
っ
た
人
が
あ
り
、
平
地
を
走
る
こ
と
は
危
険
だ
。

　
夜
に
も
津
波
は
来
て
い
た
ら
し
く
、
翌
朝
瓦
礫
が
動
い
て
い
た
、
普
代
で
は
こ

れ
に
よ
り
被
害
が
あ
っ
た
と
聞
く
。

　
二
十
五
分
団
管
内
に
は
水
門
は
な
い
。
団
員
に
は
地
震
が
あ
っ
た
ら
高
台
に
逃

げ
て
戻
っ
て
く
る
な
と
言
っ
て
い
る
。

　
団
員
に
は
屯
所
に
集
っ
て
指
示
を
待
つ
こ
と
な
く
、
直
ち
に
避
難
す
る
よ
う
指

示
し
て
い
る
。
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■�　
リ
ア
ス
式
海
岸
が
続
く
三
陸
沿
岸
は
海
岸
線
沿
を
ぐ
る
り
と
回
る
よ
う
に
道

路
や
配
線
、
電
話
線
が
延
び
て
い
る
所
が
多
く
、
津
波
の
被
害
を
受
け
や
す
い
。

そ
れ
ら
を
放
射
状
に
配
し
た
場
合
に
比
べ
、
被
害
箇
所
が
多
く
延
長
も
長
く
な

る
た
め
復
旧
に
も
時
間
を
要
し
、
長
時
間
孤
立
状
態
と
な
る
集
落
が
発
生
し
た
。

東
北
電
力
は
主
な
集
落
に
電
源
車
を
派
遣
し
た
ほ
か
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
も
４
月

25
日
正
午
現
在
、
県
内
１
２
７
箇
所
に
特
設
公
衆
電
話
３
０
８
台
を
設
置
し
対

応
し
た
。

千
鶏　
佐
藤　
盛
さ
ん
（
昭
和
35
年
生
）

　
漁
協
南
区
総
代
議
長　
千
鶏
養
殖
組
合
長
、
取
材
日
：
平
成
26
年
９
月
３
日

　
ワ
カ
メ
収
穫
後
出
荷
の
準
備
を
し
て
い
る
時
期
に
地
震
に
遭
っ
た
。

　
家
に
帰
る
途
中
、
道
の
登
り
口
の
神
社
で
津
波
を
見
て
い
た
。
そ
の
後
学
校
裏

で
見
て
い
る
と
、小
学
校
生
徒
が
避
難
し
て
い
て
、一
部
は
２
階
に
避
難
し
て
い
た
。

波
が
引
い
て
か
ら
帰
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

　
怪
我
人
や
死
亡
者
が
い
て
避
難
さ
せ
た
。
県
北
バ
ス
が
留
ま
っ
て
い
て
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
乗
っ
て
い
た
。
消
防
団
員
は
屯
所
の
前
で
消
防
車

が
転
覆
し
１
人
は
山
に
逃
げ
、
１
人
は
屯
所
に
逃
げ
た
が
被
災
死
亡
し
た
。
暗
く

な
る
ま
で
捜
索
し
て
い
た
。

　
バ
ス
の
業
務
無
線
は
重
茂
営
業
所
に
し
か
通
じ
ず
、
怪
我
人
は
里
の
橋
の
決
壊

し
た
と
こ
ろ
か
ら
鮭
を
入
れ
る
大
き
な
プ
レ
ー
ト
に
乗
せ
川
を
渡
り
、
里
の
墓
所

の
と
こ
ろ
で
待
機
し
て
い
た
救
急
車
に
引
き
渡
し
た
。

　
自
衛
艦
は
川
代
に
入
り
そ
こ
か
ら
ヘ
リ
で
物
資
が
運
ば
れ
た
。

　
１
週
間
程
し
て
漁
協
役
員・総
代
議
長
が
組
合
に
招
集
さ
れ
、「
災
害
対
策
本
部
」

「
災
害
対
策
本
部
南
地
区
」
を
立
ち
上
げ
、
衛
星
電
話
が
設
置
さ
れ
た
。

　
組
合
指
示
で
本
部
を
立
ち
上
げ
た
。
１
か
月
後
、
漁
船
の
捜
索
の
話
が
あ
っ
た
。

青
森
（
大
間
）
で
３
～
４
隻
、
秋
田
で
４
隻
、
中
古
船
を
買
い
入
れ
た
。

　
千
鶏
の
対
策
本
部
は
６
月
頃
ま
で
あ
っ
た
。
自
衛
隊
（
海
上
自
衛
隊
）
は
６
月

頃
撤
収
し
た
。

　
陸
上
自
衛
隊
は
物
資
を
運
ん
で
く
れ
た
。
里
の
橋
を
作
っ
た
が
一
時
破
損
し
た
。

現
在
の
橋
は
自
衛
隊
が
作
っ
た
も
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
重
茂
の
迂
回
路
は

道
を
寸
断
。
電
話
も
不
通
と
な
り
、
約
３
０
０
人
が
完
全
に
孤
立
し
た
。
避
難

所
の
千
鶏
小
学
校
や
消
防
屯
所
が
浸
水
し
、
住
民
は
さ
ら
に
高
台
の
作
業
小
屋

に
避
難
。電
気
も
食
糧
も
無
い
中
、け
が
人
が
10
人
以
上
お
り
、２
人
は
危
篤
だ
っ

た
。
消
防
無
線
は
市
内
全
域
か
ら
殺
到
し
た
交
信
で
パ
ン
ク
状
態
で
、
全
く
通

じ
な
い
。
同
地
区
消
防
団
の
中
村
卓
郎
分
団
長
（
56
）
は
、
同
地
区
走
行
中
に

津
波
で
立
ち
往
生
し
た
路
線
バ
ス
の
無
線
機
に
最
後
の
望
み
を
掛
け
た
。「
け
が

人
が
い
る
。
早
く
し
な
い
と
死
ん
で
し
ま
う
」「
ヘ
リ
は
な
い
の
か
。
自
衛
隊
は

来
ら
れ
な
い
の
か
。
と
に
か
く
何
で
も
い
い
か
ら
助
け
て
く
れ
」「
何
と
か
し
て

く
だ
さ
い
」
と
、
家
族
が
泣
い
て
背
中
に
す
が
る
。
雑
音
だ
ら
け
の
無
線
機
に

夜
明
け
ま
で
叫
び
続
け
た
が
、
結
局
な
に
も
で
き
ぬ
ま
ま
２
人
は
亡
く
な
っ
た
。

バ
ス
無
線
は
隣
の
重
茂
地
区
ま
で
は
通
じ
て
い
た
が
、
そ
こ
か
ら
先
の
連
絡
が

う
ま
く
取
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
数
日
後
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
衛
星
携
帯
電
話
を
貸
し
て

く
れ
た
。「
海
沿
い
の
県
道
１
本
の
集
落
が
、
津
波
で
孤
立
す
る
の
は
わ
か
っ
て

い
た
は
ず
。
ど
う
し
て
事
前
に
配
備
し
な
か
っ
た
ん
だ
。」
中
村
分
団
長
は
や
り

き
れ
な
い
。
同
地
区
に
は
も
う
一
つ
無
念
が
あ
る
。
千
鶏
小
か
ら
避
難
し
よ
う

と
し
た
母
子
４
人
が
、
千
鶏
漁
港
近
く
で
車
ご
と
津
波
に
の
ま
れ
、
全
員
が
死

亡
ま
た
は
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
同
校
は
高
台
に
あ
る
が
、
集
落
に
通
じ
る
道

は
低
い
漁
港
前
を
通
る
。
住
民
は
長
年
「
危
険
な
場
所
を
通
ら
ず
避
難
で
き
る

よ
う
に
」と
、同
校
と
高
台
の
県
道
を
直
接
つ
な
ぐ
道
路
の
整
備
を
求
め
て
い
た
。

だ
が
同
市
は
千
鶏
地
区
の
よ
う
な
孤
立
の
可
能
性
が
あ
る
集
落
に
衛
星
携
帯
電

話
を
１
台
も
配
備
し
て
い
な
か
っ
た
。
道
路
整
備
も
、
集
落
が
孤
立
し
な
い
よ

う
な
幹
線
の
整
備
を
含
め
て
、
長
年
地
域
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
た
が
、
厳
し
い

財
政
事
情
な
ど
を
理
由
に
延
び
延
び
に
し
て
い
た
。
漁
業
畠
山
正
勝
さ
ん
（
50
）

は
「
結
局
、
住
民
が
死
ぬ
ま
で
な
し
の
つ
ぶ
て
だ
っ
た
」
と
唇
を
か
む
。
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
、
同
市
の
飯
岡
健
志
危
機
管
理
課
長
は
「
防
災
計
画
の
見
直

し
の
中
で
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
る
に
と
ど
め
る
。
中
村
分

団
長
は
「
選
挙
の
た
び
に
政
治
家
は
調
子
の
い
い
こ
と
を
言
っ
た
が
、結
局
『
予

算
が
な
い
』
と
何
も
し
な
か
っ
た
。
確
か
に
千
鶏
は
小
さ
な
集
落
だ
が
、
そ
こ

に
住
む
人
の
命
を
何
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
憤
る
。

■�

津
波
に
よ
る
孤
立
集
落　
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る
よ
う
に
感
じ
た
。
自
衛
隊
の
援
助
は
あ
り
が
た
か
っ
た
。
仮
設
救
援
所
に
４
月

ま
で
入
っ
て
い
た
。

　
お
店
は
、
津
波
の
日
に
全
て
の
商
品
が
な
く
な
り
、
お
店
は
や
め
て
し
ま
っ
た
。

仏
様
に
点
し
て
い
た
蝋
燭
も
出
し
て
や
っ
た
。

　
息
子
は
、千
鶏
は
全
滅
と
聞
き
、漁
協
に
行
っ
た
ら
死
亡
者
の
中
に
名
前
が
な
く
、

安
心
し
た
と
言
っ
て
い
た
。
私
も
息
子
は
被
災
し
た
も
の
と
思
い
諦
め
て
い
た
が
、

会
っ
て
涙
の
対
面
と
な
っ
た
。

　
衛
星
電
話
が
入
っ
て
生
存
を
確
認
さ
れ
た
。
余
震
が
続
き
避
難
所
に
居
て
も
長

靴
を
履
い
て
寝
て
い
た
。

千
鶏　
馬
場
栄
一
さ
ん
（
昭
和
９
年
生
）

　

�

漁
協
組
合
員　
　
妻　
長
男　
娘
（
千
鶏
小
学
校
用
務
員
）、

　
取
材
日
：
平
成
26
年
９
月
４
日

　
地
震
時
、
自
宅
前
の
養
殖
作
業
小
屋
で
塩
蔵
ワ
カ
メ
の
処
理
を
し
な
が
ら
ラ
ジ

オ
で
津
波
来
襲
を
聞
い
た
。
浜
に
下
り
て
千
鶏
神
社
の
前
で
海
を
見
て
い
た
。

　
長
男
は
船
で
沖
に
逃
げ
よ
う
と
し
た
が
、
大
き
い
波
が
来
る
か
ら
逃
げ
ろ
と
言

わ
れ
、
オ
ー
ト
バ
イ
で
逃
げ
て
助
か
っ
た
。

　
千
鶏
小
学
校
の
用
務
員
の
娘
は
、
学
校
の
生
徒
は
全
部
帰
し
、
遠
く
の
生
徒
だ

け
が
残
っ
た
。

　
教
員
住
宅
が
学
校
裏
に
あ
り
、
男
の
先
生
は
そ
こ
に
泊
ま
っ
た
。
夕
方
女
の
先

生
４
人
、
男
の
先
生
、
川
代
・
石
浜
の
生
徒
３
～
４
人
が
当
家
に
避
難
し
て
き
た
。

千
鶏
か
ら
石
浜
ま
で
は
津
波
後
行
け
な
か
っ
た
。
先
生
方
は
２
～
３
日
後
に
里
の

橋
の
壊
れ
た
川
を
背
負
わ
れ
て
送
ら
れ
て
帰
っ
て
行
っ
た
。
食
事
は
避
難
所
で
食

べ
た
。
津
波
後
４
日
目
に
大
沢
地
区
の
人
の
助
力
に
よ
っ
て
、
道
の
瓦
礫
を
撤
去

し
通
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
船
２
艘
破
損
、
養
殖
施
設
も
破
損
。
長
男
が
ワ
カ
メ

ボ
イ
ル
の
釜
に
使
用
す
る
ガ
ス
の
処
理
点
検
を
手
伝
い
に
行
っ
た
。

　
チ
リ
地
震
津
波
の
時
山
田
に
い
て
、
漁
船
の
避
難
を
手
伝
っ
た
の
で
、
そ
の
時

の
津
波
の
経
験
が
あ
っ
た
。
前
の
地
震
津
波
の
時
は
こ
れ
ほ
ど
の
津
波
に
な
ら
な

か
っ
た
。
今
回
の
引
き
潮
は
ガ
ラ
ス
眼
鏡
（
ア
ワ
ビ
や
ウ
ニ
を
捕
る
と
き
に
海
底

を
見
る
箱
眼
鏡
）
で
見
る
よ
う
な
波
の
引
き
が
あ
っ
た
。

十
二
神
山
か
ら
続
く
藤
畑
道
は
雪
の
た
め
断
念
し
、
１
週
間
ぐ
ら
い
し
て
現
在
の

橋
が
で
き
た
。
風
呂
が
不
自
由
だ
っ
た
。
避
難
場
所
は
自
宅
を
当
て
た
が
、
も
う

１
軒
は
乾
燥
場
を
当
て
た
。
自
治
会
長
が
亡
く
な
り
、
そ
の
た
め
総
代
議
長
が
代

行
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
５
月
頃
避
難
所
を
解
散
し
た
。
当
所
に
は
避
難
者
が

50
人
位
い
た
が
、
食
事
は
各
家
の
冷
凍
ス
ト
ッ
カ
ー
や
食
料
品
を
提
出
し
て
貰
っ

た
。
避
難
所
に
な
っ
て
か
ら
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
か
ら
携
帯
電
話
が
設
置
さ
れ
た
。
自

衛
隊
か
ら
は
支
援
物
資
が
来
た
が
、
備
蓄
し
て
姉
吉
・
千
鶏
・
石
浜
・
川
代
に
配

布
し
た
。

　
養
殖
施
設
の
復
旧
は
早
く
て
良
か
っ
た
。
漁
船
２
艘
流
失
、
現
在
２
艘
増
し
て

４
隻
と
な
っ
た
。
ワ
カ
メ
の
塩
蔵
施
設
は
海
岸
に
あ
っ
た
の
で
、
全
部
流
失
し
た
。

養
殖
施
設
も
補
助
対
象
に
な
り
、
90
％
の
補
助
で
購
入
し
た
。
早
く
わ
か
れ
ば
養

殖
を
や
め
な
い
人
も
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

千
鶏　
上
野
敏
子
さ
ん
（
昭
和
17
年
生
）

　
商
店
経
営
、
取
材
日
：
平
成
26
年
９
月
３
日

　
お
店
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
ら
地
震
の
テ
ロ
ッ
プ
が
流
れ
た
。

　
津
波
は
家
の
隣
の
山
手
の
村
社
千
鶏
神
社
に
上
が
っ
て
見
て
い
た
。
家
の
脇
の

川
に
津
波
の
波
が
流
れ
て
き
て
い
た
。
自
宅
に
津
波
は
入
ら
な
か
っ
た
。

　
余
震
の
度
に
出
た
り
入
っ
た
り
し
て
い
た
。
消
防
の
人
に
は
な
ぜ
逃
げ
な
い
の

か
と
言
わ
れ
た
。
親
戚
の
被
災
者
４
家
族
７
人
を
受
け
入
れ
た
。

　
当
初
防
災
無
線
で
津
波
は
３
㍍
と
言
っ
て
い
た
の
で
、
安
心
し
て
い
た
人
が
多

か
っ
た
。
明
治
29
年
・
昭
和
８
年
に
も
津
波
が
来
な
か
っ
た
か
ら
大
丈
夫
と
い
う

認
識
が
あ
っ
た
。
千
鶏
は
被
災
し
な
い
と
い
う
認
識
だ
っ
た
。

　
昼
の
被
災
だ
っ
た
か
ら
こ
の
程
度
で
済
ん
だ
が
、
夜
だ
っ
た
ら
ひ
ど
い
こ
と
に

な
っ
た
と
思
う
。
外
国
の
地
震
や
津
波
を
見
て
大
変
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
我
が

身
に
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。
避
難
所
に
怪
我
人
が
３
～
４
人
入
っ
て
き
た
。
可

哀
想
だ
っ
た
。
近
隣
の
人
々
の
声
、
学
校
生
徒
の
声
が
聞
こ
え
な
く
な
り
、
悲
し

い
し
寂
し
い
思
い
が
す
る
。
姉
が
家
と
共
に
流
れ
て
し
ま
っ
た
。
千
鶏
地
区
で
は

９
人
の
行
方
不
明
者
が
あ
る
。
津
波
で
流
さ
れ
た
人
の
数
を
数
え
る
の
は
悲
し
い
。

　
瓦
礫
排
除
で
冬
ま
で
働
い
た
、
死
体
捜
索
員
と
地
域
の
人
と
の
心
の
ず
れ
が
あ
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大
き
か
っ
た
か
ら
沖
に
出
ら
れ
た
と
思
う
。
そ
の
後
10
分
以
内
に
津
波
が
来
た
。

そ
の
後
大
き
な
３
波
が
来
た
。
海
底
が
深
い
か
ら
波
が
被
さ
る
よ
う
な
こ
と
は
な

く
、
盛
り
上
が
る
だ
け
だ
っ
た
。
漁
師
仲
間
で
も
、
津
波
が
来
た
ら
沖
に
逃
げ
ろ

と
い
う
話
は
あ
っ
た
の
で
、
港
か
ら
２
キ　
　
ロ

メ
ー
ト
ル

位
離
れ
た
。
養
殖
事
業
者
だ
か
ら
船

は
助
け
た
い
と
思
っ
た
。

　
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
景
色
が
見
え
た
。
引
き
波
に
押
さ
れ
て
沖
に

流
さ
れ
た
。
津
波
の
波
の
動
き
は
船
に
乗
っ
て
い
る
と
上
下
し
て
い
る
感
じ
だ
っ

た
。
飲
料
水
は
船
に
積
ん
で
い
た
。
大
き
い
石
崎
忠
彦
氏
の
船
に
係
留
し
た
が
、

漂
流
物
が
多
く
（
蛎
棚
・
流
れ
物
）、
途
中
で
係
留
を
切
っ
て
（
係
留
し
て
い
る
と

連
鎖
反
応
で
被
災
す
る
と
い
う
こ
と
か
）、時
を
見
て
係
留
し
た
。
石
崎
氏
の
船（
皆

が
乗
っ
た
母
船
）
に
は
テ
レ
ビ
が
あ
り
、
見
て
い
た
。
雪
の
降
る
中
11
人
が
母
船

で
暖
を
取
っ
た
。
11
隻
の
船
が
残
っ
て
、
後
日
の
瓦
礫
の
漂
流
物
の
処
理
は
う
ま

く
い
っ
た
。

　
翌
日
１
隻
の
漁
船
に
全
員
乗
り
、
残
り
の
船
は
養
殖
の
錨
に
係
留
し
て
皆
で
石

浜
の
港
に
帰
っ
た
。
湾
内
は
瓦
礫
が
溢
れ
死
体
が
漂
流
し
て
お
り
、
30
分
し
な
い

内
に
そ
れ
ぞ
れ
の
船
に
戻
り
、
山
田
町
大
沢
港
に
係
留
し
た
。
大
沢
か
ら
は
一
時

石
浜
に
入
っ
た
時
に
ト
ラ
ッ
ク
を
手
配
し
て
い
た
の
で
そ
れ
に
乗
っ
て
全
員
千
鶏

に
帰
っ
た
。

　
翌
日
の
湾
内
は
家
は
流
れ
る
、
瓦
礫
は
浮
遊
す
る
で
、
何
も
か
も
ひ
ど
い
も
の

だ
っ
た
。
重
茂
漁
協
の
船
も
流
れ
て
い
た
が
後
日
撤
収
し
た
。
数
日
後
被
害
の
大

き
さ
を
知
り
大
変
な
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

　
発
電
機
は
船
か
ら
持
っ
て
き
た
し
、
バ
ー
ナ
ー
は
燃
料
が
あ
っ
た
し
、
問
題
は

な
か
っ
た
。
ト
イ
レ
は
簡
易
式
の
も
の
を
作
っ
た
。
調
理
用
の
ガ
ス
は
大
き
な
ボ

ン
ベ
も
あ
っ
た
し
、
自
衛
隊
も
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。
発
電
機
は
大
小
２
つ
あ
り

助
か
っ
た
。
自
衛
隊
か
ら
の
支
援
物
資
が
あ
り
、
不
自
由
は
な
か
っ
た
。
そ
の
他

の
支
援
物
資
は
大
沢
道
が
で
き
た
の
で
、大
沢
側
か
ら
入
っ
て
き
た
。
息
子
は
鍬
ヶ

崎
に
行
っ
て
い
た
が
３
日
目
に
帰
っ
て
き
た
。
衛
星
通
信
電
話
が
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

か
ら
２
台
入
っ
て
き
た
。

　
漁
船
は
４
艘
あ
っ
た
が
、
３
艘
は
流
れ
、
１
艘
し
か
残
ら
な
か
っ
た
。
１
艘
は

山
田
の
人
が
山
に
お
い
て
あ
っ
た
物
を
提
供
し
て
く
れ
た
。
災
害
復
興
で
新
造
船

　
飲
用
水
は
わ
き
水
が
あ
り
そ
れ
を
利
用
し
た
。
薪
ス
ト
ー
ブ
が
あ
っ
た
の
で
炊

き
出
し
に
供
給
を
し
た
。ガ
ソ
リ
ン
が
な
い
と
い
う
噂
が
あ
っ
た
の
で
動
け
な
か
っ

た
が
、
灯
油
等
は
船
に
タ
ン
ク
で
積
ん
で
い
た
の
で
そ
れ
を
持
っ
て
き
て
使
っ
た
。

千
鶏　
上
野
秋と
き
お男

さ
ん
（
昭
和
10
年
生
）

　
漁
協
組
合
員　
　
本
人　
妻　
息
子
夫
婦
、

　
取
材
日
：
平
成
26
年
９
月
４
日

　
地
震
時
は
ワ
カ
メ
処
理
の
た
め
船
着
き
場
の
作
業
場
に
い
た
。
沖
を
見
た
ら
根

滝
山
の
斜
面
が
崩
れ
る
の
を
見
て
い
る
間
に
、
沖
が
白
く
な
っ
て
き
た
。
行
政
無

線
で
は
３
㍍
位
と
い
う
事
だ
っ
た
が
、
そ
ん
な
も
ん
で
は
な
い
と
判
断
し
、
バ
ー

ナ
ー
等
を
引
き
上
げ
よ
う
と
し
た
が
、
家
が
心
配
だ
っ
た
の
で
急
い
で
家
に
帰
っ

た
。
息
子
は
学
校
に
孫
を
迎
え
に
行
き
、
津
波
を
や
っ
と
逃
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。

　
船
は
２
艘
の
内
１
艘
は
学
校
に
上
が
っ
て
い
た
が
、
１
艘
は
調
査
に
使
用
し
た

が
廃
棄
し
た
。

　
腰
痛
に
よ
り
２
か
月
程
休
ん
だ
。
浜
か
ら
帰
る
途
中
２
人
程
に
声
を
掛
け
て
車

で
送
っ
て
貰
っ
た
が
、
ま
た
浜
に
帰
ろ
う
と
す
る
の
で
怒
っ
て
無
理
に
家
に
帰
し

た
。

　
防
災
無
線
は
聞
こ
え
な
か
っ
た
が
、
海
を
見
て
き
た
か
ら
判
っ
た
の
で
逃
げ
ら

れ
た
。
地
震
後
、
自
分
は
家
に
い
た
が
、
家
族
は
親
戚
の
上
屋
敷
に
あ
ず
け
、
外

の
親
戚
６
人
を
受
け
入
れ
た
。
分
家
に
な
っ
た
の
は
昭
和
８
年
だ
っ
た
と
思
う
。

　
養
殖
は
や
め
た
。
南
地
区
の
養
殖
数
は
半
分
以
下
に
な
っ
た
。
川
代
は
誰
も
し

な
く
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
養
殖
施
設
を
増
や
し
て
い
る
人
も
い
る
。
学
校
行
事

と
地
域
行
事
の
連
携
を
図
ろ
う
と
い
う
声
が
出
て
い
る
。

千
鶏　
上
須
賀
為
信
さ
ん
（
昭
和
20
年
生
）

　
漁
協
組
合
員　
民
生
委
員　
農
業
委
員　
　
本
人　
息
子
２
人
、

　
取
材
日
：
平
成
26
年
９
月
４
日

　
地
震
時
は
自
宅
に
い
た
。津
波
の
時
、浜
に
出
て
道
具
を
と
っ
て
き
た
。船
に
乗
っ

て
沖
に
出
よ
う
と
し
た
が
、
一
番
干
潮
時
で
、
船
は
動
か
な
か
っ
た
。
直
ぐ
波
が

来
て
湾
内
が
渦
を
巻
い
て
い
る
（
２
波
か
）
中
、
全
速
力
で
沖
に
出
た
。
馬
力
が
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一
晩
に
４
升
炊
き
の
釜
で
焚
き
出
し
を
行
っ
た
。
水
は
わ
き
水
が
あ
っ
た
。

　
メ
デ
イ
ア
の
取
材
に
は
困
っ
た
。
道
路
は
破
壊
さ
れ
、
車
の
パ
ン
ク
が
頻
発
し

て
困
っ
た
。
お
風
呂
は
発
電
機
で
４
時
間
位
か
か
っ
て
沸
か
し
順
番
に
入
っ
た
。　

避
難
者
は
４
月
末
頃
ま
で
い
た
。

　
家
族
や
家
を
失
っ
た
人
は
寂
し
く
て
イ
ヤ
だ
と
言
っ
て
避
難
者
全
員
で
泊
ま
っ

て
い
た
。
余
震
に
か
な
り
敏
感
に
な
っ
て
い
た
。

　
多
く
の
家
で
重
機
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
道
路
の
瓦
礫
撤
収
は
早
か
っ
た
。

　
養
殖
施
設
が
10
月
頃
に
で
き
て
安
心
し
た
。重
茂
漁
協
の
集
ま
り（
全
員
協
議
会
）

が
早
く
開
催
し
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
。

　
自
治
会
の
幹
部
３
人
が
死
亡
し
て
、
指
示
す
る
人
が
な
く
大
変
だ
っ
た
。　

石
浜　
石
崎
賢
一
さ
ん
（
昭
和
15
年
生
）

　
専
業
漁
業
、
取
材
日
：
平
成
28
年
６
月
20
日

　
ワ
カ
メ
・
昆
布
の
養
殖
開
始
の
昭
和
39
年
代
ま
で
は　
田
８
反
歩
、
畑
４
反
歩

の
耕
作
と
山
林
経
営
を
し
て
い
た
。
重
茂
地
区
内
で
は
耕
作
面
積
は
多
い
方
だ
っ

た
と
思
う
。
養
殖
開
始
後
、
農
地
は
ワ
カ
メ
・
昆
布
の
乾
燥
場
と
な
っ
た
。

年
間
の
漁
業
サ
イ
ク
ル

　
春　
　
雑
海
藻
・
ウ
ニ
・
昆
布
・
ワ
カ
メ

　
夏　
　
ウ
ニ

　
秋　
　
昆
布

　
冬　
　
薪
炭
生
産

　
地
震
の
当
日
は
、
ワ
カ
メ
収
穫
後
３
日
目
に
当
た
り
、
宮
古
か
ら
昼
過
ぎ
に
自

宅
に
戻
り
、
午
後
か
ら
の
ワ
カ
メ
の
芯
抜
き
の
準
備
を
し
て
い
た
。
妻
と
同
居
の

長
男
は
孫
の
卒
業
式
の
た
め
秋
田
に
行
っ
て
い
た
。

　
芯
取
り
を
し
て
い
て
間
も
な
く
地
震
が
あ
っ
た
。
家
は
地
盤
が
良
い
の
で
大
き

な
揺
れ
と
は
感
じ
な
か
っ
た
。
隣
家
に
行
っ
て
海
を
見
て
い
た
。
皆
は
神
社
の
下

で
海
を
見
て
い
た
。
第
１
波
で
船
が
流
れ
た
。
そ
れ
で
津
波
は
終
わ
っ
た
と
思
っ

て
下
の
浜
の
方
に
行
っ
て
み
た
。
漁
船
を
助
け
よ
う
と
し
て
い
た
10
人
く
ら
い
が

船
を
沖
に
出
し
て
逃
げ
よ
う
と
し
た
。
逃
げ
た
人
は
大
き
な
船
に
舫
い
、
一
晩
明

か
し
て
翌
日
帰
っ
て
き
た
。

が
入
っ
て
来
て
か
ら
、
買
っ
て
き
た
中
古
船
は
使
用
し
な
く
な
っ
た
。

　
当
初
働
く
こ
と
も
で
き
ず
、
将
来
が
見
え
ず
大
変
苦
し
か
っ
た
。

　
重
茂
の
仮
設
住
宅
は
集
落
毎
に
入
っ
て
い
て
、
被
災
状
況
の
調
査
は
楽
だ
っ
た
。

　
瓦
礫
を
撤
去
し
、
養
殖
施
設
を
準
備
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
仕
事
の
目
処
が
つ

き
、
初
め
て
安
心
で
き
た
。
塩
蔵
施
設
は
残
っ
て
い
た
の
で
共
同
利
用
し
て
収
穫

で
き
た
。
ワ
タ
リ
ガ
ニ
が
大
漁
の
年
は
海
の
収
穫
は
良
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た

が
、
今
年
は
大
漁
だ
と
い
う
。
今
年
は
鮭
も
大
漁
だ
が
、
ワ
タ
リ
ガ
ニ
も
大
漁
と

い
う
こ
と
で
心
配
し
て
い
る
。
津
波
前
も
ワ
タ
リ
ガ
ニ
が
大
漁
だ
っ
た
と
い
う
。

養
殖
事
業
は
家
族
構
成
と
や
る
気
で
、
そ
れ
が
所
得
の
差
だ
。
今
年
は
特
に
天
然

ワ
カ
メ
・
昆
布
は
良
い
。
た
だ
ビ
ッ
チ
リ
密
植
し
て
い
る
た
め
成
長
が
悪
い
。

　
加
工
場
は
若
い
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
重
茂
は
家
族
で
養
殖
し
て
い
な
い

人
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

千
鶏　
高
屋
敷
民
夫
さ
ん
（
昭
和
25
年
生
）　

　
現
自
治
会
会
長　
本
人　
息
子　
２
人
組
合
員
、

　
取
材
日
：
平
成
26
年
９
月
４
日

　
地
震
の
時
は
家
の
前
の
作
業
場
で
ワ
カ
メ
の
処
理
作
業
を
し
て
い
た
。
津
波
が

来
る
と
思
い
、
浜
に
行
っ
て
家
族
全
員
引
き
上
げ
さ
せ
、
千
鶏
小
学
校
に
迎
え
に

行
っ
た
。
最
初
ド
ン
と
い
う
音
が
し
た
（
津
波
の
風
圧
か
）。
そ
の
後
ガ
ー
ガ
ー
と

い
う
音
が
し
た
（
瓦
礫
の
流
れ
る
音
か
）。
瓦
礫
の
下
に
な
っ
て
い
る
人
が
い
た
の

で
、チ
ェ
ン
ソ
ー
で
瓦
礫
を
切
っ
て
助
け
た
と
こ
ろ
、打
撲
だ
っ
た
。
車
の
下
に
な
っ

て
い
る
人
も
い
た
（
打
撲
）
の
で
、
家
に
入
れ
て
着
替
え
さ
せ
休
ま
せ
た
。　
川

端
の
倉
庫
に
50
人
位
避
難
さ
せ
ス
ト
ー
ブ
で
暖
を
取
っ
た
。
息
子
は
浜
に
い
て
車

で
学
校
ま
で
逃
げ
、
脇
の
坂
を
上
が
っ
て
助
か
っ
た
。

　
津
波
後
養
殖
施
設
も
破
壊
さ
れ
、
今
後
の
生
活
が
不
安
に
な
っ
た
が
、
津
波
後

の
ワ
カ
メ
・
ウ
ニ
・
ア
ワ
ビ
の
漁
が
良
か
っ
た
の
で
助
か
っ
た
。
漁
船
３
隻
全
部

流
失
、
山
に
置
い
た
船
と
買
っ
た
船
２
艘
を
使
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
山
田
町
大
沢
在
住
の
姉
と
、
２
番
目
の
息
子
と
孫
３
人
が
死
亡
し
た
。

　
大
沢
で
船
大
工
に
船
を
見
つ
け
て
も
ら
い
、
修
理
し
て
も
ら
っ
た
。

　
玄
米
60
㌔
を
持
っ
て
精
米
し
に
松
山
ま
で
行
っ
た
。
そ
の
後
配
給
が
あ
っ
た
が
、
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明
か
り
が
見
え
て
い
た
。
船
の
人
達
が
寂
し
い
だ
ろ
う
と
、
陸
か
ら
も
焚
き
火
を

し
て
励
ま
し
た
。
船
の
避
難
者
は
全
て
無
事
だ
っ
た
。
そ
の
他
の
船
は
40
隻
全
て

流
失
し
た
。
船
を
買
い
に
行
っ
た
の
は
重
茂
の
人
が
早
く
６
月
頃
だ
と
思
う
。
沖

に
流
れ
た
船
を
捜
索
し
、
壊
れ
て
も
使
え
る
船
は
材
料
を
買
い
現
場
で
修
理
し
た

も
の
が
７
～
８
艘
あ
っ
た
。
共
同
利
用
船
は
足
り
た
が
、
エ
ン
ジ
ン
が
な
く
組
合

で
購
入
し
て
い
た
物
を
使
用
し
た
。

　
私
自
身
と
息
子
２
人
が
正
組
合
員
な
の
で
、
田
畑
は
少
し
あ
っ
た
が
専
業
漁
業

で
あ
り
船
が
な
け
れ
ば
仕
事
に
な
ら
ず
、
至
急
手
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

組
合
の
定
置
漁
業
が
若
い
人
達
の
働
き
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

　
根
滝
漁
場
・
舘
が
崎
に
は
50
人
、
平
磯
・
与
奈
に
は
50
～
60
人
、
其
の
他
に
賄

い
人
が
雇
わ
れ
て
い
る
。

　
石
浜
に
は
ほ
ぼ
全
戸
に
田
畑
が
あ
る
。
資
金
導
入
が
あ
り
、
昭
和
35
～
40
年
頃

開
田
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
に
田
畑
所
有
者
が
増
え
た
。
し
か
し
ヤ
マ
セ
の
影
響
で

収
量
が
少
な
く
、
花
輪
（
閉
伊
川
筋
の
村
）
で
米
が
10
俵
と
れ
る
時
で
も
、
石
浜

は
４
俵
く
ら
い
し
か
収
穫
で
き
な
か
っ
た
。

　
養
殖
の
昆
布
・
ワ
カ
メ
が
始
ま
る
前
は
、
重
茂
地
区
で
漁
業
を
し
て
も
半
年
位

し
か
生
活
で
き
ず
、
静
岡
・
千
葉
・
下
北
・
北
海
道
に
出
稼
ぎ
し
て
い
た
。
昭
和

40
年
代
に
な
っ
て
養
殖
昆
布
・
ワ
カ
メ
の
栽
培
が
始
ま
り
、
生
活
が
一
変
し
た
。

養
殖
栽
培
は
若
い
人
が
い
な
い
と
で
き
な
い
。
少
子
高
齢
化
の
な
か
養
殖
栽
培
生

産
者
も
減
少
し
て
い
る
。

　
昭
和
８
年
の
津
波
後
に
高
台
に
住
居
を
構
え
て
以
降
、
下
に
住
ま
い
を
移
す
人

が
多
く
な
っ
た
。
そ
の
原
因
は
川
の
水
を
利
用
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
簡
易
水
道

は
昭
和
40
年
頃
布
設
さ
れ
た
。

　
石
浜
・
千
鶏
の
自
治
会
長
が
被
災
死
亡
し
、
指
揮
す
る
人
が
い
な
か
っ
た
。
漁

協
役
員
が
対
策
本
部
支
部
を
設
置
し
た
が
、
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い

状
態
だ
っ
た
。
し
か
し
自
衛
隊
の
要
望
に
よ
っ
て
、
千
鶏
消
防
団
長
が
本
部
長
と

な
り
、
自
衛
隊
と
の
関
係
が
よ
く
な
り
仕
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
。

��

隣
に
あ
っ
た
氏
神
（
石
浜
神
社
）
も
境
内
が
浸
水
し
、
境
内
下
の
鳥
居
が
破
壊

さ
れ
た
。
震
災
の
年
に
修
理
等
が
お
わ
り
、
翌
年
祭
礼
を
行
っ
た
。

　
道
路
は
北
の
重
茂
里
に
繋
が
る
川
の
橋
が
落
ち
、
南
は
山
田
と
繋
が
る
道
が
破

損
し
、
ま
さ
に
陸
の
孤
島
と
な
っ
た
。

　
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
が
流
れ
て
き
た
り
、
被
災
し
た
家
や
被
災
し
な
か
っ
た
家
で

も
、
大
き
な
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
が
あ
っ
た
が
、
電
気
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

処
分
の
た
め
も
あ
り
皆
で
食
べ
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
自
衛
隊
の
非
常
食
の
配
給
も

あ
り
、
食
に
は
困
ら
な
か
っ
た
。
自
衛
隊
以
外
に
役
所
や
、
重
茂
漁
協
と
取
引
の

あ
る
「
ク
ラ
ブ
生
協
」
の
支
援
も
あ
っ
た
。
震
災
の
翌
日
川
代
に
自
衛
隊
の
戦
艦

「
し
ら
ね
」
が
入
り
、
ヘ
リ
で
隊
員
が
来
て
く
れ
、
医
師
の
派
遣
も
あ
り
薬
剤
の
頒

布
を
し
て
く
れ
た
。

　
津
波
は
自
宅
の
前
の
沢
を
登
り
、
帰
り
波
が
家
の
西
側
と
１
階
部
分
に
入
り
、

か
な
り
の
部
分
が
破
壊
さ
れ
た
。
家
の
前
に
周
辺
の
瓦
礫
が
集
積
し
整
理
す
る
の

に
大
変
困
っ
た
。
石
浜
地
区
の
世
帯
数
は
32
戸
で
、
人
口
は
30
～
40
人
だ
。

　
自
宅
前
に
も
瓦
礫
が
積
ま
っ
て
い
た
が
、
地
域
中
心
と
い
う
事
で
自
宅
前
に
は

手
が
付
か
な
か
っ
た
、
隣
家
の
流
さ
れ
た
上
須
賀
良
敏
氏
に
お
願
い
し
て
重
機
で

排
除
し
て
も
ら
っ
た
。
当
時
は
寒
く
電
気
も
な
か
っ
た
の
で
、
部
落
総
出
の
瓦
礫

撤
去
は
３
時
頃
に
は
終
わ
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
余
っ
た
時
間
で
上
須
賀
さ
ん
に

お
願
い
し
て
や
っ
て
も
ら
っ
た
。
上
須
賀
家
の
冷
凍
ス
ト
ッ
カ
ー
に
は
冷
凍
品
が

沢
山
詰
ま
っ
て
お
り
分
け
て
も
ら
っ
た
。

　
12
日
に
自
衛
隊
が
重
茂
南
区
全
体
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
調
査
し
、
着
陸
場
所
を

選
定
し
、
12
日
に
川
代
に
艦
船
が
入
っ
て
来
て
、
翌
13
日
か
ら
支
援
物
資
が
入
っ

て
き
た
。
個
人
の
倉
庫
に
物
資
を
集
約
し
、
瓦
礫
撤
去
作
業
終
了
後
に
配
分
し
た
。

救
援
物
資
は
自
衛
隊
の
缶
詰
が
先
に
入
っ
て
き
た
。
救
援
物
資
は
根
滝
漁
場
の
番

屋
の
広
場
に
ヘ
リ
の
着
陸
地
を
定
め
輸
送
し
て
き
た
。

　
定
期
バ
ス
は
千
鶏
の
高
台
に
暫
く
止
ま
っ
て
い
て
、
中
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
職
員
が
乗
っ
て
お
り
、
色
々
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
貰
い
、
被
災
者
の
避
難
と

支
援
の
場
所
に
な
っ
た
。

　
石
浜
地
区
の
流
家
は
６
軒
で
親
戚
の
家
に
仮
住
ま
い
し
、
炊
き
出
し
は
地
域
と

し
て
は
行
わ
な
か
っ
た
。

　
津
波
の
被
害
を
避
け
る
た
め
、
沖
に
避
難
し
た
漁
船
が
11
隻
あ
り
、
母
船
と
な

る
５
～
６
㌧
の
漁
船
を
中
心
に
し
て
ロ
ー
プ
で
舫
い
夜
を
明
か
し
、
陸
か
ら
船
の
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救
援
物
資
の
食
品
は
、
自
衛
隊
・
宮
古
市
・
ク
ラ
ブ
生
協
か
ら
供
給
さ
れ
、
飲

料
水
も
あ
り
困
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
漁
協
の
車
で
新
里
村
の
「
ゆ
っ
た
り
館
」
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
、
手
足
を

伸
ば
し
ゆ
っ
く
り
風
呂
に
入
れ
た
の
は
大
変
う
れ
し
い
事
の
一
つ
だ
っ
た
。

　
昭
和
８
年
後
に
高
台
移
転
し
た
が
、
昭
和
20
年
頃
か
ら
１
戸
ま
た
１
戸
と
連
動

す
る
よ
う
に
海
近
く
に
移
動
し
た
。

石
浜　
石
崎
忠
彦
さ
ん
（
昭
和
27
年
生
）

　
取
材
日
：
平
成
26
年
８
月
20
日

　
地
震
時
は
石
浜
の
石
崎
賢
一
氏
の
４
軒
西
側
の
自
宅
に
い
た
。

　
津
波
が
来
る
と
弟
の
奥
さ
ん
に
「
何
も
持
た
な
い
で
い
い
か
ら
早
く
高
台
に
逃

げ
ろ
」
と
言
っ
て
、
港
に
向
か
っ
た
。
漁
船
（
４・５
㌧
）
を
沖
に
避
難
さ
せ
る
た

め
だ
。
津
波
が
来
る
と
き
は
沖
に
船
を
避
難
さ
せ
る
事
は
常
識
で
あ
る
。
同
じ
よ

う
に
11
人
（
１
㌧
未
満
）
も
沖
に
避
難
さ
せ
た
。
魹
ヶ
埼
灯
台
の
見
え
る
位
置
か

ら
２
㌔
位
沖
に
出
た
。
様
子
を
見
て
石
浜
の
見
え
る
位
置
に
回
航
し
て
待
機
し
た
。

地
震
で
揺
れ
た
波
が
船
を
叩
く
の
で
地
震
が
来
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　
一
緒
に
逃
げ
た
11
人
は
、
流
れ
て
き
た
養
殖
用
の
ロ
ー
プ
を
拾
い
、
そ
れ
で
各

船
を
繋
ぎ
自
分
の
船
を
母
船
と
し
て
繋
い
だ
。翌
日
小
さ
い
船
１
艘
で
漁
港
に
入
っ

た
が
、
瓦
礫
が
流
れ
込
ん
で
い
て
入
港
で
き
な
い
と
判
断
し
、
山
田
に
向
か
っ
た
。

山
田
の
港
に
夕
刻
入
っ
た
が
、
瓦
礫
が
流
れ
て
い
た
り
、
途
中
家
が
流
れ
て
き
て

い
た
り
、
漁
具
や
漁
船
が
流
れ
て
く
る
な
ど
大
変
だ
っ
た
。

　
山
田
の
大
沢
港
に
は
翌
日
入
り
、
大
沢
か
ら
は
道
路
の
破
壊
さ
れ
た
所
を
歩
き
、

連
絡
し
て
あ
っ
た
迎
え
の
自
動
車
に
乗
っ
て
皆
帰
っ
た
。

　
帰
っ
た
ら
家
が
流
さ
れ
て
い
た
が
、家
族
の
被
害
は
な
か
っ
た
。
母
は
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
行
っ
て
い
た
の
で
助
か
っ
た
。
石
崎
賢
一
氏
宅
に
避
難
し
て
３
か
月
い
た
。　
　

３
か
月
後
に
仮
設
住
宅
が
で
き
た
の
で
移
転
し
た
。

　
船
で
港
を
出
る
時
、
港
の
中
は
干
上
が
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
で
は
発
進

で
き
な
い
の
で
、
波
が
来
る
時
を
狙
っ
て
全
速
力
で
港
を
出
た
。
少
し
遅
れ
る
と

港
に
入
っ
て
来
る
津
波
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
で
タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
事
だ
っ
た
。

沖
に
出
た
11
人
と
一
緒
に
自
分
の
船
に
移
り
、
船
の
エ
ン
ジ
ン
か
け
、
暖
房
も
ラ

石
浜　
畠
山
武
文
さ
ん
（
昭
和
３
年
生
）

　
取
材
日
：
平
成
26
年
８
月
19
日

　
地
震
の
時
は
自
宅
に
い
た
の
で
、
す
ぐ
裏
山
に
逃
げ
た
。
昭
和
８
年
の
津
波
は

今
回
よ
り
小
さ
か
っ
た
が
、
今
回
は
大
き
か
っ
た
。
石
浜
地
区
の
流
失
家
屋
は
５

軒
だ
っ
た
。
浜
は
ワ
カ
メ
収
穫
の
時
期
で
あ
り
、
多
く
の
人
が
浜
に
い
て
、
県
道

の
前
の
道
路
に
並
ん
で
見
て
い
た
。
船
１
艘
が
流
失
し
た
。
津
波
は
家
の
前
の
沢

川
に
も
上
が
っ
て
き
て
、
養
殖
の
棚
が
流
れ
て
い
た
。

　
津
波
前
ま
で
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
今
は
手
伝
い
程
度
で
ほ
と
ん
ど
海
と
関
わ

り
を
持
っ
て
い
な
い
。

　
漁
船
が
沖
に
避
難
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
昭
和
８
年
の
前
の
津
波
の
頃
は
手

動
だ
っ
た
か
ら
無
理
だ
と
思
う
が
、
今
は
動
力
船
で
馬
力
も
大
き
い
か
ら
津
波
に

対
抗
で
き
た
と
思
う
。
重
茂
沿
岸
は
海
が
深
い
か
ら
漁
船
が
海
に
避
難
も
で
き
た

と
思
う
が
、
海
が
浅
か
っ
た
ら
波
に
転
覆
さ
せ
ら
れ
た
と
思
う
。

　
津
波
で
困
っ
た
の
は
水
道
・
電
気
が
止
ま
っ
た
こ
と
、
電
話
が
通
じ
な
く
な
っ

た
こ
と
、
自
動
車
が
瓦
礫
で
動
け
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
だ
。

　
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
は
組
合
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
10
㍑
・
50
㍑
と
給
油
で
き

た
の
で
、
不
自
由
は
な
か
っ
た
。
ま
た
油
類
は
冬
場
の
こ
と
で
も
あ
り
各
家
で
も

備
蓄
し
て
い
た
。

　
家
が
流
失
し
た
人
は
親
戚
が
面
倒
を
見
て
く
れ
た
。

　
南
の
道
は
山
田
大
沢
の
道
が
破
壊
さ
れ
、
北
は
里
の
重
茂
川
の
橋
が
破
壊
さ
れ
、

重
茂
半
島
の
中
で
石
浜
は
孤
立
し
て
し
ま
っ
た
。
大
沢
・
里
の
道
路
が
復
旧
し
た

の
で
安
心
し
た
。

　
自
衛
隊
の
艦
船
が
川
代
に
入
っ
て
き
て
く
れ
て
、
色
々
活
躍
し
て
く
れ
た
。

　
病
人
の
こ
と
や
薬
は
自
衛
隊
が
手
配
し
て
く
れ
た
。
里
の
橋
が
破
壊
さ
れ
旧
道

を
廻
ら
ね
ば
な
ら
ず
困
っ
た
が
、
自
衛
隊
が
仮
設
の
橋
を
造
っ
て
く
れ
た
。

　
救
急
自
衛
隊
の
ヘ
リ
は
、
要
請
し
て
も
花
巻
空
港
ま
で
で
、
花
巻
に
着
い
て
か

ら
の
対
応
は
し
て
も
ら
え
ず
、
お
金
も
持
っ
て
い
か
ず
大
変
困
っ
た
。

　
食
事
に
は
困
ら
な
か
っ
た
。
震
災
後
２
日
目
か
ら
自
衛
隊
が
入
っ
て
き
て
く
れ

て
、
救
援
物
資
を
届
け
て
く
れ
た
。
自
衛
隊
と
消
防
団
の
連
携
が
よ
か
っ
た
が
、

そ
の
苦
労
は
大
変
だ
っ
た
と
思
う
。
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て
岸
壁
が
む
き
だ
し
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
、
大
き
い
津
波
だ
と
思
っ
た
。
石
崎

賢
一
宅
は
海
抜
20
㍍
と
い
う
の
で
、
自
宅
も
同
じ
海
抜
だ
と
思
う
。
普
段
は
そ
ん

な
高
低
差
な
ん
て
感
じ
な
か
っ
た
が
、
高
さ
の
違
い
な
ん
て
一
寸
見
で
は
判
断
で

き
な
い
。

　
茶
箪
笥
の
引
き
出
し
が
そ
っ
く
り
流
さ
れ
た
が
、
海
が
奇
麗
だ
っ
た
の
か
、
塩

水
に
つ
か
っ
た
だ
け
で
奇
麗
だ
っ
た
。
泥
は
上
が
ら
ず
、
殆
ど
砂
だ
っ
た
。
箪
笥

の
着
物
類
も
泥
が
入
っ
て
お
ら
ず
奇
麗
だ
っ
た
。

　
　
家
族　
畠
山
光
八　
　
玲
子　
　
長
男
光
久
（
消
防
）　
嫁
シ
オ
リ　
　

　
　
ナ
ギ
サ
（
中
一　
当
時
小
４
）　　
澪
迅
（
７
歳
）　
音
波
（
６
歳
）

　
　
祖
母　
（
山
田
町
カ
ロ
岳
養
護
施
設
で
被
災
死
）

　
食
事
は
分
家
で
戴
い
た
。
支
援
を
待
つ
こ
と
な
く
保
存
米
を
食
べ
よ
う
と
思
っ

た
が
、ガ
ラ
ス
の
破
片
が
入
っ
て
い
た
。冷
凍
ス
ト
ッ
カ
ー
や
冷
蔵
庫
も
倒
れ
た
が
、

中
味
は
大
丈
夫
だ
っ
た
し
、
ワ
カ
メ
の
収
穫
時
期
で
も
あ
っ
た
の
で
保
存
し
て
い

る
食
料
は
あ
っ
た
。
冷
凍
庫
に
は
魚
や
ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ
も
あ
り
、
支
援
に
来
た
娘

に
は
被
災
者
が
食
べ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
笑
わ
れ
た
。
３
日
目
か
ら
自
衛

隊
の
保
存
食
の
支
援
が
あ
り
安
心
し
た
。

　
余
震
が
続
き
怖
か
っ
た
。
今
後
の
生
活
が
不
安
だ
っ
た
。
養
殖
施
設
の
流
失
や
、

漁
船
の
流
失
で
海
の
仕
事
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
不
安
だ
っ
た
。

　
ラ
ジ
オ
の
放
送
で
自
分
の
地
域
が
一
番
悪
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
新
聞
・
ラ
ジ

オ
で
他
の
地
方
の
こ
と
を
知
っ
た
ら
、
自
分
の
地
域
は
や
や
良
い
方
だ
と
わ
か
っ

た
。

　
家
の
畳
が
新
し
く
入
っ
た
頃
、
祖
母
の
遺
骸
が
見
つ
か
っ
た
と
知
ら
せ
が
あ
り
、

火
葬
し
て
葬
式
も
済
ま
す
事
が
で
き
た
。

　
宮
古
か
ら
来
た
人
が
、
イ
モ
だ
け
食
べ
て
い
る
と
い
う
の
で
、
に
ぎ
り
め
し
と

缶
詰
を
持
た
せ
て
や
っ
た
。

　
被
災
者
の
自
立
支
援
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
来
た
が
、
当
家
は
自
立

し
て
い
ま
す
ね
と
言
わ
れ
、
電
気
釜
１
つ
貰
っ
た
。

　
支
援
物
資
に
つ
い
て
他
所
か
ら
来
た
人
や
、
婚
家
先
か
ら
帰
っ
た
人
な
ど
に
対

し
支
援
物
資
の
配
分
に
苦
言
を
呈
す
る
人
も
い
た
が
、
現
在
い
る
人
に
は
認
め
る

べ
き
だ
と
思
っ
た
、
支
援
物
資
は
被
災
し
た
人
の
た
め
の
物
で
あ
り
、
そ
の
範
囲

イ
ト
も
点
け
て
夜
を
明
か
し
た
。
陸
で
は
淋
し
い
だ
ろ
う
と
焚
き
火
を
し
て
く
れ

た
。
そ
の
火
は
船
か
ら
見
え
て
い
た
。

　
最
初
の
津
波
で
は
養
殖
施
設
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
た
が
、
２
波
で
施
設
が
見

え
な
く
な
っ
た
。

　
船
に
は
ジ
ュ
ー
ス
し
か
な
く
皆
で
飲
ん
だ
。
夜
は
寒
く
、
船
内
に
あ
る
物
を
捜

し
て
着
た
が
、
足
り
な
い
人
も
あ
り
、
可
哀
想
だ
っ
た
。

　
漁
協
の
監
視
船
も
沖
に
逃
げ
て
い
た
の
で
、
互
い
に
連
絡
し
合
い
な
が
ら
夜
を

明
か
し
た
。
監
視
船
は
沖
か
ら
港
に
入
っ
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

普
段
は
里
漁
港
に
繋
い
で
い
た
が
、
津
波
後
は
宮
古
に
繋
い
で
い
た
。
山
田
か
ら

の
漂
流
物
や
漁
船
・
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
が
流
れ
て
き
て
い
て
、
繋
い
で
お
い
て
返

し
た
物
も
２
艘
ば
か
り
あ
る
。
山
田
か
ら
も
避
難
船
が
集
ま
っ
て
い
た
。

　
船
を
沖
に
出
す
時
は
死
ぬ
な
ん
て
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
漁
船
の
燃
料
は
ワ
カ

メ
の
養
殖
時
期
で
あ
り
十
分
あ
っ
た
。
船
で
必
死
に
沖
に
逃
げ
る
の
は
も
う
た
く

さ
ん
だ
、
今
後
は
陸
の
高
台
に
逃
げ
る
。

石
浜　
畠
山
玲
子
さ
ん
（
昭
和
26
年
生
）

　
取
材
日
：
平
成
26
年
９
月
３
日

　
地
震
の
時
、
家
の
前
の
作
業
場
で
ワ
カ
メ
の
芯
抜
き
を
し
て
い
た
。
息
子
は
消

防
団
で
屯
所
に
詰
め
て
い
た
。
自
分
は
孫
を
背
負
っ
て
自
宅
の
上
に
あ
る
県
道
に

逃
げ
た
。
旦
那
は
津
軽
石
か
ら
堀
内
へ
、
そ
し
て
熊
の
平
に
抜
け
た
が
、
そ
の
後

里
に
津
波
が
入
り
危
な
か
っ
た
が
助
か
っ
た
。

　
千
鶏
小
学
校
の
孫
は
学
校
に
車
で
迎
え
帰
っ
た
。
最
初
の
子
供
達
は
学
校
に
留

め
て
お
か
れ
た
と
言
う
。
そ
の
後
津
波
は
家
の
前
の
作
業
場
に
入
り
、
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
の
電
源
が
シ
ョ
ー
ト
し
て
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
っ
た
の
か
煙
を
出
し
て
い
た
。

　
前
の
家
も
流
さ
れ
、
作
業
場
の
窓
か
ら
津
波
が
入
っ
て
い
た
。
本
屋
は
大
規
模

半
壊
、
１
階
が
被
災
し
た
の
で
２
階
に
泊
ま
っ
た
。
高
台
の
近
所
の
家
に
泊
め
て

も
ら
っ
て
い
た
が
、
２
日
程
し
て
盗
難
が
あ
る
と
い
う
話
が
あ
り
、
２
階
に
泊
ま

る
こ
と
に
し
た
。
小
学
４
年
の
子
が
、
高
台
か
ら
お
ば
あ
さ
ん
と
子
供
が
流
さ
れ

る
様
子
を
見
て
い
た
ら
し
く
、
今
で
も
脳
裏
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
だ
。

　
波
の
引
き
が
早
く
、
岸
壁
が
ド
ン
ド
ン
上
が
っ
て
ゆ
く
の
が
見
え
、
波
が
引
い
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で
の
公
平
化
が
大
事
だ
と
思
う
。
漁
協
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
供
給
は
一
時
制
限

が
あ
っ
た
が
、
す
ぐ
解
除
と
な
っ
た
。

　
災
害
復
興
支
援
に
よ
っ
て
翌
年
か
ら
養
殖
ワ
カ
メ
を
収
穫
で
き
る
よ
う
に
な
り

安
心
し
た
。

　
漁
船
２
艘
が
流
失
し
、
１
隻
は
長
男
が
沖
に
避
難
さ
せ
た
。
沖
か
ら
我
が
家
を

見
た
時
２
階
が
見
え
た
の
で
大
丈
夫
だ
と
思
っ
た
が
不
安
だ
っ
た
と
い
う
。
翌
12

日
午
前
８
時
頃
帰
っ
て
き
て
安
心
し
た
。
12
日
朝
に
サ
ッ
パ
１
隻
に
皆
で
乗
り
、

石
浜
港
の
状
況
を
確
認
し
山
田
町
大
沢
へ
回
航
し
た
の
だ
と
い
う
。

　
被
災
し
て
も
多
く
の
支
援
で
生
活
に
困
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
逆
に
そ
の
事

が
不
安
だ
っ
た
。
支
援
は
長
く
続
く
は
ず
は
な
い
し
、
い
つ
ま
で
待
て
ば
普
段
の

生
活
に
戻
れ
る
の
か
、
目
処
が
立
た
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

　
瓦
礫
の
片
付
け
等
は
自
力
で
行
っ
た
が
、
全
部
流
失
し
た
人
、
流
さ
れ
な
い
人

は
何
も
す
る
こ
と
が
な
い
様
子
で
、
災
害
の
不
公
平
感
を
感
じ
た
。

　
津
波
が
来
る
前
は
す
ご
い
凪
だ
っ
た
。
何
か
変
わ
っ
た
こ
と
が
な
け
れ
ば
良
い

な
と
話
し
て
い
る
最
中
だ
っ
た
。

　
避
難
場
所
は
前
の
山
だ
が
、
地
震
時
に
は
石
が
崩
れ
て
く
る
の
で
、
崩
れ
が
落

ち
着
い
て
か
ら
避
難
す
る
よ
う
に
話
し
て
い
た
。
現
在
の
住
宅
地
は
崖
地
危
険
地

域
に
な
っ
て
い
る
。
避
難
す
る
場
所
が
な
い
の
で
、
避
難
場
所
の
確
定
を
考
慮
す

べ
き
だ
ろ
う
。

重茂地域 各地域における東日本大震災
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第
１
部　
各
地
域
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災

Ｄ　
そ
れ
ぞ
れ
の
震
災

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
田
滋
子

１　
ス
イ
ス
で
想
う
「
ふ
る
さ
と
宮
古
」

　
チ
ャ
ー
ル
ズ　
レ
ン
ネ
ルC

harles Renner  

　
元
小
百
合
幼
稚
園
園
長
、
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
、
１
９
３
１
年
生　

　
現
在
ス
イ
ス
・
イ
ン
メ
ン
ゼ
ー
・
ベ
ト
レ
ヘ
ム
宣
教
会
在
住　

 

　
レ
ン
ネ
ル
神
父
は
昭
和
６
（
１
９
３
１
）
年
ア
ル
プ
ス
山
脈
北
側
の
美
し
い
湖

水
地
帯
に
あ
る
ウ
ー
リ
州
ビ
ュ
ル
グ
レ
ン
（Kanton U

ri Buerglen

）
で
育
っ

た
。
当
時
、
こ
の
あ
た
り
の
少
年
は
、
夏
休
み
の
３
か
月
間
放
牧
を
手
伝
い
、
ヤ

ギ
と
犬
を
連
れ
て
ア
ル
プ
ス
の
牧
場
で
１
日
過
ご
し
た
。
喉
が
渇
く
と
ヤ
ギ
の
乳

を
飲
ん
だ
。
助
産
婦
の
母
の
荷
物
持
ち
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
10
人
以
上
子
供

が
い
る
家
庭
も
め
ず
ら
し
く
な
い
時
代
で
、
あ
る
家
で
は
17
人
目
の
子
供
が
生
ま

れ
、
ど
こ
に
寝
か
せ
る
の
だ
ろ

う
と
思
っ
た
ら
、
出
産
し
た
ば

か
り
の
母
親
が
「
テ
ー
ブ
ル
の

下
が
ま
だ
空
い
て
い
る
わ
」
と

台
所
に
赤
ん
坊
の
ベ
ッ
ド
を
置

い
た
の
を
見
た
こ
と
も
あ
る
。

小
学
校
を
終
え
る
と
、
地
元
か

ら
推
薦
さ
れ
て
、
ベ
ト
レ
ヘ
ム

宣
教
会
の
神
学
校
に
進
学
し

た
。
ア
フ
リ
カ
宣
教
を
夢
見
て

い
た
が
、
突
然
日
本
行
を
命
じ

ら
れ
、昭
和
35（
１
９
６
０
）年
、

チ
リ
津
波
の
あ
っ
た
年
の
11
月

５
日
に
は
じ
め
て
日
本
の
土
を

踏
ん
だ
。
盛
岡
の
四
ツ
谷
教
会

を
経
て
、
昭
和
45
（
１
９
７
０
）

年
宮
古
教
会
に
着
任
し
、
以
来
平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
に
帰
国
す
る
ま
で
宮
古

で
30
年
を
過
ご
し
た
。
日
本
語
は
難
し
か
っ
た
が
、
今
思
え
ば
日
本
へ
行
か
れ
た

こ
と
は
大
変
な
幸
運
だ
っ
た
。
ア
ル
プ
ス
の
牧
場
か
ら
海
の
町
宮
古
へ
や
っ
て
き

て
、
す
べ
て
が
新
鮮
だ
っ
た
。
は
じ
め
の
頃
は
、
外
国
人
を
見
た
こ
と
も
な
い
よ

う
な
町
で
一
人
、
孤
独
を
感
じ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
素
直
な
子
供
達
と
暖
か
い

人
々
、
美
し
い
海
に
魅
了
さ
れ
た
。
小
百
合
幼
稚
園
を
作
り
上
げ
、
子
供
を
抱
き

し
め
る
こ
と
を
日
課
と
し
た
。
日
本
語
は
子
供
達
が
先
生
だ
っ
た
。
神
父
は
修
道

院
で
共
同
生
活
を
す
る
た
め
、
私
物
は
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
が
、
小
百
合
幼
稚
園

の
卒
業
ア
ル
バ
ム
は
宝
物
で
、
今
も
ス
イ
ス
の
修
道
院
の
自
室
に
大
切
に
し
ま
っ

て
あ
る
。
今
で
も
宮
古
を
心
か
ら
愛
し
て
い
る
。

　
２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
ベ
ト
レ
ヘ
ム
宣
教
会
の
テ
レ
ビ
で
、
津
波
が
堤
防
を

乗
り
越
え
る
映
像
を
見
た
と
き
は
言
葉
を
失
っ
た
。
宮
古
が
ど
う
な
っ
た
の
か
、

情
報
を
必
死
で
集
め
た
。
小
百
合
幼
稚
園
在
任
中
に
親
交
の
あ
っ
た
方
が
津
波
で

亡
く
な
っ
た
こ
と
を
聞
い
た
と
き
は
あ
ま
り
の
シ
ョ
ッ
ク
で
眠
れ
な
か
っ
た
。
故

郷
の
人
々
は
神
父
が
日
本
で
宣
教
を
し
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
津
波

の
映
像
を
見
て
多
く
の
人
が
支
援
を
申
し
出
た
。
助
産
婦
だ
っ
た
お
母
さ
ん
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
人
も
「
宮
古
の
た
め
に
」
と
寄
付
を
申
し
出
て
く
れ
た
。
地
域
の

教
会
で
も
募
金
活
動
が
あ
っ
た
。
日
本
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
が
ベ
ト
レ
ヘ
ム

会
に
お
金
を
持
っ
て
や
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
る
。
地
元
の
少
年
合
唱
団
も
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
く
れ
た
。
田
舎
の
人
々
の
中
に
は
、
お
金
の
流
れ
が

わ
か
ら
な
い
と
い
う
理
由
で
、
赤
十
字
の
よ
う
な
大
き
な
団
体
に
寄
付
を
す
る
こ

と
に
抵
抗
を
感
じ
て
い
る
人
も
い
る
。
で
き
れ
ば
直
接
被
災
者
に
届
け
た
い
と
い

う
の
が
皆
の
気
持
ち
だ
。
ス
イ
ス
と
混
乱
の
被
災
地
は
あ
ま
り
に
遠
か
っ
た
が
、

の
ち
に
こ
れ
ら
の
善
意
は
無
事
に
宮
古
に
届
き
、
そ
れ
が
ス
イ
ス
の
地
元
紙
に
掲

載
さ
れ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
。

　
今
も
心
は
宮
古
に
あ
り
、
と
き
ど
き
ア
ル
バ
ム
を
出
し
て
は
子
供
た
ち
と
の
楽

し
か
っ
た
日
々
を
懐
か
し
む
。
小
百
合
幼
稚
園
で
抱
き
し
め
た
子
供
た
ち
が
、
宮

古
の
復
興
の
原
動
力
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
、
こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ
と
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
取
材
日
：
２
０
１
４
年
８
月
16
日　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
イ
ス
、
イ
ン
メ
ン
ゼ
ー
の
ベ
ト
レ
ヘ
ム
会
本
部
に
て
）

写真１　スイス、ベトレヘム会本部�
� 2014/08/16　撮影：久保田滋子
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ろ
大
通
の
「
鳥
も
と
」
の
ほ
う
が
被
害
が
大
き
く
、
水
に
つ
か
り
、
壁
が
崩
れ
、

大
規
模
損
壊
と
判
定
さ
れ
、
大
々
的
な
改
修
工
事
が
必
要
だ
っ
た
。

　
水
道
、
電
気
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
復
活
し
た
3
月
28
日
、
カ
リ
ー
亭
内
の

レ
ト
ル
ト
食
品
設
備
で
、
首
都
圏
の
デ
パ
ー
ト
な
ど
で
販
売
す
る
た
め
に
製
造
し

ス
ト
ッ
ク
し
て
お
い
た
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
と
支
援
物
資
で
届
い
た
米
を
炊
い
て
カ

レ
ー
ひ
と
皿
３
５
０
円
で
提
供
し
た
。
外
部
か
ら
は
独
自
の
ル
ー
ト
で
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
が
あ
っ
た
。
神
戸
の
カ
レ
ー
屋
か
ら
は
、「
被
災
地
の
カ
レ
ー
屋
支
援
」
と

い
う
名
目
で
義
援
金
が
届
い
た
。
こ
の
カ
レ
ー
屋
は
、
遠
く
神
戸
か
ら
宮
古
ま
で

カ
レ
ー
を
携
え
て
き
て
、
仮
設
住
宅
で
カ
レ
ー
を
振
る
舞
っ
た
。
ま
た
、
栃
木
県

の
み
そ
屋
か
ら
は
無
添
加
の
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
の
味
噌
汁
が
大
量
に
届
い
た
。「
公

共
機
関
に
寄
付
す
る
と
ど
こ
に
行
っ
て
し
ま
う
か
わ
か
ら
な
い
、
小
幡
さ
ん
が
必

要
と
思
う
と
こ
ろ
に
届
け
て
欲
し
い
」
と
書
き
添
え
て
あ
っ
た
。
そ
こ
で
旧
知
の

陸
前
高
田
の
醤
油
屋
へ
届
け
た
。
妻
が
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

日
本
ソ
ム
リ
エ
協
会
の
田
崎
真
也
さ
ん
が
炊
き
出
し
を
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
善
意
は
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
確
実
に
被
災
者
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

支
援
は
し
た
い
が
、
市
や
社
協
へ
送
る
こ
と
を
た
め
ら
う
人
も
い
る
と
思
う
。「
こ

の
よ
う
な
こ
と
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
が
実
現
で
き
る
支
援
先
は
な

か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
。
実
際
、
市
へ
送
ら
れ
た
支
援
物
資
は
体
育
館
に
山
積
み

に
さ
れ
、
処
理
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
仕
事
が
な
い
と
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
良
く
な
い
の
で
、
障
が
い
の
あ
る
従

業
員
に
は
と
に
か
く
何
か
仕
事
を
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。
災
害
時
の
特
別
措

置
と
し
て
被
災
し
事
業
再
開
で
き
な
い
事
業
所
の
従
業
員
は
失
業
保
険
が
下
り
た
。

ま
た
こ
れ
も
特
別
措
置
と
し
て
、
事
業
所
再
開
目
的
で
、
１
日
6
時
間
以
内
と
い

う
条
件
の
も
と
、
作
業
に
従
事
し
た
。
鳥
も
と
再
開
の
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年

11
月
ま
で
、
一
部
の
従
業
員
は
こ
の
制
度
を
利
用
し
た
。
被
災
し
た
「
鳥
も
と
」

は
改
修
工
事
を
機
に
障
が
い
者
用
に
完
全
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
施
し
、
こ
れ
か
ら
は

町
の
障
が
い
者
の
憩
い
の
場
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

 

（
取
材
日
：
２
０
１
３
年
９
月
18
日
）

３　
変
わ
り
ゆ
く
宮
古

２　
鳥
も
と
災
害
バ
ス
タ
ー
ズ

　
小
幡
勉　

 

磯
鶏
の
「
カ
リ
ー
亭
」、
大
通
２
丁
目
「
鳥
も
と
」
マ
ス
タ
ー

　
㈲
と
り
も
と
代
表
取
締
役

　
東
京
都
目
黒
区
出
身
の
小
幡
さ
ん
は
、
田
舎
住
ま
い
に
憧
れ
て
38
年
前
に
宮
古

に
移
住
し
、
大
通
に
「
焼
鳥
居
酒
屋
鳥
も
と
」
を
開
い
た
。
21
年
前
に
知
的
障
が

い
者
就
労
の
場
と
し
て
「
カ
リ
ー
亭
」
を
開
設
、
現
在
、
大
通
の
「
鳥
も
と
」、
磯

鶏
の
「
カ
リ
ー
亭
」
そ
し
て
平
成
26
年
に
建
設
し
た
大
通
の
レ
ト
ル
ト
食
品
工
場

は
彼
ら
の
活
躍
の
場
に
な
っ
て
い
る
。
鳥
も
と
、
カ
リ
ー
亭
の
被
災
時
は
カ
リ
ー

亭
復
活
ま
で
「
鳥
も
と
災
害
バ
ス
タ
ー
ズ
」
と
名
乗
り
、
津
波
で
浸
水
し
た
家
々

の
泥
出
し
掃
除
な
ど
の
作
業
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
た
。
災
害
復
旧
の
作
業
だ

け
が
目
的
で
は
な
く
、
仕
事
の
場
を
失
っ
た
障
が
い
を
も
つ
従
業
員
の
生
活
リ
ズ

ム
を
維
持
す
る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
だ
っ
た
。

　
震
災
当
日
、
妻
は
東
京
出
張
か
ら
14
時
45
分
宮
古
駅
前
着
の
バ
ス
で
戻
っ
て
き

た
。
14
時
46
分
、
到
着
と
ほ
ぼ
同
時
に
宮
古
駅
で
地
震
に
遭
遇
、
小
幡
さ
ん
は
大

通
の「
鳥
も
と
」で
仕
込
み
作
業
中
だ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
公
務
員
の
転
勤
の
時
期
で
、

３
月
11
日
は
送
別
会
の
予
約
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
た
め
、
知
的
障
が
い
者
の
従
業

員
は
全
員
出
勤
し
て
い
た
。
大
津
波
警
報
を
聞
い
て
全
員
を
寮
に
帰
し
、
小
幡
さ

ん
は
車
で
磯
鶏
の
「
カ
リ
ー
亭
」
の
様
子
を
見
に
行
っ
た
。
厨
房
に
入
る
と
、
従

業
員
は
た
ま
ね
ぎ
の
皮
を
む
い
て
い
た
の
で
、
こ
こ
で
も
全
員
を
帰
し
て
、
車
で

高
台
へ
向
か
っ
た
。
し
か
し
、
防
波
堤
が
あ
る
の
で
全
く
海
は
見
え
な
い
。
高
台

に
上
る
途
中
で
一
瞬
海
が
見
え
た
と
き
、
港
が
波
に
洗
わ
れ
始
め
て
い
る
の
を
見

て
、
は
じ
め
て
津
波
の
到
来
を
知
っ
た
。
防
波
堤
は
海
が
見
え
な
い
の
で
、
あ
る

意
味
危
険
で
は
な
い
か
と
思
う
。
何
も
知
ら
な
い
う
ち
に
、
一
気
に
あ
ふ
れ
た
水

に
の
ま
れ
た
人
と
車
は
多
か
っ
た
。

　
「
カ
リ
ー
亭
」
は
、
海
側
に
小
山
が
あ
る
の
で
津
波
の
直
撃
は
う
け
な
か
っ
た
。

防
波
堤
を
超
え
て
流
れ
込
ん
だ
津
波
も
ほ
と
ん
ど
隣
の
パ
チ
ン
コ
屋
の
駐
車
場
に

流
れ
て
、
周
辺
を
見
渡
す
限
り
被
災
し
た
建
築
物
等
の
ガ
レ
キ
が
広
が
る
中
、
浸

水
も
せ
ず
奇
跡
的
に
無
傷
だ
っ
た
。
ま
た
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
だ
っ
た
の
で
、
し
ば

ら
く
は
ガ
ス
に
も
不
自
由
し
な
か
っ
た
。
近
所
の
缶
詰
工
場
か
ら
た
く
さ
ん
缶
詰

が
流
れ
出
し
、
近
所
の
人
た
ち
は
み
な
そ
れ
を
食
べ
て
数
日
を
し
の
い
だ
。
む
し

それぞれの震災 各地域における東日本大震災
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卒
業
式
を
待
て
ず
に
船
に
乗
っ
て
、
卒
業
証
書
は
帰
っ
て
か
ら
も
ら
う
と
い
う
こ

と
も
多
か
っ
た
。
志
の
あ
る
子
は
水
産
高
校
に
進
ん
だ
。
宮
古
水
産
高
校
は
焼
津
、

安
房
と
な
ら
び
、
日
本
で
も
歴
史
あ
る
水
産
高
校
で
、
総
理
大
臣
に
な
っ
た
鈴
木

善
幸
氏
の
出
身
校
で
も
あ
る
。
昭
和
50
年
く
ら
い
ま
で
、
中
学
を
卒
業
す
る
と
進

学
よ
り
就
職
が
多
か
っ
た
時
代
に
、
船
乗
り
に
憧
れ
る
男
子
が
競
っ
て
入
っ
た
学

校
だ
っ
た
。
し
か
し
、
漁
業
が
低
迷
す
る
と
男
子
の
進
学
は
少
な
く
な
り
、
今
は

野
球
部
も
作
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
「
女
学
校
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
海
洋
技

術
科
で
さ
え
女
の
子
ば
か
り
だ
。

　

木
造
船
が
鉄
鋼
船
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
船
に
な
っ
た
こ
と
で
造
船
業
も
下
火
に

な
っ
た
。
船
大
工
の
佐
々
木
聖
さ
ん
親
子
は
木
造
サ
ッ
パ
船
を
作
っ
て
い
た
が
、

木
造
で
の
需
要
が
少
な
く
な
り
北
村
造
船
で
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
造
船
会
社
で
つ
く
る
大
型
の
木
造
船
も
需
要
が
な
く
な
り
、
職
人
の
多
く
は

昭
和
34
年
ご
ろ
か
ら
全
国
へ
出
稼
ぎ
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
北
村
造
船
は
津
波

前
、
甥
と
弟
と
３
人
で
や
っ
て
い
た
が
、
船
を
流
さ
れ
た
後
、
再
興
の
め
ど
は
た

た
な
い
。
お
金
を
か
け
て
再
興
し
て
も
漁
業
を
辞
め
る
人
が
多
く
な
れ
ば
造
船
業

は
や
っ
て
い
か
れ
な
い
。
船
を
持
つ
人
も
い
な
く
な
り
、
今
は
タ
ラ
漁
の
ト
ロ
ー

ル
船
が
20
隻
あ
る
か
ど
う
か
だ
。
ト
ロ
ー
ル
船
は
津
波
の
被
害
を
受
け
て
い
な
い

が
、
高
い
油
を
買
っ
て
船
を
出
す
く
ら
い
な
ら
、
魚
を
買
っ
て
食
べ
る
よ
と
い
う

人
が
多
く
な
っ
た
。

　
か
つ
て
は
市
役
所
の
周
辺
に
き
れ
い
な
湧
水
が
あ
り
、（
水
産
）
加
工
屋
が
た
く

さ
ん
あ
っ
た
。
今
は
加
工
屋
も
少
な
く
な
っ
た
。
海
に
活
気
が
あ
れ
ば
陸
も
活
気

が
出
る
。
そ
れ
が
昭
和
30
年
代
、
40
年
代
だ
っ
た
。
産
業
や
学
校
ば
か
り
で
な
く
、

お
祭
り
な
ど
の
行
事
も
盛
ん
だ
っ
た
。
七
夕
も
熊
野
神
社
の
祭
礼
も
、
今
よ
り
も
っ

と
賑
や
か
だ
っ
た
。
津
波
が
残
り
の
す
べ
て
を
さ
ら
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
漁
業
は
こ
れ
を
機
に
衰
退
か
ら
脱
す
る
道
を
考
え
る
べ
き
だ
。

 

（
取
材
日
：
２
０
１
２
年
10
月
４
日
）

４　
震
災
直
後
の
食
料
品
ス
ー
パ
ー

　
関
川
和
子　
㈲
総
合
食
品
セ
キ
カ
ワ
取
締
役

　
昭
和
17
（
１
９
４
２
）
年
生　
栄
町

　
北
村
嘉
男　
㈲
北
村
造
船
所
出
身
、

元
小
中
学
校
教
諭　

　
昭
和
７
（
１
９
３
２
）
年
生

　
北
村
家
の
居
間
の
鴨
居
に
は
、
昭
和

34
（
１
９
５
９
）
年
に
嘉
男
さ
ん
が
撮

影
し
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
、
宮
古
港
の

大
き
な
写
真
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
港

を
埋
め
る
サ
ン
マ
船
は
往
時
の
賑
わ
い

を
彷
彿
さ
せ
る
。
宮
古
は
か
つ
て
全
国

一
を
誇
っ
た
サ
ン
マ
船
の
集
結
基
地
で

あ
り
、
写
真
２
は
そ
の
ピ
ー
ク
を
と
ら

え
も
の
だ
。
あ
れ
か
ら
宮
古
は
大
き
な

変
化
を
経
験
し
て
き
た
。
震
災
の
ず
っ

と
前
、
す
で
に
２
０
０
海
里
問
題
の
こ

ろ
か
ら
下
り
坂
で
は
あ
っ
た
が
、
津
波

は
そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
こ
と
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
津
波
が
産
業
を

潰
す
の
で
は
な
く
、
も
う
だ
め
に
な
り

つ
つ
あ
る
も
の
を
、
津
波
が
き
れ
い
に

流
し
て
い
く
と
番
号
を
付
し
て
言
っ
た

方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
と
北
村
さ
ん

は
語
る
。

　
昭
和
30
年
代
は
サ
ン
マ
船
だ
け
で
は

な
く
、
リ
ン
鉱
石
や
大
豆
を
運
ぶ
外
国

船
も
多
く
入
港
し
、
鍬
ヶ
崎
は
大
い
に

栄
え
て
い
た
。
船
主
は
船
名
に
第
一
、

第
二
、
第
三
と
番
号
を
付
し
て
何
隻
も

船
を
持
ち
、
船
員
も
何
回
か
航
海
す
れ

ば
家
が
建
つ
ほ
ど
だ
っ
た
。
若
い
人
は

す
ぐ
に
船
に
乗
れ
た
。
中
学
３
年
生
が

写真２　全国一のサンマ基地宮古港に480隻が集結
� 昭和34（1959）年 9月　撮影：北村嘉男
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営
な
の
で
、
大
雑
把
に
計
算
し
て
ど
ん
ど
ん
売
っ
た
。
お
客
さ
ん
も
だ
い
た
い
の

金
額
を
計
算
し
、
少
し
大
目
に
払
っ
た
人
も
多
か
っ
た
。
み
な
大
量
に
買
っ
た
の

で
カ
ゴ
ご
と
持
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
と
声
を
か
け
た
。
と
に
か
く
長
蛇
の
列
で
、

余
震
が
き
て
避
難
す
る
よ
う
に
放
送
が
入
っ
て
も
、「
こ
こ
ま
で
並
ん
だ
の
だ
か
ら

列
を
離
れ
ら
れ
な
い
」
と
言
っ
て
避
難
し
な
い
人
も
た
く
さ
ん
い
た
。
お
菓
子
類

も
ガ
ム
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
ま
で
す
べ
て
売
れ
た
。
普
段
は
あ
ま
り
売
れ
な
い
タ

バ
コ
も
全
部
売
れ
た
。
１
日
か
２
日
で
店
内
の
も
の
は
す
べ
て
な
く
な
っ
た
。
停

電
に
な
っ
て
、
冷
凍
庫
の
も
の
は
建
物
の
外
に
出
し
た
が
、
冬
だ
っ
た
の
で
問
題

は
な
か
っ
た
。
国
道
１
０
６
号
が
無
事
だ
っ
た
の
で
、
震
災
前
に
発
注
し
た
も
の

は
全
部
届
い
た
う
え
に
、
新
し
く
発
注
し
た
も
の
も
滞
り
な
く
届
い
た
。
も
の
が

途
切
れ
る
こ
と
な
く
来
た
の
で
商
売
に
影
響
は
な
く
、
店
も
続
け
た
し
、
人
が
集

ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
出
向
い
た
。仮
設
住
宅
へ
の
移
動
販
売
を
し
た
店
も
あ
っ

た
が
セ
キ
カ
ワ
で
は
や
ら
な
か
っ
た
。
移
動
販
売
は
宮
古
の
業
者
だ
け
で
は
な
く
、

他
地
域
か
ら
も
入
り
込
ん
で
い
た
。

　
福
祉
施
設
は
震
災
後
で
も
休
み
が
な
か
っ
た
の
で
、
給
食
食
材
の
搬
入
は
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
商
品
は
入
手
で
き
た
が
、
一
番
困
っ
た
の
は
配
送
車

の
ガ
ソ
リ
ン
だ
っ
た
。
あ
ち
こ
ち
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
並
ん
で
何
と
か
確
保

し
た
が
、
そ
れ
に
か
け
る
時
間
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
後
に
市
役
所
は
食
材
を

配
送
す
る
車
に
ガ
ソ
リ
ン
優
先
券
を
配
っ
て
い
た
ら
し
い
と
い
う
話
を
聞
い
た
。

そ
の
ほ
か
に
困
っ
た
こ
と
は
、
停
電
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
下
ろ
せ
な
か
っ
た
こ
と
だ
。

こ
れ
は
ど
こ
の
店
で
も
同
じ
だ
っ
た
と
思
う
。
商
店
に
と
っ
て
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
と

レ
ジ
が
動
か
な
く
な
る
と
商
売
に
多
大
な
影
響
が
で
る
。
日
ご
ろ
か
ら
商
店
は
、

災
害
時
の
停
電
に
つ
い
て
は
考
え
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

琴
を
趣
味
と
し
て
い
る
が
、
震
災
後
２
年
間
は
稽
古
が
で
き
な
か
っ
た
。

２
０
１
５
年
12
月
、市
民
会
館
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
、全
流
派
が
一
緒
に
な
っ
て「
六

段
」
を
演
奏
し
た
。
古
典
芸
能
に
な
じ
み
の
な
い
人
も
多
か
っ
た
と
思
う
が
幕
が

上
が
っ
た
と
き
、
客
席
か
ら
オ
ー
と
い
う
ど
よ
め
き
が
起
こ
っ
た
。
少
し
ず
つ
暮

ら
し
が
元
に
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し
胸
が
一
杯
に
な
っ
た
。

　
セ
キ
カ
ワ
は
宮
古
で
一
番
は
じ
め
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
型
の
店
舗
を
開
業

し
た
が
、
近
所
に
大
型
店
が
出
て
、
今
で
は
す
っ
か
り
お
客
さ
ん
を
と
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。
宮
古
に
は
セ
キ
カ
ワ
の
あ
と
に
、
マ
ル
フ
ジ
、
マ
ル
シ
ン
と
い
う
２
軒

の
ス
ー
パ
ー
が
で
き
た
が
、
現
在
残
っ
て
い
る
の
は
セ
キ
カ
ワ
だ
け
で
あ
る
。
そ

の
理
由
は
、
セ
キ
カ
ワ
が
保
育
園
、
福
祉
施
設
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
給
食
用
に
食

材
を
仕
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
、
現
在
商
売
の
中
心
は
そ
ち
ら
に
移
っ
て

い
る
。

　
地
震
の
瞬
間
は
宮
古
大
橋
の
上
に
い
た
。車
で
藤
原
の
友
人
を
訪
ね
る
途
中
だ
っ

た
。
今
思
え
ば
橋
の
上
の
揺
れ
は
地
面
の
上
と
は
全
く
違
っ
た
と
思
う
が
、
何
か

と
て
つ
も
な
い
天
変
地
異
に
見
舞
わ
れ
た
感
じ
が
し
た
。
地
震
と
い
う
言
葉
は
浮

か
ん
で
こ
な
か
っ
た
。
自
分
が
い
る
世
界
が
突
然
、
上
も
下
も
、
足
元
も
天
も
空

気
も
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
な
っ
て
回
転
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
。
ど
の
よ
う
に

揺
れ
が
終
わ
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
車
を
発
進
さ
せ
た
の
か
、
全
く
記
憶
に
な

い
。
と
に
か
く
長
く
感
じ
た
。
そ
の
間
に
宮
古
市
役
所
か
ら
人
が
ど
ん
ど
ん
出
て

く
る
の
を
ぼ
ー
っ
と
眺
め
て
い
た
。
対
向
車
が
隣
に
止
ま
っ
て
い
た
が
、
重
機
を

積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
で
、
そ
れ
が
自
分
の
車
に
倒
れ
こ
ん
で
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

少
な
く
と
も
車
１
台
分
離
れ
た
い
と
思
っ
た
が
ど
う
に
も
で
き
ず
、
ち
ょ
っ
と
落

ち
着
い
た
と
き
、
自
然
に
車
の
位
置
が
ズ
レ
て
「
あ
あ
、
助
か
っ
た
」
と
思
っ
た
。

揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て
車
が
動
き
だ
し
た
の
で
藤
原
の
友
人
宅
に
た
ど
り
つ
い
た
が
、

そ
こ
で
津
波
が
来
る
と
聞
い
て
す
ぐ
に
戻
っ
た
。な
ぜ
か
ま
た
大
橋
に
来
て
し
ま
っ

た
が
、
今
度
は
橋
の
上
に
は
車
は
な
か
っ
た
。
大
通
り
か
ら
駅
前
に
向
か
っ
た
が
、

人
が
ま
っ
た
く
い
な
か
っ
た
。
大
通
り
の
、
ガ
ラ
ス
が
壊
れ
た
家
の
前
に
１
人
か

２
人
い
た
だ
け
だ
っ
た
。
パ
チ
ン
コ
屋
か
ら
は
ま
だ
人
が
出
て
き
て
い
た
。
町
は

静
か
だ
っ
た
。
駅
前
か
ら
１
本
裏
道
に
入
る
と
人
が
た
く
さ
ん
い
た
。
そ
こ
で
我

に
か
え
っ
て
「
津
波
は
ど
こ
ま
で
く
る
の
だ
ろ
う
」
と
思
い
、
ま
ず
高
齢
の
母
と
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
っ
て
い
る
主
人
の
妹
を
避
難
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
た
。

　
キ
ャ
ト
ル
の
隣
に
あ
る
店
舗
で
は
、
震
災
の
直
後
か
ら
お
客
さ
ん
が
店
内
に
列

を
作
り
食
品
を
買
い
求
め
た
。
キ
ャ
ト
ル
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
大
き
な
と
こ
ろ
は
停

電
で
レ
ジ
が
機
能
し
な
く
な
り
店
を
閉
め
た
と
聞
い
た
が
、
セ
キ
カ
ワ
は
家
族
経

それぞれの震災 各地域における東日本大震災
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第
２
部　
各
分
野
で
の
震
災
後
の
取
り
組
み

第
１
章　
医
療
の
現
場
か
ら　
命
を
見
つ
め
て

�

―
東
日
本
大
震
災
・
三
陸
大
津
波
と
医
療
従
事
者
た
ち
の
戦
い
―

�

中
嶋
奈
津
子

は
じ
め
に

　
地
震
と
そ
れ
に
伴
う
大
津
波
に
よ
り
、
東
北
地
方
の
沿
岸
部
は
大
き
な
被
害
を

受
け
た
。
宮
古
市
の
一
部
は
、
そ
れ
ま
で
多
く
の
人
々
が
暮
ら
し
て
い
た
痕
跡
を

留
め
ず
、
全
て
が
無
と
な
る
状
況
か
ら
の
再
出
発
で
あ
っ
た
。
医
療
の
現
場
も
ま

た
同
様
で
あ
る
。

　
寒
さ
と
疲
労
、
衛
生
面
の
問
題
、
薬
剤
や
物
資
の
不
足
と
い
う
状
況
下
、
治
療

を
必
要
と
す
る
大
勢
の
人
々
が
い
る
だ
け
で
な
く
、
感
染
症
、
精
神
面
で
の
不
安
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
な
ど
の
問
題
が
山
積
さ
れ
て
い
た
。
患
者
や
住
民
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
３
・
11
以
降
、
医
療
従
事
者
た
ち
は
悩
み
、
考
え
、
あ
れ
か
ら

５
年
経
っ
た
今
も
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　
当
時
、
明
確
な
方
法
論
が
無
い
状
況
か
ら
生
ま
れ
た
決
断
、
不
安
の
中
で
そ
れ

を
実
行
す
る
勇
気
、
住
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に
最
善
を
尽
く
し
て
活
動
し

た
医
療
従
事
者
達
の
姿
を
紹
介
す
る
。

１　
宮
古
市
に
お
け
る
被
害
状
況

　
宮
古
市
の
被
災
状
況
に
つ
い
て
、
当
時
の
岩
手
県
宮
古
保
健
所
長
柳
原
博
樹
氏

が
「
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
行
政
の
視
点
」� 注（
１
）�

と
し
て
報
告
さ
れ
て
い

る
の
で
、
以
下
に
転
載
す
る
。

　
　

　
⑴　
宮
古
市
の
被
災
状
況

・
被
災
の
状
況

　
大
震
災
に
よ
り
家
屋
の
約
18
パ
ー
セ
ン
ト
（
対
世
帯
）
が
全
壊
と
な
り
、
最
大
１
８
．

０
０
０
人
を
超
え
た
避
難
者
数
は
管
内
人
口
の
約
19
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
、
避
難
所

数
は
１
０
３
ヵ
所
と
な
っ
て
い
た
。
死
者
・
行
方
不
明
者
数
は
管
内
人
口
の
約
１・５

パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
し
、
も
っ
と
も
死
者
・
行
方
不
明
者
が
多
か
っ
た
山
田
町
で
は
約

４・
０
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
。
同
様
に
、
宮
古
市
で
は
約
１
パ
ー
セ
ン
ト
、
田
野
畑

村
で
は
約
０・６
パ
ー
セ
ン
ト
、
岩
泉
町
で
は
約
０・０
６
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
た
。

（
２
０
１
１
年
６
月
29
日
現
在
）

・
医
療
資
源
の
状
況

　
岩
手
県
の
人
口
10
万
人
対
の
診
療
医
師
数
は
１
７
８・３
人
（
２
０
０
８
年
）
で
全
国

40
位
で
あ
り
、
そ
の
中
で
保
健
所
管
内
の
人
口
10
万
人
対
の
診
療
医
師
数
は
１
１
１・６

人
と
も
っ
と
も
低
い
水
準
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
大
震
災
に
よ
り
被
災

し
た
医
科
医
療
機
関
は
宮

古
市
で
は
31
機
関
中
14
機

関
、
山
田
町
で
は
５
機
関
中

４
機
関
と
な
っ
て
い
た
。

・
保
健
所
の
被
災
状
況

　

保
健
所
が
設
置
さ
れ
て

い
る
宮
古
地
区
合
同
庁
舎

は
宮
古
市
の
指
定
す
る
避

難
所
で
は
な
か
っ
た
が
、
発

災
直
後
か
ら
約
２
週
間
、

近
隣
住
民
の
避
難
所
と
な

り
、
ピ
ー
ク
時
約
５
０
０
人

が
避
難
し
て
い
た
。
合
同

庁
舎
自
体
も
停
電
、
断
水

し
、
復
旧
は
発
災
２
日
後
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
出
張
等
で

不
在
の
職
員
や
住
居
が
被

災
し
た
職
員
が
数
人
お
り
、

職
員
体
制
が
整
っ
た
の
は

週
明
け
３
月
14
日
以
降
で

あ
っ
た
。（
注（
２
）�
柳
原
博
樹　

２
０
１
２
年　
９
１
０
～

岩手県 管　内 宮古市 山田町 岩泉町 田野畑村
死者 4,671人 1,045 420 604 　7
行方不明者 12,749人 265 　　�97 153 　0
負傷者 200人 41 33 不明 　0
家屋倒壊数 24,877棟 8,312 4,675 3,167 200 270

表１　被災状況

＊『震災こころのケアのかけはし』平成25年　独立行政法人国立病院機構　1頁参照

全　壊 大規模半壊 半　　　壊
山　田　町 1 1 2
宮　古　市 4 3 4
岩　泉　町 1

表2　東日本大震災（津波）による医療機関被災状況

＊提供資料より作成

各分野での震災後の取り組み
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手
町

〈
派
遣
規
模
〉
延
べ
人
数
：
４
千
３
８
８
人
（
１
日
最
大
８
チ
ー
ム
）

〈
活
動
内
容
〉
避
難
所
支
援
、
仮
設
住
宅
全
戸
訪
問
、
健
康
相
談
室

〈
構
成
員
〉
保
健
師
の
ほ
か
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
、
食
品
衛
生
監
視
員
等

◎
薬
剤
師
支
援
チ
ー
ム

〈
派
遣
元
〉�

日
本
薬
剤
師
会
（
北
海
道
薬
剤
師
会
）、
岩
手
県
薬
剤
師
会
、
宮
古
薬

剤
師
会

〈
派
遣
規
模
〉
延
べ
人
数
：
１
６
３
名

〈
活
動
内
容
〉�

避
難
所
薬
剤
管
理
、服
薬
指
導
、田
老
診
療
所
調
剤
支
援
等〈
構
成
員
〉

薬
剤
師

９
１
１
頁
）

　
も
と
も
と
の
医
師
不
足
に
加
え
、
お
よ
そ
半
数
の
医
療
機
関
が
被
災
し
て
お
り
、

医
療
の
現
場
で
も
危
機
的
状
況
が
起
こ
っ
て
い
た
。
全
国
の
医
療
機
関
や
海
外
の

医
療
支
援
団
が
三
陸
沿
岸
地
域
に
や
っ
て
く
る
。
宮
古
市
に
も
多
く
の
医
療
の
支

援
団
体
が
訪
れ
た
。

　
⑵　
医
療
関
係
者
支
援
チ
ー
ム
に
つ
い
て

◎
医
療
支
援
チ
ー
ム　
　

〈
派
遣
元
〉�

北
海
道
、
青
森
県
、
山
形
県
、
静
岡
県
、
長
野
県
、
新
潟
県
、
滋
賀
県
、

沖
縄
県
、
陸
上
自
衛
隊
、
国
境
な
き
医
師
団
、
岩
手
県
医
師
会
、
宮

古
医
師
会
、
個
人

〈
派
遣
規
模
〉
延
べ
人
数
：
２
千
３
７
７
人
（
１
日
最
大
10
チ
ー
ム
）

〈
活
動
内
容
〉
避
難
所
応
急
救
護
活
動
等

〈
構
成
員
〉�

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
、
調
整
員
等

◎
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
支
援
チ
ー
ム

〈
派
遣
元
〉�

静
岡
県
、
国
立
病
院
機
構
琉
球
病
院
、
菊
池
病
院
、
花
巻
病
院
、
肥

前
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
、
秋
田
県
、
佐
賀
県
、
宮
古
山
口
病
院

〈
派
遣
規
模
〉�

延
べ
人
数
：
１
千
５
６
１
人
（
１
日
最
大
４
チ
ー
ム
、
８
月
か
ら
２

チ
ー
ム
に
よ
る
ス
ポ
ッ
ト
支
援
）

〈
活
動
内
容
〉�

避
難
所
支
援
、
遺
族
訪
問
、
要
支
援
者
訪
問
、
集
団
幼
児
検
診
へ
の

サ
ポ
ー
ト
、
支
援
者
面
接
な
ど
、
保
健
所
震
災
こ
こ
ろ
の
相
談
室

〈
構
成
員
〉�

精
神
科
医
、
臨
床
心
理
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
保
健
師
、
看
護
師
、

作
業
療
法
士
等

◎
保
健
師
チ
ー
ム

〈
派
遣
元
〉�

下
関
市
、東
京
都
、函
館
市
、宮
崎
市
、大
分
市
、藤
沢
市
、横
須
賀
市
、

多
良
間
市
、
岩
手
県
立
大
学
、
対
が
ん
協
会
、
雫
石
町
、
二
戸
市
、
岩

医療救護チーム
派 遣 団 体

こころのケアチーム
派 遣 団 体

保 健 師 チ ー ム
派 遣 団 体

沖縄県 国立機構琉球・菊池
・花巻病院 岩手県

鳥取県 佐賀県 対ガン協会

青森県 秋田県 函館市

静岡県 静岡県 多良間村

北海道 北海道 藤沢市

山形県 山形県 宮崎県

新潟県 沖縄県 大分市

済生会病院 青森県 横須賀市

長野県ＪＭＡＴ 下関市

国境なき医師団 大阪広域連合

宮古医師会 日赤看護師

陸上自衛隊

長野県ＪＭＡＴ

ＤＭＡＴ

もりおか往診クリニック

表3　宮古市の派遣チーム派遣団体状況（23年 5月時点）

＊保健センター提供資料参照

医療の現場から　命を見つめて
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こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
災
害
対
応
の
当
初
か
ら
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
べ
き
か
、
保
健
所
と
し
て
と
い
う
よ
り
、
私
自
身
と
し
て
明

確
な
目
標
と
具
体
的
な
対
応
を
意
識
し
、
計
画
的
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

正
直
に
言
え
ば
「
し
ま
っ
た
」
と
い
う
言
葉
が
当
時
の
心
境
を
端
的
に
表
し
て
い
る
と

思
う
。
こ
の
よ
う
な
準
備
不
足
の
状
況
で
、
何
と
か
被
災
地
に
お
け
る
こ
こ
ろ
の
ケ
ア

活
動
の
一
端
を
担
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
現
地
で
活
動
す
る
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー
ム

の
自
立
的
な
活
動
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
情
報
や
助
言
を
得
て
、
そ
の
時
点
で

何
に
取
り
組
む
か
を
選
択
し
つ
つ
、
そ
の
後
の
状
況
変
化
に
よ
り
取
り
組
み
の
大
枠
を

軌
道
修
正
し
な
が
ら
何
と
か
対
応
し
て
き
た
。（
注（
３
）�

柳
原
博
樹　
２
０
１
２
年　
96

頁
）

　
⑵　
対
応
方
針
は
ど
う
で
あ
っ
た
か

・
ま
ず
何
か
ら
取
り
組
む
か

　
発
災
直
後
被
災
地
の
心
の
ケ
ア
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
べ
き
か
、
保
健
所
と
し

て
明
確
な
目
標
と
具
体
的
な
対
応
を
意
識
し
て
計
画
的
に
対
応
で
き
た
も
の
で
は
な
い
。

被
災
の
状
況
や
現
地
で
活
動
す
る
心
の
ケ
ア
チ
ー
ム
の
情
報
や
助
言
を
得
な
が
ら
、
そ

の
時
点
時
点
で
何
に
取
り
組
む
か
を
判
断
し
つ
つ
、
そ
の
後
の
状
況
変
化
に
よ
り
取
り

組
み
の
軌
道
修
正
を
し
な
が
ら
対
応
し
て
き
た
。

・
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ

　
震
災
後
の
対
応
を
振
り
返
る
と
、
次
の
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
き
た
。
第
１
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
被
災
者
へ
の
接
触
が
早
期
に
な
さ
れ
る
よ
う
、
多
く
の
心
の
ケ
ア
チ
ー

ム
の
派
遣
要
請
と
受
け
入
れ
、
第
２
ス
テ
ッ
プ
で
は
心
の
ケ
ア
チ
ー
ム
間
の
活
動
に
共

通
理
解
・
認
識
を
図
る
一
定
の
活
動
方
針
の
取
り
ま
と
め
、
第
３
ス
テ
ッ
プ
で
は
身
体

系
の
医
療
支
援
チ
ー
ム
、
保
健
活
動
支
援
チ
ー
ム
か
ら
市
町
村
、
地
元
医
療
機
関
へ
と

連
携
を
拡
げ
、
第
４
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
地
元
主
体
の
精
神
保
健
医
療
活
動
へ
の
移
行
を

進
め
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
ス
テ
ッ
プ
は
順
次
取
り
組
ま
れ
、
内
容
に
よ
っ
て
は
同
時

並
行
的
に
進
め
ら
れ
た
。（
注（
４
）�

柳
原
博
樹　
２
０
１
２
年　
90
頁
）

　
⑶　
保
健
所
に
よ
る
医
療
救
護
活
動
の
調
整
過
程

　
支
援
チ
ー
ム
に
よ
る
医
療
救
護
活
動
は
、
次
の
３
段
階
で
展
開
さ
れ
、
宮
古
市
は
５

◎
歯
科
支
援
チ
ー
ム

〈
派
遣
元
〉�

函
館
歯
科
医
師
会
、
八
戸
市
保
険
医
協
会
、
岩
手
県
歯
科
医
師
会
、

宮
古
歯
科
医
師
会

〈
派
遣
規
模
〉
延
べ
人
数
：
84
名

〈
活
動
内
容
〉�

避
難
所
巡
回
診
療
、
歯
科
衛
生
材
料
支
援
等

〈
構
成
員
〉
歯
科
医
師

＊
県
派
遣
医
療
救
護
班
（
市
提
供
資
料
）

２　
岩
手
県
宮
古
保
健
所
の
決
断
と
行
動

　
　
　
司
令
塔
と
な
っ
た
所
長　
―
柳
原
博
樹
医
師
―　

　
　
　

�

昭
和
36
（
１
９
６
１
）
年
生　
岩
手
県
中
部
保
健
所
長　
当
時
、
岩
手
県

宮
古
保
健
所
長

　
東
日
本
大
震
災
津
波
当
時
、
岩
手
県
宮
古
保
健
所
長
で
あ
っ
た
柳
原
博
樹
医
師

（
現
在
、
岩
手
県
中
部
保
健
所
長
）
は
医
療
活
動
に
お
け
る
司
令
塔
の
役
割
を
一
手

に
担
い
、
各
方
面
に
指
示
を
与
え
て
い
た
。
現
地
や
外
部
か
ら
来
た
多
く
の
医
師

や
保
健
師
が
、「
彼
の
冷
静
か
つ
的
確
な
指
示
が
あ
っ
た
か
ら
、
乗
り
越
え
ら
れ
た
」

「
あ
の
状
況
下
で
も
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
ず
淡
々
と
指
示
を
出
し
て
く
れ
た
か
ら
安

心
で
き
た
。
少
し
で
も
平
常
心
で
い
ら
れ
た
」
と
言
う
。
被
害
対
応
に
追
わ
れ
た

当
時
、
柳
原
医
師
が
重
要
視
し
て
い
た
の
は
全
体
把
握
、
情
報
交
換
、
方
針
の
周

知
徹
底
で
あ
っ
た
。

　
東
日
本
大
震
災
津
波
当
時
の
宮
古
市
の
医
療
の
状
況
に
つ
い
て
、
柳
原
医
師
は

多
く
の
報
告
書
を
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
、「
備
え
」「
対
応
方
針
」「
保

健
所
に
よ
る
医
療
救
護
活
動
の
調
整
過
程
」「
活
動
調
整
の
過
程
の
中
で
」「
全
体

観
と
協
調
」「
医
療
ニ
ー
ズ
と
安
全
・
安
心
の
バ
ラ
ン
ス
」
に
つ
い
て
転
載
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

　
⑴　
備
え
は
ど
う
で
あ
っ
た
か

　
大
震
災
へ
の
対
応
を
振
り
返
る
と
、
平
成
18
年
に
岩
手
宮
城
内
陸
地
震
を
経
験
し
た

被
災
県
の
職
員
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
災
害
へ
の
全
体
的
な
備
え
と
し
て
の
体

制
、
技
術
、
姿
勢
の
全
て
の
面
で
準
備
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
改
め
て
感
じ
て
い
る
。

各分野での震災後の取り組み
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（
略
）
今
回
の
対
応
で
は
、
宮
古
市
お
よ
び
山
田
町
で
の
支
援
チ
ー
ム
の
活
動
調

整
に
対
応
で
き
る
職
員
体
制
の
問
題
も
あ
っ
た
が
、
管
理
の
対
象
と
し
た
基
本
情
報

は
、
各
支
援
チ
ー
ム
の
活
動
日
報
に
よ
る
受
診
者
数
お
よ
び
通
信
機
能
が
使
え
な
い

状
況
下
、
職
員
が
足
で
稼
い
だ
管
内
医
療
機
関
の
稼
働
状
況
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
情

報
の
と
り
ま
と
め
と
提
供
を
反
復
し
た
。
多
く
の
関
係
者
か
ら
「
医
療
機
関
の
稼
働

状
況
」
の
情
報
が
き
わ
め
て
有
用
で
あ
っ
た
と
の
評
価
を
得
て
い
る
。（
注（
６
）�

柳
原
博

樹　
２
０
１
２
年　
９
１
３
頁
）

　
⑸　
全
体
観
と
協
調

　
支
援
チ
ー
ム
の
情
報
等
か
ら
判
断
し
よ
う
と
意
識
し
た
こ
と
は
、
全
体
の
状
況
が
よ

い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
、わ
る
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
「
全
体
観
」

で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
で
、
各
支
援
チ
ー
ム
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
・
提
案
を
ふ
ま

え
て
基
本
的
な
対
応
方
針
を
調
整
し
、
そ
の
徹
底
に
努
め
た
。
ま
た
、
取
り
組
む
事
項

の
選
択
に
努
め
、
可
能
な
限
り
単
純
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
よ
う
考
え
た
。
一
方

で
は
決
定
さ
れ
た
方
針
を
ふ
ま
え
た
現
場
の
対
応
で
は
、
各
支
援
チ
ー
ム
の
判
断
に
委

ね
た
部
分
が
大
き
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
対
応
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
・
考
え
を
も
つ
支

援
チ
ー
ム
の
活
動
を
協
調
的
な
も
の
に
す
る
意
味
で
必
要
な
選
択
で
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。

　
⑹　
医
療
ニ
ー
ズ
と
安
全
・
安
心
の
バ
ラ
ン
ス

　
避
難
生
活
が
長
期
化
す
る
と
被
災
者
の
医
療
ニ
ー
ズ
は
変
化
す
る
。
４
月
中
旬
以
降
、

稼
働
医
療
機
関
も
増
加
し
、
医
療
支
援
チ
ー
ム
の
活
動
日
報
の
内
容
も
医
療
ニ
ー
ズ
の

減
少
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
視
点
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
支
援
チ
ー
ム
の
撤
収
を

よ
り
早
期
に
行
う
選
択
肢
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
地
で
体
感
し
た
こ

と
は
、
医
療
支
援
チ
ー
ム
の
毎
日
の
活
動
が
避
難
者
の
安
全
・
安
心
感
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
医
療
支
援
チ
ー
ム
の
長
期
に
わ
た

る
支
援
を
要
請
し
た
。（
注（
７
）�

柳
原
博
樹　
２
０
１
２
年　
９
１
２
頁
）

　
次
に
、
柳
原
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、「
優
先
課
題
」「
発
生
以
前
の
体
制

で
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
」「
外
部
か
ら
の
医
療
支
援
チ
ー
ム
に
つ
い
て
」「
震
災

月
末
ま
で
、
山
田
町
は
７
月
上
旬
ま
で
継
続
さ
れ
た
。
被
災
状
況
、
と
く
に
医
療
機
関

の
稼
働
状
況
が
大
き
く
異
な
っ
た
た
め
、
調
整
は
異
な
る
経
過
を
と
っ
た
。

１
、
体
制
の
構
築
（
～
３
月
下
旬
）

　

�　
支
援
チ
ー
ム
の
増
員
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、そ
の
活
動
を
調
整
す
る
ミ
―
テ
ィ

ン
グ
を
宮
古
市
お
よ
び
山
田
町
に
設
置
し
運
営
に
取
り
組
ん
だ
。

２
、
縮
小
・
撤
収
を
想
定
し
た
体
制
の
見
直
し
（
～
４
月
中
旬
）

　

�　
宮
古
市
で
は
医
療
支
援
を
継
続
す
る
必
要
性
を
検
討
す
る
た
め
、
支
援
チ
ー
ム

か
ら
の
活
動
日
報
の
報
告
内
容
を
修
正
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続
し
た
。

　

�　
山
田
町
で
は
、
一
部
救
護
所
の
機
能
・
役
割
を
見
直
し
、
診
療
を
再
開
し
た
地

元
医
療
機
関
が
当
面
担
う
こ
と
が
困
難
な
救
急
や
休
日
・
夜
間
診
療
を
担
う
体
制

（
新
体
制
）
に
移
行
し
た
。

３
、
体
制
の
縮
小
・
撤
収
（
５
月
上
旬
～
）

　

�　
宮
古
市
の
医
療
救
護
体
制
は
、
４
月
中
旬
以
降
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
や
支

援
チ
ー
ム
の
派
遣
計
画
等
を
ふ
ま
え
、
段
階
的
に
縮
小
し
５
月
末
で
撤
収
し
た
。

山
田
町
の
医
療
救
護
体
制
は
、
５
月
上
旬
に
実
施
し
た
新
体
制
の
運
営
評
価
を

ふ
ま
え
、
被
災
し
た
県
立
病
院
が
仮
設
診
療
所
を
開
設
す
る
７
月
上
旬
ま
で
継
続

さ
れ
た
。
ま
た
、
避
難
所
へ
の
巡
回
診
療
は
受
診
者
の
動
向
や
支
援
チ
ー
ム
の
派

遣
計
画
を
ふ
ま
え
段
階
的
に
縮
小
し
、
６
月
末
で
撤
収
し
た
。（
注（
５
）�

柳
原
博
樹� �

２
０
１
２
年　
９
１
１
頁
）

　
⑷　
活
動
調
整
の
過
程
の
中
で

１
．
被
災
者
へ
の
早
期
接
触

　
医
療
救
護
体
制
の
構
築
で
念
頭
に
置
い
た
こ
と
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
被
災
者

に
早
期
に
接
触
で
き
る
よ
う
、
医
療
支
援
チ
ー
ム
を
増
員
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
県

に
対
し
支
援
チ
ー
ム
の
増
員
要
請
を
続
け
た
。
全
国
か
ら
の
迅
速
な
支
援
に
よ
り
支

援
チ
ー
ム
数
は
３
月
の
下
旬
～
４
月
上
旬
に
ピ
ー
ク
の
22
チ
ー
ム
と
な
っ
た
。
同
様

に
、
早
期
の
増
員
派
遣
を
要
請
し
た
保
健
活
動
チ
ー
ム
お
よ
び
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー

ム
と
の
重
層
的
な
活
動
は
、
被
災
者
の
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド

と
し
て
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

２
．
情
報
管
理
に
お
け
る
簡
素
と
反
復

医療の現場から　命を見つめて
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【
発
生
以
前
の
体
制
で
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
】

　
今
思
え
ば
、
事
前
に
ど
れ
だ
け
の
こ
と
を
決
め
て
お
く
か
が
、
災
害
対
策
に
必

須
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
従
来
の
防
災
計
画
に
は
「
何
を
す
る
か
」
は
あ
る
が
、「
ど

の
よ
う
に
す
る
か
」
が
無
か
っ
た
。
何
に
つ
い
て
の
情
報
を
把
握
し
て
判
断
す
る

か
と
い
う
単
純
な
こ
と
を
事
前
に
決
め
て
お
き
、
非
常
時
に
は
決
め
た
方
針
を
徹

底
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
っ
た
。

【
外
部
か
ら
の
医
療
支
援
チ
ー
ム
に
つ
い
て
】

　
宮
古
に
は
、
北
海
道
・
静
岡
県
・
沖
縄
県
等
各
地
の
医
療
チ
ー
ム
、
静
岡
県
・

秋
田
県
・
国
立
病
院
機
構
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー
ム
が
支
援
に
来
て
い
た
。
早
い

時
期
か
ら
宮
古
に
入
っ
て
い
た
医
療
チ
ー
ム
も
あ
り
、
静
岡
県
の
医
療
チ
ー
ム
は

重
茂
に
、
沖
縄
県
か
ら
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー
ム
（
国
立
病
院
機
構
）
は
田
老
の

支
援
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
彼
ら
は
支
援
者
の
立
場
に
徹
し
て
く
れ
て
あ
り
が
た

か
っ
た
。「
私
達
は
こ
れ
を
す
る
か
ら
」
と
い
う
提
案
を
い
た
だ
き
、
そ
の
動
き
は

素
晴
ら
し
か
っ
た
。
多
く
の
医
療
支
援
を
得
た
が
、
中
に
は
、
対
話
が
難
し
か
っ

た
チ
ー
ム
も
あ
っ
た
。
外
部
か
ら
の
支
援
団
体
に
は
長
期
に
い
て
い
た
だ
く
わ
け

に
は
い
か
な
い
し
、
サ
ポ
ー
ト
に
徹
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
が
た
か
っ
た
。

不
足
の
部
分
は
、
最
終
的
に
は
地
元
の
チ
ー
ム
で
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
と
考
え

た
。
そ
の
た
め
に
も
、
全
体
の
把
握
と
方
針
は
重
要
で
あ
っ
た
。

【
震
災
中
感
じ
て
い
た
こ
と
】

　
事
前
準
備
を
も
っ
と
や
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
、
こ
れ
は
覚
悟
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
、
腹
を
括
ろ
う
と
思
っ
た
。
そ
れ
か
ら
は
ひ
た
す
ら
全
体
の
把
握
に
努
め

て
選
択
肢
を
決
め
、
災
害
対
策
を
実
行
し
た
。
振
り
返
る
と
、
当
時
は
で
き
る
こ

と
し
か
で
き
な
か
っ
た
が
、
余
計
な
こ
と
や
無
駄
な
こ
と
を
あ
え
て
し
な
か
っ
た

こ
と
が
良
か
っ
た
と
思
う
。

　
全
体
観
、情
報
の
共
有
、共
通
の
認
識
の
も
と
に
検
討
さ
れ
た
基
本
方
針
の
徹
底
。

そ
う
し
た
単
純
な
こ
と
、当
た
り
前
の
こ
と
の
反
復
と
継
続
が
極
め
て
大
切
で
あ
っ

た
。
そ
れ
を
保
健
師
達
は
一
生
懸
命
に
や
っ
て
く
れ
た
。
当
た
り
前
の
こ
と
を
徹

底
し
よ
う
と
い
う
認
識
が
持
て
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
諦
め
→
割
り
切

中
感
じ
て
い
た
こ
と
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
こ
こ
で
改
め
て

掲
載
し
た
い
。

【
当
時
の
優
先
課
題
】

・
全
体
の
把
握

　
ま
ず
優
先
し
た
の
は
「
全
体
状
況
の
把
握
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
最
優
先

さ
れ
る
べ
き
、
受
診
者
数
や
避
難
者
数
な
ど
は
必
ず
情
報
化
・
共
有
す
る
こ
と
に

し
た
。
保
健
師
チ
ー
ム
に
は
、避
難
所
の
巡
回
時
に
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
情
報
」「
実

施
し
た
サ
ー
ビ
ス
内
容
」「
感
染
予
防
対
応
な
ど
の
実
施
」
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
担

当
し
て
も
ら
い
、状
況
が「
良
い
場
合
は
○
、要
注
意
の
場
合
は
×
」な
ど
と
す
る「
星

取
表
」
に
よ
る
一
覧
表
を
作
っ
た
。
医
療
支
援
チ
ー
ム
に
は
受
診
し
た
患
者
数
を

報
告
し
て
も
ら
い
、
疾
患
ご
と
の
集
計
で
は
な
く
「
ど
こ
に
ど
の
程
度
の
患
者
が

い
た
か
」
の
傾
向
を
掴
む
こ
と
と
し
た
。
そ
れ
を
総
合
分
析
し
て
全
体
を
把
握
し
、

方
針
決
定
に
つ
な
げ
た
。
方
針
に
基
づ
く
現
場
で
の
個
別
対
応
の
判
断
は
各
チ
ー

ム
に
委
ね
た
。
現
場
の
人
が
判
断
す
る
の
が
正
し
い
と
考
え
た
こ
と
に
よ
る
。

　
保
健
所
と
し
て
個
に
対
応
す
る
こ
と
は
十
分
で
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
思
う

が
、
全
体
と
し
て
良
い
方
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
、
そ
う
で
な
い
の
か
の
把
握
に

努
め
た
。
全
体
観
を
大
切
に
し
た
こ
と
は
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

・
情
報
交
換
・
方
針
の
周
知
と
徹
底

　
医
療
チ
ー
ム
と
心
の
ケ
ア
チ
ー
ム
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
毎
日
行
っ
て
い
た
。
情

報
交
換
と
い
う
基
本
的
ル
ー
ル
を
徹
底
し
、
重
要
な
方
針
は
何
度
も
繰
り
返
し
現

場
に
伝
達
し
、
徹
底
し
た
。
医
師
会
の
対
策
会
議
は
、
当
初
週
に
１
度
開
催
さ
れ
、

情
報
共
有
を
お
願
い
し
た
。
保
健
チ
ー
ム
は
毎
朝
ミ
―
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
た
。

医
療
支
援
チ
ー
ム
の
会
議
は
、
宮
古
と
山
田
の
２
か
所
を
か
け
持
ち
で
実
施
し
た
。

・
感
染
対
策

　
医
療
従
事
者
の
確
保
な
ど
が
難
し
い
中
、
犠
牲
者
を
ど
れ
だ
け
少
な
く
す
る
か

が
問
題
で
、
と
り
わ
け
感
染
症
対
策
は
重
要
事
項
で
あ
っ
た
。
隔
離
策
は
家
族
と

離
れ
離
れ
に
な
る
た
め
避
難
所
で
は
批
判
的
な
見
方
も
あ
っ
た
が
、
感
染
症
対
策

が
優
先
か
つ
必
須
で
あ
っ
た
。

各分野での震災後の取り組み
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の
予
防
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
避
難
者
等
に
接
す
る
際
の
サ
イ
コ
ロ
ジ
カ
ル
フ
ァ
ー
ス

ト
エ
イ
ド
（
心
理
的
応
急
処
置
）
の
視
点
か
ら
の
取
り
組
み
も
必
要
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
は
担
う
べ
き
機
能
を
想
定
し
た
養
成
研
修
・
訓
練
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
支
援
チ
ー
ム
に
も
災
害
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
担
う
べ
き
標
準
的
機
能
の
設
定
や

養
成
研
修
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
際
に
は
、
保
健
活
動
や
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
を

担
う
チ
ー
ム
と
の
役
割
分
担
と
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。

３
．
仕
組
み
、
機
能
、
姿
勢

　
災
害
対
応
で
改
め
て
認
識
し
た
こ
と
は
、
各
支
援
チ
ー
ム
を
派
遣
・
受
け
入
れ
す
る

仕
組
み
や
現
地
活
動
で
支
援
チ
ー
ム
が
発
揮
す
る
機
能
・
技
術
と
と
も
に
、
現
地
活
動

に
お
け
る
姿
勢
（
マ
イ
ン
ド
）
が
重
要
で
あ
る
。
体
制
・
仕
組
み
や
技
術
は
平
常
時
の

訓
練
に
お
い
て
確
認
で
き
、
災
害
対
応
に
お
い
て
も
相
当
程
度
再
現
す
る
こ
と
が
可
能

と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
、
支
援
の
姿
勢
を
振
り
返
る
と
、
災
害
支
援
が
現
地
で
う
ま
く

機
能
し
た
鍵
は
、
支
援
に
対
す
る
組
織
や
個
人
の
姿
勢
だ
っ
た
。
姿
勢
の
違
い
は
現
地

活
動
を
め
ぐ
る
必
ず
し
も
必
要
と
は
思
わ
れ
な
い
衝
突
を
生
じ
さ
せ
る
。
支
援
を
す
る

側
も
受
け
る
側
も
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
取
り
組
む
の
か
を
改
め
て
整
理
す
る
必
要
が
あ

る
。（
注（
８
）�

柳
原
博
樹　
２
０
１
２
年　
９
１
４
頁
）

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
際
に
も
、
氏
は
当
時
の
状
況
を
冷
静
か
つ
淡
々
と
語
っ
た
。

　
誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
災
害
の
中
、
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め

に
司
令
塔
と
な
っ
た
氏
の
強
い
精
神
力
と
、
支
え
た
内
外
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
力
に

感
服
す
る
。

３　
保
健
師
の
実
践

　
保
健
師
達
も
各
所
と
の
連
携
を
図
り
活
動
を
始
め
て
い
た
。
混
乱
の
中
に
も
関

わ
ら
ず
外
部
支
援
団
体
を
受
け
入
れ
、
シ
ス
テ
ム
を
作
り
、
共
に
活
動
し
学
ん
だ
。

後
に
医
師
た
ち
が
高
く
評
価
し
た
そ
の
実
践
と
当
時
の
心
情
に
つ
い
て
、
３
人
の

保
健
師
に
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

◎
松
舘
喜
久
子
保
健
師

り
も
、
選
択
や
決
断
に
結
び
付
く
こ
と
が
あ
る
。　

　
当
時
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
は
「
運
」
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
常
に
取
り

組
み
の
良
い
面
を
意
識
し
、
で
き
な
い
行
動
よ
り
も
で
き
た
こ
と
を
評
価
し
よ
う

と
考
え
た
。

　
対
応
や
取
り
組
み
を
選
択
し
た
こ
と
が
後
で
問
題
に
な
ら
な
い
か
と
不
安
に
思

う
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
あ
る
程
度
は
覚
悟
も
し
た
。
ひ
た
す
ら
実
践
し
た
の
は
、

全
体
の
状
況
把
握
、
被
害
を
最
小
限
に
留
め
る
こ
と
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
許
容
範

囲
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
長
期
戦
に
な
っ
て
も
耐
え
う
る
医

療
・
保
健
活
動
の
た
め
に
、
そ
の
時
最
も
必
要
な
事
項
を
的
確
に
選
択
し
て
対
応

す
る
こ
と
に
腐
心
し
た
。

　
柳
原
氏
は
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
、「
次
に
備
え
て
」
と
し
て
前
掲
の
報
告
書

の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

【
次
に
備
え
て
】

１
．
事
前
訓
練
の
大
切
さ

　
宮
古
で
は
、
２
０
０
７
年
か
ら
地
域
災
害
拠
点
病
院
を
中
心
に
消
防
機
関
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
参
加
も
得
て
小
規
模
な
が
ら
災
害
医
療
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
一
方
で

急
性
期
以
降
の
避
難
所
避
難
者
へ
の
医
療
救
護
を
想
定
し
た
訓
練
に
は
取
り
組
ん
で
こ

な
か
っ
た
。
こ
れ
は
災
害
医
療
訓
練
も
含
め
、
市
町
村
の
防
災
訓
練
と
の
連
携
が
実
現

し
て
い
な
か
っ
た
か
っ
た
こ
と
な
ど
の
問
題
で
も
あ
る
。
ま
た
、今
回
の
災
害
対
応
で
は
、

自
衛
隊
、
消
防
等
と
の
連
携
調
整
も
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
関
係
機
関
が
相
互
に
何

が
ど
こ
ま
で
で
き
る
の
か
を
事
前
に
把
握
・
理
解
す
る
こ
と
が
十
分
で
な
か
っ
た
と
思
っ

て
い
る
。
災
害
医
療
の
内
容
も
市
町
村
の
防
災
訓
練
に
組
み
込
み
、
関
係
機
関
が
机
上
・

図
上
も
含
め
災
害
時
の
具
体
的
な
対
応
を
想
定
し
た
訓
練
を
繰
り
返
す
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。

２
．
対
応
能
力
向
上
へ
の
支
援

　
今
回
の
災
害
対
応
で
は
支
援
チ
ー
ム
に
は
幅
広
い
機
能
・
役
割
が
要
請
さ
れ
た
。
急

性
期
の
傷
病
者
対
応
、
亜
急
性
期
以
降
の
慢
性
疾
患
管
理
や
ス
ト
レ
ス
対
応
、
避
難
所

の
感
染
管
理
や
血
圧
管
理
な
ど
の
予
防
活
動
、
生
活
不
活
発
病
に
よ
る
生
活
機
能
低
下

医療の現場から　命を見つめて
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れ
ぞ
れ
移
動
さ
せ
た
。
こ
の
４
か
所
の
避
難
所
の
医
療
救
護
活
動
は
24
時
間
対
応

と
し
、
そ
れ
以
外
は
日
中
対
応
と
し
た
。

【
保
健
師
た
ち
が
活
動
で
き
る
ま
で
の
経
過
】

　
宮
古
市
の
保
健
福
祉
部
は
、
福
祉
課
・
介
護
保
険
課
・
健
康
課
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
、
福
祉
課
と
介
護
保
険
課
は
本
庁
に
あ
り
、
健
康
課
だ
け
は
外

部
の
保
健
セ
ン
タ
ー
に
あ
っ
た
。
保
健
セ
ン
タ
ー
は
全
壊
し
て
戻
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
（
以
降
、
中
央
公
民
館
を
一
時
的
な
事
務
所
と
し
て
い
た
が
、
平
成
25

年
４
月
よ
り
小
山
田
に
仮
設
の
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
健
康
課
の
事
業
を
行
っ
て

い
る
。）
が
、
本
庁
の
２
課
は
残
っ
て
い
た
。
ま
た
、
別
館
に
あ
っ
た
健
康
課
も
含

め
て
保
健
福
祉
部
の
職
員
は
全
て
無
事
だ
っ
た
。
こ
の
３
課
の
職
員
が
、
震
災
・

津
波
の
翌
日
の
３
月
12
日
か
ら
合
流
し
活
動
を
開
始
し
た
。

　
市
役
所
に
と
っ
て
幸
運
だ
っ
た
の
は
、
職
員
の
人
的
被
害
が
無
か
っ
た
た
め
に

す
ぐ
に
動
け
た
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
、本
庁
は
１
階
の
み
が
被
災
し
た
状
況
だ
っ

た
。
翌
朝
水
が
引
く
と
保
健
福
祉
部
と
し
て
の
活
動
が
始
ま
っ
た
。
状
況
が
わ
か

ら
な
い
の
で
、
ま
ず
は
職
員
が
３
名
１
組
に
分
か
れ
て
状
況
確
認
に
出
向
い
た
。

　
３
月
13
日
に
川
井
・
新
里
の
保
健
セ
ン
タ
ー
職
員
と
合
流
。
田
老
は
市
長
の
指

示
で
職
員
が
山
越
え
を
し
て
状
況
確
認
を
行
っ
た
。
田
老
診
療
所
が
被
災
し
て
お

り
、
北
高
校
が
救
護
所
と
な
っ
て
い
た
。

【
役
割
分
担
】

　
他
地
域
か
ら
支
援
に
来
て
く
れ
た
支
援
保
健
師
に
は
、
避
難
所
に
い
る
被
災
者

の
健
康
・
衛
生
面
の
管
理
を
お
願
い
し
た
。
地
元
の
保
健
師
は
市
内
を
巡
回
す
る

よ
う
役
割
分
担
し
た
。

　
地
域
住
民
は
徐
々
に
仮
設
や
市
内
の
ア
パ
ー
ト
な
ど
に
移
っ
て
行
っ
た
。
妊
婦

や
赤
ち
ゃ
ん
は
、
津
波
直
後
は
避
難
所
に
い
た
が
、
そ
れ
以
降
姿
は
な
か
っ
た
。

【
外
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
】

　
県
を
窓
口
と
し
た
。
岩
手
県
➡
宮
古
保
健
所
➡
宮
古
市
健
康
課
（
保
健
師
へ
）

の
流
れ
を
つ
く
っ
た
。

　
　
　

�

昭
和
33
（
１
９
５
８
）
年
生　
宮
古
市
千
徳
町
在
住　
元
宮
古
市
保
健
福

祉
部
健
康
課
課
長　
当
時
、
成
人
保
健
担
当
長

【
３
月
11
日
当
日
】

　
当
時
は
宮
古
市
保
健
セ
ン
タ
ー
勤
務
で
、
震
災
発
生
時
は
１
歳
６
か
月
児
の
健

康
診
査
を
し
て
い
た
。

　
４
組
の
親
子
が
ま
だ
館
内
に
残
っ
て
い
た
。
揺
れ
が
ひ
ど
か
っ
た
の
で
、
救
護

に
必
要
な
物
を
持
ち
、
高
台
に
あ
る
指
定
の
避
難
所
に
誘
導
し
た
。
海
側
を
回
避

し
て
、
若
干
遠
回
り
で
は
あ
っ
た
が
山
側
を
行
っ
た
。

　
避
難
所
へ
の
移
動
中
、
周
囲
で
は
時
間
が
普
通
に
流
れ
て
い
た
。
バ
ス
停
で
バ

ス
を
待
っ
て
い
る
人
達
も
い
た
ほ
ど
で
、
本
当
に
誘
導
し
て
も
良
い
の
か
と
思
っ

た
。中
央
公
民
館
に
行
っ
た
が
、揺
れ
が
ひ
ど
か
っ
た
の
で
中
に
は
入
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
に
は
高
齢
者
、
車
椅
子
の
方
も
避
難
し
て
い
た
。
ふ
と
見
下
ろ
す
と
、
黒
い

水
が
迫
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
の
で
、
皆
で
手
伝
い
な
が
ら
さ
ら
に
裏
山
ま
で
上

が
っ
た
。

　
そ
の
日
は
市
議
会
最
終
日
で
、
市
役
所
の
建
物
に
議
会
の
人
達
が
い
る
の
が
高

台
か
ら
見
え
た
。
車
が
流
れ
て
行
く
の
も
見
え
た
。
車
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
し
き

り
に
鳴
っ
て
い
た
。
宮
古
で
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
実
感
が
無
か
っ

た
。

　
避
難
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
市
の
水
道
事
業
所
職
員
が
車
で
パ
ト
ロ
ー
ル
に
来

た
。
状
況
を
話
し
て
、
高
齢
者
を
車
で
ピ
ス
ト
ン
移
送
し
て
も
ら
っ
た
。
他
は
徒

歩
で
避
難
所
の
第
二
中
学
校
ま
で
行
っ
た
。

　
す
ぐ
に
中
学
校
の
調
理
室
に
行
っ
て
鍋
釜
を
全
て
出
し
、
水
を
確
保
し
た
。
布

団
代
わ
り
に
な
る
物
も
探
し
た
。
続
い
て
、
近
く
の
山
手
に
あ
る
ス
ー
パ
ー
で
米

を
確
保
し
た
。
第
二
中
学
校
に
も
多
く
の
人
が
避
難
し
て
き
た
。

　
避
難
所
で
は
、
眠
れ
な
い
・
不
安
・
恐
怖
・
体
調
不
良
な
ど
の
訴
え
が
多
か
っ
た
。

【
３
月
12
日
以
降
】

　
透
析
が
必
要
な
患
者
は
市
内
の
後
藤
医
院
近
く
の
避
難
所
（
宮
古
小
学
校
）
へ
、

糖
尿
病
で
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
が
必
要
な
患
者
は
、
宮
古
病
院
近
く
の
避
難
所
（
第
二

中
学
校
）
へ
、
精
神
科
の
患
者
は
宮
古
市
内
の
避
難
所
（
山
口
小
学
校
）
へ
、
そ

各分野での震災後の取り組み
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（
琉
球
病
院
医
療
チ
ー
ム
・
静
岡
県
医
療
チ
ー
ム
を
中
心
と
す
る
）

【
そ
の
後
の
医
療
活
動
】

　
宮
古
市
は
も
と
も
と
医
師
数
が
少
な
か
っ
た
が
、
震
災
以
降
、
支
援
の
医
師
を

含
め
れ
ば
あ
る
程
度
の
医
師
数
が
確
保
で
き
て
い
た
。
避
難
時
に
、
保
険
証
・
健

康
手
帳
・
お
薬
手
帳
を
持
っ
て
逃
げ
た
人
が
多
か
っ
た
の
で
、
お
薬
手
帳
を
活
用

し
、
薬
の
記
録
を
医
師
が
確
認
し
て
投
薬
す
る
シ
ス
テ
ム
を
と
っ
た
。
こ
の
た
め
、

薬
が
あ
ふ
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。

　
１
週
間
後
、
宮
古
保
健
所
で
毎
晩
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
状

況
、
特
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
の
有
無
な
ど
の
確
認
を
し
た
。
医
療
救
護
チ
ー

ム
は
巡
回
型
に
し
た
。
自
宅
の
片
づ
け
な
ど
で
日
中
は
不
在
の
住
民
が
多
い
た
め
、

夜
間
に
も
巡
回
し
て
、感
染
症
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
対
応
を
早
期
か
ら
行
っ

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
感
染
の
蔓
延
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

　
津
軽
石
・
赤
前
・
重
茂
の
被
害
は
大
き
か
っ
た
。
静
岡
県
の
医
療
チ
ー
ム
の
医

師
が
24
時
間
体
制
で
診
療
所
に
詰
め
て
い
た
。
診
療
所
は
最
初
は
２
か
所
で
行
い
、

後
に
１
か
所
に
統
合
し
た
。

　
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー
ム
は
、
琉
球
病
院
の
医
療
チ
ー
ム
が
中
心
と
な
っ
て
支
援

し
て
く
れ
た
。

　
課
題
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
被
災
者
の
メ
ン
タ
ル
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援

を
し
た
ら
良
い
の
か
で
あ
っ
た
。
そ
こ
ま
で
の
ス
キ
ル
を
保
健
師
達
は
持
ち
合
わ

せ
て
お
ら
ず
困
っ
て
い
た
。
宮
古
市
内
で
精
神
科
を
有
す
る
病
院
は
、
宮
古
山
口

病
院
と
三
陸
精
神
病
院
の
２
か
所
し
か
な
く
、
保
健
師
が
そ
の
ケ
ア
を
担
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
あ
っ
た
。

　
村
上
優
医
師
（
琉
球
病
院
院
長
）
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
支
援
活
動
の
経
験
か

ら
、「
支
援
者
支
援
」
の
ス
タ
ン
ス
を
と
り
、
ど
の
よ
う
な
被
災
者
支
援
を
し
た
ら

良
い
の
か
を
、２
週
間
滞
在
し
て
教
え
て
く
れ
た
。
特
に「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」と「
被

災
者
と
向
き
合
う
ス
タ
ン
ス
」
に
つ
い
て
は
勉
強
会
を
開
い
て
く
れ
た
。

　
支
援
に
来
た
複
数
の
精
神
科
医
師
や
臨
床
心
理
士
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
精
神

科
看
護
師
な
ど
と
同
行
訪
問
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
受
診
が
必
要
な
人
と
、
心
の

ケ
ア
チ
ー
ム
で
対
応
で
き
る
人
の
見
立
て
を
し
て
い
た
だ
き
、
受
診
が
必
要
と
判

　
当
時
い
ろ
い
ろ
な
団
体
や
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
入
っ
た
が
、
混
乱
を
避
け
る

た
め
に
、
窓
口
を
保
健
所
と
し
た
。

【
１
日
の
業
務
の
流
れ
】

　
朝
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
情
報
交
換
。そ
の
後
巡
回
。夕
方
、さ
ら
に
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
行
う
。

　
宮
古
の
介
護
保
険
課
課
長
（
保
健
師
）
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
上
層
部
と
の
連
携

を
図
り
、
災
害
対
策
本
部
の
情
報
を
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
取
り
上
げ
る
。
サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
を
そ
の
下
に
置
き
、現
場
対
応
と
指
示
を
行
っ
た
。巡
回
か
ら
戻
っ
た
職
員
は
、

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
に
必
ず
内
容
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
し
て
い
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

若
い
職
員
が
問
題
を
１
人
で
抱
え
た
ま
ま
自
宅
に
帰
ら
な
い
よ
う
に
し
た
。

　
巡
回
に
つ
い
て
は
、
震
災
・
津
波
直
後
は
、
避
難
所
や
お
寺
な
ど
人
の
集
ま
っ

て
い
る
と
こ
ろ
を
廻
っ
た
。
当
時
は
保
健
福
祉
部
職
員
が
89
名
、
そ
の
う
ち
専
門

職
が
45
名
お
り
、
４
名
１
組
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
た
。

【
宮
古
市
内
の
医
療
機
関
の
被
災
状
況
、
お
よ
び
震
災
・
津
波
直
後
の
患
者
・
要

介
護
者
へ
の
対
応
】

　
宮
古
病
院
は
被
災
し
な
か
っ
た
が
、
周
辺
道
路
が
瓦
礫
な
ど
で
不
通
状
態
だ
っ

た
た
め
、
早
急
に
道
路
を
確
保
し
て
も
ら
っ
た
。
一
番
困
っ
た
の
は
、
移
動
の
た

め
の
ガ
ソ
リ
ン
が
無
か
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

　
寝
た
き
り
の
人
は
、
被
災
を
免
れ
た
介
護
事
業
所
へ
移
し
た
。
要
支
援
者
や
避

難
所
生
活
に
困
難
の
あ
る
人
は
、
病
院
や
介
護
施
設
、
ホ
テ
ル
等
環
境
の
良
い
避

難
所
に
早
い
段
階
で
移
動
し
た
。

　
支
援
に
来
た
保
健
師
に
は
、
名
簿
作
り
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
お
願
い
し
た
。

【
３
月
11
日
以
降
の
医
療
団
の
介
入
】

３
月
13
日
：
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
宮
古
市
に
入
る
。

　
同
日　
：
内
陸
方
面
の
保
健
師
た
ち
が
宮
古
市
に
入
る
。

３
月
15
日
：
医
師
を
中
心
と
し
た
医
療
チ
ー
ム
が
宮
古
市
に
入
る
。

３
月
23
日
：
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー
ム
が
宮
古
に
入
る
。

医療の現場から　命を見つめて
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来
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー
ム
は
８
月
よ
り
、
隔
週
で
ケ
ア
を
し
て
も
ら
っ
た
。

　
最
終
的
に
は
、
医
療
チ
ー
ム
は
10
チ
ー
ム
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
医
師
・
歯
科
医

師
・
看
護
師
・
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
県
単
位
で
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー

ム
は
岩
手
（
花
巻
）・
静
岡
・
秋
田
の
各
県
か
ら
支
援
を
受
け
た
。
宮
古
山
口
病
院

の
及
川
院
長
も
、「
で
き
る
こ
と
は
協
力
す
る
」と
巡
回
や
講
演
会
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
。

　
栄
養
士
の
活
動
も
行
わ
れ
て
い
た
。
６
月
よ
り
全
戸
訪
問
を
し
て
、
電
化
製
品

の
使
い
方
、
低
栄
養
、
夏
の
食
中
毒
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
な
ど
に
つ
い
て
指

導
し
て
ま
わ
っ
た
。

　
仮
設
住
宅
移
行
開
始
直
後
の
全
戸
訪
問
に
お
け
る
課
題
は
、
仕
事
で
不
在
に
な

る
人
が
多
く
面
接
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
仮
設
に
は
、
宗
教
関

係
者
や
営
業
訪
問
を
す
る
人
も
増
え
て
き
た
の
で
、
用
心
し
て
開
け
て
く
れ
な
く

な
る
住
民
も
多
か
っ
た
。

　
ま
た
、
仮
設
住
宅
に
つ
い
て
は
、
宮
古
市
の
場
合
、
近
隣
の
住
民
が
同
じ
仮
設

住
宅
に
入
る
よ
う
に
配
慮
し
、
お
互
い
に
顔
が
見
え
る
環
境
を
崩
さ
な
い
よ
う
に

努
め
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
生
活
支
援
員
も
訪
問
を
開
始
し
た
。
今
後
仮
設
住

宅
は
無
く
な
る
状
況
下
、高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
も
多
い
。孤
独
感
を
招
か
ぬ
よ
う
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
今
後
ど
の
よ
う
に
対
策
し
て
い
く
の
か
が
重
要
で
あ
る
。
現

在
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
・
関
係
機
関
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
会
議
が
定
期
的
に

行
わ
れ
て
い
る
。
社
会
福
祉
協
議
会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
窓
口
と
な
り
、
仮
設
住

宅
の
管
理
な
ど
も
行
う
。

　
平
成
26
年
に
は
ほ
と
ん
ど
の
外
部
支
援
が
終
了
し
、
以
降
は
地
元
の
資
源
を
活

用
し
て
い
る
。

【
職
員
へ
の
配
慮
】

　
市
職
員
の
中
に
も
被
災
者
は
い
た
。
被
災
し
て
い
な
が
ら
皆
が
働
き
づ
め
で
、

疲
れ
て
い
た
。
職
員
の
メ
ン
タ
ル
管
理
が
必
要
と
な
り
、
５
月
半
ば
か
ら
、
休
暇

を
と
る
よ
う
に
勧
め
た
。週
２
回
の
休
暇
を
入
れ
て
、体
を
休
ま
せ
る
よ
う
に
し
た
。

断
さ
れ
た
人
を
病
院
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

は
毎
日
開
か
れ
、
対
応
に
つ
い
て
の
振
り
返
り
が
で
き
た
。
宮
古
市
の
保
健
師
達

の
ス
キ
ル
は
上
が
っ
て
い
っ
た
。

　
心
の
ケ
ア
支
援
の
医
療
チ
ー
ム
は
徐
々
に
増
え
て
き
て
、
九
州
の
医
療
チ
ー
ム

な
ど
も
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
視
点
が
異
な
る
こ
と
も
あ
り
、

支
援
チ
ー
ム
の
連
携
が
必
要
と
な
っ
た
。

　
そ
の
統
一
調
整
を
図
っ
た
の
が
村
上
院
長
を
中
心
と
し
た
琉
球
病
院
チ
ー
ム
で
、

各
医
療
チ
ー
ム
に
指
示
を
出
し
て
く
れ
た
。
そ
の
内
容
は
「
地
元
の
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
要
望
に
は
全
て
答
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」「
決
し
て
否
定
せ
ず
に
受
け
入
れ

て
く
だ
さ
い
」「
あ
れ
こ
れ
む
や
み
に
指
示
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
地
元
の
関
係
機
関
と
の
調
整
を
行
っ
て
く
れ
た
り
、
保
健

師
の
遺
族
訪
問
に
つ
い
て
も
支
援
し
て
く
れ
た
。

　
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー
ム
の
記
録
は
県
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
地

元
の
支
援
者
に
記
録
が
残
ら
な
い
の
は
お
か
し
い
と
県
に
訴
え
、
保
健
師
に
活
動

の
情
報
を
流
す
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
。今
後
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
ケ
ー

ス
が
増
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
た
。
震
災
・
津
波
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
頃
、

琉
球
病
院
が
宮
古
市
の
支
援
を
継
続
し
た
い
と
申
し
出
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
幾

つ
か
の
ス
キ
ル
を
い
た
だ
き
た
い
と
相
談
し
た
。
具
体
的
に
は
、
保
健
師
達
が
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
介
入
で
き
、
ま
た
一
般
の
地
域
住
民
に
指
導
で
き
る
ス
キ
ル

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
琉
球
病
院
の
若
手
医
師
が
年
３
回
、
宮
古
ま
で
来

て
指
導
に
あ
た
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
時
間
の
経
過
と
と
も
に
医
療
機
関
が
復
旧
し
て
き
た
た
め
、
医
療
チ
ー
ム
は
５

月
に
撤
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
保
健
師
チ
ー
ム
は
仮
設
住
宅
や
避
難
所
の
被
災
者
の
健
康
管
理
を
行
う
た
め
、

８
月
初
旬
ま
で
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
以
降
は
地
元
の
岩
手
県
看
護
協
会
に
支

援
を
要
請
し
対
応
し
た
。
平
成
23
年
か
ら
25
年
に
は
、
仮
設
全
戸
訪
問
を
実
施
し

て
健
康
調
査
を
行
い
、
支
援
が
必
要
な
ケ
ー
ス
で
は
継
続
支
援
を
行
っ
た
。
４
月

中
旬
、
要
望
し
て
い
た
岩
手
県
立
大
学
の
看
護
学
部
か
ら
の
支
援
も
い
た
だ
い
た
。

訪
問
す
る
た
め
の
車
の
確
保
が
困
難
だ
っ
た
た
め
、
県
立
大
学
の
教
員
が
１
人
１

台
車
に
乗
っ
て
来
ら
れ
た
。
１
日
に
４
名
ほ
ど
、
延
べ
56
名
の
教
職
員
が
支
援
に

各分野での震災後の取り組み
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み
な
高
台
に
逃
げ
、
揺
れ
が
落
ち
着
く
と
降
り
て
来
た
。
チ
リ
地
震
の
時
に
は
閉

伊
川
の
水
が
無
く
な
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
当
時
中
学
２
年
生
だ
っ
た
。

母
が
「
昭
和
８
年
の
津
波
の
時
に
川
の
向
岸
の
屋
根
に
人
が
乗
っ
て
『
助
け
て
け

ろ
ー
』
と
叫
ん
で
流
さ
れ
て
行
っ
た
。
そ
の
時
の
声
が
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
話
し

て
い
た
。今
回
の
津
波
で
も
消
防
士
達
が「
津
波
が
来
る
か
ら
逃
げ
ろ
！
逃
げ
ろ
！
」

と
叫
ん
で
い
た
の
を
聞
い
て
「
こ
れ
が
、母
が
言
っ
て
い
た
こ
と
な
ん
だ
」
と
思
っ

た
。
拡
声
器
も
使
っ
て
い
な
い
の
に
、
山
に
響
い
て
聞
こ
え
て
い
た
。

　
津
波
の
後
す
ぐ
に
、
住
民
が
自
分
の
家
か
ら
流
れ
た
物
を
探
し
て
い
る
の
を
見

て
立
ち
直
り
が
早
く
前
向
き
だ
と
驚
い
た
。
や
は
り
宮
古
は
海
の
町
だ
と
思
っ
た
。

【
３
月
３
日
の
避
難
訓
練
】

　
例
年
宮
古
市
全
体
で
実
施
し
て
お
り
、
一
部
の
地
域
で
は
組
織
を
作
っ
て
炊
き

出
し
や
避
難
訓
練
を
行
っ
て
き
た
。
津
波
へ
の
意
識
は
常
に
あ
っ
た
が
、
今
回
初

め
は
「
数
10
㌢
の
高
さ
」
と
の
放
送
だ
っ
た
の
で
、
後
に
な
っ
て
数
㍍
と
聞
い
て

慌
て
た
。

【
当
時
の
状
況
】

３
月
９
日
の
予
震
時
の
状
況

　
12
月
末
に
循
環
器
の
先
生
が
東
京
か
ら
来
て
下
さ
っ
た
。
奥
様
に
も
宮
古
に
慣

れ
て
い
た
だ
き
た
く
て
市
内
を
案
内
し
て
い
た
時
、
地
震
が
発
生
し
た
。
も
の
す

ご
い
揺
れ
だ
っ
た
。
水
産
科
学
館
長
が
避
難
指
示
を
し
て
お
り
、
防
波
堤
の
水
門

を
閉
鎖
し
て
い
た
。

３
月
11
日
当
日

　
当
時
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
い
た
。
重
茂
診
療
所
の
定
期
診
療
所
の
様

子
を
見
に
行
き
、
宮
古
の
保
健
セ
ン
タ
ー
に
戻
っ
て
来
た
時
に
地
震
が
発
生
し
た
。

１
階
に
は
赤
ち
ゃ
ん
検
診
に
来
て
い
た
親
子
が
何
組
か
い
た
。

　
外
の
鉄
塔
が
大
き
く
揺
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
中
に
い
る
の
は
危
険
と
判
断
し
、

バ
ッ
ク
や
膝
掛
け
、
上
着
を
持
ち
、
避
難
先
の
中
央
公
民
館
ま
で
歩
い
て
避
難
し

た
。
３
月
の
定
例
市
議
会
が
行
わ
れ
て
い
る
時
期
だ
っ
た
。
市
役
所
の
３
階
で
閉

　
心
の
ケ
ア
チ
ー
ム
に
よ
る
職
員
面
接
も
実
施
し
た
。

【
こ
れ
か
ら
の
課
題
】

　
こ
れ
ま
で
は
「
被
災
者
支
援
」
で
あ
っ
た
が
、
今
後
は
従
来
の
「
訪
問
」
と
い

う
形
で
地
域
に
入
り
、
住
民
の
健
康
管
理
を
行
っ
て
い
く
。「
被
災
者
」
対
策
と
い

う
よ
り
も
「
地
域
住
民
」
全
体
へ
の
対
策
と
し
て
、
ま
た
医
療
・
保
険
活
動
を
全

体
の
事
業
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
以
下
の
よ
う
な
こ

と
で
あ
る
。

・
健
康
な
生
活
が
普
通
に
行
え
る
よ
う
支
援
す
る
。

・
長
期
的
な
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
の
支
援
体
制
。

・
関
係
機
関
・
地
区
組
織
と
の
情
報
共
有
と
連
携
強
化
。

・
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
へ
の
支
援
。

　
今
後
は
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
被
災
し
た
方
々
へ
支
援
を
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

　
何
と
か
頑
張
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
同
じ
思
い
を
持
つ
仲
間
達
が
い
た
こ
と
、

そ
し
て
琉
球
病
院
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
か
ら
支
援
を
受
け
、
支
え
て
い
た
だ
い

た
か
ら
で
あ
る
。
今
後
、
被
災
者
支
援
は
、
中
長
期
的
な
活
動
が
必
要
で
あ
り
、

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
の
中
で
ど
う
展
開
し
て
い
く
か
が
課
題
で
あ
る
。

◎
坂
本
惠
子
保
健
師

　
　
　

�

昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
生　
宮
古
市
音
部
在
住　
元
宮
古
市
保
健
福
祉

部
地
域
医
療
保
健
推
進
監

【
故
郷
へ
の
思
い
】

　

高
校
卒
業
後
宮
古
を
離
れ
、
盛
岡
の
学
校
に
入
る
。
県
立
衛
生
学
院
の
１
期

生
と
な
り
、
保
健
師
助
産
師
科
・
保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
の
免
許
を
取
得
し

た
。
宮
古
が
大
好
き
で
、卒
業
後
は
宮
古
に
帰
っ
て
働
く
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
バ
ー

ジ
ャ
ー
病
の
父
に
仕
送
り
を
し
て
も
ら
っ
て
い
て
、
恩
返
し
が
し
た
か
っ
た
。

【
昭
和
８
年
の
教
訓
・
そ
し
て
現
在
】

　
こ
れ
ま
で
も
、
地
震
が
来
る
と
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
、
市
役
所
前
に
い
た
住
民
は

医療の現場から　命を見つめて
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車
を
置
い
て
い
た
の
で
、
車
を
流
さ
れ
ず
に
済
ん
だ
。
そ
の
車
で
翌
日
夕
方
、
自

宅
に
帰
っ
て
み
た
。
道
路
が
寸
断
さ
れ
て
い
た
の
で
花
輪
地
区
を
回
っ
て
行
っ
た
。

自
分
の
家
が
無
く
な
っ
て
い
る
の
が
山
手
か
ら
確
認
で
き
た
。

　
夫
と
息
子
は
無
事
だ
っ
た
。
妹
の
嫁
ぎ
先
が
山
手
に
あ
っ
た
た
め
、
以
前
か
ら
、

何
か
あ
っ
た
ら
そ
こ
に
集
ま
る
こ
と
に
し
て
い
た
。
そ
の
時
の
状
況
を
聞
く
と
、

当
時
夫
は
１
階
に
い
て
、
津
波
が
来
る
前
に
飼
い
犬
を
連
れ
て
山
手
の
方
に
逃
げ

て
い
た
。息
子
は
家
の
中
に
い
た
が
、波
が
迫
っ
て
来
て
２
階
か
ら
３
階
へ
上
が
り
、

さ
ら
に
波
が
上
が
っ
た
の
で
ベ
ラ
ン
ダ
を
壊
し
て
屋
根
ま
で
上
が
り
、
そ
の
屋
根

に
乗
っ
た
ま
ま
流
さ
れ
た
。「
自
分
は
こ
の
ま
ま
海
に
行
く
ん
だ
」
と
思
っ
た
そ
う

だ
。
運
よ
く
瓦
礫
に
引
っ
掛
か
り
、
息
子
は
助
か
る
こ
と
が
で
き
た
。「
友
人
が
自

分
を
見
つ
け
て
、
必
死
に
な
っ
て
名
前
を
呼
ん
で
く
れ
て
我
に
返
っ
た
」
と
話
し

て
い
た
。
兄
弟
の
家
は
皆
流
さ
れ
た
が
、幸
い
身
内
で
亡
く
な
っ
た
人
は
い
な
か
っ

た
。

【
医
療
・
保
健
活
動
】

　
12
日
夕
方
に
市
役
所
３
階
保
健
福
祉
部
本
部
に
職
員
が
合
流
。
被
災
し
て
い
な

い
新
里
地
区
と
川
井
地
区
の
職
員
も
来
て
合
流
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
宮
古
市
全
体

と
し
て
「
生
命
と
安
全
の
確
保
」
の
支
援
活
動
が
始
ま
っ
た
。

３
月
14
日

　
14
日
に
重
茂
地
区
に
静
岡
県
医
療
チ
ー
ム
の
東
岡
医
師
他
８
名
が
入
る
。
そ
の

後
31
の
医
療
機
関
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
５
月
29
日
ま
で
応
援
し

て
く
れ
た
。
県
職
員
も
様
子
を
見
に
来
て
く
れ
た
。
診
療
所
で
手
伝
っ
た
こ
と
か

ら
縁
が
で
き
、
東
岡
医
師
と
は
そ
の
後
長
期
に
わ
た
り
、
共
に
支
援
活
動
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
津
軽
石
地
区
に
も
、
県
の
医
師
達
が
来
て
く
れ
た
。
田
老

に
は
国
境
な
き
医
師
団
な
ど
、
こ
れ
以
降
各
地
に
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
支
援
団
が
入

り
始
め
る
。

　
津
軽
石
地
区
に
あ
っ
た
診
療
所
は
、
水
が
入
り
機
能
し
な
く
な
っ
て
い
た
。
赤

前
小
学
校
に
は
避
難
者
が
２
０
０
人
ほ
ど
い
た
。
そ
の
状
況
か
ら
赤
前
地
区
に
も

診
療
所
が
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
小
学
校
の
協
力
を
得
て
、
赤
前
小
学
校
・

重
茂
漁
協
・
津
軽
石
小
学
校
に
診
療
所
を
立
ち
上
げ
、
そ
こ
に
静
岡
県
医
療
チ
ー

じ
込
め
ら
れ
て
い
る
議
員
や
職
員
が
窓
か
ら
津
波
を
見
て
い
る
の
が
高
台
か
ら
見

え
た
。
市
役
所
の
後
ろ
の
方
で
船
が
流
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
も
の
す
ご
い
津

波
が
来
る
こ
と
が
わ
か
り
、
さ
ら
に
逃
げ
た
。
避
難
先
の
中
央
公
民
館
の
駐
車
場

に
は
、
避
難
し
て
来
た
人
達
が
い
た
。
そ
の
中
に
は
、
車
椅
子
の
お
ば
あ
さ
ん
を

連
れ
て
逃
げ
て
来
た
お
じ
い
さ
ん
も
い
た
の
で
、
パ
ト
ロ
ー
ル
に
来
た
市
職
員
に

頼
ん
で
第
二
中
学
校
ま
で
移
送
し
て
も
ら
っ
た
。
第
二
中
学
校
が
そ
の
後
の
避
難

先
と
な
り
、
大
勢
の
避
難
者
が
い
た
。
食
糧
や
水
の
確
保
の
た
め
、
高
台
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
へ
行
っ
て
米
を
買
っ
た
。
高
台
の
住
民
は
停
電
で
情
報
が
無
か
っ
た
た
め

か
、
何
が
起
き
た
の
か
わ
か
ら
な
い
様
子
だ
っ
た
。

避
難
所
の
様
子

　
大
勢
の
住
民
が
車
や
徒
歩
で
逃
げ
て
来
て
い
た
。
市
職
員
が
２
時
間
お
き
に
住

所
と
氏
名
を
調
査
し
、
黒
板
に
張
り
出
し
た
。
初
め
は
１
７
０
人
だ
っ
た
が
、
後

に
２
０
０
数
名
を
数
え
た
。
こ
の
時
、
持
病
が
あ
る
か
ど
う
か
等
を
含
め
て
聞
き

取
り
を
し
た
。

　
食
事
は
保
育
所
で
ご
飯
を
炊
い
て
も
ら
っ
た
。
自
治
組
織
も
動
い
て
く
れ
て
、

各
家
庭
か
ら
茶
碗
に
１
杯
ず
つ
の
米
を
集
め
て
運
ん
で
来
て
く
れ
た
。

　
体
育
館
は
寒
い
の
で
教
室
に
移
動
し
た
。
体
調
が
悪
い
人
達
が
い
て
、
話
を
聞

き
脈
を
と
っ
た
。
夜
中
に
ト
イ
レ
に
行
き
た
い
と
言
わ
れ
て
、
連
れ
て
行
く
こ
と

も
し
た
。

３
月
12
日

　
翌
朝
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
水
道
課
長
の
み
避
難
所
に
残
り
、
他
の
職
員
は

幾
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
皆
で
町
に
降
り
た
。こ
の
時
は
保
健
師・看
護
師・

栄
養
士
・
歯
科
職
員
な
ど
医
療
関
係
者
が
10
名
以
上
は
い
た
。

　
途
中
出
会
っ
た
知
人
に
、「
あ
な
た
の
家
の
あ
っ
た
地
域
は
も
う
無
い
で
す
よ
」

と
言
わ
れ
た
。
ラ
ジ
オ
放
送
で
は
壊
滅
地
域
の
名
前
が
流
れ
て
い
て
、
自
分
の
家

の
地
域
名
も
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
多
く
の
「
行
方
不
明
者
」
の
中
に
、
自
分
の
家

族
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
不
安
に
思
っ
た
。

　
震
災
当
日
の
朝
に
、
た
ま
た
ま
給
油
と
洗
車
の
た
め
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に

各分野での震災後の取り組み
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平
成
28
年
春
、
坂
本
惠
子
氏
は
病
気
療
養
の
の
ち
他
界
さ
れ
た
。
療
養
中
も
、

ご
自
身
の
こ
と
よ
り
、
ご
家
族
や
周
囲
の
方
々
の
こ
と
、
今
後
の
宮
古
市
の
保
健

活
動
に
つ
い
て
気
に
さ
れ
て
お
ら
れ
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
際
、
坂
本
氏
は
「
霞

は
必
ず
い
つ
か
晴
れ
る
の
だ
と
私
は
信
じ
て
い
る
の
。
だ
か
ら
辛
抱
し
て
頑
張
ら

な
く
ち
ゃ
ね
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
お
ら
れ
た
。
療
養
中
に
も
、「
せ
っ
か
く
生
か

さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
精
一
杯
、
生
き
て
ゆ
か
な
く
て
は
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。

常
に
前
向
き
で
あ
っ
て
、
周
囲
に
気
を
配
り
な
が
ら
暖
か
く
励
ま
し
て
下
さ
る
か

た
で
あ
っ
た
。
心
よ
り
の
感
謝
と
と
も
に
、
ご
冥
福
を
祈
る
。

◎
島
香
聖
子
保
健
師

　
　
　

�

昭
和
35
（
１
９
６
０
）
年
生　

岩
手
県
宮
古
保
健
所
保
健
課
保
健
課
長　

当
時
、
上
席
保
健
師

　
島
香
氏
は
３
・
11
の
当
日
、
出
張
で
東
京
に
出
向
い
て
い
た
。
東
京
で
地
震
に

遭
遇
、
岩
手
県
の
三
陸
沿
岸
地
域
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
を
知
る
。
そ

の
後
、
出
張
で
一
緒
に
い
た
岩
泉
町
の
保
健
師
と
宮
古
に
戻
る
。
そ
の
経
験
を
以

下
に
記
す
。

【
当
時
の
状
況
（
当
日
か
ら
の
数
日
間
）】

３
月
11
日

　
当
日
、
宮
古
保
健
所
保
健
課
に
従
事
し
て
い
た
も
の
は
保
健
師
１
人
と
看
護
師

１
人
の
２
名
の
み
で
あ
っ
た
。

　
東
京
に
い
て
地
震
に
遭
遇
。
電
車
も
動
か
ず
、
そ
の
日
は
研
修
会
会
場
に
宿
泊
。

会
場
に
は
帰
れ
な
く
な
っ
た
受
講
者
が
約
10
名
程
い
て
、
廊
下
に
泊
ま
っ
て
い
た
。

　
電
話
も
通
じ
ず
、
夫
と
も
子
供
と
も
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
。
仙
台
在
住
の
娘

（
当
時
大
学
１
年
生
）
か
ら
「
私
は
生
き
て
い
ま
す
」
と
メ
ー
ル
に
書
い
て
あ
っ
た
。

そ
れ
で
「
大
き
な
地
震
が
あ
っ
た
ん
だ
」
と
改
め
て
思
っ
た
。

　
宮
古
の
「
な
あ
ど
」
に
津
波
が
押
し
寄
せ
て
く
る
の
を
携
帯
の
テ
レ
ビ
で
見
て

驚
い
た
。

　
11
日
の
夜
に
長
野
に
い
る
弟
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
弟
は
私
が
宮
古
に

い
る
と
思
っ
て
心
配
し
て
電
話
を
か
け
て
き
た
。
弟
に
も
宮
古
の
家
族
と
連
絡
が

と
れ
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
、
何
か
あ
っ
た
ら
連
絡
し
よ
う
と
言
っ
て
、
そ
の
日

ム
が
診
療
に
入
っ
て
く
れ
た
。
組
織
作
り
を
し
て
く
れ
て
「
心
配
な
い
で
す
よ
。

機
械
も
持
っ
て
来
た
し
、
灯
り
も
点
け
て
お
く
か
ら
夜
中
で
も
診
療
が
で
き
る
。

無
理
な
時
に
は
車
で
宮
古
病
院
に
送
っ
て
あ
げ
る
か
ら
大
丈
夫
で
す
よ
」
と
言
っ

て
く
れ
た
。
そ
の
言
葉
が
ど
ん
な
に
あ
り
が
た
か
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
。
医
療
チ
ー

ム
は
薬
を
も
携
え
て
、
３
泊
４
日
ず
つ
交
代
で
来
て
く
れ
た
。
初
日
は
紹
介
か
ら

始
ま
り
、
診
療
。
４
日
目
は
整
理
を
し
た
。
１
班
ご
と
に
地
元
の
保
健
師
が
付
き
、

役
所・宮
古
市・保
健
セ
ン
タ
ー
と
の
や
り
と
り
を
し
た
。夜
間
に
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

（
保
健
師
）
と
静
岡
県
医
療
チ
ー
ム
の
各
医
師
と
で
会
議
を
し
た
。
最
終
的
に
は
３

つ
の
診
療
所
を
赤
前
に
集
約
し
て
、
静
岡
の
チ
ー
ム
が
診
て
く
れ
た
。
大
変
だ
っ

た
が
、
医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
レ
ン
ト
ゲ
ン

技
師
な
ど
、
多
く
の
専
門
家
が
外
部
か
ら
来
て
く
れ
た
。
専
門
職
の
方
々
が
全
て

の
技
術
と
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
て
自
分
た

ち
も
努
力
し
た
。
毎
晩
会
議
は
12
時
近
く
ま
で
か
か
り
、
帰
り
は
遅
か
っ
た
が
情

報
の
共
有
が
で
き
た
。
帰
宅
と
い
っ
て
も
民
宿
に
帰
る
よ
う
な
も
の
で
、
食
事
を

し
て
眠
っ
て
、
朝
７
時
に
は
起
き
て
ま
た
仕
事
に
出
か
け
る
日
々
が
続
い
た
。

　
夜
の
避
難
所
の
巡
回
は
、
宮
古
医
師
会
の
先
生
方
が
担
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
患
者
の
訴
え
と
症
状
で
多
か
っ
た
の
は
、
①
薬
を
流
さ
れ
た
（
高
血
圧
症
）　
②

糖
尿
病　
③
咳
が
出
る　
④
眠
れ
な
い
、
な
ど
で
あ
り
、
し
ば
ら
く
し
て
腰
痛
を

訴
え
る
患
者
も
増
え
て
き
た
。

　
４
月
ま
で
は
静
岡
の
医
療
チ
ー
ム
、
以
降
は
琉
球
病
院
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー

ム
が
７
月
ま
で
い
て
く
れ
た
。
岩
手
県
外
の
保
健
師
や
看
護
師
、
ま
た
社
会
福
祉

協
議
会
の
協
力
も
得
ら
れ
た
。

　
当
時
の
活
動
を
通
し
て
「
胸
の
内
を
吐
き
出
せ
る
」「
話
を
聞
い
て
あ
げ
ら
れ
る
」

「
互
い
に
寄
り
添
え
る
」「
そ
の
人
の
心
に
同
調
す
る
」「
明
日
に
目
を
向
け
ら
れ
る
」

そ
ん
な
環
境
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。

　
ま
た
、
心
の
問
題
を
扱
う
時
に
は
、
き
ち
ん
と
知
識
の
あ
る
専
門
家
が
そ
の
対

応
に
あ
た
る
こ
と
が
必
要
と
感
じ
た
。

い
つ
か
必
ず
、
霞
は
晴
れ
る
…

医療の現場から　命を見つめて



454

１
台
に
は
自
分
と
岩
泉
の
保
健
師
、
事
務
職
員
１
名
が
乗
り
、
２
台
の
車
で
出
発

し
た
。
東
北
自
動
車
道
が
所
々
ひ
び
割
れ
て
い
て
、
多
く
の
コ
ー
ン
が
置
か
わ
れ

て
い
た
。
国
道
１
０
６
号
線
に
入
る
所
に
警
察
官
が
い
て
、
車
を
止
め
ら
れ
た
。

こ
の
頃
は
ま
だ
、
警
察
、
自
衛
隊
、
消
防
、
救
急
物
資
車
で
な
け
れ
ば
通
行
で
き

な
い
時
期
で
あ
っ
た
。
車
両
確
認
を
済
ま
せ
、
宮
古
へ
と
向
か
う
。
こ
の
日
の
夕

方
６
時
頃
、
12
時
間
か
か
っ
て
よ
う
や
く
宮
古
保
健
所
に
到
着
し
た
。

　
現
場
で
は
、
皆
が
そ
れ
ぞ
れ
精
一
杯
に
取
り
組
ん
で
い
た
。「
私
の
入
る
場
所

が
無
い
」
と
感
じ
た
。
そ
れ
で
「
ま
ず
、
私
が
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
」
と
考
え
、

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
て
い
る
被
災
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。

合
同
庁
舎
は
本
来
避
難
所
で
は
な
か
っ
た
が
、
灯
り
が
つ
い
て
い
て
、
４
５
０
名

の
被
災
者
が
集
ま
っ
て
い
た
。
栄
養
室
で
は
炊
き
出
し
を
し
て
い
た
。

【
現
場
の
状
況
】（
事
務
所
で
業
務
に
当
た
っ
た
方
か
ら
聞
き
取
っ
た
こ
と
も
含
む
）

３
月
12
日

　
避
難
者
の
状
況
な
ど
の
引
継
ぎ
の
た
め
に
、
避
難
所
ご
と
に
名
簿
を
作
成
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
台
帳
作
成
の
準
備
を
始
め
た
。
宮
古
市
保
健
セ
ン
タ
ー

は
壊
滅
状
況
で
事
務
用
品
も
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
な
物
品
は
保
健

所
で
準
備
す
る
よ
う
に
努
め
た
。

　
県
内
の
保
健
師
支
援
チ
ー
ム
も
宮
古
保
健
所
に
到
着
し
始
め
、
被
害
状
況
の
大

き
い
山
田
町
へ
の
派
遣
を
試
み
た
が
、
地
震
が
頻
発
し
津
波
警
報
が
解
除
さ
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
宮
古
市
内
の
大
き
な
避
難
所
で
の
健
康
管
理
を
お
願
い
し
た
。

　
３
月
11
日
以
来
、
庁
舎
内
に
は
多
く
の
避
難
者
が
避
難
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

保
健
所
保
健
師
は
、
避
難
者
の
健
康
観
察
を
継
続
し
た
。

３
月
13
日
以
降

　
電
話
等
が
通
じ
な
い
状
況
下
、
管
内
市
町
村
の
被
災
状
況
把
握
の
た
め
に
保
健

師
と
事
務
が
避
難
所
確
認
の
た
め
に
出
向
い
て
状
況
を
確
認
し
始
め
た
。

　
14
日
に
は
、
岩
手
県
庁
健
康
国
保
課
が
調
整
し
て
県
外
保
健
師
の
支
援
チ
ー
ム

が
到
着
。
そ
の
後
、
次
々
に
保
健
師
等
の
支
援
チ
ー
ム
が
保
健
所
に
到
着
す
る
が
、

は
電
話
を
切
っ
た
。

３
月
12
日

　
Ｊ
Ｒ
も
長
距
離
バ
ス
も
い
つ
動
く
の
か
わ
か
ら
な
い
状
況
で
、
東
京
駅
の
近
く

の
ホ
テ
ル
を
と
っ
た
。
都
内
の
Ｊ
Ｒ
は
間
引
き
運
転
し
て
い
た
。
長
野
県
の
弟
宅

に
行
こ
う
か
と
も
考
え
た
が
、
あ
ち
ら
で
も
大
き
な
地
震
が
あ
っ
た
の
で
行
く
の

を
と
り
や
め
た
。
東
京
に
い
て
宮
古
に
帰
る
方
法
を
検
討
し
よ
う
と
考
え
た
。

３
月
13
日

　
午
前
中
厚
生
労
働
省
ま
で
出
向
い
た
が
門
前
払
い
を
受
け
、
そ
の
後
ホ
テ
ル
に

戻
り
テ
レ
ビ
で
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
連
絡
先
を
知
り
電
話
を
し
た
。
そ
ち

ら
か
ら
厚
生
労
働
省
の
直
接
の
連
絡
先
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。

　
厚
生
労
働
省
の
中
に
被
災
地
へ
の
保
健
師
派
遣
の
調
整
を
す
る
機
関
（
保
健
指

導
室
）
が
あ
っ
て
、そ
こ
に
電
話
を
し
て
事
情
を
話
す
と
「
あ
な
た
は
す
ぐ
に
（
宮

古
へ
）
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
明
日
（
14
日
）、
宮
古
保
健
所
に
埼
玉
の
保

健
師
が
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
と
教
え
て
く
れ
た
。「
で
き
れ
ば
岩
泉
町
の
保

健
師
と
２
人
一
緒
に
乗
せ
て
い
っ
て
い
た
だ
け
な
い
か
。
２
人
と
も
同
じ
管
内
な

の
だ
が
、
職
場
と
連
絡
が
と
れ
な
い
で
い
る
」
と
伝
え
、
返
事
を
待
つ
こ
と
に
な
っ

た
。
夕
方
、
埼
玉
の
派
遣
団
に
同
行
す
る
許
可
を
い
た
だ
く
。

　
13
日
の
夜
に
は
、
夫
か
ら
も
メ
ー
ル
が
届
き
、
無
事
が
わ
か
っ
た
。「
宮
古
も
大

変
な
状
況
で
す
」
と
記
述
さ
れ
て
い
た
。
11
日
か
ら
12
日
に
発
信
さ
れ
た
メ
ー
ル

が
一
斉
に
13
日
に
届
い
て
い
た
。

３
月
14
日

　
朝
４
時
に
夫
か
ら
電
話
が
入
り
「
ど
こ
に
い
る
ん
だ
」
と
言
わ
れ
た
。
震
災
後

初
め
て
夫
の
声
を
聞
い
た
。
家
族
は
無
事
。
夫
の
実
家
は
海
に
近
い
た
め
被
災
し

た
が
、
義
母
は
助
か
っ
て
い
た
。
状
況
を
話
し
て
「
今
日
帰
る
か
ら
」
と
伝
え
た
。

　
さ
い
た
ま
市
の
保
健
セ
ン
タ
ー
（
さ
い
た
ま
市
役
所
内
）
を
出
発
。
１
台
に
は

さ
い
た
ま
市
の
保
健
師
２
名
と
運
転
手
を
兼
ね
た
事
務
職
員
１
名
が
乗
り
、
も
う

各分野での震災後の取り組み
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定
期
的
に
宮
古
地
区
を
訪
問
し
て
く
だ
さ
り
、
平
成
24
年
３
月
下
旬
に
開
設
さ
れ

た
「
宮
古
地
域
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
へ
業
務
等
を
引
き
継
い
だ
。

【
今
思
う
こ
と
】

　
災
害
に
つ
い
て
は
、「
対
岸
の
火
事
」
と
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
状
況
で
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
の
準
備
も
な
い
中
、
皆
で
考
え
な
が
ら
実
施
し
て
き
た
。
庁
舎
は
無

事
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
分
た
ち
の
業
務
は
何
と
か
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

被
災
市
町
村
に
と
っ
て
当
所
の
支
援
は
こ
れ
で
よ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
自
問
自

答
し
て
い
る
。

　
災
害
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
今
日
こ
の
頃
、
日
頃
の
自
分
の
と

る
べ
き
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

　
全
国
各
地
か
ら
被
災
地
の
た
め
に
多
く
の
医
療
チ
ー
ム
・
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー

ム
・
保
健
活
動
チ
ー
ム
等
長
期
間
に
渡
る
支
援
を
い
た
だ
き
、
住
民
の
健
康
管
理

を
継
続
で
き
た
こ
と
に
深
く
感
謝
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

４　
医
師
会
の
選
択

　
　
　
住
民
の
健
康
と
命
を
守
る
と
い
う
使
命　
―
佐
藤
雅
夫
医
師
―

　
　
　

�

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
生　
宮
古
市
保
久
田
在
住　
宮
古
医
師
会
会
長・

佐
藤
雅
夫
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

　
秋
田
県
出
身
の
佐
藤
医
師
は
、
岩
手
医
科
大
学
講
師
を
経
て
、
県
立
宮
古
病
院

に
勤
務
し
て
い
た
。
そ
れ
が
縁
で
宮
古
市
に
自
身
の
病
院
を
開
業
し
て
十
数
年
、

開
業
医
と
し
て
地
域
に
根
差
し
た
医
療
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
現
在
、
宮
古
医
師

会
会
長
で
あ
る
佐
藤
氏
に
、
東
日
本
大
震
災
大
津
波
直
後
の
宮
古
医
師
会
の
状
況

を
お
話
い
た
だ
い
た
。

【
３
月
11
日
当
日
の
状
況
】

　
そ
の
日
も
い
つ
も
の
よ
う
に
外
来
で
患
者
さ
ん
を
診
て
い
た
。
突
然
、
地
響
き

の
よ
う
な
音
が
し
て
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
よ
う
な
大
き
な
揺
れ
が
来
て
、
停
電
し

た
。
す
ぐ
に
患
者
と
職
員
を
帰
し
た
。
す
ぐ
そ
こ
ま
で
津
波
が
来
て
い
て
急
ぎ
避

難
し
た
。

　
波
が
引
い
て
自
宅
兼
病
院
に
戻
る
と
、
周
囲
は
ヘ
ド
ロ
と
瓦
礫
に
溢
れ
、
病
院

ど
の
避
難
所
で
活
動
し
て
い
た
だ
く
か
は
、
市
町
村
に
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
状
況
で
あ
っ
た
の
で
、
保
健
所
で
決
定
し
、
保
健
所
で
そ
の
市
町
の
避
難
所
へ

案
内
し
、
市
町
の
保
健
師
に
繋
い
だ
。

　
多
く
の
保
健
師
支
援
チ
ー
ム
が
管
内
に
入
っ
て
来
る
と
同
時
に
、
保
健
所
で
は

毎
朝
、
保
健
師
支
援
チ
ー
ム
と
避
難
所
へ
の
情
報
の
周
知
徹
底
や
、
保
健
指
導
の

詳
細
に
つ
い
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
、
夕
方
に
は
１
日
の
活
動
報
告
会
を
保
健

所
で
開
催
す
る
こ
と
で
、
保
健
指
導
の
統
一
化
を
図
り
、
避
難
所
で
の
住
民
の
状

況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
避
難
所
の
状
況
は
、
最
初
は
「
爪
き
り
が
な
い
」「
タ
オ
ル
が
欲
し
い
」
と
い
う

物
品
が
不
足
だ
っ
た
と
い
う
状
況
か
ら
、「
風
邪
症
状
の
方
が
増
え
て
い
る
」
な
ど

と
い
う
健
康
面
の
こ
と
に
変
化
し
て
い
っ
た
。
う
が
い
・
手
洗
い
等
の
保
健
指
導

の
継
続
と
と
も
に
医
療
チ
ー
ム
と
も
連
絡
を
取
り
合
い
、
医
療
チ
ー
ム
を
派
遣
し

て
治
療
を
開
始
し
、
蔓
延
防
止
等
に
努
め
た
。（
医
療
チ
ー
ム
は
当
所
の
管
理
課
が

調
整
）

　
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に
関
し
て
は
、
市
内
の
精
神
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医
師
か
ら
、
診

療
時
間
終
了
後
に
、
避
難
所
を
巡
回
し
て
く
だ
さ
る
と
い
う
申
し
出
を
い
た
だ
い

た
。
宮
古
市
内
を
16
日
か
ら
18
日
の
３
日
間
、
山
田
町
を
19
日
か
ら
21
日
の
３
日

間
巡
回
し
て
い
た
だ
い
た
。
３
月
24
日
か
ら
は
、岩
手
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
調
整
し
て
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー
ム
が
派
遣
さ
れ
て
き
た
。
避
難
所
へ
の
派
遣
に

つ
い
て
は
、
保
健
師
チ
ー
ム
と
同
様
に
保
健
所
に
お
い
て
決
定
し
、
市
町
の
保
健

師
に
繋
い
だ
。

　
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー
ム
は
、
７
月
中
旬
ま
で
毎
日
活
動
が
実
施
さ
れ
、
保
健
師

チ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
８
月
上
旬
で
活
動
が
終
了
し
た
。

　
宮
古
保
健
所
で
実
施
し
た
保
健
師
チ
ー
ム
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
、
宮
古
市
健

康
課
の
小
野
寺
保
健
師
さ
ん
と
松
舘
保
健
師
さ
ん
が
毎
日
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

６
月
以
降
は
、
宮
古
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
実
施
が
可
能
と
な
り
当
所
か
ら
お
邪
魔

し
て
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
な
っ
た
。
仮
設
住
宅
入
居
後
は
、
当
所
保
健
師
も
健
康

調
査
等
で
宮
古
市
内
の
仮
設
住
宅
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー
ム
の
２
チ
ー
ム
（
琉
球
病
院
、
静
岡
県
）
が
７
月
以
降
、

医療の現場から　命を見つめて
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患
者
を
待
っ
た
。
も
と
も
と
の
疾
病
以
外
に
、
不
眠
や
腰
痛
な
ど
を
訴
え
る
患
者

が
多
か
っ
た
。
薬
が
無
い
こ
と
と
、
患
者
自
身
が
何
の
薬
を
飲
ん
で
い
る
の
か
を

知
ら
な
い
こ
と
が
最
も
困
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
お
薬
手
帳
も
失
っ
た
方
が
多
か
っ

た
。
薬
局
に
記
録
が
残
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
薬
局
で
聞
い

て
来
て
い
た
だ
い
た
。
薬
も
不
足
し
て
い
た
の
で
、
３
日
分
の
処
方
と
し
た
。
処

方
し
た
薬
の
記
録
を
残
し
始
め
た
の
は
、診
療
か
ら
３
日
ほ
ど
経
っ
て
か
ら
で
あ
っ

た
。
２
週
間
ほ
ど
過
ぎ
る
と
花
巻
空
港
に
薬
剤
が
届
く
よ
う
に
な
り
、
通
常
通
り

配
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
病
院
に
よ
っ
て
は
、
糖
尿
病
の
患
者
が
多
く
て
大
変
な

所
も
あ
っ
た
。

【
巡
回
診
療
が
始
ま
る
】

　
避
難
所
を
巡
回
し
て
診
療
し
た
。
生
き
延
び
た
避
難
者
の
健
康
を
何
と
し
て
も

守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
２
人
１
組
に
な
っ
て
出
か
け
た
。

　
昼
に
行
っ
て
も
皆
、
日
中
は
情
報
を
集
め
に
出
か
け
た
り
、
自
宅
を
片
付
け
に

行
っ
た
り
し
て
い
る
た
め
、
夕
食
後
の
時
間
帯
に
巡
回
し
た
。
か
か
り
つ
け
医
の

巡
診
で
、
全
国
か
ら
応
援
に
来
ら
れ
た
医
師
た
ち
と
は
違
い
、
安
心
さ
れ
る
被
災

者
も
多
く
、
意
義
を
感
じ
た
。

【
患
者
の
動
向
】

　
３
～
４
か
月
経
て
よ
う
や
く
通
常
に
戻
っ
た
が
、患
者
は
震
災
津
波
前
よ
り
減
っ

て
い
る
。
１
割
５
分
～
２
割
減
程
度
で
あ
ろ
う
か
。
病
院
に
か
か
り
た
く
て
も
移

住
先
が
病
院
ま
で
遠
か
っ
た
り
、
交
通
の
便
が
悪
か
っ
た
り
し
た
。
亡
く
な
っ
た

患
者
も
い
る
。
震
災
直
後
に
検
案
の
話
が
来
た
。
医
師
達
が
３
～
４
人
で
チ
ー
ム

を
組
み
対
応
し
た
。
以
前
診
療
し
て
い
た
患
者
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
の
も
見
た
。

花
巻
や
盛
岡
、
北
上
な
ど
内
陸
に
住
む
家
族
を
頼
っ
て
転
出
し
て
い
く
方
や
、
立

ち
退
き
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
移
動
す
る
方
も
い
て
、
紹
介
状
を
書
い
て
見
送
っ
た
。

そ
れ
で
も
や
は
り
宮
古
に
戻
る
方
が
多
く
、
独
居
老
人
も
多
い
。

【
所
感
―
人
々
の
精
神
的
強
さ
・
そ
し
て
今
後
必
要
な
こ
と
】

　
津
波
以
降
強
く
感
じ
る
こ
と
は
、
い
つ
ま
で
も
引
き
ず
ら
な
い
住
民
達
の
精
神

は
約
１
㍍
余
浸
水
し
、
電
気
関
係
の
物
は
全
て
水
に
浸
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

翌
日
車
内
で
テ
レ
ビ
を
見
た
時
、
甚
大
な
被
害
と
状
況
に
驚
い
た
。

　
避
難
所
の
小
学
校
に
行
っ
て
み
た
が
、
そ
の
時
体
育
館
に
い
た
の
は
20
人
に
も

満
た
な
か
っ
た
。
徐
々
に
人
が
増
え
て
く
る
の
だ
が
、
毛
布
も
水
も
無
い
。
ト
イ

レ
の
水
を
流
す
た
め
に
、
プ
ー
ル
の
水
の
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
加
わ
っ
た
。

　
携
帯
電
話
も
固
定
電
話
も
使
え
な
か
っ
た
。
繋
が
る
よ
う
に
な
っ
て
も
途
中
で

す
ぐ
に
切
れ
て
し
ま
う
の
で
、
ど
こ
に
も
連
絡
で
き
な
か
っ
た
。

　
「
困
っ
て
い
る
患
者
を
助
け
な
け
れ
ば
。」
と
強
く
感
じ
、
そ
の
窓
口
を
広
げ
る

こ
と
が
急
務
で
あ
っ
た
。し
か
し
、被
災
し
た
医
療
機
関
が
多
く
連
絡
網
は
使
え
ず
、

自
分
の
足
で
情
報
を
得
る
し
か
な
か
っ
た
。

【
医
師
達
の
動
き
】

　
医
師
会
員
同
士
の
連
絡
が
と
れ
な
い
こ
と
が
一
番
困
っ
た
。
今
や
る
べ
き
こ
と

を
考
え
、
ま
ず
は
診
療
で
き
る
所
を
開
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
比
較
的
早
く
診
療
が
開
始
で
き
た
の
は
、
川
原
田
医
師
、
佐
藤
医
師
、
豊
島
医

師
、
松
井
医
師
、
岩
間
医
師
、
伊
東
医
師
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
被
災
し
た
医
院

も
徐
々
に
診
察
を
再
開
し
た
。
保
健
所
の
柳
原
医
師
が
病
院
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
診
療
状
況
を
更
新
し
な
が
ら
配
布
し
て
い
た
。
県
立
宮
古
病
院
は
救

急
対
応
。被
害
の
大
き
か
っ
た
田
老
診
療
所
は
黒
田
仁
医
師
が
１
人
で
何
と
か
や
っ

て
い
た
の
で
、
国
境
な
き
医
師
団
に
入
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
西
町
に
あ
る
医
師
会
館
に
毎
晩
医
師
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
た
。
１
週
間
ほ
ど
の

間
に
少
し
ず
つ
医
師
間
で
の
連
絡
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
残
念
な
こ
と
に

犠
牲
に
な
っ
た
医
師
が
お
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
薬
剤
は
徐
々
に
業
者
が
運

ん
で
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
通
常
の
診
療
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
２

週
間
程
経
っ
て
電
気
が
復
旧
し
て
か
ら
で
あ
る
。

【
診
療
開
始
】

　
２
～
３
日
し
て
職
員
が
戻
っ
て
来
て
く
れ
た
。
院
内
の
掃
除
を
し
、
電
動
の
ド

ア
は
手
で
開
け
た
。

　
さ
っ
そ
く
15
日
に
診
療
を
開
始
し
た
。
小
さ
い
机
を
待
合
室
に
持
っ
て
行
き
、

各分野での震災後の取り組み
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３
月
11
日

　
東
日
本
大
震
災
当
時
、
後
藤
院
長
は
い
つ
も
の
よ
う
に
１
階
で
診
療
を
し
て
い

た
。
院
内
１
階
に
は
多
く
の
外
来
患
者
が
い
て
、
さ
ら
に
２
階
の
透
析
室
51
ベ
ッ

ド
は
満
床
状
態
。
医
師
４
名
、
看
護
師
、
補
助
看
護
師
48
名
は
透
析
中
の
患
者
を

見
守
っ
て
い
た
。
突
然
、
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
く
ら
い
の
大
き
な
揺
れ
が
や
っ
て

き
た
。

　
「
地
震
の
際
停
電
し
た
以
外
は
特
に
問
題
は
な
く
、
自
家
発
電
に
て
再
稼
働
し
て

透
析
を
施
行
し
て
い
た
。
約
15
分
程
度
で
通
常
勤
務
配
置
に
復
帰
し
た
。
外
来
も

再
開
し
た
。
当
院
の
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
震
度
５
以
上
の
際
に
は
従
業
員
は

診
療
所
に
連
絡
も
し
く
は
、
駆
け
つ
け
る
よ
う
指
示
し
て
い
た
た
め
、
夜
勤
明
け

の
２
名
も
車
で
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。」（
注
⑼�

後
藤
康
文�

２
０
１
１
年　
４
１
０

頁
）

　
外
に
出
よ
う
と
し
た
患
者
が
い
て
止
め
た
。
後
藤
院
長
は
日
頃
か
ら
「
か
な
り

高
い
津
波
が
い
つ
か
絶
対
く
る
ぞ
」「
こ
こ
が
一
番
安
心
。
こ
こ
が
だ
め
だ
っ
た
ら
、

宮
古
の
ど
こ
も
危
な
い
。
病
院
は
３
階
ま
で
は
津
波
が
来
て
も
大
丈
夫
。
そ
の
時

は
逃
げ
て
来
な
さ
い
」
と
近
隣
住
民
や
患
者
、
周
囲
の
人
々
に
口
癖
の
よ
う
に
話

し
て
い
た
。
避
難
所
は
宮
古
小
学
校
だ
が
、
そ
こ
ま
で
は
距
離
が
あ
っ
て
場
合
に

よ
っ
て
は
間
に
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
ゆ
え
に
３
月
11
日
に
、
後
藤
医
院
に
駆

け
込
ん
だ
住
民
は
多
い
。
い
つ
か
必
ず
大
き
な
津
波
が
来
る
と
確
信
し
て
い
た
後

藤
院
長
は
「
そ
の
時
」
の
た
め
に
、
震
度
７
に
耐
え
ら
れ
る
と
認
可
を
得
た
建
物

を
建
て
、
人
工
透
析
が
１
週
間
は
継
続
で
き
る
準
備
を
し
て
い
た
。

　
津
波
が
来
て
い
た
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
の
か
ど
う
か
、

何
も
聞
こ
え
な
か
っ
た
。
実
は
こ
の
時
防
災
無
線
は
流
れ
て
い
た
の
だ
が
、パ
ニ
ッ

ク
状
態
の
中
で
は
そ
れ
を
認
識
で
き
た
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
地
震
後
の

停
電
か
ら
10
分
程
度
で
自
家
発
電
が
動
き
出
し
、
１
階
待
合
室
と
２
階
で
テ
レ
ビ

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
を
見
て
い
た
外
来
患
者
が
、
宮
古
埠
頭
に
津
波
が

来
て
い
る
こ
と
を
知
り
驚
い
て
伝
え
て
き
た
。
こ
の
時
は
大
船
渡
で
10
㍍
、
宮
古

で
も
４
㍍
以
上
と
の
報
道
で
あ
っ
た
。
屋
外
で
は
「
津
波
が
来
る
」
と
言
っ
て
逃

げ
て
行
く
人
も
、
ま
た
後
藤
医
院
に
避
難
し
て
来
る
近
隣
住
民
も
、
そ
れ
ぞ
れ
大

勢
い
た
。
黒
い
コ
ー
ル
タ
ー
ル
の
よ
う
な
波
が
近
づ
い
て
き
た
。「
院
長
、
津
波
が

的
強
さ
で
あ
る
。
外
来
患
者
か
ら
話
を
聞
く
と
、
人
が
波
に
流
さ
れ
て
行
く
と
こ

ろ
を
見
た
り
、
手
を
伸
ば
し
て
助
け
た
り
、
大
変
な
思
い
を
し
た
の
に
、
今
は
な

ぜ
か
明
る
い
。
そ
の
強
さ
と
逞
し
さ
、
開
き
直
り
、
精
神
力
の
強
さ
に
驚
く
。
勿

論
中
に
は
泣
き
出
す
人
、
精
神
を
病
ん
で
し
ま
う
人
も
い
る
。
こ
れ
は
患
者
に
限

ら
な
い
。
医
療
従
事
者
も
同
じ
被
災
者
で
あ
り
、
そ
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
が
必
要
で

あ
っ
た
。
本
人
が
大
丈
夫
と
言
っ
て
い
て
も
、
５
年
経
っ
て
ま
だ
表
面
化
し
て
こ

な
い
こ
と
も
あ
る
。
今
回
の
地
震
と
津
波
の
被
害
は
、
そ
れ
ほ
ど
シ
ョ
ッ
ク
が
大

き
い
事
態
で
あ
っ
た
の
だ
。

　
今
回
の
災
害
で
医
師
会
が
大
切
に
し
て
い
た
こ
と
は
、「
何
か
あ
っ
た
ら
医
師
会

館
に
集
ま
る
こ
と
」
と
「
個
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
だ
け
大
き

い
災
害
だ
と
、
決
ま
っ
た
こ
と
を
や
る
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
個
人
の
経
験
を
持
ち

寄
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
。
こ
の
経
験
は
次
に
生
か
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
置
か
れ
た
立
場
で
何
を
す
れ
ば
ベ
ス
ト
か
を
、
常
に
意
識

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
る
。
被
害
を
最
小
限
に
留
め
る
方
策
を
、
粛
々

と
平
生
か
ら
考
え
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

５　
暗
闇
に
と
も
り
続
け
た
希
望
の
灯
り
―
後
藤
康
文
医
師
―

　
　
　

�

昭
和
12
（
１
９
３
７
）
年
生　
宮
古
市
大
通　
後
藤
泌
尿
器
科
・
皮
膚
科

医
院
院
長

　
宮
古
市
大
通
の
後
藤
泌
尿
器
科
皮
膚
科
医
院
（
以
下
、
後
藤
医
院
）
は
海
か
ら

３
０
０
㍍
程
の
場
所
に
あ
る
。
院
長
の
後
藤
康
文
氏
（
以
下
、
後
藤
院
長
）
は
宮

古
市
で
開
業
し
た
父
の
跡
を
継
ぎ
、
40
年
に
わ
た
り
こ
の
地
の
医
療
を
支
え
、
地

域
住
民
の
健
康
を
守
っ
て
き
た
。
沿
岸
地
域
で
は
人
工
透
析
が
で
き
る
数
少
な
い

病
院
の
一
つ
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
震
災
前
か
ら
、
透
析
患
者
に
と
っ
て
不
可
欠

な
透
析
シ
ス
テ
ム
の
維
持
に
関
し
て
、
後
藤
院
長
は
強
い
信
念
を
持
っ
て
い
た
。

阪
神
淡
路
大
震
災
に
学
び
、
震
度
７
の
地
震
や
20
㍍
の
津
波
に
耐
え
、
さ
ら
に
透

析
に
必
要
な
電
気
を
確
保
し
（
自
家
発
電
装
置
）、
水
・
重
油
の
タ
ン
ク
を
屋
上
に

設
置
で
き
る
ほ
ど
強
固
な
構
築
の
病
院
を
建
て
て
い
た
。
後
藤
院
長
は
震
災
に
関

し
て
多
く
を
学
ぶ
中
で
、
い
ず
れ
は
三
陸
に
も
大
規
模
な
地
震
と
津
波
が
必
ず
来

る
と
確
信
し
て
い
た
。

医療の現場から　命を見つめて
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行
可
能
の
目
途
が
つ
い
て
、
２
０
０
人
分
の
食
料
の
確
保
の
た
め
、
再
三
、
宮
古

振
興
局
に
実
状
を
話
し
お
願
い
し
て
、
振
興
局
職
員
の
人
が
２
０
０
名
分
の
カ
ッ

プ
ヌ
ー
ド
ル
と
水
を
確
保
し
、
差
し
入
れ
を
し
て
く
れ
た
。
行
政
の
人
に
も
感
謝

し
な
が
ら
、
夜
10
時
30
分
に
は
全
員
が
腹
ご
し
ら
え
を
し
た
。
同
夜
、
盛
岡
の
娘

に
も
、
一
時
的
で
あ
る
も
通
信
可
能
で
あ
っ
た
携
帯
で
、
早
朝
の
う
ち
に
２
０
０

人
分
の
食
料
の
確
保
を
願
い
、
安
堵
し
た
。」（
注（
⓾
）�

後
藤
康
文　

２
０
１
１
年　

４
１
１
頁
）

　
こ
の
食
糧
確
保
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
。
中
村
氏
が
最
初
に
市
役
所
に
行
っ
て

頼
む
が
「
避
難
者
の
た
め
の
食
べ
物
な
の
で
」
と
断
ら
れ
た
。
合
同
庁
舎
や
消
防

な
ど
に
も
調
達
に
行
っ
た
が
、
や
は
り
断
ら
れ
た
。
再
び
合
同
庁
舎
に
行
っ
て
事

情
を
話
し
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
上
述
の
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
を
よ
う
や
く
い
た
だ
け
た

次
第
で
あ
る
。
病
院
で
は
そ
れ
を
さ
ら
に
紙
コ
ッ
プ
に
移
し
て
皆
で
分
け
た
。
リ

ン
ゴ
や
煎
餅
な
ど
の
お
菓
子
も
、
皆
で
少
し
ず
つ
分
け
合
っ
て
腹
に
入
れ
た
。

　
夜
に
な
る
と
皆
身
を
寄
せ
合
っ
て
休
ん
だ
。
そ
こ
に
は
電
気
や
テ
レ
ビ
が
あ
っ

た
し
、
何
よ
り
灯
り
が
あ
る
だ
け
で
人
々
は
安
心
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
後
藤
医
院
は
１
階
天
井
近
く
ま
で
水
に
浸
か
っ
て
い
た
。
既
に
１
、２
階
か
ら
パ

ソ
コ
ン
や
電
子
機
器
を
移
動
さ
せ
て
い
た
の
で
、
重
要
な
デ
ー
タ
ー
の
消
失
は
免

れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
Ⅹ
線
透
視
装
置
や
Ｃ
Ｔ
な
ど
移
動
で
き
な
い
物
は
水
に
浸

か
り
故
障
し
て
い
た
。
再
設
置
ま
で
に
は
数
か
月
か
か
り
、
多
額
な
コ
ス
ト
も
必

要
と
な
る
。
そ
れ
で
も
後
藤
院
長
は
す
ぐ
に
用
意
し
て
ほ
し
い
と
、
業
者
に
迷
う

こ
と
な
く
依
頼
し
た
。
担
当
者
の
努
力
も
あ
り
、
わ
ず
か
数
週
間
で
そ
れ
ら
の
機

器
は
元
の
場
所
に
設
置
さ
れ
、
４
月
に
は
利
用
可
能
と
な
っ
て
い
た
。

３
月
12
日

　
水
が
引
い
て
屋
外
に
出
る
と
、
町
中
ヘ
ド
ロ
と
共
に
瓦
礫
が
流
れ
て
来
て
い
た
。

と
に
か
く
何
か
ら
手
を
付
け
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
ご
遺
体
も

病
院
の
周
辺
に
数
名
流
さ
れ
て
い
た
。
遺
体
は
泥
を
被
り
ひ
ど
い
状
況
で
あ
っ
た

が
、
消
防
団
に
水
で
流
し
て
も
ら
っ
て
検
案
で
き
た
。

　
「
当
院
の
１
階
は
２
㍍
30
㌢
の
津
波
に
て
ヘ
ド
ロ
海
水
で
汚
染
さ
れ
た
外
来
診
察

室
・
Ⅹ
線
室
・
待
合
室
・
給
食
・
薬
局
・
点
滴
処
置
室
・
内
視
鏡
検
査
・
自
動
血

来
ま
す
」「
こ
こ
に
い
な
さ
い
。
一
番
安
心
だ
か
ら
」、
後
藤
院
長
は
患
者
を
前
に
、

改
め
て
説
明
し
た
。
２
階
透
析
室
の
危
険
を
察
す
る
と
透
析
室
に
向
か
い
、
血
液

回
路
の
回
収
作
業
に
入
っ
た
が
、
透
析
終
了
時
に
は
道
路
や
院
内
の
１
階
ま
で
津

波
は
到
達
し
て
い
た
。「
透
析
は
も
う
や
め
ろ
！
」「
あ
と
は
３
階
、
４
階
に
避
難

し
ろ
！
」
と
看
護
師
に
指
示
し
た
。
こ
の
判
断
は
正
し
か
っ
た
。
津
波
は
す
ぐ
に

押
し
寄
せ
て
、
病
院
２
階
ま
で
迫
る
勢
い
で
あ
っ
た
。
外
来
患
者
も
透
析
を
受
け

て
い
た
患
者
も
皆
、
上
階
へ
避
難
で
き
た
。
後
藤
院
長
は
あ
た
り
を
見
回
し
て
、

最
後
に
上
階
へ
上
が
っ
た
。

　
患
者
、
避
難
し
て
き
た
近
隣
住
民
、
職
員
、
お
よ
そ
２
０
０
名
が
３
階
、
４
階

に
避
難
し
た
。
３
階
は
病
室
（
19
床
）・
談
話
室
・
食
堂
・
機
能
訓
練
室
で
、
４
階

は
事
務
室
・
会
議
室
・
休
憩
室
・
院
長
自
宅
で
あ
っ
た
。
４
階
の
会
議
室
・
休
憩

室
は
広
く
し
て
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
で
皆
が
寄
り
添
い
夜
を
迎
え
た
。
電
気
も
テ

レ
ビ
も
あ
り
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
暖
房
も
あ
っ
た
。
停
電
の
た
め
日
が

落
ち
る
と
町
は
暗
闇
で
あ
っ
た
が
、
後
藤
医
院
だ
け
に
煌
々
と
灯
り
が
点
い
て
い

た
。

　
「
日
も
落
ち
て
き
て
、
津
波
も
大
分
引
け
た
。
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
通

信
は
途
絶
え
道
路
も
寸
断
、
ま
っ
た
く
孤
立
状
態
と
な
っ
た
。
自
家
発
電
で
テ
レ

ビ
の
情
報
や
携
帯
ラ
ジ
オ
で
各
地
の

被
災
情
報
は
少
し
ず
つ
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
た
が
、
こ
ち
ら
か
ら
の
通

信
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。」

　
困
っ
た
こ
と
は
、
お
よ
そ
２
０
０

名
分
の
近
隣
避
難
者
等
の
食
糧
調
達

で
あ
る
。

　
「
午
後
８
時
頃
に
友
人
の
中
村
正

行
氏
が
宮
古
駅
方
向
の
道
路
か
ら
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
で
駆
け
つ
け
、
道
路
の

ガ
レ
キ
・
屋
根
等
を
取
り
除
き
来
院

し
た
。
一
部
道
路
の
確
保
で
人
の
通

写真１　避難所となった４階の様子

各分野での震災後の取り組み
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当
時
一
切
の
情
報
が
入
ら
な
か
っ
た
。
山
田
後
藤
医
院
の
建
物
は
無
事
で
あ
っ
た

も
の
の
、
被
災
後
の
断
水
・
停
電
で
開
業
は
不
可
能
と
な
り
、
院
長
や
看
護
師
、

事
務
職
員
は
避
難
先
の
山
田
小
学
校
で
被
災
者
の
救
済
に
当
た
っ
て
い
た
。
宮
古

後
藤
医
院
か
ら
山
田
後
藤
医
院
に
よ
う
や
く
連
絡
が
つ
き
、
12
日
よ
り
透
析
患
者

30
名
を
宮
古
後
藤
医
院
で
受
け
入

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
消
防
署
や
自

衛
隊
に
は
連
絡
が
と
れ
ず
、
宮
古
市

内
で
民
間
バ
ス
（
リ
ア
ス
観
光
）
を

チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
山
田
か
ら
宮
古
へ

移
送
し
た
。
通
常
な
ら
45
号
線
で

30
分
程
の
距
離
だ
が
、
瓦
礫
な
ど
が

あ
っ
て
国
道
は
通
行
で
き
ず
、
山
沿

い
の
別
ル
ー
ト
で
１
時
間
半
か
け
て

往
復
送
迎
し
た
。通
信
網
が
無
い
中
、

診
療
所
間
の
連
絡
を
担
っ
た
の
は
、

薬
剤
会
社
や
透
析
関
連
会
社
の
担
当

者
達
で
あ
っ
た
。

３
月
13
以
降
の
状
況

　
３
月
19
日
に
は
電
気
が
復
旧
、
水

道
は
３
月
17
日
に
仮
復
旧
す
る
も
、

宮
古
市
の
水
量
が
足
り
ず
消
防
の
給

水
車
を
併
用
し
、
３
月
25
日
に
完
全

復
旧
し
た
。
４
月
８
日
は
東
北
六
県

全
戸
の
停
電
の
た
め
、
宮
古
市
水
道

も
断
水
の
恐
れ
が
あ
り
、
自
衛
隊
よ

り
25
㌧
の
給
水
を
受
け
た
。
電
話
は

４
月
18
日
に
、
Ｆ
Ａ
Ⅹ
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
４
月
21
日
に
復
旧
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
午
前
・
午
後
の
透
析
だ

圧
計
・
薬
剤
・
カ
ル
テ
・
薬
局
入
力
薬
剤
情
報
等
々
す
べ
て
水
没
し
た
。
事
務
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
９
台
は
使
用
不
能
と
な
る
も
サ
ー
バ
ー
が
４
階
に
あ
り
、デ
ー
タ
ー

は
保
存
さ
れ
て
い
た
。
カ
ル
テ
等
は
す
べ
て
使
用
不
能
と
な
り
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
装

置
・
Ⅹ
線
透
視
装
置
・
Ｃ
Ｔ
は
使
用
不
能
と
な
っ
た
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
サ
ー
バ
ー

は
レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
が
津
波
の
さ
い
一
緒
に
持
ち
出
し
、難
を
ま
ぬ
が
れ
デ
ー
タ
ー

は
保
存
で
き
た
。サ
ー
バ
ー
は
今
後
２
階
以
上
に
置
く
よ
う
考
え
る
こ
と
と
し
た
。」

　
「
道
路
と
交
通
網
が
壊
滅
状
態
で
あ
り
、
朝
７
時
に
宮
古
市
対
策
本
部
の
市
役

所
に
出
向
き
、給
水
の
お
願
い
を
し
た
。し
か
し
無
線
も
無
い
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、

さ
ら
に
岩
手
県
の
対
策
本
部
の
広
域
行
政
組
合
災
害
対
策
本
部
に
も
願
い
、
朝
８

時
頃
、
消
防
・
自
衛
隊
・
警
察
等
の
人
々
に
診
療
所
の
状
況
を
説
明
の
う
え
、
再

度
給
水
の
お
願
い
を
し
快
諾
を
得
た
。
そ
の
日
の
朝
に
道
路
網
を
確
保
し
て
も
ら

い
、
診
療
所
周
辺
の
車
や
瓦
礫
の
除
去
を
し
て
も
ら
っ
た
。
あ
ち
こ
ち
に
遺
体
が

泥
に
ま
み
れ
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
」

　
「
屋
上
の
自
家
発
電
は
Ａ
重
油
の
室
内
タ
ン
ク
貯
蔵
庫
に
１
週
間
の
備
蓄
が
あ
り

使
用
可
能
で
あ
っ
た
。
給
水
用
タ
ン
ク
は
屋
上・地
下・屋
外
の
３
か
所
に
設
置
し
、

水
中
ポ
ン
プ
を
使
用
し
て
い
た
た
め
使
用
可
能
で
あ
っ
た
。
宮
古
市
の
水
道
局
と

宮
古
消
防
署
よ
り
１
日
４
～
５
回
の
給
水
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て
、
透
析
が
可

能
と
な
っ
た
。
な
お
、
電
気
等
の
点
検
で
漏
電
等
の
危
険
、
設
備
配
管
か
ら
の
水

漏
れ
等
の
無
い
事
を
確
認
し
た
。
薬
剤
・
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
等
は
約
10
日
間
の
備

蓄
が
あ
り
、
充
分
透
析
は
自
力
で
も
っ
て
可
能
だ
っ
た
。
透
析
関
連
の
情
報
伝
達

は
職
員
や
患
者
等
の
伝
達
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
透
析
患
者
は
２
割
の
人
が
連
絡

不
可
能
で
あ
っ
た
が
、
被
災
の
次
の
日
か
ら
透
析
を
開
始
し
、
連
日
の
透
析
を
始

め
た
」（
注（
⓫
）�

後
藤
康
文　
２
０
１
１
年　
４
１
１
～
４
１
２
頁
）

　
人
工
透
析
患
者
に
と
っ
て
週
２
～
３
回
の
透
析
は
欠
か
せ
な
い
が
、
震
災
の
翌

朝
（
12
日
）
か
ら
透
析
が
継
続
さ
れ
た
。
重
油
は
６
千
３
０
０
㍑
備
蓄
し
て
い
た
。

約
１
週
間
分
で
あ
る
。
屋
上
に
設
置
さ
れ
た
自
家
発
電
装
置
は
２
０
０
キ

ロ　

ワ
ッ
ト
の
発
電

が
可
能
で
あ
る
。
漏
電
の
有
無
を
確
認
し
た
後
、
診
療
を
再
開
し
た
。

　
山
田
町
に
は
院
長
の
弟
の
医
院
（
後
藤
医
院　
山
田
町
長
崎　
以
下
、
山
田
後

藤
医
院
）
が
あ
る
が
、
連
絡
が
つ
か
な
か
っ
た
。
山
田
町
で
は
津
波
に
続
い
て
大

規
模
な
火
災
が
起
こ
っ
て
い
た
。
５
０
０
棟
が
焼
失
し
陸
の
孤
島
と
な
っ
て
い
て
、

写真２　翌日の透析室の様子写真３　消防団による給水

医療の現場から　命を見つめて
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に
そ
れ
を
継
続
し
た
。
当
時
の
状
況
と
連
携
を
、
後
藤
尚
院
長
か
ら
話
し
て
い
た

だ
い
た
。

【
当
時
の
状
況
】

３
月
11
日

　
３
月
11
日
の
地
震
発
生
時
、
外
来
に
は
３
～
４
名
、
２
階
透
析
室
に
５
～
６
名

の
患
者
が
い
た
。
揺
れ
が
ひ
ど
く
、
機
械
を
抑
え
た
。
長
い
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た

後
に
停
電
し
、
予
備
電
源
を
使
っ
て
い
た
が
、
状
況
を
み
て
透
析
を
切
り
上
げ
た
。

患
者
３
名
が
自
宅
に
戻
っ
て
行
っ
た
が
、
津
波
を
見
て
戻
っ
て
来
た
患
者
以
外
の

２
名
は
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
後
で
知
っ
た
。

　
最
初
は
津
波
が
上
が
っ
て
く
る
の
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
波
と
と
も
に
ゆ
っ

く
り
瓦
礫
が
上
が
っ
て
来
る
の
が
見
え
た
の
で
、職
員
（
医
師
１
名・看
護
師
７
名・

事
務
員
５
名
）
と
患
者
（
４
名
）
で
１
０
０
㍍
先
の
山
田
南
小
学
校
に
避
難
し
た
。

患
者
１
名
は
車
椅
子
に
乗
せ
て
避
難
し
た
。

　
そ
の
後
一
度
病
院
に
戻
り
、
使
え
そ
う
な
機
材
を
小
学
校
に
運
ん
で
き
て
、
小

学
校
の
保
健
室
を
使
っ
て
救
援
活
動
を
し
た
。
夕
方
以
降
、
波
に
流
さ
れ
た
人
や

低
体
温
の
人
、
軽
い
怪
我
人
も
含
め
て
１
０
０
名
以
上
の
患
者
が
保
健
室
に
や
っ

て
来
た
。
濡
れ
て
い
る
人
は
児
童
の
体
操
着
に
着
替
え
さ
せ
、
５
㍑
生
食
水
を
直

接
沸
か
し
た
も
の
で
温
め
た
。
ス
ト
ー
ブ
が
１
つ
し
か
無
か
っ
た
の
で
、
沸
騰
ま

で
時
間
が
か
か
っ
た
。
複
数
の
毛
布
や
リ
ネ
ン
が
必
要
だ
っ
た
が
全
く
無
く
、
病

院
の
20
枚
ほ
ど
の
毛
布
を
運
ん
で
使
っ
た
。

　
重
症
度
の
高
い
患
者
は
空
い
て
い
る
教
室
に
運
ん
だ
。
し
ば
ら
く
し
て
発
熱
や

高
血
圧
の
患
者
も
や
っ
て
来
た
。
全
身
打
撲
・
裂
傷
・
切
断
（
指
）
な
ど
の
患
者

も
来
た
。
多
く
は
高
齢
者
で
あ
っ
た
。
夕
方
に
土
建
屋
さ
ん
が
来
て
、
自
家
発
電

機
を
持
っ
て
来
て
、
保
健
室
に
灯
り
を
点
け
て
く
れ
た
。
食
物
は
全
く
無
く
、
院

長
の
自
宅
に
あ
っ
た
食
べ
物
を
持
っ
て
来
た
が
、
１
日
で
底
を
つ
い
た
。
翌
日
配

ら
れ
た
お
に
ぎ
り
は
１
人
に
１
個
も
い
き
わ
た
ら
ず
、
13
日
に
な
っ
て
初
め
て
食

事
ら
し
い
食
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

３
月
12
日
以
降

　
２
日
目
以
降
は
血
圧
の
薬
を
求
め
る
患
者
が
増
え
た
が
、
薬
が
不
足
し
て
い
た
。

け
で
夜
間
透
析
は
で
き
な
か
っ
た
が
、５
月
９
日
よ
り
完
全
復
旧
。
夜
間
透
析（
月・

水
・
金
）、
昼
透
析
（
月
～
土
）
が
通
常
業
務
と
な
っ
た
。
７
月
末
当
時
、
１
６
３

名
中
、
１
５
８
名
の
人
が
透
析
を
受
け
て
い
る
。

　
ど
ん
な
状
況
で
も
人
工
透
析
患
者
に
継
続
的
治
療
を
提
供
す
る
に
は
、
非
常
用

自
家
発
電
装
置
と
、
重
油
、
水
タ
ン
ク
の
屋
上
設
置
が
不
可
欠
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、
後
藤
医
院
の
よ
う
に
構
築
上
十
分
に
検
討
さ
れ
た
頑

丈
か
つ
広
い
設
置
場
所
や
、
莫
大
な
コ
ス
ト
の
確
保
が
必
要
と
な
る
た
め
、
踏
み

切
れ
る
病
院
は
少
な
い
。

　
後
藤
院
長
が
踏
み
切
っ
た
理
由
を
尋
ね
る
と
、「
患
者
に
と
っ
て
こ
こ
が
一
番
安

全
な
場
所
に
し
た
か
っ
た
。
よ
そ
に
送
る
の
で
は
な
く
、
自
分
達
の
と
こ
ろ
で
面

倒
を
み
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
の
返
事
だ
っ
た
。
水
害
の
多
い
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、

患
者
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
万
が
一
の
場
合
の
恐
怖
が
常
に
あ
っ
た
。「
何
か

起
き
て
か
ら
で
は
遅
い
の
だ
」
と
後
藤
院
長
は
言
う
。

　
行
政
の
諸
機
関
や
関
係
各
所
に
対
し
て
物
資
や
支
援
の
要
請
を
後
藤
院
長
自
ら

積
極
的
に
働
き
か
け
た
こ
と
は
、
病
院
の
迅
速
な
復
旧
へ
と
つ
な
が
っ
た
。
記
録

フ
ァ
イ
ル
に
は
、
地
震
発
生
当
時
か
ら
の
状
況
や
復
旧
の
詳
細
が
克
明
に
記
さ
れ

て
お
り
、
今
後
に
役
立
て
よ
う
と
の
意
志
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
「
想
定
外
」
を
「
想
定
内
」
と
見
定
め
る
強
い
防
災
意
識
、「
そ
の
先
」
を
読
む
力
、

過
去
の
経
験
か
ら
学
び
生
か
す
力
、
実
行
で
き
る
信
念
と
決
断
力
、
そ
れ
ら
が
今

回
の
震
災
・
大
津
波
か
ら
多
く
の
透
析
患
者
と
住
民
の
命
を
救
っ
た
。
そ
し
て
多

く
の
人
々
の
心
を
動
か
し
た
。
あ
の
暗
闇
の
中
に
と
も
し
続
け
た
灯
り
は
、
後
藤

院
長
の
信
念
で
あ
り
、
生
き
抜
い
て
行
こ
う
と
す
る
人
々
の
命
の
灯
り
で
あ
っ
た
。

６　
隣
接
山
田
町
の
医
療
状
況
と
、
宮
古
後
藤
医
院
と
の
連
携
―
後
藤
尚
医
師
―

　
　
　
昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
生　
山
田
町
長
崎　
後
藤
医
院
院
長

　
宮
古
市
に
隣
接
す
る
山
田
町
は
、
町
全
体
に
津
波
と
火
災
に
よ
る
甚
大
な
る
被

害
を
受
け
た
。
町
内
の
開
業
医
院
と
し
て
唯
一
透
析
を
行
っ
て
い
た
後
藤
医
院
は
、

被
災
直
後
に
多
く
の
医
療
機
関
が
診
療
で
き
な
く
な
る
中
、
患
者
の
透
析
を
継
続

す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
宮
古
市
の
後
藤
泌
尿
器
科
・
皮
膚
科
医
院
の
協
力
の
も
と

各分野での震災後の取り組み
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１
週
間
で
電
気
が
通
っ
て
、
10
日
目
に
は
水
道
が
回
復
し
た
。
３
月
23
日
に
病

院
に
戻
り
、
翌
24
日
か
ら
診
療
と
透
析
を
再
開
し
た
。
皮
膚
科
や
泌
尿
器
科
の
患

者
は
来
て
い
た
が
、こ
の
時
期
に
は
患
者
が
押
し
寄
せ
る
と
い
う
こ
と
は
無
く
な
っ

て
い
た
。

【
今
、
思
う
事
】

　
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
た
小
学
校
に
、
リ
ネ
ン
・
食
糧
の
備
蓄
は
な
く
、
今

後
に
向
け
一
定
量
を
確
保
し
て
も
ら
え
た
ら
対
応
が
よ
り
良
く
で
き
た
と
思
う
。

７　
支
援
者
支
援
の
立
場
か
ら　
―
村
上
優
医
師
―

　
　
　

�

昭
和
24
（
１
９
４
９
）
年
生　
国
立
病
院
機
構
榊
原
病
院
院
長　
当
時
、

国
立
病
院
機
構
琉
球
病
院
院
長

　
東
日
本
大
震
災
の
際
、
各
被
災
地
に
は
外
部
か
ら
多
く
の
医
療
支
援
団
体
も
し

く
は
支
援
者
が
集
ま
っ
た
。
宮
古
市
も
同
様
に
多
く
の
協
力
の
も
と
、
医
療
支
援

を
受
け
た
。

　
そ
の
中
で
も
、
震
災
直
後
に
沖
縄
か
ら
宮
古
に
駆
け
つ
け
、
長
期
に
わ
た
り
医

療
支
援
を
続
け
た
医
師
と
、
そ
の
医
療
支
援
チ
ー
ム
が
あ
っ
た
。
当
時
、
独
立
行

政
法
人
国
立
病
院
機
構
琉
球
病
院
院
長
で
あ
っ
た
村
上
優
医
師
で
あ
る
。
村
上
医

師
は
あ
く
ま
で
も
地
元
の
医
療
従
事
者
を
尊
重
し
、
支
援
者
を
支
援
す
る
「
支
援

者
支
援
」
の
立
場
を
一
貫
し
て
と
り
続
け
た�

注（
⓬
）。
外
部
か
ら
の
医
療
支
援
者
に

対
し
「
地
元
の
従
事
者
の
望
む
こ
と
を
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
告
げ
て
、
医

療
支
援
の
秩
序
が
保
た
れ
る
よ
う
努
力
し
た
。
こ
の
こ
と
は
円
滑
な
医
療
支
援
を

行
う
上
で
大
き
な
意
味
を
成
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
地
元
の
医
療
従
事
者

の
悩
み
に
静
か
に
耳
を
傾
け
、
プ
ロ
の
視
点
か
ら
そ
の
メ
ン
タ
ル
支
援
を
継
続
し

た
。「
我
々
に
で
き
る
こ
と
は
、た
だ
耳
を
傾
け
る
の
み
で
あ
る
」と
村
上
氏
は
語
る
。

こ
の
章
で
は
村
上
優
医
師
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
報
告
書
『
震
災
こ
こ
ろ
の
ケ
ア

の
か
け
は
し
』� 注（
⓭
）�

か
ら
、
当
時
の
宮
古
市
に
お
け
る
医
療
と
支
援
活
動
の
状
況
を

記
載
す
る
。

　
『
震
災
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
の
か
け
は
し
』
の
巻
頭
で
、
村
上
医
師
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

徘
徊
す
る
人
も
あ
り
、
精
神
科
の
薬
が
必
要
だ
っ
た
。
夕
方
に
は
溺
死
の
方
１
名

（
40
代
後
半
）
が
運
ば
れ
て
来
た
。
蘇
生
し
た
が
意
識
が
戻
ら
ず
亡
く
な
っ
た
。
山

田
中
学
校
が
死
体
安
置
所
と
な
っ
て
い
た
。

　
12
日
に
は
、
同
町
に
開
業
さ
れ
て
い
る
近
藤
医
師
が
応
援
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
。

当
時
、
近
藤
医
院
は
被
災
し
て
お
り
、
近
藤
医
師
は
そ
の
後
も
２
か
月
ほ
ど
診
療

を
継
続
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
後
に
町
内
に
病
院
を
再
建
し
、
診
療
を
再
開
さ
れ
た
。

そ
し
て
複
数
の
薬
剤
師
も
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。
ま
た
、
救
急
車
に
よ
る

宮
古
病
院
へ
の
患
者
搬
送
が
こ
の
日
か
ら
始
ま
っ
た
。
豊
間
根
～
花
輪
～
宮
古
へ

の
、
山
越
え
の
道
路
が
生
き
て
い
た
。
通
常
な
ら
ば
30
分
ほ
ど
の
道
の
り
を
、
雪

の
た
め
に
２
時
間
ほ
ど
か
け
て
搬
送
し
た
。
風
邪
や
合
併
症
が
悪
化
し
た
患
者
を
、

毎
日
数
名
運
ん
だ
。

　
透
析
を
継
続
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
宮
古
の
後
藤
泌
尿
器
科
・
皮
膚
科

医
院
と
の
連
絡
が
つ
き
、
12
日
よ
り
透
析
患
者
30
名
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
た
。
バ
ス
で
山
田
か
ら
宮
古
へ
の
往
復
を
山
沿
い
の
ル
ー
ト
を
１
時
間

半
か
け
て
送
迎
し
て
透
析
を
継
続
し
た
。
後
藤
泌
尿
器
科
・
皮
膚
科
医
院
か
ら
は
、

透
析
患
者
受
け
入
れ
や
物
資
調
達
な
ど
の
支
援
を
い
た
だ
い
た
。

　
14
日
に
町
内
の
薬
局
の
方
が
、「
濡
れ
て
い
る
け
れ
ど
」
と
言
い
な
が
ら
大
き
な

袋
２
つ
の
薬
を
持
っ
て
来
て
く
れ
た
。

　
15
日
に
は
不
足
し
て
い
る
医
療
品
と
薬
品
の
確
認
を
し
て
、
プ
ロ
パ
ー
が
そ
れ

を
運
ん
で
来
て
く
れ
た
。
ま
た
町
内
の
薬
局
か
ら
薬
を
掘
り
出
し
、
１
包
ず
つ
泥

を
洗
っ
て
整
理
し
た
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
さ
れ
た
も
の
は
き
れ
い
で
有
効
に
使
え
た
。

手
袋
・
マ
ス
ク
や
エ
プ
ロ
ン
・
消
毒
剤
な
ど
は
不
足
の
た
め
、
煮
沸
し
て
再
使
用

し
て
い
た
が
、
１
週
間
ほ
ど
経
過
し
た
頃
か
ら
手
に
入
り
易
く
な
っ
た
。

　
看
護
師
は
診
療
の
介
助
や
避
難
者
の
健
康
管
理
の
み
な
ら
ず
、
家
族
と
離
れ
離

れ
に
な
っ
た
高
齢
者
の
お
む
つ
交
換
も
毎
晩
行
っ
た
。
夜
中
で
も
呼
ば
れ
、
ほ
と

ん
ど
眠
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
が
１
週
間
は
続
い
た
の
だ
が
、
数
日
す
る

と
何
曜
日
な
の
か
も
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
の
で
、
日
付
を
黒
板
に
書
く
よ
う
に
し

た
。
１
週
間
程
し
て
岩
手
日
報
が
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
よ
う
や
く
外
の

情
報
が
入
り
、
小
学
校
の
壁
に
貼
っ
た
。

医療の現場から　命を見つめて
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三
月
一
二
日

　
国
立
病
院
機
構
施
設
で
あ
る
花
巻
病
院
院
長
の
吉
住
昭
先
生
と
連
絡
が
と
れ
た
。

　
吉
住
院
長
の
も
と
、
病
院
は
一
日
二
回
の
幹
部
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、
そ
の
つ
ど
対
応

を
決
定
し
て
困
難
を
越
え
て
い
る
と
聞
き
、
何
か
手
伝
う
こ
と
が
あ
る
か
と
問
う
と
、

病
院
保
守
の
た
め
の
医
師
派
遣
で
あ
っ
た
。
一
〇
名
程
い
た
医
師
の
う
ち
花
巻
に
い
る

の
は
四
名
程
度
と
い
う
。
投
薬
も
供
給
が
途
絶
え
、
外
来
で
も
数
日
の
処
方
で
つ
な
い

で
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

三
月
一
五
日

　
国
立
病
院
機
構
本
部
よ
り
国
の
派
遣
要
請
が
あ
る
と
の
連
絡
に
、
沖
縄
よ
り
完
全
自

立
の
派
遣
は
想
像
し
に
く
く
、
熊
本
に
あ
る
菊
池
病
院
に
連
絡
し
て
合
同
チ
ー
ム
が
で

き
な
い
か
を
打
診
し
た
。(

中
略)

菊
池
病
院
の
高
松
院
長
も
単
独
で
は
派
遣
が
難
し
い

の
で
、
合
同
チ
ー
ム
の
提
案
に
合
意
を
し
て
い
た
だ
き
、
国
立
機
構
本
部
に
完
全
自
立

チ
ー
ム
で
参
加
で
き
る
旨
の
返
事
を
だ
し
た
。
国
立
病
院
機
構
本
部
で
と
り
ま
と
め
て

厚
生
労
働
省
に
報
告
す
る
と
の
こ
と
で
、
行
き
先
の
指
示
を
待
ち
な
が
ら
体
制
準
備
に

入
っ
た
。
車
に
関
す
る
こ
と
は
菊
池
病
院
、
薬
品
や
食
料
を
含
む
完
全
自
立
の
装
備
に

関
し
て
は
琉
球
病
院
が
担
当
し
、
派
遣
メ
ン
バ
ー
は
全
体
で
六
名
と
し
て
他
職
種
で
構

成
す
る
こ
と
を
打
ち
合
わ
せ
た
。(

中
略)

装
備
、
準
備
す
る
薬
品
、
そ
れ
に
ど
の
よ
う

な
原
則
で
行
く
の
か
原
案
を
作
成
し
、
各
部
門
の
責
任
者
を
集
め
、
ま
た
同
時
に
病
院

全
体
で
希
望
者
を
募
り
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

　
村
上
医
師
は
、
参
加
ス
タ
ッ
フ
の
適
性
や
最
終
的
な
メ
ン
バ
ー
決
定
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　
短
期
間
に
最
低
限
の
基
本
的
態
度
と
知
識
を
得
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
が
、
そ
れ
以

上
に
現
実
の
精
神
科
臨
床
能
力
や
柔
軟
さ
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
第
一
で
、
ま
た
本
人

が
参
加
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
、
志
願
し
て
い
る
こ
と
が
第
二
に
重
要
な
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
最
終
的
な
メ
ン
バ
ー
の
確
認
を
し
た
時
に
、
ト
イ
レ
な
ど
を
含
め
た
自
然
環
境
の
厳

し
さ
よ
り
、
男
性
だ
け
の
チ
ー
ム
を
勝
手
に
想
像
し
て
い
た
の
だ
が
、
心
理
士
の
野
村

れ
い
か
さ
ん
が
志
願
し
た
時
に
は
、
あ
か
ら
さ
ま
に
「
あ
な
た
が
行
く
の
」
と
聞
き
直

　
派
遣
期
間
は
一
年
間
継
続
し
ま
し
た
。
初
動
か
ら
派
遣
チ
ー
ム
は
二
週
間
交
代
で

他
の
チ
ー
ム
よ
り
長
め
と
し
、
派
遣
メ
ン
バ
ー
を
可
能
な
限
り
固
定
し
て
馴
染
み
の

関
係
を
模
索
し
、
他
職
種
チ
ー
ム
で
構
成
し
ま
し
た
。
目
覚
ま
し
い
働
き
は
な
く
、

地
元
の
支
援
者
の
後
方
支
援
を
旨
と
し
ま
し
た
。「
こ
こ
ろ
」
を
相
手
に
す
る
支
援
は

緊
急
医
療
と
違
っ
た
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
と
い
う
体
験
か
ら
で
す
。
そ
の
体
験
は
パ

キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
州
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部
で
三
〇
年
近
く
地
元
支
援
活
動
を

し
て
い
る
中
村
哲
医
師
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
）
を
後
方
で
見
守
り
、
学
ん
だ
こ
と
が

中
心
に
あ
り
ま
し
た
。
地
元
が
望
む
こ
と
、
望
む
も
の
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。

　

村
上
医
師
は
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会�

注（
⓮
）�

の
会
長
と
し
て
現
地
で
活
動
す
る
中

村
哲
代
表
の
後
方
支
援
を
長
年
担
っ
て
い
る
。
海
外
に
お
け
る
医
療
支
援
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
。
氏
は
宮
沢
賢
治
の
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
を
引
用
し
な

が
ら
、
支
援
者
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
私
た
ち
は
岩
手
県
の
宮
古
市
を
支
援
の
場
所
と
命
じ
ら
れ
、
そ
の
地
で
地
元
の
医
療

機
関
、
保
健
福
祉
機
関
の
人
々
と
交
流
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
会
い
は
偶
然
で

す
が
、
今
で
は
必
然
だ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
の
当
初
よ
り
岩
手
花
巻
出
身
の
宮

沢
賢
治
が
亡
く
な
る
二
年
前
に
手
帳
に
記
し
た
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
詩
を
羅
針
盤
と

し
ま
し
た
。
そ
の
詩
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
想
い
を
共
有
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
で
大
切
に
し
た
の
は
詩
の
最
後
段
で
「
デ
ク
ノ
ボ
ー
」
に
最
も
共
鳴
し

て
い
た
こ
と
を
付
記
し
ま
す
。

　
幼
児
よ
り
お
年
寄
り
ま
で
生
き
延
び
た
人
々
が
神
々
し
く
感
じ
ら
れ
た
。
生
き
延
び

ら
れ
た
こ
と
を
敬
う
こ
と
、
こ
れ
が
支
援
の
最
初
の
基
本
と
な
っ
た
。
言
葉
を
変
え
て

現
地
主
義
と
よ
ん
で
、
沿
岸
で
被
災
さ
れ
た
現
地
を
中
心
に
考
え
行
動
す
る
こ
と
を
私

た
ち
の
合
言
葉
に
し
た
。（
注（
⓯
）�

村
上
優　
２
０
１
３
年　
７
頁
）

　
村
上
医
師
と
琉
球
病
院
の
医
療
チ
ー
ム
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
っ
て
宮
古

に
入
っ
た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
後
の
支
援
活
動
に
つ
い
て
、
氏
の
報
告
書
か
ら
時

系
列
で
追
っ
て
み
た
い
。

①　
経
過

　
　
初
動
態
勢

各分野での震災後の取り組み
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示
を
受
け
、
共
通
記
録
や
注
意
事
項
の
説
明
を
受
け
て
、
取
り
あ
え
ず
沿
岸
で
の
現
地

本
部
の
あ
る
宮
古
市
合
同
庁
舎
に
あ
る
保
健
所
に
出
向
く
よ
う
に
指
示
が
あ
っ
た
。

　
宮
古
に
入
る
峠
は
ま
だ
積
雪
が
あ
り
、
交
通
規
制
が
あ
り
緊
急
車
両
以
外
の
交
通
は

制
限
さ
れ
て
い
た
。
二
三
日
は
岩
手
で
の
後
方
基
地
に
し
た
花
巻
病
院
に
戻
り
、
院
長

始
め
病
院
関
係
者
の
配
慮
で
病
院
内
施

設
に
宿
泊
し
た
。

三
月
二
四
日

　
早
朝
に
宮
古
へ
向
け
て
出
発
し
た
。

宮
古
市
に
つ
い
て
保
健
所
を
訪
ね
る
と

活
動
の
場
所
は
宮
古
市
の
金
浜
地
区
を

は
じ
め
と
す
る
沿
岸
地
域
と
指
示
を
さ

れ
て
活
動
が
始
ま
っ
た
。（
注（
⓱
）�

村
上

優　
２
０
１
３
年　
９
～
10
頁
）

②　
現
地
で
の
支
援
活
動

　
村
上
医
師
は
当
時
の
支
援
活
動
を

振
り
返
り
、「
現
地
の
状
況
を
見
て
、

こ
れ
で
は
１
か
月
で
は
終
わ
ら
な

い
。３
か
月
で
も
無
理
と
判
断
し
た
。

医
師
４
名
が
２
週
間
ず
つ
行
く
こ
と

に
し
た
。
チ
ー
ム
は
６
人
１
チ
ー
ム

で
、
途
中
か
ら
５
人
１
チ
ー
ム
と
し

た
。
そ
の
う
ち
３
名
は
琉
球
病
院
の

医
師
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
る
。

　
以
下
、
支
援
活
動
に
つ
い
て
転
載

す
る
。

・
チ
ー
ム
構
成
と
派
遣
期
間

　
最
初
の
一
班
よ
り
四
班
ま
で
は
六
人

構
成
で
基
本
的
に
は
医
師
一
名
、
臨
床

写真５　宮古市支援の様子②（食事風景）

し
、「
私
で
は
だ
め
で
す
か
」
と
猛
然
と
反
論
さ
れ
た
。
後
で
考
え
る
と
、
そ
の
子
ど
も

や
災
害
支
援
の
基
礎
知
識
の
確
か
さ
も
あ
る
が
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
現
地
の
人
々
に
ど

れ
ほ
ど
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
か
を
感
じ
、
不
明
を
恥
じ
る
の
み
で
あ
る
。（
注（
⓰
）��

村
上

優　
２
０
１
３
年　
７
～
９
頁
）

　
後
に
、
野
村
氏
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
被
災
地
で
大
活
躍
を
す
る
こ
と
に
な

る
。野
村
氏
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
上
手
で
、子
供
と
遊
ぶ
の
を
得
意
と
し
た
。

子
供
を
担
当
し
遊
び
の
中
で
問
題
の
あ
る
子
ど
も
を
見
つ
け
る
こ
と
が
、
彼
女
の

大
切
な
役
割
と
な
っ
た
。

三
月
一
七
日

　
岩
手
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
よ
り
連
絡
が
入
り
田
老
地
区
を
担
当
す
る
よ
う
に

指
示
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
ま
で
「
田
老
」
を
知
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
実
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
地
図
で
「
太
郎
」
と
打
ち
込
む
あ
り
さ
ま
で
、
検
索
が
で
き
ず
に
い
た

ほ
ど
で
、
今
更
な
が
ら
私
に
と
っ
て
未
知
の
と
こ
ろ
に
行
く
の
だ
と
気
を
引
き
締
め
た
。

三
月
一
八
日

　
沖
縄
で
揃
え
る
こ
と
が
で
き
る
備
品
（
薬
品
と
診
療
器
具
、食
糧
関
係
、リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
に
ナ
ッ
プ
ザ
ッ
ク
、
懐
中
電
灯
や
通
信
器
具
）
も
あ
る
が
、
沖
縄
ゆ
え
に
厳
し
い
寒

さ
に
耐
え
う
る
寝
具
、
様
々
の
レ
ベ
ル
の
防
寒
具
は
手
に
入
ら
ず
、
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し

て
福
岡
で
調
達
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
で
に
自
炊
用
具
や
コ
ン
ロ
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な

ど
は
全
国
的
に
品
薄
で
入
手
で
き
る
か
は
不
明
で
あ
っ
た
。

三
月
二
二
日

　
三
月
一
九
日
に
福
岡
の
登
山
用
品
店
二
店
舗
で
よ
う
や
く
冬
物
の
防
寒
具
を
六
人
分

揃
え
て
装
備
を
整
え
た
琉
球
病
院
一
行
は
、
三
月
二
二
日
に
沖
縄
を
発
ち
、
陸
路
熊
本

よ
り
来
た
菊
池
病
院
一
行
と
福
岡
で
合
流
。
午
後
八
時
に
岩
手
へ
向
け
て
出
発
し
た
。

医
師
一
名
、心
理
士
一
名
、看
護
師
三
名
、精
神
保
健
福
祉
士
一
名
の
構
成
で
、メ
ン
バ
ー

は
三
〇
歳
代
の
中
堅
で
あ
っ
た
。
福
岡
を
経
っ
て
か
ら
二
四
時
間
後
の
二
三
日
夕
方
に
、

盛
岡
に
入
る
。
こ
の
時
の
説
明
で
は
「
田
老
」
で
な
な
く
「
山
田
」
に
入
る
よ
う
に
指

写真４　宮古市支援の様子①

医療の現場から　命を見つめて
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動
地
域
は
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
。
宮
古
市
の
保
健
師
や
全
国
よ
り
来
た

応
援
の
保
健
師
よ
り
相
談
を
受
け
れ
ば
、
同
伴
訪
問
を
行
い
、
と
も
に
検
討
を
行
う
が
、

当
初
は
ど
の
地
域
に
ど
の
頻
度
で
訪
問
す
る
の
か
は
各
々
の
チ
ー
ム
に
任
さ
れ
て
い
る

の
で
毎
日
顔
を
出
す
こ
と
を
基
本
に
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
毎
日
夕
方
に
は
保
健
所
で
地
元
関
係
機
関
と
医
療
チ
ー
ム
や
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー
ム

が
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
状
況
報
告
を
行
っ
て
い
た
の
で
共
通
認
識
が
得
ら
れ
る
し
、

自
然
に
依
頼
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
支
援
側
か
ら
行
動
提
案
す
る
こ
と
は
せ
ず
に
、

あ
く
ま
で
も
保
健
所
の
指
示
を
受
け
て
動
く
が
、
活
動
地
域
に
関
し
て
だ
ん
だ
ん
と
意

見
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
の
で
、
で
き
る
範
囲
は
最
大
限
応
じ
る
こ
と
を

旨
と
し
て
い
た
。
随
分
後
に
な
っ
て
地
元
の
保
健
師
さ
ん
た
ち
よ
り
、
い
つ
も
に
こ
に

こ
し
て
肩
に
力
を
入
れ
ず
に
振
舞
っ
て
い
た
の
が
安
心
だ
っ
た
と
評
価
を
受
け
た
時
に

は
、
私
た
ち
の
意
図
を
理
解
い
た
だ
い
て
い
る
と
胸
が
熱
く
な
っ
た
。
デ
ク
ノ
ボ
ー
と

な
る
こ
と
が
私
た
ち
の
目
的
と
し
た
こ
と
に
誤
り
は
な
い
と
確
信
し
た
瞬
間
で
あ
る
。（
注

（
⓳
）�

村
上
優　
２
０
１
３
年　
11
～
12
頁
）

・
田
老
診
療
所

　
琉
球
・
菊
池
チ
ー
ム
が
沖
縄
を
出
る
時
に
指
示
さ
れ
て
い
た
の
は
田
老
地
区
で
あ
っ

た
が
、そ
の
後
、宮
古
市
に
変
更
と
な
っ
た
。（
中
略
）
三
月
二
九
日
に
支
援
要
請
の
あ
っ

た
岩
泉
町
を
訪
問
す
る
道
す
が
ら
、
田
老
に
あ
る
宮
古
北
高
の
避
難
所
に
寄
り
、
す
で

に
診
療
所
が
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
一
本
化
さ
れ
て
い
た
の
で
、
診
療
所
長
の
黒
田
医
師
を

訪
ね
て
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
伺
っ
た
。
黒
田
医
師
か
ら
は
、
住
民
は
自
ら
の
診
療
所
チ
ー

ム
が
守
る
の
で
、
支
援
や
救
護
活
動
に
ま
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
を
フ
ォ
ロ
ー
し

て
ほ
し
い
と
の
要
請
だ
っ
た
。「
ミ
イ
ラ
取
り
を
ミ
イ
ラ
に
し
な
い
作
戦
」
と
黒
田
医
師

が
命
名
し
た
支
援
者
支
援
が
始
ま
っ
た
。
お
そ
ら
く
組
織
だ
っ
た
支
援
者
の
支
援
は
沿

岸
地
域
で
始
め
て
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。（
中
略
）
三
月
三
〇
日
よ
り
消
防
団
、
消

防
署
の
職
員
の
面
接
が
開
始
さ
れ
た
。
震
災
以
降
、
こ
れ
ら
の
団
員
や
職
員
は
不
眠
不

休
で
自
ら
の
被
災
を
顧
み
る
こ
と
な
く
活
動
し
て
い
る
。
客
観
的
に
は
疲
れ
て
、
打
ち

ひ
し
が
れ
て
い
る
は
ず
の
人
々
で
あ
る
が
、
自
ら
一
人
と
し
て
弱
気
を
見
せ
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
々
で
あ
る
。（
中
略
）
そ
の
後
は
学
校
の
先
生
、
保
育
士
、
老
人
施
設
職
員
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
診
療
所
の
看
護
師
、
総
合
事
務
所
の
職
員
な
ど
と
援
助
に
携
わ

心
理
士
一
名
、
作
業
療
法
士
か
精
神
保
健
福
祉
士
一
名
、
看
護
師
三
名
の
構
成
が
主
だ
っ

た
。
医
師
は
琉
球
病
院
よ
り
四
名
を
固
定
し
て
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
が
繰
り
返
し
行
く
こ

と
で
地
元
と
顔
見
知
り
の
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
同
様
の
目
的
で
心

理
士
も
ほ
ぼ
琉
球
病
院
の
四
名
と
菊
池
の
二
名
に
固
定
し
た
。（
中
略
）

　
二
週
間
の
派
遣
を
終
え
て
日
曜
日
に
沖
縄
に
戻
る
と
、
そ
の
翌
日
の
月
曜
日
か
ら
は

普
段
の
仕
事
に
戻
っ
て
い
た
。
本
来
は
代
休
を
と
る
べ
き
だ
が
、
肩
代
わ
り
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
本
来
業
務
が
山
積
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
初
め
の
二
か
月

は
日
本
全
体
が
こ
の
雰
囲
気
の
な
か
で
、
自
分
の
こ
と
を
置
い
て
東
北
の
被
災
地
に
思

い
を
馳
せ
て
い
た
人
が
多
く
、
自
分
の
こ
と
を
勘
定
に
入
れ
ず
に
働
く
こ
と
が
で
き
た

時
期
で
も
あ
る
。（
注（
⓲
）�

村
上
優　
２
０
１
３
年　
10
～
11
頁
）

・
チ
ー
ム
が
大
切
に
し
た
こ
と

　
一
方
で
、「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー
ム
」
で
大
切
に
し
た
こ
と
は
、「
無
力
に
徹
す
る
こ

と
」
で
あ
る
。「
無
力
」
と
い
う
言
葉
は
ア
ル
コ
ー
ル
医
療
を
専
門
と
す
る
も
の
に
と
っ

て
特
別
な
響
き
が
あ
る
。
あ
の
被
災
と
被
災
者
を
ま
え
に
、
私
た
ち
は
頭
を
垂
れ
て
た

だ
ひ
た
す
ら
、人
々
の
話
に
聞
き
入
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
体
験
に
返
す
言
葉
が
な
い
し
、

上
滑
り
な
言
葉
に
話
す
人
々
の
共
感
は
得
ら
れ
な
い
。
こ
の
体
験
は
回
復
し
つ
つ
あ
る

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
や
薬
物
依
存
の
話
に
耳
を
傾
け
る
の
に
似
て
い
る
。
回
復
し
て
い
く

の
は
被
災
者
そ
の
人
で
あ
り
、
私
た
ち
は
側
に
い
て
醸
し
出
さ
れ
る
言
葉
、
そ
の
人
そ

の
も
の
に
共
感
す
る
だ
け
で
あ
る
。
司
法
精
神
医
学
、
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
依
存
医
療
、

家
族
療
法
、
児
童
思
春
期
医
療
、
認
知
症
医
療
、
精
神
科
救
急
医
療
な
ど
専
門
領
域
を

有
す
る
専
門
家
と
し
て
有
能
な
援
助
職
の
活
動
で
な
く
、
共
感
す
る
心
だ
け
を
羅
針
盤

と
す
る
こ
と
に
徹
し
た
。
精
神
医
学
や
心
理
学
が
少
し
役
に
立
つ
、
い
わ
ば
明
確
な
診

断
が
つ
く
と
き
に
だ
け
専
門
家
と
し
て
の
活
動
を
行
っ
た
。
例
え
ば
、
服
薬
し
て
い
た

薬
を
流
出
し
て
服
薬
が
中
断
し
、
ま
た
危
機
的
な
状
況
で
不
眠
が
続
い
て
精
神
症
状
が

急
激
に
悪
化
し
た
精
神
障
害
を
有
す
る
人
へ
投
薬
を
行
っ
た
り
、
津
波
を
直
接
は
受
け

な
か
っ
た
の
で
再
開
を
し
た
病
院
へ
つ
な
ぐ
た
め
の
算
段
を
し
た
だ
け
で
あ
る
。

　
宮
古
市
で
の
始
め
の
活
動
は
、
指
定
さ
れ
た
地
域
の
避
難
所
を
回
り
、
そ
こ
で
依
頼

を
受
け
た
こ
と
を
行
い
、
得
ら
れ
た
情
報
や
実
施
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
毎
日
で
、
活

各分野での震災後の取り組み
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ル
問
題
」
と
「
早
期
の
介
入
」
を
挙
げ
て
い
る
。

　
氏
は
現
在
、
三
重
県
津
市
の
国
立
機
構
榊
原
病
院
に
勤
務
し
て
い
る
。
数
年
間

院
長
不
在
で
あ
っ
た
こ
の
病
院
に
、
定
年
退
職
の
期
限
を
延
長
し
て
単
身
赴
任
し

た
。「
誰
も
が
押
し
寄
せ
る
所
な
ら
誰
か
が
行
く
。
誰
も
行
か
な
い
所
で
こ
そ
、我
々

は
必
要
と
さ
れ
る
」「
人
が
行
か
な
い
と
こ
ろ
に
行
く
」
と
い
う
信
念
に
基
づ
い
て

の
こ
と
で
あ
る
。
氏
は
「
琉
球
病
院
に
は
大
規
模
災
害
に
よ
る
医
療
支
援
の
礎
が

で
き
上
が
っ
た
」
と
語
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
笑
顔
で
語
っ
た
の
は
、
医
師
や
職
員

が
不
足
し
て
い
た
榊
原
病
院
に
最
近
若
い
医
師
や
職
員
が
増
え
て
き
た
事
で
あ
る
。

そ
れ
も
氏
の
人
柄
や
信
念
に
惹
か
れ
て
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
ど
ん
な
状

況
下
で
も
、
我
々
に
で
き
る
こ
と
は
人
の
声
に
た
だ
耳
を
傾
け
る
だ
け
」
と
静
か

に
語
る
村
上
医
師
に
、
崇
高
な
精
神
性
と
医
療
へ
の
熱
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
た
。

８　
臨
床
心
理
士
と
し
て
―
藤
澤
美
穂
臨
床
心
理
士
―

　
　
　

�

昭
和
50（
１
９
７
５
）年
生　
岩
手
県
臨
床
心
理
士
会　
宮
古
市
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
臨
床
心
理
士

　
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、
各
分
野
で
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
宮
古
に

入
っ
た
。
臨
床
心
理
士
の
藤
澤
美
穂
氏
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
藤
澤
氏
が
所
属
す

る
岩
手
県
臨
床
心
理
士
会
は
、
現
在
も
被
災
者
の
メ
ン
タ
ル
の
ケ
ア
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
そ
の
経
過
お
よ
び
支
援
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
記
載
す
る
。

【
支
援
に
至
る
ま
で
】

　
臨
床
心
理
士
会
で
は
、
２
０
０
８
年
７
月
24
日
発
生
の
岩
手
県
県
北
地
震
の
時

か
ら
災
害
時
の
対
策
を
検
討
し
プ
ラ
ン
を
立
て
て
い
た
。
東
日
本
大
震
災
が
発
生

す
る
と
、
臨
床
心
理
士
会
副
会
長
を
中
心
と
す
る
緊
急
支
援
対
策
チ
ー
ム
が
立
ち

上
げ
ら
れ
た
。

　
宮
古
に
関
し
て
は
、
日
本
赤
十
字
社
岩
手
県
支
部
（
以
下
、
日
赤
と
す
る
）
が

日
本
臨
床
心
理
士
会
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
、
岩
手
県
臨
床
心
理
士
会
へ
依
頼
す
る

と
い
う
流
れ
で
つ
な
が
っ
た
。
こ
の
た
め
、支
援
開
始
当
初
は
日
赤
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
し
、
４
月
11
日
か
ら
８
月
６
日
ま
で
宮
古
地
域
の
支
援
に
入
っ
た
。

　
最
初
は
医
療
支
援
を
行
う
日
赤
岩
手
県
支
部
の
医
師
や
看
護
師
達
と
一
緒
に
動

い
た
。
こ
の
頃
は
ま
だ
臨
床
心
理
士
会
独
自
で
地
域
に
入
る
シ
ス
テ
ム
が
な
く
、

る
人
々
に
対
し
て
計
画
的
に
全
員
面
接
を
実
施
し
た
が
、
こ
れ
ら
も
全
て
診
療
所
が
方

針
を
立
て
、
声
を
か
け
て
実
施
さ
れ
た
。
あ
の
緊
急
時
の
人
の
つ
な
が
り
の
強
さ
は
震

災
前
か
ら
の
診
療
所
へ
の
信
頼
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。（
中
略
）
被
災
者
の
表
現
は

様
々
で
、傾
聴
に
徹
し
た
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、面
接
の
意
味
は
理
解
を
さ
れ
て
お
り
、

面
接
が
多
少
予
定
よ
り
延
長
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
自
ら
立
ち
直
っ
て
い
く
姿
に
た

だ
手
を
合
わ
せ
る
だ
け
だ
っ
た
記
憶
が
あ
る
。

　
最
も
過
酷
な
立
場
や
状
況
に
あ
る
メ
ン
バ
ー
を
医
師
た
る
私
が
傾
聴
し
た
が
、
聴
く

だ
け
で
も
存
在
が
揺
ら
ぐ
体
験
だ
っ
た
。
当
事
者
は
桁
の
違
う
ス
ト
レ
ス
に
あ
る
と
理

解
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
時
間
ほ
ど
の
面
接
時
間
が
設
定
さ
れ
五
人
を
終
え
て
、
そ
の

夜
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
不
整
脈
に
襲
わ
れ
、
胸
痛
が
し
て
心
筋
梗
塞
の
不
安
が
よ

ぎ
り
、
気
仙
沼
支
援
に
入
っ
た
息
子
か
ら
「
支
援
に
い
っ
て
倒
れ
た
ら
迷
惑
を
か
け
シ
ャ

レ
に
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。
不
整
脈
は
三
〇
分
ほ
ど
で
治

ま
り
、
支
援
九
日
目
の
疲
労
に
加
え
て
、
傾
聴
し
た
話
の
あ
ま
り
の
重
さ
に
、
何
と
か

取
り
繕
っ
て
も
、
弱
い
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
が
そ
こ
に
い
る
こ
と
を
理
解
し
た
。
弱

さ
を
知
り
、
休
息
の
大
切
さ
を
知
っ
た
の
は
、
私
に
と
っ
て
幸
せ
の
体
験
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
支
援
者
も
弱
い
存
在
で
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ

と
が
出
発
点
だ
と
心
の
底
か
ら
感
じ
た
。

　
田
老
で
は
診
療
所
を
訪
れ
る
患
者
さ
ん
や
、
仮
設
住
宅
が
で
き
て
か
ら
は
宮
古
市
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
依
頼
で
訪
問
に
同
行
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
基
本
的
に
は
こ
の

よ
う
に
支
援
者
支
援
が
中
心
で
あ
っ
た
。
診
療
所
が
あ
っ
て
こ
そ
援
助
職
全
員
面
接
と

い
う
プ
ラ
ン
が
立
っ
た
が
、
全
員
と
い
う
こ
と
が
面
接
の
抵
抗
を
な
く
し
、
相
談
す
る

こ
と
の
敷
居
を
低
く
さ
せ
る
効
果
が
あ
っ
た
。（
注（
⓴
）�

村
上
優　
２
０
１
３
年　
53
～
54

頁
）

　
村
上
医
師
は
当
時
の
宮
古
市
保
健
所
長
、
柳
原
医
師
の
迅
速
か
つ
的
確
な
指
示
、

お
よ
び
保
健
師
・
看
護
師
の
意
欲
と
働
き
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
現
場
で
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
機
会
を
持
ち
、
多
く
の
コ
メ
ン
ト
を
出
し
合
う

こ
と
が
、
情
報
を
掬
い
上
げ
る
上
で
い
か
に
大
切
か
を
強
調
す
る
。
ま
た
支
援
に

つ
い
て
は
、特
別
な
こ
と
を
す
る
よ
り
も
「
そ
こ
に
い
る
こ
と
」、あ
く
ま
で
も
「
寄

り
添
う
」姿
勢
を
貫
い
た
と
言
う
。
被
災
地
の
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、「
ア
ル
コ
ー

医療の現場から　命を見つめて
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か
を
確
認
・
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
５
～
６
月
開
設
の
仮
設
住
宅
で
、
早
い
時

期
か
ら
入
居
が
始
ま
っ
た
も
の
の
、
ま
だ
自
治
会
が
発
足
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た

仮
設
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
り
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
活
動
仮
設
住
宅
の
一
つ
で
あ
る
中
里
団
地
（
愛
宕
公
園
仮
設
）
に
は
２
０
１
１

年
９
月
か
ら
入
っ
た
。
主
に
鍬
ヶ
崎
の
住
民
が
入
居
し
て
い
る
と
住
民
か
ら
教
え

て
い
た
だ
い
た
。
自
主
組
織
を
作
り
防
災
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い
た
。
初
日
の
９

月
10
日
は
集
会
所
に
伺
っ
た
が
人
数
は
少
な
く
、
血
圧
を
測
り
に
来
た
り
、
物
資

を
受
け
取
り
に
来
た
り
と
い
う
具
合
で
あ
っ
た
。
お
茶
も
用
意
し
て
い
た
が
滞
在

時
間
は
短
い
。
週
１
回
10
時
か
ら
15
時
ま
で
行
く
こ
と
に
し
て
、
そ
の
つ
ど
「
お

茶
を
用
意
し
て
待
っ
て
い
ま
す
」「
血
圧
を
測
定
で
き
ま
す
」
そ
し
て
「
次
回
は
○

日
で
す
」
な
ど
と
書
い
た
チ
ラ
シ
を
各
戸
に
配
る
こ
と
に
し
た
。
し
ば
ら
く
経
つ

と
徐
々
に
訪
れ
る
住
民
が
増
え
た
。

　
毎
回
来
て
く
れ
る
人
も
少
し
ず
つ
増
え
て
き
た
が
、
初
め
て
の
人
で
も
入
り
易

く
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
ス
タ
ッ
フ
で
相
談
し
、
皆
が
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
た
。
子
供
達
が
お
菓
子
を
配
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
や
、
芋
煮
会
、
ク
リ

ス
マ
ス
会
な
ど
を
開
催
し
、
甘
酒
な
ど
皆
で
楽
し
め
る
も
の
を
用
意
し
た
。

　
１
年
目
の
冬
、
集
会
所
に
訪
れ
る
方
々
は
、
慣
れ
な
い
環
境
で
冬
を
過
ご
す
不

安
や
、
将
来
を
考
え
つ
つ
も
年
を
越
し
て
し
ま
っ
た
不
安
な
ど
を
持
っ
て
い
た
。

ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、
ト
ラ
ウ
マ
に
つ
い
て
不
用
意
に
話
し
過
ぎ
な
い
よ
う
、

そ
の
方
の
許
容
範
囲
で
と
ど
め
る
よ
う
心
掛
け
た
。

　
初
め
の
頃
は
震
災
に
つ
い
て
進
ん
で
話
し
て
く
だ
さ
る
方
は
少
な
く
、
１
年
ほ

ど
経
過
し
て
よ
う
や
く
「
あ
の
時
は
こ
う
し
て
逃
げ
た
」
な
ど
話
し
て
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
集
会
所
に
来
ら
れ
る
方
々
の
多
く
は
心
身
共
に
比
較
的

健
康
で
、
話
を
聞
い
て
寄
り
添
う
、
繋
が
り
を
作
る
、
孤
立
感
を
持
た
せ
な
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
意
識
し
た
関
わ
り
を
大
切
に
し
た
。

　

様
子
が
心
配
な
方
は
、
社
協
に
お
知
ら
せ
す
る
よ
う
に
し
た
。
職
業
団
体
の

限
定
的
な
活
動
で
関
わ
れ
る
部
分
を
越
え
た
対
応
で
は
、
地
元
の
専
門
家
に
繋

げ
る
よ
う
、
自
分
達
の
持
ち
分
を
超
え
な
い
よ
う
注
意
し
て
い
た
。
支
援
活
動
を

進
め
る
に
あ
た
り
、
臨
床
心
理
士
会
か
ら
の
支
援
協
力
者
は
、
多
い
時
で
は
25

名
を
超
え
た
。
初
期
は
週
１
度
の
支
援
に
入
り
、
２
０
１
２
年
８
月
ま
で
こ
れ
を

支
援
の
調
整
は
日
赤
が
行
っ

て
い
た
。

　

４
月
16
日
、
宮
古
市
と

山
田
町
の
避
難
所
と
な
っ
た

山
口
小
学
校
と
山
田
高
校
に

入
っ
た
。
巡
回
し
て
声
掛
け

と
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
。
６
月
以
降
は
宮
古
市
内

の
避
難
所
が
シ
ー
ア
リ
ー
ナ

に
集
約
さ
れ
た
。
徐
々
に
仮

設
住
宅
に
支
援
に
入
る
必
要

性
が
出
て
き
た
。
日
赤
で
は

急
性
期
支
援
の
経
験
が
あ
っ

た
が
、
長
期
に
わ
た
る
支
援

は
経
験
が
な
か
っ
た
と
の
こ

と
で
、
協
議
の
上
、
協
力
し

て
や
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た
。

【
活
動
の
内
容
と
状
況
】

　
活
動
内
容
の
中
心
は
、
仮

設
住
宅
で
住
民
が
集
う
機
会

を
作
っ
て
話
を
聞
く
こ
と
と

し
、
地
域
の
中
で
で
き
る
こ

と
を
第
一
に
活
動
す
る
こ
と

に
し
た
。
ま
た
日
赤
と
一
緒

に
宮
古
市
の
社
会
福
祉
協
議

会
に
行
き
、
ど
こ
に
ど
の
よ

う
な
仮
設
住
宅
が
あ
り
、
ど

の
よ
う
な
入
り
方
が
良
い
の

発災～期間 4/11 5/11 6/11 7/11 8/11 9/11 10/11 11/11 12/11
実相談件数 237� 222 211 107 �30� 22 25 �28 36
延相談件数 322 612 426 230 �66 47 52 54 57
主な活動場所 避難所

等
避難所・仮設
住宅等

仮設住宅・震
災こころの相
談室

発災～期間 1/11 2/11 3/11 3/31 計
実相談件数 7 21 32 24 1,002
延相談件数 16 47 54 58 2,041
主な活動場所

表4　宮古市の派遣チーム派遣団体状況（平成23年 5月時点）

＊『震災こころのケアのかけはし』３頁より

各分野での震災後の取り組み
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方
を
し
て
も
ら
う
よ
う
、
心
理
教
育
が
必
要
で
あ
る
。
自
助
グ
ル
ー
プ
の
育
成
も

目
指
し
た
い
が
、
な
か
な
か
参
加
者
が
集
ま
ら
ず
難
し
い
。
ト
ラ
ウ
マ
テ
ィ
ッ
ク

ス
ト
レ
ス
（
心
的
外
傷
）
は
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
と
な
る
。
専
門
支
援

で
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
（
悲
嘆
の
ケ
ア
）
が
必
要
で
あ
る
。

　
地
元
の
職
能
団
体
と
し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
こ
と
、
地
域
の
方
々
に
受
け
入

れ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
と
て
も
あ
り
が
た
い
と
感
じ
て
い
る
。
撤
退
す
る

団
体
が
多
い
中
、
地
元
で
の
繋
が
り
を
大
切
に
細
く
長
く
、
災
害
支
援
と
い
う
だ

け
で
は
な
く
、
当
た
り
前
の
支
援
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
た
だ

し
長
期
に
支
援
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、事
務
的
な
問
題
や
資
金
面
も
課
題
と
な
っ

て
く
る
。
そ
れ
で
も
、
被
災
者
の
力
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
て

い
る
。
10
年
単
位
で
向
き
あ
い
、
協
力
・
支
援
し
て
い
き
た
い
。

【
資
料
】
藤
澤　
美
穂　
「
宮
古
地
域
仮
設
住
宅
支
援
」　
『
東
日
本
大
震
災
に
関
す

　

る
支
援
活
動
報
告
書
（
平
成
24
年
４
月
～
平
成
25
年
３
月
）』　

２
０
１
３
年

　
８
頁

宮
古
地
域
仮
設
住
宅
支
援

１
．
経
過

　
　

�

岩
手
県
臨
床
心
理
士
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
日
本
赤
十
字
社
岩
手

県
支
部
と
連
携
し
、
日
赤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
役
割
も
兼
ね
た
こ
こ
ろ

の
ケ
ア
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
、
各
関
係
機
関
の
地
域
保
健
活

動
方
針
に
沿
う
形
で
、
２
０
１
１
年
４
月
か
ら
８
月
ま
で
は
宮
古
・
山
田
地

域
の
避
難
所
へ
の
支
援
、
２
０
１
１
年
９
月
か
ら
２
０
１
２
年
度
末
現
在
ま

で
、
宮
古
市
内
３
か
所
で
の
仮
設
住
宅
支
援
を
お
こ
な
っ
て
き
て
い
る
。
支

援
目
的
は
、
仮
設
住
宅
に
入
居
し
た
住
民
同
士
の
交
流
を
促
進
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
は
か
る
こ
と
、
そ
し
て
住
民
の
み
な
さ
ん
が
心
身
と
も

に
健
康
な
生
活
を
お
く
れ
る
よ
う
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
を
通
し
ス
ト

レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
促
通
す
る
こ
と
で
あ
る
。

２
．
仮
設
住
宅
支
援
の
お
お
よ
そ
の
時
間
の
流
れ　

　
　
前
日
ま
で
：
引
継
ぎ
、
支
援
計
画
、
物
品
の
準
備
、
チ
ラ
シ
印
刷

　
　
７
時
00
分　

�

集
合
、
日
赤
岩
手
県
支
部
手
配
車
両
あ
る
い
は
会
員
の
車
両
に

継
続
し
た
（
途
中
ま
で
は
日
赤
と
と
も
に
活
動
）。
そ
れ
以
降
か
ら
現
在
は
２
週

に
１
度
の
支
援
で
、
中
里
（
２
０
１
１
年
９
月
～
）・
高
浜
（
２
０
１
２
年
７
月

～
、
２
０
１
２
年
３
月
ま
で
は
日
赤
と
共
に
活
動
）・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ

（
２
０
１
１
年
10
月
～
）
の
３
つ
の
仮
設
住
宅
に
出
向
い
て
い
る
。
盛
岡
市
内
・
雫

石
町
・
宮
古
市
周
辺
に
勤
務
す
る
20
名
の
臨
床
心
理
士
が
、
３
人
１
組
と
な
っ
て

車
に
乗
り
合
わ
せ
、
宮
古
に
向
か
う
。
午
前
は
中
里
地
区
・
午
後
は
高
浜
地
区
に

行
く
行
程
と
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
仮
設
住
宅
に
行
く
行
程
が
あ
る
。

　
宮
古
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
藤
澤
氏
は
、
皆
の
共
通
理
解
を
得
る
こ
と
が
大
切
と
考

え
、２
週
間
に
１
度
の
引
継
ぎ
の
際
は
、荷
物
の
引
継
ぎ
も
兼
ね
て
集
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
宮
古
の
社
協
が
３
か
月
に
１
度
開
催
す
る
、
関
係
機
関
の
連
絡
協
議
会
に
参

加
し
情
報
を
得
て
い
る
。
社
協
か
ら
研
修
の
講
師
依
頼
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
支
援
に
つ
い
て
は
、
仮
設
住
宅
暮
ら
し
で
も
安
心
感
が
大
切
と
考
え
、
体
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
呼
吸
法
を
取
り
入
れ
た
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
や
ア
フ
ァ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
自
分
自
身
を
励
ま
す
）
は
特
に
大
切
で
あ
っ
た
。

【
利
用
者
の
変
化
】

　
次
第
に
、
住
民
の
方
々
が
朝
に
集
会
所
を
温
め
て
お
い
て
く
れ
た
り
、
湯
を
沸

か
し
て
お
い
て
く
れ
た
り
、
そ
の
日
に
合
わ
せ
て
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
人
が
出
て

き
た
り
す
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
自
分
達
で
で
き
る
こ
と
で
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
、

自
分
の
生
活
を
何
と
か
し
た
い
と
い
う
思
い
が
徐
々
に
見
え
て
き
た
。
藤
澤
氏
は
、

「
相
手
の
方
が
話
せ
る
範
囲
で
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
が

で
き
た
と
思
う
」
と
語
る
。

　
ま
た
宮
古
地
区
で
は
３
つ
の
仮
設
住
宅
で
の
活
動
の
他
に
、
遺
族
に
対
す
る
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
（
悲
嘆
の
ケ
ア
）
と
し
て
の
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
て
い
る
。
遺
族
に
対
す
る
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
は
、
宮
古
市
で
は
２
０
１
２
年
１
月

か
ら
開
始
し
て
い
る
。
家
族
が
行
方
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
、
急
な
別
れ
、
同

じ
所
に
住
ん
で
は
い
る
が
今
ま
で
と
景
色
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
な
ど
、「
曖

昧
な
喪
失
」
感
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
。

　
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
、
起
こ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
正
し
い
認
識
と
理
解
の
仕

医療の現場から　命を見つめて
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（支援内容）

岩手県精神保健福祉センター
電話相談

電話相談
4月5日～9月11日　15名
毎日→土日→日曜

日赤との協働
避難所でのこころのケア活動

避難所アウトリーチ 4月16日～8月6日　16名　土日

グラクソ･スミソクライン社等共同主催
心の絆プロジェクト

仮設住宅での健康セミナー等 7月30日～9月4日　14名　土日

岩手県保健福祉部児童家庭課主催
子どもの心のケア研修

研修講師
4月18日～6月3日　10名　平日
10月中旬～2月14日　6名　平日

日本助産師会岩手県支部
ぽかぽかママサロン

研修講師
見守り等

４月28日～5月3日　6名　祝日（連休）

岩手県警本部
惨事ストレス対策事業

面接
スクリーニング

5月11日～5月20日　2名　平日

岩手県教育委員会
岩手県内版学校支援カウンセラー

スクールカウンセリング 6月21日～7月28日　19名　平日

岩手県教育委員会
ふれあい電話相談

電話相談 5月16日～3月末　7名　月曜

ＮＰＯグットネーバーズ
こころのケアプロジェクト

幼稚園保育園への支援 5月25日～2013年3月末予定　8名　平日

岩手県医療局
県立病院職員メンタルケア

心理教育
面接

6月11日～3月末　14名　平日

日赤岩手県支部との合同チーム
宮古市内仮設住宅支援

仮設住宅での
コミュニティ支援

9月10日～　19名　土曜

釜石市、東日本大震災心理支援センター
釜石市への支援

仮設住宅での
コミュニティ支援

9月28日～　7名　毎週

沿岸南部教育事務所
おとなのためのリラクゼーションセミナー

心理教育 11月19日～2月29日　平日

母と子の虹の架け橋（虹の会）
ママハウス事業

見守
コミュニティ支援

11月26日～2012年3月31日　4名
隔週土曜日

岩手県学童保育連絡協議会
学童指導員へのメンタルケア

面接 12月中旬～3月末　2名　平日

岩手県士会事業
遺族ケア

心理教育
わかちあいグループ

10月28日～　4名
盛岡：平日、沿岸：土日

岩手県士会事業
宮古市田老地区仮設住宅支援

仮設住宅でのコミュニティ支
援

10月16日～　13名
隔週日曜

表5　岩手県臨床心理士会2011年度支援活動一覧

＊『東日本大震災に関する支援活動報告書　平成23年 3月～24年 3月』平成 24年　岩手県臨床心理士会　参照

各分野での震災後の取り組み



469

　
（
以
下
、
著
者
書
き
加
え
）

　
　
　
支
援
ス
タ
ッ
フ　
22
名

９　
医
療
従
事
者
と
私
人
と
の
狭
間
で
―
山
本
ヒ
デ
看
護
師
―

　
　
　
昭
和
41
（
１
９
６
６
）
年
生　
宮
古
市
在
住　
元
田
老
診
療
所
看
護
師
長

　
こ
こ
で
は
一
人
の
女
性
看
護
師
を
取
り
上
げ
、
被
災
地
医
療
の
概
要
と
、
家
族

と
の
絆
に
つ
い
て
記
す
。

　
山
本
ヒ
デ
看
護
師
は
、
一
男
一
女
の
母
で
あ
る
。
夫
と
舅
、
子
供
と
共
に
、
生

ま
れ
育
っ
た
田
老
で
看
護
師
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
。

　
山
本
看
護
師
は
震
災
時
以
降
、
多
く
の
被
災
者
の
命
を
救
う
た
め
に
看
護
師
と

し
て
奔
走
す
る
が
、
自
身
も
被
災
し
て
い
て
自
宅
を
失
い
、
今
回
の
津
波
で
夫
と

舅
を
亡
く
し
て
い
る
。
職
業
人
と
し
て
の
使
命
感
と
私
人
と
し
て
の
狭
間
に
立
つ

ぎ
り
ぎ
り
の
精
神
状
態
の
中
、
職
務
を
全
う
し
家
族
を
支
え
た
。

【
震
災
・
大
津
波
当
日
の
状
況
】

　
１
年
前
に
大
津
波
警
報
が
出
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
重
大
な
警
報
発
令
時
は

消
防
団
に
連
絡
を
し
、
公
民
館
に
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
。

３
月
11
日
、
午
後
の
診
療
が
始
ま
る
前
、
地
震
が
発
生
し
た
。
診
療
所
内
に
は
入

院
患
者
５
名
と
外
来
患
者
が
１
家
族
い
た
。
医
師
と
看
護
師
の
う
ち
１
名
は
、
訪

問
診
療
の
た
め
留
守
で
あ
っ
た
。
14
名
の
職
員
で
患
者
を
引
率
し
て
屋
外
に
出
、

消
防
に
連
絡
し
た
。
そ
の
後
所
長
が
戻
り
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
、
車
椅
子
対
応
の

ワ
ゴ
ン
車
、
ベ
ッ
ド
の
ま
ま
の
搬
送
な
ど
の
手
段
で
、
患
者
を
３
０
０
㍍
先
の
公

民
館
に
避
難
さ
せ
た
。

　
警
報
解
除
に
な
る
の
を
待
つ
ま
で
の
と
り
あ
え
ず
の
必
要
物
品
と
し
て
、
薬
、

酸
素
ボ
ン
ベ
、
救
急
薬
、
毛
布
、
お
む
つ
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
な
ど
必
要
な
物

を
職
員
が
分
担
し
て
公
民
館
に
運
ん
だ
。
３
回
目
に
戻
ろ
う
と
し
た
時
、
津
波
が

堤
防
を
越
え
る
の
が
見
え
た
の
で
戻
る
の
を
や
め
た
。
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
を
取

り
に
戻
っ
た
職
員
は
、
車
を
降
り
て
高
台
に
急
い
で
駆
け
上
り
助
か
っ
た
。
鍵
を

か
け
忘
れ
て
戻
っ
た
老
人
を
医
師
が
見
つ
け
、
背
負
っ
て
逃
げ
た
。
公
民
館
に
は

大
勢
の
住
民
が
避
難
し
て
来
た
が
、
皆
で
さ
ら
に
高
台
ま
で
上
が
っ
た
。
要
介
護

度
４
や
５
の
人
も
家
族
に
助
け
ら
れ
て
避
難
し
て
来
た
の
を
見
て
安
心
し
た
。

て
現
地
へ

　
　
　
　
　
　
　
＊
冬
期
間
は
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
移
動

　
　
９
時
10
分　
宮
古
市
社
協
で
の
手
続
き

　
　
９
時
40
分　

�

仮
設
住
宅
集
会
所
到
着　
ス
タ
ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
集
会
所

管
理
人
と
情
報
交
換

　
　
10
時
00
分　
チ
ラ
シ
配
布
、
声
が
け
、
様
子
確
認
、

　
　
10
時
30
分　
サ
ロ
ン
活
動
：
お
茶
会
等
を
通
し
た
関
わ
り
、
イ
ベ
ン
ト
等

　
　
12
時
00
分　
お
昼
休
憩
（
情
報
交
換
）

　
　
13
時
00
分　
午
後
の
サ
ロ
ン
活
動

　
　
14
時
00
分　
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
、
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
後
の
お
茶
会

　
　
15
時
00
分　
後
片
付
け
、
移
動
、
車
中
で
の
振
り
返
り

　
　
15
時
30
分　
宮
古
市
社
協
へ
の
報
告
、
情
報
交
換

　
　
18
時
00
分　
盛
岡
市
内
到
着

３
．
支
援
対
象
仮
設
住
宅

・
中
里
団
地
（
愛
宕
公
園
）
仮
設

　
支
援
開
始　
２
０
１
１
年
９
月
～　
日
赤
岩
手
県
支
部
と
の
合
同
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
２
０
１
２
年
９
月
～　
当
会
単
独
支
援
、
継
続
中

　
　
　
　
　
　
世
帯
数
：
88
世
帯
（
支
援
開
始
時
）

・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
仮
設

　
支
援
開
始　
２
０
１
１
年
10
月
～　
当
会
単
独
支
援
、
継
続
中

　
　
　
　
　
　
世
帯
数
：
１
２
６
世
帯
（
支
援
開
始
時
）

・
高
浜
仮
設

　
支
援
開
始　
２
０
１
２
年
７
月
～　
日
赤
岩
手
県
支
部
と
の
合
同
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
１
３
年
４
月
～
当
会
単
独
支
援
）

　
　
　
　
　
　
世
帯
数
：
46
世
帯
（
支
援
開
始
時
）

４
．
当
会
に
お
け
る
支
援
チ
ー
ム
体
制
（
２
０
１
２
年
度
）

　
　
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
藤
澤
美
穂
（
中
里
団
地
・
高
浜
世
話
人
兼
務
）

　
　
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
世
話
人　
高
橋
真
梨
子

　
　
　
チ
ー
ム
会
計　
熊
谷
律
子

　
　
　
世
話
人
補
佐　
青
山
正
紀
、
山
田
幸
恵

医療の現場から　命を見つめて
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ば
な
ら
ず
、
精
一
杯
で
辛
か
っ
た
。

　
精
神
的
に
助
け
て
く
れ
た
の
は
「
何
も
で
き
な
い
自
分
で
も
、
誰
か
の
た
め
に

働
い
て
い
る
」
と
い
う
意
識
で
あ
っ
た
。
朝
、
辛
く
て
病
院
を
休
み
た
い
、
家
族

の
こ
と
を
優
先
し
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
っ
た
が
、
誰
か
の
た
め
に
働
く
こ
と
で

自
分
の
存
在
を
確
認
で
き
、
救
わ
れ
た
。

【
家
族
の
安
否
】

　
家
族
は
、
自
営
業
で
あ
る
夫
、
自
分
、
義
父
、
当
時
高
校
２
年
生
で
あ
っ
た
娘

と
小
学
校
６
年
生
だ
っ
た
息
子
の
５
人
だ
っ
た
。
娘
と
息
子
は
避
難
所
に
逃
げ
て

い
て
無
事
で
あ
っ
た
が
、
義
父
は
遺
体
で
見
つ
か
り
、
夫
は
い
ま
だ
遺
体
も
見
つ

か
ら
な
い
ま
ま
行
方
不
明
で
あ
る
。

　
震
災
当
日
は
患
者
を
守
る
こ
と
と
避
難
所
で
の
対
応
に
追
わ
れ
、
子
供
の
様
子

を
見
に
行
く
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
夜
、
避
難
所
に
な
っ
た
小
学
校
体
育
館
に

怪
我
人
が
い
る
と
聞
い
て
医
師
と
往
診
に
向
か
う
と
、
そ
こ
に
息
子
が
い
た
。

　
す
ぐ
そ
ば
ま
で
瓦
礫
が
来
て
い
た
の
だ
が
、
息
子
は
町
の
中
は
見
て
い
な
か
っ

た
。
他
の
子
供
達
も
同
様
で
外
の
状
況
を
知
ら
な
い
た
め
、
い
つ
も
と
違
っ
た
雰

囲
気
に
少
し
は
し
ゃ
い
で
い
る
よ
う
に
も
見
え
た
。

　
娘
は
高
校
に
避
難
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
生
き
て
さ
え
い
れ
ば
い
つ
か

は
会
え
る
、
と
思
っ
て
仕
事
を
続
け
て
い
た
。
娘
に
は
翌
日
に
な
っ
て
よ
う
や
く

会
え
た
。

　
消
防
団
の
人
か
ら
、
義
父
も
夫
も
波
に
飲
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
聞
か
さ
れ

た
。「
直
前
ま
で
一
緒
に
い
た
が
、
逃
げ
る
際
中
後
ろ
を
見
た
ら
も
う
い
な
く
な
っ

て
い
た
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
夫
は
消
防
団
員
な
の
で
危
険
な
所
に
も
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
義
父
も
夫
も
だ
め
だ
っ
た
ん
だ
な
と
思
っ
た
。
２
人
の
こ

と
を
娘
と
息
子
に
伝
え
る
と
、
息
子
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
「
な
ん
で
お
母
さ
ん
は

悪
い
方
に
考
え
る
の
？　
オ
ト
ウ
は
き
っ
と
生
き
て
い
る
よ
」
と
言
う
。
そ
の
気

持
ち
を
大
切
に
し
よ
う
と
「
そ
う
だ
ね
。
一
緒
に
待
っ
て
い
よ
う
」
と
返
し
た
。

【
子
供
達
と
の
新
し
い
生
活
】

　
自
宅
は
倒
壊
し
て
住
め
な
い
。
消
防
団
が
瓦
礫
を
撤
去
し
て
く
れ
て
辛
う
じ
て

　
夕
方
、
波
が
少
し
引
く
の
を
待
っ
て
公
民
館
に
戻
っ
て
み
た
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

患
者
も
リ
ヤ
カ
ー
に
乗
せ
ら
れ
無
事
で
あ
っ
た
が
、
ず
ぶ
濡
れ
だ
っ
た
。
市
職
員

に
協
力
要
請
を
し
て
戸
板
に
乗
せ
、
ひ
と
山
越
し
た
総
合
事
務
所
に
連
れ
て
行
っ

た
。
自
家
発
電
装
置
が
あ
っ
た
の
で
、
在
宅
酸
素
も
ス
ト
ー
ブ
も
使
え
た
。
一
晩

そ
こ
で
様
子
を
み
た
。
総
合
事
務
所
に
は
脳
卒
中
で
倒
れ
た
方
や
、
在
宅
介
護
の

方
々
も
来
て
い
た
。
次
の
日
が
卒
業
式
だ
っ
た
中
学
生
を
は
じ
め
、
他
の
住
民
も

避
難
し
て
い
た
。

　
夕
方
遅
く
に
、
山
沿
い
の
住
民
が
炊
き
出
し
を
し
て
く
れ
て
、
お
に
ぎ
り
が
届

い
た
。
晩
に
は
消
防
団
が
戻
っ
て
来
た
。
怪
我
人
や
病
人
の
把
握
が
急
務
で
、
小

学
校
か
ら
も
ら
っ
た
折
り
紙
を
使
っ
て
ト
リ
ア
ー
ジ
し
た
（
例
え
ば
、
骨
折
や
意

識
の
無
い
人
は
赤
）。
体
調
不
良
者
の
中
に
は
、
水
に
浸
か
っ
た
、
骨
折
や
要
透
析

の
患
者
な
ど
が
い
て
、
小
学
校
教
諭
・
養
護
教
諭
・
退
職
看
護
師
な
ど
に
手
伝
っ

て
も
ら
い
、
重
症
度
の
高
い
人
か
ら
救
急
の
手
配
を
し
た
。
総
合
事
務
所
に
は
無

線
と
衛
星
テ
レ
ビ
が
あ
っ
た
の
で
連
絡
し
て
も
ら
っ
て
日
時
を
決
め
、
消
防
団
員

に
頼
ん
で
線
路
上
を
担
架
に
乗
せ
て
患
者
を
運
ん
だ
。
ロ
ー
プ
を
つ
な
い
で
、
２

～
３
日
の
間
に
何
人
も
降
ろ
し
た
。
行
き
先
の
多
く
は
宮
古
病
院
か
、
盛
岡
方
面

の
医
療
機
関
も
し
く
は
川
井
診
療
所
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
の
入
院
患
者
は
３
㌔

ほ
ど
先
の
ふ
れ
あ
い
荘
に
移
動
し
た
。

　
25
日
に
は
救
護
班
は
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
へ
移
動
し
た
。
３
～
４
日
後
に
「
国
境
な

き
医
師
団
」
の
支
援
が
来
て
く
れ
た
。
患
者
の
症
状
は
、
不
眠
・
便
秘
・
風
邪
症

状
が
多
か
っ
た
。
３
日
目
に
診
療
所
に
戻
り
薬
を
持
っ
て
来
た
。
薬
は
濡
れ
て
は

い
た
が
、
包
装
さ
れ
て
い
た
の
で
中
身
は
大
丈
夫
で
あ
っ
た
。
当
日
の
晩
か
ら
薬

を
求
め
て
訪
れ
る
人
が
増
え
た
。
カ
ル
テ
も
無
い
の
で
医
師
の
指
示
で
薬
を
出
し

た
。
車
が
宮
古
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
薬
メ
ー
カ
ー
が
持
っ
て
来
て

く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
４
月
か
ら
は
保
険
診
療
が
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
25
日
に
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

へ
移
動
。
12
月
に
は
「
国
境
な
き
医
師
団
」
が
仮
設
診
療
所
を
開
設
し
て
く
れ
た
。

患
者
を
守
る
と
共
に
診
療
所
を
復
興
し
、
さ
ら
に
職
員
の
生
活
も
整
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
課
題
が
多
く
て
毎
日
が
目
ま
ぐ
る
し
く
過
ぎ
て
い
く
。
避
難
所
の
中

に
い
る
と
、
自
身
も
被
災
者
で
あ
り
な
が
ら
他
の
被
災
者
の
た
め
に
働
か
な
け
れ

各分野での震災後の取り組み
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な
い
と
言
っ
て
く
れ
た
が
、
息
子
は
と
に
か
く
反
抗
し
た
。
息
子
は
複
雑
な
思
い

を
胸
に
、
野
球
に
打
ち
込
む
し
か
な
い
状
況
だ
っ
た
。

　
夫
を
探
し
て
死
体
安
置
所
を
廻
っ
て
い
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
遺
体
が
収
容
さ
れ

て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
遺
体
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
が
あ
り
、
気
に
な
る
ご
遺
体
の

番
号
を
知
ら
せ
て
確
認
す
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
た
。
変
わ
り
果
て
た
ご
遺
体

は
、
他
人
の
も
の
で
あ
っ
て
も
子
供
達
に
は
見
せ
た
く
な
い
、
子
供
や
自
分
の
記

憶
に
あ
る
父
親
の
元
気
な
時
の
姿
を
壊
し
た
く
な
い
、
と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
前

を
向
く
し
か
な
い
と
思
っ
た
。
そ
の
時
か
ら
夫
を
探
す
こ
と
は
や
め
た
。
自
分
な

り
に
決
断
し
て
、
７
月
末
に
夫
の
死
亡
届
を
提
出
し
た
。

【
子
供
た
ち
の
旅
立
ち
】

　
紹
介
さ
れ
た
土
地
に
家
を
建
て
、
平
成
25
年
12
月
に
引
っ
越
す
。
娘
は
看
護
師

に
な
る
志
を
持
ち
、
家
を
出
て
大
学
に
進
学
。
息
子
と
の
二
人
暮
ら
し
が
始
ま
る
。

中
学
３
年
生
の
頃
か
ら
息
子
も
大
き
な
反
抗
は
し
な
く
な
り
、
次
第
に
「
今
日
は

こ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
よ
」
と
話
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
修
学
旅
行
に

行
く
時
、
息
子
は
「
オ
カ
ア
は
１
人
で
大
丈
夫
か
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。
母
親
を

気
遣
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
、
と
感
じ
た
。
息
子
は
高
校
生
に
な
っ
た
。

　
う
ち
で
は
娘
が
10
歳
の
頃
か
ら
、
誕
生
日
に
お
も
ち
ゃ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
や
め

て
、
家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
に
宛
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
贈
る
こ
と
に
し
て
い
た
。

震
災
後
も
子
供
達
は
私
の
誕
生
日
に
カ
ー
ド
を
贈
っ
て
く
れ
て
い
た
。
息
子
は
２

年
続
け
て
「
仕
事
が
大
変
だ
ろ
う
け
ど
、頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
同
じ
メ
ッ

セ
ー
ジ
だ
っ
た
。
し
か
し
昨
年
の
カ
ー
ド
は
、「
オ
カ
ン
が
頑
張
っ
て
い
る
の
は
、

娘
も
息
子
も
よ
く
分
か
っ
て
い
る
よ
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
時
間
を
楽
し
く
過
ご

し
て
く
だ
さ
い
」
と
書
き
、
マ
グ
カ
ッ
プ
を
添
え
て
贈
っ
て
く
れ
た
。
本
当
に
嬉

し
か
っ
た
。
子
供
達
が
今
の
自
分
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
、
自
分
を
必
要
と
し
て

く
れ
て
い
る
、そ
う
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
子
供
達
の
た
め
に
頑
張
ろ
う
と
思
っ

た
。

【
い
の
ち
を
見
つ
め
て
―
生
き
る
っ
て
な
に
？　
母
と
し
て
で
き
る
こ
と　
そ
し
て

自
身
の
旅
立
ち
―
】

２
階
部
分
に
上
が
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
精
神
的
に
も
精
一
杯
だ
っ
た
。
早
め
に

リ
セ
ッ
ト
す
る
た
め
瓦
礫
の
見
え
な
い
場
所
に
行
こ
う
と
、
田
老
か
ら
出
る
こ
と

に
し
た
。
４
月
初
旬
か
ら
住
み
始
め
た
宮
古
市
内
の
ア
パ
ー
ト
は
古
く
、
何
か
の

理
由
で
お
湯
が
出
ず
毎
日
銭
湯
に
通
っ
た
。
生
活
に
必
要
な
電
化
製
品
な
ど
も
買

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
電
気
屋
に
も
行
列
が
で
き
て
い
た
。

　
高
校
２
年
生
の
娘
は
理
解
し
て
い
ろ
い
ろ
手
伝
っ
て
く
れ
、
常
に
共
同
作
業
で

あ
っ
た
。
小
６
の
息
子
は
ア
パ
ー
ト
に
帰
る
の
を
嫌
が
っ
た
。
大
好
き
な
田
老
に

居
た
か
っ
た
、
友
達
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
泣
い
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
少
し

の
間
、
親
し
い
お
ば
さ
ん
の
家
に
預
け
て
４
月
末
か
ら
一
緒
に
住
ん
だ
。

　
生
前
、
夫
は
仕
事
が
終
わ
る
と
毎
日
息
子
を
野
球
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
連
れ

て
行
っ
た
。
明
る
く
優
し
い
夫
は
周
囲
の
方
々
か
ら
も
信
頼
を
受
け
て
い
た
。
そ

ん
な
夫
は
息
子
に
と
っ
て
自
慢
の
父
親
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
田
老
で
の
息
子
の
生

活
は
「
お
父
さ
ん
と
野
球
と
自
分
」
の
毎
日
だ
っ
た
。
震
災
・
津
波
後
、
グ
ロ
ー

ブ
も
野
球
場
も
無
く
な
っ
て
「
も
う
野
球
は
で
き
な
い
ね
」
と
言
っ
て
い
た
が
、

そ
れ
で
も
少
し
ず
つ
支
援
を
受
け
、
バ
ッ
ト
や
グ
ロ
ー
ブ
も
揃
い
、
野
球
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　
携
帯
を
買
っ
て
息
子
に
持
た
せ
た
。
自
分
も
携
帯
を
流
さ
れ
た
の
で
購
入
し
た
。

「
何
か
あ
っ
た
ら
連
絡
し
て
ね
」
な
ど
友
達
か
ら
の
励
ま
し
メ
ー
ル
が
あ
り
、
息
子

は
そ
れ
ば
か
り
見
て
い
る
。
だ
ん
だ
ん
話
さ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
心
配
に
な

り
、あ
る
日
息
子
の
携
帯
を
覗
い
て
み
た
。す
る
と
、息
子
は
父
親
に
メ
ー
ル
を
送
っ

て
い
た
。「
オ
ト
ウ
、
今
ど
こ
に
い
る
」「
オ
レ
ら
は
元
気
だ
。
連
絡
ほ
し
い
」
夫

の
乗
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
は
見
つ
か
っ
た
が
、
ポ
シ
ェ
ッ
ト
の
中
に
携
帯
だ
け
が
無
か
っ

た
。
息
子
は
「
き
っ
と
オ
ト
ウ
は
携
帯
を
持
っ
て
逃
げ
た
の
だ
」
と
信
じ
て
い
た
。

【
決
断
―
家
族
の
死
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
】

　

家
を
建
て
て
数
年
。
ロ
ー
ン
が
20
年
残
っ
て
い
て
心
配
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、

行
方
不
明
者
が
３
か
月
経
っ
て
も
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
死
亡
届
を
提
出
し
て
良

い
、と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。そ
う
な
る
と
ロ
ー
ン
に
対
す
る
控
除
が
受
け
ら
れ
る
。

決
断
を
迫
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
死
亡
届
を
出
す
ふ
ん
ぎ
り
が
つ
か
な
か
っ

た
。
子
供
達
に
相
談
す
る
と
「
え
え
？　
も
う
？
」
と
い
う
反
応
。
娘
は
仕
方
が

医療の現場から　命を見つめて
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終
わ
り
に

　
「
東
日
本
大
震
災
宮
古
市
の
記
録
」事
業
を
通
し
て
、多
く
の
医
療
従
事
者
の
方
々

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
願
い
し
、
当
時
の
医
療
現
場
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
い
ず
れ
も
貴
重
な
体
験
を
さ
れ
て
い
て
、
迷
い
と
絶
望
・
苦
悩
・
決
断
・
そ
の

中
か
ら
見
出
だ
さ
れ
る
希
望
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
ひ
と
言
ひ
と
言
に
重
み
が
あ
り
、

後
世
に
残
し
た
い
、
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
ひ
と

言
も
逃
す
ま
い
と
書
き
と
め
、
話
者
の
言
葉
を
で
き
る
だ
け
そ
の
ま
ま
掲
載
す
る

よ
う
に
心
掛
け
た
つ
も
り
で
は
あ
る
が
、
拙
い
筆
力
の
た
め
大
切
な
こ
と
を
的
確

に
お
伝
え
で
き
て
い
る
の
か
と
不
安
で
も
あ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
立
場
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
１
人
で
も
多
く
の
人
を
助
け
た
い
、
住

民
の
命
を
守
り
た
い
、
健
康
を
維
持
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
同
じ
信
念
の
も
と
、

医
療
従
事
者
達
は
休
む
こ
と
な
く
活
動
さ
れ
て
い
た
。
今
回
は
残
念
な
が
ら
限
ら

れ
た
方
々
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
に
留
ま
っ
た
が
、医
療
に
携
わ
る
全
て
の
方
々

が
、
同
じ
信
念
の
も
と
に
震
災
発
生
か
ら
の
数
年
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
と
専
門
性

を
も
っ
て
職
務
に
従
事
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
御
自
身
も
被
災
者
で
あ
り
な

が
ら
、
使
命
感
に
突
き
動
か
さ
れ
て
活
動
を
継
続
し
て
き
た
方
々
も
少
な
く
な
い

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
人
の
命
を
守
る
と
い
う
行
為
が
尊
い
こ
と
を
、
こ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

　
ど
ん
な
状
況
下
で
も
諦
め
ず
、
希
望
を
持
ち
続
け
て
人
の
命
を
守
る
。
そ
の
信

念
を
持
ち
続
け
た
方
々
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
ま
さ
に
医
療
現
場
で
強
く
生
き
て
、

道
を
開
く
姿
で
あ
る
。
そ
の
姿
に
、
同
じ
く
医
療
従
事
者
で
あ
る
筆
者
が
勇
気
づ

け
ら
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
道
を
模
索
し
続
け
る
こ
と
、
勇
気
あ
る
決

断
を
持
っ
て
前
に
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
時
が
あ
る
こ
と
、
生
き
る
上
で
大
切
な
こ

と
、深
い
愛
情
、心
の
平
和
や
明
る
さ
を
保
つ
中
で
こ
そ
希
望
を
見
出
だ
せ
る
こ
と
、

な
ど
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
医
療
の
世
界
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
部
分
を
多
く
持
つ
た
め
に
、
語
り
に
く
い
場
面

も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
ど
の
方
々
も
快
く
ご
協
力
い

た
だ
い
た
。
今
回
貴
重
な
経
験
を
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
諸
氏
に
、
改
め
て
心
よ
り

篤
く
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

　
震
災
・
津
波
以
降
、
仕
事
に
行
く
の
が
辛
く
て
し
ん
ど
く
て
「
き
ょ
う
こ
そ
職

場
に
行
っ
た
ら
、
少
し
の
間
休
ま
せ
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
て
来
よ
う
」
と
思
う

こ
と
が
何
度
も
あ
っ
た
。
夫
を
捜
索
に
行
く
こ
と
も
で
き
ず
、
見
つ
か
っ
て
も
い

な
い
の
に
死
亡
届
を
提
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
自
分
を
責
め
て
い
た
。

　
３
年
過
ぎ
た
頃
か
ら
自
分
の
生
活
を
振
り
返
り
始
め
る
。
あ
る
日
突
然
に
無
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
幸
せ
。
生
き
る
っ
て
何
？　

と
自
分
に
問
う
よ
う
に
な
っ
た
。

お
父
さ
ん
（
夫
）
の
人
生
っ
て
？　
自
分
の
人
生
っ
て
？　
今
自
分
が
し
た
ら
良

い
こ
と
っ
て
何
だ
ろ
う
？

　
住
民
の
た
め
に
働
き
た
い
気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
必
死
だ
っ
た
。
し
か
し
、
自

分
自
身
も
被
災
者
で
あ
り
な
が
ら
他
の
被
災
者
の
支
援
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
が
辛
か
っ
た
。
支
援
の
あ
り
方
と
し
て
、「
支
援
者
支
援
」
が
大
切
に
な
っ
て

く
る
と
思
う
。

　
世
界
中
に
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
が
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
間
接
的
に
で
き

る
こ
と
は
何
で
も
や
り
た
い
。
桜
が
見
ら
れ
る
の
も
せ
い
ぜ
い
あ
と
20
回
。
も
っ

と
違
う
世
界
を
見
て
み
た
い
、
そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
２
度
と
子
供
達
を
悲

し
ま
せ
な
い
、
辛
い
思
い
を
さ
せ
な
い
。
こ
れ
か
ら
先
は
２
人
の
子
供
達
が
喜
ぶ

よ
う
な
生
活
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

【
支
援
者
支
援
・
女
性
が
担
う
社
会
の
重
み
】

　
家
族
の
死
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
悲
し
み
と
さ
ま
ざ
ま
な
葛
藤
の
中
、

子
供
達
と
自
身
の
た
め
に
前
を
向
い
て
歩
き
出
す
こ
と
を
決
断
し
、
母
親
と
し
て

も
医
療
従
事
者
と
し
て
も
、
強
く
生
き
て
道
を
開
こ
う
と
し
た
山
本
看
護
師
。
そ

の
姿
か
ら
、
震
災
当
時
の
医
療
と
医
療
従
事
者
の
状
況
、
そ
し
て
、
日
常
と
い
う

も
の
や
支
援
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

　
看
護
師
や
介
護
士
の
世
界
も
、
男
性
の
職
業
と
し
て
近
年
少
し
ず
つ
注
目
さ
れ

始
め
て
は
い
る
が
、
現
状
は
ま
だ
ま
だ
女
性
が
担
っ
て
い
る
部
分
が
多
い
。
一
方
、

家
事
・
子
育
て
・
介
護
な
ど
も
い
ま
だ
女
性
が
担
っ
て
い
る
部
分
が
多
く
、
家
庭

内
で
の
女
性
の
役
割
は
大
き
い
。
こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
で
大
規
模
災
害
が
発
生

す
る
と
、
女
性
に
か
か
る
心
的
・
身
体
的
負
担
は
計
り
知
れ
な
い
。
ス
キ
ル
指
導

や
心
理
的
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
重
要
で
あ
る
。

各分野での震災後の取り組み
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（
⓫
）　
注
（
９
）
に
同

（
⓬
）　�「
支
援
者
支
援
」
と
は
、
被
災
地
で
は
被
災
者
を
支
援
す
る
人
も
ま
た
被
災

者
で
あ
る
と
い
う
現
状
か
ら
、
そ
れ
ら
の
支
援
者
を
支
え
、
支
援
を
す
る

と
い
う
考
え
方
。

（
⓭
）　�

村
上
優
『
震
災
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
の
か
け
は
し
』
２
０
１
３
年　
独
立
行
政

法
人
国
立
病
院
機
構
発
行
。
岩
手
県
宮
古
地
区
に
お
け
る
国
立
病
院
機
構

４
施
設
（
琉
球
病
院
・
菊
池
病
院
・
花
巻
病
院
・
肥
前
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
）

の
活
動
記
録

（
⓮
）　�

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
Ｐ
Ｍ
Ｓ
（
平
和
医
療
団
・
日
本
）
は
、
１
９
８
３
年
９

月
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
で
の
医
療
活
動
を
支
援
す
る
目
的
で
結

成
さ
れ
、現
在
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
、医
療
活
動
、灌
漑
水
利
事
業
等
、

総
合
的
農
村
復
興
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。

（
⓯
）　
注
（
⓭
）
に
同

（
⓰
）　
注
（
⓭
）
に
同

（
⓱
）　
注
（
⓭
）
に
同

（
⓲
）　
注
（
⓭
）
に
同

（
⓳
）　
注
（
⓭
）
に
同

【
参
考
・
引
用
文
献
】

◎
参
考
文
献

岩�

手
県
臨
床
心
理
士
会『
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
支
援
活
動
報
告
書（
２
０
１
１

年
４
月
～
２
０
１
２
年
３
月
）』　
２
０
１
２
年

後�

藤
康
文
「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
沿
岸
透
析
施
設
の
状
況
」『
日
本
透
析
医

会
雑
誌
』
Ⅴ
ｏ
ｌ
．
26
Ｎ
Ｏ
．
３　
２
０
１
１
年

柳�
原
博
樹
「
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー：行
政
の
視
点
か
ら
」
臨
床
雑
誌
『
内

科
』
第
１
１
０
巻　
第
６
号　
２
０
１
２
年　
南
江
堂

藤�

澤
美
穂
・
山
口
浩
「
東
日
本
大
震
災
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
に
お
け
る
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
」　
『
現
代
行
動
科
学
会
誌
』
第
28
号　
２
０
１
２
年　

藤�

澤
美
穂　
山
田
幸
恵　
「
岩
手
県
の
臨
床
心
理
士
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
後

半
年
間
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
活
動
」『
岩
手
県
立
大
学
社
会
福
祉
学
部
紀
要
14
巻
』　

　
我
々
は
こ
の
震
災
・
津
波
に
よ
る
被
害
と
経
過
を
振
り
返
る
に
留
ま
る
こ
と
な

く
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
き
た
人
々
の
経
験
に
学
び
、
こ
れ
か
ら
先
を
し
っ
か
り

と
見
据
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
被
災
者
・
被
害
者
支
援
は
、
医
療
の
み

な
ら
ず
全
て
の
場
面
に
お
い
て
重
要
事
項
の
一
つ
と
な
る
こ
と
を
、
再
認
識
す
る

必
要
が
あ
る
。
被
災
者
が
被
災
者
支
援
を
す
る
現
状
に
お
い
て
必
要
な
の
は
、
単

な
る
物
資
や
技
術
提
供
の
支
援
で
は
な
い
。
ま
ず
は
、
ど
う
い
う
人
達
に
よ
っ
て

地
域
が
支
え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
。
そ
の
上
で
、
そ
の
人
達
に
対

す
る
支
援
の
在
り
方
を
検
討
し
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
被

災
地
の
自
立
を
促
し
、
継
続
的
な
被
災
者
支
援
へ
と
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
「
被
災
者
が
被
災
者
を
支
援
す
る
状
況
」
を
メ
デ
ィ
ア
で

積
極
的
に
取
り
上
げ
、
社
会
の
目
を
向
け
て
も
ら
う
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
東
北
人
の
心
は
強
い
。
泥
の
中
か
ら
再
び
立
ち
上
が
る
心
の
強
さ
と
力
を
持
っ

て
い
る
と
筆
者
は
信
じ
て
い
る
。

【
注
】

（
１
）　
柳
原
博
樹
「
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
行
政
の
視
点
か
ら
」

　
　
２
０
１
２
年　
臨
床
雑
誌
『
内
科
』
第
１
１
０
巻　
第
６
号　

（
２
）　
注
（
１
）
に
同

（
３
）　
注
（
１
）
に
同

（
４
）　�

柳
原
博
樹�

「
こ
れ
ま
で
の
震
災
対
応
を
省
み
る
～
今
後
の
活
動
に
む
け
て

～
」　

　
　
　

�

２
０
１
２
年　
『
日
本
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
学
会
雑
誌
』
14
巻
⑸
第
１
号

（
５
）　
注
（
１
）
に
同

（
６
）　
注
（
１
）
に
同

（
７
）　
注
（
１
）
に
同

（
８
）　
注
（
１
）
に
同

（
９
）　
後
藤
康
文
「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
沿
岸
透
析
施
設
の
状
況
」

　
　
２
０
１
１
年　
『
日
本
透
析
医
会
雑
誌
Ⅴ
ｏ
ｌ
26
Ｎ
Ｏ
．
３
』

（
⓾
）　
注
（
９
）
に
同

医療の現場から　命を見つめて
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【
資
料
】

「
災
害
医
療
の
基
本
態
勢
に
つ
い
て
（
報
告
書
）」

　
　
２
０
１
４
年　
宮
古
地
域
災
害
医
療
課
題
検
討
協
議
会

・
東
日
本
大
震
災
（
津
波
）
に
よ
る
医
療
機
関
被
災
状
況　

・
４
月
５
日
透
析
患
者
数
・
転
院
状
況

・
行
政
と
の
連
携
に
つ
い
て

・
被
災
体
験
聞
き
取
り
把
握
の
シ
ー
ト
（
３
月
11
日
～
31
日
）

　
　
　
　
取
り
組
み
の
内
容
・
気
づ
い
た
こ
と
・
課
題
・
教
訓
・
今
後
に
む
け
て

・
救
援
物
資
提
供
に
つ
い
て
・
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
巡
回
診
療
の
実
施

・
検
視
検
案
状
況　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
東
日
本
大
震
災
被
災
地
訪
問
概
要　
神
戸

・
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
沿
岸
透
析
施
設
の
状
況

・
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
宮
古
医
師
会
の
対
応
等

・
第
59
回
日
本
透
析
医
学
会
学
術
集
会
・
総
会　

・
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
医
療
機
関
被
災
状
況

・
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
被
災
状
況

・
東
日
本
大
震
災
後
経
過
報
告
・
写
真
資
料　

・
災
害
復
興
公
営
住
宅
の
整
備
状
況

・
応
急
仮
設

・�

東
日
本
大
震
災
の
「
記
録
」
～
岩
手
県
宮
古
市
～
２
０
１
１・
３
・
11
～

２
０
１
３・３
・
10

・
岩
手
県
災
害
時
透
析
マ
ニ
ュ
ア
ル　
他

　
　
　
以
上
、
後
藤
泌
尿
器
科
皮
膚
科
医
院　
後
藤
康
文
氏
よ
り
提
供

・
宮
古
地
域
医
療
チ
ー
ム
派
遣
計
画
等
資
料

２
０
１
２
年

藤�

澤
美
穂
「
岩
手
県
沿
岸
部
の
仮
設
住
宅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
と
支
援
チ
ー
ム
と

い
う
グ
ル
ー
プ
」　
『
集
団
精
神
療
法
』
第
29
巻
１
号　
２
０
１
２
年

柳�
原
博
樹
「
こ
れ
ま
で
の
震
災
対
応
を
省
み
る
～
今
後
の
活
動
に
む
け
て
～
」『
日

本
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
学
会
雑
誌
』
14
巻
第
１
号　
２
０
１
２
年

岩�

手
県
臨
床
心
理
士
会『
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
支
援
活
動
報
告
書（
２
０
１
２

年
４
月
～
２
０
１
３
年
３
月
）』　
２
０
１
３
年

独�

立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
琉
球
病
院
・
菊
池
病
院
・
花
巻
病
院
・
肥
前
精
神

医
療
セ
ン
タ
ー
『
震
災
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
の
か
け
は
し
』　
２
０
１
３
年　

藤�

澤
美
穂　
他　
「
被
災
地
で
の
臨
床
心
理
学
的
地
域
援
助
を
実
践
す
る
支
援
者

の
心
理
的
変
化
に
関
す
る
質
的
検
討
」『
岩
手
医
科
大
学
共
通
教
育
研
究
年
俸

第
48
号
』　
２
０
１
３
年

岩�

手
県
臨
床
心
理
士
会『
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
支
援
活
動
報
告
書（
２
０
１
３

年
４
月
～
２
０
１
４
年
３
月
）』　
２
０
１
４
年　

黒�

田
仁「
岩
手
県
宮
古
市
田
老
地
区
で
の
東
日
本
大
震
災
と
医
療・保
健
活
動
」『
日

本
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
学
会
誌
』　
２
０
１
４
年

岩�

手
県
臨
床
心
理
士
会『
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
支
援
活
動
報
告
書（
２
０
１
４

年
４
月
～
２
０
１
５
年
３
月
）』　
２
０
１
５
年

柳�

原
博
樹
「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
医
療
救
護
活
動
へ
の
宮
古
保
健
所
の
対
応
」

『
第
63
巻　
日
本
公
衛
誌　
第
２
号　
日
本
公
衆
衛
生
雑
誌
』
２
０
１
６
年

◎
引
用
文
献

柳�

原
博
樹
「
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー：行
政
の
視
点
か
ら
」
臨
床
雑
誌
『
内

科
』
第
１
１
０
巻　
第
６
号　
２
０
１
２
年　

柳�

原
博
樹　
「
こ
れ
ま
で
の
震
災
対
応
を
省
み
る
～
今
後
の
活
動
に
む
け
て
～
」『
日

本
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
学
会
雑
誌
』
14
巻
第
１
号　
２
０
１
２
年

村�

上
優
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー
ム
の
理
念　
事
前
準
備
と
初
動
態
勢
」「
田
老
診
療

所
」『
震
災
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
の
か
け
は
し
』
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
琉
球

病
院
・
菊
池
病
院
・
花
巻
病
院
・
肥
前
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー　
２
０
１
３
年

各分野での震災後の取り組み
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医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
た
。
岩
手
災
害
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
業
務
を
引
継
ぎ
、
３
月
19
日
県
庁
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
調
整
本
部
を
撤
収
し
た
。

２　
岩
手
県
立
宮
古
病
院
被
災
状
況

　
宮
古
医
療
圏
の
災
害
拠
点
病
院
で
あ
る
県
立
宮
古
病
院
の
被
災
状
況
は
発
災
直

後
以
下
の
様
で
あ
っ
た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン　
電
気
：
停
電
、
自
家
発
電
使
用
、
ガ

ス
：
被
害
な
し
、
水
道
：
断
水
、
給
水
車
で
対
応
、
医
療
ガ
ス
：
被
害
な
し　
通

信　
固
定
電
話
：
不
通
、
携
帯
電
話
：
不
通
、
衛
星
電
話
：
数
台　
そ
の
後
停
電

は
改
善
さ
れ
た
が
、
給
水
車
に
よ
る
水
の
確
保
が
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
中
は
継
続
さ
れ

た
。
通
信
に
つ
い
て
は
当
初
、
衛
星
電
話
と
県
の
防
災
無
線
の
み
で
可
能
で
あ
っ

た
が
、移
動
基
地
局
の
設
置
で
細
々
で
は
あ
る
が
携
帯
電
話
の
通
話
が
可
能
と
な
っ

た
。　

３　
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
宮
古
医
療
圏
で
の
活
動

　
宮
古
医
療
圏
に
お
い
て
も
活
動
期
間
は
平
成
23
年
３
月
11
日
か
ら
３
月
19
日
ま

で
の
９
日
間
で
あ
る
。

　
活
動
の
拠
点
を
県
立
宮
古
病
院
に
お
い
て
活
動
し
た
。
宮
古
地
区
を
支
援
し
た

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
以
下
の
チ
ー
ム
で
あ
る
（
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
の
活
動
期
間
を
表
１

に
示
す
）。
八
戸
市
立
市
民
病
院
、
青
森
県
立
中
央
病
院
、
岩
手
県
立
中
央
病
院
、

岩
手
県
立
二
戸
病
院
、
秋
田
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
仙
北
組
合
総
合
病
院
、

秋
田
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
由
利
組
合
総
合
病
院
、
茨
城
西
南
医
療
セ
ン

タ
ー
病
院
、
自
治
医
科
大
学
附
属
さ
い
た
ま
医
療
セ
ン
タ
ー
、
埼
玉
医
科
大
学
国

際
医
療
セ
ン
タ
ー
、
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
、
藤
沢
市
民
病
院
、
北
里
大
学

病
院
、
横
浜
労
災
病
院
、
新
潟
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
村
上
総
合
病
院
、

新
潟
大
学
医
歯
学
総
合
病
院
、
済
生
会
新
潟
第
二
病
院
、
信
州
大
学
医
学
部
附
属

病
院
、
長
野
相
澤
病
院
、
国
立
病
院
機
構
信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
、
国
立
病
院

機
構
静
岡
医
療
セ
ン
タ
ー　
以
上
21
医
療
機
関
で
あ
っ
た
。

　
活
動
内
容
は
病
院
支
援
と
医
療
搬
送
支
援
が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
。
病
院
支
援

と
し
て
は
宮
古
病
院
に
で
き
た
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
拠
点
本
部
の
支
援
活
動
、
院
内
の

医
師
・
看
護
師
等
の
業
務
軽
減
と
休
息
の
確
保
の
た
め
夜
勤
帯
等
の
救
急
外
来
診

第
２
部　
各
分
野
で
の
震
災
後
の
取
り
組
み

第
２
章　
宮
古
医
療
圏
に
お
け
る
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
動
報
告

�

岩
手
医
科
大
学
医
学
部
災
害
医
学
講
座
教
授　
眞
瀬
智
彦

　

岩
手
県
で
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
正
式
名
称
はD

isaster�M
edical�A

ssistance�
Team

,

日
本
語
名
称
は
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
が
活
動
す
る
に
あ
た
り
、
県
内

の
活
動
調
整
を
行
う
県
庁
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
調
整
本
部
を
設
置
し
、
沿
岸
の
災
害
拠
点
病

院
と
連
携
・
調
整
し
な
が
ら
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
動
を
行
っ
た
。
岩
手
県
庁
調
整
本
部

と
宮
古
医
療
圏
で
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

１　
岩
手
県
庁
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
調
整
本
部

　
東
日
本
大
震
災
発
災
直
後
に
本
部
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
活
動
期
間
は
、
平
成

23
年
３
月
11
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の
９
日
間
で
、
本
部
設
置
場
所
は
岩
手
県
庁

４
階
特
別
会
議
室
に
設
置
さ
れ
た
岩
手
県
災
害
対
策
本
部
支
援
室
内
医
療
班
内
で

あ
る
。
本
部
員
と
し
て
岩
手
医
科
大
学
、
岩
手
県
立
中
部
病
院
、
国
立
病
院
機
構

災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
、
長
野
相
澤
病
院
、
島
根
大
学
、
兵
庫
県
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー

で
あ
る
。
ち
な
み
に
岩
手
県
で
は
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
調
整
本
部
と
日
本
赤
十
字
社
岩
手
県

支
部
、
岩
手
県
保
健
福
祉
部
、
岩
手
県
医
療
局
に
よ
っ
て
医
療
班
と
し
て
県
内
全

般
の
医
療
調
整
を
行
っ
た
。
主
な
活
動
内
容
と
し
て
、
情
報
収
集
（
県
内
の
被
災

状
況
、
県
内
の
医
療
機
関
の
状
況
、
傷
病
者
の
発
生
状
況
、
県
内
の
道
路
・
天
候

状
況
等
）、県
内
で
活
動
す
る
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
動
の
管
理
（
国
に
対
し
て
派
遣
要
請
、

被
災
地
内
へ
の
派
遣
調
整
等
）、
広
域
搬
送
の
国
へ
の
要
請
、
Ｓ
Ｃ
Ｕ
（
正
式
名
称

はStaging�C
are�U

nit,

日
本
語
名
称
は
航
空
搬
送
拠
点
臨
時
医
療
施
設
）
の

設
置
・
管
理
、
被
災
地
か
ら
の
傷
病
者
転
院
先
病
院
の
選
定
と
調
整
、
そ
の
搬
送

手
段
の
確
保
（
他
機
関
の
救
急
車
・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
）、
医
薬
品
の
不
足
状
況
の

把
握
・
調
達
、
従
来
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
動
期
間
は
３
日
程
度
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、

発
災
３
～
４
日
目
に
撤
収
す
る
チ
ー
ム
が
あ
り
、
被
災
地
内
の
医
療
継
続
の
た
め

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
追
加
派
遣
を
３
月
16
日
、
国
に
対
し
て
要
請
し
た
。

　
県
庁
災
害
対
策
本
部
医
療
班
を
主
に
運
営
し
て
い
た
の
は
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
調
整
本

部
で
あ
り
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
撤
収
の
準
備
と
し
て
次
の
調
整
機
能
で
あ
る
「
岩
手
災
害

宮古医療圏におけるＤＭＡＴの活動報告
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察
、
ト
リ
ア
ー
ジ
実
施
等
で
あ
る
。
搬
送
支
援
と
し
て
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
自
病
院
救

急
車
、
自
衛
隊
救
急
車
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
同
乗
に
よ
る
、
内
陸
医
療
機
関
へ
の
傷

病
者
の
搬
送
支
援
（
医
療
搬
送
）。
こ
れ
は
主
に
は
宮
古
病
院
か
ら
内
陸
医
療
機
関

へ
の
搬
送
と
、
病
院
避
難
が
必
要
と
な
っ
た
県
立
山
田
病
院
の
入
院
患
者
の
転
院

搬
送
を
含
む
。
宮
古
市
災
害
対
策
本
部
医
療
本
部
で
の
情
報
収
集
と
活
動
調
整
。

救
護
所
の
情
報
収
集
と
医
療
支
援
。
現
場
活
動
（
津
波
が
れ
き
現
場
で
生
存
者
情

報
が
あ
り
、
消
防
の
要
請
で
現
場
出
動
し
た
）。

　
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
通
信
状
態
の
悪
い
中
、
災
害
拠
点
病
院
の
機
能
を
支
え
、
従
来
の

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
動
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
活
動
も
行
い
な
が
ら
、
次
の
支
援
チ
ー

ム
に
引
継
ぎ
活
動
を
終
え
た
。

11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日
八戸市立市民病院
青森県立中央病院
岩手県立中央病院
岩手県立二戸病院
秋田県厚生農業協同組合連合会仙北組合総合病院
秋田県厚生農業協同組合連合会由利組合総合病院
茨城西南医療センター病院
自治医科大学附属さいたま医療センター
埼玉医科大学国際医療センター
千葉大学医学部附属病院
藤沢市民病院
北里大学病院
横浜労災病院
新潟県厚生農業協同組合連合会村上総合病院
新潟大学医歯学総合病院
済生会新潟第二病院
信州大学医学部附属病院
長野相澤病院
国立病院機構信州上田医療センター
国立病院機構静岡医療センター

表１　宮古地区を支援したDMATチームの活動期間

各分野での震災後の取り組み
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第
２
部　
各
分
野
で
の
震
災
後
の
取
り
組
み

第
３
章　
障
が
い
者
・
高
齢
者
を
め
ぐ
る
取
り
組
み

�

池
田
し
の
ぶ

は
じ
め
に

　
こ
の
章
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
そ
の
時
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
と
い
っ
た
要

援
護
者
や
そ
の
家
族
、
そ
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
職
員
た
ち
が
ど
の
よ
う

に
行
動
し
た
か
に
つ
い
て
聞
き
取
っ
た
事
柄
を
ま
と
め
る
。
調
査
は
ま
ず
、
３
・

11
当
時
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
の
専
務
だ
っ
た
、
赤
沼
正
清
さ
ん
に
「
福
祉
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
田
老
地
区
で
被
害
に
あ
っ
た
住
民
の
方
々
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
実
施
し
た
。
そ
の
後
田
老
地
区
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
職
員
、
宮
古
市
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
職
員
、
と
い
う
よ
う
に
調
査
対
象
の
範
囲
を
広
げ
た
。

２
０
１
２
年
９
月
か
ら
２
０
１
４
年
９
月
ま
で
の
３
年
間
で
伺
っ
た
話
を
中
心
に

紹
介
し
て
い
く
。

１　
宮
古
市
に
お
け
る
福
祉
の
概
況

　
⑴　
高
齢
者
お
よ
び
障
が
い
者
の
概
況

　
宮
古
市
の
高
齢
化
率
（
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
人
口
の
割
合
）
は
平
成
26
年

10
月
１
日
現
在
で
33
・
２
％
と
な
っ
て
い
る
。
総
人
口
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、

こ
の
減
少
傾
向
は
今
後
も
継
続
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
高
齢
化
率
も
高
齢

者
世
帯
数
も
増
加
し
て
お
り
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
る
世
帯
の
う
ち
、
高
齢

者
世
帯
、
独
居
高
齢
者
世
帯
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
平
成
26
年
９

月
末
現
在
の
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者
数
は
３
千
７
６
９
人
で
前
年
度
比
89
人

増
と
こ
れ
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。（
い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン
５
頁
、８
頁
）

　
ま
た
、
宮
古
市
障
が
い
者
福
祉
計
画
（
第
４
期
）
に
よ
る
と
、
平
成
26
年
４
月

１
日
現
在
、
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
は
２
千
４
０
９
人
（
人
口
比
４
・
22
％
）、

療
育
手
帳
所
持
者
は
５
３
１
人
（
人
口
比
０・９
％
）、
精
神
保
健
福
祉
手
帳
所
持

者
は
４
９
５
人
（
人
口
比
０・８
％
）
で
あ
る
。
震
災
前
後
で
所
持
者
数
に
変
動
は

み
ら
れ
な
い
が
、
等
級
別
で
み
る
と
１
級
の
手
帳
所
持
者
が
増
加
し
て
お
り
、
障

が
い
の
原
因
と
し
て
視
覚
障
が
い
、
聴
覚
障
が
い
、
肢
体
不
自
由
が
減
少
し
、
内

部
障
が
い
（
心
臓
機
能
障
が
い
、
腎
臓
機
能
障
が
い
、
消
化
器
機
能
障
が
い
な
ど
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
対
象
と
な
る
７
つ
の
障
が
い
の
こ
と
を
言
う
）
が
増
加
し
て

い
る
。

　
次
に
平
成
26
年
度
版
の
岩
手
県
の
社
会
福
祉
施
設
名
簿
を
み
る
と
、
ま
ず
、
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
施
設
で
は
宮
古
市
内
に
あ
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
と
い
っ

た
入
所
型
の
事
業
所
は
17
、
通
所
ま
た
は
小
規
模
多
機
能
型
な
ど
の
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
は
19
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
や
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
は
12
か
所
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
障
が
い

者
の
施
設
で
は
、
施
設
入
所
支
援
を
行
う
入
所
型
の
事
業
所
は
２
か
所
、
共
同
生

活
介
護
、
共
同
生
活
援
助
を
提
供
す
る
い
わ
ゆ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
７
か
所
、

日
中
の
生
活
介
護
や
就
労
支
援
を
行
う
通
所
型
の
事
業
所
は
10
か
所
と
な
っ
て
い

る
。

　　
⑵　
被
害
の
概
況

　
内
閣
府
の
平
成
23
年
版
防
災
白
書
に
よ
る
と
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
死
亡
者

（
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
）
の
う
ち
60
歳
以
上
の
占
め
る
割
合
は
65
％
を
超
え
て

お
り
、
高
齢
被
害
者
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
同
様
に
内
閣
府
の
報
告
「
震

災
と
障
害
者
」〈
４
〉
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
障
害
者
の
死
亡
率
に
は
、「
死
者

１
万
５
千
８
５
８
名
、行
方
不
明
者
３
千
０
５
７
名
、負
傷
者
６
千
０
７
７
名
（
い

ず
れ
も
、
平
成
24
年
５
月
１
日
緊
急
災
害
対
策
本
部
に
よ
る
）
と
い
う
甚
大
な
人

的
被
害
が
あ
っ
た
東
日
本
大
震
災
だ
が
、
障
害
者
の
死
亡
者
率
が
被
災
地
全
体
の

死
亡
率
に
比
し
て
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
あ
わ
せ
て
宮

古
市
か
ら
提
供
さ
れ
た
と
い
う
デ
ー
タ
に
は
、
次
の
よ
う
な
数
値
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。

　
宮
古
市
の
全
人
口　
５
万
９
千
６
３
６
人

　
う
ち
障
害
者
の
人
口　
３
千
３
７
１
人
（
障
害
者
手
帳
所
持
者
数
）

　
宮
古
市
の
全
死
亡
者
数
（
対
宮
古
市
全
人
口
比
）�

５
２
５
人
（
０・９
％
）

　
う
ち
障
害
者
の
死
亡
者
数
（
対
宮
古
市
障
害
者
人
口
比
）
36
人
（
１・１
％
）

�

※
内
訳
：�
身
体
障
害
28
人
、
知
的
障
害
２
人
、
精
神
障
害
７
人
、
身
体
知

医療の現場から　命を見つめて障がい者・高齢者をめぐる取り組み
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の
駅
の
方
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
っ
た
が
、
自
分
た
ち
は
歩
け
な
い
の
で
３
人
で
、

山
の
頂
上
に
近
い
と
こ
ろ
ま
で
上
が
っ
て
休
ん
で
い
た
。
雪
が
降
っ
て
い
て
、
と

て
も
寒
か
っ
た
。
夫
は
ぬ
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
物
音
や
声
は
聞
こ
え
ず
寂
し
か
っ

た
が
、
た
だ
明
る
く
な
る
の
を
待
っ
て
い
た
。

　
風
が
吹
き
、
自
分
た
ち
を
め
が
け
て
火
が
向
か
っ
て
き
て
、
木
の
葉
が
燃
え
始

め
た
。
火
の
回
り
は
と
て
も
早
か
っ
た
。
こ
の
ま
ま
死
ぬ
か
も
と
思
っ
た
。
夫
が
、

土
俵
の
よ
う
に
丸
く
木
の
葉
を
よ
け
ろ
と
言
っ
た
の
で
Ｎ
さ
ん
と
２
人
で
そ
の
通

り
に
し
た
。
す
る
と
、
何
か
冷
た
い
空
気
が
来
た
、
と
思
っ
た
ら
、
ふ
わ
っ
と
私

た
ち
の
反
対
側
に
火
が
よ
け
て
い
っ
た
。
と
て
も
不
思
議
だ
っ
た
。
そ
の
と
き
は
、

誰
か
、
神
さ
ま
か
仏
さ
ま
が
助
け
て
く
れ
た
と
思
っ
た
。

　
火
の
粉
が
飛
ん
で
き
た
の
で
そ
の
後
は
寒
く
な
か
っ
た
。
火
が
く
す
ぶ
っ
た
木

を
集
め
て
暖
を
と
っ
た
。
多
分
、
そ
の
日
の
夜
中
、
１
時
か
２
時
頃
だ
と
思
う
。

上
空
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
ま
わ
っ
て
い
る
の
が
わ
か
っ
た
。
懐
中
電
灯
で
知
ら
せ

よ
う
と
し
た
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
火
の
気
が

な
く
な
っ
て
寒
く
な
っ
た
。

　
非
常
持
ち
出
し
袋
に
入
れ
て
あ
っ
た
お
湯
を
３
人
で
飲
ん
だ
。
こ
の
非
常
持
ち

出
し
袋
は
、
い
つ
も
玄
関
に
用
意
し
て
あ
る
も
の
で
、
お
湯
は
毎
晩
寝
る
前
に
沸

か
し
て
水
筒
に
い
れ
て
枕
元
に
お
い
て
お
く
。
朝
起
き
た
ら
水
筒
を
玄
関
の
非
常

持
ち
出
し
袋
に
入
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
習
慣
と
し
て
い
た
。
昭
子
さ
ん
は
山
田

町
出
身
な
の
で
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
そ
う
い
っ
た
防
災
意
識
を
も
っ
て
い
る
。

　
そ
の
う
ち
に
明
る
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
夫
を
ず
る
ず
る
と
引
っ
張
っ
て
坂
道

を
お
ろ
し
て
行
く
と
、消
防
団
の
人
た
ち
に
出
会
っ
た
。
夫
を
担
架
に
乗
せ
て
ロ
ー

ソ
ン
の
近
く
に
あ
っ
た
車
屋
さ
ん
の
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
た
。
そ
れ
か
ら
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
に
た
ど
り
着
い
た
後
で
服
を
み
た
ら
、
火
の
粉
が
飛
ん
だ
あ
と
が
穴
に
な
っ

て
い
て
、
火
が
そ
こ
ま
で
近
く
に
き
て
い
た
か
と
思
い
、
ぞ
っ
と
し
た
。

　
Ｎ
さ
ん
は
ぴ
ん
ぴ
ん
し
て
い
て
元
気
で
力
も
あ
る
。
認
知
症
な
の
で
、
山
の
中

で
待
っ
て
い
る
間
、
同
じ
こ
と
を
何
度
も
何
度
も
繰
り
返
し
て
言
う
た
め
参
っ
て

し
ま
っ
た
。「
お
う
ち
に
帰
り
た
い
わ
、
こ
の
火
は
何
な
の
？
孫
が
帰
っ
て
く
る
か

ら
食
事
の
支
度
を
し
な
き
ゃ
な
ら
な
い
の
」「
ア
キ
ち
ゃ
ん
、
私
は
何
も
で
き
な
い

的
重
複
障
害
１
人

２　
要
介
護
者
、
障
が
い
者
、
家
族
の
避
難
と
避
難
生
活

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
の
被
害
が
多
数
報
告
さ
れ
る
中
で
、

こ
の
調
査
で
は
、
逃
げ
延
び
る
こ
と
が
で
き
た
方
々
が
、
地
震
が
起
き
た
そ
の
時

に
ど
う
行
動
し
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
き
な
地
震
の
あ
と
は
津
波
が
来

る
か
ら
す
ぐ
に
高
台
に
逃
げ
る
、
と
い
う
判
断
や
日
常
的
な
備
え
が
あ
っ
た
か
ど

う
か
、
そ
し
て
い
く
つ
も
の
偶
然
が
重
な
り
幸
運
に
も
逃
げ
伸
び
る
こ
と
が
で
き

た
の
だ
と
、
多
く
の
方
が
語
っ
て
い
る
。
次
に
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
語
り
を
聞
い

て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
⑴　
高
齢
者
世
帯

　
田
老
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
仮
設
に
住
ん
で
い
る
千
葉
昭
子
さ
ん
（
昭
和
17
年
生
、

元
は
田
老
野
原
住
）
に
、
２
０
１
２
年
９
月
11
日
、
お
話
し
を
伺
っ
た
。

　
昭
子
さ
ん
は
山
田
町
出
身
で
、
26
歳
で
田
老
町
に
嫁
い
で
き
た
。
昭
子
さ
ん
の

夫
（
昭
和
15
年
生
）
は
54
歳
の
時
に
、
当
時
勤
務
し
て
い
た
タ
ン
カ
ー
船
の
航
海

中
に
事
故
に
遭
い
、
頸
椎
損
傷
の
大
け
が
を
負
っ
た
。
一
時
寝
た
き
り
の
状
態
と

な
っ
た
が
、
そ
の
後
リ
ハ
ビ
リ
に
よ
り
徐
々
に
快
復
し
、
現
在
は
要
介
護
度
２
、

屋
内
は
つ
た
い
歩
き
、
屋
外
は
車
い
す
で
の
移
動
が
可
能
で
あ
る
。

　
３
・
11
の
地
震
の
と
き
、
昭
子
さ
ん
は
日
課
の
散
歩
中
だ
っ
た
。
大
き
な
地
震

が
起
き
た
の
で
驚
い
て
す
ぐ
に
家
に
帰
る
と
、71
歳
（
当
時
）
の
隣
人
Ｎ
さ
ん
（
認

知
症
が
あ
る
）
が
、
夫
を
玄
関
に
出
し
て
、
逃
げ
ら
れ
る
よ
う
に
靴
を
履
か
せ
て

い
て
く
れ
て
い
た
。
家
か
ら
非
常
持
ち
出
し
袋
と
車
い
す
を
準
備
し
て
山
の
方
に

逃
げ
よ
う
と
し
た
が
、
車
い
す
の
前
タ
イ
ヤ
に
空
気
が
入
っ
て
い
な
い
た
め
に
重

く
て
動
か
な
か
っ
た
。
Ｎ
さ
ん
と
も
う
１
人
の
知
人
に
引
っ
張
っ
て
も
ら
い
、
昭

子
さ
ん
が
後
ろ
を
押
し
て
、
苦
労
し
て
坂
道
を
あ
が
り
、
避
難
場
所
ま
で
行
こ
う

と
し
た
。
そ
の
う
ち
に
夫
が
転
ん
で「
あ
っ
」と
振
り
返
っ
た
途
端
に
津
波
が
き
て
、

夫
の
腰
か
ら
下
が
ぬ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
車
い
す
を
捨
て
て
、
道
の
な
い
と
こ
ろ
、
斜
面
を
あ
が
っ
て
い
っ
た
。
近
く
で

火
の
手
が
あ
が
り
、
火
事
に
な
っ
た
。
近
所
か
ら
逃
げ
て
き
た
若
い
人
た
ち
は
道

各分野での震災後の取り組み障がい者・高齢者をめぐる取り組み 各分野での震災後の取り組み
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で
暮
ら
し
て
い
る
。
仮
設
住
宅
か
ら
出
て
１
軒
の
家
に
住
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
よ
か
っ
た
、
と
安
心
し
た
表
情
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
で
も
、
サ
イ
レ

ン
の
音
が
聞
こ
え
た
り
、
津
波
注
意
報
や
ト
ラ
ッ
ク
が
大
き
な
音
を
た
て
て
通
る

音
が
聞
こ
え
た
り
す
る
と
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
と
て
も
嫌
な
気
持
ち
に
な

る
と
い
う
。

　

牧
野
正
博
さ
ん
（
昭
和
10
年
生
）
と
吉
枝
さ
ん
（
昭
和
13
年
生
）
夫
婦
に

２
０
１
２
年
９
月
12
日
に
お
話
を
伺
っ
た
。
お
２
人
は
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
仮
設
住

宅
で
猫
を
飼
っ
て
い
る
。
震
災
前
は
田
老
町
館
が
森
に
住
ん
で
い
た
。
地
震
が
起

き
て
す
ぐ
に
行
動
し
た
の
で
、
車
に
猫
を
乗
せ
て
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

吉
枝
さ
ん
は
、
他
の
人
た
ち
も
す
ぐ
に
逃
げ
れ
ば
十
分
間
に
合
っ
た
の
に
、
と
語
っ

た
。

　
地
震
の
と
き
は
、
揺
れ
が
大
き
く
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
く
ら
い
だ
っ
た
。
３
日

前
の
地
震
で
も
猫
を
連
れ
て
道
の
駅
ま
で
避
難
し
た
の
で
、
そ
の
と
き
の
荷
物
が

車
に
乗
せ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。
吉
枝
さ
ん
は
、「
脚
で
逃
げ
る
な
ら
赤
沼
山
。

車
で
逃
げ
る
な
ら
何
も
持
た
ず
に
逃
げ
る
し
か
な
い
、
渋
滞
し
た
ら
終
わ
り
だ
か

ら
。
赤
沼
山
へ
は
車
で
逃
げ
ら
れ
な
い
。
ど
う
す
る
？
車
で
逃
げ
る
？
車
な
ら
す

ぐ
に
出
な
い
と
」
と
言
っ
た
そ
う
だ
。
正
博
さ
ん
の
判
断
も
早
か
っ
た
。
位
牌
１

つ
持
た
ず
に
、
大
急
ぎ
で
５
分
以
内
で
逃
げ
た
の
で
、
も
っ
と
荷
物
を
持
っ
て
逃

げ
れ
ば
よ
か
っ
た
と
後
で
思
っ
た
。
逃
げ
る
途
中
で
、
お
巡
り
さ
ん
が
右
往
左
往

し
て
い
る
の
を
見
た
と
い
う
。
45
号
線
の
道
の
駅
の
手
前
の
と
こ
ろ
で
20
分
ほ
ど

海
の
様
子
を
み
て
い
た
牧
野
さ
ん
ご
夫
婦
は
、
波
が
ひ
く
の
を
見
て
い
て
、
そ
の

と
き
、
海
の
底
が
見
え
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
山
を
越
え
て
避
難
し
て
き
た
正
博

さ
ん
の
妹
の
陽
子
さ
ん
と
合
流
し
て
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
行
っ
た
。

　
地
震
の
大
き
さ
は
、
家
の
き
し
み
方
の
違
い
で
わ
か
っ
た
。
防
波
堤
が
あ
っ
て

よ
か
っ
た
面
は
あ
る
。
地
震
か
ら
津
波
ま
で
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
逃
げ
る
時
間

は
あ
っ
た
。
あ
れ
ほ
ど
大
き
な
津
波
が
来
る
と
わ
か
っ
て
い
た
ら
、
１
０
０
％
逃

げ
ら
れ
た
と
思
う
。
ラ
ジ
オ
で
３
㍍
、
と
言
わ
れ
た
の
が
み
ん
な
を
油
断
さ
せ
た

と
思
う
。

か
ら
、
指
図
し
て
ね
、
言
う
と
お
り
に
動
く
か
ら
ね
」
と
く
り
返
し
た
。
頼
も
し

い
と
思
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、や
は
り
辛
か
っ
た
。12
日
、朝
食
の
時
間
に
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
に
到
着
し
た
が
、
朝
食
の
列
に
並
ん
で
い
る
間
に
私
の
具
合
が
悪
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
Ｎ
さ
ん
の
家
族
は
宮
古
に
い
て
、
仕
事
が
あ
る
か
ら
と
１
週
間
ほ

ど
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
預
け
て
行
っ
た
。
Ｎ
さ
ん
は
１
人
で
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に

歩
き
回
る
。
一
緒
に
避
難
し
て
い
る
人
た
ち
が
、
そ
れ
に
気
づ
く
と
す
ぐ
に
Ｎ
さ

ん
を
私
の
と
こ
ろ
に
連
れ
て
き
て
し
ま
っ
た
。

　
夫
は
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
車
い
す
を
借
り
て
使
っ
て
い
た
が
、
ト
イ
レ
に
行
く
の

が
大
変
だ
っ
た
。
失
禁
を
心
配
し
て
１
日
に
何
十
回
も
ト
イ
レ
に
行
き
た
が
り
、

そ
の
度
に
連
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
部
屋
割
り
な
ど
を
す
る
た
め
に
、
避
難
者
は
一
旦
ア
リ
ー
ナ

に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
時
、
数
日
間
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
に
移
動
し
て
夫

と
２
人
き
り
に
な
っ
た
と
き
が
と
て
も
怖
か
っ
た
。
窓
も
な
く
、
防
音
が
き
い
て

い
た
の
で
静
か
過
ぎ
た
か
ら
。
そ
こ
で
過
ご
し
た
３
日
間
も
辛
か
っ
た
。
ト
イ
レ

へ
の
移
動
が
大
変
だ
っ
た
私
た
ち
は
、
７
階
の
ト
イ
レ
と
ベ
ッ
ド
が
あ
る
部
屋
を

割
り
当
て
ら
れ
た
。

　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
着
い
て
か
ら
の
３
日
間
は
、
夜
に
な
り
、
布
団
に
横
に
な
る

と
ぽ
ろ
ぽ
ろ
涙
が
出
た
。
で
も
、
そ
れ
が
あ
っ
た
か
ら
な
ん
と
か
乗
り
切
れ
た
の

だ
と
思
う
。

　
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
だ
が
、
長
男
は
家
が
釜
石
、
職
場
も
鵜
住
居
だ
が
、
被

害
は
な
か
っ
た
。
地
震
後
１
週
間
し
て
か
ら
よ
う
や
く
連
絡
が
と
れ
た
。
北
海
道

に
い
る
三
男
は
携
帯
が
通
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
す
ぐ
に
連
絡
が
き
た
。
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
に
い
る
時
に
、
ド
コ
モ
の
無
料
電
話
で
呼
び
出
し
が
あ
っ
た
。
盛
岡
の
次
男

の
家
の
近
く
で
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
て
き
た
。

　
今
の
仮
設
住
宅
で
の
暮
ら
し
は
、
夫
が
動
け
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配

だ
。
ほ
と
ん
ど
家
か
ら
出
な
い
の
で
、
こ
の
ま
ま
動
け
な
く
な
り
そ
う
だ
。

　
千
葉
さ
ん
夫
妻
は
２
０
１
５
年
12
月
末
現
在
、
宮
古
市
崎
山
に
新
築
し
た
自
宅

障がい者・高齢者をめぐる取り組み
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中
の
物
は
倒
れ
て
い
な
か
っ
た
。
停
電
し
て
い
た
の
で
テ
レ
ビ
は
消
え
て
い
た
。

孫
が
車
の
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
い
た
。
息
子
は
浜
の
方
へ
行
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
な
と
言
い
な
が
ら
、
近
所
の
人
が
診
療
所
の
駐
車
場
に
集
ま
っ

て
い
た
。
嫁
は
沖
が
白
く
な
っ
て
い
る
と
言
っ
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
、
津
波
だ
と

思
い
、
す
ぐ
に
逃
げ
た
。
波
は
速
か
っ
た
。

　
妻
は
そ
の
日
ふ
れ
あ
い
荘
に
行
っ
て
い
た
か
ら
、
自
分
は
１
人
で
逃
げ
る
こ
と

が
で
き
て
助
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。
津
波
が
き
て
、
波
に
押
さ
れ
た
。
家
を
出
て

す
ぐ
裏
に
あ
っ
た
フ
ェ
ン
ス
に
つ
か
ま
っ
て
い
た
ら
、
瓦
礫
と
波
は
フ
ェ
ン
ス
の

上
側
を
ガ
リ
ガ
リ
と
い
っ
て
流
れ
て
い
っ
た
。
フ
ェ
ン
ス
の
真
ん
中
に
つ
か
ま
っ

て
い
た
の
で
助
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。
フ
ェ
ン
ス
の
上
に
つ
か
ま
っ
て
い
た
ら
駄

目
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
後
も
何
度
か
波
が
き
た
ら
し
い
が
、
私
は
２
度
目
の
波

が
来
る
前
に
熊
野
神
社
の
方
へ
あ
が
っ
て
い
っ
た
。

　
あ
ね
さ
ま
（
嫁
）
た
ち
は
山
へ
逃
げ
た
。
車
い
す
の
人
や
年
寄
り
は
階
段
だ
と

逃
げ
ら
れ
な
い
の
で
、
避
難
所
に
あ
っ
た
じ
ゅ
う
た
ん
や
シ
ー
ト
、
座
布
団
に
乗

せ
て
担
い
で
、
消
防
団
の
人
た
ち
と
も
協
力
し
な
が
ら
逃
げ
た
。
嫁
は
、
ば
あ
さ

ま
（
妻
）
の
着
替
え
を
持
っ
て
逃
げ
た
の
で
、
そ
れ
を
着
て
い
た
。
皆
で
逃
げ
遅

れ
た
人
の
こ
と
を
話
し
て
い
た
。

　
階
段
の
と
こ
ろ
に
逃
げ
て
い
た
人
は
、
家
と
一
緒
に
人
が
流
れ
て
い
く
と
こ
ろ

を
見
て
い
た
ら
し
い
。
家
と
家
が
ぶ
つ
か
っ
た
と
こ
ろ
で
波
が
静
か
に
な
っ
て
、

そ
こ
で
助
か
っ
た
人
も
い
る
。
ま
も
な
く
熊
野
神
社
の
向
こ
う
側
に
火
の
手
が
あ

が
っ
た
。
消
防
団
が
は
し
ご
を
持
っ
て
き
た
の
で
そ
れ
で
上
に
上
が
っ
た
。
し
ば

ら
く
し
た
ら
息
子
が
や
っ
て
き
て
、
そ
の
う
ち
に
暗
く
な
っ
て
き
た
。
三
鉄
の
ト

ン
ネ
ル
を
く
ぐ
っ
て
総
合
事
務
所
に
向
か
い
、
そ
の
晩
は
総
合
事
務
所
に
泊
ま
っ

た
。

　
総
合
事
務
所
で
一
番
困
っ
た
の
は
水
が
な
か
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
職
員
が
ハ
ン

マ
ー
で
自
動
販
売
機
を
壊
し
て
、
中
の
飲
み
物
を
配
っ
て
い
た
。

　
翌
日
、
診
療
所
の
先
生
が
私
の
手
を
治
療
し
よ
う
と
し
た
が
、
薬
が
な
か
っ
た
。

自
衛
隊
の
人
に
支
え
ら
れ
て
線
路
ま
で
歩
い
た
あ
と
、
救
急
車
で
宮
古
病
院
へ
連

れ
て
行
か
れ
た
。
自
衛
隊
が
道
路
を
片
付
け
て
い
た
ら
し
い
が
、
大
変
だ
っ
た
と

思
う
。
病
院
に
着
い
て
も
け
が
人
が
大
勢
い
て
、
長
い
時
間
待
た
さ
れ
た
。
首
か

　
孫
は
田
老
第
一
中
学
校
の
校
庭
に
集
め
ら
れ
た
ら
し
い
。
校
庭
に
出
た
と
き
に

は
波
が
見
え
て
い
た
と
聞
い
た
。
先
生
に
各
自
逃
げ
ろ
と
言
わ
れ
て
、
総
合
事
務

所
の
裏
側
の
山
に
あ
が
っ
た
。
そ
の
後
、
内
陸
の
神
田
の
集
会
所
か
ら
北
高
に
移

動
し
て
、
そ
こ
で
親
た
ち
と
合
流
し
た
よ
う
だ
。
津
波
直
後
に
、
長
男
か
ら
携
帯

で
連
絡
が
き
て
、
無
事
を
確
認
し
て
い
た
が
、
私
た
ち
は
家
族
が
ど
こ
に
い
る
の

か
は
わ
か
ら
ず
心
配
し
て
い
た
。
4
日
後
に
よ
う
や
く
連
絡
が
つ
い
た
。

　
正
博
さ
ん
は
旧
田
老
町
役
場
で
、
長
く
総
務
課
長
を
つ
と
め
て
い
た
方
で
あ
る
。

地
域
防
災
は
総
務
課
の
担
当
だ
っ
た
た
め
、
地
震
や
大
雨
な
ど
、
災
害
が
起
き
そ

う
な
時
に
は
す
ぐ
に
役
場
に
集
ま
る
の
が
常
だ
っ
た
。
当
時
は
、
い
つ
何
が
起
き

る
か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
責
任
感
で
ゆ
っ
く
り
風
呂
に
入
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

当
時
の
役
場
の
職
員
は
全
員
が
そ
う
い
う
考
え
を
し
て
い
た
し
、
そ
の
よ
う
に
行

動
し
て
い
た
。
田
老
町
は
、
合
併
に
よ
り
宮
古
市
と
な
っ
て
か
ら
防
災
意
識
が
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
市
町
村
の
規
模
が
大
き
く
な
る
と
そ
れ
に

よ
る
弊
害
も
あ
る
、
と
語
っ
た
。

　
牧
野
さ
ん
夫
妻
は
２
０
１
５
年
12
月
末
現
在
、
長
男
家
族
や
一
緒
に
避
難
生
活

を
送
っ
た
飼
い
猫
の
モ
モ
と
と
も
に
神
田
地
区
の
新
し
い
家
で
生
活
し
て
い
る
。

　
⑵　
家
族
が
同
居
し
て
い
る
ケ
ー
ス

　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
仮
設
に
住
ん
で
い
る
下
西
辰
雄
さ
ん
（
昭
和
３
年
生
、
元
は
荒

谷
住
）
に
、
２
０
１
２
年
９
月
12
日
に
話
し
を
伺
っ
た
。

　
辰
雄
さ
ん
は
、
リ
ウ
マ
チ
で
透
析
治
療
を
し
て
い
る
妻
（
昭
和
７
年
生
、
要
介

護
度
５
）
と
、
息
子
家
族
と
同
居
し
て
い
る
。
妻
は
ふ
れ
あ
い
荘
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
通
い
、
ヘ
ル
パ
ー
も
利
用
し
て
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
仮
設
住
宅
で
暮
ら
し
て
い

る
。
辰
雄
さ
ん
は
津
波
か
ら
逃
げ
る
と
き
に
手
を
怪
我
し
て
し
ま
い
、
そ
の
後
手

の
動
き
が
悪
く
な
っ
た
。
小
さ
な
字
は
書
け
な
く
な
っ
て
、
た
ま
に
箸
を
落
と
し

て
し
ま
う
。
怪
我
を
し
た
と
き
は
切
断
す
る
か
も
と
言
わ
れ
た
が
何
と
か
治
っ
た
。

震
災
が
起
き
た
と
き
の
住
所
は
荒
谷
で
あ
っ
た
。

　
震
災
以
前
は
、毎
日
14
時
に
散
歩
に
出
て
、八
幡
神
社
ま
で
行
く
の
が
日
課
だ
っ

た
。
３
・
11
当
日
は
散
歩
中
に
大
き
な
地
震
が
き
た
の
で
家
に
帰
っ
た
が
、
家
の

各分野での震災後の取り組み
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妻
は
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
い
た
と
き
は
要
介
護
度
３
だ
っ
た
。
み
ん
な
が
眠
っ
て

い
る
と
こ
ろ
を
、車
い
す
に
乗
せ
て
ト
イ
レ
に
連
れ
て
行
っ
た
。
そ
れ
が
大
変
だ
っ

た
。
ふ
れ
あ
い
荘
に
い
る
と
き
に
脳
梗
塞
に
な
り
（
宮
古
病
院
に
50
日
入
院
し
た
）

リ
ハ
ビ
リ
に
通
っ
た
が
ほ
と
ん
ど
よ
く
な
ら
ず
、
要
介
護
５
と
な
っ
た
。
寝
た
き

り
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
先
生
に
尋
ね
た
ら
、
病
院
に
入
院
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
。
今
は
、妻
が
い
な
い
時
に
、集
会
所
を
の
ぞ
い
て
み
て
、

何
か
や
っ
て
い
れ
ば
来
て
、
気
晴
ら
し
を
し
て
い
る
。

　
奥
さ
ん
は
２
０
１
５
年
６
月
５
日
に
亡
く
な
っ
た
。
下
西
さ
ん
家
族
は
12
月
末

現
在
も
仮
設
住
宅
に
住
ん
で
い
る
が
、
２
０
１
６
年
中
に
三
王
団
地
に
住
宅
を
建

設
し
て
移
転
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
藤
田
い
く
子
さ
ん
（
昭
和
23
年
生
、
元
は
荒
谷
住
）
は
、
母
親
（
大
正
15
年
生
）

と
同
じ
軟
骨
が
弱
い
病
気
で
、
左
の
股
関
節
を
人
工
に
す
る
手
術
を
し
た
。「
徐
々

に
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
が
弱
く
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
い
う
。
２
０
１
２
年
３
月

に
新
し
く
建
て
た
家
に
お
じ
ゃ
ま
し
て
お
話
を
伺
っ
た
の
は
、
同
じ
年
の
９
月
12

日
の
こ
と
で
あ
る
。

　
私
は
16
年
間
母
を
介
護
し
て
き
た
が
、
震
災
を
契
機
に
母
は
機
能
低
下
で
食
事

が
う
ま
く
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
。
私
自
身
も
膝
の
痛
み
が
強
く
な
り
、
母
親
の

面
倒
を
み
る
の
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
も
と
も
と
母
は
左
股
関
節
を
人
工

に
し
て
い
た
の
で
杖
を
つ
い
て
の
生
活
だ
っ
た
。
若
い
人
た
ち
の
生
活
に
つ
い
て

い
く
の
は
大
変
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
家
の
前
の
物
置
を
改
造
し
た
と

こ
ろ
に
住
ん
で
い
た
が
、
平
成
８
年
７
月
に
脳
梗
塞
と
な
り
、
退
院
後
は
再
び
家

族
と
一
緒
に
家
で
過
ご
し
て
い
た
。
母
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
行
き
た
が

ら
な
か
っ
た
の
で
、
訪
問
入
浴
の
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
い
た
。
３
・
11
当
日
の
金

曜
日
は
、
15
時
が
訪
問
入
浴
の
時
間
だ
っ
た
。
私
た
ち
が
助
か
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は

３
つ
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
の
15
時
に
母
の
訪
問
入
浴
が
予
定
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
、
私
た
ち
が
助
か
っ
た
一
つ
め
の
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
。

　
地
震
の
と
き
は
、
私
と
夫
と
三
男
が
母
と
一
緒
に
い
た
。
母
を
入
浴
で
き
る
よ

ら
色
の
つ
い
た
紙
を
提
げ
ら
れ
た
（
ト
リ
ア
ー
ジ
・
タ
ッ
グ
の
こ
と
か
。
色
は
覚

え
て
い
な
い
と
い
う
）。

　
治
療
が
終
わ
っ
て
か
ら
が
大
変
だ
っ
た
。
手
は
び
り
び
り
痛
ん
だ
。
夜
泊
ま
る

と
こ
ろ
も
な
い
し
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
嫁
が
妻
を
透
析

に
連
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
偶
然
出
会
い
、
妻
を
一
緒
に
抱
い
て
軽
自
動
車
に
乗
せ
、

一
緒
に
ふ
れ
あ
い
荘
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
。
家
族
は
全
員
無
事
だ
っ
た
。
45
号

線
か
ら
宮
古
へ
向
か
う
道
は
、
12
、
３
人
の
人
が
ロ
ー
プ
で
引
っ
張
る
な
ど
し
て

片
付
け
て
い
た
。ふ
れ
あ
い
荘
に
人
が
大
勢
来
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
北
高
に
移
っ

た
。
10
日
間
ほ
ど
い
た
と
思
う
。
そ
の
後
、
親
戚
の
家
に
世
話
に
な
っ
て
、
仮
設

住
宅
に
入
っ
た
の
は
６
月
だ
っ
た
。

　
下
西
さ
ん
は
、
昭
和
８
年
の
津
波
も
経
験
し
て
い
る
。
そ
の
時
の
こ
と
も
聞
か

せ
て
く
れ
た
。

　
昭
和
８
年
の
津
波
の
と
き
は
５
歳
だ
っ
た
。
朝
の
津
波
だ
っ
た
。
そ
の
日
の
こ

と
は
詳
し
く
覚
え
て
い
な
い
が
、
津
波
の
あ
と
、
家
族
が
む
し
ろ
で
風
よ
け
を
つ

く
っ
て
、
２
、３
日
過
ご
し
た
。
そ
れ
か
ら
母
親
の
実
家
に
行
っ
た
。
当
時
は
瓦

礫
を
集
め
て
き
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
釘
を
打
っ
た
り
結
ん
だ
り
し
て
家
を
つ
く
っ
た
。

誰
の
土
地
、
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
よ
さ
そ
う
な
場
所
に
家
を
建
て
る
の
だ
っ
た
。

昭
和
10
年
の
秋
に
、高
台
に
家
を
建
て
た
。そ
れ
な
の
に
、徐
々
に
低
い
場
所
に
移
っ

て
来
て
し
ま
っ
た
。

　
昔
の
人
は
、
国
か
ら
援
助
を
受
け
た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
自
分
た
ち
で

山
を
削
っ
て
平
ら
な
土
地
を
つ
く
り
、
そ
こ
に
家
を
建
て
た
。
今
は
国
を
頼
り
に

し
て
い
る
、
そ
の
分
税
金
を
払
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
。
今
の
若
い

人
た
ち
は
、国
、国
と
い
う
。
自
分
た
ち
で
や
れ
ば
い
い
と
思
う
。
あ
り
が
た
い
が
、

も
ら
う
も
の
は
も
ら
う
と
い
う
の
は
違
う
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
い
つ
か
は
返

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
国
が
何
か
を
し
て
く
れ
る
の
を
待
つ
の
で
は
な

く
、
早
く
、
な
ん
と
か
家
だ
け
で
も
建
て
た
い
。

　
野
原
地
区
は
、
高
台
か
ら
下
り
て
き
た
人
ば
か
り
だ
。
高
台
に
住
ん
だ
方
が
い

い
と
思
う
が
、
若
い
人
が
ど
う
考
え
る
か
だ
。
私
た
ち
は
昭
和
８
年
以
降
、
2
回

や
３
回
家
を
建
て
て
い
る
。
そ
の
た
び
に
平
地
に
下
り
て
き
た
。

障がい者・高齢者をめぐる取り組み
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き
っ
て
後
を
振
り
返
っ
た
と
き
、
堤
防
を
越
え
た
波
と
一
緒
に
板
の
よ
う
な
も
の

が
流
れ
て
き
た
。
そ
の
真
ん
中
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
チ
カ
チ
カ
し
た
も
の
が
見
え
た
。

こ
れ
が
岸
に
た
ど
り
着
い
た
途
端
一
瞬
に
し
て
炎
が
燃
え
上
が
っ
た
。
火
の
ま
わ

り
は
速
か
っ
た
。
ほ
ん
と
う
に
、
あ
っ
と
い
う
間
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
避
難
所

は
自
然
の
袋
小
路
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
三
方
が
崖
の
よ
う
な
山
に
囲
ま
れ
、

他
に
逃
げ
場
の
な
い
場
所
だ
っ
た
。
火
は
山
に
移
っ
て
広
が
っ
た
。
脚
の
丈
夫
な

人
た
ち
は
火
の
移
っ
て
い
な
い
山
を
越
え
て
逃
げ
た
。
母
の
車
い
す
に
棒
を
通
し

て
女
性
４
人
で
持
ち
あ
げ
坂
を
上
り
始
め
て
く
れ
た
が
、
私
は
降
ろ
し
て
く
れ
と

何
度
か
叫
ん
だ
。
１
人
で
上
る
の
も
や
っ
と
の
よ
う
な
崖
で
は
到
底
上
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。
４
人
は
母
を
元
の
所
へ
戻
し
て
く
れ
た
。
そ
の
と

き
の
４
人
の
気
持
ち
に
は
心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
。

　
夫
は
そ
の
と
き
、
最
悪
の
事
態
を
考
え
た
と
思
う
。
私
に
三
男
と
一
緒
に
山
を

登
れ
と
言
っ
た
。
私
は
母
が
い
る
か
ら
と
言
っ
て
た
め
ら
っ
た
。
夫
は
こ
こ
に
は

自
分
が
残
る
と
言
っ
て
、
三
男
に
私
を
連
れ
て
山
を
登
れ
と
指
示
を
出
し
た
。
私

は
昭
和
36
年
５
月
の
三
陸
フ
ェ
ー
ン
大
火
の
被
災
者
か
ら
聴
い
た
話
を
思
い
出
し

た
。
火
に
囲
ま
れ
た
時
、
掛
け
布
団
を
水
で
濡
ら
し
、
そ
れ
で
身
体
を
覆
っ
て
畑

の
真
ん
中
で
火
の
粉
を
避
け
て
助
か
っ
た
と
い
う
話
だ
っ
た
。近
所
の
人
か
ら
使
っ

て
い
な
い
布
団
を
貸
し
て
も
ら
い
、
水
を
か
け
て
濡
ら
そ
う
と
思
っ
た
が
水
が
出

な
か
っ
た
の
で
、
充
分
で
は
な
か
っ
た
が
残
っ
て
い
た
雪
で
濡
ら
し
た
。
山
を
越

え
ら
れ
な
い
母
の
た
め
に
私
が
で
き
る
こ
と
は
そ
れ
く
ら
い
だ
っ
た
。

　
こ
の
避
難
所
の
山
間
に
は
無
人
の
家
も
含
め
て
10
戸
ほ
ど
の
家
が
あ
っ
た
。
か

な
り
古
い
木
造
家
屋
も
あ
っ
た
が
、
幸
い
に
し
て
庭
の
木
や
小
屋
が
燃
え
る
だ
け

で
家
に
火
が
燃
え
移
ら
な
か
っ
た
。
残
っ
た
人
た
ち
は
こ
こ
で
一
夜
を
過
ご
し
た

そ
う
だ
。
強
い
風
も
な
く
風
向
き
も
幸
い
し
た
の
だ
と
思
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は

奇
跡
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
っ
た
。
そ
こ
に
は
消
防
団
Ｏ
Ｂ
の
人
が
い
て
、
防
火

の
指
導
も
し
た
と
い
う
。
協
力
し
て
防
火
に
努
め
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
私
た
ち
の
ほ
う
は
熊
野
神
社
に
行
く
つ
も
り
で
山
を
登
っ
た
が
、
診
療
所
の
方

に
出
て
し
ま
っ
た
。
崖
で
つ
か
ま
る
草
も
少
な
く
、
サ
ン
ダ
ル
も
脱
げ
て
し
ま
い

大
変
だ
っ
た
。
そ
こ
で
五
天
王
避
難
所
へ
行
く
道
を
探
し
て
い
た
消
防
団
員
3
名

う
に
準
備
を
終
え
た
の
が
14
時
半
頃
で
、
係
の
人
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
た
。
地

震
後
の
15
時
ご
ろ
、
係
の
人
が
到
着
し
た
が
、
停
電
し
て
い
る
の
で
入
浴
は
無
理

と
判
断
し
て
、
母
に
服
を
着
せ
て
く
れ
て
帰
っ
て
行
っ
た
。
こ
の
、
服
を
着
せ
て

も
ら
っ
た
こ
と
が
２
つ
め
の
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
。
私
が
服
を
着
せ
て
い
た
ら
時
間

が
か
か
っ
て
結
果
は
ま
っ
た
く
違
っ
て
い
た
と
思
う
。
津
波
は
３
㍍
と
い
う
放
送

が
あ
っ
た
の
で
高
く
て
も
５
㍍
だ
と
考
え
、
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
も
、

そ
の
後
の
地
震
の
状
況
か
ら
、
夫
と
一
緒
に
、
母
を
外
に
連
れ
だ
そ
う
、
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。

　
家
の
前
の
駐
車
場
で
待
機
し
て
い
た
。
隣
の
お
母
さ
ん
が
逃
げ
て
行
っ
た
の
を

み
た
。
近
所
の
人
が
、「
津
波
が
き
た
ぞ
」
と
大
き
な
声
で
叫
ん
だ
。
こ
の
声
を
き

い
た
こ
と
が
、
私
た
ち
が
助
か
っ
た
３
つ
め
の
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
。
こ
の
叫
び
声

を
聞
か
な
か
っ
た
ら
津
波
が
来
る
ま
で
気
づ
か
ず
駐
車
場
に
い
た
と
思
う
。
大
平

地
区
を
み
る
と
白
っ
ぽ
い
煙
の
よ
う
な
モ
ク
モ
ク
し
た
も
の
が
見
え
た
、
こ
れ
が

押
し
寄
せ
る
波
の
し
ぶ
き
だ
っ
た
の
だ
と
思
う
。
何
だ
ろ
う
と
思
っ
た
が
、
津
波

だ
と
い
う
感
じ
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
夫
は
海
の
方
を
見
て
津
波
で
木
が
な
ぎ
倒

さ
れ
る
の
を
見
た
よ
う
で
「
す
ぐ
逃
げ
ろ
」
と
叫
ん
だ
。
後
ろ
を
見
ず
に
ひ
た
す

ら
前
だ
け
を
向
い
て
近
く
の
一
時
避
難
所
へ
上
が
っ
て
い
っ
た
。
私
の
歩
き
方
で

は
見
か
ね
た
の
だ
ろ
う
、
既
に
避
難
し
て
い
た
近
所
の
お
母
さ
ん
が
手
を
引
き
に

来
て
く
れ
た
。
後
で
聞
い
た
ら
、
波
に
追
い
つ
か
れ
そ
う
だ
っ
た
と
い
う
。

　
す
ぐ
に
家
に
戻
れ
る
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
玄
関
の
戸
が
開
い
て

い
た
が
無
視
し
た
。
靴
下
を
は
く
の
も
大
変
な
の
で
い
つ
も
素
足
で
過
ご
し
て
い

た
か
ら
そ
の
ま
ま
逃
げ
た
。
靴
下
や
杖
を
と
り
に
行
っ
た
り
、
何
か
を
持
と
う
と

し
た
り
し
て
い
た
ら
波
に
さ
ら
わ
れ
た
と
思
う
。
こ
れ
も
後
で
聞
い
た
こ
と
だ
が
、

津
波
は
、
堤
防
を
越
え
て
来
た
あ
と
に
診
療
所
方
面
か
ら
来
た
ら
し
い
。
五
天
王

避
難
所
へ
逃
げ
た
の
は
、
私
た
ち
が
最
後
だ
と
思
う
。
み
ん
な
顔
見
知
り
な
の
で
、

あ
の
人
が
い
な
い
、
あ
の
人
は
ど
う
し
た
、
と
言
い
合
っ
て
心
配
し
て
い
た
。
隣

の
Ｍ
さ
ん
は
家
を
出
た
の
に
も
う
一
度
家
に
戻
っ
た
ら
し
い
。家
の
中
で
亡
く
な
っ

て
い
た
そ
う
だ
。
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
油
断
し
た
人
は
い
た
と
思
う
。
床
下
浸
水
で

済
ん
だ
家
の
人
も
亡
く
な
っ
た
の
は
、
外
出
先
で
の
こ
と
だ
っ
た
。
高
台
に
上
り

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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常
運
寺
で
は
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
移
る
よ
う
に
な
る
４
月
１
日
頃
ま
で
50
人
以

上
が
避
難
し
て
い
た
。
常
運
寺
で
は
夫
と
私
、
次
男
と
三
男
が
お
世
話
に
な
っ
た
。

長
男
は
田
野
畑
村
の
知
人
の
家
に
、
仮
設
に
入
る
ま
で
下
宿
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　
母
の
こ
と
が
心
配
で
、
診
療
所
の
黒
田
先
生
に
母
の
様
子
を
尋
ね
た
ら
、
先
生

は
携
帯
で
私
た
ち
の
写
真
を
と
っ
て
行
き
、
そ
の
日
の
う
ち
に
母
の
写
真
を
と
っ

て
き
て
く
れ
た
。
母
は
、
そ
の
と
き
は
元
気
そ
う
だ
っ
た
。

　
私
た
ち
は
津
波
の
せ
い
で
車
を
３
台
な
く
し
て
し
ま
い
、
ガ
ソ
リ
ン
も
な
か
っ

た
の
で
母
の
所
へ
行
け
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
町
も
、
私
が
歩
い
て
行
け
る
状
況

で
は
な
か
っ
た
。
途
中
、
一
度
だ
け
三
男
に
母
へ
の
手
紙
を
託
し
、
ふ
れ
あ
い
荘

ま
で
歩
い
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
。
母
は
４
月
末
頃
か
ら
食
事
が
と
れ
な
く
な
り
入

院
し
た
。検
査
し
て
も
十
二
指
腸
潰
瘍
が
少
し
み
ら
れ
る
と
言
わ
れ
る
程
度
で
あ
っ

た
が
、
回
復
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
一
切
食
事
が
と
れ
な
く
な
っ
た
。
微

熱
が
あ
っ
た
が
検
査
し
て
も
他
の
原
因
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
入
院
先
で
胃
ろ
う

に
し
た
ら
ど
う
か
と
言
わ
れ
て
悩
ん
だ
。
黒
田
先
生
に
相
談
す
る
と
、原
因
が
は
っ

き
り
し
な
い
の
で
、
胃
ろ
う
に
す
る
の
で
は
な
く
少
し
様
子
を
見
た
ら
ど
う
か
と

言
わ
れ
て
、
時
期
を
見
て
一
度
ふ
れ
あ
い
荘
に
戻
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ふ
れ
あ
い
荘
で
は
、
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
何
で
も
、
一
口
で
も
二
口
で
も
口
か

ら
食
べ
さ
せ
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
お
願
い
し
た
。
黒
田
先
生
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
来
る
精
神
科
の
先
生
に
診
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
と
言
っ
て
く
れ
て
、
何
度

か
診
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に
、少
し
ず
つ
良
く
な
っ

て
い
っ
た
。
い
つ
何
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
う
状
況
だ
っ
た
の
だ
が
、

こ
ん
な
に
回
復
す
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
相
撲
が
好
き
な
の
で
そ
の
時
期
に
あ

わ
せ
て
部
屋
に
テ
レ
ビ
を
い
れ
た
ら
、
そ
れ
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。
徐
々
に
家

に
い
た
時
の
よ
う
な
会
話
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
食
事
も
そ
れ
な
り
に

と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
下
肢
の
機
能
は
回
復
が
無
理
だ
っ
た
。

　
津
波
に
負
け
る
の
は
悔
し
い
。
母
と
一
緒
に
、
何
年
も
穏
や
か
に
暮
ら
し
て
き

た
の
に
、
こ
の
震
災
の
せ
い
で
具
合
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
の
は
母
が
か
わ
い
そ

う
だ
し
悔
し
い
と
い
う
思
い
だ
っ
た
。
車
が
１
台
手
に
入
っ
た
の
で
入
院
中
は
殆

ど
毎
日
病
院
に
通
い
、
退
院
し
て
か
ら
も
大
丈
夫
と
思
う
ま
で
、
少
し
の
時
間
し

か
い
ら
れ
な
く
て
も
、
毎
日
ふ
れ
あ
い
荘
に
通
っ
た
。

に
出
会
い
助
け
て
も
ら
い
、
熊
野
神
社
へ
出
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
考
え
れ
ば
、

山
を
登
れ
た
の
は
３
月
に
し
て
は
珍
し
く
山
に
雪
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。

し
か
し
雪
が
あ
れ
ば
火
災
の
状
況
も
変
わ
っ
て
い
た
と
思
う
。
こ
の
避
難
所
か
ら

の
動
線
の
重
要
性
を
痛
感
し
た
。
熊
野
神
社
を
通
っ
て
田
老
一
中
の
体
育
館
の
裏

に
出
た
。こ
こ
で
近
所
の
人
た
ち
と
出
会
っ
た
。着
い
た
の
は
明
る
い
う
ち
だ
っ
た
。

　
体
育
館
に
は
10
人
く
ら
い
い
た
だ
ろ
う
か
、
そ
こ
に
家
に
い
る
と
き
閉
じ
こ
め

ら
れ
偶
然
そ
こ
を
通
っ
た
人
に
助
け
ら
れ
た
、
と
い
う
人
が
避
難
し
て
き
た
。
そ

の
人
は
奥
さ
ん
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
20
時
こ
ろ
に
、
延
焼
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
の
こ
と
で
常
運
寺
に
移
動
す
る
よ
う

に
言
わ
れ
て
線
路
を
つ
た
っ
て
避
難
し
た
。
崖
で
サ
ン
ダ
ル
を
落
と
し
素
足
だ
っ

た
私
に
消
防
の
人
が
中
学
生
の
運
動
靴
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。
三
男
や
近
所
の

人
た
ち
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
ラ
イ
ト
を
頼
り
に
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
。
常
運
寺
の

裏
手
の
線
路
か
ら
下
り
る
と
き
、
知
ら
な
い
人
に
背
負
っ
て
も
ら
っ
た
。
常
運
寺

で
は
ご
住
職
に
お
願
い
し
て
セ
ー
タ
ー
や
靴
下
な
ど
を
出
し
て
も
ら
い
、
寒
さ
を

凌
い
だ
。

　
す
ぐ
に
山
を
登
っ
た
後
遺
症
が
現
れ
た
。
翌
日
か
ら
細
い
角
材
を
杖
代
わ
り
に

し
て
支
え
て
も
ら
い
な
が
ら
歩
い
た
。
床
に
寝
ら
れ
な
い
の
で
背
も
た
れ
の
あ
る

イ
ス
を
２
つ
並
べ
、
座
布
団
を
敷
い
て
ベ
ッ
ド
代
わ
り
に
し
た
。
寝
る
と
き
も
起

き
る
と
き
も
人
の
手
を
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
次
の
日
、
夫
が
私
と
三
男
を
捜
し
て
い
る
間
に
、
母
は
消
防
団
に
助
け
ら
れ
、

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
行
っ
た
が
、
心
細
か
っ
た
と
思
う
。
母
は
１
人
だ
っ
た
の
で
、

近
所
の
知
人
に
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
世
話
に
な
っ
た
。
も
し
私
が
一
緒
に
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
に
行
っ
て
も
母
の
介
護
は
で
き
な
か
っ
た
の
も
確
か
だ
っ
た
。
自
宅
で
の
介

護
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
揃
っ
て
い
る
か
ら
で
き
た
こ
と
だ
っ
た
。
知
人
は
自
分

の
母
親
を
は
じ
め
近
所
の
老
人
も
世
話
を
し
て
い
た
の
で
、
自
分
自
身
も
体
調
を

崩
し
た
と
後
で
聞
い
た
。
私
は
母
の
こ
と
が
気
が
か
り
だ
っ
た
。
ど
こ
か
の
老
人

ホ
ー
ム
に
預
か
っ
て
も
ら
え
な
い
か
と
何
日
ぶ
り
か
で
顔
を
出
し
た
長
男
に
頼
も

う
と
思
っ
た
矢
先
、
田
老
の
町
の
中
を
通
っ
て
い
る
国
道
45
号
線
が
開
通
し
、
母

は
ふ
れ
あ
い
荘
に
移
さ
れ
た
と
聞
き
、
ほ
っ
と
し
た
。

医療の現場から　命を見つめて障がい者・高齢者をめぐる取り組み
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地
区
の
は
ず
れ
の
方
で
、
海
か
ら
離
れ
て
い
る
場
所
だ
っ
た
こ
と
、
家
の
周
囲
の

状
況
か
ら
も
水
の
勢
い
が
小
さ
く
な
っ
た
こ
と
で
水
の
流
れ
る
方
向
も
あ
い
ま
っ

て
、
大
切
な
も
の
が
流
さ
れ
ず
残
っ
た
た
め
、
後
に
面
倒
な
手
続
き
を
せ
ず
に
済

ん
だ
。

　
⑶　
一
人
暮
ら
し

　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
仮
設
に
住
ん
で
い
る
赤
沼
秀
章
さ
ん
（
昭
和
17
年
生
、
元
は
荒

谷
住
）は
、48
歳
の
と
き
に
く
も
膜
下
出
血
で
倒
れ
、５
年
間
意
識
不
明
の
状
態
だ
っ

た
が
意
識
を
回
復
し
た
。
歩
行
が
少
し
不
自
由
で
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
自

力
で
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
震
が
お
き
た
と
き
、
荒
谷
地
区
に
あ
っ
た
浜

納
屋（
船
の
作
業
小
屋
）で
カ
ラ
オ
ケ
を
し
て
い
た
。
終
わ
っ
て
家
に
帰
る
と
き
に
、

大
き
な
地
震
が
お
き
た
。
こ
の
お
話
を
伺
っ
た
の
は
２
０
１
２
年
９
月
11
日
で
あ

る
。

　
秀
章
さ
ん
は
家
に
着
い
て
窓
を
あ
け
よ
う
と
思
っ
た
が
開
か
な
か
っ
た
。
隣
の

お
巡
り
さ
ん
に
、
す
ぐ
に
逃
げ
ろ
と
言
わ
れ
、
公
民
館
に
向
か
っ
て
行
っ
た
。
公

民
館
か
ら
み
る
と
、
大
き
な
番
屋
が
堤
防
の
上
を
越
え
て
く
る
の
が
見
え
た
。
避

難
経
路
を
逃
げ
た
と
き
、
友
人
で
あ
り
床
屋
さ
ん
の
箱
石
さ
ん
が
私
を
引
っ
張
り
、

梶
山
さ
ん
が
押
し
上
げ
て
く
れ
た
。
そ
の
時
に
、
中
学
校
の
校
庭
を
車
が
流
さ
れ

て
行
く
の
を
見
た
。
家
が
流
さ
れ
、木
の
葉
が
流
さ
れ
る
よ
う
に
ぐ
る
ぐ
る
と
回
っ

て
い
た
。
自
分
の
家
も
流
さ
れ
、
す
ぐ
に
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

の
ボ
ン
ベ
が
も
の
す
ご
い
音
を
上
げ
て
燃
え
て
い
る
の
を
見
た
。

　
そ
の
後
、
常
運
寺
に
行
っ
て
ひ
と
晩
泊
ま
っ
た
。
山
の
上
か
ら
火
が
来
て
、
お

寺
も
公
民
館
も
総
合
事
務
所
も
危
な
い
と
い
う
の
で
、
自
衛
隊
の
人
に
連
れ
ら
れ

て
、15
人
ほ
ど
で
線
路
を
伝
っ
て
歩
い
た
。12
日
の
夕
方
、暗
く
な
っ
て
い
た
時
だ
っ

た
。
１
人
に
１
人
自
衛
隊
の
人
が
付
き
添
っ
て
く
れ
た
。
田
老
駅
か
ら
ロ
ー
プ
で

下
り
、
ふ
れ
あ
い
荘
の
バ
ス
が
田
老
駅
に
駐
ま
っ
て
い
た
の
で
そ
れ
に
乗
っ
て
行

き
、
ま
た
１
泊
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
荘
で
は
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
と
感
じ
た
の
で
箱
石

さ
ん
と
一
緒
に
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
が
、
車
で

ま
ず
宮
古
に
向
か
っ
た
。
魚
彩
市
場
の
近
く
の
銭
湯
に
入
り
、
マ
グ
ロ
の
刺
身
で

　
こ
の
震
災
の
せ
い
で
母
は
心
も
体
も
疲
れ
切
っ
た
の
だ
と
思
う
。
い
く
ら
新
し

い
家
に
誘
っ
て
も
、
ふ
れ
あ
い
荘
か
ら
動
こ
う
と
し
な
か
っ
た
。

　
母
の
訪
問
入
浴
が
あ
の
日
、
あ
の
時
間
で
な
か
っ
た
ら
、
夫
は
出
か
け
て
い
た

と
思
う
。
夫
が
家
に
い
な
け
れ
ば
、
ど
う
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
振
り
返
っ
て
み

れ
ば
、
歩
け
な
い
老
人
を
介
護
し
て
い
る
私
た
ち
が
家
族
全
員
無
事
だ
っ
た
の
は
、

奇
跡
の
よ
う
な
気
が
す
る
。
一
つ
一
つ
の
偶
然
が
よ
い
方
向
に
導
い
て
く
れ
た
か

ら
だ
っ
た
。
私
た
ち
家
族
は
あ
の
と
き
、
自
分
た
ち
の
人
生
の
よ
い
運
を
全
て
使

い
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
く
ら
い
だ
っ
た
。

　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
ア
リ
ー
ナ
に
は
あ
ま
り
長
く
い
な
か
っ
た
。
１
週
間
も
い
た

だ
ろ
う
か
、
定
か
で
は
な
い
。
身
体
の
状
態
を
考
え
て
く
れ
た
の
だ
と
思
う
。
ホ

テ
ル
の
７
階
の
シ
ャ
ワ
ー
の
あ
る
部
屋
に
割
り
当
て
て
も
ら
っ
た
。
私
は
自
衛
隊

の
お
風
呂
に
入
る
の
は
困
難
だ
っ
た
。

　
６
月
12
日
に
仮
設
に
移
っ
た
。
今
の
家
に
は
、
平
成
24
年
３
月
24
日
の
大
雪
の

日
に
引
っ
越
し
た
。

　
仮
設
住
宅
は
、
夏
が
暑
く
て
大
変
だ
っ
た
。
若
い
人
は
閉
め
て
寝
た
い
、
私
は

開
け
て
寝
た
い
。
冬
は
部
屋
が
小
さ
く
大
人
が
多
い
せ
い
か
暖
か
か
っ
た
。
あ
り

が
た
い
と
思
っ
た
。
快
適
に
過
ご
し
た
い
と
は
思
う
が
、
こ
こ
ま
で
支
援
し
て
も

ら
っ
て
、
特
に
要
望
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
自
分
た
ち
も
我
慢
し
な
け
れ
ば
と

い
う
思
い
だ
っ
た
。
今
思
え
ば
、
た
く
さ
ん
の
人
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
心
か
ら

感
謝
し
た
い
。

　
被
災
し
た
家
の
２
階
は
濡
れ
ず
に
物
は
無
事
だ
っ
た
が
、
１
階
は
無
惨
だ
っ
た
。

母
の
ベ
ッ
ド
の
下
の
床
は
抜
け
落
ち
、
あ
れ
ほ
ど
重
か
っ
た
ベ
ッ
ド
は
影
も
形
も

な
か
っ
た
。

　
自
衛
隊
の
人
が
通
帳
や
印
鑑
の
入
っ
た
袋
を
見
つ
け
て
く
れ
た
。
そ
の
袋
を
受

け
取
り
に
警
察
に
行
っ
た
と
き
「
袋
の
中
に
身
体
障
害
者
手
帳
が
入
っ
て
い
た
の

で
、
こ
の
方
は
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
、
助
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
心
配
し
て
い

ま
し
た
」
と
言
わ
れ
て
あ
り
が
た
か
っ
た
。
私
た
ち
の
家
が
あ
っ
た
場
所
は
荒
谷

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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避
難
中
の
食
事
づ
く
り
は
入
居
者
、
避
難
者
、
職
員
で
協
力
し
て
行
っ
た
。
食

料
は
神
田
の
自
治
会
と
役
場
か
ら
蕎
麦
を
も
っ
て
き
て
な
ん
と
か
な
っ
た
の
だ
が
、

市
か
ら
届
く
べ
き
食
料
が
他
所
に
回
さ
れ
た
時
に
少
し
混
乱
し
た
。
情
報
が
少
な

く
て
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
が
多
い
だ
ろ
う
と
考
え
、
入
居
者
、
避
難
者
に
向
け

た
情
報　
「
ふ
れ
あ
い
荘
ニ
ュ
ー
ス
（
Ｎ
Ｏ
．
１
：
３
月
15
日
～
Ｎ
Ｏ
．
６
）」
を

作
成
し
て
発
行
し
た
。

　
介
護
福
祉
士
会
や
岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
か
ら
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
す
る

と
い
う
打
診
は
あ
っ
た
が
、
う
ま
く
機
能
し
な
か
っ
た
し
、
働
き
や
す
い
体
制
を

つ
く
れ
な
か
っ
た
。
お
む
つ
、
薬
が
な
く
な
る
こ
と
も
な
く
、
入
居
者
の
こ
と
に

つ
い
て
は
心
配
が
い
ら
な
か
っ
た
。

　
３
月
17
日
に
酒
田
か
ら
フ
ロ
を
も
っ
て
き
て
く
れ
た
し
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
お

風
呂
に
も
同
日
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
八
幡
平
に
あ
る
松
尾
の
温
泉
旅
館（
現

八
幡
平
市
）
の
人
が
お
湯
を
も
っ
て
き
て
く
れ
て
と
て
も
あ
り
が
た
か
っ
た
。

　
３
・
11
の
日
に
勤
務
し
て
い
な
か
っ
た
職
員
は
道
路
も
封
鎖
さ
れ
て
い
た
し
ガ

ソ
リ
ン
も
な
か
っ
た
の
で
そ
の
後
し
ば
ら
く
出
勤
で
き
な
か
っ
た
。
３
月
末
ま
で

に
地
域
住
民
が
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
移
動
し
た
た
め
、
４
月
１
日
に
は
ふ
れ
あ
い
荘

に
は
入
居
者
の
み
と
な
っ
た
。

　
避
難
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
家
が
無
事
な
人
を
家
に
帰
す
、
と
い
う
こ
と

は
難
し
か
っ
た
。
帰
っ
て
も
電
気
、
水
道
、
食
料
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
避
難
し

て
き
た
人
た
ち
は
高
齢
者
ば
か
り
で
、
職
員
の
立
場
で
言
え
ば
、
入
居
者
は
利
用

料
を
も
ら
っ
て
い
る
た
め
優
先
す
べ
き
、
と
い
う
思
い
は
あ
っ
た
。

　
北
高
の
体
育
館
に
避
難
し
て
い
た
人
は
寒
か
っ
た
と
思
う
。
ふ
れ
あ
い
荘
は
床

暖
房
が
あ
り
暖
か
く
居
心
地
が
よ
か
っ
た
は
ず
だ
。し
か
し
、元
気
な
人
は
こ
っ
ち
、

弱
い
人
は
こ
っ
ち
、
と
い
う
よ
う
な
振
り
分
け
は
難
し
か
っ
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
者
は
、
自
宅
に
帰
ら
ず
ふ
れ
あ
い
荘
に
い
た
。
そ
の
ま

ま
入
居
に
な
っ
た
人
も
い
た
。
し
ば
ら
く
の
間
は
定
員
よ
り
多
い
人
数
を
受
け
入

れ
て
い
た
。
備
蓄
品
、
食
料
や
毛
布
な
ど
に
つ
い
て
今
後
は
、
ど
こ
に
何
が
あ
る

か
を
明
示
し
て
情
報
共
有
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
次
に
、
同
じ
く
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ふ
れ
あ
い
荘
の
主
任
介
護
福
祉
士
兼
ケ

ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
。
箱
石
さ
ん
の
家
が
宮
古
に
も
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
で
１
泊
し

て
か
ら
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
行
っ
た
。
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
中
で
、
よ
さ
そ
う
な
場
所

を
探
し
、
陣
取
っ
て
過
ご
し
た
。
４
月
３
日
以
降
は
ホ
テ
ル
の
畳
の
部
屋
で
過
ご

し
た
。
市
の
方
針
が
出
た
ら
す
ぐ
に
で
も
家
を
建
て
る
つ
も
り
だ
。
海
の
近
く
に

建
て
た
い
。

　
赤
沼
さ
ん
は
２
０
１
５
年
12
月
末
現
在
も
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
仮
設
住
宅
で
一
人

暮
ら
し
を
し
て
い
る
。
弟
の
手
を
借
り
な
が
ら
、
三
王
団
地
に
住
宅
を
建
設
す
る

予
定
で
あ
る
。

３　
福
祉
施
設
に
お
け
る
震
災
当
日
の
状
況
と
経
過

　
こ
こ
で
は
、
要
援
護
者
を
多
数
受
け
入
れ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
事
業
所

の
対
応
を
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
の
順
に
紹
介
す
る
。
職
員
た
ち
が
ど
う
考
え
行

動
し
た
か
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
⑴　
高
齢
者
の
事
業
所

ふ
れ
あ
い
荘

　
田
老
和
心
会
理
事
長
で
あ
る
赤
沼
弘
さ
ん
は
、
３
・
11
当
日
は
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
ふ
れ
あ
い
荘
に
勤
務
し
て
い
た
。
２
０
１
３
年
９
月
11
日
に
お
話
を
伺
っ

た
。
ふ
れ
あ
い
荘
は
宮
古
市
田
老
養
呂
地
と
い
う
海
か
ら
約
３
キ　
　
ロ

メ
ー
ト
ル
山
側
に
あ
る
。

田
老
川
の
上
流
域
で
は
あ
る
が
、
少
し
高
い
場
所
に
あ
る
の
で
津
波
で
被
害
を
受

け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
赤
沼
さ
ん
は
、
震
災
前
に
新
潟
県
長
岡
市
の
福
祉
施
設
園
長
で
あ
る
小
山
剛
さ

ん
か
ら
、
社
会
福
祉
法
人
に
は
社
会
に
対
し
て
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
務

が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
話
し
を
聞
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
大
き
な
災

害
が
起
き
た
と
知
る
と
す
ぐ
に
「
被
災
し
た
住
民
が
避
難
し
て
来
た
ら
全
て
受
け

入
れ
る
」
と
い
う
方
針
を
施
設
長
と
と
も
に
打
ち
出
し
た
。
職
員
は
戸
惑
っ
て
い

た
が
、
赤
沼
さ
ん
に
迷
い
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
外
部
か
ら
病
気
が
持
ち
込
ま
れ

る
こ
と
が
心
配
だ
っ
た
と
い
う
。

医療の現場から　命を見つめて障がい者・高齢者をめぐる取り組み
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が
あ
る
と
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
話
し
を
す
る
た
び
に
私
は
そ
の
こ
と
を
思
い

出
さ
さ
れ
て
し
ま
い
辛
く
な
る
。

　
地
震
の
あ
と
、
私
は
３
・
11
の
日
に
は
休
み
を
も
ら
っ
て
、
堤
防
に
あ
が
り
弔

い
を
し
て
い
る
。
強
い
気
持
ち
で
い
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。「
仮
設
で

死
に
た
く
な
い
」
と
言
う
人
が
い
る
。
老
人
は
強
い
と
思
う
。
人
の
尊
厳
と
い
う

言
葉
を
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

清
寿
荘

　
岩
間
正
一
さ
ん
が
院
長
を
務
め
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
寿
荘
は
、
も
と
は
公
設

公
営
の
施
設
だ
っ
た
が
、
平
成
16
年
に
宮
古
市
か
ら
指
定
管
理
者
の
指
定
を
受

け
て
宮
古
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
岩
間
さ
ん
は
介
護

保
険
制
度
が
始
ま
っ
た
年
の
翌
年
（
平
成
13
年
）
か
ら
院
長
と
し
て
勤
務
し
て
い

る
。
清
寿
荘
は
山
田
線
津
軽
石
駅
と
豊
間
根
駅
の
ち
ょ
う
ど
中
間
の
山
側
に
あ

る
。
津
軽
石
川
か
ら
離
れ
て
高
台
に
あ
る
の
で
津
波
の
被
害
に
は
遭
わ
な
か
っ
た
。

２
０
１
４
年
９
月
９
日
に
伺
っ
た
お
話
で
あ
る
。

　
地
震
の
直
後
、
入
所
者
48
名
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
21
名
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
利
用
者
２
名
の
合
計
71
名
を
点
呼
し
て
全
員
に
怪
我
が
な
い
の
を
確
認
し
た
。

ト
イ
レ
に
水
が
な
く
困
っ
た
が
、
お
風
呂
の
お
湯
を
そ
の
日
は
抜
い
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
バ
ケ
ツ
で
汲
ん
で
ト
イ
レ
に
使
っ
た
。
男
女
別
に
お
風
呂
の
水
が
残
っ

て
い
た
か
ら
、
水
道
が
復
旧
す
る
ま
で
そ
れ
で
間
に
合
っ
た
。
自
宅
で
井
戸
水
を

使
っ
て
い
る
職
員
が
近
く
に
住
ん
で
い
た
の
で
、そ
の
人
か
ら
水
を
わ
け
て
も
ら
っ

て
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
も
っ
て
き
て
も
ら
い
、
煮
沸
し
て
飲
み
水
に
す
る
、
と
い
う

生
活
だ
っ
た
。

　
３
・
11
の
日
、
16
時
に
、
施
設
内
の
災
害
対
策
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で
そ
の
後
の

こ
と
を
検
討
し
、
段
取
り
を
決
め
て
す
す
め
た
。
そ
の
日
た
ま
た
ま
通
院
の
た
め

外
出
し
て
い
た
入
所
者
が
戻
っ
て
き
て
い
な
か
っ
た
。
夜
に
な
っ
て
職
員
が
裏
道

を
通
っ
て
確
認
に
行
っ
た
が
そ
の
医
院
は
被
災
し
て
い
て
誰
も
い
な
か
っ
た
。
あ

と
で
き
く
と
、
そ
の
医
院
の
院
長
の
判
断
で
避
難
さ
せ
て
全
員
無
事
だ
っ
た
ら
し

い
。
医
院
の
判
断
の
お
か
げ
で
助
か
っ
た
。
そ
の
方
に
つ
い
て
は
、
12
日
の
午
後

２
時
に
近
く
の
別
の
介
護
施
設
の
方
が
こ
こ
に
送
り
届
け
て
く
れ
た
。

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
あ
る
上
山
ヤ
ス
子
さ
ん
（
昭
和
29
年
生
）
に
、
２
０
１
３
年
９

月
12
日
に
話
し
を
き
い
た
。
上
山
さ
ん
は
利
用
者
や
職
員
の
様
子
に
つ
い
て
、
当

時
の
メ
モ
を
見
な
が
ら
話
し
て
く
れ
た
。

　
地
震
が
起
き
た
直
後
、
ふ
れ
あ
い
荘
は
海
か
ら
離
れ
て
い
る
し
、
揺
れ
な
い
の

で
避
難
す
る
と
い
う
よ
り
待
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
。
テ
レ
ビ
も
つ
か
な

か
っ
た
。
防
災
無
線
も
す
ぐ
に
機
能
し
な
く
な
っ
た
。
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
、

と
わ
か
っ
た
の
は
暗
く
な
っ
て
き
て
、
職
員
が
帰
ろ
う
と
し
は
じ
め
て
か
ら
だ
っ

た
。
夕
方
頃
か
ら
、
外
か
ら
避
難
し
て
く
る
人
が
徐
々
に
増
え
て
き
て
、
夜
勤
帯

勤
務
の
（
15
時
30
分
頃
）
の
職
員
も
来
ら
れ
な
い
、
勤
務
明
け
の
人
は
家
に
帰
れ

な
い
、と
い
う
感
じ
だ
っ
た
の
で
、日
勤
帯
勤
務
の
人
が
業
務
を
カ
バ
ー
し
て
い
た
。

入
居
者
は
廊
下
に
机
を
並
べ
て
、
何
か
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
逃
げ
ら
れ
る
よ
う
な
体

制
に
し
て
お
き
、
ホ
ー
ル
は
避
難
者
に
開
放
し
た
。
避
難
し
て
く
る
人
は
ど
ん
ど

ん
受
け
入
れ
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
も
そ
の
ま
ま
20
日
ほ
ど
居
続
け
、
家

が
流
さ
れ
た
人
は
入
居
と
な
っ
た
。

　
私
は
震
災
後
ず
っ
と
家
に
帰
ら
な
か
っ
た
。
寝
る
場
所
も
な
か
っ
た
の
で
「
そ

こ
ら
」
に
寝
る
、
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。
電
気
は
２
、３
日
後
に
復
旧
し
た
の
で
よ

か
っ
た
。
被
災
後
に
山
側
の
集
落
か
ら
お
に
ぎ
り
が
届
き
、
と
て
も
助
か
っ
た
。

支
援
物
資
が
あ
り
が
た
か
っ
た
。
職
員
の
家
か
ら
の
差
し
入
れ
も
届
き
、
卵
焼
き

が
美
味
し
か
っ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
る
。

　
家
族
の
安
否
確
認
の
た
め
に
職
員
は
交
替
で
家
に
帰
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
を
辿
っ
て
安
否
確
認
を
し
て
、
職
員
は
全
員
無
事
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
他
機
関
か
ら
の
援
助
に
つ
い
て
だ
が
、
八
戸
の
施
設
や
大
学
、
介
護
福
祉
士
会

の
方
を
一
度
受
け
入
れ
た
が
、
職
員
だ
け
で
な
ん
と
か
で
き
た
の
で
、
陸
前
高
田

市
な
ど
、
も
っ
と
大
変
な
処
へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
、
と
頼
ん
だ
。
家
族
を
亡
く
し

た
職
員
も
い
た
が
、
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
や
っ
て
き
た
。

　
私
は
、
家
は
な
く
し
て
し
ま
っ
た
が
、
身
近
な
人
が
亡
く
な
っ
て
い
な
い
の
で

よ
い
方
だ
と
思
っ
て
い
る
。
高
台
に
移
転
す
る
こ
と
に
決
め
て
い
る
。

　
認
知
症
の
方
と
の
関
わ
り
で
は
辛
い
思
い
を
す
る
。
よ
く
家
に
帰
り
た
い
と
言

う
し
、
流
れ
て
し
ま
っ
た
家
の
あ
っ
た
場
所
を
見
に
行
っ
て
も
す
ぐ
に
忘
れ
て
し

ま
い
、
ま
た
帰
り
た
い
と
言
う
。
津
波
か
ら
逃
げ
て
き
た
人
も
、
本
人
は
認
知
症

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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一
般
の
要
援
護
者
が
避
難
所
の
家
族
の
も
と
に
移
動
し
て
い
っ
た
。

　
備
蓄
食
糧
に
つ
い
て
は
、
震
災
後
に
災
害
対
策
会
議
で
検
討
し
て
、
今
は
備
蓄

食
糧
入
居
者
50
、
デ
イ
利
用
者
20
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
者
２
、一
般
10
×
５
日

分
を
準
備
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
県
内
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施

設
長
会
議
で
も
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。
民
設
民
営
と
異
な
り
、
指
定
管
理
者
制

度
の
中
で
は
職
員
の
分
を
確
保
す
る
の
が
難
し
く
、
そ
の
こ
と
は
課
題
と
し
て
残

さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

　
震
災
当
時
の
食
料
は
、
15
日
に
宮
古
市
の
職
員
が
来
て
、
そ
の
後
３
月
21
日
に

自
衛
隊
が
宮
古
市
か
ら
ひ
き
つ
い
で
運
ん
で
く
れ
た
。
大
槌
の
特
養
施
設
で
は
と

ん
で
も
な
い
人
数
（
２
０
０
人
く
ら
い
）
の
方
が
入
っ
て
食
料
が
足
り
ず
、
か
な

り
厳
し
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
大
槌
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
食
料
が
届
い
た
ら
し

い
が
、
そ
れ
を
考
え
れ
ば
宮
古
市
は
よ
か
っ
た
と
思
う
。

　
震
災
の
話
は
、
職
員
同
士
の
会
話
に
あ
ま
り
出
て
こ
な
い
。
話
題
も
少
な
い
。

私
自
身
も
妻
と
も
あ
ま
り
話
は
し
な
い
。
思
い
出
し
た
く
な
い
、
と
い
う
気
持
ち

も
あ
る
。
私
は
以
前
、
土
日
、
朝
夕
に
は
浜
に
行
っ
て
い
た
し
、
海
水
浴
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
も
行
っ
て
い
た
が
、
震
災
後
は
、
２
年
目
に
一
度
だ
け
海
藻
を
採
り
に

行
っ
た
だ
け
で
、
今
は
も
う
行
く
気
持
ち
に
な
れ
な
い
。
行
き
た
く
な
い
と
い
う

こ
と
も
な
い
が
、
行
こ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
ら
な
い
。
妻
は
あ
の
日
、
津
波
を

見
て
い
る
し
。

　
清
寿
荘
の
す
ぐ
隣
に
あ
る
仮
設
住
宅
に
つ
い
て
、
情
報
は
入
っ
て
こ
な
い
の
で
、

ど
ん
な
人
が
住
ん
で
い
る
か
、
と
い
う
の
は
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
。
ホ
ー
ム
の

入
居
者
と
仮
設
の
入
居
者
に
交
流
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
入
居
者
の
中
に
は
、
仮
設

住
宅
は
な
く
な
っ
て
欲
し
い
と
言
っ
て
い
る
人
も
複
数
い
る
。
以
前
は
畑
を
作
っ

た
り
散
策
し
た
り
で
き
て
い
た
の
に
、
自
由
が
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。

　
震
災
後
に
ホ
ー
ム
に
入
居
し
た
人
は
５
名
ほ
ど
い
る
。
独
居
で
自
宅
を
流
さ
れ

た
人
、
経
済
的
に
は
裕
福
だ
が
独
居
と
い
う
人
、
息
子
が
津
波
で
死
亡
し
た
と
い

う
人
な
ど
だ
。

　
岩
間
さ
ん
は
２
０
１
５
年
４
月
に
定
年
を
迎
え
退
職
さ
れ
て
い
る
。

田
老
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
12
日
は
一
般
の
避
難
者
が
訪
れ
た
。
要
援
護
者
７
名
（
介
護
度
が
出
て
い
る
人
）

を
受
け
入
れ
、
元
気
な
方
は
お
寺
に
避
難
し
て
も
ら
っ
た
。
非
常
食
と
し
て
、
入

所
の
方
の
人
数
×
３
食
×
３
日
分
は
あ
っ
た
が
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
や
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
利
用
者
、
職
員
の
分
は
な
か
っ
た
。
災
害
対
策
会
議
で
話
を
し
て
、
栄

養
士
が
機
転
を
き
か
せ
て
１
人
分
の
食
事
の
量
を
減
ら
す
こ
と
に
し
た
。
利
用
者

に
は
不
満
を
き
つ
く
言
わ
れ
て
た
い
へ
ん
辛
い
思
い
を
し
た
。
職
員
は
残
り
少
な

い
食
料
を
食
べ
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
近
所
か
ら
パ
ン
を
も
っ
て
き
て
く

れ
る
人
が
い
た
の
で
、
そ
れ
を
少
し
ず
つ
食
べ
て
凌
い
だ
。

　
15
日
に
よ
う
や
く
電
気
が
復
旧
し
、
宮
古
市
か
ら
食
料
が
届
い
た
。
15
日
に
食

料
は
少
し
だ
け
残
っ
て
い
た
状
況
だ
っ
た
。
入
居
者
に
は
ガ
マ
ン
で
き
な
い
方
も

い
て
、
厳
し
く
い
ろ
い
ろ
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
、
本
当
に
苦
し
か
っ
た
。
食
料
に

つ
い
て
は
全
員
が
要
求
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
元
気
な
男
性
の
方
が
か
な
り
強

く
要
求
し
て
き
た
。
18
日
に
再
び
水
道
が
止
ま
っ
た
。

　
一
般
の
方
は
静
養
室
で
休
ん
で
い
た
。
夜
通
し
騒
い
で
い
る
よ
う
な
不
穏
な
状

態
の
方
２
名
は
院
長
室
で
休
ま
せ
た
。
そ
の
方
た
ち
に
付
き
添
っ
た
職
員
は
そ
の

間
一
睡
も
で
き
な
か
っ
た
。

　
不
穏
状
態
に
あ
っ
た
２
名
は
、
当
日
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
で
は
な
か
っ
た
が
、

自
宅
が
被
災
し
た
せ
い
で
こ
こ
に
避
難
し
て
き
た
方
だ
っ
た
。３・11
の
日
を
境
に
、

認
知
症
が
進
ん
だ
人
は
多
い
。
元
気
な
方
は
動
き
た
い
の
に
動
け
な
い
、
出
か
け

た
い
の
に
ど
こ
に
も
行
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
と

思
う
。
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
は
、
普
段
は
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
を
使
っ
て
町
に
出
る

方
も
い
る
。
こ
こ
に
は
い
な
い
が
、
お
酒
を
飲
み
に
出
る
人
も
い
る
よ
う
な
と
こ

ろ
な
の
だ
。
い
つ
も
な
ら
で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
ス
ト
レ
ス
が
大

き
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。

　
11
日
か
ら
14
日
は
殆
ど
の
職
員
が
泊
ま
り
込
ん
だ
。
通
常
は
夜
間
に
支
援
員
が

い
る
体
制
な
の
だ
が
、こ
の
期
間
は
職
員
で
24
時
間
体
制
を
と
っ
た
。
職
員
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
常
に
戻
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
23
日
だ
っ
た
。
女
性
の
職
員
は

入
浴
も
で
き
ず
大
変
だ
っ
た
と
思
う
。
帰
り
た
く
と
も
帰
れ
な
い
。
食
料
を
毎
日

の
よ
う
に
他
所
の
人
に
も
ら
う
、
と
い
う
こ
と
も
耐
え
難
か
っ
た
と
思
う
。
電
気

の
復
旧
は
３
月
15
日
、
水
道
は
19
日
、
お
風
呂
は
23
日
か
ら
復
旧
し
た
。
26
日
に

医療の現場から　命を見つめて障がい者・高齢者をめぐる取り組み
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た
が
大
変
だ
っ
た
。
車
い
す
の
利
用
者
と
歩
け
る
人
を
連
れ
、
私
と
も
う
１
人
の

職
員
が
先
に
移
動
し
た
。
そ
の
最
中
に
、
除
雪
車
が
道
を
あ
け
て
く
れ
た
と
い
う

情
報
が
入
っ
た
た
め
、
坂
を
登
る
の
を
や
め
て
も
と
の
場
所
に
戻
っ
た
。
途
中
で

１
人
の
歩
け
る
利
用
者
が
行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
探
し
て
一
緒
に

バ
ス
に
乗
り
込
ん
で
道
の
駅
に
上
が
っ
て
い
っ
た
。
道
の
駅
で
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に

移
動
し
た
ほ
う
が
い
い
と
言
わ
れ
、
そ
こ
か
ら
は
ず
っ
と
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
で
過
ご

し
た
。

　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
行
き
利
用
者
の
様
子
を
見
な
が
ら
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
火
の

手
が
ま
わ
っ
て
名
簿
、
緊
急
連
絡
先
、
薬
が
焼
失
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と

心
配
に
な
り
、
暗
く
な
っ
て
か
ら
書
類
を
取
り
に
戻
っ
た
。
17
時
か
18
時
だ
っ
た

と
思
う
。
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
か
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
７
㌔
あ
る
。
45
号
線
の
平
内

運
送
ま
で
来
た
が
、
警
察
や
消
防
に
止
め
ら
れ
た
。
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
戻
れ
た
の

は
お
そ
ら
く
翌
日
だ
っ
た
と
思
う
が
、
記
憶
が
あ
い
ま
い
だ
。

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
水
は
入
ら
な
か
っ
た
し
、
火
は
川
の
向
こ
う
ま
で
で
止
ま
っ

て
く
れ
た
。
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
で
は
食
事
の
準
備
や
片
付
け
を
手
伝
い
、
利
用
者
の

お
世
話
を
し
て
、
夜
は
眠
ら
な
か
っ
た
。

　
利
用
者
も
職
員
も
、
み
な
、
家
族
の
安
否
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
携
帯
が
つ
な

が
る
時
が
あ
り
、
会
話
は
で
き
な
く
て
も
、
つ
な
が
っ
た
と
い
う
こ
と
は
生
き
て

い
る
こ
と
か
、
と
思
う
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
。
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
は
、
ず
ぶ
ぬ
れ

の
人
や
、
骨
折
し
た
人
た
ち
が
運
び
込
ま
れ
て
き
た
。
骨
折
し
た
人
は
応
急
処
置

を
し
て
翌
日
ま
で
待
っ
て
い
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
看
護
師
が
、
そ
れ

ら
の
処
置
を
手
伝
っ
て
い
た
。
秋
田
の
消
防
署
が
地
震
の
翌
日
か
け
つ
け
て
く
れ

た
こ
と
が
心
強
か
っ
た
。
緊
急
搬
送
先
は
岩
泉
の
済
生
会
病
院
だ
っ
た
。
患
者
の

中
に
は
妊
婦
さ
ん
も
い
た
。

　
情
報
は
ラ
ジ
オ
か
ら
得
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
一
晩
中
ラ
ジ
オ
を
つ
け
て
い

た
。
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
は
自
家
発
電
が
あ
り
、
真
っ
暗
に
な
ら
な
か
っ
た
の
が
よ

か
っ
た
。
利
用
者
は「
み
ん
な
家
が
流
れ
た
が
、お
ん
な
じ
だ
が
」が
合
い
言
葉
だ
っ

た
。
感
情
の
高
ぶ
り
は
感
じ
ら
れ
な
い
、
呆
然
と
し
て
い
る
感
じ
だ
っ
た
。
翌
日

に
な
っ
て
か
ら
、「
○
○
が
い
な
い
」
と
言
う
声
が
聞
こ
え
始
め
た
。
す
ぐ
に
利
用

者
の
家
族
が
迎
え
に
く
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
同
じ
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
来

　

宮
古
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
田
老
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
田
老
川
の
河
口
か
ら
１

キ　
　
ロ

メ
ー
ト
ル

程
度
し
か
離
れ
て
い
な
い
。
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
、
地
域
支
援
係
と
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て

田
老
地
区
や
鍬
ヶ
崎
な
ど
の
宮
古
市
北
部
を
担
当
し
て
い
る
鈴
木
美
喜
子
さ
ん（
昭

和
32
年
生
）
か
ら
お
話
を
伺
っ
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
、
思
い
だ
そ
う
と
思
っ
て
も
思
い
出
せ
な
い
こ
と
が
あ
る
、
思
い

出
し
た
く
な
い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
言
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
た
。
地

震
が
起
き
た
と
き
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
い
た
そ
う
だ
。

　
携
帯
電
話
の
警
報
が
鳴
っ
た
。
大
き
な
地
震
だ
っ
た
の
で
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
、

ラ
ジ
オ
を
つ
け
た
。
30
㌢
程
度
の
津
波
が
確
認
さ
れ
て
い
る
、
後
か
ら
３
㍍
の
津

波
が
予
測
さ
れ
る
と
聞
こ
え
た
。
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
は
思
っ
た
が
逃
げ
る
こ
と
に

し
て
、
バ
ス
な
ど
を
準
備
し
て
い
た
。

　
人
数
は
定
か
で
は
な
い
が
、
お
年
寄
り
は
み
ん
な
ト
イ
レ
に
寄
っ
て
い
く
と
い

う
の
で
待
っ
て
い
て
、
外
を
み
る
と
も
う
、
近
く
に
津
波
が
来
て
い
た
。
地
震
か

ら
30
分
ほ
ど
た
っ
て
い
た
。
ゴ
ォ
ォ
と
い
う
音
が
聞
こ
え
て
、
他
の
職
員
に
何
の

音
か
と
聞
い
た
ら
「
津
波
の
音
で
す
」
と
言
わ
れ
た
。
先
に
逃
げ
た
職
員
が
津
波

を
見
て
、
あ
わ
て
て
戻
っ
て
き
た
。

　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
っ
て
逃
げ
よ
う
と
思
っ
た
が
、
45
号
線
は
瓦
礫
で
ふ
さ
が

れ
て
い
た
。
セ
ン
タ
ー
長
と
一
緒
に
見
に
行
っ
た
ら
、
10
㍍
先
に
水
が
来
て
い
て
、

あ
る
は
ず
の
田
老
の
町
並
み
が
な
く
な
っ
て
い
た
。
実
際
の
津
波
は
見
て
い
な
い

が
、
後
日
映
像
を
見
た
と
き
に
、
と
て
も
怖
か
っ
た
。

　
津
波
が
来
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
行
動
す
る
ま
で
に
無
駄
な
時
間

を
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
と
思
う
。
第
１
の
津
波
が
来
た
と
わ
か
っ
た
あ
と
、
第
２
、

第
３
波
が
来
る
の
が
わ
か
っ
て
い
た
の
で
、
農
協
の
奥
の
椎
茸
セ
ン
タ
ー
ま
で
逃

げ
よ
う
と
し
た
。
利
用
者
を
逃
が
し
、
毛
布
、
薬
品
を
持
っ
た
。
途
中
で
、
津
波

で
流
さ
れ
た
人
が
い
た
の
で
救
助
に
ま
わ
っ
た
。
消
防
の
人
と
一
緒
に
、
担
架
が

な
か
っ
た
の
で
長
い
木
を
２
本
組
ん
で
簡
易
の
担
架
を
つ
く
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ

に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
田
老
診
療
所
の
方
か
ら
火
の
手
が

あ
が
り
火
事
に
な
り
、
ど
こ
に
逃
げ
よ
う
か
と
話
し
て
い
た
。
奥
に
逃
げ
る
と
火

か
ら
逃
げ
ら
れ
な
く
な
る
の
で
、
45
号
線
に
あ
が
る
急
な
坂
道
に
あ
が
ろ
う
と
し

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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た
ち
を
座
ら
せ
て
い
た
。
こ
れ
は
津
波
が
来
る
と
思
っ
て
、
職
場
に
帰
ろ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
藤
原
小
学
校
で
運
営
し
て
い
る
学
童
保
育
所
の
様
子
を
見
に
行

く
こ
と
に
し
た
。

　
市
役
所
か
ら
藤
原
小
学
校
に
着
い
た
が
、
川
沿
い
を
来
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
危
険
だ
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
に
戻
っ
て
く
る
と
防
災
無
線

が
鳴
り
響
い
て
い
た
。
高
齢
者
は
バ
ス
で
避
難
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
ど
こ
に
行

く
の
か
職
員
に
き
い
た
ら
、
高
い
と
こ
ろ
、
ゴ
ミ
処
理
場
に
逃
げ
ま
す
、
と
言
っ

て
い
た
。
ゴ
ミ
処
理
場
は
バ
ス
も
入
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
15
時
20
分
こ
ろ
に
移

動
を
始
め
た
と
思
う
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
は
「
逃
げ
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
職
員
が
半
ば
強

引
に
車
い
す
の
方
を
降
ろ
し
た
り
お
ん
ぶ
し
た
り
し
な
が
ら
バ
ス
に
乗
せ
て
移
動

し
た
。
職
員
17
名
と
利
用
者
48
名
、マ
イ
ク
ロ
バ
ス
４
台
と
ワ
ゴ
ン
車
２
台
を
使
っ

た
。

　
高
台
に
着
い
た
あ
と
も
何
度
も
余
震
が
あ
り
、
防
災
無
線
も
鳴
っ
て
い
た
。
最

初
は
す
ぐ
に
戻
れ
る
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
と
き
の
情
報
は
ラ
ジ
オ
で
し
か
聞
く

こ
と
が
で
き
ず
、
ま
さ
か
こ
ん
な
津
波
だ
と
は
誰
も
想
像
で
き
な
か
っ
た
。
津
波

が
第
１
波
、
第
２
波
と
来
る
こ
と
は
聞
い
て
い
た
が
、
私
自
身
も
、
利
用
者
も
津

波
の
怖
さ
を
知
ら
な
か
っ
た
。
い
つ
戻
れ
る
の
？
と
聞
か
れ
な
が
ら
だ
っ
た
が
、

１
時
間
く
ら
い
は
待
っ
て
い
ら
れ
た
。
避
難
し
た
時
刻
が
ち
ょ
う
ど
お
や
つ
前
で
、

お
や
つ
を
持
っ
て
行
っ
て
い
た
し
、
水
も
持
っ
て
い
っ
た
の
で
そ
れ
は
よ
か
っ
た

が
、
１
時
間
も
た
つ
と
高
齢
者
は
ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
ゴ
ミ

処
理
場
の
和
式
の
ト
イ
レ
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
介
助
を
し
た
。

　
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
職
員
が
徐
々
に
減
っ
て
い
っ
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
い
る
職
員
は
利
用
者
の
支
援
が
あ
り
帰
ら
ず
に
い
た
が
、
18

時
で
暗
く
な
り
雪
も
降
っ
て
き
た
の
で
不
安
に
な
っ
て
き
て
い
た
。
セ
ン
タ
ー
の

玄
関
に
ゴ
ミ
処
理
場
に
い
る
と
書
い
た
貼
り
紙
を
貼
っ
て
あ
っ
た
の
で
、
迎
え
に

来
た
家
族
も
い
た
。
す
る
と
残
さ
れ
た
人
た
ち
も
ど
ん
ど
ん
不
安
に
な
っ
て
い
っ

た
。
バ
ス
の
暖
房
を
つ
け
暖
を
と
っ
て
い
た
が
、セ
ン
タ
ー
と
ゴ
ミ
処
理
場
を
行
っ

た
り
き
た
り
し
て
い
た
職
員
が
、
ゴ
ミ
処
理
場
に
帰
っ
て
こ
な
く
な
り
、
や
が
て

デ
イ
の
職
員
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

て
い
て
も
、
お
互
い
に
来
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
探
さ
な
い
の
で
会
わ
な

か
っ
た
。
立
ち
話
で
情
報
が
出
た
ら
わ
か
る
と
い
う
程
度
だ
っ
た
。

　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
来
て
か
ら
、
ケ
ア
マ
ネ
と
し
て
利
用
者
の
状
況
を
確
認
し
な

け
れ
ば
、
と
考
え
12
日
に
線
路
伝
い
に
歩
い
て
常
運
寺
と
総
合
事
務
所
に
行
き
、

情
報
収
集
し
て
戻
っ
て
き
た
。
途
中
で
地
震
が
あ
り
、
津
波
警
報
に
あ
い
な
が
ら
、

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
戻
っ
た
。
そ
こ
で
、
家
族
の
元
に
帰
せ
る
利
用
者
を
帰
す
こ
と

に
し
た
。
北
高
の
避
難
所
に
行
き
、
職
員
と
手
分
け
を
し
て
家
族
を
捜
し
た
。
家

族
を
み
つ
け
た
、
と
思
っ
て
も
、
避
難
所
を
移
動
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
避
難

所
で
の
家
族
捜
し
を
何
度
か
繰
り
返
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
で
そ
の

ま
ま
面
倒
を
み
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
家
族
も
い
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
、
家
族
に
死
ん
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
２
日
目
の
夜
、
宮

古
市
内
の
利
用
者
を
連
れ
て
行
く
と
き
に
、
職
員
に
家
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
っ
た
。

そ
の
と
き
家
族
は
鈴
木
さ
ん
が
生
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
そ
う
だ
。
３
日
目

の
夜
中
に
自
宅
に
戻
っ
た
だ
け
で
、
３
月
い
っ
ぱ
い
は
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
泊
ま
り

込
ん
で
支
援
す
る
た
め
の
職
員
体
制
を
組
ん
で
、
避
難
生
活
に
臨
ん
だ
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

宮
古
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
宮
古
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
高
齢
者
・
障
が
い
者
）

の
管
理
者
で
あ
る
伊
藤
直
子
さ
ん
（
昭
和
43
年
生
）
も
、
地
震
の
と
き
の
こ
と
は

忘
れ
た
く
て
、記
憶
が
あ
い
ま
い
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
言
っ
た
。記
録
に
基
づ
い
て
、

思
い
出
し
な
が
ら
話
し
て
く
れ
た
。
宮
古
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
宮
古
市
小
山

田
に
あ
る
。
閉
伊
川
流
域
で
は
あ
る
が
浸
水
被
害
は
な
か
っ
た
。

　
３
・
11
当
日
、
私
は
山
口
病
院
に
行
っ
て
い
た
。
そ
の
後
市
役
所
に
行
っ
た
と

き
に
緊
急
地
震
速
報
が
鳴
り
、
な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
駐
車
場
の
地
面
が

波
を
打
つ
よ
う
に
揺
れ
、
ラ
サ
の
煙
突
も
ぐ
ら
ぐ
ら
揺
れ
て
い
た
し
、
電
信
柱
も

揺
れ
て
た
い
へ
ん
な
状
況
だ
っ
た
。
車
を
簡
単
に
降
り
ら
れ
な
い
状
態
だ
っ
た
が

な
ん
と
か
降
り
た
。
周
り
を
見
る
と
、
市
役
所
の
お
客
さ
ん
た
ち
が
腰
を
抜
か
し

て
歩
け
な
い
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
。
市
役
所
の
人
た
ち
が
イ
ス
を
も
っ
て
そ
の
人

医療の現場から　命を見つめて障がい者・高齢者をめぐる取り組み
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い
た
。
宿
泊
し
た
方
は
車
い
す
自
走
の
方
々
だ
っ
た
の
で
、
介
助
に
は
そ
れ
ほ
ど

手
が
か
か
ら
な
か
っ
た
。
喘
息
の
既
往
を
も
っ
て
い
る
人
は
ず
っ
と
咳
を
し
て
い

た
。
薬
が
な
か
っ
た
の
で
一
度
職
員
が
家
に
薬
を
と
り
に
い
っ
た
。
幸
い
に
も
家

が
流
さ
れ
薬
も
な
い
、
と
い
う
利
用
者
は
い
な
か
っ
た
。

　
12
日
に
訪
問
地
区
を
決
め
て
、
職
員
が
２
人
ひ
と
組
で
歩
い
て
回
っ
て
利
用
者

の
安
否
確
認
を
し
た
時
に
、
亡
く
な
っ
た
方
の
情
報
を
聞
い
た
。
63
歳
の
脳
性
ま

ひ
の
利
用
者
で
、
姉
と
母
親
と
同
居
し
て
い
る
方
で
、
母
親
は
高
齢
だ
っ
た
。
11

日
は
、
ヘ
ル
パ
ー
が
入
っ
て
い
る
と
き
に
地
震
が
お
き
た
が
、
親
子
は
す
ぐ
に
逃

げ
ろ
と
言
っ
て
ヘ
ル
パ
ー
を
帰
し
た
。
高
齢
の
お
母
さ
ん
と
60
歳
を
過
ぎ
た
お
姉

さ
ん
は
脳
性
ま
ひ
の
兄
弟
を
残
し
て
２
階
に
逃
げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
一
緒
に

２
階
に
あ
が
り
さ
え
す
れ
ば
助
か
っ
た
と
思
う
が
、
自
分
た
ち
が
逃
げ
る
だ
け
で

精
一
杯
だ
っ
た
と
思
う
。
亡
く
な
っ
た
方
の
死
に
顔
は
笑
顔
だ
っ
た
と
い
う
。
そ

の
後
、
高
齢
の
母
親
は
、
な
ぜ
助
け
な
か
っ
た
の
か
、
と
同
じ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
利
用
者
に
言
わ
れ
た
こ
と
で
認
知
症
が
進
み
、
そ
の
う
ち
被
害
妄
想
も

出
て
し
ま
い
、
別
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
通
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
仮
設
住
宅
に
住
ん
で
い
る
人
は
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
。

被
災
し
て
い
な
い
人
も
い
る
が
、
被
災
し
た
人
が
い
る
と
空
気
が
重
く
な
る
。
同

じ
話
し
を
繰
り
返
す
な
ど
認
知
症
が
す
す
ん
で
し
ま
っ
た
と
思
う
。
遺
体
を
見
た

人
も
多
い
。
被
災
者
の
話
を
何
度
も
何
度
も
聞
く
の
は
、
利
用
者
だ
け
で
な
く
職

員
に
と
っ
て
も
辛
い
こ
と
だ
っ
た
。
避
難
所
で
の
生
活
、
仮
設
住
宅
で
の
生
活
が

難
し
い
人
で
、
宮
古
市
内
で
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
人
の
中
に
は
青
森
に
行
っ
た
人

も
い
る
。
あ
る
人
は
在
宅
に
戻
っ
て
き
て
仮
設
住
宅
暮
ら
し
を
し
た
が
、
結
局
仮

設
住
宅
で
亡
く
な
っ
た
。
体
力
が
落
ち
、
介
護
度
も
高
く
な
っ
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
に
通
え
な
く
な
っ
た
人
も
い
る
。

　
他
に
も
、
３・
11
の
日
は
重
茂
半
島
の
千
鶏
地
区
で
サ
テ
ラ
イ
ト
型
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
て
、
利
用
者
５
人
、
職
員
３
人
が
津
波
に
あ
っ
て
い
る
。
そ
の

時
の
こ
と
は
思
い
出
し
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ま
り
聞
け
な
か
っ
た
が
、
い

ろ
い
ろ
な
話
が
少
し
ず
つ
出
て
き
て
い
る
。

　
そ
の
日
は
、
海
が
と
て
も
き
れ
い
で
穏
や
か
す
ぎ
て
気
持
ち
悪
い
ね
、
と
言
っ

　
満
潮
が
過
ぎ
て
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
に
戻
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
出

て
、
利
用
者
に
は
落
ち
着
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
必
死
で
話
し
て
、
ラ
ジ
オ
で

満
潮
を
迎
え
た
後
も
潮
位
の
変
化
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
セ
ン

タ
ー
に
戻
っ
た
。
戻
っ
て
き
た
ら
ホ
ー
ル
に
タ
タ
ミ
が
敷
か
れ
て
い
た
の
で
、
利

用
者
45
名
と
職
員
で
、
ロ
ウ
ソ
ク
と
懐
中
電
灯
を
頼
り
に
ラ
ジ
オ
を
聞
き
な
が
ら

宿
泊
し
た
。

　
ベ
ッ
ド
で
な
け
れ
ば
寝
ら
れ
な
い
人
、
ト
イ
レ
が
１
時
間
お
き
の
人
も
い
た
の

で
、職
員
は
ほ
と
ん
ど
眠
ら
ず
仕
事
を
し
た
。
障
が
い
者
も
残
っ
た
。
バ
ス
に
残
っ

た
人
は
48
人
だ
っ
た
の
で
、
３
人
は
自
宅
に
帰
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
津
波
は
、

川
の
ス
レ
ス
レ
で
あ
ふ
れ
ず
こ
ち
ら
に
こ
な
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。

　
ゴ
ミ
処
理
場
に
逃
げ
た
の
は
私
た
ち
だ
け
で
、情
報
が
な
か
っ
た
の
で
不
安
だ
っ

た
。
夕
食
は
と
ら
な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
20
時
だ
っ
た
の
で
寝
て
し
ま
っ

た
よ
う
な
記
憶
が
あ
る
。
次
の
日
は
、
た
ま
た
ま
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
用
の

お
米
が
あ
っ
た
の
で
、
灯
油
の
ス
ト
ー
ブ
で
ご
飯
を
炊
い
た
。
そ
の
日
の
朝
は
カ

レ
ー
に
し
た
。
レ
ト
ル
ト
で
は
な
く
カ
レ
ー
を
作
っ
た
気
が
す
る
。
そ
れ
は
夜
だ
っ

た
か
な
、
朝
は
お
に
ぎ
り
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
次
の
週
に
利
用
者
に
出
す
予

定
に
な
っ
て
い
た
食
料
が
あ
っ
た
。
備
蓄
は
な
か
っ
た
が
、
翌
週
の
も
の
が
若
干

あ
っ
て
凌
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

　
翌
日
は
、
安
全
な
場
所
や
家
族
の
い
る
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
車
両
で
こ
ち
ら

か
ら
送
っ
た
り
、
迎
え
に
来
た
方
も
い
た
り
し
た
。
町
中
の
人
は
送
ら
な
か
っ
た

気
が
す
る
。
送
っ
て
い
っ
た
と
き
に
助
け
を
求
め
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
人
と
一
緒

に
戻
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
る
。
町
中
の
人
と
、
磯
鶏
方
面
、
内
陸
の
人
は
翌
日
家

に
帰
っ
た
。
一
人
暮
ら
し
の
人
は
こ
こ
に
残
っ
た
。
家
族
は
み
ん
な
自
宅
で
心
配

し
な
が
ら
待
っ
て
い
て
く
れ
た
。
帰
ら
ず
に
こ
こ
に
残
っ
た
の
は
障
が
い
者
３
人
、

独
居
高
齢
者
が
２
人
だ
っ
た
。

　
職
員
同
士
で
話
し
合
っ
て
、
被
害
が
あ
り
そ
う
な
地
域
の
職
員
は
帰
し
た
。
職

員
は
自
分
た
ち
が
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
、
と
い
う
思
い
し
か
な
か
っ
た
し
、
食

べ
物
が
な
ん
と
か
な
っ
た
の
で
孤
立
感
は
な
か
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
に
は
３
月
22
日

（
火
）
２
人
の
宿
泊
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
徐
々
に
少
な
く
は
な
っ
て
い
き
な
が
ら

も
数
名
の
利
用
者
が
い
た
。
認
知
症
の
高
齢
者
も
い
た
し
、
介
護
度
の
高
い
方
も

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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避
難
生
活
を
は
じ
め
た
あ
と
し
ば
ら
く
し
て
、
市
役
所
か
ら
セ
ン
タ
ー
が
福
祉

避
難
所
に
な
っ
た
、
と
い
う
連
絡
が
入
り
、
援
助
が
必
要
な
方
た
ち
の
受
け
入
れ

を
依
頼
さ
れ
た
。
福
祉
避
難
所
に
は
な
っ
た
が
、
食
料
が
送
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た

の
で
市
役
所
に
苦
情
を
言
っ
た
ら
、
２
度
も
食
料
が
届
い
て
ま
た
届
か
な
く
な
る

な
ど
、
食
料
の
混
乱
は
あ
っ
た
。
職
員
が
家
に
あ
る
も
の
を
持
ち
寄
っ
た
。
水
も

ポ
リ
タ
ン
ク
で
持
っ
て
き
て
く
れ
る
人
が
い
た
。

　
私
の
実
家
は
赤
前
で
、
子
ど
も
が
当
時
２
歳
だ
っ
た
の
で
母
と
父
に
預
け
て
仕

事
に
き
て
い
た
。
３
・
11
当
日
は
利
用
者
の
こ
と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
ほ

か
の
人
に
言
わ
れ
て
、あ
あ
そ
う
だ
よ
な
、と
思
っ
た
。そ
の
年
に
避
難
訓
練
が
あ
っ

た
の
で
、
多
分
、
子
ど
も
を
連
れ
て
逃
げ
て
く
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。

上
司
か
ら
翌
日
家
に
帰
る
よ
う
に
い
わ
れ
た
が
、
こ
こ
の
人
を
残
し
て
帰
れ
な
い

と
思
っ
て
い
た
。
２
日
後
、
山
越
え
を
し
て
赤
前
に
帰
っ
た
。
木
が
倒
れ
た
り
、

誘
導
し
た
り
す
る
人
が
い
て
、
道
に
迷
っ
て
し
ま
っ
た
。
ど
こ
の
人
に
聞
い
て
も
、

赤
前
の
避
難
所
が
ど
こ
か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
人
ば
か
り
。
た
ま
た
ま
犬
を
連

れ
て
い
る
人
が
教
え
て
く
れ
た
。
自
宅
は
無
惨
な
状
況
だ
っ
た
の
で
、
ど
き
ど
き

し
な
が
ら
避
難
所
に
行
っ
た
ら
、
入
口
に
自
分
の
子
ど
も
の
靴
が
あ
り
、
安
心
し

て
中
を
み
た
ら
、
子
ど
も
が
地
域
の
人
た
ち
の
中
で
踊
り
を
踊
っ
て
い
た
。
無
事

を
確
認
し
た
の
で
仕
事
に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
、
子
ど
も
を
騙
す

よ
う
に
お
い
て
セ
ン
タ
ー
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
母
親
と
し
て
間
違
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
自
分
を
責
め
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

　
夫
は
消
防
署
に
勤
務
し
て
い
る
。
山
田
町
の
消
防
署
だ
っ
た
の
で
１
週
間
後
ま

で
消
息
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
子
ど
も
は
大
人
し
い
子
な
の
だ
け
れ
ど
、
津
波
を

見
た
よ
う
だ
。
お
も
ち
ゃ
を
出
す
と
、お
も
ち
ゃ
を
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
混
ぜ
て
「
波

に
ぜ
ん
ぶ
食
べ
ら
れ
た
ん
だ
よ
」
と
言
っ
た
。
そ
の
後
、
描
く
絵
は
す
べ
て
真
っ

黒
だ
っ
た
。
親
と
し
て
、
今
も
葛
藤
が
続
い
て
い
る
。
職
員
の
家
族
が
ど
ん
ど
ん

無
事
を
確
認
し
あ
う
姿
を
み
る
の
は
辛
か
っ
た
。
夫
と
、
震
災
の
と
き
の
話
し
を

聞
い
た
こ
と
、
し
た
こ
と
は
未
だ
に
な
い
。
私
は
管
理
者
と
し
て
、
他
の
職
員
を

帰
さ
な
け
れ
ば
、
と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た
。
ほ
か
の
職
員
に
、
家
族
が
無
事
で

し
た
、と
聞
く
と
、よ
か
っ
た
ね
、よ
か
っ
た
ね
、と
伝
え
な
が
ら
、自
分
は
辛
か
っ

て
い
た
と
こ
ろ
に
、
大
き
な
地
震
が
き
た
。
利
用
者
に
津
波
が
来
る
と
言
わ
れ
て

２
時
50
分
に
利
用
者
を
自
宅
に
送
る
た
め
に
動
き
出
し
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
海

の
近
く
の
利
用
者
も
い
た
の
だ
が
、
家
族
に
引
き
渡
し
て
帰
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
。

家
族
が
逃
げ
よ
う
と
言
っ
た
の
に
、
自
分
は
逃
げ
な
い
と
言
っ
た
ら
し
く
、
そ
の

方
は
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。
重
茂
地
区
は
津
波
が
く
る
と
孤
立
す
る
場
所
だ
と
聞

い
て
い
る
。

　
12
日
の
16
時
半
に
、
私
た
ち
が
外
に
出
て
い
る
と
き
に
千
鶏
の
サ
テ
ラ
イ
ト
に

行
っ
て
い
た
３
人
が
歩
い
て
帰
っ
て
く
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
ど
う
や
っ
て
夜
を
凌

い
だ
の
か
と
き
い
た
ら
、
県
北
バ
ス
が
走
っ
て
い
た
の
で
、
地
域
の
人
た
ち
と
一

緒
に
バ
ス
に
泊
ま
っ
た
。
重
茂
地
区
で
は
す
ご
く
て
、
お
に
ぎ
り
が
配
給
さ
れ
た

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
瓦
礫
を
撤
去
し
て
通
行
可
能
に
し
て
「
里
」
ま
で
車
両
で
移

動
し
た
よ
う
だ
。
そ
の
あ
と
「
里
」
の
人
が
送
っ
て
く
れ
た
。
県
北
バ
ス
の
人
が

セ
ン
タ
ー
の
あ
る
小
山
田
ま
で
送
っ
て
く
れ
た
ら
し
い
。
そ
の
と
き
の
３
人
が
歩

い
て
来
る
様
子
を
覚
え
て
い
る
。

　
利
用
者
を
家
に
帰
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
自
宅
に
帰
せ
ば
家
族
が

い
る
と
判
断
し
た
の
だ
と
思
う
。
判
断
が
速
か
っ
た
分
だ
け
家
に
帰
す
こ
と
に
し

て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
自
宅
に
帰
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
が

よ
か
っ
た
の
か
、
悪
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
話
し
は
未
だ
に
で
き
て
い
な
い
。
未

だ
に
暗
い
雲
を
み
る
だ
け
で
精
神
的
に
落
ち
込
む
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
３
人

は
重
茂
に
行
か
せ
て
い
な
い
。
そ
れ
が
よ
か
っ
た
の
か
悪
か
っ
た
の
か
と
い
う
と

こ
ろ
、
職
員
も
自
分
た
ち
の
身
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
も

あ
っ
た
の
で
、
と
に
か
く
自
分
と
利
用
者
を
守
る
た
め
に
、
大
き
な
地
震
が
起
き

た
ら
山
に
逃
げ
よ
う
と
い
う
話
し
を
し
て
い
る
。施
設
は
津
波
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
今
後
は
そ
こ
に
建
て
る
予
定
も
な
い
。

　
震
災
後
一
番
困
っ
た
こ
と
は
ト
イ
レ
だ
っ
た
。
お
風
呂
の
お
湯
を
抜
い
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
バ
ケ
ツ
で
汲
ん
で
流
し
た
。
２
つ
の
浴
槽
に
お
湯
が
残
っ

て
い
た
の
で
、
水
が
戻
っ
て
く
る
ま
で
な
ん
と
か
足
り
た
。
ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
職
員
は
宿
泊
の
介
助
を
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
ノ
ウ
ハ
ウ

が
な
く
、
シ
フ
ト
を
組
む
こ
と
か
ら
困
っ
て
し
ま
っ
た
。
職
員
も
家
族
の
こ
と
が

あ
る
の
で
、
と
て
も
困
っ
た
。

医療の現場から　命を見つめて障がい者・高齢者をめぐる取り組み
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い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
社
会
福
祉
協
議
会
は
も
っ
と
が
ん
ば
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
私
た
ち
が
地
域
を
回
っ
て
い
る
と
、
他
か
ら
「
な
ぜ
社
協
が
ま
わ
っ
て
い
る
ん

だ
」
と
文
句
を
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
私
た
ち
は
私
た
ち
な
り
に
役
割
が

あ
っ
て
動
い
て
い
る
し
、い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見
て
、聞
い
て
い
た
。
避
難
所
を
回
っ

て
、お
風
呂
に
入
れ
な
い
、と
聞
け
ば
送
迎
バ
ス
を
出
し
て
お
風
呂
に
連
れ
て
き
て
、

一
般
の
方
の
介
助
も
し
て
い
た
。
市
役
所
か
ら
電
話
も
き
て
、
苦
情
を
言
わ
れ
た

こ
と
も
あ
る
。
私
た
ち
は
局
長
か
ら
、
い
ま
で
き
る
こ
と
を
ひ
と
り
一
人
が
や
れ
、

と
い
う
指
示
を
受
け
て
い
た
。
お
風
呂
に
回
っ
て
い
っ
た
ら
、
大
き
な
お
風
呂
に

入
れ
な
い
と
か
、
何
日
も
入
っ
て
い
な
い
と
か
、
心
臓
に
持
病
を
も
っ
て
い
る
と

か
い
う
人
が
い
た
。
こ
こ
に
は
看
護
師
も
い
る
の
で
い
ろ
い
ろ
な
避
難
所
を
回
っ

て
、
こ
こ
に
連
れ
て
き
て
、
新
聞
を
読
ん
で
帰
っ
て
も
ら
う
、
と
い
う
こ
と
も
し

て
い
た
。

　
個
人
情
報
の
保
護
と
い
う
こ
と
で
、
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
行

政
と
は
信
頼
し
合
っ
て
情
報
共
有
を
し
て
い
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
何
度
も
同

じ
こ
と
を
聞
か
な
く
て
済
ん
だ
と
思
う
（
２
０
１
４
年
９
月
９
日
）。

鍬
ヶ
崎
の
自
宅

　

宮
古
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
の
Ａ
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
っ
た
の
は

２
０
１
４
年
９
月
10
日
で
あ
る
。
Ａ
さ
ん
は
、
３
・
11
の
日
は
休
み
で
鍬
ヶ
崎
の

自
宅
に
い
た
。
地
震
が
収
ま
っ
て
家
の
中
に
入
っ
た
と
き
に
は
テ
レ
ビ
な
ど
が
落

ち
て
い
て
ひ
ど
い
状
況
だ
っ
た
。
そ
の
と
き
に
は
１
人
で
高
台
に
避
難
し
た
。
そ

こ
か
ら
津
波
で
家
が
つ
ぶ
れ
る
の
を
見
た
。
パ
ニ
ッ
ク
状
態
で
泣
い
て
い
る
人
に

声
を
か
け
た
り
な
だ
め
た
り
し
て
い
た
。
し
ば
ら
く
様
子
を
見
て
、
波
が
引
い
た

の
を
確
認
し
て
か
ら
避
難
所
で
あ
る
小
学
校
に
降
り
て
行
っ
た
。
消
防
団
の
人
か

ら
小
学
校
の
方
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
と
指
示
さ
れ
て
、
一
緒
に
行
っ
た
。
い
く

つ
か
の
教
室
に
分
か
れ
て
入
っ
た
。
教
員
た
ち
が
お
茶
の
準
備
を
し
て
く
れ
た
。

　
携
帯
は
つ
な
が
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
。
磯
鶏
地
区
に
い
る
息
子
夫
婦
や
夫
に
電

話
し
た
が
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。
会
社
員
の
夫
は
高
浜
小
学
校
の
近
く
の
堤
防
を

走
っ
て
い
る
と
き
に
前
方
か
ら
波
が
き
た
の
で
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
小
学
校
に
逃
げ
込

た
。
上
司
は
帰
れ
と
言
っ
て
く
れ
た
が
。
実
際
に
帰
っ
て
み
た
の
は
２
日
後
だ
っ

た
。
親
と
も
、そ
の
時
の
話
は
し
て
い
な
い
。
改
め
て
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

今
後
も
話
さ
な
い
と
思
う
。

　
利
用
者
が
ど
う
変
化
し
た
か
、
と
い
う
と
、
足
腰
が
弱
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
人

が
い
る
。
仮
設
に
い
て
あ
ま
り
動
か
な
く
な
っ
た
り
、
転
ん
で
骨
折
し
た
り
し
て

い
る
。認
知
症
も
進
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
。普
段
の
生
活
に
は
支
障
が
な
い
が
、

こ
こ
に
来
る
と
津
波
の
話
し
や
、
同
じ
話
し
を
何
度
も
す
る
。
そ
こ
が
認
知
症
な

の
か
、
と
い
う
の
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
精
神
的
な
シ
ョ
ッ
ク
は
受
け
て
い
る

と
思
う
。

　
津
波
か
ら
３
年
半
た
っ
て
、思
い
出
し
た
く
な
い
、と
い
う
の
は
あ
る
が
、逆
に
、

い
ま
私
た
ち
の
中
で
は
地
震
が
起
き
た
ら
津
波
が
来
る
、
と
い
う
恐
怖
が
あ
る
の

で
、
再
び
同
じ
こ
と
が
お
き
た
と
き
に
動
け
る
か
ど
う
か
は
不
安
だ
。
職
員
と
は
、

こ
う
い
う
と
き
は
こ
う
し
よ
う
、
と
い
う
話
し
は
し
て
い
る
が
。
あ
の
と
き
は
皆

て
き
ぱ
き
と
動
け
た
が
、
今
度
は
ど
う
な
る
か
。
訓
練
な
ら
動
け
て
い
る
の
だ
が
、

恐
怖
が
あ
る
の
で
。
こ
の
次
に
津
波
が
き
た
ら
ど
う
す
る
、
と
い
う
話
し
を
、
職

員
と
し
て
い
る
。送
迎
時
が
怖
い
。海
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
利
用
者
も
多
い
の
で
、

そ
の
と
き
は
セ
ン
タ
ー
に
戻
っ
て
く
る
よ
う
に
、
と
い
う
風
に
決
め
て
い
る
。

　
私
た
ち
が
利
用
者
を
守
っ
て
い
る
と
き
に
欲
し
か
っ
た
の
は
「
情
報
」
だ
っ
た
。

ど
こ
か
と
つ
な
が
っ
て
い
て
、
今
の
状
況
が
わ
か
っ
て
い
れ
ば
、
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
が
わ
か
っ
た
は
ず
だ
と
考
え
て
い
る
。
情
報
が
一
番
大
事
だ
。
例
え
ば
、
小

山
田
地
区
を
限
定
し
た
情
報
が
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
。
お
年
寄
り
が
ず
っ
と
バ
ス
の

イ
ス
に
座
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
辛
か
っ
た
と
思
う
の
で
、
地
域
限
定
の
無
線
な

ど
の
情
報
が
あ
れ
ば
一
番
よ
か
っ
た
と
思
う
。

　
仮
設
や
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
こ
と
で
、
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

社
会
福
祉
協
議
会
に
相
談
す
れ
ば
い
い
、
と
い
う
雰
囲
気
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
仮

設
の
人
た
ち
に
と
っ
て
だ
け
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
は
そ
れ
ほ
ど
浸
透
し

て
い
な
い
と
思
う
。
被
災
し
て
い
な
い
地
域
の
人
た
ち
の
中
に
は
ハ
ッ
キ
リ
と
も

の
を
言
う
人
た
ち
が
い
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
は
何
を
し
て
い
る
ん
だ
、
と
、
ま

だ
言
わ
れ
て
い
る
。

　
介
護
保
険
制
度
が
変
わ
っ
て
い
く
中
で
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
も
っ
と
持
っ
て

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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の
だ
が
、
少
し
落
ち
着
い
て
く
る
と
辛
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
他
人
の
体

調
を
気
遣
う
、
と
い
う
仕
事
だ
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
同
僚
が
静
か
に
見
守
っ
て

く
れ
て
い
た
か
ら
働
き
や
す
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。
そ
れ
ぞ
れ
が
と
て
も
苦
し
い

思
い
を
し
て
い
た
。
話
を
き
い
て
も
ら
う
だ
け
で
楽
に
な
っ
た
。
仕
事
が
あ
っ
た

か
ら
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
と
い
う
所
は
あ
る
。
被
災
者
の
中
に
は
仕
事
を
な
く

し
た
方
も
い
る
の
だ
か
ら
。
そ
の
当
時
の
大
変
さ
は
自
分
の
中
で
は
薄
れ
て
き
て

い
る
が
、
い
ま
も
仮
設
に
住
ん
で
い
る
方
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
方
た
ち
へ

の
支
援
は
ま
だ
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　
避
難
所
で
は
、
同
じ
地
域
に
い
る
人
た
ち
の
中
で
、
被
災
し
た
人
、
し
て
い
な

い
人
、
と
い
う
区
別
が
起
き
て
し
ま
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
後
で
、
家
が
残
っ
て

い
る
人
が
ず
っ
と
避
難
所
で
生
活
し
て
い
る
と
い
う
情
報
が
入
っ
た
と
き
に
も
そ

う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
被
災
し
た
人
た
ち
の
結
束
が
強
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
一

緒
に
が
ん
ば
ろ
う
、
こ
れ
か
ら
別
々
に
な
っ
た
と
し
て
も
声
を
か
け
あ
っ
て
行
こ

う
と
い
う
雰
囲
気
だ
っ
た
。
両
者
の
間
に
、
な
に
か
し
ら
し
こ
り
は
残
る
と
思
う
。

　
高
齢
者
に
と
っ
て
１
年
、
２
年
と
い
う
期
間
は
長
い
と
思
う
。
若
い
人
に
と
っ

て
は
す
ぐ
に
過
ぎ
る
と
思
う
が
。
私
た
ち
自
身
も
で
き
れ
ば
以
前
と
同
じ
と
こ
ろ
、

地
元
に
住
み
た
か
っ
た
が
、
待
て
な
か
っ
た
。
土
地
が
な
か
っ
た
し
、
安
全
な
場

所
に
家
を
建
て
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。
夫
は
代
々
鍬
ヶ
崎
地
区
に
住
ん
で

き
た
人
で
、
私
自
身
も
海
が
好
き
だ
っ
た
の
で
海
が
近
い
の
も
よ
か
っ
た
の
だ
が
。

　
⑵　
障
が
い
者
の
事
業
所

み
や
こ
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
２
０
１
３
年
12
月
25
日
に
、
障
が
い
者
が
日
中
通
い
な
が
ら
作
業
を
行
う
施
設

で
あ
る
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
、
み
や
こ
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
職
員

の
及
川
耕
一
さ
ん
（
昭
和
46
年
生
）
か
ら
伺
っ
た
。
み
や
こ
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
住
所
は
宮
古
市
田
老
西
向
山
、
海
に
近
い
が
と
て
も
高
い
場
所
に
あ
り
津
波

被
害
は
受
け
な
か
っ
た
。

　
地
震
が
起
き
た
と
き
、
26
名
の
利
用
者
が
作
業
中
だ
っ
た
。
私
は
宮
古
市
の
会

議
に
出
席
し
て
い
た
の
だ
が
、
慌
て
て
こ
こ
に
戻
っ
て
き
た
。
私
自
身
は
宮
古
か

ら
戻
っ
て
く
る
の
に
10
分
ほ
ど
し
か
か
か
ら
な
か
っ
た
。地
震
が
起
き
て
か
ら
ず
っ

ん
だ
と
聞
い
て
い
る
。車
は
途
中
で
乗
り
捨
て
て
小
学
校
に
駆
け
上
が
っ
て
助
か
っ

た
と
い
う
。
自
家
用
車
は
会
社
に
駐
め
て
い
た
の
で
、
歩
い
て
会
社
に
戻
っ
て
か

ら
山
側
を
通
っ
て
避
難
所
に
来
て
家
族
に
会
え
た
。

　
小
学
校
に
避
難
し
て
い
た
と
き
は
教
師
が
温
か
い
お
茶
を
出
し
て
く
れ
て
、
夜

遅
く
に
な
っ
て
か
ら
冷
た
い
お
に
ぎ
り
が
届
い
た
。
そ
の
と
き
は
自
分
た
ち
の
こ

と
で
精
一
杯
だ
っ
た
の
で
、
仕
事
の
こ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
が
、
翌
日
に
な
っ

て
職
場
に
来
よ
う
と
し
た
が
来
ら
れ
な
か
っ
た
。
12
日
は
血
圧
計
を
預
か
っ
て
避

難
所
の
人
た
ち
に
声
を
か
け
な
が
ら
血
圧
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
翌
朝
５
時
に
西
中

学
校
に
避
難
し
て
い
た
息
子
夫
婦
の
顔
を
み
て
、
豊
間
根
の
実
家
も
確
認
し
て
、

着
替
え
な
ど
を
も
ら
っ
て
、
そ
れ
か
ら
役
所
に
寄
っ
て
、
仕
事
を
始
め
た
。

　
職
員
は
、
福
祉
課
、
健
康
課
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
一
緒
に
な
り
、
役

割
分
担
を
し
て
避
難
所
に
い
る
人
た
ち
の
健
康
状
態
の
確
認
に
行
っ
た
。
こ
れ
が

な
い
、あ
れ
が
な
い
、大
変
だ
、と
い
う
訴
え
を
役
所
の
人
間
と
し
て
要
望
を
聞
き
、

当
課
に
戻
っ
て
そ
れ
を
伝
え
る
、
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。
食
事
を
配
る
こ
と
も
手

伝
っ
た
。
避
難
所
で
中
心
と
な
っ
て
支
援
に
あ
た
っ
て
い
た
職
員
た
ち
は
、
も
っ

と
た
く
さ
ん
、
い
ろ
い
ろ
な
要
望
を
聞
い
て
い
た
は
ず
な
の
で
大
変
だ
っ
た
と
思

う
。
あ
と
で
考
え
る
と
そ
の
人
た
ち
に
対
す
る
支
援
が
必
要
だ
っ
た
と
思
っ
て
反

省
し
て
い
る
。

　
私
た
ち
家
族
も
避
難
所
で
生
活
し
て
い
た
が
、
避
難
所
の
食
事
が
出
る
前
に
出

勤
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
市
役
所
に
来
て
か
ら
他
の
職
員
か
ら
食
べ
る
も

の
を
も
ら
っ
て
食
べ
て
い
た
。
あ
と
で
聞
く
と
、
鍬
ヶ
崎
地
区
は
人
に
知
ら
れ
て

い
な
い
地
域
な
の
で
貧
し
い
食
事
だ
っ
た
よ
う
だ
。
仕
事
に
来
て
、
別
の
避
難
所

で
い
ろ
い
ろ
な
人
に
「
大
丈
夫
で
す
か
」「
辛
く
な
い
で
す
か
」
と
声
を
か
け
て
い

た
の
で
、
自
分
自
身
が
被
災
者
だ
と
い
う
気
持
ち
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。

　
自
分
た
ち
が
い
つ
仮
設
住
宅
に
入
れ
る
か
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
２
週

間
く
ら
い
後
に
夫
の
知
り
合
い
の
家
を
借
り
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
住
所
変
更
を

し
て
引
っ
越
し
を
し
た
。
友
人
か
ら
郵
便
が
届
く
よ
う
に
な
っ
た
り
、
電
話
で
友

人
と
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
し
た
ら
、
急
に
ほ
っ
と
し
て
、
涙
が
あ
ふ
れ
て
止

ま
ら
な
く
な
っ
た
。
夫
も
２
週
間
ほ
ど
は
仕
事
に
行
か
ず
避
難
所
で
生
活
を
し
て

い
た
。
私
自
身
も
被
災
し
た
は
ず
な
の
に
、
そ
の
実
感
を
あ
ま
り
も
て
な
か
っ
た

医療の現場から　命を見つめて障がい者・高齢者をめぐる取り組み
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レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
の
相
談
支
援
専
門
員
で
あ
る
加
藤
伸
二
さ
ん

か
ら
２
０
１
４
年
９
月
10
日
に
、
在
宅
の
障
が
い
者
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
宮
古
市
緑
ヶ
丘
に
あ
る
。
海
か
ら
も
川
か
ら
も
離
れ
て

い
る
の
で
津
波
の
直
接
的
な
被
害
は
受
け
て
い
な
い
。

　
相
談
支
援
事
業
所
は
中
立
公
正
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
平
成
20
年
４
月

１
日
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
さ
れ
た
。
私
は
、
社
会
福
祉
法
人
若
竹
会
の
職
員
と
し
て

従
事
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
所
は
４
市
町
村
か
ら
委
託
料
を
得
て
運
営
し
て
い
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
等
か
ら
も
出
向
し
て
来
て
い
る
人
が
い
る
。
社
会
福
祉
士
国
家

資
格
を
持
っ
て
い
る
人
を
出
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
こ
の
運
営
方
式
は
、
厚
労
省

の
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
さ
れ
て
注
目
さ
れ
た
。
精
神
障
が
い
者
の
方
は
担
当
者
が
変
わ

る
と
不
安
定
に
な
る
の
で
、
在
籍
期
間
は
な
る
べ
く
長
く
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
３
・
11
の
日
は
年
度
末
だ
っ
た
の
で
自
立
支
援
協
議
会
の
親
会
（
全
体
会
）
の

準
備
を
事
務
局
で
し
て
い
た
。
地
震
の
と
き
、
１
階
で
就
労
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の

所
長
と
話
を
し
て
い
た
。
携
帯
の
緊
急
地
震
速
報
が
鳴
っ
て
大
き
な
揺
れ
が
来
た
。

相
談
支
援
事
業
所
に
は
通
っ
て
く
る
利
用
者
は
い
な
い
が
、
多
機
能
型
の
施
設
に

は
利
用
者
が
い
た
の
で
、
目
の
前
の
公
園
に
避
難
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
正
直
、
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
な
か
な

か
揺
れ
が
収
ま
ら
ず
、
そ
れ
に
電
線
が
切
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
な
揺

れ
だ
っ
た
の
で
、
段
々
不
安
に
な
っ
て
い
っ
た
。
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
、
と
思

い
た
い
心
理
が
働
い
て
す
ぐ
に
対
応
を
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
人
が
大
勢
逃
げ
て
き
た
こ
と
や
、
消
防
団
か
ら
の
避
難
指
示
が
聞
こ
え
た
の
で

と
り
あ
え
ず
避
難
し
な
け
れ
ば
と
思
い
、
宮
古
消
防
署
の
裏
に
職
員
駐
車
場
が
あ

る
の
で
、
そ
こ
に
行
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ど
う
し
よ
う
か
、
と
考
え
な

が
ら
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
た
。

　
側
溝
か
ら
黒
い
水
が
吹
き
あ
が
っ
て
、
そ
れ
が
浸
水
し
は
じ
め
た
。
寒
く
て
震

え
た
の
か
、
怖
く
て
震
え
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
身
体
が
震
え
た
。
事
業
所
に
水

は
上
が
ら
な
か
っ
た
が
、
宮
古
地
域
振
興
局
に
避
難
し
た
。
そ
こ
に
は
５
０
０
人

く
ら
い
の
方
が
避
難
し
て
き
て
受
け
入
れ
た
と
き
い
て
い
る
。
自
閉
症
の
利
用
者

が
い
た
の
で
、な
ん
と
か
な
ら
な
い
か
、と
言
っ
た
ら
小
部
屋
を
用
意
し
て
く
れ
た
。

と
胸
騒
ぎ
が
し
て
い
た
。
海
を
見
た
ら
波
が
ひ
い
て
い
た
の
で
、
こ
れ
は
津
波
が

来
る
と
思
っ
た
。
木
が
砕
け
る
音
、
建
物
が
壊
れ
る
音
が
聞
こ
え
た
。
田
老
を
見

た
ら
煙
が
上
が
っ
て
い
た
。
行
っ
て
み
よ
う
か
と
思
っ
た
が
通
行
止
め
だ
っ
た
。

　
事
業
所
に
戻
っ
た
と
き
、
電
気
も
電
話
も
使
え
な
か
っ
た
の
だ
が
、
利
用
者
を

家
に
帰
そ
う
と
思
い
、
送
迎
車
で
出
発
し
た
。
裏
道
を
通
っ
た
車
は
帰
れ
た
が
、

通
行
止
め
で
帰
れ
な
か
っ
た
利
用
者
（
９
名
）
は
戻
っ
て
き
た
。
わ
た
し
も
大
槌

町
出
身
だ
っ
た
が
家
に
帰
れ
な
い
状
態
だ
っ
た
。
食
事
は
都
市
ガ
ス
が
つ
い
た
の

で
雑
炊
を
つ
く
り
、
ト
イ
レ
は
園
庭
に
あ
る
噴
水
の
水
を
く
ん
で
使
っ
た
。
授
産

品
の
キ
ャ
ン
ド
ル
が
１
千
個
あ
っ
た
の
で
そ
れ
を
灯
り
に
し
た
。
こ
の
事
業
所
は

福
祉
避
難
所
に
も
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
一
般
の
避
難
者
は
誰
も
来
な
か
っ

た
。
水
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
と
聞
き
に
来
た
人
が
１
人
く
ら
い
い
た
程
度
だ
っ
た
。

　
取
り
残
さ
れ
る
よ
う
な
不
安
は
あ
っ
た
。
利
用
者
は
夜
の
分
の
薬
は
自
宅
に
お

い
て
あ
り
持
っ
て
い
な
い
の
で
、
興
奮
し
た
り
、
落
ち
着
か
な
か
っ
た
り
し
て
い

た
。
そ
れ
を
な
ん
と
か
落
ち
着
か
せ
て
寝
か
せ
た
。
職
員
は
６
人
勤
務
し
て
い
た
。

送
迎
に
出
て
、
そ
の
日
戻
っ
て
こ
な
か
っ
た
者
が
２
名
い
た
が
、
翌
日
に
な
っ
て

戻
っ
て
き
た
。
利
用
者
を
家
に
送
り
届
け
た
と
き
、
親
御
さ
ん
は
喜
ん
で
い
た
と

聞
い
て
い
る
。
家
が
浸
水
し
て
い
る
方
は
避
難
所
に
送
り
届
け
た
。
家
に
帰
れ
な

い
利
用
者
と
過
ご
し
て
い
る
間
、
夜
の
薬
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
不
安
に
な
っ
た

が
、
重
大
な
こ
と
に
は
な
ら
ず
に
済
ん
だ
。
利
用
者
が
服
用
し
て
い
る
よ
う
な
薬

の
予
備
は
病
院
が
出
さ
な
い
。
震
災
後
に
、
自
分
自
身
で
考
え
て
夜
の
分
を
備
え

と
し
て
持
ち
歩
い
て
い
る
人
は
い
る
と
思
う
。
非
常
食
は
日
頃
用
意
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
水
も
重
要
だ
。

　
４
月
１
日
に
利
用
者
の
受
け
入
れ
を
再
開
し
た
。
事
業
所
で
は
食
事
提
供
も
し

て
い
る
の
だ
が
、当
時
食
料
が
手
に
入
ら
な
か
っ
た
し
ガ
ソ
リ
ン
や
電
気
が
な
か
っ

た
の
で
、
再
開
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
固
定
電
話
が
つ
な
が
っ
た
の
は
５
月

に
な
っ
て
か
ら
だ
。
サ
ー
ビ
ス
再
開
ま
で
は
、
職
員
は
避
難
所
に
い
た
り
、
瓦
礫

の
中
か
ら
人
や
物
を
探
し
た
り
し
て
い
た
ら
し
い
。
私
も
親
戚
が
釜
石
に
い
る
の

で
、
そ
の
片
づ
け
に
追
わ
れ
て
い
た
。
利
用
者
の
中
に
一
人
暮
ら
し
の
人
は
何
人

か
い
た
が
、
そ
の
人
は
被
災
し
て
い
な
い
。

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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ら
で
は
全
て
終
わ
っ
て
い
た
が
、
再
度
同
じ
こ
と
が
行
わ
れ
た
。

　
他
の
地
域
の
事
業
所
は
相
談
支
援
員
が
１
人
、
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、

そ
う
い
う
人
た
ち
は
助
か
っ
た
と
思
う
。
私
た
ち
は
複
数
の
相
談
員
が
チ
ー
ム
と

な
っ
て
い
た
か
ら
そ
れ
ほ
ど
大
変
で
は
な
か
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
回
っ

た
が
、
支
援
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
は
予
想
に
反
し
１
件
だ
け
だ
っ
た
。

　
緊
急
時
だ
っ
た
の
で
、
事
情
を
よ
く
知
っ
て
い
る
人
が
長
く
派
遣
チ
ー
ム
と
し

て
関
わ
っ
て
く
れ
た
ら
よ
か
っ
た
と
は
考
え
て
い
る
。
平
時
か
ら
何
か
あ
っ
た
ら

助
け
合
う
体
制
が
あ
る
と
よ
か
っ
た
。
こ
の
後
、
宮
古
の
社
会
福
祉
士
会
は
盛
岡

の
社
会
福
祉
士
会
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
と
い
う
体
制
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
他

機
関
か
ら
派
遣
さ
れ
て
来
る
人
に
つ
い
て
は
、
ど
ん
な
人
が
来
る
か
と
思
っ
て
気

を
遣
っ
た
。こ
ち
ら
も
普
通
の
状
態
で
は
な
い
し
、慣
れ
た
頃
に
交
代
に
な
る
か
ら
。

感
謝
だ
け
は
す
る
が
、
正
直
な
と
こ
ろ
頼
る
の
は
自
分
の
職
場
の
人
、
と
い
う
感

じ
だ
っ
た
。
被
災
地
の
人
間
は
冷
静
で
あ
ら
ね
ば
、
と
思
い
な
が
ら
、
な
か
な
か

そ
う
な
れ
な
い
。
派
遣
チ
ー
ム
が
来
る
と
別
の
気
を
遣
っ
て
し
ま
う
。

　
最
初
に
き
た
相
談
は
よ
く
覚
え
て
い
る
。
通
所
の
職
員
が
疲
労
困
憊
し
た
顔
で

や
っ
て
き
た
。
大
便
を
口
に
入
れ
る
と
い
う
よ
う
な
最
重
度
の
対
象
者
を
な
ん
と

か
で
き
な
い
か
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
家
族
は
施
設
に
入
れ
た
く
な
い
、
と
い

う
思
い
で
在
宅
生
活
を
続
け
て

い
た
。
40
代
半
ば
の
対
象
者
で

施
設
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ

が
、
し
ば
ら
く
し
て
亡
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
在
宅
の
障
が
い
者
は
、

結
果
と
し
て
は
福
祉
避
難
所
扱
い

に
な
っ
た
施
設
が
対
応
し
た
。
他

者
へ
危
害
を
加
え
る
よ
う
な
重
度

の
障
が
い
の
あ
る
よ
う
な
人
へ
の

対
応
は
難
し
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、

多
く
の
事
業
所
で
は
一
生
懸
命
受

け
入
れ
て
く
れ
た
と
思
う
。

　
　
障
が
い
者
の
中
に
は
親
が
亡

そ
う
し
て
い
る
間
に
、
宮
古
市
内
が
津
波
で
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
、
と
い

う
情
報
が
入
っ
た
。

　
利
用
者
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
心
理
や
、
こ
こ
は
被
害
が
大
き
い

と
こ
ろ
で
は
な
い
、
と
考
え
た
い
心
理
が
あ
っ
た
。
自
分
の
家
に
帰
り
た
い
と
は

思
っ
た
が
、
利
用
者
を
確
実
に
家
族
に
帰
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を

優
先
し
た
。
何
日
か
か
け
て
利
用
者
を
家
に
送
り
届
け
、
職
員
が
家
に
帰
れ
た
の

は
３
日
後
く
ら
い
だ
。そ
れ
か
ら
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
、と
考
え
た
と
き
に
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
世
話
人
が
出
勤
で
き
な
か
っ
た
の
を
サ
ポ
ー
ト
し
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
次
に
、
自
転
車
を
使
っ
て
避
難
所
を
ま
わ
り
な
が
ら
通
常
関
わ
り
の
あ
る
利
用

者
の
安
否
確
認
を
し
て
い
っ
た
。
関
わ
っ
て
い
る
方
の
中
で
亡
く
な
っ
た
方
は
少

な
か
っ
た
。
安
否
確
認
に
あ
た
っ
た
職
員
は
４
人
程
度
だ
っ
た
。
事
業
所
が
そ
れ

ぞ
れ
自
分
た
ち
の
利
用
者
の
安
否
確
認
に
動
い
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
地
震
の
と
き
は
、
利
用
者
は
帰
宅
前
で
事
業
所
に
い
た
た
め
無
事
だ
っ
た
の
だ

と
思
う
。
こ
の
事
業
所
は
後
で
福
祉
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
受
け
入
れ
に
当
た
っ

て
費
用
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
新
聞
等
で
、自
閉
症
の
方
が
排
除
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
報
道
が
あ
っ

た
が
、
予
測
し
た
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
。
当
事
者
の
家
族
も
周
辺
の
人
が
優
し
く

し
て
く
れ
た
、
と
答
え
て
い
る
。

　
３
・
11
当
日
、
あ
る
事
業
所
か
ら
帰
さ
れ
た
利
用
者
を
私
た
ち
が
駅
の
近
く
で

発
見
し
て
避
難
所
に
連
れ
て
行
っ
た
。
大
槌
町
の
施
設
で
発
災
後
す
ぐ
に
利
用
者

を
自
宅
に
帰
し
た
た
め
、
利
用
者
が
多
数
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
事
例
が
あ
っ
た
。

　
私
自
身
は
、
利
用
者
を
自
宅
に
帰
す
こ
と
な
ど
ま
っ
た
く
考
え
な
か
っ
た
。

　
私
の
長
男
は
蛸
の
浜
で
釣
り
を
し
て
い
た
と
、
あ
と
で
聞
い
た
。
次
男
は
中
学

校
で
一
夜
を
過
ご
し
た
。
家
族
が
揃
っ
た
の
は
３
日
目
か
４
日
目
だ
っ
た
と
思
う
。

自
分
が
ど
う
や
っ
て
自
宅
に
帰
っ
た
の
か
は
覚
え
て
い
な
い
。

　
職
場
が
通
常
の
業
務
に
戻
っ
た
の
は
６
日
目
く
ら
い
で
、
そ
の
後
に
は
ど
ん
ど

ん
相
談
が
入
っ
て
き
て
、
忙
し
く
な
っ
た
。
１
か
月
後
に
内
陸
の
相
談
支
援
専
門

員
が
県
か
ら
派
遣
さ
れ
て
き
て
安
否
確
認
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
こ
ち
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た
の
も
そ
の
時
だ
っ
た
。
電
話
も
テ
レ
ビ
も
つ
か
な
か
っ
た
。
落
ち
着
い
て
か
ら

ワ
ン
セ
グ
で
テ
レ
ビ
が
み
ら
れ
た
の
だ
と
気
づ
い
た
が
、
そ
の
と
き
は
思
い
つ
か

な
か
っ
た
。
頻
繁
に
流
れ
る
災
害
放
送
の
み
で
、
と
に
か
く
情
報
が
な
く
、
宮
古

市
内
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
わ
か

ら
な
か
っ
た
。

　
暗
く
な
っ
て
き
て
、
雪
も
降
っ

て
き
た
。
小
グ
ラ
ン
ド
で
待
避
し

て
い
る
利
用
者
が
寒
さ
で
震
え
て

い
た
が
、
余
震
が
続
く
状
態
で
耐

震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
当
時

の
大
食
堂
に
は
長
時
間
、
利
用

者
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
公

用
車
や
職
員
個
人
の
車
の
エ
ン
ジ

ン
を
か
け
、
利
用
者
も
そ
の
車
の

中
で
暖
を
と
ら
せ
、
利
用
者
が
パ

ニ
ッ
ク
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に

配
慮
し
た
。

　

職
員
は
自
家
用
車
の
発
電
機

を
準
備
す
る
一
方
、
１
０
０
名
余

り
の
利
用
者
を
ま
と
め
て
避
難
で

き
る
場
所
と
し
て
隣
接
す
る
恵
風

支
援
学
校
の
体
育
館
を
借
り
る
こ

と
に
し
た
。
職
員
は
１
０
０
名
分

の
布
団
を
全
て
運
ん
で
体
育
館
に

敷
く
作
業
を
し
た
。
厨
房
で
は
夕

食
が
途
中
ま
で
で
き
て
い
た
状
態

だ
っ
た
の
で
、
17
時
過
ぎ
の
暗
く

な
る
前
に
副
食
と
お
に
ぎ
り
、
味

噌
汁
を
食
べ
さ
せ
た
。
居
室
棟
の

ト
イ
レ
は
く
み
取
り
式
で
使
用
で

く
な
っ
た
こ
と
を
辛
い
と
思
う
こ
と
が
で
き
な
い
方
が
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
と

て
も
悲
し
く
、
複
雑
な
心
境
で
支
援
し
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
お
母
さ
ん
が
亡
く

な
っ
た
当
事
者
の
中
で
、
お
母
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
悲
し
ま
ず
に
、
私
が

大
切
に
し
て
い
た
人
形
を
持
っ
て
き
て
ほ
し
い
、
と
い
う
人
が
い
た
。
自
閉
症
の

当
事
者
の
中
に
も
、
お
母
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
悲
し
ま
な
か
っ
た
人
が
い

た
。

　

事
業
所
は
浸
水
し
な
か
っ
た
の
で
パ
ソ
コ
ン
も
無
事
で
電
気
が
戻
っ
て
仕
事

が
で
き
た
。
Ｊ
Ｄ
Ｆ
（
日
本
障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム�Japan�D

isability�Forum

）、

Ｊ
Ｄ
Ｄ
ネ
ッ
ト
（
日
本
発
達
障
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク�Japan�D

evelopm
ental�

D
isorders

）
な
ど
、
有
名
な
と
こ
ろ
も
無
名
な
と
こ
ろ
も
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

団
体
が
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
き
た
。
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
こ
と
も
私
た
ち
の
責
務
だ

と
思
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
支
援
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。

　
震
災
後
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
は
、
以
前
は
災
害
の
ニ
ュ
ー
ス
を
他
人
事
の
よ

う
に
み
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
見
方
が
変
わ
っ
た
こ
と
だ
。

わ
か
た
け
学
園

　
障
が
い
者
支
援
施
設　
わ
か
た
け
学
園
職
員
の
藤
澤
順
子
さ
ん
（
昭
和
34
年
生
）

に
、
施
設
の
応
接
室
で
２
０
１
４
年
９
月
11
日
に
お
話
を
伺
っ
た
。
藤
澤
さ
ん
は
、

宮
古
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
。
鍬
ヶ
崎
の
出
身
で
、
実
家
は
流
さ
れ
た
。
実
家
の
両

親
は
近
く
の
高
台
（
熊
野
神
社
）
に
避
難
し
て
無
事
だ
っ
た
。

　
わ
か
た
け
学
園
は
宮
古
市
の
崎
山
に
あ
る
。
利
用
者
の
多
く
は
知
的
障
が
い
の

あ
る
方
た
ち
だ
。
海
か
ら
離
れ
、
高
台
に
あ
る
の
で
津
波
か
ら
避
難
す
る
必
要
は

な
か
っ
た
。
藤
澤
さ
ん
も
、
手
元
の
記
録
を
確
認
し
な
が
ら
話
し
て
く
れ
た
。

　
３
・
11
の
日
は
利
用
者
を
引
率
し
て
磯
鶏
地
区
に
あ
る
「
ホ
テ
ル
近
江
屋
」
に

大
衆
演
劇
の
観
劇
に
行
っ
て
い
た
（
12
、
13
名
の
利
用
者
を
４
、５
名
の
職
員
で
引

率
）。
昼
食
後
、
14
時
に
全
て
終
了
し
て
ホ
テ
ル
を
出
発
し
た
の
が
14
時
半
ご
ろ

で
、
佐
原
地
区
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
学
園
に
向
か
っ
て
走
っ
て
い
る
と
き
に
地
震

が
あ
っ
た
。
携
帯
の
緊
急
地
震
速
報
が
鳴
っ
て
い
た
の
で
と
て
も
驚
い
た
。
15
時

前
に
は
施
設
に
到
着
し
た
。
学
園
の
利
用
者
た
ち
が
職
員
と
一
緒
に
小
グ
ラ
ン
ド

に
待
避
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
合
流
し
た
。
停
電
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
わ
か
っ
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く
っ
た
お
に
ぎ
り
や
温
か
い
ス
ー
プ
、
み
そ
汁
を
提
供
し
た
。
支
援
物
資
の
お
に

ぎ
り
は
13
日
14
時
15
分
に
届
い
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
震
災
後
２
日
間
は
学
園

に
あ
る
も
の
で
乗
り
越
え
た
。

　
自
衛
隊
が
市
役
所
の
方
と
一
緒
に
来
た
の
が
２
日
目
の
夕
方
で
、
水
と
食
事
が

不
安
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
４
日
目
に
給
水
車
が
来
た
と
記
録
が
あ
る
。

当
初
は
硬
く
て
冷
た
い
お
に
ぎ
り
と
パ
ン
が
届
き
、
し
ば
ら
く
す
る
と
温
め
る
こ

と
が
で
き
る
レ
ト
ル
ト
食
品
も
届
く
よ
う
に
な
っ
た
。
幸
い
、
厨
房
で
ガ
ス
を
使

用
で
き
た
の
で
温
か
い
お
か
ず
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
私
た
ち
職
員
は
当
日
勤
務
予
定
だ
っ
た
交
代
職
員
が
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

態
な
の
で
、
必
然
的
に
帰
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
職
員
の
中
で
小
さ
い
お
子

さ
ん
が
い
る
方
を
中
心
に
、
山
を
回
っ
て
安
全
に
帰
れ
そ
う
な
人
は
当
日
に
帰
宅

し
た
が
、普
段
か
ら
宿
直
勤
務
を
行
う
職
員
は
ほ
と
ん
ど
が
帰
ら
ず
支
援
に
あ
た
っ

た
。
交
代
で
休
む
た
め
に
そ
の
中
で
シ
フ
ト
を
作
っ
て
対
応
し
た
。

　
停
電
と
断
水
が
続
く
中
、
懐
中
電
灯
の
電
池
が
１
晩
で
な
く
な
る
の
で
、
最
低

限
の
電
力
で
利
用
者
が
安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
工
夫
し
、
廊
下
や
ト
イ
レ
な
ど
、

場
所
を
決
め
て
懐
中
電
灯
を
設
置
し
、
手
洗
い
は
バ
ケ
ツ
を
利
用
し
て
行
っ
た
。

　
３
・
11
当
日
は
入
浴
時
間
中
だ
っ
た
の
で
、
３
か
所
の
浴
室
の
浴
槽
に
お
湯
が

残
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
利
用
し
て
洗
濯
を
し
た
。
普
段
下
洗
い
を
し
て
か
ら
洗
濯

機
で
洗
っ
て
い
る
汚
れ
た
下
着
を
、
冷
た
い
水
で
手
洗
い
し
、
手
で
一
つ
一
つ
絞
っ

て
干
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
震
災
３
日
後
に
は
風
呂
の
残
り
湯
を
利
用
し
、

中
庭
で
薪
を
焚
い
て
湯
を
沸
か
し
て
利
用
者
の
清
拭
を
行
っ
た
。
歯
磨
き
は
給
水

車
が
来
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
再
開
し
た
。
当
初
は
暖
を
と
る
、
栄
養
を
と
る
こ

と
を
優
先
し
て
対
応
し
た
。
ガ
ソ
リ
ン
が
不
足
し
て
い
た
の
で
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

を
巡
回
さ
せ
て
職
員
が
通
勤
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
４
日
目
に
取
引
の
あ
る
給
油
店
が
学
園
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
含
む
公
用
車
に
は

優
先
的
に
給
油
し
て
く
れ
た
。
５
日
目
に
、
市
内
に
自
宅
が
あ
っ
て
被
災
し
て
い

な
い
保
護
者
の
方
が
普
段
週
末
に
帰
宅
し
て
い
る
利
用
者
を
迎
え
に
来
て
く
れ
た
。

　
６
日
目
（
16
日
）
に
、
ラ
ジ
オ
の
安
否
情
報
に
全
員
無
事
だ
と
い
う
放
送
を
入

れ
て
も
ら
う
よ
う
依
頼
し
た
。
郵
便
物
が
届
く
頃
、
夜
、
職
員
が
手
書
き
で
利
用

者
の
自
宅
に
向
け
て
無
事
だ
と
い
う
内
容
の
ハ
ガ
キ
を
送
っ
た
。
家
族
に
近
況
を

き
た
の
で
、
食
後
、
暗
く
な
る
前
に
ト
イ
レ
誘
導
を
し
た
。

　
恵
風
支
援
学
校
に
移
動
す
る
準
備
が
整
っ
た
頃
は
、
辺
り
は
暗
が
り
で
路
面
が

白
く
な
る
ほ
ど
雪
が
降
っ
て
い
た
の
で
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
一
般
棟
１
０
０
名
の

利
用
者
を
ピ
ス
ト
ン
輸
送
し
た
。
重
度
の
利
用
者
30
名
は
環
境
が
変
わ
る
こ
と
で

理
解
で
き
ず
混
乱
す
る
こ
と
が
予
測
で
き
た
の
で
、
重
度
棟
の
ホ
ー
ル
に
残
っ
て

も
ら
い
、
ま
と
ま
っ
て
就
寝
さ
せ
た
。
懐
中
電
灯
や
電
池
の
在
庫
を
か
き
集
め
、

反
射
式
の
ス
ト
ー
ブ
も
体
育
館
に
運
び
、
私
た
ち
支
援
員
は
利
用
者
が
不
安
が
ら

な
い
よ
う
に
見
守
っ
て
い
た
。
普
段
は
多
動
だ
っ
た
り
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
た
り

す
る
利
用
者
が
、
緊
急
事
態
だ
と
い
う
こ
と
を
察
知
し
た
か
の
よ
う
に
意
外
と
落

ち
着
い
て
私
た
ち
の
指
示
に
従
っ
て
く
れ
た
。
在
宅
や
地
域
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

に
入
居
し
て
い
て
、
学
園
に
宿
泊
し
た
経
験
の
な
い
利
用
者
も
数
名
い
た
が
、
泣

い
た
り
興
奮
し
た
り
す
る
こ
と
な
く
落
ち
着
い
て
休
ん
で
く
れ
た
。
支
援
学
校
の

ト
イ
レ
は
水
洗
だ
っ
た
の
で
、
ト
イ
レ
誘
導
の
度
に
利
用
者
に
付
き
添
い
、
節
約

の
た
め
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を
大
便
の
時
だ
け
流
す
よ
う
に
援
助
し
た
。

　
わ
か
た
け
学
園
か
ら
市
内
の
Ｂ
型
事
業
所
に
通
所
し
て
い
る
利
用
者
が
数
名
お

り
、
20
時
頃
事
業
所
の
職
員
が
送
っ
て
来
て
く
れ
た
。
そ
の
際
、
そ
の
方
た
ち
か

ら
市
内
の
様
子
を
少
し
だ
け
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
夜
が
更
け
て
か
ら
ワ
ン
セ
グ

の
ニ
ュ
ー
ス
で
津
波
の
映
像
を
見

て
、
鍬
ヶ
崎
地
区
が
全
滅
か
？
私

の
親
も
ダ
メ
か
？
と
口
で
は
言
い

な
が
ら
も
、
心
の
ど
こ
か
で
現
実

味
が
な
か
っ
た
。
な
ん
と
な
く
、

家
族
は
大
丈
夫
…
と
自
分
に
言
い

聞
か
せ
な
い
と
仕
事
に
向
か
え
な

か
っ
た
。
３
・
11
の
日
の
夜
は
余

震
が
続
き
、
職
員
は
一
睡
も
で
き

な
か
っ
た
。

　
翌
日
か
ら
の
食
事
は
在
庫
の
材

料
や
缶
詰
を
使
用
し
、
厨
房
で
つ
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あ
る
こ
と
で
急
き
ょ
預
か
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
そ
の
後
家
族
は
市
営
住
宅
に
入

居
し
た
が
、
階
段
が
あ
る
建
物
な
の
で
本
人
は
家
に
戻
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
そ

の
ま
ま
施
設
に
入
所
し
て
い
る
。

　
法
人
が
運
営
し
て
い
る
17
か
所
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
う
ち
４
か
所
が
被
災
し

て
い
た
が
、
幸
い
利
用
者
は
被
害
に
あ
わ
な
か
っ
た
。
ホ
ー
ム
の
利
用
者
は
当
初
、

無
事
な
ホ
ー
ム
に
ま
と
ま
っ
て
生
活
し
て
い
た
が
、
わ
か
た
け
学
園
に
は
「
希
望

の
家
」
と
い
う
家
族
の
た
め
の
宿
泊
施
設
が
あ
る
の
で
、
震
災
後
３
日
目
に
は
使

え
る
よ
う
に
片
づ
け
て
ホ
ー
ム
の
利
用
者
10
名
に
使
用
さ
せ
た
。

　
重
度
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利
用
者
５
名
は
学
園
の
重
度
棟
に
、
ま
た
建
物
は

被
災
し
て
い
な
く
て
も
食
事
の
提
供
が
で
き
な
い
、
震
災
の
影
響
で
世
話
人
が
い

な
い
ホ
ー
ム
の
利
用
者
５
名
が
わ
か
た
け
学
園
本
体
に
宿
泊
し
て
い
た
。

　
利
用
者
を
家
に
帰
す
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
が
、
帰
せ
る
の
か
帰
せ
な
い
か
は
そ
の

都
度
状
況
判
断
を
し
て
行
っ
て
い
た
。
環
境
が
変
化
す
る
と
興
奮
状
態
に
な
る
利

用
者
を
家
に
帰
そ
う
と
は
考
え
な
か
っ
た
。
普
段
か
ら
家
族
が
面
会
に
き
て
い
て
、

週
末
に
ご
と
に
帰
っ
て
い
る
と
か
、
家
庭
状
況
が
わ
か
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
だ
け
帰

宅
を
実
施
し
た
。

　

３
・
11
の
日
は
通
常
15
時
に
学
園
を
出
発
す
る
送
迎
バ
ス
が
学
園
を
出
る
前

だ
っ
た
の
で
、
学
園
の
バ
ス
は
被
災
せ
ず
に
済
ん
だ
。
私
が
同
行
し
て
い
た
大
衆

演
劇
の
鑑
賞
で
も
、
磯
鶏
地
区
の
ホ
テ
ル
を
出
発
す
る
時
間
が
早
か
っ
た
の
で
、

津
波
に
巻
き
込
ま
れ
ず
に
済
ん
だ
。あ
の
時
に
何
か
し
ら
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
っ

て
ホ
テ
ル
か
ら
の
出
発
が
遅
れ
て
い
た
ら
ど
う
な
っ
て
い
た
か
わ
か
ら
な
い
。

　
実
家
が
津
波
で
被
災
し
た
の
で
、
両
親
の
安
否
が
わ
か
っ
た
の
は
３
日
目
か
４

日
目
だ
っ
た
。
夫
が
山
伝
い
に
様
子
を
見
に
来
て
く
れ
た
時
に
頼
ん
で
調
べ
て
も

ら
っ
た
。
私
は
津
波
に
流
さ
れ
る
瞬
間
や
水
が
入
っ
た
様
子
を
見
て
い
な
い
。
今
、

鍬
ヶ
崎
地
区
を
通
っ
て
も
、
自
分
が
育
っ
た
場
所
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
津
波

を
目
の
当
た
り
に
し
た
両
親
は
、
高
台
の
神
社
か
ら
家
が
飲
み
込
ま
れ
る
の
を
見

て
い
た
の
で
、
被
害
か
ら
立
ち
直
る
こ
と
を
現
実
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
よ

伝
え
る
だ
け
で
な
く
、も
し
ハ
ガ
キ
が
戻
っ
て
き
た
ら
ご
家
族
の
方
に
も
何
か
あ
っ

た
の
か
確
認
で
き
る
と
思
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
７
日
目
（
17
日
）
薪
で
お
湯
を
沸
か
し
て
毎
日
清
拭
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
そ

の
時
の
利
用
者
は
１
２
１
名
だ
っ
た
。
自
宅
全
壊
の
職
員
は
９
名
い
る
こ
と
、
自

衛
隊
か
ら
25
枚
の
毛
布
が
支
給
さ
れ
た
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
の
報
道
局
か
ら
取
材
を

受
け
た
こ
と
が
記
録
し
て
あ
る
。

　
８
日
目
（
18
日
）
は
宮
古
市
か
ら
灯
油
３
缶
が
届
い
て
い
る
。
大
阪
市
と
書
い

た
給
水
車
が
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
、
携
帯
電
話
の
電
波
が
入
る
場

所
が
市
内
に
で
き
て
い
る
。

　
10
日
目
（
20
日
）
は
職
員
の
送
迎
バ
ス
の
時
間
を
変
更
し
、
勤
務
時
間
を
変
更

し
た
。
日
勤
者
を
バ
ス
で
帰
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
夜
勤
帯
に
で
き
る
だ

け
仕
事
を
残
さ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
。

　
ま
た
、
宮
古
市
崎
山
に
あ
る
同
法
人
の
「
サ
ン
ホ
ー
ム
み
や
こ
」
で
入
浴
で
き

る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
日
、
震
災
後
初
め
て
20
名
の
利
用
者
が
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

移
動
し
て
入
浴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
電
気
が
復
旧
し
た
の
は
11
日
目（
３
月
21
日
）、水
道
は
13
日
目（
３
月
23
日
）だ
っ

た
。
そ
れ
ま
で
は
、
毎
日
、
朝
夕
給
水
車
で
水
や
食
料
を
届
け
て
も
ら
い
、
支
援

物
資
も
定
期
的
に
届
け
て
い
た
だ
い
た
。

　
12
日
目
（
22
日
）
夕
食
で
支
援
物
資
の
パ
ン
を
食
べ
て
い
る
と
き
、
男
性
利
用

者
が
の
ど
に
パ
ン
を
詰
ま
ら
せ
て
チ
ア
ノ
ー
ゼ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
救
急
車
で
搬

送
す
る
と
い
う
事
故
が
起
き
た
。
命
に
別
状
は
な
か
っ
た
が
パ
ン
は
怖
い
と
、
そ

の
と
き
に
感
じ
た
。
利
用
者
は
、
牛
乳
や
味
の
つ
い
た
も
の
は
喜
ぶ
の
だ
が
、
水

は
な
か
な
か
飲
ん
で
く
れ
な
い
。
支
援
物
資
の
食
料
は
固
い
お
に
ぎ
り
や
パ
ン
が

多
く
、
ぱ
さ
ぱ
さ
し
て
い
て
利
用
者
に
食
べ
さ
せ
る
の
が
と
て
も
怖
か
っ
た
。
安

全
に
食
べ
さ
せ
る
こ
と
に
気
を
遣
っ
て
い
た
が
、
被
災
生
活
に
慣
れ
て
き
て
い
た

頃
だ
っ
た
し
、
利
用
者
も
職
員
も
疲
れ
が
出
て
き
た
頃
だ
っ
た
の
だ
と
、
後
で
思
っ

た
。

　
地
域
の
方
の
受
け
入
れ
状
況
に
つ
い
て
は
、
あ
る
知
的
障
が
い
の
女
性
の
自
宅

が
被
災
し
て
、
１
晩
か
２
晩
は
小
学
校
に
避
難
し
て
い
た
が
、
歩
行
に
障
が
い
が

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み



499

う
だ
。
私
は
未
だ
に
現
実
を
認
め
ら
れ
な
い
の
に
。

ま
と
め

　
３
・
11
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
語
る
中
で
、
話
者
は
人
生
を
振
り
返
り
、

総
括
し
て
い
っ
た
。
中
で
も
家
族
と
し
て
、
嫁
と
し
て
、
妻
と
し
て
の
語
り
の
中

に
は
、役
割
と
し
て
与
え
ら
れ
た
介
護
者
と
し
て
の
人
生
を
、諦
め
つ
つ
受
け
入
れ
、

前
向
き
に
な
ろ
う
と
し
て
も
が
き
、
苦
し
み
な
が
ら
生
き
て
き
た
さ
ま
が
う
か
が

え
る
も
の
が
あ
っ
た
。
子
ど
も
が
巣
立
ち
、
孫
が
で
き
て
も
な
お
、
介
護
者
と
し

て
生
き
続
け
て
き
て
、３
・
11
そ
の
日
た
ま
た
ま
舅
が
、姑
が
、夫
が
妻
が
不
在
だ
っ

た
か
ら
逃
げ
延
び
る
こ
と
が
で
き
た
、
家
に
一
緒
に
い
た
ら
逃
げ
る
判
断
は
で
き

な
か
っ
た
と
思
う
、
と
語
る
方
々
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
つ
ま
り
、
家
に
一
緒
に

い
た
た
め
に
逃
げ
ら
れ
ず
命
を
落
と
し
た
ひ
と
が
い
た
、
と
い
う
こ
と
を
表
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
こ
で
は
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
が
、
介
護
を
職
務
と
し
て
い
て
、
た
っ

た
一
人
で
高
齢
者
を
高
台
へ
逃
が
し
、
避
難
さ
せ
、
避
難
所
に
連
れ
て
行
っ
た
と

い
う
人
の
話
を
き
い
た
。ま
だ
若
い
そ
の
女
性
は
、私
は
自
分
が
命
を
落
と
し
て
も
、

こ
の
方
た
ち
を
救
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、そ
う
い
う
仕
事
を
選
ん
で
し
ま
っ

た
の
か
と
考
え
、
そ
の
責
任
の
重
さ
が
と
て
も
恐
ろ
し
か
っ
た
と
語
っ
た
。

　
生
き
た
人
々
の
語
り
を
記
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
々

の
生
き
方
や
人
生
を
想
像
し
な
が
ら
、
守
れ
る
命
を
守
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
考

え
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

医療の現場から　命を見つめて障がい者・高齢者をめぐる取り組み
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第
２
部　
各
分
野
で
の
震
災
後
の
取
り
組
み

第
４
章　
子
ど
も
を
守
る
取
り
組
み

�

猿
渡
土
貴

は
じ
め
に

　
本
章
で
は
、
あ
の
日
、
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
に
奔
走
し
た
大
人
た
ち

の
こ
と
を
記
す
。

　
「
て
ん
で
ん
こ
」
と
い
う
言
葉
の
示
す
通
り
、
自
分
の
命
を
守
る
こ
と
さ
え
難
し

い
大
災
害
の
渦
中
で
、
ど
う
や
っ
て
幼
い
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
こ
と
が
で
き

た
の
か
。
そ
の
個
々
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
多
く
の
子
ど
も
の
成
育
に
か
か
わ
る
人
々

に
伝
え
た
い
と
思
い
、
取
材
を
始
め
た
。

　
子
ど
も
の
命
を
預
か
る
施
設
の
先
生
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で
子
ど
も
た

ち
を
守
り
抜
い
た
か
。
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
覚
悟
が
あ
り
、判
断
と
行
動
が
あ
っ

た
の
か
。
ま
た
、
小
さ
な
子
ど
も
を
抱
え
た
母
親
た
ち
の
ど
の
よ
う
な
行
動
が
、

生
死
を
分
け
た
の
か
。
さ
ら
に
、
防
災
教
育
の
在
り
方
な
ど
に
も
ふ
れ
な
が
ら
、

被
災
後
の
子
ど
も
た
ち
の
生
活
や
心
を
ど
の
よ
う
に
し
て
守
っ
て
い
る
か
、
を
報

告
す
る
。

　
幸
い
、
公
私
を
問
わ
ず
市
内
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、
児
童
館
、
小
学
校
、
そ
し

て
学
童
の
家
保
育
の
先
生
た
ち
や
、
小
さ
な
子
ど
も
を
持
つ
お
母
さ
ん
た
ち
の
協

力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
辛
い
体
験
を
、
言
葉
を
絞
り
出
す
よ
う
に
し
て
、
話

し
て
く
れ
た
人
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
言
葉
に
は
、
力
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
な

る
べ
く
語
り
を
活
か
し
て
記
述
し
よ
う
と
思
う
（
＊
以
降
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
は
話
者

の
語
り
）
注（
１
）。

Ａ　
そ
の
時
、
ど
う
や
っ
て
子
ど
も
を
守
っ
た
か
（
保
育
所
・
幼
稚
園
編
）

　
本
節
で
は
、
３
月
11
日
当
日
の
地
震
発
生
前
後
の
様
子
を
、
被
害
の
大
き
か
っ

た
地
域
や
施
設
を
中
心
に
報
告
す
る
。

　
想
像
を
絶
す
る
危
険
の
渦
中
で
、
個
々
人
の
瞬
間
瞬
間
の
判
断
が
生
死
を
分
け

た
。
そ
の
時
、
ど
の
よ
う
な
問
題
に
直
面
し
、
い
か
な
る
選
択
を
し
て
、
い
か
に

行
動
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
は
、
震
災
後
の
防
災
対
策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
千
鶏
保
育
所
の
事
例

か
ら
話
を
は
じ
め
よ
う
。

�

１　
千
鶏
保
育
所
で
は

　
千
鶏
保
育
所
は
、海
か
ら
少
し
上
が
っ
た
場
所
に
あ
る
小
さ
な
僻
地
保
育
所
だ
っ

た
。「
だ
っ
た
」
と
過
去
形
な
の
は
、
保
育
所
は
津
波
で
基
礎
ご
と
流
さ
れ
、
閉
鎖

さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
話
は
、
震
災
の
２
日
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。

３
月
９
日
の
こ
と

　
伊
藤
る
み
子
先
生
（
昭
和
32
年
生　
取
材
日
：
２
０
１
４
年
３
月
20
日
）
に
よ

る
と
、
３
月
９
日
は
、
お
別
れ
会
を
し
て
お
り
、
津
軽
石
保
育
所
か
ら
所
長
（
坂

本
静
枝
先
生
）
も
来
て
い
た
。
千
鶏
保
育
所
は
僻
地
保
育
所
だ
っ
た
た
め
、
津
軽

石
保
育
所
長
が
所
長
を
兼
任
し
て
い
た
の
だ
。　

　
ち
ょ
う
ど
、
お
昼
の
お
弁
当
を
広
げ
よ
う
と
し
て
い
る
頃
、
か
な
り
大
き
め
の

地
震
が
起
き
た
。
子
ど
も
た
ち
は
直
ち
に
机
の
下
に
潜
っ
た
。
日
ご
ろ
の
練
習
の

賜
物
で
あ
る
。

　
そ
の
日
は
、
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
園
か
ら
海
の
方
を
見
る
と
潮
が
引
く

の
が
見
え
た
の
で
、
念
の
た
め
保
護
者

に
迎
え
に
来
て
も
ら
っ
た
。
先
生
た
ち

は
、
近
く
も
っ
と
大
き
な
地
震
が
来
る

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
た
。
海

沿
い
の
道
を
通
勤
す
る
途
中
に
、
も
し
、

大
き
な
地
震
が
あ
っ
た
ら
車
を
捨
て
て

山
に
逃
げ
よ
う
と
職
員
間
で
話
し
て
い

た
、
と
い
う
。

３
月
11
日　
地
震
発
生
時

　
３
月
11
日
、
保
育
所
で
は
保
育
士
の

伊
藤
る
み
子
先
生
と
臨
時
職
員
の
２
名

で
、
13
人
の
子
ど
も
た
ち
を
み
て
い
た
。

写真１　在りし日の千鶏保育所　園庭にて
� 撮影：宮古市
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501

い
と
い
う
け
れ
ど
、
車
を
使
っ
た
。
も
し
、
歩
い
て
い
た
ら
、
間
に
合
わ
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
。

　
間
一
髪
、
屯
所
に
着
く
と
、
根
滝
山
に
ぶ
つ
か
っ
た
波
が
跳
ね
返
っ
て
山
の
よ

う
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
き
て
、
高
台
に
あ
る
屯
所
が
水
を
か
ぶ
り
ま
し
た
。
波
は

１
度
目
は
じ
わ
じ
わ
と
来
て
、２
回
目
は
大
き
か
っ
た
。迫
り
く
る
波
か
ら
逃
れ
て
、

屯
所
の
裏
手
の
１
㍍
ほ
ど
高
く
な
っ
た
と
こ
ろ
に
、
水
を
か
ぶ
り
な
が
ら
、
必
死

に
お
尻
を
支
え
て
子
ど
も
を
押
し
上
げ
ま
し
た
。
子
ど
も
は
泣
き
も
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
同
じ
く
屯
所
に
避
難
し
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
逃
げ
ず
に
様
子
を
見
て
い

た
お
じ
い
さ
ん
が
、
目
の
前
で
波
に
さ
ら
わ
れ
ま
し
た
。

バ
ス
の
中
で
夜
を
明
か
す

　
そ
の
後
は
、
岩
手
県
北
バ
ス
に
乗
せ
て
も
ら
っ
て
暖
を
取
り
ま
し
た
。
こ
の
バ

ス
は
石
浜
方
面
に
向
か
っ
た
け
れ
ど
、
津
波
で
先
に
進
め
ず
に
引
き
返
し
、
高
台

の
屯
所
の
近
く
に
停
車
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
下
校
し
た
も
の
の
石
浜
地

区
に
入
れ
ず
引
き
返
し
て
き
た
小
学
生
10
名
ほ
ど
と
、
石
浜
神
社
前
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
来
て
い
た
足
の
不
自
由
な
お
ば
あ
さ
ん
と
職
員
２
名
が
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

運
転
手
が
無
線
で
営
業
所
に
掛
け
合
っ

て
、
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
て
暖
を
取
ら
せ

て
く
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
し
ば
ら
く
し
て
、
目
の
前
で
波
に
さ

ら
わ
れ
た
お
じ
い
さ
ん
が
バ
ス
に
運
ば

れ
て
来
ま
し
た
。
や
が
て
、「
胸
が
痛

い
」
と
言
い
な
が
ら
息
を
引
き
取
り
ま

し
た
。
助
け
て
と
言
わ
れ
て
も
、
ど
う

し
よ
う
も
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

持
ち
だ
し
た
荷
物
に
あ
っ
た
飴
を

皆
で
分
け
合
っ
て
食
べ
ま
し
た
。
夜
に

な
っ
て
か
ら
小
学
生
た
ち
と
１
人
残
っ

た
園
児
の
迎
え
が
来
て
、
よ
う
や
く
無

そ
し
て
、
14
時
46
分
。
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
ほ
ど
の
大
き
な
揺
れ
が

来
た
。お
昼
寝
の
時
間
だ
っ
た
の
で
、子
ど
も
た
ち
は
ま
だ
パ
ジ
ャ
マ
姿
で
あ
っ
た
。

２
日
前
の
地
震
が
予
行
演
習
の
よ
う
に
な
り
、
携
帯
の
地
震
警
報
が
鳴
る
と
す
ぐ

に
お
母
さ
ん
た
ち
が
迎
え
に
来
て
、
我
が
子
を
急
ぎ
連
れ
帰
っ
た
。
最
初
に
迎
え

に
来
た
お
母
さ
ん
が
、「
津
波
が
来
る
。
大
き
な
地
震
だ
か
ら
」
と
言
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
の
着
替
え
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
伊
藤
先
生
は
、
そ
の
お
母
さ
ん
の
言
葉

と
行
動
に
、
他
の
子
ど
も
た
ち
を
守
っ
て
も
ら
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
地
域
に
根
差
し
た
小
さ
な
保
育
所
な
の
で
、
何
か
あ
れ
ば
地
域
の
方
々
が
来
て

く
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。「
助
け
て
」
と
い
え
ば
、
誰
か
き
っ

と
来
て
く
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
、
ち
ょ
っ
と
甘
え
が
あ
っ
た
か
と
思
う
。

そ
の
時
に
危
機
を
感
じ
た
お
母
さ
ん
た
ち
が
来
て
く
れ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
ほ
と

ん
ど
を
帰
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
す
ぐ
に
情
報
が
途
絶
え
た
。

　
地
震
発
生
後
15
分
以
内
に
は
、
保
育
所
に
い
た
園
児
13
名
中
12
名
を
保
護
者
に

引
き
渡
す
こ
と
が
で
き
た
。
す
ぐ
さ
ま
１
人
残
さ
れ
た
園
児
を
連
れ
て
避
難
を
開

始
し
た
。

避
難
の
様
子

　
川
の
反
対
側
に
あ
る
千
鶏
小
学
校
が
地
域
の
指
定
避
難
所
だ
っ
た
の
で
注（
２
）、

ど
ち
ら
に
逃
げ
る
べ
き
か
一
瞬
迷
い
ま
し
た
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
、
保
育
所
と

地
続
き
に
あ
る
消
防
の
屯
所
（
＊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
に
行
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。
小
学
校
と
屯
所
の
標
高
は
同
じ
く
ら
い
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
民
家
の

脇
を
通
っ
て
丘
を
上
が
り
、
上
の
道
路
を
通
っ
て
屯
所
に
避
難
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
屯
所
は
２
階
建
て
で
屋
根
や
ト
イ
レ
も
あ
る
。
そ
こ
に
避
難
す
る

こ
と
は
保
護
者
に
も
伝
え
て
い
た
し
、
屯
所
へ
の
引
き
取
り
訓
練
も
し
て
い
ま
し

た
。

　
そ
こ
へ
は
車
に
乗
っ
て
逃
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
一
旦
、
下
に
降
り
て
車
の

と
こ
ろ
に
行
く
と
、
も
う
波
が
来
て
い
た
の
で
急
い
で
駆
け
上
が
り
ま
し
た
。
外

海
の
た
め
、
市
内
よ
り
も
波
が
早
く
来
ま
し
た
。
避
難
に
車
を
使
っ
て
は
い
け
な

写真２　津波後の千鶏
� 撮影：宮古市

医療の現場から　命を見つめて子どもを守る取り組み
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宮
古
の
人
は
チ
リ
地
震
な
ど
大
き
な
津
波
を
経
験
し
て
い
る
の
で
、
大
き
な
地

震
が
あ
れ
ば
30
分
以
内
に
津
波
が
来
る
こ
と
を
小
さ
い
時
か
ら
教
え
ら
れ
て
知
っ

て
い
ま
す
。
亡
く
な
っ
た
お
母
さ
ん
は
日
ご
ろ
か
ら
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
る
方

で
、
保
育
所
で
他
の
子
の
着
替
え
を
手
伝
い
、
小
学
校
に
上
の
子
を
引
き
取
り
に

行
き
、
学
校
か
ら
降
り
て
き
た
と
こ
ろ
で
津
波
に
さ
ら
わ
れ
た
よ
う
で
し
た
。
か

な
り
上
の
方
で
車
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
が
、
車
の
中
に
保
育
園
バ
ッ
グ
が
残
っ
て

い
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　
も
う
１
人
、
石
浜
地
区
に
は
４
月
か
ら
保
育
所
に
入
る
予
定
の
子
が
い
て
、
前

日
に
入
所
説
明
を
し
た
ば
か
り
で
し
た
。
私
の
こ
と
を
「
お
ば
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ぶ

の
で
、「
保
育
所
に
入
っ
た
ら
先
生
と
呼
ぶ
ん
だ
よ
」
と
話
し
ま
し
た
。
そ
の
子
は
、

ひ
い
お
ば
あ
さ
ん
と
家
に
い
て
、
逃
げ
ら
れ
な
い
ひ
い
お
ば
あ
さ
ん
と
一
緒
に
流

さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
園
児
の
中
に
九
死
に
一
生
を
得
た
子
も
い
ま
し
た
。
そ
の
子
の
家
は
小

学
校
の
す
ぐ
側
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
家
に
着
い
た
直
後
に
水
が
入
り
、
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
、
妹
と
と
も
に
流
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
保
育
園
バ
ッ
グ
を
ま
だ

か
け
た
ま
ま
だ
っ
た
の
で
、
バ
ッ
ク
の
紐
が
何
か
に
ひ
っ
か
か
り
、
そ
の
子
だ
け

が
生
き
残
り
ま
し
た
。た
ま
た
ま
外
出
し
て
い
た
お
ば
あ
さ
ん
と
２
人
き
り
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ど
こ
の
施
設
で
も
、
非
常
時
に
は
子
ど
も
を
保
護
者
に
引
き
渡
す
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
な
っ
て
お
り
、そ
の
た
め
の
引
き
取
り
訓
練
な
ど
も
実
施
し
て
い
た
。そ
れ
で
も
、

伊
藤
先
生
は
、
地
震
「
直
後
」
に
保
護
者
に
園
児
を
引
き
渡
し
て
帰
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
、今
も
ひ
ど
く
後
悔
し
て
い
る
。「
そ
の
ま
ま
一
緒
に
避
難
す
れ
ば
よ
か
っ

た
の
で
す
が
、あ
の
よ
う
に
大
き
な
地
震
の
時
に
そ
れ
は
言
え
な
か
っ
た
」と
い
う
。

保
育
再
開
を
望
む
声

　
そ
の
後
、
千
鶏
で
は
山
の
奥
の
共
同
作
業
所
が
家
を
失
っ
た
方
々
の
避
難
所
に

な
り
ま
し
た
。
卒
園
式
を
し
た
か
っ
た
け
れ
ど
も
で
き
な
い
の
で
、
安
否
確
認
に

回
る
際
に
卒
園
証
書
を
渡
す
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
家
を
回
っ
て
い
る
と
き
、「
保
育
所
は
い
つ
か
ら
や
ん
の
え
？
」
と
保
育
所
再
開

事
に
引
き
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
園
児
を
迎
え
に
来
た
お
じ
い
さ
ん
は
石
浜

か
ら
歩
い
て
来
ま
し
た
。
家
は
流
さ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　
消
防
の
分
団
長
が
後
か
ら
来
て
く
れ
ま
し
た
。
津
波
で
消
防
団
の
車
も
流
さ
れ

た
と
聞
き
ま
し
た
。
山
側
の
助
手
席
に
座
っ
て
い
た
人
は
山
に
逃
げ
て
助
か
っ
た

け
れ
ど
、
海
側
の
運
転
手
は
流
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
重
茂
で
の
死
亡
者
は
１
人
で

し
た
が
、
千
鶏
で
は
建
設
会
社
の
人
や
地
元
の
人
が
多
く
亡
く
な
り
ま
し
た
。
わ

か
め
の
時
期
だ
っ
た
の
で
、
作
業
で
皆
、
下
の
方
に
い
た
た
め
で
す
。
屯
所
に
は

怪
我
人
や
遺
体
が
運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
遺
体
は
27
、
８
名
だ
っ
た
と
記
憶
し
て

い
ま
す
。

　
翌
朝
、
消
防
団
の
人
の
手
配
で
小
学
校
の
先
生
と
一
緒
に
帰
途
に
就
こ
う
と
し

ま
し
た
が
、
道
路
が
瓦
礫
で
寸
断
さ
れ
、
里
集
落
の
橋
も
落
ち
た
た
め
、
災
害
対

策
本
部
が
あ
っ
た
重
茂
漁
協
支
所
に
と
ど
ま
り
、
待
機
し
つ
つ
孤
立
し
た
千
鶏
の

状
況
を
伝
え
ま
し
た
。
千
鶏
に
は
食
べ
物
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
重

茂
の
方
に
は
食
べ
物
が
あ
り
、
避
難
所
に
よ
っ
て
こ
ん
な
に
も
状
況
が
違
う
の
か

と
思
い
知
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
14
日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
家
族
の
も
と
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

家
族
は
皆
無
事
だ
っ
た
の
で
す
が
、
高
浜
地
区
に
あ
っ
た
自
宅
も
実
家
も
津
波
に

流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
家
族
に
再
会
し
て
休
憩
す
る
と
、
す
ぐ
に
役
所
に
報
告
に

行
き
ま
し
た
。
支
所
に
来
た
市
の
職
員
に
、
自
分
の
名
前
と
保
育
所
が
流
さ
れ
た

こ
と
を
伝
え
ま
し
た
が
、
役
所
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
一
時
、
行

方
不
明
者
リ
ス
ト
に
自
分
の
名
前
が
あ
り
ま
し
た
。

　
し
ば
ら
く
休
ん
で
よ
い
と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、
千
鶏
の
こ
と
が
心
配
で
居
て

も
立
っ
て
も
居
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
道
路
が
復
旧
し
て
、
何
と
か
再
び
千
鶏
に

園
児
の
安
否
確
認
の
た
め
に
入
れ
た
の
は
、
17
日
に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。

安
否
確
認
に
歩
く

　
安
否
確
認
に
回
る
中
、
伊
藤
先
生
は
保
護
者
に
引
き
渡
し
た
園
児
の
う
ち
１
組

の
親
子
が
、
流
さ
れ
て
死
亡
し
た
こ
と
を
知
る
。
あ
の
最
初
に
迎
え
に
来
て
、
子

ど
も
た
ち
の
着
替
え
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
母
子
だ
っ
た
。

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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地
震
発
生
直
後
の
様
子

　
３
月
11
日
、
午
睡
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
目
を
覚
ま
す
頃
に
大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
。

保
育
所
が
市
に
提
出
し
た
震
災
時
対
応
の
報
告
書
に
は
、
発
生
当
時
の
よ
り
具
体

的
な
記
述
が
あ
る
注（
３
）。

　

�「
発
生
と
同
時
に
布
団
を
か
ぶ
る
等
の
身
を
守
る
よ
う
指
示
し
、
安
心
感
を
与
え

る
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
、身
支
度
を
整
え
る
よ
う
援
助
し
た
。
未
満
児
組
は
注（
４
）、

目
を
さ
ま
し
て
い
な
い
子
も
い
た
の
で
、
介
助
し
な
が
ら
園
庭
に
集
合
後
、
背

負
っ
た
り
手
を
つ
な
い
で
高
台
に
避
難
す
る
」。（
＊
注
は
筆
者
に
よ
る
）

　
そ
の
際
、
非
常
持
ち
出
し
と
緊
急
連
絡
簿
を
持
っ
て
出
た
。
そ
の
日
は
、
欠
席

の
２
名
を
除
い
た
園
児
53
名
が
登
所
し
て
お
り
、
７
名
の
職
員
が
勤
務
し
て
い
た
。

坂
本
先
生
は
、
避
難
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　
子
ど
も
た
ち
が
服
を
着
て
寝
て
い
た
の
が
、
避
難
時
間
の
短
縮
に
な
り
ま
し
た
。

園
庭
に
待
機
し
て
い
る
時
点
で
す
で
に
携
帯
は
繋
が
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

防
災
無
線
が
「
大
津
波
警
報
」
と
言
っ
た
の
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
避
難
し
よ
う
と

し
て
い
た
矢
先
に
「
お
し
っ
こ
を
し
た
い
」
と
言
い
出
す
子
が
い
て
、
ト
イ
レ
に

連
れ
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、中
が
水
浸
し
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。水
道
管
が
破
裂
し
て
、

す
で
に
水
が
上
が
っ
て
き
て
い
た
の
で
す
。

　
園
庭
に
戻
る
と
、
近
く
の
人
が
フ
ェ
ン
ス
越
し
に
、「
俺
は
前
の
津
波
を
経
験
し

た
が
、
あ
れ
よ
り
す
ご
か
っ
た
。
先
生
、
す
ぐ
逃
げ
ろ
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
が
よ
か
っ
た
。
何
人
か
お
迎
え
に
来
て
お
り
、
他
の
子
た
ち
を
そ
の
間
、

園
庭
で
待
た
せ
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
で
、「
す
ぐ
に
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
な
り
ま

し
た
。

避
難
開
始

　
園
の
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
公
園
（
２
０
１
４
年
当
時
の
仮
園
舎
が
あ
っ
た

場
所
）
に
一
旦
避
難
し
て
、状
況
を
み
て
小
学
校
と
一
緒
に
行
動
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
そ
の
よ
う
に
訓
練
し
て
も
い
た
。
だ
が
実
際
は
、
公
園
に
一
時
避
難
す

る
よ
う
な
余
裕
は
な
い
。
近
所
の
人
が
「
学
校
は
も
う
上
に
避
難
し
て
い
る
か
ら

上
に
行
け
！
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
の
で
、
園
庭
か
ら
そ
の
ま
ま
学
校
の
裏
の

を
望
む
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
私
が
見
て
い
れ
ば
、
お
母
さ
ん
お
父
さ
ん

た
ち
の
手
伝
い
が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。
保
育
道
具
は
す
べ
て
失
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
先
輩
保
育
士
の
松
崎
裕
子
先
生
（
＊
取
材
当
時　
磯
鶏
保
育
所
長
）

に「
30
年
の
保
育
経
験
が
身
に
つ
い
て
い
る
か
ら
体
一
つ
で
大
丈
夫
。保
育
で
き
る
」

と
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
紙
芝
居
や
折
り
紙
な
ど
を
か
き
集
め
、
娘
と
手
書
き
の
保
育
再
開
の

お
知
ら
せ
を
配
っ
て
歩
き
ま
し
た
。
４
月
13
日
か
ら
通
算
８
回
、「
千
鶏
あ
お
ぞ
ら

保
育
」
を
行
な
い
ま
し
た
。
は
じ
め
は
、
ま
さ
に
「
あ
お
ぞ
ら
保
育
」
だ
っ
た
の

で
す
が
、
間
も
な
く
園
児
の
家
の
作
業
場
を
借
り
て
の
保
育
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
園
舎
を
消
失
し
た
千
鶏
保
育
所
の
閉
鎖
が
正
式
に
決
ま
り
、
以
降
の

千
鶏
地
区
に
お
け
る
保
育
事
業
は
５
月
よ
り
重
茂
児
童
館
が
引
き
う
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。
地
元
の
保
育
所
を
望
む
声
は
多
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

伊
藤
先
生
ご
自
身
は
、
津
軽
石
保
育
園
に
籍
を
置
き
な
が
ら
重
茂
児
童
館
に
通
い
、

移
籍
し
た
園
児
た
ち
の
様
子
を
見
守
っ
て
、
６
月
１
日
付
け
で
移
動
と
な
っ
た
。

２　
津
軽
石
保
育
所
で
は

　
⑴　
津
軽
石
保
育
所
の
状
況

　
津
軽
石
保
育
所
も
園
舎
が
全
壊
す
る
ほ
ど
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
前
述
の

と
お
り
、
千
鶏
保
育
所
は
津
軽
石
保
育
所
所
長
が
兼
任
し
て
い
た
。
震
災
当
時
の

両
保
育
所
の
所
長
・
坂
本
静
枝
先
生
（
昭
和
26
年
生
）
と
現
所
長
（
＊
取
材
当
時
）

盛
合
淳
子
先
生
（
昭
和
30
年
生
）
に
話
を
聴
い
た
（
取
材
日
：
２
０
１
４
年
３
月

19
日
）。

午
睡
時
の
パ
ジ
ャ
マ
着
替
え
を
や
め
る

　
先
に
示
し
た
通
り
、
９
日
に
大
き
め
の
地
震
が
あ
り
、
そ
の
日
、
坂
本
先
生
は

千
鶏
保
育
所
で
行
わ
れ
た
お
別
れ
会
に
出
席
し
て
い
た
。
通
常
は
午
睡
の
時
に
パ

ジ
ャ
マ
に
着
替
え
さ
せ
て
い
た
が
、
坂
本
先
生
は
、
翌
日
の
10
日
か
ら
念
の
た
め
、

上
着
と
靴
下
だ
け
を
脱
が
し
て
寝
か
せ
る
よ
う
に
し
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
が
３

月
11
日
の
避
難
の
際
に
功
を
奏
す
る
こ
と
と
な
る
。

医療の現場から　命を見つめて子どもを守る取り組み
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し
て
、
で
き
る
だ
け
子
ど
も
を
不
安
に
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
学
校
の
先
生
方
に
は
本
当
に
よ
く
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
近
所
の
人
が
バ
ッ

テ
リ
ー
を
出
し
て
く
れ
て
、
保
育
所
だ
け
に
ス
ト
ー
ブ
も
焚
い
て
く
れ
ま
し
た
。

非
常
用
毛
布
も
出
し
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
温
か
く
な
か
っ
た
。

運
良
く
、
た
ま
た
ま
職
員
の
１
人
が
近
所
に
住
ん
で
い
た
の
で
、
毛
布
を
持
っ
て

き
て
く
れ
ま
し
た
。
学
校
か
ら
も
乾
パ
ン
と
水
を
少
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
７
時
過
ぎ
に
は
、
炊
き
出
し
の
お
に
ぎ
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
温
か
い
お
に

ぎ
り
で
、
み
ん
な
喜
び
ま
し
た
。
一
番
小
さ
な
子
は
疲
れ
た
の
か
、
ご
は
ん
が
出

て
く
る
前
に
寝
て
し
ま
い
朝
ま
で
ぐ
っ
す
り
と
眠
り
ま
し
た
。

　
保
護
者
の
お
迎
え
は
本
当
に
随
時
で
し
た
。
10
時
く
ら
い
に
山
を
歩
い
て
来
た

方
も
い
ま
し
た
。
と
に
か
く
、
子
ど
も
た
ち
が
不
安
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
一
緒

に
い
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
1
人
の
女
の
子
が
夜
に
な
っ
て
熱
を
出
し
ま
し
た
。

そ
の
子
の
お
母
さ
ん
は
仕
事
で
不
在
だ
っ
た
た
め
、
お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
が

迎
え
に
来
た
の
で
す
が
、
不
安
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
祖
父
母
の
車
に
あ
っ
た
も

の
で
額
を
冷
や
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
夜
中
に
お
母
さ
ん
が
帰
っ
て
来
て
一

緒
に
寝
て
く
れ
た
ら
朝
に
は
元
気
に
な
り
ま
し
た
。

　
次
の
日
の
夕
方
、
最
後
の
子
ど
も
の
お
迎
え
が
来
た
の
で
、
職
員
も
家
に
帰
り

ま
し
た
。

避
難
所
生
活

　
避
難
当
初
は
、
畳
や
お
も
ち
ゃ
の
あ
る
２
階
の
支
援
教
室
を
避
難
所
と
し
て
使

わ
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
翌
日
に
は
下
が
見
え
る
方
が
い
い
だ
ろ
う
と
、
１

階
の
教
室
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昇
降
口
近
く
の
お
湯
の
出
る
洗
面
所

も
ト
イ
レ
も
近
い
と
こ
ろ
で
、
そ
の
一
角
す
べ
て
を
保
育
所
だ
け
で
使
わ
せ
て
も

ら
え
ま
し
た
。特
別
待
遇
で
し
た
。被
災
毛
布
も
水
も
す
ぐ
に
届
き
ま
し
た
。ま
た
、

下
に
敷
く
銀
の
マ
ッ
ト
が
敷
き
詰
め
る
分
欲
し
い
と
お
願
い
し
て
、
23
日
ま
で
に

は
役
所
が
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

被
害
に
遭
っ
た
お
母
さ
ん

　
震
災
後
１
、２
週
間
は
、
園
児
の
安
否
確
認
に
費
や
し
ま
し
た
。
津
軽
石
保
育
所

高
台
（
マ
エ
モ
リ
ヤ
マ
）
に
避
難
し
た
。
そ
れ
で
も
、
地
震
発
生
直
後
に
避
難
し

た
の
で
、
20
分
後
に
は
高
台
に
行
っ
て
い
た
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
学
校
よ
り
上
に
避
難
す
る
と
い
う
想
定
は
な
か
っ
た
の
で
、

そ
れ
は
と
っ
さ
の
判
断
で
し
た
。
も
と
も
と
お
散
歩
の
時
に
声
を
か
け
て
く
れ
た

り
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
近
所
の
人
の
声
掛
け
は
と
て
も
大
事
だ
と
思

い
ま
し
た
。
津
軽
石
の
出
身
で
は
な
い
の
で
、
地
域
の
人
た
ち
の
助
言
が
な
か
っ

た
ら
判
断
で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
避
難
し
て
い
る
間
も
子
ど
も
た
ち
は
誰
も

泣
い
た
り
、「
お
う
ち
に
帰
り
た
い
」
と
言
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

一
時
避
難
そ
し
て
移
動

　
高
台
に
着
い
た
ら
、
近
所
の
人
が
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
出
し
て
子
ど
も
た
ち
を

座
ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
う
こ
う
す
る
間
に
も
地
域
の
皆
さ
ん
が
次
々
に
避
難

し
て
き
ま
し
た
。
上
か
ら
見
る
と
波
が
押
し
寄
せ
て
来
る
の
が
見
え
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
、
ち
ょ
う
ど
山
の
方
で
工
事
を
し
て
い
て
、
そ
の
た
め
の
作
業
小
屋
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
狭
い
け
れ
ど
簡
易
ト
イ
レ
も
あ
り
、「
そ
っ
ち
だ
っ
た
ら

寒
さ
を
凌
げ
る
か
ら
」
と
教
え
て
く
れ
る
方
が
い
て
、
作
業
小
屋
ま
で
移
動
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
学
校
の
方
々
は
作
業
小
屋
よ
り
も
っ
と
上
に
避
難
し
て
い
ま

し
た
。

小
学
校
へ
移
動
し
夜
を
明
か
す

　
４
時
半
過
ぎ
に
学
校
の
皆
さ
ん
が
教
室
に
戻
る
こ
と
に
な
り
、「
保
育
所
さ
ん
も

ど
う
ぞ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
、
一
緒
に
降
り
て
き
ま
し
た
。
校
庭
の
半
分
ま

で
水
が
来
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
人
数
確
認
を
も
う
一
度
し
て
、開
放
し
て
も
ら
っ

た
畳
や
お
も
ち
ゃ
の
あ
る
２
階
の
支
援
教
室
で
、
随
時
保
護
者
の
迎
え
を
待
ち
ま

し
た
。
教
室
に
一
緒
に
避
難
し
た
の
は
、
職
員
７
名
、
迎
え
の
保
護
者
14
名
、
園

児
47
名
で
し
た
。

　
余
震
が
ず
っ
と
続
い
た
の
で
不
安
で
し
た
。
小
学
校
に
い
る
間
、
こ
こ
か
ら
さ

ら
に
避
難
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
は
ど
こ
に
行
く
か
と
考
え
ま
し
た
。
停
電
の

中
、
ろ
う
そ
く
を
立
て
て
、
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
、
お
や
つ
を
あ
げ
る
な
ど

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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は
、
一
時
的
に
（
２
０
１
４
年
現
在
仮
園
舎
が
あ
る
）
公
園
に
行
っ
て
、
さ
ら
な

る
避
難
が
必
要
な
時
は
小
学
校
に
行
く
と
い
う
訓
練
を
し
て
い
た
。
だ
が
、
現
実

は
そ
う
し
た
訓
練
で
は
意
味
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
実
際
は
、
高
台
か
ら
さ
ら
に
作
業
小
屋
に
逃
げ
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
保
護
者

に
伝
達
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。
パ
タ
ー
ン
を
示
し
た
よ
り
具
体
的
な
避
難
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
周
知
を
徹
底
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

②　
無
理
を
し
て
迎
え
に
来
ず
、
保
育
所
を
信
用
し
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、「
す
ぐ
に
迎
え
に
来
ら
れ
な
い
と
き
も
、
必
ず
子
ど
も
は
保
育
所
の
方
で

預
か
っ
て
い
る
、と
い
う
安
心
感
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
し
た
。そ
れ
を
、

も
っ
と
き
ち
ん
と
話
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
を
迎
え
に
来

て
、
亡
く
な
っ
た
保
護
者
の
方
が
い
た
こ
と
を
ず
っ
と
心
に
抱
え
て
い
ま
す
。

　
「
そ
の
点
は
今
後
に
活
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
坂
本
先
生
は
語
る
。

③　
避
難
の
迅
速
化

　
さ
ら
に
、
午
睡
時
に
着
替
え
で
脱
い
だ
服
や
ズ
ッ
ク
を
、
震
災
以
降
は
、
さ
っ

と
持
っ
て
逃
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
保
護
者
に
大
き
め
の
布
の
袋
を
用
意
し
て
も
ら

い
、
そ
れ
に
入
れ
る
よ
う
に
し
た
と
い
う
。

　
⑵　
孫
を
迎
え
に

　
次
に
は
、
津
軽
石
保
育
園
に
孫
を
通
わ
せ
て
い
た
人
の
体
験
を
記
す
。
話
を
し

て
く
れ
た
の
は
、津
軽
石
の
中
島
要
一
さ
ん
（
昭
和
７
年
生
）
と
ム
ツ
子
さ
ん
（
昭

和
23
年
生
）
で
あ
る
（
取
材
日
：
２
０
１
５
年
６
月
27
日
）。
震
災
当
時
、
中
島
家

に
は
保
育
所
に
通
う
２
歳
に
な
る
孫
が
い
た
。

11
日
の
様
子

　
３
月
11
日
、
要
一
さ
ん
は
日
課
の
散
歩
を
い
つ
も
よ
り
早
め
に
済
ま
せ
た
。

　
（
＊
要
一
さ
ん
が
）
散
歩
の
途
中
で
堤
防
を
見
て
、
自
宅
に
戻
っ
て
何
分
も
し
な

い
う
ち
に
、
大
き
な
揺
れ
が
来
ま
し
た
。（
＊
ム
ツ
子
さ
ん
は
）、
テ
レ
ビ
で
津
波

警
報
が
出
た
こ
と
を
知
り
、ガ
ス
を
止
め
て
「
お
父
さ
ん
（
＊
要
一
さ
ん
）
ど
こ
？
」

と
叫
び
ま
し
た
。
寒
か
っ
た
の
で
す
ぐ
に
コ
ー
ト
を
着
て
、
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ

て
長
靴
を
履
い
た
ら
、（
＊
要
一
さ
ん
が
）「
何
も
持
た
ず
に
逃
げ
ろ
」
と
言
っ
た

の
で
、
仏
様
も
お
位
牌
も
持
っ
て
出
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。「
仲
良
く
し

で
は
、お
母
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
兄
弟
が
い
ま
し
た
。お
父
さ
ん
に
、

「
私
た
ち
が
ず
っ
と
子
ど
も
た
ち
を
預
か
っ
て
い
る
の
で
、
お
母
さ
ん
を
探
し
て
き

て
く
だ
さ
い
」
と
引
き
受
け
ま
し
た
。
次
の
日
の
５
時
、
６
時
ま
で
そ
の
子
た
ち

と
一
緒
に
い
ま
し
た
。

　
お
父
さ
ん
が
迎
え
に
来
て
、
子
ど
も
た
ち
が
「
マ
マ
は
？
」
と
聞
い
た
時
の
光

景
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
お
母
さ
ん
は
、
迎
え
に
来
る
途
中
で
何
か
を
忘
れ
て
家

に
戻
っ
て
亡
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
お
ば
あ
さ
ん
も
、
足
が
悪
い
の
で
お
家
で
流

さ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　
学
校
を
間
借
り
し
て
通
常
の
保
育
を
再
開
し
た
の
は
、３
月
の
最
後
の
週
に
な
っ

て
か
ら
で
し
た
。

保
育
所
の
被
害
状
況

　
保
育
所
は
も
う
、
茫
然
と
す
る
よ
う
な
有
様
で
し
た
。
高
さ
２
㍍
前
後
の
波
が

押
し
寄
せ
た
た
め
、
建
物
は
残
っ
て
い
ま
し
た
が
中
身
は
ひ
ど
か
っ
た
。
文
集
を

積
み
上
げ
、
飾
り
つ
け
を
済
ま
せ
て
卒
園
式
を
迎
え
る
ば
か
り
だ
っ
た
の
に
、
そ

れ
ら
に
泥
が
付
い
て
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
っ
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。
そ
の
時
の

気
持
ち
は
、
シ
ョ
ッ
ク
よ
り
も
不
安
の
方
が
強
か
っ
た
。
そ
し
て
、
保
育
道
具
の

泥
洗
い
や
消
毒
に
は
夏
ま
で
か
か
り
ま
し
た
。

震
災
以
降
に
あ
ら
た
め
た
こ
と

　
あ
の
日
、
小
学
校
に
避
難
し
て
い
る
間
、
学
校
か
ら
さ
ら
な
る
避
難
が
必
要
に

な
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
、
不
安
に
か
ら
れ
た
坂
本
先
生
は
、
後
日
、
主
任
と
も
う

一
度
近
辺
を
見
て
回
っ
た
と
い
う
。
高
い
場
所
は
あ
る
に
は
あ
る
。
だ
が
今
回
は
、

た
ま
た
ま
明
る
い
う
ち
だ
っ
た
の
で
高
台
へ
の
避
難
が
可
能
だ
っ
た
が
、
日
が
暮

れ
て
か
ら
で
は
行
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
津
軽
石
保
育
所
で
は
、
震
災
時
の
反
省
を
受
け
て
い
く
つ
か
方
針

を
変
え
た
。
例
え
ば
、

①　
保
護
者
へ
の
避
難
経
路
の
周
知
を
徹
底
す
る
こ
と
。

　
震
災
前
、
津
軽
石
保
育
所
で
は
避
難
訓
練
は
月
に
１
度
し
て
い
た
。
こ
の
日
に

こ
う
い
う
設
定
で
避
難
す
る
と
事
前
に
告
知
す
る
型
の
訓
練
で
あ
る
。
津
波
の
時

医療の現場から　命を見つめて子どもを守る取り組み
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震
災
当
時
、
愛
宕
保
育
所
に
務
め
て
い
た
舩
越
昌
子
先
生
（
昭
和
30
年
生
）
に
話

を
聞
い
た
（
取
材
日
：
２
０
１
５
年
９
月
17
日
）。

　
震
災
時
は
愛
宕
保
育
所
に
い
ま
し
た
。
今
、
振
り
返
っ
て
問
題
だ
っ
た
と
思
う

の
は
、
園
児
を
引
き
取
っ
た
後
の
保
護
者
の
行
先
を
確
認
す
る
こ
と
で
し
た
。
愛

宕
保
育
所
で
も
、
あ
の
日
、
お
じ
い
さ
ん
が
迎
え
に
来
て
、
海
辺
の
祖
父
宅
で
待

機
し
て
い
た
園
児
が
１
人
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
安
全
な
地
域
に
帰
す
事

が
大
事
だ
と
い
う
の
が
反
省
点
で
し
た
。

　
保
育
所
の
隣
が
小
学
校
だ
っ
た
の
で
、
情
報
を
入
手
す
る
た
め
、
ま
ず
は
学
校

の
校
庭
に
避
難
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
地
域
の
方
や
消
防
団
の
方
も
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、「
危
な
い
か
ら
も
っ
と
高
台
に
行
き
な
さ
い
」
と
い
う
指
示
が
あ
っ
た

の
で
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
す
ぐ
裏
の
高
台
に
避
難
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

が
「
寒
い
寒
い
」
と
い
う
の
で
、
落
ち
着
い
た
時
に
毛
布
を
持
っ
て
来
た
り
も
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
小
学
校
の
体
育
館
に
避
難
し
ま
し
た
。
保
育
所
か
ら
茣
蓙
、
布
団
、

お
や
つ
な
ど
を
持
っ
て
来
て
、
少
量
ず
つ
分
け
合
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
さ
せ

ま
し
た
。
雪
が
降
っ
て
ひ
ど
く
寒
い
夜
で
し
た
。
体
育
館
に
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
３

台
く
ら
い
あ
り
、
灯
り
が
あ
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
何
よ
り
安
心
で

き
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
保
育
所
に
被
害
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
数
軒
先
は
家
屋
が
倒
壊
、
道
路
の
中

央
に
家
が
流
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
周
辺
は
か
な
り
ひ
ど
い
状
態
で
し
た
。
保
護
者

の
中
に
も
、
家
を
失
っ
た
方
が
あ
り
ま
し
た
。

　
迎
え
に
来
ら
れ
た
保
護
者
の
中
に
は
、
波
に
追
い
か
け
ら
れ
て
怖
い
思
い
を
し

た
方
も
あ
り
ま
し
た
。
暗
い
中
、
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
帰
る
と
言
う
お
母
さ
ん
が

い
た
の
で
す
が
、
被
災
し
て
い
る
地
域
だ
っ
た
の
で
、
引
き
止
め
て
、
朝
方
帰
宅

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
遠
い
地
域
か
ら
お
ば
あ
さ
ん
が
迎
え
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

朝
に
な
っ
て
か
ら
の
方
が
い
い
と
引
き
止
め
た
の
で
す
が
、「
連
れ
て
帰
ら
な
け
れ

ば
ダ
メ
だ
」
と
言
っ
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。

　
結
局
、
残
っ
た
子
ど
も
は
10
人
く
ら
い
で
し
た
。
学
校
が
避
難
所
に
な
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
市
の
職
員
・
消
防
団
員
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、

一
晩
過
ご
し
ま
し
た
。

て
て
ね
」
と
仏
壇
に
手
を
合
わ
せ
て
表
に
出
て
、
近
所
の
人
に
声
を
か
け
ま
し
た
。

で
も
、
近
所
の
人
の
中
に
は
逃
げ
な
い
人
も
あ
り
ま
し
た
。

　
孫
を
連
れ
て
逃
げ
よ
う
と
思
い
、
ま
ず
は
保
育
所
に
向
か
い
ま
し
た
。
孫
は
ま

だ
昼
寝
か
ら
目
覚
め
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
園
バ
ッ
ク
を
受
け
取
り
、
起
こ
し
て

学
校
に
連
れ
て
逃
げ
ま
し
た
。そ
れ
で
も
、ま
だ
危
な
い
の
で
、さ
ら
に
裏
山
に
登
っ

て
お
墓
の
右
側
ま
で
避
難
し
た
の
で
す
。

　
そ
の
時
は
、
も
う
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
そ
こ
に
来
て
い
ま
し
た
。
保
育
所

の
子
た
ち
は
後
か
ら
遅
れ
て
き
ま
し
た
。
保
育
所
の
他
の
親
御
さ
ん
は
ま
だ
来
て

い
な
か
っ
た
で
す
。
学
校
の
裏
山
の
一
番
上
に
保
育
所
の
子
た
ち
を
避
難
さ
せ
、

そ
の
下
に
小
学
校
の
低
学
年
、
そ
の
下
に
高
学
年
、
そ
の
下
に
地
域
の
大
人
た
ち

が
避
難
し
ま
し
た
。
な
る
べ
く
高
い
と
こ
ろ
に
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
を
逃
が
し
た

の
で
す
。

　
波
が
来
る
の
は
見
な
か
っ
た
で
す
。
地
震
が
起
き
た
の
が
、ま
だ
昼
間
で
よ
か
っ

た
。

　
孫
の
お
む
つ
を
取
り
に
帰
っ
て
や
り
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
近
所
の
人
が
近
く

の
家
の
人
か
ら
も
ら
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
は
寒
く
て
か
わ

い
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
近
所
の
お
ば
あ
さ
ん
が
、
後
か
ら
リ
ヤ
カ
ー
で
布
団
や
毛

布
を
積
ん
で
持
っ
て
き
ま
し
た
。

避
難
の
夜

　
避
難
し
た
高
台
か
ら
降
り
て
来
て
か
ら
は
、
小
学
校
で
お
に
ぎ
り
を
食
べ
た
後
、

孫
を
連
れ
て
親
戚
の
家
に
泊
め
て
も
ら
っ
た
。
震
災
の
日
の
夜
は
、
孫
の
母
親
は

仕
事
で
帰
っ
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
両
親
が
共
働
き
な
の
で
孫
は
、
い
つ
も
家

に
い
る
ム
ツ
子
さ
ん
が
い
れ
ば
平
気
な
の
だ
そ
う
で
あ
る
。

　
そ
の
翌
日
、
父
親
が
孫
を
迎
え
に
来
て
、
以
降
、
西
ヶ
丘
に
あ
る
母
親
の
実
家

の
お
世
話
に
な
り
、
要
一
さ
ん
た
ち
３
人
は
、
親
戚
や
避
難
所
で
生
活
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

３　
愛
宕
保
育
所
で
は

　
保
育
所
に
は
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
愛
宕
地
区
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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況
把
握
の
た
め
、
正
職
員
１
名
宿
泊　

　
避
難
所
で
親
子
２
組
（
児
童
４
名
）
職
員
３
名
宿
泊　
公
民
館
灯
油
不
足
に
て

保
育
所
か
ら
持
ち
出
し

　
13
日
２
組
親
子
へ
保
育
所
開
放
歯
磨
き
、
シ
ャ
ワ
ー
、
昼
寝
な
ど　
避
難
所
よ

り
昼
食
を
運
ぶ
、
給
食
➡
避
難
所
の
お
に
ぎ
り
＆
即
席
み
そ
汁　
午
後
４
時
過
ぎ

小
山
田
公
民
館
か
ら
磯
鶏
小
学
校
避
難
所
へ
移
動　

　
14
日　
通
常
保
育
開
始　
利
用
15
名　
給
食
献
立
変
更
し
て
提
供　
食
材
購
入

状
況
把
握
の
た
め
徒
歩
に
て
業
者
回
り
実
施
」

　
当
時
、小
山
田
保
育
所
の
職
員
で
あ
っ
た�

上
山
純
子
先
生
（
昭
和
35
年
生
）
は
、

次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
（
取
材
日
：
２
０
１
５
年
９
月
17
日
）。

　
私
が
い
た
２
階
の
部
屋
の
揺
れ
は
ひ
ど
く
て
、
ホ
ー
ル
を
部
屋
と
し
て
使
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
ホ
ー
ル
の
真
ん
中
ま
で
テ
ー
ブ
ル
が
動
い
て
、
机
の
引
き
出
し

が
す
っ
か
り
あ
い
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
も
し
、引
き
出
し
に
重
い
も
の
が
入
っ

て
い
た
ら
、
テ
ー
ブ
ル
も
ひ
っ
く
り
返
っ
て
い
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
揺
れ
の
中
を
上
か
ら
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
降
り
て
き
た
の
で
す
が
、
子
ど
も

た
ち
が
異
様
に
静
か
で
、
指
示
が
１
回
で
通
る
こ
と
を
異
常
に
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
防
災
無
線
で
津
波
が
何
㍍
と
言
う
の
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
す
ぐ

に
い
ち
早
く
迎
え
に
来
た
保
護
者
の
方
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
に
は
ど
こ

に
帰
る
か
を
聞
く
こ
と
は
な
く
帰
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
後
か
ら
聞
く
と
、
津
波

に
追
い
か
け
ら
れ
た
経
験
を
さ
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。

　
近
く
の
公
民
館
に
み
ん
な
で
避
難
し
ま
し
た
が
、
海
側
に
住
む
保
護
者
が
多
く

お
り
、
そ
の
日
は
公
民
館
に
泊
ま
り
ま
し
た
。

　
夜
中
に
な
っ
て
、
ず
ぶ
濡
れ
で
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
が
迎
え
に
来
ら
れ
た
り
、

自
宅
の
屋
上
に
避
難
し
て
い
て
水
が
引
く
ま
で
迎
え
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
方
が
い

ら
し
た
り
し
ま
し
た
。
次
の
日
の
お
昼
に
な
っ
て
よ
う
や
く
最
後
の
方
が
迎
え
に

来
ら
れ
ま
し
た
。

　
幸
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
薬
王
堂
（
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
）
が
保
育
所
の

す
ぐ
近
く
に
あ
っ
た
の
で
、
す
ぐ
に
食
べ
物
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
り
、
カ
セ
ッ

ト
コ
ン
ロ
や
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
な
ど
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
の
日
は
、
校
長
先
生
が
教
室
を
開
放
し
て
く
れ
ま
し
た
。
少
人
数
に
分
か
れ

て
各
教
室
に
シ
ー
ト
を
敷
き
、
保
育
所
か
ら
持
っ
て
き
た
布
団
を
、
地
域
の
方
に

も
提
供
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
状
態
で
、
夜
間
も
余
震
が
あ
る
た
び
に
ス
ト
ー
ブ

の
火
を
消
し
な
が
ら
、
朝
を
迎
え
た
の
で
す
。
結
局
、
３
日
目
の
午
前
中
ま
で
、

子
ど
も
を
預
か
り
ま
し
た
。

　
４
日
目
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
避
難
所
を
見
回
り
、
状

況
確
認
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
保
育
所
で
炊
き
出
し
も
し
ま
し
た
。
幸
い
ガ
ス
は

使
え
た
の
で
す
。
水
は
、
被
災
し
な
い
地
域
に
住
む
所
長
が
持
っ
て
来
て
く
れ
ま

し
た
。
職
員
は
小
学
校
に
出
向
い
て
、
食
事
配
布
の
手
伝
い
も
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
被
災
し
た
２
世
帯
が
体
育
館
で
避
難
生
活
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
、保
護
者
が
活
動
し
や
す
い
よ
う
に
、保
育
を
再
開
し
ま
し
た
。
園
児
の
食
事
は
、

お
に
ぎ
り
を
提
供
し
ま
し
た
。

４　
小
山
田
保
育
所
で
は

　
⑴　
地
震
発
生
当
時
の
様
子

　
小
山
田
保
育
所
が
市
に
提
出
し
た
当
時
の
記
録
に
は
、つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
注（
５
）。

　
「
０
歳
児
11
名
、
１
歳
児
23
名
、
２
歳
児
14
名
、
３
歳
児
28
名
、
４
歳
児
18
名
、

５
歳
児
13
名
、
計
１
０
７
名

　
11
日
昼
寝
中
、
所
長
の
指
示
で
一
旦
保
育
室
中
央
へ
避
難
。
揺
れ
が
収
ま
っ
た

時
点
で
着
衣
開
始
。
大
津
波
警
報
で
公
民
館
へ
避
難
誘
導
。

　
職
員
の
対
応
：
寒
さ
が
厳
し
く
毛
布
や
職
員
の
車
を
利
用
し
園
児
の
暖
を
と
る
。

携
帯
ラ
ジ
オ
で
情
報
収
集
。
保
育
所
門
扉
に
公
民
館
に
避
難
し
て
い
る
こ
と
を
掲

示
。
迎
え
が
来
た
時
点
で
保
護
者
へ
引
き
渡
す
【
名
簿
チ
ェ
ッ
ク
】
炊
き
出
し
の

手
伝
い
と
児
童
引
き
渡
し
と
保
育　
臨
時
職
員
帰
宅
（
午
後
７
時
30
分
）
正
職
員

公
民
館
へ
泊
り
残
っ
た
児
童
の
保
育
と
安
全
確
保
。
指
定
の
職
員
２
名
駆
け
つ
け

る
。

　
12
日
開
所
す
る
が
利
用
な
し　
４
名
利
用
（
避
難
所
に
い
て
帰
れ
な
か
っ
た
？
）　

給
食
➡
避
難
所
の
お
に
ぎ
り
＆
即
席
み
そ
汁　
保
護
者
引
き
渡
し
、
児
童
の
安
全

確
保
、
保
育
所
点
検
、
正
職
員
９
名
午
後
４
時
帰
宅

　
栄
養
士
、
臨
時
保
育
士
２
名
、
通
勤
道
路
の
安
全
確
認
取
れ
ず
避
難
所
泊　
状

医療の現場から　命を見つめて子どもを守る取り組み
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か
り
の
強
い
ラ
イ
ト
を
地
域
の
人
が
持
っ
て
来
て
く
れ
て
、
そ
れ
で
公
民
館
を
ぽ

わ
ー
っ
と
照
ら
し
ま
し
た
。
で
も
、
十
分
な
数
の
懐
中
電
灯
を
園
で
準
備
し
て
お

か
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
し
ま
し
た
。
暗
い
と
い
う
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
不

安
を
与
え
る
か
ら
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
暖
を
取
ら
せ
る
の
に
必
死
だ
っ
た
の
で
す
が
、
車
を
上
げ
た
こ

と
も
、
良
か
っ
た
の
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
後
日
、
も
っ
と
高
い
避
難
先
を
探
し
て
、
小
山
田
神
社
と
い
う
市
内
を
見
下
ろ

せ
る
と
こ
ろ
へ
避
難
訓
練
を
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
ど
の
く
ら
い
の
速
さ
で
行
け

る
か
を
計
り
ま
し
た
。
参
道
の
よ
う
な
急
な
と
こ
ろ
に
誘
導
車
注（
６
）
を
上
げ
る
の

は
非
常
に
困
難
で
し
た
。
ま
た
、
急
な
階
段
を
お
ん
ぶ
し
て
上
が
る
の
は
、
危
険

だ
と
い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　
震
災
後
に
、
防
災
グ
ッ
ズ
と
し
て
、
保
育
士
１
人
で
３
人
の
子
ど
も
を
負
ぶ
え

る
負
ぶ
い
紐
が
売
り
出
さ
れ
ま
し
た
が
、「
ど
う
し
て
こ
う
い
う
も
の
を
作
っ
た
の

か
な
」
と
感
じ
ま
し
た
。
保
育
士
さ
ん
方
か
ら
の
要
望
に
応
え
て
と
い
う
こ
と
で

す
が
、１
人
で
前
と
後
ろ
に
子
ど
も
を
負
ぶ
っ
て
ど
う
や
っ
て
逃
げ
る
の
だ
ろ
う
？

子
ど
も
を
助
け
た
い
と
い
う
思
い
で
、
必
死
に
な
れ
ば
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
け

れ
ど
、
園
の
立
地
条
件
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
な
に
か
違
う
方
法
は
な
い
の
か
と
思

い
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
際
、
震
災
時
を
ふ
り
か
え
り
、
涌
田
先
生
は
保
育
士
と
い
う

仕
事
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
心
情
を
も
ら
し
て
い
る
。

　
す
ご
く
重
い
な
と
感
じ
ま
す
。
保
育
士
一
人
ひ
と
り
に
の
し
か
か
る
責
任
、
命

を
あ
ず
か
る
こ
と
の
重
さ
と
い
う
の
が
。
そ
こ
ま
で
私
た
ち
は
期
待
さ
れ
て
い
る

の
か
と
考
え
た
時
に
、
保
育
と
は
、
大
変
な
仕
事
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　
⑵　
そ
の
時
、
母
親
は　
　
小
山
田
保
育
所
に
迎
え
に
行
く

　
こ
こ
で
、
小
山
田
保
育
所
へ
市
街
地
か
ら
子
ど
も
を
迎
え
に
行
っ
た
母
親
た
ち

の
行
動
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
。

　
日
立
浜
の
村
木
め
ぐ
み
さ
ん（
昭
和
48
年
生　
取
材
日：２
０
１
５
年
３
月
７
日
）

は
、
あ
の
日
は
、
藤
原
に
あ
る
自
社
の
水
産
加
工
工
場
で
働
い
て
い
た
。

　
狭
い
公
民
館
の
中
に
す
ご
い
数
の
人
が
避
難
し
て
い
る
の
で
、
ト
イ
レ
が
大
変

で
し
た
。

　
次
の
日
に
保
育
所
に
戻
っ
て
み
る
と
、
園
庭
に
隆
起
し
て
段
差
が
で
き
て
い
た

り
、
側
溝
の
蓋
が
は
ね
上
が
っ
て
は
ま
ら
な
く
な
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
涌
田
朋
子
先
生
（
昭
和
32
年
生　
取
材
日
：
２
０
１
５
年
９
月
17
日
）
は
、
十

勝
沖
の
地
震
の
時
に
津
波
を
見
て
い
る
の
で
、
津
波
が
ど
う
い
う
風
に
来
る
か
と

い
う
記
憶
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
閉
伊
川
伝
い
に
津
波
が
上
が
っ
て
来
る
だ
ろ
う

こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
保
育
所
が
あ
る
場
所
も
危
険
だ
と
、
と
っ
さ
に
思
っ

た
と
い
う
。洪
水
が
起
こ
れ
ば
、浸
水
す
る
危
険
が
あ
る
地
域
で
も
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　
付
近
で
高
台
と
い
え
る
の
は
公
民
館
で
、
そ
こ
に
１
０
７
名
の
子
ど
も
た
ち
が

避
難
し
ま
し
た
。
50
名
近
く
も
の
未
満
児
も
い
た
の
で
、
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
本
当
は
戻
る
こ
と
は
よ
く
な
い
と
知
り
つ
つ
、
急
い

で
園
に
戻
り
毛
布
を
か
き
集
め
て
来
ま
し
た
。ま
た
、雪
が
ち
ら
つ
い
て
い
た
の
で
、

職
員
の
車
を
高
台
に
上
げ
暖
を
と
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
す
ぐ
に
は
公
民
館
の

カ
ギ
は
開
か
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
近
く
の
病
院
の
先
生
も
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
少
し
で
も
口
に
入
れ

る
も
の
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
地
域
の
方
々
の
お
か
げ
で
し
た
。

　
小
山
田
橋
を
渡
っ
て
迎
え
に
来
る
保
護
者
も
い
た
の
で
、
ど
ち
ら
に
戻
る
か
確

認
を
し
て
、「
そ
こ
が
大
丈
夫
だ
と
い
う
警
報
解
除
の
知
ら
せ
が
来
る
ま
で
は
一
緒

に
い
ま
し
ょ
う
」
と
足
止
め
を
し
ま
し
た
。
結
果
的
に
は
そ
れ
が
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
下
の
子
の
検
診
の
日
で
保
健
セ
ン
タ
ー
に
い
た
保
護
者
は
、
津
波
に
追
い
か
け

ら
れ
る
よ
う
に
逃
げ
た
そ
う
で
す
。
上
の
子
は
園
に
い
た
の
で
保
育
所
の
み
ん
な

と
一
緒
に
逃
げ
ま
し
た
。

　
携
帯
の
ワ
ン
セ
グ
を
持
っ
て
い
る
人
に
少
し
は
見
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、

ラ
ジ
オ
も
な
く
情
報
が
入
っ
て
来
な
い
と
い
う
こ
と
が
す
ご
く
不
安
で
し
た
。
ま

た
、
見
た
ら
見
た
で
怖
い
の
で
し
ょ
う
が
、
目
の
前
に
は
体
育
館
や
ド
ラ
の
建
物

が
あ
り
、
自
分
達
の
目
で
川
の
状
態
が
見
え
な
い
こ
と
も
不
安
で
し
た
。

　
と
り
わ
け
、
明
か
り
も
な
く
見
え
な
い
と
い
う
の
は
す
ご
く
不
安
で
し
た
。
明

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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団
で
ト
イ
レ
に
行
き
ま
し
た
。

　
頻
発
す
る
余
震
の
た
び
に
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
火
を
消
し
ま
し
た
。
大
変
な
の
で

３
人
が
順
番
で
消
し
ま
し
た
。
毛
布
が
足
り
ず
、
ス
ト
ー
ブ
だ
け
で
は
寒
か
っ
た

で
す
。

　
だ
ん
だ
ん
親
た
ち
が
迎
え
に
来
ま
し
た
。
も
う
、
車
で
は
来
ら
れ
ま
せ
ん
。
あ

る
お
母
さ
ん
は
、
夜
中
に
藤
原
か
ら
小
山
田
ま
で
歩
い
て
迎
え
に
来
ま
し
た
。「
子

ど
も
い
ま
せ
ん
か
？
」、「
孫
い
ま
せ
ん
か
？
」、「
お
母
さ
ん
い
ま
せ
ん
か
？
」
と
、

公
民
館
に
尋
ね
て
く
る
人
が
多
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。

　
鍬
ヶ
崎
が
全
滅
だ
と
い
う
情
報
を
耳
に
し
ま
し
た
。
日
立
浜
も
ダ
メ
だ
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
が
、
い
や
な
予
感
は
し
な
か
っ
た
の
で
、
息
子
は
心
配
な
い
。
学
校

の
先
生
が
守
っ
て
い
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。

　
明
る
く
な
っ
て
か
ら
行
動
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
小
山
田
ト
ン
ネ
ル
は

交
通
規
制
が
か
か
り
車
で
は
通
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
昼
ま
で
様
子
を
み
て
、
車

を
流
さ
れ
た
同
級
生
の
妹
親
子
と
、
も
う
１
人
の
友
達
と
一
緒
に
車
で
鍬
ヶ
崎
に

向
か
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
朝
食
は
出
入
り
口
に
パ
ン
や
お
に
ぎ
り
や
水
が
あ
り
、

食
べ
物
に
は
困
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

５　
赤
前
保
育
園
で
は

　
赤
前
地
区
に
あ
る
赤
前
保
育
園
で
は
、
あ
の
日
、
２
月
末
に
完
成
し
た
ば
か
り

の
新
園
舎
で
年
長
組
10
名
と
園
長
、
理
事
１
名
、
事
務
職
員
２
名
、
保
育
士
２
名

の
計
６
名
が
卒
園
式
の
練
習
を
し
て
い
た
。
０
歳
か
ら
年
中
の
子
ど
も
た
ち
49
名

は
、
仮
園
舎
と
し
て
使
っ
て
い
た
赤
前
小
学
校
の
す
ぐ
上
に
あ
る
漁
村
セ
ン
タ
ー

で
お
昼
寝
の
最
中
だ
っ
た
。
仮
園
舎
に
は
職
員
が
８
名
い
た
。

　
園
長
の
小
関
憲
一
先
生
（
昭
和
29
年
生
）
と
、
主
任
保
育
士
の
佐
々
木
未
緒
先

生（
昭
和
61
年
生
）に
当
事
の
様
子
を
聞
い
た（
取
材
日：２
０
１
５
年
７
月
24
日
）。

　
ま
ず
、
お
昼
寝
中
の
仮
園
舎
の
方
は
、
揺
れ
が
大
き
か
っ
た
の
で
、
布
団
を
被

せ
て
身
を
守
り
、
揺
れ
が
収
ま
っ
て
か
ら
避
難
準
備
を
始
め
た
。
園
で
は
、
ず
っ

と
以
前
か
ら
お
昼
寝
時
に
は
ス
モ
ッ
ク
と
靴
下
を
脱
ぐ
だ
け
で
、
パ
ジ
ャ
マ
に
着

替
え
さ
せ
て
い
な
い
。
非
常
時
を
考
え
、
迅
速
に
行
動
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。

地
震
発
生

　
地
盤
は
砂
地
な
の
で
大
き
く
横
揺
れ
し
ま
し
た
。
２
月
か
ら
余
震
が
続
い
て
い

ま
し
た
。
揺
れ
が
来
る
と
刃
物
を
使
う
作
業
を
や
め
て
待
機
、
お
さ
ま
っ
た
ら
ま

た
作
業
を
続
行
し
て
い
た
の
で
す
が
、
３
度
目
の
揺
れ
の
時
は
気
持
ち
が
悪
く
な

る
ほ
ど
だ
っ
た
た
め
、
工
場
の
外
に
出
た
ら
、
車
も
揺
れ
て
い
ま
し
た
。

　
父
が
２
階
の
事
務
所
か
ら
外
を
見
て
、「
川
の
底
が
見
え
る
か
ら
貴
重
品
を
も
っ

て
避
難
所
に
逃
げ
ろ
」と
指
示
し
ま
し
た
。従
業
員
た
ち
は
も
う
走
っ
て
い
ま
し
た
。

す
ぐ
に
車
で
保
育
所
に
迎
え
に
行
き
ま
し
た
が
、
信
号
が
落
ち
て
ひ
ど
い
渋
滞
と

な
り
45
号
線
が
渡
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

急
ぎ
小
山
田
保
育
所
へ

　
下
の
子
の
迎
え
に
早
く
行
か
な
い
と
交
通
規
制
が
か
か
る
と
思
い
、
急
ぎ
ま
し

た
。
小
山
田
保
育
所
で
は
先
生
が
避
難
所
の
公
民
館
に
誘
導
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
坂
の
上
の
公
民
館
の
駐
車
場
に
、
子
ど
も
た
ち
が
固
ま
っ
て
待
機
し
て
い
ま
し

た
。
山
方
面
の
人
は
帰
れ
た
の
で
す
が
、
海
方
面
の
人
は
そ
こ
で
待
機
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
保
護
者
の
１
人
が
交
通
規
制
に
ひ
っ
か
か
り
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
近
所
の
人
も
だ
ん
だ
ん
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
て
中
に

園
児
を
入
れ
て
暖
を
と
り
な
が
ら
公
民
館
が
開
く
の
を
待
ち
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
保
育
所
か
ら
持
ち
出
し
た
お
や
つ
の
バ
ナ
ナ
を
食
べ
た
り
し

て
落
ち
着
い
て
い
ま
し
た
が
、
暗
く
な
っ
て
く
る
と
「
お
母
さ
ん
」
と
泣
き
出
す

子
も
あ
り
ま
し
た
。

避
難
先
の
公
民
館
で

　
よ
う
や
く
公
民
館
が
開
放
さ
れ
、
２
階
に
は
若
い
人
や
子
ど
も
が
入
り
、
１
階

の
ト
イ
レ
の
近
く
に
は
お
年
寄
り
が
入
り
ま
し
た
。お
湯
を
沸
か
し
て
カ
ッ
プ
ラ
ー

メ
ン
や
お
に
ぎ
り
な
ど
温
か
い
食
べ
も
の
を
提
供
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
夜
に
な
る
と
、
避
難
し
て
く
る
人
が
増
え
ま
し
た
。
ド
ラ
や
薬
王
堂
が
提
供
し

て
く
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
が
下
の
階
に
た
く
さ
ん
持
ち
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
も
あ
り
ま
し
た
。
困
っ
た
の
は
ト
イ
レ
で
し
た
。
水
洗
が
使
え
な

い
の
が
一
番
困
り
ま
し
た
。
ま
た
、
暗
い
の
を
子
ど
も
た
ち
が
嫌
が
る
の
で
、
集

医療の現場から　命を見つめて子どもを守る取り組み
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用
の
掲
示
板
を
設
け
て
一
斉
に
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
体
制
も
整
え
た
。

　
ま
た
、震
災
後
、園
庭
か
ら
そ
の
ま
ま
山
に
逃
げ
る
避
難
路
を
作
っ
た
。
現
在
は
、

そ
こ
に
誘
導
灯
や
ロ
ー
プ
を
取
り
付
け
、
年
に
２
度
、
草
刈
り
な
ど
の
整
備
を
行
っ

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
は
、
普
段
、
遊
ん
で
い
る
慣
れ
た
道
を
通
っ
て
避
難
す
る

こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
、
震
災
時
、
隣
接
す
る
工
場
ば
か
り
で
な
く
、
近
く
の
工
業
高
校
の
生

徒
た
ち
も
園
前
の
道
を
通
っ
て
避
難
す
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
ち
ら
と
も
避
難
の

際
に
園
児
の
引
率
に
協
力
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
関
係
を
築
い
て
い
る
そ
う
だ
。

　
「
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、
何
よ
り
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
」、
と
園
長
は
言
う
。「
園
児
に
も
大
き
な
地
震
が
来
た
ら
山
に
行
き
な
さ
い
」

と
常
々
伝
え
て
お
り
、
県
外
か
ら
の
視
察
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
所
属
す
る
保

育
団
体
な
ど
で
も
話
を
し
て
い
る
。

６　
宮
古
保
育
園
で
は

　
市
内
中
心
街
に
あ
る
宮
古
保
育
園
は
、
園
舎
に
水
が
入
り
、
半
壊
だ
っ
た
。
鈴

木
哲
夫
園
長
（
昭
和
10
年
生
）
は
、
避
難
訓
練
に
力
を
入
れ
て
い
る
（
取
材
日
：

２
０
１
５
年
７
月
25
日
）。

　
あ
の
日
の
午
前
10
時
に
地
震
発
生
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
し
て
い
た
。
そ
の
た

め
、
子
ど
も
た
ち
は
怖
が
ら
ず
に
避
難
で
き
た
。「
あ
ら
た
め
て
訓
練
の
大
切
さ
が

身
に
染
み
た
」
と
い
う
。

震
災
時
の
行
動

　
宮
古
保
育
園
は
、
常
安
寺
保
育
園
と
姉
妹
園
で
、
い
ず
れ
も
理
事
長
は
常
安
寺

住
職
で
あ
る
。
第
１
避
難
所
は
常
安
寺
保
育
園
で
、
第
２
避
難
所
は
宮
古
小
学
校

に
な
っ
て
い
る
。
常
安
寺
保
育
園
に
は
備
蓄
品
の
準
備
が
あ
る
。

　
地
震
発
生
時
は
、
子
ど
も
た
ち
は
ま
だ
お
昼
寝
中
で
し
た
。
電
気
が
落
ち
た
た

め
、
避
難
指
示
の
放
送
が
で
き
な
い
。
揺
れ
で
ま
っ
す
ぐ
に
歩
け
な
い
。（
＊
園
長

は
）
大
声
を
出
し
て
子
ど
も
た
ち
を
起
こ
し
て
、
寝
間
着
の
ま
ま
園
庭
に
出
す
よ

う
に
指
示
し
ま
し
た
。
建
物
が
崩
れ
そ
う
な
く
ら
い
の
揺
れ
で
し
た
。

　
す
ぐ
さ
ま
宮
古
小
学
校
に
避
難
を
開
始
し
ま
し
た
。
寒
い
の
で
履
物
と
上
着
を

中
に
と
り
に
行
か
せ
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
あ
た
り
で
は
「
地
震
で
外
に
避

　
全
員
が
園
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
近
く
の
赤
前
小
学
校
に
避
難
し
た
。
そ
の
後
、

職
員
が
交
代
で
仮
園
舎
に
戻
り
、
お
菓
子
や
飲
料
、
子
ど
も
た
ち
の
上
着
な
ど
を

運
ん
だ
。
仮
園
舎
は
、
老
朽
化
し
て
い
た
た
め
、
屋
根
の
一
部
が
落
下
し
、
２
階

の
天
井
が
落
ち
た
が
、
幸
い
園
児
に
も
先
生
た
ち
に
も
ケ
ガ
は
な
か
っ
た
。

　
赤
前
保
育
園
の
園
舎
は
、
赤
前
地
区
の
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
久
保
田

山
の
麓
に
建
設
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
地
は
、
そ
も
そ
も
津
波
経
験
者
を
含
む
建
設

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
津
波
を
想
定
し
て
他
に
複
数
候
補
地
が
あ
る
中
か
ら
選

定
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
震
災
前
は
、
津
波
の
危
険
よ
り
も
火
事
の

危
険
の
方
が
よ
り
現
実
味
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
し
か
し
、
今
回
の
地
震
は
あ
ま
り
に
も
大
き
か
っ
た
た
め
、
念
の
た
め
新
園
舎

に
い
た
子
ど
も
た
ち
を
久
保
田
山
へ
、
園
の
前
の
道
を
通
っ
て
避
難
さ
せ
る
こ
と

に
し
た
。
園
の
隣
の
工
場
の
人
た
ち
も
そ
こ
へ
避
難
し
て
い
た
。
卒
園
式
の
練
習

の
た
め
に
一
時
的
に
新
園
舎
に
来
て
い
た
の
で
、
上
着
を
着
て
い
な
い
園
児
も
お

り
、
工
場
の
人
が
上
着
を
貸
し
て
く
れ
た
。

　
「
現
実
味
が
あ
ま
り
な
く
て
、
時
間
的
な
感
覚
も
な
く
、
ど
れ
く
ら
い
そ
こ
に

い
た
か
時
間
は
わ
か
ら
な
い
」
と
佐
々
木
先
生
は
話
さ
れ
て
い
る
が
、
暗
く
な
る

前
ま
で
は
山
に
い
た
と
い
う
。
子
ど
も
た
ち
は
、
い
つ
も
よ
り
大
人
し
か
っ
た
が
、

落
ち
着
い
て
い
て
、
１
か
所
に
集
ま
っ
て
話
を
し
た
り
し
て
い
た
。
眼
前
の
状
況

を
見
て
涙
を
流
す
工
場
の
人
を
見
て
、
不
思
議
そ
う
に
し
て
い
た
子
も
い
た
と
い

う
。

　
連
絡
が
と
れ
ず
、
防
災
無
線
も
よ
く
聞
こ
え
な
い
の
で
、
仮
園
舎
の
方
の
様
子

は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
園
長
が
仮
園
舎
に
向
か
い
、
最
終
的
に
無
事

に
全
員
が
合
流
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
中
に
は
、
津
波
が
来
る
前
に
お
迎
え
が
来
た
子
も
あ
り
、
そ
の
都
度
対
応
し
て

引
き
渡
し
て
い
た
が
、
そ
の
時
に
は
ま
だ
、
津
波
の
危
険
性
を
考
慮
し
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
。
幸
い
、
皆
無
事
で
あ
っ
た
が
、
園
か
ら
は
海
添
い
の
道
路
を
通
ら
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
保
護
者
も
一
緒
に
逃
げ
る
べ
き
だ
っ
た
と
、
園
長
た
ち
は
振
り

返
る
。

　
そ
の
た
め
震
災
後
は
、
一
緒
に
避
難
す
る
よ
う
に
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
改
め
た
。

加
え
て
、
保
護
者
に
向
け
て
災
害
時
の
連
絡
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
配
布
し
、
災
害

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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う
や
く
再
開
で
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
は
、
常
安
寺
保
育
園
で
一
緒
に
保
育
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
運

動
会
も
合
同
で
行
い
ま
し
た
。
あ
り
が
た
か
っ
た
の
は
、
保
護
者
か
ら
苦
情
が
で

な
か
っ
た
こ
と
で
、
ず
っ
と
、
宮
古
保
育
園
で
の
保
育
再
開
を
待
っ
て
い
て
く
れ

ま
し
た
。

７　
そ
け
い
幼
稚
園
で
は

　
磯
鶏
地
区
の
中
で
も
海
寄
り
に
あ
る
、そ
け
い
幼
稚
園
で
は
、園
庭
に
水
が
入
り
、

園
舎
の
一
部
が
床
上
浸
水
の
被
害
を
受
け
た
。
晴
山
洌
理
事
長（
昭
和
９
年
生
）と
、

晴
山
正
子
園
長
（
昭
和
16
年
生
）
の
お
二
人
に
避
難
の
様
子
と
園
の
被
害
状
況
に

つ
い
て
話
を
聴
い
た
（
取
材
日
：
２
０
１
４
年
３
月
20
日
）。

３
・
11
の
様
子

　
地
震
発
生
当
時
、
預
か
り
保
育
の
子
ど
も
が
33
人
い
ま
し
た
。
中
に
は
、
下
の

子
が
病
気
で
、
上
の
子
を
預
け
て
宮
古
病
院
に
行
き
、
被
災
し
て
そ
の
ま
ま
３
日

帰
れ
な
か
っ
た
お
母
さ
ん
も
あ
り
ま
し
た
。
安
否
確
認
が
で
き
ず
に
い
て
、
と
て

も
不
安
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
揺
れ
が
収
ま
っ
て
す
ぐ
に
、
磯
鶏
小
学
校
へ
の
避
難
を
開
始
し
ま
し
た
。
す
ぐ

に
子
ど
も
た
ち
を
外
に
出
し
て
、
先
生
た
ち
が
防
寒
着
を
抱
え
て
逃
げ
た
の
が
、

準
備
時
間
の
短
縮
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
は
、
避
難
訓
練
で
も
行
っ
て

い
ま
し
た
。
小
走
り
で
大
人
な
ら
８
、９
分
、
子
連
れ
で
も
12
、
３
分
と
い
う
距
離

で
す
。小
学
校
の
手
前
の
磯
鶏
修
道
場
ま
で
逃
げ
れ
ば
、安
全
だ
と
判
断
し
ま
し
た
。

小
学
校
に
通
じ
る
「
わ
む
ら
公
園
」
の
脇
の
道
は
、
急
で
す
が
す
ぐ
に
高
台
に
出

ら
れ
ま
す
。
逃
げ
る
最
中
に
、
一
緒
に
な
っ
た
近
所
の
人
た
ち
が
、
そ
ち
ら
の
道

を
勧
め
て
く
れ
た
の
で
す
が
、先
頭
を
走
る
園
長
が
そ
ち
ら
を
見
る
と
、雪
が
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
は
滑
っ
て
容
易
に
は
歩
け
な
い
と
思
っ
た
の
で
、
修
道
場

の
前
の
道
を
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
と
っ
さ
の
こ
と
で
し
た
が
、
長
く
磯
鶏
に

住
ん
で
い
る
の
で
、
ど
の
道
を
行
く
べ
き
か
す
ぐ
に
判
断
で
き
ま
し
た
。

　
た
だ
、
前
を
向
い
て
走
っ
た
し
、
避
難
し
な
が
ら
も
、
津
波
が
来
る
と
は
半
分

は
信
じ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
職
員
も
全
員
助
か
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
安

全
だ
け
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
何
が
あ
っ
て
も
決
し
て
津
波
の
来
る
方
向
に
戻
っ

難
し
た
ら
戻
ら
な
い
」
と
い
う
の
が
鉄
則
で
す
。
今
回
の
地
震
で
は
、
そ
う
し
た

教
訓
が
忘
れ
ら
れ
た
ゆ
え
の
被
害
が
多
か
っ
た
の
で
す
。

　
「
あ
れ
ほ
ど
の
揺
れ
で
あ
れ
ば
、津
波
は
来
る
。」園
長
に
そ
う
確
信
さ
せ
た
の
は
、

仙
台
の
科
学
博
物
館
の
地
震
体
験
だ
っ
た
。
そ
れ
で
津
波
警
報
が
出
る
前
に
避
難

を
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
小
さ
い
子
は
ベ
ビ
ー
カ
ー
に
乗
せ
ま
し
た
注（
７
）。
道
路
の
真
ん
中
に（
＊
園
長
が
）

立
っ
て
車
を
止
め
て
、
子
ど
も
た
ち
を
渡
ら
せ
、「
と
に
か
く
高
い
と
こ
ろ
に
行
こ

う
！
」
と
言
い
ま
し
た
。
最
終
的
に
常
安
寺
保
育
園
に
行
く
と
い
う
の
が
頭
に
あ

り
ま
し
た
が
、「
高
い
と
こ
ろ
高
い
と
こ
ろ
」
と
言
っ
た
の
で
す
。
道
の
選
択
も
そ

れ
が
基
準
と
な
り
ま
し
た
。

　
学
校
で
は
、電
気
も
暖
房
も
な
く
、子
ど
も
た
ち
は
寝
間
着
の
ま
ま
だ
っ
た
の
で
、

学
童
の
家
で
毛
布
を
借
り
、
落
ち
着
い
て
か
ら
常
安
寺
保
育
園
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
避
難
の
際
、「
引
き
渡
し
緊
急
連
絡
簿
」
だ
け
は
保
育
士
が
持
っ
て
出
ま
し
た
。

宮
古
小
学
校
に
迎
え
に
来
た
保
護
者
に
何
人
か
引
き
渡
し
ま
し
た
。
最
終
的
に
子

ど
も
を
す
べ
て
帰
し
終
え
た
の
は
夜
の
８
時
で
し
た
。

　
た
だ
、
園
長
が
今
で
も
反
省
し
て
い
る
の
は
、
職
員
を
現
地
解
散
と
し
た
こ
と

だ
と
言
う
。
車
は
皆
流
さ
れ
て
い
た
し
、
道
路
が
分
断
さ
れ
結
局
自
宅
ま
で
た
ど

り
着
け
な
い
職
員
が
複
数
い
た
。
中
に
は
家
を
流
さ
れ
た
職
員
も
あ
っ
た
。

　
被
害
の
大
き
さ
を
知
っ
た
の
は
、
翌
朝
に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。
保
育
園
に
来

て
み
た
ら
、
ヘ
ド
ロ
が
園
庭
を
埋
め
尽
く
し
て
い
ま
し
た
。
園
舎
は
１
㍍
30
㌢
水

に
浸
か
り
ま
し
た
。
壁
と
ド
ア
の
桟
や
ガ
ラ
ス
は
そ
の
ま
ま
あ
っ
た
の
で
す
が
、

排
水
溝
か
ら
水
が
入
り
、
中
は
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
で
し
た
。

　
地
震
が
起
き
て
３
日
目
に
「
半
壊
」
の
判
定
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
の

私
立
保
育
園
連
合
か
ら
の
支
援
で
、
園
庭
の
ヘ
ド
ロ
の
除
去
を
し
て
、
放
射
性
物

質
や
、ヘ
ド
ロ
に
よ
る
破
傷
風
の
心
配
も
あ
っ
た
の
で
、30
㌢
掘
っ
て
オ
ス
バ
ン（
＊

消
毒
液
）
を
撒
き
、
花
輪
の
砂
を
持
っ
て
き
て
土
の
入
れ
替
え
を
し
ま
し
た
。
６

月
の
園
再
開
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
５
月
の
連
休
明
け
に
な
ぜ
か
銀
バ
エ
が

大
量
に
発
生
し
ま
し
た
。
床
を
乾
燥
さ
せ
て
、
11
月
７
日
に
、
園
で
の
保
育
を
よ

医療の現場から　命を見つめて子どもを守る取り組み
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11
日
の
夕
方
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
の
子
が
保
護
者
に
引
き
と
ら
れ
ま
し
た
。
夜
に

な
っ
て
も
残
っ
て
い
た
の
は
７
、８
人
で
し
た
。
毛
布
を
近
所
の
人
が
貸
し
て
く
れ

た
り
も
し
ま
し
た
が
、
寒
い
し
、
こ
の
ま
ま
体
育
館
で
夜
を
過
ご
す
こ
と
は
で
き

な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。
幸
い
、
学
校
の
近
く
に
親
戚
の
家
が
あ
り
、
そ
こ
の
温

か
い
部
屋
で
夕
食
を
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
一
番
遅
く
ま
で
残
っ
て
い
た
１
人

は
、
次
の
日
の
朝
９
時
頃
に
よ
う
や
く
迎
え
が
来
ま
し
た
。

　
ま
た
、
父
親
と
連
絡
が
ず
っ
と
取
れ
ず
、
不
安
で
落
ち
込
む
母
親
を
３
、
４
歳
の

子
が
気
丈
に
も
「
お
父
さ
ん
は
強
い
か
ら
絶
対
に
帰
っ
て
く
る
」
と
励
ま
し
て
い

た
と
、
後
に
な
っ
て
か
ら
聞
き
ま
し
た
。

災
害
対
策
は
万
全
に

　
そ
け
い
幼
稚
園
で
話
を
聴
い
た
中
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
災
害
に
対
す
る
準

備
を
徹
底
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
園
長
は
、
阪
神
大
震
災
の
２
年
く
ら
い
前
に
、

も
し
大
き
な
地
震
が
来
た
ら
子
ど
も
た
ち
は
ど
う
す
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
以
来
力

を
入
れ
て
き
た
と
い
う
。

迎
え
は
警
報
解
除
の
あ
と
で

　
震
災
後
、
園
の
方
針
と
し
て
大
き
く
変
え
た
の
は
、
引
き
取
り
の
方
法
で
あ
る
。

津
波
常
襲
地
域
で
は
、
避
難
前
に
保
護
者
に
引
き
渡
し
を
す
る
こ
と
は
命
取
り
だ

と
わ
か
っ
た
。

　
そ
け
い
幼
稚
園
で
も
震
災
後
は
、「
ま
ず
は
保
護
者
が
自
分
の
安
全
を
確
保
し
、

警
報
が
解
除
さ
れ
て
か
ら
直
接
避
難
所
に
迎
え
に
来
て
ほ
し
い
。
そ
の
間
は
、
園

が
子
ど
も
の
命
を
必
ず
守
る
の
で
、
信
頼
し
て
ほ
し
い
」
と
、
周
知
を
徹
底
し
て

い
る
。

８　
商
業
施
設
「
キ
ャ
ト
ル
」
内
「
つ
ど
い
の
広
場
す
く
す
く
ラ
ン
ド
」
で
は

　
街
の
商
業
施
設
に
子
ど
も
と
来
て
い
て
地
震
に
遭
っ
た
人
も
い
る
。

　

駅
前
に
あ
る
商
業
施
設
「
キ
ャ
ト
ル
」
の
５
階
（
最
上
階
）
に
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
が
運
営
す
る
「
つ
ど
い
の
広
場
す
く
す
く
ラ
ン
ド
」
が
あ
る
。
こ
こ
に

は
、
お
も
ち
ゃ
や
絵
本
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
親
子
が
遊
び
に
来

て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
日
頃
、
保
護
者
に
は
、
避
難
が
必
要
な
時
に
幼
稚
園
に
来
な
い
で
ほ
し
い
、
と

お
願
い
し
て
い
た
。
だ
が
、
幼
稚
園
ま
で
車
で
子
ど
も
た
ち
の
避
難
先
を
聞
き
に

来
た
方
も
あ
っ
た
。
理
事
長
は
誘
導
す
る
た
め
園
の
前
に
１
人
残
っ
た
。

　
園
と
市
民
会
館
前
の
間
の
路
上
で
待
機
し
て
、
保
護
者
を
磯
鶏
小
学
校
へ
と
誘

導
し
て
い
ま
し
た
。
最
後
の
お
母
さ
ん
を
見
送
っ
た
時
に
、
津
波
が
迫
っ
て
き
ま

し
た
。
津
波
は
市
民
会
館
の
建
物
の
中
を
通
っ
て
、
西
側
入
口
ド
ア
を
突
き
破
り
、

大
き
な
音
と
と
も
に
吹
き
出
し
、
幼
稚
園
を
挟
む
か
た
ち
で
道
路
を
回
り
込
ん
で

来
た
の
で
す
。

　
私
は
、
園
庭
を
突
っ
切
っ
て
走
っ
て
逃
げ
て
、
線
路
近
く
で
最
後
の
避
難
者
が

運
転
す
る
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
て
も
ら
い
、
間
一
髪
、
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

避
難
先
で

　
小
学
校
ま
で
避
難
し
た
も
の
の
、
余
震
が
激
し
く
続
く
間
は
、
危
険
な
の
で
校

庭
に
い
ま
し
た
。
す
ご
く
寒
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
余
震
が
少
し
お
ち
つ
い
て

か
ら
体
育
館
に
入
り
ま
し
た
。
地
域
の
人
た
ち
も
、
た
く
さ
ん
避
難
し
て
来
て
い

ま
し
た
。
地
震
直
前
ま
で
体
育
の
授
業
で
椅
子
を
使
っ
て
い
た
よ
う
で
、
体
育
館

の
中
に
は
椅
子
が
散
乱
し
て
い
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、
余
震
が
来
る
た
び
に
椅

子
の
下
に
も
ぐ
っ
て
頭
を
守
り
ま
し
た
。
常
日
頃
、
こ
の
訓
練
を
し
て
い
た
か
ら

で
す
。
無
事
に
避
難
で
き
た
の
は
訓
練
の
賜
物
で
し
た
。

　
理
事
長
も
園
長
も
、「
子
ど
も
た
ち
に
は
、
言
葉
で
理
屈
を
説
明
す
る
よ
り
も
、

身
体
で
覚
え
さ
せ
る
の
が
何
よ
り
大
事
だ
」
と
、
口
を
揃
え
る
。
そ
け
い
幼
稚
園

で
は
、
毎
月
火
災
か
地
震
か
を
交
互
で
訓
練
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
季
節
に
よ
っ

て
も
訓
練
の
内
容
を
変
え
て
い
る
。
夏
は
「
中
ズ
ッ
ク
」
だ
け
で
も
平
気
だ
が
、

冬
は
体
温
低
下
を
防
ぐ
た
め
に
防
寒
着
や
靴
が
い
る
。
防
寒
着
を
抱
え
て
逃
げ
る

の
で
、
時
間
も
か
か
る
。

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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よ
う
な
余
裕
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
多
く
の
店
が
津
波
に
流
さ
れ
た
中
、
キ
ャ
ト
ル
は
早
め
に
営
業
を
開
始
し
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
土
日
に
な
る
と
大
船
渡
や
大
槌
方
面
か
ら
も
お
客
が
来
て
、
す

く
す
く
ラ
ン
ド
を
利
用
し
ま
し
た
。
市
外
か
ら
訪
れ
た
母
親
た
ち
は
、「
ま
だ
宮
古

は
遊
べ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
い
い
ね
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

９　
田
老
地
区
の
状
況

　
⑴　
田
老
保
育
所
で
は

　
以
下
は
、
田
老
保
育
所
が
役
所
に
提
出
し
た
報
告
書
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
注（
８
）。

　
「
３
月
11
日

　
年
長
組
卒
園
に
向
け
て
の
製
作
中
。
年
中
、
年
少
、
未
満
児
組
午
睡
中
。
子
ど

も
の
安
全
確
認
。
午
睡
か
ら
目
覚
め
さ
せ
る
。
泣
き
だ
さ
な
い
よ
う
に
声
が
け
し

な
が
ら
着
衣
の
介
助
。
防
寒
着
着
用
し
、
児
童
玄
関
に
集
合
点
呼
。
迎
え
が
来
た

子
は
確
認
を
し
引
き
渡
す
。園
舎
回
り
の
安
全
確
認
。第
３
避
難
所（
田
老
公
民
館
）

へ
誘
導
。
誘
導
途
中
、迎
え
あ
り
返
す
。
田
老
一
中
校
庭
で
一
息
つ
き
、点
呼
。
ゴ
ー

ゴ
ー
と
大
き
な
音
、〝
つ
な
み
〟
の
叫
び
に
山
の
斜
面
に
向
か
っ
て
走
る
よ
う
声
が

け
し
な
が
ら
誘
導
。山
の
斜
面
を
押
し
上
げ
、中
学
生
の
協
力
を
得
な
が
ら
高
台
へ
。

お
寺
の
墓
地
に
避
難
さ
せ
る
。
中
学
生
、
一
般
の
方
々
と
様
子
を
見
守
る
。
子
ど

も
た
ち
に
は
声
を
か
け
な
が
ら
、
シ
ー
ト
毛
布
で
暖
を
取
る
よ
う
に
し
待
機
さ
せ

る
。
日
没
と
同
時
に
お
寺
の
一
室
を
保
育
所
用
に
と
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
子
ど

も
た
ち
に
休
息
を
と
ら
せ
る
。
座
布
団
、
毛
布
、
ス
ト
ー
ブ
で
暖
を
と
り
一
夜
を

明
か
す
。
夜
中
、
明
け
方
と
保
護
者
も
一
部
合
流
。
27
名　
保
護
者
４
名
。
周
辺

の
様
子
情
報
の
確
保
に
努
め
る
。
保
育
所
全
流
出
。
保
育
所
へ
の
迎
え
引
き
渡
し

50
名
。
避
難
途
中
、
中
学
校
校
庭
30
名
。」　

　
「
３
月
12
日

　
夜
明
け
と
と
も
に
保
護
者
の
迎
え
が
来
る
。
個
々
の
状
況
を
聞
き
次
ど
う
す
る

の
か
を
聞
い
て
引
き
渡
す　
朝
食
２
人
で
１
個
の
お
に
ぎ
り
。
地
震
と
津
波
警
報

発
令
に
て
外
へ
。
前
日
の
墓
地
へ
避
難
す
る
。
裏
山
の
火
災
で
消
火
の
準
備
に
な

り
本
部
長
の
指
示
の
も
と
、
線
路
を
歩
い
て
北
高
校
へ
避
難
。
夕
方
に
最
後
の
子

の
迎
え
あ
り
。
北
高
校
職
員
の
炊
き
出
し
の
手
伝
い
を
す
る
。
今
後
に
つ
い
て
話

る
。
地
震
発
生
時
の
様
子
を
元
職
員
の
方
（
昭
和
35
年
生
）
に
聞
い
た
（
取
材
日
：

２
０
１
４
年
７
月
17
日
）。

３
・
11
の
様
子

　
通
常
、
す
く
す
く
ラ
ン
ド
で
は
、
平
日
の
午
前
中
は
た
く
さ
ん
の
利
用
が
あ
り

ま
す
が
、午
後
は
、そ
れ
ほ
ど
利
用
者
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
地
震
発
生
の
直
前
に
、

４
歳
と
２
歳
の
子
を
連
れ
た
母
親
が
来
館
し
ま
し
た
。
父
親
の
転
勤
で
宮
古
に
来

て
い
る
家
族
で
、
頻
繁
に
施
設
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

　
地
震
が
発
生
し
た
時
、
職
員
３
人
と
親
子
３
人
は
全
員
か
た
ま
っ
て
、
す
ぐ
に

廊
下
に
出
ま
し
た
。
長
い
揺
れ
で
し
た
。
キ
ャ
ト
ル
の
職
員
も
合
流
し
ま
し
た
。

コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
が
倒
れ
て
崩
れ
て
、
大
き
な
音
が
し
ま
し
た
。
恐
怖
の
あ
ま
り

子
ど
も
が
泣
き
出
す
と
、
母
親
も
泣
き
だ
し
ま
し
た
。
地
震
の
揺
れ
が
収
ま
る
ま

で
皆
で
丸
く
な
っ
て
、「
大
丈
夫
」
と
お
互
い
に
声
を
掛
け
あ
い
、
励
ま
し
あ
い
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、階
段
で
１
階
ま
で
下
り
、キ
ャ
ト
ル
の
隣
に
あ
る
駐
車
場
に
出
ま
し
た
。

店
長
の
誘
導
で
ス
ー
パ
ー
の
買
い
物
客
た
ち
も
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
津
波
が
来
る
と
い
う
放
送
が
あ
っ
た
の
で
、
先
ほ
ど
の
親
子
を
車
ま
で
送
り
ま

し
た
。
親
子
は
は
じ
め
、
市
役
所
の
方
面
に
逃
げ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
、
海
や

川
か
ら
離
れ
て
盛
岡
方
面
に
向
か
う
よ
う
誘
導
し
ま
し
た
。

　
自
分
た
ち
は
、「
い
っ
せ
き
さ
ま
」（
館
合
近
隣
公
園
）
に
避
難
し
ま
し
た
。
キ
ャ

ト
ル
か
ら
一
番
近
く
に
あ
る
高
台
で
す
。
高
台
か
ら
閉
伊
川
に
津
波
が
上
が
る
の

を
見
ま
し
た
。
街
の
方
も
交
差
点
ま
で
水
が
来
て
い
ま
し
た
。
警
察
が
ゴ
ム
ボ
ー

ト
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
寒
そ
う
に
し
て
い
る
人
が
い
た
の
で
、

「
す
く
す
く
ラ
ン
ド
」
に
毛
布
を
取
り
に
戻
り
、
提
供
し
ま
し
た
。

運
営
再
開
ま
で

　
キ
ャ
ト
ル
が
営
業
を
再
開
し
た
の
は
、
４
月
半
ば
だ
っ
た
の
で
、
す
く
す
く
ラ

ン
ド
の
職
員
は
、
各
地
の
避
難
場
所
を
回
っ
て
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
遊
び
を

し
ま
し
た
。

　
震
災
後
、
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
た
当
初
は
、
利
用
者
の
多
く
が
被
災
し
て
い
な

い
人
で
し
た
。
当
時
、
被
災
し
た
人
に
は
、
施
設
ま
で
子
ど
も
を
遊
ば
せ
に
来
る

医療の現場から　命を見つめて子どもを守る取り組み
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実
際
に
避
難
し
て
み
る
と
、
そ
こ
は
屋
根
も
あ
り
、
広
く
て
、
人
も
い
て
、
安

心
で
き
る
場
所
で
し
た
。
ま
た
、
時
間
的
に
も
15
分
く
ら
い
で
そ
れ
程
遠
い
と
感

じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
途
中
の
国
道
の
手
押
し
信
号
は
、
４
列
で
も
６
列
で
も
い
い

か
ら
１
回
の
青
信
号
で
渡
る
よ
う
に
し
よ
う
な
ど
と
、
職
員
間
で
話
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
大
震
災
の
時
も
「
公
民
館
だ
よ
ね
」
と
、
迷
わ
ず
そ
ち
ら
へ
逃
げ
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、
公
民
館
隣
の
中
学
校
の
校
庭
入
り
口
で
一
息
つ
い
て
い
た
ら
、「
津
波

だ
！
」
と
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
振
り
返
っ
た
ら
、
も
う
津
波
が
来
て
い
た
の
で
、

あ
わ
て
て
校
庭
を
走
っ
て
山
際
ま
で
行
き
、
避
難
誘
導
車
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
下

し
て
、
山
を
駆
け
上
が
り
ま
し
た
。
途
中
で
中
学
生
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
の
手
を
引
い
て
、
道
の
な
い
山
を
登
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
は
初
め
て

の
所
だ
っ
た
の
で
「
こ
の
山
の
上
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
崖
で
は
な
い

か
な
？
」
な
ど
と
、
不
安
で
し
た
。
そ
の
た
め
、「
転
勤
し
た
ら
早
い
時
期
に
公
共

の
建
物
だ
け
で
は
な
く
、地
図
上
で
も
山
の
位
置
な
ど
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
」と
、

反
省
し
ま
し
た
。

　
防
災
用
品
の
備
蓄
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
、
大
き
な
登
山
用
リ
ュ
ッ
ク
に
毛

布
や
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
色
々
な
も
の
を
入
れ
て
避
難
訓
練
な
ど
の
際
に
、
給
食

担
当
者
や
保
育
士
が
背
負
っ
て
逃
げ
る
練
習
を
し
て
お
り
、
役
割
分
担
を
し
て
い

た
の
で
、震
災
の
時
も
、指
示
を
待
た
ず
と
も
そ
れ
ぞ
れ
背
負
っ
て
避
難
し
ま
し
た
。

当
日
は
寒
か
っ
た
の
で
毛
布
が
あ
る
こ
と
で
助
か
り
ま
し
た
。
震
災
後
は
、
持
ち

物
を
見
直
し
て
、そ
の
時
足
り
な
か
っ
た
も
の
（
懐
中
電
灯
や
ロ
ー
プ
、軍
手
な
ど
）

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
⑵　
そ
の
時
、
母
親
は

　
千
鶏
・
津
軽
石
地
区
で
も
問
題
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
次
に
は
、
町
全
体

が
避
難
す
る
中
、
園
児
を
引
き
取
っ
た
後
の
母
親
た
ち
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な

行
動
を
し
た
の
か
を
田
老
の
事
例
か
ら
２
例
紹
介
す
る
。

①　
赤
沼
山
に
避
難

　
田
老
で
育
ち
子
育
て
を
し
て
い
る
花
輪
香
代
子
さ
ん
（
昭
和
48
年
生　
取
材
日：

２
０
１
４
年
７
月
16
日
）
は
、
４
人
の
子
ど
も
の
母
親
で
あ
る
。

を
し
。
２
泊
目
。
北
校
へ
移
動
時
４
名
３
世
帯
。」

　
短
い
な
が
ら
も
緊
迫
し
た
田
老
保
育
所
の
避
難
の
様
子
が
わ
か
る
資
料
で
あ
る
。

　
ま
た
、
当
時
、
田
老
保
育
所
に
勤
務
し
て
い
た
保
育
士
の
外
舘
恵
子
先
生
（
昭

和
32
年
生
）
の
証
言
も
得
る
こ
と
が
で
き
た
（
取
材
日
：
２
０
１
５
年
９
月
17
日
）。

　
田
老
保
育
所
は
、
被
災
し
て
跡
形
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
さ
か
、

あ
ん
な
に
大
き
な
津
波
が
来
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
田
老
は
、
津
波
に
敏
感
な
地
域
な
の
で
、
通
常
の
避
難
訓
練
の
ほ
か
に
毎
月
１

回「
安
全
の
日
」を
設
け
津
波
か
ら
走
っ
て
逃
げ
る
訓
練
を
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
、

そ
の
年
に
赴
任
し
た
ば
か
り
で
、
正
直
、
な
ん
で
こ
ん
な
に
走
る
の
？　
と
い
う

気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
４
月
は
年
長
児
で
５
分
近
く
か
か
っ
て
い
た

の
が
、
３
月
に
は
１
分
ち
ょ
っ
と
、
未
満
児
で
も
３
分
く
ら
い
で
高
屋
敷
避
難
所

に
着
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
、震
災
時
に「
安
全
の
日
」の
効
果
が
出
て
助
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
以
前
の
避
難
場
所
は
、
そ
れ
程
高
台
で
は
な
い
民
家
の
あ
る
場
所
だ
っ
た
。
ト

イ
レ
等
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
と
協
力
は
お
願
い
し
て
い
た
も
の
の
、
毎
月
の
反
省

で
「
な
ぜ
、避
難
所
が
こ
の
場
所
な
の
か
？
」
と
、疑
問
の
声
が
出
て
い
た
と
言
う
。

　
そ
こ
は
、「
園
舎
が
川
沿
い
に
あ
る
の
で
、
津
波
は
川
を
上
っ
て
来
る
か
ら
、
す

ぐ
前
の
橋
を
渡
る
の
は
危
な
い
。
と
り
あ
え
ず
山
際
の
方
に
行
っ
て
、
そ
こ
か
ら

別
の
場
所
に
行
く
」
と
い
う
指
導
が
あ
っ
て
選
定
し
た
場
所
だ
っ
た
。

　
先
生
も
「
な
ぜ
、
海
の
方
に
向
か
う
の
か
な
？
」
と
い
う
思
い
が
常
に
あ
っ
た

そ
う
で
あ
る
。
そ
の
避
難
場
所
は
山
際
に
あ
っ
た
の
だ
が
一
旦
海
側
に
向
か
う
道

路
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

　
そ
う
し
た
中
、
田
老
保
育
所
で
は
３
月
の
避
難
訓
練
の
設
定
を
担
当
者
が
考
え

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
当
時
、
主
査
の
私
が
担
当
で
し
た
。
震
災
の
ち
ょ
う
ど
２
日
前
の
９
日
の
朝
に
、

「
公
民
館
（
田
老
一
中
隣
）
ま
で
逃
げ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
」
と
所
長
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
昼
に
注
意
報
が
出
た
の
で
、
い
つ
も
と

違
う
場
所
（
公
民
館
）
に
避
難
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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の
時
は
戻
る
な
」
と
言
わ
れ
る
の
で
迷
い
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
に
、
波
が
堤
防
を
越
え
て
襲
っ
て
来
ま
し
た
。
津
波
に
呑
ま
れ
て
自

宅
が
流
れ
て
い
く
の
を
見
ま
し
た
。
気
が
付
く
と
上
の
子
が
、
マ
マ
友
た
ち
に
つ

い
て
奥
の
お
墓
の
方
に
走
っ
て
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
怖
か
っ
た
の
で
、
少
し

で
も
高
い
と
こ
ろ
に
行
き
た
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
何
も
持
っ
て
な
い
の
に
。

子
ど
も
の
物
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
諦
め
て
、
上

の
子
の
い
る
方
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
う
す
暗
く
な
っ
て
か
ら
、
赤
沼
山
か
ら
さ
ら
に
役
場
に
避
難
し
て
、
一
晩
過
ご

し
ま
し
た
。
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
は
、
先
ほ
ど
の
お
じ
さ
ん
が
自
分
の
孫
と
一

緒
に
引
き
取
っ
て
連
れ
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。
津
波
で
自
宅
も
車
も
失
い
ま
し
た

が
、
お
か
げ
で
そ
の
日
の
う
ち
に
家
族
全
員
が
無
事
に
合
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
晩
は
、
家
が
無
事
だ
っ
た
人
か
ら
差
し
入
れ
て
も
ら
っ
た
お
に
ぎ
り

や
お
む
つ
な
ど
を
、
役
場
に
避
難
し
て
き
た
マ
マ
友
た
ち
と
分
け
合
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
北
高
が
避
難
所
に
な
っ
た
の
で
、
役
場
か
ら
移
動
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
線
路
を
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。
子
ど
も
に
お
に
ぎ
り
を
２
人
に
１
つ
も
ら
っ

た
の
で
す
が
、
子
ど
も
は
食
事
を
と
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を
、

キ
ャ
ッ
プ
に
１
杯
ず
つ
分
け
合
っ
て
飲
み
ま
し
た
。
１
歳
の
子
は
、
ま
だ
母
乳
を

飲
ん
で
い
た
の
で
、
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
ぐ
ず
り
始
め
た
と
き
に
も

含
ま
せ
て
お
け
ば
い
い
の
で
。

　
支
援
物
資
は
、
４
日
目
く
ら
い
か
ら
少
し
ず
つ
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
避
難

所
に
い
た
と
き
は
、
マ
マ
友
た
ち
の
間
で
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
し
た
。

育
て
の
親
の
遺
体
確
認

　
堤
防
の
内
側
に
住
ん
で
い
た
育
て
の
親
（
お
ば
さ
ん
）
と
そ
の
娘
さ
ん
夫
婦
が

津
波
に
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
脚
が
悪
い
の
で
、
車
に
乗
っ
て
避
難
し
よ
う

と
し
た
と
こ
ろ
に
波
が
来
た
ら
し
い
で
す
。
お
ば
さ
ん
の
も
う
１
人
の
娘
さ
ん
と

一
緒
に
遺
体
の
確
認
を
し
ま
し
た
。
お
ば
さ
ん
の
娘
さ
ん
夫
婦
の
ご
遺
体
は
川
の

向
こ
う
で
見
つ
か
っ
た
の
で
す
が
、
お
ば
さ
ん
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

②　
中
学
校
裏
山
に
避
難

　
３
月
11
日
、
上
の
子
２
人
は
小
学
校
に
、
そ
の
下
の
子
は
児
童
館
に
、
花
輪
さ

ん
は
末
の
子
と
２
人
、
館
が
森
の
自
宅
に
い
た
。
末
の
子
が
お
昼
寝
を
し
て
い
る

時
に
大
き
な
揺
れ
が
来
た
。「
物
が
落
ち
る
し
、
コ
ー
ヒ
ー
も
溢
れ
る
し
、
テ
レ

ビ
も
す
ご
い
揺
れ
だ
っ
た
の
で
、
お
か
し
い
こ
れ
は
ヤ
バ
イ
。
絶
対
津
波
が
来
る
」

と
思
っ
た
と
い
う
。

児
童
館
に
引
き
取
り
に
行
く

　
そ
の
後
、
児
童
館
に
い
た
マ
マ
友
か
ら
引
き
取
り
要
請
の
連
絡
を
受
け
、
す
ぐ

さ
ま
オ
ム
ツ
を
替
え
、
子
ど
も
と
貴
重
品
を
入
れ
た
リ
ュ
ッ
ク
だ
け
を
車
に
乗
せ

て
児
童
館
に
向
か
い
ま
し
た
。
自
宅
か
ら
小
学
校
ま
で
は
、
１・２
㌔
、
児
童
館
ま

で
は
２
㌔
な
い
く
ら
い
の
距
離
で
す
。
貴
重
品
の
入
っ
た
リ
ュ
ッ
ク
は
、
２
日
前

の
地
震
の
際
に
、
な
ん
と
な
く
嫌
な
予
感
が
し
て
ま
と
め
て
お
き
ま
し
た
。

　
途
中
、
親
戚
の
お
じ
さ
ん
が
「
ど
こ
行
く
ん
だ
？
」
と
声
を
か
け
て
来
ま
し
た
。

「
じ
ゃ
あ
、も
う
迎
え
に
行
っ
た
な
ら
そ
の
ま
ま
北
高
に
行
っ
て
帰
っ
て
来
る
な
よ
、

津
波
来
っ
か
ら
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

な
ぜ
か
戻
っ
て
き
て
し
ま
っ
た

　
で
も
、
そ
の
ま
ま
北
高
の
方
に
逃
げ
れ
ば
い
い
の
に
、
な
ぜ
か
な
ん
と
な
く
家

に
戻
っ
て
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
貴
重
品
の
入
っ
た
荷
物
も
持
っ
て
来
て
い
る
か

ら
、
家
に
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
に
。
今
思
え
ば
、
少
し
で
も
小
学
校
に
い
る

子
ど
も
た
ち
の
近
く
に
い
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
車
か
ら
降
り
た
ら
、
先
ほ
ど
の
お
じ
さ
ん
が
ま
だ
そ
こ
に
い
て
、「
な
ん
で
戻
っ

て
来
た
！
家
に
入
ら
な
い
で
そ
の
ま
ま
、赤
沼
山
に
上
が
れ
！
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

す
ぐ
さ
ま
末
っ
子
を
抱
い
て
、
上
の
子
の
手
を
引
い
て
山
を
登
り
ま
し
た
。
お
ん

ぶ
紐
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
ず
っ
と
抱
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
変

難
儀
し
ま
し
た
。

高
台
に
避
難
す
る

　
高
台
に
着
い
て
、
５
分
も
し
な
い
う
ち
に
、
サ
カ
ベ
山
の
方
の
波
が
ど
ん
ど
ん

減
っ
て
行
く
の
が
見
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
は
薄
着
だ
っ
た
の
で
、

寒
が
っ
て
い
ま
し
た
。
服
を
取
り
に
戻
ろ
う
か
と
一
瞬
思
っ
た
の
で
す
が
、「
津
波

医療の現場から　命を見つめて子どもを守る取り組み
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人
が
子
ど
も
た
ち
に
気
を
使
っ
て
く
れ
て
、
飴
や
お
菓
子
を
く
れ
ま
し
た
。

　
家
を
出
る
と
き
、
お
む
つ
を
片
手
で
つ
か
め
る
く
ら
い
持
っ
て
出
た
の
で
、
花

輪
さ
ん
に
も
数
枚
分
け
ま
し
た
。
事
務
所
に
保
存
し
て
い
た
ナ
プ
キ
ン
を
も
ら
っ

て
、
お
む
つ
に
は
さ
み
、
お
し
っ
こ
を
す
る
都
度
そ
れ
を
替
え
ま
し
た
。
お
む
つ

を
１
日
１
枚
と
決
め
て
大
事
に
使
い
ま
し
た
。

　
津
波
を
振
り
返
っ
て
、
前
田
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
ま
ず
、
津
波
は
来
る
も
の
だ
と
思
っ
て
、
す
ぐ
に
逃
げ
る
よ
う
に
し
な
い
と
い

け
な
い
。
特
に
、
子
ど
も
が
海
に
近
い
低
い
と
こ
ろ
で
遊
ぶ
時
な
ど
は
気
を
付
け

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
も
の
時
の
こ
と
を
、
家
族
で
話
し
合
い
を
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
小
さ
い
子
ど
も
が
い
る
お
母
さ
ん
は
、
抱
っ
こ
紐
は
す
ぐ
使
え
る
よ
う
に
し
て

お
い
た
方
が
い
い
で
す
。
走
っ
て
逃
げ
る
時
に
抱
っ
こ
紐
が
な
く
て
困
っ
た
か
ら

で
す
。

　
さ
ら
に
、
学
校
で
は
、
た
ま
に
裏
山
に
逃
げ
る
訓
練
を
し
て
い
た
も
の
の
、
津

波
へ
の
対
策
は
こ
れ
と
い
っ
て
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
注

意
報
の
時
の
対
策
に
つ
い
て
、
家
に
帰
す
か
帰
さ
な
い
か
の
判
断
基
準
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
中
学
校
の
先
生
は
帰
さ
な
い
と
判
断
し
て
、
い
ち
早
く
子
ど
も
た

ち
を
避
難
さ
せ
ま
し
た
。
中
学
生
の
子
ど
も
は
、
あ
の
日
、
学
校
が
あ
っ
た
か
ら

命
が
助
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
高
校
生
の
子
ど
も
も
家
に
い
た
ら
、
た
ぶ
ん

逃
げ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

10　
避
難
の
必
要
が
な
か
っ
た
施
設
で
は

　
で
は
、
地
理
的
に
津
波
の
影
響
の
な
か
っ
た
保
育
所
で
は
、
あ
の
日
、
ど
の
よ

う
な
状
況
で
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

　
⑴　
佐
原
保
育
所
で
は　

　
震
災
時
、
佐
原
保
育
所
に
勤
務
し
て
い
た
涌
田
広
重
先
生
（
昭
和
33
年
生
）
は
、

３
月
11
日
を
振
り
返
り
、
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
（
取
材
日
：
２
０
１
５
年
９

月
17
日
）。

　
保
育
所
は
、
地
形
的
に
は
ま
っ
た
く
津
波
な
ど
の
心
配
の
な
い
場
所
で
は
あ
り

　
田
老
の
前
田
恵
美
さ
ん
（
昭
和
44
年
生
）
は
、
震
災
当
時
16
歳
だ
っ
た
子
ど
も

を
筆
頭
に
６
人
の
子
ど
も
の
母
親
で
あ
る
。
あ
の
日
は
、
子
ど
も
の
１
人
を
田
老

児
童
館
に
預
け
て
い
た
。
児
童
館
へ
引
き
取
り
に
行
っ
た
後
の
行
動
を
聞
い
た（
取

材
日
：
２
０
１
４
年
７
月
16
日
）。

３
月
11
日
の
避
難
の
様
子

　
３
月
９
日
の
地
震
の
時
は
、
注
意
報
だ
っ
た
の
で
逃
げ
な
く
て
も
い
い
と
思
っ

た
の
で
す
が
、
11
日
の
時
は
違
い
ま
し
た
。
地
震
直
後
に
下
の
子
ど
も
た
ち
（
当

時
３
歳
と
１
歳
）
を
連
れ
て
、
そ
の
上
の
子
を
引
き
取
り
に
児
童
館
に
車
で
行
き
、

す
ぐ
に
小
学
生
の
子
た
ち
を
迎
え
に
学
校
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
、
下
校
時
間
だ
っ
た
の
で
、
小
学
生
た
ち
は
校
庭
に
待
機
し
て
い
ま

し
た
。
同
じ
く
小
学
生
の
甥
と
姪
た
ち
も
引
き
取
り
、
自
宅
の
あ
っ
た
館
が
森
に

近
い
出
羽
神
社
に
避
難
し
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
国
道
は
混
ん
で
い
る
だ
ろ

う
と
考
え
、
山
側
の
道
路
を
第
一
中
学
校
ま
で
向
か
い
ま
し
た
。
堤
防
の
方
を
見

た
ら
、
も
う
波
が
水
煙
を
立
て
て
い
ま
し
た
。

　
す
ぐ
に
、
中
学
校
の
校
門
前
に
車
を
乗
り
捨
て
て
、
小
さ
い
子
ど
も
を
抱
い
て

上
の
子
た
ち
を
走
ら
せ
て
、
間
一
髪
、
中
学
校
の
裏
山
に
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
中
学
生
た
ち
も
既
に
そ
こ
に
避
難
し
て
い
ま
し
た
。
避
難
す
る
際
、
腕
に

抱
い
た
子
ど
も
が
重
く
て
、
持
ち
出
し
た
バ
ッ
グ
を
１
つ
捨
て
ま
し
た
。
途
中
で

出
く
わ
し
た
田
老
病
院
の
看
護
師
さ
ん
に
下
の
子
を
お
願
い
し
て
、
な
ん
と
か
上

ま
で
上
が
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
そ
の
後
、「
も
っ
と
後
ろ
に
下
が
れ
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、
お
墓
の
方
ま
で
行
き

ま
し
た
。

避
難
先
で
の
夜

　
前
田
さ
ん
た
ち
は
お
寺
に
行
っ
た
も
の
の
、
既
に
人
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
の
で
、

役
場
に
移
動
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
宮
古
商
業
高
校
に
通
う
一
番
上
の
子
は
、
高
校
が
大
丈
夫
だ
と
聞
い
た
の
で
、

い
ず
れ
会
え
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
役
場
の
事
務
所
の
３
階
で
、
花
輪
香
代
子
さ
ん
た
ち
と
隣
ど
う
し
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
晩
も
ら
っ
た
お
に
ぎ
り
を
半
分
ず
つ
に
し
て
食
べ
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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園
児
も
家
族
も
職
員
も
全
員
無
事
で
あ
っ
た
が
、
家
の
流
出
や
離
職
を
被
っ
た

家
庭
は
あ
っ
た
。
ま
た
、
園
の
方
で
は
、
壁
が
破
損
し
、
当
時
浸
水
域
に
あ
っ
た

教
会
に
お
い
て
い
た
園
バ
ス
が
水
没
し
た
。

　
地
震
後
、
す
ぐ
に
停
電
と
な
っ
た
。
テ
レ
ビ
も
ラ
ジ
オ
も
つ
か
な
か
っ
た
の
で
、

園
長
は
、
携
帯
の
ワ
ン
セ
グ
で
情
報
を
得
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
地
震
直
後
に
、

責
任
を
感
じ
た
バ
ス
の
運
転
手
が
園
ま
で
来
て
、
バ
ス
を
取
り
に
行
っ
て
も
い
い

か
と
申
し
出
た
時
に
、
津
波
が
来
て
い
る
か
ら
と
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、
い
つ
電
気
が
復
旧
す
る
か
わ
か
ら
な
い
と
考
え
た
園
長
は
、
自
分
の
携

帯
だ
け
を
つ
け
て
、
他
の
職
員
の
携
帯
の
電
源
を
切
ら
せ
た
。
混
乱
の
中
、
電
池

を
温
存
さ
せ
て
、
連
絡
手
段
を
確
保
し
て
お
く
た
め
だ
っ
た
。

　
園
に
は
津
波
注
意
報
／
警
報
時
の
簡
単
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
が
、
震
災
前
も

今
も
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
こ
だ
わ
っ
て
被
害
が
出
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
臨
機
応

変
に
対
応
し
て
い
く
方
針
だ
と
い
う
。

　
園
長
は
、「
身
の
安
全
を
確
保
す
る
行
動
を
と
る
こ
と
と
、子
ど
も
の
命
を
預
か
っ

て
い
る
園
を
信
用
し
て
も
ら
う
、
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
を
共
有
し
て
い
れ
ば
、

あ
と
は
状
況
に
合
わ
せ
て
臨
機
応
変
に
行
動
す
る
の
が
重
要
だ
」
と
話
す
。

　
⑶　
い
ず
み
保
育
園
で
は

　
井
川
典
久
事
務
長
（
40
歳
代
）
に
よ
る
と
（
取
材
日：２
０
１
５
年
９
月
17
日
）、

千
徳
駅
付
近
に
あ
る
い
ず
み
保
育
園
で
は
、
地
震
の
揺
れ
が
来
た
と
き
、
子
ど
も

た
ち
が
昼
寝
か
ら
覚
め
る
こ
ろ
で
、
職
員
は
３
時
の
お
や
つ
の
準
備
を
し
て
い
た
。

当
時
、
保
育
園
に
い
た
の
は
、
０
歳
か
ら
３
歳
の
園
児
で
、
職
員
は
17
名
い
た
と

い
う
。

　
避
難
訓
練
は
月
１
回
。
火
災
、
水
害
（
閉
伊
川
の
氾
濫
）、
地
震
な
ど
を
想
定
し

て
行
な
っ
て
お
り
、
地
震
の
時
は
む
や
み
に
外
に
出
な
い
、
慌
て
な
い
訓
練
を
し

て
い
ま
し
た
。
だ
が
、
今
回
の
揺
れ
は
長
く
大
き
い
。
身
を
か
が
め
て
子
ど
も
た

ち
を
部
屋
に
集
め
ま
し
た
。

　
地
震
が
収
ま
っ
て
か
ら
、
ま
も
な
く
防
災
放
送
で
大
津
波
警
報
発
令
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
を
聞
き
ま
し
た
。
た
だ
の
津
波
で
は
な
い
と
い
う
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
津
波
が
襲
っ
て
く
る
。
閉
伊
川
の
底
が
見
え
る
く
ら
い
水
が
引
い
て
い
ま

ま
し
た
。
で
も
、
他
所
も
そ
う
で
す
が
、
園
舎
が
か
な
り
古
く
、
２
日
前
と
11
日

と
大
き
な
地
震
が
続
い
た
の
で
、
当
時
の
所
長
は
、
園
舎
が
壊
れ
た
ら
ど
う
し
よ

う
か
と
、
心
配
し
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。　

　
ま
た
、
そ
の
時
は
、
も
う
必
死
だ
っ
た
の
で
、
子
ど
も
を
引
き
渡
す
時
に
、
ど

こ
に
帰
る
か
確
認
を
と
っ
た
か
ど
う
か
、
記
憶
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
日
の
最
後
の
方
の
お
迎
え
で
、「
自
宅
の
２
階
ま
で
水
が
入
っ
た
」
と
言
っ

て
来
ら
れ
た
保
護
者
が
い
て
、
そ
の
時
点
で
よ
う
や
く
、
今
ま
で
に
な
い
よ
う
な

津
波
が
来
て
い
る
ん
だ
な
、
と
い
う
状
況
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
同
じ
く
、Ａ
先
生
（
50
歳
代
）
も
、「
３
月
11
日
の
地
震
の
後
、い
つ
も
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
通
り
に
地
震
時
の
対
応
を
し
ま
し
た
。
地
震
後
に
２
世
帯
が
迎
え
に
来
ら
れ

ま
し
た
。
１
人
は
鍬
ヶ
崎
か
ら
で
し
た
。
で
も
、
そ
の
時
は
、
ま
だ
津
波
と
い
う

意
識
が
な
か
っ
た
の
で
、
ど
こ
に
行
く
か
と
い
う
確
認
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
被
害
を
受
け
て
、
家
が
流
さ
れ
た
な
ど
の
情
報

を
持
ち
な
が
ら
、
保
護
者
が
迎
え
に
来
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、

避
難
所
に
行
く
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
布
団
が
な
い
の
で
、
午
睡
用
に
保
育
所
に

置
い
て
い
る
布
団
を
受
け
取
り
に
来
た
と
い
う
、
ご
家
庭
も
何
軒
か
あ
り
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
る
。

　
結
局
、
す
べ
て
の
園
児
を
保
護
者
の
元
に
帰
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
次
の
日

の
朝
、
８
時
過
ぎ
だ
っ
た
。

　
⑵　
ひ
か
り
幼
稚
園
で
は

　
森
分
和
基
園
長
（
昭
和
51
年
生
）
に
よ
る
と
、
岩
手
キ
リ
ス
ト
教
学
園
ひ
か
り

幼
稚
園
（
取
材
日
：
２
０
１
５
年
９
月
18
日
）
で
は
、
３
月
11
日
は
、
午
前
保

育
だ
っ
た
の
で
、
11
時
30
分
に
降
園
に
な
っ
た
。
震
災
時
、
幼
稚
園
に
い
た
の
は
、

預
か
り
保
育
で
残
っ
て
い
た
10
名
以
下
だ
っ
た
が
、直
ち
に
園
児
そ
れ
ぞ
れ
の
ロ
ッ

カ
ー
の
中
や
、
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
身
を
隠
す
よ
う
指
示
し
た
。

　
そ
し
て
、
16
時
か
ら
17
時
ま
で
に
は
、
無
事
に
保
護
者
へ
の
引
き
渡
し
が
終
わ
っ

た
そ
う
で
あ
る
。
共
働
き
の
家
で
は
、
祖
父
母
が
迎
え
に
来
た
が
、
孫
が
い
る
か

ら
避
難
し
た
と
い
う
人
が
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

医療の現場から　命を見つめて子どもを守る取り組み
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時
に
は
、
震
災
を
受
け
て
津
波
を
含
む
水
害
に
対
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
再
検
討
し

て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
入
園
時
、
非
常
ダ
イ
ア
ル
伝
言
１
７
１
へ
の
登
録
を
保
護
者
の
人
に
徹

底
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
大
き
い
災
害
時
の
連
絡
は
、
確
実
に
言
葉
で
伝
わ
る
よ

う
に
基
本
、
電
話
連
絡
網
で
行
っ
て
い
る
。

��

さ
ら
に
、
園
で
は
、
２
０
１
１
年
以
降
、
警
察
や
消
防
に
迅
速
に
つ
な
が
る
非

常
警
報
装
置
ボ
タ
ン
を
設
置
し
た
。
水
38
㍑
、
乾
パ
ン
60
名
分
、
電
気
が
使
え
な

く
て
も
点
く
ス
ト
ー
ブ
（
灯
油
）、
防
災
リ
ュ
ッ
ク
、
灯
油
、
災
害
時
用
の
パ
ン
、　

オ
ム
ツ
な
ど
を
備
蓄
し
て
い
る
。
防
災
リ
ュ
ッ
ク
も
、
も
と
も
と
各
部
屋
に
１
つ

ず
つ
、
計
７
つ
設
置
し
て
あ
る
そ
う
だ
。

Ｂ　
そ
の
時
、
ど
う
や
っ
て
子
ど
も
を
守
っ
た
か
（
小
学
校
編
）

１　
鍬
ヶ
崎
の
状
況

　
⑴　
鍬
ヶ
崎
小
学
校
で
は

　
鍬
ヶ
崎
の
川
部
淳
一
さ
ん
（
昭
和
32
年
生
）
は
、
震
災
当
時
、
鍬
ヶ
崎
小
学
校

６
年
生
の
子
ど
も
が
お
り
、
父
母
の
会
会
長
を
し
て
い
た
。
川
部
淳
一
さ
ん
、
恭

子
さ
ん
ご
夫
妻
に
話
を
聴
い
た
（
取
材
日
：
２
０
１
５
年
３
月
６
日
）。

持
ち
出
し
た
も
の

　
地
震
発
生
直
後
、
避
難
リ
ュ
ッ
ク
と
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
避
難
し
ま
し
た
。
カ
メ

ラ
を
持
っ
て
行
っ
た
の
は
、
卒
業
式
が
間
近
だ
っ
た
の
で
、
卒
業
式
の
祝
辞
で
言

及
で
き
る
か
と
思
っ
て
の
事
で
し
た
。
ま
さ
か
、
こ
ん
な
大
変
な
こ
と
に
な
る
と

は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
避
難
リ
ュ
ッ
ク
の
中
に
は
、
10
円
玉
・
親
戚
の

連
絡
先
を
書
い
た
住
所
録
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、

懐
中
電
灯
、
ナ
イ
フ
、
紙
皿
な
ど
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　
避
難
経
路
は
も
と
も
と
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
鍬
ヶ
崎
で
は
、
ず
っ
と
毎
年
３

月
３
日
の
昭
和
の
津
波
の
日
に
、
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
と
、
神
社
か
小
学
校
に
避
難

す
る
訓
練
を
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
周
り
に
声
を
か
け
な
が
ら
坂
を
上
り
小
学
校

に
向
か
い
ま
し
た
。
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
校
庭
に
避
難
待
機
し
て
い
ま
し

た
が
、
消
防
の
七
分
団
の
団
長
が
来
て
、「
こ
こ
で
は
危
な
い
」
と
言
う
の
で
、
ク

ラ
ス
ご
と
に
整
列
し
て
、
さ
ら
に
熊
野
神
社
に
避
難
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

し
た
。
だ
が
、
水
は
堤
防
を
越
え
て
保
育
園
ま
で
は
来
な
い
。

　
余
震
が
何
度
も
あ
る
中
、�

床
暖
房
が
全
面
切
れ
て
、
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

保
育
活
動
は
で
き
な
い
が
、
お
や
つ
を
食
べ
さ
せ
て
、
お
と
な
し
く
保
護
者
の
迎

え
を
待
ち
ま
し
た
。

　
親
御
さ
ん
た
ち
は
す
ぐ
に
職
場
か
ら
車
で
迎
え
に
来
ま
し
た
。
地
震
発
生
後
、

ま
も
な
く
ほ
ぼ
全
員
引
き
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
海
側
に
職
場
が
あ
る
方
か

ら
は
詳
し
い
情
報
を
得
ま
し
た
。
宮
古
駅
付
近
ま
で
津
波
が
来
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　
で
も
、
１
人
だ
け
園
児
の
お
迎
え
が
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
保
護
者
は
職
場
を
離

れ
ら
れ
ず
連
絡
も
取
れ
な
い
。
ず
っ
と
待
っ
て
い
た
の
で
す
が
夜
に
な
っ
て
も
来

な
い
。
保
育
園
の
職
員
を
返
し
て
、
家
の
近
い
私
が
預
か
り
、
お
迎
え
に
来
た
ら

わ
か
る
よ
う
に
、園
の
前
に
園
バ
ス
を
停
め
て
、寒
い
の
で
中
で
暖
を
取
り
な
が
ら
、

６
時
、
７
時
ま
で
待
ち
ま
し
た
。
結
局
、
園
長
の
自
宅
で
園
児
を
預
か
り
、
ご
は

ん
を
食
べ
さ
せ
て
布
団
に
寝
か
せ
、
私
は
門
の
と
こ
ろ
に
停
め
た
車
の
中
で
朝
ま

で
迎
え
を
待
ち
ま
し
た
。�

　
次
の
日
の
朝
９
時
過
ぎ
に
な
っ
て
、
井
川
さ
ん
は
、
保
護
者
の
職
場
ま
で
様
子

を
見
に
行
っ
て
み
た
。

　
ど
う
し
よ
う
も
な
い
く
ら
い
街
が
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
だ
っ
た
。
折
れ
た
電
柱
。
毛

布
が
掛
け
ら
れ
た
死
体
。
道
が
な
い
。
行
け
る
場
所
を
探
し
て
通
っ
て
海
側
に
あ

る
保
護
者
の
職
場
ま
で
行
っ
て
み
ま
し
た
。
市
役
所
付
近
は
、
道
と
い
う
道
が
な

い
。瓦
礫
の
山
だ
。職
場
で
す
ぐ
に
園
児
の
お
父
さ
ん
に
会
え
た
の
で
す
が
、結
局
、

２
日
目
の
夕
方
に
な
っ
て
迎
え
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　
園
舎
に
被
害
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
オ
ー
ル
電
化
な
の
で
停
電
で
給
食
が
提
供

で
き
ず
、
し
ば
ら
く
お
弁
当
を
持
参
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
通
園
す

る
人
数
も
少
な
か
っ
た
。
給
食
を
含
む
通
常
保
育
に
戻
れ
る
ま
で
、
し
ば
ら
く
か

か
り
ま
し
た
。

　
い
ず
み
保
育
園
で
は
、
お
昼
寝
の
と
き
パ
ジ
ャ
マ
に
着
替
え
さ
せ
て
い
る
。
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
い
ざ
と
い
う
時
、
着
替
え
は
し
な
い
で
避
難
す
る
。
火
事
の
と

き
も
命
優
先
で
靴
を
持
っ
て
逃
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
筆
者
の
取
材

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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側
の
一
番
奥
（
海
か
ら
一
番
遠
い
）
に
家
庭
科
室
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
子
ど
も
た

ち
を
避
難
さ
せ
て
、
毛
布
で
く
る
ん
だ
り
段
ボ
ー
ル
を
敷
い
た
り
し
て
暖
を
と
ら

せ
ま
し
た
。
食
事
は
、
そ
の
昼
に
た
ま
た
ま
６
年
生
の
感
謝
会
が
あ
り
、
先
生
た

ち
に
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
が
配
ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
ま
だ
誰
も
食
べ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
そ
れ
を
子
ど
も
た
ち
に
持
っ
て
行
っ
て
食
べ
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

不
幸
中
の
幸
い
に
も
、子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ほ
ど
お
腹
を
す
か
せ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
の
で
す
。
ま
た
、
次
の
日
の
お
昼
過
ぎ
か
夕
方
に
、
リ
ン
ゴ
を
１
箱
学
校
に
持
っ

て
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
あ
り
、
そ
れ
を
４
分
の
１
個
ず
つ
く
ら
い
食
べ
て
、
急

場
を
し
の
ぎ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち
は
１
人
を
除
い
て
全
員
引
き
取
ら
れ
ま
し
た
。
残
っ
た

１
人
は
お
母
さ
ん
を
津
波
で
亡
く
し
ま
し
た
。
一
緒
に
流
さ
れ
た
も
の
の
、
辛
う

じ
て
助
か
っ
た
お
姉
さ
ん
と
２
人
、
お
ば
あ
さ
ん
の
家
に
届
け
て
、
一
応
学
校
の

役
割
は
果
た
せ
た
か
と
思
い
ま
す
。

鍬
ヶ
崎
小
学
校
の
避
難
所
で

　
川
部
さ
ん
の
証
言
に
戻
ろ
う
。

　
最
初
は
地
域
の
人
は
皆
、
小
学
校
の
避
難
所
へ
行
き
ま
し
た
。
備
蓄
毛
布
は
４
、

５
人
に
１
枚
し
か
な
い
。
食
べ
物
も
ス
ト
ー
ブ
も
電
気
も
何
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
も
、
山
の
中
に
あ
る
貯
水
タ
ン
ク
に
２
日
分
の
水
が
入
っ
て
い
た
の
で
、

水
道
は
出
ま
し
た
。
自
分
の
店
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
ス
ト
ッ
カ
ー
が
学
校
の
プ
ー

ル
前
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
津
波
に
流
さ
れ
て
坂
を
上
が
っ
て
来
た
の
で
す
。
寒

い
け
れ
ど
食
べ
物
が
な
い
の
で
、
み
ん
な
で
中
の
ア
イ
ス
を
食
べ
ま
し
た
。

津
波
被
害

　
近
所
の
人
の
家
が
流
さ
れ
て
、
小
学
校
の
方
ま
で
上
が
り
ま
し
た
。
家
が
２
つ

に
割
れ
て
い
ま
し
た
。
水
が
来
た
と
き
、
そ
の
家
の
娘
さ
ん
は
階
段
の
方
に
い
た

の
で
屋
根
に
上
が
っ
て
助
か
っ
た
の
で
す
が
、
お
母
さ
ん
は
１
階
の
奥
に
い
て
亡

く
な
り
ま
し
た
。
ほ
ん
の
数
㍍
の
違
い
が
生
死
を
分
け
る
。
自
分
も
あ
の
時
死
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
津
波
の
日
以
来
、
長
い
余
震
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
長
い
地
震
で
す
。
余
震
が

泣
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
学
校
に
避
難
し
て
い
た
人
も
皆
、
神
社
に
向
か
い

ま
し
た
。

　
津
波
の
襲
来
と
と
も
に
も
の
す
ご
い
音
が
し
て
、
あ
た
り
に
石
油
の
匂
い
が
立

ち
込
め
ま
し
た
。
防
潮
堤
の
な
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
タ
ン
ク
が
流
さ
れ
ま
し
た
が
、

幸
い
火
は
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
津
波
は
物
を
壊
し
て
、
何
も
か
も
無
く
し
て
し

ま
う
。
学
校
に
持
っ
て
来
て
い
た
も
の
以
外
は
何
も
な
い
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
に
し
た
ら
、と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
す
。
避
難
先
で
は
、消
防
団
（
七
分
団
）

の
団
長
と
校
長
先
生
だ
け
が
消
防
無
線
で
情
報
を
得
て
い
ま
し
た
が
、
他
の
人
に

は
わ
ざ
と
情
報
を
知
ら
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
時
、
鍬
ヶ
崎
小
学
校
で
は
、
心
理
面
へ
の
配
慮
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
津
波

を
見
せ
な
い
よ
う
、
小
屋
に
対
面
さ
せ
て
座
ら
せ
て
い
た
と
聞
い
た
。�

ま
ず
は
見

せ
な
い
こ
と
が
、
重
要
だ
と
す
る
校
長
の
判
断
で
あ
っ
た
。

子
ど
も
の
引
き
取
り

　
そ
れ
か
ら
後
、
多
く
の
保
護
者
が
避
難
先
の
熊
野
神
社
に
子
ど
も
を
引
き
取
り

に
来
た
。
そ
の
状
況
に
つ
い
て
川
部
さ
ん
は
、
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。

　
児
童
は
、
保
護
者
に
神
社
で
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。
笹
川
校
長
を
は
じ
め
当
時

の
先
生
た
ち
は
と
て
も
信
頼
で
き
る
方
々
で
、
子
ど
も
た
ち
に
は
誰
も
ケ
ガ
が
な

か
っ
た
。
鍬
ヶ
崎
小
学
校
の
児
童
の
う
ち
３
分
の
２
は
、
上
の
方
の
佐
原
地
区
か

ら
来
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
子
た
ち
は
親
に
引
き
渡
し
て
自
宅
に
戻
り
ま
し
た
。

残
り
の
３
分
の
１
は
、
下
の
方
に
近
い
の
で
被
災
し
て
い
る
子
が
多
く
、
そ
の
後

も
避
難
所
に
い
ま
し
た
。
引
き
取
り
に
来
ら
れ
な
い
子
は
、
家
庭
科
室
で
先
生
が

世
話
を
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
当
時
の
校
長
で
あ
る
笹
川
正
先
生
（
昭
和
30
年
生
）
は
、
そ
の
日
学
校

に
戻
っ
た
後
の
状
況
を
以
下
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
（
取
材
日
：
２
０
１
５
年
７

月
24
日
）。

　
震
災
の
日
、
５
時
過
ぎ
に
熊
野
神
社
か
ら
学
校
に
戻
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ

の
時
分
に
も
ま
だ
迎
え
を
待
つ
子
が
30
人
く
ら
い
残
っ
て
い
ま
し
た
。
３
階
の
西

医療の現場から　命を見つめて子どもを守る取り組み
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年
12
月
）
を
作
成
し
て
い
る
。
宮
古
市
の
教
育
委
員
会
で
は
、
そ
れ
を
元
に
宮
古

市
の
状
況
に
合
わ
せ
た
ひ
な
型
を
作
り
、各
学
校
の
個
々
の
状
況
に
沿
っ
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
す
る
よ
う
に
指
示
を
出
し
た
。
津
波
の
危
険
が
な
い
地
域
も
あ
る
し
、

学
校
に
よ
っ
て
状
況
が
異
な
る
た
め
で
あ
る
。

　
各
学
校
で
は
、
独
自
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
応
じ
た
避
難
訓
練
を
、
そ
れ

ぞ
れ
で
き
れ
ば
年
に
一
度
、
通
算
５
、６
回
行
っ
て
い
た
。

　
ち
な
み
に
笹
川
先
生
に
よ
る
と
、
学
校
教
育
課
長
時
代
に
宮
古
市
版
の
ひ
な
型

を
作
成
し
た
が
、
そ
の
際
、
津
波
へ
の
対
応
に
関
し
て
は
、
大
船
渡
の
学
校
か
ら

も
ら
っ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
ベ
ー
ス
に
、
そ
れ
を
宮
古
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
ア
レ
ン
ジ
し

て
作
っ
た
、
と
い
う
。
岩
手
県
の
中
で
も
大
船
渡
の
被
害
は
昔
か
ら
ひ
ど
か
っ
た

の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。

自
宅
待
機
で
は
だ
め
だ
！

　
鍬
ヶ
崎
小
学
校
で
も
先
述
の
通
り
学
校
独
自
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ

て
い
た
。
だ
が
、
震
災
以
前
の
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
実
際
に
は
通
用
し
な
い

部
分
が
あ
っ
た
、
と
笹
川
先
生
は
言
う
。
そ
れ
は
、
学
校
に
子
ど
も
た
ち
が
い
な

い
時
に
地
震
や
津
波
が
来
た
ら
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
で
、
学
校
側
で
は
そ
の

場
合
の
対
応
を
「
自
宅
待
機
」
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
笹

川
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
以
前
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、「
自
宅
待
機
」
を
勧
め
て
い
た
の
で
す
が
、
地
震
後

ぞ
っ
と
し
ま
し
た
。
鍬
ヶ
崎
で
自
宅
待
機
だ
っ
た
ら
、み
ん
な
大
変
な
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
自
宅
待
機
に
さ
せ
て
い
た
ら
だ
め
だ
。
今
回
の
地
震
が
も
し
、
登

校
前
だ
っ
た
ら
大
変
で
し
た
。

　
「
あ
り
ゃ
あ
、
こ
れ
は
失
敗
し
た
！
」。
自
分
で
出
し
た
通
知
で
し
た
が
、
現
場

に
行
っ
て
そ
の
ま
ず
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
、
今
回
は
子
ど
も
た
ち
が

学
校
に
い
た
の
で
無
事
で
し
た
が
、
自
宅
に
い
た
ら
ア
ウ
ト
で
し
た
。
そ
れ
で
、

自
宅
に
い
て
も
安
全
な
と
こ
ろ
に
逃
げ
る
よ
う
に
指
導
を
変
え
ま
し
た
。
マ
ニ
ュ

ア
ル
か
ら
「
自
宅
待
機
」
と
い
う
言
葉
を
な
く
し
て
、
安
全
な
と
こ
ろ
に
避
難
し

な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
と
い
う
の
を
、
再
度
問
い
か
け
な
が
ら
、
情
報
を
集
め
た
と

い
う
経
緯
が
あ
る
の
で
す
。

続
く
間
、
ず
っ
と
洋
服
の
ま
ま
眠
り
ま
し
た
。

　
地
震
の
翌
日
、ひ
と
り
で
被
災
し
た
自
宅
へ
行
っ
て
み
ま
し
た
。そ
の
次
の
日
に
、

今
度
は
、
家
族
を
連
れ
て
物
を
取
り
に
行
き
ま
し
た
。
１
階
と
２
階
の
物
は
何
も

な
か
っ
た
。
３
階
に
置
い
て
あ
っ
た
息
子
の
新
し
い
学
生
服
と
、
卒
業
式
に
着
る

つ
も
り
で
用
意
し
て
い
た
妻
の
フ
ォ
ー
マ
ル
服
だ
け
は
無
事
で
し
た
。
地
震
で
倒

壊
し
た
家
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
津
波
に
や
ら
れ
た
の
で
す
。

店
を
再
開

　
父
母
会
の
会
長
と
し
て
は
何
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
生

き
て
い
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
避
難
所
に
い
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
が
、

黙
っ
て
い
ら
れ
な
い
。何
か
し
な
く
ち
ゃ
。何
か
や
り
た
い
。そ
の
思
い
で
軽
ト
ラ
ッ

ク
を
手
に
入
れ
、
震
災
の
翌
月
、
４
月
26
日
に
店
を
再
開
し
ま
し
た
。
軽
ト
ラ
ッ

ク
は
縁
を
た
ど
っ
て
東
京
の
運
送
屋
さ
ん
に
提
供
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
震
災
後
、
最
初
の
２
年
で
復
旧
の
予
定
で
し
た
。
災
害
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、

も
っ
と
早
く
か
ら
復
興
計
画
を
き
ち
ん
と
立
て
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
の
に
、
結
局
、

瓦
礫
も
片
付
か
な
い
ま
ま
３
年
を
無
駄
に
し
ま
し
た
。
土
地
を
も
ら
え
る
の
も
何

時
に
な
る
か
、
何
処
に
な
る
の
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
店
舗
再
開
の
計
画
が
立
て

ら
れ
な
い
。

住
民
個
々
の
避
難
を
把
握
す
る
シ
ス
テ
ム
を

　
地
域
で
は
非
常
物
資
の
備
蓄
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
は
、
プ
レ
ハ
ブ
の

備
蓄
倉
庫
が
小
学
校
の
プ
ー
ル
の
脇
に
建
っ
て
い
ま
す
が
、
中
に
何
が
入
っ
て
い

る
か
は
知
り
ま
せ
ん
。
年
に
一
度
で
も
住
民
が
ど
こ
に
避
難
す
る
か
を
個
々
に
調

べ
て
、
避
難
所
ご
と
に
住
民
台
帳
に
記
載
し
て
い
れ
ば
、
必
要
な
分
、
食
料
を
確

保
で
き
る
し
、
食
料
を
受
け
取
り
に
来
な
け
れ
ば
、
亡
く
な
っ
て
い
る
と
わ
か
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
⑵　
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し

　
元
教
育
長
の
佐
々
木
敏
夫
先
生
に
よ
れ
ば
、
岩
手
県
教
育
委
員
会
で
は
、
火
災・

地
震
・
津
波
・
不
審
者
対
策
を
含
む
『
教
育
委
員
会
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
』（
平
成
13

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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理
由
は
、
昔
、
そ
こ
で
崖
崩
れ
が
あ
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を

避
難
道
に
す
る
と
は
何
事
だ
と
言
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
で
は
逃
げ
場
所
が
な
い
。

消
去
法
で
い
っ
た
の
で
す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
て
調
べ
て
、
コ
ー
ス
を
設
定

し
て
い
く
中
で
。

　
ま
た
、「
日
陰
の
坂
」
と
い
う
道
が
あ
り
、
鍬
小
の
前
の
道
、
あ
そ
こ
を
通
せ
ば

い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
言
う
人
も
い
ま
し
た
。
で
も
、
あ
の
道
路
の
歩
道
の
下
は
空

洞
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
地
震
が
も
っ
と
ひ
ど
け
れ
ば
、
あ
れ
は
崩
れ
落
ち
る
。

そ
れ
か
ら
、
あ
の
時
も
そ
う
で
し
た
が
、
あ
の
道
は
車
の
通
り
が
多
く
、
子
ど
も

が
う
か
う
か
歩
け
る
よ
う
な
状
態
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

た
と
き
に
は
、「
日
陰
の
坂
」
は
捨
て
る
し
か
な
い
コ
ー
ス
で
し
た
。

　
七
軒
町
の
コ
ー
ス
は
、
が
け
崩
れ
が
あ
れ
ば
止
ま
れ
ば
い
い
の
で
、
事
前
に
調

べ
れ
ば
い
い
こ
と
だ
、
と
い
う
こ
と
で
選
ん
だ
コ
ー
ス
だ
っ
た
の
で
す
が
、
否
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
１
０
０
％
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と

で
考
え
直
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
市
会
議
員
の
工
藤
小
百
合
さ
ん
（
当
時
父
母

の
会
の
副
会
長
）
が
学
校
の
す
ぐ
裏
に
菱
屋
さ
ん
の
別
荘
が
あ
っ
て
、
そ
こ
ま
で

行
け
ば
県
道
ま
で
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
。
そ
の
コ
ー
ス
を
使
っ
た
ら
ど
う
で
す
か
、

と
い
う
こ
と
で
し
た
。そ
れ
で
、そ
の
コ
ー
ス
を
教
育
委
員
会
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

そ
の
後
私
は
転
勤
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
コ
ー
ス
を
教
育
委
員
会
も
受
け
入

れ
て
、
今
は
そ
れ
が
地
震
時
の
避
難
コ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
、
校
舎
は
校
庭
に
並
行
し
て
建
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
コ
ー
ス
で

あ
れ
ば
、
校
舎
の
１
階
の
山
側
の
出
入
り
口
か
ら
出
た
と
こ
ろ
に
集
ま
っ
て
、
そ

の
ま
ま
菱
屋
さ
ん
の
方
に
上
が
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
校
舎
の
入
り
口

も
作
り
直
し
て
も
ら
っ
て
、
安
全
を
確
保
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
と
に
か
く
、
子
ど
も
の
安
全
を
１
０
０
％
確
保
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
そ
こ

ま
で
や
っ
た
の
が
、
23
年
度
。
就
任
２
年
目
の
こ
と
で
し
た
。

　
鍬
ヶ
崎
小
学
校
に
併
設
さ
れ
て
い
る
鍬
ヶ
崎
学
童
の
家
に
勤
め
て
い
た
田
畑
輝

彦
先
生
（
昭
和
９
年
生
）
に
よ
る
と
、
学
校
に
い
る
と
き
は
学
校
の
避
難
計
画
が

あ
る
が
、
学
童
の
家
に
も
独
自
の
も
の
が
あ
る
と
い
う
（
取
材
日
：
２
０
１
５
年

　
学
校
側
で
は
、
震
災
後
、
防
災
意
識
を
子
ど
も
た
ち
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
、

家
庭
で
話
し
合
い
を
し
て
も
ら
う
材
料
と
し
て
、「
自
宅
待
機
」
と
い
う
言
葉
を
使

わ
な
い
新
し
い
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
配
布
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
改
め
て
登
下
校

途
中
に
津
波
が
来
た
ら
ど
こ
に
避
難
す
る
か
を
話
し
合
っ
て
も
ら
い
、
個
々
の
家

庭
で
決
め
た
避
難
場
所
の
情
報
を
学
校
に
集
約
し
て
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
た
の

で
あ
る
。

学
校
か
ら
の
避
難
コ
ー
ス
を
変
え
る

　
ま
た
、
児
童
が
学
校
に
い
る
時
に
、
ど
う
避
難
す
る
か
も
再
検
討
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。鍬
ヶ
崎
小
学
校
で
は
、震
災
を
受
け
て
そ
の
手
順
や
コ
ー
ス
を
見
直
し
た
。

　
震
災
以
前
の
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
ま
ず
１
次
避
難
と
し
て
校
庭
に
避
難
す

る
、
そ
し
て
、
も
っ
と
深
刻
な
場
合
に
は
、
２
次
避
難
と
し
て
熊
野
神
社
に
逃
げ

る
と
い
う
コ
ー
ス
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
も
と
に
し
た
避
難
訓
練
を
年
に

２
度
行
っ
て
い
た
。　
　
　

　
こ
れ
を
変
更
す
る
経
緯
と
、
ど
の
よ
う
に
変
更
し
た
か
を
、
笹
川
先
生
は
次
の

よ
う
に
話
し
て
い
る
。

　
（
＊
避
難
経
路
を
決
め
る
の
は
）
そ
れ
は
学
校
の
取
り
組
み
で
し
た
。
そ
れ
も
後

で
後
悔
し
て
い
る
の
で
す
。
と
い
う
の
は
、
普
通
に
街
並
み
が
あ
る
と
き
に
は
熊

野
神
社
に
行
く
と
い
う
の
は
最
適
な
コ
ー
ス
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
震

災
後
、
全
部
家
が
な
く
な
っ
て
み
た
ら
、
学
校
か
ら
海
に
向
か
っ
て
避
難
す
る
コ
ー

ス
だ
っ
た
の
で
す
。

　
そ
れ
は
、
あ
り
得
な
い
こ
と
で
し
た
。
海
か
ら
遠
く
に
逃
げ
る
な
ら
わ
か
る
が
、

い
く
ら
斜
め
に
逃
げ
る
と
は
い
え
、
海
に
向
か
っ
て
避
難
す
る
コ
ー
ス
だ
っ
た
と

後
か
ら
気
が
つ
き
ま
し
た
。
短
い
距
離
で
す
か
ら
、
早
く
非
難
す
る
こ
と
を
優
先

す
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
理
由
づ
け
に
は
な
る
け
れ
ど
も
、
説
明
が
つ
き
ま
せ
ん
。

　
七シ
チ
ゲ
ン
チ
ョ
ウ

軒
町
と
い
う
学
校
の
裏
側
に
沢
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
沢
伝
い
に
避
難
す

る
。
そ
う
す
れ
ば
昔
の
旧
県
道
に
当
た
る
。
旧
県
道
ま
で
上
が
れ
ば
、
な
ん
と
か

な
る
、
と
い
う
こ
と
で
、
避
難
コ
ー
ス
を
変
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
避
難
コ
ー
ス
を
変
更
す
る
旨
の
了
解
を
得
よ
う
と
し
て
い
た
ら
、
90
％
の
保
護

者
は「
い
い
」と
言
う
返
事
で
し
た
が
、残
り
の
人
が「
だ
め
」と
言
う
返
事
で
し
た
。

医療の現場から　命を見つめて子どもを守る取り組み
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す
か
」
と
聞
か
れ
た
職
員
か
ら
判
断
を
求
め
ら
れ
た
。

　
大
洞
先
生
は
、
そ
の
時
の
心
の
う
ち
を
手
記
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。　

　
「
許
可
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
も
な
い
で
は
な
か
っ
た
が
、
メ
ガ
ホ
ン
を
持
っ
て

話
し
た
。『
警
報
が
で
て
い
る
の
で
、
も
う
少
し
様
子
を
見
ま
し
ょ
う
。』
そ
の
時

は
正
直
熟
慮
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た
。
頭
の
中
は
、
２
日
前
の
注
意
報
時
の
対
応

や
本
校
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
駆
け
巡
っ
て
い
た
。
だ
が
、
こ
れ
が
と
て
つ
も
な

く
大
き
な
判
断
と
な
っ
た
。」

　
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
、「
本
当
は
学
校
に
強
引
に
止
め
る
権
限
は
な
い
の

だ
が
、
親
御
さ
ん
の
方
か
ら
も
特
に
反
対
意
見
が
出
な
か
っ
た
。
も
し
、
ど
う
ぞ

と
帰
し
て
い
た
ら
、道
路
の
方
が
低
い
の
で
ど
う
な
っ
て
い
た
か
」
と
、振
り
返
る
。

　
避
難
所
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
校
庭
に
は
た
く
さ
ん
人
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

消
防
団
の
人
た
ち
も
来
て
お
り
、
フ
ェ
ン
ス
越
し
に
海
を
見
張
っ
て
い
た
団
員
の

小
笠
原
さ
ん
が
「
だ
め
だ
ー
。
早
く
逃
げ
ろ
！
こ
っ
ち
だ
！
」
と
大
声
で
叫
ん
だ

の
で
す
。

　
大
洞
先
生
た
ち
も
海
の
方
を
見
て
は
い
た
が
、
逃
げ
る
か
ど
う
か
の
判
断
が
難

し
か
っ
た
と
い
う
。

　
消
防
の
人
た
ち
は
フ
ェ
ン
ス
の
す
ぐ
そ
ば
で
海
を
見
て
い
た
の
で
、
そ
の
一
言

で
助
か
り
ま
し
た
。
そ
の
声
を
機
に
、
児
童
89
名
を
含
む
全
員
が
、
校
舎
裏
の
高

台
に
急
な
斜
面
を
走
っ
て
登
っ
て
避
難
し
ま
し
た
。
そ
の
声
が
な
か
っ
た
ら
ど
う

な
っ
て
い
た
か
。

　
高
浜
小
学
校
ま
で
は
津
波
が
来
な
い
と
い
う
想
定
だ
っ
た
の
で
、避
難
所
に
な
っ

て
い
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
そ
こ
か
ら
よ
り
高
い
と
こ
ろ
へ
の
避
難
は
想
定
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
避
難
す
る
場
所
も
決
ま
っ
て
い
な
い
。
と
っ
さ
の
判
断
で

避
難
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
津
波
が
学
校
に
到
達
し
た
の
は
、
３
時
30
分
。
小

笠
原
さ
ん
の
指
示
か
ら
わ
ず
か
10
分
後
の
こ
と
で
し
た
。
上
の
方
か
ら
振
り
返
る

と
、
校
庭
に
乗
り
入
れ
て
い
た
十
数
台
の
車
は
波
に
浮
い
て
い
ま
し
た
。

　
後
ろ
向
き
で
山
を
ど
ん
ど
ん
上
が
る
感
じ
だ
っ
た
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
ほ
と

ん
ど
津
波
を
見
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
途
中
で
担
任
な
ど
が
中
心
に
な
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
を
上
に
あ
げ
る
よ
う
に
指
導
し
ま
し
た
。
校
長
と
し
て
担
任
の

３
月
７
日
）。

　
学
童
の
家
で
は
、
避
難
場
所
は
上
の
お
風
呂
屋
さ
ん
「
不
動
園
」
に
避
難
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
な
ら
休
め
る
し
、
津
波
も
来
な
い
、
人
家
も
近
い

と
こ
ろ
で
す
。
鍬
ヶ
崎
学
童
の
家
の
初
め
か
ら
か
か
わ
っ
た
の
で
、
私
が
不
動
園

に
頼
み
に
行
き
ま
し
た
。
学
童
の
家
に
来
て
い
る
の
は
、
小
学
校
３
年
生
ま
で
の

30
名
足
ら
ず
で
す
か
ら
。
小
６
ま
で
事
情
が
あ
れ
ば
あ
ず
か
り
ま
す
が
、
４
年
生

以
上
は
１
人
か
２
人
で
す
。
避
難
計
画
は
、
学
童
の
家
ご
と
に
避
難
場
所
や
経
路
、

方
法
、
指
揮
系
統
な
ど
を
決
め
て
い
ま
す
。

２　
高
浜
・
金
浜
地
区
の
状
況

　
⑴　
高
浜
小
学
校
で
は

　
震
災
当
時
、
高
浜
小
学
校
校
長
だ
っ
た
大
洞
晴
洋
先
生
（
昭
和
26
年
生
）
を
訪

ね
た
（
取
材
日
：
２
０
１
５
年
９
月
16
日
）。

１
㍍
以
上
の
津
波
が
襲
う

　
高
浜
小
学
校
は
、
国
道
45
号
線
を
挟
ん
で
宮
古
湾
に
面
し
て
い
る
が
、
国
道
か

ら
３
㍍
ほ
ど
高
い
位
置
に
あ
り
、
８
㍍
を
超
え
る
防
潮
堤
に
守
ら
れ
て
い
た
。
高

浜
小
学
校
は
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、想
定
で
は
津
波
は
来
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
チ
リ
地
震
の
時
に
高
浜
地
区
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
が
、
地
区
の
中

央
に
あ
っ
た
小
学
校
を
、
よ
り
安
全
な
現
在
の
場
所
に
移
転
し
た
経
緯
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

　
震
災
後
、
地
域
の
人
も
「
波
が
こ
こ
ま
で
来
た
の
か
」
と
驚
い
て
い
た
と
い
う
。

想
定
で
は
、
45
号
線
の
壁
で
止
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
実

際
は
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
ほ
ど
の
高
さ
の
波
が
襲
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
１
㍍

以
上
の
高
さ
で
校
庭
に
入
っ
た
波
は
、
道
路
と
校
庭
の
間
の
フ
ェ
ン
ス
を
な
ぎ
倒

し
た
。

学
校
裏
山
に
避
難
す
る

　
地
震
発
生
。
長
い
揺
れ
の
後
に
続
く
余
震
の
合
間
を
縫
っ
て
、
校
庭
に
子
ど
も

た
ち
を
集
め
た
。「
大
津
波
警
報
」
の
放
送
が
流
れ
る
。
す
で
に
校
庭
に
は
迎
え
の

車
が
十
数
台
入
っ
て
き
て
い
た
。
数
名
の
保
護
者
に
「
連
れ
て
帰
っ
て
も
い
い
で

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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校
長
だ
っ
た
大
洞
先
生
自
身
は
、
３
日
後
の
日
曜
日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
着
替

え
と
入
浴
の
た
め
に
一
旦
家
に
戻
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
の
数
週
間
は
、
職
員
は

何
人
か
交
代
で
学
校
に
寝
泊
ま
り
し
た
。
大
洞
先
生
も
ほ
と
ん
ど
学
校
に
詰
め
て

い
た
と
い
う
。
そ
う
し
た
情
況
は
、
４
月
に
教
育
委
員
会
か
ら
通
達
が
来
る
ま
で

続
い
た
。

　
震
災
後
し
ば
ら
く
は
、学
校
に
行
け
ば
何
か
情
報
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
訪
ね
て
く
る
人
、
ト
イ
レ
を
借
り
に
来
る
人
が
多
く
い
た
の
で
、
夜
で
も
学
校

を
開
け
て
お
い
た
方
が
よ
か
っ
た
の
で
す
。
自
衛
隊
の
人
も
ト
イ
レ
を
借
り
に
来

ま
し
た
。
で
も
、
水
が
出
な
い
の
で
、
校
舎
の
裏
の
池
か
ら
バ
ケ
ツ
で
水
を
持
っ

て
来
て
汚
物
を
流
し
ま
し
た
が
、
そ
こ
も
限
界
に
な
り
ま
し
た
。
電
気
も
来
な
い
。

電
気
の
復
旧
も
高
浜
付
近
は
遅
か
っ
た
の
で
す
。

　
震
災
の
次
の
日
の
夜
明
け
、
明
る
く
な
っ
て
金
浜
の
惨
状
が
見
え
て
き
た
と
き

に
は
シ
ョ
ッ
ク
で
声
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
け
れ
ど
、
思
い

出
す
の
は
辛
い
。
今
思
う
と
、
本
当
に
危
な
か
っ
た
で
す
。

地
域
と
の
連
携
と
信
頼
関
係

　
日
頃
か
ら
保
護
者
を
は
じ
め
、
地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
き
た

こ
と
が
、
あ
の
日
、
学
校
に
い
た
全
員
の
い
の
ち
を
救
っ
た
。
消
防
団
や
地
区
の

人
々
、
金
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
の
交
流
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
お
互
い
に
知

恵
を
出
し
合
う
こ
と
が
で
き
た
し
、
迎
え
に
来
た
保
護
者
を
帰
さ
な
い
と
い
う
校

長
の
判
断
に
従
っ
て
も
ら
え
た
の
も
、
そ
う
し
た
繋
が
り
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

　
大
洞
先
生
の
手
記
は
、
こ
う
括
ら
れ
て
い
る
。「
震
災
後
、
本
校
を
訪
れ
た
文
科

省
の
方
か
ら
、
大
震
災
を
経
験
さ
れ
、
今
後
の
学
校
防
災
で
一
番
大
事
な
こ
と
は
？　

と
質
問
を
受
け
た
。
私
は
答
え
た
。
そ
れ
は
、地
域
と
の
連
携
と
信
頼
関
係
。」（『
宮

古　
今
歩
き
始
め
る
』
42
頁
）

震
災
後
の
変
化

　
高
浜
小
学
校
が
震
災
後
大
き
く
方
針
を
変
え
た
の
は
、
次
の
２
点
で
あ
る
。

先
生
に
は
、
人
数
を
把
握
す
る
こ
と
と
、
ケ
ガ
の
な
い
よ
う
に
と
伝
え
ま
し
た
。

裏
山
か
ら
金
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

　
余
震
が
続
く
中
、
だ
ん
だ
ん
暗
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
寒
く
な
っ
て
き
て
、
い

つ
ま
で
も
屋
外
の
高
台
に
は
い
ら
れ
な
い
。
そ
ろ
そ
ろ
下
に
降
り
よ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
校
舎
に
も
ど
っ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
校

庭
に
あ
れ
ほ
ど
水
が
入
っ
た
と
こ
ろ
に
は
入
れ
な
い
。
校
舎
に
入
ろ
う
な
ど
と
は

誰
も
考
え
な
か
っ
た
。
地
元
に
詳
し
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や
地
域
の
人
み
ん
な
で
次
に

ど
こ
に
行
く
べ
き
か
を
相
談
し
、
夕
方
５
時
く
ら
い
に
な
っ
て
山
を
下
り
、
学
校

の
隣
の
高
台
に
あ
る
金
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
セ
ン
タ
ー
に
は
徐
々
に
た
く
さ
ん
人
が
集
ま
っ
て
来
て
、
本
当
に
混
乱
し
た

状
態
で
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
半
分
以
上
は
、
セ
ン
タ
ー
で
先
生
た
ち
と
一
緒
に
い
ま
し
た
。

被
害
の
少
な
か
っ
た
保
護
者
は
夜
ま
で
に
迎
え
に
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
職

員
も
ど
こ
へ
も
行
け
な
い
の
で
、そ
こ
に
い
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。食
事
は
、

そ
の
日
の
夜
は
飲
ま
ず
食
わ
ず
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
よ
く
我
慢
し
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
余
震
が
何
度
も
あ
り
、
怖
く
て
寝
れ
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

　
次
の
日
、
飲
み
物
や
パ
ン
が
ち
ょ
っ
と
だ
け
来
ま
し
た
。
み
ん
な
に
回
る
ほ
ど

の
量
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
子
ど
も
や
弱
い
人
を
優
先
に
分
け
合
い
ま
し
た
。
近

く
の
被
害
を
受
け
な
い
高
い
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
人
が
、
毛
布
や
ス
ト
ー
ブ
を

持
っ
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。
ス
ト
ー
ブ
は
灯
油
の
ス
ト
ー
ブ
が
何
台
か
あ
り
、
学

校
か
ら
も
あ
る
物
は
持
っ
て
き
ま
し
た
。
十
分
で
は
な
か
っ
た
で
す
が
、そ
う
や
っ

て
一
晩
過
ご
し
ま
し
た
。
翌
日
に
な
っ
て
、
親
御
さ
ん
が
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
に

来
ま
し
た
。

学
校
に
詰
め
る

　
子
ど
も
た
ち
を
帰
し
た
あ
と
、
職
員
は
様
子
を
見
に
行
け
そ
う
な
人
か
ら
ど
ん

ど
ん
自
宅
に
戻
り
ま
し
た
。
帰
れ
る
人
も
、
帰
れ
な
か
っ
た
人
も
い
ま
し
た
。
赤

前
や
鍬
ヶ
崎
の
人
は
帰
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
子
ど
も
が
心
配
だ
か
ら
と
崎
山
ま
で

歩
い
て
帰
っ
た
人
も
い
ま
し
た
。

医療の現場から　命を見つめて子どもを守る取り組み
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以
上
お
世
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
＊
付
き
合
い
の
）
何
も
な
い
と
こ
ろ
だ
と
、
そ

う
も
い
か
な
い
で
し
ょ
う
が
、
普
段
か
ら
交
流
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

　
⑵　
高
浜
児
童
館
で
は

　
高
浜
児
童
館
は
高
浜
・
金
浜
地
区
限
定
で
、
満
３
歳
か
ら
６
歳
の
幼
児
保
育
と
、

小
学
校
４
年
生
（
＊
現
在
は
６
年
生
）
ま
で
の
学
童
保
育
を
担
っ
て
い
る
施
設
で

あ
る
。
震
災
で
は
、
床
上
浸
水
の
被
害
を
受
け
た
。
あ
の
日
の
こ
と
を
、
松
浦
隆

太
朗
館
長
（
昭
和
23
年
生
）
と
加
藤
美
季
先
生
（
昭
和
40
年
生
）
に
取
材
し
た
（
取

材
日
：
２
０
１
５
年
９
月
17
日
）。

高
台
の
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
へ
避
難
す
る

　
震
災
時
、
児
童
館
に
は
年
長
８
名
、
年
中
６
名
、
年
少
３
名
と
、
４
名
の
職
員

が
い
た
。
館
長
は
役
所
か
ら
の
帰
り
で
、ま
だ
市
立
図
書
館
の
あ
た
り
を
車
で
走
っ

て
い
る
時
に
地
震
が
来
た
。

　
児
童
館
で
は
、
年
少
年
中
の
子
ど
も
た
ち
が
お
昼
寝
か
ら
目
覚
め
る
頃
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
半
分
は
ま
だ
布
団
に
い
て
、
半
分
が
ト
イ
レ
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

布
団
に
い
る
子
は
、
布
団
に
潜
り
込
ま
せ
、
ト
イ
レ
に
い
る
子
は
、
引
率
し
た
先

生
の
指
導
で
ト
イ
レ
に
し
ゃ
が
み
こ
み
、
部
屋
に
戻
っ
た
後
は
ま
た
布
団
に
潜
ら

せ
て
、
揺
れ
が
お
さ
ま
る
の
を
待
ち

ま
し
た
。
年
長
６
名
は
お
昼
寝
を
し

な
い
で
、
和
室
で
ク
ッ
キ
ー
づ
く
り

を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
だ
火
は
使
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
揺
れ
が
来
た

時
、
い
つ
も
避
難
訓
練
で
指
導
し

て
い
る
よ
う
に
、
和
室
に
い
た
年
長

児
は
、
お
そ
ら
く
テ
ー
ブ
ル
の
下
に

潜
っ
て
い
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
警
報
が
出
た
と
放
送
が
あ
り
、
す

ぐ
さ
ま
避
難
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
、

近
く
の
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
に
避
難
す

①　
有
事
の
保
護
者
に
よ
る
児
童
の
引
き
取
り
に
つ
い
て

　
震
災
前
は
、警
報
が
出
た
ら
保
護
者
は
学
校
に
児
童
を
迎
え
に
来
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
が
、
今
は
引
き
取
り
に
来
て
も
帰
さ
な
い
。
警
報
が
解
除
さ
れ
て
、
安
全

が
確
保
さ
れ
て
か
ら
学
校
で
は
な
く
避
難
先
に
迎
え
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た
。
市

内
で
は
保
護
者
が
児
童
を
引
き
渡
し
た
後
に
亡
く
な
っ
た
例
が
あ
る
の
で
、
震
災

後
は
ど
こ
も
そ
う
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
学
校
で
は
、
こ
の
こ
と
を
４
月
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
総
会
の
時
の
資
料
に
つ
け
て
周
知
し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

②�　
学
校
が
避
難
所
で
あ
っ
た
が
、
有
事
に
は
金
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
障
害

者
セ
ン
タ
ー
）
に
避
難
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
地
域
と
の
連
携
と
も
関
連
す
る
が
、
避
難
先
に
つ
い
て
、
現
校
長
の

中
村
登
志
江
先
生
（
昭
和
32
年
生
）
は
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
（
取
材
日
：

２
０
１
５
年
９
月
17
日
）。

　
避
難
の
際
は
、
学
校
か
ら
金
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
最
短
ル
ー
ト
を
行

き
ま
す
。
１
分
１
秒
を
争
う
の
で
、
学
級
ご
と
に
教
師
が
誘
導
し
な
が
ら
、
早
く

外
に
出
た
順
に
逃
げ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
高
台
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
は
１

分
く
ら
い
で
着
き
ま
す
。
津
波
や
震
災
に
関
し
て
は
か
な
り
お
世
話
に
な
る
の
で
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
は
い
つ
も
と
っ
て
い
ま
す
。
七
夕
集
会
で
は
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
来
た
方
を
学
校
に
招
い
て
交
流
し
た
り
、冬
場
に
子
ど
も
た
ち
が
セ
ン
タ
ー

へ
肩
た
た
き
に
行
っ
た
り
、
３
、４
年
生
が
上
の
花
壇
で
お
花
づ
く
り
を
し
た
り
。

福
祉
活
動
交
流
を
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
絞
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。

　
実
際
、最
近
、地
震
が
あ
り
、津
波
注
意
報
が
出
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ
り
、

そ
の
時
の
事
を
中
村
先
生
は
こ
う
話
さ
れ
て
い
る
。

　
避
難
し
に
行
っ
た
ら
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
方
で
は
、
警
報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で

子
ど
も
た
ち
が
座
っ
て
待
て
る
よ
う
に
、
畳
の
部
屋
を
用
意
し
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。
鍬
小
に
い
た
時
に
経
験
が
あ
る
の
で
す
が
、
屋
外
に
避
難
し
た
時
に
、
そ
こ

が
雨
風
の
防
げ
る
場
所
だ
と
安
心
し
て
待
て
る
の
で
す
。
こ
こ
は
と
て
も
良
い
。

ス
ト
ー
ブ
や
ト
イ
レ
も
あ
る
し
、
子
ど
も
た
ち
は
、
温
か
い
場
所
で
お
茶
ま
で
用

意
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
な
か
な
か
警
報
が
解
除
さ
れ
な
い
の
で
、
結
局
１
時
間

写真３　津波が侵入した教室　高浜児童館にて
撮影：松浦隆太朗館長
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し
た
。
毛
布
が
あ
っ
た
の
で
ず
い
ぶ
ん
助
か
り
ま
し
た
。

　
外
で
は
、
山
の
木
を
切
っ
て
焚
き
火
を
し
ま
し
た
。
コ
ー
プ
ケ
ミ
カ
ル
の
社
宅

の
人
が
お
米
と
鍋
を
持
ち
寄
っ
て
、
焚
き
火
で
お
に
ぎ
り
の
炊
き
出
し
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。
水
は
誰
か
が
持
っ
て
来
て
く
れ
た
よ
う
で
し
た
。
シ
ェ
ル
タ
ー
の
左

奥
の
方
か
ら
下
り
る
道
が
あ
り
、
そ
の
先
は
水
を
被
っ
て
い
な
い
地
域
で
し
た
。

そ
の
地
域
の
方
が
何
人
か
差
し
入
れ
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　
次
の
日
の
お
昼
ま
で
、
２
組
の
児
童
の
迎
え
が
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
消
防
団
の

無
線
で
連
絡
を
と
り
、
よ
う
や
く
保
護
者
の
居
場
所
が
わ
か
っ
た
の
で
、
職
員
も

自
宅
に
戻
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
残
さ
れ
た
も
う
１
人
の
子
は
、
お
母
さ
ん
が

亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
を
探
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
お
父
さ
ん
と

は
な
か
な
か
連
絡
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
が
金
浜
地
区
に
住
ん
で

い
る
の
で
、
お
ば
あ
さ
ん
に
引
き
渡
す
た
め
に
、
職
員
が
、
山
の
方
の
道
を
通
っ

て
送
っ
て
行
き
ま
し
た
。

津
波
の
被
害

　
最
終
的
に
子
ど
も
は
全
員
無
事
だ
っ
た
が
、
今
回
館
長
が
一
番
心
配
し
た
の
は
、

地
震
直
後
に
帰
し
た
２
名
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
し
ば
ら
く
連
絡
が
つ
か
ず
に
い
ま
し
た
が
、
２
、３
日
後
、
無
事
を
確
認
し
ま
し

た
。
電
話
が
通
じ
な
い
の
で
、
帰
り
に
津
波
に
巻
き
込
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

大
変
心
配
し
ま
し
た
。
す
ぐ
に
迎
え
に
来
た
お
ば
あ
さ
ん
に
聞
く
と
、
本
当
に
波

に
追
い
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
逃
げ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
家
の
お
じ
い
さ

ん
が
流
さ
れ
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
今
は
、
迎
え
に
来
て
も
絶
対
に
帰
し

て
は
い
け
な
い
、
と
考
え
て
い
る
の
で
す
。

　
児
童
館
の
建
物
は
、床
上
10
㌢
浸
水
の
被
害
を
受
け
た
。
今
も
玄
関
に
痕
が
残
っ

て
い
る
。

　
床
は
全
部
張
り
替
え
が
必
要
で
し
た
し
、
ス
ト
ー
ブ
も
ク
ー
ラ
ー
も
ト
イ
レ
も

全
部
や
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
復
旧
作
業
は
す
ぐ
に
取
り
か
か
っ
て
も
ら
っ
た
の
で

す
が
、
園
庭
に
積
も
っ
た
土
を
は
が
し
て
取
り
除
き
、
裏
に
持
っ
て
行
く
作
業
に

ず
い
ぶ
ん
と
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
働
い
て
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
が
困
る
か
ら
、

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
寒
い
の
で
パ
ジ
ャ
マ
姿
の
子
ど
も
た
ち
に
は
服
を
着
さ
せ

て
、荷
物
を
持
た
せ
ま
し
た
。
震
災
前
か
ら
水
５
０
０
ミ

リ　
　

リ
ッ
ト
ル

２
本
、
乾
パ
ン
が
入
っ

た
緊
急
避
難
リ
ュ
ッ
ク
と
引
き
渡
し
簿
（
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
）
が
入
っ
た
救
急
バ
ッ

ク
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
職
員
は
こ
れ
ら
と
ラ
ジ
カ
セ
を
持
っ
て
出
ま
し
た
。

　
最
寄
り
の
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
コ
ー
プ
ケ
ミ
カ
ル
の
社
宅
の
裏
の
高
台
に
あ

り
ま
す
。
児
童
館
の
前
の
家
の
脇
を
通
っ
て
高
台
に
上
る
道
に
出
ら
れ
ま
す
。
普

段
か
ら
こ
の
コ
ー
ス
を
通
っ
て
避
難
す
る
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。

　
あ
の
日
、
児
童
の
う
ち
２
名
は
、
シ
ェ
ル
タ
ー
に
着
く
前
に
迎
え
に
来
ら
れ
た

の
で
引
き
渡
し
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
保
護
者
は
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
の
方
に
迎

え
に
来
ま
し
た
。

　
そ
の
シ
ェ
ル
タ
ー
に
は
、
古
い
備
品
倉
庫
が
あ
り
、
中
に
は
ス
ト
ー
ブ
や
毛
布
、

水
な
ど
が
備
え
て
あ
り
ま
し
た
。
車
で
乗
り
入
れ
る
こ
と
も
で
き
、
備
品
倉
庫
の

脇
に
は
ト
イ
レ
も
あ
り
ま
す
。
海
の
方
の
民
家
の
人
た
ち
も
た
く
さ
ん
避
難
し
て

来
て
い
ま
し
た
。

お
や
つ
を
取
り
に
い
く

　
市
街
地
に
い
た
館
長
も
、
そ
の
ま
ま
車
で
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
に
向
か
っ
た
。

　
津
波
襲
来
直
後
、
館
長
は
、
シ
ェ
ル
タ
ー
の
あ
る
高
台
か
ら
児
童
館
の
裏
の
斜

面
を
降
り
て
き
た
。
下
か
ら
は
上
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
急
な
斜
面
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
お
や
つ
を
取
り
に
行
く
た
め
だ
っ
た
。

　
今
思
え
ば
、
と
て
も
危
険
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
い
る
の
で
、
食
料
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
、
お
や
つ
を
取
り
に
山
を
降
り
た
の
で
す
。
で
も
、

第
２
波
、
第
３
波
が
来
た
ら
危
な
か
っ
た
。
震
災
後
に
な
っ
て
、
情
報
が
出
て
く

れ
ば
、
あ
れ
は
危
険
な
行
動
だ
っ
た
な
と
わ
か
る
。
で
も
、
そ
の
時
は
、
と
に
か

く
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
る
も
の
を
と
い
う
思
い
で
し
た
。

津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
で
夜
を
明
か
す

　
そ
の
日
の
夜
は
、
皆
が
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
で
過
ご
し
ま
し
た
。
備
品
倉
庫
内
の

４・５
畳
く
ら
い
の
狭
い
空
間
に
、
子
ど
も
や
お
母
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
ス
ト
ー
ブ

を
焚
い
て
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。
毛
布
を
出
し
た
棚
に
子
ど
も
た
ち
を
寝
か
せ
ま

医療の現場から　命を見つめて子どもを守る取り組み
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⑴　
市
庁
舎
で
地
震
に
遭
う

　
津
波
の
日
は
、
議
会
の
最
終
日
だ
っ
た
の
で
、
本
庁
舎
の
６
階
に
い
て
、
ち
ょ

う
ど
閉
会
の
時
に
地
震
が
来
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
に
は
議
会
が
終
わ
っ
て
す
ぐ

に
総
務
課
長
だ
け
を
帰
し
、
部
長
と
私
は
対
策
会
議
が
あ
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
庁

舎
に
残
り
ま
し
た
。
会
議
が
開
か
れ
る
と
思
い
、
４
階
に
い
た
と
き
に
津
波
を
目

の
当
た
り
に
し
た
の
で
す
。

　
津
波
が
堤
防
を
越
え
た
瞬
間
に
、
こ
こ
で
も
危
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
、
み
ん

な
で
６
階
に
上
が
り
ま
し
た
。そ
の
夜
は
、も
う
ど
こ
に
も
出
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

会
議
を
何
回
も
や
り
ま
し
た
。
で
も
情
報
が
入
っ
て
来
な
い
し
、
こ
ち
ら
か
ら
も

情
報
の
発
信
の
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
わ
か
っ
て
い
る
情
報
を
、
何
回

も
繰
り
返
し
や
っ
て
い
る
よ
う
な
会
議
で
し
た
。
被
害
も
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
。

そ
の
夜
は
４
階
の
椅
子
で
休
み
ま
し
た
。
連
絡
は
ず
っ
と
入
っ
て
来
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
次
の
朝
も
７
時
頃
、
会
議
が
あ
り
、
随
時
会
議
を
開
く
と
い
う
の
で
、
庁
舎
か

ら
な
か
な
か
抜
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
着
替
え
も
オ
ー
バ
ー
も
な
く
、
暖
房
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昼
近
く
に
な
っ
て
一
旦
家
に
帰
り
ま
し
た
。
道
路
に
は
ヘ

ド
ロ
や
水
が
ま
だ
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
普
通
の
靴
で
ず
っ
と
歩
い
て
行
き
ま
し

た
。

　
帰
宅
途
中
に
、
宮
古
小
学
校
と
山
口
小
学
校
の
避
難
所
の
様
子
を
見
に
行
き
ま

し
た
。
山
口
小
に
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
宮
古
小
学
校
に
は
体
育
館
近
く

ま
で
水
が
入
り
ま
し
た
。
宮
古
小
学
校
の
避
難
所
を
見
て
、
校
長
さ
ん
と
話
し
て
、

す
ご
く
大
変
な
、
何
が
何
だ
か
わ
か
ら
な
い
状
況
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
は
無
事
で
す
、
家
に
帰
し
ま
し
た
」
と
聞
い
て
胸
を
な
で
お
ろ
し

ま
し
た
。
た
だ
、
避
難
所
に
来
た
人
が
す
ご
く
多
く
て
、
そ
の
対
応
が
大
変
だ
と

聞
き
ま
し
た
。
宮
古
小
学
校
の
校
長
か
ら
も
ら
っ
た
記
録
に
は
、「
宮
古
小
学
校

で
は
そ
の
日
、
11
人
迎
え
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
食
事
は
、

学
区
内
に
あ
る
中
村
せ
ん
べ
い
店
が
「
せ
ん
べ
い
を
千
枚
持
っ
て
き
て
く
れ
て
配

布
し
た
」
と
あ
り
ま
す
。

　
⑵　
安
否
確
認
を
優
先
に

早
く
保
育
を
再
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
高
浜
小
学
校
の
体
育
館
を

借
り
て
学
童
の
業
務
を
再
開
し
ま
し
た
。
幼
児
の
方
は
、
４
月
25
日
が
入
園
式
で

し
た
。

警
報
時
の
引
き
渡
し
は
し
な
い

　
避
難
に
関
し
て
高
浜
児
童
館
が
震
災
後
、
一
番
変
え
た
こ
と
は
、
警
報
時
の
保

護
者
へ
の
引
き
渡
し
を
や
め
た
こ
と
で
あ
る
。
引
き
渡
し
訓
練
も
、
今
は
、「
警
報

が
出
た
の
で
シ
ェ
ル
タ
ー
に
避
難
し
て
い
ま
す
。
警
報
が
解
除
に
な
っ
て
か
ら
迎

え
に
来
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
訓
練
に
変
え
た
。
ま
た
、児
童
館
で
は
震
災
後
毎
年
、

年
度
初
め
に
、
避
難
に
つ
い
て
と
シ
ェ
ル
タ
ー
の
場
所
に
関
す
る
手
紙
を
出
し
て

い
る
。

　
館
長
は
、「
震
災
で
重
茂
や
田
老
地
域
で
、
引
き
渡
し
た
た
め
に
流
さ
れ
た
と
い

う
話
を
き
い
て
、
う
ち
も
一
歩
間
違
え
ば
そ
う
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
は
徹
底

し
な
い
と
い
け
な
い
。
警
報
時
に
帰
さ
な
い
、
迎
え
に
も
来
な
い
と
い
う
の
は
大

事
だ
」
と
話
し
て
い
る
。

　
（
＊
児
童
館
へ
は
）
海
岸
線
を
通
っ
て
く
る
の
で
、（
＊
警
報
発
令
時
は
）
休
み

の
職
員
も
出
て
来
な
い
。
無
理
は
し
な
い
。
い
る
者
で
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
津
波
到
達
ま
で
時
間
が
あ
っ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
が
、

（
＊
館
長
ご
自
身
）
一
番
被
害
の
ひ
ど
か
っ
た
地
域
を
通
っ
て
戻
っ
た
の
で
、も
し
、

時
間
が
ず
れ
て
い
れ
ば
危
な
か
っ
た
。堤
防
が
あ
る
の
で
、海
が
見
え
な
い
の
で
す
。

そ
れ
で
流
さ
れ
た
人
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
。
今
は
、
児
童
館
か
ら
海
岸
線
の
道
を

通
る
車
が
見
え
ま
す
が
、
震
災
前
は
家
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
の
で
、
道
路
は
見
え

ま
せ
ん
で
し
た
。

３　
学
校
再
開
に
向
け
た
取
り
組
み　
―
教
育
長
の
軌
跡
―

　

佐
々
木
敏
夫
先
生
（
昭
和
22
年
生
）
は
、
震
災
当
時
の
教
育
長
で
あ
る
。
あ

の
よ
う
な
大
き
な
災
害
を
今
ま
で
誰
も
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
中
で
、
宮
古
市
の

公
立
学
校
を
束
ね
る
立
場
に
あ
る
教
育
長
が
、
学
校
再
開
に
向
け
震
災
直
後
か

ら
ど
の
よ
う
な
判
断
を
下
し
、
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
か
を
聞
い
た
（
取
材
日
：

２
０
１
５
年
７
月
５
日
）。

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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ほ
と
ん
ど
の
学
校
が
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
震
災
以
降
、
は
っ
き
り
と

２
次
３
次
の
避
難
所
を
設
定
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
何
と
な
く
こ
の
辺
ま
で
逃

げ
れ
ば
、
と
い
う
現
場
の
判
断
だ
と
思
い
ま
す
。
高
浜
も
千
鶏
も
そ
う
で
し
た
。

千
鶏
も
あ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
津
波
が
来
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
２
日
目
あ
た
り
に
、
教
育
委
員
会
と
本
庁
と
が
つ
な
が
る
衛
星
電
話
が
１
つ
来

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
教
育
委
員
会
の
総
務
課
に
、
電
波
が
つ
な
が
る
機
種
の
携

帯
を
持
っ
た
職
員
が
い
た
の
で
、
そ
れ
を
利
用
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
児
童
・
生
徒
・
職
員
の
安
否
確
認
に
は
１
週
間
以
上
か
か
り
ま
し
た
。
結
局
、

そ
の
日
学
校
に
来
て
い
た
子
ど
も
た
ち
の
安
否
は
わ
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
日

休
ん
だ
り
早
退
し
た
り
し
た
子
ど
も
た
ち
の
事
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
し
、
職
員
の

中
で
も
勤
務
日
で
な
か
っ
た
人
の
居
所
も
わ
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
。

　
⑶　
４
月
開
校
に
向
け
て

初
め
て
の
こ
と
な
の
で

　
ま
ず
、
初
め
に
子
ど
も
と
職
員
の
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
家
族
の
（
＊
教
育

環
境
）
安
否
確
認
を
す
る
。
正
常
な
学
校
運
営
を
す
る
た
め
に
ど
う
す
る
か
、
早

く
そ
れ
を
取
り
戻
し
た
い
、
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
職
員
を
配

置
す
る
と
か
、
正
常
な
運
営
を
す
る
た
め
に
は
何
を
ど
う
す
れ
ば
そ
れ
が
早
く
で

き
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
そ
れ
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
軌
道
に
乗
る
だ
ろ
う
。

あ
と
は
、
学
校
が
始
ま
っ
て
し
ま
え
ば
、
各
学
校
の
校
長
の
裁
量
だ
か
ら
、
そ
こ

ま
で
を
委
員
会
で
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

卒
業
式
を
ど
う
す
る
か
問
題

　
ま
た
、
12
日
に
卒
業
式
を
予
定
し
て
い
た
学
校
も
あ
っ
た
の
で
、
ど
の
学
校
も

こ
の
震
災
で
卒
業
式
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
教
育
委
員
会
に
尋
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
３
月
14
日
に
手
分
け
し
て
歩
い
て
、
３
月
に
卒
業
式
が
で
き
な
い
学

校
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
学
校
ご
と
に
日
程
を
決
め
て
や
っ
て
ほ
し
い
。

来
賓
は
呼
ぶ
必
要
は
な
い
。
体
育
館
な
ど
を
考
え
る
必
要
は
な
い
の
で
、
各
学
校

で
対
応
す
る
よ
う
に
、
と
伝
達
し
ま
し
た
。

　
実
際
、
３
月
に
卒
業
式
が
で
き
な
い
学
校
も
あ
り
ま
し
た
。
千
鶏
・
鵜
磯
の
校

　
自
宅
に
津
波
の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昼
食
を
と
っ
て
、着
替
え
を
も
っ

て
、
長
靴
に
履
き
替
え
て
、
会
議
が
開
か
れ
る
の
で
、
ま
た
庁
舎
に
も
ど
り
ま
し

た
。
最
後
の
会
議
が
夜
の
７
時
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
庁
舎
に
停
め
た
車
は
流
さ

れ
ま
し
た
が
、
家
内
の
車
は
無
事
だ
っ
た
の
で
、
新
里
の
教
育
委
員
会
に
行
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
と
先
生
た
ち
の
被
災
の
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
、
安
否
確
認
を
優
先

す
る
よ
う
に
指
示
を
出
し
ま
し
た
。

　
そ
の
こ
ろ
は
、
ま
だ
電
話
が
つ
な
が
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
安
否
確
認
に
は

職
員
に
足
で
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
学
校
を
８
名
、
２
人
組
で
ま
わ
り
ま
し
た
。

分
庁
舎
の
方
は
車
が
無
事
だ
っ
た
の
で
、
車
も
使
い
ま
し
た
が
、
海
岸
端
か
ら
先

に
安
否
確
認
に
ま
わ
り
ま
し
た
。
だ
が
、
３
日
目
で
も
車
で
目
的
地
ま
で
行
け
な

い
所
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
も
鍬
ヶ
崎
ま
で
歩
い
て
行
き
ま
し
た
が
、
道

路
は
歩
け
な
か
っ
た
の
で
、
山
を
ま
わ
っ
て
行
っ
た
し
、
愛
宕
も
車
で
は
行
け
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
愛
宕
は
本
庁
舎
の
近
く
で
す
が
、
船
や
車
が
上
が
っ
て
い
な
い
道
路
の
裏
道
を

知
っ
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。
車
も
人
も
通
れ

な
い
状
況
で
し
た
。
裏
道
を
通
っ
て
行
く
し
か
な
い
の
で
す
。
人
の
家
の
庭
を
通

る
と
か
。二
中
、鍬
ヶ
崎
も
愛
宕
か
ら
山
を
越
え
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。　

　
３
、４
日
は
、
浸
水
区
域
は
歩
け
る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
会
議
が
あ

る
の
で
市
役
所
を
起
点
に
歩
け
る
範
囲
で
藤
原
、
河
南
、
磯
鶏
そ
し
て
、
鍬
ヶ
崎
、

二
中
、
愛
宕
、
山
口
、
宮
古
小
学
校
を
訪
ね
ま
し
た
。
市
役
所
で
会
議
が
終
わ
れ

ば
家
ま
で
歩
い
て
、
夜
は
新
里
に
つ
め
て
。
で
も
、
い
ろ
ん
な
見
方
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
教
育
委
員
会
が
新
里
に
あ
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
教
育

委
員
会
で
は
職
員
が
フ
ル
に
動
け
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ラ
も
別
だ
し
。
自
分
た
ち
の

仕
事
の
ほ
か
に
、
い
ろ
ん
な
便
利
屋
を
し
ま
し
た
。

　
愛
宕
小
は
高
台
な
の
で
津
波
は
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
こ
で
は
危
険
だ
と
い

う
こ
と
で
裏
の
民
家
ま
で
逃
げ
た
よ
う
で
す
。
山
の
上
の
中
里
団
地
の
集
会
所
ま

で
避
難
し
て
、
児
童
７
名
ほ
ど
が
先
生
た
ち
と
泊
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
小
学
校
で

は
自
分
の
学
校
が
危
な
い
時
は
、普
通
は
上
の
道
路
な
ど
に
避
難
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
あ
ん
な
に
大
き
な
津
波
ま
で
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。　
　
　

医療の現場から　命を見つめて子どもを守る取り組み
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で
す
。

　
４
月
25
日
と
決
め
た
理
由
は
、
①
ま
ず
授
業
日
数
を
２
０
０
日
と
れ
る
か
と
い

う
こ
と
。
②
そ
れ
か
ら
、
被
災
し
た
家
で
は
お
昼
を
持
っ
て
く
る
こ
と
も
難
し
い

の
で
、
給
食
を
い
つ
か
ら
や
れ
る
か
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
が
一
番
心
配
で
し
た
。

③
田
老
、
重
茂
、
高
浜
も
そ
う
で
し
た
が
、
仮
設
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
と

に
か
く
車
が
な
い
と
学
校
ま
で
の
足
が
な
い
。
そ
れ
で
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
手
配

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
も
全
市
一
斉
に
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

よ
う
な
手
配
を
、
今
ま
で
や
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
大
変
で
し
た
が
、
そ
れ

も
４
月
25
日
だ
っ
た
ら
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
④
あ
と
一
つ
大
き
い
の
は
、

教
科
書
会
社
が
被
災
し
て
、
新
学
期
の
教
科
書
が
流
さ
れ
た
の
で
、
教
科
書
が
揃

う
の
は
い
つ
な
の
か
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
す
べ
て
ト
ー
タ
ル

し
て
ど
れ
も
ク
リ
ア
で
き
る
の
が
４
月
25
日
だ
っ
た
の
で
す
。

休
校
期
間
中
の
子
ど
も
の
ケ
ア

　
あ
る
学
校
の
先
生
た
ち
は
、
今
ま
で
習
っ
た
事
の
学
年
の
お
さ
ら
い
プ
リ
ン
ト

を
作
っ
て
家
庭
訪
問
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
来
ら
れ
る
子
ど
も
た
ち
を
集
め
て
、

午
前
中
だ
け
補
習
授
業
を
し
た
学
校
も
あ
る
し
、
方
法
は
そ
の
学
校
に
任
せ
ま
し

た
。
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
と
こ
ろ
は
部
活
を
し
て
い
た
の
で
、
特
に
新

１
年
生
に
部
活
を
見
に
お
い
で
と
声
掛
け
を
し
ま
し
た
。

　
千
鶏
・
鵜
磯
で
は
、
そ
う
し
た
プ
リ
ン
ト
は
渡
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
ば
ら
く

学
校
を
閉
じ
ま
す
、
家
庭
で
お
願
い
し
ま
す
、
と
い
う
チ
ラ
シ
を
、
４
月
の
は
じ

め
ま
で
家
庭
訪
問
を
し
て
配
っ
て
歩
い
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
に
重
茂
３
校
（
重
茂
小
学
校
、
千
鶏
小
学
校
、
鵜
磯
小
学
校
）
の
校
長
を

重
茂
小
学
校
に
一
度
集
め
て
会
議
を
し
ま
し
た
。
新
年
度
ど
う
す
る
か
と
い
う
話

で
す
。
２
校
は
校
舎
が
被
災
し
使
え
な
い
状
況
な
の
で
、
私
は
３
校
を
一
緒
に
勉

強
さ
せ
る
し
か
な
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
の
学
校
は
、
震
災
前
か
ら
統
合
し
た
い
と
い
う
話
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

あ
ま
り
地
区
の
方
々
は
そ
れ
に
賛
成
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
学

校
が
被
災
し
て
、
も
う
勉
強
す
る
場
所
が
な
い
し
、
重
茂
小
学
校
に
通
え
る
よ
う

に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
き
ち
ん
と
用
意
す
る
の
で
、
ぜ
ひ
重
茂
小
学
校
で
一
緒
に
勉

舎
が
壊
れ
た
学
校
で
は
、
教
育
委
員
会
と
連
名
で
保
護
者
向
け
に
卒
業
式
が
当
分

で
き
な
い
旨
の
お
便
り
を
出
し
ま
し
た
。
結
局
、
４
月
に
な
っ
て
か
ら
卒
業
証
書

を
手
渡
し
ま
し
た
。

校
長
会
議
を
ひ
ら
く

　
後
は
、
当
面
の
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
学
校
を
や
っ
て
い
な
い
間
の
子
ど
も
た
ち

の
暮
ら
し
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
校
長
た
ち
が
迷
っ
て
い
る
と
思
っ
た
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
く
、
３
月
23
日
に
は
校
長
会
議
を
開
き
ま
し
た
。

　
通
常
、
校
長
会
議
は
30
数
校
を
１
か
所
に
集
め
て
や
る
の
で
す
が
、
車
が
流
失

し
た
り
ガ
ソ
リ
ン
が
手
に
入
ら
な
か
っ
た
り
、
先
生
た
ち
が
新
里
の
教
育
委
員
会

ま
で
来
る
の
は
難
し
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
２
か
所
に
分
け
て
会
議
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
旧
市
内
と
田
老
は
市
立
図
書
館
を
、
新
里
・
川
井
は
教
育
委
員
会
を
会
場

に
し
ま
し
た
。

　
校
長
会
議
で
は
、
最
初
に
子
ど
も
た
ち
を
守
っ
て
く
れ
た
事
へ
の
感
謝
を
伝
え

ま
し
た
。
学
校
に
い
た
子
は
全
員
無
事
だ
っ
た
の
で
、
よ
く
守
っ
て
く
れ
た
と
お

礼
を
言
い
ま
し
た
。
そ
し
て
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
も
い
っ
ぱ
い
い
る
の
で
、
そ

の
春
休
み
の
生
活
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
被
災
し
た
学
校
に
つ
い
て
は
大
変
だ

ろ
う
け
れ
ど
も
、子
ど
も
た
ち
の
ケ
ア
を
お
願
い
し
た
い
、と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

市
内
一
斉
に
４
月
25
日
開
校
を
決
定
し
た
理
由

　
被
災
し
た
学
校
は
、
最
終
的
に
４
月
25
日
ま
で
学
校
を
開
か
な
い
こ
と
に
し
た

の
で
、
宮
古
市
の
全
小
中
学
校
は
、
４
月
25
日
を
一
斉
始
業
日
と
す
る
と
、
校
長

会
議
で
決
定
し
ま
し
た
。
被
災
し
て
い
な
い
学
校
か
ら
「
う
ち
は
、
も
と
の
計
画

通
り
４
月
５
日
に
始
め
た
い
」と
い
う
意
見
も
出
た
が
、「
だ
め
だ
」と
言
い
ま
し
た
。

こ
の
１
年
だ
け
は
、
教
育
に
地
域
的
な
凹
凸
が
な
い
よ
う
に
、
み
ん
な
一
緒
に
や
っ

て
も
ら
い
た
い
と
、
校
長
た
ち
に
お
願
い
し
ま
し
た
。�

　
授
業
日
数
と
い
う
の
は
、
２
０
０
日
か
ら
２
０
３
日
確
保
し
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。授
業
開
始
日
が
ぎ
り
ぎ
り
い
つ
な
ら
２
０
０
日
と
れ
る
か
を
計
算
し
て
も
ら
っ

た
ら
、「
５
月
の
は
じ
め
で
も
い
い
で
す
よ
」
と
い
う
の
が
指
導
主
事
の
答
え
だ
っ

た
の
で
、「
よ
し
、
わ
か
っ
た
。
４
月
25
日
で
い
こ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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学
校
に
は
大
き
な
被
害
が
な
か
っ
た
の
で
、
県
教
委
で
内
陸
の
教
職
員
を
避
難
所

運
営
の
手
助
け
に
派
遣
し
て
く
れ
ま
し
た
。
宮
古
市
で
も
、
被
災
し
て
い
な
い
学

校
の
先
生
に
呼
び
掛
け
て
、
避
難
所
の
手
伝
い
、
泊
ま
っ
て
手
伝
い
が
で
き
る
方

を
募
集
し
て
、
手
を
挙
げ
て
く
れ
た
方
を
配
置
し
ま
し
た
。
延
べ
で
１
０
０
名
を

超
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
前
に
県
の
方
か
ら
各
避
難
所
に
３
、４
人
ず
つ
く
ら
い
来

て
も
ら
っ
た
の
で
、教
職
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
か
な
り
の
数
い
た
と
思
い
ま
す
。３
、

40
人
を
１
回
の
ク
ー
ル
で
来
て
も
ら
っ
た
の
で
、
延
べ
で
い
っ
た
ら
何
百
人
に
も

な
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
県
央
部
か
ら
来
て
く
れ
た
人
の
中
に
は
、か
つ
て
宮
古
に
勤
務
し
た
人
も
多
か
っ

た
で
す
。「
ど
う
し
て
も
助
け
に
来
た
か
っ
た
、
手
伝
い
た
い
」
と
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
市
町
村
立
学
校
の
先
生
た
ち
は
、
全
県
交
流
人
事
を
し
て
い
る
の
で
、
宮

古
に
い
た
人
も
い
る
の
で
す
。
人
事
権
の
最
終
決
定
権
は
県
教
委
が
持
っ
て
い
る

た
め
、
宮
古
の
こ
と
を
知
ら
な
い
先
生
が
赴
任
し
て
く
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

　
震
災
は
、
人
事
異
動
の
時
期
だ
っ
た
の
で
、
内
示
が
す
で
に
終
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
人
事
異
動
を
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
に
大
き
な
負
担
が
か
か
っ
て

し
ま
う
の
で
、
県
教
委
の
方
針
で
被
災
地
は
人
事
異
動
が
１
年
凍
結
に
な
り
ま
し

た
。
異
動
予
定
の
先
生
た
ち
に
は
気
の
毒
で
し
た
が
、
私
た
ち
行
政
に
と
っ
て
は

あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　
先
生
た
ち
が
変
わ
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
生
徒
た
ち
は
１
年
同
じ
状
況
で
学
校
に

来
ら
れ
ま
し
た
。
も
し
人
事
異
動
が
あ
れ
ば
、
学
校
が
閉
ま
っ
て
い
る
う
ち
に
先

生
た
ち
が
い
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
、
子

ど
も
た
ち
に
し
て
み
れ
ば
大
変
不
幸
な
こ
と
に
な
る
こ
と
で
し
た
。

　
⑷　
学
校
が
避
難
所
に
な
る
と
い
う
こ
と

　
学
校
が
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
部
屋
の
割
り
振
り
や
支
援
物
資
の
配

布
な
ど
は
、
学
校
長
と
市
か
ら
来
た
職
員
で
管
理
を
し
ま
し
た
。
最
終
的
に
避
難

所
対
応
は
、
運
営
は
市
で
と
い
う
の
が
建
前
で
し
た
が
、
手
伝
い
な
ど
は
学
校
職

員
で
し
た
。
地
震
直
後
は
先
生
た
ち
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
が
、
市
の
職
員
が
シ
フ

ト
を
組
ん
で
い
け
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
３
月
20
日
く
ら
い
か
ら
は
、
市
の
職

員
が
管
理
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

強
さ
せ
て
欲
し
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
幸
い
重
茂
小
学
校
は
建
っ
て
１
年
も
経
っ
て
い
な
い
学
校
で
し
た
。
教
室
に
余

裕
が
あ
っ
た
し
、
体
育
館
の
と
こ
ろ
に
も
教
室
が
あ
っ
て
、
３
校
だ
と
本
当
に
ギ

リ
ギ
リ
だ
け
れ
ど
も
、
な
ん
と
か
勉
強
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
と
に
か
く
、
千
鶏
、
鵜
磯
、
そ
れ
か
ら
校
舎
の
使
え
な
か
っ
た
田
老
一
中
に
つ

い
て
は
、
４
月
５
日
よ
り
前
に
、
教
育
長
で
あ
る
私
が
千
鶏
小
学
校
に
、
教
育
部

長
が
鵜
磯
小
学
校
に
、
田
老
一
中
に
は
学
校
教
育
課
長
が
行
っ
て
保
護
者
向
け
に
、

校
舎
が
な
く
な
っ
て
勉
強
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
話
し
て
、
な
ん
と
か
保
護
者

か
ら
の
了
承
を
得
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
４
月
５
日
に
市
内
全
学
校
で
保
護
者
を
集
め
て
、
新
年
度
準
備
の
説

明
会
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
説
明
会
で
は
、入
学
式
、始
業
式
の
日
程
、

準
備
物
、
そ
し
て
給
食
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス
も
大
丈
夫
だ
と
い
う
こ
と
、
春
休
み
の

過
ご
し
方
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。

児
童
の
心
の
ケ
ア

　
春
休
み
中
は
、
被
災
し
た
学
校
の
子
ど
も
た
ち
を
ケ
ア
す
る
た
め
に
、
県
、
県

教
委
、
他
県
か
ら
の
臨
床
心
理
士
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
心
の
ケ
ア

の
専
門
家
に
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。「
心
の
ケ
ア
相
談
員
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
被

災
し
た
学
校
を
中
心
に
各
学
校
、
学
区
に
よ
っ
て
は
仮
設
を
回
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
の
様
子
を
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。
春
休
み
中
に
情
報
を
集
め
て
お
い
て
、
そ
う

い
う
と
こ
ろ
に
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
親
が
亡
く
な
っ
た
子
ど
も
を
特
に
心
し
て
診
て
も
ら
い
ま
し
た
。
様
子
が
普
段

通
り
で
な
い
子
を
回
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
震
災
で
親
を
亡
く
し
た
子
は
高

校
ま
で
入
れ
て
47
人
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
継
続
し
て
様
子
を
見
た
の
は

心
配
な
子
だ
け
で
、
そ
う
で
な
い
と
き
は
何
か
あ
っ
た
と
き
や
、
学
級
で
様
子
が

お
か
し
い
と
い
う
よ
う
な
時
に
担
任
か
ら
情
報
が
上
が
っ
て
来
て
、
相
談
す
る
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

県
教
委
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

　
宮
古
市
で
も
努
力
し
ま
し
た
が
、
県
教
委
に
大
変
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
内
陸
の

医療の現場から　命を見つめて子どもを守る取り組み
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鍬
小
は
、
校
庭
の
３
分
の
２
は
子
ど
も
が
使
う
よ
う
に
す
る
の
で
と
い
う
こ
と

で
、
地
区
の
た
め
だ
か
ら
、
と
校
長
先
生
も
認
め
ま
し
た
。
そ
の
状
況
で
運
動
会

も
で
き
ま
し
た
。

　
重
茂
は
、
い
く
ら
探
し
て
も
土
地
が
重
茂
小
学
校
に
し
か
な
い
の
で
す
。
そ
れ

で
重
茂
小
学
校
の
校
長
に
、
重
茂
地
区
全
体
の
た
め
に
貸
し
て
く
れ
と
お
願
い
し

ま
し
た
。
２
年
経
っ
て
か
ら
、
土
地
の
所
有
者
に
お
願
い
し
て
、
学
校
の
近
く
に

仮
設
の
外
遊
び
場
を
作
り
ま
し
た
。

　
田
老
三
小
は
、
プ
ー
ル
の
脇
な
ら
全
く
授
業
に
差
し
さ
わ
り
が
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
６
棟
仮
設
を
建
て
ま
し
た
。

　
赤
前
小
は
、
校
長
先
生
が
最
初
に
、
震
災
か
ら
１
週
間
く
ら
い
で
、
仮
設
の
設

営
を
Ｏ
Ｋ
し
て
く
れ
ま
し
た
。被
災
し
た
地
区
な
の
で
、子
ど
も
た
ち
も
大
切
だ
が
、

「
地
区
の
た
め
に
許
可
し
ま
す
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。「
大
丈
夫
か
」と
聞
い
た
ら
、

「
体
育
も
そ
れ
な
り
に
で
き
ま
す
か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
、
全
面
に
仮
設
を
建
て
ま

し
た
。
で
も
、
１
年
経
っ
て
か
ら
、
近
隣
に
結
構
広
い
仮
設
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
建

て
ま
し
た
。

　
一
番
大
変
だ
っ
た
の
は
、
赤
前
小
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
も
１
年
を
経
て
、

運
動
会
が
で
き
る
く
ら
い
の
広
さ
の
仮
設
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
作
っ
た
の
で
、
不
便

は
か
け
る
が
、
他
の
市
町
村
に
比
べ
れ
ば
い
い
の
か
な
あ
と
思
い
ま
す
。
私
が
教

育
長
を
や
め
て
か
ら
も
市
長
さ
ん
は
、学
校
か
ら
先
に
仮
設
を
撤
去
す
る
方
針
だ
っ

た
の
で
、
そ
れ
は
い
い
こ
と
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。（
＊
仮
設
住
宅
用
地
提
供
の
）

話
は
、
校
長
と
教
育
長
の
間
で
相
談
し
ま
し
た
。
本
庁
側
か
ら
す
れ
ば
、
早
く
仮

設
を
建
て
た
か
っ
た
の
で
す
。

　
退
職
し
て
無
職
に
な
っ
て
街
を
歩
い
て
み
て
、
子
ど
も
た
ち
に
公
園
が
な
い
の

は
気
の
毒
だ
と
思
い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
あ
る
親
御
さ
ん
は
、
公
園
で
子
ど
も
を

遊
ば
せ
た
い
だ
ろ
う
な
、
小
学
生
に
は
思
い
っ
き
り
遊
べ
る
校
庭
・
公
園
が
欲
し

い
よ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
佐
々
木
先
生
は
、
教
育
長
を
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
８
月
ま
で
勤

め
た
。
当
時
の
事
を
振
り
返
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
後
を
こ
う
締
め
く
く
っ
た
。

「
辞
め
て
し
ま
っ
た
ら
、
あ
の
時
の
記
憶
が
全
て
飛
ん
で
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
す

　
年
度
末
・
年
度
始
め
の
い
ろ
ん
な
処
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
な
か

な
か
先
生
た
ち
は
自
分
の
仕
事
に
手
を
つ
け
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
避
難

所
の
用
務
が
先
生
た
ち
の
手
を
離
れ
た
の
は
、
４
月
に
入
っ
て
か
ら
で
し
た
。
鍬

小
や
二
中
で
は
、
市
の
職
員
で
仕
事
の
関
係
や
被
災
し
た
な
ど
の
理
由
で
、
た
ま

た
ま
避
難
し
て
い
た
人
が
そ
こ
に
張
り
付
い
て
管
理
す
る
こ
と
に
な
る
な
ど
、
学

校
に
よ
っ
て
状
況
は
様
々
で
し
た
。

　
校
舎
を
避
難
所
に
使
う
場
合
、
ど
こ
を
使
う
か
は
ま
ず
は
校
長
の
判
断
で
す
。

で
も
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
が
優
先
な
の
で
、
授
業
に
支
障
が
な
い
と
こ
ろ
は
貸

す
け
れ
ど
も
、そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
は
断
る
。
３
月
の
最
初
の
時
は
、寒
か
っ
た
し
、

暖
房
も
な
い
の
で
、
体
育
館
で
は
寒
く
て
気
の
毒
だ
と
い
う
こ
と
で
、
も
っ
と
暖

が
取
れ
る
教
室
を
開
放
し
た
学
校
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
４
月
に
入
っ
て
だ
ん

だ
ん
新
年
度
の
準
備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、「
す
み
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う

わ
け
で
教
室
を
開
け
て
体
育
館
に
移
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
、
不
承
不
承
で

も
体
育
館
の
方
に
移
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
う
い
う
風
に
し
て
、
避
難
し
た
方
と
校
舎
管
理
を
し
て
い
る
学
校
長
が
話
し

合
い
を
し
て
、
貸
す
場
所
と
い
う
か
住
む
場
所
を
決
め
て
い
ま
し
た
。
住
民
も
ま

ず
地
区
の
方
々
が
ほ
と
ん
ど
で
す
し
、
子
ど
も
た
ち
が
そ
の
学
校
に
世
話
に
な
っ

た
と
い
う
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
か
ら
、
無
理
な
こ
と
は
言
わ
な
い
は
ず
で
す
。

　
⑸　
学
校
を
利
用
し
た
仮
設
住
宅
に
つ
い
て

　
学
校
へ
の
仮
設
住
宅
建
設
は
、
大
変
難
し
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、
愛
宕
小
は

仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
の
年
に
統
合
・
閉
校
が
決
ま
っ
て
い
た
の
で
「
校

長
先
生
ご
め
ん
、
こ
ん
な
に
地
区
も
被
災
し
た
か
ら
校
庭
を
」、
と
い
う
こ
と
で
、

お
願
い
し
ま
し
た
。
愛
宕
に
子
ど
も
た
ち
が
い
る
の
は
あ
と
１
年
し
か
な
い
の
で

気
の
毒
で
し
た
。

　
仮
設
住
宅
の
た
め
の
場
所
が
ほ
し
い
と
い
う
話
は
、
二
中
に
も
来
ま
し
た
。
中

学
校
は
部
活
も
あ
る
し
大
変
難
し
い
。
二
中
は
ど
う
に
か
な
ら
な
い
か
と
話
し
て
、

バ
ス
で
５
分
の
と
こ
ろ
に
仮
設
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
先
に
作
っ
て
も
ら
っ
て
、
そ
こ

に
授
業
で
行
く
た
め
の
バ
ス
も
手
配
し
て
、
そ
れ
か
ら
バ
ス
要
員
の
先
生
も
１
人

宮
古
市
で
雇
っ
て
、
そ
れ
か
ら
二
中
に
仮
設
を
建
て
て
も
ら
い
ま
し
た
。

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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少
な
い
も
の
で
暮
ら
す

　
仮
設
住
宅
は
収
納
力
が
低
く
、
片
付
か
な
い
こ
と
が
一
時
情
報
番
組
な
ど
で
盛

ん
に
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
た
が
、
花
輪
さ
ん
の
ご
自
宅
（
仮
設
住
宅
）
は
、
大
家

族
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
驚
く
ほ
ど
物
が
少
な
く
す
っ
き
り
と
し
て
い
た
。

　
「
田
老
の
人
は
近
所
付
き
合
い
が
密
な
ん
で
す
。
何
か
も
ら
っ
た
ら
必
ず
お
す
そ

分
け
を
す
る
し
、
も
ら
っ
た
ら
あ
げ
る
。
物
を
も
ら
っ
て
も
ら
い
っ
ぱ
な
し
の
人

は
い
な
い
。
た
く
さ
ん
い
ろ
ん
な
方
に
い
た
だ
い
た
し
、
い
た
だ
い
た
物
を
分
け

合
っ
た
り
し
た
の
で
、
物
は
な
く
て
も
何
と
か
な
り
ま
し
た
。
家
族
の
命
さ
え
あ

れ
ば
、
あ
ま
り
困
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
物
は
な
る
べ
く
増
や
さ
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
家
族
が
い
れ
ば
大
丈
夫
」
と
話
し
て
い
た
。

２　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
で
の
避
難
所
生
活　

　
同
じ
く
、
前
田
恵
美
さ
ん
の
事
例
か
ら
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
で
の
避
難
所
生
活
に

つ
い
て
も
記
し
て
お
こ
う
。

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
避
難
所
で
の
生
活

　
夫
は
漁
協
に
勤
め
て
い
る
の
で
す
が
、
直
後
の
３
、４
日
は
、
消
防
団
と
し
て
捜

索
作
業
に
出
て
い
ま
し
た
。
内
陸
に
い
る
弟
が
探
し
に
来
て
く
れ
た
の
で
、
消
防

団
の
活
動
で
残
る
夫
と
、
役
場
に
残
っ
て
水
汲
み
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
と
い

う
中
学
生
の
子
を
残
し
て
、
５
人
の
子
を
連
れ
て
実
家
に
避
難
し
ま
し
た
。
途
中
、

下
の
子
た
ち
を
連
れ
て
宮
古
商
業
高
校
に
避
難
し
て
い
た
長
男
を
迎
え
に
行
き
ま

し
た
。
実
家
に
は
、
２
週
間
ほ
ど
滞
在
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
夫
た
ち
と
の
連
絡

が
取
り
づ
ら
い
た
め
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
避
難
所
に
移
動
し
ま
し
た
。

　
最
初
の
３
、４
日
は
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
ホ
テ
ル
の
廊
下
で
過
ご
し
ま
し
た
。
布
団

を
人
数
分
借
り
て
、
廊
下
に
並
べ
て
生
活
し
た
の
で
す
。
赤
沼
正
清
さ
ん
が
リ
ー

ダ
ー
に
な
っ
て
、
掃
除
係
な
ど
を
割
り
振
り
ま
し
た
。
私
は
ト
イ
レ
掃
除
を
し
ま

し
た
。
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
の
ほ
か
、
時
間
割
り
も
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
避
難
所

の
消
灯
時
間
は
９
時
で
し
た
。
食
事
は
配
給
で
し
た
が
、
最
初
の
２
日
く
ら
い
は

食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
後
ア
リ
ー
ナ
に
移
っ
て
３
、４
日
経
っ
た
頃
、
小
さ
な
子
ど
も
が
い
る
人
や

お
年
寄
り
が
、
優
先
的
に
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
ホ
テ
ル
の
部
屋
を
借
り
ら
れ
る
こ
と

る
。
よ
そ
見
を
す
る
暇
も
な
か
っ
た
の
か
な
」、
と
。

Ｃ　
子
ど
も
の
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
に　

　
次
は
、
避
難
所
生
活
に
は
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
り
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に

解
決
し
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
過
程
を
母
親
た
ち
か
ら
の
聞
き
書
き
か
ら
明
ら
か

に
す
る
。

１　
避
難
所
を
出
て
転
々
と
す
る

　
Ａ
９
で
紹
介
し
た
田
老
の
花
輪
さ
ん
は
、
翌
日
に
な
っ
て
線
路
を
歩
い
て
北
高

校
に
で
き
た
避
難
所
に
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
後
の
生
活
に
つ
い
て
記
し
て
お

く
。

北
高
校
か
ら
樫
内
、
そ
し
て
街
中
へ

　
そ
の
後
、
樫
内
に
い
る
親
戚
の
家
で
１
週
間
ほ
ど
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
薪

ス
ト
ー
ブ
の
あ
る
大
き
な
家
で
、
布
団
も
ろ
う
そ
く
も
あ
り
ま
し
た
が
、
停
電
で

ま
だ
お
風
呂
に
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
頃
に
な
る
と
、
宮
古
市
街
地
の
方
で
は
電
気
が
復
旧
し
ま
し
た
。
叔
母
が

「
電
気
が
通
い
お
風
呂
に
も
入
れ
る
か
ら
」
と
誘
っ
て
く
れ
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
１

か
月
ほ
ど
滞
在
し
ま
し
た
。
１
週
間
ぶ
り
に
お
風
呂
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

で
も
、
親
戚
と
は
い
え
気
兼
ね
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
避
難
生
活
を
続
け
る
う

ち
に
、子
ど
も
た
ち
が
次
々
に
風
邪
を
ひ
き
始
め
ま
し
た
。
車
も
流
さ
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
病
院
に
連
れ
て
行
く
の
に
も
困
り
ま
し
た
。

　
別
の
街
に
住
む
母
が
お
金
を
持
っ
て
来
て
く
れ
た
の
で
、
そ
の
お
金
を
持
っ
て

薬
王
堂
に
子
ど
も
た
ち
の
物
を
買
い
に
行
き
ま
し
た
。
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま

し
た
。
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
と
聞
か
れ
た
の
で
、「
田
老
か
ら
来
た
」
と
言
っ
た
ら
、

前
の
方
に
並
べ
る
よ
う
に
店
員
さ
ん
を
説
得
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
３
週
間
ほ
ど
夫
の
実
家
に
行
き
ま
し
た
。
ま
だ
電
気
も
水
道
も
復
旧

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
仮
設
住
宅
が
で
き
て
移

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
番
上
の
子
が
ま
だ
幼
稚
園
の
時
は
、
夫
の
仕
事
の
関

係
で
盛
岡
の
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
頃
の
友
達
が
物
資
を
た
く

さ
ん
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

医療の現場から　命を見つめて子どもを守る取り組み
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レ
ビ
も
動
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
田
老
の
人
も
、
水
産
業
の
仕
事
で
来
て
い

た
中
国
人
も
10
人
は
避
難
し
て
い
ま
し
た
。（
＊
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
は
）
み
ん
な
を

受
け
入
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
食
料
や
水

や
重
油
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
母
は
、
日
立
浜
で
民
生
委

員
を
し
て
い
た
の
で
、
ホ
テ
ル
の
支
配
人
と
相
談
し
て
、
行
政
連
絡
委
員
の
方
と

２
人
で
、
市
役
所
に
お
願
い
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

食
事
・
ト
イ
レ
・
お
風
呂
・
洗
濯
・
ガ
ソ
リ
ン
が
手
に
入
ら
な
い

　
次
の
日
、
自
衛
隊
が
水
と
重
油
な
ど
を
持
っ
て
来
て
く
れ
、
宮
古
市
か
ら
は
、

お
に
ぎ
り
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
で
も
、硬
く
て
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
の
方
で
、避
難
し
て
い
る
女
性
や
子
ど
も
た
ち
、そ
し
て
従
業
員
の
方
々

が
流
れ
作
業
で
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
ン
ケ
ッ
ト
ル
ー
ム

を
開
放
し
て
、
そ
こ
を
食
堂
に
し
て
、
ス
ー
プ
な
ど
も
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
不

公
平
が
出
た
り
、
食
事
の
時
に
混
乱
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
、
ホ
テ
ル
の
方
で
、

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
渡
し
て
、
番
号
と
名
前
の
リ
ス
ト
を
つ
く
り
、
チ
ェ
ッ
ク

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
食
器
は
み
ん
な
で
洗
い
ま
し
た
。
水
は
出
て
い
ま
し
た
。
ト
イ
レ
の
水
が
流
れ

な
く
な
っ
た
の
で
、
男
の
人
た
ち
が
お
風
呂
の
水
を
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
運
ん
で
流

し
ま
し
た
。

　
お
風
呂
は
大
変
で
し
た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
復
旧
す
る
ま
で
は
、
車
が
あ
る
人

は
銭
湯
に
行
き
ま
し
た
。
何
か
を
買
い
に
行
く
に
も
長
蛇
の
列
で
し
た
。
市
外
か

ら
商
品
が
来
な
い
か
ら
み
ん
な
困
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
ガ
ソ
リ
ン
を
手
に
入

れ
る
の
が
大
変
で
し
た
。
長
時
間
並
ん
で
い
て
も
、「
今
日
は
こ
こ
で
終
わ
り
」
と

断
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
ん
で
す
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
復
旧
し
て
も
３
月
中
は
ガ

ソ
リ
ン
が
手
に
入
ら
ず
、
動
き
が
と
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
ん
で
私
た
ち
だ
け
が
？

　
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
ア
ト
ピ
ー
や
ぜ
ん
そ
く
の
症
状
が
出
ま

し
た
。
薬
は
あ
っ
た
の
で
す
が
も
っ
と
強
い
薬
で
な
い
と
症
状
が
治
ま
ら
な
い
。

夫
の
親
戚
が
太
田
に
い
て
、「
お
風
呂
や
洗
濯
に
お
い
で
」
と
言
っ
て
も
ら
っ
た
の

に
な
っ
た
の
で
、
２
か
月
ほ
ど
仮
設
住
宅
が
で
き
る
ま
で
そ
こ
に
滞
在
し
ま
し
た
。

　
ア
リ
ー
ナ
４
日
目
く
ら
い
か
ら
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
が
提
言
し
て
、
女
性
が
着
替

え
た
り
洗
濯
物
を
干
す
場
所
が
で
き
ま
し
た
。
汚
れ
た
衣
服
は
、
最
初
は
手
で
洗

濯
し
て
、池
の
周
り
の
木
に
干
し
た
り
、木
で
物
干
し
台
を
作
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、

そ
の
う
ち
プ
ー
ル
に
洗
濯
機
が
５
、６
台
置
か
れ
ま
し
た
。
使
用
時
間
が
決
ま
っ
て

い
た
た
め
、
朝
の
４
時
く
ら
い
か
ら
洗
濯
の
順
番
待
ち
を
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
様
子

　
ア
リ
ー
ナ
に
い
る
頃
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
生
活
が
荒
れ
て
き
ま
し
た
。
阪
神
淡

路
の
時
も
学
校
が
荒
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
ひ
ど
い
災
害
が
起
こ
っ
て
、
良
い
も

悪
い
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
た
く
さ
ん
来
て
く
れ
ま
し
た
。
Ａ
Ｋ
Ｂ

や
渡
辺
謙
さ
ん
も
来
て
く
れ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
プ
ー
ル
の
脇
に
自
衛
隊
が
来
て
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
で
は
ご
は
ん
を
炊
い
て
く
れ

ま
し
た
。
交
流
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
長
男
が
自
衛
隊
に
入
っ
た
の
は
、

震
災
の
時
自
衛
隊
に
助
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
中
学
生
の
子

は
、
津
波
を
見
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
作
文
を
読
む
と
、
大
人
よ
り
田
老

の
役
に
立
ち
た
い
と
真
剣
に
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
学
校
は
、
４
月
の
下
旬
に
な
っ
て
再
開
し
ま
し
た
。
中
学
校
は
被
災
し
た
の
で
、

小
学
校
の
３
階
に
夏
ま
で
間
借
り
し
て
の
再
開
で
し
た
。
田
老
の
給
食
セ
ン
タ
ー

は
残
っ
た
の
で
、
割
合
と
早
く
給
食
が
再
開
し
ま
し
た
。
高
校
の
方
は
、
学
校
か

県
で
し
ば
ら
く
は
昼
食
を
用
意
し
て
く
れ
ま
し
た
。

３　
浄
土
ヶ
浜
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で

　
Ａ
４
で
紹
介
し
た
、
日
立
浜
の
村
木
め
ぐ
み
さ
ん
の
一
家
は
、
そ
の
後
、
ど
う

し
た
の
だ
ろ
う
か
。
村
木
さ
ん
の
話
に
戻
ろ
う
。

浄
土
ヶ
浜
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
行
く

　
浄
土
ヶ
浜
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
は
、
町
内
の
人
以
外
の
人
で
ご
っ
た
返
し
て
い
ま
し

た
。
客
室
に
は
お
客
さ
ん
が
泊
ま
っ
て
い
る
の
で
、
ロ
ビ
ー
の
じ
ゅ
う
た
ん
の
上

に
畳
を
敷
い
て
１
人
ず
つ
に
布
団
を
く
れ
ま
し
た
。
自
家
発
電
機
で
自
販
機
や
テ

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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仮
設
住
宅
の
申
し
込
み
が
は
じ
ま
っ
た
頃
の
こ
と
で
す
。

　
小
山
田
に
移
る
頃
、
子
ど
も
の
体
調
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
大
田
に
あ

る
親
戚
の
空
き
家
を
借
り
て
、
毎
日
の
よ
う
に
避
難
所
に
通
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

４
月
か
ら
上
の
子
は
バ
ス
ケ
の
チ
ー
ム
に
誘
わ
れ
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

勉
強
ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
て
も
ら
う

　
ア
リ
ー
ナ
に
は
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
い
ま
し
た
。
京
都
か
ら
来
て
い
る
警
察
の

人
は
、
子
ど
も
た
ち
を
毎
朝
送
り
だ
し
て
く
れ
て
、
毎
夕
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
勉
強
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
の
で
、
警
察
の
人
が
廊
下

に
テ
ー
ブ
ル
を
置
い
て
勉
強
場
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
壁
に「
め
ざ
せ
！
警
官
！

勉
強
し
な
い
と
な
れ
な
い
ぞ
」
と
い
う
手
書
き
の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
遅
く
ま
で
気
に
せ
ず
に
勉
強
が
で
き
た
し
、
勉
強
も
楽
し
く
で
き
ま
し
た
。

京
都
の
警
察
の
人
た
ち
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
高
い
方
々
で
し
た
。
ま

た
、
夜
勤
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
の
子
は
、
み
ん
な
で
見
守
り
ま
し
た
。
困
っ

た
こ
と
が
あ
る
と
、
母
に
伝
え
て
、
母
が
解
決
に
動
き
ま
し
た
。

仕
事
再
開

　
仕
事
は
６
月
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。
水
産
加
工
会
社
の
中
で
は
早
い
方
で
し
た
。

仕
事
が
忙
し
く
な
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
ア
リ
ー
ナ
で
何
か
イ
ベ
ン
ト
や
炊
き
出

し
が
あ
る
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
美
容
師
さ
ん
が
来
て
、
子
ど
も
の
髪
を
カ
ッ

ト
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
盛
岡
の
仕
出
し
屋
の
し
も
や
さ
ん
の
お
食

事
が
届
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ド
ラ
の
組
合
員
は
、
店
に
リ
ク
エ
ス
ト
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、「
ド
ラ
さ
ん
の
方
が
い
い
」
と
言
う
人
も
あ
り
ま
し
た
。

　
避
難
所
で
息
子
は
、
ご
は
ん
を
食
べ
さ
せ
て
も
ら
う
な
ど
、面
倒
を
み
て
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
と
自
分
は
、
い
つ
も
ア
リ
ー
ナ
に
寄
っ
て
家
に
帰
り

ま
し
た
。

ミ
ニ
バ
ス
ケ
と
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

　
小
学
校
の
ミ
ニ
バ
ス
ケ
は
５
月
末
に
再
開
し
ま
し
た
。
宮
古
小
学
校
を
拠
点
に

や
っ
て
い
た
チ
ー
ム
だ
っ
た
の
で
す
が
、
震
災
で
一
時
的
に
田
代
に
移
っ
た
の
で
、

で
、
そ
の
日
か
ら
２
、
３
日
お
き
に
借
り
に
行
き
ま
し
た
。

　
被
災
地
と
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
の
差
は
大
き
い
で
す
。
被
災
し
て
い
な
い
人
は

普
通
の
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
大
人
で
も
「
な
ん
で
私
た
ち
だ
け
が
？
」
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
お
風
呂
や
洗
濯
を
す
る
と
人
間
ら
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
も
、
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
戻
る
際
に
は
、「
今
か
ら
現
実
に
戻
る
ぞ
！
」
と
自
分

に
言
い
聞
か
せ
ま
し
た
。
正
直
、
子
ど
も
た
ち
の
方
が
強
い
。
子
ど
も
た
ち
は
不

便
な
避
難
所
生
活
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
団
体
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
医
者
が
来

て
く
れ
た
の
が
一
番
助
か
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
薬
を
も
ら
え
ま
し
た
。

　
避
難
所
で
困
っ
た
こ
と
は
、
ホ
テ
ル
の
支
配
人
と
民
生
委
員
で
あ
る
母
と
の
２

人
が
中
心
と
な
っ
て
解
決
し
て
い
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
が
置
か
れ
て
い
る
状
況

は
様
々
で
す
。
家
が
無
事
で
も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
な
い
の
で
避
難
所
に
い
る
人
も

い
ま
し
た
。

協
力
し
て
子
守
り

　
避
難
所
で
は
、子
ど
も
を
持
っ
た
親
同
士
で
、子
ど
も
の
世
話
を
し
あ
い
ま
し
た
。

被
災
後
、（
＊
私
に
）
何
も
す
る
気
が
起
き
な
い
時
期
が
あ
っ
て
、
下
の
子
が
わ
が

ま
ま
に
な
り
ま
し
た
。
小
学
生
の
お
姉
さ
ん
た
ち
に
下
の
子
を
見
て
も
ら
っ
た
り
、

ひ
と
り
の
お
母
さ
ん
が
、「
休
ん
で
て
、
み
ん
な
で
預
か
る
か
ら
」
と
一
人
に
な
る

時
間
を
作
っ
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　
そ
の
仲
間
と
は
、
今
で
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
避
難
所
生
活
で
仲
良
く
な
っ

た
の
で
す
。
数
か
月
の
赤
ち
ゃ
ん
を
持
つ
人
か
ら
高
校
生
の
お
母
さ
ん
ま
で
い
ま

し
た
が
、
同
じ
小
学
校
の
人
を
中
心
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
状
況
の
人

が
い
て
親
同
士
、
子
ど
も
同
士
協
力
し
合
っ
た
の
で
す
。

シ
ー
ア
リ
ー
ナ
（
宮
古
市
民
総
合
体
育
館
）
の
避
難
所
へ
移
動
す
る

　
１
か
月
し
た
ら
、
市
の
方
か
ら
、
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
が
工
事
関
係
者
を
受
け
入
れ

る
の
で
、
出
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
市
長
が
説
明
に
来
て
、
市
内
の
避
難

所
を
小
山
田
の
シ
ー
ア
リ
ー
ナ
に
統
合
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど

医療の現場から　命を見つめて子どもを守る取り組み
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上
の
子
に
は
、被
災
後
、瓦
礫
を
片
づ
け
る
前
に
現
状
を
見
せ
て
お
き
た
か
っ
た
。

子
ど
も
に
は
み
せ
た
く
な
い
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
町
で
何

が
起
き
て
ど
う
な
っ
た
か
を
見
て
お
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
日
立
浜
の
実

家
や
住
ん
で
い
た
ア
パ
ー
ト
、
鍬
ヶ
崎
の
町
を
見
せ
ま
し
た
。「
こ
の
景
色
を
覚
え

て
い
て
、あ
な
た
の
子
ど
も
に
話
し
て
聞
か
せ
て
ね
」と
話
し
ま
し
た
。
息
子
は「
わ

か
っ
た
」
と
言
い
ま
し
た
。

４　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
問
題
を
巡
っ
て

　
子
ど
も
の
生
活
を
取
り
戻
そ
う
と
奮
闘
す
る
村
木
め
ぐ
み
さ
ん
の
話
の
中
で
、

特
に
力
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
が
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
問
題
で
あ
る
。
震
災
の
1
か

月
後
、
市
か
ら
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
で
き
た
避
難
所
か
ら
ア
リ
ー
ナ
へ
移
動
を
要
請

さ
れ
た
際
に
、
移
動
を
受
け
入
れ
た
決
め
手
と
な
っ
た
の
が
鍬
ヶ
崎
小
学
校
ま
で

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
市
の
方
で
手
配
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
だ
が
、
そ

れ
を
実
現
し
て
も
ら
う
に
は
、か
な
り
の
努
力
と
様
々
な
人
の
力
添
え
が
必
要
だ
っ

た
。

　
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
校
ま
で
バ
ス
を
出
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
の
で
す
が
、
バ
ス
は
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ま
で
し
か
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
か
ら
学
校
ま
で
の
か
な
り
の
距
離
を
、
小
学
生
に
、
全
く
片
付
い
て
な
い
瓦

礫
の
中
を
歩
い
て
行
け
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
は
、
危
険
だ
し
、
話
が
違
う
。

ま
た
、
ア
リ
ー
ナ
に
は
、
小
学
生
に
加
え
、
中
学
生
が
３
人
い
ま
し
た
が
、
ア
リ
ー

ナ
か
ら
二
中
ま
で
も
バ
ス
が
出
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
避
難
所
生
活
の
中
、
毎
日
親
が
送
り
迎
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
ま
し

て
や
、
転
校
さ
せ
る
こ
と
は
子
ど
も
へ
の
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
。
何
度
も
ア
リ
ー

ナ
を
訪
れ
て
い
た
市
長
に
こ
う
し
た
状
況
を
直
談
判
す
る
こ
と
も
叶
わ
ず
、
途
方

に
暮
れ
る
親
子
た
ち
に
、
や
が
て
救
い
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
た
。
子
ど
も
た
ち

の
窮
状
を
看
過
で
き
な
い
大
人
た
ち
が
現
れ
た
の
だ
。

　
み
ん
な
で
通
学
の
足
に
つ
い
て
の
対
応
を
考
え
ま
し
た
。
知
り
合
い
に
い
わ
て

生
協
の
理
事
が
い
て
、
そ
の
人
が
ド
ラ
の
店
長
に
相
談
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
店
長
が
2
人
交
代
で
、
小
中
学
生
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
、

送
り
迎
え
が
大
変
で
し
た
。
コ
ー
チ
は
学
校
の
先
生
で
し
た
。
だ
ん
だ
ん
普
通
に

内
陸
へ
の
遠
征
も
始
ま
り
ま
し
た
。
被
災
し
た
子
は
、
避
難
所
に
帰
る
の
で
、
そ

の
違
い
は
あ
る
だ
ろ
う
な
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ミ
ニ
バ
ス
ケ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
津
波
の
水
に
浸
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
最

初
、
ユ
ニ
セ
フ
に
電
話
を
し
て
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
支
援
し
て
も
ら
え
な
い
か
と
話

し
た
ら
、
前
例
が
な
い
と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、
ケ
ア
ジ
ャ
パ
ン
を
紹
介
し
て
く

れ
ま
し
た
。
審
査
が
通
り
、
新
し
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
で
き
ま
し
た
。

　
学
校
に
も
た
く
さ
ん
支
援
物
資
や
サ
ー
ビ
ス
が
来
ま
し
た
。
ジ
ャ
ー
ジ
や
制
服

も
支
援
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
海
外
か
ら
の
支
援
は
カ
ラ
フ
ル
で
喜
ん
で
い
ま
し

た
。
支
援
は
最
初
は
被
災
者
だ
け
で
し
た
が
、
最
終
的
に
は
被
災
し
て
い
な
い
子

に
も
、
全
校
生
徒
に
わ
た
り
ま
し
た
。
支
援
を
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
を
体
験

で
き
た
の
は
良
か
っ
た
で
す
。

外
練
習
が
で
き
な
い

　
宮
古
へ
の
支
援
の
多
く
は
田
老
へ
行
き
ま
し
た
。
数
年
た
っ
て
話
題
に
な
っ
た

時
、「
鍬
ヶ
崎
は
忘
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
寂
し
い
」
と
母
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。

上
の
子
の
学
年
は
２
ク
ラ
ス
で
し
た
が
、
以
降
は
全
学
年
が
１
ク
ラ
ス
に
な
り
ま

し
た
。
昔
は
学
校
が
地
域
の
中
心
で
し
た
が
、
今
は
地
域
の
人
も
少
な
く
な
り
、

地
域
の
人
み
ん
な
が
子
ど
も
を
み
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

通
学
路
は
工
事
の
人
も
水
を
ま
い
た
り
し
て
い
る
の
で
す
が
、
土
埃
で
咳
き
込
む

の
で
マ
ス
ク
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
中
学
生
は
部
活
で
も
危
険
な
の
で
走
れ
ま
せ
ん
。
走
ら
な
い
よ
う
に
と
要
請
が

あ
り
ま
し
た
。
部
活
の
外
練
が
で
き
な
い
ん
で
す
。
震
災
以
降
、
行
動
が
制
限
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
、
体
を
使
う
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
子

ど
も
に
は
い
ろ
い
ろ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
た
い
の
で
す
が
、
規
制
す
る
親
た
ち
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
私
と
友
人
は
、
夕
方
、
45
号
線
沿
い
を
浄
土
ヶ
浜
か
ら
佐
原

３
丁
目
ま
で
、
息
子
た
ち
を
共
に
走
ら
せ
ま
し
た
。
内
陸
の
子
と
体
力
の
差
が
つ

か
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
い
ま
し
た
。

瓦
礫
の
街
を
見
せ
る

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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し
た
。
震
災
で
子
ど
も
の
命
は
助
け
た
。
今
、
ア
リ
ー
ナ
の
避
難
所
に
い
る
が
、

元
の
学
校
に
通
わ
せ
た
い
。
だ
が
、
ア
リ
ー
ナ
は
小
山
田
学
区
な
の
で
学
区
を
越

え
て
登
校
さ
せ
る
の
は
無
理
だ
と
言
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
い
わ
て
生
協
に
期
待
し
た
の
で
す
が
、
責
任
問
題
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

で
も
、
子
ど
も
は
前
と
同
じ
学
校
に
通
い
た
い
の
だ
。「
自
分
で
や
れ
ば
い
い
ん
だ

ろ
。
自
分
で
責
任
と
れ
ば
い
い
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
葬
祭
会
館
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
誘
っ
て
２
人
で
、
朝
晩
、
子
ど
も
た

ち
の
送
り
迎
え
を
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　
中
学
生
は
中
総
体
前
だ
っ
た
の
で
、
５
月
中
旬
ま
で
、
朝
は
７
時
半
ま
で
に
行

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
は
小
学
生
に
は
早
す
ぎ
る
。
帰
り
は
小
学

校
３
時
、
中
学
校
５
時
半
に
時
間
を
決
め
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
校
門
の

と
こ
ろ
に
警
備
の
人
が
立
っ
て
い
た
の
で
、
私
た
ち
が
来
る
こ
と
を
、
お
母
さ
ん

た
ち
が
学
校
の
先
生
に
伝
え
て
く
れ
て
い
た
の
で
、
助
か
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
当
初
、
車
内
で
何
も
し
ゃ
べ
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
送
り
迎

え
が
終
わ
る
頃
に
は
明
る
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
立
ち
直
り
は
早

か
っ
た
。

　
そ
の
間
、
お
母
さ
ん
た
ち
に
頼
ま
れ
て
市
教
委
へ
も
交
渉
に
行
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
私
た
ち
が
送
迎
を
す
る
よ
う
に
し
た
ら
、
１
週
間
く
ら
い
で
教
育
委
員

会
だ
か
市
だ
か
が
動
い
た
の
で
、
も
う
必
要
が
な
く
な
っ
た
、
と
お
母
さ
ん
た
ち

が
お
礼
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

５　
瓦
礫
の
中
の
自
宅
で
暮
ら
す

　
鍬
ヶ
崎
に
住
む
Ｂ
さ
ん
（
昭
和
46
年
生
）
に
は
、
震
災
当
時
小
学
生
と
幼
稚
園

児
の
子
ど
も
が
い
た
。
被
災
後
、
盛
岡
に
転
居
す
る
話
も
出
た
が
、
子
ど
も
た
ち

が
転
校
を
嫌
が
っ
た
た
め
、
被
災
後
の
瓦
礫
の
町
と
化
し
た
鍬
ヶ
崎
の
自
宅
に
と

ど
ま
り
、学
校
に
通
わ
せ
た
と
い
う
。
当
時
の
鍬
ヶ
崎
地
区
の
状
況
を
聞
い
た
（
取

材
日
：
２
０
１
５
年
３
月
７
日
）。

　
両
親
に
留
守
番
を
頼
ん
で
、
車
で
家
族
旅
行
に
出
か
け
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
宮

古
に
帰
る
日
に
震
災
が
起
き
ま
し
た
。
夜
に
、
両
親
が
津
波
で
行
方
不
明
に
な
り
、

捜
索
中
で
あ
る
こ
と
を
、
宮
古
在
住
の
叔
母
か
ら
電
話
で
聞
き
ま
し
た
。
翌
日
の

送
迎
を
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
車
は
７
、８
人
乗
り
の
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス

カ
ー
を
無
料
で
貸
し
て
く
れ
る
人
が
い
ま
し
た
。

　
鍬
小
に
通
う
小
学
生
は
５
人
、
中
学
生
は
３
人
い
ま
し
た
が
、
店
長
た
ち
は
そ

れ
ぞ
れ
別
に
送
り
迎
え
し
て
く
れ
て
、
中
学
生
の
部
活
の
朝
練
に
も
対
応
し
て
く

れ
ま
し
た
。
毎
日
朝
晩
２
往
復
。
風
邪
を
ひ
い
て
乗
ら
な
い
場
合
は
連
絡
を
し
ま

し
た
。　
　

　
そ
の
う
ち
、
こ
れ
は
教
育
委
員
会
に
言
う
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

で
も
、
私
た
ち
の
よ
う
な
お
ば
さ
ん
が
行
っ
て
も
相
手
に
し
て
く
れ
な
い
と
思
わ

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
市
会
議
員
さ
ん
に
頼
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
結
局
、
議
員
さ
ん
２
名
と
、
い
わ
て
生
協
の
理
事
さ
ん
と
ユ
ニ
セ
フ
担
当
の
人
、

ド
ラ
の
店
長
、
親
３
名
の
総
勢
８
名
で
教
育
委
員
会
に
行
き
ま
し
た
。
教
育
委
員

会
の
方
は
、
４
月
だ
っ
た
の
で
、
子
ど
も
一
人
一
人
の
事
情
は
わ
か
ら
な
い
よ
う

で
し
た
。
そ
の
様
子
を
見
て
議
員
さ
ん
が
、「
何
を
や
っ
て
い
る
！
被
災
地
に
行

け
！
」
と
怒
っ
て
い
ま
し
た
。

　
後
日
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
で
小
中
学
生
の
時
間
を
合
わ
せ
て
ア
リ
ー
ナ
ま
で

送
迎
を
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
送
り
迎
え
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
お
礼
に
行
く
と
、
ド
ラ
の
店
長
さ
ん
は
、「
困
っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
当
然
の

こ
と
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
元
ド
ラ
店
長・菅
原
紀
夫
さ
ん（
昭
和
36
年
生
）は
、次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る（
取

材
日
：
２
０
１
５
年
６
月
29
日
）。

　
ア
リ
ー
ナ
の
避
難
所
に
は
、
震
災
直
後
か
ら
鍬
ヶ
崎
か
ら
来
て
い
る
人
が
結
構

い
ま
し
た
。
鍬
ヶ
崎
小
学
校
に
も
愛
宕
の
避
難
所
に
も
入
れ
な
か
っ
た
人
た
ち
で

し
た
。
そ
の
中
に
第
二
中
学
校
に
通
う
中
学
生
が
３
人
、
鍬
ヶ
崎
小
学
生
が
４
、５

人
い
ま
し
た
。

　
ド
ラ
の
北
側
は
６
㍍
も
冠
水
し
ま
し
た
が
、
店
に
被
害
は
な
か
っ
た
の
で
、
震

災
の
翌
日
か
ら
店
頭
で
販
売
を
始
め
ま
し
た
。
3
日
目
に
は
電
気
が
つ
き
、
営
業

を
本
格
的
に
開
始
し
た
ら
、
２
千
人
を
超
え
る
数
の
お
客
さ
ん
が
開
店
前
か
ら
並

び
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
個
人
的
に
お
母
さ
ん
た
ち
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
事
を
相
談
さ
れ
ま

医療の現場から　命を見つめて子どもを守る取り組み
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ン
の
明
か
り
で
過
ご
し
ま
し
た
。
震
災
直
後
は
真
っ
暗
で
物
騒
で
不
安
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
大
阪
か
ら
来
た
警
察
の
方
が
夜
２
回
見
回
り
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
途
中
で
電
気
を
つ
な
い
で
く
れ
た
の
で
、
盛
岡
で
レ
ン
ジ
を
買
っ
て
持
っ
て
来

ま
し
た
。
宮
古
に
買
い
物
に
行
っ
て
も
物
が
な
い
ん
で
す
。
お
惣
菜
な
ん
て
な
い
。

ず
っ
と
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
ば
か
り
食
べ
て
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
本
当
に

結
構
経
っ
て
か
ら
、
届
け
出
を
す
れ
ば
、
お
弁
当
を
配
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
平
日
の
夕
方
、
避
難
所
の
あ
る
小
学
校
に
行
く
と
、
夕
飯
と
朝
食
を
も

ら
え
ま
し
た
。
２
週
間
く
ら
い
そ
う
や
っ
て
食
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
家
を
直
し
て
、６
月
に
は
下
の
階
に
和
室
も
で
き
、仏
さ
ま
も
安
置
で
き
ま
し
た
。

７
月
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
最
小
限
住
め
る
よ
う
に
は
な
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
は
、
周
り
が
暗
く
て
怖
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
上
の
子

は
し
っ
か
り
し
て
い
る
風
で
し
た
。
下
の
子
は
、
ま
だ
理
解
で
き
な
い
年
頃
だ
っ

た
の
で
、
夜
部
屋
で
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
う
来
な
い
の
？
」
と
聞

い
て
い
ま
し
た
。
宮
古
で
は
先
生
が
子
ど
も
の
ケ
ア
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
下
の

子
は
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
園
は
千
徳
駅
の
方
な
の
で
無
事
で
し
た
。
小

学
校
よ
り
先
に
保
育
を
再
開
し
て
い
ま
し
た
が
、
学
校
に
あ
わ
せ
て
登
園
す
る
こ

と
に
し
て
、
車
で
送
迎
し
ま
し
た
。

　
月
日
が
経
っ
て
一
層
悲
し
み
が
募
り
ま
す
。
下
の
子
が
小
１
の
時
に
胸
が
痛
い

と
保
健
室
に
行
き
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子
だ
っ
た
の
で
、
気
持
ち
的
な
こ
と

だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
雰
囲
気
が
似
た
人
を
見
る
と
先
生
に
「
僕
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
亡
く
な
っ
た
の
」
と
話
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。
先
生

た
ち
が
ケ
ア
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
は
言
わ
な
く
な
り
ま
し
た
。
先
生
の
中
に
も

家
を
流
さ
れ
た
人
が
い
る
の
に
、
学
校
で
み
ん
な
の
ケ
ア
を
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

　
防
災
用
品
に
つ
い
て
は
、震
災
前
は
、懐
中
電
灯
く
ら
い
は
用
意
し
て
い
ま
し
た
。

震
災
後
は
、
水
、
乾
パ
ン
、
ア
ル
フ
ァ
米
な
ど
を
買
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
津
波

注
意
報
が
出
た
の
で
、
１
日
分
の
着
替
え
や
乾
パ
ン
は
車
に
乗
せ
た
ま
ま
に
し
て

い
ま
す
。避
難
す
る
時
は
、車
で
上
が
っ
て
中
里
に
住
む
兄
の
と
こ
ろ
に
行
き
ま
す
。

揺
れ
た
ら
す
ぐ
に
逃
げ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

６　
津
軽
石
で
の
避
難
所
生
活

夜
に
は
、
遺
体
で
見
つ
か
っ
た
と
聞
い
た
の
で
す
が
、
高
速
も
一
般
道
も
封
鎖
さ

れ
て
い
た
た
め
身
動
き
が
取
れ
ず
、
な
ん
と
か
14
日
の
夜
に
な
っ
て
盛
岡
に
入
り
、

よ
う
や
く
宮
古
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　
鍬
小
の
先
生
た
ち
が
私
た
ち
と
連
絡
が
取
れ
ず
に
心
配
し
て
い
た
の
で
、
宮
古

に
戻
っ
て
か
ら
小
学
校
に
行
き
ま
し
た
。
鍬
ヶ
崎
の
町
に
は
入
れ
な
か
っ
た
の
で
、

上
の
道
を
通
っ
て
小
学
校
ま
で
行
き
ま
し
た
。
学
校
で
通
信
簿
や
学
校
の
連
絡
先

な
ど
が
入
っ
た
封
筒
を
も
ら
い
ま
し
た
。
学
校
は
し
ば
ら
く
お
休
み
に
な
り
ま
し

た
。
宮
古
で
は
ま
だ
水
道
が
出
な
か
っ
た
の
で
、
盛
岡
に
単
身
赴
任
し
て
い
る
夫

の
と
こ
ろ
に
持
て
る
も
の
を
持
っ
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
盛
岡
に
は
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
生
き
て
い
た
の
で
す
。

　
ガ
ソ
リ
ン
が
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
何
度
か
家
の
片
付
け
に
来
ま

し
た
。
鍬
ヶ
崎
の
自
宅
は
、
震
災
の
５
年
前
に
新
築
し
た
ば
か
り
で
し
た
。
道
が

で
き
て
家
を
直
せ
る
な
ら
と
思
い
、
子
ど
も
た
ち
を
兄
の
家
に
預
け
て
家
を
見
に

来
ま
し
た
。
家
は
見
え
た
の
で
す
が
、
周
り
が
瓦
礫
で
中
に
入
れ
ず
車
か
ら
見
ま

し
た
。
２
階
ま
で
水
が
入
り
天
井
は
落
ち
て
い
ま
し
た
。
後
に
、
羽
織
る
も
の
と

貴
重
品
を
最
優
先
で
回
収
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の
ラ
ン
ド
セ
ル
は
津
波
の
あ
と
も

２
階
の
机
の
上
に
あ
り
ま
し
た
。

　
瓦
礫
が
端
に
寄
せ
ら
れ
て
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
来
ま
し
た
。
み
ん
な

静
か
で
、
何
も
言
え
な
い
よ
う
で
し
た
。
事
実
は
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
映

像
を
見
て
い
て
も
理
解
は
で
き
な
い
。
で
も
、
大
人
で
も
難
し
い
。
両
親
の
火
葬

に
立
ち
会
わ
せ
た
こ
と
も
良
か
っ
た
の
か
自
問
し
ま
し
た
。

　
４
月
末
ま
で
盛
岡
に
暮
ら
し
て
、
日
帰
り
で
鍬
ヶ
崎
に
来
て
い
ま
し
た
。
家
を

建
て
た
岩
泉
の
工
務
店
に
直
す
方
向
で
家
を
見
て
も
ら
い
、
材
料
を
何
と
か
手
に

入
れ
て
２
階
の
１
部
屋
を
何
と
か
住
め
る
よ
う
に
リ
フ
ォ
ー
ム
し
ま
し
た
。
毎
週
、

金
曜
日
に
盛
岡
に
帰
り
、
月
曜
日
の
朝
早
く
に
こ
ち
ら
に
来
ま
し
た
。

　
学
校
が
あ
る
日
は
鍬
ヶ
崎
で
過
ご
し
た
の
で
す
が
、
玄
関
が
な
い
し
怖
か
っ
た

で
す
。
当
時
、
留
守
宅
を
狙
っ
て
泥
棒
が
来
て
い
ま
し
た
。
物
騒
な
の
で
、
カ
ギ

を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
隣
の
家
の
人
も
、
震
災
で
亡
く
な
っ
た
の
で
す
が
、

被
災
し
た
家
に
残
さ
れ
た
箪
笥
の
引
き
出
し
が
全
部
開
い
て
い
ま
し
た
。
泥
棒
の

仕
業
で
す
。
背
筋
が
凍
り
ま
し
た
。
電
気
は
ま
だ
つ
か
な
い
の
で
、
夜
は
ラ
ン
タ

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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お
に
ぎ
り
ま
で
持
た
せ
て
く
れ
た
の
で
す
。

　
だ
か
ら
、
何
も
持
っ
て
逃
げ
な
く
て
も
、
物
資
が
な
く
て
困
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
農
家
の
人
が
出
し
た
大
き
な
米
袋
が
並
ぶ
ほ
ど
で
、
体
育
館
の
ス

テ
ー
ジ
は
す
ぐ
に
支
援
物
資
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
店
が
商
品
を
全
部
持
っ
て
き
て

寄
付
し
て
く
れ
た
り
、
赤
前
の
冷
蔵
庫
の
魚
を
も
ら
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
、
一
番
先
に
来
た
の
は
Ｊ
Ｒ
か
ら
の
支
援
で
し
た
。
家
を
失
っ
た
人
か

ら
順
に
受
け
取
り
ま
し
た
。
大
き
い
避
難
所
に
は
す
ぐ
に
支
援
物
資
が
届
い
た
ん

で
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
ド
ラ
ム
缶
で
火
を
焚
い
て
あ
っ
た
し
、
人
が
い
る
と
こ

ろ
に
は
看
護
師
も
医
師
も
介
護
士
も
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
い
ろ
ん
な

大
学
の
巡
回
医
療
が
来
て
助
か
り
ま
し
た
。

７　
震
災
が
子
ど
も
に
与
え
た
影
響
と
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て　

　
⑴　
津
波
ご
っ
こ　
体
育
館
に
入
れ
な
い　
津
波
映
像
で
パ
ニ
ッ
ク

　
伊
藤
直
子
さ
ん
（
昭
和
43
年
生
）
は
、
あ
の
日
、
２
歳
の
お
子
さ
ん
を
赤
前
の

実
家
に
預
け
て
仕
事
に
出
て
い
た
。
職
場
か
ら
様
子
を
見
に
行
っ
た
時
の
こ
と
を

話
し
て
く
れ
た
（
取
材
日
：
２
０
１
５
年
３
月
６
日
）。

　
自
宅
は
藤
の
川
な
の
で
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
震
災
時
２
歳
の
子
ど
も

は
赤
前
の
父
母
が
、
毛
布
を
も
っ
て
車
で
高
台
に
連
れ
て
逃
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
は
黙
っ
て
よ
く
言
う
こ
と
を
聞
い
た
そ
う
で
す
。
携
帯
が
つ
な
が
ら
ず
実

家
と
連
絡
が
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
職
場
（
社
会
福
祉
協
議
会
）
に
い
て
、
２
晩

仕
事
で
帰
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
課
長
が
「
と
に
か
く
帰
り
な
さ
い
」
と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
長
沢
か
ら
津
軽
石
の
方
を
通
っ
て
行
き
ま
し
た
が
、
道
が
な
く
、
山
道
で
迷
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
よ
う
や
く
た
ど
り
着
い
た
赤
前
の
町
は
、
変
わ
っ
て
し
ま
っ

て
ど
こ
が
ど
こ
だ
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
な
ん
と
か
た
ど
り
着
い
た
赤
前
小
学
校
の
体
育
館
の
扉
を
開
け
た
ら
、
お
年
寄

り
の
真
ん
中
で
小
さ
な
息
子
が
踊
っ
て
い
ま
し
た
。
無
事
を
確
認
し
て
、
す
ぐ
に

ま
た
仕
事
に
戻
り
ま
し
た
。

　
宿
泊
当
番
の
時
は
、
子
ど
も
を
仕
事
場
に
連
れ
て
き
て
一
緒
に
泊
ま
り
ま
し
た
。

３
月
い
っ
ぱ
い
は
職
場
と
避
難
所
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
ま
し
た
。
水
は
近
く
の

　
先
に
紹
介
し
た
保
育
所
の
所
長
の
証
言
の
中
に
「
７
時
過
ぎ
に
は
、
炊
き
出
し

の
お
に
ぎ
り
を
い
た
だ
い
た
。
温
か
い
お
に
ぎ
り
で
、
み
ん
な
喜
ん
だ
。」（
Ａ
２
）

と
あ
っ
た
よ
う
に
、
津
軽
石
で
は
す
ぐ
に
炊
き
出
し
が
行
わ
れ
た
。　
　

　
相
当
な
被
害
を
受
け
た
の
に
な
ぜ
、
津
軽
石
で
は
当
日
の
夜
に
炊
き
出
し
が
で

き
て
い
た
の
か
、
そ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。

温
か
い
お
に
ぎ
り
の
炊
き
出
し

　
津
軽
石
小
学
校
に
避
難
し
た
保
育
所
の
先
生
た
ち
は
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
た
。

　
津
軽
石
で
は
「
婦
人
防
災
委
員
」
の
人
が
、
昔
の
学
校
の
給
食
室
を
使
っ
て
炊

き
出
し
を
行
っ
て
お
り
、
温
か
い
お
に
ぎ
り
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
初
は
地
域
の
人
が
わ
か
め
や
お
米
を
持
ち
寄
っ
た
よ
う
で
す
。
お
米
を
出
し

た
人
は
自
分
た
ち
が
食
べ
る
も
の
が
な
く
な
っ
て
困
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

炊
き
出
し
の
訓
練
が
で
き
て
い
た

　
津
軽
石
の
中
島
ム
ツ
子
さ
ん
は
、
兄
と
共
に
甥
の
子
ど
も
を
保
育
園
に
迎
え
に

行
き
、
地
域
の
人
と
と
も
に
小
学
校
の
裏
山
に
避
難
し
て
い
た
。
そ
の
あ
と
の
炊

き
出
し
の
様
子
を
、
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
裏
山
か
ら
小
学
校
に
降
り
て
く
る
と
、
女
の
人
た
ち
は
す
ぐ
に
津
波
に
遭
わ
な

か
っ
た
家
を
回
っ
て
お
米
を
も
ら
っ
て
歩
き
、
集
め
た
お
米
で
お
に
ぎ
り
を
作
り

ま
し
た
。
津
軽
石
で
は
、
毎
年
の
避
難
訓
練
の
時
に
訓
練
を
し
て
い
る
し
、
震
災

前
は
小
学
校
の
運
動
会
の
時
も
お
に
ぎ
り
の
炊
き
出
し
を
し
て
い
た
の
で
、
常
に

訓
練
が
で
き
て
い
た
の
で
す
。
炊
き
出
し
を
す
る
こ
と
は
、口
伝
え
で
情
報
が
回
っ

て
き
ま
す
。
そ
れ
は
昔
か
ら
の
こ
と
で
、
そ
う
し
た
体
制
が
で
き
て
い
る
の
で
す

ぐ
に
食
材
が
調
達
さ
れ
ま
す
。

　
震
災
の
時
は
、小
学
校
の
給
食
室
を
使
い
ま
し
た
。
ず
っ
と
使
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
設
備
を
残
し
て
お
い
た
の
で
す
。
今
回
は
、
自
衛
隊
を
定
年
し
た

盛
合
さ
ん
が
リ
ー
ダ
ー
役
を
引
き
受
け
て
く
れ
て
、
地
区
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
手

伝
い
ま
し
た
。
盛
合
さ
ん
は
最
後
の
日
ま
で
い
て
、
１
日
中
食
事
を
作
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
キ
ノ
コ
を
調
達
し
て
来
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
サ
ラ
ダ
も
１

人
分
ず
つ
ト
レ
イ
に
乗
せ
て
く
れ
て
、
ご
は
ん
と
味
噌
汁
と
お
か
ず
を
作
っ
て
、

い
つ
も
温
か
い
食
事
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
仕
事
に
行
く
人
に
は
、
お
弁
当
の

医療の現場から　命を見つめて子どもを守る取り組み
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利
用
が
増
え
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
を
安
心
さ
せ
る
た
め
に
は
、
声
掛
け
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。「
元

気
？
」
と
か
「
そ
の
リ
ボ
ン
か
わ
い
い
ね
」
と
か
。
抱
っ
こ
し
た
り
、
孫
を
か
わ

い
が
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
海
辺
の
地
区
で
津
波
を
見
た
り
、肉
親
を
亡
く
し
た
り
し
た
１
年
生
の
子
が
引
っ

越
し
て
来
て
、
４
月
か
ら
千
徳
学
童
の
家
に
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
じ
い

ち
ゃ
ん
と
犬
を
津
波
で
亡
く
し
た
そ
う
で
す
。
表
情
も
な
く
、
ご
飯
も
食
べ
ら
れ

な
い
状
態
で
、
お
絵
か
き
を
さ
せ
て
も
ミ
ミ
ズ
の
よ
う
な
絵
で
し
た
。

　
そ
の
子
を
１
週
間
、ず
っ
と
抱
っ
こ
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。そ
の
う
ち
に
、ち
ろ
っ

と
友
達
と
遊
ん
で
、
ま
た
抱
っ
こ
に
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
学
童
の

家
の
孫
で
す
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
上
げ
た
り
も
し
ま
し
た
。

　
仮
設
住
宅
が
で
き
て
、
千
徳
学
童
の
家
に
も
子
ど
も
が
増
え
ま
し
た
が
、
あ
ん

な
に
心
が
傷
つ
い
た
子
は
い
な
い
。
津
波
の
危
険
は
認
識
し
て
い
ま
し
た
が
、
始

め
て
津
波
の
怖
さ
を
自
覚
し
ま
し
た
。

　
千
徳
に
行
っ
た
ば
か
り
の
頃
は
、
子
ど
も
た
ち
の
間
で
積
み
木
を
組
み
立
て
て

ザ
ー
と
倒
す
遊
び
や
、
サ
イ
レ
ン
の
音
の
モ
ノ
マ
ネ
、「
宮
古
市
は
必
ず
復
興
し
ま

す
！
」
と
い
う
市
長
さ
ん
の
真
似
が
流
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
震
災
後
３
か
月
く
ら
い
は
、
サ
イ
レ
ン
を
聞
く
と
震
災
を
思
い
出
し
、
大
人
で

も
ド
キ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　
⑶　
津
波
ご
っ
こ
・
地
震
ご
っ
こ

　
震
災
後
、
子
ど
も
た
ち
の
津
波
ご
っ
こ
は
、
一
時
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
話
題
に
な
っ

た
。
こ
う
し
た
子
ど
も
の
遊
び
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
保
育
園
の
先
生
方
か
ら
も

聞
い
て
い
る
。

　
赤
前
保
育
園
の
鈴
木
先
生
に
よ
る
と
、
震
災
後
の
子
ど
も
の
様
子
が
ど
こ
と
な

く
乱
暴
に
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
津
波
ご
っ
こ
、
地
震
ご
っ
こ
、
無
線
や
津
波

警
報
の
放
送
の
真
似
な
ど
の
遊
び
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
れ
を
見
た
保
育
士
た
ち
は
、「
不
安
に
な
っ
て
、
や
め
さ
せ
よ
う
と
し
ま
し
た

が
、
ユ
ニ
セ
フ
の
方
か
ら
、
そ
う
や
っ
て
子
ど
も
た
ち
は
、
震
災
に
よ
る
ス
ト
レ

ス
を
発
散
し
て
い
る
の
だ
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
構
え
ず
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

人
が
持
っ
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。
食
事
は
、
１
つ
の
即
席
ラ
ー
メ
ン
を
子
ど
も
と

２
人
で
食
べ
ま
し
た
。
電
気
が
な
い
の
で
、７
時
く
ら
い
に
「
眠
る
時
間
」
と
言
っ

た
ら
、
素
直
に
寝
て
く
れ
ま
し
た
。

　
避
難
所
で
は
オ
ム
ツ
を
替
え
る
の
が
一
番
困
り
ま
し
た
。大
便
は
ト
イ
レ
の
隅
っ

こ
で
替
え
ま
し
た
。
１
週
間
後
、
水
が
復
旧
し
て
よ
う
や
く
お
風
呂
に
入
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ガ
ス
は
震
災
後
も
使
え
ま
し
た
。

　
震
災
前
に
は
、
自
宅
に
は
何
も
災
害
の
準
備
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
赤
前
の

母
は
、
防
災
セ
ッ
ト
の
入
っ
た
リ
ュ
ッ
ク
と
、
毛
布
と
オ
ム
ツ
１
袋
を
準
備
し
て

持
っ
て
逃
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
震
災
後
は
そ
れ
ら
と
水
や
お
米
も
必
ず

ス
ト
ッ
ク
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
震
災
後
、子
ど
も
の
遊
び
が
変
わ
り
ま
し
た
。組
み
立
て
て
は
な
ぎ
倒
し
、ブ
ロ
ッ

ク
で
津
波
を
再
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
お
に
ぎ
り

や
車
の
絵
を
か
い
て
は
絵
を
ワ
ー
ッ
と
消
す
。「
海
に
食
べ
ら
れ
た
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
で
津
波
の
シ
ー
ン
を
見
る
と
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
体
育
館
の
よ
う
な
場
所
に
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
避
難
所
を
思
い
出
す

か
ら
で
す
。
地
震
発
生
後
３
、４
日
し
て
よ
う
や
く
避
難
所
に
迎
え
に
行
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
母
親
と
し
て
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
仕
事
を
優
先
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
、
つ
い
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
⑵　
抱
っ
こ
の
必
要
性
に
つ
い
て

　
震
災
時
、
鍬
ヶ
崎
学
童
の
家
に
務
め
て
い
た
田
畑
輝
彦
先
生
は
、
千
徳
学
童
の

家
に
移
動
と
な
り
館
長
を
さ
れ
て
い
る
。
震
災
後
、
子
ど
も
た
ち
に
見
受
け
ら
れ

た
様
子
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
話
し
て
く
れ
た
。

　
津
波
の
後
は
、
学
童
の
家
に
あ
っ
た
お
や
つ
１
週
間
分
や
お
も
ち
ゃ
を
持
っ
て

避
難
所
に
行
き
、
遊
び
を
し
ま
し
た
。
避
難
所
に
は
勉
強
す
る
場
所
が
な
か
っ
た

の
で
、学
童
の
家
の
子
以
外
に
も
開
放
し
ま
し
た
。
畳
の
部
屋
は
お
年
寄
り
に
使
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
被
害
に
あ
わ
な
か
っ
た
子
た
ち
は
避
難
所
に
は
来
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
宮
古
の
学
童
の
家
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
や
っ
て
い
ま
す
。
津
波
の

あ
と
は
、働
く
人
が
増
え
た
し
、１
人
で
い
た
く
な
い
子
ど
も
も
多
く
な
っ
た
た
め
、

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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現
在
の
学
校
に
お
け
る
心
の
ケ
ア
に
関
し
て
は
、
現
・
高
浜
小
学
校
校
長
の
中

村
登
志
江
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。

　
普
段
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
し
た
り
、
常
に
状
況
に
気
を
付
け
て
、
そ
れ
に
基
づ
い

た
声
か
け
を
し
て
い
ま
す
。
児
童
全
員
が
対
象
で
す
。
月
２
回
は
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
学
校
に
来
て
、
学
年
ご
と
に
全
員
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
し
た
り
、
気
に

な
る
子
を
み
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
担
任
も
学
期
に
１
回
、
個
人

面
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
と
は
別
に
、
宮
古
市
全
体
で
、
お
母
さ
ん
を
亡
く
し
た
子
も
い
る
の
で
、

巡
回
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
教
育
セ
ン
タ
ー
、
県
の

心
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
年
１
回
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。
心
配
な
子
に
は
ケ

ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
悩
み
を
聞
い
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、
専

門
家
が
見
れ
ば
反
応
が
出
て
い
る
の
が
わ
か
る
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
今
、
心
の
ケ
ア
の
授
業
を
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
話
を
聞
い
て
、

「
そ
れ
は
こ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
よ
」
と
返
し
て
あ
げ
る
よ
う
な
授
業
を
定
期
的
に

や
っ
て
い
ま
す
。

Ｄ　
避
難
体
制
の
確
立
と
防
災
教
育
の
大
切
さ

１　
小
さ
な
子
に
向
け
て

　
⑴　
し
つ
け
と
し
て
の
防
災
教
育
（
家
庭
に
お
い
て
）

　
宮
古
の
人
々
の
間
に
は
、
過
去
の
記
憶
が
個
々
の
家
庭
で
語
ら
れ
、
し
つ
け
と

し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
実
際
の
避
難
に
つ
な
が
り
、
多
く
の
い
の
ち
を

救
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
具
体
的
な
事
例
を
２
例
紹
介
す
る
。

①　
津
軽
石
で

　
津
軽
石
の
中
島
要
一
さ
ん
・
ム
ツ
子
さ
ん
ご
兄
妹
は
、
薬
や
電
池
、
ア
メ
や
水
、

使
い
捨
て
カ
イ
ロ
な
ど
が
入
っ
た
非
常
持
ち
出
し
リ
ュ
ッ
ク
を
、
い
つ
で
も
身
近

に
置
い
て
い
る
。
ま
た
、
孫
の
母
親
に
は
、
つ
ね
に
毛
布
と
水
と
お
む
つ
を
車
に

入
れ
て
お
く
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

　
お
二
人
は
、
子
ど
も
の
頃
に
チ
リ
津
波
を
経
験
し
た
の
で
、
地
震
が
あ
っ
た
ら

す
ぐ
に
何
も
持
た
ず
に
小
学
校
の
上
に
あ
る
畑
に
逃
げ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。「
時

間
が
か
か
っ
て
も
必
ず
迎
え
に
い
く
か
ら
」
と
、
小
さ
い
時
か
ら
教
え
ら
れ
て
い

な
り
ま
し
た
。
大
人
が
不
安
な
時
、
子
ど
も
た
ち
は
落
ち
着
い
て
い
た
の
で
、
そ

の
反
動
が
後
か
ら
来
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
」
と
、
話
し
て
い
る
。　

　
⑷　
大
切
な
時
期
に
遊
べ
て
い
な
い�

　
石
崎
公
子
先
生
（
昭
和
27
年
生　
取
材
日
：
２
０
１
５
年
）
は
、
育
児
相
談
、

家
族
支
援
な
ど
を
歴
任
し
、
40
年
保
育
所
に
勤
務
し
た
経
歴
を
持
つ
保
育
の
専
門

家
で
あ
る
。
震
災
後
、
千
徳
保
育
所
に
赴
任
し
た
。

　
「
３
・
11
を
経
験
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
今
、
学
校
で
落
ち
着
き
が
な
い
と
い
う

評
価
を
得
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
大
事
な
時
に
遊
べ
て
い
な
い

の
だ
か
ら
。
こ
の
年
代
の
子
ど
も
全
体
を
と
ら
え
て
長
期
的
な
教
育
を
し
な
い
と

い
け
な
い
」
と
、
石
崎
先
生
は
言
う
。

　
子
ど
も
の
心
と
身
体
の
成
長
に
と
っ
て
、
思
い
っ
き
り
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。
先
生
は
震
災
で
十
分
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
の

及
ぼ
す
影
響
を
懸
念
し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
千
徳
保
育
所
で
は
、
被
災
し
た
津
軽
石
保
育
所
の
園

児
や
先
生
た
ち
に
保
育
の
場
を
開
放
し
た
。
遊
び
場
の
提
供
が
必
要
だ
と
感
じ
た

か
ら
だ
。
石
崎
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。

　
１
日
だ
け
、
短
時
間
で
あ
っ
て
も
、
津
軽
石
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
に
通
常
の

保
育
を
経
験
さ
せ
て
あ
げ
た
か
っ
た
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
し
て
い
て
は
対
応
で
き
な
か
っ
た
ん
で
す
。
千
徳
保
育
所

ま
で
は
距
離
が
あ
る
の
で
、
役
所
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
職
員
と
子
ど
も
た
ち
を
集

め
、
職
員
に
は
マ
ス
ク
を
外
し
て
保
育
を
す
る
よ
う
に
指
示
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
の
び
の
び
と
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
震
災
か
ら
必
死
に
子
ど
も
た
ち
を
守
っ
た
保
育
士
の
先
生
た
ち
に
対
す

る
心
の
ケ
ア
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　
保
育
士
た
ち
の
慰
安
で
バ
ス
旅
行
を
し
た
時
、
合
唱
を
聞
き
に
行
っ
た
の
で
す

が
、涙
が
出
ま
し
た
。心
の
ケ
ア
が
ど
れ
だ
け
必
要
か
が
わ
か
り
ま
し
た
。被
災
後
、

楽
し
い
こ
と
、
イ
ベ
ン
ト
の
必
要
を
感
じ
ま
し
た
。

　
⑸　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
ケ
ア

医療の現場から　命を見つめて子どもを守る取り組み
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パ
ト
カ
ー
が
津
波
が
来
る
と
放
送
し
て
い
ま
し
た
。
家
に
戻
っ
て
父
母
に
伝
え
る

と
、「
地
震
が
な
い
の
に
津
波
が
来
る
わ
け
な
い
」
と
え
ら
く
怒
ら
れ
ま
し
た
が
、

山
に
逃
げ
た
ん
で
す
。

　
上
か
ら
見
て
い
る
と
、
川
か
ら
水
が
来
て
、
逃
げ
る
人
を
飲
み
込
む
様
子
は
、

獲
物
を
取
る
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
の
頃
、
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
か
ら
昭
和

８
年
の
津
波
の
経
験
を
聞
き
ま
し
た
。
ア
イ
オ
ン
、
キ
ャ
サ
リ
ン
台
風
時
の
市
内

の
被
害
も
覚
え
て
い
ま
す
。
今
、
保
育
園
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
「
お
父
さ
ん
お

母
さ
ん
に
逃
げ
る
よ
う
に
言
い
な
さ
い
」、
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　
⑶　
避
難
訓
練

　
防
災
教
育
の
要
は
、
避
難
訓
練
で
あ
る
。
実
際
、
地
震
発
生
と
同
時
に
、
多
く

の
幼
い
子
ど
も
た
ち
が
瞬
時
に
退
避
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
。
無
事
に
避
難
で
き
た

の
は
、訓
練
の
賜
物
で
あ
っ
た
。そ
け
い
幼
稚
園
の
理
事
長
と
園
長
が
言
う
よ
う
に
、

「
子
ど
も
た
ち
に
は
、
言
葉
で
理
屈
を
説
明
す
る
よ
り
も
、
身
体
で
覚
え
さ
せ
る
の

が
何
よ
り
大
事
」
な
の
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

避
難
訓
練
と
津
波
の
お
は
な
し
「
津
波
が
来
た
ら
ど
う
す
る
の
？
」

　
宮
古
保
育
園
で
は
、
毎
月
１
回
避
難
訓
練
を
し
て
い
る
。
地
震
・
津
波
、
火
災
、

洪
水
な
ど
、
月
ご
と
の
訓
練
で
あ
る
。
鈴
木
哲
夫
園
長
に
は
、
訓
練
の
様
子
を
説

明
し
て
も
ら
っ
た
。

　
ま
ず
非
常
ベ
ル
を
鳴
ら
し
、〝
訓
練　
○
○
発
生
だ
〟
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
ま
す
。

地
震
の
訓
練
は
、
津
波
が
来
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の
で
、
ベ
ル
と
同
時
に
ド

ア
も
揺
ら
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
す
ぐ
に
先
生
の
と
こ
ろ
に
集
ま
る
。
ベ
ル
が

鳴
っ
た
ら
先
生
の
所
へ
集
ま
る
よ
う
に
、
入
園
し
て
す
ぐ
に
指
導
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
室
内
で
も
外
で
も
同
様
で
す
。
続
い
て
、
事
務
室
か
ら　
〝
先
生
た
ち
は
防

災
頭
巾
を
か
ぶ
せ
て
く
だ
さ
い
。〟〝
子
ど
も
の
持
ち
物
や
上
着
を
持
た
せ
て
く
だ

さ
い
〟
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
、
次
に
避
難
を
指
示
し
ま
す
。

　
天
気
を
見
な
が
ら
行
い
ま
す
が
、
園
庭
の
遊
具
に
集
ま
る
時
に
は
、
中
ズ
ッ
ク

の
ま
ま
外
に
出
ま
す
。
津
波
の
訓
練
の
時
に
は
、
高
台
に
あ
る
宮
小
に
行
き
ま
す
。

職
員
は
、
ク
ラ
ス
の
点
呼
を
し
て
人
数
を
報
告
し
ま
す
。
訓
練
の
想
定
に
よ
っ
て
、

た
か
ら
だ
。
お
二
人
の
父
親
は
消
防
団
員
で
、
明
治
の
津
波
で
田
老
が
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
時
に
、
津
軽
石
か
ら
復
興
の
手
伝
い
に
通
っ
た
経
験
が
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
家
で
は
ど
ん
な
小
さ
な
地
震
で
も
す
ぐ
に
逃
げ
る
こ
と
に
し
て
い
た
と

い
う
。　

　
そ
し
て
、
今
度
は
幼
い
孫
に
も
、「
い
つ
も
、
何
か
あ
っ
た
ら
家
か
ら
出
て
叫
び

な
さ
い
。
お
向
か
い
の
お
ば
さ
ん
に
、『
○
○
ち
ゃ
ん
で
す
。
一
緒
に
連
れ
て
逃
げ

て
く
だ
さ
い
』
と
言
っ
て
、ま
ず
は
学
校
に
逃
げ
な
さ
い
と
、折
に
触
れ
て
話
し
て
、

時
々
練
習
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
絶
対
に
１
人
で
行
動
し
て
は
い
け
な
い
と
も

言
い
つ
け
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

②　
田
老
で

　
田
老
の
花
輪
香
代
子
さ
ん
は
、
以
下
の
よ
う
に
話
す
。

　
震
災
前
に
は
特
に
災
害
へ
の
備
え
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。「
大
き
な
地
震
が

来
れ
ば
、赤
沼
山
に
逃
げ
ろ
、身
一
つ
で
逃
げ
ろ
、避
難
す
る
時
に
は
車
も
使
っ
ち
ゃ

ダ
メ
だ
」、
と
小
さ
い
時
か
ら
親
に
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
非
常
持
ち
出
し
に
つ
い

て
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
で
す
。

　
赤
沼
山
は
、
自
宅
の
す
ぐ
目
の
前
に
あ
る
し
、
何
か
あ
っ
た
ら
身
一
つ
で
す
ぐ

山
に
逃
げ
れ
ば
い
い
と
い
う
感
覚
で
し
た
。
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
に
も�

「
も
し

も
の
時
は
赤
沼
山
だ
よ
」
と
言
い
聞
か
せ
て
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
よ
く
わ

か
っ
て
い
ま
し
た
。

　
⑵　
園
児
や
生
徒
に
実
際
の
経
験
を
伝
え
る

　
一
方
、
実
際
に
チ
リ
地
震
の
際
の
津
波
を
体
験
し
て
お
り
、
そ
れ
を
園
児
や
生

徒
に
伝
え
て
い
る
先
生
た
ち
も
少
な
く
な
い
。

　
震
災
時
に
高
浜
小
学
校
長
だ
っ
た
大
洞
晴
洋
先
生
は
、
昭
和
35
年
の
チ
リ
地
震

津
波
の
時
に
小
学
生
で
、
津
波
を
見
に
宮
古
橋
ま
で
行
っ
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
宮
古
保
育
園
で
は
、
毎
月
の
避
難
訓
練
と
そ
の
後
の
「
津
波
の
お
話
し
」

に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
園
長
自
身
の
体
験
が
、
防
災
教
育
の
ベ
ー
ス
に
あ
る
と

言
う
。

　
チ
リ
地
震
の
際
の
津
波
を
覚
え
て
い
ま
す
。
海
岸
近
く
に
い
た
ら
、
５
時
頃
に

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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こ
う
し
た
現
場
の
意
識
が
高
ま
り
を
見
せ
る
中
、
２
０
１
５
年
に
な
っ
て
、
ま

だ
実
験
段
階
で
は
あ
る
も
の
の
、
よ
う
や
く
市
の
方
か
ら
市
立
保
育
所
に
向
け
て
、

津
波
注
意
報
、警
報
発
令
時
の
行
動
に
関
す
る
基
本
方
針
が
示
さ
れ
た
。（
取
材
日：

２
０
１
５
年
10
月
）

　
宮
古
市
は
大
変
広
い
。
想
定
さ
れ
る
危
険
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
異
な
っ
て
い

る
た
め
、
一
般
化
さ
れ
た
行
動
指
針
を
作
る
の
は
難
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ま

で
は
個
々
の
施
設
の
判
断
に
任
さ
れ
対
応
が
ま
ち
ま
ち
の
部
分
が
あ
っ
た
。
そ
れ

で
、
現
場
の
先
生
た
ち
か
ら
の
要
望
が
あ
り
、
市
と
し
て
の
基
本
方
針
が
検
討
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　
今
回
出
さ
れ
た
の
は
、
警
報
と
注
意
報
と
に
分
け
た
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
、
そ

れ
ぞ
れ
、
い
つ
、
ど
こ
で
発
令
さ
れ
た
か
、
そ
こ
が
浸
水
域
か
否
か
で
、
取
る
べ

き
行
動
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
併
せ
て
職
員
の
対
応
に
つ
い
て
も
基
本
的
姿

勢
が
出
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、「
※
児
童
登
所
後
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
、
警
報
が
解
除
さ
れ
る
ま

で
、
児
童
の
引
き
渡
し
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。
但
し
、
浸
水
区
域
を
通
ら

ず
に
帰
宅
で
き
る
等
、
安
全
が
確
認
で
き
る
場
合
に
は
帰
宅
可
と
し
ま
す
。
こ
の

場
合
で
も
、
引
き
渡
し
た
児
童
の
確
認
を
確
実
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
を
引

き
渡
す
際
の
相
手
は
、
当
該
児
童
の
保
護
者
の
み
に
限
る
こ
と
と
し
ま
す
」
と
明

記
さ
れ
て
も
い
る
。

　
基
本
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
施
設
で
は
、
こ
れ
を
も
と
に
個
別

の
対
応
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
市
の
方
針
を
示
す
こ
と
で
、
保
護
者
の
理
解
も

得
や
す
い
と
い
う
利
点
が
あ
る
と
、
保
育
士
の
間
で
も
一
定
の
評
価
を
得
て
い
る
。

　
だ
が
、
問
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
こ
う
し
た
図
式
か
ら
は
み
出
す
事

案
や
事
情
が
あ
る
時
に
、
誰
の
責
任
で
ど
う
す
る
か
は
、
未
だ
明
確
に
な
っ
て
は

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
児
童
を
引
き
渡
す
際
の
相
手
が
保
護
者
の
み
に
限

定
さ
れ
た
の
で
、
非
常
時
に
児
童
引
き
渡
し
が
完
了
す
る
ま
で
の
時
間
が
長
期
化

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

問
題
は
注
意
報
の
時

　
警
報
の
場
合
は
、
登
所
前
で
あ
れ
ば
、
自
宅
待
機
。
保
育
所
に
い
る
場
合
は
、

避
難
所
に
行
く
か
、
部
屋
に
入
っ
て
紙
芝
居
や
園
長
の
お
話
し
で
津
波
の
恐
ろ
し

さ
、
波
は
す
ご
く
早
い
と
い
う
こ
と
を
教
え
ま
す
。

　
今
の
子
た
ち
は
、
プ
ー
ル
で
遊
ぶ
の
で
、
砂
浜
で
泳
い
だ
時
に
感
じ
る
波
の
引

く
力
が
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
園
長
が
〝
津
波
が
来
た
ら
ど
う
す
る

の
？
〟
と
聞
き
、〝
高
い
と
こ
ろ
に
逃
げ
ま
す
〟
と
子
ど
も
た
ち
に
答
え
さ
せ
る
訓

練
を
し
て
い
ま
す
。
同
様
に
、「
て
ん
で
ん
こ
」
や
「
物
を
取
り
に
い
か
な
い
」
と

い
う
こ
と
も
伝
え
て
い
ま
す
。
物
よ
り
命
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
か
ら
。

　
⑷　
注
意
報
・
警
報
発
令
時
の
対
応
に
つ
い
て�

　
こ
れ
ま
で
の
報
告
の
中
で
、
度
々
、
子
育
て
施
設
に
お
け
る
警
報
発
令
時
の
保

護
者
に
よ
る
引
き
取
り
に
つ
い
て
触
れ
て
き
た
。
非
常
時
の
引
き
取
り
は
、
全
国

的
に
見
て
も
極
め
て
一
般
的
な
こ
と
で
あ
り
、
各
施
設
で
は
、�

引
き
取
り
訓
練
も

行
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
際
、
通
常
意
識
さ
れ
る
の
は
、
迎
え
に
来
た
者
が
保

護
者
か
保
護
者
の
委
託
を
受
け
た
者
か
ど
う
か
の
確
認
に
つ
い
て
で
あ
り
、
引
き

取
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
引
き
取
り
後
の
行
き
先
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら

れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
他
方
、
迎
え
に
来
る
最
中
や
、
引
き
取
っ
た
後
に
津
波
に
よ
る
犠
牲
者
を
出
し

た
宮
古
市
で
は
、
震
災
後
引
き
取
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
重
要
視
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
特
に
、
浸
水
地
域
を
通
っ
て
来
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
は
、
警
報
が
解

除
さ
れ
る
ま
で
迎
え
に
来
な
い
。
警
報
発
令
以
前
に
す
で
に
迎
え
に
来
て
い
る
場

合
は
、
一
緒
に
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
筆
者
は
、
取
材
を
通
し
て
出
逢
っ
た
す
べ
て
の
先
生
た
ち
に
、
こ
の
こ
と
が
強

く
意
識
さ
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
た
。
先
生
方
は
、
犠
牲
を
出
し
た
経
験
を
教
訓

と
し
て
共
有
し
、
そ
れ
を
自
分
に
も
起
こ
り
う
る
こ
と
と
し
て
捉
え
て
い
る
よ
う

だ
。

　
こ
こ
に
は
命
を
預
か
る
先
生
た
ち
の
並
々
な
ら
ぬ
覚
悟
が
あ
る
。
危
険
が
迫
る

警
報
発
令
時
、
責
任
を
持
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
の
で
、
信
用
し
て
欲
し

い
と
言
う
の
だ
か
ら
。

市
か
ら
警
報
・
注
意
報
発
令
時
対
応
に
関
す
る
基
本
方
針
が
示
さ
れ
た

医療の現場から　命を見つめて子どもを守る取り組み
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改
革
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
あ
る
新
聞
記
事
だ
っ
た
。
平
成
17
年
11
月

15
日
の
朝
、
ち
ょ
う
ど
登
校
時
に
津
波
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
。
そ
の
時
子
ど
も

た
ち
が
海
岸
付
近
を
通
っ
て
通
学
し
て
い
た
。
そ
の
記
事
で
は
、
こ
の
こ
と
を
問

題
視
さ
れ
た
の
だ
。
ま
た
、
そ
の
頃
、
宮
古
市
に
は
海
に
面
し
た
学
校
が
22
校
あ
っ

た
が
、
注
意
報
時
の
対
応
が
学
校
に
よ
り
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ

て
い
た
。

　
こ
れ
を
機
に
、
教
育
委
員
会
へ
は
抗
議
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
50
㌢
以
下

の
津
波
の
場
合
は
、
注
意
報
な
の
で
、
必
ず
し
も
避
難
が
必
要
で
は
な
い
。
だ
が
、

記
事
が
出
て
、
児
童
生
徒
教
職
員
の
命
を
守
る
た
め
に
ど
う
す
べ
き
か
、
市
教
委

で
協
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
資
料
に
よ
る
と
、
教
育
委
員
会
の
対
応
は
迅
速
だ
っ
た
よ
う
だ
。
記
事
が
出
た

平
成
17
年
11
月
に
は
、『
津
波
発
生
時
の
児
童
生
徒
の
避
難
体
制
確
立
趣
旨
』
が

出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
の
「
現
状
」
の
項
に
は
、「
学
区
の
実
態
に
よ
る
が
、

児
童
生
徒
が
休
日
等
に
海
及
び
河
口
付
近
に
い
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

児
童
生
徒
に
津
波
（
注
意
報
・
警
報
）
発
生
時
に
主
体
的
な
避
難
行
動
が
と
れ
る

よ
う
に
、
市
内
全
児
童
生
徒
に
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
宮
古
市
で
指
定

し
て
い
る「
避
難
場
所
」は
無
人
箇
所
が
多
く
、児
童
生
徒
だ
け
が
避
難
し
た
場
合
、

安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
ば
か
り
で
な
く
、
二
次
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ

も
あ
る
」
と
あ
る
。

　
そ
し
て
、そ
の
た
め
の
「
今
後
の
対
応
」
と
し
て
、３
つ
の
方
針
を
挙
げ
て
い
る
。

　
「
１
．
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い
う
避
難
の
原
点
に
立
っ
た
指
導
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
児
童
生
徒
が
主
体
的
避
難
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
す
る
」。
そ
の
た
め

の
具
体
案
と
し
て
、「
こ
れ
ま
で
の
指
導
に
加
え
、
各
校
に
お
け
る
『
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
』
等
を
参
考
に
し
、
指
導
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
平
成
18
年
３
月

の
配
布
予
定
の
『
津
波
教
育
Ｄ
Ｖ
Ｄ
』
等
を
活
用
し
な
が
ら
各
校
の
実
態
に
応
じ

た
指
導
を
行
う
。」

　
「
２
．
児
童
生
徒
の
主
体
的
な
避
難
行
動
を
支
え
る
『
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
』
を
設

置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
低
学
年
の
児
童
に
お
い
て
も
確
実
に
自
ら
の
命
を
守
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
」。
そ
の
た
め
、「
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
保
護
者
を
中

心
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
区
子
ど
も
会
、自
治
会
な
ど
と
協
議
し
、決
定
す
る
。
決
定
後
は
、

解
除
さ
れ
る
ま
で
引
き
渡
さ
な
い
と
、
そ
の
対
応
が
明
確
で
あ
る
が
、
問
題
は
注

意
報
の
時
で
あ
る
。

　
注
意
報
の
段
階
で
は
、
現
時
点
で
は
、
基
本
的
に
通
常
通
り
開
所
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。だ
が
、注
意
報
を
危
険
視
す
る
か
ど
う
か
は
、個
々
人
の
認
識
に
よ
っ

て
異
な
る
。
注
意
報
で
仕
事
を
休
む
人
は
少
な
い
の
で
、
自
然
、
保
育
所
の
性
格

上
、受
け
入
れ
態
勢
が
と
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、児
童
が
来
る
前
に
開
所
で
き
る
よ
う
、

保
育
士
自
身
は
、
多
少
の
無
理
を
し
て
も
出
勤
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
だ
が
、
宮
古
市
で
は
、
市
町
村
合
併
で
市
域
が
拡
大
し
た
分
、
自
宅
か
ら
か
な

り
の
距
離
を
通
勤
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
場
合
も
多
く
、
保
育
士
の

居
住
地
域
に
よ
っ
て
は
、
注
意
報
が
発
表
さ
れ
る
中
、
浸
水
地
域
を
い
く
つ
も
通
っ

て
出
勤
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
の
だ
。
こ
う
し
た
面
に
配
慮
し
た
人
員
の
配
置
が

望
ま
し
い
が
、
現
状
で
は
難
し
い
事
情
が
あ
る
よ
う
だ
。

　
ま
た
、
児
童
が
保
育
所
に
い
る
時
に
危
険
を
感
じ
た
と
し
て
も
、
注
意
報
で
は
、

勤
務
中
の
保
護
者
に
迎
え
の
要
請
を
出
し
づ
ら
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
が
個
々
に
情
報
を
集
め
て
決
断
す
る
わ
け
だ
が
、
判
断
に
慎
重
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
さ
ら
に
、
近
年
一
般
化
し
つ
つ
あ
る
メ
ー
ル
の
導
入
が
遅
れ
て

い
る
た
め
、
勤
務
中
の
保
護
者
に
電
話
連
絡
す
る
の
に
は
、
未
だ
か
な
り
の
手
間

と
時
間
を
要
す
る
と
い
う
。

　
警
報
・
注
意
報
時
の
対
応
に
関
す
る
基
本
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
一
歩
前

進
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
問
題
の
解
決
に
向
け
て
の
歩
み
が
、
今
後
さ

ら
に
加
速
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

２　
小
学
校
に
お
け
る
防
災
教
育

　
⑴　
平
成
17
年
度
前
後
の
改
革

　
平
成
17
年
前
後
、
宮
古
市
に
お
け
る
防
災
教
育
は
大
き
く
変
化
し
た
。
改
革
を

中
心
と
な
っ
て
進
め
た
の
が
、
平
成
９
年
か
ら
震
災
の
前
年
度
ま
で
教
育
長
を
務

め
た
中
屋
定
基
先
生
（
昭
和
14
年
生
）
で
あ
っ
た
。
宮
古
市
の
学
校
で
は
、
こ
の

以
前
か
ら
、
３
月
３
日
前
後
に
各
学
校
で
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
て
お
り
、
危
機
管

理
は
各
学
校
に
任
さ
れ
て
い
る
状
態
だ
っ
た
と
い
う
（
取
材
日
：
２
０
１
６
年
５

月
13
日
）。

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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に
し
て
、
一
緒
に
逃
げ
て
も
ら
う
こ
と

に
し
た
の
で
す
。
と
に
か
く
人
が
い
る

と
こ
ろ
、
町
中
に
、
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置

の
お
願
い
に
行
き
ま
し
た
。
津
波
シ
ェ

ル
タ
ー
は
市
内
全
域
に
一
斉
に
設
置
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
設
置
場
所
は
、
各

学
校
に
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
看
板
は
、

当
事
、
西
中
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
美

術
の
佐
瀬
良
聡
先
生
が
デ
ザ
イ
ン
し
て
、

２
０
０
枚
作
っ
て
配
布
し
ま
し
た
。
津

波
シ
ェ
ル
タ
ー
の
看
板
は
市
の
方
で
予

算
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

�

②　
津
波
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成
と
活
用

　
平
成
16
年
頃
、
岩
手
県
の
方
か
ら
Ｉ
Ｎ
Ｓ
に
教
材
づ
く
り
を
委
託
し
て
、
沿
岸

に
あ
る
宮
古
市
に
そ
の
開
発
協
力
の
依
頼
が
来
た
。
Ｉ
Ｎ
Ｓ
は
首
藤
伸
夫
先
生（
岩

手
県
立
大
学
）
や
堺
茂
樹
先
生
（
岩
手
大
学
）
な
ど
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
組
織
で

あ
る
。

　
検
討
委
員
会
で
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
ど
ん
な
も
の
を
作
る
か

話
し
合
い
、
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
教
材
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。
教
育
長
は
顧
問
と

な
り
ま
し
た
。
実
際
に
、
資
料
を
作
っ
て
授
業
を
し
て
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し

て
い
き
ま
し
た
。
平
成
16
年
に
開
発
を
は
じ
め
て
、
平
成
17
年
か
ら
本
格
的
に
教

材
を
使
い
始
め
ま
し
た
。
高
浜
小
学
校
の
岩
間
三
輝
校
長
（
当
事
）
が
一
生
懸
命

に
な
っ
て
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
実
際
に
授
業
を
し
た
の
は
、
佐
藤
紀
夫
先
生
で

す
。
そ
う
や
っ
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
り
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
、
現
場
の
先
生
か
ら
防
災

教
育
の
た
め
の
教
材
が
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
で
き
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

は
、
県
内
各
地
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
で
は
、
こ
う
し
た
教
育
委
員
会
の
動
き
を
受
け
て
、
個
々
の
学
校
の
現
場
で
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

学
校
で
集
約
し
、
各
家
庭
に
連
絡
す
る
。
各
家
庭
に
お
い
て
は
、
津
波
（
注
意
報
・

警
報
）
発
生
時
に
児
童
生
徒
が
素
早
く
避
難
で
き
る
よ
う
に�

『
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
』

の
位
置
の
確
認
を
す
る
。」

　
「
３
．『
津
波
発
生
時
の
児
童
生
徒
の
避
難
体
制
確
立
』の
指
導
及
び『
津
波
シ
ェ

ル
タ
ー
』
の
設
置
を
通
し
て
、
保
護
者
及
び
地
域
の
災
害
か
ら
の
避
難
意
識
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
と
保
護
者
及
び
地
域
の
連
携
を
深
め
た
児
童
生
徒
の

安
全
確
保
に
努
め
る
。」
そ
の
た
め
の
具
体
策
と
し
て
「『
津
波
発
生
時
の
児
童
生

徒
の
避
難
体
制
確
立
』
の
す
べ
て
の
活
動
を
通
し
て
、
保
護
者
の
児
童
生
徒
の
安

全
確
保
意
識
を
高
め
る
よ
う
配
慮
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
平
成
17
年
に
宮
古
の
防
災
教
育
が
大
き
く
変
わ
る
直
接
の
引
き
金
と
な
っ
た
の

は
、
先
に
紹
介
し
た
新
聞
記
事
で
あ
っ
た
が
、
実
は
17
年
度
前
後
に
多
く
の
人
の

防
災
意
識
を
高
め
る
よ
う
な
様
々
な
動
き
が
相
次
い
で
起
こ
っ
て
い
た
。

　

そ
れ
は
、
ま
ず
、
30
年
以
内
に
70
％
以
上
の
確
率
で
宮
古
市
を
大
津
波
が
襲

う
と
す
る
予
測
が
た
び
た
び
報
道
さ
れ
た
こ
と
。
ま
た
、
前
年
に
起
き
た
ス
マ
ト

ラ
沖
の
地
震
。
防
災
意
識
の
高
い
田
老
町
と
の
合
併
。
さ
ら
に
、
岩
手
大
学
を
中

心
と
し
た
Ｉ
Ｎ
Ｓ
（
岩
手
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
る
津
波
防
災
学
習
教

材
の
開
発
に
宮
古
市
が
協
力
す
る
こ
と
と
な
り
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
立
ち
上

が
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
機
運
の
高
ま
り
の
中
で
、
教
育
委
員
会
主
導
の
避
難
体
制
確
立
に
向

け
て
の
動
き
が
始
ま
っ
た
。

　
活
動
の
柱
と
な
る
の
が
、①
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
と
②「
津
波
教
育
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」

で
あ
っ
た
。

①　
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
に
つ
い
て

　
中
屋
先
生
は
以
下
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。

　
新
聞
報
道
を
き
っ
か
け
に
、「
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
」
を
考
え
ま
し
た
。
こ
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
に
は
大
変
腐
心
し
た
ん
で
す
。

　
津
波
の
時
に
は
避
難
し
な
さ
い
と
言
っ
て
も
、
低
学
年
の
子
に
は
な
か
な
か
判

断
が
難
し
い
。
高
台
に
上
っ
た
は
い
い
が
、
津
波
警
報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
に
は

か
な
り
時
間
が
か
か
る
。
そ
れ
ま
で
の
時
間
の
身
辺
の
安
全
を
ど
う
保
つ
か
が
課

題
で
し
た
。
そ
れ
で
、
人
が
い
る
と
こ
ろ
で
相
談
で
き
る
場
所
を
一
次
避
難
場
所

写真４　津波シェルターの看板
� 宮古市役所
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鍬
ヶ
崎
小
学
校
で
は
、
年
２
回
の
避
難
訓
練
や
、
平
成
16
年
に
始
ま
る
津
波
教

材
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
授
業
や
平
成
17
年
か
ら
の
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
に
加
え
て
、「
津
波

か
る
た
」
の
作
成
と
活
用
、「
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
模
型
の
見
学
」、「
津
波
避
難
マ
ッ

プ
」の
作
製
な
ど
、震
災
以
前
か
ら
津
波
に
備
え
た
独
自
の
教
育
が
な
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
防
災
教
育
と
、
震
災
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
震
災
時
鍬
ヶ
崎
小
学

校
の
校
長
で
あ
っ
た
笹
川
正
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。

①　
津
波
か
る
た

　
平
成
17
年
に
は
、「
津
波
か
る
た
」
を
総
合
学
習
の
時
に
実
施
し
ま
し
た
。
明
治

期
に
測
候
所
（
中
里
団
地
の
梅
翁
寺
付
近
に
あ
っ
た
）
で
働
い
て
い
た
人
が
、
こ

れ
ま
で
の
津
波
の
教
訓
を
七
五
調
の
言
葉
で
残
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
を
、
子

ど
も
た
ち
に
広
め
る
た
め
に
考
え
た
の
が
「
津
波
か
る
た
」
で
し
た
。
そ
れ
を
現

代
風
に
な
お
し
、
絵
を
子
ど
も
た
ち
が
描
き
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
を
中
屋
定

基
前
教
育
長
が
依
頼
し
て
、
鍬
小
と
田
老
一
小
の
６
年
生
に
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
こ
れ
を
知
っ
た
久
慈
の
建
設
会
社

の
社
長
が
、
こ
れ
を
評
価
し
て
、
印
刷
業
者

に
頼
ん
で
マ
ス
刷
り
を
し
て
、
久
慈
の
学
校

も
含
め
て
広
め
た
そ
う
で
す
。

　
鍬
ヶ
崎
小
学
校
で
は
５
、６
年
生
が
昼
休
み

に
１
、２
年
生
と
か
る
た
で
遊
ぶ
こ
と
で
、
知

ら
な
い
う
ち
に
低
学
年
に
も
防
災
知
識
が
染

み
渡
ら
せ
る
よ
う
な
取
り
組
み
も
な
さ
れ
た
。

②　
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
模
型
の
見
学

　
宮
古
工
業
高
校
で
は
、
震
災
以
前
か
ら
津
波
が
来
た
時
に
、
ど
れ
く
ら
い
の
地

域
が
侵
食
さ
れ
る
か
と
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
模
型
を
作
っ
て
実
演
し
て
い
た
。

平
成
16
、
７
年
頃
、
産
業
ま
つ
り
で
初
め
て
模
型
が
披
露
さ
れ
、
そ
の
後
、
各
学

校
へ
の
出
前
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
を
鍬
ヶ
崎
小
学
校
は

一
番
に
と
り
い
れ
て
、
毎
年
、
３
、４
年
生
が
そ
れ
を
使
っ
て
勉
強
す
る
時
間
を
設

　
⑵　
鍬
ヶ
崎
小
学
校
の
取
り
組
み　

　
平
成
17
年
当
時
、
鍬
ヶ
崎
小
学
校
長
で
あ
っ
た
佐
々
木
敏
夫
先
生
は
、
次
の
よ

う
に
振
り
返
る
。

　
防
災
教
育
の
取
り
組
み
は
、
私
が
鍬
小
の
校
長
だ
っ
た
と
き
に
、
平
成
15
、
６

年
頃
、
岩
手
大
学
の
堺
茂
樹
さ
ん
が
作
っ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
津
波
教
材
で
防
災
授
業
を

や
っ
た
の
が
は
じ
ま
り
で
す
。
中
屋
教
育
長
（
当
時
）
が
「
鍬
小
は
津
波
が
来
る

と
こ
ろ
だ
か
ら
、
あ
な
た
の
と
こ
ろ
で
先
に
や
っ
て
く
れ
」
と
言
う
の
で
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
時
の
防
災
授
業
は
、
坂
下
正
義
先
生
が
最
初
に
や
り
ま
し
た
。「
防

災
か
る
た
」
も
彼
の
学
年
で
作
っ
た
。
そ
れ
は
、
毎
日
新
聞
の
「
防
災
大
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
宮
古
市
学
校
防
災
の
特
徴
は
、
震
災
前
か
ら
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
け
て
い
た

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
土
日
放
課
後
、
地
震
が
来
た
と
き
、
注
意
報
が
出
た
と
き
、

学
校
以
外
に
い
る
と
き
に
逃
げ
る
場
所
で
す
。
こ
れ
を
作
っ
た
の
も
、
当
時
の
鍬

小
が
最
初
で
し
た
。
学
校
に
い
な
い
と
き
の
子
ど
も
た
ち
を
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
と
、
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
を
考
え
た
。
そ
れ
で
、
と
私
の
と
こ
ろ
に
話
が
来
た
の

で
す
。

　
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
に
は
、
高
台
に
あ
る
家
も
あ
っ
た
し
、
学
校
に
よ
っ
て
は
通

学
路
に
津
波
が
来
る
場
所
も
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
も
設
置
し
ま
し
た
。
鍬
ヶ
崎
小

学
校
は
そ
う
だ
っ
た
。
通
学
路
に
あ
っ
て
、
人
が
い
る
と
こ
ろ
に
シ
ェ
ル
タ
ー
を

設
置
し
て
、
そ
こ
が
津
波
が
来
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
ら
、
一
緒
に
逃
げ
て
も
ら
お
う

と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
教
育
委
員
会
の
通
知
と
し
て
は
、
津
波
シ
ェ

ル
タ
ー
は
で
き
る
だ
け
人
が
い
る
と
こ
ろ
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
そ
れ
で
、
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
に
な
る
家
に
は
、「
子
ど
も
が
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
に

来
た
ら
、
一
緒
に
逃
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願
い
し
て
、
看
板
を
出
し
て
も
ら
っ

た
の
で
す
。

　
子
ど
も
１
１
０
番
と
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
は
兼
ね
て
い
ま
せ
ん
。「
子
ど
も
１
１
０

番
」は
、ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
と
か
床
屋
さ
ん
な
ど
で
す
。
シ
ェ
ル
タ
ー
の
場
合
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
関
係
し
た
家
な
ど
に
頼
み
ま
し
た
。

　
全
部
で
５
か
所
、
私
が
頼
ん
で
歩
き
ま
し
た
。
鍬
小
で
は
、
今
回
の
震
災
で
２

か
所
く
ら
い
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
だ
っ
た
家
が
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

写真５　津波かるた
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３
月
11
日
の
こ
と
で
し
た
。
結
局
、
配
布
で
き
ず
に
幻
の
避
難
マ
ッ
プ
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

④　
街
の
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　
６
年
生
（
平
成
23
年
度
）
の
取
り
組
み

　
平
成
22
年
度
の
５
年
生
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
で
、
海
の
恵
み
を
生
業
と

し
て
い
る
魚
屋
さ
ん
や
漁
業
者
さ
ん
、
お
店
の
人
な
ど
、
鍬
ヶ
崎
の
街
の
人
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。「
な
ん
で
こ
の
仕
事
に
つ
い
た
ん
で
す
か
？
」
と

か
、「
や
り
が
い
は
何
で
す
か
？
」
な
ど
の
一
般
的
な
質
問
を
し
て
い
た
の
で
す
け

ど
、
３
月
11
日
の
津
波
で
、
そ
の
店
々
が
全
部
被
災
し
て
し
ま
っ
た
。

　
だ
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
寿
司
屋
さ
ん
を
皮
切
り
に
１
人
ま
た
１
人
と
連
鎖

的
に
立
ち
上
げ
る
雰
囲
気
が
感
じ
ら
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
震
災

後
の
23
年
度
、
５
年
生
は
６
年
生
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
前
年
に
取
り
残
し
た

店
に
出
か
け
、
も
う
一
度
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
ま
し
た
。「
い
ま
、
ど
ん
な
気
持
ち

で
い
る
か
」、「
も
う
１
度
や
る
つ
も
り
で
い
る
か
」
を
聞
き
な
が
ら
、自
分
た
ち
は
、

今
、
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
考
え
て
来
い
と
言
っ
て
送
り
出
し
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、

お
店
の
方
々
か
ら
、「
も
う
１
回
や
る
よ
」
と
い
う
返
事
を
い
た
だ
き
、元
気
に
な
っ

た
よ
う
で
し
た
。

　
ボ
ー
ト
屋
さ
ん
は
、「
や
め
よ
う
と
思
っ
た
が
、先
代
の
お
父
さ
ん
が
作
っ
た
ボ
ー

ト
屋
と
い
う
看
板
が
残
っ
て
い
た
。そ
れ
を
見
た
ら
、ま
た
や
れ
と
い
う
こ
と
か
な
、

と
い
う
こ
と
で
再
開
す
る
こ
と
に
し
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
素
敵

な
話
を
彼
ら
は
聞
い
て
き
た
の
で
す
。

　
報
告
を
聞
き
な
が
ら
、
こ
の
ま
ま
で
終
わ
ら
せ
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
シ
ナ

リ
オ
を
書
か
せ
て
劇
を
作
っ
て
上
演
を
目
指
そ
う
と
思
い
、
プ
ロ
の
脚
本
家
や
音

楽
家
や
カ
メ
ラ
マ
ン
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
、
い
ろ
ん
な
段
階
を
踏
み
な
が
ら
「
輝

こ
う
鍬
ヶ
崎
」
を
作
り
上
げ
、
11
月
の
文
化
祭
の
時
に
発
表
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
当
然
、
在
り
し
日
の
鍬
ヶ
崎
の
様
子
も
映
像
で
写
し
ま
し
た
。
観
て
い
る
人

た
ち
は
泣
い
て
い
ま
し
た
。
保
護
者
や
地
元
の
人
た
ち
で
体
育
館
が
満
杯
に
な
っ

た
。
お
そ
ら
く
４
、５
０
０
人
は
来
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
の
す
ご

い
数
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
が
一
つ
の
気
持
ち
を
切
り
替
え
る
場
面
に
な
る
な

ら
、
そ
れ
も
子
ど
も
た
ち
の
役
割
か
な
と
思
っ
て
や
ら
せ
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
そ

け
て
き
た
。
笹
川
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。

　
も
う
、
工
業
高
校
さ
ま
さ
ま
で
す
。
こ
れ
く
ら
い
の
高
さ
の
津
波
で
あ
れ
ば
、

こ
こ
ま
で
水
が
来
る
と
い
う
、
工
業
高
校
の
模
型
の
通
り
に
津
波
が
来
ま
し
た
。

「
あ
ー
、
俺
ん
家
も
大
変
だ
」
な
ん
て
言
っ
て
笑
い
な
が
ら
見
て
い
た
子
も
い
た
わ

け
で
す
が
、
実
際
に
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
、
正
確
な
模
型
だ
っ
た

の
で
す
。
そ
う
い
う
の
を
見
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
は
、
津
波
の
大
変
さ
を
目
で
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
模
型
の
実
演
は
、
か
な
り
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ

や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
観
る
映
像
に
比
べ
る
と
、
模
型
の
方
が
か
な
り
リ
ア
ル
に
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
実
際
、「
こ
こ
俺
ん
家
」
と
わ
か
る
。
そ
し
て
ず
っ
と
見
て
い
る
と
、
ぐ

ち
ゃ
ー
と
波
が
来
て
「
や
ば
い
」
と
い
う
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
で
、
避
難
の

必
要
を
、
子
ど
も
た
ち
は
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
工
業
高
校
さ
ん
に

は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

③　

�

地
域
の
人
の
力
を
か
り
た
６
年
生
（
平
成
22
年
度
）
の
「
避
難
マ
ッ
プ
」
の

制
作　

　
昔
か
ら
鍬
ヶ
崎
だ
け
堤
防
が
な
い
ん
で
す
。（
＊
笹
川
先
生
が
）
平
成
22
年
に
赴

任
し
た
と
き
、
い
ろ
ん
な
情
報
が
あ
っ
て
、
堤
防
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
町
が
分
か

れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
は
意
識
し
て
避
難
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
、海
上
保
安
庁
か
国
土
交
通
省
の
巡
視
船
に
乗
っ

て
湾
内
を
回
り
な
が
ら
、
堤
防
が
作
ら
れ
て
い
る
様
子
を
海
か
ら
見
る
機
会
を
得

ま
し
た
。「
こ
こ
は
５
㍍
」、「
こ
こ
は
８
㍍
の
高
さ
に
し
て
い
る
」
と
い
う
説
明
を

受
け
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
も
鍬
ヶ
崎
に
は
何
も
な
い
の
を
見
て
、
こ
れ
は
逃

げ
る
し
か
な
い
な
、
と
感
じ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
れ
を
出
発
点
に
、「
で
は
、
ど
う
や
っ
て
逃
げ
る
？
」
と
い
う
こ
と
で
、
地
域

の
人
た
ち
の
力
を
借
り
て
、
鍬
ヶ
崎
８
つ
の
町
内
一
つ
一
つ
に
避
難
ル
ー
ト
を
作

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
平
成
22
年
度
の
６
年
生
が
聞
き
取
り
を
し

な
が
ら
、
町
内
の
方
々
と
作
り
上
げ
た
の
が
『
避
難
マ
ッ
プ
』
で
す
。

　
そ
れ
を
印
刷
し
て
町
内
の
全
家
庭
に
配
ろ
う
と
思
い
、教
頭
先
生
が
原
版
を
持
っ

て
印
刷
業
者
に
行
こ
う
と
車
に
乗
っ
た
ら
、
グ
ラ
グ
ラ
と
地
震
が
来
た
の
で
す
。

医療の現場から　命を見つめて子どもを守る取り組み
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殖
体
験
を
し
た
４
年
生
が
５
年
生
に
な
っ
た
時
、
町
内
会
長
さ
ん
や
民
生
委
員
さ

ん
、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
漁
業
者
さ
ん
な
ど
、
地
域
の
23
人
の
方
々
に
集
ま
っ
て
い

た
だ
い
て
、「
あ
の
時
ど
う
避
難
し
た
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
質

問
し
、
自
分
た
ち
が
生
き
て
い
く
た
め
の
知
恵
と
す
る
た
め
の
聞
き
取
り
を
、
２

回
ほ
ど
や
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
そ
れ
を
子
ど
も
た
ち
自
身
で
編
集
し
て
、
そ
こ
か
ら
得
た
も
の
を
５

つ
の
提
言
（「
グ
ラ
ッ
と
来
た
ら
逃
げ
る
べ
し
」
な
ど
）
に
ま
と
め
、
３
月
11
日
の

震
災
の
「
い
の
ち
の
集
会
」
の
時
に
、
発
表
さ
せ
ま
し
た
。

　
私
は
、
学
校
と
い
う
の
は
知
識
を
教
え
る
場
所
だ
が
、
知
識
だ
け
で
生
き
て
い

け
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
知
恵
を
し
っ
か
り
子
ど
も
た
ち
に
身
に
つ
け
さ
せ
な

い
と
、
自
分
の
命
は
守
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
や
れ
る
だ
け

の
こ
と
は
や
っ
た
と
い
う
事
で
す
。

　
（
＊
立
ち
上
が
る
大
人
の
姿
を
あ
え
て
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
気

持
ち
も
）
変
わ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
そ
こ
は
わ
か
ら
な
い
で
す
け
ど
、
で
も
、

配
慮
は
し
ま
し
た
。４
、５
年
生
が
聞
き
取
に
取
り
組
む
と
き
に
は
、町
内
会
の
方
々

に
、「
子
ど
も
た
ち
に
こ
う
い
う
事
を
調
査
さ
せ
る
の
は
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
」、
と

相
談
し
た
ら
、「
今
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
し
、
や
ら
な
き
ゃ
だ
め
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

と
強
い
後
押
し
を
し
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
。「
や
め
ろ
」と
い
う
人
は
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、「
よ
し
、
じ
ゃ
あ
や
る
か
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　
そ
の
後
の
事
で
す
が
、
実
は
、
震
災
の
年
の
４
年
生
も
養
殖
体
験
を
や
ら
せ
て

も
ら
っ
た
ん
で
す
。
８
月
に
１
回
、
し
か
も
海
か
ら
１
㍍
か
２
㍍
の
と
こ
ろ
で
、

炎
天
下
だ
っ
た
の
で
テ
ン
ト
を
張
り
な
が
ら
、
１・５
㌢
く
ら
い
の
稚
貝
の
選
別
を

子
ど
も
た
ち
に
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
の
時
に
は
、
事
前
に
ご
家
庭
全
部
に
確
認
の
文
書
を
出
し
た
ん
で
す
が
、
誰

も
「
や
め
ろ
」
と
い
う
返
事
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
「
や
っ
て
も
い
い
」
と
い
う

こ
と
と
、
今
、
私
た
ち
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
地
域
も
含
め
て
親
御
さ
ん
た
ち

も
理
解
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
だ
と
解
し
ま
し
た
。
心
強
か
っ
た
で
す
。

⑥　
冊
子
『
歩
み
だ
そ
う
未
来
へ
の
一
歩
～
命
を
守
っ
た
知
恵
を
も
と
に
～
』

　
こ
の
冊
子
は
、
あ
の
当
時
の
子
ど
も
た
ち
に
は
全
員
配
り
ま
し
た
。
担
任
と
一

の
次
の
年
の
６
年
生
の
取
り
組
み
で
し
た
。

⑤　
�

立
ち
上
が
る
大
人
、
23
人
の
姿
を
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
る　
５
年
生
（
平
成

23
年
度
）
の
取
り
組
み

　
震
災
前
の
22
年
度
の
４
年
生
た
ち
か
ら
、
ホ
タ
テ
の
養
殖
体
験
を
始
め
ま
し
た
。

漁
業
者
養
成
と
い
う
こ
と
で
振
興
局
の
方
か
ら
、や
り
ま
せ
ん
か
と
い
う
話
が
あ
っ

た
の
で
、面
白
い
と
思
い
、話
に
乗
り
ま
し
た
。
田
中
さ
ん
と
い
う
漁
業
者
さ
ん
も
、

「
で
は
、
面
倒
見
る
か
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。　

　
本
当
は
、
ホ
タ
テ
の
養
殖
は
種
か
ら
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
そ

れ
は
割
愛
し
て
、
①
１・５
㌢
く
ら
い
に
な
っ
た
稚
貝
を
分
別
す
る
作
業
、
②
４
、

５
㌢
に
な
っ
た
貝
を
釣
り
上
げ
る
「
耳
釣
り
」、
③
出
荷
す
る
前
に
置
い
て
い
た
も

の
を
お
借
り
し
て
、
出
荷
す
る
た
め
に
ゴ
ミ
を
そ
ぎ
落
と
す
成
貝
の
掃
除
作
業
な

ど
、
４
回
ほ
ど
作
業
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
１
、２
月
に
は
食
改
（
＊
食

生
活
改
善
推
進
員
）
の
女
性
た
ち
に
教
え
て
も
ら
っ
て
料
理
を
作
り
、
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
を
お
招
き
し
て
感
謝
の
会
を
開
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
が
前
年
度
の

４
年
生
の
取
り
組
み
で
し
た
。

　
お
世
話
く
だ
さ
っ
た
漁
業
者
の
田
中
さ
ん
は
、
津
波
で
養
殖
も
施
設
も
ご
自
宅

も
す
べ
て
を
流
さ
れ
て
一
切
を
な
く
し
て
、
し
ば
ら
く
熊
野
神
社
に
避
難
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
３
月
13
日
、
震
災
か
ら
わ
ず
か
２
日
後
の
朝
早
く
の
事
で
す
。
田
中
さ
ん
が
、

学
校
に
サ
ン
ダ
ル
履
き
に
、
着
の
身
着
の
ま
ま
で
来
ら
れ
て
、「
ま
た
、
や
ら
せ
っ

か
ら
よ
。
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ろ
」
と
話
し
て
、
何
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
帰
っ

て
行
か
れ
ま
し
た
。

　
最
初
、
何
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
か
、
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
ま
た
や
ら

せ
る
」
っ
て
養
殖
の
こ
と
だ
よ
な
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
状
況
じ
ゃ
な
い

だ
ろ
う
、
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
子
ど
も
ら
の
事
を
考
え
て
く
れ
る
人

だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
改
め
て
感
動
し
た
と
い
う
か
、
言
葉
に
な
ら
な
い
も

の
を
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
震
災
を
も
の
と
も
せ
ず
に
ま
た
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い
る
人

た
ち
も
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
事
も
記
録
に
残
そ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
養

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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前
述
の
通
り
、
学
区
の
中
で
ど
こ
に
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置
す
る
か
の
判
断

は
、
各
学
校
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
。
海
に
面
し
た
高
浜
地
区
と
金
浜
地
区
を
校

区
と
す
る
高
浜
小
学
校
で
は
、
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
は
高
台
で
、
近
く
に
常
に
連
絡

が
と
れ
る
家
が
あ
る
場
所
に
設
置
し
た
。
設
置
場
所
は
、
地
域
の
地
形
を
熟
知
し

自
治
会
の
役
員
な
ど
を
し
て
い
る
方
と
相
談
し
な
が
ら
選
定
さ
れ
た
と
い
う
。

　
現
在
、
高
浜
小
学
校
で
は
、
①
登
校
前
、
②
登
校
途
中
、
③
下
校
時
の
３
つ
の

訓
練
を
、
３
年
ご
と
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
行
っ
て
い
る
。
小
学
校
の
６

年
間
に
そ
れ
ぞ
れ
２
回
ず
つ
体
験
す
れ
ば
、
児
童
に
も
有
事
に
ど
の
よ
う
に
行
動

す
れ
ば
良
い
か
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
の
考
え
だ
。
２
０
１
５
年

は
登
校
途
中
、
２
０
１
４
年
は
下
校
時
の
訓
練
を
実
施
し
た
。

　
①�　
登
校
前
の
訓
練
は
、
ま
だ
自
宅
に
い
る
時
間
に
、
警
報
発
令
の
た
め
自
宅

待
機
、
お
よ
び
少
し
時
間
を
お
い
た
後
、
解
除
さ
れ
た
の
で
登
校
す
る
旨
を
、

そ
れ
ぞ
れ
学
校
か
ら
登
校
班
の
班
長
宅
に
電
話
連
絡
し
、
班
長
が
連
絡
網
を

つ
か
っ
て
各
家
庭
に
伝
達
す
る
訓
練
で
あ
る
。
そ
の
際
、
教
員
も
要
所
に
配

置
さ
れ
る
。

　
②�　
登
校
途
中
の
訓
練
は
、
生
徒
は
登
校
班
で
学
校
に
来
る
の
で
、
通
学
途
中

で
注
意
報
や
警
報
が
出
た
時
に
、
ど
う
い
う
行
動
を
と
る
か
の
訓
練
で
あ
る
。

歩
い
て
い
る
時
に
警
報
や
注
意
報
が
出
た
ら
、
登
校
班
の
リ
ー
ダ
ー
が
判
断

し
て
、
一
番
近
い
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
ま
で
班
の
子
を
連
れ
て
逃
げ
る
。

　
③�　
下
校
時
の
訓
練
は
、
下
校
時
に
警
報
な
ど
が
出
た
時
に
、
ど
の
津
波
シ
ェ

ル
タ
ー
を
通
っ
て
ど
う
逃
げ
る
か
、ど
う
い
う
行
動
を
と
る
か
の
訓
練
で
あ
る
。

　
宮
城
先
生
は
、
登
下
校
時
の
避
難
訓
練
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
を
次
の
よ

う
に
話
し
て
い
る
。

　
当
時
、
地
震
が
あ
れ
ば
70
％
以
上
の
確
率
で
津
波
が
あ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
た

の
で
、
い
つ
か
そ
の
日
が
来
る
だ
ろ
う
と
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
海
辺
の

町
で
あ
る
し
、
チ
リ
地
震
で
学
校
が
被
害
に
遭
い
、
そ
の
後
現
在
地
に
移
転
し
た

経
緯
も
あ
り
、
危
機
に
対
す
る
備
え
が
必
要
だ
っ
た
の
で
す
。
災
害
は
い
つ
来
る

か
わ
か
ら
な
い
で
す
か
ら
。
高
浜
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
海
辺
を
通
っ
て
通

学
し
て
来
ま
す
。
子
ど
も
の
集
団
登
下
校
時
に
い
ろ
ん
な
場
面
を
想
定
し
て
備
え

て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
多
様
な
訓
練
が
必
要
で
す
が
、
ま
ず
は
登
下
校
訓

緒
に
地
域
の
方
23
人
に
聞
き
取
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
た
も
の
。
子
ど
も
た
ち
が
ど

う
い
う
人
生
を
歩
む
か
決
意
を
書
い
た
も
の
。
防
災
マ
ッ
プ
は
模
造
紙
を
縮
小
し

て
、
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
な
ら
わ
か
る
よ
う
な
図
式
に
し
た
も
の
。
そ
し
て
、

６
年
生
た
ち
が
作
っ
た
劇
「
輝
こ
う
鍬
ヶ
崎
」
の
シ
ナ
リ
オ
も
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

加
え
て
編
纂
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
防
災
甲
子
園
に
応
募
し
て
、
発
表
し
て
、
優
秀
賞
を
取
り

ま
し
た
。
次
の
年
は
グ
ラ
ン
プ
リ
を
取
っ
た
み
た
い
で
す
。
す
ご
い
で
す
よ
ね
。

　
表
紙
の
写
真
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
人
た
ち
の
中
に
カ
メ
ラ
が
趣
味
だ
と
い
う
若
者
が

い
て
、
重
な
り
が
な
い
よ
う
に
顔
と
名
前
を
一
致
さ
せ
な
が
ら
当
時
の
５
年
生
全

員
分
の
顔
写
真
を
撮
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
本
当
に
皆
さ
ん
に
お
力
添
え
い
た
だ
き
な
が
ら
作
り
上
げ
た
の
で
、
こ
れ
は
宝

物
。
こ
ん
な
の
を
短
期
間
に
作
り
上
げ
た
の
は
、
す
ご
か
っ
た
ん
だ
な
と
、
今
、

改
め
て
思
い
ま
す
。

　
⑶　
登
下
校
時
の
避
難
訓
練
（
高
浜
小
学
校
）

�　
次
に
校
庭
ま
で
津
波
が
入
り
な
が
ら
も
、
１
人
も
ケ
ガ
を
し
な
か
っ
た
高
浜
小

学
校
の
避
難
訓
練
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

�　
現
校
長
・
中
村
登
志
江
先
生
に
よ
る
と
、
高
浜
小
学
校
で
は
、
年
間
に
避
難
訓

練
を
５
、６
回
行
っ
て
い
る
。
校
舎
か
ら
の
出
火
を
想
定
し
た
火
災
、
地
震
、
津
波

に
対
す
る
訓
練
で
は
、
校
庭
に
集
合
し
て
、
隣
接
す
る
金
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
避
難
す
る
事
に
な
っ
て
い
る
。以
前
は
、学
校
が
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
た
が
、

津
波
が
学
校
ま
で
来
た
の
で
、
震
災
以
降
は
セ
ン
タ
ー
が
避
難
所
に
な
っ
た
。
こ

う
し
た
訓
練
は
３
月
３
日
の
津
波
の
日
を
中
心
に
行
っ
て
お
り
、
津
波
に
関
す
る

話
や
訓
練
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
高
浜
小
学
校
で
は
、
通
常
の
各
種
避
難
訓
練
に
加
え
て
、
他
に
先
駆
け

て
登
下
校
時
の
避
難
訓
練
も
行
っ
て
い
る
。

　
平
成
19
年
か
ら
震
災
の
前
年
度
ま
で
校
長
で
あ
っ
た
宮
城
貞
子
先
生
（
昭
和
24

年
生
）
に
よ
る
と
、
高
浜
小
学
校
の
登
下
校
時
の
避
難
訓
練
は
、
そ
の
前
任
の
校

長
が
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
を
受
け
て
始
め
た
と
い
う
（
取
材
日
：
２
０
１
６

年
５
月
13
日
）。
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
以
前
は
、
校
内
で
の
訓
練
だ
け
だ
っ
た
。

医療の現場から　命を見つめて子どもを守る取り組み
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混
乱
を
来
た
さ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
域
的
に
消
防
団
の
人
も

学
校
に
協
力
的
な
地
域
だ
が
、
住
民
へ
の
配
慮
が
必
要
だ
。

　
ま
た
、
放
送
時
に
子
ど
も
た
ち
が
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
を
通
り
過
ぎ
て
い
て
は
意

味
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
出
発
を
管
理
す
る
先
生
を
学
校
に
配
置
し
て
、
ち
ょ
う

ど
シ
ェ
ル
タ
ー
付
近
で
放
送
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
、
班
ご
と
に
出
発
時
間
を
ず
ら

し
て
送
り
だ
し
た
。
ど
の
よ
う
な
方
法
で
す
る
の
が
よ
い
か
、ど
う
す
れ
ば
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る
か
、
試
行
錯
誤
し
た
そ
う
で
あ
る
。

　
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
避
難
訓
練
を
す
る
に
は
、
教
員
の
数
が
足
り
な
い
こ
と
が

問
題
だ
っ
た
。
ス
タ
ッ
フ
が
少
な
い
と
十
分
に
子
ど
も
た
ち
を
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
人
員
の
確
保
が
課
題
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
地
域
の
人
た
ち
に
も
助

け
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
普
段
、
登
校
時
の
安
全
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
方
々
に
は
、
シ
ェ
ル
タ
ー
で
待
機
し
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち

が
着
い
た
時
点
で
、
報
告
し
て
も
ら
う
。
ま
た
、
シ
ェ
ル
タ
ー
の
担
当
を
依
頼
し

て
い
る
家
の
人
に
も
訓
練
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
ど
こ
の
シ
ェ
ル
タ
ー
に
、
今
、

何
人
子
ど
も
が
来
て
い
る
と
、学
校
へ
の
連
絡
を
お
願
い
し
て
い
る
。
シ
ェ
ル
タ
ー

担
当
の
家
は
、
訓
練
の
時
以
外
に
も
、
何
か
あ
る
と
き
に
は
き
ち
ん
と
対
応
し
て

く
れ
る
そ
う
で
あ
る
。

　
一
方
、
学
校
か
ら
送
り
出
す
側
の
先
生
方
は
日
ご
ろ
の
観
察
か
ら
、
訓
練
開
始

の
時
刻
か
ら
判
断
し
て
、
ど
の
班
が
ど
こ
の
シ
ェ
ル
タ
ー
に
行
く
だ
ろ
う
と
い
う

予
測
を
立
て
て
い
る
。
そ
の
様
な
中
、
中
村
先
生
に
よ
る
と
、
２
０
１
４
年
の
訓

練
で
は
、
高
浜
方
面
の
あ
る
班
が
、
教
員
の
予
測
よ
り
も
先
に
進
ん
で
い
た
の
で
、

６
年
生
の
リ
ー
ダ
ー
が
「
こ
こ
な
ら
こ
ち
ら
の
方
が
近
い
」
と
、
自
分
で
し
っ
か

り
と
状
況
を
判
断
し
て
、
先
生
方
の
予
測
と
は
別
の
シ
ェ
ル
タ
ー
に
行
っ
た
そ
う
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
、
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
６
年
間
か
け
て
地
域
の
津
波
シ
ェ

ル
タ
ー
の
場
所
を
覚
え
て
、
自
分
で
判
断
し
て
避
難
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
が
一

番
良
い
と
考
え
て
い
る
。
常
に
集
団
で
歩
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
１
人
で
歩

い
て
い
る
時
も
あ
る
。
こ
う
し
た
訓
練
を
通
し
て
、
自
分
で
し
っ
か
り
判
断
し
て

行
動
で
き
る
、
１
人
で
い
て
も
命
を
守
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
目
的
な
の
で
あ

る
。

練
か
ら
は
じ
め
ま
し
た
。

　
高
浜
小
学
校
で
は
、
登
校
班
に
よ
る
集
団
登
下
校
を
実
施
し
て
い
る
。
現
校
長

の
中
村
登
志
江
先
生
に
よ
る
と
、
登
校
時
は
６
年
生
が
リ
ー
ダ
ー
だ
が
、
帰
り
は

登
校
班
の
中
で
一
番
上
の
学
年
の
子
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
先
頭
で
班
を
引
率
す

る
。
登
校
班
は
地
区
で
こ
こ
ま
で
が
何
班
と
決
ま
っ
て
い
る
。
高
浜
小
学
校
の
児

童
数
は
現
在
55
名
な
の
で
、
６
年
生
は
誰
で
も
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
状
況
に
あ
る
と

い
う
。

　
学
校
で
は
、
低
学
年
な
ら
「
生
活
科
」、
あ
る
い
は
「
学
区
探
検
」
な
ど
の
授

業
を
通
じ
て
、
金
浜
、
高
浜
地
区
の
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
の
場
所
を
確
か
め
て
い
る
。

６
年
生
に
な
る
と
、
先
生
よ
り
も
地
元
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
は
毎
日
一
緒
に
来
て
い
る
の
で
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
歩
く
速
度
な

ど
も
わ
か
っ
て
お
り
、
ど
の
シ
ェ
ル
タ
ー
に
行
け
ば
良
い
か
も
判
断
が
つ
く
よ
う

に
な
る
。
宮
城
先
生
も
「
代
々
の
班
長
を
き
ち
ん
と
教
育
し
て
お
け
ば
、
あ
と
は

つ
い
て
く
る
。
班
長
会
議
な
ど
の
際
に
指
導
を
し
て
班
長
の
意
識
を
高
め
た
り
し

た
」
と
話
す
。

　
登
校
班
は
、
平
成
21
年
の
時
点
で
、
高
浜
に
３
班
、
金
浜
に
３
班
あ
っ
た
。
訓

練
の
記
録
資
料
に
よ
る
と
、
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
高
浜
１
区
に
は
２
か
所
、
高

浜
２
区
に
は
１
か
所
、高
浜
３
区
に
は
２
か
所
、金
浜
１
区
に
は
２
か
所
、金
浜
２
、

３
区
に
は
３
か
所
あ
る
。
教
職
員
は
、
訓
練
に
備
え
て
、
普
段
か
ら
登
下
校
の
様

子
を
観
察
し
、
い
つ
頃
ど
の
班
が
ど
の
あ
た
り
を
通
る
か
、
情
報
を
集
め
て
い
る
。

　
登
下
校
時
の
訓
練
で
は
、「
津
波
警
報
発
令
」
を
合
図
に
、
リ
ー
ダ
ー
の
判
断
で

そ
の
時
一
番
近
い
津
波
シ
ェ
ル
タ
ー
へ
避
難
行
動
を
と
れ
る
か
を
み
る
の
で
あ
る
。

　
宮
城
先
生
に
よ
る
と
、訓
練
の
初
回
時
は
、消
防
団
の
防
災
無
線
を
使
っ
て
「
津

波
警
報
発
令
」
と
放
送
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、消
防
団
の
無
線
は
、高
浜
に
あ
り
、

金
浜
ま
で
は
聞
こ
え
な
い
の
で
、
途
中
途
中
に
配
置
さ
れ
た
職
員
が
拡
声
器
で
伝

達
し
た
。

　
避
難
訓
練
を
す
る
こ
と
は
、
事
前
に
地
域
の
人
に
も
周
知
し
て
い
る
が
、
あ
ま

り
、
音
が
大
き
す
ぎ
る
と
、
無
関
係
の
地
域
に
ま
で
聞
こ
え
て
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
う
恐
れ
も
あ
る
。
本
来
、
防
災
無
線
は
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
の
も
の
な
の
で
、

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み



549

地
震
に
そ
な
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
消
防
士
や
消
防
団
員
等
な
ど
防
災
の
役
割
を

担
う
人
た
ち
に
つ
い
て
調
べ
、
社
会
に
参
画
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
習
し

た
。

　
10
月
の
「
特
別
活
動
」
で
は
、
被
災
し
て
避
難
所
生
活
を
し
て
い
た
人
に
、
避

難
所
で
困
っ
た
こ
と
を
聞
き
取
っ
た
り
、
震
災
時
に
避
難
所
で
子
守
り
役
を
買
っ

て
出
て
い
た
小
学
生
を
と
り
あ
げ
た
ニ
ュ
ー
ス
映
像
な
ど
を
見
た
り
し
た
。

　
そ
し
て
、こ
れ
ま
で
の
学
習
を
踏
ま
え
て
、３
学
期
の
「
総
合
学
習
」
と
「
社
会
」

で
は
、３
月
11
日
に
行
わ
れ
る
津
波
防
災
訓
練
で
の「
避
難
所
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

に
向
け
て
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
た
。

　
例
年
、
津
波
避
難
訓
練
へ
の
参
加
者
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
参
加
者
を
増
や
し
、

地
域
の
防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
家
族
や
近
隣
の
人
々
な
ど
へ
向
け

た
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
参
加
へ
の
呼
び
か
け
も
行
っ
た
。

　
ま
た
、
自
宅
か
ら
避
難
場
所
ま
で
の
所
要
時
間
を
計
算
し
た
り
、「
避
難
所
開

設
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
で
の
作
業
リ
ス
ト
を
考
え
た
り
し
て
、
本
番
に
臨
ん
だ
。

当
日
は
非
常
米
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り
の
炊
き
出
し
を
行
っ
て
参
加
者
に
ふ
る
ま
う

こ
と
に
し
た
。

　
か
く
し
て
、
50
名
の
４
年
生
と
、
そ
の
家
族
や
近
隣
の
人
、
１
学
期
に
交
流
し

た
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
な
ど
、
２
０
０
名
を
超
え
る
人
々
が
子
ど
も
た
ち
の
声
掛

け
に
応
え
て
集
ま
っ
た
。

　
坂
下
先
生
は
、「
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
次
の
４
年
生
に
も
引
き
継
が
れ
て
い

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心
と
し
た
学
校
発
信
の
取
り
組

み
か
ら
、地
域
の
活
動
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」と
い
う
。

　
実
は
、
今
回
の
宮
古
小
学
校
の
「
避
難
所
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
も
先
に
紹
介

し
た
震
災
直
後
の
鍬
ヶ
崎
小
学
校
に
お
け
る
取
り
組
み
も
、
い
ず
れ
も
笹
川
校
長

の
も
と
に
行
わ
れ
た
。
宮
古
で
は
、「
ふ
る
さ
と
の
復
興
を
担
う
人
づ
く
り
」
を
超

え
る
、
復
興
の
先
の
未
来
に
向
け
た
取
り
組
み
が
、
す
で
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

Ｅ　
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
防
災
に
役
立
て
る

１　
地
元
の
人
の
声
掛
け
が
命
を
救
っ
た

　
⑷　
宮
古
小
学
校
の
取
り
組
み

　
２
０
１
６
年
３
月
11
日
に
宮
古
小
学
校
で
行
わ
れ
た
津
波
避
難
訓
練
に
は
、
早

朝
６
時
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
２
０
０
名
も
の
参
加
が
見
ら
れ
た
。
前
年
の
参
加
者

が
10
名
足
ら
ず
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
驚
く
べ
き
数
字
だ
と
言
え
る
。
実
は
、
こ

れ
に
は
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
か
か
わ
っ
て
い
た
。

　
宮
古
小
学
校
で
は
、
平
成
24
年
度
岩
手
県
教
育
委
員
会
の
「
復
興
教
育
推
進
校

モ
デ
ル
校
」に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、「
ふ
る
さ
と
の
復
興
を
担
う『
人
づ
く
り
』

の
展
開
～
『
自
分
か
ら
』
か
か
わ
り
、学
び
を
深
め
る
児
童
の
育
成
～
」
と
題
し
て
、

「
自
分
か
ら
」
か
か
わ
る
こ
と
を
通
し
て
、
学
び
を
深
め
る
指
導
の
在
り
方
の
研
究

を
積
み
重
ね
て
き
た
。
そ
れ
は
、
岩
手
の
復
興
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
示
さ
れ
て
い
る
三

つ
の
教
育
的
価
値
で
あ
る
「
い
き
る
」「
か
か
わ
る
」「
そ
な
え
る
」
を
具
現
化
す

る
も
の
で
も
あ
る
。

　
「
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
子　
心
や
さ
し
く
た
く
ま
し
く
生
き
る
子　
主
体
的
に
学

ぶ
子　
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
子
」
を
目
標
と
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
、

「
伝
え
合
う
」、「
か
か
わ
り
合
う
」、「
助
け
合
う
」、「
つ
な
ぎ
合
う
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
各
学
年
で
国
語
・
社
会
・
体
育
・
特
別
活
動
な
ど
の
教
科
を
通
し
て
の
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
津
波
防
災
訓
練
に
か
か
わ
っ
た
の
は
、
２
０
１
５
年
度
の
４
年
生
た
ち

50
名
と
、
担
任
の
石
澤
綾
子
先
生
、
坂
下
大
輔
先
生
（
昭
和
59
年
生
）
で
あ
る
。

坂
下
先
生
に
話
を
聞
い
た
（
取
材
日
：
２
０
１
６
年
５
月
11
日
）。

　
復
興
教
育
に
結
び
付
け
や
す
い
単
元
は
、
地
域
に
出
て
い
く
こ
と
が
多
い
「
総

合
学
習
」
や
「
社
会
」
と
い
う
科
目
で
あ
る
。
こ
う
し
た
科
目
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
は
少
し
ず
つ
学
習
を
深
め
て
い
く
。「
総
合
学
習
」
は
、
３
年
生
か
ら
始
ま

る
。
ま
ず
、
２
０
１
4
年
度
の
３
年
生
は
、
水
門
な
ど
宮
古
市
の
防
災
施
設
を
見

学
に
行
っ
た
。

　
４
年
生
の
「
総
合
学
習
」
で
は
、「
い
ろ
ん
な
人
と
ふ
れ
あ
お
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

１
学
期
に
は
老
人
ク
ラ
ブ
に
行
っ
て
高
齢
者
の
方
々
と
共
に
活
動
し
、
２
学
期
に

は
、
障
害
の
あ
る
方
々
と
交
流
し
た
。
こ
う
し
て
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
方

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
に
あ
る
人
が
共
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
。

　
平
行
し
て
、６
月
の「
社
会
」で「
安
全
な
く
ら
し
と
ま
ち
づ
く
り
～
火
事
を
防
ぎ
、

医療の現場から　命を見つめて子どもを守る取り組み
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の
つ
な
が
り
が
深
ま
っ
て
い
る
。
花
輪
で
は
、
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
が
危
険
視

さ
れ
て
い
る
が
、
小
学
校
の
校
長
先
生
か
ら
災
害
時
は
「
小
学
校
に
お
い
で
」
と

声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
。
そ
し
て
、
小
学
校
が
保
護
者
向
け
に
流
す
メ
ー
ル
を
、

保
育
所
に
も
配
信
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
小
学
校
と
同
じ
よ
う
な
流

れ
で
避
難
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

３　
地
域
の
方
々
と
の
日
ご
ろ
の
交
流
が
あ
っ
て
こ
そ

　
①　
愛
宕
保
育
所
で
は

　
一
方
、
小
向
聖
子
先
生
（
昭
和
32
年
生
）
に
よ
る
と�

、
現
在
、
愛
宕
保
育
所
は
、

隣
に
あ
っ
た
小
学
校
が
閉
校
し
た
の
で
、
体
育
館
は
避
難
所
と
し
て
あ
る
も
の
の
、

学
校
の
力
を
借
り
て
一
緒
に
逃
げ
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
（
取
材
日
：

２
０
１
５
年
９
月
17
日
）。

　
自
分
た
ち
で
と
に
か
く
逃
げ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
地
域
に
仮
設
住
宅
は
あ
る

が
、
昼
間
は
若
い
世
代
は
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
。
残
っ
て
い
る
の
は
、
お
年
寄
り

の
方
が
多
い
。

　
そ
の
た
め
、
地
域
の
消
防
団
の
方
々
や
町
内
会
長
さ
ん
な
ど
、
そ
う
い
う
つ
な

が
り
を
も
う
一
回
見
直
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
つ
な
が
り
は
前
か
ら
あ
っ
た

の
で
す
が
、
な
く
さ
な
い
よ
う
に
、
た
び
た
び
案
内
を
出
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
震
災
の
時
に
、
愛
宕
の
体
育
館
の
後
ろ
の
坂
道
を
上
が
っ
た
と
い
う
話
は
前
任

者
か
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
揺
れ
の
あ
る
時
に
小
さ
い
子
を
背
負
っ
た
り
手
を

引
い
て
い
た
り
、
子
ど
も
の
足
で
上
る
に
は
、
整
備
さ
れ
て
い
な
い
細
い
急
坂
な

の
で
、
あ
ぶ
な
い
。
そ
れ
で
、
避
難
場
所
に
な
っ
て
い
る
反
対
側
の
お
寺
の
方
の

道
路
も
逃
げ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
散
歩
に
行
っ
た
時
に
声
を
か
け
て
、

お
寺
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
②　
ひ
か
り
幼
稚
園
で
は

　
ひ
か
り
幼
稚
園
は
、
２
０
１
５
年
11
月
か
ら
認
定
こ
ど
も
園
に
な
っ
た
。
認
定

こ
ど
も
園
に
な
れ
ば
、
よ
り
広
範
な
地
域
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ

と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
耐
震
対
策
は
も
ち

ろ
ん
、
非
常
食
料
の
備
蓄
を
含
め
て
、
よ
り
万
全
な
対
策
を
講
じ
る
計
画
が
あ
る

　
小
学
校
や
、
市
立
保
育
所
な
ど
の
先
生
方
に
は
転
勤
が
あ
り
、
地
域
の
地
理
や

事
情
に
不
案
内
の
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
今
回
の
震
災
は
、
た
ま
た
ま
年
度
末
に

起
こ
っ
た
の
で
、
地
域
の
事
を
知
り
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
関
係
を
築
く
時
間
が

あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
年
度
初
め
だ
っ
た
ら
、
適
切
な
行
動
に
結
び
つ
い
て
い
な
い

可
能
性
も
な
く
は
な
か
っ
た
。

　
実
際
、
地
元
の
人
の
声
か
け
や
情
報
が
、
避
難
の
際
の
決
め
手
と
な
っ
て
い
る
。

津
軽
石
保
育
所
で
は
、
近
く
の
人
が
、「
俺
は
前
の
津
波
を
経
験
し
た
が
、
あ
れ
よ

り
す
ご
か
っ
た
。
先
生
、
す
ぐ
逃
げ
ろ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
り
、「
学
校
は
も
う
上

に
避
難
し
て
い
る
か
ら
上
に
行
け
！
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
、
そ
の
こ
と
が
安
全

な
場
所
へ
と
導
い
て
い
た
。
子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
に
、
地
域
と
の
連
携
は
必

要
不
可
欠
だ
。

　
以
下
に
は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
強
化
す
る
具
体
的
な
取
り
組
み
を
み
て
み

よ
う
。

２　
地
域
と
学
校
と
の
つ
な
が
り　

崎
山
で
は

　
崎
山
保
育
所
は
小
中
学
校
の
そ
ば
に
あ
る
。
涌
田
朋
子
先
生
に
よ
る
と
、
２
年

ほ
ど
前
か
ら
、
中
学
校
と
協
力
し
て
避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
中
学
校
の
方
か

ら
の
申
し
出
で
合
同
訓
練
が
始
ま
っ
た
と
い
う
。

　
避
難
が
必
要
な
時
、
誘
導
車
を
押
し
た
り
、
物
を
詰
め
た
り
、
け
が
を
し
た
子

ど
も
を
複
数
で
抱
え
て
逃
げ
る
な
ど
、
保
育
士
た
ち
だ
け
の
力
で
は
難
し
い
部
分

を
、
中
学
生
に
手
助
け
し
て
も
ら
え
た
ら
助
か
る
と
い
う
。

　
一
方
、
保
育
所
の
方
で
も
、
中
学
校
の
保
育
体
験
の
受
け
入
れ
を
し
た
り
、
運

動
会
の
時
に
生
徒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
伝
い
に
来
て
も
ら
う
な
ど
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
日
常
の
活
動
に
お
け
る
交
流
が
、
災
害
時
の
助
け
合
い
に
つ
な
が
っ
て

い
く
。
崎
山
保
育
所
で
は
、
中
学
校
と
の
新
た
に
始
ま
っ
た
協
力
関
係
を
ず
っ
と

続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

花
輪
で
は

　
ま
た
、
伊
藤
る
み
子
先
生
に
よ
る
と
、
花
輪
で
も
、
保
育
所
と
地
域
の
学
校
と

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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の
付
き
合
い
を
広
げ
て
、
こ
ど
も
園
を
地
域
づ
く
り
の
一
環
で
と
ら
え
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

４　
「
お
ら
ほ
の
学
童
の
家
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

　
有
事
に
、
助
け
て
も
ら
う
た
め
に
、
日
頃
の
関
係
づ
く
り
が
大
切
な
の
は
、
学

校
や
幼
稚
園
保
育
所
ば
か
り
で
は
な
い
。
元
鍬
ヶ
崎
小
学
校
学
童
の
家
の
創
設
に

か
か
わ
っ
た
田
畑
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。

　
学
童
の
家
を
開
く
時
、
心
を
砕
い
た
の
は
、
鍬
ヶ
崎
の
町
の
人
に
「
お
ら
ほ
の

学
童
の
家
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
し
た
。
地
域
と
の
交
流
を

大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。「
な
あ
ど
」で
ミ
ズ
キ
団
子
を
作
る
イ
ベ
ン
ト
の
時
に
は
、

学
童
の
家
の
子
を
招
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
土
曜
日
に
は
鍬
ヶ
崎
の
町
を
子
ど
も

た
ち
と
散
歩
し
ま
し
た
。
籠
っ
て
い
て
は
何
か
あ
っ
た
と
き
に
対
処
で
き
な
い
の

で
、
地
域
の
人
た
ち
に
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
顔
見
世

興
行
の
よ
う
な
宣
伝
の
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
自
分
た
ち
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
い
、
散
歩
な
ど
の
際
に

声
を
か
け
た
り
し
て
地
域
の
方
々
と
交
流
を
も
つ
。
あ
る
い
は
、
常
日
頃
か
ら
子

ど
も
た
ち
の
活
動
に
地
元
の
方
々
の
協
力
を
得
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
も
し
も

の
時
に
、
子
ど
も
た
ち
の
命
を
救
う
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
意
識
を
持
つ
こ

と
は
、
学
校
や
保
育
所
等
の
施
設
ば
か
り
で
な
く
、
親
や
祖
父
母
な
ど
子
ど
も
に

か
か
わ
る
す
べ
て
の
大
人
に
必
要
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
高
浜
小
学
校
の
中
村
校
長
が
「
金
浜
・
高
浜
地
区
で
は
、
包
み
込
む
よ
う
に
子

ど
も
た
ち
を
守
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
」と
話
さ
れ
て
い
る
が
、こ
の
よ
う
な
関
係
は
、

金
浜
・
高
浜
地
区
の
み
な
ら
ず
、
鍬
ヶ
崎
に
も
津
軽
石
に
も
見
ら
れ
た
。

　
震
災
の
話
を
聞
く
た
め
に
筆
者
が
市
中
を
回
っ
て
い
て
何
よ
り
も
印
象
的
だ
っ

た
の
は
、
地
域
の
人
々
の
間
の
こ
う
し
た
協
力
関
係
で
あ
る
。
あ
れ
だ
け
の
経
験

を
し
て
な
お
、「
命
だ
け
助
か
れ
ば
、
物
は
何
と
か
な
る
」
と
思
え
る
の
は
、
こ
う

し
た
密
な
人
間
関
係
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
密
な
人
間
関
係
は
、
宮
古

市
の
大
切
に
し
た
い
防
災
に
お
け
る
強
み
で
あ
る
。

よ
う
だ
。

　
だ
が
、
取
材
し
た
時
点
（
２
０
１
５
年
９
月
）
で
は
、
森
分
園
長
は
、「
現
時
点

の
ひ
か
り
幼
稚
園
で
は
、
非
常
時
の
備
蓄
を
意
図
的
に
持
た
な
い
こ
と
に
し
て
い

る
」
と
話
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、（
＊
当
事
の
）
自
治
会
を
は
じ
め
、
地
域
と
の
さ

ま
ざ
ま
な
協
力
関
係
が
で
き
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。

　
自
治
会
の
役
員
の
多
く
は
、
卒
園
児
の
家
族
で
す
。
何
十
年
か
前
の
園
長
は
、

そ
う
し
た
繋
が
り
を
重
要
視
せ
ず
に
付
き
合
い
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
後
は
地
元
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
園
で
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
、
自
治
会
に
声
を
掛
け
園
に
来
て
も
ら
う
し
、
こ
ち

ら
も
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
参
加
し
ま
す
。
お
酒
の
付
き
合
い
も
な
る
べ
く

断
ら
な
い
。
園
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
、
例
年
、
自
治
会
の
方
に
サ
ン
タ
さ
ん
役

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
３
・
11
の
時
、
園
児
の
保
護
者
の
方
々
も
た
く
さ
ん
い
る
の
で
、
地
区
の
集
会

所
に
行
っ
て
み
た
ら
、
農
家
の
人
が
発
電
機
を
持
ち
込
ん
で
煌
煌
と
灯
り
が
照
ら

さ
れ
、
ス
ト
ー
ブ
が
焚
か
れ
て
、
暖
か
す
ぎ
る
く
ら
い
で
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
を

し
て
い
て
は
、超
長
期
的
に
持
た
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
提
言
し
ま
し
た
。ま
た
、

物
資
を
回
し
て
も
ら
う
た
め
に
指
定
避
難
所
に
行
く
よ
う
に
提
案
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
、
意
見
が
し
っ
か
り
言
え
て
、
そ
れ
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
関

係
性
を
日
ご
ろ
か
ら
大
切
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
幼
稚
園
で
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
入
れ
て
い
な
い
が
、
近
所
の
人
が
守
っ
て
く
れ

る
。
た
と
え
、
う
っ
か
り
夜
電
気
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
で
帰
っ
た
と
し
て
も
、
す
ぐ

に
近
所
の
人
が
知
ら
せ
て
く
れ
る
」
と
い
う
。

　
非
常
時
に
地
域
の
人
に
助
け
て
も
ら
お
う
と
し
て
も
、
普
段
や
っ
て
な
い
こ
と

は
で
き
な
い
。
普
段
お
付
き
合
い
が
な
い
の
に
、
困
っ
た
と
き
だ
け
助
け
て
も
ら

お
う
な
ど
と
、
そ
ん
な
に
世
の
中
は
甘
く
な
い
。
普
段
か
ら
地
域
と
密
に
繋
が
り

が
あ
る
か
ら
非
常
時
に
助
け
合
え
る
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
西
町
３
丁
目
に
引
っ
越
し
を
す
る
が
、
引
き
続
き
山
口
地
区
の
自
治
会
と
の
付

き
合
い
は
継
続
し
た
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
よ
り
広
範
に
地
域
の
人
々
と

医療の現場から　命を見つめて子どもを守る取り組み
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防
団
の
方
々
は
、
転
勤
で
は
じ
め
て
そ
の
地
域
に
赴
任
す
る
先
生
た
ち
に
と
っ
て

も
、
最
も
頼
り
に
で
き
る
存
在
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
津
波
で
大
き
な
犠
牲
を
払
っ
た
宮
古
市
で
は
、「
警
報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
迎
え

に
来
な
い
、
す
で
に
警
報
以
前
に
迎
え
に
来
て
い
る
場
合
は
、
安
全
が
確
保
さ
れ

る
ま
で
一
緒
に
避
難
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
震
災
後
、
子
育
て
を
支
え
る
施
設

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ
た
。

　
何
度
も
言
う
が
、
こ
れ
は
「
預
か
っ
て
い
る
子
ど
も
の
命
は
私
た
ち
が
絶
対
守

る
」
と
い
う
保
育
者
た
ち
の
強
い
覚
悟
と
信
念
が
あ
っ
て
こ
そ
言
え
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
言
葉
を
保
護
者
が
心
か
ら
信
じ
る
こ
と
が
で
き
て
初
め
て
実
践
さ
れ
る
。

保
育
者
・
保
護
者
の
双
方
が
こ
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
個
々
の
施
設
や
個
人
の
体
験
談
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
地
域
の

人
と
の
連
携
が
命
を
守
る
上
で
ど
れ
ほ
ど
大
切
な
も
の
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
多
く
の
物
を
失
っ
て
も
な
お
、「
命
さ
え
あ
れ
ば
、
物
は
な
ん
と
か
な
る
。
実

際
、
分
け
合
っ
て
な
ん
と
か
な
っ
た
」
と
語
れ
る
の
は
、
そ
う
し
た
地
域
の
人
間

関
係
に
対
す
る
強
い
信
頼
の
表
れ
で
あ
り
、
そ
れ
が
宮
古
の
防
災
に
お
け
る
強
み

で
あ
る
。

　
震
災
か
ら
５
年
。
瓦
礫
は
す
っ
か
り
片
付
き
、
具
体
的
な
津
波
か
ら
の
避
難
の

在
り
方
や
避
難
場
所
の
選
定
な
ど
、
津
波
に
対
す
る
仕
組
み
が
か
な
り
固
ま
っ
て

き
て
い
る
。
今
後
は
、
震
災
の
記
憶
の
風
化
を
ど
う
防
ぐ
か
が
問
題
で
あ
る
。
筆

者
が
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
も
、
い
く
つ
か
そ
う
し
た
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　
震
災
の
記
憶
も
だ
ん
だ
ん
と
風
化
し
て
い
く
も
の
で
す
。
昭
和
の
津
波
で
磯
鶏

地
区
は
大
き
な
犠
牲
を
出
し
て
、
石
碑
も
立
っ
て
い
ま
す
が
、
80
年
も
経
つ
と
す

ぐ
そ
ば
に
あ
る
の
に
誰
も
見
て
い
な
い
。
記
憶
が
風
化
す
る
の
が
怖
い
。
ず
っ
と

呼
び
か
け
て
い
か
ね
ば
、
行
政
の
力
で
や
ら
な
く
て
は
、
代
が
代
わ
る
と
わ
か
ら

な
く
な
っ
て
来
ま
す
。
し
か
も
、
磯
鶏
地
区
は
転
勤
族
が
多
く
、
幼
、
小
、
中
、

高
と
い
ず
れ
の
学
校
も
転
勤
者
の
子
弟
が
多
い
ん
で
す
。
教
育
委
員
会
な
ど
が
主

導
し
て
津
波
の
恐
ろ
し
さ
や
逃
げ
る
場
所
、
避
難
路
な
ど
を
、
毎
年
教
え
る
よ
う

５　
消
防
団
の
力
を
借
り
る

　
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
消
防
団
の
存
在
は
非
常
に
大
き
い
。
震
災
時
、

各
地
で
地
域
の
消
防
団
の
方
々
に
よ
っ
て
多
く
の
命
が
救
わ
れ
た
が
、
宮
古
市
の

各
学
校
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
高
浜
小
学
校
の
元
校
長
・
大
洞
晴
洋
先
生
は
、
地

域
と
の
連
携
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
日
頃
か
ら
地
域
の
つ
な
が
り
を
も
っ
と
も
大
事
に
し
ま
し
た
。
消
防
団
の
集
ま

り
、
行
事
、
敬
老
会
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
に
招
待
を
受
け
た
り
し
ま
す
が
、
そ

れ
は
ほ
と
ん
ど
休
み
の
日
な
の
で
、
休
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
な
が
ら
も
、

や
っ
ぱ
り
出
た
方
が
い
い
。
２
年
し
か
高
浜
に
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
１
年
目

の
３
月
に
震
災
が
来
ま
し
た
。

　
同
じ
日
に
高
浜
地
区
と
金
浜
地
区
の
お
祭
り
が
あ
っ
た
り
す
る
の
で
、
午
前
中

金
浜
神
社
に
行
っ
て
、
午
後
、
高
浜
神
社
に
行
く
と
か
工
夫
し
な
が
ら
、
赴
任
し

た
年
に
は
ほ
と
ん
ど
の
行
事
に
出
る
こ
と
に
し
て
い
ま
し
た
。
消
防
の
集
ま
り
な

ど
に
も
行
っ
て
一
緒
に
呑
む
な
ど
し
て
、
つ
な
が
り
が
い
ろ
い
ろ
と
で
き
ま
し
た
。

津
波
の
時
に
来
て
く
れ
た
の
も
知
っ
て
い
る
人
だ
っ
た
か
ら
、
消
防
の
人
も
避
難

指
示
を
出
し
や
す
か
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
う
い
う
時
の
た
め
に
ち
ゃ
ん
と
し
て
お

い
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
現
校
長
の
中
村
登
志
江
先
生
は
、
避
難
に
迷
っ
て
い
る
時
に
消
防
団
が
誘
導
に

来
て
く
れ
た
時
の
様
子
を
こ
の
よ
う
に
話
し
て
い
た
。

　
少
し
前
、
そ
こ
ま
で
大
き
い
地
震
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
警
報
が
出
て
サ

イ
レ
ン
が
鳴
っ
て
い
て
、
ど
う
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
消
防
車
が
校

庭
に
来
ま
し
た
。
警
報
が
出
て
い
る
の
で
す
ぐ
に
避
難
す
る
よ
う
に
指
示
が
あ
り

ま
し
た
。震
災
の
時
に
、高
浜
小
学
校
で
も
消
防
団
の
方
が
助
け
て
く
れ
ま
し
た
し
、

鍬
ヶ
崎
小
学
校
も
消
防
団
の
人
の
お
か
げ
で
助
か
り
ま
し
た
。
消
防
団
の
方
は
そ

う
い
う
時
は
、「
大
丈
夫
か
」
と
来
て
く
だ
さ
る
。

　
赴
任
し
た
時
に
は
挨
拶
に
行
く
し
、
学
校
行
事
の
時
は
、
来
賓
と
し
て
来
て
い

た
だ
く
。
消
防
団
の
方
と
の
関
係
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
、
避
難
誘
導
の
た
め
に
、
学
校
な
ど
の
施
設
に
来
て
く
れ
る
消

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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け
る
保
育
所
等
の
対
応
状
況
」

（
４
）
３
歳
未
満
。

（
５
）
前
掲
資
料

（
６
）
小
さ
な
園
児
を
一
度
に
複
数
運
べ
る
大
き
め
の
ワ
ゴ
ン
の
よ
う
な
も
の
。

（
７
）
注
６
と
同
じ

（
８
）
前
掲
資
料

【
参
考
（
引
用
）
文
献
】

�

宮�

古
市
保
健
福
祉
部
（
平
成
24
年
６
月
29
日
15
時
現
在
）「
社
会
福
祉
施
設
・
社

会
教
育
施
設
・
文
化
施
設
・
体
育
施
設　
被
害
報
告
」

�

宮�

古
市
保
健
福
祉
部
福
祉
課
子
育
て
支
援
室
提
供
「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
保

育
所
等
の
対
応
状
況
」

�

岩�

手
県
小
学
校
長
会
発
行　
『
二
〇
一
一・三・一
一　
東
日
本
大
震
災
の
記
録　
未

来
を
信
じ
て　
い
ま
歩
き
始
め
る
』
２
０
１
２
年

�

岩�

手
県
私
立
保
育
園
連
盟　
編
集
・
発
行　
『
東
日
本
大
震
災　
岩
手
県　
私
立

保
育
園
の
記
録　
２
０
１
１・３
・
11
～
２
０
１
４・３
・
31
』　
２
０
１
４
年

�『「�

津
波
発
生
時
の
児
童
生
徒
の
避
難
体
制
確
立
」
趣
旨
』
２
０
０
５
年
11
月
、
宮

古
市
教
育
委
員
会

【
資
料
】

協
力
者
へ
の
聞
き
取
り
デ
ー
タ
及
び
、
参
考
（
引
用
）
文
献
で
上
げ
た
資
料
。

に
し
た
方
が
い
い
。（
そ
け
い
幼
稚
園
・
晴
山
洌
理
事
長
）

　
い
ざ
と
い
う
時
い
つ
で
も
動
け
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
ま
だ
４
年
半

（
＊
取
材
時
）
だ
か
ら
い
い
で
す
が
、
20
年
30
年
た
っ
て
ど
れ
だ
け
伝
わ
っ
て
い
る

か
。
今
は
避
難
を
ど
う
す
る
か
と
か
、
ど
う
動
く
か
は
固
ま
っ
て
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
を
ど
う
継
承
し
て
い
く
か
が
問
題
で
す
。（
大
洞
晴
洋
先
生
）

　
宮
古
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
に
、
保
育
施
設
で
、
学
校
で
、
家
庭
で
、
常
日
頃
か

ら
「
宮
古
は
津
波
が
来
る
と
こ
ろ
な
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
意
識
さ
せ
、
も
し
も

の
時
に
適
切
な
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
具
体
的
に
教
え
る
こ
と
。
転
勤
な
ど
で

宮
古
に
転
居
し
て
来
た
人
た
ち
、
特
に
子
ど
も
を
持
つ
世
帯
に
防
災
情
報
を
伝
え

た
り
、
防
災
意
識
を
高
め
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
り
、
そ
れ
を
継
続
・
継
承
す
る

こ
と
。
こ
れ
が
、
子
ど
も
た
ち
を
守
る
取
り
組
み
に
お
け
る
今
後
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
。

【
注
】

（
１
）
た
だ
し
、
文
体
等
に
は
多
少
手
を
加
え
て
あ
る
。

（
２
）�

今
回
、
震
災
当
時
の
千
鶏
小
学
校
の
関
係
者
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
こ
ち
ら
の
様
子
に
つ
い
て
は
、『
二
〇
一
一・三・一
一　
東
日
本
大

震
災
の
記
録　
未
来
を
信
じ
て　
い
ま
歩
き
始
め
る
』（
２
０
１
２
）
に
記

事
が
あ
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

　
震
災
以
前
に
千
鶏
小
学
校
の
校
長
を
し
て
い
た
大
洞
晴
洋
先
生
に
よ
る
と
、「
千

鶏
小
学
校
に
２
年
い
た
の
で
、
こ
こ
は
ま
ず
い
ぞ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
千
鶏
に

い
る
時
に
津
波
は
す
ご
く
心
配
し
た
。
千
鶏
小
学
校
で
は
災
害
時
に
山
に
登
る
訓

練
を
し
て
い
ま
し
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
決
ま
っ
て
い
る
コ
ー
ス
で
し
た
。
学
校
の

校
舎
の
裏
の
住
宅
を
通
っ
て
道
路
に
行
く
コ
ー
ス
で
す
。
あ
そ
こ
は
す
ぐ
外
海
だ

が
、訓
練
は
高
浜
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。
学
校
だ
け
の
訓
練
で
し
た
。
高
浜
の
方
は
、

そ
う
い
う
面
で
は
訓
練
が
進
ん
で
い
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
た
。

（
３
）�

宮
古
市
保
健
福
祉
部
福
祉
課
子
育
て
支
援
室
提
供
「
東
日
本
大
震
災
に
お

医療の現場から　命を見つめて子どもを守る取り組み
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第
２
部　
各
分
野
で
の
震
災
後
の
取
り
組
み

第
５
章　
女
性
の
活
躍

�

神
田
よ
り
子

は
じ
め
に

　

東
日
本
大
震
災
直
後
か
ら
地

域
の
中
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
、
住
民
を
動
員
し
て
、
被
災

者
の
方
々
の
た
め
に
力
を
尽
く
し

て
き
た
女
性
達
に
焦
点
を
当
て
て

み
て
ゆ
き
た
い
。
こ
こ
で
は
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
、
婦
人
消
防
協
力

隊
、
女
性
消
防
団
員
、
保
健
師
の

方
々
を
対
象
に
す
る
。
彼
女
た
ち

も
被
災
者
で
あ
り
、
震
災
と
い
う

未
知
の
領
域
の
災
難
に
出
会
い
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
活
動
し
て
き
た
女
性
達

だ
。

　
こ
う
し
た
女
性
の
活
躍
に
つ
い

て
記
録
し
た
資
料
と
し
て
『
い
わ

て
消
防
物
語
―
纏
に
生
き
る
人
た

ち
―
』（
㈶
岩
手
県
消
防
協
会
監

修
「
い
わ
て
消
防
物
語
」
刊
行
委
員
会　
昭
和
61
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
女
性
に

特
化
し
た
内
容
で
は
な
い
が
、
岩
手
県
内
各
地
の
婦
人
消
防
協
力
隊
や
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
、
及
び
そ
の
前
身
の
組
織
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
数
少
な
い
資
料
で

あ
る
。
以
下
で
は
本
報
告
書
の
主
旨
に
関
連
す
る
地
域
に
焦
点
を
当
て
て
、
現
在

活
躍
し
て
い
る
方
々
の
成
り
立
ち
を
描
い
て
ゆ
く
。

　
田
老
町
（
現
宮
古
市
田
老
）
で
は
度
重
な
る
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
そ
の
た
め
田

老
町
消
防
団
は
戦
時
中
か
ら
婦
人
消
防
協
力
隊
の
前
身
で
あ
る
婦
人
補
助
隊
を
設

け
た
。
は
じ
め
は
30
代
か
ら
40
代
の
主
婦
30
人
で
組
織
さ
れ
、
火
災
の
際
に
炊
き

出
し
や
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
初
期
消
火
に
活
躍
し
た
。
そ
の
後
、
女
子
青
年
会

の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
若
返
り
を
は
か
り
、
計
90
人
の
田
老
町
消
防
団
婦
人
補
助

隊
を
結
成
、
そ
ろ
い
の
半
纏
を
着
用
し
て
活
動
を
展
開
し
た
。
新
里
村
（
現
宮
古

市
新
里
）
で
は
婦
人
消
防
協
力
隊
が
第
１
か
ら
第
６
協
力
隊
ま
で
組
織
さ
れ
、
隊

員
は
１
６
０
名
、
出
初
め
式
や
春
秋
の
消
防
演
習
に
参
加
し
て
消
火
訓
練
を
積
ん

で
い
る
。
川
井
村
（
現
宮
古
市
川
井
）
で
は
、
昭
和
54
年
に
川
内
地
区
に
婦
人
消

防
協
力
隊
が
設
け
ら
れ
、
当
初
は
１
４
４
人
だ
っ
た
が
、
現
在
は
20
人
ほ
ど
が
活

躍
し
て
い
る
。
重
茂
村
（
現
宮
古
市
重
茂
）
で
は
大
正
末
に
重
茂
、
音
部
、
鵜
磯
、

千
鶏
、
の
各
地
区
に
全
戸
加
入
の
自
警
団
が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
昭
和
初
期
、
宮

古
地
方
で
た
だ
１
か
所
婦
人
火
防
組
合
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
婦
人
消
防
に
つ
い

て
は
岩
手
県
が
昭
和
２
年
に
婦
人
火
防
組
合
の
準
則
を
示
し
、
宮
古
地
方
で
は
重

茂
村
婦
人
火
防
組
合
が
存
在
し
た
。
こ
の
流
れ
を
受
け
て
、
重
茂
漁
協
婦
人
部
の

中
に
元
村
、
南
区
、
音
部
、
北
区
の
各
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
が
組
織
さ
れ
、
婦
人
部

の
消
防
に
寄
せ
る
関
心
は
強
い
。
昭
和
61
年
に
は
八
木
沢
団
地
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、

長
沢
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
36
ク
ラ
ブ
（
６
千
３
２
０
人
）
が
組
織
さ
れ
、
県
下
で
も

有
数
の
防
火
ク
ラ
ブ
だ
っ
た
。

　
白
鳥
定
良
宮
古
消
防
署
長
（
昭
和
32
年
生
）
に
２
０
１
５
年
９
月
２
日
に
伺
っ

た
話
に
よ
れ
ば
、
婦
人
消
防
協
力
隊
は
消
防
団
へ
の
協
力
団
体
で
、
分
団
活
動
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
す
る
組
織
で
あ
り
、
○
○
分
団
婦
人
協
力
隊
と
い
う
形
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
。
一
方
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
は
町
内
会
の
組
織
で
、
家
や
町
内
か

ら
火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
に
と
い
う
目
的
で
で
き
た
組
織
な
の
で
、
設
立
時
か
ら

の
主
旨
が
異
な
っ
て
い
る
。
女
性
消
防
団
員
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
女
性
消
防
団

員
も
居
住
地
域
の
分
団
に
入
る
。
消
防
団
員
の
着
る
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
種
類
は
男

女
共
に
甲
種
制
服
と
い
う
表
彰
式
な
ど
の
儀
礼
服
と
、
乙
種
は
半
纏
が
制
服
で
、

そ
の
他
に
も
活
動
服
が
あ
り
、
火
災
時
に
は
防
火
衣
を
着
る
と
い
う
。

１　
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

　
①　
重
茂
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

写真１　「宮古市婦人防火クラブ」の訓練風景
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そ
の
日
は
市
内
の
県
立
病
院
で
の
健
康
診
断
の
日
で
し
た
。
午
後
に
事
務
所
に
戻

り
、
間
も
な
く
し
た
頃
、
午
後
２
時
20
分
に
地
震
が
あ
り
、
い
つ
も
と
違
う
地
震

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
午
後
２
時
46
分
に
さ
ら
に
大
き
な
地
震
が
あ
り
、
津
波
が
発
生
す
る

と
の
防
災
無
線
が
繰
り
返
し
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
職
場
は
３
階
建
て
で
海
岸
よ
り

離
れ
て
い
ま
し
た
が
、
山
手
の
方
に
避
難
す
る
よ
う
に
と
の
指
示
が
あ
り
ま
し
た
。

津
波
は
市
の
中
心
部
ま
で
到
達
し
て
い
ま
し
た
。
重
茂
に
い
る
家
族
が
心
配
で
携

帯
電
話
を
何
度
も
手
に
し
ま
し
た
が
通
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
公
衆
電
話
も
通
じ
ま

せ
ん
で
し
た
。後
で
聞
い
た
話
で
は
、重
茂
の
自
宅
に
は
家
族
や
親
戚
が
集
ま
り「
敏

子
は
も
し
か
し
た
ら
…
津
波
に
…
」
と
の
話
が
出
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
私
は
家
に
帰
る
こ
と
も
で
き
ず
、
家
族
な
ど
の
心
配
も
あ
り
心
穏
や
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
宮
古
セ
ン
タ
ー
は
当
時
の
局
長
の
指
導
に
よ
り
避
難
所
と
な

り
４
０
０
人
を
超
え
る
人
々
が
避
難
し
て
来
て
い
ま
し
た
。
局
長
の
指
示
に
よ
り

避
難
し
た
皆
さ
ん
に
炊
き
出
し
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
私
は
有

事
に
備
え
て
の
炊
き
出
し
の
訓
練
や
地
域
で
の
活
動
の
中
で
経
験
を
し
て
い
た
の

で
、
緊
急
時
の
お
に
ぎ
り
の
作
り
方
を
指
導
し
ま
し
た
。
ま
た
食
料
品
も
限
ら
れ

た
数
に
な
る
こ
と
か
ら
、
人
数
相
当
に
分
け
る
こ
と
な
ど
も
指
導
し
ま
し
た
。

　
非
常
時
や
緊
急
時
に
は
経
験
や
訓
練
を
理
解
し
た
人
が
指
示
を
し
な
い
と
収
集

が
つ
か
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
11
日
は
眠
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
セ
ン
タ
ー
で

夜
を
明
か
し
ま
し
た
。

３
月
12
日

　
昼
過
ぎ
に
浄
土
ヶ
浜
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
働
い
て
い
る
息
子
が
私
を
探
し
に
セ
ン

タ
ー
に
来
ま
し
た
。
職
場
か
ら
の
国
道
は
通
行
不
能
の
た
め
、
田
代
か
ら
の
山
道

を
来
た
と
の
こ
と
で
し
た
。お
互
い
の
無
事
に
安
堵
。息
子
は
私
の
無
事
を
確
認
し
、

｢

職
場
に
戻
る
が
、
ま
た
来
る
か
ら
動
か
な
い
よ
う
に｣

と
職
場
に
戻
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
夫
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
重
茂
か
ら
山
道
を
通
り
赤
前
に
抜
け
、
ま
た
山
道

を
走
り
セ
ン
タ
ー
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
生
き
て
い
る
か
ど
う
か
と
心
中
不
安
の

中
を
来
た
夫
は
、
私
が
炊
き
出
し
の
采
配
を
し
て
い
る
の
を
見
て
、
腰
が
砕
け
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
息
子
の
職
場
ま
で
行
っ
て
く
る
と
出
て
行
く
と
間
も
な
く
、

　
盛
合
敏
子
さ
ん
（
１
９
５
３
年

生
、
宮
古
市
重
茂
）
２
０
１
５
年

８
月
23
日
に
話
を
伺
っ
た
。

　
盛
合
さ
ん
は
現
在
、
宮
古
市
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
で
あ

り
、
重
茂
漁
協
婦
人
部
元
村
防
火

ク
ラ
ブ
会
長
、
重
茂
漁
協
婦
人
部

長
、
岩
手
県
漁
協
女
性
部
連
絡
協

議
会
会
長
、
全
国
漁
協
女
性
部
連

絡
協
議
会
副
会
長
の
職
に
あ
る
た

め
忙
し
い
。

重
茂
の
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

　

重
茂
の
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
は

重
茂
漁
協
婦
人
部
が
中
心
で
で

き
た
。
当
時
の
消
防
団
長
の
北
村

さ
ん
が
盛
岡
で
防
火
ク
ラ
ブ
が
で
き
た
の
で
、
宮
古
で
も
誕
生
を
と
い
う
話
に
な

り
、
先
ず
地
域
的
に
も
ま
と
ま
っ
た
活
動
を
し
て
い
る
重
茂
の
漁
協
婦
人
部
に
話

が
あ
っ
た
。
重
茂
地
区
は
漁
業
が
生
業
で
あ
り
、
夫
な
ど
が
海
に
出
て
い
る
と
き

に
女
性
達
が
地
域
を
守
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
後
日
、
重
茂

は
女
性
も
口
開
け
の
日
な
ど
に
は
出
漁
す
る
と
わ
か
っ
た
と
の
こ
と
。

　
し
か
し
、
女
性
も
火
災
等
か
ら
地
域
を
守
ら
な
け
れ
ば
と
の
意
識
で
結
成
さ
れ

た
こ
と
を
当
時
の
婦
人
部
長
さ
ん
か
ら
お
聞
き
し
た
。

　
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
活
動
は
宮
古
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

に
準
じ
て
お
り
、「
家
庭
か
ら
火
を
出
さ
な
い
よ
う
に
」
を
基
本
と
し
、
春
期
・
秋

期
の
防
火
広
報
、
防
火
パ
レ
ー
ド
、
宮
古
市
消
防
団
大
演
習
へ
の
参
加
（
応
急
救

護
訓
練
）、
宮
古
市
消
防
訓
練
へ
の
参
加
（
炊
き
出
し
）、
火
災
警
報
器
や
消
火
器

の
設
置
促
進
、
消
火
訓
練
、
視
察
研
修
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
活
動
に
な
っ
て
い
る
。

平
成
23
年
３
月
11
日

　
震
災
当
時
、私
は
県・沿
岸
広
域
振
興
局
宮
古
セ
ン
タ
ー
の
非
常
勤
職
員
で
し
た
。

写�真２　宮古市婦人防火クラブ連合会会長として訓練に
参加している盛合敏子さん

医療の現場から　命を見つめて女性の活躍
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後
日
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
（
仕
切
り
）
は
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
り
距

離
感
が
出
た
と
寂
し
そ
う
に
お
話
し
す
る
人
も
い
ま
し
た
。

　
２
週
間
く
ら
い
た
っ
た
頃
に
な
る
と
炊
き
出
し
の
手
伝
い
を
す
る
側
に
も
、
避

難
を
し
て
い
る
方
に
も
自
由
と
言
っ
た
様
子
が
多
々
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
３
月
27
日
で
女
性
部
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
炊
き
出
し
は
終
了
と
し
、
そ

の
後
は
避
難
所
の
皆
さ
ん
に
任
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
重
茂
小
学
校
の
体
育
館
を
お
借
り
し
、
全
国
の
皆
さ
ん
か
ら
送
ら
れ

て
き
た
の
で
支
援
物
資
の
仕
分
け
と
配
布
を
５
月
８
日
ま
で
行
い
ま
し
た
。

重
茂
漁
協
婦
人
部

　
現
在
、
女
性
部
員
は
２
８
９
名
で
、
平
均
年
齢
は
57
歳
で
す
。
20
代
、
30
代
の

部
員
も
い
て
、
女
性
団
体
と
し
て
は
若
い
方
だ
と
お
も
い
ま
す
。

　
当
女
性
部
を
運
営
す
る
本
部
役
員
10
名
、
支
部
役
員
25
名
の
合
計
35
名
が
活
動

の
中
心
と
な
り
、
数
多
く
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
と
く
に
大
切
な
海
を
守
る｢

石
け
ん
使
用
運
動｣

は
40
年
に
も
わ
た
る
実
績
活

動
と
し
て
全
国
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
平
成
28
年
３
月
１
日
に
開
催
さ

れ
た
全
漁
連
主
催
の｢

平
成
27
年
度　
青
年
、
女
性
漁
業
者
交
流
大
会｣

に
お
い

て
水
産
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
漁
業
者
は
就
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
が
、｢

元
気
な
浜
に
は
元
気
な
女
が
い
る｣

を
心
に
留
め
、
活
動
に
励
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
②　
津
軽
石
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

　
中
島
光
子
さ
ん
（
昭
和
18
年
生
）
に
鍬
ヶ
崎
の
学
童
（
保
育
）
施
設
で
２
０
１
５

年
９
月
４
日
に
話
を
伺
っ
た
。

津
波
と
そ
の
後

　
田
老
の
公
民
館
で
学
童
を
や
っ
て
い
た
と
き
に
津
波
に
遭
っ
た
。
津
波
は
川
を

伝
っ
て
く
る
が
、山
の
向
こ
う
側
か
ら
津
波
が
見
え
た
。口
を
開
い
て
や
っ
て
来
た
。

田
老
の
総
合
事
務
所
で
１
晩
待
機
し
、
翌
日
田
老
で
は
三
鉄
の
線
路
を
歩
き
、
宮

古
か
ら
は
45
号
線
を
歩
い
て
津
軽
石
ま
で
帰
っ
た
。
途
中
で
自
衛
隊
が
来
た
の
で
、

入
れ
替
わ
り
に
息
子
が
来
た
の
で
、
私
は
息
子
の
車
で
市
内
か
ら
花
輪
を
抜
け
、

津
軽
石
、
赤
前
、
堀
内
と
や
っ
と
通
れ
る
ほ
ど
の
山
道
を
抜
け
て
、
薄
暗
く
な
る

頃
に
重
茂
に
つ
き
ま
し
た
。

　
自
宅
に
帰
る
途
中
に
重
茂
の
避
難
所
と
な
っ
て
い
た
交
流
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
車
か
ら
降
ろ
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
を
見
た
自
治
会
役
員
の
Ｍ
さ

ん
は
「
よ
く
帰
っ
て
き
て
く
れ
た
。
待
っ
て
い
た
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

Ｍ
さ
ん
は
「
里
地
区
は
大
き
な
被
害
が
出
た
。
昨
日
と
今
日
と
地
区
内
の
人
た
ち

が
何
と
か
炊
き
出
し
を
し
た
が
限
界
に
き
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
し
た
。「
私
は
そ

の
た
め
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
」
と
Ｍ
さ
ん
に
話
し
ま
し
た
。

　
家
族
や
親
戚
も
私
や
息
子
の
無
事
な
姿
を
見
て
安
堵
。
私
と
息
子
も
孫
（
子
）

や
嫁
（
妻
）、
私
の
親
戚
の
無
事
な
姿
を
見
て
安
堵
。
早
速
女
性
部
員
や
地
域
の
人

た
ち
に
炊
き
出
し
の
手
伝
い
の
声
か
け
を
し
ま
し
た
。
70
人
の
方
が
集
ま
り
、
６

班
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
１
日
交
替
で
避
難
所
の
炊
き
出
し
な
ど
を
行
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。

３
月
13
日
か
ら

　
私
は
毎
日
、
朝
５
時
に
避
難
所
に
行
き
、
御
飯
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
支
援
等
の
材
料
で
献
立
を
考
え
ま
し
た
。
避
難
所
に
は
発
電
機
も
あ
り

電
気
も
点
き
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
も
あ
り
、
水
道
も
出
ま
し
た
。
そ
し
て
食
材
も
送

ら
れ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
衣
料
品
な
ど
の
支
援
物
資
も
送
ら
れ
て

く
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
配
布
等
も
行
い
ま
し
た
．

　
支
援
物
資
の
配
布
は
避
難
者
が
そ
ろ
っ
た
と
こ
ろ
で
行
う
こ
と
。
順
番
は
公
平

に
番
号
札
を
作
り
「
く
じ
」
と
決
め
ま
し
た
。
時
に
は｢

じ
ゃ
ん
け
ん｣
の
時
も

あ
り
ま
し
た
し
、「
自
由
に
」
の
時
も
あ
り
ま
し
た
。　

　
避
難
所
で
は
日
が
過
ぎ
て
ゆ
く
ご
と
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
る
日
、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
保
た
れ
な
い
の
で
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
ほ
し
い
」

と
私
に
申
し
出
た
方
が
い
ま
し
た
。
私
は
「
そ
れ
は
皆
さ
ん
で
決
め
て
、
皆
さ
ん

の
意
見
と
し
て
市
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
避
難
所
は
あ
く
ま

で
避
難
し
て
い
る
人
た
ち
が
話
し
合
い
な
ど
を
し
て
運
営
し
て
ゆ
く
の
が
よ
い
と

思
い
ま
す
。

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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隣
同
士
の
つ
な
が
り
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
つ

な
が
り
を
大
事
に
す
る
こ
と
に
実
感
が
持
て
た
。
公
助
は
助
け
て
く
れ
な
か
っ
た
。

市
役
所
よ
り
人
が
来
な
い
の
で
だ
め
だ
と
思
う
。
お
互
い
の
助
け
合
い
が
大
切
だ

と
、
皆
が
実
感
し
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
こ
と
だ
と
思
え
る
。

防
火
ク
ラ
ブ

　
防
火
ク
ラ
ブ
は
地
域
ご
と
に
あ
る
。
本
来
は
会
員
制
で
、
年
会
費
を
払
う
の
だ

が
、
津
軽
石
で
は
年
に
６
万
円
の
助
成
が
毎
年
津
軽
石
消
防
団
か
ら
出
る
の
で
、

会
費
は
取
ら
な
い
。
全
世
帯
が
会
員
な
の
で
気
を
遣
う
こ
と
な
く
、
皆
で
で
き
た
。

防
火
ク
ラ
ブ
は
消
防
団
よ
り
全
国
的
に
誕
生
し
て
い
る
と
い
う
話
が
あ
り
、
各
地

で
で
き
て
い
る
。
宮
古
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
津
波
前
に
40
周
年
記

念
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。
ク
ラ
ブ
の
本
質
は
自
分
の
家
か
ら
火
を
出
さ
な
い

と
い
う
こ
と
。
津
軽
石
の
防
火
ク
ラ
ブ
は
消
防
団
と
結
び
つ
き
が
強
く
、
何
か
あ

る
と
呼
ば
れ
る
。
災
害
や
大
火
の
時
な
ど
は
、
団
員
が
出
払
っ
て
い
る
と
ま
ず
炊

き
出
し
を
や
る
。
各
地
区
で
年
に
１
回
訓
練
を
や
る
。
津
軽
石
で
は
防
火
講
習
会
、

救
急
訓
練
を
や
っ
て
い
る
。

　
宮
古
全
体
で
は
防
火
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
盛
ん
で
は
な
い
。
休
会
や
休
部
が
６
か

所
く
ら
い
あ
る
。
消
火
訓
練
を
し
た
い
と
消
防
署
に
相
談
を
し
た
。
消
火
器
を
提

供
す
る
の
で
ど
う
ぞ
と
言
っ
て
く
れ
る
業
者
も
い
る
が
、
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
る

と
こ
ろ
は
少
な
い
。

　
公
式
行
事
に
は
防
火
ク
ラ
ブ
の
半
纏
を
着
て
帽
子
を
被
っ
て
行
進
を
す
る
。
訓

練
に
も
半
纏
で
出
る
。
半
纏
を
着
る
こ
と
は
誇
り
に
思
う
。
普
通
の
会
員
の
半
纏

は
消
防
団
に
備
品
と
し
て
お
い
て
あ
る
が
、
会
長
と
副
会
長
の
半
纏
は
何
か
あ
っ

た
時
に
は
い
つ
で
も
出
ら
れ
る
よ
う
に
家
に
お
い
て
あ
る
。
県
の
連
合
会
に
も
半

纏
で
出
る
。
何
か
行
事
が
あ
る
と
、
各
地
区
に
地
区
委
員
が
い
る
の
で
彼
女
た
ち

が
出
る
。
30
地
区
ほ
ど
あ
る
の
で
、
30
人
が
出
席
す
る
。

　
当
ク
ラ
ブ
で
は
、年
間
計
画
は
防
災
、救
急
、消
火
訓
練
な
ど
の
講
習
会
が
３
回
、

役
員
会
が
３
回
、
総
会
が
１
回
あ
る
。

　
新
里
は
消
防
協
力
隊
で
、
火
を
消
す
こ
と
が
目
的
な
の
で
、
元
々
防
火
ク
ラ
ブ

と
は
違
う
。消
防
団
と
消
防
協
力
隊
は
同
じ
系
列
だ
が
、防
火
ク
ラ
ブ
は
別
の
も
の
。

そ
の
車
に
向
か
っ
て
手
を
合
わ
せ
て｢

頼
む｣

と
言
っ
た
。
津
軽
石
小
学
校
に
家

族
が
避
難
し
て
い
て
、
そ
こ
で
ほ
っ
と
し
て
涙
が
出
た
。

　
そ
の
翌
日
か
ら
炊
き
出
し
に
出
た
。
災
害
時
は
緊
張
を
し
て
笑
顔
が
出
な
い
の

で
、
こ
れ
で
は
だ
め
だ
と
思
い
、
一
緒
に
や
る
人
た
ち
に
絶
対
に
め
そ
め
そ
せ
ず
、

笑
え
、
緊
張
す
る
な
と
言
っ
た
。
こ
う
し
て
食
べ
物
を
調
理
す
る
人
た
ち
が
ゆ
っ

た
り
し
て
い
た
の
で
、
他
の
人
た
ち
か
ら
助
か
っ
た
と
言
わ
れ
た
。

　
津
軽
石
で
は
全
世
帯
が
防
火
ク
ラ
ブ
員
な
の
で
、
食
事
、
掃
除
も
す
べ
て
会
員

た
ち
で
で
き
た
の
で
、
文
句
は
出
な
か
っ
た
。
老
人
が
多
く
、
３
日
に
１
回
は
救

急
車
が
来
た
た
め
、
命
の
大
切
さ
は
感
じ
た
。

　
こ
う
し
て
10
日
間
炊
き
出
し
を
し
た
。
そ
の
後
自
衛
隊
が
来
て
交
代
し
た
。
津

軽
石
で
は
山
の
手
の
人
た
ち
は
流
さ
れ
ず
、
炊
き
出
し
が
で
き
た
。
山
の
手
の
人

た
ち
が
米
、
野
菜
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
く
れ
た
。
津
軽
石
よ
り
上
の
根
井
沢
や
そ

の
奥
は
被
害
が
な
か
っ
た
。３
月
12
日
か
ら
は
商
店
か
ら
冷
蔵
庫
が
使
え
な
く
な
っ

た
と
言
っ
て
、
魚
、
野
菜
、
の
り
な
ど
が
届
い
た
。
元
自
衛
隊
の
盛
合
さ
ん
が
指

示
を
出
し
た
り
、
す
べ
て
指
導
を
し
て
く
れ
た
。
炊
き
出
し
は
防
火
ク
ラ
ブ
員
が

中
心
に
行
っ
た
。
給
食
セ
ン
タ
ー
が
で
き
て
か
ら
は
津
軽
石
小
学
校
の
給
食
室
を

使
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
こ
に
あ
っ
た
大
き
な
鍋
や
釜
も
そ
の
ま
ま
使
う
こ

と
が
で
き
た
。
魚
汁
や
煮
付
け
な
ど
も
出
せ
た
の
で
、
津
軽
石
の
人
た
ち
は
ほ
っ

と
す
る
部
分
が
あ
っ
た
と
思
う
。
き
ん
ぴ
ら
な
ど
も
作
っ
て
も
ら
え
て
幸
せ
だ
っ

た
。
避
難
所
は
体
育
館
だ
っ
た
の
で
、
大
変
だ
っ
た
が
、
お
腹
は
幸
せ
だ
っ
た
。

　
３
日
後
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
入
っ
て
き
て
話
を
聞
い
て
い
た
。
し
か
し
当
事

者
は
ま
だ
し
ゃ
べ
り
た
く
な
い
人
も
い
る
の
で
、｢

来
る
な｣

と
言
い
た
か
っ
た
。

自
衛
隊
や
看
護
師
は
何
で
も
聞
い
て
く
れ
る
し
、
個
別
に
話
を
聞
い
て
く
れ
た
。

そ
し
て
ビ
タ
ミ
ン
剤
な
ど
を
く
れ
て
、
こ
れ
で
元
気
に
な
る
と
言
っ
て
く
れ
た
の

で
、
本
当
に
落
ち
着
い
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
皆
が
落
ち
着
い
て
か
ら
来
て
ほ
し

か
っ
た
。

　
炊
き
出
し
の
期
間
中
、
自
分
の
家
の
片
付
け
が
始
ま
っ
た
。
１
階
は
す
べ
て
だ

め
に
な
っ
た
の
で
、
家
族
は
そ
ち
ら
に
か
か
っ
た
が
、
ク
ラ
ブ
の
仕
事
を
す
る
よ

う
に
と
理
解
し
て
も
ら
え
て
、
炊
き
出
し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
大
震
災
後
は「
公
助
、共
助
、互
助｣

で
は
な
く｢

共
助｣

と
い
う
事
を
実
感
し
た
。

医療の現場から　命を見つめて女性の活躍
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心
が
貧
し
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
こ
う
や
っ
て
生
き
て
き
た
。

２　
婦
人
消
防
協
力
隊

　
佐
々
木
則
子
さ
ん
（
昭
和
27
年
生
、
盛
岡
市
出
身
）
２
０
１
３
年
８
月
８
日
に

話
を
伺
っ
た
。

　
昭
和
63
年
３
月
か
ら
川
内
に
住
ん
で
お
り
、
震
災
後
婦
人
消
防
協
力
隊
の
隊
長

を
し
て
い
る
。
こ
の
組
織
は
昭
和
42
年
頃
か
ら
あ
る
と
80
歳
代
の
人
た
ち
に
聞
い

た
。
昔
は
人
数
も
多
か
っ
た
ら
し
く
、
い
ろ
い
ろ
と
活
動
し
て
い
た
と
い
う
。
宮

古
に
合
併
後
は
向
こ
う
の
行
事
に
合
わ
せ
て
い
る
。

　
火
事
が
あ
る
と
１
時
間
以
内
に
４
、５
升
の
お
に
ぎ
り
が
で
き
る
。「
ま
ず
は
ス

イ
ッ
チ
」
と
い
う
の
が
姑
さ
ん
た
ち
の
行
動
の
パ
タ
ー
ン
に
な
っ
て
い
る
。
川
内

に
住
ん
で
い
る
が
、
こ
こ
に
来
て
か
ら
火
事
が
３
件
あ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
炊
き
出

し
に
出
た
。
こ
れ
が
大
震
災
の
時
の
行
動
の
前
の
地
盤
に
あ
っ
た
。

震
災
当
日
か
ら

　
最
も
早
く
動
い
た
の
は
川
井
地
区
の
道
の
駅
の
ビ
ー
フ
ビ
レ
ッ
ジ
と
も
う
も
う

亭
で
、
そ
の
日
の
夜
か
ら
動
き
始
め
て
い
た
。
我
々
は
翌
日
の
朝
か
ら
だ
っ
た
。

メ
ン
バ
ー
は
自
治
会
と
婦
人
会
と
婦
人
消
防
協
力
隊
も
一
緒
だ
っ
た
。
電
話
は
通

じ
ず
、
知
ら
せ
は
徒
歩
だ
っ
た
。
公
民
館
と
集
会
所
に
３
升
釜
が
２
つ
あ
る
。
水

道
は
こ
の
２
か
所
の
み
。
水
は
豊
富
に
使
え
た
の
で
、
給
食
セ
ン
タ
ー
が
動
き
出

す
４
日
目
の
朝
ま
で
炊
き
出
し
を
続
け
た
。
自
治
会
の
活
動
は
休
眠
状
態
だ
っ
た

が
、
後
で
自
治
会
が
払
う
か
ら
と
、
お
店
か
ら
米
を
持
っ
て
き
た
。
川
井
地
域
の

名
前
の
入
っ
た
段
ボ
ー
ル
箱
入
り
の
お
に
ぎ
り
が
多
か
っ
た
。
ガ
ス
は
フ
ァ
ー
ス

ト
フ
ー
ド
店
の
も
の
し
か
使
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
お
に
ぎ
り
は
パ
ッ
ク
に
入
れ

て
運
ん
だ
が
、
ゴ
ミ
に
な
る
と
言
わ
れ
、
ラ
ッ
プ
に
包
ん
だ
が
、
な
く
な
っ
て
し

ま
い
、
ア
ル
ミ
に
代
え
た
が
、
臭
い
が
す
る
と
言
わ
れ
、
ま
た
ラ
ッ
プ
に
代
え
た
。

毎
回
段
ボ
ー
ル
２
箱
く
ら
い
持
っ
て
行
っ
た
。

　
こ
こ
の
地
域
に
は
石
清
水
が
あ
り
、
薪
ス
ト
ー
ブ
も
あ
る
の
で
、
自
分
た
ち
の

食
事
は
問
題
な
か
っ
た
。
炊
き
出
し
に
は
ガ
ス
釜
で
炊
い
た
。
携
帯
も
使
え
な
い

の
で
、
隣
に
用
が
あ
っ
て
も
歩
い
た
。「
火
事
の
時
の
炊
き
出
し
」
と
い
う
下
地
が

あ
っ
た
か
ら
、
す
ぐ
に
で
き
た
。
公
民
館
も
職
員
が
す
ぐ
に
鍵
を
開
け
て
く
れ
た
。

津
軽
石
白
鳥
少
年
少
女
消
防
ク
ラ
ブ

　
津
軽
石
に
は
「
白
鳥
少
年
少
女
消
防
ク
ラ
ブ
」
が
あ
り
、
子
供
用
の
半
纏
も
あ

り
、
初
午
な
ど
に
は
消
防
訓
練
や
お
手
伝
い
も
や
る
。
小
学
校
４
～
６
年
生
が
対

象
で
、
現
在
30
人
い
る
が
、
今
の
子
ど
も
た
ち
は
野
球
な
ど
で
忙
し
く
参
加
が
難

し
い
。
子
供
た
ち
も
何
回
か
表
彰
を
受
け
て
い
る
。
成
立
は
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
と

同
じ
頃
に
な
る
。
子
供
た
ち
に
は
11
月
頃
に
な
る
と
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
描
か
せ
て
、

家
の
近
く
に
貼
っ
て
も
ら
う
。
こ
う
し
た
活
動
に
子
供
会
で
は
現
金
を
渡
す
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、私
た
ち
は
図
書
カ
ー
ド
を
渡
し
て
い
る
。
ま
た
消
防
署
に
ポ
ス
タ
ー

の
展
示
を
お
願
い
し
て
い
る
。
２
年
に
１
回
く
ら
い
子
供
た
ち
を
連
れ
て
県
の
消

防
学
校
へ
行
き
、
ホ
ー
ス
を
持
つ
等
の
訓
練
と
視
察
を
実
施
し
て
い
る
。

学
童
に
つ
い
て

　
生
ま
れ
は
田
老
の
川
向
で
、
津
軽
石
に
嫁
い
だ
。
公
立
保
育
所
で
38
年
間
努
め
、

退
職
後
は
社
協
や
児
童
相
談
所
で
働
き
、
そ
の
後
は
シ
ル
バ
ー
の
会
員
と
し
て
田

老
の
学
童
に
努
め
て
い
た
と
き
に
津
波
に
遭
っ
た
。
今
は
鍬
ヶ
崎
の
学
童
に
来
て

５
年
目
に
な
る
。
学
童
に
は
き
ち
ん
と
し
た
人
材
が
必
要
だ
と
思
う
。
学
童
の
管

轄
は
文
部
科
学
省
で
は
な
く
、
厚
生
労
働
省
に
な
っ
て
い
る
。
安
全
保
障
と
い
う

点
で
は
予
算
が
付
い
て
い
な
い
。
午
後
の
４
時
間
だ
け
な
の
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

良
い
と
い
う
考
え
で
は
危
険
だ
と
思
う
。
子
供
の
安
全
を
守
る
た
め
に
は
き
ち
ん

と
し
た
予
算
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
学
童
が
新
た
に
で
き
る
と
委
託
先
を
募

集
す
る
が
、
安
い
と
こ
ろ
に
決
ま
る
か
ら
、
シ
ル
バ
ー
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
う

い
う
所
に
来
る
の
は
校
長
経
験
者
な
ど
で
、
金
は
い
ら
な
い
と
言
う
た
め
、
予
算

が
付
か
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
子
供
の
安
全
が
確
保
で
き
な
い
。

　
私
自
身
は
保
育
園
で
働
い
た
こ
と
が
力
に
な
っ
て
い
る
。
若
い
先
生
は
遊
び
方

も
知
ら
な
い
。
短
大
卒
で
来
る
が
、
何
も
で
き
な
い
の
で
、
彼
女
ら
の
指
導
が
力

に
な
る
。
ま
た
お
母
さ
ん
た
ち
と
し
ゃ
べ
っ
た
り
で
き
て
よ
か
っ
た
。
保
育
園
に

勤
め
て
い
た
頃
は
す
べ
て
子
供
た
ち
の
た
め
だ
、
殺
さ
れ
て
も
死
な
な
い
で
が
ん

ば
れ
と
言
っ
た
。
子
供
た
ち
に
は
自
ら
死
を
選
ば
な
い
よ
う
に
運
動
を
さ
せ
た
。

体
力
が
付
く
と
気
力
も
付
け
ら
れ
る
。
山
へ
行
っ
た
り
し
て
、
鳥
の
声
、
山
の
実

な
ど
を
知
れ
ば
生
き
る
力
に
な
る
。
私
自
身
は
貧
乏
だ
っ
た
か
ら
よ
か
っ
た
が
、

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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３　
女
性
消
防
団
員　

　
２
０
１
５
年
８
月
25
日
に
高
田
由
美
さ
ん
（
昭
和
37
年
生
）
か
ら
話
を
伺
っ
た
。

宮
古
市
南
町
に
て
喫
茶
店
ア
ム
ー
ル
を
経
営
さ
れ
て
お
り
、
住
所
は
中
里
団
地
だ
。

震
災
当
日

　
震
災
当
日
は
ア
ム
ー
ル
に
い
て
、
地
震
が
大
き
く
て
自
宅
が
気
に
な
り
、
山
を

越
え
て
戻
っ
た
。
高
校
生
の
息
子
が
釣
り
に
行
く
と
言
っ
て
い
た
の
で
心
配
し
た

が
、
そ
の
日
は
行
く
気
に
な
ら
な
か
っ
た
と
言
っ
て
家
に
い
た
の
で
、
家
族
も
自

宅
も
無
事
と
わ
か
り
、
一
安
心
し
て
、
自
分
の
活
動
が
で
き
た
。
女
だ
と
そ
れ
が

一
番
気
に
か
か
る
。
愛
宕
小
学
校
の
子
供
た
ち
が
集
会
所
に
い
た
の
で
、
そ
の
面

倒
を
見
て
か
ら
消
防
署
に
行
っ
た
。

　
町
の
中
で
は
水
が
し
ん
し
ん
と
出
て
い
た
が
、
そ
れ
が
津
波
と
は
思
わ
ず
、
水

道
管
の
破
裂
か
と
思
っ
た
。
逃
げ
て
き
た
人
た
ち
を
誘
導
し
て
い
た
と
き
、
近
く

の
病
院
の
人
が
車
い
す
を
貸
し
て
く
れ
て
、
早
く
移
動
で
き
た
の
で
助
か
っ
た
。

突
然
の
出
来
事
で
動
け
な
く
な
る
人
も
結
構
い
た
。
女
だ
と
声
を
か
け
や
す
く
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
声
を
か
け
る
と
、「
手
を
貸
し
て
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。
経
験

し
て
は
じ
め
て
わ
か
る
こ
と
が
あ
る
。
消
防
の
半
纏
を
着
て
い
る
と
安
心
し
て
も

ら
え
る
。
男
た
ち
の
声
だ
と
ち
ょ
っ
と
恐
い
感
じ
も
あ
る
の
で
、
女
が
居
て
も
良

い
な
と
思
っ
た
。
女
が
い
っ
ぱ
い
い
た
ら
、
も
っ
と
連
携
し
て
で
き
る
と
思
っ
た
。

い
ざ
と
な
っ
て
も
女
は
肝
が
す
わ
っ
て
強
い
し
、
女
の
方
が
器
用
だ
と
思
う
。
手

を
貸
し
て
あ
げ
る
の
も
、
女
な
ら
男
女
共
に
や
っ
て
も
ら
い
や
す
い
。

震
災
と
女
性
消
防
団

　
震
災
前
に
女
は
私
だ
け
で
、出
し
ゃ
ば
っ
て
は
い
け
な
い
、男
の
世
界
だ
か
ら
と
、

火
災
が
起
き
て
も
行
か
な
か
っ
た
。
消
防
団
に
入
っ
た
と
き
は
直
接
団
本
部
付
き

に
な
り
、
分
団
の
経
験
が
な
か
っ
た
の
で
、
受
付
を
や
っ
た
り
し
て
、
現
場
の
経

験
が
な
か
っ
た
。

　
震
災
の
時
は
炊
き
出
し
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
た
。
料
理
が
多
少
で
き
る
の
で
、
こ

れ
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
。
一
般
の
人
で
は
な
く
、
消
防
署
員
や
分
団
の
人
が
食
べ
ず

に
働
い
て
い
て
、
気
持
ち
が
参
っ
て
し
ま
う
と
思
っ
た
。
彼
ら
を
食
べ
さ
せ
る
立
場

に
い
た
の
で
、
署
長
、
団
長
も
好
き
に
や
ら
せ
て
く
れ
た
。
応
援
の
人
も
カ
ッ
プ

火
事
が
あ
る
と
、
米
と
あ
る
も
の
を
持
っ
て
屯
所
に
集
ま
る
。
何
も
言
わ
ず
と
も

誰
が
何
を
や
っ
て
も
助
け
る
。
停
電
で
も
車
の
ラ
イ
ト
を
照
ら
し
て
炊
き
出
し
を

し
た
こ
と
も
あ
る
。
震
災
当
時
は
皆
夢
中
で
や
ら
な
け
れ
ば
だ
め
だ
っ
た
と
言
っ

て
い
た
。
隊
長
が
声
を
か
け
な
く
て
も
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
来
て
く
れ
る
。
５

日
目
に
支
援
米
が
来
て
、
新
里
の
給
食
セ
ン
タ
ー
も
動
き
だ
し
、
炊
き
出
し
は
も

う
良
い
と
言
わ
れ
た
。
お
に
ぎ
り
が
で
き
て
も
ガ
ソ
リ
ン
が
な
い
た
め
、
川
井
総

合
事
務
所
か
ら
取
り
に
来
て
も
ら
っ
た
。
４
日
目
の
朝
ま
で
お
店
の
も
の
を
す
べ

て
使
い
切
り
、い
よ
い
よ
何
も
無
く
な
っ
て
、盛
岡
ま
で
白
米
を
買
い
に
行
っ
た
が
、

10
㌔
き
り
買
え
な
か
っ
た
。

　
支
援
米
が
ト
ラ
ッ
ク
で
新
里
の
体
育
館
に
着
い
た
。
最
初
は
支
援
物
資
と
し
て

は
水
が
最
も
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
。
支
援
物
資
が
届
く
ま
で
は
水
や
飲
み
物
が
ほ

し
い
と
言
わ
れ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
て
持
っ
て
行
っ
た
。

　
３
日
休
ん
で
郷
土
食
を
売
り
に
出
し
た
ら
、
盛
岡
方
面
か
ら
被
災
地
に
持
っ
て

ゆ
き
た
い
と
、
も
の
す
ご
く
売
れ
た
。
米
が
あ
っ
て
も
ガ
ス
、
電
気
が
通
じ
な
い

の
で
、
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
買
い
に
来
た
。
震
災
の
お
か
げ
で
儲
か
っ
た

よ
う
で
も
う
し
わ
け
な
い
感
じ
だ
っ
た
が
、「
助
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
て
、楽
に
な
っ

た
。
今
年
の
春
あ
た
り
か
ら
だ
い
ぶ
元
に
戻
っ
た
。

　
タ
イ
マ
グ
ラ
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
は
バ
ス
３
台
分
く
ら
い
の
人
が
入
っ
て
い
た
の

で
、
専
門
の
コ
ッ
ク
さ
ん
だ
け
で
は
足
り
ず
、
近
所
の
奥
さ
ん
た
ち
も
助
け
に
行
っ

た
。
朝
食
を
作
り
、
昼
食
を
工
事
現
場
ま
で
運
び
、
夕
食
も
作
る
の
で
大
変
だ
っ

た
と
い
う
。こ
こ
に
泊
ま
っ
て
い
た
の
は
関
西
の
業
者
で
工
事
関
係
の
人
た
ち
だ
っ

た
。
仮
設
住
宅
の
工
事
だ
っ
た
ら
し
く
、
大
槌
ま
で
通
っ
て
い
た
。
被
災
者
の
何

人
か
は
仮
設
が
で
き
る
ま
で
は
送
り
迎
え
付
き
で
横
沢
冷
泉
ま
で
行
き
、
入
浴
と

昼
食
の
提
供
を
受
け
て
い
た
。

　
消
防
協
力
隊
は
昔
は
全
戸
参
加
だ
っ
た
。
今
は
個
人
で
入
っ
て
い
る
が
、
火
事

に
な
る
と
皆
出
て
く
る
。
今
は
あ
ま
り
活
動
を
や
っ
て
い
な
い
が
、
隊
員
と
し
て

の
自
覚
は
あ
る
。
防
火
に
は
気
を
つ
け
る
。
訓
練
は
村
の
演
習
で
平
成
３
、４
年
頃

ま
で
小
隊
訓
練
を
や
っ
た
。
20
人
く
ら
い
で
並
ん
で
小
さ
い
ポ
ン
プ
の
「
軽
可
搬

ポ
ン
プ
」を
動
か
す
訓
練
を
や
っ
た
こ
と
も
あ
る
。消
防
車
を
動
か
す
こ
と
は
な
い
。

医療の現場から　命を見つめて女性の活躍
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誰
か
が
や
ら
ね
ば
と
言
う
気
持
ち
で
や
っ
て
い
る
彼
ら
を
見
る
の
は
し
ん
ど
か
っ

た
。
署
員
の
人
た
ち
が
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
の
を
見
る
の
は
大
変
だ
っ
た
が
、

食
べ
て
、
笑
顔
が
少
し
で
も
見
え
て
、「
が
ん
ば
っ
ぺ
」
と
思
え
た
。
震
災
直
後

は
皆
が
声
を
掛
け
合
っ
て
優
し
い
な
と
思
え
た
が
、
１
か
月
経
つ
と
違
っ
て
き
た
。

で
も
皆
や
さ
し
か
っ
た
。
優
し
い
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。

震
災
を
経
験
し
て

　
人
生
観
が
変
わ
っ
た
。
昔
よ
り
今
の
方
が
自
分
を
好
き
だ
と
思
え
る
し
、
人
の

こ
と
も
好
き
に
な
れ
る
。
昔
は
人
の
あ
ら
を
探
し
た
り
、
そ
う
は
い
っ
て
も
自
分

の
方
が
つ
ら
い
ん
だ
よ
と
思
っ
て
い
た
。
今
は
自
分
が
元
気
だ
し
、
あ
な
た
と
会

え
て
元
気
に
な
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え
る
の
が
好
き
。
考
え
て
い
る
こ
と
は
あ
る

の
に
、
表
現
を
す
る
こ
と
が
下
手
で
、
で
も
と
り
あ
え
ず
こ
う
い
う
こ
と
が
や
り

た
い
と
か
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
火
事
場
で
も
「
手
伝
い
ま
す
」
と
言
え
る
。
見
物
人
の
中
に
は
子
供
も
女
の
人

も
い
る
の
で
、
彼
ら
の
そ
ば
に
行
っ
て
声
を
か
け
ら
れ
る
。
黙
っ
て
い
ら
れ
な
く

な
っ
た
が
、
活
動
す
る
こ
と
で
自
分
が
元
気
に
な
れ
る
。
自
分
の
中
の
は
つ
ら
つ

さ
は
自
分
で
盛
り
立
て
な
い
と
だ
め
に
な
る
。
奮
い
立
た
せ
る
何
か
が
あ
る
。
消

防
団
員
は
皆
の
一
歩
前
で
役
に
立
て
る
立
場
に
あ
る
の
で
、そ
れ
を
や
れ
る
し
、「
半

纏
を
着
て
い
る
の
だ
か
ら
、
私
を
頼
り
に
し
て
」
と
言
え
る
。

　
消
防
団
に
顔
を
出
す
よ
う
に
な
り
、
団
員
と
し
て
認
め
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
や
っ
と
仲
間
に
し
て
も
ら
え
た
と
思
え
る
。
実
際
に
女
の
人
を
増
や
せ
と
言

わ
れ
る
が
、
家
を
放
っ
て
は
お
け
な
い
の
で
む
ず
か
し
い
。
女
の
仕
事
は
一
生
限

り
な
い
の
で
難
し
い
。
女
性
団
員
の
仕
事
を
ど
こ
で
や
れ
ば
良
い
の
か
、
次
の
世

代
の
人
た
ち
の
た
め
に
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
が
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
女
が
い

た
方
が
良
い
と
い
う
こ
と
は
や
っ
て
み
て
わ
か
っ
た
こ
と
な
の
で
、
ど
の
よ
う
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
か
が
今
後
の
課
題
だ
。

消
防
団
に
入
団

　
平
成
13
年
に
入
団
し
て
15
年
目
に
な
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
興
味
が
あ
っ
た
。

今
の
団
長
が
母
の
同
級
生
で
、
声
を
か
け
て
く
れ
た
。「
女
だ
っ
て
い
い
べ
、
こ
れ

ラ
ー
メ
ン
で
済
ま
せ
る
つ
も
り
ら

し
か
っ
た
が
、
温
か
い
御
飯
と
味

噌
汁
く
ら
い
だ
っ
た
が
、
気
持
ち

の
上
で
は
ず
い
ぶ
ん
違
っ
た
よ
う

だ
っ
た
。
自
分
で
も
現
場
の
人
た

ち
と
一
緒
に
な
っ
て
、
前
に
立
っ

て
人
を
助
け
る
場
に
い
ら
れ
た
と

思
え
た
。
今
思
え
ば
も
っ
と
う
ま

く
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う

こ
と
も
あ
る
が
、
当
時
は
精
一
杯

だ
っ
た
。
ま
た
、
自
分
の
消
防
人

生
の
中
で
大
き
な
出
来
事
だ
っ

た
。
消
防
団
に
入
っ
て
い
た
か
ら

こ
そ
、
直
接
消
防
署
に
行
っ
て
で

き
た
こ
と
だ
し
、
消
防
署
員
の
人

た
ち
と
の
つ
な
が
り
も
持
て
た
。

　
震
災
後
、
火
災
や
災
害
が
起
き
て
も
、
何
か
や
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
え
る

よ
う
に
な
っ
た
し
、
行
っ
て
み
れ
ば
何
で
も
で
き
る
し
、
声
を
か
け
る
こ
と
も
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
誰
か
を
助
け
よ
う
と
手
を
出
し
た
と
き
、「
大

丈
夫
で
す
」
と
さ
し
の
べ
た
手
を
断
ら
れ
る
と
、
恥
ず
か
し
い
と
い
う
思
い
で
は

な
く
、
そ
れ
は
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
日
で
は
な
く
、
今
や
ら

な
い
と
後
悔
す
る
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
１
か
月
間
、
朝
５
時
か
ら
多
い
と
き
で
１
日
１
０
０
食
作
っ
て
い
た
。
魚
菜
市

場
の
婦
人
会
の
人
た
ち
が
手
伝
う
か
ら
と
言
っ
て
く
れ
て
、
野
菜
も
流
さ
れ
た
と

思
え
ば
何
で
も
な
い
と
、
ど
ん
ど
ん
出
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
が
な
か
っ
た
ら
、
物

が
な
い
の
で
大
変
だ
っ
た
。
消
防
署
の
食
堂
に
行
く
と
「
切
な
か
っ
た
」
と
涙
が

出
る
。
署
員
が
疲
れ
て
ド
ロ
ド
ロ
に
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
が
、
食
べ
て
お
腹
が
い
っ

ぱ
い
に
な
る
と
笑
顔
が
出
て
、「
じ
ゃ
ま
た
行
っ
て
く
る
か
」
と
出
て
行
く
。
体
力

的
に
は
眠
れ
な
い
し
、
１
か
月
で
８
㌔
や
せ
た
。
自
分
が
食
べ
る
こ
と
を
忘
れ
て
、

食
べ
さ
せ
な
き
ゃ
と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た
。
働
い
て
い
る
人
は
家
も
あ
る
の
に
、

写真３　�訓練中の女性消防団員��高田由美さん
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て
い
る
の
は
家
族
だ
と
思
う
。

　
消
防
団
の
大
切
さ
は
震
災
で
一
段
と
理
解
さ
れ
た
。
普
段
は
飲
ん
で
ば
か
り
だ

と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
震
災
を
経
て
や
る
と
き
は
や
る
ん
だ
、
か
っ
こ
よ
い
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
も
か
っ
こ
よ
く
な
り
た
い
。
不
眠
不
休
で
過
酷
だ
っ

た
と
思
う
。
で
も
そ
う
い
う
場
で
人
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
て
、
今
も
声
を
か
け

て
も
ら
え
て
、
つ
き
あ
い
も
続
い
て
い
る
。
４
、５
日
で
交
代
す
る
が
、
そ
の
間
の

こ
と
が
濃
い
。
市
長
も
泊
ま
り
込
み
で
出
て
い
た
が
、「
あ
の
震
災
で
太
っ
た
と
言

わ
れ
る
の
は
お
前
の
せ
い
だ
」と
今
も
笑
っ
て
く
れ
る
。胃
袋
を
つ
か
む
の
は
強
い
。

女
の
強
さ
で
あ
り
、
特
権
だ
と
思
う
。
震
災
時
は
と
く
に
そ
う
だ
っ
た
。
人
を
助

け
る
た
め
に
は
、
食
べ
て
体
力
を
つ
け
な
い
と
！
と
感
じ
た
。

　
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
黒
地
に
赤
の
入
っ
た
半
纏
で
、
こ
れ
は
乙
種
制
服
に
な
る
。

団
と
し
て
の
出
動
の
際
に
着
る
。
甲
種
制
服
は
が
っ
ち
り
と
し
た
警
察
官
の
よ
う

な
服
で
、
ス
カ
ー
ト
に
パ
ン
プ
ス
を
履
く
。
こ
の
服
装
で
女
性
大
会
に
も
出
る
。

毎
年
全
国
女
性
活
性
化
大
会
が
あ
り
、
４
年
前
に
は
秋
田
大
会
で
震
災
の
経
験
談

を
発
表
し
た
。

妹
さ
ん
の
発
言

　
震
災
の
時
に
は
や
れ
る
こ
と
は
や
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。
他
の
人
も
や
っ
て

い
た
し
、
自
分
た
ち
も
自
分
の
立
場
で
や
っ
て
い
た
し
、
や
れ
る
場
が
あ
る
人
は

そ
こ
で
や
れ
ば
い
い
。
何
か
手
伝
い
た
い
人
は
い
っ
ぱ
い
い
た
。

４　
保
健
師

　
湯
澤
睦
子
さ
ん
（
昭
和
31
年
生
、
保
健
師
、
生
ま
れ
は
川
井
、
嫁
ぎ
先
は
小
国
、

宮
古
市
川
井
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
）
２
０
１
３
年
８
月
22
日
に
話
を
伺
っ
た
。

震
災
当
日
か
ら

　
当
日
は
区
界
を
超
え
て
戻
っ
た
と
き
、
職
員
は
恐
れ
で
皆
外
に
出
て
い
た
。
声

を
か
け
る
と
皆
さ
ん
す
ぐ
に
動
い
て
く
れ
た
。保
健
セ
ン
タ
ー
で
炊
き
出
し
を
行
っ

た
。
小
国
や
川
内
に
は
何
か
あ
る
と
き
に
炊
き
出
し
を
行
う
習
慣
が
あ
っ
た
。
何

か
あ
る
と
川
内
の
婦
人
会
、
消
防
協
力
隊
が
行
う
。
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
水
、
食
糧

と
、近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
の
パ
ン
、カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
の
買
い
出
し
を
職
員
が
行
っ
た
。

か
ら
の
時
代
だ
か
ら
、
女
が
や
っ
て
も
い
い
ん
だ
」
と
言
っ
て
も
ら
え
た
。
火
事

を
消
そ
う
と
ま
で
は
考
え
な
か
っ
た
が
、
女
が
で
き
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
え
た
。｢

何
か
や
り
た
い
け
ど
、
何
を
や
っ
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い

う
人
に
は
消
防
団
が
あ
る
よ
と
言
い
た
い
。
家
の
人
に
言
わ
れ
て
や
め
た
人
も
い

る
し
、
だ
か
ら
こ
そ
入
っ
た
と
い
う
人
も
い
る
。
火
事
、
震
災
、
警
報
、
大
雨
で

も
出
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
思
っ
た
よ
り
大
変
だ
が
、
自
分
た
ち
で
守
っ
て
い

る
と
い
う
感
覚
に
な
れ
る
。
私
は
絶
対
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
。
何
か
や
り
た
い
け

ど
で
き
な
く
て
、
親
戚
の
家
で
手
伝
う
く
ら
い
き
り
で
き
な
か
っ
た
。
大
変
だ
が
、

や
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
も
っ
と
後
悔
す
る
。
人
の
た
め
に
手
助
け
が
で
き
る
と
実

感
で
き
る
し
、
力
に
な
る
。
話
す
こ
と
で
ま
た
一
か
ら
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
る
。

自
分
を
活
性
化
す
る
力
に
な
っ
た
。

　
入
っ
た
当
時
は
、
演
習
の
受
付
、
懇
親
会
の
世
話
係
ば
か
り
で
、
当
然
そ
う
な

る
と
思
っ
て
い
た
。
演
習
の
時
は
こ
う
な
る
ん
だ
と
勉
強
し
た
。
火
事
現
場
で
は

こ
う
な
る
と
わ
か
る
。
震
災
後
２
年
目
に
消
防
学
校
の
２
日
間
の
研
修
に
行
く
と

決
ま
っ
た
と
き
、
最
初
は
と
て
も
い
や
だ
っ
た
。
時
間
に
追
わ
れ
て
一
日
中
勉
強

す
る
と
い
う
事
が
不
安
だ
っ
た
が
、
勉
強
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
た
。
自
分
で
覚

え
た
い
と
思
う
と
覚
え
ら
れ
る
。
火
災
に
も
行
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
、

煙
が
出
た
際
な
ど
の
研
修
も
あ
っ
て
勉
強
に
な
っ
た
。
現
場
に
行
っ
て
見
て
い
る

の
で
、
も
っ
と
勉
強
し
た
い
。
周
り
を
見
て
聞
く
、
話
す
と
い
う
当
た
り
前
の
こ

と
が
当
た
り
前
で
な
く
な
っ
た
の
が
震
災
だ
っ
た
。
目
の
前
に
出
て
く
る
食
事
が

当
た
り
前
で
は
な
い
と
い
う
事
は
、震
災
が
な
け
れ
ば
感
じ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
感
謝
さ
れ
る
よ
り
、
感
謝
で
き
る
自
分
が
い
い
し
、
あ
り
が
た
い
。
自

分
が
元
気
で
な
い
と
人
に
や
さ
し
く
で
き
な
い
。
震
災
で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の

パ
ワ
ー
を
頂
い
て
、私
は
元
気
で
い
ら
れ
る
。
私
が
あ
こ
が
れ
ら
れ
る
人
間
に
な
っ

て
ゆ
き
た
い
。

　
疲
れ
切
っ
て
い
た
と
き
も
家
族
は
や
め
ろ
と
は
言
わ
な
か
っ
た
。
い
い
加
減
に

し
た
ら
と
か
、
誰
か
に
変
わ
っ
て
も
ら
っ
た
ら
、
と
言
わ
れ
る
と
思
っ
た
が
、
そ

う
し
た
言
葉
は
一
言
も
な
く
、
が
ん
ば
れ
と
言
っ
て
も
ら
え
た
。
家
族
の
協
力
が

な
く
て
は
で
き
な
い
の
で
感
謝
し
て
い
る
。
家
族
も
仕
方
が
な
い
と
あ
き
ら
め
な

く
て
は
い
け
な
い
。「
行
か
ね
ば
ね
ん
だ
あ
」
と
い
う
団
員
の
気
持
ち
を
理
解
で
き

医療の現場から　命を見つめて女性の活躍
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か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
に
は
６
行
政
区
、
40
小
集
落
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
集
会
所
単
位
で
お
に
ぎ
り
を
握
っ
て
も
ら
っ
た
。
１
日
に
午
前
と
午
後
の
２
回
、

総
合
事
務
所
に
す
べ
て
を
集
め
、宮
古
市
長
町
に
あ
る
水
道
事
業
所
に
持
っ
て
行
っ

た
。

　
新
里
で
は
婦
人
消
防
協
力
隊
の
隊
長
が
声
か
け
を
し
た
と
い
う
。
こ
こ
に
は
食

生
活
改
善
推
進
協
議
会
（
通
称
食
改
）
と
い
う
組
織
が
あ
り
、
彼
ら
と
震
災
に
つ

い
て
後
に
な
っ
て
話
し
合
っ
た
と
こ
ろ
、
炊
き
出
し
を
し
た
地
域
と
し
な
か
っ
た

地
域
が
あ
っ
た
と
い
う
。
地
区
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
が
必
要
だ
と
言
い
合
っ
た
。

　
川
井
で
は
ど
こ
で
孤
立
す
る
か
わ
か
ら
な
い
。
電
気
が
な
け
れ
ば
薪
で
ご
飯
が

炊
け
る
し
、
暖
も
と
れ
る
。
米
も
干
物
も
あ
る
の
で
、
飢
え
な
い
。
家
で
は
年
寄

り
を
置
い
て
出
て
き
て
い
た
が
、
優
雅
に
ご
飯
を
炊
い
て
食
べ
て
い
た
。
卵
が
な

い
か
ら
買
い
に
行
っ
た
ら
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
。
水
は
今
は
ほ
と
ん
ど
水
道

な
の
で
、
落
差
が
な
い
と
こ
ろ
で
は
長
く
停
電
が
続
く
と
水
が
出
な
く
な
る
と
触

れ
て
廻
っ
た
。
門
馬
で
は
水
が
な
く
な
り
そ
う
に
な
り
、
運
ん
だ
と
い
う
が
、
そ

の
他
は
問
題
が
な
か
っ
た
。
ラ
ジ
オ
が
な
い
家
も
あ
り
、
情
報
が
全
く
な
い
と
こ

ろ
も
あ
っ
た
。

　
３
日
目
く
ら
い
で
こ
こ
の
役
目
は
終
わ
り
、
そ
の
後
は
新
里
の
給
食
セ
ン
タ
ー

で
引
き
継
い
だ
。
そ
の
後
、
こ
こ
の
職
員
は
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
活
動
を

し
た
。
栄
養
士
は
炊
き
出
し
の
支
援
に
、
保
健
福
祉
関
係
者
は
市
役
所
の
保
健
福

祉
部
に
集
合
し
、
避
難
所
の
巡
回
に
廻
っ
た
。

　
私
は
田
老
第
一
小
学
校
、
永
田
さ
ん
は
田
老
の
常
運
寺
に
詰
め
た
。
毛
布
、
歯

ブ
ラ
シ
な
ど
の
在
庫
は
す
べ
て
出
し
た
。
車
い
す
な
ど
も
持
っ
て
行
っ
た
。
血
圧

計
な
ど
は
持
参
し
た
が
、
薬
ま
で
は
頭
が
回
ら
な
か
っ
た
。
川
井
に
は
薬
屋
が
１

軒
あ
っ
た
が
、
後
で
薬
を
持
っ
て
こ
い
と
役
所
に
言
わ
れ
て
か
ら
気
が
つ
い
た
。

薬
は
流
れ
た
も
の
を
洗
っ
て
使
っ
た
。
血
糖
値
を
測
る
器
具
も
な
か
っ
た
。

　
田
老
第
一
小
学
校
で
は
体
育
館
に
集
ま
っ
て
い
た
。
田
老
の
人
た
ち
が
炊
き
出

し
を
し
て
い
た
。
初
日
は
２
人
で
１
個
、
２
日
目
か
ら
は
１
人
１
個
食
べ
ら
れ
た
。

食
事
は
お
に
ぎ
り
と
ペ
ッ
ト
が
出
た
。
高
齢
者
は
お
に
ぎ
り
を
食
べ
ら
れ
な
い
の

で
、
栄
養
士
が
鍋
を
借
り
て
き
て
柔
ら
か
く
し
て
出
し
た
。
ト
イ
レ
は
水
洗
で
は

な
い
の
で
良
か
っ
た
が
、
何
日
も
た
つ
と
た
ま
っ
て
し
ま
い
、
こ
れ
以
降
ど
う
す

自
主
的
に
後
方
支
援
を
考
え
た
。
栄
養
士
、
事
務
職
員
が
行
っ
た
。
炊
き
出
し
の

準
備
に
は
セ
ン
タ
ー
の
用
具
を
使
っ
た
。
市
か
ら
の
要
請
が
あ
る
前
に
、
自
分
た

ち
が
集
会
所
や
公
民
館
の
釜
や
自
分
の
家
の
釜
を
持
ち
寄
り
、
こ
こ
で
炊
き
出
し

を
始
め
た
。
給
食
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
た
が
、
そ
こ
ま
で
考
え
が
及
ば
ず
、
こ
こ
で

始
め
た
。

　
最
初
は
持
ち
寄
り
で
お
に
ぎ
り
に
は
海
苔
を
巻
い
た
り
梅
干
し
を
入
れ
て
い
た

が
、
そ
の
う
ち
何
も
な
く
な
っ
て
塩
の
み
に
な
っ
た
。
各
家
で
は
精
米
を
し
て
い

な
い
籾
米
は
持
っ
て
い
た
が
、停
電
の
た
め
、自
家
発
電
の
あ
る
家
ま
で
持
ち
込
み
、

精
米
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
ら
は
寄
附
と
し
て
扱
わ
れ
た
。

　
応
援
要
請
は
市
の
本
部
長
か
ら
来
た
。
８
千
個
の
要
請
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
暗

く
な
っ
て
か
ら
公
社
で
も
炊
き
出
し
を
始
め
た
が
間
に
合
わ
ず
、
こ
こ
で
終
わ
っ

て
か
ら
公
社
に
女
子
職
員
を
連
れ
て
行
っ
て
や
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
間
に
合
わ
ず
、

セ
ン
タ
ー
で
も
や
っ
た
が
、
ま
だ
間
に
合
わ
な
い
。

　
そ
の
た
め
川
井
の
婦
人
消
防
協
力
隊
に
依
頼
し
、
一
緒
に
や
っ
た
。
終
わ
っ
た

の
は
２
時
頃
だ
っ
た
。
そ
の
頃
、
職
員
が
何
も
食
べ
て
い
な
か
っ
た
と
い
っ
て
、

コ
ン
ビ
ニ
を
開
け
ら
れ
な
い
か
と
車
で
来
た
の
で
、
あ
る
分
だ
け
炊
い
て
持
た
せ

た
。

　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
な
か
っ
た
が
、
男
た
ち
は
外
へ
出
て
し
ま
う
の
で
、
私

た
ち
は
食
糧
、
水
の
確
保
が
必
要
だ
っ
た
。
こ
こ
に
は
か
つ
て
日
赤
が
あ
り
、
水

用
の
タ
ン
ク
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
に
水
を
確
保
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
で
は
、
山
火
事
が
あ
っ
た
と
き
、
女
子
職
員
は
お
に
ぎ
り
を

握
ら
さ
れ
た
。
小
国
で
は
ど
の
家
で
お
に
ぎ
り
を
握
る
と
い
う
こ
と
が
決
ま
っ
て

い
た
。
何
か
あ
っ
た
ら
こ
の
家
に
行
く
よ
う
に
と
言
わ
れ
て
い
た
。

　
今
回
は
次
の
日
の
要
請
も
あ
り
、
８
千
個
と
言
わ
れ
て
い
た
。
こ
こ
だ
け
で
は

無
理
だ
っ
た
の
で
、
朝
一
番
に
地
域
の
人
に
声
を
か
け
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

栄
養
士
と
２
人
で
廻
っ
て
も
ら
っ
た
。
婦
人
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
代
表
な

ど
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
る
人
に
依
頼
し
て
廻
っ
た
。
協
力
者
１
人
に
声
を

か
け
る
と
、
皆
さ
ん
す
ぐ
に
動
い
て
く
れ
た
。
そ
の
人
か
ら
ま
た
声
か
け
が
広
が

り
、
皆
が
協
力
し
て
く
れ
た
。
婦
人
会
は
解
散
し
て
い
た
が
、
昔
の
名
簿
を
見
て
、

元
の
会
長
宅
を
廻
っ
た
。
地
区
の
人
た
ち
も
情
報
が
無
く
、
何
を
し
て
良
い
か
わ

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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の
保
健
活
動
」
と
い
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
り
、
そ
の
中
に
「
精
神
の
対
応
」
と
い

う
項
目
が
あ
っ
て
、
個
人
の
記
録
の
取
り
方
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ

ら
思
い
つ
い
た
も
の
を
鞄
の
中
に
入
れ
た
が
、
役
に
立
た
な
か
っ
た
。

　
田
老
第
一
小
学
校
の
養
護
教
員
は
女
の
先
生
で
、
記
録
を
取
っ
て
い
た
。
災
害

対
策
本
部
に
は
、
日
々
の
診
療
記
録
を
メ
モ
と
し
て
提
出
し
た
。
保
健
師
関
連
の

記
録
は
健
康
課
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
３
日
目
に
は
誰
が
ど
こ
の
避
難
所
へ
行
く
よ
う
に
と
の
指
示
が
出
た
が
、
田
老

の
情
報
が
無
か
っ
た
。
保
健
師
が
２
人
い
た
の
で
、
避
難
所
を
廻
っ
て
ほ
し
い
と

言
わ
れ
た
ら
し
い
が
、
２
人
と
も
常
運
寺
の
避
難
所
で
手
一
杯
だ
っ
た
。
診
療
所

に
は
医
療
の
必
要
な
人
が
い
っ
ぱ
い
い
た
。
田
老
に
は
避
難
所
が
６
か
所
く
ら
い

あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
を
廻
っ
た
。
田
老
を
見
て
泊
ま
り
込
む
こ
と
に
し
た
。
被
災

者
と
同
じ
よ
う
に
毛
布
１
枚
で
寝
た
。
石
油
ス
ト
ー
ブ
も
あ
っ
た
。
寺
で
は
太
い

ろ
う
そ
く
を
廊
下
に
点
け
て
い
た
。

　
公
用
車
に
油
を
入
れ
て
保
健
セ
ン
タ
ー
に
持
っ
て
こ
い
と
指
示
さ
れ
、
川
井
の

す
べ
て
の
車
を
持
っ
て
行
っ
た
。

お
わ
り
に

　
岩
手
県
で
は
古
く
か
ら
⑴
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
⑵
婦
人
消
防
協
力
隊
が
あ
り
、

比
較
的
新
た
に
立
ち
上
が
っ
た
⑶
女
性
消
防
団
員
な
ど
が
あ
り
、
震
災
時
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
場
所
で
活
動
を
続
け
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
と
地
域
で
活
躍
し
た

女
性
た
ち
を
見
て
ゆ
く
と
、
婦
人
消
防
協
力
隊
は
消
防
団
へ
の
協
力
団
体
で
、
消

防
団
の
分
団
活
動
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
す
る
組
織
で
、
○
○
分
団
婦
人
協
力
隊
と

い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
は
町
内
会
の
組
織
で
、
家
や
町

内
か
ら
火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
に
と
い
う
目
的
で
で
き
た
組
織
で
そ
れ
ぞ
れ
設
立

時
か
ら
の
主
旨
が
異
な
っ
て
い
る
。
女
性
消
防
団
員
も
居
住
地
域
の
分
団
に
入
る
。

　
自
分
が
被
災
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
日
現
場
に
出
て
炊
き
出
し
を
し

て
い
た
の
が
こ
こ
に
述
べ
た
女
性
た
ち
だ
っ
た
。
そ
の
組
織
力
と
行
動
力
に
は
頭

が
下
が
る
思
い
だ
が
、
現
状
で
は
後
方
支
援
と
い
う
男
た
ち
の
活
動
を
背
後
で
支

え
る
組
織
と
い
う
こ
と
が
共
通
項
の
よ
う
に
思
え
る
。
今
後
地
域
社
会
の
過
疎
化

が
進
み
、
後
方
支
援
と
は
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
今
、
彼
女

る
か
と
い
う
事
に
な
り
、
校
庭
に
穴
を
掘
る
し
か
な
い
と
校
長
が
言
っ
た
。
し
か

し
小
学
校
で
は
そ
こ
ま
で
は
し
な
い
で
済
ん
だ
。
水
洗
の
所
で
は
溜
め
て
か
ら
流

す
よ
う
に
し
た
。
ト
イ
レ
が
最
も
問
題
だ
っ
た
。
女
性
は
ナ
プ
キ
ン
が
な
く
て
大

変
だ
っ
た
。
２
日
目
に
公
民
館
に
い
た
人
に
聞
か
れ
、
戻
っ
て
取
っ
て
き
た
。

　
診
療
所
の
黒
田
先
生
の
指
示
で
、
ト
リ
ア
ー
ジ
と
い
っ
て
、
色
別
の
テ
ー
プ
を

詰
め
た
。
薬
手
帳
も
な
く
、
聞
き
取
り
を
し
な
が
ら
薬
リ
ス
ト
を
作
っ
た
。
透
析

患
者
は
消
防
団
や
中
学
生
が
線
路
の
上
を
担
い
で
行
き
、
道
路
ま
で
出
て
救
急
車

に
運
ん
だ
。

　
田
老
で
は
避
難
所
に
い
て
、
２
泊
３
日
の
行
程
を
３
月
末
ま
で
や
っ
た
。
そ
の

後
は
巡
回
で
各
避
難
所
を
廻
っ
た
。
こ
こ
は
看
護
師
、
栄
養
士
な
ど
本
来
は
４
人

が
常
駐
し
て
い
た
が
、
４
月
に
な
っ
て
か
ら
は
所
長
の
み
が
常
駐
と
な
り
、
４
月

末
に
全
員
が
こ
こ
に
戻
っ
て
き
た
。

　
川
井
に
避
難
し
て
い
る
方
も
い
た
。
実
家
と
か
、
娘
の
家
な
ど
、
親
戚
を
頼
っ

て
き
た
と
い
う
。
大
概
１
年
以
内
に
戻
っ
た
。
山
田
、
釜
石
か
ら
の
人
も
い
て
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
し
て
い
た
。
田
老
診
療
所
に
入
院
し
て
い
た
人
が
、
特
養

の
心
生
園
に
家
族
と
一
緒
に
バ
ス
で
来
て
い
た
人
が
12
人
い
た
。
診
療
所
に
も
３

人
入
院
し
、
家
族
も
付
き
添
っ
て
き
て
い
た
。
こ
ち
ら
に
来
た
12
人
は
黒
田
先
生

が
ト
リ
ア
ー
ジ
で
決
め
た
。
彼
ら
の
食
糧
は
行
政
支
援
が
あ
っ
た
。

　
私
の
資
格
は
保
健
師
な
の
で
、
住
民
の
健
康
管
理
な
ど
の
危
機
管
理
に
つ
い
て

主
に
担
当
を
し
た
。
停
電
し
た
と
き
の
在
宅
老
人
や
、
携
帯
用
酸
素
ボ
ン
ベ
は
最

大
８
時
間
ま
で
な
の
で
、
大
雪
の
際
は
ギ
リ
ギ
リ
で
診
療
所
に
入
院
さ
せ
た
。
こ

ち
ら
で
被
害
が
あ
れ
ば
対
応
で
き
な
い
。

　
こ
こ
に
は
社
協
の
ヘ
ル
パ
ー
が
お
り
、
ど
こ
に
ど
う
い
っ
た
高
齢
者
が
い
る
か

把
握
し
て
い
る
。
関
わ
り
の
あ
る
人
の
優
先
順
位
を
決
め
て
お
く
。
医
療
品
の
管

理
リ
ス
ト
は
必
要
だ
と
実
感
し
た
。
医
師
は
３
日
分
し
か
出
せ
な
い
と
言
っ
て
い

た
。
統
合
失
調
症
の
人
が
い
て
、
か
か
り
つ
け
医
が
岩
手
医
大
だ
っ
た
の
で
、
１

日
１
回
き
り
薬
が
出
ず
、
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
バ
ス
が
通
じ
た
の
で
、
盛
岡
ま

で
行
け
た
。

　
川
井
に
は
医
療
機
関
は
１
か
所
の
み
だ
。
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
大
き
な
災
害
は
ア

イ
オ
ン
台
風
だ
っ
た
が
、
被
害
の
大
き
さ
は
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
。「
災
害
時
対
応

医療の現場から　命を見つめて女性の活躍
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た
ち
の
行
動
に
ど
ん
な
変
化
が
見
ら
れ
る
の
か
、
注
目
し
て
ゆ
き
た
い
。

【
引
用
文
献
】

　
㈶
岩
手
県
消
防
協
会
監
修
「
い
わ
て
消
防
物
語

−

纒
に
生
き
る
人
た
ち

−

」「
い

わ
て
消
防
物
語
」
刊
行
委
員
会　
１
９
８
６
年

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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第
２
部　
各
分
野
で
の
震
災
後
の
取
り
組
み

第
６
章　
公
的
な
支
援
体
制

�

神
田
よ
り
子

１　
消
防
団

　
は
じ
め
に

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
消
防
団
の
方
々
は
自
分
た
ち
が
被
災
者
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
地
域
の
皆
様
の
た
め
に
命
が
け
で
救
助
、
捜
索
、
消
火
、
避
難
誘
導
、

自
衛
隊
や
広
域
消
防
隊
の
道
案
内
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
活
躍
に
は
頭
が
下

が
る
思
い
で
あ
る
が
、
な
ぜ
そ
こ
ま
で
で
き
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
頭
か
ら
離

れ
な
い
。
筆
者
が
そ
の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
も
消
防
団
員
の
方
々
の
体
験
を

伺
い
た
か
っ
た
。

　　
⑴　
消
防
団
員
の
３
・
11�

　
宮
古
地
区
管
内
の
消
防
団
の
活
動
状
況
は
宮
古
消
防
署
に
よ
る
と
、
３
月
11
日

の
出
動
人
員
は
７
１
０
人
、
12
日
が
７
９
７
人
、
13
日
が
７
３
０
人
で
、
３
月
20

日
ま
で
は
４
０
０
人
体
制
で
活
動
を
し
て
い
た
。
21
日
以
降
は
３
０
０
人
台
で
、

24
日
以
降
に
な
る
と
２
０
０
人
台
と
な
り
、
27
日
以
降
は
１
０
０
人
台
と
減
少
し
、

４
月
１
日
以
降
に
な
っ
て
よ
う
や
く
１
０
０
人
未
満
と
な
っ
た
。

　
震
災
直
後
の
活
動
内
容
は
水
門
閉
鎖
、警
戒
活
動
、避
難
誘
導
活
動
、消
火
活
動
、

捜
索
活
動
で
あ
っ
た
。
12
日
以
降
は
水
門
閉
鎖
に
代
わ
っ
て
が
れ
き
撤
去
の
活
動

が
加
わ
る
。
消
火
活
動
は
16
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

　
宮
古
市
消
防
対
策
課
が
作
成
し
た
宮
古
市
消
防
団
員
用
の｢

地
震
災
害
活
動
マ

ニ
ュ
ア
ル｣

に
は
、１
初
動
措
置
、２
参
集
準
備・手
段・経
路
に
お
け
る
情
報
収
集
、

３
参
集
場
所
、４
情
報
収
集・伝
達
、５
住
民
へ
の
広
報
、６
部
隊
編
成・出
動
準
備
、

７
消
火
活
動
、
８
水
ひ
門
閉
鎖
活
動
、
９
救
出
・
避
難
活
動
、
10
無
線
通
信
等
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
第
８
の
水
ひ
門
閉
鎖
活
動
の
中
で
、
平
成
24
年
度
か
ら
以
下
の
よ
う

に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
引
い
た
う
え
で
改
正
施
行
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

　
１
活
動
原
則　
す
べ
て
の
活
動
団
員
は
、
救
命
胴
衣
を
必
ず
着
用
す
る
。

　
２
活
動
要
領　
出
動
隊
は
、
津
波
予
想
到
達
時
刻
等
の
情
報
把
握
に
努
め
、
津

波
予
想
到
達
時
刻
10
　
分
前
に
は
予
め
分
団
で
定
め
た
避
難
場
所
に
、
必
ず
避
難
が

完
了
し
て
い
る
こ
と
。

　
今
回
の
震
災
に
関
す
る
消
防
団
の
動
向
に
つ
い
て
、
２
０
１
５
年
８
月
29
日
に

宮
古
市
消
防
団
本
部
宛
に
い
く
つ
か
の
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
９
月
２
日
に

白
鳥
定
良
宮
古
消
防
署
長
（
昭
和
32
年
生
）
か
ら
直
接
お
答
え
を
頂
い
た
。
以
下

は
そ
の
内
容
で
あ
る
。

①�

消
防
団
の
規
約
が
３
・
11
以
前
と
以
後
で
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
に
つ
い

て
伺
っ
た
。

　

�

３
・
11
以
前
は
明
確
な
も
の
は
な
く
、
津
波
到
達
時
刻
の
前
ま
で
に
は
避
難
し

終
わ
っ
て
い
る
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
３
・
11
以
後
は
、
大
事
な
こ

と
は
津
波
が
来
る
前
に
自
分
の
命
を
守
れ
、
率
先
し
て
避
難
者
た
れ
と
い
う
事

で
、
３
・
11
以
降
の
す
べ
て
の
消
防
団
員
に
周
知
し
、「
消
防
団
地
震
災
害
活
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
定
め
、
活
動
内
容
を
徹
底
し
た
。

②�

宮
古
市
管
轄
消
防
団
員
の
被
災
状
況（
死
亡
者
、負
傷
者
、家（
家
族
）、職
場
な
ど
）

を
伺
っ
た
。

　

�

死
者
・
行
方
不
明
者
あ
わ
せ
て
16
名
の
殉
職
者
と
６
名
の
負
傷
者
と
い
う
。
約

１
千
３
０
０
人
分
の
家
族
や
家
の
状
況
は
把
握
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

③�

次
は
被
災
し
た
消
防
団
員
へ
の
補
償
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

　

�

補
償
は
全
国
一
律
で
、
特
別
賞
じ
ゅ
つ
金
が
国
、
県
、
市
か
ら
で
る
。
そ
の
他

弔
慰
金
、
遺
族
援
護
金
と
し
て
日
本
消
防
協
会
か
ら
福
祉
共
済
金
が
で
る
。
ま

た
遺
族
補
償
年
金
が
出
て
、
一
時
金
か
分
割
金
か
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　
�

消
防
団
員
の
出
動
手
当
と
、
３
・
11
の
出
動
へ
の
手
当
だ
が
、
出
動
手
当
は
１

回
当
た
り
２
千
円
で
、
災
害
法
適
用
や
８
時
間
を
超
え
る
と
倍
額
を
出
す
。

④�
３
・
11
以
前
と
以
後
で
消
防
団
員
の
数
に
変
化
が
あ
っ
た
の
か
を
伺
っ
た
。

　

�

団
員
の
数
の
変
化
は
以
下
の
通
り
だ
っ
た
。
平
成
22
年
10
月
１
日
現
在
で
は

１
千
３
１
５
人
、
23
年
は
１
千
３
０
０
人
、
24
年
は
１
千
２
８
６
人
、
25
年
は

１
千
２
５
８
人
、
26
年
は
１
千
２
４
４
人
と
な
っ
て
い
る
。
微
減
と
い
う
感
じ

だ
が
、
人
口
比
を
考
え
る
と
減
少
は
し
て
い
な
い
と
い
う
。

医療の現場から　命を見つめて公的な支援体制
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状
況
を
察
し
た
ら
し
く
、
す
ぐ
に
西
の
方
へ
逃
げ
出
し
た
。

　
逃
げ
出
し
た
三
十
分
団
の
分
団
員
は
西
の
方
に
逃
げ
た
団
員
と
北
の
方
に
逃
げ

た
団
員
が
い
た
。西
の
方
が
山
に
近
い
が
、北
の
方
が
海
か
ら
の
距
離
が
遠
く
な
る
。

各
人
が
一
瞬
の
判
断
で
逃
げ
る
方
向
を
決
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
津
波
は
内
側
の
防
潮
堤
に
一
旦
阻
ま
れ
、
波
が
南
北
に
分
か
れ
て
山
に
ぶ
つ
か

り
、
南
北
か
ら
波
が
流
入
し
て
き
た
た
め
、
波
が
来
る
の
は
中
央
部
が
最
も
遅
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
北
に
逃
げ
た
団
員
は
亡
く
な
り
、
西
に
逃
げ
た
団
員
は
助
か
っ
た
。

　
私
は
金
融
部
門
の
職
員
の
後
を
追
っ
て
西
の
方
に
走
っ
た
が
、
走
っ
て
い
る
途

中
で
事
務
所
に
ま
だ
参
事
が
い
る
こ
と
を
思
い
出
し
て
立
ち
止
ま
っ
た
。
ど
う
し

よ
う
か
と
躊
躇
し
て
い
る
う
ち
に
時
間
は
経
過
し
て
い
き
、
山
に
走
っ
て
も
間
に

合
わ
な
い
よ
う
な
気
が
し
た
。
以
前
テ
レ
ビ
で
見
た
津
波
の
映
像
が
思
い
出
さ
れ

た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
は
津
波
で
も
倒
れ
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
時
間
が

た
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
山
に
向
か
う
よ
り
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
漁
協
事
務

所
の
方
が
安
全
だ
と
判
断
し
た
。
３
階
に
上
が
る
と
津
波
は
今
に
も
内
側
の
防
潮

堤
を
越
え
そ
う
な
高
さ
ま
で
迫
っ
て
い
た
。
こ
の
ま
ま
持
ち
こ
た
え
て
く
れ
る
か

と
思
っ
た
が
、
沖
か
ら
更
に
高
い
波
が
押
し
寄
せ
て
あ
っ
と
い
う
間
に
防
潮
堤
を

越
え
て
津
波
が
侵
入
し
て
き
た
。
こ
の
と
き
手
に
カ
メ
ラ
を
持
っ
た
ま
ま
だ
っ
た

こ
と
に
気
づ
い
て
写
真
を
撮
っ
た
。

　
窓
は
南
の
方
向
を
向
い
て
お
り
、
防
潮
堤
沿
い
に
土
煙
が
高
々
と
舞
い
上
が
る

の
が
見
え
た
。
防
潮
堤
の
外
側
に
あ
っ
た
２
階
建
て
の
大
き
な
建
物
が
防
潮
堤
の

上
に
持
ち
上
げ
ら
れ
る
の
が
見
え
、
た
く
さ
ん
の
ガ
レ
キ
と
共
に
黒
い
波
が
防
潮

堤
の
内
側
に
な
だ
れ
込
ん
で
き
た
。

　
北
か
ら
も
南
か
ら
も
家
が
次
々
と
ド
ミ
ノ
倒
し
の
よ
う
に
倒
れ
て
中
央
部
に
集

ま
り
、
事
務
所
の
周
囲
は
あ
っ
と
い
う
間
に
真
っ
黒
な
水
に
被
わ
れ
た
。
た
く
さ

ん
の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
が
浮
い
て
き
た
。
シ
ュ
ー
シ
ュ
ー
と
ガ
ス
を
吹
き

出
す
も
の
も
あ
っ
た
。

　
周
囲
の
山
々
か
ら
黒
煙
が
立
ち
上
っ
て
き
た
と
思
っ
た
ら
、
火
が
見
え
た
。
流

さ
れ
た
家
か
ら
山
の
木
に
火
が
点
き
、
次
々
と
延
焼
し
始
め
た
が
、
何
の
対
処
も

で
き
な
か
っ
た
。

　
家
は
流
失
し
た
が
幸
い
に
も
家
族
は
全
員
無
事
だ
っ
た
の
で
、
両
親
に
子
供
を

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
以
下
で
は
各
地
の
消
防
団
員
の
３
・
11
を
追
っ
て
ゆ

く
こ
と
に
し
た
い
。

　
⑵　
各
地
区
で
の
消
防
団
員
の
活
躍�

田
老
で
の
活
動
①

　
畠
山
昌
彦
さ
ん
（
昭
和
42
年
生
、
館
が
森
、
田
老
漁
協
指
導
課
長
、
消
防
団
第

三
十
分
団
員
）
に
２
０
１
３
年
３
月
28
日
に
話
を
伺
っ
た
。

３
月
11
日

　
震
災
当
日
は
漁
協
２
階
に
あ
る
事
務
所
に
い
た
。
地
震
直
後
、
事
務
所
に
残
っ

て
い
た
職
員
で
手
分
け
し
て
防
潮
堤
の
外
に
あ
る
施
設
に
人
が
残
っ
て
い
な
い
か

確
認
を
行
っ
た
。
事
務
所
に
残
っ
て
い
た
女
性
職
員
に
は
車
で
高
台
に
あ
る
道
の

駅
ま
で
避
難
す
る
よ
う
話
し
、
沖
の
船
に
は
無
線
で
連
絡
し
よ
う
と
し
た
が
す
ぐ

に
停
電
に
な
り
、
連
絡
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
停
電
で
全
く
情
報
が
入
っ
て
こ
な
く
な
っ
た
た
め
、
１
階
の
購
買
店
舗
に
あ
っ

た
ラ
ジ
カ
セ
に
乾
電
池
を
入
れ
て
ラ
ジ
オ
を
つ
け
る
と
津
波
の
予
想
は
３
㍍
と
い

う
こ
と
で
、
防
潮
堤
の
内
側
は
問
題
な
い
と
考
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
予
想
が

６
㍍
と
な
り
、
や
が
て
「
釜
石
に
は
大
き
な
津
波
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
」
と
い

う
絶
叫
が
聞
こ
え
た
。
そ
れ
か
ら
英
語
や
ら
中
国
語
や
ら
意
味
不
明
の
外
国
語
に

な
っ
て
状
況
が
解
ら
な
く
な
っ
た
。

　
３
階
に
上
が
っ
て
漁
港
を
見
る
と
港
内
の
海
水
が
渦
を
巻
い
て
引
い
て
い
き
、

大
型
の
漁
船
が
次
々
と
転
覆
し
て
い
く
の
が
見
え
た
。
一
緒
に
事
務
所
に
残
っ
た

参
事
か
ら
周
囲
の
状
況
を
写
真
に
お
さ
め
て
お
く
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
の
で
、
カ

メ
ラ
を
持
っ
て
漁
協
の
す
ぐ
前
に
あ
る
防
潮
堤
の
上
に
登
る
と
田
老
港
の
沖
に
あ

る
防
波
堤
の
遙
か
上
に
水
し
ぶ
き
が
見
え
た
。
そ
れ
は
南
岸
低
気
圧
の
影
響
で
10

㍍
の
大
シ
ケ
に
な
っ
た
と
き
よ
り
も
遙
か
に
高
い
位
置
で
、
津
波
が
６
㍍
ど
こ
ろ

で
は
な
い
と
直
感
し
、
す
ぐ
に
防
潮
堤
を
駆
け
下
り
た
。
防
潮
堤
で
水
門
を
監
視

し
て
い
た
三
十
分
団
の
団
員
も
私
と
ほ
ぼ
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
走
り
出
し
た
。

　
防
潮
堤
を
駆
け
下
り
て
い
る
途
中
、
事
務
所
の
前
に
金
融
部
門
の
職
員
が
い
る

の
が
見
え
た
が
、
防
潮
堤
が
目
隠
し
に
な
っ
て
津
波
が
来
て
い
る
こ
と
が
解
ら
な

い
ら
し
く
、
避
難
す
る
そ
ぶ
り
も
な
か
っ
た
の
で
「
逃
げ
ろ
！
」
と
怒
鳴
っ
た
ら
、
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567

親
が
亡
く
な
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
予
感
め
い
た
も
の
が
あ
っ
て
、
何

も
考
え
ら
れ
な
く
な
る
ぐ
ら
い
動
き
続
け
る
こ
と
で
不
安
を
払
拭
し
て
い
た
の
だ

と
思
う
。

田
老
で
の
活
動
②

　
館　
昭
一
さ
ん
（
昭
和
33
年
生
、
保
険
代
理
店
経
営
、
田
老
消
防
団
二
十
八
分

団
長
）
に
２
０
１
３
年
12
月
23
日
に
話
を
伺
っ
た
。

　
家
は
田
老
の
川
向
だ
っ
た
。
高
校
は
釜
石
で
、
そ
の
後
東
京
の
関
東
化
学
に
就

職
し
、
昭
和
58
年
に
結
婚
し
、
実
家
を
継
ぐ
た
め
に
昭
和
59
年
に
帰
郷
し
た
。
こ

ち
ら
で
就
職
し
、
今
は
保
険
代
理
店
を
や
っ
て
い
る
。
実
家
は
漁
師
で
、
今
も
や
っ

て
い
る
。

　
３
月
11
日
は
営
業
の
た
め
、
田
老
に
い
て
、
契
約
活
動
を
し
て
い
た
。
地
震
の

時
は
宮
古
消
防
署
田
老
分
署
に
い
た
。
こ
の
当
時
は
分
団
の
部
長
で
、
地
震
が
収

ま
っ
て
か
ら
屯
所
に
行
っ
た
。
警
報
が
出
て
現
地
集
合
と
し
、
長
靴
、
無
線
機
、

刺
し
子
半
纏
を
着
て
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、
屯
所
か
ら
１
０
０
㍍
ば
か
り
離

れ
た
防
波
堤
の
上
に
行
き
、
水
門
を
閉
め
に
走
っ
た
分
団
員
の
確
認
に
声
か
け
を

し
、
帰
っ
て
き
た
声
で
誰
が
来
て
い
る
か
判
断
し
た
。
3
時
に
水
門
閉
鎖
が
終
了

し
た
。
そ
の
と
き
私
は
防
波
堤
の
上
に
い
た
。

　
無
線
で
３
時
20
分
に
津
波
到
達
と
い
う
情
報
が
入
っ
た
。
こ
の
と
き
の
海
の
様

子
が
変
だ
っ
た
。
老
人
た
ち
か
ら
は
田
老
は
津
波
が
大
き
く
な
る
の
で
、
他
よ
り

２
倍
・
３
倍
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
た
。
３
時
10
分
頃
に
避
難
し
た
。

　
亡
く
な
っ
た
祖
母
が「
斜
面
の
道
路
は
津
波
が
跳
ね
上
が
る
」と
言
っ
て
い
た
が
、

観
光
ホ
テ
ル
の
裏
の
道
で
そ
れ
を
実
感
し
た
。「
足
下
に
水
を
感
じ
た
ら
真
上
に
上

が
れ
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。
赤
沼
山
に
逃
げ
た
と
き
は
、
水
位
が
３
㍍
く
ら
い
に

上
が
っ
て
い
た
様
に
思
う
。
サ
ッ
パ
船
が
渦
の
中
で
廻
っ
て
い
た
。
そ
の
後
定
置

網
の
鮭
漁
に
使
う
ダ
ン
ベ
船
が
流
れ
出
し
た
。
昔
の
人
が
「
ヨ
ダ
」
と
言
っ
て
い

た
も
の
だ
と
思
っ
た
。
ダ
ン
ベ
が
流
れ
る
に
は
４・５
㍍
の
水
深
に
達
し
て
い
る
必

要
が
あ
る
の
で
、
見
て
い
る
と
こ
れ
が
津
波
だ
と
思
っ
た
。

　
元
分
団
長
が
「
佐
賀
部
」
を
見
ろ
と
言
っ
た
。
こ
れ
は
田
老
湾
の
南
側
の
岩
が

並
ぶ
岬
で
、
そ
こ
に
波
が
丸
く
な
る
よ
う
に
押
し
寄
せ
て
い
た
。
一
方
、
北
側
の

預
け
て
消
防
団
の
活
動
へ
参
加
し
た
。
周
囲
の
山
の
火
災
で
避
難
場
所
の
一
つ
と

な
っ
て
い
た
中
学
校
も
危
険
と
思
わ
れ
た
た
め
、
中
学
校
に
い
た
け
が
人
を
総
合

事
務
所
ま
で
担
架
で
運
ん
だ
。
け
が
人
の
お
ば
あ
さ
ん
は
動
か
す
と
痛
が
り
、
こ

の
ま
ま
置
い
て
い
っ
て
く
れ
と
言
っ
た
が
、
無
視
し
て
運
ん
だ
。
優
し
い
言
葉
の

一
つ
で
も
か
け
て
や
れ
ば
良
か
っ
た
と
今
で
は
思
う
が
、火
が
す
ぐ
そ
ば
ま
で
迫
っ

て
い
て
、
言
葉
を
か
け
る
余
裕
す
ら
無
か
っ
た
。

　
そ
の
後
、
公
民
館
へ
行
っ
て
ヤ
カ
ン
・
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
小
学
校
の
裏
に
あ
る
緊

急
時
の
備
蓄
品
倉
庫
か
ら
、
毛
布
・
断
熱
シ
ー
ト
・
懐
中
電
灯
な
ど
を
持
ち
出
し

て
被
災
者
へ
配
っ
た
。
避
難
所
の
床
は
堅
く
て
冷
た
か
っ
た
の
で
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
は

重
宝
が
ら
れ
た
。

　
被
災
地
は
真
っ
暗
で
歩
け
る
状
態
で
は
無
か
っ
た
た
め
、
明
る
く
な
る
ま
で
被

災
者
の
捜
索
は
で
き
な
か
っ
た
。

３
月
中
の
活
動

　
翌
日
か
ら
避
難
者
の
捜
索
に
入
っ
た
が
、
被
災
場
所
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
場
所

か
ら
ク
ギ
と
か
ガ
ラ
ス
片
が
飛
び
出
し
て
お
り
、
長
靴
と
軍
手
し
か
な
い
消
防
団

員
は
あ
っ
と
い
う
間
に
手
足
が
キ
ズ
だ
ら
け
に
な
り
、
破
傷
風
に
気
を
つ
け
ろ
と

言
わ
れ
た
。
一
緒
に
捜
索
し
た
自
衛
隊
の
人
達
の
靴
は
ク
ギ
を
踏
ん
で
も
平
気
そ

う
だ
っ
た
し
、
ク
ギ
や
ガ
ラ
ス
に
触
っ
て
も
キ
ズ
が
つ
か
な
い
よ
う
だ
っ
た
。
水

筒
や
行
動
食
も
持
っ
て
い
て
羨
ま
し
か
っ
た
。

　
不
明
者
の
捜
索
と
山
火
事
の
消
火
。
ど
ち
ら
も
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ

が
、
人
が
少
な
く
ど
ち
ら
も
中
途
半
端
に
な
っ
て
し
ま
い
、
捜
索
中
に
「
今
頃
探

し
た
っ
て
生
き
て
る
訳
が
な
い
。
今
ま
で
何
を
や
っ
て
た
ん
だ
」
と
罵
声
を
浴
び

せ
ら
れ
た
。
家
を
失
っ
て
心
細
い
は
ず
の
家
族
を
ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
て
、
食
う

や
食
わ
ず
で
火
事
場
と
被
災
地
を
這
い
つ
く
ば
っ
て
き
た
の
に
、
な
ぜ
こ
ん
な
こ

と
を
言
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
情
け
な
く
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
一
番

辛
か
っ
た
。
私
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば
良
か
っ
た
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
今
で
も
解

ら
な
い
。

　
仲
間
の
分
団
員
は
両
親
の
消
息
が
知
れ
な
い
の
に
、
ず
っ
と
消
防
団
活
動
を
続

け
て
い
て
「
ご
両
親
を
探
し
に
行
け
」
と
言
っ
て
も
聞
か
な
か
っ
た
。
彼
に
は
両

医療の現場から　命を見つめて公的な支援体制
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れ
た
。
最
初
は
塩
が
ほ
し
い
、
次
は
の
り
、
梅
干
し
、
漬
け
物
と
ど
ん
ど
ん
贅
沢

を
言
い
た
く
な
っ
た
。
こ
の
食
事
は
自
衛
隊
が
来
る
ま
で
続
い
た
。

　
翌
日
に
は
自
衛
隊
の
調
査
部
隊
が
入
っ
て
き
て
、
13
日
に
は
活
動
し
て
い
た
。

田
中
分
団
長
は
盛
岡
に
行
っ
て
い
た
が
、
夜
に
は
帰
り
、
皆
の
活
動
の
記
録
を
つ

け
て
い
た
。

　
11
日
の
夜
に
山
火
事
が
発
生
し
て
、
12
日
の
午
後
か
ら
13
日
に
か
け
て
消
火
活

動
を
し
た
。
鹿
角
の
消
防
隊
が
入
っ
て
来
て
く
れ
た
。
山
田
や
大
槌
の
火
事
や
被

害
が
ひ
ど
か
っ
た
の
で
、
こ
ち
ら
に
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
来
て
く
れ
な
か
っ
た
。

山
火
事
は
４
日
間
続
き
、
種
火
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
消
し
て
歩
い
た
。
小
学

校
か
ら
ポ
ン
プ
で
水
を
引
き
、
ホ
ー
ス
を
つ
な
い
で
消
火
し
た
。
小
型
ポ
ン
プ
も

使
っ
た
。
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
と
い
う
消
化
器
を
背
中
に
背
負
い
、
手
で
ポ
ン

プ
を
押
し
て
消
し
た
。
こ
の
器
具
は
本
来
残
火
処
理
用
の
も
の
だ
が
、
他
に
何
も

道
具
が
な
く
、
こ
れ
を
使
っ
た
。
火
事
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
黙
っ
て
立
っ
て
い
る

と
足
下
が
熱
く
な
り
、
消
え
た
と
思
っ
て
も
ま
た
ボ
ッ
と
火
が
点
い
た
。
山
火
事

は
飛
び
火
で
中
学
校
あ
た
り
ま
で
来
た
。
一
昼
夜
以
上
燃
え
続
け
て
い
た
。
津
波

で
車
ご
と
運
ば
れ
、
水
死
し
て
い
た
人
が
、
そ
の
後
の
山
火
事
で
さ
ら
に
焼
か
れ

た
人
が
い
た
。

　
二
十
八
分
団
の
管
轄
管
内
は
館
が
森
か
ら
川
向
ま
で
の
防
波
堤
の
内
側
に
な
る
。

道
路
と
川
で
区
切
っ
た
区
域
が
そ
の
範
囲
で
、
カ
マ
ド
町
と
い
い
、
分
家
に
出
た

人
た
ち
が
集
ま
っ
て
住
ん
で
い
た
地
区
だ
っ
た
。
軒
数
は
３
０
０
軒
く
ら
い
で
、

同
級
生
は
１
０
０
人
く
ら
い
い
た
。

　
緊
急
作
業
は
３
月
末
ま
で
で
、
４
月
か
ら
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
移
り
、
二
十
八
分

団
と
し
て
昼
は
田
老
ま
で
降
り
て
活
動
を
し
た
。
こ
の
活
動
は
５
月
連
休
後
頃
ま

で
続
い
た
。
４
月
、
５
月
は
見
回
っ
て
瓦
礫
の
処
分
、
行
方
不
明
者
の
人
探
し
、

撤
去
す
る
家
の
手
伝
い
な
ど
を
し
た
。
誰
の
家
か
わ
か
ら
な
い
も
の
も
あ
っ
て
、

な
か
な
か
進
ま
な
い
。
合
宿
状
態
だ
っ
た
の
で
、
仕
事
は
し
や
す
か
っ
た
。
分
団

は
屯
所
か
ら
歩
い
て
来
ら
れ
る
範
囲
な
の
で
、
日
頃
か
ら
よ
く
一
緒
に
飲
ん
で
い

て
、
お
互
い
に
気
心
が
わ
か
っ
て
い
る
。

　
私
は
４
月
末
か
ら
仕
事
に
復
帰
し
た
。
佐
原
に
親
戚
が
い
て
、
電
気
が
通
っ
た

ら
す
ぐ
に
こ
こ
の
避
難
所
か
ら
そ
こ
に
移
っ
た
。
父
母
は
そ
こ
に
い
て
、
家
族
は

三
王
岩
方
向
で
も
同
じ
よ
う
に
波
が
高
く
な
り
、
両
方
の
波
が
一
つ
に
な
っ
て
盛

り
上
が
り
目
線
が
水
平
線
よ
り
上
に
な
り
、一
端
止
ま
っ
た
。
す
る
と
跳
ね
上
が
っ

た
様
に
見
え
た
波
頭
が
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
に
な
り
、
そ
の
ま
ま
蛇
が
う
ね
る
よ
う

に
ガ
ー
ッ
と
吹
き
上
が
っ
て
来
た
。
こ
れ
は
大
変
だ
と
思
い
、
山
に
避
難
し
て
い

た
皆
に
墓
地
に
移
動
す
る
よ
う
に
大
声
を
出
し
た
。

　
そ
の
後
山
の
中
を
走
り
、
墓
地
に
つ
な
が
る
道
ま
で
出
て
、
中
学
校
ま
で
波
が

来
て
い
る
の
を
見
た
。
校
庭
内
に
救
急
車
が
あ
り
、回
転
灯
が
消
え
て
水
に
浸
か
っ

て
い
た
。
街
中
の
家
々
が
潰
れ
、
ほ
こ
り
と
水
し
ぶ
き
で
よ
く
見
え
な
か
っ
た
。

　
中
学
校
ま
で
は
津
波
が
上
が
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
校
庭
ま
で
家
が
流
さ

れ
て
飛
ん
で
き
た
。
学
校
の
前
の
家
が
校
庭
に
そ
の
ま
ま
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

　
こ
の
あ
た
り
の
家
は
観
光
ホ
テ
ル
側
か
ら
回
っ
て
来
た
波
に
呑
ま
れ
た
。
球
場

側
の
家
は
波
に
打
た
れ
た
よ
う
に
崩
壊
し
て
い
っ
た
。
津
波
は
防
潮
林
を
根
元
か

ら
倒
し
て
、
波
が
家
に
当
た
っ
た
瞬
間
に
な
ぎ
倒
し
て
ゆ
く
。
波
の
力
が
強
す
ぎ

て
全
壊
に
な
っ
た
。
旧
防
波
堤
の
内
側
の
家
は
２
階
が
残
っ
て
い
た
。

　
自
分
の
家
は
水
圧
で
２
階
の
洋
服
ダ
ン
ス
が
瓦
礫
の
上
に
ポ
ン
と
乗
っ
て
い
た
。

家
族
６
人
は
全
員
無
事
だ
っ
た
。
何
か
あ
っ
た
ら
、
山
の
て
っ
ぺ
ん
の
墓
地
に
集

ま
れ
と
言
っ
て
い
た
。
落
ち
着
い
て
そ
ち
ら
に
行
こ
う
と
し
た
ら
、
中
学
生
と
老

人
が
山
の
中
腹
に
見
え
た
。
中
学
生
に
男
は
老
人
た
ち
を
引
き
上
げ
、
女
は
物
を

運
べ
と
声
を
か
け
避
難
さ
せ
て
、
彼
ら
を
上
の
方
に
連
れ
て
行
っ
た
。
そ
の
後
墓

地
に
行
っ
た
ら
、
家
族
が
皆
集
ま
っ
て
い
た
。

　
二
十
八
分
団
の
24
人
は
全
員
無
事
だ
っ
た
。
津
波
直
後
に
活
動
で
き
た
の
は
20

人
だ
っ
た
。
町
内
で
職
場
に
い
た
者
は
そ
の
近
く
の
水
門
な
ど
で
活
躍
し
て
い
た
。

分
団
員
で
家
が
残
っ
た
の
は
３
人
だ
け
だ
っ
た
。
他
は
家
が
な
く
な
り
、
総
合
事

務
所
に
全
員
が
集
ま
り
合
宿
状
態
だ
っ
た
。
３
階
の
２
部
屋
を
占
領
し
、
皆
で
泊

ま
っ
た
。
食
べ
物
も
な
か
っ
た
が
、
空
腹
感
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
疲
れ
て
寝
て
、

朝
５
時
頃
か
ら
活
動
を
し
た
。
生
き
残
っ
た
人
た
ち
を
脱
出
さ
せ
る
こ
と
が
先
決

だ
っ
た
。
朝
の
内
に
７
人
く
ら
い
助
け
た
。
声
か
け
を
し
て
、
生
き
て
い
る
人
を

こ
こ
へ
連
れ
て
き
た
。

　
そ
の
日
の
昼
頃
、
神
田
地
区
か
ら
お
に
ぎ
り
が
来
た
。
北
高
の
厨
房
で
作
っ
た

と
い
う
。
三
十
三
分
団
の
人
た
ち
が
「
出
せ
出
せ
」
と
言
っ
て
米
を
供
出
し
て
く

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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山
田
町
で
は
止
め
て
助
か
っ
た
人
が
い
た
と
聞
い
た
。
津
波
が
来
て
い
る
の
に

車
が
ど
ん
ど
ん
走
っ
て
い
て
、
頭
が
お
か
し
く
な
り
そ
う
だ
っ
た
。
見
て
い
て
パ

ニ
ッ
ク
に
な
る
。
個
々
の
意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
津
波
の
際
に
誰
が
車
を

止
め
る
の
か
、
と
言
う
話
は
前
か
ら
あ
っ
た
。
啓
蒙
は
す
る
が
、
個
々
の
人
が
そ

れ
に
従
う
と
い
う
意
識
が
な
い
。
危
な
い
か
ら
行
く
な
と
言
っ
て
い
る
の
に
、
そ

れ
に
従
わ
な
い
。
震
災
後
、
国
道
事
務
所
や
警
察
署
で
話
し
合
い
を
し
て
、
こ
こ

で
止
め
る
と
い
う
話
は
で
き
て
い
る
。

　
水
門
は
遠
隔
操
作
で
動
け
ば
よ
い
が
う
ま
く
作
動
し
な
い
。
新
し
い
水
門
は
４

か
所
で
き
る
予
定
だ
。
元
は
18
か
所
あ
り
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
使
え
な
い
し
、
１

回
で
は
閉
め
き
れ
な
い
。
14
・
７
㍍
の
防
波
堤
が
新
し
く
で
き
る
が
、
こ
の
高
さ

で
も
今
回
の
津
波
は
防
げ
な
い
。

崎
山
地
区
で
の
活
動
①

　
崎
山
で
は
消
防
団
第
十
六
分
団
長
の
山
下
啓
一
さ
ん
（
１
９
５
２
年
生
、崎
鍬
ヶ

崎
在
住
）
か
ら
２
０
１
５
年
４
月
25
日
に
米
屋
陽
一
が
話
を
伺
っ
た
。

　
地
震
後
す
ぐ
に
水
門
を
閉
め
に
行
き
、
防
潮
堤
に
上
が
っ
て
様
子
を
見
て
い
た
。

す
る
と
副
分
団
長
の
山
崎
安
人
君
（
１
９
６
２
年
生
）
が｢

無
線
で
高
台
に
上
が

れ
と
い
う
指
示
が
あ
っ
た｣

と
い
う
。そ
こ
で
高
台
に
上
が
っ
て
す
ぐ
に
波
が
来
て
、

危
機
一
髪
で
助
か
っ
た
。
分
団
員
の
Ｋ
君
は
車
に
乗
っ
た
ま
ま
流
さ
れ
た
が
、
車

が
途
中
で
引
っ
か
か
っ
て
助
か
っ
た
。

　
副
分
団
長
の
山
崎
安
人
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
啓
一
さ
ん
の
娘
さ
ん
と
そ
の
友

だ
ち
、
お
か
あ
さ
ん
の
３
人
が
家
ご
と
流
さ
れ
た
と
い
う
。
安
人
さ
ん
は
大
沢
に

最
初
に
行
き
、
水
ひ
門
を
閉
鎖
後
、
各
海
岸
を
廻
っ
た
。

　
そ
の
後
、
屯
所
が
無
事
だ
っ
た
か
ら
、
先
ず
屯
所
に
皆
集
ま
り
、
今
後
の
こ
と

を
話
し
合
っ
た
。
十
六
分
団
は
管
轄
区
域
に
６
か
所
の
海
岸
が
あ
り
、
分
団
員
が

分
か
れ
て
避
難
誘
導
を
し
た
。
２
日
目
も
３
日
目
も
行
方
不
明
者
の
捜
索
に
参
加

し
た
。啓
一
さ
ん
は
自
分
の
身
内
に
も
不
明
者
が
い
た
が
、そ
ち
ら
は
我
慢
を
し
て
、

他
の
地
区
を
優
先
し
た
。

　
家
族
を
亡
く
し
て
も
部
落
の
こ
と
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
頭
が
あ
っ

た
。
息
子
に
は
無
線
連
絡
し
て
「
悪
か
っ
た
な
」
っ
て
言
っ
た
。
息
子
か
ら
は
「
消

宮
古
二
中
の
仮
設
に
い
た
。
自
宅
は
平
成
25
年
９
月
に
ロ
ー
ソ
ン
の
裏
に
新
築
し

た
。
土
地
は
父
が
買
っ
て
お
い
た
場
所
に
な
る
。
隣
の
人
に
聞
く
と
水
は
入
ら
な

か
っ
た
と
い
う
の
で
、
土
地
を
道
路
か
ら
50
㌢
高
く
し
て
、
基
礎
も
50
㌢
上
げ
て

建
て
た
。
親
戚
の
山
を
崩
し
て
建
て
よ
う
か
と
思
っ
た
が
、
造
成
に
金
が
か
か
り

す
ぎ
る
の
で
、
苦
渋
の
決
断
を
し
た
。

　
息
子
は
宮
古
消
防
署
の
消
防
士
を
し
て
い
る
。
当
時
は
岩
泉
に
勤
め
て
い
た
。

自
宅
に
い
た
の
で
45
号
を
通
っ
て
勤
務
先
に
向
か
お
う
と
し
た
が
、
小
本
で
止
め

ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら
消
防
署
に
行
く
と
言
っ
て
通
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。
山
道

を
回
っ
て
岩
泉
に
行
く
道
を
知
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
彼
は
今
年
結
婚
し
て
ア
パ
ー

ト
に
い
る
。

　
津
波
の
時
は
、
分
団
員
の
活
動
は
10
分
以
内
に
終
え
て
、
15
分
以
内
に
避
難
す

る
と
決
め
て
い
た
。
こ
の
15
分
と
い
う
の
は
昔
か
ら
の
言
い
伝
え
に
あ
っ
た
。
地

震
が
あ
っ
て
、
津
波
が
来
る
ま
で
に
三
陸
沖
ま
で
15
分
は
か
か
る
と
計
算
し
て
い

た
の
だ
。
堤
防
が
あ
る
た
め
に
大
丈
夫
だ
と
考
え
て
い
た
人
が
い
た
が
、
分
団
で

は
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
て
、
防
波
堤
を
越
え
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
た
。

し
か
し
こ
の
大
き
さ
の
津
波
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
今
思
う
と
と
ん
で
も
な
い
も
の
が
来
た
と
思
う
。一
人
住
ま
い
の
老
人
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
と
言
っ
て
も
、
そ
ん
な
余
裕
は
な
い
。
逃
げ
な
い
人
を
連
れ
出
す
強
制
力

は
も
た
な
い
。

　
最
初
の
情
報
が
３
㍍
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
が
足
か
せ
に
な
っ
て
い
た
。
堤
防
の

上
に
い
て
、
波
を
見
に
行
っ
た
人
が
い
た
が
、
分
団
員
を
避
難
さ
せ
る
た
め
に
か

ま
っ
て
い
れ
な
か
っ
た
。「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
と
い
う
こ
と
は
頭
に
あ
っ
た
。
分

団
員
が
そ
ば
に
い
る
と
い
う
安
心
感
は
あ
っ
た
。
震
災
前
は
「
消
防
団
は
飲
ん
で

バ
リ
い
る
」
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
言
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

　
反
省
点

　
今
後
の
こ
と
と
反
省
点
と
し
て
、
ま
ず
始
め
に
水
門
を
閉
め
る
。
無
線
が
切
れ

た
と
き
の
啓
蒙
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。
広
報
を
ど
う
す
る
か
、
や
る
べ
き

だ
が
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
な
ど
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
我
々
に
は
交
通
を

ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
根
拠
が
な
い
。
こ
の
先
は
危
な
い
と
言
っ
て
も
権
限
が
な
い
。

医療の現場から　命を見つめて公的な支援体制



570

分
団
員
）
か
ら
杉
本
栄
子
が
伺
っ
た
。
第
八
分
団
の
管
轄
区
域
は
末
広
町
、
大
通

３
丁
目
と
４
丁
目
、
南
町
で
あ
る
。

水
門
監
視
か
ら
津
波
到
達
後
ま
で

　
太
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
地
震
の
後
、
第
八
分
団
が
８
人
で
水
門
を
監
視
し
て
い

た
と
き
、
３
番
目
の
真
っ
黒
い
波
が
バ
ッ
ー
と
来
た
。
そ
こ
で
号
令
を
か
け
て
土

手
に
い
た
団
員
た
ち
が
下
に
避
難
し
た
。
太
田
さ
ん
が
数
分
後
、
線
路
に
上
が
っ

て
み
た
ら
、
鉄
橋
が
な
く
な
っ
て
い
た
。

　
黒
渕
さ
ん
た
ち
は
分
団
長
の
「
逃
げ
ろ
」
の
声
で
２
、３
人
が
ポ
ン
プ
車
に
乗
っ

て
、
管
内
を
廻
っ
た
。
土
手
沿
い
の
距
離
を
走
っ
て
い
る
間
に
、
サ
ッ
パ
船
が
土

手
に
上
が
っ
た
の
が
見
え
た
の
を
横
に
見
な
が
ら
、
波
を
被
り
な
が
ら
走
っ
た
。

和
山
さ
ん
は
土
手
沿
い
に
走
り
最
初
の
角
を
曲
が
る
ま
で
が
生
き
る
か
死
ぬ
か
と

い
う
異
常
な
緊
張
だ
っ
た
が
、
角
を
抜
け
て
か
ら
冷
静
に
な
っ
た
。
南
町
ま
で
波

が
来
た
と
い
う
こ
と
は
大
通
全
部
に
波
が
き
て
い
る
と
思
っ
た
。
橋
も
渋
滞
で
通

れ
な
か
っ
た
が
、
避
け
て
、
避
け
て
、
警
察
官
に
「
南
町
の
堤
防
も
水
が
上
が
っ

て
い
る
か
ら
避
難
さ
せ
て
く
れ
」
と
マ
イ
ク
で
し
ゃ
べ
り
、
末
広
町
に
下
っ
た
が
、

末
広
町
に
は
ま
だ
水
が
き
て
い
な
か
っ
た
。

　
黒
渕
さ
ん
に
よ
る
と
、
ま
だ
人
が
い
た
。
店
の
心
配
も
あ
る
か
ら
、
何
人
か
外

に
い
た
。

　
和
山
さ
ん
は
、
必
死
で
「
堤
防
を
越
え
た
、
逃
げ
ろ
！
」
っ
て
マ
イ
ク
で
言
っ

た
。
太
田
さ
ん
の
奥
さ
ん
も
絶
叫
型
の
「
逃
げ
ろ
！
逃
げ
ろ
！
」
と
い
う
の
を
聞

い
て
い
る
。
み
ん
な
「
え
っ
！
」
っ
て
い
う
顔
を
し
て
こ
っ
ち
を
見
て
「
な
に
を

い
っ
て
い
る
ん
だ
、
お
前
た
ち
は
」
み
た
い
な
。
必
死
だ
っ
た
の
で
そ
の
人
た
ち

が
避
難
し
た
か
ど
う
か
は
覚
え
て
い
な
い
。
す
ご
い
勢
い
で
避
難
し
て
行
っ
た
の

は
、
南
町
を
走
っ
て
い
た
間
だ
っ
た
。
オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
に
突
き
当
た
る
辺
り
で
、

そ
こ
の
整
備
士
さ
ん
た
ち
が
全
速
力
で
ダ
ッ
シ
ュ
し
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
ら
辺
に

い
た
人
た
ち
が
み
ん
な
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
八
幡
さ
ま
に
向
か
っ
て
走
っ
て
行
っ
た
。

後
日
宮
司
さ
ん
に
聞
い
た
ら
結
構
な
人
数
が
八
幡
さ
ま
に
避
難
し
て
き
た
と
い
う
。

「
堤
防
越
え
た
、
逃
げ
ろ
！
」
っ
て
言
っ
た
ら
、
み
ん
な
本
気
で
逃
げ
だ
し
た
。

　
駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
の
カ
リ
ヤ
ビ
ル
と
三
上
酒
屋
の
前
に
、
腰
を
抜
か
し
て
立

て
な
く
な
っ
て
い
る
お
年
寄
り
が
何
人
か
い
た
。
そ
の
人
た
ち
を
ポ
ン
プ
車
に
乗

防
、
全
う
し
た
ら
い
い
」
と
言
わ
れ
た
。
家
族
に
悪
か
っ
た
な
あ
と
思
う
。

　
１
年
過
ぎ
て
あ
き
ら
め
は
つ
い
た
が
、
も
し
か
し
て
ど
こ
か
に
生
き
て
い
て
く

れ
れ
ば
な
あ
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
。

崎
山
地
区
で
の
活
動
②

　
消
防
団
第
十
六
分
団
佐
々
木
重
勝
さ
ん
（
１
９
４
８
年
生
、
崎
山
在
住
、
箱
石

自
治
会
長
、宮
古
市
議
）か
ら
２
０
１
５
年
３
月
13
日
に
米
屋
陽
一
が
話
を
伺
っ
た
。

　
私
も
い
ろ
い
ろ
な
立
場
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
自
身
も
消
防
団
を
優
先
し
て
、

自
治
会
の
対
応
は
嫁
さ
ん
が
背
負
い
駕
籠
を
し
ょ
っ
て
、
避
難
所
に
食
べ
物
と
か

毛
布
と
か
届
け
た
。
十
六
分
団
は
団
長
の
指
揮
の
も
と
に
田
老
と
か
津
軽
石
と
か

各
地
の
分
団
の
必
要
な
も
の
を
聞
き
な
が
ら
や
っ
た
。

　
田
老
の
方
面
隊
か
ら
は
全
く
情
報
が
得
ら
れ
ず
、
通
信
手
段
も
な
く
、
連
絡
も

や
れ
な
か
っ
た
。
身
内
も
い
る
こ
と
で
気
に
な
り
、
行
き
ま
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
を

抜
け
て
見
え
た
田
老
の
光
景
は
す
ご
か
っ
た
。
地
区
全
体
が
瓦
礫
の
山
で
、
唯
一

歩
け
る
防
潮
堤
に
沿
っ
て
歩
い
た
が
、
そ
れ
も
途
中
で
破
壊
さ
れ
て
い
た
。
四
つ

ん
這
い
に
な
っ
て
進
ん
だ
が
、
そ
こ
は
建
物
の
基
礎
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
た
。
近

く
の
小
高
い
山
の
上
の
神
社
か
ら
人
の
声
が
聞
こ
え
、
行
く
と
怪
我
人
が
い
て
、

治
療
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
瓦
礫
の
中
を
総
合
事
務
所
に
向
か
っ
た
が
、
た

ど
り
着
け
ず
、
線
路
沿
い
に
歩
き
、
自
衛
隊
本
部
に
た
ど
り
着
き
、
お
願
い
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
被
災
当
初
は
停
電
し
て
い
る
た
め
、
暗
い
家
に
帰
り
、
翌
日
も
暗
い
中
を
出
か

け
る
と
い
う
状
態
だ
っ
た
。

　
捜
索
当
初
は
、
生
存
者
確
認
が
優
先
さ
れ
、
そ
の
後
に
行
方
不
明
者
の
捜
索
活

動
を
行
っ
た
。
当
初
消
防
団
に
は
発
見
の
段
階
で
「
手
を
付
け
ず
、
警
察
に
連
絡

を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
捜
索
が
進
む
に
つ
れ
て
、
搬
送
ま

で
依
頼
さ
れ
た
。
消
防
団
員
の
負
担
も
大
き
か
っ
た
も
の
と
思
う
。

宮
古
地
区
で
の
活
動

　
２
０
１
４
年
11
月
20
日
に
第
八
分
団
の
太
田
憲
一
郎
さ
ん
（
１
９
４
６
年
生
）、

和
山
悟
さ
ん
（
１
９
７
１
年
生
、
分
団
班
長
）、
黒
渕
祐
司
さ
ん
（
１
９
８
０
年
生
、

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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に
戻
り
、
ポ
ン
プ
車
は
駅
に
止
め
て
、
第
八
分
団
の
屯
所
ま
で
歩
い
て
行
っ
た
。　

　
太
田
さ
ん
は
屯
所
に
戻
ろ
う
と
し
た
ら
、
べ
に
や
の
３
階
か
ら
「
あ
そ
こ
さ
、

人
が
い
る
！
」
っ
て
い
う
の
で
団
員
が
助
け
に
行
っ
て
、
そ
の
晩
は
屯
所
の
２
階

に
泊
め
ま
し
た
。

　
和
山
さ
ん
に
よ
る
と
、
夜
水
が
引
く
ま
で
の
間
、
結
構
な
人
数
が
自
宅
に
帰
ろ

う
と
し
て
い
た
。
田
老
、
向
町
、
藤
原
の
人
た
ち
は
い
つ
も
の
習
慣
で
市
役
所
の

前
を
行
こ
う
と
し
て
い
た
。
あ
ま
り
に
も
人
数
が
多
い
の
で
、
花
の
木
通
り
、
末

広
館
の
あ
た
り
に
分
団
員
が
交
代
で
１
人
立
っ
て
、「
こ
こ
か
ら
先
は
朝
に
な
っ
て

か
ら
行
っ
て
く
れ
」
と
い
う
説
得
を
繰
り
返
し
た
。
結
構
な
数
の
人
が
血
相
変
え

て
「
田
老
ま
で
行
け
ま
す
か
」「
藤
原
ま
で
行
き
た
い
ん
で
す
」「
金
浜
が
全
滅
っ

て
聞
い
た
ん
で
す
け
ど
」
っ
て
、
聞
い
て
く
る
。
市
内
で
は
な
く
て
遠
く
に
自
宅

の
あ
る
人
が
、
こ
こ
か
ら
帰
ろ
う
と
し
て
い
た
。

　
そ
の
時
点
で
は
ど
こ
が
詰
ま
っ
て
ど
こ
が
空
い
て
い
る
の
か
、
当
然
わ
か
ら
な

い
し
、
す
で
に
夜
で
す
か
ら
、「
頼
む
か
ら
避
難
所
で
一
晩
耐
え
て
く
れ
」
と
し
か

言
い
よ
う
が
な
か
っ
た
。

　
黒
渕
さ
ん
に
よ
る
と
、
水
が
引
く
の
に
合
わ
せ
て
だ
い
ぶ
遅
く
な
っ
て
か
ら
、

動
け
る
者
が
歩
い
て
見
て
回
っ
た
。

　
和
山
さ
ん
に
よ
る
と
、
水
が
引
い
て
か
ら
ポ
ン
プ
車
も
出
し
た
が
、
セ
ン
ト
ラ

ル
ホ
テ
ル
熊
安
の
前
に
、
白
い
大
き
な
漁
船
が
止
ま
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
先
は

車
が
入
れ
な
い
、
そ
こ
ま
で
が
限
界
だ
っ
た
。
そ
の
漁
船
が
ポ
ン
プ
車
で
末
広
町

に
入
っ
た
時
に
見
た
船
だ
っ
た
。

　
太
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
る
お
年
寄
が
、
ベ
ッ
ド
に
寝
て

い
て
ワ
ッ
ー
と
水
を
被
り
、水
が
引
く
の
を
待
っ
て
い
た
。若
い
人
に
助
け
ら
れ
て
、

衣
類
が
濡
れ
た
の
で
裸
で
お
ぶ
さ
っ
て
出
て
来
た
。
も
う
１
人
階
段
か
ら
降
ろ
し

た
人
と
２
人
を
ポ
ン
プ
車
で
宮
古
病
院
ま
で
運
ん
だ
。

　
黒
渕
さ
ん
は
、
ポ
ン
プ
車
が
生
き
て
い
た
お
蔭
で
、
そ
の
後
の
火
事
に
も
役
に

立
て
て
よ
か
っ
た
と
い
う
。
太
田
さ
ん
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
お
一
人
亡
く
な
ら

れ
た
が
、
管
内
を
守
る
こ
と
が
で
き
て
ほ
っ
と
し
て
い
る
と
い
う
。

高
浜
地
区
①

せ
て
消
防
署
ま
で
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
消
防
署
が
状
況
を
ま
っ
た
く
把
握
し
て

い
な
く
て
…
。

　
黒
渕
さ
ん
に
よ
る
と
、
多
分
津
波
が
き
た
と
き
に
、
も
う
無
線
が
切
れ
て
い
た

と
思
う
。

　
和
山
さ
ん
の
ポ
ン
プ
車
を
見
た
瞬
間
、
消
防
署
員
が
ふ
っ
飛
ん
で
き
て
、「
状
況

が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
２
階
に
来
て
教
え
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
た
。
第
八
分
団
が

来
た
と
い
う
こ
と
は
、
な
に
か
が
起
こ
っ
て
、
見
て
き
た
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
た

の
だ
。

　
そ
の
後
、
ポ
ン
プ
に
乗
せ
た
人
た
ち
を
避
難
所
の
宮
古
小
学
校
に
連
れ
て
行
っ

た
。「
こ
こ
ま
で
く
れ
ば
大
丈
夫
、避
難
所
で
す
か
ら
」
っ
て
降
ろ
そ
う
と
し
た
が
、

そ
こ
に
津
波
が
来
て
い
た
。
校
庭
ま
で
水
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
の
に
、「
こ
こ
ま

で
く
れ
ば
安
心
だ
、
よ
か
っ
た
ね
」
と
、
の
ろ
の
ろ
歩
い
て
い
る
人
が
い
っ
ぱ
い

い
て
、
祐
司
君
が
「
だ
め
だ
、
走
れ
」
っ
て
、
マ
イ
ク
で
し
ゃ
べ
っ
た
。

　
和
山
さ
ん
は
そ
の
後
、
向
か
い
側
の
県
の
合
同
庁
舎
に
行
き
、「
腰
の
抜
け
て
立

て
な
い
お
年
寄
り
が
い
る
か
ら
中
に
収
容
し
て
く
れ
な
い
か
、
宮
古
小
学
校
に
も

津
波
が
来
て
い
る
か
ら
」
と
言
っ
て
、
会
議
室
を
開
放
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
こ
で

岩
手
県
に
も
状
況
が
伝
わ
っ
て
、
空
会
議
室
を
全
部
開
放
し
て
く
れ
た
。
我
々
は

人
を
降
ろ
し
て
か
ら
第
一
病
院
の
角
に
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
魚
菜
市
場
駐
車
場
の
角
で
完
全
に
道
を
ふ
さ
ぐ
よ
う
に
ポ
ン
プ
車
を

止
め
て
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
続
け
た
。
水
が
来
て
い
て
こ
の
先
は
行
け
な
い
か
ら
と
、

車
を
止
め
て
「
こ
こ
か
ら
先
は
波
が
来
て
い
る
か
ら
」
と
引
き
返
す
よ
う
に
伝
え

た
。
そ
の
後
、
駅
前
通
り
に
戻
っ
た
。
か
つ
て
こ
こ
は
防
災
計
画
を
聞
い
た
時
に
、

市
内
で
駅
前
通
り
が
一
番
高
い
土
地
だ
と
記
憶
し
て
い
た
。
こ
こ
な
ら
大
丈
夫
だ

ろ
う
、
も
し
こ
こ
が
被
っ
た
ら
市
内
は
全
滅
だ
ろ
う
と
い
う
判
断
だ
っ
た
。
だ
か

ら
、
駅
前
通
り
か
ら
声
が
聞
こ
え
て
く
れ
ば
、
付
近
に
い
た
人
は
こ
こ
に
寄
っ
て

く
る
だ
ろ
う
と
い
う
頭
が
あ
っ
た
。そ
れ
で
、「
こ
の
通
り
を
通
っ
て
避
難
し
ろ
」と
、

案
内
を
続
け
た
。

水
が
引
き
始
め
て
か
ら

　
２
人
は
と
り
あ
え
ず
安
定
し
た
の
と
水
が
引
き
始
め
る
の
を
見
て
、
再
び
駅
前

医療の現場から　命を見つめて公的な支援体制
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た
。

　
地
震
が
あ
っ
た
と
き
は
宮
古
の
街
に
い
て
、
す
ぐ
に
閉
伊
川
の
水
門
を
閉
め
に

行
っ
た
。
着
い
た
と
き
は
す
で
に
他
の
団
員
が
閉
め
て
い
た
が
、
大
き
な
津
波
が

来
る
と
い
う
感
じ
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
閉
伊
川
の
水
が
引
い
て
底
が
見
え
、

そ
れ
か
ら
黒
い
水
が
来
た
。
分
団
長
を
先
に
防
潮
堤
か
ら
降
ろ
し
、
自
分
も
飛
び

降
り
た
。
そ
う
し
た
ら
水
が
頭
か
ら
ざ
ー
っ
と
降
っ
て
き
て
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

の
箱
に
つ
か
ま
っ
て
流
さ
れ
て
い
っ
た
。
３
０
０
㍍
く
ら
い
沈
む
こ
と
な
く
流
さ

れ
て
、
瓦
礫
の
上
に
這
い
上
が
っ
た
。
岸
ま
で
１
０
０
㍍
く
ら
い
あ
り
、
立
っ
て

い
る
体
力
が
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
無
線
で
連
絡
が
付
き
、
消
防
署
の
ア

ル
ミ
の
ボ
ー
ト
が
来
て
、
助
け
ら
れ
た
。
山
口
小
学
校
に
行
っ
た
が
、
濡
れ
た
ま

ま
だ
っ
た
の
で
、
近
く
の
姉
の
家
に
行
き
、
一
晩
過
ご
し
た
。

　
翌
日
自
分
の
家
の
あ
る
「
異
人
館
」
を
見
て
、
十
一
分
団
の
あ
る
金
浜
、
高
浜

の
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動
に
加
わ
っ
た
。

津
軽
石
で
の
活
動
①

　
中
野
規
男
さ
ん
（
津
軽
石
本
町
、
宮
古
市
消
防
団
第
二
十
分
団
分
団
長
）
か
ら

宮
坂
清
が
話
を
伺
っ
た
。

　
地
震
発
生
時
、
家
に
い
た
私
は
す
ぐ
に
車
で
屯
所
に
向
か
い
、
す
で
に
待
機
し

て
い
た
分
団
員
２
人
と
津
軽
石
川
水
門
を
閉
鎖
す
る
た
め
遠
隔
制
御
所
へ
向
か
っ

た
。
他
の
団
員
は
３
か
所
あ
る
他
の
水
門
の
閉
鎖
に
向
か
わ
せ
た
。
し
か
し
停
電

の
た
め
作
動
せ
ず
、
水
門
の
建
屋
へ
い
っ
て
操
作
す
る
し
か
な
い
と
ポ
ン
プ
車
に

乗
っ
て
水
門
閉
鎖
に
向
か
っ
た
。
操
作
方
法
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
ど
う
に
か

す
べ
て
を
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
す
で
に
高
浜
付
近
で
水
飛し

ぶ
き沫

が
上

が
る
の
を
見
て
、高
台
へ
の
避
難
は
間
に
合
わ
な
い
と
判
断
し
、建
屋
に
避
難
し
た
。

水
門
の
高
さ
は
８・５
㍍
だ
が
、
さ
ら
に
そ
の
上
２・５
㍍
く
ら
い
ま
で
水
が
入
っ

た
。

　
津
波
が
収
ま
っ
た
15
時
50
分
頃
、
水
門
を
開
放
し
て
た
ま
っ
た
水
を
排
出
さ
せ

よ
う
と
試
み
た
。
し
か
し
巻
き
上
げ
機
が
作
動
し
な
い
。
１
号
建
屋
に
動
力
用
発

電
機
を
見
つ
け
、
こ
れ
を
作
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
我
々
消
防
団
は
発
電
機

が
動
力
用
で
あ
る
こ
と
も
巻
き
上
げ
機
が
あ
る
こ
と
も
聞
か
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
消
防
団
十
一
分
団
長
の
佐
々
木
好
栄
さ
ん
に
、
平
成
26
年
８
月
12
日
に
宮
坂
清

が
分
団
屯
所
で
話
を
伺
っ
た
。

　
３
月
11
日
の
地
震
発
生
時
に
は
高
浜
小
学
校
に
全
学
年
児
童
が
ま
だ
在
校
し
て

お
り
、全
員
が
校
庭
に
避
難
し
た
。小
学
校
は
地
域
の
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

多
く
の
乗
用
車
が
入
っ
て
い
た
。｢

連
れ
て
帰
っ
て
も
良
い
で
す
か｣

と
の
保
護
者

の
声
に
、｢
警
報
が
出
て
い
る
の
で
も
う
少
し
様
子
を
見
ま
し
ょ
う｣

と
、
大
洞
晴

弘
校
長
が
止
め
た
。
そ
の
う
ち
校
庭
に
も
津
波
が
押
し
寄
せ
て
来
て
、
消
防
団
員

の｢

だ
め
だ
あ
、
み
ん
な
あ
、
逃
げ
ろ
、
こ
っ
ち
だ
、
早
く
、
早
く｣

の
一
声
で
、

全
員
が
校
庭
裏
の
高
台
に
逃
げ
て
、
全
員
無
事
だ
っ
た
。

　
こ
の
日
、
消
防
団
十
一
分
団
長
の
佐
々
木
好
栄
氏
は
、
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ

て
い
た
高
浜
の
コ
ー
プ
ケ
ミ
カ
ル
社
宅
の
裏
に
あ
る
高
台
に
避
難
し
た
。
こ
こ
に

は
67
、
８
人
が
避
難
し
て
お
り
、
自
主
防
災
の
倉
庫
や
集
会
所
も
あ
っ
た
が
、
鍵

が
な
く
、
社
宅
の
集
会
所
の
１
部
屋
を
借
り
て
、
お
年
寄
り
19
人
に
入
っ
て
も
ら
っ

た
。
ま
た
倉
庫
に
６
人
、
資
材
置
き
場
に
17
人
が
入
り
、
屋
外
に
あ
ふ
れ
た
26
人

は
た
き
火
を
し
て
過
ご
し
た
。
社
宅
の
人
か
ら
食
糧
を
運
ん
で
も
ら
い
、
自
宅
も

近
か
っ
た
の
で
米
を
持
ち
寄
り
、
皆
で
食
べ
た
。
中
に
津
波
の
水
を
被
っ
て
低
体

温
症
に
な
っ
た
子
ど
も
が
お
り
、
母
親
と
団
員
が
３
人
で
往
復
５
時
間
か
け
て
河

南
中
学
ま
で
運
び
、
救
急
車
を
呼
ん
で
助
か
っ
た
。

　
12
日
か
ら
コ
ー
プ
ケ
ミ
カ
ル
社
宅
上
の
避
難
所
に
い
た
消
防
団
員
４
、５
人
で
水

門
を
開
け
、
ま
た
完
全
に
孤
立
し
て
い
た
高
浜
へ
の
道
を
確
保
す
る
た
め
、
重
機

で
道
路
の
瓦
礫
を
取
り
除
い
た
。
13
日
に
は
国
道
45
号
線
が
開
通
し
、
14
日
か
ら

自
衛
隊
が
来
て
く
れ
て
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
を
行
っ
た
。
捜
索
な
ど
で
家
を
壊

さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
際
に
は
、
家
の
持
ち
主
へ
の
了
解
の
取
り
付
け
も
依
頼
さ

れ
た
が
、
抵
抗
の
あ
る
人
も
お
り
、
辛
か
っ
た
。

　
分
団
長
と
し
て
毎
日
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
消
防
団
の
半
纏
を
見
る

と
安
心
す
る
と
い
う
人
も
い
て
頑
張
っ
た
。

高
浜
地
区
②

　
高
浜
の
安
倍
主
税
さ
ん
（
昭
和
30
年
生
、
当
時
宮
古
市
消
防
団
第
二
分
団
副
分

団
長
、｢

異
人
館｣

マ
ス
タ
ー
）
か
ら
宮
坂
清
が
２
０
１
４
年
８
月
12
日
に
話
を
伺
っ

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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指
導
課
長
と
い
う
立
場
と
共
に
、
消
防
団
員
と
し
て
の
役
目
が
身
に
つ
い
て
い
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
停
電
後
も
購
買
店
舗
の
ラ
ジ
カ
セ
で
す
ぐ
に
情
報
収
集
を
し
、

当
初
３
㍍
の
予
想
が
６
㍍
と
な
っ
た
事
態
を
把
握
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
港
内
の
海
水
が
渦
を
巻
い
て
引
い
て
い
き
、
大
型
の
漁
船
が
次
々
と
転

覆
し
て
い
く
様
子
、
ま
た
田
老
港
の
沖
に
あ
る
防
波
堤
の
遙
か
上
に
水
し
ぶ
き
を

見
て
、
南
岸
低
気
圧
の
影
響
で
10
㍍
の
大
シ
ケ
に
な
っ
た
と
き
よ
り
も
遙
か
に
高

い
位
置
で
、異
常
事
態
を
直
感
し
、防
潮
堤
に
い
た
人
々
に
「
逃
げ
ろ
！
」
と
怒
鳴
っ

て
避
難
を
促
し
た
。

　
津
波
が
落
ち
着
く
と
、
家
族
の
無
事
を
確
認
し
、
消
防
団
の
活
動
へ
参
加
し
た
。

周
囲
の
山
の
火
災
で
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
た
中
学
校
に
い
た
け
が
人
を
総
合
事

務
所
ま
で
担
架
で
運
ん
だ
。
小
学
校
裏
の
緊
急
時
の
備
蓄
品
倉
庫
か
ら
、
毛
布
・

断
熱
シ
ー
ト
・
懐
中
電
灯
な
ど
を
持
ち
出
し
て
被
災
者
へ
配
っ
た
。

　
翌
日
か
ら
不
明
者
の
捜
索
と
山
火
事
の
消
火
を
お
こ
な
っ
た
。
し
か
し
捜
索
中

に
「
今
頃
探
し
た
っ
て
生
き
て
る
訳
が
な
い
。
今
ま
で
何
を
や
っ
て
た
ん
だ
」
と

罵
声
を
浴
び
せ
ら
れ
た
。
ま
た
仲
間
の
分
団
員
は
両
親
の
消
息
が
知
れ
な
い
の
に
、

ず
っ
と
消
防
団
活
動
を
続
け
て
い
た
。

　
田
老
の
館
昭
一
さ
ん
は
地
震
の
時
は
宮
古
消
防
署
田
老
分
署
に
い
た
。
す
ぐ
に

屯
所
か
ら
出
動
し
、
地
震
が
収
ま
る
と
分
団
員
の
確
認
を
し
、
３
時
に
水
門
閉
鎖

が
終
了
し
た
。
そ
の
と
き
防
波
堤
の
上
に
い
て
、
無
線
で
３
時
20
分
に
津
波
到
達

と
い
う
情
報
が
入
っ
た
。
こ
の
と
き
の
海
の
様
子
が
変
だ
っ
た
。
田
老
湾
内
で
は

サ
ッ
パ
船
が
渦
の
中
で
廻
り
、
定
置
網
の
鮭
漁
に
使
う
ダ
ン
ベ
舟
が
流
れ
出
し
た
。

田
老
湾
の
南
側
と
北
側
の
岩
を
超
え
た
両
方
の
波
が
１
つ
に
な
り
、
う
ね
る
よ
う

に
吹
き
上
が
っ
て
来
た
。
こ
れ
は
大
変
だ
と
山
に
避
難
し
て
い
た
人
々
に
墓
地
に

移
動
す
る
よ
う
に
大
声
を
出
し
た
。
途
中
中
学
生
と
老
人
が
山
の
中
腹
に
見
え
た

の
で
、
老
人
た
ち
を
引
き
上
げ
、
物
を
運
べ
と
声
を
か
け
、
上
に
連
れ
て
行
っ
た
。

　
二
十
八
分
団
の
24
人
は
全
員
無
事
で
、津
波
直
後
に
活
動
で
き
た
の
は
20
人
だ
っ

た
。
彼
ら
は
近
く
の
水
門
な
ど
で
活
躍
し
て
い
た
。
３
人
を
残
し
て
み
な
家
が
な

く
な
り
、
総
合
事
務
所
に
皆
で
泊
ま
っ
た
。

　
翌
日
は
朝
５
時
頃
か
ら
活
動
を
し
た
。
生
き
残
っ
た
人
た
ち
を
脱
出
さ
せ
る
こ

と
が
先
決
だ
っ
た
。
朝
の
内
に
７
人
く
ら
い
助
け
た
。
そ
の
日
の
昼
頃
、
神
田
地

他
の
分
団
員
に
津
軽
石
地
区
や
学
校
の
避
難
所
の
状
況
確
認
と
安
全
確
認
に
行
か

せ
た
。

　
翌
12
日
か
ら
は
生
存
者
救
出
の
た
め
の
活
動
を
し
た
。
避
難
所
か
ら
捜
索
に
向

か
い
、
ま
た
避
難
所
に
帰
る
日
々
で
、
避
難
所
と
自
衛
隊
を
つ
な
ぐ
役
割
も
果
た

し
た
。

津
軽
石
で
の
活
動
②

　
佐
々
木
睦
雄
さ
ん
（
津
軽
石
新
町
、
宮
古
市
消
防
団
第
二
十
一
分
団
分
団
長
）

か
ら
宮
坂
清
が
話
を
伺
っ
た
。

　
水
門
閉
鎖
の
後
、
避
難
誘
導
と
救
助
を
行
っ
た
。
栄
通
り
で
は
津
波
の
翌
日
ま

で
自
宅
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
人
が
多
数
お
り
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
13
人
を
救
助

し
た
。

　
分
団
員
の
館
下
光
利
さ
ん
は
、
当
日
は
避
難
誘
導
を
し
た
り
、
ボ
ー
ト
で
救
助

活
動
を
行
い
、
夜
は
車
両
火
災
の
た
め
に
出
動
し
た
。
翌
日
か
ら
は
遺
体
捜
索
を

行
っ
た
が
、
そ
の
光
景
は
今
で
も
思
い
出
し
て
つ
ら
い
。
屯
所
で
ず
っ
と
寝
泊
ま

り
し
て
い
た
の
で
、
う
ま
く
眠
れ
な
か
っ
た
。

津
軽
石
で
の
活
動
③

　
長
澤
光
彦
さ
ん
（
津
軽
石
祓
川
、
宮
古
市
消
防
団
第
二
十
三
分
団
副
分
団
長
）

か
ら
宮
坂
清
が
話
を
伺
っ
た
。

　
二
十
三
分
団
は
あ
ま
り
被
害
が
な
か
っ
た
の
で
、
分
団
員
の
旬
さ
ん
た
ち
に
屯

所
で
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
も
ら
い
、
避
難
し
て
い
る
人
た
ち
に
届
け
た
。

　
翌
日
以
降
は
赤
前
で
自
衛
隊
員
と
遺
体
捜
索
を
行
っ
た
。
泥
棒
が
出
没
し
て
い

た
が
、
夜
警
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　　
⑶　
消
防
団
員
と
し
て
の
動
き
の
ま
と
め

　
以
下
で
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
消
防
団
員
の
皆
様
の
震
災
の
最
中
で
の
活
動
状

況
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

　
田
老
の
畠
山
昌
彦
さ
ん
は
地
震
直
後
か
ら
動
き
だ
し
、防
潮
堤
の
外
に
人
が
残
っ

て
い
な
い
か
確
認
し
た
。
こ
う
し
た
災
害
後
す
ぐ
に
行
動
に
移
せ
る
の
は
、
漁
協

医療の現場から　命を見つめて公的な支援体制
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十
六
分
団
の
管
轄
区
域
あ
る
６
か
所
の
海
岸
で
分
団
員
が
分
か
れ
て
避
難
誘
導
を

し
た
。
２
日
目
も
３
日
目
も
行
方
不
明
者
の
捜
索
に
参
加
し
た
。

　
崎
山
の
佐
々
木
重
勝
さ
ん
は
地
区
の
自
治
会
長
も
兼
ね
て
い
た
が
、
消
防
団
を

優
先
し
、
自
治
会
の
対
応
は
奥
様
が
担
っ
た
。
十
六
分
団
は
田
老
や
津
軽
石
な
ど

の
分
団
に
必
要
な
も
の
を
届
け
た
。
田
老
方
面
隊
の
情
報
が
得
ら
れ
ず
、
自
分
で

確
か
め
に
行
っ
た
。
山
の
上
の
神
社
に
は
治
療
が
必
要
な
け
が
人
が
い
て
、
瓦
礫

の
中
を
線
路
沿
い
に
歩
き
、
自
衛
隊
本
部
に
お
願
い
で
き
た
。

　
被
災
当
初
は
生
存
者
確
認
が
優
先
さ
れ
、
そ
の
後
に
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動

を
行
っ
た
。
当
初
消
防
団
に
は
発
見
の
段
階
で
「
手
を
付
け
ず
、
警
察
に
連
絡
を
」

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
結
局
搬
送
ま
で
依
頼
さ
れ
、
消
防
団
員
の
負
担
も
大
き

か
っ
た
。

　
宮
古
市
内
の
太
田
憲
一
郎
さ
ん
、
和
田
悟
さ
ん
、
黒
渕
祐
司
さ
ん
た
ち
の
体
験

も
す
さ
ま
じ
か
っ
た
。
太
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
地
震
後
、
水
門
監
視
の
最
中
に
真
っ

黒
い
波
が
来
た
た
め
、
土
手
に
い
た
団
員
た
ち
が
避
難
し
た
後
、
線
路
に
上
が
る

と
鉄
橋
が
な
く
な
っ
て
い
た
。

　
黒
渕
さ
ん
た
ち
は
分
団
長
の
「
逃
げ
ろ
」
の
声
を
合
図
に
ポ
ン
プ
車
で
管
内
を

廻
っ
た
。
サ
ッ
パ
船
を
横
に
見
な
が
ら
、
波
を
被
っ
て
走
っ
た
。
和
山
さ
ん
は
、

必
死
で
「
堤
防
を
越
え
た
、
逃
げ
ろ
！
」
と
叫
ん
だ
。
駅
前
で
は
腰
を
抜
か
し
た

お
年
寄
り
た
ち
を
ポ
ン
プ
車
に
乗
せ
た
。
消
防
署
が
状
況
を
把
握
し
て
お
ら
ず「
教

え
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
ポ
ン
プ
で
老
人
達
を
避
難
所
に
降
ろ
そ
う

と
し
た
が
、
そ
こ
に
も
津
波
が
来
て
い
た
。
そ
の
際
も
の
ろ
の
ろ
歩
い
て
い
る
人

が
い
っ
ぱ
い
い
て
、
祐
司
君
が
「
だ
め
だ
、
走
れ
」
と
マ
イ
ク
で
叫
ん
だ
。
県
の

合
同
庁
舎
に
行
き
、老
人
の
保
護
を
依
頼
す
る
と
、岩
手
県
に
も
状
況
が
伝
わ
っ
て
、

空
会
議
室
を
全
部
開
放
し
て
く
れ
た
。
そ
の
後
、
魚
菜
市
場
の
角
や
駅
前
通
で
避

難
や
案
内
を
続
け
た
。ま
た
、商
店
に
人
が
い
る
の
を
発
見
し
、団
員
が
助
け
に
行
っ

て
、
そ
の
晩
は
屯
所
に
泊
め
た
。

　
和
山
さ
ん
に
よ
る
と
、
夜
に
な
っ
て
多
く
の
人
が
自
宅
に
帰
ろ
う
と
し
て
い
た

た
め
、
花
の
木
通
り
、
末
広
館
付
近
に
分
団
員
が
交
代
で
立
っ
て
、
朝
ま
で
止
ま

る
よ
う
に
説
得
を
繰
り
返
し
た
。

　
太
田
さ
ん
や
黒
渕
さ
ん
は
、
ポ
ン
プ
車
が
残
っ
て
い
た
の
で
多
く
の
人
々
を
守

区
か
ら
お
に
ぎ
り
が
来
た
。
三
十
三
分
団
の
人
た
ち
が
「
出
せ
出
せ
」
と
言
っ
て

米
を
供
出
し
て
く
れ
た
の
だ
。

　
11
日
の
夜
に
山
火
事
が
発
生
し
て
、
翌
日
か
ら
消
火
活
動
を
し
た
。
山
火
事
は

一
昼
夜
以
上
燃
え
続
け
て
い
た
。

　
緊
急
作
業
は
３
月
末
ま
で
で
、
４
月
か
ら
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
移
り
、
二
十
八
分

団
と
し
て
昼
は
田
老
ま
で
降
り
て
５
月
連
休
後
頃
ま
で
続
い
た
。
４
月
、
５
月
は

瓦
礫
の
処
分
、
行
方
不
明
者
の
人
探
し
、
撤
去
す
る
家
の
手
伝
い
な
ど
を
し
て
、

４
月
末
か
ら
仕
事
に
復
帰
し
た
。

　
津
波
の
時
は
、
分
団
員
の
活
動
は
10
分
以
内
に
終
え
て
、
15
分
以
内
に
避
難
す

る
と
決
め
て
い
た
。
分
団
で
は
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
て
、
防
波
堤

を
越
え
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
た
が
、こ
の
大
き
さ
の
津
波
は
想
定
し
て
い
な
か
っ

た
。

　
一
人
住
ま
い
の
老
人
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
余
裕
は
な
い
。
逃
げ
な
い
人
を
連
れ
出

す
強
制
力
は
も
た
な
い
。
最
初
の
情
報
が
３
㍍
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
が
足
か
せ
に

な
っ
て
い
た
。

　
反
省
点
と
し
て
、
ま
ず
始
め
に
水
門
を
閉
め
る
。
無
線
が
切
れ
た
と
き
の
啓
蒙

活
動
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。
我
々
に
は
交
通
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
根
拠
が
な
い
。

こ
の
先
は
危
な
い
と
言
っ
て
も
権
限
が
な
い
。
震
災
後
、
国
道
事
務
所
や
警
察
署

で
話
し
合
い
を
し
て
、
こ
こ
で
止
め
る
と
い
う
話
は
で
き
て
い
る
。

　
水
門
は
遠
隔
操
作
で
動
け
ば
よ
い
が
う
ま
く
作
動
し
な
い
。
新
し
い
水
門
は
４

か
所
で
き
る
予
定
だ
。
元
は
18
か
所
あ
り
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
使
え
な
い
し
、
１

回
で
は
閉
め
き
れ
な
い
。
14
・
７
㍍
の
防
波
堤
が
新
し
く
で
き
る
が
、
こ
の
高
さ

で
も
今
回
の
津
波
は
防
げ
な
い
。

　
崎
山
の
山
下
啓
一
さ
ん
は
、
地
震
後
す
ぐ
に
水
門
を
閉
め
に
行
き
、
防
潮
堤
で

様
子
を
見
て
い
た
。｢

無
線
で
高
台
に
上
が
れ
と
指
示
が
あ
っ
た｣

の
で
、
高
台
に

上
が
る
と
す
ぐ
に
波
が
来
て
、
危
機
一
髪
で
助
か
っ
た
。
分
団
員
の
Ｋ
君
は
車
の

ま
ま
流
さ
れ
た
が
、
車
が
途
中
で
引
っ
か
か
っ
て
助
か
っ
た
。

　
啓
一
さ
ん
は
親
族
の
方
な
ど
３
人
を
亡
く
さ
れ
た
が
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
を

優
先
し
た
。
息
子
か
ら
は｢

消
防
、
全
う
し
た
ら
良
い｣

と
言
わ
れ
た
。

　
山
崎
安
人
さ
ん
は
水
門
を
閉
鎖
後
、各
海
岸
を
廻
っ
た
後
、屯
所
に
皆
集
ま
っ
た
。

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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分
団
員
の
館
下
光
利
さ
ん
は
、
当
日
は
避
難
誘
導
や
ボ
ー
ト
で
救
助
活
動
を
行

い
、
夜
は
車
両
火
災
の
た
め
に
出
動
し
た
。
翌
日
か
ら
は
遺
体
捜
索
を
行
っ
た
が
、

そ
の
光
景
は
今
で
も
思
い
出
す
と
つ
ら
い
と
い
う
。

　
津
軽
石
の
長
澤
光
彦
さ
ん
は
、
二
十
三
分
団
は
あ
ま
り
被
害
が
な
か
っ
た
の
で
、

屯
所
で
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
も
ら
い
、
避
難
所
に
届
け
た
。
翌
日
以
降
は
赤
前
で

自
衛
隊
員
と
遺
体
捜
索
を
行
っ
た
。
泥
棒
が
出
没
し
て
い
た
が
、
夜
警
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　　
⑷　
消
防
団
員
の
行
動
を
考
え
て
み
る

身
体
化
さ
れ
た
行
動

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
こ
と
か
ら
、
消
防
団
員
は
、
異
変
が
あ
る
と
す
ぐ
に
行
動

が
で
き
る
。
災
害
が
あ
っ
た
と
き
に
は
す
ぐ
に
現
場
に
駆
け
つ
け
る
。
地
震
が
あ

る
と
直
後
に
津
波
を
想
定
し
て
、
水
門
を
閉
め
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
言
わ
れ

な
く
と
も
危
険
地
帯
を
巡
回
し
て
回
る
。
何
を
お
い
て
も
災
害
弱
者
を
救
出
し
よ

う
と
試
み
る
。
仲
間
た
ち
と
の
連
係
プ
レ
イ
が
徹
底
し
て
い
る
。

　
宮
古
は
太
平
洋
に
面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
海
辺
や
川
の
安
全
対
策
と
し
て
水

門
が
多
く
建
造
さ
れ
て
お
り
、
緊
急
時
に
は
水
門
の
閉
鎖
と
監
視
、
そ
の
後
の
水

門
の
開
放
は
消
防
団
員
の
重
要
な
任
務
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
地
震

後
に
津
波
が
想
定
さ
れ
る
と
、
各
地
の
消
防
団
員
が
判
で
押
し
た
よ
う
に
誰
も
が

す
ぐ
に
近
く
の
水
門
の
閉
鎖
に
飛
ん
で
行
っ
た
の
も
、
訓
練
の
た
ま
も
の
な
の
だ

ろ
う
。

　
何
人
か
の
消
防
団
員
に
な
ぜ
こ
こ
ま
で
が
ん
ば
れ
る
の
か
伺
っ
た
と
こ
ろ
、｢

義

勇
の
心｣

と
表
現
し
て
く
れ
た
方
が
い
た
。
ま
た
地
域
社
会
の
中
で
皆
が
顔
見
知

り
だ
か
ら
、
困
っ
て
い
れ
ば
見
捨
て
て
は
お
け
な
い
、
と
も
語
っ
て
く
れ
た
。
社

会
の
中
で
の
人
間
関
係
、
そ
し
て
隣
近
所
と
の
結
び
つ
き
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
行
動
を
と
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
だ
ろ
う
。

　
ま
た
消
防
団
員
が
身
に
つ
け
て
い
る
消
防
団
の
半
纏
に
関
す
る
言
及
も
多
く
聞

い
た
。
半
纏
を
着
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
団
員
と
し
て
の
誇
り
を
ま
と
っ
て
い
る

よ
う
に
も
見
え
た
。
ま
た
半
纏
姿
の
団
員
を
見
て
安
心
し
た
と
い
う
声
を
住
民
の

方
々
か
ら
よ
く
伺
っ
た
し
、
そ
う
し
た
声
を
聞
い
て
団
員
も
ま
た
頑
張
ろ
う
と
思

る
こ
と
が
で
き
て
ほ
っ
と
し
て
い
る
と
い
う
。

　

高
浜
で
は
地
震
発
生
時
に
は
高
浜
小
学
校
に
全
学
年
児
童
が
校
庭
に
避
難
し

た
。
そ
の
う
ち
校
庭
に
も
津
波
が
来
て
、
消
防
団
員
の｢

だ
め
だ
あ
、
み
ん
な
あ
、

逃
げ
ろ
、こ
っ
ち
だ
、早
く
、早
く｣

の
一
声
で
、全
員
が
校
庭
裏
の
高
台
に
逃
げ
て
、

全
員
無
事
だ
っ
た
。

　
こ
の
日
、
佐
々
木
好
栄
氏
は
、
高
浜
の
コ
ー
プ
ケ
ミ
カ
ル
社
宅
裏
の
高
台
に
避

難
し
た
。
67
、
８
人
の
避
難
者
を
落
ち
着
か
せ
、
食
糧
を
手
配
し
、
津
波
で
低
体

温
症
に
な
っ
た
子
ど
も
を
母
親
と
団
員
が
３
人
で
５
時
間
か
け
て
運
び
、
救
急
車

を
呼
ん
で
助
か
っ
た
。
12
日
か
ら
消
防
団
員
４
、５
人
で
水
門
を
開
け
、
孤
立
し
て

い
た
高
浜
へ
の
道
を
確
保
す
る
た
め
、
重
機
で
道
路
の
瓦
礫
を
取
り
除
い
た
。
13

日
に
は
国
道
45
号
線
が
開
通
し
、
14
日
か
ら
自
衛
隊
と
共
に
行
方
不
明
者
の
捜
索

を
行
っ
た
。
捜
索
で
家
を
壊
す
際
に
は
、
家
主
へ
の
了
解
の
取
り
付
け
も
依
頼
さ

れ
た
。
分
団
長
と
し
て
毎
日
出
た
が
、
消
防
団
の
半
纏
を
見
る
と
安
心
す
る
と
い

う
人
も
い
て
頑
張
っ
た
。

　
高
浜
の
安
倍
主
税
さ
ん
は
地
震
の
と
き
は
宮
古
に
い
て
、
閉
伊
川
の
水
門
を
閉

め
に
行
っ
た
が
、
３
０
０
㍍
く
ら
い
流
さ
れ
た
後
、
ボ
ー
ト
に
助
け
ら
れ
た
。
濡

れ
た
ま
ま
だ
っ
た
の
で
、姉
の
家
で
一
晩
過
ご
し
、翌
日
は
十
一
分
団
の
あ
る
金
浜
、

高
浜
の
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動
に
加
わ
っ
た
。

　
津
軽
石
の
中
野
規
男
さ
ん
は
地
震
発
生
後
、
す
ぐ
に
待
機
し
て
い
た
分
団
員
５

人
と
地
域
の
水
門
閉
鎖
に
向
か
っ
た
が
、
停
電
で
作
動
せ
ず
水
門
の
建
屋
で
ど
う

に
か
す
べ
て
を
閉
鎖
し
た
が
、
す
で
に
高
浜
付
近
で
水
飛
沫
が
上
が
り
、
建
屋
に

避
難
し
た
。
水
門
の
高
さ
は
８・５
㍍
だ
が
、
そ
の
上
２・５
㍍
ま
で
水
が
入
っ
た
。

津
波
が
収
ま
っ
た
頃
、
水
門
を
開
放
し
よ
う
と
試
み
た
が
作
動
せ
ず
、
動
力
用
発

電
機
を
見
つ
け
て
作
動
。
消
防
団
は
発
電
機
が
動
力
用
で
あ
る
こ
と
も
巻
き
上
げ

機
が
あ
る
こ
と
も
聞
か
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
他
の
分
団
員
に
津
軽
石
地
区
や
学

校
の
避
難
所
の
状
況
確
認
と
安
全
確
認
に
行
か
せ
た
。
翌
日
か
ら
は
毎
日
生
存
者

救
出
活
動
と
捜
索
を
行
い
、
ま
た
避
難
所
と
自
衛
隊
を
つ
な
ぐ
役
割
も
果
た
し
た
。

　
津
軽
石
の
佐
々
木
睦
雄
さ
ん
は
水
門
閉
鎖
の
後
、
避
難
誘
導
と
救
助
を
行
っ
た
。

栄
通
り
で
は
翌
日
ま
で
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
人
が
多
数
お
り
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で

13
人
を
救
助
し
た
。

医療の現場から　命を見つめて公的な支援体制
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に
地
域
全
体
に
関
す
る
危
機
管
理
体
制
の
見
直
し
と
、
そ
れ
に
関
す
る
情
報
の
共

有
は
早
急
に
進
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
記
録
を
作
成
し
な
が
ら
、
津
軽
石
の
水

門
の
管
理
体
制
に
つ
い
て
目
を
疑
っ
た
。
最
も
早
く
水
門
閉
鎖
に
向
か
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
消
防
団
員
が
、
そ
の
水
門
の
緊
急
時
の
操
作
方
法
は
お
ろ
か
、
動
力

用
発
電
機
の
存
在
も
、
巻
き
上
げ
機
が
あ
る
こ
と
も
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と

い
う
の
だ
。

　
消
防
団
員
は
「
次
も
必
ず
津
波
は
来
る
」
と
い
う
。
こ
の
い
つ
か
来
る｢

次｣

に
供
え
て
、
万
全
の
体
制
を
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
願
う
の
み
で
あ
る
。

【
参
考
資
料
】

　
宮
古
市
消
防
対
策
課
作
成　
宮
古
市
消
防
団
員
用｢

地
震
災
害
活
動
マ
ニ
ュ
ア

ル｣

平
成
24
年
度
改
正
版

え
た
と
い
う
。

　
自
分
の
家
族
よ
り
も
災
害
現
場
で
の
活
動
を
優
先
す
る
。
家
族
の
無
事
を
確
認

す
る
と
、
そ
の
ま
ま
活
動
に
参
加
し
て
い
た
の
は
畠
山
さ
ん
だ
。
そ
の
仲
間
の
団

員
は
両
親
が
行
方
不
明
な
の
に
捜
索
活
動
を
継
続
し
て
い
た
。
考
え
る
こ
と
を
止

め
て
活
動
に
没
頭
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
仲
間
の
１
人
は
推
測
し
て
い
た
。
親
族

の
方
な
ど
３
名
を
亡
く
し
た
の
に
消
防
団
の
活
動
を
優
先
し
た
の
は
山
下
さ
ん
だ
。

息
子
さ
ん
は｢
消
防
を
全
う
し
た
ら
い
い｣

と
言
っ
た
と
い
う
。
こ
の
と
き
の
息

子
さ
ん
の
心
境
は
い
か
ば
か
り
だ
っ
た
の
か
…
。
ま
た
妻
に
自
治
会
の
活
動
を
任

せ
て
消
防
団
活
動
を
優
先
し
た
佐
々
木
さ
ん
も
い
た
。
さ
ら
に
自
分
は
津
波
で
流

さ
れ
た
被
災
者
な
の
に
、
翌
日
か
ら
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動
に
加
わ
っ
た
の
は

安
倍
さ
ん
だ
っ
た
。
安
倍
さ
ん
の
詳
細
な
話
は
宮
坂
が
伺
っ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

そ
の
話
に
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
一
方
、
地
域
の
方
々
の
次
の
よ
う
な
厳
し
い
語
り
が
あ
っ
た
。「
今
頃
探
し
に
来

た
っ
て
生
き
て
い
る
わ
け
が
な
い
。
今
ま
で
何
を
や
っ
て
い
た
の
か
」
と
い
う
罵

声
を
浴
び
た
こ
と
だ
。
こ
の
こ
と
が
一
番
辛
か
っ
た
と
語
ら
れ
た
が
、
ど
う
す
れ

ば
よ
か
っ
た
の
か
、
今
で
も
解
ら
な
い
と
い
う
。

今
後
の
問
題
と
危
機
管
理

　
こ
の
よ
う
な
大
き
な
震
災
を
体
験
し
て
、
身
も
心
も
疲
弊
し
な
が
ら
、
そ
れ
で

も
活
動
を
続
け
て
き
た
の
が
消
防
団
員
だ
が
、
そ
の
体
験
に
基
づ
い
て
次
の
よ
う

な
反
省
点
が
語
ら
れ
た
。
そ
れ
は
啓
蒙
活
動
の
大
切
さ
と
、
危
険
と
わ
か
っ
て
い

る
の
に
交
通
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
権
限
が
な
い
こ
と
へ
の
危
機
感
だ
。
確
か
に
津

波
が
押
し
寄
せ
て
く
る
事
実
に
は
、
全
く
気
づ
か
ず
に
ど
ん
ど
ん
流
れ
て
ゆ
く
車

の
群
れ
や
、
津
波
を
見
に
行
っ
て
い
た
人
の
姿
が
あ
っ
た
。
そ
の
姿
に
声
を
か
け

ら
れ
な
か
っ
た
り
、
止
め
る
権
限
を
持
た
な
か
っ
た
り
、
そ
し
て
遠
く
か
ら
見
て

い
た
人
た
ち
や
、
後
で
映
像
を
見
た
人
に
と
っ
て
は
、
大
変
に
歯
が
ゆ
い
事
態
だ
っ

た
に
違
い
な
い
。

　
津
波
多
発
地
帯
が
現
場
の
た
め
、
消
防
団
員
だ
け
に
任
せ
て
お
く
の
で
は
な
く
、

地
域
住
民
も
巻
き
込
ん
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
情
報
収
集
等
、
震
災
に
お
け

る
危
機
管
理
に
つ
い
て
改
め
て
再
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
と
く

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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２　
消
防
署

　
は
じ
め
に

　
こ
こ
で
は
宮
古
消
防
署
、
田
老
分
署
、
新
里
分
署
、
川
井
分
署
の
消
防
署
員
か

ら
の
聞
き
取
り
の
他
、
盛
岡
市
、
秋
田
県
、
名
古
屋
市
か
ら
の
緊
急
消
防
援
助
隊

の
活
動
状
況
も
掲
載
し
た
。
地
震
に
続
く
、
津
波
、
そ
し
て
山
林
火
災
な
ど
、
う

ち
続
く
災
害
に
対
処
し
た
消
防
職
員
の
活
動
を
記
録
し
た
。
加
え
て
消
防
団
、
自

衛
隊
と
の
協
力
関
係
も
語
っ
て
も
ら
え
た
。

　
⑴　
緊
急
消
防
援
助
隊
等
活
動
状
況

　
２
０
１
５
年
３
月
10
日
に
、
宮
古
市
の
消
防
本
部
か
ら
「
参
考　
本
部
緊
急
援

助
要
請
経
過
等
」
と
い
う
資
料
を
頂
い
た
。
こ
れ
に
は
東
日
本
大
震
災
に
際
し
て
、

時
間
の
経
過
と
共
に
盛
岡
消
防
本
部
を
は
じ
め
横
浜
市
消
防
局
及
び
秋
田
県
内
の

各
消
防
本
部
か
ら
応
援
に
駆
け
つ
け
た
緊
急
消
防
援
助
隊
等
の
活
動
状
況
や
活
動

人
員
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
宮
古
に
関
係
す
る
内
容
を
記
載
し
て
み
た
い
。

さ
ら
に
こ
の
日
は
消
防
本
部
総
務
課
の
外
館
義
博
課
長
よ
り
、
こ
の
資
料
に
基
づ

き
、
詳
細
な
説
明
も
頂
い
た
。
以
下
は
そ
の
内
容
で
あ
る
。

１　
指
揮
支
援
部
隊
名
古
屋
市
消
防
局
（
岩
手
県
庁
調
整
本
部
）

　
　
指
揮
支
援
隊
横
浜
市
消
防
局　
３
月
12
日
か
ら
３
月
22
日
（
５
名
延
べ
50
人
）

２　
緊
急
消
防
援
助
隊

　
　
主
な
活
動
場
所
（
宮
古
市
、
宮
古
市
田
老
地
区
、
山
田
町
）

　
　
応
援
隊　
秋
田
県
隊　
　
３
月
12
日
か
ら
４
月
４
日

�

（
発
災
の
翌
日
の
朝
５
時
に
隊
長
が
来
宮
、
す
ぐ
に
対
応
会
議
）

　
　
１�

指
揮
隊　
３
月
12
日
隊
数
２
、
人
数
７
、
隊
数
合
計
35
、
隊
員
数
１
２
９
、

　
　
２�

消
火
部
隊
（
ポ
ン
プ
）
３
月
12
日
隊
数
13
、
人
数
62
、
隊
数
合
計
１
１
４
、

人
数
５
５
８

　
　
３�

救
助
部
隊
（
救
助
工
作
車
）
３
月
12
日
隊
数
５
、
人
数
25
、
隊
数
合
計

75
、
人
数
３
７
５
、

　
　
４�

救
急
部
隊　
３
月
12
日
７
（
16
日
隊
数
14
）、
人
数
21
（
16
日
人
数
42
）

　
　
　
隊
数
合
計
２
４
０
、
人
数
７
２
０

　
　
５�

後
方
支
援
（
食
事
、
寝
る
場
所
な
ど
）
３
月
12
日
隊
数
15
、
隊
数
合
計

２
８
３
、

　
　
　
３
月
12
日
人
数
36
人
数
合
計
６
０
４

　
　
　

�

１
次
隊
、
２
次
隊
は
３
月
12
日
か
ら
、
３
次
隊
は
３
月
16
日
か
ら
、
４
次

隊
は
３
月
20
日
か
ら
、

　
　
　

�

５
次
隊
は
３
月
24
日
か
ら
、
６
次
隊
は
３
月
28
日
か
ら
、
７
次
隊
は
４
月

１
日
（
水
）
か
ら
。

　
　
　

�

地
元
で
は
各
隊
に
誘
導
員
と
し
て
道
案
内
の
た
め
に
１
名
職
員
を
付
け
て
、

現
場
に
向
か
わ
せ
た
。

３　
消
防
相
互
応
援
協
定
に
基
づ
く
応
援
隊
（
県
内
の
相
互
応
援
協
定
に
よ
る
）

　
　
（
主
な
活
動
場
所　
宮
古
市
内
）�

　
　
県
内
応
援　
盛
岡
消
防
本
部
（
３
月
11
日
か
ら
４
月
９
日
ま
で
）

　
　
１
指
揮
隊　
３
月
11
日
隊
数
１
、
人
数
４
、
隊
数
合
計
20
、
隊
員
数
68
、

　
　
２�

救
助
部
隊
（
救
助
工
作
車
）
３
月
11
日
隊
数
１
、
人
数
５
、
隊
数
合
計
20
、

人
数
１
０
０
、

　
　
３
救
急
部
隊　
３
月
11
日
隊
数
１
、
人
数
３
、
隊
数
合
計
30
、
人
数
90

　
　
　
（
県
内
の
相
互
応
援
協
定
に
よ
る
）

　
　
４�

後
方
支
援
（
食
事
、
寝
る
場
所
な
ど
）
３
月
11
日
隊
数
１
、
人
数
５
、
隊

数
合
計
30
、
人
数
合
計
１
１
８

　
　

�

指
揮
隊
、
救
助
部
隊
は
３
月
30
日
で
撤
収
し
、
救
助
部
隊
、
後
方
支
援
隊
が

４
月
９
日
ま
で
活
動
。

　
　

�

１
次
隊
は
３
月
11
日
か
ら
で
、
２
次
隊
は
３
月
13
日
か
ら
、
３
次
隊
は
３
月

16
日
か
ら
、

　
　

�
４
次
隊
は
３
月
19
日
か
ら
、
５
次
隊
は
３
月
22
日
か
ら
、
６
次
隊
は
３
月
25

日
か
ら
、

　
　

�

７
次
隊
は
３
月
28
日
か
ら
、
８
次
隊
は
３
月
31
日
か
ら
、
９
次
隊
は
４
月
３

日
か
ら
、

　
　
10
次
隊
は
４
月
６
日
か
ら
。

医療の現場から　命を見つめて公的な支援体制
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今
回
の
災
害
は
体
験
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
最
初
は
津
波
被
害
の
初
期
対
応

を
行
っ
た
。
大
地
震
に
よ
り
家
屋
倒
壊
に
よ
る
怪
我
が
考
え
ら
れ
、「
と
り
あ
え

ず　
１
１
９
番
ト
リ
ア
ー
ジ
」
を
考
慮
に
入
れ
て
、
救
急
係
長
に
通
信
指
令
室
に

入
っ
て
も
ら
う
。
負
傷
の
大
小
に
関
係
な
く
救
急
車
を
出
す
と
、
救
急
車
が
不
足

す
る
の
で
、緊
急
出
動
の
優
先
順
位
を
決
め
る
。こ
れ
は
救
命
士
の
係
長
に
任
せ
る
。

生
命
の
危
険
に
関
わ
る
も
の
が
第
一
で
、
応
急
処
置
で
済
む
も
の
は
自
分
で
や
っ

て
も
ら
う
。
し
か
し
入
っ
て
く
る
と
想
定
し
た
１
１
９
番
は
数
件
で
ぴ
た
り
と
止

ま
っ
た
。
通
信
網
の
途
絶
だ
っ
た
が
、
そ
の
と
き
に
は
気
が
つ
か
な
か
っ
た
。

消
防
団
の
対
応
に
つ
い
て

　
水
門
閉
鎖
、
避
難
誘
導
の
指
示
な
ど
を
出
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
状
況
で
あ

ろ
う
と
想
定
し
、
消
防
団
に
対
し
て
、
無
線
で
さ
ら
に
高
い
と
こ
ろ
に
逃
げ
る
よ

う
に
指
示
を
し
た
。
後
で
聞
く
と
団
で
は
こ
う
い
う
指
示
は
今
ま
で
な
か
っ
た
と

い
う
。
さ
ら
に
住
民
を
高
い
と
こ
ろ
に
逃
が
す
た
め
の
指
示
を
し
て
多
く
の
命
が

助
か
っ
た
。

指
揮
本
部
と
自
衛
隊

　
日
々
自
衛
隊
と
の
調
整
を
行
っ
た
。毎
夕
自
衛
隊
は
翌
日
の
活
動
の
調
整
を
行
っ

て
い
た
。
自
衛
隊
は
そ
の
日
の
活
動
の
報
告
を
受
け
、
翌
日
の
計
画
を
立
て
て
か

ら
、
私
の
所
に
来
る
。
自
衛
隊
の
要
請
で
地
元
の
消
防
団
が
い
た
方
が
動
き
や
す

い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
自
衛
隊
は
北
海
道
旭
川
第
二
師
団
４
～
５
０
０
名
が
い
た
。

第
二
師
団
は
宮
古
、
岩
泉
、
田
野
畑
、
久
慈
に
配
置
さ
れ
、
休
む
班
、
活
動
す
る

班
な
ど
３
班
に
分
け
て
い
た
。

　
第
二
師
団
と
は
対
面
式
を
や
っ
た
。隊
長
は
老
木
に
戻
り
、隊
員
に
指
示
を
し
た
。

自
衛
隊
は
部
隊
を
５
～
６
の
班
に
編
制
し
、
各
地
域
に
派
遣
し
た
。
自
衛
隊
の
隊

長
の
車
は
無
線
機
だ
ら
け
だ
っ
た
。
活
動
地
域
と
時
間
を
決
め
て
、
地
元
の
各
消

防
分
団
と
一
緒
の
活
動
を
す
る
よ
う
に
指
示
を
し
た
。
最
初
の
仕
事
は
道
路
の
啓

開
だ
っ
た
。
自
衛
隊
は
道
具
、
重
機
も
自
前
で
持
っ
て
き
て
い
た
。
彼
ら
は
臨
機

応
変
に
対
応
し
て
い
た
。
幕
僚
長
は
県
の
振
興
局
に
行
っ
て
作
戦
本
部
を
立
ち
上

げ
た
。
岩
手
県
の
危
機
管
理
監
は
自
衛
隊
の
出
身
だ
。
調
整
は
消
防
本
部
の
朝
の

　
以
下
は
外
舘
課
長
か
ら
伺
っ
た
話
で
あ
る
。

　
震
災
当
日
の
夕
方
に
な
っ
て
も
田
老
分
署
を
は
じ
め
田
老
地
区
と
の
連
絡
が
全

く
取
れ
な
い
た
め
、
状
況
偵
察
の
た
め
ポ
ン
プ
車
で
職
員
２
名
を
田
老
地
区
に
派

遣
し
た
が
、
そ
こ
で
田
老
地
区
の
林
野
火
災
を
確
認
し
、
そ
の
ま
ま
消
火
活
動
に

当
た
っ
た
。
田
老
分
署
は
津
波
で
全
壊
し
た
う
え
、
車
両
は
３
台
と
も
被
災
し
た

た
め
頼
み
の
綱
で
あ
る
消
防
無
線
を
使
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
県
内
応
援
隊
１
次
隊
（
盛
岡
消
防
本
部
）
は
、
３
月
11
日
、
発
災
当
日
の
夜
８

時
頃
に
到
着
し
た
。
応
援
隊
は
、
翌
朝
か
ら
活
動
を
始
め
た
が
、
地
元
の
地
理
が

わ
か
る
宮
古
出
身
の
隊
員
を
選
ん
で
く
れ
て
い
た
。
沿
岸
部
の
す
べ
て
が
被
災
し

た
の
で
、
櫛
の
歯
作
戦
で
活
動
を
展
開
し
た
。

　
発
災
後
、
間
も
な
く
し
て
、
電
話
回
線
全
て
が
不
通
と
な
っ
た
た
め
、
情
報
収

集
に
困
難
を
き
た
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
１
１
０
番
回
線
は
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
消
防
本
部
に
詰
め
た
警
察
官
か
ら
の
情
報
入
手
及
び
市
内
各

地
で
活
動
に
あ
た
っ
た
自
衛
隊
か
ら
逐
次
入
る
情
報
等
に
よ
り
で
き
る
限
り
対
応

し
た
。

　
ま
た
消
防
本
部
に
集
結
し
た
消
防
、
自
衛
隊
、
警
察
、
岩
手
県
及
び
宮
古
市
な

ど
の
関
係
者
は
、
朝
の
５
時
半
と
夕
方
の
６
時
半
に
全
体
会
議
を
開
き
、
共
通
認

識
を
持
っ
た
上
で
活
動
方
針
を
決
定
し
た
。
こ
の
よ
う
に
関
係
す
る
機
関
が
一
同

に
会
し
、
情
報
を
共
有
で
き
た
こ
と
が
全
て
の
活
動
に
功
を
奏
し
た
と
思
う
。
活

動
に
当
た
っ
て
は
人
命
救
助
を
最
優
先
と
し
、
隊
員
の
安
全
管
理
に
も
留
意
し
た
。

　
傷
病
者
の
救
急
搬
送
は
困
難
を
極
め
た
。
主
要
道
路
で
あ
る
45
号
線
が
通
行
不

能
と
な
り
、
山
間
部
を
迂
回
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
積
雪
も
あ
り
、
普
段
の

２
～
３
倍
の
時
間
を
か
け
て
の
搬
送
と
な
っ
た
。

　
傷
病
者
は
、
主
に
宮
古
病
院
へ
搬
送
し
た
が
、
専
門
的
な
治
療
が
必
要
な
患
者

は
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
応
援
隊
に
よ
る
救
急
車
で
内
陸
部
の
病
院
へ
も
搬
送
し

た
。

　
⑵　
宮
古
消
防
署
員
の
活
動

　
小
林
一
彦
さ
ん
（
昭
和
30
年
生
、
岩
泉
消
防
署
長
、
当
時
宮
古
消
防
署
長
、
山

田
町
出
身
）
に
２
０
１
３
年
８
月
８
日
に
話
を
伺
っ
た
。

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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道
も
建
物
も
な
く
な
っ
て
現
場
感
が
な
く
、
道
を
間
違
え
た
り
し
た
。

　
自
宅
は
山
田
町
織
笠
の
奥
な
の
で
被
害
は
な
か
っ
た
。
震
災
か
ら
３
日
後
に
娘

が
消
防
署
に
来
て
「
あ
、
お
父
さ
ん
生
き
て
た
」
が
開
口
一
番
だ
っ
た
。
30
日
間

く
ら
い
は
消
防
署
に
寝
泊
ま
り
し
て
い
た
。
食
事
は
い
つ
も
泊
ま
っ
て
い
る
者
た

ち
な
の
で
、
お
手
の
物
だ
っ
た
。
支
援
物
資
で
お
に
ぎ
り
、
パ
ン
な
ど
が
来
た
。

食
べ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
り
が
た
か
っ
た
。
消
防
署
の
事
務
を
や
っ
て
い
る
伊
藤
千

明
さ
ん
と
消
防
団
の
高
田
由
美
さ
ん
が
朝
昼
晩
と
食
事
を
作
っ
て
く
れ
た
。

　
女
性
消
防
士
は
平
成
25
年
に
は
じ
め
て
採
用
し
た
。
採
用
試
験
を
受
け
て
４
月

１
日
に
消
防
職
員
と
な
り
、
６
か
月
間
消
防
学
校
に
通
い
、
そ
の
後
配
属
に
な
る
。

今
年（
２
０
１
３
年
）は
女
性
を
含
め
て
６
名
採
用
し
た
。
採
用
倍
率
は
６
～
10
倍
。

近
頃
は
公
務
員
に
な
る
た
め
の
専
門
学
校
経
由
で
消
防
に
来
る
人
が
多
い
。
自
分

た
ち
の
頃
は
安
定
志
向
で
入
っ
た
。消
防
は
地
元
に
い
る
の
で
こ
れ
が
良
い
と
思
っ

た
。
山
田
町
の
試
験
で
消
防
団
と
し
て
入
り
、
広
域
か
ら
辞
令
が
出
た
。
今
と
は

仕
事
の
中
身
が
違
う
。

　
昔
の
救
急
車
は
言
っ
て
み
れ
ば
運
び
屋
だ
っ
た
。
今
は
消
防
学
校
の
救
急
過
程

を
経
て
医
療
や
手
当
の
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
る
の
で
、
救
命
率
は
上
が
っ
て
い

る
。
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
の
構
築
が
顔
の
見
え
る
関
係
に
な
っ
て
い

る
。
大
震
災
の
時
は
病
院
の
透
析
用
の
水
は
消
防
車
を
使
っ
て
運
ん
だ
。
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
は
消
防
本
部
に
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
宮
古
病
院
に
廻
っ
て
も
ら
っ
た
。

医
療
関
連
で
は
県
の
振
興
局
か
ら
の
担
当
者
と
、
保
健
所
か
ら
も
詰
め
て
い
た
。

　
反
省
点
と
し
て
は
殉
職
者
を
出
し
た
こ
と
。
こ
の
事
実
に
対
し
て
、
ど
う
す
れ

ば
良
か
っ
た
の
か
、
世
間
の
救
急
要
請
を
断
れ
る
の
か
と
い
う
葛
藤
が
あ
る
。
津

波
に
飲
ま
れ
な
が
ら
も
何
人
も
帰
っ
て
き
て
く
れ
た
こ
と
は
う
れ
し
か
っ
た
。
隊

長
が
帰
っ
て
こ
な
い
と
聞
か
さ
れ
、
信
じ
て
い
れ
ば
帰
っ
て
く
る
と
自
分
に
言
い

聞
か
せ
た
が
、
帰
っ
て
き
て
く
れ
て
男
同
士
抱
き
合
っ
て
泣
い
た
。

　
私
は
平
成
23
年
度
に
早
期
退
職
の
予
定
だ
っ
た
。
定
年
は
60
歳
。
３
・
11
が
起

こ
り
、
消
防
長
か
ら
依
頼
さ
れ
残
っ
た
。

　
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
と
し
て
、
自
衛
隊
の
幕
僚
長
と
毎
晩
夢
物
語
を
語
り
合
っ

た
こ
と
だ
。
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
な
ど
を
語
り
合
い
、
癒
や
さ
れ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

会
議
で
行
わ
れ
た
。
最
優
先
す
る
の
は
人
命
優
先
で
活
動
す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。

　
自
衛
隊
は
自
己
完
結
型
だ
っ
た
。
山
田
に
は
自
衛
隊
の
基
地
が
あ
る
。
彼
ら
の

活
動
は
今
ま
で
に
出
会
っ
た
こ
と
の
な
い
も
の
だ
っ
た
。
指
揮
命
令
系
統
が
し
っ

か
り
し
て
い
た
の
で
、
違
和
感
は
な
か
っ
た
。「
命
を
守
る
の
だ
」
と
い
う
意
識
が

一
致
し
て
い
た
の
だ
。
そ
の
た
め
に
一
緒
に
行
動
で
き
た
。

　
津
波
後
は
ボ
ー
ト
が
足
り
な
か
っ
た
。
津
波
災
害
用
の
機
材
不
足
が
あ
っ
た
。

ボ
ー
ト
に
関
し
て
は
、
広
域
消
防
の
規
定
で
は
、
水
害
と
河
川
の
み
だ
っ
た
。
津

波
は
広
範
囲
の
活
動
と
な
る
の
で
、
も
っ
と
用
意
す
べ
き
だ
っ
た
と
考
え
る
。
活

動
で
き
た
ボ
ー
ト
は
24
時
間
フ
ル
活
動
で
き
る
１
隻
の
み
だ
っ
た
。
津
波
で
は
船

外
機
は
使
え
な
い
。
手
で
水
の
中
を
引
い
て
助
け
出
す
。
ホ
ー
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
状

の
ボ
ー
ト
は
消
防
に
は
な
か
っ
た
。
８
方
面
隊
あ
る
消
防
団
に
ボ
ー
ト
を
調
達
で

き
た
の
は
補
助
金
を
使
っ
た
平
成
24
年
度
だ
っ
た
。
津
波
が
来
る
で
あ
ろ
う
と
は

考
え
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
被
害
は
想
定
外
だ
っ
た
。
訓
練
し
て
い
な
い
も
の

は
出
せ
な
か
っ
た
。

緊
急
消
防
援
助
隊

　
緊
急
消
防
援
助
隊
は
全
国
か
ら
被
災
３
県
に
入
っ
た
。
消
防
長
が
最
高
責
任
者

と
な
っ
た
。秋
田
県
な
ど
３
地
域
か
ら
の
援
助
隊
だ
っ
た
の
で
活
動
は
し
や
す
か
っ

た
。
盛
岡
消
防
本
部
も
県
内
応
援
の
形
で
入
っ
て
き
た
。
秋
田
県
隊
は
宮
古
市
内
、

盛
岡
隊
は
盛
岡
へ
の
搬
送
を
受
け
持
っ
て
く
れ
た
。
秋
田
県
隊
で
は
指
揮
、
救
助

の
外
に
消
火
は
湯
沢
、
救
急
は
秋
田
な
ど
が
中
心
と
な
り
、
混
合
チ
ー
ム
で
動
い

て
い
た
。
県
外
隊
の
車
に
は
地
元
の
者
が
乗
っ
て
道
案
内
を
し
た
。
う
ま
く
機
能

し
た
の
は
全
国
の
消
防
職
員
の
持
っ
て
い
る
使
命
感
だ
と
思
う
。
こ
れ
が
あ
る
の

で
、
全
国
ど
こ
へ
行
っ
て
も
同
僚
と
し
て
動
け
る
。
緊
急
援
助
隊
は
阪
神
大
震
災

が
き
っ
か
け
で
で
き
た
。
５
月
30
日
で
緊
急
消
防
援
助
隊
は
引
き
上
げ
た
。

被
災
当
日
以
降

　
現
場
に
出
た
の
は
数
日
後
だ
っ
た
。
道
路
を
啓
開
を
し
て
廻
っ
て
歩
い
た
の
は

１
週
間
後
く
ら
い
だ
っ
た
と
思
う
。「
え
っ
、あ
っ
」ば
か
り
で
言
葉
が
出
な
か
っ
た
。

医療の現場から　命を見つめて公的な支援体制
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と
共
に
無
力
感
を
覚
え
た
こ
と
は
記
憶
に
あ
る
。

　
司
令
室
に
入
っ
て
い
る
通
信
員
は
４
人
く
ら
い
で
、
２
、３
日
は
司
令
室
に
籠
も

り
、通
信
を
離
れ
な
か
っ
た
。
宮
古
広
域
消
防
は
宮
古
市
全
域
、山
田
町
、岩
泉
町
、

田
野
畑
村
ま
で
管
轄
し
て
お
り
、
各
地
域
の
被
害
状
況
を
確
認
し
た
り
、
職
員
の

安
否
確
認
を
し
た
。
当
時
の
こ
と
は
忙
し
す
ぎ
て
何
を
し
た
の
か
は
断
片
的
に
し

か
思
い
出
せ
な
い
。
仮
眠
を
取
っ
た
記
憶
も
な
く
、
は
じ
め
て
睡
眠
を
取
っ
た
の

も
い
つ
だ
っ
た
か
覚
え
て
い
な
い
。

　
数
日
後
に
通
信
員
の
交
代
が
あ
り
、
救
急
隊
に
な
り
、
出
動
で
は
じ
め
て
外
に

出
て
現
場
を
見
た
。
そ
の
と
き
に
は
じ
め
て
瓦
礫
の
山
を
見
て
津
波
の
脅
威
や
被

害
の
実
感
が
で
た
。
見
慣
れ
た
町
並
み
や
風
景
は
な
く
、
と
て
も
現
実
の
も
の
と

は
思
え
な
か
っ
た
。

　
火
災
の
発
生
も
続
き
、
宮
古
消
防
署
全
職
員
が
何
日
間
か
署
に
詰
め
て
対
応
し

た
。
一
時
帰
宅
と
な
っ
た
の
は
３
月
下
旬
頃
だ
っ
た
と
思
う
。
一
時
帰
宅
の
際
は
、

親
か
ら
親
戚
の
安
否
確
認
や
避
難
状
況
を
聞
き
、
日
常
の
生
活
品
や
食
糧
の
買
い

物
、
自
家
用
車
の
給
油
を
し
て
、
布
団
で
睡
眠
を
取
っ
た
。
津
波
で
被
害
を
受
け

た
親
戚
の
家
の
片
付
け
に
は
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
兄
が
し
て
い
た
。
そ
の

後
は
３
つ
の
中
隊
で
各
２
日
勤
務
を
す
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
で
勤
務
し
て
い
た
。

　
緊
急
消
防
隊
と
し
て
盛
岡
市
、
秋
田
県
、
そ
し
て
横
浜
か
ら
も
次
々
と
来
た
。

盛
岡
市
は
そ
の
日
の
夕
方
に
は
到
着
し
て
お
り
、
応
援
で
活
動
し
て
い
た
だ
い
た
。

市
役
所
が
被
災
し
、
宮
古
消
防
署
に
は
市
の
危
機
管
理
課
職
員
、
警
察
、
自
衛
隊

が
集
ま
り
、
震
災
対
応
を
し
て
い
た
。

　
ま
た
３
階
の
体
育
室
は
避
難
所
と
な
り
、
住
民
の
方
が
集
ま
っ
て
い
た
。
い
ろ

い
ろ
な
方
の
応
援
や
協
力
を
得
て
、
災
害
対
応
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
災
害

の
こ
と
を
思
い
出
す
と
無
力
感
し
か
思
い
出
せ
な
い
。

　
⑶　
田
老
分
署

　
佐
々
木
勝
彦
さ
ん
（
昭
和
32
年
生
、
岩
泉
在
住
）
に
２
０
１
３
年
３
月
28
日
に

話
を
伺
っ
た
。

　
田
老
分
署
に
来
て
４
月
で
５
年
目
に
な
り
、
消
防
第
二
係
長
を
し
て
い
る
。

田
老
分
署
に
つ
い
て

　

伊
藤
伸
さ
ん
（
昭
和
57
年
生
、
当
時
は
宮
古
消
防
署
勤
務
、
宮
古
出
身
）
に

２
０
１
３
年
８
月
８
日
に
話
を
伺
っ
た
。

　
当
日
は
消
火
隊
だ
っ
た
が
、
担
当
し
て
い
る
係
が
通
信
係
だ
っ
た
た
め
、
震
災

直
後
は
通
信
勤
務
の
た
め
、
指
令
室
に
残
っ
た
。
大
き
な
揺
れ
の
後
、
防
災
行
政

無
線
を
使
用
し
て
の
地
震
広
報
、
情
報
収
集
、
消
防
団
の
出
動
指
令
及
び
水
門
閉

鎖
情
報
の
管
理
、
消
防
車
に
よ
る
津
波
警
戒
出
動
指
令
な
ど
を
行
っ
た
。
地
震
の

影
響
に
よ
る
救
急
要
請
も
あ
り
、
救
急
指
令
を
出
し
た
。
地
震
後
は
管
内
が
停
電

と
な
り
、
情
報
の
入
手
は
無
線
の
み
だ
っ
た
。
自
家
発
電
が
作
動
し
、
指
令
室
の

機
器
の
電
源
は
確
保
で
き
て
い
た
が
、
テ
レ
ビ
は
映
ら
ず
テ
レ
ビ
に
よ
る
情
報
収

集
は
で
き
な
か
っ
た
。
地
震
後
す
ぐ
の
情
報
と
し
て
は
崖
崩
れ
の
発
生
、
交
通
障

害
の
連
絡
が
無
線
を
通
し
て
入
っ
て
き
た
。
大
津
波
警
報
情
報
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と

気
象
庁
か
ら
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
み
で
、
津
波
広
報
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
情
報
を
元
に

市
の
危
機
管
理
課
と
協
議
し
な
が
ら
防
災
行
政
無
線
で
放
送
を
し
た
。
津
波
が
来

襲
し
、
無
線
が
入
っ
て
き
た
際
に｢

壊
滅｣
と
い
う
言
葉
が
入
っ
て
き
た
が
理
解

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
そ
の
後｢
金
浜
地
区
が
全
滅｣

｢

人
が
取
り

残
さ
れ
て
い
る｣

｢

負
傷
者
が
多
数
い
る｣

な
ど
の
情
報
が
入
っ
た
。
こ
れ
は
未
曾

有
の
災
害
で
、
津
波
に
よ
る
被
害
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
た
が
、
す
ぐ
に
は
理
解

で
き
て
い
な
か
っ
た
。
津
波
が
防
波
堤
や
陸
地
を
乗
り
越
え
被
害
を
出
し
て
い
る

こ
と
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
ず
、
正
直
な
と
こ
ろ
「
な
に
を
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
」
と
不
思
議
に
思
っ
て
い
た
。
そ
の
辺
り
で
ラ
ジ
オ
に
よ
る
情
報
収
集
も
始
め

た
と
思
う
が
、
市
内
の
被
害
や
対
応
な
ど
の
処
理
に
追
わ
れ
て
よ
く
覚
え
て
い
な

い
。他
の
地
域
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
か
、気
に
す
る
余
裕
は
全
く
な
か
っ
た
。

通
信
員
は
市
内
の
被
害
状
況
、
活
動
状
況
、
負
傷
者
の
情
報
が
多
数
入
り
、
そ
の

指
示
や
情
報
管
理
に
追
わ
れ
て
い
た
。

　
他
に
は
広
域
消
防
と
し
て
の
状
況
確
認
な
ど
を
し
て
い
た
と
思
う
が
、
断
片
的

に
し
か
思
い
出
せ
な
い
。
田
老
分
署
が
津
波
に
よ
る
被
害
や
火
災
で
連
絡
が
と
れ

な
い
事
は
把
握
で
き
て
い
た
が
、
宮
古
消
防
署
の
救
急
車
が
被
災
し
た
こ
と
は
、

他
の
通
信
員
は
把
握
で
き
て
い
た
と
思
う
が
、
私
は
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

知
っ
た
の
は
職
員
が
集
ま
っ
て
後
の
会
議
の
席
だ
っ
た
。
指
令
室
で
通
信
勤
務
を

し
て
い
た
の
に
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
情
報
を
知
っ
た
と
き
は
悲
壮
感

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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た
が
、
火
勢
が
強
く
山
に
も
延
焼
し
た
の
で
、
我
々
の
消
防
力
で
は
手
の
打
ち
よ

う
が
な
か
っ
た
。

　
消
防
力
を
増
強
し
な
い
と
効
果
が
な
い
と
思
い
、
３
時
頃
消
防
無
線
で
「
一
時

撤
退
し
て
、
夜
が
明
け
て
か
ら
再
度
消
火
を
実
施
し
た
い
」
と
無
線
を
入
れ
た
が
、

「
継
続
せ
よ
」と
の
指
示
だ
っ
た
。
爆
発
音
に
お
び
え
な
が
ら
消
火
活
動
を
継
続
し
、

５
時
頃
「
一
時
、田
老
道
の
駅
に
撤
退
し
、６
時
に
宮
古
市
田
老
総
合
事
務
所
集
合
」

と
の
無
線
指
示
が
あ
り
、
火
災
延
焼
中
の
瓦
礫
と
泥
の
中
を
徒
歩
で
田
老
総
合
事

務
所
に
向
か
っ
た
。

　
田
老
分
署
の
庁
舎
は
全
壊
、
速
消
車
に
乗
車
し
て
い
た
同
僚
は
行
方
不
明
、
指

導
車
も
摂
待
地
区
で
被
災
、
救
急
車
は
田
老
一
中
の
グ
ラ
ン
ド
で
被
災
、
分
署
勤

務
の
職
員
が
津
波
で
右
肩
負
傷
と
の
状
況
だ
っ
た
。

　
そ
の
日
か
ら
消
火
活
動
と
人
命
検
索
を
並
行
し
て
行
い
、
田
老
消
防
団
の
機
材

と
団
員
と
共
に
田
老
総
合
事
務
所
の
フ
ロ
ア
ー
に
段
ボ
ー
ル
を
敷
い
て
座
布
団
と

毛
布
を
並
べ
て
宿
泊
し
、
田
老
の
山
側
に
位
置
す
る
末
前
、
養
呂
地
地
区
の
炊
き

出
し
の
お
に
ぎ
り
を
毎
食
１
個
食
べ
な
が
ら
消
火
活
動
を
続
け
た
。

　
道
路
が
寸
断
さ
れ
て
い
た
の
で
、
自
衛
隊
が
来
た
の
は
３
日
目
だ
っ
た
。
人
命

検
索
と
瓦
礫
撤
去
を
行
っ
て
く
れ
た
。
消
防
緊
急
救
援
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
秋

田
県
隊
の
消
火
隊
が
来
て
く
れ
た
が
、
宮
古
の
災
害
対
策
本
部
の
指
示
で
消
火
活

動
を
す
る
の
で
、
我
々
と
一
緒
の
活
動
は
な
か
っ
た
。

　
車
両
を
全
て
失
っ
た
の
で
、
３
月
25
日
に
宮
古
消
防
署
の
古
い
ポ
ン
プ
車
１
台

が
配
置
さ
れ
、
４
月
12
日
に
は
北
上
消
防
署
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
速
消
車
が
配
置
さ

れ
た
。
５
月
６
日
か
ら
拠
点
を
新
田
公
民
館
に
移
し
た
。
鉛
筆
１
本
、
電
話
、
カ

メ
ラ
も
な
い
中
で
、
火
災
原
因
調
査
の
で
き
る
こ
と
を
行
っ
た
。
２
か
月
後
に
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
で
、
沖
縄
の
精
神
科
医
に
よ
る
問
診
を
全
員
受
診
し
た
。

　
今
回
の
教
訓
と
し
て
、
消
防
分
署
は
高
台
の
浸
水
区
域
外
に
置
く
こ
と
が
ベ
ス

ト
だ
と
感
じ
た
。
助
け
る
職
員
が
被
災
し
た
の
で
は
住
民
の
救
助
は
で
き
な
い
。

同
僚
３
名
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
残
念
で
な
ら
な
い
。
同
僚
の
中
に
は
自

宅
を
流
さ
れ
、
母
も
行
方
不
明
で
あ
り
な
が
ら
消
火
活
動
に
従
事
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
者
も
い
た
。
消
防
団
も
自
宅
流
失
、
家
族
、
親
戚
の
安
否
も
確
認
で
き
な

い
状
態
の
ま
ま
、
消
火
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
頭
が
下
が
る
思
い
で
あ
る
。

　
署
員
を
三
班
に
分
け
て
、
隔
日
勤
務
で
１
当
番
約
４
人
で
勤
務
し
て
い
る
。

　
３
月
11
日
は
非
番
で
自
宅
に
帰
る
日
だ
っ
た
。
８
時
30
分
に
勤
務
交
代
し
た
が
、

こ
の
日
は
金
曜
日
で
当
番
者
と
日
勤
者
が
勤
務
す
る
勤
務
人
員
の
多
い
日
だ
っ
た
。

用
事
が
あ
っ
た
の
で
久
慈
市
に
い
た
。
新
築
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
建
物
の
中
に

い
た
と
き
に
地
震
が
来
た
。
建
物
の
中
の
女
性
は
そ
の
場
で
し
ゃ
が
み
こ
む
人
も

い
た
の
で
、
安
全
な
場
所
に
移
動
し
た
が
、
揺
れ
は
長
く
、
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
大
き
な
揺
れ
だ
っ
た
。

　
津
波
が
来
る
と
確
信
し
た
の
で
、
田
老
分
署
に
行
こ
う
と
し
た
が
、
海
岸
沿
い

の
道
路
は
危
険
だ
と
思
い
、
山
側
の
岩
泉
町
安
家
経
由
を
選
択
し
た
。
車
で
移
動

し
始
め
た
が
信
号
機
が
赤
で
停
止
し
て
い
る
と
、
ま
た
地
震
が
来
て
建
物
の
中
か

ら
人
が
避
難
し
て
き
た
。
ラ
ジ
オ
で
は
大
津
波
警
報
３
㍍
と
繰
り
返
し
て
い
た
。

岩
泉
駅
前
の
自
宅
に
戻
り
、
身
支
度
を
し
て
岩
泉
町
小
本
経
由
で
田
老
分
署
に
向

か
っ
た
。
三
陸
鉄
道
小
本
駅
の
道
路
ま
で
津
波
が
押
し
寄
せ
、
瓦
礫
で
通
行
不
能

だ
っ
た
。
そ
こ
で
広
域
消
防
な
の
で
地
元
の
岩
泉
消
防
署
に
引
き
返
し
た
。

　
17
時
頃
、
消
防
本
部
の
偵
察
隊
か
ら
田
老
は
壊
滅
状
態
、
数
か
所
で
火
災
発
生

と
の
消
防
無
線
が
入
っ
た
。
私
は
火
災
原
因
調
査
の
担
当
責
任
者
な
の
で
ど
う
し

て
も
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
、
再
度
岩
泉
町
有
芸
経
由
の
山
越
え
で
田

老
に
向
か
っ
た
。
県
立
宮
古
北
高
校
を
通
り
三
陸
鉄
道
陸
橋
付
近
の
道
路
に
19
時

30
分
頃
着
い
た
が
、
瓦
礫
と
20
㌢
く
ら
い
の
泥
が
堆
積
し
て
い
て
歩
行
不
能
だ
っ

た
。
火
災
は
田
老
の
町
全
体
が
燃
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
連
絡
手
段
も
な
い

の
で
宮
古
消
防
署
に
向
け
て
再
度
林
道
を
走
り
始
め
て
す
ぐ
に
宮
古
消
防
署
の
ポ

ン
プ
隊
に
出
会
っ
た
。
こ
れ
か
ら
田
老
の
火
災
防
御
に
向
か
う
の
で
、
宮
古
で
は

な
く
、
岩
泉
消
防
署
に
行
き
、
ポ
ン
プ
車
の
燃
料
を
持
参
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
、

岩
泉
消
防
署
に
引
き
返
し
た
。

　
岩
泉
消
防
署
に
つ
い
て
間
も
な
く
、
岩
泉
町
消
防
団
に
田
老
火
災
へ
の
応
援
要

請
が
来
た
の
で
、
再
度
消
防
団
と
一
緒
に
田
老
に
向
か
っ
た
。
21
時
頃
、
田
老
北

側
の
火
災
現
場
に
、
岩
泉
町
消
防
団
の
ポ
ン
プ
車
隊
２
隊
と
現
場
に
到
着
し
て
、

火
災
防
御
を
開
始
し
た
が
、
激
し
い
火
勢
で
ポ
ン
プ
車
隊
２
隊
で
は
手
の
打
ち
よ

う
が
な
い
状
態
だ
っ
た
。
火
災
現
場
か
ら
は
時
々
ボ
ー
ン
、
ボ
ー
ン
と
い
う
爆
発

音
が
鳴
り
響
く
中
、恐
怖
に
お
び
え
な
が
ら
消
防
団
と
建
物
の
延
焼
阻
止
に
あ
た
っ

医療の現場から　命を見つめて公的な支援体制
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だ
っ
た
が
、
知
人
か
ら
融
通
し
て
も
ら
っ
た
。
電
気
が
な
い
た
め
に
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
で
手
回
し
の
人
力
で
入
れ
て
い
た
。

　
田
老
分
署
で
は
５
日
目
ま
で
誰
も
家
に
帰
れ
な
か
っ
た
。
私
は
14
日
に
家
に
戻

り
、15
日
か
ら
署
に
戻
っ
て
仕
事
を
し
た
。田
老
出
身
者
が
分
署
に
３
人
い
た
の
で
、

顔
見
知
り
の
者
が
い
た
方
が
、
他
所
か
ら
来
た
人
に
対
し
て
地
元
対
応
が
で
き
た
。

夜
に
人
が
入
っ
て
き
た
り
、
真
っ
暗
な
中
で
人
が
歩
い
て
い
た
り
し
て
、
防
犯
上
、

人
を
見
て
も
誰
だ
か
わ
か
る
者
が
必
要
だ
っ
た
。

　
５
日
目
に
山
田
町
に
家
の
あ
る
職
員
が｢

上
が
る｣

と
言
い
出
し
た
。
５
日
間

戻
れ
ず
に
い
た
の
で
、
交
代
で
家
に
戻
れ
る
よ
う
に
分
署
長
か
ら
「
交
代
命
令
」

を
出
し
て
も
ら
っ
た
。
寝
た
き
り
の
母
を
家
に
残
し
て
い
た
署
員
は
、
盛
岡
に
い

て
母
を
助
け
ら
れ
ず
、
何
も
で
き
な
い
状
態
だ
っ
た
。

　
携
帯
が
通
じ
た
の
は
６
日
目
。
山
田
町
か
ら
来
て
い
る
職
員
に
は
そ
の
日｢

家

に
帰
っ
て
み
ろ｣

と
命
じ
ら
れ
て
、
バ
イ
ク
で
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。
15
日
の
朝

自
宅
に
帰
る
と
「
幽
霊
が
来
た
」
と
言
わ
れ
た
と
い
う
。
自
宅
が
罹
災
し
た
職
員

は
４
人
い
た
。
前
年
ま
で
田
老
に
い
た
職
員
が
２
人
来
て
く
れ
た
。
公
休
を
利
用

し
て
来
て
く
れ
た
の
だ
。

　
大
災
害
は
体
験
し
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
訓
練
と
実
際
で
は

タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
。
訓
練
で
は
１
秒
単
位
で
行
動
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
１

秒
が
１
分
か
か
る
。
宮
古
か
ら
消
火
に
来
る
に
も
、
岩
泉
経
由
な
の
で
、
１
時
間

30
分
以
上
か
か
る
。
い
ろ
ん
な
事
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
考
え
て
い
な
い
時
間
が

も
の
す
ご
く
あ
っ
た
と
思
う
。

　
三
鉄
の
駅
の
向
こ
う
側
ま
で
救
急
車
が
来
ら
れ
る
の
で
、
そ
こ
ま
で
け
が
人
を

運
ん
で
待
機
し
、
そ
こ
か
ら
病
院
ま
で
運
ぶ
た
め
、
三
鉄
の
線
路
上
を
運
ん
だ
。

本
社
に
は
許
可
を
も
ら
っ
た
が
、
久
慈
か
ら
来
た
保
線
区
員
に
は
「
何
で
使
う
」

と
怒
ら
れ
た
。患
者
は
布
の
タ
ン
カ
に
乗
せ
て
体
育
館
か
ら
み
ん
な
で
線
路
に
引
っ

張
り
上
げ
た
。５
０
０
㍍
線
路
上
を
運
び
、救
急
車
に
乗
せ
た
。骨
折
し
た
若
い
人
、

歩
け
な
い
お
ば
あ
さ
ん
、
透
析
患
者
な
ど
を
運
ん
だ
。
２
日
目
以
降
は
道
路
脇
の

瓦
礫
を
ど
か
し
て
国
道
が
通
れ
る
よ
う
に
な
り
、
線
路
を
歩
く
距
離
が
縮
ま
っ
た
。

３
月
15
日
に
は
国
道
が
ま
っ
す
ぐ
通
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
解
体
業
者
の
Ｓ
さ
ん
の
母
と
息
子
は
、
保
育
園
に
迎
え
に
行
っ
て
行
方
が
わ
か

　
現
場
活
動
１
週
間
後
に
夕
方
の
会
議
で
、｢

消
防
団
を
休
ま
せ
て
あ
げ
た
い｣

と

の
提
案
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
消
防
団
幹
部
か
ら
は
、「
そ
れ
は
一
番
危
険
な

こ
と
だ
。
消
防
団
活
動
が
あ
る
か
ら
気
が
紛
れ
て
い
る
。
自
宅
も
な
い
、
家
族
の

行
方
も
わ
か
ら
な
い
団
員
を
休
み
に
す
る
と
、
何
を
す
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
危

険
だ
」
と
の
意
見
が
出
た
。
こ
れ
に
よ
り
消
防
活
動
は
休
み
な
し
で
続
行
と
の
判

断
が
出
た
。
人
の
命
を
守
る
た
め
に
は
適
切
な
状
況
判
断
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

痛
感
し
た
。

　
小
林
徳
光
さ
ん
（
田
老
分
署
、
田
老
在
住
）
２
０
１
３
年
８
月
10
日
、
12
月
24

日
に
話
を
伺
っ
た
。

　
平
成
25
年
度
「
防
災
啓
発
研
修
講
習
会
」
で
１
時
間
の
発
表
を
し
た
。

　
日
時　
平
成
25
年
７
月
４
、５
日

　
場
所　
消
防
総
合
科
学
セ
ン
タ
ー
（
虎
ノ
門
日
本
消
防
会
館
）

　
主
催　
総
務
省
消
防
庁

　
避
難
に
関
す
る
具
体
的
な
行
動

　
今
は
「
来
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
気
を
つ
け
ろ
、
海
の
そ
ば
は
危
険
だ
」
と
し

か
言
え
な
い
。
緊
急
地
震
速
報
が
出
て
も
、
８
月
８
日
の
よ
う
に
何
も
な
か
っ
た

と
い
う
事
が
あ
る
。
こ
う
し
て
そ
の
ま
ま
80
年
が
た
っ
た
。
堤
防
が
あ
る
か
ら
安

心
だ
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
。

　
三
王
閣
の
あ
っ
た
高
台
か
ら
見
て
い
れ
ば
「
と
ん
で
も
な
い
津
波
が
海
か
ら
来

て
い
る
」
と
言
う
こ
と
が
わ
か
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
と
よ
い
。
こ
う
し
た
海
の
映

像
が
見
え
る
よ
う
な
状
態
に
あ
れ
ば
、
へ
そ
曲
が
り
も
逃
げ
ら
れ
る
。
海
の
波
と

並
行
と
な
る
位
置
で
、
対
象
と
な
る
岩
が
常
に
見
え
る
位
置
に
カ
メ
ラ
を
置
く
。

水
平
の
位
置
で
対
象
と
な
る
岩
を
カ
メ
ラ
で
監
視
し
、
い
ざ
と
な
っ
た
ら
市
民
も

こ
の
映
像
を
見
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
作
り
た
い
。

３
月
11
日
と
そ
れ
以
降

　
当
日
は
脱
臼
し
た
が
、
家
屋
の
下
敷
き
に
な
ら
ず
助
か
っ
た
。
動
か
さ
な
け
れ

ば
大
丈
夫
だ
っ
た
の
で
、翌
日
盛
岡
の
岩
手
医
大
で
治
療
を
受
け
た
。波
の
来
な
い
、

水
の
寄
ら
な
い
場
所
を
通
っ
て
盛
岡
ま
で
行
け
た
。
ガ
ソ
リ
ン
が
足
り
る
か
問
題

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み



583

は
副
分
署
長
だ
っ
た
。

３
月
11
日

　
当
日
は
分
署
長
と
、
私
と
、
部
下
の
３
名
で
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
近
く
の
国
道
を
指

導
車
で
走
行
中
だ
っ
た
。
強
い
揺
れ
で
、
ま
っ
す
ぐ
に
走
れ
な
い
く
ら
い
横
に
揺

ら
れ
た
。
周
囲
の
車
も
一
度
止
ま
っ
て
い
た
。
津
波
が
来
る
だ
ろ
う
と
考
え
、
分

署
へ
戻
っ
た
。
10
分
く
ら
い
で
戻
れ
た
。
当
日
は
日
勤
で
、
８
時
30
分
か
ら
５
時

ま
で
の
勤
務
だ
っ
た
。
昼
夜
勤
務
者
は
５
人
、
日
勤
が
５
人
、
分
署
長
と
い
う
体

制
だ
っ
た
。

　
情
報
収
集
と
避
難
の
誘
導
を
考
え
、
出
動
隊
を
編
成
し
た
。
宮
古
広
域
は
金
曜

日
に
は
日
勤
が
い
て
、人
数
が
多
い
日
だ
っ
た
。田
老
地
域
の
水
ひ
門
閉
鎖
の
確
認
、

災
害
弱
者
の
誘
導
、ポ
ン
プ
車
の
出
動
な
ど
を
想
定
し
た
。分
署
に
残
っ
た
６
人
は
、

停
電
に
な
っ
た
の
で
自
家
発
電
を
作
動
さ
せ
、
情
報
収
集
に
当
た
っ
た
。
後
の
活

動
の
た
め
、
１
人
は
津
波
浸
水
想
定
区
域
外
に
救
急
車
を
避
難
さ
せ
た
。
田
老
第

一
中
学
校
は
津
波
浸
水
想
定
区
域
外
の
た
め
、
避
難
指
定
地
域
と
な
っ
て
い
た
。

　
私
と
も
う
１
名
は
摂
待
地
区
に
出
動
し
、
消
防
屯
所
に
行
っ
た
が
、
誰
も
い
な

く
、
水
門
モ
ニ
タ
ー
監
視
を
し
て
い
た
が
、
水
門
が
自
動
で
降
り
ず
、
手
動
操
作

を
す
る
た
め
に
降
ろ
し
に
行
っ
た
。
そ
の
際
に
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
宮
古
で

救
急
車
が
津
波
に
の
ま
れ
た
と
放
送
し
て
い
た
。
水
門
ま
で
行
っ
た
と
こ
ろ
、
消

防
ポ
ン
プ
車
に
乗
っ
た
団
員
が
「
津
波
が
水
門
を
突
破
し
た
。
逃
げ
ろ
」
と
叫
び
、

２
台
目
も
同
じ
事
を
叫
ん
だ
。
正
面
を
見
る
と
茶
色
の
煙
が
見
え
た
。
津
波
と
は

思
わ
な
か
っ
た
が
、す
ご
い
勢
い
で
迫
っ
て
き
て
、は
じ
め
て
津
波
だ
と
気
づ
い
た
。

大
急
ぎ
で
車
を
バ
ッ
ク
し
た
が
、間
に
合
わ
ず
、乗
っ
て
い
た
指
導
車
を
放
棄
し
て
、

２
人
で
山
を
駆
け
上
が
っ
た
。
５
、６
秒
位
た
っ
て
か
ら
す
ご
い
風
圧
を
感
じ
、
バ

リ
バ
リ
と
音
が
し
て
、津
波
が
来
た
な
と
思
っ
た
。
振
り
返
ら
ず
山
を
駆
け
上
が
っ

て
か
ら
下
を
見
た
ら
、
真
っ
黒
い
水
が
ど
ん
ど
ん
山
を
上
が
っ
て
き
た
。
頂
上
を

目
指
し
て
峰
ま
で
上
が
っ
て
か
ら
下
を
見
る
と
、
水
が
引
き
出
し
て
い
た
。
峰
を

ず
っ
と
歩
い
て
２
時
間
く
ら
い
で
摂
待
の
ト
ン
ネ
ル
ま
で
来
た
。
国
道
に
降
り
る

と
、
摂
待
の
人
た
ち
が
国
道
で
呆
然
と
し
て
い
た
。
屯
所
に
は
数
人
い
た
が
情
報

が
無
く
、
住
民
の
安
否
、
犠
牲
者
の
数
な
ど
は
全
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

　
地
震
後
27
分
で
摂
待
に
着
き
、
30
分
で
津
波
に
遭
っ
た
。
す
れ
違
っ
た
消
防
団

ら
な
く
な
っ
た
。
大
お
ば
あ
さ
ん
も
家
に
い
て
、
行
方
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、

翌
日
に
は
重
機
を
入
れ
て
、
家
族
を
探
す
作
業
を
始
め
た
。
そ
し
て
そ
の
ま
ま
小

学
校
か
ら
国
道
へ
、
そ
し
て
北
の
方
面
へ
重
機
で
国
道
を
開
削
し
た
。
Ｓ
さ
ん
は

許
可
も
得
ず
、
自
分
の
息
子
を
探
す
と
言
っ
て
重
機
を
動
か
し
た
。
人
捜
し
の
た

め
国
や
国
道
事
務
所
に
頼
む
よ
う
に
と
も
め
た
よ
う
だ
が
、
作
業
が
始
ま
り
発
見

で
き
た
。

　
前
の
本
部
次
長
だ
っ
た
金
沢
さ
ん
は
、
た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
の
裏
に
あ
っ
た
自

宅
に
戻
り
、
家
の
裏
山
に
逃
げ
た
。
そ
こ
へ
水
が
防
潮
堤
を
超
え
て
き
て
、
水
に

飲
ま
れ
な
が
ら
流
さ
れ
て
き
た
人
た
ち
も
い
た
。
家
の
裏
山
付
近
が
出
火
場
所
で
、

煙
が
発
生
し
て
い
た
が
３
人
を
引
き
上
げ
て
助
け
た
と
聞
い
た
。
そ
し
て
ま
ず
は

逃
げ
よ
う
と
尾
根
伝
い
に
逃
げ
た
が
、
１
人
は
だ
め
だ
っ
た
と
い
う
。

　
堤
防
の
上
を
２
人
が
走
っ
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
が
、
１
人
は
だ
め
だ
っ
た
と
い

う
。
漁
協
ビ
ル
の
北
側
の
第
一
堤
防
を
波
が
越
え
た
所
で
は
、
１
人
は
助
か
り
、

３
人
は
だ
め
だ
っ
た
と
聞
か
さ
れ
た
。
副
分
団
長
は
水
の
中
に
浸
か
っ
て
「
こ
の

ま
ま
死
ぬ
ん
だ
な
あ
」
と
思
っ
た
と
い
う
。
彼
は
「
２
回
死
ぬ
と
思
っ
た
」
と
言
っ

て
い
た
。
甥
っ
子
が
分
団
員
だ
っ
た
が
、
亡
く
な
っ
た
。

　
始
め
に
波
が
届
い
た
の
は
小
林
地
区
で
、
そ
こ
か
ら
波
が
左
右
に
分
か
れ
た
。

水
門
の
遠
隔
操
作
が
効
か
ず
、
職
員
が
閉
め
に
い
っ
た
が
、
そ
の
人
は
き
わ
ど
く

助
か
っ
た
。
逃
げ
て
助
か
っ
た
と
言
う
よ
り
、
運
が
良
か
っ
た
と
話
し
て
い
た
。

一
歩
後
退
し
た
人
は
助
か
っ
た
。
寝
た
ま
ま
の
人
が
家
に
い
た
か
ど
う
か
が
分
か

れ
道
で
、
そ
う
い
う
人
を
そ
う
し
た
場
所
に
置
い
て
お
か
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
が

問
題
だ
っ
た
。
し
か
し
助
け
に
行
っ
て
も
「
堤
防
が
あ
る
か
ら
津
波
が
来
る
わ
け

が
な
い
」
と
い
う
思
い
込
み
が
前
提
に
あ
っ
た
と
思
う
。

　
田
老
に
来
た
波
は
、
１
波
が
堤
防
を
満
水
に
し
て
、
２
波
が
そ
れ
を
超
え
て
、

さ
ら
に
３
波
が
山
の
方
ま
で
迫
っ
た
状
況
だ
っ
た
。
１
波
と
２
波
の
間
が
１
０
０

キ　
　
ロ

メ
ー
ト
ル

あ
っ
た
。
盛
り
上
が
っ
た
高
さ
は
10
㍍
だ
が
、
次
の
波
間
で
の
海
水
の
流
入

が
あ
り
、
２
波
は
１
０
０
キ　
　
ロ

メ
ー
ト
ル
分
の
水
量
を
運
ん
で
く
る
。

　
佐
々
木
誠
さ
ん
（
昭
和
30
年
生
、
岩
泉
消
防
署
副
長
、
岩
泉
町
出
身
）
２
０
１
３

年
12
月
24
日
に
話
を
伺
っ
た
。
田
老
分
署
に
４
年
間
勤
務
し
て
お
り
、
災
害
当
時

医療の現場から　命を見つめて公的な支援体制
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分
署
に
残
っ
た
人
た
ち
は
、
海
の
方
向
に
大
波
を
見
て
、
津
波
が
堤
防
を
越
え

た
の
を
見
て
、
分
署
を
放
棄
し
て
、
通
信
機
を
持
っ
て
山
の
方
向
に
避
難
し
た
。

途
中
歩
け
な
い
老
人
を
連
れ
て
、
神
社
の
階
段
下
の
と
こ
ろ
で
診
療
所
方
面
か
ら

来
た
波
に
流
さ
れ
た
。
廻
り
で
見
て
い
た
人
た
ち
が
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
、
署
員
は

助
か
っ
た
が
、
靱
帯
と
筋
が
や
ら
れ
、
歩
け
る
ま
で
２
年
か
か
り
、
ま
た
右
手
も

負
傷
し
て
１
年
以
上
字
が
書
け
な
か
っ
た
。
助
け
た
お
ば
あ
さ
ん
は
波
の
た
め
、

手
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
。

72
時
間
以
内
の
救
出

　
総
合
事
務
所
で
は
、
田
老
は
壊
滅
状
態
で
、
食
糧
も
な
い
、
負
傷
者
１
名
、
不

明
職
員
３
名
と
本
部
に
無
線
で
連
絡
し
た
。
駆
け
つ
け
た
署
員
を
含
め
11
名
だ
っ

た
。
装
備
は
全
て
流
さ
れ
、
裸
同
然
の
隊
だ
っ
た
。
夜
明
け
を
待
っ
て
も
３
名
は

戻
ら
な
か
っ
た
。
多
く
の
被
災
者
、
救
助
を
待
っ
て
い
る
人
を
考
え
る
と
、
72
時

間
以
内
の
救
助
が
必
要
だ
。
同
僚
の
捜
索
に
隊
は
出
せ
な
い
。
同
僚
は
必
ず
帰
っ

て
く
る
と
信
じ
、
活
動
方
針
を
、
今
助
か
る
人
を
助
け
な
が
ら
、
被
災
状
況
把
握

を
す
る
こ
と
と
決
め
、
夜
明
け
か
ら
活
動
し
た
。
４
日
目
に
３
人
の
乗
っ
た
車
が

見
つ
か
り
、
２
名
は
車
内
で
見
つ
か
り
、
９
日
目
に
１
名
は
車
の
近
く
か
ら
見
つ

か
っ
た
。

　
翌
日
秋
田
隊
が
来
た
の
で
、
状
況
ご
と
に
来
た
部
隊
の
振
り
分
け
を
し
た
。
進

入
路
は
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
方
面
か
ら
の
み
だ
っ
た
。
秋
田
隊
の
隊
長
は
３
人
が
行
方

不
明
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
地
元
隊
は
住
民
優
先
で
救
助
す
る
よ
う
に
、

仲
間
の
こ
と
は
我
々
に
任
せ
ろ
と
言
っ
て
も
ら
え
た
。
こ
の
３
人
は
自
分
が
指
示

し
て
出
動
さ
せ
た
の
で
つ
ら
か
っ
た
。
秋
田
隊
は
捜
索
活
動
が
終
わ
る
と
敬
礼
を

し
て
く
れ
て
、
涙
が
出
た
。
緊
急
援
助
隊
が
２
日
目
、
３
日
目
と
駆
け
つ
け
て
来

て
く
れ
て
、
全
国
の
仲
間
に
折
れ
そ
う
な
心
を
救
わ
れ
た
。

　
自
宅
へ
帰
っ
た
の
は
３
月
17
日
。
そ
れ
ま
で
は
総
合
事
務
所
の
ロ
ビ
ー
に
毛
布

を
敷
い
て
寝
て
い
た
。
職
員
は
顔
も
洗
わ
ず
活
動
し
て
い
た
。
目
の
前
に
自
分
の

家
が
流
さ
れ
て
き
て
、
母
親
も
家
に
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も

探
し
に
行
か
な
か
っ
た
。
職
員
の
１
名
は
、
自
分
の
家
が
ロ
ー
ソ
ン
の
上
ま
で
流

れ
着
い
て
い
た
が
見
に
行
け
な
い
。
暗
く
な
っ
て
か
ら
見
に
行
っ
た
が
、
母
親
は

の
人
は
の
ま
れ
た
な
あ
と
思
っ
た
が
、
近
く
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
、
こ
の
２

台
も
無
事
だ
と
わ
か
っ
た
。
被
災
状
態
を
確
認
し
な
い
と
次
の
手
が
打
て
な
い
。

消
防
団
に
人
命
救
助
と
被
災
状
況
の
把
握
を
依
頼
し
て
、
消
防
団
の
Ｏ
Ｂ
の
奥
さ

ん
に
田
老
ま
で
送
っ
て
も
ら
っ
た
。
摂
待
駅
近
く
の
橋
に
山
の
木
や
、
摂
待
の
護

岸
の
石
な
ど
が
張
り
付
い
て
い
た
。
水
沢
地
区
ま
で
来
る
と
、
田
老
方
面
に
異
常

な
黒
煙
が
見
え
た
。
田
老
の
町
に
入
る
途
中
で
車
が
渋
滞
し
て
い
て
、
そ
こ
か
ら

見
る
と
町
が
な
く
な
っ
て
い
た
。
家
が
流
さ
れ
、燃
え
て
い
て
、東
側
の
山
も
燃
え
、

観
光
ホ
テ
ル
の
裏
山
も
燃
え
、
診
療
所
近
く
の
住
宅
も
燃
え
、
そ
の
裏
山
も
燃
え

て
信
じ
ら
れ
な
い
光
景
だ
っ
た
。

　
分
署
に
行
っ
て
、
全
員
の
無
事
を
確
認
し
た
か
っ
た
が
、
倒
壊
家
屋
等
で
分
署

の
位
置
が
わ
か
ら
な
い
。
坂
を
下
り
て
行
く
と
遺
体
も
見
え
た
。
動
け
る
人
に
は

声
を
か
け
た
が
、
ほ
と
ん
ど
人
影
は
な
か
っ
た
。
水
に
浸
か
っ
て
い
る
人
は
引
き

上
げ
な
が
ら
進
ん
だ
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
支
柱
が
見
え
た
。
泥
が
膝
か
ら
腰

く
ら
い
ま
で
あ
っ
た
。
当
時
の
分
署
は
熊
野
神
社
の
す
ぐ
下
に
あ
っ
た
が
壊
滅
状

態
で
、
署
員
は
見
え
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
救
急
車
を
待
機
さ
せ
て
中
学
校
を
目
指
し
た
。
倒
壊
家
屋
の
中
を
人
を

助
け
た
り
し
な
が
ら
、
着
く
ま
で
30
分
く
ら
い
か
か
っ
た
。
救
急
車
の
回
転
灯
が

見
え
た
が
、
潰
れ
て
い
た
。
中
の
医
療
器
具
を
持
っ
て
、
避
難
所
だ
っ
た
体
育
館

に
行
く
と
、
隊
員
１
人
と
15
、
６
人
の
避
難
者
が
濡
れ
た
ま
ま
で
そ
こ
に
い
た
。

寒
さ
を
し
の
ぐ
た
め
、
赤
白
幕
を
配
り
、
そ
こ
に
あ
る
ス
ト
ー
ブ
を
集
め
、
け
が

人
の
そ
ば
に
隊
員
を
は
り
付
け
、
救
急
車
に
い
た
隊
員
と
夜
を
明
か
そ
う
と
し
た

が
、
体
調
不
良
者
が
出
て
き
た
。
三
鉄
の
線
路
を
歩
い
て
、
総
合
事
務
所
か
ら
職

員
が
来
た
。
避
難
者
は
総
合
事
務
所
、
町
民
会
館
、
体
育
館
に
い
た
が
、
こ
の
間

は
壊
れ
た
車
や
瓦
礫
で
通
れ
な
い
。一
晩
分
の
燃
料
も
足
り
ず
、救
援
を
依
頼
し
た
。

10
人
く
ら
い
で
担
架
や
毛
布
を
運
ん
で
く
れ
た
が
、
全
員
で
避
難
し
よ
う
と
、
一

中
と
町
民
会
館
に
い
た
全
員
を
総
合
事
務
所
に
避
難
さ
せ
た
。
真
夜
中
だ
っ
た
の

で
線
路
を
辿
っ
て
避
難
さ
せ
た
。
こ
の
間
余
震
は
感
じ
ず
、
目
の
前
の
人
を
避
難

さ
せ
る
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

　
総
合
事
務
所
に
は
多
く
の
避
難
者
が
い
て
、
３
階
ま
で
解
放
し
て
、
応
急
手
当

を
し
て
い
た
が
、
署
員
の
安
否
確
認
は
で
き
な
か
っ
た
。

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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れ
を
決
め
た
。
岩
泉
町
で
も
震
災
後
に
決
め
た
。
田
老
の
消
防
団
で
は
９
、
10
人

の
被
害
が
出
た
。
宮
古
全
域
で
は
15
、６
人
。
未
だ
に
不
明
の
者
は
４
、５
人
い
る
。

　
18
歳
で
広
域
消
防
に
入
っ
た
。
40
年
分
の
記
憶
が
一
瞬
真
っ
白
に
な
っ
た
。
津

波
の
泥
は
ひ
ど
く
、く
さ
い
の
で
、後
始
末
が
大
変
だ
。
今
も
整
理
は
続
い
て
い
る
。

　
家
で
は
両
親
が
い
て
、父
は
入
院
し
、病
院
で
は
私
が
死
ん
だ
と
い
う
噂
が
立
ち
、

１
週
間
戻
ら
な
か
っ
た
の
で
、
心
配
さ
れ
た
。
妻
は
被
災
し
た
方
々
の
お
世
話
で
、

夜
遅
い
帰
宅
が
続
き
、
高
齢
の
母
は
ほ
ぼ
１
人
の
状
態
と
な
っ
て
い
た
。
会
っ
た

と
き
に
泣
い
て
大
変
だ
っ
た
が
、
家
族
の
力
を
実
感
し
た
。
明
日
へ
向
か
う
勇
気

と
な
っ
た
。

　
⑷　
川
井
分
署

　
永
田
勘
一
さ
ん
（
昭
和
29
年
生
、
川
井
分
署
、
川
井
出
身
）
に
２
０
１
３
年
８

月
８
日
に
話
を
伺
っ
た
。

　
３
・
11
当
日
は
休
み
で
家
に
い
た
。
揺
れ
が
強
か
っ
た
の
で
、
言
わ
れ
て
い
た

宮
城
沖
地
震
が
い
よ
い
よ
来
た
の
か
と
思
い
、
す
ぐ
に
出
勤
し
た
。
停
電
の
た
め
、

自
家
発
電
に
切
り
替
え
て
、
情
報
収
集
を
し
た
。
宮
古
に
応
援
隊
と
し
て
出
動
し
、

無
線
で
の
や
り
と
り
な
ど
を
し
た
。
沿
岸
の
隊
員
た
ち
は
被
災
し
て
こ
こ
ま
で
来

ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
８
名
で
活
動
を
し
た
。
ポ
ン
プ
車
が
車
検
の
た
め
宮
古
に

あ
っ
た
の
で
、
機
材
は
そ
ろ
っ
て
い
た
。
指
導
車
隊
と
、
救
助
機
材
も
あ
る
速
消

車
隊
と
で
出
動
し
た
。
普
段
は
１
隊
４
、５
名
で
、
通
信
は
川
井
に
残
る
。
川
井
に

は
16
名
い
て
、
５
人
が
１
組
で
３
隊
、
分
署
長
は
日
勤
と
な
る
。
発
災
時
は
１
隊

が
川
井
に
残
り
、
２
隊
が
応
援
に
駆
け
つ
け
た
。
２
～
３
日
は
寝
な
い
で
活
動
を

し
た
。
本
部
か
ら
の
指
示
に
よ
り
津
軽
石
で
活
動
し
た
。
駒
形
橋
を
通
っ
て
中
学

校
方
面
へ
行
っ
た
。
状
況
は
津
軽
石
川
を
水
が
乗
り
越
え
て
住
宅
の
１
階
部
分
が

冠
水
し
て
い
た
。
夜
間
作
業
だ
っ
た
が
、
停
電
の
た
め
暗
闇
の
中
で
活
動
を
し
た
。

屋
根
の
上
に
女
性
が
１
人
い
た
。
瓦
礫
で
そ
こ
ま
で
行
け
ず
、
助
け
る
た
め
三
連

は
し
ご
を
持
っ
て
き
て
も
ら
い
、
全
長
15
㍍
ま
で
伸
ば
す
と
届
い
た
。
一
度
は
屋

根
ま
で
渡
っ
た
が
、「
だ
だ
だ
ー
」
と
い
う
音
で
、
津
波
が
来
た
と
思
い
、
引
き
返

し
た
。
恐
怖
心
が
先
に
あ
っ
た
。
真
っ
暗
な
と
こ
ろ
を
波
が
逆
流
し
て
く
る
。
行
っ

た
頃
は
１
階
部
分
が
水
を
か
ぶ
っ
て
い
る
状
態
だ
っ
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
担
架
に
そ

い
な
か
っ
た
と
ぽ
つ
り
一
言
言
っ
た
。
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

　
17
日
に
な
る
と
身
体
が
動
か
な
い
。他
か
ら
来
た
人
が
田
老
の
署
員
は
何
を
や
っ

て
い
る
の
か
、
と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
。
精
神
的
、
肉
体
的
な
ピ
ー
ク
を
越
え
て

い
た
。
被
災
者
に
気
遣
い
し
、
午
後
か
ら
一
時
帰
宅
を
す
る
よ
う
に
伝
え
、
交
代

で
家
に
戻
し
た
。

４
月
以
降
の
こ
と

　
４
月
１
日
に
高
台
に
あ
る
新
田
公
民
館
で
業
務
を
開
始
し
た
。
何
も
な
く
と
も

通
常
業
務
を
や
る
よ
う
に
指
示
を
し
た
。
今
あ
る
田
老
分
署
に
移
っ
た
の
は
５
月

連
休
頃
の
こ
と
だ
っ
た
。
パ
ソ
コ
ン
は
な
く
、
無
線
の
み
で
、
ポ
ン
プ
車
は
北
上

消
防
署
か
ら
の
支
援
で
、
救
急
車
は
廃
車
に
な
る
予
定
の
も
の
を
延
長
使
用
し
た
。

　
デ
ー
タ
管
理
は
各
分
署
ご
と
に
や
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
紙
デ
ー
タ
で

残
っ
た
も
の
を
集
め
、
水
で
洗
っ
た
。
公
表
で
き
な
い
記
録
も
あ
り
、
外
に
出
し

て
は
困
る
も
の
も
あ
り
、
必
死
で
集
め
た
。
し
か
し
パ
ソ
コ
ン
も
紙
も
な
く
、
す

べ
て
手
で
集
め
た
。
40
年
分
を
再
生
す
る
に
は
１
年
か
か
っ
た
が
、
10
分
の
１
位

し
か
で
き
て
い
な
い
。
す
べ
て
の
デ
ー
タ
を
広
域
本
部
が
管
理
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
震
災
後
の
検
討
会
で
は
、
デ
ー
タ
管
理
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

広
域
で
は
集
中
管
理
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
を
遠
隔
地
で
管
理
す
る
と

こ
ろ
ま
で
は
い
っ
て
い
な
い
。今
後
は
デ
ー
タ
を
ど
う
す
る
か
は
課
題
と
し
て
残
っ

て
い
る
。
広
域
で
は
パ
ソ
コ
ン
は
管
理
職
に
１
台
、
各
係
に
１
台
配
備
さ
れ
た
。

　
反
省
点
は
、
デ
ー
タ
管
理
の
問
題
と
、
殉
職
者
を
出
し
た
こ
と
。
危
機
管
理
が

足
り
な
か
っ
た
と
の
思
い
は
あ
る
。
あ
の
規
模
と
あ
の
大
き
さ
の
津
波
が
来
る
と

い
う
認
識
は
な
か
っ
た
。
大
堤
防
が
あ
る
た
め
の
安
心
感
と
、
油
断
は
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
津
波
が
見
え
た
ら
、
も
っ
と
多
く
の
人
が
助
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
声
が
多
い
。

　
大
津
波
の
映
像
が
す
ぐ
に
流
さ
れ
て
い
れ
ば
、
ま
た
違
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

田
老
の
町
は
60
年
に
一
度
、
津
波
が
来
て
、
２
回
家
を
建
て
た
が
、
３
回
目
は
も

う
住
み
た
く
な
い
と
い
う
人
が
い
る
。

　
震
災
以
降
に
津
波
到
達
予
想
時
間
の
10
分
前
ま
で
に
避
難
を
完
了
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。
田
老
の
消
防
団
は
震
災
前
に
決
め
て
い
た
。
宮
古
で
は
震
災
後
に
こ

医療の現場から　命を見つめて公的な支援体制
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が
あ
る
。
無
線
は
バ
ッ
テ
リ
ー
を
充
電
し
て
お
け
ば
１
週
間
は
持
つ
。
週
１
回
の

定
期
充
電
で
間
に
合
う
。
無
線
は
通
話
の
み
な
の
で
、
ア
ナ
ロ
グ
機
の
方
が
こ
う

い
う
場
合
に
は
便
利
だ
が
、
そ
の
た
め
の
バ
ッ
テ
リ
ー
の
製
造
が
中
止
に
な
っ
た
。

消
防
や
救
急
用
の
無
線
は
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
る
。
３
・
11
の
頃
に
は
デ
ジ
タ
ル

化
は
ま
だ
途
中
で
、
こ
の
あ
た
り
は
ま
だ
だ
っ
た
。
平
成
28
年
５
月
末
が
使
用
の

タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
な
の
で
、
復
旧
補
助
金
で
今
年
度
中
に
デ
ジ
タ
ル
化
が
完
了
す

る
。
震
災
の
時
は
停
電
が
１
週
間
く
ら
い
続
い
た
が
、
ア
ナ
ロ
グ
だ
っ
た
の
で
問

題
は
な
か
っ
た
。

　
震
災
ス
ト
レ
ス
は
皆
抱
え
て
い
た
。
職
員
４
人
が
殉
職
し
た
の
で
、
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
な
が
ら
活
動
し
て
い
た
。
使
命
を
持
っ
て
い
た
の
で
弱
音
は
吐
き
た
く
な

か
っ
た
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
先
生
を
招
い
て
、
講
演
を
行
い
、
個
人
の
相

談
を
受
け
付
け
る
と
言
わ
れ
た
。
反
省
と
し
て
検
証
は
し
て
い
る
。
危
険
を
伴
う

仕
事
な
の
で
、
２
次
災
害
を
考
え
る
。「
逃
げ
る
勇
気
を
持
て
」
と
い
う
言
葉
が
新

し
く
出
て
き
た
。「
助
け
ら
れ
な
か
っ
た
、
く
や
し
い
、
何
の
た
め
の
消
防
だ
」
と

い
う
思
い
が
強
い
。
現
場
の
指
揮
隊
の
判
断
が
重
要
視
さ
れ
る
。
危
険
を
顧
み
ず

一
番
先
に
行
く
と
思
う
。
助
け
ら
れ
な
い
と
自
己
嫌
悪
に
陥
る
。
安
全
管
理
も
想

定
外
だ
っ
た
。
我
々
も
怖
じ
気
づ
い
た
。
太
刀
打
ち
で
き
な
い
状
況
だ
っ
た
。
そ

の
後
、
勇
気
と
希
望
が
持
て
る
言
葉
が
あ
っ
た
。「
消
防
職
員
が
自
ら
の
命
を
守
る

こ
と
が
、
そ
の
後
の
消
防
活
動
に
お
い
て
、
多
く
の
命
を
救
う
基
本
で
あ
る
」
と

い
う
も
の
だ
っ
た
。「
撤
退
」「
退
避
」
す
る
勇
気
と
、
そ
れ
を
見
極
め
る
判
断
力

が
職
員
を
護
り
、
そ
の
後
の
消
防
活
動
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
消
防
団
の
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
新
し
く
作
っ
て
い
る
が
、
住
民
の
理
解
が

不
可
欠
だ
と
思
う
。
避
難
リ
ー
ダ
ー
の
問
題
は
、
率
先
し
て
避
難
す
る
べ
き
だ
と

考
え
る
が
、「
先
に
逃
げ
た
」
と
言
わ
れ
る
。
避
難
行
動
を
率
先
し
て
見
せ
る
こ
と

も
こ
れ
か
ら
の
役
割
だ
と
思
う
。
１
人
も
殺
さ
ず
皆
を
生
か
す
「
無
殺
多
生
」
が

本
来
の
使
命
だ
。
安
全
管
理
の
研
修
と
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
教
え
て
も
ら
う
。

大
規
模
災
害
で
は
線
を
引
け
る
も
の
は
な
い
。

　
逃
げ
る
の
で
は
な
く「
避
難
」。
職
場
で
は「
退
避
」。「
津
波
災
害
退
避
計
画
書
」

を
消
防
団
用
に
も
作
成
し
た
。
こ
れ
が
で
き
て
楽
に
な
っ
た
と
い
う
。
根
拠
が
で

き
て
、
見
切
り
を
付
け
て
退
避
し
、
次
の
準
備
に
入
れ
る
。

の
女
性
を
乗
せ
、
引
っ
張
っ
て
助
け
、
け
が
が
な
い
か
確
認
し
た
。
う
な
っ
て
い

た
が
、
意
識
は
清
明
で
名
前
を
言
え
る
状
態
だ
っ
た
。
指
導
車
で
宮
古
病
院
に
搬

送
し
た
。
そ
れ
以
降
は
人
を
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
冠
水
し
て
い
る
家
々
を

見
て
回
っ
た
。懐
中
電
灯
で
灯
り
の
点
い
て
い
る
家
が
あ
り
、大
丈
夫
か
確
認
し
て
、

待
機
し
て
も
ら
っ
た
。
夜
の
活
動
で
は
そ
の
と
き
助
け
ら
れ
る
状
況
で
は
な
か
っ

た
。
名
前
、
住
所
、
年
齢
な
ど
を
聞
け
る
だ
け
聞
い
て
本
部
に
情
報
と
し
て
知
ら

せ
た
。
５
、６
軒
く
ら
い
は
２
階
に
避
難
し
て
い
る
家
が
あ
っ
た
。

　
２
日
目
は
藤
原
方
面
へ
行
く
よ
う
指
示
が
出
て
、
自
衛
隊
と
共
同
で
人
命
捜
索

を
行
っ
た
。こ
れ
は
１
班
か
ら
３
班
ま
で
が
行
っ
た
。自
衛
隊
数
人
と
消
防
署
員
１
、

２
名
で
組
ん
で
人
命
捜
索
を
行
い
、
遺
体
１
名
を
発
見
し
た
。
藤
原
は
古
い
家
は

流
さ
れ
た
が
、
丈
夫
な
家
は
建
っ
て
い
た
。
声
か
け
を
し
て
も
家
の
中
に
い
る
気

配
は
な
か
っ
た
。

　
３
日
目
以
降
は
指
導
車
に
７
、８
人
乗
っ
て
田
野
畑
に
行
っ
た
。
一
緒
だ
っ
た
の

は
川
井
と
新
里
の
人
だ
っ
た
と
思
う
。
各
分
署
か
ら
５
名
ず
つ
詰
め
る
よ
う
に
指

示
が
あ
り
、
応
援
隊
の
道
案
内
を
し
た
。

　
１
日
の
作
業
が
終
わ
る
と
分
署
に
戻
る
。
比
較
的
早
く
戻
れ
た
日
は
家
に
着
替

え
を
取
り
に
行
っ
た
り
で
き
た
。
１
週
間
く
ら
い
は
分
署
に
泊
ま
っ
た
。

　
外
部
の
応
援
隊
は
本
部
の
３
階
に
泊
ま
っ
て
い
た
。
当
初
３
階
に
い
た
避
難
者

は
指
定
避
難
所
に
移
り
、
そ
の
後
応
援
隊
が
そ
こ
に
入
っ
た
。

　
山
田
で
は
人
命
捜
索
は
４
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
や
っ
た
。
打
ち
切
り
は
各
消
防
署

の
判
断
に
な
る
。
被
災
の
状
況
が
地
域
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
で
、
こ
れ
は
各

地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。
川
井
分
署
で
は
４
月
５
日
か
ら
通
常
勤
務
が
入
り
、
指

示
が
あ
れ
ば
そ
の
都
度
山
田
や
田
野
畑
方
面
に
行
っ
た
り
、
庁
舎
の
片
付
け
な
ど

を
行
っ
た
。

　
消
防
活
動
以
外
で
は
炊
き
出
し
も
や
っ
た
。
婦
人
消
防
協
力
隊
や
地
域
の
防
火

ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
が
や
っ
て
い
た
。
こ
こ
の
隣
に
あ
る
給
食
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館

で
お
に
ぎ
り
を
作
り
、
宮
古
ま
で
運
ん
だ
。
こ
の
地
域
で
は
火
災
な
ど
が
あ
れ
ば

協
力
し
て
炊
き
出
し
を
や
る
風
習
が
以
前
か
ら
あ
っ
た
。

　
自
家
発
電
は
軽
油
さ
え
あ
れ
ば
問
題
な
い
。
車
両
に
積
ん
で
あ
っ
た
り
保
管
庫

に
も
あ
る
。
宮
古
消
防
署
の
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
が
あ
る
。
中
継
局
に
も
バ
ッ
テ
リ
ー

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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ん
ば
り
ま
す
よ
」
と
言
っ
た
。
す
ご
く
気
を
遣
っ
て
も
ら
っ
て
あ
り
が
た
か
っ
た
。

被
災
し
た
方
々
は
も
っ
と
辛
い
し
き
つ
い
と
思
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
き
つ
い

と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

　
救
急
業
務
が
主
で
、
山
田
の
患
者
の
い
る
家
ま
で
道
案
内
を
す
る
。
山
田
病
院

が
被
災
し
て
い
た
た
め
、
患
者
は
す
べ
て
宮
古
病
院
に
搬
送
し
た
。
１
件
だ
け
千

徳
の
三
陸
病
院
に
搬
送
し
た
。
ド
ク
タ
ー
の
判
断
で
盛
岡
で
の
治
療
が
必
要
な
場

合
は
、
盛
岡
隊
が
搬
送
し
て
い
た
と
思
う
。
国
道
１
０
６
号
は
通
行
で
き
た
。
救

急
車
が
４
台
あ
り
、
フ
ル
に
出
動
し
て
い
た
が
、
山
田
の
出
動
体
制
が
整
う
に
従

い
、順
に
減
っ
て
い
っ
た
。
夕
方
、搬
送
が
終
わ
る
と
本
部
に
報
告
し
、新
里
に
戻
っ

て
泊
ま
る
か
、家
が
近
い
人
は
帰
る
。１
週
間
位
分
署
に
泊
ま
っ
て
い
た
。家
に
帰
っ

て
も
時
間
が
遅
く
、家
族
は
寝
て
い
た
。自
宅
か
ら
新
里
分
署
ま
で
25
分
位
か
か
る
。

次
の
日
も
朝
６
時
出
発
な
の
で
間
に
合
う
よ
う
に
家
を
出
る
が
、
い
つ
も
よ
り
す

い
て
い
る
。
朝
晩
は
物
資
輸
送
の
ト
ラ
ッ
ク
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
が
、
昼
間
は
そ

う
で
も
な
か
っ
た
。

　
前
の
晩
に
次
の
日
の
集
合
時
間
が
知
ら
さ
れ
、
署
員
に
伝
え
る
。
明
日
は
５
人

と
か
、
10
人
と
か
呼
ば
れ
る
と
、
当
番
者
を
残
し
宮
古
へ
向
か
う
。
10
日
位
た
っ

た
辺
り
か
ら
休
み
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
山
田
に
始
め
て
支
援
に
行
っ
た
と
き
、
水
門
が
店
に
真
横
に
刺
さ
っ
て
い
た
の

が
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
り
、
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
一
杯
だ
っ
た
。
一
瞬
夢
を
見
て

い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
た
が
、
そ
れ
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
現
実
だ
っ
た
。
自
分
を
保

と
う
と
す
る
の
が
や
っ
と
だ
っ
た
。
２
週
間
位
禁
煙
し
て
い
た
が
、
ま
た
始
め
て

し
ま
っ
た
。

　
山
田
勤
務
の
経
験
が
あ
っ
た
の
で
、
避
難
所
で
そ
の
頃
知
り
合
っ
た
お
じ
い
さ

ん
や
、
お
ば
あ
さ
ん
と
会
え
た
事
が
少
し
う
れ
し
か
っ
た
。
一
人
暮
ら
し
の
お
ば

あ
さ
ん
が
何
度
も
津
波
に
遭
っ
て
い
て
、石
垣
を
高
く
し
た
か
ら
大
丈
夫
だ
と
言
っ

て
い
た
が
、
ち
ゃ
ん
と
逃
げ
て
く
れ
て
、
会
っ
た
と
き
は
抱
き
合
っ
て
喜
ん
だ
。

本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
。

　

４
月
に
入
っ
て
か
ら
、
休
み
も
増
え
て
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
と
、

地
域
の
人
た
ち
に
声
か
け
を
し
て
集
め
た
絵
本
や
米
等
を
、
山
田
の
保
育
園
と
避

難
所
に
届
け
た
。

　
⑸　
新
里
分
署

　
澤
口
義
知
さ
ん
（
昭
和
46
年
生
、
新
里
分
署
、
川
井
出
身
）
に
２
０
１
３
年
８

月
８
日
に
話
を
伺
っ
た
。

　
３
・
11
は
非
番
で
朝
家
に
帰
り
、
長
い
大
き
な
揺
れ
が
あ
っ
た
。
す
ぐ
に
準
備

し
分
署
に
向
か
っ
た
。
Ｉ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
の
情
報
で
津
波
は
20
㌢
位
だ
と
言
っ
て
い

た
。
分
署
に
着
い
て
管
内
の
警
戒
に
廻
っ
て
い
た
が
、
暫
く
し
て
無
線
が
騒
が
し

く
な
っ
て
き
た
が
、
山
間
部
な
の
で
断
続
的
に
し
か
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
。

　
何
か
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
一
緒
に
警
戒
に
廻
っ
て
い
た
職
員
と
話
し
て
い

た
。
分
署
に
戻
る
と
停
電
に
な
っ
て
い
た
。
17
時
頃
宮
古
が
大
変
な
こ
と
に
な
っ

て
い
る
と
不
確
実
な
情
報
が
入
っ
て
い
た
。
情
報
が
な
い
と
ど
う
し
よ
う
も
な
い

の
で
、
発
電
機
で
テ
レ
ビ
を
つ
け
て
見
る
と
、
田
老
の
映
像
が
映
り
、
皆
黙
っ
て

し
ま
っ
た
。

　
19
時
頃
、
宮
古
か
ら
の
無
線
で
３
人
の
派
遣
依
頼
が
あ
っ
た
。
ま
た
本
部
か
ら

消
防
分
団
派
遣
要
請
が
あ
り
、
翌
日
６
時
集
合
と
の
こ
と
で
、
電
話
が
不
通
だ
っ

た
の
で
分
団
長
宅
ま
で
行
き
、
口
頭
で
伝
え
た
。

　
１
日
目
、
２
日
目
は
新
里
で
待
機
し
、
管
内
で
の
異
常
確
認
を
行
っ
て
い
た
。

　
３
日
目
の
夜
に
本
部
か
ら
田
野
畑
管
内
の
捜
索
に
行
く
よ
う
要
請
が
あ
り
、
翌

日
６
名
で
出
動
し
た
。
そ
の
翌
日
は
宮
古
本
部
詰
め
で
、
山
田
の
支
援
に
秋
田
援

助
隊
の
道
案
内
に
出
た
。

　
５
日
目
く
ら
い
ま
で
は
覚
え
て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
は
今
日
が
何
曜
日
で
何
日

な
の
か
記
憶
が
な
い
。
本
部
に
集
ま
っ
て
援
助
隊
の
道
案
内
が
主
な
業
務
だ
っ
た
。

５
、６
日
目
に
や
っ
と
45
号
も
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
前
は
警
報
等

が
あ
れ
ば
山
の
方
を
迂
回
し
て
い
た
。

　
「
今
日
は
援
助
隊
の
何
々
隊
」
と
割
り
振
ら
れ
、秋
田
援
助
隊
と
共
に
行
動
し
た
。

「
今
日
は
男
鹿
消
防
署
で
す
」「
今
日
は
角
館
で
す
」と
言
わ
れ
て
山
田
に
向
か
っ
た
。

　
秋
田
県
の
人
は
観
光
等
で
こ
ち
ら
に
来
た
こ
と
が
あ
る
人
達
が
多
く
、
逆
に
た

く
さ
ん
の
気
遣
い
を
頂
い
た
。
大
館
か
ら
来
た
人
は
山
田
に
も
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
、
現
場
を
見
て
大
泣
き
し
て
い
た
。
宮
古
や
山
田
の
こ
と
を
思
っ
て
く
れ
て
い

る
と
思
う
と
、
う
れ
し
く
も
あ
り
、
悲
し
く
も
あ
っ
た
。
寝
て
い
な
い
の
を
知
っ

て
い
る
よ
う
で
、
後
ろ
で
休
ん
で
良
い
よ
と
言
わ
れ
た
が
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
、
が

医療の現場から　命を見つめて公的な支援体制
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こ
こ
は
ど
こ
な
の
か
、
不
安
に
駆
ら
れ
た
こ
と
が
何
度
も
あ
る
は
ず
だ
。
そ
う
し

た
中
で
の
救
助
活
動
だ
っ
た
の
だ
。

　
た
ま
に
亡
く
な
っ
た
後
輩
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
し
ま
う
。
同
じ
地
区
出
身
な

の
で
、彼
の
父
と
は
た
ま
に
飲
ん
だ
り
す
る
間
柄
な
の
で
、お
盆
は
昔
話
等
を
す
る
。

山
田
、
田
老
な
ど
で
知
り
合
い
が
亡
く
な
っ
た
り
し
て
い
た
。

　
家
の
被
害
は
な
か
っ
た
の
で
、
現
場
を
見
て
い
る
自
分
と
、
家
族
に
ど
う
だ
っ

た
か
と
聞
か
れ
て
説
明
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
き
つ
か
っ
た
。
着
替
え
を
取
り
に

帰
っ
た
と
き
、
中
学
２
年
の
長
男
に
「
後
を
頼
む
ぞ
」
と
言
っ
て
出
て
き
た
が
、

長
男
が
と
て
も
大
変
そ
う
だ
っ
た
と
聞
か
さ
れ
た
。
妻
や
母
も
大
変
だ
っ
た
と
思

う
。
自
分
は
仕
事
だ
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
。

　
山
田
で
患
者
宅
に
行
く
と
き
、
そ
の
場
所
の
目
印
が
何
も
無
く
な
っ
て
い
て
、

見
つ
け
る
の
が
大
変
だ
っ
た
。
援
助
隊
に
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
」
と
言
え
な
く
て

厳
し
か
っ
た
。

　
消
防
に
入
る
前
、
建
設
設
備
の
仕
事
を
し
て
い
て
結
構
き
つ
か
っ
た
が
、
ど
の

仕
事
も
楽
な
も
の
は
な
い
と
い
う
の
が
本
音
だ
と
思
う
。

　
お
わ
り
に

　
誰
も
が
必
死
だ
っ
た
大
震
災
へ
の
対
処
だ
っ
た
が
、
消
防
署
員
は
最
前
線
で
活

躍
し
て
い
た
。
震
災
直
後
か
ら
消
防
署
に
詰
め
て
い
た
署
長
は
、
１
週
間
後
に
町

に
出
て
、
は
じ
め
て
津
波
後
の
光
景
に
接
し
た
。
そ
の
衝
撃
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

自
分
の
記
憶
と
の
落
差
に
「
え
っ
、あ
っ
」
ば
か
り
で
言
葉
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
語
っ
た
。
さ
ら
に
自
分
の
生
存
さ
え
家
族
に
知
ら
せ
る
術
も
無
く
、
震
災
か

ら
３
日
た
っ
て
再
会
し
た
娘
か
ら
は｢

お
父
さ
ん
生
き
て
た｣

と
言
う
声
が
返
っ

て
き
た
。

　
指
令
室
に
缶
詰
に
な
っ
て
い
た
署
員
は
無
線
で
入
っ
て
き
た｢

全
滅｣

と
か
「
負

傷
者
多
数
」と
い
う
件
や
、「
津
波
が
堤
防
を
乗
り
越
え
た
」と
い
う
情
報
を
イ
メ
ー

ジ
で
き
な
か
っ
た
と
語
っ
て
い
た
。

　
ま
た
秋
田
隊
の
道
案
内
を
し
て
い
た
署
員
は
、
か
つ
て
勤
務
し
て
い
た
土
地
で

さ
え
、
津
波
で
全
て
の
家
屋
が
さ
ら
わ
れ
た
跡
で
は
、
自
分
が
ど
こ
を
走
っ
て
い

る
の
か
理
解
で
き
ず
困
っ
た
と
い
う
。
こ
の
違
和
感
は
津
波
後
に
町
を
歩
い
た
者

な
ら
ば
誰
で
も
経
験
し
た
こ
と
だ
。
家
も
電
柱
も
な
く
、
瓦
礫
の
山
と
化
し
た
土

地
や
、
更
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
地
域
に
立
っ
て
、
今
自
分
が
ど
こ
に
い
る
の
か
、

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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３　
警
察
署

　
は
じ
め
に

　
『
東
日
本
大
震
災
と
警
察　
平
成
23
年　
回
顧
と
展
望
』（
２
０
１
１　
警
察
庁
）

に
よ
る
と
、
被
災
地
に
お
け
る
警
察
の
活
動
は
、
避
難
誘
導
、
救
出
救
助
・
捜
索
、

交
通
対
策
、
検
視
・
身
元
確
認
、
原
子
力
災
害
へ
の
対
応
、
安
全
・
安
心
の
確
保

が
あ
る
。ま
た
被
災
地
で
の
警
察
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
は
、警
察
官
の
被
害
、

警
察
施
設
の
被
害
、
過
酷
な
勤
務
環
境
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
警
察
活
動

の
支
え
と
し
て
は
、
全
国
警
察
か
ら
の
特
別
派
遣
、
警
察
の
情
報
通
信
、
関
係
機

関
と
の
連
携
、
医
師
・
歯
科
医
師
等
と
の
協
働
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
民
間
事
業
者

と
の
連
携
、
海
外
か
ら
の
支
援
部
隊
、
そ
し
て
被
災
者
と
の
交
流
・
激
励
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
は
宮
古
市
内
で
活
動
さ
れ
た
方
々
の
記
録
を
、
岩
手
県
警
宮
古
警
察
署

勤
務
の
方
々
か
ら
の
聞
き
書
き
と
、
岩
手
県
警
察
本
部
監
修
『
使
命　
証
言
・
岩

手
県
警
察
の
３
・
11
』（
岩
手
日
報
社　
２
０
１
３
）
に
掲
載
さ
れ
た
記
録
か
ら
振

り
返
っ
て
み
て
み
た
い
。

　
⑴　
宮
古
市
の
場
合

　
『
岩
手
県　
東
日
本
大
震
災
津
波
の
記
録
』（
岩
手
県　
２
０
１
３
）
に
よ
る
と
、

田
老
地
区
中
心
部
の
被
害
は
、
宮
古
市
全
体
の
建
物
被
害
に
お
け
る
全
壊
棟
数

２
千
６
７
７
棟
の
約
27
％
に
当
た
る
７
２
６
棟
（
平
成
24
年
６
月
29
日
現
在
）
が

こ
の
地
域
に
集
中
し
て
い
る
。
ま
た
死
者
・
行
方
不
明
者
数
も
１
８
１
人
と
市
内

で
最
も
多
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
宮
古
市
中
心
市
街
地
は
、
宮
古
駅
を
中

心
に
末
広
町
商
店
街
や
中
央
通
り
商
店
街
が
広
が
る
区
域
に
被
害
が
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
い
る
。

　
宮
古
警
察
署
は
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
警
察
署
１
階
部
分
が
水
没
し
、
ま
た

２
名
の
警
察
官
が
職
務
中
に
津
波
に
巻
き
込
ま
れ
、
被
災
し
た
。

　
こ
の
あ
た
り
の
こ
と
を
２
０
１
３
年
５
月
２
日
に
当
時
の
宮
古
警
察
署　
副
署

長
小
野
寺
啓
泰
さ
ん
か
ら
伺
っ
た
。
警
察
署
の
１
階
は
水
に
つ
か
っ
た
。
警
察
法

に
基
づ
き
、
県
公
安
委
員
会
か
ら
警
察
庁
を
通
じ
、
応
援
依
頼
を
し
た
。
こ
れ

に
は
２
段
階
あ
る
。
第
１
は
被
災
直
後
で
、
手
続
き
は
後
で
も
良
い
。
警
察
庁
か

ら
の
要
請
と
な
る
。
県
警
本
部
（
盛
岡
）
か
ら
全
署
に
指
示
が
出
る
。
各
市
町

村
の
警
察
は
要
請
を
出
せ
る
。
２
０
１
２
年
２
月
１
日
よ
り
全
国
か
ら
特
別
出
向

者
を
つ
の
り
、
岩
手
県
警
の
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
。
１
年
間
の
勤
務
で
、

２
０
１
３
年
の
３
月
31
日
ま
で
で
、
第
２
回
第
２
陣
は
４
月
１
日
か
ら
始
ま
る
。

　
県
警
本
部
警
備
課
に
は
災
害
対
策
室
が
あ
り
、
宮
古
警
察
署
に
も
対
策
本
部
が

あ
る
。
県
の
対
策
室
が
中
心
と
な
り
、
被
災
地
の
対
策
本
部
へ
出
る
。
例
え
ば
陸

前
高
田
で
は
朝
晩
会
議
を
し
て
各
部
の
情
報
を
共
有
す
る
。
県
警
本
部
に
合
わ
せ

て
解
散
時
期
も
決
定
す
る
。
宮
古
で
は
警
察
署
の
４
階
が
本
部
だ
っ
た
。

　
次
に
２
０
１
３
年
８
月
21
日
に
宮
古
警
察
署
地
域
課
長
の
山
田
良
春
さ
ん
と
中

屋
昌
富
さ
ん
（
昭
和
26
年
生
）
に
伺
っ
た
。
中
屋
さ
ん
は
釜
石
生
ま
れ
で
宮
古
に

は
３
回
勤
務
し
た
と
い
う
。
震
災
の
前
の
年
に
宮
古
勤
務
だ
っ
た
。
今
は
千
徳
に

自
宅
が
あ
り
、
宮
古
駅
前
交
番
の
相
談
員
を
さ
れ
て
い
る
。

県
外
か
ら
の
応
援
警
察
官
に
つ
い
て

　
県
警
本
部
警
備
課
に
は
記
録
が
あ
る
と
聞
く
。
38
県
か
ら
応
援
に
来
た
。
今
は

青
森
、
三
重
、
香
川
、
高
知
、
大
分
、
沖
縄
県
か
ら
の
22
人
が
活
動
し
て
い
る
。

昨
年
は
40
人
い
た
。
震
災
直
後
は
京
都
府
警
、
山
梨
県
警
の
広
域
緊
急
援
助
隊
が

来
た
。
昨
年（
平
成
24
年
２
月
６
日
）か
ら
は
特
別
出
向
の
形
で
来
て
く
れ
て
い
る
。

昨
年
ま
で
は
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
住
ん
で
い
た
が
、
今
年
か
ら
新
里
の
仮
設
住
宅
に

住
ん
で
い
る
。
各
県
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
職
員
も
こ
の
仮
設
に
い
る
。
岩
手
県

警
採
用
の
形
式
を
と
り
、
宮
古
警
察
署
管
内
で
勤
務
を
執
行
し
て
い
る
。
出
向
組

に
は
警
視
庁
、
神
奈
川
県
警
を
退
職
し
て
本
県
警
察
官
に
採
用
さ
れ
た
３
人
が
含

ま
れ
て
い
る
。

　
震
災
当
初
は
全
国
か
ら
来
た
警
官
は
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
、
国
民
休
暇
村
、
パ
ー
ク

ホ
テ
ル
に
は
被
災
者
の
避
難
場
所
で
宿
泊
で
き
ず
、県
立
宮
古
短
大
や
シ
ー
ア
リ
ー

ナ
に
宿
泊
し
た
り
、
盛
岡
市
や
花
巻
市
あ
た
り
か
ら
通
っ
て
い
た
。

震
災
後
の
活
動
状
況

　
駅
前
交
番
で
は
所
在
不
明
者
の
受
付
を
や
っ
て
い
た
。
拾
得
物
受
理
も
や
っ
た
。

医療の現場から　命を見つめて公的な支援体制



590

し
た
。

　
駅
前
交
番
に
は
、
夕
方
に
食
事
を
提
供
し
て
く
れ
た
業
者
が
い
た
が
、
数
日
後
、

「
米
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
最
後
で
す
。」
と
話
し
、
米
を
１
升
く
ら
い
置

い
て
い
っ
た
。

　
対
策
本
部
に
は
、
毎
朝
パ
ネ
ル
ト
ラ
ッ
ク
で
秋
田
県
か
ら
お
に
ぎ
り
が
搬
送
さ

れ
た
。
そ
の
お
に
ぎ
り
は
堅
く
、
冷
た
く
て
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
各
部
隊
に

分
配
し
た
。

　
対
策
本
部
に
入
れ
な
い
状
態
が
数
日
間
続
い
た
の
で
、
駅
前
交
番
に
避
難
者
の

所
在
確
認
の
た
め
多
く
の
人
が
来
た
が
、
情
報
を
把
握
し
て
い
な
い
の
で
、
提
供

は
で
き
な
か
っ
た
。
市
役
所
に
避
難
所
と
避
難
者
の
名
前
を
掲
示
し
て
い
る
と
思

う
の
で
、
そ
ち
ら
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
と
教
え
た
。
通
行
止
め
で
行
き
た
い
と

こ
ろ
に
行
け
な
い
と
怒
り
出
す
人
も
い
た
。

　
震
災
当
初
は
外
部
不
審
者
が
多
く
入
っ
て
い
る
と
い
う
連
絡
が
多
数
あ
っ
た
が
、

取
り
締
ま
れ
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
２
週
間
後
頃
か
ら
、
夜
間
に
自
衛
隊
の
Ｍ

Ｐ
と
表
示
し
た
車
両
が
赤
色
回
転
灯
を
点
灯
し
な
が
ら
巡
回
し
て
い
た
。
道
路
の

瓦
礫
を
撤
去
し
て
、
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
、
市
街
地
で
テ
レ
ビ
を
盗
ま

れ
た
と
い
う
被
害
が
あ
っ
た
。
ヘ
ド
ロ
状
の
泥
が
堆
積
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
よ
く

行
っ
た
な
と
思
う
。
捜
査
で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
。

　
被
災
家
屋
は
施
錠
で
き
な
い
た
め
、
窃
盗
事
件
が
多
発
し
た
の
で
、
機
動
捜
査

部
隊
も
活
動
し
た
。
２
～
３
週
間
経
過
し
て
、
少
し
落
ち
着
い
た
頃
、
避
難
場
所

の
巡
回
を
始
め
た
。
岩
手
県
警
察
の
名
の
入
っ
た
パ
ト
カ
ー
を
見
て｢

ほ
っ
と
す

る｣

と
言
っ
た
方
も
い
た
と
い
う
。

緊
急
援
助
隊
の
活
動

　
12
日
午
後
、
内
陸
部
の
警
察
署
か
ら
の
緊
急
応
援
部
隊
が
来
た
。
13
日
の
午
後

に
は
広
域
緊
急
援
助
隊
（
京
都
府
警
と
山
梨
県
警
）」
が
来
て
、
休
む
間
も
な
く
主

要
交
差
点
で
交
通
整
理
を
開
始
し
た
。

　
普
段
訓
練
し
て
い
る
の
は
広
域
緊
急
援
助
隊
の
警
察
官
た
ち
だ
け
だ
。
他
県
か

ら
の
応
援
は
２
週
間
交
代
で
、警
備
部
隊
、刑
事
部
隊
、交
通
部
隊
、地
域
部
隊
だ
っ

た
。
警
備
部
隊
は
行
方
不
明
者
の
捜
索
、
ご
遺
体
の
収
容
活
動
を
行
っ
た
。
刑
事

携
帯
も
一
般
加
入
電
話
も
使
え
な
い
状
態
で
、
連
絡
が
取
れ
な
い
と
い
う
人
が
多

く
来
て
、
そ
れ
ら
を
受
理
し
た
。
震
災
当
日
は
団
体
の
デ
モ
行
進
の
予
定
が
あ
り
、

配
置
に
つ
い
て
い
た
が
、
直
前
に
地
震
が
発
生
、
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
こ

と
で
デ
モ
は
中
止
に
な
っ
た
。即
時
、海
岸
方
面
に
進
行
す
る
車
両
の
交
通
整
理
と
、

海
岸
方
面
か
ら
避
難
し
て
く
る
車
両
の
交
通
整
理
に
当
た
っ
た
が
、
停
電
に
よ
り

信
号
機
が
滅
灯
（
信
号
機
が
作
動
し
な
い
こ
と
）
し
た
こ
と
と
、
警
察
官
人
員
が

少
な
い
た
め
、
一
時
、
主
要
交
差
点
が
渋
滞
し
た
。

　
予
想
さ
れ
た
津
波
の
高
さ
で
は
、
堤
防
を
越
え
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
の
思

い
が
あ
っ
た
。「
と
ん
で
も
な
い
大
津
波
だ
か
ら
ま
ず
逃
げ
る
」
と
い
う
人
と
、「
と

り
あ
え
ず
逃
げ
る
」
と
い
う
人
の
温
度
差
が
あ
っ
た
。
防
災
無
線
で
「
避
難
し
て

く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
て
も
、
言
葉
だ
け
で
は
非
難
し
な
い
。「
す
ぐ
そ
こ
ま
で

津
波
が
来
て
い
る
。
逃
げ
ろ
」
と
言
わ
れ
て
逃
げ
出
す
人
が
多
か
っ
た
が
、
老
人

は
逃
げ
ら
れ
な
い
。

　
末
広
町
通
り
を
市
役
所
方
面
か
ら
宮
古
駅
前
交
差
点
に
向
か
っ
て
、
オ
ー
ト
バ

イ
に
乗
っ
た
消
防
団
員
が
、｢

津
波
は
こ
ち
ら
に
入
っ
て
き
た｣

と
大
声
で
叫
ん
で

い
た
。
そ
の
直
後
、
中
央
通
り
か
ら
末
広
町
通
り
に
波
が
車
両
を
押
し
流
し
て
来

る
の
が
見
え
た
。
駅
前
交
差
点
で
津
波
の
高
さ
は
30
㌢
く
ら
い
だ
っ
た
。

　
津
波
が
引
い
た
後
、
信
号
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
の
で
交
番
勤
務
員
が
交
代
で

交
通
整
理
を
し
た
。
水
が
引
い
て
か
ら
地
元
住
民
が
避
難
場
所
か
ら
戻
っ
て
き
た
。

停
電
が
回
復
す
る
ま
で
３
日
間
く
ら
い
か
か
っ
た
。
沿
岸
部
で
は
長
い
間
、
電
気

も
携
帯
も
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。数
日
後
に
宮
古
郵
便
局
の
屋
上
か
ら
は
つ
な
が
っ

た
。
警
察
電
話
は
震
災
直
後
は
つ
な
が
っ
て
い
た
が
、
数
日
後
に
は
通
話
で
き
な

く
な
っ
た
。
停
電
中
は
水
道
も
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
。

　
自
宅
に
い
つ
戻
っ
た
の
か
正
確
に
記
憶
し
て
い
な
い
。
災
害
対
策
本
部
が
あ
る

宮
古
警
察
署
に
も
行
け
な
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
２
日
後
の
夕
方
に
本
署
に
通
じ

る
道
路
の
一
部
が
回
復
し
た
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

　
パ
ト
カ
ー
が
被
災
し
て
使
用
で
き
ず
、マ
イ
カ
ー
で
活
動
す
る
よ
う
指
示
が
あ
っ

た
。
ガ
ソ
リ
ン
は
理
由
を
話
し
て
給
油
し
、
代
金
の
請
求
書
は
宮
古
警
察
署
宛
と

し
た
。

　
震
災
後
体
力
が
つ
い
て
行
か
ず
に
困
っ
た
。
寒
い
時
期
な
の
で
足
が
つ
っ
た
り

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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海
岸
部
の
停
電
が
解
消
さ
れ
、
信
号
機
が
正
常
に
作
動
し
、
落
ち
着
い
た
頃
、

心
理
ケ
ア
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
あ
り
、
項
目
に
該
当
す
る
者
は
、
資
格

の
あ
る
人
が
来
て
、
面
接
を
行
い
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
実
施
し
た
。

今
後
に
備
え
て

　
自
分
が
何
を
す
る
の
か
、
普
段
か
ら
よ
く
考
え
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
。
そ
れ
を

考
え
て
お
か
な
い
と
う
ま
く
行
動
で
き
な
い
。

　
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
ら
、
海
岸
部
に
通
じ
る
道
路
を
封
鎖
す
る
べ
き
だ

と
思
う
。
但
し
海
岸
部
か
ら
避
難
す
る
車
両
の
通
行
は
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
防
災
無
線
で
ど
の
地
域
は
ど
こ
の
高
台
へ
避
難
す
べ
き
か
指
示
す
る
べ
き
だ

と
思
う
。
ラ
ジ
オ
や
無
線
を
聞
い
て
い
な
い
人
も
い
る
。

　
前
年
に
は
田
野
畑
村
に
い
た
が
、
チ
リ
地
震
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
て
も
、
や

は
り
逃
げ
な
か
っ
た
人
が
い
た
。「
ま
た
か
」
と
い
う
思
い
が
強
い
。

　
大
船
渡
市
三
陸
町
出
身
の
警
官（
後
述
の
菅
原
一
弘
巡
査
長
）は
、母
親
か
ら「
地

震
が
発
生
し
て
も
30
分
は
大
丈
夫
だ
か
ら
、
そ
の
間
に
逃
げ
る
な
り
対
策
を
す
る

よ
う
に
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
震
災
の
時
に
は
災
害
救
助
な
ど
の
活
動
が

で
き
る
よ
う
に
服
装
を
着
替
え
た
。
同
僚
に
も｢

災
害
活
動
が
で
き
る
服
に
着
替

え
、
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
よ
う
に｣

と

言
っ
た
と
い
う
。
本
署
に
は
パ
ト
カ
ー

等
数
台
が
置
い
て
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら

は
全
部
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
。

　
平
成
23
年
8
月
「
一
致
団
結　
宮
古

署　
贈　
特
別
出
向
者
一
同
」
と
書
か

れ
た
大
漁
旗
が
宮
古
警
察
に
飾
っ
て
あ

る
。

　
以
下
は
寄
せ
書
き
の
一
部
で
、
こ
れ

は
全
国
か
ら
の
出
向
者
の
方
々
が
寄
贈

し
た
も
の
と
い
う
。

　
「
自
分
た
ち
が
日
本
史
上
未
曾
有
の

部
隊
は
ご
遺
体
の
検
視
を
し
て
、
身
元
を
確
認
し
、
ご
遺
族
に
引
き
渡
し
た
。
千

徳
の
体
育
館
、
勤
労
青
少
年
体
育
館
、
田
老
の
県
立
宮
古
北
高
の
体
育
館
が
ご
遺

体
の
収
容
所
に
な
っ
た
。
交
通
部
隊
は
信
号
機
の
停
電
や
、
制
御
板
の
故
障
で
作

動
し
な
い
主
要
交
差
点
で
交
通
整
理
を
実
施
し
た
。地
域
部
隊
は
街
頭
の
パ
ト
ロ
ー

ル
や
避
難
所
を
訪
問
し
て
、
被
災
者
支
援
の
活
動
を
し
た
。

　
発
災
か
ら
半
年
が
過
ぎ
た
頃
、
愛
知
県
か
ら
来
た
機
動
隊
員
が｢

発
災
時
に
宮

城
県
気
仙
沼
市
に
行
け
、
と
命
じ
ら
れ
て
、
出
動
し
た
が
、
被
災
の
状
況
が
全
く

わ
か
ら
な
い
し
、
必
要
な
資
機
材
は
何
な
の
か
わ
か
ら
ず
、
途
中
の
コ
ン
ビ
ニ
店

な
ど
で
弁
当
の
食
糧
を
買
い
な
が
ら
来
ま
し
た｣

と
話
し
て
い
た
。

　
大
阪
府
警
の
警
察
官
は
人
気
が
あ
っ
た
と
聞
く
。
ド
ラ
周
辺
に
立
っ
て
い
る
と
、

女
子
中
高
生
が
話
し
か
け
て
き
た
と
い
う
。

　
宮
崎
県
や
大
分
県
に
集
中
豪
雨
が
あ
っ
た
と
き
、
大
分
県
警
の
機
動
隊
は
こ
ち

ら
で
活
動
し
て
い
た
。

　
平
成
24
年
２
月
６
日
か
ら
特
別
出
向
し
て
い
た
三
重
、
高
知
、
香
川
、
大
分
県

か
ら
の
警
察
官
は
、
今
後
発
生
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
で
の
地
震
・
津
波
対

策
の
研
修
を
兼
ね
て
い
た
よ
う
だ
。
高
知
県
か
ら
出
向
の
警
察
官
は
、｢

四
国
は
海

岸
部
が
都
市
で
人
口
が
集
中
し
て
い
る
た
め
、
津
波
が
発
生
し
た
ら
避
難
は
で
き

な
い
だ
ろ
う｣

と
話
し
て
い
た
。

　
特
別
出
向
者
は
機
動
捜
査
班
、
交
通
安
全
対
策
班
、
自
動
車
警
邏
班
、
地
域
安

全
班
の
４
班
で
活
動
し
た
。
機
動
捜
査
班
は
車
を
使
用
し
た
捜
査
で
、
刑
事
部
門

と
ペ
ア
で
活
動
し
た
。
交
通
安
全
対
策
班
は
交
通
の
指
導
取
締
を
行
っ
た
。
自
動

車
警
邏
班
は
犯
罪
抑
止
の
た
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
。
地
域
安
全
班
は
仮
設

住
宅
を
主
と
し
た
巡
回
を
行
っ
た
。
地
域
に
溶
け
込
む
た
め
、
勤
務
後
に
サ
ー
ク

ル
活
動
も
行
っ
て
い
た
。
あ
る
出
向
警
察
官
は
カ
ッ
タ
ー
大
会
に
一
緒
に
出
場
し

た
。
地
元
出
身
の
警
察
官
も
来
た
。
自
分
の
所
属
地｢

埼
玉
県
警｣

の
ロ
ゴ
が
付

い
た
装
備
品
を
着
装
し
て
、
活
動
し
て
い
た
。

　
関
西
方
面
の
方
々
も
来
て
い
た
が
、
来
て
い
る
理
由
が
わ
か
れ
ば
、
受
け
入
れ

る
地
域
住
民
も｢

い
い
人
が
来
て
く
れ
た｣

と
喜
ん
で
い
た
。
し
か
し
言
葉
の
問

題
が
あ
っ
た
。
こ
の
辺
り
の
人
が
敬
語
を
使
っ
て
話
す
と
理
解
で
き
な
い
こ
と
が

あ
っ
た
よ
う
だ
。

写�真　「一致団結　宮古署　贈　特別出向者一同」
と書かれた大漁旗

医療の現場から　命を見つめて公的な支援体制
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に
満
た
し
た
。
そ
し
て
引
く
ま
も
な
く
、
第
２
波
が
上
か
ら
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う

に
襲
っ
て
き
た
。
流
れ
込
ん
だ
濁
流
は
庁
舎
１
階
を
完
全
に
水
没
さ
せ
、
漂
流
す

る
ガ
ス
ボ
ン
ベ
か
ら
は
ガ
ス
が
吹
き
出
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
避
難
誘
導
に
出
動
し
た
数
名
の
署
員
が
な
か
な
か
戻
ら
な
か
っ
た
。

自
分
の
子
ど
も
と
同
じ
年
の
２
人
の
男
の
子
が
お
り
、
そ
の
か
わ
い
ら
し
い
顔
を

思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、「
頼
む
、生
き
て
い
て
く
れ
」「
死
ぬ
ん
じ
ゃ
ね
え
ぞ
」
と
祈
っ

た
。

　
翌
日
は
雪
景
色
だ
っ
た
。
余
震
と
津
波
警
戒
に
対
す
る
防
災
無
線
の
中
、
管
内

の
被
災
状
況
の
情
報
収
集
へ
出
動
し
た
。
夕
方
に
な
っ
て
田
老
地
区
へ
向
か
い
、

田
老
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
愕
然
と
し
た
。
街
が
無
く
な
っ
て
い
た
。「
万
里
の
長
城
」

と
称
し
て
地
元
住
民
の
自
慢
で
あ
っ
た
巨
大
な
防
潮
堤
の
一
部
だ
け
が
残
り
、
津

波
は
町
の
全
て
を
の
み
込
み
、
消
滅
さ
せ
て
い
た
。

　
情
報
が
錯
綜
し
、
陸
路
か
ら
の
被
災
状
況
が
瓦
礫
に
よ
っ
て
遅
々
と
進
ま
な
い

中
、
上
空
か
ら
の
ヘ
リ
に
よ
る
情
報
収
集
は
非
常
に
助
か
っ
た
。
そ
の
中
で
大
き

な
問
題
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
頼
み
の
綱
で
あ
る
連
絡
手
段
が
県
内
系
と
共
通

系
の
２
波
の
警
察
無
線
の
み
で
は
思
う
よ
う
に
伝
達
が
で
き
ず
、
把
握
が
き
わ
め

て
難
し
く
な
っ
て
き
た
。「
無
線
に
出
ろ
オ
」「
呼
ん
で
ん
だ
っ
て
エ
」
と
、
皆
が

ワ
ラ
に
も
す
が
る
思
い
で
必
死
だ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
か
ら
署
の
運
用
再
編
成
が
な
さ
れ
、
上
司
か
ら
統
括
班
の

役
割
を
任
さ
れ
た
と
き
、「
こ
の
席
に
座
っ
た
ら
、
覚
悟
し
ろ
よ
」
と
話
さ
れ
た
。

各
署
員
が
動
い
て
い
る
状
況
を
も
れ
な
く
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
統
括
班

の
メ
ン
バ
ー
と
四
六
時
中
、
無
線
、
衛
星
電
話
機
、
メ
モ
紙
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

と
の
に
ら
み
合
い
が
始
ま
っ
た
。

　
現
場
で
ヘ
ド
ロ
の
混
じ
っ
た
砂
埃
の
中
を
必
死
に
な
っ
て
駆
け
回
っ
た
り
、
か

け
が
え
の
な
い
家
族
を
失
っ
た
無
念
さ
を
察
し
な
が
ら
、
黙
々
と
検
視
業
務
を
進

め
た
り
、
遺
族
と
と
も
に
涙
を
流
す
な
ど
、
活
動
を
展
開
し
て
い
る
署
員
や
応
援

に
駆
け
つ
け
て
い
る
各
隊
員
の
た
め
に
も
、
片
時
も
報
告
を
聞
き
漏
ら
さ
ず
、
少

し
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
運
用
さ
せ
る
と
い
う
一
念
だ
っ
た
。

　
被
災
地
に
入
っ
た
応
援
部
隊
は
、
氷
点
下
の
夜
間
を
普
通
車
で
車
中
泊
を
繰
り

返
し
な
が
ら
検
視
業
務
を
続
け
た
。
窓
ガ
ラ
ス
の
壊
れ
た
体
育
館
で
外
套
だ
け
を

震
災
発
生
に
伴
う
出
向
で
」

　
「
震
災
そ
の
も
の
を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」

　
「�
被
災
地
の
安
心
安
全
を
と
言
う
志
を
一
つ
に
、
出
会
い
、
一
致
団
結
し
て
奮
闘

し
た
仲
間
が
こ
の
宮
古
署
に
い
た
事
」

　
⑵　
宮
古
警
察
署
管
内
警
察
官
の
方
々
の
手
記

　
こ
こ
か
ら
は
岩
手
県
警
察
本
部
監
修
に
よ
る『
使
命　
証
言・岩
手
県
警
察
の
３・

11
』（
岩
手
日
報
社　
２
０
１
３
）
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
主
に
宮
古
警
察
署
管
内

で
東
日
本
大
震
災
を
経
験
さ
れ
た
警
察
官
の
方
々
の
手
記
を
選
ん
だ
。
当
方
で
適

宜
省
略
し
た
形
で
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
文
責
は
筆
者
に
あ
る
。

菅
原
一
弘
さ
ん
（
宮
古
警
察
署
、
巡
査
長
）
の
手
記

困
難
極
め
た
被
災
状
況
の
把
握

　
「
あ
の
日
、
私
は
人
事
異
動
対
象
で
送
別
会
を
終
え
た
後
、
事
務
引
き
継
ぎ
を
行

い
な
が
ら
本
署
と
宿
舎
を
往
復
し
て
引
っ
越
し
準
備
を
行
っ
て
い
た
。
突
然
地
鳴

り
と
と
も
に
天
井
の
蛍
光
灯
が
揺
れ
出
し
、激
し
い
横
揺
れ
に
積
み
重
ね
た
段
ボ
ー

ル
が
崩
れ
落
ち
た
。
強
烈
な
揺
れ
の
中
で
、「
大
き
な
津
波
が
来
る
な
」
と
両
親
ら

の
話
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
い
よ
い
よ
現
実
の
も
の
と
し
て
襲
っ
て
く
る
と
い
う

緊
張
に
胸
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
だ
っ
た
。

　
宿
舎
前
の
国
道
45
号
は
、
停
電
で
信
号
が
滅
灯
し
て
大
渋
滞
が
生
じ
て
い
た
。

そ
の
中
を
縫
う
よ
う
に
事
故
処
理
車
両
な
ど
の
緊
急
車
両
が
け
た
た
ま
し
く
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
、
津
軽
石
方
面
に
向
か
っ
て
行
っ
た
。

　
宮
古
湾
は
潮
の
干
満
が
始
ま
っ
て
お
り
、
次
第
に
そ
の
激
し
さ
を
増
し
、
海
底

が
見
え
始
め
、
大
型
ヨ
ッ
ト
が
底
を
着
け
て
傾
い
た
。

　
至
急
報
を
告
げ
る
チ
ャ
イ
ム
は
鳴
り
止
ま
な
い
。
刻
一
刻
と
迫
っ
て
く
る
津
波

に
署
員
は
不
安
と
緊
張
の
た
め
顔
を
強
ば
ら
せ
て
い
た
。

　
重
茂
半
島
北
端
の
閉
伊
崎
付
近
の
海
水
が
異
常
に
盛
り
上
が
り
、「
黒
い
壁
」
と

な
っ
て
宮
古
湾
の
奥
へ
と
迫
っ
て
く
る
の
が
目
視
で
き
た
瞬
間
、
県
内
系
無
線
で

は
大
船
渡
署
員
の
「
津
波
の
襲
来
を
確
認
」
と
い
う
第
１
報
が
流
れ
た
。
第
１
波

は
ひ
た
ひ
た
と
水
か
さ
を
増
し
て
、
ほ
ん
の
数
秒
の
内
に
署
前
の
防
潮
堤
を
静
か

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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毎
晩
遅
く
ま
で
の
勤
務
が
続
き
、
誰
し
も
が
疲
労
の
ピ
ー
ク
を
感
じ
て
い
た
中

で
も
が
ん
ば
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
終
礼
時
に
署
長
を
始
め
と
す
る
幹
部
職
員

の
方
々
に
「
今
が
一
番
つ
ら
い
時
期
だ
が
、
そ
れ
で
も
私
た
ち
は
警
察
官
な
の
だ

か
ら
弱
音
を
吐
く
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
檄
を
飛
ば
さ
れ
、
明
日
も
が
ん
ば
ろ
う

と
思
え
た
か
ら
だ
。

　
電
気
が
ま
だ
復
旧
し
て
い
な
か
っ
た
頃
、
明
か
り
一
つ
な
く
真
っ
暗
な
街
を
本

署
の
４
階
か
ら
眺
め
て
い
る
と
、
サ
イ
レ
ン
と
共
に
県
外
部
隊
の
車
両
が
車
列
を

組
ん
で
赤
灯
を
付
け
な
が
ら
走
っ
て
く
る
姿
が
見
え
た
。
食
料
も
少
な
く
、
増
え

続
け
る
仕
事
に
疲
労
を
感
じ
て
い
た
私
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
の
明
か
り
は
決
し
て

１
人
で
は
な
い
と
い
う
安
心
感
と
、
そ
し
て
警
察
と
い
う
大
き
な
組
織
の
つ
な
が

り
を
実
感
し
た
。

【
引
用
文
献
】

『
東
日
本
大
震
災
と
警
察　
平
成
23
年　
回
顧
と
展
望
』
警
察
庁　
２
０
１
１
年

岩
手
県
警
察
本
部
監
修
『
使
命　
証
言
・
岩
手
県
警
察
の
３
・
11
』
岩
手
日
報
社　

　
２
０
１
３
年

『
岩
手
県　
東
日
本
大
震
災
津
波
の
記
録
』
岩
手
県　
２
０
１
３
年

身
に
ま
と
い
、
寒
さ
を
耐
え
し
の
ぎ
な
が
ら
、
連
日
の
捜
索
作
業
に
従
事
し
て
く

れ
た
部
隊
も
い
た
。
ま
さ
に
想
像
を
超
え
る
過
酷
な
状
況
の
中
で
の
勤
務
で
あ
っ

た
。

　
犠
牲
と
な
っ
た
市
民
の
方
々
、
そ
し
て
職
員
の
た
め
に
も
「
絶
対
に
負
け
ら
れ

な
い
」
と
い
う
気
概
を
持
ち
続
け
、
こ
の
震
災
を
風
化
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
思

う
。」

鳥
畑
拓
真
さ
ん
（
宮
古
警
察
署
、
巡
査
）
の
手
記

忘
れ
ら
れ
な
い
初
任
地
で
の
経
験

　
私
が
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
の
は
、
初
任
科
課
程
を
修
了
し
、
初
任
地
の

宮
古
警
察
署
港
町
交
番
へ
配
属
さ
れ
、
職
場
実
習
が
始
ま
っ
て
１
か
月
が
経
過
し

た
と
き
だ
っ
た
。

　
震
災
当
日
、
小
さ
な
揺
れ
が
次
第
に
強
く
な
り
、
部
屋
か
ら
飛
び
出
し
た
。
同

じ
港
町
交
番
勤
務
の
先
輩
か
ら
「
本
署
へ
行
く
ぞ
」
と
言
わ
れ
、
参
集
の
準
備
を

し
た
。

　
徒
歩
で
も
こ
れ
以
上
本
署
に
近
づ
く
こ
と
は
困
難
と
思
い
、
駅
前
交
番
ま
で
引

き
返
そ
う
と
し
た
と
き
、
地
域
の
人
が
水
没
し
た
住
宅
街
の
方
を
指
さ
し
て
い
る

の
が
見
え
、
そ
の
先
を
見
る
と
漂
流
し
て
い
た
木
材
の
上
に
何
か
が
乗
っ
て
い
る

の
が
見
え
た
。
見
る
と
流
さ
れ
た
木
材
に
50
歳
く
ら
い
の
男
性
が
ぐ
っ
た
り
し
て

つ
か
ま
っ
て
お
り
、
大
声
で
呼
び
か
け
て
も
反
応
は
無
か
っ
た
。
腰
ま
で
水
に
浸

か
り
な
が
ら
助
け
に
向
か
っ
た
が
、
男
性
は
意
識
が
も
う
ろ
う
と
し
て
会
話
を
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
私
は
そ
の
ま
ま
背
負
っ
て
避
難
所
の
宮
古
市
立
河
南

小
学
校
ま
で
運
び
、
応
急
手
当
を
し
て
な
ん
と
か
助
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
そ
の
後
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
交
差
点
で
交
通
整
理
を
行
い
、
深
夜
に
な
っ
て

宮
古
署
へ
戻
っ
た
。
署
の
４
階
会
議
室
が
対
策
本
部
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
で
初

め
て
港
町
交
番
の
中
村
所
長
と
村
上
巡
査
長
の
２
人
と
連
絡
が
取
れ
て
い
な
い
こ

と
、
自
分
も
行
方
不
明
者
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。

　
翌
日
か
ら
始
ま
っ
た
遺
体
の
搬
送
は
足
場
が
と
て
も
悪
く
、
車
両
が
進
入
で
き

な
い
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
た
め
、
毛
布
を
使
っ
た
人
力
で
の
作
業
と
な
り
、

ご
遺
体
は
何
倍
も
の
重
さ
に
感
じ
ら
れ
た
。

医療の現場から　命を見つめて公的な支援体制
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４　
自
衛
隊

　
は
じ
め
に

　
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
被
災
地
で
の
自
衛
隊
の
活
動
は
目
を
見
張
る

も
の
が
あ
っ
た
。
被
災
者
の
皆
様
か
ら
お
一
人
お
一
人
の
記
憶
を
た
ど
っ
て
伺
っ

て
ゆ
く
中
で
、
救
い
主
と
し
て
の
自
衛
隊
の
方
々
の
活
躍
す
る
姿
が
記
憶
に
焼
き

付
い
て
い
る
と
、
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
項
で
は
自
衛
隊
の
側
に
焦
点

を
置
き
、彼
ら
の
初
動
体
制
か
ら
、被
災
地
で
の
活
躍
の
軌
跡
等
を
時
系
列
に
従
っ

て
記
録
し
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。
そ
の
際
引
用
し
た
の
は
、
平
成
23
年
版
『
日

本
の
防
衛　
防
衛
白
書
』（
防
衛
省
・
自
衛
隊
）、『
あ
り
が
と
う　
自
衛
隊　
勇
士

た
ち　
陸
上
自
衛
隊
岩
手
駐
屯
地　
東
日
本
大
震
災
「
災
害
派
遣
」
記
録
集
（
保

存
版
）』
盛
岡
タ
イ
ム
ス　
２
０
１
１
（
引
用
に
は
『
記
録
集
』
と
略
）、そ
し
て
「
自

衛
隊
北
部
方
面
隊
Ｈ
Ｐ　
東
日
本
大
震
災　
災
害
派
遣
活
動
状
況　
北
部
方
面
隊

―
す
べ
て
は
被
災
者
の
た
め
に
―
」（
引
用
に
は
「
北
部
方
面
隊
Ｈ
Ｐ
」
と
略
）
で

あ
る
。
引
用
文
献
は
こ
ち
ら
で
適
宜
省
略
し
て
使
う
。

　
ま
た
２
０
１
４
年
８
月
25
日
に
は
陸
上
自
衛
隊
中
部
方
面
隊
伊
丹
駐
屯
地
に
所

属
さ
れ
て
い
る
中
部
総
監
部
防
衛

部
長
で
一
等
陸
佐
の
滝
澤
博
文
さ

ん
（
昭
和
38
年
生
、
長
野
出
身
）

を
お
訪
ね
し
て
、
当
時
の
状
況
を

話
し
て
頂
い
た
。
滝
澤
さ
ん
は
震

災
当
時
北
部
方
面
隊
の
第
２
師
団

司
令
部
幕
僚
長
と
い
う
お
立
場
で
、

宮
古
市
方
面
の
災
害
派
遣
の
指
揮

を
執
ら
れ
た
方
だ
。

　

こ
こ
で
は
滝
澤
さ
ん
の
話
を
中

心
に
、
時
系
列
に
沿
っ
て
引
用
文
献

で
詳
細
を
補
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た

い
。

　
⑴　
東
日
本
大
震
災
へ
の
自
衛
隊
の
対
応

　
は
じ
め
に
東
日
本
大
震
災
直
後
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
取
っ
た
対
応
に
つ
い
て
、

平
成
23
年
版『
日
本
の
防
衛　
防
衛
白
書
』（
防
衛
省・自
衛
隊
）よ
り
引
用
し
た
い
。

す
べ
て
の
自
衛
隊
員
の
活
動
が
、
こ
こ
か
ら
出
発
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
「
特
集　
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応

　
１　
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
活
動
態
勢

　

�　
11
（
平
成
23
）
年
３
月
11
日
14
時
46
分
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度

７
の
大
地
震
（
国
内
観
測
史
上
最
大
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９・０
）
が
発
生
し
た
。

岩
手
県
・
宮
城
県
・
福
島
県
で
は
沿
岸
沿
い
の
集
落
が
地
震
に
よ
り
発
生
し
た

大
津
波
に
よ
っ
て
広
範
囲
に
わ
た
り
水
没
し
た
ほ
か
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
で
は
原
子
炉
な
ど
の
損
傷
に
よ
っ
て
放
射
性
物
質
が
漏
出
す
る
事

故
も
複
合
し
て
起
こ
る
な
ど
、
広
域
に
わ
た
り
大
規
模
か
つ
激
甚
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
未
曾
有
の
大
震
災
と
な
っ
た
。

　

�　
防
衛
省
・
自
衛
隊
は
、
地
震
発
生
直
後
の
14
時
50
分
に
防
衛
省
災
害
対
策
本

部
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
航
空
機
な
ど
に
よ
る
情
報
収
集
を
行
っ
た
。
15
時

30
分
に
は
第
１
回
防
衛
省
災
害
対
策
本
部
会
議
を
開
催
、
18
時
00
分
に
は
、
大

規
模
震
災
災
害
派
遣
を
、
19
時
30
分
に
は
原
子
力
災
害
派
遣
を
そ
れ
ぞ
れ
防
衛

大
臣
か
ら
自
衛
隊
の
部
隊
に
命
じ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
自
衛
隊
は
、
地
震
発

生
当
日
か
ら
約
８
千
４
０
０
人
の
態
勢
を
動
員
し
活
動
を
行
う
な
ど
、
陸
自
多

賀
城
駐
屯
地
や
空
自
松
島
基
地
な
ど
が
被
災
し
、
航
空
機
や
車
両
が
水
没
す
る

被
害
を
受
け
る
中
で
も
、
可
能
な
限
り
の
人
員
・
装
備
を
投
入
し
て
、
被
災
者

の
人
命
救
助
の
た
め
、
大
規
模
か
つ
迅
速
な
初
動
体
制
を
行
っ
た
。」

　
⑵　
宮
古
地
域
で
の
自
衛
隊
の
対
応

　
『
記
録
集
』
に
は
資
料
と
し
て
「
岩
手
県
内
に
お
け
る
各
時
期
の
自
衛
隊
部
隊
展

開
図
」
が
あ
り
、
い
つ
ど
の
部
隊
が
派
遣
さ
れ
た
の
か
が
わ
か
る
。
発
災
当
初
に

宮
古
に
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
第
９
特
科
連
隊
本
部
の
あ
る
岩
手
駐
屯
地
か
ら
の
第

９
特
科
連
隊
第
３
大
隊
だ
っ
た
。
23
年
３
月
12
日
以
降
も
同
じ
く
第
９
特
科
連
隊

第
３
大
隊
が
活
躍
し
た
。
３
月
16
日
以
降
に
な
る
と
、
宮
古
市
及
び
そ
れ
以
北
の

沿
岸
地
方
に
第
26
普
通
科
連
隊
、
第
２
特
科
連
隊
、
第
２
戦
車
連
隊
、
第
25
普
通

写真１　第２師団司令部幕僚長（当事）滝澤博文さん

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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�　
岩
手
駐
屯
地
か
ら
派
遣
の
部
隊　
宮
古
市
、
宮
古
市
田
老
地
区　
第
9
特
科

連
隊
第
３
大
隊　
青
森
・
弘
前
・
秋
田
駐
屯
地
か
ら
岩
手
県
被
災
地
へ
向
け
移

動
、
宮
古
市
、
田
野
畑
村　
第
９
特
科
連
隊
第
３
大
隊
（
岩
手
）、
19
時
54
分　

宮
古
市
各
地
区
完
全
浸
水
（
鍬
ヶ
崎
、
津
軽
石
、
高
浜
、
金
浜
、
重
茂
）。

　
３
月
12
日
（
土
）

　

�

00
時
00
分
現
在
、
宮
古
市
、
国
道
45
号
線
所
々
寸
断
、
田
老
、
山
田
町
沿
岸
部

延
焼
中
、
01
時
15
分　
国
道
１
０
６
号
線
全
線
通
行
可
能
、
05
時
36
分　
宮
古

市
田
老
地
区
で
人
命
救
助
活
動
開
始
（
第
３
大
隊
）、
航
空
科
部
隊　
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
（
緊
急
医
療
チ
ー
ム
）
６
チ
ー
ム
を
空
輸
（
大
船
渡
病
院
、
陸
前
高
田
病
院

へ
２
コ
チ
ー
ム
ず
つ
、
宮
古
、
釜
石
各
地
域
に
１
コ
チ
ー
ム
）、
山
田
町
、
宮
古

市　
人
命
救
助
活
動
（
第
９
特
科
連
隊
）。」

質
問
２　

�「
師
団
長
に
指
示
が
届
き
、
そ
の
後
に
災
害
現
場
に
向
か
う
ま
で
の
プ
ロ

セ
ス
（
準
備
す
る
人
と
物
ま
で
含
め
て
）」

　
答　
　
「
３
月
11
日
14
時
45
分
の
発
災
に
伴
い
、
部
隊
に
は
一
斉
に
非
常
招
集
が

か
か
っ
た
。
第
２
師
団
は
部
隊
は
当
日
中
に
概
ね
派
遣
体
制
が
完
了
し
た
が
、
本

州
へ
移
動
す
る
船
の
調
整
が
で
き
ず
、
12
日
19
時
30
分
第
1
波
が
小
樽
港
を
出
港

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
出
港
す
る
港
及
び
移
動
経
路
は
、
津
波
の
影
響
か
ら
当
初

の
間
は
日
本
海
側
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
本
州
へ
の
上
陸
は
、
秋
田
港
と
新
潟
港

を
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
通
常
、部
隊
を
派
遣
す
る
際
に
は
、先
遣
隊
を
出
し
、

派
遣
先
の
現
地
の
偵
察
と
主
力
の
受
け
入
れ
を
実
施
す
る
。
今
回
の
派
遣
に
際
し

て
は
、
先
遣
隊
は
航
空
機
に
よ
り
移
動
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
私
は
、
活
動
部
隊
の
先
遣
隊
と
共
に
13
日
９
時
旭
川
空
港
か
ら
航
空
自
衛
隊
の

輸
送
機
で
、
ジ
ー
プ
と
と
も
に
花
巻
空
港
に
先
行
し
た
。
花
巻
空
港
か
ら
は
、
災

害
派
遣
に
向
か
う
自
衛
隊
車
両
と
し
て
通
行
止
め
の
東
北
自
動
車
道
を
盛
岡
ま
で

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
岩
手
駐
屯
地
の
第
９
特
科
連
隊
指
揮
所
及
び
岩
手
県
庁

に
指
揮
所
を
構
え
て
い
た
第
９
師
団
指
令
部
に
挨
拶
に
立
ち
寄
っ
た
。
そ
の
後
、

３
台
あ
っ
た
ジ
ー
プ
の
う
ち
１
台
が
赤
色
灯
を
装
備
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
渋
滞

し
て
い
た
国
道
１
０
６
号
線
を
通
行
す
る
際
に
は
、
赤
色
灯
を
点
け
て
「
自
衛
隊

さ
ん
ど
う
ぞ
！
」
と
言
っ
て
我
々
に
協
力
し
て
く
れ
る
方
々
の
支
援
を
得
て
、
13

科
連
隊
、
第
３
普
通
科
連
隊
、
第
11
旅
団
等
の
活
躍
が
始
ま
る
。
そ
し
て
５
月
18

日
以
降
に
は
再
び
部
隊
交
代
を
し
て
第
９
特
科
連
隊
が
活
動
し
て
い
る
。

　
で
は
次
に
滝
澤
博
文
さ
ん
（
昭
和
38
年
生
、
当
時
陸
上
自
衛
隊
北
部
方
面
隊
第

２
師
団
幕
僚
長
）
の
お
話
か
ら
記
し
て
ゆ
こ
う
。
な
お
、
滝
澤
さ
ん
の
お
立
場
上
、

始
め
に
当
方
か
ら
質
問
項
目
を
提
出
し
、
そ
の
内
容
に
沿
っ
て
回
答
を
頂
い
た
。

質
問
１　
「
第
２
師
団
司
令
部
幕
僚
長
が
指
揮
す
る
自
衛
隊
員
の
組
織
と
人
数
」

　
答　
　
「
第
２
師
団
の
隷
下
部
隊
が
中
心
と
な
り
、
道
北
地
区
の
各
駐
屯
地
警
備

及
び
各
駐
屯
地
維
持
に
必
要
な
最
小
限
の
隊
員
を
残
し
て
、
約
３
千
７
０
０
名
の

隊
員
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
名
寄
の
第
３
普
通
科
連
隊
及
び
第
２
偵
察
隊
、
遠
軽

の
第
25
普
通
科
連
隊
、
留
萌
の
第
26
普
通
科
連
隊
、
旭
川
の
第
２
特
科
連
隊
及
び

上
富
良
野
の
第
２
戦
車
連
隊
が
、
災
害
派
遣
の
中
心
的
な
活
動
部
隊
と
な
る
。
災

害
派
遣
に
必
要
な
機
械
力
（
グ
ラ
ッ
プ
ル
、
ド
ー
ザ
ー
、
ダ
ン
プ
等
）
を
一
元
的

に
管
理
運
用
し
て
活
動
部
隊
を
最
前
線
で
支
援
す
る
の
が
旭
川
の
第
２
施
設
大
隊
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
有
し
て
空
中
偵
察
及
び
空
中
機
動
を
支
援
す
る
旭
川
の
第
２
飛

行
隊
、
日
本
一
の
デ
ジ
タ
ル
化
師
団
と
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
約
２
０
０
台
を
持

参
し
て
シ
ス
テ
ム
連
接
を
担
任
す
る
の
が
旭
川
の
第
２
通
信
大
隊
、
そ
し
て
こ
れ

ら
の
部
隊
の
衣
食
住
を
支
援
す
る
の
が
旭
川
の
第
２
後
方
支
援
大
隊
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
第
２
師
団
固
有
の
部
隊
に
加
え
て
、
第
11
旅
団
か
ら
被
災
者
の
生
活
を
支

援
す
る
部
隊
と
し
て
第
11
後
方
支
援
隊
が
配
属
さ
れ
ま
し
た
。」

　
も
ち
ろ
ん
震
災
現
場
で
は
、
北
海
道
に
い
た
北
部
方
面
隊
よ
り
も
岩
手
駐
屯
地

に
い
た
部
隊
の
活
動
が
早
く
始
ま
っ
て
い
る
。『
記
録
集
』
で
は
以
下
の
よ
う
な
記

述
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

　
「
３
月
11
日
（
金
）

　

�

14
時
50
分　
大
津
波
警
報
発
令
、
東
北
自
動
車
道
全
面
通
行
止
め
（
八
戸
道
含

む
）、
岩
手
駐
屯
地
各
部
隊
「
災
害
派
遣
準
備
」、
14
時
52
分　
岩
手
県
知
事
が

第
９
師
団
長
に
災
害
派
遣
要
請
、
15
時
03
分　
岩
手
県
庁
へ
連
絡
要
員
派
遣
、

15
時
13
分　

岩
手
駐
屯
地
偵
察
班
出
発
、
16
時
40
分　

第
9
師
団
は
人
員
約

６
千
６
０
０
名
で
、
人
命
救
助
を
優
先
し
て
災
害
派
遣
活
動
を
実
施
。

医療の現場から　命を見つめて公的な支援体制
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質
問
３　

�「
担
当
す
る
災
害
援
助
の
地
理
的
な
範
囲
と
、
そ
の
範
囲
内
で
の
部
隊
数

と
人
数
の
振
り
分
け
。」

　
答　
　
「
災
害
派
遣
命
令
で
は
、
計
画
ど
お
り
第
２
師
団
は
、
岩
手
県
北
部
を

担
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
洋
野
、
久
慈
、
野
田
、
田
野
畑
、
普
代
、
岩
泉
及
び

宮
古
と
逐
次
到
着
し
た
部
隊
を
北
か
ら
展
開
さ
せ
る
予
定
だ
っ
た
。
し
か
し
現
地

の
被
害
状
況
、
特
に
被
害
は
北
南
の
地
域
が
大
き
い
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
部
隊
展

開
の
要
領
を
再
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
結
論
と
し
て
、
第
１
派
で
派
遣
さ
れ

た
第
26
普
通
科
連
隊
が
岩
手
県
北
部
に
向
か
い
前
進
中
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
計

画
通
り
北
か
ら
展
開
さ
せ
る
一
方
で
、
第
２
波
以
降
に
つ
い
て
は
、
激
甚
地
域
で

あ
る
宮
古
を
重
視
し
て
、
南
か
ら
展
開
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
当
初
の
段
階
で
は

第
26
普
通
科
連
隊
が
洋
野
、
久
慈
及
び
野
田
、
第
25
普
通
科
連
隊
が
宮
古
市
鍬
ヶ

崎
方
面
、
第
３
普
通
科
連
隊
が
宮
古
市
南
部
、
第
2
戦
車
連
隊
が
宮
古
市
田
老
地

区
、
第
２
特
科
連
隊
が
田
野
畑
、
普
代
及
び
岩
泉
、
そ
し
て
、
重
茂
半
島
が
陸
の

孤
島
と
し
て
車
両
の
立
ち
入
り
が
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
オ
ー
ト
バ
イ
を

保
有
す
る
第
２
偵
察
隊
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

　
３
月
12
日
～
14
日
の
間
に
第
２
師
団
の
担
任
地
域
全
域
に
部
隊
を
展
開
さ
せ
た
。

各
部
隊
長
の
報
告
を
聞
く
と
、全
て
の
報
告
は
「
大
変
だ
！
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
現
地
を
視
察
し
て
み
る
と
、
宮
古
市
田
老
地
区
以
南
が
極
端
に
被

害
が
大
き
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
一
方
で
発
災
後
72
時
間
が
人
命
救
助
の
勝
負
で

あ
る
。
被
害
の
程
度
の
差
は
あ
れ
ど
当
面
は
部
隊
を
動
か
せ
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の

地
で
救
え
る
命
が
あ
る
。
発
災
後
１
週
間
が
勝
負
と
思
い
寝
ず
に
仕
事
を
さ
せ
た
。

活
動
拠
点
ま
で
戻
る
と
時
間
の
ロ
ス
が
出
る
の
で
３
月
17
日
ま
で
は
当
初
の
態
勢

の
ま
ま
、
車
に
寝
泊
ま
り
も
さ
せ
た
。

　
３
月
17
日
以
降
、
人
命
救
助
の
可
能
性
が
き
わ
め
て
低
く
な
っ
た
段
階
で
部
隊

展
開
の
態
勢
を
変
更
し
て
宮
古
市
に
部
隊
を
集
中
す
る
こ
と
と
し
た
。
隊
員
に
は

「
17
日
ま
で
頑
張
れ
！
」
と
激
励
し
て
、
18
日
以
降
逐
次
、
ご
褒
美
と
し
て
滝
沢
村

の
温
泉
で
休
養
さ
せ
な
が
ら
、
態
勢
を
田
老
、
鍬
ヶ
崎
、
藤
原
等
の
南
の
地
域
に

部
隊
を
集
中
し
て
い
っ
た
。
狙
い
は
、
担
任
地
域
全
域
に
お
け
る
被
害
状
況
に
応

じ
た
復
旧
態
勢
を
確
立
す
る
こ
と
及
び
、
被
害
者
に
対
す
る
生
活
支
援
態
勢
を
確

立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

日
16
時
30
分
、
無
事
明
る
い
う
ち
に
宮
古
消
防
署
に
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

宮
古
消
防
署
到
着
後
は
、
消
防
及
び
市
役
所
の
職
員
の
協
力
を
得
て
、
主
力
部
隊

を
受
け
入
れ
る
た
め
の
公
園
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
空
き
地
な
ど
の
選
定
と
前
進
経
路

の
選
定
を
実
施
し
て
、
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
に
よ
り
第
２
師
団
の
各
隷
下
部
隊
長

に
前
進
目
標
、
移
動
経
路
な
ど
の
連
絡
を
し
て
、
部
隊
を
派
遣
地
域
に
展
開
さ
せ

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
発
災
当
日
の
３
月
11
日
は
、
旭
川
で
は
「
バ
ー
サ
ー
ロ
ペ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
」

と
い
う
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
の
前
日
で
あ
り
、
ス
エ
ー
デ
ン
大
使
を
招
い
て

の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
た
。
第
２
師
団
は
大
会
を
支
援
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
ス
エ
ー
デ
ン
大
使
が
第
２
師
団
司
令
部
に
14
時
30
分
ま
で
表
敬
訪
問
さ

れ
て
お
り
、そ
の
夜
は
、師
団
長
以
下
、レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
参
加
の
予
定
で
あ
っ
た
。

　
一
方
こ
の
日
の
午
前
中
、
偶
然
に
も
東
北
沖
大
規
模
地
震
発
生
時
の
北
部
方
面

隊
災
害
派
遣
計
画
（
案
）
に
係
わ
る
意
見
提
出
の
た
め
、
師
団
長
に
対
し
、
災
害

派
遣
に
お
け
る
第
２
師
団
の
行
動
を
機
能
別
に
説
明
し
て
お
り
、
発
災
時
に
は
、

師
団
長
以
下
す
べ
て
の
幕
僚
長
の
認
識
が
統
一
さ
れ
て
い
た
状
況
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
「
北
部
方
面
隊
Ｈ
Ｐ
」
で
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。

　

�「
北
部
方
面
隊
は
、11
日
16
時
15
分
に
非
常
勤
務
態
勢
に
移
行
、ヘ
リ
映
伝
に
よ
る

上
空
偵
察
、
東
北
方
面
総
監
部
へ
連
絡
幹
部
を
派
遣
し
災
害
派
遣
準
備
を
し
た
。�

　
翌
12
日
、
方
面
航
空
隊
の
ヘ
リ
を
東
北
地
方
に
前
進
さ
せ
、
第
26
普
通
科
連

隊
を
第
一
陣
と
し
て
派
遣
、
22
時
現
在
、
第
２
師
団
及
び
第
５
旅
団
を
主
力
と

す
る
人
員
１
万
名
以
上
、
車
両
約
３
千
両
が
岩
手
山
演
習
場
と
八
戸
駐
屯
地
に

前
進
し
、
14
日
朝
か
ら
救
助
活
動
等
を
実
施
し
た
。

　

�　
３
月
12
日
第
25
普
通
科
連
隊　
遠
軽
駐
屯
地
出
発
、車
両
乗
船
（
小
樽
港
フ
ェ

リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
）

　

�　
13
日
第
11
後
方
支
援
隊　
真
駒
内
駐
屯
地
出
発
、
車
両
乗
船
（
真
駒
内
西
港

フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
）、
米
海
軍
揚
陸
艦
に
よ
る
部
隊
移
動
」

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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15
日
～
）

　

�

第
26
普
通
科
連
隊
（
留
萌
、
旭
川
駐
屯
地
）
久
慈
市
、
野
田
村
、
普
代
村
及
び

宮
古
市
田
老
に
お
い
て
活
動
（
３
月
15
日
～
）

　
第
２
戦
車
連
隊
（
上
富
良
野
駐
屯
地
）
宮
古
市
田
老
、
岩
泉
町
に
て
活
動

　

�

第
２
後
方
支
援
連
隊
（
旭
川
駐
屯
地
）
宮
古
市
田
老
及
び
山
田
町
、
野
田
村
に

お
い
て
生
活
支
援
、
医
療
支
援

　
第
２
施
設
大
隊
（
旭
川
駐
屯
地
）
岩
手
県
沿
岸
全
域
に
お
い
て
活
動

　

�

第
２
通
信
大
隊
（
旭
川
駐
屯
地
）
岩
手
駐
屯
地
を
拠
点
と
し
活
動
全
地
域
を
通

信
支
援

　

�

第
２
飛
行
隊
（
旭
川
駐
屯
地
）
岩
手
駐
屯
地
を
拠
点
と
し
岩
手
県
全
地
域
で
活

動
　

�

第
２
偵
察
隊
（
旭
川
駐
屯
地
）
宮
古
市
重
茂
半
島
、
岩
泉
町
、
田
野
畑
村
（
岩

手
県
北
部
地
域
）
に
お
い
て
活
動
、
第
11
旅
団
（
真
駒
内
駐
屯
地
）
宮
古
市
及

び
山
田
町
に
お
い
て
生
活
支
援
第
２
師
団
に
配
属

　

�

北
部
方
面
通
信
群
（
札
幌
駐
屯
地
）
岩
手
駐
屯
地
を
拠
点
に
活
動
全
地
域
を
通

信
支
援

３
月
17
日
（
木
）

　

�

宮
古
市
～
洋
野
町　
人
命
救
助
活
動
、
道
路
啓
開
、
炊
き
出
し
支
援
、
給
水
、

物
資
輸
送
（
第
２
師
団
）

３
月
19
日
（
土
）

　

�

支
援
物
資
輸
送　
花
巻
空
港
に
米
軍
、
空
自
の
航
空
機
よ
り
輸
送
し
、
か
つ
釜

石
港
に
入
港
し
た
海
自
艦
艇
「
ち
く
ま
」
か
ら
陸
自
車
両
を
持
っ
て
灯
油
ド
ラ

ム
缶
80
本
等
を
宮
古
市
そ
の
他
に
輸
送

　
�

給
食
、
給
水
（
継
続
中
）、
診
療
支
援　
山
田
町
南
小
学
校
、
釜
石
高
校
、
ケ

ア
プ
ラ
ザ
大
槌
及
び
宮
古
市
重
茂
地
区
に
お
い
て
計
１
６
０
名
の
患
者
を
診
療

３
月
21
日
（
月
）

　

�

入
浴
支
援
（
継
続
中
）
宮
古
市
津
軽
石
小
学
校
そ
の
他
（
第
11
後
方
支
援
連
隊
）、

診
療
支
援　
宮
古
市
老
木
公
園
（
第
２
師
団
）
を
医
療
支
援
の
拠
点
と
し
て
、

診
療
支
援
を
実
施

　
人
命
救
助
の
段
階
の
次
は
、
応
急
復
旧
の
段
階
で
あ
る
。
応
急
復
旧
の
焦
点
は
、

瓦
礫
の
下
に
埋
も
れ
て
い
る
ご
遺
体
を
収
容
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
津
波
被
害
の

場
合
は
、
一
番
下
に
重
い
鉄
筋
、
次
に
ご
遺
体
、
上
部
は
木
材
が
一
般
的
な
状
況

で
あ
っ
た
。
隊
員
に
は
、
１
日
で
も
早
く
ご
遺
体
を
収
容
す
べ
く
叱
咤
激
励
し
た
。

「
４
月
11
日
ま
で
１
か
月
間
頑
張
れ
！
」
と
号
令
を
か
け
、
全
て
の
担
任
地
域
に
お

い
て
瓦
礫
を
全
て
片
付
け
る
よ
う
に
命
じ
た
。
途
中
か
ら
、
山
田
地
区
へ
の
増
援

の
要
望
が
あ
り
、
第
３
普
通
科
連
隊
の
一
部
を
山
田
町
に
も
展
開
さ
せ
た
。
今
回

の
ご
褒
美
は「
３
日
間
、北
海
道
に
返
す
！
」と
約
束
し
た
。
３
月
は
卒
業
の
時
期
、

４
月
は
入
学
の
時
期
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
お
い
て
は
通
常
は
繁
忙
期
で

あ
る
。
北
海
道
で
は
雪
解
け
の
時
期
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
車
の
手
入
れ
も
重
要
な

事
項
で
あ
っ
た
。隊
員
は
目
の
色
を
変
え
て
活
動
を
継
続
し
た
。そ
の
成
果
と
し
て
、

４
月
19
日
に
実
施
さ
れ
た
田
老
地
区
に
お
け
る
防
衛
大
臣
視
察
に
は
、
大
臣
か
ら

宮
古
地
区
は
応
急
復
旧
の
モ
デ
ル
地
区
で
あ
る
と
の
お
褒
め
の
言
葉
も
頂
く
こ
と

が
で
き
た
。

　
４
月
中
旬
以
降
は
、
岩
手
県
の
宮
古
以
北
の
地
域
は
生
活
支
援
が
中
心
と
な
り

活
動
を
継
続
し
た
。
第
２
師
団
は
、
４
月
12
日
以
降
、
気
仙
沼
、
女
川
、
石
巻
な

ど
に
部
隊
を
展
開
さ
せ
、
ま
た
５
月
１
日
か
ら
は
、
釜
石
、
大
槌
、
東
松
島
、
そ

し
て
福
島
の
原
発
地
域
に
も
部
隊
を
派
遣
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。」

『
記
録
集
』
の
記
述

３
月
13
日
（
日
）

　

�

山
田
町
、
宮
古
市　
人
命
救
助
活
動
（
３
５
０
名
救
助
）、（
第
９
特
科
連
隊
）

道
路
啓
開　
野
田
村
、
普
代
村
、
宮
古
市
、
山
田
町

　

�

第
２
師
団
（
北
海
道
旭
川
駐
屯
地
）
な
ど
か
ら
陸
上
自
衛
官
約
３
千
７
０
０
名

が
小
樽
港
及
び
苫
小
牧
港
か
ら
秋
田
港
を
経
て
岩
手
県
の
被
災
地
へ
急
行
。
到

着
す
る
や
災
害
派
遣
活
動
を
開
始
。

　
第
２
師
団
司
令
部
（
旭
川
駐
屯
地
）
岩
手
駐
屯
地
及
び
宮
古
市
に
て
活
動
、

　

�

第
３
普
通
科
連
隊
（
名
寄
駐
屯
地
）
宮
古
市
田
老
、
山
田
町
に
て
活
動
（
３
月

15
日
～
）、

　

�

第
25
普
通
科
連
隊
（
遠
軽
駐
屯
地
）
宮
古
市
南
部
一
帯
に
お
い
て
活
動
（
３
月

医療の現場から　命を見つめて公的な支援体制
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水
（
海
）
中
及
び
空
中
か
ら
一
斉
に
捜
索
し
た
。

　

�

＊
胸
ま
で
水
に
浸
か
り
な
が
ら
の
懸
命
な
捜
索
（
第
１
高
射
特
科
団
多
目
的
支

援
隊
：
第
１
戦
車
群
、
方
面
対
船
艇
対
戦
車
隊
）、
行
方
不
明
者
捜
索
（
第
２

戦
車
連
隊
）

　
＊
行
方
不
明
者
捜
索
（
第
25
普
通
科
連
隊
、
第
２
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
）

即
応
予
備
自
衛
官
活
動
開
始

　

�　
平
成
23
年
４
月
３
日
か
ら
９
日
の
間
、
北
部
方
面
隊
か
ら
派
遣
し
た
即
応
予

備
自
衛
官
約
１
８
０
名
が
生
活
支
援
と
し
て
救
援
物
資
の
整
理
、
輸
送
業
務
及

び
入
浴
支
援
を
実
施
し
た
。
一
方
で
、
発
災
当
初
か
ら
派
遣
さ
れ
生
活
支
援
等

に
従
事
し
て
い
た
第
５
音
楽
隊
（
帯
広
）
が
、
避
難
所
周
辺
の
が
れ
き
除
去
作

業
を
実
施
し
つ
つ
、
４
月
２
日
北
部
方
面
隊
と
し
て
最
初
の
慰
問
演
奏
を
自
治

体
の
要
求
に
応
じ
て
石
巻
市
内
の
避
難
所
で
実
施
し
、
被
災
者
等
が
抱
え
る
避

難
生
活
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
に
貢
献
し
た
。

　
＊
救
援
物
資
の
仕
分
け
作
業
を
す
る
即
応
予
備
自
衛
官

　
＊
入
浴
支
援
施
設
の
準
備
を
す
る
女
性
即
応
予
備
自
衛
官

　

�

＊
救
援
物
資
を
満
載
し
被
災
地
へ
向
か
う
車
列（
第
２
後
方
支
援
連
隊
輸
送
隊
）、

避
難
所
に
お
け
る
慰
問
演
奏
（
第
５
音
楽
隊
）

２
度
目
の
行
方
不
明
者
大
規
模
集
中
捜
索

　

�　
４
月
11
日
。
発
災
か
ら
１
か
月
が
過
ぎ
た
。
派
遣
さ
れ
た
北
部
方
面
隊
の
各

部
隊
は
、
多
く
の
国
民
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
懸
命
な
行
方
不
明
者
捜
索
及

び
生
活
支
援
を
継
続
実
施
。
こ
の
間
、
自
治
体
で
は
逐
次
イ
ン
フ
ラ
を
復
旧
し

仮
設
住
宅
の
建
設
等
、
被
災
者
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
っ
て

自
衛
隊
の
支
援
に
対
す
る
要
請
も
変
化
し
た
。

　

�　
行
方
不
明
者
は
依
然
多
く
、
北
部
方
面
隊
の
派
遣
部
隊
は
、
４
月
10
日
か
ら

12
日
の
３
日
間
に
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊
、
米
軍
、
海
上
保
安
庁
、
警
察

及
び
消
防
が
実
施
し
た
２
度
目
の
集
中
捜
索
に
参
加
し
た
。

　

�　
派
遣
部
隊
は
、
現
在
担
任
し
て
い
る
地
域
の
捜
索
活
動
の
進
展
に
伴
い
、
更

に
地
域
を
気
仙
沼
地
区
へ
と
拡
充
し
て
捜
索
活
動
を
継
続
し
た
。

質
問
４　
「
援
助
内
容
（
滞
在
中
の
援
助
内
容
の
変
化
も
含
め
て
）」

　
答　
　
「
災
害
派
遣
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
人
命
救
助
で
あ
る
。
津
波
被
害
に

お
い
て
は
、
生
き
て
い
る
方
は
自
力
で
山
に
登
る
こ
と
が
で
き
る
。
希
に
、
沈
ま

な
か
っ
た
家
屋
や
社
内
に
お
い
て
溺
死
や
圧
迫
死
を
逃
れ
て
挟
ま
れ
て
動
け
な
い

方
を
救
助
す
る
こ
と
が
人
命
救
助
の
焦
点
と
な
る
。
応
急
復
旧
段
階
に
お
い
て
は
、

瓦
礫
の
下
に
埋
も
れ
て
い
る
ご
遺
体
の
収
容
を
如
何
に
早
急
に
実
施
で
き
る
か
が

焦
点
で
あ
る
と
思
慮
す
る
。」

「
北
部
方
面
隊
Ｈ
Ｐ
」
よ
り

「
活
動
状
況

　

�　
北
部
方
面
隊
が
担
任
す
る
被
災
地
域
は
、
が
れ
き
が
逐
次
集
積
・
運
搬
さ
れ

る
と
と
も
に
海
岸
沿
い
の
道
路
も
徐
々
に
通
行
可
能
と
な
っ
て
来
て
は
い
る
も

の
の
、
復
旧
に
は
未
だ
ほ
ど
遠
い
状
況
で
あ
る
。
各
部
隊
、
隊
員
は
引
き
続
き

被
災
者
の
立
場
に
立
っ
た
き
め
の
細
か
い
活
動
を
実
施
。
こ
の
間
、
第
５
旅
団

が
３
月
21
日
か
ら
石
巻
地
域
に
お
け
る
救
援
活
動
を
第
６
師
団
か
ら
引
き
継
ぐ

と
と
も
に
、
第
１
特
科
団
が
22
日
か
ら
仙
台
・
岩
手
に
お
け
る
輸
送
支
援
等
を
、

第
１
高
射
特
科
団
が
27
日
か
ら
第
１
戦
車
群
、
第
１
電
子
隊
、
方
面
対
舟
艇
対

戦
車
隊
等
の
配
属
を
受
け
石
巻
地
域
の
多
目
的
支
援
を
そ
れ
ぞ
れ
開
始
し
た
。�

　
３
月
27
日
現
在
、
避
難
民
等
空
輸
約
４
８
０
名
、
物
資
空
輸
約
12
㌧
、
給
食

約
16
万
食
、
入
浴
支
援
約
１
万
２
千
名
、
処
置
患
者
約
２
千
２
０
０
名
の
活
動

を
実
施
し
た
。

　
＊
生
活
支
援
開
始
（
第
１
特
科
団
）

　
＊
被
災
地
へ
の
灯
油
給
油
（
北
部
方
面
航
空
隊
）

　
＊
捜
索
救
助
活
動
（
第
１
高
射
特
科
団
）

　
＊
道
路
啓
開
・
が
れ
き
の
除
去
（
第
７
施
設
大
隊
）

　
行
方
不
明
者
大
規
模
集
中
捜
索

　

�　
北
部
方
面
隊
か
ら
派
遣
さ
れ
た
各
部
隊
は
、
平
成
23
年
４
月
１
日
～
３
日
の

間
、
集
中
的
に
実
施
さ
れ
た
大
規
模
な
行
方
不
明
者
の
捜
索
に
参
加
し
た
。
捜

索
は
、
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
及
び
米
軍
が
参
加
し
、
被
災
地
域
を
地
上
、
海
上
・

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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質
問
６　
「
立
場
上
気
を
つ
け
た
こ
と
、
心
配
だ
っ
た
こ
と
」

　
答　
　
「
災
害
派
遣
の
原
則
は
、｢

要
請｣

に
基
づ
く
活
動
で
あ
る
。
地
元
か
ら

の
要
請
に
基
づ
き
我
々
は
行
動
し
て
い
る
と
い
う
原
則
を
隊
員
は
も
と
よ
り
、
市
、

消
防
の
方
々
に
も
理
解
を
頂
い
た
。
瓦
礫
の
処
理
を
ど
こ
か
ら
実
施
す
る
か
と
い

う
ニ
ー
ズ
は
、
市
、
消
防
の
方
々
に
決
め
て
頂
く
と
い
う
原
則
を
理
解
し
て
も
ら
っ

た
。
我
々
は
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
、
最
良
の
部
隊
運
用
を
決
定
し
て
部
隊
を
動
か
す

こ
と
を
部
隊
長
に
も
言
い
聞
か
せ
た
。｣

質
問
７　
「
隊
員
の
心
身
の
ケ
ア
に
つ
い
て
」

　
答　
　
「
機
材
で
瓦
礫
を
掴
む
と
、
ガ
キ
ガ
キ
と
い
っ
た
音
や
手
応
え
で
は
な

く
、グ
ニ
ャ
ッ
と
し
た
感
触
が
あ
っ
た
。ご
遺
体
を
発
見
し
た
と
き
の
感
触
で
あ
る
。

そ
れ
を
体
験
し
た
隊
員
は
そ
の
夜
は
眠
れ
な
い
。
こ
う
し
た
話
を
聞
い
て
、
そ
の

後
本
格
的
に
心
の
ケ
ア
を
考
え
た
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。
４
人

～
６
人
一
組
で
、
テ
ン
ト
の
中
で
話
し
合
い
を
さ
せ
た
。
自
分
が
特
異
に
思
っ
て

い
る
こ
と
が
、
誰
も
が
経
験
し
て
い
る
こ
と
と
思
え
る
と
安
心
す
る
。
当
日
起
き

た
こ
と
を
共
有
さ
せ
る
。
現
場
で
起
こ
っ
た
こ
と
は
現
場
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
う
し
な
い
と
、
も
う
二
度
と
現
場
に
は
戻
れ
な
く
な
る
。
徹
底
し
て

現
場
で
の
解
決
と
現
場
へ
の
再
進
出
を
追
求
し
た
。
成
果
も
あ
り
、
第
２
師
団
で

は
誰
も
精
神
的
に
駄
目
に
な
っ
た
者
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教

育
は
、
師
団
に
１
名
い
る
心
理
幹
部
を
中
心
に
教
育
を
実
施
さ
せ
て
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
を
実
施
で
き
る
核
と
な
る
隊
員
を
逐
次
増
や
し
て
い
っ
た
。」

質
問
８　
「
現
場
で
気
に
か
か
っ
た
こ
と
」

　
答　
　
「
我
々
は
北
海
道
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
約
３
千
７
０
０
名

の
部
隊
を
支
援
す
る
物
資
は
全
て
北
海
道
か
ら
直
納
に
よ
り
岩
手
駐
屯
地
に
運
び

込
ま
れ
た
。
部
隊
及
び
隊
員
が
活
動
す
る
た
め
の
衣
食
住
の
必
需
品
は
ほ
ぼ
潤
沢

に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。一
方
で
、活
動
に
必
要
な
最
小
限
な
物
を
除
い
て
、

そ
れ
を
被
災
地
で
使
用
す
る
こ
と
は
極
力
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
隊
員
は
被

災
現
場
で
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
ま
で
活
動
し
て
い
る
。
夜
は
、
被
災
者
の
目
の
届
か

な
い
と
こ
ろ
で
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ー
を
含
め
て
ゆ
っ
く
り
と
休
ま
せ
て
あ

行
方
不
明
者
捜
索
・
生
活
支
援
～
被
災
者
の
気
持
ち
に
な
っ
て
～

　
�　

未
曾
有
の
大
地
震
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
被
災
地
域
も
新
学
期
を
迎

え
る
時
期
と
な
り
、
４
月
19
日
か
ら
学
童
・
学
生
の
登
校
が
始
ま
っ
た
。

　

�　
隊
員
た
ち
は
、
朝
夕
の
通
学
時
の
学
童
・
学
生
か
ら
の
挨
拶
や
元
気
な
笑
顔

に
励
ま
さ
れ
、
あ
ら
た
め
て
被
災
者
の
方
々
の
気
持
ち
に
な
っ
て
、
行
方
不
明

者
捜
索
や
生
活
支
援
に
邁
進
し
て
い
た
。

　

�　
北
部
方
面
隊
の
各
派
遣
部
隊
で
は
、
各
地
域
に
区
画
を
設
け
て
、
区
画
ご
と

に
行
方
不
明
者
捜
索
を
実
施
す
る
な
ど
、
丁
寧
か
つ
緻
密
な
捜
索
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
４
月
25
日
及
び
26
日
に
実
施
さ
れ
た
第
３
回
集
中
捜
索
に
も
全
力

を
も
っ
て
参
加
し
た
。

３
度
目
の
行
方
不
明
者
大
規
模
集
中
捜
索
を
敢
行

　

�　
東
北
地
方
の
み
な
ら
ず
、
我
が
国
全
体
に
未
曾
有
の
大
被
害
を
及
ぼ
し
た
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発
災
し
て
、
早
く
も
２
か
月
が
経
過
し
た
。

　

�　
こ
の
間
、
北
部
方
面
隊
の
派
遣
部
隊
は
、
４
月
25
日
及
び
26
日
に
３
回
目
の

集
中
捜
索
が
実
施
さ
れ
、
各
部
隊
も
参
加
し
た
。

　
＊
捜
索
活
動　
田
老
地
区
（
第
25
普
通
科
連
隊
）

　
＊
が
れ
き
除
去　
岩
手
県
宮
古
市
（
第
25
普
通
科
連
隊
・
第
２
施
設
大
隊
）

　
＊
入
浴
施
設
へ
の
給
水　
岩
手
県
宮
古
市
（
第
11
高
射
直
接
支
援
大
隊
）」

質
問
５　
「
地
元
市
町
村
、警
察
、消
防
署
、消
防
団
と
の
協
力
体
制
と
調
整
の
方
法
」

　
答　
　
「
地
元
と
の
調
整
は
、
初
期
に
は
消
防
署
と
実
施
し
た
。
次
の
段
階
で
、

市
役
所
及
び
県
の
振
興
局
と
実
施
し
た
。
自
衛
隊
は
意
思
決
定
を
伴
う
実
行
組
織

で
あ
り
、
指
揮
幕
僚
活
動
を
通
じ
て
大
規
模
な
組
織
を
動
か
す
こ
と
の
で
き
る
行

動
組
織
で
あ
る
。
山
本
市
長
か
ら
支
援
の
依
頼
を
受
け
た
際
に
は
、
宮
古
市
の
災

害
対
処
計
画
を
読
ま
せ
て
頂
き
、
自
衛
隊
が
実
施
で
き
る
業
務
は
、
先
ず
自
衛
隊

が
引
き
受
け
て
市
役
所
の
担
当
職
員
に
申
し
送
る
こ
と
を
実
施
し
た
。
市
役
所
の

機
能
が
回
復
す
る
と
市
の
行
政
が
動
き
出
す
。
市
の
行
政
が
動
く
と
市
は
復
興
し

て
い
く
と
信
じ
て
、
山
本
市
長
に
仕
え
ま
し
た
。」

医療の現場から　命を見つめて公的な支援体制
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に
関
す
る
統
合
任
務
部
隊
行
動
命
令
』
に
よ
り
、
逐
次
、
生
活
支
援
を
主
と
す

る
態
勢
に
移
行
し
た
。

　

�　
引
き
続
き
生
活
支
援
に
あ
た
る
隊
員
た
ち
は
、「
態
勢
は
移
行
す
る
が
、
被
災

者
の
笑
顔
の
た
め
に
全
力
で
支
援
す
る
こ
と
に
何
ら
変
わ
り
は
な
い
。」
と
、
高

い
使
命
感
を
堅
持
し
て
任
務
に
邁
進
し
た
。

　

�　
被
災
者
の
方
々
か
ら
も
、「
自
衛
隊
さ
ん
に
水
や
ご
飯
を
も
ら
っ
て
、
あ
り
が

た
か
っ
た
。」「
自
衛
隊
の
風
呂
に
入
っ
て
生
き
返
っ
た
。」「
自
衛
隊
さ
ん
の
姿

を
見
か
け
る
と
ほ
っ
と
す
る
。」
な
ど
の
言
葉
を
頂
い
て
お
り
、
支
援
に
励
む
隊

員
た
ち
の
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

　
真
心
の
生
活
支
援
を
継
続
実
施

　

�　
東
日
本
大
震
災
に
伴
い
災
害
派
遣
中
で
あ
っ
た
各
部
隊
は
、
５
月
９
日
に
発

令
さ
れ
た
第
１
次
態
勢
移
行
命
令
及
び
６
月
１
日
に
発
令
さ
れ
た
第
２
次
態
勢

移
行
命
令
に
よ
り
、
逐
次
、
原
所
属
部
隊
に
復
帰
し
た
。

　

�　
６
月
20
日
現
在
、
約
２
千
５
０
０
名
の
隊
員
が
現
地
で
の
生
活
支
援
を
継
続

実
施
。
各
駐
屯
地
等
に
帰
隊
し
た
派
遣
部
隊
・
隊
員
は
、
明
日
に
で
も
起
こ
る

か
も
し
れ
な
い
、
次
の
「
そ
の
日
」
に
備
え
る
べ
く
、
即
応
態
勢
を
整
え
た
。

　
＊
防
疫
活
動　
岩
手
県
宮
古
市
（
第
11
後
方
支
援
隊
）」

東
日
本
大
震
災　
災
害
派
遣
部
隊
態
勢
移
行

　

�　
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
災
害
派
遣
で
、
最
大
約
１
万
３
千
名
を
派
遣
し
て
い

た
北
部
方
面
隊
は
、
態
勢
移
行
命
令
に
よ
り
惜
し
ま
れ
つ
つ
も
現
地
を
離
れ
新

た
な
る
態
勢
に
移
行
し
た
。

　
�　

第
２
師
団
生
活
支
援
隊
は
７
月
７
日
に
、
第
11
旅
団
生
活
支
援
隊
は
７
月
12

日
に
現
地
に
お
け
る
活
動
を
終
了
し
、
14
日
ま
で
に
両
隊
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
駐

屯
地
に
帰
隊
し
た
。

　

�
＊
「
あ
り
が
と
う
！
」
の
言
葉
と
と
も
に
見
送
ら
れ
る
派
遣
部
隊　
岩
手
県
宮

古
市
（
第
11
旅
団
生
活
支
援
隊
）

げ
な
い
と
長
期
間
に
渡
る
支
援
は
実
施
で
き
な
い
。
現
場
で
の
活
動
と
後
方
で
の

休
息
、
現
地
で
は
で
き
る
限
り
痩
せ
我
慢
を
さ
せ
て
、
後
方
で
は
で
き
る
限
り
本

音
を
語
ら
せ
て
の
ん
び
り
さ
せ
る
。
我
々
も
人
間
で
あ
り
、
限
界
も
あ
る
こ
と
を

理
解
し
な
い
と
大
き
な
組
織
を
束
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
痛
感
し
た
。」

質
問
９　
「
東
日
本
大
震
災
の
現
場
で
考
え
た
こ
と
」

　
答　
　
「
被
災
者
の
方
か
ら
、｢

自
衛
隊
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。｣

と

頭
を
下
げ
ら
れ
る
た
び
に
心
が
痛
ん
だ
。
我
々
は
帰
る
家
も
あ
り
、
待
っ
て
い
て

く
れ
る
家
族
も
居
る
。
長
く
て
も
３
か
月
活
動
す
れ
ば
、
北
海
道
に
帰
り
元
の
生

活
に
戻
れ
る
。
被
災
さ
れ
た
方
々
は
、
半
年
、
数
年
、
い
や
一
生
、
元
の
生
活
に

戻
れ
な
い
方
々
で
あ
る
。
今
で
き
る
こ
と
を
最
大
限
や
り
た
い
。
最
大
限
支
援
を

し
た
い
。
焦
る
気
持
ち
と
励
ま
し
の
言
葉
、
本
当
に
我
々
に
声
を
か
け
て
頂
い
た

方
々
に
対
し
て
、心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
気
持
ち
で
一
杯
で
あ
り
ま
し
た
。」

質
問
10　
「
将
来
に
向
け
て
」

　
答　
　
「
災
害
派
遣
の
目
的
は
、
人
命
救
助
で
す
。
現
在
、
中
部
方
面
総
監
部

で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題
は
、｢

南
海
ト
ラ
フ

地
震
対
処｣

で
あ
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
５
倍
か
ら
10
倍
の
被
害
が
予
想
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
活
動
し
た
派

遣
経
験
を
活
か
し
て
、
も
し
災
害
が
発
生
し
た
な
ら
ば
、
１
人
で
も
多
く
の
人
命

を
救
え
る
活
動
を
で
き
る
組
織
を
育
成
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
痛
切

に
思
い
努
力
を
続
け
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

　
「
北
部
方
面
隊
Ｈ
Ｐ
」
よ
り

「
災
害
派
遣
部
隊
態
勢
移
行
～
断
固
と
し
て
貫
く
使
命
感　
す
べ
て
は
被
災
者
の

た
め
に
～

　

�　
東
日
本
大
震
災
が
発
災
し
て
以
来
、
自
衛
隊
10
万
人
態
勢
の
中
で
、
北
部
方

面
隊
は
約
１
万
２
千
人
の
隊
員
を
派
遣
し
て
、『
被
災
者
の
た
め
に
』
を
合
言
葉

に
、
黙
々
と
、
か
つ
愚
直
に
、
行
方
不
明
捜
索
、
生
活
支
援
、
さ
ら
に
は
原
子

力
災
害
対
処
任
務
に
邁
進
し
て
き
た
が
、
５
月
９
日
に
示
さ
れ
た
『
態
勢
移
行

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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⑶　
自
衛
隊
員
の
方
々
の
手
記

　
以
下
で
は
『
記
録
集
』
に
収
録
さ
れ
た
自
衛
隊
員
の
体
験
記
よ
り
宮
古
市
に
関

連
す
る
内
容
を
抄
訳
し
て
掲
載
し
た
い
。

　
①　
隊
災
害
派
遣
活
動
に
従
事
し
て
感
じ
た
こ
と

　
　
　
第
９
後
方
支
援
連
隊　
戦
車
直
接
支
援
隊　
３
等
陸
曹　
南
館
泰
斗

　
「
私
は
、
こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
災
害
派
遣
活
動
を
通
じ
、
主
と
し

て
戦
車
直
接
支
援
隊
装
輪
車
整
備
陸
曹
と
し
て
、
の
べ
50
日
ほ
ど
大
槌
地
区
に
お

い
て
活
動
し
た
。
人
員
捜
索
、
民
生
支
援
、
物
資
輸
送
・
整
備
支
援
な
ど
、
多
様

な
活
動
に
従
事
し
被
災
地
の
復
興
に
協
力
で
き
た
。

　
私
は
岩
手
県
宮
古
市
が
出
生
地
で
あ
り
、
震
災
当
初
は
連
絡
も
と
れ
ず
安
否
も

不
明
で
あ
る
中
、
派
遣
活
動
に
従
事
し
た
。

　
今
回
の
震
災
に
お
い
て
、
自
衛
隊
の
活
動
は
各
地
域
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
と

感
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
被
害
者
一
人
一
人
に
対
し
て
些
細
な
事
項
に
も
対
応
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
人
々
の
こ
と
を
思
い
、
故
郷
の
た
め
を
思
い
復
興
に
尽
力
し

た
か
ら
で
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
自
衛
官
の
使
命
で
あ
り
、
当
然
の

こ
と
で
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
活
動
に
よ
り
全
国
の
方
々
や
被
災
地
域
の
方
々
が
作
成
し
て
く
れ
た
手

紙
や
横
断
幕
な
ど
の
激
励
や
感
謝
の
気
持
ち
は
大
変
う
れ
し
く
、
励
み
に
も
な
り
、

と
き
に
は
目
頭
の
熱
く
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
私
は
自
衛
官
で
あ
る
こ
と
を
誇
り

に
思
い
、
今
後
の
自
衛
隊
生
活
を
邁
進
し
て
ゆ
く
所
存
で
あ
る
。」

　
②　
災
害
派
遣
を
体
験
し
て

　
　
　
第
３
８
７
施
設
中
隊　
３
等
陸
曹　
今
野
雄
也

　
｢

地
震
発
生
か
ら
16
時
間
後
、
我
が
隊
３
８
７
施
設
中
隊
は
、
重
機
材
等
を
積

載
し
田
老
町
へ
と
災
害
派
遣
の
た
め
出
発
し
ま
し
た
。
田
老
町
へ
近
づ
く
に
つ
れ
、

津
波
等
に
よ
る
想
像
以
上
の
被
害
状
況
に
思
わ
ず
目
を
覆
い
た
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
任
務
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧

作
業
で
し
た
。
我
々
は
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
や
ド
ー
ザ
等
の
重
機
材
を
使
用
し
、
道
路

上
の
が
れ
き
や
倒
壊
家
屋
の
除
去
に
よ
り
道
路
啓
開
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
作
業
中
、
現
場
か
ら
は
御
遺
体
な
ど
が
発
見
さ
れ
、
が
れ
き
の
下
な
ど
に
は
、

大
規
模
震
災
災
害
派
遣
終
結
へ
～
任
務
完
遂
！
復
興
を
信
じ
、
被
災
地
を
後
に
～

　
�　

「
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
対
す
る
大
規
模
震

災
災
害
派
遣
の
終
結
及
び
災
害
派
遣
の
実
施
に
関
す
る
自
衛
隊
行
動
命
令
」
に

よ
り
、
３
月
11
日
の
震
災
発
災
よ
り
約
１
２
０
日
間
に
わ
た
り
続
け
ら
れ
て
き

た
、
大
規
模
震
災
災
害
派
遣
は
終
結
し
た
。

　

�　
方
面
隊
は
、
発
災
翌
日
の
12
日
、
整
斉
と
小
樽
港
か
ら
出
発
し
た
第
26
普
通

科
連
隊
（
留
萌
駐
屯
地
）
を
第
一
陣
と
し
て
、
最
大
約
１
万
３
千
名
、
延
べ
約

83
万
人
の
隊
員
が
現
地
に
お
け
る
災
害
派
遣
活
動
に
あ
た
っ
て
き
た
が
、
石
巻

市
に
お
い
て
入
浴
支
援
任
務
に
あ
た
っ
て
い
た
第
５
後
方
支
援
隊
（
帯
広
駐
屯

地
）
基
幹
の
23
名
が
７
月
29
日
に
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
の
任
務
に
あ
た
っ
て
い

た
第
５
旅
団
司
令
部
付
隊
化
学
防
護
隊
（
帯
広
駐
屯
地
）
の
32
名
が
８
月
１
日

に
、
被
災
地
を
後
に
し
て
北
海
道
に
向
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
方
面
隊
と
し
て

の
災
害
派
遣
部
隊
の
任
務
を
終
了
し
た
。

　

�　
災
害
派
遣
の
間
、「
や
る
べ
き
こ
と
を
や
る
。」
を
全
員
が
肝
に
銘
じ
、
腰
ま

で
汚
水
に
浸
か
り
な
が
ら
の
行
方
不
明
者
捜
索
や
入
浴
支
援
等
、
体
力
の
限
界

を
超
え
、
疲
労
し
き
っ
た
体
を
気
力
で
奮
い
立
た
せ
、
任
務
に
邁
進
す
る
姿
は
、

ま
さ
に
災
害
派
遣
北
方
隊
員
の
心
得
で
あ
る
、「
被
災
者
の
立
場
に
な
れ
。」「
東

北
方
面
総
監
の
た
め
に
や
れ
。」「
い
か
な
る
任
務
に
も
に
っ
こ
り
『
了
解
』
と

の
み
言
え
。」
を
行
動
で
表
し
て
い
た
。

�

活
動
実
績
（
累
計
）

　
給
水　
　
　
　
　
　
約
６
千
６
０
０
㌧

　
給
食　
　
　
　
　
　
約
14
万
７
千
食

　
入
浴
支
援　
　
　
　
約
23
万
４
千
人

　
患
者
後
送　
　
　
　
16
人

　
患
者
処
置　
　
　
　
約
５
千
人

　
避
難
民
等
空
輸　
　
約
４
８
０
人

　
物
資
空
輸　
　
　
　
約
16
㌧　
」

医療の現場から　命を見つめて公的な支援体制
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【
引
用
文
献
】

平
成
23
年
版
『
日
本
の
防
衛　
防
衛
白
書
』（
防
衛
省
・
自
衛
隊
）

『
あ
り
が
と
う　
自
衛
隊　
勇
士
た
ち　
陸
上
自
衛
隊
岩
手
駐
屯
地　
東
日
本
大
震

　
災
「
災
害
派
遣
」
記
録
集
（
保
存
版
）』
盛
岡
タ
イ
ム
ス　
２
０
１
１
年

【
引
用
Ｈ
Ｐ
】

「
自
衛
隊
北
部
方
面
隊
Ｈ
Ｐ　
東
日
本
大
震
災　
災
害
派
遣
活
動
状
況　
北
部
方
面

　
隊
―
す
べ
て
は
被
災
者
の
た
め
に
―
」

ま
だ
生
存
者
が
い
る
の
で
は
な
い

か
、
重
機
材
で
踏
み
つ
ぶ
し
た
り
し

な
い
か
な
ど
の
不
安
が
正
直
あ
り

ま
し
た
。
２
次
災
害
の
防
止
及
び
被

災
者
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
作
業

を
実
施
し
、
１
件
の
事
故
も
な
く
無

事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

約
３
か
月
間
、
災
害
派
遣
に
参

加
し
て
現
地
の
方
々
の
生
き
て
い
く

た
め
の
力
強
さ
、
精
神
力
の
強
さ
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。
日
本
人
の「
絆
」

は
世
界
一
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
地
域
復
興
の
た
め
に
皆
で

力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。」

　
お
わ
り
に

　
こ
う
し
た
自
衛
隊
の
活
動
に
対
し
て
、
宮
古
市
長
の
山
本
正
德
氏
は｢

不
屈
の

使
命
感
、
不
断
の
努
力
に
敬
意
を
表
す｣

と
し
て
以
下
の
よ
う
な
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
て
い
る
。

　

｢

特
に
発
災
か
ら
毎
朝
５
時
30
分
と
午
後
６
時
30
分
か
ら
の
１
日
２
回
の
援
助
・

救
援
対
策
会
議
を
経
て
、
昼
夜
を
問
わ
ず
極
限
の
世
界
に
飛
び
出
す
隊
員
の
方
々

に
は
、
頭
が
下
が
る
思
い
で
し
た
。

　
過
酷
な
状
況
下
で
の
勇
敢
な
活
動
と
こ
れ
ま
で
の
御
労
苦
に
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
、お
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。｣

（
以
上
は
『
記
録
集
』
よ
り
抄
訳
）

　
震
災
当
時
の
宮
古
消
防
署
長
だ
っ
た
小
林
一
彦
さ
ん
は
「
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と

と
し
て
、
自
衛
隊
の
幕
僚
長
と
毎
晩
夢
物
語
を
語
り
合
っ
た
こ
と
だ
。
困
難
を
乗

り
越
え
る
こ
と
な
ど
を
語
り
合
い
、
癒
や
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
語
っ
て

お
ら
れ
た
。

写�真２　2014年 3月11日　田老防潮堤にて慰霊の祈りを
捧げる自衛隊員

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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５　
海
上
保
安
庁

�

假
屋
雄
一
郎

　
は
じ
め
に

　
国
土
交
通
省
の
外
局
で
あ
る
海
上
保
安
庁
は
、
日
本
の
海
域
を
11
の
管
区
に
分

け
、
東
北
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
は
宮
城
県
塩
釜
の
第
二
管
区
海
上
保
安
本
部
が
管

轄
し
て
い
る
。
そ
の
下
に
釜
石
海
上
保
安
部
が
設
置
さ
れ
、
北
は
野
田
湾
か
ら
南

は
広
田
湾
に
至
る
岩
手
県
沖
合
を
担
任
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
山
田
湾
北
部
以

北
の
距
離
約
10
海
里
ま
で
の
海
域
が
、
宮
古
海
上
保
安
署
の
警
備
関
係
指
定
水
域

で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
当
時
は
、
藤
原
埠
頭
の
宮
古
港
湾
合
同
庁
舎
に
宮
古
海

上
保
安
署
が
入
っ
て
い
た
。
釜
石
海
上
保
安
部
の
業
務
は
、
海
上
の
治
安
維
持
、

海
難
救
助
、
海
上
交
通
安
全
の
確
保
、
海
洋
環
境
の
保
全
、
海
上
災
害
対
策
、
航

路
標
識
の
保
守
管
理
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る（
釜
石
海
上
保
安
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
）。

　
地
震
発
生
直
後
は
、
日
本
列
島
沿
岸
の
ほ
ぼ
全
域
に
津
波
警
報
や
津
波
注
意
報

が
発
表
さ
れ
た
た
め
、
全
管
区
で
巡
視
船
艇
３
５
２
隻
、
航
空
機
46
機
を
発
動
し

て
警
戒
に
あ
た
っ
た
。
ま
た
、
全
国
か
ら
大
型
巡
視
船
を
含
む
巡
視
船
艇
54
隻
と

航
空
機
19
機
を
東
北
地
方
太
平
洋
側
に
集
結
さ
せ
、
捜
索
救
助
や
急
患
輸
送
、
火

災
消
火
、行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
に
従
事
し
た
（
海
上
保
安
庁　
２
０
１
２
年
）。

　
宮
古
港
で
は
、
地
震
発
生
か
ら
９
分
後
に
宮
古
海
上
保
安
署
の
巡
視
艇
「
は
つ

か
ぜ
」
が
緊
急
出
港
し
、
宮
古
湾
内
の
漁
船
に
避
難
指
示
お
よ
び
誘
導
し
、
津
波

後
も
行
方
不
明
者
の
捜
索
に
従
事
し
た
。
宮
古
海
上
保
安
署
の
あ
る
宮
古
港
湾
合

同
庁
舎
は
２
階
ま
で
浸
水
し
、
職
員
は
屋
上
に
避
難
し
た
。
そ
の
後
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
も
復
旧
せ
ず
基
地
機
能
不
全
に
落
ち
入
り
な
が
ら
も
庁
舎
に
泊
ま
り
込
ん
で

業
務
を
続
け
た
。

　
⑴　
宮
古
湾
に
お
け
る
海
上
保
安
庁
の
主
な
対
応

３
月
11
日　

�

み
や
こ
海
上
保
安
署
の
巡
視
船
「
は
つ
か
ぜ
」
が
緊
急
出
港
し
、
宮

古
湾
内
の
船
舶
に
避
難
指
示
・
誘
導
し
、
３
日
間
洋
上
で
行
方
不
明

者
の
捜
索
な
ど
に
従
事
。

３
月
14
日　

�

巡
視
船
の
現
場
派
遣
に
あ
わ
せ
、
神
奈
川
県
か
ら
岩
手
県
へ
食
料
等

の
救
援
物
資
（
７
８
０
㌕
）
を
搬
送
。
釜
石
、宮
古
へ
救
援
物
資
（
毛

布
１
０
０
枚
等
）
を
搬
送
。

３
月
15
日　

�

宮
古
、
釜
石
、
仙
台
塩
釜
港
（
仙
台
区
）
に
お
い
て
、
測
量
船
３
隻

に
よ
る
港
内
の
水
路
測
量
等
を
実
施
。

３
月
16
日　

�

八
戸
、
宮
古
、
仙
台
塩
釜
港
（
仙
台
区
）
に
お
い
て
、
測
量
船
４
隻

に
よ
る
港
内
水
路
測
量
等
を
実
施
。

３
月
17
日　
宮
古
港
一
部
供
用
開
始
。

４
月
４
日　

�

八
戸
漁
港
、
蛸
の
浜
漁
港
、
気
仙
沼
漁
港
、
石
巻
漁
港
に
お
い
て
、

漁
網
等
航
路
障
害
物
の
調
査
及
び
関
係
機
関
に
情
報
提
供
を
実
施
。

４
月
15
～
16�

日　
宮
古
港
に
お
い
て
測
量
船「
昭
洋
」に
よ
り
障
害
物
調
査
を
実
施
。

４
月
18
日　

�

宮
古
海
上
保
安
署
を
鍬
ヶ
崎
の
盛
岡
気
象
台
特
別
地
域
気
象
観
測
所

（
旧
宮
古
測
候
所
）
内
へ
仮
庁
舎
と
し
て
移
転
。

６
月
17
～
21�

日　
宮
古
湾
に
お
い
て
海
上
保
安
庁
航
空
機
に
よ
る
海
底
地
形
測
量

を
実
施
（
国
土
交
通
省
河
川
局
と
の
連
携
）。

９
月
５
日
～�

17
日　
宮
古
港
に
お
い
て
測
量
船
「
天
洋
」
に
よ
る
港
内
水
路
測
量

を
実
施
。

11
月
９
～
11�

日　
釜
石
市
・
宮
古
市
沿
岸
部
に
お
い
て
、
岩
手
県
警
察
と
連
携
し

行
方
不
明
者
の
合
同
一
斉
捜
索
を
実
施
。

　
　
　

��　
（�

海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
、
広
報
文

２
０
１
１
よ
り
作
成
）

　
⑵　
宮
古
海
上
保
安
署
職
員
の
方
々
の
手
記

　
津
波
襲
来
時
の
宮
古
港
（
藤
原
埠
頭
）
の
状
況
及
び
宮
古
湾
内
で
の
船
舶
の
避

難
誘
導
な
ど
に
つ
い
て
、
財
団
法
人
海
上
保
安
協
会
編
著
『
東
日
本
大
震
災
そ
の

と
き
海
上
保
安
官
は
』（
２
０
１
２
年　
誠
山
堂
書
店
）
に
掲
載
さ
れ
た
職
員
の
手

記
に
よ
っ
て
見
て
み
た
い
。
な
お
、
当
方
で
補
足
を
加
え
る
な
ど
修
正
を
施
し
て

お
り
、
文
責
は
筆
者
に
あ
る
。

医療の現場から　命を見つめて公的な支援体制



604

船
に
急
ぎ
、
エ
ン
ジ
ン
を
ス
タ
ン
バ
イ
し
、
定
係
地
の
海
面
状
況
を
監
視
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
潮
が
引
い
て
い
く
。

　
「
こ
れ
は
間
違
い
な
く
津
波
が
来
る
」
と
思
っ
た
。

　
間
も
な
く
鈴
木
伴
典
船
長
と
Ｏ
機
関
士
補
が
帰
船
し
、
急
い
で
出
港
し
た
。
潮

が
引
い
て
行
く
ス
ピ
ー
ド
は
さ
ら
に
増
し
て
お
り
、
あ
と
少
し
遅
け
れ
ば
確
実
に

着
底
し
て
出
港
で
き
な
い
状
況
だ
っ
た
。

　
鈴
木
船
長
は
、
津
波
避
難
の
た
め
ま
っ
す
ぐ
沖
合
に
向
か
う
こ
と
な
く
、
閉
伊

川
河
口
に
着
岸
し
て
、
出
港
を
た
め
ら
っ
て
い
る
漁
船
に
マ
イ
ク
で
避
難
を
指
示

し
、
そ
の
後
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
つ
つ
岩
手
県・宮
古
港
に
全
速
力
で
向
か
っ
た
。

そ
こ
に
は
大
き
な
起
重
機
台
船
が
お
り
、
多
数
の
作
業
員
が
津
波
に
備
え
て
船
固

め
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
船
長
の
マ
イ
ク
を
使
っ
て
の
避
難
指
示
は
通
常
の

広
報
の
仕
方
で
は
な
く
、「
大
津
波
が
来
る
ぞ
、
早
く
逃
げ
ろ
」
と
い
う
も
の
で
あ

り
、自
分
も
船
首
甲
板
上
に
出
て
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で「
バ
カ
ヤ
ロ
ー
ッ
早
く
逃
げ
ろ
、

死
に
た
い
の
か
！
」

　
と
２
人
で
大
声
で
怒
鳴
っ
た
。
本
船
が
全
速
で
接
近
し
大
声
で
怒
鳴
り
付
け
た

こ
と
か
ら
、
作
業
員
も
「
こ
れ
は
い
つ
も
と
違
う
、
た
だ
ご
と
で
は
な
い
大
事
だ
」

と
察
知
し
た
の
か
、
即
座
に
警
戒
船
や
作
業
船
に
分
乗
し
て
沖
合
に
向
け
て
全
速

力
で
避
難
し
た
。

　
そ
の
後
、
本
船
も
沖
合
に
向
け
全
速
で
航
行
を
開
始
。
鈴
木
船
長
の
「
も
う
出

港
し
て
く
る
船
は
い
な
い
か
」
と
の
指
示
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
高
浜
方
面
か
ら

出
港
し
て
く
る
４
㌧
～
５
㌧
の
漁
船
が
１
隻
い
た
。
私
が
「
船
長
、
高
浜
方
面
か

ら
漁
船
が
１
隻
出
て
き
て
い
る
。
戻
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話
す
と
、
船
長
は
躊
躇

す
る
こ
と
な
く
直
ち
に
漁
船
へ
向
け
本
船
を
反
転
さ
せ
た
。

　
こ
の
時
、船
長
は
保
安
官
と
し
て
の
純
粋
な
気
持
ち
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
か
っ

た
が
、
自
分
が
「
戻
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
の
は
正
義
感
と
い
う
よ
り
、
正

直
な
と
こ
ろ
、
宮
古
の
漁
民
は
必
ず
本
船
の
行
動
を
見
て
い
る
―
―
「
取
り
締
ま

り
の
時
は
偉
そ
う
に
し
て
い
る
く
せ
に
、
い
ざ
と
な
れ
ば
漁
船
を
置
き
去
り
に
し

て
自
分
だ
け
逃
げ
た
」
と
、
後
で
言
わ
れ
か
ね
ず
、
そ
れ
は
海
上
保
安
官
と
し
て

最
大
の
屈
辱
で
あ
り
、
死
ん
で
も
い
や
だ
と
い
う
気
持
ち
か
ら
全
力
を
尽
く
そ
う

と
思
っ
た
か
ら
だ
。

①　
心
の
準
備
は
で
き
て
い
た

�

海
上
保
安
署
巡
視
艇
「
は
つ
か
ぜ
」
船
長　
鈴
木
伴
典

　
大
震
災
発
生
時
、
私
は
官
用
車
を
路
肩
に
止
め
た
も
の
の
尋
常
で
は
な
い
揺
れ

方
か
ら
「
す
ぐ
に
津
波
が
来
る
」
と
確
信
、
宮
古
保
安
署
に
向
か
っ
た
。
３
階
の

保
安
署
ま
で
駆
け
上
が
っ
て
「
船
を
出
す
」
と
告
げ
、
船
に
向
か
っ
た
。

　
船
は
、
神
山
章
敏
機
関
長
が
、
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
出
港
準
備
を
整
え
て
い
た
。

周
辺
の
海
面
に
は
す
で
に
緩
や
か
な
渦
が
生
じ
て
い
た
も
の
の
、
出
港
は
可
能
と

判
断
し
た
。
出
港
時
の
乗
組
員
は
、
神
山
機
関
長
と
Ｓ
航
海
士
補
、
そ
れ
と
私
と

と
も
に
外
回
り
に
出
て
い
た
Ｏ
機
関
士
補
だ
っ
た
。

　
緊
急
出
港
か
ら
３
日
間
、
通
信
手
段
も
燃
料
、
糧
食
な
ど
も
乏
し
い
中
、
本
船

は
洋
上
で
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。
途
中
、
他
管
区
か
ら
救
援
に
駆
け
つ
け
た
巡

視
船
か
ら
水
、
お
に
ぎ
り
を
分
け
て
も
ら
っ
た
。
私
は
ボ
ロ
ボ
ロ
と
涙
を
流
し
た
。

こ
の
時
、
救
助
さ
れ
る
側
の
気
持
ち
が
わ
か
っ
た
。

　
船
を
出
す
か
出
さ
な
い
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
が
、
今
回

は
最
終
的
に
私
の
判
断
で
船
を
出
し
結
果
と
し
て
こ
と
な
き
を
得
た
。
し
か
し
次

も
同
じ
行
動
を
と
り
、
う
ま
く
い
く
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
津
波
が
予
想

さ
れ
る
場
合
、
船
の
乗
組
員
は
本
能
的
に
船
に
集
ま
ろ
う
と
す
る
の
で
、「
命
て
ん

で
ん
こ
」
を
教
訓
と
し
て
い
る
。

　
私
は
、
約
50
年
前
の
チ
リ
地
震
津
波
の
年
代
に
生
ま
れ
、
一
昨
年
の
チ
リ
地
震

津
波
で
は
、
塩
釜
港
口
で
悪
戦
苦
闘
の
末
、
遊
漁
船
な
ど
の
救
助
作
業
を
行
っ
て

い
る
。
あ
れ
か
ら
、
ま
た
津
波
と
戦
う
日
が
く
る
と
は
思
つ
て
も
い
な
か
っ
た
。

た
だ
、
震
災
２
日
前
の
地
震
か
ら
動
物
的
勘
が
働
き
、
機
関
長
に
は
毎
朝
、
船
の

暖
機
運
転
を
指
示
す
る
な
ど
、
心
の
準
備
は
で
き
て
い
た
よ
う
に
も
思
う
。

　
あ
の
日
か
ら
時
は
た
っ
て
も
、
い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ
、
人
間
の
無
力
さ
、

無
能
力
さ
を
痛
感
し
て
い
る
。
今
は
、
次
々
送
り
込
ま
れ
る
若
者
た
ち
に
囲
ま
れ
、

心
に
ム
チ
を
入
れ
何
と
か
立
っ
て
い
る
。

②　
早
く
逃
げ
ろ
、
死
に
た
い
の
か
！

�

宮
古
保
安
署
巡
視
艇
「
は
つ
か
ぜ
」
機
関
長　
神
山
章
敏

　
大
震
災
発
生
時
に
は
、
宮
古
保
安
署
で
事
務
処
理
中
だ
っ
た
。
Ｓ
航
海
士
補
と

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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カ
野
郎
、
海
な
ん
か
嫌
い
だ
」
と
同
じ
く
ペ
ン
キ
で
書
い
た
住
人
の
気
持
ち
は
痛

い
ほ
ど
わ
か
る
。

　
自
分
の
古
里
は
釜
石
市
だ
が
、
幼
い
時
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
町
並
み
を
、
ほ
ん

の
一
瞬
で
ズ
タ
ズ
タ
に
し
た
海
が
本
当
に
憎
く
て
仕
方
な
い
。
し
か
し
同
時
に
海

が
自
分
の
職
場
で
あ
り
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

③　
津
波
の
襲
来
を
予
感

�

宮
古
保
安
署

　
国
内
観
測
史
上
最
大
の
巨
大
地
震
の
横
揺
れ
が
30
秒
以
上
続
い
た
こ
と
か
ら
津

波
の
襲
来
を
予
感
。巡
視
艇「
は
つ
か
ぜ
」は
、地
震
か
ら
９
分
後
に
は
緊
急
出
港
し
、

陸
上
職
員
は
庁
舍
（
藤
原
埠
頭
の
宮
古
港
湾
合
同
庁
舎
）
３
階
の
事
務
所
で
情
報

収
集
を
開
始
し
た
。
海
面
を
確
認
す
る
が
顕
著
な
引
き
波
は
認
め
ら
れ
ず
、
除
々

に
海
面
が
上
昇
し
て
岸
壁
上
が
海
水
に
浸
っ
た
程
度
と
思
っ
た
と
こ
ろ
、
対
岸
の

建
物
が
急
に
白
波
に
飲
み
込
ま
れ
、
直
後
に
真
っ
黒
な
波
の
塊
が
事
務
所
前
面
の

防
波
堤
を
乗
り
越
え
て
庁
舍
を
襲
来
し
た
。

　
大
量
の
海
水
が
一
気
に
庁
舍
２
階
ま
で
浸
入
し
、
行
き
場
の
な
く
な
っ
た
空
気

が
甲
高
い
声
を
上
げ
な
が
ら
庁
舍
全
体
に
鳴
り
響
く
。
屋
上
へ
避
難
し
て
周
囲
を

見
渡
し
た
と
こ
ろ
、
津
波
が
防
潮
堤
を
越
え
て
市
街
地
に
達
し
て
お
り
、
一
面
が

海
と
化
し
て
い
た
。
悲
惨
な
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
た
が
、
現
実
離
れ
し
た
光

景
の
せ
い
か
恐
怖
心
や
絶
望
感
と
い
っ
た
感
情
は
沸
か
ず
、
津
波
の
状
況
を
確
認

し
な
が
ら
落
ち
着
い
て
事
務
所
内
な
ど
の
必
需
品
を
確
保
し
た
。

　
海
底
が
露
出
す
る
ほ
ど
の
強
い
引
き
波
と
、
岸
壁
上
を
超
え
る
強
い
押
し
波
が

一
晩
中
繰
り
返
し
発
生
し
、
濁
流
の
轟
音
が
鳴
り
響
き
、
風
雪
・
氷
点
下
・
真
っ

暗
闇
の
夜
が
明
け
る
と
庁
舍
屋
上
か
ら
見
た
周
囲
の
様
子
は
一
変
し
て
い
た
。

　
防
潮
堤
を
越
え
た
津
波
か
ら
猛
ダ
ッ
シ
ュ
で
逃
げ
延
び
た
職
員
も
含
め
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
断
た
れ
た
事
務
所
で
１
か
月
以
上
寝
泊
ま
り
し
て
業
務
を
行
っ
て
い

た
。

　
ま
た
津
波
は
引
き
波
が
あ
り
、
白
波
を
立
て
て
襲
来
す
る
感
覚
だ
っ
た
が
、
宮

古
を
襲
っ
た
津
波
は
押
し
波
か
ら
始
ま
り
、
う
ね
り
の
よ
う
な
波
の
塊
に
よ
り
急

激
に
水
位
が
上
昇
す
る
も
の
で
、「
想
定
外
」
の
津
波
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　
宮
古
港
藤
原
防
波
堤
灯
台
付
近
を
航
行
中
、
津
波
の
第
１
波
が
襲
来
し
藤
原
埠

頭
入
口
は
大
き
な
渦
が
巻
い
て
い
た
。
こ
の
渦
を
見
た
と
き
、「
漁
船
も
本
船
も
こ

の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
た
ら
出
ら
れ
な
い
」
と
思
い
、
流
さ
れ
て
渦
に
入
ら
な
い
こ

と
を
祈
り
つ
つ
、
漁
船
と
併
走
し
な
が
ら
沖
合
に
向
か
っ
た
。

　
そ
の
後
、
第
２
波
が
襲
来
し
た
た
め
か
藤
原
防
波
堤
灯
台
が
見
る
見
る
う
ち
に

水
没
、
灯
台
に
電
力
を
供
給
す
る
電
線
を
乗
り
越
え
た
津
波
が
さ
な
が
ら
花
火
の

ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
よ
う
に
流
れ
落
ち
た
。
そ
の
後
、
海
面
が
さ
ら
に
盛
り
上
が
っ
た

せ
い
か
視
野
に
あ
っ
た
藤
原
埠
頭
の
県
営
上
屋（
貨
物
を
短
期
間
留
め
置
く
倉
庫
）、

保
安
署
の
建
物
が
視
界
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　
幸
い
、
本
船
と
一
緒
に
沖
合
に
避
難
し
た
漁
船
は
す
べ
て
無
事
で
、
乗
組
員
一

同
ほ
っ
と
し
た
。
震
災
後
の
話
に
な
る
が
、
本
船
に
来
て
、

　
「
あ
の
時
、『
は
つ
か
ぜ
』
さ
ん
に
怒
ら
れ
た
け
ど
、お
陰
さ
ん
で
船
は
助
か
っ
た
。

あ
り
が
と
う
」

と
言
う
人
や
、
行
方
不
明
者
捜
索
か
ら
帰
港
の
際
、
宮
古
港
出
崎
埠
頭
で
本
船
に

向
か
っ
て
手
を
ふ
り
つ
つ
、
何
回
も
お
辞
儀
す
る
人
が
い
た
。

　
以
前
、
釜
石
沖
を
航
行
中
の
フ
ェ
リ
ー
内
で
産
気
づ
い
た
妊
婦
を
深
夜
に
緊
急

出
港
し
て
搬
送
し
た
こ
と
が
あ
り
、
人
命
救
助
が
い
か
に
感
謝
さ
れ
、
す
ば
ら
し

い
仕
事
で
あ
る
の
か
、
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

　
一
方
で
、
今
回
の
震
災
が
自
分
に
も
た
ら
し
た
惨
事
ス
ト
レ
ス
の
影
響
が
大
き

い
こ
と
が
ら
も
あ
る
。
官
舍
に
帰
り
、
１
人
で
震
災
報
道
を
テ
レ
ビ
で
見
て
い
て
、

そ
の
地
域
の
壊
滅
的
な
場
面
が
映
し
出
さ
れ
る
た
び
に
、
以
前
そ
の
場
所
で
検
挙

し
た
漁
民
が
初
動
捜
査
を
終
え
、
帰
ろ
う
と
す
る
官
用
車
の
ド
ア
に
し
が
み
つ
き

「
今
回
だ
け
ど
う
か
見
逃
し
て
く
だ
さ
い
」
と
頼
む
姿
や
、
罰
金
が
来
る
可
能
性
が

高
い
こ
と
を
告
げ
る
と
「
来
月
以
降
で
な
け
れ
ば
年
金
も
も
ら
え
な
い
の
で
払
え

な
い
な
」
な
ど
と
漏
ら
し
た
漁
民
た
ち
の
顔
が
浮
か
ん
で
く
る
。

　
誤
っ
た
こ
と
は
し
て
い
な
い
と
頭
で
は
十
分
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
だ
が
、
身

体
が
つ
い
て
い
か
な
い
。
こ
ん
な
大
惨
事
に
な
る
な
ら
、
な
ぜ
あ
の
時
、
一
言
「
許

し
て
や
る
」
と
言
え
な
か
っ
た
の
か
と
悔
や
み
つ
つ
、
あ
の
人
た
ち
が
何
と
か
無

事
で
い
て
く
れ
と
願
う
毎
日
で
あ
る
。

　
宮
古
市
内
の
家
屋
に
ペ
ン
キ
で
「
解
体
Ｏ
Ｋ
」
と
書
か
れ
た
場
所
に
、「
海
の
バ

医療の現場から　命を見つめて公的な支援体制
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そ
の
後
、
幼
い
子
ど
も
を
連
れ
な
が
ら
行
方
不
明
に
な
っ
た
家
族
を
探
し
て
い

る
女
性
の
姿
が
見
ら
れ
た
。
女
性
は
毎
日
漁
港
を
訪
れ
て
い
た
。
遺
族
の
気
持
ち

が
落
ち
着
く
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
海
に
流
さ
れ
た
行
方
不
明
者
を

１
人
で
も
多
く
発
見
し
て
遺
族
の
元
へ
帰
す
こ
と
、
ま
た
は
、
遺
族
が
納
得
す
る

よ
う
な
捜
索
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
。

【
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献
】

「
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
東
北
太
平
洋
沖
地
震
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
」
海
上

　
保
安
庁(

海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り)

�「
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
の
記
録
」
２
０
１
２
年
１
月　
海
上
保
安
庁
（
海
上
保

　
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

�

㈶
海
上
保
安
協
会
編
著
「
東
日
本
大
震
災
そ
の
と
き
海
上
保
安
官
は
」

　
２
０
１
２
年
３
月　
誠
山
堂
書
店

�

海�

上
保
安
庁
「
海
上
保
安
レ
ポ
ー
ト
２
０
１
２
」
２
０
１
２
年
５
月　
日
経
印
刷

株
式
会
社

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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第
２
部　
各
分
野
で
の
震
災
後
の
取
り
組
み

第
７
章　
災
害
廃
棄
物
の
処
理

�

阿
南　
透

は
じ
め
に

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
大
量
の
瓦
礫
等
の
災
害
廃
棄
物
が
発
生
し
た
。

　
今
回
発
生
し
た
災
害
廃
棄
物
の
量
は
、
宮
古
市
だ
け
で
57
万
４
千
９
０
０
㌧
と

さ
れ
る
（
処
理
計
画
に
お
け
る
推
計
値
。『
岩
手
県
災
害
廃
棄
物
処
理
詳
細
計
画
』

11
頁
）。こ
れ
は
１
年
間
に
排
出
さ
れ
る
家
庭
ご
み
の
30
年
分
に
相
当
す
る
と
い
う
。

こ
れ
だ
け
の
廃
棄
物
を
、
平
成
26
年
３
月
ま
で
の
短
期
間
で
ど
の
よ
う
に
処
理
し

た
か
、
本
章
は
こ
の
未
曾
有
の
出
来
事
を
記
録
す
る
。

一
般
廃
棄
物
の
処
理

　
通
常
の
ご
み
収
集
を
担
当
す
る
の
は
宮
古
市
環
境
課
で
あ
る
。
し
か
し
震
災
後

に
、
環
境
課
が
担
当
し
た
仕
事
は
、

⑴　
清
掃
及
び
防
疫
に
関
す
る
こ
と

⑵　
し
尿
及
び
一
般
廃
棄
物
に
関
す
る
こ
と

⑶�　
行
方
不
明
者
の
捜
索
、
遺
体
収
容
等
に
係
る
関
係
機
関
と
の
連
絡
及
び
遺
体

の
処
理
に
関
す
る
こ
と

⑷　
衛
生
施
設
等
の
被
害
調
査
に
関
す
る
こ
と

こ
の
４
点
で
あ
っ
た
（
宮
古
市
地
域
防
災
計
画
）。
な
か
で
も
遺
体
収
容
に
関
す
る

業
務
と
、
津
波
震
災
地
域
の
消
毒
（
消
石
灰
の
散
布
）
が
急
を
要
し
た
た
め
、
一

般
廃
棄
物
の
収
集
は
一
時
中
断
し
た
。
民
間
委
託
し
て
い
る
可
燃
ご
み
の
収
集
が

再
開
し
た
の
は
３
月
21
日
か
ら
で
（
週
１
回
）、
直
営
で
収
集
す
る
資
源
物
は
４
月

30
日
ま
で
中
止
に
な
っ
た
。こ
の
た
め
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
が
家
庭
に
た
ま
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

瓦
礫
の
撤
去

　
瓦
礫
の
撤
去
や
道
路
の
復
旧
に
関
わ
っ
た
の
は
主
と
し
て
建
設
業
者
で
あ
る
。

作
業
は
震
災
当
日
か
ら
部
分
的
に
始
ま
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
組
織
化
さ
れ
、
大

き
な
動
き
に
な
り
、
復
旧
に
至
る
ま
で
の
過
程
は
、
岩
手
県
建
設
業
協
会
『
復
興

へ
の
道
―
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
記
録
』（
岩
手
県
建
設
業
協
会　
２
０
１
２

年
）
の
宮
古
支
部
の
項
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
同
書
に
よ
る
と
、
震
災
翌
日
の
12
日
に
は
、
対
応
を
県
・
宮
古
土
木
セ
ン
タ
ー

と
打
合
せ
て
、
建
設
業
協
会
宮
古
支
部
災
害
対
策
本
部
を
、
宮
古
市
宮
町
に
あ
る

大
坂
建
設
に
設
置
し
た
（
岩
手
県
建
設
業
協
会
：
28
頁
）。
市
役
所
も
、
携
帯
電
話

で
建
設
業
者
と
個
別
に
連
絡
を
取
り
、
対
応
で
き
る
建
設
業
者
を
確
認
し
た
。
13

日
に
は
自
衛
隊
の
後
方
支
援
と
し
て
、
田
老
、
鍬
ヶ
崎
、
金
浜
、
赤
前
地
区
で
の

道
路
復
旧
と
瓦
礫
撤
去
作
業
が
始
ま
っ
た
。

　
14
日
に
は
、
宮
古
市
都
市
整
備
部
長
か
ら
建
設
業
協
会
宮
古
支
部
に
、
自
衛
隊

後
方
支
援
並
び
に
河
川
以
外
の
瓦
礫
撤
去
要
請
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
16
日
、
行
政

機
関
と
市
内
業
界
団
体
に
よ
る
「
宮
古
地
区
災
害
復
旧
対
策
連
絡
協
議
会
」
が
設

置
さ
れ
、
本
部
と
な
っ
た
大
坂
建
設
で
最
初
の
対
策
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
会
議

に
参
集
し
た
の
は
、
建
設
業
協
会
宮
古
支
部
、
宮
古
建
設
協
会
、
宮
古
電
業
協
会
、

宮
古
市
水
道
工
事
業
協
同
組
合
、
管
工
業
協
会
宮
古
支
部
、
宮
古
市
指
定
下
水
道

工
事
店
、
宮
古
建
築
組
合
、
岩
手
県
沿
岸
広
域
振
興
局
、
宮
古
市
役
所
、
宮
古
商

工
会
議
所
の
代
表
で
あ
り
（
岩
手
県
建
設
業
協
会
：
28
頁
）、
行
政
と
業
界
の
総
力

を
挙
げ
た
取
り
組
み
と
な
っ
た
。
協
議
会
立
ち
上
げ
に
当
た
り
、
会
長
に
就
任
し

た
大
坂
文
人
氏
は
次
の
よ
う
な
ス
ピ
ー
チ
で
皆
を
奮
い
立
た
せ
た
と
い
う
。

　
「
こ
こ
に
お
集
ま
り
の
方
々
は
各
団
体
の
幹
部
の
方
々
で
在
り
、
こ
の
宮
古
で
生

ま
れ
宮
古
で
死
ぬ
方
々
だ
と
思
う
。
お
互
い
今
、
業
者
の
社
長
・
各
会
社
が
存
続

で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
自
分
の
努
力
は
勿
論
だ
が
、
今
回
被
災
し
た
宮
古
市

民
の
方
々
に
何
等
か
の
か
た
ち
で
お
世
話
に
な
り
、
生
か
さ
れ
て
来
た
か
ら
、
こ

う
し
て
生
き
て
い
る
し
、建
設
業
を
張
っ
て
い
ら
れ
る
。
今
回
の
大
災
害
で
は
我
々

も
被
災
者
だ
。
機
械
も
人
ま
で
や
ら
れ
て
苦
し
い
。
だ
が
、
今
ま
で
何
ら
か
の
か

た
ち
で
我
々
に
力
を
与
え
て
く
れ
た
方
々
が
、
家
も
家
族
も
全
て
を
無
く
し
て
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
な
く
ス
ト
ー
ブ
も
電
気
も
食
い
物
す
ら
、
思
う
よ
う
に
で
き
ず

避
難
所
で
も
が
き
苦
し
ん
で
い
る
。
我
々
が
頑
張
っ
て
も
避
難
所
生
活
は
ま
だ
ま

だ
続
く
。
１
日
も
早
く
瓦
礫
を
除
去
し
仮
設
住
宅
に
入
っ
て
も
ら
う
よ
う
最
善
を

尽
く
そ
う
。
今
、
地
元
業
者
の
我
々
が
行
動
を
起
こ
せ
ば
、
復
旧
工
事
も
復
興
に

医療の現場から　命を見つめて災害廃棄物の処理



608

が
あ
っ
た
。
船
舶
の
撤
去
に
は
油
を
抜
く
必
要
が
あ
り
、専
門
業
者
の
協
力
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
旧
川
井
村
と
の
合
併
で
宮
古
市
の
所
有
に
な
っ
た
除
雪
用
ロ
ー
ダ
ー

で
作
業
し
た
こ
と
も
効
果
的
で
あ
っ
た
と
い
う
。

仮
置
き
場
の
設
置

　
瓦
礫
処
理
の
過
程
で
、
ま
ず
は
仮
置
き
場
が
必
要
と
な
っ
た
。
宮
古
市
で
は
、

出
崎
埠
頭
、
藤
原
埠
頭
、
宮
古
運
動
公
園
に
大
規
模
な
仮
置
き
場
が
設
け
ら
れ
た
。

こ
の
ほ
か
田
老
野
球
場
、
摂
待
、
長
内
川
運
動
公
園
に
も
設
置
さ
れ
た
。

　
出
崎
埠
頭
で
は
、
被
災
直
後
に
、
ま
ず
鍬
ヶ
崎
地
区
の
道
路
確
保
の
た
め
、
道

路
上
の
倒
壊
家
屋
な
ど
を
県
有
地
に
搬
入
し
た
。
そ
の
後
、
５
月
上
旬
ま
で
、
自

衛
隊
の
遺
体
捜
索
の
た
め
撤
去
し
た
瓦
礫
や
解
体
し
た
家
屋
が
搬
入
さ
れ
た
。
し

か
し
４
月
11
日
の
魚
市
場
再
開
に
よ
り
、
市
場
周
辺
に
瓦
礫
置
き
場
が
あ
る
の
は

好
ま
し
く
な
い
こ
と
か
ら
、
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
瓦
礫
約
１
万
８
千
立
方　
　

㍍
を
県
が
岩
泉
町
小
本
地
区
に
搬
出
し
た
。

　
藤
原
埠
頭
の
県
有
地
に
は
市
中
心
部
の
瓦
礫
が
搬
入
さ
れ
た
。
こ
こ
は
の
ち
に
、

災
害
廃
棄
物
処
理
を
行
う
場
と
な
っ
た
。
藤
原
埠
頭
だ
け
で
は
仮
置
き
場
が
不
足

す
る
こ
と
か
ら
、
３
月
末
か
ら
、
赤
前
に
あ
る
宮
古
市
営
の
宮
古
運
動
公
園
に
も

瓦
礫
を
搬
入
し
た
。

災
害
廃
棄
物
の
処
理

　
こ
う
し
て
集
め
ら
れ
た
瓦
礫
は
、
災
害
廃
棄
物
と
し
て
処
理
し
た
。
岩
手
県
に

お
け
る
そ
の
過
程
は
、『
東
日
本
大
震
災
津
波
に
よ
り
発
生
し
た
災
害
廃
棄
物
の
岩

手
県
に
お
け
る
処
理
の
記
録
』（
岩
手
県　
２
０
１
５
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
災
害
廃
棄
物
は
、
岩
手
県
が
市
町
村
か
ら
の
事
務
の
委
託
を
受
け
て
処
理
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
平
成
23
年
６
月
に
「
岩
手
県
災
害
廃
棄
物
処
理
実
行
計
画
」
を

策
定
、
８
月
に
は
「
岩
手
県
災
害
廃
棄
物
処
理
詳
細
計
画
」
を
策
定
し
、
処
理
の

方
針
が
定
ま
っ
た
。
宮
古
市
の
推
計
量
は
表
１
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
基
本
方
針

と
し
て
、
災
害
廃
棄
物
を
２
段
階
に
分
け
て
選
別
し
た
。
被
災
家
屋
な
ど
を
ひ
と

ま
ず
集
め
た
上
記
の
仮
置
き
場
を｢

一
次
仮
置
場
」
と
し
、
こ
こ
で
お
お
ま
か
な

選
別
を
行
っ
た
。
そ
し
て
廃
棄
物
を
破
砕
・
選
別
す
る
施
設
を
「
二
次
仮
置
場
」

向
け
て
の
動
き
も
早
く
な
り
ま
す
。
１
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
に
向
け
地
元
の
我
々

が
動
か
な
い
で
、
誰
が
動
く
ん
で
す
か
。
こ
の
考
え
方
に
乗
れ
な
い
方
は
今
こ
の

場
所
か
ら
立
ち
去
っ
て
下
さ
い
！
こ
こ
に
参
加
し
て
く
れ
た
皆
は
他
人
で
な
く
、

身
内
・
兄
弟
と
同
じ
で
し
ょ
う
。
困
っ
て
い
る
人
の
為
に
１
日
も
休
む
事
な
く
働

き
続
け
ま
す
。
良
い
で
す
ね
！
」

　
こ
う
し
て
情
報
共
有
と
翌
日
の
作
業
分
担
を
決
め
る
会
議
が
毎
日
午
後
４
時
か

ら
開
催
さ
れ
、
瓦
礫
撤
去
だ
け
で
な
く
、
電
気
、
水
道
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
処
理

な
ど
の
作
業
が
組
織
的
に
始
ま
っ
た
。
毎
日
の
打
合
せ
で
作
業
の
効
率
化
を
図
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
宮
古
は
非
常
に
早
く
瓦
礫
の
撤
去
が
進
ん
だ
と
い
う
。

　
瓦
礫
に
つ
い
て
は
、
市
か
ら
３
月
17
日
に
、
田
老
～
津
軽
石
間
に
つ
い
て
、
業

者
の
班
を
編
成
し
て
撤
去
す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
。
最
初
は
自
衛
隊
の
遺
体
捜
索

を
優
先
し
、
派
遣
要
請
に
応
じ
て
業
者
を
派
遣
し
た
。
捜
索
が
済
む
と
、
道
路
の

通
行
を
確
保
す
る
道
路
啓
開
（
開
設
）
に
取
り
か
か
っ
た
。
14
日
に
は
国
道
が
開

通
、
16
日
に
は
県
道
重
茂
半
島
線
が
開
通
す
る
な
ど
、
幹
線
道
路
は
１
週
間
ほ
ど

で
通
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。23
日
に
は
公
道
上
の
車
両
撤
去
が
完
了
し
た
。し
か
し
、

道
路
の
瓦
礫
を
撤
去
し
て
奇
麗
に
し
て
も
、
す
ぐ
に
奇
麗
に
な
っ
た
場
所
に
ご
み

を
出
す
人
が
い
る
た
め
、
完
全
な
撤
去
に
は
時
間
が
か
か
っ
た
と
も
い
う
。

　
４
月
７
日
に
は
、
公
道
の
瓦
礫
撤
去
に
ほ
ぼ
目
安
が
つ
い
た
。
４
月
27
日
に
は
、

自
衛
隊
の
捜
索
終
了
に
伴
い
、
瓦
礫
搬
出
地
区
割
り
編
成
会
議
を
行
い
、
５
月
11

日
か
ら
民
有
地
の
本
格
的
な
撤
去
作
業
を
開
始
し
た
（
岩
手
県
建
設
業
協
会
：
29

頁
）。
電
化
製
品
は
搬
出
せ
ず
、
瓦
礫
と
車
輌
の
み
搬
出
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ

た
。
瓦
礫
の
仮
置
き
場
は
ま
ず
藤
原
埠
頭
、
満
杯
に
な
れ
ば
赤
前
の
運
動
公
園
と

し
た
。

　
７
月
31
日
の
時
点
で
瓦
礫
搬
出
率
93
％
、
家
屋
解
体
50
％
の
進
捗
。
８
月
22
日

時
点
で
瓦
礫
搬
出
率
97
％
、
家
屋
解
体
60
％
の
進
捗
。
９
月
１
日
時
点
で
瓦
礫
搬

出
率
99
％
、
家
屋
解
体
60
％
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
12
月
８
日
に
、
宮
古
地
区
災
害

復
旧
対
策
連
絡
委
員
会
が
解
散
し
た
（
岩
手
県
建
設
業
協
会
：
29
頁
）。

　
撤
去
に
あ
た
っ
て
は
、
建
設
業
者
以
外
の
協
力
も
あ
っ
た
。
材
木
の
撤
去
に
は

グ
ラ
ッ
プ
ル
と
い
う
、
つ
か
む
こ
と
の
で
き
る
機
械
が
有
効
で
あ
り
、
機
械
を
持
っ

て
い
る
林
業
業
者
の
協
力
が
あ
っ
た
。
車
両
の
撤
去
に
は
Ｊ
Ａ
Ｆ
の
業
者
の
協
力

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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・
金
属
く
ず
は
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
へ
売
却
し
た
。

・�

そ
の
他
の
う
ち
、
漁
具
・
漁
網
は
、
切
断
し
て
特
注
の
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
に
詰

め
て
搬
出
し
た
。
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
は
比
重
が
軽
く
か
さ
ば
る
た
め
、
専
用
の

減
容
機
を
設
置
し
て
搬
出
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
藤
原
埠
頭
と
宮
古
運
動
公
園
に
設
け
ら
れ
た
処
理
プ
ラ
ン
ト
は
、

宮
古
市
、
岩
泉
町
、
田
野
畑
村
の
宮
古
地
区
の
災
害
廃
棄
物
88
万
１
千
０
３
２
㌧

を
処
理
し
た
。
搬
出
先
と
処
理
方
法
は
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

・�

燃
料
化
は
、
柱
材
・
角
材
な
ど
を
加
工
し
て
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
原
料
、
バ

イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
燃
料
な
ど
に
加
工
し
た
。

・�

建
築
資
材
化
は
、ま
ず
復
興
公
共
工
事
の
資
材
と
し
て
、分
別
し
た
津
波
堆
積
土
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ら
の
再
生
砕
石
な
ど
を
使
っ
た
。
こ
の
ほ
か
田
野
畑
リ
サ
イ

ク
ル
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ら
、
梨
子
建
設
で
自
然
石
、
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
宮
古
で
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
を
再
生
砕
石
に
処
理
し
た
。

・�

セ
メ
ン
ト
資
源
化
は
、
可
燃
物
な
ど
を
セ
メ
ン
ト
の
原
料
や
燃
料
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
大
船
渡
工
場
、
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
岩
手
工
場
（
一

関
市
）
で
処
理
を
行
っ
た
。

・�

リ
サ
イ
ク
ル
は
、
金
属
く
ず
と
廃
家
電
に
つ
い
て
は
フ
ジ
メ
タ
ル
リ
サ
イ
ク
ル

（
北
上
市
）、産
業
振
興
（
釜
石
市
）
が
処
理
し
た
。
消
火
器
を
ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ

ク
（
大
阪
府
）、
廃
タ
イ
ヤ
を
東
部
環
境
（
宮
城
県
）、
廃
材
等
を
宮
古
地
区
広

域
行
政
組
合
最
終
処
分
場
で
処
理
し
た
。

・�

サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
と
は
、
焼
却
に
よ
り
発
電
・
売
電
を
し
て
い
る
施
設
で

の
処
理
で
あ
る
。盛
岡
市
の
ほ
か
、群
馬
県
、大
阪
府
、東
京
都
で
処
理
を
行
っ
た
。

・�

焼
却
は
可
燃
物
の
焼
却
で
あ
る
。
表
の
６
か
所
で
焼
却
を
行
っ
た
。
こ
の
う
ち

宮
古
地
区
内
仮
設
焼
却
炉
は
、
小
山
田
地
区
の
宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
敷
地

内
に
設
置
さ
れ
、
平
成
24
年
３
月
か
ら
26
年
３
月
ま
で
焼
却
処
理
を
行
っ
た
。

・�

埋
立
処
分
は
、安
定
型
、管
理
型
と
も
に
、不
燃
物
を
埋
め
立
て
処
理
し
た
。な
お
、

漁
網
に
つ
い
て
は
、
焼
却
す
る
場
合
に
は
編
み
込
ま
れ
て
い
る
鉛
を
除
去
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
処
理
が
進
ま
ず
、
山
形
県
米
沢
市
と
石
川
県
金
沢
市
の
民
間

業
者
に
処
理
を
委
託
し
た
。

　
こ
う
し
た
処
理
の
過
程
で
、
岩
手
県
内
だ
け
で
は
処
理
し
き
れ
な
い
災
害
廃
棄

に
設
け
、
こ
こ
で
処
理
し
て
、
一
般
廃
棄
物
の
焼
却

施
設
や
最
終
処
分
場
と
い
っ
た
処
分
先
に
搬
出
す
る

こ
と
に
し
た
。

　
一
次
仮
置
場
で
は
重
機
と
手
作
業
に
よ
り
、「
柱

材
・
角
材
」「
可
燃
系
混
合
物
」「
不
燃
系
混
合
物
」

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ら
」「
津
波
堆
積
物
」「
金
属
く
ず
」

「
畳
」「
そ
の
他
（
漁
具
等
）」
に
分
別
し
た
。
ま
た
、

津
波
に
よ
り
付
着
し
た
土
砂
を
機
械
（
ト
ロ
ン
メ
ル
）

に
よ
り
ふ
る
い
分
け
た
。

　
二
次
仮
置
場
は
藤
原
埠
頭
と
宮
古
運
動
公
園
に
設

け
ら
れ
た
。
こ
こ
は
一
次
仮
置
場
を
兼
ね
て
い
た
が
、

平
成
23
年
12
月
か
ら
26
年
６
月
ま
で
の
工
期
で
、
業

者
に
委
託
し
て
処
理
プ
ラ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
た
。
宮

古
市
だ
け
で
な
く
、岩
泉
町
、田
野
畑
村
を
含
む
「
宮

古
地
区
」
の
一
次
仮
置
場
か
ら
搬
入
さ
れ
た
廃
棄
物

を
破
砕
・
選
別
の
処
理
を
し
た
。
具
体
的
に
は
次
の

よ
う
な
処
理
で
あ
っ
た
。

・�

柱
材
・
角
材
は
、
大
型
金
属
類
（
ボ
ル
ト
、
カ
ス

ガ
イ
等
）
を
取
り
除
き
、
洗
浄
し
て
固
着
土
を
除

去
し
た
。

・�

可
燃
系
混
合
物
、
不
燃
系
混
合
物
は
、
破
砕
機
で

処
理
に
適
し
た
大
き
さ
に
し
、
ふ
る
い
、
風
力
選

別
、磁
気
選
別
、手
選
別
に
よ
っ
て
、｢

可
燃
物
」「
不

燃
系
廃
棄
物
」「
ふ
る
い
下
く
ず
、
そ
の
他
」
に

選
別
し
た
。

・�

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ら
は
、
小
割
し
、
鉄
筋
を
切
断

し
た
後
、
破
砕
し
て
再
生
砕
石
相
当
品
に
仕
上
げ

た
。

・�

津
波
堆
積
土
は
、
ふ
る
い
分
け
、
復
興
資
材
と
し

て
利
用
可
能
な
状
態
に
し
た
。

柱材・角材 可燃系
混合物

不燃系
混合物

コンクリート
がら 金属くず 畳 そ��の��他 合　　計

99,500 186,600 155,400 41,500 87,300 1,600 3,000 574,900

17.3% 32.6% 27.0% 7.2% 15.2% 0.3% 0.4% 100.0%

表１　災害廃棄物の推計量（一時仮置場搬入時）

＊『岩手県災害廃棄物処理詳細計画』p.29　単位：㌧

医療の現場から　命を見つめて災害廃棄物の処理
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処理項目 処理先 数量（トン） 小計（トン） 割合

燃料化 北星（株） 9,926 9,926 1.1%

建設資材化

復興公共工事 504,064

525,525 59.6%
田野畑リサイクル 18,041

梨子建設（株） 986

NIPPO宮古 2,434

セメント資源化
太平洋セメント（株）大船渡工場 130,676

144,653 16.4%
三菱マテリアル（株）岩手工場 13,977

リサイクル

フジメタルリサイクル（株）･産業振興（株） 15,067

16,127 1.8%
大阪府　ヤマトプロテック（株） 5

宮城県　（株）東部環境 1,048

宮古地区広域行政組合最終処分場 7

サーマルリサイクル

盛岡市クリーンセンター 3,651

40,393 4.6%

群馬県　桐生市清掃センター 5,134

群馬県　前橋市六供清掃工場 1,785

大阪府　大阪市舞州工場 15,527

東京都 14,296

焼却

いわて第２クリーンセンター 4,281

54,042 6.1%

雫石・滝沢環境組合清掃センター 2,221

宮古市清掃センター 3,577

宮古地区内仮設焼却炉 39,200

いわてクリーンセンター 1,324

秋田県　大仙美郷クリーンセンター 2,678

群馬県　吾妻東部衛生センター 754

石川県　輪島クリーンセンター 7

安定型埋立処分

（有）クリーンもりおか 501

35,666 4.0%樋下建設（株） 30,843

（株）岩手環境保全 4,322

管理型埋立処分

葛巻町最終処分場 98

54,699 6.2%

盛岡市リサイクルセンター 2,405

宮古地区広域行政組合最終処分場 45,755

山形県　（株）エコス米沢 3,016

石川県　金沢市戸室新保埋立場 1,949

神奈川県　エコマックス（株） 1,476

合　計 881,031 100.0%

表２　宮古地区　災害廃棄物の処理先

＊鹿島建設他『宮古地区災害廃棄物破砕・選別等業務委託実績報告書』1-7

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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６
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け
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古
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を
搬
出
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射
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懸
念
か
ら
、
受
け
入
れ
側
の
地
域
住
民
の
理
解
を
得
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め
に
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間
を
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た
が
、
測
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結
果
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題
の
な
い
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
を
広
報
し
、
11
月
に
搬

出
を
開
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し
た
。
最
終
的
に
は
岩
手
県
か
ら
１
都
１
府
13
県
、
39
自
治
体
の
協

力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
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宮
古
市
か
ら
発
生
し
た
災
害
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、

６
万
７
千
４
６
５
㌧
を
広
域
処
理
し
た
（『
岩
手
県
災
害
廃
棄
物
処
理
詳
細
計
画
』

１
３
１
頁
）。

　
家
電
製
品
に
つ
い
て
は
、
市
が
処
理
を
担
当
し
た
。
災
害
に
よ
る
廃
家
電
の
量

は
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
１
万
３
千
台
、
液
晶
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
３
千
台
、
冷
蔵

庫
７
千
７
０
０
台
、
冷
凍
庫
３
０
０
台
、
洗
濯
機
４
千
９
０
０
台
、
衣
類
乾
燥
機

１
０
０
台
、
エ
ア
コ
ン
５
０
０
台
、
合
計
２
万
９
千
５
０
０
台
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
は
市
が
分
別
回
収
・
保
管
し
、
異
物
等
を
除
去
し
た
上
で
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
が
定
め
る
指
定
取
引
業
者
に
引
き
渡
し
た
。

　
被
災
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
市
が
２
千
８
６
０
台
を
処
理
し
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
自
動
車
は
個
人
の
財
産
で
は
あ
る
が
、
所
有
者
に
連
絡
が
取
れ
な
い
、
ま

た
は
車
台
番
号
が
判
別
不
能
の
場
合
、
一
定
期
間
を
経
過
し
た
も
の
は
処
理
す
る

方
針
が
県
に
よ
り
示
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
平
成
26
年
３
月
に
ひ
と
ま
ず
災
害
廃
棄
物
の
処
理
は
終
了

し
た
。

水
産
廃
棄
物
の
処
理

　
漁
港
の
冷
蔵
庫
が
被
災
し
た
た
め
、
中
に
入
っ
て
い
た
魚
が
腐
っ
た
。
こ
の
水

産
廃
棄
物
４
千
１
５
８
㌧
の
処
理
は
、
海
洋
投
棄
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、

保
健
所
と
話
し
合
っ
て
、「
一
時
保
管
」
の
名
目
で
、
３
月
30
日
に
樫
内
地
区
の
市

有
地
に
埋
め
た
。
現
在
も
年
に
１
回
水
質
調
査
を
し
て
い
る
が
、
問
題
は
起
き
て

い
な
い
。

医療の現場から　命を見つめて災害廃棄物の処理
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第
２
部　
各
分
野
で
の
震
災
後
の
取
り
組
み

第
８
章　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
そ
の
課
題

�

久
保
田
滋
子

は
じ
め
に

　

大
き
な
災
害
が
起
き
る
と
、
今
で
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
つ
け
る

と
い
う
光
景
が
当
た
り
前
に
な
っ
た
が
、
一
般
の
人
々
が
延
べ
１
０
０
万
人
以
上

も
災
害
現
場
に
駆
け
つ
け
て
被
災
者
を
助
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
平
成
７

（
１
９
９
５
）
年
に
起
き
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
最
初
で
あ
り
、
東
日
本
大
震
災

は
、
大
規
模
災
害
と
し
て
は
２
度
目
の
経
験
と
な
っ
た
。
被
災
地
で
は
、
遠
方
か

ら
や
っ
て
く
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
経
験
が
な
い
こ
と
に
加
え
、
津
波
に

よ
る
災
害
が
激
甚
で
あ
っ
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
で
は
行
政
も
す
ぐ
に
は

機
能
せ
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
対
応
も
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
。
宮
古
市
で
は
社
会

福
祉
協
議
会
が
津
波
の
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
た
め
に
、
被
災
後
す
ぐ
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
早
く
か
ら
初
動
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
市
民
の
日
常
生
活
も
ま
ま
な
ら
な
い
被
害
の
大
き
な
現
場
に
、
い
つ
か
ら

誰
を
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
走
り
な
が
ら
考
え
る
と
い

う
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
章
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
た
社
会
福
祉
協

議
会
が
ど
の
よ
う
に
こ
の
状
況
に
取
り
組
み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
入
っ
た
側
が
ど

の
よ
う
な
経
験
を
し
た
の
か
、
長
期
支
援
に
取
り
組
ん
だ
カ
リ
タ
ス
を
例
に
取
り
、

主
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
記
録
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

１　
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
り
組
み

　
⑴　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ

　
宮
古
市
の
防
災
計
画
で
は
、
市
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
宮
古
市
役
所
が
被
災
に
よ
り
２

日
間
連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
た
め
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
事
務
局
長
と
次
長
、

地
域
福
祉
課
の
職
員
が
話
し
合
い
、
市
か
ら
の
要
請
を
待
つ
こ
と
な
く
３
月
13
日

に
独
自
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
市
へ
は
後
日
報
告
を
行
っ

た
。
そ
の
後
、
３
月
21
日
か
ら
は
北
海
道
社
協
、
３
月
24
日
か
ら
は
静
岡
県
社
協

の
支
援
を
受
け
、
ま
た
㈱
プ
ロ
ミ
ス
や
㈱
Ｇ
Ｓ
Ｋ
（
グ
ラ
ク
ソ
・
ス
ミ
ス
・
ク
ラ

イ
ン
）、
陸
中
宮
古
青
年
会
議
所
な
ど
の
協
力
も
あ
っ
て
徐
々
に
体
制
を
整
え
、
３

月
中
に
は
本
格
的
に
活
動
を
開
始
し
た
。
市
内
で
立
ち
上
げ
ら
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
で
あ
る
宮
古
災
害
復
興
支
援
活
動
チ
ー
ム
Ｍ
．Ａ
．Ｄ
（M

iyako�A
ction�

D
ebelopm

ent

）
も
協
働
し
た
。
組
織
は
、
会
計
と
物
資
受
け
入
れ
を
担
当
す

る
総
務
班
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
班
、
地
域
ニ
ー
ズ
調
査
班
、
マ
ッ
チ
ン
グ
班
、

仮
設
住
宅
・
避
難
所
支
援
班
、
イ
ベ
ン
ト
企
画
班
、
生
活
資
金
相
談
班
に
分
か
れ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
班
は
さ
ら
に
、
受
付
係
、
炊
き
出
し
等
イ
ベ
ン
ト
班
、
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
係
、
資
材
準
備
運
搬
・
送
り
出
し
係
、
宿
泊
所
運
営
班
に
分
か

れ
て
活
動
し
た
。
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
た
そ
の
日
に
、
市
内
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
希
望
第
１
号
の
申
し
出
が
あ
り
、
そ
の
後
市
内
在
住
の
大
学
生
、
高
校
生
を
中

心
に
日
を
追
っ
て
登
録
者
が
増
え
、
３
月
末
日
で
延
べ
４
０
９
人
が
登
録
し
、
稼

働
人
数
は
延
べ
７
３
１
人
に
達
し
た（「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録・稼
働
人
数
等
」：

宮
古
市
社
会
福
祉
協
議
会
作
成
資
料
）。
団
体
の
第
一
号
は
、
３
月
15
日
に
登
録
し

た
新
潟
県
の
企
業
で
、
避
難
所
へ
の
風
呂
提
供
の
申
し
出
が
あ
っ
た
（
宮
古
市
社

会
福
祉
協
議
会
作
成
資
料
）。
こ
れ
は
自
衛
隊
の
風
呂
設
置
よ
り
早
か
っ
た
。
現
場

へ
の
人
員
の
派
遣
は
３
月
16
日
か
ら
で
、
こ
の
日
は
食
料
配
達
に
１
人
、
訪
問
入

浴
に
１
人
が
出
向
い
た
。
新
潟
中
越
地
震
の
と
き
に
、
宮
古
市
社
協
へ
訪
問
入
浴

車
と
職
員
派
遣
の
要
請
が
あ
り
、
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
３
月
18
日
か
ら
は
入
浴

車
で
避
難
所
を
回
り
、
高
齢
者
へ
の
足
湯
や
新
生
児
の
沐
浴
を
行
っ
た
。
当
初
は

ま
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
少
な
か
っ
た
の
で
、
社
協
職
員
も
課
を
超
え
て
協
力
し
合

い
、
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
行
お
う
と
い
う
意
気
込
み
で
臨
ん
だ
。
子
育
て
支
援

係
は
子
供
の
い
る
世
帯
へ
声
を
か
け
て
回
り
、
地
域
福
祉
課
は
避
難
所
と
学
校
を

回
り
調
整
を
図
っ
た
。

　
震
災
後
す
ぐ
に
県
外
か
ら
市
役
所
へ
炊
き
出
し
を
し
た
い
等
の
申
し
出
も
あ
っ

て
、個
人
的
に
避
難
所
に
行
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。し
か
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
行
う
べ
き
で
、
個
人
が
勝
手
に
動
く
と
収
集

が
つ
か
な
く
な
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
被
災

者
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
と
い
う
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望

者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
担
当
者
が
避
難
所
や
仮
設
住
宅
へ
電

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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に
集
め
ら
れ
た
が
、
手
狭
で
あ
っ
た
た
め
市
が
新
里
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
場
所
を
移
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
送
ら
れ
て
く
る
支
援
物
資
を
こ
こ
で
開

封
し
て
用
途
別
に
仕
分
け
し
て
各
避
難
所
に
配
送
し
た
。
役
に
立
っ
た
支
援
物
資

は
子
供
用
・
介
護
用
お
む
つ
、
飲
料
水
、
ミ
ル
ク
で
、
衣
類
や
下
着
は
使
用
済
み

の
も
の
が
多
く
て
大
変
困
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
で
は
、ス
コ
ッ

プ
な
ど
の
資
材
調
達
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
の
受
付
業
務
、オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
行
っ
た
。
ス
コ
ッ
プ
は
品
薄
だ
っ
た
の
で
買
わ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
秋

田
か
ら
も
取
り
寄
せ
た
。
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
に
は
理
容
や
美
容
な
ど
の
特

技
を
生
か
し
た
り
、
音
楽
の
演
奏
な
ど
を
希
望
す
る
人
も
い
る
が
、
10
人
い
れ
ば

10
通
り
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
大
変
だ
っ
た
。
理
容
、
美
容
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
は
一
番
望
ま
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
最
初
の
数
か
月
は
被
災
者
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
頼
む
こ
と
を
遠
慮
し
た
た
め
、
な
か
な
か
ニ
ー
ズ
と
し
て
セ
ン
タ
ー

に
届
か
な
か
っ
た
。
炊
き
出
し
の
ニ
ー
ズ
は
あ
っ
た
が
、
な
る
べ
く
規
模
の
大
き

い
と
こ
ろ
に
行
き
た
い
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
多
か
っ
た
の
で
、
小
さ
な
と
こ

ろ
へ
行
く
よ
う
に
セ
ン
タ
ー
で
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
た
。
ま
た
訪
問
入
浴
車
の
巡

回
も
行
っ
た
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
以
降
は
、
被
災
家
屋
や
個
人
商
店
で
の
家
財
道
具
出
し
、

側
溝
の
泥
出
し
に
加
え
、
仮
設
住
宅
へ
の
引
っ
越
し
作
業
や
イ
ベ
ン
ト
が
数
を
増

し
た
。
市
内
で
は
５
月
く
ら
い
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
復
興
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
ま
た
社
協
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
協
働
で
「
子
供
ま
つ
り
」
な
ど

を
開
い
た
の
で
、
そ
の
補
助
に
も
人
手
が
必
要
だ
っ
た
。
ま
た
、
炊
き
出
し
や
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
側
の
希
望
を
セ
ン
タ
ー
が
イ
ベ
ン
ト
化
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
提
供
す
る
イ
ベ
ン
ト
は
、
被
災
直
後
の
３
月
18
日

か
ら
盛
岡
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
や
盛
岡
青
年
会
議
所
、
整
骨
院
、
鍼
灸
あ
ん
ま
指
圧
師
協

会
、
理
容
師
組
合
、
保
育
園
、
飲
食
店
な
ど
の
団
体
が
来
て
行
っ
た
が
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
は
全
国
か
ら
20
を
超
え
る
団
体
が
入
っ
て
、
炊
き
出
し
を
は
じ

め
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
に
は
、
写
真
の
洗
浄
や
整
理
も
多

く
の
人
が
取
り
組
ん
だ
。
写
真
は
、
最
初
は
市
が
保
管
し
て
い
た
。
震
災
の
年
の

お
盆
の
時
期
に
返
却
し
よ
う
と
い
う
計
画
だ
っ
た
が
、
ま
だ
泥
の
ま
ま
だ
っ
た
の

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
洗
浄
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
個
人
情
報
と
い
う
問

話
を
か
け
た
り
訪
ね
た
り
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
の
希
望
を
伝
え
、
困
っ

て
い
る
こ
と
や
必
要
な
も
の
の
情
報
を
集
め
て
回
っ
た
が
、
社
協
職
員
に
よ
れ
ば
、

最
初
の
こ
ろ
は「
本
当
に
お
願
い
し
て
も
い
い
の
か
」と
い
う
反
応
だ
っ
た
と
い
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
支
援
の
あ
り
方
に
不
慣
れ
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
外
部

の
人
が
入
っ
て
く
る
こ
と
へ
の
不
安
感
や
違
和
感
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
個
人
、

特
に
市
外
か
ら
来
る
人
は
被
災
地
の
土
地
勘
も
な
く
、
被
災
状
況
も
把
握
で
き
な

い
た
め
、
勝
手
に
歩
く
こ
と
は
そ
の
人
に
と
っ
て
も
危
険
が
あ
る
上
に
、
被
災
者

に
も
不
安
感
を
抱
か
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

３
月
中
は
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
県
外
の
団
体
や
個
人
の
申
し
出
を
受
け
ず
、
県

内
の
団
体
と
市
内
の
学
生
の
み
を
受
け
入
れ
た
。
活
動
の
中
心
に
な
っ
た
の
は
連

合
岩
手
で
、
連
合
で
は
そ
の
後
も
引
き
続
き
９
月
10
日
ま
で
全
国
か
ら
１
週
間
ず

つ
交
代
で
や
っ
て
き
て
、
が
れ
き
の
撤
去
や
泥
出
し
を
行
っ
た
。
４
月
中
旬
か
ら

県
外
の
団
体
も
登
録
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
関
西
の
大
学
や
東
京
の
企
業
、
役
所

の
有
志
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
が
物
資
仕
分
け
な
ど
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（「
炊

き
出
し
イ
ベ
ン
ト
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
台
帳
」：
宮
古
市
社
会
福
祉
協
議
会
作
成
資

料
）。
４
月
16
日
か
ら
は
県
外
の
団
体
も
正
式
に
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
カ
リ

タ
ス
札
幌
な
ど
独
立
性
の
高
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
長
期
の
活
動
を
開
始
し
た
。
カ
リ
タ
ス

は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
引
き
上
げ
た
あ
と
も
宮
古
に
残
り
、
仮
設
住
宅
か
ら

公
営
住
宅
へ
の
移
転
が
完
了
す
る
ま
で
傾
聴
活
動
を
続
け
た
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
独
自

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
社
協
と
協
力
し
な
が
ら
仮
設
住
宅
引

き
上
げ
ま
で
長
期
に
わ
た
っ
て
活
動
し
た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
入
る
４
月

末
に
は
県
外
個
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
も
開
始
し
た
が
、
条
件
と
し
て
テ
ン
ト

や
車
中
泊
を
禁
止
し
た
。
宿
泊
に
関
し
て
は
６
月
か
ら
小
山
田
の
地
区
セ
ン
タ
ー

を
借
り
て
、
１
日
20
人
く
ら
い
の
受
け
入
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
は

敷
地
内
禁
煙
に
し
た
が
タ
バ
コ
を
吸
う
人
も
多
く
道
路
で
吸
っ
て
苦
情
が
き
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
仕
事
の
あ
と
の
一
服
の
た
め
の
場
所
ま
で
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
割
り
振
ら
れ
た
仕
事
は
、
３
月
と
４
月
に
は
物
資
仕
分
け
と

配
給
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
の
手
伝
い
、
避
難
所
運
営
の
手
伝
い
、

被
災
家
屋
の
泥
出
し
、
が
れ
き
撤
去
が
中
心
だ
っ
た
。
物
資
は
最
初
水
道
事
業
所

医療の現場から　命を見つめてボランティア活動とその課題
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タ
ー
は
独
自
に
交
流
会
を
開
き
、
住
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
し
た
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
住
民
の
交
流
を
助
け
た
。

料
理
教
室
、
体
操
教
室
、
将
棋
、
囲
碁
、
手
芸
教
室
な
ど
を
開
催
す
る
一
方
で
、

お
茶
と
菓
子
を
用
意
し
て
被
災
者
と
と
も
に
時
間
を
過
ご
す
「
サ
ロ
ン
」
活
動
も

行
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
な
い
と
き
で
も

サ
ー
ク
ル
活
動
の
よ
う
に
長
続
き
す
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
反
対
に
あ
ま
り
関
心

が
持
た
れ
な
い
も
の
も
あ
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
仮
設
の
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
な
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
注
意
を

払
っ
た
。
体
操
な
ど
健
康
管
理
に
つ
な
が
る
も
の
は
人
気
が
あ
っ
た
。
カ
リ
タ
ス

札
幌
は
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
た
「
さ
お
り
織
」
の
機
械
を
提
供
し
て
、
講
師
に
よ

る
織
り
方
の
指
導
も
行
っ
た
。「
サ
ロ
ン
」
活
動
は
特
に
何
か
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

わ
け
で
は
な
く
、
被
災
者
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
市
内
の

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
支
え
愛
」
が
仮
設
住
宅
の
集
会
所
で
、「
え
が
お
」

は
主
に
個
人
宅
で
活
動
し
た
。「
支
え
愛
」
で
は
メ
ン
バ
ー
が
傾
聴
の
講
習
を
受
け

て
お
り
、
震
災
前
か
ら
市
内
の
高
齢
者
施
設
や
病
院
を
回
っ
た
経
験
を
生
か
し
て

活
動
を
立
ち
上
げ
た
。
カ
リ
タ
ス
札
幌
で
も
、
出
発
す
る
前
に
は
傾
聴
の
講
習
会

が
あ
っ
た
。
人
の
話
に
耳
を
傾
け
る
の
は
簡
単
な
よ
う
で
難
し
い
。
は
じ
め
か
ら

傾
聴
を
主
な
目
的
と
し
て
い
る
場
合
と
違
い
、
か
わ
い
キ
ャ
ン
プ
か
ら
あ
ま
り
経

験
が
な
い
ま
ま
派
遣
さ
れ
て
き
た
人
や
、
20
歳
に
満
た
な
い
市
内
の
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
は
荷
が
重
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
高
齢
者
の
多
い
仮
設

住
宅
で
は
、
若
い
人
が
訪
ね
て
く
る
と
喜
ば
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　
⑶　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
の
問
題
点

　
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
に
際
し
て
以
下
の
よ
う
な
問

題
点
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

◦�
被
災
後
早
い
時
期
に
や
っ
て
き
た
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
避
難
所
や
公
民
館
に

勝
手
に
寝
泊
ま
り
し
た
り
、
外
で
た
き
火
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
壊

れ
そ
う
な
家
に
入
る
な
ど
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
も
あ
っ
た
。
土
地
の
事
情
に

疎
い
市
外
の
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
に
は
慎
重
を
期
し
た
が
、
社
会
福
祉

協
議
会
を
通
さ
ず
、
勝
手
に
入
っ
て
く
る
人
々
に
は
手
の
打
ち
よ
う
が
な
か
っ

題
に
ぶ
つ
か
り
、
お
盆
に
は
間
に
合
わ
ず
、
洗
浄
の
話
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
回
さ
れ
て
、
盛
岡
社
協
が
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
き
れ
い
に
な
っ
た
写

真
は
２
０
１
２
年
春
か
ら
仮
設
ご
と
に
返
却
さ
れ
、
２
０
１
２
年
秋
ご
ろ
か
ら
は
、

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
返
却
会
を
行
っ
た
。
２
０
１
２
年
か
ら
２
０
１
３
年
に
か
け
て
、

写
真
返
却
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
が
、
洗
浄
し
た
全
写
真
の
お
よ
そ
半
分
は
引

き
取
り
手
が
現
れ
な
か
っ
た
。

　
７
月
、
８
月
に
な
る
と
、
が
れ
き
撤
去
や
泥
出
し
な
ど
の
仕
事
が
少
な
く
な
り
、

同
時
に
避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
へ
の
引
っ
越
し
が
本
格
化
し
た
た
め
、
そ
れ
に
合

わ
せ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仕
事
内
容
も
変
わ
っ
て
き
た
。
７
月
６
日
に
は
盛
岡
市

社
会
福
祉
協
議
会
が
川
井
に
あ
る
高
校
の
廃
校
舎
を
利
用
し
て
、
宮
古
、
山
田
、

大
槌
な
ど
を
長
期
的
に
支
援
す
る
た
め
に
、
宿
泊
無
料
送
迎
バ
ス
つ
き
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
基
地
「
か
わ
い
キ
ャ
ン
プ
」
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
こ
で
は
支
援
先
の
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
連
絡
を
と
り
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
た
う
え
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
た
の
で
、
人
が
増
え
て
も
混
乱
は
な
か
っ
た
が
、
仮
設
住
宅

で
の
住
民
交
流
や
サ
ロ
ン
活
動
に
携
わ
る
仕
事
が
増
え
た
た
め
に
、
肉
体
労
働
よ

り
も
向
き
不
向
き
が
あ
っ
た
点
が
難
し
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
⑵　
宮
古
市
生
活
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー

　
夏
休
み
が
終
わ
り
９
月
に
入
る
と
県
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
は
減
少
し
、
ま
た

被
災
者
も
仮
設
住
宅
で
新
し
い
生
活
が
始
ま
っ
た
た
め
、
支
援
の
あ
り
方
も
災
害

支
援
か
ら
地
域
支
援
へ
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

仮
設
住
宅
で
の
生
活
上
の
問
題
に
対
処
し
て
い
く
た
め
、
９
月
13
日
に
宮
古
市
生

活
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
生
活
支
援
相
談
員
や
生
活
支
援
員
を
置
い

て
、
新
た
な
問
題
や
ニ
ー
ズ
に
対
処
し
て
い
っ
た
。

　
被
災
直
後
に
立
ち
上
げ
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
は
、
こ
の
部

署
に
引
き
継
が
れ
た
。
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
は
、
市
内
外
の
有
志
で
結
成
し
た
宮

古
災
害
復
興
支
援
活
動
チ
ー
ム
Ｍ
．Ａ
．Ｄ
も
携
わ
っ
た
。
宮
古
市
の
場
合
、
な
る

べ
く
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
し
た
ま
ま
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
が
で
き
た
が
、

そ
れ
で
も
同
じ
エ
リ
ア
に
ど
の
よ
う
な
人
が
住
ん
で
い
る
の
か
、
新
し
く
隣
人
に

な
っ
た
人
と
の
人
間
関
係
な
ど
、
悩
み
や
不
安
が
大
き
か
っ
た
。
復
興
支
援
セ
ン

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
か
、
市
民
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
力
を
ど
の
よ
う
に
生
か
す
の
か
、

今
回
の
経
験
を
通
し
て
「
受
援
力
」
を
高
め
る
こ
と
は
、
今
後
の
大
き
な
課
題
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
⑷　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て

田
中
宣
廣
さ
ん　
岩
手
県
立
宮
古
短
期
大
学
教
授　
学
生
赤
十
字
奉
仕
団
顧
問

被
災
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
宮
古
短
大
の
学
生
赤
十
字
奉
仕
団
は
２
０
０
８
年
に
小
さ
な
同
好
会
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
。
２
０
０
９
年
に
学
内
サ
ー
ク
ル
と
し
て
認
可
を
受
け
、
震
災
後
の

２
０
１
２
年
に
赤
十
字
奉
仕
団
と
し
て
日
本
赤
十
字
に
正
式
に
登
録
し
た
。
最
初

は
高
校
の
と
き
に
Ｊ
Ｒ
Ｃ（
青
年
赤
十
字
奉
仕
団
）を
や
っ
て
い
た
学
生
が
集
ま
り
、

２
学
年
で
10
人
く
ら
い
の
規
模
だ
っ
た
が
、
２
０
１
１
年
の
震
災
を
機
に
55
人
に

増
え
て
、
学
生
の
奉
仕
団
で
は
東
北
最
大
の
規
模
に
な
っ
た
。
秋
田
に
あ
る
看
護

学
生
赤
十
字
奉
仕
団
は
１
０
０
人
以
上
の
参
加
者
が
い
る
が
こ
れ
は
例
外
で
、
宮

古
短
大
は
総
人
数
も
在
学
生
に
対
す
る
参
加
の
割
合
も
全
国
レ
ベ
ル
で
大
き
い
方

だ
と
言
え
る
。

　
震
災
が
起
き
た
と
き
は
学
年
末
で
部
員
は
１
年
生
４
～
５
人
だ
け
だ
っ
た
。
宮

古
出
身
の
３
代
目
サ
ー
ク
ル
長
と
一
関
出
身
の
副
サ
ー
ク
ル
長
が
顧
問
と
話
し
合

い
、
さ
っ
そ
く
４
月
か
ら
新
里
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
物
資
の
仕
分
け
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
開
始
し
た
。
新
１
年
生
の
入
寮
と
入
学
式
は
５
月
に
行
わ
れ
、
そ
れ

と
同
時
に
新
し
い
部
員
の
募
集
を
開
始
。
多
く
の
協
力
者
を
得
る
た
め
に
例
年
よ

り
強
力
に
募
集
活
動
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
６
月
に
は
延
べ
56
人
も
の
新
メ
ン

バ
ー
が
泥
出
し
と
個
人
宅
の
片
づ
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
。
は
じ
め
は
泥

の
清
掃
な
ど
が
中
心
だ
っ
た
が
、
被
災
者
が
避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
に
移
っ
た
あ

と
は
、
住
民
の
親
睦
を
は
か
る
た
め
、
集
会
所
で
鍋
の
会
な
ど
を
行
っ
た
。

　
２
年
目
か
ら
は
、
で
き
る
だ
け
震
災
前
の
状
況
に
戻
そ
う
と
思
い
、
地
元
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
い
う
特
性
を
生
か
し
、
子
供
の
学
習
教
室
を
行
っ
た
。
子
供

を
対
象
に
し
た
活
動
は
、
他
所
か
ら
来
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
か
な
か
ま
か
せ
ら

れ
な
い
。
日
常
的
に
同
じ
空
間
で
生
活
し
て
い
る
人
で
な
い
と
子
供
の
相
手
は
で

き
な
い
し
、
地
元
の
学
生
と
い
う
信
頼
感
も
大
き
い
。
外
部
か
ら
や
っ
て
く
る
Ｎ

た
。

◦�
車
中
泊
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
苦
情
の
電
話
が
多
く
来
た
が
、
そ
れ
に
対
応

す
る
職
員
が
疲
弊
し
た
。

◦�

支
援
物
資
が
と
め
ど
も
な
く
や
っ
て
き
て
仕
分
け
に
大
変
な
時
間
が
か
か
っ
た
。

手
作
り
品
や
千
羽
鶴
は
あ
り
が
た
い
が
迷
惑
し
た
。

◦�

被
災
者
支
援
が
被
災
者
の
自
立
を
妨
げ
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
無
料
で
物
品

を
配
っ
た
り
、
あ
ま
り
に
手
厚
い
支
援
を
行
う
と
そ
れ
に
慣
れ
て
し
ま
っ
て
自

立
で
き
な
く
な
る
。
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
被
災
者
が
共
依
存
関
係
に
な
り
、

距
離
を
取
る
こ
と
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
出
て
き
た
。

◦�

支
援
の
不
平
等
が
あ
っ
た
。
自
宅
の
被
害
が
少
な
く
仮
設
住
宅
に
入
っ
て
い
な

い
人
に
支
援
が
回
り
に
く
か
っ
た
。

◦�

経
験
豊
富
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
他
所
で
の
事
例
で
動
こ
う
と
す
る
が
、
地
域

性
や
災
害
の
種
類
も
違
う
の
で
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

◦�

被
災
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
支
援
の
あ
り
方
に
不
慣
れ
で
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
見
ず
知
ら
ず
の
他
人
に
仕

事
を
頼
ん
で
良
い
の
か
遠
慮
し
た
り
、
空
き
巣
や
犯
罪
な
ど
に
対
す
る
不
安
も

あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
問
題
に
加
え
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
受
け
入
れ
態
勢
に
も
い
く

つ
か
の
問
題
が
指
摘
で
き
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
口
に
い
っ
て
も
、
個
人
か
ら

専
門
性
の
高
い
自
己
完
結
型
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
宮

古
市
の
場
合
は
市
内
あ
る
い
は
県
内
と
い
う
内
輪
と
外
部
を
線
引
き
し
て
、
専
門

性
の
高
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
受
け
入
れ
を
躊
躇
し
た
。
い
ち
早
く
自
己
完
結
型
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
を
受
け
入
れ
た
と
こ
ろ
も
多
い
中
で
、
資
金
的
に
も
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ

と
い
う
点
で
も
、
こ
れ
ら
の
組
織
と
つ
な
が
り
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
は
惜
し
い

面
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
支
援
を
受
け
る
力
「
受
援
力
」

が
足
り
な
か
っ
た
。
今
ま
で
市
内
だ
け
で
事
足
り
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
突
然
市
外
・

県
外
・
国
外
の
諸
団
体
と
関
係
を
持
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
状
況
に
な
っ
た
こ
と

は
、
確
か
に
過
酷
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
災
害
時
に
、
外
部
と
い
か
に
関
係
を
取

り
結
ぶ
か
、
何
を
受
け
入
れ
何
を
断
る
の
か
、
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ど
の
よ
う

医療の現場から　命を見つめてボランティア活動とその課題
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被
災
者
の
心
情
に
関
し
て
も
、
理
解
度
が
低
い
と
い
う
よ
り
は
、
理
解
し
よ
う
と

い
う
努
力
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

　
津
波
か
ら
１
年
半
が
経
っ
て
、
マ
ス
コ
ミ
も
相
当
多
く
の
被
災
地
報
道
を
し
た

の
で
、
現
地
の
こ
と
は
あ
る
程
度
伝
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
肝
心
な
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
仮
設
住
宅
の
人
の
住
民
票
は
元
の
住
所
か
ら
仮

設
住
宅
に
移
し
て
い
な
い
人
も
い
る
。
大
槌
町
で
は
特
に
多
い
。
そ
れ
は
元
の
家

に
戻
り
た
い
と
い
う
被
災
者
の
強
い
思
い
の
反
映
だ
。
そ
れ
が
明
ら
か
に
な
っ
た

の
は
衆
議
院
選
挙
の
と
き
で
、
投
票
券
が
５
０
０
以
上
も
あ
て
先
不
明
で
戻
っ
て

き
た
。
田
老
で
も
住
民
票
を
移
し
て
い
な
い
人
が
い
る
と
聞
く
。
内
陸
か
ら
調
査

に
や
っ
て
く
る
人
々
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
行
政
が
把
握
し
て
い
る
だ
ろ
う
と

思
っ
て
質
問
も
し
な
い
が
、
行
政
で
す
ら
把
握
し
て
い
な
い
。
震
災
か
ら
１
年
目

ま
で
は
、
そ
の
よ
う
な
人
は
も
っ
と
た
く
さ
ん
い
て
、
地
元
で
は
知
ら
れ
て
い
る

の
に
、
盛
岡
で
は
誰
も
知
ら
な
い
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
被
災
地
の

現
状
を
、学
生
の
立
場
か
ら
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
き
た
い
。
こ
れ
は
誰
も
が
思
っ

て
い
る
こ
と
だ
と
思
う
。

　
２
つ
目
は
、
被
災
者
の
精
神
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
あ
る
。
特
に
、
家
も
家
族

も
失
っ
て
い
な
い
人
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
重
視
し
た
い
。
財
産
の
被
害
を
受
け

て
い
な
い
人
は
行
政
上
被
災
者
で
は
な
い
た
め
、
今
ま
で
精
神
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
は
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
申
し
合
わ
せ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
社
協
も
こ
の
問

題
に
注
目
し
て
い
る
。
彼
ら
は
何
か
を
失
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
自
分
の
町
が

被
災
し
、
友
人
や
知
り
合
い
を
亡
く
し
て
い
る
人
も
多
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に

い
く
ら
心
を
痛
め
て
い
て
も
、「
あ
な
た
の
と
こ
ろ
は
残
っ
た
か
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
」

と
言
わ
れ
感
情
を
抑
圧
し
て
い
る
。
家
を
失
っ
た
人
は
、
大
っ
ぴ
ら
に
泣
い
た
り

悲
し
ん
だ
り
で
き
る
が
、
何
も
失
っ
て
い
な
い
人
が
同
じ
よ
う
に
泣
く
わ
け
に
は

い
か
な
い
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
る
。
短
大
の
学
生
で
も
、
一
度
感
情
を
素
直
に
出

さ
せ
る
と
、
こ
の
子
も
笑
う
の
か
と
い
う
ほ
ど
変
わ
っ
て
く
る
。
今
、
80
代
の
人

は
昭
和
の
三
陸
津
波
を
経
験
し
て
い
る
が
、
そ
の
人
た
ち
が
「
あ
の
気
ま
ず
さ
」

と
い
う
話
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
家
が
残
っ
た
人
た
ち
と
失
っ
た
人
た

ち
の
間
の
「
気
ま
ず
さ
」、
津
波
か
ら
逃
れ
た
人
と
家
族
を
亡
く
し
た
人
と
の
間
の

「
気
ま
ず
さ
」
で
あ
る
。
家
が
残
れ
ば
幸
い
だ
っ
た
と
い
う
の
は
間
違
い
で
、
そ
の

Ｐ
Ｏ
は
信
頼
で
き
な
い
も
の
も
多
く
、
行
政
も
規
制
し
て
い
な
い
。
怪
し
い
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
岩
手
県
庁
の
審
査
を
す
り
抜
け
て
県
立
大
学
に
来
た
こ
と
も
あ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

だ
か
ら
と
一
概
に
信
用
し
て
よ
い
わ
け
で
は
な
い
。
資
金
が
オ
ー
プ
ン
に
な
っ
て

い
な
か
っ
た
り
、
実
名
が
出
て
い
な
い
も
の
は
信
用
で
き
な
い
。
そ
の
点
、
赤
十

字
奉
仕
団
は
日
本
赤
十
字
社
の
組
織
で
あ
り
、
し
か
も
メ
ン
バ
ー
全
員
が
短
大
の

学
生
で
宮
古
に
住
ん
で
い
る
。
子
供
の
学
習
支
援
に
は
最
適
な
の
で
、
社
協
が
御

膳
立
て
を
し
て
仮
設
住
宅
に
い
る
子
供
た
ち
を
公
民
館
に
集
め
た
。
２
年
目
は
こ

れ
が
活
動
の
中
心
と
な
っ
た
。
社
協
か
ら
は
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
が
、
そ
れ
も
赤

十
字
と
地
元
学
生
と
い
う
信
頼
関
係
あ
っ
て
の
こ
と
だ
。
赤
十
字
奉
仕
団
と
し
て

誇
れ
る
業
績
だ
と
思
う
。

　
そ
の
ほ
か
に
は
い
く
つ
か
の
復
興
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
た
。
被
災
後
わ

ず
か
３
か
月
で
開
催
さ
れ
た
「
あ
き
ん
ど
復
興
市
」
や
震
災
前
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
「
み
や
こ
わ
く
わ
く
ま
つ
り
」
の
運
営
補
助
に
も
携
わ
っ
た
。
補
助
だ
け
で
は

面
白
く
な
い
の
で
、
実
行
委
員
会
の
一
部
と
し
て
カ
レ
ー
の
店
を
出
し
た
と
こ
ろ

60
食
が
30
分
で
売
り
切
れ
る
盛
況
だ
っ
た
。
カ
レ
ー
は
、
山
田
町
の
「
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
ネ
ッ
ト
赤
十
字
奉
仕
団
」
が
行
っ
た
小
学
校
で
の
炊
き
出
し
会
に
参
加
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、宮
古
短
大
の
チ
ー
ム
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
加
わ
っ

た
。
初
回
は
何
度
も
試
行
錯
誤
を
し
て
、
保
健
所
に
も
届
け
万
全
を
期
し
た
。
そ

の
後
も
復
興
市
や
わ
く
わ
く
ま
つ
り
、
大
学
の
学
園
祭
な
ど
に
出
店
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
万
が
一
の
と
き
の
食
事
作
り
の
訓
練
も
兼
ね
て
い
る
。
た
だ
出
店
す
る
の

で
は
な
く
、
手
順
や
材
料
の
記
録
を
し
っ
か
り
と
っ
て
、
人
が
変
わ
っ
て
も
す
ぐ

に
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

今
年
度
の
２
本
の
柱

　
震
災
後
の
緊
急
の
支
援
が
一
段
落
し
た
ら
、復
興
へ
の
手
助
け
に
加
え
、花
植
え
、

赤
い
羽
根
、
献
血
な
ど
の
も
と
の
活
動
も
行
っ
て
い
き
た
い
。
今
年
度
の
活
動
目

標
に
は
２
つ
の
柱
が
あ
る
。
１
つ
目
は
、
被
災
地
の
現
状
発
信
を
行
う
こ
と
で
あ

る
。
外
部
の
人
々
と
や
り
取
り
を
し
て
い
て
一
番
気
に
な
る
こ
と
は
、
被
災
地
に

対
す
る
理
解
度
の
低
さ
で
、
も
は
や
話
が
通
じ
な
い
レ
ベ
ル
だ
。
マ
ス
コ
ミ
も
発

信
し
て
い
る
が
、理
解
力
に
欠
け
て
い
る
。本
当
に
現
地
を
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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話
を
聞
く
機
会
も
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
田
老
で
は
東
キ
ヌ
さ
ん
が
語
り
部

と
し
て
学
生
た
ち
に
被
災
体
験
を
話
し
て
く
れ
た
が
、
非
常
に
印
象
深
く
貴
重
な

体
験
と
な
っ
た
。
ま
た
、
被
災
地
に
は
津
波
の
時
間
で
止
ま
っ
た
ま
ま
の
時
計
が

い
く
つ
か
あ
る
。
場
所
に
よ
っ
て
被
災
し
た
時
間
が
異
な
り
、
止
ま
っ
た
時
計
は

被
災
の
瞬
間
を
教
え
て
く
れ
る
。「
学
ぶ
防
災
」
の
表
紙
も
時
間
の
止
ま
っ
た
時
計

だ
が
、
時
計
は
被
災
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
。
被
災
地
の
時
間
は
動
き
始
め
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
山
田
町
長
が
「
わ
れ
わ
れ
は
ま
だ
津
波
の
中
に
い
る
」
と
語
っ

た
こ
と
は
印
象
的
だ
っ
た
。

　
津
波
が
あ
っ
た
と
き
、
被
災
地
に
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。
い
な
け
れ
ば
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
刻
々
変
わ
る
状
況
を
被
災
地
の
住

人
と
し
て
発
信
し
て
い
き
た
い
。

今
後
の
課
題

　
今
後
は
公
営
住
宅
に
移
っ
た
人
た
ち
の
心
の
ケ
ア
を
し
て
い
き
た
い
。
宮
古
で

は
仮
設
住
宅
入
居
時
に
、
山
田
町
と
違
っ
て
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
崩
さ
な
い
よ

う
な
配
慮
が
あ
っ
た
。
公
園
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
れ
を
使
っ
て
、
元
の
家
か
ら

近
い
と
こ
ろ
に
入
居
で
き
た
。
そ
の
た
め
自
治
会
を
作
っ
た
が
、
あ
ま
り
必
要
が

な
い
状
況
だ
っ
た
。
し
か
し
公
営
住
宅
で
は
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
ば
ら
ば
ら
に

な
る
。
都
会
の
マ
ン
シ
ョ
ン
と
違
い
人
の
入
れ
替
わ
り
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
し
か

も
隣
同
士
と
の
距
離
感
が
な
い
。
家
賃
が
高
い
の
で
、
こ
の
辺
で
は
同
じ
金
額
で

一
軒
家
が
借
り
ら
れ
る
た
め
、
若
い
世
帯
は
公
営
住
宅
で
は
な
く
一
軒
家
を
探
す

か
、
家
を
新
築
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ
の
た
め
公
営
住
宅
は
高
齢
者
が
増
え
る
。

こ
の
状
況
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
社
協
が
地
区
ご
と
に
担
当

者
を
決
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
町
内
会
と
話
し
合
い
、
交
流
会
な
ど
の
企
画

を
立
て
て
い
る
が
、
赤
十
字
奉
仕
団
も
そ
れ
に
参
加
し
て
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や
か

き
氷
、
鍋
の
会
な
ど
を
企
画
し
て
い
る
。
参
加
費
は
食
材
費
と
し
て
３
０
０
円
い

た
だ
い
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
賄
え
な
い
の
で
、
赤
十
字
の
持
ち
出
し
に
な
っ
て

い
る
。
赤
十
字
奉
仕
団
は
今
後
の
被
災
者
支
援
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
ケ
ー
ス
に
な
る
だ

ろ
う
。
震
災
以
来
、
状
況
は
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
る
。
そ
の
記
録
を
取
る
こ
と

も
重
要
な
こ
と
だ
。
最
初
の
こ
ろ
に
写
真
を
撮
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま

地
区
全
体
が
同
じ
よ
う
に
被
災
し
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
赤
十
字
へ
の
寄
付
者
向
け
の
報
告
書
に
、「
知
ら
れ
て
い
な
い
被
災
者
」

と
い
う
コ
ラ
ム
を
書
い
た
。

防
災
に
必
要
な
こ
と

　
田
老
の
堤
防
に
は
ボ
コ
ボ
コ
し
た
突
起
が
あ
っ
て
、
数
え
て
み
る
と
７
３
６
個

あ
る
。
こ
れ
は
単
な
る
デ
ザ
イ
ン
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
昭
和
三
陸
大
津
波
の
死

者
数
だ
と
書
い
た
文
献
が
出
て
き
た
。
壊
れ
な
い
構
造
物
に
刻
み
つ
け
た
の
だ
ろ

う
が
、
文
献
が
あ
っ
て
も
時
が
経
て
ば
忘
れ
ら
れ
て
い
く
。
こ
れ
は
、
そ
の
形
の

意
味
を
忘
れ
た
の
で
は
な
く
、
防
災
の
意
識
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
50

代
の
人
に
話
を
聞
く
と
、
小
学
生
の
と
き
に
は
、
す
ぐ
に
逃
げ
ら
れ
る
よ
う
に
枕

元
に
洋
服
を
置
き
、
靴
は
外
向
き
に
置
い
て
寝
て
い
た
が
、
中
学
生
に
な
る
と
そ

う
い
う
こ
と
を
し
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
田
老
の
防
潮
用
堤
防
と
津
波
用

堤
防
の
間
に
は
家
を
建
て
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
い
つ
の
頃
か

ら
か
家
が
建
ち
は
じ
め
、
最
初
の
頃
は
問
題
に
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
も

な
し
崩
し
的
に
容
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
田
老
だ
け
で
公
開
さ
れ
て
い

る
津
波
の
映
像
を
見
た
が
、
本
当
に
一
瞬
で
す
べ
て
終
わ
っ
て
い
る
。
た
ろ
う
観

光
ホ
テ
ル
の
周
囲
は
が
れ
き
す
ら
な
か
っ
た
。

　
氷
倉
庫
に
は
、
明
治
と
昭
和
の
大
津
波
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
が
到
達
し
た

高
さ
に
、
ペ
ン
キ
で
印
を
つ
け
て
い
る
。
ペ
ン
キ
で
は
し
ば
ら
く
す
る
と
剥
げ
て

書
き
直
さ
な
い
と
い
け
な
い
が
、
実
は
そ
れ
が
重
要
な
こ
と
だ
。
書
き
直
す
た
び

に
高
さ
を
実
感
し
て
、
防
災
へ
の
意
識
を
再
確
認
し
て
い
く
。
石
碑
に
刻
ん
だ
り

構
造
物
を
作
る
こ
と
は
、
確
実
に
記
録
を
残
す
が
、
忘
れ
去
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

で
も
あ
る
。
し
か
し
、
伝
承
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
ダ
メ
ー
ジ
の
大
き
い
も

の
を
目
に
見
え
る
形
で
後
世
に
残
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
だ
。
た
ろ
う
観
光
ホ
テ

ル
や
大
槌
の
役
場
を
残
す
に
は
費
用
が
か
か
る
。
一
部
だ
け
保
存
し
て
も
イ
ン
パ

ク
ト
は
薄
い
、
原
爆
ド
ー
ム
の
よ
う
に
見
て
わ
か
る
形
で
残
す
こ
と
が
重
要
だ
。

そ
れ
は
歴
史
を
伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
次
の
災
害
へ
の
心
の
準
備
で
も
あ
る
。

津
波
は
人
的
な
被
害
を
な
く
せ
る
唯
一
の
大
災
害
な
の
で
伝
承
は
重
要
で
あ
る
。

モ
ノ
、
文
字
と
二
重
三
重
の
記
録
が
必
要
だ
。
実
際
に
津
波
を
経
験
し
た
人
か
ら

医療の現場から　命を見つめてボランティア活動とその課題
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だ
っ
た
。

　
２
０
１
２
年
の
２
月
に
な
っ
て
、
み
や
っ
こ
ベ
ー
ス
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
主
催
し

て
い
る
人
を
通
し
て
、
仮
設
に
住
む
中
学
生
が
勉
強
に
集
中
で
き
な
い
の
で
、
学

習
支
援
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
が
き
た
。
特
に
受
験
を
控
え
た
子
供
が
狭
い
仮

設
で
困
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
最
初
は
週
一
回
土
曜
日
に
崎
山
公

民
館
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
勉
強
を
み
て
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
実

際
に
は
お
し
ゃ
べ
り
の
相
手
を
す
る
こ
と
も
多
く
、
中
学
生
の
ス
ト
レ
ス
発
散
に

つ
き
あ
う
よ
う
な
感
じ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、
小
学
生
の
面
倒
も
見
て

ほ
し
い
と
い
う
依
頼
が
あ
り
、
日
曜
日
は
清
寿
荘
と
近
内
の
仮
設
に
、
隔
週
交
代

で
行
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
商
店
街
主
催
の
復
興
イ
ベ
ン
ト
の
手

伝
い
な
ど
、
要
請
が
あ
れ
ば
ど
こ
に
で
も
出
向
い
て
い
た
。
子
供
が
苦
手
な
人
は

主
に
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
に
回
っ
た
。

　
２
０
１
２
年
１
月
に
次
年
度
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
長
に
推
薦
さ
れ
引
き
受
け
る
こ
と

に
な
っ
た
。こ
の
年
の
６
月
、Ｊ
Ｒ
Ｃ
は
正
式
な「
赤
十
字
奉
仕
団
」に
登
録
さ
れ
た
。

い
き
な
り
「D

onabe�N
et

の
リ
ー
ダ
ー
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
引

き
受
け
た
が
、
こ
れ
が
委
員
長
に
な
っ
て
く
れ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。D

onabe�
N
et

は
震
災
前
か
ら
岩
手
県
立
大
学
で
は
じ
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
地

域
交
流
を
目
的
と
し
て
い
る
。
宮
古
短
大
で
は
先
輩
の
代
に
、
老
人
介
護
施
設
な

ど
で
２
か
月
に
一
度
く
ら
い
行
っ
て
い
た
。
こ
の
年
は
実
田
仮
設
と
河
南
仮
設
を

交
互
に
訪
問
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
学
習
支
援
と
小
学
生
の
相
手
が
毎
週
あ
っ
て

時
間
が
と
れ
ず
、
な
か
な
か
実
行
で
き
な
か
っ
た
。
学
習
支
援
と
小
学
生
の
世
話

は
絶
対
に
休
む
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
サ
ー
ク
ル
の
人
の
多
く
は
子
供
の
相

手
が
苦
手
と
い
う
こ
と
で
、
交
代
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
か
っ
た
。
そ
の
う
え
、

社
協
か
ら
依
頼
が
あ
っ
て
も
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
個
人
的
な
事
情
で
誰
も
手
を
上
げ

て
く
れ
な
い
仕
事
が
多
く
、
そ
れ
も
委
員
長
の
責
任
上
こ
な
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
だ
ん
だ
ん
勉
強
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　
一
度
、
山
田
社
協
か
ら
洗
浄
し
た
写
真
を
ス
キ
ャ
ン
し
て
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込

む
仕
事
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
洗
浄
だ
け
で
は
傷
む
の
で
、
早
く
パ
ソ

コ
ン
に
取
り
込
む
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。大
学
に
ス
キ
ャ
ナ
ー
が
あ
っ

た
の
で
（
顧
問
の
先
生
が
）
引
き
受
け
た
の
だ
と
思
う
。
６
～
７
箱
の
段
ボ
ー
ル

れ
る
。

�

（
２
０
１
５
年
11
月
３
日　
宮
古
短
大
応
接
室
に
て
取
材
）

鈴
木
里
海
さ
ん　
平
成
４
（
１
９
９
２
）
年
生

　
元
県
立
宮
古
短
期
大
学
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
（
２
０
１
２
年
度
）

　
２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
鈴
木
里
海
さ
ん
は
実
家
の
あ
る
大
船
渡
で
被
災
し
た
。

実
家
の
畳
屋
は
津
波
で
流
さ
れ
、
４
月
に
入
学
す
る
予
定
の
宮
古
短
期
大
学
の
入

学
手
続
き
書
類
一
式
も
失
っ
た
。
大
学
に
や
っ
と
連
絡
が
取
れ
た
の
は
震
災
の
日

か
ら
３
～
４
週
間
あ
と
で
、
書
類
が
な
い
こ
と
を
伝
え
る
と
再
発
行
の
手
続
き
を

と
っ
て
く
れ
た
。
宮
古
に
来
た
の
は
４
月
下
旬
で
あ
る
。

　
入
学
式
は
な
く
、
授
業
は
５
月
に
な
っ
て
か
ら
始
ま
っ
た
。
同
時
に
サ
ー
ク
ル

の
募
集
も
始
ま
っ
た
。
震
災
直
後
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、「
Ｊ
Ｒ
Ｃ
（
青
年
赤
十

字
奉
仕
団
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
」
に
人
が
集
ま
っ
て
い
た
。
高
校
で
も
Ｊ

Ｒ
Ｃ
と
い
う
部
活
が
あ
り
、
高
校
生
の
間
で
は
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
と
い
え
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
意
味
し
て
い
た
。
短
大
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
も
こ
の
と
き
は
ま
だ
正
式
な
赤
十
字
の
組

織
で
は
な
く
、
単
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
と
い
う
意
味
で
つ
け
ら
れ
て
い

た
名
称
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
積
極
的
な
勧
誘
も
あ
り
、
新
入
生
の
多
く
は

Ｊ
Ｒ
Ｃ
に
入
っ
た
が
、
上
級
生
は
５
～
６
人
し
か
い
な
か
っ
た
。
鈴
木
さ
ん
は
入

学
前
、
大
船
渡
の
避
難
所
で
、
支
援
物
資
の
服
を
サ
イ
ズ
ご
と
に
わ
け
た
り
、
ト

イ
レ
掃
除
を
し
た
り
、
３
０
０
人
分
の
食
事
を
作
る
給
食
セ
ン
タ
ー
を
手
伝
っ
て
、

ひ
た
す
ら
卵
を
割
り
玉
ね
ぎ
の
皮
を
む
く
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
の

で
、
迷
う
こ
と
な
く
Ｊ
Ｒ
Ｃ
に
入
部
し
た
。

　
５
月
の
段
階
で
、
新
入
生
が
20
～
30
人
く
ら
い
入
部
し
た
。
し
か
し
、
入
る
と

き
に
は
活
動
内
容
の
説
明
が
な
か
っ
た
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
っ
て
も
何
を

や
る
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
社
協
か
ら
仕
事
が
割
り
ふ
ら
れ
、
夏
の

終
わ
り
こ
ろ
ま
で
は
、
泥
出
し
や
独
居
老
人
の
家
の
片
づ
け
な
ど
を
行
っ
た
。
秋

に
な
っ
て
か
ら
は
、社
協
か
ら
、仮
設
の
集
会
室
で
行
う
サ
ロ
ン
（
傾
聴
活
動
）
に
、

短
大
生
も
入
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
が
あ
り
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
い
き
な
り
傾
聴
と
い
わ
れ
て
も
最
初
は
た
だ
座
っ
て
い
る
だ
け
で
、
常
駐
し

て
い
る
社
協
の
人
が
、
仮
設
の
住
人
と
の
間
を
取
り
持
っ
て
く
れ
る
と
い
う
状
態

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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委
員
長
で
あ
る
自
分
が
責
任
を
負
い
、
応
募
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
け
れ
ば
一
人

一
人
に
都
合
を
聞
き
、そ
れ
で
も
だ
め
な
ら
自
分
が
出
る
し
か
な
か
っ
た
。社
協
は
、

学
生
は
自
由
な
時
間
が
と
れ
る
と
い
う
軽
い
気
持
ち
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

実
際
に
出
て
き
て
く
れ
る
人
は
数
人
で
、
本
当
に
人
集
め
に
苦
労
し
た
。
登
録
者

が
多
い
の
は
、
赤
十
字
奉
仕
団
と
し
て
被
災
地
で
「
活
動
」
し
た
と
い
う
こ
と
が

就
職
に
有
利
に
な
る
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
か
で
は
な
い
か
。
サ
ー
ク
ル

の
勧
誘
の
と
き
、
そ
の
よ
う
な
話
が
あ
っ
た
。

　
２
年
生
の
秋
く
ら
い
か
ら
、
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
気
持
ち
を

持
ち
始
め
た
。
静
岡
県
ま
で
リ
ー
ダ
ー
研
修
に
行
か
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ

こ
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
の
活
動
は
、
献
血
推
進
活
動
や
老
人
ホ
ー
ム
の
訪
問
な
ど

赤
十
字
本
来
の
社
会
奉
仕
が
中
心
で
、
震
災
後
の
被
災
者
支
援
だ
け
を
少
人
数
で

行
っ
て
い
る
の
は
例
外
だ
と
思
っ
た
。
た
し
か
に
仮
設
住
宅
に
住
む
中
学
生
の
学

習
支
援
は
必
要
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
に
縛
ら
れ
て
い
る
と
、
自
分
た
ち
独
自

の
活
動
が
で
き
な
く
な
る
。
人
数
が
集
ま
れ
ば
両
方
で
き
る
の
だ
ろ
う
が
、
活
動

す
る
人
が
少
な
い
う
え
に
、
そ
の
人
た
ち
さ
え
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で
来
ら
れ
な
い

こ
と
も
あ
る
。
た
く
さ
ん
の
登
録
者
が
い
な
が
ら
、
数
人
だ
け
が
社
協
に
言
わ
れ

た
こ
と
を
こ
な
す
た
め
に
、
大
学
の
授
業
を
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
休
ん
で
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
お
か
し
い
。

　
受
験
を
控
え
た
中
学
生
の
学
習
支
援
は
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
崎
山
公
民
館
に
は
多

く
の
子
供
達
が
来
て
い
た
の
で
、
何
と
か
続
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
っ
た
。

学
習
支
援
や
子
供
の
相
手
を
、
赤
十
字
奉
仕
団
で
は
な
く
て
も
、
商
業
高
校
の
Ｊ

Ｒ
Ｃ
と
交
代
で
で
き
な
い
か
社
協
に
相
談
し
た
が
実
現
し
な
か
っ
た
。
社
協
に
通

う
の
が
だ
ん
だ
ん
苦
痛
に
な
っ
て
き
た
。
津
波
で
家
を
流
さ
れ
て
生
活
基
盤
を
失

い
な
が
ら
も
、
大
学
に
快
く
送
り
出
し
て
く
れ
た
親
を
思
う
と
、
し
っ
か
り
勉
強

も
で
き
ず
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

　

就
職
活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
季
節
に
な
っ
て
も
あ
ま
り
集
中
で
き
な

か
っ
た
。
学
習
支
援
は
夕
方
５
時
か
ら
な
の
で
帰
宅
は
夜
に
な
る
が
、
毎
日
履
歴

書
を
眺
め
て
寝
て
し
ま
う
生
活
だ
っ
た
。
同
学
年
１
０
０
人
の
う
ち
宮
古
に
残
っ

た
の
は
５
～
６
人
だ
け
だ
っ
た
。
彼
ら
は
岩
手
銀
行
、
信
用
金
庫
、
商
工
会
議
所
、

商
店
に
決
ま
っ
た
。
自
分
は
ど
う
し
た
い
の
か
考
え
る
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
明

に
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
写
真
は
１
千
枚
以
上
あ
っ
た
。
そ
れ
を
６
枚
く
ら
い
並
べ

て
ス
キ
ャ
ン
し
て
い
く
の
だ
が
、
果
て
し
な
い
単
純
作
業
で
本
当
に
苦
痛
だ
っ
た
。

自
分
の
代
で
は
終
わ
ら
ず
、
山
田
社
協
に
謝
り
に
行
っ
た
。

　
単
発
の
イ
ベ
ン
ト
「PIKA

PIKA
�PRO

JEC
T

」
の
手
伝
い
な
ど
も
し
た
。
ペ

ン
ラ
イ
ト
で
空
中
に
文
字
を
描
き
、
そ
れ
を
連
写
し
て
文
字
を
浮
き
上
が
ら
せ
動

画
に
撮
る
企
画
で
、
そ
の
撮
影
の
と
き
に
は
午
前
３
時
に
浄
土
ヶ
浜
に
行
っ
た
。

宮
古
の
支
援
グ
ル
ー
プ
と
大
阪
電
機
大
学
の
人
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
行
っ
た
が
、

こ
の
よ
う
な
単
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
て
実
行
す
る
の
は
楽
し
い
だ
ろ
う
と

思
う
。
他
所
の
大
学
生
が
短
期
間
来
て
行
う
イ
ベ
ン
ト
は
地
元
で
も
喜
ば
れ
る
う

え
に
、
や
っ
て
い
る
人
も
楽
し
そ
う
で
「
い
い
な
あ
」
と
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
。

そ
れ
に
比
べ
る
と
、
自
分
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
日
常
の
一
部
に
な
っ
て
い
て

地
味
な
仕
事
だ
っ
た
。

　
赤
十
字
奉
仕
団
と
し
て
独
自
の
単
発
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
て
た
こ
と
も
あ
る
。
仮

設
住
宅
に
住
む
人
を
ガ
イ
ド
役
に
し
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
散
歩
を
し
、
そ
の
あ
と

参
加
者
全
員
で
食
事
を
す
る
と
い
う
案
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
話
し
合
い
を
し

た
く
て
も
人
が
集
ま
ら
ず
、
企
画
を
た
て
る
こ
と
さ
え
で
き
な
か
っ
た
。
赤
十
字

奉
仕
団
と
い
う
サ
ー
ク
ル
に
限
定
せ
ず
、
も
っ
と
広
く
声
を
か
け
て
、
そ
の
日
だ

け
の
単
発
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
方
向
で
考
え
れ
ば
よ
か
っ
た
。

　
委
員
長
の
仕
事
は
苦
労
の
連
続
だ
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
社
協
か
ら
依
頼
を

受
け
て
動
く
の
だ
が
、
社
協
は
「
い
つ
、
何
人
必
要
」
と
だ
け
言
っ
て
き
て
、
人

員
集
め
は
委
員
長
の
仕
事
だ
っ
た
。「
赤
十
字
奉
仕
団
」
に
登
録
し
て
い
る
人
は
60

～
70
人
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
は
名
前
だ
け
で
、
実
際
活
動
し
て
く
れ
る
人
は
10
人

く
ら
い
し
か
い
な
か
っ
た
。
社
協
か
ら
言
わ
れ
て
学
内
で
募
集
し
て
も
誰
も
応
じ

て
く
れ
な
い
こ
と
も
多
く
、
副
サ
ー
ク
ル
長
と
２
人
で
回
し
て
い
た
と
い
う
の
が

現
実
だ
っ
た
。
岩
手
県
立
大
学
の
場
合
は
、
赤
十
字
奉
仕
団
と
い
う
サ
ー
ク
ル
は

な
く
、
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
必
要
に
な
っ
た
ら
メ
ル
マ
ガ
形
式
で
情
報
を
流
し
て
い
た
の
で
、
人
集
め
に

関
し
て
誰
か
が
負
担
を
背
負
う
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
宮
古
短
大
で
は
、
社
協
か
ら
赤
十
字
奉
仕
団
に
メ
ー
ル
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
要

請
が
あ
り
、
人
集
め
は
こ
ち
ら
の
仕
事
だ
っ
た
。
誰
が
そ
れ
を
や
る
の
か
。
結
局
、

医療の現場から　命を見つめてボランティア活動とその課題
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テ
レ
ビ
や
写
真
で
見
た
光
景
が
広
が
っ
て
い
て
、
は
じ
め
て
被
害
の
大
き
さ
を
目

の
当
た
り
に
し
た
。
最
初
は
２
週
間
く
ら
い
宮
古
に
い
て
、
沿
岸
の
南
の
方
に
移

動
し
、
２
か
月
く
ら
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
つ
も
り
で
い
た
が
、
２
週
間
滞
在

す
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
関
係
が
で
き
て
、
こ
こ
で
ず
っ
と
続
け
て
い
き
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
小
山
田
の
地
区
セ
ン
タ
ー
に
は
10
月
い
っ
ぱ
い
く
ら
い
ま

で
い
た
が
、
夏
休
み
を
は
さ
ん
だ
の
で
た
く
さ
ん
の
人
が
寝
泊
ま
り
し
て
い
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仕
事
を
は
じ
め
た
最
初
の
こ
ろ
は
、
午
前
中
は
築
地
の
個
人

宅
で
、
午
後
か
ら
は
鍬
ヶ
崎
の
菱
屋
酒
造
で
泥
出
し
を
し
て
い
た
。
20
～
30
代
の

地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
リ
ー
ダ
ー
役
に
な
っ
て
、

個
人
で
登
録
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い
た
。
地
元
の
商
業

高
校
と
短
期
大
学
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
（
青
年
赤
十
字
奉
仕
団
）
も
一
緒
に
泥
出
し
や
が
れ

き
撤
去
を
行
っ
て
い
た
。
２
０
１
１
年
の
７
月
に
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
に
入
れ
て
も
ら
っ
て
、
そ
こ
で
子
供
の
遊
び
場
づ
く
り
な
ど
を
行
っ
た
。
９
月

に
な
っ
て
、
社
協
が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
生
活
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー

に
移
行
す
る
際
に
、
所
属
し
て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
社
協
と
協
働
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
機
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
引
き
受

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
１
年
後
の
２
０
１
２
年
９
月
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
が
解
散
し
、メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
活
動
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

新
し
い
活
動
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
次
の
目
標
と
し
て
、
若
者
が
宮
古
の
復

興
支
援
へ
参
加
で
き
る
よ
う
に
助
け
る
仕
事
を
し
て
い
こ
う
と
考
え
た
。
復
興
に

は
若
い
力
が
必
要
で
あ
る
。
三
陸
沿
岸
は
震
災
前
か
ら
人
口
の
流
出
が
続
い
て
お

り
、
復
興
の
た
め
に
は
こ
の
流
れ
を
食
い
止
め
、
一
人
で
も
多
く
の
若
者
に
残
っ

て
も
ら
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
何
か
動
き
を
起
こ
す
な
ら
、
今
が
チ
ャ
ン
ス
で

あ
る
と
思
い
、
２
０
１
３
年
２
月
、
社
会
地
域
活
動
や
町
づ
く
り
に
か
か
わ
る

意
欲
の
あ
る
高
校
生
を
支
援
す
る
た
め
に
「
み
や
っ
こ
ベ
ー
ス
」
を
立
ち
上
げ
、

２
０
１
５
年
９
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
た
。
宮
古
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
は
じ
め
た
当
初
か
ら
若
者
支
援
に
は
関
心
を
持
っ
て
い
た
。「
一
般
社
団
法

人
子
供
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
岩
手
」
が
公
民
館
で
行
っ
た
中
学
生
の
学
習
支
援
活

動
の
仕
事
を
し
た
こ
と
も
あ
る
。
宮
古
商
業
高
校
の
生
徒
と
は
被
災
の
次
の
年
か

け
暮
れ
て
あ
っ
と
い
う
間
の
２
年
間
を
過
ご
し
、
考
え
て
み
れ
ば
宮
古
の
こ
と
を

あ
ま
り
知
ら
な
い
。
週
４
～
５
回
社
協
に
通
い
、
自
宅
と
短
大
と
社
協
を
自
転
車

で
回
る
だ
け
の
生
活
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
せ
っ
か
く
宮
古
に
来
た
の
に
、
宮
古

の
美
し
い
と
こ
ろ
を
何
も
知
ら
な
い
で
去
る
の
か
と
思
う
と
残
念
で
、
何
年
間
か

宮
古
で
働
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
。
人
と
接
す
る
仕
事
を
し
た
い
と
思

い
休
暇
村
（
休
暇
村
陸
中
宮
古
）
に
応
募
し
た
。

　
休
暇
村
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
地
域
の
集
ま
り
な
ど
、
だ
ん
だ
ん
地
元
の
人
の

宴
会
の
利
用
も
増
え
て
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。
就
職
し
て
宮
古
の
こ
と
も

知
っ
た
今
で
は
、
そ
ろ
そ
ろ
大
船
渡
に
帰
ろ
う
と
い
う
思
い
が
募
る
。
実
家
の
畳

屋
は
機
械
ご
と
流
さ
れ
て
畳
を
作
れ
な
く
な
っ
た
の
で
、
今
は
内
装
の
仕
事
を
し

て
い
る
。
祖
母
は
家
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
で
き
な
く
な
っ
て
体

調
も
良
く
な
い
。
毎
月
８
万
円
借
り
て
い
た
有
利
子
奨
学
金
の
返
済
も
あ
る
。
宮

古
で
は
大
変
な
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
色
々
な
人
と
出
会
え
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。

学
習
支
援
で
は
、
子
供
た
ち
と
親
し
く
な
っ
て
い
く
過
程
も
楽
し
か
っ
た
。
あ
の

と
き
高
校
受
験
だ
っ
た
子
供
が
今
は
大
学
受
験
の
年
齢
で
、
今
も
ま
だ
公
民
館
で

勉
強
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
出
会
う
と
声
を
か
け
て
く
れ
る

の
が
う
れ
し
い
。

�

（
２
０
１
５
年
11
月
３
日　
市
立
図
書
館
会
議
室
に
て
取
材
）

早
川　
輝あ

き
らさ

ん　
昭
和
62
（
１
９
８
７
）
年
生

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　
み
や
っ
こ
ベ
ー
ス　
理
事
・
事
務
局
長

　
２
０
１
１
年
３
月
１
日
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
で
１
年
間
過
ご
し
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
か
ら
日
本
へ
帰
国
し
、
震
災
の
日
は
東
京
に
い
た
。
そ
の
後
、
実
家
の

あ
る
福
岡
に
帰
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
入
る
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
た
。
受
け

入
れ
可
能
な
場
所
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
宮
古
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が

宿
泊
場
所
を
用
意
し
て
い
る
と
い
う
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
得
て
宮
古
行
き

を
決
め
た
。
６
月
15
日
バ
ス
で
宮
古
駅
へ
到
着
。
第
一
印
象
は
、
意
外
と
震
災
の

影
響
を
受
け
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
宿
泊
場
所
で
あ
る
小
山
田
の
地
区

セ
ン
タ
ー
ま
で
歩
い
て
い
っ
た
が
、
こ
れ
が
本
当
に
被
災
地
な
の
か
と
思
っ
た
ほ

ど
平
穏
な
風
景
だ
っ
た
。
翌
日
、
車
で
津
波
被
害
の
大
き
か
っ
た
現
場
に
行
く
と
、

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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と
大
槌
で
高
校
生
支
援
活
動
を
し
て
い
る
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
。
本

格
的
な
支
援
は
こ
れ
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
る
。

�

（
２
０
１
５
年
11
月
４
日　
み
や
っ
こ
ベ
ー
ス
に
て
取
材
）

金
野　
侑
さ
ん　
昭
和
59
（
１
９
８
４
）
年
生

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　
み
や
こ
ラ
ボ　
代
表
理
事

　
震
災
の
前
ま
で
は
「
ピ
ア
ノ
弾
き
」
だ
っ
た
。
震
災
後
10
日
く
ら
い
た
っ
て
、

３
月
20
何
日
か
に
社
協
に
は
じ
め
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
」
の

貼
り
紙
を
見
つ
け
た
。
す
ぐ
に
応
募
し
て
、
泥
か
き
、
も
の
運
び
、
茶
碗
洗
い
、

海
水
の
し
み
込
ん
だ
畳
を
運
び
出
す
な
ど
の
作
業
を
行
っ
た
。
初
期
の
こ
ろ
は
、

こ
の
よ
う
な
現
場
作
業
の
ほ
か
に
、
支
援
物
資
の
仕
分
け
、
苦
情
の
受
付
な
ど
避

難
所
運
営
の
仕
事
が
主
だ
っ
た
。
夏
に
な
る
と
、
現
場
の
作
業
も
一
段
落
し
、
社

協
の
事
務
を
引
き
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
き
れ
い
に
磨
い
た
被
災
家
屋
が
最
終

的
に
取
り
壊
し
に
な
っ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
名
の
も
と
に
商
店
の
手
伝
い
な

ど
を
さ
せ
ら
れ
た
り
、
無
駄
な
こ
と
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
域
を
超
え
た
こ
と
な
ど

気
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仕
事
内
容
を
調
べ
て
い
た
社

協
に
協
力
し
、
新
た
に
入
る
人
の
た
め
に
ニ
ー
ズ
調
査
も
平
行
し
て
行
っ
た
。

　

２
０
１
１
年
の
夏
か
ら
は
Ｍ
．Ａ
．Ｄ
（M

iyako�A
ction�D

evelopm
ent

）

と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
立
ち
上
げ
12
月
頃
か
ら
事
務
局
長
を
や
る
こ
と
に

な
っ
た
。
震
災
後
の
混
乱
の
中
で
組
織
を
支
え
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
運
営

上
の
苦
労
は
大
き
か
っ
た
。
赤
い
羽
根
共
同
募
金
や
仙
台
の
地
域
創
造
基
金
「
み

や
ぎ
」（
現
在
は
「
さ
ぶ
り
な
」）
か
ら
助
成
金
を
得
た
り
、
ま
た
寄
付
を
も
ら
っ

た
り
し
た
が
、
最
初
は
誰
が
ど
の
よ
う
に
動
け
ば
よ
い
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
状

態
だ
っ
た
。
本
来
は
行
政
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
は
ず
だ
が
、
こ
の
時
点
で
ま

だ
行
政
は
十
分
に
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
。
協
働
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
わ
か
ら

な
い
ま
ま
、
と
り
あ
え
ず
社
協
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
は

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
に
出
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
組
織
運
営
を
学
び
、
２
０
１
２
年
に
は
日

本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
で
研
修
を
受
け
る
た
め
に
盛
岡
や
仙
台
に
出
向
い
た
。
そ
こ

に
は
、
震
災
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
た
が
運
営
方
法
で
困
っ
て
い
る
人
た
ち
が
多

く
集
ま
っ
て
い
た
。
お
よ
そ
１
年
が
か
り
で
、
東
北
３
県
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
代
表
や
局
長

ら
仮
設
住
宅
で
子
供
の
遊
び
場
づ
く
り
を
行
っ
て
、
宮
古
の
将
来
の
た
め
に
何
が

で
き
る
の
か
話
し
合
っ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
、
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
を

開
催
し
て
、
高
校
生
同
士
の
意
見
交
換
の
機
会
を
作
っ
た
。
そ
こ
で
宮
古
の
活
性

化
を
テ
ー
マ
に
プ
レ
ゼ
ン
大
会
を
開
き
、
良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
れ
ば
実
現
で
き

る
よ
う
に
各
方
面
に
働
き
か
け
た
。
た
と
え
ば
商
店
街
の
マ
ッ
プ
作
り
や
、
現
在

の
宮
古
を
見
て
も
ら
う
た
め
に
独
自
の
コ
ー
ス
を
考
案
し
、
内
陸
の
高
校
生
と
大

学
生
を
対
象
に
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
行
っ
た
。
ツ
ア
ー
に
は
盛
岡
か
ら
25
人
ほ
ど
の

参
加
者
が
あ
り
、
田
老
の
防
潮
堤
を
見
て
三
陸
鉄
道
で
戻
り
、
フ
ラ
ッ
ト
ピ
ア
宮

古
で
郷
土
料
理
を
作
っ
て
若
者
同
士
で
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
赤
い
羽
根

の
助
成
が
受
け
ら
れ
た
た
め
、個
人
負
担
は
１
千
円
ほ
ど
で
済
ん
だ
。な
に
よ
り
も
、

こ
の
企
画
を
成
功
さ
せ
た
と
き
の
高
校
生
の
達
成
感
は
大
き
く
、
若
者
支
援
を
さ

ら
に
前
進
さ
せ
る
は
ず
み
に
な
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
は
、
高
校
生
が
集
ま
る
場
所

の
運
営
、広
報
誌「M

IYA
KKO

�N
EW

S
」（
み
や
っ
こ
ニ
ュ
ー
ス
）の
発
行
も
行
っ

て
い
る
。

　
２
０
１
５
年
の
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
に
は
、
宮
古
の
高
校
を
卒
業
し
た
若
者
と

現
役
高
校
生
に
よ
る
「
地
元
修
学
旅
行
」
を
行
っ
た
。
合
計
20
人
の
参
加
が
あ
り
、

１
泊
２
日
の
行
程
で
10
人
ず
つ
「
海
コ
ー
ス
」
と
「
山
コ
ー
ス
」
に
分
か
れ
て
、

地
元
再
発
見
の
旅
を
体
験
し
た
。「
海
コ
ー
ス
」
は
浄
土
ヶ
浜
で
観
光
船
に
乗
り
、

新
卒
の
ガ
イ
ド
の
体
験
談
を
聞
い
た
。
ま
た
ボ
ー
ト
に
乗
り
釣
り
を
し
た
り
、
ジ

オ
パ
ー
ク
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
体
験
し
た
。「
山
コ
ー
ス
」
は
川
井
で
林
業
に
従
事

し
て
い
る
人
に
現
場
を
案
内
し
て
も
ら
い
仕
事
の
話
を
聞
い
た
。
両
コ
ー
ス
と
も

休
暇
村
に
泊
ま
り
、
２
日
目
は
全
員
で
歩
い
て
魹
ヶ
崎
ま
で
行
き
、
サ
ッ
パ
船
を

持
っ
て
い
る
人
の
協
力
で
、
サ
ッ
パ
船
ク
ル
ー
ズ
を
行
っ
た
。
第
一
回
目
は
、
信

用
金
庫
が
復
興
支
援
の
一
環
で
、
若
者
の
地
元
定
住
促
進
や
企
業
体
験
の
た
め
に

設
け
た
「
東
日
本
大
震
災
し
ん
き
ん
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
助
成
を
得
た
。
普

段
良
く
知
っ
て
い
る
地
元
で
も
、
あ
ら
た
め
て
「
修
学
旅
行
」
を
通
し
て
見
直
し

て
み
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
が
見
え
て
く
る
。
１
人
で
も
多
く
の
若
者
が
地
元

に
と
ど
ま
っ
て
く
れ
る
よ
う
、
こ
の
企
画
を
続
け
て
い
き
た
い
。
２
０
１
５
年
に

な
っ
て
や
っ
と
給
料
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
は
パ
ー
ト
を
１
人
置
い
て
、

ほ
か
に
無
給
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
人
で
運
営
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
は
気
仙
沼

医療の現場から　命を見つめてボランティア活動とその課題
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Ｏ
を
立
ち
上
げ
た
い
。
そ
の
た
め
に
「
宮
古
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
」
準
備
事

業
を
行
っ
て
い
る
。「
中
間
支
援
」
と
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
支
援
す
る
活
動
の
こ
と
だ
が
、

子
育
て
や
環
境
問
題
の
よ
う
に
理
解
し
や
す
い
も
の
で
は
な
い
の
で
、
お
金
が
つ

き
に
く
い
。
し
か
し
、
こ
の
震
災
を
機
に
立
ち
上
が
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
育
て
て
い
き

た
い
と
い
う
気
持
ち
は
大
き
い
。
そ
の
ほ
か
に
は
、町
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
「
み

や
こ
ほ
っ
こ
り
映
画
祭
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
る
。
宮
古
は
三
陸
で

唯
一
映
画
館
の
あ
る
町
な
の
で
、
世
界
中
か
ら
心
温
ま
る
映
画
を
集
め
て
上
映
し

た
り
、
上
映
作
品
の
監
督
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
っ
た
り
、
ま
た
参
加
者
同
士
の

お
し
ゃ
べ
り
の
場
を
設
け
る
な
ど
、
参
加
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
作
っ
て
い
る
。

　
町
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
的
な
も
の
・
趣
味
的
な
も
の
だ
け
で
は

な
く
、
た
と
え
ば
福
祉
と
復
興
の
両
方
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
く
よ
う
な
、
幅
広
い

市
民
活
動
も
必
要
だ
と
考
え
る
。
市
民
文
化
会
館
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
重
要

だ
が
、
そ
れ
に
は
企
画
力
の
あ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的
な
人
が
必
要
だ
。
現
在
、

市
は
盛
岡
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
市
民
会
館
の
企
画
部
門
を
委
託
す
る
方
向
で
動
い
て
い
る

う
よ
う
だ
が
、
宮
古
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
は
声
が
か
か
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
、
長

期
的
視
点
で
復
興
を
支
え
る
た
め
に
、
地
元
の
力
を
育
て
て
い
く
活
動
を
行
っ
て

い
く
つ
も
り
だ
。

�

（
２
０
１
５
年
11
月
４
日　
み
や
こ
ラ
ボ
に
て
取
材
）

２　
カ
リ
タ
ス
の
取
り
組
み

　
⑴　
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン

　
国
際
カ
リ
タ
ス
は
バ
チ
カ
ン
に
本
部
を
置
く
カ
ト
リ
ッ
ク
の
社
会
福
祉
機
構
で

１
９
５
１
年
に
創
設
さ
れ
た
。
現
在
で
は
国
際
赤
十
字
と
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
の
規

模
を
も
つ
世
界
最
大
級
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
り
、
２
０
１
５
年
現
在
、
１
６
５
か
国
の

１
８
４
団
体
が
各
国
カ
リ
タ
ス
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
災
害
の
被
災
者
や
難
民

支
援
な
ど
緊
急
的
な
も
の
の
ほ
か
に
、各
国
の
事
情
に
即
し
て
、貧
困
や
紛
争
解
決
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
の
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
は
国
際
カ
リ
タ
ス
に
先
立
っ
て
、
戦
後
す
ぐ
の
１
９
４
６

年
、
海
外
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
宛
て
た
支
援
物
資
受
け
入
れ
の
た
め
に
構

想
さ
れ
、
１
９
４
８
年
に
設
立
さ
れ
た
。
現
在
は
国
際
カ
リ
タ
ス
の
一
員
と
し
て

ク
ラ
ス
の
人
た
ち
と
一
緒
に
、
組
織
基
盤
強
化
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
た
。
震
災

前
の
宮
古
で
は
20
く
ら
い
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
あ
っ
た
が
、
事
実
上
動
い
て
い
る
も

の
は
10
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
震
災
後
に「
が
ん
ば
ろ
う
田
老
」、「
み
や
っ
こ
ベ
ー
ス
」、

「
み
や
こ
ラ
ボ
」、「
三
陸
情
報
局
」、「
Ｍ
ジ
ョ
イ
」
の
５
つ
が
新
し
く
で
き
て
、
現

在
は
全
部
で
20
近
く
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
県
や
市
町
村
、
民
間
の
助
成
を
受
け
て
い

て
、
お
金
が
あ
る
と
き
は
元
気
が
よ
い
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
資
金
援
助
は
激
減
す

る
と
思
わ
れ
る
。
い
か
に
今
の
状
態
を
続
け
て
い
く
か
、
お
金
を
ど
の
よ
う
に
得

て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
と
な
る
。
資
金
が
枯
渇
し
た
ら
や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
ろ
う
か
。そ
の
場
合
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
、

行
政
が
そ
れ
を
真
似
て
受
け
継
ぐ
く
ら
い
に
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

　
Ｍ
．Ａ
．Ｄ
は
被
災
者
が
仮
設
住
宅
に
移
っ
て
か
ら
、
社
協
が
開
設
し
た
生
活
復

興
支
援
セ
ン
タ
ー
で
協
働
し
て
き
た
が
、
次
第
に
方
向
性
に
つ
い
て
意
見
が
合
わ

な
く
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
に
別
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｍ
．Ａ
．Ｄ
設
立
時
に

集
ま
っ
た
７
人
は
自
分
た
ち
で
こ
の
街
を
新
た
に
作
っ
て
い
こ
う
と
い
う
意
欲
に

燃
え
て
い
た
。
志
半
ば
で
組
織
は
解
散
に
な
っ
た
が
、
そ
の
意
思
を
継
続
す
る
た

め
に
、「
み
や
こ
ラ
ボ
」
の
ほ
か
に
も
新
た
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
た
人
も
い
た
。

社
会
福
祉
士
の
資
格
を
持
つ
人
は
社
協
に
引
き
抜
か
れ
た
。
震
災
の
あ
と
、
社
協

に
は
臨
時
の
職
員
が
た
く
さ
ん
入
っ
た
。
し
か
し
、
一
段
落
す
る
と
臨
時
の
職
員

は
切
ら
れ
て
い
く
。「
み
や
こ
ラ
ボ
」
で
は
そ
の
よ
う
な
人
達
も
積
極
的
に
支
援
し

て
い
き
た
い
。

　
復
興
支
援
の
緊
急
的
な
課
題
が
徐
々
に
減
少
し
て
い
き
、
資
金
の
調
達
も
難
し

く
な
る
中
で
、
こ
の
ま
ま
息
の
長
い
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
当

初
の
目
的
を
果
た
せ
ば
延
命
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
、
葛
藤
に
直
面
し
て
き

た
。
ど
う
す
る
べ
き
か
手
探
り
の
中
で
、
現
在
は
株
式
会
社
と
共
同
で
や
っ
て
い

る
。
単
純
に
企
業
か
ら
資
金
を
得
る
だ
け
で
は
な
く
、
志
を
同
じ
く
す
る
者
同
士

が
一
緒
に
や
っ
て
い
く
と
い
う
や
り
方
だ
。
当
面
の
課
題
は
地
域
支
援
の
担
い
手

を
作
る
こ
と
。
震
災
４
年
目
に
な
り
、地
元
の
復
興
の
た
め
に
立
ち
上
が
っ
た
人
々

が
次
の
目
標
を
見
失
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
孤
立
し
て
い
て
は
前
に
進
め
な
い
。

ま
ず
復
興
の
思
い
を
持
っ
た
人
々
が
話
し
合
う
場
を
設
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

同
時
に
今
後
も
活
動
を
続
け
て
い
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
支
援
す
る
「
中
間
支
援
」
の
Ｎ
Ｐ

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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傾
聴
な
ど
の
心
理
的
支
援
、
農
業
や
漁
業
再
開
の
た
め
の
経
済
的
支
援
、
そ
し
て

被
災
児
童
へ
の
学
費
援
助
や
家
庭
や
放
課
後
の
学
習
補
助
な
ど
の
教
育
支
援
で
あ

る
。
宮
古
で
は
、
初
期
に
は
物
資
支
援
と
泥
出
し
や
が
れ
き
撤
去
な
ど
の
環
境
支

援
が
主
で
あ
っ
た
が
、
仮
設
住
宅
が
で
き
て
か
ら
は
、
社
協
の
依
頼
に
よ
り
傾
聴

活
動
が
中
心
に
な
っ
た
。
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
で
は
そ
の
ほ
か
に
、
地
域
住
民
主

体
の
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
経
済
的
な
支
援
も
行
っ
て
い
る
。
塩
釜

市
桂
島
で
は
牡
蠣
の
幼
生
を
付
着
さ
せ
る
た
め
の
ホ
タ
テ
貝
の
人
工
殻
を
、
韓
国

カ
リ
タ
ス
を
通
し
て
取
り
寄
せ
て
寄
贈
し
、
気
仙
沼
で
は
商
店
街
の
復
興
支
援
と

し
て
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
や
中
高
生
の
自
習
室
づ
く
り
と
学
習
支
援
を
行
い
、

南
三
陸
町
で
は
わ
か
め
養
殖
再
開
に
必
要
な
資
材
を
提
供
し
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
再
建
を
行
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
、

全
国
か
ら
人
的
、物
的
支
援
を
得
ら
れ
る
う
え
、海
外
と
の
つ
な
が
り
も
生
か
し
て
、

息
の
長
い
支
援
を
行
え
る
の
が
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
の
特
徴
で
も
あ
る
。

　
⑵　
宮
古
に
お
け
る
札
幌
カ
リ
タ
ス
の
活
動

　
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
全
国
を
16
の
教
区
に
分
け
て
お
り
、
宮
古
は
仙
台
教
区
に

所
属
し
て
い
る
が
、
北
海
道
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
札
幌
教
区
の
菊
地
司
教
が
宮
古

出
身
だ
と
い
う
縁
が
あ
っ
て
、
宮

古
ベ
ー
ス
は
札
幌
教
区
が
担
当
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
夜
行
の
船
と
電
車

を
乗
り
継
い
で
、
主
に
北
海
道
か

ら
駆
け
付
け
て
い
る
。
札
幌
教
区

は
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
け
て

寄
付
集
め
や
人
員
の
手
配
な
ど
の

後
方
支
援
を
行
っ
て
い
る
。「
札

幌
カ
リ
タ
ス
」
の
名
前
は
、
東
日

本
大
震
災
の
支
援
の
た
め
に
つ
け

ら
れ
た
、
北
海
道
の
カ
ト
リ
ッ
ク

信
者
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

活
動
し
て
い
る
。
日
本
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
に
属
す
る
宗
教
法
人
で

あ
り
、
国
内
で
の
福
祉
活
動
、
災
害
支
援
を
は
じ
め
と
し
て
外
国
の
貧
困
、
飢

餓
、
災
害
な
ど
へ
の
支
援
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
国
際
カ
リ
タ
ス
は
、
震
災
発

生
の
３
月
11
日
か
ら
９
月
ま
で
の
６
か
月
間
に
ジ
ャ
パ
ン
カ
リ
タ
ス
を
通
じ
て

１
億
３
千
５
０
０
万
円
の
支
援
金
を
送
り
、
２
０
１
５
年
現
在
で
も
４
月
か
ら

９
月
ま
で
の
６
か
月
間
に
２
億
１
千
５
０
０
万
円
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
（『
カ

リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
東
日
本
大
震
災
活
動
報
告
書
』
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
・

２
０
１
３
年
３
月
11
日
）。
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
は
、
こ
の
国
際
カ
リ
タ
ス
経
由
の

資
金
と
、
ジ
ャ
パ
ン
カ
リ
タ
ス
に
直
接
送
ら
れ
る
義
援
金
で
支
援
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

　
国
際
カ
リ
タ
ス
と
は
別
に
、
ス
イ
ス
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
大
き
な
資
金
力
を
も
つ

カ
リ
タ
ス
が
、
津
波
で
流
さ
れ
た
釜
石
の
鵜
住
居
保
育
園
の
再
建
や
、
大
槌
の
学

校
建
設
な
ど
を
支
援
し
た
。
外
国
の
カ
リ
タ
ス
の
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
支
援
は
、
釜

石
や
大
槌
に
開
設
さ
れ
た
カ
リ
タ
ス
ベ
ー
ス
が
つ
な
ぎ
の
役
を
果
た
し
た
。
両
方

と
も
市
や
社
協
の
信
頼
を
得
て
、
積
極
的
に
協
働
し
提
言
を
行
え
る
立
場
に
あ
っ

た
。
宮
古
の
場
合
は
、
な
る
べ
く
内
部
で
行
な
お
う
と
い
う
姿
勢
が
あ
り
、
外
部

の
大
き
な
支
援
団
体
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
こ
な
か
っ
た
。。

　
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
は
阪
神
大
震
災
の
と
き
に
長
期
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

大
き
な
災
害
時
の
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
る
。
地
震
発
生
翌
日
に
は
募
金
の

受
付
を
開
始
し
、
３
月
16
日
に
被
災
地
全
体
の
中
心
と
な
る
仙
台
教
区
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
設
立
、
３
月
21
日
に
塩
釜
ベ
ー
ス
を
設
立
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
第
一
陣

を
派
遣
、
３
月
24
日
に
は
石
巻
、
４
月
２
日
に
は
釜
石
と
次
々
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ベ
ー
ス
を
設
立
し
て
い
っ
た
（『
東
日
本
大
震
災
支
援
活
動�

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の

歩
み�

よ
り
そ
い
な
が
ら
明
日
へ
』
仙
台
教
区
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー�

２
０
１
４
年
３

月
）。
修
道
女
も
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
４
月
９
日
か
ら
被
災
地
に
修
道

女
を
交
代
で
派
遣
す
る
シ
ス
タ
ー
ズ
リ
レ
ー
も
は
じ
ま
っ
た
（『
福
音
宣
教
』
オ
リ

エ
ン
ス
宗
教
研
究
所�

２
０
１
２・１
）。

　
宮
古
は
県
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
が
遅
れ
た
た
め
、４
月
22
日
に
な
っ

て
や
っ
と
ベ
ー
ス
の
設
立
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
の
支
援
内
容
は

大
き
く
５
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
生
活
必
需
品
な
ど
の
物
資
支
援
、
環
境
整
備
支
援
、

写真１　カリタス札幌の世話人とボランティア
　宮古わくわくまつり
� 　2014/04/07　撮影：久保田滋子

医療の現場から　命を見つめてボランティア活動とその課題
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サ
ロ
ン
活
動
と
い
う
名
の
お
茶
会
を
始
め
、集
会
所
を
巡
回
し
て
傾
聴
活
動
を
行
っ

た
。
部
屋
に
閉
じ
こ
も
り
孤
独
に
陥
り
が
ち
な
人
々
が
気
軽
に
集
え
る
場
所
を
提

供
し
、
被
災
者
の
話
に
耳
を
傾
け
る
。
サ
ロ
ン
が
始
ま
っ
た
当
初
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
肉
体
労
働
だ
と
思
っ
て
来
た
ら
傾
聴
と
い
う
慣
れ
な
い
こ
と
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
戸
惑
っ
た
人
も
い
た
の
で
、後
に
出
発
前
の
研
修
を
行
う
よ
う
に
な
っ

た
。
肉
体
労
働
が
主
だ
っ
た
こ
ろ
は
70
歳
ま
で
と
い
う
年
齢
制
限
が
あ
っ
た
が
、

傾
聴
活
動
に
入
っ
て
か
ら
は
制
限
が
な
く
な
り
、
80
歳
を
超
え
る
人
も
参
加
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
社
協
は
、
住
民
の
自
立
を
妨
げ
る
と
い
う
理
由
で
２
０
１
２
年

10
月
に
サ
ロ
ン
活
動
を
中
止
し
た
が
、
住
民
の
強
い
要
望
が
あ
っ
て
、
そ
れ
以
降

は
カ
リ
タ
ス
札
幌
独
自
の
移
動
カ
フ
ェ
を
続
け
た
。
車
に
つ
け
て
い
る
赤
い
カ
リ

タ
ス
の
マ
ー
ク
が
「
米
」
の
字
に
似
て
い
る
の
で
、
お
米
屋
さ
ん
と
勘
違
い
さ
れ

た
り
、
コ
ー
ヒ
ー
機
器
メ
ー
カ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
と
思
わ
れ
た
り
し
た
が
、

２
０
１
１
年
の
夏
か
ら
途
切
れ
る
こ
と
な
く
仮
設
住
宅
を
巡
回
し
た
こ
と
で
、「
カ

リ
タ
ス
さ
ん
」
と
し
て
親
し
ま
れ
、
高
齢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
仮
設
住
宅
の
お
年

寄
り
の
良
い
話
し
相
手
に
な
っ
た
。

　
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
主
催
の
、物
資
を
無
料
配
布
す
る「
分
か
ち
合
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

も
手
伝
っ
た
。４
月
下
旬
に
第
１
回
、６
月
上
旬
に
第
２
回
を
開
催
し
、洋
服
、下
着
、

生
活
用
品
、
寝
具
、
手
入
れ
を
し
た
中
古
の
家
電
製
品
を
配
っ
た
。
大
好
評
だ
っ

た
が
、
無
料
配
布
は
被
災
者
の
自
立
を
妨
げ
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
地
元
経
済
に

影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
こ
と
も
考
慮
し
、
２
回
目
か
ら
は
家
電
製
品
な
ど
一
部
を

１
０
０
円
か
ら
１
千
円
く
ら
い
の
廉
価
で
販
売
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
食
料
品
は

な
る
べ
く
宮
古
の
商
店
で
買
っ
て
出
品
し
た
。
お
盆
を
控
え
て
喪
服
フ
ェ
ア
も
行

い
、礼
装
の
ス
ー
ツ
や
ワ
ン
ピ
ー
ス
か
ら
ワ
イ
シ
ャ
ツ
、ブ
ラ
ウ
ス
、靴
下
、ス
ト
ッ

キ
ン
グ
、革
靴
、フ
ォ
ー
マ
ル
バ
ッ
ク
ま
で
、す
べ
て
そ
ろ
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

喪
服
は
２
０
０
着
ほ
ど
集
ま
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
し
た
。
９
月
に
は
手
入

れ
を
し
て
磨
き
上
げ
た
中
古
自
転
車
37
台
を
札
幌
か
ら
運
ん
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
並

べ
、
12
月
に
行
わ
れ
た
宮
古
市
の
物
資
配
布
会
に
は
、
札
幌
教
区
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
毛
布
５
０
０
枚
１
３
４
万
円
相
当
を
送
っ
て
支
援
し
た
。
２
０
１
１
年
は

５
回
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
た
ほ
か
、
そ
こ
ま
で
来
ら
れ
な
い
高
齢
者
な
ど
の

た
め
に
、
仮
設
で
の
カ
フ
ェ
の
お
り
に
ミ
ニ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
き
、
衣
料
や
日
用

の
名
称
で
、
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
と
目
的
を
同
じ
く
す
る
が
、
そ
の
下
部
組
織
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
岩
手
県
に
は
宮
古
の
ほ
か
に
、
大
船
渡
、
釜
石
、
大
槌
に

カ
リ
タ
ス
ベ
ー
ス
が
あ
り
、
ど
こ
も
札
幌
カ
リ
タ
ス
の
よ
う
に
独
自
の
募
金
活
動

で
ま
か
な
っ
て
い
る
。
宮
古
以
外
の
３
か
所
は
そ
れ
ぞ
れ
責
任
者
が
常
駐
す
る
形

を
と
っ
て
い
る
。

　
宮
古
だ
け
は
世
話
人
が
北
海
道
か
ら
通
っ
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ー
ス
を

立
ち
上
げ
て
か
ら
２
年
間
は
１
人
が
担
当
し
た
が
、
２
０
１
３
年
４
月
か
ら
は
５

人
の
世
話
人
が
２
週
間
交
代
で
北
海
道
か
ら
宮
古
に
や
っ
て
く
る
形
式
を
と
っ
た
。

最
初
は
カ
ト
リ
ッ
ク
宮
古
教
会
を
借
り
て
世
話
人
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
寝
泊
ま
り

し
て
い
た
が
、
教
会
聖
堂
も
支
援
物
資
で
手
狭
に
な
り
、
ま
た
教
会
活
動
に
も
支

障
が
出
る
の
で
、
社
協
か
ら
松
山
仮
設
に
部
屋
を
借
り
て
２
０
１
１
年
12
月
か
ら

世
話
人
と
男
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。
２
０
１
２
年
５
月
に
は

女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
用
の
部
屋
も
確
保
で
き
た
。
松
山
仮
設
に
は
ほ
か
に
も
長
期

滞
在
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
住
ん
で
い
た
が
、
２
０
１
３
年
に
な
っ
て
社
協
か
ら

出
る
よ
う
に
言
わ
れ
、
ま
た
世
話
人
も
５
人
が
交
代
で
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

佐
原
に
２
階
建
て
の
一
軒
家
を
購
入
し
た
。
世
話
人
は
主
に
定
年
退
職
後
の
男
性

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
70
歳
前
後
の
女
性
が
多
く
、
長
期
の
休
み
に
は
札
幌
市
内

の
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
藤
女
子
大
学

や
看
護
学
科
の
あ
る
天
使
大
学
の

女
子
大
生
も
参
加
す
る
。

　
２
０
１
１
年
夏
ま
で
の
主
な
仕

事
内
容
は
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

同
じ
よ
う
に
、
側
溝
の
泥
出
し
、

が
れ
き
の
片
づ
け
、
個
人
住
宅
清

掃
な
ど
の
肉
体
労
働
だ
っ
た
。
７

月
に
な
っ
て
仮
設
住
宅
を
巡
回
す

る
「
移
動
カ
フ
ェ
」
を
開
始
。
備

品
が
な
か
っ
た
の
で
、
イ
ス・テ
ー

ブ
ル
・
や
か
ん
・
什
器
な
ど
を
も
っ

て
訪
問
し
た
。
そ
の
後
、
社
協
も

写�真２　移動カフェでボランティアが作成したキー
ホルダーを配る（さくら公園仮設住宅集会所）
� 　2014/09/08　撮影：久保田滋子

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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⑶　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て

伊
藤
純
子
さ
ん　
カ
ト
リ
ッ
ク
宮
古
教
会
、教
会
運
営
委
員
長　
昭
和
23（
１
９
４
８
）

　
年
生　

津
波
後
の
教
会
に
つ
い
て　

　
震
災
当
日
、
主
任
司
祭
は
休
暇
で
メ
キ
シ
コ
に
一
時
帰
国
中
だ
っ
た
。
震
災
後

１
週
間
か
ら
10
日
く
ら
い
は
電
気
も
水
道
も
通
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
宮
町
の
教

会
周
辺
は
比
較
的
早
く
復
旧
し
た
の
で
、炊
飯
器
を
運
び
こ
ん
で
炊
き
出
し
を
行
っ

た
。
３
月
下
旬
に
な
っ
て
、
北
海
道
か
ら
上
杉
神
父
、
盛
岡
か
ら
佐
藤
神
父
、
東

京
か
ら
ダ
ビ
デ
神
父
が
様
子
を
見
に
来
て
、
震
災
の
３
週
間
後
に
は
じ
め
て
ミ
サ

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。ダ
ビ
デ
神
父
滞
在
中
に
大
阪
と
神
戸
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
た
い
と
い
う
大
学
生
が
訪
ね
て
来
た
。泊
ま
る
と
こ
ろ
を
決
め
て
こ
な
か
っ

た
が
、
ダ
ビ
デ
神
父
が
受
け
入
れ
を
決
め
、
聖
堂
と
神
父
の
住
ま
い
で
あ
る
司
祭

館
を
開
放
し
、
女
性
は
司
祭
館
に
、
男
性
は
聖
堂
に
寝
泊
ま
り
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
北
海
道
の
上
杉
神
父
が
宮
古
を
管
轄
す
る
仙
台
司
教
区
に
許
可
を
得
て
、
３

月
下
旬
に
正
式
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
内
陸

部
の
遠
野
は
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拠
点
に
な
っ
て
い
た
が
、
遠
野

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
も
釜
石
な
ど
近
隣
の
教
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
拠
点
に
な
っ
て
い

た
。岩
手
県
の
多
く
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
設
立
し
た
ス
イ
ス
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
、
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
ゆ
か
り
の
修
道
女
な
ど
、
外
国
か
ら
の
支
援
の
申
し
出
も

多
か
っ
た
と
聞
く
。
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
が
宮
古
へ
も
視
察
に
来
て
教
会
を
訪
れ

た
が
、
応
対
が
非
常
に
大
変
だ
っ
た
。
初
期
の
こ
ろ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
対
応
も
、

受
け
入
れ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
た
め
、
か
え
っ
て
混
乱
し
た
。
震
災
１
か
月
後
か

ら
北
海
道
の
カ
リ
タ
ス
の
支
援
が
入
る
こ
と
に
な
り
、
聖
堂
を
全
部
カ
リ
タ
ス
の

基
地
と
し
て
提
供
し
た
。

　
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
は
聖
堂
で
祈
る
こ
と
を
と
て
も
重
視
し
て
い
る
。
し
か
し
こ

の
大
き
な
災
害
の
中
で
は
、
祈
り
よ
り
ま
ず
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
。聖
堂
の
中
で
の
祈
り
だ
け
が
祈
り
で
は
な
く
、行
動
の
中
で
の
祈
り
も
あ
る
。

聖
堂
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
明
け
渡
し
た
の
も
、
緊
急
の
助
け
を
必
要
と
す
る
人
を

優
先
す
る
た
め
で
あ
る
。
チ
リ
地
震
津
波
の
と
き
、
宮
古
教
会
で
は
神
父
を
中
心

に
翌
日
か
ら
支
援
活
動
を
は
じ
め
た
。
し
か
し
今
回
は
主
任
司
祭
（
神
父
）
が
不

品
の
配
布
を
行
っ
た
。
２
０
１
３
年
４
月
に
は
第
８
回
目
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
か

れ
た
が
、
こ
の
頃
に
な
る
と
物
資
も
行
き
届
き
、
主
催
者
に
よ
る
と
、
本
来
の
目

的
よ
り
も
む
し
ろ
「
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
」「
寄
り
添
っ
て
い
く
」
と
い
う
カ
リ

タ
ス
の
心
を
示
す
も
の
に
な
っ
て
き
た
。

　

仮
設
住
宅
の
住
人
が
手
仕
事
で
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
支
援
も
行
っ
た
。

２
０
１
１
年
の
９
月
、
高
浜
仮
設
を
訪
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
女
性
が
、
入
居
者

の
方
か
ら
押
し
花
の
手
作
り
葉
書
を
も
ら
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
押
し
花
絵

葉
書
の
作
成
を
依
頼
し
、
10
月
中
旬
か
ら
札
幌
教
区
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
１

枚
２
０
０
円
で
買
い
上
げ
、
教
会
を
通
し
て
販
売
を
は
じ
め
た
。
２
０
１
１
年
度

は
１
千
９
５
０
枚
の
売
り
上
げ
実
績
が
あ
っ
た
。
札
幌
教
区
が
支
援
し
て
い
る

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
児
童
養
護
施
設
に
持
参
す
る
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
も
製
作
し
て
も
ら

い
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
買
い
上
げ
た
。
２
０
１
２
年
３
月
に
は
、
長
く
続
く

本
格
的
な
手
仕
事
を
導
入
で
き
な
い
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
さ
お
り
織
の
体
験
会

を
開
き
、
住
民
の
賛
同
を
得
て
、
卓
上
織
機
と
糸
を
取
り
寄
せ
、
浄
土
ヶ
浜
仮
設

に
札
幌
か
ら
指
導
者
を
派
遣
し
た
。
こ
の
企
画
は
「
み
や
こ
若
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
の
協
力
を
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
初
は
練
習
の
た
め
に
織
る
こ
と

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
技
術
が
向
上
し
た
ら
販
売
ル
ー
ト
に
乗
せ
る
こ
と
に
し
た
。

２
０
１
５
年
現
在
で
は
、
宮
古
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
み
や
こ
ち
ゃ
ん
と
サ
ー
モ
ン
君

ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
を
道
の
駅
や
教
会
バ
ザ
ー
な
ど
で
販
売
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か

に
は
、
人
形
作
り
、
裂
き
布
で
の
草
履
づ
く
り
な
ど
、
お
年
寄
り
も
楽
し
め
る
手

作
業
の
機
会
を
設
け
、
手
芸
が
盛
ん
な
仮
設
に
は
ミ
シ
ン
と
ア
イ
ロ
ン
を
寄
贈
し

た
。

　
震
災
の
年
の
夏
休
み
が
過
ぎ
る
と
、
ど
こ
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
は
急
減
し

た
。
宮
古
で
も
２
０
１
３
年
３
月
で
他
県
、
市
町
村
か
ら
の
団
体
は
ほ
と
ん
ど
撤

退
し
た
が
、
カ
リ
タ
ス
は
数
少
な
い
団
体
の
一
つ
と
し
て
活
動
を
継
続
し
た
。
社

協
か
ら
も
表
彰
を
受
け
、「
カ
リ
タ
ス
さ
ん
に
馴
染
ん
で
い
る
人
も
多
い
の
で
、
こ

の
ま
ま
続
け
て
ほ
し
い
」
と
依
頼
さ
れ
た
。
２
０
１
５
年
３
月
末
現
在
で
、
ま
だ

３
年
ほ
ど
活
動
で
き
る
資
金
を
残
し
て
お
り
、
仮
設
が
撤
去
さ
れ
た
あ
と
も
、
災

害
復
興
公
営
住
宅
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
な
ど
を
継
続
し
た
い
意
思
は
あ
る

が
、
そ
の
件
に
つ
い
て
は
社
協
か
ら
声
が
か
か
っ
て
い
な
い
。

医療の現場から　命を見つめてボランティア活動とその課題
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（
２
０
１
３
年
６
月
23
日　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
カ
リ
タ
ス
釜
石
集
会
室
に
て
取
材
）

戸�

澤
恭
子
さ
ん　
盛
岡
四
ツ
家
教
会
、
教
会
委
員
長　
昭
和
14
（
１
９
３
９
）
年

生
　
２
０
１
１
年
３
月
26
日
か
ら
宮
古
支
援
に
携
わ
る
。
現
在
で
は
毎
月
第
２
と
第

４
火
曜
日
に
釜
石
、
第
３
月
曜
に
宮
古
へ
出
向
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

る
。
４
月
に
四
ツ
家
教
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
１
人
が
は
じ
め
て
鍬
ヶ
崎
小
学
校

を
訪
れ
た
と
き
、
昼
間
な
の
に
ほ
と
ん
ど
の
人
が
ぐ
っ
た
り
と
横
に
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
も
ビ
ニ
ー
ル
の
敷
物
の
上
に
枕
な
し
で
寝
て
い
た
こ
と
に
驚
き
、
４
月
か
ら

９
月
ま
で
宮
古
を
中
心
に
寝
具
を
届
け
る
活
動
を
続
け
た
。
枕
は
秋
田
の
大
館
か

ら
そ
ば
殻
を
仕
入
れ
、信
者
有
志
が
総
計
２
千
個
を
作
り
、田
野
畑
、宮
古
、釜
石
、

陸
前
高
田
、
大
船
渡
に
ま
で
届
け
た
。
枕
を
作
っ
て
い
る
う
ち
に
炊
き
出
し
や
物

資
の
配
布
も
始
め
た
。
80
代
の
信
者
も
駆
け
付
け
て
き
て
、
こ
の
年
に
な
っ
て
も

人
の
役
に
立
て
た
と
喜
ん
だ
。宮
古
で
は
教
会
主
催
の「
わ
か
ち
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

が
開
催
さ
れ
、
毎
回
３
０
０
人
以
上
も
集
ま
っ
た
。

　
現
在
は
仮
設
住
宅
へ
昼
食
を
届
け
て
い
る
。
こ
の
活
動
は
、
と
も
に
食
卓
を
囲

む
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
た
キ
リ
ス
ト
の
教
え
の
実
践
で
も
あ
る
。
い
つ
も
５
～

８
人
が
車
２
台
に
分
乗
し
て
出
か
け
る
。
先
日
は
ち
ら
し
寿
司
を
作
っ
た
。
か
ん

ぴ
ょ
う
、
シ
イ
タ
ケ
、
卵
な
ど
の
材
料
を
持
っ
て
行
っ
て
集
会
所
の
台
所
で
作
る
。

八
幡
平
か
ら
漬
物
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
人
、
財
布
な
ど
の
小
物
を
作
っ
て
持
っ

て
く
る
人
も
い
る
。
盛
岡
在
住
の
信
者
で
そ
ば
打
ち
が
で
き
る
人
、
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
の
リ
ー
ダ
ー
を
や
っ
て
い
て
包
丁
を
砥
げ
る
人
な
ど
が
同
行
し
、
現
地
で
そ

れ
ぞ
れ
の
特
技
を
生
か
し
て
い
る
。
盛
岡
の
３
つ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
信
徒
に

協
力
を
依
頼
し
て
い
る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
を
持
っ
た
人
が
参
加
し
て
く
れ

る
。
料
理
も
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
喜
ば
れ
て
い
る
。

　
と
も
に
食
卓
を
囲
む
主
な
目
的
は
傾
聴
で
、
一
緒
に
食
事
を
す
る
の
は
心
の
垣

根
を
取
り
払
う
た
め
だ
。
宮
古
の
お
雑
煮
は
盛
岡
と
は
違
う
。
浜
で
は
餅
を
甘
い

く
る
み
に
つ
け
て
食
べ
る
。
そ
の
よ
う
な
話
を
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
、
実
際
に

お
雑
煮
を
一
緒
に
食
べ
て
親
し
く
な
る
。
お
互
い
に
知
り
あ
う
よ
う
に
な
る
と
、

苦
し
い
心
の
内
を
話
し
て
く
れ
る
。

在
で
、
す
ぐ
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
人
が
い
な
か
っ
た
。
で
も
何
か
活
動
を

始
め
な
い
と
い
け
な
い
。
教
会
に
神
父
の
車
が
あ
っ
た
の
で
そ
れ
を
使
っ
て
救
援

活
動
を
行
っ
た
。
動
け
る
人
が
動
け
る
間
に
生
活
で
き
な
い
人
を
た
す
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
明
ら
か
に
被
災
し
た
人
に
は
支
援
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
る
。
し

か
し
高
台
の
人
に
は
な
か
な
か
助
け
が
回
っ
て
こ
な
い
。
市
に
頼
れ
な
い
で
親
戚

頼
み
の
人
も
多
い
。
寒
い
中
湯
た
ん
ぽ
ひ
と
つ
で
し
の
い
で
い
る
人
も
い
る
。
こ

の
よ
う
な
人
に
手
を
さ
し
の
べ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
た
。

�

（
２
０
１
３
年
９
月
15
日　
カ
ト
リ
ッ
ク
宮
古
教
会
司
祭
館
に
て
取
材
）

シ�

ス
タ
ー
五
十
嵐
悦
さ
ん　
藤
沢
み
こ
こ
ろ
の
姉
妹
会
修
道
女　
岩
手
県
の
カ
リ

タ
ス
ベ
ー
ス
を
巡
回

　
シ
ス
タ
ー
五
十
嵐
は
震
災
後
す
ぐ
に
活
動
を
開
始
し
、
塩
釜
か
ら
南
三
陸
、
米

川
を
経
て
、
２
０
１
１
年
11
月
か
ら
約
２
か
月
間
宮
古
に
滞
在
し
た
。

　
宮
古
で
の
活
動
で
一
番
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
行
政
ベ
ー
ス
の
支
援
活
動
の
遅

れ
だ
っ
た
。
２
０
１
１
年
11
月
、
南
三
陸
で
は
す
で
に
物
資
の
支
援
は
終
了
し
、

生
活
を
維
持
し
自
立
を
促
す
支
援
に
入
っ
て
い
た
が
、
宮
古
で
は
ま
だ
衣
類
に
事

欠
く
人
が
多
く
冬
物
衣
料
を
配
っ
て
歩
い
た
。
宮
古
市
役
所
が
衣
類
を
放
出
し
て

い
な
か
っ
た
。
仮
設
住
宅
へ
衣
料
を
配
る
と
「
身
内
び
い
き
」
な
ど
の
問
題
が
起

き
る
の
で
な
か
な
か
で
き
な
い
と
い
う
話
も
き
い
た
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
事

情
で
遅
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
12
月
に
入
っ
て
か
ら
や
っ
と
冬
物
衣
類
の
放

出
を
し
た
が
長
蛇
の
列
で
、
お
年
寄
り
な
ど
寒
空
の
中
大
変
だ
っ
た
よ
う
だ
。
体

育
館
で
行
っ
た
衣
類
、
米
、
生
活
物
資
の
配
布
の
手
伝
い
も
し
た
が
、
他
の
市
に

比
べ
る
と
あ
ま
り
要
領
が
よ
い
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
車
で
来
て
、１
人
で
段
ボ
ー

ル
２
箱
く
ら
い
持
っ
て
行
く
人
も
い
た
の
で
市
役
所
の
人
に
そ
の
旨
を
告
げ
た
ら
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
売
る
人
も
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
い
ち
い
ち
そ
れ
を
区

別
し
て
い
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で
、
寄
付
し
て
く
れ
た
人
の
こ
と
を
思
う
と
残
念

な
気
が
し
た
。
し
か
し
現
金
収
入
が
少
な
い
の
で
、
そ
れ
も
仕
方
が
な
い
の
か
と

い
う
思
い
も
あ
っ
た
。
宮
古
教
会
で
は
、
早
く
か
ら
幼
稚
園
の
プ
ー
ル
を
衣
類
置

き
場
に
し
て
被
災
者
に
配
っ
た
。
信
者
総
出
で
衣
類
の
仕
分
け
を
し
た
が
大
変
な

作
業
だ
っ
た
。

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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一
人
に
心
を
寄
せ
て
励
ま
し
て
歩
い
た
。
ど
こ
の
世
界
も
そ
う
だ
が
、
多
様
な
人

間
が
い
て
は
じ
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
で
き
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
臨
機

応
変
に
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
た
ほ
う
が
い
い
。

　
今
回
の
支
援
は
阪
神
の
と
き
の
経
験
が
生
き
た
。
何
が
必
要
か
、
何
を
ど
の
よ

う
に
調
達
す
べ
き
か
、
資
金
は
ど
う
す
る
か
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

即
座
に
動
い
た
。
ガ
ソ
リ
ン
不
足
が
深
刻
な
こ
ろ
も
、
教
会
の
車
は
ガ
ソ
リ
ン
に

事
欠
か
な
か
っ
た
。
全
国
の
修
道
女
が
交
代
で
支
援
に
あ
た
っ
た
の
も
大
き
か
っ

た
。
教
会
で
の
献
金
、
教
会
バ
ザ
ー
、
神
父
の
講
演
料
な
ど
が
す
ぐ
に
集
ま
り
資

金
は
潤
沢
に
あ
っ
た
。

�

（
２
０
１
３
年
６
月
26
日　
盛
岡
四
ツ
家
教
会
に
て
取
材
）

佐
久
間　
力
さ
ん　
神
学
生　
41
歳
（
２
０
１
４
年
３
月
10
日
現
在
）　

　
神
学
生
に
な
る
前
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
一
般
社
団
法
人
日
本
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー
）

に
い
て
、
農
業
土
木
部
門
を
担
当
し
て
い
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際

協
力
機
構
）
が
実
施
し
て
い
る
海
外
援
助
の
現
場
と
日
本
の
援
助
機
関
を
結
ぶ

役
目
を
も
ち
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
海
外
で
効
率
よ
く
支
援
活
動
を
行
え
る
よ
う
、
情
報

収
集
や
派
遣
さ
れ
る
人
の
国
内
研
修
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
震
災
の
前
の
年
、
司

祭
に
な
る
道
を
選
び
、
震
災
当
時
神
学
生
に
な
る
た
め
に
待
機
中
だ
っ
た
。
宮

古
は
カ
ト
リ
ッ
ク
札
幌
教
区
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
当
時
札
幌
在
住

だ
っ
た
佐
久
間
さ
ん
は
、
長
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
た
。

２
０
１
１
年
３
月
22
日
に
仙
台
に
入
り
、
３
月
23
日
か
ら
石
巻
に
、
そ
の
後
、
塩

釜
、
釜
石
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
あ
と
、
５
月
９
日
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ー

ス
の
運
営
の
た
め
宮
古
に
常
駐
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
前
職
で
の
経
験
も
あ
り
、
被
災
地
で
の
支
援
に
は
支
援
者
と
被
支
援
者
の
間
を

つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
た
。
そ
の
点
宮
古
で
は
あ
ま

り
対
策
が
な
く
、
臨
機
応
変
な
対
応
も
な
か
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
早
く

か
ら
札
幌
教
区
が
宮
古
支
援
に
名
乗
り
を
あ
げ
て
い
た
が
、
宮
古
社
協
は
は
じ
め

の
う
ち
外
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
て
い
な
か
っ
た
。
４
月
末
ご
ろ
か
ら

徐
々
に
受
け
入
れ
が
進
ん
だ
が
、
当
初
外
部
の
民
間
団
体
は
入
り
に
く
か
っ
た
。

石
巻
で
は
３
月
中
に
石
巻
専
修
大
学
に
、
社
協
、
商
工
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
民
間

　
盛
岡
で
は
独
居
老
人
の
孤
独
死
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
被
災
地
で
も
同
居

の
若
い
人
が
津
波
で
亡
く
な
り
、
残
さ
れ
た
お
年
寄
り
は
孤
独
感
を
募
ら
せ
て
い

る
。
老
後
の
面
倒
を
見
て
く
れ
る
人
が
い
な
く
な
り
「
あ
の
と
き
一
緒
に
死
ん
で

し
ま
え
ば
よ
か
っ
た
」
と
い
う
思
い
か
ら
自
殺
願
望
を
話
す
人
も
い
た
。
昨
日
も

被
災
地
で
６
年
前
に
建
て
た
ば
か
り
の
家
を
流
さ
れ
た
65
歳
の
人
の
話
を
聞
い
た
。

　
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
の
あ
る
人
で
も
、
こ
れ
が
神
の
望
み
と
は
思
え
な
い
。
人

間
は
そ
ん
な
に
簡
単
に
あ
き
ら
め
が
つ
く
も
の
で
は
な
い
。
遺
体
の
あ
が
ら
な
い

家
族
が
い
る
人
は
、
毎
月
11
日
に
海
に
花
を
投
げ
る
と
話
し
て
い
た
。
日
本
人

は
遺
骨
が
戻
ら
な
い
と
あ
き
ら
め
き
れ
な
い
。
す
べ
て
流
さ
れ
た
あ
と
、
最
初

に
で
き
た
店
が
食
べ
物
屋
で
は
な
く
仏
具
店
だ
っ
た
町
が
あ
る
と
聞
い
た
と
き
は

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
生
き
残
っ
た
人
に
何
が
で
き
る
の
か
。
こ
の
傾
聴
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
深
く
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
信
者
は
信
仰
を
深
め
る
た
め
に
動
く
こ
と
が
大
事
だ
。
し
か
し
そ
れ
が
人
へ
の

押
し
付
け
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
カ
ト
リ
ッ
ク
は
宗
教
の
話
が
何
も
な
い
と
被

災
者
か
ら
聞
い
た
。
カ
リ
タ
ス
は
特
に
宗
教
色
を
出
さ
な
い
よ
う
に
気
を
配
っ
て

い
る
。
阪
神
大
震
災
の
と
き
に
、カ
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
名
前
を
出
し
た
こ
と
で
「
布

教
お
断
り
」
と
言
わ
れ
た
苦
い
経
験
が
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
は
カ
リ
タ
ス
と
い
う

名
前
で
活
動
し
て
い
る
が
、
一
般
の
人
は
カ
リ
タ
ス
が
何
で
あ
る
か
知
ら
な
い
し
、

あ
え
て
知
ら
せ
る
こ
と
は
し
な
い
。
釜
石
で
は
カ
リ
タ
ス
の
活
動
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
か
ら
距
離
を
置
い
た
。
修
道
院
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
て
い
る
シ
ス
タ
ー
も
い
る
が
、
違
和
感
な
く
溶
け
込
ん
で
い
た
。
彼
女
た
ち
は

ど
ん
な
環
境
で
も
音
を
上
げ
ず
、
狭
い
台
所
で
黙
々
と
働
き
、
地
元
の
人
か
ら
農

業
の
指
導
を
受
け
て
畑
を
作
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
姿
は
好
感
を
持
た
れ
た
と
思
う
。

　
神
父
は
外
国
人
も
多
い
の
で
考
え
方
も
さ
ま
ざ
ま
だ
。
震
災
の
時
、
宮
古
教
会

の
メ
キ
シ
コ
人
神
父
は
休
暇
中
で
被
災
地
に
い
な
か
っ
た
が
、
す
ぐ
に
戻
っ
て
来

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
あ
の
津
波
の
被
害
を
見
て
も
、
人
に
は
誰
も
悩
み
苦
し
み

が
あ
る
と
言
っ
て
あ
ま
り
被
災
者
の
こ
と
を
考
え
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
た
し
、

被
災
者
が
ひ
も
じ
い
思
い
を
し
て
い
て
も
、
肉
を
食
べ
た
い
と
言
っ
て
我
慢
し
な

い
。
し
か
し
、
緻
密
で
は
な
い
が
太
っ
腹
で
、
帰
っ
て
き
て
か
ら
は
、
自
分
の
部

屋
を
す
ぐ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
明
け
渡
し
た
。
ス
イ
ス
人
の
神
父
は
被
災
者
一
人

医療の現場から　命を見つめてボランティア活動とその課題
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ど
に
呼
び
か
け
れ
ば
、必
ず
そ
の
よ
う
な
人
は
い
る
は
ず
だ
。常
勤
で
は
な
く
と
も
、

非
常
時
に
す
ぐ
声
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
。
釜
石
や
大

槌
で
は
、
カ
リ
タ
ス
と
上
手
に
連
携
し
て
、
資
金
力
の
あ
る
海
外
カ
リ
タ
ス
や
銀

行
の
支
援
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
支
援
物
資
の
無
料
配
布
に
し
て
も
、
い
わ
ゆ
る
業
者
の
よ
う
な
人
が
段
ボ
ー
ル

箱
で
物
資
を
持
っ
て
行
く
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
情
報

を
伝
え
た
が
、
市
が
行
っ
た
衣
類
の
配
布
で
は
、
段
ボ
ー
ル
箱
に
何
箱
も
詰
め
て

持
ち
帰
る
人
が
い
た
。
必
要
な
人
に
物
資
が
回
ら
な
い
な
ど
、
民
間
団
体
の
情
報

が
生
か
さ
れ
な
か
っ
た
。
カ
リ
タ
ス
の
無
料
配
布
で
も
、
最
初
は
ほ
し
い
も
の
を

欲
し
い
だ
け
も
っ
て
い
く
と
い
う
方
式
を
と
っ
た
。
し
か
し
、
商
店
の
人
や
被
災

者
で
は
な
い
人
も
や
っ
て
き
て
、
大
量
に
持
っ
て
行
く
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
た
の
で
、

個
数
制
限
を
し
た
り
、
45
㍑
の
袋
を
渡
し
、
入
る
だ
け
持
っ
て
行
く
な
ど
の
方
策

を
た
て
た
。

　
衣
料
品
の
仕
分
け
が
最
も
困
難
だ
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多

く
が
そ
れ
に
費
や
さ
れ
て
し
ま
う
。
洗
濯
し
て
い
な
い
も
の
な
ど
が
多
く
、
古
着

と
新
品
に
分
け
て
送
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
対
策
が
必
要
だ
。
衣
類
の
中

で
も
最
も
不
足
し
た
の
は
下
着
で
、
特
に
２
Ｌ
、
３
Ｌ
は
手
に
入
ら
な
い
。
ワ
コ
ー

ル
が
協
力
を
申
し
出
た
が
、
特
定
の
と
こ
ろ
で
社
長
が
贈
呈
式
を
や
る
な
ど
派
手

な
演
出
が
あ
っ
て
、
社
長
が
来
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
に
は
回
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
市

で
は
災
害
時
に
備
え
、
食
料
品
な
ど
と
並
ん
で
下
着
を
ス
ト
ッ
ク
す
る
と
い
い
と

思
う
。

　
宮
古
で
活
動
し
て
い
る
札
幌
カ
リ
タ
ス
は
主
に
仮
設
の
集
会
所
に
カ
フ
ェ
を
開

き
傾
聴
活
動
を
行
っ
て
い
る
。最
初
は
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
で
マ
グ
カ
ッ
プ
を
買
っ

た
が
味
気
な
い
の
で
、
札
幌
の
教
会
の
人
に
呼
び
掛
け
て
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
を
募
っ

た
ら
、
ロ
イ
ヤ
ル
ド
ル
ト
ン
な
ど
イ
ギ
リ
ス
の
高
級
品
が
集
ま
り
、
カ
フ
ェ
の
雰

囲
気
が
変
わ
っ
た
。
た
だ
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
お
も
て
な
し
を

し
た
い
気
持
ち
を
か
た
ち
に
で
き
た
。
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
で
は
全
部
の
仮
設
住

宅
談
話
室
に
、
津
波
で
店
を
流
さ
れ
た
電
気
屋
を
通
し
て
テ
レ
ビ
を
購
入
し
寄
贈

し
た
。
ま
た
、
高
浜
の
小
学
校
に
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
を
寄
贈
し
た
。
新
盆
支
援
を

し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
話
も
出
た
。
お
盆
は
非
常
に
大
切
な
行
事
で
、
特
に
津
波

団
体
が
集
ま
っ
て
、
誰
が
何
を
ど
の
よ
う
に
担
当
す
る
の
か
、
何
が
必
要
な
の
か

を
話
し
合
う
場
が
設
け
ら
れ
、
お
互
い
に
補
い
合
い
な
が
ら
、
初
期
援
助
を
ス
ム
ー

ズ
に
進
め
る
方
法
を
模
索
し
て
い
た
。
ど
こ
で
ど
れ
だ
け
の
支
援
を
必
要
と
し
て

い
る
の
か
、
市
や
社
協
で
情
報
を
つ
か
む
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
す
ぐ
に
動
い
た
。
自
己
完

結
型
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
食
料
を
自
給
し
な
が
ら
、
迅
速
に
行
動
を
起
こ
せ
る
。
こ
れ
を

使
わ
な
い
手
は
な
い
。
被
災
者
支
援
で
は
、
ま
ず
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
す
く
い
上

げ
る
こ
と
が
重
要
な
の
は
当
然
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
仕
事
は
社
協
ひ
と
り
が
抱
え

込
ま
な
い
で
、
自
己
完
結
型
で
実
績
の
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
も
取
り
込
ん
で
進
め
る

ほ
う
が
効
率
的
だ
。
宮
古
は
「
外
部
」
を
警
戒
し
て
、
何
で
も
内
部
で
済
ま
そ
う

と
す
る
ム
ラ
意
識
が
強
い
と
感
じ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
特
技
を

持
つ
人
た
ち
が
い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
を
い
か
に
有
効
に
使
え
る
か
、

こ
の
「
振
り
分
け
」
も
ポ
イ
ン
ト
だ
と
痛
感
し
た
。

　

子
供
の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
な
ど
「
意
向
」
の
つ
い
た
支
援
金
も
多
く
寄

せ
ら
れ
る
。
目
的
を
つ
け
る
と
支
援
金
は
集
ま
り
や
す
い
が
使
い
方
が
難
し
い
。

30
万
円
で
パ
ン
ツ
を
買
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
た
ら
、
下
着
会
社
に
そ
の
お
金

を
振
り
込
ん
で
送
っ
て
も
ら
う
わ
け
だ
が
、
振
込
手
数
料
は
市
が
持
た
な
い
と
い

け
な
い
。
石
巻
で
は
被
災
者
に
お
湯
を
提
供
し
て
く
れ
と
い
う
支
援
金
が
来
た
が
、

こ
の
場
合
は
ガ
ス
代
や
コ
ー
ヒ
ー
代
も
含
ま
れ
る
と
考
え
て
い
い
。
意
向
通
り
に

使
わ
な
い
と
い
け
な
い
決
ま
り
は
な
い
が
、
モ
ラ
ル
の
問
題
と
し
て
ほ
か
の
も
の

に
使
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
せ
る
の
か
、
い
か
に
透

明
性
を
確
保
し
て
使
う
か
、
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
と
い
か
に
マ
ッ
チ
さ
せ
る
か
と
い

う
「
つ
な
ぎ
」
は
、
そ
の
専
門
の
担
当
者
を
置
か
な
い
と
な
か
な
か
ス
ム
ー
ズ
に

行
え
な
い
。
宮
古
に
は
こ
れ
が
な
か
っ
た
。
社
協
の
職
員
は
災
害
や
外
部
支
援
受

け
入
れ
に
お
い
て
は
素
人
の
集
団
だ
。
ま
た
、
石
巻
の
よ
う
な
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
も
な
か
っ
た
。
支
援
金
が
何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
知
り
た
い
人
も
た
く
さ
ん

い
る
。
こ
の
よ
う
な
情
報
提
供
も
必
要
だ
。

　
支
援
金
の
扱
い
は
「
つ
な
ぎ
」
と
「
透
明
性
」
が
ポ
イ
ン
ト
で
、「
送
り
た
い
人
」

と
被
災
者
に
「
送
り
届
け
る
人
」
を
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
ぎ
、
情
報
開
示
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
非
常
時
に
は
、
市
役
所
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
専
門
家
を
置
く
と
い
い
と
思
う
。
海
外
支
援
専
門
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な

各分野での震災後の取り組み各分野での震災後の取り組み
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人
も
少
な
い
。
学
生
は
高
齢
者
や
中
高
年
男
性
の
話
し
相
手
に
適
し
て
い
る
が
、

年
代
が
高
く
な
る
と
、
相
手
の
話
を
ひ
た
す
ら
聞
く
の
は
難
し
い
場
合
も
あ
る
。

２
０
１
２
年
か
ら
は
札
幌
の
藤
女
子
大
学
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
引
率
し
て
く

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
彼
女
た
ち
は
話
を
聞
く
の
が
上
手
だ
っ
た
。
仮
設
の
住
人

に
と
っ
て
も
若
い
女
子
大
生
の
明
る
い
華
や
か
雰
囲
気
は
喜
ば
れ
た
と
思
う
。

�

（
２
０
１
４
年
３
月
10
日　
崎
山
仮
設
集
会
所
に
て
取
材
）

佐
藤
彰
洋
さ
ん　
神
学
生　
29
歳
（
２
０
１
４
年
３
月
11
日
現
在
）

　
カ
ト
リ
ッ
ク
仙
台
教
区
か
ら
震
災
直
後
に
各
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
派
遣
さ
れ

た
。
塩
釜
、
米
川
、
南
三
陸
町
、
宮
古
で
活
動
し
た
。
宮
古
へ
は
２
０
１
１
年
の

７
月
に
は
じ
め
て
や
っ
て
き
た
。
他
の
地
区
で
は
漁
業
支
援
と
し
て
漁
船
の
洗
浄

な
ど
を
し
た
が
、
宮
古
で
は
主
に
カ
フ
ェ
を
行
っ
た
。「
カ
フ
ェ
を
や
り
ま
す
か
ら

集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
て
も
最
初
抵
抗
が
あ
っ
た
。「
放
っ
て
お
い
て

く
れ
」
と
い
う
空
気
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
女
性
は
集
ま
っ
て
き
た
が
、
男
性
は

ほ
と
ん
ど
来
な
か
っ
た
。
男
性
は
人
間
関
係
が
難
し
い
と
感
じ
た
。
男
性
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
傾
聴
の
た
め
に
被
災
者
の
中
に
入
っ
て
い
く
の
は
時
間
が
か
か
る
と

感
じ
た
。

　
社
協
は
最
初
、カ
リ
タ
ス
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
系
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
慎
重
だ
っ

た
が
、
次
第
に
活
動
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
に
寛
容
に
な
っ
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
関

し
て
、
震
災
の
年
は
、
社
協
の
催
し
の
一
部
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
ク
リ
ス
マ

ス
の
歌
を
歌
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。２
０
１
２
年
に
は
外
国
人
神
父
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
に
な
っ
て
、子
供
の
い
る
家
庭
を
回
っ
た
。２
０
１
３
年
は
社
協
の
許
可
を
得
て
、

宮
古
教
会
の
人
達
が
仮
設
を
回
り
、ク
ッ
キ
ー
、キ
ャ
ン
デ
ィ
、カ
ー
ド
を
配
っ
た
。

札
幌
の
教
会
の
人
達
が
１
千
４
０
０
セ
ッ
ト
作
成
し
て
く
れ
た
。
カ
リ
タ
ス
の
活

動
が
認
知
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
、
今
で
も
宗
教
色
は
全
く
出
し
て
い
な
い
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
終
了
時
は
い
つ
な
の
か
。
宮
古
教
会
で
は「
わ
か
ち
あ
い
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
を
行
っ
て
い
る
が
、
様
々
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
開
催
す
れ
ば
多

く
の
人
が
来
る
が
、
被
災
者
が
今
で
も
本
当
に
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
必
要
と
し
て

い
る
の
か
。
一
般
の
人
々
の
関
心
の
低
下
も
感
じ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
激
減
し

て
い
る
。
震
災
直
後
の
緊
急
援
助
的
な
支
援
と
長
期
支
援
と
で
は
問
題
が
異
な
る
。

で
亡
く
な
っ
た
方
の
新
盆
供
養
が
十
分
に
で
き
な
い
の
は
辛
い
こ
と
だ
と
思
う
。

被
災
者
の
心
を
支
え
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
考
え
て
い
る
。
長
期
支
援

に
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
札
幌
カ
リ
タ
ス
で
は
佐
原
に
一
軒
家
を
購
入
し
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
基
地
も
作
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
苦
労
は
多
い
が
、
司
祭
を

目
指
す
身
と
し
て
は
、聖
書
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に「
必
要
な
も
の
は
与
え
ら
れ
る
」

と
実
感
し
て
い
る
。

�
（
２
０
１
４
年
３
月
10
日　
二
中
仮
設
の
集
会
所
に
て
取
材
）

石
崎
瓔
子
さ
ん　
シ
ス
タ
ー　
70
歳
（
２
０
１
４
年
３
月
10
日
現
在
）

　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
の
シ
ス
タ
ー
。
札
幌
の
藤
女
子
大
学
の
学
生
を
連
れ
て

た
び
た
び
宮
古
を
訪
れ
て
い
る
。
今
回
で
６
回
目
の
訪
問
に
な
る
。
宮
古
の
他
に

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訪
問
を
し
て
い
る
。

　
最
初
に
宮
古
に
来
た
の
は
２
０
１
１
年
６
月
で
、
そ
の
と
き
は
教
会
に
寝
泊
ま

り
し
、
教
会
の
ハ
ウ
ス
キ
ー
パ
ー
を
行
っ
て
い
た
。
震
災
の
直
後
か
ら
来
た
か
っ

た
が
、
宮
古
市
は
４
月
下
旬
く
ら
い
ま
で
外
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
な

か
っ
た
。
２
回
目
は
同
年
12
月
で
、
仮
設
を
回
り
被
災
者
の
話
し
相
手
に
な
っ
た
。

最
初
は
修
道
服
姿
な
の
で
敬
遠
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
宗
教
の
勧
誘
と
間
違
わ
れ

て
通
報
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
だ
ん
だ
ん
に
打
ち
解
け
て
、
シ
ス
タ
ー

と
話
し
た
い
と
い
う
人
が
増
え
て
い
っ
た
。
仮
設
は
狭
い
社
会
で
あ
り
、
内
輪
で

は
話
せ
な
い
こ
と
が
多
い
。
被
災
体
験
も
人
に
よ
っ
て
程
度
の
差
が
あ
り
話
し
づ

ら
く
、
人
間
関
係
に
行
き
詰
っ
て
い
る
人
も
多
か
っ
た
。
外
部
の
話
し
相
手
は
重

要
で
、
そ
れ
も
「
普
通
の
人
」
よ
り
さ
ら
に
非
日
常
的
な
修
道
女
は
、
本
音
を
話

す
に
は
最
適
な
相
手
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
カ
リ
タ
ス
で
は
宗
教
色
は
一
切

出
さ
な
い
よ
う
に
と
言
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
修
道
女
も
最
初
は
平
服
で
活

動
し
た
が
、
修
道
服
の
ほ
う
が
傾
聴
に
向
い
て
い
る
と
感
じ
、
途
中
か
ら
平
服
は

や
め
た
。

　

女
性
に
く
ら
べ
男
性
は
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
。
行
き
詰
っ
て

い
る
と
い
う
相
談
が
多
か
っ
た
が
解
決
策
は
な
い
。
た
だ
傾
聴
す
る
し
か
な
か
っ

た
。
精
神
的
に
病
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
人
も
何
人
か
い
た
。
体
の
医

療
は
あ
っ
て
も
精
神
医
療
は
手
薄
だ
と
感
じ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
傾
聴
で
き
る

医療の現場から　命を見つめてボランティア活動とその課題
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べ
て
社
協
ま
か
せ
だ
。
月
末
に
行
き
先
を
言
わ
れ
、
札
幌
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
人
員
な
ど
の
予
定
を
組
む
。
仮
設
住
宅
に
は
人
間
関
係
が
複
雑
な
と
こ
ろ
が
多

く
、
集
会
室
も
一
部
の
人
た
ち
だ
け
が
出
入
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
出
て

こ
ら
れ
な
い
人
は
部
屋
に
引
き
こ
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
個
別
訪
問
が
禁
じ
ら

れ
て
い
た
の
で
、
集
会
室
に
足
を
運
ば
な
い
人
ま
で
は
フ
ォ
ロ
ー
で
き
な
か
っ
た
。

現
在
は
個
別
訪
問
も
で
き
る
が
、
高
齢
男
性
や
精
神
的
に
不
安
定
な
人
へ
の
支
援

は
福
祉
の
範
疇
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
力
が
及
ば
な
い
。
ま
た
、
仮
設
の
住
民

と
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
の
は
社
協
だ
が
、
要
望
を
出
し
て

も
な
か
な
か
市
に
伝
わ
ら
な
い
よ
う
だ
。
仮
設
の
住
民
の
社
協
へ
の
不
満
も
感
じ

る
し
、
実
際
に
福
祉
的
な
面
の
対
策
は
遅
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
仮
設
の
自
治

会
長
も
、
住
民
の
ク
レ
ー
ム
の
処
理
が
大
変
な
の
で
、
新
た
な
な
り
手
が
な
い
と

こ
ろ
が
多
い
よ
う
だ
。
し
か
し
、
家
を
建
て
て
出
て
行
っ
た
あ
と
も
自
治
会
長
を

続
け
て
い
る
人
も
い
る
。

　
移
動
カ
フ
ェ
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
、
多
く
の
人
と
親
し
く
な
っ
た
。「
だ
ん
だ

ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が
来
な
く
な
っ
た
」「
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
」「
見
捨

て
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、
続
け
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る

と
感
じ
る
。

�

（
２
０
１
４
年
４
月
28
日
取
材
）

塩
谷
ケ
リ
ー
さ
ん

　
足
湯
（
専
用
の
容
器
に
お
湯
を
入

れ
、
足
を
温
め
な
が
ら
手
の
ひ
ら
を

揉
み
、
対
面
し
て
傾
聴
を
行
う
）
を

し
な
が
ら
、
被
災
地
各
地
を
回
っ
て

い
る
。
２
０
１
１
年
４
月
に
日
本
財

団
が
福
島
で
足
湯
を
行
い
、
希
望
者

に
講
習
を
行
っ
て
、
個
人
が
各
地
で

行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
塩
谷
さ
ん
は

釜
石
の
カ
リ
タ
ス
で
足
湯
を
知
り
、

日
本
財
団
の
講
習
を
受
け
た
。
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
量
で
は
な
く
質
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
仙
台
教
区
で
は
、
あ

と
３
年
は
支
援
を
続
け
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
ど
う
な
る
の
か
。
難
し
い
問
題
だ
。

�

（
２
０
１
４
年
３
月
11
日　
カ
ト
リ
ッ
ク
宮
古
教
会
司
祭
館
に
て
取
材
）

今
野　
忍
さ
ん　
カ
リ
タ
ス
札
幌
世
話
人　
昭
和
24
（
１
９
４
９
）
年
生

　
今
野
さ
ん
は
定
年
に
な
っ
た
２
０
１
３
年
５
月
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、

宮
古
ベ
ー
ス
の
世
話
人
に
な
っ
た
。

　
カ
リ
タ
ス
の
宮
古
ベ
ー
ス
は
２
０
１
１
年
４
月
22
日
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
こ

れ
は
カ
リ
タ
ス
が
入
っ
た
被
災
地
で
は
最
も
遅
い
方
だ
っ
た
。
宮
古
市
が
外
部
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
な
か
な
か
受
け
入
な
か
っ
た
た
め
だ
が
、
札
幌
教
区
の
信
徒
は
宮

古
に
入
る
準
備
を
整
え
て
い
た
。
宮
古
社
協
が
外
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入

れ
る
前
に
宮
古
へ
着
い
た
の
で
、
最
初
は
山
田
町
で
が
れ
き
撤
去
な
ど
を
し
て
い

た
。

　
２
０
１
３
年
４
月
か
ら
、
カ
リ
タ
ス
札
幌
の
世
話
人
は
５
人
に
な
っ
た
。
全
員

定
年
後
の
男
性
で
あ
る
。
こ
の
５
人
が
約
２
週
間
交
代
で
宮
古
に
来
て
、
人
は
か

わ
っ
て
も
途
切
れ
な
く
「
カ
リ
タ
ス
札
幌
」
の
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
現
在
は
１
万
円
の
交
通
費
補
助
が
出
て
、
あ
と
は
自
己
負
担
だ
。
ほ
と
ん
ど

の
人
は
札
幌
を
夜
９
時
に
出
る
バ

ス
に
乗
っ
て
、
苫
小
牧
か
ら
フ
ェ

リ
ー
で
八
戸
に
来
て
、
宮
古
へ
午

後
１
時
に
着
く
ル
ー
ト
で
来
る
。

70
代
の
人
も
多
い
の
で
大
変
だ

と
思
う
。
札
幌
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
は
宮
古
の
専
属
が
10
人
い

て
、
人
員
や
資
金
、
仕
事
内
容
の

調
整
を
行
っ
て
い
る
。
活
動
は
、

仮
設
を
回
る
「
移
動
カ
フ
ェ
」
が

中
心
だ
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
仮

設
の
住
人
と
直
接
コ
ン
タ
ク
ト
を

取
ら
な
い
の
で
、
実
施
場
所
は
す

写真３　移動カフェ　清寿荘仮設住宅集会所
　左側がボランティア
� 　2014/04/28　撮影：久保田滋子

写�真４　実田仮設住宅集会所で行われたカリタス札幌
の移動カフェ
� 　2014/04/29　撮影：久保田滋子
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し
て
く
れ
る
。
一
番
安
い
経
路
で
来
て
も
２
万
円
を
オ
ー
バ
ー
す
る
し
、
食
費
は

自
己
負
担
の
う
え
、
帰
っ
て
報
告
書
を
出
し
て
か
ら
で
な
い
と
支
払
っ
て
も
ら
え

な
い
の
で
経
済
的
に
は
少
々
厳
し
い
。
今
年
は
天
使
大
学
か
ら
６
人
参
加
し
た
。

昨
年
は
14
～
15
人
参
加
し
た
よ
う
な
の
で
、
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
き
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

カ
リ
タ
ス
へ
は
朝
食
と
昼
食
に
１
５
０
円
ず
つ
、
夕
食
に
３
０
０
円
の
合
計

６
０
０
円
を
払
う
。し
か
し
、実
際
に
は
こ
れ
よ
り
高
い
食
事
を
し
て
い
る
と
思
う
。

佐
原
に
カ
リ
タ
ス
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
宿
泊
す
る
た
め
の
家
が
あ
り
こ
こ
で
自
炊

す
る
。
活
動
は
９
時
半
か
ら
３
時
ま
で
で
、
昼
食
は
お
に
ぎ
り
だ
け
。
毎
日
違
う

仮
設
に
行
き
、
お
茶
と
お
菓
子
を
出
し
て
被
災
者
の
話
し
相
手
を
す
る
。
滞
在
期

間
中
に
「
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
が
あ
っ
た
の
で
、
９
月
６
日
は
そ
の
準
備
、
７
日
は

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
屋
台
を
出
し
た
。

　
来
る
前
、
被
災
者
は
も
っ
と
落
ち
込
ん
で
暗
い
の
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
み
な

明
る
い
の
で
驚
い
た
。
長
く
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
か
ら
、自
分
が
行
っ
た
西
ヶ

丘
の
仮
設
は
と
て
も
明
る
い
雰
囲
気
だ
と
聞
い
た
。
西
ヶ
丘
で
は
あ
と
１
年
は
全

員
が
仮
設
に
残
る
と
い
う
こ
と
で
、「
み
ん
な
で
が
ん
ば
ろ
う
」
と
い
う
雰
囲
気
が

あ
る
と
仮
設
の
人
た
ち
も
言
っ
て
い
た
。
お
茶
の
と
き
の
話
題
は
、
方
言
の
こ
と

と
か
、
来
週
の
八
幡
様
の
お
祭
り
の
こ
と
、
宮
古
の
神
楽
の
こ
と
な
ど
、
自
分
た

ち
学
生
に
宮
古
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
教
え
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
よ
う
な
内
容
だ
っ

た
。

　
大
学
で
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
発
表
す
る
の
で
も
っ
と
多
く
の
学
生
が

来
る
よ
う
に
勧
め
た
い
。
自
分
は
看
護
師
に
な
る
が
、
で
き
れ
ば
被
災
地
な
ど
で

精
神
医
療
の
手
助
け
を
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

�

（
２
０
１
４
年
９
月
９
日　
山
田
線
盛
岡
行
車
中
に
て
取
材
）

芳
沢
昌
裕
さ
ん
、
武
田
五
郎
さ
ん　
カ
リ
タ
ス
札
幌
世
話
人

さ
お
り
織

　
集
会
所
に
集
ま
っ
て
た
だ
お
茶
を
飲
む
だ
け
で
は
な
く
、
前
向
き
に
生
き
て
い

く
た
め
に
、
何
か
目
標
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
さ
お
り
織
の
機
械
と
糸
を
寄
付

し
て
指
導
者
を
送
っ
た
。
浄
土
ヶ
浜
、
西
ヶ
丘
、
二
中
の
仮
設
で
行
っ
て
い
る
。

か
し
、
希
望
者
が
殺
到
し
て
い
て
、
１
年
く
ら
い
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

宮
古
へ
は
２
０
１
２
年
８
月
に
は
じ
め
て
来
た
。
以
降
、
カ
リ
タ
ス
と
活
動
を
と

も
に
し
て
、
仮
設
を
巡
っ
て
い
る
。
足
湯
に
対
す
る
反
応
が
各
地
で
異
な
る
。
南

相
馬
、
陸
前
高
田
な
ど
は
人
々
が
た
く
さ
ん
来
る
が
、
宮
古
で
は
呼
び
か
け
て
も

あ
ま
り
出
て
き
て
く
れ
な
い
。
仮
設
住
宅
の
集
会
室
に
来
る
人
が
固
定
さ
れ
て
い

て
、
い
つ
も
同
じ
メ
ン
バ
ー
ば
か
り
だ
か
ら
と
思
う
。
集
会
室
に
来
づ
ら
い
人
が

多
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。
仮
設
に
よ
っ
て
は
オ
ー
プ
ン
な
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
暗
い
と
感
じ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

�
（
２
０
１
４
年
４
月
29
日　
実
田
仮
設
住
宅
に
て
取
材
）

毎�

原
結
衣
さ
ん　
平
成
８
（
１
９
９
６
）
年
生　
カ
リ
タ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
天

使
大
学
１
年

　
天
使
大
学
で
は「
震
災
掲
示
板
」が
あ
り
、そ
こ
に
カ
リ
タ
ス
の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ

て
あ
っ
た
。
大
学
生
に
な
っ
た
ら
一
度
は
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
み

た
い
と
思
い
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
電
話
を
し
て
カ
リ
タ
ス
の
担
当
者
に
意
向
を

伝
え
た
。
行
く
こ
と
が
決
ま
り
、
宮
古
ま
で
の
経
路
と
到
着
時
間
を
伝
え
、
宮
古

駅
で
カ
リ
タ
ス
の
世
話
人
の
出
迎
え
を
受
け
た
。学
校
で
被
災
地
へ
の
募
金
を
行
っ

て
い
る
が
、
宮
古
へ
行
く
こ
と
が

決
ま
る
と
、
そ
の
募
金
を
集
め
る

係
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
集
ま
っ

た
お
金
を
直
接
届
け
た
ら
ど
う
か

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
札
幌
カ
リ
タ
ス
が
宮
古
支
援
を

し
て
い
る
の
で
、
北
海
道
の
カ
ト

リ
ッ
ク
系
の
大
学
の
人
は
宮
古
へ

行
く
場
合
が
多
い
が
、
藤
女
子
大

は
交
通
費
と
食
費
を
全
額
前
払
い

で
出
し
て
く
れ
る
ら
し
く
、
多
く

の
学
生
が
参
加
し
て
い
る
と
聞
い

た
。
天
使
大
学
は
２
万
円
だ
け
出
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き
は
や
り
く
り
し
て
世
話
人
プ
ラ
ス
３
～
４
人
で
動
く
。
札
幌
で
の
後
方
支
援
は

10
人
く
ら
い
が
交
代
で
行
っ
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
大
学
の
掲
示
板
と
教
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
す
る
。
は
じ
め
て
の
人
に
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、
仮
設
の
実
情
や
持
ち
物
、
男
性
の
場
合
飲
酒
を
自
粛
す
る
な
ど
一
般
的
注

意
事
項
な
ど
を
話
す
。
交
通
費
は
フ
ェ
リ
ー
を
使
う
最
安
ル
ー
ト
で
カ
リ
タ
ス
か

ら
支
給
さ
れ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
き
た
い
け
れ
ど
行
か
れ
な
い
人
は
献
金
や

寄
付
で
協
力
し
て
く
れ
る
。

　
今
の
よ
う
な
移
動
カ
フ
ェ
は
２
０
１
１
年
８
月
に
仮
設
が
で
き
た
と
き
か
ら
は

じ
ま
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
ガ
レ
キ
撤
去
作
業
な
ど
を
や
っ
て
い
た
が
、
８
月
に
は

大
型
ご
み
だ
け
に
な
り
、
仮
設
も
で
き
た
の
で
、
社
協
か
ら
傾
聴
活
動
と
し
て
カ

フ
ェ
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
依
頼
が
あ
っ
た
。
最
初
は
２
チ
ー
ム
で
動
い
た
。
女
性

は
若
い
人
が
多
か
っ
た
。
芳
沢
さ
ん
は
お
せ
ん
べ
い
屋
さ
ん
が
印
象
に
残
っ
て
い

る
。
家
庭
の
ゴ
ミ
出
し
を
手
伝
っ
て
い
た
が
、ご
主
人
は
口
も
き
い
て
く
れ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
使
い
物
に
な
ら
な
く
な
っ
て
い
た
せ
ん
べ
い
を
焼
く
機
械
を
磨
き
、

自
転
車
の
修
理
を
し
た
ら
、「
よ
く
来
て
く
れ
た
」
と
笑
顔
に
な
っ
た
。
大
変
う
れ

し
か
っ
た
。
移
動
カ
フ
ェ
で
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
聞
き
役
に
回
る
。
仮
設
住
宅
に

は
こ
こ
を
出
た
く
て
も
出
ら
れ
な
い
人
が
い
る
。
た
ぶ
ん
、
10
年
た
っ
て
も
出
ら

れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
最
後
の
１
人
ま
で
つ
き
あ
う
覚
悟
で
い
る
。
ま
た
、
災

害
公
営
住
宅
に
移
っ
た
後
も
談
話
室
で
地
元
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
支
援
し
た
い
。

現
在
、
釜
石
な
ど
他
所
の
カ
リ
タ
ス
と
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
交
流
し
て
い

る
。
ま
た
、
年
に
３
回
「
宮
古
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
」（
カ
ト
リ
ッ
ク

札
幌
教
区
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）を
発
行
し
て
い
る
。
仙
台
教
区
に
２
０
０
部
送
っ

て
各
所
に
配
布
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

�

（
２
０
１
５
年
５
月
２
日　
カ
ト
リ
ッ
ク
宮
古
教
会
聖
堂
に
て
取
材
）

和
田
真
一
さ
ん　
カ
リ
タ
ス
札
幌
世
話
人　
昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
生

　
２
０
１
１
年
９
月
か
ら
ベ
ー
ス
担
当
に
な
り
宮
古
に
常
駐
し
て
い
た
。
最
初
は

教
会
の
聖
堂
に
寝
泊
ま
り
し
て
い
た
が
、
の
ち
に
松
山
仮
設
に
住
む
よ
う
に
な
っ

た
。
２
０
１
４
年
に
な
っ
て
、
県
か
ら
の
応
援
職
員
や
工
事
関
係
者
に
貸
す
の
で

出
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
、
引
っ
越
し
先
を
探
し
は
じ
め
た
。
社
協
の
サ
ロ
ン
や
カ

最
初
は
イ
カ
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
っ

て
い
た
が
、
マ
フ
ラ
ー
や
布
地
を
織

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
さ
お
り

織
は
本
部
が
あ
っ
て
機
械
の
特
許
を

持
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
さ
お
り
織

の
イ
メ
ー
ジ
を
損
な
わ
な
い
程
度
の

技
術
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、「
さ

お
り
織
」
と
し
て
販
売
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
昨
年
10
月
、
宮
古
市
の

ゆ
る
き
ゃ
ら
の
「
み
や
こ
ち
ゃ
ん
」

「
サ
ー
モ
ン
君
」を
作
り
見
て
も
ら
っ

た
と
こ
ろ
、
こ
れ
な
ら
い
い
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
販
売
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
布
と
違
っ
て
糸
は
高
い
。
自
分
た
ち
で
資
本
投
下
し
て
い
く
方
針
で
、
売
り
上

げ
か
ら
糸
代
を
捻
出
し
て
い
る
が
、
商
品
が
さ
ば
け
な
い
と
次
の
糸
が
買
え
ず
行

き
詰
る
。そ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、一
時
的
な
対
応
と
し
て
、札
幌
カ
リ
タ
ス
が
買
っ

た
こ
と
も
あ
る
。
カ
リ
タ
ス
で
は
さ
お
り
織
の
製
作
に
関
し
て
一
切
口
を
は
さ
ま

な
い
。
あ
く
ま
で
陰
で
支
援
す
る
だ
け
で
、
製
品
の
買
い
取
り
も
「
買
い
取
っ
て

助
け
る
」の
で
は
な
く「
作
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
」と
い
う
立
場
で
行
っ
て
い
る
。

　
荷
竹
仮
設
や
清
寿
荘
仮
設
で
は
メ
ー
カ
ー
か
ら
生
地
が
持
ち
込
ま
れ
て
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
の
カ
バ
ー
や
お
は
じ
き
な
ど
の
布
製
品
を
作
っ
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
作
品
を
秋
冬
の
教
会
バ
ザ
ー
で
売
る
こ
と
も
あ
る
。

世
話
人
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
現
在
は
世
話
人
６
人
体
制
で
65
歳
か
ら
73
歳
ま
で
の
男
性
が
行
っ
て
い
る
。ベ
ー

ス
担
当
は
和
田
真
一
さ
ん
。
女
性
も
募
集
し
て
い
る
が
、
大
き
な
車
に
人
を
乗
せ
、

細
い
路
地
を
運
転
す
る
の
で
難
し
い
。
２
０
１
５
年
３
月
ま
で
、
世
話
人
は
２
週

間
交
代
だ
っ
た
が
、
４
月
か
ら
は
１
週
間
か
ら
10
日
交
代
に
し
た
。
仮
設
で
行
う

移
動
カ
フ
ェ
は
世
話
人
の
ほ
か
に
１
人
か
２
人
で
行
っ
て
い
る
。
人
数
が
多
き
と
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た
と
き
、
自
衛
隊
の
ト
ラ
ッ
ク
が
ず
い
ぶ
ん
走
っ
て
い
た
。
カ
リ
タ
ス
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
60
代
が
多
か
っ
た
。
宮
古
で
は
水
が
入
っ
た
蔵
の
掃
除
や
側
溝
の
泥
か

き
を
し
た
。
ハ
エ
の
季
節
な
の
で
急
が
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
土
嚢
を
い
っ

ぱ
い
に
す
る
と
持
て
な
い
の
で
、
半
分
だ
け
入
れ
て
運
ん
だ
。
１
時
間
作
業
を
し

て
30
分
の
休
憩
を
繰
り
返
し
た
。「
男
山
」
の
工
場
の
側
溝
の
掃
除
も
し
た
。
酒
の

匂
い
が
充
満
し
て
い
て
気
分
が
悪
く
な
る
人
も
い
た
。
こ
こ
で
は
山
か
ら
引
い
て

い
る
水
を
水
が
め
に
た
め
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
と
て
も
お
い
し
く
て
、
も
ら

い
に
来
て
い
る
人
も
多
く
見
か
け
た
。

　
２
０
１
１
年
は
６
月
、
７
月
、
９
月
、
10
月
、
11
月
に
宮
古
へ
来
た
。
仮
設
住

宅
へ
の
入
居
が
決
ま
っ
た
人
に
「
引
っ
越
し
を
手
伝
い
ま
す
」
と
言
っ
た
ら
、「
運

ぶ
荷
物
な
ど
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
ま
た
喪
服
が
な
く
て
困
る
と
い
う
相
談
を
受

け
、札
幌
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
た
。
そ
れ
が
喪
服
フ
ェ
ア
に
つ
な
が
っ

た
。
２
年
た
っ
た
と
き
に
は
、
孫
の
成
人
式
に
振
袖
が
な
い
と
い
う
話
を
聞
い
た
。

「
振
袖
な
ん
て
贅
沢
だ
よ
ね
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
も
す
ぐ
に
相
談
し
た
。
日

用
品
は
た
く
さ
ん
来
る
が
、
喪
服
や
振
袖
、
自
転
車
は
社
協
も
気
づ
か
な
か
っ
た
。

カ
リ
タ
ス
札
幌
の
宿
舎
と
し
て
松
山
仮
設
を
貸
し
て
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、

最
初
に
行
っ
た
と
き
、
み
な
同
じ
食
器
を
使
っ
て
い
た
の
で
、
め
ず
ら
し
い
食
器

を
持
っ
て
い
っ
て
配
っ
た
。
最
初
は
喜
ば
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
断
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
２
年
く
ら
い
た
つ
と
物
が
多
く
な
っ
て
き
て
狭
い
仮
設
に
置
き
場
所
が

な
く
な
る
。
日
用
品
以
外
、
だ
ん
だ
ん
物
は
必
要
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　
カ
リ
タ
ス
札
幌
独
自
の
支
援
と
し
て
「
わ
か
ち
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
あ
っ
た
。

寄
付
さ
れ
た
も
の
や
支
援
金
で
買
っ
た
も
の
な
ど
を
配
り
好
評
だ
っ
た
。
最
初
は

全
部
無
料
で
食
料
や
洋
服
、
日
用
品
、
家
電
な
ど
を
配
っ
て
い
た
が
、
住
民
の
方

か
ら
「
す
べ
て
無
料
は
よ
く
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
、
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト

３
０
０
円
、
バ
ス
タ
オ
ル
１
０
０
円
と
廉
価
で
販
売
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
北
海

道
で
集
め
た
自
転
車
は
５
０
０
円
で
売
っ
た
。

　
冬
季
に
北
海
道
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
の
は
い
ろ
い
ろ
大
変
な
こ
と
が
あ

る
。
冬
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
減
る
が
、
雪
か
き
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
な
い
と
な
か
な
か
出
て
こ
ら
れ
な
い
。
宮
古
か
ら
帰
っ
た
ら

家
に
入
る
通
路
が
雪
で
埋
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
札
幌

リ
タ
ス
の
移
動
カ
フ
ェ
で
仮
設
住
宅
を
回
っ
て
い
た
の
で
顔
な
じ
み
が
多
く
、「
カ

リ
タ
ス
さ
ん
に
は
ず
っ
と
続
け
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。
松
山
仮
設
を
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
、
あ
る
仮
設
住
宅
の
人
た
ち
が
「
カ
リ
タ
ス
を

追
い
出
す
と
は
何
事
だ
」と
怒
り
、市
役
所
に
直
談
判
を
し
て
く
れ
た
。
こ
の
と
き
、

本
当
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
だ
な
と
感
じ
た
。

　
カ
フ
ェ
は
住
民
が
集
ま
る
チ
ャ
ン
ス
を
作
っ
て
い
る
。
集
ま
る
人
は
決
ま
っ
て

い
る
が
、
カ
フ
ェ
が
な
け
れ
ば
そ
の
人
た
ち
も
滅
多
に
集
ま
ら
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
年
度
が
変
わ
る
こ
ろ
に
な
る
と
「
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
か
」
と
聞
か
れ
る
こ

と
が
多
い
。
し
か
し
、
一
度
か
か
わ
っ
た
限
り
は
最
後
の
１
人
が
仮
設
を
出
る
ま

で
続
け
る
つ
も
り
だ
。
カ
フ
ェ
は
傾
聴
を
行
う
が
、
同
じ
仮
設
の
人
が
何
人
か
い

る
と
あ
ま
り
話
さ
な
い
。
人
が
い
な
く
な
る
と
急
に
話
し
だ
す
人
が
多
い
。
ほ
か

に
も
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
人
た
ち
が
い
る
よ
う
だ
が
、
カ
リ
タ
ス
に
は
特

別
親
し
み
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
最
初
の
こ
ろ
は
辛
か
っ
た
こ
と

な
ど
を
ず
い
ぶ
ん
話
し
た
。
家
を
失
っ
た
人
、
家
族
が
亡
く
な
っ
た
人
、
人
が
流

さ
れ
て
行
く
の
を
見
た
人
な
ど
、
１
人
が
話
し
だ
す
と
い
っ
せ
い
に
話
し
だ
し
た
。

し
か
し
最
近
は
あ
ま
り
話
さ
な
く
な
っ
た
。
震
災
後
２
年
た
っ
た
こ
ろ
か
ら
震
災

の
話
は
ほ
と
ん
ど
聞
か
な
く
な
っ
た
。

　
現
在
、
災
害
公
営
住
宅
へ
の
移
転
が
進
ん
で
い
る
。
公
営
住
宅
に
移
っ
て
新
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
す
る
と
き
ま
た
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

�

（
２
０
１
５
年
８
月
８
日　
カ
ト
リ
ッ
ク
宮
古
教
会
に
て
取
材
）

佐
竹
保
子
さ
ん　
カ
リ
タ
ス
札
幌
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
昭
和
18
（
１
９
４
３
）
年
生

　
宮
古
は
外
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
が
遅
か
っ
た
の
で
、
震
災
直
後
の
３

月
か
ら
４
月
に
か
け
て
は
多
賀
城
に
い
た
。
多
賀
城
に
は
イ
ン
ド
人
や
ア
メ
リ
カ

人
、
イ
ギ
リ
ス
人
な
ど
外
国
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
入
っ
て
い
た
。
避
難
所
に
い

る
人
が
ま
ん
じ
ゅ
う
一
つ
を
分
け
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
、
そ
の
外
国
人
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
感
動
し
て
泣
い
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
２
０
１
１
年
６
月

15
日
、
カ
リ
タ
ス
札
幌
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
第
10
陣
と
し
て
は
じ
め
て
宮
古
に
来
た
。

札
幌
の
北
一
条
教
会
に
集
ま
っ
て
お
祈
り
を
し
て
神
父
の
話
を
聞
き
、
車
に
薬
や

米
な
ど
を
積
み
込
み
フ
ェ
リ
ー
で
本
州
に
渡
っ
た
。青
森
か
ら
宮
古
へ
車
で
向
か
っ

医療の現場から　命を見つめてボランティア活動とその課題
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カ
リ
タ
ス
の
支
援
が
続
く
限
り
来
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
た
だ
、
災
害
住
宅
に
移

転
す
る
と
出
番
が
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

�

（
２
０
１
５
年
８
月
10
日
取
材
）

各分野での震災後の取り組み
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第
２
部　
各
分
野
で
の
震
災
後
の
取
り
組
み

第
９
章　
自
治
体
の
相
互
交
流
と
援
助
体
制

　
　
　
　
　
―
宮
古
市
と
品
川
区
の
交
流
か
ら
災
害
時
相
互
援
助
協
定
へ
―

　
杉
本
栄
子

は
じ
め
に

　
岩
手
県
宮
古
市
と
東
京
都
品
川
区
は
、「
目
黒
の
さ
ん
ま
祭
り
」
が
縁
と
な
り
、

平
成
14（
２
０
０
２
）年
に
災
害
時
相
互
援
助
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
の
協
定
は
、

民
間
の
イ
ベ
ン
ト
か
ら
始
ま
っ
た
交
流
が
行
政
の
目
に
留
ま
り
、
協
力
関
係
が
築

か
れ
た
。
震
災
後
は
そ
の
協
力
関
係
が
一
層
深
ま
っ
て
い
る
。

　
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
目
黒
の
さ
ん
ま
祭
り
」
は
、
品
川
区
目
黒
駅
前
商

店
街
振
興
組
合
が
主
催
、
品
川
区
の
後
援
に
よ
り
毎
年
９
月
第
１
日
曜
日
に
Ｊ
Ｒ・

地
下
鉄
目
黒
駅
東
口
の
目
黒
通
り
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
目
黒
界
隈
は
江
戸
時
代
に
松
平
讃
岐
守
・
森
伊
豆
守
な
ど
の
上
屋
敷
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
、
落
語
に
登
場
す
る
殿
様
（
松
平
出
羽
守
）
の
早
駆
け
の
場
所
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
地
が
舞
台
と
な
っ
て
「
さ
ん
ま
は
目
黒
に
か
ぎ
る
」
の
オ
チ
で
お

な
じ
み
の
落
語
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
よ
く
知
ら
れ
た
庶
民
の
古
典
落
語
を
基
に
し

て
、
平
成
８
（
１
９
９
６
）
年
よ
り
バ
ブ
ル
の
土
地
高
騰
で
ビ
ル
だ
ら
け
の
ま
ち

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
商
店
街
の
活
性
化
の
た
め
に
、
さ
ん
ま
を
振
る
舞
う
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
た
。

　
「
さ
ん
ま
祭
り
」
に
は
平
成
11
（
１
９
９
９
）
年
の
４
回
目
か
ら
岩
手
県
宮
古

市
の
さ
ん
ま
、
平
成
10
（
１
９
９
８
）
年
か
ら
徳
島
県
神
山
町
の
芳
醇
す
だ
ち
、

平
成
13
（
２
０
０
０
）
年
か
ら
栃
木
県
「
高
林
雷
の
会
」
の
大
根
お
ろ
し
、
和

歌
山
み
な
べ
町
の
備
長
炭
、
東
京
の
べ
っ
た
ら
漬
け
の
提
供
を
受
け
、
平
成
27

（
２
０
１
５
）年
に
は
新
岩
手
農
業
協
同
組
合
の
白
米
も
加
わ
っ
た
。
年
々
物
産
展
、

ワ
ゴ
ン
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
盛
ん
に
な
り
、
開
始
時
間
の
何
時
間
も
前
か
ら
、
長
蛇

の
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
あ
る
。
目
黒
通
り
沿
い
の
誕
生
八
幡
神
社
で

は
、
落
語
の
寄
席
も
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
る
。「
目
黒
の
良
さ
」
と
「
さ
ん
ま
の
良

さ
」
の
両
方
を
お
客
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
趣
向
で
あ
る
。

　
県
立
宮
古
水
産
高
等
学
校
の
生
徒
さ
ん
の
実
習
授
業
で
作
る
さ
ん
ま
や
さ
け
の

缶
詰
類
、
塩
プ
リ
ン
も
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
９
月
に

は
20
回
目
を
数
え
、
毎
年
ニ
ュ
ー
ス
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
ま
す
ま

す
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
因
み
に
９
月
第
３
日
曜
日
は
、
駅
の
反
対
側
の
目
黒
区
田
道
広
場
で
、
目
黒
区

民
ま
つ
り
の
一
環
と
し
て
の
「
さ
ん
ま
祭
り
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
宮

城
県
気
仙
沼
の
さ
ん
ま
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　
震
災
後
、
品
川
区
で
は
「
目
黒
の
さ
ん
ま
祭
り
」
に
加
え
て
、
新
た
な
活
動
、

交
流
が
始
ま
っ
た
。
宮
古
市
役
所
に
派
遣
さ
れ
た
品
川
区
職
員
が
職
場
で
仲
間
を

誘
っ
て
、
ま
た
、
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
か
ら
生
ま
れ
た
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
よ

る
支
援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
。
海
産
物
の
販
売
や
小
学
生
の
交
流
な
ど
地
道
な

活
動
か
ら
人
と
人
の
繋
が
り
が
よ
り
深
く
な
っ
て
い
る
。

１　
「
目
黒
の
さ
ん
ま
祭
り
」
と
宮
古
の
さ
ん
ま

　
中
崎
政
和
さ
ん
の
話　
昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
生

　
　

�「
目
黒
の
さ
ん
ま
祭
り
」
実
行
委
員
長
、
目
黒
駅
前
商
店
街
振
興
組
合
理
事

長
上
大
崎
目
黒
駅
前
町
会
長

平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
４
月
１
日
、
品
川
区
誕
生
八
幡
神
社
で
伺
う
。

　
「
目
黒
の
さ
ん
ま
祭
り
」
は
平
成
８
年
に
、誕
生
八
幡
神
社
周
辺
で
始
め
ま
し
た
。

基
本
的
に
９
月
の
第
１
週
の
日
曜
日
に
や
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
商
店
街
が
主
催
し
て
、
商
店
街
の
発
展
の
た
め
に
や
っ
て
い
ま
す
。
商
店
街
と

言
っ
て
も
、
真
ん
中
に
目
黒
通
り
が
あ
り
、
み
ん
な
ビ
ル
に
な
っ
て
、
貸
し
ビ
ル

の
オ
ー
ナ
ー
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ア
ー
ケ
ー
ド
が
あ
る
商
店
街
の
形
で

は
な
い
の
で
、
活
気
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
跡
継
ぎ
の
方
た

ち
が
20
人
く
ら
い
集
ま
っ
て
、
日
頃
商
店
街
を
利
用
し
て
く
だ
さ
る
方
々
に
さ
ん

ま
を
焼
い
て
、
無
料
で
ふ
る
ま
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
最
初
は
小
さ
な
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
用
の
や
つ
で
千
匹
焼
い
て
、
食
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
さ
な
商
店
街

で
す
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
こ
と
は
な
に
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
例
年
本
州
で
一
番
初
め
に
さ
ん
ま
が
揚
が
る
の
は
宮
古
の
漁
港
と
聞
い
て
い
ま

す
。
宮
古
は
本
州
の
一
番
北
の
漁
港
な
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
わ
れ
わ
れ
も
時
期

的
に
９
月
の
第
１
週
に
入
荷
す
る
宮
古
の
さ
ん
ま
を
築
地
の
仲
買
さ
ん
か
ら
調
達
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震
災
後
も
引
き
継
が
れ
る
さ
ん
ま
祭
り

　
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
９
月
の
さ
ん
ま
祭
り
は
、
さ
ん
ま
が
な
く
て
も
、
協

賛
を
い
た
だ
い
て
い
る
徳
島
県
の
神
山
町
（
す
だ
ち
）、和
歌
山
県
の
み
な
べ
町
（
備

長
炭
）、
栃
木
県
那
須
塩
原
市
（
大
根
）
な
ど
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、
宮
古
市
を

支
援
す
る
さ
ん
ま
祭
り
を
開
催
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
、
市
長
さ

ん
が
「
今
年
も
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
例
年
通

り
の
さ
ん
ま
祭
り
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
23（
２
０
１
１
）年
第
15
回
目
に
は
、宮
古
の
状
況
を
見
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
、
写
真
の
パ
ネ
ル
を
20
枚
く
ら
い
展
示
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
さ
ん
ま

祭
り
で
は
、
震
災
時
の
写
真
と
現
状
の
写
真
を
展
示
し
、
復
興
の
様
子
を
伝
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
義
援
金
箱
を
設
置
し
、
集
ま
っ
た
義
援
金
を
宮
古
市
に
届
け
て

い
ま
す
。

　
年
々
さ
ん
ま
の
南
下
が
遅
く
な
っ
て
、「
目
黒
の
さ
ん
ま
祭
り
」
の
開
催
が
９
月

初
旬
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ん
ま
の

提
供
に
際
し
て
は
大
変
な
ご
苦
労
を

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。「
な
に
が
な
ん
で
も
、
さ
ん
ま

は
宮
古
で
用
意
し
ま
す
よ
。
安
心
し

て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
お
話
を
い
た

だ
き
、
わ
れ
わ
れ
も
震
災
前
か
ら
で

す
け
ど
、「
宮
古
の
さ
ん
ま
は
お
い
し

い
で
す
よ
」
と
宮
古
市
を
全
面
に
押

し
出
し
て
い
ま
す
。

　

商
店
街
周
辺
は
も
と
も
と
広
い
場

所
が
な
い
と
こ
ろ
で
、
目
黒
通
り
の

交
通
を
半
分
止
め
て
、
宮
古
市
が
提

供
し
て
く
だ
さ
る
７
千
５
０
０
匹
の

さ
ん
ま
を
焼
い
て
、
み
な
さ
ん
に
食

べ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
僕
ら
は
６

時
か
ら
用
意
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

し
て
い
ま
し
た
。
第
１
回
目
の
さ
ん
ま
祭
り
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
際
に
、「
こ
の

さ
ん
ま
は
ど
こ
の
さ
ん
ま
で
す
か
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
。
さ
ん
ま
が
入
っ
て
い
た

白
い
箱
に
宮
古
漁
港
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、「
宮
古
の
さ
ん
ま
で
す
」
と
お

答
え
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
目
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
宮
古
市
の
方
か
ら
、「
来
年
の
さ

ん
ま
祭
り
に
は
宮
古
市
が
さ
ん
ま
を
提
供
し
ま
す
」
と
い
う
申
し
入
れ
の
電
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
平
成
10
（
１
９
９
８
）
年
第
４
回
目
か
ら
毎
年
提

供
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

災
害
時
相
互
援
助
協
定
の
締
結

　
さ
ん
ま
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
第
４
回
目
に
、
当
時
の
熊
坂
義
裕
市
長
さ
ん

は
じ
め
水
産
課
や
市
の
方
々
が
こ
ち
ら
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
。
品
川
区
か
ら
も
い

ろ
い
ろ
協
力
を
得
て
い
ま
す
の
で
、
品
川
区
長
さ
ん
は
じ
め
区
会
議
員
の
方
々
が

お
見
え
に
な
り
、
そ
こ
で
接
点
が
で
き
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
た
ら
、
そ
の
縁
で

品
川
区
と
宮
古
市
の
間
で
防
災
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
東
日
本
大
震
災
の
と
き
は
、
品
川
区
と
宮
古
市
が
災

害
時
相
互
援
助
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
か
ら
、
品
川
区
が
宮
古
市
に
支
援
物
資
を

送
る
こ
と
に
な
り
、「
目
黒
の
さ
ん
ま
祭
り
」
の
縁
も
あ
っ
て
、
商
店
街
に
も
声
を

か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
何
が
い
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
話
に
な
り
、
紙
お

む
つ
な
ど
が
不
足
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
の
で
、こ
の
辺
り
も
売
り
切
れ
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
商
店
街
の
人
間
が
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
探
し
て
あ
る
程
度
集
め

て
、
震
災
５
日
後
、
品
川
区
か
ら
出
る
ト
ラ
ッ
ク
に
義
援
金
50
万
円
と
一
緒
に
届

け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
僕
ら
も
荷
物
の
積
み
込
み
を
手
伝
い
ま
し
た
。
物
資
が
宮

古
市
に
届
い
た
直
後
に
、
山
本
正
德
市
長
さ
ん
か
ら
感
謝
の
お
電
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
そ
の
直
後
か
ら
商
店
街
で
宮
古
を
支
援
す
る
募
金
活
動
を
初
め
て
、
６
百
万
円

く
ら
い
溜
ま
っ
た
の
で
、
５
月
に
山
本
市
長
さ
ん
に
お
届
け
に
行
き
ま
し
た
。
そ

の
時
に
市
長
さ
ん
か
ら
、「
こ
う
い
う
状
態
で
す
が
、
宮
古
市
民
の
復
興
に
対
す
る

気
持
ち
を
示
す
た
め
に
も
、
今
年
も
さ
ん
ま
祭
り
を
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

写真　震災後も引き継がれるさんま祭り
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宮
古
市
と
災
害
時
相
互
援
助
協
定
を
結
ん
だ
の
は
、
平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
、

前
区
長
の
と
き
で
す
ね
。

　
支
援
物
資
の
第
一
便
が
行
っ
た
の
は
16
日
。
11
日
に
発
災
し
て
、
そ
の
あ
と
す

ぐ
準
備
を
し
て
、本
当
に
な
に
が
必
要
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、取
り
あ
え
ず「
行

こ
う
」
と
詰
め
込
ん
で
…
。

　
―
佐
藤
史
隆
さ
ん
：
や
っ
と
連
絡
が
取
れ
て
、あ
ま
り
不
要
な
物
を
持
っ
て
行
っ

て
も
し
ょ
う
が
な
い
、
な
に
が
必
要
か
と
い
う
こ
と
を
あ
る
程
度
お
聞
き
し
て
、

発
電
機
と
か
ガ
ソ
リ
ン
と
か
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
で
、
第
一
便
が
行
っ
た
。
―

　
佐
藤
（
史
隆
）
は
地
震
の
と
き
に
防
災
課
に
い
た
ん
で
す
が
、
私
は
地
震
後
に

防
災
課
に
異
動
し
て
き
た
係
長
で
し
て
、
地
震
が
発
生
し
た
３
月
は
広
報
広
聴
課

に
い
た
ん
で
す
。
で
、
防
災
課
の
職
員
と
し
て
で
は
な
く
、
広
報
広
聴
課
の
職
員

と
し
て
映
像
の
関
係
で
携
わ
っ
て
い
た
の
で
、
あ
る
程
度
は
ず
っ
と
付
き
っ
切
り

で
見
て
い
る
ん
で
す
け
ど
。
実
は
、
私
は
広
報
広
聴
課
の
更
に
前
は
防
災
課
に
い

た
の
で
出
戻
り
な
ん
で
す
。

　
あ
の
と
き
は
ど
こ
ま
で
行
け
る
か
と
い
う
こ
と
は
か
な
り
調
べ
て
い
ま
し
た
。

ど
こ
で
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
ら
れ
る
か
な
ど
確
認
し
て
、
準
備
を
し
て
行
っ
た
形
で

す
。
実
際
高
速
道
路
は
あ
ま
り
問
題
な
く
進
ん
だ
よ
う
で
、
高
速
を
下
り
て
盛
岡

か
ら
の
国
道
が
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
東
北
道
は
段
差
が
で
き
て
い
た
よ
う

で
す
け
ど
、
津
波
の
被
害
と
か
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
通
常
の
よ
う
に
飛
ば
す

こ
と
は
で
き
な
い
け
ど
、
ガ
ソ
リ
ン
さ
え
確
保
で
き
れ
ば
行
け
る
感
じ
だ
っ
た
ん

で
す
。

　
１
年
後
の
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
度
の
４
月
か
ら
宮
古
市
に
職
員
５
名
を
派

遣
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
度
に
は
女
性
も
含
め
て
事
務
３
名
、

技
術
４
名
ぐ
ら
い
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
、
職
員
の
計
７
名
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

宮
古
市
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
み
や
こ
ち
ゃ
ん
」
と
「
サ
ー
モ
ン
く
ん
」
の
着
ぐ
る
み

の
デ
ザ
イ
ン
に
携
わ
っ
た
職
員
も
い
ま
す
。

（
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
度
、
27
（
２
０
１
５)

年
度
は
共
に
７
名
を
派
遣
）。

品
川�

区
か
ら
宮
古
へ
の
支
援
：
発
災
５
日
後
の
３
月
16
日
に
第
１
陣
が
ト
ラ
ッ
ク

る
け
ど
、
そ
の
前
に
も
う
お
客
さ
ん
が
１
０
０
人
く
ら
い
並
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

だ
い
た
い
２
、３
万
人
は
お
見
え
に
な
る
。山
本
市
長
さ
ん
も
並
ん
で
い
る
方
々
に
、

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、
声
を
か
け
て
い
ま
す
。

　
さ
ん
ま
を
焼
く
台
は
12
台
あ
り
ま
す
。
宮
古
市
、
商
店
街
、
小
学
校
の
お
や
じ

の
会
、東
京
宮
古
同
郷
会
、地
域
と
関
わ
り
の
あ
る
銀
行
な
ど
の
大
手
企
業
、み
ゃ
っ

こ
隊
（
本
章
３
）
な
ど
１
５
０
名
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
が
協
力
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
東
京
で
暮
ら
す
宮
古
出
身
者
で
組
織
さ
れ
て
い
る
「
東
京
宮
古
同
郷
会
」
の
メ

ン
バ
ー
40
～
50
人
が
、
毎
年
さ
ん
ま
を
焼
き
に
来
ま
す
。
同
郷
会
が
僕
ら
実
行
委

員
会
の
ひ
と
り
ひ
と
り
の「
宮
古
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
一
言
を
撮
影
し
て
、

宮
古
の
避
難
所
の
何
か
所
か
で
お
見
せ
に
な
っ
て
、
ま
た
そ
れ
を
見
て
い
た
だ
い

て
い
る
方
の
映
像
を
こ
っ
ち
に
見
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
普
段
日
曜
日
は
休
ん
で
い
る
飲
食
店
も
最
近
は
開
け
て
い
ま
す
。
何
時
間
も
並

ぶ
の
は
大
変
な
の
で
、
近
く
の
飲
食
店
で
さ
ん
ま
を
食
べ
て
、「
目
黒
の
さ
ん
ま
祭

り
」
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
る
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
最
近
は
品
川
区
ば
か
り
で
は
な
く
、
他
で
も
さ
ん
ま
祭
り
の
開
催
が
増
え
て
い

る
よ
う
で
す
。
そ
の
際
に
は
僕
ら
に
運
営
の
仕
方
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が
き
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
組
合
員
が
１
１
０
店
舗
の
小
さ
な
商
店
街
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

宮
古
市
の
復
興
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２　
品
川
区
の
取
り
組
み　

　
佐
藤
和
彦
さ
ん
の
話　
昭
和
40
（
１
９
６
５
）
年
生

　
　

�

子
ど
も
育
成
課
庶
務
係
長
（
震
災
発
生
時
は
広
報
広
聴
課
。
２
０
１
１
年
４

月
～
２
０
１
３
年
３
月　
防
災
課
）

　
　
品
川
区
職
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
み
ゃ
っ
こ
隊
」
設
立

協
力

　
大
森
直
人
さ
ん　
昭
和
50
（
１
９
７
５
）
年
生　
防
災
課
地
域
連
携
係
長

　
佐�

藤
史
隆
さ
ん　
昭
和
59
（
１
９
８
４
）
年
生　
土
木
管
理
課
（
震
災
時
は
防

災
課
）

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
10
月
21
日
、
品
川
区
役
所
防
災
課
で
伺
う
。
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識
が
が
ら
っ
と
変
わ
っ
た
。
当
時
は
職
員
が
交
代
で
泊
ま
り
込
む
宿
日
直
も
あ
り
、

大
変
な
忙
し
さ
で
し
た
。

防
災
課
を
離
れ
て
支
援
活
動

　
私
は
２
年
間
防
災
課
の
係
長
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
、
現
職
に
異
動
に
な
っ
た

ん
で
す
け
ど
、
防
災
課
の
忙
し
さ
か
ら
比
べ
て
、
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

防
災
課
の
と
き
は
立
場
が
あ
り
ま
す
の
で
、
個
人
的
な
支
援
と
い
う
の
が
な
か
な

か
で
き
な
か
っ
た
。

　
当
時
は
若
い
職
員
が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
瓦
礫
処
理

や
い
ろ
い
ろ
な
形
で
支
援
に
行
っ
た
と
い
う
報
告
は
聞
い
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、

そ
の
と
き
受
け
入
れ
先
は
彼
ら
を
行
政
の
人
間
と
は
見
な
い
ん
で
す
ね
。
行
政
か

ら
し
っ
か
り
派
遣
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
も
う
ち
ょ
っ
と
違
う
レ
ベ
ル
の
お
手
伝

い
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
な
と
感
じ
な
が
ら
、
２
年
間
防
災
課
の
係
長
と
し
て

考
え
て
い
ま
し
た
。
で
、
防
災
課
の
職
員
を
一
歩
外
れ
て
、
携
わ
っ
て
き
た
２
年

間
に
感
じ
た
こ
と
や
余
裕
が
で
て
き
た
部
分
も
あ
り
ま
し
て
、
な
に
か
で
き
な
い

か
な
あ
と
考
え
て
い
た
時
に
、
嫁
か
ら
「
結
婚
記
念
日
な
の
に
ど
こ
へ
も
行
か
な

い
の
」
と
催
促
さ
れ
た
の
で
、「
だ
っ
た
ら
、
ド
ラ
イ
ブ
し
よ
う
」
っ
て
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
宮
古
を
訪
れ
ま
し
た（
２
０
１
３
年
６
月
）。
日
帰
り
の
ド
ラ
イ
ブ
で
、

ま
た
同
じ
経
路
を
通
り
、
仕
事
で
行
っ
た
時
（
２
０
１
１
年
８
月
）
と
同
じ
と
こ

ろ
で
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
け
ど
、
な
に
も
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
、
草
が
生
え

て
い
る
だ
け
で
し
た
。

　
漁
港
で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
す
れ
違
っ
て
、「
ど
ち
ら
か
ら
来
た
ん
で
す
か
」
な
ん

て
声
を
か
け
ら
れ
て
話
を
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
も
う
品
川
区
か
ら
職
員
を
派

遣
し
て
い
た
の
で
す
が
、
品
川
の
こ
と
が
全
然
知
ら
れ
て
い
な
い
ん
だ
な
と
い
う

思
い
と
、
同
じ
場
所
を
見
て
、
被
災
地
は
ま
だ
な
に
も
変
わ
っ
て
い
な
い
、
終
わ
っ

て
い
な
い
ん
だ
と
い
う
思
い
で
帰
っ
て
き
た
ん
で
す
。

　
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
１
年
目
の
派
遣
か
ら
戻
っ
た
若
い
職
員
が
い
ま
し
て
、
１

年
間
宮
古
で
や
っ
た
こ
と
を
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
の
か
な
？　
な
に
も
表
し
て
い

な
い
な
と
思
っ
て
、「
な
に
か
や
ら
な
い
か
」
と
声
が
け
し
た
ら
、「
や
り
た
い
で
す
」

と
い
う
の
で
、「
じ
ゃ
あ
、
寄
付
を
集
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
ど
、
こ
れ
を
風
化

５
台
に
区
職
員
２
名
が
同
行
し
て
、
備
蓄
物
資
（
食
料
、
飲
料
水
、
生
活
用

品
な
ど
）
を
積
ん
で
役
所
の
前
か
ら
宮
古
市
に
向
け
て
出
発
し
た
。

　
　

�

第
２
陣
＝
３
月
23
日
ト
ラ
ッ
ク
７
台
に
区
職
員
３
名
同
行
。
区
民
及
び
タ
イ

王
国
か
ら
の
支
援
物
資
（
毛
布
、
飲
料
水
）

　
　

�
第
３
陣
＝
４
月
６
日
ト
ラ
ッ
ク
４
台
に
区
職
員
３
名
同
行
。
区
民
及
び
タ
イ

王
国
か
ら
の
支
援
物
資
（
生
活
用
品
な
ど
）

　
　

�

第
４
陣
＝
６
月
22
日
ト
ラ
ッ
ク
１
台
に
区
職
員
４
名
同
行
。
リ
サ
イ
ク
ル
自

転
車
60
台

　
　

�

第
５
陣
＝
８
月
11
日
ト
ラ
ッ
ク
１
台
に
区
職
員
４
名
同
行
。
区
内
事
業
所
か

ら
の
支
援
物
資
（
生
活
用
品
な
ど
）

　
　

�

そ
の
他
義
援
金
な
ど
平
成
27
年
４
月
ま
で
に
14
回
持
参
す
る
。

　
　

�

（
品
川
区
資
料
・
災
害
援
助
協
定
を
結
ぶ
自
治
体
支
援
よ
り
）

再
び
防
災
課
に
異
動

　
私
と
大
森
は
地
震
発
生
直
後
の
４
月
１
日
に
、
防
災
課
に
異
動
に
な
っ
た
ん
で

す
。
こ
こ
に
い
る
３
人
は
、
私
が
係
長
で
、
同
じ
係
に
い
ま
し
て
、
そ
の
年
の
８

月
に
佐
藤
（
史
）
と
品
川
区
の
幹
部
職
員
と
一
緒
に
、
そ
れ
ま
で
集
ま
っ
た
義
援

金
を
持
っ
て
宮
古
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
車
で
明
け
方
に
出
て
、
翌
日
の
夜
中
に

帰
っ
て
来
る
と
い
う
夜
討
ち
朝
駆
け
で
す
。
そ
の
当
時
は
ま
だ
ま
だ
津
波
の
被
害

も
残
っ
て
い
た
。
帰
り
道
は
ず
っ
と
海
岸
線
を
行
け
る
と
こ
ろ
ま
で
走
っ
て
、
山

田
町
を
通
り
、
南
三
陸
を
通
り
、
陸
前
高
田
ま
で
見
て
一
関
に
戻
っ
て
、
帰
っ
て

き
た
ん
で
す
。
約
６
か
月
後
に
現
状
を
視
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
被
災
地
支
援
を
含
め
、
防
災
計
画
も
見
直
せ
と
い
う
指
令
が
出
て
き

ま
し
て
、
あ
る
い
は
支
援
の
手
が
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
き
て
、
義
援
金
が
集

ま
っ
て
く
る
ん
で
す
。
そ
の
受
け
取
り
、
確
保
、
宮
古
市
に
お
渡
し
す
る
ま
で
の

処
理
な
ど
膨
大
な
業
務
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ひ
と
つ
大
き
い
も
の
は
、
大
森
に
掛
り
っ
き
り
で
や
っ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
け

ど
、
品
川
区
の
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
２
年
が
か
り
で
取
り
組
ん
だ
こ
と
で

す
。
当
然
品
川
区
の
町
会
、
自
治
会
も
防
災
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
く
る
ん

で
す
。
自
分
た
ち
の
知
識
や
訓
練
を
得
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
地
震
の
前
と
は
意
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鈴
木
達
朗
さ
ん
の
話　
昭
和
60
（
１
９
８
５
）
年
生

　
　
荏
原
第
四
地
域
セ
ン
タ
ー
。

　
　

�

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
４
月
か
ら
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
３
月
宮
古
市

役
所
に
派
遣

　
　
品
川
区
職
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
み
ゃ
っ
こ
隊
」
隊
長

　
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
５
月
25
日
、
五
月
祭
り
（
社
会
福
祉
法
人
品
川
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
）
で
伺
う
。

　
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
か
ら
25
（
２
０
１
３
）
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
宮
古

市
役
所
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
業
務
は
津
波
で
被
災
さ
れ
た
方
の
住
宅
を
再
建
す

る
た
め
に
、
新
し
く
山
の
中
を
切
り
開
い
て
住
宅
地
を
造
る
た
め
の
土
地
の
買
収

を
し
て
い
ま
し
た
。
田
老
と
港
町
の
鍬
ヶ
崎
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
品
川
区
役

所
で
は
全
然
関
係
の
な
い
事
務
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
た
ん
で
す
。

　
「
み
ゃ
っ
こ
隊
」
を
作
っ
た
の
は
、
東
京
に
戻
っ
た
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
の

８
月
で
す
。
ま
ず
は
宮
古
市
の
被
災
の
現
状
を
東
京
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
ほ
し
い
、

そ
れ
に
ま
だ
復
興
の
途
中
な
ん
だ
と
い
う
思
い
を
共
有
し
た
い
と
い
う
こ
と
。
そ

の
た
め
に
パ
ネ
ル
の
展
示
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
宮
古
の
海
産
物
を
皆
さ
ん
に

食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
品
川
区
内
の
祭
り
や
商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

参
加
し
て
イ
カ
焼
き
や
ワ
カ
メ
を
紹
介
し
た
り
、
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
区
役
所
の
若
手
職
員
20
～
30
代
が
30
名
（
２
０
１
６
年
は
40
名
）

く
ら
い
。
自
分
の
繋
が
り
の
あ
る
職
員
た
ち
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
り
ま
せ

ん
か
」
と
声
か
け
を
し
た
。
地
方
出
身
の
職
員
も
多
く
て
、
興
味
を
持
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
主
な
活
動
は
品
川
区
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
海
産
物
の
販
売
を
す
る
ん
で

す
が
、「
み
ゃ
っ
こ
隊
」
が
独
自
に
宮
古
の
漁
協
な
ど
か
ら
仕
入
れ
販
売
す
る
場
合

と
、
産
直
販
売
の
ブ
ー
ス
を
開
く
と
こ
ろ
に
お
手
伝
い
に
い
く
場
合
と
が
あ
り
ま

す
。
特
に
限
定
し
な
い
で
で
き
る
範
囲
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
目
黒
の
さ
ん
ま
祭
り
」
は
実
行
委
員
会
が
あ
っ
て
、「
東
京
宮
古
同
郷
会
」
と

い
う
団
体
で
、東
京
に
宮
古
出
身
者
が
集
ま
っ
て
い
る
会
が
あ
る
ん
で
す
。
み
ゃ
っ

さ
せ
ち
ゃ
あ
い
け
な
い
。
ま
だ
こ
う
い
う
状
況
だ
よ
と
伝
え
よ
う
」
と
、
少
し
で

も
復
興
の
支
援
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
、
若
い
人
た
ち
に
声
か
け

し
て
も
ら
っ
て
、
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
７
月
に
「
み
ゃ
っ
こ
隊
」
を
立
ち
上

げ
た
ん
で
す
。

　
被
災
地
で
は
最
初
に
水
産
業
が
戻
っ
た
の
で
、「
イ
カ
や
ワ
カ
メ
を
取
り
寄
せ
て

Ｐ
Ｒ
し
よ
う
、原
価
で
販
売
し
よ
う
、パ
ネ
ル
展
示
を
し
て
状
況
を
伝
え
よ
う
」
と
、

８
月
４
日
に
大
崎
第
一
地
区
の
区
民
ま
つ
り
で
イ
カ
焼
き
や
海
産
物
の
販
売
と
パ

ネ
ル
展
示
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
最
初
で
、
そ
れ
か
ら
「
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て

い
こ
う
」
と
品
川
区
内
の
お
祭
り
な
ど
で
繋
が
り
の
あ
る
と
こ
ろ
に
お
願
い
し
て
、

人
員
が
集
ま
れ
ば
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
海
産
物
の
Ｐ
Ｒ
・
販
売
や
パ
ネ
ル
展
示

を
し
て
い
ま
す
。
う
ち
の
職
員
も
無
理
を
し
な
い
範
囲
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
最
初
の
年
は
海
産
物
を
買
っ
た
り
、
写
真
を
見
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
書
い
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
活
動
し
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
溜
ま
っ
た
。
派
遣
で
行
っ
て
い
る
職
員
が
、
現
地
で
苦
労
し
て
く
れ
て
、
パ

ネ
ル
に
貼
り
つ
け
て
市
役
所
の
ロ
ビ
ー
に
飾
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
ま
り
苦
労
を

か
け
て
も
い
け
な
い
の
で
、
そ
れ
は
１
年
で
や
め
ま
し
た
。

　
宮
古
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
「
み
ゃ
っ
こ
隊
」
の
メ
ン
バ
ー
の
従
兄
弟
が
人
気
の

高
い
シ
ェ
フ
な
ん
で
す
。
彼
か
ら
お
願
い
し
て
、
シ
ェ
フ
に
イ
カ
焼
き
ソ
ー
ス
の

レ
シ
ピ
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
。
佐
藤
（
史
）、
隊
長
の
鈴
木
君
、
私
が
そ
れ

ぞ
れ
の
自
宅
の
台
所
で
、
そ
の
レ
シ
ピ
を
基
に
ソ
ー
ス
を
仕
込
ん
で
い
ま
す
。

　
活
動
の
定
番
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
福
祉
施
設
の
五
月
祭
り
と
紅
葉
ま
つ
り
、

大
崎
第
一
地
区
の
区
民
ま
つ
り
、
西
大
井
広
場
公
園
の
納
涼
祭
、
荏
原
第
四
地
区

の
区
民
ま
つ
り
な
ど
。
ま
た
、
消
費
生
活
展
や
目
黒
の
さ
ん
ま
祭
り
で
出
店
者
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
こ
ぢ
ん
ま
り
し
た
お
祭
り
や
青
少
年
委
員

会
の
イ
ベ
ン
ト
か
ら
も
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
て
、活
動
の
場
が
だ
ん
だ
ん
広
が
っ

て
い
ま
す
。
今
は
「
品
川
役
立
ち
隊
」
と
い
う
中
学
生
か
ら
大
学
生
が
活
動
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
ん
で
す
が
、「
み
ゃ
っ
こ
隊
」
と
「
品
川
役
立
ち
隊
」
の
コ

ラ
ボ
と
い
う
形
で
ブ
ー
ス
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

３　
「
み
ゃ
っ
こ
隊
」
を
組
織
す
る
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う
と
い
う
話
が
あ
っ
て
、
そ
の
時
に
赤
十
字
に
送
る
ん
だ
っ
た
ら
、「
送
り
先
を
小

学
校
に
し
た
い
」
と
い
う
話
が
出
た
ん
で
す
。

　
被
災
地
と
言
っ
て
も
、
青
森
か
ら
茨
城
、
千
葉
ま
で
あ
っ
て
、
ど
こ
に
支
援
を

し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
範
囲
が
広
す
ぎ
る
。
で
、
私
ど
も
は
品
川
区
立
の
小

学
校
な
の
で
、「
品
川
区
と
ゆ
か
り
の
あ
る
の
は
ど
こ
だ
ろ
う
」
っ
て
調
べ
た
ら
、

福
島
県
の
富
岡
町
と
岩
手
県
の
宮
古
市
で
し
た
。
富
岡
町
は
原
発
で
誰
も
住
ん
で

い
な
い
の
で
、
支
援
の
し
よ
う
が
な
い
。「
じ
ゃ
あ
、
岩
手
の
宮
古
に
し
よ
う
」
と

い
う
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
情
報
が
全
然
な
い
状
態
だ
っ
た
ん
で
す
。

　
そ
こ
で
、
品
川
区
の
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
37
人
と
校
長
37
人
で
構
成
し
て
い

る
小
Ｐ
連
（
品
川
区
立
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
）
と
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
が
、

そ
こ
に
情
報
を
求
め
た
ん
で
す
。
す
る
と
、
当
時
の
連
合
会
長
が
「
大
原
小
学
校

１
校
で
や
る
の
で
は
な
く
、
小
Ｐ
連
全
体
で
や
ろ
う
」
と
言
わ
れ
て
、
各
校
に
呼

び
か
け
て
賛
同
し
た
小
学
校
の
義
援
金
を
小
Ｐ
連
で
ま
と
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
大
原
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
そ
の
後
も
募
金
活
動
や
行
事
ご
と
に
物
産
展
を
開
き
販

売
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
６
年
７
月
に
集
ま
っ
た
義
援
金
51
万
円
を
鍬
ヶ

崎
小
学
校
に
届
け
ま
し
た
。

「
つ
な
こ
し
」
の
結
成

　
小
Ｐ
連
の
有
志
が
集
ま
っ
て
活
動
す
る
中
で
、「
つ
な
が
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い

ね
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
つ
な
が
る
・
み
や
こ�

と�

し
な
が
わ
」
と
い
う
意
味
で
、

「
つ
な
こ
し
」
と
名
付
け
て
、実
際
に
動
く
実
行
部
隊
を
６
月
に
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
８
月
１
日
に
私
と
メ
ン
バ
ー
３
人
の
４
人
で
初
め
て

宮
古
を
訪
問
し
て
、
宮
古
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（
小
・
中
学
校
が
連
合
し
て
い
る
）

の
事
務
局
長
で
あ
る
宮
古
西
中
学
校
の
副
校
長
に
会
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
と
話
を
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
驚
い
た
ん
で
す
が
、
宮
古
市
と
品
川
区
が
災
害
時
相
互
援
助
協

定
を
結
ん
で
い
る
こ
と
を
、
宮
古
市
の
人
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
、
品
川
区
の
人

も
知
ら
な
い
ん
で
す
ね
。

　
最
初
、
わ
れ
わ
れ
は
小
学
生
た
ち
に
、「
早
く
立
ち
直
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う

気
持
ち
か
ら
文
房
具
や
運
動
用
具
を
贈
り
た
か
っ
た
。
そ
う
い
う
話
を
す
る
と
、

宮
古
の
先
生
か
ら「
子
ど
も
た
ち
が
も
ら
い
物
ば
っ
か
り
し
て
、お
金
が
動
か
な
い
。

こ
隊
が
メ
イ
ン
で
や
る
の
で
は
な
く
、
前
か
ら
そ
の
会
の
お
手
伝
い
を
や
ら
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
当
日
は
朝
か
ら
大
変
で
す
が
、
去
年
は
小
雨
が
降
っ
て
い
た

の
で
、
ま
だ
匂
い
が
そ
ん
な
に
飛
ば
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
２
年
前
は
匂
い
が

フ
ワ
ッ
と
な
る
ん
で
、
結
構
き
つ
か
っ
た
で
す
ね
。

　
今
日
の
「
五
月
祭
り
」
は
宮
古
の
漁
協
さ
ん
か
ら
海
産
物
を
仕
入
れ
て
、「
み
ゃ
っ

こ
隊
」
で
独
自
に
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
試
食
の
真
崎
焼
き
は
、
田
老
の

漁
協
の
方
が
今
ま
で
捨
て
て
い
た
茎
ワ
カ
メ
を
、
少
し
で
も
商
品
拡
大
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
開
発
し
た
も
の
で
す
。
タ
コ
焼
き
の
タ
コ
の
か
わ
り
に
茎
ワ
カ
メ
を

入
れ
て
あ
り
ま
す
。
食
感
を
楽
し
ん
で
、
茎
ワ
カ
メ
の
美
味
し
さ
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
水
産
業
者
さ
ん
か
ら
仕
入
れ
た
イ
カ
も
会
場
で
焼
い
て
販
売
し
て

い
ま
す
。

　
宮
古
の
職
員
さ
ん
も
「
さ
ん
ま
祭
り
」
や
物
産
展
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
と
は
交

流
し
て
い
ま
す
。（「
と
ご
し
ぎ
ん
ざ
ま
つ
り
」、「
し
な
が
わ
夢
さ
ん
橋
」、
品
川
区

商
連
「
大
商
業
ま
つ
り
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
）

　
「
み
ゃ
っ
こ
隊
」
の
メ
ン
バ
ー
は
宮
古
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
一
般
職
員

同
士
の
交
流
は
難
し
い
で
す
ね
。
田
老
で
開
催
す
る
「
さ
け
あ
わ
び
祭
り
」
な
ど

は
東
京
の
祭
り
と
は
雰
囲
気
も
売
っ
て
い
る
品
物
も
全
く
違
う
の
で
、
そ
う
い
う

祭
り
に
「
み
ゃ
っ
こ
隊
」
が
行
っ
て
、
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

４　
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
支
援
活
動

　
原　
健
治
さ
ん　
昭
和
41
（
１
９
６
６
）
年
生

　
　
大
原
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　
　

�

平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
度
／
26
（
２
０
１
４
）
年
度
品
川
区
立
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長

　
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
３
月
29
日
、
大
原
小
学
校
で
伺
う
。

　
震
災
が
起
こ
っ
た
時
に
、
私
が
品
川
区
立
大
原
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
就
任

し
ま
し
て
、
被
災
地
に
な
に
か
支
援
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
大
原
小
学
校
の

中
で
募
金
活
動
を
し
ま
し
た
。
１
回
目
と
２
回
目
で
集
ま
っ
た
募
金
は
義
援
金
と

し
て
、
３
月
と
４
月
に
赤
十
字
に
送
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
学
期
ご
と
に
や
ろ
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子
ど
も
た
ち
は
東
京
に
い
て
テ
レ
ビ
を
見
て
も
、
何
も
わ
か
ら
な
い
。
被
災
地

を
じ
か
に
見
れ
ば
い
ろ
ん
な
思
い
が
わ
い
て
く
る
。
他
人
事
じ
ゃ
な
く
、
自
分
た

ち
も
共
助
の
精
神
を
持
て
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
都
会
で
は
体
験
す
る
こ
と
の

な
い
自
然
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、
夏
休
み
に
入
っ
て
い
た
た

め
に
、
学
校
単
位
で
子
ど
も
た
ち
同
士
の
交
流
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
で

す
。
保
護
者
た
ち
は
夜
の
懇
親
会
で
大
い
に
交
流
を
し
ま
し
た
。

　
宮
古
市
の
招
待
事
業
は
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
で
打
ち
切
り
な
の
で
、
今
後

も
続
け
て
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
小
Ｐ
連
で
資
金
源
な
ど
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

森
・�

川
・
海
体
験
交
流
：
宮
古
市
が
平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
か
ら
小
学
生
を
対

象
と
し
開
催
し
て
い
る
事
業
。
そ
の
目
的
は
「
市
民
憲
章
に
謳
わ
れ
て
い
る

「
森
・
川
・
海
と
人
と
が
調
和
す
る
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
を
観
光
面
で
も
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
、
森
の
栄
養
が
川
を
伝
い
海
に
運
ば
れ
、
宮
古
市
の
基
幹
産
業
で
あ

る
水
産
業
の
海
の
恵
み
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
森
、
川
、
海

で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
を
通
じ
、
楽
し
み
な
が
ら
学
習
で
き
る
教
育
旅
行
を

造
成
し
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
検
証
す
る
」
と
あ
る
。（
産
業
振
興
部
の
資
料

よ
り
）

お
わ
り
に

　
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
２
月
16
日
宮
古
市
主
催
の
「
あ
り
が
と
う
in
み
や
こ�

東
日
本
大
震
災
復
興
事
業
情
報
発
信
フ
ォ
ー
ラ
ム
～
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
～
」
が
、

品
川
区
立
総
合
区
民
会
館
・
き
ゅ
り
あ
ん
で
開
催
さ
れ
た
。
宮
古
市
の
山
本
正
德

市
長
の
「
美
し
い
森
、清
ら
か
な
川
、豊
か
な
海
を
資
源
と
し
、安
ら
ぎ
の
あ
る
『
ま

ち
』
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
」
と
い
う
開
会
宣
言
に
始
ま
り
、
宮
古
市
職
員
の
復

興
事
業
の
状
況
報
告
、
１
年
間
宮
古
市
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
品
川
区
職
員
の
報
告
、

東
京
工
業
大
学
大
学
院
屋
井
鉄
雄
教
授
の
講
演
「
復
興
の
た
め
の
ハ
ー
ド
と
ソ
フ

ト�

～
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言
～
」、
実
際
に
震
災
を
体
験
し
た
３
人
と
宮

古
市
に
派
遣
さ
れ
た
区
職
員
４
人
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
が
行
わ
れ
た
。

地
元
の
商
店
が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
。
物
は
復
興
に
な
る
か
ど
う
か
」
と
言
わ
れ
て
、

そ
の
話
を
品
川
に
持
ち
帰
っ
て
、「
物
資
よ
り
お
金
を
集
め
よ
う
。
ど
う
い
う
形
で

も
い
い
か
ら
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
に
し
よ
う
」
と
な
っ
た
ん
で
す
。
そ

し
て
、
12
月
ま
で
に
集
ま
っ
た
２
百
万
円
余
を
12
月
25
日
に
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
と
い
う
名
目
で
宮
古
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
に
直
接
送
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
宮
古
か
ら
購
入
品
の
一
覧
表
や
写
真
が
届
き
、
そ
れ
か
ら
交
流
が
始

ま
り
ま
し
た
。

「
森
・
川
・
海
体
験
交
流
」
に
招
待
さ
れ
る

　
宮
古
市
は
震
災
前
か
ら
予
算
を
組
ん
で
、
観
光
ツ
ア
ー
と
い
う
の
を
や
っ
て
い

ま
し
た
。

　
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
に
宮
古
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
青
森
の
黒
石
市
と
八

幡
平
市
の
小
学
生
、
そ
し
て
災
害
時
相
互
援
助
協
定
で
支
援
し
て
き
た
品
川
区
が
、

「
森
・
川
・
海
体
験
交
流
」
に
ご
招
待
を
受
け
た
。
教
育
委
員
会
経
由
で
品
川
区
の

小
学
校
に
学
校
単
位
で
の
募
集
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
手
を
挙
げ
た
の
が
大
原
小

学
校
だ
け
だ
っ
た
ん
で
す
。
５
年
生
が
臨
海
学
校
と
重
な
っ
た
の
で
、
４
年
生
と

６
年
生
の
24
人
が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
何
人
か
の
保
護
者
と
私
も
宮
古
市
の

方
か
ら
誘
わ
れ
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
毎
年
や
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
そ
こ
で
「
復
興
を
意
識
す
る
な
ら
親
も

呼
ん
だ
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
親
子
で
連
れ
て
き
ま
す
よ
。
是
非
募
集

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
大
原
小
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
「
つ
な
こ
し
」

が
小
Ｐ
連
に
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
話
を
す
る
と
、
宮
古
市
も
喜
ん
で
く

れ
ま
し
た
。

　
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
の
２
回
目
（
８
月
８
日
～
10
日
）
は
、
親
子
20
組
の

募
集
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
つ
な
こ
し
」
の
メ
ン
バ
ー
が
「
１
人
８
千
円
で

体
験
ツ
ア
ー
に
参
加
で
き
ま
す
！
」
と
い
う
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
品
川
区
の
各
校

に
配
り
、
１
回
目
の
参
加
者
が
体
験
を
話
す
な
ど
宣
伝
に
努
め
ま
し
た
。
14
校
か

ら
親
子
20
組
の
参
加
が
あ
り
、保
護
者
や
品
川
区
の
職
員
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
の
３
回
目
に
は
人
数
を
増
や
し
て
行
き
ま
し
た
。
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ま
ち
づ
く
り
に
は
「
人
」
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、最
後
に
次
の
「
品
川・

宮
古
Ｉ
Ｓ
Ｍ
宣
言
」
を
守
り
通
す
こ
と
を
宣
言
し
、
閉
会
し
た
。

いＩ
つ
ま
で
も　
住Ｓ
み
続
け
た
い
と
思
え
る　
まＭ
ち
に
向
け
て

「
品
川
・
宮
古
Ｉ
Ｓ
Ｍ
宣
言
」

品
川
区
と
宮
古
市
は
協
力
し
て

１　
【
活
力
】
いＩ
つ
も
、
さＳ
ん
ま
祭
を
、
盛Ｍ
り
上
げ
ま
す

２　
【
安
全
】
いＩ
か
な
る
と
き
も
、
双Ｓ
方
の
住
民
を
、
迎Ｍ
え
入
れ
ま
す

３　
【
環
境
】
いＩ
つ
ま
で
も
、
住Ｓ
み
続
け
た
い
ま
ち
を
、
目Ｍ
指
し
ま
す

４　
【
生
活
】
いＩ
ま
か
ら
、
賛Ｓ
同
す
る
人
を
見Ｍ
つ
け
、
広
げ
ま
す

品
川
区
民
と
宮
古
市
民
は
お
互
い
の
ま
ち
に

５　
【
生
活
】
いＩ
つ
か
は
、
素Ｓ
敵
な
仲
間
と
一
緒
に
、
まＭ
い
り
ま
す
。

以
上
、
５
つ
の
Ｉ
Ｓ
Ｍ(

イ
ズ
ム)

を
守
り
と
お
す
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

　
参
加
し
た
品
川
区
在
住
の
50
代
女
性
に
よ
る
と
、
防
災
や
復
興
に
関
係
し
て
い

る
人
の
発
表
す
る
復
興
計
画
の
話
が
印
象
に
残
っ
た
と
い
う
。

　
「
目
黒
の
さ
ん
ま
祭
り
」
か
ら
災
害
時
相
互
援
助
協
定
へ
と
発
展
し
た
宮
古
市
と

品
川
区
は
、
民
間
と
行
政
の
両
面
か
ら
ま
た
人
的
・
物
的
の
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と

ら
え
、お
互
い
の
関
係
を
深
め
て
い
る
。
こ
の
「
５
つ
の
Ｉ
Ｓ
Ｍ
」
を
守
る
こ
と
で
、

今
後
よ
り
一
層
の
交
流
が
生
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
発
展
に
繋
が
っ
て
い
く
こ

と
だ
ろ
う
。
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第
２
部　
各
分
野
で
の
震
災
後
の
取
り
組
み

第
10
章　
観
光
の
被
災
と
復
興

藤
野
陽
平

は
じ
め
に　
―
宮
古
の
観
光
の
被
災
状
況
―

　
岩
手
県
沿
岸
の
様
々
な
産
業
に
大
打
撃
を
与
え
た
東
日
本
大
震
災
で
あ
る
が
、

そ
の
中
で
も
最
も
打
撃
の
大
き
か
っ
た
産
業
の
一
つ
に
観
光
業
が
あ
げ
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
そ
れ
は
震
災
直
後
、
特
に
東
北
三
県
へ
の
観
光
客
が
激
減
し
た
と
い
う
だ

け
で
は
な
く
、
宮
古
の
観
光
地
は
浄
土
ヶ
浜
、
三
王
岩
、
魹
ヶ
崎
等
と
沿
岸
部
に

集
中
し
て
い
る
た
め
、
実
際
に
多
く
の
施
設
が
被
災
し
、
直
接
的
な
被
害
も
大
き

か
っ
た
こ
と
も
含
ま
れ
る
。

　
一
方
で
、
宮
古
市
に
と
っ
て
観
光
業
は
復
興
に
向
け
て
と
く
に
取
り
組
む
べ
き

産
業
の
柱
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
も
い
る
。
例
え
ば
、『
広
報
み
や
こ
』（
以
下
、

『
広
報
』）
１
４
１
号
に
は
宮
古
市
震
災
復
興
基
本
方
針
の
概
要
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、
観
光
に
関
し
て
は
損
壊
し
た
国
立
公
園
施
設
や
主
要
な
観
光
施
設
な
ど
の

が
れ
き
の
撤
去
作
業
と
、観
光
施
設
な
ど
の
早
期
復
旧
を
行
う
と
し
て
い
る
。ま
た
、

１
５
１
号
に
は
「
被
災
し
た
観
光
施
設
な
ど
の
早
期
復
旧
を
図
り
、
本
市
の
特
徴

で
あ
る
豊
か
な
地
域
資
源
が
総
合
的
に
結
び
つ
い
た
魅
力
あ
る
観
光
の
復
興
・
再

生
を
図
り
ま
す
」、「
観
光
施
設
な
ど
の
復
旧
、
受
入
体
制
の
再
構
築
・
支
援
、
地

域
観
光
資
源
の
再
生
、
復
興
情
報
の
発
信
・
誘
客
促
進
」
と
積
極
的
に
観
光
の
復

旧
に
注
力
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
１
６
１
号
に
掲
載
さ
れ
た
復
興
計
画
の
推
進

計
画
の
産
業
・
経
済
復
興
の
項
目
に
、「
観
光
の
復
興
・
再
生
」
と
し
て
「
観
光
客

誘
客
促
進
事
業
な
ど
」、
26
事
業
が
採
用
さ
れ
た
注（
１
）。
こ
の
よ
う
に
観
光
の
復
興

は
官
民
あ
げ
て
の
事
業
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
、
多
く
の
関
係
者
が
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
具
体
的
に
宮
古
の
観
光
客
数
を
見
て
み
る
と
２
０
０
９
年
に
１
６
９
万
８
千
６

注（
１
）  

紙
幅
の
関
係
上
こ
れ
以
上
は
延
べ
な
い
が
、
よ
り
細
か
く
は
宮
古
市
の
『
東

日
本
大
震
災
復
興
計
画
』
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
【
宮
古
市
総
務
企
画
部
復
興
推
進
室
２
０
１
２
】。

９
４
人
、
２
０
１
０
年
に

１
２
４
万
２
千
４
２
５
人

だ
っ
た
訪
宮
客
は
東
日
本

大
震
災
以
降
、
２
０
１
１
年

に
は
33
万
６
千
４
６
４
人
、

２
０
１
２
年
73
万
９
千
５

８
０
人
、
２
０
１
３
年
１
１

０
万
６
千
６
０
６
人
と

徐
々
に
以
前
の
賑
わ
い
を

取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
が
、
今

な
お
震
災
以
前
よ
り
少
な

い
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
な

お
、
２
０
１
３
年
度
の
宮
古

市
の
主
要
な
イ
ベ
ン
ト
と

参
加
者
数
は
表
１
の
通
り
で
あ
る
。

　
観
光
地
の
被
災
状
況
は
、
被
害
推
計
が
１
３
６
億
40
万
円
で
自
然
公
園
が
16
か

所
（
園
地
施
設
10
か
所
、
野
営
場
２
か
所
、
浄
土
ヶ
浜
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
１
か
所
、

シ
ャ
ワ
ー
棟
等
３
か
所
）
と
観
光
施
設
が
36
か
所
（
シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ
ど
、
た
ろ

う
潮
里
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ビ
ー
フ
ビ
レ
ッ
ジ
区
界
、
民
宿
等
33
か
所
）
被
災
し
た

（
宮
古
市
総
務
企
画
部
復
興
推
進
室
２
０
１
２
年
： 

１
４
３
頁
）。
な
お
、
震
災
以

降
に
宮
古
市
で
行
わ
れ
た
主
要
な
イ
ベ
ン
ト
は
文
末
の
一
覧
表
（
表
３
）
に
ま
と

め
て
あ
る
の
で
、
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

浄
土
ヶ
浜
の
被
災
と
復
興

　
本
論
に
入
る
前
に
宮
古
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
主
要
な
観
光
地
で
あ
る
浄
土
ヶ

浜
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
浄
土
ヶ
浜
は
今
回
の
津
波
で
被
災
し
、
落
石
や
地
盤

沈
下
の
た
め
遊
歩
道
が
使
用
で
き
な
く
な
り
、
観
光
地
と
し
て
大
き
な
打
撃
を

こ
う
む
っ
た
（
み
や
こ
わ
が
町
、
以
下
「
わ
が
町
」
４
１
３
号
： 

26
〜
27
頁
）。

２
０
１
１
年
に
は
海
水
浴
場
を
開
け
な
い
状
況
で
、
浄
土
ヶ
浜
海
水
浴
場
の
他
も

女
遊
戸
海
水
浴
場
、
真
崎
海
岸
海
水
浴
場
、
藤
の
川
海
水
浴
場
、
蛸
の
浜
海
水
浴

表1　イベントと参加者数
月日 イベント 参加人数

２月17日 毛ガニまつり 15,000
４月28〜29日、
５月３〜６日 浄土ヶ浜まつり 25,365

８月31日〜
９月１日 閉井川遊イング 1,700

９月７〜８日 やまびこフェスタ 7,500
10月５〜６日 宮古市産業まつり 11,255
10月20日 新里まつり 7,000
11月24日 鮭・あわびまつり 8,000

（H.25年度、宮古市統計より）

観光の被災と復興
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震
災
後
に
は
官
民
一
体
で
復
旧
作
業
を
行
い
、
磯
の
香
り
を
取
り
戻
し
、
良
好
な

に
お
い
・
か
お
り
環
境
の
創
出
・
保
全
・
向
上
に
貢
献
」
し
た
こ
と
だ
と
い
う
（
わ

が
町
４
０
３
号
： 

10
〜
11
頁
）。

　
２
０
１
２
年
７
月
７
日
午
後
６
時
30
分
か
ら
８
時
30
分
に
浄
土
ヶ
浜
「
鎮
魂
の

祈
り
」と
し
て
供
養
の
活
動
も
行
わ
れ
た
。震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
鎮
魂
と
、

被
災
さ
れ
た
方
々
の
一
日
も
早
い
心
身
の
回
復
と
長
寿
を
願
い
平
泉
・
毛
越
寺
の

「
延
年
の
舞
」
と
「
黒
森
神
楽
」
が
共
演
し
た
（
広
報
１
６
５
号
： 

17
頁
）。

道
の
駅
・
み
な
と
オ
ア
シ
ス　
シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ
ど
（
写
真
１
）

　
２
０
０
５
年
に
開
業
し
、
海
を
表
す
「
シ
ー
」
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
掛
け
合
わ
せ

た
シ
ー
ト
ピ
ア
と
い
う
愛
称
で
知
ら
れ
る
道
の
駅
・
み
な
と
オ
ア
シ
ス
「
な
あ
ど
」

（
な
あ
ど
は
宮
古
方
言
で
「
い
か
が
で
す
か
」
の
意
味
）
で
あ
る
が
、
海
沿
い
に
あ

る
た
め
に
建
物
の
２
階
半
分
の
高
さ
ま
で
浸
水
し
、
深
刻
な
被
害
を
受
け
た
。
な

あ
ど
よ
り
提
供
さ
れ
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
隣
接
し
た
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
の
施
設
は

解
体
さ
れ
、
施
設
周
辺
は
50
㌢
地
盤
沈
下
し
た
。

　
地
震
発
生
時
に
は
揺
れ
が
落
ち
着
く
の
を
待
ち
、
来
場
者
の
誘
導
を
し
、
防
災

無
線
等
で
情
報
を
収
集
、
来
場
者
が
全
員
避
難
し
た
こ
と
を
確
認
し
、
従
業
員
は

近
辺
の
高
台
に
あ
る
宮
古
漁
協
ビ
ル
へ
避
難
し
た
。
最
大
波
が
到
達
し
て
か
ら
は

漁
協
ビ
ル
裏
の
大
杉
神
社
へ
と
移
動
し
、
地
元
住
民
に
誘
導
さ
れ
て
避
難
所
へ
移

動
し
た
。

　
そ
の
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
２
０
１
１
年
６
月
16
日
、
仮
設
住
宅
へ
の
移
動

販
売
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
同
年
８
月
に
は
市
場
食
堂
の
営
業
再
開
、
翌
２
０
１
２

年
３
月
24
日
に
は
仮
設
店
舗
に
て
営
業
を
再
開
さ
せ
た
。
２
０
１
３
年
７
月
６
日

に
は
２
年
４
か
月
ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
、
シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ

ど
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か
れ
た
。
山
本
市
長
は
「
観
光
都
市
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は

関
係
者
１
３
０
人
が
参
列
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
野
外
広
場
の
ス
テ
ー
ジ
で
山
口

太
鼓
の
演
奏
、
民
謡
、
屋
台
で
ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
浄
土
ヶ

浜
旅
館
の「
あ
ん
か
け
ウ
ニ
飯
」な
ど
が
販
売
さ
れ
た（
わ
が
町
４
１
６
号： 

15
頁
、

広
報
１
８
９
号
： 
12
頁
、
１
９
１
号
： 

24
頁
）。

場
、
大
須
賀
海
水
浴
場
が
開
設
を

中
止
し
た
（
広
報
１
４
３
号
： 

16

頁
）。
浄
土
ヶ
浜
海
水
浴
場
が
再
開

さ
れ
た
の
は
翌
２
０
１
２
年
の
夏
に

な
っ
て
７
月
21
日
か
ら
８
月
19
日

の
期
間
だ
っ
た
。
な
お
、
同
年
７
月

25
日
か
ら
８
月
19
日
に
は
藤
の
川

海
水
浴
場
も
再
開
し
て
い
る
。
ま

た
、
２
０
１
２
年
１
月
24
日
に
は
砂

丘
、
砂
嘴
、
海
浜
、
島
嶼
の
指
定
基

準
に
よ
り
、
国
の
名
勝
に
も
指
定
さ

れ
た
（
広
報
１
９
１
号
： 

23
頁
）。

２
０
１
３
年
７
月
20
日
に
は
浄
土
ヶ

浜
に
ス
ロ
ー
プ
の
歩
道
が
完
成
し
、

観
光
客
に
と
っ
て
の
利
便
性
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
る
（
広
報
１
９
３
号
： 

18
頁
）。

　
こ
う
し
た
中
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
浄
土
ヶ
浜
を
訪
れ
、
が
れ
き
の
撤
去

な
ど
に
協
力
し
た
ほ
か
、「
浄
土
ヶ
浜
を
き
れ
い
に
す
る
会
」（
会
長
：
澤
田
克
司

さ
ん
）
が
継
続
的
に
活
動
を
行
っ
た
。
こ
の
会
は
浄
土
ヶ
浜
の
自
然
を
美
し
く
保

持
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
浄
土
ヶ
浜
周
辺
の
観
光
施
設
や
市
内
事
業
者
な
ど
32

団
体
に
よ
っ
て
１
９
６
８
年
に
結
成
さ
れ
た
。
本
会
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
前

の
浄
土
ヶ
浜
一
斉
清
掃
を
毎
年
行
い
、
７
月
か
ら
８
月
に
宮
古
市
主
催
で
行
わ
れ

る
自
然
公
園
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
も
参
加
し
て
い
る
（
広
報
１
６
７
号
： 
３
頁
）。

２
０
１
４
年
５
月
17
日
（
５
月
16
日
が
岩
手
観
光
の
日
一
万
人
大
掃
除
会
）
に
も

本
会
の
主
催
で
浄
土
ヶ
浜
大
清
掃
を
行
い
、
市
民
約
40
人
が
参
加
し
て
い
る
（
わ

が
町
４
２
６
号
： 

12
頁
）。
こ
う
し
た
地
道
な
活
動
が
評
価
さ
れ
て
か
、
２
０
１
１

年
５
月
に
は
本
会
と
陸
中
海
岸
国
立
公
園
宮
古
地
区
集
団
施
設
地
区
運
営
協
議
会

が
、
公
益
財
団
法
人
に
お
い
・
か
お
り
環
境
協
会
の
「
に
お
い
・
か
お
り
環
境
賞
」

を
受
賞
し
た
。
授
賞
理
由
は
「
会
は
浄
土
ヶ
浜
を
地
域
一
体
と
な
り
安
全
か
つ
安

心
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
維
持
管
理
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
東
日
本
大
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災
の
た
め
２
隻
が
廃
船
と
な
っ
た
が
、
残
っ
た
１
隻
で
の
再
開
と
な
っ
た
（
広
報

１
４
３
号
： 

20
頁
）。
こ
の
１
隻
の
船
が
残
っ
た
の
に
は
船
長
の
坂
本
繁
行
さ
ん
が

と
っ
た
行
動
が
大
き
い
。坂
本
さ
ん
は
３
月
11
日
、団
体
客
の
予
約
が
入
っ
て
い
て
、

20
人
ほ
ど
を
乗
せ
た
運
航
を
終
え
事
務
所
に
戻
ろ
う
と
し
た
と
き
に
地
震
に
あ
う
。

大
き
な
揺
れ
の
た
め
津
波
が
来
る
と
確
信
し
た
坂
本
さ
ん
は
機
関
長
と
甲
板
員
の

３
人
で
引
き
波
が
起
き
て
い
る
な
か
、
船
を
閉
伊
崎
の
沖
か
ら
北
へ
と
沖
に
向
け

て
出
し
た
。
船
を
出
し
て
30
分
ほ
ど
で
大
き
な
津
波
が
き
た
が
、
そ
の
後
無
線
で

会
社
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
海
上
で
３
日
過
ご
し
、
津
波
注
意
報
が
解
除
さ
れ
た

13
日
午
後
に
港
に
戻
っ
た
（
広
報
１
４
５
号
： 

３
頁
）。

１　
宮
古
観
光
文
化
交
流
協
会

　
宮
古
に
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
誘
客
活
動
を
行
っ
て
い
る
一
般
社
団
法
人
宮
古
観
光

文
化
交
流
協
会
（
以
下
、
観
光
協
会
）
が
あ
り
、
観
光
関
連
の
業
務
を
行
っ
て
い

る
注（
２
）。
２
０
１
５
年
２
月
19
日
宮
古
駅
前
総
合
観
光
案
内
所
に
て
「
全
国
の
み

な
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
気
に
か
け
て
い
た
だ
い
て
、
何
と
か
進
め
ら
れ
て

い
る
。
早
く
元
に
戻
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
る
事
務
局
長
の
山
口
惣

一
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
っ
た
。
観
光
協
会
は
主
に
イ
ベ
ン
ト
誘
客
事
業
を
行
っ
て

い
て
、
会
員
は
２
０
０
ほ
ど
の
市
内
観
光
関
係
の
業
者
で
あ
る
。
年
１
回
の
総
会
、

年
２
〜
３
回
の
理
事
会
を
行
う
。
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
と
Ｐ
Ｒ
、
浄
土
ヶ
浜
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
、
観
光
案
内
所
、
学
ぶ
防
災
の
運
営
も
担
っ
て
い
る
。

　
山
口
さ
ん
の
説
明
で
は
宮
古
の
観
光
は
浄
土
ヶ
浜
を
売
り
に
し
て
、
そ
の
周
り

の
景
観
も
見
せ
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
お
り
、
観
光
と
し
て
売
り
や
す
い
ス
タ
イ

ル
だ
と
い
う
。
震
災
以
降
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」

人
気
や
復
興
関
係
で
人
は
来
て
い
る
。
残
念
な
こ
と
と
し
て
宮
古
の
観
光
の
売
り

で
も
あ
る
海
鮮
を
中
心
と
し
た
美
食
で
あ
る
が
、
一
番
お
い
し
い
時
期
で
あ
る
１

月
か
ら
３
月
に
は
来
客
が
少
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

注（
２
）  

広
報
１
５
９
号
： 
３
頁
に
観
光
協
会
の
特
集
が
あ
る
。
併
せ
て
参
照
い
た
だ

き
た
い
。

　
２
０
１
３
年
11
月
２
〜
４
日
に

は
な
あ
ど
創
業
10
周
年
祭
が
お
こ

な
わ
れ
、
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
、

サ
ン
マ
焼
き
お
振
る
舞
い
、「
み
や

ご
の
ひ
っ
つ
み
」
お
振
る
舞
い
（
２

日
）、
産
直
収
穫
祭
（
３
日
）、
小

田
代
直
子
シ
ョ
ー
（
４
日
）、
海
の

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
の
特
別
価
格
で

の
販
売
、
屋
台
出
店
、
せ
ん
べ
い

焼
き
体
験
、抽
選
会
（
２
〜
４
日
）、

み
や
ご
の
ひ
っ
つ
み
販
売
（
３
〜

４
日
）
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
た
。

浄
土
ヶ
浜
マ
リ
ン
ハ
ウ
ス

　
被
災
し
一
時
営
業
で
き
な
か
っ
た
が
、
２
０
１
１
年
６
月
に
は
仮
設
売
店
と
青

の
洞
窟
探
検
の
営
業
を
再
開
し
た
。窓
に
打
ち
付
け
ら
れ
た
コ
ン
パ
ネ
は
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
（
写
真
２
）
で
埋
め
つ
く
さ
れ
た
（
わ
が
町
３
９
４
号
： 
４
〜
５
頁
）。
ま

た
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
Ｒ
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
さ
ん
が
、
仲
間
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
14

組
に
呼
び
か
け
、合
同
で
出
し
た
Ｃ
Ｄ
『
ｈ
ｏ
ｐ
ｅ
』
の
売
り
上
げ
で
ス
ワ
ン
ボ
ー

ト
２
隻
が
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
の
ス
ワ
ン
ボ
ー
ト
は
「
希
望
の
ス
ワ
ン
」
と
名
付
け

ら
れ
た
。
マ
リ
ン
ハ
ウ
ス
に
は
震
災
前
15
隻
の
ス
ワ
ン
ボ
ー
ト
が
あ
っ
た
の
だ
が
、

そ
の
う
ち
13
隻
が
被
災
し
た
。
無
事
残
っ
た
２
隻
、
震
災
後
補
助
金
で
購
入
し
た

４
隻
と
合
わ
せ
て
こ
れ
で
８
隻
と
な
っ
た
（
広
報
１
８
９
号
：
26
頁
）。

み
や
こ
浄
土
ヶ
浜
遊
覧
船

　

県
北
グ
ル
ー
プ
が
運
営
す
る
み
や
こ
浄
土
ヶ
浜
遊
覧
船
で
あ
る
が
、
震
災
後

し
ば
ら
く
運
航
が
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い
た
も
の
の
、
２
０
１
１
年
７
月
16

日
に
運
航
を
再
開
さ
せ
た
。
同
日
、
青
の
洞
窟
さ
っ
ぱ
船
遊
覧
、
浄
土
ヶ
浜
を
周

回
す
る
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
「
浄
土
ヶ
浜
号
」
の
運
航
も
開
始
し
た
。
遊
覧
船
は
震

写�真２　マリンハウス内部　壁一面に当時の応援メッ
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ま
つ
り
（
写
真
４
）
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

２
０
１
５
年
４
月
29
日
と
５
月
３
〜
６
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
浄
土
ヶ
浜
ま
つ
り
を

紹
介
し
た
い
。

　
初
日
で
あ
る
４
月
29
日
９
時
30
分
か
ら
「
賽
の
河
原
の
地
蔵
尊
と
観
光
客
の
安

全
祈
願
祭
」
と
し
て
慰
霊
と
安
全
祈
願
が
執
り
行
わ
れ
た
。
参
加
し
た
の
は
50
人

強
の
参
加
者
と
ス
タ
ッ
フ
、
参
加
者
は
関
係
者
で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
入
っ

て
い
る
も
の
の
、
と
て
も
寒
い
日
で
あ
っ
た
た
め
観
光
客
は
散
見
さ
れ
る
程
度
で

あ
っ
た
。
そ
の
他
メ
デ
ィ
ア
関
係
と
し
て
Ｉ
Ｂ
Ｃ
岩
手
、
岩
手
日
報
、
広
報
み
や

こ
等
だ
っ
た
。

　
全
員
が
常
安
寺
の
住
職
を
合
掌
で
迎
え
祈
願
祭
が
始
め
ら
れ
る
。
そ
の
後
７
名

の
蘭
煎
会
の
会
員
に
よ
る
献
茶
の
後
、
海
難
者
、
東
日
本
大
震
災
没
故
者
の
た
め

の
読
経
、
献
花
、
焼
香
が
行
わ
れ
た
。

　
10
時
30
分
か
ら
は
浄
土
ヶ
浜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
写
真
５
）
が
行
わ
れ
た
。
参
加

者
は
30
名
と
ス
タ
ッ
フ
で
、
ス
タ
ッ
フ
に
は
「
も
て
な
し
隊
」
の
25
名
も
加
わ
っ

て
い
た
。
受
付
、
点
呼
、
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
後
、
出
発
し
、
コ
ー

ス
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
前
出
発
→
急
な

階
段
→
臼
木
山
→
宮
古
港
海
戦
記
念

碑
→
ト
イ
レ
→
県
立
水
産
科
学
館
→

道
路
を
渡
っ
て
→
森
林
浴
の
道
→
水

神
社
→
砥
石
浜
→
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
前

　
こ
の
と
き
、配
布
資
料
と
し
て「
浄

土
ヶ
浜
フ
ィ
ー
ル
ド
ガ
イ
ド
」
と
い

う
地
図
が
渡
さ
れ
、
そ
の
中
の
「
お

花
め
ぐ
り
コ
ー
ス
」
を
歩
い
て
散
策

し
た
。
こ
の
浄
土
ヶ
浜
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
は
浄
土
ヶ
浜
を
う
た
っ
て
い
る
が
、

浜
が
見
え
る
の
は
最
後
だ
け
で
基
本

　
被
災
し
て
か
ら
、
半
年
ほ
ど
は
観

光
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
浄
土
ヶ

浜
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
も
被
災
し
て
営

業
で
き
ず
、
海
水
浴
も
で
き
な
い
。

「
何
を
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い

状
態
だ
っ
た
」
と
山
口
さ
ん
。
そ
の

た
め
、
観
光
協
会
と
し
て
は
誘
客

よ
り
も
市
か
ら
の
委
託
で
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
を
組
ん
で
、
首
都
圏
を
め
ぐ
っ

た
。
被
災
し
た
企
業
が
立
ち
直
っ
て

い
け
る
よ
う
に
市
外
に
販
売
す
る
仕

事
だ
っ
た
。
岩
手
県
内
、
首
都
圏
、

関
西
へ
と
商
店
か
ら
商
品
を
預
か
っ

て
持
っ
て
い
っ
た
。
少
し
ず
つ
で
も

し
っ
か
り
進
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
も
兼
ね
て
い
た
。
こ
の
仕

事
は
２
年
目
く
ら
い
ま
で
行
っ
た
。
そ
の
他
に
も
宮
古
や
岩
手
県
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に

同
行
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
被
災
し
た
後
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
も
う
と
４
月
の
浄
土
ヶ
浜
ま
つ
り
か
ら

再
開
し
た
。
物
品
は
流
さ
れ
た
の
で
、
郷
土
芸
能
の
上
演
や
鍋
を
作
っ
た
り
し
た
。

し
か
し
、ま
だ
が
れ
き
が
つ
み
あ
が
っ
て
い
る
頃
で
、お
客
は
ほ
と
ん
ど
来
な
か
っ
た
。

　
⑴　
イ
ベ
ン
ト
の
一
例
と
し
て　
浄
土
ヶ
浜
ま
つ
り

　
観
光
協
会
は
い
く
つ
か
の
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
て
い
る
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
中
の
浄
土
ヶ
浜
ま
つ
り
（
写
真
３
）、
夏
の
浄
土
ヶ
浜
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
（
ビ
ー

チ
サ
ン
ダ
ル
飛
ば
し
、
浴
衣
コ
ン
テ
ス
ト
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
、
ス
イ
カ
割
り
等
）、

秋
の
浄
土
ヶ
浜
さ
ん
ま
ま
つ
り
（
別
名
さ
ん
ま
フ
ェ
ス
タ
、
千
人
に
炭
火
で
焼
い

た
さ
ん
ま
を
ふ
る
ま
う
）
と
浄
土
ヶ
浜
サ
ー
モ
ン
フ
ェ
ス
タ
（
以
前
は
津
軽
石
川

で
つ
か
み
取
り
を
し
て
い
た
が
、
震
災
後
川
の
環
境
が
戻
っ
て
い
な
い
の
で
、
別

の
場
所
で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
２
０
１
５
年
か
ら
は
「
元
祖
」
宮
古
鮭
ま
つ

り
と
題
し
て
津
軽
石
川
河
川
敷
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
）、
２
月
の
毛
ガ
ニ
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よ
う
に
す
る
。
漕
ぎ
方
は
手
で
ま
わ
さ
ず
、
肩
を
使
い
、
バ
ッ
ク
の
時
は
そ
の
逆

の
動
き
を
す
る
。
曲
が
る
時
に
は
曲
が
る
方
向
の
パ
ド
ル
を
水
に
つ
け
る
。
反
対

の
パ
ド
ル
は
で
き
る
だ
け
外
側
を
漕
ぐ
。
乗
り
方
は
重
心
を
低
く
し
て
片
足
ご
と

に
乗
り
込
ん
で
、
指
導
員
に
引
い
て
も
ら
い
海
へ
漕
ぎ
出
す
。
そ
の
後
は
各
自
自

由
に
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
を
楽
し
む
。
参
加
者
の
中
に
は
遠
く
は
長
野
、名
古
屋
、東
京
、

青
森
か
ら
の
人
も
い
る
が
、
宮
古
の
人
は
少
数
で
あ
っ
た
。

　
宮
古
蘭
煎
会
は
本
家
が
仙
台
に
あ
り
、
そ
の
下
の
釜
石
支
部
に
属
し
て
い
る
。

宮
古
で
は
磯
鶏
公
民
館
で
、
隔
週
で
稽
古
を
し
て
い
る
。
浄
土
ヶ
浜
ま
つ
り
に
は

20
年
ほ
ど
前
か
ら
出
て
い
た
が
、
震
災
後
は
今
回
が
は
じ
め
て
で
、
当
日
は
13
人

が
参
加
し
た
が
、
普
段
の
お
稽
古
は
20
人
ほ
ど
が
来
て
い
る
。

　
ラ
ー
メ
ン
早
食
い
大
会
は
ス
テ
ー
ジ
上
で
ウ
ニ
を
練
り
こ
ん
だ
ウ
ニ
ラ
ー
メ
ン

と
、
ウ
ニ
の
炊
き
込
み
ご
飯
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り
「
う
に
ぎ
り
」
を
食
べ
き
る
早

さ
を
競
う
も
の
で
あ
る
。
先
着
順
に
申
し
込
む
も
の
で
予
選
等
が
あ
る
わ
け
で
も

な
く
、
テ
レ
ビ
番
組
に
登
場
す
る
よ
う
な
大
食
い
、
早
食
い
の
猛
者
達
が
し
の
ぎ

を
削
る
も
の
で
は
な
く
、
一
般
の
人
が
急
い
で
食
事
を
し
て
い
る
の
を
見
学
す
る

よ
う
な
、
の
ど
か
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。
日
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
台
湾
の
台
北

か
ら
の
参
加
者
も
い
た
。
夫
婦
で
来
宮
し
た
と
の
こ
と
で
、
21
日
に
来
日
し
、
26

日
に
は
青
森
に
行
き
、
車
で
沿
岸
を
見
な
が
ら
南
下
、
５
日
に
成
田
か
ら
帰
国
す

る
と
い
う
。
宮
古
に
は
ホ
テ
ル
に
２
泊
す
る
。
本
当
は
日
本
の
雰
囲
気
が
す
る
民

宿
を
探
し
た
の
だ
が
、
空
室
が
な
か
っ
た
。
震
災
後
４
回
目
の
来
日
だ
が
、
宮
古

は
は
じ
め
て
だ
と
い
う
。

　

翌
５
月
４
日
に
は
芸
能
ま
つ
り
（
第
１
部
10
時
30
分
〜
12
時
00
分　

第
２
部

13
時
00
分
〜
14
時
00
分
）
と
小
田
代
直
子
さ
ん
、
金
澤
未
咲
さ
ん
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
る
。
芸
能
ま
つ
り
は
１
９
６
３
年
に
設
立
さ
れ
た
宮
古
市
芸

能
団
体
連
合
会
に
よ
る
も
の
で
、
民
謡
、
三
味
線
、
太
鼓
、
踊
り
、
新
舞
踊
な
ど

の
９
団
体
（
民
謡
越
田
会
、
民
謡
保
存
会
、
絃
友
会
、
葵
の
会
、
民
謡
う
み
ね
こ

会
、
新
舞
陸
中
会
、
民
謡
愛
好
会
、
か
す
み
会
、
扇
翔
会
）
の
約
90
人
が
参
加
し

た
。こ
れ
ら
の
団
体
は
別
々
に
練
習
し
て
い
る
が
、合
同
で
発
表
す
る
こ
と
が
多
く
、

浄
土
ヶ
浜
ま
つ
り
に
は
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
再
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
参
加
し
て
い
る

そ
う
だ
。

的
に
山
道
を
歩
く
コ
ー
ス
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
ス
タ
ッ
フ
の

１
人
は
「
宮
古
は
海
だ
け
で
は
な
い

こ
と
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い

う
点
を
挙
げ
て
い
た
。

　
目
的
地
で
あ
る
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
ま

で
全
員
が
た
ど
り
着
い
た
の
ち
に
、

お
に
ぎ
り
２
個
と
豚
汁
が
ふ
る
ま
わ

れ
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
食
堂
、
う
み

ね
こ
亭
で
談
笑
し
な
が
ら
舌
鼓
を
う

つ
。
こ
の
と
き
話
を
し
た
参
加
者
の

お
一
人
は
「
こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

は
何
回
か
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
。

浄
土
ヶ
浜
に
は
こ
の
時
に
だ
け
く
る
。

１
年
ぶ
り
だ
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
４
月
30
日
、
５
月
１
〜
２
日
を
挟
ん
で
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
本
番
を
迎
え
る

５
月
３
日
か
ら
は
、
浄
土
ヶ
浜
ま
つ
り
も
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
。
こ
の
日
は
友

愛
の
会
の
ス
テ
ー
ジ
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
、
宮
古
蘭
煎
会
に
よ
る
緑
茶
の
ふ
る

ま
い
、
ラ
ー
メ
ン
早
食
い
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
。「
友
愛
の
会
」（
代
表
、
金
澤

み
ち
こ
さ
ん
、
友
愛
の
店
主
で
、
翌
日
ス
テ
ー
ジ
を
す
る
金
澤
未
咲
さ
ん
の
母
に

あ
た
る
）
は
大
通
り
の
「
友
愛
」
と
い
う
店
舗
の
常
連
さ
ん
た
ち
の
会
で
、浄
土
ヶ

浜
ま
つ
り
に
は
何
十
年
も
出
演
し
て
い
る
。
全
員
で
30
人
ほ
ど
い
る
が
、
今
年
は

20
人
ほ
ど
が
出
演
し
た
。
日
々
お
店
の
カ
ラ
オ
ケ
で
常
に
練
習
し
て
い
て
、
画
面

を
見
な
い
で
も
歌
え
る
よ
う
に
厳
し
い
指
導
を
受
け
て
い
る
。

　
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
は
参
加
料
が
保
険
代
と
し
て
１
人
５
０
０
円
、
１
回
に
つ

き
８
人
が
体
験
で
き
る
。
１
人
乗
り
と
２
人
乗
り
の
２
種
類
あ
り
、
１
人
乗
り
は

小
学
校
高
学
年
以
上
、
そ
れ
以
下
の
子
供
は
２
人
乗
り
で
保
護
者
の
同
乗
が
必
要

で
あ
る
。
10
分
間
ほ
ど
説
明
を
う
け
る
。
ま
ず
は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
つ
け

方
で
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
フ
リ
ー
サ
イ
ズ
な
の
で
、
ベ
ル
ト
を
止
め
る
。
次

に
パ
ド
ル
の
持
ち
方
。
向
き
は
文
字
が
読
め
る
よ
う
に
も
ち
、
肘
は
直
角
に
な
る

写真５　浄土ヶ浜ウォーキング
� 2015/04/29　撮影：藤野陽平

観光の被災と復興



648

主
た
る
対
象
は
小
学
生
。
表
情
、
リ
ズ
ム
、
衣
装
を
５
段
階
で
２
名
の
審
査
員
に

よ
る
審
査
が
行
わ
れ
、
賞
品
は
お
や
つ
の
詰
め
合
わ
せ
、
参
加
賞
は
う
み
ね
こ
亭

の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
で
あ
る
。
主
に
市
内
の
23
名（
盛
岡
、仙
台
か
ら
も
２
名
ず
つ
）

が
参
加
し
た
。

　
Ｍ
Ｄ
Ｓ
の
ダ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ
で
あ
る
が
、
Ｍ
Ｄ
Ｓ
と
は
メ
ッ
カ・ダ
ン
ス・ス
ク
ー

ル
の
こ
と
で
、
代
表
の
中
野
猛
さ
ん
が
市
内
で
経
営
し
て
い
た
メ
ッ
カ
と
い
う
店

の
名
前
が
由
来
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
店
は
被
災
し
た
た
め
に
、
現
在
移
転
し
バ

ベ
ル
と
い
う
名
前
に
代
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
も
行
わ
れ
て
い

る
の
だ
が
、
生
徒
は
小
学
校
１
年
生
か
ら
30
代
ま
で
60
人
ほ
ど
、
多
く
は
宮
古
の

生
徒
で
、
当
日
は
50
人
ほ
ど
が
参
加
し
た
。

　
ま
た
、
Ｍ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
（
モ
ッ
プ
ス
）
と
は
事
務
局
で
宮
古
小
学
校
の
教
員
の
石
澤

綾
子
さ
ん
に
よ
れ
ば
「
み
ん
な
で
お
ど
っ
ぺ
す
」
の
こ
と
だ
と
い
う
。
宮
古
市
内

の
小
学
校
の
児
童
を
対
象
と
し
た
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
で
、
踊
り
た
け
れ
ば
中
学

生
も
受
け
入
れ
て
い
て
、
ま
た
、
弟
、
妹
も
来
て
い
る
の
で
、
幼
稚
園
児
、
保
育

園
児
も
参
加
し
て
い
る
。
昨
年
度
は
60
〜
１
０
０
人
く
ら
い
が
参
加
し
て
お
り
、

２
０
１
５
年
度
は
募
集
中
だ
と
い
う
。
練
習
日
は
不
定
期
だ
が
宮
古
小
学
校
で
練

習
し
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
ど
ん
ど
が
小
学
校
の
教
諭
で
震
災
後
に
活
動
を
は

じ
め
て
５
年
目
に
な
る
と
い
う
。
地
元
の
お
祭
り
で
は
お
年
寄
り
の
手
踊
り
が
あ

る
が
、
子
供
が
で
き
る
も
の
が
無
い
と
い
う
の
が
、
始
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

浄
土
ヶ
浜
ま
つ
り
に
は
震
災
後
の
再
開
以
来
、
参
加
し
て
い
て
、
当
日
は
27
人
が

来
た
。

　
⑵　
学
ぶ
防
災

　
次
に
震
災
後
観
光
協
会
が
取
り
組
ん
だ
注
目
す
べ
き
動
き
と
し
て
、
学
ぶ
防
災

（
写
真
7
）を
紹
介
し
た
い
。
２
０
１
２
年
４
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
活
動
は
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
「
私
達
は
災
禍
の
記
録
や
後
世
へ
の
教
訓
を
伝
え
、
防

災
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
事
を
目
的
と
し
て
、
御
案
内
致
し
ま
す
。」
と
い
う
目

的
の
も
と
、
田
老
地
区
の
「
実
際
の
津
波
の
状
況
、
避
難
の
大
切
さ
、
過
去
の
津

波
の
歴
史
、
ま
ち
づ
く
り
の
進
展
状
況
な
ど
を
、
現
地
で
説
明
す
る
ほ
か
、
津
波

が
４
階
ま
で
押
し
寄
せ
大
き
く
被
災
し
た
た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
を
案
内
し
、
そ
こ

　

第
Ⅰ
部
は
１
、
そ
ん
で
こ
節　

越
田
会
。
２
、
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬

コ　
保
存
会
。
３
、
鍬
ケ
崎
浜
唄　

絃
友
会
。
４
、
大
器
晩
成　
葵
の

会
。
５
、
秋
田
大
黒
舞　
う
み
ね

こ
会
。
６
、
峠
越
え　
新
舞
陸
中

会
。
７
、
人
生
音
頭　

愛
好
会
。

８
、
男　
か
す
み
会
。
９
、
佃
の

渡
し　
扇
翔
会
。
10
、
酒
屋
も
と

す
り
唄　
保
存
会
。
11
、
南
部
俵

積
唄　
保
存
会
。
12
、 

ド
ン
パ
ン

節　
弦
友
会
。
13
、
川
の
流
れ
の

よ
う
に　
葵
の
会
。
14
、
鍬
ケ
崎

浜
唄　
う
み
ね
こ
会
。
15
、
秋
月

の
人　
新
舞
陸
中
会
。
16
、
ま
り
と
殿
さ
ま　
愛
好
会
。
17
、
黒
髪
し
ぐ
れ　
か

す
み
会
。
18
、
高
尾
山　
扇
翔
会
。

　
第
Ⅱ
部
は
19
、
帆
柱
起
こ
し
音
頭　
う
み
ね
こ
会
。
20
、
海
ぶ
し　
葵
の
会
。

21
、酒
造
り
祝
い
唄　
絃
友
会
。
22
、大
漁
唄
い
込
み　
保
存
会
。
23
、南
部
よ
し
ゃ

れ
節　
越
田
会
。
24
、
山　
か
す
み
会
。
25
、
白
浜
音
頭　
愛
好
会
。
26
、
男
橋　

扇
翔
会
。
27
、
土
佐
の
か
つ
お
船　
新
舞
陸
中
会
。

　
第
Ⅰ
部
と
第
Ⅱ
部
の
間
に
小
田
代
直
子
さ
ん
（
12
時
00
分
〜
12
時
30
分
）
と
金

澤
未
咲
さ
ん
（
12
時
30
分
〜
13
時
00
分
）
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
。
お
二
人

と
も
宮
古
出
身
の
歌
手
で
宮
古
市
の
観
光
大
使
も
務
め
て
い
る
。
地
元
、
三
陸
の

情
景
を
歌
い
上
げ
る
が
、
そ
の
卓
越
し
た
歌
声
と
は
裏
腹
に
、
地
元
の
人
と
の
触

れ
合
い
が
大
切
に
さ
れ
、
和
や
か
な
ム
ー
ド
の
ス
テ
ー
ジ
と
な
る
（
写
真
６
）。

　
３
日
は
歌
謡
シ
ョ
ー
、
４
日
は
芸
能
と
対
象
年
齢
層
が
高
め
の
浄
土
ヶ
浜
ま
つ

り
で
あ
っ
た
が
、
５
月
５
日
は
こ
ど
も
の
日
で
、
趣
向
を
変
え
て
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ

体
操
コ
ン
テ
ス
ト
、
Ｍ
Ｄ
Ｓ
と
Ｍ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
ダ
ン
ス
と
い
っ
た
子
供
か
ら
若

者
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
る
。
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
体
操
コ
ン
テ
ス
ト

は
人
気
ア
ニ
メ
の
主
題
歌
「
よ
う
か
い
体
操
第
一
」
の
ダ
ン
ス
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
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合いが大切にされる
� 2015/05/04　撮影：藤野陽平
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さ
い
数
字
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。「
団
体
か
ら
少
人
数
、
教
育
旅
行
の
学
生
な

ど
多
く
の
予
約
が
ほ
ぼ
毎
日
入
り
、
利
用
者
は
九
州
、
関
東
、
北
海
道
な
ど
と
全

国
各
地
や
、
海
外
か
ら
も
訪
れ
て
い
る
（
わ
が
町
４
２
１
号
： 

30
〜
31
頁
）。
各
団

体
の
視
察
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
、
例
え
ば
２
０
１
３
年
６
月
17
日
に
は
「
３
・
11

震
災
孤
児
遺
児
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
支
援
機
構
」
が
学
ぶ
防
災
に
参
加
し
た
（
わ
が

町
４
１
５
号
： 

14
頁
）。
た
だ
し
、
宮
古
の
児
童
生
徒
は
来
て
い
な
い
。
実
際
に
被

災
し
た
子
が
い
る
の
で
、
リ
ア
ル
す
ぎ
、
ま
だ
早
す
ぎ
る
と
い
う
反
応
だ
と
い
う
。

　
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
て
い
る
学
ぶ
防
災
で
あ
る
が
、
２
０
１
４

年
10
月
時
点
で
ス
タ
ッ
フ
は
６
人
（
う
ち
１
名
は
研
修
中
で
、実
質
５
人
）
だ
っ

た
注（
４
）。
１
人
１
万
か
ら
２
万
人
程
度
の
担
当
を
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
同
時

に
多
く
の
参
加
者
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
３
班
に
分
け
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ

ス
タ
ー
ト
班
、
防
潮
堤
ス
タ
ー
ト
班
、

駅
ス
タ
ー
ト
班
と
し
て
ま
わ
し
て
い

る
。
担
当
し
て
い
る
の
は
も
と
も
と
ガ

イ
ド
の
経
験
の
な
い
人
た
ち
で
、
苦
労

が
絶
え
な
い
。
以
前
は
観
光
ホ
テ
ル
で

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
せ
て
い
た
の
で
、
１
日
に

何
度
と
な
く
上
り
下
り
を
し
な
く
て
は

な
ら
ず
、
腰
を
痛
め
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
経
験
に
つ
い
て
当

初
か
ら
ガ
イ
ド
と
し
て
関
わ
っ
て
き
た

佐
々
木
純
子
さ
ん
か
ら
２
０
１
４
年
10

月
31
日
の
午
前
10
時
か
ら
学
ぶ
防
災

の
会
場
に
て
話
を
伺
っ
た
。

　
佐
々
木
さ
ん
は
元
リ
ー
ス
会
社
の
社

員
だ
っ
た
。
当
時
は
２
５
０
件
を
担
当

注（
４
）  

学
ぶ
防
災
の
ス
タ
ッ
フ
は
観
光
協
会
に
単
年
度
契
約
で
臨
時
雇
用
と
い
う
形

で
雇
用
さ
れ
て
い
る
。

か
ら
撮
影
さ
れ
た
津
波
来
襲
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
上
映
す
る
」。

　
コ
ー
ス
は
主
に
２
種
類
あ
り
、
防

潮
堤
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
（
所
要
時
間
30

〜
60
分
）
と
防
災
エ
コ
ツ
ア
ー
体
験

コ
ー
ス
（
１
２
０
分
）
で
、
受
付
時

間
は
４
月
か
ら
10
月
が
９
時
か
ら
16

時
30
分
、
11
月
か
ら
３
月
は
９
時

か
ら
15
時
30
分
と
な
っ
て
い
る
。
参

加
費
は
防
潮
堤
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
で
一

組
１
時
間
で
４
千
円
。
エ
コ
ツ
ア
ー

は
１
万
円
。
復
興
支
援
金
と
し
て
受

け
取
り
、
観
光
ホ
テ
ル
の
維
持
に
あ

て
て
い
る
。
当
初
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
は

た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
（
写
真
８
）
注（
３
）
の
社
長
が
当
時
観
光
ホ
テ
ル
の
上
か
ら
撮

影
し
た
動
画
で
、
マ
ス
コ
ミ
に
は
出
て
い
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
を
撮
影
し
た

場
所
で
見
学
す
る
よ
う
に
し
て
い
た
。
そ
の
後
は
た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
が
津
波
遺

産
保
存
整
備
事
業
の
１
つ
と
し
て
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
立
ち
入
り
が
制
限

さ
れ
宮
古
市
田
老
総
合
事
務
所
近
く
の
会
場
で
放
映
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
わ
が

町
４
１
２
号
： 

26
頁
）。

　
こ
の
学
ぶ
防
災
は
、
利
用
者
が
２
０
１
２
年
４
月
以
来
、
２
０
１
６
年
８
月
現

在
で
11
万
１
千
１
２
１
人
（
２
０
１
２
年
度 

１
万
８
千
９
２
８
人
、
２
０
１
３
年

度 

３
万
１
千
３
９
２
人
、
２
０
１
４
年
度 

２
万
８
千
０
６
７
人
、
２
０
１
５
年

度
１
万
９
千
６
０
８
人
、
２
０
１
６
年
度 

≪
８
月
ま
で
≫ 

１
万
３
千
１
２
６
人
）

と
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
冒
頭
に
紹
介
し
た
よ
う
に
宮
古
を
訪
れ
た
観
光
客

数
が
、33
万
６
千
４
６
４
人（
２
０
１
１
年
）、73
万
９
千
５
８
０
人（
２
０
１
２
年
）、

１
１
０
万
６
千
６
０
６
人
（
２
０
１
３
年
）
程
度
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
小

注（
３
）  

１
９
６
８
年
開
業
、
６
階
建
て
延
べ
床
面
積
２
千
３
９
１
平
方
㍍
、
４
階
ま

で
被
災
し
た
。

写真７　学ぶ防災　田老防潮堤にて
� 2014/10/31　撮影：藤野陽平

写真８　たろう観光ホテル
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に
紹
介
し
た
観
光
協
会
の
事
務
局
長
山
口
さ
ん
も
学
ぶ
防
災
に
対
し
て
以
下
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
。

　
「
こ
れ
は
観
光
な
の
だ
ろ
う
か
。
被
災
し
た
地
域
で
あ
る
。
被
災
し
た
場
所
を
見

て
も
ら
う
と
い
う
売
り
方
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
葛
藤
が
あ
っ
た
。
正
直
す

ご
く
迷
っ
た
の
が
実
状
だ
っ
た
。実
際
に
か
な
り
の
人
が
被
害
を
受
け
た
。し
か
し
、

だ
か
ら
こ
そ
そ
れ
を
語
り
継
が
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
思
い
が
勝
っ
て
こ
の

形
に
な
っ
た
。
３
年
間
続
け
て
き
た
が
、
な
ん
と
か
や
っ
て
来
ら
れ
た
と
い
う
思

い
だ
。
観
光
客
が
増
え
る
こ
と
よ
り
も
防
災
意
識
が
高
ま
れ
ば
と
い
う
の
が
願
い

だ
。」

　
一
方
で
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
は
人
と
の
出
会
い

だ
。
こ
れ
で
続
け
て
い
こ
う
と
思
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
問
題
点
と
し
て
田
老

は
場
所
が
遠
い
点
を
挙
げ
て
い
る
。
宮
古
に
も
泊
ま
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
て
い

る
の
で
、
修
学
旅
行
で
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
増
え
て
い
る
が
、
当
初
は
花
巻
や

盛
岡
に
泊
ま
っ
て
、
田
老
ま
で
来
て
参
加
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
。

　
佐
々
木
さ
ん
は
「
こ
こ
ま
で
来
た
の
だ
か
ら
、
頑
張
り
た
い
。
思
い
入
れ
が
あ

る
の
で
、
学
ぶ
防
災
が
今
後
ど
う
な
る
の
か
見
届
け
た
い
。
将
来
的
に
は
田
老
で

海
藻
を
食
べ
た
り
、
買
っ
た
り
、
採
っ
た
り
も
で
き
る
複
合
的
な
施
設
と
し
た
い
。

難
し
い
と
思
う
が
観
光
の
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
く
れ

た
。

　
⑶　
浄
土
ヶ
浜
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

　
観
光
協
会
が
運
営
す
る
特
筆
す
べ
き
事
業
と
し
て
浄
土
ヶ
浜
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス（
以

下
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、 

写
真
９
）
が
あ
る
。
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
２
０
１
０
年
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
４
月
29
日
に
開
業
し
た
。
つ
ま
り
新
装
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か

り
で
被
災
し
た
こ
と
に
な
る
。
実
に
不
運
だ
っ
た
が
、
２
０
１
１
年
の
６
月
に
は

営
業
を
再
開
さ
せ
、
７
月
ま
で
に
は
重
機
で
浄
土
ヶ
浜
を
復
旧
さ
せ
、
ダ
イ
バ
ー

が
海
底
の
が
れ
き
の
撤
去
を
行
っ
た
。７
月
21
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

（
10
時
00
分
〜
11
時
00
分
）
が
あ
り
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
黒
森
神
楽
の
公
演
が
行
わ

れ
た
。
同
日
山
本
市
長
は
「
浄
土
ヶ
浜
地
区
の
観
光
拠
点
の
復
活
だ
け
で
は
な
く
、

す
る
ほ
ど
だ
っ
た
の
が
、
震
災
で
解
雇
と
な
る
。
彼
女
が
学
ぶ
防
災
に
関
わ
る
よ

う
に
な
っ
た
経
緯
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
当
初
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
立
ち
上
が
る
ぞ
宮
古
田
老
」
が
行
っ
て
い
た
が
、
規
模
が
大
き
く
な
り
賄
い

き
れ
ず
、
上
述
の
山
口
惣
一
観
光
協
会
事
務
局
長
と
相
談
し
、
２
０
１
２
年
４
月

か
ら
観
光
協
会
の
事
業
と
し
て
「
学
ぶ
防
災
」
が
始
ま
っ
た
。
佐
々
木
さ
ん
は
こ

の
こ
ろ
か
ら
関
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
だ
れ
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

災
害
の
ガ
イ
ド
で
あ
る
。
当
然
、
原
稿
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
く
、
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
作
り
上
げ
て
い
っ
た
。
当
初
は
研
究
者
や
特
に
関
心
の
あ
る
人
達
が
参
加
し

て
い
た
の
だ
が
、
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
こ
う
い
う
形
に
な
っ
て
き
た
。

　
最
初
は
防
潮
堤
の
案
内
だ
け
を
し
て
い
た
が
、
観
光
ホ
テ
ル
の
社
長
の
好
意
で

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
を
コ
ー
ス
の
中
に
と
り
い
れ
た
。
参
加
者

数
は
減
っ
て
き
て
い
る
が
、
件
数
は
増
え
て
い
る
。
ツ
ア
ー
で
の
参
加
は
減
っ
て

い
る
が
、
一
度
ツ
ア
ー
で
参
加
し
た
人
が
リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
も
う
一
度
来
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
リ
ピ
ー
タ
ー
が
さ
ら
に
新
し
い
人
を
連
れ
て
く
る
と
い
う
動

き
が
で
て
い
る
。
最
初
は
災
害
を
観
光
化
す
る
こ
と
へ
の
反
発
も
あ
っ
た
が
、
復

興
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
た
い
と
い
う
お
客
さ
ん
が
た
く
さ
ん
や
っ

て
き
て
い
る
の
で
、
感
じ
方
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
を
感
じ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
充
実
し
て
い
る
学
ぶ
防
災
の
活
動
で
あ
る
が
、
佐
々
木
さ
ん
は
い

く
つ
か
の
葛
藤
を
抱
え
て
も
い
る
。
そ
れ
は
第
１
に
自
分
が
こ
の
仕
事
に
ふ
さ
わ

し
い
の
だ
ろ
う
か
。
未
熟
者
の
私
が
や
る
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
点
、
第
２

に
被
災
し
た
人
た
ち
は
「
学
ぶ
防
災
」
に
つ
い
て
ど
う
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

と
い
う
点
、
第
３
に
ガ
イ
ド
中
に
感
情
が
お
さ
え
き
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
点

で
あ
る
と
い
う
。
３
番
目
の
件
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
る
と
１
年
く
ら
い
ま
で
は
涙
が
止

ま
ら
ず
動
悸
も
し
て
い
た
。
観
光
客
を
連
れ
て
き
た
あ
る
添
乗
員
さ
ん
に
「
泣
い

て
い
る
と
話
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
か
ら
よ
く
な
い
」
と
批
判
さ
れ
、「
ガ
ー
ン
と
き

た
」と
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
と
振
り
返
る
。別
の
人
に
は「
話
が
長
い
、お
客
が
飽
き
る
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
長
い
事
立
た
せ
て
お
く
の
だ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
徐
々
に
慣
れ
て
き
て
笑
っ
て
話
せ
る
自
分
に
も
微
妙
な
感
情
を
持
つ
こ
と

が
あ
る
。
こ
う
し
た
葛
藤
は
佐
々
木
さ
ん
１
人
が
抱
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、
先

各分野での震災後の取り組み
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な
か
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
島
崎
さ
ん
が
後
日
、
自
転
車
で
見
回
っ
て
い
た
ら
、
藤

の
川
あ
た
り
に
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
椅
子
が
１
つ
流
れ
着
い
て
い
る
の
を
見
つ
け
た

こ
と
も
あ
り
、「
こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
流
さ
れ
た
の
か
」
と
感
じ
た
。
当
時
は
被

害
よ
り
も
避
難
が
優
先
さ
れ
た
。
揺
れ
が
大
き
か
っ
た
の
で
津
波
の
有
無
を
確
認

す
る
以
前
に
全
員
第
３
駐
車
場
へ
移
動
し
て
も
ら
い
、
職
員
も
必
要
最
小
限
の
も

の
を
も
っ
て
避
難
し
た
。
そ
の
時
に
海
を
見
た
と
こ
ろ
、
波
が
引
い
て
い
た
の
で
、

こ
れ
は
津
波
が
来
る
と
警
報
が
出
る
以
前
に
わ
か
っ
た
。
そ
の
時
は
感
じ
た
こ
と

の
な
い
異
様
な
静
け
さ
だ
っ
た
と
い
い
、
何
の
音
も
せ
ず
、
ウ
ミ
ネ
コ
の
声
す
ら

し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
突
然
、
木
を
な
ぎ
倒
す
音
が
し
て
そ
れ
と
共
に
津
波
が

来
た
。

　
３
月
の
浄
土
ヶ
浜
は
閑
散
期
な
の
で
、
客
の
誘
導
か
ら
避
難
ま
で
20
分
で
終
え

る
こ
と
が
で
き
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
た
。
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
時
計
は
３
時
21
分
で
止

ま
っ
て
い
た
の
で
、
津
波
が
来
た
の
は
地
震
の
後
35
分
後
の
こ
と
で
、
避
難
し
て

か
ら
15
分
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
引
き
波
を
見
た
の
で
、
逃
げ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
は
明
白
だ
っ
た
。
鍬
ヶ
崎
の
方
で
は
家
が
波
に
引
っ
張
ら
れ
、
大
橋

の
上
か
ら
は
完
全
に
水
が
引
い
て
い
た
の
を
目
に
し
た
。

　

当
時
の
副
支
配
人
が
降
り
て
様
子
を
見
に
行
こ
う
と
し
た
が
、
カ
ー
ブ
を
曲

が
っ
た
と
こ
ろ
で
浄
土
ヶ
浜
が
見
え
、
岩
の
３
分
の
２
ほ
ど
が
水
に
沈
ん
で
い
た

の
で
、
あ
き
ら
め
て
引
き
返
し
て
き
た
。
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
も
１
階
く
ら
い
の
被
害

で
収
ま
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
翌
日
に
な
っ
て
職
員
３
人
（
支

配
人
、
副
支
配
人
、
島
崎
さ
ん
）
で
見
に
来
て
み
る
と
、
現
実
に
は
す
べ
て
呑
み

込
ま
れ
て
い
た
。

　
１
週
間
ほ
ど
経
っ
て
片
づ
け
を
は
じ
め
た
。
そ
の
時
の
心
境
を
「
復
旧
す
る
か

ど
う
か
、
今
後
ど
う
な
る
か
、
そ
う
い
う
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
中
、
片
付
け
だ
け

は
は
じ
め
た
。
ど
う
な
る
の
か
誰
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
。」と
振
り
返
る
。
た
だ
し
、

片
付
け
も
浄
土
ヶ
浜
は
海
が
き
れ
い
で
ヘ
ド
ロ
も
な
か
っ
た
た
め
、
大
木
を
撤
去

す
る
程
度
で
す
ん
だ
。
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
千
人
ほ
ど
来

て
く
れ
た
が
、
あ
ま
り
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
浄
土
ヶ
浜
の
景
観
は
引
き
波
で

何
か
が
ぶ
つ
か
っ
て
傷
が
付
い
た
程
度
で
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

観
光
都
市
と
し
て
の
本
市
の
復
興

を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、併
せ
て
同
日
、

浄
土
ヶ
浜
感
謝
祭
（
11
時
00
分
〜

15
時
00
分
）
と
し
て
、
太
鼓
や
歌
謡

シ
ョ
ー
、
餅
つ
き
、
海
鮮
丼
格
安
販

売
な
ど
も
あ
っ
た
（
わ
が
町
３
９
４

号
： 

30
〜
31
頁
、
広
報
１
６
６
号
： 

６
頁
、
１
６
９
号
： 

24
頁
）。

　

そ
の
後
も
宮
古
市
の
サ
ー
モ
ン

く
ん
、
み
や
こ
ち
ゃ
ん
、
浄
土
ヶ
浜

の
ウ
ミ
ネ
コ
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ウ

ミ
ネ
コ
ち
ゃ
ん
と
写
真
が
撮
れ
る

２
０
１
３
年
６
月
に
ア
ク
リ
ル
製

１・８
×
１・８
㍍
の
「
顔
出
し
看
板
」
を
設
置
し
た
り
（
わ
が
町
４
１
６
号
： 

18

頁
）、
食
堂
の
名
称
を
２
０
１
４
年
７
月
19
日
か
ら
８
月
31
日
に
公
募
し
（
応
募
総

数
２
８
８
点
）、「
浜
処
う
み
ね
こ
亭
」
と
し
注（
５
）、

12
月
６
日
に
お
披
露
目
会
が

行
わ
れ
る
な
ど
活
発
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
る
（
広
報
２
２
５
号： 

13
頁
）。

震
災
当
日
と
被
災
状
況

　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
被
災
状
況
や
復
興
に
向
け
た
動
き
を
営
業
部
次
長
の
島
崎

凖
さ
ん
か
ら
２
０
１
５
年
２
月
23
日
に
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
て
お
話
を
伺
っ
た
。

　
島
崎
さ
ん
は
震
災
当
日
も
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
勤
務
し
て
い
た
。
今
ま
で
に
感
じ

た
こ
と
の
な
い
揺
れ
だ
っ
た
が
、地
震
で
の
被
害
は
な
く
、皿
１
枚
落
ち
な
か
っ
た
。

被
害
は
津
波
の
引
き
波
に
よ
る
も
の
で
、
台
所
や
机
な
ど
が
流
さ
れ
て
何
も
残
ら

注（
５
）  

こ
の
店
名
公
募
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
使
用
せ
ず
、
来
店
し
た
人
に
応
募

し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
は
実
際
に
来
て
く
れ
た
人
に
考
え
て
ほ
し

い
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
と
い
う
。

写�真９　浄土ヶ浜レストハウス、２階の屋根近くまで
浸水した
� 2015/02/16　撮影：藤野陽平
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く
て
は
い
け
な
い
。
そ
れ
で
い
て
先
に
進
む
。
被
災
と
い
う
こ
と
を
ふ
ま
え
て
自

分
達
も
甘
え
な
い
よ
う
に
。
も
う
ず
い
ぶ
ん
時
間
が
た
っ
た
の
で
、
被
災
の
こ
と

を
言
わ
な
く
て
い
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
自
分
達
で
や
っ
て
い
く
。
自
分
達
が
や
っ
た
の
だ
と
い
う
自
信

が
な
い
と
な
あ
な
あ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
い
つ
ま
で
も
被
災
し
た
と
こ
ろ
と
い
う

看
板
に
甘
え
て
は
い
ら
れ
な
い
。『
な
ん
だ
、
あ
の
頃
と
か
わ
っ
て
な
い
で
は
な
い

か
』
と
は
い
わ
れ
た
く
な
い
の
だ
。」

　
食
事
だ
け
で
は
な
く
、
お
土
産
品
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
代
表
的
な
存
在
が

「
た
つ
っ
と
浜
だ
れ
」
シ
リ
ー
ズ
（
写
真
11
）
で
あ
ろ
う
。
被
災
後
１
年
ほ
ど
た
っ

た
時
に
新
し
い
お
土
産
を
作
ろ
う
と
生
ま
れ
た
商
品
で
あ
る
。
お
菓
子
な
ど
の
加

工
品
は
味
が
決
ま
っ
て
い
て
独
自
性
が
出
せ
な
い
が
、
調
味
料
な
ら
消
費
者
が
ア

レ
ン
ジ
で
き
る
の
で
独
自
の
味
が
表
現
で
き
、
宮
古
の
独
自
性
も
出
せ
る
と
い
う

ア
イ
デ
ィ
ア
だ
。
ま
た
、
調
味
料
な
の
で
、
お
せ
ん
べ
い
の
味
付
け
に
使
う
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
も
の
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
の
も
魅
力
だ
と
い
う
。

　
売
れ
行
き
も
好
調
で
、
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
だ
け
で
２
０
１
４
年
度

１
万
５
千
本
販
売
し
た
。
商
品
名
に

使
っ
て
い
る
「
た
つ
っ
と
」
と
は
雨

や
し
ず
く
が
「
た
つ
た
つ
っ
」
と
落

ち
る
音
の
宮
古
方
言
か
ら
と
っ
て
い

る
。
濃
縮
15
倍
は
普
通
の
調
味
料

か
ら
す
れ
ば
濃
い
が
、
お
土
産
物
な

の
で
少
量
で
か
さ
ば
ら
ず
、
重
く
な

い
も
の
が
よ
い
と
考
え
、
こ
う
な
っ

た
。「
宮
古
の
人
に
も
食
べ
て
も
ら
っ

て
、『
宮
古
の
味
だ
べ
』
と
思
っ
て

も
ら
い
、
宮
古
市
民
と
一
緒
に
全
国

に
売
っ
て
い
き
た
い
。
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
監
修
の
「
た
つ
っ
と
浜
だ
れ
」
を

営
業
再
開
か
ら
復
興
へ

　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
す
ぐ
に
営
業
再
開
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
建

物
が
被
災
し
た
た
め
に
改
修
が
終
わ
る
ま
で
は
プ
レ
ハ
ブ
で
の
運
営
と
な
っ
た
。

そ
の
間
は
お
手
洗
い
、
土
産
物
の
販
売
、
休
憩
所
の
提
供
の
み
で
、
食
事
は
で
き

な
か
っ
た
。
浄
土
ヶ
浜
ま
つ
り
も
２
０
１
１
年
は
間
に
合
わ
ず
、
翌
２
０
１
２
年

か
ら
プ
レ
ハ
ブ
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
再
開
さ
せ
た
。
２
０
１
１
年
は
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
と
し
て
何
も
で
き
な
か
っ
た
。
夏
に
は
海
水
浴
場
も
オ
ー
プ
ン
し
て
い
な
い
の

で
、
テ
ン
ト
を
出
し
て
軽
食
を
出
し
た
が
、
何
か
事
故
が
あ
っ
て
も
自
己
責
任
で

と
い
う
形
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
営
業
再
開
後
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
動
き
は
活
発
だ
っ
た
。
浄
土
ヶ
浜

カ
レ
ー
（
写
真
10
）
や
季
節
の
ラ
ー
メ
ン
な
ど
、
地
域
の
食
材
を
も
ち
い
た
特
色

の
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
並
べ
、
う
み
ね
こ
亭
の
食
事
に
は
力
を
入
れ
て
い
る
。
全
国

各
地
に
あ
る
観
光
地
に
附
設
し
た
施
設
は
食
事
を
し
て
も
安
く
な
く
て
、
し
か
も

お
い
し
い
も
の
が
出
て
こ
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
し
か
し
、「
安
く
て
美

味
し
い
も
の
が
出
る
と
思
っ
て
ほ
し
い
」
と
島
崎
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、
浄
土
ヶ

浜
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
そ
う
い
っ
た

イ
メ
ー
ジ
を
打
ち
崩
す
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。
し
か
も
、
被
災
後
メ

ニ
ュ
ー
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
し

て
お
り
、
単
に
元
に
戻
す
復
旧
で
は

な
く
、
さ
ら
に
先
に
進
む
復
興
を
体

現
し
て
い
る
。
島
崎
さ
ん
は
こ
の
よ

う
に
語
る
。

　
「
は
じ
め
は
元
に
戻
す
の
だ
と
復

旧
す
る
た
め
の
努
力
だ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
は
被
災
地
を
観
光
し
て

も
ら
っ
て
い
る
よ
う
で
は
だ
め
だ
と

思
っ
た
。
徐
々
に
被
災
地
が
観
光
地

に
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
が
、
そ
う

で
は
な
く
て
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
な

写真10　浄土ヶ浜を模した浄土ヶ浜カレー
� 2015/05/04　撮影：藤野陽平

写真11　たつっとシリーズ
� 2015/02/24　撮影：藤野陽平
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い
か
な
い
だ
ろ
う
。
特
に
宮
古
市
の
場
合
に
は
三
陸
鉄
道
（
写
真
12
）
が
象
徴
的
な

存
在
で
あ
り
、
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
吉
本
浩
二
（
２
０
１
２
年
）

の
漫
画
『
さ
ん
て
つ
』
を
皮
切
り
に
中
井
精
也
（
２
０
１
４
年
）、源
明
輝
（
２
０
１
４

年
）、
国
松
俊
英
著
、
間
瀬
な
お
か
た
イ
ラ
ス
ト
（
２
０
１
４
年
）、
品
川
雅
彦

（
２
０
１
４
年
）、
冨
手
淳
（
２
０
１
４
年
）
と
い
っ
た
書
籍
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
当
時
の
緊
迫
し
た
空
気
を
伝
え
る
好
著
で
あ
る
。
紙
幅
の
関
係
上
、
よ
り

詳
し
く
は
こ
れ
ら
の
書
籍
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
概
略
を
述
べ
る
に
と
ど
め
る
。

　
２
０
１
５
年
２
月
20
日
に
『
線
路
は
つ
な
が
っ
た　
―
三
陸
鉄
道
復
興
の
始
発

駅
』
の
著
者
で
も
あ
り
、漫
画
『
さ
ん
て
つ
』
に
も
登
場
す
る
三
陸
鉄
道
旅
客
サ
ー

ビ
ス
部
部
長
の
冨
手
淳
さ
ん
（
１
９
６
１
年
生
）
に
、
三
陸
鉄
道
事
務
所
に
て
お

話
を
伺
っ
た
。
ご
著
書
の
内
容
と
共
に
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

　
⑴　
被
災
か
ら
全
線
復
旧

　
地
震
の
直
後
、
大
き
な
揺
れ
か
ら
津
波
が
来
る
こ
と
を
確
信
し
た
冨
手
さ
ん
は

駅
員
に
「
津
波
が
来
る
か
ら
避
難
！
」
と
叫
ん
だ
。
そ
の
後
、
社
長
か
ら
一
般
社

員
と
乗
客
は
指
定
さ
れ
て
い
る
宮
古
小
学
校
へ
避
難
す
る
と
い
う
指
示
が
出
る
。

幹
部
社
員
は
本
社
に
残
っ
て
い
た

が
、
15
時
45
分
ご
ろ
宮
古
駅
す
ぐ

の
跨
線
橋
「
出
会
い
橋
」
へ
と
避
難

し
た
。
日
が
暮
れ
て
き
た
が
停
電
で

電
気
が
使
え
な
い
。
そ
こ
で
、
駅
に

停
車
中
だ
っ
た
車
両
の
エ
ン
ジ
ン
を

か
け
、
本
社
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を

持
ち
込
み
、
急
き
ょ
「
災
害
対
策

本
部
」と
し
た（
冨
手
２
０
１
４
年：

８
〜
21
頁
）。
す
ぐ
に
社
員
の
安
否

確
認
が
行
わ
れ
、
15
日
ま
で
に
全

社
員
の
無
事
が
確
認
さ
れ
た
（
冨

手
２
０
１
４
年
： 

25
頁
）。

　

津
波
警
報
が
津
波
注
意
報
へ
と

認
め
て
も
ら
え
れ
ば
、
そ
れ
は
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
食
事
を
認
め
て
も
ら
っ
た
こ
と

と
同
じ
こ
と
。
宮
古
の
人
達
に
も
好
評
で
、お
土
産
に
持
っ
て
い
っ
た
ら
ま
た
買
っ

て
き
て
と
言
わ
れ
た
と
い
う
声
を
き
く
。
こ
れ
こ
そ
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
と
い
う

こ
と
だ
ろ
う
。
宮
古
の
外
か
ら
来
た
人
は
も
ち
ろ
ん
、宮
古
の
人
と
も
パ
ー
ト
ナ
ー

に
な
る
。
ソ
ト
か
ら
広
が
る
の
と
、
ウ
チ
か
ら
広
が
る
の
で
は
意
味
が
違
う
。
ウ

チ
の
人
に
は
基
礎
が
あ
る
。
ウ
チ
の
人
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
れ
ば
閑
散
期
も
な

く
な
る
」
と
い
う
。

　
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
ブ
ー
ム
や
三
陸
鉄
道
の
全
線
開
通
等
に
加
え
て
、
こ
う
し
た
努

力
の
結
果
だ
ろ
う
か
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
の
２
０
１
４
年
度
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の

来
客
数
は
、
そ
れ
ま
で
で
一
番
客
入
り
が
良
か
っ
た
と
い
う
。
冒
頭
で
紹
介
し
た

よ
う
に
来
宮
観
光
客
数
は
震
災
後
、
激
減
し
て
い
る
が
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
関
し

て
は
震
災
前
よ
り
も
増
え
て
い
る
。
団
体
客
が
多
く
、
２
０
１
４
年
度
は
ツ
ア
ー

客
だ
け
で
５
万
５
千
人
が
訪
問
し
、
こ
れ
に
一
般
客
が
加
わ
る
。

　
「
被
災
し
た
か
ら
こ
そ
メ
デ
ィ
ア
に
よ
く
取
り
上
げ
て
も
ら
い
、
広
く
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
実
際
に
被
災
し
た
人
に
は
言
い
づ
ら
い
が
、
何
に
で
も

い
い
面
と
悪
い
面
が
あ
る
。
多
く
の
人
に
来
て
も
ら
っ
て
そ
れ
を
リ
ピ
ー
タ
ー
に

な
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
今
が
勝
負
時
だ
。
い
い
意
味
で
観
光
施
設
っ
ぽ
く
な
い

観
光
施
設
に
し
た
い
。
こ
う
い
う
場
所
は
高
く
て
美
味
し
く
な
い
、
他
の
選
択

肢
が
な
い
か
ら
し
ょ
う
が
な
く
利
用
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
そ
う
い

う
も
の
を
打
破
し
た
い
。
だ
か
ら
、
食
に
こ
だ
わ
る
。
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
て

も
ら
い
、
そ
の
う
え
に
浄
土
ヶ
浜
が
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
。
楽
し
さ
の
提
供
を

し
た
い
。」

　
「
津
波
は
い
ず
れ
ま
た
来
る
。
こ
れ
ま
で
も
来
て
い
た
。
そ
う
し
た
時
で
も
前
の

住
民
た
ち
が
全
力
で
や
っ
た
か
ら
早
く
再
開
で
き
た
と
思
わ
れ
た
い
。
こ
こ
は
大

切
な
場
所
な
ん
だ
と
思
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
う
い
う
風
に
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。」

２　
三
陸
鉄
道

　
観
光
の
復
興
と
い
う
意
味
で
、
交
通
機
関
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
な
い
わ
け
に
は

写真12　三陸鉄道宮古駅
� 2015/12/06　撮影：藤野陽平

観光の被災と復興



654

３
９
３
号
： 

24
〜
25
頁
、
冨
手
２
０
１
４
年
： 

58
〜
59
頁
）。

　

そ
の
後
、
２
０
１
２
年
４
月
に
は
北
リ
ア
ス
線
の
陸
中
野
田
〜
田
野
畑
間
が

復
旧
、
２
０
１
３
年
４
月
に
は
１
日
７
往
復
で
南
リ
ア
ス
線
の
盛
〜
吉
浜
間
が

復
旧
し
た
。
安
全
確
認
の
た
め
所
要
時
間
41
〜
50
分
の
運
行
で
、
新
型
車
両
36-

７
０
０
形
の
運
行
も
始
ま
り
、記
念
乗
車
券
千
枚（
１
枚
６
８
０
円
）も
販
売
し
た
。

　
２
０
１
４
年
４
月
６
日
に
は
小
本
〜
田
野
畑
間
が
開
通
し
、
全
線
の
運
行
再
開

と
な
っ
た
。
当
日
は
北
三
陸
満
喫
号
が
久
慈
11
時
15
分
発
、
宮
古
13
時
15
分
着
で

運
行
、事
前
申
し
込
み
を
し
た
48
人
が
乗
車
し
た
。「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」の「
大
吉
駅
長
」

と
「
吉
田
副
駅
長
」
が
参
加
し
て
、
観
光
協
会
と
共
同
で
実
施
し
、
各
駅
で
の
歓

迎
の
振
る
舞
い
等
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
昼
食
は
「
う
に
丼
」
だ
っ
た
。
当
日
11

時
25
分
か
ら
宮
古
駅
前
で
運
行
再
開
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
望
月
社
長
が
「
こ
こ

に
運
行
の
再
開
を
宣
言
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
た
。
続
い
て
復
旧
を
祝
う
ハ
ロ
ー

キ
テ
ィ
の
「
Ｈ
Ｕ
Ｇ
し
て
ぎ
ゅ
」、
物
産
販
売
、
歌
謡
シ
ョ
ー
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ

た
。さ
ら
に
ク
ウ
ェ
ー
ト
国
の
支
援
で
８
両
の
新
車
両
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

記
念
式
典
に
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
大
使
も
参
加
し
た
。
女
優
の
藤
原
紀
香
さ
ん
も
参
加

し
、
く
す
玉
割
り
を
行
っ
た
。
当
日
は
１
９
８
４
年
の
開
通
以
来
の
人
手
と
な
っ
た

（
わ
が
町
４
１
２
号
：
53
頁
、
４
２
４
号
：
52
頁
、
４
２
５
号
：
50
頁
、
４
２
６
号
：

21
〜
28
頁
、
広
報
２
０
７
号
：
18
頁
、
２
０
９
号
：
１
〜
２
、
24
頁
）
注（
７
）。

　
⑵　
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み

　
三
鉄
は
震
災
後
、
通
常
の
運
行
の
他
に
様
々
な
試
み
を
行
っ
て
き
た
。
こ
こ
で

は
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
た
い
。

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
研
修
（http

：//w
w

w
.sanrikutetsudou.com

/?p=263

）

　
２
０
１
１
年
５
月
か
ら
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
研
修
と
し
て
、
被
災
地
を
視
察
す
る

ツ
ア
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
取
り
組
ん
だ
。
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
に
は
被
災
地
の

最
前
線
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
被
災
地
で
物
見
遊
山
は
で
き
な
い
の

注（
７
）  

全
国
初
の
第
３
セ
ク
タ
で
の
鉄
道
と
し
て
１
９
８
４
年
４
月
１
日
に
開
業
し

た
当
時
の
様
子
は
『
み
や
こ
わ
が
町
』
誌
の
４
１
３
号
に
も
特
集
が
組
ま
れ

て
い
る
。

変
わ
っ
た
13
日
、
冨
手
さ
ん
は
三
鉄
の
社
長
望
月
正
彦
さ
ん
と
と
も
に
現
場
の

視
察
へ
む
か
う
。
沿
岸
部
の
道
は
通
行
止
め
で
あ
っ
た
が
、
山
菜
取
り
が
趣
味
の

社
長
は
林
道
を
熟
知
し
て
お
り
、
迂
回
し
な
が
ら
各
駅
を
確
認
し
て
い
っ
た
。
そ

こ
で
２
人
の
目
の
前
に
現
れ
た
の
は
変
わ
り
果
て
た
沿
岸
の
姿
で
あ
っ
た
。
田
老

で
は
線
路
を
道
路
代
わ
り
に
歩
く
人
々
を
目
の
当
た
り
に
し
、
ま
た
田
野
畑
で
は

三
鉄
は
い
つ
動
く
の
だ
と
い
う
声
を
か
け
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
望
月
さ
ん

は
「
と
に
か
く
列
車
を
走
ら
せ
よ
う
。
一
刻
も
早
く
走
ら
せ
よ
う
」
と
冨
手
さ
ん

に
語
っ
た
（
冨
手
２
０
１
４
年
： 

28
〜
39
頁
）。

　
本
社
に
戻
っ
た
望
月
社
長
は
社
員
に
対
し
て
、16
日
ま
で
に
列
車
を
動
か
す
こ
と
、

そ
し
て
１
週
間
は
運
賃
を
無
料
と
す
る
こ
と
を
指
示
す
る
。
実
際
、
５
日
後
の
16
日

に
は
久
慈
か
ら
陸
中
野
田
ま
で
運
転
再
開
し
注（
６
）、
９
日
後
の
20
日
に
は
宮
古
〜
田

老
間
で
、
29
日
に
は
田
老
〜
小
本
間
の
運
行
を
再
開
さ
せ
た
。
運
賃
は
３
月
中
は
無

料
、
４
月
以
降
は
原
則
１
０
０
円
単
位
の
臨
時
割
引
運
賃
（
被
災
証
明
書
持
参
者
は

無
料
）、
陸
中
野
田
〜
小
本
間
は
県
北
バ
ス
の
臨
時
路
線
が
設
定
さ
れ
、
平
日
の
み

４
往
復
し
た
（
冨
手
２
０
１
４
年
： 

54
〜
57
頁
、
わ
が
町
４
２
６
号
： 

21
〜
28
頁
）。

全
１
０
７
㌔
中
、
線
路
の
被
害
は
５
・
６
㌔
。
北
リ
ア
ス
線
が
70
か
所
被
災
、
南
リ

ア
ス
線
は
２
４
７
か
所
で
、
営
業
再
開
は
難
し
い
と
み
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
震
災

か
ら
１
か
月
ほ
ど
た
っ
た
４
月
18
日
に
、
望
月
社
長
は
３
年
以
内
で
の
全
線
復
旧
計

画
案
を
沿
線
の
市
町
村
長
に
提
示
し
、復
旧
さ
せ
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
委
ね
た（
冨

手
２
０
１
４
年
： 

62
頁
）。
そ
の
結
果
、
全
線
復
旧
さ
せ
る
と
い
う
合
意
が
形
成
さ

れ
た
。

　
震
災
後
授
業
の
再
開
に
と
も
な
い
、
通
学
で
三
鉄
を
利
用
す
る
乗
客
が
増
え
て

き
た
。
し
か
し
、
宮
古
〜
小
本
間
に
は
一
両
し
か
車
両
が
な
く
、
輸
送
力
が
不
足

し
て
き
た
。
そ
こ
で
、
５
月
26
日
か
ら
28
日
に
久
慈
の
車
両
基
地
か
ら
宮
古
へ
２

両
を
ト
レ
ー
ラ
ー
で
陸
送
し
た
。
27
日
か
ら
28
日
に
順
次
宮
古
に
到
着
し
レ
ー
ル

に
降
ろ
さ
れ
た
。
こ
れ
で
１
両
だ
け
で
は
増
結
が
で
き
な
い
他
、
定
期
検
査
時
や

故
障
時
に
営
業
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
等
の
問
題
を
解
決
で
き
た
（
わ
が
町

注（
６
）  

31
日
ま
で
に
宮
古
駅
で
定
期
乗
車
券
と
回
数
券
の
払
い
戻
し
も
行
わ
れ
た（
広

報
特
別
号
５
： 

６
頁
）。

各分野での震災後の取り組み
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か
ら
田
野
畑
の
コ
ー
ス
を
ゆ
っ
く
り
走
っ
て
説
明
を
聞
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

教
育
旅
行
を
想
定
し
て
い
た
の
で
、
中
高
生
が
修
学
旅
行
で
来
て
い
る
。
こ
ち
ら

も
社
員
が
ガ
イ
ド
を
務
め
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
宮
古
は
ト
ン
ネ
ル
が
多
い
の
で

向
か
な
い
。
昨
年
度
は
５
千
人
ほ
ど
だ
っ
た
の
が
、
今
年
度
は
１
万
人
を
超
え
た
。

修
学
旅
行
客
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
バ
ス
で
久
慈
ま
で
来
て
、
田
野
畑
ま
で
鉄
道

で
移
動
し
、
田
野
畑
か
ら
バ
ス
で
帰
る
（
冨
手
２
０
１
４
年
： 

95
頁
）。

企
画
列
車
（
お
座
敷
列
車
、
レ
ト
ロ
列
車
な
ど
）

　
三
鉄
に
は
お
座
敷
列
車
「
さ
ん
り
く
し
お
か
ぜ
」（
２
０
０
２
年
よ
り
運
行
）、

レ
ト
ロ
列
車
「
さ
ん
り
く
し
お
さ
い
」（
２
０
０
５
年
よ
り
運
行
、
そ
れ
以
前
は

１
９
９
０
年
に
導
入
さ
れ
た「
く
ろ
し
お
号
」と「
お
や
し
お
号
」が
活
躍
し
て
い
た
）

と
い
う
車
両
が
あ
る
。
冬
場
に
は
お
座
敷
列
車
に
こ
た
つ
を
設
え
た
「
こ
た
つ
列

車
」（
２
０
０
４
年
よ
り
運
行
）
も
登
場
す
る
。
お
座
敷
列
車
は
冬
の
観
光
客
が
減

る
時
期
は
、
利
用
が
少
な
い
こ
と
か
ら
こ
た
つ
に
し
て
み
た
ら
ヒ
ッ
ト
し
た
。
問

い
合
わ
せ
が
多
く
、
満
席
が
続
き
、
２
週
間
前
に
は
予
約
で
埋
ま
っ
て
し
ま
う
ほ

ど
好
評
だ
。
震
災
以
前
は
北
と
南
に
レ
ト
ロ
列
車
は
一
両
ず
つ
配
置
さ
れ
て
い
た

が
、
い
ず
れ
も
定
期
検
査
で
久
慈
に
あ
っ
た
た
め
に
被
災
を
免
れ
た
。

　
こ
の
こ
た
つ
列
車
は
震
災
後
２
０
１
２
年
12
月
15
日
か
ら
２
０
１
３
年
３
月
31

日
ま
で
２
年
ぶ
り
の
復
活
を
果
た
し
た
。
土
日
祝
日
に
北
リ
ア
ス
線
の
田
野
畑
〜

久
慈
間
を
久
慈
12
時
30
分
、
田
野
畑
13
時
35
分
発
の
一
日
一
往
復
で
運
行
し
て
い

る
。
全
席
指
定
の
予
約
制
で
、
弁
当
の
販
売
や
「
な
も
み
」
の
イ
ベ
ン
ト
も
お
こ

な
わ
れ
た
（
わ
が
町
４
０
８
号
： 

52
頁
）。

　
２
０
１
４
年
12
月
６
日
か
ら
２
０
１
５
年
３
月
29
日
ま
で
の
土
曜
休
日
と
１
月

１
〜
12
日
は
毎
日
運
転
し
、
料
金
は
久
慈
〜
宮
古
間
で
片
道
１
千
８
５
０
円
、
指

定
席
３
１
０
円
で
あ
っ
た
。
久
慈
発
12
時
15
分
、
宮
古
着
13
時
54
分
。
宮
古
発
15

時
05
分
、
久
慈
着
16
時
45
分
の
一
日
一
往
復
で
あ
る
。
こ
た
つ
列
車
乗
車
証
明
書
、

こ
た
つ
列
車
南
部
せ
ん
べ
い
の
記
念
品
も
セ
ッ
ト
さ
れ
、
前
年
ま
で
と
同
様
に
途

中
、「
な
も
み
」
も
登
場
し
、
海
鮮
弁
当
（
う
に
あ
わ
び
弁
当
、
ほ
た
て
弁
当
、
う

に
丼
）
も
予
約
販
売
さ
れ
た
（
わ
が
町
４
３
２
号
）。

　
お
座
敷
列
車
と
レ
ト
ロ
列
車
は
夏
か
ら
秋
の
運
行
を
行
っ
て
い
る
。
２
０
１
４
年

で
、
ツ
ア
ー
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
研
修
で
あ
り
、
団
体
の
視
察
、
支
援
の
た
め

の
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
県
庁
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
、「
視
察
し

た
い
け
れ
ど
、
ど
う
し
た
ら
そ
れ
が
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
人
も
多
い

の
だ
か
ら
、
ツ
ア
ー
業
務
を
商
売
と
し
て
や
る
べ
き
だ
」
と
、
三
陸
鉄
道
に
打
診

が
あ
り
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
あ
ま
り
好
意
的
に
思
っ
て
い
な
い
人
も
い
る

よ
う
だ
が
、
観
光
と
い
う
意
味
で
は
宮
古
に
人
を
呼
ば
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い

う
思
い
と
、
当
時
、
会
社
の
一
部
し
か
動
い
て
い
な
い
状
態
で
、
社
員
を
ど
う
使

う
か
を
考
え
て
い
た
。
仕
事
を
作
ら
な
く
て
は
社
員
が
路
頭
に
迷
っ
て
し
ま
う
。

社
長
が
３
年
で
復
旧
す
る
と
い
う
計
画
を
出
し
て
い
る
以
上
、
そ
れ
ま
で
社
員
を

解
雇
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
な
ん
と
か
雇
い
続
け
る
意
味
合
い
も
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
に
価
格
も
割
高
に
設
定
し
て
い
る
。
そ
の
か
わ
り
社
員
が
全
行
程
に
同

行
し
て
、
配
布
さ
れ
る
資
料
も
多
い
。
旅
程
も
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
な
の
で
、
利
用

客
の
希
望
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
で
通
常
の
商
品
と
は
異
な
っ
て

い
る
。
全
線
が
つ
な
が
る
ま
で
は
全
行
程
を
バ
ス
で
回
っ
て
い
た
。
現
在
は
、
希

望
が
あ
れ
ば
列
車
を
コ
ー
ス
に
加
え
て
い
る
。
２
０
１
２
年
度
ま
で
に
３
０
０
団

体
、
６
千
６
０
０
名
以
上
が
参
加
し
た
。
コ
ー
ス
の
一
例
（
10
名
以
上
で
１
人

２
万
８
千
円
か
ら
、
20
名
以
上
で
１
人
２
万
５
千
円
か
ら
、
い
ず
れ
も
昼
食
２
回
、

朝
食
、
宿
泊
付
き
）
が
冨
手
さ
ん
の
ご
著
書
（
２
０
１
４
年
： 
69
頁
）
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
（
冨
手
２
０
１
４
年
： 

67
頁
）。

　
１
日
目　
東
北
新
幹
線
一
ノ
関
駅
出
発
→
陸
前
高
田
市
、
奇
跡
の
一
本
松
な
ど　
　

　
　
　
　
　
→
大
船
渡
市
、
復
興
商
店
街
屋
台
村
な
ど
→
釜
石
市
、
唐
丹
町
白
浜

　
　
　
　
　
地
区
→
大
槌
町
、
旧
大
槌
役
場
庁
舎
な
ど
→
山
田
町
（
視
察
）
→
宮

　
　
　
　
　
古
市
、
宿
泊

　
２
日
目　
宮
古
市
街
地
（
視
察
）
→
田
老
地
区
、防
潮
堤
な
ど
→
島
越
駅
前
（
視

　
　
　
　
　
察
）
→
盛
岡
駅
着

震
災
学
習
列
車
（http://w

w
w

.sanrikutetsudou.com
/?p=

239

）

　
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
研
修
の
他
に
、
修
学
旅
行
を
対
象
と
し
た
震
災
学
習
列
車
と

い
う
ツ
ア
ー
を
、
宮
古
と
田
野
畑
が
つ
な
が
っ
た
２
０
１
２
年
６
月
よ
り
提
供
し

始
め
た
。
こ
ち
ら
は
比
較
的
安
価
で
１
車
両
５
万
５
千
円
で
利
用
で
き
る
。
久
慈

観光の被災と復興
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全
体
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と
も
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
大
ヒ
ッ
ト
し
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」に
登
場
す
る「
北
鉄
」の
モ
デ
ル
と
な
っ

た
こ
と
に
も
象
徴
的
に
表
れ
て
い
る
。
冨
手
さ
ん
も
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
効
果
」
に
つ

い
て
「
は
ん
ぱ
じ
ゃ
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
（
冨
手
２
０
１
４
年
： 

１
６
２
頁
）

注（
８
）。
こ
の
よ
う
に
注
目
を
集
め
た
三
陸
鉄
道
に
は
多
く
の
支
援
が
寄
せ
ら
れ
た
。

「
支
援
し
て
く
れ
た
企
業
は
数
限
り
な
い
」
と
冨
手
さ
ん
が
い
う
よ
う
に
、
そ
の
全

て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
代
表
的
な
も
の
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
オ
ー
ナ
ー
募
集

　
三
陸
鉄
道
復
旧
支
援
の
た
め
、
１
年
間
広
告
料
30
万
で
60
×
60

セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
ヘ
ッ
ド

マ
ー
ク
に
自
由
に
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
。
こ
の
オ
ー
ナ
ー
の
第
一

号
は
芸
能
人
の
杉
良
太
郎
さ
ん
だ
っ
た
。
こ
れ
は
２
０
１
１
年
６
月
29
日
に
行
わ

れ
た
「
が
ん
ば
ろ
う
！
三
鉄
の
集
い
」
に
、
一
日
駅
長
と
し
て
参
加
し
た
杉
さ
ん
か

ら
何
か
支
援
が
で
き
な
い
か
と
の
申
し
出
が
あ
り
、
三
陸
鉄
道
側
か
ら
提
案
し
、

杉
さ
ん
が
快
諾
し
た
（
わ
が
町
３
９
３
号： 

48
頁
、冨
手
２
０
１
４
年： 

72
〜
74
頁
）

乗
車
券
を
購
入
し
て
く
れ
る
人

　
こ
う
し
た
支
援
は
企
業
だ
け
で
は
な
く
、
個
人
に
よ
る
も
の
も
数
多
く
寄
せ
ら

れ
た
。
顕
著
な
も
の
と
し
て
明
治
学
院
大
学
教
授
の
原
武
史
氏
が
宮
古
〜
小
本
間

の
乗
車
券
千
枚
、
60
枚
分
の
購
入
も
あ
っ
た
（
冨
手
２
０
１
４
年
： 

66
頁
）。

復
興
祈
願
レ
ー
ル

　

復
興
祈
願
レ
ー
ル
と
し
て
２
０
１
１
年
８
月
に
島
の
越
〜
田
野
畑
間
、
宮
古

起
点
34
㌔
７
４
０
㍍
付
近
の
流
さ
れ
た
レ
ー
ル
を
切
り
分
け
て
、
10
㌢
の
も
の
を

５
万
円
、
５
㌢
の
も
の
を
３
万
円
（
と
も
に
限
定
１
０
０
個
、
木
製
の
台
座
、
シ

注（
８
）  
た
だ
し
、
当
時
は
北
リ
ア
ス
線
全
線
開
通
の
前
で
あ
っ
た
た
め
、
久
慈
か
ら

田
野
畑
間
の
乗
車
で
あ
り
、
宮
古
ま
で
足
を
延
ば
す
人
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は

な
か
っ
た
よ
う
だ
。
も
し
、
当
時
繋
が
っ
て
い
た
ら
、
宮
古
に
は
も
っ
と
多

く
の
人
が
訪
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。

の
お
座
敷
列
車
は
４
月
26
日
か
ら
29
日
と
５
月
３
日
か
ら
６
日
の
毎
日
、
５
月
10
日

か
ら
６
月
29
日
の
土
曜
休
日
、
７
月
26
日
か
ら
８
月
７
日
の
毎
日
、
８
月
23
日
か
ら

10
月
13
日
ま
で
の
土
曜
休
日
に
運
行
さ
れ
、
久
慈
発
12
時
15
分
、
宮
古
着
13
時
54
分
。

宮
古
発
15
時
05
分
、
久
慈
着
16
時
45
分
の
一
往
復
で
あ
る
。
指
定
料
金
は
３
１
０
円

で
、
一
般
車
両
は
自
由
席
と
な
る
。
う
に
丼
、
う
に
あ
わ
び
弁
当
、
ほ
た
て
弁
当
の

予
約
販
売
や
記
念
乗
車
証
明
書
の
発
行
、
グ
ッ
ズ
販
売
、
海
女
ス
タ
イ
ル
の
ア
テ
ン

ダ
ン
ト
の
車
窓
案
内
も
行
わ
れ
る
。
レ
ト
ロ
列
車
は
４
月
26
日
か
ら
29
日
と
５
月
３

日
か
ら
６
日
の
毎
日
、
５
月
10
日
か
ら
６
月
29
日
の
土
曜
休
日
、
７
月
26
日
か
ら
８

月
７
日
ま
で
の
毎
日
、
８
月
23
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の
土
曜
休
日
で
、
久
慈
発
10

時
30
分
、
宮
古
着
12
時
10
分
。
宮
古
発
13
時
15
分
、
久
慈
着
14
時
49
分
の
全
席
自
由

席
と
な
る
（
わ
が
町
４
２
７
号
： 
53
頁
、
冨
手
２
０
１
４
年
： 

１
１
９
、１
３
３
頁
）。

　
こ
の
お
座
敷
列
車
「
さ
ん
り
く
し
お
か
ぜ
」
は
、
車
両
が
古
く
な
り
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
改
造
を
考
え
て
い
た
頃
に
震
災
が
起
き
た
。
そ
の
時
に
ク
ウ
ェ
ー
ト
か
ら
原

油
を
日
本
政
府
に
送
り
、
換
金
し
て
支
援
に
使
う
よ
う
に
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

換
金
し
て
で
き
た
資
金
を
赤
十
字
が
、
被
災
三
県
に
配
分
、
岩
手
県
は
三
陸
鉄
道

車
両
の
更
新
分
に
そ
の
一
部
を
配
分
。
８
両
が
新
製
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
１
両
は

新
お
座
敷
列
車
「
さ
ん
り
く
は
ま
か
ぜ
」
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
車
両
は
イ
ベ
ン

ト
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
２
０
１
３
年
の
１
月
１
日
に
は
初
日
の
出
号
と
し
て

レ
ト
ロ
列
車
が
走
っ
た
。
６
時
10
分
に
久
慈
駅
を
出
発
し
、
野
田
玉
川
駅
で
初
日

の
出
を
遥
拝
、
普
代
駅
で
下
車
し
、
バ
ス
で
鵜
鳥
神
社
へ
初
詣
に
い
き
、
９
時
36

分
に
普
代
駅
に
て
再
び
乗
車
、
10
時
06
分
に
久
慈
駅
に
帰
着
す
る
と
い
う
コ
ー
ス

だ
っ
た
。
会
費
は
大
人
が
５
千
３
０
０
円
、
子
供
が
２
千
５
４
０
円
、
定
員
45
名

の
予
約
制
で
、
記
念
乗
車
証
明
書
、
福
袋
、
お
神
酒
、
折
詰
、
御
札
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
行
わ
れ
た
（
わ
が
町
４
０
９
号
： 

52
頁
）。
２
０
１
４
年
４
月
24
日
に
は
震
災

後
初
の
花
見
カ
キ
列
車
に
新
お
座
敷
列
車
が
使
わ
れ
た
。
宮
古
駅
ホ
ー
ム
で
炭
火

焼
さ
れ
た
カ
キ
を
２
つ
う
け
と
り
、
新
お
座
敷
列
車
「
さ
ん
り
く
は
ま
か
ぜ
」
に

乗
り
込
み
車
内
で
食
べ
る
と
い
う
企
画
だ
っ
た
（
広
報
２
１
０
号
： 

６
頁
）。

　
⑶　
寄
せ
ら
れ
た
支
援

　
震
災
後
５
日
で
運
行
を
再
開
し
た
三
鉄
は
宮
古
市
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
東
北

各分野での震災後の取り組み
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２
０
１
４
年
： 

１
０
１
〜
１
０
３
頁
）。

３　
岩
手
県
北
バ
ス
、
岩
手
県
北
観
光

　
鉄
道
と
並
び
宮
古
市
の
公
共
交
通
を
支
え
る
の
が
バ
ス
で
あ
ろ
う
。
岩
手
県
北

バ
ス
の
宮
古
営
業
所
所
長
佐
々
木
隆
文
さ
ん
（
１
９
６
５
年
生
）
か
ら
２
０
１
５

年
４
月
30
日
に
お
話
を
伺
っ
た
。
佐
々
木
さ
ん
は
開
口
一
番
「
お
か
れ
て
い
る
立

場
を
認
識
し
て
、
住
民
の
方
に
不
便
を
か
け
な
い
と
い
う
公
共
交
通
の
役
割
を
必

死
に
果
た
し
て
き
た
。
そ
れ
に
尽
き
る
」
と
明
言
し
た
。

　
⑴　
地
震
直
後

　
地
震
の
時
に
は
通
常
業
務
中
で
営
業
所
に
い
た
と
い
う
佐
々
木
さ
ん
。
現
在
は

防
災
無
線
が
全
車
に
付
い
て
い
る
が
、
当
時
は
１
０
６
急
行
以
外
に
は
つ
い
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
駅
前
に
行
き
、
こ
れ
か
ら
出
発
す
る
バ
ス
は
戻
る
よ
う
に
指
示

を
出
し
た
。
３
日
間
ほ
ど
は
と
て
も
バ
ス
を
走
ら
せ
ら
れ
る
状
況
で
は
な
く
、
営

業
で
き
な
か
っ
た
。
最
初
は
道
路
の
被
害
が
な
か
っ
た
内
陸
で
の
運
行
と
い
う
こ

と
で
１
０
６
急
行
を
動
か
し
、そ
の
後
は
随
時
走
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
復
旧
し
て
い
っ

た
。
震
災
前
の
路
線
が
復
旧
で
き
た
の
は
１
か
月
ほ
ど
た
っ
て
か
ら
で
、
本
数
を

減
ら
し
て
の
運
行
と
な
っ
た
。

　
当
時
は
全
員
の
従
業
員
が
出
社
で
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
最
初
は
歩
き
や

自
転
車
で
来
ら
れ
て
、
家
が
被
災
し
て
い
な
い
人
を
中
心
に
出
社
し
て
も
ら
っ
た
。

ガ
ソ
リ
ン
は
自
家
ス
タ
ン
ド
が
あ
る
の
で
バ
ス
を
動
か
す
ガ
ソ
リ
ン
は
20

キ　
　
ロ

リ
ッ
ト
ル

ほ

ど
あ
り
問
題
な
か
っ
た
。
通
常
な
ら
３
日
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
量
だ
が
、
本
数

を
減
ら
し
て
い
た
の
で
十
分
だ
っ
た
。
な
お
、
県
北
バ
ス
で
宮
古
営
業
所
は
人
的

物
的
の
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
山
田
営
業
所
の
運
転
手
が
殉
職
し
た
。

　
再
開
し
た
運
行
は
車
を
無
く
し
た
人
た
ち
に
歓
迎
さ
れ
た
。
こ
れ
は
仮
設
住
宅

が
で
き
る
ま
で
毎
日
つ
づ
け
て
い
た
。
観
光
の
路
線
よ
り
も
最
低
限
の
生
活
路
線

の
維
持
を
優
先
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
段
取
り
を
し
て
、
そ
こ
か

ら
依
頼
を
受
け
て
運
行
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
、
自
衛
隊
が
津
軽
石
小
学
校
な

ど
の
校
庭
に
浴
場
を
開
設
し
て
い
た
の
で
、
避
難
所
か
ら
入
浴
施
設
ま
で
の
送
迎
、

ド
ラ
へ
の
買
い
物
の
た
め
避
難
所
か
ら
の
送
迎
を
す
る
買
い
物
バ
ス
と
い
っ
た
取

リ
ア
ル
ナ
ン
バ
ー
月
の
メ
モ
リ
ア
ル
プ
レ
ー
ト
付
き
）
で
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
新

聞
各
社
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
注
文
が
殺
到
し
即
日
完
売
し
た
。
好
評
だ
っ
た

の
で
10
月
に
は
南
リ
ア
ス
線
盛
〜
陸
前
赤
崎
間
の
レ
ー
ル
で
４
０
０
個
限
定
販
売

し
、
こ
れ
も
完
売
し
た
（
冨
手
２
０
１
４
年
： 

75
〜
77
頁
）。

て
を
つ
な
号

　
２
０
１
２
年
４
月
１
日
か
ら
「
て
を
つ
な
号
」
と
い
う
、
世
界
的
な
人
気
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
手
を
つ
な
い
で
並
ん
で
い
る
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し
た
車
両
が
、
宮
古

〜
小
本
間
、
久
慈
〜
田
野
畑
間
で
１
両
ず
つ
運
行
を
始
め
た
。
こ
れ
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ど
ー
も
く
ん
」
の
作
家
合
田
経
郎
さ
ん
が
呼
び
か
け
、
版
権
者

ら
が
無
償
で
の
使
用
に
賛
同
し
実
現
し
た
（
冨
手
２
０
１
４
年： 

98
〜
１
０
１
頁
）。

ネ
ス
レ
日
本

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
菓
子
「
キ
ッ
ト
カ
ッ
ト
」
を
販
売
す
る
ネ
ス
レ
日
本
は
、

２
０
１
２
年
以
降
「
キ
ッ
ト
、
ず
っ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
三
鉄
を
支
援

し
て
い
る
。
ラ
ッ
ピ
ン
グ
車
両
「
キ
ッ
ト
、
ず
っ
と
号
」（
写
真
13
）
の
ほ
か
、「
三

陸
鉄
道
キ
ッ
トD

ream
s

」
と
い

う
宮
古
市
を
本
拠
地
と
す
る
ア
マ

チ
ュ
ア
野
球
チ
ー
ム
も
設
立
し
て

い
る
。
田
老
野
球
場
再
建
に
あ
わ

せ
た
ク
ォ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ

向
上
に
向
け
た
支
援
の
一
環
で
あ

る
。
２
０
１
４
年
11
月
６
日
に
は
球

団
設
立
記
者
会
見
が
あ
り
、
翌
７
日

に
本
球
団
の
Ｇ
Ｍ
（
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ

ジ
ャ
ー
）
を
つ
と
め
る
シ
ア
ト
ル
マ

リ
ナ
ー
ズ
の
岩
隈
久
志
投
手
が
、
被

災
し
た
田
老
野
球
場
な
ど
を
視
察
し

た
（
わ
が
町
４
３
２
号
： 

20
〜
21

頁
、
広
報
２
２
３
号
： 

23
頁
、
冨
手

写真13　ネスレ日本のラッピング車両
� 2015/12/06　撮影：藤野陽平

観光の被災と復興
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う
組
織
が
あ
り
、
２
０
１
３
年
９
月
26
日
に
設
立
総
会
が
シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ
ど
で

行
わ
れ
た
。「
三
陸
沿
岸
の
復
興
に
向
け
て
付
加
価
値
の
高
い
地
域
資
源
を
発
掘
し

た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
っ
て
、
震
災
・
防
災
を
学
ぶ
研
修
、
教
育
旅
行
の
ツ
ー
リ
ズ

ム
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
さ
れ
、
岩
手
県
北
バ
ス
、
三
陸
鉄
道
、
宮

古
観
光
協
会
な
ど
18
団
体
が
参
加
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
雇
用
創
出
も
目
指
す
と

い
う
（
わ
が
町
４
１
９
号
： 

13
頁
）。
こ
う
し
た
動
き
に
つ
い
て
「
自
分
の
町
を
好

き
じ
ゃ
な
い
と
観
光
業
は
で
き
な
い
」
と
語
る
県
北
観
光
で
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

担
当
し
て
い
る
今
井
仁
さ
ん
（
１
９
７
３
年
生
）
か
ら
２
０
１
５
年
５
月
１
日
に

会
社
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

研
修
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

　

県
北
観
光
社
の
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
個
人
単
位
で
参
加
す
る
も
の
だ
け
で

は
な
く
、
企
業
や
団
体
レ
ベ
ル
で
参
加
す
る
研
修
を
用
意
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は

Input output w
orkshop

を
踏
ま
え
た
研
修
と
い
う
こ
と
が
謳
わ
れ
、
関
連

す
る
行
政
や
企
業
の
話
を
聞
き
、
仮
設
住
宅
を
め
ぐ
り
、
聞
い
た
こ
と
を
通
じ
て

自
分
達
の
企
業
で
何
が
で
き
る
の
か
を
研
修
し
て
も
ら
う
。
自
分
達
が
学
ん
だ
こ

と
を
話
し
て
、
聞
い
て
も
ら
う
だ
け
で
は
な
く
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
っ
て
い
く
よ

う
に
す
る
の
だ
と
い
う
。
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
人
材
育
成
会
社
と
協
力
し
て

作
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
被
災
し
た
時
に
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
い
っ
た
人
が
い

る
。
通
常
、
学
歴
や
経
歴
と
い
っ
た
条
件
が
あ
っ
て
リ
ー
ダ
ー
は
選
ば
れ
る
だ
ろ

う
が
、
被
災
し
た
状
態
で
は
別
の
条
件
で
急
に
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
い
く
。
そ
れ

は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
話
を
聞
き
、
自
分
達
で
分
析
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

す
る
も
の
で
あ
る
。
過
去
に
は
名
だ
た
る
大
企
業
も
参
加
し
て
い
て
、
仮
設
住
宅

の
建
設
に
携
わ
っ
た
企
業
は
、
自
分
達
が
関
わ
っ
た
仮
設
住
宅
に
つ
い
て
実
際
に

暮
ら
し
て
い
る
人
に
話
を
聞
い
た
。

　
こ
う
し
た
研
修
を
沿
岸
部
で
行
う
理
由
を
、
今
井
さ
ん
は
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
こ
こ
は
東
京
か
ら
見
れ
ば
非
日
常
的
な
環
境
だ
か
ら
だ
。
東
京
の
会
議
室
で

話
し
合
う
の
と
は
異
な
る
答
え
に
な
る
。
そ
れ
は
岩
手
を
感
じ
自
分
が
「
地
元
人
」

に
な
る
こ
と
に
よ
り
判
断
や
決
断
、
生
き
方
を
本
気
で
考
え
ら
れ
る
。
宿
泊
も
民

宿
の
よ
う
な
宿
で
共
同
生
活
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
協
調
性
も
改
め
て
感
じ
て
も

ら
え
る
。
主
眼
は
研
修
で
あ
り
、
岩
手
だ
か
ら
こ
そ
学
べ
る
も
の
が
こ
こ
に
は
あ

り
組
み
も
行
っ
た
。

　
仮
設
住
宅
が
完
成
し
て
か
ら
は
全

て
の
仮
設
住
宅
か
ら
５
０
０
㍍
以
内

に
バ
ス
停
が
あ
る
よ
う
に
と
新
し
い

路
線
も
作
っ
た
。
仮
設
住
宅
が
で
き

て
い
く
に
し
た
が
っ
て
、
徐
々
に
路

線
が
で
き
て
い
き
、
こ
れ
は
今
で
も

続
い
て
い
る
。（
例
、
樫
内
仮
設
住

宅
行
、
愛
宕
公
園
仮
設
行
等
）
国
の

特
定
被
災
地
域
公
共
交
通
調
査
事
業

（http

：//w
w

w
tb.m

lit.go.jp/
tohoku/ks/new

%
20page/ks-

001hisaichi.pdf

）
の
補
助
金
が
で

た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
補
助

金
が
打
ち
切
ら
れ
て
し
ま
う
と
収
支
が
合
わ
ず
継
続
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
で
は
仮
設
に
入
っ
て
い
る
人
達
が
困
っ
て
し
ま
う
の
で
、
国
に
は
継
続

を
依
頼
し
て
い
る
。

　
震
災
以
降
運
休
中
の
Ｊ
Ｒ
山
田
線
の
代
替
運
行
と
し
て
、
宮
古
〜
船
越
間
を
、

最
初
は
９
往
復
、
現
在
は
22
往
復
を
運
行
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
の
定
期
券
や
回
数

券
で
乗
車
で
き
、
乗
客
も
多
い
が
、
Ｊ
Ｒ
と
バ
ス
の
差
額
分
は
Ｊ
Ｒ
が
補
て
ん
し

て
い
る
。
そ
の
他
、
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
の
電
気
自
動
車
の

事
業
と
し
て
、
環
境
省
の
補
助
で
バ
ス
や
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

２
０
１
２
年
12
月
26
日
に
は
県
内
初
の
導
入
と
な
る
電
気
バ
ス
の
出
発
式
も
行
わ

れ
た（
広
報
１
７
９
号：６
頁
）。
こ
の
バ
ス
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
に
浄
土
ヶ

浜
の
無
料
巡
回
バ
ス
（
写
真
14
）
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。

　
⑵　
岩
手
県
北
観
光
の
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
岩
手
県
北
バ
ス
の
子
会
社
に
岩
手
県
北
観
光
が
あ
る
。
こ
の
会
社
は
復
興
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
積
極
的
に
と
り
い
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
動
き
を
紹
介
し
た
い
。
ま
た
、

復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
（
会
長
中
村
慶
久
岩
手
県
立
大
学
元
学
長
）
と
い

写真14　浄土ヶ浜を周遊する電気バス
� 2015/12/06　撮影：藤野陽平

各分野での震災後の取り組み
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な
っ
て
き
て
い
る
。
２
年
目
か
ら
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
て
い
る
と
い
い
、「
ふ
る

さ
と
の
な
い
人
が
、
こ
こ
に
ふ
る
さ
と
を
見
つ
け
た
の
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
」
と

今
井
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
２
０
１
５
年
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
観
光
と
い
う
風
に
意
識
が
シ
フ

ト
し
て
い
る
。
し
か
し
、
観
光
と
い
っ
て
も
従
来
の
景
色
や
食
を
楽
し
む
だ
け
で

は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
一
度
会
っ
た
人
に
も
う
一
度
会
い
に
来
る
と
い

う
ス
タ
イ
ル
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
県
北
観
光
と
し
て
も
観
光
だ
け

で
は
な
く
、
何
度
も
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
花
畑
を
手
伝
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
種
を
ま
け
ば
、
花
が
咲
い
た
こ
ろ
に

ま
た
来
る
キ
ッ
カ
ケ
が
で
き
る
よ
う
な
ツ
ア
ー
も
企
画
し
て
い
る
。

　
「
私
は
外
の
人
だ
か
ら
…
。
そ
ん
な
言
葉
を
耳
に
す
る
が
、
風
に
吹
か
れ
て
外

か
ら
新
し
い
種
が
運
ば
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
種
も
土
が
無
い
と
花
が
咲
か
な
い
。

街
も
同
じ
で
新
し
い
風
と
土
が
合
わ
さ
り
「
風
土
」
と
い
う
歴
史
が
生
ま
れ
る
。

浄
土
ヶ
浜
や
龍
泉
洞
を
見
に
行
く
だ
け
の
観
光
だ
け
で
は
な
く
、
人
に
会
い
に
来

る
観
光
、
そ
れ
が
新
し
い
（
復
興
）
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
る
。」

　
こ
う
し
た
新
し
い
形
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
同
士
の
人
間
関
係
も
構

築
し
て
い
く
。
今
井
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
使
っ
て
個
人
旅
行
で
岩
手

に
来
る
人
も
増
え
て
い
る
と
い
う
。
参
加
者
こ
そ
が
主
役
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
し

て
で
き
た
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
、
今
ま
で
岩
手
に
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
人

達
も
、
継
続
し
た
交
流
人
口
の
増
加
に
繋
が
っ
て
い
る
。
岩
手
が
「
第
２
の
ふ
る

さ
と
に
な
っ
て
、
今
ま
で
関
わ
っ
て
き
た
人
が
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
に

し
、
人
と
人
を
結
び
合
わ
せ
る
よ
う
な
も
の
」
な
の
だ
と
い
う
。
現
在
で
は
こ
う

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
各
地
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
、
情
報
交
流
会
や
、

東
北
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
い
る
よ
う
だ
。
社
会
人
に
な
る
と
新
し
い
仲
間

と
出
会
う
事
が
少
な
い
が
、
こ
う
し
た
場
で
人
生
の
仲
間
を
作
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
の
も
魅
力
の
よ
う
だ
。

注（
９
）  

岩
手
県
北
観
光
の
ブ
ロ
グ
に
そ
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
（http://w

w
w

.kenpokukanko.co.jp/knp/?p=103

）

る
の
だ
。」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

　
今
井
さ
ん
は
震
災
ま
で
は
浄
土
ヶ
浜
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
働
い
て
い
た
の
だ
が
、

被
災
し
た
た
め
に
や
む
な
く
解
雇
さ
れ
た
。
そ
の
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
た
が
、
そ
の
経
験
を
買
わ
れ
て
県
北
観
光
社
の
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当
と
し

て
声
を
か
け
ら
れ
た
と
い
う
。
震
災
当
日
の
話
は
上
述
の
島
崎
さ
ん
と
同
内
容
な

の
で
、
省
略
す
る
が
、
解
雇
と
な
っ
て
も
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
浄
土
ヶ
浜
に
あ
っ

た
と
い
う
。「
浄
土
ヶ
浜
を
片
付
け
な
い
と
気
が
お
か
し
く
な
り
そ
う
だ
っ
た
」
と

振
り
返
る
今
井
さ
ん
は
、
浄
土
ヶ
浜
の
片
づ
け
を
し
て
い
る
時
、
あ
る
老
夫
婦
か

ら
手
伝
わ
せ
て
ほ
し
い
と
声
を
か
け
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
「
昔
、

浄
土
ヶ
浜
に
来
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
の
景
色
が
忘
れ
ら
れ
な
く
て
こ
こ
に
来

た
」
と
い
う
。
津
波
は
人
や
物
や
沢
山
の
想
い
出
を
流
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
生

き
て
い
る
人
の
気
持
ち
も
奪
っ
て
し
ま
っ
た
。
津
波
に
遭
っ
た
自
分
の
街（
浄
土
ヶ

浜
）
を
好
き
で
い
て
く
れ
る
人
が
い
る
と
気
づ
き
、
忘
れ
て
い
た
「
人
の
想
い
出

に
な
る
仕
事
を
し
た
い
！
」
と
い
う
信
念
で
、
自
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。

　
「
み
な
さ
ん
が
宮
古
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
く
れ
た
の
で
、
私
は
地
元
に
残
る

こ
と
が
で
き
た
。
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
人
達
が
、
震
災
を
き
っ
か
け
に
岩
手
に
来

て
く
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
今
の
仕
事
は
恩
返
し
だ
と
思
っ
て
い
る
。」

　

こ
の
経
験
を
こ
の
よ
う
に
語
る
今
井
さ
ん
で
あ
る
が
、
実
際
に
現
場
に
い
た

彼
の
印
象
と
し
て
、
１
年
ご
と
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
携
わ
る
人
々
の
感
覚
が
変
化

し
て
い
る
と
い
う
。
２
０
１
１
年
当
初
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
に
東
北
へ
行
こ
う

と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
は
県
北
観
光
で
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ス
を
運
行
さ
せ
、
３
年
間
で
２
万
数
千
人
が
利
用
し
た
。
２
０
１
２

年
に
な
っ
て
ニ
ー
ズ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
街
づ
く
り
に
変
わ
っ
て
い
く
。

２
０
１
３
年
は
農
業
や
漁
業
な
ど
の
再
生
、
２
０
１
４
年
に
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
少
な
く
な
り
、
ふ
る
さ
と
と
し
て
の
岩
手
に
着
目
す
る
人
が
増
え
て
き
た
。

そ
し
て
こ
れ
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
岩
手
に
来
た
人
達
が
、
再
び
来
る
よ
う
に

観光の被災と復興
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２
０
１
３
年
５
月
25
〜
26
日
に
は
、
三
陸
復
興
国
立
公
園
指
定
記
念
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
た
。
25
日
に
は
10
時
か
ら
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
、
両
日
９
時
か
ら
17
時

に
「
浄
土
ヶ
浜
満
喫
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て
、
浄
土
ヶ
浜
の
対
象
施
設
を
利
用

す
る
と
も
ら
え
る
シ
ー
ル
を
集
め
て
抽
選
で
記
念
品
が
も
ら
え
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
そ
の
対
象
施
設
は
浄
土
ヶ
浜
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
、
県
立
水
産
科
学
館
、

浄
土
ヶ
浜
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
、
宮
古
浄
土
ヶ
浜
遊
覧
船
、
浄
土
ヶ
浜
マ
リ
ン
ハ
ウ
ス
、

浄
土
ヶ
浜
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、休
暇
村
陸
中
宮
古
、宮
古
自
然
保
護
官
事
務
所
で
あ
る
。

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
も
催
し
が
行
わ
れ
、ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

は
25
日
10
〜
13
時
に
八
戸
ク
ラ
フ
ト
体
験
、
26
日
11
〜
14
時
イ
カ
せ
ん
べ
い
焼
き

体
験
で
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
は
26
日
ま
で
の
毎
日
８
時
30
分
か
ら
17
時
に
菊
池
和

弘
水
彩
ス
ケ
ッ
チ
展
、
26
日
14
時
か
ら
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た
（
広
報

１
８
６
号
： 

３
頁
）。

　
こ
の
三
陸
復
興
国
立
公
園
の
中
で
宮
古
市
内
に
位
置
す
る
も
の
は
三
王
岩
、姉
ヶ

崎
、
潮
吹
穴
、
浄
土
ヶ
浜
、
重
茂
半
島
で
あ
る
。
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

２
０
１
４
年
５
月
24
日
に
姉
ヶ
崎
に
位
置
す
る
中
の
浜
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

の
開
園
式
が
行
わ
れ
た
。
同
施
設
は
三
陸
復
興
国
立
公
園
の
施
設
と
し
て
、
環
境

省
が
２
億
４
千
１
０
０
万
円
を
か
け
て
中
の
浜
キ
ャ
ン
プ
場
を
整
備
し
た
も
の
で

あ
る
。
震
災
で
被
害
を
受
け
た
ト
イ
レ
棟
、
炊
事
場
、
周
辺
の
山
に
津
波
の
遡
上

高
を
示
し
た
看
板
、
津
波
の
高
さ
の
目
線
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
津
波
堆
積
土
や
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
を
使
用
し
た
高
さ
13
㍍
の
「
展
望
の
丘
」
等
が
津
波
の
す
さ
ま

じ
さ
を
伝
え
て
い
る
（
わ
が
町
４
２
７
号
：
４
〜
５
、
48
頁
、
広
報
２
１
３
号
： 

22
頁
）。

　
２
０
１
４
年
８
月
17
日
に
は
三
王
園
地
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
た
。
約
１
万
５
６
２
平
方
㍍
の
敷
地
に
三
王
岩
や
太
平
洋
の
景
観
が
一
望
で
き
、

３
か
所
の
展
望
台
、
説
明
板
、
東
屋
、
ト
イ
レ
な
ど
も
あ
る
施
設
で
あ
る
。
震
災

前
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
事
業
で
、
東
日
本
大
震
災
で
中
断
し
て
い
た
が
、
こ
の

日
開
園
と
な
っ
た
（
広
報
１
８
３
号
： 

36
頁
）。

三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク　
（
広
報
２
２
３
号
：
４
〜
11
頁
に
特
集
）

　
こ
れ
は
三
陸
地
方
の
美
し
い
自
然
や
豊
か
な
文
化
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、

　
そ
こ
で
県
北
観
光
は
、「
け
っ
ぱ
れ
東
北
」
と
い
う
一
連
の
商
品
を
た
ち
あ
げ
て

い
る
注（
９
）。
現
在
30
〜
40
人
の
参
加
者
が
あ
る
そ
う
だ
が
、
う
ち
半
数
は
リ
ピ
ー

タ
ー
だ
と
い
う
。
全
国
か
ら
の
参
加
の
中
で
も
関
東
周
辺
か
ら
が
一
番
多
い
。
ツ

ア
ー
の
一
例
を
み
て
み
よ
う
。
２
泊
３
日
で
沿
岸
地
を
め
ぐ
る
ツ
ア
ー
は
、
初
日

の
８
時
30
分
に
盛
岡
を
出
発
、
陸
前
高
田
市
で
奇
跡
の
一
本
松
・
市
内
視
察
の
の

ち
「
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
再
生
の
チ
ョ
イ
ボ
ラ
」 

注（
⓾
）
を
し
、
民
宿
に
宿
泊
す
る
。

翌
日
は
大
槌
町
で
復
興
の
菜
の
花
畑
鑑
賞
、
遠
野
で
名
物
バ
ケ
ツ
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

を
食
し
、
内
陸
の
大
沢
温
泉
で
自
炊
を
し
て
交
流
会
。
最
終
日
は
小
岩
井
農
場
散

策
や
い
ち
ご
狩
り
を
し
て
盛
岡
へ
戻
る
。
こ
う
し
た
ツ
ア
ー
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
を
い
れ
る
の
は
、
共
同
作
業
を
通
じ
て
他
の
参
加
者
と
仲
間
に
な
り
、
つ
な
が

り
が
生
ま
れ
、
自
然
と
岩
手
が
好
き
に
な
り
、
新
た
な
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
て
い

く
と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。

４　
三
陸
復
興
国
立
公
園
と
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク

三
陸
復
興
国
立
公
園

　
２
０
１
３
年
５
月
24
日
「
三
陸
復
興
国
立
公
園
」
が
誕
生
し
た
。
こ
れ
は
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
三
陸
地
域
の
復
興
に
貢
献
す
る
た
め
に
指
定
さ
れ
た

も
の
で
、
陸
中
海
岸
国
立
公
園
に
青
森
県
種
差
海
岸
階
上
岳
県
立
公
園
が
編
入
さ

れ
南
北
約
２
２
０
㌔
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
宮
城
の
南
三
陸
金
華
山
国
定
公
園
と

３
つ
の
県
立
自
然
公
園
も
順
次
編
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、「
み
ち
の

く
潮
騒
ト
レ
イ
ル
」
と
い
う
青
森
県
八
戸
市
蕪
島
か
ら
、
福
島
県
相
馬
市
松
川
浦

ま
で
の
全
長
７
０
０
㌔
ほ
ど
を
歩
い
て
旅
が
で
き
る
コ
ー
ス
を
順
次
整
備
す
る（
広

報
１
８
５
号
： 

26
〜
27
、
わ
が
町
４
１
５
号
： 

15
頁
）。
環
境
省
の
自
然
保
護
官

の
櫻
庭
佑
輔
さ
ん
に
よ
れ
ば
「
浄
土
ヶ
浜
を
始
め
と
し
て
、
市
街
地
の
す
ぐ
そ
ば

に
自
然
が
あ
る
環
境
は
な
か
な
か
無
い
。
地
元
の
人
の
生
活
に
関
係
の
あ
る
国
立

公
園
と
し
て
、
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
情
報
発
信
を
し
て
い
き
た

い
（
広
報
１
８
７
号
： 

３
頁
）」
と
い
う
。

（
⓾
）「
ち
ょ
っ
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
こ
と
で
、簡
単
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
こ
と
。

各分野での震災後の取り組み
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続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」

の
効
果
が
絶
大
だ
っ
た
と
佐
々
木

さ
ん
は
語
る
。
あ
ま
ち
ゃ
ん
で
盛

り
上
が
っ
て
い
る
の
を
、
現
場
に

い
て
肌
身
で
感
じ
た
の
だ
そ
う

だ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
観
光
客

へ
と
変
化
し
た
の
は
、
靴
を
見
れ

ば
一
目
で
見
分
け
が
つ
い
た
。

　
佐
々
木
さ
ん
は
こ
の
と
こ
ろ
国

立
公
園
を
訪
問
す
る
人
が
増
え
て

い
る
と
い
う
が
、
三
陸
復
興
国
立

公
園
は
交
通
の
問
題
が
あ
る
。
み

ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
は
八
戸
か

ら
南
相
馬
ま
で
７
０
０
㌔
あ
り
、

こ
れ
は
健
脚
者
で
50
日
か
か
る
距

離
だ
。
南
北
に
長
す
ぎ
て
誰
に
で

も
共
通
す
る
お
す
す
め
コ
ー
ス
は

作
り
に
く
い
。
問
い
合
わ
せ
が
あ

れ
ば
交
通
手
段
、
日
程
、
体
力
、

人
数
、
年
齢
な
ど
を
聞
き
な
が
ら

個
別
に
提
案
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
案
内
で
多
い
の
は
１
時
間
程
度
の
も
の
、
15
分
く
ら
い
歩
い
て
、
残
り
の
時

間
を
説
明
に
充
て
る
と
こ
の
く
ら
い
に
な
る
の
だ
そ
う
だ
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
の
中
の
浄
土
ヶ
浜
の
部
分
は
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
担
当
し
て
い

る
た
め
、
そ
の
関
係
者
も
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
す
る
と
い
う
。
ジ
オ
パ
ー

ク
と
国
立
公
園
と
で
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
講
習

会
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
も
月
１
度
ほ
ど
お
こ
な
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
以
上
、
宮
古
市
に
お
け
る
観
光
の
被
災
と
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
確
認
し

産
業
人
口
や
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。
２
０
１
３
年

４
月
22
日
、
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
が
、
八
戸
か
ら
気
仙
沼
ま
で
の
南
北

３
０
０
㌔
の
地
域
を
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
受
け

る
た
め
の
申
請
書
を
提
出
し
た
。
申
請
の
テ
ー
マ
は
「
悠
久
の
大
地
と
海
と
共
に

生
き
る
〜
震
災
の
記
憶
を
後
世
に
伝
え
学
ぶ
地
域
へ
〜
」
と
さ
れ
る
。「
三
陸
の
海

が
生
み
出
し
た
美
し
い
自
然
景
観
と
と
も
に
、
繰
り
返
さ
れ
る
災
害
に
立
ち
向
か

い
共
に
生
き
て
い
く
人
々
、
地
域
の
姿
を
伝
え
、
災
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
な
く
、
世
界
へ
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
」
す
と
い
う
（
わ
が
町
４
１
３
号
：

52
頁
、
広
報
１
８
７
号：26
〜
27
頁
、
１
９
６
号：16
頁
）。
宮
古
市
内
に
ど
う
い
っ

た
ジ
オ
サ
イ
ト
、
ジ
オ
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
か
は
表
２
の
一
覧
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

浄
土
ヶ
浜
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　
ジ
オ
パ
ー
ク
と
関
連
す
る
施
設
と
し
て
、
浄
土
ヶ
浜
の
第
一
駐
車
場
に
接
す
る

浄
土
ヶ
浜
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。

震
災
後
職
員
と
な
っ
た
佐
々
木
洋
介
さ
ん
（
１
９
８
３
年
生
）
か
ら
、
２
０
１
５

年
２
月
20
日
に
お
話
を
伺
っ
た
。
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
２
０
１
０
年
４
月
完
成

し
た
４
階
建
て
の
建
物
で
、
主
体
は
環
境
省
で
、
運
営
を
宮
古
市
の
商
業
観
光
課

に
委
託
し
て
い
る
。
国
立
公
園
の
自
然
の
良
さ
を
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
年
間
来
場
者
は
30
万
人
ほ
ど
で
、
近
年
の
宮
古
全
体
の
観
光
客
数
70
万
人

の
う
ち
、
半
数
弱
が
立
ち
寄
っ
て
い
る
。
特
に
４
〜
10
月
は
浄
土
ヶ
浜
ま
で
車
で

降
り
ら
れ
な
い
の
で
、
第
一
駐
車
場
に
車
を
停
め
て
浄
土
ヶ
浜
へ
降
り
て
い
く
人

が
多
い
た
め
に
多
く
な
る
。

　
冬
に
は
月
１
回
、
夏
場
は
月
に
２
〜
３
回
は
磯
の
観
察
や
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
の

体
験
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
て
い
る
。
冬
は
参
加
者
が
少
な
い
が
、徐
々

に
増
え
て
き
て
い
る
。

　
２
０
１
１
年
５
月
に
再
開
し
た
が
、
１
階
の
腰
の
高
さ
位
ま
で
浸
水
し
た
た
め
、

１
階
と
地
下
１
階
は
使
え
ず
、
最
初
は
２
〜
３
階
で
の
再
開
だ
っ
た
。
当
初
、
観

光
客
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
国
内
外
か
ら
宮
古
に
来
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
立
ち
寄
っ
た
人
が
中
心
だ
っ
た
。

　
２
０
１
４
年
頃
か
ら
観
光
客
が
増
え
て
き
た
と
い
う
。
こ
れ
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連

表2　宮古市内のジオサイトとジオポイント
ジオサイト ジオポイント

23 浄土ヶ浜 浄土ヶ浜、潮吹穴、日出島、ローソ
ク岩

24 重茂半島（魹ヶ崎） 魹ヶ崎

25 田老の防潮堤
田老の防潮堤、たろう観光ホテル跡、
中の浜キャンプ場施設の一部、津波
到達点、津波記念碑

26 早池峰山 薬師川渓流の古生界、早池峰山
27 三王岩 三王岩

その他　　　　　　　 腹帯の混在岩、崎山貝塚、黒森神社

観光の被災と復興
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宮 

古
市
総
務
企
画
部
復
興
推
進
室
編
２
０
１
２
『
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
復
興
計

画
』
岩
手
県
宮
古
市

『
広
報
み
や
こ
』

『
月
刊　
み
や
こ
わ
が
町
』

岩
手
県
北
観
光http://w

w
w

.kenpokukanko.co.jp/

リ
ア
ス
観
光　
株
式
会
社http://riasu.server-shared.com

/

宮
古
旅
手
帳　
み
や
こ
へ
お
で
ん
せhttp://kankou385.jp/

て
き
た
。
現
場
の
人
び
と
の
間
に
共
通
す
る
の
は
、
破
壊
さ
れ
た
わ
が
町
を
被
災

地
と
し
て
観
光
の
呼
び
水
に
し
て
見
世
物
に
す
る
こ
と
は
不
本
意
で
あ
る
と
い
う

感
情
が
あ
る
。
同
時
に
復
興
の
た
め
に
は
産
業
と
し
て
の
観
光
を
起
こ
さ
な
く
て

は
い
け
な
い
と
い
う
実
利
の
問
題
と
の
間
で
揺
れ
る
姿
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
自

然
の
大
き
さ
と
、
人
の
小
さ
さ
を
知
る
こ
と
で
、
防
災
に
役
立
て
る
と
い
う
後
世

へ
の
教
育
と
い
う
必
要
性
も
付
け
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
複
数
の
基
準
の
間

で
苦
悩
す
る
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
場
の
人
び
と
は
、
い
つ
ま
で

も
被
災
地
観
光
で
は
な
く
、
新
し
い
宮
古
の
観
光
を
構
築
し
よ
う
と
前
向
き
で
あ

る
。

　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ
の
度
の
被
災
経
験
は
突
発
的
な
も
の
で
、
準
備
期
間
が

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
先
例
が
な
く
、
経
験
、
人
材
、
資
金
、
物
資
と
い
っ
た

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
不
足
す
る
中
、
手
探
り
の
状
態
の
中
で
の
取
り
組
み
で

あ
っ
た
。
そ
こ
に
見
た
の
は
新
し
い
人
と
の
出
会
い
を
通
じ
た
お
も
て
な
し
で
あ

り
、
揺
れ
な
が
ら
も
、
復
興
、
風
化
の
防
止
の
た
め
に
、
と
い
う
強
い
意
志
や
使

命
感
で
取
り
組
む
人
々
の
姿
だ
っ
た
。

【
参
考
（
引
用
）
文
献
】

吉 

本
浩
二
『
さ
ん
て
つ　
日
本
鉄
道
旅
行
地
図
帳 

三
陸
鉄
道 
大
震
災
の
記
録
』　

２
０
１
２
年　
新
潮
社

中 

井
精
也
『
夢
と
希
望
の
三
陸
鉄
道　

開
業
30
周
年
＆
全
線
運
行
再
開
記
念
』　

２
０
１
４
年　
徳
間
書
店

源
明
輝
『
さ
ん
て
つ
に
乗
ろ
う
！ 

』
２
０
１
４
年　
オ
ー
ク
ラ
出
版

国 

松
俊
英
著
、間
瀬
な
お
か
た
イ
ラ
ス
ト
『
は
し
れ 

さ
ん
て
つ
、き
ぼ
う
を
の
せ
て
』

２
０
１
４
年　
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
出
版

品
川
雅
彦
『
三
陸
鉄
道　
情
熱
復
活
物
語
』
２
０
１
４
年　
三
省
堂

冨 

手
淳
２
０
１
４
『
線
路
は
つ
な
が
っ
た　

三
陸
鉄
道 

復
興
の
始
発
駅
』

２
０
１
４
年　
新
潮
社

【
資
料
】

各分野での震災後の取り組み
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年 月 日 イベント名 場所 主催 内容／備考 出典

2011 8 11 Light up Nippon　
追悼花火大会 田老庁舎周辺 同時に「追悼 2011.8.11 田老防浪堤夢灯り」が常雲寺境内にて行

われ、震災から5か月の追悼と復興を祈る。花火に先立って黙とう。 広報み 145

2011 8 14 第44回宮古夏まつり 出崎ふ頭沖 宮古夏祭協賛会 海上花火大会／この年は花火大会のみ 広報み 143

2011 9 11 浄土ヶ浜さんま
フェスタ

レストハウス
前広場 宮古観光協会 先着 250 人、参加料１人 500 円（生さんま 1 本、イカ一夜干し、

すり身汁、おにぎり）、抽選でサンマのつかみ取り
広報み 145
広報み 147

2011 9 17
−18

第27回みやこ秋
まつり

宮古地区合同
庁舎駐車場

みやこ秋まつ
り実行委員会

市内パレード、手踊りパレード、船山車、（ゲスト：青森ねぶた、
黒石もつけ太鼓、サンバなど）、おまつり広場ステージイベント。
コース：五月町合同庁舎⇒あいさつ通り⇒宮古駅前　

わが町 393
広報み 144
広報み 145

2011 10 1
−2

復興祈念　第17
回宮古市産業ま
つり

市民総合体育
館

宮古市産業ま
つり実行委員
会

オープニングセレモニー、もちまき、お振舞い、お楽しみ抽選会、特産品、
地場産品販売、姉妹都市物産展、企業紹介、学習成果発表、キッズマーケッ
ト、郷土芸能によるオープニングセレモニー、小学生ものづくり体験教室、
音楽演奏、ダンスパフォーマンス、郷土芸能のステージなど。／津波で
被害を受けた宮古市の産業の早期回復のため、地元物産や企業製品を集
める。100 店舗以上のブースが出店。来場者 1 万 5 千人ほど。

わが町 393
わが町 395
広報み 143
広報み 146
広報み 149

2011 10 9
第11回　三陸
シーカヤックマ
ラソンin宮古

三陸シーカヤッ
クマラソン大会
実行委員会

レースは行わず、湾内のツーリング、神林漁港から出艇後湾内をツーリン
グ。／テーマ　「ともに復興」、震災後初の宮古湾でのイベント、参加者
155 名（過去最高）。藤原ふ頭のがれき置き場前でホーンを合図に黙とう。

わが町 395
広報み 146
広報み 149

2011 10 15 みやこ夢レール
フェスタ 宮古駅前広場

みやこ夢レー
ル創造事業実
行委員会

JR のキャラクターショー、ミニ SL 乗車会、地域物産の販売、ステージコ
ンサート、三陸鉄道宮古、小本間体験乗車。／ 5 回目。鉄道の魅力を多く
の人に知ってもらいながらイベントを通して情報を発信する支援事業。

わが町 395
広報み 147
広報み 149

2011 11 5
−6

第12回　全国新
撰組サミットin
宮古

JR宮古駅前広
場など

5 日 13:00 開会式（JR 宮古駅前広場）、「新撰組 revo」よさこい踊り（新
選組の故郷日野のよさこい連）、「ミスターブ　リュネ　コンテスト」表
彰式、「土方歳三写真コンテスト in 宮古」表彰式。13:30-14:30 末吉町
商店街　宮古新撰組パレード。13:20-17:20 宮古復興記念イベント（鍬
ケ崎小学校）、ひっつみ振る舞い、宮古大漁祝唄、土方歳三の子孫土方愛
氏によるトークショー、祇園囃子、記念講演会。18:20-20:30 新撰組ファ
ンの集い（浄土ヶ浜パークホテル）、6 日　9:00-　宮古湾海戦バスツアー、
遊覧船と貸し切りバス、魚菜市場での買い物支援。

わが町 395
わが町 396
広報み 148
広報み 151

2011 11 13
がんばろう宮古
サーモンハーフ
マラソン

宮古消防署前
広場

宮古サーモ
ン・ハーフマ
ラソン実行委
員会

10 キロの部、5 キロの部、ペアマラソン（約 2 キロ）／例年はハー
フ種目もあったが、コースが被災しこの年は行っていない。参加
者 2,571 人。参加資格　小学生以上で健康に自信のある人。参加
料一般 3,000 円、中高生 1,200 円、ペアマラソン 3,500 円。

わが町 393
わが町 396
広報み 145
広報み 149
広報み 151

2012 1 8 宮古サーモン
フェスタ 宮古駅前広場 宮古観光協会

サケ切り身プレゼント（先着 100 名）、餅まき、鮭のつかみ捕り、
チャンチャン焼きおふるまい、サケ汁おふるまい（先着 300 名）、
サケのおもちゃ釣り大会、恵比寿まき、山口太鼓演奏、歌謡ショー。
／例年は津軽石川で行っていたが、震災の影響で場所を変更

広報み 153
広報み 155

2012 1 8
商店街レッ
ドカーペット
2012

スポーツで好成績を残した生徒、成人式直後の新成人が長さ 150
メートルほどの赤いカーペットの上を行進。／初開催。震災から
の復興・再生を目指し末広町商店街振興組合がすすめる宮古の三
気（元気・活気・人気）UP 事業の一環。

広報み 155

2012 2 19 毛がにまつり 宮古観光協会
一本釣り、輪投げ、体験セリ市、300 名に毛ガニ汁ふるまい、もちつき、
恵比寿まき、暴れ太鼓、ちゃぶ台返し世界大会 in 宮古予選、マグロ解体
ショーなど。／来場者約 1 万 6 千人、宮古駅前からのシャトルバスあり。

わが町 400
広報み 156
広報み 157

2012 5 3
−6 浄土ヶ浜まつり 宮古観光協会

3 日：10 時、13 時シーカヤック体験試乗会、10-15 時　お楽しみ抽選会、
11-14 時　炭火焼コーナー、12 時　毛ガニ汁お振る舞い　先着 100 名、10
時 30 分　友愛歌謡ショー、12 時 30 分　金澤未咲、小田代直子ジョイント
コンサート。4 日：10 時、13 時シーカヤック体験試乗会、10-15 時　お楽
しみ抽選会、11-14 時　炭火焼コーナー、12 時　毛ガニ汁お振る舞い　先
着 100 名、11-14 時　芸能まつり。5 日 10-15 時　お楽しみ抽選会、11-14
時　炭火焼コーナー、12 時　毛ガニ汁お振る舞い　先着 100 名、10-12 時　
琴演奏会、MDS ダンススクールステージ。6 日：10-15 時　お楽しみ抽選会、
11-14 時　炭火焼コーナー、12 時　毛ガニ汁お振る舞い　先着 100 名、11
時　フィッシングゲーム

わが町 401
広報み 160

2012 5 12
−13

アンパンマン
トロッコ列車

JR山田線　宮
古茂市間

アンパンマンマーチの合唱、クイズ、じゃんけん大会など。／ JR
四国が所有する車両で、JR が被災各県で運行している。

わが町 402
広報み 163

2012 5 12 みやこ夢レール
フェスタ 宮古駅前広場

宮古産の食材を用いた弁当の販売、ミニ SL の体験乗車、ステー
ジイベント、三陸鉄道宮古小本間無料体験乗車。／鉄道の魅力を
多くの人に楽しんでもらう

わが町 402

2012 6 9
−10

第2回　宮古あき
んど復興市2012

末広町商店街、
中央通り商店街

キャラクターショー、町なか潮干狩り大会、全国の物産を集めた
「全国かけはし市」雫石の「軽トラ市」 広報み 165

2012 7 28
−29 宮古夏祭り 市内商店街

郷土芸能、民謡コンサート、よさこいソーラン、市民手踊りパ
レード、青森産ホタテの無料試食会（先着 1000 人、29 日）。／
2011 年は津波で花火大会だけの開催だったが、2012 年に再開。

わが町 405
広報 166・
169

2012 8 5 浄土ヶ浜サマー
フェスタ

浄土ヶ浜レス
トハウス前 宮古観光協会 子ども浴衣コンテスト、ビーチサンダル飛ばし大会、爆笑ジャンボ竹さ

おスイカ割り大会、浮輪投げ、シーカヤック体験試乗会、歌謡ショーなど。 広報み 167

2012 8 5 第21回　宮古港
ボート天国

神林木材港仮
設施設

宮古港ボート天
国推進協議会

全国から支援を受けたボート約 10 艇、水上バイク、シーカヤック、
ヨットなど。陸上には子供用プール。／ 2 年ぶりの開催。

わが町 405
広報み 167

2012 8 5 重茂味まつり 重茂漁港 重茂漁業協同
組合

海藻小袋まき（中に引換券が入っていて、海産物と交換できる）、
アワビとり、焼きウニ造り体験、活きウニ、活きアワビなどの販売、
食事、出店コーナー、本州最東端クルーズ。

広報み 167

2012 8 14 宮古夏まつり　
花火大会 出崎ふ頭沖合 当日はみやこ（たろう）災害エフエムでメッセージ花火の内容の

放送も。三陸鉄道が臨時列車。
わが町 404
広報み 166

2012 9 15
−16

第28回　みやこ
秋まつり（第1回
宮古市復興祈願
祭）

市内末広町、
大通り

みやこ秋まつ
り実行委員会

10 基の船山車、市民手踊りなど約 30 団体 2,000 人のパレード、
山口太鼓、ミス復興むすめ、新撰組の衣装、宮古あばれ太鼓、浅
草サンバ、宮古海戦の会等。

わが町 405
わが町 406
広報み 169
広報み 172

表３　2011年３月から2014年４月に行われたイベント一覧

観光の被災と復興
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年 月 日 イベント名 場所 主催 内容／備考 出典

2012 9 22
−23 さんまフェスタ

浄土ヶ浜レス
トハウス前広
場

11 時　秋刀魚づくしセット販売開始（生さんま、丸干しさんま、ウニご
はん、ホタテ、甘露煮、秋刀魚刺身、えび、すりみ汁、1000 円、先着
250）、秋刀魚のつかみ取り抽選、歌謡ショー（23 日）、シーカヤック体
験試乗会（23 日）。11 時 30 分　ひきめ里っこ鍋お振る舞い（23 日、先
着 50 名）。12 時　秋刀魚のつかみ取り（両日、各 10 名）。12 時 30 分　
マグロ解体ショー（23 日）。13 時　秋刀魚詰め放題（参加料 500 円、両日、
各 40 名）。13 時 30 分　マグロブロック争奪選抜クイズ（23 日）

ちらし、
広報み 170
広報み 172

2012 9 29
−30

宮古市産業まつ
り

市民総合体育
館 初日、餅まき、郷土芸能披露 わが町 407

2012 10 6
−7

2012三陸シー
カヤックマラソ
ンレースin宮古

宮古湾内
2012三陸シー
カヤックマラソ
ンレースin宮古
実行委員会

参加者県内外からの愛好者約 80 人、被災地復興の願いを込めて。
施設が被災したため昨年度は湾内ツーリングだけであったが、今
年は 10 キロの部でタイムを競う。

わが町 407
広報み 169
広報み 174

2012 10 13
−14

宮古あきんど復
興市

市内の商店街
（末広町、大通
り、中央通り）

地元商店街、
福祉団体、高
校など

初日：マグロ解体ショー（刺身が先着 200 名にふるまわれる）、
産直まつり（軽トラで新鮮な野菜を販売）、サンマを七輪で自分
で焼くコーナー、屋台等、福祉施設による漫画家吉田戦車さん、
伊藤理佐さん夫婦の似顔絵サイン会、音楽コンサート、人間空気
椅子コンテスト、ポニー乗車会。／来場者 1 万 5 千人。

わが町 407
広報み 174

2012 11 11
第26回　宮古
サーモンハーフ
マラソン

宮古サーモン・
ハーフマラソン
大会実行委員
会

8:15: 開会式（宮古消防署前広場）、9:00：5 キロの部（合同庁舎前⇔藤
原地区）9:40：ハーフマラソンの部（合同庁舎前⇔金浜地区、新コース
震災後初、599 人参加）、10:10:10 キロの部（合同庁舎前⇔八木沢団地）、
10:20：ペアマラソンの部（合同庁舎前⇔末広町）。サンマの塩焼き、サ
ケ汁、サケご飯のふるまい。／参加者 2773 人。北は北海道旭川、南は
熊本から参加。交通規制は 12 時に解除。昨年は開催できなかったハー
フ部門も海沿いのコースを市街地を往復するコースに変え復活。

わが町 407
わが町 408
広報み 169
広報み 173
広報み 175

2012 11 24 鮭・あわびまつ
り

田老第一中学
校校庭

田老観光イベ
ント実行委員
会

サケ汁の無料おふるまい、各種海産物の販売、各種農作物の販
売、姉妹都市八幡平市の特産品コーナー、たろう太鼓の公演、歌
謡ショー、ステージイベント、餅まきなど。／昨年は震災の影響
で中止していたが、会場変更、日程も 1 日として開催。

広報み 173
広報み 176

2012 12 1 JR宮古駅リニュー
アル完成記念式典 JR宮古駅前 JR宮古駅 宮商太鼓の演奏、餅まきなど 広報み 174

2012 12 1 みやこ夢レール
フェスタ 宮古駅前広場

みやこ夢レー
ル創造事業実
行委員会

開会セレモニー、ミニ SL 体験乗車、ステージイベント、模擬店、
三陸鉄道体験乗車（小本まで）、閉会セレモニー

広報み 174
広報み 176

2012 12 2 宮古復興祈願 宮古魚市場

宮古岩手ライオ
ンズクラブ、田老
ライオンズクラ
ブ、陸中宮古ライ
オンズクラブ、東
京日本橋ライオ
ンズクラブ

かっこめ贈呈（先着 100 名）、宮古水産高校和太鼓演奏、大熊手
御開帳、復興祈願法話、おしるこ振舞、小田代直子歌謡ショー、
お楽しみ抽選会

わが町 408

2013 1 1 第10回元旦マラ
ソン＆ウォーク

みやこサーモ
ンランナーズ 宮古駅前⇒横山八幡宮⇒花輪橋の往復 わが町 409

2013 1 13
第41回、宮古
サーモンフェス
タ

宮古駅前広場
鮭のつかみ取り、ステージショー（宮古水産高校の宮古太鼓、久
保田雅さん、小田代直子さん、金澤未咲さんの歌謡ショー）、鮭
の切り身のプレゼント、チャンチャン焼き、サケ汁の振る舞い、
えびすまき。／つかみ取りには 100 名参加。

わが町 410
広報み 177
広報み 179

2013 1 13
商店街レッ
ドカーペット
2013

商店街を歩行者天国にして、スポーツや文化活動で活躍した市民
や新成人 1600 人ほどが、250 メートルのレッドカーペットの上
を歩く。／昨年に続き 2 度目。昨年慶祝事があった人や復興関係
者の労をねぎらい、地域の絆を深めるため。

わが町 410
広報み 177

2013 2 17 第11回　宮古毛
ガニまつり

宮古魚市場特
設会場 宮古観光協会

11:30：体験せり市、毛ガニ汁のふるまい（先着 300 名）。9:30、
10:30、12:30、13:30：宮古産毛ガニの一本釣り大会（参加費
1500 円、先着 200 名、開場と同時に予約券が完売）。10:00：
MDS ダンスステージ。10:30：山口太鼓。11:00　えびすまき。
12:00：ちゃぶ台返し全国大会予選。13:00：久保田雅ショー。
13:30：金澤未咲ショー。お楽しみ抽選会、毛ガニ海産物等の販売。
／来場者：1 万 5 千人。宮古駅前から無料シャトルバスの運行。

わが町 410
わが町 411

2013 3 24 たろちゃんハウ
ス祭り

たろちゃん協
同組合

各仮設店舗の露店販売、特設ステージ（餅まき、小田代直子さん
や宮古民謡保存会のコンサート、神風宮古流星海や田老民謡愛好
会の演舞など）、田中菓子舗の「田老かりんとう」の販売再開

広報み 185

2013 4 2 豪華客船「にっ
ぽん丸」寄港 藤原埠頭

大勢の市民や宮古小学校ブラスバンド部の演奏による歓迎、記念
の大漁旗の贈呈／船長の久葉さんは震災直後被災者に食事や入浴
の支援を行った「ふじ丸」の当時の船長でもある。3 年ぶりの寄港。

広報み 185

2013
4
5

28
3

−6
浄土ヶ浜まつり

シーカヤック体験試乗会　5 月 3，4 日　参加費 500 円。毛ガニ
汁おふるまい　5 月 3-6 日　先着 100 名。歌謡ショー（友愛の会、
金澤未咲、立花英樹）5 月 3 日。浄土ヶ浜芸能まつり、阿波踊り
5 月 4 日。琴演奏会、MOPS ダンス、M.D.S ダンススクール　5
月 5 日。フィッシングゲーム　5 月 6 日

広報み 185
広報み 187

2013 5 12 田老大漁まつり 田老総合事務
所付近の公園

田老大漁まつ
り実行委員会 餅まき、たろう太鼓、よさこいソーラン、歌謡ショー 広報み 188

2013 5 25 みやこ田老鎮魂
の祈り

グリーンピア
三陸みやこ多
目的アリーナ

鎮魂の祈り実
行委員会

中尊寺の僧侶による三回忌法要、田老太鼓、宮古北高校応援団に
よるエール、海嘯鎮魂の詩（田畑ヨシさん作）、臼澤みさき復興応
援ミニライブ、夢灯り、青山学院女子短大によるハンドベル演奏

広報み 185

各分野での震災後の取り組み
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年 月 日 イベント名 場所 主催 内容／備考 出典

2013 6 1 宮古市Sea級グ
ルメコンテスト

フラットピア
みやこ

市内の 6 事業者が海産物など地元の食材を生かした料理 13 品を
出品。／友丸しまかの「鮭のめんちかつ」、浄土ヶ浜旅館の「あ
んかけウニ飯」がグランプリに。

広報み 189

2013 6 8
−9

宮古街なか復興
市　

末広町、中央
通り商店街

宮古街なか復
興市実行委員
会

市民てづくり市、街かど音楽祭・芸能祭、街なか潮干狩り大会（仮
設の砂場を作成し、アサリなどを掘る）、地物市、花の市、街な
かドックショー、トランポリン、フリーマーケット。宮古街なか
まるごと 100 円商店街　6 月 8 日 10 時から。／ 5 回目。100 店
舗余りが参加歩行者天国に。「被災地商店街から元気を発信する」

わが町 414
わが町 415
広報み 187
広報み 191

2013 6 9 パワーストック
in宮古2013

魚市場の隣接
地につくられ
た特設会場

広報み 189

2013 7 14
第21回海の日
記念宮古港カッ
ターレース

宮古魚市場前 宮古市体育協
会

18 チームの参加、長さ 9 メートルのカッターに 14 人が乗り込み
往復 600 メートルのコースで競う。／震災後 3 年ぶりに復活。

わが町 416
広報み 188

2013
7

8

27
−28
14

みやこ夏祭り
　7 月 27 日　郷土芸能の披露（宮古駅前広場）、末広町神輿巡行、
市民手踊り、太鼓団体の競演（末広町から中央通り）。7 月 28 日　
曳船まつり（宮古市魚市場内）、郷土芸能の披露（宮古駅前広場、
末広町から中央通り）。8 月 14 日花火大会　20 時　出崎埠頭

わが町 416
広報み 193

2013 8 4 第7回重茂味ま
つり

重茂漁業協同
組合

ウニやアワビなどの海産物や加工品の販売、ステージショー、本
州最東端クルーズ。 広報み 193

2013 8 4 浄土ヶ浜サマー
フェスティバル

浄土ヶ浜レス
トハウス前 宮古観光協会 ビーチサンダル飛ばし大会、ジャンボ竹ざおスイカ割り大会、子

ども浴衣コンテスト。／子ども浴衣コンテストには 42 人が参加。 広報み 194

2013 8 11 宮古ボート天国 神林木材港と
その付近

宮古湾ボート
天国推進協議
会

プレジャーボート、クルーザー、ヨット、水上オートバイ、シー
カヤックなどの体験航海、試乗会、ミニプールなど。

わが町 416
わが町 417
広報み 194

2013 8 24 ポケモントレイ
ン宮古号

人気アニメポケットモンスターがデザインされた JR 東日本の「ポ
ケモントレイン宮古号」が山田線で運行開始。出発前に市民ら約
120 人が列車を見学した。

広報み 194

2013 8 25
2013復活！
JAZZin浄土ヶ
浜

浄土ヶ浜
JAZZin浄
土ヶ浜実行委
員会

出演者：綾戸智恵、あんみつ（T-SQUARE）、ちだ原人 NUTS,
市民有志による演奏、いずみしん他。／ 20 年ぶりの開催。

わが町 416
広報み 192
広報み 195

2013 9 14
−15

第29回みやこ秋
まつり、第2回宮
古市復興祭

宮古駅前広場 みやこ秋まつ
り実行委員会

手踊りパレード、船山車運行、お祭り広場、ゲスト出演、サンバチー
ム仲見世バルバロス、10 台を超える船山車、市民手踊りパレー
ド（30 団体 2000 人）、人気アニメ、ポケットモンスターのイベ
ント、その他ステージイベント。

わが町 417
わが町 418
広報み 193
広報み 195

2013 9 14
−15

浄土ヶ浜さんま
フェスタ

浄土ヶ浜レス
トハウス前

サンマづくしセット販売、サンマのつかみ取り（14,15 日）、大衆
演劇人気座長 4 人によるユニット「LINK」ステージイベント、シー
カヤック無料体験試乗会、餅まき、マグロの解体ショー、マグロ
ブロック争奪選抜クイズ（15 日）。

広報み 193
広報み 195

2013 9 21 みやこ夢レール
フェスタ

オープニングセレモニー　10:00-10:15、物産販売　10:00-15:00、駅
前広場コンサート 10:20-15:00、ミニ SL 乗車会 11:00-14:00、三陸鉄
道映画列車 10:50-12:00、ポケモントレイン宮古号車両見学会 11:40-
13:10 受付、12:40-13:20 見学、宮古産食材を使ったお弁当の販売
12:00 から、三陸鉄道無料体験乗車 13:20-14:50、閉会セレモニー・餅
まき 15:05 から。三陸鉄道写真展　9 月 12-25 日。

広報み 194

2013 9 28
−29

いわて三陸鎮魂
復興祭 奥浄土ヶ浜 幸せ出ずる国い

わて実行委員会
黒森神楽などの郷土芸能の競演、京都醍醐寺、島谷ひとみさん、
錦織健さん、中村勘九郎さん、中村七之助さんの公演。 広報み 197

2013 10 5
−6

第19回宮古市産
業まつり

市民総合体育
館

宮古市産業ま
つり実行委員
会

特産品・地場産品販売、姉妹都市・友好都市等物産展、企業紹
介・学習成果発表、Sea 級グルメ販売、ステージイベントほか。
Sea 級グルメコンテスト、「三鉄縦断小学生クイズ大会。宮古予選」
／復興加速年と位置づけられ多くの来場者でにぎわった。104 店
舗が出店、1 万 1 千人が訪れる。

わが町 417
わが町 419
広報み 197

2013 10 12
−13

2013三陸シー
カヤックマラソ
ンレースin宮古

宮古湾内
三陸シーカ
ヤックマラソ
ンレースin宮
古実行委員会

レース後、さんま、つみれ汁の振る舞い。／県内外から 101 人が
参加

「被災地復興の願いを込めて力強くパドルをこいだ」。
わが町 419
広報み 193

2013 10 13
−14

宮古街なか復興
市2013秋

末広町商店
街、中央通商
店街

宮古街なか復
興市実行委員
会

宮古の秋はうまいぞ！大会、街かど音楽祭・芸能祭、元気な宮古っ子全員集
合！、宮商デパート、はあとふるフェスタ、フリーマーケット、宮古街なか
まるごと 100 円商店街（13 日）、第 1 回三陸利き魚選手権大会 (14 日 ) 

広報み 195
広報み 198

2013 11 10
第27回宮古サー
モン・ハーフマ
ラソン

宮古市内のコース
（宮古地区合同庁舎
を発着点とし、ハー
フ、10キロ、5キロ、
ペア（約2キロ））

全国各地から 3321 人がエントリー。室伏広治選手、市川華菜選
手もゲスト参加。

わが町 420
広報み 193
広報み 197
広報み 199

2014 1 1 第11回元旦マラ
ソン＆ウォーク

宮古市役所
サンデーラン
ナーズ

宮古駅前、横山八幡宮（初詣）、花輪橋方面の往復 わが町 421

2014 1 12 商店街レッドカー
ペット2014

末広町商店街
振興組合

様々な分野で活躍した市民や新成人が 250 メートルのレッドカーペット
を歩く。／3回目。新成人としての抱負をマイクで語ったあと、レッドカー
ペットの上を歩く。見守る市民はクラッカーなどで祝福。

わが町 422

2014 1 12
第42回宮古鮭ま
つり・宮古サー
モンフェスタ

宮古駅前広場
鮭のつかみ捕り（2 つの特設プール、100 人参加）、餅まき、各
種ステージ、鮭の切り身プレゼント、宮古水産高校の太鼓、金澤
未咲さん、久保田雅さんの歌謡ショー、MDS のダンスステージ

わが町 422
広報み 201

観光の被災と復興
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年 月 日 イベント名 場所 主催 内容／備考 出典

2014 2 16 宮古毛ガニまつ
り 宮古観光協会

毛ガニ一本釣り、毛ガニの販売、矢巾町のタケルンジャー、恵比寿撒き、
毛ガニ汁の振る舞い、毛ガニの輪投げ、体験競り市、ステージショー（金
澤未咲さん、久保田雅さん、キャラクターショー）／あいにくの大雪。

わが町 423
広報み 203
広報み 205

2014
4
5

29
3

−6
第35回浄土ヶ浜
まつり 宮古観光協会

毛ガニ汁お振る舞い（期間中 12 時、先着 100 名）。4 月 29 日霊境
祭 9:30、浄土ヶ浜ウォーキング 10:30-12:00。5 月 3 日友愛の会歌
謡ショー 10:00、激辛冷麺早食い大会 12:00、金澤未咲歌謡ショー
12:40、小田代直子歌謡ショー 13:40．4 日浄土ヶ浜芸能まつり第一
部 11:00、久保田雅歌謡ショー 13:30、浄土ヶ浜芸能まつり第二部
14:00。5 日琴演奏会 10:00、宮小吹奏楽 11:30、MOPS ダンスステー
ジ 13:00、MDS ダンスステージ 13:30。6 日フィッシングゲーム

広報み 208
広報み 211

2014 5 14
客船「ぱし
ふぃっくびーな
す」宮古港入港

宮古小学校のブラスバンド、宮古市長の歓迎のあいさつ、乗船客らは
浄土ヶ浜、さんてつを利用し、北山崎、龍泉洞などのオプショナルツ
アーに参加、花見かき、山菜の天ぷらに舌鼓。／日本クルーズ客船、
H18 年以来 8 年ぶり 4 度目。「春の日本一周クルーズ」の最終寄港地
とする。（横浜発、九州、日本海をめぐり宮古へ）。351 人の乗客。

わが町 426

2014 6 1 パワーストック
in宮古

なあど隣接地
の特設会場 広報み 213

2014
7

8

26
−27
14

宮古夏まつり
宮古駅前広
場、末広町、中
央通り商店街

神輿の運行、市民手踊り、太鼓、郷土芸能（26，27 日）。海上花火大会（8
月 14 日） 広報み 217

2014 8 2
潜水艦「うずし
お」藤原ふ頭に
入港

自衛隊の車両展示、資料配布、グッズ販売も。／海上自衛隊の潜水艦「う
ずしお」が宮古港に入港、藤原ふ頭で一般公開。宮古港入港は H16 年
以来 10 年ぶり、歓迎セレモニーも開かれ、多くの来場客でにぎわう。
広報活動、被災地支援、乗組員の休養を兼ねる。

わが町 429

2014 8 3 重茂味まつり 重茂漁港 重茂漁業協同
組合

海藻小袋まき、アワビ捕り、焼きウニ造り体験、活ウニ・活アワビなどの海産物販売、
本州最北端クルーズ、小田代直子民謡ショー、みやさと奏歌謡ショー、トド埼太鼓 わが町 428

2014 8 3 浄土ヶ浜サマー
フェスティバル

子ども浴衣コンテスト　10:00-。シーカヤック体験試乗会　10:00-
12:00、13:00-15:00。浄土ヶ浜ミニ縁日　10:00-14:00。ビーチサンダ
ル飛ばし大会　11:15。爆笑ジャンボ竹竿スイカ割り大会　12:15-。久
保田雅ショー　13:00-。小田代直子ショー　14:00-

広報み 215
広報み 217

2014 8 10 宮古港ボート天
国

リアスハー
バー宮古

宮古港ボート
天国推進協議
会

プレジャーボート、ヨット、シーカヤック、水上バイク体験航海、
クラフト、ミニプール体験他。

わが町 428
わが町 429
広報み 215

2014 8 23 いわて三陸鎮魂
復興祭

浄土ヶ浜の特
設ステージ

幸せ出ずる国
いわて実行委
員会

市川猿之助さんのステージ、醍醐寺の声明や郷土芸能（宮古市「花
輪小鹿踊り」、陸前高田「うごく七夕松原組」、大船渡「浜崎念仏剣舞」、
普代村「鵜鳥神楽」、山田町「愛宕青年八木節」、大槌町「陸中弁天
虎舞」、釜石「南部藩壽松院年行司支配太神楽」）など。／昨年に続
き 2 度目。約 300 人の観客。大震災からの鎮魂と復興に向けて。

わが町 429
広報み 215

2014 8 24 第14回宮古湾横
断遠泳大会

リアスハー
バー宮古（磯
鶏神林沖）

NPOいわて
マリンフィー
ルド

宮古湾内 1.4 キロを横断、貝殻を使ったクラフト製作体験も。／
定員 70 人（市内、県内からの 15 人、25 歳から 72 歳が参加、
全員が完泳）。参加費用 2000 円。

わが町 428
わが町 429
広報み 215

2014 9 13
−14

第3回　宮古市
復興祭、みやこ
秋まつり

宮古市市街
地、駅前イベ
ント広場

みやこ秋まつ
り実行委員会 手踊りパレード、船山車運行、ステージイベント、まつり広場 広報み 210

広報み 217

2014 9 20
−21

浄土ヶ浜さんま
フェスタ

浄土ヶ浜レス
トハウス前 宮古観光協会

さんま一人一匹プレゼント、サンマすり身汁お振る舞い、サンマつかみ
どり（両日）。第 2 回宮古市 Sea 級グルメグランプリ「みやごのひっつみ」
お振る舞い、マグロ解体ショー、マグロブロック争奪選抜クイズ（21 日）

広報み 218

2014 10 4
−5

第20回宮古市大
産業まつり

オープニングセレモニー　4 日　09:30 宮古若潮太鼓、餅まき、ステー
ジイベント。第 20 回記念大抽選会、歌謡ショー、山口太鼓ほか市内各
団体によるステージ、青森県黒石市の「つゆやきそば」の販売、第 3 回
宮古市 Sea 級グルメコンテスト。／ 1 万 5740 人が訪問。

広報み 218
広報み 221

2014 10 12 三陸シーカヤックマ
ラソンin宮古2014

震災後初めて震災前のレースコース（リアスハーバー宮古から浄
土ヶ浜）で開催。78 人が参加。 広報み 221

2014 10 22
−23

宮古街なか
Ultra復興祭 市中心街

宮古街なか復
興市実行委ほ
か

旬の果物野菜海産物や工芸品の販売、サンマのしちりん焼き、つみれ汁、
盛岡さんさ踊り、仙台スズメ踊り、下閉伊地域の郷土芸能、市内の音楽
芸能団体の公演など。／訪問客約 1 万 9 千人。

広報み 221

2014 10 19 本州最東端「魹ヶ埼
灯台」一般公開

市商業観光課も
てなし観光担当 参加者約 170 人 広報み 221

広報み 222

2014 11 1 JR宮古駅開業80周
年記念セレモニー 宮古駅前広場 JR宮古駅 宮古水産高校の生徒による太鼓の演奏、餅まき、記念品の配布 広報み 220

広報み 223

2014 11 1 みやこ夢レール
フェスタ

みやこ夢レール
創造事業実行委

物産販売、オープニングセレモニー、コンサート、ミニ SL 乗車会、
宮古産食材の駅弁販売、閉会式、餅まき

広報み 220
広報み 223

2014 11 19
第28回宮古サー
モン・ハーフマ
ラソン

宮古サーモン・
ハーフマラソン
大会実行委員
会

ハーフ、10 キロ、5 キロ、ペア（約 2 キロ、小学生以上で小学
生を含むこと）の 4 部門。／ゲストランナー青山学院大学陸上競
技部。レース後はサンマやサケ汁の振る舞いも。青山学院の陸上
部参加。参加者 3293 人 ( 過去 3 位の多さ )。

わが町 432
広報み 217
広報み 223

2014 11 23 鮭・あわびまつ
り

田老第一中学
校校庭

田老観光イベン
ト実行委員会

サケのつかみ取り体験、サケ・アワビなどの海産物の販売、各種農産物
の販売、姉妹都市八幡平市の特産品コーナー、サケ汁のお振る舞い、郷
土芸能や歌謡ショー、お笑いライブ、サケ釣りゲームコーナー、餅まき。

広報み 221
広報み 225

2014 12 21
第 43 回宮古鮭ま
つり　みやこサー
モンフェスタ

宮古駅前広場
鮭のつかみどり、ステージショー、餅まき、はらこそば早食い大会、
小学生のサケの絵画の展示など。／以前は新春に津軽石川河川敷
で行われていたが、震災後変更になった。

わが町 432
広報み 223
広報み 227

『広報みやこ』（表中は広報み）、『みやこわが町』（同、わが町）を参照して作成した。数が膨大であり、イベントでも市民を対象とし誘客
につながっていないもの、内陸で行われているもの等は割愛した。

各分野での震災後の取り組み
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第
２
部　
各
分
野
で
の
震
災
後
の
取
り
組
み

第
11
章　
被
災
し
／
支
援
し
／
復
興
す
る
宗
教

�

藤
野
陽
平

は
じ
め
に

　
沿
岸
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
呑
み
込
ん
だ
今
回
の
津
波
で
は
東
北
の
被
災

３
県
で
も
多
く
の
宗
教
施
設
が
被
災
し
た
。
稲
場
圭
信
（
大
阪
大
学
）
と
黒
崎
浩

行
（
國
學
院
大
學
）
を
中
心
に
作
成
さ
れ
た
宗
教
者
災
害
救
援
マ
ッ
プ
（https://

sites.google.com
/site/fbnerjm

ap/

）
に
は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
宗

教
施
設
が
地
図
上
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
範
囲
と
規
模
の
大
き
さ
に
改
め

て
驚
き
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
民
俗
芸
能
や
祭
礼
が
地
域
の
復
興
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
（
高
倉
、
滝
澤
編
２
０
１
４
年
等
）、
宮

古
で
は
黒
森
神
楽
が
１
〜
３
月
に
宿
を
取
り
な
が
ら
県
内
沿
岸
を
め
ぐ
る
「
巡
行
」

が
震
災
以
降
は
と
り
や
め
に
な
っ
た
（
河
北
新
報
２
０
１
１
年
４
月
４
日
付
）� 注（
１
）。

　
ま
た
、
被
災
直
後
か
ら
被
災
地
へ
多
く
の
支
援
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
国
内
外
か

ら
の
宗
教
団
体
が
陰
に
陽
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
（
藤
野
・

平
野
２
０
１
２
年
）。
宗
教
を
基
盤
と
し
た
利
他
心
に
押
し
出
さ
れ
た
行
動
（
稲
場

２
０
１
１
年
）
で
あ
る
。

　
震
災
か
ら
６
年
が
経
ち
、
こ
れ
か
ら
は
物
的
復
興
に
加
え
て
心
的
復
興
の
必
要

性
が
強
ま
っ
て
く
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
20
年
以
上
が
経
過
し
た
が
、
こ

の
と
こ
ろ
に
な
っ
て
や
っ
と
当
時
の
こ
と
を
語
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
人
が
い
た
と

い
う
。
心
の
復
興
に
は
根
気
強
い
長
期
間
の
ケ
ア
が
必
要
と
な
る
。
も
う
６
年
で

は
な
く
、
ま
だ
６
年
で
あ
る
。
医
療
従
事
者
だ
け
で
は
な
く
、
宗
教
関
係
者
の
果

た
す
べ
き
役
割
は
小
さ
く
な
い
。

　
残
念
な
こ
と
に
宗
教
関
連
の
情
報
は
テ
レ
ビ
や
新
聞
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
で
取

注（
１
）��

な
お
、
震
災
後
初
め
て
の
公
演
は
２
０
１
１
年
６
月
25
日
、
避
難
所
と
仮
設

住
宅
団
地
に
な
っ
て
い
る
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
で
の
も
の
で
あ
る
（
広

報
：
１
４
３
号
：
10
頁
）。

り
上
げ
ら
れ
る
割
合
は
小
さ
い
。
後
述
す
る
台
湾
の
仏
教
系
財
団
法
人
・
仏
教
慈

済
基
金
会
（
慈
済
会
）
は
、
東
北
３
県
で
50
億
円
も
の
義
援
金
を
被
災
者
に
直
接

配
布
し
て
い
る
と
い
う（
宮
古
で
は
２
億
円
程
度
）。
こ
れ
を
伝
え
て
い
る
の
は『
岩

手
日
報
』
の
８
月
31
日
付
だ
け
で
あ
る
（
金
子
２
０
１
１
年
）。
こ
う
し
た
団
体
の

多
く
が
慈
善
活
動
を
人
に
知
ら
せ
る
こ
と
は
好
ま
ず
、
隠
し
て
お
く
方
を
選
ぶ
の

で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
方
が
小
さ
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
宮
古
市
内
の
宗
教
の
被
災
経
験
、
支
援
活
動
、
そ
し
て
、

ど
の
よ
う
に
復
興
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
を
取
り
上
げ
る
。

１　
宗
教
の
被
災
状
況
と
支
援
活
動

　
Ａ　
エ
ホ
バ
の
証
人　

　
河
南
に
位
置
す
る
エ
ホ
バ
の
証
人
か
ら
は
、
も
の
み
の
塔
聖
書
冊
子
協
会
広
報

室
の
松
永
一
樹
さ
ん
よ
り
Ｅ
メ
ー
ル
を
通
じ
て
情
報
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
。
宮

古
の
エ
ホ
バ
の
証
人
は
宗
教
施
設
の
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
信
者
の
う
ち
津

波
に
よ
る
死
者
が
１
名
、
家
屋
の
全
壊
が
１
棟
、
大
規
模
半
壊
が
１
棟
、
軽
微
な

被
害
が
１
棟
で
あ
っ
た
。
エ
ホ
バ
の
証
人
の
災
害
救
援
に
関
す
る
指
針
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。
メ
ー
ル
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
転
記
し
た
い
。

　
「
エ
ホ
バ
の
証
人
は
世
界
中
の
１
３
５
以
上
の
国
や
地
域
で
生
活
す
る
仲
間
の
信

者
の
為
、
必
要
に
応
じ
災
害
時
の
救
援
活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

は
金
銭
的
な
援
助
は
勿
論
で
す
が
、
物
的
な
支
援
や
復
興
に
関
す
る
支
援
の
活
動

が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
救
援
活
動
の
根
幹
に
あ
る
指
針
と
し
て
３
つ

の
点
を
上
げ
る
事
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
１
番
目
の
点
と
し
て
、
救
援
活
動
が
私
共

の
宗
教
信
条
を
実
践
す
る
機
会
と
み
な
し
て
い
る
事
で
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
が
、

私
ど
も
の
学
ぶ
神
の
教
え
を
飾
る
も
の
と
な
り
、
学
ん
で
い
る
事
を
実
践
す
る
も

の
と
な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
、
仲
間
の
信
者
に
つ
い
て
は
勿
論
の

こ
と
で
す
が
、
必
要
に
応
じ
近
隣
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ

て
お
り
ま
す
。
２
番
目
の
点
と
し
て
、
仲
間
の
信
者
の
必
要
を
満
た
す
こ
と
を
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
の
務
め
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
の
よ
う
な
災
害
の

場
合
に
つ
い
て
も
、
迅
速
な
救
援
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
実
際
に
、
こ
の

震
災
の
救
援
活
動
に
際
し
て
は
国
内
だ
け
で
な
く
、
海
外
か
ら
も
仲
間
の
信
者
が

被災し／支援し／復興する宗教
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・
宮
古
平
和
会
館
の
概
要

　
２
０
０
６
年
２
月
に
落
成
し
た
宮
古
平
和
会
館
は
宮
古
太
陽
県
（
田
野
畑
、
岩

泉
、宮
古
、山
田
）
の
中
心
会
館
と
な
っ
て
い
る
。
宮
古
太
陽
県
は
約
９
０
０
世
帯
、

人
数
で
は
１
千
８
０
０
人
程
の
学
会
員
が
い
る
。
そ
れ
ま
で
は
磯
鶏
に
今
の
３
分

の
１
程
度
の
小
さ
い
会
館
（
宮
古
会
館
）
が
あ
っ
た
が
、
手
狭
に
な
り
宮
古
平
和

会
館
が
建
て
ら
れ
た
。
宮
古
会
館
は
１
９
８
５
年
に
落
成
し
た
。
そ
れ
以
前
に
は

個
人
宅
な
ど
に
集
ま
っ
て
い
た
。

・
震
災
直
後
の
状
況

　
震
災
直
後
に
は
数
人
の
会
員
が
平
和
会
館
に
避
難
し
て
き
た
。
教
団
か
ら
は
14

日
に
支
援
物
資
が
平
和
会
館
へ
届
き
始
め
た
。
様
々
な
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
が
、
北

海
道
か
ら
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
創
価
学
会
に
は
全
国
に
「
方
面
」
と
い
う
単
位

が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
岩
手
に
は
北
海
道
か
ら
、
宮
城
、
福
島
に
は
関
西
か
ら

と
い
っ
た
支
援
ル
ー
ト
を
本
部
が
決
め
た
。
さ
ら
に
岩
手
県
内
で
は
岩
手
文
化
会

館
に
設
置
さ
れ
た「
災
害
対
策
本
部
」が
、状
況
に
合
わ
せ
て
ど
の
地
域
に
何
を
持
っ

て
い
く
か
を
調
整
し
て
い
た
。
北
海
道
は
こ
れ
ま
で
様
々
な
災
害
を
経
験
し
た
ノ

ウ
ハ
ウ
が
あ
り
、
13
日
に
は
北
海
道
を
出
発
し
て
、
14
日
に
盛
岡
、
宮
古
に
は
15

日
に
到
着
し
た
。
毎
週
７
㌧
ト
ラ
ッ
ク
と
２
㌧
ト
ラ
ッ
ク
の
２
台
で
主
に
食
料
品

等
の
物
資
が
運
び
込
ま
れ
た
。

　
宮
古
に
到
着
し
た
物
資
は
Ｈ
２
さ
ん
を
中
心
に
避
難
所
や
家
に
い
た
人
に
毎
日

の
よ
う
に
配
布
さ
れ
た
。
車
も
ガ
ソ
リ
ン
も
不
足
し
て
い
た
の
で
、少
人
数
で
行
っ

た
。
北
海
道
か
ら
は
物
資
だ
け
で
は
な
く
応
援
職
員
も
来
て
く
れ
た
の
だ
が
、
ガ

ソ
リ
ン
の
入
手
が
難
し
く
、
当
初
は
身
動
き
が
と
り
づ
ら
か
っ
た
。

　
北
海
道
か
ら
の
応
援
職
員
に
は
平
和
会
館
を
宿
泊
所
と
し
て
使
用
し
て
も
ら
い
、

物
資
の
分
配
や
会
員
の
安
否
確
認
な
ど
を
担
当
し
て
も
ら
っ
た
。
つ
ね
に
５
人
ほ

ど
は
県
外
か
ら
応
援
に
来
て
く
れ
た
。
北
海
道
が
最
も
多
い
が
そ
れ
以
外
に
も
関

東
な
ど
各
地
か
ら
人
が
駆
け
つ
け
た
。

　・
被
災
状
況

　
平
和
会
館
の
被
害
は
停
電
と
断
水
の
み
で
、
電
気
の
復
旧
は
１
週
間
以
内
、
水

救
援
の
為
に
駆
け
つ
け
、
宮
城
県
を
含
む
広
い
範
囲
で
活
動
い
た
し
ま
し
た
。
米

国
で
は
、
こ
の
救
援
に
関
す
る
働
き
手
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
自
費
で
援
助
に
出
向

く
事
を
申
し
出
た
者
が
６
０
０
人
近
く
お
り
ま
し
た
。
３
番
目
の
点
と
し
て
、
仲

間
の
信
者
が
通
常
の
生
活
に
戻
る
事
を
助
け
る
為
、
具
体
的
な
救
援
活
動
が
展
開

さ
れ
て
参
り
ま
し
た
。
今
回
の
震
災
に
関
連
し
て
、
信
者
の
中
に
は
生
活
必
需
品

の
全
て
を
津
波
で
流
さ
れ
、
着
の
み
着
の
ま
ま
助
か
っ
た
方
も
大
勢
お
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
皆
さ
ん
が
、
１
日
も
早
く
通
常
の
生
活
に
戻
り
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て

の
活
動
に
預
か
れ
る
よ
う
、
具
体
的
な
支
援
が
検
討
さ
れ
細
か
な
分
野
に
至
る
ま

で
の
援
助
が
な
さ
れ
ま
し
た
。」

　
以
上
の
指
針
を
受
け
て
宮
古
に
お
け
る
活
動
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

震
災
直
後
か
ら
盛
岡
市
に
救
援
に
関
す
る
「
キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
設
置
し
、

岩
手
県
内
の
被
災
状
況
の
調
査
と
支
援
活
動
を
実
施
し
た
。
３
日
後
に
は
代
表
者

と
地
域
の
担
当
者
が
被
災
地
入
り
し
、
安
否
確
認
と
物
資
の
配
布
を
始
め
た
。
そ

の
後
、岩
手・救
援
委
員
会
が
盛
岡
市
に
組
織
さ
れ
、安
否
確
認
、援
助
活
動
を
行
っ

た
。
宮
古
市
の
エ
ホ
バ
の
証
人
信
者
の
58
世
帯
に
対
し
て
、
車
３
台
も
含
む
全
国

か
ら
２
千
品
目
以
上
の
支
援
物
資
が
配
ら
れ
、
３
回
の
簡
易
な
家
屋
の
修
繕
も
行

わ
れ
た
。
そ
の
他
行
政
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
の
伝
達
、
引
っ
越
し
や
清
掃

の
手
伝
い
、
癒
し
を
目
的
と
し
た
理
容
・
美
容
の
サ
ー
ビ
ス
、
内
陸
の
温
泉
へ
招

待
し
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
の
提
供
も
行
っ
た
。

　
Ｂ　
創
価
学
会

　
創
価
学
会
の
み
な
さ
ん
に
は
２
０
１
３
年
10
月
29
日
に
、
創
価
学
会
宮
古
平
和

会
館
（
宮
古
市
松
山
）
に
て
座
談
会
方
式
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
参
加
者

は
創
価
学
会
第
三
岩
手
総
県
総
県
長
の
Ｙ
さ
ん
、
聖
教
新
聞
配
達
員
の
Ｔ
さ
ん
、

Ｈ
１
さ
ん
、
Ｈ
２
さ
ん
、
Ｓ
さ
ん
、
Ｋ
１
さ
ん
、
Ｋ
２
さ
ん
、
Ｏ
１
さ
ん
、
Ｏ
２

さ
ん
、
Ｍ
さ
ん
、
Ｂ
さ
ん
の
11
名
で
、
創
価
学
会
広
報
室
の
方
に
も
同
席
い
た
だ

い
た
。
な
お
、
Ｈ
１
さ
ん
と
Ｈ
２
さ
ん
は
親
子
、
Ｋ
１
さ
ん
と
Ｋ
２
さ
ん
、
Ｏ
１

さ
ん
と
Ｏ
２
さ
ん
は
夫
婦
で
あ
る
。

各分野での震災後の取り組み
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さ
れ
た
。
こ
の
日
の
新
聞
は
８
日
後
に
は
田
老
に
届
け
ら
れ
た
。

　
配
達
員
の
Ｔ
さ
ん
に
よ
れ
ば
、道
路
は
使
え
な
い
の
で
三
陸
鉄
道
の
線
路
を
使
っ

て
田
老
ま
で
移
動
し
た
と
い
う
。
前
日
ま
で
あ
っ
た
家
が
無
く
な
っ
て
い
て
普
通

　
私
は
最
大
の
敬
意
と
感
謝
を
表
し
ま
す
。

　
御
書
に
は
、
災
害
に
遭
っ
て
も
「
心
を
壊
る
能
わ
ず
（
＝
心
は
壊
せ

な
い
）」（
65
頁
）
と
厳
然
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
心
の
財
」
だ
け
は
絶
対
に
壊
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
い
か
な
る
苦
難
も
、
永
遠
に
幸
福
に
な
る
た
め
の
試
練
で
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
を
断
固
と
「
変
毒
為
薬
」
で
き
る
の
が
、
こ
の
仏
法
で
あ
り
、

信
心
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
逝
去
な
さ
れ
た
ご
親
族
や
ご
友
人
の
追
善
回
向
を
懇
ろ
に
行

わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
が
、
生

命
は
永
遠
で
あ
り
、
生
死
を
超
え
て
題
目
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
妙
法
に
連
な
る
故
人
は
必
ず
諸
天
に
擁
護
さ
れ
て
成
仏
さ
れ
、
す
ぐ

に
近
く
に
還
っ
て
こ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
仏
法
の
方
程
式
で
あ
り
ま
す
。

　
日
蓮
大
聖
人
の
御
在
世
に
も
「
前
代
未
聞
」
と
言
わ
れ
る
正
嘉
の
大

地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
人
々
の
悲
嘆
に
胸
を
痛
め
ら
れ
、
大
難
の
連
続

の
中
、「
立
正
安
国
」
と
い
う
正
義
と
平
和
の
旗
を
厳
と
し
て
打
ち
立
て

て
く
だ
さ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
大
聖
人
は
、「
大
悪
を
こ（
起
）れ
ば
大
善
き
た
る
」（
御
書
１
３
０
０
頁
）

と
御
断
言
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
き
ょ
う
「
３
・
16
」
は
、
恩
師
・
戸
田
城
聖
先
生
が
、
こ
の
世
か
ら

一
切
の
不
幸
と
悲
惨
を
無
く
す
た
め
に
、「
広
宣
流
布
」
を
後
継
の
青
年

に
託
さ
れ
た
日
で
あ
り
ま
す
。
一
段
と
強
く
広
宣
流
布
を
誓
願
し
、共
々

に
励
ま
し
合
い
、
支
え
合
い
な
が
ら
、
こ
の
大
災
難
を
乗
り
越
え
、
勝

ち
越
え
て
ま
い
り
た
い
。

　
断
じ
て
負
け
る
な
！　
勇
気
を
持
て
！　
希
望
を
持
て
！　
と
祈
り

叫
ん
で
、
私
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

は
も
う
少
し
か
か
っ
た
。会
員
は
太
陽
県
全
体
で
死
亡
、行
方
不
明
者
が
若
干
名（
非

公
開
）、
全
壊
１
２
０
世
帯
、
半
壊
30
世
帯
、
車
は
30
台
以
上
流
さ
れ
た
。

・
聖
教
新
聞

　
震
災
後
し
ば
ら
く
聖
教
新
聞
が
配
れ
な
か
っ
た
。
新
聞
自
体
は
毎
日
来
て
い
た

の
だ
が
、
田
老
な
ど
ま
で
配
布
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
時
間
が
か
か
っ
た
。
３
月

16
日
に
池
田
大
作
名
誉
会
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
注（
２
）
が
あ
り
会
員
は
大
い
に
励
ま

注（
２
）��

参
考
「
き
ょ
う
３
・
16　
池
田
大
作
名
誉
会
長
が
メ
ッ
セ
ー
ジ　
勇
気
を
持

て
希
望
を
持
て
」

　
　

�Seikyo�online�

よ
り　
（
２
０
１
４
年
３
月
19
日
確
認
）

　
　

http://w
w
w
.seikyoonline.jp/new

s/headline/2011/03/11950

　
　

39_2463.htm
l

　
い
か
な
る
苦
難
も
「
心
の
財
」
は
壊
せ
な
い
断
じ
て
負
け
る
な
勇
気

を
持
て
希
望
を
持
て

　
こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
際
し
、
被
災
な
さ
れ
た
皆
様
方
に
、

重
ね
て
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
大
地
震
・
大
津
波
よ
り
６
日
目
。
安
否
を
確
認
で
き
な
い
方
々
も
多

数
お
ら
れ
ま
す
。

　
皆
様
方
の
疲
労
も
、
さ
ぞ
か
し
深
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
体
調
を
崩
さ

れ
ぬ
よ
う
、
そ
し
て
十
方
の
仏
菩
薩
か
ら
守
り
に
護
ら
れ
ま
す
よ
う
に
、

私
も
妻
も
、全
国
の
同
志
も
、世
界
の
同
志
も
、一
心
不
乱
に
題
目
を
送
っ

て
お
り
ま
す
。

　
わ
が
身
を
な
げ
う
っ
て
救
援
・
支
援
に
尽
力
く
だ
さ
っ
て
い
る
役
員

の
方
々
、
さ
ら
に
地
域
の
依
怙
依
託
の
皆
様
、
誠
に
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
一
国
の
王
と
な
ら
む
よ
り
も
、
一
人
の
人
を
救
済
す
る
は
大
な
る
事

業
な
り
」（『
啄
木
全
集　
第
７
巻
』
筑
摩
書
房
）
と
は
、
東
北
が
生
ん

だ
青
年
詩
人
・
石
川
啄
木
の
叫
び
で
あ
り
ま
し
た
。

被災し／支援し／復興する宗教
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よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

Ｓ
さ
ん

　
地
震
が
来
た
と
き
は
仕
事
中
だ
っ
た
。
電
気
が
消
え
、情
報
が
無
か
っ
た
。
カ
ー

ナ
ビ
の
テ
レ
ビ
を
点
け
た
と
こ
ろ
、
魚
市
場
の
映
像
が
流
れ
て
き
た
。
会
社
は
宮

町
に
あ
り
、
土
手
に
上
が
っ
て
津
波
を
見
て
い
た
。
家
は
金
浜
に
あ
る
の
で
、
会

社
を
早
退
し
た
。家
に
は
帰
れ
な
か
っ
た
の
で
、山
の
方
に
あ
る
実
家
に
帰
宅
し
た
。

実
家
で
は
停
電
し
て
い
た
の
で
情
報
が
無
く
、
の
ん
び
り
し
て
い
る
様
子
に
見
え

た
。

　
お
ば
あ
さ
ん
が
独
り
で
い
た
の
で
、
助
け
て
あ
げ
た
の
だ
が
、
そ
の
す
ぐ
後
に
、

Ｈ
２
さ
ん
、
Ｋ
２
さ
ん
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
、
Ｋ
１
、
Ｋ
２
さ
ん
の

お
宅
に
泊
め
て
も
ら
っ
た
。Ｋ
２
さ
ん
は
内
陸
の
出
身
な
の
で
津
波
の
知
識
は
あ
っ

た
も
の
の
、
体
験
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
お
ば
あ
さ
ん
と
一
緒
に
逃
げ
た
。
海
を
見
て
い
た
ら
、
津
波
が
堤
防
を
超
え
て

き
て
、
家
が
流
さ
れ
る
の
を
見
た
。
Ｈ
２
さ
ん
に
出
会
っ
た
ら
、
ま
た
涙
が
出
て

き
た
。
花
輪
の
伝
承
館
に
避
難
し
た
の
だ
が
、
こ
こ
に
き
て
い
た
の
は
ほ
と
ん
ど

金
浜
の
人
だ
っ
た
。

　
花
輪
の
人
に
は
お
世
話
に
な
っ
た
。
伝
承
館
に
は
畳
も
あ
っ
た
の
で
年
寄
り
に

は
と
て
も
よ
か
っ
た
。
座
布
団
を
並
べ
て
そ
こ
で
寝
る
こ
と
が
で
き
た
。
ス
ト
ー

ブ
も
つ
け
て
く
れ
た
。
体
育
館
に
比
べ
れ
ば
恵
ま
れ
て
い
た
方
だ
ろ
う
。

　
最
初
は
必
死
だ
っ
た
の
で
、
気
が
紛
れ
て
い
た
が
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
だ
ん

だ
ん
つ
ら
く
な
っ
て
く
る
。
今
は
津
波
の
映
像
を
見
た
く
も
な
い
。

Ｈ
２
さ
ん

　
地
震
の
後
、
父
の
家
に
行
っ
て
み
た
が
、
出
会
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
避
難

所
へ
行
っ
た
ら
父
と
会
え
た
の
で
、
平
和
会
館
へ
移
動
し
た
。
そ
の
時
に
は
15
人

く
ら
い
、
会
員
も
そ
う
で
な
い
人
も
避
難
し
に
来
て
い
た
。

　
14
日
か
ら
物
資
の
配
布
を
し
た
。
こ
の
こ
ろ
に
は
道
路
が
通
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
て
、
重
茂
ま
で
い
く
こ
と
が
で
き
た
。
重
茂
ま
で
行
っ
て
み
る
と
創
価
学
会

の
男
子
部
員
が
亡
く
な
っ
た
と
聞
い
た
。
一
般
の
避
難
所
に
物
資
の
配
布
を
し
て

い
る
と
「
創
価
学
会
の
も
の
は
い
ら
な
い
」
と
断
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の

う
ち
、
電
池
の
リ
ク
エ
ス
ト
な
ど
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
応
え
て
い
る
と
「
創

の
心
理
状
態
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
待
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
思
い
、
使
命
感

を
持
っ
て
配
達
し
た
と
い
う
。
Ｔ
さ
ん
は
自
宅
が
聖
教
新
聞
の
販
売
店
で
、
半
壊

し
た
。
そ
こ
で
震
災
当
初
、
平
和
会
館
を
使
っ
て
配
達
し
た
と
い
う
。

・
心
の
ケ
ア

　
会
員
に
は
激
励
、励
ま
し
を
行
う
が
、ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
対
応
を
し
て
い
る
。

・
慰
霊

　
毎
年
３
月
11
日
に
平
和
会
館
で
追
善
勤
行
会
を
行
う
。
身
近
な
肉
親
や
親
戚
を

亡
く
し
た
方
を
中
心
に
、
多
く
の
会
員
が
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
個
別
に
告
別

式
も
行
っ
た
。

・
個
別
の
体
験

　
以
下
、
座
談
会
形
式
で
み
な
さ
ん
の
体
験
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

Ｍ
さ
ん

　
普
段
は
聞
か
な
い
の
だ
が
、
震
災
当
日
は
た
ま
た
ま
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
を
聞
い

て
い
た
。
携
帯
電
話
よ
り
も
先
に
ラ
ジ
オ
が
津
波
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
。
３
時
に

は
大
津
波
と
聞
い
て
私
が
田
老
出
身
だ
か
ら
だ
ろ
う
か
、
こ
れ
は
大
変
だ
と
思
っ

た
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
叩
き
込
ま
れ
て
い
て
、
大
き
な
津
波

が
や
っ
て
く
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た
。
行
っ
て
は
い
け
な
い
と
わ
か
っ
て
い
た

が
、
会
社
に
行
っ
て
み
ん
な
で
一
緒
に
逃
げ
る
こ
と
に
し
た
。

　
１
週
間
ほ
ど
親
戚
の
家
に
い
て
、
そ
の
後
は
避
難
所
に
、
今
は
仮
設
住
宅
に
暮

ら
し
て
い
る
。
田
老
の
４
０
７
世
帯
が
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
、
８
割
は
入
っ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
６
か
ら
７
割
は
他
の
地
域
に
移
っ
て
い
っ
た
。
私
も
仕
事
を
し
て
い
る

の
で
、
生
活
は
元
に
戻
り
つ
つ
あ
る
が
、
仮
設
の
人
と
話
を
す
る
と
ま
だ
ま
だ
乗

り
越
え
ら
れ
な
い
部
分
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
田
老
は
何
度
も
津
波
に
あ
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
に
負
け
な
い
こ
と
が
大
切
だ
。
津
波
に
あ
っ
た
お
か
げ
で
、
生
活

の
面
で
も
信
仰
の
面
で
も
、
人
間
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
が
何
な
の
か
わ
か
っ
た

よ
う
な
気
が
す
る
。
信
仰
の
お
か
げ
で
人
を
励
ま
す
こ
と
が
で
き
、
自
分
も
励
ま

さ
れ
る
。
学
会
員
で
な
け
れ
ば
シ
ョ
ッ
ク
で
自
己
の
内
面
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る

各分野での震災後の取り組み
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た
の
だ
が
、
き
ち
ん
と
知
っ
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
、
目
に
焼
き
付
け

る
よ
う
に
し
た
。
当
日
は
、
キ
ャ
ト
ル
に
い
た
。
す
ご
い
揺
れ
で
、
こ
れ
は
津
波

が
来
る
と
直
感
し
た
。45
号
は
通
れ
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
、バ
イ
パ
ス
で
移
動
し
、

平
和
会
館
の
前
ま
で
来
た
の
で
、
会
館
に
入
っ
た
。
３
時
に
交
代
の
人
が
来
る
予

定
だ
っ
た
が
、
来
ら
れ
な
い
な
ら
ば
無
理
を
し
な
く
て
よ
い
と
伝
え
た
。

　
家
は
津
軽
石
駅
の
近
く
。
家
に
帰
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
娘
の
務
め

て
い
る
老
人
ホ
ー
ム
へ
行
き
、
そ
こ
で
宿
泊
し
た
。
余
震
が
何
度
も
襲
っ
て
き
た
。

翌
日
、
家
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。
家
は
あ
っ
た
が
、
ひ
ど
い
状
態
で
、
４
日
間

ほ
ど
会
員
さ
ん
の
お
宅
に
泊
め
て
も
ら
っ
た
。
自
分
に
と
っ
て
一
番
安
心
で
き
る

と
こ
ろ
は
会
員
さ
ん
の
お
宅
だ
っ
た
。５
日
後
に
は
親
戚
の
家
へ
。そ
こ
で
２
日
間
、

担
当
し
て
い
る
地
域
の
会
員
の
安
否
確
認
を
し
た
。
な
る
べ
く
早
く
安
否
確
認
を

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
歩
い
て
い
か
な
く
て
は
た
ど
り
着
け
な
い
と
こ
ろ
も
多
く
、

た
く
さ
ん
は
で
き
な
か
っ
た
。

Ｈ
１
さ
ん

　
学
会
員
、
と
く
に
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
人
は
責
任
感
が
強
い
と
感

じ
る
。

Ｙ
さ
ん

　
震
災
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
普
段
か
ら
会
員
の
訪
問
な
ど
を
し
た
り
、
会
合

で
顔
を
合
わ
せ
た
り
し
て
い
る
。
普
段
か
ら
こ
う
し
た
交
流
を
し
て
い
る
の
で
、

災
害
時
に
責
任
感
が
で
る
。
こ
う
い
う
こ
と
が
自
然
に
で
き
る
こ
と
が
、「
目
の
前

の
一
人
を
大
切
に
す
る
」
と
い
う
池
田
先
生
の
教
え
の
実
践
で
あ
る
。
被
災
者
な

の
で
支
援
を
待
っ
て
い
れ
ば
い
い
の
だ
が
、
あ
の
人
は
ど
う
し
て
い
る
だ
ろ
う
か

と
、
他
人
の
こ
と
を
思
い
め
ぐ
ら
す
こ
と
が
自
然
に
で
き
て
い
た
。

Ｏ
２
さ
ん

　
座
談
会
は
５
月
に
再
開
さ
れ
た
。
震
災
後
、
初
め
て
再
会
し
た
時
に
は
「
み
ん

な
学
会
員
で
よ
か
っ
た
ね
」
と
い
う
の
が
、
共
通
し
た
感
想
だ
っ
た
。
み
ん
な
が

守
ら
れ
て
い
た
の
だ
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
こ
う
い
う
感
想
を
も
つ
こ
と
が
で
き

た
。
み
な
さ
ん
の
一
言
一
言
が
す
ご
い
座
談
会
だ
っ
た
。「
学
会
員
っ
て
す
ご
い
な
、

す
ば
ら
し
い
な
」
と
思
っ
た
。
こ
の
時
の
こ
と
は
聖
教
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
た
。

だ
か
ら
自
分
は
被
災
者
だ
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
も
っ
と
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
た
人

価
学
会
は
す
ご
い
」
と
褒
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
徐
々
に
「
学
会
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。

Ｏ
１
さ
ん

　
高
校
で
事
務
長
を
し
て
い
る
の
だ
が
、
当
時
学
校
の
外
に
い
た
の
で
、
す
ぐ
に

学
校
に
戻
っ
た
。
も
と
も
と
大
事
な
も
の
は
校
舎
の
４
階
に
あ
げ
て
い
た
の
で
無

事
だ
っ
た
。
津
波
が
堤
防
を
超
え
た
ら
危
な
か
っ
た
の
だ
が
、
直
前
で
止
ま
っ
て

く
れ
た
。
そ
の
様
子
を
屋
上
で
見
て
い
た
。

　
生
徒
は
４
７
０
か
ら
４
８
０
人
ほ
ど
で
、
近
所
の
人
も
２
０
０
人
ほ
ど
避
難
し

て
き
た
。
最
初
は
保
護
者
が
迎
え
に
来
て
も
生
徒
を
帰
さ
な
い
と
い
う
方
針
を
と

り
、
安
全
が
確
認
で
き
て
か
ら
保
護
者
が
来
れ
ば
帰
す
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、

帰
れ
な
い
生
徒
も
い
た
の
で
職
員
も
一
緒
に
宿
泊
し
た
。
Ｏ
１
さ
ん
も
５
日
間
学

校
に
泊
ま
っ
た
と
い
う
。
宮
古
市
内
は
12
日
に
は
電
気
が
復
旧
、
ガ
ス
と
水
道
は

最
初
か
ら
使
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
女
性
職
員
が
自
宅
か
ら
食
料
を
持
っ
て
き

て
、
自
分
た
ち
で
自
炊
し
た
。

　
被
災
し
て
い
る
人
が
激
励
さ
れ
る
べ
き
な
の
に
、
む
し
ろ
他
の
被
災
者
を
激
励

し
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

Ｋ
１
さ
ん

　
当
日
埼
玉
に
出
張
し
て
い
て
、
数
日
間
家
族
と
連
絡
が
取
れ
ず
安
否
が
わ
か
る

ま
で
と
て
も
つ
ら
か
っ
た
。
す
ぐ
に
戻
り
た
か
っ
た
が
、
ガ
ソ
リ
ン
も
な
い
し
、

新
幹
線
も
動
い
て
い
な
い
。
３
日
後
に
連
絡
が
つ
い
た
と
き
に
は
、
歩
い
て
帰
ろ

う
か
と
す
ら
思
っ
た
。
復
旧
す
る
ま
で
待
ち
き
れ
ず
、
新
潟
、
秋
田
を
経
由
し
て

妹
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
借
り
て
戻
っ
て
き
た
。

　
戻
る
前
か
ら
家
が
ダ
メ
だ
と
聞
い
て
は
い
た
。
そ
れ
で
も
実
際
に
目
の
当
た
り

に
す
る
ま
で
は
淡
い
期
待
を
し
て
い
た
。
家
族
の
命
が
一
番
の
願
い
だ
っ
た
。
無

事
と
わ
か
っ
た
時
に
は
、
目
の
前
が
開
け
た
よ
う
な
気
分
だ
っ
た
。
流
さ
れ
て
し

ま
っ
た
家
を
見
た
時
に
は
も
ち
ろ
ん
が
っ
か
り
し
た
の
だ
が
、
家
族
が
い
る
だ
け

で
今
は
幸
せ
だ
と
思
っ
て
い
る
。
家
族
の
全
員
が
無
事
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

本
当
に
希
望
に
繋
が
っ
て
い
る
。

Ｏ
２
さ
ん

　
戦
争
は
経
験
し
て
い
な
い
が
、こ
う
い
う
こ
と
な
の
か
な
と
感
じ
た
。
つ
ら
か
っ

被災し／支援し／復興する宗教
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両
派
を
あ
わ
せ
て
も
50
か
寺
ほ
ど
し
か
な
い
。

　
今
回
の
震
災
津
波
で
は
、
田
老
地
区
の
15
人
は
じ
め
20
人
も
の
檀
家
の
方
が
亡

く
な
っ
て
い
る
。
発
災
直
後
は
、
避
難
所
と
し
て
近
所
の
人
た
ち
20
人
ほ
ど
が
避

難
し
て
来
て
い
た
。
長
根
地
区
は
津
波
の
被
害
は
な
い
の
で
、
余
震
が
落
ち
着
け

ば
帰
宅
で
き
た
。
水
道
は
少
し
時
間
が
か
か
っ
た
が
、
ガ
ス
は
プ
ロ
パ
ン
で
問
題

な
く
、
電
気
は
翌
日
に
復
旧
し
た
。
１
〜
２
日
で
市
内
に
正
式
な
避
難
所
が
で
き

た
の
で
、
被
災
し
た
市
民
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
最
寄
の
避
難
所
に
入
っ
た
。

　
武
田
さ
ん
は
、
今
後
の
檀
家
の
ケ
ア
に
つ
い
て
は
や
る
べ
き
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
と
感
じ
て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
被
災
者
の
話
を
聴
く
こ
と
に
専
念
し
て

い
る
と
い
う
。
１
年
目
の
お
盆
で
は
、
棚
経
を
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
家
と
、
お

坊
さ
ん
を
見
た
く
な
い
と
い
う
家
の
２
つ
に
分
か
れ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
年
は
来

て
ほ
し
い
と
い
う
と
こ
ろ
だ
け
に
行
く
こ
と
に
し
た
。

　
「
特
別
な
こ
と
は
何
も
し
て
い
な
い
。
何
か
を
用
意
し
て
ど
う
す
る
と
い
う
わ
け

で
も
な
い
。
こ
う
い
う
時
の
務
め
は
、
癒
せ
る
の
な
ら
ば
色
々
な
言
葉
を
も
ち
い

る
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
で
す
ぐ
に
元
に
戻
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
時

間
が
か
か
る
。
田
老
に
、
私
と
同
じ
年
の
人
が
亡
く
な
っ
た
お
宅
が
あ
る
。
そ
こ

の
お
宅
の
両
親
は
立
ち
直
れ
て
い
な
い
。
本
人
た
ち
も
体
が
わ
る
い
の
で
、
で
き

る
だ
け
顔
を
見
せ
て
様
子
を
確
か
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
そ
ん
な
こ
と
し
か

で
き
な
い
。『
頑
張
れ
』と
は
言
わ
な
い
。『
頑
張
る
な
』と
言
っ
て
い
る
」と
い
う
。

　
こ
う
し
た
長
根
寺
だ
が
、
い
く
つ
か
注
目
さ
れ
る
取
組
み
や
行
事
を
行
っ
て
い

る
。

・
真
言
宗
派
の
活
動
へ
の
参
画

　
第
１
に
、
京
都
の
醍
醐
寺
が
行
っ
た
桜
の
植
樹
と
柴
燈
護
摩
供
養
へ
の
協
力
で

あ
る
。
京
都
の
醍
醐
寺
の
人
々
が
毎
年
宮
古
へ
来
て
い
る
が
、
長
根
寺
は
そ
の
活

動
に
対
し
て
全
面
的
に
協
力
し
て
い
る
。

　
震
災
一
周
忌
の
時
（
２
０
１
２
年
３
月
）
に
は
、
醍
醐
派
の
僧
侶
に
よ
り
田
老
で

鎮
魂
の
法
会
が
行
わ
れ
た
。
当
日
は
水
分
の
多
い
雪
交
じ
り
の
冷
た
い
雨
の
中
だ
っ

た
。
岩
手
智
青
と
共
同
で
、
宮
古
の
河
川
敷
（
宮
古
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
で
も

護
摩
供
養
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
に
は
醍
醐
派
だ
け
で
は
な
く
タ
イ
の
僧
侶
も
来

た
ち
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
い
る
。

Ｙ
さ
ん

　
み
な
さ
ん
忙
し
い
中
毎
日
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
る
。
そ
れ
を
続
け
る
の

は
大
変
な
こ
と
。
盆
暮
れ
正
月
だ
け
で
は
な
い
活
動
だ
か
ら
こ
そ
自
発
的
に
一
人

一
人
が
動
け
た
。
こ
れ
は
創
価
学
会
の
強
み
で
あ
る
。

Ｈ
１
さ
ん

　
家
庭
訪
問
で
訪
れ
た
会
員
の
家
に
会
員
で
は
な
い
人
が
遊
び
に
来
て
い
た
。
会

員
以
外
と
の
交
流
も
行
っ
て
い
た
。
特
に
婦
人
部
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が

あ
っ
た
。

Ｂ
さ
ん

　
津
波
が
田
老
の
堤
防
を
超
え
て
く
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
公
明
党
の
市

会
議
員
（
二
戸
）
が
震
災
翌
日
に
来
て
く
れ
て
、
や
る
じ
ゃ
な
い
か
と
感
じ
た
。

津
波
の
お
か
げ
で
仲
良
く
な
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
田
老
の
皆
さ
ん
は
比
較

的
冷
静
だ
。
人
に
会
う
と
元
気
付
け
ら
れ
る
。
座
談
会
に
来
る
と
笑
顔
に
な
る
。

震
災
前
に
は
誘
わ
れ
た
ら
行
く
と
い
う
受
け
身
の
姿
勢
だ
っ
た
が
、
震
災
後
は
み

ん
な
に
会
い
た
い
、
笑
顔
が
見
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
参
加
し
て
い
る
。
み
ん
な

元
気
で
や
る
気
十
分
。
田
老
近
く
の
会
員
さ
ん
が
場
所
を
貸
し
て
く
れ
て
週
に
１

回
座
談
会
を
行
っ
て
い
る
。
今
で
も
愛
媛
の
学
会
員
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
支
援
を
も

ら
っ
て
い
る
。

Ｍ
さ
ん

　
宮
古
平
和
会
館
が
創
価
学
会
の
本
部
に
な
っ
た
よ
う
な
感
じ
が
し
た
。
会
長
や

婦
人
部
長
、
普
段
な
ら
東
京
に
行
っ
て
も
身
近
で
は
な
か
な
か
会
う
こ
と
が
で
き

な
い
よ
う
な
人
た
ち
が
来
て
く
れ
た
。
た
く
さ
ん
の
人
に
来
て
も
ら
っ
て
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
。
心
の
つ
な
が
り
が
一
番
う
れ
し
い
。

　
Ｃ　
長ち
ょ
う
こ
ん
じ

根
寺

　
市
内
長な

が
ね根

の
長ち

ょ
う
こ
ん
じ

根
寺
は
真
言
宗
智ち

ざ
ん
は

山
派
の
寺
院
で
、
檀
家
は
３
８
０
軒
。
真
言

宗
智
山
派
岩
手
教
区
青
年
会
（
以
下
、
岩
手
智
青
）
の
会
長
を
務
め
る
住
職
の
武た

け

田だ

秀し
ゅ
う
ざ
ん山
さ
ん
（
１
９
６
３
年
生
）
に
、
２
０
１
４
年
10
月
30
日
に
お
話
を
伺
っ
た
。

岩
手
に
は
真
言
宗
の
寺
院
は
少
な
く
、
智
山
派
38
か
寺
と
豊
山
派
数
か
寺
の
み
で
、

各分野での震災後の取り組み
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と
の
共
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
佐
藤
秀
仁
大
先
達
が
薬
王
院
貫
主
大
山
隆
玄
大

僧
正
の
名
代
で
来
宮
し
た
。
山
伏
50
名
ほ
ど
が
た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
前
で
犠
牲
者

の
精
霊
の
祓
い
清
め
を
し
た
後
、
み
な
と
公
園
で
柴
燈
護
摩
供
養
を
行
っ
た
。
こ

の
時
に
用
い
ら
れ
た
火
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
復
興
の
火
を
、
前
年
２
０
１
２
年

に
真
言
宗
の
全
国
青
年
会
が
神
戸
市
か
ら
福
島
県
い
わ
き
市
ま
で
、
こ
の
年
に
岩

手
智
青
が
さ
ら
に
田
老
ま
で
、
と
も
に
徒
歩
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。

代
表
を
務
め
た
武
田
さ
ん
は
、「
多
く
の
人
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
盛
大
な
供
養
が

で
き
た
。
ま
た
、
被
災
地
を
応
援
す
る
た
め
に
、
全
国
の
仲
間
が
集
ま
っ
て
く
れ

た
こ
と
に
感
謝
し
、１
日
も
早
い
ふ
る
さ
と
の
復
興
を
願
い
た
い
」
と
語
っ
た
（『
み

や
こ
わ
が
町
』
４
１
２
号
：
18
〜
29
頁
）。
そ
の
後
常
運
寺
か
ら
、
仮
設
店
舗
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
を
経
て
、
み
な
と
公
園
へ
、「
行
道
」

と
い
う
練
り
歩
き
も
行
わ
れ
た
。こ
の
日
も
と
て
も
寒
く
て
風
の
強
い
日
だ
っ
た
が
、

僧
侶
た
ち
だ
け
で
は
な
く
檀
家
や
そ
れ
以
外
の
市
民
も
数
多
く
集
ま
っ
て
い
た
。

　
２
０
１
４
年
の
３
年
目
に
は
、
有
志
で
宮
古
港
出
崎
埠
頭
の
魚
市
場
で
、
夕
方

６
時
か
ら
「
夢
あ
か
り
」
と
供
養
を
行
っ
た
。
岩
手
智
青
と
宮
古
の
人
達
と
の
協

力
で
行
っ
た
も
の
で
、
20
人
ほ
ど
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
２
０
１
４
年
の
夏
に
は
鎮
魂
の
供
養
を
し
て
い
る
10
人
ほ
ど
の
日
蓮
宗
の
僧
侶

た
ち
が
、
徒
歩
で
宮
古
へ
や
っ
て
き
た
の
で
、
長
根
寺
に
泊
ま
っ
て
も
ら
っ
た
と

い
う
。「
ゆ
っ
く
り
話
は
し
な
か
っ
た
の
で
細
か
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
１
泊

し
て
い
っ
た
。
身
な
り
も
食
も
質
素
で
、
お
粥
み
た
い
な
も
の
を
食
べ
る
か
食
べ

な
い
か
と
い
う
感
じ
で
、
頭
が
下
が
る
ほ
ど
真
剣
に
被
災
地
に
向
き
合
っ
て
く
れ

て
い
た
」
と
武
田
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
武
田
さ
ん
は
こ
う
し
た
活
動
に
対
し
て
、「
超
宗
派
と
い
う
心
構
え
で
や
る
よ
う

に
し
て
い
た
。
一
周
忌
の
時
に
は
、
そ
の
た
め
に
曹
洞
宗
と
も
協
力
し
た
し
、
他

の
宗
派
の
人
達
も
来
て
い
た
だ
い
た
。
私
は
真
言
宗
の
ス
タ
イ
ル
で
旗
振
り
の
役

を
し
て
い
た
も
の
の
、
超
宗
派
の
活
動
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
」
と
語
る
。

・
オ
テ
ラ
イ
ブ

　
第
３
に
、
従
来
の
寺
と
仏
教
の
あ
り
か
た
に
と
ら
わ
れ
ず
、
寺
院
を
開
放
す
る

動
き
を
紹
介
し
た
い
。
長
根
寺
で
は
、震
災
前
か
ら
「
オ
テ
ラ
イ
ブ
」
と
銘
打
っ
て
、

て
く
れ
て
い
た
。
タ
イ
の
僧
侶
は
自
国
の
法
衣
の
ま
ま
で
、懸
命
に
祈
っ
て
く
れ
た
。

３
・
11
の
日
は
と
て
も
寒
か
っ
た
が
、
こ
の
日
も
そ
れ
を
思
わ
せ
る
寒
さ
だ
っ
た
。

タ
イ
の
僧
侶
が
肌
を
出
し
な
が
ら
寒
さ
を
も
の
と
も
せ
ず
に
一
心
に
拝
ん
で
い
る
姿

を
見
て
、
武
田
さ
ん
は
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
た
と
い
う
。

　
２
０
１
２
年
５
月
27
日
に
も
、「
命
へ
の
感
謝
・
未
来
へ
の
夢
」
と
題
し
て
、
醍

醐
寺
の
人
々
が
植
樹
と
柴
燈
護
摩
を
行
っ
た
。
仲
田
順
和
座
主
以
下
30
余
名
の
京

都
か
ら
の
僧
侶
ら
が
、
午
前
中
に
は
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
の
敷
地
内
、
市

の
田
老
総
合
事
務
所
前
、
浄
土
ヶ
浜
の
臼
木
山
の
３
か
所
に
８
本
の
「
醍
醐
の
桜
」

を
植
樹
し
、
犠
牲
者
の
鎮
魂
と
被
災
地
の
復
興
を
祈
っ
た
。
こ
の
醍
醐
の
桜
は
、

１
５
９
６
年
に
発
生
し
た
慶
長
伏
見
地
震
の
２
年
後
に
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
催

さ
れ
た
、
歴
史
に
名
高
い
「
醍
醐
の
花
見
」
の
桜
の
子
孫
（「
太
閤
し
だ
れ
桜
」
と

称
さ
れ
る
）
で
あ
る
。
午
後
に
は
浄
土
ヶ
浜
で
、
震
災
犠
牲
者
の
鎮
魂
と
被
災
地

の
復
興
を
祈
念
し
、
柴
燈
護
摩
が
行
わ
れ
た
。（『
み
や
こ
わ
が
町
』
４
０
３
号
：

18
〜
19
頁
、
宮
古
市
広
報
１
６
３
号
：
13
頁
）

　
２
０
１
４
年
３
月
９
日
に
は
醍
醐
寺
の
桜
を
植
樹
す
る
「
京
の
杜
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト　
桜
が
つ
な
ぐ
架
け
橋
」
が
崎
山
小
学
校
で
行
わ
れ
、
仲
田
順
和
座
主
や
京
都

の
醍
醐
小
学
校
の
児
童
も
参
加
し
た
。
醍
醐
小
学
校
は
、
２
０
１
３
年
３
月
に
醍

醐
寺
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
２
本
の
桜
の
苗
木
を
大
切
に
育
て
て
１・６
㍍
ま
で
成
長
さ

せ
、こ
の
双
子
桜
の
１
本
を
崎
山
小
学
校
に
贈
っ
た
の
で
あ
る
。（『
み
や
こ
わ
が
町
』

４
２
４
号
：
19
頁
、
宮
古
市
広
報
２
０
７
号
：
１
〜
２
頁
）

　・
超
宗
派
の
慰
霊

　
第
２
に
、
超
宗
派
の
動
き
を
紹
介
し
た
い
。
仏
教
の
宗
派
を
超
え
た
慰
霊
の
供

養
も
、
長
根
寺
の
武
田
さ
ん
が
音
頭
を
取
っ
て
行
わ
れ
た
。
２
０
１
３
年
３
月
11

日
に
は
全
国
日
蓮
宗
青
年
会
に
よ
る「
東
日
本
大
震
災
三
回
忌
慰
霊
唱
題
行
脚
」が
、

午
後
１
時
か
ら
田
老
の
巨
大
防
潮
堤
で
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、岩
手
智
青
に
よ
る「
東
日
本
大
震
災
復
興
祈
願
柴
燈
大
護
摩
供
法
要
」が
、

田
老
港
み
な
と
公
園
で
午
後
２
時
か
ら
行
わ
れ
、
地
区
民
な
ど
３
０
０
名
ほ
ど
が

参
加
し
た
。

　
真
言
宗
智
山
派
の
大
本
山
で
あ
る
高
尾
山
薬
王
院
と
、
田
老
の
曹
洞
宗
常
運
寺

被災し／支援し／復興する宗教
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７
代
目
の
教
会
長
、
高
橋
邦
之
さ
ん
（
47
歳
）
か
ら
２
０
１
３
年
９
月
19
日
に

お
話
を
伺
っ
た
。
教
会
建
物
へ
の
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
信
者
数
名
が
亡
く
な
り
、

多
く
の
信
者
宅
が
被
災
し
た
。
愛
宕
に
位
置
す
る
宮
古
分
教
会
の
近
所
は
当
初
道

路
が
寸
断
さ
れ
、
多
く
の
が
れ
き
が
押
し
寄
せ
た
。

　
高
橋
さ
ん
が
消
防
団
員
と
し
て
終
日
活
動
す
る
中
、
家
族
が
中
心
と
な
り
、
教

会
と
し
て
ま
ず
震
災
翌
日
よ
り
避
難
所
と
近
隣
住
民
に
お
に
ぎ
り
等
の
食
料
支
援

を
行
い
、
次
い
で
信
者
の
安
否
確
認
を
行
っ
た
。
通
信
手
段
が
な
か
っ
た
の
で
、

実
際
に
一
軒
一
軒
歩
い
て
確
認
し
、
３
日
目
に
な
っ
て
全
員
の
確
認
が
で
き
た
。

そ
れ
ぞ
れ
状
況
が
違
っ
た
の
で
、
食
べ
物
に
困
っ
て
い
れ
ば
お
に
ぎ
り
を
届
け
る

な
ど
、
必
要
に
応
じ
て
支
援
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
直
属
や
教
区
か
ら
届
い
た
支
援
物
資
の
配
布
、
複
数
回
に
渡
る
炊
き
出

し
や
和
太
鼓
、
弦
楽
演
奏
の
慰
問
演
奏
会
な
ど
の
地
域
支
援
活
動
も
多
岐
に
渡
っ

た
。

　
更
に
、
町
内
会
長
さ
ん
達
か
ら
宗
教
団
体
と
し
て
の
活
動
の
許
可
を
得
て
、
県

内
外
か
ら
集
ま
っ
た
者
達
が
、
愛
宕
地
区
と
築
地
地
区
で
行
っ
た
側
溝
の
が
れ
き

と
土
砂
の
撤
去
掃
除
は
、
土
嚢
袋
で
２
千
枚
を
超
え
る
作
業
と
な
っ
た
。
な
お
、

同
年
６
月
に
は
愛
宕
小
学
校
に
お
い
て
、
光
岸
地
地
区
の
善
林
寺
と
共
同
で
炊
き

出
し
や
物
資
配
布
等
の
被
災
者
支
援
も
行
っ
た
。
天
理
教
に
は
災
害
救
援
ひ
の
き

し
ん
隊
と
い
う
社
会
貢
献
を
担
う
組
織
も
あ
る
が
、
上
記
の
よ
う
に
、
そ
れ
と
は

別
の
宮
古
分
教
会
主
体
の
活
動
と
な
っ
た
。

・
心
の
ケ
ア

　
震
災
後
特
別
な
こ
と
は
し
て
い
な
い
が
、
天
理
教
の
教
え
が
書
か
れ
た
チ
ラ
シ

注（
３
）��

長
根
寺
以
外
に
も
似
た
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
お
坊
さ
ん
コ
ン
サ
ー
ト

＆
み
に
炊
き
出
し
in
善
林
寺
」
が
善
林
寺
の
主
催
で
２
０
１
４
年
６
月
15
日

に
行
わ
れ
た
。全
国
の
寺
院
で
活
動
中
の
僧
侶
コ
ン
ビ
に
よ
る
、カ
ン
ト
リ
ー・

ポ
ッ
プ
ス
・
ロ
ッ
ク
と
笑
い
を
融
合
さ
せ
た
コ
ン
サ
ー
ト
と
、
震
災
当
初
か

ら
活
動
中
の
炊
き
出
し
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
炊
き
出
し
が
行
わ
れ
た
（『
み
や
こ

わ
が
町
』
４
２
６
号
）。

送
り
盆
の
と
き
に
本
堂
を
一
般
開
放
し
、
音
楽
や
芸
能
で
施
餓
鬼
供
養
を
す
る
イ

ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
（
主
催
は
オ
テ
ラ
イ
ブ
実
行
委
員
会
）。
武
田
さ
ん
は
『
み

や
こ
わ
が
町
』
の
取
材
に
対
し
て
、「
本
来
、
寺
は
文
化
を
発
信
す
る
場
所
。
葬

儀
や
供
養
だ
け
で
な
く
、
寺
の
機
能
を
も
っ
と
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
答
え
、
本

来
寺
院
が
も
っ
て
い
た
機
能
を
掘
り
起
こ
し
て
拡
げ
て
い
き
た
い
と
語
っ
て
い
る
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
震
災
以
降
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　
２
０
１
２
年
９
月
２
日
の
第
４
回
オ
テ
ラ
イ
ブ
で
は
、
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
グ

ル
ー
プ
の
「
リ
サ
ト
キ
ヨ
フ
ミ
」、
宮
古
の
創
作
舞
踊
家
中
川
太
治
さ
ん
と
、
琴
の

大
澤
信
子
さ
ん
に
よ
る
創
作
舞
踊
、宮
古
弁
フ
ォ
ー
ク
の
「
う
に
ま
る
」
の
ス
テ
ー

ジ
が
行
わ
れ
た
。
入
場
無
料
で
、
来
場
者
の
芳
志
は
宮
古
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

寄
付
さ
れ
た
（『
み
や
こ
わ
が
町
』
４
０
６
号
：
42
頁
）。

　
２
０
１
３
年
の
９
月
１
日
の
第
５
回
オ
テ
ラ
イ
ブ
で
は
、
震
災
犠
牲
者
の
黙
祷

の
後
、
団
塊
世
代
の
テ
ケ
テ
ケ
バ
ン
ド
「
爺
ー
ト
ル
ズ
」、
津
軽
三
味
線
の
「
み
や

こ
三
絃
会
」、
宮
古
弁
バ
ン
ド
の
「
う
に
ま
る
」
が
８
時
過
ぎ
ま
で
白
熱
の
演
奏
を

繰
り
広
げ
た
（『
み
や
こ
わ
が
町
』
４
１
８
号
：
40
〜
41
頁
）�� 注（
３
）。

　
２
０
１
４
年
の
８
月
31
日
の
第
６
回
オ
テ
ラ
イ
ブ
で
は
、
手
品
シ
ョ
ー
を
交
え

た
「
フ
ナ
ダ
バ
ン
ド
」（
山
田
町
）、
津
軽
三
味
線
の
「
み
や
こ
三
絃
会
」、
宮
古
弁

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
「
う
に
ま
る
」
の
３
組
が
、「
夢
あ
か
り
」
が
照
ら
す
境
内
で
、

和
や
か
な
シ
ョ
ー
と
迫
力
あ
る
演
奏
を
繰
り
広
げ
た
（『
み
や
こ
わ
が
町
』
４
３
０

号
：
40
〜
41
頁
）。

　
Ｄ　
天
理
教

　
天
理
教
の
教
会
は
宮
古
市
内
に
11
か
所
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
愛
宕
の
宮
古
分
教

会
と
山
口
の
花
宮
古
分
教
会
の
状
況
を
報
告
す
る
。
天
理
教
の
組
織
は
親
子
関
係

の
直
属
系
統
、
教
区
支
部
の
地
域
系
統
に
わ
か
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
も
の
で

は
な
く
、
縦
糸
横
糸
の
よ
う
な
組
織
形
態
に
な
っ
て
い
る
。
岩
手
教
区
や
、
宮
古

支
部
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
以
外
に
も
直
属
系
統
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
縦
と

横
の
関
係
を
駆
使
し
、
連
動
さ
せ
た
支
援
が
行
わ
れ
た
。

Ｄ
‐
１
、
宮
古
分
教
会

各分野での震災後の取り組み
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繰
り
返
し
、
津
波
の
映
像
を
み
て
い
る
と
、
そ
う
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
う

人
も
い
る
。
お
年
寄
り
は
ト
ラ
ウ
マ
に
な
る
。「
死
に
た
い
」
と
い
う
人
に
対
し
て

ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。
小
野
寺
さ
ん
は
こ
う
も
語
る
。

　
「
何
も
か
け
る
言
葉
が
な
い
こ
と
が
あ
る
。
私
な
ど
が
言
っ
て
も
慰
め
の
言
葉
に

な
ら
な
い
。
最
近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
当
時
の
こ
と
を
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
人
も
少
な
く
な
い
。
こ
ち
ら
が
話
す
の
で
は
な
く
、
聞
い
て
あ
げ
る
。
否
定
し

た
り
す
る
の
で
は
な
く
、『
そ
う
だ
ね
ー
』
と
だ
ま
っ
て
聞
い
て
い
る
方
が
い
い
。

90
歳
の
人
に
60
代
の
私
に
は
か
け
る
言
葉
が
な
い
、
ど
ん
な
に
い
い
言
葉
で
も
し

か
た
が
な
い
。『
あ
な
た
の
気
持
ち
わ
か
り
ま
す
』
な
ん
て
言
わ
れ
た
く
な
い
。
宮

古
分
教
会
の
人
が
花
宮
古
分
教
会
へ
避
難
し
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
花
宮
古
分
教

会
は
被
災
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
人
は
避
難
所
の
方
が
み
ん
な
被
災
し
た
の
で

差
が
な
く
て
よ
い
と
言
っ
て
い
た
。
同
じ
天
理
教
の
中
で
も
被
災
し
て
い
る
か
い

な
い
か
で
壁
が
で
き
て
し
ま
っ
た
。
わ
か
っ
た
よ
う
な
振
り
を
し
て
慰
め
の
言
葉

を
か
け
る
の
は
よ
く
な
い
。
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
の
方
が
大
切
。
言
葉
を
か
け
る

の
で
は
な
く
、
会
い
に
行
っ
て
あ
げ
る
。
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
の
も
つ
、
励
ま
し

が
あ
る
。天
理
教
全
体
で
そ
う
い
っ
た
話
が
で
て
い
た
。寄
り
添
う
こ
と
の
大
切
さ
。

大
変
な
経
験
を
さ
れ
た
人
の
話
を
黙
っ
て
聞
い
て
あ
げ
る
。
返
す
の
は『
大
変
だ
っ

た
ね
ー
』
の
一
言
だ
け
。」

　
ま
た
、
話
を
聞
く
こ
と
で
相
手
の
心
に
傷
を
負
わ
せ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る

事
も
危
惧
し
て
い
る
。
被
災
し
た
人
か
ら
無
理
に
話
を
聞
く
こ
と
は
心
の
傷
を
え

ぐ
る
こ
と
が
あ
り
、
相
手
が
ど
ん
な
人
か
よ
く
考
え
て
、
言
葉
を
選
ん
で
話
を
し

て
い
る
。
悪
い
こ
と
を
言
っ
た
つ
も
り
は
な
く
て
も
相
手
の
心
に
傷
を
つ
け
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

　
「
手
助
け
は
い
い
の
だ
が
、
接
し
方
は
も
っ
と
気
を
付
け
る
べ
き
。
人
に
よ
っ
て

受
け
取
り
方
は
異
な
る
。
話
し
て
も
ら
い
た
く
な
い
こ
と
も
多
い
。
励
ま
し
て
い

る
つ
も
り
で
も
逆
効
果
の
こ
と
も
多
い
。
被
災
し
て
い
な
い
人
は
被
災
し
た
人
の

気
持
ち
は
わ
か
ら
な
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
た
り
し
て
直
接
被
災
し
た
人
と
接

し
た
人
は
、
こ
う
し
た
こ
と
を
感
じ
取
っ
た
人
も
い
る
よ
う
だ
が
、
テ
レ
ビ
を
見

た
だ
け
で
話
だ
け
知
っ
て
い
る
人
に
は
、
こ
う
し
た
こ
と
を
理
解
す
る
の
は
難
し

を
定
期
的
に
地
域
に
配
布
し
た
り
、
事
あ
る
毎
に
教
え
に
則
っ
た
活
動
や
行
動
、

ま
た
お
話
を
す
る
こ
と
で
、
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
に
努
め
て
い
る
。

・
慰
霊

　
震
災
後
最
初
の
４
月
の
月
次
祭
（
月
次
祭
は
毎
月
３
日
）
以
来
、
か
か
さ
ず
祭さ

い

文ぶ
ん

の
文
中
に
、
１
日
も
早
い
地
域
の
復
興
と
人
々
の
救
済
に
関
す
る
文
言
を
入
れ

て
、
月
々
祈
願
し
て
い
る
。
ま
た
、
宮
古
市
内
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
全
員
の

名
前
を
書
い
た
も
の
を
祖み

た
ま
さ
ま

霊
様
に
供
え
、犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
み
た
ま
を
日
々

慰
霊
し
、
現
在
も
続
け
て
い
る
。

Ｄ
‐
２
、
花
宮
古
分
教
会

　
２
０
１
３
年
９
月
20
日
に
４
代
目
の
教
会
長
で
天
理
教
の
宮
古
地
区
の
支
部
長

で
も
あ
る
小
野
寺
信
一
さ
ん
（
63
歳
）
よ
り
お
話
を
伺
っ
た
。
花
宮
古
分
教
会
は

信
徒
約
１
２
０
名
で
、
親
教
会
は
花
巻
教
会
、
そ
の
親
教
会
は
三
重
島
ヶ
原
大
教

会
と
な
る
。
山
口
に
位
置
す
る
花
宮
古
分
教
会
は
か
な
り
ゆ
れ
た
が
、
地
盤
が
固

い
の
で
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
信
徒
の
５
〜
６
名
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
教
会
に
来
て
い
な
い
人
や
宮
古
を
離
れ
た
人
も
い
る
の
で
、
ま
だ
、
全
員

の
安
否
確
認
が
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
被
災
し
て
い
な
い
花
宮
古
教
会
は
、
支
援
活
動
に
来
た
小
団
体
を
受
け
入
れ
て

宿
泊
施
設
と
し
た
。
そ
の
ほ
か
花
宮
古
分
教
会
で
も
個
別
に
活
動
し
た
。
20
〜
60

代
の
男
女
の
信
者
が
ヘ
ド
ロ
か
き
や
、
押
し
入
れ
の
も
の
を
出
し
て
、
洗
っ
て
、

し
ま
う
な
ど
の
活
動
を
し
た
。
た
だ
し
、
当
時
は
忙
し
く
何
を
し
た
か
と
い
う
記

録
は
残
し
て
い
な
い
。
後
片
付
け
は
終
わ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
人
が
集
ま
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。
東
京
の
と
あ
る
分
教
会
は
数
回
車
で
や
っ
て
き
て
、

野
菜
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。
そ
れ
を
被
災
し
た
教
会
に
持
っ
て
行
っ
て
一
般
の

人
に
も
配
る
よ
う
に
し
た
。
水
や
米
も
た
く
さ
ん
届
い
た
。

・
心
の
ケ
ア

　
小
野
寺
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
の
だ
が
、
ど
う
や
っ
て
元

気
づ
け
る
か
が
問
題
だ
と
語
る
。
90
歳
く
ら
い
の
信
徒
が
、
も
う
死
に
た
い
か
ら

早
く
死
な
せ
て
く
だ
さ
い
と
祈
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
人
も
い
た
と
い
う
。
何
度
も

被災し／支援し／復興する宗教
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教
所
の
跡
に
ア
ン
パ
ン
34
個
を
供
え
て
、
そ
の
後
そ
れ
を
み
ん
な
に
配
っ
た
こ
と

が
あ
る
が
、
こ
れ
に
倣
っ
て
行
っ
た
。

　
神
様
に
向
か
っ
て
輪
廻
に
相
当
す
る
「
で
な
お
し
」
さ
れ
た
方
た
ち
を
守
っ
て

く
れ
る
よ
う
に
、１
日
も
早
く
生
ま
れ
変
わ
っ
て
、家
族
を
助
け
て
く
れ
る
よ
う
に
、

生
ま
れ
変
わ
っ
て
ま
た
縁
を
結
ん
で
「
よ
う
き
ぐ
ら
し
」、
た
が
い
に
助
け
あ
え
る

よ
う
に
祈
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
Ｅ　
宮
古
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
チ
ャ
ー
チ

　
舘
合
町
の
宮
古
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
チ
ャ
ー
チ
（
以
下
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
チ
ャ
ー

チ
）は
、大
き
な
教
団
に
属
さ
な
い
単
立
教
会
だ
が
、キ
リ
ス
ト
教
界
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
通
じ
、
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
規
模
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
、
現
在

も
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。
福
島
県
い
わ
き
市
出
身
で
、
宮
古
に
赴
任
し
て
26
年

に
な
る
牧
師
の
岩
塚
和
男
さ
ん
（
１
９
５
８
年
生
）
か
ら
、
２
０
１
５
年
５
月
４

日
に
話
を
伺
っ
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
チ
ャ
ー
チ
は
、
38
年
前
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
東
洋
福
音
宣
教
会

が
設
立
し
た
教
会
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
福
音
派
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
信
徒

は
25
名
ほ
ど
で
、
礼
拝
は
毎
週
日
曜
日
10
時
30
分
か
ら
行
い
、
以
前
は
宮
古
市
内
、

山
田
町
の
５
か
所
で
家
庭
集
会
も
行
っ
て
い
た
。
震
災
前
に
は
木
曜
日
に
祈
祷
会

を
し
て
い
た
の
だ
が
、
震
災
後
は
平
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
て
お
り
、

不
定
期
に
な
り
、
日
曜
日
の
礼
拝
後
に
な
っ
た
。
徐
々
に
落
ち
着
い
て
き
た
の
で

今
後
は
元
に
戻
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。

・
震
災
当
初

　
当
日
、
岩
塚
さ
ん
は
教
会
に
い
た
の
だ
が
、
避
難
警
告
が
出
た
の
で
牧
師
夫
人

と
２
人
で
向
か
い
の
山
に
避
難
し
た
。
そ
の
た
め
に
津
波
は
見
て
い
な
い
が
、
教

会
か
ら
50
㍍
先
の
側
溝
か
ら
遡
上
し
た
津
波
が
噴
き
出
す
の
を
目
に
し
た
と
い
う
。

教
会
の
建
物
は
壁
に
小
さ
な
ひ
び
が
入
っ
た
程
度
で
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
も
、
市
内
で
は
早
い
地
域
で
あ
っ
た
。
震
災
の
中
で
も
礼

拝
は
一
度
も
休
む
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
た
と
い
う
。
震
災
直
後
の
日
曜
礼
拝
は
教

会
で
し
た
が
、
燃
料
が
乏
し
く
寒
い
の
で
、
そ
の
後
の
２
回
は
薪
ス
ト
ー
ブ
の
あ

る
近
く
の
教
会
員
宅
で
礼
拝
を
行
っ
た
。
３
月
13
日
の
礼
拝
後
、
教
会
員
の
安
否

い
だ
ろ
う
。」

・
心
境
の
変
化

　
心
境
の
変
化
に
つ
い
て
、
小
野
寺
さ
ん
は
い
い
面
も
あ
っ
た
と
い
う
風
に
捉
え

て
い
る
よ
う
だ
。
例
え
ば
、
今
ま
で
父
が
母
を
虐
待
し
て
い
る
よ
う
な
家
庭
が
、

震
災
を
通
し
て
ま
と
ま
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
や
、
子
供
た
ち
が
今
ま
で
は
当

た
り
前
の
普
通
の
生
活
が
ど
ん
な
に
貴
重
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
気
付

い
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
一
方
で
酒
に
お
ぼ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
人

も
い
る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
と
い
う
。

・
心
霊
体
験

　
海
か
ら
声
が
聞
こ
え
る
と
い
う
信
者
さ
ん
が
い
た
。
真
っ
暗
な
海
か
ら
「
お
ー

い
」「
む
か
え
に
き
て
く
れ
ー
」と
聞
こ
え
た
と
い
う
。こ
う
し
た
こ
と
に
対
し
て
も
、

聞
い
て
あ
げ
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
、「
そ
う
な
ん
で
す
か
」
と
い
う
方
法
し
か
な

い
。
素
直
に
受
け
入
れ
て
あ
げ
て
、
反
発
し
て
は
い
け
な
い
。
そ
う
い
う
姿
勢
し

か
な
い
。
こ
う
い
う
声
が
聞
こ
え
る
の
は
心
が
揺
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
そ
れ

に
対
し
て
宗
教
的
な
説
明
も
し
な
い
。
あ
あ
し
な
さ
い
、
こ
う
し
な
さ
い
と
指
示

す
る
と
、
相
手
を
翻
弄
し
て
し
ま
う
。
か
え
っ
て
心
を
乱
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。

だ
ん
だ
ん
落
ち
着
い
て
き
て
か
ら
で
い
い
だ
ろ
う
。

　
夜
中
に
思
い
出
し
て
大
騒
ぎ
す
る
子
供
や
お
年
寄
り
が
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て

叱
っ
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
抱
き
し
め
て
あ
げ
る
こ
と
の
方
が
い
い
。
言
葉
で

は
な
い
。

・
慰
霊

　
支
部
と
し
て
２
０
１
２
年
３
月
９
日
に
釜
石
の
旅
館
、宝
来
館
で
慰
霊
祭
を
行
っ

た
。
宝
来
館
の
ト
イ
レ
を
か
り
て
、
裃
に
着
替
え
た
。
岩
手
教
区
主
催
で
、
教
区

長
が
執
り
行
っ
た
。
寒
い
日
だ
っ
た
が
、
３
０
０
人
ほ
ど
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

多
く
は
天
理
教
徒
だ
が
、
宝
来
館
関
係
者
、
地
元
の
人
の
参
加
も
あ
っ
た
。
小
野

寺
さ
ん
の
親
の
時
代
の
１
９
３
３
年
（
昭
和
８
年
）
の
津
波
の
時
に
、
天
理
教
の

青
年
会
は
死
体
の
回
収
を
し
、
並
べ
て
調
べ
る
仕
事
を
請
け
負
っ
た
。
田
老
の
布

各分野での震災後の取り組み
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手
し
、
２
０
１
１
年
夏
か
ら
は
現
地
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
、
２
０
１
５
年
６
月
ま

で
支
援
を
続
け
た
。
日
本
キ
リ
ス
ト
合
同
教
会
（
７
教
会
ほ
ど
の
教
団http://

w
w
w
.godo.or.jp/

）
は
、
２
０
１
１
年
９
月
か
ら
毎
月
チ
ー
ム
を
派
遣
し
て
い

る
。
ま
た
毎
月
２
週
間
滞
在
す
る
現
地
ス
タ
ッ
フ
も
派
遣
し
て
く
れ
て
い
る
。
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
Ｅ
Ｐ
Ｊ
Ｍ
（
長
老
派
の
10
教
会
）
は
、
２
０
１
３
年
３
月
か
ら
毎

月
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
送
っ
て
い
る
。
毎
月
10
日
程
度
活
動
す
る
が
、
最
初
の
頃
は

２
週
間
ほ
ど
活
動
し
て
い
た
。
他
に
も
、
札
幌
の
グ
レ
ー
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
聖

契
教
団
（
特
に
Ｉ
Ｂ
Ｆ
、
長
岡
教
会
）、
長
野
の
戸
倉
キ
リ
ス
ト
教
会
、
同
盟
教
団

の
信
州
チ
ー
ム
、
大
阪
の
チ
ャ
ペ
ル
こ
ひ
つ
じ
、
岡
山
の
聖
約
教
団
な
ど
が
年
に

数
回
支
援
チ
ー
ム
を
派
遣
し
続
け
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｐ
Ｊ
Ｍ
か
ら
は
毎
月
２
週
間
、
合
同
教
会
は
毎
月
１
週
間
ほ

ど
チ
ー
ム
が
派
遣
さ
れ
、
そ
の
他
の
団
体
か
ら
も
来
る
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

チ
ャ
ー
チ
に
は
、
ほ
ぼ
毎
週
途
切
れ
る
こ
と
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
そ
う
し
た
国
内
外
の
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
た
の
で
、
支
援
活

動
を
現
在
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
宮
古
の
現
地
体
制

　
現
在
、牧
師
１
人
、イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師
（
ハ
ー
プ
奏
者
）
１
人
、教
会
員
２
人
、

合
同
教
会
か
ら
毎
月
２
週
間
派
遣
の
１
人
の
計
５
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
、
国
内
外
か

ら
絶
え
ず
訪
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
宿
舎
は
ホ
ク
ミ
ン
が
借

り
て
い
た
と
こ
ろ
を
Ｕ
Ｐ
が
引
き
継
ぎ
、
資
金
を
出
し
て
借
り
続
け
て
く
れ
て
い

る
。
６
畳
が
３
部
屋
、
８
畳
が
１
部
屋
、
台
所
の
間
取
り
で
、
車
も
４
、５
台
は
と

め
ら
れ
る
。
こ
こ
を
拠
点
に
北
は
田
老
か
ら
南
は
山
田
ま
で
出
か
け
て
い
く
。

・
支
援
活
動
の
内
容

　
震
災
直
後
は
、
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
、
が
れ
き
の
撤
去
と
学
童
の
子
供

た
ち
の
ケ
ア
に
派
遣
し
た
。
ま
た
炊
き
出
し
も
各
地
で
行
っ
た
。
当
時
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て
岩
塚
さ
ん
は
こ
う
振
り
返
る
。

　
「
が
れ
き
の
撤
去
に
行
っ
た
人
達
は
、
肉
体
の
疲
労
は
あ
っ
て
も
が
れ
き
を
取
り

除
い
た
達
成
感
を
抱
い
て
帰
っ
て
く
る
。
一
方
、
学
童
に
行
っ
た
人
達
は
、
子
供

確
認
を
し
て
市
内
を
回
っ
た
。
信
徒
の
被
災
状
況
は
家
庭
集
会
に
参
加
す
る
80
代

後
半
の
女
性
宅
が
床
下
浸
水
し
、
客
員
で
公
務
員
の
人
の
官
舎
が
流
さ
れ
た
が
本

人
は
無
事
だ
っ
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
る
よ
う
に
な
る
と
、
共
に
礼
拝
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、

礼
拝
堂
が
満
員
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
海
外
か
ら
来
ら
れ
る
人
も
多
か
っ
た
の
で

各
国
語
に
通
訳
さ
れ
て
い
た
。

・
支
援
活
動
の
開
始
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ

　
会
員
に
も
教
会
の
建
物
に
も
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
の
で
、
す
ぐ
に
支
援
活

動
に
取
り
掛
か
る
事
が
で
き
、
１
週
間
後
に
は
避
難
所
訪
問
を
は
じ
め
た
。
教
会

員
に
カ
イ
ロ
プ
ラ
テ
ィ
ッ
ク
が
で
き
る
人
が
い
て
、
そ
の
人
と
一
緒
に
市
内
の
避

難
所
を
ま
わ
り
、
岩
塚
さ
ん
は
受
付
と
傾
聴
を
担
当
し
た
。

　
間
も
な
く
世
界
中
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
派
遣
さ
れ

て
来
る
よ
う
に
な
る
。「
３
・
11
い
わ
て
教
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
Ｎ
Ｗ
）」
が
、

震
災
２
週
間
後
の
３
月
24
日
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
派
遣
さ
れ
る
人
や
送
ら
れ

て
く
る
物
資
の
窓
口
と
な
り
、
振
り
分
け
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
の
で
、
沿
岸
の
教

会
は
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
が
で
き
た
。
そ
の
他
、
ク
ラ
ッ

シ
ュ
ジ
ャ
パ
ン
の
遠
野
ベ
ー
ス
を
経
由
し
て
来
る
人
達
な
ど
、
直
接
宮
古
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
チ
ャ
ー
チ
に
来
る
人
達
も
い
た
。
ホ
ク
ミ
ン
（
北
海
道
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

宣
教
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

http://w
w
w
.hocm

in.net/

）
は
、
Ｎ
Ｗ
を
通
じ
て
宮

古
を
中
心
に
１
年
半
ほ
ど
、
ほ
ぼ
毎
週
の
よ
う
に
65
回
チ
ー
ム
を
派
遣
し
続
け
た
。

元
々
北
海
道
内
の
災
害
に
対
応
す
る
と
い
う
目
的
で
設
立
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

な
の
だ
が
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
の
派
遣
を
即
断
し
た
。
各
地
か
ら
次
々

と
来
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拠
点
お
よ
び
宿
泊
の
た
め
に
、
黒
森
町
の
一
軒
家
（
ホ

ク
ミ
ン
ハ
ウ
ス
）
を
借
り
、
現
地
に
常
駐
す
る
ス
タ
ッ
フ
も
派
遣
し
て
く
れ
た
。

　
日
本
国
内
の
宣
教
師
た
ち
（
特
に
ア
メ
リ
カ
人
）
は
、
車
に
物
資
を
積
め
る
だ

け
積
ん
で
い
ち
早
く
駆
け
つ
け
、
必
要
な
も
の
は
取
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
形
で

配
布
し
て
い
た
。
震
災
直
後
の
機
動
力
と
い
う
点
で
は
、
こ
う
し
た
宣
教
師
た
ち
、

ま
た
前
述
の
ホ
ク
ミ
ン
の
対
応
が
迅
速
だ
っ
た
と
い
う
。
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
Ｕ
Ｐ
）
と
い
う
千
葉
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
、
震
災
直
後
か
ら
支
援
に
着

被災し／支援し／復興する宗教
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行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
震
災
直
後
か
ら
し
ば
ら
く
は
、活
動
範
囲
を
宮
古
市
だ
け
に
限
定
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
野
田
村
、
宮
城
県
の
亘
理
町
、
山
元
町
や
福
島
県
会
津
若
松
の
仮
設
住

宅
へ
も
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

　
仮
設
住
宅
で
の
活
動
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
傾
聴
を
中

心
に
し
て
、
ク
ラ
フ
ト
、
音
楽
、
生
け
花
、
落
語
、
講
談
、
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ほ
と
ん
ど
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
だ
が
、
そ
う
い
っ
た
能
力
・「
タ
ラ

ン
ト
」注（
４
）�

の
あ
る
人
が
多
い
。
そ
の
他
に
は
合
同
教
会
の
牧
師
で
花
屋
だ
っ
た

人
が
い
る
の
で
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
し
た
り
、
調
理
師
が
来
れ
ば
一

緒
に
デ
ザ
ー
ト
を
作
っ
た
り
、
ギ
タ
ー
で
懐
メ
ロ
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
包
丁
研
ぎ
等

で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
何
で
も
し
て
き
た
。
小
坂
忠
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
来
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
た
。

　
た
だ
し
、
活
動
の
内
容
は
状
況
に
応
じ
て
変
わ
る
と
い
う
。
特
に
今
は
転
換
期

を
む
か
え
て
い
て
、
仮
設
住
宅
に
い
た
人
た
ち
も
３
〜
４
割
は
そ
こ
を
出
て
い
る
。

復
興
住
宅
に
移
っ
て
孤
立
し
な
い
よ
う
に
、
新
し
い
生
活
を
は
じ
め
た
人
達
の
生

活
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
支
援
を
続
け
て
い
く
そ
う
だ
。

・
被
災
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
と
キ
リ
ス
ト
教
会

　
震
災
直
後
に
痛
感
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
キ
リ
ス
ト
教
会
の
あ
り
方
が
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
遊
離
し
た
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
震
災

後
の
支
援
活
動
を
続
け
る
中
で
、
キ
リ
ス
ト
教
会
も
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
共

に
担
う
存
在
と
し
て
、
共
に
復
興
し
て
い
く
と
い
う
姿
勢
で
か
か
わ
り
続
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
と
い
う
。

注（
４
）��

元
々
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
等
地
中
海
地
域
で
使
わ
れ
た
質
量
や
貨
幣

の
単
位
。
キ
リ
ス
ト
教
界
で
は
新
約
聖
書
「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
25
章

14
〜
30
節
に
イ
エ
ス
が
タ
ラ
ン
ト
を
も
ち
い
た
た
と
え
話
を
し
た
と
い
う
記

述
が
あ
る
事
か
ら
、「
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
能
力
」
と
い
う
意
味
で
つ
か
わ
れ

る
。
現
代
語
の
「
タ
レ
ン
ト
」
の
語
源
と
さ
れ
る
。

達
の
内
に
秘
め
た
ス
ト
レ
ス
を
直
接
ぶ
つ
け
ら
れ
て
、
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も

疲
労
し
た
顔
を
し
て
帰
っ
て
く
る
。
と
も
す
る
と
大
人
は
子
供
た
ち
が
お
と
な
し

く
し
て
い
る
の
で
、大
丈
夫
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
よ
う
だ
が
、そ
う
で
は
な
く
、

早
め
に
ケ
ア
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
わ
さ
れ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
真
剣
に

関
わ
り
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
徐
々
に
子
供
達
の
顔
が
明
る
く
な
っ
て
き
た
。

　
４
年
が
過
ぎ
、
災
害
復
興
公
営
住
宅
に
引
っ
越
す
人
達
が
増
え
て
い
て
、
再
び

周
囲
が
動
き
は
じ
め
た
こ
と
に
よ
り
、
一
部
の
方
々
が
不
安
や
パ
ニ
ッ
ク
を
引
き

起
こ
し
始
め
て
い
る
。
昨
年
あ
た
り
か
ら
自
殺
願
望
を
口
に
す
る
人
が
増
え
て
い

る
。
特
に
他
の
人
と
の
交
流
が
無
い
人
が
危
な
い
。
復
興
住
宅
に
移
る
と
、
仮
設

住
宅
に
比
べ
て
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
り
、
引
き
こ
も
る
よ
う
に
な
る
人
も
増
え

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
す
ま
す
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
ケ
ア
も
必
要
に
な
っ
て

い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
期
限
を
切
っ
て
の
活
動
で
は
な
く
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
根
ざ
し
た
末
永
い
ケ
ア
が
今
後
も
必
要
と
さ
れ
る
。」

　
活
動
理
念
は
、
震
災
直
後
か
ら
一
貫
し
て
「
被
災
し
た
方
々
の
隣
人
と
し
て
寄

り
添
い
続
け
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
心
の
ケ
ア
を
大
切
に
し
、
傾

聴
と
訪
問
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
い
う
。
岩
塚
さ
ん
は
、
震
災
か
ら
半
年
間
で
千

人
以
上
の
傾
聴
を
し
た
と
い
う
。

　
６
月
ご
ろ
に
は
仮
設
住
宅
が
で
き
て
き
た
の
で
、
避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
で
の

活
動
に
切
り
替
え
て
い
っ
た
。
絶
え
ず
国
内
外
か
ら
支
援
物
資
が
届
い
た
。
米
軍

の
三
沢
基
地
内
の
キ
リ
ス
ト
教
会
か
ら
は
、
野
菜
や
仮
設
住
宅
で
生
活
を
始
め
る

た
め
の
日
用
品
セ
ッ
ト
が
大
量
に
と
ど
い
て
、
会
堂
一
杯
と
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

時
に
は
ト
ラ
ッ
ク
１
台
の
物
資
が
届
い
た
。
そ
れ
を
仮
設
住
宅
や
自
宅
で
避
難
中

の
方
々
に
配
布
し
た
。

　
宮
古
市
に
は
当
初
62
か
所
の
約
２
千
世
帯
の
仮
設
住
宅
が
建
設
さ
れ
た
。
ピ
ー

ク
時
に
は
そ
の
90
％
ほ
ど
を
カ
バ
ー
す
る
活
動
と
な
っ
た
。
青
森
の
宣
教
師
が
釜

石
市
、
大
槌
町
で
モ
バ
イ
ル
カ
フ
ェ
を
や
っ
て
い
た
。
仮
設
住
宅
が
で
き
て
か
ら

す
ぐ
に
、
そ
れ
を
取
り
入
れ
て
み
た
。
最
初
は
赤
前
仮
設
住
宅
だ
っ
た
が
、
今
は

被
災
地
全
域
に
広
が
っ
て
い
る
。
当
初
は
外
に
テ
ン
ト
を
張
っ
て
や
っ
て
い
た
が
、

徐
々
に
仮
設
住
宅
の
集
会
所
、
談
話
室
で
カ
フ
ェ
（
あ
る
い
は
サ
ロ
ン
）
形
式
で

各分野での震災後の取り組み
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が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
こ
ち
ら
へ
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
社
協
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
立
ち
上
が
っ
て
か
ら
は
、
そ
れ
を
通
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
た
。

　
モ
ル
モ
ン
教
で
は
、
震
災
の
前
か
ら
３
か
月
分
の
備
蓄
を
す
る
よ
う
に
指
導
し

て
い
た
。
そ
の
た
め
に
被
災
し
て
い
な
い
地
域
で
は
被
災
地
に
す
ぐ
に
備
蓄
を
ま

わ
す
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、モ
ル
モ
ン
教
会
は
岩
手
県
に
義
援
金
を
送
っ
て
い
る
。

・
会
員
の
心
境
の
変
化

　
モ
ル
モ
ン
教
の
教
え
で
は
、
生
き
て
い
れ
ば
必
ず
試
練
が
あ
る
が
、
そ
の
こ
と

に
よ
っ
て
強
く
な
れ
る
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
こ
の
震
災
は
必
要
な
も
の
だ
っ
た

の
だ
と
教
え
て
い
る
。
決
し
て
嘆
い
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
精
神
的
に
強
く

な
る
こ
と
が
で
き
た
。
被
災
し
て
い
な
く
て
も
多
く
の
支
援
が
あ
り
、
そ
う
し
た

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

・
慰
霊
な
ど

　
普
段
の
祈
り
や
説
教
の
中
で
組
み
込
ん
で
い
る
が
、
個
別
の
死
者
へ
の
祈
り
は

行
っ
て
い
な
い
。

・
心
の
ケ
ア

　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
る
。
社
協
を
通
じ
て
派
遣
さ
れ
て
い
る
の
で
、

注（
５
）��

モ
ル
モ
ン
教
に
お
け
る
ワ
ー
ド
と
は
支
部
に
該
当
す
る
。

注（
６
）��

鍬
ヶ
崎
第
９
地
割
39
番
地
27　

�http://w
w
w
.jinsenkai.com

/netw
ork/netw

ork_detail.
php?cd=

20130738

注（
７
）��

崎
鍬
ヶ
崎
第
４
地
割
１
番
地
20　

http://w
w
w
.w

akatakekai.or.jp/

注（
８
）��

岩
手
県
宮
古
市
太
田
１
丁
目
２
番
３
号　

http://w
w
w
.nichiigakkan.

co.jp/

注（
９
）��

岩
手
県
宮
古
市
向
町
２

−
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Ｆ　
末
日
聖
徒
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
教
会 （
モ
ル
モ
ン
教
）�（
宮
古
市
南
町
）

　
２
０
１
３
年
９
月
20
日
に
末
日
聖
徒
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
教
会
（
以
下
、
モ
ル

モ
ン
教
）
の
宮
古
ワ
ー
ド�

注（
５
）
の
長
老
松
重
光
治
さ
ん
と
実
際
に
支
援
活
動
に
あ

た
ら
れ
た
高
橋
浩
之
さ
ん
（
１
９
７
４
年
生
）
か
ら
お
話
を
伺
っ
た
。
モ
ル
モ
ン

教
宮
古
ワ
ー
ド
は
30
年
ほ
ど
の
歴
史
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
４
回
の
移
転
の
後
、
現

在
の
場
所
と
な
っ
た
。
会
員
は
60
名
ほ
ど
で
、
30
〜
50
代
が
多
く
、
多
く
は
宮
古

市
民
で
あ
る
。
普
段
は
日
曜
日
、
10
時
か
ら
12
時
に
礼
拝
（
参
加
者
20
〜
30
名
ほ

ど
）と
、水
曜
日
午
後
７
〜
８
時
に
英
会
話
教
室（
参
加
者
14
〜
15
名
ほ
ど
）を
行
っ

て
い
る
。

・
被
災
状
況

　
会
員
の
死
者
は
な
か
っ
た
が
、
家
族
を
亡
く
し
た
人
は
い
る
。
ま
た
自
宅
の
全

壊
が
10
名
、避
難
所
へ
の
避
難
が
12
名
い
た
。３
月
13
日
の
日
曜
日
は
礼
拝
を
休
み
、

そ
の
後
も
５
月
に
な
る
と
通
常
と
は
異
な
る
形
で
集
会
し
、
聖
餐
式
の
み
行
っ
た
。

５
月
に
は
日
曜
日
に
２
㌧
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ま
れ
て
き
た
布
団
、
食
料
な
ど
の
支
援

物
資
を
配
布
す
る
活
動
を
行
っ
た
。
日
曜
日
に
集
ま
っ
て
き
た
会
員
に
届
い
た
物

資
を
渡
し
て
、
必
要
の
あ
り
そ
う
な
と
こ
ろ
に
配
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
３
月
19
日
に
金
沢
ワ
ー
ド
か
ら
４
㌧
ト
ラ
ッ
ク
で
食
糧
、
衣
料
が
と
ど
い
た
の

で
、
一
般
の
人
に
配
布
し
た
。
藤
原
神
社
の
よ
う
に
正
式
な
避
難
所
と
し
て
登
録

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
行
政
の
手
が
届
い
て
い
な
い
避
難
所
へ
直
接
配
布
し
た
。

道
路
の
状
況
が
悪
い
中
で
の
支
援
活
動
だ
っ
た
。
軽
油
は
ほ
ほ
え
み
の
里�
注（
６
）、

社
協
、
サ
ン
ホ
ー
ム
み
や
こ�

注（
７
）、
ニ
チ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
宮
古�

注（
８
）、
あ
お
空�
注（
９

な
ど
の
福
祉
施
設
に
配
布
し
た
。

　
３
月
28
日
に
６
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
が
到
着
し
た
。
彼
ら
の
他
、
八
戸
、
東

京
、
兵
庫
、
仙
台
な
ど
か
ら
来
て
く
れ
た
モ
ル
モ
ン
教
の
会
員
に
よ
っ
て
実
施
し

た
。
岩
泉
・
田
老
、
宮
古
市
内
、
山
田
・
大
槌
、
釜
石
の
会
員
を
一
軒
ず
つ
ま
わ
っ

て
安
否
確
認
を
し
た
。
藤
原
で
の
泥
か
き
、
支
援
物
資
の
配
布
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど

の
道
具
は
自
前
で
用
意
し
た
。
宮
古
ワ
ー
ド
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
宿
泊
所
と
し
て

も
利
用
し
た
。

　
モ
ル
モ
ン
教
を
通
じ
て
、
東
京
か
ら
毎
週
バ
ス
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
が

や
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
仙
台
へ
行
っ
て
い
た
。
宮
古
に
は
仙
台
地
域
の
宣
教
師

被災し／支援し／復興する宗教
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確
な
記
録
を
残
し
て
い
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
。
届
い
た
物
資
は
信
者
に
配
布

し
、
一
般
の
人
に
は
配
布
し
て
い
な
い
。
対
外
的
な
支
援
よ
り
も
信
者
さ
ん
へ
の

対
応
で
精
一
杯
だ
っ
た
と
、
当
時
を
振
り
返
る
。
支
援
物
資
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
当

時
も
全
国
の
信
者
か
ら
届
け
ら
れ
る
の
で
、
信
者
に
配
布
し
て
い
る
。
ま
た
、
教

団
か
ら
は
宮
古
市
へ
義
援
金
を
出
し
、
亡
く
な
っ
た
信
者
に
は
教
団
か
ら
弔
慰

金
を
出
し
て
い
る
。
全
国
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
駆
け
付
け
た
。
多
い
時
に
は

１
週
間
に
１
〜
２
回
来
て
い
た
の
で
、
宮
古
教
会
を
宿
泊
所
と
し
て
提
供
し
た
。

　
板
屋
の
仮
設
住
宅
で
盆
踊
り
を
し
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
っ
た
の
で
、
８
月
15

〜
16
日
に
駐
車
場
を
提
供
し
た
。
２
０
１
２
年
と
13
年
は
行
っ
た
。
今
後
も
要
望

が
あ
れ
ば
提
供
し
た
い
。
立
正
佼
成
会
は
宗
教
団
体
な
の
で
、
一
般
の
方
へ
の
支

援
は
相
手
を
当
惑
さ
せ
て
し
ま
う
と
い
け
な
い
の
で
、
要
望
が
あ
れ
ば
応
え
る
と

い
う
形
に
し
て
い
る
。

・
慰
霊
活
動

　
教
会
で
は
一
周
忌
、
三
回
忌
を
全
体
で
行
っ
た
。
そ
の
他
、
毎
朝
、
釜
石
教
会

の
支
部
で
は
震
災
で
亡
く
な
っ
た
方
の
供
養
を
行
っ
て
い
る
。
最
初
の
１
年
は
全

国
の
教
会
で
毎
朝
供
養
し
、
翌
年
か
ら
は
月
命
日
の
11
日
に
供
養
を
行
っ
て
い
る
。

・
心
の
ケ
ア

　
信
者
に
対
し
て
以
前
よ
り
頻
繁
に
訪
問
し
、
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
傾
聴
が
中
心
で
、
宗
教
の
話
は
求
め
ら
れ
な
い
か
ぎ
り
し
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
。
信
者
さ
ん
は
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
れ
を
熱
心
に
聞
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
こ
れ
は
震
災
前
後
で
変
わ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

　
当
初
、
遺
族
た
ち
は
落
ち
込
ん
で
い
た
の
だ
が
、
信
仰
の
た
め
に
立
ち
直
っ
た

人
が
多
い
。
母
親
を
亡
く
し
た
青
年
は
引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
い
た
が
、
今

は
教
会
に
来
て
明
る
さ
を
取
り
戻
し
て
い
る
。
だ
れ
も
が
佼
成
会
の
中
に
い
る
の

で
何
か
し
ら
の
係
り
が
あ
る
。
人
の
た
め
に
と
働
い
て
い
る
の
で
、
自
分
の
こ
と

を
考
え
る
時
間
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
の
が
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
立

正
佼
成
会
は
先
祖
供
養
が
自
分
で
で
き
る
の
で
、
自
分
で
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
。
落
ち
込
ん
で
い
た
人
も
、
立
正
佼
成
会
の
信
仰
で
立
ち
直
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
人
も
多
い
。

胸
に
モ
ル
モ
ン
教
を
示
す
名
札
は
つ
け
て
い
く
が
、
宗
教
の
布
教
は
し
な
い
。

・
も
し
、
心
霊
現
象
が
あ
っ
た
ら
？

　
教
会
と
し
て
は
心
霊
現
象
を
認
め
も
否
定
も
し
な
い
。
そ
れ
を
う
け
と
め
て
あ

げ
て
聞
い
て
あ
げ
、
そ
れ
を
癒
し
て
あ
げ
る
。
震
災
と
は
関
係
な
く
儀
式
を
行
い

そ
の
中
で
癒
し
を
行
う
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
癒
し
の
儀
式
は
教
団
本
部

が
認
め
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
個
人
的
な
考
え
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

個
人
だ
け
で
は
な
く
、
場
所
を
癒
す
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
所
が
そ
の
人

に
と
っ
て
い
い
場
所
に
な
る
よ
う
に
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　
Ｇ　
立
正
佼
成
会
宮
古
支
部
（
宮
古
市
板
屋
）

　
釜
石
教
会
注（
⓾
）
の
支
部
に
あ
た
る
宮
古
支
部
は
２
１
１
世
帯
の
信
者
を
抱
え
て

い
る
。
１
９
６
０
年
ご
ろ
釜
石
教
会
か
ら
柏
田
の
ぶ
え
氏
が
布
教
を
は
じ
め
た（
宮

古
市
教
育
委
員
会
編
１
９
９
４
年
：
７
４
５
頁
）。
２
０
１
３
年
９
月
20
日
に
宮
古

支
部
支
部
長
の
福
士
和
男
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
っ
た
。

　
地
震
直
後
は
３
、４
人
の
信
者
が
避
難
し
て
き
た
と
い
う
。
そ
の
後
安
否
確
認
を

は
じ
め
た
。
近
い
人
は
名
簿
を
見
な
が
ら
歩
い
て
行
っ
た
の
だ
が
、
全
体
を
把
握

す
る
ま
で
は
１
年
以
上
か
か
っ
た
。
把
握
で
き
て
い
る
被
害
状
況
は
、
死
亡
８
名
、

床
上
浸
水
６
戸
、
床
下
浸
水
４
戸
、
全
壊
23
戸
、
半
壊
23
戸
、
仮
設
へ
入
居
13
世

帯
で
あ
る
。
た
だ
し
仮
設
へ
入
居
し
た
人
に
は
市
が
提
供
し
た
ア
パ
ー
ト
に
入
っ

た
人
な
ど
仮
設
以
外
に
避
難
し
た
人
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
実
数
は
こ
れ
よ

り
多
く
な
る
。

　
支
援
活
動
は
釜
石
を
中
心
に
実
施
し
た
。
全
国
で
２
３
９
教
会
の
信
者
が
、
岩

手
の
釜
石
教
会
を
通
じ
て
各
支
部
に
派
遣
さ
れ
、
生
活
必
需
品
、
衣
類
、
食
品
、

マ
ス
ク
、
豆
、
味
噌
、
醤
油
、
毛
布
と
い
っ
た
物
資
や
義
援
金
を
配
布
し
た
。
全

国
か
ら
多
種
多
様
な
物
資
が
届
け
ら
れ
た
が
、
何
が
ど
の
く
ら
い
届
い
た
か
は
正

注（
⓾
）�

釜
石
教
会
の
支
部
は
山
田
１
か
所
、
大
槌
１
か
所
、
大
船
渡
１
か
所
、
釜
石

２
か
所
、
遠
野
１
か
所
と
宮
古
１
か
所
の
計
７
か
所
。

各分野での震災後の取り組み



681

開
設
の
準
備
や
、サ
ッ
カ
ー
教
室
、学
童
の
送
迎
を
し
て
お
り
、濱
塚
さ
ん
は
オ
フ
ィ

ス
に
い
た
。
ま
ず
は
学
童
の
安
否
確
認
を
行
い
、
６
時
ご
ろ
に
は
全
員
の
無
事
を

確
認
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
教
室
は
ス
タ
ッ
フ
が
現
地
で
待
機
し
、
来
た
子
供
に
は
今

日
は
行
わ
な
い
こ
と
を
伝
え
つ
つ
、
安
否
確
認
を
行
っ
た
。

　
翌
日
、
午
前
11
時
に
集
合
し
た
が
、
当
然
な
が
ら
学
童
の
子
供
達
は
誰
も
来
な

か
っ
た
。
月
曜
日
に
は
学
童
の
受
け
入
れ
を
す
る
と
決
定
し
、
連
絡
を
し
た
。
日

曜
日
は
休
み
を
と
り
、
翌
月
曜
日
の
14
日
、
11
時
に
集
合
し
た
。
ま
た
、
沿
岸
の

教
会
を
ベ
ー
ス
と
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
も
決
定
し
た
。
濱
塚
さ
ん
は

ス
タ
ッ
フ
に
は
た
だ
で
さ
え
薄
給
な
の
に
い
い
の
か
と
確
認
し
た
ら
、「
助
け
を
必

要
と
す
る
人
た
ち
が
大
勢
い
る
こ
の
時
に
動
い
て
こ
そ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
な
い
か
」

と
い
う
声
も
あ
り
、
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。
た
だ
し
、
盛
岡
は
ス
タ
ッ
フ
も
少

な
い
小
さ
な
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
力
不
足
で
は
な
い
か
と
悩
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
、
元
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
主
事
を
つ
と
め
て
い
た
日
本
基
督
教
団
内
丸
教
会
の
牧
師
、
中
原
眞

澄
さ
ん
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
経
験
か
ら
、
活
動
を
は
じ
め

さ
え
す
れ
ば
、
全
国
の
支
援
が
続
く
か
ら
、
力
不
足
と
限
界
づ
け
る
必
要
は
な
い

と
後
押
し
を
さ
れ
、
決
心
し
た
。

　
16
日
、
被
災
地
に
赴
い
て
い
た

奥
羽
教
区
の
議
長
で
、
牧
師
の
邑

原
宗
男
さ
ん
に
連
絡
し
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
が
被
災
地
の
教
会
と
協
力
し

て
、
救
援
活
動
を
行
う
こ
と
を
提

案
し
、
了
承
さ
れ
、
宮
古
教
会
が

推
薦
さ
れ
た
。
17
日
に
は
日
本
基

督
教
団
宮
古
教
会
の
牧
師
森
分
和

基
さ
ん
と
連
絡
が
取
れ
、
18
日
に

濱
塚
さ
ん
は
じ
め
３
人
の
ス
タ
ッ

フ
が
森
分
さ
ん
に
面
会
し
、
活
動

を
開
始
す
る
。
19
日
に
は
本
格
的

に
活
動
が
始
ま
り
、
宮
古
教
会
内

に
「
盛
岡
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
宮
古
ボ
ラ
ン

２　
宗
教
系
団
体
の
支
援

　
前
節
に
み
た
よ
う
に
宗
教
系
団
体
に
よ
る
被
災
地
支
援
は
広
く
行
わ
れ
た
。
一

方
、
宣
教
な
ど
宗
教
行
為
は
行
わ
な
い
が
、
宗
教
的
な
由
来
を
も
つ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
活
動
も
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
キ
リ
ス
ト
教
に
由
来
す

る
盛
岡
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
宮
古
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
Ｃ
Ｃ
Ｍ
Ｎ
、
台
湾
仏
教
慈
済

基
金
会
と
い
っ
た
団
体
の
動
き
を
取
り
上
げ
た
い
注（
⓫
）。

　
Ａ　
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
宮
古
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
宮
古
Ｖ
Ｃ
）

　
震
災
当
初
か
ら
市
内
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
協
力
し
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
全
国
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
中
心
に
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
受
け
入
れ
た
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
宮
古
Ｖ
Ｃ
の
動
き
を
紹
介
し
た
い
。

　
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
宮
古
Ｖ
Ｃ
の
２
０
１
４
年
度
ま
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
数

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

２
０
１
１
年
度　
１
万
１
千
２
０
２
人
（
２
０
１
１
年
３
月
11
日
か
ら
２
０
１
２

年
３
月
ま
で
）

２
０
１
２
年
度　
７
千
８
６
７
人

２
０
１
３
年
度　
７
千
８
７
１
人

２
０
１
４
年
度　
３
千
６
３
３
人
（
10
月
ま
で
）

少
な
い
ス
タ
ッ
フ
と
、
そ
れ
ほ
ど
広
い
と
は
言
え
な
い
施
設
の
中
で
、
こ
れ
だ
け

の
人
を
受
け
い
れ
た
こ
と
は
記
録
に
残
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
盛
岡
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
初
動
体
制
と
宮
古
Ｖ
Ｃ
の
立
ち
上
げ
に
関
し
て
、
２
０
１
５

年
５
月
６
日
に
盛
岡
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
主
事
の
濱
塚
有
史
さ
ん
（
１
９
６
１
年
生
）
か
ら

お
話
を
伺
っ
た
。
ま
た
、
日
本
基
督
教
団
内
丸
教
会
の
牧
師
、
中
原
眞
澄
さ
ん
も

当
時
の
状
況
を
詳
し
く
記
し
て
い
る
（
中
原
２
０
１
３
年
）
の
で
、
あ
わ
せ
て
参

考
と
し
た
。

　
震
災
当
日
盛
岡
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
は
ス
タ
ッ
フ
が
４
名
い
た
。当
日
は
前
潟
セ
ン
タ
ー

注（
⓫
）�

な
お
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
カ
リ
タ
ス
の
動
向
は
、
本
書
第
２
部
第
８
章
を
参

照
の
こ
と
。

写�真 1　ＹＭＣＡのボランティアによる交通安全見守り
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こ
の
頃
の
活
動
は
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ

る
中
、
近
隣
の
家
の
が
れ
き
の
撤
去
、
荷
物
の
運
搬
、
天
井
・
壁
・
床
は
が
し
、

道
路
、側
溝
の
ヘ
ド
ロ
除
去
な
ど
を
行
っ
た
。ま
た
、ニ
ー
ズ
の
調
査
も
同
時
に
行
っ

た
。
最
初
期
の
活
動
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
推
薦
や
個
人
的
な
つ
て
で
見

つ
け
て
い
た
。

　
６
月
か
ら
10
月
に
は
避
難
所
と
な
っ
て
い
た
小
学
校
や
仮
設
住
宅
、
地
域
商
店

街
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
タ
コ
ヤ
キ
や
焼
き
そ
ば
な
ど
の
炊
き
出
し
な
ど
を
し
、
11

月
か
ら
３
月
は
仮
設
住
宅
の
寒
さ
対
策
の
断
熱
マ
ッ
ト
し
き
、
炊
き
出
し
な
ど
を

行
っ
た
。

　

特
筆
す
べ
き
は
宮
古
小
学
校
の
通
学
路
で
の
交
通
安
全
見
守
り
で
あ
る
。
こ

れ
は
津
波
で
故
障
し
た
信
号
機
の
か
わ
り
に
安
全
確
保
の
た
め
に
は
じ
め
た
そ

う
だ
が
、
地
道
で
あ
る
が
地
元
に
挨
拶
が
広
が
る
大
切
な
働
き
で
あ
る
（
池
田

２
０
１
３
年
）。

　
こ
の
交
通
安
全
見
守
り
は
宮
古
の
Ｖ
Ｃ
に
専
従
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
な
く
な
っ
た

２
０
１
５
年
４
月
以
降
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
に
よ
っ
て
継
続
さ
れ
て
い
る
（
写

真
１
）。
復
興
に
携
わ
る
仕
事
で
宮
古
に
や
っ
て
き
た
三
浦
英
博
さ
ん
は
、
毎
朝
７

時
か
ら
８
時
30
分
頃
ま
で
、宮
古
小
学
校
に
ほ
ど
近
い
交
差
点
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ゼ
ッ

ケ
ン
を
つ
け
て
、
交
通
整
理
を
行
っ
て
い
る
。
本
人
談
に
よ
れ
ば
、
２
０
１
５
年

は
４
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
一
度
だ
け
休
ん
で
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
学

校
が
あ
る
日
に
は
、
雨
の
日
も
雪
の
日
も
路
上
に
立
ち
続
け
て
い
る
。

　
寡
黙
で
自
己
主
張
を
し
な
い
性
格
の
三
浦
さ
ん
だ
が
、
挨
拶
を
し
、
ハ
イ
タ
ッ

チ
で
小
学
生
が
や
っ
て
く
る
の
を
迎
え
て
い
る
。
ま
た
、
小
学
生
だ
け
で
は
な
く
、

通
り
が
か
り
の
人
全
員
に
挨
拶
を
し
、
さ
ら
に
行
き
か
う
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
１
台

ず
つ
に
会
釈
を
す
る
。
三
浦
さ
ん
は
毎
日
こ
の
見
守
り
を
終
え
て
か
ら
仕
事
へ
向

か
う
。
繰
り
替
え
す
が
、
三
浦
さ
ん
は
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
、
こ

の
活
動
は
義
務
で
は
な
い
。毎
朝
出
勤
前
の
時
間
を
こ
う
し
た
地
道
な
活
動
に
使
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
小
学
校
か
ら
評
価
さ
れ
、
２
０
１
５
年
11
月
25
日
に
宮
古

小
学
校
の
児
童
会
か
ら
感
謝
状
も
贈
ら
れ
て
い
る
。

　
２
０
１
２
年
に
入
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
が
れ
き
の
撤
去
と
い
っ
た
内
容

か
ら
、
子
供
達
を
対
象
と
し
た
野
外
活
動
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
な
う
よ
う

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
が
設
立
さ
れ
た
注（
⓬
）。

　
設
立
当
初
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
23
日
に
は
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
盛
岡
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
か

ら
応
援
が
到
着
し
、
25
日
に
は
全
国
か
ら
の
派
遣
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
体
制
と
な
る
。

４
月
22
日
に
は
「
山
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
派
遣
さ
れ
て
、
大
量
の
物
資
と
３

人
の
専
門
家
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
を
行
っ
た
。
山
の
会
は
そ
の
後
も
長
期

に
わ
た
っ
て
活
動
を
続
け
て
い
る
。
５
月
に
は
池
田
勝
一
さ
ん
が
大
阪
か
ら
派
遣

さ
れ
、
初
代
所
長
に
着
任
し
、
人
的
体
制
が
整
っ
て
い
く
。

　
初
代
所
長
の
池
田
勝
一
さ
ん
（
任
期
２
０
１
１
年
５
月
か
ら
２
０
１
２
年
３
月
）

は
、
１
年
目
の
活
動
目
標
に
以
下
の
４
つ
を
あ
げ
て
い
る
。

①�

地
元
の
方
々
が
１
日
も
早
く
元
の

生
活
に
戻
れ
る
よ
う
に
奉
仕
す
る

こ
と
。

②�

仮
設
住
宅
に
入
居
さ
れ
て
い
る

方
々
が
孤
立
・
孤
独
に
な
ら
な
い

よ
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
作
り
を
す

る
こ
と
。

③�

地
元
で
の
積
極
的
な
買
い
物
、
飲

食
、
観
光
案
内
を
通
し
て
地
元
を

盛
り
上
げ
元
気
に
す
る
こ
と
。

④�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て

く
れ
た
仲
間
達
に
、
地
元
で
知

り
合
っ
た
方
々
と
友
人
と
な
り
手

紙
の
交
換
を
し
た
り
、
再
び
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
地
元
に
訪
問
し

て
も
ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ

と
。

注（
⓬
）��

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ
直
後
の
様
子
は『
岩
手
日
報
』２
０
１
１

　
　
年
４
月
５
日
付
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

写真2　ＹＭＣＡのサッカー教室
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あ
っ
た
店
舗
が
、
被
災
し
宮
古

教
会
の
横
が
さ
ら
地
に
な
っ
た
の

で
、
そ
こ
に
建
設
し
た
。
宮
古
教

会
と
協
力
し
な
が
ら
の
活
動
で

あ
る
の
で
、
す
ぐ
近
く
に
あ
る
方

が
便
利
で
あ
っ
た
。

　

２
０
１
４
年
10
月
30
日
に

４
代
目
セ
ン
タ
ー
長
の
斎
藤
勉

さ
ん
（
49
歳
）
に
お
話
を
伺
っ

た
。
現
在
の
業
務
内
容
は
事
務

作
業
が
多
い
が
、
巡
る
こ
と
の

で
き
る
仮
設
（
５
か
所
）
と
個

人
宅
に
出
向
き
、
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
と
い
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
れ
ば
、
何

か
活
動
は
す
る
の
だ
が
、
減
っ
て
い
る
の
で
従
来
と
は
活
動
の
内
容
が
変
わ
っ
て

き
て
い
る
。
炊
き
出
し
の
よ
う
な
活
動
は
今
の
と
こ
ろ
し
て
い
な
い
。
個
人
的
に

依
頼
を
受
け
た
り
、
社
協
か
ら
の
依
頼
が
あ
っ
た
り
す
れ
ば
、
活
動
も
す
る
が
、

子
ど
も
の
野
外
活
動
の
方
が
中
心
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
第
３
土
曜
日
に
行
う
野

外
活
動
の
参
加
者
は
15
人
く
ら
い
、
サ
ッ
カ
ー
は
20
人
く
ら
い
の
参
加
が
あ
る
。

２
０
１
３
年
度
ま
で
は
無
料
だ
っ
た
が
、
２
０
１
４
年
か
ら
は
一
部
負
担
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
実
行
委
員
会
か
ら
声
が
か
か
る
の
で
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
、
復
興
市
、

魚
菜
市
場
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
焼
き
そ
ば
と
た
こ
焼
き
を
出
し
て
い
る
。
日
程
が
決

ま
る
と
各
地
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
声
を
か
け
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
は
、
あ
ま
り
大
人
数
の
も
の
だ
と
イ
ベ
ン
ト
の
手

伝
い
な
ら
ば
可
能
だ
が
、
仮
設
の
訪
問
が
で
き
な
い
の
で
、
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
鍬
ヶ
崎
、
田
老
辺
り
を
巡
検
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し

て
い
る
。
宮
古
の
街
中
だ
け
み
て
復
興
し
た
と
思
わ
れ
た
く
な
い
。
中
で
は
な
く
、

外
を
見
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
た
人
達
に
言
う
の
は
、
現
場
を
見
て
思
っ
た
こ
と
を
地
元

に
な
る
。
２
０
１
２
年
の
後
半
に
は
宮
古
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
サ
ッ
カ
ー
教

室
を
は
じ
め
た
（
写
真
２
）。
３
代
目
の
所
長
の
木
田
泰
之
さ
ん
に
よ
れ
ば
「
震
災

後
狭
い
仮
設
住
宅
で
の
生
活
に
加
え
、
公
園
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
仮
設
住
宅
が
建
ち
、

い
つ
も
の
遊
び
場
が
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
子
供
達
の
心
と
体
に
大
き
な

影
響
（
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
り
、
肥
満
の
増
加
）
を
与
え
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
れ

を
心
配
す
る
保
護
者
の
大
き
な
心
の
負
担
も
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
で

も
子
ど
も
の
心
を
開
放
し
、
思
い
っ
き
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
散
さ
せ
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
を
取
り
戻
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
月
１

回
の
野
外
活
動
（
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
）、夏・冬・春
の
キ
ャ
ン
プ
、サ
ッ
カ
ー

教
室
、
水
泳
教
室
な
ど
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
（
木
田
２
０
１
３
年
）。

　

小
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
中
高
生
に
対
し
て
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い

る
。
こ
れ
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成
を
主
眼
に
置
い
た
も
の
で
、
宮
古
を
支
え
る

若
い
力
を
増
や
し
、
将
来
の
担
い
手
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

２
０
１
５
年
２
月
21
日
に
「
な
ん
だ
り
く
う
べ
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ

た
（
写
真
３
）。
こ
れ
は
盛
岡
の
大
学
生
と
宮
古
の
高
校
生
が
交
流
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、
企
業
か
ら
支
援

を
受
け
て
い
る
大
学
生
が
中
心
と

な
り
、
企
画
運
営
さ
れ
た
。
内
容

は
３
班
に
分
か
れ
て
宮
古
で
買
い

物
を
し
て
、
料
理
を
す
る
と
い
う
も

の
で
、
朝
９
時
30
分
に
集
合
し
14
〜

15
人
が
参
加
し
た
。
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
進
め
ら
れ
、

16
時
に
解
散
し
た
。

　
当
初
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
教
会
に

寝
泊
ま
り
し
て
い
た
が
、
活
動
拠
点

と
し
て
２
０
１
２
年
７
月
８
日
に
、

宮
古
教
会
の
横
に
プ
レ
ハ
ブ
２
階
建

て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ハ
ウ
ス
（
写
真

４
、５
）
が
完
成
し
た
。
も
と
も
と

写真3　なんだりくうべの一幕
� 2015/02/21　撮影：藤野陽平

写真4　ＹＭＣＡのボランティアハウス内部
� 2015/12/07　撮影：藤野陽平
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達
で
活
動
の
内
容
を
考
え
て
企
画
す
る
よ
う
に
さ
せ
て
い
る
。

　
濱
塚
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
キ
リ
ス
ト
教
系
の
団
体
だ
が
、
宣
教
は
し

な
い
の
だ
と
い
う
。
も
し
必
要
な
ら
ば
、盛
岡
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の「
き
み
で
い
い
ん
だ
よ
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
伝
え
る
。
そ
れ
こ
そ
彼
の
考
え
る
復
興
な
の
だ
と

い
う
。

　
Ｂ　

 

キ
リ
ス
ト
教
の
Ｃ
Ｃ
Ｍ
Ｎ
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「w

ith you global　
あ

な
た
と
と
も
に
」
へ

　
Ｃ
Ｃ
Ｍ
Ｎ
と
い
う
香
港
に
本
部
を
置
き
、
台
湾
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
ブ
ラ

ジ
ル
等
で
も
活
動
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体
が
あ
る
。
香
港
、
台

湾
か
ら
月
に
１
チ
ー
ム
ほ
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
こ
の
Ｃ
Ｃ
Ｍ
Ｎ
の
派
遣
で
来

て
い
る
。
こ
の
団
体
か
ら
宮
古
、大
船
渡
、陸
前
高
田
へ
の
３
チ
ー
ム
が
派
遣
さ
れ
、

支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
団
体
に
参
加
し
、
２
０
１
１
年
11
月
１
日
に
香

港
か
ら
夫
婦
で
活
動
し
て
い
る
タ
ン
・
ヒ
ロ
シ
さ
ん
（
本
名
、
譚
浩
洋
さ
ん

１
９
７
８
年
生
）注（

⓭
）
と
、
ナ
オ
ミ
さ
ん
（
周
燕
芬
さ
ん
１
９
７
８
年
生
）
の
ご
夫

婦
か
ら
お
話
し
を
伺
っ
た
。
お
２
人
は
山
田
町
に
暮
ら
し
な
が
ら
、
宮
古
の
オ
ー

シ
ャ
ン
ズ
宮
古
国
際
交
流
倶
楽
部
の
日
本
語
教
室
に
通
っ
て
い
る
。

　
２
０
１
０
年
４
月
に
ク
ラ
ッ
シ
ュ
ジ
ャ
パ
ン
を
通
じ
て
、
遠
野
を
ベ
ー
ス
と
し

て
２
週
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
。
２
０
１
１
年
11
月
よ
り
住
み
込
み
の
活

動
を
始
め
た
。
２
０
１
１
年
４
〜
５
月
の
最
初
の
ベ
ー
ス
は
遠
野
に
置
い
て
、
そ

こ
か
ら
通
っ
て
い
た
の
だ
が
、
大
変
な
の
で
６
つ
の
ベ
ー
ス
、
３
チ
ー
ム
（
総
勢

17
名
ア
メ
リ
カ
人
１
人
、
日
本
人
９
人
、
香
港
人
７
人
）
を
設
置
し
た
。
宮
古
は

香
港
人
３
人
、
日
本
人
３
人
の
６
人
の
チ
ー
ム
だ
っ
た
。
宮
城
県
で
活
動
す
る
団

体
は
多
い
が
、
岩
手
は
少
な
か
っ
た
の
で
岩
手
に
し
た
。
最
近
は
漁
の
手
伝
い
も

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
漁
師
は
高
齢
者
が
多
く
、
若
い
人
の
力
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。
仮
設
住
宅
を
訪
問
し
、
心
の
ケ
ア
、
復
興
住
宅
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
る
。

注（
⓭
）
彼
に
つ
い
て
は
（
櫻
井
２
０
１
４
年
）
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

に
帰
っ
て
か
ら
伝
え
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
。

ま
だ
ま
だ
、
復
興
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
。

そ
し
て
、
来
て
み
た
い

と
い
う
人
が
い
れ
ば
そ

の
人
を
連
れ
て
き
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
。
仮

設
の
人
達
は
忘
れ
去
ら

れ
る
こ
と
を
嫌
が
っ
て

い
る
。
思
い
出
し
た
く

も
な
い
こ
と
な
の
だ
が
、
忘
れ
ら
れ
る
の
は
も
っ
と
嫌
な
の
だ
。

　
今
後
は
心
の
ケ
ア
の
重
要
性
が
増
し
て
く
る
。
斎
藤
さ
ん
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で

は
な
い
が
、キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
を
引
き
継
い
で
行
っ
て
い
る
と
い
う
。最
初
は「
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
っ
て
何
？
」
と
い
う
反
応
を
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ
の
説
明
か
ら

は
じ
め
る
。
他
の
団
体
は
時
間
と
共
に
帰
っ
て
い
く
が
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
さ
ん
も
そ
う

な
ん
で
し
ょ
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
こ
の
言
葉
は
「
と
て
も
つ
ら
い
」
と
い
う
。
斎

藤
さ
ん
も
２
０
１
５
年
３
月
に
は
仙
台
に
戻
る
が
、
そ
の
後
も
続
け
て
通
い
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

・
今
後
に
向
け
て

　
２
０
１
５
年
の
４
月
に
宮
古
Ｖ
Ｃ
の
専
従
ス
タ
ッ
フ
は
宮
古
か
ら
撤
退
し
た
。

し
か
し
、
宮
古
Ｖ
Ｃ
の
母
体
が
盛
岡
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
な
の
で
、
盛
岡
か
ら
定
期
的
に
人

を
派
遣
し
て
、
宮
古
で
の
活
動
は
続
け
て
い
る
。
同
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ハ
ウ
ス

も
田
の
神
へ
と
移
転
し
た
。
今
後
は
サ
ッ
カ
ー
教
室
、
野
外
活
動
等
を
継
続
す
る
。

野
外
活
動
は
向
こ
う
10
年
間
２
０
２
４
年
ま
で
は
月
1
回
ほ
ど
活
動
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
い
る
。
当
初
こ
う
し
た
活
動
に
集
ま
る
子
供
た
ち
は
少
な
か
っ
た
が
、

徐
々
に
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
地
元
の
高
校
生
に
も
声
を
か
け
て
、

今
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
よ
う
に
育
成
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を

視
野
に
入
れ
て
、
今
年
度
か
ら
は
将
来
に
向
け
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
が
自
分

写�真 5　ＹＭＣＡのボランティアハウス外観
� 2014/10/30　撮影：藤野陽平
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師
か
ら
日
本
人
の
心
の
必
要
性
を
教
え
ら
れ
た
。
日
本
は
お
金
が
あ
っ
て
、オ
シ
ャ

レ
か
も
し
れ
な
い
が
、
友
達
が
少
な
く
、
心
に
傷
が
あ
る
人
が
多
い
。
そ
れ
を
何

と
か
し
た
い
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
た
と
い
う
。
途
上
国
で
は
な
く
て
日
本

に
し
た
の
は
、
途
上
国
の
問
題
は
お
金
と
か
開
発
と
い
っ
た
目
に
見
え
る
も
の
が

多
い
。
し
か
し
、
日
本
の
問
題
は
目
に
見
え
な
い
。
だ
か
ら
よ
り
深
刻
で
大
切
だ

と
思
っ
た
。
そ
れ
で
い
つ
か
は
日
本
に
行
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
活
動
を
し
た
い
と

夫
婦
で
話
し
て
い
た
。
そ
れ
が
い
つ
の
こ
と
な
の
か
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
東

日
本
大
震
災
の
こ
と
を
知
っ
て
、
そ
れ
が
そ
の
時
な
の
だ
と
感
じ
た
と
い
う
。

　
ヒ
ロ
シ
さ
ん
は
香
港
で
９
年
間
警
察
官
を
務
め
て
い
た
が
、
そ
れ
を
や
め
て
来

日
し
た
。
香
港
で
は
10
年
間
働
く
と
退
職
金
が
３
０
０
万
円
ほ
ど
出
る
。
し
か
し
、

９
年
目
に
大
震
災
が
あ
っ
た
の
で
す
ぐ
来
て
し
ま
い
、
も
ら
え
な
か
っ
た
と
い
う
。

４
月
に
１
度
来
て
、
壊
滅
的
な
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
、
来
日
を
決
心
し
た
。

そ
の
後
数
回
訪
問
し
て
11
月
に
長
期
の
ビ
ザ
が
取
れ
た
。
山
田
に
残
っ
て
活
動
し

て
い
る
団
体
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
が
、
ビ
ザ
の
問
題
だ
け
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
、

今
後
も
継
続
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
言
語
の
問
題
は
深

刻
で
、
自
分
が
言
い
た
い
こ
と
を
充
分
に
伝
え
ら
れ
な
い
し
、
間
違
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
文
化
の
問
題
も
難
し
く
、
何
を
す
る
と
失
礼
な
の

か
よ
く
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
と
い
う
。

　
来
日
当
初
は
日
本
語
検
定
５
級
程
度
の
語
学
力
だ
っ
た
が
、
２
０
１
５
年
に
２

級
を
取
得
し
、
２
０
１
６
年
に
は
１
級
に
挑
戦
す
る
と
い
う
。
そ
れ
で
、
今
も
傾

聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
が
、
50
％
く
ら
い
し
か
話
が
わ
か
ら
な
い
。
細
か

い
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
わ
か
ら
な
い
か
ら
聞
い
て
い
る
だ
け
だ
と
い
う
。
確
か
に
方
言

も
あ
り
、
な
か
な
か
大
変
で
あ
ろ
う
。

　
将
来
は
地
元
の
人
と
つ
な
が
り
を
強
め
て
、
別
の
場
所
で
何
か
災
害
が
あ
っ
た

時
に
、
こ
こ
の
人
と
そ
の
場
所
に
行
っ
て
、
支
援
活
動
を
一
緒
に
行
い
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
宗
教
で
は
な
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
行
う
。
こ
こ
の
人
た
ち
は
今
回
地
震

や
津
波
を
経
験
し
た
。
他
の
場
所
で
災
害
が
あ
っ
た
場
合
、
こ
う
い
う
経
験
を
し

た
人
が
行
く
こ
と
は
と
て
も
い
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
時
に
は
宮
古
や

山
田
の
人
達
と
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
具
体
的
に

　
同
じ
チ
ー
ム
の
日
本
人
た
ち
は
こ
ち
ら
で
電
気
、土
木
関
係
や
、生
活
相
談
員（
仮

設
に
行
っ
て
話
を
聞
く
仕
事
）
と
い
っ
た
復
興
に
関
わ
る
仕
事
を
見
つ
け
て
、
空

い
た
時
間
に
活
動
に
加
わ
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
４
年
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「w

ith�you�global　

あ
な
た
と
と
も
に
」

を
設
立
し
、
30
〜
40
代
の
人
が
集
ま
る
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
大
船

渡
で
は
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
を
使
っ
て
カ
フ
ェ
を
や
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
ビ
リ
ヤ
ー

ド
台
を
置
い
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
のYouth�for�C

hrist

と
い
う
団
体
か
ら
、
コ

ン
テ
ナ
と
場
所
を
提
供
し
て
も
ら
っ
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
た
の
は
、そ
れ
ま
で
の
Ｃ
Ｃ
Ｍ
Ｎ
の
活
動
は
宗
教
が
主
体
だ
っ

た
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
し
て
宗
教
性
を
な
く
す
た
め
だ
っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
以
前
は
宗
教

の
狭
い
枠
組
み
の
中
で
の
活
動
だ
っ
た
が
、
そ
れ
を
取
り
は
ず
す
こ
と
が
で
き
る
。

と
は
い
え
、
Ｃ
Ｃ
Ｍ
Ｎ
と
関
係
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
資
金
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
手
な
ど
の
支
援
は
受
け
て
い
る
。

　
宮
古
チ
ー
ム
は
お
年
寄
り
の
支
援
を
目
的
に
、
仮
設
で
の
手
作
り
品
を
作
る
イ

ベ
ン
ト
を
し
て
い
る
。
１
か
所
の
仮
設
に
８
〜
10
人
の
参
加
が
あ
る
が
、
ほ
と
ん

ど
が
女
性
の
参
加
者
で
あ
る
。
避
難
所
時
代
か
ら
付
き
合
い
の
あ
る
山
田
、
大
槌

の
10
か
所
を
回
っ
て
い
る
。
仮
設
住
宅
に
は
も
と
も
と
知
り
合
い
同
士
で
は
な
い

人
達
が
暮
ら
し
て
い
る
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
で
は
み
ん
な
が
楽
し
く
集
ま
っ
て
、
交

流
し
、
知
り
合
い
に
な
れ
る
よ
う
に
す
る
。
手
作
り
品
は
販
売
し
て
み
な
さ
ん
の

収
入
に
も
な
る
。

　

日
曜
日
に
は
山
田
町
の
教
会
に
通
っ
て
い
る
。
宮
古
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

チ
ャ
ー
チ
や
、
日
本
基
督
教
団
宮
古
教
会
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教

の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
る
の
で
、
沿
岸
部
の
教
会
か
ら
の
協
力
が
得
ら
れ
て

い
る
。
牧
師
た
ち
と
も
関
係
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
で
宗
教

以
外
の
活
動
も
し
て
い
る
が
、
宗
教
も
大
切
に
し
て
い
る
。
宗
教
性
を
薄
め
つ
つ

あ
る
が
、
精
神
は
キ
リ
ス
ト
教
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
全
員
が
Ｃ
Ｃ
Ｍ
Ｎ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
人
た
ち
で
あ
る
。

・
ど
う
し
て
日
本
な
の
か

　
２
０
０
４
年
に
夫
婦
で
初
め
て
日
本
に
来
た
の
だ
が
、
そ
の
時
に
出
会
っ
た
牧

被災し／支援し／復興する宗教
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両
日
、
午
前
８
時
、
宮
古
市
民
総
合
体
育
館
、
多
目
的
体
育
館
に
集
合
し
た
慈
済

会
は
９
時
か
ら
18
時
（
24
日
は
17
時
ま
で
）
の
間
に
２
千
２
３
１
人
（
23
日
）
と

１
千
１
９
７
人（
24
日
）に
見
舞
金
を
手
渡
し
た
。25
日
に
は
場
所
を
変
え
て
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
多
目
的
ア
リ
ー
ナ
に
午
前
８
時
に
集
合
し
９
時
か
ら
12
時
ま

で
の
間
に
５
２
８
人
に
見
舞
金
を
手
渡
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
事
前
に
趣
旨
を
説
明
し
た
う
え
で
宮
古
市
側
も
協
力
す
る
形
で
進

め
ら
れ
、
例
え
ば
以
下
の
罹
災
世
帯
、
人
数
の
情
報
の
提
供
が
宮
古
市
か
ら
な
さ

れ
た
。
世
帯
人
数
に
よ
っ
て
見
舞
金
の
額
が
違
う
の
で
、
事
前
に
こ
う
し
た
情
報

が
な
け
れ
ば
見
舞
金
が
実
際
に
い
く
ら
ほ
ど
必
要
か
判
断
で
き
な
い
。

　
見
舞
金
の
支
給
対
象
と
な
る
の
は
３
月
11
日
時
点
で
宮
古
市
に
在
住
し
、
か
つ
、

住
ん
で
い
た
住
宅
が
全
壊
、
大
規
模
半
壊
、
半
壊
と
な
っ
た
世
帯
で
、
支
給
額
は

単
身
世
帯
３
万
円
、
２
〜
３
人
世
帯
５
万
円
、
４
人
以
上
世
帯
７
万
円
、
申
請
に

必
要
な
も
の
は
提
出
用
罹
災
証
明
書
、
身
分
を
証
明
す
る
も
の
、
印
鑑
で
あ
っ
た
。

こ
の
内
容
は
『
広
報
み
や
こ
』
９
月
15
日
号
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
と
し
て
ア
ナ
ウ

ン
ス
さ
れ
た
。

　
見
舞
金
に
関
し
て
そ
の
支
給
す
る
理
由
を
「
私
達
は
被
災
者
の
方
々
を
家
族
の

一
員
と
考
え
て
い
ま
す
。
家
族
が
苦
し
ん
で
い
る
と
き
、
も
っ
と
も
直
接
的
な
助

け
と
な
る
の
は
見
舞
金
」
と
述
べ
て
い
る
。
活
動
中
、
被
災
者
に
対
し
て
90
度
の

お
辞
儀
を
す
る
の
だ
が
、こ
れ
は
「
三
輪
体
空
」
と
い
い
、布
施
を
施
さ
れ
る
人
も
、

施
す
人
も
、
施
さ
れ
る
物
も
違
い
が
な
く
、
施
す
こ
と
と
、
受
け
る
こ
と
が
同
じ

で
あ
る
の
で
、
相
手
が
苦
し
み
の
中
に
い
る
こ
と
で
施
す
機
会
を
与
え
て
く
れ
る

こ
と
に
対
し
て
、
90
度
の
お
辞
儀
を
し
て
感
謝
の
念
を
示
し
て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。

活
動
中
は
全
員
が
制
服
を
身
に
つ
け
る
が
、
そ
れ
は
「
正
し
く
行
動
す
る
た
め
に

制
服
を
正
し
く
身
に
着
け
る
。
身
だ
し
な
み
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
で
自
然
と
気

品
や
人
格
が
に
じ
み
出
て
く
る
。
こ
れ
が
慈
済
の
謳
う
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
」

と
い
う
。
さ
ら
に
ど
ん
な
に
共
感
し
て
も
相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
の
で
、
慰
問
時
に
涙
を
流
さ
な
い
こ
と
も
決
め
ら
れ
て
い
る
。

　
見
舞
金
は
「
39
の
国
で
慈
済
人
が
行
っ
た
募
金
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
」
た
も
の

で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
自
費
で
交
通
費
食
費
宿
泊
費
を
賄
い
、
募
金
で
集
め

は
、
チ
ャ
ン
ス
さ
え
あ
れ
ば
２
０
１
６
年
に
地
元
の
日
本
人
と
、
ヨ
ル
ダ
ン
や
シ

リ
ア
に
行
っ
て
、
難
民
の
仮
設
住
宅
で
支
援
活
動
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
模
索
し

て
い
る
。

　
Ｃ　
台
湾
仏
教
慈
済
基
金
会
（
慈
済
会
）

　
東
日
本
大
震
災
で
は
日
本
国
外
の
宗
教
団
体
か
ら
も
多
く
の
支
援
が
寄
せ
ら
れ

た
。
こ
う
し
た
動
き
は
当
然
宮
古
市
で
も
み
ら
れ
、
そ
の
中
で
傑
出
し
た
も
の
と

し
て
台
湾
仏
教
慈
済
基
金
会
（
以
下
、
慈
済
会
）
の
見
舞
金
配
布
に
つ
い
て
紹
介

し
た
い
。
台
湾
の
慈
済
会
は
会
員
数
５
０
０
万
人
を
超
え
る
世
界
最
大
の
仏
教
系

Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
社
会
貢
献
活
動
を
非
常
に
重
視
し
て
い
る
（
金
子
２
０
０
５
年
）。　

　
慈
済
会
の
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
支
援
活
動
に
つ
い
て
は
金
子
昭
が
ま
と
め

て
い
る
の
で
（
２
０
１
１
年
）、
こ
こ
で
は
宮
古
市
で
の
活
動
を
紹
介
す
る
。
慈
済

会
の
日
本
支
部
は
１
９
９
１
年
に
設
立
さ
れ
、
普
段
か
ら
慰
問
活
動
、
バ
ザ
ー
、

老
人
ホ
ー
ム
訪
問
、
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
、
国
際
救
援
活
動
、
募
金
活
動
、
ケ
ア
活

動
な
ど
の
社
会
貢
献
に
力
を
入
れ
て
い
る
団
体
で
あ
る
。
会
員
に
は
登
録
し
定
期

的
に
一
定
の
額
（
金
額
は
不
問
）
を
寄
付
す
れ
ば
な
れ
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
在

日
華
僑
で
、
女
性
が
多
い
。
大
部
分
は
東
京
在
住
で
東
京
に
２
千
人
、
全
国
で
約

５
千
人
の
会
員
が
い
る
（『
日
本
慈
済
世
界
』
２
０
１
２
年
３
月
15
日
特
別
号
：
12

〜
14
頁
）

　

慈
済
会
は
２
０
１
１
年
６
月
９
日
か
ら
12
月
４
日
に
か
け
て
岩
手
、
宮
城
、

福
島
の
被
災
者
、
９
万
６
千
４
６
１
世
帯
に
49
億
８
９
８
３
万
円
の
大
型
見
舞

金
と
救
援
物
資
を
配
布
し
た
。
こ
の
活
動
に
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
の
べ

４
千
２
８
３
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
９
月
23
〜
25
日
、
対
象

地
域
を
宮
古
市
、
洋
野
町
、
久
慈
町
、
野
田
村
、
田
野
畑
村
、
岩
泉
町
と
し
て

５
千
１
４
０
世
帯
に
第
６
回
住
宅
被
害
見
舞
金
配
布
が
行
わ
れ
た
。
宮
古
市
で
は

被
災
し
た
３
千
９
７
７
世
帯
に
対
し
、
１
億
９
８
８
５
万
円
の
見
舞
金
が
配
布
さ

れ
、こ
の
時
に
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
２
０
７
人
だ
っ
た
（『
日
本
慈
済
世
界
』

２
０
１
２
年
３
月
15
日
特
別
号
）。

　

よ
り
具
体
的
な
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
み
て
み
よ
う
。
９
月
22
日
午
後
４

時
、
宮
古
市
民
総
合
体
育
館
、
多
目
的
体
育
館
に
集
合
し
た
。
翌
23
日
と
24
日
の

各分野での震災後の取り組み
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型
バ
ス
１
台
、
ト
ラ
ッ
ク
１
台
、
ワ
ゴ
ン
車
３
台
で
来
宮
し
た
慈
済
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
多
く
は
女
性
で
あ
っ
た
。
重
た
い
物
資
（
１
千
８
１
３
箱
の
イ
ン
ス
タ

ン
ト
ラ
イ
ス
、
総
重
量
10
㌧
）
の
運
搬
も
あ
り
、
大
変
で
あ
っ
た
が
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
受
け
て
い
る
の
で
、
問
題
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
イ

ス
を
１
世
帯
２
㌔
、
６
千
世
帯
に
配
布
し
た
。
第
１
日
目
に
は
朝
７
時
前
か
ら

受
け
取
り
に
き
た
人
た
ち
の
長
蛇
の
列
が
で
き
て
お
り
、
中
に
は
見
舞
金
の
お
か

げ
で
祖
先
の
供
養
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
女
性
が
い
た
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

翌
日
は
２
組
に
分
か
れ
て
の
活
動
で
あ
っ
た
と
い
う
。
第
１
組
は
宮
古
市
の
約

４
千
３
０
０
世
帯
の
被
災
者
へ
の
見
舞
金
配
布
と
慰
問
を
し
、
第
２
組
は
宮
古
市

北
部
約
１
千
３
０
０
世
帯
の
被
災
者
へ
の
見
舞
金
配
布
と
、
以
前
見
舞
金
を
配
布

し
た
世
帯
へ
の
慰
問
を
行
っ
た
と
い
う
。
そ
の
際
に
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
イ
ス
は
日

本
で
な
じ
み
が
な
い
の
で
、
そ
の
食
べ
方
を
細
か
く
説
明
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と

い
う
。

た
お
金
が
こ
こ
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
（『
日
本
慈
済
世
界
』
２
０
１
２
年
３
月

15
日
特
別
号
：
10
〜
11
頁
）。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
常
日
頃
か
ら
訓
練
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
以
下
の
役
割
分
担

が
さ
れ
て
い
た
。
協
調
係
（
会
場
の
ス
タ
ッ
フ
の
ま
と
め
役
、
会
場
の
窓
口
、
市

町
村
の
担
当
者
と
の
渉
外
）、
総
務
係
（
必
要
な
物
資
の
調
達
）、
財
務
係
（
見
舞

金
の
準
備
、
配
布
世
帯
数
金
額
の
集
計
管
理
）、
交
通
係
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
移
動

手
段
で
あ
る
バ
ス
、
備
品
を
運
ぶ
ト
ラ
ッ
ク
の
手
配
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
）、
香

積
係
（
炊
事
）、
引
導
（
案
内
係
）（
見
舞
金
配
布
の
際
に
、
来
場
者
を
案
内
。
一

次
受
付
の
「
査
詢
」：
身
分
確
認
、
該
当
条
件
、
罹
災
証
明
書
の
確
認
後
来
場
者
を

二
次
受
付
へ
案
内
す
る
。
二
次
受
付
の「
核
章
」：二
重
受
領
が
な
い
よ
う
に
チ
ェ
ッ

ク
し
、
来
場
者
に
見
舞
金
を
手
渡
し
、
受
領
印
を
も
ら
う
）。

　

宮
古
で
の
見
舞
金
配
布
時
の
様
子
を
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
文
章
に
し

て
い
る
（『
日
本
慈
済
世
界
』
２
０
１
２
年
３
月
15
日
特
別
号
：
38
〜
39
頁
）。
大

表１　慈済会による見舞金、世帯数、総額
（『日本慈済世界』2012年 3月15日特別号による）

県 市町村 世帯 総額（単位、万円）
岩手 洋　野　町 27 135
岩手 久　慈　市 261 1,353
岩手 野　田　村 458 2,406
岩手 岩　泉　町 187 919
岩手 田 野 畑 村 230 1,204
岩手 宮　古　市 3,977 19,885
岩手 山　田　町 2,761 14,045
岩手 大　槌　町 3,591 17,885
岩手 釜　石　市 3,678 18,254
岩手 大 船 渡 市 3,355 17,253
岩手 陸前高田市 3,568 18,690
宮城 気 仙 沼 市 8,065 41,465
宮城 南 三 陸 町 2,893 15,953
宮城 石　巻　市 29,529 149,325
宮城 女　川　町 2,554 12,848
宮城 東 松 島 市 10,208 54,742
宮城 松　島　町 1,310 7,100
宮城 塩　釜　市 3,268 16,516
宮城 利　府　町 748 4,062
宮城 七 ヶ 浜 町 1,110 6,218
宮城 多 賀 城 市 4,274 21,614
宮城 名　取　市 3,241 17,503
宮城 亘　理　町 2,735 15,487
宮城 山　元　町 2,843 15,261
福島 相　馬　市 1,590 8,860
　 合　　計 96,461 498,983

表２　宮古市の罹災世帯数、人数
１人世帯 1,134世帯 1,134人
２人世帯 1,302世帯 2,604人
３人世帯 811世帯 2,433人
４人世帯 502世帯 2,008人
５人世帯 269世帯 1,345人
６人世帯 188世帯 1,128人
７人世帯 60世帯 420人
８人世帯 18世帯 144人
９人世帯 8世帯 72人
10人世帯 3世帯 30人
11人世帯 1世帯 11人

計 4,296世帯 11,329人

被災し／支援し／復興する宗教
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系
で
、
祖
父
の
お
ば
が
第
１
代
目
の
牧
師
で
婦
人
伝
道
師
だ
っ
た
。
関
西
学
院
大

学
の
神
学
校
、
修
士
課
程
を
修
了
し
、
２
０
０
２
年
に
最
初
の
赴
任
地
と
し
て
来

宮
し
た
。

　
震
災
当
時
ひ
か
り
幼
稚
園
に
い
た
森
分
さ
ん
は
、
幼
稚
園
で
物
資
を
集
め
て
、

山
口
の
自
治
会
と
相
談
し
、
自
治
会
長
が
そ
の
物
資
を
茂
市
の
支
援
物
資
基
地
へ

持
っ
て
い
っ
た
。
山
口
地
区
は
自
治
会
の
力
が
強
い
と
こ
ろ
で
、
米
を
ま
と
め
買

い
し
、
建
築
関
係
の
業
者
か
ら
発
電
機
を
借
り
て
避
難
所
と
し
た
。
電
気
、
ガ
ス
、

米
が
確
保
で
き
て
い
た
。
教
会
は
被
災
し
、
避
難
所
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
初

動
段
階
で
は
幼
稚
園
が
十
分
に
そ
の
機
能
を
果
た
し
た
。

　
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
協
力
し
な
が
ら
行
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は

す
で
に
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
宗
教
者
と
し
て
の
彼
の
話
を
紹
介
し
た
い
。

　
「
今
後
の
宗
教
と
し
て
大
切
な
の
は
、
自
己
肯
定
感
だ
。
震
災
を
体
験
す
る
と
自

分
の
力
が
小
さ
く
見
え
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
そ
こ
で
大
切
な
の
は
生
き
る
力
と
愛

さ
れ
る
経
験
で
、
ど
こ
ま
で
も
愛
し
て
く
れ
る
神
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る

こ
と
だ
。
だ
か
ら
親
に
も
子
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
し
、
教
会
と
し
て

は
安
心
で
き
る
場
所
を
提
供
す
る
。

　
他
人
や
自
分
が
ダ
メ
だ
と
思
っ

て
も
、
神
は
そ
の
人
を
い
い
や
つ

だ
と
言
っ
て
く
れ
る
。
こ
の
こ
と

が
生
き
る
力
と
な
る
。
多
く
の
人

が
震
災
後
「
生
き
残
っ
て
し
ま
っ

た
」
と
い
う
否
定
的
な
思
い
が

入
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で

宗
教
の
も
つ
意
味
は
大
き
い
だ
ろ

う
。

　

ど
う
し
て
震
災
が
起
き
た
の

か
？
そ
の
答
え
は
な
い
と
思
っ
て

い
る
。
自
分
達
が
理
解
で
き
な
い

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
人
が
理
解

で
き
る
よ
う
に
説
明
を
つ
け
ら
れ

３　

 

被
災
か
ら
復
興
へ
む
か
う
日
本
基
督
教
団
宮
古
教
会　
伝
統
と
被
災
と
の
先

に

　
大
通
一
丁
目
に
１
軒
の
キ
リ
ス
ト
教
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
会
が
あ
っ
た
。
日

本
基
督
教
団
宮
古
教
会
だ
。
１
９
０
９
年
設
立
の
古
い
教
会
で
、
す
で
に
１
０
０

年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
今
回
の
津
波
で
３
回
目
の
浸
水
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
山
口
に
あ
る
、
ひ
か
り
幼
稚
園
（
１
９
６
９
年
開
園
）

は
岩
手
県
キ
リ
ス
ト
教
学
園
が
母
体
だ
が
、
宮
古
教
会
と
の
関
係
は
強
く
、
現
園

長
は
牧
師
の
森
分
さ
ん
が
務
め
て
い
る
。
ま
た
、
す
で
に
１
９
９
８
年
に
閉
園
し

た
が
、
１
９
２
９
年
12
月
１
日
か
ら
宮
古
教
会
内
に
宮
古
幼
稚
園
も
併
設
し
て
お

り
、
伝
統
的
に
子
供
と
の
関
わ
り
の
強
い
教
会
で
あ
る
。
こ
の
宮
古
教
会
と
ひ
か

り
幼
稚
園
が
こ
の
度
の
津
波
を
契
機
と
し
て
、
西
町
へ
移
転
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
節
で
は
本
教
会
の
被
災
状
況
と
移
転
に
至
る
ま
で
の
動
向
を
報
告
す
る
。
な
お
、

被
災
か
ら
移
転
ま
で
の
出
来
事
は
年
表
に
ま
と
め
た
の
で
、
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

　
宮
古
教
会
の
建
て
替
え
前
の
会
堂
（
写
真
６
、７
）
は
１
９
３
８
年
に
建
築
さ
れ

た
も
の
で
、
当
時
の
牧
師
の
羽
生
義
三
郎
さ
ん
の
設
計
に
よ
る
。
羽
生
牧
師
は
東

北
学
院
大
学
神
学
部
を
出
て
い
る
が
、
そ
の
前
に
は
秋
田
工
業
を
経
て
、
東
京
高

専
に
通
っ
た
経
歴
を
持
つ
。
一
級
建
築
士
の
資
格
を
持
っ
て
お
り
、
各
地
の
教
会

の
設
計
を
て
が
け
た
。
日
本
基
督
教
団
の
一
関
教
会
も
彼
の
設
計
で
、
国
指
定
の

文
化
財
と
な
っ
て
い
る
（
一
関
市
Ｈ
Ｐ
よ
り　

http://w
w
w
.city.ichinoseki.

iw
ate.jp/index.cfm

/18,8319,132,159,htm
l

）。
宮
古
教
会
も
当
時
の
建

築
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
雰
囲
気
の
あ
る
建
築
物
で
あ
る
。

　
現
在
の
会
員
は
10
名
で
高
齢
者
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
教
会
員
の
人
的
被
害

は
な
か
っ
た
が
、被
災
状
況
は
教
会
が
２
㍍
の
浸
水
を
し
た
。
津
波
は
玄
関
を
破
っ

て
、
会
堂
に
入
り
込
ん
だ
。
押
戸
な
の
で
、
後
ろ
の
部
屋
へ
、
そ
し
て
事
務
室
、

台
所
へ
と
流
れ
込
ん
だ
。
会
堂
内
の
も
の
は
後
ろ
に
む
け
て
流
さ
れ
た
。
会
員
宅

も
１
軒
浸
水
し
、
求
道
者
（
洗
礼
を
受
け
て
い
な
い
が
教
会
に
通
っ
て
い
る
人
）

宅
の
全
壊
が
２
軒
あ
っ
た
。

　
２
０
１
４
年
11
月
１
日
、宮
古
教
会
の
牧
師
、森
分
和
基
さ
ん
（
１
９
７
６
年
生
）

に
お
話
を
伺
っ
た
。
愛
媛
県
、
八
幡
浜
出
身
の
森
分
さ
ん
は
４
代
続
く
牧
師
の
家
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牧
師
で
あ
り
、
園
長
で
も
あ
る
森
分
さ
ん
は
、
教
会
付
属
の
幼
稚
園
と
い
う
点

か
ら
、
子
供
達
へ
の
ケ
ア
に
つ
い
て
も
こ
う
述
べ
る
。

　
「
そ
れ
ま
で
私
の
顔
を
み
る
と
ま
と
わ
り
つ
い
て
く
る
の
に
、
震
災
の
後
表
情
を

失
っ
て
し
ま
っ
た
子
が
い
た
。
母
親
の
後
ろ
に
隠
れ
て
し
ま
う
。
こ

れ
は
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
。
た
だ
、
子
供
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
は
で
き
な
い
の
で
、
こ
う
し
た
子
ど
も
の
問
題
は
教
会
付
属
の

幼
稚
園
の
使
命
だ
と
思
っ
た
。
年
長
の
子
た
ち
が
積
み
木
で
津
波

を
閉
じ
込
め
る
と
い
う
遊
び
を
し
て
い
た
。
こ
う
い
う
時
に
は
暴

力
的
に
な
っ
て
チ
ャ
ン
バ
ラ
遊
び
と
か
を
さ
せ
る
。
そ
う
い
う
感
情

を
吐
き
出
さ
せ
て
あ
げ
る
。
安
心
し
て
幼
稚
園
に
こ
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
、
情
操
教
育
的
に
意
味
が
あ
る
。

　
心
の
ケ
ア
を
し
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
大
そ
れ
た
こ
と
で
は
な
く

て
、
普
通
の
世
間
話
を
す
る
こ
と
が
大
切
。
数
を
多
く
こ
な
す
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
一
人
一
人
の
状
況
を
聞
き
な
が
ら
、
打
て
る
手

を
打
っ
て
い
き
た
い
。
心
の
面
で
も
生
活
の
面
で
も
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。」

・
震
災
後
の
様
子

　
キ
リ
ス
ト
教
会
に
と
っ
て
何
よ
り
も
大
切
な
の
は
日
曜
日
の
礼

拝
で
あ
る
。
３
月
11
日
は
金
曜
日
だ
っ
た
の
で
13
日
が
日
曜
日
と

な
る
が
、
こ
の
日
は
ま
だ
が
れ
き
と
ヘ
ド
ロ
が
教
会
を
覆
っ
て
お

り
、
礼
拝
に
は
誰
も
来
な
か
っ
た
と
い
う
。
翌
週
の
20
日
に
は
教

会
員
７
、８
人
と
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
２
人
が
集
り
、
パ
イ
プ
い
す
を
並
べ

て
祈
り
、
情
報
交
換
を
し
た
と
い
う
。
こ
の
時
ま
で
礼
拝
が
で
き

な
か
っ
た
と
否
定
的
に
捉
え
る
見
方
も
あ
る
が
、
会
友
の
山
根
さ

ん
（
１
９
４
７
年
生
）
は
不
自
由
な
中
で
丸
く
な
っ
て
礼
拝
を
行
っ

た
と
き
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
最
初
の
教
会
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ
ろ

う
か
と
い
う
感
覚
を
覚
え
た
と
い
う
。

　
３
度
目
の
日
曜
日
で
あ
る
27
日
に
、
椅
子
も
座
布
団
も
流
さ
れ

て
い
る
中
、
20
〜
30
分
と
短
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
教
会
員
と
ボ
ラ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
が
本
当
の
こ
と
か
は
わ
か
ら
な
い
。
死
ん
で
か
ら
天

国
に
行
っ
て
直
接
神
様
に
聞
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
時
ま
で
の
楽
し

み
に
し
て
い
る
。」

表３　宮古教会の被災から建築終了までの動き（宮古教会の『移転・建築』経過報告による）

年 月 日 　

2011 3 18 盛岡YMCAと連携しボランティアセンター設立。

2011 3 20 礼拝再開。

2011 5 18 震災特別会計口座開設

2011 8 30 震災復興委員会を組織。2013年3月までに30回の会合を行う。

2012 4 10 教会堂の応急修理着手　9月初旬完成。

2013 2 10 後期定期協会総会にて教会の移転を進めることを決議し、幼稚園の認定こども
園化を進めることを承認する。

2013 3 27 震災復興委員会から移転・建築委員会へと発展的に変更、2014年4月までに
18回開催。

2013 9 29 臨時協会総会にて、用地取得、教会・牧師館新築、資金計画を決議、認定こ
ども園新築を承認。

2014 2 23 後期定期協会総会。設計者並びに設計概要を決議。

2014 10 　 施工業者決定。

2014 11 15 起工式。

2015 3 　 YMCAボランティアセンター、スタッフの常駐終了、4月に事務所移転。

2015 9 27 旧会堂での最後の礼拝。

2015 10 4 新会堂での礼拝開始。

2015 10 31 旧会堂・牧師館解体、用地の整地終了、認定こども園宮古ひかり開園式。

2015 11 2 認定こども園宮古ひかり認可、開園。

2015 11 21 認定こども園宮古ひかり第１回入園式。2015年12月現在75人が通う。

被災し／支援し／復興する宗教
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師
館
に
戻
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
外
は
ず
っ
と
一
緒
に
い
る
。
正
直

し
ん
ど
か
っ
た
。
緊
張
状
態
も
続
い
て
い
て
、
が
れ
き
運
び
は
、
体
が
も
っ
て
１

週
間
だ
ろ
う
。
筋
肉
が
固
く
な
っ
て
き
て
、
10
日
後
く
ら
い
か
ら
立
ち
上
が
る
の

も
つ
ら
か
っ
た
。
九
州
に
い
る
両
親
に
会
い
に
行
っ
た
時
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け

た
が
、そ
の
時
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
に
あ
ま
り
の
体
の
堅
さ
に
驚
か
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。」

　
特
に
準
備
を
し
て
受
け
入
れ
た
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
当
時
の
教
会
は
相
当
混

乱
し
て
い
た
よ
う
だ
。
牧
師
も
パ
ニ
ッ
ク
状
態
で
あ
っ
た
と
、
自
他
と
も
に
認
め

て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
た
い
と
い
う
こ
と
と
、
教

会
を
元
の
祈
り
の
場
に
戻
し
た
い
と
い
う
こ
と
の
相
反
す
る
感
情
が
入
り
混
じ
っ

て
い
る
。
教
会
に
は
物
資
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
も
の
が
大
量
に
置
か
れ
る
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
ま
で
の
静
か
な
宮
古
教
会
の
環
境
は
変
貌
す
る
。
伝
統
的
に
社
会
事

業
に
力
を
入
れ
て
き
た
宮
古
教
会
は
、
極
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協
力
し
た
い
と
い

う
思
い
が
強
か
っ
た
し
、
そ
れ
を
教
会
も
受
け
い
れ
て
い
た
。
一
方
で
環
境
が
変

わ
っ
た
時
だ
か
ら
こ
そ
、
変
わ
ら
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
大
切
に
し
た

い
と
い
う
思
い
も
一
部
の
教
会
員
の
中
に
は
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
教
会
で
寝
泊
ま
り
し
て
い
る
の
で
、
教
会
員
よ
り
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が

教
会
に
い
る
時
間
が
長
く
な
り
、
教
会
員
が
教
会
に
い
く
と
、
ま
る
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
人
達
の
場
所
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
逆
に
教
会
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

「
何
か
用
で
す
か
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
役
員
の
北
村
嘉

勝
さ
ん（
１
９
５
２
年
生
）は「
誰
も
が
譲
れ
な
い
シ
ビ
ア
な
体
験
だ
っ
た
。
で
も
、

そ
れ
で
も
み
ん
な
が
集
ま
る
場
で
あ
り
続
け
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
、
様
々
な

思
惑
が
錯
綜
し
て
い
た
。
そ
れ
で
も
教
会
は
そ
れ
ら
を
包
み
込
み
受
け
止
め
、
集

ま
る
場
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

・
教
会
員
の
被
災
体
験

　
教
会
員
の
一
人
で
教
会
の
目
の
前
に
住
み
、
自
宅
が
浸
水
し
た
役
員
の
大
森
桂

子
さ
ん
（
１
９
３
４
年
生
）
に
２
０
１
４
年
11
月
２
日
に
お
話
を
伺
っ
た
注（
⓮
）。

　
花
巻
出
身
の
大
森
さ
ん
は
岩
手
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
副
会
長
、
宮
古
地
区
更

ン
テ
ィ
ア
で
礼
拝
を
行
な
っ
た
。

そ
の
後
、
１
時
間
か
け
て
自
己

紹
介
し
、
教
会
員
で
話
せ
る
人

は
震
災
の
経
験
な
ど
を
話
し
て

も
ら
っ
た
。
こ
れ
に
は
グ
ル
ー

プ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
よ
う
な

こ
と
を
考
え
て
い
た
。
た
だ
し
、

ま
だ
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
人

も
い
る
の
で
、
自
己
紹
介
と
い

う
こ
と
に
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
来
て
い
る
人
に
も
ど
こ
で

何
を
し
に
来
た
の
か
話
し
て
も

ら
い
、
情
報
を
共
有
し
た
。
話

を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
自
体
に

意
味
が
あ
っ
た
と
森
分
さ
ん
は
考
え
て
お
り
、
こ
の
形
式
を
１
か
月
続
け
た
。

・
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
通
じ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ

　
上
述
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
宮
古
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
受
け
入
れ
を
し
た
の
が
、

こ
の
宮
古
教
会
で
あ
る
。
教
会
側
の
対
応
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
メ

ン
バ
ー
に
は
当
初
、
教
会
が
泊
ま
れ
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
い
の
で
、
幼
稚
園
を

宿
泊
施
設
と
し
た
。
教
会
と
し
て
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
い
が
、
教
会
員

は
高
齢
者
が
多
く
、
ヘ
ド
ロ
の
除
去
、
が
れ
き
の
撤
去
を
手
伝
う
こ
と
は
現
実
的

で
は
な
い
の
で
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
通
じ
て
教
会
に
来
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ま
か
せ
て
、

皿
洗
い
や
、
清
掃
、
炊
き
出
し
と
い
っ
た
で
き
る
こ
と
を
担
当
し
た
。
ま
た
あ
る

教
会
員
は
水
没
し
た
教
会
の
書
類
を
一
枚
一
枚
丁
寧
に
水
拭
き
し
た
と
い
う
。

　
二
戸
の
日
本
基
督
教
団
奥
中
山
教
会
の
人
た
ち
を
皮
切
り
に
、
た
く
さ
ん
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
押
し
寄
せ
、
そ
の
数
、
年
間
１
万
人
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

４
月
27
日
ご
ろ
電
気
が
通
っ
た
の
で
、
そ
の
後
は
幼
稚
園
を
出
て
、
教
会
に
寝
泊

ま
り
し
た
。
当
時
の
様
子
を
森
分
さ
ん
は
こ
う
振
り
返
る
。

　
「
年
間
１
万
人
と
い
う
の
は
平
均
し
て
毎
日
35
人
ほ
ど
に
な
る
。
寝
る
と
き
は
牧
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に
つ
ら
い
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
神
は
耐
え
ら
れ
な
い
試
練
に
は
あ
わ
せ
な
い
と

い
う
聖
書
の
言
葉
を
信
じ
て
耐
え
抜
い
た
と
い
う
。

　
翌
日
外
を
み
た
ら
、
左
側
か
ら
来
た
津
波
と
右
側
か
ら
来
た
車
が
重
な
り
合
っ

て
７
台
ほ
ど
つ
み
あ
が
り
、
家
か
ら
出
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
目
の
前
の

教
会
に
行
く
こ
と
も
で
き
な
け
れ
ば
、
家
の
階
段
が
ヘ
ド
ロ
だ
ら
け
に
な
り
、
玄

関
の
入
り
口
、
下
駄
箱
も
倒
れ
て
戸
が
開
か
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
倒
れ
て
出

る
に
出
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
森
分
さ
ん
が
来

て
、
大
森
さ
ん
夫
婦
を
負
ぶ
っ
て
階
段
を
降
ろ
し
、
車
で
宮
古
小
学
校
の
避
難
所

ま
で
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
と
い
う
。「
森
分
先
生
に
は
本
当
に
助
け
ら
れ
た
」
と

語
る
。
そ
の
後
も
森
分
さ
ん
は
避
難
所
を
毎
日
見
舞
っ
た
と
い
う
。

　
続
け
て
、
教
会
員
に
も
助
け
ら
れ
た
。
夜
に
な
る
と
必
要
な
物
資
を
持
っ
て
き

て
く
れ
た
。
食
事
は
11
日
の
昼
食
を
取
っ
た
き
り
で
、
12
日
の
夜
ま
で
飲
ま
ず
食

わ
ず
の
状
態
だ
っ
た
。
そ
の
時
に
は
小
さ
い
お
に
ぎ
り
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
夫
と

２
人
で
分
け
た
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
「
さ
む
い
で
し
ょ
」
と
言
っ
て
教
会
員
が
服

や
食
料
な
ど
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。
大
森
さ
ん
は
「
超
助
け
ら
れ
ま
し
た
」
と

い
う
。

　
12
日
と
13
日
の
２
晩
、
避
難
所
に
宿
泊
し
た
が
、
保
健
担
当
の
人
が
夫
の
健
康

状
態
を
み
て
、
暖
か
い
と
こ
ろ
に
移
ら
な
い
か
と
言
っ
て
く
れ
た
。
介
護
が
必
要

な
夫
は
ト
イ
レ
に
行
く
た
び
に
そ
の
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
、わ
か
っ

て
く
れ
た
。
そ
こ
で
、
14
日
に
は
千
徳
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ヘ
移
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
移
動
手
段
が
な
か
っ
た
。
丁
度
別
の
民
生
委
員
が
来
て
い
て
、

自
分
も
民
生
委
員
を
し
て
い
た
の
で
顔
見
知
り
で
あ
り
、
車
で
連
れ
て
行
っ
て
く

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
震
災
後
１
週
間
、
そ
こ
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
。
教
会
員
の
車
を
森
分
さ
ん

が
借
り
て
き
て
く
れ
て
、
家
に
帰
っ
た
。
こ
こ
か
ら
大
森
さ
ん
宅
の
復
興
が
始
ま

る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ま
で
も
家
が
気
に
な
っ
て
仕
方
な
か
っ
た
が
、
移
動
が
で
き

な
い
の
で
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。
こ
の
頃
に
は
教
会
と
連
携
を
は
じ
め
て
い

た
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
、
森
分
さ
ん
の
紹
介
で
片
付
け
に
来

る
。
水
や
ヘ
ド
ロ
を
被
っ
た
冷
蔵
庫
、
食
器
洗
い
機
、
洗
濯
機
と
い
っ
た
も
の
を

外
に
運
び
出
し
て
、
床
板
を
は
が
す
。
そ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
大
事
な
も
の
を
全

生
保
護
女
性
の
会
会
長
、
宮
古
市
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
な
ど
を
務
め
て
い
る
。

花
巻
教
会
に
て
、
１
９
５
５
年
こ
ろ
社
会
人
に
な
っ
た
時
に
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼

を
受
け
る
。
夫
婦
と
も
に
中
学
校
の
教
員
だ
っ
た
。
し
か
し
、
就
職
後
、
土
日
は

部
活
動
の
顧
問
の
仕
事
が
あ
り
、
教
会
に
通
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
真
面
目

に
教
会
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
退
職
後
の
こ
と
だ
と
い
う
。

　
大
森
さ
ん
は
自
宅
に
介
護
が
必
要
な
夫
と
２
人
で
い
る
際
に
被
災
し
た
。
防
災

無
線
は
こ
だ
ま
し
て
し
ま
っ
て
い
て
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ

た
が
、
津
波
が
来
る
ま
で
は
電
気
が
付
い
て
い
た
の
で
、
家
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い

た
と
い
う
。
津
波
が
来
る
と
い
う
の
で
、
障
子
を
あ
け
て
外
を
見
て
い
る
と
道
路

沿
い
に
真
黒
な
龍
の
よ
う
に
津
波
が
が
れ
き
を
押
し
な
が
ら
進
ん
で
来
た
。
夫
は

自
分
で
歩
く
こ
と
も
で
き
た
が
、
ベ
ッ
ド
で
の
生
活
だ
っ
た
。
そ
こ
に
水
が
入
っ

て
き
た
。
水
深
は
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
く
る
。「
お
父
さ
ん
２
階
へ
行
こ
う
」と
言
っ

た
の
だ
が
、
立
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
窓
ガ
ラ

ス
を
３
枚
破
っ
て
あ
っ
と
い
う
間
に
水
が
入
っ
て
き
た
。
介
護
用
の
ベ
ッ
ド
は
パ

イ
プ
で
で
き
て
い
る
の
で
、
片
側
が
浮
い
て
傾
い
た
。
立
ち
上
が
れ
な
か
っ
た
夫

も
水
に
入
っ
た
た
め
に
浮
力
で
立
ち
上
が
れ
た
の
で
、
２
人
で
立
ち
上
が
り
耐
え

た
。

　
３
時
25
分
か
ら
４
時
５
分
ま
で
の
40
分
ほ
ど
胸
の
上
、
肩
の
下
位
ま
で
水
が
来

た
。
こ
れ
以
上
来
た
ら
だ
め
だ
と
思
っ
た
。
そ
れ
で
も
「
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
死
ん

で
い
ら
れ
な
い
よ
ね
」
と
夫
を
励
ま
し
つ
つ
、
神
様
に
「
も
し
こ
れ
か
ら
も
こ
の

世
で
私
の
力
が
必
要
で
し
た
ら
助
け
て
く
だ
さ
い
」
と
心
の
な
か
で
祈
っ
て
い
た

と
い
う
。

　
水
が
下
が
っ
て
き
た
ら
、
部
屋
は
引
き
戸
な
の
で
開
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

夫
を
引
っ
張
っ
て
２
階
へ
移
動
で
き
た
。「
本
当
に
命
拾
い
を
し
た
。
九
死
に
一
生

を
得
た
」
と
い
う
気
持
ち
だ
っ
た
と
い
う
。
夫
が
病
気
で
逃
げ
ら
れ
な
く
て
本
当

注（
⓮
）�

彼
女
の
被
災
経
験
は
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局
の
『
そ
の
時
、
教
会
は　

−�

３
・
11
後
を
生
き
る
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
い
た
だ

き
た
い
。

被災し／支援し／復興する宗教
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る
べ
き
。
今
来
て
い
る
お
年
寄
り
た
ち
も
教
会
に
来
る
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
。
移

転
し
て
も
彼
ら
が
同
じ
気
持
ち
で
来
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓

場
ま
で
の
よ
う
に
、
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
安
心
し
て
来
ら
れ
る
場
所
で
、
そ

の
中
心
に
教
会
が
あ
る
と
い
い
。」

　
教
会
員
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
役
員
の
お
２
人
に
お
話
し

を
伺
っ
た
。
大
森
さ
ん
は
こ
う
述
べ
る
。

　
「
残
念
な
気
持
ち
は
確
か
に
あ
る
の
だ
が
、
終
戦
後
ま
も
な
く
大
き
な
台
風
で
大

洪
水
が
起
き
た
。
１
階
の
屋
根
の
下
ま
で
浸
水
し
た
。
過
去
に
そ
う
し
た
こ
と
が

２
回
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
今
回
の
津
波
が
き
た
。
そ
の
度
に
あ
と
が
大
変
。
そ
れ

を
考
え
れ
ば
仕
方
な
い
か
と
思
う
。
移
転
が
ベ
ス
ト
な
選
択
だ
と
思
う
。
今
、
復

興
で
資
材
が
値
上
が
り
し
て
残
念
だ
が
、
今
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
る
。」

　
北
村
さ
ん
は
こ
う
述
べ
る
。

　
「
幼
稚
園
を
続
け
て
い
て
も
、
地
方
の
私
立
で
は
成
り
立
た
な
く
な
る
の
は
わ

か
っ
て
い
た
の
に
、
認
定
こ
ど
も
園
に
す
る
踏
ん
切
り
が
つ
か
な
い
で
い
た
。
ま

た
教
会
と
幼
稚
園
が
離
れ
て
い
て
、
教
会
立
の
幼
稚
園
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
失

わ
れ
て
い
た
。
移
転
で
信
仰
と
社
会
的
な
役
割
が
一
致
し
た
姿
を
取
り
戻
す
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
が
教
育
と
し
て
の
復
興
な
の
だ
と
理
解
し
て
い
る
。
こ
れ
を
津

波
が
後
押
し
し
て
く
れ
た
と
思
う
。
後
ろ
向
き
に
な
れ
ば
古
い
も
の
に
し
が
み
つ

く
こ
と
に
な
る
。
宮
古
の
幼
児
教
育
は
宮
古
教
会
が
先
駆
け
と
な
っ
た
。
そ
の
姿

を
取
り
戻
す
。」

　
こ
う
し
た
意
見
が
あ
る
な
か
、
教
会
員
で
こ
の
移
転
に
最
も
感
情
を
動
か
さ
れ

た
の
は
小
成
道
子
さ
ん
（
１
９
３
２
年
生
）
で
あ
ろ
う
。
小
成
さ
ん
は
現
在
の
宮

古
教
会
の
建
物
を
設
計
し
た
羽
生
義
三
郎
牧
師
の
娘
で
、
生
ま
れ
て
間
も
な
い

１
９
３
３
年
に
猪
苗
代
か
ら
宮
古
に
家
族
で
移
住
し
て
い
る
。

　
幼
少
の
こ
ろ
、
宮
古
教
会
の
敷
地
に
あ
る
牧
師
館
で
生
活
し
て
き
た
彼
女
の
人

生
は
、
ま
さ
に
こ
の
教
会
の
苦
難
の
歴
史
と
共
に
歩
ん
で
き
た
よ
う
な
も
の
で
、

部
な
く
す
つ
ら
い
経
験
だ
っ
た
と
い
う
。
耐
震
措
置
を
し
て
い
た
の
で
、
戸
棚
だ

け
は
流
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
中
に
印
鑑
や
銀
行
の
通
帳
が
あ
っ
て
取
り
出
す
こ
と

が
で
き
た
。

　
そ
の
後
、
知
り
合
い
の
工
務
店
の
社
長
に
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
て
も
ら
い
、
６
月

初
め
か
ら
住
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。最
初
は
建
て
替
え
よ
う
か
と
思
っ

た
が
、柱
、壁
、玄
関
が
し
っ
か
り
し
て
い
た
の
で
、改
築
で
済
ま
せ
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
時
有
り
合
わ
せ
の
応
急
手
当
の
よ
う
な
材
料
で
や
っ
た
の
で
、
あ
ま
り
い
い

材
料
で
な
い
の
が
や
や
不
満
だ
が
、
あ
れ
か
ら
３
か
月
で
住
め
る
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
か
ら
あ
り
が
た
い
と
い
う
。

・
移
転
へ
の
思
い

　
宮
古
教
会
は
今
回
の
津
波
を
契
機
と
し
て
、
浸
水
し
な
か
っ
た
西
町
へ
移
転
す

る
こ
と
を
決
意
し
た
。
そ
れ
も
、
ひ
か
り
幼
稚
園
と
合
同
で
同
じ
敷
地
に
入
り
、

ひ
か
り
幼
稚
園
は
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
新
し
い
歩
み
を
は
じ
め
る
。
宗
教
と
教

育
の
場
が
一
体
と
な
っ
て
、
単
に
元
あ
っ
た
形
に
戻
す
の
で
は
な
い
復
興
の
姿
を

見
せ
て
い
る
。

　
こ
の
移
転
に
つ
い
て
森
分
さ
ん
は
こ
う
語
る
。

　
「
こ
の
教
会
は
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
考
え
る
と
１
０
０
年
に
３
、４
回
は
浸
水
す

る
場
所
に
建
っ
て
い
る
。
１
０
０
周
年
を
超
え
た
教
会
な
の
で
、
今
後
１
０
０
年

を
見
据
え
て
、
幼
稚
園
も
あ
る
の
で
子
供
達
が
安
心
で
き
る
教
会
に
し
な
く
て
は

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
思
い
、
教
会
員
に
移
転
の
提
案
を
し
た
。

　
教
会
員
は
よ
く
決
断
し
て
く
れ
た
と
思
う
。
20
〜
30
年
に
一
度
浸
水
す
る
と
し

て
も
、
宮
古
教
会
は
高
齢
者
の
多
い
教
会
で
、
多
く
の
会
員
に
と
っ
て
次
の
浸
水

は
関
係
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
移
転
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
の
は
、
自

分
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
次
世
代
の
こ
と
を
考
え
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。」

　
宮
古
教
会
は
以
前
か
ら
福
祉
や
幼
児
教
育
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
そ
の
伝
統
を

踏
ま
え
こ
う
続
け
る
。

　
「
子
供
や
福
祉
に
終
始
携
わ
っ
て
き
た
教
会
で
あ
り
、
今
の
宮
古
教
会
の
使
命
と

し
て
は
子
供
達
を
受
け
入
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
お
年
寄
り
に
優
し
い
教
会
で
あ

各分野での震災後の取り組み
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い
え
る
よ
う
な
、
愛
お
し
い
教
会
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
彼
女
は
移
転
に
賛
成
し
、

反
対
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
教
会
を
津
波
の
来
な
い
安
全
な
と
こ
ろ
に
移
転
す

る
こ
と
。
幼
稚
園
を
認
定
こ
ど
も
園
に
す
る
こ
と
。
そ
う
す
る
こ
と
で
森
分
さ
ん

の
い
う
、
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
安
心
し
て
来
ら
れ
る
場
所
で
、
そ
の
中
心
が

教
会
だ
と
い
う
そ
の
思
い
を
、
教
会
員
も
共
有
し
、
そ
し
て
強
い
思
い
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
心
と
教
育
の
復
興
に
向
け
て
、
こ
の
教
会
と
幼
稚
園

が
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
記
録
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

お
わ
り
に

　
近
年
、
宗
教
社
会
学
で
は
宗
教
の
社
会
貢
献
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。（
櫻
井
２
０
１
２
年
等
）。
本
章
で
見
て
き
た
よ
う
に
、今
回
の
震
災
の
際
に
、

宗
教
は
社
会
の
中
で
の
資
本
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
他
の
団
体
で
は
果
た
せ

な
い
社
会
貢
献
を
行
っ
て
き
た
と
評
価
で
き
る
。

　
宗
教
的
な
意
味
で
は
慰
霊
、
復
興
支
援
と
い
う
意
味
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
支

援
物
資
の
組
織
的
派
遣
、
ケ
ア
と
い
う
意
味
で
は
傾
聴
活
動
と
い
っ
た
も
の
は
、

各
教
団
に
共
通
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
特
筆
す
べ
き
は
、
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仲
介
を
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

宮
古
の
宗
教
施
設
は
、
こ
こ
で
見
て
き
た
よ
う
に
相
当
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受

け
入
れ
、
そ
の
宿
泊
場
所
と
し
て
機
能
し
た
。
受
け
入
れ
人
数
を
示
し
て
く
れ
た

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
チ
ャ
ー
チ
は
そ
れ
ぞ
れ
数
万
単
位
の
人
を
受
け
入

れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
教
団
も
こ
れ
に
近
い
人
数
の
受
け
入
れ
を
し
て
い
た
と

み
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
元
々
宗
教
施
設
は
大
人
数
が
集
ま
る
よ
う
に
で
き
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
多
く
の
人
が
宿
泊
で
き
る
広
い
土
地
と
施
設
、
大
量
の
料
理
を
作

れ
る
炊
事
場
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
必
要
な
も
の
を
兼
ね
備
え

て
い
る
。『
朝
日
新
聞
』
２
０
１
１
年
４
月
４
日
付
に
よ
れ
ば
、
岩
手
県
は
県
外
か

ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
に
際
し
て
、宮
城
県
に
比
べ
受
け
入
れ
態
勢
が
整
っ

て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
原
因
に
宮
城
県
は
中
心
都
市
仙
台
が

沿
岸
に
あ
る
の
に
比
べ
て
、
岩
手
は
盛
岡
が
内
陸
に
あ
り
、
沿
岸
部
に
は
交
通
、

宿
泊
の
面
で
限
界
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
岩
手
県
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
は
、
２
０
１
１
年
３
月
末
ま
で
に
宮
城
県
の
６
割
ほ
ど
で

生
き
証
人
で
あ
る
。
戦
時
中
は
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
風
当
た
り
が
厳
し
く
、
羽
生
牧

師
一
家
以
外
は
礼
拝
に
来
な
い
と
い
う
状
況
に
お
ち
い
っ
た
。
ま
た
、
１
９
４
７

年
９
月
に
は
キ
ャ
サ
リ
ン
台
風
、
１
９
４
８
年
９
月
に
は
ア
イ
オ
ン
台
風
で
浸
水

し
た
り
と
い
っ
た
こ
と
を
、
昨
日
の
出
来
事
の
よ
う
に
覚
え
て
い
る
。

　
小
成
さ
ん
の
話
を
要
約
す
る
と
、
キ
ャ
サ
リ
ン
台
風
は
床
上
２
、３
セ
ン
チ　

メ
ー
ト
ル

位
で
、

大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
ア
イ
オ
ン
台
風
の
時
に
は
ピ
ア
ノ
や
オ
ル
ガ
ン
に

も
被
害
が
で
た
。
当
時
は
教
会
の
敷
地
で
幼
稚
園
も
し
て
い
た
が
、
台
風
な
の
で

子
供
達
は
来
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
。

　
特
に
ア
イ
オ
ン
台
風
の
時
は
被
害
が
大
き
く
、
室
内
の
１
㍍
以
上
浸
水
し
、
椅

子
も
町
の
中
に
流
れ
出
し
た
と
い
う
。羽
生
牧
師
は
小
成
さ
ん
の
弟
に
聖
書
を
守
っ

て
く
れ
と
い
い
、
弟
は
泳
い
で
取
り
に
行
っ
た
。
聖
書
を
濡
ら
し
て
は
い
け
な
い

の
で
、
ち
ょ
う
ど
浮
い
て
い
た
茶
箪
笥
を
船
の
よ
う
に
し
て
教
会
の
２
階
に
避
難

し
た
。
当
時
、
こ
の
辺
り
で
２
階
建
の
建
物
は
少
な
く
、
近
所
の
人
達
も
教
会
に

避
難
し
に
来
て
い
た
。

　
父
の
設
計
し
た
教
会
を
取
り
壊
し
、
移
転
す
る
こ
と
に
つ
い
て
小
成
さ
ん
は
こ

う
語
る
。

　
「
悲
し
い
。
１
歳
か
ら
こ
こ
で
育
っ
て
い
る
の
で
、
愛
着
が
あ
り
ま
す
。
音
響
も

い
い
で
す
。
し
か
し
、
移
転
は
仕
方
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
壁
の
中
に
も
ヘ

ド
ロ
が
入
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
て
、
変
な
愛
着
は
捨
て
な
く
て
は
い
け
な
い

で
し
ょ
う
ね
。
で
も
、
本
心
で
は
永
遠
に
こ
の
教
会
を
残
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
る
の
で
す
。

　
こ
の
教
会
は
私
の
故
郷
み
た
い
な
も
の
で
す
。
今
住
ん
で
い
る
家
で
祈
る
こ
と

と
、
こ
の
教
会
で
祈
る
こ
と
は
別
の
こ
と
の
よ
う
で
、
教
会
で
祈
る
と
と
て
も
こ

こ
ろ
が
安
ら
ぎ
ま
す
。
た
だ
、
教
会
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
い
い
と
い
う
も
の
で
も

な
く
て
、
こ
の
教
会
で
祈
る
か
ら
安
ら
ぐ
の
で
す
。
私
に
と
っ
て
こ
の
場
所
は
と

て
も
特
別
な
も
の
で
す
。
よ
そ
の
教
会
で
祈
る
と
き
に
は
な
ん
と
な
く
緊
張
す
る

の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
安
ら
ぐ
感
じ
が
す
る
の
で
す
。」

　
小
成
さ
ん
に
と
っ
て
、
宮
古
教
会
は
苦
楽
を
共
に
し
て
き
た
人
生
の
相
棒
と
も

被災し／支援し／復興する宗教
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引
き
続
い
て
い
る
感
じ
が
す

る
」
と
い
う
。
確
か
に
聖
卓
や

椅
子
、
オ
ル
ガ
ン
と
い
っ
た
も

の
の
他
に
も
看
板
や
表
札
、
定

礎
な
ど
旧
会
堂
か
ら
持
っ
て
き

た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
新

会
堂
内
に
目
に
見
え
る
形
で
配

置
し
て
あ
る
（
写
真
10
）。
最
た

る
も
の
と
し
て
は
、
聖
壇
横
の

柱
は
旧
会
堂
で
使
っ
て
い
た
も

の
を
そ
の
ま
ま
持
っ
て
き
た
も

の
だ
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

２
０
１
４
年
11
月
15
日
に
行
わ

れ
た
起
工
式
の
際
に
、
旧
会
堂

付
近
の
ヘ
ド
ロ
を
被
っ
た
石
を

新
会
堂
建
設
予
定
地
に
運
び
、

そ
の
古
い
石
の
上
に
、
新
し
い

レ
ン
ガ
を
全
員
で
載
せ
て
い
く

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
（
写
真

11
）。
ま
さ
に
伝
統
・
被
災
の
先

の
復
興
を
思
わ
せ
る
象
徴
的
な

セ
レ
モ
ニ
ー
で
あ
っ
た
。

　

２
０
１
５
年
12
月
24
日
に
は

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
礼
拝
が
行
わ

れ
た
。
こ
こ
で
は
聖
卓
を
取
り

囲
む
よ
う
な
形
に
丸
く
椅
子
を

配
置
し
て
の
礼
拝
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
聖
卓
が
前
、
会
衆
は
後

ろ
と
い
う
聖
俗
が
切
り
分
け
ら

写�真 11　起工式の際にヘドロを被った古い石の上に新
しい石を１人１つずつ積んでいく。
� 2014/11/15　撮影：藤野陽平

写�真 10　日本基督教団宮古教会の新会堂に持ち込まれ
た旧会堂の記念品
� 2015/12/06　撮影：藤野陽平

あ
っ
た
。
記
事
に
よ
れ
ば
、
受

入
が
ま
ま
な
ら
ず
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
断
っ
た
市
町
村
も
少
な
く

な
い
そ
う
だ
。
こ
の
よ
う
に
見

て
み
る
と
、
一
つ
の
施
設
で
数

万
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け

入
れ
た
、
宮
古
の
宗
教
施
設
の

重
要
性
が
よ
り
際
だ
っ
て
く
る
。

宗
教
の
場
の
開
放
が
な
け
れ
ば
、

宮
古
で
活
動
し
た
県
外
か
ら
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
は
さ
ら
に

少
な
く
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
被
災
、
支
援
だ
け
で

は
な
く
、
日
本
基
督
教
団
宮
古

教
会
の
よ
う
に
、
次
の
時
代
を

見
据
え
た
宗
教
に
よ
る
復
興
の

姿
も
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
新

し
い
教
会
が
で
き
て
間
も
な

く
の
２
０
１
５
年
12
月
６
日

に
、
訪
問
し
た
際
に
何
人
か
の

方
に
話
を
伺
っ
た
（
写
真
８
、

９
）。
小
成
さ
ん
の
よ
う
に
「
ま

だ
慣
れ
て
い
な
い
の
で
よ
く
わ

か
ら
な
い
が
、
す
べ
て
が
一
回

り
ず
つ
小
さ
く
な
っ
た
。
な
ん

だ
か
さ
み
し
い
」
と
い
う
素
直

な
感
情
を
吐
露
さ
れ
た
方
も
い

た
。
大
森
さ
ん
は
「
落
ち
着
い

た
。
前
の
会
堂
の
部
品
も
新
し

い
会
堂
に
利
用
し
て
い
る
の
で
、

写�真9　日本基督教団宮古教会の新会堂内部、聖卓、椅子、
オルガンといったものから、聖壇横の柱まで旧会堂か
ら持ち込まれた。� 2015/12/06　撮影：藤野陽平

写�真 8　日本基督教団宮古教会の新会堂（手前）と認定
こども園宮古ひかり（奥）
� 2015/12/06　撮影：藤野陽平

各分野での震災後の取り組み
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宗
教
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
１
）
２
０
１
２
年　
明
石
書
店

「
震
災
と
原
発
の
被
災
者
に
宗
教
者
が
こ
れ
か
ら
で
き
る
こ
と
」『
月
間
住
職
』
23

　
２
０
１
４
年

【
資
料
（
聞
き
取
り
）】

池�

田
勝
一
「
３
・
11
大
地
震
と
盛
岡
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
宮
古
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

―
二
〇
一
一
年
五
月
〜
二
〇
一
二
年
三
月
」『
自
立
と
共
生
を
目
指
し
て　
―
盛

岡
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
三
十
年
の
歩
み
』
２
０
１
３
年　
盛
岡
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

大�

谷
昭
雄
「
宮
古
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
２
０
１
２
年
度
の
活
動　
２
０
１
２

年
４
月
〜
２
０
１
３
年
３
月
」『
自
立
と
共
生
を
目
指
し
て　
盛
岡
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

三
十
年
の
歩
み
』
２
０
１
３
年　
盛
岡
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

大�

森
桂
子
「
夫
と
共
に
九
死
に
一
生
を
得
て
」『
信
徒
の
友
』
編
集
部
編
『
そ
の
時
、

教
会
は　
―
３
・
11
後
を
生
き
る　
証
言
２
０
１
１
年
３
月
11
日
と
そ
れ
に
続

く
日
々
』
２
０
１
２
年　
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局

『
日
本
慈
済
世
界
』
２
０
１
２
年
３
月
15
日
特
別
号
（
東
日
本
大
震
災
見
舞
金
配
布

　
特
別
号
下
巻
）

木�

田
泰
之
「
若
い
力
で
宮
古
の
未
来
を
拓
く　
２
０
１
３
年
」『
自
立
と
共
生
を
目

指
し
て　
盛
岡
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
三
十
年
の
歩
み
』
２
０
１
３
年　
盛
岡
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

森�

分
和
基
「
心
か
ら
の
笑
顔
を
取
り
戻
す
ま
で
」『
信
徒
の
友
』
編
集
部
編
『
そ
の

時
、
教
会
は　
―
３
・
11
後
を
生
き
る　
証
言
２
０
１
１
年
３
月
11
日
と
そ
れ

に
続
く
日
々
』
２
０
１
２
年　
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局

中�

原
眞
澄
「
東
日
本
大
震
災
と
宮
古
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

―
設
立
経
緯

と
そ
の
意
味
」『
自
立
と
共
生
を
目
指
し
て　
盛
岡
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
三
十
年
の
歩
み
』

２
０
１
３
年　
盛
岡
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

日�
本
基
督
教
団
宮
古
教
会
『
日
本
基
督
教
団
宮
古
教
会
百
周
年
記
念
誌　

１
９
０
９
年
〜
２
０
０
９
年
』
２
０
０
９
年　
日
本
基
督
教
団
宮
古
教
会

Ｕ
Ｒ
Ｌ

盛
岡
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ　

http://w
w
w
.ym

cajapan.org/m
orioka/

れ
る
形
で
は
な
く
、
一
体
で
あ
る
と
い
う
神
学
的
発
想
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
、
役

員
会
か
ら
提
案
さ
れ
た
も
の
だ
そ
う
だ
。
会
員
の
中
に
は
、
震
災
直
後
に
礼
拝
が

行
え
る
状
況
で
は
な
い
際
に
、
椅
子
を
丸
く
並
べ
て
祈
っ
た
と
き
の
こ
と
を
連
想

し
た
人
も
い
た
よ
う
で
あ
る
。
牧
師
の
森
分
さ
ん
は
そ
う
い
っ
た
理
解
も
排
除
せ

ず
、
両
方
の
考
え
を
意
識
し
な
が
ら
考
え
た
と
い
う
。
ま
さ
に
１
０
０
年
を
超
え

る
教
会
の
も
つ
伝
統
の
上
に
、
被
災
と
い
う
経
験
が
あ
り
、
そ
の
先
に
新
会
堂
と

認
定
こ
ど
も
園
と
い
う
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に

復
興
と
い
う
も
の
の
一
つ
の
あ
る
べ
き
姿
が
現
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

伝
統
や
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
慣
習
と
い
っ
た
も
の
を
無
視
し
て
、
単
に
新
し
く

す
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
震
災
の
前
と
後
と
で
時
間
が
区
切
れ
て
い

る
の
で
は
な
く
、
両
者
は
連
続
し
て
い
る
。
元
に
戻
す
の
で
も
な
く
、
新
し
く
す

る
の
で
も
な
い
、
震
災
経
験
を
起
点
と
し
た
将
来
の
復
興
の
姿
を
模
索
し
て
い
く

べ
き
で
あ
ろ
う
。

【
参
考
（
引
用
）
文
献
】

高�

倉
浩
樹
、
滝
澤
克
彦
編
『
無
形
民
俗
文
化
財
が
被
災
す
る
と
い
う
こ
と　

—

東

日
本
大
震
災
と
宮
城
県
沿
岸
部
地
域
社
会
の
民
俗
誌
』
２
０
１
４
年　
新
泉
社

藤�

野
陽
平
、
平
野
直
子
「
大
変
動
の
中
の
国
際
宗
教　

—

中
東
政
変
と
東
日
本
大

震
災
を
軸
と
し
て
」
国
際
宗
教
研
究
所
編
『
現
代
宗
教
２
０
１
２
』
２
０
１
２

年　
秋
山
書
店

宮�

古
市
教
育
委
員
会
編
『
宮
古
市
史
（
民
俗
編
）
上
巻
』
１
９
９
４
年　
宮
古
市

稲
場
圭
信
『
利
他
主
義
と
宗
教
』
２
０
１
１
年　
弘
文
堂

金�

子
昭
『
驚
異
の
仏
教
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
―
台
湾
の
社
会
参
画
仏
教
「
慈
済
会
」』

２
０
０
５
年　
白
馬
社

「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
台
湾
・
仏
教
慈
済
基
金
会
の
救
援
活
動�:�

釜
石
市
で
の

　

�

義
援
金
配
布
の
取
材
と
意
見
交
換
か
ら
」『
宗
教
と
社
会
貢
献
』
１
／
２　

２
０
１
１
年

櫻�

井
義
秀
「
ま
え
が
き　

—

社
会
に
貢
献
す
る
宗
教
の
比
較
社
会
・
文
化
学
」
櫻

井
義
秀
、
浜
田
陽
編
『
ア
ジ
ア
の
宗
教
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
』（
叢
書　

被災し／支援し／復興する宗教
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第
２
部　
各
分
野
で
の
震
災
後
の
取
り
組
み

第
12
章　
外
国
人
の
被
災
経
験

�

藤
野
陽
平

は
じ
め
に

　
地
縁
血
縁
が
あ
り
、
文
化
も
言
語
も
共
有
し
て
い
る
日
本
人
で
あ
っ
て
も
多
く

の
困
難
を
伴
っ
た
東
日
本
大
震
災
の
経
験
で
あ
る
が
、
外
国
か
ら
移
住
し
、
文
化

的
に
異
な
る
習
慣
を
持
っ
て
い
る
外
国
人
と
も
な
れ
ば
、
そ
の
困
難
さ
は
格
段
に

上
昇
す
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
特
に
言
語
上
の
問
題
は
、
時
に
生
死
を
分
け
る
重
大
な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
か
ど
う
か
の
鍵
と
な
る
。
後
述
す
る
が
、
宮
古
に
暮
ら
す
外
国
人
の
多
く
が
、

津
波
警
報
の
放
送
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
当
時
日
本
人
で
も
あ
の
放
送
は
よ
く

聞
こ
え
な
か
っ
た
、
何
と
言
っ
て
い
る
の
か
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
と
い
う
声
を
耳

に
す
る
。
し
か
し
、
日
本
人
の
場
合
に
は
単
に
音
と
し
て
聞
こ
え
な
い
と
い
う
問

題
で
、
外
国
人
の
場
合
鮮
明
に
聞
こ
え
た
と
し
て
も
理
解
で
き
な
い
こ
と
と
は
次

元
が
違
う
。
そ
も
そ
も
、
ど
れ
ほ
ど
日
本
語
に
つ
い
て
学
習
し
て
も
、
大
地
震
が

来
た
時
の
こ
と
、
津
波
が
来
た
時
の
こ
と
を
想
定
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
る

人
は
当
時
は
ご
く
少
数
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
日
常
生
活
の
中
で
聞
き
な
れ
な
い
単

語
が
飛
び
交
い
、
大
き
な
揺
れ
、
津
波
、
停
電
、
断
水
と
い
っ
た
初
め
て
の
事
柄

と
あ
い
ま
っ
て
、
そ
の
経
験
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
だ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。

　
言
語
に
加
え
て
文
化
的
差
異
も
少
な
く
な
い
。
個
人
差
は
あ
る
と
は
い
え
、
非

日
常
の
空
間
に
放
り
出
さ
れ
た
時
の
反
応
は
、
往
々
に
し
て
文
化
に
よ
っ
て
左
右

さ
れ
る
。
真
偽
は
と
も
か
く
と
し
て
、「
日
本
人
は
泣
か
な
い
」、「
災
害
時
に
も
列

を
作
っ
て
待
っ
て
い
る
」、「
東
北
人
は
我
慢
強
い
」
等
の
フ
レ
ー
ズ
を
当
時
耳
に

さ
れ
た
方
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
外
国
人
に
は
そ
れ
と
逆
の
こ
と
が
起

き
て
い
た
の
で
あ
る
。
文
化
的
差
異
の
あ
る
少
数
者
の
場
合
、
１
人
だ
け
周
り
の

人
と
違
う
行
動
を
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
そ
れ
は
あ
ま
り
い
い
結
果
を
生
む
も

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
国
の
観
光
立
国
の
政
策
の
中
で
、
訪
日
す
る
外
国
人
の
数
は

今
後
も
増
大
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
そ
れ
は
宮
古
も
例
外
で
は
な
い
。
国
籍

や
出
自
を
超
え
た
交
流
が
す
す
む
中
、
こ
こ
で
は
宮
古
に
暮
ら
す
外
国
人
の
被
災

体
験
を
振
り
返
る
こ
と
で
、
大
災
害
や
日
常
に
お
け
る
外
国
人
と
の
関
わ
り
方
に

つ
い
て
考
え
る
情
報
を
提
供
し
た
い
。

１　
宮
古
に
住
む
外
国
人

　
東
日
本
大
震
災
が
発
生
す
る
直
前
の
２
０
１
０
年
12
月
31
日
の
時
点
で
、
宮
古

に
は
１
６
０
人
の
外
国
人
が
暮
ら
し
て
い
た
（
平
成
23
年
度
版
『
宮
古
市
の
統
計
』

宮
古
市
総
務
企
画
部
総
務
課
統
計
担
当
、
17
頁
よ
り
）。
総
人
口
６
万
０
３
２
８
人

の
０・
26
％
ほ
ど
な
の
で
、
全
国
平
均
の
１・
67
％
と
比
較
し
て
も
少
な
い
の
だ
が
、

外
国
人
も
宮
古
に
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　
被
災
状
況
に
関
し
て
、
岩
手
県
国
際
交
流
協
会
が
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は
、

外
国
人
の
死
者
は
岩
手
全
体
で
５
名
、
宮
古
市
内
は
１
名
だ
っ
た
。
国
際
結
婚
し

た
中
国
人
と
の
こ
と
で
、
一
旦
避
難
所
に
行
っ
た
よ
う
な
の
だ
が
、
日
本
人
た
ち

が
貴
重
品
な
ど
を
取
り
に
帰
る
の
を
み
て
、
自
分
も
戻
っ
て
し
ま
い
、
被
害
に
遭
っ

た
と
い
う
。

　
盛
岡
の
岩
手
県
国
際
交
流
協
会
主
査
の
川
村
央
隆
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
外
国
人
の

被
災
経
験
の
な
か
で
い
く
つ
か
問
題
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
第
１
に
パ

ス
ポ
ー
ト
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の
人
が
日
本
に
帰
化
し
て
い
る
場
合
に
は
問
題
な

い
の
だ
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
津
波
や
火
災
で
パ
ス
ポ
ー
ト
を
紛
失
し
て
し
ま
う

と
出
国
で
き
な
く
な
る
。
国
に
よ
っ
て
は
再
発
行
に
膨
大
な
手
間
と
時
間
が
か
か

る
。
第
２
に
日
本
籍
を
持
つ
配
偶
者
が
被
災
し
て
亡
く
な
っ
た
場
合
で
あ
る
。
こ

の
場
合
、
基
本
的
に
在
留
資
格
が
失
わ
れ
る
。
川
村
さ
ん
は
外
国
人
を
め
ぐ
る
制

度
が
通
常
時
の
み
の
設
計
に
な
っ
て
お
り
、
災
害
時
の
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
な

い
と
指
摘
す
る
。

　
ま
た
、
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
宮
古
国
際
交
流
倶
楽
部
事
務
局
長
の
佐
々
木
匡
人
さ
ん

（
１
９
６
２
年
生
）
に
よ
れ
ば
、
中
国
人
で
放
射
能
が
怖
く
て
盛
岡
ま
で
歩
い
て
逃

げ
よ
う
と
し
て
途
中
で
警
察
に
保
護
さ
れ
る
人
が
い
た
り
、
放
射
能
が
恐
く
て
１

人
で
一
時
帰
国
し
た
ル
ー
マ
ニ
ア
人
が
、
そ
の
た
め
に
そ
の
後
家
族
と
の
関
係
に

問
題
が
生
じ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
中
国
人
を
中
心
に

各分野での震災後の取り組み
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彼
女
は
タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
生
ま
れ
、
に
ぎ
や
か
な
首
都
か
ら
や
っ
て
き
て
、

宮
古
は
さ
み
し
い
場
所
と
う
つ
っ
た
よ
う
だ
。「
い
っ
ぱ
い
泣
い
た
。
言
葉
が
わ
か

ら
な
い
の
が
、
一
番
つ
ら
か
っ
た
。」
と
当
時
を
回
想
す
る
。
タ
イ
で
は
バ
ン
コ
ク

の
会
社
で
働
い
て
い
た
の
だ
が
、
日
本
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
着
物
を
着
て
い
る
人

を
み
て
、
そ
れ
に
憧
れ
て
来
日
を
決
意
し
た
と
い
う
。

　
し
か
し
、
彼
女
の
日
本
イ
メ
ー
ジ
は
、
20
年
前
の
テ
レ
ビ
で
見
知
っ
た
だ
け
の

偏
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
日
本
の
空
港
に
着
い
て
、
日
本
人
が
タ
イ
の
人
達
と
同
じ

よ
う
に
洋
服
を
着
て
、
だ
れ
も
和
服
を
着
て
い
な
い
こ
と
や
、
忍
者
も
い
な
い
こ

と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
。
そ
れ
ほ
ど
彼
女
は
日
本
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
し
、

日
本
語
も
で
き
な
か
っ
た
。

　
日
本
語
は
宮
古
に
来
て
か
ら
昼
間
は
働
い
て
、
そ
の
中
で
話
し
言
葉
を
覚
え
た
。

去
年
の
６
月
か
ら
読
み
書
き
の
勉
強
を
は
じ
め
た
。
そ
の
前
も
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
で

少
し
学
ん
だ
こ
と
が
あ
る
の
だ
が
、
子
供
が
い
る
の
で
夜
の
時
間
の
参
加
は
難
し

い
と
い
う
。

　
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
全
て
を
日
本
語
で
説
明
で
き
る
ほ
ど
の
日
本
語
会

話
能
力
で
、
う
ま
い
と
い
え
る
。
実
際
、
頭
の
な
か
で
考
え
て
い
る
言
葉
も
日
本

語
だ
と
い
う
。
た
だ
し
、
書
き
言
葉
は
苦
手
で
、
ひ
ら
が
な
は
覚
え
た
が
、
カ
タ

カ
ナ
は
ま
だ
覚
え
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
役
所
の
書
類
な
ど
を
、
１
人
で
処
理

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
英
語
版
が
あ
っ
て
も
タ
イ
人
で
あ
る
彼
女
は
英
語
も

得
意
で
は
な
い
。

　
彼
女
の
震
災
体
験
に
話
を
移
そ
う
。
津
波
の
時
に
は
１
人
で
駅
前
の
キ
ャ
ト
ル

に
い
た
。
ま
ず
揺
れ
て
、
地
震
は
と
て
も
怖
か
っ
た
。
周
り
の
人
達
が
宮
古
ま
で

津
波
が
来
る
と
い
っ
て
い
る
こ
と
、
防
災
無
線
で
「
津
波
が
来
る
か
ら
逃
げ
て
く

だ
さ
い
。
海
か
ら
離
れ
て
く
だ
さ
い
」
と
理
解
で
き
、
海
の
近
く
で
は
な
い
の
で

大
丈
夫
だ
と
思
っ
た
と
い
う
。

　
当
然
、
津
波
を
見
た
こ
と
が
な
く
と
て
も
怖
か
っ
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
車
で
帰

宅
し
た
。
水
道
も
電
気
も
止
ま
っ
て
い
た
。
家
に
い
て
は
テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
な
い

の
で
、
車
の
カ
ー
ナ
ビ
の
テ
レ
ビ
を
見
た
。
手
足
が
震
え
て
、
頭
が
ぼ
ー
っ
と
し

て
く
る
感
じ
が
し
て
、
気
分
が
悪
く
な
っ
た
。
全
て
が
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
。

１
週
間
く
ら
い
体
調
が
悪
く
、
食
欲
も
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
テ
レ
ビ
で
な
あ
ど

震
災
後
の
離
婚
も
多
発
し
た
。
文
化
的
な
差
に
よ
る
す
れ
違
い
が
発
生
し
た
り
、

避
難
先
の
家
族
と
の
折
り
合
い
が
つ
か
な
か
っ
た
り
し
た
。

　
岩
手
県
国
際
交
流
協
会
と
し
て
は
、
当
初
か
ら
盛
岡
以
外
の
場
所
に
も
行
っ
て

情
報
収
集
を
し
た
か
っ
た
が
、
ガ
ソ
リ
ン
が
な
く
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。
１

週
間
ほ
ど
で
バ
ス
が
動
い
た
の
で
、
宮
古
へ
職
員
を
派
遣
し
、
水
産
加
工
の
た
め

に
来
て
い
る
中
国
人
研
修
生
な
ど
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
避
難
所
の
リ
ス
ト
を

み
て
外
国
人
の
名
前
が
あ
る
と
会
い
に
行
っ
た
が
、
雇
い
主
の
企
業
は
研
修
生
を

外
部
の
人
に
会
わ
せ
た
が
ら
ず
、
困
難
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
宮
古
は
札
幌
領
事
館

が
管
轄
な
の
で
、
彼
ら
に
連
絡
先
を
教
え
る
な
ど
の
行
動
を
と
っ
た
。

２　
外
国
人
の
被
災
経
験

　
こ
こ
で
は
実
際
に
宮
古
に
暮
ら
す
外
国
人
の
被
災
経
験
を
紹
介
し
た
い
。
な
お
、

岩
手
県
在
住
外
国
人
の
被
災
経
験
に
つ
い
て
は
、
公
益
財
団
法
人
岩
手
県
国
際
交

流
協
会
も
小
冊
子
を
発
行
し
て
い
る
（
公
益
財
団
法
人
岩
手
県
国
際
交
流
協
会

２
０
１
３
年
）。
あ
わ
せ
て
参
考
と
し
て
ほ
し
い
。

・
タ
イ
出
身
で
千
徳
在
住
、
来
宮
20
年
の
中
井
カ
ン
ジ
ャ
ナ
ー
さ
ん
（
１
９
７
１

年
生
。
み
な
さ
ん
か
ら
メ
イ
オ
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
も
メ
イ
オ

さ
ん
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
）
と
は
、
後
述
す
る
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
宮
古
国
際
交
流
倶

楽
部
の
世
話
人
の
１
人
高
橋
洋
子
さ
ん
（
１
９
５
６
年
生
）
に
同
席
い
た
だ
い
て
、

２
０
１
５
年
２
月
20
日
に
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　
彼
女
の
メ
イ
オ
と
い
う
名
だ
が
、
タ
イ
語
の
語
感
で
は
猫
の
鳴
き
声
の
よ
う
で
、

日
本
語
で
は
「
ニ
ャ
ー
」
と
か
「
ミ
ャ
オ
」
に
あ
た
る
。
小
さ
い
時
か
ら
そ
う
呼

ば
れ
て
い
る
の
で
、
本
人
も
本
名
よ
り
も
こ
の
名
前
の
方
が
し
っ
く
り
く
る
と
い

う
。
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
来
日
し
、
広
島
、
山
口
と
半
年
ず
つ
店
を
回
り
、
ビ
ザ
が

下
り
て
、
来
宮
し
た
。
ど
こ
へ
行
く
か
は
仲
介
の
会
社
が
決
め
る
の
で
、
メ
イ
オ

さ
ん
が
自
分
で
宮
古
を
選
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
後
宮
古
で
日
本
人
と
結
婚

し
、
現
在
６
人
家
族
（
義
父
、
義
母
、
夫
、
高
校
生
の
息
子
、
中
学
１
年
の
娘
）

で
暮
ら
し
て
い
る
。

　
メ
イ
オ
さ
ん
に
と
っ
て
宮
古
の
第
一
印
象
は
あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

外国人の被災経験
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夫
は
寝
て
い
る
と
苦
し
そ
う
な
息
を
し
て
い
た
。

　
被
災
地
で
、
い
わ
ゆ
る
心
霊
現
象
が
広
く
報
告
さ
れ
て
い
る
（
高
橋
２
０
１
３

年
）。
こ
う
し
た
問
題
に
は
時
に
宗
教
的
な
ケ
ア
が
必
要
と
な
る
が
、
外
国
人
と
な

る
と
そ
の
人
の
文
化
的
、
宗
教
的
背
景
の
理
解
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
で

い
て
、
心
霊
体
験
の
ケ
ア
は
長
く
続
く
心
的
復
興
に
は
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
問
題
提
起
に
と
ど
ま
る
が
、
大
き
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る
。

　
最
後
に
自
分
の
着
る
も
の
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
衣
服
の
提
供
を
し
た
彼

女
の
行
動
を
み
る
と
、
支
援
さ
れ
る
ば
か
り
で
は
な
い
外
国
人
の
姿
が
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
。次
節
に
登
場
す
る
ポ
ー
ル
さ
ん
た
ち
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
る
し
、世
界
中
か
ら
支
援
の
輪
が
広
が
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
（
藤

野
・
平
野
２
０
１
２
年
）。
被
災
地
に
暮
ら
す
外
国
人
は
困
難
が
大
き
か
っ
た
の
は

間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
外
国
人
＝
弱
者
＝
お
荷
物
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
こ
と

を
こ
こ
に
記
し
て
お
く
。
多
様
な
人
が
協
力
し
合
っ
て
困
難
に
対
処
し
て
い
く
シ

ス
テ
ム
作
り
が
待
た
れ
る
。

３　
身
を
寄
せ
合
っ
た
外
国
人
た
ち

　
宮
古
に
は
外
国
人
同
士
が
身
を
寄
せ
な
が
ら
震
災
後
の
数
日
を
乗
り
切
っ
た
人

達
が
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
人
た
ち
の
経
験
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
登

場
人
物
の
紹
介
を
し
よ
う
。

・�

ポ
ー
ル
さ
ん
（Paul D

ixon

さ
ん　
イ
ギ
リ
ス
人
、
28
歳
、
２
０
１
３
年
11

月
１
日
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
て
英
語
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

　

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
東
方
、
車
で
２
時
間
ほ
ど
の
ス
カ
ン
ソ
ー
プ
出
身
で
、

２
０
１
０
年
４
月
に
来
日
し
た
。
最
初
は
山
田
町
に
い
た
が
、
６
か
月
後
に
宮
古

に
移
住
し
た
。
愛
宕
に
住
ん
で
い
て
、
震
災
後
に
八
木
沢
に
移
っ
た
。
来
日
の
動

機
と
し
て
、日
本
文
化
を
体
験
し
た
か
っ
た
。
外
国
に
住
ん
で
、新
し
い
体
験
を
し
、

英
語
を
教
え
て
み
た
か
っ
た
こ
と
を
あ
げ
る
。
ア
ジ
ア
に
興
味
が
あ
り
、
い
い
仕

事
と
い
い
学
校
を
見
つ
け
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
る
。
宮
古
に
来
た
理
由
は
仲
介
の

会
社
が
岩
手
を
選
ん
だ
か
ら
だ
。
来
宮
し
て
５
年
に
な
る
が
、
２
０
１
５
年
３
月

に
は
横
浜
へ
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
は
月
曜
か
ら
金
曜
日
ま
で
宮
古
商
業
高
校
、
宮
古
水
産
高
校
で
英
語
を
教
え

が
波
に
の
ま
れ
る
の
を
み
て
、さ
ら
に
恐
怖
心
に
襲
わ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
も
怖
か
っ

た
が
、
映
像
で
見
て
か
ら
の
怖
さ
は
格
段
に
強
い
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
津
波

の
後
、
半
年
は
ず
っ
と
家
に
引
き
こ
も
っ
て
い
た
。

　
被
災
後
の
生
活
に
つ
い
て
は
自
宅
が
千
徳
な
の
で
、
大
き
な
問
題
は
な
か
っ
た
。

自
宅
に
は
普
段
か
ら
麺
や
米
を
大
量
に
買
っ
て
い
た
た
め
、
備
蓄
が
あ
っ
た
。
備

蓄
が
な
い
人
も
い
る
の
で
、
急
ぐ
必
要
の
な
い
自
分
は
商
店
で
並
ん
で
ま
で
買
わ

ず
、
ド
ラ
で
必
要
な
人
の
た
め
に
服
を
集
め
て
い
た
時
に
は
、
も
っ
て
い
る
服
や

靴
を
全
部
提
供
し
た
。
た
だ
し
、
全
て
提
供
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
今
度
は
自
分

の
着
る
も
の
が
足
り
な
く
な
っ
た
と
苦
笑
す
る
。

　
家
族
に
も
す
ぐ
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
義
母
は
家
に
い
た
し
、
義
父
は
オ
ー

ト
バ
イ
で
帰
っ
て
き
た
。
夫
は
駅
に
い
た
が
、
地
震
が
大
き
か
っ
た
の
で
津
波
が

放
送
よ
り
大
き
い
も
の
が
来
る
と
直
感
し
て
、す
ぐ
に
仕
事
を
や
め
て
自
宅
に
戻
っ

て
き
た
。
子
供
達
は
学
校
に
い
た
。
ガ
ソ
リ
ン
は
義
父
が
オ
ー
ト
バ
イ
を
持
っ
て

い
る
の
で
、
買
い
に
行
っ
て
も
ら
っ
た
。
１
人
千
円
ま
で
と
い
う
の
で
、
缶
に
入

れ
て
も
ら
っ
て
き
た
。水
は
畑
仕
事
用
の
ボ
ト
ル
に
入
っ
て
い
た
の
で
そ
れ
を
使
っ

た
。
電
気
や
水
は
２
日
ほ
ど
で
復
旧
し
た
。

　
メ
イ
オ
さ
ん
の
被
災
経
験
の
な
か
で
独
特
な
の
は
、
心
霊
経
験
を
し
た
こ
と
で

あ
る
。
自
宅
の
近
く
に
遺
体
の
安
置
所
が
あ
り
、
最
初
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、

そ
の
こ
と
を
知
る
に
至
り
、
幽
霊
を
み
る
よ
う
に
な
る
。
日
本
に
来
て
か
ら
は
少

な
く
な
っ
て
い
た
が
、
元
々
、
霊
感
が
強
い
方
で
、
タ
イ
で
は
よ
く
何
か
不
思
議

な
モ
ノ
を
感
じ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
タ
イ
の
僧
侶
か
ら
聞
い
て
い
た
の

は
、
死
人
は
自
分
が
死
ん
だ
こ
と
に
気
が
付
か
な
い
の
で
、
霊
が
徘
徊
す
る
の
だ

と
い
う
。
そ
れ
で
、
近
所
に
安
置
所
が
あ
る
と
知
っ
て
か
ら
、
人
が
ペ
タ
ペ
タ
と

裸
足
で
あ
る
く
音
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
夜
に
、
窓
側
で
寝
て
い
る

と
ペ
タ
ペ
タ
と
歩
く
音
が
し
ば
し
ば
し
た
。
ま
た
、
お
盆
に
は
肉
が
腐
っ
た
臭
い

と
ヘ
ド
ロ
が
混
ざ
っ
た
よ
う
な
臭
い
も
感
じ
て
い
る
。
津
波
で
流
さ
れ
亡
く
な
っ

た
人
の
体
か
ら
出
る
臭
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
う
時
に
は
タ
イ
語
と

日
本
語
で
お
祈
り
す
る
と
そ
の
霊
は
い
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
弟
が
タ
イ

で
お
守
り
を
２
つ
買
っ
て
き
て
く
れ
た
の
で
１
つ
を
窓
に
付
け
、
も
う
１
つ
は
夫

の
車
に
つ
け
て
い
る
。
こ
れ
で
日
本
人
の
夫
も
体
調
が
い
い
と
い
う
。
そ
れ
ま
で

各分野での震災後の取り組み
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・�

ア
ニ
ー
タ
さ
ん
（
ナ
ミ
ビ
ア
人
、
１
９
７
０
年
生
、
２
０
１
５
年
２
月
23
日
、

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

　
首
都
ウ
イ
ン
ト
フ
ッ
ク
出
身
の
佐
々
木
ア
ニ
ー
タ
さ
ん
は
来
日
17
年
。
船
員
の

夫
と
故
郷
の
ウ
イ
ン
ト
フ
ッ
ク
で
知
り
合
っ
た
。
夫
は
船
に
乗
っ
て
い
る
と
３
、４

か
月
帰
っ
て
こ
な
い
の
で
、
家
に
は
ア
ニ
ー
タ
さ
ん
と
子
供
だ
け
の
こ
と
が
多
い
。

子
供
は
中
学
３
年
生
の
息
子
、
中
学
１
年
生
の
娘
、
８
歳
の
息
子
の
３
人
だ
。
日

本
語
、
英
語
、
ア
フ
リ
カ
ー
ン
ス
語
が
で
き
る
。
ナ
ミ
ビ
ア
は
１
９
９
０
年
に
南

ア
フ
リ
カ
と
と
も
に
独
立
し
英
語
が
公
用
語
と
な
っ
た
。
今
は
日
本
語
が
一
番
得

意
で
、
ア
フ
リ
カ
ー
ン
ス
語
は
使
わ
な
い
か
ら
忘
れ
て
い
く
。
崎
山
の
古
里
在
住
。

と
な
り
に
義
父
母
が
住
ん
で
い
る
。

地
震
発
生
時

　
３
月
11
日
午
前
中
、
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
の
仲
間
た
ち
５
人
で
、
そ
の
日
の
夜
に
宮

古
を
離
れ
る
予
定
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
英
語
教
師
ミ
ッ
シ
ェ
ル
さ
ん
の
部
屋
の

片
づ
け
を
手
伝
っ
て
い
た
。
地
震
が
来
た
の
は
そ
の
後
に
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、

ト
マ
ト
＆
オ
ニ
オ
ン 

宮
古
店
（
通
称
「
ト
マ
オ
ニ
」、写
真
１
）
に
て
送
別
会
を
行
っ

て
い
た
時
だ
っ
た
。参
加
者
は
エ
ミ
ー
さ
ん
の
記
憶
で
は
７
、８
人
だ
っ
た
と
い
う
。

会
計
の
時
（
フ
ァ
ト
マ
さ
ん
に
よ
れ
ば
食
事
が
済
ん
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
る

際
）
に
揺
れ
出
し
て
、
揺
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
慌
て
て
外
に
出
て
、
み
ん
な
で
手

を
つ
な
い
で
い
た
。
地
震
の
な
い
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
来
た
エ
ミ
ー
さ
ん
は
、
あ
ま

り
の
怖
さ
に
泣
き
出
し
て
し
ま
う
。ま
た
、小
学
生
の
子
ど
も
の
こ
と
が
気
に
な
り
、

頭
の
な
か
は
そ
の
こ
と
で
一
杯
に
な
り
、
建
物
が
壊
れ
て
な
い
だ
ろ
う
か
な
ど
と

心
配
し
、
シ
ョ
ッ
ク
で
歩
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
中
で
最
も
日
本
語
が
不
得
意
な
ポ
ー
ル
さ
ん
は
、
防
災
無
線
が
日
本
語
な

の
で
「
ツ
ナ
ミ
」
し
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。「
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
、
ツ

ナ
ミ
、Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
」
と
い
う
感
じ
に
聞
こ
え
た
と
い
う
。
ポ
ー

ル
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
っ
て
言
語
が
一
番
の
問
題
で
あ
っ
た
と
語
る
。

　
「
日
本
語
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
。
こ
れ
が
最
大
の
問
題
だ
っ
た
。
多
く
の
人
が
心

配
し
て
く
れ
た
が
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
ど
う
し
よ
う
も
な

か
っ
た
。

て
い
る
が
、
来
日
当
初
は
山
田
高
校
、
宮
古
工
業
高
校
で
教
え
て
い
た
。「
生
徒
た

ち
は
み
ん
な
元
気
で
ハ
ッ
ピ
ー
だ
」
と
い
う
ポ
ー
ル
さ
ん
。
残
念
な
の
は
津
波
の

後
、
山
田
で
教
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
だ
と
い
う
。
地
震
当
日
は
部
屋
の
引
っ

越
し
の
た
め
田
野
畑
に
い
る
ビ
ク
タ
ー
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
２
週
間
ほ
ど
身
を
寄
せ

る
予
定
だ
っ
た
。

・�

フ
ァ
ト
マ
さ
ん
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
、
２
０
１
２
年
９
月
21
日
ご
自
宅
に
て
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
）

　
ジ
ャ
カ
ル
タ
出
身
で
、
来
日
25
年
に
な
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
日
本
人
の
夫
に

出
会
い
、
結
婚
の
た
め
来
日
し
、
横
浜
で
生
活
し
て
い
た
が
、
夫
が
仕
事
を
辞
め

て
独
立
す
る
た
め
に
来
宮
し
た
。
本
当
は
東
京
に
居
た
か
っ
た
が
、
夫
の
夢
を
応

援
す
る
た
め
に
や
っ
て
き
た
。
仕
事
は
夫
の
手
伝
い
で
営
業
を
担
当
し
て
い
る
。

　
「
日
本
に
住
む
の
だ
か
ら
日
本
の
こ
と
を
好
き
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
外
国

人
が
永
く
日
本
と
付
き
合
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
日
本
に
合
わ
せ
な
い
と
い
け
な

い
」
と
考
え
、
生
け
花
を
習
い
、
小
笠
原
流
の
師
範
の
資
格
を
取
っ
て
い
る
。
現

在
の
家
に
は
２
つ
の
建
物
が
あ
り
、
１
つ
を
外
国
人
た
ち
が
集
ま
る
場
所
と
し
て

使
っ
て
い
る
。
震
災
で
、
友
人
を
５
人
亡
く
し
、
親
戚
に
は
家
が
被
災
し
た
人
も

い
る
。「
津
波
の
こ
と
は
死
ぬ
ま
で
忘
れ
ら
れ
な
い
。
ま
る
で
戦
争
の
様
だ
っ
た
」

と
当
時
を
ふ
り
か
え
る
。

・�

エ
ミ
ー
さ
ん
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
、
１
９
７
０
年
生
、
２
０
１
５
年
２
月
19
日
、

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

　
マ
ニ
ラ
の
西
方
ラ
グ
ナ
出
身
の
エ
ミ
ー
・
ナ
カ
ジ
マ
さ
ん
は
、
北
上
で
出
会
っ

た
男
性
と
結
婚
す
る
た
め
に
宮
古
へ
移
住
し
15
年
と
な
っ
た
。
そ
の
前
は
北
上
に

10
年
住
ん
で
い
た
。
も
は
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
よ
り
日
本
で
の
生
活
の
方
が
長
く
な
っ

た
。
夫
と
２
人
の
子
供
の
４
人
家
族
で
暮
ら
し
て
い
る
。
エ
ミ
ー
さ
ん
は
今
回
の

津
波
で
４
人
の
知
人
を
亡
く
し
て
い
る
。
し
ば
ら
く
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
人
や
、

今
も
見
つ
か
ら
な
い
人
も
い
る
の
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
会
で
祈
っ
た
と
い
う
。

災
害
時
に
教
会
で
自
分
の
言
葉
タ
ガ
ロ
グ
語
で
祈
っ
た
り
す
る
こ
と
は
「
気
持
ち

が
い
い
。
心
か
ら
感
激
す
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

外国人の被災経験
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崎
山
小
学
校
へ

　
な
ん
と
か
日
本
語
の
上
手
い
人
達
が
、
災
害
放
送
や
ラ
ジ
オ
で
津
波
の
情
報
を

得
て
、
ビ
ク
タ
ー
さ
ん
と
ケ
ビ
ン
さ
ん
の
２
台
の
車
に
分
乗
し
て
、
高
台
に
あ
る

崎
山
小
学
校
へ
移
動
し
た
。
エ
ミ
ー
さ
ん
も
車
で
来
て
い
た
が
、
ガ
ソ
リ
ン
が
あ

ま
り
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
と
、
シ
ョ
ッ
ク
で
歩
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

彼
女
の
車
は
駐
車
場
に
お
い
た
ま
ま
に
し
た
（
そ
の
後
、
１
週
間
ほ
ど
置
き
っ
ぱ

な
し
だ
っ
た
）。
津
波
の
こ
と
は
聞
い
て
い
た
の
で
駅
の
裏
の
道
は
通
ら
ず
に
、
橋

を
渡
り
キ
ャ
ト
ル
を
右
に
曲
が
り
駅
前
を
左
に
曲
が
り
、
山
の
中
の
道
を
移
動
し

た
。
ポ
ー
ル
さ
ん
は「
日
本
語
の
わ
か
る
友
人
と
い
た
の
は
と
て
も
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ

た
。
１
人
で
い
た
ら
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
日
本
語
だ
け
で
意
味
が
わ
か
ら
ず
、
愛
宕
の

自
宅
に
帰
っ
て
い
た
だ
ろ
う
」と
い
う
。（
ポ
ー
ル
さ
ん
の
部
屋
は
２
階
で
無
事
だ
っ

た
が
駐
車
場
に
停
め
て
い
た
車
は
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。）

　
エ
ミ
ー
さ
ん
の
子
供
は
当
時
崎
山
小
学
校
４
年
生
の
女
の
子
と
、
２
年
生
の
男

の
子
で
、
そ
こ
で
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
ア
ニ
ー
タ
さ
ん
の
子
ど
も
も
同
じ
学
校

で
、そ
こ
で
「
ト
マ
オ
ニ
」
に
は
い
な
か
っ
た
ア
ニ
ー
タ
さ
ん
と
会
う
こ
と
に
な
る
。

小
学
校
で
は
泣
い
て
い
る
子
供
達
も
見
か
け
た
。

　
ア
ニ
ー
タ
さ
ん
は
「
ト
マ
オ
ニ
」
で
の
パ
ー
テ
ィ
に
は
親
戚
の
三
十
三
回
忌
が

あ
り
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
。
エ
ミ
ー
さ
ん
か
ら
は
「
終
わ
っ
た
ら
来
て
」
と
さ

そ
わ
れ
て
い
た
が
、
断
っ
て
い
た
。
法
事
は
お
じ
ち
ゃ
ん
の
親
戚
の
家
で
行
わ
れ

た
が
、
昼
ま
で
に
は
帰
宅
し
、
地
震
の
時
に
は
自
宅
に
い
た
。
そ
し
て
、
津
波
で

そ
の
お
じ
ち
ゃ
ん
が
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
法
事
に
参
加
し
た
の
は
ア
ニ
ー
タ
、

義
母
、
義
祖
母
、
お
じ
ち
ゃ
ん
の
４
人
だ
っ
た
。
お
じ
ち
ゃ
ん
は
ま
だ
見
つ
か
っ

て
い
な
い
。
ま
さ
か
午
前
中
に
会
っ
た
ば
か
り
の
人
だ
っ
た
の
で
、
信
じ
ら
れ
な

か
っ
た
。
お
じ
ち
ゃ
ん
は
漁
師
だ
っ
た
の
で
、
船
を
あ
げ
よ
う
と
浜
に
お
り
て
し

ま
っ
た
。
同
じ
場
所
で
漁
師
12
人
が
流
さ
れ
、
助
か
っ
た
の
は
３
人
だ
け
だ
っ
た
。

　
地
震
の
時
に
は
自
宅
に
い
て
、
下
の
子
ど
も
を
保
育
園
に
迎
え
に
行
く
準
備
を

し
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
を
し
て
い
た
。
揺
れ
始
め
て
、
電
気
が
消
え
て
物
が
落
ち
て

き
た
の
で
、
外
に
出
た
。
と
な
り
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
と
こ
ろ
に
行
っ
た
ら
、
津

波
が
来
る
こ
と
を
ラ
ジ
オ
で
聞
い
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
も
物
が
落
ち
て
壊
れ

て
い
た
の
で
、そ
れ
を
片
付
け
な
が
ら
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
い
た
。
防
災
無
線
も
鳴
っ

　
津
波
の
警
報
も
日
本
語
の
後
に
簡

単
な
英
語
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
つ
け
て

ほ
し
い
。〝 TSU

N
A

M
I!

（
津
波
） 

Becareful!

（
注
意
） Earthquake!

（
地
震
） Evacuate!

（
避
難
）〟
と

い
っ
た
単
語
だ
け
で
も
つ
け
て
く
れ

れ
ば
い
い
。
ど
の
く
ら
い
の
大
き
さ

と
か
は
あ
れ
ば
い
い
け
ど
、
な
く
て

も
構
わ
な
い
。
簡
単
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

だ
け
で
も
状
況
が
把
握
で
き
る
。
英

語
の
教
員
の
中
に
は
僕
よ
り
日
本
語

が
で
き
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
。

も
し
、
も
う
一
度
津
波
が
来
た
時
に
、

彼
ら
が
１
人
で
い
た
ら
何
も
で
き
な

い
だ
ろ
う
。」

　
た
だ
し
、
日
本
に
長
く
滞
在
し
、
す
で
に
日
本
語
が
上
達
し
て
い
る
人
で
も
、

こ
れ
ほ
ど
の
大
き
な
地
震
や
津
波
の
経
験
は
な
い
の
で
、
事
態
を
正
確
に
把
握
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。
例
え
ば
日
本
語
の
上
手
い
エ
ミ
ー
さ
ん
で
も
、
津

波
が
来
る
こ
と
を
す
ぐ
に
理
解
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
防
災
無
線
も
な
っ
て
い

た
し
、
ラ
ジ
オ
も
聴
い
て
い
た
が
、
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
英
語
で
も
「
津
波
」

は
〝tsunam

i

〟
な
の
で
、
単
語
は
知
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
深
刻
な

の
か
は
知
ら
な
か
っ
た
。
フ
ァ
ト
マ
さ
ん
も
津
波
警
報
は
た
だ
「
避
難
！
避
難
！
」

以
外
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
な
お
、
エ
ミ
ー
さ
ん
は
毎
週
金
曜
日
の
10
〜
14
時
に
釜
石
で
英
会
話
の
レ
ッ
ス

ン
を
し
て
い
て
、
本
来
な
ら
ば
、
津
波
の
時
に
海
沿
い
の
道
を
走
っ
て
い
る
と
こ

ろ
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
送
別
会
の
た
め
に
休
み
に
し
て
い
た
。
エ
ミ
ー
さ
ん

は
「
ミ
ッ
シ
ェ
ル
さ
ん
に
助
け
ら
れ
た
よ
う
な
も
の
で
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
運

転
を
し
て
い
る
と
地
震
の
揺
れ
は
わ
か
り
に
く
い
の
で
、
何
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま

急
に
津
波
に
の
ま
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
振
り
返
っ
て
い
る
。

   写真１　送別会が行われていた「トマト＆オニオン」
　　　　　　 2014/12/07　撮影：藤野陽平
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れ
ず
心
配
だ
っ
た
と
い
う
。

　
エ
ミ
ー
さ
ん
の
夫
は
山
田
町
の
大
沢
で
水
道
関
係
の
自
営
業
を
し
て
い
た
。
震

災
後
会
え
た
の
は
２
日
後
の
12
日
夜
11
時
で
、
も
う
ダ
メ
か
も
し
れ
な
い
と
覚
悟

を
決
め
て
い
た
。
話
を
聞
く
と
車
が
壊
れ
て
帰
っ
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
と
い

う
。
夫
と
再
会
し
た
エ
ミ
ー
さ
ん
は
子
供
達
と
自
宅
へ
帰
っ
て
い
っ
た
。

　
ア
ニ
ー
タ
さ
ん
は
普
段
は
土
曜
日
に
買
い
物
を
す
る
の
だ
が
、
金
曜
日
に
地
震

が
来
た
の
で
食
品
の
備
蓄
が
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
急
に
人
が
増
え
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
う
え
ア
ニ
ー
タ
さ
ん
の
家
族
は
み
ん
な
魚
が
好
き
だ
が
、
外
国
人
は
あ
ま
り

好
き
で
は
な
い
人
も
多
く
、
せ
っ
か
く
出
し
た
の
に
食
べ
な
い
人
も
い
た
。
そ
れ

で
も
、
な
ん
と
か
や
り
く
り
し
た
と
い
う
。
帰
宅
し
た
エ
ミ
ー
さ
ん
が
自
宅
か
ら

食
べ
物
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

　
水
道
と
電
気
も
な
か
っ
た
。
発
電
機
は
あ
っ
た
が
、
ガ
ソ
リ
ン
が
な
く
な
る
と

い
け
な
い
の
で
夜
だ
け
使
っ
た
。
水
は
２
日
目
に
給
水
車
が
来
た
が
、
水
と
電
気

が
復
旧
し
た
の
は
１
週
間
ほ
ど
か
か
っ
た
。
飲
み
水
は
タ
ン
ク
が
あ
っ
た
の
で
良

か
っ
た
が
、
洗
濯
や
食
器
洗
い
は
山
に
水
を
汲
み
に
行
っ
て
使
っ
た
。
こ
の
間
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
道
路
の
清
掃
な
ど
を
し
た
り
、
徒
歩
で
買
い
物
に
行
っ
た
り
し

て
過
ご
し
て
い
た
。
ポ
ー
ル
さ
ん
は
一
度
自
宅
に
戻
り
部
屋
の
掃
除
も
し
た
。

　
こ
の
時
の
エ
ミ
ー
さ
ん
は
、
電
気
は
２
週
間
ほ
ど
つ
か
な
か
っ
た
の
だ
が
、
夫

が
水
道
関
係
の
仕
事
な
の
で
発
電
機
が
あ
り
、
そ
れ
で
暖
も
取
れ
た
し
、
食
事
も

作
れ
た
。
ま
た
、
水
は
隣
に
住
ん
で
い
る
義
父
母
の
家
の
裏
に
井
戸
が
あ
り
、
発

電
機
で
ポ
ン
プ
を
動
か
し
て
つ
か
っ
た
。
た
だ
し
、
節
約
の
た
め
お
風
呂
は
２
日

に
１
回
に
し
た
。

　
大
変
だ
っ
た
の
は
食
料
だ
っ
た
。
普
段
は
家
に
あ
る
事
が
多
い
の
だ
が
、「
ト
マ

オ
ニ
」
の
パ
ー
テ
ィ
が
終
わ
っ
た
後
に
買
い
物
に
行
く
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
、
備

蓄
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
助
か
っ
た
の
は
義
父
の
家
に
は
畑
が
あ
り
、
野
菜
が
た

く
さ
ん
あ
っ
た
こ
と
で
、
じ
ゃ
が
い
も
と
白
菜
で
し
の
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
米
も

い
つ
も
は
30
㌔
く
ら
い
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
時
は
５
㌔
く
ら
い
し
か
な
か
っ
た
の

で
、
義
父
の
家
に
あ
っ
た
素
麺
や
パ
ス
タ
、
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
た
と
い
う
。
肉
や

魚
は
２
週
間
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。
自
分
の
家
に
あ
っ
た
食
料
は
た
く
さ
ん
の
人

が
泊
ま
っ
て
い
た
ア
ニ
ー
タ
の
家
に
も
持
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
携

て
い
て
と
て
も
恐
か
っ
た
。

　
崎
山
は
保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
が
同
じ
場
所
な
の
で
、
地
震
の
後
10
分
く

ら
い
し
て
車
で
迎
え
に
行
っ
た
。
当
時
、
長
男
は
小
学
校
６
年
生
、
一
番
下
の
子

は
保
育
所
に
い
た
。
そ
こ
で
み
な
さ
ん
に
会
う
こ
と
に
な
っ
た
。

ア
ニ
ー
タ
さ
ん
の
お
宅
へ

　

こ
こ
で
ト
マ
オ
ニ
に
い
た
グ
ル
ー
プ
が
自
宅
を
避
難
所
と
し
て
提
供
す
る
ア

ニ
ー
タ
さ
ん
と
出
会
う
。
ア
ニ
ー
タ
さ
ん
は
一
旦
子
供
を
連
れ
て
家
族
だ
け
で
自

宅
に
戻
っ
た
。
そ
こ
に
元
々
ア
ニ
ー
タ
さ
ん
と
仲
良
し
だ
っ
た
エ
ミ
ー
さ
ん
が
、

避
難
し
て
き
た
。
エ
ミ
ー
さ
ん
の
自
宅
は
佐
原
に
あ
り
、
ア
ニ
ー
タ
さ
ん
の
家
か

ら
５
㌔
ほ
ど
離
れ
て
い
る
。
エ
ミ
ー
さ
ん
は
犬
を
２
匹
飼
っ
て
い
て
心
配
に
な
り
、

夜
９
時
ご
ろ
ビ
ク
タ
ー
さ
ん
に
送
っ
て
も
ら
っ
て
自
宅
に
戻
っ
た
。
し
か
し
、
夫

が
帰
宅
し
て
い
な
い
の
で
不
安
に
な
り
、
再
び
ア
ニ
ー
タ
さ
ん
の
家
に
戻
る
。
当

日
は
寒
い
日
で
自
宅
は
電
気
も
つ
か
ず
と
に
か
く
寒
か
っ
た
と
い
う
。

　
当
時
の
ア
ニ
ー
タ
さ
ん
は
子
育
て
の
た
め
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
に
は
あ
ま
り
参
加
し

て
お
ら
ず
、エ
ミ
ー
さ
ん
以
外
の
人
と
そ
れ
ほ
ど
仲
が
良
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
が
、
こ
の
時
に
他
の
人
達
と
も
仲
良
く
な
っ
た
。
こ
の
時
に
来
た
の
は
、
ポ
ー

ル
さ
ん
、
ミ
ッ
シ
ェ
ル
さ
ん
、
ビ
ク
タ
ー
さ
ん
、
ケ
ビ
ン
さ
ん
、
フ
ァ
ト
マ
さ
ん
、

エ
ミ
ー
さ
ん
、
ア
レ
ッ
ク
ス
さ
ん
で
、
ポ
ー
ル
さ
ん
と
ミ
ッ
シ
ェ
ル
さ
ん
は
愛
宕
、

ビ
ク
タ
ー
さ
ん
は
田
野
畑
、
ケ
ビ
ン
さ
ん
は
市
内
在
住
の
た
め
、
こ
の
４
人
が
帰

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
当
日
、
フ
ァ
ト
マ
さ
ん
が
津
軽
石
の
自
宅
と
家
族
を
心
配
し
、
パ
ニ
ッ
ク
状
態

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
ビ
ク
タ
ー
さ
ん
と
ポ
ー
ル
さ
ん
と
で
車
を
つ
か
い
家

ま
で
送
り
に
い
っ
た
。
彼
女
の
家
ま
で
は
普
段
は
海
沿
い
の
道
で
行
く
が
、
通
れ

な
い
の
で
２
９
０
号
を
通
っ
て
山
の
中
を
走
っ
た
。
お
か
げ
で
フ
ァ
ト
マ
さ
ん
は

無
事
帰
宅
で
き
た
。
彼
女
の
夫
も
と
て
も
心
配
し
て
い
た
と
い
う
。
フ
ァ
ト
マ
さ

ん
を
家
ま
で
送
っ
た
あ
と
、ポ
ー
ル
さ
ん
は
同
じ
く
山
中
の
道
を
使
っ
て
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
の
重
要
な
書
類
を
取
り
に
自
分
の
ア
パ
ー
ト
に
戻
り
、
ア
ニ
ー
タ
さ
ん
の

家
に
戻
っ
た
。ア
ニ
ー
タ
さ
ん
の
夫
は
タ
ン
カ
ー
の
船
員
で
茨
城
に
お
り
不
在
だ
っ

た
。
大
き
い
タ
ン
カ
ー
だ
っ
た
の
で
問
題
は
な
か
っ
た
が
、
３
日
ほ
ど
連
絡
が
取

外国人の被災経験
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ポ
ー
ル
さ
ん
は
一
時
、
独
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
ビ
ク
タ
ー
さ
ん
達
が
戻
っ

て
き
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
ガ
ソ
リ
ン
は
ほ
と
ん
ど
空
で
移
動
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
幸
い
、
２
日
後
に
岩
泉
に
ガ
ソ
リ
ン
が
届
い
た
と
の
知
ら
せ
を
う
け
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
へ
行
こ
う
と
し
た
が
、
途
中
で
つ
い
に
ガ
ス
欠
に
な
り
、
手

で
お
し
て
行
っ
て
給
油
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
数
日
間
、
避
難
所
で
料
理
の
手

伝
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
、
ガ
ソ
リ
ン
が
手
に
入
っ
て
ポ
ー
ル
さ
ん
の
会
社
が

取
っ
て
く
れ
た
盛
岡
の
ホ
テ
ル
へ
移
動
し
、
３
人
で
暮
ら
し
た
。
数
日
後
ケ
ビ
ン

さ
ん
と
ビ
ク
タ
ー
さ
ん
は
自
分
の
ア
パ
ー
ト
に
戻
っ
て
い
っ
た
。

４　
背
景
と
し
て
の
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
宮
古
国
際
交
流
倶
楽
部

　
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
宮
古
国
際
交
流
倶
楽
部
（
以
下
、
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
）
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
運
営
さ
れ
て
い
る
、
宮
古
市
内
唯
一
の
日
本
人
と
外
国
人
が
集
い
交

流
す
る
場
で
あ
る
。
国
際
化
が
進
む
な
か
、
多
く
の
地
方
公
共
団
体
に
は
国
際
交

流
に
関
す
る
部
署
が
役
所
に
用
意
さ
れ
て
い
る
が
、宮
古
市
に
は
こ
う
い
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
部
署
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
事
実
上
、窓
口
に
な
っ

て
い
る
の
が
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
だ
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
筆
者
も
宮
古
の
外
国
人
に
つ

い
て
取
材
し
よ
う
と
し
た
際
に
紹
介
さ
れ
た
の
が
、
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
で
あ
っ
た
。

事
務
局
長
の
佐
々
木
匡
人
さ
ん
は
、
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
に
集
ま
る
外
国
人
の
特
徴
を

「
ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り
」と
考
え
て
い
る
。
こ
の
ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り
ゆ
え
に
、

前
節
の
共
同
生
活
が
成
立
し
た
と
い
え
る
。

　
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
は
２
０
０
０
年
３
月
14
日
よ
り
活
動
を
は
じ
め
て
い
る
。
日
本

語
教
室
を
は
じ
め
た
理
由
は
、
佐
々
木
さ
ん
の
近
所
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
離
婚
し

て
帰
国
し
て
し
ま
っ
た
。
中
国
人
で
も
似
た
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
理
由

に
日
本
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
し

か
し
、
宮
古
に
は
外
国
人
の
た
め
の
窓
口
も
な
く
、
特
に
対
策
を
し
て
く
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
佐
々
木
さ
ん
は
日
本
語
教
師
の
資
格
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
日
本
語
教

室
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
。
当
時
の
参
加
者
は
外
国
人
の
英
語
教
師
が
中
心
だ
っ

た
が
、
近
年
は
様
々
な
経
緯
で
宮
古
に
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
人
達
が
集
ま
っ
て

き
て
い
る
。
発
足
の
際
に
は
「
三
陸
海
岸
の
中
心
都
市　
宮
古
に
も
国
際
交
流
の

拠
点
を
！
」
と
呼
び
か
け
た
。

帯
電
話
も
通
じ
な
け
れ
ば
、
ガ
ソ
リ
ン
も
な
い
の
で
毎
日
行
き
来
で
き
る
わ
け
で

は
な
い
。
夫
は
車
を
２
台
持
っ
て
い
て
、１
台
は
家
に
あ
っ
た
。
自
分
の
車
は
「
ト

マ
オ
ニ
」
に
泊
め
て
あ
り
、
パ
ー
テ
ィ
の
後
給
油
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

ガ
ソ
リ
ン
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
ポ
ー
ル
さ
ん
は
友
人
の
ａ
ｕ
の
携
帯
電
話
を
使
用
し
て
家
族
に
無
事
の
連
絡
を

し
た
。
そ
の
時
は
ａ
ｕ
だ
け
が
使
用
で
き
た
。
ポ
ー
ル
さ
ん
の
記
憶
と
は
、
ず
れ

が
あ
る
が
、
エ
ミ
ー
さ
ん
が
使
用
し
て
い
る
ａ
ｕ
の
携
帯
電
話
は
通
じ
る
ま
で
１

週
間
く
ら
い
か
か
っ
た
。
固
定
電
話
は
し
ば
ら
く
使
え
な
か
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
家
族
と
連
絡
が
で
き
た
の
は
10
日
後
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
復
旧
し
て
か
ら
だ

と
い
う
。
ア
ニ
ー
タ
さ
ん
も
電
気
・
水
・
食
べ
物
の
問
題
よ
り
も
、
最
も
困
っ
た

こ
と
は
外
国
の
家
族
や
夫
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

　
日
本
人
の
安
否
確
認
も
な
か
な
か
難
し
い
状
況
で
あ
っ
た
あ
の
当
時
、
宮
古
に

暮
ら
す
外
国
人
の
母
国
の
家
族
や
友
人
た
ち
は
ど
う
い
う
気
持
ち
で
い
た
の
だ
ろ

う
か
。
災
害
時
の
海
外
へ
の
連
絡
手
段
は
彼
ら
に
共
通
の
問
題
で
あ
っ
た
。

そ
の
後

　
途
中
で
帰
宅
し
た
フ
ァ
ト
マ
さ
ん
、エ
ミ
ー
さ
ん
以
外
の
人
達
は
５
日
間
ア
ニ
ー

タ
さ
ん
の
お
宅
に
滞
在
し
た
が
、
ず
っ
と
そ
こ
に
い
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
５
人

で
岩
泉
に
移
動
す
る
こ
と
を
決
心
し
た
。
エ
ミ
ー
さ
ん
の
夫
の
友
人
が
中
古
車
を

扱
っ
て
お
り
、
そ
の
人
が
ガ
ソ
リ
ン
１
缶
を
分
け
て
く
れ
た
。
エ
ミ
ー
さ
ん
は
半

分
を
自
分
で
と
り
、
半
分
は
ビ
ク
タ
ー
さ
ん
に
わ
け
て
あ
げ
た
。
こ
れ
で
と
り
あ

え
ず
の
ガ
ソ
リ
ン
が
で
き
た
。
そ
れ
ま
で
は
ガ
ソ
リ
ン
が
な
く
、
車
は
緊
急
用
と

し
て
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い
で
い
た
が
、
移
動
す
る
こ
と
を
決
意
し
て
車
を
使
用
し

た
。
沿
岸
の
道
は
通
れ
な
い
の
で
、
山
中
の
道
を
移
動
し
た
。
岩
泉
に
は
ガ
ソ
リ

ン
が
あ
る
と
い
う
噂
が
あ
っ
た
か
ら
な
の
だ
が
、
行
っ
て
み
た
と
こ
ろ
が
単
な
る

噂
で
、
ガ
ソ
リ
ン
は
な
か
っ
た
。

　
そ
の
後
５
人
の
う
ち
３
人
は
花
巻
空
港
の
近
く
ま
で
移
動
し
た
。
ポ
ー
ル
さ
ん

と
岩
泉
の
友
人
は
岩
泉
に
残
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
友
人
は
両
親
と
連

絡
を
取
っ
た
と
こ
ろ
福
島
の
原
発
の
事
故
の
た
め
、
す
ぐ
日
本
を
離
れ
ろ
と
言
わ

れ
、
先
に
花
巻
空
港
の
近
く
へ
移
動
し
た
グ
ル
ー
プ
の
元
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

各分野での震災後の取り組み
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練
習
す
る
。
日
本
語
の
母
語
話
者
に
と
っ
て
は
何
で
も
な
い
が
、
日
本
人
が
英
語

の
Ｌ
と
Ｒ
の
違
い
を
聞
き
分
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
日
本
語
の
初
学
者
に
は
こ
の

違
い
は
た
や
す
い
も
の
で
は
な
い
。

　
次
に
プ
リ
ン
ト
を
用
い
て
、
買
い
物
の
練
習
を
す
る
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
言
葉
が
し
ゃ
べ
れ
な
く
て
も
買
い
物
は
で
き

る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
込
み
入
っ
た
要
求
を
し
た
り
、
店
員
に
問
い
合
わ
せ
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
日
常
生
活
に
密
着
し
て
い
る
が
、
難
し
い
問
題
を
取
り

扱
っ
て
い
る
。

　
８
時
頃
に
な
る
と
各
人
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
個
別
の
練
習
を
行
う
。
日
本
語

能
力
検
定
Ｎ
２
の
試
験
を
控
え
て
い
る
人
に
は
、
問
題
集
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
問

題
の
質
問
に
日
本
人
が
答
え
て
い
る
。
別
の
人
に
は
「
ひ
と
つ
、
ふ
た
つ
」
の
よ

う
に
数
字
の
数
え
方
を
教
え
た
り
し
て
い
る
。
語
学
教
室
で
は
基
礎
か
ら
上
級
の

よ
う
に
ク
ラ
ス
分
け
を
す
る
ほ
う
が
、
教
え
る
方
も
、
教
わ
る
方
も
や
り
や
す
い

の
で
あ
ろ
う
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
運
営
で
、
そ
れ
だ
け
の
人
材
や
準
備
時

間
を
確
保
す
る
の
は
現
実
的
で
は
な
い
。

　

参
加
者
に
と
っ
て
の
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ

と
は

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、

オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
は
宮
古
で
外
国
人
と

集
ま
れ
る
貴
重
な
場
で
あ
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
る
場
に
な
っ
て
い

る
。
エ
ミ
ー
さ
ん
は
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ

に
ア
ニ
ー
タ
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
参
加

す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で

は
あ
ま
り
宮
古
で
出
歩
か
な
か
っ

た
。
そ
の
う
え
、
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
に

参
加
す
る
前
に
は
宮
古
に
外
国
人

の
友
達
は
い
な
か
っ
た
。
ア
ニ
ー
タ

さ
ん
に
は
12
、
13
年
前
に
ド
ラ
で

　
活
動
は
毎
週
木
曜
日
の
午
後

７
〜
９
時
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
て
い
る
。
年
会
費
は
千

円
で
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
使

用
料
な
ど
に
あ
て
て
い
る
。
そ

の
他
に
も
ク
リ
ス
マ
ス
、
花
見
、

盛
岡
の
祭
り
へ
の
参
加
、
カ

ラ
オ
ケ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
、
春
節

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い

る
。
子
育
て
中
の
メ
ン
バ
ー
も

多
く
、
木
曜
日
に
参
加
が
難
し

い
場
合
に
は
イ
ベ
ン
ト
を
中
心

に
参
加
す
る
人
も
い
る
。
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
の
際
に
は
仮
装
し
て
カ

ラ
オ
ケ
を
し
た
り
（
写
真
２
）、

春
節
に
は
各
自
持
ち
寄
り
の
料
理
を
食
べ
た
り
（
写
真
３
）
と
い
っ
た
よ
う
な
こ

と
を
す
る
。
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
と
し
て
は
市
に
外
国
人
の
対
応
を
し
て
ほ
し
い
と
要

望
を
出
し
て
い
て
、
実
現
で
き
れ
ば
、
日
本
語
教
室
は
市
に
任
せ
て
、
オ
ー
シ
ャ

ン
ズ
は
イ
ベ
ン
ト
だ
け
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
震
災
後
、
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
の
日
本
語
教
室
は
５
月
上
旬
に
活
動
を
再
開
さ
せ
た
。

揺
れ
に
強
い
恐
怖
を
感
じ
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
も
続
い
て
い
る
人
が
い
る
と
聞

い
た
り
、
話
を
す
る
場
所
が
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
、
す
ぐ
に
再
開
し
た
。

普
段
の
活
動

　
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
の
日
本
語
教
室
（
写
真
４
）
で
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

る
か
見
て
み
よ
う
。
筆
者
が
参
加
し
た
２
０
１
４
年
10
月
30
日
の
会
で
は
、
夜
７

時
か
ら
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
に
て
参
加
者
は
男
性
６
名
、
女
性
３
名
の
９
名
で
、

う
ち
４
名
は
日
本
人
で
あ
っ
た
。
学
習
の
内
容
は
、ま
ず
、佐
々
木
さ
ん
の
司
会
で
、

プ
リ
ン
ト
を
も
ち
い
て
「
ば
び
ぶ
べ
ぼ
」
と
「
ぱ
ぴ
ぷ
ぺ
ぽ
」
の
発
音
の
違
い
を

　  写真２　オーシャンズのハロウィンパーティ
　　　　　　 2014/10/31　撮影：藤野陽平

写 真３　春節のパーティ中に広東語の新年のあいさつを
練習する 2015/02/20　撮影：藤野陽平

外国人の被災経験



704

の
よ
う
な
関
係
な
の
で
す
。」

メ
イ
オ
さ
ん

　
「
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
に
は
10
年
ほ

ど
前
に
ア
ニ
ー
タ
さ
ん
に
日
本
語

の
勉
強
に
な
る
か
ら
と
誘
わ
れ
て

参
加
し
は
じ
め
ま
し
た
。
高
橋
洋

子
さ
ん
と
は
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
で
出

会
い
ま
し
た
。
一
時
通
わ
な
い
時

期
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時

も
高
橋
さ
ん
と
の
関
係
は
続
い
て

い
ま
し
た
。
今
で
も
、
何
か
問
題

が
あ
る
と
す
ぐ
高
橋
さ
ん
に
相
談

し
ま
す
。
ア
ニ
ー
タ
さ
ん
と
は
ド

ラ
で
買
い
物
を
し
て
い
る
時
に
出

会
っ
て
、
そ
れ
以
来
友
人
に
な
り
ま
し
た
。

　
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
に
は
今
は
イ
ベ
ン
ト
の
時
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
で

は
高
橋
さ
ん
と
は
毎
日
メ
ー
ル
を
し
ま
す
。
最
初
は
事
務
局
長
の
佐
々
木
さ
ん
と

知
り
合
い
だ
っ
た
の
で
、
飲
み
会
の
時
に
誘
わ
れ
て
以
来
参
加
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
当
時
は
英
語
圏
の
人
が
多
か
っ
た
の
で
２
時
間
の
う
ち
最
初
の
１
時
間

は
日
本
語
、
次
の
１
時
間
は
英
語
を
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
娘
が
中
学
校
で
英
語

が
習
え
る
か
ら
と
一
緒
に
通
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
高
校
に
入
っ
て
か
ら
は
来
な

く
な
っ
た
の
で
私
だ
け
残
り
ま
し
た
。

　
た
だ
、オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
の
で
、恥
ず
か
し
い
の
で
す
。

日
本
語
の
レ
ベ
ル
も
バ
ラ
バ
ラ
で
、
私
は
ま
ず
は
ひ
ら
が
な
だ
け
勉
強
し
た
い
と

思
う
の
だ
け
ど
、
カ
タ
カ
ナ
や
漢
字
も
で
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。
タ
イ
の
若
い
子

も
来
て
い
て
、
そ
の
子
の
方
が
早
く
覚
え
て
し
ま
い
、
私
は
よ
く
間
違
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
れ
も
恥
ず
か
し
い
ん
で
す
。」

　
こ
の
よ
う
に
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
の
よ
う
な
集
ま
り
を
必
要
と
し
つ
つ
も
、
シ
ャ
イ
な

性
格
の
メ
イ
オ
さ
ん
は
、
色
々
な
人
が
来
る
場
所
が
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
よ
う

出
会
っ
た
。
見
た
目
で
す
ぐ
に
外
国
人
と
わ
か
っ
た
の
で
、
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、

す
ぐ
に
友
達
に
な
れ
た
。
２
人
は
子
供
も
同
じ
く
ら
い
の
年
で
「
マ
マ
友
」
だ
。

当
初
、
英
語
で
し
ゃ
べ
っ
て
い
た
が
、
今
で
は
日
本
語
で
話
す
。
た
だ
し
、
メ
ー

ル
は
英
語
を
使
っ
て
い
る
。
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
に
参
加
す
る
ま
で
の
外
国
人
の
友
人

は
ア
ニ
ー
タ
さ
ん
く
ら
い
で
、
友
人
は
少
な
か
っ
た
。
高
橋
洋
子
さ
ん
と
ア
ニ
ー

タ
さ
ん
が
友
人
で
、
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
に
誘
わ
れ
た
そ
う
だ
。
こ
の
よ
う
に
人
づ
て

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
細
々
と
で
は
あ
る
が
、
し
っ
か
り
と
し

た
人
間
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
彼
ら
・
彼
女
ら
が
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
う
ち
、
該
当
す
る
部
分
を
抜
粋
し
て

み
た
い
。

フ
ァ
ト
マ
さ
ん

　
「
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
に
は
４
年
前
か
ら
通
い
始
め
ま
し
た
。
佐
々
木
先
生
は
す
ぐ
近

く
に
住
ん
で
い
て
、
親
戚
の
よ
う
に
親
し
く
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
オ
ー
シ
ャ

ン
ズ
に
も
直
接
佐
々
木
先
生
か
ら
誘
わ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
に
行
く
ま
で

は
国
に
帰
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
通
い
始
め
て
か
ら
は
友
達
も
増
え

て
宮
古
で
の
生
活
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
東
京
で
は
外
国
人
の
集
ま
り
も
多
い

で
す
が
、
宮
古
に
は
こ
こ
に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
佐
々
木
先
生
が
こ
う
し
た
活
動

を
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
仕
事
や
勉
強
が
終
わ
っ
て
夜
に
す
る
こ
と
が
な
い
の
は
寂
し
い
の
で
、オ
ー
シ
ャ

ン
ズ
の
よ
う
な
集
ま
り
が
あ
る
と
張
り
合
い
が
出
ま
す
。
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
が
な
い

と
、
宮
古
を
離
れ
た
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
宮

古
が
一
番
い
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
宮
古
は
私
達
の
故
郷
と
い
う

感
じ
が
し
ま
す
。

　
佐
々
木
先
生
は
、
私
達
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
の
メ
ン
バ
ー
に
メ
ー
ル
を
送
る
な
ど
ケ

ア
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
震
災
後
、
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
が
再
開
し
た
と
き
に
は
み
ん

な
参
加
し
ま
し
た
。
み
ん
な
に
会
う
こ
と
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
オ
ー
シ
ャ
ン

ズ
の
よ
う
な
外
国
人
も
日
本
人
も
集
ま
る
場
所
が
と
て
も
大
切
で
す
。
こ
れ
を
長

く
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。外
国
か
ら
来
て
親
戚
が
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
フ
ァ
ミ
リ
ー

写真４　オーシャンズの日本語教室
　　　　　　 2015/05/01　撮影：藤野陽平
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お
わ
り
に　
「
住
め
ば
宮
古
」
は
誰
の
も
の
か
？

　
本
調
査
を
通
じ
て
複
数
の
宮
古
に
暮
ら
す
外
国
人
か
ら
お
話
を
伺
う
機
会
を
得

た
。全
員
が
口
を
そ
ろ
え
て
言
う
の
が
、宮
古
が
好
き
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。ア
ニ
ー

タ
さ
ん
は
そ
の
理
由
に
安
全
を
あ
げ
る
。

　
「
津
波
の
後
、
ナ
ミ
ビ
ア
の
友
人
は
帰
っ
て
き
た
ら
と
い
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

ナ
ミ
ビ
ア
は
治
安
が
悪
い
の
で
宮
古
の
方
が
安
全
で
す
。
安
全
な
国
だ
か
ら
日
本

が
い
い
、
宮
古
が
い
い
の
で
す
。
こ
こ
で
は
殺
さ
れ
た
り
、
泥
棒
に
入
ら
れ
た
り

す
る
と
い
う
こ
と
は
ま
ず
な
い
で
す
か
ら
。」

　
ポ
ー
ル
さ
ん
は
宮
古
で
英
語
が
通
じ
な
い
こ
と
、
退
屈
な
こ
と
に
当
初
は
不
満

を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
間
関
係
が
で
き
て
い
く
う
ち
に
楽
し

み
を
見
出
し
、
住
み
や
す
い
場
所
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。

　
「
宮
古
に
は
じ
め
て
来
た
時
に
は
と
て
も
嫌
だ
っ
た
。
早
く
離
れ
た
か
っ
た
。
で

も
、
今
は
自
分
の
家
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
な
っ
た
。
み
ん
な
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
助

け
て
く
れ
る
。平
和
な
町
だ
と
思
う
。た
だ
、近
く
に
大
き
な
町
が
あ
れ
ば
パ
ー
フ
ェ

ク
ト
な
ん
だ
け
ど
…
今
は
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て
い
て
、
地
元
の
人
と
接
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
人
の
友
人
も
た
く
さ
ん
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
や
ク
ラ
ブ
に

参
加
す
れ
ば
友
達
は
増
え
て
い
く
。
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
も
そ
う
い
う
場
所
の
一
つ
だ
。

た
だ
、み
ん
な
忙
し
い
の
で
な
か
な
か
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
昨
日
の
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
パ
ー
テ
ィ
で
み
ん
な
に
久
し
ぶ
り
に
会
え
た
。
だ
か
ら
、
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
の
普

段
の
日
本
語
教
室
だ
け
で
は
な
く
て
、
こ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
は
と
て
も
い
い
機
会
、

い
い
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
と
思
う
。」

　
こ
う
語
る
ポ
ー
ル
さ
ん
は
４
時
に
仕
事
か
ら
帰
宅
す
る
と
、
月
水
金
は
テ
ニ
ス

を
し
、
火
曜
日
は
月
に
２
回
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
英
語
を
教
え
、
木
曜
日
に
は
マ

ク
ド
ナ
ル
ド
で
日
本
語
の
勉
強
、
日
曜
日
に
は
フ
ッ
ト
サ
ル
と
毎
日
充
実
し
た
生

活
を
送
っ
て
い
る
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
今
後
は
ま
す
ま
す
国
際
結
婚
の
数
も
増
え
て
い
く
だ

ろ
う
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
中
で
、
復
興
の
担
い
手
を
日
本
人
だ
け
で
賄
え
る

時
代
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
日
本
中
で
同
じ
こ
と
が
起
き
て
い
る
が
、
宮
古
で

だ
。
し
か
し
、
日
本
語
教
室
に
参
加
し
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、
関
係
が
切
れ
て
し

ま
う
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
、
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
の
行
き
届
い
て
い
る
点
で

あ
る
。

　
「
昨
年
６
月
か
ら
12
月
ま
で
高
橋
さ
ん
の
お
宅
で
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
ひ
ら

が
な
の
勉
強
を
週
２
回
や
っ
て
い
ま
し
た
。
高
橋
さ
ん
が
ス
マ
ホ
を
買
っ
た
の
を

見
て
、
う
ら
や
ま
し
く
な
っ
て
私
も
買
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
機
に
日
本
語
を

覚
え
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。
勉
強
の
他
に
も
高
橋
さ
ん
と
毎
日
、
日
本
語
で
練

習
を
兼
ね
て
メ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。最
初
は
何
が
言
い
た
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ

た
け
ど
、
少
し
ず
つ
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。」

　
シ
ャ
イ
な
性
格
の
メ
イ
オ
さ
ん
だ
が
、
高
橋
さ
ん
と
は
家
族
の
よ
う
に
打
ち
解

け
て
い
る
。
そ
こ
で
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
の
集
ま
り
に
参
加
し
な
く
て
も
、彼
女
や
佐
々

木
さ
ん
ら
が
個
別
に
ケ
ア
を
行
っ
て
お
り
、
関
係
性
を
維
持
し
て
い
る
。

ア
ニ
ー
タ
さ
ん

　
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
に
15
年
前
か
ら
通
う
ア
ニ
ー
タ
さ
ん
も
、
同
じ
よ
う
な
経
験
を

し
て
い
る
。

　
「
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
は
15
年
前
か
ら
通
っ
て
い
ま
す
。
で
き
た
ば
か
り
の
頃
か
ら
の

メ
ン
バ
ー
で
す
。
し
か
し
、
子
供
が
で
き
て
か
ら
夜
に
外
出
で
き
な
く
な
り
、
そ

の
時
は
高
橋
洋
子
さ
ん
、
佐
々
木
先
生
、
中
村
さ
ん
が
週
に
１
回
火
曜
日
に
我
が

家
に
来
て
、日
本
語
を
無
料
で
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
は
日
本
語
が
し
ゃ

べ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
こ
ん
な
に
日
本
語
が
う
ま
く
な
っ
た
の
は
オ
ー
シ
ャ
ン

ズ
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
世
界
一
や
さ
し
い
人
達
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
語
の
読
み
書
き
は
漢
字
が
難
し
い
け
れ
ど
、
だ
い
た
い
で
き
ま
す
。
子
供

が
大
き
く
な
っ
た
ら
ま
た
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
で
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

今
は
イ
ベ
ン
ト
の
時
を
中
心
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
家
で
英
会
話
教
室
も
し
て
い

る
の
で
、
木
曜
日
の
夜
は
参
加
で
き
な
い
の
で
す
。
英
会
話
教
室
は
３
年
前
か
ら

は
じ
め
ま
し
た
。
夫
の
収
入
で
家
計
は
足
り
て
い
ま
す
が
、
家
で
何
も
し
て
い
な

い
と
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
ま
す
。
楽
し
い
こ
と
を
し
て
い
る
と
ハ
ッ
ピ
ー
で
す
。」

外国人の被災経験
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書
店

藤 

野
陽
平
・
平
野
直
子
「
大
変
動
の
中
の
国
際
宗
教　
―
中
東
政
変
と
東
日
本
大

震
災
を
軸
と
し
て
」『
現
代
宗
教
２
０
１
２
』
２
０
１
２
年　
秋
山
書
店

【
資
料
（
聞
き
取
り
）】

宮 

古
市
総
務
企
画
部
総
務
課
統
計
担
当
編
『
平
成
23
年
度
版　
宮
古
市
の
統
計
』

２
０
１
２
年　
宮
古
市

オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
宮
古
国
際
交
流
倶
楽
部

　

http://hom
epage3.nifty.com

/bagusnya/oceans/japanesef.htm
l

公
益
財
団
法
人　
岩
手
県
国
際
交
流
協
会

　

http://iw
ate-ia.or.jp/

【
協
力
機
関
】

オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
宮
古
国
際
交
流
倶
楽
部

公
益
財
団
法
人
岩
手
県
国
際
交
流
協
会

（
付
記
）
２
０
１
６
年
７
月
26
日
に
宮
古
市
国
際
交
流
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。
本
稿

の
脱
稿
が
そ
れ
以
前
で
あ
り
、
こ
の
内
容
を
記
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
本

協
会
を
通
じ
て
宮
古
市
に
お
け
る
今
後
ま
す
ま
す
の
国
際
交
流
が
進
む
こ
と
を
祈

念
し
た
い
。

も
も
っ
と
外
国
人
は
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。
宮
古
に
関
係
し
た
人
が
一
度
は
耳
に

す
る
で
あ
ろ
う
「
住
め
ば
宮
古
」
と
い
う
言
い
回
し
が
あ
る
。
そ
の
「
み
や
こ
」

と
は
誰
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
宮
古
を
強
く
愛
す
る
外
国
出
身
の
人
達
に
も
、

そ
の
門
戸
を
開
く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
上
で
、
現
在
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
が
か
か
え
る
問
題
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
受
講
生
の
日
本
語
の
レ
ベ
ル
が
様
々
で
、
来
日
数
十
年
の
人
か
ら
、
日
本

に
来
た
ば
か
り
で
挨
拶
も
ま
ま
な
ら
い
人
ま
で
い
る
。
そ
の
人
達
が
一
つ
の
ク
ラ

ス
で
学
習
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
難
し
い
運
営
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
い
く
つ

か
の
ク
ラ
ス
に
分
け
ら
れ
る
と
い
い
の
だ
ろ
う
が
、
日
本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
、

参
加
者
数
が
多
く
な
い
現
状
で
は
難
し
い
。
そ
も
そ
も
、
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
何
ら
か
の
事
情
で
継
続
で
き
な
く
な
っ
て
も
何

の
責
任
も
な
い
し
、
続
け
て
い
く
こ
と
は
義
務
で
は
な
い
。
あ
ま
り
に
負
担
が
大

き
く
な
れ
ば
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。
や
は
り
公
的
機
関
が
、
こ

う
し
た
国
際
交
流
の
基
礎
的
な
部
分
を
担
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
は
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
の
問
題
と
い
う
よ
り
、
宮
古
に
暮
ら
し
宮
古
を
愛
す
る

外
国
人
の
抱
え
て
い
る
問
題
で
も
あ
る
。
次
に
起
き
る
で
あ
ろ
う
災
害
の
時
に
、

今
回
の
よ
う
に
、
た
ま
た
ま
外
国
人
が
集
ま
っ
て
い
て
、
力
を
あ
わ
せ
て
乗
り
越

え
ら
れ
る
保
証
は
な
い
。
彼
ら
・
彼
女
ら
の
安
全
を
守
る
た
め
に
も
、
地
域
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
出
自
や
国
籍
に
関
わ
ら
ず
、
地

域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
ソ
ト
か
ら
来
た
人
々
と
共
に
生
き

て
い
く
の
か
、
震
災
後
人
口
流
出
の
止
ま
ら
な
い
宮
古
市
全
体
の
課
題
と
い
う
こ

と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

【
参
考
（
引
用
）
文
献
】

公 

益
財
団
法
人
岩
手
県
国
際
交
流
協
会
『
岩
手
県
東
日
本
大
震
災
津
波　
多
言
語

記
録
集　
在
住
外
国
人
の
３
・
11
』
２
０
１
３
年　
公
益
財
団
法
人
岩
手
県
国

際
交
流
協
会

高 

橋
原
「
臨
床
宗
教
師
の
可
能
性　
―
被
災
地
に
お
け
る
心
霊
現
象
の
問
題
を
め

ぐ
っ
て
」
国
際
宗
教
研
究
所
編
『
現
代
宗
教
２
０
１
３
』
２
０
１
３
年　
秋
山

各分野での震災後の取り組み
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第
２
部　
各
分
野
で
の
震
災
後
の
取
り
組
み

第
13
章　
被
災
し
た
芸
能
と
復
活

Ⅰ　
法
の
脇
鹿
子
踊
り
の
被
災
と
復
活
（
津
軽
石
法の

り

の
脇わ

き

） 
 

俵
木　
悟

は
じ
め
に

　
今
回
、
筆
者
が
主
な
調
査
対
象
と
し
た
宮
古
市
津
軽
石
法
の
脇
地
区
は
、
深
く

入
り
込
ん
だ
宮
古
湾
の
最
奥
部
に
流
れ
込
む
津
軽
石
川
の
河
口
の
西
岸
に
あ
た
る
。

大
字
津
軽
石
の
最
北
部
で
、
金
浜
地
域
と
境
を
接
し
て
お
り
、
津
軽
石
第
１
地
割

お
よ
び
第
２
地
割
に
相
当
す
る
地
区
で
あ
る
。「
法
の
脇
」
の
字
名
の
通
り
、
津
軽

石
川
の
川
堤
に
沿
う
よ
う
に
集
落
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
目
前
に
は
17
年
の
工
期

と
１
２
５
億
円
の
費
用
を
か
け
て
平
成
19
年
に
完
成
さ
れ
、
全
長
１
８
９
㍍
、
高

さ
８・５
㍍
、
明
治
三
陸
大
津
波
（
明
治
29
年
）
ク
ラ
ス
の
津
波
に
も
対
応
で
き
る

と
さ
れ
た
全
国
有
数
の
規
模
の
津
波
対
策
水
門
が
あ
る
。
チ
リ
地
震
津
波
（
昭
和

35
年
）
の
際
に
も
、
約
30
戸
あ
っ
た
う
ち
の
７
戸
が
流
失
し
、
ほ
と
ん
ど
の
家
が

浸
水
す
る
と
い
う
被
害
を
受
け
て
お
り
、
歴
史
的
に
津
波
の
襲
来
を
受
け
る
こ
と

が
多
か
っ
た
宮
古
湾
沿
岸
地
域
に
お
い
て
も
、
特
に
大
き
な
被
害
を
被
っ
て
き
た

地
区
の
一
つ
で
あ
る
。

１　
法
の
脇
地
区
の
被
災
状
況

　
法
の
脇
地
区
の
戸
数
は
、
震
災
直
前
の
平
成
23
年
３
月
時
点
で
29
戸
（
31
世
帯
、

人
口
83
人
：
住
民
基
本
台
帳
デ
ー
タ
、
平
成
23
年
３
月
時
点
）
で
あ
っ
た
。

　
平
成
23
年
３
月
11
日
の
地
震
に
よ
っ
て
発
生
し
た
津
波
は
前
述
の
水
門
を
越
え

て
津
軽
石
川
を
上
流
に
遡
り
、
津
軽
石
・
赤
前
の
東
西
両
岸
に
大
き
な
傷
跡
を
残

し
た
が
、
と
く
に
水
門
の
両
側
は
、
せ
き
止
め
ら
れ
堤
防
を
越
え
て
あ
ふ
れ
出
た

水
が
滞
留
す
る
こ
と
で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　
法
の
脇
地
区
で
は
、
こ
の
津
波
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
方
が
４
人
、
家
屋
は
３

戸
を
残
し
て
す
べ
て
流
失
す
る
と
い
う
壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
。
家
を
失
っ
た
住

民
は
、
宮
古
市
内
各
所
、
盛
岡
市
な
ど
に
避
難
し
た
ほ
か
、
20
世
帯
ほ
ど
が
払
川

仮
設
住
宅
（
宮
古
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
寿
荘
）
に
、
１
世
帯
が
荷に

竹ち
く

仮
設
住
宅

に
と
、
分
散
し
て
生
活
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
平
成
25
年
３
月
６
日
付
宮
古
市
告
示
第
31
号
に
よ
っ
て
、
法
の
脇
地
区
の
集
落

全
体
が
災
害
危
険
区
域
（
大
半
が
住
居
の
用
に
供
す
る
建
築
物
の
建
築
が
禁
止
さ

れ
る
第
一
種
区
域
、
一
部
が
第
三
種
区
域
）
に
指
定
さ
れ
、
家
屋
の
建
築
が
不
可

能
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
流
失
を
逃
れ
た
３
戸
も
含
め
て
、
全
戸
が
将
来
的
に
移

転
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
法
の
脇
地
区
は
実
質
的
に
解
散
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
避
難
し
た
元
法
の
脇
住
民
の
う
ち
11
戸
が
集
団
移
転
を
希
望
し
て
い
る
と
の
こ

と
だ
っ
た
が
、
移
転
の
詳
細
の
決
定
に
２
年
以
上
の
時
間
が
か
か
っ
た
こ
と
に
対

し
、
住
民
か
ら
は
不
満
の
声
も
聞
か
れ
た
。
話
者
の
１
人
で
あ
っ
た
澤
口
候
則
さ

ん
は
、
自
身
が
大
工
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
震
災
の
年
の
盆
の
頃
に
は
被
災
し
た

自
宅
の
修
繕
を
決
意
し
、
10
月
に
は
居
住
で
き
る
ま
で
修
築
を
済
ま
せ
て
い
た
。

し
か
し
そ
の
後
に
災
害
危
険
区
域
が
正
式
に
発
表
さ
れ
、
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
と
い
う
。

　
ま
た
法
の
脇
の
住
民
に
は
１
人
世
帯
、
夫
婦
の
み
の
高
齢
者
の
小
規
模
世
帯
も

多
く
、津
波
で
家
族
を
失
い
震
災
後
に
１
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
世
帯
も
複
数
あ
っ

た
。
そ
う
し
た
人
た
ち
は
災
害
公
営
住
宅
へ
の
入
居
を
希
望
し
て
い
た
が
、
こ
の

公
営
住
宅
の
計
画
が
な
か
な
か
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。
公
営
住
宅
へ
の
入
居
希
望

者
は
高
齢
者
が
多
い
た
め
、
病
院
へ
の
通
院
な
ど
日
常
生
活
の
便
を
考
え
て
、
津

軽
石
よ
り
も
宮
古
市
街
地
の
住
宅
に
入
居
を
希
望
す
る
も
の
が
多
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
地
区
に
残
る
か
ど
う
か
も
未
知
数
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
避
難
し
た
住
民
た
ち
の
居
住
地
が
な
か
な
か
決
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、

本
章
の
主
題
で
あ
る
法
の
脇
鹿
子
踊
り
の
復
活
へ
の
経
緯
に
も
大
き
く
影
響
し
て

い
た
。

２　
津
軽
石
稲
荷
神
社
の
祭
礼
と
法
の
脇
鹿
子
踊
り

　
法
の
脇
地
区
で
は
、
毎
年
８
月
16
日
の
津
軽
石
の
稲
荷
神
社
の
祭
礼
に
奉
納
さ

れ
る
鹿
子
踊
り
を
伝
承
し
て
き
た
。

　
森
口
多
里
は
岩
手
県
内
の
獅
子
（
鹿
）
踊
り
を
、
舞
い
手
が
腰
に
太
鼓
を
付
け
、

背
に
サ
サ
ラ
な
ど
と
呼
ば
れ
る
長
い
指
し
物
を
負
っ
て
舞
う
太
鼓
踊
系
と
、
太
鼓

法の脇鹿子踊りの被災と復活
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道
方
面
の
沿
岸
漁
業
船
に
乗
組
員
と
し
て
従
事
し
た
り
、
ス
ビ
網
と
呼
ぶ
マ
グ
ロ

定
置
網
漁
（
大
謀
網
）
に
従
事
す
る
者
が
多
か
っ
た
。
ま
た
冬
期
（
11
月
〜
２
月
）

に
は
法
の
脇
に
戻
っ
て
き
て
津
軽
石
川
で
サ
ケ
漁
に
従
事
す
る
者
も
い
た
。
高
度

経
済
成
長
期
以
降
は
、
こ
の
よ
う
な
季
節
労
働
的
な
漁
業
か
ら
サ
ー
ビ
ス
業
や
工

場
労
働
な
ど
の
出
稼
ぎ
が
主
流
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
ほ
か
に
大
工
や
電

気
工
な
ど
の
建
設・設
備
工
事
業
が
多
い
の
も
特
徴
で
あ
る
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

壮
年
男
性
が
地
元
で
生
活
す
る
期
間
が
短
い
の
が
特
徴
で
、
漁
業
者
や
出
稼
ぎ
者

は
正
月
と
盆
く
ら
い
し
か
法
の
脇
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
そ
の
た
め
、
８
月
16
日
の
稲
荷
神
社
の
祭
礼
は
、
地
区
の
人
び
と
が
集
ま
る
貴

重
な
機
会
で
あ
っ
た
。
逆
に
こ
の
時
期
以
外
に
人
を
集
め
て
鹿
子
踊
り
を
演
じ
る

こ
と
は
困
難
で
、
過
去
に
何
度
か
鮭
川
（
津
軽
石
川
）
の
川
開
き
や
宮
古
の
夏
ま

つ
り
な
ど
に
も
出
演
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
衣
裳
の
洗
濯
代
に
も
な
ら
な
い
謝
金

で
は
メ
リ
ッ
ト
が
感
じ
ら
れ
ず
、
以
後
、
祭
礼
以
外
へ
の
出
演
に
は
消
極
的
で
あ
っ

た
。
近
年
は
宮
古
市
郷
土
芸
能
団
体
連
絡
協
議
会
に
も
加
盟
し
て
お
り
、
市
の
郷

土
芸
能
祭
な
ど
へ
の
出
演
依
頼
も
少
な
く
な
い
が
、以
上
の
理
由
か
ら
す
べ
て
断
っ

て
き
た
と
い
う
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
法
の
脇
の
人
び
と
に
と
っ
て
鹿
子

踊
り
を
稲
荷
神
社
祭
礼
に
奉
納
す
る
こ
と
は
、
特
別
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
と
い

う
。

　
鹿
子
踊
り
は
、
稲
荷
神
社
神
輿
の
巡
行
に
従
っ
て
下
町
・
本
町
・
前
田
・
新
町
・

舘た
て

ヶが

下し
た

・
沼ぬ

ま
里り

な
ど
津
軽
石
の
市
街
地
の
家
々
を
廻
る
が
、
こ
の
と
き
各
家
で
は

花
を
打
っ
て
く
れ
る
。
神
輿
を
神
社
に
納
め
る
ま
で
は
神
輿
に
従
う
が
、
納
め
た

後
は
再
度
津
軽
石
の
市
街
に
出
て
、「
通
り
踊
り
」
と
称
し
て
先
ほ
ど
い
た
だ
い
た

花
の
お
礼
に
道
の
隅
か
ら
隅
ま
で
く
ま
な
く
踊
っ
て
廻
る
。
こ
の
伝
統
を
残
し
て

い
た
の
は
震
災
前
で
は
法
の
脇
の
鹿
子
踊
り
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
。
近
年
は
、
か

つ
て
ほ
ど
夜
遅
く
ま
で
踊
り
ふ
け
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
で
も

20
時
く
ら
い
ま
で
は
踊
っ
て
い
た
。

　
鹿
子
踊
り
の
伝
承
を
支
え
た
基
盤
と
し
て
、
こ
の
花
代
の
収
入
は
重
要
で
あ
っ

た
。
１
度
の
祭
礼
で
20
〜
30
万
円
ほ
ど
の
花
代
が
集
め
ら
れ
た
。
そ
こ
か
ら
道
具

や
衣
裳
の
修
理
代
、慰
労
会
の
費
用
な
ど
を
支
出
し
て
も
ま
だ
多
少
の
余
裕
が
あ
っ

た
と
い
う
。
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演
で
は
そ
れ
ほ
ど
の
収
入
は
得
ら
れ
な
い
の
で
、

や
サ
サ
ラ
を
付
け
ず
、
頭
に
鍬
形
状
の
飾
り
を
付
け
、
シ
シ
自
身
は
太
鼓
を
打
た

な
い
幕
踊
系
に
分
類
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
法
の
脇
の
鹿
子
踊
り
は
幕
踊

系
の
獅
子
（
鹿
）
踊
り
に
含
ま
れ
る
。
さ
ら
に
森
口
は
幕
踊
系
の
獅
子
（
鹿
）
踊

り
を
、
カ
ナ
ガ
ラ
ジ
シ
と
紙
ザ
イ
ジ
シ
に
分
け
て
い
る
。
カ
ナ
ガ
ラ
ジ
シ
は
頭
に

付
け
る
ザ
イ
が
カ
ン
ナ
ガ
ラ
で
で
き
て
お
り
、
紙
ザ
イ
ジ
シ
は
そ
れ
が
白
紙
の
束

で
で
き
て
い
る
と
述
べ
、
法
の
脇
鹿
子
踊
り
は
陸
中
海
岸
に
お
け
る
紙
ザ
イ
ジ
シ

の
北
限
で
あ
る
と
い
う
（
森
口　
１
９
７
１
年
）。
し
か
し
近
年
の
法
の
脇
鹿
子
踊

り
の
ザ
イ
は
白
い
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
を
利
用
し
て
お
り
、
さ
ら
に
後
述
す
る
昭
和
10

年
の
フ
ィ
ル
ム
に
は
カ
ン
ナ
ガ
ラ
を
使
っ
た
も
の
が
写
っ
て
い
た
。

　
法
の
脇
鹿
子
踊
り
は
、
江
戸
末
期
に
宮
古
市
茂も

市い
ち

（
旧
新に

い
里さ

と
村
）
か
ら
当
地
の

盛も
り

合あ
い

家
に
婿
に
来
た
サ
シ
ロ
ウ（
佐
四
郎
）と
い
う
人
が
伝
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

サ
シ
ロ
ウ
は
明
治
29
年
の
津
波
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
茂
市
の
鹿
子
踊
り

は
他
に
も
、
同
じ
宮
古
市
内
の
小こ

沢ざ
わ

の
鹿
子
踊
り
や
、
大
槌
町
金
澤
の
鹿
子
踊
り

の
ル
ー
ツ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
津
軽
石
の
稲
荷
神
社
は
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
津
軽
石
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
、
馬ま

越ご
し

地
区

の
一
角
の
小
高
い
山
の
上
に
鎮
座
す
る
。
稲
荷
神
社
の
祭
礼
は
、
も
と
は
旧
４
月

９
日
が
祭
日
で
、
神
輿
が
町
内
を
巡
行
し
て
い
た
。
大
正
末
ご
ろ
に
ア
ン
バ
様
の

日
（
８
月
16
日
）
に
神
輿
を
出
す
こ
と
に
変
更
し
、津
軽
石
一
帯
の
各
地
区
が
様
々

な
芸
能
で
供
奉
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
震
災
前
の
時
点
で
は
、
新
町
の
太
神
楽
と

さ
ん
さ
踊
り
、
根ね

井い

沢さ
わ

の
剣
舞
、
藤ふ

じ
ば
た
け畑

の
虎
舞
な
ど
の
奉
納
芸
能
の
ほ
か
、
多
く

の
子
ど
も
神
輿
が
出
て
い
た
。
法
の
脇
の
鹿
子
踊
り
も
そ
の
一
つ
と
し
て
、
長
く

奉
納
を
欠
か
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
と
く
に
、
稲
荷
神
社
の
境
内
地
に

上
が
っ
て
祭
典
に
も
参
加
す
る
の
は
、
法
の
脇
の
鹿
子
踊
り
と
根
井
沢
の
剣
舞
だ

け
で
、
こ
れ
ら
の
踊
り
が
演
じ
ら
れ
な
い
と
神
輿
が
下
り
ら
れ
な
い
と
も
言
わ
れ

て
い
た
。
法
の
脇
の
住
民
は
こ
れ
を
誇
り
と
し
て
、
稲
荷
神
社
祭
礼
へ
の
参
加
を

地
区
の
最
重
要
の
行
事
と
し
て
き
た
。
昭
和
40
年
の
報
告
で
も
、「
津
軽
石
新
町
の

大
神
楽
と
ノ
リ
ノ
ワ
キ
部
落
の
シ
シ
踊
も
お
伴
し
、（
根
井
ノ
沢
剣
舞
を
含
め
て
：

引
用
者
注
）
こ
の
三
芸
能
を
昔
か
ら
三
役
と
し
て
い
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
岩

手
県
教
育
委
員
会　
１
９
６
５
年
：
70
頁
）。

　
法
の
脇
の
住
民
の
主
た
る
生
業
は
漁
業
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
は
三
陸
沖
や
北
海

各分野での震災後の取り組み
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１
１
８
頁
）、山
野
目
徳
次
郎
さ
ん
、岩
間
政
吉
さ
ん
（
高
浜
に
婿
入
り
）
の
４
人
で
、

昭
和
40
年
代
ま
で
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
は
黒
森
神
楽
の
胴
取
り
と
し
て
知

ら
れ
た
故
佐
伯
裕
則
さ
ん
が
高
校
生
の
頃
か
ら
法
の
脇
に
来
て
笛
を
吹
い
て
い
た
。

他
に
も
小
沢
の
鹿
子
踊
り
の
中
沢
市
郎
さ
ん
な
ど
、
外
部
の
人
に
笛
を
頼
ん
で
い

た
。

　
ま
た
近
年
は
後
述
す
る
よ
う
に
津
軽
石
中
学
校
で
郷
土
芸
能
の
学
習
を
行
っ
て

お
り
、
そ
の
生
徒
や
Ｏ
Ｂ
を
勧
誘
し
て
踊
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
住
民
の
踊
り
手

の
不
足
を
補
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
ベ
ニ
ヤ
で
作
っ
た
軽
い
鹿
子
の
頭
が
８
つ
、

本
式
の
頭
８
つ
と
は
別
に
揃
え
て
あ
っ
た
。
踊
り
は
人
数
が
多
い
ほ
ど
映
え
る
と

い
い
、
最
低
限
の
８
人
か
ら
、
10
人
、
12
人
と
偶
数
単
位
で
最
大
16
人
ま
で
踊
る

こ
と
が
で
き
る
。
本
来
は
は
じ
め
か
ら
16
人
揃
う
の
が
理
想
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に

以
前
は
太
刀
持
ち
と
い
う
役
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
ず
い
ぶ
ん
以
前
に
失
わ
れ
て

し
ま
い
、
い
ま
こ
れ
を
覚
え
て
い
る
人
は
い
な
い
と
い
う
。

３　
津
軽
石
稲
荷
神
社
の
祭
礼
の
再
開

　
稲
荷
神
社
の
祭
礼
は
、
平
成
23
年
に
は
復
興
祈
願
祭
と
し
て
祭
典
の
み
が
行
わ

れ
た
が
、
翌
平
成
24
年
８
月
16
日
の
祭
礼
に
は
神
輿
渡
御
と
奉
納
芸
能
も
一
部
復

活
し
た
。
こ
の
年
参
加
し
た
の
は
、
新
町
の
太
神
楽
と
津
軽
石
さ
ん
さ
踊
り
、
根

井
沢
の
剣
舞
で
あ
っ
た
。
藤
畑
の
虎
舞
は
こ
の
祭
礼
に
は
出
演
し
な
か
っ
た
が
、

同
月
の
第
５
回
み
や
こ
郷
土
芸
能
祭
に
出
演
し
て
い
る
。

　
新
町
は
津
軽
石
川
に
沿
っ
た
市
街
地
で
、
津
波
に
よ
っ
て
溢
れ
た
泥
流
で
床
上

浸
水
の
被
害
を
受
け
た
家
が
30
戸
程
度
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
幸
い
、
３
月
は

郷
土
芸
能
の
活
動
休
止
中
で
、
さ
ん
さ
踊
り
の
衣
裳
や
道
具
類
は
す
べ
て
保
存
会

長
の
自
宅
の
蔵
に
保
管
中
で
あ
っ
た
た
め
、
大
き
な
被
害
は
受
け
な
か
っ
た
。

　
ま
た
根
井
沢
の
剣
舞
は
、
津
軽
石
川
の
支
流
に
当
た
る
根
井
沢
川
の
中
流
域
の

内
陸
に
あ
っ
て
、
津
波
の
被
害
は
全
く
受
け
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
以
前
か
ら

過
疎
高
齢
化
が
激
し
く
、
震
災
時
に
は
16
戸
の
み
の
小
集
落
で
あ
っ
た
。
踊
り
手

８
人
と
太
鼓
２
人
、
道
化
役
の
新し

ん
発ぼ

意ち

１
人
（
笛
も
入
る
が
、
戦
後
は
地
元
に
吹

け
る
人
が
い
な
い
）
を
揃
え
る
必
要
が
あ
る
剣
舞
の
伝
承
は
厳
し
く
、
40
年
ほ
ど

前
か
ら
女
性
も
踊
り
手
に
加
え
て
続
け
て
き
た
も
の
の
、
震
災
前
の
10
年
ほ
ど
は

実
質
的
に
赤
字
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
が
、
祭
礼
以
外
の
上
演
に
積
極
的
に

な
れ
な
い
理
由
の
一
端
で
も
あ
っ
た
。

　
鹿
子
踊
り
は
基
本
的
に
青
年
が
主
体
と
な
っ
て
演
じ
る
も
の
だ
と
い
う
意
識
が

以
前
は
あ
っ
た
。『
宮
古
市
史
（
民
俗
編
）』
に
よ
れ
ば
、
青
年
会
が
中
心
に
な
っ

て
伝
承
し
て
き
た
の
は
昭
和
45
年
〜
46
年
頃
か
ら
で
、
そ
れ
以
前
は
地
域
の
長
老

が
中
心
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
（
宮
古
市
教
育
委
員
会　
１
９
９
４
年
：
１
１
８

頁
）。
し
か
し
昭
和
42
年
に
こ
の
踊
り
を
見
た
森
口
多
里
は
、「
シ
シ
は
八
頭
（
内

一
頭
は
メ
ジ
シ
）
で
シ
シ
も
先
頭
に
立
つ
二
人
の
太
鼓
も
、
中
学
生
か
高
校
生
程

度
の
若
者
で
、
列
の
そ
と
に
立
つ
笛
だ
け
は
年
輩
の
人
で
あ
る
」
と
報
告
し
て
い

る
（
岩
手
県
教
育
委
員
会　
１
９
７
０
年
：
91
頁
）。
近
年
は
地
区
内
に
青
年
と
呼

べ
る
者
は
わ
ず
か
し
か
な
く
、
ほ
と
ん
ど
住
民
総
出
で
踊
っ
て
い
た
。
た
だ
し
往

時
の
名
残
か
ら
か
、
前
述
し
た
花
代
の
収
入
は
青
年
会
の
帳
簿
で
管
理
し
、
残
金

を
積
み
立
て
て
鹿
子
踊
り
の
活
動
資
金
に
し
て
い
た
。
こ
の
積
み
立
て
の
通
帳
は

青
年
会
長
が
震
災
直
前
ま
で
保
管
し
て
い
た
。

　
８
月
16
日
の
祭
礼
の
奉
納
の
た
め
に
、毎
年
８
月
７
日
か
ら
踊
り
の
練
習
を
行
っ

て
い
た
。
練
習
は
津
波
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
法
の
脇
地
区
公
民
館
付
近
で
行
わ

れ
て
い
た
。
こ
の
公
民
館
は
、
昭
和
35
年
の
チ
リ
地
震
津
波
の
後
に
、
地
区
の
人

た
ち
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
。住
民
が
自
ら
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
ん
で
公
民
館
を
作
っ

た
こ
と
を
記
憶
し
て
お
り
、「
行
政
に
指
示
さ
れ
た
の
で
も
な
く
、補
助
金
も
も
ら
っ

て
い
な
い
」
自
分
た
ち
で
作
っ
た
公
民
館
で
あ
っ
た
と
い
う
。
道
具
や
衣
裳
類
も
、

ふ
だ
ん
は
す
べ
て
こ
の
公
民
館
に
保
管
し
て
お
り
、
文
字
通
り
法
の
脇
鹿
子
踊
り

の
活
動
拠
点
で
あ
っ
た
。

　
な
お
こ
の
公
民
館
が
練
習
場
所
に
な
る
以
前
は
、
地
区
内
の
リ
ン
キ
チ
イ
エ
と

い
う
屋
号
の
家
（
長
洞
俊
美
宅
）
が
踊
り
の
宿
に
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
道
具
を

保
管
し
、
そ
の
前
の
道
路
で
練
習
を
し
て
い
た
。
ま
た
か
つ
て
は
稲
荷
神
社
に
上

が
る
前
に
、
地
区
内
の
サ
シ
ロ
ウ
の
家
の
前
で
も
鹿
子
踊
り
を
踊
っ
て
い
た
と
い

う
。

　
踊
り
に
は
鹿
子
踊
り
の
踊
り
手
８
人
、太
鼓
２
人
が
必
要
で
、他
に
笛
が
入
る
が
、

地
元
に
は
も
う
長
い
こ
と
演
奏
者
が
い
な
い
。
最
後
に
地
区
の
笛
奏
者
が
い
た
の

は
、
長
洞
千
次
郎
さ
ん
、
長
洞
定
次
郎
さ
ん
（
宮
古
市
教
委
員
会　
１
９
９
４
年：

法の脇鹿子踊りの被災と復活
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業
は
大
工
で
、
法
の
脇
の
鹿
子
の
頭
の
修
繕
も
こ
れ
ま
で
に
何
度
か
手
が
け
て
き

た
。
い
ず
れ
復
活
す
る
際
に
は
そ
の
頭
を
元
に
、
新
し
い
も
の
を
８
個
作
っ
て
揃

え
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
保
管
し
て
い
た
と
い
う
。

　
も
う
１
つ
の
頭
は
、
踊
り
の
師
匠
で
あ
る
長
洞
正
人
さ
ん
が
、
津
軽
石
第
５
地

割
の
岩
手
県
漁
連
北
部
支
所
付
近
の
河
原
で
発
見
し
、
ま
た
太
鼓
は
同
じ
く
長
洞

さ
ん
が
第
４
地
割
の
盛
合
商
店
付
近
で
見
つ
け
、
法
の
脇
地
区
住
民
で
祀
っ
て
い

る
オ
ク
マ
ン
サ
マ
（
熊
野
神
社
）
に
保
管
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
太
鼓
に
は
カ
ビ

が
生
え
て
き
た
の
で
、
長
洞
さ
ん
が
自
宅
に
持
ち
帰
っ
て
管
理
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
公
民
館
そ
の
も
の
が
無
く
な
っ
た
こ
と
も
大
き
な
痛
手
だ
っ
た
。
公
民
館
は
、

鹿
子
踊
り
の
道
具
や
衣
裳
の
保
管
場
所
で
あ
り
、
練
習
場
所
で
あ
り
、
何
よ
り
鹿

子
踊
り
に
関
連
し
て
と
り
あ
え
ず
皆
が
寄
り
集
ま
る
場
所
で
あ
っ
た
。
復
活
に
向

け
て
頭
を
修
理
・
新
調
す
る
に
も
、
練
習
を
す
る
に
も
、
以
前
は
す
べ
て
公
民
館

で
集
ま
っ
て
や
っ
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。多
く
の
住
民
が
仮
設
住
宅
を
は
じ
め
方
々

に
分
散
し
て
避
難
し
て
い
る
状
態
で
、
何
を
始
め
る
に
し
て
も
集
ま
る
場
所
が
無

い
こ
と
が
大
き
な
難
点
だ
っ
た
。
澤
口
さ
ん
は
「
せ
め
て
公
民
館
で
も
あ
れ
ば
、

例
え
ば
そ
こ
で
道
具
作
り
か
ら
始
め
る
と
か
も
で
き
る
け
ど
、
今
は
何
も
な
い
か

ら
」
と
語
っ
て
い
た
。

５　 「
復
活
を
焦
ら
な
い
」
と
い
う
選
択

　
復
活
に
向
け
て
様
々

な
困
難
に
直
面
し
た
法

の
脇
鹿
子
踊
り
で
あ
る

が
、
伝
承
者
た
ち
の
復

活
へ
の
意
志
は
非
常
に

強
く
感
じ
ら
れ
た
。
む

し
ろ
一
時
的
な
盛
り
上

が
り
と
し
て
の
復
活
で

は
な
く
、
そ
の
後
の
持

続
的
な
継
承
の
可
能
性

を
視
野
に
入
れ
て
い
る

人
手
不
足
で
祭
礼
に
出
演
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
根
井
沢

の
剣
舞
は
、
法
の
脇
の
鹿
子
踊
り
と
並
ん
で
神
輿
渡
御
に
先
立
ち
稲
荷
神
社
の
境

内
で
奉
納
演
舞
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
数
少
な
い
芸
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
法
の

脇
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
て
当
面
祭
礼
に
参
加
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

た
の
で
、
震
災
後
の
平
成
24
年
、
平
成
25
年
の
祭
礼
に
は
「
自
分
た
ち
が
や
ら
な

け
れ
ば
」
と
い
う
思
い
と
、
法
の
脇
の
鹿
子
踊
り
の
復
活
の
願
い
を
も
っ
て
参
加

し
た
と
い
う
。
な
お
平
成
26
年
の
祭
礼
は
雨
天
中
止
、
平
成
27
年
も
根
井
沢
剣
舞

は
出
演
予
定
だ
っ
た
が
、
集
落
内
で
不
幸
が
あ
っ
て
参
加
で
き
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
津
軽
石
の
各
地
区
の
芸
能
が
そ
れ
ぞ
れ
再
起
を
果
た
し
て
い
く
中

で
、
最
も
大
き
な
被
害
を
被
っ
た
法
の
脇
鹿
子
踊
り
の
復
活
は
な
か
な
か
適
わ
な

か
っ
た
。

４　
法
の
脇
鹿
子
踊
り
の
被
災

　
法
の
脇
は
前
述
の
通
り
、
地
区
と
し
て
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
が
、
鹿
子

踊
り
の
主
要
な
踊
り
手
に
は
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
鹿
子
踊
り
に
と
っ

て
深
刻
な
痛
手
と
な
っ
た
の
は
、
法
の
脇
地
区
公
民
館
が
流
さ
れ
、
そ
こ
に
葛つ

づ
ら籠

に
入
れ
て
保
管
し
て
あ
っ
た
鹿
子
踊

り
の
頭
、
太
鼓
、
衣
裳
な
ど
が
す
べ

て
失
わ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
鹿
子

の
頭
や
衣
裳
は
、
震
災
の
２
年
前
に

修
繕
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
う
ち
、後
に
頭
が
２
つ
、

太
鼓
が
１
つ
発
見
さ
れ
た
。
頭
の
１

つ
は
太
鼓
の
師
匠
で
あ
っ
た
澤
口
候

則
さ
ん
が
、
津
軽
石
川
の
対
岸
の
、

稲
荷
橋
の
た
も
と
あ
た
り
の
法
面
に

引
っ
か
か
っ
て
い
る
の
を
、
震
災
か

ら
10
日
目
く
ら
い
に
発
見
し
た
。
澤

口
さ
ん
は
そ
れ
を
引
き
上
げ
て
自
宅

に
保
管
し
て
い
た
。
澤
口
さ
ん
の
職

写真１　発見された頭と澤口さん

写真２　発見された太鼓と長洞さん

各分野での震災後の取り組み
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は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
は
踊
り
を
復
活
さ
せ
る
意
義
が
大
き
く
損
な
わ
れ
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。
長
洞
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

�「
太
鼓
や
衣
裳
な
ど
は
買
っ
て
く
る
こ
と
も
で
き
る
け
ど
、
そ
ん
な
風
に
復
活
し

た
っ
て
面
白
く
な
い
。
皆
さ
ん
の
手
を
借
り
て
や
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
無
い
。

法
の
脇
と
い
う
30
戸
足
ら
ず
の
集
落
で
鹿
子
踊
り
が
続
い
て
き
た
理
由
は
、
そ

う
や
っ
て
何
か
の
た
び
に
集
ま
っ
て
相
談
し
て
食
べ
た
り
呑
ん
だ
り
歌
っ
た
り

し
て
、
そ
う
だ
か
ら
こ
そ
続
い
て
き
た
の
だ
と
思
う
。」

　
つ
ま
り
鹿
子
踊
り
は
た
だ
復
活
す
れ
ば
良
い
の
で
は
な
く
、「
ど
の
よ
う
に
」
復

活
す
る
か
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
こ
そ
重
要
な
意
義
が
見
い
だ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
プ
ロ
セ
ス
が
大
事
だ
か
ら
こ
そ
、
時
間
が
か
か
ろ
う
が
皆
が
無
理
な
く
協
力

で
き
る
状
況
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
復
活
を
焦
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
「
元

法
の
脇
住
民
」
と
い
う
関
係
を
結
び
な
お
す
機
会
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
の
方
が
、

彼
ら
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
な
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
う
は
い
っ
て
も
時
間
が
経
て
ば
そ
れ
だ
け
復
活
に
か
か
る
実
質
的

な
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
な
っ
て
く
る
。
た
だ
で
さ
え
高
齢
化
し
て
い
た
踊
り
手
は
さ

ら
に
年
を
と
る
し
、
地
区
を
出
て
い
く
人
が
さ
ら
に
増
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
な

に
よ
り
踊
り
の
知
識
や
技
能
は
形
の
無
い
も
の
だ
け
に
、
時
間
と
と
も
に
忘
れ
ら

れ
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
点
、
法
の
脇
鹿
子
踊
り
に
は
そ
の
空
隙
を
埋
め

る
役
割
を
期
待
し
得
る
も
の
が
あ
っ
た
。

６　
津
軽
石
中
学
校
の
郷
土
芸
能

　
法
の
脇
鹿
子
踊
り
の
復
活
へ
の
プ
ロ
セ
ス
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
の
が
、
津
軽
石
中
学
校
に
お
け
る
郷
土
芸
能
学
習
で
あ
る
。

　
津
軽
石
中
学
校
は
、
赤
前
、
津
軽
石
両
地
域
の
全
地
区
、
つ
ま
り
旧
津
軽
石
村

の
全
範
囲
が
学
区
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
津
軽
石
中
学
校
で
は
、
早
く
か
ら
課
外

活
動
と
し
て
全
校
生
徒
（
平
成
27
年
時
点
で
１
２
８
人
）
が
地
域
の
郷
土
芸
能
を

学
び
、
10
月
最
後
の
日
曜
日
の
文
化
祭
で
そ
れ
を
発
表
す
る
と
い
う
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
た
。

　
こ
の
活
動
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
、
現
在
の
学
校
関
係
者
も
把
握
し
て
い

か
ら
こ
そ
、あ
え
て
「
復
活
を
焦
る
必
要
は
な
い
」
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等
で
民
俗
芸
能
の
復
活
・
再
生
が
華
や
か
に
報
じ
ら
れ
、
そ
れ
が

あ
た
か
も
地
域
社
会
の
再
生
の
象
徴
で
あ
る
か
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
な
か
で
、
そ

う
し
た
風
潮
か
ら
距
離
を
置
く
こ
と
は
決
し
て
易
し
い
選
択
で
は
な
い
は
ず
で
あ

る
。
で
は
彼
ら
が
そ
の
よ
う
な
道
を
選
ん
だ
要
因
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ

る
だ
ろ
う
か
。

　
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
ま
ず
郷
土
芸
能
の
復
活
よ
り
住
民
の
生
活
の
見

通
し
が
優
先
さ
れ
た
。
そ
れ
は
単
に
一
人
一
人
が
自
分
の
生
活
再
建
を
優
先
さ
せ

る
だ
け
で
は
な
く
、
か
つ
て
の
法
の
脇
の
住
民
全
体
の
そ
れ
を
優
先
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
で
話
を
聞
い
た
法
の
脇
の
人
び
と
は
奇
し
く
も
「
皆

さ
ん
が
落
ち
着
く
ま
で
」
と
い
う
全
く
同
じ
表
現
で
そ
れ
を
語
っ
て
い
た
。
お
そ

ら
く
そ
の
よ
う
な
合
意
が
部
落
会
の
総
会
な
ど
で
形
成
さ
れ
、
た
び
た
び
確
認
さ

れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
時
間
が
経
過
す
る
に
従
っ
て
、
元
住
民
の
中
か
ら
も
地
域

を
出
て
い
く
人
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
危
惧
す
る
声
も
あ
っ
た
が
、
元
来
、
小
規

模
か
つ
出
入
り
の
少
な
い
地
区
で
受
け
継
い
で
き
た
も
の
だ
け
に
、誰
か
が
先
走
っ

て
反
発
や
脱
落
を
生
じ
る
よ
う
な
こ
と
は
避
け
、
皆
が
納
得
す
る
か
た
ち
で
始
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
細
心
の
配
慮
が
払
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け

に
い
っ
そ
う
、
集
団
移
転
先
や
災
害
公
営
住
宅
の
計
画
を
気
忙
し
く
待
ち
暮
ら
し

て
い
た
に
違
い
な
い
。

　
ま
た
、
早
い
段
階
で
法
の
脇
と
い
う
地
区
自
体
が
解
散
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
た
こ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
選
択
の
要
因
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
住
民
は
、

将
来
的
に
は
全
員
が
元
の
地
区
を
離
れ
、
別
の
地
区
に
入
っ
て
新
し
い
生
活
を
始

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
一
方
で
、
そ
れ
ま
で
長
く
続
い
て
き
た
地
区
の
紐

帯
を
そ
う
簡
単
に
解
消
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
新
し
い
生
活
の
中
で
も
、
か
つ

て
の
法
の
脇
の
住
民
と
い
う
つ
な
が
り
を
維
持
す
る
た
め
の
結
節
点
の
役
割
を
、

鹿
子
踊
り
が
果
た
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
鹿
子
踊
り
の
復
活
の
プ
ロ
セ
ス

自
体
が
、
そ
の
つ
な
が
り
を
結
び
な
お
す
恰
好
の
機
会
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
鹿
子
踊
り
を
復
活
さ
せ
る
た
め
に
道
具
や
衣
裳
を
作
っ
た
り
揃
え
た
り
す
る
こ

と
は
、
実
際
に
は
誰
か
が
率
先
し
て
や
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で

法の脇鹿子踊りの被災と復活
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時
間
を
設
け
、
そ
の
な
か
で
頭
の
製
作
を
行
っ
た
。

　
こ
の
頭
作
り
へ
の
協
力
が
、
法
の
脇
住
民
が
震
災
後
に
鹿
子
踊
り
に
再
び
触
れ

る
最
初
の
機
会
と
な
っ
た
。
法
の
脇
の
世
話
人
を
務
め
て
い
た
長
洞
さ
ん
に
も
協

力
の
要
請
が
あ
り
、
頭
の
見
本
と
し
て
法
の
脇
鹿
子
踊
り
の
ル
ー
ツ
と
言
わ
れ
る

茂
市
の
頭
を
借
り
て
き
た
り
、
元
法
の
脇
住
民
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
呼
び
か
け
る
チ

ラ
シ
を
配
っ
た
り
し
た
。

　
学
校
で
も
、
仮
設
住
宅
等
で
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
住
民
も
多
い
こ
と

か
ら
、
復
活
し
た
平
成
24
年
か
ら
は
地
域
に
出
向
い
て
練
習
を
す
る
の
を
や
め
て
、

経
験
者
で
あ
る
３
年
生
が
ま
ず
自
分
た
ち
で
思
い
出
す
た
め
に
練
習
し
、
次
に
３

年
生
が
下
級
生
に
指
導
を
す
る
と
い
う
体
制
に
変
更
し
た
。
１
年
の
み
の
中
止
で

復
活
で
き
た
こ
と
が
こ
れ
を
可
能
に
し
た
。
法
の
脇
の
場
合
は
、
ち
ょ
う
ど
長
洞

さ
ん
の
息
子
さ
ん
が
中
学
３
年
生
だ
っ
た
の
で
移
行
し
や
す
か
っ
た
と
い
う
。
地

域
の
伝
承
者
は
そ
の
現
場
に
１
〜
２
度
訪
問
し
、
間
違
い
な
ど
が
な
い
か
確
認
し

た
。

　
こ
う
し
て
中
学
校
の
文
化
祭
で
の
郷
土
芸
能
は
復
活
し
、
以
後
も
着
実
に
毎
年

継
続
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
法
の
脇
の
場
合
、
こ
の
中
学
校
の
郷
土
芸
能
学
習
が

そ
の
ま
ま
鹿
子
踊
り
の
伝
承
と
直
結
し
て
い
る
。
す
で
に
震
災
前
か
ら
、
中
学
生

や
そ
の
Ｏ
Ｂ
た
ち
を
含
め
な
け
れ
ば
踊
り
手
を
揃
え
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
あ

り
、
中
学
校
の
活
動
は
踊
り
の
継
承
に
と
っ
て
の
代
替
手
段
ど
こ
ろ
か
、
不
可
欠

な
も
の
に
な
り
つ
つ

あ
っ
た
。
あ
る
意
味

で
、
中
学
校
で
先
に

復
活
し
て
い
た
こ
と

で
、
元
の
住
民
は
伝

承
が
完
全
に
途
絶
え

る
こ
と
は
な
い
と
い

う
安
心
感
を
得
て
、

「
復
活
を
焦
ら
な
い
」

と
い
う
選
択
が
可
能

に
な
っ
て
い
た
の
だ

な
か
っ
た
が
、
法
の
脇
部
落
会
長
の
山
野
目
輝
雄
さ
ん
は
、
か
つ
て
自
分
も
教
え

に
行
っ
て
い
た
と
い
い
、中
学
校
の
校
舎
が
新
築
さ
れ
た
頃
か
ら
で
は
な
い
か
（
津

軽
石
中
学
校
の
校
舎
改
築
移
転
は
昭
和
54
年
）と
い
う
。筆
者
の
調
査
の
範
囲
で
は
、

昭
和
55
年
刊
の
『
津
軽
石
中
学
校
創
立
三
十
周
年
記
念
誌
』
に
、昭
和
51
年
に
「
さ

ん
さ
踊
り
全
校
学
習
会
」
を
開
催
し
文
化
祭
で
披
露
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、

平
成
元
年
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
は
、
文
化
祭
で
虎
舞
や
さ
ん
さ
踊
り
を
演
じ
て
い

る
場
面
が
写
っ
て
い
た
。

　
近
年
は
、
課
外
活
動
に
加
え
総
合
的
な
学
習
の
時
間
も
活
用
し
て
、
文
化
祭
に

向
か
っ
て
６
月
か
ら
準
備
を
は
じ
め
、
道
具
を
作
っ
た
り
練
習
を
行
っ
て
い
る
と

い
う
。
現
在
、
主
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
芸
能
は
①
法
の
脇
鹿
子
踊
り
、
②
津

軽
石
さ
ん
さ
、
③
赤
前
ソ
ー
ラ
ン
、
④
栄
通
り
太
鼓
、
の
４
種
類
で
あ
る
。
稲
荷

神
社
祭
礼
に
出
る
芸
能
と
し
て
は
、
か
つ
て
は
根
井
沢
の
剣
舞
や
藤
畑
の
虎
舞
も

教
え
て
い
た
が
現
在
は
休
止
中
で
あ
る
。
学
校
と
し
て
は
、
地
域
に
残
る
全
て
の

郷
土
芸
能
に
取
り
組
む
の
が
理
想
で
あ
る
と
い
う
が
、
地
元
の
指
導
者
の
都
合
な

ど
に
よ
っ
て
難
し
い
も
の
も
あ
る
。
ど
の
芸
能
を
学
ぶ
か
は
生
徒
の
希
望
に
よ
っ

て
決
め
る
が
、
出
身
地
区
に
郷
土
芸
能
が
あ
る
生
徒
は
で
き
る
だ
け
そ
れ
を
学
ぶ

よ
う
配
慮
さ
れ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
芸
能
は
、
学
校
で
の
練
習
以
外
に
地
域
の
伝
承
者
の
と
こ
ろ
に
出

か
け
て
い
っ
て
学
ん
で
い
た
。
法
の
脇
鹿
子
踊
り
の
場
合
、
文
化
祭
前
の
約
１
か

月
間
、
公
民
館
な
ど
を
借
り
て
夜
７
時
か
ら
１
時
間
半
く
ら
い
、
期
間
中
に
15
回

ほ
ど
練
習
を
し
て
い
た
。
近
年
は
踊
り
師
匠
の
長
洞
さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て
指
導

し
て
き
た
。

　
こ
の
文
化
祭
の
郷
土
芸
能
披
露
は
、
震
災
が
あ
っ
た
平
成
23
年
は
中
断
し
た
が
、

平
成
24
年
10
月
27
日
の
文
化
祭
に
は
復
活
し
た
。
生
徒
は
中
学
校
に
３
年
間
し
か

在
籍
し
な
い
た
め
、
郷
土
芸
能
に
触
れ
な
い
ま
ま
卒
業
し
て
し
ま
う
生
徒
が
出
な

い
よ
う
に
と
い
う
配
慮
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
法
の
脇
鹿
子
踊
り
も
、
一
足

先
に
中
学
校
で
復
活
し
た
。

　
中
学
校
で
の
郷
土
芸
能
学
習
の
復
活
は
、
失
わ
れ
た
頭
や
道
具
類
を
作
る
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
。
平
成
24
年
の
６
月
か
ら
、
総
合
的
学
習
の
時
間
の
中
に
、
グ
ル
ー

プ
毎
に
テ
ー
マ
設
定
を
し
て
課
題
に
取
り
組
む
「
プ
レ
ジ
ャ
ー
タ
イ
ム
」
と
い
う

写�真３　頭製作へのアドバイスを呼びかけ
るチラシ

各分野での震災後の取り組み
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に
乗
り
出
す
条
件
と
し
て
き
た
こ
と
が
解
決
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
同
じ
頃
、
復

活
の
気
運
を
高
め
る
も
う
一
つ
の
出
来
事
が
あ
っ
た
。

　
平
成
26
年
の
秋
に
、
踊
り
の
師
匠
で
あ
っ
た
長
洞
さ
ん
は
テ
レ
ビ
局
の
取
材
を

受
け
た
。
こ
の
取
材
は
、
震
災
で
失
わ
れ
た
地
域
の
景
観
や
文
化
を
、
古
い
映
像

記
録
を
発
掘
す
る
こ
と
で
次
代
に
継
承
す
る
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
20
世
紀
ア
ー
カ

イ
ブ
仙
台
の
活
動
を
紹
介
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
盛
岡
放
送
局
の
企
画
の
一
環
で
あ
り
、
津

軽
石
の
旧
家
で
あ
る
盛
合
家
住
宅
（
登
録
有
形
文
化
財
）
の
蔵
か
ら
発
見
さ
れ
た

昭
和
10
年
の
フ
ィ
ル
ム
に
法
の
脇
の
鹿
子
踊
り
が
映
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
。
宮
古
で
行
わ
れ
た
フ
ィ
ル
ム
の
上
映
会
に
参
加
し
た
津
軽
石
の
郷
土
史
家
が
、

法
の
脇
鹿
子
踊
り
の
姿
を
映
像
記
録
の
中
に
発
見
し
、
長
洞
さ
ん
を
自
宅
に
招
い

て
そ
の
映
像
を
見
せ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
盛
岡
放
送
局
は
そ
の
後
も
取
材
を
続
け
、
鹿
子

踊
り
の
被
災
状
況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
長
洞
さ
ん
を
中
心
に
し
た
小
さ

な
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
構
成
し
、
２
０
１
５
年
４
月
３
日
に
『
シ
リ
ー
ズ
い
わ

て　
よ
み
が
え
る
ふ
る
さ
と
の
情
景
』
の
第
１
回
と
し
て
放
送
し
た
。
そ
の
番
組

の
中
で
、
長
洞
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
昔
の
人
た
ち
が
１
５
０
年
も
の
間
続
け
て
来
て
い
る
こ
と
を
、
ち
ょ
っ
と
大
き

い
津
波
が
来
た
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
こ
に
は
も
う
何
回
も
大
き
な
津
波
が
来
て

い
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
や
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
な
と
い
う
感
じ
が
し
て

い
ま
す
。」

　
こ
の
放
送
は
、
様
々
な
反
響
を
呼
ん
だ
も
の
と
地
元
の
人
び
と
に
考
え
ら
れ
て

い
た
。
ち
ょ
う
ど
放
送
が
あ
っ
た
頃
、市
の
教
育
委
員
会
を
通
し
て
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
補
助
金
の
申
請
の
話
が
持
ち

か
け
ら
れ
た
。
前
年
に
申
請
し
て
い
た
中
尊
寺
の
支
援
事
業
か
ら
も
、
追
加
の
援

助
の
話
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
市
の
民
俗
芸
能
伝
承
活
動
費
の
補
助
と
合
わ
せ
る

と
、
道
具
や
衣
裳
を
す
べ
て
揃
え
る
資
金
の
目
処
が
付
く
こ
と
か
ら
、
い
よ
い
よ

本
格
的
に
復
活
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
補
助
金
を
申
請
す
る
た
め
に
、
従
来
名
ば
か
り
の
組
織
と
な
っ
て
い
た
保
存
会

を
改
め
て
、
４
月
に
は
新
し
く
保
存
会
組
織
を
立
ち
上
げ
た
。
名
称
は
「
法
の
脇

獅
子
舞
保
存
会
」
と
し
、
保
存
会
規
約
や
会
員
名
簿
等
を
作
成
し
て
、
５
月
に
開

と
考
え
ら
れ
よ
う
。
部
落
会
長
の
山
野
目
さ
ん
も
「
中
学
校
さ
ん
で
郷
土
芸
能
を

文
化
祭
に
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
で
、
法
の
脇
の
鹿
子
踊
り
も
な
く
な
ら
な

い
で
き
て
い
る
と
い
う
気
が
し
て
い
る
」
と
語
っ
て
い
た
。

７　
復
活
へ
の
始
動

　
震
災
か
ら
２
年
を
過
ぎ
た
平
成
25
年
６
月
24
日
、「
法
之
脇
地
区
防
災
集
団
移

転
促
進
事
業
説
明
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
元
の
居
住
地
の
買
い

上
げ
の
条
件
と
、集
団
移
転
先（
津
軽
石
団
地
）の
土
地
、区
画
、移
転
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
が
確
定
し
た
。
12
区
画
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
で
、
法
の
脇
の
移
転
希
望
者

（
11
戸
13
世
帯
）
は
全
て
一
緒
に
移
転
が
可
能
に
な
っ
た
。
平
成
26
年
初
め
に
は
移

転
が
始
ま
り
、
元
法
の
脇
住
民
の
新
居
が
建
ち
始
め
た
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
９
月
30
日
に
は
、
県
が
「
災
害
復
興
公
営
住
宅
の
整
備
に
関

す
る
方
針
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
た
。
津
軽
石
の
復
興
公
営
住
宅
の
計
画
が
い
つ

ご
ろ
具
体
化
し
、
希
望
者
に
通
知
さ
れ
た
の
か
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
平
成

26
年
３
月
ま
で
に
設
計
が
行
わ
れ
、
住
宅
の
場
所
が
津
軽
石
団
地
の
近
く
に
な
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
平
成
26
年
７
月
か
ら
施
工
が
始
ま
り
、
平
成

27
年
９
月
か
ら
入
居
が
始
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
最
大
の
懸
案
で
あ
っ
た
「
皆
さ
ん

が
落
ち
着
く
」
場
所
の
目
処
が
立
っ
て
き
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
27
年
１
月
26
日
に
は
、「
津
軽
石
地
区
津
波
復
興
拠
点
整
備
事

業
に
関
す
る
説
明
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
震
災
直
後
か
ら
何
度
も
協
議
を

重
ね
ら
れ
て
き
た
津
軽
石
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
お
い
て
「
津
軽
石
小
学

校
周
辺
地
区
公
共
施
設
集
約
事
業
」
と
し
て
検
討
さ
れ
て
き
た
事
業
の
具
体
的
計

画
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
津
軽
石
小
学
校
周
辺
の
津
波
浸
水
想
定
地
の
外
に
、

津
軽
石
支
所
や
新
設
の
津
軽
石
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設
を
集
約
し
て
建
設
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
法
の
脇
部
落
会
か
ら
も
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
会
議
に

代
表
者
が
参
加
し
、
鹿
子
踊
り
の
道
具
の
保
管
場
所
兼
練
習
場
所
と
し
て
津
軽
石

公
民
館
を
利
用
さ
せ
て
欲
し
い
と
訴
え
て
き
た
と
い
う
。
当
初
の
計
画
か
ら
は
だ

い
ぶ
縮
小
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
公
民
館
の
計
画
が
具
体
化
し
た
こ
と
で
、

復
活
し
た
際
の
活
動
拠
点
の
目
処
も
立
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
こ
う
し
て
、
平
成
26
年
の
終
わ
り
頃
か
ら
次
第
に
、
彼
ら
が
鹿
子
踊
り
の
復
活

法の脇鹿子踊りの被災と復活
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る
と
い
う
必
要
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
今
後
の
鹿
子
踊
り
の
あ
り

方
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
も
保
存
会
は
あ
っ
た
も
の
の
、
誰
が
会
員
で
、
誰
が
何
の
役
割
か

な
ど
は
ほ
と
ん
ど
問
題
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
地
区
住
民
が
ほ
ぼ
総
出

で
鹿
子
踊
り
を
担
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
踊
り
手
と
し
て
中
学
校
の
生
徒
や
そ

の
Ｏ
Ｂ
を
迎
え
入
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
法
の
脇
鹿
子
踊
り
の
担
い
手
は
法
の
脇

の
地
区
住
民
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
自
明
の
こ
と
だ
っ
た
。
役
割
な
ど
決

め
ず
と
も
、
準
備
や
手
伝
い
な
ど
も
含
め
て
、
そ
の
時
々
に
で
き
る
人
が
で
き
る

こ
と
を
す
る
こ
と
で
、
十
分
に
踊
り
を
や
っ
て
い
け
た
。
い
わ
ば
日
常
の
関
係
性

の
延
長
上
に
鹿
子
踊
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
今
後
は
そ
の
母
体
で
あ
っ
た
法
の
脇
と
い
う
地
区
が
存
在
し
な
い
。
か

つ
て
の
法
の
脇
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
移
転
先
の
地
区
に
入
っ
て
新
し
い
生
活
を
始
め

る
と
、
自
明
で
あ
っ
た
「
法
の
脇
の
人
」
と
い
う
存
在
は
い
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

鹿
子
踊
り
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
か
ら
は
誰
が
ど
の
よ
う
に
そ
の
伝
承
を
担
っ
て
い

く
の
か
、
何
ら
か
の
形
で
明
確
化
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
新
し
い
保
存
会
は
ま
ず

は
そ
の
一
歩
で
あ
る
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
今
後
は
元
法
の
脇
の
住
民
だ
け
で
は
踊
り
手
が
確
保
で
き
な

い
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
す
る
と
そ
の
組
織
に
は
新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
入
れ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
す
で
に
２
０
１
３
年
の
部
落
会
総
会
の
と
き
「
法
の
脇
は
な
く
な
る
の
で
、
法

の
脇
の
鹿
子
踊
り
で
な
く
な
ん
が
ね
」
と
い
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
の
で
、
そ

の
点
は
肝
に
銘
じ
て
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。」

と
新
し
い
保
存
会
の
事
務
局
長
に
な
っ
た
長
洞
さ
ん
は
言
う
。
そ
こ
で
彼
ら
が
目

論
ん
で
い
る
の
は
、
踊
り
を
「
地
域
の
も
の
に
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

　
例
え
ば
集
団
移
転
先
で
あ
る
本
町
地
区
は
、
津
軽
石
で
は
町
場
で
人
口
も
多
い
。

か
つ
て
は
本
町
も
稲
荷
神
社
祭
礼
に
さ
ん
さ
踊
り
を
出
し
て
い
た
と
い
う
が
、
現

在
は
奉
納
芸
能
を
持
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
町
か
ら
も
踊
り
手
に
加
わ
っ
て
も

ら
え
ば
、
法
の
脇
で
は
望
む
こ
と
が
難
し
い
若
い
踊
り
手
も
期
待
で
き
る
。
あ
る

催
さ
れ
た
部
落
会
総
会
で
元
法
の
脇
住
民
に
説
明
し
た
。
会
員
名
簿
に
は
、
元
法

の
脇
住
民
で
16
歳
以
上
の
者
33
人
が
名
を
連
ね
た
。
目
標
は
平
成
28
年
８
月
16
日

の
稲
荷
神
社
例
大
祭
に
鹿
子
踊
り
を
奉
納
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
本
格
的
に
復
活
に
取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
と
、
太
鼓
の
師
匠
で
あ
り
、

新
し
い
保
存
会
の
副
会
長
で
あ
り
、
大
工
で
も
あ
る
澤
口
さ
ん
は
、
そ
の
年
の
は

じ
め
に
集
団
移
転
地
に
新
築
し
た
自
宅
の
脇
に
作
業
場
を
設
け
て
、６
月
に
は
さ
っ

そ
く
頭
の
製
作
を
始
め
た
。
津
波
の
後
の
ガ
レ
キ
の
中
か
ら
発
見
し
て
救
い
出
し

た
頭
の
１
つ
を
分
解
し
て
新
し
い
頭
の
型
に
し
た
。
雨
が
多
く
な
っ
て
作
業
が
は

か
ど
ら
な
く
な
る
と
作
業
場
に
屋
根
を
か
け
て
製
作
作
業
に
打
ち
込
ん
だ
。

　
８
月
２
日
に
は
保
存
会
が
呼
び
か
け
て
、
こ
の
頭
の
製
作
の
様
子
の
見
学
会
が

行
わ
れ
た
。
元
法
の
脇
住
民
が
10
人
程
度
参
加
し
た
ほ
か
、
集
団
移
転
先
の
自
治

会
で
あ
る
本
町
協
力
会
の
会
長
ら
も
集
ま
っ
た
。
彼
ら
か
ら
も
、
法
の
脇
の
鹿
子

踊
り
を
ぜ
ひ
復
活
さ
せ
て
欲
し
い
、
必
要
な
ら
経
済
的
に
も
多
少
は
支
援
で
き
る

と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
と
い
う
。
本
町
の
人
び
と
は
以
前
か
ら
稲
荷
神
社
祭
礼
の

巡
行
行
列
と
通
り
踊
り
を
通
じ
て
法
の
脇
鹿
子
踊
り
に
親
し
み
、
花
代
に
よ
っ
て

支
援
し
て
き
た
人
た
ち
で
あ
る
。
祭
り
に
鹿
子
踊
り
が
な
い
の
を
彼
ら
も
寂
し
く

思
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
法
の

脇
の
人
た
ち
は
考
え
て
い
た
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
盛
岡
放
送
局
も
再
度
取
材
に
訪

れ
、
澤
口
さ
ん
が
頭
を
製
作
し
て
い

る
様
子
な
ど
が
９
月
11
日
の
放
送
で

紹
介
さ
れ
た
。

８　
踊
り
を「
地
域
の
も
の
に
す
る
」

　
鹿
子
踊
り
の
復
活
が
本
格
的
に
始

動
す
る
に
あ
た
っ
て
、
彼
ら
が
新
た

に
意
識
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、

踊
り
を
伝
承
す
る
組
織
の
問
題
で
あ

る
。
新
し
い
保
存
会
を
立
ち
上
げ
た

の
は
、
現
実
的
に
は
補
助
金
を
受
け

写真４　新しい鹿子頭と澤口さん

各分野での震災後の取り組み
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の
代
表
者
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
相
談
し
て
き
た
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の

中
学
生
の
参
加
で
す
ら
一
朝
一
夕
で
で
き
た
も
の
で
は
な
い
。
30
年
以
上
に
わ
た

る
継
続
し
た
郷
土
芸
能
学
習
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
関
係
性
が
あ
っ
て

は
じ
め
て
可
能
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
地
区
を
挙
げ
て
鹿
子
踊
り

を
担
っ
て
き
た
法
の
脇
が
、
そ
の
枠
を
外
し
て
踊
り
手
を
揃
え
よ
う
と
す
れ
ば
、

新
し
い
関
係
性
を
意
識
的
に
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
の
意
味
で
、
震
災
か
ら
の
復
活
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
単
に
元
法
の
脇
住
民
と
い

う
関
係
性
を
結
び
な
お
す
だ
け
で
は
な
く
、
新
た
な
外
部
と
の
関
係
を
取
り
結
ぶ

た
め
の
好
機
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
頭
の
修
復
の
見
学
に
本
町
の
協
力
会
長
ら
を

招
い
た
の
も
そ
う
し
た
意
図
か
ら
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
動
き
始
め
た
復
活
へ
の
プ

ロ
セ
ス
の
な
か
で
、
ど
れ
だ
け
そ
う
し
た
機
会
を
作
り
、
新
し
い
関
係
を
構
築
で

き
る
か
が
、
今
後
の
鹿
子
踊
り
の
あ
り
方
に
も
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

長
洞
さ
ん
の
次
の
言
葉
は
、
そ
の
こ
と
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

「
自
分
た
ち
で
手
を
か
け
て
や
れ
ば
、
何
回
も
会
っ
て
そ
こ
で
交
流
が
生
ま
れ

る
し
、
そ
こ
で
団
結
も
生
ま
れ
る
と
思
う
。
元
法
の
脇
の
人
だ
け
で
な
く
、
こ

れ
か
ら
協
力
し
て
も
ら
う
人
に
も
来
て
も
ら
っ
て
と
い
う
の
は
あ
る
ん
だ
け
ど
。

そ
れ
は
こ
れ
か
ら
手
仕
事
も
あ
る
の
で
そ
こ
に
き
て
参
加
し
て
も
ら
え
ば
良
い

と
思
う
。
そ
の
辺
を
こ
れ
か
ら
相
談
し
て
、
少
人
数
で
や
る
方
が
楽
な
こ
と
も

あ
る
け
ど
、
自
分
は
人
を
集
め
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。」

９　 「
歴
史
」
を
つ
な
げ
る
踊
り
と
神
社

　
こ
う
し
て
震
災
か
ら
５
年
経
っ
て
、
よ
う
や
く
法
の
脇
の
鹿
子
踊
り
は
復
活
に

向
け
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
こ
れ
だ
け
時
間
が
か
か
っ
た
の
は
、
す
で
に
見

て
き
た
と
お
り
、
今
ま
で
踊
り
の
伝
承
の
基
盤
で
あ
っ
た
地
区
が
震
災
に
よ
っ
て

解
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
新
し
い
関
係
を
築
い
て
踊
り
を
復
活
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
中
で
、
そ
の
復
活
の
プ
ロ
セ
ス
自
体
が
関
係
性
を
維
持
し
更
新
す
る
た
め
の

重
要
な
機
会
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
様
々
な
立
場
の
多

く
の
人
の
参
加
を
得
て
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
皆
が
参

加
で
き
る
機
が
熟
す
の
を
慎
重
に
待
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
機
会
は
、

以
前
か
ら
潜
在
的
な
問
題
で
あ
っ
た
地
区
内
の
踊
り
手
の
不
足
を
、
関
係
性
を
広

い
は
今
後
は
新
設
さ
れ
る
津
軽
石
公
民
館
が
活
動
拠
点
と
な
る
。
そ
こ
は
鹿
子
踊

り
だ
け
で
な
く
、
津
軽
石
の
他
の
地
区
の
郷
土
芸
能
も
利
用
す
る
か
も
し
れ
な
い

公
共
の
場
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
場
か
ら
地
域
内
の
様
々
な
郷
土
芸
能
の

人
的
交
流
が
進
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
は
ど
の
団
体
も
後
継
者
に
困
っ
て

い
る
。
踊
り
手
に
つ
い
て
も
も
っ
と
お
互
い
に
助
け
合
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
津
軽
石
地
域
の
す
べ
て
の
郷
土
芸
能
を
、
地
域
全
体
で
継
承

し
て
い
こ
う
と
い
う
発
想
が
起
こ
っ
て
く
る
。
少
な
く
と
も
法
の
脇
は
地
区
と
し

て
解
散
す
る
以
上
、
今
後
新
し
い
住
民
が
加
わ
る
こ
と
は
見
込
め
な
い
の
だ
か
ら
、

そ
う
で
も
し
な
け
れ
ば
残
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
新
し
い
法
の
脇
獅
子
舞
保
存
会
の
会
長
を
引
き
受
け
た
部
落
会
長
の
山
野
目
輝

雄
さ
ん
は
、
津
軽
石
鮭
繁
殖
保
護
組
合
の
組
合
長
で
も
あ
り
、
様
々
な
面
で
津
軽

石
地
域
全
体
の
福
利
を
考
え
て
き
た
立
場
で
あ
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
こ
れ
ま
で
は
、
こ
れ
は
俺
た
ち
の
部
落
の
鹿
子
踊
り
な
ん
だ
と
、
そ
う
い
う

頭
し
か
な
く
て
、
そ
れ
で
や
り
く
り
し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
世
帯
が
各
地
に

散
ら
ば
っ
た
か
ら
、
部
落
会
活
動
と
い
う
の
も
そ
の
地
区
ご
と
で
や
る
わ
け
だ

か
ら
、
本
町
の
人
た
ち
の
協
力
を
仰
い
だ
り
、
他
の
人
た
ち
の
協
力
を
仰
い
だ

り
し
て
い
か
な
け
れ
ば
こ
の
鹿
子
踊
り
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

震
災
前
は
、
余
所
の
も
の
に
は
や
ら
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
意
識
も
あ
っ
た
が
、

そ
れ
で
は
続
け
ら
れ
な
い
。
同
じ
人
で
虎
舞
も
や
る
し
鹿
子
踊
り
も
や
る
と
い

う
の
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
笛
だ
っ
て
さ
ん
さ
の
笛
を
吹
い
た
り
、
鹿

子
踊
り
の
笛
を
吹
い
た
り
、
そ
う
い
う
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
う
い
う
組

織
を
絶
対
に
作
る
べ
き
だ
し
、
自
分
が
元
気
な
う
ち
に
そ
れ
を
実
現
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
法
の
脇
か
ら
そ
れ
を
率
先
し
て
進
め
て
い
く
た
め
に
、
ま
ず
は

保
存
会
を
作
っ
て
、
そ
こ
か
ら
復
活
を
目
指
し
て
い
る
。」

　
地
域
全
体
で
郷
土
芸
能
を
継
承
す
る
と
い
う
発
想
は
、
中
学
校
で
津
軽
石
全
域

か
ら
集
ま
る
生
徒
た
ち
に
教
え
る
と
い
う
か
た
ち
で
、
す
で
に
部
分
的
に
実
現
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
拡
大
し
た
考
え
方
だ
と
言
え
な
く
も
な
い
。
新
町
の
津
軽
石
さ

ん
さ
な
ど
は
、
そ
の
名
称
の
通
り
、
以
前
か
ら
津
軽
石
地
域
全
体
の
踊
り
と
し
て

認
知
さ
れ
て
お
り
、
法
の
脇
鹿
子
踊
り
の
世
話
役
た
ち
も
し
ば
し
ば
さ
ん
さ
踊
り

法の脇鹿子踊りの被災と復活
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切
な
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
部
落
で
祀
っ
て
い
た
熊
野
神
社
で
あ
る
。
こ
の
神
社

は
、『
宮
古
市
史
（
民
俗
編
）』
の
「
神
社
・
小
祠
小
堂
一
覧
」
に
も
掲
載
さ
れ
て

い
な
い
目
立
た
な
い
社
で
あ
る
が
、
法
の
脇
の
人
た
ち
は
オ
ク
マ
ン
サ
マ
と
呼
び
、

自
分
た
ち
の
神
社
と
し
て
大
切
に
祀
っ
て
い
る
（
た
だ
し
熊
野
神
社
を
氏
神
と
は

言
わ
な
い
）。
現
在
の
社
殿
は
平
成
10
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
際
に
棟

札
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
宮
古
市
教
育
委
員
会
提
供
の
資
料
に
よ
る
と
、
そ
の
１

枚
に
は
、
表
に
「
奉
再
建
熊
野
三
所
大
権
現
宮
一
宇
大
檀
君　
村
長
久
」「
願
主
野

理
脇
村
中
」、
裏
に
「
文
久
二
壬
戌
年
十
一
月
十
五
日
」
の
銘
が
あ
る
（
文
久
２
年

は
１
８
６
２
年
）。
ま
た
も
う
１
枚
は
表
面
が
解
読
不
能
で
あ
る
が
、
裏
面
に
「
宝

暦
四
甲
戌
年
」
の
銘
が
あ
る
と
い
う
（
宝
暦
４
年
は
１
７
５
４
年
）。
少
な
く
と
も

江
戸
時
代
末
期
以
前
か
ら
、
法
の
脇
の
住
民
が
祀
っ
て
い
た
神
社
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　
熊
野
神
社
の
主
な
祭
日
は
正
月
と
旧
暦
９
月
14
日
の
祭
礼
で
あ
る
。
大
晦
日
か

ら
正
月
に
か
け
て
は
、
元
朝
詣
り
の
地
区
の
人
び
と
を
迎
え
る
た
め
に
神
社
を
開

け
る
。
地
区
の
人
た
ち
は
元
日
に
は
松
飾
り
、
小
正
月
に
は
笹
飾
り
、
三
日
正
月

に
は
杉
飾
り
を
そ
れ
ぞ
れ
神
社
に
供
え
に
来
る
。
旧
暦
９
月
14
日
の
祭
礼
（
現
在

は
そ
れ
に
近
い
日
曜
日
）
は
宮
古
か
ら
イ
タ
コ
を
呼
ん
で
、
託
宣
（
口
寄
）
を
す

る
な
ど
し
て
拝
ん
で
も
ら
っ
て
い
た
。
近
年
こ
の
口
寄
は
、
法
の
脇
に
縁
が
あ
る

と
い
う
イ
タ
コ
が
老
齢
の
た
め
、
神
職
を
呼
ん
で
祭
典
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
祭
礼
に
奉
仕
す
る
の
は
主
と
し
て
地
区
の
女
性
た
ち
で
、
宵
宮
の
晩
は
女

性
た
ち
が
社
殿
で
お
籠
り
を
す
る
と
い
う
。
以
前
は
祭
日
だ
け
で
な
く
、
女
性
た

ち
が
と
き
ど
き
寄
り
集
ま
っ
て
く
つ
ろ
ぐ
場
所
で
も
あ
っ
た
。
女
性
た
ち
が
奉
仕

し
て
い
る
の
は
、
何
ら
か
の
信
仰
に
基
づ
く
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
時
期

に
は
男
性
た
ち
の
多
く
が
出
稼
ぎ
で
地
区
内
に
い
な
か
っ
た
た
め
、
自
然
と
女
性

が
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
地
区
に
総
代
の
よ
う
な
役
職

は
な
く
、
む
し
ろ
法
の
脇
の
住
民
が
皆
で
管
理
を
し
て
い
た
。
別
当
は
代
々
、
太

鼓
の
師
匠
の
澤
口
さ
ん
の
本
家
が
勤
め
て
お
り
、
か
つ
て
は
参
拝
者
に
料
理
な
ど

を
提
供
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　
震
災
後
、
地
区
は
実
質
的
に
な
く
な
っ
た
が
、
神
社
が
忘
れ
ら
れ
た
わ
け
で
は

な
い
。
今
も
社
殿
や
そ
の
周
辺
は
元
法
の
脇
の
住
民
に
よ
っ
て
清
掃
や
草
刈
り
が

げ
る
こ
と
で
解
消
す
る
可
能
性
を
秘
め
た
、
変
革
の
機
会
と
も
捉
え
ら
れ
る
。
災

害
は
、
と
き
に
は
既
存
の
問
題
を
解
決
し
、
未
来
を
描
く
た
め
の
き
っ
か
け
に
も

な
る
の
で
あ
る
。

　
た
だ
一
方
で
、
未
来
を
切
り
開
く
た
め
と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
を
支
え

て
き
た
様
々
な
も
の
を
簡
単
に
絶
ち
き
れ
る
は
ず
も
な
い
。
人
の
つ
な
が
り
や
生

み
出
し
て
き
た
文
化
な
ど
、
過
去
に
は
そ
れ
ま
で
の
生
活
を
豊
か
に
し
て
き
た
価

値
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
法
の
脇
の
場
合
、
そ
の
一
つ
は
「
法
の
脇
」
と
い
う
地
名
で
あ
る
。
こ

の
不
思
議
な
響
き
の
地
名
が
表
示
し
て
い
た
場
所
は
、
人
の
生
活
の
場
と
し
て
は

存
在
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
そ
の
名
前
を
伝
え
る
一
つ

の
手
段
が
、
そ
の
名
の
下
で
鹿
子
踊
り
を
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。
長
洞
さ
ん
は
そ

こ
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
も
の
を
「
歴
史
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
い
た
。

「
名
前
が
な
い
と
、
法
の
脇
が
何
も
な
く
な
る
か
ら
。
残
る
の
は
こ
れ
し
か
残
ら

な
い
ん
で
、「
法
の
脇
が
あ
っ
た
が
え
」
と
い
う
話
く
ら
い
残
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
歴
史
か
な
と
。
漁
師
の
部
落
だ
っ
た
か
ら
、
川
留
め

を
す
る
親
方
も
何
回
も
出
て
い
る
。そ
う
い
う
法
の
脇
と
鮭
川
と
の
関
係
が
あ
っ

て
、
そ
の
法
の
脇
に
あ
っ
た
鹿
子
踊
り
と
い
う
の
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
歴
史

の
１
コ
マ
と
し
て
残
し
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
の
が
私
の
中
に
あ

る
。」

　
同
じ
よ
う
に
山
野
目
さ
ん
も
「
名
前
を
変
え
る
と
、
そ
こ
で
歴
史
が
途
絶
え
て

し
ま
う
」
と
語
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
彼
ら
は
、
津
軽
石
全
体
で
踊
り
を
受
け
継
ぎ

な
が
ら
も
、
そ
の
名
称
を
「
法
の
脇
鹿
子
踊
り
」
と
し
て
残
し
て
い
き
た
い
と
い

う
希
望
を
も
っ
て
い
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
た
と
え
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
や
り
方

で
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
過
去
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
も

の
を
将
来
に
伝
え
る
た
め
で
あ
っ
て
、
別
の
も
の
を
作
り
出
そ
う
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。
長
い
歴
史
を
持
つ
法
の
脇
の
鹿
子
踊
り
を
、
新
し
い
組
織
、
新
し
い
人

び
と
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
で
培
っ
て
き
た
様
々
な
も
の
を
、

踊
り
に
託
し
て
未
来
に
つ
な
げ
る
方
法
な
の
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
、
元
法
の
脇
住
民
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
受
け
継
い
で
い
き
た
い
大

各分野での震災後の取り組み
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く
同
じ
で
は
な
い
け
れ
ど
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
と
「
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
い
う

実
感
を
、
新
し
い
生
活
の
な
か
に
見
い
だ
す
こ
と
で
は
な
い
か
。
鹿
子
踊
り
と
熊

野
神
社
が
、
元
法
の
脇
の
住
民
た
ち
に
と
っ
て
、
か
つ
て
の
暮
ら
し
と
こ
れ
か
ら

の
暮
ら
し
を
結
び
つ
け
、
そ
れ
に
関
わ
る
人
び
と
を
束
ね
る
核
と
し
て
、
長
く
受

け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

【
参
考
（
引
用
）
文
献
】

岩�

手
県
教
育
委
員
会
編
『
岩
手
の
民
俗
芸
能　
念
仏
踊
篇
（
附・山
伏
神
楽
補
遺
）』

（
岩
手
県
文
化
財
調
査
報
告
第
15
集
）　
１
９
６
５
年　
岩
手
県
教
育
委
員
会

岩�

手
県
教
育
委
員
会
編
『
岩
手
の
民
俗
芸
能　
獅
子
（
鹿
）
踊
篇
・
下
巻
』（
岩
手

県
文
化
財
調
査
報
告
第
19
集
）　
１
９
７
０
年　
岩
手
県
教
育
委
員
会

宮�

古
市
教
育
委
員
会
編
『
宮
古
市
史
（
民
俗
編
）』
上
・
下　
１
９
９
４
年　
宮

古
市

森
口
多
里
『
岩
手
県
民
俗
芸
能
誌
』　
１
９
７
１
年　
錦
正
社

【
話
者
（
本
文
中
に
言
及
さ
れ
て
い
る
人
）】

山�

野
目
輝
雄
さ
ん
（
法
の
脇
部
落
会
長
、
法
の
脇
獅
子
舞
保
存
会
長
、
津
軽
石
鮭

繁
殖
保
護
組
合
長
、
昭
和
11
年
生
）

澤
口
候
則
さ
ん
（
法
の
脇
獅
子
舞
保
存
会
副
会
長
、
昭
和
21
年
生
）

長
洞
正
人
さ
ん
（
法
の
脇
獅
子
舞
保
存
会
事
務
局
長
、
昭
和
31
年
生
）

行
わ
れ
て
お
り
、
震
災
後
に
発
見
さ
れ
た
鹿
子
踊
り
の
頭
を
保
管
し
て
い
た
よ
う

に
、元
の
住
民
た
ち
の
公
共
的
な
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。震
災
の
後
に
は
、

大
正
12
年
に
寄
進
さ
れ
た「
熊
野
山
神
社
」と
染
め
ら
れ
た
幟
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
中
断
し
て
い
た
祭
礼
も
、
平
成
25
年
に
再
開
さ
れ
た
。

　
現
在
の
社
殿
は
平
成
10
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
こ
の
と
き
元
法
の
脇
の

ほ
ぼ
全
世
帯
を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
熊
野
神
社
建
設
委
員
会
と
い
う
組
織
が
作
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
組
織
は
そ
の
後
も
解
散
せ
ず
に
残
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
そ

し
て
部
落
会
の
解
散
後
は
、
こ
の
組
織
が
熊
野
神
社
に
関
わ
る
諸
事
を
伝
え
て
い

く
母
体
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
熊
野
神
社
は
、
元
法
の
脇
の

住
民
で
祀
ら
な
け
れ
ば
、
他
に
世
話
を
す
る
者
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
部
落
会

長
の
山
野
目
さ
ん
は
、
こ
の
熊
野
神
社
の
祭
礼
と
鹿
子
踊
り
を
、
部
落
会
の
解
散

後
も
元
法
の
脇
の
住
民
が
守
っ
て
い
く
べ
き
大
き
な
２
つ
の
宝
で
あ
る
と
い
う
。

お
わ
り
に

　
元
法
の
脇
の
住
民
た
ち
は
、
い
ま
よ
う
や
く
落
ち
着
く
場
所
を
得
て
、
そ
こ
か

ら
生
活
の
再
生
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。
当
然
で
は
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
再

生
と
は
、
過
去
の
生
活
を
再
現
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
新
し
い
場
所
で
、

新
し
い
人
た
ち
と
の
関
係
を
築
い
て
生
き
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し

一
人
一
人
の
中
で
そ
れ
以
前
の
暮
ら
し
と
何
か
し
ら
の
連
続
性
を
も
っ
た
も
の
と

し
て
認
識
さ
れ
な
い
か
ぎ

り
、そ
の
新
し
い
生
活
は
、

拠
り
所
の
な
い
空
疎
な
も

の
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ

う
。
と
り
わ
け
高
齢
者
の

多
い
法
の
脇
の
人
び
と
に

と
っ
て
、
今
か
ら
全
く
新

し
い
生
活
を
始
め
る
な
ど

と
い
う
の
は
考
え
も
及
ば

な
い
は
ず
で
あ
る
。
大
切

な
の
は
、
以
前
と
ま
っ
た

写真５　発見された熊野神社の幟

法の脇鹿子踊りの被災と復活
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代
表
の
松
本
文
雄
さ
ん
、
ワ
ケ
ー
モ
ン
ガ
シ
ラ
の
田
中
大
喜
さ
ん
、
宮
古
市
史
編

さ
ん
室
の
假
屋
雄
一
郎
さ
ん
か
ら
の
聞
き
書
き
と
、
神
楽
が
訪
問
し
た
世
界
及
び

日
本
各
地
の
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
、
そ
し
て
神
田
の
実
見
を
元
に
描
い
て
ゆ

く
こ
と
に
す
る
。

１　
黒
森
神
楽
衆
の
被
災
状
況
と
震
災
後
に
加
入
し
た
若
い
神
楽
衆

　

黒
森
神
楽
衆
が
住
ん
で
い
る
地
域
は
全
域
が
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
あ

り
、
彼
ら
も
被
災
者
で
は
あ
る
が
、
神
楽
衆
自
体
に
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
。
し

か
し
以
下
の
メ
ン
バ
ー
が
自
宅
や
職
業
に
関
わ
る
建
物
や
道
具
な
ど
の
物
的
な
被

害
は
あ
っ
た
。

　
松
本
文
雄
さ
ん
（
昭
和
23
年
生
）
は
現
在
黒
森
神
楽
の
代
表
で
、
震
災
で
宮
古

市
田
老
真
崎
に
あ
る
家
は
残
っ
た
が
、
船
と
養
殖
施
設
が
全
滅
し
た
。
津
波
の
時

は
海
岸
付
近
で
犬
の
散
歩
を
し
て
い
た
が
、
犬
共
々
山
に
逃
げ
て
助
か
っ
た
。
以

前
は
農
協
に
勤
め
て
い
た
が
、
依
願
退
職
し
て
、
今
は
漁
業
の
仕
事
を
続
け
て
お

り
、わ
か
め
の
養
殖
を
中
心
に
や
っ
て
い
る
。わ
か
め
は
津
波
の
年
は
収
穫
ゼ
ロ
で
、

翌
年
は
例
年
の
６
割
程
度
の
収
穫
だ
っ
た
。

　
畠
山
俊
良
さ
ん
（
昭
和
23
年
生
）
は
宮
古
市
田
老
摂
待
に
住
む
現
役
の
漁
師
で
、

船
で
わ
か
め
の
収
穫
作
業
中
に
津
波
に
遭
い
、
筏
の
上
に
い
た
兄
を
助
け
て
、
沖

に
逃
げ
た
。
津
波
警
報
が
解
除
に
な
ら
な
い
と
陸
に
戻
れ
な
い
の
で
、
大
き
な
船

に
助
け
ら
れ
て
、
丸
一
日
沖
に
い
た
。
今
は
引
退
し
、
息
子
が
後
を
継
い
で
い
る
。

重
機
を
動
か
す
免
許
が
あ
る
の
で
、
田
老
の
瓦
礫
を
処
分
す
る
分
別
場
で
働
き
、

そ
れ
が
済
ん
で
か
ら
漁
業
に
戻
っ
た
。

　
田
中
大
喜
さ
ん
（
昭
和
53
年
生
）
は
岩
手
県
の
職
員
庁
舎
に
住
ん
で
い
て
問
題

は
な
か
っ
た
が
、
大
槌
町
吉
里
吉
里
の
実
家
が
全
壊
し
、
安
渡
に
あ
っ
た
実
家
の

水
産
加
工
場
も
全
壊
し
た
。
実
家
に
住
ん
で
い
た
両
親
と
弟
は
仮
設
住
ま
い
を
し

て
い
る
。
田
中
さ
ん
は
宮
古
に
新
居
を
建
設
し
て
２
０
１
３
年
８
月
に
引
っ
越
し

を
し
た
。
彼
は
今
黒
森
神
楽
の
若
者
頭
（
ワ
ケ
ー
モ
ン
ガ
シ
ラ
）
と
い
う
立
場
に

い
る
。

　
平
野
智と

も

さ
ん
（
平
成
元
年
生
）
は
震
災
当
時
は
青
森
大
学
の
学
生
で
、
青
森
に

い
て
停
電
の
た
め
蝋
燭
を
灯
し
て
過
ご
し
た
と
い
う
。
こ
の
年
の
３
月
12
日
に
予

第
２
部　
各
分
野
で
の
震
災
後
の
取
り
組
み

第
13
章　
被
災
し
た
芸
能
と
復
活

Ⅱ　
陸
中
沿
岸
地
方
と
芸
能
に
よ
る
地
域
再
生

 

神
田
よ
り
子

は
じ
め
に

　
黒
森
神
楽
は
今
も
黒
森
神
社
を
拠
点
に
、
近
世
期
の
八
戸
藩
、
伊
達
藩
と
の
国

境
ま
で
１
年
交
替
で
北
廻
り
、
南
廻
り
と
称
し
て
村
々
を
廻
っ
て
い
る
。
そ
し
て

村
の
中
で
は
獅
子
頭
を
携
え
て
家
々
を
訪
れ
、
初
春
の
祈
祷
を
し
て
歩
き
、
夜
に

は
一
軒
の
家
を
宿
と
し
て
一
間
に
幕
を
張
り
神
楽
を
演
じ
て
き
た
。
こ
う
し
た
伝

承
の
確
か
さ
が
評
価
さ
れ
て
、
１
９
９
５
年
12
月
26
日
に
は
「
陸
中
沿
岸
地
方
の

廻
り
神
楽
」
と
し
て
下
閉
伊
郡
普
代
村
の
鵜
鳥
神
楽
と
共
に｢

記
録
作
成
等
の
措

置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財｣
（
神
田
よ
り
子
『
陸
中
沿
岸
地
方
の
廻
り

神
楽
報
告
書
』
宮
古
市　
１
９
９
９
年
）
に
選
択
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
２
０
０
６

年
３
月
15
日
に
国
の
「
重
要
無
形
民
俗
文
化
財｣
に
指
定
さ
れ
た
。
こ
の
神
楽
は
、

宮
古
市
の
黒
森
神
社
の
神
霊
を
獅
子
頭
に
遷
し
、
こ
れ
を
権
現
様
と
奉
じ
て
歩
く

こ
と
か
ら
黒
森
神
楽
の
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
黒
森
神
社
に
は
南
北
朝
初
期
の

作
と
推
定
さ
れ
る
獅
子
頭
を
は
じ
め
、
文
明
17
（
１
４
８
５
）
年
と
そ
れ
以
降
の

獅
子
頭
が
残
り
、寛
政
８
（
１
７
９
６
）
年
以
降
の
獅
子
頭
は
二
頭
で
一
対
と
な
り
、

今
に
至
っ
て
い
る
。

　
黒
森
神
楽
が
𢌞
っ
て
歩
く
陸
中
沿
岸
地
方
は
、
そ
の
ま
ま
今
回
の
東
日
本
大
震

災
の
岩
手
県
内
の
被
災
地
と
重
な
っ
て
い
る
。
神
楽
の
宿
を
提
供
し
て
き
た
地
域

の
方
々
も
、
獅
子
頭
を
奉
じ
て
廻
っ
て
歩
く
神
楽
衆
も
、
共
に
被
災
者
な
の
だ
。

こ
こ
で
は
神
楽
衆
の
被
災
状
況
、
黒
森
神
楽
の
宿
の
被
災
と
復
興
、
震
災
後
の
神

楽
の
巡
行
、
被
災
地
代
表
と
し
て
の
黒
森
神
楽
、
神
楽
が
果
た
し
た
地
域
の
再
生
、

そ
し
て
今
後
の
神
楽
の
巡
行
の
行
方
に
つ
い
て
述
べ
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
と
く

に
東
日
本
大
震
災
後
の
黒
森
神
楽
の
活
動
状
況
は
、
震
災
の
年
の
秋
か
ら
数
年
間

の
み
だ
っ
た
が
、
日
本
全
国
各
地
だ
け
で
は
な
く
海
外
か
ら
も
、
震
災
に
負
け
な

か
っ
た
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
に
招
か
れ
て
活
動
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、

そ
の
こ
と
に
も
言
及
し
て
ゆ
き
た
い
。
こ
こ
で
は
黒
森
神
楽
の
宿
の
方
々
、
神
楽

各分野での震災後の取り組み
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し
て
い
る
。

②　

�

戸
村
和
希
さ
ん
（
２
０
１
６
年
３
月
岩
手
県
立
宮
古
水
産
高
等
学
校
卒
業
、

家
の
漁
業
を
継
ぐ
）
重
茂
仲
組
出
身
、
田
川
君
の
同
級
生

　
中
学
の
時
は
重
茂
で
剣
舞
を
や
っ
て
い
た
。
田
川
君
が
高
校
１
年
の
６
月
頃
、

重
茂
の
祭
り
に
行
き
、
夜
友
人
の
家
に
泊
ま
っ
た
。
そ
こ
で
神
社
の
夕
食
の
時
に

来
た
の
が
水
産
高
校
の
戸
村
君
で
、
彼
も
や
り
た
い
と
希
望
し
た
。
小
学
校
の
頃

か
ら
黒
崎
神
社
の
祭
り
に
は
祖
父
に
連
れ
ら
れ
て
神
楽
を
見
て
い
て
、
神
楽
を
好

き
に
な
っ
た
。
こ
の
祖
父
が
「
も
の
に
し
て
た
ん
せ
」
と
頼
ん
で
き
た
。

　
田
川
君
が
習
う
と
言
い
だ
し
て
、
２
人
で
参
加
し
て
２
人
で
「
榊
葉
」
を
や
っ

て
い
る
。
卒
業
し
た
ら
漁
師
に
な
り
た
い
と
い
う
。

③　

�

石
崎
泰
成
さ
ん
（
２
０
１
６
年
３
月
岩
手
県
立
宮
古
商
業
高
等
学
校
卒
業
、

宮
古
市
役
所
勤
務
）
重
茂
石
浜
出
身　
戸
村
君
の
友
達

　
高
校
２
年
の
時
に
戸
村
君
が
神
楽
を
や
っ
て
い
る
の
を
聞
い
て
「
オ
レ
も
や
り

た
い
、
誰
に
聞
け
ば
良
い
ん
だ
」
と
聞
い
て
き
た
。
重
茂
中
学
で
は
剣
舞
を
や
っ

て
い
た
。
実
家
の
あ
る
石
浜
で
は
神
楽
の
南
廻
り
の
巡
行
を
見
て
い
た
。
ヨ
ッ
ト

部
に
所
属
し
て
い
て
な
か
な
か
来
ら
れ
な
か
っ
た
。
練
習
を
始
め
た
の
は
26
年
の

10
月
か
ら
で
、
宮
古
市
千
徳
上か

ん

鼻ぱ
な

の
羽
黒
神
社
で
10
月
第
１
土
曜
に
行
わ
れ
る
祭

礼
の
宵
宮
で
「
榊
葉
」
を
舞
っ
た
。

④　

�

山
本
翔
太
さ
ん
（
２
０
１
６
年
３
月
岩
手
県
立
宮
古
工
業
高
等
学
校
卒
業
、

地
元
の
企
業
に
就
職
）
田
老
養
呂
地
出
身

　
神
楽
道
場
に
来
て
い
た
が
、「
仙
台
に
行
く
の
で
や
め
た
」と
言
っ
て
い
た
が
、「
宮

古
に
残
っ
て
神
楽
を
や
る
」
と
最
近
に
な
っ
て
宣
言
を
し
た
。

　
練
習

　
若
い
神
楽
衆
の
た
め
に
黒
森
の
ふ
れ
あ
い
館
で
時
間
を
と
れ
る
者
が
来
て
、
土

曜
日
の
午
後
な
ど
に
稽
古
を
し
て
い
る
。
双
方
の
都
合
が
あ
え
ば
、
そ
の
都
度
集

ま
っ
て
練
習
を
す
る
。
そ
の
際
は
宮
古
市
田
代
在
住
の
皆
川
栄
作
さ
ん
が
何
と
か

都
合
を
合
わ
せ
て
出
て
く
れ
る
。

　
平
成
27
年
９
月
の
宮
古
市
横
山
八
幡
宮
の
祭
り
で
は
、
イ
タ
コ
さ
ん
が
来
な
い

の
で
、
権
現
舞
を
長
く
や
っ
て
ほ
し
い
と
宮
司
か
ら
依
頼
さ
れ
た
。
平
日
の
祭
礼

定
さ
れ
て
い
た
大
槌
町
吉
里
吉
里
へ
の
巡
行
に
あ
わ
せ
て
、
平
野
宅
に
権
現
様
を

預
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
本
人
が
青
森
に
い
た
た
め
、
宮
古
市
田
老

摂
待
の
畠
山
俊
良
さ
ん
が
預
か
り
、
権
現
様
も
衣
装
も
助
か
っ
た
。
権
現
様
の
お

か
げ
と
言
っ
て
い
る
。
平
野
さ
ん
の
実
家
は
大
槌
町
浪
板
で
民
宿
を
経
営
し
て
い

た
が
、津
波
で
流
出
し
た
。
そ
の
後
、母
は
大
槌
の
仮
設
で
居
酒
屋
を
や
り
な
が
ら
、

浪
板
の
浸
水
区
域
外
に
家
を
新
築
し
た
。
本
人
は
盛
岡
の
電
気
関
係
の
会
社
に
就

職
し
て
、
盛
岡
に
住
ん
で
い
た
が
、
２
０
１
４
年
６
月
に
結
婚
し
、
子
供
が
生
ま

れ
た
。会
社
の
支
所
が
浪
板
に
あ
り
、今
は
浪
板
で
親
子
３
人
の
生
活
を
し
て
い
る
。

　
実
家
が
あ
る
大
槌
町
浪
板
で
今
は
85
歳
に
な
る
祖
父
が
鯨
山
神
楽
の
胴
取
を
し

て
お
り
、
こ
の
祖
父
の
指
導
で
３
歳
の
時
に
神
楽
を
舞
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
小
学

校
１
年
の
時
に
は
平
泉
町
で
岩
手
県
小
学
校
の
芸
能
祭
が
あ
り
、祖
父
の
胴（
太
鼓
）

で
舞
を
舞
っ
た
。
多
分｢

榊
葉｣

だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
小
学
校
５
、６
年
の

頃
に
は
黒
森
神
楽
の
田
中
大
喜
さ
ん
か
ら
榊
葉
を
習
い
、
中
学
１
年
で
黒
森
神
楽

の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
宮
古
市
千
徳
の
神
社
の
祭
り
で
「
恵
比
寿
舞
」
を
舞
っ
た
。

高
校
に
な
っ
て
か
ら
は
巡
行
に
も
出
て
い
た
。
２
０
１
５
年
12
月
７
日
の
黒
森
神

楽
の
舞
納
め
で
は
新
し
い｢

仕
組
み｣

（
演
劇
仕
立
て
の
活
劇
）
の
胴
を
取
っ
た
。

若
い
神
楽
衆

　
ワ
ケ
ー
モ
ン
ガ
シ
ラ
で
あ
る
田
中
大
喜
さ
ん
に
よ
る
と
、
震
災
後
に
黒
森
神
楽

に
入
っ
た
若
い
神
楽
衆
が
重
茂
に
２
人
、
田
老
に
２
人
い
る
。

①　

�

田
川
尚
樹
さ
ん
（
２
０
１
６
年
３
月
岩
手
県
立
宮
古
水
産
高
等
学
校
卒
業
、

地
元
の
漁
業
関
連
の
会
社
に
就
職
）
田
老
摂
待
出
身　

　
彼
が
中
学
３
年
の
頃
、
黒
森
神
楽
の
本
拠
地
で
あ
る
黒
森
神
社
の
山
麓
に
あ
る

山
口
公
民
館
で
、
神
楽
道
場
を
や
る
こ
と
に
な
り
、
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

前
か
ら
神
楽
を
や
り
た
か
っ
た
と
言
う
。
も
う
１
人
山
本
君
（
後
述
）
と
い
う
田

老
の
子
が
一
緒
に
来
た
が
、
高
校
の
陸
上
部
で
忙
し
く
な
り
、
田
川
君
だ
け
が
残
っ

た
。

　
中
学
１
年
の
頃
か
ら
摂
待
の
民
俗
芸
能
で
あ
る「
七
つ
も
の
」を
や
っ
て
い
た
が
、

同
じ
摂
待
に
住
む
神
楽
衆
の
畠
山
俊
良
さ
ん
が
、
筋
が
良
い
と
引
き
込
み
、
中
学

３
年
の
３
月
か
ら
教
え
て
い
る
。
高
校
を
卒
業
し
た
ら
漁
師
に
な
る
こ
と
を
希
望

陸中沿岸地方と芸能による地域再生
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老
の
摂
待
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
地
域
で
、
平
成
26
年
は
巡
行
の
予
定
は
あ
っ

た
も
の
の
、
不
幸
が
あ
っ
て
中
止
と
な
っ
た
。
田
野
畑
村
明
戸
で
は
仕
事
関
連
の

被
害
は
あ
っ
た
が
、
巡
行
の
受
け
入
れ
は
継
続
し
て
お
り
、
こ
こ
へ
行
く
の
は
４

年
に
１
回
な
の
で
、
行
く
た
び
に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。

　
宮
古
市
内
の
商
店
街
は
被
災
し
て
い
る
が
、
巡
行
で
の
門
打
ち
な
ど
は
休
む
こ

と
な
く
や
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
末
広
町
だ
け
で
は
な
く
中
央
町
商
店
街
あ
た
り

ま
で
門
打
ち
の
範
囲
が
増
え
た
。
年
年
増
え
て
い
る
。
神
楽
は
末
広
町
の
リ
ア
ス

亭
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
や
っ
て
い
る
。
末
広
町
で
は
年
に
２
回
復
興
市

を
や
っ
て
い
る
。
町
中
で
も
神
楽
や
門
打
ち
を
や
る
よ
う
に
な
り
、
若
い
人
た
ち

が
神
楽
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　
南
廻
り
は
門
打
ち
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
地
域
だ
っ
た
が
、被
害
が
大
き
か
っ

た
。
神
楽
の
宿
自
体
は
被
害
が
あ
っ
て
住
め
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
は
な
い
。
し
か

し
大
槌
町
吉
里
吉
里
で
は
門
打
ち
は
で
き
な
い
。
吉
里
吉
里
の
佐
野
さ
ん
宅
の
近

辺
は
す
べ
て
流
さ
れ
て
な
く
な
っ
た
し
、
仕
事
関
連
の
被
害
は
あ
っ
た
。
佐
野
さ

ん
は
船
を
持
っ
て
い
た
の
で
宿
を
や
っ
て
く
れ
て
い
た
が
、
船
が
火
事
で
燃
え
て

し
ま
い
、
仕
事
が
で
き
な
く
な
り
、
神
楽
は
泊
め
な
く
な
っ
た
。
被
害
者
た
ち
が

組
合
を
作
れ
ば
、
補
助
事
業
の
対
象
に
な
る
の
で
、
そ
れ
を
提
案
し
て
あ
げ
た
ら
、

「
田
中
君
の
お
か
げ
で
船
を
作
れ
た
」
と
喜
ん
で
く
れ
た
。

　
宮
古
市
重
茂
は
震
災
の
翌
年
か
ら
門
打
ち
を
し
て
い
る
が
、
重
茂
の
白
浜
の
畠

山
さ
ん
も
船
、
養
殖
施
設
が
流
さ
れ
、
家
は
床
上
浸
水
だ
っ
た
。
山
田
町
山
ノ
内

の
山
崎
さ
ん
は
船
と
養
殖
施
設
が
被
害
に
遭
っ
た
。
釜
石
市
鵜
住
居
の
根
浜
海
岸

に
位
置
す
る
宝
来
館
は
小
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
西
側
か
ら
波
が
来
て
宿
泊
施
設

が
全
壊
と
な
り
、従
業
員
が
亡
く
な
っ
た
。女
将
さ
ん
は（
後
述
）波
に
の
ま
れ
た
が
、

助
か
っ
た
。
自
分
の
身
体
の
上
に
車
が
来
た
が
手
で
払
い
の
け
て
生
き
延
び
た
と

い
う
。
震
災
の
直
前
の
２
月
26
日
に
宝
来
館
で
神
楽
を
や
っ
た
。「
神
楽
の
お
か
げ

で
護
ら
れ
た
」
と
本
人
は
話
し
て
い
る
。
平
成
25
年
に
は
再
建
し
て
、
宿
と
し
て

神
楽
を
再
開
し
た
。
27
年
の
南
廻
り
に
も
泊
ま
っ
た
。

　
大
槌
町
吉
里
吉
里
は
、
か
つ
て
は
大
き
な
漁
家
が
何
軒
か
あ
り
、
神
楽
が
行
く

と
競
う
よ
う
に
泊
め
た
と
い
う
。
昭
和
８
年
の
大
津
波
の
後
、
畑
だ
っ
た
土
地
に

家
を
再
建
し
、
密
集
し
て
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。
防
潮
堤
が
あ
り
、
坂
に
な
っ
て

の
た
め
に
神
楽
衆
が
そ
ろ
わ
ず
、
水
産
高
校
で
は
神
楽
に
出
る
た
め
に
公
欠
を
出

す
と
い
う
こ
と
で
、
急
遽
高
校
生
に
特
訓
を
し
て
間
に
合
わ
せ
た
。
水
産
高
校
に

倣
っ
て
、
商
業
高
校
も
公
欠
に
な
る
と
い
う
。

２　
黒
森
神
楽
の
宿
の
被
災
と
復
興

神
楽
の
状
況

　
宮
古
市
史
編
纂
室
の
假
屋
雄
一
郎
さ
ん
に
よ
る
と
、２
０
１
１
年
の
震
災
後
、６
、

７
月
に
な
っ
て
人
々
が
仮
設
に
入
っ
て
生
活
が
安
定
し
て
く
る
と
、「
祭
り
を
自
粛

す
る
」
と
い
っ
た
声
も
小
さ
く
な
り
、
雰
囲
気
も
変
わ
り
、「
祭
り
を
や
ら
ね
ば
」

と
言
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
７
月
に
入
る
と
飲
み
屋
も
再
開
し
た
の
で
、役
所
で
も「
自
粛
せ
ず
、飲
み
に
行
っ

て
や
ら
ね
ば
」
と
話
す
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
祭
り
も
、当
初
は
自
粛
す
る
と
言
っ

て
い
た
が
、
普
段
通
り
の
祭
り
と
神
楽
を
や
っ
た
。
宮
古
市
鍬
ヶ
崎
で
は
、
お
く

ま
ん
さ
ま
（
熊
野
神
社
）
の
祭
り
は
普
段
通
り
に
や
っ
た
が
、
長
床
に
は
避
難
者

が
い
た
の
で
、
神
楽
は
や
ら
ず
祭
り
も
神
事
の
み
だ
っ
た
。

　

２
０
１
４
年
12
月
23
日
に
黒
森
神
楽
の
若
頭
の
田
中
大
喜
さ
ん
（
昭
和
53
年

生
）
か
ら
話
を
伺
っ
た
。
神
楽
の
再
開
は
も
っ
と
遅
く
な
る
と
思
っ
て
い
た
が
、

２
０
１
１
年
６
月
25
日
に
は
宮
古
市
田
老
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
で
や
っ
た
り
し
て
、

ず
い
ぶ
ん
早
く
復
活
し
て
い
る
。

　
北
廻
り
で
訪
れ
る
宮
古
市
田
老
末
前
、
畑
、
岸
、
小
成
は
内
陸
だ
っ
た
た
め
被

害
は
な
か
っ
た
。
北
廻
り
で
廻
る
地
域
は
高
台
に
集
落
が
あ
る
と
こ
ろ
が
多
い
の

で
、
被
害
は
少
な
く
、
宿
は
で
き
て
い
る
。
し
か
し
田
野
畑
村
島
の
越
集
落
は
壊

滅
し
て
い
て
、
集
落
と
し
て
高
台
移
転
の
予
定
だ
が
、
移
転
で
き
れ
ば
再
開
し
た

い
と
い
う
話
は
あ
る
。
当
地
で
は
こ
れ
ま
で
漁
村
セ
ン
タ
ー
で
神
楽
を
や
っ
て
い

た
が
、
今
は
田
野
畑
村
の
和
野
で
仮
設
住
ま
い
を
し
て
い
る
の
で
、
和
野
の
北
川

食
堂
で
和
野
の
分
と
し
て
神
楽
を
や
っ
た
。
島
の
越
で
神
楽
の
好
き
な
人
は
、
平

成
24
年
の
北
廻
り
の
際
に
は
、
今
度
来
た
ら
新
し
い
家
で
柱
固
め
を
や
っ
て
も
ら

う
と
言
っ
て
い
た
が
、
26
年
も
同
じ
状
況
だ
っ
た
。
し
か
し
元
々
門
打
ち
の
軒
数

が
少
な
か
っ
た
。
拠
点
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
な
く
な
っ
た
の
は
、
岩
泉
町
小
本

温
泉
と
田
野
畑
村
の
島
の
越
の
漁
村
セ
ン
タ
ー
の
２
か
所
だ
。
ま
た
、
宮
古
市
田

各分野での震災後の取り組み
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な
る
フ
ラ
ン
ス
で
の
公
演
の
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
下
見
に

来
て
い
た
。

　
３
月
３
日
（
土
）、4
日
（
日
）
に
は
田
老
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
で
「
陸

中
沿
岸
の
廻
り
神
楽
「
黒
森
神
楽
・
鵜
鳥
神
楽
」
巡
行
宿
」
と
称
し
て
、
い
わ
て
、

民
俗
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
催
に
よ
る
神
楽
公
演
が
行
わ
れ
た
。
主
旨
は
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
巨
大
津
波
が
三
陸
沿
岸
を
襲
い
、
巡
行
の
中
断
が
も
た
ら
す

基
層
文
化
の
衰
退
を
考
え
る
と
そ
の
支
援
の
重
要
性
が
浮
か
び
上
が
る
。
そ
こ
で

文
化
庁
の
「
地
域
の
文
化
遺
産
を
行
か
し
た
観
光
振
興
・
地
域
活
性
化
事
業
」
の

取
り
組
み
と
し
て
、
神
楽
宿
を
引
き
受
け
、
被
災
地
で
の
両
神
楽
の
公
演
を
伴
っ

た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
民
俗
芸
能
団
体
へ
の
支
援
と
被
災
者
支
援
を
実
施
す

る
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
敷
地
内
に
あ
る
仮
設
住
宅

に
住
む
４
０
０
世
帯
の
方
々
が
無
料
招
待
さ
れ
た
。
３
月
３
日
（
土
）
に
は
摂
待

七
つ
物
、
田
代
念
仏
剣
舞
の
上
演
の
後
、
黒
森
神
楽
に
よ
る
舞
い
込
み
、
夜
神
楽
、

舞
い
立
ち
が
あ
っ
た
。
３
月
４
日
（
日
）
に
は
参
加
団
体
な
ど
と
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
あ
り
、引
き
続
き
、鵜
鳥
神
楽
の
舞
い
込
み
、昼
神
楽
、舞
い
立
ち
が
あ
っ
た
。

平
成
25
（
２
０
１
３
）
年

　
南
廻
り
巡
行
に
当
た
り
、
１
月
３
日
（
木
）
に
は
黒
森
神
社
に
て
舞
い
立
ち
の

行
事
が
あ
り
、
神
降
ろ
し
に
続
き
神
事
と
権
現
舞
を
舞
っ
た
。
そ
の
後
、
山
口
公

民
館
に
て
シ
ッ
ト
ギ
獅
子
に
よ
る
舞
い
込
み
が
あ
り
、
続
い
て
神
楽
を
演
じ
た
。

翌
日
の
４
日
（
金
）
に
は
山
口
団
地
、
田
の
神
、
西
町
に
て
門
打
ち
に
歩
き
、
舞

い
立
ち
と
な
っ
た
。

　
１
月
６
日
（
日
）
に
は
末
広
町
商
店
街
に
て
門
打
ち
と
神
楽
を
行
っ
た
。

　
１
月
12
日
（
土
）、
13
日
（
日
）
宮
古
市
近
内
の
鈴
木
清
宅
が
宿
と
な
り
舞
い
込

み
、
神
楽
そ
し
て
門
打
ち
を
行
っ
た
。

　
１
月
19
日
（
土
）
は
大
槌
町
吉
里
吉
里
へ
の
巡
行
だ
っ
た
が
、
大
槌
は
津
波
で

大
被
害
を
受
け
た
地
域
で
も
あ
り
、
神
楽
衆
は
自
発
的
に
海
岸
に
お
い
て
津
波
犠

牲
者
の
供
養
の
た
め
に
海
に
向
か
っ
て
神
楽
念
仏
を
あ
げ
た
。
そ
の
後
、
吉
里
吉

里
小
学
校
に
お
い
て
舞
い
込
み
を
行
い
、
昼
神
楽
を
し
て
舞
い
立
ち
と
な
っ
た
。

　
１
月
26
日
（
土
）
は
山
田
町
山
ノ
内
の
山
﨑
冨
美
男
宅
が
宿
と
な
り
、
舞
い
込

い
て
海
が
見
え
ず
、
津
波
が
見
え
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
今
後
は
高
台
に
造
成
し
て

も
地
域
が
再
生
で
き
な
い
と
門
打
ち
の
復
活
は
無
理
だ
と
思
う
。

　
平
成
27
年
は
南
廻
り
の
年
で
末
広
町
は
１
月
10
日
に
や
っ
た
。
続
い
て
宮
古
市

近
内
が
１
月
11
、
12
日
の
２
日
間
の
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
宮
古
市
重
茂
の
石
浜

は
宿
に
泊
ま
っ
て
全
戸
で
門
打
ち
を
す
る
。
１
月
24
、
25
日
は
山
田
町
山
ノ
内
に

決
ま
っ
た
。
１
月
31
日
は
未
定
だ
が
多
分
宮
古
市
重
茂
の
千
鶏
で
や
る
予
定
だ
。

昔
は
千
鶏
の
馬
場
さ
ん
宅
で
や
っ
て
い
た
が
、
し
ば
ら
く
休
ん
で
い
た
。
彼
が
津

波
で
亡
く
な
っ
た
の
で
、
地
域
で
お
世
話
を
し
ま
す
と
言
っ
て
く
れ
た
。
釜
石
市

の
宝
来
館
は
３
月
１
日
に
や
る
。
こ
こ
は
私
が
神
楽
を
や
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

入
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
宿
と
し
て
は
新
し
い
。
平
成
17
年
か
19
年
の
頃
、
宝

来
館
の
女
将
さ
ん
が
わ
ざ
わ
ざ
吉
里
吉
里
の
実
家
ま
で
打
ち
合
わ
せ
に
来
て
く
れ

た
。

　
大
槌
町
吉
里
吉
里
の
佐
野
さ
ん
、
宮
古
市
重
茂
の
畠
山
さ
ん
、
山
田
町
山
ノ
内

の
山
崎
さ
ん
は
昔
か
ら
の
定
宿
で
、
泊
ま
っ
て
門
打
ち
ま
で
や
っ
て
い
た
。
彼
ら

は
黒
森
神
楽
に
つ
い
て
「
神
様
だ
か
ら
」
と
い
う
思
い
の
強
い
人
た
ち
だ
。

３　
震
災
後
の
神
楽
の
巡
行

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年

　

春
に
は
神
楽
の
巡
行
が
あ
っ
た
。

こ
の
年
は
北
廻
り
に
当
た
り
、
２
月

18
日
は
田
野
畑
村
田
野
畑
の
公
民
館

（
ア
ズ
ビ
ィ
ホ
ー
ル
）
で
神
楽
を
行
っ

た
。
公
民
館
の
敷
地
に
仮
設
が
立
っ

て
い
て
、
見
に
来
て
い
た
人
の
多
く

は
仮
設
住
ま
い
の
人
た
ち
だ
っ
た
。

田
野
畑
村
で
は
島
の
越
駅
前
の
海
岸

に
出
て
、
海
に
向
か
っ
て
神
楽
念
仏

を
あ
げ
（
写
真
１
）、
公
民
館
で
は

シ
ッ
ト
ギ
獅
子
で
舞
い
込
み
を
行
っ

た
。
こ
の
日
は
後
ほ
ど
行
く
こ
と
に

写真１　島の越の海岸での神楽念仏
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オ
ダ
ン
に
て
墓
獅
子
が
あ
っ
た
。
５
日
（
日
）
に
も
山
口
地
区
を
門
打
ち
を
し
て

歩
き
、
舞
い
立
ち
と
な
っ
た
。

　
１
月
11
日
（
土
）
は
宮
古
市
末
広
町
商
店
街
の
門
打
ち
で
、舞
い
込
み
、昼
神
楽
、

舞
い
立
ち
と
続
け
て
行
っ
た
。

　
１
月
12
日
（
日
）
は
宮
古
市
田
老
の
畑
に
て
舞
い
込
み
、昼
神
楽
、舞
い
立
ち
だ
っ

た
。

　
１
月
13
日
（
月
）
は
久
慈
市
ア
ン
バ
ー
ホ
ー
ル
に
て
宿
入
り
を
し
て
か
ら
介
護

施
設
を
門
打
ち
し
、
舞
い
込
み
の
後
に
神
楽
を
演
じ
た
。

　
１
月
18
日
（
土
）
は
田
野
畑
村
の
机
に
て
舞
い
込
み
と
昼
神
楽
が
あ
っ
た
。

　
１
月
19
日
（
日
）
に
は
特
別
に
大
槌
町
前
段
の
か
み
よ
稲
穂
館
に
お
い
て
新
年

会
に
招
か
れ
、
神
楽
５
曲
を
演
じ
て
交
賀
会
に
参
列
し
た
。

　
１
月
25
日
（
土
）
は
宮
古
市
田
老
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
て
舞
い
込
み
と
夜
神
楽

を
行
っ
た
。

　
１
月
26
日
（
日
）
に
は
宮
古
市
田
老
の
青
倉
で
神
楽
衆
だ
っ
た
故
小
向
勝
さ
ん

の
墓
前
で
墓
獅
子
を
行
い
、
昼
神
楽
を
演
じ
た
。

　
２
月
２
日
（
日
）
は
田
野
畑
村
の
和
野
で
神
楽
を
演
じ
た
。

　
３
月
９
日
（
日
）
は
黒
森
神
社
に
て
舞
い
込
み
、
神
事
、
権
現
舞
を
し
て
か
ら

神
上
げ
と
な
り
こ
の
年
の
巡
行
を
終
え
た
。

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年

　
黒
森
神
楽
の
南
廻
り
に
当
た
る
。
１
月
に
は
大
槌
町
吉
里
吉
里
の
佐
野
さ
ん
宅

で
神
楽
を
や
っ
た
。

　
１
月
31
日
は
山
田
町
山
ノ
内
の
山
﨑
冨
美
男
さ
ん
（
神
楽
宿
）
宅
が
宿
だ
っ
た
。

こ
の
お
宅
は
親
の
代
か
ら
神
楽
宿
を
や
っ
て
い
る
。
震
災
後
の
２
０
１
３
年
の
南

廻
り
で
は
こ
の
地
域
で
門
打
ち
を
し
た
が
、
仮
設
に
は
行
か
な
か
っ
た
。
重
茂
の

石
浜
で
は
宿
の
主
人
が
門
打
ち
の
際
に
つ
い
て
回
る
が
、
山
ノ
内
で
は
宿
の
主
人

は
つ
い
て
こ
な
い
。
震
災
後
、
自
粛
ム
ー
ド
は
な
か
っ
た
。
震
災
前
と
同
じ
よ
う

に
で
き
る
の
が
う
れ
し
い
と
言
わ
れ
た
し
、
神
楽
が
元
通
り
に
で
き
れ
ば
、
自
分

た
ち
の
生
活
も
元
通
り
に
な
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
。こ
の
日
は
舞
い
込
み
も
や
っ

た
。

み
の
後
夜
神
楽
を
演
じ
た
。
そ
し
て
翌
27
日
（
日
）
に
は
地
域
内
で
門
打
ち
を
し

て
舞
い
立
ち
を
行
っ
た
。

　
２
月
２
日
（
土
）
は
宮
古
市
重
茂
石
浜
の
畠
山
光
八
宅
が
宿
と
な
り
、
門
打
ち
、

舞
い
込
み
に
続
い
て
夜
神
楽
を
行
っ
た
。
翌
３
日
（
日
）
に
は
門
打
ち
と
舞
い
立

ち
が
あ
っ
た
。

　
２
月
９
日
（
土
）
は
釜
石
市
根
浜
の
宝
来
館
に
行
っ
た
。
ま
ず
海
岸
に
て
神
楽

念
仏
を
行
い
、
舞
い
込
み
に
続
い
て
夜
神
楽
を
演
じ
た
。
翌
10
日
（
日
）
に
は
昼

神
楽
を
演
じ
て
舞
い
立
ち
と
な
っ
た
。

　
２
月
11
日
（
月
）
は
大
槌
町
郷
土
芸
能
祭
が
大
槌
城
山
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
大
槌
町
郷
土
芸
能
連
合
会
所
属
団
体
と
の
共
演
で
、
恵
比
寿
舞
を
演
じ
た
。

　
２
月
16
日
（
土
）
は
神
楽
衆
の
平
野
智
の
大
槌
町
に
あ
る
実
家
に
て
神
楽
念
仏

を
行
い
、
平
野
喜
一
宅
に
て
柱
固
め
が
依
頼
さ
れ
た
。
そ
の
後
大
槌
町
浪
板
交
流

促
進
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
昼
神
楽
を
演
じ
舞
い
立
ち
と
な
っ
た
。
翌
17
日
（
日
）

は
大
槌
町
吉
里
吉
里
の
佐
野
安
信
宅
が
宿
と
な
り
、
舞
い
込
み
を
行
っ
て
か
ら
同

家
に
て
神
楽
念
仏
の
後
に
昼
神
楽
を
行
い
、
舞
い
立
ち
と
な
っ
た
。

　
３
月
２
日
（
土
）
は
大
槌
町
吉
里
吉
里
の
北
田
恭
市
宅
が
宿
と
な
り
、
同
家
の

氏
神
の
神
出
し
を
行
い
、
田
中
さ
ん
の
実
家
の
Ｔ
Ｒ
Ｓ
食
品
か
ら
復
旧
し
た
社
屋

兼
水
産
加
工
場
の
柱
固
め
を
依
頼
さ
れ
、
北
田
家
で
は
舞
い
込
み
の
後
に
、
神
楽

念
仏
を
依
頼
さ
れ
た
。
そ
の
後
舞
い
立
ち
と
な
っ
た
。

　
３
月
３
日
（
日
）
は
遠
野
市
遠
野
郷
八
幡
宮
に
て
舞
い
込
み
、
昼
神
楽
を
演
じ
、

舞
い
立
ち
と
な
っ
た
。

　
３
月
10
日
（
日
）
に
は
黒
森
神
社
に
て
舞
い
込
み
が
あ
り
、
権
現
舞
の
後
に
神

上
げ
の
儀
礼
を
行
っ
た
。

平
成
26
（
２
０
１
４
）
年

　
北
廻
り
巡
行
に
当
た
る
。
１
月
３
日
（
金
）
に
は
宮
古
市
横
町
横
山
八
幡
宮
新

年
祭
に
神
事
に
続
き
権
現
舞
を
奉
納
し
た
。
こ
の
後
、
宮
古
市
山
口
の
黒
森
神
社

に
て
神
降
ろ
し
の
行
事
を
行
っ
た
。
舞
い
立
ち
に
続
き
神
事
、
権
現
舞
の
後
に
山

口
地
区
を
門
打
ち
を
し
て
廻
り
、
山
口
公
民
館
で
シ
ッ
ト
ギ
獅
子
と
舞
い
込
み
に

続
き
神
楽
を
演
じ
た
。
翌
４
日
（
土
）
に
は
黒
森
町
、山
口
地
区
の
門
打
ち
を
行
い
、

各分野での震災後の取り組み
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門
打
ち
が
終
わ
る
と
北
田
家
に
戻
り
、
神
楽
念
仏
を
あ
げ
る
。
北
田
家
で
は
必

ず
行
う
。
１
つ
の
位
牌
を
仏
壇
か
ら
出
し
て
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
き
、
そ
の
周
囲

で
太
鼓
と
鉦
を
静
か
に
な
ら
す
。
シ
ョ
シ
ャ
舞
（
権
現
舞
の
前
に
行
う
舞
を
い
う
）

の
舞
い
手
は
扇
と
錫
杖
を
持
っ
て
位
牌
に
向
か
い
、
そ
の
後
ろ
に
獅
子
頭
を
抱
え

た
者
が
並
び
、
柔
ら
か
な
拍
子
で
念
仏
歌
を
歌
い
、
途
中
錫
杖
を
鳴
ら
し
な
が
ら
、

下
か
ら
上
へ
と
せ
り
上
が
る
動
作
を
す
る
。
そ
の
後
歌
い
な
が
ら
時
計
回
り
に
位

牌
の
周
り
を
ゆ
っ
く
り
と
回
る
。
廻
る
の
は
太
鼓
、
鉦
、
笛
、
シ
ョ
シ
ャ
舞
の
舞

い
手
、
獅
子
の
舞
い
手
各
２
人
。
拍
子
が
変
わ
り
賑
や
か
な
囃
子
に
な
る
と
、
少

し
ず
つ
廻
り
な
が
ら
舞
う
。
囃
子
が
や
む
と
全
員
が
位
牌
の
前
に
座
り
、
再
び
神

楽
歌
の
〽
四
の
巻
や
…
…
な
ど
を
歌
う
。
途
中
蝋
燭
を
付
け
、
獅
子
頭
を
持
っ
た

２
人
が
立
ち
上
が
り
、
自
分
の
立
っ
て
い
る
位
置
で
ゆ
っ
く
り
と
歯
打
ち
を
す
る
。

囃
子
が
や
む
と
仏
壇
の
鈴
を
打
ち
拝
礼
を
す
る
。
そ
の
後
家
の
当
主
が
線
香
に
火

を
つ
け
て
、
家
族
一
同
で
拝
礼
を
す
る
。

　
終
わ
る
と
権
現
舞
に
よ
る
舞
立
ち
と
な
る
。
4
人
に
よ
る
下
舞
の
後
、
黒
森
の

権
現
様
の
み
に
よ
る
権
現
舞
。
台
所
に
行
き
、
ひ
し
ゃ
く
と
へ
ら
を
交
差
さ
せ
て

火
伏
せ
の
儀
礼
を
行
っ
た
後
、
権
現
様
の
歯
打
ち
を
行
い
、
そ
の
後
仏
壇
、
神
棚
、

床
の
間
の
前
で
歯
打
ち
を
す
る
。
そ
の
後
家
の
主
婦
の
妊
娠
中
の
お
腹
を
獅
子
が

噛
ん
だ
。
終
了
後
、
御
祝
い
を
歌
い
、
当
主
に
酒
を
注
ぎ
、
一
口
飲
ん
で
か
ら
皆

で
飲
み
、
食
事
と
な
る
。
こ
の
日
は
主
婦
が
妊
娠
中
で
準
備
が
大
変
な
た
め
、
神

楽
は
や
ら
な
か
っ
た
。
佐
伯
裕
則
さ
ん
が
生
き
て
い
た
頃
は
仏
壇
の
位
牌
を
全
部

出
し
て
並
べ
、
神
楽
念
仏
を
や
っ
た
と
い
う
。　

　
こ
の
地
区
は
元
々
佐
野
さ
ん
宅
が
神
楽
宿
で
、
イ
カ
釣
船
を
持
っ
て
い
た
事
業

家
だ
っ
た
。
当
時
は
連
泊
す
る
こ
と
が
多
く
、
北
田
さ
ん
の
お
じ
い
さ
ん
が
、
我

が
家
は
百
姓
だ
が
、
よ
か
っ
た
ら
泊
ま
っ
て
く
れ
と
言
っ
て
く
れ
て
、
そ
れ
以
降

宿
に
な
っ
た
。

　
震
災
の
時
に
は
30
人
く
ら
い
が
こ
こ
に
逃
げ
て
き
て
、
１
か
月
く
ら
い
い
た
。

神
楽
宿
を
や
る
家
だ
か
ら
広
く
て
豊
か
だ
か
ら
と
い
う
意
識
が
地
域
の
人
の
中
に

は
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
布
団
も
全
員
分
出
し
て
着
せ
た
。「
う
ち
は
だ
だ
っ

広
い
か
ら
」
と
い
っ
て
い
た
。

　
現
在
海
側
に
住
ん
で
い
た
人
々
の
家
が
高
台
移
転
と
な
る
た
め
、
こ
の
当
た
り

　
２
月
７
日
、
８
日
は
宮
古
市
重
茂
石
浜
に
行
き
、
宿
は
畠
山
光
八
家
だ
っ
た
。

神
出
し
は
石
浜
神
社
で
行
い
、
そ
の
後
は
門
打
ち
に
廻
る
。
宿
に
戻
る
と
シ
ッ
ト

ギ
獅
子
に
よ
る
舞
込
み
を
行
っ
た
。

　
畠
山
家
は
床
上
１・５
㍍
の
浸
水
だ
っ
た
の
で
、
２
階
に
寝
泊
ま
り
し
、
食
事
は

親
戚
の
家
で
食
べ
て
い
た
。建
具
、障
子
を
直
し
、４
月
初
旬
に
は
日
常
生
活
が
戻
っ

た
。
石
浜
で
は
宿
の
畠
山
家
よ
り
下
の
家
々
は
す
べ
て
津
波
で
や
ら
れ
た
。
し
か

し
こ
こ
で
は
避
難
所
を
作
ら
ず
、
本
家
分
家
関
係
の
間
で
泊
ま
っ
て
い
た
。
神
楽

衆
の
若
手
の
石
崎
泰
成
君
は
石
浜
に
あ
る
商
店
の
子
で
、
家
は
流
出
し
、
今
は
空

き
家
だ
っ
た
家
を
見
な
し
仮
設
と
し
て
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
。

　
石
浜
地
区
で
は
門
打
ち
の
際
に
宿
の
旦
那
が
袋
担
ぎ
を
や
っ
て
く
れ
る
。
家
々

か
ら
お
盆
に
供
え
ら
れ
た
米
は
半
分
も
ら
い
、半
分
は
お
返
し
を
し
、御
札
を
渡
す
。

門
打
ち
の
際
に
お
酒
の
奉
納
が
あ
る
と
御
祝
い
を
歌
う
。
今
年
は
門
打
ち
の
間
に

柱
固
め
の
依
頼
が
３
件
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
家
は
震
災
後
新
し
く
建
て
た
も
の
と

い
う
。
石
浜
で
は
新
築
す
る
と
必
ず
柱
固
め
を
頼
む
。

　
重
茂
に
は
重
茂
神
楽
、
音
部
神
楽
が
あ
っ
た
。
昭
和
55
、
56
年
頃
ま
で
あ
り
、

神
楽
衆
の
山
崎
貴
彦
君
は
小
さ
い
頃
は
音
部
神
楽
で
や
っ
て
い
た
。
貴
彦
君
の
父

は
田
代
出
身
で
音
部
に
婿
に
来
て
、
音
部
神
楽
に
入
っ
た
。

　
２
月
11
日
は
大
槌
町
吉
里
吉
里
の
北
田
恭
市
宅
が
宿
だ
っ
た
。
北
田
宅
は
高
台

に
あ
り
、
被
災
し
て
い
な
い
。
ま
ず
敷
地
内
の
高
台
に
あ
る
氏
神
の
山
の
神
社
前

で
権
現
舞
を
舞
っ
た
。
そ
の
後
山
の
神
社
の
権
現
様
２
頭
を
出
し
て
、
黒
森
の
権

現
様
と
一
緒
に
山
を
下
り
る
。

　
現
在
の
家
は
昭
和
10
年
に
北
田
氏
の
お
じ
い
さ
ん
が
建
て
た
家
で
、
こ
の
頃
か

ら
宿
を
や
っ
て
い
る
。
家
の
縁
側
に
山
の
神
社
の
権
現
様
２
頭
と
黒
森
の
権
現
様

２
頭
の
計
４
頭
を
並
べ
る
。
中
央
に
山
の
神
の
権
現
様
を
並
べ
、
そ
の
左
右
に
黒

森
の
権
現
様
を
安
置
す
る
。
オ
シ
ラ
様
が
一
緒
に
な
る
と
き
も
同
じ
よ
う
に
左
右

の
端
に
黒
森
の
権
現
様
を
置
く
。

　
舞
い
込
み
で
は
火
の
付
い
た
松
の
根
を
４
本
地
面
に
置
き
、
４
頭
の
獅
子
が
そ

れ
ぞ
れ
こ
の
松
の
根
を
踏
ん
で
、
火
伏
せ
と
す
る
。
そ
の
後
家
の
中
に
入
り
、
床

の
間
に
４
頭
を
安
置
し
て
、
神
楽
衆
全
員
で
拝
礼
を
す
る
。
こ
の
後
地
域
内
を
門

打
ち
し
て
歩
く
が
、
こ
の
と
き
は
黒
森
の
権
現
様
の
み
で
歩
く
。

陸中沿岸地方と芸能による地域再生
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曳
舟
が
あ
っ
た
。
横
山
八
幡
宮
で
は
女
性
達
が
ゆ
っ
く
り
と
神
子
に
よ
る
託
宣
が

聞
き
た
い
か
ら
と
神
幸
祭
と
は
別
の
日
を
設
定
し
て
い
る
。

　
９
月
22
日
（
土
）
は
北
海
道
北
広
島
市
西
の
里
神
社
宵
宮
祭
で
、
こ
の
日
は
稽

古
に
引
き
続
き
夜
神
楽
が
あ
り
、翌
23
日（
日
）に
は
例
祭
、神
事
と
昼
神
楽
が
あ
っ

た
。
こ
こ
の
神
楽
は
故
佐
伯
裕
則
氏
に
教
え
を
受
け
た
人
た
ち
が
組
織
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
で
、
黒
森
神
楽
の
弟
子
筋
に
当
た
る
。
そ
の
た
め
弟
子
達
は
た
び
た
び

宮
古
ま
で
練
習
に
通
い
、
黒
森
神
楽
衆
も
助
っ
人
と
し
て
北
広
島
ま
で
出
向
い
て

い
る
。
ま
た
北
広
島
の
若
い
神
楽
衆
は
黒
森
神
楽
の
助
っ
人
と
し
て
海
外
公
演
に

も
参
加
す
る
な
ど
、
そ
の
交
流
は
深
く
長
く
続
い
て
い
る
。

　
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
以
降
は
ほ
ぼ
平
年
通
り
の
神
事
に
伴
う
権
現
舞
と
神

楽
が
演
じ
ら
れ
た
。

神
楽
宿
の
話

　
２
０
１
５
年
５
月
６
日
に
、
釜
石
市
鵜
住
居
の
宝
来
館
の
女
将
で
あ
る
岩
崎
昭

子
さ
ん
（
昭
和
31
年
生
）
か
ら
、宝
来
館
が
神
楽
宿
に
な
っ
た
き
っ
か
け
等
を
伺
っ

た
。

　
阿
部
要
さ
ん
と
い
う
方
が
い
て
、

震
災
前
に
亡
く
な
っ
た
が
、
彼
が
地

元
の
宿
で
神
楽
が
見
た
い
と
常
々

言
っ
て
い
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
人
た

ち
が
本
物
の
神
楽
が
見
た
い
と
言
っ

て
い
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
阿

部
さ
ん
か
ら
宝
来
館
で
神
楽
宿
を

復
活
し
て
ほ
し
い
と
い
わ
れ
て
い

た
。
阿
部
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
５
年

く
ら
い
た
っ
て
、
約
束
を
果
た
さ
な

く
て
は
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
た
。
神

楽
衆
の
田
中
さ
ん
が
久
慈
に
い
た
頃

で
、
県
の
振
興
局
Ｏ
Ｂ
の
岩
切
順
さ

ん
が
釜
石
の
芸
能
協
会
会
長
を
し

が
造
成
中
で
、
家
か
ら
も
そ
の
様
子
が
見
え
る
。
造
成
地
は
畑
を
切
り
崩
し
て
利

用
し
て
い
る
。

祭
礼
に
お
け
る
神
楽

　
黒
森
神
楽
は
地
元
の
各
神
社
の
祭
礼
に
も
神
楽
を
演
じ
て
い
る
。
神
事
に
伴
う

権
現
舞
の
後
に
数
曲
の
神
楽
を
演
じ
た
り
、
宮
古
湾
で
の
船
渡
御
に
伴
う
恵
比
寿

舞
の
披
露
、
そ
し
て
御
輿
の
巡
幸
に
伴
い
、
御
旅
所
で
の
舞
の
披
露
な
ど
だ
。
震

災
後
の
祭
礼
の
復
活
も
早
か
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年

　
７
月
７
日
（
土
）
は
宮
古
市
藤
原
比
古
神
社
宵
宮
祭
で
、
神
事
に
続
い
て
権
現

舞
を
奉
納
し
た
。
翌
８
日
（
日
）
は
藤
原
比
古
神
社
例
祭
で
神
事
、
湯
立
て
の
後

恵
比
寿
舞
が
演
じ
ら
れ
た
。

　
同
日
の
７
月
７
日
（
土
）
に
は
宮
古
市
青
猿
神
社
宵
宮
祭
で
神
楽
２
〜
３
曲
を

奉
納
し
、
８
日
（
日
）
に
は
青
猿
神
社
例
祭
で
神
事
、
神
輿
渡
御
に
続
き
恵
比
寿

舞
を
舞
っ
た
。
こ
の
と
き
は
週
末
に
２
件
の
神
事
が
重
な
り
、
神
楽
衆
が
２
組
に

分
か
れ
て
の
大
奮
闘
と
な
っ
た
。

　
７
月
15
日
（
日
）
は
宮
古
市
黒
森
神
社
例
祭
で
神
事
の
後
は
権
現
舞
、
湯
立
て
、

神
楽
が
あ
っ
た
。

　
７
月
21
日
（
土
）
は
宮
古
市
鍬
ヶ
崎
熊
野
神
社
宵
宮
祭
に
当
た
り
、
今
回
も
２

組
に
分
か
れ
て
の
活
躍
で
あ
る
。
こ
の
日
は
神
事
の
後
に
権
現
舞
と
神
楽
を
３
曲

舞
っ
た
。翌
22
日（
日
）�

は
熊
野
神
社
の
例
祭
で　
神
事
の
後
神
輿
渡
御
が
あ
っ
た
。

　
７
月
29
日
（
日
）
は
宮
古
市
光
岸
地
に
あ
る
大
杉
神
社
の
例
祭
だ
っ
た
。

　
８
月
６
日
（
月
）
は
宮
古
市
沢
田
に
あ
る
判
官
稲
荷
神
社
の
宵
宮
祭
で
神
事
に

引
き
続
き
権
現
舞
、
神
楽
２
、３
曲
を
演
じ
た
。
翌
７
日
（
火
）
は
判
官
稲
荷
神
社

の
例
祭
で
神
事
に
引
き
続
き
権
現
舞
と
湯
立
て
を
行
っ
た
。

　
８
月
19
日
（
日
）
は
宮
古
市
茂
市
熊
野
神
社
の
例
祭
で
、
神
事
に
引
き
続
き
神

輿
渡
御
を
行
い
、
神
楽
を
２
曲
演
じ
た
。

　
９
月
14
日
（
金
）
は
宮
古
市
宮
町
横
山
八
幡
宮
宵
宮
祭
で
、
神
事
の
後
夜
神
楽

を
演
じ
た
。
翌
15
日
（
土
）
は
例
祭
で
、
神
事
の
後
湯
立
て
、
神
子
舞
と
託
宣
が

行
わ
れ
た
。そ
し
て
３
日
目
の
16
日（
日
）に
は
神
幸
祭
が
あ
り
、神
事
と
市
内
渡
御
、

写真２　大震災後の宝来館前の海岸

各分野での震災後の取り組み
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気
に
な
れ
ば
良
い
と
言
っ
て
く
れ
た
。

　
震
災
後
、「
ナ
ナ
コ
マ
ツ
リ
」
を
宝
来
館
で
や
っ
た
。
鵜
鳥
の
神
楽
宿
が
白
浜
に

あ
っ
た
。
ナ
ナ
コ
の
夫
が
鵜
鳥
神
楽
衆
の
笹
山
さ
ん
で
、
１
回
目
の
「
ナ
ナ
コ
祭

り
」は
ナ
ナ
コ
の
家
で
や
っ
た
。
震
災
後
２
年
目
く
ら
い
の
頃
、笹
山
さ
ん
は
造
園
、

石
屋
の
仕
事
を
し
て
い
て
、
流
れ
着
い
た
も
の
を
集
め
て
居
場
所
を
探
し
て
い
た
。

権
現
獅
子
頭
も
流
れ
着
い
て
、
持
ち
主
を
探
す
こ
と
を
や
っ
て
い
た
。

　
鵜
住
居
神
社
の
祭
り
を
復
活
さ
せ
た
い
と
い
う
意
見
も
強
く
な
っ
て
い
た
が
、

「
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
れ
な
い
」
と
い
う
人
も
い
た
し
、
自
分
も
そ
う
だ
っ
た
。
そ

れ
で
も
仮
設
か
ら
外
に
出
た
く
な
い
と
い
っ
て
い
た
人
が
、
祭
り
に
出
て
み
た
ら
、

顔
つ
き
が
変
わ
っ
た
。
皆
明
る
く
な
っ
て
、
晴
れ
晴
れ
と
し
て
い
た
。
出
る
ま
で

は
お
っ
く
う
だ
っ
た
が
、終
わ
る
頃
に
は
皆
楽
し
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
秋
祭
り
だ
っ

た
。
こ
の
頃
は
自
殺
者
が
ど
れ
く
ら
い
出
る
の
か
想
像
し
て
い
た
が
、
こ
れ
で
冬

を
越
せ
る
と
思
っ
た
。
終
わ
り
頃
に
は
皆
が
顔
を
出
す
の
で
、
お
互
い
の
顔
を
見

て
元
気
に
な
っ
た
。
皆
で
共
同
で
何
か
を
す
る
と
元
気
が
も
ら
え
る
。
マ
ツ
リ
ゴ

ト
は
人
を
元
気
に
す
る
と
実
感
し
た
。

　
二
戸
で
は
般
若
心
経
で
神
楽
を
踊
っ
て
い
る
の
を
見
て
、こ
れ
が
正
し
い
と
思
っ

た
。
岩
手
ら
し
い
神
楽
の
元
祖
だ
と
思
っ
た
。
目
に
見
え
な
い
す
べ
て
の
も
の
に

捧
げ
る
も
の
が
神
楽
だ
と
思
っ
た
。

　
そ
う
い
う
思
い
が
神
楽
の
形
を
取
っ
て
、
宝
来
館
主
催
で
は
な
く
、
地
元
の
お

母
さ
ん
た
ち
が
郷
土
料
理
を
振
る
舞
う
と
い
う
よ
う
に
し
た
か
っ
た
。
そ
れ
で
地

元
の
人
と
旅
の
人
を
楽
し
ま
せ
る
た
め
、
宝
来
館
と
地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
共

同
主
催
の
神
楽
宿
と
し
た
。

４　
被
災
地
代
表
と
し
て
の
黒
森
神
楽

　
東
日
本
大
震
災
後
の
黒
森
神
楽
の
活
動
状
況
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
。

こ
の
年
の
秋
か
ら
数
年
間
に
限
っ
て
だ
が
、
黒
森
神
楽
は
全
国
各
地
か
ら
招
か
れ

て
活
動
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
の
だ
。
以
下
で
は
そ
の
様
子
を
時
間
軸
に
沿
っ

て
述
べ
て
み
よ
う
。

平
成
23
（
２
０
１
１
）
年

　
震
災
の
年
の
７
月
３
日
に
平
泉
中
尊
寺
（
世
界
遺
産
登
録
・
東
日
本
大
震
災
復

て
お
り
、
岩
切
さ
ん
が
水
産
局
の
部
長
を
し
て
い
た
頃
、「
田
中
君
を
紹
介
す
る
か

ら
、
黒
森
さ
ん
に
直
接
来
て
も
ら
え
ば
良
い
」
と
言
わ
れ
、
神
楽
を
見
に
行
っ
て

い
た
。
そ
こ
で
宝
来
館
で
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
当
時
黒
森
神
楽

の
巡
行
先
は
大
槌
止
ま
り
で
、
宿
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
、
公
民
館
ば
か
り
に
な
っ

て
い
た
。
そ
こ
で
「
釜
石
で
も
で
き
る
」
と
言
っ
て
も
ら
え
た
。
そ
の
た
め
何
か

タ
イ
ミ
ン
グ
が
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
と
き
、
釜
石
の
文
化
会
館
で
神
楽
を
や
る

と
き
に
こ
こ
へ
招
け
ば
良
い
と
考
え
た
。
ゆ
と
り
教
育
の
中
で
日
本
の
文
化
を
考

え
る
と
い
う
動
き
が
あ
り
、
芸
能
大
会
を
や
っ
た
。
鵜
鳥
神
楽
も
こ
ち
ら
に
は
来

て
い
た
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
こ
と
は
な
く
、
ど
ち
ら
で
も
で
き
れ
ば
や
ろ
う

と
考
え
た
。

　
地
元
の
人
た
ち
は
大
漁
祈
願
を
し
た
い
の
で
、
皆
集
ま
っ
て
く
る
。
そ
し
て
必

ず
拝
ん
で
お
花
を
あ
げ
る
。
こ
こ
の
東
部
漁
協
組
合
長
の
金
野
喜
十
郎
さ
ん
は
高

齢
に
な
っ
て
も
神
楽
を
見
に
来
て
く
れ
て
、
次
の
神
楽
を
見
る
た
め
に
生
き
て
い

た
い
と
言
っ
て
く
れ
た
。
１
０
０
歳
に
な
る
ま
で
見
て
い
た
。

　
私
の
家
は
元
々
鵜
住
居
川
上
流
の
新
田
地
区
に
あ
り
、
地
元
の
祭
り
に
は
丹
内

神
楽
が
来
て
い
た
。
小
さ
い
頃
は
祭
り
で
神
楽
を
見
て
い
て
、
楽
し
く
て
し
よ
う

が
な
か
っ
た
。
神
楽
は
幸
せ
の
象
徴
の
よ
う
だ
っ
た
。

　
震
災
直
前
の
２
０
１
１
年
２
月
28
日
に
黒
森
神
楽
を
こ
こ
で
や
っ
た
。
こ
の
と

き
の
映
像
は
九
州
の
人
が
送
っ
て
く
れ
た
が
、
今
は
埼
玉
の
人
に
貸
し
て
い
る
。

田
中
さ
ん
が
久
慈
か
ら
移
動
に
な
る
ま
で
、震
災
前
に
こ
こ
で
４
回
は
神
楽
を
や
っ

た
と
思
う
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
宝
来
館
は
全
半
壊
と
な
っ
た
。
木
造
の
部
分
は
全
壊
だ
っ

た
。鉄
骨
の
建
物
は
10
年
前
に
建
て
た
。「
神
楽
を
舞
っ
た
け
ど
俺
た
ち
守
れ
な
か
っ

た
」
と
神
楽
衆
か
ら
言
わ
れ
た
の
で
、「
神
楽
を
直
前
に
舞
っ
た
か
ら
、
俺
た
ち
は

生
き
残
っ
た
よ
」と
言
っ
た
。震
災
の
後
は
２
０
１
２
年
１
月
か
ら
宿
を
再
開
し
た
。

休
ん
で
い
る
と
き
も
仮
設
で
食
堂
を
や
っ
て
い
た
。
借
金
も
多
く
な
り
、
保
証
人

に
迷
惑
を
か
け
ら
れ
な
い
の
で
、
再
生
の
道
以
外
に
選
ぶ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

神
楽
は
２
０
１
３
年
の
南
廻
り
の
巡
行
に
合
わ
せ
て
や
っ
た
。
神
楽
衆
は
お
礼
と

し
て
や
り
た
い
か
ら
お
金
は
い
ら
な
い
と
言
っ
て
く
れ
た
。
福
が
来
る
よ
う
に
と
、

「
七
福
神
」
ま
で
や
っ
て
も
ら
っ
た
。
お
花
を
出
し
た
か
っ
た
が
、
踊
っ
て
皆
が
元

陸中沿岸地方と芸能による地域再生
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す
る
と
い
う
主
旨
だ
っ
た
。
日
本
国
大
使
館
と
し
て
も
今
回
の
事
業
を
重
視
し
て

い
る
事
を
表
す
た
め
に
こ
の
海
外
公
演
が
組
ま
れ
た
と
い
う
。
神
楽
を
行
っ
た
の

は
、
ロ
シ
ア
の
首
都
の
モ
ス
ク
ワ
で
、
９
月
30
日
（
金
）
に
は
記
者
会
見
も
設
定

さ
れ
た
。

　
10
月
２
日
（
日
）
に
は
モ
ス
ク
ワ
の
ゼ
レ
ノ
グ
ラ
ー
ド
文
化
宮
殿
に
て
６
０
０

名
の
観
客
が
見
守
る
中
で
、清
祓
、三
番
叟
、山
の
神
舞
、恵
比
寿
舞
を
披
露
し
た
。

　

10
月
３
日
（
月
）
に
は
モ
ス
ク
ワ
の
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
記
念
演
劇
場
で

４
０
０
名
の
観
客
が
来
場
し
、
在
ロ
シ
ア
日
本
大
使
夫
妻
を
迎
え
て
、
権
現
舞
、

清
祓
、
榊
葉
、
山
の
神
舞
、
恵
比
寿
舞
を
披
露
し
た
。
こ
の
と
き
は
ア
ン
コ
ー
ル

の
拍
手
が
止
ま
ず
、
急
遽
短
い
舞
を
披
露
し
た
。
終
了
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は

ロ
シ
ア
非
常
事
態
省
の
代
表
や
日
本
支
援
チ
ー
ム
が
招
待
さ
れ
て
い
た
。

　
12
月
13
日
（
火
）
と
14
日
（
水
）
に
は
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
制
定
10
周
年
を

記
念
し
て
「
東
ア
ジ
ア
共
生
会
議
２
０
１
１
」
が
開
催
さ
れ
た
。
主
催
は
文
化
庁

と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
、
総
合
議
長
に
は
元
文
化
庁
長
官
青
木
保
氏
が
選
ば
れ
て
い
た
。
こ

の
会
議
の
主
旨
は
「
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
文
化
人
、
芸
術
家
、
文
化
に
関
す
る
様
々

な
分
野
の
学
識
経
験
者
が
一
堂
に
会

し
、
東
ア
ジ
ア
各
国
が
共
生
す
る
未

来
に
向
け
た
理
念
を
作
り
出
す
こ
と

を
目
的
と
し
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
文

化
芸
術
関
係
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
強
化
を
図
り
、
世
界
全
体
の
共

生
に
も
貢
献
す
る
東
ア
ジ
ア
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
世
界
に
向
け
て
発
信

す
る
」
と
い
う
も
の
で
、
場
所
は
東

京
イ
イ
ノ
ホ
ー
ル
だ
っ
た
。

　
初
日
の
12
月
13
日
（
火
）
に
は
「
民

俗
芸
能
公
演
―
祈
り
―
東
ア
ジ
ア
芸

能
の
現
在
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
設
定

さ
れ
た
。
こ
の
会
議
の
意
図
は
「
未

曾
有
の
災
害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震

興
祈
祷
）
に
招
か
れ
て
、
舞
っ
た
榊
葉
と
権
現
舞
が
、
震
災
後
黒
森
神
楽
が
外
部

に
出
演
し
た
最
初
と
な
っ
た
。

　
８
月
７
日
（
日
）
に
「
第
50
回
北
上
・
み
ち
の
く
芸
能
ま
つ
り
」
に
出
演
し
た
。

主
催
は
北
上
・
み
ち
の
く
芸
能
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
、
場
所
は
北
上
市
諏
訪
神

社
境
内
、
神
楽
公
演
の
一
環
と
し
て
恵
比
寿
舞
を
舞
っ
た
。

　
９
月
25
日
（
日
）
に
は
「
第
27
回
前
沢
牛
ま
つ
り
」
に
出
演
し
た
。
主
催
は
前

沢
牛
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
で
、
こ
の
祭
り
の
主
旨
は
「
東
日
本
大
震
災
で

被
害
に
遭
っ
た
中
、
が
ん
ば
っ
て
活
動
を
続
け
て
い
る
沿
岸
地
域
の
郷
土
芸
能
団

体
及
び
地
元
厄
年
連
の
皆
様
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
」
と
い
う
も
の
で
、
前

沢
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
恵
比
寿
舞
を
披
露
し
た
。

　
９
月
24
日
（
土
）
と
25
日
（
日
）
に
は
「
平
泉
世
界
文
化
遺
産
登
録
記
念
＆
東

北
復
興
祈
願
「
平
泉
福
興
祭
」
浄
土
の
風
２
０
１
１
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ

た
。
主
催
は
世
界
文
化
遺
産
登
録
記
念
実
行
委
員
会
で
、
主
旨
は
「
震
災
で
被
災

さ
れ
た
方
々
へ
想
い
を
よ
せ
、東
北
の
元
気
を
発
信・応
援
す
る
」
と
い
う
も
の
だ
。

場
所
は
中
尊
寺
の
観
自
在
王
院
跡
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
、
出
演
団
体
は
盛
岡
さ
ん
さ

踊
り
、
釜
石
虎
舞
、
姫
神
・
記
念

楽
曲
「
平
泉
賛
歌
」
ジ
ョ
イ
ン
ト

コ
ン
サ
ー
ト
と
並
び
、
郷
土
芸
能

と
い
う
位
置
づ
け
で
黒
森
神
楽
が

出
演
し
た
。

　
９
月
29
日
（
木
）
か
ら
10
月
５

日
（
水
）
ま
で
は
ロ
シ
ア
公
演
が

あ
っ
た
。
主
催
は
国
際
交
流
基
金

海
外
公
演
事
業
で
、
東
日
本
大
震

災
の
際
に
ロ
シ
ア
非
常
事
態
省
が

１
６
０
人
規
模
の
支
援
チ
ー
ム
を

日
本
に
派
遣
し
て
お
り
、
義
援
金

や
支
援
物
資
な
ど
を
送
っ
て
く
れ

た
こ
と
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
政
府

と
ロ
シ
ア
国
民
に
感
謝
の
意
を
表

写真３　ロシア公演黒森神楽リーフレットより

写真４　東アジア共生会議2011での「墓獅子」

各分野での震災後の取り組み
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た
。
黒
森
神
楽
は
フ
ラ
ン
ス
で
の
２

公
演
を
担
当
し
た
。
ま
ず
３
月
10
日

（
土
）
に
は
パ
リ
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
会

場
（
６
６
０
席
）
パ
レ
・
デ
・
コ
ン

グ
レ
で
神
楽
公
演
が
あ
っ
た
。
当
日

は
並
ん
だ
観
客
を
断
る
ほ
ど
の
盛
り

上
が
り
を
み
せ
た
。

　
翌
３
月
11
日
（
日
）
に
は
パ
リ
郊

外
の
リ
セ・サ
ン
ジ
ェ
ル
マ
ン・ア
ン・

レ
イ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス

ク
ー
ル
の
３
０
０
席
あ
る
食
堂
で
の

公
演
だ
っ
た
。
山
の
神
舞
で
は
手
拍

子
が
起
き
、
恵
比
寿
舞
で
は
子
供
た

ち
が
積
極
的
に
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ

て
き
て
盛
り
上
が
っ
た
。
最
後
の
身

固
め
で
も
子
供
た
ち
が
集
ま
っ
て
き

て
盛
り
上
が
り
の
中
で
交
流
が
で
き

た
。

　
６
月
23
日
（
土
）
に
は
東
京
国
立

劇
場
小
劇
場
で
神
楽
を
披
露
し
た
。

独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興

会
の
主
催
に
よ
る
「
東
日
本
大
震
災

復
興
支
援　
東
北
の
芸
能
Ⅰ　
岩
手

―
伝
承
の
技
、
つ
な
が
る
心
―
」
と

題
し
た
公
演
だ
っ
た
。
東
日
本
大
震

災
復
興
支
援
と
い
う
主
旨
で
、
第
１

部
で
は
釜
石
市
鵜
住
居
虎
舞
、
大
船

渡
市
板
用
肩
怒
剣
舞
、
遠
野
市
青
笹

し
し
踊
り
、
黒
森
神
楽
シ
ッ
ト
ギ
獅

子
が
そ
れ
ぞ
れ
演
じ
ら
れ
た
。
第
２

災
が
発
生
し
た
。『
東
ア
ジ
ア
共
生
会
議
』
の
開
催
に
当
た
り
、
東
ア
ジ
ア
の
人
々

が
、
豊
か
な
恵
み
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
一
方
で
、
時
に
は
猛
威
を
振
る
う
自
然

を
ど
の
よ
う
に
心
に
と
ら
え
、
あ
ら
わ
し
て
き
た
の
か
を
民
俗
芸
能
を
通
じ
て
探

る
」
と
い
う
も
の
で
、
以
下
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
各
地
か
ら
招
か
れ
た
芸
能
の
公
演

が
あ
っ
た
。

　
始
め
に
黒
森
神
楽
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
公
演
と
し
て
、
通
り
拍
子
で
客
席
か
ら
登

場
し
、
舞
台
上
で
は
鎮
魂
の
意
味
を
込
め
て
「
墓
獅
子
」
を
演
じ
た
。
こ
れ
は
神

楽
念
仏
と
も
言
い
、
死
者
の
霊
を
慰
め
、
供
養
す
る
意
味
が
あ
り
、
次
に
「
権
現

舞
」
を
披
露
し
た
。
続
い
て
は
中
国
四
川
省
ア
バ
州
か
ら
の
チ
ベ
ッ
ト
族
・
チ
ャ

ン
族
の
民
族
伝
統
舞
踊
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
韓
国
ソ
ウ
ル
市
か
ら
は
鳳
山
仮
面
劇
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
バ
リ
島
の
仮
面
劇
が
そ
れ
ぞ
れ
演
じ
ら
れ
た
。

　
翌
12
月
14
日
（
水
）
に
は
「
東
ア
ジ
ア
の
共
生
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
催
さ
れ
た
。
内
容
は
セ
ッ
シ
ョ
ン
１「
災
害
と
文
化
」、

セ
ッ
シ
ョ
ン
２
「
東
ア
ジ
ア
意
識
の
現
在
と
共
生
の
課
題
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年

　
３
月
７
日
（
水
）
か
ら
14
日
（
水
）

ま
で
「
東
北
民
俗
芸
能
と
鬼
太
鼓

座
＆M

usicians
米
仏
巡
回
公
演
」

が
あ
っ
た
。
主
催
は
国
際
交
流
基
金

で
、
そ
の
主
旨
は
鎮
魂
の
巡
礼
計

画
の
一
環
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
と
支
援
感
謝
の
意
味

と
、
そ
の
枠
組
み
を
超
え
、
世
界
各

地
の
多
く
の
被
災
者
を
視
野
に
入
れ

た
世
界
規
模
で
の
交
流
と
連
帯
、
地

域
と
の
共
生
を
目
指
す
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
行
い
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン

ス
、
中
国
を
巡
礼
す
る
鎮
魂
と
交
流

の
ツ
ア
ー
を
企
画
と
い
う
も
の
だ
っ

写真５　黒森神楽フランス公演における「松迎」

写真７　国立劇場2012シットギ獅子② 写真６　国立劇場2012シットギ獅子①

陸中沿岸地方と芸能による地域再生
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山
口
集
落
を
歩
く
―
」
と
い
う
催
し
が
あ
っ
た
。
主
催
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
と
宮
古
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、「
地
域
の
宝
（
地

域
資
源
）
探
し
か
ら
復
興
へ
」
と
称
し
、
将
来
的
な
経
済
波
及
効
果
と
共
に
、
宮

古
を
は
じ
め
三
陸
沿
岸
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
精
神
的
支
柱
で
あ
る
黒
森
神
社
を
ツ

ア
ー
の
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
住
民
と
来
訪
者
が
エ
コ
ツ
ア
ー
を
介

し
て
つ
な
が
る
場
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
い
う
主
旨
の
元
で
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
内
容
は
、
午
前
中
は
黒
森
神
社
の
氏
子
の
方
々
と
ツ
ア
ー
参
加
者
が
信
仰
の

拠
点
で
あ
る
黒
森
神
社
ま
で
一
緒
に
歩
く
エ
コ
ウ
オ
ー
ク
が
あ
っ
た
。
午
後
は
宮

古
市
山
口
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
神
田
よ
り
子
の
講
演
「
黒
森
神
社
と
黒
森

神
楽
―
芸
能
が
照
ら
す
も
の
―
」
の
後
、
黒
森
神
楽
の
上
演
が
あ
っ
た
。

　
10
月
25
日
（
木
）
か
ら
11
月
６
日
（
火
）
ま
で
ア
メ
リ
カ
公
演
が
あ
っ
た
。
こ

れ
は
当
初
、
ア
メ
リ
カ
のJapan�Society

に
よ
る
寄
付
金
が
集
ま
っ
て
お
り
、

そ
の
お
金
で
行
く
計
画
だ
っ
た
。
し
か
し
神
楽
招
聘
に
寄
付
金
を
使
う
こ
と
が
で

き
ず
、
文
化
庁
の
助
成
金
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
助
成
金
を
使
っ
て
行
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
公

演
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
魁
文
舎
が
窓
口
に
な
り
、
補
助
金
の
受
け
皿
を
作
り
、
日
米
で
助

成
金
を
取
っ
て
渡
米
し
た
。

し
か
し
ハ
リ
ケ
ー
ン
が
来
て
、

公
演
数
が
減
り
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
公
演
が
１
回
な
く
な
っ

た
。

　

こ
の
黒
森
神
楽
ア
メ
リ
カ

公
演
の
主
催
は
「
黒
森
神
楽

ア
メ
リ
カ
公
演
実
行
委
員
会
」

と
い
う
名
称
で
、　
文
化
庁
文

化
交
流
使
と
し
て
の
助
成
を

受
け
た
も
の
だ
。
そ
の
主
旨

は
「
震
災
に
遭
っ
た
東
北
を

代
表
し
、
困
難
な
中
に
も
復

興
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
元
気

な
日
本
人
の
姿
を
、
民
俗
芸

部
は
黒
森
神
楽
の
単
独
公
演
で
、
打
ち
鳴
ら
し
、
清
祓
、
榊
葉
、
松
迎
、
山
の
神
舞
、

恵
比
寿
舞
、
節
分
を
舞
っ
た
。

　
７
月
７
日
（
土
）
に
は
浄
土
ヶ
浜　
鎮
魂
の
祈
り
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
浄

土
ヶ
浜　
鎮
魂
の
祈
り
」
と
称
す
る
催
し
が
あ
っ
た
。
こ
の
主
旨
は
平
泉
毛
越
寺

の
発
案
に
よ
り
、
３
・
11
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
鎮
魂
と
被
災
さ
れ
た
方
々
の

一
日
も
早
い
心
身
の
回
復
と
長
寿
を
願
い
、「
鎮
魂
の
祈
り
」
を
捧
げ
る
、
と
い
う

も
の
で
、
宮
古
市
浄
土
ヶ
浜
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
。
内
容
は
岩
手
県
知

事
や
宮
古
市
長
の
挨
拶
、
山
口
太
鼓
、
夢
灯
り
点
灯
式
に
続
い
て
、
黒
森
神
楽
の

恵
比
寿
舞
、
毛
越
寺
の
延
年
の
舞
の
老
女
と
若
女
祢
宜
の
上
演
が
あ
っ
た
。

　
７
月
21
日
（
土
）
は
宮
古
市
浄
土
ヶ
浜
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
落
成
式
で
、
恵
比
寿

舞
を
舞
っ
た
。

　
８
月
５
日
（
日
）
は
「
八
幡
平
市
子
供
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
招
か
れ
、

八
幡
平
市
浅
沢
神
楽
伝
承
館
に
て
山
の
神
舞
を
上
演
し
た
。

　
８
月
５
日
（
日
）
は
「
北
上
み
ち
の
く
芸
能
ま
つ
り
」
に
招
待
さ
れ
、
北
上
市

諏
訪
神
社
神
楽
公
演
で
恵
比
寿
舞
を
演
じ
た
。

　
８
月
16
日
（
木
）
は
「
第
39
回
鳥
海
獅
子
祭
り
」
に
招
待
さ
れ
、
秋
田
県
由
利

本
荘
市
鳥
海
健
康
広
場
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
て
黒
森
神
楽
が
特
別
出
演
し
て
、
山
の

神
舞
と
恵
比
寿
舞
を
披
露
し
た
。

　
８
月
26
日
（
日
）
は
「
み
や
こ
郷
土
芸
能
祭
」
で
、
宮
古
市
津
軽
石
小
学
校
体

育
館
に
て
恵
比
寿
舞
、
身
固
め
を
行
っ
た
。

　
９
月
９
日
（
日
）
は
宮
古
市
に
あ
る
思
惟
の
会
の
主
催
に
よ
る
「
宮
古
の
文
化

財
を
考
え
る
―
そ
の
Ⅱ
」
と
い
う
催
し
が
山
口
公
民
館
で
あ
っ
た
。
小
成
千
賀
子

氏
に
よ
る
摂
待
壮
一
氏
、
佐
伯
裕
則
氏
な
ど
「
黒
森
神
楽
を
支
え
た
人
び
と
」
に

つ
い
て
の
お
話
と
、
黒
森
神
楽
が
上
演
さ
れ
た
。

　
９
月
12
日
（
水
）
は
「
宮
古
市
郷
土
芸
能
鑑
賞
会
」
で
、
県
立
宮
古
北
高
校
に

て
神
楽
を
３
曲
披
露
し
た
。

　
10
月
13
日
（
土
）�

は
宮
古
市
赤
前
保
育
園
落
成
祝
賀
会
に
招
か
れ
、
浄
土
ヶ
浜

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て
恵
比
寿
舞
を
披
露
し
た
。　

　
同
日
の
10
月
13
日
（
土
）
は
「
三
陸
の
宝
・
宮
古
の
１
０
０
０
年
の
誇
り
を
知

る
エ
コ
ウ
オ
ー
ク　
海
と
山
と
人
々
と
神
を
つ
な
ぐ
―
黒
森
神
楽
と
黒
森
神
社
、

写�真８　黒森神楽アメリカ公演フィラデルフィアでの身固め

各分野での震災後の取り組み
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陸
海
の
盆
」
実
行
委
員
会
で
、
場
所
は
大
船
渡
市
大
船
渡
町
特
設
会
場
だ
っ
た
。

こ
の
会
の
主
旨
は
、「
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
人
々
を
永
遠
に

供
養
し
、震
災
地
と
支
援
地
が
「
想
い
」
を
共
有
す
る
た
め
、ま
た
、三
陸
、岩
手
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
被
災
者
に
よ
り
そ
う
た
め
に
開
催
し
、
今
年
も
大
震
災
の

悲
劇
が
風
化
す
る
こ
と
を
防
ぎ
、
各
地
の
復
興
を
願
い
、
大
船
渡
市
で
開
催
す
る
」

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
実
施
内
容
は
だ
第
１
部
が
合
同
大
祭
で
、
大
船
渡
市
内
郷

土
芸
能
、
宮
古
市
黒
森
神
楽
、
県
内
の
芸
能
、
お
経
と
続
い
た
。
そ
し
て
第
２
部

が
支
援
地
祭
と
称
し
て
、
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
、
手
つ
な
ぎ
等
が
あ
っ
た
。
な
お
、

こ
の
催
し
に
は
２
０
１
１
年
の
大
槌
で
の
開
催
か
ら
２
０
１
５
年
の
今
回
の
こ
の

大
船
渡
で
の
催
し
ま
で
連
続
出
演
し
て
い
る
。

　
８
月
31
日
（
土
）
に
は
東
京
の
羽
田
空
港
江
戸
舞
台
で
「
い
わ
て
三
陸
〜
宮
古　

三
陸
の
美
と
恵
み
展
」
と
い
う
催
し
が
あ
っ
た
。
羽
田
空
港
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
が
主
催
で
、
主
旨
は
、「
世
界
に
開
か
れ
た
日
本
の
ゲ
ー
ト
ウ
エ
イ
で
あ
る
羽
田

空
港
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
い
て
、
宮
古
市
の
自
然
や
伝
統
芸
能
を
兼
ね
合
わ

せ
な
が
ら
、
復
興
に
取
り
組
む
宮
古
の
魅
力
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

世
界
に
向
け
て
日
本
の
自
然・環
境・食
を
含
め
た
美
し
い
文
化
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
」

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
こ
で
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
続
き
黒
森
神
楽

に
よ
る
恵
比
寿
舞
が
披
露
さ
れ
た
。

　
９
月
28
日（
土
）、29
日（
日
）に
は「
い
わ
て
三
陸
鎮
魂
復
興
祭
―
三
陸
で
む
す
ぶ
、

に
っ
ぽ
ん
の
こ
こ
ろ
―
」
と
い
う
催
し
が
あ
っ
た
。
主
催
は
宮
古
市
で
、
幸
せ
い

ず
る
国
い
わ
て
実
行
委
員
会
が
後
援
と
な
り
、
宮
古
市
奥
浄
土
浜
に
特
設
会
場
を

設
け
た
。
28
日
は
第
１
部
「
響
け
、
三
陸
の
魂
」
で
、
宮
古
市
山
口
太
鼓
、
岩
泉

町
中
野
七
頭
舞
、
京
都
醍
醐
寺
の
僧
侶
に
よ
る
声
明
と
共
に
黒
森
神
楽
も
舞
を
披

露
し
た
。
ま
た
、
に
っ
ぽ
ん
の
心
を
歌
う
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
、
錦
織
健
や
島
谷

ひ
と
み
等
が
出
演
し
た
。
翌
29
日
（
日
）
は
第
２
部
「
舞
え
、に
っ
ぽ
ん
の
心
」
で
、

三
陸
の
祭
り
と
芸
能
と
し
て
、
田
野
畑
村
菅
窪
鹿
踊
り
、
宮
古
市
津
軽
石
さ
ん
さ

踊
り
な
ど
が
出
演
し
た
ほ
か
、
中
村
勘
九
郎
と
七
之
助
に
よ
る
歌
舞
伎
舞
踊
が
演

じ
ら
れ
た
。

　
10
月
11
日
（
金
）
か
ら
14
日
（
月
）
ま
で
宮
城
県
松
島
に
お
い
て
「
ル
ツ
エ
ル
ン・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル・ア
ー
ク・ノ
ヴ
ァ
松
島
２
０
１
３
」が
行
わ
れ
た
。
主
催
は
ア
ー

能
を
通
し
て
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
共
に
、
た
く
さ
ん
の
支
援
を
寄
せ
て
頂
い
た

ア
メ
リ
カ
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
を
込
め
た
お
礼
の
巡
行
」
で
も
あ
る
と
い
う
。

　
10
月
27
日
（
土
）
の
第
１
回
公
演
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ジ
ャ
パ
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ

で
行
わ
れ
、
権
現
舞
、
打
ち
鳴
ら
し
、
榊
葉
、
恵
比
寿
舞
、
松
迎
を
上
演
し
、
終

了
後
は
交
流
会
が
あ
っ
た
。
翌
10
月
28
日
（
日
）
に
は
ジ
ャ
パ
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ
で
、

子
供
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。
黒
森
神
楽
の
説
明
に
続
き
、
恵
比
寿
舞

と
シ
ッ
ト
ギ
獅
子
を
披
露
し
、
そ
の
後
舞
の
体
験
や
身
固
め
を
行
っ
た
。
そ
の
後

同
地
に
て
第
２
回
目
の
公
演
が
あ
り
、
権
現
舞
、
打
ち
鳴
ら
し
、
榊
葉
、
恵
比
寿

舞
、
松
迎
を
演
じ
た
。
10
月
29
日
（
月
）
に
予
定
さ
れ
て
い
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
芸

術
高
校
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
第
３
回
公
演
は
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
に
よ

り
中
止
と
な
っ
た
。
こ
の
日
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
大
使
公
邸
で
の
夕
食
会
が
予

定
さ
れ
て
い
た
が
、
同
様
に
中
止
と
な
っ
た
。
ま
た
10
月
30
日
（
火
）
に
予
定
さ

れ
て
い
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
観
光
は
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
り
こ
れ
も
中
止
と
な
っ

た
。
そ
し
て
10
月
31
日
（
水
）
に
は
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
ミ
ド
ル
タ
ウ
ン
の
ケ
イ
グ

イ
ン
中
学
校
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。
シ
ッ
ト
ギ
獅
子
を
演
じ
、
神
楽
の

説
明
の
後
に
舞
の
体
験
を
し
て
も
ら
い
恵
比
寿
舞
を
披
露
し
た
。
11
月
１
日
（
木
）

は
同
州
ウ
エ
ス
リ
ア
ン
大
学
舞
台
芸
術
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
３
回
公
演
が
あ
っ

た
。
こ
の
と
き
は
打
ち
鳴
ら
し
、
榊
葉
、
恵
比
寿
舞
、
山
の
神
舞
、
身
固
め
を
行
っ

た
。
11
月
２
日
（
金
）
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
美
術
館
に

お
い
て
第
４
回
公
演
で
、
打
ち
鳴
ら
し
、
榊
葉
、
恵
比
寿
舞
、
山
の
神
舞
、
身
固

め
を
演
じ
た
。
11
月
３
日
（
土
）
は
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
の
タ
ウ
ソ

ン
大
学
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ホ
ー
ル
シ
ア
タ
ー
に
お
い
て
第
５
回
公
演
が
行
わ
れ
、
打

ち
鳴
ら
し
、
榊
葉
、
恵
比
寿
舞
、
山
の
神
舞
、
身
固
め
だ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
12
月
２
日
（
日
）
に
は
宮
古
市
山
口
公
民
館
に
て
24
年
度
の
舞
納
め

と
な
っ
た
。

平
成
25
（
２
０
１
３
）
年

　
２
月
11
日（
月
）は「
大
槌
町
郷
土
芸
能
祭
」が
大
槌
城
山
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
大
槌
町
郷
土
芸
能
連
合
会
所
属
団
体
と
の
共
演
で
、
恵
比
寿
舞
を
演
じ
た
。

　
８
月
11
日
（
日
）
は
第
３
回
「
三
陸
海
の
盆
」
が
あ
っ
た
。
主
催
は
第
３
回
「
三

陸中沿岸地方と芸能による地域再生
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人
静
」
と
、
黒
森
神
楽
の
共
演
だ
っ
た
。
桜
の
開
花
に
明
る
い
希
望
を
見
い
だ
す

日
本
人
の
心
模
様
を
表
現
し
て
み
よ
う
と
い
う
試
み
で
、
幽
玄
の
世
界
を
表
現
す

る
能
楽
に
鎮
魂
の
思
い
を
込
め
、
ま
た
被
災
地
で
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
黒
森
神

楽
か
ら
日
本
の
伝
統
芸
能
が
担
っ
て
き
た
役
割
を
改
め
て
感
じ
て
み
よ
う
と
い
う

公
演
だ
っ
た
。

　
こ
の
静
岡
公
演
を
最
後
に
外
部
出
演
の
依
頼
が
ぱ
っ
た
り
と
減
っ
た
。
３
年
と

い
う
年
月
が
一
つ
の
区
切
り
と
み
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

５　
日
常
を
取
り
戻
す
た
め
に

　
田
中
大
喜
さ
ん
に
よ
る
と
、
平
成
24
年
度
は
、
被
災
地
で
の
神
楽
念
仏
を
奉
仕

し
て
、
夜
神
楽
は
や
ら
ず
、
昼
神
楽
の
み
で
帰
っ
て
く
る
と
い
う
予
定
に
し
て
巡

行
を
や
っ
た
。
全
部
で
13　
地
域
を
廻
っ
た
。
現
地
で
は
神
楽
の
一
行
が
行
く
と
、

神
様
が
来
た
の
だ
か
ら
、
少
し
休
ん
で
ゆ
く
よ
う
に
言
わ
れ
、
弁
当
と
鮭
汁
を
出

し
て
く
れ
た
。
宿
を
取
り
に
行
っ
て
打
ち
合
わ
せ
の
際
に
も
、
味
噌
汁
と
漬
け
物

だ
け
で
良
い
か
ら
と
言
っ
て
も
、
先
方
は
神
様
を
迎
え
る
の
だ
か
ら
そ
う
は
い
か

な
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

　
震
災
後
の
巡
行
で
は
柱
固
め
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
家
が
流
さ
れ
た
後
、

よ
う
や
く
安
住
の
棲
家
を
再
建
で
き
て
、
祓
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
の

だ
ろ
う
。
頼
ま
れ
る
の
は
ほ
ぼ
新
築
の
家
で
、
改
築
の
場
合
は
頼
ま
れ
る
こ
と
は

な
い
。
家
が
完
成
し
て
お
ら
ず
建
築
中
で
あ
っ
て
も
、
神
楽
が
来
た
か
ら
と
依
頼

さ
れ
る
。
重
茂
の
石
浜
で
は
必
ず
柱
固
め
が
あ
り
、
27
年
の
南
廻
り
で
は
３
か
所

あ
っ
た
。
権
現
様
が
変
わ
ら
ず
来
て
く
れ
る
の
が
う
れ
し
い
と
い
う
。
津
波
前
の

日
常
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
実
感
が
沸
く
と
い
う
。
そ
う
い
う
声
が

あ
る
か
ら
、
休
ま
ず
に
や
っ
て
き
た
。

　
神
楽
念
仏
は
頼
ま
れ
て
海
に
向
か
っ
て
や
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
自
発
的
に

や
っ
て
い
る
。
27
年
の
巡
行
に
は
重
茂
の
千
鶏
で
久
し
ぶ
り
に
呼
ん
で
も
ら
っ
た

の
で
、
挨
拶
代
わ
り
に
流
れ
た
家
の
跡
で
神
楽
念
仏
を
や
っ
た
。
こ
の
家
は
元
々

神
楽
宿
を
長
く
や
っ
て
い
た
家
で
、
こ
の
宿
に
は
何
回
か
泊
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
宿
の
主
が
亡
く
な
っ
た
の
で
、
今
年
は
千
鶏
の
自
治
会
が
主
催
し
て
千
鶏
小

学
校
で
や
る
。
神
楽
念
仏
を
や
る
こ
と
は
家
族
の
人
に
は
言
わ
な
い
よ
う
に
と
お

ク
ノ
ヴ
ァ
実
行
委
員
会
ル
ツ
エ
ル
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
財
団
で
、
そ
の
主
旨
は
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
、音
楽
を
通
し
て
希
望
を
届
け
る
こ
と
を
目
的
に
「
ル

ツ
エ
ル
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
ア
ー
ク
・
ノ
ヴ
ァ　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち

上
げ
、
そ
の
第
１
弾
を
宮
城
県
松
島
町
で
開
催
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
世
界

的
な
建
築
家
の
磯
崎
新
と
イ
ン
ド
出
身
の
イ
ギ
リ
ス
人
彫
刻
家
ア
ニ
ッ
シ
ュ
・
カ
ー

プ
ー
ア
に
よ
る
５
０
０
名
収
容
の
可
動
式
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
が
松
島
に
出
現
し
、

「
ア
ー
ク
・
ノ
ヴ
ァ
・
ホ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
ホ
ー
ル
と
周
辺
地
域
で
様
々
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
内
容
は
現
代
世
界
最
高
の
指
揮
者
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
・

ア
バ
ド
と
ル
ツ
エ
ル
ン
祝
祭
管
弦
楽
団
の
演
奏
。
坂
本
龍
一
と
グ
ス
タ
ボ
・
デ
ュ

ダ
メ
ル
に
よ
る
東
北
ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
と
東
北
の
子
供
た
ち
の
演
奏

会
。
東
北
伝
統
芸
能
と
し
て
黒
森
神
楽
の
上
演
。
上
方
芸
能
か
ら
は
坂
田
藤
十
郎

の
歌
舞
伎
舞
踊
、
茂
山
千
五
郎
の
狂
言
、
金
剛
永
謹
の
能
の
共
演
が
あ
っ
た
。

　
11
月
２
日
（
土
）
か
ら
４
日
（
月
）
は
「
第
62
回
式
年
遷
宮
奉
祝
伊
勢
外
宮
・

内
宮
正
式
参
拝
と
黒
森
神
楽
奉
納
・
応
援
の
旅
」
が
あ
り
、
岩
手
県
北
観
光
宮
古

支
店
が
主
催
し
、
黒
森
神
社
が
後
援
と
い
う
形
で
行
わ
れ
た
。

　
11
月
21
日
（
木
）
は
岩
手
県
知
的
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
主
催
に
よ
る

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
懇
親
会
に
お
い
て
恵
比
寿
舞
を
披
露
し
た
。
場
所
は
宮
古
市

浄
土
ヶ
浜
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
だ
っ
た
。

　
11
月
24
日
（
日
）
に
は
宮
古
市
江
繋
地
区
の
収
穫
感
謝
祭
で
、
江
繋
小
学
校
の

震
災
復
興
ス
テ
ー
ジ
に
て
の
神
楽
共
演
会
に
招
か
れ
た
。

平
成
26
（
２
０
１
４
）
年

　
２
月
９
日
（
日
）
に
は
「
十
和
田
市
伝
統
芸
能
ま
つ
り
」
に
招
待
さ
れ
た
。
主

催
は
十
和
田
市
教
育
委
員
会
で
、
十
和
田
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
山

の
神
舞
と
恵
比
寿
舞
を
披
露
し
た
。

　
３
月
16
日
（
日
）
は
「
そ
し
て
、
つ
な
が
る
―
文
化
・
劇
場
が
持
つ
チ
カ
ラ
―
」

シ
リ
ー
ズ
に
招
待
さ
れ
た
。
主
催
は
静
岡
県
文
化
財
団
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
で
、
こ
の

催
し
の
主
旨
は
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
と
な
る
今
、
文
化
芸
術
や
劇
場
が
、

地
域
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
や
機
能
を
担
う
の
か
改
め
て
考
え
る
」
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。
内
容
は
「
さ
く
ら
能
」
と
題
し
て
、
観
世
流
能
楽
師
に
よ
る
能
「
二

各分野での震災後の取り組み
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「
い
わ
て
三
陸
鎮
魂
復
興
祭
」
と
い
う
催
し
も
あ
っ
た
。

宮
城
県
松
島
で
も｢

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
、
音
楽
を
通
し
て
希
望
を
届

け
る｣

と
い
う
主
旨
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
っ
た
。

黒
森
神
楽
が
招
か
れ
て
公
演
し
た
例
と
し
て
は
、

ロ
シ
ア
へ
は｢

義
援
金
や
支
援
物
資
を
送
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
、
感
謝
の
意
を

表
す
る｣

と
い
う
も
の
。

東
ア
ジ
ア
共
生
会
議
で
は｢

東
ア
ジ
ア
の
人
々
が
、
豊
か
な
恵
み
を
も
た
ら
し

て
く
れ
る
一
方
で
、
時
に
は
猛
威
を
振
る
う
自
然
を
ど
の
よ
う
に
心
に
と
ら
え
、

あ
ら
わ
し
て
き
た
の
か
を
民
俗
芸
能
を
通
じ
て
探
る｣

と
い
う
も
の
。

フ
ラ
ン
ス
へ
は｢

復
興
と
支
援
感
謝｣

の
意
味
と｢

鎮
魂
と
交
流
の
ツ
ア
ー｣

。

国
立
劇
場
で
は｢

復
興
支
援｣

と
し
て
。

ア
メ
リ
カ
へ
は｢

被
災
地
代
表
と
し
て
元
気
な
姿
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
支
援
に
感

謝｣

す
る
と
い
う
も
の
。

静
岡
で
は｢

震
災
後
、
文
化
芸
術
が
ど
の
よ
う
な
役
割
や
機
能
を
担
う
の
か
を

再
考
す
る｣

と
い
う
も
の
。

　
こ
こ
か
ら
は
内
へ
向
か
っ
て
は「
鎮
魂
と
復
興
」、外
に
対
し
て
は「
支
援
に
感
謝
」

と｢

復
興
し
て
い
る｣

事
の
ア
ピ
ー
ル
が
中
心
的
な
主
旨
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　
被
災
者
代
表
と
し
て
の
黒
森
神
楽
が
元
気
な
姿
を
見
せ
る
こ
と
で
、
被
災
地
が

復
興
し
て
き
て
い
る
事
を
外
部
の
人
も
内
部
の
人
も
実
感
で
き
る
の
だ
ろ
う
。
黒

森
神
楽
に
は｢

墓
獅
子｣

や
「
神
楽
念
仏
」
と
い
う
死
者
供
養
や
慰
霊
の
意
味
を

表
現
す
る
儀
礼
が
あ
り
、｢

鎮
魂｣

と
表
現
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

適
材
適
所
だ
っ
た
の
だ
。

ま
と
め
に
か
え
て
―
今
後
の
課
題
―

　
２
０
１
６
年
３
月
11
日
に
は
被
災
後
５
周
年
を
迎
え
る
が
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の

方
々
が
自
宅
に
戻
れ
ず
に
仮
設
住
宅
で
暮
ら
し
て
い
る
。
さ
ら
に
被
災
地
の
方
々

が
元
あ
っ
た
土
地
に
家
を
建
て
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
な
い
、あ
る
い
は
津
波
の
あ
っ

た
土
地
へ
帰
る
こ
と
を
望
ま
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
ま
す
ま
す
過
疎
化
に
拍
車
が

か
か
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
。
そ
し
て
神
楽
宿
も
世
代
交
代
な
ど

に
よ
り
、
宿
の
継
承
が
可
能
か
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
神
楽
宿
と
し
て
の
伝
統

願
い
し
て
い
た
が
、
家
の
人
に
は
伝
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
、
生
花
な
ど
を
用
意
し

て
待
っ
て
い
て
く
れ
た
。
昨
年
の
千
鶏
の
５
月
の
祭
り
に
頼
ま
れ
た
の
で
戸
村
と

田
川
を
連
れ
て
行
っ
た
。

　
重
茂
の
音
部
で
は
山
崎
義
広
さ
ん
宅
で
春
の
巡
行
の
際
に
柱
固
め
を
や
っ
た
。

義
広
さ
ん
の
亡
く
な
っ
た
父
は
元
重
茂
漁
協
の
組
合
長
だ
っ
た
人
だ
。
音
部
で
は

５
月
の
祭
り
に
も
頼
ま
れ
て
行
っ
た
。
こ
の
と
き
は
北
上
の
お
寺
で
も
頼
ま
れ
、

日
程
が
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
二
手
に
分
か
れ
て
神
楽
を
や
っ
た
。

北
上
の
お
寺
は
国
見
山
如
意
輪
寺
と
い
う
真
言
宗
の
お
寺
で
、
住
職
が
３
月
に
宮

古
の
長
根
寺
の
お
祭
り
で
神
楽
を
や
っ
て
い
た
の
を
見
て
、
頼
ま
れ
た
。
念
仏
な

ど
は
や
ら
ず
普
通
の
神
楽
を
や
っ
た
。

６　
神
楽
が
期
待
さ
れ
た
も
の

　
黒
森
神
楽
は
被
災
地
代
表
と
し
て
３
年
の
間
、
海
外
も
含
め
て
各
地
か
ら
招
聘

さ
れ
、
活
動
を
し
て
き
た
。「
被
災
地
も
頑
張
っ
て
い
る
」
事
を
伝
え
よ
う
と
、
神

楽
衆
も
「
呼
ば
れ
た
ら
断
ら
な
い
」
と
い
う
態
度
と
ス
タ
ン
ス
で
こ
の
期
間
を
過

ご
し
て
き
た
。
だ
か
ら
こ
の
間
も
黒
森
神
楽
は
巡
行
も
休
ま
な
か
っ
た
。

　
ま
ず
は
東
日
本
大
震
災
後
３
年
間
限
定
と
い
う
期
間
の
中
で
、
多
方
面
か
ら
の

招
聘
を
受
け
て
き
た
が
、
こ
れ
に
は
２
つ
の
方
向
性
が
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
の
主
催

者
が
宮
古
に
来
て
、
地
元
の
黒
森
神
楽
が
そ
こ
に
出
演
す
る
と
い
う
場
合
と
、
主

催
者
に
招
聘
さ
れ
て
宮
古
か
ら
出
か
け
て
ゆ
く
場
合
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
２
つ

の
ベ
ク
ト
ル
か
ら
見
て
ゆ
こ
う
。
宮
古
に
来
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
主
催
者
の

主
旨
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

｢

震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
想
い
を
よ
せ
、
東
北
の
元
気
を
応
援
・
発
信
す
る
」　

と
い
う
も
の
。

｢

３
・
11
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
鎮
魂
と
被
災
さ
れ
た
方
々
の
１
日
も
早
い
心

身
の
回
復
と
長
寿
を
願
い
、｢

鎮
魂
の
祈
り｣

を
捧
げ
る｣

と
い
う
も
の
。

｢

地
域
の
宝
（
地
域
資
源
）
探
し
か
ら
復
興
へ｣

と
称
し
て
、
神
楽
を
地
域
の
精

神
的
な
支
柱
と
捉
え
た
。
宮
古
で
は
未
開
催
だ
が
、
多
大
な
被
害
に
遭
っ
た
大

槌
や
大
船
渡
等
の
沿
岸
地
域
で
は｢

三
陸
風
の
盆｣

と
称
し
て
、｢

犠
牲
者
を
供

養
し
、
被
災
地
と
支
援
地
が｢

想
い｣

を
共
有
す
る｣

と
い
う
も
の
。

陸中沿岸地方と芸能による地域再生
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も
、
久
し
ぶ
り
だ
っ
た
の
で
、
流
れ
た
家
の
跡
で
神
楽
念
仏
を
や
っ
た
と
こ
ろ
、

花
を
用
意
し
て
く
れ
た
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
声
に
応
え
て
神
楽
衆
は
巡
行
を
休
ま
ず
に
や
っ
て
き
た
。
大
き
な
混

乱
が
生
じ
、
と
ん
で
も
な
い
非
日
常
の
事
態
に
襲
わ
れ
、
家
族
も
家
も
土
地
も
失
っ

た
今
回
の
震
災
に
立
ち
向
か
う
に
当
た
り
、
望
む
こ
と
は
た
だ
一
つ
だ
っ
た
。
そ

れ
は｢

い
つ
も
通
り
の
生
活
を
取
り
戻
す｣

事
だ
。
震
災
後
に
毎
日
大
変
な
思
い

を
し
て
生
活
の
再
建
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
う
し
た
中
で
２
年
に
１
回
来
て
く

れ
る
権
現
様
を
迎
え
て
、
お
祓
い
を
し
て
も
ら
い
、
権
現
様
に
噛
ん
で
も
ら
い
、

皆
で
笑
っ
て
お
も
て
な
し
が
で
き
る
。
日
常
を
取
り
戻
し
た
と
実
感
で
き
る
の
は
、

｢

神
様｣

と
見
な
し
て
き
た
権
現
様
と
共
に
来
て
く
れ
た
神
楽
衆
を
、
家
族
も
地
域

の
人
も
皆
が
そ
ろ
っ
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
し
て
ま
た
日
常
生
活
が
戻
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
神
楽
を
迎
え
る
た

め
の
準
備
に
も
時
間
と
労
力
を
費
や
す
こ
と
に
喜
び
を
見
い
だ
し
、
そ
う
し
た
事

柄
が
実
感
と
し
て
沸
い
て
く
る
の
だ
ろ
う
。

　

盛
岡
や
遠
野
が
新
た
な
巡
行
地
と
神
楽
衆
が
認
識
す
る
に
至
っ
た
新
し
い
波

に
つ
い
て
も
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
波
は
東
日
本
大
震
災
以
前
か
ら
現
れ
て
い

た
。
き
っ
か
け
は
２
０
０
６
年
に
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
こ

と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
注
目
度
が
増
え
、
外
部
公
演
が
増
え
た
。

２
０
１
５
年
３
月
11
日
に
放
送
さ
れ
た
《
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
11　
ch
と
お
の
タ
イ
ム
》

に
よ
れ
ば
、
３
月
７
日
に
黒
森
神
楽
が
遠
野
八
幡
宮
で
舞
を
披
露
し
た
が
、
巡
行

で
遠
野
市
を
訪
れ
る
の
は
４
回
目
だ
と
い
う
。
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定

後
に
こ
う
し
た
動
き
が
起
き
て
い
る
。

　
そ
し
て
最
も
重
要
な
事
柄
は
、
若
い
舞
い
手
の
加
入
で
あ
る
。
震
災
時
に
は
２

人
だ
け
だ
っ
た
若
手
も
今
で
は
20
代
後
半
に
な
り
、
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
田
中
さ
ん
に
代
わ
っ
て
ワ
ケ
ー
モ
ン
ガ
シ
ラ
の
立
場
を
継
い
で
ゆ
く
こ
と
に

な
る
の
だ
ろ
う
。今
注
目
を
集
め
て
い
る
の
は
２
０
１
６
年
３
月
ま
で
高
校
生
だ
っ

た
４
人
だ
。
彼
ら
は
小
さ
い
頃
か
ら
神
楽
に
親
し
ん
で
お
り
、
地
元
の
民
俗
芸
能

に
係
わ
っ
て
い
た
。
黒
森
神
楽
衆
は
神
楽
が
巡
行
し
て
歩
く
範
囲
の
民
俗
芸
能
に

は
手
伝
い
に
出
向
い
た
り
、
そ
の
出
身
だ
っ
た
り
と
つ
な
が
り
が
深
い
。
す
な
わ

ち
こ
の
地
方
の
民
俗
芸
能
の
集
大
成
が
黒
森
神
楽
と
も
言
え
る
し
、
こ
の
地
方
は

を
自
覚
し
て
い
る
家
で
は
そ
れ
が
ま
だ
伝
え
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
こ
れ

は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
そ
れ
で
は
黒
森
神
楽
の
今
後
の
見
通
し
は
暗
い
の
だ

ろ
う
か
。

　
前
述
の
釜
石
市
鵜
住
居
の
宝
来
館
の
よ
う
に
、
元
気
な
女
将
さ
ん
が
い
て
、
南

廻
り
の
𢌞
村
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る
地
域
が
あ
る
。
ま
た
古
い
神
楽
宿
の

御
当
主
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
を
挙
げ
て
分
宿
な
ど
で
神

楽
宿
を
営
み
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て
ゆ
こ
う
と
い
う
機
運
も
あ
る
。
宮
古
市
の
中

心
街
で
あ
る
末
広
町
で
は
町
中
で
も
神
楽
や
門
打
ち
を
や
る
よ
う
に
な
り
、
若
い

人
た
ち
が
神
楽
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
本
来
の
北
廻
り
、
南
廻
り
の
巡

行
地
に
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
神
楽
好
き
の
人
た
ち
が
神
楽
を
招
い
て
行
う
な
ど

の
新
し
い
形
体
の
神
楽
宿
が
で
き
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
が
遠
野
と
盛
岡
だ
。
こ
の
両

地
域
は
最
近
に
な
っ
て
巡
行
地
と
し
て
加
わ
っ
た
。
さ
ら
に
北
上
に
も
２
０
１
５

年
に
は
じ
め
て
招
か
れ
、
こ
の
地
も
巡
行
地
の
仲
間
入
り
を
し
そ
う
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
個
人
が
宿
主
に
な
っ
て
神
楽
を
招
く
と
い
う
よ
り
も
、
団
体
や
地
域
全
体

が
黒
森
神
楽
に
来
て
ほ
し
い
と
の
希
望
で
実
現
し
た
も
の
だ
。

　
そ
れ
で
は
彼
ら
は
黒
森
神
楽
に
何
を
期
待
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
伝
統
と
新

し
い
波
の
両
方
か
ら
見
て
み
た
い
。

　
伝
統
的
に
は
地
域
の
方
々
が
抱
い
て
い
る
権
現
様
へ
の
態
度
と
し
て
見
て
取
れ

る
。
神
楽
の
一
行
が
行
く
と
、「
神
様
が
来
た
の
だ
か
ら
、
少
し
休
ん
で
ゆ
く
よ
う

に
」
と
か
、「
神
様
を
迎
え
る
の
だ
か
ら
と
い
う
思
い
」
が
あ
る
。
ま
た
震
災
後
に

新
築
し
た
家
の
柱
固
め
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
「
よ
う
や
く
終
の

棲
家
が
で
き
て
、
祓
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
」
か
ら
だ
。
家
が
完
成
し

て
い
な
く
て
も
「
神
楽
が
来
た
か
ら
」
と
依
頼
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
「
権

現
様
が
変
わ
ら
ず
来
て
く
れ
る
の
が
う
れ
し
い
」「
津
波
前
の
日
常
を
取
り
戻
す
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
実
感
が
沸
く
」
と
い
う
。「
震
災
前
と
同
じ
よ
う
に
で
き
る
の

が
う
れ
し
い
。神
楽
が
元
通
り
に
で
き
れ
ば
、自
分
た
ち
の
生
活
も
元
通
り
に
な
る
」

と
の
声
も
あ
っ
た
。

　
ま
た
神
楽
衆
は
巡
行
に
行
っ
た
先
の
被
災
地
で
、
海
に
向
か
っ
て
、
権
現
様
を

携
え
て
神
楽
念
仏
を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
頼
ま
れ
て
や
る
こ
と
は
な
く
、
手

弁
当
で
自
発
的
に
や
っ
て
い
る
。
27
年
の
巡
行
で
訪
れ
た
宮
古
市
重
茂
の
千
鶏
で

各分野での震災後の取り組み
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黒
森
神
楽
文
化
圏
と
も
言
え
る
の
だ
。
だ
か
ら
少
し
で
も
民
俗
芸
能
に
係
わ
っ
て

い
る
者
で
あ
れ
ば
、
も
っ
と
上
手
で
注
目
を
集
め
て
い
る
神
楽
に
係
わ
る
こ
と
を

希
望
す
る
し
、
神
楽
は
こ
う
し
た
若
者
の
受
け
皿
に
も
な
っ
て
い
る
。
遠
方
か
ら

見
学
に
訪
れ
る
者
が
、
そ
の
演
じ
る
姿
を
「
キ
レ
ッ
キ
レ
」
と
表
現
し
て
い
た
。

演
じ
る
機
会
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
そ
の
技
が
さ
え
る
た
め
、
さ
ら
に
注
目

度
が
上
が
る
と
い
う
好
循
環
が
、
今
で
き
て
い
る
。
時
代
と
共
に
宿
の
あ
り
方
も

変
わ
る
で
あ
ろ
う
し
、
実
際
に
変
化
し
て
い
る
。
そ
こ
を
ど
の
よ
う
に
生
き
延
び

て
ゆ
く
の
か
、
地
域
の
宝
の
行
方
を
見
守
っ
て
ゆ
き
た
い
。

【
引
用
文
献
】

神
田
よ
り
子
『
陸
中
沿
岸
地
方
の
廻
り
神
楽
報
告
書
』
１
９
９
９
年　
宮
古
市　

陸中沿岸地方と芸能による地域再生
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第
２
部　
各
分
野
で
の
震
災
後
の
取
り
組
み

第
14
章　
震
災
と
暮
ら
し
の
移
り
か
わ
り

�

久
保
田
滋
子

は
じ
め
に

　
宮
古
の
漁
業
は
多
く
の
職
人
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
。
船
大
工
、
櫓
大
工
、

網
大
工
、
鍛
冶
屋
、
イ
カ
角
職
人
、
桶
職
人
、
鋸
刃
職
人
、
染
色
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
職
種
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
多
く
は
震
災
前
に
姿
を
消
し
、
ま
だ
現
役
で
仕
事
を

し
て
い
る
職
人
も
高
齢
で
後
継
者
が
な
く
、
自
分
の
代
で
最
後
と
い
う
人
が
多
い
。

木
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
へ
、
櫓
か
ら
ス
ラ
ス
タ
ー
へ
、
鋸
か
ら
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
へ
、

手
作
業
か
ら
大
量
生
産
へ
と
い
う
時
代
の
流
れ
は
、
職
人
の
手
仕
事
を
隅
に
追
い

や
り
、
た
と
え
震
災
が
な
く
て
も
、
そ
れ
ら
は
安
価
で
す
ぐ
手
に
入
る
工
業
製
品

に
、
い
ず
れ
置
き
換
わ
る
運
命
に
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
震
災
の
日
、
津
波

で
さ
ら
わ
れ
た
海
辺
を
見
て
、
自
分
の
仕
事
も
こ
れ
で
終
わ
っ
た
と
思
っ
た
職
人

も
い
る
。
し
か
し
、
震
災
は
皮
肉
に
も
彼
ら
に
再
び
多
く
の
仕
事
を
も
た
ら
し
た
。

波
に
さ
ら
わ
れ
た
櫂
を
新
調
し
、
船
を
修
理
し
、
新
造
船
が
や
っ
て
く
る
と
内
装

が
必
要
に
な
り
、進
水
式
に
は
フ
ラ
イ
旗
を
掲
げ
る
。
２
年
ほ
ど
の
短
期
間
で
あ
っ

た
が
、
職
人
は
宮
古
の
海
の
復
興
の
一
端
を
担
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
最
後
の
仕

事
に
な
っ
た
人
も
い
る
。

　
人
の
歴
史
は
町
の
歴
史
で
も
あ
る
。
本
章
で
は
、
震
災
の
日
と
そ
の
後
の
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
職
人
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
追
う
中
で
、
宮
古
の
移
り
変
わ

り
と
、
そ
の
町
で
「
最
後
の
職
人
」
と
し
て
生
き
て
き
た
人
々
が
、
ど
の
よ
う
に

震
災
と
向
き
合
っ
た
か
を
記
述
す
る
。

１　
染
物
職
人　
加
賀
屋

　
　
山
本　
清
さ
ん　
昭
和
11
（
１
９
３
６
）
年
生

　
　
山
本
カ
ヨ
さ
ん　
昭
和
21
（
１
９
４
６
）
年
生

　
　
宮
古
市
本
町

加
賀
屋
染
店

　
先
祖
は
加
賀
の
国
の
お
姫
様
が
南
部
家
に
お
輿
入
れ
し
た
と
き
に
一
緒
に
や
っ

て
き
た
染
物
師
だ
と
聞
い
て
い
る
。
加
賀
屋
と
い
う
屋
号
は
そ
れ
に
由
来
す
る
。

本
家
は
盛
岡
に
あ
り
、
明
治
28
年
に
分
家
し
て
宮
古
へ
や
っ
て
き
た
。
本
家
は
間

口
６
間
の
大
店
で
、
税
金
を
間
口
で
計
算
し
た
時
代
も
あ
り
、
通
り
に
面
し
た
大

き
な
店
は
一
族
の
自
慢
だ
っ
た
。
清
さ
ん
は
４
代
目
に
な
る
が
、
血
筋
と
し
て
は

３
代
目
で
あ
る
。
本
家
は
鈴
木
姓
だ
が
、
宮
古
で
土
地
を
購
入
し
た
と
き
に
、
地

主
の
山
本
家
の
養
子
に
な
っ
た
。
し
か
し
屋
号
と
家
紋
は
盛
岡
の
本
家
の
も
の
を

使
用
し
て
い
る
。
最
初
の
頃
は
着
物
も
染
め
て
い
た
。
反
物
を
預
か
る
の
で
、
火

事
に
あ
っ
て
も
被
害
を
出
さ
な
い
よ
う
に
土
蔵
を
作
っ
た
。
明
治
27
年
に
宮
古
で

大
火
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
と
き
は
ま
だ
宮
古
に
来
て
い
な
か
っ
た
の
で
助
か
っ
た
。

現
在
住
ん
で
い
る
家
は
明
治
時
代
に
建
て
た
も
の
で
、
土
蔵
は
震
災
前
か
ら
崩
れ

始
め
て
い
る
。

　
清
さ
ん
は
11
人
兄
弟
の
男
の
末
っ
子
と
し
て
生
ま
れ
、
２
人
の
兄
と
一
緒
に
18

歳
か
ら
家
業
を
手
伝
い
始
め
た
。
父
は
す
ば
ら
し
い
字
を
書
い
た
が
、
酒
が
好
き

で
気
ま
ま
な
生
活
を
し
た
た
め
、
母
が
着
物
の
紋
を
描
い
て
生
活
を
支
え
て
い
た
。

祖
父
の
時
代
は
、
祝
い
半
纏
や
長
半
纏
を
よ
く
作
っ
て
い
た
。
北
海
道
か
ら
船
が

着
く
と
注
文
が
入
り
、
出
船
ま
で
に
染
め
上
げ
る
。
ろ
う
そ
く
の
光
を
頼
り
に
、

徹
夜
で
仕
事
を
し
た
と
聞
く
。
加
賀
屋
で
は
黒
森
神
楽
の
神
楽
幕
も
作
っ
て
い
た
。

昔
は
天
竺
と
い
う
生
地
を
使
い
、
染

め
上
が
り
が
今
よ
り
ず
っ
と
渋
か
っ

た
。
黒
森
神
楽
が
国
の
重
要
無
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
と
き
に
作
っ
た

も
の
が
最
後
に
な
っ
た
。
昭
和
の
お

わ
り
ご
ろ
ま
で
は
兄
弟
で
や
っ
て
い

た
が
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
仕
事
が
減
り
、

注
文
が
こ
な
い
と
き
は
１
か
月
に
１

つ
２
つ
だ
け
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

生
活
で
き
な
く
な
り
、
兄
た
ち
は
仕

事
を
や
め
て
清
さ
ん
１
人
で
店
を
や

る
こ
と
に
な
っ
た
。
サ
ケ
の
は
え
縄

で
に
ぎ
わ
っ
た
こ
ろ
は
、
フ
ラ
イ
旗

写真１　染物職人　山本　清さん
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入
る
よ
う
に
な
っ
た
。
盛
岡
の
人

が
釜
石
に
い
る
兄
弟
に
送
る
と
い

う
旗
を
２
枚
作
っ
た
。
赤
い
鶴
亀

の
柄
だ
っ
た
。
あ
る
と
き
テ
レ
ビ

を
見
て
い
た
ら
、
釜
石
で
行
わ
れ

た
進
水
式
の
映
像
が
流
れ
、
そ
こ

に
加
賀
屋
で
染
め
た
フ
ラ
イ
旗
が

は
た
め
い
て
い
た
。
そ
れ
を
見
た

瞬
間
「
あ
、
お
父
さ
ん
の
フ
ラ
イ

旗
だ
」
と
思
わ
ず
叫
び
、
２
人
で

涙
を
流
し
た
。
翌
年
に
は
、
田
野

畑
の
復
興
支
援
グ
ル
ー
プ
が
地
元

の
新
造
船
の
進
水
の
た
め
に
、
フ

ラ
イ
旗
の
支
援
を
全
国
に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
義
援
金
が
集
ま
り
、
そ

れ
を
も
と
に
７
枚
の
旗
を
染
め
た
。
朝
日
、
末
広
、
鯛
、
鮭
、
宝
船
な
ど
定
番
の

柄
の
ほ
か
に
、「
第
十
八
み
さ
ご
丸
」
と
い
う
船
だ
っ
た
の
で
、
１
枚
は
旗
の
中
心

に
み
さ
ご
を
描
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
旗
に
は
、
送
り
主
と
し
て
「
全
国
友
人
一
同
」

の
名
が
入
り
、
ま
さ
に
復
興
の
し
る
し
と
な
っ
た
。
そ
の
旗
の
写
真
を
加
賀
屋
の

名
と
と
も
に
ネ
ッ
ト
に
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
た
。

　
新
造
船
が
増
え
る
と
と
も
に
注
文
が
殺
到
し
、
さ
ば
き
き
れ
な
く
な
っ
て
き
た
。

大
船
渡
に
３
軒
あ
っ
た
染
物
屋
の
う
ち
１
軒
が
被
害
を
受
け
た
の
で
、
そ
の
分
の

仕
事
が
宮
古
へ
回
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
帳
面
に
は
あ
っ
と
い
う
間
に
１
０
０
枚

く
ら
い
の
予
約
が
た
ま
っ
て
い
っ
た
。
注
文
は
北
海
道
や
千
葉
か
ら
も
来
た
。
１

番
小
さ
い
も
の
で
90
×
１
３
０
セ
ン
チ　

メ
ー
ト
ル
。
生
地
は
愛
知
県
か
ら
、
染
料
は
東
京
や
京

都
か
ら
取
り
寄
せ
る
。
震
災
前
に
は
黒
い
染
料
が
簡
単
に
手
に
入
っ
た
が
、
今
は

あ
ま
り
手
に
入
ら
な
い
。
宮
古
の
人
か
ら
の
注
文
は
ほ
か
に
比
べ
て
遅
か
っ
た
。

い
た
だ
い
た
順
に
仕
事
を
す
る
の
で
、
な
か
な
か
地
元
の
人
に
順
番
が
回
っ
て
こ

な
か
っ
た
。
重
茂
漁
協
で
は
待
ち
き
れ
ず
に
北
海
道
の
染
物
屋
に
頼
ん
だ
人
も
い

た
ら
し
い
が
、
北
海
道
で
は
機
械
印
刷
な
の
で
重
厚
感
も
な
く
、
柄
も
慣
れ
親
し

ん
だ
加
賀
屋
の
も
の
と
違
い
寂
し
い
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
し
か
も
値
段
は
加
賀

を
寝
な
い
で
作
っ
た
ほ
ど
忙
し
か
っ
た
の
に
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
ば
っ
た
り
仕
事

が
な
く
な
っ
た
。

　
震
災
前
は
イ
ベ
ン
ト
関
連
の
仕
事
が
あ
っ
た
の
で
、
け
っ
こ
う
忙
し
か
っ
た
。

客
船
「
飛
鳥
」
が
宮
古
へ
や
っ
て
き
た
と
き
に
は
、
１
枚
３
万
円
ほ
ど
の
大
き
な

歓
迎
幕
を
１
週
間
が
か
り
で
作
っ
た
。
ま
た
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
沖
縄
の
多
良
間

村
と
の
間
で
「
善
宝
丸
漂
着
１
５
０
周
年
記
念
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
と
き
の

旗
も
作
っ
た
。
フ
ラ
イ
旗
は
３
日
か
か
る
が
小
さ
い
も
の
で
１
枚
１
万
円
に
し
か

な
ら
な
い
。
い
ま
、
フ
ラ
イ
旗
は
機
械
染
色
が
主
に
な
っ
た
が
、
加
賀
屋
で
は
す

べ
て
手
作
業
だ
。
注
文
を
受
け
て
か
ら
生
地
を
湯
通
し
し
て
、
下
絵
を
描
い
て
糊

付
け
し
、
そ
れ
か
ら
染
色
し
て
水
洗
い
す
る
。
内
陸
に
も
染
物
屋
は
あ
る
が
、
お

客
さ
ん
は
潮
の
香
り
が
し
な
い
と
言
う
。
加
賀
屋
の
技
術
は
高
い
が
、
こ
れ
で
は

趣
味
の
世
界
で
、
生
活
す
る
た
め
の
仕
事
で
は
な
い
。
値
上
げ
も
考
え
て
い
た
が
、

ち
ょ
う
ど
震
災
が
来
て
、
と
て
も
言
い
出
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

被
災
と
そ
の
後

　
地
震
が
起
き
た
と
き
は
横
断
幕
の
染
色
を
し
て
い
た
。
途
中
で
や
め
る
と
色
が

合
わ
な
く
な
る
の
で
普
通
は
続
け
る
が
、
揺
れ
方
が
た
だ
ご
と
で
は
な
い
と
感
じ

手
を
止
め
た
。
し
か
し
、
堤
防
を
超
え
る
よ
う
な
津
波
が
来
る
と
は
思
わ
ず
、「
札

束
を
持
っ
て
逃
げ
よ
う
か
」
と
夫
婦
で
冗
談
を
言
っ
て
い
た
。
防
災
無
線
で
大
津

波
警
報
が
流
れ
た
。
中
学
生
の
と
き
チ
リ
津
波
が
あ
り
、
話
に
は
聞
い
て
い
た
が
、

す
ぐ
に
は
ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
。
同
級
生
が
、「
蛸
の
浜
を
越
え
た
ら
し
い
」「
鍬
ヶ

崎
が
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
と
言
っ
て
い
た
。
夕
方
に
な
っ
て
、
鍬
ヶ
崎

は
だ
め
だ
と
聞
き
、
人
が
た
く
さ
ん
歩
い
て
き
て
、
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
に
な
っ

た
と
思
っ
た
。
津
波
の
被
害
の
大
き
さ
を
知
っ
た
の
は
、
電
気
が
通
っ
て
テ
レ
ビ

を
つ
け
た
と
き
だ
っ
た
。
そ
の
画
面
を
見
な
が
ら
、「
お
父
さ
ん
、
う
ち
の
仕
事
は

終
わ
っ
た
ね
」「
も
う
大
漁
旗
と
い
う
気
持
ち
に
は
な
れ
な
い
ね
」
と
話
し
た
。
で

も
も
う
年
を
と
っ
て
い
る
し
、
仕
方
が
な
い
と
い
う
気
持
ち
に
も
な
っ
た
。
そ
れ

か
ら
数
か
月
は
、
や
り
残
し
た
学
校
関
係
の
仕
事
や
、
の
れ
ん
の
依
頼
が
あ
っ
た

ほ
か
、
ま
っ
た
く
注
文
が
な
か
っ
た
。

　
震
災
の
年
の
12
月
ご
ろ
、
釜
石
や
大
槌
、
大
船
渡
の
方
か
ら
少
し
ず
つ
注
文
が

写�真２　田野畑で新造された「第十八みさご丸」の
フライ旗
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て
半
額
に
し
た
。
の
れ
ん
を
依
頼
し
に
く
る
お
客
さ
ん
の
中
に
は
、
店
先
で
１
時

間
で
も
２
時
間
で
も
話
し
込
む
人
も
い
た
。「
津
波
を
見
に
行
っ
た
あ
の
バ
カ
が
」

と
言
い
な
が
ら
、
亡
く
な
っ
た
兄
弟
を
悼
む
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
学
校
の
運

動
会
で
使
う
応
援
旗
や
卒
業
す
る
と
き
父
母
会
が
学
校
へ
贈
る
横
断
幕
な
ど
も
頼

ま
れ
た
が
、
忙
し
く
て
な
か
な
か
全
部
に
手
が
回
ら
な
か
っ
た
。
津
波
の
被
害
に

合
わ
な
か
っ
た
神
社
の
幟
も
、
こ
の
際
新
し
く
と
い
う
こ
と
で
依
頼
が
あ
っ
た
。

２
０
１
４
年
の
春
、
５
月
過
ぎ
ご
ろ
、
田
老
の
や
ま
せ
の
丘
が
加
賀
屋
の
フ
ラ
イ

旗
を
展
示
し
て
く
れ
た
。
普
通
は
お
金
を
払
っ
て
宣
伝
す
る
も
の
な
の
に
、
ず
っ

と
飾
っ
て
く
れ
た
の
で
、
鮭
を
描
い
た
フ
ラ
イ
旗
を
１
枚
お
礼
に
持
っ
て
い
っ
た
。

　
震
災
の
前
か
ら
年
齢
に
よ
る
衰
え
を
感
じ
て
い
た
。
家
族
か
ら
見
る
と
、
同
じ

旗
で
も
今
ま
で
と
全
く
違
う
。
力
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
特
に
80
歳
が
近
づ
く
と
、

１
年
に
３
～
４
歳
も
年
を
と
っ
て
い
く
よ
う
だ
っ
た
。
し
か
し
、
震
災
で
急
に
忙

し
く
な
り
、
何
と
か
仕
事
を
こ
な
し
て
き
た
。
２
０
１
３
年
の
春
ご
ろ
、
そ
ろ
そ

ろ
や
め
よ
う
か
と
思
い
始
め
た
。
お
客
さ
ん
が
が
っ
か
り
す
る
前
に
や
め
た
ほ
う

が
い
い
、
そ
ん
な
思
い
だ
っ
た
。
２
０
１
４
年
の
夏
、
磯
鶏
の
神
社
の
祭
り
用
の

幟
を
頼
ま
れ
、
お
盆
前
に
仕
上
げ
９
月
に
引
き
渡
し
た
。
こ
れ
が
最
後
の
仕
事
に

な
っ
た
。
引
き
渡
し
た
と
き
は
加
賀
屋
創
業
１
２
０
年
、
清
さ
ん
が
仕
事
を
は
じ

め
て
60
年
の
節
目
だ
っ
た
。
後
継
ぎ
は
い
な
い
。
沿
岸
の
染
物
屋
の
多
く
は
店
を

閉
じ
た
。
絵
が
上
手
だ
っ
た
島
田
染
物
屋
、
書
道
の
大
家
だ
っ
た
上
林
染
物
屋
、

み
な
年
を
取
っ
て
や
め
た
。
１
軒
残
っ
た
加
賀
屋
も
つ
い
に
店
を
閉
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
閉
店
し
た
加
賀
屋
の
居
間
に
は
、妻
の
カ
ヨ
さ
ん
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
盛
岡
放
送
局
の
「
ひ

る
っ
こ
川
柳
」
に
応
募
し
て
当
選
し
た
と
き
の
句
が
飾
っ
て
あ
る
。「
船
出
す
る
祈

り
の
色
の
大
漁
旗
」。
父
が
漁
師
だ
っ
た
カ
ヨ
さ
ん
は
、
船
出
す
る
漁
師
た
ち
が
無

事
に
帰
っ
て
く
る
よ
う
に
と
い
う
思
い
を
い
つ
も
持
っ
て
い
る
。
加
賀
屋
が
作
っ

て
き
た
フ
ラ
イ
旗
に
は
、
無
事
の
帰
り
を
願
う
職
人
と
そ
の
家
族
の
祈
り
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。

�

（
取
材
日
：
２
０
１
２
年
11
月
５
日
、
２
０
１
５
年
10
月
10
日
）

屋
の
倍
も
す
る
。
震
災
の
補
助
金
の
申
請
期
限
が
迫
る
と
、
さ
ら
に
注
文
が
殺
到

し
た
。
断
っ
た
人
は
数
知
れ
ず
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。

　
昔
の
フ
ラ
イ
旗
は
色
無
地
に
文
字
だ
け
だ
っ
た
が
、
今
は
さ
ま
ざ
ま
な
柄
が
入

る
の
で
手
間
が
か
か
る
。
１
番
人
気
が
あ
る
の
は
鯛
で
２
番
目
が
朝
日
だ
が
、
宮

古
の
魚
の
鮭
も
好
ま
れ
る
。
こ
れ
に
は
災

難
を
避
け
る
、
鮭
は
戻
っ
て
く
る
と
い
う

縁
起
も
あ
る
。
赤
い
色
は
必
ず
入
れ
る
。

魔
よ
け
の
色
で
あ
り
、
祝
い
の
色
で
も
あ

る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
最
近
の
若
い
人
は

昔
か
ら
の
柄
に
こ
だ
わ
り
が
な
く
、
ま
た

赤
は
赤
字
に
つ
な
が
る
と
い
っ
て
入
れ
な

い
人
も
い
る
。
北
海
道
か
ら
オ
ジ
ロ
ワ
シ

の
フ
ラ
イ
旗
を
頼
ま
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

フ
ラ
イ
旗
の
ほ
か
に
は
、
船
名
旗
、
印
旗

（
ダ
シ
）も
作
る
。日
の
丸
の
下
に
船
名
旗
、

そ
の
下
に
ダ
シ
を
並
べ
、
進
水
式
の
と
き

に
掲
げ
る
。
こ
れ
は
縁
起
を
か
つ
い
で
洗

わ
な
い
の
だ
そ
う
だ
。
宮
古
で
は
震
災

前
に
大
き
な
船
の
旗
を
頼
ま
れ
て
い
た

が
、
震
災
後
に
作
っ
て
渡
し
た
。

　

新
造
船
の
フ
ラ
イ
旗
の
ほ
か
に
は
、

２
０
１
３
年
９
月
17
日
に
宮
古
港
に
入

港
し
た
日
本
丸
歓
迎
の
旗
、
本
州
最
東

端
の
宮
古
市
か
ら
最
西
端
の
下
関
市
へ

贈
っ
た
復
興
支
援
感
謝
の
旗
な
ど
を
手

掛
け
た
。
そ
の
ほ
か
に
は
、
紅
梅
食
堂
、

よ
し
の
寿
司
、
あ
ん
ば
い
や
な
ど
、
被

災
し
た
商
店
の
の
れ
ん
を
作
っ
た
。
こ
の

と
き
は
商
売
の
こ
と
を
考
え
ず
、
痛
み

分
け
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
す
べ

写真４　田老やませの丘 写真３　神社の幟
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光
景
を
見
て
い
た
。
マ
ス
縄
、
は
え
縄
の
出
航
も
に
ぎ
わ
っ
た
が
サ
ン
マ
船
ほ
ど

で
は
な
か
っ
た
。
当
時
、
鍬
ヶ
崎
の
人
の
半
分
く
ら
い
は
船
に
乗
っ
て
い
た
。
女

遊
戸
の
人
も
船
に
乗
り
、
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
の
と
き
に
ウ
ニ
や
ア
ワ
ビ
を
と
っ
て
い

た
。
昭
和
30
年
代
の
終
わ
り
か
ら
40
年
代
に
か
け
て
、
漁
師
に
な
っ
た
同
級
生
は
、

中
卒
の
コ
ッ
ク
で
も
マ
ス
縄
の
一
航

海
２
か
月
で
約
20
万
円
稼
い
だ
が
、

船
大
工
の
新
入
社
員
の
給
料
は
１

か
月
１
万
２
千
円
だ
っ
た
。
そ
の
こ

ろ
、
北
洋
の
マ
グ
ロ
船
に
乗
る
と
１

年
で
３
０
０
～
５
０
０
万
円
く
ら
い

稼
げ
た
。
若
い
漁
師
は
何
年
か
船
に

乗
り
、
そ
の
後
良
い
会
社
に
勤
め
た

人
も
い
る
。
昭
和
40
年
代
の
最
盛
期

に
は
47
㌧
の
木
造
船
を
１
年
に
２
隻

作
っ
た
。
翌
年
３
月
下
旬
か
ら
４
月

上
旬
の
出
航
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め

に
、
９
月
10
月
か
ら
20
人
で
作
り
は

じ
め
、
進
水
し
て
す
ぐ
に
マ
ス
縄
に

出
航
し
て
い
っ
た
。
船
を
持
っ
て
い

る
人
を
旦
那
様
と
呼
ん
で
い
た
。
大

久
保
さ
ん
、
高
田
さ
ん
、
五
屋
、
関

満
、移い

て

や
手
屋（
現
在
は
船
具
屋
で
モ
ー

タ
ー
修
理
を
し
て
い
る
）、
白
浜
の

中
村
さ
ん
、
そ
れ
か
ら
切
り
通
し

の
あ
た
り
に
も
旦
那
様
が
い
た
。
彼

ら
は
造
船
所
の
お
得
意
さ
ん
で
、
漁

か
ら
帰
る
と
魚
を
持
っ
て
き
て
く
れ

た
。
昭
和
45
～
46
年
の
こ
ろ
に
は
、

１
０
０
㌧
の
鉄
船
を
持
っ
て
い
る
人

も
い
た
。
古
い
船
は
八
戸
で
イ
カ
釣

２　
船
大
工　
復
幸
造
船
所

　
　
前
川
幸
次
さ
ん　
昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
生　
宮
古
市
中
ノ
浜
地
区

宮
古
最
後
の
船
大
工

　
前
川
家
は
箱
石
か
ら
女
遊
戸
へ
や
っ
て
き
た
が
、
台
風
で
家
を
流
さ
れ
て
中
の

浜
に
移
転
し
た
。
父
で
19
代
目
、
兄
で
20
代
目
に
な
る
。
子
供
の
こ
ろ
、
中
の
浜

に
は
３
軒
し
か
な
く
、
前
川
家
が
一
番
高
台
に
あ
っ
た
た
め
「
か
み
」
と
い
う
屋

号
で
呼
ば
れ
て
い
た
。

　
昭
和
38
年
３
月
、
中
学
を
卒
業
す
る
と
す
ぐ
に
集
団
就
職
で
、
東
京
都
足
立
区

西
原
町
に
あ
る
革
靴
の
靴
底
製
作
専
門
の
中
野
製
作
所
へ
入
っ
た
。
し
か
し
、
靴

底
だ
け
の
職
人
は
一
生
の
仕
事
で
は
な
い
と
思
い
、
そ
の
年
の
12
月
に
は
宮
古
に

戻
っ
て
き
た
。
父
は
中
の
浜
で
ア
ワ
ビ
や
ウ
ニ
漁
を
す
る
傍
ら
、
田
畑
も
持
つ
半

農
半
漁
の
漁
師
だ
っ
た
。
父
は
次
男
で
あ
る
幸
次
さ
ん
に
、
手
に
職
を
つ
け
さ
せ

た
い
と
思
い
、
船
大
工
に
な
る
こ
と
を
勧
め
た
。
昭
和
39
年
３
月
、
16
歳
で
北
村

造
船
（
宮
古
市
日
立
浜
町
）
に
入
社
。
３
歳
年
上
の
先
輩
が
い
た
が
、
幸
次
さ
ん

の
あ
と
に
船
大
工
と
し
て
入
社
し
た
人
は
い
な
か
っ
た
。同
世
代
で
船
大
工
に
な
っ

た
人
は
、
北
村
造
船
以
外
で
何
人
か
い
る
。
見
習
い
は
、
39
㌧
、
47
㌧
の
は
え
縄

船
か
ら
始
め
る
。
サ
ッ
パ
船
を
作
る
場
合
は
15
人
工
と
い
っ
て
15
人
分
の
手
間
賃

が
基
本
だ
っ
た
。
１
人
の
職
人
で
作
れ
ば
15
日
で
仕
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で
、
船

大
工
組
合
の
取
り
決
め
に
よ
っ
て
、
こ
れ
以
上
の
日
数
が
か
か
っ
て
も
15
日
分
の

支
払
い
し
か
な
か
っ
た
。
15
日
で
作
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
10
年
は
か
か
る
。
一

人
前
に
な
る
ま
で
は
製
材
所
か
ら
木
を
運
ぶ
手
伝
い
な
ど
も
し
た
。
木
造
サ
ッ
パ

船
を
作
る
に
は
、
製
材
所
で
山
の
木
を
見
る
人
、
木
を
切
り
出
す
人
、
舟
釘
の
鍛

冶
屋
、
鋸
刃
な
ど
様
々
な
職
人
が
か
か
わ
っ
た
。
完
成
し
た
サ
ッ
パ
船
に
は
「
お

ふ
な
だ
ま
さ
ま
」
を
入
れ
な
い
が
、
２
～
３
㌧
の
ト
バ
タ
船
よ
り
大
き
く
な
る
と
、

夜
中
の
丑
三
つ
時
に
発
注
者
と
棟
梁
が
「
お
ふ
な
だ
ま
さ
ま
」
を
入
れ
る
儀
式
を

行
っ
た
。

　
北
村
造
船
に
入
社
し
た
こ
ろ
は
サ
ン
マ
船
が
何
百
隻
も
入
っ
て
き
た
。
宮
古
は
、

入
港
し
て
何
日
か
滞
在
し
て
出
て
い
く
中
継
基
地
だ
っ
た
。
８
月
末
か
ら
９
月
に

か
け
て
、
何
百
隻
も
の
船
が
テ
ー
プ
を
は
た
め
か
せ
て
出
航
す
る
様
は
圧
巻
だ
っ

た
。
花
街
の
女
性
が
テ
ー
プ
を
握
っ
て
見
送
っ
た
。
中
の
浜
の
山
の
上
か
ら
そ
の

写真6　宮古に残る最後の木造船
� 船主宅　2014/09/06　撮影：久保田滋子

写真5　船大工　前川幸次さん
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挟
ま
れ
て
、
そ
の
ま
ま
気
を
失
っ
た
。

　
ど
の
く
ら
い
気
を
失
っ
て
い
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
パ
ッ
と
明
る
く
な
っ
た

よ
う
な
感
じ
が
し
て
人
の
気
配
が
し
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
消
防
十
六
分
団
の

人
が
助
け
て
く
れ
た
と
後
で
聞
い
た
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
は
亡
く
な
っ
た

そ
う
だ
。
意
識
が
戻
っ
た
と
き
は
病
院
の
ベ
ッ
ド
の
上
だ
っ
た
。
体
は
泥
だ
ら
け

で
、
紙
お
む
つ
を
つ
け
ら
れ
、
薄
い
布
団
１
枚
か
け
ら
れ
て
裸
で
寝
か
さ
れ
て
い

た
。
小
さ
な
点
滴
が
２
個
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
て
、
と
に
か
く
寒
か
っ
た
。
顔
も
背

中
も
傷
だ
ら
け
だ
っ
た
が
、
骨
折
の
よ
う
な
怪
我
は
な
く
、
意
識
が
戻
る
と
す

ぐ
に
退
院
し
て
く
れ
と
言
わ
れ
た
。
し
か
し
木
に
は
さ
ま
れ
た
膝
が
痛
く
て
歩
け

ず
、
病
院
に
は
２
日
間
い
た
。
２
日
目
に
や
っ
と
味
噌
汁
と
お
か
ゆ
の
食
事
が
出

た
。
退
院
し
て
車
で
崎
山
小
学
校
の
避
難
所
へ
送
っ
て
も
ら
っ
た
。
歩
い
て
浜
を

見
に
行
く
と
、
自
分
で
作
っ
た
船
が
波
に
引
き
ち
ぎ
ら
れ
、
舳
先
の
１
㍍
だ
け
が

残
っ
て
い
た
。
自
分
の
船
は
す
ぐ
に
見
わ
け
が
つ
く
。
避
難
所
に
は
母
と
姉
が
い

た
。
90
歳
を
過
ぎ
た
母
は
肺
炎
を
起
こ
し
救
急
車
で
宮
古
病
院
へ
運
ば
れ
た
。
そ

の
後
は
ま
た
介
護
老
人
保
健
施
設
の
ほ
ほ
え
み
の
里
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
が
、

２
０
１
３
年
10
月
30
日
に
93
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

　
避
難
所
に
は
１
か
月
い
た
が
、
そ
の
と
き
か
ら
早
く
船
を
修
理
し
て
く
れ
と
言

わ
れ
て
い
た
。
自
宅
は
石
垣
の
お
か
げ
で
30
～
40

セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
水
に
つ
か
っ
た
だ

け
で
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
。
道
具
類
は
無
事
だ
っ
た
の
で
、避
難
所
か
ら
戻
っ

て
す
ぐ
に
仕
事
を
再
開
し
た
。
ま
だ
国
か
ら
補
助
が
出
る
こ
と
が
決
ま
ら
な
い
う

ち
は
修
理
依
頼
が
た
く
さ
ん
き
た
。
４
月
20
日
ご
ろ
、
田
老
漁
協
樫
内
の
船
を
直

し
た
の
が
最
初
の
仕
事
に
な
っ
た
。
そ
の
後
何
十
艘
か
の
依
頼
が
き
た
が
、
１
艘

の
修
理
個
所
が
多
い
の
で
あ
ま
り
多
く
は
引
き
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
田
老
漁
協

か
ら
は
、
こ
ん
な
と
き
だ
か
ら
１
割
５
分
増
し
で
請
求
し
て
く
れ
と
言
わ
れ
た
が
、

反
対
に
こ
ん
な
と
き
だ
か
ら
高
く
請
求
は
で
き
な
い
と
思
い
、
普
段
通
り
の
値
段

で
消
費
税
も
と
ら
な
か
っ
た
。
樫
内
の
仕
事
の
あ
と
、
鍬
ヶ
崎
な
ど
の
船
の
修
理

を
し
た
。５
月
６
月
の
ウ
ニ
の
季
節
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
の
修
理
依
頼
が
多
か
っ

た
。
漁
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
準
備
だ
け
は
し
て
お
き
た
い
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
と
思
う
。
船
に
穴
が
あ
く
な
ど
、
ど
れ
も
大
き
な
修
理
だ
っ
た
。
自

分
の
船
は
先
の
方
１
㍍
を
残
し
て
後
方
は
波
に
引
き
ち
ぎ
ら
れ
、
使
え
る
状
態
で

り
船
に
な
っ
た
。
古
い
船
は
長
い
沖
合
航
海
に
は
不
向
き
だ
が
、
イ
カ
釣
り
の
よ

う
に
夕
方
出
航
し
て
朝
に
は
戻
る
漁
な
ら
ば
大
丈
夫
だ
と
い
う
こ
と
で
八
戸
に
売

ら
れ
た
。
た
く
さ
ん
の
船
が
岸
壁
に
船
首
を
突
っ
込
ん
で
く
る
の
で
す
ぐ
に
壊
れ

た
。
漁
期
が
終
わ
る
と
ド
ッ
ク
に
揚
げ
て
壊
れ
た
船
の
修
理
を
し
た
。
い
よ
い
よ

廃
船
に
す
る
と
き
は
特
に
儀
式
な
ど
も
な
く
、
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
そ
の
場
で
燃
や

し
た
。

　
宮
古
で
は
マ
ス
縄
が
な
く
な
っ
て
か
ら
造
船
業
が
不
振
に
な
っ
た
。
そ
の
後
は

北
海
道
で
タ
ラ
の
刺
し
網
を
す
る
人
も
い
た
。
マ
ス
縄
が
な
く
な
り
、
船
の
材
質

が
変
わ
っ
た
こ
と
で
船
大
工
の
出
番
が
な
く
な
っ
た
。
昭
和
46
年
に
北
村
造
船
を

辞
め
、
47
年
に
か
け
て
約
１
年
半
、
修
理
の
た
め
八
戸
に
住
ん
だ
。
そ
の
後
、
中

屋
造
船
で
稼
い
だ
が
ま
た
北
村
造
船
に
戻
り
、
50
歳
く
ら
い
ま
で
勤
め
た
。
そ
の

間
家
大
工
も
や
っ
た
。
木
造
船
と
し
て
は
展
勝
地
の
平
田
船
2
艘
を
作
っ
た
の
が

最
後
で
、
そ
れ
以
降
は
修
理
だ
け
に
な
っ
た
。
漁
船
は
30
年
以
上
作
っ
て
い
な
い
。

宮
古
で
は
、
昭
和
22
～
23
年
生
ま
れ
が
船
大
工
を
志
し
た
最
後
の
世
代
で
あ
る
。

中
屋
造
船
や
宮
古
造
船
で
幸
次
さ
ん
よ
り
あ
と
に
弟
子
入
り
し
た
人
は
い
な
い
の

で
、
宮
古
で
は
最
後
の
船
大
工
に
な
っ
た
。

被
災
と
そ
の
後

　
地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
豊
間
根
の
「
ホ
ー
ム
ワ
ン
サ
ト
ー
」
に
い
た
。
い
つ
も

の
揺
れ
と
は
全
く
違
い
、
こ
れ
は
た
だ
ご
と
で
は
な
い
と
思
っ
た
。
車
で
家
に
帰

る
途
中
、「
船
を
見
に
い
か
な
く
て
は
」
と
思
っ
た
。
宮
古
大
橋
を
渡
る
と
き
、
防

災
無
線
で
「
60
セ
ン
チ
の
津
波
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
橋
を
渡
っ
て
国
道
に
き
た

と
き
に
は
「
６
メ
ー
ト
ル
の
津
波
」
と
聞
い
た
。
消
防
の
車
が
言
っ
て
い
た
と
思

う
。
台
風
の
高
潮
で
も
５
㍍
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
６
㍍
な
ら
た
い
し
た
こ

と
は
な
い
、船
を
繫
ぎ
直
す
く
ら
い
は
大
丈
夫
だ
と
思
い
海
岸
に
向
か
っ
た
。
キ
ャ

ン
プ
場
ま
で
来
た
と
き
に
津
波
が
見
え
た
。
そ
の
直
後
、
あ
っ
と
い
う
間
に
波
が

50
㍍
く
ら
い
ま
で
間
近
に
迫
っ
て
き
て
、方
向
転
換
す
る
余
裕
は
な
い
と
思
い
バ
ッ

ク
で
２
０
０
㍍
く
ら
い
戻
っ
た
。
後
ろ
に
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
い
て
、
も
う
逃
げ
ら
れ

な
い
と
思
っ
た
瞬
間
、
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
が
割
れ
て
泥
水
が
一
気
に
流
れ
込
み
そ

の
ま
ま
流
さ
れ
た
。「
こ
ん
な
こ
と
で
死
ね
な
い
」
と
一
瞬
思
っ
た
が
、
木
に
足
が

各分野での震災後の取り組み
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政
府
の
補
助
で
買
っ
た
新
し
い
船
が
行
き
渡
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
10
年
く
ら
い

は
修
理
依
頼
も
あ
ま
り
来
な
い
だ
ろ
う
。
震
災
前
は
、
サ
ケ
の
メ
ス
の
卵
が
出
な

い
よ
う
に
腹
に
差
し
込
む
木
の
栓
を
作
っ
て
い
た
。
定
置
網
を
上
げ
る
と
サ
ケ
が

暴
れ
て
卵
が
出
て
し
ま
う
の
で
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
の
栓
だ
。
船
大
工
の
仕
事
で

は
な
い
が
、
弟
か
ら
作
っ
て
み
た
ら
と
言
わ
れ
て
や
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
う
25

年
も
作
っ
て
い
る
。
１
本
５・５
円
で
何
十
万
本
も
作
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
震
災

の
年
は
津
波
で
孵
化
場
が
流
さ
れ
、
サ
ケ
の
放
流
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
仕
事
が

な
く
、
こ
の
先
も
影
響
が
で
る
か
も
し
れ
な
い
。
船
の
修
理
だ
け
で
生
活
す
る
の

は
難
し
い
。
震
災
の
年
の
秋
に
は
、
田
老
漁
協
か
ら
ア
ワ
ビ
を
と
る
シ
ナ
イ
の
注

文
が
２
５
０
本
ほ
ど
あ
っ
た
。
つ
い
最
近
は
女
遊
戸
の
人
に
箱
め
が
ね
を
依
頼
さ

れ
て
作
っ
た
。
櫂
も
作
る
。
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
修
理
も
引
き
受
け
て
い
る
が
、
ガ
ラ
ス
繊

維
を
吹
き
つ
け
る
の
で
そ
れ
が
手
に
か
か
り
、
手
荒
れ
を
治
す
た
め
に
病
院
に
通

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
平
成
24
年
秋
ご
ろ
、
作
業
場
を
「
復
幸
造
船
所
」
と
命
名
し
た
。
復
興
の
願
い

を
込
め
て
、
自
分
の
名
前
幸
次
の
一
字
を
そ
の
中
に
入
れ
た
。
今
は
仲
間
5
～
6

人
と
老
人
施
設
へ
出
向
き
歌
を
う
た
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
る
。
慰
問
の

日
が
決
ま
る
と
曲
を
決
め
て
練
習
す
る
。
三
橋
美
智
也
、
千
昌
夫
、
渥
美
二
郎
な

ど
が
喜
ば
れ
る
。
当
日
は
舞
台
衣
装
に
着
替
え
熱
唱
す
る
。
こ
れ
も
「
復
幸
」
の

仕
事
の
一
つ
だ
。

　
中
の
浜
は
半
農
半
漁
の
漁
師
が
７
世
帯
と
勤
め
人
が
３
世
帯
の
合
計
10
世
帯
が

あ
っ
た
が
、
今
（
２
０
１
４
年
９
月
５
日
）
で
は
５
世
帯
12
人
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
兄
は
父
の
土
地
を
継
い
で
田
畑
を
や
り
な
が
ら
ア
ワ
ビ
漁
を
行
っ
て
い
た
が
、

30
年
前
に
亡
く
な
っ
た
。
弟
は
宝
来
丸
で
刺
し
網
と
タ
ラ
の
は
え
縄
を
や
っ
て
い

る
。も
う
１
人
の
弟
は
定
置
網
の
組
合
員
と
し
て
イ
サ
ダ（
養
殖
魚
の
餌
の
小
エ
ビ
）

の
船
に
乗
っ
て
い
る
。
勤
め
人
は
皆
出
て
い
っ
た
。
自
治
会
は
女
遊
戸
に
入
っ
て
、

５
月
３
日
の
貴
船
神
社
の
祭
礼
も
一
緒
に
や
っ
て
い
る
。
お
神
輿
と
幟
が
流
さ
れ

た
が
、
加
賀
屋
が
最
後
の
仕
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
新
し
い
幟
を
作
っ
た
。
中
ノ
浜

に
は
明
治
29
年
に
建
て
ら
れ
た
無
縁
仏
の
墓
が
あ
る
。
塩
の
窯
を
作
っ
た
時
に
出

て
来
た
人
骨
を
葬
っ
た
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
中
ノ
浜
に
ま
だ
３
軒
し
か
家
が

な
か
っ
た
こ
ろ
は
、
１
年
に
３
回
、
お
彼
岸
と
お
盆
の
と
き
に
皆
で
拝
ん
で
い
た
。

は
な
か
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
は
、
中
古
船
を
見
つ
け
て
修
理
し
て
売
っ
て
く
れ
と

い
う
依
頼
が
多
か
っ
た
。
こ
の
辺
で
は
ヤ
マ
ハ
が
乗
り
や
す
い
と
人
気
な
の
で
、

ヤ
マ
ハ
の
船
を
見
つ
け
て
客
に
見
せ
、
修
理
個
所
を
指
摘
し
て
も
ら
い
、
そ
こ
を

直
し
て
渡
し
た
。

　
そ
の
後
新
し
い
船
を
購
入
す
る
た
め
に
国
か
ら
９
割
の
補
助
が
出
る
と
い
う
話

を
聞
い
た
。
新
し
い
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
ガ
ラ
ス
繊
維
の
船
）
は
普
通
５
～
60
万
円
だ
が
、

出
回
っ
た
も
の
は
船
外
機
つ
き
で
１
０
０
万
円
く
ら
い
し
た
。
ヤ
マ
ハ
が
被
災
地

向
け
に
量
産
し
た
ら
し
い
。
津
波
前
は
木
造
の
船
に
乗
っ
て
い
る
人
も
何
人
か
い

た
が
、
こ
れ
を
機
に
ほ
と
ん
ど
Ｆ
Ｒ
Ｐ
に
か
え
て
し
ま
っ
た
。
値
段
は
木
造
船
の

方
が
安
い
く
ら
い
だ
。
古
い
船
が
修
理
で
乗
れ
る
く
ら
い
の
破
損
で
済
ん
だ
場
合

は
、
修
理
の
ほ
う
が
安
か
っ
た
の
で
、
購
入
し
な
い
人
も
い
た
が
、
木
造
船
が
10

年
く
ら
い
で
木
が
腐
っ
た
り
裂
け
た
り
す
る
の
に
対
し
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
は
ぶ
つ
け
な
け

れ
ば
40
年
は
も
つ
の
で
、当
然
ほ
と
ん
ど
の
人
は
そ
ち
ら
に
移
っ
て
し
ま
う
。
サ
ッ

パ
船
の
場
合
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
よ
り
木
造
船
の
ほ
う
が
操
業
の
と
き
に
扱
い
や
す
い
。
風

が
吹
い
た
と
き
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
は
軽
く
て
サ
ッ
と
流
れ
て
し
ま
う
が
木
造
船
は
流
さ
れ

に
く
い
。
大
船
渡
で
新
し
く
木
造
船
を
作
っ
た
人
が
い
て
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
が
、

そ
れ
以
外
は
聞
い
て
い
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
船
は
Ｆ
Ｒ
Ｐ
に
な
っ
た
が
、
新
規
に

購
入
し
た
場
合
は
、
板
子
（
船
底
の
木
の
板
）、
か
ん
ぬ
き
、
床
、
櫂
づ
り
、
底

の
す
べ
り
の
５
か
所
を
付
け
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
木
で
作
る
の
で
、

船
が
出
回
っ
て
か
ら
は
そ
の
仕
事
で
忙
し
か
っ
た
。
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
修
理
は
船
外
機
を

売
っ
た
山
崎
マ
リ
ン
に
持
ち
込
む
人
が
増
え
た
。

　
木
造
の
サ
ッ
パ
船
は
崎
山
に
あ
っ
た
４
艘
も
含
め
、宮
古
に
は
数
艘
し
か
な
か
っ

た
が
、
そ
れ
も
ほ
と
ん
ど
津
波
で
流
さ
れ
、
現
在
、
田
老
か
ら
重
茂
の
間
で
残
っ

て
い
る
も
の
は
日
出
島
の
漁
師
（
山
崎
直
人
さ
ん
）
の
親
子
が
所
有
す
る
「
山
直

丸
」
２
艘
だ
け
に
な
っ
た
。
こ
の
２
艘
は
浜
に
置
か
ず
に
山
に
上
げ
て
い
た
の
で

無
事
だ
っ
た
。
作
っ
た
船
大
工
は
佐
々
木
實み

よ
しさ

ん
と
、
も
う
１
艘
は
、
大
沢
の
佐
々

木
さ
ん
か
、
あ
る
い
は
袰
田
栄
作
さ
ん
で
あ
ろ
う
。
船
に
は
平
成
６
年
に
作
ら
れ

た
と
い
う
記
号
が
あ
る
。
木
造
船
の
持
ち
主
の
山
崎
さ
ん
は
出
稼
ぎ
に
も
行
っ
て

い
る
よ
う
だ
。
現
在
は
ア
ワ
ビ
と
ウ
ニ
の
漁
だ
け
で
生
活
で
き
る
人
は
少
な
い
。

　
被
災
後
丸
２
年
は
修
理
や
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
内
装
の
仕
事
で
忙
し
か
っ
た
。
し
か
し
、

震災と暮らしの移りかわり
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り
で
50
人
く
ら
い
い
た
が
、
船
が
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
ガ
ラ
ス
繊
維
）
に
か
わ
り
、
職
業
替

え
す
る
人
も
多
く
、
平
成
7
～
8
年
ご
ろ
自
然
消
滅
し
た
。
全
員
が
70
代
後
半
で

若
い
人
は
い
な
い
。
現
在
、
山
田
の
上
架
施
設
は
自
分
の
と
こ
ろ
だ
け
に
な
っ
た
。

昨
年
は
１
１
０
艘
の
上
架
が
あ
り
、
今
年
は
そ
れ
よ
り
増
え
そ
う
だ
。

　
こ
の
辺
に
後
継
者
が
い
な
い
の
は
漁
師
の
収
入
が
良
く
な
い
か
ら
だ
。
職
人
は

漁
師
の
収
入
が
良
く
な
い
と
育
た
な
い
。
昭
和
30
年
代
の
終
わ
り
ご
ろ
は
マ
ス

縄
や
北
転
船
、
中
部
船
な
ど
で
活
気
が
あ
っ
た
。
当
時
は
一
航
海
で
数
百
万
の
稼

ぎ
が
あ
り
、
そ
の
船
を
修
理
し
て
い
た
か
ら
職
人
も
よ
か
っ
た
。
海
が
よ
く
な
い

と
陸
の
仕
事
も
よ
く
な
ら
な
い
。
他
所
で
は
９
㌧
の
イ
カ
釣
り
仕
様
の
新
造
船

は
安
く
て
も
１
億
２
～
３
千
万
円
、
サ
ン
マ
仕
様
だ
と
同
じ
９
㌧
で
も
１
億
４
～

５
千
万
円
く
ら
い
す
る
が
、
こ
の
辺
で
は
７
千
万
か
８
千
万
く
ら
い
だ
。
海
の
中

の
も
の
に
単
価
は
な
く
、
値
段
は
仲
買
人
が
つ
け
て
い
る
。
山
田
の
牡
蠣
は
あ
ま

り
良
い
値
が
つ
か
な
い
。
船
の
修
理
代
金
は
漁
師
の
収
入
に
見
合
っ
た
も
の
し
か

と
れ
な
い
。
漁
師
も
工
夫
が
必
要
だ
。

被
災
と
そ
の
後

　
震
災
で
仕
事
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
あ
の
日
は
仕
事
場
に
い
た
。
地
震
が
長
か
っ

た
の
で
、
直
感
的
に
こ
れ
は
だ
め
だ
と
思
っ
た
。
窓
の
外
で
は
船
が
転
ぶ
ほ
ど
揺

れ
て
い
た
。
バ
イ
ク
で
い
っ
た
ん
家
に
戻
り
、
車
に
毛
布
と
家
財
道
具
を
積
ん
で

高
台
に
向
か
っ
た
。
息
子
を
乗
せ
て
、
と
に
か
く
高
い
と
こ
ろ
を
目
指
し
た
。

　
山
田
北
小
学
校
の
校
庭
は
車
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
の
で
、
さ
ら
に
高
速
道
路
の

裏
に
逃
げ
た
。
そ
こ
の
広
場
に
は
車
が
５
台
し
か
来
て
い
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
山

田
の
町
が
流
さ
れ
て
い
く
の
が
見
え
た
。
想
像
し
て
い
た
の
で
驚
か
な
か
っ
た
。

夕
方
、
高
速
の
裏
か
ら
山
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
が
爆
発
し
て
煙

が
出
て
い
る
の
が
見
え
た
。
次
の
日
、
農
協
の
組
合
長
を
し
て
い
る
母
の
弟
の
家

の
離
れ
が
空
い
て
い
る
と
い
う
の
で
、
そ
こ
へ
着
の
身
着
の
ま
ま
で
た
ど
り
着
き
、

本
宅
脇
の
叔
父
の
別
荘
で
、
そ
れ
か
ら
２
年
６
か
月
を
過
ご
し
た
。
そ
の
後
、
豊

間
根
に
家
を
建
て
た
。

　
平
成
３
年
に
手
に
入
れ
た
土
地
１
０
０
坪
と
漁
協
か
ら
買
っ
た
上
架
施
設
は
津

波
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
震
災
後
す
ぐ
、３
月
中
に
漁
師
か
ら「
や
ら
な
い
の
か
、

こ
こ
40
年
く
ら
い
は
１
人
で
拝
ん
で
い
る
。
墓
の
近
く
の
杉
の
大
木
は
流
さ
れ
た

が
、
墓
の
そ
ば
に
あ
る
腐
っ
た
松
の
木
は
残
っ
た
。
震
災
前
は
師
匠
の
北
村
亀
吉

さ
ん
の
家
に
、
お
盆
の
と
き
に
は
必
ず
拝
み
に
行
っ
て
い
た
が
、
津
波
で
亀
吉
さ

ん
の
家
の
一
部
が
壊
れ
た
の
で
行
か
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
津
波
の
映
像
を

見
る
と
今
で
も
涙
が
流
れ
て
し
か
た
が
な
い
。
な
か
な
か
以
前
の
生
活
に
は
戻
れ

そ
う
に
な
い
。

�
（
取
材
日
：
２
０
１
４
年
９
月
５
・
６
日
、
２
０
１
５
年
３
月
10
日
）

３　
船
大
工　
前
山
造
船

　
　
前
山
峯
雄
さ
ん　
昭
和
18
（
１
９
４
３
）
年
生　
山
田
町

船
大
工
の
生
活

　
中
学
を
終
え
て
す
ぐ
山
田
に
や
っ
て
き
た
。
最
初
は
漁
師
の
手
伝
い
を
し
て
い

た
が
好
き
な
仕
事
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
船
大
工
に
興
味
を
持
っ
て
西
川
造

船
（
山
田
町
）
に
入
り
、
西
川
円
一
師
匠
か
ら
木
造
船
の
作
り
方
を
習
っ
た
。
当

時
は
19
㌧
の
木
造
船
を
５
～
６
人
で
作
っ
た
。
そ
こ
で
４
年
６
か
月
修
業
を
し
た

あ
と
日
本
全
国
に
出
稼
ぎ
に
行
っ
た
。
北
海
道
の
室
蘭
に
あ
る
楢
崎
造
船
、
網
走

の
北
日
本
造
船
を
は
じ
め
、
千
葉
の
館
山
、
新
潟
、
石
川
の
七
尾
、
静
岡
の
清
水
、

四
日
市
ま
で
各
地
を
回
っ
て
歩
い
た
。
静
岡
の
日
本
鋼
管
で
は
バ
ナ
ナ
の
運
搬
船

作
り
に
携
わ
り
、
ま
た
鋼
船
の
内
回
り
、
北
転
船
の
棚
作
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

仕
事
を
経
験
し
た
。
当
時
は
職
人
が
不
足
し
て
お
り
、
待
遇
の
い
い
と
こ
ろ
の
情

報
が
流
れ
て
き
て
、
そ
こ
へ
移
動
す
る
と
い
う
生
活
だ
っ
た
。
昭
和
30
年
代
は
ま

だ
ほ
と
ん
ど
が
木
造
船
だ
っ
た
が
、
次
第
に
そ
の
数
が
減
り
、
昭
和
42
年
か
43
年

に
網
走
で
19
㌧
の
サ
ン
マ
船
を
２
つ
作
っ
た
の
が
、
木
造
船
造
り
の
最
後
に
な
っ
た
。

　
平
成
３
年
に
山
田
で
上
架
施
設
（
船
の
保
全
修
理
施
設
）
を
引
き
受
け
て
自
分

の
仕
事
場
を
持
っ
た
。
上
架
施
設
は
漁
協
の
持
ち
物
だ
っ
た
が
、
土
地
と
そ
の
建

物
を
買
っ
た
。
正
式
に
は
「
三
陸
山
田
漁
業
協
同
組
合
漁
船
保
全
修
理
施
設
」
と

言
い
、
そ
の
管
理
者
に
な
っ
た
。
出
稼
ぎ
す
る
よ
り
良
い
生
活
で
、
こ
こ
で
子
供

３
人
を
育
て
た
。
昭
和
30
年
代
に
は
ま
だ
多
く
の
職
人
や
船
大
工
が
い
て
、
先
輩

が
作
っ
た
「
山
田
船
匠
組
合
」
を
引
き
継
ぎ
労
働
時
間
や
賃
金
の
交
渉
を
行
っ
て

い
た
。
山
田
に
戻
っ
て
か
ら
は
そ
の
会
長
も
や
っ
て
い
た
。
会
員
は
船
大
工
ば
か

各分野での震災後の取り組み
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業
復
興
支
援
グ
ル
ー
プ
」
を
作
り
、
国
か
ら
グ
ル
ー
プ
補
助
を
受
け
た
。
そ
こ
で

５
～
６
０
０
万
円
の
資
金
を
得
て
電
動
工
具
類
を
そ
ろ
え
事
務
所
も
作
っ
て
仕
事

を
本
格
的
に
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
昨
年
（
２
０
１
４
年
）
中
頃

か
ら
ず
い
ぶ
ん
暇
に
な
っ
て
き
た
。
む
し
ろ
震
災
前
よ
り
仕
事
が
減
っ
た
。
新
造

船
が
出
回
っ
て
当
面
修
理
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
。
漁
師
の
数
も
減
っ
た
。

「
が
ん
ば
れ
事
業
」
が
５
年
間
あ
る
が
、
参
加
し
て
い
る
の
は
主
に
60
代
で
、
こ
れ

が
終
わ
っ
た
ら
さ
ら
に
減
る
だ
ろ
う
。
大
沢
や
重
茂
は
収
入
が
あ
る
の
で
後
継
者

が
多
い
。
10
年
後
、
山
田
湾
の
漁
師
は
今
の
半
分
に
な
る
だ
ろ
う
。
船
外
機
屋
も

だ
ん
だ
ん
仕
事
が
な
く
な
る
。
こ
の
先
ど
う
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

　
自
分
も
あ
と
５
～
６
年
し
か
で
き
な
い
。
船
大
工
が
い
な
い
と
船
の
修
理
を
す

る
人
が
い
な
く
な
る
。
大
船
渡
に
ヤ
マ
ハ
の
工
場
が
あ
っ
た
が
閉
鎖
さ
れ
た
。
職

人
は
仕
事
を
か
え
て
散
っ
て
い
っ
た
。
造
船
所
が
な
く
な
る
と
職
人
が
育
た
な
い
。

息
子
は
釜
石
工
業
高
校
造
船
科
の
最
後
の
卒
業
生
だ
っ
た
が
、
船
大
工
に
な
ら
ず
、

今
は
住
友
重
工
に
勤
め
て
い
る
。
船
大
工
は
器
用
で
な
い
と
で
き
な
い
。
同
じ
職

人
で
も
、
持
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
が
あ
り
、
き
れ
い
に
で
き
な
い
人
も
い
る
。
船

を
見
れ
ば
誰
が
や
っ
た
の
か
わ
か
る
。
船
の
修
理
は
長
年
の
経
験
が
必
要
だ
。
船

底
の
見
極
め
は
家
大
工
で
は
で
き
な
い
。
機
械
の
腐
食
や
危
険
な
箇
所
の
発
見
は

経
験
が
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
だ
。
ま
た
、
ウ
ニ
や
ア
ワ
ビ
の
磯
舟
に
は
木
造
船

が
い
い
と
言
う
人
も
多
い
。
船
大
工
が
い
な
く
な
っ
た
ら
漁
師
は
ど
う
な
る
の
だ

ろ
う
か
。

�

（
取
材
日
：
２
０
１
５
年
３
月
10
日
）

４　
鍛
冶
職
人　
佐
々
禎
鉄
工
所

　
　
佐
々
木
博
さ
ん　
昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年
生　
宮
古
市
鍬
ヶ
崎
下
町

　
佐
々
禎
鉄
工
所
の
主
な
仕
事
は
、
ア
ワ
ビ
漁
に
使
う
鉤
の
製
作
と
そ
の
修
理
で

あ
る
。
本
家
は
蟇
目
の
佐
々
木
家
で
、
父
の
家
は
そ
の
分
家
筋
に
あ
た
る
。
幕
末

か
ら
明
治
の
初
め
の
頃
、
先
祖
が
今
の
地
に
出
て
来
た
の
だ
ろ
う
。
父
の
仕
事
を

手
伝
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
25
歳
か
26
歳
の
こ
ろ
で
、
最
初
は
父
の
仕
事
を
見
て

覚
え
た
。
２
、３
年
父
と
一
緒
に
働
き
、
父
が
神
経
痛
な
ど
で
働
け
な
く
な
っ
た
の

で
跡
を
継
い
だ
。「
へ
っ
た
れ
鍛
冶
屋
」
と
い
う
名
で
親
し
ま
れ
て
い
る
が
、
昭
和

ど
う
だ
」
と
頻
繁
に
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
し
か
し
道
具
は
す
べ
て
流
さ
れ
材

料
も
な
い
。「
や
め
っ
か
な
」
と
心
は
定
ま
ら
な
か
っ
た
が
、
た
ま
た
ま
札
幌
か
ら

材
料
を
と
っ
て
い
た
の
で
、
４
月
27
日
に
大
宮
鉄
工
所
（
山
田
町
）
を
借
り
て
仕

事
を
再
開
し
、
１
年
ほ
ど
そ
こ
に
い
た
。
道
路
の
向
こ
う
に
船
を
並
べ
、
１
２
０

か
１
３
０
艘
く
ら
い
修
理
し
た
。
４
～
５
人
で
毎
日
や
っ
た
。
そ
の
後
そ
こ
が
売

却
に
な
っ
て
、
沼
崎
製
材
所
に
移
り
１
年
い
て
工
業
団
地
に
移
っ
た
。
今
思
え
ば
、

鉄
工
所
を
借
り
る
の
で
は
な
く
買
え
ば
よ
か
っ
た
。
現
在
は
三
陸
や
ま
だ
漁
協
で

上
架
を
や
っ
て
い
る
。
津
波
で
こ
こ
（
山
田
の
上
架
施
設
）
に
い
た
人
は
３
人
流

さ
れ
た
が
、
建
物
は
鉄
骨
だ
っ
た
の
で
残
っ
た
。
上
架
に
か
か
る
の
は
主
に
３
㌧

か
ら
19
㌧
の
定
置
網
の
船
で
、
最
低
３
日
必
要
だ
。
保
管
料
金
が
か
か
る
の
で
、

３
日
目
に
は
出
て
い
く
の
が
普
通
だ
が
、
田
野
畑
で
遊
覧
船
を
上
げ
た
と
き
に
は

１
週
間
か
か
っ
た
。
サ
ッ
パ
船
は
上
架
に
は
か
か
ら
ず
個
人
で
上
げ
る
。
現
在
、

上
架
は
予
約
で
一
杯
だ
。

　
最
近
で
は
、
船
大
工
が
新
造
船
を
作
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
大
船
渡
や
釜
石

で
は
ま
だ
少
し
は
あ
る
が
、宮
古
と
山
田
で
は
全
く
な
い
。
新
し
い
船
は
メ
ー
カ
ー

が
作
っ
て
持
っ
て
く
る
。
こ
の
辺
で
は
函
館
の
噴
火
湾
に
あ
る
ヤ
マ
ハ
の
船
が
多

い
。
津
波
の
あ
と
は
、
修
理
と
艤ぎ

装そ
う

（
内
装
）
の
依
頼
が
増
え
た
。
震
災
後
の
１

年
間
は
ま
だ
形
が
あ
る
船
の
修
理
で

忙
し
か
っ
た
。
こ
の
頃
は
ま
だ
国
の

補
助
金
が
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
自
己

資
金
で
行
っ
て
い
た
が
、
力
の
あ
る

漁
協
は
補
助
し
て
く
れ
る
が
、
力
の

な
い
漁
協
の
場
合
は
全
部
個
人
負
担

だ
っ
た
。
艤
装
は
主
に
中
古
船
で
行

う
。
宮
城
仕
様
の
船
を
宮
古
仕
様
に

直
し
た
り
、
養
殖
な
ど
漁
法
の
違
う

船
に
す
る
場
合
は
、
機
械
の
取
り
付

け
位
置
を
直
す
。平
成
25（
２
０
１
３
）

年
４
月
に
は
、
三
陸
沿
岸
の
水
産
関

係
者
20
人
で
「
漕
ぎ
出
せ
岩
手
水
産

写真７　船大工　前山峯雄さん
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寝
か
せ
て
床
に
お
く
の
で
水
の
抵
抗
が

か
か
ら
ず
、
家
が
流
さ
れ
て
も
沈
ん
で

残
っ
て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
震
災
後

は
そ
の
修
理
専
門
に
な
っ
た
。
津
波
で
流

さ
れ
た
手
作
り
の
修
理
道
具
を
探
し
歩

き
、
少
し
ず
つ
仕
事
を
は
じ
め
、
９
月
３

日
に
は
作
業
所
を
再
建
し
て
本
格
的
に

仕
事
を
始
め
た
。
今
あ
る
道
具
は
す
べ

て
泥
の
中
か
ら
見
つ
け
出
し
た
も
の
だ
。

震
災
前
、
ア
ワ
ビ
の
口
あ
け
は
年
に
５

回
あ
っ
た
が
、
震
災
の
年
は
津
波
で
稚

貝
の
施
設
が
壊
れ
放
流
で
き
な
か
っ
た
。

今
は
船
１
艘
１
８
０
個
ま
で
と
制
限
し

て
い
る
が
、
ま
だ
元
に
戻
る
気
配
は
な
い
。

　
鍛
冶
屋
は
県
内
で
は
大
船
渡
、
陸
前
高
田
、
気
仙
沼
に
４
軒
あ
り
、
大
船
渡
以

北
は
宮
古
の
佐
々
禎
鉄
工
所
だ
け
に
な
っ
た
。
昭
和
30
年
代
、
40
年
代
の
景
気
の

良
い
こ
ろ
に
は
、
宮
古
に
も
３
軒
か
４
軒
く
ら
い
は
あ
っ
た
が
、
後
継
者
難
な
ど

も
あ
り
、
平
成
６
年
く
ら
い
に
田
老
の
１
軒
が
や
め
て
か
ら
は
、
佐
々
禎
鉄
工
所

だ
け
に
な
っ
た
。
今
、
後
継
者
が
い
る
の
は
大
船
渡
の
１
軒
だ
け
で
、
こ
の
ま
ま

で
は
鍛
冶
屋
は
全
滅
だ
ろ
う
。
そ
の
前
に「
鍛
冶
屋
」と
い
う
呼
び
名
は
な
く
な
り
、

み
な
「
鉄
工
所
」
と
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
大
船
渡
の
鍛
冶
屋
で
は
ア
ワ
ビ
の
鉤
を
大
量
生
産
し
て
い
る
。
宮
古
漁
協
に
も

製
品
を
置
き
に
来
る
の
で
、
今
、
宮
古
で
新
し
い
も
の
が
ほ
し
け
れ
ば
そ
れ
を
買

う
し
か
な
い
。
気
仙
地
区
の
鍛
冶
屋
も
宮
古
ま
で
売
り
に
来
て
い
た
。
そ
れ
を
気

仙
鉤
と
呼
ん
で
い
た
。
佐
々
禎
鉄
工
所
で
は
す
べ
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
、
細
か

い
注
文
を
聞
い
て
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
手
作
り
し
て
い
た
。
震
災
後
は
機
械
の
ハ
ン

マ
ー
を
使
え
な
い
の
で
新
し
い
鉤
は
作
れ
な
く
な
っ
た
。
後
継
者
に
な
ろ
う
と
い

う
人
も
い
な
い
の
で
、
佐
々
禎
鉄
工
所
も
今
の
代
で
終
わ
り
に
な
る
。
し
か
し
、

修
理
だ
け
は
続
け
て
い
き
た
い
。
だ
か
ら
漁
師
に
は
「
大
船
渡
の
も
の
を
買
っ
て

く
れ
、
修
理
は
う
ち
で
す
る
。」
と
言
っ
て
い
る
。

の
初
め
ご
ろ
に
仕
事
を
し
て
い
た
お
じ
い
さ
ん
の
胃
腸
が
弱
か
っ
た
の
で
こ
ん
な

名
前
が
つ
い
た
と
聞
い
た
。
今
で
も
こ
の
愛
称
は
生
き
て
い
る
。
以
前
は
ア
ワ
ビ

に
使
う
鉤
の
ほ
か
に
も
、
ウ
ニ
用
の
鉤
や
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
タ
モ
、
タ
コ
や
ホ
ヤ

を
と
る
鉤
、
わ
か
め
と
昆
布
の
タ
モ
、
船
の
碇
、
サ
ケ
・
マ
ス
・
マ
グ
ロ
の
鉤
な
ど
、

漁
具
全
般
、
頼
ま
れ
れ
ば
何
で
も
作
っ
て
い
た
。
２
本
、
３
本
、
６
本
、
８
本
と

鉤
の
種
類
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
注
文
に
合
わ
せ
て
作
っ
て
い
た
。
宮
古
の
漁
業
は
昭

和
30
年
か
ら
40
年
代
が
ピ
ー
ク
で
、
特
に
北
洋
サ
ケ
マ
ス
の
こ
ろ
は
本
当
に
景
気

が
良
か
っ
た
。
中
学
を
卒
業
し
た
人
が
２
か
月
で
家
が
建
つ
と
言
わ
れ
た
ほ
ど
で
、

そ
の
こ
ろ
は
鍛
冶
屋
も
２
、３
軒
は
あ
っ
た
。
し
か
し
平
成
に
な
っ
て
か
ら
は
佐
々

禎
鉄
工
所
１
軒
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
昭
和
30
年
代
ま
で
は
鉄
を
人
の
手
で
打
っ

て
い
た
。昔
は
一
家
で
ハ
ン
マ
ー
を
た
た
い
て
鉤
を
作
っ
た
。母
も
や
っ
て
い
た
が
、

そ
の
母
が
盲
腸
に
な
っ
た
の
を
境
に
や
め
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
以
降
は
機
械
の
ハ

ン
マ
ー
を
使
っ
た
。
こ
れ
は
大
き
な
音
が
出
る
た
め
住
宅
地
に
は
不
向
き
だ
っ
た
。

も
し
使
う
な
ら
山
奥
か
工
業
地
帯
に
店
を
構
え
る
し
か
な
い
。
震
災
前
ま
で
こ
の

機
械
を
使
っ
て
い
た
が
、
ず
い
ぶ
ん
苦
情
が
あ
っ
た
の
で
、
震
災
を
機
に
製
作
は

や
め
て
、
修
理
だ
け
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

３
月
11
日
以
降

　
２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
仕
事
を
し
て
い
る
最
中
に
地
震
が
来
た
。
仏
壇
や
神

棚
か
ら
落
ち
た
も
の
を
ひ
ろ
っ
て
い
る
と
、
消
防
団
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
聞
い
た
人

か
ら
３
㍍
の
津
波
が
来
る
か
ら
避
難
し
ろ
と
声
を
か
け
ら
れ
た
。
ラ
ジ
オ
で
は
30

分
で
津
波
が
来
る
と
言
っ
て
い
る
。
時
計
を
見
る
と
も
う
30
分
経
っ
て
い
た
。
そ

こ
で
浄
土
ヶ
浜
の
、
今
の
仮
設
が
あ
る
あ
た
り
へ
行
き
、
橋
の
た
も
と
で
海
を
見

て
い
た
ら
、
遠
く
に
白
波
が
立
っ
て
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
田
老
の

ほ
う
の
姉
ヶ
崎
の
大
岩
に
ぶ
つ
か
り
、
と
ん
で
も
な
い
し
ぶ
き
が
あ
が
っ
た
。
そ

れ
を
見
て
、こ
れ
は
も
う
全
滅
だ
と
思
っ
た
。
翌
日
10
時
か
11
時
ご
ろ
海
岸
へ
行
っ

た
ら
、残
っ
て
い
る
家
は
１
軒
も
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
１
か
月
、

小
山
田
の
体
育
館
に
３
か
月
い
た
あ
と
仮
設
に
移
っ
た
。

　
津
波
の
次
の
日
の
朝
、
海
岸
を
見
に
行
っ
た
漁
師
が
慌
て
て
や
っ
て
き
た
。
何

人
も
の
人
か
ら
「
早
く
再
開
し
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
た
。
ア
ワ
ビ
の
鉤
は
重
く
、

写真８　アワビの鉤
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日
の
決
め
ら
れ
た
時
間
内
な
ら
制
限
な
く
と
っ
て
よ
か
っ
た
。
ア
ワ
ビ
は
そ
の
ま

ま
出
荷
で
き
る
の
で
単
価
が
良
い
。
ウ
ニ
は
殻
を
と
り
中
身
を
出
さ
な
い
と
高
く

売
れ
な
い
。
宮
古
漁
協
管
内
で
は
、
ア
ワ
ビ
と
ウ
ニ
の
単
価
は
10
対
１
く
ら
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。重
茂
で
は
焼
き
ウ
ニ
が
多
い
の
で
少
し
異
な
る
。い
ず
れ
に
せ
よ
、

１
回
の
口
あ
け
で
相
当
の
稼
ぎ
が
あ
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
科
学
館
の
人
に
よ
る

と
、
津
波
の
あ
と
は
６
割
減
り
、
１
人
当
た
り
の
捕
獲
量
に
制
限
が
設
け
ら
れ
た
。

稚
貝
の
放
流
を
し
て
も
、
も
と
に
戻
る
の
に
は
10
年
く
ら
い
か
か
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
う
な
れ
ば
、
修
理
の
依
頼
も
当
然
少
な
く
な
る
。
そ
し
て
３
つ
目
は
な
か

な
か
言
い
づ
ら
い
が
、
価
格
の
問
題
だ
。
鍛
冶
屋
組
合
に
は
協
定
価
格
が
あ
る
が
、

う
ち
は
親
の
代
か
ら
そ
の
２
～
３
割
引
で
や
っ
て
き
た
。
震
災
後
は
協
定
価
格
で

や
る
こ
と
に
し
た
が
そ
れ
を
高
く
な
っ
た
と
言
う
人
も
い
た
。
今
で
は
、
さ
ら
に

少
し
値
上
げ
し
て
１
千
５
０
０
円
に
し
た
が
、
そ
れ
で
も
持
っ
て
き
て
く
れ
る
人

は
い
る
。
し
か
し
仕
事
量
は
少
な
く
な
っ
た
。

　
鍛
冶
屋
も
な
く
な
る
が
、
ア
ワ
ビ
の
漁
師
も
少
な
く
な
っ
て
い
く
。
昔
の
漁
師

は
ア
ワ
ビ
の
鉤
の
か
け
方
が
上
手
だ
っ
た
。
傷
を
つ
け
る
と
商
品
価
値
を
下
げ
る

の
で
、
み
な
コ
ツ
を
会
得
し
て
い
た
。
子
供
の
頃
か
ら
ア
ワ
ビ
の
鉤
で
遊
ん
で
い

た
く
ら
い
だ
か
ら
、
自
然
に
身
に
つ
い
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
は
平

日
会
社
に
勤
め
て
、
口
あ
け
の
と
き
だ
け
ア
ワ
ビ
に
触
る
と
い
う
人
が
多
い
。
専

門
の
漁
師
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
だ
か
ら
波
の
悪
い
時
は
鉤
を
岩
に
ひ
っ
か
け
て

し
ま
う
。
そ
れ
で
も
丈
夫
に
作
っ
て
あ
る
の
で
、
な
か
な
か
修
理
に
は
回
っ
て
こ

な
い
。
新
し
く
家
を
建
て
る
と
き
は
工
務
店
と
相
談
し
て
作
業
場
を
残
し
、
後
に

地
域
の
人
が
使
え
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
い
つ
か
誰
か
が
ま
た

鍛
冶
屋
を
復
活
し
て
く
れ
れ
ば
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

�

（
取
材
日
：
２
０
１
２
年
11
月
４
日
、
２
０
１
５
年
８
月
７
日
）

５　
下
駄
職
人　
関
口
履
物
店　

　
　
関
口
良
和
さ
ん　
昭
和
10
（
１
９
３
５
）
年
生　
宮
古
市
鍬
ヶ
崎
仲
町

　
宮
古
の
内
陸
部
は
会
津
と
並
ぶ
桐
の
産
地
で
、
昭
和
20
年
代
ご
ろ
ま
で
は
各
地

か
ら
下
駄
職
人
が
南
部
桐
を
求
め
て
集
ま
っ
て
き
た
。
父
の
市
蔵
は
大
正
末
期
に

18
歳
で
栃
木
か
ら
師
匠
に
連
れ
ら
れ
て
宮
古
へ
や
っ
て
き
た
。
そ
の
と
き
は
20
人

　
大
船
渡
の
大
量
生
産
品
と
佐
々
禎
鉄
工
所
の
製
品
の
最
大
の
違
い
は
鉤
の
先
端

部
分
に
あ
る
。大
船
渡
の
鉤
は
先
が
太
い
。佐
々
禎
鉄
工
所
で
は
完
全
な
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
な
の
で
、
漁
師
の
注
文
で
作
る
。
先
が
細
い
方
が
ア
ワ
ビ
に
よ
く
ひ
っ
か

か
る
し
は
ず
れ
に
く
い
の
で
、
注
文
で
は
な
る
べ
く
先
を
細
く
し
て
く
れ
と
頼
ま

れ
る
。
細
け
れ
ば
ア
ワ
ビ
に
す
っ
と

刺
さ
っ
て
、
刺
し
た
後
落
ち
な
い
。

浅
い
と
こ
ろ
に
い
る
も
の
は
先
が
太

く
て
も
あ
ま
り
影
響
が
な
い
が
、
深

く
な
っ
て
く
る
と
難
し
い
。し
か
し
、

細
い
も
の
、
薄
い
も
の
は
弱
く
、
欠

け
る
と
文
句
が
来
る
。「
細
く
て
丈

夫
な
も
の
を
作
っ
て
く
れ
」
と
難
し

い
注
文
を
つ
け
ら
れ
た
。
細
く
す
る

た
め
に
は
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
作

り
、
常
に
技
術
を
磨
か
な
い
と
い
け

な
い
。
丁
寧
に
仕
事
を
す
る
と
い
う

こ
と
は
量
産
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
も
あ
り
、
と
て
も
採
算
が
合
わ
な

い
。
大
船
渡
の
よ
う
に
、
先
の
太
い

も
の
を
量
産
す
れ
ば
生
き
残
れ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

震
災
後
、
作
業
場
を
再
開
し
た

が
、
仕
事
は
縮
小
し
つ
つ
あ
る
。
そ

の
理
由
を
あ
げ
る
と
、
ま
ず
体
調
が

思
わ
し
く
な
い
。
今
ま
で
の
仕
事
が

原
因
で
咳
が
出
て
、
こ
の
ま
ま
続
け

る
の
は
辛
く
な
っ
て
き
た
。
２
つ
目

は
、
資
源
の
問
題
だ
。
ア
ワ
ビ
は
昭

和
50
年
代
は
じ
め
こ
ろ
ま
で
は
よ
く

と
れ
た
。
震
災
前
ま
で
は
口
あ
け
の

写真10　佐々禎鉄工所で作ったアワビの鉤
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た
。

震
災
と
そ
れ
以
降

　
震
災
の
年
は
２
月
末
に
福
岡
で
物
産
展
が
あ
っ
て
、
３
月
４
日
に
息
子
さ
ん
が

帰
っ
て
き
た
。地
震
が
き
た
と
き
は
家
に
い
た
。す
ぐ
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下
ろ
し
て
、

妹
、
妹
の
夫
、
近
所
の
人
と
５
人
で
鍬
ヶ
崎
小
学
校
に
避
難
し
た
。
早
く
行
動
し

た
の
で
道
は
す
い
て
い
た
。
次
の
日
、
測
候
所
か
ら
下
り
て
見
に
行
く
と
、
家
も

ろ
と
も
、機
械
も
な
に
も
か
も
流
さ
れ
て
い
た
。
位
牌
も
パ
ソ
コ
ン
も
何
も
な
か
っ

た
。
履
物
店
の
看
板
が
流
れ
て
い
く
の
を
見
た
と
言
う
人
が
い
た
。
唯
一
拾
っ
た

の
は
砥
石
で
、
郵
便
局
の
坂
で
は
下
駄
を
見
つ
け
た
。
こ
の
下
駄
は
盛
岡
の
博
物

館
で
保
管
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
妻
は
崎
山
の
大
付
か
ら
嫁
に
来
た
が
、
実
家
に

プ
レ
ハ
ブ
の
建
物
が
あ
り
、
地
震
の
あ
と
は
そ
こ
に
寝
泊
ま
り
し
て
い
た
。
４
月

４
日
に
雇
用
促
進
住
宅
の
抽
選
に
当
た
り
引
っ
越
す
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、

物
資
の
補
助
が
な
か
っ
た
の
で
、
冷
蔵
庫
も
電
気
も
す
べ
て
自
分
た
ち
で
新
品
を

そ
ろ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
と
き
、
物
産
展
の
仲
間
で
あ
る
遠
野

の
味
噌
屋
さ
ん
や
、
柏
の
デ
パ
ー
ト
の
人
が
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
て
大
い
に

助
か
っ
た
。

　

震
災
直
後
の
３
月
15
日
に
は
東

京
の
高
島
屋
で
行
わ
れ
る
物
産
展

へ
の
参
加
が
決
ま
っ
て
い
た
が
、

と
て
も
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ

た
。
機
械
も
流
さ
れ
材
料
も
手
に

入
ら
な
い
の
で
、
も
う
や
め
る
つ

も
り
で
い
た
が
、
高
島
屋
に
出
品

す
る
予
定
だ
っ
た
下
駄
が
段
ボ
ー

ル
10
箱
分
盛
岡
に
預
け
て
あ
っ
た

た
め
、
こ
れ
を
生
か
そ
う
と
５
月

10
日
か
ら
柏
で
開
か
れ
る
物
産
展

に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

れ
に
加
え
、
花
巻
空
港
や
盛
岡
駅
、

く
ら
い
で
や
っ
て
き
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
う
ち
の
３
人
が
宮
古
に
残
り
、
そ
の
１

人
が
父
で
あ
っ
た
。
木
を
見
る
た
め
に
田
野
畑
へ
行
き
、
そ
こ
で
滞
在
し
た
家
の

娘
と
結
婚
し
た
。
結
婚
を
機
に
独
立
し
、
昭
和
10
（
１
９
３
５
）
年
、
鍬
ヶ
崎
仲

町
に
関
口
履
物
店
を
開
業
し
た
。
良
和
さ
ん
も
18
歳
で
職
人
の
修
業
を
は
じ
め
た

が
、
父
の
こ
ろ
と
違
い
雑
用
も
あ
ま
り
な
く
、
ま
た
途
中
で
機
械
化
さ
れ
た
た
め
、

２
年
ほ
ど
で
父
と
お
な
じ
よ
う
に
稼
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
昭
和
38
年
に
結
婚
し
た
が
、
そ
の
頃
は
鍬
ヶ
崎
に
下
駄
屋
が
６
軒
も
あ
り
、
妻

の
百
子
さ
ん
は
安
定
し
た
商
売
だ
と
思
っ
た
と
い
う
。
そ
の
こ
ろ
は
盛
岡
一
高
の

高
下
駄
な
ど
も
作
っ
て
い
た
が
、
学
生
が
ズ
ッ
ク
靴
を
は
く
よ
う
に
な
っ
て
、
さ

ら
に
昭
和
50
年
代
に
な
り
ほ
と
ん
ど
の
道
路
の
舗
装
が
進
む
と
一
気
に
需
要
が
落

ち
て
、
多
く
は
閉
店
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
靴
屋
や
米
屋
な
ど
に
な
っ
た
人
も
い

る
が
、
職
種
を
変
え
ず
下
駄
屋
を
続
け
た
の
は
関
口
履
物
店
だ
け
で
あ
る
。
鍬
ヶ

崎
と
宮
古
を
商
圏
に
す
る
日
用
品
と
し
て
の
下
駄
づ
く
り
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ

た
が
、
一
方
で
大
き
く
注
文
を
伸
ば
す
で
き
ご
と
が
あ
っ
た
。
昭
和
52
年
に
岩
手

県
の
産
業
ま
つ
り
に
出
品
し
た
下
駄
が
銅
賞
を
受
賞
し
、
そ
れ
を
機
に
全
国
各
地

の
物
産
展
を
回
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
南
部
桐
の
高
級
品
で
あ
る
こ
と
と
、
母

カ
ノ
が
鼻
緒
付
け
の
実
演
販
売
を
し
た
こ
と
か
ら
人
気
を
博
し
、
昭
和
の
終
わ
り

ご
ろ
ま
で
は
１
年
に
30
回
ほ
ど
、
北

海
道
か
ら
南
は
沖
縄
の
宮
古
島
ま
で

全
国
を
回
る
よ
う
に
な
り
、
各
地
に

得
意
客
が
で
き
た
。
物
産
展
へ
出
す

工
芸
品
は
１
市
３
つ
と
決
ま
っ
て
お

り
、宮
古
市
か
ら
は
下
駄
の
ほ
か
に
、

山
田
の
イ
カ
徳
利
と
竹
細
工
が
出
品

さ
れ
た
。
平
成
に
入
っ
て
だ
ん
だ
ん

回
数
は
少
な
く
な
っ
て
き
た
が
、
母

は
83
歳
ま
で
全
国
を
歩
い
た
。
明
治

41
年
生
ま
れ
の
父
は
平
成
元
年
に
亡

く
な
り
、
物
産
展
で
全
国
を
歩
い
た

母
は
平
成
10
年
に
88
歳
で
亡
く
な
っ
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い
た
。
震
災
が
あ
っ
た
と
き
は
ち
ょ
う
ど
春
の
彼
岸
の
前
で
、
冷
蔵
庫
の
中
は
い

つ
も
の
10
倍
く
ら
い
の
あ
ん
こ
で
一
杯
だ
っ
た
。
津
波
で
１
㍍
く
ら
い
の
水
が
来

て
冷
蔵
庫
が
倒
れ
、
中
の
も
の
は
塩
水
に
つ
か
り
す
べ
て
使
え
な
く
な
っ
た
。
仮

に
冷
蔵
庫
が
無
事
で
も
電
気
が
こ
な
い
の
で
、
ど
ち
ら
に
せ
よ
商
売
に
は
な
ら
な

か
っ
た
だ
ろ
う
。
店
を
再
開
し
た
の
は
震
災
の
２
か
月
あ
と
で
、
そ
の
と
き
冷
蔵

庫
を
新
し
く
し
た
。
砂
糖
、
粉
、
も
ち
米
は
手
に
入
っ
た
が
、
北
海
道
産
の
小
豆

は
な
か
な
か
手
に
入
ら
な
か
っ
た
。
お
彼
岸
に
は
米
ま
ん
じ
ゅ
う
や
お
は
ぎ
が
売

れ
る
が
、
震
災
の
年
の
春
は
避
難
中
で
作
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
秋
の
彼
岸
に
は

通
年
よ
り
も
売
れ
た
。
震
災
の
年
は
食
べ
物
が
少
な
く
、
商
売
を
再
開
で
き
な
い

と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、
品
薄
だ
っ
た
せ
い
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
震
災
後
２
、３
年
は

今
よ
り
売
れ
た
。

　
津
波
で
亡
く
な
っ
た
方
も
い
る
が
、
仏
用
団
子
の
注
文
は
増
え
な
か
っ
た
。
そ

れ
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
誕
生
餅
や
建
前
用
の
ま
き
餅
も
注
文
が
来

な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
最
近
で
は
、
建
前
の
と
き
に
、
昔
の
よ
う
に
親
戚
や
近
所

の
人
を
呼
ん
で
餅
を
ま
く
と
い
う
習
慣
が
な
く
な
り
、
震
災
前
で
も
１
年
で
10
件

ほ
ど
し
か
注
文
が
こ
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
は
特
別
に
減
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
誕
生
餅
の
習
慣
は
今
で
も
あ
る
が
、
震
災
の
年
に
は
ほ
と
ん
ど
注
文
が
来

な
か
っ
た
。
１
年
が
過
ぎ
た
こ
ろ
か

ら
注
文
が
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
紅

白
大
福
も
１
年
後
の
春
に
就
職
用
や

入
学
祝
で
注
文
が
く
る
よ
う
に
な
っ

た
。
震
災
の
次
の
年
の
新
年
に
は
、

お
そ
な
え
餅
や
の
し
餅
が
い
つ
も
と

同
じ
く
ら
い
出
た
。
さ
さ
げ
を
使
っ

た
赤
飯
は
震
災
に
関
係
な
く
売
れ
た
。

特
別
な
こ
と
が
な
く
て
も
日
常
で
も

食
べ
る
し
、
お
盆
の
と
き
に
ご
ま
餅

と
と
も
に
仏
に
供
え
る
の
で
需
要
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

市
内
に
は
６
つ
の
餅
店
が
あ
り
、

合
同
庁
舎
、
岩
泉
の
道
の
駅
な
ど
に
あ
っ
た
商
品
も
す
べ
て
集
め
て
柏
へ
送
っ
た
。

普
段
は
１
回
で
80
万
円
ほ
ど
の
売
り
上
げ
が
あ
る
が
、
こ
の
と
き
は
被
災
地
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
す
べ
て
売
り
切
れ
、
２
０
０
万
円
ほ
ど
の
売
り
上
げ
が
あ
っ
た
。

仲
間
も
集
ま
っ
て
み
な
買
っ
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、こ
れ
が
最
後
の
物
産
展
に
な
っ

た
。
母
亡
き
あ
と
に
物
産
展
を
精
力
的
に
回
っ
た
息
子
さ
ん
は
、
そ
の
後
大
阪
で

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
人
に
な
っ
た
。
宮
古
の
空
気
を
吸
い
に
帰
っ
て
く
る
の
は
年

に
１
度
く
ら
い
だ
。
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
１
月
下
旬
、
港
町
の
災
害
公
営
住

宅
へ
の
移
転
が
決
ま
り
、
５
年
ぶ
り
に
ま
た
鍬
ヶ
崎
に
戻
っ
て
き
た
。
津
波
の
あ

と
に
見
つ
け
た
砥
石
と
、
男
女
一
足
ず
つ
の
桐
下
駄
も
、
仮
住
ま
い
か
ら
新
し
い

家
に
移
っ
た
。
い
つ
も
手
元
に
置
い
て
大
切
に
し
て
い
る
。

�

（
取
材
日
：
２
０
１
５
年
５
月
４
日
）

６　
菓
子
職
人　
小
野
寺
餅
店

　
　
小
野
寺
悦
朗
さ
ん　
昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
生　
宮
古
市
保
久
田

　
父
の
周
蔵
は
市
役
所
に
勤
め
て
い
た
が
、33
歳
で
子
供
４
人
を
残
し
て
亡
く
な
っ

た
。
山
田
か
ら
嫁
い
で
き
た
母
ユ
リ
は
、
よ
く
お
や
つ
に
団
子
や
ま
ん
じ
ゅ
う
を

手
作
り
し
て
く
れ
て
い
た
が
、
父
亡
き
あ
と
に
、
こ
れ
を
商
売
に
し
て
家
計
を
支

え
た
。
こ
れ
が
小
野
寺
餅
店
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

　
昭
和
30
年
ご
ろ
ま
で
は
、
正
月
の
餅
、
米
ま
ん
じ
ゅ
う
、
串
団
子
く
ら
い
し
か

な
か
っ
た
が
、
長
男
と
し
て
母
の
仕
事
を
継
ぐ
た
め
に
、
20
歳
の
こ
ろ
か
ら
約
10

年
間
横
浜
で
修
業
し
、
そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
な
餅
菓
子
の
作
り
方
を
覚
え
て
種
類
を

増
や
し
た
。
今
で
は
ひ
ゅ
う
ず
、
お
は
ぎ
、
焼
団
子
、
ご
ま
団
子
、
赤
飯
、
五
目

飯
な
ど
毎
日
15
種
類
を
作
り
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
は
常
に
10
種
類
以
上
を

出
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
季
節
商
品
と
し
て
さ
く
ら
も
ち
、
う
ぐ
い
す
も
ち
、

柏
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
を
作
る
。
震
災
後
は
５
月
か
ら
店
を
再
開
し
た
が
、
最
初
に

作
っ
た
の
が
柏
ま
ん
じ
ゅ
う
だ
っ
た
。

　
地
震
が
き
た
と
き
は
次
の
日
の
準
備
の
最
中
だ
っ
た
。
津
波
が
来
た
と
い
う
の

で
宮
古
小
学
校
に
避
難
し
た
。
そ
の
と
き
か
ら
約
２
か
月
間
宮
古
小
学
校
で
避
難

生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。
震
災
の
日
、
店
の
商
品
は
売
れ
な
い
の
で
、
そ
の

ま
ま
宮
古
小
学
校
に
持
っ
て
行
き
皆
に
配
っ
た
。
せ
ん
べ
い
屋
も
商
品
を
配
っ
て

写真13　菓子職人　小野寺悦朗さん
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郞
が
考
案
し
、
特
許
を
と
っ
た
ア
ワ

ビ
の
鉤
の
ヘ
ラ
を
主
に
販
売
し
た
。

昭
和
40
年
、
和
見
町
に
作
業
場
を
建

て
、
店
と
住
ま
い
を
兼
ね
た
が
、
10

年
前
の
平
成
17
年
に
都
市
計
画
で
道

路
に
か
か
っ
た
の
を
機
に
工
場
を
縮

小
し
、
鋸
は
仕
入
れ
て
、
そ
の
修
理

と
研
ぎ
を
専
門
に
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
と
き
、
昔
と
同
じ
よ
う
な

看
板
を
作
っ
た
が
、
そ
れ
が
今
か

か
っ
て
い
る
鋸
の
形
を
し
た
「
満
山

鋸
刃
物
店
」
の
看
板
で
あ
る
。

　
最
盛
期
は
昭
和
40
年
代
前
半
く
ら

い
ま
で
で
、
そ
れ
ま
で
は
徹
夜
の
作

業
も
あ
っ
た
。
50
年
く
ら
い
前
ま
で

は
牛
の
セ
リ
が
あ
り
そ
こ
で
も
鋸
を

売
っ
た
。
炭
焼
き
を
す
る
人
も
た
く

さ
ん
い
て
、
鉄
道
の
ま
く
ら
木
も
ま

だ
木
製
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
林
業
に

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
が
導
入
さ
れ
、
ま
く

ら
木
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
な
り
、
時

計
の
ぜ
ん
ま
い
が
な
く
な
っ
て
く
る

と
鋸
屋
の
仕
事
は
か
な
り
減
っ
て
く

る
。
船
大
工
の
鋸
は
主
に
宮
古
造
船

や
北
村
造
船
か
ら
頼
ま
れ
た
。
研
ぎ

や
修
理
が
多
か
っ
た
。
曲
が
り
を
直

す
「
よ
れ
と
り
」、
鋸
の
歯
の
部
分
を
全
部
切
っ
て
新
た
に
刻
み
を
入
れ
る
「
き
り

か
え
」、
刃
こ
ぼ
れ
を
直
す
「
刃
つ
ぎ
」
な
ど
を
行
っ
た
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
刃
の

修
理
も
多
か
っ
た
。
鋸
は
新
潟
と
福
島
か
ら
仕
入
れ
、
そ
れ
を
売
っ
て
修
理
と
研

ぎ
を
請
け
負
っ
て
い
た
。

山
側
に
あ
っ
て
被
災
を
免
れ
た
２
軒
を
除
い
て
、
再
開
し
た
の
は
小
野
寺
餅
店
と

小
林
餅
店
の
２
軒
だ
け
で
、
川
崎
餅
店
と
み
か
わ
や
餅
店
は
閉
店
し
た
。
商
品
で

中
心
に
な
る
も
の
は
赤
飯
、
串
団
子
、
ま
ん
じ
ゅ
う
、
大
福
で
、
こ
れ
ら
は
行
事

や
季
節
に
関
係
な
く
日
常
的
に
売
れ
る
。
し
か
し
小
野
寺
餅
店
で
は
、
ど
れ
も
賞

味
期
限
は
１
日
限
り
、
長
く
て
２
日
な
の
で
地
方
発
送
は
で
き
な
い
。
日
持
ち
は

し
な
い
が
、
添
加
物
は
一
切
加
え
な
い
。
こ
れ
が
職
人
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

�

（
取
材
日
：
２
０
１
５
年
８
月
８
日
）

７　
鋸
刃
職
人　
満
山
鋸
刃
物
店　

　
　
満
山
宗
四
郎
さ
ん　
大
正
12
（
１
９
２
３
）
年
生　
宮
古
市
和
見
町

　
会
津
若
松
で
鋸
職
人
を
し
て
い
た
父
の
満
山
利
次
は
、
大
正
10
年
に
田
代
に
来

て
、
製
材
所
に
頼
ま
れ
鋸
刃
の
修
理
を
し
て
い
た
。
大
正
12
年
に
坪
井
工
場
が
火

事
で
焼
け
、
大
正
14
年
に
宮
古
に
来
て
鋸
製
造
販
売
の
「
満
山
製
鋸
所
」
を
開
い

た
。
利
次
さ
ん
は
４
人
の
男
子
に
恵
ま
れ
、早
逝
し
た
長
男
を
除
く
に
３
人
が
「
満

山
製
鋸
所
」を
支
え
た
。次
男
の
宗
次
郞
は
１
枚
の
鋼は

が
ねを

切
っ
て
焼
き
を
入
れ
、打
っ

て
鋸
に
し
た
の
で
焼
き
が
堅
く
、
満
山
の
評
判
を
高
め
た
。
宗
四
郎
さ
ん
は
利
次

の
四
男
と
し
て
大
正
12
年
に
田
代
で
生
ま
れ
、
小
学
校
卒
業
後
か
ら
20
歳
ま
で
、

父
の
弟
子
と
し
て
鋸
刃
作
り
の
修
業
を
し
た
。
昭
和
18
年
に
出
征
し
た
が
、
そ
の

と
き
宮
古
に
は
満
山
製
鋸
所
の
ほ
か
に
、
中
屋
、
千
田
、
平
塚
、
榊
原
の
合
計
５

軒
の
鋸
屋
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
中
屋
と
満
山
は
名め

い
を
切
っ
て
い
た
。（
刀
に
名

を
入
れ
て
い
た
）。
兵
隊
か
ら
帰
っ
て
き
た
と
き
に
は
ま
だ
全
部
残
っ
て
い
た
が
、

昭
和
30
年
代
に
千
田
が
仕
事
を
や
め
、40
年
代
に
は
平
塚
が
店
を
閉
じ
た
。そ
の
後
、

阿
部
鋸
屋
が
来
た
が
、
現
在
ま
で
続
い
た
の
は
満
山
製
鋸
所
だ
け
で
あ
る
。

　
昭
和
30
年
に
作
業
場
を
作
り
機
械
を
入
れ
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
す
べ
て
手
作
業

だ
っ
た
。
製
品
は
山
鋸
が
多
か
っ
た
が
、ほ
か
に
も
船
大
工
や
下
駄
屋
の
鋸
を
作
っ

て
い
た
。島
根
県
の
安
来
鉱
山
に
良
い
鋼
が
あ
り
、そ
れ
を
取
り
寄
せ
た
。当
時
作
っ

た
山
鋸
は
川
井
の
資
料
館
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
38
年
か
39
年
ご
ろ
、「
朝
、

カ
ン
カ
ン
カ
ン
カ
ン
と
い
う
音
で
目
が
覚
め
る
。
騒
音
公
害
だ
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
し
か
し
郊
外
に
出
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
だ
ん
だ
ん
修
理
と
販
売

に
仕
事
を
移
し
て
い
っ
た
。
カ
キ
や
ホ
タ
テ
の
汚
れ
を
落
と
す
ナ
タ
や
兄
の
宗
次
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し
た
。母
の
祖
父
で
あ
る
北
村
櫓
櫂
店
の
初
代
北
村
佐
平
は
腕
の
良
い
職
人
で
あ
っ

た
が
、
２
代
目
佐
平
を
継
い
だ
父
は
あ
ま
り
腕
が
立
た
ず
酒
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、

早
く
か
ら
母
の
弟
が
３
代
目
の
佐
平
と
し
て
家
業
を
継
い
で
い
た
。
し
か
し
３
代

目
も
、
あ
ま
り
職
人
に
は
向
い
て
い
な
か
っ
た
。
母
の
実
家
で
は
地
元
の
櫓
櫂
を

作
る
よ
り
、
築
地
に
あ
る
山
根
漁
業
部
な
ど
、
他
所
の
定
置
網
用
櫓
櫂
の
注
文
を

多
く
受
け
て
い
た
。
福
島
や
日
本
海
で
使
う
十

と
う
し
ゃ
く尺

櫂
な
ど
も
作
っ
て
い
た
。
佐
平

が
沖
縄
で
戦
死
し
た
た
め
、
北
村
櫓
櫂
店
は
３
代
で
店
を
閉
じ
た
。
三
陸
沿
岸
の

船
や
櫓
櫂
に
つ
い
て
調
べ
た
本
が
家
に
あ
り
、
北
村
佐
平
の
こ
と
が
載
っ
て
い
た

が
、
津
波
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
父
重
蔵
は
明
治
32
年
に
藤
原
で
漁
師
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
一
族
は
み
な
漁

師
だ
っ
た
が
、
あ
る
年
の
12
月
20
日
に
船
が
定
置
網
に
ひ
っ
か
か
っ
て
転
覆
し
、

親
や
親
族
が
死
亡
し
た
た
め
、
重
蔵
は
５
～
６
歳
の
こ
ろ
加
工
屋
の
大
店
「
に

へ
い
や
」
に
丁
稚
奉
公
に
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
あ
ち
こ
ち
回
っ
て
苦
労
を
し
た

ら
し
い
。
20
歳
の
こ
ろ
知
人
と
共
同
で
商
売
を
始
め
た
が
う
ま
く
い
か
ず
、
田
中

と
い
う
櫓
大
工
を
兼
ね
た
船
大
工
の
と
こ
ろ
で
櫓
櫂
の
作
り
方
を
教
わ
り
、
そ
こ

か
ら
北
村
櫓
櫂
店
に
移
っ
た
。
父
は
商
売
が
失
敗
し
た
こ
と
を
「
若
竹
で
笛
に
な

ら
な
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
。
重
蔵
は
そ
こ
で
２
代
目
北
村
佐
平
の
娘
ヨ
シ
と

結
婚
し
、
昭
和
15
年
に
鍬
ヶ
崎
の
遊

郭
「
松
竹
楼
」
の
土
地
を
買
い
三
浦

櫓
櫂
店
と
し
て
独
立
し
た
。

修
業
時
代

　

勝
廣
さ
ん
は
三
男
四
女
の
次
男

と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
長
男
が
早

逝
し
た
た
め
、
一
番
上
の
男
子
と
し

て
育
っ
た
。
小
学
校
高
学
年
の
こ
ろ

か
ら
父
の
道
具
に
触
っ
て
遊
ん
で
い

た
。
父
は
「
お
前
は
後
継
ぎ
だ
か
ら
」

と
言
っ
て
好
き
な
よ
う
に
さ
せ
て
く

れ
た
。
愛
宕
小
学
校
、
愛
宕
中
学
校

　

年
と
と
も
に
研
ぎ
が

仕
事
の
中
心
に
な
っ
て
き

た
。
田
老
と
川
井
の
給
食

セ
ン
タ
ー
の
包
丁
や
、
川

井
の
下
刈
り
鎌
な
ど
を
請

け
負
っ
た
。
ほ
か
に
も
鍛

冶
屋
や
研
ぎ
屋
は
あ
る
け

れ
ど
、「
満
山
さ
ん
で
な

い
と
だ
め
だ
」
と
言
わ
れ

る
。
川
井
の
鎌
は
、「
こ

ん
な
に
立
派
に
研
ぐ
人
は
い
な
い
、
年
寄
り
な
の
に
い
い
仕
事
を
す
る
」
と
感
心

さ
れ
た
。「
満
山
さ
ん
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、
研
ぐ
人
が
い
な
く
な
る
」
と
言
わ
れ

る
と
や
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

　
震
災
の
あ
と
、
塩
水
を
か
ぶ
っ
た
包
丁
が
た
く
さ
ん
持
ち
込
ま
れ
た
。
何
度
研

い
で
も
す
ぐ
に
錆
が
浮
か
ん
で
く
る
の
で
大
変
だ
っ
た
。
震
災
の
年
の
８
月
ご
ろ

か
ら
だ
ん
だ
ん
仕
事
の
量
を
少
な
く
し
て
、
そ
の
後
１
～
２
年
続
け
た
。
昭
和
７

年
に
10
歳
で
修
業
を
は
じ
め
て
か
ら
震
災
を
越
し
て
90
歳
ま
で
80
年
間
、
鋸
と
刃

物
一
筋
に
生
き
て
来
た
。

�

（
取
材
日
：
２
０
１
５
年
５
月
５
日
）

８　
櫓
大
工　
三
浦
櫓
櫂
店

　
　
三
浦
勝
廣
さ
ん　
昭
和
17
（
１
９
４
２
）
年
生　
宮
古
市
鍬
ヶ
崎
上
町

三
浦
櫓
櫂
店

　
勝
廣
さ
ん
の
母
ヨ
シ
は
現
在
の
市
役
所
前
歩
道
橋
の
近
く
に
あ
っ
た
北
村
櫓
櫂

店
の
次
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。
母
の
父
と
そ
の
兄
弟
、
母
の
兄
弟
や
従
兄
弟
も
み

な
櫓
大
工
で
、
昭
和
40
年
ご
ろ
ま
で
磯
鶏
や
鍬
ヶ
崎
に
店
を
構
え
て
い
た
。
磯
鶏

旅
館
は
カ
マ
ド
（
分
家
）
に
あ
た
る
。
母
の
実
家
が
本
家
で
、
戦
後
ま
も
な
く
店

を
閉
じ
る
ま
で
は
一
番
大
き
か
っ
た
。
北
村
一
族
の
ほ
か
に
は
、
旧き

ゅ
う
だ
て館

（
愛
宕
）

に
伊
藤
さ
ん
と
い
う
櫓
大
工
が
い
て
、
そ
こ
を
合
わ
せ
て
全
部
で
５
軒
あ
っ
た
が
、

昭
和
40
年
ご
ろ
に
は
母
の
実
家
を
引
き
継
い
だ
三
浦
櫓
櫂
店
を
除
き
す
べ
て
廃
業

写真16　満山鋸刃物店の作業場
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い
方
が
一
番
難
し
い
。
何
度
も
怪
我
を
し
て
足
を
切
り
、
骨
で
止
ま
っ
た
こ
と
も

あ
る
。
父
は
た
だ
「
切
れ
」
と
言
う
だ
け
で
、
使
い
方
を
教
え
て
く
れ
た
こ
と
は

一
度
も
な
い
。
チ
ョ
ウ
ナ
も
カ
ン
ナ
も
マ
サ
カ
リ
も
、
墨
つ
ぼ
で
さ
え
道
具
を
使

う
と
き
の
角
度
は
人
に
よ
っ
て
違
う
。
父
は
カ
ン
ナ
の
引
き
方
で
将
来
息
子
が
跡

継
ぎ
に
な
る
れ
か
ど
う
か
見
て
い
た
の
だ
そ
う
だ
。
カ
ン
ナ
台
も
自
分
で
作
っ
た
。

昔
は
堅
い
樫
の
木
だ
っ
た
が
、
今
は
み
か
ん
や
な
し
の
木
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。

櫓
と
腕
を
結
ぶ
麻
縄
も
、
麻
を
花
巻
か
ら
取
り
寄
せ
て
父
が
み
ず
か
ら
編
ん
で
い

た
。
３
分
の
太
さ
を
一
定
に
保
っ
て
編
む
の
も
技
術
が
い
る
仕
事
だ
っ
た
。
し
か

し
昭
和
52
年
か
53
年
ご
ろ
か
ら
、
化
繊
が
麻
に
か
わ
っ
て
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
若
い
こ
ろ
は
サ
ッ
パ
船
の
竿
を
作
っ
て
小
遣
い
か
せ
ぎ
を
し
て
、
父
に
内
緒
で

８
ミ
リ
や
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
が
２
つ
あ
る
ス
テ
レ
オ
を
買
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
そ

の
こ
ろ
は
酒
も
煙
草
も
や
ら
ず
、
稼
い
だ
分
は
趣
味
の
カ
メ
ラ
や
音
楽
に
使
お
う

と
貯
め
て
い
た
。
独
身
の
こ
ろ
買
っ
た
ニ
コ
ン
の
高
級
カ
メ
ラ
は
ず
っ
と
お
宝
だ
っ

た
が
、
津
波
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

鍬
ヶ
崎
の
最
盛
期

　
鍬
ヶ
崎
が
一
番
盛
ん
だ
っ
た
の
は
高
校
生
の
こ
ろ
だ
っ
た
。
港
が
満
杯
で
岸
に

係
留
で
き
な
い
サ
ン
マ
船
が
３
０
０
隻
も
４
０
０
隻
も
月
山
の
も
と
を
埋
め
尽
く

し
て
い
た
。
サ
ン
マ
が
獲
れ
す
ぎ
て
、
小
ぶ
り
の
も
の
は
加
工
屋
に
回
し
て
肥
料

に
な
っ
た
。
三
浦
櫓
櫂
店
で
も
材
料
の
置
き
場
に
困
る
ほ
ど
で
、
作
業
場
か
ら
あ

ふ
れ
た
木
材
は
前
の
道
路
に
積
み
上
げ
て
あ
っ
た
。
小
さ
な
ふ
ん
ど
し
網
と
違
っ

て
、
大
謀
網
（
定
置
網
の
一
種
）
は
櫓
と
櫂
の
出
番
で
あ
る
。
大
船
渡
の
越お

き喜
来ら

い

や
秋
田
の
定
置
網
で
使
う
櫓
や
櫂
な
ど
、
地
元
以
外
の
注
文
も
多
か
っ
た
。
何
し

ろ
一
網
で
大
き
な
ブ
リ
が
５
千
～
６
千
、
と
き
に
は
１
万
本
も
入
る
く
ら
い
獲
れ

た
の
で
、
小こ

か
べ壁

や
越
喜
来
に
は
三
浦
櫓
櫂
店
の
櫓
や
櫂
が
数
多
く
出
回
り
、
船
大

工
が
修
理
を
し
て
い
た
と
い
う
。
重
茂
の
根
滝
も
大
船
渡
に
負
け
な
い
よ
う
な
定

置
網
の
名
場
だ
っ
た
。
釜
石
、
山
田
、
吉
浜
に
も
定
置
網
が
あ
り
、
個
人
的
に
竿

や
櫂
な
ど
を
注
文
に
来
る
人
も
い
て
、
夜
寝
る
暇
も
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。
父
は
重

茂
で
使
う
大
き
な
も
の
を
作
り
、
勝
廣
さ
ん
は
宮
古
で
使
う
短
い
櫂
作
り
な
ど
の

に
通
い
、
そ
の
後
は
父
に
つ
い
て
修
業
を
す
る
た
め
宮
古
高
校
定
時
制
に
進
学
。

面
倒
見
の
良
い
教
師
、
良
き
友
に
恵
ま
れ
楽
し
い
学
生
生
活
だ
っ
た
。
し
か
し
明

治
の
職
人
気
質
を
持
つ
父
は
厳
し
く
、
家
出
を
し
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
も
何
度
か

あ
っ
た
。
父
は
弟
子
を
と
っ
た
こ
と
が
な
い
。
弟
子
を
と
る
と
の
れ
ん
分
け
で
得

意
先
を
と
ら
れ
る
と
聞
い
た
こ
と
も
あ
る
。
一
度
戦
争
か
ら
帰
っ
た
人
に
教
え
た

こ
と
が
あ
る
が
も
の
に
な
ら
な
か
っ
た
。
勝
廣
さ
ん
が
唯
一
の
弟
子
だ
っ
た
。

　
櫓
大
工
の
修
業
は
木
を
見
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
父
は
勝
廣
さ
ん
を
よ
く
山
に

連
れ
て
行
っ
た
。
17
歳
の
冬
に
は
１
か
月
毎
日
岩
泉
町
安
家
の
山
に
通
っ
た
。
材

料
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
は
、
１
本
の
木
か
ら
何
枚
と
れ
る
か
見
定
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
フ
シ
が
出
た
ら
使
い
え
な
い
の
で
、
外
か
ら
フ
シ
の
有
無
を
見
極

め
る
。
慣
れ
な
い
頃
は
、櫓
の
材
料
の
ア
ン
チ
ャ（
梓・オ
ノ
レ
カ
ン
バ
）を
買
っ
て
、

挽
い
て
い
く
う
ち
に
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
松
や
杉
の

場
合
は
、
製
材
所
が
山
を
持
っ
て
い
て
声
が
か
か
り
、
欲
し
い
木
を
探
し
て
切
っ

て
も
ら
う
。
冬
は
車
が
入
れ
な
い
の
で
寒
さ
が
身
に
応
え
る
。
水
鏡
（
箱
メ
ガ
ネ
）

を
作
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
杉
の
見
方
を
覚
え
た
。
こ
れ
も
何
寸
単
位
で
買
う
の

で
は
な
く
、
１
本
の
木
を
買
い
、
外
か
ら
フ
シ
と
曲
が
り
を
見
抜
い
て
い
く
。
昔

の
製
材
所
の
職
人
は
凄
か
っ
た
。
16
尺
や
17
尺
も
あ
る
長
い
定
置
網
の
櫓
に
使
う

木
材
を
、
木
の
反
り
に
そ
っ
て
製
材
し

た
。
櫓
に
使
う
ア
ン
チ
ャ
に
は
反
り
が

あ
る
。
そ
れ
に
逆
ら
わ
ず
に
削
っ
て
い

く
。
そ
の
反
り
を
ま
っ
す
ぐ
に
す
る
た

め
、１
年
以
上
乾
燥
さ
せ
る
。
ア
ン
チ
ャ

も
ナ
ラ
も
ク
ル
ミ
も
杉
も
そ
れ
ぞ
れ
に

特
徴
が
あ
り
、
そ
れ
を
熟
知
し
て
い
る

の
も
櫓
大
工
の
腕
の
う
ち
で
あ
る
。

　
道
具
の
使
い
方
も
作
り
方
も
、
父
の

仕
事
を
見
て
覚
え
た
。
マ
サ
カ
リ
よ
り

チ
ョ
ウ
ナ
の
ほ
う
が
細
か
く
削
れ
る
。

チ
ョ
ウ
ナ
を
覚
え
る
こ
と
は
木
の
節
目

を
覚
え
る
こ
と
で
、
道
具
の
中
で
は
使

写真18　三浦重蔵さん
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も
あ
っ
た
。
掘
り
当
て
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
発
掘
品
に
も
興
味
が
深
ま
り
、

報
告
会
を
聞
き
に
盛
岡
ま
で
行
く
こ
と
も
あ
る
。
発
掘
現
場
の
先
生
が
八
木
沢
遺

跡
に
つ
い
て
ま
と
め
た
本
を
大
事
に
し
て
い
た
が
津
波
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

手
先
の
器
用
な
仕
事
と
勘
と
情
熱
が
買
わ
れ
て
、
70
歳
を
過
ぎ
た
今
で
も
仕
事
を

頼
ま
れ
る
。

　
発
掘
の
仕
事
と
前
後
し
て
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
か
ら
大
き
な
仕
事
が
舞
い

込
ん
で
き
た
。
あ
る
日
、
シ
ー
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
ベ
ネ
ツ
ィ
ア
ン・ゴ
ン
ド
ラ
」

の
船
を
作
っ
て
い
た
ヤ
マ
ハ
の
大
船
渡
支
社
長
が
三
浦
櫓
櫂
店
を
訪
ね
て
き
た
。

ゴ
ン
ド
ラ
に
使
う
オ
ー
ル
を
隅
田
川
造
船
に
頼
ん
だ
が
大
き
す
ぎ
た
の
で
、
船
に

合
わ
せ
て
作
っ
て
く
れ
る
職
人
が
い
な
い
か
探
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
磯

鶏
の
リ
ア
ス
ハ
ー
バ
ー
を
訪
ね
て
み
た
ら
、
三
浦
櫓
櫂
店
を
知
る
人
が
い
て
紹
介

さ
れ
た
と
い
う
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
オ
ー
プ
ン
の
３
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
櫓
櫂

職
人
の
仕
事
が
行
き
詰
っ
て
い
た
と
き
な
の
で
、
天
の
助
け
だ
と
思
っ
た
。
ゴ
ン

ド
ラ
の
試
験
を
し
て
い
た
大
船
渡
に
も
櫂
を
作
れ
る
船
大
工
は
い
た
は
ず
な
の
に
、

こ
う
し
て
訪
ね
て
き
て
く
れ
た
こ
と
も
、
職
人
冥
利
に
尽
き
る
と
感
じ
た
。
オ
ー

ル
は
外
材
の
ア
ピ
ト
ン
を
使
い
、
オ
ー
ル
を
置
い
て
支
点
に
す
る
フ
ォ
ル
コ
ラ
に

は
、
長
沢
の
ク
ル
ミ
を
使
い
手
彫
り
で
仕
上
げ
た
。
ク
ル
ミ
の
製
材
は
盛
岡
に
頼

ん
だ
。
で
き
上
が
っ
た
オ
ー
ル
の
テ
ス
ト
は
、
陸
前
高
田
の
、
津
波
で
残
っ
た
あ

の
一
本
松
の
近
く
の
川
で
、
関
係
者
が
み
な
ゴ
ン
ド
ラ
に
乗
っ
て
行
っ
た
。
デ
ィ

ズ
ニ
ー
シ
ー
に
は
、
１
艘
に
つ
き
２
丁
、
10
艘
分
の
合
計
20
丁
を
納
め
た
。
デ
ィ

ズ
ニ
ー
シ
ー
の
人
か
ら
は
、シ
ー
の
歴
史
に
残
る
仕
事
だ
と
言
わ
れ
た
。こ
の
と
き
、

フ
シ
が
あ
る
た
め
に
使
わ
な
か
っ
た
米
松
の
板
が
一
枚
残
り
、
作
業
場
に
置
い
て

あ
っ
た
が
津
波
で
流
さ
れ
た
。
こ
の
板
は
の
ち
に
発
見
し
て
、
結
婚
し
た
娘
が
新

築
し
た
家
の
上
が
り
か
ま
ち
に
な
っ
た
。

被
災

　
あ
の
大
き
な
地
震
が
来
た
と
き
は
、
作
業
場
で
い
つ
も
の
よ
う
に
仕
事
を
し
て

い
た
。
妻
は
税
金
の
申
告
で
市
役
所
に
行
っ
て
い
た
。
最
初
は
膝
く
ら
い
の
津
波

が
来
る
と
い
う
話
だ
っ
た
が
、
電
柱
が
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
揺
れ
方
を
し
て

い
て
、
こ
れ
は
た
だ
ご
と
で
は
な
い
と
思
い
、
い
そ
い
で
帰
っ
て
き
た
妻
と
一
緒

細
か
い
仕
事
を
し
て
い
た
。
22
～
23
歳
の
こ
ろ
、
会お

う

瀬せ

（
茨
城
県
）
の
定
置
網
で

使
う
櫂
と
17
尺
の
ト
モ
櫂か

い

の
注
文
が
来
て
、
そ
の
と
き
ト
モ
櫂
の
作
り
方
と
チ
ョ

ウ
ナ
の
使
い
方
を
覚
え
た
。
30
代
の
は
じ
め
、「
原
子
力
船
む
つ
」
の
騒
動
が
あ
っ

た
こ
ろ
は
竜
飛
の
三み

ん
ま
や厩

漁
協
の
櫓
も
作
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
ろ
は
ま
だ
樫
や
ア
ン

チ
ャ
の
単
価
が
安
く
、
良
い
木
も
豊
富
に
あ
っ
た
が
、
今
で
は
細
く
て
節
の
多
い

も
の
ば
か
り
だ
。
櫓
の
材
料
で
あ
る
ア
ン
チ
ャ
は
製
材
の
と
き
に
粉
が
飛
ぶ
。
そ

の
こ
ろ
は
よ
く
買
っ
て
い
た
の
で
、
製
材
所
の
人
が
「
三
浦
さ
ん
、
今
日
は
（
粉

が
飛
び
す
ぎ
て
）
喉
が
痛
い
よ
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
昭
和
36
年
ご
ろ

ま
で
、
海
幸
園
の
付
近
は
、
福
島
屋
、
い
ろ
は
、
更
科
、
松
竹
楼
な
ど
の
遊
郭
が

立
ち
並
ん
で
い
た
。
サ
ン
マ
船
や
サ
ケ
マ
ス
は
え
縄
船
で
に
ぎ
わ
っ
た
昭
和
30
～

40
年
代
は
、
外
来
船
が
着
く
と
通
り
は
人
で
あ
ふ
れ
、
商
店
街
は
賑
わ
い
、
と
き

ど
き
喧
嘩
も
あ
っ
て
、
町
は
活
気
に
満
ち
て
い
た
。
鍬
ヶ
崎
の
最
盛
期
を
櫓
櫂
職

人
と
し
て
生
き
た
父
重
蔵
は
、
80
歳
ま
で
現
役
で
仕
事
を
し
て
、
昭
和
58
年
に
84

歳
で
亡
く
な
っ
た
。　

埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
と
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー

　
重
蔵
の
晩
年
の
昭
和
50
年
代
は
２
０
０
海
里
漁
業
水
域
が
設
定
さ
れ
る
な
ど
漁

業
の
転
換
期
で
も
あ
り
、
ま
た
船
外
機
な
ど
便
利
な
機
械
が
出
回
り
始
め
た
時
期

で
も
あ
っ
た
。
父
亡
き
あ
と
は
い
よ
い
よ
櫓
櫂
店
の
仕
事
も
少
な
く
な
り
、
生
活

が
厳
し
く
な
っ
て
き
た
。
ち
ょ
う
ど
子
供
の
成
長
期
と
重
な
っ
た
の
で
ゆ
る
く
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
櫓
櫂
専
門
職
人
は
日
本
で
も
数
え
る
ほ
ど
に
な
り
、
三
浦
櫓

櫂
店
を
頼
る
人
が
い
る
以
上
や
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
櫂
は
船
大
工
で

も
作
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
長
い
櫂
を
短
く
仕
立
て
直
す
こ
と
は
専
門
の

職
人
で
な
い
と
難
し
い
。

　
そ
ん
な
折
、
あ
る
人
に
誘
わ
れ
て
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
の
仕
事
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
も
と
も
と
歴
史
が
好
き
で
城
の
本
な
ど
を
よ
く
読
ん
で
い
た
の
で
、
遠

い
昔
に
思
い
を
は
せ
る
楽
し
み
も
あ
っ
て
、
仕
事
は
全
く
苦
に
な
ら
な
か
っ
た
。

週
末
は
櫓
櫂
店
の
仕
事
を
し
て
、
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
発
掘
を
行
っ
た
。
土
を
少

し
ず
つ
丁
寧
に
掘
っ
て
行
く
と
色
が
変
わ
っ
て
い
た
り
、
何
か
に
行
き
あ
た
っ
て
、

石
器
や
土
器
が
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
る
。
柱
の
穴
や
か
ま
ど
跡
を
見
つ
け
た
こ
と

震災と暮らしの移りかわり
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の
建
前
が
収
め
ら
れ
て
い
た
。
玄
関
の
絵
や
大
事
に
し
て
い
た
水
晶
の
壺
も
流
さ

れ
た
。
櫓
は
長
い
も
の
か
ら
短
い
も
の
ま
で
10
丁
は
流
れ
て
し
ま
っ
た
。
定
置
網

の
と
き
舵
の
代
わ
り
に
つ
か
う
ト
モ
櫂
は
長
い
の
で
流
さ
れ
ず
に
ひ
っ
か
か
っ
て

い
た
。
ア
ン
チ
ャ
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
年
輪
が
細
か
く
詰
ま
っ
て
い
て
非
常

に
堅
い
木
だ
が
、
そ
の
ア
ン
チ
ャ
の
櫓
が
ま
る
で
引
き
ち
ぎ
ら
れ
た
よ
う
に
折
れ

て
い
た
。
見
つ
か
っ
た
も
の
も
い
く
つ
か
あ
る
。
姉
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
象

牙
の
ハ
ン
コ
は
作
業
場
の
シ
ー
ト
の
下
か
ら
出
て
来
た
。
15
歳
の
と
き
か
ら
使
っ

て
い
た
カ
ン
ナ
、マ
サ
カ
リ
、チ
ョ
ウ
ナ
も
見
つ
か
っ
た
。
刃
が
こ
ぼ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
今
も
そ
れ
を
使
っ
て
い
る
。
13
尺
の
ア
ン
チ
ャ
の
木
材
は
白
浜
ま
で
流
れ

て
い
っ
た
。あ
る
と
き
若
い
人
が
木
材
を
持
っ
て
訪
ね
て
き
て
、「
こ
れ
で
櫂
を
作
っ

て
け
ろ
」
と
言
う
。
見
る
と
自
分
の
と
こ
ろ
か
ら
流
れ
た
ア
ン
チ
ャ
だ
っ
た
。
13

尺
の
木
が
半
分
に
切
ら
れ
て
い
た
。
松
や
杉
だ
と
誰
の
と
こ
ろ
の
も
の
か
わ
か
ら

な
い
が
、
ア
ン
チ
ャ
は
少
し
で
も
自
分
で
手
を
入
れ
た
も
の
は
す
ぐ
に
わ
か
る
。

　
津
波
の
後
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
か
ら
８
人
が
盛
岡
に
宿
を
取
り
激
励
に
来
て
く

れ
た
。
手
渡
さ
れ
た
１
枚
の
手
ぬ
ぐ
い
に
は
、
赤
い
太
陽
の
中
を
行
く
ゴ
ン
ド
ラ

と
と
も
に
、『
絆
漕　
輝
く
海
の
上
に
銀
の
星
が
あ
り　
波
は
穏
や
か
で
、
風
は
順

風
に
吹
く　
来
よ
や
友
よ
船
は
待
て
り
「
熱
く
」「
厚
く
」「
暑
く
」』
と
染
め
ら
れ

て
い
た
。
皆
で
酒
を
飲
み
無
事
を
喜
び
合
っ
た
。
２
０
１
４
年
の
６
月
に
は
バ
ス

１
台
を
仕
立
て
て
訪
ね
て
来
て
く
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
人
も
２
人
混
じ
っ
て
い
た
。

仕
事
場
の
再
建

　
津
波
で
多
く
の
櫓
櫂
が
流
さ
れ
、
漁
協
や
個
人
か
ら
注
文
が
入
り
だ
し
た
の
で

早
く
作
業
場
が
欲
し
か
っ
た
が
、
な
か
な
か
許
可
が
下
り
な
か
っ
た
。
当
初
、
震

災
の
年
の
10
月
に
は
プ
レ
ハ
ブ
を
建
て
て
良
い
か
ど
う
か
決
ま
る
予
定
だ
っ
た

が
、
そ
れ
も
延
期
に
な
っ
て
い
た
。
い
よ
い
よ
待
て
な
く
て
再
建
に
踏
み
切
り
、

２
０
１
１
年
12
月
26
日
に
、
15
坪
の
作
業
場
が
つ
い
た
３
間
×
７
間
の
プ
レ
ハ
ブ

仮
小
屋
が
完
成
し
、
１
月
か
ら
仕
事
を
再
開
し
た
。
小
屋
は
、
道
路
に
か
か
っ
て

壊
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
を
、
解
体
料
を
払
っ
て
譲
り
受
け
、
娘
の
家
を
建

て
た
大
工
に
組
み
立
て
て
も
ら
っ
た
。本
当
は
も
っ
と
暖
か
い
う
ち
に
移
り
た
か
っ

た
。
市
は
津
波
被
害
地
域
で
の
宿
泊
を
認
め
な
か
っ
た
の
で
、
ア
パ
ー
ト
か
ら
通

に
ポ
ン
コ
ツ
車
に
飛
び
乗
っ
て
逃
げ
た
。
近
所
で
は
、
チ
リ
津
波
の
と
き
も
こ
こ

ま
で
上
が
っ
て
こ
な
か
っ
た
し
、
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い
か
と
話
し
て
い
る
人
も
い
た
。

八
幡
様
に
逃
げ
よ
う
と
思
い
「
出
会
い
橋
」
の
信
号
の
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
た
が
、

川
が
逆
流
し
て
い
て
白
波
が
見
え
た
の
で
、
も
う
だ
め
だ
と
覚
悟
を
決
め
た
。
そ

の
後
宮
古
高
校
へ
避
難
し
て
、
そ
こ

で
波
が
市
場
の
屋
根
を
超
え
た
と
い

う
話
を
聞
い
た
。
そ
の
晩
は
と
に
か

く
寒
く
て
、
食
料
も
乏
し
く
、
１
枚

の
食
パ
ン
を
分
け
合
っ
て
食
べ
た
。

一
息
つ
い
た
の
は
、
毛
布
が
配
ら
れ

た
夜
10
時
過
ぎ
で
あ
る
。
娘
婿
は
重

茂
に
い
て
津
波
を
見
に
行
っ
た
そ
う

だ
。
大
波
を
見
て「
逃
げ
て
、逃
げ
て
」

と
叫
ん
だ
が
、
振
り
返
る
と
い
と
こ

が
い
な
い
。
娘
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
子

供
を
迎
え
に
行
っ
た
。
も
し
迎
え
に

行
か
な
か
っ
た
ら
子
供
は
助
か
ら
な

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
言
っ
て
い

た
。
そ
れ
以
来
恐
怖
症
に
な
っ
て
い

る
よ
う
だ
っ
た
。
震
災
の
あ
と
は
し

ば
ら
く
眠
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
の
後

は
仮
設
に
い
か
ず
、
盛
岡
の
親
類
の

家
な
ど
を
頼
っ
た
が
、
姉
の
い
る
南

町
の
ア
パ
ー
ト
の
一
室
が
た
ま
た
ま

空
い
た
の
で
、
そ
こ
に
移
っ
た
。

　
津
波
は
作
業
場
兼
自
宅
の
す
べ
て

を
押
し
流
し
た
。
若
い
こ
ろ
に
小
遣

い
を
た
め
て
買
っ
た
ス
テ
レ
オ
と
カ

メ
ラ
は
お
宝
だ
っ
た
。
８
ミ
リ
に
は

父
が
久
慈
で
製
版
し
て
い
る
姿
や
家

写�真18　堅いアンチャで作られた櫓脚の先端は波で
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こ
っ
た
。慣
れ
な
い
取
材
を
受
け
る
の
も
大
変
だ
が
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
民
放
の
違
い
な
ど
、

面
白
い
面
も
発
見
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
弁
当
持
参
で
訪
ね
て
き
て
酒
も
飲
ま
な
い
が
、

民
放
の
人
た
ち
は
手
土
産
に
酒
を
持
っ
て
き
て
一
緒
に
飲
ん
で
い
く
。
そ
ん
な
と

き
は
天
然
の
塩
だ
け
で
手
作
り
し
た
お
ふ
く
ろ
秘
伝
の
塩
辛
を
振
る
ま
う
こ
と
に

し
て
い
る
。

震
災
後
の
仕
事

　
仕
事
場
を
再
建
す
る
前
か
ら
す
で
に
多
く
の
注
文
が
舞
い
込
ん
で
い
た
。
津
波
で

ほ
と
ん
ど
流
さ
れ
た
う
え
、
他
に
作
る
人
が
い
な
い
の
で
、
仕
事
が
集
中
し
て
こ

な
し
き
れ
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。
波
の
あ
る
重
茂
で
は
ス
ラ
ス
タ
ー
の
時
代
に
な
っ

て
も
櫂
は
必
需
品
で
、
父
の
代
か
ら
深
い
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
。
震
災
の
年
の
５

月
に
は
重
茂
漁
協
か
ら
依
頼
が
あ
り
、
作
業
場
を
借
り
て
す
ぐ
に
仕
事
に
と
り
か

か
っ
た
。
津
波
で
す
べ
て
を
流
さ
れ
た
と
き
に
は
、自
分
の
仕
事
も
こ
こ
で
終
わ
っ

た
と
思
っ
た
が
、
縁
の
深
い
重
茂
か
ら
の
注
文
は
再
起
の
大
き
な
力
に
な
っ
た
。

田
老
漁
協
か
ら
も
注
文
が
入
っ
た
。
田
老
で
は
船
が
小
ぶ
り
な
の
で
櫂
も
小
さ
く
、

今
ま
で
は
地
元
の
船
大
工
が
作
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
津
波
の
甚
大
な
被

害
を
受
け
て
短
期
間
に
大
漁
の
櫂
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
櫓
櫂
職
人
の
出
番
に

な
っ
た
。
ほ
か
に
も
釜
石
、
大
槌
、

気
仙
沼
、
石
巻
か
ら
も
注
文
が
来
た
。

１
人
の
仕
事
に
は
限
界
が
あ
り
、
な

か
な
か
す
べ
て
の
注
文
に
応
え
る
の

は
難
し
か
っ
た
が
、
で
き
る
限
り
の

こ
と
は
し
た
。
依
頼
の
ほ
と
ん
ど
は

櫂
で
櫓
の
注
文
は
な
か
っ
た
。
櫂
は

場
所
に
よ
っ
て
大
き
さ
が
違
い
、
宮

古
は
６
尺
だ
が
、
釜
石
は
船
が
大
き

く
２
人
乗
り
な
の
で
７
尺
、
石
巻
と

気
仙
沼
は
宮
古
で
は
２
枚
と
れ
る
く

ら
い
の
幅
の
広
い
も
の
を
使
う
。困
っ

た
の
は
材
料
を
す
ぐ
に
調
達
で
き
な

い
の
生
活
に
な
っ
た
。
入
り
口
の
サ
ッ
シ
に
入
れ
た
「
三
浦
櫓
櫂
店
」
の
文
字
は
、

娘
が
ネ
ッ
ト
で
昔
の
櫓
櫂
店
の
画
像
を
探
し
出
し
、
復
元
し
て
く
れ
た
も
の
だ
。

　

津
波
で
流
さ
れ
て
荒
れ
地
に
な
っ
て
い
た
鍬
ヶ
崎
に
、
は
じ
め
て
再
建
さ

れ
た
三
浦
櫓
櫂
店
は
、
復
興
の
先
駆
け
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２
０
１
２
年
１
月
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
Ｉ
Ｂ
Ｃ
岩
手
放
送
、
２
月
に
は
岩
手
朝
日
テ
レ

ビ
の
ロ
ー
カ
ル
放
送
、
３
月
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
こ
こ
に
技
あ
り
」
で
取
り
上
げ
ら

れ
た
。「
こ
こ
に
技
あ
り
」は
震
災
前
に
も
取
材
を
受
け
、２
回
目
の
出
演
に
な
っ
た
。

最
初
に
来
た
と
き
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
来
た
若
い
人
が
、
津
波
の
あ
と
に

は
一
人
前
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
な
っ
て
再
訪
し
て
く
れ
た
。
再
開
し
た
作
業
場
の

様
子
は
、
２
０
１
２
年
10
月
29
日
に
岩
手
朝
日
テ
レ
ビ
製
作
の
「
希
望
の
か
け
は

し
」で
放
映
さ
れ
た
。朝
日
テ
レ
ビ
で
は
相
馬
屋
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
も
出
演
し
た
。

市
の
観
光
課
を
通
し
て
テ
レ
ビ
大
阪
か
ら
の
話
も
あ
っ
た
が
、こ
れ
は
電
話
で
断
っ

た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
、
画
用
紙
に
一
言
書
い
て
カ
メ
ラ
の
前
に
立
つ
と
い
う
の

も
あ
っ
た
が
、
何
も
書
か
な
い
で
逃
げ
た
。
こ
う
い
う
演
出
は
苦
手
な
の
で
出
た

く
な
か
っ
た
。
新
聞
や
雑
誌
に
も
載
っ
た
。
２
０
１
２
年
８
月
31
日
の
毎
日
新
聞
、

２
０
１
４
年
９
月
５
日
の
毎
日
新
聞
岩
手
版
に
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。『
諸
君
』
の

取
材
も
受
け
た
。
本
当
は
テ
レ
ビ
に
出
た
り
、
写
真
に
撮
ら
れ
た
り
、
取
材
を
受

け
た
り
す
る
の
は
好
き
で
は
な
い
。
し
か

し
、
震
災
後
は
な
る
べ
く
出
よ
う
と
い
う

気
持
ち
に
な
っ
た
。

　
自
分
は
多
分
日
本
で
も
最
後
の
櫓
大
工

の
１
人
で
も
あ
り
、
後
継
ぎ
も
い
な
い
。

櫂
は
船
大
工
で
も
作
れ
る
が
、
櫓
は
櫓
大

工
だ
け
の
仕
事
だ
。
年
輪
の
詰
ま
っ
た
梓

の
木
は
と
て
つ
も
な
く
堅
く
、
設
計
図
も

な
い
。
こ
の
先
、
櫓
櫂
職
人
に
な
る
人
は

誰
も
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
櫓
大
工
と

い
う
仕
事
を
、
自
分
を
通
し
て
知
っ
て
ほ

し
い
し
、何
か
の
形
で
残
し
て
お
き
た
い
。

そ
ん
な
気
持
ち
が
震
災
を
機
に
わ
き
起

写真20　三浦櫓櫂店外観
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る
。
木
刀
は
櫓
の
材
料
と
同
じ
堅
い
ア
ン
チ
ャ
で
作
る
。
あ
る
人
に
頼
ま
れ
て
作
っ

た
ら
、
そ
の
ツ
テ
で
作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
人
が
で
て
き
た
。
も
と
も
と
歴
史
が

好
き
な
の
で
、
刀
の
か
た
ち
や
デ
ザ
イ
ン
に
は
興
味
が
あ
り
、
本
を
見
て
研
究
す

る
こ
と
も
あ
る
。
震
災
前
か
ら
こ
の
よ
う
な
個
人
的
な
依
頼
は
と
き
ど
き
あ
っ
た
。

木
が
好
き
だ
と
い
う
東
京
葛
飾
区
の
寺
の
和
尚
か
ら
櫂
や
水
鏡
を
頼
ま
れ
た
り
、

和
船
を
漕
い
で
体
を
鍛
え
た
い
の
で
櫓
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
神
奈
川
県
の
医

者
が
ク
ル
ー
ザ
ー
で
来
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
櫂
や
水
鏡
が
欲
し
い
と
、
厚
木
の
ス

ナ
ッ
ク
の
マ
マ
さ
ん
が
５
～
６
人
で
来
た
こ
と
も
あ
る
し
、
観
光
客
に
頼
ま
れ
た

こ
と
も
あ
る
。

　
今
の
仮
の
作
業
場
は
い
つ
移
転
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
い
つ
も
今
日
が

最
後
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
。
移
転
に
な
れ
ば
こ
の
プ
レ

ハ
ブ
小
屋
を
解
体
し
て
持
っ
て
い
く
つ
も
り
だ
。
し
か
し
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
、

ど
の
よ
う
な
条
件
で
建
つ
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
不
安
が
大
き
い
。
こ
の
仕
事
は

自
然
の
光
の
中
で
な
い
と
で
き
な
い
。
電
気
の
光
で
は
反
射
が
あ
っ
て
木
の
様
子

が
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
、
荒
ど
り
く
ら
い
し
か
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
隣
に
大
き

な
建
物
が
建
て
ば
自
然
光
は
入
ら
な
く
な
る
。
木
を
自
然
乾
燥
さ
せ
る
と
こ
ろ
も

必
要
だ
。
櫓
に
す
る
ア
ン
チ
ャ
は
年
単
位
の
乾
燥
が
必
要
だ
。
移
転
先
で
そ
れ
が

で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　
広
島
県
の
江
田
島
に
カ
ッ
タ
ー
用
の
櫂
を
作
っ
て
い
る
専
門
の
職
人
が
い
る
と

聞
い
て
い
る
が
、
櫓
櫂
店
の
看
板
を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
鍬
ヶ
崎
の
三
浦
櫓

櫂
店
が
日
本
で
最
後
の
１
軒
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
産
経
新
聞
に
、
最
後
の

櫓
大
工
と
い
う
記
事
が
出
た
こ
と
が
あ
る
。
定
置
の
大
謀
網
や
テ
ン
マ
船
で
活
躍

し
た
櫓
や
櫂
は
船
外
機
に
よ
っ
て
隅
に
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
早
池
峰
の
ア

ン
チ
ャ
な
ど
、
材
料
と
な
る
良
い
木
も
少
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
ア
ワ
ビ
や
ウ

ニ
漁
が
復
活
す
れ
ば
櫂
の
需
要
は
ま
だ
あ
る
。
頼
っ
て
く
る
人
が
い
る
限
り
や
め

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
次
女
が
婿
を
と
っ
た
の
で
、年
を
取
っ
て
稼
げ
な
く
な
っ

た
ら
、
い
ず
れ
一
緒
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
は
「
三
浦
櫓
櫂
店
」

の
看
板
を
掲
げ
て
が
ん
ば
る
つ
も
り
だ
。

�
（
取
材
日
：
２
０
１
４
年
４
月
26
・
28
日
、
２
０
１
４
年
９
月
６
日
、

�

２
０
１
５
年
３
月
９
日
、
２
０
１
５
年
11
月
２
日
）

い
こ
と
だ
っ
た
。
茂
市
の
製
材
所
に
は
適
当
な
も
の
が
な
く
、
以
前
盛
岡
の
流
通

セ
ン
タ
ー
で
買
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
当
面
は
そ
れ
を
使
っ
た
。
櫂
は
船
大

工
も
作
る
が
材
料
を
選
ば
な
い
。
櫓
大
工
は
プ
ロ
だ
か
ら
フ
シ
の
な
い
良
い
材
料

が
な
け
れ
ば
櫂
１
枚
で
も
つ
く
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
れ
は
親
の
教
え
で
も

あ
る
。

　
櫓
の
注
文
は
意
外
な
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
き
た
。
気
仙
沼
で
牡
蠣
の
養
殖
を
し

て
い
る
人
が
所
有
す
る
和
船
が
津
波
で
流
さ
れ
、木
造
船
を
再
建
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
再
建
の
主
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
海
は
森
の
恋
人
」
を
運
営
す
る
漁
師
で
、
良

い
牡
蠣
を
育
て
る
海
は
、
そ
こ
に
流
れ
込
む
水
の
み
な
も
と
で
あ
る
森
を
作
る
こ

と
か
ら
は
じ
ま
る
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
植
樹
を
続
け
て
き
た
人
だ
。
今
の
時
代

に
木
造
船
を
作
る
の
も
、
木
と
森
へ
の
愛
着
ゆ
え
と
い
う
。
そ
こ
か
ら
三
浦
櫓
櫂

店
へ
14
尺
５
寸
の
取
舵
用
の
櫓
の
注
文
が
来
た
。
進
水
式
は
２
０
１
４
年
３
月
29

日
で
、
船
の
名
前
は
「
あ
ず
さ
丸
」、
あ
ず
さ
は
櫓
を
作
る
木
だ
。
海
に
出
て
い
く

船
に
は
、
い
く
つ
も
の
フ
ラ
イ
旗
に
混
じ
り
、
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
泳
ぐ
鯛
の
絵

に
「
三
浦
櫓
櫂
店
」
と
書
か
れ
た
旗
も
は
た
め
い
て
い
た
。
櫓
櫂
店
が
新
造
船
に

フ
ラ
イ
旗
を
出
す
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
船
主
の
ほ
う
で
特
別
に
用
意
し
て
く
れ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
日
ま
で
フ
ラ
イ
旗
が
出
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
と

て
も
驚
い
た
。
カ
メ
ラ
を
忘
れ
て
撮
り

そ
こ
な
っ
た
が
、
う
れ
し
い
気
持
ち
と

同
時
に
、
櫓
櫂
と
言
う
文
字
が
読
め
る

だ
ろ
う
か
と
い
う
思
い
も
よ
ぎ
っ
た
。

地
元
で
さ
え
櫓
櫂
職
人
は
い
な
く
な
っ

て
、
こ
の
字
が
何
の
こ
と
だ
か
わ
か
ら

な
い
若
者
も
増
え
て
い
る
く
ら
い
だ
か

ら
。

　

震
災
後
２
年
く
ら
い
は
忙
し
い
毎

日
だ
っ
た
が
、
だ
ん
だ
ん
仕
事
も
減
っ

て
き
て
、
今
で
は
新
し
い
櫂
の
注
文
は

あ
ま
り
入
っ
て
こ
な
い
。
今
は
頼
ま
れ

た
箸
や
木
刀
、
水
鏡
な
ど
を
作
っ
て
い

写�真22　木造船「あずさ丸」と三浦櫓櫂店が作製し
た14尺5寸の櫓

各分野での震災後の取り組み
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第
２
部　
各
分
野
で
の
震
災
後
の
取
り
組
み

第
15
章　
海
外
メ
デ
ィ
ア
の
東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
報
道

Ⅰ　
海
外
メ
デ
ィ
ア
の
宮
古
市
へ
の
取
材

�

假
屋
雄
一
郎

　
世
界
中
の
メ
デ
ィ
ア
が
東
日
本
大
震
災
を
大
き
く
報
道
す
る
な
か
、
日
本
人
が

パ
ニ
ッ
ク
を
起
さ

ず
、
救
援
物
資
の

奪
い
合
い
も
な
く

苦
境
に
耐
え
て
い

る
姿
に
驚
嘆
と
讃

辞
が
送
ら
れ
た
。

　
宮
古
市
へ
も
震

災
直
後
か
ら
国
内

外
の
取
材
が
多
く

入
り
、「
万
里
の

長
城
」
と
言
わ
れ

た
巨
大
防
潮
堤
で

も
防
げ
な
か
っ
た

津
波
の
猛
威
が
取

上
げ
ら
れ
た
。
市

長
を
は
じ
め
危
機

管
理
課
職
員
な

ど
、
不
眠
不
休
で

震
災
対
応
に
追
わ

れ
る
な
か
可
能
な

限
り
取
材
に
も
応

じ
た
。
表
１
に
記

録
が
残
っ
た
海
外

メ
デ
ィ
ア
の
取
材

状
況
を
掲
げ
る
が
、
震
災
後
の
混
乱
状
況
と
膨
大
な
業
務
に
あ
た
る
中
で
、
記
録

さ
れ
な
か
っ
た
も
の
も
数
多
く
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
御
容
赦
を
お
願
い
し
た
い
。

　
平
成
27
年
９
月
に
は
東
南
ア
ジ
ア
主
要
紙
６
社
が
復
興
状
況
に
つ
い
て
市
長
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
い
る
。
震
災
か
ら
５
年
の
節
目
と
な
る
平
成
28
年
３

月
に
は
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
特
派
員
ツ
ア
ー
が
組
ま
れ
た
。

　
市
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
ほ
か
、
田
老
防
潮
堤
や
高
台
の
整
備
と
住
宅
移
転

が
す
す
む
復
興
状
況
が
取
材
さ
れ
た
。

Ⅱ　
中
国
メ
デ
ィ
ア
の
東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
報
道

　
　
　
　
　
　
―
『
人
民
日
報
』、『
四
川
日
報
』
を
中
心
に�

――

�

何　
為
民

は
じ
め
に

　
筆
者
は
２
０
１
１
年
２
月
23
日
に
、
日
本
で
の
留
学
を
終
え
、
中
国
広
西
チ
ワ

ン
族
自
治
区
北
海
市
に
あ
る
北
京
航
空
航
天
大
学
北
海
学
院
に
赴
任
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
帰
国
間
も
な
い
２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
午
後
、
い
つ
も
の
通
り
に
授

業
を
終
え
、
宿
舎
に
帰
る
際
に
親
戚
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
日
本
で
は
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９・０
の
地
震
が
発
生
し
た
と
い
う
。
慌
て
て
テ
レ
ビ
を
つ
け
る

と
、
中
国
中
央
テ
レ
ビ
13
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
ニ
ュ
ー
ス
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
が
地
震

の
状
況
を
中
継
で
途
切
れ
な
く
報
道
し
続
け
て
い
る
。
筆
者
は
日
本
に
い
る
家
族

と
の
連
絡
も
取
れ
ず
、
夜
に
な
っ
て
よ
う
や
く
家
族
の
無
事
を
確
認
で
き
た
。
ま

た
、
筆
者
の
指
導
教
授
で
あ
る
神
田
よ
り
子
先
生
に
も
連
絡
を
し
て
無
事
と
確
認

で
き
た
が
、
岸
昌
一
先
生
が
宮
古
市
に
い
る
こ
と
を
知
り
、
不
安
で
た
ま
ら
な
か
っ

た
。そ
の
後
、神
田
先
生
を
通
じ
て
岸
昌
一
先
生
が
無
事
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

こ
れ
が
今
回
の
震
災
に
関
し
て
の
宮
古
市
と
の
最
初
の
か
か
わ
り
と
な
っ
た
。

１　
宮
古
調
査
の
は
じ
ま
り

　
２
０
１
４
年
４
月
１
日
か
ら
、
筆
者
は
敬
和
学
園
大
学
で
１
年
間
特
任
准
教
授

と
し
て
再
来
日
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
神
田
先
生
は
筆
者
が
日
本
に
い
る
間
に
、

多
く
の
調
査
研
究
に
参
加
し
、
経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
す
す

表１　海外メディアの取材
年 月 日 放送局（国名） 内　容

2011年3月11日 BBC 放送（イギリス） 市長インタビュー、田老防潮堤
2011年4月5日 中国国営放送 市長インタビュー
2011年5月28日 オーストラリア放送協会 市長インタビュー
2011年9月1日 フランス国営放送 発災当時の様子など
2011年3月7日 財新伝媒（中国） 市長電話取材
2011年11月26日 タイ PBS 田老防潮堤・グリーンピア仮設商店街取材

2015年9月10日

フィリピンスター紙（フィリピン）
星洲日報（マレーシア）
ジャワ・ポス紙（インドネシア）
マティチョン紙（タイ）
アイランド紙（スリランカ）
ハビール・デイリー紙（モルディブ）

市長インタビュー
（東南アジア主要紙６社）

2016年3月4日

法制日報・人民日報（中国）
中央通信社・中国時報（台湾）
総合ニュース・ＹＴＮ（韓国）
VNA（ベトナム）
チャンネルニューアジア（シンガポール）
il sole 24 ore ( イタリア）
Sueddeutsche Zeitung（ドイツ）
GAMMA PRESS（フランス）
USA　TODAY（アメリカ）
中央日報（韓国）

海外メディア特派員ツアー
市長インタビュー、田老防潮堤、
高台、田老市街地視察

海外メディアの東日本大震災に対する報道
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城
」
と
も
い
わ
れ
た
ほ
ど
堅
固
な
防
波
堤
で
あ
る
が
、
大
津
波
で
完
全
に
崩
壊
し

た
。
そ
の
上
に
昇
っ
て
み
る
と
、２
０
１
４
年
５
月
当
時
は
一
部
分
が
修
復
し
つ
つ
、

一
部
分
は
依
然
と
し
て
崩
壊
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
見
る
と
、
言
葉

も
出
な
い
ほ
ど
の
大
惨
事
だ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
写
真
１
は
東
日
本
大
震

災
後
、
宮
古
の
人
々
が
災
害
に
負
け
ず
、
懸
命
に
復
旧
工
事
を
行
っ
た
結
果
、
一

部
分
「
万
里
の
長
城
」
を
修
復
し
た
こ
と
で
あ
る
。
写
真
２
は
、
ま
だ
修
復
さ
れ

て
い
な
い
部
分
で
あ
り
、
震
災
後
の
ま
ま
残
っ
た
も
の
の
、
復
興
は
ま
だ
長
い
道

の
り
で
あ
る
と
物
語
っ
て
い
る
。

　
２
０
１
４
年
12
月
22
日
か
ら
の
３
回
目
の
調
査
で
は
、
大
震
災
の
最
中
に
宮
古

市
に
唯
一
灯
り
が
灯
り
続
け
て
い
た
場
所
、
後
藤
医
院
の
院
長
後
藤
康
文
先
生
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
筆
者
の
注
意
を
引
い
た
こ
と
は
院
長
が
中

国
山
東
省
煙
台
市
開
発
区
病
院
へ
腎
臓
人
工
透
析
機
を
寄
付
し
、
煙
台
市
の
栄
誉

市
民
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

当
時
日
中
友
好
協
会
副
会
長
を
し
て
い
た
後
藤
先
生
は
、
中
国
と
の
友
好
事

業
と
し
て
何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
た
と
き
、
人
工
透
析
機
の
寄
付
を
思
い
つ
い

た
。
そ
し
て
１
９
９
１
年
に
煙
台
市
の
病
院
へ
寄
付
し
、
し
か
も
技
術
者
の
養

成
に
も
力
を
注
い
だ
。
そ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
煙
台
市
と
宮
古
市
が

１
９
９
３
年
に
友
好
協
力
都
市
を
締
結
さ
せ
た
。
中
国
人
の
筆
者
に
と
っ
て
、
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
国
際
交
流
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
後
藤
先
生
は
、
宮
古
市
で
震

度
７
以
上
、
そ
し
て
20
㍍
の
津
波
に
も
耐
え
、
自
家
発
電
装
置
も
装
備
す
る
病
院

の
建
設
を
決
意
し
た
。
ま
た
地
震
に
よ
る
津
波
が
押
し
寄
せ
た
際
に
も
、
多
く
の

市
民
を
避
難
さ
せ
る
こ
と
も
想
定
し
た
。
そ
の
結
果
、
東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
、

人
工
透
析
を
必
要
と
す
る
患
者
は
問
題
な
く
治
療
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ

ら
に
大
津
波
が
襲
来
し
た
と
き
に
も
後
藤
病
院
は
、
患
者
を
救
う
役
割
を
果
た
し

た
の
み
な
ら
ず
、
２
０
０
人
以
上
も
の
避
難
者
も
受
け
入
れ
た
。
当
時
の
宮
古
市

民
に
元
気
を
与
え
た
灯
り
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
記
録
す
る
た
め
に
、
震
災
後

『
灯
り
続
け
た
街
の
明
か
り
』
と
い
う
映
画
も
作
ら
れ
、
世
界
36
の
国
々
に
配
信
す

る
こ
と
に
な
り
、
中
国
向
け
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
作
ら
れ
た
。
２
０
１
４
年
11
月
13
日
に

め
て
く
れ
た
。
こ
れ
は
日
本
の
記
憶
・
記
録
の
調
査
方
法
を
学
ぶ
貴
重
な
チ
ャ
ン

ス
と
思
い
、「
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
記
憶
伝
承
事
業
」
の
調
査
に
加
わ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
う
し
て
本
格
的
に
宮
古
調
査
に
参
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
調
査
は
東
日
本
大
震
災
の
記
憶
と
記
録
を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
と
い
う

目
的
で
立
ち
上
が
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
外
国
人
と
し
て
自
分
の
立
場
か
ら
記
録

し
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
２
０
１
４
年
５

月
の
連
休
、
８
月
の
お
盆
、
12
月
22
、
23
、
24
日
の
３
回
に
わ
た
っ
て
宮
古
市
を

訪
れ
調
査
を
行
っ
た
。
５
月
３
日
に
宮
古
市
に
到
着
し
、
翌
日
か
ら
調
査
に
乗
り

出
し
た
。

　
『
東
日
本
大
震
災
宮
古
市
の
記
録
』（
宮
古
市
２
０
１
４
）
に
よ
る
と
、
宮
古
市

の
死
亡
者
数
５
１
７
人
、
行
方
不
明
者
96
人
、
住
宅
全
壊
５
千
９
６
８
棟
、
大
規

模
半
壊
と
半
壊
が
あ
わ
せ
て
２
千
５
０
９
棟
で
あ
る
。
地
震
に
よ
る
津
波
遡
上
高

は
37
・
９
㍍
に
も
な
っ
た
。
爆
弾
が
爆
発
し
た
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
瓦

礫
が
積
み
重
な
っ
た
悲
惨
な
状
況
は
、
宮
古
市
が
収
録
し
た
写
真
集
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
か

ら
わ
か
っ
た
。
そ
の
中
で
最
も
被
害
が
大
き
か
っ
た
地
域
の
一
つ
に
田
老
地
区
が

あ
る
。
岸
先
生
に
連
れ
ら
れ
て
田
老
地
区
の
防
潮
堤
へ
行
っ
て
み
た
。「
万
里
の
長

写�真１・２　2014年５月４日に撮影した田老地区
の「万里の長城」

各分野での震災後の取り組み
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中
友
好
を
醸
成
す
る
た
め
、
大
い
に
取
り
上
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
の
結
論
を
だ

し
た
。『
北
京
晩
報
』
は
北
京
市
民
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
東
日

本
大
震
災
に
関
す
る
報
道
口
調
は
、『
人
民
日
報
』
と
比
較
す
る
と
、
地
震
そ
の
も

の
を
報
道
す
る
こ
と
が
少
な
い
。
そ
れ
で
も
大
震
災
の
際
に
、
日
本
国
民
が
慌
て

ず
社
会
秩
序
を
守
る
よ
う
な
行
動
を
し
た
と
称
賛
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
を
通
し

て
中
国
国
民
に
社
会
秩
序
を
守
る
意
識
を
喚
起
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
の
指
摘
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
論
文
は
『
人
民
日
報
』
の
報
道
傾
向
は
外
向
け
、『
北
京
晩

報
』
は
内
向
け
で
あ
る
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

内
容
で
、
ど
ん
な
視
点
で
報
道
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
注（
３
）。

　
実
際
、『
北
京
晩
報
』
も
中
国
共
産
党
北
京
委
員
会
機
関
紙
で
あ
り
、
北
京
晩

報
新
聞
社
は
『
北
京
晩
報
』、『
北
京
日
報
』
と
『
北
京
晨
報
』
を
発
行
し
、
北
京

か
ら
全
国
を
カ
バ
ー
す
る
新
聞
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
同
時
に
北

京
と
い
う
首
都
の
特
殊
な
地
方
紙
で
あ
り
、
報
道
内
容
は
『
人
民
日
報
』
と
き
わ

め
て
近
い
。

　
ま
た
２
０
１
１
年
の
『
放
送
研
究
と
調
査
』
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を
日
中
韓

が
如
何
に
伝
え
た
の
か
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
の
成
果
を
ま
と
め
て
載
せ
て
い

る
。
こ
れ
は
主
に
テ
レ
ビ
の
報
道
状
況
を
論
じ
た
も
の
で
、
中
国
の
テ
レ
ビ
報
道

に
つ
い
て
は
、
党
の
宣
伝
機
関
の
立
場
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
報
道
は
客
観

性
を
持
つ
面
が
あ
る
と
評
価
し
た
注（
４
）。

　
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
３
年
目
の
２
０
１
４
年
３
月
に
、『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

＆
メ
デ
ィ
ア
』
に
は
山
本
賢
二
の
「
福
島
原
発
事
故
と
中
国
メ
デ
ィ
ア
」
の
論
文

来
日
し
た
煙
台
市
の
医
院
関

係
者
が
宮
古
で
研
修
し
、「
技

術
研
修
や
震
災
時
の
対
応
な

ど
学
ぶ
こ
と
は
多
い
」
と
関

心
を
寄
せ
た
注（
１
）。

　
今
回
は
調
べ
て
ゆ
く
う
ち

に
中
国
と
の
か
か
わ
り
も
現

れ
、
宮
古
か
ら
国
際
交
流
の

展
開
も
見
え
て
き
て
、
地
方

や
、
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流

の
重
要
さ
を
感
じ
た
。

２　
『
人
民
日
報
』
と
『
四

川
日
報
』
の
報
道
内
容

　
本
稿
は
、
中
国
メ
デ
ィ
ア

が
東
日
本
大
震
災
を
如
何
に
報
道
し
た
の
か
を
調
べ
、
そ
れ
を
分
析
し
た
。

　
⑴　
こ
れ
ま
で
の
報
告
内
容

　
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
は
多
く
の
海
外
メ
デ
ィ
ア
が
報
道
し
て
い
る
。
そ
う

し
た
中
で
中
国
メ
デ
ィ
ア
の
動
向
に
つ
い
て
の
研
究
も
少
な
く
な
い
。「
中
国
メ

デ
ィ
ア
か
ら
見
た
東
日
本
大
震
災
」
は
、『
人
民
日
報
』
と
『
北
京
晩
報
』
の
記
事

を
中
心
に
し
た
研
究
成
果
で
あ
り
、
主
に
「
中
国
メ
デ
ィ
ア
は
ど
の
よ
う
に
伝
え

た
か
」注（
２
）
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
調
査
期
間
は
２
０
１
１
年
３
月
11
日
か
ら

４
月
13
日
の
１
か
月
間
で
、
地
震
発
生
後
の
２
日
目
か
ら
４
日
間
を
分
析
し
て
い

る
。
両
新
聞
が
東
日
本
大
震
災
を
ど
の
よ
う
に
報
道
し
た
の
か
を
調
査
し
た
も
の

で
あ
る
。『
人
民
日
報
』
が
中
国
国
内
で
最
大
の
発
行
部
数
を
誇
る
新
聞
で
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
大
震
災
に
関
す
る
強
調
点
が
低
く
は
な
く
、
む
し
ろ
日

注（
１
）�『
宮
古
民
友
』
２
０
１
４
年
11
月
15
日
１
面
「
中
国
・
煙
台
市
の
医
院
関
係
者
宮

古
で
研
修
・
新
睦
交
流
」

注（
２
）�
文
俊・宮
崎
恒
平「
中
国
メ
デ
ィ
ア
か
ら
見
た
東
日
本
大
震
災
―『
人
民
日
報
』と『
北

京
晩
報
』
の
紙
面
比
較
を
通
じ
て
」『
日
中
社
会
学
研
究
』
２
０
１
２
年
１
月
66
頁

注（
３
）�

前
掲
（
２
）
66
～
87
頁
参
照

注（
４
）�

山
田
賢
一
「『
東
日
本
大
震
災
』
は
日
中
韓
で
ど
う
伝
え
ら
れ
た
の
か
―
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ュ
ウ
ム
で
の
報
告
・
議
論
か
ら
」『
放
送
研
究
と
調
査
』
２
０
１
１
年
12
月
号　

12
～
20
頁
参
照
。

写真３　後藤先生をインタビューしたとき

海外メディアの東日本大震災に対する報道
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『
人
民
日
報
』
は
「
中
国
の
特
色
社
会
主
義
道
路
、
理
論
シ
ス
テ
ム
、
制
度
及
び

改
革
開
放
と
社
会
主
義
近
代
化
の
業
績
を
宣
伝
す
る
」
と
の
主
旨
が
あ
る
。
こ
れ

ま
で
世
界
１
０
０
国
と
地
域
で
発
行
さ
れ
、
２
０
１
３
年
ま
で
に
年
間
３
０
０
万

部
の
発
行
部
数
に
達
し
て
い
る
６
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
世
界
に
お
い
て
も
こ
の
新
聞

の
宣
伝
効
果
は
無
視
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
人
民
日
報
社
の
所
在
地
は
北
京
に
あ

り
、
首
都
に
立
地
に
す
る
こ
と
で
中
国
全
体
の
情
報
を
国
内
だ
け
で
は
な
く
広
く

国
際
的
に
発
信
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
『
四
川
日
報
』
は
、『
人
民
日
報
』
と
政
治
的
な
役
割
は
同
じ
だ
が
、
中
国
共
産

党
四
川
省
委
員
会
の
機
関
紙
で
あ
り
、『
人
民
日
報
』
と
同
様
に
、
中
国
共
産
党
の

国
策
宣
伝
機
関
で
あ
る
一
方
、
四
川
省
を
中
心
に
宣
伝
す
る
こ
と
に
な
る
。
日
本

の
地
方
新
聞
と
同
じ
部
分
が
あ
る
が
、
四
川
に
お
け
る
共
産
党
の
指
導
状
況
を
伝

え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。『
四
川
日
報
』
も
党
の
「
喉
舌
」
と
い
う
言
葉
が
表
現

す
る
よ
う
に
、
中
国
共
産
党
の
政
策
、
治
国
理
念
な
ど
を
宣
伝
し
、
党
に
反
す
る

宣
伝
を
し
な
い
と
い
う
基
本
的
な
規
則
が
あ
る
。
ま
た
、『
四
川
日
報
』
は
四
川
省

に
立
脚
し
、
省
域
人
民
の
生
活
に
密
着
し
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を
提
供
す
る

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
『
人
民
日
報
』
と
『
四
川
日
報
』
は
同
じ
共
産
党
の
宣
伝
機
構
で

あ
る
が
、
報
道
に
お
け
る
重
点
が
異
な
る
。

　
今
回
『
四
川
日
報
』
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。
中

国
四
川
省
汶
川
地
域
で
は
２
０
０
８
年
５
月
12
日
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８・０
の
大

地
震
が
あ
り
、
日
本
か
ら
の
支
援
に
は
感
謝
の
世
論
が
極
め
て
高
か
っ
た
。
日
本

は
救
援
隊
を
派
遣
し
、
負
傷
し
た
人
を
救
助
し
た
り
、
日
本
の
経
験
を
生
か
し
て

積
極
的
に
救
済
活
動
を
行
っ
た
こ
と
は
、
現
地
の
メ
デ
ィ
ア
が
大
き
く
取
り
上
げ
、

高
く
評
価
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
今
回
の
大
震
災
に
つ
い
て
、
特
に
近
い
過
去
に

大
き
な
震
災
を
経
験
し
た
震
災
地
の『
四
川
日
報
』が
如
何
に
報
道
し
て
き
た
の
か
、

興
味
深
い
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
『
人
民
日
報
』
と
『
四
川
日
報
』
の
報
道
内
容
が
同
じ
な
の
か
異
な
る
の

が
掲
載
さ
れ
、
中
国
共
産
党
機
関
誌
『
求
是
』
に
載
っ
た
福
島
原
発
事
故
に
関
す

る
中
国
論
文
を
検
討
し
、
中
国
は
あ
の
原
発
事
故
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
た
の
か
に

つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　
以
上
、
東
日
本
大
震
災
発
生
後
、
中
国
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
た
報
道
の
研
究
を
概

観
し
た
。
そ
の
結
果
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
通
信
社
な
ど
の
報
道
状
況
が
研
究
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
特
に
新
聞
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ
２
０
１
１
年
の
み
検
討
し
て
い

た
こ
と
や
、
メ
デ
ィ
ア
業
界
が
災
害
の
報
道
を
如
何
に
行
っ
て
き
た
の
か
に
つ
い

て
の
研
究
が
多
か
っ
た
。
そ
の
後
の
１
周
年
、
２
周
年
の
時
期
に
は
、
人
類
史
上

で
も
大
き
な
災
難
に
つ
い
て
、
中
国
メ
デ
ィ
ア
が
こ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
に
は

言
及
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
後
、
日
本
の
被
災
地
の
復
興
に
つ
い

て
の
報
道
を
検
討
す
る
成
果
も
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
本
稿
で
は
、
中
国
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
内
容
に
注
目
し
、

特
に
１
～
４
周
年
に
『
人
民
日
報
』
と
『
四
川
日
報
』
が
ど
の
よ
う
な
報
道
を
し

て
き
た
の
か
を
中
心
に
検
討
す
る
。
研
究
方
法
と
し
て
は
、
２
つ
の
新
聞
の
報
道

内
容
を
考
察
し
、
さ
ら
に
日
中
関
係
の
変
化
を
背
景
に
、
報
道
の
視
点
の
変
化
に

つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。

　
⑵　
『
人
民
日
報
』
と
『
四
川
日
報
』
を
選
ん
だ
理
由

　
『
人
民
日
報
』
は
中
国
共
産
党
制
度
下
で
、
共
産
党
国
策
宣
伝
機
関
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
常
に
「
党
の
喉
舌
」
と
表
現
さ
れ
、
共
産
党
に
と
っ
て
重
要
な

宣
伝
機
構
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
１
９
４
８
年
６
月
15
日
、『
人
民
日
報
』
を
中
国
共
産
党
華
北
局
注（
５
）
機
関
紙

と
し
て
創
刊
さ
れ
、
１
９
４
９
年
８
月
１
日
、
中
国
共
産
党
は
北
京
を
解
放
し
、

政
権
を
成
立
す
る
際
に
、『
人
民
日
報
』
を
中
国
共
産
党
機
関
紙
と
し
た
。「
人
民

日
報
」
の
題
字
は
毛
沢
東
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
１
９
９
２
年
、ユ
ネ
ス
コ
（
国

際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
）
は
『
人
民
日
報
』
を
「
世
界
十
大
新
聞
紙
」
の
一

つ
と
認
定
し
た
。

注（
５
）�

中
国
共
産
党
華
北
地
域
を
管
理
す
る
共
産
党
機
関
で
、華
北
は
北
京
、天
津
、河
北
、

内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
、
山
東
、
河
南
の
黄
河
の
北
部
分
の
地
域
を
指
し
て
い
る
。

注（
６
）�http:/*/w

w
w
.people.com

.cn/G
B/50142/104580/　

『
人
民
日
報
』

社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。

各分野での震災後の取り組み
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を
し
た
り
、
あ
る
都
市
で
は
市
長
や
市
会
議
員
も
街
頭
で
、
四
川
省
汶
川
被
災
地

の
た
め
に
募
金
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。

　
そ
の
上
で
、
そ
の
よ
う
な
感
動
さ
せ
る
場
面
は
忘
れ
ら
れ
な
い
と
述
べ
た
上
で
、

今
回
の
東
日
本
大
震
災
は
中
国
が
恩
を
知
り
、
恩
に
報
い
る
べ
き
で
あ
り
、
救
援

の
手
を
さ
し
の
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
記
さ
れ
て
い
る
注（
７
）。

　
３
月
15
日
の
、『
人
民
日
報
』
と
『
四
川
日
報
』
は
、
中
国
国
家
主
席
の
胡
錦
濤

が
天
皇
陛
下
と
、
衆
・
参
議
院
議
長
あ
て
に
、
見
舞
い
の
電
報
を
打
っ
た
と
１
面

の
ト
ッ
プ
欄
に
載
っ
た
。

　
ま
た
中
国
の
救
援
隊
は
３
月
13
日
19
時
、
岩
手
県
花
巻
空
港
に
到
着
し
、
そ
の

後
日
本
側
が
用
意
し
た
バ
ス
で

大
船
渡
市
へ
行
っ
た
こ
と
が
報

じ
ら
れ
、
翌
日
に
は
さ
っ
そ
く

救
援
活
動
に
参
加
し
た
。『
人

民
日
報
』
や
『
四
川
日
報
』
も

中
国
救
援
隊
の
活
動
を
シ
リ
ー

ズ
で
報
道
し
、
中
国
の
恩
返

し
の
た
め
の
活
動
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
た
。
３
月
15
日
に
は

２
０
０
棟
が
崩
壊
し
た
住
宅
を

捜
索
し
た
こ
と
、
ま
た
当
時
被

災
地
で
は
物
資
が
極
め
て
少
な

く
、
救
援
隊
隊
員
が
節
約
の
た

め
に
、
洗
顔
や
歯
を
磨
く
こ
と

さ
え
し
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た

同
日
に
は
倒
壊
し
た
家
屋
で
年

配
者
の
遺
体
を
発
見
し
た
事
な

ど
を
報
じ
た
。

　
地
元
の
人
々
も
中
国
救
援
隊

か
も
見
て
お
き
た
い
。

３　
２
つ
の
新
聞
紙
の
報
道
内
容
に
つ
い
て

　
⑴　
地
震
後
の
『
人
民
日
報
』
と
『
四
川
日
報
』

　
２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
の
は
午
後
で
あ
っ
た
。

中
国
の
新
聞
は
最
新
情
報
を
伝
え
る
た
め
の
号
外
と
い
う
形
で
発
行
す
る
こ
と

は
極
め
て
少
な
い
か
ら
、
記
事
の
掲
載
は
、
次
の
12
日
に
な
る
。
２
０
１
１
年
３

月
12
日
の
『
人
民
日
報
』
は
１
面
に
「
日
本
発
生
特
大
地
震
海
嘯
」（
日
本
で
特

大
の
地
震
と
津
波
が
発
生
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
大
き
く
取
り
上
げ
た
。
字
数

は
お
よ
そ
３
０
０
字
余
り
、『
人
民
日
報
』
東
京
駐
在
記
者
が
報
じ
た
。
３
面
に

は
「
特
大
地
震
海
嘨
襲
撃
日
本
」（
大
き
な
地
震
と
津
波
が
日
本
を
襲
撃
）
と
し
て

１
千
８
０
０
字
余
り
の
文
章
で
地
震
発
生
後
に
東
京
で
電
車
が
止
ま
り
、
成
田
空

港
が
閉
鎖
、
新
幹
線
の
運
行
が
見
合
わ
さ
れ
た
な
ど
の
混
乱
状
況
、
そ
し
て
政
府

が
緊
急
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
な
ど
を
報
じ
た
。
同
面
で
は
中
国
外
務
省

報
道
官
の
談
話
を
発
表
し
、
中
国
政
府
は
援
助
を
す
る
用
意
が
あ
る
と
述
べ
た
。

　
中
国
で
は
毎
年
３
月
に
「
全
国
人
民
代
表
大
会
」（
全
人
代
）
と
全
国
政
治
協

商
会
議
、
す
な
わ
ち
「
両
会
」
の
開
催
が
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
は
こ
の
「
両
会
」

の
最
中
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
人
民
日
報
』
が
大
々
的
に
報
じ
た
の
は
、

中
国
政
府
が
こ
の
震
災
を
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
四
川
日
報
』
で
は
、
新
華
社
通
信
の
ニ
ュ
ー
ス
内
容
を
１
面
で
報
じ
た
。「
日

本
８・８
級
大
地
震
引
発
海
嘯
」（
日
本
で
８・８
の
大
地
震
が
津
波
を
引
き
起
こ

す
）と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、約
１
千
字
弱
の
文
章
で
大
震
災
の
状
況
を
述
べ
て
い
る
。

注
目
し
た
い
の
は
、
８
面
に
ほ
ぼ
１
面
を
使
っ
て
震
災
状
況
を
詳
し
く
紹
介
す
る

と
と
も
に
、「
一
衣
帯
水
、
感
同
身
受
」（
一
衣
帯
水
で
、
自
分
自
身
が
災
難
に
遭
っ

た
よ
う
に
感
じ
て
い
る
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
文
章
が
注
目
さ
れ
る
。
記
事
内
容

は
主
に
日
本
政
府
と
国
民
に
対
し
、
中
国
は
信
頼
で
き
る
隣
国
で
あ
り
、
今
回
の

地
震
は
、
中
国
の
人
々
が
２
０
０
８
年
四
川
省
汶
川
で
起
き
た
地
震
を
想
起
さ
せ

る
。
そ
の
当
時
、
日
本
が
迅
速
に
救
援
隊
を
派
遣
し
て
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
服
を
着

て
被
災
地
で
懸
命
に
救
援
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
中
国
駐
在
日
本
記
者
は
、

日
本
の
一
般
市
民
、
学
生
、
民
間
企
業
が
中
国
の
被
災
地
の
人
々
の
た
め
に
募
金

注（
７
）『
四
川
日
報
』
２
０
１
１
年
11
月
12
日
８
面
参
照
。

写真４　�『四川日報』が2011年３月12日８面に掲載した地震の写真

海外メディアの東日本大震災に対する報道
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た
が
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
注
目
は
続
い
た
。
し
か
し
大
地
震
発
生
か
ら
１
か
月

後
の
２
０
１
１
年
４
月
11
日
付
け
の
『
人
民
日
報
』
に
は
大
地
震
に
関
す
る
報
道

は
な
か
っ
た
。
４
月
12
日
に
は
、
日
本
と
中
国
雲
南
省
地
震
に
お
い
て
、
60
歳
以

上
の
被
災
者
に
対
す
る
40
万
元
の
精
神
健
康
調
整
金
と
、
住
居
な
ど
を
提
供
し
た

と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
４
月
16
日
以
降
、
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
報
道
は
、
ほ

と
ん
ど
断
片
的
な
も
の
と
な
り
、
内
容
は
原
発
事
故
が
中
心
と
な
っ
た
。

　
『
四
川
日
報
』
は
、
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
１
か
月
間
連
続
し
て
報
道

し
た
が
、
そ
の
趣
旨
は
『
人
民
日
報
』
と
ほ
ぼ
変
わ
り
な
く
、
４
月
12
日
に
、
地

震
発
生
後
１
か
月
後
に
強
い
余
震
が
日
本
を
襲
う
と
い
う
記
事
が
最
後
で
、
こ
れ

以
降
は
連
続
し
た
報
道
は
な
く
な
り
、
四
川
地
震
復
興
に
関
す
る
記
事
が
中
心
と

に
対
し
、
中
国
語
で
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
救
援
隊
員
が
感
動
し
て
い
る
こ
と
を

報
道
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
、
災
害
を
前
に
両
国
国
民
が
過
去
を
忘
れ
、
日
本

の
震
災
後
の
復
興
を
期
待
す
る
と
い
う
気
持
ち
が
報
道
の
主
流
で
あ
っ
た
。
３
月

20
日
に
は
救
援
隊
が
日
本
で
の
救
援
活
動
を
終
え
、
３
月
21
日
に
帰
国
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。『
人
民
日
報
』
と
『
四
川
日
報
』
も
こ
の
記
事
を
載
せ
、
中
国
救
援
隊

と
地
元
の
人
と
の
別
れ
、
日
本
外
務
省
職
員
に
よ
る
惜
別
の
言
葉
を
報
じ
て
い
る
。

　
福
島
原
発
事
故
が
注
目
さ
れ
た
の
は
、
２
０
１
１
年
３
月
13
日
の
記
事
で
あ
る
。

福
島
原
発
事
故
は
中
国
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
が
、中
国
政
府
は
当
時
「
両

会
」
の
開
催
中
で
あ
り
、
社
会
の
安
定
を
考
慮
し
て
、
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能

が
中
国
に
影
響
す
る
こ
と
を
強
く
否
定
し
た
。
し
か
し
現
状
で
は
、
報
道
機
関
の

内
容
に
不
信
感
を
持
つ
人
が
多
く
あ
っ
た
。
民
間
で
は
塩
を
食
べ
る
と
放
射
能
汚

染
を
予
防
で
き
る
と
い
う
噂
が
流
れ
、
中
国
各
地
の
ス
ー
パ
ー
で
は
塩
が
売
り
切

れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
中
国
政
府
は
ほ
ぼ
毎
日
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
、

原
発
事
故
に
よ
る
中
国
へ
の
影
響
に
つ
い
て
情
報
を
公
開
し
て
い
る
。『
人
民
日
報
』

は
３
月
24
日
以
降
、
記
事
の
主
要
な
注
目
点
は
、
福
島
原
発
事
故
に
あ
っ
た
。「
日

本
の
原
発
事
故
は
わ
が
国
の
環
境
、
健
康
に
影
響
が
な
い
」
と
中
国
国
民
を
安
心

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
３
月
25
日
の
１
面
の
記
事
に
も
、
日
本
の
原
発
事
故
は

中
国
近
海
地
域
に
影
響
が
な
い
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
『
人
民
日
報
』
は
、
２
０
１
１
年
４
月
４
日
ま
で
に
連
続
報
道
が
終
わ
り
、
そ
の

後
は
断
続
的
に
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
報
道
を
行
い
、
２
、３
日
に
１
回
と
い
う

ペ
ー
ス
で
関
連
報
道
を
載
せ
て
い
る
。
４
月
８
日
に
中
国
駐
日
大
使
館
の
公
式
発

表
を
載
せ
、
東
日
本
大
震
災
で
８
人
の
中
国
人
の
死
亡
を
確
認
し
、
中
国
国
民
も

被
害
を
受
け
た
事
を
論
じ
た
。
ま
た
、２
０
１
１
年
４
月
15
日
の『
人
民
日
報
』は
、

在
日
中
国
留
学
生
の
現
状
を
報
じ
、
留
学
生
の
震
災
後
の
生
活
状
況
を
紹
介
し
た
。

こ
の
記
事
は
日
本
国
内
に
お
い
て
、
地
震
発
生
後
、
多
く
の
中
国
人
が
慌
て
て
帰

国
し
た
こ
と
へ
の
批
判
に
対
す
る
反
論
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
。

　
そ
の
後
、『
人
民
日
報
』
は
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
報
道
も
、
最
初
の
時
期
に

１
～
３
面
の
「
要
聞
」
コ
ラ
ム
か
ら
、「
天
下
」
と
い
う
４
面
の
コ
ラ
ム
へ
と
移
っ

写�真５　『人民日報』が2011年４月２日４面に掲載した新華社記者が撮影した写
真で、中国救援隊が見つかった遺体を運ぶ様子

各分野での震災後の取り組み
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な
っ
た
。

　
⑵　
東
日
本
大
震
災
の
周
年
に
つ
い
て
報
道
し
て
い
る
の
か

　
中
国
で
は
毎
年
３
月
が
全
人
代
と
政
治
協
商
会
議
を
開
催
す
る
時
期
で
あ
る
た

め
、
重
要
な
ニ
ュ
ー
ス
で
な
い
限
り
、『
人
民
日
報
』
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
比
較

的
少
な
く
、
国
際
ニ
ュ
ー
ス
も
量
的
に
減
少
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　
２
０
１
２
年
３
月
11
日
、『
人
民
日
報
』
４
面
に
は
「
日
本
は
大
地
震
一
周
年
を

記
念
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
東
京
で
追
悼
式
が
開
か
れ
、
天
皇
陛
下
と
野
田
総

理
（
当
時
）
が
参
加
し
た
こ
と
を
報
じ
た
。
３
月
12
日
に
は
、『
人
民
日
報
』
の
記

者
が
宮
城
県
石
巻
市
や
中
国
救
援
隊
が
救
援
活
動
を
行
っ
た
大
船
渡
市
な
ど
の
地

域
を
訪
ね
、
被
災
地
の
現
状
を
報
じ
、
多
く
の
地
域
で
再
建
の
め
ど
が
立
っ
て
い

な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
『
四
川
日
報
』
は
１
周
年
の
３
月
11
日
に
、「
日
本
地
震
一
年
重
建
纸
上
谈
兵
」（
日

本
地
震
一
年
、
再
建
は
机
上
の
空
論
）
と
の
タ
イ
ト
ル
で
、
新
華
社
通
信
に
よ
る

２
千
５
０
０
字
の
文
章
で
東
日
本
大
震
災
を
取
り
上
げ
、
災
害
が
発
生
し
て
か
ら

１
年
を
経
て
も
、
被
災
地
は
依
然
と
し
て
悲
惨
な
状
況
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い

る
。
３
月
12
日
に
は
、
地
震
１
周
年
、
２
０
１
２
年
３
月
12
日
『
四
川
日
報
』
８

面
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
日
本
に
お
け
る
原
発
反
対
の
デ
モ
の
様
子
で
あ
る
。

　
国
民
が
憤
怒
で
デ
モ
を
行
う
事
を
報
じ
、
地
震
災
害
が
大
き
か
っ
た
岩
手
県
の

再
建
が
遅
れ
て
お
り
、
国
民
が
不
満
を
募
ら
せ
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
３
月
14

日
に
は
、
福
島
原
発
事
故
の
た
め
、
そ
の
地
域
の
幼
児
は
甲
状
腺
ガ
ン
を
発
す
る

危
険
性
が
増
し
て
い
る
と
い
う
記
事
が
あ
っ
た
。

　
２
０
１
２
年
９
月
尖
閣
諸
島
国
有
化
に
と
も
な
い
、
日
中
関
係
が
１
９
７
２
年

日
中
国
交
回
復
以
来
最
悪
の
状
態
に
冷
え
込
ん
だ
。
東
日
本
大
震
災
２
周
年
の

２
０
１
３
年
３
月
、
中
国
で
は
習
近
平
が
国
家
主
席
に
就
任
し
、
新
た
な
国
家
指

導
部
が
船
出
す
る
時
期
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
日
中
関
係
改
善
の
兆
し
が
見
え
て
こ
な
い
た
め
、『
人
民
日
報
』
に
は

２
０
１
３
年
３
月
11
日
の
前
後
５
日
間
、
東
日
本
大
震
災
２
周
年
に
関
す
る
記
事

は
な
か
っ
た
。

　
２
０
１
３
年
３
月
12
日
の
『
四
川
日
報
』
に
は
、「
日
本
大
震
災
後
の
復
興
は
責

任
が
重
大
で
道
は
遠
い
」
と
い
う
記
事
が
あ
っ
た
。
内
容
は
２
０
１
２
年
末
に
日

本
政
府
が
公
開
し
た
情
報
で
は
、
海
岸
防
波
堤
の
建
設
は
26
％
し
か
完
成
し
て
お

ら
ず
、
農
耕
地
が
震
災
前
の
33
％
し
か
復
元
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
住
民
が
最
も

関
心
を
寄
せ
て
い
る
住
宅
建
設
は
遅
れ
て
お
り
、
多
く
の
被
災
者
が
仮
設
住
宅
に

住
ん
で
い
る
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。

　
２
０
１
３
年
12
月
27
日
、
安
部
総
理
は
政
権
発
足
の
１
年
後
に
靖
国
神
社
を
参

拝
し
た
。
こ
れ
は
も
と
も
と
冷
え
込
ん
で
い
た
日
中
関
係
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
た
。

写真６　�2012年３月12日『四川日報』８面に掲載された日本の原発反対のデモ
　�１周年の３月11日に、「日本地震一年重建纸上谈兵」（日本地震１年、再建は机
上の空論）というタイトルで、2千 500字程の文章で東日本大震災による原発
事故のため、福島の幼児は甲状腺ガンを発する危険性が増しているという記事が
あった。

海外メディアの東日本大震災に対する報道
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が
到
達
し
た
高
さ
に
し
っ
か
り
と
印
を
刻
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
過
去
に
起
こ
っ
た

災
害
の
教
訓
を
人
々
に
伝
え
、当
時
の
記
録
を
残
す
こ
と
で
も
あ
る
。そ
し
て
、人
々

に
万
が
一
の
際
に
は
、
逃
げ
る
勇
気
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
地
震
は
人
類
の
災
難
で
あ
り
、
中
国
で
も
各
国
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
報
道
す
る
際

に
は
、
政
治
に
利
用
さ
れ
ず
、
と
も
に
災
害
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
と
、
改
め
て

理
解
で
き
た
。

写
真
７
　
写
真
は
、

2012
年
３
月

12
日
『
四
川
日
報
』
８
面
に
掲
載
し
た
日
本
原
発
反
対
の
デ
モ

そ
れ
と
直
接
関
連
す
る
の
か
否
か
、
推
測
不
能
だ
が
、
本
来
な
ら
震
災
後
、
特
に

周
年
に
あ
る
と
、
人
々
の
中
で
地
震
が
人
類
に
も
た
ら
し
た
悲
惨
な
状
況
を
風
化

さ
せ
な
い
た
め
、
ど
ん
な
メ
デ
ィ
ア
で
も
記
念
す
べ
き
文
章
を
掲
載
す
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が『
人
民
日
報
』と『
四
川
日
報
』は
２
０
１
４
年
３
月
12
日
に
、

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
報
道
で
は
、
福
島
原
発
事
故
が
中
心
で
、
日
本
政
府
が

原
発
事
故
の
解
決
を
進
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
特
記
し
て
い
る
。

　
２
０
１
４
年
11
月
に
中
国
で
開
催
さ
れ
た
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
会
議
で
、
日
中
首
脳
の
会

談
が
実
現
し
た
が
、
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
、
日
中
関
係
は

確
か
な
前
進
も
確
認
で
き
な
い
状
態
の
中
、
東
日
本
大
震
災
４
周
年
に
あ
た
る

２
０
１
５
年
３
月
11
日
、
12
日
に
は
、『
人
民
日
報
』
と
『
四
川
日
報
』
と
も
に
関

連
す
る
記
事
が
な
か
っ
た
。

お
わ
り
に

　
筆
者
は
宮
古
市
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
記
憶
伝
承
事
業
の
調
査
に
参
加
で
き

た
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
な
経
験
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
筆
者
を
連
れ
て
調

査
し
て
い
る
岸
先
生
は
、
編
集
委
員
会
の
委
員
で
あ
る
同
時
に
、
宮
古
市
民
で
被

災
者
の
１
人
で
も
あ
る
。
調
査
の
際
に
、「
万
里
の
長
城
」
か
ら
遠
い
海
を
眺
め
な

が
ら
、「
津
波
の
時
の
海
が
異
常
に
青
か
っ
た
」
と
言
い
、
目
の
奥
に
地
震
災
害
に

対
す
る
恐
ろ
し
さ
が
読
み
取
れ
た
。
ま
た
、
２
０
１
４
年
８
月
、
神
田
先
生
と
一

緒
に
被
災
し
た
三
陸
の
海
岸
地
域
に
沿
っ
て
車
で
走
っ
た
。
な
る
べ
く
海
岸
沿
い

を
走
ろ
う
と
い
う
目
的
で
あ
っ
た
が
、
沿
岸
に
は
あ
ま
り
に
も
悲
惨
な
状
況
が
続

い
て
い
た
た
め
に
、
な
か
な
か
言
葉
が
見
つ
か
ら
な
い
。
大
津
波
が
襲
っ
た
痕
は

多
く
の
地
域
に
依
然
と
し
て
そ
の
痕
跡
が
深
く
残
さ
れ
て
い
た
。

　
さ
ら
に
福
島
原
発
事
故
の
周
辺
に
は
、道
路
の
そ
ば
に
立
派
な
家
が
数
多
く
残
っ

て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
に
は
誰
も
住
ん
で
お
ら
ず
、
ま
る
で
無
人
の
城

下
町
の
よ
う
に
感
じ
取
れ
た
。

　
「
天
災
は
忘
れ
ら
れ
た
頃
に
来
た
る
」
と
い
う
言
葉
が
今
で
も
筆
者
の
心
に
響
い

て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
地
震
災
害
は
人
類
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

そ
れ
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
も
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
今
日
、
津
波
が
あ
っ
た
地
点
で
は
必
ず
町
の
目
立
つ
と
こ
ろ
に
、
か
つ
て
津
波

各分野での震災後の取り組み
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協
力
者

　
東
日
本
大
震
災
宮
古
市
の
記
録
（
下
）
の
編
纂
に
あ
た
り
御
協
力
頂
い
た
方

（
敬
称
略
、
50
音
順
）

青
笹
光
一	
赤
坂
真
喜
子	

赤
沼
幸
子	

赤
沼
利
彦	

赤
沼
秀
章

赤
沼　
弘	
赤
沼
正
清	

赤
松
フ
ァ
ト
マ	

東　
キ
ヌ	

穴
澤
良
三

阿
部
勝
久	
安
倍
主
税	

天
杉
国
夫	

天
杉
美
智
子	

荒
川
清
孝

有
村
領
一	

五
十
嵐　
悦	

井
川
典
久	

石
井　
繁	

石
川　
浩

石
崎
公
子	

石
崎
賢
一	

石
崎
忠
彦	

石
崎
瓔
子	

石
澤
綾
子

泉
沢
敏
郎	

伊
藤
寛
治	
伊
藤
純
子	

伊
藤
囜
一	

伊
藤　
伸

伊
藤
智
恵
子	

伊
藤
鐵
男	
伊
藤
直
子	

伊
藤
政
光	

伊
藤
万
里
利
子

伊
藤
隆
一	

伊
藤
良
治	

伊
藤
る
み
子	

猪
又　
忠	

今
井　
仁

今
橋
克
寿	

岩
崎
昭
子	

岩
塚
和
男	

岩
間
正
一	

岩
間
弘
子

岩
間
リ
サ
子	

上
野
秋
男	

上
野
敏
子	
臼
木
禮
子	

内
田
満
美
子

宇
都
宮
拓
治	

梅
沢
健
治	

榎
本
一
枝	
エ
ミ
ー
・
ナ
カ
ジ
マ	

及
川
耕
一

近
江　
勇	

大
井
敬
一	

大
井
誠
治	

大
久
保　
博	

大
倉
甲
子
郎

大
越
信
行	

大
坂
文
人	

大
沢
ヨ
シ	

太
田
昭
彦	

太
田
憲
一
郎

大
手
一
男	

大
洞
晴
洋	

大
森
桂
子	

大
森　
進	
大
森
直
人

小
笠
原
謙
逸	

落
合
ヨ
シ	

小
野
寺
悦
朗	

小
野
寺
信
一	
小
野
寺
俊
雄

小
幡　
勉	

小
原
久
美
子	

加
倉
幸
平	

加
倉
し
づ
子	
加
持
敏
幸

加
持　
操	

加
藤
伸
二	

加
藤
美
香
子	

加
藤
美
季	

加
藤
安
夫

金
澤
純
二	

金
沢
武
治	

金
澤
み
ち
子	

金
澤
み
つ
子	

金
澤
洋
子

金
子
誠
二	

釜
場
清
人	

上
須
賀
為
信	

上
屋
敷
正
明	

上
山
純
子

上
山
ヤ
ス
子	

川
崎
礼
子	

川
戸
幸
男	

川
部
恭
子	

川
部
淳
一

川
部
正
三	

川
村
央
隆	

菊
池
誠
也	

北
村
徳
行	

北
村
嘉
男

北
村
嘉
勝	

木
村
金
雄	

木
村
善
一	

木
村
民
茂	

木
村
英
世

工
藤
ヒ
デ
子	

久
保
田　
順	

熊
谷　
毅	

黒
渕
祐
司	

高
坂　
修

高
坂
菊
太
郎	

高
坂
勇
一	

小
関
憲
一	

後
藤　
尚	

後
藤
康
文

琴
畑
喜
美
雄	

小
成
勝
郎	

小
成
文
男	

小
成
道
子	

小
林
一
彦

小
林
さ
つ
き	

小
林
ト
キ	

小
林
徳
光	

小
林
一
二
三	

小
林　
学

小
林
義
一	

小
向
聖
子	

小
山
由
美
子	

今
野　
忍	

金
野　
侑

齋
藤
久
美
子	

斎
藤
志
知
子	

斉
藤　
勉	

齊
藤
鉄
郎	

斎
藤
仁
司

佐
臼
節
子	

坂
下
喜
一	

坂
下
大
輔	

坂
本
惠
子	

坂
本
静
枝

坂
本
智
子	

佐
久
間　
力	

佐
香
英
一	

笹
川　
正	

佐
々
木
ア
ニ
ー
タ

佐
々
木
勝
彦	

佐
々
木
慶
子	

佐
々
木
好
栄	

佐
々
木
沙
希
恵	

佐
々
木　
敏

佐
々
木
重
勝	

佐
々
木
純
子	

佐
々
木
隆
文	

佐
々
木
拓
真	

佐
々
木
敏
夫

佐
々
木
ト
シ	

佐
々
木
信
幸	

佐
々
木
則
子	

佐
々
木
春
雄	

佐
々
木
ハ
ル

佐
々
木
秀
史	

佐
々
木
博
史	

佐
々
木
平
一
郎	

佐
々
木　
誠	

佐
々
木
匡
人

佐
々
木
正
光	

佐
々
木
正
之	

佐
々
木
未
緒	

佐
々
木
光
子	

佐
々
木
睦
雄

佐
々
木　
優	

佐
々
木
洋
介	

佐
々
木
善
明	

佐
々
木
喜
一	

佐
々
木
嘉
晴

笹
原
美
津
秀	

笹
原
め
ぐ
み	

佐
竹
保
子	

佐
藤
彰
洋	

佐
藤
和
彦

佐
藤　
盛	

佐
藤
せ
つ
子	

佐
藤
チ
ヤ	

佐
藤
史
隆	

佐
藤
雅
夫

澤
口　
功	

澤
口
候
則	

澤
口
則
夫	

澤
田
三
夫	

澤
口
義
知

塩
谷
ケ
リ
ー	

志
賀
政
信	

信
夫
安
美	

島
香
聖
子	

島
崎　
準

島
崎
ト
シ
子	

嶋
崎
ト
シ	

清
水
泰
子	

下
澤
悦
子	

下
西
辰
雄

下
山
英
子	

Chow	Naomi	

生
内
国
子	

白
鳥
定
良	

新
屋
正
治

菅
田
正
義	

菅
野
富
男	

菅
原
則
夫	

鈴
木
慶
一	

鈴
木
幸
子

鈴
木
里
海	

鈴
木
誠
子	

鈴
木
達
朗	

鈴
木
哲
夫	

鈴
木
登
志
美

鈴
木
秀
隆	

鈴
木
美
喜
子	

鈴
木
睦
子	

関
川
和
子	

関
川
の
り
子

関
口
良
和	

堰
代
秀
子	

千
崎
英
男	

外
舘
恵
子	

外
館
義
博

太
古
エ
イ
子	

大
棒
秀
一	

高
岩
久
美
子	

高
岩
千
幹	

高
嶋
キ
ヨ

高
田
由
美	

高
橋
ア
イ
子	

高
橋
邦
之	

高
橋
浩
之	

高
橋
文
中

高
橋
洋
子	

高
屋
敷
吉
蔵	

高
屋
敷
民
夫	

高
屋
敷
ト
シ	

高
屋
敷
ノ
ブ
子

滝
澤
博
文	

竹
内
政
範	

武
田
俊
一	

武
田
五
郎	

武
田
秀
山

館
石
江
理
子	

舘
崎
隆
保	

舘
下
光
利	

館　
昭
一	

田
中
大
喜

田
中
登
世
子	

田
中
宣
廣	

田
中
ユ
リ	

田
中　
竜	

田
中
和
七

田
畑
輝
彦	
田
畑
マ
ン	

田
畑
ヨ
シ	

玉
沢
邦
彦	

Tam

ひ
ろ
し

千
葉
昭
子	
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
レ
ン
ネ
ル	

津
田
重
雄	

鶴
田
幸　
雄	

寺
井　
繁

戸
澤
恭
子	
飛
澤
寿
男	

冨
手　
淳	

鳥
居
建
一	

鳥
居
サ
ヨ

鳥
居　
茂	

鳥
居
千
恵
子	

鳥
居
利
夫	

中
井
カ
ン
ジ
ャ
ナ
ー	

中
居
達
郎

協力者
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山
本
松
蔵	

山
本　
実	

山
本
靖
子	

山
本
ヤ
ス	

山
本
祐
子

山
本
れ
ん
子	

湯
澤
睦
子	

横
田
有
平	

横
山
公
司	

吉
川
敦
子

芳
沢
昌
裕	

吉
田
栄
子	

吉
田
順
子	

吉
田
精
一	

吉
浜
憲
一

若
狭　
斌	

涌
田
朋
子	

涌
田
広
重	

和
田
真
一	

渡
部
玲
子

和
山　
悟

　
東
日
本
大
震
災
宮
古
市
の
記
録
（
下
）
の
編
纂
に
あ
た
り
御
協
力
頂
い
た

　
団
体
・
企
業

（
敬
称
略
、
50
音
順
）

Ｃ
Ｃ
Ｍ
Ｎ　
　
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ　
　
赤
前
保
育
園　
　
愛
宕
保
育
所　
　
い
ず
み
保
育

園　
　
岩
泉
消
防
署　

	

（
公
財
）
岩
手
県
国
際
交
流
協
会　
　
㈱
岩
手
県
北
観
光　
　

岩
手
県
北
バ
ス　
　

岩
手
県
宮
古
警
察
署　
　

岩
手
県
臨
床
心
理
士
会　
　

㈱

岩
手
日
報
社　
　
エ
ホ
バ
の
証
人　
　
大
坂
建
設
㈱　
　
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
宮
古
国

際
交
流
倶
楽
部　
　
大
通
り
一
丁
目
商
店
街　
　
品
川
区
立
大
原
小
学
校　
　
小

が
理
商
店　
　

お
食
事
処	

五
右
衛
門　
　

お
の
で
ら
化
粧
品
店　
　

小
野
寺
餅

店　
　

重
茂
漁
業
協
同
組
合　
　

か
け
あ
し
の
会　
　

カ
ト
リ
ッ
ク
釜
石
教
会　
　

カ
ト
リ
ッ
ク
宮
古
教
会　
　
カ
リ
タ
ス
大
槌
ベ
ー
ス　
　
カ
リ
タ
ス
釜
石　
　
川

部
商
店　
　
鍬
ヶ
崎
熊
野
神
社　
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ　
　
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
た
ろ
う　
　
黒
森
神
楽
保
存
会　
　
鍬
ヶ
崎
学
童
の
家　
　
鍬
ヶ
崎
小
学

校　
　
古
須
賀
商
店　
　
後
藤
医
院　
　
後
藤
泌
尿
器
科
皮
膚
科
医
院　
　
小
山

田
保
育
所　
　
金
勢
社　
　
崎
山
保
育
所　
　
佐
々
禎
鉄
工
所　
　
佐
藤
雅
夫
ク

リ
ニ
ッ
ク　
　
札
幌
カ
リ
タ
ス
宮
古
ベ
ー
ス　
　
三
陸
鉄
道
㈱　
　
三
陸
北
部
森

林
管
理
署　
　
道
の
駅
・
み
な
と
オ
ア
シ
ス
シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ
ど　
　
品
川
区
立

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
つ
な
こ
し　
　
常
安
寺　
　
常
運
寺　
　
浄
土
ヶ
浜
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー　
　
昭
和
通
り
の
お
か
み
さ
ん
も
て
な
し
た
い　
　
末
広
町
自
治

会　
　
末
広
町
商
店
街
振
興
組
合　
　
㈲
す
が
た　
　
宮
古
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム

清
寿
荘　
　
千
徳
学
童
の
家　
　
千
徳
保
育
所　
　
創
価
学
会　
　
㈲
総
合
食
品

中
居
信
夫	

中
崎
政
和	

長
澤
光
彦	

長
島
香
乃
子	

中
島
光
子

中
嶋
ム
ツ
子	

中
嶋
要
一	

永
田
勘
一	

中
野　
猛	

中
野
規
男

長
洞
利
弘	

長
洞
正
人	

中
村
克
美	

中
村　
進	

中
村
登
志
江

中
屋
昌
富	

中
屋
定
基	

中
屋
恵
久	

中
村
卓
郎	

野
崎
昭
敏

野
中
良
一	

野
場
多
恵
子	

芳
賀
房
子	

箱
石
英
夫	

畠
山
武
文

畠
山
俊
良	

畠
山
尚
武	

畠
山
初
男	

畠
山
昌
彦	

畠
山
玲
子

花
坂
康
太
郎	
花
輪
香
代
子	

花
輪
長
一	

馬
場
栄
一	

濱
崎　
弘

濱
塚
有
史	
早
川　
輝	

林
元
睦
美	

早
野
か
づ
子	

原　
健
治

張
間
重
子	

晴
山　
洌	

晴
山
正
子	

福
士
和
男	

藤
井　
充

藤
澤
キ
ヨ	

藤
澤
順
子	

藤
澤
美
穂	

藤
島
英
世	

藤
島
正
子

藤
田
い
く
子	

藤
田
育
子	
藤
田
正
憲	

藤
沼
久
人	

太
長
根　
浩

船
越
恭
治	

舩
越
昌
子	
古
舘
篤
子	

古
館
昌
三	

古
舘
善
一

ポ
ー
ル
・
デ
ィ
ク
ソ
ン	

星
野
圭
樹	

細
越
章
子	

細
越
雅
佐
浩	

堀
田
尚
志

堀
内
光
得	

袰
岩
政
子	

本
田
英
子	

毎
原
結
衣	

前
川
和
子

前
川
加
奈
子	

前
川　
要	

前
川
民
子	
前
川　
壽	

前
川
秀
子

前
川　
均	

前
川
正
幸	

前
川
ミ
エ
子	
前
田
恵
美	

前
川
幸
次

前
山
峯
雄	

牧
野
正
博	

牧
野
吉
枝	
間
島
幸
雄	

松
井
忠
宣

松
浦
隆
太
朗	

松
崎
和
夫	

松
崎
裕
子	

松
崎
義
男	

松
重
光
治

松
下
信
子	

松
田
勝
己	

松
舘
喜
久
子	

松
永
一
樹	
松
原　
薫

松
原
安
子	

松
本
惠
子	

松
本
利
哉	

松
本
文
雄	
丸
山
幸
子

三
浦　
章	

三
浦
勝
廣	

三
浦
利
勝	

三
浦
英
博	
満
山
明
美

満
山
宗
四
郎	

御
法
川
信
樹	

宮
ヶ
崎
英
治	

宮
城
貞
子	

村
上　
優

村
木
め
ぐ
み	

村
松
岩
蔵	

元
田
千
花
子	

元
田
利
克	

盛
合
純
子

盛
合
淳
子	

盛
合　
勤	

盛
合
敏
子	

森
分
和
基	

柳
原
博
樹

山
内
敏
範	

山
内
正
光	

山
口
惣
一	

山
崎
慶
一	

山
崎
幸
穂

山
崎　
忠	

山
崎
時
男	

山
崎
直
人	

山
崎　
弘	

山
崎
正
幸

山
崎
安
人	

山
崎
義
広	

山
下
啓
一	

山
田
良
春	

山
根
幸
二

山
根
高
夫	

山
根
蝶
子	

山
根　
登	

山
根
秀
幸	

山
根　
学

山
野
目
輝
雄	

山
本
嘉
七	

山
本
カ
ヨ	

山
本　
清	

山
本
佳
子

山
本　
滋	

山
本
ツ
ネ	

山
本
ヒ
デ	

山
本
文
雄	

山
本
正
法

協力者
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執
筆
者

【
上
巻　
復
興･

防
災
編
】

南　
正
昭　
（
岩
手
大
学	

工
学
部	

教
授
）

佐
藤
悦
子　
（
岩
手
大
学	

地
域
防
災
セ
ン
タ
ー	

特
任
助
教
）

添
田
文
子　
（
岩
手
大
学	

三
陸
復
興
推
進
機
構	

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
技
術
補
佐
員
）

平
井　
寛　
（
岩
手
大
学	

工
学
部	

准
教
授
）

【
下
巻　
記
憶
伝
承
編
】

神
田
よ
り
子
（
敬
和
学
園
大
学	

人
文
学
部	

教
授
）

阿
南　
透　
（
江
戸
川
大
学	

社
会
学
部	

教
授
）

池
田
し
の
ぶ
（
敬
和
学
園
大
学	

人
文
学
部	

助
教
）

伊
藤　
純　
（
早
稲
田
大
学	

人
間
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー	

招
聘
研
究
員
）

伊
藤
好
英　
（
明
治
大
学
・
國
學
院
大
學	

兼
任
講
師
）

神
田
竜
浩　
（
独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会	

国
立
文
楽
劇
場	

企
画
制
作
係
長
）

岸　
昌
一　
（
元
宮
古
市
史
編
さ
ん
室
長
）

金　
鉉
哲　
（
東
北
大
学	

高
度
教
養
教
育･

学
生
支
援
機
構	

講
師
）

久
保
田
滋
子
（
千
葉
商
科
大
学	

商
経
学
部	

非
常
勤
講
師
）

猿
渡
土
貴　
（
江
戸
川
大
学･

成
城
大
学	

非
常
勤
講
師
）

山
東
正
昭　
（
日
本
民
俗
学
会･

日
本
口
承
文
芸
学
会･

日
本
民
話
の
会	

会
員
）

杉
本
栄
子　
（
日
本
民
話
の
会	

会
員
）

大
棒
秀
一　
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
立
ち
上
が
る
ぞ
！
宮
古
市
田
老	

理
事
長
）

中
嶋
奈
津
子
（
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
特
別
研
究
員
）

橋
村　
修　
（
東
京
学
芸
大
学	

教
育
学
部	

准
教
授
）

俵
木　
悟　
（
成
城
大
学	

文
芸
学
部	

准
教
授
）

藤
野
陽
平　
（
北
海
道
大
学	

大
学
院
メ
デ
ィ
ア･

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
院	

准
教
授
）

何　
為
民　
（
広
東
海
洋
大
学
寸
金
学
院	

経
済
金
融
学
部	

教
授
）

眞
瀬
智
彦　
（
岩
手
医
科
大
学	

医
学
部	

教
授
）

米
屋
陽
一　
（
日
本
口
承
文
芸
学
会･

日
本
民
話
の
会	

会
員
、國
學
院
大
學
文
学
部	

兼
任
講
師
）

宮
坂　
清　
（
名
古
屋
学
院
大
学	

国
際
文
化
学
部	

准
教
授
）

谷
部
真
吾　
（
山
口
大
学	
人
文
学
部	

准
教
授
）

セ
キ
カ
ワ　
　

磯
鶏
保
育
所　
　

そ
け
い
幼
稚
園　
　

大
成
建
設
㈱　
　

㈲
タ

ウ
ン
情
報
社　
　
高
浜
児
童
館　
　
高
浜
小
学
校　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
立
ち
上
が
る

ぞ
！
宮
古
市
田
老　
　
田
老
仮
設
保
育
所　
　
田
老
総
合
事
務
所　
　
田
老
第
一

中
学
校　
　

田
老
中
央
公
民
館　
　

田
老
町
漁
業
協
同
組
合　
　

田
老
保
育
所　
　

た
ろ
ち
ゃ
ん
協
同
組
合　
　

中
央
通
商
店
街
振
興
組
合　
　

長
根
寺　
　

津
軽

石
・
赤
前
・
白
浜
復
興
組
合　
　

津
軽
石
鮭
繁
殖
保
護
組
合　
　

津
軽
石
中
学

校　
　
津
軽
石
保
育
所　
　
津
田
時
計
写
真
店　
　
集
い
の
広
場
す
く
す
く
ラ
ン

ド　
　
電
気
シ
マ
ザ
キ
の
店　
　
天
理
教　
　
鳥
も
と　
　
七
滝
湯　
　
新
里
保

育
所　
　
日
本
基
督
教
団
宮
古
教
会　
　
法
の
脇
獅
子
舞
保
存
会　
　
花
輪
保
育

所　
　
㈱
菱
屋
酒
造
店　
　
ビ
デ
オ
さ
わ
ぐ
ち　
　
復
幸
造
船
所　
　
ふ
る
さ
と

大
原
会　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ふ
れ
あ
い
荘　
　
ベ
ト
レ
ヘ
ム
会　
　
ホ
テ

ル
近
江
屋　
　
前
山
造
船　
　
末
日
聖
徒
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
教
会　
　
マ
リ
ン

コ
ー
プ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ａ　
　
三
浦
櫓
櫂
店　
　
み
ず
き
会　
　
宮
古
21
防
災
会　
　
宮

古
海
上
保
安
署　
　
宮
古
観
光
文
化
交
流
協
会　
　
宮
古
漁
業
協
同
組
合　
　
宮

古
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
チ
ャ
ー
チ　
　
宮
古
市
・
地
域
の
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
復

興
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会　
　
宮
古
市
教
育
研
究
所　
　
宮
古
市
社
会
福
祉
協

議
会　
　
宮
古
市
消
防
団
（
団
本
部
、
第
一
分
団
、
第
二
分
団
、
第
三
分
団
、
第

五
分
団
、
第
六
分
団
、
第
八
分
団
、
第
十
分
団
、
第
十
一
分
団
、
第
十
六
分
団
、

第
二
十
分
団
、
第
二
十
一
分
団
、
第
二
十
三
分
団
、
第
二
十
五
分
団
）　	

宮
古
小

学
校　
　
宮
古
商
工
会
議
所　
　
宮
古
消
防
署　
　
宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
施

設
課　
　
宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部　
　
認
定
こ
ど
も
園
宮
古
ひ
か
り　
　

宮
古
復
興
工
事
事
務
所　
　
宮
古
保
育
園　
　
宮
古
街
な
か
復
興
市
実
行
委
員
会　
　

宮
古
民
友
社　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
や
こ
ラ
ボ　

	

（
社
福
）
翔
友	

み
や
こ
ワ
ー
ク
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン　
　
品
川
区
職
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
み
ゃ
っ
こ
隊
」　　
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
み
や
っ
こ
ベ
ー
ス　
　
㈱
村
木
水
産　
　
目
黒
の
さ
ん
ま
祭
り
実
行
委
員

会　
　
山
口
保
育
所　
　
陸
上
自
衛
隊
中
部
方
面
隊
伊
丹
駐
屯
地　
　
立
正
佼
成

会　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト　

	（
社
福
）
若
竹
会	

わ
か
た
け
学
園

協力者
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氏　
　
　
　
　
名

研
究
機
関
・
役
職

委
員
長

神　
田　
よ
り
子

敬
和
学
園
大
学	

人
文
学
部
教
授

副
委
員
長

南　
　
　
正　
昭

岩
手
大
学　
工
学
部
教
授

委　
　
員

小　
川　
直　
之

國
學
院
大
學　
文
学
部
教
授

〃

平　
井　
　
　
寛

岩
手
大
学　
工
学
部
准
教
授

〃

岸　
　
　
昌　
一

元
宮
古
市
史
編
さ
ん
室
長

宮
古
市
東
日
本
大
震
災
記
録
編
集
委
員
会

【	
編
集
委
員	

】

氏　
　
名

所
属
・
役
職

坂
下　
　
昇

総
務
企
画
部
長(

平
成
24
～
25
年
度)

佐
藤　
廣
昭

教
育
部
長
（
平
成
24
～
25
年
度
）、
総
務
企
画
部
長
（
26
年
度
）

山
崎　
政
典

総
務
企
画
部
企
画
課
長
（
平
成
24
～
26
年
度
）、企
画
部
長
（
27
～
28
年
度
）

熊
谷　
立
行

教
育
委
員
会
教
育
部
長
（
平
成
26
～
27
年
度
）

上
居　
勝
弘

教
育
委
員
会
教
育
部
長
（
平
成
28
年
度
）

伊
藤　
孝
雄

企
画
部
企
画
課
長
（
平
成
27
年
度
）

菊
地　
俊
二

企
画
部
企
画
課
長
（
平
成
28
年
度
）

竹
下　
將
男

教
育
委
員
会
文
化
課
長
（
平
成
24
～
26
年
度
）

高
橋
憲
太
郎

教
育
委
員
会
文
化
課
長
（
平
成
27
～
28
年
度
）

三
河　
　
浩

総
務
企
画
部
企
画
課　
広
報
担
当　
主
査
（
平
成
24
年
度
）

田
中
富
士
春

総
務
企
画
部
企
画
課
広
報
担
当
主
査･

秘
書
室
長（
平
成
25
～
27
年
度
）

西
村　
泰
弘

企
画
部
企
画
課
秘
書
室
長
（
平
成
28
年
度
）

川
内　
義
昭

総
務
企
画
部
企
画
課
広
報
担
当
主
査	（
平
成
24
～
26
年
度
）

坂
本
恵
理
子

企
画
部
企
画
課
広
報
担
当
主
事
（
平
成
27
年
度
）

橋
場　
　
淳

企
画
部
企
画
課
広
報
担
当
主
事
（
平
成
28
年
度
）

假
屋
雄
一
郎

教
育
委
員
会
文
化
課
市
史
編
さ
ん
室
主
査･

室
長（
平
成
24
～
28
年
度
）

【	

事
務
局	

】

協力者



氏　
　
名

所
属
・
役
職

坂
下　
　
昇

総
務
企
画
部
長(

平
成
24
～
25
年
度)

佐
藤　
廣
昭

教
育
部
長
（
平
成
24
～
25
年
度
）、
総
務
企
画
部
長
（
26
年
度
）

山
崎　
政
典

総
務
企
画
部
企
画
課
長
（
平
成
24
～
26
年
度
）、企
画
部
長
（
27
～
28
年
度
）

熊
谷　
立
行

教
育
委
員
会
教
育
部
長
（
平
成
26
～
27
年
度
）

上
居　
勝
弘

教
育
委
員
会
教
育
部
長
（
平
成
28
年
度
）

伊
藤　
孝
雄

企
画
部
企
画
課
長
（
平
成
27
年
度
）

菊
地　
俊
二

企
画
部
企
画
課
長
（
平
成
28
年
度
）

竹
下　
將
男

教
育
委
員
会
文
化
課
長
（
平
成
24
～
26
年
度
）

高
橋
憲
太
郎

教
育
委
員
会
文
化
課
長
（
平
成
27
～
28
年
度
）

三
河　
　
浩

総
務
企
画
部
企
画
課　
広
報
担
当　
主
査
（
平
成
24
年
度
）

田
中
富
士
春

総
務
企
画
部
企
画
課
広
報
担
当
主
査･

秘
書
室
長（
平
成
25
～
27
年
度
）

西
村　
泰
弘

企
画
部
企
画
課
秘
書
室
長
（
平
成
28
年
度
）

川
内　
義
昭

総
務
企
画
部
企
画
課
広
報
担
当
主
査	（
平
成
24
～
26
年
度
）

坂
本
恵
理
子

企
画
部
企
画
課
広
報
担
当
主
事
（
平
成
27
年
度
）

橋
場　
　
淳

企
画
部
企
画
課
広
報
担
当
主
事
（
平
成
28
年
度
）

假
屋
雄
一
郎

教
育
委
員
会
文
化
課
市
史
編
さ
ん
室
主
査･

室
長（
平
成
24
～
28
年
度
）



　
東
日
本
大
震
災 

宮
古
市
の
記
録

　
　
　
　
　
　
第
２
巻
（
下
）
記
憶
伝
承
編

　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
） 

三
月
三
十
日
　
発
行

　
　
　
　
　
　
編
集
　
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
記
録
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
発
行
　
宮
古
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
古
市
新
川
町
二
番
一
号

　
　
　
　
　
　
印
刷
　
株
式
会
社 

文
化
印
刷

 

宮
古
市
松
山
五
地
割
十
三
番
地
六


